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宮尾しげを作「鳥追い」
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重要文化財富沢家住宅 (大道)

令神保家(岩本)
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一
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読
み
や
す
く
す
る
た
め
に

1 

本
文
は
つ
と
め
て
現
代
か
な
づ
か
い
、
当
用
漢
字
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。
や
む
を
得
な
い
も
の
に
は
か
な
を
ふ
っ
た
。

史
料
は
読
み
下
し
を
原
則
と
し
、
原
文
は
つ
と
め
て
短
い
も
の
の
引
用
に
と
ど
め
た
。
こ
の
た
め
別
に
資
料
編
を
お
く
こ
と
と
し

た。

2 一
、
氏
名
の
敬
称
は
省
略
し
た
。

一
、
時
代
区
分
の
町
村
名
の
時
代
に
よ
る
相
違
等
に
つ
い
て
は
文
中
に
付
記
し
た
。

一
、
写
真
は
執
筆
者
の
採
択
に
よ
っ
た
も
の
で
撮
影
者
、
提
供
者
名
は
省
略
し
た
。
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条
町
誌
研
究
会
の
発
足

六
昭
和
の
町
村
合
併
後
に
お
け
る
地
方
誌
編
さ
ん
の

状況・・・・・・・・
.................................................. ・・・・・=一九八

ω町
村
合
併
以
後
に
お
け
る
町
村
誌
編
さ
ん
の
状
況
/

ω昭
和
年
代
中
之
条
町
関
係
郷
土
出
版
物
一
覧
表

中
之
条
町
誌
の
編
纂
:
:
・
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
邑
一

ω目
的
/
例
中
之
条
町
誌
編
纂
委
員
会

/ω
編
纂
事

業
の
経
過
/
ω
町
誌
編
集
の
要
領
と
そ
の
特
徴

4 

七
第
二
部

現
代
編

社

会

誌

合企与
引己、

ヨ.1'>..
iilllJ 

r
y
-
f・

佐
川
一

.mA

人
口
と
世
帯

Eヨ

人
口
の
推
移

人
口
動
態

人
口
構
成

巨司

三三

四

地
区
別
部
落
別
人
口
の
動
き

四
一
七

五

巨ヨ

Cコ

就
業
人
口



-L. 
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通
勤

通
学
の
状
況

七

世
帯
の
動
き

1m 

Eヨ

八

回一=晶

一
世
帯
当
り
の
人
員

第
二
章

行
政
と
財
政

回=九

新
町
の
誕
生
j
i
-
-
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
皇内

1

新
町
の
閉
庁
と
行
政
組
織
・
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
:
:
閏
完

2

過
渡
期
の
町
議
会
と
移
行
措
置
・
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
豆一一

町
政
の
執
行
機
関
と
町
議
会
の
推
移

:
:
:
j
i
-
-
皇内

1

歴
代
町
長
と
町
政
の
動
き
・
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
-
皇内

ω伊
能
八
平
町
長
時
代

/ω
町
田
浩
蔵
町
長
時
代
/

ω福
島
真
一
町
長
時
代

2

新
町
三
役
の
推
移
:
:
:
:
・
:
i
j
i
-
-
:
・
:
:
:
:
:
:
:
室
内

3

行
政
機
構
i
j
i
l
-
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
皇官

ω行
政
組
織
と
町
職
員
数
の
推
移
/
ω
各
種
特
別
職

と
連
絡
補
助
機
関

4

町
議
会
:
:
:
j
i
-
-
:・:
i
j
i
-
-
:
:
・j
i
-
-
:
:
:
圏内一

ω町
議
会
の
推
移

/ω
歴
代
議
長
・
副
議
長

/ω
歴

代
議
会
議
員
と
現
在
の
常
任
並
び
に
特
別
委
員
会

町
章
と
町
民
憲
章
の
制
定

:
:
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
田容

町
章
制
定
の
経
過

1 

圏内七

町
民
憲
章
制
定
の
経
過

町
財
政
の
歩
み
・
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
・j
i
-
-
:
:・
固
さ

1

町
財
政
の
展
望
:--ji--::
・j
i
-
-
:
:
:
:
:
:・:・・固苫

2

町
有
財
産
調
書
-
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
園菜

一

公

有

財

産

二

物

品

五
選
挙
の
動
向
:
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
i
j
i
-
-
j
i
-
-
-
回
完

1

各
種
選
挙
の
状
況
:
:
:
・
j
i
-
-
:・j
i
-
-
:
j
i
-
-
-
回克

2

町
民
の
政
党
支
持
の
状
況
・
:
:
j
i
-
-
-
i
j
i
-
-
:
:
回八回

六
町
内
所
在
の
官
公
庁
そ
の
他

j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
回会

-
中
央
官
庁
の
出
先
機
関
・
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
j
i
-
-
-
四八甘

2

県
出
先
機
関
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
四八八

3

そ
の
他
:
j
i
-
-
・:
:
i
j
i
-
-
j
i
-
-
:
・
:
:
:
:
:
:
:
四
八
九

2 

園内八

四
第
三
章

産
業
と
経
済
j
i
-
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
・
:
史
一

産
業
概
観

j
i
-
-
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:・:
:
j
i
-
-
:
:
:
男一

l

産
業
構
造
の
変
化
:
・
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
回在一

2

産
業
別
所
得
か
ら
み
た
町
民
経
済
:
・
j
i
-
-
:
:
:
・:回九回

ω産
業
別
分
配
所
得

/ω
産
業
別
に
み
た
個
人
所
得

中
之
条
町
の
農
業
:
:
:
:
・
:
j
i
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
圏実

中
之
条
町
の
農
業
の
地
位
j
i
-
-・:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
圏実

農
家
・
農
地
・
農
業
人
口
の
変
動
j
i
-
-
-
-
j
i
-
-
-
囲内七

ω農
家
の
動
き

/ω
農
地
の
動
き

/ω
農
家
人
口
・

農
業
人
口
の
動
き
/
ω
農
業
機
械
化
の
普
及
/
同
土

2 1 

5 



四

地
改
良
事
業

農
業
生
産
の
変
貌
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
Z
O
E

ω概
観

/ω
作
目
別
の
生
産
状
況

/ω
林
業
の
動
向

農
業
協
同
組
合
の
展
開
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
草
一
ニ

ω中
之
条
農
協

/ω
沢
田
農
協

/ω
伊
参
農
協
/

ω名
久
田
農
協

新
農
政
の
展
開
と
町
の
関
連
諸
事
業
:
:
j
i
-
-
:
:
:
E
一
九

中
之
条
町
の
商
業
:
j
i
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
三
一

1

中
之
条
町
の
商
業
の
地
位
:
:
j
i
-
-
:
:
・
:
j
i
-
-
:
芸
=
一

2

商
庖
・
商
底
街
の
変
貌
・
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
j
i
-
-
-
至
=
一

ω町
の
小
売
業

/ω
町
部
商
庖
の
実
態

3

中
之
条
町
の
商
圏
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
-
Z
ニ
甘

ω地
域
住
民
か
ら
み
た
町
部
商
庖
街

/ω
郡
内
旧
町

村
の
購
買
力
の
流
出
入
状
況
/
助
四
万
温
泉
の
商
底

4

商
庖
経
営
ハ
そ
の
近
代
化
〉
を
め
ぐ
る
諸
意
向
:
:
:
霊
=
一

5

新
町
の
商
工
会
二
十
年
の
歩
み
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
茸
=
一
E

中
之
条
町
の
工
業
:
・
j
i
-
-
:
j
i
-
-
・
:
j
i
-
-
:
:
z
=
一
昔

1

中
之
条
町
の
工
業
の
地
位
:
:
:
i
j
i
-
-
-
-
j
i
-
-
・
:
霊
哲

2

三
四
十
年
代
の
工
場
の
変
貌
:
:
:
:
j
i
-
-
:
・
:
:
:
:
霊
九

ω業
種
別
工
場
の
変
化

/ω
工
場
誘
致
の
奨
励

中
之
条
町
の
観
光
業
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
・
:
:
E
回
百
一

温
泉
観
光
業
の
現
状
:
・
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
-
E
冨

ω温
泉
観
光
客

/ω
観
光
施
設
の
現
状

/ω
観
光
消

費
額

温
泉
観
光
開
発
と
将
来
展
望
:
:
:
j
i
-
-
・
:
j
i
-
-
吾
九

ω国
道
三
五
三
号
の
認
定

/ω
温
泉
観
光
の
将
来
展

3 4 5 

五
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望

6 

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
:
:
:
j
i
-
-
-
-
j
i
-
-
-
E
吾

地
域
開
発
の
重
点
を
何
に
お
く
か
・
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
霊
。

地
域
開
発
と
農
業
振
興
・
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
j
i
-
-
・
:
蚤
一

地
域
開
発
と
工
場
誘
致
:
・
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
:
歪
ニ

321 

交
通

運
輸

通
信
j
i
-
-
・
:
j
i
-
-
:
:
:
霊
ニ

は
じ
め

豆主
主主

交
通
運
輸
・
:
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
霊
園

道路・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・霊園

ω県
道
草
津
中
之
条
線
の
改
修

/ω
主
要
地
方
道
中

之
条
湯
河
原
線
の
改
修
/
助
町
の
中
央
街
路
の
改
修

工
事
/
ω
国
道
バ
イ
パ
ス
の
開
設
/
伺
竜
カ
鼻
橋
の

架
替
/
納
町
道
そ
の
他
の
生
活
路
線
二
十
年
史

中
之
条
駅
中
心
の
鉄
道
の
発
展
:
:
i
j
i
l
-
-
:
・
:
Z
2

ω中
之
条
駅
二
十
年
の
歩
み
/
ω
駅
前
の
拡
張
と
整

備

/ω
中
之
条
駅
の
改
築

/ω
中
之
条
駅
乗
降
客
の

推
移
と
連
絡
パ
ス
ダ
イ
ヤ
の
変
貌

交
通
時
代
の
明
暗
・
:
:
j
i
-
-
・
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
・
草
富
一

ω交
通
戦
争
時
代
の
到
来
と
暗
い
一
断
面

/ω
中
之

条
町
自
動
車
教
習
所
十
五
年
の
歩
み

貨
物
輸
送
:
:
・
-
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
i
j
i
-
-
:
:
:
:
五
七
九

ω吾
妻
通
運
取
扱
貨
物
量

/ω
東
武
運
輸
渋
川
支
庖

吾
妻
営
業
所
取
扱
貨
物
量
/
ω
中
之
条
駅
取
扱
貨
物
量

1 2 3 4 



通
信
(
電
信
・
電
話
〉

j
i
-
-
-
j
i
-
-
・:
j
i
-
-
:
:
・軍八一一

1

中
之
条
電
報
電
話
局
の
新
設
と

電
話
架
設
の
飛
躍
的
発
展
j
i
-
-
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
車八ニ

2

農
事
放
送
施
設
--ji---ji--:
・j
i
-
-
j
i
-
-
:
Z八穴

3

農
事
放
送
か
ら
地
集
電
話
へ
の
移
行
:
:
:
:
j
i
-
-
:
E
2

4

郵
政
二
十
年
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
j
i
-
-
i
E八八

ω局
舎
の
改
築

/ω
名
久
田
郵
便
局
五
十
年
の
歩
み

と
最
近
二
十
年
業
務
概
要

/ω
局
別
の
二
十
カ
年
郵

便
物
取
扱
状
況

町
民
ア

γ
ケ

l
ト
調
査
か
ら

j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
莞ニ

道
路
状
況
に
対
す
る
満
足
度
・
:
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
車内=

行
政
へ
の
要
望
に
み
る
道
路
と
交
通
:
・
:
:
j
i
-
-
:
・完=一

2 1 

第
五
章

文

イじ

E

九一品

伝
統
的
文
化
の
変
遷

1

衰
退
の
一
途
を
た
ど
る
素
人
義
太
夫
:
:
:
:
:
:
:
:
:
E
委

2

終
息
状
態
に
あ
る
地
方
歌
舞
伎
と
人
形
芝
居
:
:
:
:
王
者

3

太
々
神
楽
と
獅
子
舞
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
・:
:
j
i
-
-
Z九八

4

鳥
追
祭
と
祇
園
祭
:
・
:
:
j
i
-
-
・:
:
:
:
:
j
i
-
-
-
:
否。

二
文
化
協
会
の
設
立

:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
:・
き
一

-
設
立
の
趣
旨
:
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
・
:
さ
一

2

文
化
協
会
設
立
の
経
過
--ji--:::::
・:
j
i
-
-
:
否一

3

文
化
団
体
の
概
要
:
:
・
:
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
・
吉
田

ω俳
句

/ω
舞
踊

/ω
絵
画

/ω
短
歌
/
帥
写
真
/

車九一品

四

制
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
/
例
書
道
/
同
邦
楽
/
例
詩

吟
/
帥
茶
道
・
華
道

町
民
の
生
活
意
識
・
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
さ一一

1

生
き
方
に
つ
い
て
の
意
識
:
:
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
・
:
:
竺
園

2

社
会
生
活
に
対
す
る
意
識
-
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:
:
・:六一七

3

家
庭
生
活
に
つ
い
て
の
意
識
j
i
-
-
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
さ一。

文
化
会
館
の
建
設

:
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:・:さ一三

1

文
化
会
館
他
一
連
の
施
設
建
設
の
趣
旨
・
:
j
i
-
-
i
さ一=一

2

施
設
の
概
要
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
j
i
-
-
・:さ一五

ω吾
妻
郡
文
化
会
館

/ω
中
之
条
町
勤
労
青
少
年
体

育
セ
ン
タ
ー

/ω
吾
妻
都
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
/

ω吾
妻
郡
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム

吾
妻
広
域
町
村
振
興
整
備
組
合
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
さ一八

文
化
会
館
等
の
運
営
方
針
・
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:・さ一八

文
化
会
館
等
の
利
用
状
況
j
i
-
-
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
空九

543 
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教

育・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・歪一

合
併
後
の
教
育
行
政
と
現
状

j
i
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
-
歪一

1

中
之
条
町
教
育
委
員
会
-
-
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
歪一

ω歴
代
教
育
委
員

/ω
教
育
行
政
方
針

/ω
教
育
予

算

/ω
教
科
書
の
採
択
決
定
/
同
学
力
向
上
対
策

中
之
条
町
教
育
研
究
所
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
:・
室
田

ω運
営
方
針

/ω
研
究
活
動

2 
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四

学
校
教
育

:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
・-
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
-
否。

ー
小
学
校
の
現
状
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
:
:
沓
0

2

中
学
校
の
現
状
:
:
・

:
j
i
-
-
:
:
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
-
歪一

3
幼
稚
園
の
現
状
・

:
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
:
:
室内

社
会
教
育

:
:
:
j
i
-
-
:
:
:・j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:
:
・
宗
一

1

公
民
館
の
現
状
:
:
-
j
i
-
-
:
j
i
-
-
・:
:
:
j
i
-
-
・
:
奈
一

2

地
域
婦
人
会
j
i
-
-
:
:
:
-
j
i
-
-
:
・:
:
j
i
-
-
:
・
:
:
奈
回

ω婦
人
会
活
動
の
歩
み

/ω
婦
人
会
の
歴
代
会
長

3

地
域
青
年
団
:
:
・

:
j
i
-
-
:
:
・:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
・
:
:
穴
完

ω中
之
条
町
青
年
団
連
絡
協
議
会

/ω
中
之
条
町
の

単
位
青
年
団

4
中
之
条
町
体
育
協
会
・
:
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
套
E

ω体
育
協
会
の
設
立

/ω
体
育
協
会
の
歩
み

教
育
に
関
す
る
町
民
の
意
識

:
:
-
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
さ八

1
町
民
の
生
活
意
識
調
査
か
ら
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
・
:
若
八

ω過
保
護
に
つ
い
て
の
意
見

/ω
入
試
問
題
に
つ
い

て
の
意
見
/
帥
世
代
断
絶
に
つ
い
て
の
意
見

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
・

i
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
・
:
交
O

ω学
校
教
育
・
社
会
教
育
に
対
す
る
満
足
度

/ω
学

校
教
育
の
重
点
志
向

2 

第
七
章

医
療
保
健
・
:
:
・

中
之
条
保
健
所
・
:
j
i
-
-
:
:
:
・j
i
-
-
:・j
i
-
-
-
交ニ

中
之
条
保
健
所
の
概
要
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
交一一

1 

四

吾
妻
郡
医
師
会
・
歯
科
医
師
会

j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
交
E

1

戦
後
の
医
師
会
の
動
き
・

:
:
:
j
i
-
-
:
:
-
j
i
-
-
:
:
同八五

2

医
師
会
の
医
療
対
策
:
:
・

:
:
:
j
i
-
-
:・:
j
i
-
-
:
穴八六

3

吾
妻
郡
医
師
会
の
事
業
活
動
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
六八七

4

吾
妻
郡
歯
科
医
師
会
:
:
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
-
六八九

吾
妻
准
看
護
婦
学
校
:
:
:
・
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
交一

1

吾
妻
准
君
護
婦
学
校
の
設
立
j
i
-
-
:
・:
j
i
-
-
:
:
克一

2

卒
業
生
の
状
況
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
-
-
j
i
-
-
完ニ

3

准
看
護
婦
学
校
の
現
状
:
:
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
・
:
:
:
完
Z

県
医
師
会
温
泉
研
究
所
附
属
沢
渡
病
院
・

:
j
i
-
-
・:円九回

1沿革・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・交回

2

沢
渡
病
院
の
現
状
と
特
色
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
完亘

3

施
設
設
備
の
充
実
・

:
:
j
i
-
-
:
・:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
六九六

中
之
条
病
院
-
j
i
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
交八

1

設
立
の
趣
旨
:
:
:
j
i
-
-・:
:
j
i
-
-
:
:
・j
i
-
-
-
究八

2
そ
の
現
状
-
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
・-
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
究八

3

地
域
社
会
と
中
之
条
病
院
:
j
i
-
-
j
i
-
-
-
-
j
i
-
-
完九

四
万
僻
地
診
療
所
の
開
設

-ji--:
・j
i
-
-
j
i
-
-
8
0

8 

五
占

ノ、七

中
之
条
町
の
伝
染
病

:
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
苫一

ω町
村
合
併
前
の
伝
染
病
対
策

/ω
組
合
立
伝
染
病

院
の
そ
の
後
の
状
況
/
ω
岩
本
地
区
の
集
団
赤
痢
/

ω中
之
条
中
学
の
集
団
赤
痢
/
例
中
之
条
小
学
校
の

集
団
赤
痢



第
八
章

社
会
福
祉

. . . . . . . . . . . . . . 
-tr 
Eコ

"" 

社
会
福
祉
行
政
の
あ
ゆ
み

七
(
〕
六

二

生

活

保

護

:

:

芭

八

-

生

活

保

護

法

の

制

定

:

・

・

芭

八

2

生

活

保

護

の

推

移

:

・

:

:

・

・

2
0

3

民

生

委

員

制

度

の

推

移

:

:

:

:

:

:

主

一

三

老

人

福

祉

:
:
:
-
j
i
-
-
j
i
-
-
・

:

:

七

一

回

-
老
人
福
祉
法
の
制
定
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-・:・七一回

2

老
人
福
祉
対
策
・

:
j
i
-
-・:
:
:
j
i
-
-
:
・:
j
i
-
-
-
哲一向

ω老
人
ホ
l
ム
収
容
状
況

/ω
在
宅
老
人
福
祉
対
策

/
ゆ
老
人
健
康
診
査

/ω
老
人
医
療
費
支
給
事
業
/

同
高
令
者
慰
問
と
友
愛
訪
問
/
例
中
之
条
町
老
人
ク

ラ
プ

3

老
人
健
康
村
・
美
ら
寿

j
i
-
-
j
i
-
-
:
:・j
i
-
-
吉一園

田

母

子

福

祉

:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
・j
i
-
-
:
:
:・j
i
-
-
:・ぢ一
E

1

母
子
福
祉
法
制
定
ま
で
の
経
緯
:
-
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
さ一
E

2

母
子
福
祉
法
の
制
定
-ji--・:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
宝六

五
児
童
福
祉
:
・

j
i
-
-
・:
:
j
i
-
-
:
:・・
j
i
-
-
j
i
-
-
-
室一

-
児
童
福
祉
法
の
制
定
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
室一

2

中
之
条
町
の
児
童
福
祉
:
j
i
-
-
i
j
i
-
-
j
i
-
-
-
茎=一

ω保
育
所
の
設
置
/
助
児
童
手
当
の
支
給
/
帥
児
童

委
員

六

国

民

健

康

保

険

j
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
-
室耳

-
町
村
合
併
前
の
国
民
健
康
保
険
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
茎
E

2

町
村
合
併
後
の
国
民
健
康
保
険
j
i
-
-
-
j
i
-
-・
:
:
室
内

七
中
之
条
町
の
国
民
年
金
:
・

j
i
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
茎八

-
国
民
年
金
制
度
の
発
足
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
:
茎八

2

中
之
条
町
に
お
け
る
拠
出
制
年
金
:
:
:
:
:
・
:
:
:
:
:
茎
九

ω加
入
状
況

/ω
検
認
状
況

/ω
拠
出
制
年
金
の
給

付
状
況

3

福
祉
年
金
の
給
付
:
:
:
j
i
-
-
-
i
j
i
-
-
:
j
i
-
-
-
甚
0

4

国
民
年
金
特
別
融
資
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
-
j
i
l
-
-
-
菖一

八
身
体
障
害
者
福
祉

--ji--・:
j
i
-
-・:
:
j
i
-
-
:
菖一

-
身
体
障
害
者
福
祉
制
度
の
歩
み

:
:
:
:
j
i
-
-
:
:・:七回ニ

2

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
j
i
-
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
-
甘塁

3

身
体
障
害
者
へ
の
施
策
:
:
:
・

j
i
-
-
:
:
:
:
j
i
-
-
茜
E

ω補
装
具
、
日
常
生
活
用
具
の
給
付

/ω
医
療
費
の

無
料
化
/
帥
家
庭
奉
仕
員

/ω
相
談
員
/
伸
身
体
障

害
者
の
た
め
の
施
設

九
精
神
薄
弱
者
福
祉

:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:・
:
:
茜
甘

-
精
神
薄
弱
者
福
祉
法
の
制
定
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
:
茜甘

2

そ
の
対
策
・

:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
i
j
i
-
-
:
・
:
:
:
:
甚
八

ω更
生
相
談
所
/
同
福
祉
司

/ω
精
神
薄
弱
者
の
状

況
/
帥
相
欝
員
/
同
療
育
手
帳
制
度

保
護
司
の
活
動

-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
芸一

保
護
司
の
歴
史
:
:
・

:
j
i
-
-
i
j
i
-
-・:
j
i
-
-
:
茎一

。

9 

1 



3 2 

保
護
司
会
の
現
状
:
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
:
・j
i
-
-
-
室ニ

更
生
保
護
婦
人
会
j
i
-
-
j
i
-
-
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
墓
園

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら

:
j
i
-
-・:
j
i
-
-
七
霊

ω社
会
福
祉
状
況
に
対
す
る
満
足
度

/ω
社
会
福
祉

対
策
中
の
行
政
重
点
志
向

第
九
章

生
活
環
境

j
i
-
-
j
i
-
-
:
・:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
・室内

町
部
村
部
の
変
貌

:
j
i
-
-
j
i
-
-・:
:
j
i
-
-・
:
:
甘
美

1

町
部
の
拡
大
発
展
と
農
村
部
の
都
市
化
:
:
j
i
-
-
・
:
七
若

ω町
部
と
周
辺
の
拡
大
発
展

/ω
一
農
村
部
の
都
市
化

/
ω
住
宅
地
拡
大
の
種
々
相

2

生
活
様
式
の
変
化
:
・
j
i
-
-
:
:
:
:
j
i
-
-
・:
j
i
-
-
喜一

3

婚
姻
闘
の
拡
大
:
:
:
j
i
-
-
・:
i
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
英国一

4

地
域
生
活
の
変
貌
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
j
i
-
-
菜

Z

例
都
市
生
活
様
式
の
浸
透

/ω
新
生
活
運
動
の
推
進

/ω
村
部
の
変
貌

5

住
民
の
職
業
へ
の
進
出
:
:
・
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
七六六

ω職
業
別
戸
数
の
変
貌
と
各
種
職
業
へ
の
従
事
/

ω主
婦
そ
の
他
の
家
庭
内
職

/ω
職
場
の
福
祉
厚
生

施
策
/
ω
職
場
の
生
活

6

生
活
圏
の
拡
大
・
生
活
意
識
の
変
化
j
i
-
-
-
j
i
-
-
芸品

ω生
活
圏
の
拡
大

/ω
生
活
意
識
の
変
化

二
生
活
環
境
を
守
る
努
力
の
歴
史
・
j
i
-
-
・:
:
:
j
i
-
-
Z
一

-
自
然
の
脅
威
へ
の
対
応
施
策
:
:
:
:
・
j
i
-
-
j
i
-
-
-
Z
一

2
公
営
企
業
の
公
害
防
止
へ
の
記
録
:
・
j
i
-
-
-
j
i
-
-
Z
Z

町
営
の
火
葬
場
建
設
と
そ
の
利
用
状
況
:
:
・
j
i
-
-
-
Z園

中
之
条
町
救
急
隊
の
活
動
:
:
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
Z
Z

し
尿
処
理
-
ゴ
ミ
焼
却
施
設
の
設
置
:
:
:
:
j
i
-
-
:
若六

ω合
併
前
後
の
し
尿
処
理
事
情

/ω
汚
物
処
理
対
策

の
十
年
間
/
ω
不
燃
物
処
理
施
設
/
ω
ご
み
処
理
施

設
/
帥
施
設
の
拡
充
計
画

中
之
条
町
上
水
道
の
布
設
・
:
j
i
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
-
七八一

ω上
水
道
布
設
の
経
過

/ω
上
水
道
の
拡
充
発
展
/

ω簡
易
水
道
の
普
及
状
況

生
活
環
境
に
つ
い
て
の
町
民
の
意
向

543 

10 

6 

-同八七

む
す
び

現
状
の
問
題
点
と
将
来
の
予
測
・
対
策
・
:
実

人
口
と
世
帯
:
j
i
-
-
:
:
・-
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
七八八

1

現
状
の
問
題
点
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
・:
j
i
-
-
j
i
-
-
七八八

2

将
来
の
予
測
と
対
策
-
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
j
i
-
-
:
夫内

政
治
・
行
財
政
・
:
j
i
-
-
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
克一

1

現
状
の
問
題
点
:
:
i
j
i
-
-
-
i
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
:
克一

2

将
来
の
予
測
と
対
策
:
j
i
-
-
:
・:
:
:
j
i
-
-
:
:
:・七九百一

三産業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・七九回

-
各
産
業
の
現
状
の
問
題
点
:
:
・
:
:
j
i
-
-
・:
j
i
-
-
完回

ω農
業
の
問
題
点

/ω
林
業
の
問
題
点
/
助
商
業
の

問
題
点

ω工
業
の
問
題
点
/
伺
観
光
の
問
題
点

将
来
の
予
測
と
対
策
:
・
・
i
j
i
-
-
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
合一

ω農
業
の
将
来
の
予
測
と
対
策

/ω
林
業
の
将
来

2 



の
予
測
と
対
策
/
肋
商
業
の
将
来
の
予
測
と
対
策
/

ω工
業
の
将
来
の
予
測
と
対
策
/
同
観
光
の
将
来
の

予
測
と
対
策

四

交
通
・
運
輸
・
通
信

:
:
:
j
i
-
-
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
八
実

1

現
状
の
問
題
点
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
也
実

2

将
来
の
予
測
と
対
策
:
:
:
:
i
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
・:八口八

五文化・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・八一。

-
現
状
の
問
題
点
:
・
:
:
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
・:
j
i
-
-
・:八一
0

2

将
来
の
予
測
と
対
策
j
i
-
-
:
:
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
八一。

六教育・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2

-
教
育
の
現
状
の
問
題
点
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
八こ

ω学
校
教
育
の
問
題
点
/
助
社
会
教
育
の
問
題
点

2

教
育
の
将
来
の
予
測
と
対
策
:
・
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・八一
Z

ω学
校
教
育
の
将
来
の
予
測
と
対
策

/ω
社
会
教
育

の
将
来
の
予
測
と
対
策
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療
保
健
と
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会
福
祉
・
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会
保
健
・
:
:
:
j
i
-
-
:
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1

現
状
の
問
題
点
:
j
i
-
-
:
:
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
・::八一亘

ω医
療
保
健
の
問
題
点

/ω
社
会
福
祉
の
問
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点

将
来
の
予
測
と
対
策
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
j
i
-
-
八一八
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療
保
健
の
予
測
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策
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福
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策
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策
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:
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史

:
:
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-
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:
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i
-
-
:
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-
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-
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:
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-
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-
:
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史
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-
-
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i
-
-
:
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-
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-
-
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史
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-
-
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:
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:
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i
-
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i
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j
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/
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湖
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岸
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岩
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質
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中
之
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腿虫類・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・内室
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げ
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W
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-
j
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-
:
:
:
夫
E

2
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類
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モ
リ
・
サ
γ
シ
ョ
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:
:
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六
七
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1

生
息
環
境
:
:
j
i
-
-
:
:
i
j
i
-
-
i
j
i
-
-
:
:
:
:
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2

漁
法
・
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
i
j
i
-
-
-
i
・e
・
-
:
:
:
:
:
窓
口
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相
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ω
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)
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
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物
:
j
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-
-
-
j
i
-
-
:
:
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j
i
-
-
j
i
-
-
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:
九
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淡
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ハ
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科
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j
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:
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j
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-
-
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類
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-
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-
-
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j
i
-
-
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i
-
-
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ょ
う
科
:
・
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
九七七
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あ
げ
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ち
ょ
う
科
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j
i
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-
:
:
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:
:
:
:
:
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-
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し
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ち
ょ
う
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:
:
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i
-
-
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i
-
-
九七八
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ち
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j
i
-
-
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
-
j
i
-
-
-
九七八

て
ん
ぐ
ち
ょ
う
科
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
j
i
-
-
:
・
:
:
:
九
七
八

じ
ゃ
の
め
ち
ょ
う
科
:
:
j
i
-
-
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
・九七八

た
て
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ち
ょ
う
科
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:
-
j
i
-
-
:
:
:
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i
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:
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九叉

し
じ
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:
:
:
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ω
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九七九九七九
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概
観
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植
物
目
録
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植
物
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植
物
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葉
植
物
、
双
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物

三
植
物
観
察
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査
地
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i
-
-
:
:
:
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-
-
:
:
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-
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-
-
:
:
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-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
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B

ω概
観

/ω
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小
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狗
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で

/ω
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狗

/ω
中
天
狗
/
例
御
城
の
平
ハ
経
塚
)
か
ら
大
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狗

赤
沢
林
道
か
ら
稲
包
山
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
5
8

ω概
観

/ω
日
向
見
か
ら
つ
り
橋
ま
で
/
帥
つ
り
橋

か
ら
赤
沢
峠
ま
で

/ω
赤
沢
峠
か
ら
稲
包
山

牧
水
コ
l
ス
(
麓
橋
か
ら
暮
坂
峠
)
:
:
:
j
i
-
-
:

一CC九

ω概
観

/ω
麓
橋
か
ら
奥
細
尾
橋

/ω
峠
下
ま
で
/

川

w
幕
坂
峠
附
近

2 3 

四

中
之
条
町
に
お
け
る
天
然
記
念
物

(
植
物
)
名
木
・
珍
し
い
木
・
群
落

j
i
-
-
・:一
O

一四

1

天
然
記
念
物
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
o
一四

2

名
木
・
珍
し
い
木
・
群
落
:
:
j
j
i
-
-
-
-
j
i
-
-
:
・:一
O

一六

上
反
下
の
カ
ワ
ノ
リ

五

Cコ-r、

_，_ 
ノ、

帰
化
植
物

Cコ
Cコ

七

山

菜

と

食

物

野

草

一

三

一

一

山
菜
一
覧
表
j
i
-
-
・:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
一Q
一四

薬
用
植
物
と
有
毒
植
物

j
i
-
-
-
j
i
-
-
・:
:
j
i
-
-
-
一Q
一九

1

薬
用
植
物
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
j
i
-
-
一三九

薬
用
植
物
一
覧
表
・

:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
・:
j
i
-
-
-
一C
一き

2

有
毒
植
物
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
・:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
・一
o=一八

ω稜
子
植
物

/ω
菌
類

春
の
七
草
・
秋
の
七
草
・
:
:
:
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
:
・一
O

哲一

1

春
の
七
草
:
・
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
・一

C
E

2

秋
の
七
草
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
一O
四回

八九

3 2 1 0 

田

の

雑

草

・

畑

の

雑

草

一

O

四六

雑

草

:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:
・j
i
-
-
:

一C園内

水
田
雑
草
-
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
j
i
-
-
:

一C四七

畑
地
雑
草
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
・j
i
-
-
:

一C毘

温
泉
の
水
生
植
物

Cコ
'"三
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食

住

・

衣

服

:

・

:

一

O

霊

着
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の
種
類
:
:
・
:
:
・

j
i
-
-
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
一O
蓋

し
ご
と
着
・

:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
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:
:
:
:
:
:
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i
-
-
一室内

食事・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一
O

莞

食
事
・

:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
一O莞

調
味
料
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:・:
:
:
j
i
-
-
i
j
i
-
-
一O

室

果
実
と
山
菜
:
:
:
:
・

:
:
j
i
-
-
-
-
j
i
-
-
:
j
i
-
-
・:一
O

歪

烏
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
-
j
i
-
-
:
:
:・:
-
j
i
-
-
j
i
-
-

一O交

そ
の
他
・

:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
・:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
・
:
:
一
宕
O

住
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:

:

:

一

宕

一

新
築
の
工
程
:
:
:
:
:
:
:
:
i
j
i
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
一宕一

屋
根
替
え
:
:
・

:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:・一
O

甘一

家
に
肥
る
神
:
j
i
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
:一O
吉一

照
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:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
・:・:::・

:
:
-
j
i
-
-・:一
O

芸

第
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j
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-
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条
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:
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:
:
:
:
:
:
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究
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通

・

交

易

j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:・::一一包一

交
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会
生
活
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j
i
-
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i
-
-
j
i
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-
-
j
i
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一一宕

む
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の
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成
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:
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j
i
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j
i
-
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:
j
i
-
-
:
・一一宕
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O

一七

戸
主
会
:
・

j
i
-
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
一一一。

主
婦
会
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:
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j
i
-
-
-
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む
ら
の
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会
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:
:
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j
i
-
-
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j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
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む
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内
の
連
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j
i
-
-
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i
-
-
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
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む
ら
の
役
員
:
j
i
-
-
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
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i
-
-
:
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i
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住
生
活
に
関
す
る
禁
忌

:
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
ご
ち

そ
の
他
:
j
i
-
-
:
:
・j
i
-
-
:
・:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
・:一一六一

第
七
章

人
の
一
生
・
j
i
-
-
:
j
i
-
-
・:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
一一さ一

産

育・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一一さ一

年
令
集
団

婚
姻
:
・
:
j
i
-
-
:
:

一一交

1

結
婚
の
条
件
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
-
-
j
i
-
-
二
宍

2
婚
約
:
・
-
j
i
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
・:
:
:
j
i
-
-
・
:
ご
完

3

嫁
入
り

:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
・i
j
i
-
-
:
j
i
-
-
-
一一七一

四

15 

年
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五

321葬

後位葬
供制
養牌送

一一七八
一一七八

一一八九
一一九一一一

第
八
章

年
中
行
事

一一九四

十十十九八六五四三二一

月月月月月七月月月月月
i月:

昌三き完三三弓完天王色

第
九
章

民
俗
芸
能
・
:

.= 
-t:1 

第
十
章

言
語
伝
承

j
i
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
・
:
:
一
=
回
一

中
〔之
Z条
↓町
亡、の
乙方

苦言F
1=> 

Z司

中

名伊沢中之
久参国之条
田地地条町
地区区地の
区. . 区 地

名

-t:1噌" "句 g、< "句
.=Cコ3旬D: "ヨ

16 

一一一
い
ん
ご
う
惣
兵
衛
の
逸
話
j
i
-
-
:
j
i
-
-
j
i
-
-
-
=
一
茜

1

煮
こ
み
う
ど
ん
の
話
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
・
:
:
:
:
:
:
:
一
=
芸

2

年
始
の
あ
い
さ
つ
の
こ
と

(
1
)
:
:
:
:
:
:
:
:
:
・:=一室

3

年
始
の
あ
い
さ
つ
の
こ
と

(
2〉
:
・
:
:
:
:
・
:
:
:
:
士
一
芸

4

子
供
の
観
音
供
養
:
:
:
j
i
-
-
・
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
三
実

5

風
呂
も
ら
い
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
・
:
:
三
菜

6

宿
屋
の
で
き
ご
と
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
・
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
三
芸

7

娘
の
と
む
ら
い
・
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
・
:
:
三
宅

8

夏
の
土
用
の
火
j
i
-
-
:
:
:
・
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
・
:
:
:
一
三
八

9

豆
ま
き
:
:
:
・
:
:
:
j
i
-
-
-
i
j
i
-
-
:
:
・
:
:
-
j
i
-
-
三
七
八

m
年
の
暮
:
:
:
:
・
:
:
i
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
・
:
j
i
-
-
-
三
完

U

人
聞
は
お
も
お
も
し
く
:
:
・
:
:
-
j
i
-
-
:
・
:
:
:
:
:
:
三
完

ロ
女
房
を
大
切
に
:
:
:
:
・
:
:
:
-
j
i
-
-
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
三
完

臼
む
ね
や
け
を
な
お
す
・
:
:
:
:
:
i
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
三
完

M

と
う
が
ら
し
と
火
:
:
:
:
:
j
i
-
-
・
:
:
:
・
:
j
i
-
-
:
・
三
完

民

家

は
じ
め
に
:
:
:
・
:

-J、

平
面
形
式
の
分
類



編
年
の
指
標

一
間
取
型
・
:

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . -
.r、
J、

四

二
間
取
型
:
j
i
-
-
:
:
・

一一一八九

五

::ft. 

三
間
取
型
・
:
:
・

........ 
ノ、

不
整
形
田
字
型

:
:
・
:
:
:
:
一
ニ
九
五

七

喰
違
四
間
取
型

Cコ
Cコ

八

大
規
模
型

Cコ
::ft. 

九

出
入
口
に
つ
い
て

. 
三三

区宮

十

柱

っ
し、

て

五五

三五

十

絵
画
面

っ
し、

て

三三

十

. 
三三

，、、

ま
と
め

中
之
条
町
現
代
史
年
表

. . . . . . . . . 
一= 一一一一

寄
稿
文
集
録

-.=. 
= 一塁王

中
之
条
町
誌
編
纂
役
員

覧
表

あ
と
が
き
(
編
集
後
記
〉

:・一墨田園

見
返
し
絵
図

明
治
前
期
の
下
沢
渡
村
地
租
改
正
の
絵
図
を
使
用
し
た
。

ζ

の
絵
図
は

町
誌
編
集
の
過
程
で
奈
良
秀
重
編
集
委
員
が
昭
和
五

O
年
六
月
、
下
沢
渡

錫
持
正
一
方
で
発
見
し
た
も
の
で
あ
る
。
和
と
じ
二
四
頁
の
小
冊
子
で
、

遺
筆
の
ス
ケ
ッ
チ
に
赤
青
の
彩
色
が
し
で
あ
る
絵
図
一
九
枚
綴
に
な
っ
て

い
る
。
当
時
群
馬
県
管
下
第
二

O
大
区
六
小
区
の
下
沢
渡
村
の
地
程
改
疋

の
に
お
け
る
現
地
作
業
の
実
態
を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
て
く
れ
る
。

ζ

の
絵
図

作
成
者
と
思
わ
れ
る
「
平
三
郎
」
と
い
う
署
名
も
書
か
れ
て
い
る
。
当
時

は
断
髪
令
が
施
行
さ
れ
た
直
後
で
、
県
役
人
は
ザ
ン
ギ
リ
頭
、
地
元
民
は

チ
ョ
ン
マ
ゲ
袋
と
い
っ
た
明
治
十
年
前
後
の
風
俗
も
掛
か
れ
て
い
て
大
変

興
味
ぷ
か
い
。

17 



第
一
部

歴

史

編

特
輯
(
続
)



特
輯
N
M

温

泉

史



史泉

四
万
温
泉
の
歴
史

温特輯町

1 

四
万
の
地
名
由
来

4 

四
万
温
泉
は
群
馬
県
の
北
部
に
位
置
し
、
新
潟
県
境
に
近
く
、
上
信
越
高
原
国
立
公
園
の
東
部
に
あ
り
、
四
囲
を
高
い
山
(
千
幻
級
〉
に

と
り
か
こ
ま
れ
て
お
り
、
稲
裏
山
よ
り
流
れ
出
る
清
測
な
四
万
川
の
流
れ
に
沿
い
、
日
向
見
・
新
湯
・
山
口
の
三
源
泉
群
が
あ
っ
て
、
現

在
は
温
泉
口
を
加
え
、
こ
の
渓
谷
に
そ
っ
て
温
泉
街
(
標
高
約
七
百
H

む
を
形
成
し
て
い
る
。

江
戸
時
代
は
四
万
村
と
称
し
て
い
た
が
、
明
治
二
十
二
年
四
月
の
第
一
次
町
村
合
併
で
沢
田
村
大
字
四
万
ハ
当
時
は
大
字
四
万
村
〉
と

な
り
、
現
在
の
中
之
条
町
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
三
十
年
四
月
の
第
二
次
町
村
合
併
か
ら
で
あ
る
。

四
万
の
地
名
の
由
来
は
古
来
い
ろ
い
ろ
い
わ
れ
て
い
る
が
左
の
説
が
一
般
に
流
布
さ
れ
て
い
る
。

ω
島
説
・
:
吾
妻
郡
ヰ
誌
(
昭
和
四
年
刊
)
に
「
四
万
は
島
の
仮
用
字
に

て
、
島
は
地
名
辞
書
に
磁
懸
の
義
と
す
。
こ
の
地
四
万
川
の
上
流
に

位
し
土
地
隔
絶
し
た
る
に
起
因
せ
る
か
」
と
あ
り
、
島
か
ら
四
万
に

転
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

ω
温
泉
湧
出
口
四
万
説
・
:
類
衆
名
物
考
に
「
・
:
田
村
丸
(
麻
呂
〉
翁

の
教
に
ま
か
せ
て
山
中
を
見
れ
ば
、
果
し
て
温
泉
あ
り
、
湧
き
出
づ

る
事
四
万
所
、
名
郷
田
四
万
」
と
あ
り
、
山
中
か
ら
四
万
カ
所
も
そ

の
昔
湯
が
湧
出
し
て
い
た
の
で
、
四
万
と
名
付
け
た
と
い
う
が
、

「
四
万
」
の
字
に
な
ら
っ
て
付
会
し
た
説
と
恩
わ
れ
る
。

ω
言
語
学
上
か
ら
み
た
四
万
の
地
名
考

言
語
学
上
か
ら
み
る
と
次
の
よ
う
な
説
も
な
さ
れ
て
い
る
。
「
し
」
は

清
水
、
「
ま
」
は
岡
畑
、
岡
、
丘
、
「
し
ま
」
は
清
水
の
湧
く
岡
畑
、

水
の
湧
く
丘
、
清
水
は
何
処
の
地
に
も
湧
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ

こ
に
は
特
殊
な
水
、
つ
ま
り
温
泉
が
湧
出
し
て
い
る
の
で
弥
生
時
代

か
ら
「
し
ま
」
の
名
で
呼
ば
れ
、
そ
れ
が
伝
承
さ
れ
、
文
字
の
伝
来

と
共
に
、
そ
れ
に
似
合
う
適
当
な
音
の
文
字
が
当
て
ら
れ
、
四
万
と

呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
四
万
温
泉
の

由
緒
は
意
外
に
古
い
も
の
で
あ
る
と
思
う
。



2 

原

代

始

時

四
万
の
地
に
人
類
が
住
み
つ
い
た
の
は
遠
い
昔
の
縄
文
時
代
で
、
そ
の
遺
物
で
あ
る
石
器
や
土
器
を
四
万
の
各
地
で
発
見
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
こ
ろ
は
狩
猟
生
活
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
四
万
の
山
中
は
獲
物
の
多
い
豊
か
な
土
地
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
昭
和

四
十
七
年
五
月
二
十
五
日
、
縄
文
文
化
時
代
の
住
居
地
を
字
途
中
地
内
に
て
発
見
し
、
こ
れ
を
「
四
万
遺
跡
」
と
名
付
け
た
。
群
馬
県
教

育
委
員
会
文
化
財
保
護
室
へ
調
査
を
依
頼
し
、
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

(ω参
照
)

ζ

し

四
万
川
の
流
域
は
縄
文
式
文
化
時
代
以
降
、
木
の
根
宿
を
越
え
て
、
越
後
に
近
い
た
め
、
越
と
を
結
ぶ
重
要
な
交
易
路
で
あ
っ
た
ら
し

く
、
こ
れ
ら
を
物
語
る
遺
物
も
発
見
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
川
の
流
域
に
は
縄
文
式
文
化
時
代
・
弥
生
式
文
化
時
代
・
奈
良
平
安
時
代
に

か
け
て
の
数
多
く
の
遺
跡
が
連
鎖
的
に
展
開
し
て
い
る
。

)
 

1
 

(
 

四
万
川
流
域
(
四
万
地
域
内
〉
遺
物
出
土
地
一
覧
表

一四万ilrl¥泉の魔史

115 
後|中 前 早 期

期期別

上 二
駒岩途中

本木湯原井タ

高山 地

的場 山口 田、口、 一
タ

三 途中 下書案= 
井

上湯原

五九費 上ま

撃下車賞留五軍
五
撃 名

須 土 弥

生

恵 師 中 晩. 
器 器

後期
期

ま平
山

奈
社平寺 途中ロ、

輪平五
泉温

五輪平
駒岩

口、
上

菜
途中

ま
湯原

本オ3
駒岩 五

輪平

5 



n
t
 

昭
和
四
十
七
年
五
月
二
十
五
日
、
四
万
温
泉
観
光
開
発
株
式
会
社
が
四
万
温
泉
ボ
l
ル
工
事
現
場
で
作
業
中
に
多
量
の
土
器
片
と
敷
石

を
発
見
し
、
そ
こ
で
県
文
化
財
保
護
室
に
よ
り
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

住
居
跡
は
第
一
号
住
居
跡
が
敷
石
部
分
で
東
西
三
・
三
幻
、
荷
北
三
・
一

M
、
中
央
に
炉
跡
が
あ
り
、
東
に
向
っ
て
閉
口
し
た
コ
の
字

形
で
、
一
辺
が
四
十
セ
ン
チ
で
あ
っ
た
。
自
然
石
七
箇
で
構
築
さ
れ
て
い
た
。
敷
石
住
居
跡
は
隅
丸
の
四
角
形
で
、
柱
跡
が
南
北
に
一
一
一
つ

づ
っ
の
六
個
あ
り
、
全
体
像
を
推
進
す
る
手
が
か
り
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
敷
石
住
居
の
形
状
と
出
土
土
器
に
よ
り
縄
文
時
代
中
期
の

遺
跡
で
あ
る
。
出
土
品
は
縄
文
式
土
器
の
口
縁
部
や
底
部
の
硯
片
と
石
斧
・
石
鉱
・
石
ぴ

特揖lV温泉臭

四
万
遺
跡
〈
途
中
遺
跡
〉

6 

〈
皮
は
ぎ
様
石
器
〉
な
ど
が
あ
っ
た
。

四万途中遺跡

第
二
号
住
居
跡
は
約
十

M
離
れ
、
つ
づ
い
て
隣
に
第
三
号
住
居
跡
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
隣

接
の
島
村
文
二
郎
所
有
畑
に
第
四
号
住
居
跡
が
確
認
さ
れ
た
。

矧
原
始
時
代
の
特
徴
あ
る
出
土
遺
物

的

ピ
ッ
チ
利
用
の
石
鎌

石
鎌
は
縄
文
式
文
化
時
代
・
弥
生
中
期
時
代
の
捕
獲
用
の
石
器
の
一
種
で
あ
る
。
石
鎌
の

矢
の
柄
へ
の
着
装
に
は
、
縛
着
と
ピ
ッ
チ
(
注
、
新
潟
県
に
産
す
る
石
油
よ
り
と
っ
た
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
の
こ
と
〉
利
用
の
二
方
法
が
あ
り
、
地
域
に
よ
り
そ
の
差
が
あ
る
。
吾
妻
郡
内
の

石
鎮
の
装
着
の
状
態
を
み
る
と
四
万
川
流
域
の
遺
跡
と
、
こ
れ
に
近
接
す
る
遺
跡
か
ら
は
ピ

ッ
チ
利
用
の
痕
跡
が
確
認
さ
れ
る
石
鎮
の
出
土
例
が
特
に
多
い
。
縄
文
中
・
後
・
晩
期
に
わ

た
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
晩
期
の
有
茎
石
鍍
が
特
に
顕
著
で
あ
る
。
中
之
条
・
沢
田
地



浮

器

区
に
お
け
る
石
鍍
の
ピ
ッ
チ
の
多
用
は
越
後
↓
木
の
根
宿
↓
四
万
を
通
し
た
文
化
交
流
の
一
所
産
で
あ
ろ
う
。

M
い

四
万
遺
跡
か
ら
は
、
さ
き
に
述
べ
た
遺
物
の
外
に
一
孔
あ
る
揮
石
石
器
(
漁
携
具
〉
が
二
点
出
土
し
て
い
る
。
県
内
に
お
い
て
も
、
そ

石

の
出
土
は
極
め
て
少
な
く
珍
ら
し
い
石
器
で
あ
る
。
明
治
二
十
年
ご
ろ
ま
で
は
四
万
川
で
鮭
、
鱒
が
と
れ
た
と
い
う
(
原
町
、
新
井
睦
次

談
)
。
原
始
時
代
に
は
更
に
多
く
の
魚
類
が
四
万
川
に
棲
息
し
、
彼
等
の
主
要
食
品
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(ウ)

石
鎗
・
:
ニ
タ
弁
の
遺
跡
か
ら
出
土

伺
五
輪
平
の
住
居
世
と
土
製
人
形

五
輪
平
に
は
豊
富
な
濁
水
地
点
が
あ
り
、
こ
の
地
域
一
帯
に
弥
生
中
期
、
後
期
の
土
器
片
が
介
在
す
る
。
寺
社
平
、
五
輪
平
、

木
、
後
貝
戸
、
岩
本
に
通
ず
る
道
路
が
開
削
さ
れ
た
際
、
湧
水
地
付
近
で
円
型
の
住
居
祉
一
基
が
発
見
ハ
駿
損
〉
せ
ら
れ
た
。
六
世
紀
噴

四万温泉の歴史

四万寺社平出土の土製人形(甲宵着装〉

右は土球(原町きくや蔵〉

本

の
住
居
祉
で
あ
る
。
土
器
は
完
形
の
も
の
が
数
点
出
土
、
山
崎
義
男
に
よ
り
採
集
さ

れ
、
ま
た
同
一
住
居
祉
内
か
ら
工
事
視
察
に
行
っ
た
新
井
友
次
郎
に
よ
り
土
製
人
形
と

土
球
が
発
見
さ
れ
た
。
土
製
人
形
は
配
刊
の
甲
宵
着
装
の
状
態
が
一
示
さ
れ
て
い
る
高
さ

十
一
句
、
幅
四
、
六
日
ン
程
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
前
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
武
具
は

短
甲
で
非
活
動
的
で
あ
っ
た
の
で
、
五
世
紀
後
半
、
騎
馬
戦
用
と
し
て
大
陸
か
ら
移
入

せ
ら
れ
普
及
し
た
武
具
で
あ
る
。
こ
の
土
製
人
形
が
何
を
意
味
す
る
も
の
か
。
四
万
の

文
化
を
し
る
重
要
な
一
断
面
を
語
る
も
の
と
思
う
。
ハ
一
説
に
は
蝦
夷
征
伐
に
関
係
あ

る
土
偶
で
あ
ろ
う
と
も
い
わ
れ
て
い
る
)
。
県
内
に
於
て
も
埴
輸
は
さ
て
お
き
、
類
例

の
な
い
貴
重
な
出
土
遺
物
で
あ
る
。

7 



温泉史

仰

王

塚

遺

跡

四
万
途
中
遺
跡
の
近
傍
に
「
王
塚
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
円
墳
状
の
小
山
丘
が
あ
る
。
近
く
に
鬼
高
式
の
土
器
片
が
多
量
介
在
す
る
遺

跡
が
あ
る
。
四
万
山
口
地
内
に
も
介
在
す
る
。

古
墳
後
期
に
該
当
し
、
古
墳
築
造
の
最
盛
期
に
当
る
の
で
、
当
地
で
古
墳
が
築
造
さ
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

8 

特絹lV

以
上
原
始
時
代
の
資
料
は
す
べ
て
原
町
、
新
井
嘉
男
の
提
供
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
紙
上
を
借
り
て
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

巴
似
た

註
四
万
温
泉
は
時
代
に
よ
っ
て
そ
の
呼
称
が
異
っ
て
い
る
。
地
方
文
書
に
よ
る
と
四
万
村
湯
ハ
元
禄
五
年
)
四
万
の
湯
ハ
享
保
十
六
年
)
四
万
村
温

泉
(
文
化
六
年
)
四
万
温
泉
ハ
明
治
以
降
〉
と
な
っ
て
い
る
。

3 

古

史

代

山

開

湯

伝

説

日
本
の
温
泉
の
ほ
と
ん
ど
は
遠
い
古
代
、
中
世
の
昔
か
ら
湧
出
し
て
い
る
も
の
で
、
そ
の
発
見
に
関
す
る
こ
と
も
、
す
べ
て
と
言
っ
て

よ
い
程
伝
説
の
ベ
ェ

1
ル
に
包
ま
れ
て
い
る
。
温
泉
を
め
ぐ
る
伝
説
も
肘
噴
湯
伝
説
的
発
見
伝
説
例
入
湯
伝
説
に
三
大
別
さ
れ
る

が
、
四
万
の
場
合
は
噴
湯
に
関
す
る
伝
承
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
の
源
泉
の
ほ
と
ん
ど
が
四
万
川
の
川
床
に
あ
る
こ
と
が
原
因
し
て
い

る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
発
見
伝
説
も
二
、
三
の
説
が
流
布
さ
れ
て
い
る
。

発

見

伝

説

坂
上
田
村
麻
呂
伝
説
延
暦
年
中
(
約
一
千
百
五
十
年
前
〉
征
夷
大
将
軍
坂
上
田
村
麻
呂
は
桓
武
天
皇
の
勅
命
を
奉
じ
て
蝦
夷
征
伐
の

た
め
本
郡
を
通
過
し
、
こ
の
四
万
山
中
に
お
い
て
狩
を
し
た
。
そ
の
と
き
一
人
の
老
翁
が
忽
然
と
し
て
田
村
麻
呂
の
前
に
あ
ら
わ
れ
て
言

① 



う
の
に
は
、

「
こ
の
地
に
名
湯
が
あ
る
。
こ
こ
に
浴
す
れ
ば
病
苦
を
治
す
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。
願
わ
く
は
一
般
諸
人
の
た
め
、
こ
の
土
地
に
温
泉

を
聞
き
、
医
王
の
尊
像
(
薬
師
如
来
の
尊
像
〉
を
安
置
し
て
、
庶
民
の

病
苦
を
救
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
武
功
も
ま
す
ま
す
揚
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
と
言
い
終
る
と
、
忽
ち
に
し
て
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
田

村
麻
呂
は
こ
の
老
翁
の
教
え
に
し
た
が
っ
て
山
中
を
見
渡
す
と
、
は
た

し
て
霊
湯
が
湧
出
し
て
お
り
、
そ
の
数
四
万
カ
所
、
よ
っ
て
こ
の
郷
を

四
万
と
名
付
け
た
と
い
う
。
渋
味
、
餓
味
が
あ
り
、
あ
る
い
は
浴
し
、

あ
る
い
は
蒸
す
。
よ
く
百
病
を
治
す
こ
と
が
で
き
、
誠
に
無
双
の
名
湯

で
あ
る
。
こ
の
と
こ
ろ
に
田
村
麻
呂
は
一
宇
を
建
立
し
、
伝
教
大
師
御

作
の
薬
師
如
来
の
像
を
安
置
し
た
。
」
と
あ
る
。
(
類
東
名
物
考
)

し
ゅ
て
ん
ど
う
じ

碓
氷
貞
光
伝
説
日
向
見
の
湯
に
つ
い
て
は
、
丹
波
の
大
江
山
の
酒
願
童
子
退
治
で
有
名
な
源
頼
光
の
家
臣
で
、
そ
の
四
天
王
の
一
人

と
し
て
知
ら
れ
る
碓
氷
日
向
守
貞
光
の
念
願
に
よ
り
湧
き
出
し
た
と
い
う
伊
説
が
あ
る
。

塩
谷
日
向
守
定
光
と
碓
氷
日
向
守
貞
光
と
全
く
混
同
し
た
伝
承
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
塩
谷
は
中
之
条
地
方

を
領
有
し
て
い
た
土
豪
で
あ
る
。
(
第
一
巻
中
世
の
項
参
照
の
こ
と
)

温
泉
が
主
な
医
療
法
の
こ
ろ
、
そ
の
効
果
を
知
名
の
人
の
名
を
借
り
、
た
た
え
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
。
当
温
泉
に
お

四万温泉の歴史

「
永
延
三
年
(
九
八
九
)
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
源
頼
光
の
四
天
王
の

一
人
と
し
て
勇
名
を
轟
か
し
た
日
向
守
碓
氷
貞
光
は
、
越
後
か
ら
木
ノ

根
宿
峠
を
へ
て
上
野
固
に
こ
え
る
と
き
、
こ
の
地
を
通
過
し
て
、
山
の

た
た
ず
ま
い
や
谷
川
の
響
き
に
心
を
澄
ま
し
、
夜
も
す
が
ら
読
経
を
し

た
。
と
こ
ろ
が
夜
半
の
こ
ろ
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
一
人
の
童
子
が
あ

ら
わ
れ
て
、
「
汝
が
読
経
の
誠
心
に
感
じ
て
、
四
万
の
病
悩
を
治
す
る

霊
泉
を
授
け
る
。
我
は
こ
の
山
の
神
霊
で
あ
る
。
」
と
、
夢
う
つ
つ
に

塩
谷
日
向
守
定
光
伝
説

② 

入

湯

伝

説

こ
の
神
託
を
聞
い
た
貞
光
は
、
こ
ん
こ
ん
と
湧
出
す
る
温
泉
を
見
付
け

た
。
こ
の
奇
瑞
に
感
じ
た
貞
光
は
一
字
の
堂
を
建
立
し
て
・
わ
が
守
本

尊
で
あ
る
薬
師
如
来
を
安
置
し
、
日
向
山
定
光
寺
薬
師
瑠
璃
光
如
来
と

号
し
、
湯
は
「
御
夢
想
の
湯
」
と
い
い
神
託
に
ち
な
ん
で
こ
の
地
を
四

万
の
郷
と
名
付
け
た
。
こ
こ
が
今
の
日
向
見
温
泉
の
地
で
あ
る
。
そ
の

後
、
山
口
湯
、
新
湯
な
ど
が
発
展
し
た
。
ハ
四
万
、
唐
沢
文
衛
蔵
、
四

万
郷
出
湯
の
由
来
、
)

9 



史温泉特鰐IV

御夢想の湯(日向見〉

い
て
は
次
の
二
つ
の
伝
承
が
あ
る
。

源
頼
朝
伝
説
建
久
四
年
ハ
一
一
九
一
二
〉
源
頼
朝
が
浅
間
山
の
麓
三
原
野
に
狩
し
、
そ
の
帰

途
入
湯
し
た
と
い
う
。

武
田
信
玄
伝
説

10 

戦
国
時
代
天
文
の
こ
ろ
(
約
四
百
三
十
年
前
)
武
田
信
玄
は
戦
傷
の
庇
を

い
や
す
た
め
こ
こ
に
入
湯
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
島
の
湯
は
山
梨
県
西
山
梨
郡
大
宮
村
大
字
湯

村
と
い
う
説
が
有
力
で
あ
る
。
天
文
十
六
年
ハ
一
五
四
七
〉
七
月
上
田
原
合
戦
の
の
ち
三
十
日

入
湯
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ハ
甲
陽
軍
鑑
〉
、
さ
ら
に
翌
十
七
年
七
月
に
も
十
日
入
湯
し
た
。
ハ
武

田
三
代
記
)
こ
の
島
の
揚
と
四
万
が
混
同
さ
れ
て
伝
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
だ
こ
の
天
文

の
時
代
吾
妻
郡
は
平
井
の
関
東
管
領
上
杉
憲
政
の
治
下
に
あ
っ
た
。
ま
た
甲
州
塩
山
に
近
い
河

か
〈

浦
の
湯
を
恵
林
寺
に
下
知
し
た
り
、
身
延
の
下
部
温
泉
の
よ
う
に
信
玄
の
「
隠
し
湯
」
と
い

わ
れ
た
所
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
伝
承
が
四
万
温
泉
と
混
同
し
て
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

飛

湯

伝

説

有
名
な
温
泉
に
は
よ
く
飛
揚
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
伊
香
保
の
湯
は
元
、
渋
川
市
の
湯
の
上
に
あ
っ
た
と
か
、
草
津
温

泉
も
嬬
恋
村
大
字
三
原
の
湯
窪
に
あ
っ
た
も
の
が
草
津
に
と
ぴ
移
っ
た
も
の
で
あ
る
と
か
、
近
く
で
は
沢
渡
の
湯
も
元
は
そ
れ
よ
り
東
の

宇
都
府
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
伝
承
が
残
さ
れ
て
い
る
。
四
万
に
お
い
て
も
貫
湯
平
に
こ
の
種
の
伝
承
が
残
っ
て
い
る
の

自

4
ゆ
だ

は
興
味
深
い
。
遠
い
昔
に
お
い
て
は
大
字
四
万
の
山
口
、
荒
湯
、
日
向
見
等
の
い
わ
ゆ
る
「
温
泉
」
と
い
わ
れ
て
い
る
土
地
の
外
、
貫
湯

斡
や
倒
的
府
等
の
四
万
川
畔
か
ら
も
同
じ
よ
う
に
温
泉
が
湧
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
い
つ
の
時
代
か
知
ら
な
い
が
冷
泉
と
な
っ
て
し

な
ま
ゆ

ま
っ
た
も
の
で
、
地
名
に
そ
の
名
を
の
こ
す
の
み
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
貫
湯
平
の
四
万
川
沿
岸
の
「
生
湯
」
は
大
正
の
初
め
頃
ま
で

@ 



し
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

湧
出
す
る
「
ぬ
る
湯
」
を
わ
か
し
、
外
傷
ゃ
、
皮
膚
病
の
患
者
が
入
湯
し
た
と
い
わ
れ
、
昭
和
の
初
め
頃
、
ポ

I
り
γ
グ
を
し
た
が
成
功

貫
温
平
伝
説
貫
湯
平
と
伊
香
保
と
は
同
じ
湯
の
脈
で
、
そ
の
昔
高
温
な
温
泉
が
多
量
湧
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
榛
名
山
の
大
噴

火
の
の
ち
、
榛
名
の
山
の
神
の
怒
り
に
ふ
れ
て
湯
が
伊
香
保
に
飛
ん
で
行
っ
て
、
そ
れ
以
後
貫
湯
平
の
湯
の
温
度
は
降
り
、
「
ぬ
る
湯
」

と
な
っ
て
し
ま
い
湯
量
も
ご
く
わ
ず
か
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

(2) 

温
泉
場
の
宗
教
性

① 

四
万
道
者
長
兵
衛
と
日
向
見
薬
師
堂
の
落
書

武
蔵
国
榛
沢
郡
堀
田
村
(
現
、
埼
玉
県
)
か
ら
、
約
二
百
三
十
年
前

の
宝
暦
の
初
年
、
四
万
へ
湯
治
に
来
て
い
た
村
岡
長
兵
衛
盛
明
は
、
宝

暦
三
年
仲
秋
、
永
年
苦
し
ん
で
い
た
業
病
も
湯
治
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

全
く
癒
え
た
の
で
、
喜
び
の
余
り
絵
図
入
「
上
州
四
万
縁
起
」
を
湯
み

や
げ
と
し
て
木
版
で
印
刷
し
て
く
ば
っ
た
。
そ
の
奥
書
に
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。
「
此
書
出
す
お
こ
り
の
事
・
:
予
若
年
の
背
よ
り
多
病

に
し
て
誠
灸
、
医
術
を
尽
す
と
い
え
ど
も
治
し
が
た
し
。
然
は
猶
当
山

に
名
湯
有
レ
之
を
及
レ
聞
不
レ
断
コ
事
を
-
、
入
湯
い
た
す
処
に
、
当
湯
本

尊
薬
師
如
来
と
云
う
は
、
伝
教
大
師
の
真
作
に
し
て
則
田
村
将
軍
安
置

の
訳
け
縁
起
を
拝
し
、
信
心
い
や
ま
し
、
入
湯
多
目
な
ら
ず
全
快
を
受

る
事
難
〆
有
さ
の
余
り
:
:
:
こ
の
湯
の
縁
起
を
大
家
某
か
ら
聞
い
て
こ

れ
を
刻
し
配
布
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
大
家
と
は
田
村
長

久
良
〈
湯
本
、
永
寿
軒
〉
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

四万温泉の歴史

国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
日
向
見
薬
師
堂
内
陣
の
腰
板
に
は
無
数
の
落
書
が
し
て
あ
る
が
、
中
に
は
江
戸
初
期
、
寛
文
、
延
宝
等
の
年

号
と
「
南
無
薬
師
瑠
璃
光
加
来
」
「
南
無
薬
師
如
来
」
等
の
墨
書
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
単
な
る
悪
ふ
ざ
け
で
は
な
く
、
神
仏
に
す
が
っ

て
自
分
の
病
を
癒
そ
う
と
す
る
欝
治
す
る
人
々
の
必
死
の
悲
痛
な
ま
で
の
心
の
叫
び
が
こ
こ
に
こ
も
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

② 

温
泉
地
の
宗
教
的
特
質

と
う
U

「
温
泉
と
い
う
も
の
の
利
用
価
値
は
、
現
代
に
み
る
よ
う
な
単
な
る
入
浴
や
観
光
で
は
な
く
て
、
そ
の
昔
は
「
湯
治
」
と
い
っ
て
医
療

11 
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面
の
利
用
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
。
医
学
の
未
発
達
か
ら
、
温
泉

12 

の
物
理
的
療
法
と
併
せ
て
、
精
神
的
療
法
を
加
味
し
神
、
仏
に
祈
願
す
る

と
い
う
一
般
的
な
心
の
持
ち
方
が
強
か
っ
た
の
で
、
い
き
お
い
温
泉
地
に

山口の湯前神社

(
伊
香

は
宗
教
的
に
一
つ
の
特
質
を
も
つ
も
の
が
発
達
し
た
の
で
あ
る
」

保
誌
)
と
あ
る
が
、

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

湯
前
さ
ん
と
薬
師
さ
ま

③ 

こ
こ
に
い
う
神
、
仏
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
で

身
を
き
る
よ
う
な
厳
寒
の
候
で
も
、
大
地
の
中
か
ら
熱
湯
が
湧
き
出
る

き
ほ
古

自
然
現
象
は
、
火
山
や
地
震
の
研
究
、
そ
の
他
で
の
地
球
の
内
部
の
有
様
が
少
し
ず
つ
で
も
わ
か
っ
て
き
た
現
代
で
は
左
程
驚
く
こ
と
で

も
な
い
が
、
遠
い
大
昔
の
古
代
人
に
は
大
き
な
驚
異
で
あ
り
、
ま
た
神
秘
的
に
写
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
温
泉
の
効
果
に
測
り
知

ゆ
ぜ
ん

れ
な
い
神
霊
を
感
じ
た
当
時
の
人
々
は
、
温
泉
そ
の
も
の
を
神
体
と
み
な
し
神
に
杷
っ
た
。
温
泉
地
に
多
く
み
ら
れ
る
「
湯
前
神
社
」
と

か
「
湯
前
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
い
づ
れ
も
こ
の
よ
う
な
素
朴
な
原
始
信
仰

か
ら
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
神
の
成
立
が
、
仏
教
伝
来
以
前
に
属
す
る
の
か
、
ど
う
か
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
、
現
在
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
な
い
。
六
世
紀
に
す
で
に
「
道
後
の
湯
」

の
名
が
あ
る
と
こ
ろ
よ
り
み
る
と
、
温
泉
神
社
が
す
で
に
所
在
し
て
い
た
と
こ
ろ

ほ
ん
ら
す
い
じ
ゃ
く
回
せ
っ

へ
、
仏
教
側
の
唱
え
た
本
地
垂
迩
説
に
も
と
守
つ
い
て
、
そ
こ
へ
薬
師
仏
を
担
っ
た

と
み
る
の
が
穏
当
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
仏
教
で
は
薬
師
の
功
徳
と
し
て
温
泉

薬師如来像(関善平所有〉



円注
2
〉

自
体
を
薬
師
の
霊
力
と
み
な
し
、
そ
し
て
更
に
薬
師
を
温
泉
明
神
と
し
て
把
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
医
療
を
司
る
も
の
が
薬
師
如

来
で
あ
る
と
い
う
仏
教
々
団
側
の
考
え
で
、
温
泉
地
に
薬
師
堂
の
杷
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
、
全
国
に
ほ
と
ん
ど
な
い
で
あ
ろ
う
。
草

津
の
薬
師
堂
、
伊
香
保
の
薬
師
堂
、
医
王
寺
等
み
な
そ
う
で
あ
る
。

四
万
温
泉
に
は
近
世
の
初
め
(
或
は
中
世
末
〉
か
ら
、
山
口
、
新
湯
、
日
向
見
の
各
地
区
別
に
そ
れ
ぞ
れ
湯
前
明
神
や
薬
師
如
来
が
杷

ら
れ
て
い
た
。
た
だ
し
温
泉
ロ
に
だ
け
は
、
ご
く
最
近
聞
け
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
の
で
例
外
で
あ
っ
た
。

湯
前
明
神
(
字
山
口
鎮
座
)

江
戸
初
期
(
貞
享
か
)
の
四
万
古
絵
図
に
湯
前
薬
師
と
あ
る
。
祭
神
は
現
在
大
己
貴
命
、
少
名
彦
名
命
で
、
明
治
初
年
神
社
合
併
に
際

し
て
の
古
文
書
を
み
る
と
。

神
澗
存
置
願

一
、
湯
前
社
第
二
十
大
区
六
小
区

吾
妻
郡
四
万
村
字
山
口
建
立

祭
神
、
勧
請
年
月
日
不
詳

境
内
六
拾
六
坪
、
但
し
税
地

右
者
当
村
田
村
長
久
郎
所
有
地
三
足
立
有
之
、
然
処
地
主
外
拾
弐
名

信
仰
之
社
エ
付
、
今
般
更
-
一
請
持
神
宮
高
山
茂
樹
へ
依
額
、
社
修
覆

等
前
書
信
仰
之
者
協
力
、
補
理
永
続
仕
度
候
問
、
此
段
連
署
ヲ
以
テ

奉
願
上
候
。
以
上高

山

茂

樹

田
村
長
久
郎
ハ
宮
崎
徳
郎
家
文
書
)

一四万温泉の歴史

湯
前
薬
師
神
社
ハ
字
新
湯
鎮
座
〉
天
和
三
年
五
月
の
四
万
古
絵
図
に
「
湯
先
薬
師
宮
」
と
あ
り
、
一
間
四
方
と
記
さ
れ
て
い
る
。
祭

神
は
郡
誌
に
よ
る
と
大
穴
牟
遅
神
、
少
名
彦
名
命
、
相
般
に
品
陀
和
気
命
が
租
ら
れ
て
い
る
。
(
明
治
十
年
七
月
合
併
〉
祭
神
二
座
は
医
薬

禁
厭
の
元
祖
、
温
泉
湧
出
し
て
家
人
の
病
病
を
癒
す
。
実
に
当
社
の
神
徳
に
よ
る
」
と
あ
る
。
明
治
十
二
年
の
復
軒
旅
日
記
に
は
「
堂
は

数
十
年
前
焼
け
失
せ
て
再
建
な
く
仮
般
に
ま
せ
り
」
と
あ
る
。
幕
末
維
新
の
動
乱
で
温
泉
も
衰
亡
し
、
社
肢
の
再
建
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
が
み
え
る
。

13 



史特輯W 温泉

宵
揖
前
神
社

『
湯
前
薬
師
J

F

と
も
い
う
』

戸一上流

日
向
見
薬
師
堂
ハ
字
日
向
見
〉

(
別
記
〉

14 

薬
師
神
社
(
温
泉
ロ
〉

温
泉
口
は
昭
和
の
初
頭
に
聞
け
た
新
ら
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
神
社
に
改
築
の
板
札
が
あ
り
、
左
の

源泉に肥られた湯前神社

よ
う
に
書
か
れ
て
あ
る

温
泉
口
薬
師
神
社

昭
和
二
十
三
年
四
月
八
日
ハ
改
築
)

世
話
人
増
田
福
太
郎

の
他
の
寄
付

四
万
館
、
白
岩
館
、
竹
葉
館
、
そ

④ 

源

泉

の

神

四
万
温
泉
の
源
泉
の
ほ
と
ん
ど
は
四
万
川
の
川
床
に
あ

る
。
湯
釜
の
上
、

あ
る
い
は
そ
の
す
ぐ
前
に
は
湯
前
神
社

(
ま
た
は
湯
前
薬
師
)
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
所
有
は

村
民
の
共
有
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
単
に
信
仰
の
対
象
と

い
う
ば
か
り
で
は
な
く
、
村
人
達
の
う
ち
、
誰
か
が
湯
釜
を

私
し
、
勝
手
に
源
泉
ハ
村
人
達
は
昔
か
ら
湯
釜
、
湯
舟
を
源
泉
と
考
え
て
い
た
)
の
状
態
を

変
更
し
な
い
よ
う
に
心
理
的
抑
制
を
与
え
よ
う
と
し
て
の
機
能
を
果
し
て
い
た
も
の
と
思

ぅ
。
し
か
し
昭
和
十
年
の
水
害
で
流
さ
れ
て
か
ら
復
旧
さ
れ
ず
、
ほ
と
ん
ど
存
続
し
な
く
な

っ
た
。
(
積
善
館
の
湯
前
神
社
)

源
泉
〈
四
万
川
床
〉
よ
り
引
湯
し
た
湯
釜
の
上
に
昭
和
十
年
の
大
水
害
で
流
さ
れ
る
ま
で

屋敷内に杷られた湯前神社〈積善館内〉



し
水
害
後
は
相
当
湯
量
が
増
え
た
と
い
う
。

鎮
座
し
て
い
た
。
格
子
の
つ
い
た
横
に
長
い
お
宮
で
あ
っ
て
南
面
し
て
い
た
。
水
害
後
は
そ
の
ま
ま
と
な
っ
て
祭
把
し
て
い
な
い
。
し
か

(
関
善
平
談
)

な
お
屋
敷
内
に
把
ら
れ
て
い
る
湯
前
神
も
あ
る
。
旅
館
に
よ
っ
て
は
前
記
湯
前
神
社
の
外
、
邸
内
に
薬
師
堂
や
稲
荷
神
社
を
各
個
に
祭

肥
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

温
泉
地
外
の
四
万
の
神
社

明
治
二
十
八
年
五
月
現
在
の
四
万
村
神
社
書
上
帳
に
み
え
る
温
泉
地
外
の
神
社
は
左
の
通
り
で
、
純
農
村

中
之
条
町
大
字
中
之
条
町
の
真
北
に
あ
た
っ
て
、
ひ
と
き
わ
高
く
釜
え
て
見

え
る
の
が
、
標
高
一
五
九
八
幻
の
稲
褒
山
で
、
こ
の
清
測
な
四
万
川
の
源
流

は
、
こ
の
霊
山
か
ら
発
し
四
万
温
泉
を
南
流
し
て
中
之
条
・
原
町
境
界
点
付
近

の
神
と
し
て
把
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

稲
褒
神
社
:
・
字
貫
湯
平
鎮
座
:
・
明
治
十
年
現
地
に
あ
っ
た
熊

野
神
社
に
遷
座

無
格
社
大
山
祇
神
社
字
湯
原
鎮
座

8

諏
訪
神
社
字
君
野
尾
M

菅
原
神
社
字
寺
社
平
H

稲
荷
神
社
字
三
/
原
M

右
四
社
明
治
四
十
一
年
六
月
十
六
日
村
社
稲
褒
神
社
に
合
併

立

四万温泉の歴史

(3) 

い
な
つ
つ
み
じ
が
み

稲

基

地

神

① 

稲
菱
地
神
の
神
格
と
そ
の
変
遷

諏
訪
神
社
字
駒
岩
鎮
座

八

幡

宮

字

湯

原

8

右
二
社
明
治
四
十
五
年
四
月
二
十
一
日
稲
褒
神
社
に
合
紀

あ
つ
い
つ
み

注
温
泉
明
神
・
:
上
野
神
名
帳
、
掛
川
馬
東
却
の
部
筆
頭
に
「
正
三
位
温
泉
明

神
」
、
群
馬
西
郡
の
部
に
「
正
五
位
温
泉
明
神
」
と
あ
り
、
右
二
社
の
み

に
て
他
郡
に
は
記
載
が
な
い
。

無
格
社

四万譲葉の稲爽神社の里宮

15 



温泉史

し
ゅ
う
う

で
吾
妻
川
に
合
流
す
る
。
夏
、
こ
の
稲
裏
山
の
峯
か
ら
あ
ら
わ
れ
る
雷
雲
は
、
必
ら
ず
中
之
条
、
原
町
盆
地
に
駿
雨
を
も
た
ら
す
と
い
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
高
峰
の
頂
に
稲
裏
地
神
が
把
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
千
数
百
年
以
前
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な

わ
け
で
稲
裏
地
神
は
稲
裏
山
を
神
格
化
し
た
神
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
き
れ
い
な
水
を
吾
妻
郡
に
恵
ん
で
く
れ
る
水
源
の
神
で
あ
り
、
ま
た

い
か
ず
ら

恐
ろ
し
い
雷
の
棲
む
山
と
も
考
え
ら
れ
、
古
代
人
は
畏
敬
し
て
雷
神
を
も
把
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
原
始
、
古
代
の
遠
い
昔
に

は
、
稲
が
実
る
根
源
の
神
と
し
て
、
聞
の
神
で
あ
り
農
業
の
神
で
あ
っ
た
。
原
町
、
大
宮
厳
鼓
神
社
は
こ
の
「
イ
ナ
ッ
ツ
ミ
」
が
転
靴
し

て
「
イ
ワ
ツ
ヅ
ミ
」
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
社
地
か
ら
四
万
川
の
谷
を
通
し
て
眺
め
る
と
や
は
り
真
北
に
仰
ぐ
こ
と
が
で
き
る

山
な
の
で
あ
る
。
こ
の
神
社
は
郡
街
の
守
護
神
と
し
て
郡
司
の
把
る
大
宮
比
売
神
と
水
源
の
地
、
雷
の
お
こ
る
山
と
し
て
、
土
地
の
豪
族

が
崇
敬
し
た
稲
裏
地
神
を
併
せ
把
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
律
令
制
度
が
く
ず
れ
、
武
家
政
治
の
時
代
と
な
る
と
、
こ
の
大
宮
巌
鼓
神
社
も
武
家
の
崇
敬
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
本
地
仏

も
医
王
善
逝
、
す
な
わ
ち
薬
師
如
来
と
変
っ
て
ゆ
く
。
ハ
再
編
吾
妻
記
〉
こ
の
こ
と
は
本
宮
の
あ
る
四
万
の
温
泉
が
発
見
さ
れ
、
そ
し
て

あ
つ
い
ず
み
由
か
み

利
用
さ
れ
、
発
展
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
稲
裏
地
神
が
温
泉
神
の
神
格
を
与
え
ら
れ
て
、
薬
師
如
来
を
本
地
仏
と
す
る
と
い
う
大
き
な
変

16 
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化
を
も
た
ら
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

② 

吾
妻
郡
司
と
稲
基
地
神

い

さ

ま

お

お

た

な

が

た

吾
妻
郡
が
初
め
て
建
置
さ
れ
た
の
は
今
よ
り
約
一
千
三
百
年
の
昔
大
宝
噴
(
七

O
一
〉
で
、
そ
の
こ
ろ
本
郡
は
伊
参
郷
、
大
田
郷
、
長
田

ぐ

う

げ

ぐ

ん

が

郷
の
三
郷
か
ら
成
立
し
て
い
た
。
(
和
名
抄
〉
そ
の
長
官
を
郡
司
と
い
い
、
そ
の
政
庁
を
郡
家
ま
た
は
郡
街
と
い
っ
た
。
郡
家
の
位
置
は
前

述
し
た
よ
う
に
原
町
大
宮
付
近
の
地
と
推
定
さ
れ
る
が
、
郡
司
は
果
し
て
誰
が
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
か
わ
か
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
前
掲
の
元

じ

ょ

う

か

ん

釘

し

よ

う

b
ょ

う

げ

か

み

つ

砂

自

由

き

か

色

と

お

そ

み

ま

み

色

慶
の
乱
の
起
っ
た
十
六
年
前
の
貞
観
四
年
(
八
六
二
)
四
月
十
日
、
吾
妻
郡
擬
少
領
外
正
六
位
上
毛
野
坂
本
朝
臣
真
道
の
訴
訟
の
こ
と
が

政
事
要
略
八
十
二
に
所
載
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
こ
の
こ
ろ
の
吾
妻
郡
司
は
上
毛
野
坂
本
朝
臣
で
あ
っ
た
こ
と
が
し
れ
る
。
吾
妻
郡
司
は



あ
が
っ
ま
〈
に
の
み
や
っ
と
げ

初
め
吾
妻
国
造
家
が
こ
れ
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
も
の
ら
し
い
が
、
い
つ
の
時
代
か
碓
氷
郡
坂
本
郷
に
お
い
て
、
信
越
の
お
さ
え
に
あ
た

っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
上
毛
野
坂
本
朝
臣
の
系
の
者
が
こ
の
地
に
移
っ
て
郡
司
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
郡
司
は
世
襲
で
あ
り
、
大
化

改
新
以
降
は
郡
内
の
豪
族
で
、
適
任
の
者
が
こ
れ
に
当
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

い

そ

の

か

み

ぺ

色

町

田

d

上
毛
野
坂
本
朝
臣
は
も
と
石
上
部
で
あ
り
西
上
州
に
居
住
し
た
。
石
上
部
は
そ
の
先
を
た
ず
ね
る
と
物
部
氏
で
あ
る
。
尾
崎
博
士
は
貫

白
金
ほ
と

前
神
と
抜
鉾
神
と
は
も
と
一
緒
に
祭
杷
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
祭
杷
者
は
水
源
神
と
も
考
え
ら
れ
、
抜
鉾
神
は
石
上
神
と
雷
神
が
加
わ

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
説
い
て
い
る
。
物
部
の
流
れ
を
く
む
上
毛
野
坂
本
朝
臣
が
稲
裏
神
を
水
源
神
、
雷
神
、
石
上
神
と
し
て
祭
杷

し
た
v

』
と
は
当
然
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

次
に
原
町
の
大
宮
の
地
は
郡
衝
が
置
か
れ
た
地
で
あ
り
、
四
万
稲
裏
神
社
の
里
宮
と
推
定
さ
れ
る
理
由
に
左
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

四万温泉の歴史

川

W
神
鏡
:
・
五
世
紀
ご
ろ
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
古
鏡
が
秘
蔵
さ
れ
て

い
る
。
古
墳
出
土
の
も
の
で
は
な
い
肘
蕨
手
の
太
万
:
・
七
、
八
世
紀

の
も
の
と
み
ら
れ
る
我
固
に
お
い
て
は
数
少
い
伝
世
刀
の
蕨
手
の
太
万

が
保
存
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
太
刀
は
江
戸
中
期
の
こ
ろ
偶
々
社
殿
よ

り
発
見
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
坂
本
朝
臣
が
奉
納
し
た

万
で
あ
り
、
の
ち
同
社
の
御
神
体
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い

つ
る
ま
き

か
。
付
弦
巻
の
地
名
・
:
原
町
小
・
中
学
校
の
南
側
に
弦
巻
の
地
名
が

残
っ
て
い
る
。
律
令
制
時
代
吾
妻
郡
の
軍
団
の
お
か
れ
た
所
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
(
軍
団
は
各
郡
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
)
肘
以
上
の
外
大

宮
に
は
次
の
有
形
無
形
の
民
俗
資
料
が
あ
っ
た
。

①
裸
ま
い
り
・
:
明
治
二
十
年
ご
ろ
ま
で
四
万
の
稲
衰
神
社
よ
り
大
宮

へ
毎
年
青
年
連
が
一
団
と
な
っ
て
裸
ま
い
り
に
来
り
、
原
町
か
ら
も
四

万
へ
裸
ま
い
り
を
し
て
い
た
と
い
う
が
、
現
在
は
中
絶
し
て
行
わ
れ
て

い
な
い
。
(
原
町
、
故
新
井
伊
三
郎
談
〉

②
雷
神
小
窓
:
・
貫
前
神
社
本
殿
の
雷
神
小
窓
と
同
じ
小
窓
が
大
宮

(
社
殿
東
側
〉
に
も
あ
っ
た
が
、
昭
和
戦
前
ご
ろ
心
な
い
人
に
よ
っ
て

塞
が
れ
て
し
ま
っ
た
。
本
県
に
お
い
て
は
大
宮
と
一
の
宮
の
二
社
だ
け

だ
と
い
わ
れ
て
い
た
。

か
み
つ
ま

金
井
廃
寺
と
上
妻
明
神

金
井
廃
寺
は
吾
妻
町
大
字
金
井
に
あ
る
七
世
紀
頃
の
北
上
州
唯
一
の

廃
寺
で
お
る
。
韓
国
の
帰
化
人
に
よ
る
工
人
の
造
営
と
考
え
ら
れ
、
吾

妻
郡
司
の
命
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

上
妻
明
神
と
大
宮
:
・
大
宮
の
祭
神
は
人
王
十
二
代
景
行
天
皇
の
皇
子

令

室

と

た

砂

る

の

み

と

と

あ

が

っ

富

ひ

め

み

も

ろ

わ

け

お

お

日
本
武
尊
と
吾
妻
姫
(
上
妻
姫
と
も
い
う
御
諸
別
王
の
王
女
)
と
の
間
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温泉史

い
わ
づ
つ
み
の
み
ζ

と

に
生
れ
た
大
若
宮
彦
(
巌
鼓
尊
と
も
い
う
〉
を
肥
っ
た
も
の
と
い
わ

れ
る
。
山
田
の
吾
繕
神
社
〈
上
妻
大
明
神
)
は
大
若
宮
彦
の
母
吾
妻
姫

し
ゅ
げ
ん
い
わ
ぴ
つ

(
上
妻
姫
と
も
い
う
〉
を
祭
紀
し
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。
ハ
修
験
岩
植

18 

も
の
が
た
り

語
〉
同
社
に
永
正
二
年
の
神
像
と
慶
長
十
七
年
の
棟
札
が
蔵
さ
れ
て

いる。

特縄IV

賞
揚
平

稲
褒
神
社。

大
宮

巌
鼓
神
社

ー

ー

ー

o

稲
褒
山
(
奥
宮
)

。

榛
名
神
社。

貫
前
神
社。

大
宮
離
鼓
神
社
の
真
北
線
上
に
貫
湯
平
稲
褒
神
社
、
稲
裏
山
、
真
南
に
榛
名
神
社
が
鎮
座
し
、
す
こ
し
西
に
あ
た
っ
て
貫
前
神
社
が
鎮

座
し
て
い
る
。
従
っ
て
右
の
五
社
は
ほ
ぼ
一
直
線
上
に
鎮
座
し
て
い
る
。

③
そ
の
後
の
稲
基
地
神

平
安
時
代
、
稲
裏
地
神
は
三
代
実
録
に
元
慶
四
年
五
月
の
昇
叙
の
記
録
が
あ
る
だ
け
で
、
六
国
史
、
延
喜
式
に
も
、
さ
ら
に
上
野
国
神

名
帳
に
も
全
く
あ
ら
わ
れ
な
く
な
る
。
こ
の
こ
と
は
同
社
が
律
令
制
の
表
退
と
共
に
郡
司
も
そ
の
座
を
退
き
、
次
第
に
武
士
に
そ
の
政
権

が
移
っ
て
い
っ
た
も
の
と
推
定
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
中
世
と
な
っ
て
武
家
政
治
の
時
代
と
な
っ
て
も
、
稲
裏
、
岩
鼓
両
神
と
も
全
く
そ

の
名
が
出
て
こ
な
く
な
る
。
南
北
朝
時
代
の
著
と
い
わ
れ
る
神
道
集
に
も
吾
妻
七
社
の
事
は
詳
述
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
こ
れ
に
も

洩
れ
て
い
る
の
は
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
口
碑
に
よ
る
と
南
北
朝
時
代
岩
橿
城
主
吾
妻
太
郎
行
盛
の
崇
敬
が
厚

ひ
か
わ

く
武
蔵
国
大
宮
の
氷
川
明
神
を
配
把
し
大
宮
と
い
う
と
あ
る
が
、
ど
こ
ま
で
事
実
か
不
明
で
あ
る
。
中
世
末
戦
国
時
代
に
至
っ
て
岩
鼓
神

は
武
門
の
崇
敬
厚
く
、
特
に
沼
田
真
田
氏
は
代
々
社
領
を
寄
進
し
て
い
る
こ
と
が
み
え
る
。

ま
ひ
さ

江
戸
の
中
期
に
至
っ
て
大
宮
巌
鼓
神
社
の
神
官
、
高
山
真
掩
(
し
ん
え
ん
〉
は
五
反
田
、
田
村
次
郎
兵
衛
家
(
現
、
武
一
朗
家
〉
に
あ

っ
た
古
記
録
「
原
町
い
な
つ
つ
み
大
明
神
」
を
み
て
、
巌
鼓
は
稲
裏
で
あ
る
と
断
じ
、
享
和
三
年
(
一
八

O
三
〉
九
月
二
十
三
日
稲
裏
山

に
登
り
、
頂
上
に
石
調
を
建
て
た
。
つ
い
で
翌
文
化
元
年
(
一
八

O
四
〉
四
万
村
の
人
た
ち
は
高
さ
六
十
セ

γ
チ
程
の
石
宮
を
建
て
、
山



聞
き
の
際
は
、
山
頂
に
て
祭
把
が
行
わ
れ
、
家
内
安
全
、
五
穀
豊
穣
の
祈
願
が
行
わ
れ
る
。
文
化
三
年
四
月
四
万
温
泉
譲
葉
平
に
皇
宮
と

し
て
一
小
澗
を
建
立
、
そ
の
傍
に
真
掩
の
師
、
山
田
の
町
田
延
陵
撰
並
に
書
に
な
る
「
上
野
国
稲
裏
地
神
之
碑
」
を
建
て
た
。
原
文
は
漢

文
で
あ
る
が
左
に
訳
文
を
載
せ
る
。
ハ
仮
名
筆
者
注
)

が
ん
ぎ
よ
う

上
野
国
稲
裏
地
神
之
碑
、
延
陵
源
清
興
撲
、
史
に
日
く
、
元
慶
四

ぽ
え
ん

年
五
月
廿
五
日
戊
寅
、
上
野
国
正
六
位
上
稲
裏
地
神
に
従
五
位
下
勲
十

き

し

な

か

と

る

ζ

っ

し

ょ

"

だ

二
等
を
授
く
と
。
基
紀
中
廃
れ
て
忽
諸
に
す
。
蓋
し
数
百
年
也
。
遂

そ

わ

が

に
国
人
或
は
其
所
を
知
ら
ざ
る
に
至
る
。
夫
れ
稲
裏
山
は
予
吾
妻
郡
四

あ

え

き

が

h

万
山
中
に
在
り
。
村
民
唯
敬
畏
し
て
敢
え
て
登
ら
ず
、
享
和
美
戎
之
秋
、

し

ゅ

〈

し

し

ん

え

ん

@

ま

ん

し

ゅ

〈

さ

い

祝
史
高
山
真
湾
、
高
橋
凡
満
は
村
老
数
人
と
と
も
に
宿
斎
し
て
登
る
。

ほ
っ
し
ん
喧
ん
ら

山
中
険
悪
、
伐
榛
磐
議
、
緯
に
至
る
を
得
た
り
。
其
山
は
荒
湯
を
去
る
、

a
-
b・嗣"'

二
十
許
皇
、
衆
山
の
上
に
立
ち
、
西
に
浅
岳
を
望
み
、
東
に
赤
城
を
望
一

え
っ

む
。
北
は
越
に
接
し
、
苗
場
山
と
相
対
し
、
浅
貝
駅
を
船
献
す
。
直
下

に
人
家
在
り
歴
々
と
し
て
牛
馬
弁
ず
可
し
。
衆
静
い
ら
く
、
遠
く
且
、

い

ず

〈

ん

ぞ

し

隠

し

は

ζ

れ

す

な

わ

織
な
り
此
れ
安
、
能
く
数
、
諸
を
肥
る
を
得
ん
や
と
。
乃
ち
相
共

ひ
で
り

に
謀
り
て
澗
を
此
地
に
建
て
歳
時
に
祭
肥
す
。
甲
子
の
夏
皐
す
。
民
、

乙

陪

う

だ

乙

ζ

う

真
流
を
し
て
雨
を
稲
衰
神
に
請
わ
し
む
。
其
夜
、
雨
穿
抱
た
り
。
枯
楠

の
者
皆
勃
然
た
り
。
墜
呼
神
之
霊
、
今
猶
古
の
ご
と
く
な
り
。
明
天
子

し

り

ょ

う

ゆ

え

ん

あ

る

か

屯

り

〈

り

よ

〈

之
賜
良
以
有
也
哉
。
是
に
於
て
か
、
庶
民
鼓
腹
し
て
喜
び
、
裁
力
し
砕

を
樹
て
、
後
人
を
し
て
其
霊
と
其
所
と
を
知
ら
し
む
。
且
つ
祝
歌
を
伊

勢
の
人
村
上
氏
に
乞
い
並
に
書
す
る
と
云
う
。

し

ま

や

ま

お

う

し

は

き

い

ま

す

か

〈

民

つ

み

か

み

と

〈

に

ぴ

と

@

つ

〈

仇

る

四
万
山
平
、
字
志
波
吉
伊
摩
春
裏
、
国
津
御
神
登
、
国
人
盛
作
礼
贋

み

た

お

と

し

ご

と

広

さ

会

わ

え

ま

し

て

お

お

が

み

の

容

な

に

お

わ

せ

る

い

な

つ

っ

御
回
遠
年
毎
繭
、
宰
倍
麻
之
天
、
大
神
廼
御
名
爾
負
也
流
伊
奈
宣
都

み

つ

つ

む

乙

と

な

〈

ゃ

っ

か

鼠

に

し

な

ひ

さ

か

え

む

ζ

@

か

み

@

〈

し

さ

念

美
、
都
々
牟
事
那
久
八
束
穂
繭
志
奈
比
左
加
延
町
午
此
神
田
貯
久
師
伎
事

み

た

ま

や

す

砂

金

〈

に

ぴ

と

へ

い

え

ん

む

ら

か

み

《

巴

か

た

霊
安
布
芸
国
人
。
文
化
三
年
丙
寅
四
月
伊
勢
人
村
上
聞
方
護
作
之
。
村

民
等
建
つ
。

さ
て
、
そ
の
後
明
治
十
年
七
月
二
十
七
日
、
四
万
の
人
た
ち
は
、
稲
裏
山
は
遠
隔
峨
岨
の
地
で
あ
り
、
歳
次
の
祭
礼
に
困
難
を
感
ず
る

四万温泉の歴史

(4) 
の
で
、
四
万
貫
湯
平
に
あ
る
熊
野
神
社
に
遷
座
、
稲
裏
神
社
と
改
称
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

か
坤
り
ぽ
と
け

神
宝
、
懸
仏

昭
和
四
十
八
年
同
社
に
お
い
て
、
鎌
倉
期
と
推
定
さ
れ
る
懸
仏
一
面
、
室
町
時
代
と
推
定
さ
れ
る
も
の
一
面
の
懸
仏
が
発
見
さ
れ
た
。

懸
仏
と
い
う
の
は
、
鏡
に
仏
像
を
表
わ
し
た
り
、
円
版
に
線
書
き
や
鋳
出
像
を
造
っ
た
も
の
で
、
柱
や
鴨
居
に
か
け
て
拝
す
る
仏
像
で
御
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正
体
と
い
う
の
が
正
式
名
称
で
あ
ろ
う
。
こ
の
懸
仏
に
つ
い
て
は
第
一
巻
第
二
章
中
世
史
十

仏
教
文
化
2
項
彫
刻
の
と
こ
ろ
に
や
や
詳
述
し
た
の
で
参
照
せ
ら
れ
た
い
(
二
二
二
頁
l
二

20 

四万湯原、島村紀一郎家の中世文書

二
四
頁
〉

世

史

4 

中
吾
妻
氏
・
塩
谷
氏
の
興
亡
と
四
万

源
頼
朝
が
鎌
倉
に
武
家
政
権
を
樹
立
し
た
こ
ろ
、
吾
妻
郡
は
頼
朝
の
御
家
人
で
藤
原
秀
郷

す

時

ふ

き

た

τ
・9
8

の
流
れ
を
く
む
吾
妻
太
郎
助
亮
が
原
町
館
の
内
に
お
い
て
勢
威
を
振
っ
て
い
た
。
そ
の
子
吾

じ
よ
う
き
ゅ
う

妻
四
郎
助
光
は
、
弓
の
名
手
と
し
て
源
実
朝
に
仕
え
た
が
、
ハ
吾
妻
鑑
〉
承
久
の
乱
に
お

い
て
武
運
拙
く
宇
治
川
で
戦
死
し
た
。
こ
れ
よ
り
吾
妻
氏
は
漸
く
衰
運
に
向
っ
た
。
南
北
朝

時
代
の
こ
ろ
、
吾
妻
太
郎
行
盛
が
た
つ
て
中
興
の
英
主
と
仰
が
れ
た
が
、
碓
氷
郡
の
新
田
氏

の
支
族
里
見
氏
に
攻
め
ら
れ
、
吾
妻
川
立
石
川
原
で
自
匁
し
た
。
そ
の
後
室
町
の
初
期
永
享

わ

り

の

み

や

し

お

伺

や

・

ヲ

ち

で

の
乱
の
あ
と
、
吾
妻
圧
は
中
之
条
和
利
宮
城
主
塩
谷
氏
、
原
町
稲
荷
城
主
大
野
氏
、
川
戸
内
出
城
主
秋
間
氏
の
三
家
の
分
割
所
領
す
る
と

こ
ろ
と
な
っ
て
、
互
に
地
頭
と
称
し
て
相
争
っ
た
。
こ
れ
を
吾
妻
三
家
と
言
っ
て
い
る
。
当
時
の
塩
谷
氏
の
領
域
は
現
在
の
中
之
条
町

(
四
万
を
含
む
〉
、
高
山
村
に
お
よ
ん
だ
。
そ
の
後
大
野
氏
は
秋
間
氏
を
滅
し
、
吾
妻
川
南
を
制
し
塩
谷
氏
と
対
崎
し
て
争
う
よ
う
に
な

っ
た
。文

明
五
年
(
一
四
七
三
)
春
の
頃
、
塩
谷
治
秀
は
息
女
を
折
田
仙
蔵
城
主
で
あ
る
甥
の
元
清
(
中
庄
の
地
頭
塩
谷
日
向
守
元
治
の
二

男
)
の
も
と
に
嫁
し
た
が
、
夫
婦
仲
が
悪
く
遂
に
離
婚
と
な
っ
て
娘
は
和
利
宮
城
に
帰
っ
た
。
治
秀
は
怒
っ
て
こ
れ
を
出
し
た
の
で
、
息



女
は
去
っ
て
平
川
戸
、
稲
荷
城
の
大
野
越
前
太
郎
憲
直
の
も
と
に
走
っ
た
。
大
野
は
大
い
に
喜
び
、
天
の
与
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
し
鄭

出品

重
に
も
て
な
し
、
こ
の
姫
を
マ
ロ
ウ
ト
殿
(
賓
客
の
意
)
と
尊
称
し
て
い
た
。
懐
推
し
て
い
た
の
で
程
な
く
男
子
を
出
生
、
そ
の
名
を
一

場
二
郎
忠
親
と
名
付
け
た
。
そ
こ
で
塩
谷
は
施
す
す
べ
も
な
く
降
伏
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
よ
り
大
野
氏
は
、

一
郡
の
地
頭
と
な
り
、
岩

橿
城
に
移
っ
た
。
し
か
し
、
大
野
は
塩
谷
を
誌
せ
ん
と
し
て
、
塩
谷
の
一
族
、

蟻
川
、

池
田
、

尻
高
氏
な
ら
び
に
譜
弟
の
家
臣
と
内
通

し
、
つ
い
に
こ
れ
を
諒
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
中
之
条
和
利
宮
城
主
塩
谷
氏
は
滅
び
た
。
し
か
し
折
田
の
塩
谷
元
清
の
系
統
の

者
は
残
っ
て
戦
国
時
代
に
お
よ
ん
で
い
る
。
当
時
四
万
は
吾
妻
氏
、
つ
ぎ
に
塩
谷
氏
の
所
領
で
あ
り
、
日
向
見
薬
師
堂
の
建
立
と
深
い
関

係
を
も
つ
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

※ 

大
野
憲
直
は
一
場
二
郎
忠
親
を
長
子
憲
親
の
弟
と
し
た
〈
五
反
田
・
唐
沢
姫
雄
文
書
〉

n
4
 

①
長
尾
昌
賢
、
上
杉
顕
定
を
岩
橿
城
ヘ
迎
え
る

日
向
見
薬
師
堂
の
歴
史

l!!l万温泉の雌史

あ

し

か

が

し

げ

う

じ

わ

ら

ぴ

長
禄
元
年
(
一
四
五
七
〉
六
月
将
軍
足
利
義
政
は
渋
川
義
鏡
、
今
川
範
忠
を
し
て
足
利
成
氏
を
伐
た
し
め
た
。
義
鏡
は
武
蔵
国
蕨
城
に

あ
っ
て
成
氏
の
軍
と
し
ば
し
ば
戦
っ
た
。
成
氏
は
上
杉
寧
と
数
度
相
争
っ
た
が
互
に
勝
敗
は
決
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
成
氏
の
兵
力
は

M
V

己
ょ
う

日
を
追
っ
て
衰
耗
し
、
上
杉
氏
の
力
は
益
々
蛾
ん
と
な
り
、
成
氏
の
将
兵
は
次
々
に
離
反
し
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
十
月
成
氏
は
古
河
城
に

入
り
好
機
を
待
つ
こ
と
に
し
た
。

当
時
長
尾
昌
賢
(
景
仲
)
の
勢
力
は
上
州
に
冠
た
る
も
の
が
あ
り
、
吾
妻
郡
も
そ
の
手
中
に
あ
っ
た
。

か
ん
と
う
か
ん
れ
い

(
享
徳
年
中
一
四
五
二
か
〉
関
東
管
領
上
杉
顕
定
を
迎
え
て
成
氏
と
一
戦
を
交
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
成
氏
は
坂
東
の
兵
十
五
万
の
大
軍

を
も
っ
て
岩
橿
城
を
包
囲
し
た
が
、
智
謀
の
武
将
昌
賢
は
木
根
宿
峠
越
し
に
越
後
よ
り
多
数
の
牛
を
と
り
ょ
せ
、

昌
賢
は
ま
づ
岩
植
城
を
築
き

八
千
の
寡
兵
を
も
っ

て
、
よ
く
火
牛
の
計
に
よ
り
見
事
成
氏
の
大
軍
を
撃
破
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
(
加
沢
記
〉
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史

② 

塩
谷
日
向
守
の
守
本
尊
覇
定
の
手
に
入
る

22 

泉

四
万
川
の
ほ
と
り
、
現
在
の
中
之
条
町
大
字
折
田
に
こ
の
こ
ろ
定
光
寺
と
い
う
寺
院
が
あ
っ
た
。
い
ま
廃
寺
と
な
り
、
た
だ
定
光
寺
の

視

地
名
と
観
音
堂
の
み
が
残
っ
て
お
り
、
付
近
に
寺
屋
敷
、
大
門
田
等
の
地
名
を
存
し
て
い
る
。
こ
の
寺
は
伝
説
に
よ
る
と
平
安
時
代
の
永

え
ん
山
だ
と
ん

延
年
間
(
九
八
七
ま
た
は
高
寿
三
年
と
も
い
う
)
塩
谷
日
向
守
定
光
が
主
君
源
頼
光
よ
り
譲
り
う
け
た
薬
師
如
来
の
守
本
尊
、
間
浮
提
金

の
尊
像
を
安
置
し
て
あ
る
由
緒
あ
る
寺
で
あ
っ
た
。

管
制
上
杉
顕
定
は
岩
横
城
に
龍
城
の
つ
れ
づ
れ
に
長
尾
昌
賢
よ
り
、
こ
の
あ
ら
た
か
な
尊
像
の
話
を
き
い
た
。
塩
谷
氏
は
戦
陣
の
聞
に

特締lV

も
こ
の
守
本
尊
を
兜
の
中
に
い
れ
て
戦
野
に
あ
っ
た
と
い
う
。
顕
定
は
こ
の
尊
像
が
欲
し
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
昌
賢
を
介
し

て
塩
谷
氏
に
そ
の
譲
渡
し
の
話
を
も
ち
こ
ん
だ
。
塩
谷
氏
も
先
祖
伝
来
の
も
の
で
あ
り
手
離
し
た
く
は
な
い
が
、
相
手
は
今
を
と
き
め
く

関
東
管
領
で
あ
り
、
自
分
の
主
君
筋
に
も
あ
た
る
の
で
、
や
む
な
く
顕
定
に
譲
っ
た
。
顕
定
の
喜
び
は
た
と
え
よ
う
も
な
く
、
そ
の
後
は

い
づ
れ
の
戦
陣
の
聞
に
お
い
て
も
兜
の
中
に
納
め
て
出
陣
し
た
と
い
う
。
(
吾
妻
古
戦
録
)

制
定
光
寺
の
地
に
大
門
田
の
小
名
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
お
し
て
温
谷
氏
の
一
族
塩
谷
元
清
(
前
出
〉
の
い
た
屋
敷
跡
と
も
考
え
ら
れ
る
。
本
尊
を
手
渡

し
た
の
は
、
こ
の
元
清
の
後
背
の
者
と
も
推
考
で
き
る
。
中
之
条
町
伊
勢
町
の
和
利
宮
城
主
塩
谷
氏
は
本
家
で
は
あ
る
が
大
野
氏
の
た
め
滅
亡
し
た

こ
と
は
前
述
し
た
。
し
か
し
塩
谷
源
二
郎
元
清
の
後
葡
は
そ
の
ま
ま
残
り
戦
国
時
代
真
田
氏
に
属
し
た
武
土
で
あ
る
こ
と
が
加
沢
記
に
み
え
る
。

③ 

覇
定
、
薬
師
如
来
を
木
根
宿
に
納
め
る

永
正
六
年
(
一
四
六
五
)
越
後
の
守
護
上
杉
房
能
が
越
中
雨
溝
の
戦
に
お
い
て
、
そ
の
執
事
で
あ
る
長
尾
為
景
の
た
め
に
殺
さ
れ
る
と

い
う
事
件
が
勃
発
し
た
。
房
能
は
顕
定
の
兄
に
あ
た
り
、
為
景
は
上
杉
謙
信
(
当
時
長
尾
)
の
父
に
当
る
。
顕
定
は
当
時
武
州
鉢
形
域
に
お
っ

て
、
こ
の
し
ら
せ
を
う
け
た
の
で
、
急
ぎ
兵
を
集
め
上
州
石
白
の
泉
福
寺
を
へ
て
越
後
に
入
っ
た
。
こ
の
と
き
顕
定
は
四
万
の
奥
木
の
根

宿
に
一
夜
の
宿
を
と
っ
た
。
顕
定
は
守
本
尊
で
あ
る
薬
師
如
来
は
も
と
も
と
塩
谷
か
ら
譲
り
う
け
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
吾
妻
郡
折
田
の



定
光
寺
に
安
置
せ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
思
い
、
こ
の
宿
に
安
置
し
て
峠
を
こ
え
越
後
に
向
っ
た
と
い
う
。
翌
永
正
七
年
六
月

顕
定
は
兄
の
仇
敵
長
尾
為
景
と
越
後
長
森
カ
原
に
お
い
て
戦
っ
た
が
、
武
運
拙
く
こ
こ
で
か
え
り
討
ち
に
あ
っ
て
陣
没
し
た
。

折
田
に
あ
っ
た
日
向
山
定
光
寺
を
四
万
日
向
見
に
移
転
し
た
の
は
い
つ
の
こ
ろ
か
知
れ
な
い
が
、
伝
説
に
よ
る
と
永
享
年
間
三
四
二

九
)
と
し
、
或
は
戦
国
時
代
天
文
四
年
(
一
五
三
五
)
天
文
年
中
(
享
禄
年
中
と
も
い
う
)
と
三
説
が
あ
る
が
確
実
な
る
史
料
は
な
い
。

注
薬
師
堂
の
額
に
刻
ん
で
あ
る
竜
の
彫
刻
は
鎌
倉
時
代
ま
で
測
れ
る
と
い
う
。
定
光
寺
の
創
立
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
有
力
な
資
料
で
ゐ
る
。
ま
た

折
問
小
測
系
図
に
「
定
光
院
殿
明
屋
良
看
知
性
大
姉
」
ハ
文
亀
三
年
二
月
五
日
没
〉
小
測
豊
後
守
信
感
妻
、
と
あ
り
折
田
城
主
小
測
氏
と
定
光
寺
の

関
係
が
考
え
ら
れ
る
。

④ 

天
文
六
年
の
薬
師
堂
創
建

寺
伝
に
よ
る
と
天
文
四
年
美
濃
国
住
人
〔
現
岐
阜
県
米
田
村
(
中
津
川
付
近
)
〕
清
水
八
郎
実
次
が
現
在
の
薬
師
堂
を
創
建
し
た
と
伝
え
て

い
る
が
、
確
実
な
る
と
こ
ろ
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
天
文
六
年
七
月
十
六
日
の
棟
札
が
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
よ
り
、
こ
の
時
創
建
せ
ら
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
棟
札
に
つ
い
て
は
通
史
中
世
で
詳
述
し
て
お
い
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
(
第
一
巻
二
一
八

t
一
二
九
頁
〉

即
戦
国
時
代
の
四
万
温
泉

①
木
根
宿
の
盛
衰

一四万源泉の歴史

復
軒
旅
日
記
に
「
此
日
向
見
山
よ
り
北
の
山
中
二
里
に
木
根
の
宿
と
い
う
処
あ
り
、
古
は
四
万
の
東
の
方
の
山
に
鎌
倉
よ
り
三
国
路
あ

り
て
、
木
根
の
宿
よ
り
稲
裏
山
を
越
え
、
越
後
の
浅
貝
に
出
た
り
と
。
木
根
に
は
今
に
人
家
の
跡
を
存
せ
り
と
ぞ
。

り
、
中
世
に
お
い
て
は
木
根
宿
は
関
東
よ
り
越
の
国
に
通
ず
る
鎌
倉
街
道
上
の
一
宿
駅
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

(
以
下
略
〉
」
と
あ

須
川
記
に
よ
る
と
中
世
に
お
い
て
は
人
家
が
点
在
し
宿
状
を
な
し
て
い
た
が
、
戦
国
時
代
の
享
禄
年
中
(
一
五
二
八

1
一
三
ニ
〉
野
盗
が

ゆお

お
し
か
け
放
火
し
て
町
が
全
滅
し
た
と
い
う
。
こ
の
付
近
は
当
時
狩
猟
の
本
場
で
鳥
獣
が
面
白
い
ほ
ど
と
れ
て
、
そ
の
集
散
地
で
も
あ
っ

23 



泉史

た
。
口
碑
に
よ
る
と
盛
ん
な
こ
ろ
は
、
宿
場
女
郎
ま
で
い
て
段
盛
を
極
め
た
と
い
う
。
今
に
「
女
郎
マ
カ
タ
」
の
地
名
が
残
っ
て
い
る
の

じ
よ
ろ
う
や
か
た

は
「
女
郎
館
」
よ
り
の
転
靴
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
昭
和
九
年
六
月
一
日
吾
妻
山
岳
会
の
一
員
と
し
て
白
砂
山
登
撃
の
際
こ
の
木
根
宿
を
訪

ね
た
こ
と
が
あ
る
が
、
当
時
の
宿
駅
の
屋
敷
祉
、
礎
石
、
堤
の
跡
ら
し
い
も
の
を
認
め
た
。
(
吾
妻
郡
誌
追
録
参
照
〉
ま
た
明
治
時
代
、

お
お
と
色
ろ

こ
の
地
よ
り
里
人
が
挽
臼
を
発
見
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
木
の
根
宿
の
古
地
名
に
大
中
子
、
ク
ラ
ヤ
ミ
谷
、
大
戸
室
、
ヤ
ケ
ピ
テ

ィ
、
曲
里
沢
等
の
地
名
が
残
さ
れ
て
い
る
。

24 
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※
狩
猟
の
本
場
:
・
須
川
記
に
「
彼
山
の
内
宝
蔵
の
と
云
谷
あ
り
。
此
谷
へ
狩
に
行
け
ば
鳥
獣
沢
山
と
れ
る
。
故
に
宝
蔵
の
蔵
と
名
の
り
天
守
山
西
の

ぞ
き
、
東
の
ぞ
き
と
云
山
あ
り
。
川
手
山
に
七
沢
の
八
十
一
沢
と
云
う
。
っ
ぽ
く
ら
岩
も
あ
り
。
中
略
」

関
東
管
領
、
上
杉
憲
政
の
四
万
入
湯

上
杉
憲
政
は
享
禄
四
年
(
一
五
三
一
)
関
東
管
領
土
杉
憲
実
の
あ
と
同
職
を
つ
ぎ
上
州
平
井
城
に
入
っ
た
。
当
時
西
上
州
、
東
信
州
、

武
蔵
の
一
部
が
そ
の
領
域
で
あ
っ
て
、
岩
植
城
主
斎
藤
憲
広
や
鎌
原
氏
ら
も
、
そ
の
配
下
に
あ
っ
た
。
特
に
箕
輪
城
主
長
野
氏
や
白
井
城

主
長
尾
氏
は
守
護
代
と
し
て
忠
臣
で
あ
っ
た
。
天
文
十
五
年
河
越
の
役
以
後
漸
く
家
勢
も
表
運
に
お
も
む
き
、
つ
い
に
同
二
十
年
北
条
民

康
の
た
め
平
井
城
は
落
ち
、
翌
二
十
一
年
正
月
、
越
後
に
走
り
長
尾
謙
信
を
頼
っ
て
そ
の
再
興
を
願
っ
た
。
伊
勢
町
古
城
主
大
野
弥
太

夫
は
こ
の
と
き
憲
政
と
行
を
共
に
し
越
後
に
落
ち
た
。
永
禄
三
年
以
降
上
杉
謙
信
、
憲
政
は
関
東
に
出
陣
、
失
地
の
回
復
と
再
興
を
計
っ

た
。
こ
の
往
復
の
途
次
上
杉
憲
政
は
た
び
た
び
木
ノ
根
峠
を
こ
え
て
四
万
に
来
り
入
湯
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
再
編
吾
妻
記
に
「
永
禄

年
中
に
上
杉
公
、
越
後
へ
御
通
り
、
四
万
荒
湯
へ
御
止
宿
遊
ば
さ
る
。
」
と
ご
く
簡
潔
な
記
事
が
み
え
る
。
詳
し
い
年
代
そ
の
他
行
動
の

概
要
は
わ
か
ら
な
い
。
降
っ
て
天
正
六
年
三
月
に
上
杉
謙
信
が
没
す
る
と
、
そ
の
養
子
景
勝
と
景
虎
が
そ
の
家
督
相
続
を
め
ぐ
っ
て
相
争

っ
た
。
い
わ
ゆ
る
御
館
城
の
乱
が
起
っ
た
。
こ
の
時
憲
政
は
景
虎
の
側
に
つ
き
、
同
年
六
月
上
州
厩
橋
↓
利
根
郡
を
へ
て
七
月
ご
ろ
四

万
、
木
根
宿
を
通
り
越
後
へ
退
去
し
た
(
加
沢
記
〉
こ
の
と
き
も
憲
政
は
四
万
に
入
湯
し
て
い
る
。
翌
天
正
七
年
景
虎
は
走
っ
て
憲
政
の

② 



館
に
入
っ
た
の
で
景
勝
の
兵
は
来
り
こ
れ
を
囲
ん
だ
。
憲
政
は
出
で
て
和
解
し
よ
う
と
謀
っ
た
が
銃
丸
に
あ
た
っ
て
没
し
た
。
年
七
十
三

歳
。
(
上
杉
家
文
書
、
上
杉
系
図
〉

注

ω
古
城
主
大
野
弥
太
夫
の
越
後
落
と
古
城
浪
人
衆
:
:
:
古
城
主
(
中
之
条
町
伊
勢
町
〉
大
野
弥
太
夫
、
妻
は
越
後
の
豪
族
本
庄
清
七
の
妹
で
あ
っ

た
。
大
野
氏
は
も
と
も
と
長
尾
氏
の
一
族
で
あ
っ
た
の
で
、
天
文
二
十
一
年
上
杉
氏
越
後
へ
没
落
の
と
き
一
族
郎
党
主
君
と
共
に
越
後
へ
落
ち
た

し
ゅ
り

が
、
そ
の
後
齢
智
の
臣
は
古
裁
の
地
に
帰
っ
た
。
こ
れ
を
古
城
浪
人
衆
と
い
う
。
そ
の
中
で
、
山
口
修
理
の
子
が
織
部
で
、
の
ち
真
田
氏
に
つ
い

て
武
勲
を
あ
げ
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
ま
た
大
岩
の
関
氏
も
上
杉
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
。
(
伊
勢
町
覚
書
〉

注

ω
上
杉
憲
政
と
御
館
械
の
乱
:
・
天
正
六
年
五
月
十
三
日
御
館
城
の
乱
が
起
り
、
上
杉
憲
政
(
在
越
後
府
中
)
及
沼
田
誠
の
河
田
重
親
、
観
橋
城
の

A
R

た
U
ゅ
う
た
か
ひ
ろ

北
条
高
広
、
景
広
父
子
は
上
杉
景
虎
に
味
方
し
た
。
天
正
六
年
六
月
ご
ろ
憲
政
は
、
厩
橋
よ
り
沼
田
に
来
り
、
山
名
義
季
は
憲
政
を
川
田
の
高
瀬

戸
要
害
に
う
つ
し
た
。
さ
ら
に
利
根
郡
石
倉
村
の
石
倉
三
河
守
の
館
に
入
っ
た
が
、
そ
の
後
七
月
ご
ろ
四
万
を
通
り
越
後
へ
退
去
し
た
。
(
歴
代

古
案
、
上
杉
家
文
書
、
同
家
譜
、
加
沢
記
)

③ 

戦
乱
の
四
万

四万温泉の歴史

岩
植
城
主
の
越
後
落
ち
と
山
田
与
惣
兵
衛
永
禄
六
年
十
月
十
三
日
夜
、
斎
藤
越
前
守
憲
広
の
守
る
吾
妻
の
首
城
岩
植
城
は
武
田
信
玄

た
げ
や
ま

の
曙
下
真
田
氏
の
猛
攻
の
前
に
炎
上
落
城
し
た
。
憲
広
父
子
は
越
後
へ
心
掛
け
、
巌
山
城
(
現
、
五
反
田
嵩
山
)
を
守
備
し
て
い
る
末
子

城
虎
丸
と
連
絡
し
よ
う
と
し
た
が
、
真
田
の
残
党
狩
り
の
た
め
そ
の
連
絡
を
断
た
れ
て
し
ま
っ
た
。
や
む
な
く
、
か
ず
ま
カ
撮
の
麓
↓
細
尾

の
谷
↓
古
座
部
↓
反
下
↓
四
万
↓
木
根
宿
↓
越
後
山
中
へ
と
必
死
の
逃
避
行
を
つ
づ
け
た
。
こ
の
と
き
四
万
君
の
尾
の
住
人
山
田
与
惣
兵

衛
は
病
気
の
た
め
参
加
で
き
な
か
っ
た
。
残
念
に
思
っ
た
与
惣
兵
衛
は
こ
れ
で
は
数
代
に
わ
た
る
越
前
守
殿
の
恩
顧
を
忘
れ
た
も
同
じ
こ

と
で
あ
る
と
、
重
い
病
を
お
し
て
そ
の
跡
を
し
た
い
、
落
城
後
一
一
一
カ
日
目
の
正
午
ご
ろ
越
後
園
魚
沼
郡
長
尾
伊
賀
守
領
分
の
島
カ
原
で
ヤ

ッ
ト
の
こ
と
で
追
い
つ
い
た
。
与
惣
兵
衛
は
涙
を
流
し
て
、
「
い
ず
こ
へ
な
り
と
も
御
供
を
」
と
:
:
:
越
前
守
も
ま
た
涙
の
中
で
、
「
撮
山

に
残
し
て
き
た
城
虎
丸
の
行
く
末
が
何
と
し
て
も
心
残
り
で
あ
る
。
ど
う
か
そ
の
も
と
の
力
で
」
と
そ
の
手
を
握
り
し
め
、
や
が
て
盃
を
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温泉史

つ
ぽ
b

賜
り
、
末
行
の
万
を
形
見
に
与
え
妻
有
の
庄
へ
落
ち
て
い
っ
た
。
〈
妻
有
の
庄
は
越
後
国
十
日
町
付
近
、
信
濃
川
沿
岸
を
妻
有
の
庄
と
い

う
。
現
在
の
新
潟
県
中
魚
招
郡
)
(
加
沢
記
〉

26 
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四

万

の

郷

の

地

侍

た

ち

も

の

と

考

え

ら

れ

る

。

山
田
氏
・
:
前
掲
の
山
田
与
惣
兵
衛
は
加
沢
記
に
よ
る
と
君
の
尾
の
住
島
村
氏
・
:
吾
妻
古
城
記
に
島
村
市
之
助
の
名
が
あ
る
が
系
不
詳
。
温

人
と
あ
る
が
、
現
在
そ
の
後
南
か
寺
社
平
に
お
る
。
与
惣
兵
衛
は
綱
定
泉
付
近
に
お
い
て
は
田
村
、
関
の
両
氏
が
進
出
す
る
ま
で
の
中
世
に
お

と
い
い
慶
長
三
年
の
日
向
見
薬
師
堂
の
棟
札
に
も
檀
越
の
筆
頭
と
し
て
け
る
最
も
古
い
家
柄
を
誇
っ
て
い
る
。
ニ
タ
井
、
中
井
、
ベ
ユ
界
戸

み
え
四
万
村
随
一
の
地
侍
で
あ
っ
た
。
岩
概
の
斎
藤
氏
の
外
様
系
地
侍
(
い
ま
集
落
な
し
)
等
現
在
の
温
泉
集
落
よ
り
一
段
上
の
地
域
が
島
村

で
は
ゐ
る
が
、
旧
主
君
の
遺
命
を
堅
く
守
り
、
永
禄
七
年
獄
山
城
に
あ
姓
の
主
な
住
居
区
域
で
あ
っ
た
。
戦
乱
の
時
代
は
現
在
の
温
泉
街
の
よ

っ
て
若
年
の
城
主
城
虎
丸
を
よ
く
守
り
立
て
裁
を
死
守
し
た
が
武
運
拙
う
な
陸
路
は
敵
の
襲
撃
を
う
け
る
と
被
害
が
大
き
い
の
で
、
そ
の
地
を

く
同
八
年
十
一
月
落
城
し
た
。
斎
藤
氏
滅
後
真
田
氏
に
属
し
た
が
、
さ
け
て
山
の
中
腹
で
農
耕
に
従
事
し
て
い
た
。
ニ
タ
井
に
は
現
在
で
も

真
田
氏
も
山
田
の
忠
節
に
深
く
感
じ
、
こ
れ
を
と
り
立
て
た
。
天
正
元
山
林
中
に
そ
の
背
開
拓
し
た
畑
地
や
屋
敷
祉
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

年
の
こ
と
吾
妻
東
の
要
害
岩
井
堂
城
の
守
備
、
天
正
十
年
本
能
寺
の
変
田
村
源
太
郎
先
祖
の
墓
地
ベ
エ
一
芥
戸
に
は
白
岩
館
先
祖
の
墓
地
が
あ
っ

後
の
混
乱
期
に
は
再
度
鎌
山
城
守
備
を
委
ね
ら
れ
た
。
北
条
氏
侵
入
の
た
。
こ
の
時
代
は
農
業
の
外
狩
猟
を
業
と
し
鹿
阜
、
熊
の
皮
を
出
し
て
い

吾
妻
合
戦
の
あ
っ
た
天
正
十
七
年
十
一
月
に
は
岩
植
城
代
矢
沢
頼
綱
を
る
。
(
原
町
新
井
文
書
)
尚
、
島
村
紀
一
郎
家
に
は
中
世
の
古
文
書
が

補
佐
し
て
同
城
に
寵
城
す
る
等
忠
節
を
は
げ
ん
だ
。
そ
の
後
沼
田
藩
成
伝
わ
っ
て
い
る
。

む
が
た
き
ゅ
aヲ
M
U
ん

立
後
の
行
動
は
未
詳
で
あ
る
が
地
方
給
人
と
し
て
四
万
村
を
支
配
し
た
金
井
左
近
:
・
古
文
書
に
み
え
る
が
そ
の
業
績
不
詳

戦
争
と
温
泉
療
法
永
禄
五
年
(
一
五
六
二
)
羽
尾
入
道
道
雲
一
行
が
加
沢
の
揚
(
現
、
旧
鹿
沢
温
泉
)
に
入
湯
、
同
年
六
月
さ
ら
に

万
座
山
ハ
現
、
万
座
温
泉
)
に
入
湯
し
た
こ
と
が
加
沢
記
に
み
え
る
。
記
述
の
様
子
か
ら
療
養
で
は
な
く
て
遊
山
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は

湯
も
地
元
民
共
有
の
温
泉
で
あ
り
、
湯
小
屋
も
土
豪
一
行
が
逗
留
で
き
る
程
度
は
あ
り
、
自
由
に
宿
泊
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
草

津
温
泉
史
料
に
「
永
禄
十
年
五
月
四
日
、
甲
斐
武
田
信
玄
、
三
原
衆
-
一
令
シ
テ
、
六
月
朔
日
ヨ
リ
九
月
朔
日
マ
デ
、
貴
賎
一
切
ノ
草
津
湯

治
ヲ
停
止
ス
」
〈
湯
本
文
書
)
天
正
九
年
四
月
二
十
四
日
「
甲
斐
武
田
勝
頼
、
家
臣
三
人
-
一
草
津
湯
治
ノ
許
可
ヲ
与
ヘ
シ
旨
ヲ
、
湯
本
三



郎
右
衛
門
ニ
告
グ
」
(
姫
路
、
熊
谷
文
書
〉
等
が
散
見
さ
れ
る
。
戦
乱
の
時
代
温
泉
療
法
は
特
に
高
く
評
価
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
け
れ
ど

も
、
四
万
温
泉
の
場
合
、
永
禄
八
年
十
一
月
の
撮
山
合
戦
の
よ
う
に
、
す
ぐ
眼
の
さ
き
で
敵
味
方
合
せ
て
数
百
人
の
戦
死
傷
者
を
出
し
て

い
る
に
も
拘
ら
ず
何
等
の
記
録
を
残
さ
な
い
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
戦
国
の
世
に
は
今
次
大
戦
の
よ
う
に
戦
傷
者
の
療
養
に
最
高
限
度

温
泉
療
法
が
活
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
資
料
が
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。

制
※
小
池
折
八
述
「
吾
妻
記
略
伝
」
中
に
四
万
新
湯
に
武
田
領
の
頃
下
附
し
た
書
類
が
あ
る
と
明
記
し
て
あ
る
の
を
み
る
と
明
治
時
代
ま
で
資
料
が

あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る

四万温泉の歴史

落
武
者
伝
説

四
万
字
湯
原
地
区
に
お
い
て
は
松
か
ざ
り
を
門
や
屋
敷
内
に
し
な
い
で
、

大
屋
根
の
上
に
小
枝
を
さ
す
風
習
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
の
昔
戦
国
時
代
、
戦
闘
か
ら

帰
っ
て
来
て
み
る
と
丁
度
大
晦
日
で
あ
っ
た
の
で
松
飾
り
を
す
る
の
が
間
に
合
わ
ず
、
屋
根

に
取
り
あ
え
ず
さ
し
た
の
が
家
例
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

四万山口〈大正時代〕

④ 

温
泉
の
入
会
権

万
座
温
泉
は
そ
の
昔
、
中
居
村
(
現
嬬
恋
村
大
字
三
原
の
一
部
)
西
窪
村
、
門
貝
村
三
カ

村
に
入
会
権
が
あ
っ
て
、
三
カ
村
は
湯
を
利
用
す
る
権
利
が
あ
っ
た
。

き
ゅ
う
じ
ん

権
者
は
元
の
給
人
で
戦
国
時
代
よ
り
こ
の
地
方
の
豪
族
で
西
窪
城
主
で
あ
っ
た
西
窪
次
郎
左

但
し
、
そ
の
所
有

衛
円
で
あ
っ
た
。
万
治
二
年
西
窪
氏
は
一
族
で
当
時
沼
田
藩
家
老
の
鎌
原
氏
と
共
に
万
座
湯

の
開
湯
願
を
出
し
た
が
、
藩
に
お
い
て
は
許
可
を
与
え
な
か
っ
た
と
い
う
史
実
が
あ
る
。
入

会
権
が
か
ら
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
(
嬬
恋
村
誌
)

四
万
温
泉
に
も
字
山
口
の
湯
に
昭
和
三
年
ま
で
大
字
五
反
田
の
農
民
が
温
泉
を
利
用
す
る

27 



史

権
利
を
持
っ
て
い
た
。

一
種
の
温
泉
の
入
会
権
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
五
反
田
の
農
民
が
温
泉
に
藁
を
浸
潰
し
藁
細
工
が
し
易
い

28 

よ
う
に
す
る
も
の
で
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
六
合
村
大
字
入
山
で
も
行
わ
れ
て
い
た
。
入
山
の
場
合
は
菅
を
浸
し
た
も
の
で
、
土

泉温

俗
の
言
葉
で
、

「
ね
ど
ふ
み
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
温
泉
利
用
権
が
い
つ
頃
か
ら
あ
っ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
中
世
か
ら
の

も
の
で
あ
ろ
う
。
貞
享
年
間
ハ
約
二
百
九
十
余
年
前
)
と
推
定
さ
れ
る
四
万
の
古
絵
図
の
あ
ら
ゆ
川
の
中
に
「
わ
ら
び
た
し
」
と
い
う
文

特締N

字
が
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
通
称
「
ね
ど
ふ
み
」
と
称
す
る
藁
を
浸
潰
し
た
場
所
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
約
三
百
年
以
前

の
が
あ
る
。

か
ら
そ
の
権
利
は
あ
っ
た
と
い
う
確
証
に
な
る
。
そ
の
こ
ろ
は
山
口
の
湯
だ
け
で
な
く
新
湯
に
も
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
興
味
深
い
も

わ
ら
ね
せ
が
ま

温
泉
利
用
の
藁
浸
潰
湯
槽
と
藁
細
工

五
反
田
斉
藤
一
郎
(
明
治
三
十
三
年
六
月
生
〉
口
述

こ
の
事
に
つ
い
て
は
民
俗
で
も
の
せ
た
が
、
何
年
頃
か
ら
か
、
四
万

温
泉
山
口
の
川
原
の
湧
湯
に
四
角
な
天
然
湯
槽
を
作
り
、
稲
葉
を
十
日

間
位
浸
潰
し
て
お
い
た
も
の
を
引
揚
げ
て
、
乾
燥
し
て
持
ち
帰
り
、

せ
な
か
あ
て

背
中
当
、
背
負
縄
等
を
作
り
、
農
閑
期
の
現
金
収
入
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
己
が
十
二
、
三
歳
頃
父
に
連
れ
ら
れ
て
馬
の
後
に
つ
い
て
行
っ
た

事
が
数
回
あ
る
。
藁
は
十
五
作
ふ
位
の
把
を
六
束
つ
け
る
か
ら
総
量
九

十
ク
山
位
だ
と
思
っ
た
。
朝
早
く
出
か
け
て
十
時
頃
ま
で
に
は
到
着
し

て
、
前
に
浸
漬
し
て
お
い
た
も
の
を
引
揚
げ
て
、
持
っ
て
行
っ
た
も
の

を
入
れ
替
え
に
つ
け
て
引
揚
げ
た
も
の
を
乾
燥
し
て
持
ち
帰
り
、
祖
父

三
四
郎
が
背
中
当
、
背
負
織
を
作
り
、
中
之
条
の
市
日
毎
に
売
り
に
行

っ
た
も
の
だ
。
混
泉
に
浸
潰
し
た
葉
は
色
は
淡
褐
色
に
変
化
し
て
い
る

が
、
普
通
物
よ
り
強
靭
で
、
市
価
も
少
し
は
高
く
、
使
う
人
の
う
け
も

よ
か
っ
た
よ
う
だ
。
五
反
田
で
十
数
軒
共
同
で
温
泉
利
用
の
権
利
を
も

っ
て
い
た
の
で
、
文
化
村
の
四
万
館
が
建
設
さ
れ
る
と
在
・
附
和
三
年
〉

そ
の
使
用
権
を
買
収
さ
れ
て
、
五
反
田
の
葉
浸
漬
の
組
合
も
終
り
に
な

った。

藁
を
温
泉
に
漬
け
て
強
靭
化
さ
せ
、
然
も
加
工
の
時
に
棄
を
打
っ
て
軟
か
く
し
て
使
う
の
に
、
藁
た
た
き
を
省
け
る
利
点
も
あ
っ
た
。

温
泉
利
用
で
藁
を
強
靭
に
し
て
藁
加
工
し
て
販
売
し
た
と
言
う
こ
と
は
、
全
国
で
も
類
の
少
い
こ
と
だ
と
思
う
。
時
代
が
変
っ
て
現
在
は

文
化
村
の
四
万
館
の
湯
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
。



帥
吾
妻
町
川
中
温
泉
で
も
そ
の
昔
、
土
地
の
住
民
は
湯
尻
に
溜
湯
し
て
農
具
に
用
う
る
木
皮
、
菅
草
等
を
湯
に
ひ
た
し
ネ
セ
テ
縮
工
を
し
た
。
川
中

は
最
近
ま
で
惣
村
有
で
あ
っ
た
。
(
山
石
島
村
誌
)

⑤ 

真
田
信
綱
・
昌
幸
の
温
泉
支
配
・
天
正
二
年
の
聞
湯

宝
暦
五
年
の
関
善
平
家
文
書
に
よ
る
と
「
湯
場
と
相
立
候
儀
者
天
正
二
年
の
比
真
田
安
房
守
様
御
領
分
之
節
の
儀
に
御
座
候
。
」
と
あ

る
。
天
正
二
年
の
い
つ
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
天
正
二
年
五
月
十
九
日
真
回
初
代
の
幸
隆
が
六
十
二
歳
で
没
し
、
長
子

の
信
網
が
家
督
を
相
続
し
た
の
で
あ
る
が
、
約
一
カ
年
後
の
天
正
三
年
五
月
二
十
一
日
三
河
の
長
篠
の
戦
に
お
い
て
壮
烈
な
戦
死
を
と
げ
、

家
督
は
そ
の
弟
の
安
房
守
昌
幸
が
つ
い
だ
の
で
あ
る
。
(
こ
の
時
よ
り
以
前
昌
幸
は
武
田
家
へ
養
子
に
入
り
武
藤
喜
兵
衛
と
言
っ
て
い
た
)

よ
っ
て
四
万
の
温
泉
が
聞
か
れ
た
の
は
、

お
そ
ら
く
第
二
代
真
田
信
網
の
時
代
と
考
え
ら
れ
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
享
保
十
八
年
の
田
村
文
書
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
昔
は
近
里
遠
郷
の
者
が
入
湯
に
来
て
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
戦
国

の
世
に
な
り
交
通
は
杜
絶
し
て
通
行
も
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
、
湯
治

の
者
は
一
切
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
温
泉
は
年
久
し
く
廃
絶
し
て
し
ま

っ
た
。
そ
こ
で
土
地
の
人
々
は
真
田
安
房
守
昌
幸
へ
温
泉
復
興
の
こ
と

つ
い
で
安
房
守
昌
幸
が
四
万
の
支
配
を
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

を
願
い
出
た
。
昌
幸
は
早
速
に
湯
場
を
検
分
の
上
、
道
路
や
橋
梁
を
修

覆
し
た
り
し
て
交
通
の
便
を
図
り
、
温
泉
支
配
の
役
人
と
し
て
湯
守
を

任
命
し
て
く
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
上
入
湯
の
者
が
不
自
由
の
な
い
よ
う

に
と
宿
ま
で
作
っ
て
く
れ
、
そ
の
書
付
ま
で
下
さ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
の
文
書
は
残
っ
て
い
な
い
の
で
具
体
的
の
こ
と
は
不
明
で
あ
る
が
、
昌
幸
が
温
泉
開
発
の
た
め
力
を
入

四万温泉の歴史

れ
た
v

』
と
が
知
れ
る
。

近

世

史

5 

近
世
田
万
村
の
村
落
構
造

て
づ
〈
り

近
世
四
万
村
に
お
け
る
農
業
経
営
形
態
は
、
江
戸
初
期
に
お
い
て
は
給
人
に
よ
る
手
作
経
営
、
の
ち
に
小
作
経
営
、
さ
ら
に
温
泉
地
区
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史

に
お
い
て
は
近
世
初
期
以
来
入
湯
の
旅
人
を
相
手
と
す
る
旅
人
宿
経
営
(
実
際
は
木
賃
宿
形
態
の
も
の
〉
を
兼
業
と
し
て
近
世
に
至
っ
て

い
る
。
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泉

農
耕
地
近
世
初
期
招
回
濯
に
お
い
て
は
、
天
正
十
八
年
八
月
、
同
年
十
二
月
、
文
禄
二
年
、
元
和
、
寛
永
年
代
と
領
主
が
交
替
す
る

た
び
に
検
地
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
寛
永
期
ま
で
は
悉
く
土
地
所
有
者
の
申
告
に
よ
る
差
出
し
検
地
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
実
際
に
竿
を
入

れ
た
の
は
寛
永
二
十
年
、
あ
る
い
は
寛
文
三
年
の
検
地
以
後
の
こ
と
で
、
特
に
寛
文
の
検
地
は
苛
政
で
有
名
な
真
田
伊
賀
守
の
拡
大
検
地

で
あ
る
の
で
、
実
際
の
四
倍
近
く
も
多
い
検
地
で
あ
っ
た
か
ら
ど
こ
ま
で
事
実
か
信
用
で
き
な
い
。
貞
享
検
地
は
前
橋
藩
主
酒
井
氏
の
行

っ
た
検
地
で
、
こ
れ
が
江
戸
期
を
通
じ
て
柱
と
な
っ
た
検
地
で
あ
る
。
こ
の
水
帳
に
よ
っ
て
み
る
と
四
万
村
の
耕
地
総
面
積
は
一

O
四
町

七
畝
ニ
歩
、
そ
の
内
訳
は
、
田
三
町
八
反
余
、
畑
、
屋
敷
:
・
一

O
O町
二
反
余
で
総
高
は
一
一
二
三
石
で
あ
っ
た
。

温特穏IV

四万村

年 数

石
224.672 

1， 067. 499 

313.260 

幻6.3051

備考寛永~寛文の43年間に 833石増、貞

享一明治元年まで3石増

江戸時代検地比較表

石号

寛永20年(1643)

寛文2年(1663)

貞享3年 (1686)

明治元年(1868)

第 1表

四万村田畑耕地内訳表(享保7年〉

種別|面 積|分 米 |石盛

反畝歩 石斗升合
上 回 3.7. 0 3.3.3.0 9ツ

中田 5.3.13 2.6.7.4 7 

下 回 4.0.16 4.5.3.0 5 

下々回

山下々
田

8.6. 

上 畑 i
7M1  

14.6.2.0. 7 

中 畑 9.2.6.1 4.6.12 5 

下畑! 15.9.3. 3 62.3.2.4 4 

下々畑! 51371E 4 102.7.5.0 2 

山下畑 i13.5.1.2 13・5・1・2il

計 313.2.6.0 

第 2表

備考回 3町 8反 3畝12歩。畑、屋敷 100

町2反4畝 1歩



第
1
表
で
み
る
よ
う
に
、
寛
永
二
十
年
よ
り
貞
享
三
年
ま
で
四
十
三
年
間
に
八
三
三
石
と
急
増
を
み
た
の
に
対
し
、
貞
享
三
年
よ
り
明

治
元
年
ま
で
一
八
二
年
間
に
僅
か
三
石
余
の
増
加
と
い
う
こ
と
は
、
殆
ん
ど
江
戸
初
期
に
お
い
て
村
の
開
拓
が
終
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る

次
に
第
2
表
に
よ
り
四
万
村
の
耕
地
の
状
況
を
み
る
と
、
国
三
町
八
反
に
対
し
、
畑
は
一

O
O町
二
反
で
、
そ
の
殆
ん
ど
が
畑
作
地
で
あ

る
。
特
に
四
万
村
北
部
温
泉
地
区
に
お
い
て
は
標
高
七

O
O米
以
上
で
あ
る
の
で
稲
の
生
育
に
は
適
さ
な
い
。
次
に
こ
れ
ら
耕
地
の
等
級

を
み
る
と
、
そ
の
面
積
の
半
数
以
上
が
下
回
、
下
々
回
、
山
下
々
回
、
下
畑
、
下
々
畑
、
山
下
畑
で
あ
る
。
ま
た
土
地
は
差
出
帳
に
「
殊

之
外
悪
土
、
其
上
寒
国
故
種
余
分
入
不
申
候
ヘ
バ
年
々
損
亡
仕
候
、
土
地
ハ
黒
野
土
・
:
」
と
あ
る
よ
う
に
そ
の
上
寒
冷
地
で
霜
早
く
、
春

の
お
そ
い
越
後
と
の
国
境
に
近
い
不
良
耕
地
で
あ
る
。

次
に
四
万
村
よ
り
の
出
作
地
は
計
百
七
十
二
人
ハ
宝
暦
四
年
現
在
〉
の
う
ち
、
下
沢
渡
へ
出
作
の
者
七
人
、
五
反
凹
へ
十
一
人
、
折
田

へ
二
人
、
計
二
十
人
、
他
村
へ
越
石
の
も
の
は
皆
無
で
あ
る
。
次
に
第
3
表
の
如
く
、
耕
作
者
の
一
人
三
戸
〉
当
り
耕
作
面
積
も
極
め

一
七
三
人
の
う
ち
一

l
二
反
が
六
十
二
戸
、
三

i
四
反
が
四
十
二
戸
と
、
そ
の
半
数
以
上
が
極
端
な
零
細
農
家
で
あ
る
こ
と
が

て
低
く
、

四万村の農民

呑

38 

6 

173 

42 

61 

水

5~6 

3~4 

1~2 

四万温泉の歴史

第3表

面

夫
食
拝
借
(
宝
暦
四
年
「
村
柄
様
子
明
細
書
上
帳
」
、
四
万
温
泉
田
村

順
造
蔵
〉

一
米
七
石
四
斗
弐
升

夫
食
拝
借

わ
か
る
。
従
っ
て
古
来
農
業
以
外
の
狩
猟
や
山
林
業
(
炭
焼
き
や
木
挽

等
)
温
泉
の
旅
館
業
等
の
副
業
に
よ
っ
て
漸
く
生
計
を
支
え
て
お
り
、
僅

か
の
天
候
不
順
で
も
不
作
と
な
り
、
浮
浪
者
や
餓
死
者
を
出
す
土
地
柄
で

あ
っ
た
。

右
者
当
四
拾
弐
年
前
(
注
正
徳
三
年
)
以
前
子
年
池
田
新
兵
衛
様

御
支
配
之
節
夏
作
雨
腐
秋
作
早
霜
に
而
百
姓
餓
死
仕
候
に
付
拝
借
仕

候
拾
ヶ
年
賦
-
一
返
上
納
仕
候
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泉史

一
米
拾
四
石
八
斗
五
升
壱
合
右
同
断

一

稗

三

石

五

斗

七

合

右

同

断

右
者
当
三
拾
二
年
以
前
(
注
享
保
七
年
)
寅
年
伊
奈
半
左
衛
門
様

御
支
配
之
節
夏
作
雨
腐
秋
作
早
霜
に
而
諸
作
損
亡
仕
百
姓
餓
死
仕
侯

に
付
拝
借
仕
三
ヶ
年
賦
に
返
上
納
仕
候

一
稗
三
拾
四
石
壱
斗
七
升
四
合
四
勺
右
同
断

右
者
当
弐
拾
三
年
以
前
(
注
享
保
十
七
年
〉
山
本
平
八
郎
様
御
支

配
之
節
年
之
半
大
雪
に
而
麦
作
種
を
失
い
同
秋
作
早
霜
に
て
諸
作
種

を
失
候
。
午
の
極
月
よ
り
飢
百
姓
出
来
未
春
拝
借
仕
申
の
年
よ
り
子

の
年
五
ヶ
年
賦
に
返
上
納
仕
候
。
右
之
通
り
前
々
困
窮
村
に
付
度
々

夫
食
拝
借
御
慈
悲
を
以
百
姓
相
続
仕
来
候
村
方
に
御
座
候
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混特橋町

山
林
四
万
村
の
山
林
は
百
姓
林
(
民
有
林
〉
と
御
林
ハ
官
林
)
に
大
別
さ
れ
る
が
、
外
に
御
林
よ
り
払
下
げ
に
な
る
木
材
を
基
と
す

る
十
カ
村
の
入
会
山
が
あ
る
。

一
、
百
姓
林
五
十
七
カ
所
こ
の
面
積
十
七
町
七
反
八
畝
二
十
六
歩
、
延
宝
四
年
三
六
七
六
〉
真
田
氏
の
林
検
地
が
あ
っ
た
が
、
検

地
帳
が
な
い
の
で
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

御f御
留草竹
山ま薮

r"¥〆「

幕幕十
府府ー
ののカ
林竹所
)薮、J

カ

所

一
、
百
姓
薮

除
地

二
町
五
反
八
畝

三
カ
所

立
木
は
な
ら
、
ぶ
な
、
し
で
が
主
な
も
の
で
明
細
帳
に
「
こ
れ
は
至
て
山
中
峨
岨
故
御
検
地
御
座
な
く
候
。
尤
木
数
御
改
御
座
無
候
」

と
あ
る
。
官
林
な
の
で
租
税
賦
課
の
対
象
外
で
あ
っ
た
。

た
か
す
や
ま

一
、
鷹
巣
山
、
沼
田
領
品
々
覚
書
に
よ
る
と
、
真
田
領
時
代
田
万
山
は
幕
府
で
鷹
狩
り
に
使
う
鷹
を
と
る
た
め
保
護
し
て
雛
を
育
て
る
指

定
の
山
林
で
あ
っ
た
。
ハ
こ
れ
を
鷹
巣
山
と
い
う
)
勿
論
立
ち
入
り
は
厳
禁
さ
れ
た
。
こ
の
外
中
之
条
町
で
は
蟻
川
山
、
大
岩
山
、
反

下
山
が
こ
れ
に
指
定
さ
れ
て
い
た
。

一
、
入
会
山
:
・
入
会
村
は
五
反
田
村
、
原
岩
本
村
、
蟻
川
村
、
西
中
之
条
村
、
横
尾
村
、
伊
勢
町
、
青
山
村
、
赤
坂
村
、
中
之
条
町
、
折



田
村
の
計
十
カ
町
村
で
あ
っ
た
。
元
様
八
年
右
八
カ
村
(
中
之
条
町
、
折
田
村
を
除
く
〉
が
入
会
山
か
ら
材
木
を
伐
っ
て
農
具
を
こ
し

ら
え
市
で
売
っ
た
こ
と
か
ら
山
論
と
な
っ
た
こ
と
は
第
二
巻
第
一
部
歴
史
編
特
論

同
山
論
一

O
四
六
頁
に
詳
述
し
た
。
四
万
村
農
民

と
し
て
は
山
か
ら
の
収
入
が
命
の
綱
で
あ
り
、
明
細
帳
に
も
「
男
ノ
稼
、
鍛
冶
炭
少
々
、
雑
木
板
伐
中
之
条
町
-
一
テ
売
ル
」
と
あ
る
。

享
保
七
年
の
村
差
出
明
細
帳
に
、
屋
敷
二
町
七
反
四
畝
二
十
七
歩
、
十
九
石
二
斗
四
升
三
合
、
屋
敷
三
町
一
反
三
敵
、
二
十
一

石
七
敵
七
歩
と
併
記
し
て
あ
る
。
ど
ち
ら
が
温
泉
地
区
の
屋
敷
面
積
で
あ
る
か
、
他
の
資
料
を
失
し
て
い
る
の
で
詳
細
を
知
る
こ
と
は
不

屋
敷

可
能
で
あ
る
。

山
口
、
新
湯
の
湯
屋
敷
は
自
分
の
起
居
す
る
居
屋
(
居
屋
敷
)
と
揚
治
人
に
庇
を
借
す
か
し
ゃ
(
貸
屋
敷
)
と
に
大
別
さ
れ
て
い
た

(
天
和
三
年
新
湯
古
絵
図
に
よ
る
〉
。
川
原
に
あ
っ
た
湯
小
屋
よ
り
離
れ
た
丘
に
「
か
し
ゃ
」
が
あ
っ
て
、
入
浴
の
場
合
は
川
原
の
湯
屋
敷

に
通
っ
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
元
禄
九
年
以
降
は
川
原
に
湯
屋
敷
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
便
利
に
な
っ
た
。
「
か
し
ゃ
」
の
家
の

造
作
も
こ
っ
た
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
記
録
に
「
大
概
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
よ
り
推
定
で
き
る
。
ま
た
湯
宿
(
か
し
ゃ
〉
の
大
き

さ
も
大
小
様
々
で
三
聞
か
ら
二
十
五
間
位
ま
で
あ
っ
た
。

四万温泉の庭史

税
金
は
初
め
と
ら
な
か
っ
た
が
元
禄
二
年
以
降
湯
銭
ハ
入
湯
税
の
よ
う
な
も
の
)
を
止
め
て
、
地
子
永
と
し
て
山
口
・
新
湯
の
両
湯
場

で
永
二
貫
二
三
二
文
を
納
め
た
。
の
ち
地
子
が
免
ぜ
ら
れ
て
居
屋
敷
年
貢
と
し
て
一
反
に
付
山
口
、
永
五

O
文
、
新
湯
は
同
じ
く
百
五
十

文
増
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
年
貢
割
符
の
基
準
は
単
に
屋
敷
面
積
の
み
で
な
く
、
温
泉
利
用
権
(
湯
風
呂
の
箇
数
に
関
係
す
る
〉
の
多

寡
を
併
せ
勘
案
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
注
)
四
万
村
落
構
造
を
知
る
基
礎
資
料
と
も
い
う
べ
き
検
地
帳
、
宗
門
人
別
帳
、
賞
租
関
係
記
録
は
現
在
ま
で
ほ
と
ん
ど
発
見
さ
れ
ず
、
僅
か
に
享

保
七
年
(
一
七
二
二
)
宝
暦
四
年
(
一
七
五
四
)
の
村
差
出
明
細
帳
が
あ
る
の
み
で
、
特
に
温
泉
地
区
の
く
わ
し
い
村
落
構
造
、
土
地
所
有
形
態

は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
の
と
こ
ろ
が
多
い
。
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史

(2) 

四
万
湿
泉
村
落
の
成
立

"で，)Jミ

A 

山
口
・
新
湯
地
区

iilil 

① 

田
村
氏
の
四
万
へ
の
進
出

田
村
氏
は
清
和
源
氏
で
源
頼
光
の
弟
頼
親
の
三
男
頼
基
が
初
め
て
田
村
氏
を
称
し
て
回

村
右
京
進
と
言
っ
た
。
十
三
代
重
将
は
観
応
三
年
新
田
義
宗
に
従
い
武
蔵
野
合
戦
に
お
い

う
た
由
じ
よ
う

て
戦
死
し
た
。
二
十
三
代
雅
楽
之
尉
清
宗
は
武
田
信
玄
に
仕
え
、
武
田
氏
滅
亡
後
真
田
氏

に
属
し
、
吾
妻
郡
に
入
り
岩
橿
城
内
に
居
住

し
た
。
寛
永
二
十
年
九
十
六
才
の
高
令
を
も

っ
て
没
し
て
い
る
λ
五
反
田
・
回
村
系
図
〉

ま
た
同
家
の
文
書
と
全
く
異
る
次
の
文
書
が

伝
わ
っ
て
い
る
。
永
禄
六
年
田
村
甚
五
郎
清
政
(
雅
楽
之
尉
父
〉
は
岩
橿
城
主
斎
藤
越
前
守

父
子
三
人
を
討
ち
功
名
を
た
て
、
そ
の
と
き
か
ら
田
村
一
家
は
神
の
よ
う
に
あ
が
め
ら
れ

た
。
知
行
所
は
岩
下
、
反
下
、
五
反
田
、
山
間
に
あ
っ
て
、
始
め
岩
下
に
居
住
し
た
が
、
の

ち
反
下
柿
の
田
に
移
っ
た
と
あ
る
。
又
異
説
と
し
て
「
岩
櫨
城
主
斎
藤
基
国
が
越
後
に
遁
る

特締lV

田村文書五反田

と
き
田
村
甚
五
郎
一
族
郎
党
は
こ
れ
に
従
い
、
道
を
四
万
山
中
に
求
め
た
。
字
山
口
温
泉
に

来
た
と
き
、
さ
ら
に
北
上
す
る
城
主
の
行
き
先
を
安
ん
ぜ
ん
と
山
口
に
止
り
:
・
」
こ
れ
が
四

万
土
着
の
基
と
な
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
(
清
政
田
村
甚
五
郎
と
其
同
族
〉

田
村
氏
系
図
に
よ
る
と
田
村
氏
は
武
田
氏
滅
後
真
田

武
田
氏
滅
亡
後
の
田
村
氏
の
行
動

34 
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氏
に
属
し
た
。
吾
妻
郡
に
入
っ
て
か
ら
の
行
動
を
略
述
す
る
と
(
五
反
田
、
田
村
文
書
)
、
天
正
十
年
八
月
真
田
氏
よ
り
五
貫
文
余
の
土
地

を
宛
行
わ
れ
、
そ
の
子
雅
楽
之
尉
は
天
正
十
三
年
七
月
昌
幸
の
命
に
よ
り
来
落
第
の
こ
と
に
関
係
し
て
上
京
、
同
十
八
年
十
二
月
の
検
地

に
お
い
て
五
質
文
余
の
と
こ
ろ
九
武
文
余
に
安
堵
さ
れ
た
。
真
凹
信
幸
の
沼
田
開
藩
と
共
に
そ
の
家
臣
に
列
し
、
文
禄
の
役
に
お
い
て
は

朝
鮮
に
渡
り
武
勲
を
た
て
た
。
そ
の
子
雅
楽
凶
は
天
正
十
八
年
松
井
田
合
戦
に
参
戦
、
慶
長
五
年
没
、
そ
の
子
清
隆
は
真
田
信
孝
に
属
し

田
村
弥
太
夫
清
詮
の
四
万
山
口
へ
の
移
住

大
坂
の
陣
に
武
功
を
た
て
、
そ
の
子
三
右
衛
門
の
代
に
帰
農
し
て
正
屋
を
勤
め
た
が
、
弟
二
人
は
共
に
沼
田
の
真
田
氏
に
仕
え
た
。

五
反
田
、
田
村
文
書
に
「
田
村
甚
五
郎
の
長
男
雅
楽
之
尉
を
五
反
田
に
、
二
男
馬
之
丞
を

山
田
に
、
三
男
体
太
夫
を
四
万
山
口
の
湯
屋
敷
に
分
地
」
と
あ
る
。
田
村
茂
三
郎
著
書
に
よ
る
と
「
甚
五
郎
清
政
を
初
代
と
し
(
天
正
四

年
四
月
二
十
八
日
没
〉
現
在
山
口
に
墓
地
(
後
世
の
建
立
)
ま
で
あ
る
が
、
そ
の
最
も
異
る
と
こ
ろ
は
長
男
を
弥
太
夫
、
二
男
を
治
郎
兵
衛

雅
楽
之
尉
、
三
男
を
馬
之
丞
、
四
男
を
半
兵
衛
(
下
沢
渡
〉
と
し
て
い
る
。
い
ず
れ
が
正
し
い
か
わ
か
ら
な
い
が
、
山
口
の
田
村
弥
太
夫

の
墓
は
三
九
一
一
番
地
の
鐘
寿
館
墓
地
内
に
あ
り
「
光
山
勇
徹
居
士
、
寛
永
十
九
年
三
月
八
日
没
」
と
な
っ
て
い
る
。
弥
太
夫
の
あ
と
を

誰
が
つ
い
だ
か
、
そ
の
続
柄
は
不
明
で
あ
る
が
、
三
代
弥
太
夫
が
亡
く
な

っ
て
か
ら
弥
太
夫
の
家
名
が
六
十
年
間
も
続
い
た
こ
と
が
天
和
の
文
献
に

一四万温泉の臆火

田村弥太夫の墓(四万山口)

も
あ
る
。
そ
の
屋
敷
は
後
世
先
祖
屋
敷
と
よ
ば
れ
、
明
治
十
二
年
に
そ
の

空
地
に
四
万
温
泉
小
学
校
が
建
て
ら
れ
た
。
し
か
し
明
治
二
十
三
年
一
一
一
月

の
火
災
で
類
焼
し
、
そ
の
あ
と
学
校
は
移
転
し
、
先
祖
屋
敷
は
田
村
八
平

と
田
村
辰
雄
が
分
割
所
有
し
て
い
る
。

田
村
彦
左
衛
門
(
清
秀
〉
の
新
湯
開
拓

彦
左
衛
門
は
弥
太
夫
よ
り
分
家
し
て
字
新
湯
に
移
住
し
、
新
し
い
湯
宿
を
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泉

開
始
し
た
。
こ
の
こ
ろ
新
湯
に
は
彦
左
衛
門
以
外
に
は
一
軒
も
な
く
、
全
く
原
始
的
の
ま
ま
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
移
住
は
元

和
か
寛
永
の
こ
ろ
と
推
定
さ
れ
る
。
彦
左
衛
門
と
角
右
衛
門
は
共
に
兄
弟
で
あ
っ
た
の
か
、
湯
守
が
こ
の
二
人
に
専
属
さ
れ
て
い
る
。
湯

守
の
権
力
は
絶
大
な
も
の
で
温
泉
の
こ
と
は
何
に
よ
ら
ず
一
度
目
を
通
さ
ぬ
う
ち
は
許
さ
れ
ぬ
も
の
で
臨
分
権
力
の
あ
っ
た
も
の
で
あ
っ

史混特輯lV
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た
。
字
山
口
は
角
右
衛
門
で
、
字
新
湯
は
彦
左
衛
門
が
湯
守
で
あ
っ
た
と
い
う
。
天
和
元
年
の
沼
田
領
品
々
覚
書
に
よ
る
と
「
四
万
の
湯

守
は
覚
右
衛
門
と
申
者
致
申
候
事
」
と
あ
り
、

一
名
の
記
載
で
あ
る
が
、
天
領
と
な
っ
て
か
ら
二
名
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
明
治

以
前
は
大
抵
新
湯
を
荒
湯
と
書
い
て
い
た
。
荒
地
を
新
た
に
拓
い
た
と
い
う
意
味
か
、
湯
が
荒
く
て
つ
け
た
の
か
そ
の
意
味
が
わ
か
ら
な

'v 
田
村
一
族
の
繁
延

山
口
・
新
湯
の
両
温
泉
は
ま
ず
最
初
に
山
口
が
聞
け
、
つ
い
で
新
湯
が
聞
け
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
中
心
と
な
っ
て
活
躍
し
た
湯
守
は
両
方
に
一
名
宛
お
り
田
村
一
族
が
こ
れ
に
当
っ
た
。
天
和

年
間
よ
り
昭
和
十
八
年
ま
で
の
一
族
の
繁
延
を
数
字
で
示
す
と
下
表
の
通
り
で
あ
る
。
〔
田
村
(
茂
)
、
田
村

(
喜
〉
文
書
に
よ
る
〕

② 

関
氏
の
温
泉
へ
の
移
住

関
氏
は
遠
祖
藤
原
鎌
足
よ
り
出
で
、
そ
の
十
数
代
の
孫
に
佐
藤
三
郎
忠
信
が

あ
る
。
忠
信
は
源
義
経
に
仕
え
、
そ
の
子
を
清
忠
と
い
う
。
源
頼
朝
に
仕
え
、
長
門
園
(
現
、
山
口
県
〉
赤

関
氏
の
出
自
と
そ
の
繁
延

間
カ
関
〈
現
、
下
の
関
)
に
居
住
し
て
姓
と
し
初
め
て
関
と
改
め
た
。
そ
の
子
憲
久
は
北
条
泰
時
に
住
え
、

孫
憲
直
は
相
模
、
小
田
原
に
移
住
し
、
子
孫
憲
景
、
憲
光
、
憲
重
、
憲
信
を
経
て
憲
勝
に
至
り
、
文
明
十
二

年

三

四

八

O
〉
三
月
吾
妻
郡
大
岩
の
郷
へ
移
住
し
た
。
憲
勝
の
子
肥
前
守
憲
清
は
関
東
管
領
上
杉
憲
定
に

仕
え
晩
年
隠
退
し
て
大
永
三
年
(
一
五
二
三
〉
八
月
大
岩
不
動
堂
を
建
立
し
た
。
憲
清
の
子
勘
解
由
左
衛
門

田村一族の繁延

財ぞ|天和年間|明和年間|昭和畔

山 4戸l 1同 14戸

新 湯| 9 

永禄年間| 120年| 230年! 380年
jより
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尉
利
久
は
永
禄
二
年
(
一
五
五
九
)
二
月
武
田
信
玄
に
属
し
、
の
ち
真
田
氏
に
仕
え
、
ま
た
吾
妻
日
影
、
赤
岩
百
七
十
貫
文
を
領
し
た
。

そ
の
弟
某
(
逸
名
)
も
真
田
昌
幸
に
仕
え
、
利
根
郡
恩
田
、
硯
田
百
六
十
貫
文
を
領
し
、
そ
の
子
孫
は
平
、
横
尾
に
土
着
し
た
。
利
久
に

三
児
あ
り
。
長
男
利
憲
は
大
岩
に
住
し
、
二
男
吉
久
は
関
将
監
と
い
い
山
田
高
沼
に
住
し
、
三
男
行
利
は
関
織
部
と
い
い
四
万
殿
界
戸
に

住
し
た
。
こ
の
人
が
四
万
温
泉
関
氏
の
祖
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
吾
妻
郡
関
氏
の
総
本
家
は
大
岩
の
関
氏
で
あ
り
、
そ
の
一
族
は
吾
妻
郡

全
域
に
繁
延
し
た
。
(
大
岩
、
関
文
書
〉

え
い
た
い
し
よ
う
や

関
氏
の
四
万
新
湯
へ
の
移
住
四
万
殿
界
戸
に
移
住
し
た
行
利
の
子
孫
は
益
々
隆
盛
に
お
も
む
き
真
田
領
時
代
は
永
代
庄
屋
を
勤
め
た

こ
と
は
招
国
領
品
々
覚
書
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
沼
田
改
易
後
も
引
続
き
四
万
村
の
名
主
を
つ
と
め
た
。
名
主
善
兵
衛
は
新
湯
川

の
対
岸
、
芝
付
の
川
原
に
湯
の
湧
く
と
こ
ろ
を
み
て
湯
場
に
し
た
い
と
申
し
出
た
。
代
官
も
こ
れ
を
許
可
し
湯
小
屋
を
作
る
こ
と
と
な
り

元
禄
五
年
十
月
湯
守
彦
左
衛
門
、
茂
左
衛
門
と
名
主
善
兵
衛
と
の
聞
に
手
形
の
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
元
禄
六
年
か
ら
翌
七
年
の

春
に
か
け
て
、
そ
の
川
原
へ
湯
場
、
湯
小
屋
を
建
設
、
翌
元
禄
七
年
八
月
善
兵
衛
は
代
官
に
年
貢
を
納
め
た
い
と
民
間
の
方
か
ら
願
い
出

て
い
る
の
は
面
白
い
。
そ
の
後
も
善
兵
衛
は
代
々
名
主
役
を
勤
め
た
が
、
享
保
初
年
頃
よ
り
病
気
の
た
め
辞
意
を
洩
し
た
の
で
、
殴
界
戸

年
寄
四
人
で
年
番
に
名
主
役
を
勤
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
享
保
十
八
年
よ
り
、
こ
れ
ま
で
四
万
村
全
体
に
一
人
し
か
い
な
か
っ
た
名
主
が

温
泉
地
区
内
に
も
お
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
湯
守
の
上
に
立
っ
て
村
行
政
を
掌
っ
た
の
で
あ
る
。
(
関
文
書
・
田
村
文
書
〉

一四万温泉の歴史

日
向
見
地
区
・
温
泉
口
地
区

日
向
見
地
区
は
近
世
初
期
の
古
絵
図
を
み
る
と
、
日
向
山
定
光
寺
薬
師
堂
・
薬
師
別
当
三
光
院
、
湯
(
御
夢
想
の
湯
〉
し
か
記
載
さ
れ

て
い
な
い
。
こ
こ
は
薬
師
堂
の
あ
る
聖
地
と
し
て
の
考
え
で
あ
っ
た
も
の
か
地
勢
の
関
係
か
大
正
年
間
に
至
る
ま
で
湯
宿
は
設
け
ら
れ
な

か
っ
た
。
温
泉
口
は
温
泉
の
湧
出
が
全
く
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
開
発
は
全
く
な
さ
れ
ず
大
正
期
に
至
っ
て
い
る
。

支
配
者
層
と
被
支
配
者
層

n 

B 
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支
配
者
層
で
あ
る
田
村
・
関
両
家
は
以
上
述
べ
た
よ
う
に
そ
の
源
流
を
尋
ね
る
と
、
中
世
以
来
の
土
豪
(
地
侍
〉
の
系
譜
を
も
つ
も
の

で
あ
り
、
先
祖
代
々
そ
し
て
一
族
の
者
が
時
の
領
主
と
深
い
つ
な
が
り
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
草
津
・
伊
香
保
に
も
言
え

38 
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る
こ
と
で
あ
っ
て
、
封
建
社
会
に
お
い
て
は
、
か
h

る
領
主
と
の
深
い
結
び
つ
き
に
よ
っ
て
自
分
の
地
位
を
守
り
、
四
万
地
域
の
発
展
に

も
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

特輯lV

次
に
被
支
配
者
層
は
い
か
な
る
人
々
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
近
世
初
期
天
和
二
年
の
折
出
村
の
宗
旨
手
形
調
を
み
る
と
、
戸
数
回

十
八
戸
の
う
ち
十
八
戸
は
下
人
、
門
屋
を
持
つ
家
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
下
人
五
十
五
人
、
門
屋
六
人
で
あ
り
、
三
三
二
人
の
う
ち
約
五
分

の
一
が
下
人
層
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
下
人
の
中
に
は
譜
第
門
屋
と
言
っ
て
大
屋
に
古
来
か
ら
従
属
し
て
い
た
家
来
筋
の
者
が
あ
市

た
。
四
万
の
場
合
は
こ
の
種
の
門
屋
が
多
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ぎ
に
大
並
門
屋
と

い
っ
て
大
屋
に
抱
え
ら
れ
て
い
た
下
男
が
譜

代
門
屋
が
断
絶
し
た
あ
と
に
入
っ
て
門
屋
と

な
っ
た
者
も
あ
る
。

こ
の
門
屋
は
、
山
、

畑
、
馬
等
を
預
け
ら
れ
農
耕
に
従
事
す
る

方
、
大
屋
に
夫
役
そ
の
他
の
奉
公
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
四
万
は
交
通

が
極
め
て
悪
く
、
農
山
林
業
も
零
細
化
さ
れ

て
い
た
こ
と
は
、
近
世
の
四
万
の
発
展
を
阻

害
す
る
大
き
な
原
因
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と

水圧をかけない場合(断面〉

泉源

一図

水圧をかける場合

(
芳
渇
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平函図三図

湯有
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ニ図



(3) 

四
万
の
特
殊
な
入
浴
風
俗

は
支
配
者
層
と
被
支
配
層
の
間
隔
を
広
げ
な
い
こ
と
に
は
効
果
は
あ
っ
た
が
、
温
泉
の
発
展
に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。

四
万
温
泉
に
は
少
く
と
も
三
百
余
年
前
か
ら
蒸
湯
と
い
う
日
本
古
来
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
入
浴
方
法
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
づ
い
て
痔

風
呂
や
砂
湯
、
滝
揚
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
殊
の
入
浴
風
俗
に
つ
い
て
の
べ
て
み
よ
う
。

四
万
温
泉
に
お
け
る
源
泉
の
特
殊
性

① 
四
万
に
お
け
る
温
泉
の
利
用
関
係
や
権
利
関
係
を
み
る
上
で
、
そ
の
源
泉
が
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
り
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
特
殊
性
を

も
っ
て
い
る
か
を
知
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
以
下
川
島
・
潮
見
・
渡
辺
編
著
「
温
泉
権
の
研
究
」
に
よ
っ
て
記
し
て
み
よ
う
。

「
四
万
で
は
、
日
向
見
の
源
泉
お
よ
び
山
口
の
一
部
の
源
泉
を
除
い

て
、
源
泉
は
四
万
川
の
川
床
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
源
泉
の
湯
量
が
い
か

に
豊
富
で
あ
っ
て
も
川
の
水
の
圧
力
が
強
く
な
け
れ
ば
、
湯
は
河
中
に

四万温泉の歴史

新湯の源泉 ο"床にある〉

渉
出
し
て
し
ま
い
、
川
の
水
と
混
じ
て
し
ま
う
よ
う
で
あ
る
。
ハ
三
八
頁

一
図
・
二
図
参
照
)
。
そ
こ
で
、
湯
を
河
中
に
惨
出
さ
せ
な
い
た
め
に
、

川
に
堤
を
築
い
て
水
を
堰
き
と
め
て
川
床
に
水
圧
を
か
け
、
そ
れ
に
よ

っ
て
湯
を
川
床
の
下
に
閉
じ
こ
め
る
と
い
う
こ
と
が
古
く
か
ら
行
わ
れ

た
(
二
図
参
照
)
。
以
前
は
堤
は
丸
太
な
ど
に
よ
っ
も
相
V
作
っ
た
も
の

で
あ
っ
た
か
ら
、
洪
水
な
ど
の
た
び
に
堤
か
流
さ
れ
、
村
人
達
は
総
出

で
そ
の
都
度
堤
を
築
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
川

床
に
お
し
こ
め
ら
れ
た
湯
は
、
川
床
か
ら
地
下
を
管
で
川
岸
に
導
か

れ
、
川
岸
に
掘
り
さ
げ
ら
れ
た
湯
祭
に
ひ
と
ま
ず
溜
め
ら
れ
た
。
そ
の

湯
釜
の
上
あ
る
い
は
直
前
に
は
湯
前
神
社
(
湯
前
薬
師
と
も
い
う
)
が
つ

く
ら
れ
て
い
た
。
湯
釜
に
溜
め
ら
れ
た
湯
は
、
川
水
を
利
用
し
た
湯
車

で
揚
湯
さ
れ
た
場
合
も
あ
っ
た
が
、
た
い
て
い
は
揚
湯
す
る
か
わ
り

に
、
川
の
少
し
下
流
ま
で
木
管
で
引
湯
し
て
、
川
の
水
位
よ
り
高
い
場
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泉

作所
らに
れ湯
た舟
場を
合設
はけ
湯た

薗 r ，..... 

雪脅
し、".. 
'フ e

b あ
勺る

今票
日を
ほ翠
堤で
t主任
コ Jし、
γ-、
ク.、

リ量
I カE

ト
に
よ
っ
て
築
か
れ
て
お
り
、
川
床
か
ら
導
か
れ
た
ポ
ン
プ
で
揚
湯
さ

れ
て
い
る
。
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② 

特
殊
な
入
浴
風
俗

蒸
湯

ロ
シ
ヤ
風
呂
に
類
似
し
た
も
の
、
小
部
屋
を
密
閉
し
て
四

O
度
|
五

O
度
の
水
蒸
気
を
充
満
し
て
発
汗
療
法
を
行
う
も
の
で
、

い
わ
ば
四
万
の
特
殊
な
温
泉
利
用
と
い
え
よ
う
。
(
「
吾
妻
郡
案
内
」
、
ハ
吾
妻
郡
役
所
、
明
治
四
十
三
年

四
万
温
泉
に
古
く
か
ら
あ
っ
た
。

十
月
刊
よ
り
〉

蒸
湯
と
は
蒸
風
呂
と
称
す
る
蒸
気
浴
場
で
あ
る
。
こ
れ
は
浴
槽
の
傍

す

に
方
形
六
尺
程
の
戸
棚
様
の
室
を
設
け
、
賓
の
子
を
も
っ
て
床
と
な

し
、
そ
の
上
に
賦
ザ
布
き
木
枕
を
お
い
て
仰
臥
す
る
よ
う
に
造
っ
て
あ

る
。
浴
者
は
こ
の
室
に
入
り
戸
を
閉
じ
れ
ば
箕
の
子
の
下
は
熱
泉
の
湧

山
地
で
あ
る
か
ら
、
蒸
気
が
盛
ん
に
立
ち
昇
っ
て
忽
ち
の
う
ち
に
蒸
気

が
室
内
に
み
ち
、
浴
者
の
発
汗
を
促
し
、
も
っ
て
海
身
の
疾
患
を
医
す

る
と
い
う
。
蒸
気
浴
は
一
日
一
回
又
は
二
回
を
適
度
と
す
る
。
室
内
に

一四万温泉の隆史

蒸湯〈積善館内〉

お
い
て
は
予
め
冷
水
を
浸
せ
る
手
拭
を
も
っ
て
、
面
、
鼻
、
口
を
お
お

い
、
蒸
気
の
直
接
吸
入
を
防
ぐ
こ
と
。
浴
後
心
身
爽
快
な
る
こ
と
他
の

入
浴
の
比
で
な
い
の
で
、
好
ん
で
蒸
気
風
呂
に
入
る
も
の
が
多
い
と
い

友
j
J

。田
村
雅
楽
尉
父
子
の
朝
鮮
役
従
軍
と
蒸
湯
は
何
等
か
の
関
係
が
あ
る

品

M

田
川
郡
と
い
う
の
は
朝
鮮
の
蒸
風
呂
で
、
京
都
八
瀬
の
か
ま
ぶ
ろ
と
同

様
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
北
欧
、
シ
ベ
リ
ヤ
の
焼
石
に
水
を
か
け
て
の

蒸
気
浴
、
ス
キ
タ
イ
民
族
の
蒸
気
浴
、
熱
気
浴
が
東
西
に
分
れ
、
朝
鮮

を
へ
て
日
本
に
渡
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
が
あ
る
。
近
世
の
四

万
の
湯
は
五
反
田
の
田
村
弥
太
夫
が
関
湯
し
た
湯
で
あ
る
が
、
田
村
弥

太
夫
の
兄
田
村
雅
楽
之
助
・
父
雅
楽
之
尉
父
子
は
文
禄
の
役
に
豊
臣
秀

吉
の
命
で
朝
鮮
へ
渡
っ
て
い
る
の
で
、
或
は
朝
鮮
か
ら
そ
の
技
術
を
移

入
し
た
も
の
で
は
・
あ
る
ま
い
か
。

天
和
元
年
の
沼
田
領
品
々
覚
書
に
も
、
蒸
湯
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
お

り
、
真
田
時
代
以
前
か
ら
所
在
し
た
こ
と
が
知
れ
る
。

天
和
の
古
絵
図
に
み
え
る
蒸
湯
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天
和
三
年
五
月
の
古
絵
図
に
「
横
二
間
半
、
長
六
問
、
む
し
湯
屋
」

「
横
二
問
、
長
三
問
、
つ
ぼ
湯
屋
」
と
あ
る
。
長
さ
六
聞
の
長
屋
に
小

部
屋
を
い
く
つ
か
作
っ
て
蒸
風
呂
を
つ
く
り
、
蒸
湯
を
し
て
い
た
こ
と

が
知
れ
る
。
つ
ぼ
湯
屋
は
普
通
の
湯
屋
で
、
こ
こ
で
上
り
湯
を
つ
か
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
(
密
室
で
発
汗
し
た
身
体
を
同
室
内
或
は
室
外
に

お
か
ゆ

そ
な
え
て
あ
る
陸
湯
で
洗
う
。
こ
の
密
室
の
戸
は
引
違
い
戸
か
引
戸
に

な
っ
て
い
る
。
風
ロ
ロ
殿
に
対
す
る
湯
殿
は
浴
湯
を
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
J

史泉混特輯町

蒸湯の古絵図(貞享のものか)

貞
享
年
代
と
推
定
さ
れ
る
四
万

の
古
絵
図
に
上
図
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
。
湯
本
所
と
い
う
の
が

湯
釜
で
、
上
り
湯
が
湯
舟
ハ
湯
場
)

で
あ
ろ
う
。
こ
こ
よ
り
引
湯
し
て

む
し
湯
に
お
く
り
蒸
風
自
が
つ
く

ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
湯
尻
は

「
あ
ら
ゆ
川
」
に
流
出
し
て
い
る

こ
こ
に
お
い
て
「
わ
ら
び
た
し
」

の
文
字
が
み
え
る
。
即
ち
「
ね
ど
ふ

み
」
が
行
わ
れ
た
所
で
あ
ろ
う
。

山
口
に
は
滝
湯
の
外
に
「
坪
湯

ね
つ
」
と
い
う
建
物
が
み
え
る
が
、

坪
湯
H
湯
屋
と
、
ね
つ

H
蒸
風
呂
が
同
じ
建
物
内
で
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
「
復
軒
旅
日
記
」
ハ
明
治
十
二
年
大

槻
文
彦
〉
に
蒸
湯
の
こ
と
が
く
わ
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

蒸
風
呂
の
大
き
さ

宝
暦
五
年
六
月
の
組
問
善
平
文
書
に
よ
る
と

一
山
口
温
泉
大
湯
場
二
カ
所
湯
坪
三
、

三
坪
共
大
き
さ
八
、
九

l
七
、
八
尺

一
あ
ら
湯
む
し
湯
入
湯
共
四
カ
所

む
し
湯
仕
切
十
三
、
但
一
つ
六
尺
四
方

入
り
湯
七
坪
、
大
き
さ
八
、
九
尺

l
五
、
六
尺

(注

)ω
「
湯
屋
と
風
呂
屋
」
・
:
現
代
に
お
い
て
は
風
呂
に
入
る
と
し

う
こ
と
は
湯
に
つ
か
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
江
戸
時
代
江
戸
で
は
湯

屋
、
京
、
大
阪
で
は
風
呂
屋
と
銭
湯
を
区
別
し
た
。
昔
は
風
呂
屋
は

蒸
風
呂
の
こ
と
を
言
い
、
正
徳
五
年
の
文
書
に
洛
中
の
湯
屋
五
十
八

軒
、
風
目
屋
十
三
軒
と
あ
る
。
寛
文
三
年
の
中
之
条
町
の
検
地
帳
に

「
風
目
屋
舗
」
の
あ
る
こ
と
が
み
え
る
。
大
衆
浴
場
と
し
て
の
風
呂

屋
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。

ω
ス
キ
タ
イ
:
・
前
六
世
紀
|
前
三
世
紀
ご
ろ
ま
で
黒
海
北
岸
の
草
原

地
帯
を
支
配
し
た
イ
ラ
γ
系
民
族
。
ス
キ
タ
イ
風
文
化
は
つ
い
に
蒙

古
を
通
じ
て
中
国
や
日
本
に
も
波
及
し
、
か
す
か
な
が
ら
も
ヘ
レ
ニ

ズ
ム
文
化
の
余
い
ん
を
東
ア
ジ
ア
に
伝
え
た
。
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江
戸
時
代
末
期
よ
り
昭
和
初
期
ま
で
砂
湯
(
砂
浴
)
が
あ
っ
た
。
大
き
さ
は
積
善
館
に
あ
っ
た
も
の
は
二
坪
位
で
、
衣
類
を
着

た
ま
h

砂
中
に
体
を
横
た
え
全
身
を
暖
め
る
一
種
の
発
汗
療
法
、
入
浴
を
併
せ
て
寝
湯
と
い
う
。
主
と
し
て
痔
に
効
果
が
あ
り
、
九
州

い
よ
す
き

の
別
府
、
指
宿
の
海
浜
に
あ
る
の
は
有
名

砂
湯砂

浴
心
得

て
砂
浴
を
行
う
に
は
頚
部
以
下
全
身
を
砂
中
に
埋
没
し
頭
部
に
は
数

層
に
重
ね
た
る
冷
布
を
載
せ
、
砂
上
に
被
覆
を
な
し
て
温
度
の
逸
散

を
防
ぐ
ベ
し
。

二
、
砂
浴
の
温
度
は
低
き
も
摂
氏
十
七
度
、
高
き
も
同
五
十
三
度
を
超

す
べ
か
ら
ず
。
又
身
体
各
部
に
特
に
高
温
を
作
用
せ
し
む
る
と
き
は
、

其
部
に
高
温
の
砂
を
散
布
す
ベ
し
。

三
、
砂
浴
を
行
う
こ
と
一
時
に
し
て
=
一
十
四
度
乃
至
三
十
七
度
の
全
身

浴
を
な
さ
し
め
、
後
一
時
余
全
身
を
纏
包
し
て
発
汗
せ
し
む
べ
し
。

(
吾
妻
郡
誌
)
(
以
上
医
学
博
士
宇
野
朗
執
筆
寮
陵
館
主
に
寄
せ
ら

れ
た
も
の
〉

四万温泉の歴史

痔
疾
患
者
の
た
め
に
設
け
た
も
の
で
、
蒸
風
呂
と
同
様
、
一
個
の
小
室
を
設
け
、
床
板
に
直
接
三
セ
ン
チ
位
の
小
孔
を
あ

け
、
そ
の
孔
よ
り
蒸
気
を
噴
出
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
痔
疾
患
者
は
ま
ず
手
拭
を
た
た
ん
で
孔
上
に
お
き
、
そ
の
上
に
患
部
を
す
え
、

も
っ
て
汽
療
を
な
す
。
患
者
は
す
こ
ぶ
る
快
感
が
あ
る
と
い
う

滝
の
湯
打
た
せ
湯
、
湯
滝
と
も
い
い
、
四
万
、
伊
香
保
に
古
く
か
ら
あ
っ
た
一
種
の
圧
注
療
法
で
、
体
の
位
置
を
上
下
し
て
圧
注
力

を
加
減
し
た
。
沼
田
領
品
々
覚
書
に
も
「
む
し
湯
」
と
と
も
に
「
滝
の
湯
」
が
あ
る
。
の
ち
水
車
を
利
用
し
て
温
泉
を
軒
頭
に
運
び
、
も

っ
て
湯
滝
を
作
っ
て
肩
、
背
に
落
下
さ
せ
、
按
摩
の
代
用
を
な
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。
滝
の
高
さ
は
二
日
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

湯
め
ぐ
り
浴
客
が
農
村
か
ら
や
っ
て
く
る
湯
治
客
で
あ
る
時
代
(
戦
前
)
浴
客
は
湯
め
ぐ
り
と
称
し
て
、
滞
在
中
あ
ち
こ
ち
の
湯
に

入
り
た
が
っ
た
か
ら
旅
館
は
相
互
に
湯
を
開
放
し
て
、
自
分
の
旅
館
に
宿
泊
し
て
い
る
者
以
外
の
入
湯
を
認
め
た
。
旅
館
の
湯
が
外
部
の

者
に
も
自
由
に
入
浴
で
き
る
こ
と
は
旅
館
に
と
っ
て
は
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
、
村
民
が
旅
館
の
湯
に
入
る
こ
と
は
阻
止
で
き
な
い
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し
、
浴
客
の
方
で
も
村
民
が
入
浴
す
る
こ
と
を
別
に
迷
惑
が
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
戦
後
は
事
情
が
変
り
、
こ
の
湯
め
ぐ
り
も
行
わ
れ
な

44 

く
な
っ
た
。
こ
の
湯
を
一
般
に
開
放
し
た
こ
と
は
、
そ
れ
が
惣
村
の
所
有
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

温特栂N

a
A
T
 

①
公
儀
普
請
と
・
湯
の
共
同
利
用

天
正
十
八
年
八
月
真
田
信
幸
の
沼
田
開
藩
よ
り
天
和
元
年
十
一
月
の
真
田
氏
改
易
に
よ
る
滅
亡
ま
で
の
五
代
凡
そ
九
十
一
年
間
を
招
田

真
田
氏
領
治
時
代
と
よ
ぷ
。
こ
の
間
豊
臣
よ
り
徳
川
政
権
へ
と
時
代
は
移
り
沼
田
藩
(
利
根
九
十
五
カ
村
、
吾
妻
七
十
五
カ
村
、
北
勢
多

七
カ
村
計
百
七
十
七
カ
村
〉
に
お
い
て
も
政
治
、
経
済
、
文
化
、
社
会
の
各
方
面
に
お
い
て
驚
異
的
発
展
を
と
げ
、
こ
の
間
に
近
世
田
万

の
基
礎
が
き
ず
か
れ
た
。
以
下
真
田
氏
の
政
治
姿
勢
お
よ
び
領
有
時
代
に
お
こ
っ
た
重
要
な
事
件
を
中
心
に
の
べ
て
み
よ
う
。

真
田
氏
の
温
泉
支
配

こ
の
時
代
の
経
済
は
領
主
中
心
の
経
済
時
代
で
あ
っ
た
の
で
、
温
泉
支
配
の
中
心
と
な
っ
た
も
の
は
公
儀
普
請
で
あ
っ
た
。
温
泉
の
庄

屋
を
初
め
主
だ
っ
た
人
々
は
戦
乱
に
よ
っ
て
荒
廃
し
た
温
泉
を
必
死
で
守
り
、
藩
の
命
令
に
よ
り
浴
客
一
人
に
つ
い
て
百
文
宛
の
湯
銭

(
い
ま
の
入
湯
税
の
よ
う
な
も
の
〉
を
徴
収
し
た
。
そ
れ
は
十
年
平
均
の
取
り
上
げ
で
、
湯
小
屋
や
湯
場
、
水
締
切
り
、
そ
の
他
温
泉
に

係
る
一
切
の
こ
と
は
、
こ
の
金
を
も
っ
て
修
理
し
、
運
営
し
、
そ
の
残
金
を
領
主
へ
上
納
し
た
。
十
年
の
聞
は
領
主
よ
り
修
理
料
の
貸
し

下
げ
が
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
藩
の
金
で
温
泉
の
普
請
を
な
し
、
湯
銭
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
、
温
泉
が
公
営
さ
れ
て
い
た
も
の
と
み

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
公
儀
普
請
は
天
領
と
な
っ
た
元
禄
元
年
の
代
官
太
田
弥
太
夫
の
時
代
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

次
に
、
こ
の
こ
ろ
の
温
泉
利
用
の
形
態
は
共
同
利
用
の
時
代
で
あ
っ
た
。
初
期
に
は
湯
場
は
川
原
に
あ
っ
て
惣
村
の
も
の
で
あ
っ
た
。

村
民
も
浴
客
も
こ
れ
を
平
等
に
利
用
し
て
い
た
。
湯
場
の
数
は
明
瞭
で
な
い
が
、
前
掲
「
田
村
甚
五
郎
」
に
よ
る
と
、
新
湯
地
区
で
は
「
む
し

湯
や
」
と
「
つ
ぽ
ゆ
」
の
二
棟
に
限
っ
て
湯
屋
敷
を
建
て
る
こ
と
が
藩
よ
り
認
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
年
貢
上
納
に
関
係
が
あ
っ

て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
山
口
地
区
の
こ
と
は
史
料
に
な
い
。
ま
た
湯
屋
敷
の
な
い
露
天
の
湯
場
も
あ
っ
た
。
め
の
湯
ハ
現
、
川
原
の
湯
〉



山
口
地
区
の
上
之
湯
、
下
之
湯
と
い
う
浴
場
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
現
在
共
同
浴
場
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

湯
宿
は
湯
場
と
は
離
れ
た
高
い
所
に
あ
り
、
浴
客
は
そ
こ
か
ら
川
原
へ
と
下
り
た
の
で
あ
る
。
湯
宿
は
単
に
湯
治
人
に
庇
を
貸
す
だ
け

で
あ
っ
て
、
浴
客
は
自
分
で
食
料
を
調
え
て
自
炊
し
て
い
た
も
の
で
、
現
代
に
お
い
て
も
こ
の
遺
習
が
あ
る
。

湯
の
取
締
機
構
と
湯
銭

② 
吾
妻
郡
奉
行
所
と
中
之
条
代
官
所
真
田
氏
は
吾
妻
郡
統
治
の
た
め
、
原
町
に
吾
妻
郡
奉
行
所
(
現
、
日
赤
病
院
の
地
〉
を
お
き
、
そ

の
外
、
藩
直
轄
領
統
治
の
た
め
領
内
に
十
五
人
の
代
官
を
お
い
た
。
吾
妻
郡
に
は
五
代
真
田
伊
賀
守
の
時
代
一
柳
九
右
衛
門
、
一
場
権
左

衛
門
、
伊
能
市
郎
左
衛
門
ハ
の
ち
十
三
郎
〉
早
川
弥
五
兵
衛
(
の
ち
安
左
衛
門
)
林
理
右
衛
門
の
五
人
を
配
置
し
、
四
万
は
林
理
右
衛
門

の
所
管
で
あ
り
、
そ
の
役
所
は
中
之
条
町
袋
町
に
あ
っ
た
。
現
在
前
屋
敷
と
い
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
そ
れ
で
あ
っ
て
、
所
管
区
域
を
こ

の
こ
ろ
中
之
条
組
と
言
っ
た
。
当
時
四
万
に
は
給
人
は
居
ら
ず
直
轄
地
で
あ
っ
た
の
で
代
官
が
温
泉
の
す
べ
て
の
取
締
に
任
じ
た
。
最
初

は
伊
能
氏
の
所
轄
で
あ
っ
た
が
、
寛
文
五
年
以
降
林
氏
が
こ
れ
に
か
わ
っ
た
。
(
五
反
田
、
山
田
文
書
・
岩
井
、
伊
能
文
書
)

一四万温泉の廃史

庄
屋
四
万
村
に
は
一
名
の
庄
屋
が
お
か
れ
、
村
政
一
般
を
掌
っ
た
。
真
田
氏
後
期
の
名
主
は
殴
界
戸
の
善
兵
衛
(
現
、
関
善
平
家
の

祖
)
が
永
代
庄
屋
を
勤
め
た
。
真
田
時
代
は
圧
屋
と
い
い
、
天
領
と
な
る
と
名
主
と
言
っ
た
。
(
沼
田
領
品
々
覚
書
)

湯
守
山
口
、
新
湯
地
区
に
一
名
づ
っ
の
湯
守
が
お
か
れ
た
。
湯
守
は
温
泉
一
般
の
取
締
か
ら
警
察
権
の
一
部
ま
で
あ
ず
け
ら
れ
、
極

め
て
権
力
の
あ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
山
口
の
湯
は
角
右
衛
門
、
(
現
在
の
田
村
己
之
作
の
祖
〉
、
(
現
在
の
田
村
一
一
の
祖
)
で
あ
っ

た。

湯
銭
は
湯
治
人
一
人
か
ら
百
文
づ
っ
徴
収
し
た
。
但
し
一
カ
年
に
約
七
、
八
両
平
均
で
、
入
湯
者
の
多
い
年
は
年
十
両
位
あ
が

っ
た
(
招
田
領
品
々
覚
書
)
。
尚
参
考
ま
で
に
吾
妻
郡
の
他
の
温
泉
場
の
徴
収
高
を
み
る
と
、

湯
銭

草
津
八

O
O貫
、
川
原
湯
二

O
O貫
、
沢
渡
四
貫
、
四
万
七
、
八
両

1
十
両
、
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ま
た
湯
原
の
湯
(
水
上
温
泉
の
湯
原
)
は
一
カ
年
に
銀
三
百
文
宛
定
納
、
老
神
の
湯
は
弐
分
定
納
と
あ
る
。

招
回
領
の
者
は
領
分
の
い
ず
れ
の
湯
へ
入
っ
て
も
湯
銭
は
と
ら
れ
な
か
っ
た
(
招
田
領
品
々
覚
書
)
。

慶
長
三
年
の
日
向
見
薬
師
堂
建
立
と
そ
の
後
の
修
理
。

特暢IV 温

③ 
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薬
師
堂
の
建
立
〈
国
指
定
重
要
文
化
財
)

現
在
の
堂
宇
は
慶
長
三
年
に
建
立
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
今
に
残
る
棟
札
に
よ
っ
て
建
築
の
模
様
の
大
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
願

主
に
な
っ
た
人
は
伊
勢
国
山
田
の
住
人
で
鹿
目
喜
左
衛
門
藤
原
朝
臣
家
定
(
又
貞
)
と
い
う
人
で
あ
る
。
当
薬
師
堂
と
如
何
な
る
関
係
で
あ

っ
た
か
は
詳
か
で
な
い
が
伝
承
(
吾
妻
記
略
伝
)
に
よ
る
と
飛
騨
の
工
匠
(
官
名
〉
が
越
後
よ
り
東
国
へ
巡
る
と
き
こ
こ
に
雪
中
一
夜
の
宿
を

と
っ
た
。
こ
の
と
き
病
を
発
し
、
こ
こ
に
越
年
し
滞
在
す
る
こ
と
二
年
、
こ
の
間
薬
師
堂
を
造
営
し
、
そ
の
後
諸
国
巡
廻
の
の
ち
上
京
し
、

官
途
に
つ
い
た
と
い
わ
れ
る
。
領
主
で
あ
る
真
田
伊
豆
守
信
幸
の
武
運
長
久
を
も
祈
っ
て
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
建
築
に
当
っ
て

活
躍
し
た
の
が
檀
越
の
筆
頭
で
あ
る
君
の
尾
の
山
田
与
惣
兵
衛
、
同
与
助
、

慶長3年の棟札

娘
の
賓
に
当
る
反
下
の
山
口
一
織
部
(
の
ち
君
の
尾
に
移
住

す
〉
な
ら
び
に
又
右
衛
門
(
関
姓
か
鹿
野
姓
〉
で
あ
っ
た
。
落
慶
式
は
慶

長
三
年
三
月
(
七
日
か
〉
行
わ
れ
た
。
大
檀
那
で
あ
る
真
田
信
幸
は
特
に

榛
名
山
を
崇
敬
し
て
い
た
関
係
で
榛
名
山
巌
殴
寺
(
現
、
榛
名
神
社
)
の
天

台
学
頭
供
奉
法
印
で
あ
る
宗
海
を
導
師
と
し
て
招
き
厳
粛
に
と
り
行
わ
れ

た
。
棟
札
に
よ
る
と
大
工
は
横
尾
縫
肢
助
、
番
匠
は
文
蔵
、
喜
助
、
鍛
冶

は
源
七
郎
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
吾
妻
古
戦
録
に
は
寄
附
者
と
し
て
山

田
与
惣
兵
衛
、
同
与
助
、
青
木
市
之
丞
、
丸
山
主
水
(
沼
田
藩
家
老
〉
正

幸
等
の
名
が
連
ね
ら
れ
て
い
る
。
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(
慶
長
三
年
棟
札
〉

(表〉

慶
長
三
稔
著
難
口
芹
陽
覆
士
口
日

聖
主
天
中
天

大

檀

那

真

田

伊

豆

守

信

行

御

武

運

長

久

之

為

本

願

伊

勢

園

山

田

佳

鹿

目

喜

左

衛

門

藤

原

朝

臣

家

貞

多
聞
天
持
国
天

伽
陵
頻
迦
声

ハ
党
字
)
目
玉
舎
城
ハ
焚
字
)
奉
造
奥
日
向
山
定
光
寺
薬
師
堂
三
間
図
面
一
宇
所
敬
白

{
反
感
衆
生
者
奉
書
写
榛
名
山
学
頭
内
供
奉
竪
者
遂
業
法
印
宗
海

増

長

天

広

目

天

我
等
今
敬
礼
惟
品
辰

番

匠

喜文
助蔵

右

志

趣

者

天

長

地

久

御

願

円

満

殊

者

諸

大

工

横

尾

縫

殿

助

鍛
治
源
七
郎

檀

越

等

衆

病

念

除

身

心

安

楽

別

伽

(裏〉

檀

越

山

田

与

三

兵

衛

綱

定

山

造

衆

内六孫甚
藤郎左右

衛衛
助五門門

藍

安

全

人

法

不

退

庄

谷

豊

鏡

各

願

成

就

広

作

御

事

如

意

満

之

旨

如

此

大
き
さ

〈注

)ω
薬
師
堂
の
構
造
:
・
第
一
巻
中
世
、
仏
教
文
化

二
二

O
頁
|
一
=
二
頁
参
照

ω
薬
師
堂
内
の
仏
像
、
什
器
そ
の
他

O
木
彫
十
一
面
観
音
坐
像
(
永
禄
二
年
銘

)
O木
彫
大
黒
天
立
像
ハ
室
町
末
期
〉

O
額
〈
日
向
山
、
定
光
寺
〉
ハ
左
右
に
昇
り
竜
、
降
り
竜
、
天
部
に

目
、
月
、
地
部
に
蓮
華
、
高
四
六
・
五
セ
ン
チ
、
幅
四

0
・
五
セ

γ
チ
、
彫
刻
に
特
色
あ
り
、
鎌
倉
ま
で
遡
る
と
い
う

O
花
瓶

O
奉
納
銭
・
:
寛

高

一
六
三
・
五
セ
ン
チ

占ハ・一一一セ

γ
チ

幅
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史

永
通
宝
を
始
め
と
し
て
百
二
十
枚
余
。

O
絵
馬
・
:
正
徳
二
年
、
白
井
、
金
井
弥
次
右
衛
門
奉
納
の
探
湯
の
神
事
の
絵
馬

O
鰐
口
:
・
亭
保
十
四
年
十
月

赤
坂
村
小
林
太
郎
左
衛
門
奉
納

O
落
書
(
内
陣
の
腰
板
〉

O
上
杉
謙
信
寄
進
の
香
炉
(
現
在
不
明
〉

ω
薬
師
堂
伝
説
:
・
凶
日
向
見
薬
師
堂
伝
説
ハ
小
測
伝
説
〉
倒
同
ハ
吾
妻
古
戦
録
)
間
同
(
吾
妻
郡
略
記
)
倒
竜
、
水
を
呑
み
に
出
る
倒
童
子
伝
説
あ

る
も
略
す
。

ω
榛
名
山
:
・
榛
名
神
社
は
上
野
十
二
社
の
一
、
中
世
本
地
垂
遊
説
に
よ
っ
て
満
行
大
権
現
、
榛
名
寺
、
巌
殿
寺
と
称
さ
れ
た
。
こ
の
寺
は
里
見
山
光

明
寺
の
兼
摂
す
る
所
で
、
そ
の
住
職
を
も
っ
て
榛
名
山
学
頭
兼
別
当
と
し
神
領
、
宮
殿
、
寺
院
並
に
衆
徒
社
家
を
監
督
せ
し
め
、
上
野
寛
永
寺
門
跡

に
れ
い
属
さ
せ
た
。
遠
近
諸
国
の
城
主
、
藩
主
等
の
領
内
安
全
、
武
運
長
久
の
祈
願
所
で
あ
っ
て
、
真
田
氏
も
深
く
榛
名
山
を
信
仰
し
、
当
社
に
天

正
九
年
三
月
の
真
田
昌
幸
の
制
札
、
慶
長
三
年
三
月
七
日
(
こ
の
日
薬
師
堂
落
慶
か
〉
の
真
田
信
孝
の
制
札
が
保
存
せ
ら
れ
て
い
る
。

ω
小
測
文
書
:
・
四
万
の
田
村
長
右
衛
門
ハ
現
、
田
村
順
造
の
祖
)
に
あ
っ
た
文
書
を
折
田
の
小
凶
茂
左
衛
門
か
書
写
し
た
も
の
で
近
世
初
期
の
四
万

の
こ
と
が
断
片
的
に
収
め
ら
れ
て
い
る
貴
重
な
文
献
で
あ
る
。
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む

か

た

真
田
信
幸
は
定
光
寺
領
と
し
て
京
銭
百
五
十
一
文
を
地
方
に
て
寄
進
し
、
二
代
信
吉
は
二
百
七
十
二
文
の
朱
印

を
与
え
て
い
る
。
信
利
は
寛
文
四
年
沼
田
領
の
検
地
を
行
い
、
三
万
石
を
十
四
万
余
石
に
拡
大
検
地
し
、
領
民
の
怨
墜
を
う
け
た
。
定
光

寺
領
も
、
こ
の
と
き
検
地
さ
れ
て
、
以
来
年
貢
を
取
り
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
代
替
と
し
て
籾
壱
俵
三
斗
ず
つ
毎
年

郷
蔵
に
お
い
て
物
成
り
の
う
ち
に
て
差
引
き
渡
し
て
い
る
。
三
光
院
文
書
に
よ
る
と
定
光
寺
領
は
左
の
よ
う
で
あ
る
。

真
悶
氏
の
寺
領
寄
進

覚

ぢ
や
ば
み
薬
師
免
田
(
ぢ
や
ば
み
は
寺
社
平
に
あ
り
〉
ぢ
や
ば
み
免
田

下

回

三

反

四

畝

十

二

歩

同

断

下
回
一
反
三
畝
十
歩

日
向

下
畑
一
反
七
畝
歩

同
断下

畑
一
町
五
反
四
畝
歩

田
畠
合
弐
町
三
反
五
畝
十
五
歩

貞
享
検
地
に
当
っ
て
薬
師
別
当
三
光
院
は
検
地
奉
行
に
訴
え
、
従
前

通
り
の
除
地
に
か
え
し
て
も
ら
っ
た
。
(
三
光
院
文
書
)

日
向

屋
敷
五
畝
歩



薬
師
堂
の
直
接
管
理
者
は
往
古
よ
り
修
験
三
光
院
が
こ
れ
に
当
っ
て
明
治
に
至
っ
て
い
る
。
真
田

信
澄
の
寛
文
の
こ
ろ
は
岩
井
山
大
御
堂
(
現
、
長
福
寺
H
吾
妻
町
岩
井
)
の
法
印
順
永
が
持
っ
て
い
た
が
、
天
和
の
こ
ろ
は
下
沢
渡
宗
本

寺
法
誉
上
人
持
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
四
万
村
の
百
姓
持
と
な
っ
た
が
、
江
戸
末
期
よ
り
再
び
宗
本
寺
の
管
理
に
移
っ
た
。

江
戸
時
代
に
お
い
て
は
慶
長
の
建
立
以
後
度
々
屋
根
葺
替
が
行
わ
れ
て
い
る
。
即
ち
元
和
三
年
、
享
保
十
三
年
、
享
保
十
六
年
、
延
享

一
一
一
年
の
各
棟
札
、
慶
長
三
年
の
棟
札
と
合
せ
て
五
枚
が
(
い
ず
れ
も
重
文
)
現
在
保
存
さ
れ
て
い
る
の
で
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
前
後
四

回
の
修
理
が
行
わ
れ
た
こ
と
と
な
る
。

江
戸
時
代
に
お
け
る
管
理
と
修
理

棟
札
を
存
す
る
ほ
か
は
建
物
の
修
理
沿
革
を
知
る
資
料
を
欠
い
て
い
る
。
し
か
し
現
建
物
の
痕
跡
お
よ
び
部
材
か
ら
み
る
と
江
戸
時
代

中
期
に
内
陣
に
須
弥
壇
を
新
設
し
、
こ
れ
に
伴
っ
て
当
初
は
中
央
間
だ
け
深
く
張
り
出
し
て
い
た
背
面
仏
壇
を
三
間
共
、
同
一
深
さ
に
改

め
た
こ
と
が
判
る
。
そ
の
ほ
か
修
理
前
(
昭
和
四
十
二
年
)
に
は
軒
支
柱
が
設
け
ら
れ
、
正
面
の
座
が
蕪
雑
な
も
の
に
取
替
え
ら
れ
て
い

た
が
、
こ
う
し
た
後
世
の
改
造
は
細
部
に
と
ど
ま
り
建
物
は
軸
部
、
組
物
、
軒
廻
り
、
床
組
を
初
め
、
普
通
な
ら
改
作
さ
れ
易
い
縁
廻
り

や
小
屋
組
ま
で
当
初
の
憧
に
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。

一四万温泉の!従史

明
治
四
十
五
年
二
月
八
日
室
町
末
期
の
建
築
様
式
を
よ
く
伝
え
る
も
の
と
し
て
特
別
保
護
建
築
物
(
旧
国
宝
〉
に
指
定
せ
ら
れ
、
昭
和

二
十
五
年
八
月
二
十
九
日
国
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
同
三
十
年
一
月
十
一
日
に
は
更
に
宮
股
一
基
と
棟
札
五
枚
が
追
加
指
定
せ
ら
れ

た
。
尚
三
光
院
は
戦
国
時
代
以
来
の
法
印
で
、
思
う
に
四
万
に
お
い
て
は
最
も
古
い
家
柄
で
あ
ろ
う
。

真
田
信
宮
、
真
田
信
遣
の
入
湯
沼
田
藩
主
の
四
万
へ
の
入
湯
は
付
第
二
代
真
田
河
内
守
信
吉
(
元
和
二
年
l
寛
永
十
一
年
在
城
)

:
・
寛
永
六
年
同
第
五
代
真
田
伊
賀
守
信
澄
(
明
暦
一
一
一
年

l
天
和
元
年
在
城
〉
・
:
覚
文
四
年
三
月
、
こ
の
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
四
万
に
入
湯

し
て
日
向
見
薬
師
堂
に
参
詣
し
て
い
る
こ
と
が
、
ご
く
簡
略
に
「
御
仏
詣
」
と
あ
る
だ
け
で
そ
の
行
動
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
ハ
小
湖
文

書
:
・
右
ハ
四
万
村
田
村
長
左
衛
門
方
ヨ
リ
折
田
村
小
淵
茂
左
衛
門
へ
御
写
被
下
候
と
あ
る
)
。
真
田
信
幸
も
慶
長
三
年
三
月
の
薬
師
堂
落
慶

④ 

49 



温泉史

式
に
来
て
入
湯
し
た
か
も
知
れ
な
い
が
史
料
が
欠
け
て
い
て
不
詳
で
あ
る
。

藩
主
の
入
湯
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
も
初
期
で
身
分
制
度
が
確
立
し
て
い
た
封
建
時
代
で
あ
っ
た
の
で
、
浴
室
は
特
に
別
に
取
扱
わ

れ
た
。
殴
様
(
藩
主
〉
の
入
る
湯
は
「
と
め
湯
」
「
か
ぎ
湯
」
「
御
殴
湯
」
「
股
様
湯
」
と
い
わ
れ
、
そ
の
入
浴
に
備
え
て
浴
室
に
鍵
を

か
け
た
り
又
幕
で
区
別
し
た
り
、
他
の
一
般
の
入
浴
も
禁
じ
、
そ
の
警
護
も
物
々
し
か
っ
た
。
侍
の
入
る
湯
は
侍
湯
(
土
人
湯
と
も
い

う
)
と
言
っ
た
。
延
宝
七
年
三
月
の
草
津
村
御
法
度
之
次
第
に
よ
る
と
「
侍
衆
が
御
湯
治
の
節
は
、
湯
の
前
を
下
駄
や
足
駄
で
通
つ
て
は

い
け
な
い
。
並
に
上
下
に
限
ら
ず
慮
外
の
こ
と
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
厳
し
い
条
文
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
同
じ
藩
で
あ
る

四
万
の
湯
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
ろ
う
。
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吉
っ
と
う

一
般
農
民
の
入
る
湯
は
「
い
り
こ
み
湯
」
「
雑
湯
」

ひ
い
て
入
浴
者
を
制
限
す
る
方
法
も
行
わ
れ
た
。

そ
う
ゆ

「
総
湯
」
と
い
わ
れ
た
。
ま
た
貸
切
湯
の
前
身
と
し
て
「
幕
湯
」
と
い
っ
て
幕
を

注
目
向
晃
関
所
の
移
転
:
・
第
一
巻
第
三
章
近
世
前
期
、
四
一
一
一
一
頁
l

四
一
四
頁
参
照

延
定
の
大
飢
鐙
と
四
万
・
:
第
一
巻
第
三
章
近
世
初
期

照

四
三
六
頁
参

間
天
領
の
四
万
温
泉
と
そ
の
隆
盛

①
天
和
ご
ろ
(
十
七
世
紀
後
半
)
の
来
湯
者
調
べ

四
万
温
泉
は
沼
田
真
田
氏
が
改
易
と
な
っ
て
滅
亡
し
た
天
和
元
年
か
ら
慶
応
四
年
(
明
治
元
年
)
ま
で
一
八
七
年
の
永
い
問
、
連
綿
と

し
て
徳
川
幕
府
直
轄
領
、
す
な
わ
ち
天
領
で
あ
り
、
幕
府
代
官
の
支
配
を
う
け
た
。
こ
の
頃
の
四
万
は
人
口
も
少
く
、
村
高
も
四
十
七
石

(
享
保
十
八
年
頃
、
温
泉
地
区
〉
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
住
民
の
ほ
と
ん
ど
が
ご
く
零
細
な
農
家
で
、
農
業
の
傍
狩
猟
や
木
峰
慨
を
主
な
る
生

業
と
し
、
細
々
と
暮
し
て
い
た
。
た
だ
新
湯
、
山
口
地
区
に
は
天
恵
の
出
湯
が
あ
り
、
湯
治
に
や
っ
て
く
る
近
在
遠
郷
の
者
も
少
く
な
か

っ
た
。
こ
の
こ
ろ
の
記
録
に
よ
る
と
毎
年
四
月
か
ら
八
月
中
旬
(
旧
暦
〉
ま
で
湯
治
客
で
賑
っ
た
と
い
う
。



さ
て
、
こ
の
山
奥
の
湯
治
場
へ
一
体
ど
の
方
面
か
ら
浴
客
が
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
「
天
和
三
亥
三
月
湯
銭
取
立
帳
」
(
新
湯
、

彦
左
衛
門
〉
が
あ
る
の
で
、
抽
出
統
計
の
つ
も
り
で
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
第
8
表
に
は
沼
田
領
(
利
根
、
吾
妻
、
北
勢
多
の
一
部
)

の
人
々
の
記
入
は
な
い
。
と
い
う
の
は
領
内
の
者
か
ら
湯
銭
は
徴
収
し
な
か
っ
た
の
で
、
台
帳
の
記
載
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
浴
客
中
で
一
番
多
い
の
は
、
お
も
に
上

一四万温泉の歴史

し
社
し
戸

カ

戸
川

恥

出
一
高
吉
本
一
前
板
秩
一
み
惣
し
江

名
一
山
一
氷
馬
多
蔵
一
一
野
馬
氷
蔵
一
楽
馬

ー

~

一

位

群

勢

一

一

保

群

碓

一

I
掛

川

，

一

尚
一
野
8

8

一

一

野

'

'

一

野

野

一

i

松

一

上

武

一

8

一
上
t
d
?
?
武
一
上
?
上
g

一
M

M
剛

一

53dui-5一

6
3
4
2
1
4
3
2
~

左

川

彦

幻

宿由
民三半

四万新湯地方別湯治者調

天和元年 3 月 ~4 月(1683)

第8表

身剖竺(竺

UF¥ji 
f|;if、警

名郡郡地|人数|国

中
社
橋
戸
一
利
「
名
崎
岡
沢
山

身

湯守宿

安
惣
前
江

深

出

蔵

山
高
豊
半
八
忍

:!盟:鶴
8' n 甘楽
4: • 群馬

51武

回 I51農

訂可言 陸

|叫内武士 5

蔵

六之丞4/4~27/4

田
岡
幡
崎
井

宿

新
藤
小
高
白
忍

幡
回
輸
鼻

満

小
月
蓑
岩

後日

:l与till-水

木
内
押
輪

本一
板
蓑 計

野
圏
内
の
人
で
、
そ
の
中
で
も
西
上
州
の
者

が
多
く
、
特
に
高
崎
近
辺
が
多
い
。
東
上
州

で
は
前
橋
が
多
く
、
圏
外
で
は
武
蔵
(
特
に

北
武
蔵
)
が
多
い
。
江
戸
の
者
は
僅
か
三
名

で
、
水
戸
の
者
は
三
名
で
あ
る
が
武
士
で
あ

る
。
遠
い
所
で
は
九
州
豊
後
の
日
田
の
五
名

.武士

が
あ
る
。
四
万
の
名
湯
た
る
ゆ
え
ん
が
、
す

で
に
遠
隔
地
ま
で
知
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

?は出身地不詳

る
。
浴
客
の
少
い
の
は
第
一
に
交
通
が
す
v

ぶ
る
不
便
で
あ
る
こ
と
と
、
江
戸
を
離
れ
て

四
十
里
と
い
う
遠
隔
地
で
あ
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。

備考

ま
た
、

一
五
九
名
中
一
五
六
名
が
農
民

で
、
武
士
は
水
戸
の
者
三
名
が
み
え
る
だ
け
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と
い
う
こ
と
も
、
如
何
に
も
山
奥
の
湯
治
場
と
い
う
感
が
す
る
。
湯
治
客
の
数
は
、
多
い
日
で
一
軒
の
宿
に
一
日
十
人
位
で
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
ハ
田
村
文
書
「
田
村
甚
五
郎
と
そ
の
一
族
」
に
よ
る
〉
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② 

元
禄
時
代
の
農
間
稼
の
台
頭
と
温
泉
の
繁
栄

農
間
稼
商
人
の
台
頭
吾
妻
か
ら
戦
国
の
戦
火
が
消
え
た
の
は
天
正
十
八
年
ハ
一
五
九

O
)
で
あ
る
が
、
そ
れ
か
ら
一
世
紀
を
へ
た
の

が
元
禄
三
年
三
六
九

O
)
で
あ
る
。
こ
の
一
世
紀
の
聞
に
、
日
本
は
戦
国
の
傷
摸
か
ら
立
ち
あ
が
り
、
異
常
な
ま
で
の
経
済
成
長
を
と

げ
、
江
戸
初
期
の
日
本
の
石
高
一
、
八

O
O万
石
は
二
、
六

O
O万
石
と
な
り
、
元
禄
の
こ
ろ
に
は
荻
生
但
練
を
し
て
銭
は
日
本
国
中
に

行
き
わ
た
り
、
村
む
ら
を
ま
わ
る
乞
食
、
物
も
ら
い
ま
で
が
「
銭
を
も
ら
い
あ
る
く
よ
う
に
な
っ
た
」
と
言
わ
し
む
る
程
貨
幣
は
全
国
に

行
き
わ
た
っ
た
。

こ
の
間
封
建
社
会
の
基
盤
と
さ
れ
て
い
た
農
村
に
お
い
て
は
、
当
然
大
き
な
変
革
が
行
わ
れ
た
。
下
人
層
は
次
第
に
開
放
さ
れ
て
、
十

七
世
紀
後
半
寛
文
、
延
宝
の
こ
ろ
の
小
農
の
独
立
に
伴
な
い
農
業
生
産
は
向
上
し
、
元
禄
の
こ
ろ
に
な
る
と
農
村
の
豪
農
た
ち
は
農
間
稼

商
人
へ
と
転
向
し
て
、
江
戸
、
大
阪
と
直
接
取
引
を
行
い
豪
農
へ
の
道
を
薦
進
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
例
を
中
之
条
町
に
と
っ
て
み
る

と
、
中
世
以
来
の
土
豪
の
系
譜
を
ひ
く
二
宮
氏
は
、
中
之
条
の
市
場
を
基
盤
と
し
、
農
の
傍
ら
酒
造
業
に
投
資
、
三
園
、
草
津
両
街
道
筋

に
酒
造
処
を
出
し
て
進
出
す
る
と
共
に
、
土
地
の
麻
、
繭
等
を
買
付
け
江
戸
と
の
直
接
取
引
に
よ
っ
て
巨
万
の
富
を
築
き
、
沼
田
本
多
侯

の
御
用
商
人
に
転
化
す
る
。
こ
の
中
之
条
市
の
市
元
に
は
五
反
田
の
田
村
氏
(
四
万
田
村
氏
の
祖
弥
太
夫
の
本
家
)
等
の
豪
農
が
あ
っ

た
。
田
村
氏
は
元
禄
以
来
二
宮
氏
と
結
び
、
麻
、
繭
の
買
付
け
を
全
郡
に
わ
た
っ
て
行
い
、
中
之
条
市
へ
出
荷
す
る
と
共
に
、
二
宮
氏
の

商
標
又
印
を
用
い
、
独
自
に
江
戸
商
人
と
自
由
な
取
引
を
行
な
い
、
在
郷
商
人
自
立
の
方
向
を
指
向
す
る
。
元
様
八
年
秋
に
突
発
し
た
四

万
山
々
論
ハ
第
二
巻
特
論
山
論
の
項
参
照
)
も
農
間
稼
商
人
の
台
頭
に
よ
っ
て
起
っ
た
紛
争
で
あ
っ
た
。
ハ
中
之
条
二
宮
文
書
、
五
反

田
、
田
村
文
書
)



こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
に
よ
っ
て
四
万
温
泉
も
元
禄
期
を
迎
え
る
と
急
激
な
変
化
を
招
来
す
る
。
こ
の
こ
ろ
の
当

温
泉
の
浴
客
の
ほ
と
ん
ど
が
農
民
層
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
項
で
詳
述
し
た
が
、
農
村
社
会
の
進
歩
は
地
方
文
化
の
向
上
を
き
た
し
、
加
沢

平
次
左
衛
門
、
僧
円
聖
、
代
官
林
理
右
衛
門
ら
の
人
々
に
よ
っ
て
、
加
沢
記
、
吾
妻
記
、
再
編
吾
妻
記
、
伊
勢
町
覚
書
、
元
禄
十
四
年
の

四
万
温
泉
記
等
の
郷
土
を
首
題
と
す
る
著
書
や
研
究
が
勃
興
し
た
こ
と
は
全
く
前
代
未
聞
の
こ
と
で
、
社
会
が
安
定
し
て
き
た
こ
と
を
意

味
す
る
。
元
禄
五
年

l
七
年
に
わ
た
っ
て
四
万
村
股
界
戸
の
善
兵
衛
(
関
善
平
の
祖
)
が
始
め
て
新
湯
に
進
出
し
た
こ
と
は
前
に
詳
述
し

た
の
で
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

四
万
温
泉
の
脹
い

四万温泉の歴史

次
に
元
禄
九
年
に
な
る
と
、
同
じ
く
新
湯
に
お
い
て
田
村
佐
太
夫
事
件
な
る
も
の
が
勃
発
し
た
。
こ
の
事
件
は
佐
太
夫
〈
田
村
一
族
〉

と
い
う
湯
宿
の
主
が
元
禄
九
年
(
一
六
九
六
年
〉
新
湯
地
区
で
、
こ
れ
ま
で
の
利
用
慣
行
を
破
っ
て
、
新
湯
川
原
に
湯
屋
敷
を
作
っ
た
こ

と
に
端
を
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
川
原
に
家
を
作
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
事
件
は
論
議
の
的
と
な
っ

て
、
村
中
扱
い
に
付
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
今
ま
で
の
村
の
提
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
佐
太
夫
だ
け
で
な
く
、
他
の
二
軒
(
茂
左

衛
門
、
彦
左
衛
門
)
の
湯
宿
も
川
原
に
家
作
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
代
り
と
し
て
一
一
一
軒
の
湯
宿
は
、
湯
場
に
関
係
す
る
と

こ
ろ
の
一
切
の
費
用
を
負
担
さ
せ
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
(
元
禄
九
年
三
月
十
九
日
扱
〉
こ
の
こ
と
は
湯
場
が
惣
村
の
も
の
で
あ
る
こ

と
を
定
め
は
し
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
温
泉
利
用
の
面
か
ら
み
れ
ば
、
湯
宿
に
特
技
的
な
地
位
を
認
め
た
こ
と
と
な
り
重
要
な
意
味
を
有

す
る
。
ま
た
こ
の
こ
と
は
元
禄
期
を
迎
え
て
湯
宿
が
村
の
中
に
お
い
て
、
他
の
村
民
よ
り
優
位
を
獲
得
し
た
こ
と
と
し
て
見
逃
す
こ
と
は

で
き
な
い
。
(
四
万
、
田
村
文
書
)

③ 

公
儀
普
請
か
ら
自
普
請
へ
、
年
貢
減
免
の
訴
え

真
田
領
時
代
よ
り
天
領
の
時
代
と
な
っ
て
も
、
元
禄
元
年
太
田
弥
太
夫
の
時
代
ま
で
は
、
前
者
の
政
策
を

公
儀
普
請
か
ら
自
普
請
ヘ

踏
襲
し
て
公
儀
普
請
で
あ
っ
て
湯
銭
の
上
納
が
行
わ
れ
て
い
た
。
元
禄
二
年
を
迎
え
る
と
、
代
官
の
湯
支
配
の
方
針
が
一
変
し
て
公
儀
普
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温 泉 史

請
よ
り
自
普
請
へ
と
百
八
十
度
の
転
換
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
温
泉
の
経
済
が
向
上
し
、
自
立
の
方
向
に
向
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す

る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
湯
小
屋
、
水
締
切
り
等
を
自
普
請
を
も
っ
て
両
湯
場
に
て
地
子
永
二
貫
二
三
二
文
を
毎
年
上
納
す
る
こ
と

に
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
自
立
途
上
に
あ
る
四
万
温
泉
の
人
々
に
と
っ
て
は
過
重
な
税
負
担
で
あ
っ
た
の
で
、
元
禄
六
年
代
官
雨
宮

勘
兵
衛
に
減
税
の
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
居
屋
敷
年
貢
、
地
子
永
を
共
に
上
納
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
湯
宿
を
経
営
し
て
ゆ

く
こ
と
は
と
て
も
で
き
な
い
。
新
湯
、
四
万
に
は
田
畑
は
な
く
、
湯
宿
だ
け
の
経
営
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
、
地
子
の
賦
課
だ
け
は

何
と
か
・
取
り
下
げ
て
く
れ
と
い
う
趣
旨
の
も
の
で
あ
っ
た
。
結
局
そ
の
願
い
は
き
き
と
ど
け
ら
れ
、
地
子
賦
課
を
廃
し
、
湯
小
屋
、
水
締

切
り
を
自
普
請
す
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
が
、
居
屋
敷
年
貢
一
本
に
し
ぼ
り
、
そ
の
税
率
は
一
反
に
付
、
山
口
は
永
五
十
文
増
、
新
湯
は

百
五
十
文
増
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
両
温
泉
に
て
差
の
あ
る
の
は
、
湯
治
人
の
五
年
間
の
平
均
の
数
値
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

〈
四
万
、
田
村
文
書
)
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特繕町

年
貢
減
免
の
訴
え

両
代
官
に
次
の
よ
う
に
訴
え
て
い
る
。

明
和
八
年
三
月
温
泉
を
代
表
し
て
名
主
湯
宿
文
左
衛
門
、
組
頭
同
長
太
夫
、
百
姓
代
同
左
太
夫
は
、
野
田
・
蔭
山

四
万
の
源
泉
は
特
殊
性
を
も
ろ
て
い
て
川
床
に
あ
る
た
め
、
蒸
湯
、

入
湯
共
に
水
締
切
り
の
工
事
ハ
四
万
川
に
水
を
湛
え
る
た
め
に
す
る
堤

防
工
事
〉
を
完
全
に
し
な
け
れ
ば
湯
は
出
な
い
。
こ
の
工
事
が
大
変

(
出
水
の
た
び
に
崩
れ
る
等
〉
の
上
に
、
蒸
湯
、
入
湯
共
に
湯
小
屋
の

工
事
も
格
別
費
用
が
か
か
る
。
惣
村
の
人
々
は
温
泉
を
利
用
す
る
権
利

が
あ
る
の
に
、
湯
宿
だ
け
に
そ
の
修
理
、
管
理
を
お
し
つ
け
る
の
は
、

そ
の
負
担
が
き
っ
す
ぎ
る
か
ら
何
と
か
し
て
も
ら
え
な
い
か
と
代
官
に

訴
え
て
い
る
。

右
の
訴
え
に
よ
っ
て
代
官
所
の
方
で
も
捨
て
て
お
く
わ
け
に
も
ゆ
か
ず
、
こ
こ
に
湯
場
、
湯
治
人
の
調
査
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

ハ
明
和
八
年
一
一
一
月
の
調
査
報
告
書
〉

御
尋
ね
に
つ
き
書
付
を
以
っ
て
申
し
上
げ
ま
す

一
、
上
州
吾
妻
郡
四
万
村
温
泉
ケ
所
付
並
去
丑
寅
の
両
年
(
注
、
丑
は

明
和
六
年
、
寅
は
七
年
の
こ
と
)
湯
治
人
別
の
こ
と



山
口
、
湯
小
屋
ケ
所
三
坪

去
丑
年
の
湯
治
人
別
高
三
百
十
二
人

去
寅
年
の
湯
治
人
別
高
三
百
八
十
五
人

右
湯
宿
十
人
、
但
本
七
人
子
共
分
地
仕
り
ま
し
た
。

新
湯
、
小
屋
ケ
所
五
ツ
坪
、
此
内
に
蒸
湯
十
三
有
り

去
丑
年
の
湯
治
人
別
高
千
二
百
五
十
八
人

去
寅
年
の
湯
治
人
別
高
千
七
百
二
人

右
湯
宿
九
人
、
但
本
三
人
子
共
分
地
仕
り
ま
し
た

一四万温泉の歴史

江戸時代上毛四万温泉全図

(伊香保温泉木暮金太夫蔵〉

右
御
尋
ね
に
付
書
上
げ
少
し
の
相
違
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん

明

和

八

年

卯

月

上

州

吾

妻

郡

四

万

村

名

主

湯

宿

組
頭
同
断

百
姓
代
同
断

野
田
弥
市
右
衛
門
様

蔭

山

外

記

様

御
役
所

文
左
衛
門

長

太

夫

左

太

夫

そ
こ
で
代
官
所
の
方
で
は
、
こ
の
訴
訟
を
ど
う
さ
ば
い
た
か
、
そ
の
書
類
が
今
日
保

存
さ
れ
て
い
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
そ
の
憶
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

面
白
い
。

こ
れ
に
よ
っ
て
今
か
ら
約
二
百
余
年
前
の
入
浴
者
の
数
字
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
は

④ 

湯
宿
の
状
況
、
温
泉
地
区
名
主
の
独
立
。

湯
宿
の
状
況

四
万
は
天
和

l
元
禄
に
か
け
て
漸
く
に
し
て
温
泉
場
の
体
裁
を
整

え
、
更
に
宝
暦
か
ら
文
政
に
か
け
て
の
約
八
十
年
の
聞
に
、
未
曽
有
の
飛
躍
を
な
す
の

で
あ
る
。
復
軒
旅
日
記
に
も
「
此
温
泉
は
数
十
年
前
(
明
治
十
二
年
よ
り
〉
近
郷
の
者
来

浴
し
て
大
い
に
繁
昌
せ
し
こ
と
あ
り
て
、
今
の
人
家
の
普
請
は
、
其
頃
に
建
て
た
る
な

り
」
と
あ
る
。
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特輯IV温泉史

第9表四万村新湯絵図の湯治宿および湯屋

天和3年(1683) 5月

横 備 考

彦左 衛 門 居 屋 9間 3間 湯 守

同 長 屋 6 2 

半 一 良F 居 屋 7 3 

同 長 屋 24 2 

」ー 之 丞 居 屋 7 2.5 (茂左衛門〉ノ、

むし湯屋 6 2.5 蒸 湯

つぼ湯屋 3 2 入 湯

第10表四万村新湯山口湯治宿および湯屋

(貞享と推定〉 1685年頃

場 別|吋 湯 主

新 31 彦左衛門、佐太夫、茂左衛門

貸 家 13 彦左衛門(1) 茂左衛門(1) 茂左衛門(2)

彦左衛門。) 佐太夫(1) 佐太夫(2)

彦左衛門(3) 佐太夫(め

湯 むし湯 上り湯

山 口 居 5 角左衛門弥太夫長右衛門

藤左衛門惣兵衛

湯 21 坪湯れ滝湯
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四万温泉の歴史

宝暦 5年(1775)

種 .5J1j 山 口 新 湯

入 湯 場 2ケ所 蒸湯入湯共 4カ所

湯 坪 3ツ蒸湯仕切13 但し 1ツ

6尺四方坪
入り湯 7 

大 き さ 8.9尺""'7.8尺 8.9尺""'5.6尺

滝 湯 2ケ所
高さ 8.9尺

貸 座 敷 .84畳閑~~5. 6 ， 8 畳間""'4.5. 
13. 4r"，'l""'3. 4 N 28. 9r"，'l""'4. 5 N 

入 湯T者数
(家居不(年足〉 1度2500に00人人〉

〈賑々しきとき)500人

(1年に)1，500人

500""'600 (不繁昌のとき2/1)

湯 主 10人 7人

荒事蓮目 議量長十 門

八

七覚 門門

山口・新湯の比較表

(
注
)
江
戸
時
代
四
万
温
呆
絵
図
に
つ
い
て

江
戸
時
代
中
期
の
四
万
最
盛
期
(
宝
暦

t
文
政
ど
ろ
)
を
描
い
た
唯

一
の
貴
重
な
絵
図
で
、
現
在
、
伊
香
保
温
泉
木
暮
金
太
夫
家
の
所
蔵
で

あ
る
。
三
六
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
×
二
六
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
で

東
西
南
北
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ひ
つ
じ

ユ
モ
ト
悶
村
島
市
八
板
、
彫
工
伊
和
多
一
郎
、
未
ノ
ナ
ツ
シ
ニ
刻
と
あ

る
。
功
能
、
道
法
付
で
功
能
に
は
一
四
万
一
む
し
、
一
し
ゃ
く
に
よ

し
、
一
:
・
た
ん
二
せ
ん
き
、
す
は
く
、
一
眼
病
、
か
ん
、
一
血
方
、
ふ

く
病
一
ぢ
、
滝
の
湯
、
一
の
ぼ
せ
頭
つ
う
に
よ
し
と
あ
る
。
従
当
所
諸

み
ち
@
り

方
道
法
欄
に
は
一
、
中
之
条
四
り
八
丁
て
白
井
九
り
一
、
八
崎
十
り

て
米
の
十
二
り
て
前
は
し
十
三
り
、
一
、
伊
セ
サ
キ
十
七
り
て
さ

か
い
十
九
り
て
渋
川
九
り
て
伊
香
保
八
り
て
柏
木
十
一
り
一
、
高

崎
十
四
り
て
金
子
十
二
り
て
榛
名
山
八
り
一
、
草
津
九
り
て
沼
田

九
り
二
江
戸
四
十
里
と
あ
る
。
上
に
山
口
、
下
に
新
湯
が
描
か
れ
て
い

る
。
山
口
に
は
上
欄
に
薬
師
堂
、
旅
舎
は
二
階
で
中
に
三
階
が
一
棟
あ

る
。
外
に
土
蔵
が
二
、
コ
一
一
棟
、
旅
舎
よ
り
長
い
階
段
の
廊
下
を
降
り
て

川
岸
の
共
同
浴
場
に
至
る
屋
根
付
の
渡
り
廊
下
が
み
え
る
。

旅
舎
の
前
に
は
二
階
の
屋
根
よ
り
高
い
木
の
大
き
な
看
板
が
立
て
か

け
て
あ
り
「
湯
本
0
0
0」
と
記
さ
れ
て
あ
り
、
外
に
武
士
二
人
が
立

っ
て
い
る
。
新
湯
に
も
薬
師
堂
の
外
左
下
に
メ
ノ
湯
(
川
原
湯
〉
の
共

同
風
呂
が
露
天
で
拙
か
れ
て
お
り
、
乙
ζ

に
も
「
湯
本

O
O
O」
と
記
し
た
大
き
な
立
看
板
が
ヤ
ネ
に
立
て
か
け
て
あ
り
「
大
と
く
や
粂
八
」
の
名
も
み
え
る
。
駕
飽

に
乗
っ
た
旅
人
も
み
え
、
立
派
な
土
蔵
ゃ
、
川
よ
り
祖
闘
を
汲
み
あ
げ
る
湯
寧
(
大
き
な
水
車
)
も
珍
ら
し
い
。

田
村
粂
八
は
現
関
村
喜
一
郎
家
の
分
家
で
、
墓
碑
を
み
る
と
二
代
あ
り
初
代
は
宝
暦
十
三
年
八
月
九
日
没
、
二
代
は
文
化
十
年
十
一
月
二
日
没
で
大
黒
屋
と
い
い
積
善

館
の
向
い
に
あ
っ
た
が
現
在
絶
家
と
な
っ
て
い
る
。
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温
泉
地
区
名
主
の
独
立
享
保
の
時
代
を
迎
え
四
万
も
異
常
な
発
展
を
と
げ
た
の
で
、
行
政
上
四

万
村
一
村
に
名
主
一
名
で
は
不
便
な
の
で
、
享
保
十
八
年
七
月
、
湯
守
角
右
衛
門
、
彦
左
衛
門
以
下

四
万
温
泉
地
区
四
十
七
石
の
村
の
総
百
姓
は
池
田
新
兵
衛
代
官
所
へ
温
泉
地
区
に
も
名
主
を
一
名
お

く
こ
と
を
陳
情
し
た
と
こ
ろ
、
早
速
許
可
と
な
り
、

(
注
)
名
主
所
の
構
成
は
左
の
通
り
で
あ
っ
た
。
(
宝
暦
四
年
指
出
帳
よ
り
抜
率
〉

一
、
名
主
壱
人
、
組
頭
四
人
、
年
寄
壱
人
、
名
主
給
分
無
御
座
候
。
但
高
役
名
主
持
高
相
除
申
候
。
組
頭
、
年

寄
給
ハ
無
御
座
候
。
定
使
給
分
壱
ヶ
年
三
総
六
貫
文
ヅ
ツ
村
中
ユ
而
割
合
造
ジ
申
候

一
、
名
主
組
頭
年
寄
百
姓
御
用
ニ
付
江
戸
往
来
雑
用
一
日
弐
百
文
遣
。

@
代
官
の
温
泉
取
締
と
村
方
の
定
書

温
泉
の
発
展
に
伴
っ
て
入
浴
客
が
急
増
す
る
と
、
い
ろ
い
ろ
の
社
会
問
題
が
起
っ
て
く
る
。

な
布
達
を
行
い
、
そ
の
取
締
と
指
導
に
当
っ
て
い
る
。
ハ
す
べ
て
筆
者
の
訳
来
を
記
識
す
る
)

史泉温特縄lV

山

新

天
和
二
年
四
月
三
日
「
指
上
申
一
札
之
事
」
(
四
万
村
名
主
普
兵

衛
、
組
頭
四
兵
衛
、
湯
守
角
右
衛
門
、
彦
左
衛
門
よ
り
代
官
宛
〉

一
、
当
湯
場
(
四
万
温
泉
〉
の
湯
銭
ハ
入
湯
税
〉
の
取
り
立
て
の
こ
と

は
仰
付
け
ら
れ
た
名
主
、
年
寄
、
百
姓
が
吟
味
を
致
し
、
前
々
の
通

り
き
っ
と
取
り
立
て
、
上
納
致
し
ま
す
。
湯
治
人
は
当
座
に
帳
面
に

や
ど

記
入
致
し
、
そ
の
宿
に
判
形
致
さ
せ
ま
す
。
一
人
で
も
隠
し
お
く
よ

う
な
こ
と
は
絶
対
致
し
ま
せ
ん
。

一
、
湯
治
人
の
駄
賃
銭
の
こ
と
は
御
定
め
の
賃
金
(
規
定
の
運
賃
)
の

外
は
一
文
で
も
取
る
よ
う
な
こ
と
は
致
し
ま
せ
ん
。
又
、
駄
賃
馬
は
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一
名
お
く
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
幕
府
は
代
官
を
通
し
て
左
の
よ
う

四
万
の
百
姓
が
順
番
に
出
し
、
決
し
て
「
え
こ
ひ
い
き
」
を
し
て
馬

を
出
す
よ
う
な
こ
と
は
致
し
ま
せ
ん
。

一
冗
線
六
年
三
月
代
官
雨
宮
勘
兵
衛
よ
り
の
通
達

一
、
〈
虫
蝕
い
に
て
不
詳
〉

一
、
米
、
塩
、
味
噌
、
油
、
薪
、
野
菜
、
酒
、
肴
、
そ
の
外
湯
治
人
に

売
る
た
め
に
売
る
人
が
申
し
合
せ
、
高
値
に
し
て
は
い
け
な
い
。
若

し
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
名
主
、
湯
守
と
も
ど
も
、
お
も
ど

で
あ
り
ま
す
。

一
、
揖
治
人
が
雇
い
入
れ
た
人
足
賃
並
び
に
駄
賃
銭
は
、
こ
の
た
び
き



四万温泉の歴史

め
た
通
り
、
こ
れ
を
取
り
、
増
銭
は
一
切
取
っ
て
は
い
け
な
い
。

一
、
と
ば
く
そ
の
他
、
す
べ
て
賭
の
諸
勝
負
は
禁
制
で
あ
る
。
も
し
違

犯
の
考
か
あ
っ
た
ら
早
速
申
し
出
る
こ
と
。

※
門
注
〉

付
、
遊
女
、
野
良
か
げ
ま
の
類
を
抱
え
お
く
こ
と
は
勿
論
、
他
所
よ

り
こ
れ
を
呼
ぶ
事
も
い
け
な
い
。

一
、
総
て
湯
治
人
に
対
し
て
非
分
の
こ
と
を
申
し
か
け
、
文
は
無
作

法
、
慮
外
が
ま
し
き
こ
と
を
し
て
は
い
け
な
い
。

※
注
か
げ
ま
ハ
蔭
間
)
・
:
男
色
を
売
る
を
専
業
と
す
る
者
の
称
、

常
に
女
装
し
て
客
を
迎
う
。
か
げ
ま
茶
屋
と
て
娼
家
の
よ
う
な

も
の
が
あ
っ
た
。
夜
郎
、
若
衆
と
も
い
っ
た
。
遊
女
、
か
げ
ま

の
類
を
置
く
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
が
四
万
に
て
は
竪
く
守
ら

れ
て
今
に
い
た
っ
て
い
る
。

元
糠
九
年
三
月
十
九
日
の
覚
(
湯
宿
善
兵
衛
、
茂
左
衛
門
、
佐
太

夫
、
扱
人
半
兵
衛
以
下
十
五
名
よ
り
湯
守
彦
左
衛
門
宛
)

一
、
湯
川
原
に
佐
太
夫
が
湯
屋
敷
を
建
て
た
の
で
、
従
来
の
慣
例
を
破

も
〈
ち
ゃ
《

っ
た
こ
と
で
悶
着
が
起
り
、
村
中
の
扱
い
と
な
り
、
茂
左
衛
門
と
彦

左
衛
門
三
人
共
之
湯
屋
敷
を
建
て
る
こ
と
が
村
中
扱
い
で
決
定
し

た
一
、
彦
左
衛
門
の
発
案
で
、
以
後
湯
役
人
は
公
用
で
あ
る
の
で
、
湯
場

関
係
に
費
し
た
諸
費
用
は
委
細
帳
面
に
記
し
、
湯
村
に
て
相
談
の
上

割
合
を
も
っ
て
出
金
す
る
こ
と
。
ま
た
湯
治
人
等
に
つ
い
て
む
ず
か

し
い
こ
と
が
あ
れ
ば
そ
の
宿
の
遺
と
す
る
こ
と
。

寧
保
二
十
年
六
月
の
制
札
(
代
官
池
田
新
兵
衛
よ
り
の
制
札
の
写

ハ覚〉〉
一
、
当
温
泉
の
湯
宿
は
湯
治
客
よ
り
湯
銭
を
一
切
取
っ
て
は
い
け
な

い
。
宿
賃
だ
け
取
る
こ
と
。
但
し
以
後
幾
廻
り
ハ
注
一
廻
・
:
ひ
と
ま

わ
り
と
読
み
、
入
湯
の
効
果
に
よ
り
一
定
の
日
数
を
定
め
た
)
で
も

宿
賃
一
人
に
付
録
百
文
ま
た
は
二
百
文
、
そ
の
人
に
よ
り
取
る
こ

と
。
五
日
湯
の
者
は
五
十
文
と
し
、
そ
の
外
や
た
ら
に
宿
賃
を
取
っ

て
は
い
け
な
い
。
ハ
注
、
草
津
で
は
七
日

l
十
日
ま
で
の
聞
を
一
廻

り
と
い
っ
た
)

ひ
に
ん

一
、
独
身
の
者
や
非
人
〈
賎
民
)
同
様
の
者
か
ら
は
規
定
の
宿
賃
を
と

つ
て
は
い
け
な
い
。
銀
五
十
文
或
は
三
十
文
相
対
で
逗
留
中
こ
れ
を

と
り
、
又
は
御
定
の
木
銭
だ
け
こ
れ
を
と
り
、
こ
の
者
が
難
儀
致
さ

な
い
よ
う
お
い
て
や
る
こ
と
。

一
、
前
々
通
り
「
か
こ
い
湯
」
は
金
一
一
向
、
幕
湯
は
金
弐
分
こ
れ
を
と

り
、
座
敷
を
間
切
り
に
借
り
る
者
か
ら
は
相
対
を
も
っ
て
座
敷
貨
を

と
る
こ
と
。
不
相
応
の
こ
と
を
申
し
か
け
、
多
額
の
金
を
取
っ
て
は

い
け
な
い
。

注
か
と
い
金
・
:
共
同
湯
の
一
怒
を
権
利
金
を
出
し
て
凶
い
、
自
分
の
宿
の

客
の
み
入
れ
る
制
度
。
権
利
金
の
乙
と
。
募
金
と
は
聞
い
と
同
級
官
帯
で
区

切
る
権
利
金
。
共
有
の
温
泉
が
私
有
化
す
る
初
期
の
形
態
で
あ
る
。

一
、
米
、
塩
、
味
噌
、
薪
、
野
菜
、
酒
、
肴
そ
の
他
の
品
物
を
湯
治
人

へ
売
る
際
、
売
人
が
申
し
合
せ
高
値
に
し
て
は
い
け
な
い
。
若
し
こ

お
ち
ど

れ
に
違
反
す
る
場
合
は
名
主
、
湯
守
と
も
越
度
で
あ
る
。

一
、
湯
治
人
が
雇
い
入
れ
た
人
足
賃
並
に
駄
賃
銭
は
こ
の
た
び
き
め
た
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史

通
り
こ
れ
を
取
り
、
増
銭
は
一
切
取
っ
て
は
い
け
な
い
。

一
、
博
突
、
そ
の
他
す
べ
て
賭
の
諸
勝
負
は
禁
制
で
あ
る
。
も
し
違
犯

の
者
が
あ
っ
た
ら
早
速
申
し
出
る
こ
と

付
、
遊
女
、
野
良
か
げ
ま
の
類
を
抱
え
て
お
く
こ
と
は
勿
論
、
他
所

か
ら
こ
れ
を
呼
ぶ
こ
と
も
、
し
て
は
い
け
な
い
。

一
、
す
べ
て
湯
治
人
に
対
し
て
非
分
の
こ
と
を
申
し
か
け
、
又
は
無
作

法
、
慮
外
が
ま
し
き
こ
と
を
し
て
は
い
け
な
い
。

明
和
八
年
八
月
の
制
札
(
代
官
野
田
弥
市
右
衛
門
、
蔭
山
外
記
よ
り

の
制
札
の
写
ハ
覚
〉
〉

一
、
当
温
泉
へ
脇
よ
り
邪
魔
を
入
れ
て
は
い
け
な
い
。

一
、
火
の
元
を
大
切
に
す
る
こ
と
。
特
に
湯
治
人
が
大
勢
入
り
込
ん
で

い
る
時
は
昼
夜
、
火
の
用
心
の
番
人
を
廻
し
、
な
お
ざ
り
に
し
て
は

い
け
な
い
。

一
、
村
方
の
者
は
勿
論
、
湯
治
人
も
、
ば
く
ち
並
に
賭
の
勝
負
を
絶
対

に
し
て
は
い
け
な
い
。

一
、
湯
治
場
に
は
す
べ
て
病
人
が
入
り
込
ん
で
い
る
の
で
、
喧
嘩
、
口

論
や
乱
暴
の
こ
と
は
致
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

一
、
隠
遊
女
の
よ
う
な
者
を
置
い
て
は
い
け
な
い
。

泉温特輯町

一
、
湯
治
人
に
紛
れ
て
盗
賊
や
不
審
の
者
が
入
り
込
ん
だ
際
は
、
村
役

人
、
湯
宿
は
勿
論
、
総
百
姓
は
申
し
合
せ
て
、
怪
し
い
事
が
見
え
た

な
ら
ば
、
こ
れ
を
捕
え
て
申
し
出
す
こ
と
。

一
、
湯
治
人
に
対
し
て
非
分
の
こ
と
を
、
決
し
て
申
し
か
け
て
は
な
ら

な
L

右
之
通
り
一
身
相
守
る
こ
と

知

八

月

延
亭
五
年
二
月
の
定
書

一
、
夜
着
一
ツ
七
日
ニ
付
百
二
十
四
文
よ
り
百
五
十
文
ま
で

一
、
蒲
団
一
ツ
七
日
-
一
付
百
文
よ
り
百
二
十
文
ま
で

一
、
薪
一
束
ニ
付
代
十
二
文
ヅ
ツ

一
、
近
年
引
続
い
て
の
物
価
高
騰
で
、
夜
着
蒲
団
損
料
並
に
薪
代
等
湯

宿
と
も
相
談
の
上
こ
れ
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
上
は
お
定
め

の
代
金
で
こ
れ
を
請
取
る
こ
と
。
こ
の
過
料
は
湯
場
の
修
覆
等
に
こ

れ
を
当
て
る
こ
と
に
定
め
た
。

延
享
五
年
辰
二
月
文
左
衛
門
、
茂
左
衛
門
、
佐
太
夫
、
彦
左
衛

門
、
定
右
衛
門
、
半
右
衛
門
、
普
兵
衛
ハ
名
倉
重
継
「
四
万
温
泉
誌
」
)

60 

浴
泉
記
略

四
万
温
泉
の
浴
法
に
つ
い
て
は
、
明
和
年
中
田
村
文
左
衛
門
清
民
が
来
湯
し
た
平
沢
元
世
(
旭
山
〉
に
浴
法
を
述
べ
た
も
の
が
「
漫
遊

文
草
」
に
の
せ
て
あ
る
。
(
抜
率
で
あ
り
、
原
文
は
漢
文
〉

⑤ 
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浴

泉

記

略

代

人

差
し
毛
の
野
は
温
泉
甚
だ
多
し
。
草
津
、
伊
香
保
最
も
著
わ
る
。
其

た
め

の
款
の
験
さ
ざ
る
に
非
ず
。
然
れ
ど
も
主
治
一
病
に
専
ら
な
り
。
是
れ

以
て
致
誉
も
亦
常
無
し
。
独
り
四
万
泉
の
良
は
百
病
に
可
な
ら
ざ
る
所

な莫
し
。
特
に
蕗
弱
の
人
に
宜
し
。
大
尽
蔵
弱
の
人
は
其
の
腹
積
衆
結
疾

有
り
。
市
う
し
て
此
の
泉
は
能
く
積
棄
を
消
化
し
結
療
を
融
和
す
。
積

※
 

衆
結
療
の
変
は
其
の
症
無
数
な
り
。
是
れ
其
の
百
病
を
治
す
る
所
以

也
。
且
つ
夫
れ
泉
の
湯
を
成
す
は
底
面
禁
に
非
ざ
れ
ば
則
ち
硫
黄
之
れ
が

根
と
為
る
。
是
れ
以
て
臭
気
鼻
を
撲
ち
衣
を
襲
う
。
之
れ
を
飲
め
ば
渋

滞
人
に
利
な
ら
ざ
る
也
。
唯
だ
此
の
泉
は
潔
白
清
徹
に
し
て
臭
気
有
る

無
く
、
其
の
味
線
に
し
て
甘
し
。
之
を
飲
み
て
多
々
人
に
益
あ
り
。
湧

※
 

源
沸
然
、
塩
凝
り
て
花
を
成
す
。
以
て
肉
を
烹
卵
を
論
可
し
。
嘗
て
此

※
 

の
地
に
遊
べ
る
宿
儒
老
医
、
海
内
無
隻
を
号
称
す
。
妄
り
に
我
が
弊
需

た
だ

に
誇
る
に
は
非
ざ
る
也
。
此
く
の
如
き
麹
な
ら
ず
の
み
。
他
方
の
泉
は

皆
是
れ
浴
す
。
独
り
此
の
湯
は
蒸
法
有
り
。
是
れ
其
の
数
の
殊
に
異
な
る

※
 

所
以
也
。
蒸
浴
の
法
乃
ち
訣
有
り
て
存
す
。
其
の
概
ね
漸
を
以
て
要
と

為
す
。
始
め
て
至
る
目
、
逮
か
に
浴
す
る
を
欲
せ
ず
、
一
日
二
日
唯
だ

よ
う
や

槽
に
浴
す
る
一
一
一
一
一
次
、
自
ら
汲
み
頂
上
に
濯
ぐ
こ
と
数
十
遍
、
繍
ぐ
加

※
 

え
て
百
余
遍
に
至
る
。
三
日
己
後
始
め
て
蒸
室
に
入
る
。
先
ず
湯
を
頓

処
に
扱
ぐ
。
平
心
端
坐
貴
人
に
対
す
る
如
く
、
叩
頭
の
状
の
如
く
、
以

て
頭
頭
上
を
蒸
す
。
膜
す
る
を
得
ず
、
久
し
く
坐
す
を
妙
と
為
す
。
若

し
膜
れ
ば
則
ち
限
に
利
な
ら
ず
、
臥
せ
ば
則
ち
、
蕩
野
動
揺
す
。
皆
害

有
り
。
其
初
め
室
に
坐
る
。
一
伏
時
一
要
時
、
強
弱
白
か
ら
裁
す
。
室

を
出
て
湯
を
飲
む
こ
と
一
両
口
、
復
た
槽
に
浴
し
、
濯
頂
初
め
の
如
く

あ
ら
た

す
。
浴
後
速
か
に
浴
衣
を
更
む
。
切
に
仮
寝
を
戒
む
。
寝
れ
ば
則
ち
冷

入
り
邪
随
ぅ
。
徒
ら
に
疾
を
治
す
る
能
わ
ざ
る
の
み
に
非
ず
、
陰
は
巨

害
を
醸
す
。
其
の
他
浴
に
在
る
時
は
冷
水
を
飲
ま
ず
、
冷
物
を
食
せ
ず

凡
そ
生
莱
異
食
皆
宜
し
か
ら
ず
。
且
つ
房
事
を
禁
じ
服
薬
を
忌
む
。
灸

※
 

は
唯
だ
三
塁
の
一
穴
は
妨
げ
ず
。
若
し
諸
痔
を
療
す
る
に
は
別
に
小
屋

を
設
け
、
以
て
息
所
を
蒸
す
。
大
凡
浴
す
る
者
は
胸
腹
快
齢
、
能
く
食

す
。
固
よ
り
其
れ
宜
し
き
也
。
五
六
日
の
後
或
い
は
下
痢
し
或
い
は
腹

や

痛
す
る
亦
治
る
の
験
也
。
浴
を
罷
め
二
一
日
自
然
に
し
て
愈
ゆ
。
其
の

ご
と

全
功
の
若
き
必
ら
ず
十
余
日
の
後
を
待
ち
て
見
ゆ
。
故
に
将
息
も
法
亦

蔚
数
を
以
て
限
と
為
す
。
璃
多
き
は
将
息
も
亦
其
の
日
数
の
如
く
す
。

其
の
際
は
常
湯
に
浴
す
る
は
宜
し
か
ら
て
灸
は
必
ら
お
一
閲
月
の
後

を
待
つ
。
是
れ
を
浴
治
の
要
略
と
為
す
。
其
の
小
節
の
如
き
は
請
う
口

授
を
待
た
ん
の
み
。
蓋
し
是
れ
我
が
土
古
来
相
伝
の
訣
也
。
吾
併
敢
て

増
損
せ
ず
、
謹
ん
で
開
く
所
を
録
し
て
以
て
四
方
来
顧
の
君
子
に
告

ぐ
。
若
し
夫
れ
山
川
の
勝
の
概
ね
は
是
れ
自
り
遊
者
の
雅
致
身
己
に
虚

山
の
中
に
在
り
、
其
れ
復
た
何
を
か
日
わ
ん
。

壬
寅
仲
夏
一
日
、
郷
人
田
村
清
民
撰
す

※
壬
寅
は
天
明
二
年

注

O
代
人
、
他
人
の
名
を
も
っ
て
作
っ
た
文

O
積
車
内
|
し
し
ゅ
。
慢
性
化
し

た
永
年
の
病
症

O
結
疲
l
け
つ
を
。
固
ま
っ
た
血
、
ふ
る
血
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O
砦
答
ー
か
く
ば
ん
、
批
素



泉史

を
含
む
奉
石
〈
建
)
を
硫
畿
を
含
む
石
ハ
磐
)
。

O
渋
油
じ
ゅ
う
し
う
、
と
も

に
渋
い
ζ

と

O
烹
|
煮
る
治

O
弊
帯
ハ
い
そ
う
て
破
れ
た
帯
ハ
ほ
う

き
て
身
の
程
を
し
ら
な
い
過
失

O
訣
|
け
っ
、
都
訣

O
頓
処
l
首
を
さ
げ
た
と
と
ろ
の
意
か

温

O
綴
畔
ち

特揖N

ょ
う
腹
中
の
し
乙
り
と
へ
き

O
三
塁
の
灸
談
脚
の
灸
点
で
と
れ
を
す
る
と

疲
れ
な
い
と
い
う

O
閲
月
|
え
つ
げ
つ
、
月
を
す
ど
す

O
小
節

i
詳
細

O
田
村
清
民
田
村
文
左
衛
門
、
平
沢
元
憶
に
浴
法
を
述
べ
た
も
の
を
、
先
生

が
乙
の
文
章
に
し
た
も
の
。
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医
療
的
効
果

l
飲
泉
に
つ
い
て

わ
が
国
の
温
泉
療
養
は
入
浴
が
主
で
飲
泉
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
四
万
で
は
江
戸
時
代
よ
り
す
で
に
行
わ
れ
た
記
録
が
あ

る
。
飲
泉
は
消
化
を
た
す
け
、
胃
腸
を
整
え
る
効
果
が
あ
り
、
そ
の
量
は
飲
泉
コ

y
プ
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
五
勺
程
度
で
、
一
日
に
三
、

四
回
が
よ
い
と
さ
れ
て
い
る
。
飲
泉
に
関
す
る
注
意
は
明
治
九
年
六
月
熊
谷
県
よ
り
「
本
泉
内
服
の
心
得
」
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
。

ハ
山
口
館
蔵
〉
ま
た
昭
和
四
年
刊
の
吾
妻
郡
誌
(
二
ニ
三
頁
〉
に
も
四
万
温
泉
入
浴
心
得
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
飲
泉
に
関
し
て

ヘ
昭
和
五
十

三
年
九
月

⑥ は
、
伊
香
保
温
泉
の
木
暮
敬
博
士
が
つ
と
に
研
究
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
そ
の
医
療
的
効
果
と
飲
泉
の
一
端
が
「
温
泉
」

司
鐘
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
許
し
を
得
て
左
に
掲
げ
る
。

四

万

温

泉

の

医

療

的

効

果

木

暮

敬

:
人
前
略
Y
:
泉
質
は
含
石
膏
、
合
ひ
素
、
弱
食
塩
泉
が
主
で
、
泉
温

は
m
l河
C
、
弱
ア
ル
カ
リ
性
。
源
泉
数
は
日
向
見
、
新
湯
、
山
口
地

区
合
せ
て
二
十
六
カ
所
あ
る
。
共
同
湯
は
四
カ
所
、
露
天
風
呂
三
カ
所

そ
の
外
四
万
温
泉
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
蒸
風
呂
、
痔
風
呂
等
が
あ

り
、
現
在
で
も
盛
ん
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

四
万
温
泉
は
古
来
よ
り
「
胃
腸
の
湯
」
と
し
て
名
高
い
が
、
泉
質
か

ら
み
る
と
食
塩
泉
と
石
膏
泉
の
医
療
効
果
を
も
っ
て
い
る
、
入
浴
に
よ

り
あ
た
た
ま
る
温
泉
で
あ
り
、
慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
神
経
痛
、
末
楠

循
環
障
害
や
外
傷
後
遺
症
な
ど
に
よ
く
、
飲
用
に
よ
り
消
化
器
の
分
泌

や
運
動
を
促
進
す
る
。
石
膏
は
の
ぼ
せ
症
な
ど
に
効
果
が
あ
り
、
飲
用

す
れ
ば
鎮
静
作
用
や
糖
尿
病
の
血
糖
低
下
作
用
や
動
脈
硬
化
発
生
を
抑

制
す
る
作
用
も
あ
る
。
そ
の
ほ
か
ひ
素
を
含
有
し
て
い
る
の
で
強
壮
作

用
も
期
待
し
う
る
。

筆
者
の
湯
治
実
態
調
査
に
よ
れ
ば
、
来
湯
者
の
う
ち
胃
腸
疾
患
(
四

一
二
・
二
%
)
神
経
痛
、
リ
ウ
マ
チ
性
疾
患
ハ
二
三
・
二
%
)
が
多
〈
、
湯

治
日
数
に
七

i
十
五
日
が
最
も
多
く
、
湯
あ
た
り
を
自
覚
し
た
も
の
は

一
九
・
四
%
で
あ
っ
た
。
当
温
泉
は
胃
腸
疾
患
に
有
効
と
さ
れ
て
い
る



関
係
か
飲
泉
は
六
七
・
五
%
と
半
数
以
上
の
湯
治
客
が
飲
泉
を
お
こ
な

っ
て
い
る
。

四
万
で
は
す
で
に
享
保
十
七
年
三
七
三
二
〉
の
四
万
由
来
記
に

「
飲
時
調
適
、
飲
己
除
病
」
と
欽
泉
と
し
て
は
古
い
部
に
属
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
四
万
温
泉
で
は
経
験
的
に
長
い
間
飲
泉
が
行
わ
れ
て
い

た
が
、
前
述
の
ご
と
く
ひ
索
を
含
有
し
て
い
る

G
・
2園
開

~hic-
呂

田
岡
¥
、
群
馬
県
衛
研
調
)
昭
和
五
十
年
七
月
、
環
境
庁
は
温
泉
の
利

用
基
準
を
作
成
し
温
泉
の
利
用
指
導
を
開
始
し
た
。
こ
の
利
用
基
準
に

よ
る
と
医
学
的
に
ひ
素
の
効
果
が
期
待
で
き
る
け
れ
ど
も
慢
性
中
毒
を

お
こ
さ
な
い
と
い
う
聞
の
数
値
(
一
日
量
と
し
て

O
、
三
時
)
を
定
め

て
い
る
の
で
、
今
後
飲
泉
に
際
し
て
は
専
門
の
知
識
を
有
す
る
医
師

ハ
温
泉
療
法
医
、
温
泉
指
導
医
)
の
指
示
に
従
っ
て
飲
泉
を
試
み
る
こ

と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

※
筆
者
は
、
伊
香
保
温
泉
ホ
テ
ル
木
蒋
金
太
夫
の
副
社
長
で
、
源
泉
療
法
医
、
混

泉
顧
問
医
で
あ
る
。

四万温泉の歴史

近
世
田
万
へ
の
商
品
流
通

越
後
米
の
中
之
条
市
場
へ
の
流
通
と
四
万

吾
妻
郡
を
含
む
北
上
州
は
土
地
が
高
冷
で
あ
る
た
め
、
春
遅
く
、
秩
早
く
、
寒
気
厳
し
く
、
ま
た
火
山
灰
性
土
質
に
蔽
わ
れ
て
い
る
た

め
、
土
地
は
極
め
て
椿
せ
て
お
っ
て
農
耕
に
適
さ
な
い
。
ま
た
田
少
く
、
等
級
の
低
い
下
々
畑
、
山
下
畑
等
が
山
の
麓
や
谷
合
い
に
、
へ

ば
り
つ
く
よ
う
に
散
在
し
て
い
る
。
た
め
に
古
来
食
糧
の
自
給
自
足
は
不
可
能
で
、
米
を
日
本
の
穀
倉
地
帯
と
い
わ
れ
る
越
後
ゃ
、
隣
国

信
濃
に
求
め
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
越
後
の
農
民
は
夫
食
米
の
残
米
、
年
貢
米
に
不
適
当
で
あ
る
屑
米
と
し
て
の
名
目
で
三
国
峠
を
こ

え
て
上
州
へ
移
出
し
た
。
そ
の
量
は
江
戸
期
を
通
じ
年
を
追
い
莫
大
な
量
に
上
っ
た
。
中
世
、
戦
国
時
代
ま
で
は
四
万
と
越
後
は
木
根
宿

を
中
に
し
て
至
近
の
距
離
に
あ
っ
て
交
易
も
容
易
に
行
わ
れ
た
が
、
近
世
初
期
、
寛
永
八
年
三
六
三
一
〉
大
戸
、
猿
カ
京
両
闘
が
設
置

さ
れ
る
と
、
そ
の
抜
道
の
性
格
を
も
っ
こ
の
奥
州
故
道
は
幕
府
の
厳
命
で
閉
鎖
さ
れ
て
し
ま
い
、
以
後
三
国
峠
越
え
ル

l
ト
だ
け
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
十
七
世
紀
ご
ろ
の
越
後
米
の
上
州
へ
の
移
入
状
況
を
知
る
資
料
は
今
の
と
こ
ろ
発
見
さ
れ
て
お
ら
な
い
が
、
元
禄
時
代
を

迎
え
て
、
越
後
園
南
魚
沼
郡
塩
沢
村
の
農
間
稼
商
人
が
仲
買
と
な
り
、
国
東
組
、
浦
佐
組
産
米
を
買
付
け
て
、
上
州
へ
搬
出
し
て
い
る
こ
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史

年 度| 数量(俵〉

文久 1(1861) 6，237 

文久3(1863) 8，580 

元治 1(1864) 4，810 

慶応 1(1865) 2，200 

慶応2(1866) 

慶応3(1867) 4，700 

泉温特輯町

第四表
ぅ
。
ハ
永
井
本
陣
文
書
)

と
が
み
え
る
。

ハ
桑
原
孝
「
三
国
の
歴
史
」
〉

な
る
と
商
人
や
経
済
力
の
あ
る
百
姓
の
手
で
買
い
集
め
ら
れ
、
付
け
通
し
の
馬
で
輸
送
さ
れ
、

(桑原孝、「三国の歴史」による〉

こ
れ
ら
の
米
は
年
代
が
降
っ
て
享
保
の
こ
ろ
に

64 

文
政
の
こ
ろ
に
は
一
日
二
五

O
頭
も
の
馬
が
数
日
に
お
よ
ん
で
三
国
峠
を
こ
え
、
幕
末
に
な
る
，

と
、
そ
の
量
は
数
千
俵
を
数
え
る
に
い
た
っ
た
。
(
第
四
表
参
照
)
三
国
峠
の
麓
に
あ
っ
た
三

国
街
道
永
井
の
宿
は
「
陸
の
舟
付
き
場
」
と
い
わ
れ
て
、
以
上
の
よ
う
な
越
後
米
の
集
荷
地
と

し
て
江
戸
期
を
通
じ
て
脹
い
を
呈
し
脚
光
を
あ
び
る
こ
と
と
な
る
。
吾
妻
へ
の
こ
れ
ら
越
後
米

の
流
入
は
元
禄
時
代
は
中
之
条
町
の
豪
商
で
あ
っ
た
二
宮
氏
(
二
宮
三
家
〉
に
よ
っ
て
、
直
接

永
井
宿
か
ら
大
道
峠
を
越
え
て
中
之
条
市
場
へ
運
ば
れ
、
そ
の
量
は
年
一
千
俵
を
越
え
た
と
い

こ
の
こ
ろ
中
之
条
町
は
二
宮
三
家
を
含
め
て
酒
造
蔵
五
軒
で
、
そ
の
醸
造
高
合
計

(第
M
表
参
照
〉
そ
の
後
江
戸
中
期

は
元
禄
五
年
現
在
二
百
六
十
一
石
で
あ
っ
た
。

を
迎
え
る
と
大
道
の
富
沢
家
そ
の
他
の
人
々
に
よ
っ
て
、
そ
の
取
引
が
行
わ
れ
、
大

道
を
永
井
宿
と
の
中
継
基
地
と
し
て
、
中
之
条
、
原
町
の
各
市
場
、
四
万
温
泉
等
の

五
十
嵐
富
夫
「
近
世
吾
妻
の
商
品
流
通
」
)

消
費
地
に
送
ら
れ
て
い
っ
た
。
(
大
道
富
沢
(
土
口
陳
)
文
書
、
中
之
条
町
役
場
文
書
、

こ
れ
ら
越
後
米
は
上
記
酒
造
米
と
し
て
使
わ
れ
た
外
、
市
場
に
お
い
て
売
買
さ
れ

た
。
宝
暦
以
降
二
宮
家
が
没
落
す
る
と
四
万
温
泉
は
反
比
例
し
て
隆
盛
と
な
っ
て
い

っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
米
は
中
之
条
の
市
場
を
通
ら
な
い
で
、
大
道
の
有
力
な
百

元禄5年大字中之条町の酒造

酒 造 人|米高| 備 考

清左衛門 58石 〈二宮〉

清左衛門 35 元井久禄左す衛助3年門兵吾名衛代所妻郡請に須取て川、酒坪造町

伊右衛門 30 元村(禄伊二宮元左年衛本吾家門妻〉名郡代入詩須取川

半兵衛 25 (二宮)

俸右衛門 93 
三郎右衛門 20 

計 261 
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姓
の
手
に
よ
っ
て
四
万
温
泉
の
湯
治
客
の
食
膳
に
の
ぼ
る
こ
と
と
な
る
。
元
禄

i
文
化
文
政
時
代
の
四
万
の
隆
盛
期
と
い
っ
て
も
、
今
に

比
べ
る
と
微
々
た
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
湯
治
治
療
の
目
的
で
あ
る
た
め
長
期
の
滞
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
延
人
員
も
相
当
数
に
上
っ
た

と
考
え
ら
れ
、
従
っ
て
米
の
需
要
も
ば
か
に
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
越
後
米
の
輸
送
も
雪
の
た
め
、
冬
期
間
は
不
可
能
で
あ
っ

た
が
、
四
万
の
場
合
も
、
四
月

l
十
月
ま
で
が
湯
治
期
間
で
あ
っ
て
、
冬
季
聞
は
草
津
と
同
様
、
冬
住
み
同
然
で
あ
っ
た
か
ら
、
不
便
も

な
か
っ
た
ら
し
い
。

② 

信
州
米
の
原
町
市
場
へ
の
流
入

四万温泉の歴史

上
州
と
信
州
を
結
ぶ
幹
線
道
路
は
中
山
道
で
あ
る
が
、
こ
の
中
山
道
は
追
分
宿
に
お
い
て
北
国
往
還
と
分
岐
し
て
南
下
し
、
和
田
峠
を

こ
え
て
木
曽
路
に
入
る
。
一
方
北
国
往
還
は
追
分
宿
よ
り
小
諸
、
上
回
、
善
光
寺
を
経
て
越
後
に
連
絡
し
て
い
る
。
こ
の
二
幹
線
の
北
側

に
存
在
し
た
脇
往
還
が
信
州
街
道
で
あ
る
。
こ
の
道
は
高
崎
宿
に
て
中
山
道
と
分
れ
、
神
山
|
室
田
|
三
ノ
倉
l
大
戸
|
須
賀
尾
|

ば

ん

き

と

う

げ

か

ん

ば

ら

に

れ

万
騎
峠

l
鎌
原

l
大
笹
|
鳥
居
峠
を
経
て
信
州
仁
礼
|
須
坂

l
善
光
寺
町
の
北
部
で
北
国
往
還
に
連
絡
し
て
い
る
。
こ
の
信
州
街
道
は
慶

安
三
年
(
一
六
五

O
)
天
下
の
公
道
と
し
て
幕
府
か
ら
公
許
に
な
っ
た
。
別
名
仁
礼
街
道
と
も
大
笹
街
道
と
も
い
わ
れ
た
。
当
時
こ
の
道

は
上
信
を
結
ぶ
最
短
距
離
で
あ
っ
た
た
め
、
近
世
を
通
し
て
そ
の
利
用
度
は
高
く
、
民
間
の
物
資
、
松
代
、
飯
坂
、
飯
山
等
の
城
米
の
江

戸
送
り
も
、
す
べ
て
こ
の
道
路
が
利
用
さ
れ
た
。
そ
し
て
近
世
を
通
し
て
宿
場
聞
の
紛
争
が
繰
返
え
さ
れ
た
が
、
明
和
年
間
に
至
っ
て
信

州
高
井
郡
の
中
馬
(
付
通
し
の
馬
)
が
出
現
す
る
に
至
っ
て
物
資
の
逓
送
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
た
の
で
あ
っ
た
。

原
町
、
山
口
六
兵
衛
家
の
記
録
に
よ
る
と
、
六
兵
衛
は
享
保
十
二
年
(
一
七
二
七
〉
信
州
米
二
四
四
石
を
入
取
し
、
元
文
元
年
(
一
七

三
七
)
に
は
大
笹
の
問
屋
黒
岩
長
左
衛
門
を
通
し
て
同
じ
く
飯
山
城
米
一
八

O
俵
、
須
坂
城
米
六
俵
計
一
八
六
俵
の
米
を
購
入
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
米
は
酒
造
米
と
し
て
の
外
原
町
市
場
に
お
い
て
一
般
に
売
買
さ
れ
た
。
中
之
条
の
二
宮
家
が
草
津
街
道
坪
井
(
現
長
野
原

65 

町
大
津
)
に
酒
造
蔵
を
設
け
て
温
泉
行
の
者
に
酒
を
あ
が
な
っ
た
が
、
そ
の
原
料
米
は
信
州
米
に
依
存
し
て
い
た
。
二
宮
家
没
落
の
近
世



」止*

中
期
以
降
は
町
田
重
兵
衛
、
同
儀
平
、
同
友
三
等
が
信
州
商
人
と
連
絡
し
て
信
州
米
の
移
入
に
当
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
経
路
を
経
て
中
之

66 

条
、
原
町
市
場
へ
搬
入
さ
れ
た
米
は
、
こ
の
両
市
場
を
通
し
て
四
万
湯
治
場
へ
運
搬
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
尚
、
中
之
条
市
場
に
お
い
て

温

は
毎
年
一
月
二
十
一
日
、
四
月
十
六
日
、
七
月
十
一
日
、
十
月
十
六
日
の
四
季
の
米
相
場
を
代
官
所
あ
る
い
は
領
主
役
場
へ
報
告
す
る
義

務
を
負
わ
さ
れ
、
こ
れ
が
こ
の
地
方
の
給
料
の
基
準
価
格
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

特稽:lV

化
政
期
の
中
之
条
市
場
の
繁
栄

中
之
条
市
場
に
お
い
て
米
穀
以
外
に
一
般
に
扱
わ
れ
た
商
品
と
商
人
の
国
別
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
(
第
二
巻
一

O
三
l
三
三
五
頁

参
照
)
。
煙
車
(
招
回
)
酒
、
縮
(
越
後
)
薬
品
(
越
中
、
加
賀
)
太
物
、
油
(
信
州
〉
茶
(
上
総
・
下
総
)
小
間
物
ハ
江
戸
)
紙
ハ
上

州
下
仁
田
、
信
州
上
回
〉
太
物
、
荒
物
、
食
塩
(
前
橋
、
高
崎
)
陶
器
(
紀
伊
、
会
津
〉
筆
墨
(
江
戸
)
晒
、
木
綿
(
信
州
松
本
〉
綿
類
、

③ 水
油
(
信
州
須
坂
、
高
井
郡
〉

以
上
の
商
品
の
う
ち
茶
を
例
に
と
っ
て
み
る
と
二
一
宮
伊
右
衛
門
は
す
で
に
元
禄
時
代
、
下
総
と
茶
の
取
引
を
行
っ
て
お
り
(
二
宮
文
書
)

原
町
山
口
六
兵
衛
家
に
も
明
和
六
年
、
下
総
国
猿
島
郡
水
口
村
と
の
取
引
の
仕
切
状
が
残
さ
れ
て
い
る
ハ
原
町
山
口
文
書
)
諸
商
人
の
宿

泊
す
る
宿
屋
は
定
宿
と
し
て
き
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
諸
商
品
の
四
万
へ
の
販
売
は
こ
の
よ
う
に
中
之
条
市
場
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ

た
。
現
在
に
至
る
ま
で
四
万
へ
の
物
資
調
達
は
主
と
し
て
中
之
条
町
を
通
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
経
緯
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
代
か
ら
町
に
も
居
酒
屋
、
銭
湯
、
髪
結
床
、
佐
立
屋
、
紺
屋
等
も
あ
ら
わ
れ
宿
場
町
の
形
態
を
調
え
て
く
る
。

④ 

宿
場
町
中
之
条
と
四
万

中
之
条
町
は
四
万
、
沢
渡
、
草
津
の
諸
温
泉
へ
行
く
旅
人
の
宿
場
町
と
し
て
も
重
要
な
位
置
に
あ
り
、
特
に
四
万
へ
の
浴
客
は
必
ず
こ

こ
に
一
泊
し
て
四
万
へ
の
最
後
の
道
を
辿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
町
で
は
問
屋
を
設
け
、
宿
泊
や
荷
物
の
逓
送
に
も
万
全
を
期
し

た
。
常
時
人
足
五
人
、
馬
三
疋
を
立
て
て
お
い
た
が
、
通
行
人
の
多
い
と
き
は
適
宜
十
人
ま
で
増
員
し
て
い
る
。
農
に
恵
ま
れ
な
い
こ
の



地
方
の
人
々
に
と
っ
て
馬
方
や
駄
賃
付
け
は
格
好
の
現
金
収
入
源
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
享
保
十
六
年
中
之
条
町
差
出
し
明
細
帳
に

一
当
町
信
州
、
沼
田
佐
行
並
牧
の
橋
ハ
現
、
渋
川
市
)
務
候
節
越
後
通

も
御
座
候
(
注
、
渋
川
|
日
蔭
道
l
長
須
橋
l
原
町
|
中
之
条
|
蟻

川
|
須
川
町
に
て
三
国
道
に
合
流
)
其
外
四
万
の
湯
、
沢
渡
の
湯
、

草
津
の
湯
へ
通
り
御
座
候
故
、

定。

問
屋
を
設
、

先
規
よ
り
相
立
馬
銭

と
あ
り
、
ま
た
旅
人
宿
に
も
い
ろ
い
ろ
の
き
ま
り
が
あ
っ
て
同
書
に
、

一
、
当
町
人
宿

是
は
諸
商
人
は
定
宿
、
湯
治
人
之
義
参
候
節
泊
り
申
候
。
御
錠
の

通
出
生
所
相
改
宿
借
し
申
候
。

と
あ
り
必
ず
名
主
問
屋
の
命
令
に
よ
っ
て
、
湯
治
人
の
生
れ
た
所
を
確
か
め
て
宿
泊
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
当
町
中
之
条
町
の
戸
数
は
一

三
七
軒
、
人
口
八
三
八
人
で
あ
っ
た
。
次
に
宝
暦
五
年
正
月
の
問
屋
場
の
定
書
を
み
る
と

は、

勝方
手々
に湯
て場

切湯
宿治
致人
間往
敷来
候泊
。之
問義
屋、

に問
壱屋
組方
留に
り壱
候組

走品
撃雪
次間

第
留
可
申
候
。
若
問
屋
方
に
泊
無
之
内
に
勝
手
に
旅
宿
致
侯
は
、
五

人
組
に
相
行
、
一
切
宿
為
致
問
敷
候
。

一
般
の
宿
屋
は
客
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

一四万温泉の歴史

と
あ
り
、
ま
づ
問
屋
に
湯
治
人
の
宿
を
案
内
し
、
こ
れ
に
宿
泊
さ
せ
た
後
で
な
い
と
、

M
た
と

た
。
若
し
こ
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
は
、
五
人
組
の
制
裁
に
よ
っ
て
、
以
後
旅
篭
営
業
を
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
湯
治
人
の
輸
送
に
つ
い
て
み
る
と
、
前
掲
の
よ
う
に
中
之
条
近
辺
の
人
々
は
農
間
稼
に
浴
客
や
荷
物
を
輸
送
し
て
運
賃
を
稼
い
で

生
活
の
資
と
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
宝
永
七
年
(
一
七
一

O
〉
十
月
、
西
中
之
条
村
と
中
之
条
町
と
の
聞
に
湯
治
人
輸
送
の
こ
と
に
つ
い

て
紛
争
が
生
じ
た
。
そ
こ
で
沼
田
の
本
多
侯
の
役
人
(
宝
永
二
年
よ
り
沼
田
本
多
氏
領
)
の
扱
い
と
な
っ
て
事
件
は
解
決
し
た
が
、
以
後

西
中
之
条
の
人
々
は
各
人
勝
手
に
馬
を
出
し
て
人
や
荷
物
を
温
泉
場
へ
運
ん
で
は
い
け
な
い
。
必
ず
中
之
条
町
問
屋
の
指
示
を
う
け
て
行

67 
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(
注
)
大
道
宮
沢
吉
際
文
書

印

)

八

斗

炉

売

り

強

て

上

白

米

四

斗

入

三

太

対

〆

弐

石

内

斗

也

移

此
金
弐
両
弐
分
ト
九
百
五
拾
四
文
ぬ

両

か

へ

四

〆

二

百

矛

内

金

壱

両

受

取

四

残
金
壱
両
弐
分
ト
九
百
五
拾
四
文
如

来

ノ

七

月

廿

二

日

州

信鍛

大
道

三
四
郎

四
万
村

な
う
こ
と
と
い
う
こ
と
で
結
着
を
み
た
。

善
兵
衛
殿
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圃圃辛越後米

E理事信州米

温
泉
場
の
栄
え
た
江
戸
中
期
に
は
、
そ
の
温
泉
へ
の
街
道
に
随
分

居
酒
屋
が
あ
っ
た
。
文
政
十
年
(
青
柳
文
書
)
清
水
侯
に
出
し
た
調
書
に
よ
る
と
折
悶
村
だ
け
で
居
酒
屋
が
七
軒
も
あ
り
、
宿
屋
も
大

字
中
之
条
町
に
七
軒
も
あ
っ
た
(
諸
業
高
名
録
参
照
)
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
そ
の
盛
行
が
偲
ば
れ
る
。

江
戸
時
代
中
之
条
町
よ
り
四
万
へ
の
旅
客
賃
は
第
日
表
の
通
り
で
あ
っ
た
。
(
中
之
条
町
役
場
文
書
)

的
幕
末
に
お
げ
る
温
泉
の
衰
微

①
衰
微
の
原
因

天
明
三
年
七
月
八
日
の
浅
間
山
大
噴
火
は
富
士
山
の
宝
永
の
噴
火
と
と
も
に
近
世
日
本
の
二
大
噴
火
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
吾

妻
川
流
域
に
前
古
未
曽
有
の
被
害
を
与
え
、
死
者
実
に
千
三
百
余
人
、
流
れ
た
家
千
二
百
余
戸
、
荒
高
は
五
千
七
百
余
石
(
一
万
八
千
余



石
の
う
ち
〉
五
十
三
カ
村
に
お
よ
ん
だ
。
天
明
三
、
六
年
の
大
飢
僅
も
、
全
国
的
に
大
き
な
被
害
を
与
え
た
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
大
御

所
時
代
と
い
わ
れ
、
江
戸
町
人
文
化
の
燭
熟
し
た
文
化
文
政
時
代
ま
で
は
四
万
温
泉
も
何
と
か
持
ち
こ
た
え
た
。
し
か
し
天
保
の
時
代
を

迎
え
る
と
幕
府
崩
壊
の
き
ざ
し
が
漸
く
あ
ら
わ
れ
、
天
保
大
飢
僅
に
続
く
天
保
改
革
の
余
渡
を
う
け
て
、
温
泉
も
次
第
に
そ
の
影
響
を
う

け
て
衰
運
の
一
途
を
辿
る
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
全
国
的
な
暗
い
蔭
の
し
の
び
寄
る
社
会
情
勢
の
な
か
で
、
最
も
身
近
に
、
そ
の
打
撃
を
う
け
た
の
が
天
保
四
年
八
月
の
新

湯
の
大
火
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
相
つ
ぐ
人
災
、
天
災
の
連
続
的
な
強
力
な
パ
ン
チ
を
う
け
た
う
え
、
運
の
悪
い
と
き
は
悪
い
も
の

で
、
久
し
い
間
休
止
状
態
で
眠
っ
て
い
た
伊
香
保
二
ツ
岳
の
蒸
湯
が
思
い
が
け
な
く
も
活
動

を
開
始
し
、
そ
れ
ま
で
独
り
天
下
を
誇
っ
て
来
た
四
万
の
蒸
湯
も
、
近
く
の
巌
へ
客
足
を
奪

一四万温泉の歴史

天保4年新湯大火文書〈田村喜一郎文書〉

わ
れ
る
結
果
と
な
っ
て
、
四
万
は
す
っ
か
り
淋
れ
て
し
ま
っ
た
。
以
下
そ
の
原
因
と
、
そ
の

状
況
を
み
て
み
よ
う
。

新
湯
の
大
火

天
保
四
年
八
月
新
湯
に
大
火
が
あ
っ
て
九
軒
の
う
ち
七
軒
が
焼
け
た
。
不

況
へ
の
道
を
歩
ん
で
い
た
だ
け
に
そ
の
打
撃
は
大
き
か
っ
た
。
名
主
政
右
衛
門
と
組
頭
五
郎

左
衛
門
は
出
府
し
て
代
官
矢
島
藤
蔵
に
復
興
資
金
の
借
り
入
れ
を
歎
願
し
た
。
と
こ
ろ
が
代

官
は
追
っ
て
指
示
す
る
ま
で
待
つ
よ
う
に
と
の
回
答
で
あ
っ
た
の
で
一
時
帰
村
し
た
。
し
か

し
約
一
カ
年
を
経
過
し
て
も
何
の
応
答
も
な
か
っ
た
。
名
主
た
ち
は
出
府
し
て
そ
の
理
由
を

た
だ
す
と
、
資
金
を
貸
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。
そ
こ
で
名
主
た
ち
は
四
万
の
窮
状
を

一
軒
平
均
四
十
両
づ
っ
七
軒
分
で
計
二
百
八
十
両
の
拝
借
を
代
官
に
歎
願

つ
ぶ
さ
に
訴
え
、

し
た
。
し
か
し
そ
の
結
果
ど
う
な
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
(
田
村
喜
一
郎
文
書
〉
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町

西
中
野
条
村
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上
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村

下
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渡

村

山
田
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新
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古

第
M
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表
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飢
人耳

目
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八
旦
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E
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反

別

覧

表
天
明
哲
年
一
月
(
一
也
八
七
〉

ハ
組
合
九
ケ
村
代
表
西
中
之
条
名
主
清
七
よ
り
代
官
原
因
清
左
衛
門
へ
の
報
告
)
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z
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伊
香
保
二
つ
岳
の
蒸
湯
口
碑
に
よ
る
と
お
よ
そ
四
百
年
前
か
ら
伊
香
保
二
ツ
岳
雌
岳
の
麓
に
湯
気
の
立
つ
所
が
あ
り
、
こ
こ
が
蒸
湯

の
あ
る
と
こ
ろ
で
、
寛
文
七
年
と
天
保
十
二
年
に
山
論
と
い
っ
て
も
実
は
蒸
湯
騒
動
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
高
崎
領
、
安
中
領
と
伊
香

保
村
外
四
カ
村
と
の
紛
争
が
あ
っ
た
。
こ
の
蒸
揚
は
砂
地
の
間
よ
り
蒸
気
が
噴
出
し
、
以
前
は
大
き
な
小
屋
が
あ
っ
て
、
浴
客
も
常
に
数

百
人
も
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
蒸
湯
は
大
地
に
杭
を
打
ち
込
ん
で
多
く
の
孔
を
あ
け
、
蒸
気
を
噴
出
さ
せ
て
蒸
湯
と
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
大
正
の
初
年
ご
ろ
ま
で
あ
っ
た
が
廃
止
と
な
っ
た
。
ま
た
下
野
田
村
に
も
蒸
気
が
出
て
伊
香
保
と
の
聞
に
紛
争
が
あ
り
、
中
断
さ
れ
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た
形
で
あ
っ
た
が
実
際
に
は
蒸
湯
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
関
係
で
近
世
初
期
よ
り
伊
香
保
と
の
聞
に
蒸
湯
紛
争
は
た
え

な
か
っ
た
。
し
か
し
一
方
幕
末
に
数
百
人
の
人
々
が
常
に
こ
の
蒸
湯
を
利
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
四
万
に
対
し
て
も
大
き
な
影
響
を
与

え
た
の
で
あ
っ
た
。
(
伊
香
保
誌
)

天
明
、
天
保
の
大
飢
鐘
(
前
掲
第
M
衰
を
参
照
)

② 

温
泉
衰
微
の
状
況

田
村
茂
三
郎
述
「
清
政
田
村
甚
五
郎
と
其
同
族
」
に
よ
っ
て
幕
末
の
温
泉
の
状
況
を
み
る
と
、

幕
末
の
温
泉

四万温泉の隆史

天
保
以
来
の
窮
乏
と
い
う
も
の
は
蕨
の
根
に
槌
が
り
、
袈
中
無
一
物

で
学
聞
を
す
る
余
裕
が
無
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
明
治
初
年
ま
で
も

崇
り
を
な
し
た
も
の
で
す
。
筆
者
の
父
が
嘗
て
の
昔
物
語
り
に
貧
乏
話

と
き
た
ら
、
己
も
若
い
頃
随
分
辛
い
思
い
を
し
た
も
の
だ
。
蕨
も
人
に

負
け
ず
掘
っ
た
が
、
一
番
困
っ
た
こ
と
は
屋
根
が
漏
っ
て
も
金
が
無
く

葺
替
え
が
出
来
ず
、
み
す
み
す
畳
を
腐
ら
か
す
よ
り
仕
方
が
な
か
っ
た

も
の
だ
。
又
、
其
甚
だ
し
き
事
に
は
小
松
屋
の
浪
さ
ん
〈
田
村
佐
平

次
〉
と
一
緒
に
会
合
に
出
掛
け
る
其
出
し
前
の
工
面
が
実
際
つ
か
な
か

っ
た
ぜ
。
其
時
周
ぐ
り
の
人
達
は
、
大
屋
恨
の
下
の
貧
乏
頭
は
茂
左
衛
門

と
善
兵
衛
だ
、
と
噺
り
笑
っ
た
も
の
だ
が
、
今
お
前
達
が
聞
く
と
嘘
の
よ

う
に
思
う
だ
ろ
う
と
、
文
、
弘
化
三
年
九
代
茂
左
衛
門
か
紀
州
御
用
金
貸

付
所
か
ら
借
り
た
金
の
返
済
に
窮
し
其
言
い
わ
け
に
、
国
越
し
て
停
に

は
仕
末
に
行
か
ぬ
か
ら
延
期
し
て
貰
い
た
い
と
い
う
書
類
も
あ
る
位
で

す
。
是
は
窮
迫
の
実
際
問
題
と
し
て
の
一
端
で
す
が
、
又
或
時
母
は

つ
g
こ

接
子
だ
ら
け
の
子
供
の
衣
裳
を
取
り
出
し
来
っ
て
之
を
筆
者
に
示
し
、

弁
慶
に
手
を
通
せ
と
云
う
積
り
で
見
せ
る
の
で
は
な
く
、
お
前
が
三
歳

の
時
着
せ
た
衣
裳
だ
よ
。
記
念
に
長
年
し
ま
つ
で
あ
っ
た
が
、
わ
し
の
其

当
時
の
苦
心
を
察
し
て
く
れ
と
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
筆
者
は
、

私
の
一
生
の
お
守
り
を
作
り
ま
し
ょ
う
と
言
い
ま
し
た
ら
、
母
は
さ
も

嬉
し
そ
う
に
、
も
う
こ
の
衣
裳
に
用
が
無
く
な
っ
た
と
喜
ん
で
く
れ
ま

し
た
。(

註
先
代
田
村
茂
三
郎
弘
化
三
年
六
月
十
六
日
生
、
大
正
九
年
七

月
十
三
日
没
X
田
村
茂
三
郎
明
治
七
年
十
月
六
日
生
、
昭
和
三
十
八
年

十
月
九
日
没
〉

文
化
、
文
政
、
天
保
時
代
吾
妻
き
つ
て
の
文
化
人
で
高
野
長
英
と
親
交
の
あ
っ
た
伊
勢
町
の
蘭
医
柳
田
禎

天
保
記
事
に
み
え
る
窮
乏

蔵
-
(
侠
斉
と
い
う
〉
が
書
き
の
こ
し
た
天
保
紀
事
に
湯
治
場
の
窮
状
を
左
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
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泉史

マ
温
泉
場
の
も
の
は
常
に
奪
り
に
長
じ
、
救
荒
の
備
え
な
き
ゆ
え
、
必

至
と
難
儀
家
財
売
払
い
、
行
衛
不
知
成
侯
者
大
家
に
も
有
之
、
そ
の

外
小
家
は
不
ν
及
レ
申
候
。

マ
伊
勢
町
、
中
之
条
古
物
商
人
多
く
出
来
候
。
温
泉
場
へ
払
物
多
く

出
、
そ
の
外
に
て
も
困
窮
の
者
大
抵
家
財
売
払
扶
食
い
た
し
候
故
、

喰
い
物
商
人
の
み
多
く
出
来
申
候
。

マ
申
ハ
天
保
七
年
キ
キ
ン
の
年
)
の
十
二
月
十
四
日
の
夜
、
中
之
条
、

折
田
辺
所
々
に
張
札
有
之
候
は
西
は
伊
勢
森
、
北
は
城
の
峯
、
あ
た

温特輯W

沢
渡
温
泉
の
歴
史

1 

縄
文
文
化
の
沢
渡

ご
山
に
て
竹
.
ほ
ら
を
吹
立
候
を
合
図
に
出
合
、
押
が
り
致
し
よ
う
な

る
事
書
付
張
置
候
に
付
、
日
限
の
其
夜
四
万
よ
り
三
、
四
人
中
之
条

へ
参
り
、
ご
ろ
つ
き
居
候
を
捕
い
改
候
所
、
見
物
に
参
り
候
よ
し
申

候
。
夫
よ
り
其
者
四
、
五
日
中
之
条
に
俳
細
い
た
し
、
人
家
の
裏
な

な
ど

ど
へ
這
入
小
盗
杯
致
し
候
に
付
、
四
万
村
へ
中
之
条
よ
り
申
遣
し
早

速
引
取
ら
せ
申
候
、
外
村
よ
り
は
一
人
も
不
参
。
右
様
の
浮
説
を
立
騒

し
候
者
有
之
候
問
、
世
間
甚
騒
々
敷
、
御
取
締
よ
り
村
々
印
形
被
取
候

72 

沢
渡
の
湯
は
、
透
明
な
温
泉
で
か
す
か
に
硫
黄
の
香
り
が
す
る
。
浴
後
感
が
よ
く
て
肌
を
美
し
く
す
る
温
泉
で
、
草
津
温
泉
の
直
し
湯

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
版
画
を
み
る
と
、

「
さ
う
ど
く
、
志
つ
ひ
ぜ
ん
、
其
外
万
病
に
よ
し
」
と
あ
る
が
、
肌

を
な
め
ら
か
に
す
る
こ
と
に
卓
効
が
あ
り
沢
渡
の
湯
で
、
ひ
げ
そ
り
を
し
た
と
き
、
ク
リ
ー
ム
は
っ
け
な
く
て
も
よ
い
と
言
わ
れ
て
い

る
。
山
聞
の
小
さ
な
温
泉
で
あ
る
が
、
効
能
に
つ
い
て
は
天
下
に
誇
る
べ
き
温
泉
で
あ
る
。

沢
渡
温
泉
の
地
形
を
概
観
す
る
と
、
中
之
条
町
か
ら
北
西
約
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
標
高
約
五
五

O
Mの
所
で
あ
る
。
北
は
高
田
山
(
標

高

三

二

二
M
む
を
最
高
点
に
し
て
、
約
八

O
O
M位
の
山
が
周
辺
に
連
な
り
、
西
方
は
有
笠
山
ゃ
、
大
岩
な
ど
の
岩
山
を
経
て
暮
坂
峠



に
至
る
。
南
部
は
、
蛇
野
川
を
距
て
、
吾
嬬
山
を
最
高
点
に
し
て
山
岳
が
連
な
り
、
東
方
は
や
や
台
地
状
の
平
坦
地
で
あ
る
。
三
方
山
で

二沢渡温泉の歴史

あ
る
が
、
北
側
の
山
が
近
く
、
山
寄
り
に
南
方
蛇
野
川
へ
張
り
出
し
た
扇
状
地
で
あ
り
、
蛇
野
川
よ
り
約
四

0
メ
ー
ト
ル
程
の
台
地
に
、

原
泉
地
が
あ
り
、
源
泉
地
の
窪
地
を
中
心
に
温
泉
地
が
発
達
し
て
い
る
。
源
泉
地
は
、
北
側
を
琴
平
山
、
西
側
を
官
舎
山
ハ
営
林
署
の
官

舎
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
こ
の
呼
称
が
あ
る
)
、
東
側
を
天
神
山
の
急
斜
面
に
囲
ま
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
温
泉
街
は
、
源
泉
地
を
中
心
に
坂

路
の
上
下
五

0
メ
ー
ト
ル
の
所
か
ら
東
の
台
地
に
か
け
て
発
達
し
て
い
る
。
こ
の
源
泉
か
ら
東
側
の
谷
に
温
泉
病
院
も
建
て
ら
れ
て
最
も

発
展
し
て
い
る
。

温
泉
地
周
辺
は
、
縄
文
か
ら
弥
生
、
土
師
の
時
代
に
至
る
ま
で
遺
跡
地
が
多
い
。
(
中
之
条
町
誌
一
巻
参
照
〉
特
に
、
蛇
野
川
が
大
き
く

蛇
行
し
て
い
る
扇
状
地
の
舌
端
部
の
川
近
く
の
と
こ
ろ
で
は
、
縄
文
遺
跡
が
多
い
。
温
泉
の
坂
道
附
近
で
も
、
矢
の
根
石
ハ
石
鍛
)
や
石

斧
な
ど
が
採
集
で
き
た
。
蛇
野
川
に
沿
っ
て
上
流
の
、
白
石
沢
、
石
ノ
平
、
牧
場
(
棚
貝
戸
)
大
岩
、
細
尾
、
暮
坂
峠
に
か
け
て
遺
跡
が

分
布
し
て
い
て
、
細
尾
の
岩
蔭
遺
跡
は
、
縄
文
早
期
の
遺
跡
と
確
認
さ
れ
て
い
る
。
沢
渡
か
ら
、
反
下
へ
越
え
る
峠
ゃ
、
湯
原
へ
越
す
道

に
も
縄
文
遺
跡
が
あ
り
、
縄
文
文
化
の
時
代
か
ら
の
人
々
の
生
活
が
み
と
め
ら
れ
る
。

こ
の
時
代
の
人
達
が
温
泉
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
た
か
わ
か
ら
な
い
が
、
温
泉
地
付
近
に
多
い
縄
文
遺
跡
は
、
温
泉
と
何
か
の
関

連
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
例
え
ば
、
温
泉
が
流
れ
て
蛇
野
川
に
流
れ
こ
む
あ
た
り
を
湯
尻
ハ
ゆ
し
り
)
と
言
っ
た
が
、
湯
の
流
れ
て

行
く
溝
か
ら
湯
尻
に
か
け
て
は
、
温
泉
の
暖
か
さ
の
た
め
か
、
芹
な
ど
の
草
が
、
冬
で
も
青
々
と
し
て
い
た
。
冬
枯
れ
で
青
い
草
が
な
く

な
っ
た
時
期
に
は
、
こ
の
辺
に
野
山
の
動
物
達
が
集
っ
て
く
る
。
縄
文
時
代
の
人
達
は
、
他
の
場
所
よ
り
も
獲
物
の
多
い
温
泉
地
付
近
に

住
み
集
落
が
発
達
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

73 



温泉史
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沢
渡
の
伝
説
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特輯町

さ
わ
た
り
の
名
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
地
形
的
に
、
山
が
迫
り
急
傾
斜
の
山
か
ら
蛇
野
川
に
か

け
て
、
沢
を
つ
く
る
。
温
泉
の
近
く
に
、
菅
ノ
沢
、
大
沢
、
砥
沢
、
樽
の
沢
、
白
石
沢
、
権
現
沢
な
ど
の
沢
が
あ
る
。
こ
う
し
た
地
形
的

な
呼
称
と
し
て
、
沢
渡
の
名
前
が
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

万
葉
集
、
巻
十
四
、
東
歌
中
に
あ
る
「
さ
わ
た
り
の
手
児
に
い
行
き
あ
い
赤
駒
が
、
あ
が
き
を
は
や
み
言
問
わ
ず
き
ぬ
」
の
さ
わ
た
り

木曽七社明神

が
、
沢
渡
温
泉
附
近
の
さ
わ
た
り
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
て
、
江
戸
時
代
の
末
に
は
、
歌

碑
も
建
て
ら
れ
て
い
る
。

木
曾
義
仲
に
関
す
る
伝
説
も
あ
り
、
木
曾
七
社
明
神
(
七
社
八
幡
〉
が
あ
る
。
沢
渡
の
南
側

の
部
落
の
前
尻
で
あ
る
。
蛇
野
川
が
大
き
く
蛇
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
自
然
の
要
害
を
な
し
、

七
社
明
神
の
こ
の
森
が
川
に
つ
き
出
て
い
る
。
木
曾
義
仲
に
従
っ
て
戦
っ
た
武
士
が
義
仲
投

落
の
と
き
、
こ
こ
ま
で
逃
れ
て
来
て
、
源
氏
の
白
旗
を
埋
め
た
と
い
う
。
社
の
前
の
町
田
盛

造
家
で
祭
杷
し
て
い
る
が
、
町
田
家
か
ら
社
の
森
ま
で
地
下
道
が
あ
り
、
蛇
野
川
に
面
し
た

崖
ま
で
穴
が
抜
け
て
い
る
。
敵
の
攻
略
に
備
え
た
間
道
で
あ
る
。
社
の
と
こ
ろ
は
、
も
と
は

大
き
な
塚
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
兜
や
、
備
前
焼
の
瓶
子
な
ど
が
出
土
し
て
い

る
。
こ
の
七
社
明
神
は
、
戦
の
神
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
て
、
戦
前
、
戦
中
に
は
、
出
征

兵
士
な
ど
が
願
を
か
け
、
無
事
帰
還
す
る
と
慰
況
を
奉
納
し
た
。
病
気
や
そ
の
他
様
々
の
願

が
か
け
ら
れ
た
ら
し
く
、
木
製
や
鉄
製
の
長
万
に
、
大
願
成
就
と
願
主
の
住
所
・
氏
名
を
醤



い
た
も
の
が
残
っ
て
い
る
。
西
上
州
の
武
士
は
、
源
氏
の
挙
兵
の
際
に
は
、
義
仲
と
行
動
を
共
に
し
て
い
る
。
暮
坂
峠
を
越
し
た
六
合
村

や
草
津
に
も
、
義
仲
と
関
係
の
あ
る
伝
説
が
多
い
。
こ
の
七
社
明
神
は
、
義
仲
残
党
に
よ
っ
て
杷
ら
れ
た
闘
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
源
頼
朝
の
三
原
狩
の
と
き
に
、
沢
渡
の
湯
に
入
浴
し
た
と
い
う
伝
説
も
あ
る
。
上
野
鉱
泉
誌
(
高
橋
周
禎
編
)
に
は
「
建
久
二
年
辛

亥
四
月
八
日
、
発
見
セ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
同
四
年
鎌
倉
右
大
将
源
頼
朝
公
、
嘗
国
三
原
御
狩
ノ
時
弦
-
一
入
浴
シ
タ
マ
イ
テ
ヨ
リ
、
湯
名
諸

国
ニ
麿
マ
ル
ト
云
フ
」
と
あ
る
。
三
原
の
狩
を
終
っ
た
頼
朝
が
草
津
の
方
か
ら
暮
坂
峠
を
越
し
て
大
岩
部
落
に
さ
し
か
か
り
、
は
る
か
有

笠
山
の
見
え
る
と
こ
ろ
で
休
ん
だ
。
供
の
梶
原
源
太
景
季
は
、

梓
弓
、
日
も
暮
坂
に
つ
き
ぬ
れ
ば
、

有
笠
山
を
さ
し
て
急
が
ん

と
一
首
を
詠
ん
だ
と
い
う
。
沢
渡
に
は
、
頼
朝
公
の
腰
か
け
石
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。

以
上
、
二
つ
の
伝
説
は
、
草
津
温
泉
と
の
関
係
が
深
い
こ
と
を
裏
づ
け
る
よ
う
な
話
で
あ
る
。
草
津
の
開
湯
者
細
野
御
股
助
が
義
仲
の

子
孫
で
あ
り
、
頼
朝
入
湯
の
際
、
湯
本
姓
を
拝
領
し
て
湯
本
と
な
っ
た
と
い
う
伝
説
と
、
沢
渡
の
湯
が
建
久
四
年
の
狩
の
折
、
頼
朝
が
入

湯
し
た
と
い
う
話
は
、
頼
朝
の
三
原
狩
と
結
び
つ
い
た
伝
説
で
よ
く
似
て
い
る
。

ま
た
、
沢
渡
に
は
、
温
泉
異
変
の
伝
説
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
昔
沢
渡
の
湯
は
湯
原
と
い
う
所
に
出
て
い
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
そ
し

二沢渡温泉の歴史

て
、
湯
原
の
湯
元
は
、
湯
本
源
兵
衛
と
云
い
、
繁
昌
し
て
い
た
。
源
兵
衛
の
家
に
「
と
り
」
と
云
う
女
中
が
い
た
。
主
人
に
恨
を
持
っ
た

と
り
は
、
死
馬
の
骨
を
源
泉
に
投
げ
入
れ
て
源
泉
を
汚
し
、
湯
を
止
め
て
し
ま
っ
た
。
源
兵
衛
は
大
い
に
怒
り
、
と
り
を
殺
し
て
し
ま
っ

た
。
こ
の
と
き
か
ら
、
湯
原
に
湧
い
て
い
た
湯
が
沢
渡
に
移
り
、
沢
渡
の
揚
が
は
じ
ま
っ
た
と
い
う
。
新
井
信
示
の
説
に
よ
る
と
、
「
湯

原
の
温
泉
は
、
湯
宿
も
あ
っ
て
仲
々
繁
昌
し
た
の
だ
が
、
盛
に
な
る
に
つ
れ
て
女
中
部
屋
に
ま
で
客
を
入
れ
女
中
は
厩
舎
に
移
さ
れ
た
の

75 

で
主
人
は
ほ
く
ほ
く
な
の
に
反
し
て
、
女
中
は
益
々
不
愉
快
に
な
り
、
或
る
夜
ひ
そ
か
に
、
そ
ん
ま
(
屍
馬
)
の
骨
を
浴
槽
に
投
げ
込
み
、



史

温
泉
を
酒
ら
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
に
薬
師
の
石
像
が
残
っ
て
い
た
が
、
大
洪
水
で
流
失
し
十
余
里
下
の
五
料
の
渡
し
で
拾
わ
れ
た
。

76 

泉

通
報
に
接
し
て
土
地
の
代
表
が
迎
え
に
行
っ
た
も
の
の
、
押
せ
ど
も
引
け
ど
も
動
か
な
い
の
で
そ
の
ま
ま
に
し
て
帰
っ
て
来
た
」
(
屋
代

周
二
、
「
沢
渡
温
泉
の
古
事
来
歴
」
〉

こ
の
伝
説
に
出
て
く
る
、
源
兵
衛
や
、
殺
さ
れ
た
お
と
り
が
、
沢
渡
温
泉
に
崇
り
を
す
る
と
困
る
と
い
う
の
で
、
沢
渡
で
は
、
毎
年
正

温特幡町

月
十
四
日
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
「
鳥
追
い
」
を
す
る
。

鳥
追
い
だ
、
鳥
追
い
だ
。

あ
り
や
ど
こ
の
鳥
追
い
だ

げ
ん
じ
ゅ
う
ど
ん
の
鳥
追
い
だ
、

さ
ら
ば
よ
っ
て
追
い
申
せ
、

朝
鳥
、
夜
鳥
、
頭
切
っ
て
尻
切
っ
て
、

し
よ
う
ベ
ん
だ
ま
〈
小
便
溜
)
へ

さ
ら
げ
，
』
ん
で

佐
渡
ケ
島
へ
、

ホ

l
ィ、

ホ
イ

鐘
や
太
鼓
で
嚇
し
な
が
ら
、
村
中
総
出
で
手
に
提
灯
を
さ
げ
て
鳥
追
い
を
す
る
。
村
の
上
〈
西
)
は
、
蛇
野
部
落
と
の
境
で
あ
り
、
そ

こ
か
ら
は
村
の
下
ハ
東
〉
は
、
湯
原
部
落
と
の
境
の
寺
向
う
ま
で
を
、
声
を
そ
ろ
え
て
右
の
唄
を
唄
う
。
正
月
十
四
日
の
夜
行
な
わ
れ
る

が
、
鳥
、
追
い
行
列
を
迎
え
る
各
家
々
で
は
、
寒
中
で
は
あ
る
が
家
の
戸
障
子
を
開
放
し
て
、
家
内
中
の
悪
い
も
の
を
核
い
出
す
。
列
が
す

み
か
ん
な
ど
を
投
げ
て
厄
払
い
を
す
る
習
慣
に
な
っ
て
い
る
。
行
列
が
終
点
の

一
斉
に
提
灯
の
火
を
消
し
、
音
を
た
て
る
も
の
を
押
さ
え
て
、
無
言
で
家

ぎ
る
と
戸
を
閉
め
る
が
、
そ
の
と
き
厄
年
の
人
な
ど
は
、

湯
原
境
に
達
す
る
と
、

一
き
わ
大
き
な
声
で
離
し
た
て
る
と
、



ま
で
帰
る
。

沢
渡
の
湯
が
、
卵
の
に
お
い
が
す
る
の
は
、
湯
原
か
ら
沢
渡
へ
源
泉
が
移
っ
た
と
き
に
、
鶏
が
発
見
し
た
。
湯
の
発
見
者
を
い
け
に
え

に
す
る
こ
と
か
ら
に
わ
と
り
を
生
賛
に
し
た
と
こ
ろ
、
沢
渡
の
湯
に
卵
の
に
お
い
が
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
源
兵
衛
に
つ
い
て
は
、

加
沢
平
次
左
衛
門
の
著
し
た
「
上
野
国
沼
田
領
品
々
覚
書
」
(
天
和
元
年
ハ
一
六
八
一
〉
、
沼
田
藩
が
改
易
に
な
っ
た
年
の
著
書
〉
の
招
田

領
町
在
々
名
主
庄
屋
名
附
之
事
の
中
に
、
「
上
沢
渡
、
源
兵
衛
」
と
あ
り
、
湯
本
源
兵
衛
の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
沢
渡
の
東
、
約
二
キ
ロ

程
の
と
こ
ろ
、
(
反
下
川
と
蛇
野
川
と
の
合
流
点
よ
り
少
し
遡
っ
た
と
こ
ろ
に
J
反
下
川
に
面
し
て
湯
本
姓
の
家
が
五
軒
あ
る
。
こ
の
湯
本

氏
は
、
草
津
の
湯
本
氏
と
同
族
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
て
、
本
家
の
湯
本
源
兵
衛
は
、
代
々
、
源
兵
衛
を
襲
名
し
て
い
た
。
湯
本
氏
の
屋

敷
の
近
く
、
竹
醸
の
と
こ
ろ
に
、
湯
の
あ
と
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
残
っ
て
い
る
。
源
兵
衛
は
上
沢
渡
村
の
名
主
を
つ
と
め
て
、

実
在
の
人
物
で
は
あ
る
。
温
泉
変
異
の
伝
説
が
鳥
追
い
の
唄
と
関
連
し
て
あ
ま
り
古
く
な
い
時
代
に
成
立
し
た
伝
説
で
は
な
い
か
と
推
定

さ
れ
る
。
頼
朝
の
伝
説
や
こ
の
「
飛
ぴ
湯
」
の
伝
説
は
温
泉
伝
説
と
し
て
類
型
的
で
あ
り
、
沢
渡
独
自
の
開
湯
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
な

し、。3 

文
永
七
年
の
画
像
板
碑

沢渡温泉の歴史

沢
渡
が
、
温
泉
街
を
形
成
し
た
の
は
、
近
世
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
ろ
う
。
文
献
史
料
と
し
て
は
、
近
世
以
前
に
沢
渡
の
名
の
出
て
く
る

も
の
は
見
当
ら
な
い
。
中
世
の
資
料
と
し
て
、
板
碑
、
宝
僅
印
塔
、
五
輪
塔
な
ど
の
金
石
文
資
料
が
あ
る
。

板
碑
は
、
青
石
塔
婆
と
か
、
板
石
塔
婆
と
か
云
わ
れ
て
い
る
が
、
十
三
世
紀
ご
ろ
か
ら
十
六
世
紀
末
に
わ
た
り
、
仏
を
供
養
す
る
た
め

に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
般
的
な
形
と
し
て
は
、
秩
父
附
近
か
ら
採
取
さ
れ
る
緑
泥
片
岩
を
板
状
に
し
、
上
部
に
山
形
を
つ
け
、

二
一
線
を
入
れ
る
。
碑
面
に
は
、
上
部
に
造
立
者
の
信
仰
す
る
仏
や
菩
薩
な
ど
の
種
子
や
画
像
・
名
号
、
題
目
な
ど
を
彫
る
。
そ
の
下
に
造
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立
年
代
(
年
月
日
)
、
干
支
を
彫
り
、
紀
年
銘
の
左
右
に
、
仏
徳
を
称
え
る
侮
・
真
言
(
光
明
真
言
な
ど
〉
、
造
立
者
の
名
前
、
造
立
の
趣
旨
を

示
す
願
文
等
が
あ
る
。
ま
た
、
逝
去
月
日
を
つ
け
た
り
、
生
前
に
自
己
の
た
め
に
造
立
す
る
場
合
に
「
逆
修
」
と
い
う
言
葉
を
彫
り
つ
け

て
い
る
。
そ
の
他
、
華
瓶
、
香
炉
、
天
蓋
な
ど
の
三
具
足
、
蓮
台
な
ど
を
つ
け
て
い
て
、
五
輪
塔
よ
り
は
じ
ま
っ
た
卒
塔
婆
を
民
衆
化
し

て
出
現
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

泉史混特暢IV
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沢
渡
の
画
像
板
碑
は
、
昭
和
五
年
に
、
大
字
上
沢
渡
字
御
堂
ヶ
谷
戸
の
桑
畑
か
ら
、
耕
作
中
の
林
仲
次
郎
に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

総
高
一

O
一
セ
シ
チ
、
巾
二
九
セ

γ
チ
、
厚
さ
三
、
五
セ

γ
チ
で
石
質
は
緑
泥
片
岩
で
あ
る
。
上
部
山
形
の
下
に
二
一
線
が
あ
り
、
周
画

線
の
中
に
阿
弥
陀
如
来
の
像
を
刻
ん
で
い
る
。
像
の
高
さ
は
三
三
セ
ン
チ
で
、
来
迎
の
姿
で
、
右
手
を
さ
し
の
ベ
て
、
左
側
を
向
い
て
い

る
。
踏
み
割
り
蓮
華
座
の
上
に
立
っ
て
い
て
、
天
蓋
、
強
務
、
円
光
光
背
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
陰
刻
で
あ
り
、
碑
面
が
や
や
荒
れ
て
い

る
の
は
、
火
災
に
遭
っ
て
、
剥
離
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
年
号
は
「
文
永
七
年
十
二
月
」
と
あ
る
。
造
立
者
の
名
前
は
刻
ま
れ
て
い
な

い
。
文
永
七
年
(
一
二
七

O
)
の
板
碑
は
、
年
代
的
に
古
い
方
に
属
す
る
。
群
馬
県
で
は
、
仁
治
元
年
(
一
二
四

O
〉
の
前
橋
市
小
島
田

の
碑
が
最
古
で
あ
り
、
沢
渡
の
板
碑
は
、
二
一
番
目
と
な
る
。
吾
妻
郡
内
で

画像板碑

は
、
最
古
の
板
碑
で
あ
る
。
中
之
条
町
伊
勢
町
、
曹
桐
宗
村
昌
寺
所
蔵
の
画

像
板
碑
(
文
永
八
年
二
月
)
も
、
弥
陀
一
尊
を
陰
刻
し
た
板
碑
で
あ
り
、
手

法
的
に
は
同
様
で
あ
る
が
、

天
蓋
等
は
や
や
て
い
ね
い
に
つ
け
ら
れ
て
い
る

文永二年

し
、
華
瓶
も
あ
り
寸
法
的
に
は
少
し
大
き
い
。
他
に
、
年
号
は
不
明
で
あ
る

が
、
大
字
折
田
下
折
田
の
滝
沢
不
動
堂
内
に
も
画
像
板
碑
ハ
一
部
破
損
〉
が

あ
る
。



板
碑
出
土
地
で
あ
る
御
堂
ヶ
谷
戸
か
ら
は
、
他
に
も
板
碑
の
出
土
し
た
記
録
が
あ
る
。
明
治
四
十
年
十
一
月
温
泉
内
の
関
億
平
次
が
、

御
堂
ヶ
谷
戸
の
畑
か
ら
発
掘
し
た
と
い
う
。
(
吾
妻
郡
誌
〉
出
土
場
所
や
、
出
土
状
況
な
ど
は
不
明
で
あ
り
、
昭
和
二
十
年
四
月
十
六
日

の
沢
渡
の
大
火
に
よ
り
焼
失
し
ま
っ
て
現
物
は
存
在
し
な
い
。
阿
弥
陀
如
来
の
立
像
を
陰
刻
し
た
画
像
板
碑
で
あ
り
、
総
高
五
五
セ
ン

チ
、
巾
一
八
セ
ン
チ
で
紀
年
銘
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
文
、
沢
渡
の
隣
の
部
落
で
あ
る
蛇
野
の
黒
岩
軍
治
宅
に
も
板
碑
が
あ
っ
た
が
、
家

に
置
く
と
崇
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
永
林
寺
へ
納
め
た
と
こ
ろ
、
矢
張
り
昭
和
二
十
年
の
大
火
の
と
き
、
永
林
寺
と
共
に
焼
失
し
て

し
ま
っ
た
。

ニ沢渡温泉の歴史

文
永
七
年
と
い
う
と
、
鎌
倉
幕
府
の
執
権
政
治
が
行
な
わ
れ
て
、
武
士
に
よ
る
政
治
が
安
定
し
、
領
地
の
支
配
の
中
に
、
武
士
の
権

力
を
伸
張
さ
せ
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。
土
地
は
名
主
と
呼
ば
れ
る
土
豪
が
支
配
し
て
い
た
。
そ
の
上
に
、
大
き
な
勢
力
を
持
つ
豪
族
が

あ
り
、
鎌
倉
幕
府
御
家
人
と
し
て
、
ま
た
は
地
頭
や
守
護
と
し
て
勢
力
を
も
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
武
士
達
は
、
勢
力
を
伸
ば
し
合
う
中

で
、
領
地
を
め
ぐ
る
対
立
も
多
か
っ
た
。
仁
治
二
年
三
月
二
十
五
日
、
海
野
幸
氏
の
三
原
荘
と
、
武
田
信
光
の
信
濃
園
長
倉
保
と
の
境
界

争
い
の
裁
決
が
あ
り
、
敗
れ
た
武
田
信
光
は
、
裁
い
た
北
条
泰
時
ゃ
、
相
手
の
海
野
幸
氏
に
含
む
と
こ
ろ
が
あ
り
不
穏
な
空
気
が
流
れ
た
と

い
う
。
(
吾
妻
鏡
仁
治
二
年
三
月
二
十
五
日
条
)
現
在
の
様
に
、
土
地
の
境
界
な
ど
も
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
よ
う

な
争
い
は
絶
え
間
が
な
か
っ
た
。
武
士
達
の
中
に
は
、
生
の
不
安
と
、
来
世
へ
の
期
待
か
ら
、
仏
へ
の
信
仰
が
深
く
、
来
世
へ
の
阿
弥
陀

如
来
へ
の
救
い
を
求
め
て
板
碑
を
造
立
し
て
い
る
。
板
碑
を
造
立
す
る
武
士
層
は
、
広
大
な
荘
園
を
支
配
し
て
、
寺
や
堂
塔
を
建
立
す
る

こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
上
級
武
士
で
は
な
く
て
、
農
村
に
住
み
、
自
ら
も
鍬
を
持
ち
農
業
を
し
て
い
て
、
戦
い
に
な
る
と
武
器
を
と
っ
て

参
加
す
る
よ
う
な
武
士
達
で
あ
っ
た
。

沢
渡
の
画
像
板
碑
は
、
こ
の
よ
う
な
武
士
達
に
よ
っ
て
造
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
上
野
国
の
場
合
、
文
永
年
聞
か
ら
南
北
朝
期
に
か

け
て
画
像
板
碑
が
造
立
さ
れ
て
い
る
。
種
字
だ
け
の
板
碑
よ
り
も
立
派
な
、
周
画
線
を
つ
け
天
蓋
ま
で
つ
け
た
画
像
板
砕
を
つ
く
っ
た
人

79 
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(
大
門
尻
)ロ

(
湯
本
)
氏

関
氏

物
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

一
般
の
農
民
で
は
な
く
て
、
沢

渡
に
住
み
つ
い
て
い
た
と
す
る
と
、
草
わ
け
的
な
土
豪
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

80 

る
。
板
碑
の
数
が
吾
妻
郡
内
で
六

O
基
(
県
全
体
一
五

O
O基
)
そ
の
中
で

沢渡温泉御堂ヶ谷戸略図

倉
時
代
に
す
で
に
み
と
め
ら
れ
る
。

沢
渡
温
泉
に
三
基
以
上
あ
っ
た
と
す
る
と
、
沢
渡
に
も
土
豪
の
存
在
が
、
鎌

の
時
代
に
、
名
主
の
館
が
あ
っ

沢
渡
に
居
館
が
あ
っ
た
と
す
る
と
、
御
堂
ヶ
谷
戸
辺
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

た
と
す
る
と
、

か
な
り
の
広
さ

を
必
要
と
す
る
。
御
堂
ヶ
谷
戸

は
、
沢
渡
温
泉
街
の
手
前
、
北

側
の
ゆ
る
い
南
面
傾
斜
等
で
あ

る
。
現
在
の
天
神
山
の
台
地
を

は
さ
ん
で
、
温
泉
源
の
あ
る
窪

現
在
二

O
Oベ
ッ
ド
を
持
つ
沢
渡
病
院
の
敷
地
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
御
堂
ヶ
谷
一
戸
の
南

地
と
対
象
的
な
位
置
に
あ
る
。

方
に
下
っ
た
と
こ
ろ
が
、
大
門
尻
と
い
う
場
所
で
あ
る
。
こ
の
地
名
か
ら
考
え
て
、
こ
の
あ

た
り
に
、
温
泉
の
草
分
け
的
な
土
豪
が
居
を
占
め
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ

し
て
そ
の
豪
族
の
ゆ
か
り
の
あ
る
寺
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
推
定

五輪第〈唐沢平馬家墓地〉



で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
な
資
料
は
残
っ
て
い
な
い
。

板
碑
の
他
に
、
沢
渡
に
残
っ
て
い
る
資
料
と
し
て
は
、
源
泉
地
の
北
側
、
温
泉
明
神
と
薬
師
堂
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
宝
佳
印
塔
の
屋

蓋
が
あ
っ
た
。
石
の
彫
刻
の
技
法
か
ら
み
て
、
鎌
倉
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
た
が
現
在
所
在
不
明
で
あ
る
。

湯
峰
と
呼
ば
れ
て
い
る
御
堂
ヶ
谷
戸
と
揚
窪
の
聞
の
尾
根
に
あ
る
唐
沢
家
墓
地
に
、
五
輪
塔
が
一
基
あ
る
。
火
・
水
輪
と
地
輸
は
時
代

が
異
な
る
。
火
・
水
輸
は
南
北
朝
時
代
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

中
世
の
金
石
文
資
料
と
し
て
は
、
文
永
七
年
の
板
碑
の
他
、
右
の
よ
う
な
資
料
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
断
片
的
な
資
料
で
、
断
定
す
る
も

の
が
な
い
。
は
っ
き
り
と
言
え
る
こ
と
は
、
中
世
の
沢
渡
に
は
(
鎌
倉
後
期
文
永
年
間
〉
、
県
内
に
数
少
な
い
画
像
板
碑
を
造
立
す
る
よ
う

な
人
が
い
た
こ
と
。
少
し
年
代
は
降
る
が
、
宝
箇
印
塔
、
五
輪
塔
な
ど
に
よ
っ
て
信
仰
心
の
篤
い
人
の
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
信
で
き

九
%

4 

戦
国
時
代
の
沢
渡

ニ沢渡温泉の歴史

戦
国
時
代
に
な
る
と
、
各
地
に
戦
乱
の
た
え
ま
が
な
く
、
戦
い
に
傷
つ
い
た
武
士
達
が
、
治
療
の
た
め
に
温
泉
を
利
用
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
中
で
も
、
草
津
温
泉
は
、
強
い
酸
性
泉
で
あ
り
、
殺
菌
力
に
す
ぐ
れ
た
効
果
を
持
ち
、
万
傷
な
ど
の
治
療
に
大
き
な
効
き
目
を
み

せ
た
。
永
様
九
年
九
月
、
西
上
州
の
主
城
で
あ
っ
た
箕
輪
城
が
、
武
田
信
玄
に
よ
っ
て
攻
略
さ
れ
た
。
そ
の
翌
年
の
永
禄
十
年
五
月
に

は
、
六
月
か
ら
九
月
ま
で
の
間
(
当
時
の
草
津
温
泉
は
、
夏
期
だ
け
湯
治
を
行
っ
て
、
冬
期
は
六
合
村
小
雨
に
下
っ
て
寒
さ
を
し
の
ぐ
冬

住
み
の
制
度
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
六
月
か
ら
九
月
と
云
え
ば
、
そ
の
シ
ー
ズ
ン
は
ほ
と
ん
ば
全
期
間
を
意
味
し
て
い
る
J
貴
賎
一

切
の
草
津
湯
治
を
停
止
す
る
武
田
信
玄
の
印
判
状
が
出
さ
れ
て
い
る
。
(
草
津
町
、
黒
岩
嗣
佐
喜
文
書
〉
こ
の
こ
と
は
、
草
津
温
泉
が
戦

国
期
に
お
け
る
戦
傷
者
の
療
治
の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
証
拠
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
草
津
温
泉
の
周
辺
の
温
泉
も
、
草
津
入

81 
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湯
が
盛
に
な
っ
た
戦
国
時
代
ご
ろ
か
ら
入
湯
者
が
増
加
し
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
酸
度

82 

の
強
い
草
津
温
泉
に
入
浴
し
た
あ
と
、
荒
れ
た
肌
を
締
麗
に
仕
上
げ
る
湯
と
し
て
、
川
原
湯

ゃ
、
花
敷
温
泉
な
ど
と
共
に
、
沢
渡
の
湯
は
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
頃
、
沢
渡
か
、
あ
る
い
は
そ
の
近
く
に
は
、
ど
の
よ
う
な
武
士
ハ
或
い
は
豪
族
)
が

湯原の五輪塔群

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
郡
内
に
残
る
記
録
を
み
る
と
「
吾
妻
七
騎
」
と
い
う
武
士
達
(
地
侍
〉

の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

郡
内
の
旧
記
の
中
で
「
吾
妻
記
」
の
成
立
は
「
天
和
三
年
三
月
三
日
迄
の
こ
と
な
り
」
と

の
巻
末
に
あ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
招
田
藩
主
真
田
伊
賀
守
改
易
直
後
に
、
作
ら
れ
た
も
の

「
吾
妻
古
戦
録
」
と
「
原
町
岩
櫨
城
記
録
」
は
、
内
容
的
に
か
な
り
似
て
い

と
思
わ
れ
る
。

る

「
吾
妻
郡
略
記
」
は
、
上
の
三
本
よ
り
少
し
後
に
出
来
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
こ
れ
ら
は
加
沢
平
次
左
衛
門
の
「
加
沢
記
」
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
吾
妻
七
騎

に
つ
い
て
は
、
見
当
ら
な
い
。
恐
ら
く
は
吾
妻
郡
内
に
て
、
七
騎
と
い
う
呼
び
方
が
さ
れ
た

も
の
で
、
そ
の
数
え
方
も
、
吾
妻
東
部
の
地
域
で
あ
る
中
之
条
盆
地
周
辺
の
地
待
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
吾
妻
七
騎
の
中
に
沢
渡
に
住
ん

で
い
た
と
書
い
て
あ
る
武
士
が
四
人
出
て
く
る
。
唐
沢
玄
蕃
と
富
沢
出
羽
守
、
同
伊
賀
守
、
同
大
学
で
あ
る
。
七
騎
に
は
数
え
ら
れ
な
い

が
、
そ
れ
に
準
ず
る
武
土
の
名
前
が
、
吾
妻
記
・
古
戦
録
・
岩
植
記
録
に
二
十
三
名
出
て
い
る
が
、
関
口
太
郎
左
衛
門
ハ
沢
渡
〉
、
田
村

新
右
衛
門
(
湯
原
〉
、
宮
崎
勘
解
由
(
又
は
、
宮
崎
勘
兵
衛
、
関
勘
解
由
)
(
大
岩
)
の
三
名
(
宮
崎
勘
兵
衛
と
関
勘
解
由
が
別
人
だ
と
す

る
と
四
名
に
な
る
〉
の
名
前
が
見
え
て
い
る
。

七
騎
の
中
で
、
唐
沢
玄
蕃
・
富
沢
豊
前
・
蜂
須
賀
伊
賀
の
三
名
は
、
吾
妻
記
、
古
戦
録
、
岩
橿
記
録
、
郡
略
記
の
四
冊
と
も
一
貫
し
て
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伊
能
釆
女
(
岩
井
)

伊
能
左
京
ハ
岩
井
〉

富
沢
治
部
ハ
村
上
)

富
沢
主
水
ハ
獄
山
〉

四
万
村
茂
左
衛
門
ハ
四
万
〉

湯
本
九
郎
右
衛
門
(
青
山
〉

大
河
原
下
総
ハ
折
田
〉

佐
藤
豊
後
(
折
田
〉

黒
崎
常
陸
ハ
折
田
)

蟻
川
庄
蔵
ハ
蟻
川
〉

狩
野
志
摩
ハ
中
之
条
)

8

和
泉
〈
中
之
条
〉

中
沢
嘉
兵
衛
ハ
中
之
条
)

市
城
主
水
(
中
之
条
〉

小
測
勘
助
ハ
中
之
条
〉

鎌
原
大
和

湯
本
三
郎
右
衛
門

西
窪
治
部

横
川
合

沼
尾

羽
尾

高
川

植
栗
河
内

羽
尾
作
十
郎

伊
能
釆
女
ハ
植
栗
)

伊
龍
左
京
(
中
之
条
〉

向

上

嶋
村
茂
右
衛
門

湯
本
九
右
衛
門
(
青
山
〉

大
河
原
網

佐
藤
堂
前

同

上

中
沢
越
後

植
栗
安
芸
守

割
田
隼
人

二
宮
勘
解
由

岡
村
雅
楽
尉
ハ
五
反
田
〉

鹿
野
右
衛
門
佐
ハ
中
之
条
)

一
場
太
郎
左
衛
門
(
厚
田
〉

同問

上上

向

上
向

上

向

上

大
河
原
下
総
ハ
折
田
)

佐
藤
豊
後
(
折
田
)

同

上

同

上

同同同同同 同

上上上上上上
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山
本
市
左
衛
門

飯
塚
出
雲

田
村
雅
楽
丞

折
田
雅
楽
之
助

折
田
内
蔵
之
助

沢渡温泉の歴史

見
え
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
唐
沢
玄
蕃
を
沢
渡
と
し
て
い
る
の
が
吾
妻
記
系
の
の
三
冊
で
、
郡
略
記
に
は
、

い
る
。
唐
沢
玄
蕃
が
沢
渡
に
住
居
し
て
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
確
た
る
資
料
が
な
い
。
吾
妻
記
の
最
初
の
と
こ
ろ
に
も
、
沢
渡
、

唐
沢
玄
蕃
と
あ
る
が
、
沢
渡
の
ど
こ
に
い
た
か
明
ら
か
で
な
い
。
古
戦
録
に
は
、
本
沢
渡
と
あ
・
り
、
吾
妻
記
、
岩
橿
記
録
に
は
沢
渡
と
あ

り
、
郡
略
記
に
は
沢
渡
須
賀
回
と
し
て
い
る
。

唐
沢
氏
の
活
躍
に
つ
い
て
は
、
加
沢
平
次
左
衛
門
の
著
し
た
「
加
沢
記
」
の
中
に
も
出
て
い
る
。

戦
国
時
代
、
吾
妻
地
方
を
支
配
し
て
い
た
の
が
、
岩
橿
城
主
、
斎
藤
越
前
守
で
あ
り
、
斎
藤
の
老
臣
で
、
岩
下
の
城
を
預
っ
て
い
た
の

が
富
沢
但
馬
守
で
あ
っ
た
。
富
沢
は
子
供
も
多
く
、
関
東
管
領
上
杉
氏
に
も
出
仕
し
て
、
繁
昌
の
家
円
で
あ
っ
た
が
、
老
年
に
な
り
、

又
、
一
人
の
男
子
を
儲
け
た
。
主
君
の
斎
藤
越
前
守
は
大
い
に
喜
こ
ん
で
、
富
沢
但
馬
を
呼
び
、
「
其
方
、
老
衰
し
て
か
ら
男
子
を
儲
け

し
こ
と
大
い
に
目
出
度
い
こ
と
で
あ
り
、
且
、
斎
藤
家
の
永
〈
相
続
す
べ
き
瑞
祥
な
り
。
さ
ら
ば
、
名
を
改
め
付
け
ら
れ
る
べ
し
。
老
後

の
子
な
り
け
れ
ば
重
ね
て
、
又
、
生
ま
れ
る
べ
き
こ
と
な
し
。
さ
れ
ば
、
富
沢
の
子
を
と
め
た
ら
ん
に
は
、
其
末
、
館
山
内
な
る
べ
し
、
首

字
を
唐
沢
と
改
む
べ
し
」
(
加
沢
記
)
と
し
て
、
子
供
は
、
唐
沢
杢
之
助
と
名
付
け
ら
れ
た
。
こ
れ
が
吾
妻
の
唐
沢
氏
の
は
じ
ま
り
で
あ

(沢〉

る
。
唐
沢
杢
之
助
は
、
猿
渡
の
郷
を
知
行
し
彼
所
に
住
し
た
と
あ
る
。

永
様
六
年
(
一
五
六
三
〉
、
武
田
信
玄
の
上
州
攻
略
が
開
始
さ
れ
る
と
、
西
吾
妻
か
ら
、
真
田
氏
の
一
族
で
あ
る
鎌
原
氏
と
、
羽
根
尾
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「
沢
渡
須
賀
田
」
と
し
て
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氏
の
不
和
を
き
っ
か
け
に
、
吾
妻
民
攻
略
が
は
じ
ま
っ
た
。
吾
妻
氏
の
拠
る
岩
植
城
は
、
険
阻
な
山
城
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
普
通
の

手
段
で
は
落
城
さ
せ
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
の
で
、
城
主
斎
藤
越
前
守
基
国
の
甥
、
斎
藤
弥
三
郎
を
内
応
さ
せ
て
、
永
禄
六
年
十
月
落
城

門
芸
刀
)

さ
せ
た
。
落
城
の
一
ヶ
月
程
前
、
鳥
頭
の
宮
に
海
野
能
登
守
、
斎
藤
弥
三
郎
、
植
栗
安
房
守
、
富
沢
但
馬
父
子
、
唐
沢
杢
之
助
、
富
沢
加

賀
守
父
子
、
蜂
須
賀
伊
賀
、
浦
野
中
務
大
輔
等
が
集
い
、
真
田
方
に
同
意
の
連
判
の
起
請
文
を
送
出
し
て
い
る
、
真
田
昌
幸
は
、
岩
植
の

揚
手
か
ら
の
大
将
と
し
て
赤
岩
(
六
合
村
赤
岩
〉
か
ら
暮
坂
峠
を
越
し
て
、
折
田
仙
蔵
の
棋
に
攻
め
け
て
い
る
が
、
唐
沢
杢
之
助
は
、

「
女
房
と
子
息
お
猿
を
伴
い
て
、
八
尺
原
に
て
御
礼
申
し
け
り
」
ハ
加
沢
記
〉
と
真
田
昌
幸
の
軍
を
八
尺
ハ
大
字
下
沢
坂
八
尺
坂
〉
に

て
、
女
房
と
二
男
お
猿
(
後
の
唐
沢
玄
蕃
)
を
伴
な
っ
て
出
迎
え
て
降
人
と
な
っ
た
。
杢
之
助
の
子
、
お
猿
は
、
真
田
方
に
降
っ
た
海
野

長
門
守
兄
弟
の
妻
女
・
斎
藤
弥
三
郎
の
妻
女
・
富
沢
但
馬
守
妻
子
・
植
栗
相
撲
の
娘
等
と
共
に
、
人
質
と
し
て
甲
府
へ
送
ら
れ
、
下
曾
根

岳
雲
軒
に
預
け
ら
れ
た
。
翌
永
禄
八
年
十
一
月
、
斎
藤
誠
虎
丸
の
立
寵
っ
た
巌
山
城
の
攻
略
が
は
じ
ま
り
、
一
ノ
木
戸
口
の
戦
い
で
唐
沢

杢
之
助
は
討
死
し
た
。
翌
年
三
月
、
信
玄
よ
り
「
父
杢
之
助
於
撮
山
一
ノ
木
戸
討
死
忠
節
之
程
感
入
候
、
然
者
知
行
事
無
相
違
可
令
相
談

者
也
」
と
い
う
所
領
安
堵
状
を
受
け
て
い
る
。
お
猿
は
、
成
人
と
し
て
、
唐
沢
玄
蕃
と
称
し
、
戦
障
の
中
に
活
躍
し
て
い
る
が
、
忍
の
名

人
と
し
て
高
名
を
あ
げ
て
い
る
。
「
天
正
の
始
め
、
中
山
尻
高
は
白
井
へ
随
身
の
事
也
け
り
。
其
上
究
寛
の
用
害
な
れ
ば
吾
妻
勢
度
々
利
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を
失
な
い
け
り
。
さ
ら
ば
、
忍
を
入
て
城
を
焼
落
す
べ
し
と
て
唐
沢
玄
蕃
に
仰
付
ら
れ
け
り
。
此
旨
承
り
、
割
田
新
兵
衛
尉
と
相
語
ら

ひ
、
民
高
に
忍
入
放
火
し
た
り
け
り
、
中
山
の
城
へ
忍
入
け
れ
ば
、
中
山
平
形
安
芸
守
、
鼓
を
打
て
酒
宴
し
て
居
た
り
。
中
山
は
鼓
は
下

手
な
り
、
百
の
内
に
一
つ
も
つ
H
A

み
の
音
せ
ざ
り
け
れ
ば
世
の
人
中
山
肢
の
鼓
に
て
百
一
っ
と
申
し
合
え
り
。
か
く
て
夜
更
皆
々
寝
て
夜
廻

り
の
者
も
油
断
し
た
り
け
れ
ば
、
玄
蕃
、
中
山
が
納
戸
へ
忍
入
り
こ
・
ふ
か
し
こ
さ
が
す
に
金
の
馬
鐙
あ
り
。
究
寛
の
事
と
思
い
放
火
は
せ

ず
し
て
、
馬
鎧
盗
取
り
て
帰
り
け
り
。
こ
の
馬
鎧
は
、
安
芸
守
が
、
斎
藤
越
前
守
の
代
り
に
管
領
へ
出
仕
の
瑚
拝
領
し
た
る
を
此
度
唐
沢
に

取
ら
れ
た
り
。
玄
蕃
ハ
略
〉
陣
と
申
せ
ば
此
馬
鎧
を
か
け
て
出
け
れ
ば
、
信
玄
公
上
州
出
張
の
節
、
玄
蕃
真
田
の
手
に
属
し
出
け
れ
ば
、



信
玄
公
の
御
自
に
つ
き
信
網
を
召
し
て
珍
ら
し
の
馬
鎧
、
先
年
信
州
松
山
合
戦
の
時
見
た
る
馬
鎧
な
り
と
、
仰
せ
ら
れ
し
と
也
。
其
噴
は

世
上
乱
の
中
故
、
金
の
馬
鎧
な
ど
無
き
物
と
聞
え
た
り
、
其
時
何
者
と
御
尋
あ
り
け
れ
ば
、
唐
沢
と
仰
上
げ
ら
れ
け
れ
ば
、
唐
沢
不
慮
に

高
名
を
ぞ
あ
げ
た
り
け
る
。
」
ハ
加
沢
記
、
唐
沢
玄
蕃
中
山
尻
高
両
城
忍
之
事
、
附
金
之
馬
鎧
之
事
〉

唐
沢
玄
蕃
は
、
こ
の
あ
と
、
真
田
昌
幸
の
下
に
つ
い
て
戦
っ
た
が
、
天
正
八
年
八
月
の
北
条
氏
邦
と
の
対
陣
に
は
、
山
田
与
惣
兵
衛
、

二
宮
勘
解
由
、
富
沢
七
郎
兵
衛
な
ど
の
地
侍
と
共
に
、
御
使
番
と
し
て
従
軍
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
天
正
十
八
年
、
小
田
原
北
条
方
と
の

松
井
田
合
戦
に
参
加
し
、
大
い
に
活
躍
し
て
い
る
。

以
上
、
加
沢
平
次
左
衛
門
の
書
い
た
「
加
沢
記
」
を
中
心
に
、
唐
沢
玄
蕃
の
動
き
を
追
っ
て
み
た
。
吾
妻
七
騎
と
し
て
、
沢
渡
の
住
人

唐
沢
玄
蕃
と
あ
る
が
、
永
禄
年
間
よ
り
天
正
十
八
年
の
後
北
条
方
と
の
戦
い
ま
で
戦
場
で
の
活
躍
が
二
十
年
に
及
ん
で
い
る
。
そ
し
て
天

正
以
降
、
玄
蕃
の
名
前
が
記
録
の
中
に
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
。

吾
妻
記
に
は
、
真
田
信
幸
よ
り
次
の
朱
印
状
を
与
え
ら
れ
た
と
あ
る
。

ニ沢渡温泉の歴史

一
、
我
妻
津
波
村
住
人
唐
津
玄
蕃
丞
に
御
朱
印
被
下
侯
其
文
言

年
来
奉
公
に
付
我
妻
之
内
本
領
拾
七
寅
三
百
六
拾
文
河
北
、
弐
拾
八

貫
八
百
文
猿
渡
之
内
、
五
貫
武
百
文
中
候
之
内
、
七
賞
四
百
文
岩
下

之
内
、
合
五
拾
八
貫
七
百
六
拾
文
出
置
候
、
弥
向
後
奉
公
可
致
者

也、

唐
沢
玄
蕃
丞
殿

天
正
十
八
年
亥
十
二
月
十
日
信
幸
朱
印大

熊
籾
負

木
村
渡
右
衛
門

奉
之

吾
妻
記
に
も
、
こ
の
文
書
を
最
後
に
玄
蕃
の
名
前
は
出
て
こ
な
い
。
本
領
と
し
て
与
え
ら
れ
た
領
地
の
中
に
あ
る
河
北
と
は
ど
こ
を
指

し
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
五
拾
八
貫
七
百
六
拾
文
の
中
で
、
沢
渡
が
武
拾
八
貫
八
百
文
と
約
半
分
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
文
書
を
見

る
と
、
沢
渡
に
玄
蕃
の
本
拠
が
あ
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
居
住
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
確
実
な
史
料
が
な
い
。
中
之
条
町
西
中
之

87 
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沢渡富沢家墓地内無縫塔(元和八年〉

条
、
長
久
保
、
横
尾
、
五
反
田
等
に
唐
沢
姓
が
多
く
、
長
久
保
に
は
玄
蕃

の
墓
が
あ
る
が
、
玄
蕃
の
死
後
、
少
し
経
て
か
ら
の
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。
玄
蕃
の
子
孫
が
長
久
保
に
住
み
つ
い
た
こ
と
に
異
論
は
な
い
が
、
玄

88 

蕃
が
そ
こ
で
生
涯
を
終
え
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
。

七
騎
の
中
に
出
て
く
る
宮
沢
出
羽
守
ハ
岩
植
城
記
録
〉
も
、
居
住
地
が

沢
渡
と
な
っ
て
い
る
。
沢
渡
の
富
沢
姓
も
あ
ま
り
多
く
は
な
い
。
御
堂
ケ

す
み
〈

谷
戸
を
囲
む
墓
地
群
の
中
で
、
唐
沢
の
墓
地
と
反
対
側
、
東
の
方
、
隅
久

舵
に
あ
る
。
こ
の
墓
地
に
「
元
和
八
民
年
二
月
六
日
、
富
醸
湾
岩
居
士
」

と
い
う
文
字
を
刻
ん
だ
無
縫
塔
が
あ
る
。
沢
渡
の
墓
碑
の
紀
年
銘
の
中
で
は
一
番
古
い
が
、
年
号
の
文
字
の
使
い
方
や
石
の
扱
い
方
か
ら

し
て
、
元
禄
期
以
降
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
戒
名
の
人
物
が
誰
か
不
明
で
あ
る
が
、
七
騎
の
中
に
出
て
く
る
富
沢
出
羽
守
と
関
連
づ
け

て
考
え
ら
れ
そ
う
な
の
は
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。

沢
渡
温
泉
地
内
に
は
、
唐
沢
家
墓
地
に
五
輪
塔
が
あ
り
、
こ
れ
は
玄
蕃
の
時
代
よ
り
か
な
り
前
の
も
の
で
あ
る
。

温
泉
周
辺
で
、
こ
の
時
代
に
ほ
X
比
定
さ
れ
る
墓
石
と
し
て
は
、
温
泉
か
ら
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
東
へ
進
ん
だ
湯
原
部
落
の
中
程
、

反
下
川
の
対
岸
の
畑
の
中
に
、
小
さ
な
五
輪
塔
が
四
基
程
並
ん
で
い
る
。
形
か
ら
み
て
、
戦
国
期
に
多
い
一
石
五
輪
塔
に
近
い
形
を
し
て

い
て
、
室
町
末
期
か
ら
戦
国
期
頃
の
五
輪
塔
で
あ
る
。
現
在
は
こ
の
附
近
に
は
一
軒
の
家
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
吾
妻
七
騎
に
次
で
出

て
い
る
地
侍
の
中
で
、
田
村
新
右
衛
門
が
湯
原
と
な
っ
て
い
る
。
(
古
戦
録
、
岩
橿
記
録
〉
田
村
新
右
衛
門
と
並
ん
で
沢
渡
と
し
て
名
前

の
出
て
く
る
の
が
、
関
口
太
郎
左
衛
円
で
あ
る
。
温
泉
の
源
泉
地
の
北
側
に
温
泉
明
神
と
温
泉
薬
師
の
社
地
が
あ
る
が
、
こ
の
片
隅
に
五

輪
塔
や
、
宝
僅
印
塔
の
屋
蓋
な
ど
が
散
乱
し
て
い
る
。



戦
国
期
に
活
躍
し
た
地
侍
と
、
こ
れ
ら
の
五
輪
塔
な
ど
の
石
造
物
資
料

温泉薬師の所にある五輪塔

と
関
連
づ
け
て
説
明
す
る
こ
と
は
む
づ
か
し
い
。
少
な
い
資
料
で
、
仮
説

を
も
っ
て
結
論
づ
け
て
み
る
と
、
鎌
倉
時
代
に
は
文
永
の
画
像
板
砕
を
造

立
し
た
豪
族
が
い
た
。
そ
の
子
孫
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、
唐
沢
杢
之

助
が
、
岩
橿
域
の
老
臣
で
あ
る
富
沢
但
馬
の
家
か
ら
出
て
、
沢
渡
に
本
拠

を
持
ち
、
そ
の
子
玄
蕃
の
頃
に
は
、
真
田
信
幸
に
従
っ
て
戦
い
頭
角
を
表

し
た
。
典
型
的
な
戦
国
武
士
で
あ
り
(
吾
妻
七
騎
)
、
元
和
値
武
に
よ
っ
て

平
和
な
時
代
に
な
る
と
、
衰
退
し
て
い
っ
た
。

ハ
割
田
下
総
が
平
和
な
時

代
に
適
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
自
滅
し
た
例
も
あ
る
J

本
領
の
沢
渡
以
外
に
土
着
し
て
し
ま
っ
た
の
か
、
衰
退
し
て
移
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
関
口
太
郎
左
衛
門
ゃ
、
福
田
六
右
衛
門

な
ど
、
温
泉
と
関
係
を
持
ち
、
平
和
な
社
会
に
生
き
て
行
く
道
を
考
え
た
者
が
次
の
時
代
の
中
心
に
な
っ
て
行
く
の
で
あ
り
、
勢
力
の
突

替
は
、
戦
乱
の
社
会
が
終
っ
た
時
に
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

5 

温
泉
集
落
の
形
成

二沢渡温泉の歴史

湯
の
街
と
し
て
沢
渡
の
集
落
が
形
成
さ
れ
た
の
は
い
つ
ご
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
沢
渡
の
西
北
に
あ
る
山
が
秋
葉
山
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
火
除

け
の
神
で
あ
る
秋
葉
社
を
肥
っ
た
こ
と
か
ら
こ
う
呼
ん
で
い
る
が
、
昭
和
二
十
年
の
山
火
事
は
、
秋
葉
山
の
杉
山
が
先
に
焼
け
そ
の
火
が
沢

渡
に
降
り
か
か
る
よ
う
に
し
て
村
中
が
全
焼
し
て
し
ま
っ
た
。
「
水
利
の
悪
い
温
泉
場
」
の
と
お
り
、
火
事
も
何
度
か
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が

ハ
そ
の
た
め
に
秋
葉
山
が
勧
請
さ
れ
た
。
旅
寵
屋
に
と
っ
て
火
災
が
一
番
恐
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
J

昭
和
二
十
年
の
大
火
は
、
古
文
書
・
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資
料
の
ほ
と
ん
ど
を
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
温
泉
史
を
書
く
た
め
に
は
、
沢
渡
以
外
で
沢
渡
の
史
料
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
は
じ

め
か
ら
少
な
か
っ
た
中
世
以
前
と
異
な
り
、
近
世
以
降
は
多
く
の
史
料
が
あ
っ
た
の
に
、
ご
く
わ
ず
か
な
史
料
で
書
く
こ
と
は
残
念
で
あ

る
が
仕
方
が
な
い
。
今
後
も
、
沢
渡
の
史
料
を
探
し
な
が
ら
、
町
誌
を
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

温
泉
集
落
の
形
成
を
、
安
政
五
年
三
月
の
村
柄
明
細
書
上
帳
(
中
之
条
町
役
場
文
書
〉
と
、
上
州
沢
渡
温
泉
全
図
(
木
版
画
、
江
戸
中

期
ご
ろ
の
も
の
、
群
馬
県
温
泉
審
議
会
委
員
木
暮
敬
所
蔵
〉
を
中
心
に
述
べ
て
み
る
。

川
村
明
細
帳
に
み
る
上
沢
漉
村

岩
植
の
斎
藤
氏
の
あ
と
、
真
田
氏
の
領
地
と
な
っ
た
沢
渡
は
、
天
和
元
年
(
一
六
八
一
)
の
真
田
伊
賀
守
信
直
の
改
易
に
よ
り
天
領
と

な
る
。
そ
の
後
、
旗
本
領
と
な
っ
た
り
、
コ
一
卿
の
一
人
で
あ
る
清
水
家
の
領
地
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

村
柄
明
細
書
上
帳
は
、
領
主
や
代
官
が
交
替
し
た
り
す
る
と
き
に
、
村
役
人
(
名
主
・
組
頭
・
百
姓
代
な
ど
農
民
の
中
か
ら
選
出
さ
れ

た
代
表
者
。
〉
か
ら
報
告
書
と
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
安
政
五
年
三
八
五
八
)
の
村
明
細
は
、
冊
子
に
な
っ
て
い
て
、
表
紙

の
中
央
に
、
村
柄
明
細
書
上
帳
と
あ
り
左
右
に
、
安
政
五
午
年
三
月
、
月
の
下
に
、
上
野
国
吾
妻
郡
上
沢
渡
村
と
あ
る
。
上
沢
渡
村
と
は
、

湯
・
蛇
野
・
牧
場
・
大
岩
・
久
森
・
前
尻
・
湯
原
・
古
座
部
・
下
反
下
・
上
反
下
等
の
部
落
を
総
称
し
て
い
る
。

90 

特輯lV混

ハ
表
紙
〉

「
村
柄
明
細
書
上
帳
安
政
五
午
年
三
月

上
野
国
吾
妻
郡
上
沢
渡
村
」

石
盛
七

石
盛
五

石
盛
口

石
盛
弐

石
盛
壱

一
高
弐
百
姶
七
石
壱
斗
八
升
弐
合

此
反
別
六
拾
九
町
九
畝
拾
五
歩

本
村
分

上
野
国
吾
妻
郡

上
沢
渡
村

上
畑
壱
反
-
一
付
永
百
七
拾
八
文

中
畑
壱
反
ユ
付
永
百
四
拾
六
文

下
畑
壱
反
-
一
付
永
六
拾
六
文

下
々
畑
壱
反
ニ
付
永
五
拾
文

山
下
々
畑
壱
反
-
一
付
永
三
拾
四
文

大
岩
分

中
畑
壱
反
エ
日
付

石
盛
五

永
百
三
拾
三
文



下
畑
壱
反
ニ
付
永
五
拾
九
文

下
々
畑
壱
反
ニ
付
永
三
姶
九
文

山
下
々
畑
壱
反
-
一
一
付
永
弐
姶
八
文

本
村
分

屋
敷
壱
反
-
一
付
永
弐
百
文

大
岩
分

屋
敷
壱
反
-
一
付
永
百
七
拾
八
文

湯
屋
敷
壱
反
三
畝
壱
ト

此
取
反
永
三
百
拾
弐
文

山
林
畑
壱
反
田
一
付
永
拾
文

下
回
壱
反
ニ
付
米
七
斗
弐
升
四
合

下
々
回
壱
反
ニ
付
米
五
斗
六
升
四
合

悪
地
下
々
回
壱
反
ニ
付
米
四
斗
九
合

雑
木
林
壱
反
ニ
付
永
五
文

石
盛
田

石
盛
弐

石
盛
壱

三
軒

行

間

五

聞

は
り
間
三
間

行

間

三

間

は
り
間
弐
間

行

間

弐

聞

は
り
間
壱
間
半

是
者
先
年
真
田
伊
賀
守
様
御
代
修
覆
被
成
下
候
所

先
御
代
官
太
田
弥
太
夫
様
御
支
配
迄
修
覆
葺
替

御
公
儀
様
よ
り
御
入
用
御
下
ケ
被
成
下
置
候
其
後
湯
銭

御
赦
免
被
成
下
湯
場
之
者
地
子
方
-
一
被
仰
付
自
普
請
仕
候

一
温
泉
御
運
上
御
上
納
仕
侯

一
当
村
湯
小
屋

石
盛
七

内

壱
軒

壱
軒

石
盛
七

石
盛
七

壱
軒

石
盛
壱

石
盛
五

石
盛
三

石
盛
二

ニ沢渡温泉の歴史

村
明
細
帳
は
村
の
概
況
を
知
る
に
は
も
っ
と
も
便
利
な
も
の
で
あ
る
。
沢
渡
の
明
細
帳
は
、
代
官
伊
奈
半
左
衛
門
あ
て
に
な
っ
て
い

る
。
伊
奈
半
左
衛
門
は
前
年
(
安
政
四
年
〉
か
ら
こ
の
地
方
の
代
官
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
代
官
が
交
替
し
た
の
で
、
代
官
宛
に
村

柄
を
書
上
げ
て
報
告
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
安
政
五
年
(
一
八
五
八
)
と
云
え
ば
、
五
ヶ
国
条
約
(
通
商
条
約
)
が
結
ぼ
れ
て
横
浜
の

開
港
の
行
な
わ
れ
た
年
で
あ
る
。
あ
と
十
年
で
明
治
維
新
と
な
る
幕
末
で
あ
る
。
変
化
の
少
な
い
江
戸
時
代
で
あ
る
が
、
こ
の
あ
と
一
、

二
年
で
の
村
の
様
子
も
大
き
く
変
る
、
開
国
に
よ
る
変
動
の
始
ま
る
年
で
も
あ
る
。
で
は
村
明
細
か
ら
村
の
様
子
を
み
て
み
よ
う
。

①
村
高
村
高
は
、
「
高
弐
百
拾
七
石
壱
斗
八
升
弐
合
」
で
、
反
別
は
「
六
拾
九
町
九
畝
拾
五
歩
」
と
あ
る
。
真
田
伊
賀
守
の
時
代
に
は
、

ご
高
八
百
七
拾
四
石
余
上
沢
渡
村
」
ハ
加
沢
平
次
左
衛
門
著
、
天
和
元
年
上
野
園
沼
悶
領
品
々
覚
書
に
よ
る
)
と
な
っ
て
お
り
約
四
倍
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に
近
い
石
高
で
あ
る
。
そ
の
あ
と
、
貞
享
検
地
に
よ
り
、
伊
賀
守
の
寛
文
検
地
以
前
の
石
高
に
も
ど
っ
た
。
そ
の
直
後
で
あ
る
元
禄
郷
帳

に
あ
る
石
高
を
み
る
と
、
「
一
高
弐
百
拾
七
石
壱
斗
八
升
弐
合
、
上
沢
渡
村
」
と
あ
り
、
安
政
の
村
明
細
と
全
く
同
じ
石
高
と
な
っ
て
い

る
。
元
禄
年
間
(
一
六
八
八
!
一
七

O
四
〉
か
ら
、
安
政
五
年
(
一
八
五
八
〉
で
は
、
百
七
拾
年
の
聞
が
あ
り
、
そ
の
問
、
石
高
が
全
く

変
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
沢
渡
の
み
で
は
な
い
が
、
村
の
変
化
が
少
な
か
っ
た
と
推
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

②
貢
租
本
村
分
(
沢
渡
温
泉
)
と
大
岩
分
を
区
別
し
て
い
る
。
温
泉
地
で
あ
る
本
村
の
方
が
、
大
岩
よ
り
も
屋
敷
に
課
す
る
税
が
高
く

な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
本
村
分
は
「
屋
敷
壱
反
ニ
付
永
弐
百
文
石
盛
七
」
で
あ
り
、
大
岩
分
が
「
壱
石
ニ
付
永
百
七
拾
八
文

92 

特揖lV

石
盛

七
」
と
な
っ
て
い
る
。
両
地
と
も
石
盛
七
と
な
っ
て
い
る
。
反
当
た
り
の
収
量
を
七
斗
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
村

(
沢
渡
温
泉
)
と
大
岩
で
は
同
じ
石
盛
七
で
あ
っ
て
も
二
十
二
文
の
貢
祖
の
差
異
が
あ
る
。
温
泉
場
で
あ
る
点
を
加
味
し
た
が
、
或
は
気

候
が
寒
冷
で
あ
る
大
岩
地
区
を
特
別
に
し
た
の
か
断
定
は
で
き
な
い
が
差
を
つ
け
て
い
る
。

以
上
の
本
年
頁
(
本
途
物
成
・
田
畑
の
正
税
〉
の
他
に
、
様
々
な
形
で
貢
祖
を
納
め
て
い
る
が
、
上
沢
渡
村
の
場
合
、
次
の
よ
う
な
税

を
上
納
し
て
い
る
。
小
物
成
(
副
業
・
特
産
物
、
山
野
河
沼
か
ら
の
諸
収
入
〉
と
し
て
、
大
豆
代
、
荏
代
、
薪
役
、
百
姓
林
、
鉄
抱
役

(
村
内
に
十
五
挺
あ
り
、
金
を
納
め
て
猟
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
魚
鳥
の
運
上
金
は
納
め
て
い
な
い
J
そ
の
他
の
税
と
し
て
、
水
車
こ

か
わ
の
り

ケ
所
の
運
上
と
、
河
苔
の
運
上
を
納
め
て
い
る
点
で
あ
る
。
河
苔
は
、
奥
反
下
に
現
在
で
も
自
生
し
て
い
て
採
取
を
し
て
い
る
。

③
温
泉
運
上
金
上
沢
渡
村
の
特
別
な
税
と
し
て
納
め
た
の
が
温
泉
運
上
金
で
あ
る
。
こ
の
明
細
帳
に
は
、
三
軒
の
湯
小
屋
が
あ
っ
た
と
記

し
て
あ
る
。
そ
し
て
、
真
田
伊
賀
守
の
時
代
に
は
、
湯
小
屋
の
修
覆
は
領
主
が
行
な
っ
た
。
伊
賀
守
改
易
後
、
代
官
太
田
弥
太
夫
(
元
禄

年
間
の
代
官
)
の
時
に
は
、
湯
小
屋
修
覆
の
費
用
は
幕
府
か
ら
出
た
。
「
其
後
湯
銭
御
赦
免
に
成
し
下
さ
れ
、
湯
場
の
者
地
子
方
ニ
仰
せ
付

け
ら
れ
自
普
譜
仕
り
候
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
湯
銭
は
免
除
さ
れ
る
か
わ
り
に
、
湯
小
屋
三
軒
の
修
理
は
村
中
の
者
で
費
用
分
担

し
て
行
な
う
自
普
請
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
温
泉
運
上
金
は
納
入
す
る
が
、
入
湯
の
湯
銭
収
入
は
地
元
で
修
覆
そ
の
他
の
費
用
に



委
さ
れ
て
い
た
。
真
田
伊
賀
守
の
時
代
に
は
、
天
和
元
年
の
沼
田
領
品
々
覚
書
に
あ
る
よ
う
に
、
湯
銀
四
貫
文
を
納
め
る
代
り
に
、
修
覆

費
用
は
領
主
が
出
し
て
い
る
。

明
和
八
年
に
、
上
沢
渡
村
名
主
太
郎
左
衛
門
か
ら
代
官
野
田
弥
市
右
衛
門
・
蔭
山
外
記
あ
て
に
、
温
泉
運
上
免
除
の
願
い
が
提
出
さ
れ

て
い
る
。
ハ
中
之
条
町
役
場
所
蔵
文
書
〉
四
通
の
文
書
が
あ
り
、
同
年
三
月
の
文
書
に
よ
る
と
、
温
泉
運
上
金
を
仰
付
ら
れ
た
が
、
当
村

は
「
山
中
土
地
悪
し
く
谷
合
之
村
方
、
殊
-
一
温
泉
場
所
、
至
市
狭
ク
難
場
故
、
湯
小
屋
修
覆
等
之
節
材
木
屋
根
材
引
取
候
節
も
人
足
多
分

-
一
相
異
リ
其
上
湯
煙
-
一
一
問
屋
根
ト
わ
く
度
と
葺
替
仕
候
ニ
付
」
入
費
も
か
さ
む
の
で
大
変
だ
と
し
、
更
に
、
湯
屋
数
は
七
軒
に
て
、
湯
屋

数
壱
反
-
一
付
永
三
百
拾
弐
文
づ
っ
上
納
し
て
き
た
が
、
運
上
金
を
免
除
し
て
ほ
し
い
と
願
い
出
て
い
る
。
当
時
の
村
役
人
は
名
主
が
関
口

太
郎
左
衛
門
で
、
年
寄
福
田
六
右
衛
円
で
あ
る
。

沢渡温泉の歴史

次
に
、
同
年
四
月
付
の
願
書
で
、
願
人
の
村
役
人
も
、
宛
所
の
代
官
も
同
じ
野
田
、
蔭
山
両
人
あ
て
で
あ
る
。
二
通
目
に
よ
っ
て
み
る

と
前
書
に
出
し
た
願
の
趣
旨
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
願
書
の
中
に
真
田
伊
賀
守
時
代
に
は
、
湯
銭
上
納
(
湯
錯
四
貫
文
上
納
)
屋
根
普

譜
は
領
主
持
ち
。
元
禄
二
年
天
領
と
な
り
代
官
太
田
弥
太
夫
時
代
に
は
、
湯
銭
免
除
、
年
貢
定
納
、
湯
小
屋
普
譜
は
自
普
譜
と
な
っ
た
。

年
貢
上
納
の
上
に
、
地
子
銭
と
し
て
上
納
す
る
こ
と
は
湯
宿
渡
世
続
き
か
ね
る
の
で
嘆
願
の
上
、
元
禄
六
年
、
雨
宮
勘
兵
衛
が
代
官
の

時
、
地
子
銭
を
免
除
さ
れ
、
年
貢
は
湯
屋
敷
一
反
に
つ
き
三
百
文
、
定
納
と
な
っ
た
。
反
三
百
文
の
年
貢
は
「
御
運
上
同
前
之
高
免
之
御

年
貢
上
納
」
の
上
、
又
、
別
段
の
運
上
金
を
納
入
申
付
け
ら
れ
て
は
、
難
儀
で
あ
る
の
で
免
除
し
て
ほ
し
い
旨
が
記
し
て
あ
る
。

こ
の
願
は
、
聞
届
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
見
え
て
、
次
の
よ
う
な
書
状
が
残
っ
て
い
る
。

上
州
吾
妻
郡
上
沢
渡
村

但
壱
ヶ
年
分
定
納
奉
願
候
温
泉
御
運
上

右
者
上
州
吾
妻
郡
上
沢
渡
村
温
泉
之
義
是
迄
無
運
上
-
一
御
座
候
、
此
度

御
呼
出
運
上
可
差
上
回
目
御
吟
味
ニ
付
申
上
候
者
、
往
昔
御
私
領
之
節
ハ
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文



史

湯
銭
上
納
仕
湯
小
屋
普
請
御
入
用
被
下
置
処
、
天
和
年
中
御
料
所
-
一
罷

成
是
又
御
普
請
御
入
用
被
下
所
、
元
禄
二
巴
年
太
田
弥
太
夫
様
御
支
配

之
節
右
湯
銭
上
納
御
免
被
下
地
子
上
納
弁
御
普
請
所
之
分
不
残
自
普
請

ニ
被
仰
付
猶
又
元
禄
六
酋
年
雨
宮
勘
兵
衛
様
御
支
配
之
節
奉
願
地
子

上
納
御
免
被
成
下
湯
屋
敷
之
分
壱
反
ニ
付
永
三
百
文
宛
反
取
増
永
被

仰
付
、
其
以
来
右
之
通
リ
増
御
年
貢
上
納
仕
来
リ
候
、
主
温
泉
場
所
之

義
自
普
請
入
用
彩
敷
相
掛
リ
近
年
別
而
湯
治
人
不
足
ニ
而
仕
嘗
-
一
合
兼

候
得
共
、
右
湯
宿
-
一
而
渡
世
仕
来
候
儀
、
殊
ニ
山
奥
之
義
渡
世
致
方
も

無
御
座
漸
取
統
候
仕
合
故
無
拠
相
績
仕
候
得
共
、
当
温
泉
之
義
ハ
普
請

仕
方
大
造
之
入
用
相
懸
リ
候
処
山
中
霧
深
ク
其
上
湯
煙
リ
ニ
而
三
四
年

外
保
不
申
候
、
勿
論
度
均
一
修
覆
仕
候
問
、
彼
是
以
御
運
上
御
免
奉
願
候

所
御
吟
味
被
仰
関
候
者
是
迄
湯
宿
屋
敷
御
年
貢
之
内
増
永
上
納
之
義

者
、
湯
治
人
等
入
込
阪
ひ
候
場
所
-
一
候
而
反
取
増
方
も
可
被
仰
付
儀
ニ

而
申
立
候
趣
御
取
用
難
相
成
温
泉
ニ
付
、
無
運
上
ニ
而
者
難
御
差
震
候

温泉特輯百

問
、
何
分
当
卯
年
B
上
納
可
仕
旨
御
吟
味
之
趣
承
知
仕
候
、
右
申
上
侯

通
り
温
泉
普
請
ニ
付
大
造
之
入
用
相
掛
殊
更
前
書
申
立
候
通
リ
湯
屋
敷

御
年
貢
も
増
上
納
仕
努
以
難
義
と
奉
存
候
得
共
御
吟
味
之
趣
無
拠
奉
存

候
問
、
当
卯
年
S
壱
ヶ
年
永
弐
百
九
拾
文
御
運
上
上
納
可
仕
候
問
、
右

之
通
り
年
ミ
定
納
被
仰
付
被
下
霞
候
様
奉
願
上
候
勿
論
壱
ヶ
年
湯
治

人
漸
弐
百
七
拾
人
程
外
無
御
座
侯
問
、
右
之
外
被
仰
付
候
而
ハ
何
分

御
請
難
仕
段
、
温
泉
御
差
止
被
仰
付
候
共
無
拠
御
儀
ニ
奉
存
候
、
依
・

之
印
形
差
上
申
所
如
件

明
和
八
年
卯
四
月

町
田
弥
市
右
衛
門
様

蔭
山
外
記
様

御
役
所
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上
州
吾
妻
郡
上
沢
渡
村名

主
太
郎
左
衛
門

年
寄
六
右
衛
門

組
頭
三
郎
右
衛
門

四
月
に
右
の
よ
う
な
書
状
を
提
出
し
た
が
、
当
初
の
三
百
文
よ
り
拾
文
低
い
二
百
九
十
文
で
、
ょ
ん
ど
こ
ろ
な
く
承
知
し
て
い
る
。

壱
ヶ
年
、
弐
百
七
拾
人
程
の
入
湯
者
で
あ
り
、
「
右
之
他
、
仰
せ
つ
け
ら
れ
候
て
は
、
何
分
御
請
け
仕
り
が
た
き
段
、
温
泉
御
差
と
め
仰

せ
つ
け
ら
れ
候
共
、
ょ
ん
ど
こ
ろ
な
き
御
儀
に
存
じ
奉
り
候
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
永
弐
百
五
拾
文
に
決
定
し
て
い
る
。
九
月
付
で
「
温
泉
御
運
上
書
面
之
通
り
被
仰
付
、
畏
み
車
中
り
、
依
っ
て
御
請
印
形
、

指
し
上
げ
申
す
と
こ
ろ
、
よ
っ
て
件
の
如
し
」
と
い
う
文
書
が
残
っ
て
い
る
。
な
お
こ
の
文
書
を
み
る
と
、
四
万
村
は
、
永
弐
百
文
と
な

っ
て
い
る
。
四
万
よ
り
も
五

O
文
程
沢
渡
の
方
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
、
草
津
温
泉
と
の
関
連
で
、
沢
渡
の
方
が
こ
の
時
期
、
賑
い
を
み

せ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。



O
中
之
条
町
役
場
所
蔵
文
書
ニ

差
上
申
一
札
之
事

一
永
弐
百
文
上
州
吾
妻
郡
四
万
村

一
永
弐
百
五
拾
文
阿
部
上
沢
渡
村

右
者
温
泉
御
運
上
書
面
之
通
り
被
仰
付
奉
畏
依
之
御
諸
印
形
指
上
申

処
仰
而
如
件

明
和
八
年
卯
九
月

上
沢
渡
村

名
主
太
郎
左
衛
門

④ 

村
明
細
に
書
か
れ
て
い
る
沢
渡
村
は
、

湯
の
街
と
上
沢
渡
村

の
b

り
江
戸
迄
道
法
四
拾
里
」
と
あ
る
。
土
地
は
黒
土
、
赤
土
で
あ
り
、
御
留
山
二
ケ
所
と
あ
る
。
内
松
尾
森
(
も
み
、
な
ら
、
ぷ
な
〉
、
中
立

「
当
村
よ

神
西
中
之
条
、
中
之
条
、
伊
勢
町
・
市
城
・
青
山
・
横
尾
、
平
、
五
反
田
、

組
原
町
の
十
二
ケ
村
入
会
の
稼
場
が
、
当
村
の
山
に
あ
っ
た
。

ロ下反

二沢渡祖泉の歴史

年
寄
六
右
衛
門

組
頭
三
郎
右
衛
門

四
万
村名

主
文
左
衛
門

組
頭
長
太
夫

百
姓
代
佐
太
夫

野
田
弥
市
左
衛
門
様

蔭
山
外
記
様

御
役
所

「
当
村
東
西
に
弐
里
半
程
、
南
北
江
壱
里
参
拾
丁
程
」

森
(
な
ら
、
ぶ
な
〉
の
木
は
、
長
須
橋
・
山
田
川
橋
、
下
沢
渡
村
橋
の
三

ケ
所
の
普
譜
材
を
伐
っ
て
い
る
。
株
場
に
つ
い
て
は
、
下
沢
渡
、
折
田
、

草
津
通
り
と
し
て
、
道
路
、
橋
に
つ
い
て
、
村
内
に
自
普
請
の
土
橋
が

三
ケ
所
(
湯
原
川
・
湯
尻
川
・
白
石
沢
川
)
に
あ
っ
た
。
現
在
の
道
と
少

し
違
っ
て
い
て
、
寺
社
原
か
ら
前
尻
を
通
り
、
蛇
野
川
の
南
側
の
山
根
を

通
っ
て
蛇
野
よ
り
湯
尻
橋
を
経
て
沢
渡
に
入
る
道
と
湯
原
か
ら
沢
渡
に
至
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泉史

る
道
が
あ
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
か
ら
沢
渡
に
入
る
道
に
は
道
祖
神
が
立
っ
て
い
る
。
湯
原
の
反
下
口
(
反
下
と
沢
渡
の
分
岐
点
)
と
、

寺
社
原
方
面
か
ら
沢
渡
、
蛇
野
の
分
岐
点
の
前
尻
に
、
寛
保
三
年
の
道
祖
神
が
あ
る
。
湯
原
と
前
尻
の
道
祖
神
は
、
沢
渡
温
泉
の
入
口
の

三
本
辻
に
立
っ
て
い
る
。
沢
渡
神
社
境
内
の
道
祖
神
は
こ
の
こ
つ
と
少
し
異
な
り
、
伊
那
高
遠
系
の
石
工
の
作
っ
た
の
も
と
考
え
ら
れ
る
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温特積lV

立
派
な
も
の
で
あ
る
。

沢
渡
の
道
祖
神
が
現
在
の
場
所
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
の
後
半
で
あ
る
。
そ
の
前
は
、
ど
ん
ど
ん
焼
(
ど
う
ろ
く
神
焼

き
と
も
言
っ
て
、
正
月
十
四
日
の
夜
、
道
祖
神
祭
を
す
る
と
き
、
ま
ゆ
玉
を
持
ち
よ
り
、
大
正
月
の
松
か
ざ
り
な
ど
を
焼
き
そ
の
火
で
ま

ゆ
玉
を
焼
く
行
事
で
あ
る
J
の
場
所
が
道
祖
神
の
安
置
さ
れ
て
い
た
場
所
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
所
は
二
十
三
夜
塔
の
あ
る
東
側
の
三
本
辻

と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
は
、
久
森
か
ら
の
道
と
、
湯
原
か
ら
の
道
が
集
ま
る
三
本
辻
で
あ
る
。
こ
こ
が
普
か
ら
の
ど
ん
ど
ん
焼
の
場
所
で
あ

り
こ
こ
に
沢
渡
の
道
祖
神
は
置
か
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

上
沢
渡
村
は
畑
作
が
中
心
で
、
麦
・
粟
・
稗
・
そ
ば
・
大
根
・
小
豆
・
小
麦
を
作
り
、
回
は
少
な
か
っ
た
。
男
稼
と
し
て
、
鍛
治
炭
を

出
し
て
い
る
。
深
、
桑
を
作
り
、
養
蚕
も
少
々
し
て
い
る
。
麻
っ
く
り
、
紙
す
き
は
全
く
し
て
い
な
い
。
山
間
の
村
ら
し
く
、
鉄
胞
が
十

五
挺
あ
り
、
「
御
役
永
を
差
出
し
猟
仕
り
候
」
と
あ
り
、
猟
師
も
亦
、
土
地
柄
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

寺
は
、
曹
洞
宗
応
永
寺
未
龍
谷
山
永
林
寺
が
一
ケ
寺
で
あ
る
。
温
泉
内
に
、
薬
師
堂
が
あ
り
、
除
地
下
々
畑
壱
反
三
畝
歩
と
あ
る
。

他
、
本
山
山
伏
、
京
都
住
心
院
同
行
の
光
福
院
、
正
学
院
の
二
院
が
あ
っ
た
。
座
頭
、
行
人
、
ご
ぜ
、
穣
多
、
猿
引
、
ゑ
び
す
お
ろ
し
は

御
座
な
く
候
と
あ
る
。

∞
近
世
沢
渡
温
泉
全
国
に
み
石
沢
渡
の
湯

以
上
、
安
政
の
村
明
細
に
よ
っ
て
、
沢
渡
の
様
子
を
述
べ
た
が
、
江
戸
時
代
の
中
期
ご
ろ
と
思
わ
れ
る
「
上
州
沢
渡
温
泉
之
全
図
」

(
木
暮
敬
・
江
戸
時
代
の
上
州
沢
渡
温
泉
絵
図
、
群
馬
歴
史
散
歩
一
八
号
〉
を
み
る
と
、
湯
が
五
カ
所
に
あ
る
。
「
ヌ
ル
湯
」

「
熱
ノ
湯
」



『
江
戸
時
代
の
絵
図
に
「
ナ
オ
シ
湯
」
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
草
津
温
泉

の
酸
性
泉
浴
湯
皮
膚
炎
(
湯
た
だ
れ
〉
を
治
す
た
め
に
、
す
で
に
江
戸
時
代
か
ら
沢
渡
の

「
ナ
オ
シ
湯
」
が
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
』
と
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
温
泉
須
知
(
西
川
義
方
著
〉
の
中
の
沢
渡
温
泉
の
項
目
を
引
用
し
て
、
「
沢
渡
温
泉
、
食
塩
含
有
硫
化
水
素
泉
(
剖

l
却

C
)
昔
か

ら
上
の
湯
、
中
の
湯
、
下
の
湯
の
三
つ
区
別
し
て
泉
効
を
差
別
し
て
い
る
。
上
の
湯
は
温
子
湯
で
疲
労
が
と
れ
る
湯
で
神
経
痛
、
胃
腸
病

に
よ
い
。
夜
分
小
便
の
近
い
人
で
も
そ
れ
が
遠
く
な
り
消
渇
な
ど
は
治
る
。
と
こ
ろ
が
中
の
湯
は
冷
え
る
湯
で
一
名
眼
の
湯
と
呼
ば
れ
、

上
せ
、
眼
病
は
治
る
が
消
渇
は
悪
化
す
る
。
」
と
し
て
、
下
の
湯
に
つ
い
て
は
、
名
前
を
あ
げ
て
い
な
が
ら
泉
効
に
つ
い
て
述
べ
て
い
な
い
。

沢渡温泉の歴史

西
川
博
士
は
、

「
子
ツ
ノ
湯
」
を
上
ノ
湯
、

「
メ
ノ
湯
」

「
瀧
ノ
湯
」
の
五
つ
の
湯
の
名
前
が
出
て
い
る
。

「
ナ
ヲ
シ
」

上州沢渡温泉先全図(木暮敬氏提供〉

新
井
信
示
の
所
蔵
史
科
に
よ
る
と
、
延
宝
七
年
真
田
伊
賀
守
の
入
湯
し
た
時
は
、
上
ノ

湯
と
下
ノ
湯
だ
け
で
、
宝
永
七
年
に
な
っ
て
中
ノ
湯
が
始
っ
た
と
あ
る
。
安
政
五
年
の
村

明
細
も
、
当
村
湯
小
屋
三
軒
と
あ
り
、
明
治
二
十
五
年
の
上
野
鉱
泉
誌
(
高
橋
周
滝
編
〉
に

も

「
源
泉
は
上
ノ
湯
、
中
ノ
湯
、
下
ノ
湯
の
三
所
」
と
出
て
い
る
。
こ
の
沢
渡
温
泉
之
全

図
(
木
版
画
〉
に
あ
る
「
ヌ
ル
湯
」

「
子
ツ
ノ
湯
」

「
メ
ノ
湯
」
「
ナ
ヲ
シ
湯
」
「
滝
ノ
湯
」

は
、
上
、
中
、
下
の
湯
の
ど
れ
に
相
当
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
木
暮
敬
は
、

「
ナ
ヲ
シ
湯
」
を

下
ノ
湯
で
あ
る
と
し
て
、
沢
渡
温
泉
が
草
津
の
直
し
湯
(
仕
上
湯
〉
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
メ
ノ
湯
」

「
ヌ
ル
湯
」
を
中
ノ
湯
と
し
、

「
ナ
オ
シ
湯
」
を
下
ノ
湯
と
し
て
い
る
。

沢
渡
は
、
昭
和
十
年
の
水
害
に
て
、
湯
の
近
く
の
様
子
が
す
っ
か
り
変
っ
て
し
ま
っ
た
。
水
害
前
の
湯
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
に
聞

い
て
み
る
と
、
上
の
湯
に
は
、
大
き
い
浴
槽
(
温
い
湯
)
と
小
さ
い
浴
槽
(
熱
い
湯
)
が
あ
り
、
他
に
中
の
湯
、
下
の
湯
、
滝
の
湯
が
あ
っ
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温泉史

た
。
草
津
帰
り
と
呼
ば
れ
て
い
る
湯
た
だ
れ
を
治
す
患
者
は
主
と
し
て
上
の
湯
に
入
っ
て
い
た
。
下
の
湯
は
、
胃
腸
病
に
効
く
と
云
わ
れ

て
お
り
、
皮
膚
や
お
で
き
な
ど
に
は
、
上
の
湯
が
使
わ
れ
て
い
た
。
自
の
湯
は
中
の
湯
で
あ
り
、
中
・
下
は
裕
槽
は
一
つ
づ
つ
で
あ
っ
た
。

滝
の
湯
は
、
少
し
は
な
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
村
人
も
、
湯
治
者
も
利
用
者
が
少
な
か
っ
た
と
云
う
。
つ
ま
り
、
湯
治
者
と
一
般
の
人
の
入
浴

区
別
が
明
治
頃
に
は
す
っ
き
り
と
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
湯
治
人
は
ほ
と
ん
ど
上
の
湯
を
利
用
し
て
い
た
と
云
う
。
(
唐
沢
ま
つ
談
伺
才
〉

温
泉
の
源
泉
の
北
側
に
、
湯
泉
と
薬
師
が
並
ん
で
い
る
。
温
泉
は
温
泉
明
神
の
こ
と
で
あ
り
、
現
在
は
天
神
山
に
移
っ
て
い
る
。
注
目

す
べ
き
こ
と
は
、
丸
本
の
東
側
に
、
最
泉
寺
と
大
日
堂
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
安
政
の
村
明
細
に
は
、
曹
洞
宗
の
永
林
寺
一
ケ
寺
の
み
で

あ
っ
た
。
大
日
堂
の
と
こ
ろ
は
、
ご
く
最
近
ま
で
薬
師
堂
が
あ
っ
た
。
大
日
と
薬
師
を
同
時
に
把
っ
て
い
た
と
も
云
わ
れ
て
い
る
。
真
言

宗
か
天
台
宗
系
統
に
多
い
大
日
堂
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
曹
洞
宗
の
永
林
寺
と
は
別
系
統
の
最
泉
寺
が
あ
っ
た
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
山

伏
の
東
福
院
、
正
学
院
に
つ
い
て
も
史
料
が
な
く
て
わ
か
ら
な
い
。

高
札
場
が
ニ
カ
所
に
あ
り
、
温
泉
の
入
口
と
、
湯
小
屋
の
前
に
あ
る
こ
と
、
湯
小
屋
を
囲
み
湯
宿
が
並
ん
で
い
る
様
子
な
ど
よ
く
描
か

れ
て
い
て
、
絵
図
は
資
料
の
少
な
い
沢
渡
温
泉
に
と
っ
て
、
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
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湯

宿

の

発

達

温
泉
場
は
、
温
泉
が
湧
い
て
い
る
た
め
に
人
が
集
ま
り
集
落
が
発
展
し
た
の
で
あ
り
、
温
泉
宿
の
経
営
者
が
、
湯
守
・
湯
支
配
等
の
名
で

温
泉
を
支
配
し
て
い
た
。
伊
香
保
、
四
万
、
草
津
、
川
原
湯
な
ど
近
く
の
温
泉
地
に
は
、
湯
支
配
の
者
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
天
和
元
年
の

「
沼
田
領
品
々
覚
書
」
(
加
沢
平
次
左
衛
門
著
〉
に
よ
る
と
、
「
出
湯
之
事
」
の
項
目
に
、
沼
田
領
内
の
温
泉
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

湯
支
配
・
湯
守
の
名
前
が
は
っ
き
り
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
草
津
・
川
原
揚
・
四
万
の
三
温
泉
の
み
で
あ
る
。
沢
渡
は
湯
守
の
名
前

ゆ
F
た

は
書
い
て
な
い
が
、
湯
鋸
四
貫
文
定
納
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
考
え
て
、
湯
治
人
も
か
な
り
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。



芝
原
(
関
口
、
関
家
等
の

墓
地
〉
御
堂
ヶ
谷
戸
の
谷
の
西
側
の
台
地
(
湯
峰
)
上
に
、
関
口
、
関
、
荻
原
な
ど
の
墓
地
が
あ
る
。
こ
の
墓
地
の
中
央
に
、
湯
本
太
郎

左
衛
門
の
墓
が
あ
る
。
関
口
の
墓
の
中
心
で
あ
り
、
関
口
太
郎
左
衛
門
と
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
も
あ
り
、
太
郎
左
衛
門
が
襲
名
で
、

幕
末
か
ら
明
治
初
年
に
な
り
湯
本
姓
を
名
乗
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
関
口
太
郎
左
衛
門
は
、
湯
宿
と
し
て
も
大
き
な
勢
力
を
持
っ
て

い
た
。
関
口
定
八
は
、
太
郎
左
衛
門
の
弟
で
あ
り
幕
末
に
分
家
し
た
。

老湯谷湯須田沢川草 温
ノ

原 泉

神屋川原川万 波 湯 津
名

樋回重街 支配湯守

手 書人'霊童人更f年書実z 人"一 星
湯

銭

上

百事壱両 官者 納

、0両 、 高

定納 定納定納定納年近入 定納屋敷年に五十年に 備

湯な

し

他
費
令
川
中
湯
・
万
座
・
湯
野
檎
曽
・
東
小
川
の
温
泉
名
が
出
て
い
る
が
「
湯
録
な
し
」
と
あ
る
。

ニ沢渡温泉の歴史

は
、沢

福渡の(1)
回に系

高ま譜
円ら

関 2
唐苗
れ、字

沢
渡
温
泉
の
主
な
家

林
、
富
沢
、
剣
持
等
の
苗
字
で
あ

る
。
苗
字
毎
に
墓
地
が
分
か
れ

て
い
て
、
文
永
の
板
碑
の
出
土

し
た
御
堂
ヶ
谷
戸
の
谷
を
囲
む

よ
う
に
分
布
し
て
い
る
。

国
時
代
の
沢
渡
の
項
参
照
〉

戦

① 

と
、
旅
館
を
経
営
し
た
よ
う
で
あ
る
。

関
口
の
南
側
に
関
の
墓
地
が
あ
る
。
関
家
は
、
問
屋
と
し
て
勢
力
を
持
っ
て
い
た
。
明
治
に
な
っ
て
か
ら
は
、
関
口
太
郎
左
衛
門
の
あ

② 

剣
持
家
墓
地

関
口
家
の
墓
地
の
北
側
、
剣
持
系
の
墓
地
が
あ
る
。
和
算
の
剣
持
予
山
の
墓
も
あ
っ
た
が
、
昭
和
二
十
年
の
大
火
の
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祖泉史

折
、
近
く
の
家
が
焼
け
そ
の
熱
に
よ
っ
て
こ
わ
さ
れ
て
い
る
。

③
唐
沢
家
墓
地
唐
沢
家
は
二
軒
、
そ
れ
ぞ
れ
墓
地
を
持
っ
て
い
る
が
、
唐
沢
家
墓
地
に
あ
る
五
輪
塔
は
温
泉
内
の
墓
地
に
あ
る
石
碑

の
中
で
は
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
。
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福
田
家
の
墓
地
は
二
通
り
あ
る
福
田
六
右
衛
門
系
の
墓
地
で
あ
る
。
湯
宿
と
し
て
勢
力
を
持
っ
て
い
た
家
で
あ
り
、

養
子
福
田
六
郎
右
衛
門
が
幕
末
に
分
家
し
て
い
る
。
福
田
系
の
家
六
軒
の
墓
地
で
あ
る
。

御
堂
ヶ
谷
戸
の
北
東
側
の
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
近
く
か
ら
板
碑
が
出
た
。
江
戸
初
期
の
石
塔
も
あ
る
。

④ 

銀
吾
場
墓
地

⑤ 

林
家
墓
地

⑥ 

富
沢
家
墓
地

林
家
墓
地
の
南
側
に
あ
る
。
前
述
の
元
和
八
年
の
石
塔
も
あ
る
。

篠
墓
場
福
田
宗
禎
系
の
墓
地
で
あ
る
。
④
の
福
田
系
と
違
う
福
田
系
と
云
わ
れ
て
い
る
。
享
和
か
ら
化
政
期
に
か
け
て
出
た
福
田

喜
左
衛
門
が
、
医
師
と
湯
宿
を
兼
ね
て
身
代
を
増
し
、
福
田
六
右
衛
門
に
対
抗
す
る
勢
力
を
持
っ
た
。

こ
れ
ら
の
諸
家
が
沢
渡
に
住
み
つ
い
て
、
温
泉
集
落
を
形
成
し
た
が
、
沢
渡
の
場
合
、
周
辺
の
部
落
と
の
関
係
が
比
較
的
う
す
い
の
が

特
色
で
あ
る
。
草
津
と
六
合
村
、
四
万
と
五
反
田
な
ど
の
場
合
は
、
苗
字
を
み
て
も
、
関
係
深
い
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
し
か
し
、
沢
渡

を
代
表
す
る
有
力
な
苗
字
で
あ
る
福
田
・
関
口
は
、
近
所
の
村
と
特
別
な
関
係
を
示
す
も
の
が
な
い
。
そ
し
て
、
他
の
温
泉
に
比
し
て
、

大
家
の
権
力
が
支
配
的
で
な
い
と
云
う
こ
と
も
特
色
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
関
口
氏
と
福
田
氏
〈
二
系
統
)
の
墓
地
だ

け
が
、
何
々
家
墓
地
と
云
う
名
前
で
な
く
、
銀
呑
場
、
篠
墓
場
、
芝
原
と
か
の
名
前
で
よ
ば
れ
て
い
て
、
こ
の
福
田
、
関
口
の
両
家
系
統

が
特
別
な
力
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑦ 

関
口
系
を
代
表
す
る
関
口
太
郎
左
衛
門
は
、
戦
国
期
の
戦
記
に
も
出
て
く
る
。
沢
渡
・
関
口
太
郎
左
衛
門
と
出
て
く
る
と
こ
ろ
か
ら
、

戦
国
時
代
か
ら
地
侍
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
明
治
初
年
に
転
出
し
て
し
ま
っ
た
た
め
屋
敷
地
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
顕
泉
地
の
西
側

か
ら
南
側
に
か
け
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
現
在
で
も
源
泉
地
か
ら
草
津
方
面
へ
の
道
路
に
沿
っ
て
関
口
姓
の
家
が
多
い
。



福
田
系
は
二
系
統
に
分
か
れ
る
。
丸
本
・
福
田
六
右
衛
門
系
は
、
温
泉
の
東
側
に
居
を
占
め
て
い
る
。
福
田
氏
の
来
歴
は
明
ら
か
で
な

い
が
、
江
戸
時
代
初
期
に
は
沢
渡
を
代
表
す
る
勢
力
に
な
っ
て
い
た
。
本
家
で
あ
る
丸
本
の
位
牌
に
よ
っ
て
み
る
と
、
大
先
祖
は
、
源
氏

に
従
っ
て
戦
い
、
寿
永
元
年
に
没
し
た
福
田
六
右
衛
門
を
大
先
祖
と
し
、
「
文
禄
三
年
七
月
一
日
没
湯
六
右
衛
門
」
を
先
祖
と
し
て
代
々

六
右
衛
門
を
襲
名
し
て
い
る
。
文
禄
三
年
没
の
六
右
衛
門
の
噴
か
ら
沢
渡
に
住
み
湯
宿
を
経
営
し
村
役
人
を
勤
め
た
と
い
う
。

も
う
一
つ
の
福
田
は
、
丸
大
・
福
田
宗
禎
の
系
統
で
あ
る
。
福
田
六
右
衛
門
と
道
路
を
は
さ
ん
で
屋
敷
を
持
ち
少
し
お
く
れ
て
沢
渡
に

来
た
が
、
医
師
を
兼
業
し
て
繁
栄
し
た
。
享
保
十
五
年
に
、
武
川
粕
壁
の
浪
人
で
関
根
浅
右
衛
門
が
、
親
の
仇
の
討
つ
た
め
諸
国
を
巡
っ

て
い
た
が
、
仇
に
死
な
れ
て
仇
討
が
不
可
能
と
な
り
、
沢
渡
に
足
を
止
め
て
、
福
田
喜
左
衛
門
の
後
家
の
と
こ
ろ
に
入
婿
し
、
医
者
と
な

っ
た
。
丸
大
を
本
家
と
し
、
湯
尻
、
中
屋
敷
の
一
一
一
家
に
分
か
れ
た
。
丸
本
系
よ
り
お
く
れ
て
、
江
戸
中
期
以
降
は
、
医
業
と
旅
龍
を
兼
ね

て
新
興
勢
力
と
な
っ
て
い
る
。

∞
湯
宿
の
形
成
発
展

湯
宿
の
発
達
の
時
期
は
、
大
江
戸
文
化
の
欄
熟
す
る
化
政
期
以
降
と
思
わ
れ
る
。
江
戸
初
期
の
湯
宿
経
営
の
史
料
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
後
の
記
録
で
は
あ
る
が
、
真
田
伊
賀
守
と
そ
の
母
の
慶
寿
院
の
入
湯
の
記
事
が
あ
る
。

沢渡楓泉の歴史

新
井
信
示
筆
写
文
書
(
屋
代
周
二
、
沢
渡
温
泉
の
古
事
来
歴
)

一
、
延
宝
七
年
己
未
夏
、
沼
田
城
主
従
五
位
下
行
伊
賀
守
滋
野
姓
真
田

氏
信
直
、
沢
渡
御
湯
治
被
遊
候
其
節
、
上
ノ
湯
、
下
ノ
湯
共
に
一
同

御
入
用
被
下
候
問
、
御
普
請
有
之
候
(
書
〉

御
宿
六
右
衛
門
、
即
ち
、
六
右
衛
門
方
初
院
/
畏
拾
弐
畳
ハ
当
組
中

・8
敷
き
候
畳
に
御
座
候
、
以
今
拾
弐
畳
仕
候

一
、
延
宝
八
年
庚
申
夏
真
田
伊
賀
守
様
御
母
公
様
御
湯
治
被
遊
候
、
御
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母
公
様
は
慶
寿
院
様
と
号
し
奉
り
候

一
、
中
ノ
湯
始
り
は
宝
永
七
年
庚
寅
十
月
、
湯
宿
仕
候
者
七
人
、
有
之
候

一
、
真
田
伊
賀
守
様
御
領
分
之
節
者
湯
銭
と
し
て
金
壱
両
宛
年
々
上
納

仕
候
、
元
禄
二
巳
年
、
吾
妻
郡
混
泉
場
一
向
湯
銭
御
赦
免
被
遊
、
其

節
S
湯
宿
七
軒
之
者
、
湯
屋
敷
御
年
貢
と
し
て
屋
敷
壱
反
歩
付
増
永

百
廿
五
文
宛
差
上
げ
、
壱
反
ニ
付
き
永
三
百
文
宛
-
一
罷
リ
成
リ
侯
(
以

下
略
)



こ
の
史
料
に
よ
る
と
、
延
宝
七
年
(
一
六
七
九
〉
招
田
城
主
の
真
田
伊
賀
守
信
直
が
入
湯
し
、
翌
八
年
夏
、
伊
賀
守
の
母
慶
寿
院
が
入

湯
し
た
。
宿
は
、
福
田
六
右
衛
門
方
で
、
村
方
で
は
、
領
主
の
入
湯
と
い
う
こ
と
で
宿
の
六
右
衛
門
方
の
書
院
十
二
畳
の
畳
を
新
し
く
敷

い
た
。
上
の
湯
と
下
の
湯
が
あ
り
、
宝
永
七
年
(
一
七
一

O
〉
十
月
に
な
っ
て
中
の
湯
が
開
設
さ
れ
た
。
当
時
の
湯
宿
は
七
軒
程
で
あ
っ

た
。
当
時
の
湯
宿
と
い
う
の
は
、
宿
の
み
を
提
供
し
て
い
て
、
現
在
の
旅
館
を
考
え
る
と
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
湯
宿
聞
の
申
合
せ
に
よ

っ
て
「
湯
組
湯
宿
相
定
書
の
事
」
が
、
天
明
八
年
三
七
八
八
)
に
き
め
ら
れ
た
。
こ
の
史
科
は
、
湯
組
ハ
上
沢
渡
村
の
中
で
、
沢
渡
温

泉
を
湯
組
と
云
っ
た
。
)
の
者
が
、
温
泉
集
落
の
自
治
的
な
申
合
せ
を
し
た
相
定
書
で
あ
り
、
村
極
議
定
書
で
あ
る
。
内
容
的
に
は
五
人
組

史泉温特輯町
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前
書
に
よ
く
似
て
い
る
。
五
人
組
前
書
を
基
礎
に
し
て
、
温
泉
湯
で
あ
る
特
別
な
地
域
で
あ
る
た
め
に
、
そ
の
実
情
に
合
わ
せ
て
、
村
極

の
よ
う
な
性
格
の
こ
の
相
定
書
が
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

湯
組
湯
宿
相
定
書
之
事
(
闘
能
附
一
守
一

M
f臨
時
諸
事
来
歴
よ
り
)

一
、
御
公
議
様
御
法
度
之
儀
は
申
す
に
及
ば
ず
、
温
泉
場
御
高
札
之
儀

竪
く
相
守
り
申
す
べ
き
事

一
、
此
度
博
突
に
似
た
る
儀
惣
て
賭
の
諸
勝
負
決
し
て
致
さ
ざ
る
様
、

入
湯
旅
人
方
へ
宿
の
者
が
急
度
相
触
れ
、
右
鉢
の
儀
之
な
き
様
仕
る

べ
く
候
、
若
し
不
将
之
儀
密
え
と
も
致
し
候
者
之
有
り
候
節
は
組
中

の
者
見
付
け
候
か
、
或
は
聞
き
及
び
候
は
ば
、
そ
の
後
そ
の
宿
へ
相

知
ら
せ
取
計
う
べ
く
候
事
。

一
、
入
湯
人
に
紛
れ
胡
乱
な
る
者
参
り
止
宿
候
節
は
右
胡
乱
の
者
と

見
る
に
及
び
、
聞
に
及
び
侯
者
之
有
候
は
父
、
少
し
も
延
引
な
く
、

早
速
そ
の
段
そ
の
宿
へ
相
知
ら
せ
取
計
う
べ
く
候
事

一
、
温
泉
場
之
儀
は
、
御
運
上
、
御
上
納
、
御
入
湯
旅
人
差
置
き
渡
世

仕
り
候
儀
ニ
付
、
旅
人
の
宿
引
等
仕
り
候
者
之
有
候
問
、
そ
の
外
の
宿

渡
世
の
障
り
と
相
成
り
候
段
、
前
身
よ
り
宿
引
致
す
ま
じ
き
旨
申
合

せ
相
定
め
置
候
、
尤
も
旅
人
数
寄
を
以
て
宿
替
致
し
候
儀
は
格
別
、

宿
屋
の
勝
手
私
欲
を
以
て
宿
引
き
仕
り
宿
へ
引
取
り
候
儀
決
し
て
仕

る
ま
じ
く
、
若
し
以
後
旅
人
引
付
等
仕
り
候
者
之
有
候
は
さ
ぞ
の
者

方
よ
り
温
泉
場
へ
修
覆
料
と
し
て
鍵
五
拾
貫
文
き
っ
と
差
出
し
申
す

べ
く
候
、
尤
も
温
泉
場
修
覆
の
時
を
相
待
た
ず
、
引
付
け
の
儀
現
わ

れ
た
侯
は

x
、
即
座
に
右
の
録
五
拾
貫
文
き
っ
と
差
出
し
申
す
べ
く

候
、
右
鍵
の
儀
は
、
当
組
組
頭
方
へ
預
り
置
き
、
温
泉
場
修
覆
料
に

相
用
い
由
・
す
べ
く
候
、
勿
論
重
々
・
右
鉢
不
崎
町
之
儀
之
な
き
様
取
計
う

べ
き
事



一
、
入
湯
旅
人
宿
帳
之
儀
は
有
鉢
に
帳
に
つ
け
申
す
ベ
く
候
、
若
し
私

慾
を
以
て
旅
人
の
人
数
を
隠
し
帳
面
に
記
さ
ざ
る
者
之
有
り
候
は
泣

き
っ
と
詮
議
仕
る
べ
く
候
事

一
、
米
並
び
に
銭
相
場
の
儀
は
、
前
身
通
り
村
定
を
以
っ
て
売
り
出
し

申
す
べ
く
候
、
若
し
相
そ
む
き
候
は
竺
き
っ
と
詮
議
仕
る
べ
く
候
事

右
相
定
の
通
り
少
し
も
相
違
御
座
な
く
候
、
若
し
相
背
侯
は
H
A

、
湯
屋

敷
並
に
組
合
立
会
い
、
き
っ
と
詮
議
仕
り
取
計
ら
い
申
す
べ
く
候
、
そ

の
為
、
連
印
仕
る
処
仰
如
件

天
明
八
年
二
月

上
州
吾
妻
郡
上
沢
渡
村

治
右
衛
門

仁
兵
衛

太
郎
左
衛
門

角
左
衛
門

六
右
衛
門

浅
右
衛
門

佐
兵
衛

紋
左
衛
門

伝
右
衛
門

権
之
璽

伝
八

伝
六

長
次
郎

ハ
以
下
略
)

市
三
郎

喜
左
衛
門

六
之
丞

平
四
郎

五
左
衛
門

寅
松

松
五
郎

治
兵
衛

伝
兵
衛

善
九
郎

万
弥

徳
兵
衛

重

郎

沢渡温泉の歴史

相
定
書
の
内
容
は
、
湯
宿
経
営
の
た
め
に
守
る
べ
き
事
項
を
あ
げ
て
い
る
が
、
幕
府
の
定
法
を
守
る
こ
と
、
高
札
の
旨
を
よ
く
守
る
こ

と
を
第
一
に
あ
げ
て
い
る
。
次
に
、
博
英
な
ど
の
賭
事
を
禁
止
し
、
怪
し
い
者
が
泊
っ
た
場
合
早
速
届
け
る
よ
う
に
定
め
て
い
る
。
そ
し

て
、
宿
引
き
は
一
切
し
な
い
こ
と
。
宿
泊
人
の
届
け
、
即
ち
宿
帳
を
不
正
な
く
つ
け
る
こ
と
、
宿
泊
人
に
対
し
て
の
米
と
銭
相
場
は
、
村

定
の
価
格
を
守
る
こ
と
な
ど
を
定
め
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
客
引
き
の
件
に
つ
い
て
の
規
定
は
細
か
に
定
め
て
あ
っ
て
、
他
の
宿
か
ら

旅
客
を
引
い
て
宿
替
を
さ
せ
た
場
合
、
罰
金
と
し
て
鋸
五
拾
貫
文
を
差
出
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

天
明
年
間
に
は
、
沢
渡
の
湯
で
も
相
当
の
浴
客
数
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
客
引
に
つ
い
て
の
こ
の
よ
う
な
村
定
め
を
き
め
た
の
は
、

そ
の
必
要
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
大
江
戸
文
化
の
最
盛
期
で
あ
っ
た
化
政
年
間
に
は
、
草
津
湯
治
者
の
数
も
増
加
し
て
い
る
。
草
津
湯

治
者
の
増
加
に
よ
っ
て
、
沢
渡
温
泉
も
に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
き
た
。
浴
客
が
増
え
て
く
る
と
、
宿
屋
の
数
も
増
加
し
て
き
た
。
宝
永
七

103 
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年
(
一
七
一

O
〉
に
、
す
で
に
七
軒
の
湯
宿
が
あ
っ
た
と
あ
る
。
山
間
地
で
土
地
も
悪
く
、
狭
少
な
所
で
平
地
が
少
な
い
。

座
候
て
、
湯
宿
ば
か
り
の
家
業
」
(
中
之
条
町
役
場
文
書
〉
で
あ
っ
た
。
自
然
、
湯
宿
聞
の
競
争
も
は
げ
し
く
、

に
あ
る
客
引
に
つ
い
て
の
規
定
を
み
て
も
よ
く
わ
か
る
。
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「
畑
少
々
御

「
湯
宿
相
定
書
」
の
中

温特輯lV

湯
宿
の
中
で
、
真
田
伊
賀
守
の
入
湯
の
折
に
宿
所
を
つ
と
め
た
と
い
う
福
田
六
右
衛
門
と
、
温
泉
薬
師
堂
の
別
当
で
、
曹
洞
宗
龍
谷
山

永
林
寺
の
湯
組
武
拾
五
人
の
惣
代
で
あ
っ
た
関
口
太
郎
左
衛
門
の
両
家
は
早
く
か
ら
湯
宿
と
し
て
勢
力
を
持
っ
て
い
た
。
化
政
期
以
後

に
な
っ
て
、
福
田
喜
左
衛
門
(
宗
禎
)
が
、
医
師
と
湯
宿
を
兼
ね
て
身
代
を
伸
ば
し
た
。
福
田
六
右
衛
門
は
、
毎
六
郎
右
衛
門
を
分
家
さ

せ
、
関
口
太
郎
左
衛
門
は
、
弟
定
八
を
分
家
さ
せ
て
、
共
に
湯
宿
の
経
営
に
当
ら
せ
て
い
る
。
温
泉
の
繁
栄
は
一
面
に
お
い
て
湯
宿
聞
の

湯
治
客
を
と
り
合
う
競
争
を
生
じ
て
い
る
。
温
泉
地
は
土
地
が
狭
い
の
で
、
宿
を
拡
げ
よ
う
と
す
る
と
、
他
の
宿
と
の
間
の
紛
争
の
原
因

と
な
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
よ
う
な
沢
渡
温
泉
の
湯
が
に
ぎ
や
か
に
な
る
過
程
の
中
で
発
生
し
た
紛
争
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
次
の
三
つ

の
事
件
に
つ
い
て
は
、
二
、
三
の
史
料
が
あ
る
の
で
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

na 
享
和
三
年
(
一
八

O
三
〉
七
月
、
湯
宿
の
六
郎
右
衛
門
(
福
田
〉
、
太
郎
左
衛
門
〈
関
口
)
、
六
右
衛
門
(
福
田
〉
の
三
名
が
、
喜
左
衛
門

(
福
田
〉
を
相
手
に
訴
訟
を
起
し
て
い
る
。
喜
左
衛
門
は
、
医
師
を
兼
業
し
て
い
て
、
福
田
宗
禎
と
称
し
て
い
る
。
喜
左
衛
門
の
祖
父

は
、
関
根
浅
右
衛
門
と
云
い
、
武
州
粕
壁
(
春
日
部
)
の
浪
人
で
、
親
の
仇
を
討
つ
た
め
諸
国
を
廻
り
歩
い
た
が
、
仇
に
死
な
れ
て
仇

討
も
な
ら
ず
、
享
保
十
五
年
に
沢
渡
に
来
て
滞
在
し
、
福
田
喜
左
衛
門
の
家
に
入
夫
し
て
福
田
姓
を
名
乗
っ
た
。
浅
右
衛
門
は
、
本
草
学

を
学
ん
で
医
者
を
し
た
。
そ
の
子
喜
左
衛
門
も
医
者
を
し
て
、
天
明
二
年
(
一
七
八
二
〉
没
し
た
。
二
代
目
喜
左
衛
門
が
こ
の
訴
訟
の

時
の
喜
左
衛
円
で
あ
り
、
宗
禎
と
称
し
て
い
る
。
以
降
喜
左
衛
門
は
、
宗
禎
を
襲
名
し
て
い
る
。

二
、
沢
渡
温
泉
の
古
事
来
歴
〉

湯
宿
の
紛
争
事
件

〈
新
井
信
示
・
吾
妻
郡
誌
追
録
・
屋
代
周



福
田
喜
左
衛
門
ハ
宗
禎
)
が
急
速
に
身
代
を
上
げ
た
の
は
、
温
泉
湯
治
客
の
増
加
し
て
く
る
天
明
期
以
降
で
あ
る
。
医
師
を
兼
業
し
て

い
た
こ
と
で
、
療
養
の
た
め
に
温
泉
を
利
用
し
て
い
た
当
時
の
人
達
に
と
っ
て
喜
左
衛
門
の
宿
は
便
利
で
あ
っ
た
。
喜
左
衛
門
が
身
代
を

大
き
く
し
て
家
を
建
築
し
た
こ
と
で
、
昔
か
ら
湯
宿
を
し
て
い
た
人
達
か
ら
ね
た
ま
れ
て
、
訴
訟
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
こ
の

事
件
で
あ
る
。
丸
大
の
家
は
次
の
三
代
目
喜
左
衛
門
(
大
忠
宗
禎
)
の
時
、
医
者
と
し
て
著
名
と
な
っ
た
。
高
野
長
英
に
蘭
方
医
学
を
学

ん
だ
の
も
こ
の
人
で
あ
り
、
医
学
研
究
に
も
熱
心
で
あ
り
、
「
医
業
出
精
の
故
を
以
っ
て
」
苗
字
帯
万
を
許
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
宗
禎
の

時
代
が
、
医
師
と
し
て
旅
宿
と
し
て
共
に
丸
大
(
屋
号
)
の
最
盛
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
を
偲
ば
せ
る
建
物
が
、
昭
和
二
十
年
の
大
火

に
よ
っ
て
焼
失
す
る
ま
で
は
存
在
し
て
い
た
。
大
忠
宗
禎
は
、
天
保
十
一
年
(
一
八
四

O
〉
五
十
歳
で
急
死
す
る
と
、
甥
の
承
斉
宗
禎
が

あ
と
を
つ
ぎ
、
大
忠
宗
禎
の
子
、
文
同
宗
禎
が
そ
の
あ
と
を
つ
い
だ
。
六
代
目
宗
禎
は
、
大
正
初
期
に
没
し
て
子
供
が
な
か
っ
た
為
、
姪

の
新
井
み
ゑ
ハ
新
井
信
示
次
女
、
当
時
吾
妻
高
等
女
学
校
教
諭
〉
を
養
女
に
し
た
が
、
み
ゑ
も
早
世
し
跡
が
絶
え
た
。
丸
大
(
宗
禎
家
の

屋
号
〉
の
建
物
は
、
温
泉
街
の
通
り
に
、
丸
本
(
福
田
六
右
衛
門
)
と
相
向
う
様
に
並
び
、
赤
松
の
大
き
な
木
が
黒
塀
か
ら
道
路
側
に
出

て
い
た
。
玄
関
は
西
側
に
あ
っ
て
、
間
口
十
聞
を
越
す
大
き
な
家
で
あ
り
、
頼
山
陽
ゃ
、
市
川
寛
斉
の
額
ゃ
、

扇
面
の
地
紙
に
当
時
の
諸
大
家
の
書
を
集
め
た
部
屋
な
ど
が
あ
っ
た
。

さ
て
、
享
和
の
事
件
を
、
六
郎
右
衛
門
等
の
訴
状
に
よ
っ
て
み
る
と
、

コ
扇
一
の
閉
」
と
呼
ば
れ
る

沢渡温泉の歴史

付
、
福
田
宗
禎
は
、
「
近
来
身
代
向
、
有
徳
に
相
成
り
金
銀
自
在
の
勢
に

任
せ
、
騎
り
増
長
仕
り
、
村
中
を
見
掠
め
」
て
手
前
勝
手
な
事
が
多

く
、
新
規
の
企
を
し
て
、
湯
宿
渡
世
の
自
分
達
ハ
六
郎
右
衛
門
等
)

の
稼
業
に
支
障
が
あ
る
。

口
、
六
郎
右
衛
門
が
管
理
し
て
い
る
温
泉
薬
師
の
除
地
で
あ
る
山
林
を

宗
禎
は
切
崩
し
、
道
路
分
ま
で
宗
禎
地
所
内
に
と
り
こ
み
、
高
石
垣
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も
築
い
て
一
一
一
階
建
の
建
物
を
普
請
し
た
。

旬
、
宗
禎
の
普
請
し
た
の
は
、
六
郎
右
衛
門
の
居
宅
の
上
で
、
山
下
々

畑
一
畝
九
歩
の
所
へ
、
間
口
十
二
問
、
奥
行
三
間
半
で
、
一
文
ハ
約

一
一
一
メ
ー
ト
ル
〉
の
石
垣
の
上
に
、
高
さ
三
丈
も
あ
る
三
階
建
の
建
物

で
六
郎
右
衛
門
宅
を
覗
き
か
か
る
よ
う
に
建
っ
て
い
る
。

帥
、
夏
の
初
め
頃
、
雨
に
よ
っ
て
石
垣
が
抜
け
て
、
六
郎
右
衛
門
方
の
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物
置
を
こ
わ
し
、
そ
の
後
石
垣
崩
れ
に
よ
っ
て
危
い
こ
と
が
度
々
あ

っ
た
。
文
、
大
雨
の
際
に
は
、
惣
屋
根
よ
り
落
ち
た
悪
水
が
六
郎
右

衛
門
方
に
流
れ
こ
ん
で
誠
に
迷
惑
で
あ
る
。
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混

こ
の
訴
状
に
対
し
て
、
同
年
八
月
と
十
月
の
二
回
に
捗
っ
て
福
田
宗
禎
の
返
答
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
八
月
の
分
に
は
、
次
の
よ
う

に
出
て
い
る
。

特揖町

村
、
山
下
々
畑
一
畝
九
歩
の
所
に
家
を
建
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
が
、

六
郎
右
衛
門
遠
の
訴
状
に
あ
る
よ
う
な
家
で
は
な
く
て
、
普
通
の
家

で
あ
る
。
二
階
建
て
の
屋
根
裏
に
、
薬
種
を
置
く
物
置
を
作
っ
た
と

こ
ろ
、
湿
気
が
強
く
か
び
た
の
で
、
日
当
り
の
方
向
に
二
間
切
抜
い

て
、
巾
二
尺
程
の
物
干
を
作
り
、
手
摺
り
を
つ
け
た
程
度
の
こ
と
で

あ
る
。

口
、
薬
師
堂
除
地
を
切
り
崩
し
た
と
い
う
こ
と
は
全
く
覚
え
が
な
い
。

事
実
で
な
い
こ
と
は
境
木
等
を
見
て
も
明
白
で
あ
る
。

目
、
自
分
が
増
長
し
た
と
い
う
こ
と
は
な
い
が
、
宗
禎
方
に
療
治
人
が

多
く
入
院
し
て
い
る
こ
と
を
ね
た
ん
だ
六
郎
右
衛
門
等
が
難
題
を
吹

か
け
て
訴
訟
し
た
も
の
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
事
も
書
い
て
答
弁
し
て
い
る
が
、
十
月
に
、
代
官
稲
垣
藤
四
郎
手
附
岩
淵
伝
治
郎
、
手
代
橋
本
庄
八
宛
に
、
兄
浅
右
衛
門

と
連
名
で
、
宗
禎
は
書
状
を
も
っ
て
願
い
で
て
い
る
。

六
右
衛
門
は
毘
敷
二
畝
十
五
歩
の
外
一
畝
十
四
歩
、
合
せ
て
三
畝

二
九
歩
を
所
持
、
居
宅
の
他
書
院
と
称
す
る
貸
家
が
あ
る
。
従
来
は

屋
敷
続
き
の
地
所
に
、
薬
師
堂
や
湯
小
屋
の
普
請
に
際
し
て
は
、
材

料
置
場
に
し
て
い
た
が
、
六
右
衛
門
が
書
院
を
建
立
し
た
た
め
に
普

譜
材
料
の
置
場
町
か
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
六
右
衛
門
の
親
(
六

右
衛
門
〉
の
代
に
普
譜
材
料
な
ど
を
置
い
た
空
地
を
検
地
を
受
け
て

宅
地
に
し
て
し
ま
っ
た
た
め
で
あ
る
。
六
郎
右
衛
門
は
、
六
右
衛
門

の
筆
で
あ
り
、
近
頃
分
家
し
た
。

関
口
太
郎
左
衛
門
は
、
屋
敷
二
畝
歩
の
と
こ
ろ
に
居
宅
を
持
ち
、

他
貸
家
を
一
軒
と
、
大
き
な
貸
家
を
持
ち
、
旅
人
を
置
い
て
宿
屋
渡

世
を
し
て
い
る
。
近
頃
に
な
っ
て
弟
定
八
を
分
家
さ
せ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
者
共
ハ
宗
禎
と
争
い
を
し
て
い
る
福
田
六
郎
右
衛
門
・
同

六
右
衛
門
・
関
口
太
郎
左
衛
門
等
)
は
、
皆
家
作
を
し
て
い
る
。
し

か
る
に
、
九
月
十
六
日
村
役
人
が
、
家
作
問
題
に
つ
い
て
論
争
中
で
あ

る
の
で
内
検
分
す
る
と
言
っ
て
来
宅
し
た
。
他
の
人
達
の
家
作
に
つ

い
て
は
、
不
問
で
あ
る
の
に
自
分
の
場
合
は
、
大
勢
の
村
役
人
ハ
名



主
源
兵
衛
以
下
十
二
人
)
の
検
分
が
あ
る
。
し
か
も
、
論
争
中
の
当

事
者
で
あ
る
自
分
ハ
宗
禎
)
や
、
太
郎
左
衛
門
、
六
右
衛
門
も
役
所

へ
出
頭
し
て
留
守
中
の
こ
と
で
も
あ
り
、
宗
禎
の
餐
の
富
左
衛
門

は
、
宗
禎
帰
宅
後
に
日
延
べ
し
て
ほ
し
い
旨
を
述
べ
て
、
役
人
の
命

令
で
あ
る
か
ど
う
か
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
命
令
は
別
に
な
い
と
云

う
。
し
か
し
、
内
検
分
さ
せ
な
け
れ
ば
注
進
す
る
と
言
い
、
結
局
、

村
方
惣
役
人
立
会
の
も
と
で
、
二
階
上
の
物
置
場
所
、
登
り
口
、
裏

の
戸
口
、
屋
根
切
間
戸
の
四
ケ
所
を
封
印
し
、
昼
二
人
、
夜
六
人
づ

つ
番
人
を
つ
け
て
、
宗
禎
方
の
家
人
の
出
入
を
禁
止
し
て
し
ま
っ

た
。
薬
種
置
場
と
し
て
使
用
し
て
い
る
二
階
上
の
物
置
を
封
印
さ
れ

て
し
ま
っ
た
の
で
、
医
業
に
も
支
障
が
出
て
い
る
。
又
、
番
人
達

は
、
番
を
し
な
が
ら
、
昼
夜
共
に
、
薬
細
工
を
し
て
、
わ
ら
じ
、
ぞ

う
り
、
馬
の
葉
ぐ
つ
を
作
っ
た
り
し
て
い
る
。
大
工
仕
事
ま
で
畳
の

上
で
や
り
、
昼
夜
火
を
焚
く
の
で
障
子
、
唐
紙
(
ふ
す
ま
〉
等
も
、

く
す
ぶ
り
大
変
迷
惑
を
し
て
い
る
。

右
の
様
な
趣
旨
の
書
状
を
代
官
あ
て
に
提
出
し
て
い
る
。
沢
渡
で
湯
宿
を
経
営
す
る
代
表
的
な
人
達
が
争
っ
て
い
る
。
福
田
六
右
衛

門
・
聾
六
郎
右
衛
門
と
、
関
口
太
郎
左
衛
門
・
弟
定
八
と
、
福
田
喜
左
衛
門
(
宗
禎
)
・
聾
富
左
衛
門
の
三
者
で
あ
る
。
三
者
共
に
、
湯

宿
経
営
に
は
熱
心
で
あ
る
。
福
田
六
郎
右
衛
門
が
揚
弓
場
を
始
め
た
の
も
、
福
田
宗
禎
が
湯
宿
の
経
営
の
他
に
、
浴
医
を
や
り
、
三
階
建

沢渡温泉の歴史

(
本
人
は
葉
種
を
置
く
物
置
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
が
〉
で
、
朱
塗
の
欄
干
を
つ
け
た
建
物
を
建
て
た
の
も
、
そ
の
表
れ
で
あ
る
。
そ

し
て
、
化
政
期
ご
ろ
か
ら
、
沢
渡
の
湯
が
湯
治
者
を
迎
え
て
活
気
に
溢
れ
て
い
た
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
。
つ
ま
り
湯
治
者
を
迎
え
る
た
め

の
家
作
が
、
さ
か
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
ま
だ
内
湯
が
な
く
て
、
上
・
中
・
下
の
=
一
湯
の
周
辺
に
、
宿
所
を
建

て
、
湯
宿
を
提
供
す
る
方
式
で
あ
っ
た
。
こ
の
訴
訟
事
件
の
最
大
の
原
因
は
、
医
者
と
兼
業
の
旅
宿
〈
現
在
の
温
泉
病
院
と
同
様
な
型
)

を
は
じ
め
た
福
田
宗
禎
が
急
速
に
身
代
を
あ
げ
た
v

』
と
に
対
す
る
ね
た
み
か
ら
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
事
件
か
ら
七
年
程
あ
と
の
文
化
七
年
ハ
一
八
一

O
)
、
福
田
六
郎
右
衛
門
と
、
関
口
太
郎
左
衛
門
と
の
聞
に
争
い
が
あ
り
、
一
一
月

一
一
日
付
で
済
口
証
文
が
残
っ
て
い
る
。
(
折
田
茂
文
書
〉
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両
人
の
争
い
を
、
書
状
に
よ
っ
て
み
る
と
、
関
口
太
郎
左
衛
門
〈
温
泉
薬
師
堂
の
堂
守
)
が
、
福
岡
六
郎
右
衛
門
を
訴
え
て
い
る
理
由



温泉

は
、
六
郎
右
衛
門
が
屋
敷
続
き
に
揚
弓
場
の
開
設
し
た
。
薬
師
堂
の
普
譜
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
材
木
置
場
や
通
行
に
支
障
が
あ
る
。
至

急
取
り
払
う
よ
う
に
、
永
林
寺
住
僧
と
堂
守
関
口
太
郎
左
衛
門
が
六
郎
右
衛
門
を
訴
え
て
い
る
。
こ
の
訴
訟
は
、
そ
の
後
、
関
係
者
双
方

と
、
村
役
人
、
隣
村
の
村
役
人
を
立
会
人
と
し
て
次
の
よ
う
な
条
件
で
話
合
い
が
つ
い
た
。
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付
、
薬
師
常
除
地
(
薬
師
堂
の
土
地
と
し
て
免
税
と
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
)
と
、
六
郎
右
衛
門
の
揚
弓
場
の
繭
落
の
聞
を
、
薬
師
堂
六

分
、
揚
弓
場
四
分
の
割
合
で
、
境
を
定
め
る
。

口
、
薬
師
堂
、
矢
場
双
方
共
、
石
垣
の
突
端
か
ら
四
尺
を
空
け
て
、
通

路
と
す
る
こ
と
。

こ
の
件
に
つ
い
て
、
右
の
条
件
で
和
談
が
成
立
し
て
内
済
に
し
た
も
の
で
今
後
、
訴
訟
を
一
切
し
な
い
こ
と
を
村
役
人
(
名
主
半
兵

衛
、
組
頭
正
兵
衛
、
百
姓
代
源
兵
衛
)
、
親
類
六
右
衛
門
(
丸
木
〉
、
隣
村
村
役
人
(
下
沢
渡
半
兵
衛
・
四
万
村
新
左
衛
門
、
山
田
村
新
料
新

兵
衛
、
山
田
村
古
料
庄
右
衛
門
、
五
反
田
村
四
兵
衛
)
の
連
名
に
て
済
口
証
文
が
残
っ
て
い
る
。

折
田
茂
氏
所
蔵
文
書
ハ
金
井
幸
佐
久
採
集
〉

差
上
申
扱
済
口
証
文
之
事

上
州
吾
妻
郡
上
沢
渡
村
温
泉
薬
師
堂
別
当
永
林
寺
湯
組
弐
拾
五
人
惣

代
兼
薬
師
堂
守
太
郎
左
衛
門
S
同
村
六
郎
右
衛
門
相
手
取
奉
願
候
ハ
相

手
六
郎
右
衛
門
屋
敷
続
ニ
近
年
揚
弓
場
相
建
候
ニ
付
、
通
路
弁
材
木
置

場
所
ユ
差
支
候
閥
、
去
ル
文
化
二
丑
年
永
林
寺
先
住
道
秀
B
先
御
支
配

御
役
所
江
奉
出
訴
其
節
取
扱
人
有
之
、
薬
師
堂
普
請
之
節
ハ
差
支
無
之

様
エ
取
計
回
日
議
定
証
文
為
取
替
内
済
仕
置
候
処
、
此
度
薬
師
堂
へ
普
譜

ニ
付
、
右
矢
場
排
候
様
及
掛
合
候
得
共
、
取
払
不
申
、
差
支
候
故
無
拠

去
極
月
中
奉
出
訴
、
当
二
月
二
日
御
差
紙
頂
載
相
付
候
処
、
隣
村
役
人

共
立
入
双
方
江
異
見
差
加
へ
内
済
仕
候
趣
意
左
ニ
奉
申
上
候
。

薬
師
堂
ハ
六
郎
左
衛
門
儀
屋
敷
之
内
ニ
栢
建
侯
揚
弓
矢
場
薬
師
堂

雨
落
よ
り
六
郎
右
衛
門
雨
落
江
戸
間
違
近
共
四
卜
六
ト
之
割
合
を
以
っ

て
六
ト
薬
師
除
地
ニ
相
付
此
分
口
口
口
し
取
六
郎
右
衛
門
方
江
相
付
、

村
役
人
立
合
境
引
い
た
し
同
矢
場
之
儀
ハ
別
当
付
井
堂
守
太
郎
左
衛
門

及
対
決
候
筈
、
勿
論
別
当
所
よ
り
通
路
差
支
候
旨
申
立
候
へ
共
、
以
来

六
郎
右
衛
門
屋
敷
内
矢
場
補
理
候
共
石
垣
之
は
な
よ
り
四
尺
明
け
置

き
、
双
方
共
明
け
置
、
通
路
可
致
筈
、
双
方
債
り
合
い
の
義
ハ
取
扱
人

貰
請
一
件
和
談
内
済
仕
、
偏
ニ
御
威
光
と
難
有
仕
合
奉
存
候
、
右
一
件

ユ
付
重
而
双
方
よ
り
御
願
ケ
間
敷
儀
申
上
間
敷
候
、
依
て
訴
答
弁
村
役

人
取
扱
人
連
印
上
済
口
証
文
差
上
申
所
初
而
如
件
、

上
州
吾
妻
郡
上
沢
渡
村



薬
師
堂
別
当
所訴

訟
人
永
林
寺

湯
組
二
十
五
人
惣
代
兼

薬
師
堂
守
太
郎
左
衛
門

同
弐
拾
五
人
惣
代口

口

口
十
郎

六
郎
左
衛
門

六
左
衛
門

半
兵
衛

組
頭
正
兵
衛

百
姓
代
源
兵
衛

同
郡
下
沢
渡
村
取
扱
人
年
寄
半
兵
衛

四

万

村

年

寄

新

左

衛

門

山

田

村

新

料

年

寄

新

兵

衛

古

料

年

寄

圧

左

衛

門

五

反

田

村

年

寄

四

兵

衛

同
村
相
手

親
類

名
主

文
化
七
年二

月
二
日

以
上
二
つ
の
訴
訟
事
件
は
、
浴
客
を
収
容
す
る
た
め
の
普
譜
と
、
揚
弓
場
(
矢
場
)
の
設
置
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
積
極
的
な
経
営

が
、
伝
統
的
な
考
え
方
と
摩
擦
を
生
じ
た
た
め
と
云
え
る
。
こ
の
こ
ろ
に
創
ら
れ
た
沢
渡
八
景
(
小
富
士
の
暮
雪
・
金
毘
羅
山
の
桜
・
湯

尻
の
盤
・
蛇
野
川
の
晩
釣
・
大
岩
の
霧
降
の
滝
・
有
笠
山
の
秋
月
・
聖
洞
の
ほ
と
と
ぎ
す
・
雲
居
里
の
夕
立
〉
な
ど
も
、
温
泉
地
に
来
遊

沢渡温泉の歴史

し
た
浴
客
に
よ
っ
て
称
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
宗
禎
作
と
云
う
説
も
あ
り
観
光
浴
客
の
た
め
の
施
策
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
訴
訟
事
件
か
ら
約
二

O
年
程
後
、
天
保
の
飢
僅
が
あ
る
。
中
之
条
町
伊
勢
町
の
医
者
、
柳
田
鼎
蔵
の
「
天
保
記
事
抄
録
」
の

中
に
、
「
温
泉
場
の
者
は
常
に
審
に
長
し
、
救
荒
の
備
な
き
ゆ
へ
、
必
至
と
難
義
、
家
財
売
払
い
、
行
衛
不
v
知
成
候
者
、
大
家
に
も
有

之
、
其
外
小
家
は
不
ν
及
v
申
候
」
と
あ
る
。

天
保
十
一
年
(
一
八
四

O
)
に
福
田
宗
禎
が
急
死
し
、
元
治
元
年
(
一
八
六
四
)
福
田
六
右
衛
門
が
急
死
し
て
い
る
。
そ
し
て
明
治
初

年
に
な
っ
て
、
湯
本
太
十
郎
(
関
口
太
郎
左
衛
門
)
の
湯
敷
訴
訟
事
件
が
あ
り
、
温
泉
中
が
訴
訟
事
件
に
ま
き
こ
ま
れ
る
大
事
件
と
な
っ
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て
い
る
。



特輯IV 温泉史

幕
末
の
開
国
に
よ
る
物
価
騰
貴
、
飢
鐘
-
政
情
不
安
な
ど
の
た
め
に
、
沢
渡
の
浴
客
数
は
減
少
し
て
お
り
、
全
盛
期
で
あ
っ
た
浩
斉
福

田
宗
禎
の
家
に
於
て
す
ら
「
己
年
(
天
保
四
年
)
以
来
凶
款
に
付
き
旅
人
方
並
に
薬
料
入
金
等
は
平
生
の
三
分
の
一
に
及
ば
ず
穀
物
諸
色

高
値
に
相
成
り
家
内
暮
し
方
諸
雑
費
二
百
金
近
く
借
財
相
嵩
み
、
右
に
つ
い
て
は
、
只
今
迄
の
暮
し
方
に
て
は
身
上
分
六
ケ
し
く
」
(
宗

禎
書
状
、
屋
代
周
二
、
沢
渡
温
泉
の
古
事
来
歴
〉
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
沢
渡
の
場
合
に
は
、
こ
う
し
た
社
会
状
況
の
上
に
、
村
の
中

心
と
な
る
指
導
者
層
の
急
死
な
ど
に
よ
っ
て
幕
末
か
ら
明
治
初
年
ま
で
沈
滞
期
に
入
る
。
(
福
田
宗
禎
と
高
野
長
英
に
関
し
て
は
、

学
と
中
之
条
町
」
の
稿
参
照
)
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明
治
か
ら
現
在
ま
で

明
治
八
年
、
新
政
府
に
対
し
て
、
温
泉
運
上
を
、
壱
円
三
銭
納
入
し
て
い
る
。
そ
の
他
諸
経
費
合
計
壱
円
五
十
四
銭
八
厘
五
毛
を
村
中

に
割
当
て
い
る
が
、
湯
本
太
十
郎
(
関
口
太
郎
左
衛
門
〉
は
、
約
三
五
%
に
当
る
五
貫
四
百
六
拾
八
文
の
税
を
納
め
て
い
る
。
次
が
福
田

宗
禎
(
三
貫
七
拾
四
文
)
、
三
位
が
福
田
喜
八
郎
(
弐
貫
六
百
五
拾
弐
文
〉
で
あ
っ
た
。
納
税
代
理
人
と
し
て
い
た
湯
本
太
十
郎
が
、
明
治

四
年
に
沢
渡
に
来
た
岩
鼻
県
の
木
村
と
云
う
役
人
に
願
出
て
、
湯
敷
の
払
下
げ
を
願
出
て
許
さ
れ
た
。
明
治
八
年
の
租
税
受
領
証
が
あ
る

が
、
「
湯
屋
敷
三
畝
歩
租
税
金
拾
銭
也
」
と
あ
る
。
明
治
十
年
に
な
っ
て
、
湯
組
一
同
二
十
九
名
が
連
名
に
て
、
湯
本
太
十
郎
を
相
手
に
訴

訟
を
起
し
た
。
反
下
の
永
宝
年
代
記
に
は
「
本
年
三
月
温
泉
出
入
発
ス
ル
、
湯
本
太
十
郎
温
泉
敷
一
プ
ゲ
所
五
組
惣
代
人
之
第
ド
共
有
地
-
一

差
出
候
旨
ユ
付
太
十
郎
ニ
差
添
五
組
惣
代
人
ト
シ
テ
、
本
多
松
平
、
唐
沢
六
三
郎
前
橋
県
庁
へ
出
頭
、
ハ
中
略
)
且
十
一
年
エ
至
リ
、
原

被
和
睦
ノ
上
指
令
御
下
ケ
ノ
上
五
組
ノ
穿
へ
返
答
ア
ラ
γ
ト
イ
ウ
」
と
あ
る
。
地
租
改
正
の
折
、
地
券
は
、
湯
本
太
十
郎
名
儀
、
無
代
価

で
出
て
い
た
が
、
こ
の
訴
訟
事
件
は
、
明
治
十
一
年
八
月
九
日
、
湯
組
代
表
の
福
田
浅
八
、
関
紋
三
郎
の
両
名
が
輯
取
県
令
あ
て
に
出
し
た

文
書
に
、
「
村
方
温
泉
敷
地
ノ
儀
、
七
月
二
七
日
敷
地
地
券
太
十
郎
ヨ
リ
返
上
致
シ
官
地
ト
確
定
ノ
上
、
是
迄
温
泉
-
一
テ
活
計
ヲ
立
テ
居
リ



沢渡温泉の歴史

候
温
泉
組
一
同
ニ
テ
拝
借
願
ヒ
上
ゲ
」
と
あ
っ
て
、
官
有
地
と
な
っ
た

湯
敷
を
村
の
人
が
借
用
す
る
形
と
な
っ
て
こ
の
件
が
落
着
し
た
。

そ
の
後
、
湯
本
太
十
郎
家
は
、
こ
の
訴
訟
事
件
の
こ
と
な
ど
が
原
因

で
、
沢
渡
か
ら
出
て
し
ま
っ
た
。
福
田
宗
禎
家
も
、
当
主
文
同
宗
禎
が

病
気
が
ち
で
あ
り
、
明
治
二
十
年
二
月
内
務
大
臣
井
上
馨
が
沢
渡
に
来

た
折
、
急
死
し
た
。
そ
の
後
、
家
を
継
い
だ
六
代
目
宗
禎
も
病
身
で
あ

り
子
供
が
な
く
絶
家
し
た
。
江
戸
初
期
、
宝
永
ご
ろ
七
軒
の
湯
宿
渡
世

が
あ
り
、
明
治
十
八
年
三
月
、
県
鉱
泉
規
則
に
よ
り
営
業
許
可
を
受
け

て
い
る
者
は
、
福
田
六
右
衛
門
外
十
一
名
で
あ
っ
た
。
(
高
橋
周
禎
、
上

野
鉱
泉
誌
)

江
戸
時
代
よ
り
続
い
た
湯
宿
が
、
明
治
四
十
一
年
上
州
沢
渡
温
泉
全

図
に
よ
る
と
、
旅
館
は
、
丸
本
、
高
屋
、
新
叶
屋
の
三
軒
と
な
っ
て

い
る
。
旅
館
と
は
書
い
て
な
い
が
、
丸
大
、
山
口
棲
万
年
屋
な
ど
旅
館

ら
し
い
様
子
で
描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
近
代
的
な
旅
館
が
出

現
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
数
が
減
り
、
新
叶
屋
は
大
正
期
に
な
る

と
、
正
永
館
と
な
り
(
若
山
牧
水
が
休
ん
だ
の
は
正
永
館
と
な
っ
て
い

る
。
〉
大
正
拾
年
七
月
沢
渡
温
泉
案
内
の
報
告
そ
紹
介
す
る
と
次
の
と

お
り
で
あ
る
。
(
四
万
温
泉
組
合
文
章
一
一
円
〉
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大
正
拾
年
七
月
拾
弐
日

沢
渡
温
泉
取
締
所

四
万
鉱
泉
場
組
合
取
締
所
御
中

拝
啓
益
々
御
隆
盛
大
賀
奉
之
候

御
照
会
被
下
候
鉄
道
院
案
内
記
-
一
関
ス
ル
調
査

左
記
の
通
り
御
報
告
申
上
候
問
宜
敷
御
取
扱
下
さ
れ
度
願
上
候
敬
具

左

記

一
中
之
条
ヨ
リ
当
温
泉
迄
弐
塁
半

二
人
力
車
ハ
一
円
八
十
銭
〉
乗
合
馬
車
ハ
七
十
五
銭
)

自
動
車
(
貸
切
十
二
円
〉

三
旅
館
重
ナ
ル
モ
ノ
正
永
館
、
丸
ほ
ん

宿
泊
料
一
円
八
十
銭

四
泉
質
塩
類
泉
、
無
色
透
明
イ
マ
ナ
チ
オ

γ

含
有
ス
温
度
華
氏
百
二
十
度

五
湧
出
状
況
山
腹
岩
石
三
ケ
所
ヨ
リ
湧
出
ス

六
入
浴
設
備
、
旅
館
内
湯
、
共
同
浴
槽

七
附
近
名
勝
地
大
岩
不
動
灘
延
流
百
五
十
尺
蛇
野
川
、
天
神
山
、

秋
葉
山
、
有
笠
山

史泉温特輯1V

l¥ 

土
地
名
産

九

最
近
一
ヶ
年
客
数

明
治
四
十
五
年
に
「
天
神
山
を
掘
り
、
村
社
湯
前
神
社
の
移
転
が
始
ま
り
、
春
ま
き
後
、

淡
水
に
生
し

川
魚
の
香
深
き
珍
口
問

二
万
人
〈
四
万
は
同
年
十
三
万
人
〉
ハ
川
原

沢
渡
せ
ん
ぺ
い

青
苔

湯
七
万
人
)

一
O

当
地
人
口
三
百
七
十
人
ハ
四
万
一

O
五
戸

(
川
原
湯
二

O
O人〉

一
一
分
析
表
ノ
通
リ

含
有
成
分

本
泉
無
色
清
潔
ユ
シ
テ
徴
械
ラ
味
ヒ
硫
化
水
素
ヲ
有
シ
、
反

応
ハ
亜
児
加
里
ヲ
呈
ジ
、
温
度
華
氏
ノ
百
二
度
ヨ
リ
百
二
十
七
度

ニ
至
ル
、
源
泉
一
リ
ッ
ト
ル
(
五
合
五
勺
〉
中
含
有
ス
ル
図
形
分

全
量
左
ノ
如
シ

塩
化
那
篤
儲
誤

硫
酸
麻
偲
浬
失
諜

硫
酸
亜
酸
化
鉄

燐
駿

塩
化
加
儲
諜

有
機
質
痕
跡

硫
酸
加
児
受
諜

硫
酸
亜
児
密
紐
諜

碓
酸

硫
化
水
素

硫
酸
郡
篤
偶
諜

五
六
三
人
)
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一
、
二
二
八
九

0
、
二
五
一
一

0
、
O
一占ハ六

0
、一七一一一一一一

0
、
O
九
二
七

。
、
四
七
二
ハ

o、
O
三
七
五

0
、
O
二
一
四

0
、
O
二
五
五

0
、
四
一
四
二

五
日
間
の
奉
仕
」
ハ
反
下
永
宝
年
代
記
)
を
し



た
と
あ
る
。
天
神
山
は
神
社
の
前
に
、
芝
居
小
屋
が
か
か
る
位
の
平
地
が
出
来
て
、
囲
碁
、

将
碁
の
会
所
と
、
矢
場
が
作
ら
れ
た
。
明
治
年
代
に
沢
渡
温
泉
修
養
団
が
つ
く
ら
れ
、
天
神

山
の
広
場
を
作
っ
て
日
曜
毎
の
早
起
会
(
早
朝
ス
ポ
ー
ツ
)
な
ど
も
行
な
わ
れ
た
。

沢
渡
に
は
、
大
正
六
年
に
電
灯
が
つ
い
て
い
る
。
(
永
宝
年
代
記
〉

昭
和
に
な
っ
て
か
ら
、
沢
渡
は
、
二
度
の
災
害
を
受
け
た
。
昭
和
十
年
の
大
水
害
で
、

上
・
中
・
下
の
三
湯
は
土
砂
に
埋
っ
た
。
丸
本
旅
館
は
、
建
物
の
半
分
を
土
砂
の
た
め
に
押

し
流
さ
れ
た
。
そ
の
復
興
の
た
め
に
、
温

沢渡神社(大火災以前)

泉
の
裏
山
な
ど
を
は
じ
め
砂
防
工
事
で
五

年
か
か
っ
て
い
る
。
こ
の
水
害
後
、
旅
館

が
そ
れ
ぞ
れ
内
湯
を
つ
く
り
、
共
同
風
呂

(
男
女
別
、
各
浴
漕
一
一
〉
が
別
に
作
ら
れ

た
。
戦
時
下
と
な
っ
た
が
、
温
泉
は
水
害

の
復
興
で
活
気
が
あ
っ
た
。

戦
争
が
は
げ
し
く
な
り
疎
開
児
童
が
、
三
旅
館
(
丸
本
、
龍
鳴
館
、
高
屋
)
と
永
林

寺
に
や
っ
て
来
た
。
昭
和
二
十
年
四
月
十
六
日
、
山
火
事
か
ら
は
じ
ま
っ
た
大
火
に
よ

り
温
泉
は
ほ
と
ん
ど
焼
け
て
し
ま
っ
た
。
昭
和
十
年
の
水
害
と
、
昭
和
二
十
年
の
大
火

に
よ
っ
て
温
泉
関
係
の
史
料
が
、
全
く
失
な
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
昭
和
二
十
年
四
月
と

い
う
と
、
終
戦
の
直
前
で
あ
り
、
物
資
も
不
足
し
て
い
て
復
興
が
容
易
で
は
な
か
っ

二沢渡温泉の歴史

昭和十年ごろの沢渡 (スレート葺屋根が共同

湯三角屋根が丸本の内湯、その手前が龍鳴館の

内湯〉
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(
町
史
第
二
巻
「
災
害
の
歴
史
」
参
照
〉

火
災
か
ら
三
十
三
年
を
過
ぎ
て
、
現
在
の
沢
渡
は
想
像
以
上
に
変
っ
た
。
沢
渡
が
復
興

し
、
大
き
く
発
展
し
た
原
因
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
事
が
あ
げ
ら
れ
る
。

fこ
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渡

温
泉
ボ
ー
リ
ン
グ
の
成
功
。
昭
和
三
十
四
年
、
中
之
条
町
観
光
協
会
長
町
田
浩
蔵
が
中

心
と
な
り
、
温
泉
湧
出
量
増
加
の
目
的
で
ボ
l
リ
γ
グ
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
毎
分
一
五

O

リ
ッ
ト
ル
(
約
八
倍
の
湧
出
量
)
と
な
り
、
温
泉
営
業
者
と
な
る
こ
と
を
条
件
に
分
湯
し
、

① 

沢の在

旅
館
が
三
軒
か
ら
十
三
軒
に
増
加
し
た
。

②
温
泉
病
院
の
建
設
、
温
泉
ポ
l
リ
シ
グ
の
成
功
に
と
も
な
っ
て
、
県
医
師
会
の
温
泉
病

院
が
誘
置
さ
れ
た
。
現
在
、
二

O
Oベ
v
ド
の
大
病
院
に
発
展
し
て
い
る
。

@
上
水
道
の
新
設
、
沢
渡
温
泉
は
、
水
利
が
悪
か
っ
た
。
井
戸
は
非
常
に
深
く
。
堀
井
戸

の
み
で
は
間
に
合
わ
な
い
の
で
、
遠
方
か
ら
植
で
引
い
て
き
た
共
同
井
戸
が
あ
っ
た
が
、
冬

現

に
な
る
と
水
が
乏
し
く
枯
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
昭
和
三
十
九
年
に
、
温
泉
住
民

の
要
望
に
よ
っ
て
実
現
し
た
。

④
観
光
開
発
の
推
進
。
沢
渡
と
草
津
を
結
ぶ
暮
坂
峠
は
、
さ
び
れ
て
い
た
が
、
観
光
開
発
の
た
め
に
は
道
路
整
備
を
と
い
う
構
想
か

ら
、
暮
坂
峠
に
若
山
牧
水
の
詩
碑
を
建
設
す
る
運
動
が
お
こ
り
、
〈
牧
水
詩
碑
建
設
委
員
会
代
表
町
田
浩
蔵
〉
昭
和
三
十
二
年
十
月
二
十

日
完
成
し
た
。
そ
の
後
、
道
路
も
整
備
さ
れ
た
。
峠
の
向
う
側
、
六
合
村
小
雨
と
、
峠
の
手
前
中
之
条
町
大
岩
に
も
牧
水
歌
碑
が
建
設
さ

れ
て
い
る
。
温
泉
内
の
遊
歩
道
の
建
設
、
沢
渡
温
泉
の
湯
坂
の
整
備
な
ど
も
実
施
さ
れ
た
。

沢
渡
の
将
来
は
、
温
泉
療
養
の
面
を
強
調
し
て
療
養
地
型
の
温
泉
を
目
指
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。
観
光
温
泉
に
は
な
っ
て
ほ
し
く
な
い



と
念
じ
て
い
る
。

大
塚
温
泉
の
歴
史

1 

湯

発

見

の

湯
の
発
見
の
年
月
、
ま
た
、
こ
の
湯
を
誰
が
発
見
し
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
口
伝
で
は
創
始
は
六
百
年
前
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
六
百

年
前
と
い
え
ば
、
南
朝
、
長
慶
天
皇
の
文
中
年
間
、
北
朝
、
後
円
融
天
皇
の
永
和
、
康
暦
の
噴
の
年
代
に
当
る
が
、
こ
れ
を
立
証
す
る
文

献
は
な
い
。

三大塚温泉の歴史

昭
和
四
年
十
月
発
行
の
『
吾
妻
郡
誌
』
に
、
『
吾
妻
伝
記
に
よ
る
と
、
慶
長
の
こ
ろ
は
湯
も
熱
く
、
温
泉
場
と
し
て
頗
る
繁
栄
し
た
と

あ
り
、
ま
た
、
湯
の
温
度
が
低
く
な
っ
た
の
は
、
湧
出
地
の
地
形
、
そ
の
他
か
ら
考
え
て
も
、
こ
れ
は
地
下
水
の
潜
入
に
よ
る
温
度
の
低

下
か
、
或
は
地
層
の
変
化
に
よ
る
も
の
か
不
明
だ
』
と
誌
さ
れ
て
あ
る
。
こ
の
温
泉
の
慶
長
年
間
の
繁
栄
は
、
吾
妻
郡
誌
編
集
参
考
文
書

す

ベ

い

ん

し

ん

と
な
っ
た
『
吾
妻
伝
記
』
が
ど
こ
に
保
管
さ
れ
て
あ
る
か
不
明
で
、
参
考
に
す
る
術
も
な
い
が
、
宿
割
宿
の
股
賑
期
と
考
え
合
せ
る
と
、

、

ノ

ぬ

る

ゆ

ま
こ
と
に
興
趣
津
々
た
る
も
の
が
あ
る
。
上
野
志
料
集
成
付
に
収
録
さ
れ
た
上
野
志
下
に
あ
る
尻
高
暖
湯
、
上
野
国
風
土
記
の
尻
高
暖
湯

は
、
大
塚
温
泉
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
郡
村
誌
に
あ
る
大
塚
は
『
古
時
、
尻
高
村
と
称
す
、
白
井
郷
に
属
し
、
桃
井
荘
に
隷
す
。

文
明
七
年
(
一
四
七
五
)
分
っ
て
上
下
二
村
と
な
し
、
大
塚
、
赤
坂
、
平
の
三
組
に
分
ち
て
下
尻
高
村
を
置
く
』
と
あ
る
の
を
見
て
も
、

尻
高
暖
湯
は
、
大
塚
温
泉
に
相
違
な
く
、
し
か
も
、
温
泉
が
五
百
年
も
の
な
が
い
歴
史
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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全
国
を
湯
行
脚
し
て
い
る
と
い
う
君
島
某
な
る
僧
形
の
旅
行
者
が
、

一
夕
、
湯
浴
し
て
そ
の
薬
効
に
驚
き
、
全
国
に
も
稀
な
名
湯
だ
と



泉史

激
賞
し
、
湯
宿
の
ろ
辺
で
茶
を
喫
し
な
が
ら
、
懐
紙
に
サ
ラ
サ
ラ
と
認
め
た
と
い
う
次
の
即
興
詩
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開
湯
星
霜
六
百
年
霊
泉
波
々
湧
無
蓋

大
気
清
澄
排
黄
塵
身
心
浄
洗
神
仙
郷

を
み
て
も
、
こ
の
よ
う
な
行
き
ず
り
の
旅
人
で
も
、
こ
れ
は
と
ピ

v
ク
リ
す
る
よ
う
な
名
湯
で
あ
り
、
ま
た
、
旅
館
の
裏
山
に
あ
る
萩

原
家
の
墓
地
の
古
い
墓
碑
の
側
面
に
刻
ま
れ
て
あ
る
歌
の
『
ぬ
る
く
と
も
効
能
あ
っ
き
湯
の
と
く
は
、
多
か
ら
湧
き
く
る
人
に
逢
う
塚
』

を
み
て
も
、
昔
か
ら
こ
の
温
泉
で
は
、
多
数
の
人
々
が
湯
浴
し
、
そ
の
薬
効
の
顕
著
だ
っ
た
こ
と
も
、
よ
く
理
解
さ
れ
る
し
、
旅
館
の
前

庭
に
あ
る
弁
財
天
の
祈
願
塔
に
は
、
天
明
五
乙
己
歳
、
剣
持
氏
寄
進
と
あ
り
、
寄
進
の
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
地
元
大
塚
の
人
で
な
い

銅
持
氏
の
寄
進
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
い
で
湯
が
往
昔
か
ら
遠
近
の
人
々
に
い
か
に
愛
さ
れ
、
亦
親
し
ま
れ
、
庶
民
の
こ
よ
な
き
憩
い
の

場
所
だ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
旅
館
か
ら
、
古
い
歴
史
を
も
っ
湯
壷
へ
下
る
坂
路
の
右
手
に
た
っ
、
名
木
『
い
ち

い
』
は
、
根
元
ま
わ
り
は
二
幻
、
樹
令
三
百
年
と
称
さ
れ
る
巨
木
で
、
延
宝
年
代
の
昔
か
ら
こ
の
湯
と
と
も
に
生
き
、
な
が
い
三
百
年
の
年

輪
に
刻
み
こ
ま
れ
た
、
湯
宿
の
栄
枯
盛
衰
の
す
べ
て
を
知
悉
し
て
る
貴
重
な
も
の
と
も
い
え
よ
う
。
湧
出
湯
量
の
増
量
を
図
る
べ
く
、
昭

和
四
十
九
年
九
月
十
五
日
、
東
京
都
港
区
芝
の
株
式
会
社
日
本
パ
ブ
リ
ッ
ク
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

γ
グ
と
工
事
請
負
契
約
を
締
結
し
、
ボ
ー
リ

ン
グ
作
業
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
、
工
事
は
首
尾
よ
く
成
功
し
、
湯
温
は
一
度
余
も
上
昇
、
湧
出
湯
量
も
増
量
し
た
。

2 

旅
館
経
営
の
変
遷

前
述
し
た
よ
う
に
、
大
塚
温
泉
に
は
六
百
年
の
歴
史
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
立
証
す
る
文
書
は
な
く
、
創
始
者
が
誰
で

あ
る
か
判
然
と
し
な
い
。
温
泉
宿
に
伝
わ
る
文
書
に
よ
る
と
、
天
正
十
五
丁
亥
年
ハ
一
五
八
七
)
湯
守
、
荻
原
市
之
丞
が
宿
割
薬
師
を
再

建
し
た
と
誌
し
て
あ
る
が
、
こ
の
荻
原
市
之
丞
は
湯
宿
の
創
始
者
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
か
ら
そ
れ
が
ど
ん
な
湯
宿
で
あ
っ
た
か
不
明
で



あ
る
が
、
知
高
越
前
守
が
宿
割
の
薬
師
堂
を
再
建
す
る
前
の
、
古
い
薬
師
堂
の
管
理
に
当
っ
て
い
た
何
人
か
の
湯
守
が
あ
っ
た
に
相
違
な

い
。
こ
れ
は
今
後
の
調
査
に
侯
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
判
明
し
て
い
る
の
は
天
正
年
聞
が
荻
原
市
之
丞
、
文
禄
、
慶
長
、
熱
か
っ
た

湯
が
ぬ
る
く
な
っ
た
と
い
う
年
代
の
湯
守
を
誰
が
し
た
も
の
か
記
録
に
な
く
、
元
和
、
寛
永
か
ら
天
和
、
貞
享
に
至
る
な
が
い
不
明
の
時

期
が
あ
っ
て
、
元
禄
年
聞
が
荻
原
加
兵
衛
、
そ
の
子
の
四
郎
左
衛
門
、
そ
の
孫
、
五
郎
介
と
続
い
て
享
保
年
聞
は
荻
原
弾
四
郎
と
な
る

が
、
こ
の
弾
四
郎
と
、
ず
っ
と
後
年
に
な
る
が
、
初
代
重
五
郎
と
の
聞
に
は
何
人
か
が
・
交
替
し
て
い
る
に
相
違
な
い
が
不
明
で
あ
る
。
荻

原
家
墓
地
の
墓
碑
に
は
、
圏
閤
自
問
日
日
間|
J閣

一

、

開

関

開

閉

開

閉

国

閑

閣

闘

閣

}

、

閣

四

国

聞

に

は

円

除

陳

岡

庭

崎

周

回

聞

出

阿

悶

悶

同

出

口

圏

闘

閣

岡

両

間

同

国

附

凹

凶

川

闘

閉

阿

国

な

ど

あ

る
が
、
俗
名
の
刻
込
み
も
少
い
し
、
寺
籍
の
相
違
な
ど
も
あ
り
、
現
時
点
で
は
、
寺
の
過
去
帳
に
よ
る
調
査
ま
で
手
が
伸
ば
せ
な
い
段
階

に
あ
る
。

二
代
目
重
五
郎
の
相
続
人
音
重
は
十
一
才
の
幼
戸
主
だ
っ
た
の
で
、
大
塚
四
七
番
地
小
池
藤
重
郎
が
後
見
人
と
な
っ
た
。
明
治
二
十
五

年
六
月
十
三
日
で
あ
る
。
後
、
音
重
は
、
湯
宿
の
経
営
を
こ
の
小
池
藤
重
郎
に
譲
っ
て
東
京
へ
転
住
す
る
。
明
治
十
一
年
十
月
二
十
九

日
、
揖
取
群
馬
県
令
に
提
出
し
た
諸
願
届
書
類
に
連
署
し
た
、
荻
原
嘉
四
郎
、
荻
原
嘉
蔵
、
荻
原
善
三
郎
の
三
人
が
温
泉
宿
と
ど
ん
な
関

係
が
あ
っ
た
か
、
役
場
の
戸
籍
関
係
諸
帳
簿
の
調
査
で
は
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
住
所
が
、
三
三
、
三
四
、
三
五
、
三
六
と

三大塚温泉の歴史

一
番
相
違
で
近
接
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
だ
け
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
昔
の
分
家
、
一
家
と
い
っ
た
よ
う
な
近
い
関
係
に
あ
っ
た
と

は
想
像
さ
れ
る
が
、
明
確
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
地
元
の
古
老
た
ち
の
記
憶
や
口
伝
を
総
合
す
る
と
二
代
目
重
五
郎
|
↓
音
重
|
↓
小

池
藤
重
郎
l
↓
吉
田
嘉
吉
|
↓
奈
良
久
五
郎
(
妻
と
よ
が
二
代
目
重
五
郎
の
妹
)
|
↓
吉
田
篤
四
郎
と
突
替
し
て
ゆ
く
の
だ
が
、
明
治
十

一
年
に
赤
坂
で
運
送
会
社
の
経
営
を
開
始
し
た
釜
測
の
小
林
近
吉
の
判
取
帳
に
、
そ
の
年
の
八
月
五
日
、
越
後
の
十
日
町
米
を
二
俵
づ
っ

二
回
、
八
月
十
一
日
に
は
越
後
酒
一
駄
を
、
永
井
の
宿
を
経
由
し
、
須
川
か
ら
大
塚
湿
泉
に
送
り
、
湯
元
勘
五
郎
が
こ
の
荷
受
け
を
し
た
と
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い
う
記
録
が
あ
る
。
こ
の
勘
五
郎
は
重
五
郎
の
間
違
い
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
が
同
一

人
で
な
い
と
す
る
と
、
萩
原
重
五
郎
と
小
池
藤
重
郎
と
の
聞
に
勘
五
郎
な
る
湯
宿
の
主
人
が
あ
っ
た
こ

と
に
な
る
が
、
現
段
階
で
は
そ
れ
を
究
明
す
る
手
段
が
な
い
。

吉田嘉吉帳場使用印

吉田篤繁保管
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荻
原
音
重
が
湯
宿
の
経
営
を
放
棄
し
た
の
は
ど
ん
な
事
情
が
伏
在
し
た
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
お

そ
ら
く
経
営
の
不
振
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
金
井
館
の
隣
接
地
所
の
ほ
と
ん
ど
全
部
が
荻
原
家
の
所
有

地
で
、
そ
の
移
動
状
況
な
ど
か
ら
み
て
も
、
経
営
の
行
き
詰
り
が
最
大
の
原
因
で
は
な
い
か
と
推
察
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
荻
原
音
重
か
ら
小
池
藤
重
郎
へ
、
そ
の
あ
と
を
う
け
た
吉
田
嘉
吉
、
次
の
奈
良

久
五
郎
の
両
名
も
経
営
運
に
恵
ま
れ
ず
、
奈
良
久
五
郎
は
北
海
道
虻
田
郡
倶
知
安
町
へ
、
妻
子
を
連
れ
て
移
住
し
て
し
ま
い
、
久
五
郎
の

後
を
引
き
受
け
た
吉
田
篤
四
郎
も
そ
の
業
績
思
わ
し
か
ら
ず
、
ま
た
営
業
を
中
途
で
描
っ
て
勢
多
郡
大
胡
町
へ
引
き
越
し
て
し
ま
う
の
で

あ
る
。温

泉
宿
の
砦
で
あ
る
、
宿
の
敷
地
と
源
泉
地
の
所
有
権
移
動
を
通
じ
て
、
不
明
確
な
旅
館
主
の
氏
名
確
認
を
し
た
り
、
ま
た
、
そ
れ
に

併
せ
て
、
こ
う
も
頻
繁
に
交
替
す
る
原
因
探
究
に
何
か
手
が
か
り
が
あ
る
か
と
、
中
之
条
法
務
局
で
、
登
記
簿
の
閲
覧
を
し
て
み
た
が
、

そ
の
記
載
は
不
動
産
登
記
法
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
の
た
め
、
明
治
二
十
七
年
以
前
は
不
明
で
あ
る
。
判
明
し
た
の
は
次
の
よ
う
な
こ
と
で

あ
っ
た
。

現
金
井
館
の
宅
地
で
あ
る
大
塚
字
宿
割
八

O
三
番
宅
地
七
十
七
坪
、

鉱
泉
地
を
包
含
す
る
田
七
畝
二
十
四
歩
の
宿
割
七
六
五
番
の
一
を
明
治

二
十
七
年
九
月
十
一
日
荻
原
音
重
よ
り
吉
田
嘉
吉
が
買
受
、
明
治
三
十

二
年
十
二
月
十
八
日
、
嘉
吉
は
こ
れ
を
音
重
に
売
り
戻
し
、
音
重
は
明

治
三
十
九
年
二
月
二
十
七
日
沢
田
村
大
字
折
田
、
折
田
九
平
治
に
売

却
、
大
正
六
年
十
一
月
五
目
、
金
井
平
八
が
こ
れ
を
買
い
戻
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
み
て
も
、
代
々
の
営
業
主
の
手
元
1

か
い
か

に
逼
迫
し
て
い
た
か
が
察
知
で
き
る
の
で
あ
る
。



な
ぜ
大
塚
温
泉
の
旅
館
経
営
は
、
こ
の
よ
う
に
成
功
し
な
か
っ
た
か
。
そ
れ
も
単
な
る
旅
館
営
業
で
な
く
、
天
恵
の
温
泉
を
も
っ
と
い

う
有
利
条
件
が
あ
る
の
に
と
、
不
審
に
考
え
ら
れ
る
が
事
実
な
の
で
あ
る
。
な
に
が
そ
の
原
因
で
あ
る
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
々
の
事
情
も

あ
り
、
そ
の
業
績
を
仔
細
に
検
討
し
な
け
れ
ば
、
容
易
に
そ
の
判
断
は
下
し
得
な
い
が
、
と
り
あ
え
ず
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
四
万
や
沢
渡

の
温
泉
と
は
そ
の
所
在
環
境
を
全
然
異
に
し
、
山
峡
の
一
軒
旅
館
、
交
通
は
い
た
っ
て
不
便
、
湯
に
ど
ん
な
薬
効
は
あ
っ
て
も
人
に
知
ら

れ
て
い
な
い
、
そ
れ
を
世
人
に
知
ら
せ
る
た
め
の
旅
客
誘
致
の
宣
伝
や
広
告
な
ど
に
は
代
々
の
館
主
が
ほ
と
ん
ど
無
関
心
で
あ
っ
た
ら
し

く
、
明
治
の
中
期
か
ら
大
正
の
初
期
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
旅
行
案
内
や
観
光
関
係
雑
誌
、
図
書
に
は
、
大
塚
温
泉
紹
介
記
事
な
ど
は
殆

ん
ど
見
当
ら
な
い
。

明
治
四
十
三
年
十
月
二
十
日
、
吾
妻
郡
役
所
で
郡
書
記
武
藤
安
義
、
中
之
条
小
学
校
長
田
村
丑
十
郎
、
郡
会
議
員
萩
原
太
一
郎
、
元
中

之
条
町
長
柳
田
阿
三
郎
等
が
編
纂
嘱
託
員
、
写
真
技
師
に
は
富
沢
写
真
館
主
の
富
沢
仙
次
郎
を
委
嘱
し
て
編
集
し
た
、
時
の
吾
妻
郡
長
関

姓
三
郎
の
有
名
な
『
是
小
冊
子
耳
名
目
案
内
要
在
欲
使
末
見
未
知
之
人
詳
悉
其
内
状
也
自
教
育
勧
業
安
涌
之
形
勢
以
至
勝
名
蹟
旧
洞
古
利

地
誌
之
史
蹟
摘
要
綱
一
一
備
載
鷲
:
:
:
』
の
序
文
か
ら
は
じ
ま
る
『
吾
妻
郡
案
内
』
に
次
の
よ
う
な
紹
介
が
あ
る
く
ら
い
で
あ
る
。

『
ヌ
ル
湯
名
久
田
村
大
{
子
大
塚
に
あ
り
、
中
之
条
町
よ
り
僅
か
に
一

里
余
り
の
処
な
れ
ば
土
曜
日
曜
な
ど
の
休
暇
日
は
官
公
吏
学
校
職
員
学

生
な
ど
の
遊
浴
す
る
も
の
多
し
、
温
度
低
き
硫
黄
泉
な
り
。
浴
室
は
名

久
田
川
に
添
ふ
て
眺
望
又
侮
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り
、
旅
館
飲
食
庖

を
兼
ね
た
る
浴
舎
な
れ
ば
、
中
之
条
附
近
散
歩
の
序
に
一
遊
す
る
に
適

す
。
蛇
く
い
、
火
傷
、
皮
癖
、
題
物
に
効
能
あ
り
』

三大塚温泉の歴史

こ
の
よ
う
に
、
浴
客
受
入
態
勢
は
消
極
的
で
、
宿
泊
施
設
等
に
も
時
勢
に
即
応
し
な
い
と
こ
ろ
が
多
々
あ
っ
た
。
過
疎
地
所
在
温
泉
と

い
う
経
営
条
件
が
極
め
て
不
利
の
上
、
明
治
中
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
の
時
代
的
事
情
、
経
済
的
背
景
の
悪
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
不
振
の

事
由
で
は
な
か
ろ
う
か
、
吉
田
篤
四
郎
の
大
胡
町
転
住
で
、
湯
宿
の
経
営
を
引
継
い
だ
、
金
井
館
初
代
の
館
主
、
金
井
平
八
は
、
今
日
の

大
塚
温
泉
経
営
安
定
路
線
レ

l
ル
を
敷
い
た
人
で
あ
る
が
、
伊
勢
町
か
ら
大
塚
へ
移
籍
し
た
当
座
は
、
温
泉
旅
館
経
営
の
傍
ら
、
二
階
の
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空
部
屋
を
利
用
し
て
蚕
を
飼
育
し
旅
館
経
営
の
赤
字
補
填
を
し
た
と
き
い
た
。
浴
客
は
少
人
数
の
皮
膚
病
患
者
と
、
富
山
の
売
薬
行
商

人
、
新
潟
の
毒
消
し
売
り
、
地
廻
わ
り
の
行
商
人
と
い
っ
た
、
極
く
一
部
に
限
定
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
時
代
だ
っ
た
か
ら
、
温
泉
旅
館
経
営

も
容
易
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
平
八
は
先
住
者
た
ち
と
は
全
く
異
っ
た
堅
実
な
営
業
方
針
を
と
っ
た
た
め
、
事
業
は
漸
次

順
調
な
軌
道
に
乗
り
、
宿
泊
客
も
増
加
の
一
途
を
辿
っ
た
が
、
昭
和
四
年
一
月
十
八
日
死
去
し
た
。
続
い
て
営
業
は
長
男
芳
繁
が
継
承
、

昭
和
初
期
の
農
村
不
況
、
日
支
事
変
、
大
東
亜
戦
争
、
敗
戦
、
戦
後
恐
慌
、
ィ

γ
フ
レ
と
続
く
未
曾
有
の
激
動
時
代
に
対
処
、
家
業
を
よ

く
守
り
、
確
固
不
動
の
礎
石
を
据
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
芳
繁
の
長
男
澄
夫
、
二
男
民
令
は
い
づ
れ
も
病
死
、
養
子
、
清
は
、
昭
和
十
八

年
九
月
応
召
、
十
九
年
十
二
月
二
十
四
日
、
比
島
方
面
で
戦
死
、
金
井
家
で
は
長
女
と
き
子
が
同
村
茂
木
庄
太
郎
四
男
四
平
と
結
婚
、
芳
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繁
袈
後
は
そ
の
あ
と
を
継
ぎ
、
現
在
、
旅
館
経
営
に
孜
々
と
し
て
精
励
し
て
い
る
。

3 

宿
泊
料
等
の
変
遺

経
営
者
の
交
替
が
頻
繁
だ
っ
た
か
ら
、
退
去
の
と
き
焼
却
で
も
し
て
し
ま
っ
た
の
か
、
日
誌
、
宿
泊
人
名
簿
、
金
銭
出
納
記
録
、
諸
官

庁
の
通
達
書
等
の
簿
冊
、
文
書
は
一
枚
も
保
存
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
判
明
す
る
範
囲
の
記
述
に
と
ど
め
る
が
、
こ
こ
で
大
壕
温

泉
の
宿
泊
料
金
は
ど
の
よ
う
に
変
貌
し
た
か
を
調
べ
て
み
る
と
、
左
の
通
り
で
あ
る
。

大
塚
温
泉
の
宿
泊
料
金

明

治

末

期

不

明

大

正

初

期

二

十

銭

問

中

期

三

十

銭

同

末

期

五

十

銭

昭

和

戦

前

期

一

円

五

十

銭

同 同同同同同

戦
中
期

戦
後
期

三
十
年
代
前
期

三
十
年
代
後
期

四
十
年
代
前
期

四
十
年
代
後
期

二
円
五
十
銭

二
百
五
十
円

七
百
円

一
千
円

一
千
八
百
円

二
千
五
百
円



現

在

三
千
二
百
円

4 

宿
泊
者
の
変
遷

ω
入
湯
宿
泊
者
利
用
数
の
推
移

明
治
九
年
著
述
の
『
大
塚
村
誌
』
に
旅
舎
二
戸
、
浴
客
一
年
百
余
人
と
簡
単
に
紹
介
さ
れ
て
あ
る
が
、
そ
れ
以
降
四
十
年
間
、
旅
館
主

は
幾
度
も
交
替
し
た
が
、
代
々
の
記
録
は
見
当
ら
な
い
の
で
、
大
正
初
期
以
前
の
旅
客
の
動
き
は
わ
か
ら
な
い
。
金
井
旅
館
資
料
提
供
の

旅
客
の
推
移
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

三大塚温泉の歴史

人

5，500 
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明大関同昭問問問岡現

治 正 和戦 職 戦年三十代年代四十
後初中後前中後

j聞期期 期期 期期 代

∞
宿
泊
客
層
の
変
化

明
治
の
末
期
か
ら
大
正
の
初
期
ま
で
は
、
疾
病
そ
の
他
の
療
養
者
、
行
商

人
等
の
客
が
主
で
、
長
期
間
逗
留
す
る
疾
病
療
養
者
に
は
自
炊
客
が
多
か
っ

た
。
大
正
中
期
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
は
疾
病
療
養
者
、
行
商
人
の
外
、
狩
猟

者
が
加
わ
り
、
温
泉
の
北
方
奥
地
に
所
在
す
る
広
面
積
の
国
有
林
野
の
植

樹
、
管
理
等
の
用
務
で
出
張
す
る
営
林
局
署
関
係
職
員
等
の
客
が
増
加
し
て

、'
3

。

、v-d-昭
和
の
初
期
、
戦
時
中
に
比
べ
る
と
、
戦
後
は
交
通
事
情
等
著
し
く
改
善

さ
れ
、
病
気
療
養
で
来
湯
す
る
客
と
行
商
人
客
が
目
立
っ
て
増
加
し
た
。
現

在
は
、
医
薬
の
進
歩
傷
病
関
係
保
険
制
度
の
確
立
、
改
善
等
の
事
情
か
ら
疾

病
療
養
客
は
漸
次
減
少
し
、
行
商
人
な
ど
も
利
用
す
る
定
時
運
転
バ
ス
の
運
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温泉史

転
回
数
の
増
加
、
自
家
用
車
使
用
台
数
の
増
加
等
の
関
係
か
ら
宿
泊
者
数
減
少
の
反
面
、
レ
ジ
ャ
ー
関
係
客
層
の
宿
泊
率
が
著
し
く
伸

長
、
狩
猟
解
禁
前
後
な
ど
は
ハ
ン
タ
ー
の
来
遊
で
、
巽
例
の
混
雑
を
み
る
よ
う
に
な
っ
た
。
病
気
療
養
客
、
病
後
保
養
な
ど
の
逗
留
客

で
、
自
炊
す
る
も
の
な
ど
は
最
近
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
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特鰐1V

湯

薬

師

5 
川
湯
薬
師
縁
起

大
塚
温
泉
の
湯
薬
師
に
つ
い
て
は
二
説
が
あ
る
。
郷
土
史
家
山
口
武
夫
は
大
塚
温
泉
薬
師
に
つ
い
て
、
温
泉
薬
師
藤
起
書
で
は
創
始
が

平
安
時
代
の
弘
仁
十
二
年
と
も
、
鎌
倉
時
代
の
建
仁
二
年
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
が
正
し
い
か
真
偽
の
ほ
ど
は
わ
か
ら
な
い
。

中
世
に
尻
高
氏
が
こ
の
地
を
所
領
す
る
と
、
温
泉
の
開
発
も
行
わ
れ
た
ら
し
い
。
戦
国
時
代
の
大
永
元
年
、
尻
高
越
前
守
が
温
泉
薬
師
堂

を
再
建
、
更
に
天
正
十
五
年
湯
守
で
あ
る
荻
原
市
之
丞
が
再
建
し
た
と
述
べ
、
薬
師
如
来
に
つ
い
て
は
、
温
泉
に
近
い
宗
学
寺
文
書
に
、

大
壕
山
、
湯
平
院
永
泉
寺
の
薬
師
如
来
で
、
源
頼
家
が
将
軍
だ
っ
た
建
仁
二
年
二
月
、
伝
教
大
師
の
作
と
伝
え
ら
れ
、
茨
木
五
郎
と
い
う

武
士
が
守
本
尊
と
し
て
い
た
も
の
を
寺
へ
納
め
た
の
が
こ
の
薬
師
如
来
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
時
代
も
寺
名
も
、
如
来
の
彫
作

者
ま
で
異
な
る
左
の
よ
う
な
古
文
書
が
湯
宿
に
伝
っ
て
い
る
。

大
塚
村
湯
平
山
妙
泉
寺
薬
師
如
来

薬
師
如
来
は
人
皇
五
十
二
代
暖
峨
天
皇
御
宇
弘
仁
十
二
辛
丑
年
弘
法

大
師
東
国
御
巡
回
之
瑚
御
作
也
同
御
堂
建
置
致
侯
時
代
押
移
リ
元
弘
建

武
ノ
兵
乱
-
一
休
絶
ス
ト
云

一
、
偲
大
永
元
年
辛
巳
年
知
高
越
前
守
殿
不
思
議
之
御
告
依
テ
武
運
長

久
国
土
安
全
ノ
為
御
堂
御
造
営
被
遊
畢

一
、
亦
干
時
天
正
十
五
丁
亥
所
之
者
相
集
御
堂
再
興
ス

湯
守
荻
原
氏
市
之
丞
立
入
致
侯

其
後
大
破
ニ
及
候

一
、
其
後
然
ル
所
ニ
元
禄
四
年
辛
未
三
月
温
泉
薬
師
尊
像
弁
御
堂
建
立

仕
候
荻
原
加
兵
衛
孫
五
郎
介
子
四
郎
左
衛
門
願
主
也

一
、
其
後
四
郎
左
衛
門
顕
望
ニ
依
テ
享
保
十
六
年
辛
亥
四
月
荻
原
弾
四



郎
願
主
ト
シ
テ
再
造
致
候

こ
の
文
書
に
よ
る
と
、
薬
師
如
来
は
弘
法
大
師
の
作
と
し
て
伝
え
ら
れ
、
大
永
元

年
ハ
一
五
二
一
〉
知
高
越
前
守
は
不
思
議
な
お
告
げ
を
う
け
て
武
運
長
久
を
祈
願
し

て
堂
を
造
営
、
そ
の
後
、
天
正
十
五
丁
亥
年
、
揚
守
荻
原
市
之
丞
が
再
興
し
、
元
禄

四
辛
亥
年
三
月
に
は
荻
原
加
兵
衛
が
再
建
ー
そ
の
子
四
郎
左
衛
門
と
孫
の
五
郎
介
が

守
護
に
当
り
、
享
保
十
六
辛
亥
年
四
月
、
荻
原
弾
四
郎
ま
た
こ
れ
を
再
建
し
た
と
あ

る
が
、
次
に
述
べ
る
揖
取
群
馬
県
令
に
差
出
し
た
薬
師
堂
取
調
書
に
は
、
寛
政
六
年

四
月
再
興
と
あ
る
の
で
、
こ
の
堂
が
明
治
以
降
に
伝
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

大
塚
の
小
池
七
五
=
二
氏
が
保
管
す
る
、
こ
の
薬
師
如
来
の
守
札
の
版
木
を
掲
げ

て
お
く
。

金井田平保管文書

三大塚温泉の歴史

薬
師
堂
の
現
地
存
置
願
望
書
差
出

神
社
、
寺
院
の
明
細
書
上
げ
の
行
わ
れ
た
の
は
明
治
十

三
年
で
あ
る
。
左
の
願
書
は
そ
の
前
、
明
治
十
年
の
社
寺

整
理
の
対
象
と
な
っ
た
薬
師
堂
を
、
移
転
と
い
う
こ
と
は

容
易
で
な
い
、
地
元
事
情
も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
支
障
が
あ

る
の
で
、
現
地
に
そ
の
ま
ま
存
置
を
ご
承
認
願
い
た
い
と

い
う
懇
願
書
で
あ
る
。
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史

薬
師
堂
存
置
願

第
廿
大
区
八
小
区

吾
妻
郡
大
塚
村

字
宿
割
建
立

願
人
荻
原
重
五
郎外

三
名

右
之
者
共
奉
申
上
候
儀
ハ
素
ヨ
リ
持
地
ノ
内
エ
於
テ
冷
温
泉
往
古
ヨ

リ
湧
出
候
処
右
本
尊
ハ
湯
前
薬
師
唱
エ
右
之
者
厚
ク
信
仰
ニ
而
去
ル
寛

政
六
年
四
月
中
右
堂
建
立
且
石
階
-
一
至
ル
迄
寄
附
有
之
悉
ク
信
仰
罷
在

候
処
殊
ニ
墓
地
等
モ
有
之
今
更
以
転
地
相
成
候
テ
ハ
跡
地
所
分
等
ニ
差

支
努
々
以
困
却
相
極
メ
何
卒
願
意
御
採
用
被
成
下
置
其
健
存
置
奉
願
上

殿

泉

候
尤
モ
受
持
僧
侶
之
儀
ハ
本
村
住
職
小
山
宗
玉
方
江
相
約
置
且
該
堂
修

覆
之
儀
ハ
願
人
協
力
補
永
続
仕
後
日
明
不
都
合
不
申
侯
依
右
存
置
願
之

通
幾
重
ニ
モ
奉
懇
願
侯
以
上

明
治
十
一
年
十
月
二
十
九
日
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温特揖IV

宗

学

寺

住

職

小

山

荻

原

荻

原

荻

原
田

村

宗

玉

重
五
郎

嘉

蔵

善
三
郎

佐
伝
次

⑮⑮⑪⑪⑪  

揖
取
群
馬
県
令

当
時
の
薬
師
堂
の
状
況
が
よ
く
判
明
す
る
よ
う
、
薬
師
堂
存
置
願
と
同
時
に
群
馬
県
令
へ
、
明
治
十
一
年
十
月
、
薬
師
堂
取
調
書
を
提

出
し
て
い
る
。
こ
の
取
調
書
に
よ
る
と
、
「
薬
師
堂
は
間
口
一
一
一
間
、
奥
行
二
問
、
本
尊
は
薬
師
瑠
璃
光
如
来
、
反
別
二
畝
十
三
歩
、
再
興

建
立
は
寛
政
六
年
四
月
」
と
な
っ
て
い
る
。
(
こ
の
存
置
願
は
十
二
年
五
月
廿
四
日
付
で
聴
届
け
に
な
っ
て
い
る
〉
。

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
薬
師
縁
起
は
目
下
の
と
こ
ろ
二
説
に
分
れ
て
い
る
が
、
い
づ
れ
に
し
て
も
宗
学
寺
誌
や
古
文
書
に
、
こ
の

よ
う
な
記
録
の
あ
る
湯
薬
師
は
、
眼
疾
に
も
功
徳
霊
験
あ
ら
た
か
と
伝
え
ら
れ
、
善
男
善
女
の
信
仰
も
厚
か
っ
た
が
、
昭
和
三
十
四
年
の

伊
勢
湾
台
風
の
た
め
、
堂
は
大
破
し
た
が
事
情
あ
っ
て
再
建
不
能
の
ま
ま
今
日
に
及
ん
で
い
る
。
再
建
障
碍
事
情
は
土
地
問
題
で
、
こ
れ

が
解
決
す
れ
ば
新
し
い
薬
師
堂
は
勿
論
、
す
べ
て
が
被
災
前
の
よ
う
に
復
元
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
現
在
は
境
内
林
の
中
で
静
か
に
坐
居

す
る
石
像
の
如
意
輪
観
音
を
右
に
見
て
、
上
下
二
十
五
段
づ
っ
合
せ
て
五
十
段
の
石
段
を
の
ぼ
る
と
、
平
坦
な
薬
師
堂
の
敷
地
が
あ
り
、

そ
こ
に
文
化
十
二
年
九
月
吉
祥
日
女
人
講
建
立
と
、
し
る
さ
れ
た
一
基
の
供
養
塔
が
た
つ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。



補
遺

ゆ
4
・b

温
泉
に
ま
つ
わ
る
こ
、
三
の
歴
史
を
補
綴
し
た
い
。
湯
宿
の
前
、
一
帯
は
畿
の
名
所
で
知
ら
れ
た
揚
平
田
園
、
泥
深
い
こ
と
で
も
有
名

で
、
天
正
八
年
十
二
月
二
十
八
日
、
尻
高
三
河
守
の
家
老
、
横
尾
八
幡
城
の
守
将
、
塩
原
源
太
左
衛
門
が
こ
こ
で
戦
死
し
て
い
る
。
こ
の

湯
平
田
圃
に
つ
づ
く
東
南
方
の
広
い
耕
地
は
、
歴
史
家
が
幻
の
宿
割
宿
と
呼
び
、
そ
の
資
料
探
し
で
躍
起
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
川
を
隔
て
た
対
岸
の
田
屋
に
沼
田
城
主
真
田
信
幸
の
重
臣
、
北
能
登
守
が
居
宅
を
構
え
て
か
ら
宿
割
宿
の
町
割
り
を
実
施
し
、
武
家

屋
敷
、
町
家
合
せ
て
三
百
戸
、
軒
を
並
べ
て
一
時
は
股
賑
を
極
め
、
こ
れ
が
指
呼
の
間
に
あ
る
湯
宿
の
繁
栄
に
も
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

真
田
伊
豆
守
の
内
室
小
松
は
生
来
病
弱
だ
っ
た
の
で
、
能
登
守
の
田
屋
屋
敷
造
営
は
、
こ
の
大
蓮
院
夫
人
の
薬
湯
保
養
も
考
慮
さ
れ
て

の
こ
と
だ
と
史
家
は
指
摘
し
て
い
る
。

慶
長
十
二
年
三
月
、
外
丸
勘
蔵
な
る
も
の
が
あ
や
ま
っ
て
火
を
出
し
宿
割
宿
は
灰
じ
ん
に
帰
し
た
の
で
あ
る
が
、
現
在
は
そ
の
町
割
り

の
跡
な
ど
ど
こ
に
も
見
当
ら
な
い
。
越
尾
川
の
清
流
を
臨
む
小
高
い
丘
の
上
に
能
登
守
邸
宅
跡
だ
け
は
、
流
石
に
武
将
の
住
居
ら
し
い
名

残
り
を
止
め
て
い
る
が
、
宿
割
宿
に
関
し
て
は
一
枚
の
文
献
す
ら
ど
こ
に
も
見
当
ら
な
い
の
で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
の
謎
を
秘
め
た
宿
割

宿
、
こ
れ
が
幻
の
宿
の
所
以
で
あ
る
。

三大塚温泉の歴史

『
ぬ
る
く
と
も
効
能
あ
っ
き
湯
の
と
く
は
、
多
か
ら
湧
き
く
る
人
に
逢
う
塚
』
の
作
者
は
吉
田
嘉
兵
衛
で
、
戒
名
は
『
一
居
専
入
信
士
』

『
安
政
四
丁
己
年
正
月
投
だ
が
、
荻
原
家
の
墓
地
の
中
に
、
荻
原
嘉
兵
衛
な
ら
ぬ
吉
田
嘉
兵
衛
の
墓
碑
、
こ
の
嘉
兵
衛
は
大
塚
の
湯
と
ど

ん
な
関
連
性
を
も
つ
か
、
最
初
は
吉
田
嘉
吉
の
父
で
は
な
い
か
と
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
嘉
吉
の
父
は
嘉
平
太
で
、
似
通
っ
て
は
い
る
が
、

全
然
別
個
の
人
ら
し
い
、
こ
れ
も
謎
の
一
つ
で
あ
る
。

最
後
に
、
も
一
つ
、
そ
れ
は
温
泉
の
南
方
約
二
百
五
十

M
位
の
と
こ
ろ
に
あ
る
小
高
い
丘
は
舞
台
山
、
明
治
四
十
年
ま
で
こ
こ
に
常
設

の
芝
居
の
舞
台
が
あ
っ
た
。
こ
こ
が
大
塚
歌
舞
伎
発
祥
の
地
で
あ
る
。
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原
始
・
古
代
・
中
世
の
交
通

上
信
越
高
原
国
立
公
園
に
位
す
る
四
万
、
沢
渡
両
温
泉
地
帯
は
、
越
後
、
信
撲
の
国
境
に
程
近
く
所
在
す
る
た
め
、
遠
く
数
千
年
の
原

始
の
昔
よ
り
、
信
越
二
国
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
遺
跡
や
遺
物
に
よ
っ
て
こ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
之
条
盆
地

※
 

よ
り
四
万
川
を
糊
り
、
木
の
根
宿
を
通
っ
て
越
後
に
向
う
古
代
の
道
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
附
近
一
帯
よ
り
出
土
す
る
石
鍛
に
ピ
y
チ

が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
こ
れ
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
昭
和
四
十
七
年
発
掘
さ
れ
た
四
万
途
中
遺
跡
は
縄
文
後
期
に
属

す
る
住
居
地
で
、
こ
の
こ
ろ
す
で
に
四
万
地
方
に
人
々
が
住
み
つ
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
中
之
条
盆
地
↓
沢
渡
↓
暮
坂
峠
↓
草
津
↓

信
濃
へ
通
ず
る
古
道
の
あ
っ
た
こ
と
も
、
こ
の
街
道
に
有
笠
山
遺
跡
(
弥
生
文
化
時
代
〉
細
尾
岩
蔭
遺
跡
(
縄
文
早
期
〉
を
始
め
、
別
図

に
示
す
よ
う
に
、
縄
文
時
代
↓
奈
良
、
平
安
時
代
に
わ
た
る
い
ろ
い
ろ
の
遺
物
を
出
土
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
が
ま
た
信
濃
出
土
の

遺
物
と
深
い
関
連
を
も
つ
こ
と
を
み
て
も
、
数
千
年
来
の
永
い
文
化
の
交
流
の
あ
っ
た
こ
と
を
し
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
両
温

泉
地
帯
と
信
越
両
国
方
面
と
の
関
係
は
、
原
始
時
代
よ
り
深
か
っ
た
こ
と
が
し
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
直
ち
に
温
泉
利
用
と
直
結
し
て

考
え
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
が
、
少
く
と
も
原
始
人
が
、
予
」
の
両
温
泉
を
利
用
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
充
分
考
慮
に
入
れ
て
よ
い
こ
と
と
思

わ
れ
る
。
山
田
字
清
水
の
遺
跡
は
こ
の
上
信
越
文
化
の
合
流
地
帯
に
花
咲
い
た
遺
跡
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
大
塚
附
近
に
も
縄
文

前
期
の
遺
跡
や
、
古
墳
時
代
以
降
の
住
居
地
も
発
見
せ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
た
遠
い
古
代
よ
り
の
関
連
性
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

七
世
紀
中
葉
、
大
化
改
新
に
よ
っ
て
国
郡
の
制
も
定
ま
り
、
上
野
園
、
吾
妻
郡
も
建
置
せ
ら
れ
て
、
地
方
制
度
も
整
っ
た
。
駅
制
も
整



備
さ
れ
て
上
野
国
に
は
東
山
道
が
東
西
に
走
り
、
五
駅
が
お
か
れ
た
が
、
上
野
国
府
↓
三
の
倉
↓
権
問
↓
大
戸
↓
原
町
(
吾
妻
郡
家
)
の

道
は
郡
街
と
国
府
を
つ
な
ぐ
幹
線
道
路
で
原
町
↓
四
万
↓
木
の
根
宿
通
り
の
い
わ
ゆ
る
奥
州
故
道
は
四
万
温
泉
古
代
史
で
み
る
よ
う
に
、

坂
上
田
村
麻
呂
の
征
夷
や
、
大
和
朝
廷
の
東
北
経
営
を
行
う
た
め
の
最
重
要
道
路
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
稲
裏
地
神
は
吾
妻
郡
司
の

肥
っ
た
神
社
で
あ
り
、
原
町
大
宮
巌
鼓
神
社
の
神
宝
蕨
手
太
万
の
漉
は
吾
妻
郡
司
征
夷
の
際
に
つ
く
ら
れ
た
戦
陣
に
お
け
る
万
癌
と
思
わ

企裏
山

。縄文式文化時代遺跡
@弥生式文化時代遺跡
・古墳時代・奈良平安遺跡

交通の歴史四

世
帯
坂
峠

四万、沢渡附近原始時代遺跡並に遺物出土地(古墳を除く〉

れ
る
と
い
う
。
(
神
奈
川
県
座
間
町
.
石
井
昌
国
説
)

四
万
温
泉
と
吾
妻
郡
司
の
関
係
は
稲
裏

こ
の
よ
う
に
、

地
神
を
介
し
て
不
離
一
体
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
沢
渡
、
暮
坂
峠
通
り
草
津
信
濃
道
も
万
葉
集
、

三
五
四

O
「
沢
渡
の
手
児
に
:
:
:
」
の
沢
渡
の
歌
を
、

こ
の
地
の
歌
と
み
る
と
き
、
こ
れ
ま
た
律
令
制
時
代
よ

り
の
古
い
往
還
を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

源
頼
朝
に
よ
り
鎌
倉
に
幕
府
が
聞
か
れ
る
と
、
関
東

の
西
北
隅
、
上
信
越
相
接
す
る
吾
妻
郡
は
軍
事
上
に
も

重
要
視
せ
ら
れ
、
御
家
人
吾
妻
太
郎
が
こ
の
地
に
お
か

れ
た
。
土
地
の
伝
承
に
よ
る
と
、
こ
の
奥
州
故
道
は
い

わ
ゆ
る
こ
の
時
代
の
鎌
倉
街
道
で
あ
っ
て
越
と
関
東
を

結
ぶ
幹
線
で
あ
っ
た
と
い
う
。
南
北
朝
時
代
越
後
の
新

田
義
宗
や
一
族
大
井
田
氏
(
太
平
記
〉
戦
国
時
代
、
平
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井
の
関
東
管
領
上
杉
氏
が
屡
々
往
来
し
た
の
も
こ
の
街
道
で
あ
っ
て
、
越
後
の
上
杉
謙
信
や
そ
の
他
の
戦
国
武
将
が
専
ら
利
用
し
た
道
で

も
あ
っ
た
。
降
っ
て
慶
長
五
年
三
六

O
O〉
関
カ
原
役
に
当
っ
て
、
徳
川
家
康
は
異
母
弟
で
あ
る
久
松
松
平
家
の
松
平
定
勝
を
岩
橿
城
に

入
れ
て
、
北
国
の
押
え
と
し
た
の
も
、
こ
の
四
万
通
り
奥
州
故
道
を
重
要
視
し
た
た
め
で
あ
っ
て
、
家
康
は
そ
の
後
い
わ
ゆ
る
上
回
の
七

本
槍
と
称
す
る
武
将
を
こ
の
城
に
幽
し
て
、
定
勝
の
補
佐
と
し
、
北
国
よ
り
す
る
上
杉
景
勝
の
重
圧
に
対
抗
さ
せ
た
。

四
万
の
奥
木
根
宿
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
中
世
の
宿
駅
で
、
盛
時
は
遊
女
等
も
お
り
賑
盛
を
極
め
た
が
、
享
禄
年
代
山
賊
の
焼

討
ち
に
あ
っ
て
浬
誠
し
て
し
ま
っ
た
。
今
地
名
と
し
て
残
る
「
女
郎
マ
カ
タ
」
は
そ
の
遺
名
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
中
世
の
道
は
そ
の
沿
道

に
残
る
多
く
の
中
世
遺
跡
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
証
明
せ
ら
れ
て
お
り
、
日
向
見
薬
師
堂
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

暮
坂
、
草
津
、
信
州
道
も
戦
国
の
時
代
に
至
っ
て
漸
く
歴
史
の
表
に
出
て
く
る
。
真
田
氏
が
永
禄
初
年
岩
橿
城
を
攻
略
す
る
と
き
も
こ

の
道
を
利
用
し
て
お
り
、
天
正
八
年
加
州
の
金
沢
氏
が
こ
の
道
を
通
っ
た
こ
と
も
折
田
文
書
に
散
見
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
残
念
な
こ

と
に
沢
渡
の
湯
と
の
関
連
は
史
に
あ
ら
わ
れ
な
い
。
文
明
十
七
年
ハ
一
四
八
五
〉
九
月
、
北
国
紀
行
の
著
者
で
京
都
の
歌
人
で
あ
る
莞
恵

が
「
白
井
の
城
を
立
っ
て
桟
路
を
っ
た
わ
っ
て
草
津
の
湯
に
行
っ
た
」
こ
と
が
そ
の
著
書
に
み
え
る
。
桟
道
と
は
、
「
か
け
は
し
」
の
こ
と

で
、
白
井
城
よ
り
吾
妻
川
を
糊
り
、
小
野
子
・
岩
井
堂
等
の
多
く
の
桟
道
を
通
り
、
折
田
の
桟
道
(
切
り
通
し
、
現
、
折
田
陸
道
」
)
を
経

て
、
お
そ
ら
く
沢
渡
温
泉
に
も
当
然
立
寄
っ
て
草
津
へ
入
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
か
け
橋
と
は
「
道
の
け
わ
し
い
所
に
板
な
ど
な
ら
ベ
、

棚
の
よ
う
に
造
っ
た
道
を
い
い
、
中
国
の
四
川
省
、
萄
の
桟
道
ゃ
、
我
国
の
木
曾
の
か
け
は
し
の
よ
う
に
文
字
通
り
危
い
橋
で
、
断
崖
の

途
中
に
つ
く
ら
れ
て
人
一
人
し
か
ヤ

v
ト
通
れ
な
い
道
で
、
四
万
の
谷
よ
り
、
木
根
宿
に
至
る
道
を
当
時
「
木
根
の
か
け
は
し
」
と
言
っ

た
。
折
田
の
寛
文
の
検
地
帳
に
も
「
か
け
は
し
」
の
地
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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注
、
ピ
ッ
チ
利
用
の
石
鉱
:
・
石
鍍
の
矢
の
柄
へ
の
着
装
に
は
縛
着
と
ピ
ッ
チ
ハ
越
後
に
産
す
る
石
油
よ
り
と
っ
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
こ
と
〉
利
用
の
二

方
法
が
あ
り
、
地
域
に
よ
り
そ
の
差
が
あ
る
。
四
万
川
流
域
の
遺
跡
に
は
ピ
ッ
チ
利
用
の
痕
跡
が
確
認
さ
れ
る
出
土
例
が
多
い
。
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近

世

の

交

通

交通の歴史

大
坂
の
陣
後
江
戸
幕
府
は
五
街
道
を
は
じ
め
道
路
を
整
備
し
、
関
所
を
建
て
交
通
の
発
達
を
図
り
、
寛
永
八
年
大
戸
、
猿
カ
京
の
両
闘

を
お
い
た
。
(
吾
妻
郡
の
み
。
当
時
上
野
固
に
は
十
五
関
あ
っ
た
〉
吾
妻
郡
よ
り
三
国
山
脈
を
こ
え
て
の
越
後
の
国
へ
の
抜
道
が
中
世
よ

り
三
筋
あ
っ
た
。
@
四
万
よ
り
木
根
宿
を
通
り
越
後
浅
貝
へ
い
た
る
木
根
宿
通
り
ハ
奥
州
故
道
〉
、
@
入
山
よ
り
信
州
沓
野
へ
越
え
る
間

道
、
。
万
座
山
を
越
え
信
州
高
井
野
へ
抜
け
る
間
道
。
戦
国
時
代
武
田
氏
は
越
後
の
上
杉
氏
に
対
す
る
防
衛
の
た
め
こ
の
三
披
道
に
は
心

を
く
ば
り
、
真
田
氏
の
時
代
に
至
っ
て
も
藩
の
防
衛
上
か
ら
、
こ
の
三
道
よ
り
他
国
の
者
が
出
入
す
る
こ
と
に
い
た
く
神
経
を
尖
ら
せ
て

い
た
。
寛
永
年
度
か
ら
万
治
年
聞
に
い
た
る
三
十
有
余
年
間
藩
で
は
そ
の
附
近
の
百
姓
に
百
姓
役
と
し
て
一
人
宛
番
人
を
お
き
、
そ
の
通

行
を
監
視
さ
せ
た
が
、
百
姓
身
分
の
た
め
通
行
人
に
お
ど
か
さ
れ
て
充
分
に
そ
の
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
招
田
藩
主
真

田
伊
賀
守
信
澄
は
寛
文
二
年
十
二
月
、
幕
府
の
許
可
を
え
て
、
大
笹
、
狩
宿
の
二
関
を
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
永
年
の
懸
案

で
あ
っ
た
右
記
の
三
つ
の
間
道
を
閉
鎖
し
た
。
こ
れ
は
両
関
に
対
す
る
抜
道
と
も
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
古
代
以
来
永
ら
く
上
、

越
交
通
上
に
大
き
な
足
跡
を
の
こ
し
た
奥
州
故
道
も
全
く
鳥
獣
の
通
う
と
こ
ろ
と
あ
り
、
四
万
発
展
の
上
に
大
き
な
阻
害
条
件
と
な
っ

た
。
明
治
の
新
時
代
を
迎
え
、
同
五
年
岩
本
の
神
保
律
五
郎
が
上
越
新
道
を
開
削
以
来
、
郡
民
の
多
く
の
人
々
が
そ
の
再
開
を
願
っ
て
百

二
年
、
昭
和
四
十
九
年
漸
く
国
道
三
五
三
号
線
と
し
て
認
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
実
に
こ
の
街
道
は
近
世
初
期
寛
文
二
年
以
来
約
三
百
余

年
の
聞
の
永
い
眠
り
か
ら
さ
め
て
、
再
び
中
世
の
栄
光
を
再
現
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
別
記
詳
述
す
る
。

関
所
の
設
置
と
奥
州
故
道
の
閉
鎖

ω
近
世
の
温
泉
道

四
万
・
沢
渡
・
大
塚
・
草
津
・
川
原
湯
の
諸
湯
は
、
江
戸
期
を
通
じ
て
、
北
か
ら
の
道
を
閉
鎖
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
専
ら
南
方
よ
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り
す
る
浴
客
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
、
い
わ
ば
袋
小
路
の
よ
う
な
変
則
的
な
交
通
路
に
た
よ
る
と
い
う
状
態
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
さ
て
、

吾
妻
へ
の
温
泉
道
は
大
別
し
て
左
の
二
つ
に
区
分
さ
れ
る
。

四
万
・
沢
渡
へ
の
道
高
崎
よ
り
中
仙
道
に
分
れ
三
国
街
道
を
北
上
(
現
高
崎
↓
渋
川
線
〉
野
田
↓
水
沢
↓
伊
香
保
↓
吾
妻
郡
岡
崎
新

田
↓
五
町
田
↓
(
吾
妻
川
渡
舟
〉
市
城
↓
中
之
条
↓
四
万
、
あ
る
い
は
中
之
条
↓
沢
渡
↓
草
津
と
い
う
経
路
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
順
当
な

道
筋
で
、
外
に
、
三
国
街
道
湯
宿
↓
大
道
峠
↓
寺
社
平
↓
四
万
と
い
う
経
路
と
、
三
国
街
道
杢
之
関
川
止
の
と
き
は
臼
蔭
道
を
西
進
し
、
郷

原
長
須
橋
↓
原
町
↓
中
之
条
↓
四
万
と
い
う
道
も
あ
っ
た
。
中
之
条
よ
り
四
万
へ
の
道
路
は
現
在
の
街
道
と
は
少
し
異
っ
て
お
り
、
中
之

条
↓
西
中
之
条
、
枯
木
↓
美
野
原
↓
股
界
戸
(
君
の
尾
)
↓
四
万
温
泉
と
い
う
道
順
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
上
折
田
の
切
通
し
ハ
俗
に
い
う

「
木
根
の
掛
橋
」
)
の
難
路
を
さ
け
て
の
道
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
沢
渡
・
草
津
の
街
道
は
、
中
之
条
西
端
詠
帰
橋
よ
り
西
進
し
て
、
現
在

の
四
万
街
道
を
更
に
西
進
、
沢
渡
↓
暮
坂
峠
↓
草
津
へ
と
進
む
も
の
で
あ
っ
た
。
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草
津
へ
の
本
街
道
は
、
高
崎
宿
で
中
仙
道
と
分
れ
三
の
倉
↓
権
田
↓
大
戸
↓
須
賀
尾
↓
須
賀
尾
峠
↓
長
野
原
↓
草
津
へ
と
行
く
草
津
街

道
が
本
筋
で
、
外
に
信
州
沓
掛
、
鳥
居
峠
よ
り
の
道
(
仁
礼
街
道
)
も
所

在
し
た
。
最
近
ま
で
沢
渡
は
草
津
温
泉
の
「
な
お
し
湯
」
と
し
て
栄
え
た

所
で
、
草
津
↓
暮
坂
峠
|
沢
渡
|
中
之
条
の
道
は
明
治
二
十
年
代
吾
妻
峡

木根の掛橋供養塔(折固定光寺〉

の
険
路
が
聞
か
れ
る
ま
で
賑
わ
っ
た
街
道
で
あ
っ
た
。
大
塚
温
泉
へ
の
道

は
三
国
街
道
中
山
宿
よ
り
、
中
之
条
|
沼
田
街
道
の
現
在
の
道
が
順
当
の

街
道
で
あ
っ
た
。

中
之
条
↓
四
万
・
沢
渡
道
の
最
大
の
難
所
は
、

折
田

l
下
沢
渡
聞
の
通
称
「
切
り
通
し
」
ハ
別
称
木
根
の
掛
橋
、
前
述
)
で
あ

木
根
の
掛
橋
の
開
削



江
戸
時
代
の
温
泉
道
路
は
、
伊
香
保
↓
四
万
↓
沢
渡
↓
草
津
と
お
互
い
に

関
連
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
江
戸
も
中
期
以
降
と
な
る
と
多
く
の
湯
治
人
、
文
人
墨
客
が
こ

の
地
を
お
と
ず
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
の
紀
行
文
な
ど
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
特
に
有
名
な

の
が
十
返
舎
一
九
の
「
諸
国
道
中
金
の
草
鮭
」
で
あ
る
。
ま
た
富
田
永
世
も
文
政
の
こ
ろ
上

州
の
温
泉
を
訪
ね
「
上
毛
温
泉
廻
」
を
著
し
て
い
る
。
永
世
は
伊
香
保
l
四
万
|
沢
渡
|
草

津
l
川
原
湯
と
順
廻
し
、
伊
香
保
よ
り
四
万
に
来
て
一
泊
し
、
温
泉
の
様
子
を
こ
と
こ
ま
か
に
記
述
し
て
い
る
。
同
じ
文
政
の
こ
ろ
、
三

国
街
道
か
ら
吾
妻
郡
を
扱
っ
た
「
諸
業
高
名
録
」
が
刊
行
さ
れ
た
『
〈
中
之
条
青
柳
光
作
蔵
〉
こ
の
中
で
四
万
温
泉
の
旅
篭
屋
を
記
し
て

交通の歴史

み
る
と

っ
た
。
四
万
川
の
深
い
河
谷
は
人
を
寄
せ
つ
け
な
か
っ
た
の
で
、
四
万
へ
の
旅
人
は
こ
の
地

を
さ
け
て
、
み
の
原
を
通
っ
て
四
万
へ
越
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
元
禄
四
年
(
一
六
九
一
)

木根の 掛橋銘

中
之
条
町
、
四
万
本
村
・
伊
勢
町
・
西
中
之
条
村
・
上
沢
渡
村
・
横
尾
村
・
青
山
村
・
折
田

村
・
平
村
・
市
城
村
の
人
達
は
こ
の
難
所
の
開
削
に
あ
た
り
、
同
年
五
月
二
十
日
そ
の
開
通

を
み
た
の
で
あ
る
。
こ
の
か
け
は
し
は
現
在
の
国
道
三
五
三
号
線
よ
り
上
に
あ
た
る
所
で
あ

る
。
こ
こ
に
「
木
根
の
掛
橋
」
の
供
養
塔
が
立
て
ら
れ
た
が
、
現
在
は
折
田
の
定
光
寺
観
音

堂
境
内
に
移
さ
れ
て
い
る
。

四
万
へ
の
旅

田
村
八
兵
衛
、
田
村
長
右
衛
門
、
田
村
半
左
衛
門
、
田
村
定
右
衛
門
、
人
来
屋
文
左
衛
門
、
湯
本
棒
徳
、
田
村
茂
左
衛
門
、
田
村
佐
太

夫
、
田
村
佐
金
吾
、

安
永
三
年
新
田
郡
の
毛
呂
権
蔵
は
「
上
野
田
誌
」
の
中
で
吾
妻
郡
の
温
泉
を
紹
介
し
て
い
る
。
当
時
上
毛
の
三
湯
と
し
て
草
津
、
伊
香

四
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保
、
四
万
を
あ
げ
て
い
る
。

江
戸
時
代
の
交
通
は
す
べ
て
馬
の
背
で
、
ほ
と
ん
ど
の
者
は
徒
歩
で
湯
治
に
や
っ
て
来
た
。
馬
の
次
に
駕
篭
も
あ
っ
た
が
、
大
多
数
の
者

は
す
べ
て
徒
歩
で
あ
っ
て
、
以
上
の
よ
う
な
山
坂
路
を
健
脚
に
ま
か
せ
て
渉
破
し
て
、
四
万
、
沢
渡
、
大
塚
の
湯
へ
と
旅
し
た
も
の
で
あ
る
。
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明
治
以
降
の
交
通

上
越
新
道
の
開
削
ハ
奥
州
故
道
、
四
万
|
浅
員
間
)
ま
ず
神
保
律
五
郎
の
山
せ
街
道
の
開
削
(
明
治
五
年

l
六
年
〉
に
つ
い
て
述
べ

る
。
幕
末
安
政
年
間
、
四
万
村
は
不
作
が
続
き
、
村
民
は
入
会
山
の
雪
折
木
や
風
倒
木
を
伐
採
し
て
生
活
の
資
に
あ
て
る
こ
と
に
し
た
。

そ
し
て
こ
れ
を
請
負
っ
た
の
が
江
戸
深
川
の
木
材
商
太
田
屋
徳
兵
衛
で
あ
っ
た
。
太
田
屋
は
原
岩
本
村
の
手
代
均
左
衛
門
〈
律
五
郎
の
父

か
〉
に
そ
の
木
材
の
購
入
に
当
ら
せ
た
。
均
左
衛
門
は
こ
れ
に
よ
っ
て
巨
利
を
得
、
村
民
も
そ
の
恩
恵
に
預
る
者
が
多
か
っ
た
と
い
わ
れ

わ

ら

わ

た

ど

る
。
安
政
六
年
六
月
、
湯
原
、
渡
戸
の
両
橋
は
入
会
村
々
に
よ
る
自
普
請
橋
で
あ
っ
た
が
、
四
万
村
で
は
こ
の
木
材
売
却
代
に
よ
っ
て
得

た
四
十
両
の
利
息
で
、
そ
の
架
替
が
で
ま
た
程
で
あ
っ
た
。

道
路
の
聞
削

原
岩
本
の
山
せ
事
、
木
材
商
神
保
律
五
郎
は
四
万
の
奥
山
よ
り
の
木
材
の
江
戸
出
し
と
、
越
後
米
購
入
を
企
図
し
、
こ
の
山
せ
新
道
の

開
削
を
計
画
し
た
の
は
明
治
の
初
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
新
道
は
寛
文
以
来
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
奥
州
故
道
の
開
削
が
主
で
あ
っ
て
、

中
之
条
|
岩
本
!
四
万
1
越
後
浅
貝
ま
で
延
長
二
十
四
件

I
Lに
お
よ
ぶ
も
の
で
あ
る
。

明
治
五
年
三
月
、
そ
の
手
始
め
と
し
て
発
起
人
神
保
律
五
郎
は
、
世
話
人
で
あ
る
唐
沢
伝
七
、
中
之
条
剣
持
源
太
郎
、
小
前
総
代
神
保

浅
八
、
組
頭
伊
能
佐
吾
七
、
名
主
森
田
士
口
平
等
と
話
し
合
い
、
越
後
国
魚
招
郡
浅
貝
村
庄
屋
佐
藤
仙
三
郎
外
組
頭
、
百
姓
代
、
世
話
人
と

①
両
村
に
て
相
談
の
上
、
道
の
刈
払
い
を
す
る
こ
と
@
開
削
の
費
用
は
双
方
に
て
相
談
の

の
聞
に
次
の
よ
う
な
規
定
を
取
替
わ
し
た



上
出
金
す
る
こ
と
、
役
人
の
見
分
の
た
め
の
費
用
も
同
様
の
こ
と
。
③
道
普
請
は
双
方
山
境
に
て
持
場
を
定
め
て
行
う
こ
と
。
④
万

一
、
他
よ
り
取
障
り
筋
の
こ
と
を
申
し
出
た
り
、
出
入
ハ
訴
訟
〉
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
場
合
も
両
村
相
談
の
上
返
答
す
る
こ
と
等
の

議
定
取
究
め
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
山
せ
新
道
の
利
点
は
①
三
国
街
道
よ
り
最
短
距
離
で
あ
る
こ
と
②
川
止
め
の
な
い
こ
と
@
山
の
尾
根

づ
た
い
な
の
で
割
合
峻
険
の
場
所
が
少
い
こ
と
等
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
翌
明
治
五
年
四
月
二
十
三
日
、
上
越
国
境
迄
道
を
聞
い
て
行
く
作
業
中
、
原
岩
本
村
の
者
が
そ
こ
つ
に
も
四
万
地
内
の
旧
巣

鷹
山
留
山
に
道
形
を
つ
け
て
し
ま
っ
た
。
驚
い
た
惣
代
神
保
律
五
郎
、
森
田
賢
六
、
四
万
村
名
主
島
村
五
郎
、
組
頭
唐
沢
政
次
郎
、
中
之

条
肝
煎
名
主
二
宮
平
八
は
、
群
馬
県
庁
に
出
頭
、
御
留
山
外
二
カ
所
の
払
い
下
げ
を
願
い
出
た
。
そ
の
結
果
ど
う
な
っ
た
か
は
不
明
で
あ

ス
v
。同

五
年
五
月
、
神
保
律
五
郎
と
四
万
村
の
田
村
茂
三
郎
は
新
道
開
削
に
つ
い
て
中
之
条
町
外
十
七
カ
村
を
回
村
し
て
、
そ
の
協
力
を
求

め
全
面
的
な
賛
同
を
得
た
。
と
こ
ろ
が
三
国
街
道
筋
に
あ
た
る
親
郷
、
須
川
町
を
始
め
、
入
須
川
、
東
峰
須
川
、
西
峰
須
川
、
猿
ケ
京
、

吹
路
、
永
井
、
合
瀬
、
藤
新
田
の
村
々
は
巣
鷹
山
に
か
か
る
よ
う
だ
っ
た
ら
、
こ
れ
は
我
々
の
大
切
な
入
会
山
だ
か
ら
同
意
す
る
こ
と
は

絶
対
に
で
き
な
い
と
、
言
を
左
右
に
し
て
反
対
の
立
場
を
表
明
し
た
の
で
真
向
か
ら
対
立
の
情
勢
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

郎
と
田
村
茂
三
郎
は
惣
代
と
し
て
群
馬
県
に
道
路
開
削
の
陳
情
を
続
け
た
が
思
う
よ
う
に
進
展
し
な
か
っ
た
。

一
方
神
保
律
五

四交通の歴史

さ
て
神
保
律
五
郎
は
こ
の
新
道
開
削
の
た
め
私
財
三
七
五
両
と
白
米
八
石
三
斗
を
無
償
に
て
提
供
し
た
。
そ
の
義
侠
に
感
じ
て
中
之
条

町
外
十
七
カ
町
村
の
人
々
は
卒
先
こ
の
開
削
に
あ
た
り
、
そ
の
人
員
は
延
二
六
五

O
人
に
達
し
た
。
一
方
新
潟
県
側
は
刈
り
払
い
は
終
っ

た
が
、
人
が
漸
く
通
る
だ
け
し
か
道
が
聞
か
れ
ず
、
貨
物
の
運
搬
な
ど
到
底
不
可
能
の
状
態
で
あ
っ
た
の
で
、
新
潟
県
側
は
設
計
を
変
更

し
、
門
屋
地
内
を
設
計
変
更
し
大
道
見
と
い
う
所
の
開
削
に
当
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
距
離
が
約
半
里
近
く
な
る
予
定
で
あ
っ

た。
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以
上
を
も
っ
て
明
治
六
年
七
月
熊
谷
県
地
理
掛
、
宮
沢
熊
五
郎
あ
て
道
路
の
検
査
を
願
い
出
た
。
こ
の
道
路
は
道
幅
二
問
、
長
さ
五
里

三
十
町
、
う
ち
熊
谷
県
側
(
群
馬
県
側
〉
一
ニ
里
三
十
町
、
新
潟
県
側
ニ
旦
で
あ
っ
た
。
(
明
治
六
年
六
月
、
群
馬
県
と
入
間
県
は
合
併
し

て
熊
谷
県
と
な
る
。
九
年
八
月
ま
で
)
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と
こ
ろ
が
渋
川
よ
り
永
井
宿
に
至
る
三
国
街
道
筋
の
各
宿
で
は
死
活
問
題
で
あ
る
と
し
て
反
対
陳
情
の
た
め
熊
谷
県
庁
へ
ム
シ
ロ
旗
を

押
し
立
て
て
乱
入
し
た
り
、
あ
る
い
は
旅
人
へ
発
砲
し
た
り
、
問
屋
を
通
さ
な
い
と
こ
ろ
の
不
正
の
荷
物
で
あ
る
と
し
て
駄
馬
の
荷
物
を

切
り
落
す
な
ど
、
乱
暴
狼
藷
の
限
り
を
つ
く
し
た
の
で
、
熊
谷
県
に
お
い
て
は
、
そ
の
仲
介
の
労
を
と
っ
て
和
解
斡
旋
に
あ
た
っ
た
が
、

遂
に
成
功
せ
ず
、
神
保
律
五
郎
以
下
血
と
汗
と
精
魂
を
傾
け
て
の
上
越
新
道
開
削
の
大
事
業
は
道
路
の
完
成
を
み
な
が
ら
も
旧
三
国
街
道

筋
住
民
の
猛
反
対
に
よ
っ
て
県
の
認
可
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
新
政
府
は
つ
と
に
富
国
強
兵
の
国
是
の
も
と
に
道
路
の
開
削
に
も
特
に
重
点
を
お
い
て
い
た
が
、
明
治
十
年
の
西
南
の
役
に
至
る

聞
は
内
政
も
揮
沌
と
し
て
手
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

現
在
に
お
い
て
は
道
路
は
園
、
県
、
市
町
村
道
と
官
費
を
も
っ
て
す
る
の
が
建
前
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
み
る
と
き

明
治
初
年
の
民
費
に
よ
る
道
路
工
事
は
、
今
に
し
て
み
れ
ば
、
誠
に
奇
異
な
も
の
に
み
ら
れ
る
。
し
か
し
当
時
の
国
民
は
官
費
を
も
っ
て
す

る
道
路
の
開
削
な
ど
、
マ
ゴ
マ
ゴ
待
つ
て
は
い
ら
れ
な
い
情
勢
に
あ
っ
た
。
神
保
氏
が
新
道
の
開
さ
く
に
ふ
み
き
っ
た
直
後
、
前
橋
の
生

糸
輸
出
業
者
は
明
治
五
年
九
月
前
橋
よ
り
東
京
へ
の
民
費
に
よ
る
道
路
の
改
修
を
出
願
し
、
翌
六
年
五
月
前
橋
1

熊
谷
間
の
道
路
の
改
修

に
成
功
し
、
さ
ら
に
六
年
に
は
熊
谷
県
令
河
瀬
秀
治
は
清
水
越
国
道
の
開
削
に
着
眼
し
、
前
橋
、
勢
多
、
利
根
郡
民
の
多
大
な
寄
附
に
よ
っ

て
約
十
年
の
後
明
治
十
八
年
九
月
こ
こ
に
永
年
待
望
の
上
越
両
国
の
手
は
む
す
ば
れ
、
北
白
川
宮
能
久
親
王
は
親
し
く
上
越
国
境
の
峰
に

お
立
ち
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
明
治
二
十
年
前
後
、
県
内
各
地
に
お
い
て
民
費
に
よ
る
道
路
が
陸
続
と
し
て
開
設
せ
ら
れ
た
。
こ

れ
が
地
方
の
文
化
、
産
業
に
与
え
た
恩
恵
は
実
に
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
思
え
ば
神
保
律
五
郎
の
越
後
新
道
開
削
は
、
た
と
え



不
成
功
に
終
っ
た
と
は
い
え
、
実
に
県
下
の
さ
き
が
け
と
し
て
、
そ
の
先
鞭
を
つ
け
た
こ
と
に
重
大
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
神
保
文
書
、
町
田
儀
平
所
蔵
文
書
)

つ
ぎ
に
沢
田
村
と
角
田
広
作
の
上
越
新
道
開
削
〈
明
治
二
十
二
年

l
同
四
十
年
)
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
明
治
二
十
二
年
五
月
沢
田

村
が
成
立
す
る
と
町
田
賢
次
郎
が
初
代
村
長
に
就
任
し
た
。
新
村
が
成
立
す
る
や
間
も
な
く
四
万

l
浅
貝
聞
の
上
越
新
道
開
削
問
題
が
再

燃
し
た
。
翌
二
十
三
年
七
月
、
沢
田
村
は
第
一
回
の
新
道
踏
査
計
画
の
勧
誘
状
を
出
し
、
そ
の
実
現
に
着
手
し
て
い
る
。
(
関
善
平
所
蔵

文
書
)
そ
の
後
沢
田
村
が
中
心
と
な
っ
て
各
町
村
お
よ
び
吾
妻
郡
役
所
、
東
京
大
林
区
署
に
熱
心
に
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。
明
治
二
十

五
年
十
一
月
、
二
代
村
長
山
田
次
郎
平
も
町
田
の
あ
と
を
つ
い
で
熱
心
に
こ
の
問
題
に
取
り
く
ん
で
そ
の
実
現
を
期
し
て
い
る
。
山
田
は

嘉
永
年
間
山
田
l
五
料
聞
の
水
運
(
吾
妻
川
〉
を
聞
い
た
次
郎
兵
衛
の
子
孫
に
当
る
人
で
あ
る
。

一
、
本
郡
沢
田
村
大
字
四
万
村
よ
り
新
潟
県
南
魚
沼
郡
浅
貝
村
に
通
ず

る
裏
道
関
盤
に
付
諸
工
事
費
用
へ
金
四
千
円
地
方
税
よ
り
補
助
の

義
、
今
回
沢
田
村
長
よ
り
出
願
の
趣
に
候
処
、
右
新
道
た
る
尤
必
要

の
道
路
に
し
て
本
郡
の
利
害
に
至
大
の
関
係
、
延
て
本
県
の
経
済
上

に
及
ぼ
す
処
の
利
害
も
亦
鮮
少
な
ら
ざ
る
に
付
、
之
れ
が
開
通
は
本

郡
各
町
村
人
民
一
同
渇
望
止
ま
ざ
る
処
に
有
之
条
何
卒
沢
田
村
長
の

願
意
を
思
御
許
容
被
成
下
度
郡
内
の
民
意
を
代
表
し
連
暑
を
以
て
此

段
奉
申
上
侯
也

交通の歴史

明
治
二
十
五
年
十
一
月
ハ
郡
役
所
受
付
は
十
一
月
十
九
日
〉

吾
妻
郡
中
之
条
町
長
根
岸
善
作

(
以
下
草
津
村
長
、
岩
島
村
長
代
理
、
長
野
原
町
助
役
、
太
田
村
長
、

東
村
長
、
嬬
恋
村
助
役
、
坂
上
村
助
役
、
原
町
長
、
名
久
田
村
助

役
、
伊
参
村
長
(
久
賀
村
を
除
く
各
記
名
旗
印
あ
り
〉

群
馬
県
知
事
中
村
元
雄
殿
(
吾
妻
郡
役
所
文
書
)

(
注
久
賀
村
は
明
治
二
十
九
年
ま
で
吾
妻
郡
、
高
山
村
は
西
群
馬
郡

で
あ
っ
た
〉

そ
の
後
こ
の
運
動
も
日
清
戦
役
の
勃
発
に
よ
り
一
時
停
滞
し
た
が
、
戦
後
我
国
の
経
済
は
次
第
に
活
況
を
呈
し
て
来
た
の
で
、
明
治
三

十
年
代
を
迎
え
て
急
速
に
進
展
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
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四

こ
の
路
線
は
日
向
見
よ
り
国
境
迄
三
里
弱
、
越
後
分
は
二
里
強
で
総
里
程
約
五
里
、
橋
梁
架
設
の
必
要
は
な
か
っ
た
。
明
治
三
十
一
年
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新
潟
県
側
は
ま
ず
測
量
が
完
了
し
た
。
群
馬
県
側
も
同
年
十
月
、
沢
田
村
よ
り
中
之
条
町
の
有
志
に
協
力
方
の
来
談
が
あ
り
、
こ
れ
に
全

面
的
に
協
力
す
る
こ
と
に
決
し
十
月
十
七
日
中
之
条
町
助
役
小
池
政
七
と
、
沢
田
村
上
越
新
道
開
さ
く
担
当
者
角
田
広
作
は
連
絡
の
た
め

新
潟
県
に
出
張
し
て
い
る
。
翌
三
十
二
年
十
月
十
三
日
群
馬
県
側
も
い
よ
い
よ
測
量
を
開
始
し
三
十
三
年
春
完
了
し
た
。
測
量
の
結
果
は
、

山
脈
の
ま
ま
と
す
る
と
1
一
日
勾
配
、
隆
道
を
つ
く
る
場
合
は

1
J却
勾
配
と
測
量
さ
れ
た
。
同
年
五
月
十
四
日
起
工
式
を
行
い
、
旧
沢
田
村

民
は
手
弁
当
で
、
晩
秋
の
頃
と
春
先
の
農
閑
期
に
、
山
小
屋
を
作
り
、
そ
こ
に
泊
り
こ
ん
で
労
力
奉
仕
を
行
い
、
な
だ
れ
や
う
え
と
戦
い

乍
ら
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
が
繰
り
返
え
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
開
削
事
務
所
は
関
善
平
宅
に
お
か
れ
た
。
経
費
は
村
費
と
有
志
の
寄
附
に
よ
っ

て
な
さ
れ
、
う
ち
五
百
円
は
吾
妻
銀
行
か
ら
借
入
れ
ら
れ
た
。
ま
た
四
万
へ
入
湯
の
浴
客
か
ら
も
毎
年
、
年
聞
を
通
し
て
寄
附
を
依
頼
し
た

程
で
、
木
材
は
中
之
条
小
林
区
署
ハ
現
、
営
林
署
)
の
了
解
の
も
と
で
現
地
に
お
い
て
調
達
し
た
。
か
く
て
新
道
完
成
の
暁
に
は
、
吾
妻
郡
会
、

南
魚
沼
郡
会
と
も
郡
道
に
編
入
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
明
治
三
十
三
年
十
月
の
沢
田
村
の
寄
附
帳
添
付
の
趣
旨
書
に
よ
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る
と
、
ま
ず
人
馬
の
通
れ
る
道
を
あ
け
、
こ
れ
を
車
道
に
変
じ
、
将
来
は
鉄
道
の
布
設
を
も
企
図
す
る
と
い
う
雄
大
な
構
想
に
も
と
ず
く
も

の
で
あ
っ
て
、
開
削
費
は
約
一
万
円
と
し
、
同
年
十
月
寄
附
募
金
運
動
を
開
始
、
三
十
六
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
終
了
の
予
定
で
、
そ
の
結

果
郡
内
各
町
村
の
有
志
、
新
潟
県
民
等
よ
り
多
数
の
人
々
の
寄
附
を
得
た
が
、
な
お
目
的
を
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

明
治
三
十
年
代
は
不
況
で
あ
り
、
か
つ
明
治
三
十
七
、
八
年
は
未
曾
有
の
大
戦
で
あ
る
日
露
戦
役
に
相
遇
し
た
た
め
工
事
も
予
定
通
り

進
捗
せ
ず
、
七
分
通
り
完
了
し
た
と
は
い
え
尚
一
千
余
円
の
不
足
を
生
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
角
田
は
明
治
三
十
八
年
三
月
二
十
八
日
、
村

内
有
志
ら
に
そ
の
窮
状
を
訴
え
陳
情
書
を
出
し
て
い
る
。
角
田
は
更
に
私
財
を
な
げ
う
ち
、
寝
食
を
忘
れ
て
こ
の
こ
と
の
み
に
奔
走
、
そ

の
献
身
的
尽
力
に
よ
っ
て
か
遂
に
明
治
四
十
一
年
一
月
、
四
十
一
才
を
も
っ
て
病
没
し
、
こ
の
先
覚
的
な
企
図
も
、
大
き
な
犠
牲
を
払
い

な
が
ら
も
挫
折
の
や
む
な
き
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
幼
く
し
て
没
し
た
子
息
の
戒
名
に
関
越
童
子
と
名
付
け
た
と
こ
ろ
を
み
て
も
、

そ
の
不
屈
の
闘
志
を
よ
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。



さ
ら
に
大
正
期
に
は
開
削
運
動
は
ど
う
展
開
し
て
い
っ
た
か
。
大
正
十
一
年
十
一
月
吾
妻
町
原
町
よ
り
選
出
さ
れ
た
衆
議
院
議
員
木
槍

三
四
郎
は
帝
国
議
会
に
渋
川
|
中
之
条
1
長
野
原
|
上
田
聞
の
上
信
線
の
建
設
を
建
議
し
た
。
こ
の
鉄
道
布
設
法
案
は
大
多
数
の
議
員
の

賛
成
を
得
て
通
過
し
た
。
沿
道
の
住
民
は
明
治
以
来
の
悲
顕
で
あ
っ
た
の
で
雀
躍
し
て
喜
ん
だ
。
こ
れ
を
好
機
と
し
て
再
度
四
万
1

浅
貝

聞
の
県
道
建
設
を
県
に
陳
情
し
た
。
こ
の
と
き
発
起
人
と
な
っ
た
の
が
神
保
律
五
郎
の
子
息
寛
五
郎
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
四
万
山

中
の
国
有
林
野
の
開
発
を
あ
げ
て
い
る
。
神
保
は
経
費
の
明
細
帳
及
実
測
図
を
添
え
て
群
馬
、
新
潟
両
県
の
関
係
町
村
民
の
連
印
署
を
以

て
請
願
書
を
出
し
て
い
る
。

交通の歴史

群
馬
県
新
潟
県
間
新
道
関
磐
請
願
書

想
起
ス
レ
パ
今
ヲ
去
ル
五
十
年
前
即
チ
明
治
五
年
吾
妻
郡
伊
参
村
大
字

岩
本
神
保
寛
五
郎
父
神
保
律
五
郎
及
新
潟
県
南
魚
沼
郡
三
国
村
大
字
浅

貝
佐
藤
仙
一
郎
父
佐
藤
仙
三
郎
発
起
者
ト
ナ
リ
、
吾
妻
郡
中
之
条
町
ヲ

起
点
ト
シ
名
久
田
村
及
伊
参
村
、
沢
田
村
ヲ
経
テ
、
新
潟
県
南
魚
沼
郡
三

国
村
大
字
浅
貝
県
道
-
一
段
統
ス
ル
道
路
ヲ
開
鍵
致
シ
該
技
用
計
金
三
百

七
十
五
両
及
白
米
八
石
三
斗
右
神
保
律
五
郎
私
財
ヲ
投
ズ
。
外
各
町
村

寄
附
延
人
夫
弐
千
六
百
五
十
余
人
ヲ
以
テ
当
時
ノ
図
面
ノ
通
リ
道
路
巾

二
間
此
延
長
約
五
塁
三
十
了
竣
工
ス
。
通
行
者
一
人
間
百
数
人
然
処
三

国
嶺
越
シ
本
往
来
渋
川
町
ニ
至
ル
間
駅
-
一
問
屋
ハ
勿
論
該
道
路
生
活
ノ

町
村
人
民
ハ
廃
道
ヲ
予
知
シ
、
取
障
ヲ
募
リ
己
ニ
県
庁
へ
押
掛
ケ
ン
ト

云
有
様
-
一
テ
如
何
ト
ス
ル
コ
ト
不
能
、
且
ツ
群
馬
県
ヨ
リ
宮
沢
熊
五
郎

臨
場
道
筋
検
査
済
ト
相
成
候
ヘ
ド
モ
何
分
問
屋
及
関
係
町
村
民
ト
和
解

ヲ
遂
ル
不
能
時
ト
ロ
ハ
問
屋
複
ノ
不
正
荷
物
ト
喝
へ
駄
馬
ノ
荷
ヲ
切
り

落
シ
、
或
ハ
発
勉
シ
通
行
人
ヲ
驚
樗
セ
シ
メ
タ
リ
。
如
此
ニ
付
遂
ニ
不

四

認
可
ト
相
成
候
ハ
実
ニ
遺
憾
此
事
ニ
御
座
侯
。
今
般
渋
川
町
ヲ
起
点
ト

シ
テ
中
之
条
町
ヲ
経
テ
長
野
県
ニ
至
ル
ノ
鉄
道
布
設
法
案
帝
国
議
会
-
一

提
出
セ
ラ
レ
、
大
多
数
ヲ
以
テ
議
決
ノ
由
ナ
レ
バ
、
之
ニ
伴
フ
奥
ノ
公

益
ヲ
有
ス
ル
道
路
ナ
レ
パ
、
是
非
共
今
回
御
開
盤
被
下
度
奉
願
上
候
。

即
チ
中
之
条
町
ヨ
リ
大
字
浅
見
-
一
至
ル
里
程
約
五
里
三
十
丁
ニ
シ
テ
、

内
群
馬
県
地
内
三
里
三
十
丁
、
此
内
三
十
五
丁
現
ニ
郡
道
ニ
候
。
新
潟

県
地
内
二
塁
、
其
ノ
間
固
有
森
林
樹
木
棒
、
ツ
ガ
、
椴
及
雑
木
-
一
シ
テ

往
古
ヨ
リ
斧
銑
ヲ
容
ル
ル
コ
ト
ナ
夕
、
樹
木
時
価
数
百
万
円
ノ
之
ヲ
只

々
徒
ニ
腐
朽
-
一
終
ル
ノ
ミ
コ
ノ
機
会
-
一
搬
出
ス
ル
時
ハ
之
レ
撃
-
一
国
利

民
福
ト
致
シ
当
交
通
上
ノ
便
宜
ナ
ル
コ
ト
ハ
徴
カ
ナ
カ

γ
モ
裳
-
一
右
-
一

付
今
般
県
道
御
閲
撃
-
一
一
夜
成
下
度
御
図
面
及
当
時
費
用
仮
御
参
考
ト
シ

テ
相
添
尚
ホ
実
測
図
面
ハ
追
テ
捉
出
可
致
候
。
依
テ
関
係
町
村
人
民
連

印
署
ヲ
以
テ
弦
-
尋
問
願
候
也

但
シ
新
潟
県
庁
へ
本
願
書
ト
同
ジ
モ
ノ
ヲ
提
出
致
置
候

大
正
十
一
年
十
一
月
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日
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群
馬
県
吾
妻
郡
伊
参
村
大
字
岩
本

神
保
寛
五
郎

新
潟
県
南
魚
沼
郡
三
国
村
大
字
浅
貝

村
会
議
員
区
長
綿
貫
芳
次
郎

村
会
議
員
高
野
清
太
郎

三
国
村
長
富
沢
幾
治
郎

群
馬
県
吾
妻
郡
中
之
条
町
大
字
中
之
条
町
七
番
地

田
村
喜
八

ハ
神
保
文
書
〉

g 

伊
参
村

蟻
川
重
郎
平

中
之
条
町
大
字
中
之
条
町
九
三
一
番
地

町
田
崇
山

伊
参
村
大
字
五
反
田
一
二
九
番
地

山
田
淀
八

ハ
以
下
略
〉
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と
こ
ろ
が
ま
た
し
て
も
予
期
し
な
い
事
態
が
惹
起
し
た
。
そ
れ
は
大
正
十
二
年
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
瞬
の
出

来
事
に
よ
っ
て
、
上
信
糠
建
設
案
も
廃
案
と
な
っ
た
の
で
、
こ
の
越
後
新
道
建
設
案
も
自
然
消
滅
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
思
え
ば
ど
こ
ま

で
も
不
運
の
建
設
運
動
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
昭
和
戦
後
期
の
開
削
運
動
と
国
道
三
五
三
号
線
の
認
定
の
経
過
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
町
村
合
併
後
の
昭
和

三
十
三
年
再
度
四
万
↓
湯
沢
聞
の
道
路
開
設
案
が
も
ち
あ
が
っ
た
。
よ
っ
て
三
十
三
年
九
月
、
三
十
五
年
十
月
、
三
十
六
年
秋
と
三
回
に

わ
た
り
四
万
、
浅
貝
聞
の
実
地
踏
査
が
行
わ
れ
、
遂
に
四
十
年
十
一
月
中
之
条
町
長
町
田
浩
蔵
は
角
田
湯
沢
町
長
を
訪
問
し
、
両
町
協
力
し

て
該
道
路
の
開
設
に
努
力
す
る
こ
と
を
約
束
し
、
翌
四
十
一
年
八
月
、
中
之
条
、
湯
沢
線
道
路
開
発
促
進
期
成
同
盟
会
が
結
成
さ
れ
、
次

で
四
十
九
年
八
月
、
柏
崎
、
湯
沢
、
渋
川
間
国
道
昇
格
期
成
同
盟
会
が
結
成
さ
れ
た
。
清
津
峡
、
四
万
温
泉
郷
、
柏
崎
海
岸
な
ど
豊
富
な

観
光
資
源
の
一
体
化
を
図
る
と
共
に
、
柏
崎
港
を
中
継
し
て
佐
渡
を
結
ぶ
一
大
観
光
ル
I
ト
の
開
発
を
期
待
す
る
一
般
国
道
昇
格
に
つ
い

て
の
陳
情
を
行
っ
た
結
果
、
昭
和
四
十
九
年
(
一
九
七
四
〉
十
一
月
十
二
日
国
道
三
五
三
号
線
と
し
て
認
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
実
に
寛

文
二
年
ハ
一
六
六
二
〉
四
万
|
浅
貝
聞
が
江
戸
幕
府
の
施
策
に
よ
っ
て
閉
鎖
さ
れ
て
よ
り
=
二
二
年
目
の
画
期
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。

中
之
条
、
四
万
道
、
中
之
条
、
沢
渡
道
の
開
削
明
治
十
一
年
群
馬
県
の
代
表
的
道
路
と
し
て
二
十
路
線
が
指
定
さ
れ
、
四
万
温
泉
道



(
中
之
条
|
四
万
、
三
等
〉
中
野
道
(
金
井
|
中
之
条
|
沢
渡
、
三
等
〉
も
そ
の
中
に
加
わ
り
、
県
道
と
し
て
整
備
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

こ
の
工
事
は
明
治
二
十
一
、
二
年
の
二
カ
年
継
続
事
業
で
完
成
し
た
ら
し
い
。
難
工
事
で
あ

っ
た
の
で
中
之
条
町
、
原
町
、
折
田
、
山
田
、
下
沢
渡
か
ら
金
百
二
十
七
円
余
の
有
志
か
ら
の
寄
附
を
得
た
こ
と
が
寄
附
帳
に
み
え
る
。

こ
の
新
道
が
で
き
て
か
ら
、
車
も
楽
に
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

四
万
地
内
新
湯
、
山
口
閣
の
新
道
開
削

暮
坂
道
の
変
遷

明
治
二
十
年
代
吾
妻
峡
の
県
道
が
開
削
さ
れ
る
ま
で
は
中
之
条
|
沢
渡
|
暮
坂
|
草
津
聞
の
県
道
は
、
東
、
西
吾
妻

を
つ
な
ぐ
幹
線
道
路
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
こ
の
中
世
以
来
の
街
道
も
昔
日
の
悌
を
失
い
、
し

た
が
っ
て
沢
渡
温
泉
の
盛
衰
に
大
き
な
関
係
を
与
え
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
戦
後
牧
水
コ

l
ス

交通の歴史四

と
し
て
再
生
し
つ
つ
あ
る
現
状
で
あ
る
。

(2) 

交
通
機
関
の
近
代
化

有笠山附近の暮坂道

江
戸
時
代
よ
り
明
治
前
半
期
ま
で
、
四
万
・
沢
渡
へ
の
温
泉
客
は
主
に
徒
歩
か
馬

ζ

た
つ
や
ぐ
ら

で
あ
っ
た
。
馬
の
背
に
厄
健
櫓
を
振
り
分
け
に
し
て
子
供
や
老
人
、
荷
物
を
の
せ
て
湯
治
に
来

た
。
そ
れ
で
旅
館
に
よ
っ
て
は
馬
小
屋
が
備
え
つ
け
て
あ
っ
た
。
明
治
二
、
三
十
年
代
に
な
る

と
人
力
車
が
最
盛
崩
を
む
か
え
、
よ
く
利
用
さ
れ
た
が
、
四
十
年
ご
ろ
か
ら
馬
車
に
圧
倒
さ
れ

人
力
車

て
減
少
の
傾
向
を
み
せ
て
い
る
。

明
治
三
十
年
ご
ろ
よ
り
道
路
が
次
第
に
整
備
さ
れ
る
と
、
四
万
川
ぞ
い
に
馬
車
が

往
来
し
た
。
毎
年
三
月
か
ら
十
一
月
上
旬
ご
ろ
ま
で
が
運
行
期
間
で
、
中
之
条
町
へ
二
時
間

馬

車
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半
、
四
万
へ
三
時
間
か
か
り
途
中
君
の
尾
で
休
憩
し
た
。

四
万
乗
合
馬
車
営
業
人
田
村
喜
作
は
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四
万
、
中
之
条
聞
か
ら
渋
川
ま
で
の
営
業
を
明
治
三
十
七
年
九
月
申
請
し
て
い
る
。
そ
し
て
四

140 

十
年
五
月
、
草
津
、
招
田
、
高
崎
、
前
橋
ま
で
の
営
業
路
線
の
延
長
の
こ
と
が
許
可
さ
れ
た
。

明
治
四
十
二
年
二
月
、
渋
川
よ
り
四
万
に
通
ず
る
県
道
に
乗
合
馬
車
な
ら
び
に
運
輸
営
業
を
目

的
と
す
る
「
合
名
会
社
四
万
温
泉
馬
車
」
が
設
立
さ
れ
た
。
明
治
も
終
り
の
四
十
五
年
七
月
十

馬車 Cf四万の今昔」より〉

九
日
鯉
沢
↓
伊
勢
町
聞
に
乗
合
馬
車
(
軌
道
)
が
開
通
、
中
之
条
、
四
万
問
、
中
之
条
、
沢
渡
間

に
は
四
万
温
泉
馬
車
合
資
会
社
、
吾
妻
軌
道
株
式
会
社
の
馬
車
が
走
り
、
大
正
五
年
三
月
四
万

馬
車
合
資
会
社
と
な
っ
た
。
高
等
乗
合
馬
車
六
人
乗
六
名
、
普
通
馬
車
十
二
名
、
馬
匹
九
頭
が

運
行
し
た
。
青
馬
車
と
赤
馬
車
が
織
烈
な
競
走
を

し
た
の
も
こ
の
頃
で
、
こ
の
こ
と
は
第
一
巻
「
大

正
期
の
交
通
」
の
項
に
詳
述
し
て
あ
る
の
で
割
愛

す
る
。

明
治
四
十
三
年
渋
川

|
中
之
条
聞
に
吾
妻
温
泉
軌
道
株
式
会
社
が
認
可
、
四
十
五
年
か
ら
営
業
を
開
始
し
、
大
正

九
年
十
一
月
よ
り
電
気
軌
道
に
変
更
営
業
し
た
が
昭
和
八
年
三
月
、
二
十
二
年
間
郡
民
に
親

軌
道
馬
車
か
ら
電
車
ヘ

し
ま
れ
て
き
た
チ

γ
チ
ン
電
車
も
廃
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

大
正
九
年
七
月
、
中
之
条
ハ
伊
勢
町
)
よ
り
四
万
温
泉
口

四
万
温
泉
電
気
鉄
道
の
計
画

ま
で
電
車
の
導
入
運
動
を
す
す
め
、
測
量
を
開
始
し
た
。
当
時
の
四
万
温
泉
地
図
に
も
予
定

線
が
記
入
さ
れ
て
お
り
、
積
極
的
な
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
し
か
し
大
正
十
二
年
の
関
東
大

荷馬車 Cf四万の今昔」より〉



自
動
車
時
代
日
群
馬
県
最
初
の
定
期
パ
ス

震
災
の
た
め
、
遂
に
日
の
目
を
み
ず
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
。

大
正
八
年
七
月
馬
車
に
代
り
自
動
車
運
転
と
な
っ
た
。
車
両
は
ア
メ
リ
カ
製
ス
チ
ュ

l
ド

ベ
ー
カ
ー
車
一
台
(
五
人
乗
〉
を
購
入
、
中
之
条
|
四
万
聞
を
走
ら
せ
た
。
こ
れ
が
実
に
群
馬
県
で
最
初
の
定
期
パ
ス
で
あ
る
。
一
日
三
往

復
、
料
金
は
大
人
三
円
、
小
人
一
円
五
十
銭
で
あ
っ
た
。
大
正
十
三
年
フ
ォ
ー
ド
車
十
台
を
追
加
購
入
し
、
営
業
路
線
も
中
之
条
|
渋
川

ま
で
延
長
し
、
十
四
年
四
万
馬
車
合
資
会
社
を
四
万
自
動
車
株
式
会
社
と
改
め
た
。
昭
和
二
年
八
月
、
群
馬
温
泉
タ
ク
シ
ー
と
合
併
群
馬

自
動
車
株
式
会
社
と
改
称
、
中
之
条
町
上
之
町
に
本
社
を
移
し
た
。
戦
時
中
は
ガ
ソ
リ
ン
が
な
い
の
で
木
炭
車
に
切
り
か
え
た
。
東
武
に

交通の歴史四

大正時代の自動車(四万新湯にて)i四万の今昔Jより

合
併
さ
れ
た
が
昭
和
四
十
年
代
に
入
る
と
車
も
増
発
さ
れ
、
吾
妻
線
中
之
条
駅
は
も
と
よ

り
、
上
越
線
渋
川
駅
、
東
武
鉄
道
伊
勢
崎
駅
、
前
橋
、
高
崎
駅
か
ら
も
直
通
パ
ス
が
連
絡
、

昭
和
三
十
八
年
、
年
間
三
十
五
万
五
千
人
の
利
用
者
が
昭
和
四
十
三
年
五
十
二
万
四
千
人
と

急
速
に
上
昇
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
後
自
家
用
車
の
急
増
に
よ
っ
て
頭
う
ち
の
傾
向
に
あ

る
の
が
現
状
で
あ
る
。

大
塚
へ
の
パ
ス
の
運
行
は
昭
和
十
四
年
一
月
よ
り
群
馬
バ
ス
が
高
山
村
尻
高
ま
で
運
行
さ

れ
た
の
が
最
初
で
あ
る
が
、
中
之
条
|
沼
田
聞
に
直
通
パ
ス
が
運
行
さ
れ
た
の
は
昭
和
三
十

五
年
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
年
吾
妻
線
の
開
通
に
よ
り
上
野
|
四
万
聞
の
所
要
時
間
は
短

縮
さ
れ
、
現
在
二
時
間
十
分
、
中
之
条

l
四
万
間
パ
ス
四
十
五
分
と
な
っ
て
い
る
。

吾
妻
線
の
開
通

na 
四
万
、
沢
渡
両
温
泉
へ
の
明
治
以
降
現
在
に
至
る
浴
客
数
を
調
査
し
て
み
る
と
左
表
の
よ

浴
客
数
の
増
加

141 
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四万、沢渡温泉の浴客数

年別|四万|沢 渡

明治42 57，613 (44年)4，998
大正元 66，505 9，133 

5 104，326 5，641 
10 119，325 (11年)12，167

15 87，412 3，942 
昭和 5 99，922 

10 123，112 
15 257，909 
20 126，904 
25 196，840 
30 249，089 
35 264，229 (33年)12，144
40 346，146 
45 54(40.92年61〉 43，187 
50 507，893 44，684 

四
万
温
泉

四万・沢渡温泉浴客数の推移(図表〉

万
印

30 

40 

20 

う
で
あ
る
。
江
戸
時
代
以
降
明
治
中
葉
ま
で
は
、
専
ら
人
や
馬
の

脚
に
頼
っ
て
い
た
湯
治
客
も
、
明
治
三
十
年
代
よ
り
人
力
車
、
馬
車

と
漸
く
寧
の
利
用
に
移
り
、
浴
客
も
次
第
に
増
加
し
、
大
正
八
年

七
月
、
つ
い
に
群
馬
県
最
初
の
中
之
条

l
四
万
聞
の
乗
合
自
動
車

が
開
業
さ
れ
る
前
後
に
な
る
と
四
万
は
飛
躍
的
な
浴
客
の
増
加
を

み
大
正
五
年
十
万
人
を
突
破
、
同
十
五
年
に
は
二
十
五
万
人
と
激

増
す
る
。
し
か
し
、
戦
時
中
は
、
昭
和
十
五
年
の
二
十
五
万
人
を

境
と
し
て
戦
況
の
悪
化
と
共
に
激
減
し
、
疎
開
者
、
疎
開
児
童
を

受
け
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
戦
後
、
国
の
復
興
と

一一一一一/Ai

万

M

8

6

4

2

0
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共
に
四
万
温
泉
の
環
境
の
良
さ
が
再
認
識
さ
れ
、

三
十
年
以
降
経
済
界
の
異
常
な
発
展
と
、
こ
れ
に

伴
っ
て
道
路
も
整
備
せ
ら
れ
、
昭
和
二
十
年
吾
妻

線
の
開
通
、
乗
合
自
動
車
輸
送
の
激
増
、
自
家
用

車
の
普
及
は
観
光
プ

I
ム
と
相
侠
っ
て
昭
和
三
十

年
戦
前
の
二
十
五
万
と
肩
を
比
べ
た
が
、
つ
い
に

四
十
四
年
、
そ
の
倍
増
の
約
五
十
六
万
人
を
算
す

る
増
加
を
み
る
に
至
っ
た
。

沢
渡
は
古
い
統
計
記
録
が
な
い
が
、
大
正
元
年



九
千
人
、
同
十
一
年
に
は
一
万
二
千
人
と
漸
増
の
傾
向
を
み
て
い
る
。
し
か
し
昭
和
十
年
の
九
月
大
水
害
、
同
二
十
年
四
月
の
大
火
に
よ

り
壊
滅
的
な
被
害
を
う
け
、
再
起
不
能
の
状
態
に
あ
っ
た
が
、
よ
く
再
興
に
つ
と
め
た
結
果
、
昭
和
三
十
五
年
に
至
り
戦
前
の
数
字
に
復

し
、
五
十
年
に
は
四
万
四
千
を
算
す
る
盛
況
に
至
っ
た
。
大
壕
鉱
泉
の
統
計
は
資
料
が
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。
吾
妻
郡
誌
に
は
明
治
九

年
旅
舎
ご
戸
、
浴
客
一
年
百
余
人
と
あ
る
。

五

と

文

化

|

|

来

湯

し

た

文

化

人

を

中

心

に

し

て

|

|

温

泉

1 

福
田
宗
禎
と
剣
持
諌
山

五温泉と文化

江
戸
時
代
の
記
録
を
見
て
も
、
四
万
温
泉
、
沢
渡
温
泉
、
草
津
温
泉
に
多
く
の
文
人
、
画
家
、
学
者
が
湯
治
や
静
養
に
滞
在
し
た
こ
と

は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
文
化
が
流
入
し
て
芽
ば
え
、
培
養
さ
れ
発
展
し
た
こ
と
は
史
家
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

例
を
医
学
蘭
学
に
と
っ
て
み
て
も
誰
も
領
け
る
と
思
う
。
天
保
の
噴
名
医
で
あ
り
蘭
学
者
と
し
て
名
を
な
し
た
福
田
宗
禎
も
温
泉
が
契

機
と
な
っ
て
生
れ
た
人
物
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

昔
、
武
州
粕
壁
に
関
根
浅
右
衛
門
と
い
う
侍
が
あ
っ
て
、
親
の
仇
を
討
ち
に
出
て
仇
を
尋
ね
て
諸
国
を
廻
っ
て
い
る
う
ち
、
そ
の
仇
に

死
な
れ
て
し
ま
っ
た
。
空
し
く
帰
参
す
る
わ
け
に
も
行
か
ず
沢
渡
温
泉
に
足
を
留
め
た
と
こ
ろ
、
湯
宿
の
福
田
喜
左
衛
門
と
い
う
者
が
若

死
し
た
の
で
、
そ
の
跡
へ
入
婿
を
捜
し
求
め
て
い
る
と
い
う
。
世
話
を
す
る
者
が
あ
っ
た
の
で
、
入
夫
と
な
っ
た
。
医
を
以
て
業
と
し
て

宗
禎
と
名
乗
っ
た
。
こ
れ
が
沢
渡
の
医
家
福
田
家
の
初
代
宗
禎
で
あ
っ
た
。

こ
の
宗
禎
は
自
ら
医
術
の
不
十
分
な
の
を
遺
憾
と
し
「
千
人
に
施
薬
施
療
を
致
し
ま
す
か
ら
子
孫
に
善
き
医
者
の
出
る
様
に
」
と
誓
願
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を
立
て
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

福田宗禎屋敷跡(沢渡温泉〉

こ
の
初
代
宗
禎
の
曾
孫
に
天
明
寛
政
文
化
の
頃
喜
左
衛
門
宗
禎
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。
こ

の
四
代
目
宗
禎
の
時
福
田
家
は
相
当
に
大
き
く
な
り
、
家
屋
も
新
築
増
築
し
て
、
医
業
経
営

上
必
要
な
患
者
の
宿
泊
に
充
て
た
。
一
般
旅
客
の
中
で
土
分
の
も
の
は
大
抵
喜
左
衛
門
宗
禎

方
に
宿
泊
す
る
様
に
な
り
、
そ
の
業
務
は
い
よ
い
よ
盛
大
に
赴
い
た
。

144 

喜
左
衛
門
宗
禎
は
妻
を
中
之
条
町
か
ら
要
り
二
男
二
女
を
儲
け
た
。
そ
の
長
男
即
ち
五
代

目
宗
禎
ハ
幼
名
徳
郎
)
こ
そ
「
近
世
名
医
伝
」
に
載
っ
て
お
り
、
昭
和
十
五
年
の
春
紀
元
二

千
六
百
年
記
念
と
し
て
本
県
で
顕
彰
さ
れ
先
哲
偉
人
の
中
に
入
っ
た
福
田
宗
禎
で
あ
る
。

こ
の
宗
禎
は
、
徳
郎
時
代
の
十
才
の
時
(
寛
政
十
二
年
一
八

O
O
)
市
河
米
庵
が
二
十
二

才
で
沢
渡
温
泉
に
来
浴
し
て
福
田
家
に
泊
っ
た
。
幾
日
が
滞
在
す
る
う
ち
青
年
学
徒
米
庵
の

眼
に
は
利
発
な
少
年
と
し
て
徳
郎
が
映
じ
、
秀
れ
た
少
年
徳
郎
の
脳
裡
に
は
尊
敬
す
べ
き
先

生
と
し
て
青
年
米
庵
が
印
象
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
後
年
米
庵
は
こ
の
時
の
印
象
を

年
余掬
遊翠
エ 主
其 人
地
ー以

医
徳目白
郎 F
尚干

子長
童渡

国主
、子

言徳
語郎
動幼
作七

言z
iilt予
人
之去

?今
、九

余
心
既
知
=
其
不
E
凡
ハ
福
田
徳
郎
序
〉

と
書
い
て
い
る
。
徳
郎
は
母
の
実
家
に
近
い
中
之
条
の
儒
者
丸
山
白
峰
に
就
い
て
学
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

徳
郎
も
十
七
才
の
春
に
江
戸
に
遊
学
、
議
て
憧
慣
し
て
い
た
市
川
米
庵
の
塾
に
入
っ
た
。
こ
こ
で
儒
学
詩
文
を
学
ん
だ
。
五
代
目
宗
禎

が
医
家
と
し
て
高
名
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
人
物
も
詩
文
も
秀
れ
て
い
た
の
は
こ
の
様
な
教
養
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
十
八
才
の

秋
帰
省
す
る
時
、
米
庵
の
父
寛
粛
は
徳
郎
に
次
の
送
序
を
与
え
て
い
る
。



去
歳
来
遊
-
-
余
塾
-
、
温
雅
秀
発
愈
益
可
レ
愛
、
専
務
-
-
詩
業
-
、
日
夜

調
請
、
朗
々
不
レ
己
、
吐
露
繊
艶
、
立
成
=
数
篇
目
、
人
皆
目
z
奇才-、

(
福
田
徳
郎
送
序
よ
り
〉

徳
郎
(
浩
粛
宗
禎
)
は
、
医
学
を
吉
益
東
洞
の
門
人
二
宮
洞
庭
に
就
い
て
学
び
、
後
加
賀
の
前
田
侯
か
ら
抱
え
医
と
し
て
招
聴
さ
れ
た

が
、
郷
里
の
父
に
相
談
す
る
と
、
わ
が
子
徳
郎
の
医
学
医
術
の
進
境
に
驚
い
た
が
、
そ
の
出
仕
を
許
可
せ
ず
、
帰
郷
を
促
し
た
の
で
、
出

仕
を
断
念
帰
郷
し
た
。
時
に
文
政
三
年
(
一
八
二

O
〉
三
十
才
で
あ
っ
た
。

沢
渡
に
於
け
る
宗
禎
の
医
業
は
日
を
逐
う
て
盛
に
な
り
、
遠
来
の
病
者
で
金
の
無
い
者
は
滞
在
さ
せ
て
治
療
し
て
や
り
、
癒
れ
ば
旅
費

を
支
給
し
て
帰
し
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
ほ
ど
の
徳
の
高
い
医
師
で
あ
っ
た
。
慕
っ
て
教
え
を
請
う
者
も
多
く
、
寵
島
寛
造
、
飯
島

宗
俊
ハ
勢
多
郡
荒
子
〉
、
高
橋
元
貞
(
一
一
一
島
)
、
松
井
貞
純
(
尻
高
〉
、
内
田
忠
順
(
駒
形
)
栃
原
重
次
郎
(
三
原
)
な
ど
は
、
す
ぐ
れ
た
門
人

で
あ
る
。
高
崎
の
宗
禎
の
出
張
所
を
貰
っ
た
福
田
文
哉
も
一
族
で
あ
り
門
人
で
あ
っ
た
。

天
保
二
年
三
八
三
一
〉
蘭
学
者
高
野
長
英
を
招
い
て
教
え
を
受
け
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
宗
禎
は
間
も
な
く
オ
ラ
ン
ダ
医
書
の

翻
訳
に
取
か
か
り
毎
日
読
み
ふ
け
っ
た
。
そ
れ
は
傑
氏
児
と
い
う
の
で
、
宗
禎
は
わ
が
書
粛
を
読
傑
山
房
と
名
づ
け
た
。
そ
の
後
は
宗
禎

は
長
英
か
ら
通
信
で
指
導
を
受
け
た
よ
う
で
あ
る
が
、
師
弟
の
情
は
非
常
に
深
く
な
り
、
天
保
七
年
に
は
長
英
は
医
原
枢
要
と
い
う
著
書

出
版
の
費
用
を
調
達
の
た
め
宗
禎
を
訪
問
し
て
居
り
、
天
保
九
年
に
は
焼
失
後
の
住
宅
建
築
の
用
材
を
手
紙
で
求
め
て
い
る
。

温泉と文化

長
英
は
天
保
十
年
五
月
下
獄
し
、
弘
化
元
年
(
一
八
四
四
)
獄
舎
の
火
災
か
ら
、
出
獄
を
許
さ
れ
た
が
、
帰
獄
し
な
い
で
、
そ
れ
以
後

潜
伏
六
年
間
苦
闘
を
続
け
た
の
で
あ
る
。
浩
粛
宗
禎
は
長
英
下
獄
の
翌
年
天
保
十
一
年
十
二
月
二
十
八
日
新
築
の
書
費
総
宜
亭
に
、
幼
女

春
子
を
連
れ
て
豆
撒
き
(
旧
暦
の
節
分
)
に
行
っ
て
脳
溢
血
で
倒
れ
、
五
十
才
を
一
期
と
し
て
不
帰
の
客
と
な
っ
た
。

長
英
が
火
傷
の
身
を
癒
す
た
め
に
沢
渡
の
福
田
家
を
訪
れ
た
の
は
六
代
承
粛
宗
禎
の
代
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
(
承
鶏
宗
禎
は
浩
粛

宗
禎
の
従
兄
で
あ
る
〉
長
英
は
沢
渡
滞
在
中
人
目
を
避
け
て
蛇
野
川
で
夜
釣
を
し
た
と
い
う
伝
え
が
あ
る
が
、
温
泉
街
の
坂
を
下
っ
た
と
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史

こ
ろ
に
晩
釣
橋
と
い
う
橋
が
あ
る
が
、
当
時
を
偲
ぶ
よ
す
が
で
あ
る
。
(
新
井
信
宗
の
研
究
に
依
る
〉
墓
地
に
は
伯
爵
土
方
元
題
額
、
太

政
官
少
書
記
官
野
口
常
撰
並
書
の
大
石
碑
が
宗
禎
の
功
績
を
伝
え
て
い
る
。
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温泉

算
学
の
大
家
剣
持
議
山
は
沢
渡
温
泉
の
人
で
、
議
山
は
号
で
、
名
は
章
行
、
要
七
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
寛
政
二
年
(
一
七
九

O
〉
に
農

家
に
生
ま
れ
、
浩
粛
宗
禎
よ
り
一
才
年
長
で
あ
っ
た
。
宗
禎
の
家
の
す
ぐ
側
で
常
に
互
に
出
入
り
も
し
て
い
た
ら
し
い
。
若
い
頃
は
縄
も

な
い
、
草
鮭
も
つ
く
り
、
馬
方
も
し
た
。
宗
禎
の
徳
郎
時
代
は
よ
き
遊
び
友
達
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
徳
郎
が
中
之
条
の
丸
山
白
峰
に
就

い
て
学
ん
で
い
る
の
で
、
優
秀
な
頭
脳
の
要
七
少
年
の
向
学
心
を
誘
発
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
算
学
に
輿
味
を
感
じ
て
勉
強
を
始
め
た
の

は
何
時
頃
で
あ
っ
た
か
は
判
然
し
な
い
が
、
二
十
才
前
後
に
は
関
流
六
伝
の
小
野
良
佐
の
門
人
と
な
っ
た
ら
し
い
。
文
化
八
年
三
八
一

一
〉
十
一
月
小
野
良
佐
の
記
し
た
算
道
系
図
に
は
既
に
珠
山
の
名
が
見
え
て
い
る
と
い
う
事
で
あ
る
が
、
そ
の
年
諌
山
は
二
十
二
才
で
あ

っ
た
。
議
山
十
一
才
の
時
に
は
徳
郎
の
家
に
は
江
戸
の
青
年
儒
者
市
河
米
庵
が
滞
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
議
山
の
耳
に
も
い
ろ
い

ろ
の
中
央
の
学
者
の
声
が
聞
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

特輯IV

文
政
七
年
ハ
一
八
二
四
〉
三
十
五
才
の
時
高
崎
の
清
水
観
音
に
算
額
を
奉
納
し
て
い
る
が
、
章
行
成
紀
と
い
う
名
乗
は
こ
の
時
先
生
か

ら
載
い
た
の
で
あ
る
と
い
う
。

天
保
年
聞
に
は
蘭
学
で
有
名
な
高
野
長
英
が
福
田
宗
禎
と
の
関
係
か
ら
し
ば
し
ば
沢
渡
へ
来
ら
れ
た
。
珠
山
の
家
は
宗
禎
の
家
の
す
ぐ

側
で
あ
っ
た
か
ら
長
英
の
出
入
は
珠
山
も
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
長
英
の
語
学
上
の
高
弟
で
、
宗
禎
よ
り
二
才
若
か
っ
た
内
田

〈
き
か
ま
と
と

弥
太
郎
即
ち
内
田
五
観
は
、
西
洋
数
学
の
影
響
も
受
け
て
か
、
そ
の
算
学
上
の
知
識
は
格
別
秀
れ
て
い
た
も
の
で
、
関
流
五
伝
日
下
誠

の
門
人
で
関
流
六
伝
で
あ
っ
た
。
議
山
は
か
ね
て
日
下
門
下
の
白
石
長
忠
か
ら
も
聞
い
て
い
た
関
係
で
、
内
田
五
観
の
偉
い
こ
と
は
知
っ

て
い
た
。
そ
れ
で
是
非
教
え
を
受
け
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
天
保
十
年
(
一
八
三
九
〉
五
月
初
旬
江
戸
へ
出
て
先
ず
白
石
長
忠
を
訪
ね
、
次
に
高
野
長
英
を
訪
れ
、
そ
れ
か
ら
内
田
五
観
を



訪
ね
た
。
こ
の
間
福
田
宗
禎
の
添
書
を
持
っ
て
高
野
長
英
宅
へ
、
長
英
の
紹
介
状
を
も
っ
て
内
田
五
観
へ
初
対
面
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
諌
山
は
宿
願
が
か
な
っ
て
内
田
五
観
の
塾
に
入
り
、
そ
の
教
え
を
受
け
て
算
学
上
に
目
醒
ま
し
い
進
歩
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
時
に
龍
山
は
齢
五
十
で
あ
っ
た
。
著
者
も
探
蹟
算
法
、
算
法
開
誼
等
十
余
冊
に
及
び
、
こ
の
頃
ま
で
に
教
育
を
受
け
た
門
人
も
多

く
郡
内
で
三
十
五
人
、
武
州
、
下
総
、
上
総
、
常
陸
の
門
人
を
併
せ
る
と
百
三
十
六
人
に
及
ぶ
と
い
う
。
藤
山
の
算
学
普
及
の
功
績
は
偉

大
な
も
の
で
、
領
主
清
水
卿
か
ら
苗
学
帯
万
を
許
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
東
北
大
学
の
林
鶴
一
博
士
の
研
究
に
よ
っ
て
、
そ
の
一
部
を
ド

イ
ツ
の
学
界
に
発
表
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

議
山
は
明
治
四
年
〈
一
八
七
一
)
六
月
四
日
遊
歴
先
の
千
葉
県
香
取
郡
鏑
木
村
山
崎
平
右
衛
門
方
で
、
八
十
三
才
の
高
齢
で
麗
し
た
。

香
取
郡
古
城
村
教
育
会
は
史
蹟
調
査
の
際
山
崎
氏
墓
地
内
に
珠
山
の
小
墓
碑
を
発
見
し
、
そ
の
偉
人
の
遺
蹟
の
酒
減
を
恐
れ
て
、
昭
和
八

年
四
月
五
日
立
派
な
碑
を
建
て
た
。
表
題
は
東
北
帝
国
大
学
名
誉
教
授
林
鶴
一
の
書
と
な
っ
て
い
る
。
(
新
井
信
示
の
研
究
に
依
る
)

2 

若

山

牧

水

五温泉と文化

沢
渡
と
い
う
と
牧
水
コ

l
ス
、
吾
妻
の
人
々
、
い
や
群
馬
の
人
々
に
と
っ
て
、
牧
水
の
秀
れ
た
短
歌
を
思
い
お
こ
す
と
同
時
に
、
六
合

村
か
ら
沢
渡
温
泉
に
越
え
る
暮
坂
峠
を
中
心
と
し
た
青
葉
若
葉
に
、
紅
葉
貰
葉
に
美
し
い
山
路
を
胸
に
描
く
で
あ
ろ
う
。

そ
の
牧
水
の
詩
碑
は
暮
坂
の
頂
上
、
落
葉
松
を
背
に
立
っ
て
い
る
。

中
折
帽
、
着
物
は
尻
ぱ
し
よ
り
、
わ
ら
じ
に
巻
脚
幹
、
腰
に
は
雑
用
品
入
れ
の
皮
袋
、
手
に
は
杖
代
り
の
洋
傘
、
こ
れ
が
牧
水
の
旅
姿

で
あ
る
。

こ
の
詩
碑
像
を
仰
い
で
、
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碑
の
上
に
刻
ま
れ
て
立
つ
旅
す
が
た



温泉史

生
き
て
い
ま
そ
こ
に
立
っ
か
と
思
ひ
し

と
若
山
喜
志
子
夫
人
が
詠
ん
で
い
る
。

碑
に
は
次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
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特輯IV

枯
野
の
旅

乾
き
た
る

落
葉
の
な
か
に
栗
の
実
を

湿
り
た
る

朽
葉
が
し
た
に
橡
の
突
を

と
り
ど
り
に

拾
ふ
と
も
な
く
拾
ひ
も
ち
て

今
日
の
山
路
を
越
え
て
来
ぬ

長
か
り
し
け
ふ
の
山
路

楽
し
か
り
し
け
ふ
の
山
路

残
り
た
る
紅
葉
は
照
り
て

餌
に
餓
う
る
騰
も
ぞ
暗
き
し

か
み
つ
砂

上
野
の
草
津
の
湯
よ
り

沢
渡
の
湯
に
越
ゆ
る
路

名
も
寂
し
暮
坂
峠

こ
の
詩
碑
の
除
幕
式
は
昭
和
三
十
二
年
十
月
二
十
日
、
牧
水
が
こ
の
峠
を
木
々
と
風
と
鳥
と
一
体
と
な
っ
て
歩
い
た
日
を
ト
し
て
行
っ

た。
牧
水
を
想
う
主
催
者
の
気
持
が
脈
々
と
伝
わ
っ
て
く
る
。
建
設
者
は
中
之
条
観
光
協
会
〈
会
長
町
田
浩
蔵
〉
で
あ
っ
て
、
草
津
町
六
合

村
の
観
光
協
会
並
に
地
元
諸
国
体
の
協
力
を
得
た
も
の
で
あ
り
、
勿
論
吾
妻
郡
各
町
村
長
、
県
の
賛
助
協
力
は
力
強
い
推
進
力
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
来
賓
と
し
て
喜
志
子
未
亡
人
、
令
息
若
山
旅
人
、
歌
人
大
悟
法
利
雄
、
親
友
佐
藤
蘇
葉
、
文
人
野
田
宇
太
郎
、
市
川
為
雄
、
郷
土

史
家
萩
原
進
、
設
計
製
作
者
西
常
雄
、
そ
の
ほ
か
地
元
有
志
等
参
会
者
一
四
五
名
と
い
う
盛
会
で
あ
っ
た
。

除
幕
の
綱
は
令
孫
若
山
室
子
に
よ
っ
て
ひ
か
れ
た
。

式
辞
の
中
で
詩
碑
建
設
委
員
会
代
表
町
田
浩
蔵
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。



「
牧
水
先
生
と
吾
妻
郡
と
の
ご
縁
は
ま
こ
と
に
深
く
、
大
正
七
年
、
大

正
九
年
、
最
後
の
大
正
十
一
年
と
実
に
三
回
に
亘
り
、
吾
妻
の
山
川
渓

谷
に
そ
の
足
跡
を
印
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
牧
水
先
生
の
遣
さ
れ

た
数
々
の
和
歌
、
詩
、
紀
行
等
の
香
り
高
い
作
品
に
よ
っ
て
、
吾
妻
の

風
光
と
自
然
が
大
写
し
に
映
さ
れ
て
世
に
紹
介
さ
れ
た
と
申
し
て
も
過

言
で
な
い
ほ
ど
に
先
生
の
文
化
的
恩
恵
に
浴
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま

す
。
如
何
し
て
牧
水
先
生
を
永
久
に
偲
ぶ
べ
き
か
、
よ
き
建
碑
等
の
企

て
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
、
郡
民
多
年
の
懸
案
で
あ
り
希
望
で
あ
り

ま
し
た
。
か
よ
う
な
情
勢
の
時
、
機
が
熟
し
ま
し
て
、
郡
内
町
村
会
、

町
村
議
会
議
長
会
の
ご
賛
同
に
意
を
強
う
し
て
、
昨
年
九
月
牧
水
詩
碑

建
設
委
員
会
の
発
足
と
な
り
、
着
々
と
計
画
を
進
め
て
ま
い
っ
た
次
第

で
あ
り
ま
す
。

ご
承
知
の
通
り
牧
水
先
生
の
短
歌
に
比
し
て
、
詩
は
非
常
に
数
少
い

の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
数
少
い
詩
の
中
に
於
て
大
正
十
一
年
十
月
二
十

日
、
こ
の
暮
坂
峠
に
て
こ
の
珠
玉
の
詩
「
枯
野
の
旅
」
が
生
れ
た
の
で

・
あ
り
ま
す
。

全
国
十
八
カ
所
と
か
あ
る
と
聞
き
及
び
ま
す
牧
水
歌
碑
の
中
に
、
わ

れ
わ
れ
が
敢
て
異
を
好
む
よ
う
に
見
え
る
詩
碑
を
撰
び
ま
し
た
所
以
も

こ
の
詩
と
こ
の
暮
坂
峠
に
心
を
引
か
れ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
:
:
:
」

光
っ
て
い
た
。

来
賓
の
祝
辞
の
あ
と
門
人
大
悟
法
利
雄
に
よ
っ
て
「
枯
野
の
旅
」
が
朗
朗
と
朗
読
さ
れ
た
時
に
は
一
四
五
名
の
眼
に
は
感
激
の
露
が

遺
族
代
表
と
し
て
若
山
旅
人
が
懇
篤
に
挨
拶
を
さ
れ
た
。

そ
の
後
毎
年
十
月
二
十
日
中
之
条
観
光
協
会
(
会
長
町
田
浩
蔵
)
が
主
催
し
て
牧
水
祭
を
行
い
、
若
山
旅
人
、
大
倍
法
利
雄
等
縁
故
の

人
々
の
出
席
を
願
い
、
す
ぐ
れ
た
歌
人
牧
水
を
偲
ん
で
い
る
。

昭
和
五
十
年
十
月
二
十
日
の
牧
水
祭
に
は
会
長
町
田
浩
蔵
外
多
数
の
詩
碑
保
存
会
の
人
々
は
勿
論
、
牧
水
を
敬
暴
す
る
毎
年
の
参
加
者

の
外
創
作
社
の
誌
友
の
人
々
一
四

O
名
が
観
光
パ
ス
三
台
に
分
乗
し
て
来
ら
れ
、
暮
坂
峠
に
時
な
ら
ぬ
賑
わ
い
を
見
せ
た
の
で
あ
る
。
聞

け
ば
草
津
で
創
作
社
の
全
国
短
歌
大
会
を
催
し
て
そ
の
中
の
行
事
と
し
て
牧
水
祭
に
参
加
し
た
と
の
v

』
と
で
あ
る
。

こ
の
日
午
後
三
時
か
ら
大
岩
の
旧
分
校
庭
で
(
牧
水
会
館
〉
牧
水
歌
碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。

町
田
歌
碑
建
設
委
員
会
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
二
歳
の
町
田
庄
蔵
の
手
に
よ
っ
て
除
幕
さ
れ
た
。
来
賓
と
し
て
福
島
町
長
外
有
志
、
遺

温泉と文化五
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温泉史

族
の
若
山
旅
人
、
若
山
富
士
人
、
歌
人
大
悟
法
利
雄
、
創
作
社
代
表
高
橋
希
人
、
旅
の
ペ
ン
ク
ラ
ブ
代
表
若
林
泰
雄
等
が
参
列
し
た
。
大

悟
法
利
雄
の
弟
木
村
主
税
が
碑
の
和
歌
を
朗
読
し
て
深
い
感
銘
を
与
へ
た
。
歌
碑
に
は
次
の
二
首
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
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大
岩
村
に
て大

正
十
一
年
十
月
二
十
日

人
過
ぐ
と
生
徒
等
は
み
な

走
せ
寄
り
て
垣
よ
り
ぞ
見
る

学
校
の
庭
の

わ
れ
も
ま
た
か
か
り
き

村
の
学
校
に
こ
の
子
等
の
ご
と

通
る
人
見
き

昭
和
五
十
一
年
(
一
九
七
六
〉
十
月
二
十
一
日
下
四
万
(
湯
原
)
の
旧
第
三
分
教
場
の
敷
地
の
一
角
に
、
牧
水
の
歌
碑
の
除
幕
式
が
行

わ
れ
た
、
昨
年
大
岩
の
旧
分
校
の
庭
に
歌
碑
を
建
た
の
で
、
関
係
者
か
ら
下
四
万
で
読
ま
れ
た
歌
も
碑
に
収
め
て
永
久
に
残
さ
れ
て
は
と

い
う
要
望
が
出
た
の
で
、
旧
第
三
分
校
の
敷
地
の
一
角
に
、
牧
水
歌
碑
を
建
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
牧
水
歌
碑
建
設
委
員
会

(
会
長
町
田
浩
蔵
〉
が
主
と
な
り
、
中
之
条
町
当
局
並
に
下
回
万
の
多
大
の
協
力
を
得
て
建
設
し
た
の
で
あ
る
。

牧水歌碑(湯原分校前〉

牧
水
が
沢
渡
温
泉
か
ら
四
万
温
泉
へ
の
途
中
、
湯
原
の
分
校
前
を
通
っ
て
読
ま
れ
た
も

の
で
、
時
も
大
岩
分
校
と
同
じ
十
月
二
十
日
で
あ
っ
た
。
歌
碑
の
石
材
は
自
然
石
を
使
つ

て
い
る
。

四
万
湯
原
村
に
て

大
正
十
一
年
十
月
二
十
日

牧

水

小
学
校

け
ふ
日
曜
に

あ
り
に
け
り



桜
の
も
み
ぢ

た
だ
に散

り
ゐ
て

四
万
行

「
此
処
(
沢
渡
温
泉
〉
に
此
ま
ま
泊
ろ
う
か
、
も
う
三
四
里
を
歩
い
て
四
万
温
泉
へ
廻
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
直
ぐ
中
之
条
へ
出
て
伊
香

保
ま
で
延
ば
そ
う
か
と
二
人
し
て
い
ろ
い
ろ
に
迷
っ
た
が
、
終
に
四
万
へ
行
く
こ
と
に
き
め
て
、
昼
食
を
終
る
と
す
ぐ
ま
た
草
鮭
を
穿
い

た
。
」
(
み
な
か
み
記
行
〉

や
が
て
四
万
に
着
い
た
。

「
馬
車
か
ら
降
り
る
と
す
ぐ
其
処
に
立
っ
て
い
た
二
人
の
男
に
誘
わ
れ
て
行
っ
た
。

馬
車
か
ら
降
り
た
道
を
真
直
ぐ
に
入
っ
て
ゆ
く
広
大
な
構
え
の
家
で
あ
っ
た
。

と
ろ
と
ろ
と
登
っ
て
や
が
て
そ
の
庭
ら
し
い
処
へ
着
く
と
一
人
の
宿
屋
の
男
は
訊
い
た
。

「
エ
エ
ど
の
位
の
御
予
定
で
被
入
し
ゃ
い
ま
す
か
。
」

「
い
い
や
、
一
泊
だ
、
初
め
て
で
、
見
物
に
来
た
の
だ
。
」

と
答
え
る
と
彼
等
は
b
か
小
と
笑
っ
て
顔
を
見
合
せ
た
。

温泉と文化

こ
の
あ
た
り
か
ら
誤
解
の
突
き
合
わ
せ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
山
を
愛
し
、
川
を
賞
で
て
四
万
に
来
て
一
夜
の
旅
情
を
味
あ
い
た
い
と

し
た
牧
水
と
、
五
日
、
十
日
、
永
い
の
は
半
月
も
自
炊
ま
た
は
半
自
炊
で
安
く
湯
治
し
よ
う
と
す
る
客
に
馴
れ
き
っ
て
い
る
番
頭
さ
ん
に

一
夜
と
い
う
旅
姿
の
牧
水
と
は
歯
車
が
合
は
な
か
っ
た
の
だ
。
案
の
ご
と
く
古
び
た
部
屋
に
適
さ
れ
た
。

夕
飯
の
膳
の
上
も
気
遣
わ
れ
て
、
定
っ
た
物
の
ほ
か
に
二
品
ほ
ど
附
け
る
よ
う
注
文
し
、
好
き
な
酒
も
一
一
一
二
本
取
寄
せ
て
自
分
で
畑
を

151 
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史

す
る
こ
と
に
し
て
お
い
た
。
や
が
て
十
五
六
歳
の
小
僧
が
岡
持
で
二
品
ず
つ
料
理
を
持
っ
て
き
た
。
受
取
っ
て
箸
を
つ
け
て
い
る
と
小
僧

152 
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「
代
金
を
頂
き
ま
す
。
」
と
い
う
。

「
宿
料
か
い
?
」

「
い
い
え
そ
の
お
料
理
だ
け
で
す
。
よ
そ
か
ら
持
っ
て
来
た
の
で
す
か
ら
。
」

こ
こ
で
も
追
加
の
副
食
は
仕
出
し
ゃ
か
ら
取
寄
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
宿
屋
の
仕
組
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

い
や
な
誤
解
を
し
て

昨
年
牧
水
の
長
男
旅
人
が
来
て
、
同
じ
旅
館
に
泊
り
、
旅
館
主
と
当
時
の
話
を
し
て
、
笑
い
話
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

牧
水
が
な
ぜ
吾
妻
の
山
野
に
来
ら
れ
た
か
。
勿
論

幾
山
河
'
」
え
さ
り
ゆ
か
ば
寂
し
さ
の

は
て
な
む
国
ぞ
け
ふ
も
旅
ゆ
く

と
自
然
の
美
し
さ
を
求
め
て
、
高
千
穂
峡
に
、
美
美
律
の
浦
に
、
ま
た
あ
る
時
は
筑
紫
路
を
、
紀
州
路
を
と
例
の
旅
姿
で
歩
っ
た
の
で

あ
る
が
、
吾
妻
も
矢
張
り
、
山
峡
と
谷
川
と
雑
木
の
山
々
と
無
限
の
美
し
さ
を
求
め
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
親
友
佐
藤
緑
葉
の
誘
い
の

言
葉
も
大
き
な
力
と
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

佐
藤
緑
葉
は
吾
妻
郡
東
村
大
字
五
町
田
五

O
番
地
佐
藤
島
士
口
の
長
男
と
し
て
、
明
治
十
九
年
(
一
八
八
六
)
七
月
一
日
に
生
れ
た
。
県

立
中
之
条
農
業
学
校
を
経
て
上
京
、
明
治
四
十
一
年
七
月
早
稲
田
大
学
英
文
科
を
卒
業
し
た
。
若
山
牧
水
、
土
岐
善
磨
等
と
同
期
で
あ
っ

た
。
緑
葉
は
万
朝
報
社
(
新
聞
社
)
に
勤
務
後
東
洋
大
学
英
文
科
教
授
と
な
っ
た
。
秀
れ
た
英
文
学
者
で
幾
多
の
翻
訳
書
が
あ
り
、
小
説

「
梨
明
」
も
あ
る
。
昭
和
二
十
三
年
五
月
に
緑
葉
が
発
刊
し
た
評
伝
「
若
山
牧
水
」
の
序
に
田
部
重
治
が
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。



単
に
技
巧
が
優
れ
て
ゐ
る
と
か
、
才
気
が
燥
発
し
て
ゐ
る
と
か
い
ふ

点
か
ら
い
へ
ば
、
牧
水
以
上
の
作
家
が
な
い
と
は
云
へ
な
い
。
わ
れ
わ

れ
が
牧
水
の
作
品
に
於
て
感
嘆
措
く
能
は
ざ
る
も
の
は
、
さ
う
し
た
も

の
で
は
な
く
彼
の
或
種
の
作
品
に
於
て
、
技
巧
や
才
気
を
超
越
し
て
、
何

か
し
ら
宇
宙
的
な
も
の
に
触
れ
た
大
き
な
気
宇
と
直
感
と
が
見
出
さ
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
恐
ら
く
作
者
が
対
象
に
浸
透
す
る
仕
方
の
全

人
格
的
な
点
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
恩
は
れ
る
。
し
か
し
全
人
格
的

に
浸
透
す
る
と
い
っ
て
も
、
牧
水
自
身
の
個
性
や
体
験
に
さ
う
し
た
素

質
が
な
か
っ
た
ら
、
斯
く
の
如
き
も
の
が
表
現
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ

曽

q
J

。牧
水
に
関
す
る
研
究
は
既
に
幾
っ
か
出
て
ゐ
る
。
し
か
し
牧
水
を
生

み
出
す
に
至
っ
た
恩
想
的
雰
囲
気
、
彼
の
与
へ
た
思
想
的
影
響
、
そ
の

他
の
内
面
的
な
問
題
の
解
釈
に
至
っ
て
は
未
だ
少
し
も
手
が
つ
け
ら
れ

て
ゐ
な
い
と
言
っ
て
い
い
。
そ
れ
が
寂
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

私
は
さ
う
し
た
仕
事
を
や
る
に
最
も
ふ
さ
は
し
い
人
は
牧
水
の
同
窓

で
あ
り
且
つ
牧
水
が
最
も
親
友
で
あ
る
と
許
し
た
佐
藤
緑
葉
君
で
は
な

か
ら
う
か
と
思
っ
た
。
佐
藤
君
は
牧
水
と
さ
う
し
た
関
係
に
あ
る
ば
か

り
で
な
く
、
自
ら
詩
人
で
あ
り
、
且
学
者
で
あ
り
、
詩
人
的
洞
察
と
学

的
討
究
と
に
優
れ
て
ゐ
る
。

今
や
牧
水
の
親
友
佐
藤
君
に
よ
り
彼
の
思
想
の
内
部
的
方
面
の
研
究

が
完
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
は
牧
水
の
作
品
を
愛
す
る
も
の
に
と
っ

て
此
の
上
も
な
い
喜
び
で
あ
る
。

ま
た
佐
藤
緑
葉
は
そ
の
著
「
若
山
牧
水
」
の
自
序
で
次
の
様
に
書
い
て
い
る
。

牧
水
に
就
て
は
既
に
幾
人
か
の
人
が
筆
を
執
っ
て
ゐ
る
。
い
づ
れ
も

牧
水
に
縁
故
の
深
い
人
々
で
あ
る
か
ら
、
牧
水
を
知
る
こ
と
に
於
て
は

私
よ
り
も
深
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
私
は
牧
水
と
学
窓
を
同
じ
く
し
、
牧

水
の
思
想
的
成
長
と
期
を
共
に
し
て
ゐ
る
の
で
、
そ
の
点
に
於
て
や
や

彼
を
知
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
云
へ
る
か
と
恩
ふ
。

温泉と文化

こ
の
様
に
佐
藤
緑
葉
は
牧
水
と
骨
肉
以
上
の
友
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
友
が
語
る
故
郷
吾
妻
の
渓
谷
美
と
温
泉
の
よ
さ
、
牧
水
も

詩
情
を
湧
か
せ
旅
情
を
か
き
た
て
た
v

」
と
で
あ
ろ
う
。

牧
水
は
中
之
条
の
緑
葉
夫
人
の
生
家
(
田
中
平
太
郎
家
〉
に
も
泊
っ
て
い
る
。

五
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史
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白

蓮

泉温

四
万
の
ゆ
ず
り
は
公
園
に
白
蓮
の
立
派
な
歌
碑
が
あ
る
。

特精lV

山
の
あ
な
た
ひ
る
も
夜
も
あ
る
灯
ひ
と
つ

し
づ
か
な
る
か
な
四
万
の
や
ま
な
み

碑
陰
に
は
昭
和
三
十
四
年
秋
建

154 

四
万
温
泉
有
志

こ
と
だ
ま
会

と
あ
る
。
杉
、
も
み
、
か
ら
ま
つ
な
ど
の
繁
る
静
か
な
公
園
で
、
橋
一
つ
渡
れ
ば
奥
田
万
の
日
向
見
で
あ
る
。

筑
紫
の
女
王
と
う
た
わ
れ
、
歌
集
「
踏
絵
」
(
大
正
四
年
三
月
)
、
詩
集
「
九
帳
の
か
げ
」
、
歌
集
「
幻
の
華
」
(
大
正
八
年
三
月
)
を
出

版
し
、
東
京
帝
大
生
で
解
放
(
雑
誌
〉
の
記
者
で
あ
っ
た
宮
崎
竜
介
を
知
つ
て
は

今
は
た
Y
ま
こ
と
に
人
を
恋
ひ
そ
め
ぬ

甲
斐
な
く
立
ち
し
名
の
辛
さ
よ
り

わ
が
命
惜
し
ま
る
ほ
ど
の
幸
を

初
め
て
知
ら
む
相
許
す
と
き

と
歌
い
あ
げ
情
熱
の
歌
人
と
言
わ
れ
た
白
蓮
の
歌
碑
が
、
ど
の
様
な
縁

り
で
建
て
ら
れ
た
か
。
薄
紅
葉
が
ち
ら
ほ
ら
見
え
る
四
万
を
訪
ね
て
、
積

白蓮の歌碑(四万温泉〉

善
館
の
若
奥
さ
ん
(
民
子
)
か
ら
次
の
様
に
お
き
き
し
た
。

招晩
か春
れ の
てあ
講る
演 日

Ed 
V 蓮
と先
τ生

長ず
竺量
J謡、ヵ2

あ
あ h

なよも
た今
を度
思渋
い JII
出の
し婦
会人
い会
たに



い
か
ら
出
て
き
て
ほ
し
い
』
と
話
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
一
年
の
初
夏
で

あ
っ
た
。
こ
れ
が
白
蓮
先
生
と
久
し
く
絶
え
て
い
た
ご
縁
の
復
活
で
あ

っ
た
。
当
時
先
生
は
ご
長
男
(
香
織
)
を
戦
死
さ
せ

英
霊
の
生
き
て
か
へ
る
が
あ
り
と
い
ふ

子
の
骨
査
を
振
れ
ば
音
す
る

も
し
ゃ
ま
だ
帰
る
香
子
と
明
き
捨
て
の

ほ
こ
ろ
ぴ
な
ほ
す
心
う
つ
ろ
に

な
ど
と
悲
し
み
の
日
々
で
あ
っ
た
が
、
「
国
際
悲
母
の
会
」
を
結
成

し
て
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
九
州
ま
で
巡
礼
に
も
似
た
講
演
旅
行
を

続
け
て
居
ら
れ
た
が
、
た
ま
た
ま
渋
川
に
講
演
会
が
関
か
れ
た
の
で
、

旧
松
平
藩
主
夫
人
の
松
平
民
子
夫
人
も
ま
じ
え
て
、
日
帰
り
日
程
の
忙

し
い
中
を
一
刻
を
惜
し
み
つ
つ
、
思
い
を
こ
め
て
の
話
合
、
ま
こ
と
に

忘
れ
ら
れ
な
い
再
会
で
あ
っ
た
。
そ
の
折
の
約
束
「
こ
の
次
は
き
っ

と
」
、
と
約
し
た
こ
と
が
意
外
に
早
く
実
現
し
て
、
昭
和
三
十
二
年
(
一

九
五
六
〉
六
月
吾
妻
郡
連
合
婦
人
会
で
の
講
演
の
た
め
中
之
条
町
へ
来

ら
れ
、
こ
の
時
初
め
て
、
月
末
か
ら
七
月
に
か
け
て
宿
泊
さ
れ
た
。
室

は
山
荘
ハ
積
善
館
)
の
月
の
聞
で
あ
っ
た
。

先
生
は
静
か
な
四
万
温
泉
が
と
て
も
お
気
に
召
し
以
来
ご
発
病
の
年

ま
で
、
何
回
と
な
く
来
湯
さ
れ
た
。

四
万
混
泉
積
善
館
の
若
夫
人
の
長
年
の
招
き
を
よ
う
や
く
果
し

て
ふ
る
さ
と
に
か
へ
り
し
ご
と
き
四
万
の
皇

青
葉
の
山
は
抱
か
む
と
し
て

山
の
上
に
昼
も
夜
も
あ
る
灯
一
つ

静
か
な
る
か
な
四
万
の
山
な
み

山
の
上
に
白
雲
わ
け
ば
雨
と
な
り

や
が
て
高
鳴
る
谷
川
の
音

四
万
に
て
七
十
二
歳
の
誕
生
祝
賀
会
の
折

勿
体
な
や
と
心
に
き
か
せ
見
る
も
み
ぢ

三
十
人
の
笑
顔
の
中
に
(
昭
和
三
二
年
)

こ
の
様
に
歌
っ
て
心
ゆ
く
ま
で
親
し
ん
だ
四
万
温
泉
な
の
で
、
白
蓮

先
生
の
歌
碑
を
建
て
て
は
と
「
こ
と
だ
ま
」
会
員
か
ら
の
お
話
も
あ

り
、
地
元
と
し
て
も
是
非
と
い
う
こ
と
で
、
昭
和
三
十
四
年
(
一
八
八

七
)
十
一
月
五
日
四
万
の
ゆ
ず
り
葉
公
園
に
建
立
し
た
の
で
あ
る
。

温泉と文化

積
善
の
若
奥
さ
ん
民
子
と
白
蓮
と
の
め
ぐ
り
合
い
は
、
民
子
の
昭
和
十
六
年
(
一
九
四
一
〉
五
月
女
学
校
卒
業
、
次
い
で
東
京
女
子
高

等
学
園
に
入
学
、
選
択
科
目
の
中
で
偶
然
作
歌
部
を
選
択
し
た
時
に
始
っ
た
の
で
、
白
蓮
は
当
時
学
園
の
講
師
と
し
て
、
週
二
時
間
講
義

五

に
来
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
当
時
五
十
六
歳
か
ら
五
十
七
才
の
頃
で
、
清
方
の
絵
の
よ
う
な
端
麗
な
方
で
あ
っ
た
。
歌
は
言
葉
の
魂
で
あ
る

と
よ
く
話
さ
れ
、
竹
相
園
の
歌
友
、
川
田
順
、
木
下
利
玄
、
九
保
武
子
な
ど
、
ま
た
現
代
歌
人
の
明
星
派
、
ア
ラ
ラ
ギ
派
等
の
す
ぐ
れ
た
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作
品
を
毎
回
プ
リ
ン
ト
し
て
鑑
賞
し
て
下
さ
っ
た
。

あ
き

白
蓮
は
名
は
樺
子
、
明
治
十
八
年
(
一
八
八
五
)
十
月
十
五
日
伯
爵
柳
原
郡
部
の
二
女
と

し
て
生
れ
た
。
柳
原
家
は
公
卿
で
、
明
治
維
新
の
際
東
京
に
移
住
し
た
も
の
で
、
大
正
天
皇
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の
ご
生
母
柳
原
一
位
の
局
は
柳
原
前
光
の
妹
で
、
白
蓮
に
と
っ
て
は
叔
母
で
あ
る
。

蹟

宮
崎
竜
介
と
の
生
活
は
幸
福
で
あ
っ
た
が
、
長
男
香
織
を
戦
い
で
失
っ
た
こ
と
は
堪
え
難

い
嘆
き
で
あ
っ
た
。
こ
の
嘆
き
と
苦
し
み
を
歌
に
詠
ま
れ
た
。

筆蓮白

夜
を
こ
め
て
板
戸
を
た
た
く
風
ば
か
り

お
ど
ろ
か
し
て
よ
吾
子
の
帰
る
と

あ
る
日
N
H
K
の
マ
イ
ク
に
立
っ
て
、
こ
の
辛
い
嘆
き
を
電
波
に
の
せ
る
と
、
全
国
か
ら

強
い
反
響
が
あ
り
、
自
ら
起
ち
あ
が
っ
て
「
国
際
悲
母
の
会
」
を
結
成
し
た
、
広
く
国
際
的

な
視
野
を
も
っ
平
和
運
動
で
あ
っ
た
。

晩
年
は
世
界
連
邦
運
動
に
す
べ
て
を
捧
げ
て
活
躍
し
た
。
そ
の
た
め
緑
内
障
で
眼
が
不
自
由
に
な
り
、
昭
和
三
十
六
年
一
月
に
は
光
り

を
失
い
、
四
十
一
年
初
秋
の
頃
よ
り
体
が
衰
え
、
遂
に
昭
和
四
十
二
年
(
一
九
六
七
〉
二
月
二
十
二
日
八
十
一
才
で
死
去
さ
れ
た
。

億
却
の
浄
土
は
遠
し
う
っ
そ
み
の

わ
れ
こ
こ
に
あ
り
君
よ
な
ゆ
き
そ

こ
れ
は
石
老
居
士
宮
崎
竜
介
の
歌
で
あ
る
。



4 

輿
謝
野
晶
子
と
鉄
幹

清
水
へ
祇
園
を
よ
ぎ
る
桜
月
夜

こ
よ
ひ
逢
ふ
人
み
な
う
つ
く
し
き

み
ぎ
は
く
る
牛
か
ひ
男
歌
あ
れ
な

秋
の
み
づ
う
み
あ
ま
り
さ
び
し
き

ゆ
あ
み
す
る
泉
の
底
の
小
百
合
花

二
十
の
夏
を
う
つ
く
し
と
見
ぬ

ほ
と
と
ぎ
す
嵯
峨
へ
は
一
里
京
へ
三
里

水
の
清
滝
夜
の
明
け
や
す
き

四
万
温
泉
を
歌
っ
た
輿
謝
野
品
子
の
短
歌

五温泉と文化

い
と
せ
め
て
も
ゆ
る
が
ま
ま
に
も
え
し
め
よ

斯
く
ぞ
覚
ゆ
る
暮
れ
て
行
く
春

こ
の
様
に
若
き
日
の
熱
情
の
ま
ま
に
歌
い
あ
げ
た
興
謝
野
晶
子
(
旧
姓
鳳
)
は
大
正
六
年
(
一
九
一
七
)
頃
か
ら
昭
和
十
年
代
ま
で
、

四
万
温
泉
田
村
旅
館
に
子
供
も
連
れ
て
夫
鉄
幹
と
来
て
居
り
、
主
人
田
村
茂
三
郎
が
「
私
の
学
生
時
代
で
あ
っ
た
が
、
帰
省
す
る
と
お
客

さ
ん
に
ま
つ
赤
な
洋
服
を
着
た
女
性
が
お
り
ま
し
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
」
と
当
時
の
晶
子
を
語
っ
て
く
れ
た
。
晶
子
四
八
才
、
夫
の
鉄

幹
が
五
三
才
の
頃
で
あ
っ
た
。
二
人
は
よ
く
散
歩
し
た
よ
う
で
清
流
や
白
い
川
原
、
山
と
滝
に
親
し
ん
だ
。
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温泉史

四
万
の
お
く
工
場
の
ト
ロ
の
過
ぎ
去
れ
ば

蓬
の
匂
ふ
山
荘
の
ま
ど
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披
の
垣
う
つ
る
心
地
に
真
白
け
れ

四
万
の
流
れ
の
水
底
の
石

特輯lV

流

四
万
の
湯
の
竜
宮
と
い
ふ
浴
房
の

う
ち
に
か
く
れ
て
吾
が
思
ふ
夢

清の

つ
ぎ
つ
ぎ
に
狭
霧
の
滝
の
波
の
し
わ

い
と
ゆ
る
や
か
に
解
け
て
入
る
淵

万四

夫
の
鉄
幹
は
昭
和
十
年
三
月
二
十
六
日
流
行
性
感
冒
で
死
去
(
六
三
才
〉
し
て
い
る
が
、

そ
の
後
も
晶
子
は
女
性
仲
間
や
弟
子
を
つ
れ
て
来
遊
し
て
い
る
と
い
う
。

晶
子
は
明
治
十
一
年
十
二
月
七
日
堺
市
甲
斐
町
菓
子
の
老
舗
鳳
宗
七
の
三
女
と
し
て
生

れ
、
堺
女
学
校
を
卒
業
後
、
明
治
三
三
年
輿
謝
野
覚
の
大
阪
遊
歴
中
に
相
知
り
、
翌
年
の
夏

上
京
し
、
同
年
八
月
新
詩
社
か
ら
第
一
歌
集
「
み
だ
れ
髪
」
を
刊
行
し
た
。
そ
の
秋
興
謝
野
覚
と
結
婚
し
、
同
三
十
五
年
第
二
歌
集
「
小

扇
、
を
出
版
し
た
。
大
正
元
年
寛
と
ヨ

l
ロ
y

パ
に
遊
び
、
同
十
年
文
化
学
院
設
立
と
共
に
そ
の
学
監
に
な
っ
た
。

歌
集
も
引
続
き
「
舞
姫
」
「
常
夏
」
「
夏
よ
り
秋
へ
」
「
火
の
鳥
」
を
出
版
し
た
ほ
か
、
新
訳
源
氏
物
語
、
新
訳
栄
華
物
語
。
新
訳
徒

然
草
、
晶
子
歌
話
、
童
話
な
ど
出
版
し
て
い
る
。

興
謝
野
鉄
幹
は
詩
人
歌
人
で
あ
り
、
明
治
六
年
二
月
二
十
六
年
に
生
れ
(
京
都
市
岡
崎
町
〉
、
父
が
西
本
願
寺
の
僧
で
あ
っ
た
の
で
、
父

母
や
兄
か
ら
仏
典
、
漢
籍
、
国
書
の
素
読
を
受
け
て
い
る
。
明
治
二
十
二
年
ハ
十
七
才
〉
に
は
父
の
命
で
西
本
願
寺
で
得
度
し
て
い
る



が
、
家
を
出
て
東
京
で
苦
学
、
職
業
も
転
々
と
し
て
い
る
。
明
治
三
十
三
年
新
詩
社
を
創
立
し
、
四
月
明
星
を
刊
行
し
た
。
翌
年
詩
歌
集

「
紫
」
を
刊
行
、
明
治
四
十
三
年
歌
集
「
相
聞
」
を
刊
行
し
た
。
大
正
九
年
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
教
授
に
な
り
、
同
十
年
文
化
学
院
を

創
立
し
て
い
る
。

四
万
で
は
次
の
歌
を
の
こ
し
て
い
る
。

山
く
ろ
く
重
な
る
う
へ
に
月
あ
り
て

四
万
の
川
原
の
ま
し
ろ
き
タ

5 

粛
藤
茂
吉
と
土
屋
文
明

昭
和
八
年
(
一
九
三
三
)
九
月
十
五
日
茂
吉
は
妻
輝
子
と
共
に
東
京
を
立
ち
、
そ
の
日
軽
井
沢
に
、
十
六
日
十
七
日
草
津
、
十
八
日
川

原
湯
に
泊
り
、
十
九
日
四
万
に
遊
び
、
二
十
日
帰
京
し
て
い
る
。
こ
の
年
茂
吉
は
五
十
二
才
で
あ
っ
た
。
四
万
と
題
し
て
十
四
首
歌
集
「

(
昭
和
十
七
年
岩
波
書
庖
〉
に
の
せ
て
い
る
。

温泉と文化五

白
桃
」

茂吉の歌碑 C四万温泉〉

四

万

青上ま
き野3
木の
の谷
葉川
はの
な瀬
がに
れま
てた
行た
けく
るま

四
万
谷
に
し
げ
り
て
生
ふ
る
杉
の
樹
は

古
棄
を
こ
め
て
秋
ふ
か
む
な
り

生主た
なうえ
きま
もな
のく
を激主
わち
れの
は 越
かゆ
なる
し石
むあ

り
て

159 



史

秋
の
日
の
入
り
た
る
の
ち
の
ひ
と
と
き
を

山
の
川
原
に
わ
れ
は
遊
び
ぬ

こ
の
あ
し
た
四
万
の
川
原
の
石
か
げ
に

下
り
て
居
れ
ば
風
し
ば
し
絶
ゆ

160 

泉温

山
が
は
の
ひ
ま
な
き
水
に
う
た
か
た
の

た
ゆ
た
ふ
さ
ま
も
此
処
に
居
れ
ば
見
ゆ

あ
は
あ
は
と
光
の
さ
せ
る
草
む
ら
に

山
こ
ほ
ろ
ぎ
は
夢
の
ご
と
し
も

特輯lV

川
上
よ
り
た
ぎ
ち
来
り
て
川
下
に

流
る
る
見
れ
ば
さ
び
し
き
ろ
か
も

木
が
く
れ
を
来
る
山
川
に
朝
な
朝
な

し
ぐ
れ
の
雨
の
降
る
べ
く
な
り
ぬ

う
っ
せ
み
の
つ
ひ
の
ね
が
ひ
か
日
も
す
が
ら

山
が
は
の
音
を
聞
け
ど
飽
か
な
く

い
く
つ
か
の
夢
を
む
す
び
て
覚
め
に
け
り

四
万
の
は
ざ
ま
に
秋
ふ
か
む
こ
ろ

朝
の
日
は
い
ま
だ
も
低
く
四
万
川
の

石
の
ベ
に
来
て
身
を
あ
た
た
め
ぬ

茂
吉
は
子
規
の
現
実
的
写
生
の
作
風
を
学
び
、
実
相
観
入
の
説
を
唱
へ
写
生
即
象
徴
の
説
を
固
守
し
た
。
現
代
短
歌
の
代
表
的
作
家
で

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
主
軸
と
し
て
活
動
し
た
。
民
は
医
学
博
士
と
し
て
青
山
脳
病
院
長
の
職
を
継
ぎ
、
こ
の
方
面
の
功
績
も
あ
る
が
、
歌
人

と
し
て
日
本
芸
術
院
会
員
に
挙
げ
ら
れ
、
昭
和
二
十
六
年
第
十
回
文
化
勲
章
を
受
け
て
い
る
。

明
治
十
五
年
ハ
一
八
八
二
〉
七
月
二
十
七
日
山
形
県
南
村
山
郡
堀
田
村
の
農
守
谷
俸
右
衛
門
の
一
一
一
男
と
し
て
生
れ
、
昭
和
二
十
八
年
二

月
二
十
五
日
七
十
一
才
で
死
去
さ
れ
た
。

土
屋
文
明

戦
時
中
吾
妻
郡
原
町
(
現
在
の
吾
妻
町
〉
大
字
川
戸
に
疎
開
し
て
い
た
歌
人
土
屋
文
明
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
原
町
を
中
心
と



し
て
大
き
な
足
跡
を
残
し
て
い
る
。
時
折
は
四
万
温
泉
や
沢
渡
温
泉
に
出
か
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

紅
葉
せ
る
温
泉
の
谷
を
流
れ
来
る

水
の
中
に
は
し
づ
く
し
ろ
い
し

刈
り
て
ゆ
く
鎌
に
触
れ
つ
つ
か
を
る
木
も

茨
も
惜
し
も
今
芽
ぶ
き
の
時

文
明
は
群
馬
県
群
馬
郡
上
郊
村
保
渡
田
(
現
群
馬
町
)
に
明
治
二
十
四
年
一
月
二
十
一
日
に
生
れ
た
。

高
崎
中
学
校
か
ら
第
一
高
等
学
校
を
経
て
東
京
帝
国
大
学
哲
学
科
を
卒
業
、
明
治
大
学
文
学
部
教
授
等
を
勤
め
た
。
伊
藤
左
千
夫
に
師

事
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
編
集
発
行
に
あ
た
り
、
現
実
主
義
的
な
歌
風
を
以
て
歌
壇
に
重
き
を
な
し
て
い
る
。
「
ふ
ゆ
く
さ
」
「
往
還
集
」

「
小
安
集
」
「
韮
育
集
」
「
山
下
集
」
等
の
歌
集
を
刊
行
し
た
。
昭
和
二
十
四
年
に
は
高
葉
集
私
注
を
出
版
し

「
山
谷
集
」

た。

「
占
ハ
月
風
」

6 

富

風

生

安

奥
田
万
の
ゆ
づ
り
は
公
園
に
富
安
風
生
の
句
碑
が
あ
る
。

五温泉と文化

春
嶺
を
か
さ
ね
て
四
万
と
い
ふ
名
あ
り風

生
建
之

と
あ
る
。

裏
面
に
は

昭
和
二
十
六
年
十
一
月

四
万
温
泉
楓
吟
社

除
幕
式
は
十
一
月
十
一
日
楓
や
楢
の
紅
葉
の
美
し
い
暖
い
小
春
日
和
に
行
わ
れ
た
。

風
生
先
生
ご
夫
妻
を
は
じ
め
、
大
橋
越
央
子
、
池
上
山
人
、
吉
井
莫
生
、
樋
口
玉
漠
子
、
加
倉
井
秋
を
、
岸
風
三
棲
、
栗
原
米
作
、
橋

本
花
風
、
轡
田
進
、
新
村
寒
花
、
木
下
春
、
菖
浦
あ
や
等
東
京
方
面
か
ら
の
俳
人
が
続
々
見
え
、
地
裁
所
長
奥
田
可
児
、
同
所
の
関
口
芋
草
、
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地
も
と
か
ら
は
田
村
杉
雨
、
小
板
橋
山
楯
子
、
石
原
清
華
女
、
石
井
映

水
、
古
屋
雨
読
等
の
俳
人
の
ほ
か
村
内
有
志
を
合
せ
て
百
三
十
余
名
が
列

席
し
て
盛
大
に
除
幕
式
が
行
わ
れ
、
感
激
の
除
幕
の
綱
は
田
村
八
郎
の
息

女
が
引
き
喜
び
の
拍
手
は
山
々
に
木
霊
し
た
。
記
念
俳
句
大
会
は
そ
の
日

の
午
後
一
時
か
ら
こ
の
春
竣
工
し
た
四
万
校
の
講
堂
で
聞
か
れ
た
。

史泉温特緯lV

そ
の
日
の
句
会
(
抄
)

押
入
れ
の
裏
は
四
万
み
ち
目
貼
す
る

山
荘
の
犬
に
吠
え
ら
れ
草
刈
女

二
階
の
灯
だ
け
が
と
も
り
て
秋
の
雨

熱
は
か
る
う
ち
に
暮
れ
ゆ
く
鶏
頭
か
な

秋
の
夜
の
一
人
の
刻
の
椅
子
闘
し

詩
を
ひ
ろ
ふ
ご
と
く
栃
の
実
を
拾
い
け
り

田
村
杉
雨

石
原
清
華
女

小
池
一
向

岩
崎
健
一

鈴
木
玉
苑

水
出
鳴
で
子

風生の句碑(四万温泉〉
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秋
の
空
夜
自
に
も
落
葉
急
ぐ
な
り

句
碑
を
見
て
四
万
の
時
雨
に
逢
ふ
こ
と
も

暮
れ
て
ゆ
く
賞
の
柔
か
き
黄
葉
か
な

桜
並
木
に
稲
か
け
干
し
て
上
州
路

田
村
八
朗

大
橋
越
史
子

富
安
風
生

富
安
敏
子

こ
の
よ
う
な
立
派
な
句
碑
が
建
設
さ
れ
た
風
生
と
四
万
温
泉
と
の
結
び
つ
き
は
、
風
生
が
秀
れ
た
俳
人
で
あ
る
こ
と
と
、
風
生
主
宰
の

俳
誌
若
葉
の
誌
友
古
屋
雨
読
、
田
村
八
朗
(
山
口
館
主
〉
、
田
村
皐
汀
、
綿
貫
四
四
三
、
小
山
し
げ
る
、
中
村
み
の
る
等
の
楓
吟
社
の
人
々

と
、
山
の
町
吟
社
(
中
之
条
〉
並
び
に
、
温
泉
組
合
の
協
力
の
賜
で
あ
ろ
う
。

風
生
が
四
万
温
泉
を
訪
れ
た
の
は
昭
和
十
年
ハ
一
九
三
五
)
七
月
逓
信
省
電
気
局
長
時
代
同
僚
の
俳
友
大
橋
越
央
子
等
と
奥
吾
妻
の
夏

の
一
日
を
楽
し
ん
だ
。

四
万
温
泉
二
句

小
料
理
屋
あ
り
朴
の
咲
く
崖
の
下



岨
道
の
高
く
か
か
れ
る
朴
の
花

昭
和
十
二
年
(
一
九
三
七
〉
五
月
逓
信
次
官
を
最
後
に
在
官
二
十
七
年
の
官
界
を
退
き
同
時
に
池
袋
の
旧
居
に
戻
っ
た
。
翌
年
に
は
俳

句
文
学
全
集
第
五
回
配
本
「
富
安
風
生
篇
」
を
出
版
し
た
。
十
四
年
(
一
九
三
九
)
に
は
「
俳
句
の
作
り
方
」
「
自
句
自
解
春
嶺
」
を
出

版
し
た
。

こ
れ
よ
り
前
即
ち
昭
和
七
年
ハ
一
九
三
二
)
仲
夏
中
之
平
(
月
見
橋
か
ら
右
に
そ
れ
で
坂
道
を
少
し
上
っ
た
と
こ
ろ
〉
の
山
口
稲
荷
に

楓
吟
社
主
催
で
奉
灯
句
を
募
集
し
た
。
小
山
五
月
の
紹
介
で
富
安
風
生
に
そ
の
選
を
お
願
し
た
。
と
い
う
の
は
小
山
五
月
は
四
万
時
代

ハ
通
信
に
て
〉
か
ら
上
京
後
も
直
接
指
導
を
受
け
て
い
た
の
で
、
こ
の
縁
で
お
引
受
け
頂
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
は
綿
貫
四
四
三
が

「
紫
陽
花
の
石
垣
高
き
温
泉
宿
か
な
」
の
句
で
天
位
、
地
位
は
三
木
で
あ
っ
た
。

軸
は

温泉と文化

よ
旦
ら

鍛
冶
の
火
を
浴
び
て
四
砲
の
静
か
か
な

当
時
を
偲
ぶ
よ
す
が
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
十
五
年
三
九
四

O
〉
八
月
小
山
五
月
の
紹
介
で
、
四
万
山
口
の
山
口
館
に
滞
在
し
た
。
眼
下
に
清
流
を
き
き
、
仰
い
で
は
そ
そ

り
た
つ
夏
山
、
ま
こ
と
に
静
か
な
た
た
ず
ま
い
で
あ
る
。

白
桃
を
よ
よ
と
す
L
れ
ば
山
青
き

夏
山
に
む
か
ひ
て
怠
け
を
る
は
愉
し

月
光
に
遼
巡
と
し
て
極
の
蛇

風
生
で
あ
っ
た
。

(
四
砲
|
あ
ぢ
さ
ゐ
の
こ
と
〉
今
も
そ
の
額
は
社
の
軒
に
も
の
寂
び
て

太
幹
に
向
っ
て
端
居
風
は
秋

千
五
百
青
嶺
四
万
に
重
ね
て
こ
こ
に
四
万

な
ど
の
名
吟
を
の
こ
し
た
。
第
三
句
集
松
績
を
出
版
し
た
。

昭
和
二
十
四
年
三
九
四
九
〉
は
四
月
一
日
高
崎
文
化
協
会
の
句
会
に
臨
み
、
四
月
十
六
日
か
ら
十
九
日
ま
で
四
万
山
口
館
に
滞
在
し

た
。
こ
の
間
中
之
条
句
会
(
四
月
十
六
日
)
前
橋
句
会
(
四
月
十
八
日
)
に
臨
ん
だ
。

163 

五



春
の
滝
置
痘
健
よ
り
見
て
飽
か
ず

春
嶺
を
重
ね
て
四
万
と
い
ふ
名
あ
り

こ
の
年
は
一
月
句
集
「
母
子
草
」
九
月
「
州
魚
洞
句
集
」
を
出
版
し
て
い
る
。

昭
和
二
十
六
年
三
九
五
一
〉
十
一
月
十
日
四
万
温
泉
山
口
館
春
嶺
の
聞
に
泊
る
。
馴
味
深
い
室
で
あ
る
。
翌
十
一
日
春
嶺
句
碑
の
除

幕
式
で
あ
る
。
句
の
結
社
が
建
て
た
も
の
で
は
風
生
句
碑
第
一
号
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
除
幕
式
の
模
様
を
載
せ
た
若
葉
三
月
号
(
昭

和
二
七
年
二
六
九
号
)
の
入
選
句
を
見
る
と
、
田
村
杉
雨
、
石
原
清
華
女
、
小
板
橋
山
据
子
外
三
一
名
の
名
を
連
ね
て
い
る
。
杉
雨
、
清

華
女
は
既
に
若
葉
の
同
人
で
あ
り
。
当
時
吾
妻
だ
け
で
も
こ
の
様
に
教
え
を
受
け
る
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
そ
の
後
(
二
十
七
年
以
降
〉
、
に
お
け
る
風
生
と
四
万
温
泉
と
の
つ
な
が
り
を
追
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

史

山
口
館
に
て

泉温特輯lV

昭
和
二
十
七
年
三
九
五
二
)
秋
四
万
に
来
湯
山
口
館
、
四
万
温
泉

ゆ
づ
り
は
公
園
に
遊
ぶ

田
楽
に
そ
ゆ
る
紅
葉
も
四
万
の
宿

十
一
月
十
日
風
生
は
参
内
、
皇
太
子
成
年
式
加
冠
の
儀
、
立
太
子
宣

誓
の
儀
に
列
し
、
同
十
四
日
立
太
子
礼
饗
宴
に
招
か
れ
た
。

昭
和
ニ
十
八
年
〈
一
九
五
三
〉
十
月
三
日
か
ら
五
日
ま
で
、
伊
香
保

で
聞
か
れ
た
若
葉
同
人
会
に
出
席
し
た
あ
と
四
万
川
原
湯
に
遊
ん
だ
。

四
万
路
を
い
ゆ
き
て
返
す
タ
紅
葉

昭
和
三
十
年
(
一
九
五
五
〉
三
月
第
八
句
集
「
晩
涼
」
を
出
版
し
た
。

四
万
温
泉
に
二
泊
ハ
山
口
館
〉
の
小
旅
行
で
あ
る
。

春
筆
を
ふ
り
か
ぶ
り
た
る
蛇
屋
か
な
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昭
和
三
十
五
年
〈
一
九
六
O
〉
七
月
二
日
か
ら
七
月
四
日
ま
で
、
四

万
温
泉
山
口
館
を
会
場
と
し
て
関
東
若
葉
鍛
錬
会
が
開
催
さ
れ
、
風
生

は
山
口
館
の
春
嶺
の
聞
に
滞
在
し
た
。

山
の
町
吟
社
中
之
条
の
小
池
一
向
、
伊
能
松
並
、
相
京
爾
朗
、
酒
井

大
岳
、
小
板
橋
山
裾
子
、
楓
吟
社
(
四
万
〉
の
田
村
八
朗
、
田
村
皐

汀
、
中
村
み
の
る
、
綿
貫
四
四
三
等
が
合
流
し
て
幹
事
役
を
引
受
け

た
。
田
村
杉
雨
、
石
原
清
華
女
の
両
人
が
病
気
の
た
め
出
席
で
き
な
か

っ
た
こ
と
が
残
念
、
参
加
者
は
風
生
ご
夫
妻
、
勝
又
一
透
、
保
坂
仲
秋

轡
田
進
、
新
村
寒
花
、
宮
下
翠
舟
、
岡
本
降
、
潮
原
み
つ
る
、
菖
滞
あ

や
等
東
京
外
他
県
人
を
ま
じ
え
て
百
余
名
と
い
う
盛
会
に
な
っ
た
。

窓
下
に
は
四
万
川
の
瀬
音
と
河
鹿
が
詩
情
を
そ
そ
る
。
夕
食
後
七
時



投
句
締
切
、
第
一
次
句
会
を
聞
く
。
互
選
句
援
講
の
あ
と
先
生
御
選
の

披

講

特

選

四
万
に
来
て
玉
虫
に
逢
ふ
句
碑
の
前
小
山
弄
花
に
賞
品
が
贈
ら

れ
た
。
十
一
時
半
終
了

地
元
人
で
は
山
裾
子
、
朱
朗
、
秩
輝
子
、
一
羊
、
農
夫
が
特
選
と
な

っ
た
。
第
二
日
(
七
月
一
一
一
日
〉

風
生
先
生
ご
夫
妻
は
田
村
八
朗
、
小
板
橋
山
楯
子
の
案
内
で
、
四
万

俳
壇
の
先
輩
で
長
く
療
養
し
て
い
る
古
屋
雨
読
を
親
し
く
お
見
舞
さ
れ

た
。
俳
人
達
は
山
を
仰

ぎ
、
川
瀬
に
臨
ん
で
は

河
鹿
に
耳
を
す
ま
し
、

遠
く
は
国
宝
薬
師
堂
に

参
拝
、
熱
心
に
句
作
に

励
ん
だ
。
会
場
は
温
泉

館
、
百
三
十
数
名
、
互

選
後
、
皐
汀
、
緋
繭
、
山

裾
子
が
順
々
に
、
ま
た

先
生
の
選
は
翠
舟
が
披

講
し
た
。
先
生
の
ご
懇

切
な
句
評
は
四
万
川
の

流
れ
を
止
め
た
ほ
ど
の

静
け
さ
の
中
で
静
聴
し

た。

温泉と文化五

蹟筆の生風

斎
塩
を
つ
ま
み
察
し
て
神
涼
し
富
安
風
生

こ
の
時
富
安
風
生
は
左
の
名
吟
を
残
し
た
。

山
口
一
館
春
嶺
の
間

姿
見
に
や
さ
滝
う
つ
る
朝
け
は
い

一
切
を
没
し
て
夜
の
滝
の
音

尉
姥
の
湯
治
睦
み
は
見
の
涼
し

鉛
筆
を
鶏
鵡
に
噛
ま
せ
縁
涼
し

渓
の
蛾
は
扇
に
と
り
て
美
し
き

昭
和
三
十
七
年
(
一
九
六
二
)

星
野
香
転
、
黒
崎
桜
月
、
水
出
寿
仙
、
関
怒
溝
、
黒
岩
長
虹
等
が
発

企
し
て
中
之
条
町
折
田
の
四
万
川
を
せ
き
止
め
た
山
田
川
ダ
ム
の
畔

に
離
山
句
碑
園
を
建
設
し
た
。
昭
和
三
十
四
年
秋
か
ら
始
め
て
一

O
五

番
目
に
、
青
い
湖
の
波
を
背
景
に
、
大
き
な
自
然
石
に
鮮
か
に
彫
り
あ

げ
た
風
生
の
句
碑
が
除
幕
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
三
十
七
年
五
月
十

二
日
で
あ
っ
た
。
句
は

父
の
如
ま
た
祖
父
の
ご
と
大
夏
木
風
生

風
生
先
生
ご
夫
妻
を
迎
へ
、
町
田
浩
蔵
町
長
、
星
野
香
転
、
田
村
八

朗
、
小
板
橋
山
猫
子
等
関
係
者
集
り
除
幕
式
を
行
っ
た
。

昭
和
四
十
三
年
(
一
九
六
八
)

九
月
十
九
日
(
木
)
二
十
一
日
か
ら
草
津
に
開
催
さ
れ
る
若
葉
鍛
錬

会
に
出
席
の
た
め
、
午
前
九
時
堀
田
さ
ん
の
車
で
富
安
風
生
と
夫
人
、

先
発
十
時
十
分
上
野
発
、
渋
川
駅
下
車
、
小
剖
緋
繭
の
案
内
で
落
合
築

見
物
、
鮎
料
理
満
喫
、
一
路
四
万
七
四
万
湖
少
憩
、
沿
道
秋
色
。
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史

四
万
路
ゆ
く
栃
の
実
を
掌
に
拾
ひ
も
ち

山
口
館
着
、
山
裾
子
草
津
大
会
の
世
話
頭
と
し
て
挨
拶
に
参
上
、

九
月
二
十
日
ハ
金
)
晴
館
主
田
村
八
朗
案
内
で
加
藤
庚
人
と
先
生

と
夫
人
、
日
向
見
薬
師
如
来
に
参
り
ゆ
づ
り
葉
遊
固
ま
で
歩
か
れ
、
暫

く
ぶ
り
で
句
碑
に
対
面
さ
れ
た
。
夜
は
皐
汀
、
芳
舟
、
四
四
三
が
室
に

訪
ね
て
俳
談
よ
り
も
鱒
釣
談
議
が
は
ず
ん
だ
。

九
月
二
十
一
日
(
土
)
晴

風
生
夫
妻
十
時
半
田
村
八
朗
の
案
内
で
草
津
へ
、
は
じ
め
て
沢
渡
温

泉
に
下
車
、
杉
雨
起
陽
子
に
迎
え
ら
れ
て
丸
木
旅
館
に
休
憩
し
た
。
昼

食
後
入
浴
。
板
敷
、
木
槽
の
浴
室
の
珍
ら
し
さ
に
頗
る
よ
い
印
象
を
も

っ
て
た
の
し
ん
だ
。

夜

長

な

る

湯

室

は

幾

何

の

美

に

工

む

風

生

沢
渡
神
社
境
内
の
古
い
万
葉
歌
碑
を
見
る
。

，
さ
わ
た
り
の
て
こ
に
い
ゆ
き
あ
ひ
あ
か
こ
ま
が

あ
が
き
を
は
や
み
こ
と
と
は
ず
き
ぬ
s

東
歌
「
て
こ
」
は
女
の
馬
子
沢
渡
の
湯
は
肌
を
美
し
く
す
と
い
ふ

万

葉

の

践

が

伏

屋

の

秋

ぎ

く

ら

風

生

泉温特輯lV

風
生
の
門
葉

と
詠
ん
で
再
び
出
発
。
樗
伝
い
に
牧
水
コ
l
ス
を
登
っ
た
。

大
岩
で
は
不
動
尊
を
拝
し
た
。

秋

風

や

削

懸

を

負

ふ

不

動

尊

風

生

途
中
暮
坂
峠
の
牧
水
詩
碑
に
下
車
し
た
。

秋
風
や
マ
ン
ト
吹
か
る
る
詩
碑
の
像
風
生

詩
碑
像
に
も
別
れ
て
一
一
一
時
半
草
津
着
、
一
井
旅
館
に
旅
装
を
解
い
た
。

昭
和
四
十
五
年
ハ
一
九
七
O
)
十
一
月
三
日
勲
一
等
に
叙
せ
ら
れ
瑞

宝
章
を
賜
わ
っ
た
。

昭
和
田
十
八
年
(
一
九
七
三
)
七
月
九
日
l
一
O
日
の
四
万
行
で
三
句

四
万
道

ア

カ

シ

ヤ

の

病

棄

と

ぷ

は

花

よ

り

黄

風

生

四
万
温
泉
。
山
口
館
一
泊

滝
音
に
瀬
音
ま
ぎ
れ
ず
鶴
鵠
も

ゆ
ず
り
は
公
園

老
涼
し
句
碑
の
齢
も
二
十
年

昭
和
四
十
九
年
三
九
七
四
〉
芸
術
院
会
員
に
就
任
し
た
。
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風
生
が
四
万
を
中
心
に
蒔
い
た
俳
句
の
種
の
芽
生
え
が
ど
の
様
に
生
い
茂
っ
た
か
。
も
と
よ
り
吾
妻
に
は
遠
く
琴
堂
、
緑
園
、
峨
琴
、
鷺

白
、
墨
丈
、
竹
畑
、
梅
白
、
玉
蕉
、
近
く
は
峨
光
、
一
草
、
三
木
、
梅
窓
、
似
年
、
松
影
、
寿
山
、
一
巻
子
等
鐸
鐸
た
る
俳
人
が
い
て
、

芭
蕉
、
虚
子
の
流
れ
を
扱
み
、
鬼
城
、
た
け
し
、
普
羅
、
う
し
ほ
等
の
教
え
を
受
け
て
花
を
咲
か
せ
実
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
様
な



吾
妻
の
沃
土
に
、
風
生
と
い
う
秀
れ
た
指
導
者
が
、
吾
妻
の
風
光
と
温
泉
に
ひ
か
れ
て
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

風
生
の
主
宰
す
る
俳
誌
若
葉
は
昭
和
五
十
三
年
五
月
に
は
創
刊
五
十
周
年
を
迎
え
た
。
現
在
吾
妻
に
於
け
る
若
葉
の
同
人
誌
友
は
六

O

人
、
若
葉
の
同
人
勝
文
一
透
が
主
宰
す
る
俳
誌
岬
(
五
三
年
六
月
創
刊
二
十
周
年
)
の
同
人
誌
友
が
一
一

O
人
、
若
葉
同
人
西
本
一
都
が

主
宰
す
る
俳
誌
白
魚
火
(
五
三
年
創
刊
十
六
周
年
)
の
同
人
誌
友
が
三

O
余
人
、
若
葉
同
人
加
倉
井
秋
を
が
主
宰
す
る
俳
誌
冬
草
(
五
三

年
七
月
創
刊
十
二
周
年
〉
の
同
人
誌
友
が
数
人
で
、
合
わ
せ
て
ニ

O
余
人
と
い
う
繁
栄
ぷ
り
で
あ
る
。

7 

勝

又

透

一
透
と
四
万
温
泉
と
の
縁
り
は
深
く
、
師
富
安
風
生
の
句
碑
建
立
以
来
の
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
二
十
年
代
一
透
は
信
州
か
ら
上
州
に
入

り
、
草
津
を
経
て
四
万
に
来
遊
し
、
そ
の
時
奥
田
万
の
ゆ
ず
り
は
荘
に
泊
っ
た
の
で
、
地
元
の
楓
吟
社
は
勿
論
中
之
条
山
の
町
吟
社
の
有

志
が
か
け
つ
け
、
一
夜
の
指
導
を
受
け
た
。
そ
の
後
日
向
見
に
、
山
口
に
、
新
湯
の
田
村
に
幾
度
も
来
遊
し
た
。
そ
の
度
に
句
会
を
聞
い

た。

温泉と文化

昭
和
五
十
年
〈
一
九
七
五
〉
三
月
十
五
日
四
万
の
田
村
旅
館
で
一
透
を
囲
ん
で
句
会
を
聞
い
た
。
参
会
者
五
十
余
人
盛
会
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
一
透
は

た
ち

こ
の
館
の
古
き
春
日
を
愉
し
め
る
一
透

の
句
を
こ
の
宿
に
の
こ
し
て
い
る
。
翌
十
六
日
は
中
之
条
町
で
一
透
先
生
歓
迎
句
会
を
聞
い
た
。
百
余
人
の
吾
妻
俳
人
が
集
り
懇
篤
な

指
導
を
受
け
た
。

昭
和
五
十
一
年
(
一
九
七
六
)
四
月
二
十
四
日
勝
文
一
透
四
万
田
村
旅
館
に
泊
る
。
明
日
の
吾
妻
俳
句
作
家
連
盟
創
立
三
十
周
年
俳
句

大
会
に
講
師
と
し
て
来
郡
さ
れ
た
の
で
、
山
の
町
吟
社
、
中
之
条
師
会
の
有
志
も
四
万
に
の
ぼ
っ
た
。
東
京
神
奈
川
千
葉
方
面
か
ら
も
一

167 
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勝
又
一
透
を
迎
え
て
の
大
会
だ
け
に
参
会
者
も
百
余
名
の
盛
会
と
な
っ
た
。

一
透
の
主
宰
す
る
岬
の
同
人
誌
友
も
六
、
七
割
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

透
一
門
が
見
え
た
の
で
賑
や
か
な
句
会
に
な
っ
た
。
夕
食
懇
談
後
八
時
か
ら
句

会
、
披
講
の
あ
と
特
選
句
に
つ
い
て
講
評
が
あ
っ
た
。
翌
四
月
二
十
五
日
は
中

之
条
駅
前
の
通
運
会
館
の
大
会
場
で
、
三
十
周
年
記
念
式
後
俳
句
大
会
を
聞
い

168 

一透の句碑

特揖lV

た
こ
の
年
の
暮
、
岬
会
の
人
々
か
ら
一
透
師
の
句
碑
建
立
の
希
望
が
出
て
、
急

速
に
進
み
、
吾
妻
岬
会
が
主
軸
、
山
の
町
吟
社
の
協
賛
と
な
り
、
位
置
は
田
村
の
グ
ラ

γ
ド
ホ
テ
ル
の
門
の
傍
ら
と
定
ま
り
、
着
工
し

た
。
昭
和
五
十
二
年
四
月
二
十
九
日
の
佳
き
日
句
碑
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。
句
は

初
ざ
く
ら
仰
ぎ
湯
薬
師
詣
か
な
一
透

勝
又
一
透
夫
妻
は
勿
論
、
東
京
千
葉
神
奈
川
埼
玉
か
ら
の
同
志
、
吾
妻
の
俳
人
、
四
万
温
泉
の
有
志
等
百
余
名
参
加
し
て
感
激
裡
に
除

幕
さ
れ
た
。

勝
文
一
透
は
明
治
四
十
年
八
月
四
日
静
岡
県
に
生
ま
れ
た
。
昭
和
十
四
年
「
若
葉
」
に
入
門
、
富
安
風
生
先
生
に
師
事
し
て
句
の
道
に

精
進
、
昭
和
二
十
三
年
「
若
葉
」
の
同
人
と
な
っ
た
。

昭
和
三
十
三
年
以
来
俳
誌
「
岬
」
を
主
宰
し
て
二
十
年
、
五
十
三
年
五
月
号
で
通
巻
二
八
一
号
と
な
る
。
吾
妻
の
師
同
人
誌
友
合
わ
せ

て
一
一

O
と
い
う
盛
況
で
あ
る
。
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池

内

た

け

し

と

宮

崎

三

木

一
行
が
着
け
ば
出
迎
へ
薄
紅
葉

た
け
し
の
句
で
あ
る
。
四
万
の
山
口
館
へ
よ
く
来
遊
し
た
。
た
け
し
が
山
口
館
へ
来
た
の
は
、
こ
の
宿
の
奥
さ
ん
の
叔
父
宮
崎
三
木
の

手
引
き
で
あ
ろ
う
か
。
三
木
は
四
万
川
の
下
流
の
右
岸
山
田
に
育
ち
、
吾
妻
味
噌
株
式
会
社
を
創
業
、
昭
和
十
七
年
か
ら
沢
田
村
長
も
勤

め
た
俳
人
で
池
内
た
け
し
の
門
人
で
あ
る
。
三
木
の
句
集
「
圏
炉
裏
」
の
序
文
の
一
部
を
あ
げ
て
み
る
。

コ
ニ
木
君
の
こ
と
を
憶
ふ
と
先
づ
自
に
聞
炉
裏
が
浮
ぴ
出
た
。
大
き

な
囲
炉
裏
だ
っ
た
。
そ
の
囲
炉
裏
の
そ
ば
に
座
っ
て
は
三
木
君
と
話
し

あ
っ
た
。
至
っ
て
寡
黙
な
三
木
君
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
動
作
に
お
の

づ
か
ら
手
厚
く
も
て
な
そ
う
と
す
る
様
子
が
知
ら
れ
て
却
っ
て
そ
の
寡

黙
な
の
が
そ
の
人
柄
を
思
は
さ
せ
た
。
大
き
な
栂
の
焚
か
れ
る
毎
に
煙

る
と
忽
ち
気
兼
ね
を
し
て

温泉と文化五

たけしの筆蹟

「
煙
く
は
御
座
い

ま
せ
ん
か
」

と
云
ひ
な
が
ら
栂

火
を
吹
い
た
り
し

た。
「
煙
る
方
が
栂
火

ら
し
い
で
す
よ
」

と
答
へ
る
と
遠
慮
勝

ち
に

「
さ
う
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
か
」

と
云
っ
て
や
L
ほ
ほ
え
む
か
に
私
の
方
を
見
た
。

囲
炉
裏
の
ほ
と
り
に
五
六
人
集
っ
て
来
て
は
私
に
挨
拶
す
る
人
々

は
、
此
処
ら
附
近
に
住
む
と
こ
ろ
の
俳
人
だ
っ
た
。
見
た
と
こ
ろ
村
人

ら
し
く
素
朴
な
様
子
に
見
ら
れ
た
。
各
々
昼
間
の
仕
事
を
終
っ
て
夕
食

を
済
せ
て
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
や
っ
て
来
た
も
の
か
既
に
真
暗
く
な
っ
た

外
か
ら
ノ
ソ
ノ
ソ
と
戸
を
明
け
て
は
這
入
っ
て
来
た
。
そ
の
度
に
誰
も

・刀

「
今
晩
は
」

と
一
言
云
っ
て
は
顔
を
出
し
た
。
薄
暗
い
の
で
そ
の
顔
は
よ
く
見
え

な
か
っ
た
が
、
囲
炉
裏
の
そ
ば
へ
や
っ
て
く
る
と
、
囲
炉
裏
の
火
明
り

に
顔
が
浮
い
て
見
え
た
。
私
は
初
め
て
見
る
人
々
の
顔
を
見
つ
つ
会
釈

し
た
。

炉
明
り
に
ま
み
え
し
顔
を
忘
れ
め
や

と
い
う
句
が
先
づ
く
ち
ず
さ
ま
れ
な
が
ら
見
る
人
達
の
顔
は
な
つ
か

169 
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し
ま
れ
た
。

l
略」

次
の
様
な
師
た
け
し
の
句
も
あ
っ
た
。

吹
雪
つ
つ
見
送
ら
れ
た
る
も
ど
り
旅

見
覚
え
の
囲
炉
裏
想
い
て
悼
る
る

師
弟
の
情
'
』
ま
か
な
句
も
あ
る
。

送
り
申
す
雪
の
吊
橋
あ
た
り
ま
で

炉
の
そ
ば
に
も
て
な
さ
れ
し
は
忘
れ
ま
じ

三
木
の
句
を
少
し
あ
げ
て
み
る

た
け
し
先
生
御
一
行
革
庵
を
訪
は
る

新
ら
し
き
飼
屋
草
履
を
す
す
め
け
り

三
男
修
三
生
る

其
宵
の
夜
桑
も
く
れ
て
安
産
す

回
掻
馬
鼻
取
る
童
這
う
如
し

滝
の
名
の
札
を
か
け
あ
る
新
樹
か
な

山
裏
の
山
又
山
や
ほ
と
と
ぎ
す

雨
宿
り
せ
し
繭
買
に
繭
売
り
し

栃
の
花
最
も
高
く
咲
き
に
け
り

麦
秋
や
か
く
れ
勝
な
る
裏
榛
名

木~』+J'し
j
a
v
 

囲
炉
裏
に
も
来
て
ゐ
る
雛
の
客
あ
り
ぬ

古
雛
の
立
て
や
ら
も
な
く
飾
り
け
り

170 

雛
酒
を
振
舞
い
て
く
れ
し
山
家
か
な

何
も
彼
も
芽
を
出
す
雨
の
二
三
日

四
万
川
の
濁
り
そ
め
た
る
雪
解
か
な

二
一
一
一
日
摘
み
た
め
し
て
ふ
よ
も
ぎ
か
な

噌
る
や
一
筆
啓
上
と
い
ふ
鳥
も

聞
こ
え
ゐ
し
鷲
今
朝
は
庭
近
く

蚕
鑑
や
さ
っ
と
洗
ひ
て
投
げ
上
ぐ
る

繭
掻
女
睦
気
を
払
ふ
鉢
巻
す

五
六
人
影
絵
の
如
く
夜
麦
焼

夜
麦
焼
ま
の
あ
た
り
に
も
始
ま
り
ぬ

炭
山
を
出
は
ず
れ
る
ま
で
送
ら
れ
ぬ

裏
滝
や
涼
し
き
朝
は
聞
え
来
る

代
馬
を
引
い
て
戻
り
し
昼
働
か
な

今
朝
蒔
き
し
籾
芽
を
出
し
て
驚
き
ぬ

作
男
ふ
ど
し
一
つ
で
農
休

栗
を
焼
く
炉
辺
に
戻
り
て
旅
終
る



9 

徳

峰

富

蘇

蘇
峰
が
来
ら
れ
た
の
は
と
鐘
寿
館
主
田
村
辰
雄
は
語
っ
て
く
れ
，
た
。
「
あ
の
書
に
丙
寅
の
秋
と
あ
る
か
ら
、
大
正
十
五
年
の
秋
で
私
が

幹
部
候
補
生
と
し
て
軍
隊
生
活
の
時
で
し
た
。
先
代
が
外
に
い
る
と
、
新
湯
の
方
か
ら
歩
い
て
来
る
紳
士
が
あ
る
。
ふ
と
見
る
と
蘇
峰
先

生
ら
し
い
の
で
、
声
を
か
け
る
と
、
「
ど
の
宿
も
満
員
で
ね
」
。
と
の
ご
返
事
、
喜
ん
で
お
部
屋
に
御
案
内
す
る
と
、
大
そ
う
喜
ば
れ
て
幾

日
か
入
場
さ
れ
た
と
い
う
話
で
し
た
。

温泉と文化五

「
そ
の
時
帰
京
さ
れ
て
届
け
て
下
さ
っ
た
書
が
あ
の
書
で
す
よ
」
。
と
案
内
さ
れ
た
大
慶
間

に
か
け
て
あ
る
額
の
大
き
い
の
と
、
そ
の
書
の
ま
こ
と
に
雄
揮
な
の
に
感
嘆
し
た
。
横
額
一

間
半
位
あ
ろ
う
か
、
表
具
師
が
泊
り
こ
ん
で
仕
上
げ
た
と
い
う
。

書

欲
興
天
下
坐
春
風
丙
寅
秋
田
蘇
降

一
緒
に
頂
い
た
軸
は
次
の
様
な
詩
で
あ
る
。

隔
岸
磁
燈
滅
復
明
岸
を
隔
て
て
孤
燈
滅
復
た
明

長
星
落
落
夏
山
横
長
星
落
均
夏
山
横
た
は
る

一
宵
醒
得
十
年
夢
一
宵
醒
し
得
た
り
十
年
の
夢

半
是
虫
声
半
水
戸
半
は
是
虫
声
半
は
水
声

回
高
鐘
寿
館
即
事

蘇
峰
閑
客

の蜂蘇

四
万
温
泉
の
鐘
寿
館
に
泊
っ
て
窓
外
を
見
や
る
と
、
岸
を
隔
て
て
川
の
向
う
に
ひ
と
ぽ
っ

ち
の
燈
火
が
明
滅
し
て
居
り
、
あ
け
方
の
星
も
ま
ば
ら
で
夏
の
山
が
横
た
わ
っ
て
い
る
の
が

171 

目
に
う
つ
る
。
あ
る
夜
永
い
間
見
つ

e

つ
け
て
い
た
夢
(
俗
界
の
俗
事
に
拘
泥
し
て
い
た
こ



温泉史

と
)
を
醒
し
て
さ
と
る
こ
と
が
で
き
た
。
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今
耳
に
聞
こ
え
る
の
は
虫
の
声
と
水
の
流
れ
る
音
だ
け
で
あ
る
。

詩

蘇
峰
六
十
三
才
秋
の
感
慨
で
あ
る
。

特瞬lV

の

蘇
峰
は
名
は
猪
一
郎
、
文
久
三
年
(
一
八
六
三
)
葵
亥
正
月
三
日
の
生

降

れ
で
、
肥
後
の
豪
土
徳
富
一
敬
の
長
男
、
徳
富
芦
花
は
そ
の
弟
で
あ
る
。

蘇

幼
く
し
て
大
江
塾
で
漢
学
、
十
一
才
の
時
熊
本
の
洋
学
校
に
入
り
、
ア
メ

リ
カ
風
の
教
育
を
受
け
た
。
後
同
志
社
普
通
科
を
卒
業
し
て
故
郷
で
大
江

塾
を
創
立
し
、
教
ゆ
る
と
同
時
に
自
己
の
学
問
を
深
め
て
上
京
、
明
治
二

十
三
年
三
八
九

O
〉
二
月
国
民
新
聞
を
創
刊
し
た
。
昭
和
四
年
(
一
九
二
九
)
国
民
新
聞
を
退
社
、
大
阪
毎
日
、
東
京
日
日
の
社
賓
と

な
り
、
近
世
日
本
国
民
史
を
連
載
し
た
。
こ
れ
は
後
に
二
十
三
冊
の
叢
書
と
な
っ
て
い
る
。

10 

大
塚
温
泉
と
玉
蕉
・
康
池
千
九
郎
博
士

大
塚
温
泉
は
昔
か
ら
大
塚
の
ぬ
る
湯
と
称
し
て
、
治
療
に
休
養
に
大
衆
に
親
し
ま
れ
て
き
た
温
泉
で
あ
る
。
旅
館
は
金
井
館
だ
け
で
、

歴
史
的
に
由
緒
の
あ
る
浴
槽
は
、
湯
宿
の
庭
先
か
ら
坂
道
を
五
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
下
っ
た
と
こ
ろ
に
水
田
に
固
ま
れ
た
野
趣
に
富
ん
だ
建

物
で
あ
る
。
湯
を
浴
び
な
が
ら
娃
も
盤
も
た
の
し
め
た
も
の
だ
。
こ
の
浴
槽
か
ら
南
へ
約
二
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
所
に
舞
台
山
が
あ

り
、
明
治
四
十
年
噴
ま
で
常
設
の
舞
台
が
あ
り
、
農
閑
期
や
夏
の
農
休
み
に
は
芝
居
興
行
も
あ
り
、
湯
に
つ
か
っ
て
い
て
、
下
座
の
笛
、

太
鼓
、
三
味
線
も
聞
こ
え
て
、
劇
の
進
行
状
況
も
手
に
と
る
ほ
ど
に
わ
か
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
宿
は
巡
業
役
者
の
定
宿
で
あ
っ

た
。
芝
居
好
き
な
村
の
人
々
は
、
農
閑
期
に
は
こ
の
宿
で
浄
瑠
璃
の
稽
古
も
し
た
。
古
く
は
貸
本
屋
も
兼
営
し
た
の
で
、
大
衆
も
の
の
簡



易
図
書
館
の
様
相
で
も
あ
っ
た
。

旅
館
業
は
繁
栄
と
も
い
か
な
か
っ
た
が
、
温
泉
宿
を
母
胎
と
し
て
近
在
の
芸
能
は
恵
ま
れ
、
特
に
金
井
旅
館
二
代
目
の
芳
繁
は
演
劇
の

中
か
ら
生
ま
れ
た
様
な
芸
熱
心
な
人
柄
だ
っ
た
の
で
、
芝
居
、
義
太
夫
な
ど
こ
の
村
の
芸
能
文
化
は
華
々
し
い
開
花
を
み
た
の
で
あ
る
。

俳
句
の
茂
木
玉
蕉

湯
宿
で
句
会
も
度
々
催
さ
れ
た
。
大
塚
、
平
、
赤
坂
、
横
尾
な
ど
の
村
に
も
俳
句
を
た
し
な
む
人
は
多
か
っ
た
。
そ
の
中
で
も
宗
匠
は
平

の
茂
木
玉
蕉
で
あ
る
、
天
保
十
二
年
(
一
八
四
一
)
名
久
田
村
大
字
平
の
農
家
に
生
れ
大
工
も
修
業
し
た
。
若
き
噴
か
ら
学
問
を
好
み
、

横
尾
の
高
橋
室
庵
に
就
い
て
、
漢
詩
、
和
歌
、
俳
譜
を
学
び
、
巻
翠
園
玉
蕉
と
号
し
た
。
俳
譜
は
特
に
秀
れ
、
そ
の
門
に
学
ぶ
者
も
多
く
、

大
塚
の
湯
宿
に
聞
か
れ
る
句
会
に
は
よ
く
出
か
け
て
指
導
も
し
、
ま
た
神
社
な
ど
に
奉
納
す
る
俳
句
の
選
者
に
も
な
っ
た
。

草
や
木
の
色
香
と
な
り
て
春
の
雨

待
ち
し
夜
は
過
ぎ
て
真
昼
の
時
鳥

道
徳
科
学
の
鹿
池
千
九
郎
博
士

千
葉
県
柏
市
光
ケ
丘
に
モ
ラ
ロ
ジ
l
研
究
所
を
創
設
し
て
、
慈
愛
と
英
知
と
進
化
の
モ
ラ
ロ
ジ
l
教
育
の
旗
じ
る
し
を
掲
け
て
、
道
徳

教
育
に
貢
献
し
た
慶
池
千
九
郎
博
士
は
、
大
患
の
あ
と
昭
和
六
年
三
九
一
一
一
一
)
五
月
二
十
四
日
か
ら
七
月
九
日
ま
で
逗
留
さ
れ
た
。

温泉と文化

博
士
の
書
生
の
誌
し
た
日
記
抄

五
月
二
十
四
日
混
泉
に
着
く
や
博
士
は
一
浴
(
二
時
間
半
ほ
ど
〉

結
果
気
分
一
変
し
て
平
素
と
異
る
点
な
し
、
夕
食
は
平
素
の
如
く
召
上

る
。
温
泉
の
効
力
偉
大
。

六
月
二
日
木
槍
三
四
郎
氏
の
御
令
息
九
郎
様
博
士
御
訪
問
、
午
後

一
時
丸
井
熊
士
口
氏
来
訪
、
丸
井
ガ
ラ
ス
工
場
に
関
す
る
重
大
な
お
話
あ

五

り
、
後
直
ち
に
上
京
さ
る
。

六
月
九
日
ま
す
ま
す
御
発
汗
の
量
多
く
、
一
時
間
お
き
に
御
入

浴
、
御
気
分
非
常
に
宜
し
。

こ
の
様
に
温
泉
が
効
く
の
で
博
土
は
非
常
に
喜
ば
れ
た
よ
う
だ
。
博

士
は
昭
和
十
三
年
三
九
三
八
)
死
去
、
現
在
三
代
広
池
千
太
郎
所
長

が
庚
池
学
園
並
に
研
究
所
を
経
営
し
て
い
る
。
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四
万
川
と
山
の
美
し
さ
、
こ
の
自
然
に
抱
か
れ
た
静
か
な
温
泉
を
愛
し
て
来
る
文
人
墨
客

は
、
昔
か
ら
非
常
に
多
い
。

田
村
に
は
大
正
の
末
か
ら
昭
和
に
か
け
て
歌
人
前
田
夕
暮
が
毎
年
の
よ
う
に
来
て
い
る
。

本
職
は
東
京
大
久
保
に
大
き
な
庖
を
経
営
し
て
い
る
銘
木
庖
で
あ
る
が
「
本
職
の
方
で
は
誰

も
知
ら
な
く
て
ね
」
と
笑
っ
て
い
た
と
い
う
。
佐
々
木
信
網
、
村
上
鬼
城
も
昭
和
の
初
め

噴
、
ま
た
正
宗
得
三
郎
画
伯
は
春
秋
と
も
二
週
間
位
入
湯
し
た
。
中
村
不
折
は
夏
見
え
た
。

神
な
が
ら
の
道
で
有
名
な
算
克
彦
博
士
も
毎
年
の
様
に
長
期
間
入
湯
し
た
。

積
善
に
は
里
見
淳
、
佐
藤

紅
繰
な
ど
が
来
湯
し
て
居

り
、
昭
和
二
十
七
年
十
一
月

四
日
市
川
為
雄
の
案
内
で
丹
羽
文
雄
に
附
随
し
て
、
石
川
利
光
、
森
田
素

夫
、
八
木
義
徳
、
榛
葉
英
治
、
鈴
木
幸
夫
等
十
五
日
会
の
面
々
が
中
之
条

高
校
で
の
文
芸
講
演
会
の
あ
と
、
四
万
に
上
り
、
積
善
館
に
泊
り
、
一
夜

文
芸
談
に
花
を
咲
か
せ
た
。

四
万
館
は
阪
田
英
一
が
経
営
に
あ
た
っ
た
時
代
が
あ
る
。
昭
和
三
年
慶

応
の
経
済
学
部
を
卒
業
す
る
と
直
に
四
万
館
に
落
ち
つ
い
た
の
だ
そ
う

特穂町温泉史

11 

そ
の
他
来
湯
の
人
々

書の緑紅
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里見葬の書



だ
。
そ
れ
か
ら
九
年
間
、
こ
の
間
映
倫
事
務
局
長
や
宝
塚
映
画
の
文
芸
部

や
営
業
部
に
勤
務
、
映
画
の
シ
ナ
リ
オ
等
も
書
い
て
い
る
。
こ
の
様
な
人

丹羽文維の書

物
で
あ
っ
た
か
ら
、
文
芸
や
映
画
方
面
に
知
人
も
多
く
、
た
め
に
気
安
い

旅
館
、
居
心
地
の
よ
い
旅
館
と
し
て
多
く
の
文
人
が
入
湯
し
た
。
映
画
監

督
の
山
本
嘉
次
郎
、
作
家
の
伊
馬
鵜
平
、
石
坂
友
二
、
南
川
潤
、
獅
子
文

六
、
斉
藤
豊
士
口
、
太
宰
治
、
井
伏
鱒
二
な
ど
、
毎
日
新
聞
の
記
者
で
作
家

で
あ
っ
た
関
喜
平
が
南
川
潤
と
親
し
く
な
っ
た
の
も
四
万
で
あ
る
。

竹
葉
館
に
は
塩
谷
温
博
士
が
夏
に
な
る
と
毎
年
の
様
に
若
い
奥
さ
ん
を

つ
れ
て
入
湯
に
来
ら
れ
た
。
幾
枚
か
の
詩
ハ
漢
詩
〉
を
書
き
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
様
に
四
万
は
春
か
ら
秋
に
か
け
て
、
文
化
の
花
が
咲
い
て
、
こ
の
種
子
は
や
が
て
美
し
く
芽
生
え
て
、
様
々
の
人
の
心
に
香
も
高

く
咲
き
出
で
た
ャ
」
と
で
あ
ろ
う
。

/ 
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村
・
家
・
女
の
歴
史



村・家・女の歴史

歴

史

178 

村

の

は

じ

め

lζ 

特暢V

ヒ
'
b
a
'

朝
鮮
の
古
語
で
谷
の
事
を
タ

γ
と
い
い
丹
の
字
を
当
て
た
と
い
う
が
、
そ
の
か
か
わ
り
は
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
谷
川
反
下
川
の
辺
に
享

和
二
年
か
ら
年
代
記
を
書
き
続
け
て
い
る
反
下
部
落
が
あ
る
。
そ
の
部
落
の
い
つ
の
事
か
、
落
武
者
と
云
い
伝
え
る
唐
沢
姓
が
こ
の
村
に

辿
り
つ
い
た
。
そ
れ
が
丁
度
正
月
だ
っ
た
。
松
を
迎
え
る
暇
も
無
く
紅
白
の
紙
を
門
に
立
て
た
と
き
く
。

こ
の
先
祖
の
遺
風
を
破
つ
て
は
す
ま
な
い
と
今
に
唐
沢
姓
中
野
組
は
続
け
て
い
る
。
わ
が
郷
土
の
碩
学
綿
貫
博
士
は
云
わ
れ
た
。
「
わ

が
郷
土
は
我
等
の
祖
先
が
、
そ
の
血
縁
|
地
縁
に
長
く
生
活
を
共
に
し
て
き
た
運
命
共
同
体
で
あ
り
、
生
活
共
同
体
で
あ
り
、
文
化
共
同

(
公
民
読
本
社
会
篇
)
と
。

体
で
あ
る
」

思
え
ば
わ
が
郷
土
は
ま
さ
に
名
も
無
く
眠
る
多
く
の
先
人
達
の
汗
の
雫
の
地
で
あ
り
、
そ
こ
に
作
り
な
せ
る
歴
史
的
住
み
家
で
あ
る
。

こ
こ
に
中
之
条
町
を
つ
く
る
小
さ
い
村
の
歴
史
を
尋
ね
、
更
に
全
町
と
し
て
の
村
風
を
大
観
し
よ
う
。

1 

開

拓

ー
柴
本
を
考
え
る
|

の

歴

史

「
五
反
田
」
と
か
「
一
反
田
」
と
い
う
地
名
は
、
そ
の
田
の
贋
さ
に
出
た
地
名
で
は
な
く
、
開
墾
に
当
っ
た
者
が
均
等
に
分
け
た
反
別

に
よ
っ
た
地
名
で
あ
る
。
(
「
日
本
の
地
名
」
松
尾
俊
郎
〉
い
ま
、
こ
れ
を
肯
定
し
、
そ
し
て
永
様
十
一
年
と
思
わ
れ
る
五
反
田
辰
の
改
帳

に
見
る
五
反
田
の
地
名
に
「
割
」
や
「
稲
場
」
(
刈
稲
の
干
場
)
の
地
名
の
あ
る
こ
と
を
思
う
と
、
「
五
反
田
」
の
地
名
と
そ
の
開
発
は
条
里



お

り

た

お

は

り

だ

制
を
し
い
た
古
代
に
さ
か
の
ぼ
る
。
ま
た
「
折
田
」
は
「
大
墾
田
(
開
墾
)
の
転
化
と
も
考
え
ら
れ
、
こ
の
想
定
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
折

田
の
開
拓
も
ま
た
折
田
の
地
名
も
す
で
に
古
代
に
発
す
る
。
こ
こ
に
こ
う
し
た
村
の
芝
お
こ
し
を
思
わ
せ
る
地
名
の
一
つ
「
柴
本
」
に
つ

い
て
、
こ
の
村
の
研
究
家
唐
沢
叢
米
蔵
の
柴
本
の
歴
史
研
究
を
の
せ
て
、
ま
ず
村
の
開
拓
史
か
ら
考
え
て
ゆ
こ
う
。

)
 

1
 

(
 
柴

本

五
反
田
村
か
ら
流
れ
て
く
る
一
筋
の
川
床
の
高
い
流
れ
が
あ
る
。

源
は
五
反
田
の
五
領
に
発
し
て
、
馬
込
・
中
村
・
日
影
・
大
久
保
の
川
辺
を
う
る
を
し
、
こ
の
柴
本
耕
地
を
み
の
り
豊
か
な
美
田
と
化

し
つ
つ
一
部
は
中
之
条
町
の
用
水
と
な
っ
て
そ
の
街
路
の
下
を
流
れ
て
い
る
。

こ
の
柴
本
部
落
に
、

付の腹式:

宮沢用水ツツミ、左手には一面の葦が生え、子liiJ
は水車で一面おおわれている。

氏
は
い
う
。

か
つ
て
先
人
達
が
耕
地
と
水
を
求
め
て
中
之
条
金
地
に
入
っ
た
時
、
こ
の

日
当
り
の
よ
い
平
原
と
豊
か
な
水
に
足
を
と
め
て
水
田
を
拓
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
、
こ

の
人
達
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
か
は
い
ざ
知
ら
ず
、
こ
の
柴
本
の
姓
は
(
そ
の
伝
承
は
後

述
す
る
が
)
殆
ん
ど
唐
沢
で
あ
る
。
今
柴
本
の
中
程
に
「
中
宿
」
と
い
う
地
名
が
あ
り
、

そ
の
裏
の
沢
を
「
宮
沢
」
と
い
い
、
そ
こ
の
山
裾
を
方
形
に
掘
っ
た
約
一
五

0
ア
ー
ル
の

用
水
池
は
、
す
で
に
第
一
巻
で
見
た
宮
沢
用
水
の
源
で
あ
る
(
道
下
に
水
牢
の
跡
を
思
わ

せ
る
所
も
あ
る
)
そ
の
水
源
の
い
ま
学
校
林
と
な
っ
て
い
る
辺
に
柴
宮
神
社
が
ま
つ
ら
れ

て
い
た
。
と
、
す
れ
ば
今
の
山
崎
の
柴
宮
神
社
は
里
宮
で
あ
っ
た
の
か
。
中
宿
を
過
ぎ
、

川
を
遡
っ
て
登
り
五
反
田
境
迄
行
く
と
、
吾
妻
三
十
三
番
札
所
中
の
二
十
四
番
岩
崎
観
音

(
馬
頭
)
堂
の
跡
が
あ
る
。
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こ
の
観
音
は
そ
の
名
の
よ
う
に
両
側
に
険
し
い
岩
が
蛇
立
し
て
い
る
。
堂
の
前
は
五
反
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文化5年の柴本村、裏山に宮沢のツツミがあり、

奥にたけ山がある。村の前に回がひらけ五反田川

が流れている。手前に山崎の観音堂があり、前に

ツツミがある。

田
村
へ
の
旧
道
で
あ
る
。
さ
き
の
中
宿
の
名
も
こ
こ
に
通
じ
る
街
道
の
普
を
物

180 

語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
細
長
い
柴
本
村
の
背
に
続
く
林
の
中
に
は
、
上
の
屋

〈
世

敷
・
角
右
衛
門
屋
敷
・
下
り
の
屋
敷
・
医
者
の
屋
敷
を
思
わ
せ
る
医
庵
坊
屋
敷

な
ど
そ
の
屋
敷
の
名
に
繁
栄
の
昔
を
思
わ
せ
る
。

柴
本
の
開
拓

(2) い
ま
で
も
、
下
の
畑
を
掘
る
と
水
田
の
敷
地
が
出
て
来
る
の
を
思
う
と
平
地

は
一
帯
の
水
田
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
思
う
に
そ
れ
が
、
上
流
五
反
田
の
開
田

が
進
み
、
用
水
が
不
足
し
て
畑
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
と
氏
は
推
論
す

る
。
貞
享
検
地
を
見
る
と
田
が
古
検
よ
り
一
町
五
反
も
少
な
く
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
大
部
分
が
柴
本
で
あ
る
の
も
一
考
さ
れ
る
と
氏
は
語
る
。

そ
れ
に
、
今
山
崎
に
あ
る
柴
宮
神
社
が
、
い
つ
宮
沢
か
ら
移
さ
れ
た
か
。
お

そ
ら
く
幕
藩
体
制
の
成
立
す
る
寛
永
期
に
、
す
な
わ
ち
そ
の
寛
永
二
年
に
、
わ

が
中
之
条
町
は
、
三
転
し
て
今
の
王
子
原
に
町
割
を
し
、
用
水
を
柴
本
川
に
求
め
て
水
路
を
聞
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
条
件
に
山
崎
の
水

田
は
聞
か
れ
、
町
に
近
接
す
る
西
中
之
条
は
、
神
社
を
柴
宮
に
移
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
、

そ
れ
に
早
く
開
拓
が
進
ん
だ
と
思
わ
れ
る
条
件
の
一
つ
に
暖
か
い
こ
と
、
霜
害
の
少
な
い
こ
と
が
あ
る
。
今
に
臥
日
間
林
や
話
沢
の
林
に

は
生
き
な
が
ら
え
て
い
る
こ
と
ば
そ
の
も
の
に
ち
ょ
ぽ
ん
と
茶
の
木
が
所
々
に
あ
る
。
そ
れ
と
、
古
老
の
た
わ
む
れ
る
言
い
に
く
い
言
葉
に

「
隣
か
ら
茶
葉
、
は
し
ゃ
が
し
(
乾
か
す
)
篭
を
貸
り
に
き
た
が
、
貸
す
ベ
え
か
む
し
、
貸
す
め
え
か
む
し
」
と
い
う
の
が
あ
る
が
、
そ

れ
は
普
か
ら
の
茶
が
生
活
の
中
に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
、
武
州
か
ら
茶
の
技
術
を
も
っ
て
来
た
と
思
わ
れ
る



同
州
出
身
の
関
一
家
も
あ
る
。
と
。

ω
変
遷
す
る
柴
本

柴
本
の
戸
数
を
貞
享
検
地
で
見
る
と
三
十
五
・
六
軒
あ
る
が
、
寛
政
十
年
に
は
二
十
四
軒
に
減
り
、
明
治
初
期
に
は
十
二
軒
(
伍
長
書

上
幌
〉
に
減
っ
た
。
何
故
か
余
り
の
減
少
に
驚
く
と
。
そ
れ
は
い
つ
の
事
か
。
口
伝
に
よ
れ
ば
上
流
の
武
山
城
下
の
親
都
は
か
つ
て
親
都

千
軒
の
名
が
あ
っ
た
と
き
く
が
、
中
宿
の
名
は
こ
の
熱
ず
と
中
之
条
を
結
ぶ
一
街
道
を
思
わ
せ
、
そ
こ
に
は
札
所
巡
り
の
道
筋
の
五
反
田

の
二
十
三
番
を
う
け
た
二
十
四
番
の
岩
崎
も
あ
る
、
そ
れ
を
近
世
初
期
の
柴
本
と
考
え
る
の
は
ど
う
か
。
と
、

お
わ
り
に
。

，
芝
お
こ
し
8

と
い
う
村
の
始
め
や
、
そ
の
盛
衰
な
ど
、
ま
こ
と
に
分
ら
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
が
、
い
ま
、
こ
こ
に
共
に
生
き
る

人
々
が
、
ま
ず
わ
が
里
の
開
拓
の
昔
を
た
ず
ね
、
そ
の
盛
衰
の
歴
史
を
考
え
、
よ
り
よ
き
明
日
へ
の
建
設
の
第
一
歩
に
、
ま
ず
唐
沢
氏
の

研
究
を
村
の
歴
史
の
い
と
ロ
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。

な
お
、
氏
は
い
う
。
明
治
に
な
っ
て
こ
の
村
を
最
も
衰
え
さ
せ
た
原
因
の
一
つ
は
、
襲
来
し
た
流
行
病
と
肺
結
核
で
あ
り
、
衰
退
す
る

中
に
東
か
ら
は
中
之
条
、
西
か
ら
は
五
反
田
、
南
は
山
崎
、
遠
く
は
下
沢
渡
の
人
ま
で
こ
の
柴
本
の
田
の
一
等
地
を
占
め
、
年
毎
に
米
を

持
ち
去
っ
た
。
し
か
し
、
今
は
農
地
改
革
の
お
陰
で
、
五
反
田
の
僅
か
な
人
が
入
作
し
て
い
る
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
美
野
原
用
水

の
完
成
か
ら
豊
か
な
水
に
い
ま
お
よ
そ
二
十
町
歩
が
水
田
と
な
っ
た
と
語
る
。

一村の歴史

さ
ら
に
つ
け
加
え
た
い
一
つ
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
柴
本
の
苗
字
の
大
方
を
占
め
る
唐
沢
姓
の
先
祖
は
下
野
国
唐
沢
山
の
城
主
唐
沢
越
前

守
正
綱
の
三
男
正
慶
で
、
真
田
幸
村
に
従
っ
て
大
坂
の
役
に
従
っ
た
が
、
幸
村
か
ら
戦
い
利
あ
ら
ず
、
お
前
は
家
臣
と
な
っ
て
日
も
浅

い
、
お
ち
の
び
て
我
ら
の
菩
だ
い
を
弔
っ
て
く
れ
と
云
わ
れ
、
真
田
の
支
配
下
で
あ
る
こ
の
中
之
条
へ
落
ち
の
び
て
柴
本
の
開
拓
に
あ
た

(
真
入
塚
〉
今
十
八
戸
の
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っ
た
の
だ
と
い
う
。
正
網
は
万
治
二
年
九
月
二
十
九
日
、
入
寂
し
、
そ
の
霊
は
柴
本
の
南
の
山
に
ま
つ
ら
れ
、
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同
族
が
記
念
碑
を
建
て
、
そ
の
ま
つ
り
を
続
け
て
い
る
。
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(
以
上
唐
沢
豊
米
蔵
談
〉

2 

戦
国
末
期
の
村

特輯V

戦
国
の
将
武
田
信
玄
が
、
甲
州
か
ら
駒
を
進
め
て
や
が
て
吾
妻
に
侵
入
す
る
時
、
こ
の
情
勢
に
立
た
せ
ら
れ
た
吾
妻
侍
の
進
退
去
就
、

た
げ

そ
の
住
民
の
動
揺
や
如
何
。
あ
の
武
山
の
谷
合
に
、
ひ
ぴ
く
鐘
・
太
鼓
、
ほ
ら
貝
の
音
・
い
な
な
く
馬
の
動
き
・
矢
玉
の
音
・
並
び
立
つ

旗
さ
し
も
の
の
山
野
を
動
か
す
そ
こ
に
は
。
岩
植
の
城
今
は
お
ち
、
最
後
の
ま
も
り
武
山
城
下
に
ひ
し
め
く
そ
の
人
馬
の
騒
然
た
る
姿
と

あ
の
斉
藤
一
族
の
、
凄
惨
た
る
最
後
の
物
語
り
が
想
像
さ
れ
よ
う
。

制
覇
成
り
ほ
ぼ
吾
妻
の
支
配
を
に
ぎ
っ
た
武
田
方
は
、
家
臣
達
の
論
功
を
賞
し
、
大
い
に
宛
行
を
行
な
っ
て
今
後
に
備
え
た
。
こ
こ
に

占
領
治
下
の
新
村
発
足
の
第
一
歩
が
あ
っ
た
。
さ
て
そ
の
村
に
つ
い
て
、
以
下
折
田
と
五
反
田
の
改
帳
か
ら
考
え
て
見
ょ
う
。

川
永
禄
十
一
年
の
折
田
高
改
帳

改
帳
に
は
地
名
・
貫
高
・
給
人
・
作
人
名
が
あ
る
。
例
え
ば
大
堀
前
ハ
地
名
〉
の
畑
七
十
文
大
勘
右
同
心
方
次
右
衛
門
の
よ
う
に
。
以

下
こ
れ
を
作
人
中
心
に
見
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

① 

作
人
高
と
給
人

ハ
-
印
は
五
反
田
辰
之
改
帳
に
の
っ
て
い
る
者
〉

高

貢

文

一
、
七
八

O
九
二

助

兵

衛

正
右
衛
門

一
-
一
狩
野
右
馬
助
ハ
中
之
条
吾
妻
城
主
)
・
同
右
右
衛
門
之
助

一
御
持
筒
何
右
衛
門

一

-

一
筑
後
・
湯
九
右
衛
門
・
御
持
筒
右
馬
之
助

人

貫

作

人

給

茂

助

四
七



一村の歴史

五
四

二
五

二
五

一O
八

四
九8 八

O 
二
五

二、

O
一二四

一
五

O

一一、

四
三
六

九
三
二

一
、
五
六
九

一
、
八
七
四

四
、
三
二
五

三
右
衛
門

与

兵

山
田
ノ

助

兵

衛

左
五
右
衛
門

源

左

衛

門

道
仙
事
(
上
折
田
〉

二
郎
右
衛
門

作

右

衛

門

山
田
ノ

与

兵

五
反
田
ノ

助

兵

衛
作
り

衛衛

(
上
折
田
)

黒
崎
又
十
郎

原
町
ノ

次

左

衛

門

九
郎
左
衛
門

源

七

作

り

九

郎

兵

衛

正

左

衛

門

ハ
上
折
田
〉

二
郎
左
衛
門

杢

右

衛

門

平
左
衛
門
作
り

(
下
折
田
〉

重

左

衛

門

湯
九
右
衛
門
ハ
青
山
の
郷
土
〉

筑
後
ハ
羽
田
)

御
持
筒
何
右
衛
門

湯
九
右
衛
門

御
持
筒
何
右
衛
門

同同

左
五
衛
門

筑
後

伊
ハ
本
)
一
一
一
左
(
長
野
原
城
主
湯
本
三
郎
右
衛
門
の
子
、
大
坂
の
役
に
出
陣
〉
・
(
帳
面
記
載

よ
り
合
六
四
四
文
不
足
)

-
出
浦
同
心

福
(
回
〉
九
太
夫
ゅ
大
ハ
熊
)
勘
布
同
心
、
御
持
筒
金
右
衛
門
・
筑
後

湯
九
右
衛
門
・
筑
後

御
持
筒
惣
八
・
半
十
郎
・
金
右
衛
門
・
筑
後

仁
左
衛
門
・
同
何
右
衛
門
・
大
勘
右
同
心

同四
町
長
左
同
心
・
狩
右
馬
助
・
湯
九
右
衛
門
・
蜂
十
兵
衛
・
大
熊
勘
右
門
同
心
・

配
下
・
大
坂
の
役
に
軍
奉
行
〉

(
武
田
信
玄

久
兵
衛
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園
、
三
二
五

三
、
二
五
九

一
、
八
七

O

一、

一O
九

一
、
ニ
二
四

三
、
五
一
七

八
一
五

九
二
八

二
六

O

二
四
六

六
、
七
九
四

、
四
七
二

一
、
三
八
九

一
、
五
二
八

(
内
一
六
四
)

て
二
五

O

て
九
四
四

(
下
折
田
)

弥
五
右
衛
門

(
上
折
田
)

善

兵

衛

彦

左

衛

門

久
左
衛
門

(
下
折
田
)

弥

左

衛

門

ハ
下
折
田
)

理

兵

衛

弥
五
衛
門

七
右
衛
門
作
り

(
下
折
田
)

九
右
衛
門

孫
左
衛
門

久

兵

衛

作

り

三
十
郎

久

八

郎

作

り

作
右
衛
門

市

兵

衛

与
五
右
衛
門

半
左
衛
門

角
左
衛
門

茂

助
作
り

次

右

衛

門

六
右
衛
門

軍
兵
衛
ハ
折
田
)

御
持
筒
衆
・
同
仁
左
衛
門

本
御
料
所

• 
可
縫
・
ハ
吾
妻
鎌
原
城
主
、
鎌
原
縫
殿
)
・
祢
式
部
・
(
突
合
一
、

御
持
筒
衆
・

m右
馬
之
助
・
同
正
右
衛
門
・
同
下
沢
兵

一O
六
文
〉

書豊
田・

衆御
持

同筒
仁衆
左茂
衛左
門衛

門
同・
何同
右左
衛五
門衛

門

央突
合

狩・三
右、

馬五
助一

四
文

-

@

 

福
九
太
夫
・
金
右
衛
門
・
出
滞
道
心
ハ
初
代
吾
妻
奉
行
出
浦
対
馬
守
〉

福
(
回
)
九
太
夫
ハ
真
因
信
利
の
勘
定
奉
行
〉

同本
御
料
所

蜂
十
兵
衛
・
祢
(
津
)
式
部
同
心
・
(
祢
津
城
主
、
真
田
氏
に
属
す
)
羽
(
回
)
筑
後

本
御
料
所
・
高
茂
兵
衛
・
湯
九
右
衛
門

• ・
堀
(
回
)
九
兵
衛
(
中
之
条
の
郷
土
、
真
国
家
中
)
・
御
持
筒
馬
之
助
・
同
左
五
衛
門

同大
勘
右
同
心
・
出
浦
道
心
・
福
久
太
夫

湯
九
右
衛
門
・
祢
式
都
道
心
・
大
勘
右
道
心
・
御
持
筒
仁
左
衛
門
ハ
合
計
高
無
記
入
な
り
)
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一
一
六

一
一
四

二
O
五

一O
二

一
、
二
八
五

園
、
八
三
四

五
七
、
二
五
六

合
〈
五
七
、
二
三
七
〉

五
六? ? ? 

与
惣
左
衛
門

七
郎
右
衛
門

甚

蔵

所

左

衛

門

源

之

蕗

山
田
ノ

平

左

衛

門

無
名

折
田
ノ
〈
中
折
田
)

五
郎
左
衛
門

折
田
/

弥

左

衛

門

半

右

衛

門

赤
岩
ノ
(
上
折
田
〉

二
郎
右
衛
門

作
右
衛
門

御
持
筒
何
右
衛
門

同

s

同

佐

五

右

衛

門

同
茂
左
衛
門
・
祢
式
部
道
心
・

(
記
帳
一
、
二
四
五
文
)

同

何
右
衛
門

福
久
太
夫
・
筑
後
・
外
?
ハ
突
合
三
、
五
三
四
文
〉

無
名

ハ
前
出
〉

u (
完
納
五
二
貫
三
六
O
文
と
あ
る
J

こ
の
地
名
に
見
る
折
田
の
範
囲
は
い
ま
の
大
字
折
田
と
同
じ
で
、
そ
の
作
人
に
、
山
田
の
、
原
町
の
、
五
反
田
の
と
あ
る
の
を
見
る
と
、

す
で
に
村
名
を
も
っ
て
他
の
の
村
民
と
区
別
し
て
入
作
し
、
ま
た
、
作
人
の
久
兵
衛
、
久
左
衛
門
、
久
八
郎
な
ど
の
同
じ
頭
文
字
に
分
家

し
た
一
族
も
想
像
で
き
る
。
(
当
時
折
田
の
作
人
は
四
十
五
名
で
、
ほ
ぽ
四
十
五
戸
〈
昭
和
五
三
年
一
九
五
戸
)
の
折
田
村
が
想
像
さ
れ
る
J

一村の歴史

② 

永
禄
年
代
こ
六
世
紀
中
葉
〉
の
村

い
ま
、
作
付
一
貫
文
を
千
坪
と
し
て
(
畝
は
四
捨
五
入
〉
作
人
を
そ
の
持
高
別
に
見
る
と
第
1
表
の
通
り
で
あ
る
。
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検
六
二
八
石
)
と
百
姓
四
十
五
戸
(
天
和
二
年
四
八
戸
)
と
外
他
村
の
入
作
の

幾
人
か
の
三
十
二
人
が
真
田
の
家
臣
に
宛
行
さ
れ
た
。
武
田
信
玄
は
重
立
っ

た
村
の
者
を
家
臣
と
す
る
方
式
を
と
っ
た
と
い
う
が
、
折
田
で
も
軍
兵
衛
な

ど
、
給
地
全
部
を
作
人
弥
五
右
衛
門
に
作
ら
せ
て
お
る
の
を
見
る
と
そ
の
例
に
も
れ
ず
、
折
田
の
軍
兵
衛
と
し
て
、
村
の
重
立
ち
と
し
て

下
臣
に
列
し
て
い
た
事
が
考
え
ら
れ
る
。
近
世
初
期
に
出
発
し
た
村
は
以
上
に
見
る
よ
う
な
こ
う
し
た
村
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

村・家・女の歴史

反別 I~I
2反以下I20 

計|必
注 43人は改候

中の貫高不明

の二人は除い

た数である。
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後|営
勾

4
4
ι
τ
n
4
n
d
n
t
u
噌

i
O
4
A
U
唱

i

唱
E
4

32 

第2表

噌

4
0
4
n
o
a
A
τ
F
D
n
o
n
t
o
o
n
v

+目・
昌
三
回

第3表

営|後

計

8 

22 

5 

7 

1 

43 

2 

3 

4 

5 

一
給
人
が
持
つ
作
人
数
を
見
た
も
の
が
第
2
表
で
あ
る
。
(
例
、
一

作
人
の
み
の
も
の
十
七
給
人
、
九
人
の
作
人
を
持
つ
者
一
人
)
さ
ら
に
一
人

の
作
人
が
、
幾
人
の
給
人
に
年
貢
を
納
め
て
い
る
か
を
見
た
も
の
が
第
3
表

(
例
二
十
二
人
の
作
人
は
一
給
人
。

な
お
、

186 

一
作
人
が
五
人
の
給
人
に
年
貢
を
納
め

る
者
一
人
〉
で
あ
る
。

ま
ず
第
1
表
で
は
三
反
以
下
の
小
農
層
臼
%
を
見
。
第
2
、
3
表
で
見
る

給
人
と
作
人
の
関
係
で
は
、
一
給
人
対
一
作
人
が
多
い
が
、
中
に
は
ま
た
極

端
に
多
い
関
係
を
も
つ
も
の
も
あ
る
。

こ
う
し
た
持
て
る
、
|
持
た
ざ
る
の
差
に
、
村
高
の
五
十
七
貫
余
(
貞
・

な
お
、
給
人
に
よ
る
知
行
地
農
民
の
支
配
は
、
「
本
年
貢
の
収
奪
ば
か
り
で
は
な
く
諸
役
銭
な
ど
の
収
奪
に
加
え
て
、
借
銭
、
借
物
と

い
っ
た
知
行
地
農
民
に
対
す
る
給
人
の
私
的
高
利
貸
的
利
益
も
見
ら
れ
、
旧
来
の
在
地
領
主
的
収
奪
と
い
っ
た
不
法
H
非
分
の
余
地
が
十

分
あ
っ
た
」
と
い
う
が
、
こ
の
知
行
地
に
宛
が
わ
れ
た
折
田
農
民
も
決
し
て
、
そ
の
例
外
を
免
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

な
お
、
給
人
中
、
御
持
筒
衆
と
は
鉄
砲
隊
の
人
達
で
あ
る
。
領
主
の
直
轄
地
(
本
御
料
所
〉
は
全
耕
地
の
二
七
%
を
占
め
、
神
社
が
あ



り
、
水
利
に
恵
ま
れ
た
日
当
り
の
よ
い
字
赤
岩
の
一
等
地
で
あ
る
。

n
，ι
 

五
反
田
鹿
の
改
帳

こ
の
折
田
の
高
改
張
と
全
く
同
じ
書
式
の
し
か
も
、
同
じ
く
辰
と
あ
る
改
帳
が
五
反
田
に
も
あ
る
。
そ
こ
に
は
高
辻
六
十
一
貫
余
ハ
貞
・

検
五
七

O
石
)
を
折
田
と
同
じ
四
十
五
戸
の
百
姓
が
、
こ
れ
は
折
田
よ
り
少
な
い
約
十
四
名
の
家
臣
に
宛
行
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
そ
の

書
式
書
体
も
、
入
作
も
折
田
と
同
じ
で
、
そ
の
上
、
給
人
中
の
九
名
が
折
田
に
も
見
え
る
。
ま
た
作
人
中
の
助
兵
衛
は
、
折
田
の
改
帳
に

は
「
五
反
田
の
助
兵
衛
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
辰
は
、
折
田
の
永
禄
十
一
年
の
辰
の
改
帳
と
同
一
年
だ
と
推
測
で
き
る
。
だ
と

す
れ
ば
、
十
六
世
紀
中
葉
真
田
の
支
配
下
に
お
か
れ
た
吾
妻
郡
の
村
々
の
姿
の
大
方
も
想
像
さ
れ
よ
う
。

3 

近

世

初

期

の

村

ω
任
命
さ
れ
た
郷
土
・
肝
煎

何
し
ろ
、
戦
国
末
期
の
村
は
、
覇
者
で
あ
る
領
主
と
そ
の
家
臣
に
分
割
さ
れ
、
農
民
の
余
剰
労
働
は
こ
と
ご
と
く
年
貢
諸
役
に
収
奪
さ

む
ら
お
S

れ
た
と
い
う
が
、
折
田
村
の
郷
土
小
淵
喜
右
衛
門
の
場
合
を
見
る
と
、
天
正
年
中
「
真
田
安
房
守
昌
幸
公
か
ら
、
村
長
郷
土
肝
煎
役
を
命

ぜ
ら
れ
、
以
後
伊
賀
守
に
至
る
」
と
あ
り
、
(
小
淵
家
文
書
〉
さ
き
に
見
た
永
禄
十
一
年
か
ら
天
正
年
代
ま
で
僅
か
に
数
年
で
命
に
よ
っ

て
折
田
は
肝
煎
(
名
主
)
小
測
に
年
貢
そ
の
他
を
一
任
し
て
お
り
、
先
の
折
田
の
改
帳
が
同
家
に
あ
っ
た
の
も
そ
れ
を
裏
づ
け
る
も
の
で

一村の歴史

あ
る
。そ

れ
が
、
さ
ら
に
、
沼
田
に
城
下
町
が
で
き
て
、
変
革
す
る
兵
農
分
離
の
中
に
、
農
民
は
村
に
固
定
さ
れ
、
村
々
に
は
領
主
の
家
臣
で

あ
る
土
豪
や
地
侍
が
村
を
あ
ず
か
る
庄
屋
(
名
主
〉
と
し
て
任
命
さ
れ
、
村
に
割
付
け
ら
れ
た
年
貢
を
百
姓
に
割
当
て
、
取
り
立
て
て
領

主
に
納
め
た
の
で
あ
る
ハ
年
貢
村
請
〉
。
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村・家・女の歴史

さ
ら
に
こ
れ
を
五
反
田
に
見
れ
ぽ
、
永
禄
八
年
、
武
山
城
落
城
と
共
に
真
田
の
家
臣
田
村
甚
五
郎
は
長
子
を
五
反
田
に
お
き
、
同
家

が
、
ま
ず
村
親
と
な
り
、
折
田
の
小
淵
家
と
同
じ
く
肝
煎
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
(
田
村
家
文
書
)

こ
の
五
反
田
の
村
役
人
の
そ
の
後
を
田
村
家
文
書
に
見
れ
ば
、
「
正
保
元
甲
申
(
一
六
四
四
〉
年
よ
り
、
河
内
守
様
の
時
、
親
孫
兵
衛

肝
煎
、
明
暦
元
乙
未
年
親
新
右
衛
門
、
親
助
左
衛
門
同
役
、
寛
文
元
辛
丑
年
、
伊
賀
守
様
足
利
右
京
様
、
親
忠
左
衛
門
、
親
利

右
衛
門
同
役
、
延
宝
元
亥
乙
年
、
親
安
右
衛
門
、
親
六
左
衛
門
、
延
宝
五
丁
己
年
の
比
或
は
六
年
、
庄
屋
喜
兵
衛
に
渡
す
」
と
あ

り
、
田
村
家
肝
煎
役
の
始
終
と
引
継
ぎ
年
は
不
明
だ
が
、
お
そ
ら
く
孫
兵
衛
に
渡
る
ま
で
は
、
同
家
の
世
襲
と
思
わ
れ
る
。
(
そ
の
始
め
が
、

小
湖
家
の
天
正
期
と
閉
じ
と
す
れ
半
世
紀
に
も
及
ぶ
こ
と
に
な
る
J

ま
た
親
(
寄
親
〉
と
呼
び
、
子
(
寄
子
〉
と
呼
ぶ
の
は
甲
州
の
山

村
に
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
ハ
福
島
直
著
「
日
本
の
農
村
」
七
六
頁
〉
と
い
う
が
、
始
め
武
田
支
配
を
う
け
た
五
反
田
村
も
こ
の
呼
び
名
を

う
け
た
も
の
か
。
そ
れ
と
も
、
村
の
始
め
に
す
で
に
で
き
て
い
た
親
分
子
分
の
名
残
り
で
あ
ろ
う
か
。
「
戦
国
の
世
の
主
君
と
い
う
も
の

188 
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い
か
に
涙
を
流
し
、
い
と
お
し
ま
れ
た
か
が
本
で
あ
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
大
事
の
時
身

命
を
捨
て
用
に
立
ち
難
い
」
と
い
っ
た
事
が
宗
滴
話
記
に
あ
る
が
(
日
本
思
想
史
講
座
「
中
世
の
思
想
」
八
八
頁
)
戦
国
の
後
の
村
づ
く

り
は
ま
た
こ
の
血
も
あ
り
涙
あ
る
親
心
で
、
輩
下
に
臨
ん
だ
そ
の
つ
く
り
営
む
村
柄
に
こ
の
名
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

は
、
家
臣
か
ら
恐
れ
ら
れ
た
も
の
で
な
く
、

(2) 

諸
家
の
帰
郷
移
住
と
村
づ
く
り

殆
ん
ど
が
宮
崎
姓
の
四
万
の
上
湯
原
の
口
伝
ハ
京
田
高
十
郎
談
〉
に
、
こ
の
宮
崎
一
族
が
長
い
戦
い
の
果
、
わ
が
古
里
に
帰
る
そ
の
日

が
、
丁
度
元
朝
だ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
迎
え
て
立
て
る
門
松
の
ゆ
と
り
も
な
く
、
道
々
に
折
っ
て
来
た
松
の
小
枝
を
と
り
あ
え
ず
軒
の
ひ

さ
し
に
さ
し
た
と
い
う
。
そ
れ
が
今
に
同
族
の
家
風
と
な
っ
て
い
る
と
聞
く
。

さ
き
に
は
、
反
下
や
柴
本
の
唐
沢
姓
の
場
合
に
ふ
れ
た
が
、
こ
れ
も
、
村
づ
く
り
の
口
伝
と
し
て
識
に
面
白
い
。
ま
た
下
湯
原
の
島
村

家
に
は
武
門
の
出
を
思
わ
せ
る
中
世
様
文
書
が
秘
蔵
さ
れ
、
そ
こ
に
は
に
土
着
の
普
を
秘
め
て
い
る
。



こ
う
し
た
村
づ
く
り
を
「
五
反
田
の
先
祖
の
次
第
」
〈
田
村
文
書
〉
に
見
る
と
、
そ
の
移
住
帰
郷
の
年
月
は
想
像
の
外
は
な
い
が
、
そ
の

多
く
が
さ
き
に
見
た
親
と
む
す
ぷ
と
思
わ
れ
る
寄
子
を
持
っ
て
い
る
所
が
注
目
さ
れ
る
。
戦
国
時
代
は
逃
亡
の
た
め
廃
村
が
方
々
に
あ
っ

た
と
い
う
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
永
禄
八
年
の
武
山
城
落
城
の
後
そ
の
平
和
到
来
に
帰
郷
し
、
或
は
諸
方
か
ら
移
住
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
そ
こ
に
は
、
(
次
表

O
印
〉
先
の
永
禄
の
改
帳
に
も
見
え
た
こ
貫
三
五
七
文
と
い
う
高
額
土
地
持
ち
の
孫
兵
衛
(
新
五
な
る
地
作
人
を

持
ち
、
後
に
肝
煎
と
な
る
)
や
新
蔵
、
久
左
衛
門
、
又
左
衛
門
、
太
左
衛
門
ら
も
名
を
列
ね
て
い
る
。
そ
れ
に
名
門
に
こ
だ
わ
ら
ず
才
能

に
よ
っ
た
戦
国
の
世
を
思
わ
せ
る
「
百
姓
の
捨
子
」
〈
十
左
衛
門
)
と
い
う
の
も
あ
る
。

一村の歴史

干分支「分 宝弥六量22 葉書

左左 ii塁名

衛衛衛 衛衛

門門門蔵門門

， 沼田 湯子中川原畑 高も かま 青山横尾かひ 山岡 城山
先

慮jハ力11 み b げ 川竹の 岩植( ち・
住

力、

ま 鼻
ふ 所
ち

e わわわわ m ぷう • 
た山け 大保久

入

所
りりりり 石 地

3 323211  4 4 3 
寄子数

(彦口 孫 SJ講嘉長

左 橋室衛》左衛門 左
名2衛 与 長市孫

衛 丘衛の

)門門七門吉助衛 門子)工

• • • • s 四名沢 下反 百姓 話器 先
万 の

捨子 住

所

名ま e ' . . 沢名 e 谷戸黒
わ

入
、谷戸_.

り 所
沢め 地

210  。004  5 3 3 
寄五

189 

ま
た
別
の
文
書
に
よ
る
と
、
山
田
家
(
市
城
〉
入
所
地
白
窪
新
田
、
九
左
衛
門
ハ
寺
尾
、
小
林
家
〉
白
窪
新
田
、
林
ま
け
(
か
ん
淵
)



清
兵
衛
ハ
山
田
〉
助
左
衛
門
(
高
も
み
〉
六
左
衛
門
ハ
大
塚
)
、
弥
左
衛
門
ハ
民
高
〉
ら
が
で
て
い
る
。

こ
の
文
書
は
、
肝
煎
名
主
役
初
代
の
田
村
雅
楽
之
丞
家
の
覚
書
ら
し
く
、
五
反
田
諸
家
の
出
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
そ
こ
に
今

斉
藤
一
色
の
十
二
平
の
地
名
の
な
い
事
に
ひ
っ
か
か
る
が
、
あ
る
い
は
こ
の
斉
藤
一
族
は
戦
乱
の
中
に
も
踏
み
止
っ
て
い
た
も
の
か
、
そ

れ
か
ら
馬
込
も
斉
藤
一
色
で
あ
る
が
四
万
か
ら
馬
込
に
来
た
口
衛
門
が
斉
藤
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
な
ど
考
え
て
も
見
ら
れ
る
。

す
で
に
こ
う
し
た
村
の
歴
史
に
見
る
転
住
帰
郷
に
つ
い
て
は
第
一
巻
第
二
章
の
「
南
北
朝
時
代
戦
国
時
代
l
中
之
条
へ
の
人
間
移
動
の

部
」
に
、
諸
家
の
出
自
が
詳
述
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
温
泉
史
、
民
俗
、
民
家
編
に
も
田
村
姓
や
神
保
姓
、
横
尾
の
唐
沢
姓
な
ど
述
べ
て
い

る
の
で
こ
こ
に
は
、
そ
れ
以
外
の
も
の
か
ら
年
次
、
記
録
の
あ
る
二
、
三
を
見
て
創
成
期
の

村
の
考
察
を
試
み
て
見
ょ
う
。

峠
の
大
道
新
固
と
峠
下
の
噌
石
部
落
の
創
成

特積V 村・家・女の歴史
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① 

落

新
田
の
成
立
は
多
く
覚
永
|
寛
文
の
噴
と
い
う
が
噌
石
の
小
淵
茂
富
家
の
文
書
に
よ
れ

ば
、
大
道
新
田
は
「
天
正
年
中
須
川
か
ら
小
池
三
郎
左
衛
門
と
申
す
者
参
り
申
し
、
か
い
戸

に
屋
敷
立
て
居
り
申
候
」
と
あ
り
、
鴫
石
は
寛
永
九
年
壬
申
の
年
蟻
川
よ
り
次
右
衛
門
と
申

す
人
参
り
新
国
立
て
申
候
」
と
あ
る
。
共
に
天
正
|
寛
永
期
の
創
成
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

生
巣
一
族
の
寺
尾
入
り

部尾

@ 

寺

奈
良
・
唐
沢
ハ
姫
〉
両
委
員
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
生
巣
一
族
は
、
寺
尾
薬
師
縁
起
に
、
天

正
十
九
年
九
月
、
薬
師
本
尊
を
背
負
っ
て
寺
尾
へ
入
っ
た
と
あ
り
、
ハ
現
在
生
巣
姓
五
戸
)

大
道
と
同
じ
天
正
期
の
移
住
を
見
る
。

③ 

創
成
期
の
村
の
身
分
構
成



か

か

え

か

ど

や

さ
き
に
五
反
田
村
の
創
成
期
に
寄
親
と
寄
子
の
身
分
の
あ
る
の
を
見
た
が
、
外
に
譜
代
(
代
々
そ
の
家
に
仕
え
る
下
人
)
、
家
抱
・
門
屋

〈
主
家
の
世
話
に
な
る
人
)
な
ど
主
家
の
奉
公
人
を
表
わ
す
も
の
が
村
々
の
宗
門
帳
や
外
の
文
書
に
残
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

天
正
か
ら
一
世
紀
を
下
る
天
和
二
年
、
折
田
村
全
村
四
十
八
戸
の
中
、
二
戸
が
門
屋
を
持
ち
、
ニ

O
Mが
下
人
を
お
き
、
下
人
総
数
六

十
一
人
を
数
え
る
が
、
そ
れ
は
何
と
村
の
人
口
の
一
八
広
に
あ
た
る
。
(
折
田
小
淵
み
ど
り
家
文
書
)

天
正
の
移
住
を
記
す
先
の
大
道
は
、
さ
ら
に
下
る
百
六
十
余
年
の
後
の
延
享
二
年
、
(
宗
門
帳
)
コ
一

O
戸
足
ら
ず
の
村
に
四
戸
が
譜
代

か
か
え

を
も
ち
、
ま
た
五
反
田
村
の
元
禄
期
の
救
米
願
の
中
に
は
多
数
の
家
抱
が
あ
る
(
五
反
田
高
橋
文
書
〉
よ
う
に
、
な
が
く
そ
の
後
代
ま
で

も
譜
代
・
門
屋
・
家
抱
の
名
の
残
る
の
を
見
る
と
、
お
よ
そ
村
の
創
成
期
に
は
更
に
厳
然
た
る
身
分
階
層
の
分
化
が
あ
っ
た
こ
と
が
思
わ

れ
る
。

4 

近
世
の
村
か
ら
近
・
現
代
の
村
へ

一村の歴史

川
街
道
の
村
大
道
新
田
(
大
字
大
道
)

「
抑
大
道
新
田
初
ハ
天
正
年
中
須
川
よ
り
小
池
三
郎
右
衛
門
と
申
者
参
り
申
、
中
の
か
い
戸
に
屋
敷
立
居
申
候
。
岩
下
よ
り
富
沢
四
郎
右

衛
門
と
申
者
む
こ
に
取
、
家
ゆ
ず
り
申
候
:
:
:
」
と
あ
る
。
(
噌
石
文
書
〉
大
道
新
田
は
、
人
馬
で
行
く
そ
の
徒
歩
交
通
時
代
、
三
国
裏
街

道
の
一
難
所
で
あ
る
そ
の
の
峠
の
茶
屋
と
し
て
、
或
は
問
屋
と
し
て
、
特
に
四
万
・
沢
渡
の
湯
の
客
や
、
近
郷
三
十
数
カ
村
の
在
郷
町
と

し
て
賑
っ
た
中
之
条
町
や
、
伊
勢
町
、
原
町
迄
も
、
越
後
の
産
物
を
駄
送
し
た
そ
の
拠
点
と
し
て
、
ま
さ
に
特
筆
す
べ
き
歴
史
が
あ
る
。

以
下
そ
の
概
況
を
尋
ね
て
ゆ
こ
う
。

大
道
の
繁
栄

① 
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戸
数
と
持
高

ま
ず
大
道
の
繁
栄
の
歴
史
を
寛
文
の
検
地
〈
大
道
文
書
)
と
明
治
四
年
の
持
高
調
書
(
富
沢
吉
陳
家
文
書
)
か
ら
、
尋



村・家・女の歴史

iエ戸数

1石以下 4 7 

1石台 9 11 

2石 4 6 

3石 1 1 

4石 。 。
5石 1 。
6石 1 。
7石 。 。
8石 。 1 

9石 。 。
10石 。 2 

18石 。 1 

26石 。 1 

計 20 30 

ね
よ
う
。
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大道の持高別戸数

戸
数
の
最
高
は
推
定
宝
暦
期
の
三
八
で
、
幕
末
は
三
十
戸
前

後
に
へ
り
、
現
在
は
三
十
二
戸
で
あ
る
。
が
、
①
そ
の
戸
数
の
増

加
。
②
峠
の
村
と
し
て
珍
ら
し
い
こ
十
六
石
・
十
八
石
の
二
富

豪
の
形
成
、
(
こ
の
二
戸
の
持
高
が
村
の
全
石
高
に
迫
る
)
(
第

4
表
〉
@
他
村
に
自
村
に
匹
敵
す
る
越
石
を
持
つ
と
い
う
こ
の

繁
栄
で
あ
る
。
ハ
第
5
表〉

大
道
の
持
高
(
貞
享
〉
は
、
五
六
石
田
五
四
合
の
内
二
斗
六
升
八
合
は
栃
窪
村
へ
出
石
し
て
い
る
の
で
五
六
石
四
五
四
合
が
自
村
高
で
あ

る
。
し
か
し
、
他
村
五
カ
村
に

E
り
自
村
の
石
高
に
ほ
ぼ
同
じ
越
石
を
持
っ
て
進
出
し
て
い
る
。
ハ
越
石
戸
数
二
六
〉

高
利
貸
的
大
地
主
富
沢
家
の
形
成
貞
享
検
地
に
庄
屋
を
勤
め
て
い
る
富
沢
家
は
恐
ら
く
入
植
以
来
肝
煎
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
宝
暦

明
和
期
ハ
推
定
〉
に
は
峠
北
の
須
川
に
二
斗
三
升
首
ハ
村
に
四
斗
二
升
苗
)
を
持
っ
て
い
る
が
、
こ
の
驚
く
べ
き
他
村
へ
の
進
出
の
裏
に

は
、
元
禄
十
六
年
入
須
川
佐
五
兵
衛
貸
し
五
十
両
の
証
文
を
始
め
天
保
に
至
る
他
村
(
第
6
表
〉
自
村
(
五
十
八
件
〉
へ
間
断
な
き
貸
し
続

け
を
見
る
。
そ
こ
に
は
、
高
利
貸
的
大
地
主
の
形
成
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

し
か
し
そ
の
資
力
の
底
に
は
後
述
す
る
商
業
活
動
が
あ
り
、
時
に
は
、

特暢V

第4表

「
御
年
貢
銭
此
方
に
て
捌
兼
申
候
問
、
御
買
い
成
し
下
さ
る
べ
く
、

大
概
五
・
六
両
分
に
御
座
候
問
、
何
卒
御
成
あ
そ
ば
さ
れ
、
相
場
御
き

め
御
取
究
の
事
、
願
い
入
り
奉
り
候
、
以
上

五
月
二
十
五
日
入
須
川
村
茂
左
衛
門

冨
沢
三
四
郎
様
ハ
冨
沢
家
蔵
)
と
、
入
須
川
村
で
年
貢
の
金
策
に
来
て
い
る
の
も
あ
る
。
ま
た
、
世
情
の
騒
が
し
く
な
っ
た
元
治
元
年
の

五
月
、
あ
の
天
狗
党
が
金
策
に
来
中
し
た
時
、
中
之
条
町
を
出
た
党
員
は
、
道
中
の
蟻
川
、
赤
坂
の
富
豪
は
見
向
き
も
せ
ず
、
悪
路
を
踏



村の歴史

持高表

ぽ|附ld内|賭(蟻吋 計

石合 石合 石合 石合 石合 石 合 石 合

1 4.844 5.344 298 10.486 
2 2.201 2.201 
3 1.176 1.176 
4 1.125 1.125 
5 1.日4 630 2.174 
6 2.567 378 2.945 
7 4.141 1.584 4.606 10.331 
8 1. 485 949 2.434 
9 731 757 1.488 
10 447 447 
11 2.790 1. 367 8.079 4.369 2.349 18.954 
12 2.386 2.386 
13 3.624 269 10.486 11.910 173 26.462 
14 1. 905 630 218 2.753 
15 1. 473 96 1. 569 
16 2.989 454 3.443 
17 1.156 172 1. 328 
18 1. 400 467 1. 867 
19 1. 204 1. 204 
20 661 661 
21 1. 886 1. 886 
22 6.965 596 846 8.407 
23 1.125 1.125 
24 702 332 1. 034 
25 477 477 
26 1，349 63 753 
27 580 415 341 718 139 1. 852 
28 451 451 
29 412 565 977 
30 I 292 

一10一.一6一3」1124.8181，17.625 

292 

言十 53.088 2.347 2.706 1.473 112.688 

注 rt控訴内」とは名義だけの乙した潰れ家で，持高から外しているが

実際は管理しているのでその名義にした。

ん
で
，
』
の
峠
の
村
に
来
て
い
る

事
や
、
そ
の
年
の
七
月
、
同
村

の
甚
兵
衛
は
一
夜
六
人
組
の
強

盗
に
入
ら
れ
て
一
二
七
両
九
貫

五
百
文
の
大
金
を
奪
い
と
ら
れ

る
な
ど
、
大
道
の
富
豪
の
名
は

郡
外
に
ま
で
響
い
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。

② 

宮
沢
家
に
見
る
峠
村
大
道

明治4年 1月調第5表

の
生
業

農
業
宝
暦
期
推
定
(
宝
暦

十
三
年
の
年
間
控
帳
表
紙
あ

り
〉
の
富
沢
家
の
農
業
経
営
を

そ
の
「
年
間
手
間
控
」
に
見
れ

ば
7
表
の
通
り
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
全
貌
と
は
い
え
な
い
が
、
戸
数
最
高
時
代
の
大
道
の
農
家
の
営
み
が
ほ
ぽ
想
像
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
畑
作
は
寒
冷
痩
地
に
育
っ
そ

ば
・
粟
・
稗
・
外
は
麦
作
で
、
中
で
も
粟
こ
し
ら
い
(
間
引
〉
は
、
苅
し
き
(
田
の
肥
料
|
山
野
の
青
草
を
刈
っ
て
入
れ
る
〉
の
稲
作
と

同
じ
十
一
人
を
雇
っ
て
い
る
な
ど
、
峠
の
村
の
農
家
の
生
活
が
想
像
さ
れ
る
。
田
植
の
七
人
は
大
家
と
し
て
は
当
然
で
、
こ
の
程
度
の
経
営

193 
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元禄16年の入須川質地証文

冨沢家他村貸金証文

年

第6表

元
禄
日
・

3

享
保
2

・3

寛
保
1

・4
3
-
u
 

d
a

胃・
n
，“

延
享
5

・2

明
和
3

・8

0
0

・a生

安
永
6

・2

天
保
8

・4

8

・U

0
0

・
計

耕 種 |延人数

畑 う ない 4 

回 う ない 4 

苅 し き

あら くれ

回 植

回 草 取 4 

稲 刈 4 

粟こしらい 11 

そばまき 1 

稗 ま き 2 

麦 ま き 2 

そ の 他 13 

計 64 

第 7表

月

平

金
額
ハ
両
〉

12 

104 

5 
3 1450 2 4 7 2 3.5 10 3 2 4 

抵

当
ハ
質

地
、--'

194 

借

入

人

十
二
原
中
国
1
反
1
畝

無焔

4
畝
担
歩

下
畑

3
畝

(
栃
窪
の
年
賃
金
)

畑
1
反
1
畝
2
歩

中
田
7
畝
ロ
歩

無
ハ
利
息
日
両
1
歩〉

中
・
上
回
6
畝
幻
歩

中
畑
3
畝

下
畑
3
畝

下
々
回

3
畝
4
歩

で
は
と
て
も
自
村
倍
増
の
盛
大
の
も
と
と
は
思
え
ず
、
た
だ
炎
天
の
山

畑
に
か
せ
ぐ
村
人
の
姿
が
想
像
さ
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
で
は
こ
の
村

入
須
川
・
佐
五
兵
衛

奥

平

・

杢

兵

衛

赤

坂

・

伝

右

衛

門

原

岩

本

・

孫

八

栃

窪

・

圧

右

衛

門

蟻

川

・

重

兵

衛

入

須

川

・

群

平

布

施

・

藤

八

入
須
川
・
茂
左
衛
門

横

尾

・

清

太

夫

奥

平
・
伊

に
こ
の
繁
栄
の
家
を
形
成
し
た
そ
の
因
由
や
如
何
に
で
あ
る
。

幕
藩
体
制
が
整
い
世
に
太
平
が
彊
歌
さ
れ
、

産
業
交
通
が
発
達
し
、
問
屋
ゃ
、
飛
脚
ゃ
、
商
人
や
湯
治
の
客
で
賑
う

時
、
中
之
条
町
の
豪
商
二
宮
清
左
衛
門
は
、
越
後
米
を
買
っ
て
入
須
川

問
屋
・
商
業
・
蚕
業



大道からの遠望

手前は大道の字十二原。右上の高い山は蟻川岳、

その右手の後方には妙義山が見え，左に続く遠

山は榛名連峯である。

(
享
保
二
十
年
〉
が
、
水
田
約
一
割
の
中
之
条

町
に
必
然
と
流
入
す
る
越
後
の
米
や
酒
の
道
に
あ
っ
た
こ
の
峠
の
村
の
人
び
と

の
恋
越
で
酒
屋
を
聞
い
て
い
る
。

が
、
こ
の
動
き
を
傍
観
す
る
筈
は
な
い
。
そ
も
そ
も
こ
の
大
道
峠
村
開
拓
の
先
人

達
の
眼
も
己
に
そ
こ
に
大
い
に
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

O
上
白
米
両
に
九
斗
六
升
売
り
分
、
四
斗
入
四
俵

ト
七
百
文

O
餅
上
白
米
両
に
九
斗
二
升
売
り
、
四
斗
入
四
俵

ト
四
百
十
文
一
一
一
口
〆
五
両
ト
二
十
三
文
外

〆
五
両
ト
七
百
十
一
文
内
三
両
受
取

残
リ
二
両
ト
七
百
五
十
文

未
ノ
二
月
廿
一
一
一
日

ハ
宝
暦
明
和
期
と
推
定
〉

代
金
一
両
二
分

〆
一
石
六
斗

〆
一
石
六
斗

代
金
一
両
二
分

永
井
村
四
郎
右
衛
門

大
道
村

三
四
郎
殿

冨
沢
三
四
郎
の
扱
っ
た
商
品
と
そ
の
商
圏

こ
れ
は
富
沢
家
の
米
扱
い
の
一
札
で
あ
り
、
次
表
は
そ
の
多
彩
な
商
品
と
広
い
商
閣
を
見
た
も
の
で
あ
る
。

猿永(
カ井越
京間後

屋 米
十四)
兵郎
衛右

衛
門

一村の歴史

籾

品

名

米

買

先

一
四
万
・
中
之
条
・
原
町
・
郷
原
・
平
・
伊
勢
町
・
青
山
・

一
市
城
・
渋
川

一
岩
本
・
西
中
之
条
・
入
須
川

195 

売

先
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大細

美
た

ば

こ

そ

う

め

ん

大

豆

小

豆

そ

ぼ

荏にぬ こよ

酒繭麻柿鍬塩がきぬ稗 灰鎌

麦

， 信
州
米

越
後
湯
沢
・
六
日
町
・
入
須
川

中
之
条
昏
蔵
・
平
の
丸
元

蟻
川
・
岩
本
・
赤
坂
・
栃
窪
・
折
田
・
布
施
・
大
道

山
田
・
四
万
・
噌
石

折
田
・
四
万

厚
田
・
郷
原

地
産

貫
入

箱
島

沢
渡

中
之
条
・
岩
井
・
布
施
村
上

白
井
・
上
原
・
沢
久
保
・
奥
州
・
奥
平
・
布
施
・
入
須
川

草

地
産

す 綿か

浅
貝
・
永
井

浦
佐
宿

中
之
条

渋
川
・
中
之
条

越
後

き

月
夜
野
・
下
新
田

196 

永
井
(
四
郎
右
衛
門
)
月
夜
野

岩
本
・
硝
石
・
栃
窪
・
大
道

同須
川
・
真
庭
・
高
崎

箱
島
〈
紋
五
郎
〉
今

自
村

中
之
条
の
市
日
に
出
る
。

吹
路
・
岩
本

崎
明
石
外

下
新
田
・
中
之
条

下
新
田
・
吹
路
・
浅
貝
・
永
井
・
外

白
岩

中
之
条
方
面

入
須
川
ハ
忠
蔵
〉

地
元

地
元。。

。



や

す

り

い
か
・
こ
ん
ぷ

塩

引
銭 蒋 緋

き松

・

杉

つ

け
薬

鳥猪
注

• 

ぎ板ぬ

越
後

地
産

中
之
条

地
産(

筏
荷
)

獣外

~
大
道
新
田
の
銃
猟
地
届
(
北
第
二
十
七
区
七
小
区
〉

J

一
村
字
峠
・
栃
窪
二
階
山
・
尻
高
字
辰
巳
沢
一

戸
入
須
川
字
川
手
山
・
四
万
字
黒
岩
・
合
瀬
村
字
上
ノ
倉
山
。
~

扉
風
や
唐
紙
の
下
ば
り
文
書
で
全
体
で
は
な
い
。

第
8
表
は
米
扱
い
の
状
況
を
あ
る
一
時
期
に
見
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
も
原
風
の
下
張
り
文
書
で
同
年
中
で
は
あ
る
が
全
年
分
と
は
思

わ
れ
な
い
。
そ
の
中
、
や
や
完
全
と
思
え
る
七
月
を
見
る
と
、

4
1
6

・

9
-
m
-
m
l却
-
m
-
m日
と
十
二
日
間
の
七
十
駄
、
そ
の
商
圏

七
カ
村
へ
の
動
き
。
そ
の
三
分
一
が
大
{
子
中
之
条
町
で
あ
り
、
第
二
位

は
「
上
白
米
を
送
れ
」
と
あ
る
四
万
の
宿
で
、
岩
本
の
裏
通
り
と
思
え

る
山
道
を
馬
に
つ
け
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

中
之
条
の
一
・
六
の
市
日
に
は
米
や
大
豆
を
売
っ
た
。
そ
の
米
商
仲

村の歴史

村
(
木
挽
用
鋸
目
立
〉

中
之
条
町

永
井
問
屋

大
道

各
方
面

中
之
条
町
・
江
戸
出

売
薬(

江
戸
大
津
や
の
猪
代
金
請
取
あ
り
〉

聞
の
定
書
も
あ
る
。
な
お
、
一
考
さ
れ
る
の
は
、
沢
渡
の
湯
へ
米
を
送

っ
た
文
書
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
(
沢
渡
の
米
は
、
暮
坂
か
、
原
町
山
田

通
り
の
信
州
米
が
多
か
っ
た
の
か
J

な
お
、
表
中
の
そ
の
他
の
村
は

O
西
中
之
条
l
由
兵
衛
・
忠
右
衛
門

O
平
|
勘
七
・
半
兵
衛
・
重
左

衛
門
。
原
町
|
久
米
蔵
。
郷
原
|
幸
右
衛
門
(
横
谷
幸
右
衛
門
も
あ

る
)
O渋
川

l
団
吉

O
不
明

l
安
右
衛
門
ハ
馬
方
庄
助
)
次
助
・
伊

助
・
吉
右
衛
門
・
九
右
衛
門
、
嘉
七
・
太
七
・
武
兵
衛
・
八
助
ハ
伊
勢
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村・家・女の歴史

町
の
代
官
権
太
夫
へ
も
九
月
に
米
を
送
っ
て
い
る
。
こ
の
外
冬

の
間
(
四
月
ま
で
、
三
国
峠
が
雪
で
埋
ま
る
時
)
は
、
米
以
外

の
地
元
産
の
商
品
を
扱
っ
て
い
る
。

こ
の
米
と
共
に
、
金
高
の
多
い
も
の
に
繭
が
あ
る
。
養
蚕
は

初
め
、
肥
沃
な
平
地
に
は
な
く
、
や
せ
地
の
山
地
帯
に
発
達
し

た
と
い
う
が
、
宝
暦
二
年
の
山
田
の
山
田
家
の
庖
卸
帳
に
見
る

広
域
の
繭
商
い
に
こ
の
大
道
の
多
い
の
も
ハ
第
一
巻
五
九
四

頁
)
不
思
議
で
は
な
い
。
国
の
重
要
文
化
財
(
口
絵
参
照
)
に

指
定
さ
れ
た
富
沢
家
の
あ
の
大
家
や
広
い
台
所
も
恐
ら
く
こ
の

養
蚕
の
盛
況
と
相
侯
っ
た
商
業
交
通
の
時
代
へ
の
対
応
と
恩
わ

れ
、
そ
の
四
つ
の
馬
屋
に
も
、
前
表
に
見
る
広
い
商
業
圏
と
の

交
易
が
思
わ
れ
る
。

③
峠
村
大
道
新
田
の
生
活
圏

商
圏
が
江
戸
・
高
崎
・
越
後
と
主
に
三
国
街
道
沿
い

に
あ
っ
た
外
に
信
州
米
の
相
場
を
永
井
の
問
屋
の
求
め
で
報
せ
た
り
、
越
後
の
凶
作
に
永
井
の
問
屋
笛
木
万
助
へ
信
州
米
を
送
っ
て
い
る

の
も
あ
り
、
或
は
文
書
中
に
は
江
戸
の
情
報
を
伝
え
る
瓦
版
ゃ
、
天
保
の
改
革
を
批
判
し
た
狂
歌
も
あ
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
も
の
に
伊
勢

ま
い
り
の
文
書
の
多
い
で
こ
と
、
宝
暦
三
年
な
ど
、
五
十
余
人
の
大
勢
で
、
一
カ
月
余
を
か
け
、
三
十
余
金
を
太
々
神
楽
に
進
上
し
て
い

る
。
墓
地
の
上
段
に
は
、
老
松
の
下
に
明
和
三
年
と
刻
む
伊
勢
ま
い
り
の
記
念
碑
が
高
く
天
を
つ
い
て
い
る
。
里
の
人
は
こ
れ
を
大
神
宮

松
と
呼
ぶ
。
こ
れ
は
、
「
一
生
に
三
十
三
度
伊
勢
参
り
を
し
た
そ
の
お
札
を
埋
め
た
塚
だ
。
そ
の
塚
に
松
を
植
え
た
の
だ
」
。
と
い
う
。

な
お
、
近
村
の
つ
き
合
い
を
見
る
と
、
こ
こ
の
親
戚
の
半
分
は
峠
北
だ
と
い
う
が
、
講
組
は
北
村
に
多
く
、
さ
き
の
宝
暦
の
伊
勢
講
で
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8 3 中之条

11 1 西中之条
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同
上
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冨沢家の米売り状況の一部

未年は宝暦明和期と推定可能。
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も
永
井
・
塩
原
・
白
岩
・
恋
越
・
入
須
川
・
岩
淵
・
青
木
の
村
々
と
組

み
、
妙
義
太
々
講
で
は
、
永
井
・
白
岩
・
入
須
川
と
、
大
黒
講
に
は
、

永
井
の
問
屋
四
郎
右
衛
門
に
招
か
れ
て
い
る
。
富
沢
家
の
先
祖
が
入
須

川
か
ら
き
た
と
い
う
そ
の
旧
縁
を
思
わ
せ
、
年
貢
納
め
や
宗
門
帳
の
屈

な
ど
は
岩
本
・
栃
窪
・
蟻
川
、
時
に
は
平
村
も
入
っ
て
お
り
、
峠
の
南

側
に
多
い
。
し
か
し
ま
た
天
保
四
年
の
凶
作
に
、
峠
北
の
入
須
川
・
上

須
川
と
共
に
願
い
出
て
い
る
の
も
あ
る
。
塩
野
谷
六
郎
家
の
文
書
に

大神宮松の恨元の参宮記念碑

は
、
天
保
期
猿
ケ
京
、
合
瀬
両
村
二
十
五
名
連
署
の
繭
手
借
用
証
書
外

多
数
の
借
用
証
文
が
あ
る
。
な
お
、
村
継
ぎ
は
、
「
弘
化
四
年
七
月
十
九
日
夜
。
御
代
官
様
御
先
触
、
蟻
川
問
屋
送
り
、
ろ
う
そ
く
七
丁

代
百
文
」
。
「
万
延
二
年
三
月
十
六
日
御
先
触
送
り
候
に
付
、
ろ
う
そ
く
代
。
原
岩
本
村
、
栃
窪
村
両
村
へ
、
夜
中
二
百
文
」
や
、
文
政
年

間
の
吉
川
栄
左
衛
門
の
巡
回
に
は
、
大
道
か
ら
直
接
岩
本
の
裏
の
山
道
を
通
っ
て
四
万
へ
継
い
で
い
る
。
以
上
、
北
隣
の
入
須
川
を
合
せ

れ
ば
五
カ
村
に
互
る
村
継
に
ま
さ
に
そ
こ
に
、
峠
の
性
格
を
示
し
、
峠
の
茶
屋
の
必
然
性
か
ら
商
業
発
展
の
一
成
因
を
思
わ
せ
る
。

お
わ
り
に

一村の歴史

か
つ
て
赤
坂
の
小
林
家
文
書
を
拝
見
し
た
時
、
赤
坂
村
が
年
貢
に
困
っ
て
大
道
か
ら
借
り
て
納
め
て
い
る
の
に
、
こ
の
富
豪
の
成
因
に

首
を
か
し
げ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
以
上
の
富
沢
家
の
古
書
を
拝
見
し
て
、
こ
の
峠
村
大
道
の
そ
の
繁
栄
の
歴
史
を
改
め
て
見
直
し
、
か

っ
こ
の
村
人
の
市
日
売
り
の
記
録
か
ら
は
原
町
・
中
之
条
の
交
替
す
る
市
日
が
裏
付
け
ら
れ
、
ま
た
越
後
米
の
四
万
へ
の
道
は
、
大
道

l

岩
本
の
山
道
で
あ
っ
た
事
な
ど
近
世
中
之
条
の
商
業
・
交
通
史
の
一
つ
が
発
見
さ
れ
た
。

∞
皮
下
の
永
宝
年
代
記
か
ら
(
上
沢
渡
字
反
下
〉
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る
。
そ
の
先
人
の
つ
く
る
風
土
の
中
に
、
享
和
二

年
ハ
一
八

O
二
)
の
永
林
寺
の
奉
加
に
始
ま
り
以
来

今
に
書
き
続
け
る
百
七
十
余
年
の
村
の
歴
史
、
村

び
と
の
よ
ぷ
お
年
代
記
。
ハ
永
宝
年
代
記
)
が
あ

る
。
以
下
こ
の
年
代
記
か
ら
こ
の
村
の
歴
史
を
た

ず
ね
て
見
ょ
う
。
(
昭
和
八
年
戸
数
的
人
口
揃
)
、
以
下
こ
こ
で
は
記
載
内
容
か
ら
上
表
の
よ
う
に
分
析
を
試
み
て
村
の
歴
史
を
尋
ね
る
こ

村・家・女の歴史

企 皇
気|作相

金
政

特積V

@ 

文備
考

と
に
し
た
。

年
代
記
の
中
核
と
村
人
の
関
心

① 
あ
る前
が 表

こ見
のる
二①
uつti.

号表
%の
を豊
占凶
めと
て相
い場
る
こ@
と ti.
に気
、象

反 の
下記
の 録
人 件
々数
の で

ふ
la--一一回九九一一一

(
E八一〉一EO

豆豆

""" 

あ
り
、
上
反
下
に
は
推
定
鎌
倉
時
代
の
古
塔
も
あ

は
じ
め
に

200 

反
下
は
街
道
の
村
大
道
と
は
反
対
で
、
源
泉
反

下
川
の
清
流
の
ほ
と
り
の
袋
村
で
あ
る
。
古
跡
を

尋
ね
れ
ば
「
根
々
の
塚
」
に
は
縄
文
時
代
の
遺
跡
が

E
4山

関
心
の
ど
こ
に
あ
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
。
次
に
そ
の
農
作
に
結
ぶ
記

録
を
第
9
表
で
概
観
し
よ
う
。



一村の歴史

第9表主産物作柄並に相場関係表皇iigi需拡j

品 自 I~ 霊|控室|備考( の のロ

養 蚕| 吋 文 政7年(1峨大霜、桑皆無、蚕半吉)

米 制文政2年(言葉在野っき玄米 l石3斗)

大 麦| (77q1 文供政出5年自昭(麦和か15年いむ〉

麦| 4(57)| 供天保出5年自昭(和両1に5年5斗大〉小麦82俵

大 4(311| 1 文政4年(1石3斗5升両〉

豆| 81 天保5年 (5斗両〉

ひ 181 査室長ZA1語2斗 両 〕 塑 治 結 ( 春 穀 不
ノ 合ひえも 57!-U[) 

粟 。| 文政7年〈粟皆無〉

き 。| 文政昨〈粟きみ皆無〉

そ 11 天保5年 (1石 1斗両)

たばこ| 141 文中化断1し3年て昭〈大和風4年吹~く皆6無年〉至天保10年

穀 物|

物|

諸

秋 01 米の作柄の記入のない時秋作が多く使われて
いる

夏 作|

な す| 。| 明治10年(ナスビ附〉

胡 瓜| 。|会 (皆無〉

白 瓜| 。|企 (八分〉

。|企 (五分〉

馬鈴薯| 21 安政6年「交易に多く売れ申侯」とある

陸 稲| 。| 大正10(皆無〉

塩 レ.--/1 41 天保の凶作当時より 自慶応4年
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特輯V 村・家・女の歴史

品 目 I~ 霊 1= 霊|備考〈年号の最初の記録名( )内向記事〉

銭相場レ/1 271 幕末まで22件

高 値レ/1

下 値レ/1

不 況レ~I 121 大正から昭和戦前に多くでている

海外貿易レ/1 51 幕末、開港当時2 大正時代3

世の中1/ 19 天大明保治正111500年年「か世「のらこ使の中年わ面世れ白かのてい中らずる5「分」位」の中、秋世10分」

配 給レ/1 21 自昭和1胤衣料食品

林産物1/1 帥~I 戦全村前連を年あげの生て木糸炭の暴製造落にに従、事こすの難る局打開の為

甘
藷1/1 (7)1蹴点TルコーJレ原料〉自昭和3年、

麻 レ/'-'1 付供出用自昭和16年 昭 和18年105貫

玉萄黍| μ)1 供出用自昭和15年昭和畔中21俵

萄 葱| 11 自 昭 和15年

南 瓜レ/1 ω|供出用昭和畔剖

野 菜 I~I (1)1 供出用 1戸当60貫(昭和19年〉

大凶作|

豊 年|

皆 無| 191 

計

備考①( )内は供出関係物資であり、全体の合計以外である。

②年代別11:調査してその推移を見たのであるが、本表は最後の集計だけ記した。
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② 

変
遷
す
る
反
下
部
落
の
産
業
H
第
9
表
か
ら
。

一村の歴史

た
ば
こ
「
文
化
十
三
三
八
二

O
子
ノ
閏
八
月
四
目
。
大
風
吹
く
、

た
ば
こ
か
い
む
〈
皆
無
)
」
。
と
た
ば
こ
の
記
録
は
皆
無
の
痛
手
か
ら
始
ま

る
。
た
ば
こ
は
近
村
の
蟻
川
・
岩
本
で
は
延
宝
二
年
、
折
田
で
は
、
延
宝
四

年
大
道
企
八
年
の
年
貢
に
見
え
(
折
田
で
は
天
和
期
に
増
え
て
い
る
)

る
が
、
反
下
で
も
、
こ
の
皆
無
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
事
の
想
像
は
難
く

な
い
。蚕

こ
の
た
ば
こ
が
蚕
に
代
る
の
が
年
代
記
で
は
天
保
期
で
、
一
俵

に
付
、
八
年
一
両
、
九
年
一
分
二
朱
、
十
年
「
両
に
三
俵
位
」
と
急
落

す
る
と
、
た
ば
こ
は
記
録
か
ら
姿
を
消
し
、
そ
の
後
は
昭
和
の
恐
慌
期

に
三
回
出
る
だ
け
で
あ
る
。

蚕
の
記
録
は
、
文
政
七
年
の
「
百
四
夜
大
箱
、
桑
皆
無
、
蚕
半
吉
」
、
に

始
ま
る
が
、
こ
れ
も
さ
き
の
た
ば
こ
と
同
じ
く
、
桑
の
木
に
始
ま
る
蚕

を
考
え
る
と
、
少
な
く
と
も
文
政
七
年
以
前
で
あ
る
こ
と
は
貞
享
検
地

に
見
る
「
桑
有
り
」
が
、
す
で
に
畑
地
の
一
子
五
%
ハ
第
一
巻
五
九
一
頁
)
に

及
ぶ
の
で
も
わ
か
る
。
し
か
し
、
文
政
十
年
ま
ゆ
代
金
三
四
三
両
。
翌

年
三
五

O
両
一
分
二
朱
と
増
収
を
記
録
す
る
あ
た
り
、
大
江
戸
に
結
ぶ

繭
の
高
値
に
わ
く
村
の
喜
び
が
感
ぜ
ら
れ
、
そ
れ
は
ま
た
家
々
の
蚕
の

普
及
を
物
語
る
。
さ
ら
に
こ
れ
を
裏
づ
け
る
も
の
に
、
多
く
の
後
背
地

を
も
っ
在
郷
町
中
之
条
の
繭
の
市
場
の
賑
わ
い
が
お
り
、
さ
ら
に
こ
の

賑
わ
い
を
裏
づ
け
る
も
の
に
、
あ
の
は
な
や
か
な
大
御
所
時
代
の
江
戸

の
需
要
に
刺
激
さ
れ
た
艇
場
東
毛
地
域
の
活
況
が
あ
る
。
こ
の
壁
況
に

呼
応
し
た
西
毛
北
毛
の
山
地
の
養
蚕
の
普
及
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
第

一
巻
(
五
九
四
頁
)
で
見
た
山
国
家
ゃ
、
さ
き
の
大
道
の
商
圏
も
あ

り
、
高
崎
前
橋
の
簡
商
人
の
来
条
も
想
像
さ
れ
、
そ
の
一
後
背
地
と
し

て
の
こ
の
反
下
の
村
の
蚕
の
普
及
が
想
像
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に

之
に
伴
う
米
・
大
豆
ハ
前
表
〉
が
、
歩
み
を
揃
え
て
記
録
に
出
て
く
る

の
で
あ
る
。

生
繭
暴
落
の
打
開
を
山
に
そ
の
後
、
蚕
は
嘉
永
の
開
港
と
共
に
、

急
速
に
の
ぴ
、
そ
れ
が
や
が
て
、
明
治
・
大
正
期
を
通
じ
て
農
家
の
主
幹

産
業
と
な
り
、
養
蚕
向
け
の
大
農
家
が
村
荷
に
出
現
す
る
。
し
か
し
、

こ
れ
が
、
一
度
襲
来
す
る
大
正
末
期
の
世
界
恐
慌
に
あ
う
と
大
正
九
年

「
生
繭
暴
落
|
商
談
な
し
・
・
・
十
一
月
唐
操
原
開
墾
貸
付
の
布
告
に

よ
り
、
当
組
内
(
反
下
〉
協
議
の
上
借
地
願
を
提
出
」
、
さ
ら
に
翌
十

年
に
は
、
国
有
林
を
払
い
下
げ
・
・
・
と
蚕
の
不
況
打
闘
を
山
の
資
源

に
求
め
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
し
か
し
、
蚕
室
も
造
り
、
桑
畑
も
あ

り
、
や
め
ら
れ
な
い
ま
ま
に
、
つ
い
い
く
ら
で
も
と
飼
う
蚕
は
、
大
正
十

五
年
翌
昭
和
二
年
と
、
年
々
安
く
な
っ
て
い
く
。
こ
の
慢
性
的
不
況
に
、

つ
い
に
村
を
あ
げ
て
山
に
生
計
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
時
に
昭
和
五

年
。
「
一
月
十
一
日
、
金
解
禁
の
影
響
を
う
け
て
不
況
深
刻
、
金
融
状

ひっそ，、

態
殆
ん
ど
逼
塞
す
。
村
民
(
沢
田
村
〉
一
同
収
入
の
途
な
く
、
当
区

(
反
下
〉
に
於
て
は
、
失
業
救
済
の
為
に
、
国
有
林
(
七
曲
り
の
外
〉

の
特
売
を
請
け
、
全
村
殆
ん
ど
製
炭
に
従
事
し
、
こ
の
難
闘
を
打
破
す
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ベ
く
奮
闘
し
つ
つ
あ
り
」
と
山
に
い
ど
み
、
ま
た
「
耕
地
整
理
組
合
を
組

織
し
、
水
田
開
拓
の
計
画
を
企
画
す
」
と
、
一
方
失
業
救
済
を
耕
地
整

理
事
業
に
求
め
る
そ
こ
に
、
「
実
に
今
年
度
に
お
け
る
財
界
の
不
況
は

古
今
未
曽
有
の
現
象
な
り
」
と
つ
け
加
え
る
。
思
え
ば
こ
れ
が
十
五
年

戦
争
の
緒
戦
、
満
州
事
変
勃
発
前
年
の
反
下
村
で
あ
る
。
そ
し
て
、

昭
和
六
年
。
満
州
事
変
勃
発
の
年
。
「
処
女
会
主
催
と
な
り
、
営
林

署
と
協
約
し
」
と
、
女
子
が
男
子
に
か
わ
り
挙
村
一
致
。
官
公
用
の
炭

俵
、
(
単
価
三
銭
、
〉
二
万
七
千
俵
を
編
み
、
「
総
額
八
百
円
の
収
入
を
見

た
り
」
と
あ
る
。
思
え
ば
、
山
に
入
っ
て
茅
を
刈
り
、
険
路
を
し
よ
い

下
し
て
、
日
毎
に
土
聞
に
坐
っ
て
俵
を
あ
む
・
:
。
時
に
、
「
政
友
内
閣

ハ
犬
養
)
出
現
す
る
や
、
十
月
突
如
金
輸
出
再
禁
止
を
断
行
し
、
為
に
物

価
昂
騰
し
、
・
・
・
林
野
産
物
下
落
し
て
収
支
相
償
わ
ず
、
当
村
の
財

政
状
態
年
と
共
に
い
よ
い
よ
深
刻
化
し
、
思
想
上
に
も
多
大
の
影
響
は

か
ら
れ
ず
。
」
と
、
挙
村
一
致
の
製
俵
も
製
炭
も
、
労
多
く
し
て
実
な

く
、
そ
の
深
刻
な
不
況
に
動
揺
す
る
人
心
を
案
じ
る
。

だ
が
、
不
利
と
知
り
な
が
ら
他
に
求
め
る
仕
事
も
な
く
、
安
け
れ
ば

特揖V

な
お
は
た
ら
か
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
こ
に
、
前
年
よ
り
十
七
%
増
の
七
千

俵
の
炭
を
焼
い
て
い
る
。

翌
七
年
。
白
繭
一
貫
刃
二
円
二
十
銭
に
下
落
、
?
」
の
値
段
は
大
正

金
ょ
う

八
年
の
一
七
%
で
し
か
な
か
っ
た
J

し
か
も
、
「
春
蚕
は
自
彊
病
に
て

殆
ん
ど
全
滅
す
」
と
、
安
価
に
も
や
め
ら
れ
ず
、
ろ
く
に
夜
も
ね
な
い
で

飼
っ
た
蚕
は
全
滅
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
に
も
、
処
女
会
は
一
致
と
し
て

二
万
俵
の
炭
俵
を
編
ん
で
い
る
。

昭
和
九
年
。
「
財
界
年
と
共
に
深
刻
極
度
に
達
し
、
非
常
時
の
声
は

叫
ば
れ
、
国
を
あ
げ
て
金
融
逼
塞
す
。
当
区
に
於
て
は
国
有
林
を
払
い

下
げ
殆
ん
ど
製
炭
に
従
事
し
、
為
に
難
闘
を
打
破
す
」
。
と
、
生
命
を

山
に
求
め
る
。
こ
の
続
く
不
況
の
中
に
突
如
、
十
六
年
十
二
月
八
日
宣

戦
の
詔
勅
が
下
る
。
そ
し
て
翌
十
七
年
六
月
。
農
林
省
総
務
課
長
の
来

反
に
よ
る
製
炭
督
励
。
つ
づ
く
八
月
四
目
。
現
役
陸
軍
大
将
東
条
首
相

を
こ
の
反
下
の
山
の
炭
焼
小
屋
に
迎
え
、
そ
の
増
炭
の
激
励
に
、
感

み
《
に

激
。
皇
国
の
為
国
家
の
要
請
に
応
え
て
い
よ
い
よ
挙
村
一
致
、
増
炭
を

誓
っ
た
の
で
あ
る
。
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③ 

栽
培
作
物
に
思
う
村
人
の
食
生
活

次
表
は
反
下
村
の
普
通
作
物
の
年
次
的
作
柄
及
び
そ
の
相
場
記
載
件
数
を
見
た
も
の
で
あ
る
。

大

陸

1笠
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/ / / / / / 。。。。。。
9 。。

/ 
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/ 7 / / / / 0 。。。 。

警

ω斜
線
の
上
は
作
柄
、
下
は
相
場
記
載
の
件
数
で
あ
る
。

ω
「
秋
作
・
夏
作
」
と
記
録
の
語
を
い
れ
た
の
は
稲
作
始
め
関
係
季
節
の
作
柄
と
の
関
連
を
考
え
た
か
ら

で
あ
る
。

ω年
代
別
に
し
た
の
は
、
そ
の
作
物
の
推
移
を
見
た
い
た
め
で
あ
る
。

一村の歴史

表
の
件
数
で
見
る
そ
の
多
い
米
・
大
麦
・
小
麦
・
大
豆
は
概
し
て
商

品
と
し
て
、
生
産
は
多
い
の
に
件
数
の
少
な
い
稗
・
莱
・
き
み
は
、
こ

の
反
下
の
人
の
主
た
る
食
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
順
を
追

っ
て
検
討
し
て
ゆ
こ
う
。

ま
ず
、
第
一
の
米
は
、
水
聞
が
全
耕
地
の
僅
か
に
一
%
ハ
第
一
巻
揃

頁
〉
に
も
過
ぎ
ず
、
記
録
に
も
白
米
と
あ
り
、
し
か
も
単
位
が
「
百
ハ
百

文
〉
に
い
く
ら
」
と
い
う
少
量
標
示
で
、
天
保
の
凶
作
に
は
、
中
之
条

町
よ
り
高
い
の
を
見
て
も
、
米
の
消
費
量
と
そ
の
食
生
活
が
想
像
さ
れ

る。
第
二
の
大
麦
・
小
麦
は
耕
地
の
九
九
%
を
占
め
る
畑
ハ
下
畑
以
下
七

五
%
〉
の
主
作
で
、
件
数
か
ら
見
て
米
に
つ
ぐ
商
品
価
値
が
恩
わ
れ
、

大
豆
が
こ
れ
に
つ
い
で
い
る
。

第
三
の
部
類
で
あ
る
稗
・
粟
・
き
み
は
、
大
小
豆
と
共
に
秋
の
主
作

で
、
中
で
も
凶
年
を
知
ら
な
い
稗
(
稗
の
凶
作
の
記
録
は
明
治
八
年
の

八
分
(
八
分
作
)
同
十
年
七
分
(
七
分
作
)
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
)
は
、
村

人
の
生
命
の
糧
を
思
わ
せ
、
そ
の
生
産
は
他
の
村
の
例
か
ら
見
て
も
第

一
位
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
一
例
を
近
村
折
田
に
見
れ
ば
次
の
通

産産

大
r、、

3ヨ=句'" 豆 E. 麦
-zr、2.._ 

ソ
一一、

J、. 
室

麦Cfコ、
き ひ

Eミ

EヨコヨL
み -主一t主z え‘-

ト一一一

， 籾 、 粟
-FEt2 句z 

E. 

豆'"

霊貫
ま 大

一、
き噌ゴ刃 ゆ

三豆呈三 豆
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り
で
あ
る
。
(
明
治
三
年
の
下
折
田
農
産
物
調
べ
)

こ
の
百
石
余
ハ
一
戸
当
り
四
石
)
の
稗
。
次
の
八
三
石
の
大
麦
の
生
産

は
、
ほ
ぽ
全
吾
妻
に
そ
の
割
合
は
共
通
し
た
も
の
と
い
え
る
。
以
上
反

下
村
の
産
業
を
考
え
る
時
、
、
こ
の
村
を
ひ
ら
き
、
営
ん
で
き
た
先
人

206 

達
は
、
こ
の
土
地
で
で
き
る
安
定
作
物
に
そ
の
主
食
を
求
め
、
一
方
発

達
す
る
商
品
経
済
の
波
に
ゆ
ら
れ
な
が
ら
、
一
八

O
O年
初
頭
に
始
ま

る
一
世
紀
余
を
た
ば
こ
・
蚕
・
製
炭
と
三
転
し
て
終
戦
を
迎
え
る
の
で

あ
り
、
ま
さ
に
息
の
長
い
農
村
の
推
移
を
思
わ
せ
る
の
で
お
る
。

④ 

政
治
意
識
と
そ
の
推
移

特稽V

年
代
記
に
見
る
政
治
的
関
係
用
語
記
録
件
数

第
U
表

年
代
記
に
見
る
政
治
関
係
と
そ
の
件
数

内 国 国 皇 対 助 支 支
草連メ口』

御

関

林等( 農省〕

郷 配

相首

外 配

駐進
人 巡

会 室 国 足 替 回 触

ト一一一 L企
至自
一

。。。。4 3 3 6 . 3 
八七七O八二

至自

一
八八

1 2 1 l 。6 2 。。2 九三六八

至自

一

。。。1 1 3 。。。。一O九九八四

一 一
至自

一
(3 3) 〔@6 

7 
九二五O九二1 。 (6) 2 。。。。
至自

5 3 2 8 。。。。1 。九四二九

五六

至自

。1 2 1 。。。。4 。五九九四

九六

計

7 9 5 17 12 14 5 6 5 5 



検 事 兵 選 郡 県
地 及 及. 件 役

計 税 土 . ぴ ぴ

議係
戦 徴 郡 県

争 用 挙 会 会

20 。1 。。。。。。
一

29 。2 2 1 1 5 3 。

16 。。2 3 1 3 1 1 

40 2 4 (6) 9 
伺 。。(1) (2) 6 (ゆ 。。

25 
76 。。3 (110) 4 14 。11 

31 3 4 1 。11 3 。1 

212 3 7 10 33 23 34 4 13 

備
考

ω一
九
O
二
:
・
一
九
二
五
中
(
〉
は
大
正
時
代
。

ω日
本
と
の
交
戦
国
件
数
は
対
外
国
件
数
か
ら
除
い
た
。

ω兵
役
徴
用
欄
の
(
〉
は
そ
の
人
数
。

一村の歴史

右
の
表
は
、
年
代
記
中
の
政
治
関
係
記
述
を
、
表
の
よ
う
に
わ
け
て

集
計
し
、
そ
こ
か
ら
、
政
治
意
識
と
そ
の
推
移
を
見
ょ
う
と
し
た
も
の

で
あ
る
。

ま
ず
、
明
治
維
新
迄
の
六
十
五
年
間
の
そ
こ
に
は
、
領
主
の
御
触
・

巡
回
・
支
配
替
・
臨
時
検
地
・
領
主
の
家
督
相
続
・
冥
加
金
・
日
光
御
社

参
の
臨
時
金
「
僻
併
山
一
等
こ
の
山
奥
の
行
止
り
村
に
も
、
た
え
ま
な
い

，
仰
付
二
監
視
a

，
収
奪
e
を
見
、
そ
れ
に
な
ら
さ
れ
た
お
政
の
事
・

と
い
っ
た
政
治
意
識
と
服
従
精
神
は
、
明
治
、
大
正
期
を
一
貫
し
、
そ

れ
は
敗
戦
の
後
に
ま
で
流
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
「
此
年
神
社
合
併
ノ
命
下
ル
」
(
明
治
的
制
)
「
伍
長
ハ
其
ノ

筋
ノ
制
度
ニ
テ
納
税
組
合
制
度
ト
ナ
リ
」
ハ
大
正
2
)「
進
駐
軍
ノ
命
令
ニ

テ
全
国
ノ
社
格
ヲ
撤
廃
ス
」
(
昭
和
幻
〉
「
進
駐
軍
ノ
命
ニ
ヨ
リ
、
区
長
及

部
落
長
制
度
ガ
廃
止
サ
レ
、
軍
政
部
ヨ
リ
経
済
九
原
則
ノ
指
示
ア
リ
」

(
昭
和
幻
〉
等
、
そ
の
命
。
筋
・
指
示
と
い
う
用
語
の
中
に
長
い
封
建
体
制

に
慣
ら
さ
れ
た

e
仰
付
e
が
、
明
治
時
代
を
通
じ
て
成
長
し
た
官
僚
国

家
・
軍
国
主
義
に
慣
ら
さ
れ
て
、
官
僚
調
軍
隊
調
に
変
容
し
て
い
る
事

が
思
わ
れ
る
。
以
下
こ
う
し
た
政
治
意
識
の
中
に
、
ど
ん
な
ふ
う
に
国

家
の
重
要
事
件
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
を
見
て
ゆ
こ
う
。
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か
ら

ペ
リ
ー
の
来
航
に
際
し
て
嘉
永
六
年
「
六
月
唐
船
見
え
ハ
米
国
を

唐
と
し
〉
同
月
御
公
儀
様
御
他
界
」
「
同
七
年
(
安
政
元
年
一
一
一
月
、
ア

メ
リ
カ
船
、
相
州
浦
賀
へ
押
寄
せ
、
将
軍
は
申
す
に
及
ば
ず
、
諸
大
名

大
騒
動
申
し
候
」
と
始
め
て
ア
メ
リ
カ
船
と
記
し
、
騒
が
し
く
な
る
世

の
動
き
を
知
る
。
さ
ら
に
、
安
政
五
年
に
は
、
「
八
月
よ
り
九
月
ま
で

ほ
う
き
星
出
る
」
と
、
馨
星
に
異
変
を
案
じ
、
「
異
国
船
見
え
る
」
と

世
の
大
変
を
異
国
船
の
出
現
に
お
く
。
が
、
し
か
し
、
開
国
接
夷
の
記

録
は
な
く
、
翌
安
政
六
年
に
は
、
「
諸
色
高
直
に
御
座
候
」
「
ア
メ
リ
カ

人
来
り
神
奈
川
に
お
り
・
:
」
と
開
港
に
よ
る
物
価
高
騰
や
、
商
品
の
動

き
に
は
驚
く
程
敏
感
で
あ
る
。

明
治
維
新
に
際
会
し
て
明
治
元
年
に
は
、
ま
ず
麦
の
相
場
・
陽
気
・

蚕
の
出
来
、
米
・
生
糸
・
ま
ゅ
の
相
場
を
例
に
よ
っ
て
記
し
た
後
へ
、
「
当

春
よ
り
乱
世
に
付
、
天
下
断
絶
し
て
官
軍
の
世
と
な
り
、
江
戸
東
京

と
な
る
。
禁
裡
一
東
京
西
丸
に
御
入
り
有
り
。
一
一
一
国
合
戦
に
付
、
須
川
宿

へ
四
十
二
人
助
郷
。
越
後
長
岡
に
会
津
・
官
軍
の
大
合
戦
あ
る
。
奥
州
に

も
慣
が
る
。
岩
鼻
御
役
所
に
大
音
龍
太
郎
様
御
入
り
あ
り
。
」
と
。
さ

す
が
に
維
新
の
大
変
革
を
記
し
、
大
き
く
ス
ペ
ー
ス
を
と
る
。

学
制
頒
布
と
徴
兵
令
明
治
五
年
に
学
制
が
し
か
れ
た
事
の
記
述
は

@
凶
切

な
く
、
徴
兵
令
に
は
、
同
七
年
八
月
、
「
徴
兵
人
足
、
戸
主
退
の
外
、
上
沢

渡
よ
り
二
人
出
る
。
又
高
崎
区
よ
り
返
さ
る
」
と
、
徴
兵
を
人
足
と
考

え
て
い
る
あ
た
り
幕
藩
制
下
の
助
郷
人
足
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

地
租
改
正
明
治
九
年
の
地
租
改
正
で
は
、
「
此
年
第
三
月
よ
り
始

め
、
同
十
月
迄
休
み
な
し
。
同
十
月
よ
り
士
一
月
二
十
六
日
、
宅
地
位
等

特輯V

級
調
有
之
、
県
下
一
般
、
新
た
に
十
五
町
歩
一
人
位
撰
挙
相
成
」
と
、

え
ら
ば
れ
た
十
七
名
を
あ
げ
て
い
る
あ
た
り
、
さ
す
が
に
土
地
に
生
き

る
農
民
の
関
心
を
記
録
に
見
る
。

西
南
戦
争
観
可
成
詳
細
に
記
し
た
後
へ
、
「
終
に
本
望
を
理
け
ず
、

九
月
二
十
四
日
を
以
て
討
死
と
い
う
・
・
・
是
天
朝
の
御
生
運
、
千
代

万
々
年
」
と
、
と
天
朝
の
御
代
を
称
え
「
天
朝
様
」
の
敬
語
が
村
に
入

っ
て
い
く
。

社
寺
合
併
こ
の
年
、
社
寺
合
併
に
つ
い
て
、
「
十
一
月
諏
訪
大

神
、
十
二
神
両
社
へ
諸
神
碑
塔
迄
皆
参
集
す
る
と
云
。
堂
(
洞
)
峯
薬

師
へ
諸
仏
堂
塔
合
併
す
る
」
と
の
み
記
し
て
い
る
。

大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
と
国
会
開
設
明
治
二
十
二
年
「
此
年
四

月
、
市
町
村
制
度
ヲ
施
行
ス

l
当
村
上
沢
渡
ヨ
リ
議
員
三
名
ヲ
選
挙

ス
」
同
二
十
三
年
「
此
年
十
一
月
国
会
開
設
ス
。
当
県
下
ヨ
リ
議
員
ト

ジ
テ
木
暮
武
太
夫
・
湯
浅
治
郎
・
高
津
仲
次
郎
・
新
井
郷
|
右
ノ
人
、

上
京
シ
テ
日
々
政
治
上
ニ
協
議
ス
ル
由
」
と
人
口
一
%
強
の
制
限
選
挙

の
中
に
も
、
国
家
の
変
革
を
記
す
。
し
か
し
こ
の
年
下
賜
の
「
教
育
-
一

関
ス
ル
勅
語
」
は
何
ら
記
し
て
い
な
い
。

明
治
の
ニ
大
戦
争
送
別
会
と
神
社
祈
願
、
日
清
戦
争
の
後
、
特
に

盛
大
と
な
っ
た
も
の
に
入
営
兵
の
送
別
会
と
見
送
り
が
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
「
明
治
三
十
年
唐
沢
宗
七
入
営
ニ
付
十
一
月
二
十
八
日
中
之
条
郡

役
所
迄
ハ
約
路
キ
ロ
)
組
中
ハ
反
下
組
〉
ニ
テ
送
ル
」
翌
年
に
は
、
「
別

ニ
送
別
会
ヲ
開
夕
、
十
一
月
二
十
一
日
温
泉
ニ
テ
(
上
沢
渡
村
中
〉

関
夕
、
会
員
百
人
-
一
近
シ
」
と
、
入
営
兵
の
送
別
会
は
、
組
で
、
ま
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た
村
で
聞
き
、
以
後
こ
れ
が
霜
月
十
一
月
の
年
中
行
事
と
な
っ
て
い
っ

た
日
露
戦
争
は
こ
の
山
の
小
村
か
ら
、
十
人
の
出
征
兵
士
を
出
し
、
そ

こ
に
は
、
「
神
武
以
来
の
戦
争
始
ま
れ
り
」
「
戦
況
ハ
迎
モ
放
ニ
記
ス

能
ハ
ズ
ト
雄
モ
歴
史
ユ
残
ル
程
ノ
大
事
件
エ
シ
テ
日
本
国
ノ
勇
烈
ナ
ル

事
ヲ
世
界
各
国
三
柿
カ
ス
」
「
此
年
鎮
守
諏
訪
神
社
庭
前
ニ
石
灯
寵
ヲ

建
設
、
内
門
ノ
石
段
ヲ
積
ム
・
:
」
な
ど
鎮
守
を
修
理
し
て
戦
勝
を
祈
る

そ
こ
に
国
家
意
識
の
高
揚
を
見
る
。
そ
の
三
十
八
年
九
月
に
は
、
大
赤

痢
が
発
生
し
、
し
か
も
降
雨
寒
冷
に
よ
る
大
凶
作
で
あ
っ
た
。
然
し
戦

勝
に
よ
る
構
話
条
約
の
締
結
に
「
当
組
ヨ
リ
ノ
戦
病
死
更
ニ
ナ
シ
」
と

ま
ず
、
そ
の
全
員
の
無
事
を
記
す
。

戊
申
詔
書
の
下
賜
と
戦
後
の
村
明
治
四
十
二
年
「
戊
申
詔
書
に
基

き
勤
倹
節
約
を
な
し
着
々
実
行
」
と
あ
る
。
そ
の
年
赤
痢
病
の
漫
延
、
凶

作
。
翌
年
は
ま
た
浅
間
以
来
の
出
来
事
と
記
す
大
洪
水
。
そ
の
上
糸
価

は
安
く
、
し
か
も
そ
の
災
害
不
況
の
中
に
、
戊
申
詔
書
の
実
行
を
誓
う
。

大
正
時
代
|
矛
盾
す
る
|
二
つ
の
思
想
こ
の
時
代
の
記
録
に
三

一村の歴史

判
州
何
回
問
1
…

2
1
1
5
一6
…
7

ベ8
…9
一山一

u
J
U
E
k
z
m
…
げ
…
均
一
四
…
却
一
配
寸
町
刻
一

入

営

一

1
…
o
…
o
…
l
u
5
一
0

…
0
…
o
…
3

…
1
一
3
…
2

…4
…
3

一1
一
o
…
o
…
0

0
…
o一
u
一

一

門
川
凹
引
刈
叶
パ
寸
引
川
斗
山
川
引
刻
引
引
亙
一

国

民

精

神

総

動

員

一

…

…

一

…

一

…

@

…

一

…

一

…

…

…

一

一

一

つ
の
特
質
が
あ
る
。
第
一
は
、
大
正
三
年
。
「
此
年
先
天
陛
下
崩
御
、

今
上
天
皇
践
砕
す
。
九
月
十
三
・
十
四
・
十
五
の
一
一
一
日
間
を
以
て
御
大

葬
行
わ
る
。
大
葬
当
日
及
び
百
日
祭
当
日
は
圏
中
の
人
民
皆
逢
拝
す
。

一
年
間
臣
民
喪
に
服
す
」
と
大
き
く
御
大
葬
を
記
録
し
、
同
四
年
に

は
、
大
正
天
皇
の
御
即
位
の
奉
祝
と
、
村
の
大
演
芸
会
を
記
し
、
こ
の

外
・
皇
太
后
陛
下
崩
御
・
立
太
子
式
・
御
成
婚
式
・
皇
孫
照
宮
成
子
女

王
殿
下
の
御
降
誕
と
、
多
い
皇
室
関
係
の
記
録
に
天
皇
国
家
意
識
の
高

ま
り
を
思
わ
せ
る
事
で
あ
る
。

第
二
は
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
り
、
一
躍
世
界
五
大
国
の
一
つ
と
な

っ
た
日
本
の
経
済
に
つ
い
て
で
あ
り
、
第
三
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

時
代
を
象
徴
す
る
国
会
の
解
散
、
猛
烈
な
選
挙
運
動
、
普
通
選
挙
法
施

行
に
見
る
政
治
意
識
の
品
揚
で
あ
る
。

恐
慌
|
開
戦
|
決
戦
こ
こ
で
は
、
大
正
時
代
に
芽
ぷ
い
た
政
治
意

識
の
後
退
と
、
ず
る
ず
る
と
進
む
戦
争
へ
の
道
行
き
で
あ
り
、
そ
の
、

つ
い
に
撰
ん
だ
戦
争
へ
の
道
は
ま
ず
襲
来
し
た
世
界
恐
慌
に
総
ま
る
。

次
表
は
そ
の
、
昭
和
戦
前
の
記
録
の
表
示
で
あ
る
。
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配供挙

村
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即
ち
昭
和
元
年
に
始
ま
る
財
界
の
記
録
は
、
そ
の
殆
ん
ど
が
不
況
の

記
録
で
あ
り
、
そ
の
続
く
中
に
同
五
年
忠
魂
碑
を
建
設
す
る
。
が
、
皮

肉
に
も
翌
六
年
に
満
州
事
変
が
勃
発
す
る
。
不
況
打
開
に
挙
村
一
致
し

た
事
は
先
に
見
た
が
、
中
に
は
一
家
を
あ
げ
て
ブ
ラ
ジ
ル
へ
移
民
し
た

家
も
あ
る
。
そ
の
深
刻
の
不
況
に
「
思
想
上
へ
も
多
大
の
影
響
を
及
ぼ

さ
ん
も
計
ら
れ
ず
」
と
案
ず
る
中
に
、
日
中
戦
争
と
な
り
「
以
上
八
名

召
集
下
令
出
征
セ
リ
、
現
役
兵
モ
同
ジ
ク
出
征
ス
」
と
の
み
記
し
、
日

清
日
露
の
戦
争
に
比
べ
て
何
か
必
勝
を
信
じ
て
で
も
い
る
か
の
よ
う
な

問

一 1--1--1--1--1--1--1--1二|亘
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一
遍
の
記
録
の
感
じ
さ
え
す
る
。
特
筆
し
て
い
る
の
は
昭
和
十
年
の
大

水
害
の
災
害
対
策
で
あ
る
。

し
か
し
、
さ
す
が
に
昭
和
十
六
年
の
大
戦
勃
発
に
は
、
そ
の
十
二
月

八
日
の
宣
戦
布
告
と
緒
戦
の
大
戦
果
。
二
十
一
名
の
出
征
と
徴
用
三
名

を
記
し
、
そ
の
後
へ
こ
の
年
の
不
作
を
記
し
て
い
る
。
凶
作
は
戦
争
に

つ
き
も
の
の
よ
う
で
、
す
で
に
供
出
は
四
年
を
続
け
、
配
給
は
ニ
年
目
を

迎
え
た
苦
境
の
中
の
こ
の
凶
作
の
年
に
、
二
十
四
名
の
若
者
は
戦
い
に

向
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
時
、
村
で
は
「
葬
式
ニ
際
シ
テ
ハ
親
戚
・



ホ自
V
M
4

朋
輩
=
係
ラ
ズ
登
平
等
ヲ
僧
侶
ニ
マ
デ
之
ヲ
廃
止
シ
、
膳
部
-
一
依
ラ
ズ

取
拾
ヒ
ニ
テ
空
腹
ヲ
充
ス
程
度
ト
シ
テ
之
ヲ
実
行
ス
ル
事
」
。
と
申
し

合
せ
て
い
る
。
こ
の
・
申
し
合
せ
の
後
、
「
関
敏
行
海
軍
二
等
兵
曹
、
ミ

ッ
ド
ウ
ェ

l
海
戦
ユ
於
テ
名
誉
ノ
戦
死
ヲ
遂
グ
:
・
村
葬
十
二
月
八
日
執

行
」
と
、
そ
の
悲
し
み
の
数
行
を
記
し
、
ま
た
神
社
の
境
内
の
改
修
を

⑤ 

文
化
・
災
害
に
見
る
村

次
表
は
伝
染
病
・
火
災
の
発
生
件
数
と
文
化
関
係
ハ
角
孤
内
は
信
仰
関
係
)
を
年
次
に
見
た
も
の
で
あ
る
。

流
行
病
と
そ
の
災
害

百一一一一一到一一一一一盟諸一封一一一一劃一一一一一到一一一一一計

伝

染

病

「

パ

7
1「パ
1
1「回

引
引
川
一

4

4パ
1
1一川

引
副
一
副
司
司
引
制
割
帥

一村の歴史

一
八
六
七
年
迄
の
流
行
病
は
、
は
し
か
・
ほ
う
そ
う
・
コ
レ
ラ
の
三

つ
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
の
も
の
は
、
明
治
十
五
年
「
第
八
月
流
行
病
諸

方
ニ
有
之
候
事
、
各
村
々
出
口
ニ
テ
見
張
リ
ス
ル
防
法
'
塑
手
ア
リ
」
と

文
明
開
化
は
い
ず
こ
、
村
境
に
立
つ
道
祖
神
を
恩
わ
せ
る
。
〈
流
行
病

の
記
録
は
大
正
十
一
年
を
最
後
に
し
て
い
る
J

消
防
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
十
年
に
山
田
川
原
で
消
防
演
習
が
あ

っ
た
。
見
物
に
集
っ
た
群
集
が
橋
の
上
で
見
物
し
て
橋
の
な
ぶ
り
が

折
れ
て
し
ま
っ
た
。
と
あ
る
が
、
火
災
の
発
生
は
年
毎
に
減
っ
て
い

記
し
て
い
る
。
そ
し
て
翌
十
八
年
に
は
、
「
大
東
軍
戦
争
決
戦
段
階
に
入

り
戦
況
苛
烈
を
極
む
。
:
・
B
却
の
東
京
大
空
襲
・
疎
開
学
童
永
林
寺
に

来
る
。
:
・
中
島
飛
行
機
製
作
所
ガ
ソ
リ
γ
不
足
の
為
、
こ
の
村
の
奥
反

下
に
ガ
ス
薪
工
場
を
建
設
。
:
・
東
条
首
相
の
来
反
激
励
」
と
。
戦
争
は

こ
の
村
、
こ
の
山
奥
の
反
下
の
村
を
ゆ
さ
ぶ
る
。

る。
不
使
を
き
わ
め
た
道
と
橋
村
を
縦
貫
す
る
反
下
川
の
奥
地
は
深

く
、
あ
ら
し
の
度
に
所
々
の
土
橋
が
流
さ
れ
た
。
た
だ
一
本
の
村
へ
の
道

は
古
座
部
か
ら
入
っ
た
川
添
い
の
が
け
に
臨
む
け
わ
し
い
小
道
で
、
「
ず

い
分
大
へ
ん
だ
っ
た
と
古
老
は
い
う
が
、
そ
の
記
録
は
な
い
。
し
か
し
、

今
は
川
南
の
新
道
が
舗
装
さ
れ
て
、
そ
れ
ら
は
み
な
昔
語
り
と
な
っ
た
。

反
下
村
の
文
化
ハ
迷
信
・
信
仰
・
娯
楽
・
学
校
)
文
化
と
し
て
と
り
あ
げ

た
も
の
の
旧
幕
時
代
の
す
べ
て
が
、
迷
信
や
信
仰
で
、
ほ
う
き
星
、
す
わ

の
お
ん
柱
、
そ
れ
に
、
日
清
開
戦
の
年
「
此
年
土
用
中
毎
日
降
雨
-
一
テ
衆

人
大
イ
ニ
困
難
、
日
々
祭
及
念
仏
ヲ
相
営
ム
、
・
:
」
と
、
あ
る
。
恐
ら

く
、
天
気
ま
つ
り
と
兵
士
の
無
事
祈
願
で
あ
っ
た
ろ
う
。
日
露
関
戦
の

年
に
造
っ
た
鎮
守
の
社
の
御
神
灯
も
、
ま
た
太
平
洋
戦
争
中
に
や
っ
た

同
社
の
修
理
も
、
そ
し
て
昭
和
十
五
年
の
伊
勢
参
宮
も
み
な
神
仏
に
祈

る
兵
士
の
無
事
万
歳
の
外
に
な
く
神
仏
の
信
仰
が
戦
争
で
高
め
ら
れ
た
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こ
と
を
恩
わ
せ
る
。

「
明
治
の
初
め
、
村
に
庖
を
置
く
か
置
か
な
い
か
で
毎
晩
の
よ
う
に
寄

合
い
を
し
た
、
が
、
つ
い
に
置
か
な
い
事
に
な
っ
た
。
庖
は
あ
そ
び
場
に

な
る
か
ら
と
ハ
関
文
雄
談
〉
、
こ
の
片
岡
舎
の
こ
の
村
で
は
よ
く
人
形
芝

居
を
し
た
。
時
に
は
東
京
か
ら
女
歌
舞
伎
を
ゐ
げ
、
お
祭
に
は
、
山
車

を
ひ
き
村
中
し
て
楽
し
ん
で
い
る
。

し
か
し
教
育
関
係
の
記
録
は
誠
に
少
な
く
、
明
治
二
十
二
年
に
、
中

之
条
高
等
小
学
校
が
新
築
さ
れ
た
事
、
同
二
十
四
年
の
村
の
小
学
校
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(
第
二
分
教
場
)
の
新
築
。
同
三
十
二
年
の
沢
田
村
立
高
等
小
学
校
の

創
立
。
同
三
十
六
年
の
沢
田
村
立
補
習
学
校
の
新
設
だ
け
で
あ
る
。
新

設
の
分
教
場
(
湯
原
〉
へ
通
う
の
に
も
人
家
の
な
い
山
道
を
辿
り
、
下
沢

渡
の
高
等
小
学
校
ま
で
は
八
キ
ロ
も
あ
っ
た
。

特
筆
し
て
い
る
の
は
、
電
灯
沢
渡
温
泉
に
つ
く
ハ
大
正
六
年
Y
飛
行

機
村
の
上
を
通
過
す
る
(
昭
和
三
年
可
電
話
架
設
さ
る
ハ
昭
和
四
年
〉

営
林
署
官
舎
と
、
文
化
の
波
が
栄
林
暑
と
温
泉
か
ら
漸
〈
近
づ
い
て
く

る。

以
上
享
和
二
年
に
筆
を
起
こ
し
て
か
ら
昭
和
二
十
九
年
に
至
る
永
宝
年
代
記
の
第
一
冊
を
概
観
し
て
き
た
が
、
そ
こ
に
は
次
の
二
つ
が

か
み

あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
園
の
政
治
か
ら
斥
ぞ
け
ら
れ
た
長
い
封
建
治
下
に
美
徳
と
さ
れ
た
随
順
精
神
と
、
お
上
の
事
と
い
っ
た
政
治
へ
の

無
関
心
と
、
そ
の
と
ざ
さ
れ
た
生
活
の
中
に
困
苦
、
欠
乏
に
堪
え
た
力
は
、
よ
く
郷
土
の
資
源
を
ひ
ら
き
、
た
え
難
い
経
済
界
の
激
変
に

あ
っ
て
は
、
生
業
の
転
換
に
全
村
を
あ
げ
て
闘
っ
て
き
た
こ
と
の
そ
れ
で

あ
る
。
が
、
し
か
し
、
貧
困
は
教
育
を
退
け
、
文
化
の
芽
を
つ
む
。
貧
す

れ
ば
鈍
す
る
の
た
と
え
の
如
く
そ
の
思
考
を
妨
げ
て
政
治
か
ら
遠
ざ
け

永宝年代記

る
。
例
え
ば
、
好
況
の
中
に
起
っ
た
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
、

恐
慌
の
襲
来
に
消
失
し
、
出
征
兵
士
の
無
事
万
歳
を
祈
る
心
は
、

天
皇
陛
下
万
歳
の
叫
び
と
か
わ
り
、
上
命
下
従
の
昔
に
か
え
り
、

一
度
世
界

い
つ
か

「
海
ゆ

か
ば
水
つ
く
屍
」
の
万
葉
の
歌
が
出
征
兵
士
を
送
る
村
に
み
な
ぎ
る
戦
い

の
一
筋
道
の
中
に
終
戦
を
迎
え
る
に
至
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
そ
の
こ
は
、



そ
の
裏
を
返
せ
ば
、
長
い
隠
忍
の
、
し
か
も
、
同
族
と
共
に
し
て
き
た
村
の
長
い
歴
史
の
中
に
、
よ
く
記
録
に
見
る

H

挙
村
一
致
H

の
美

風
が
醸
成
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
美
風
こ
そ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
圧
力
に
よ
く
に
堪
え
て
、
こ
の
地
、
こ
の
反
下
の
村

を
ま
も
り
続
け
、
開
発
し
続
け
、
生
き
ぬ
き
生
き
続
け
て
来
た
強
靭
な
共
同
体
と
し
て
の
村
風
を
培
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
こ
こ
で
、
敗
戦
に
よ
り
百
八
十
度
転
回
し
、
自
由
発
展
時
代
を
迎
え
た
後
、
そ
の
第
二
冊
目
に
ど
う
撮
り
つ
づ
け
て
い
る
か
。
こ

⑥ 

戦
後
の
反
下
部
落

こ
に
昭
和
三
十
年
度
以
降
の
変
革
の
記
録
に
村
の
歴
史
を
見
て
見
ょ
う
。

新
中
之
条
町
と
な
る

ー
昭
和
三
十
年

村の歴史

落

「
大
麦
九
分
。
小
麦
八

分
。
稲
九
分
全
国
的

に
段
作
。
春
蚕
九

分
。
貫
当
り
二
千
四
・

五
百
円
。
夏
蚕
九
分
、

二
千
円
。
晩
秋
蚕
八

分
二
千
二
百
円
。
気

候
春
夏
秋
を
通
じ
て

豊
作
型
で
大
風
の
被

害
も
な
く
農
家
の

希
望
天
候
な
り
。
」

と
例
年
の
型
で
記

し
、
そ
し
て
川
町
村

合
併
、
市
町
村
合
併

促
進
法
の
施
行
に
よ

泊l下反

り
、
当
沢
町
村
も
中
之
条
町
と
合
併
と
決
定
し
、
四
月
十
六
日
、
名
久

田
村
伊
参
村
と
共
に
大
中
之
条
町
建
設
と
な
る
。

例
議
員
定
数
決
定
(
定
員
一
一
一
十
名
)
新
町
に
議
員
配
陸
定
員
を
決

定
、
中
之
条
地
区
十
二
名
。
沢
団
地
区
九
名
。
名
久
団
地
区
五
名
。
伊

参
地
区
四
名
。
五
月
二
十
日
選
挙
施
行
。
当
組
よ
り
関
節
君
。
立
候
補

当
選
、
唐
沢
竹
次
君
次
点
、
付
採
草
地
借
入
採
草
地
と
し
て
恨
平

車
落
し
、
金
泥
地
等
約
十
五
町
歩
を
借
入
村
県
会
議
員
選
挙
「
四
月
二
十

一
一
百
施
行
、
県
下
一
の
激
戦
区
で
定
員
三
名
の
処
九
名
の
立
候
補
、
関

善
平
・
山
口
鶴
男
・
浅
井
国
三
郎
各
氏
当
選
」
同
町
長
選
挙
「
五
月
十
八

日
、
町
長
選
挙
施
行
、
無
競
争
で
中
之
条
町
伊
能
八
平
氏
当
選
就
任
、
納

税

総

代

人

唐

沢

松

校

区

長

関

秋

松

町

会

議

員

関

節

」

と
、
記
述
は
明
る
く
、
合
併
し
た
大
中
之
条
町
の
、
町
議
選
ゃ
、
県
会

選
挙
の
激
戦
に
政
治
意
識
の
昂
揚
を
み
る
。

昭
和
三
十
年
代
の
農
業
の
転
換
と
発
展

記
載
さ
れ
て
い
る
農
家
経
営
面
で
は
、
稲
・
大
小
麦
・
こ
ん
に
ゃ
く
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-
み
ょ
う
が
・
養
蚕
、
牛
・
豚
・
鶏
・
椎
茸
・
な
め
こ
・
木
炭
・
木
材
な

ど
と
拡
大
し
、
か
つ
て
見
た
稗
・
粟
は
全
く
姿
を
消
し
、
大
麦
は
、

「
栽
培
激
減
し
、
従
来
の
一
二
割
程
度
と
な
る
」
。
(
四
十
一
年
Y
大
麦

作
は
当
部
落
に
も
稀
に
見
る
程
度
、
一
、
二
年
の
中
に
な
く
な
る
状

態
」
ハ
四
十
一
一
一
年
〉
と
あ
る
。

米
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
菅
の
記
録
に
見
た
皆
無
は
、
全
く
な
い
。

悪
い
年
で
七
分
作
ハ
四
十
二
年
〉
。
「
農
業
技
術
の
改
良
と
農
薬
の
進

歩
に
稲
作
特
に
史
上
最
大
の
豊
作
」
(
一
二
十
七
年
〉
「
政
府
、
米
の
生
産

調
製
を
打
ち
出
す
。
減
産
目
標
調
製
実
施
農
家
に
対
し
十
ア
ー
ル
当
り

三
万
五
千
円
の
奨
励
金
交
付
」
(
四
十
四
年
〉
、
「
政
府
の
買
上
げ
困
難
」

に
よ
り
作
付
調
整
・
転
作
・
休
耕
等
に
よ
る
一
五

O
万
ト
γ
の
減
産
目

標
を
記
す
ハ
四
十
五
年
〉
ま
た
蚕
に
つ
い
て
は
、
桑
圏
整
理
助
成
金
反

当
二
千
円
(
三
十
三
年
)
農
協
直
営
稚
蚕
共
同
飼
育
所
設
立
(
三
十
九

年
三
「
春
秋
蚕
を
通
じ
史
上
最
高
の
糸
価
に
産
額
増
一
辺
当
り
平
均

価
一
、

O
五
O
円
ハ
四
十
二
年
)
と
蚕
業
の
好
況
を
記
す
。
「
こ
ん
に
ゃ

く
成
績
よ
く
一
駄
八
千
円
l
一
万
円
ハ
一
二
十
一
年
」
。
「
生
荷
揚
良
一
俵

六、

O
二
O
円
」
ハ
三
十
九
年
度
可
「
謁
蕩
九
分
、
生
手
取
六
千
円
」
(
四
十

一
年
)
。
「
栽
培
技
術
の
向
上
と
商
務
陽
気
と
相
侠
っ
て
増
産
見
る
べ
き

も
の
あ
り
、
一
俵
ハ
必
キ
ロ
グ
ラ
ム
〉
平
均
四
、
六

O
O円
。
作
柄
良

好
、
相
場
弱
含
み
平
均
三
、
三

O
O円
」
〈
四
十
三
年
三
「
夏
季
低
温
の

為
抽
側
々
不
良
一
俵
高
値
四
、
八
五

O
円
、
平
均
値
四
、
三
九

O
円」

特絹V

道
路
橋
梁
及
び
諸
施
設
の
改
善

(
四
十
四
年
〉
と
、
新
た
に
登
場
し
た
蔚
蕩
に
は
、
天
候
と
相
場
の
変

動
に
よ
る
一
喜
一
憂
を
記
す
。
次
に
「
当
地
の
新
ら
し
い
産
業
、
し
い

た
け
、
な
め
こ
の
由
来
に
つ
い
て
」
と
し
て
「
昭
和
二
十
七
・
八
年

頃
よ
り
、
関
節
・
関
巳
義
の
両
名
、
自
家
用
程
度
に
始
め
る
。
現
在
重

要
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
」
ハ
四
十
年
可
「
椎
茸
・
な
め
こ
栽
培
激

増
、
な
め
こ
は
当
地
方
に
最
も
適
す
」
ハ
四
十
一
年
)
。
「
新
興
産
業
菌

床
な
め
こ
栽
培
を
飯
塚
福
茂
氏
始
め
る
。
素
収
入
一
五

O
万
、
こ
の
実

績
を
見
、
四
十
五
年
度
は
多
数
栽
培
者
増
の
見
込
」
(
四
十
四
年
〉
。

「
農
協
は
早
く
も
こ
れ
に
着
限
し
椎
茸
は
農
協
扱
い
共
同
出
荷
と
な
り
、

山
間
地
特
産
と
し
て
益
々
増
加
」
(
四
十
二
年
〉
。
「
な
め
こ
も
ま
た
現

在
農
協
扱
い
と
な
り
、
原
木
の
不
用
に
さ
ら
に
増
加
し
つ
つ
あ
る
」
。

と
。
し
か
し
、
地
場
産
業
の
炭
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
と
原
木
の
制
限
に

生
産
は
年
毎
に
下
向
き
、
木
材
に
つ
い
て
は
相
場
が
年
々
記
録
さ
れ
て

い
る
が
、
「
自
動
車
立
場
相
場
石
当
り
杉
材
四
、
五

O
O円
。
松
材
三
、

二
O
O円
。
雑
木
パ
ル
プ
材
一
、
一

O
O円
」
(
四
十
二
年
)
で
、
多

く
は
「
平
年
並
」
と
か
「
横
這
い
状
態
」
と
記
し
て
あ
る
。

畜
産
、
養
鶏
に
つ
い
て
は
、
「
養
豚
・
養
鶏
、
養
牛
等
相
場
の
変
動

多
き
も
本
年
度
に
於
て
は
順
調
な
り
」
(
四
十
年
)
。
「
昨
年
度
に
比
べ

目
立
っ
た
消
長
な
く
、
横
這
状
態
、
乳
牛
は
逐
次
衰
退
に
傾
く
」
(
四

十
二
年
〉
と
あ
る
。
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昭
和
三
十
年
代
以
降
の
'
」
の
方
面
に
お
け
る
変
ぽ
う
は
め
ざ
ま
し
い
。

一
一
一
一
年
忽
布
栽
培
開
始
、
寺
沢
橋
永
久
橋
と
な
る
。

三
二
年
忽
布
、
管
理
不
馴
れ
の
為
、
ダ
ユ
の
被
害
多
し
。
暮
坂
峠
に

牧
水
碑
建
設
委
員
長
町
田
浩
蔵
氏

三
三
年
諏
訪
橋
永
久
橋
と
し
て
竣
工
、
全
額
営
林
署
負
担
、
山
田
川

開
発
工
事
開
始
、
蛇
野
川
・
反
下
川
止
水
隠
道
で
四
万
川
に
合
流
し
、

上
妻
橋
下
に
発
電
所
建
設
。

三
四
年
柿
之
回
〈
入
道
城
)
橋
竣
工
、
工
費
四
十
万
円
。
河
瀬
戸
橋

架
替
、
工
費
十
万
五
千
円
。

四
十
年
反
下
耕
地
上
堺
戸
地
聞
の
橋
を
架
替
。
ァ
γ
グ
ル
式
、
工

費
十
八
万
(
六
月
〉
町
内
最
初
の
鉄
橋
。
諏
訪
神
社
神
木
伐
採
肉
眼
年

輪
三
七

O
年
。
(
文
禄
三
年
〉
納
税
完
納
九
カ
年
受
賞
。
上
反
下
公
民
館

建
設
予
算
五
十
万
円
。
唐
操
原
電
気
導
入
、
四
十
一
年
一
月
十
一
日
点

灯四
二
年
林
業
構
造
改
善
事
業
中
国
土
利
用
。
中
尾
線
開
通
。
茂
明
橋

(
永
久
橋
〉
竣
工
(
六
月
)
。
上
反
下
公
民
館
増
築
五
万
円
。
公
民
館
活
動

の
一
部
と
し
て
区
民
一
向
、
主
と
し
て
婦
速
に
て
四
万
温
泉
に
入
湯
、

国
民
宿
舎
ゆ
ず
り
業
荘
に
て
一
泊
。

四
三
年
林
業
構
造
改
善
事
業
着
手
二
年
目
順
調
に
進
む
。
綱
取
橋
架

替
、
四
五
年
三
月
完
成
、
諏
訪
神
社
屋
根
塗
装
、
二
万
円
、

四
四
年
継
続
事
業
中
の
四
万
温
泉
日
朝
日
橋
よ
り
の
営
林
署
林
道
が

唐
操
原
終
点
に
達
し
、
中
之
条
町
対
営
林
署
契
約
事
項
完
結
。
諏
訪
神

社
石
積
工
事
及
び
石
段
積
替
整
備
工
事
実
施
、
工
費
二
万
六
千
七
百
十

円。

こ
う
し
て
年
々
に
進
展
す
る
村
の
動
き
が
書
き
続
け
ら
れ
て
い
る
。
な
お
県
営
水
源
か
ん
養
ダ
ム
本
県
第
一
号
が
、
奥
反
下
で
の
中
尾

沢
に
工
費
約
二
千
五
百
万
円
を
以
て
来
春
(
五
十
三
年
〉
建
設
さ
れ
る
。
と
こ
の
記
述
中
に
き
く
。

終
り
に

村の歴史

今
や
激
動
す
る
世
界
経
済
の
中
に
こ
の
反
下
の
人
々
は
こ
れ
を
ど
う
捉
え
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
次
に
昭
和
四
十
年
度
の
感
想
を
見

ょ
う
。

「
区
民
の
声
無
き
声
、
人
心
が
安
定
期
を
見
出
し
て
以
来
、
国
家
の

施
政
方
針
も
ま
た
戦
前
と
は
一
転
換
し
、
未
だ
ふ
れ
た
こ
と
の
な
い
新

し
い
風
が
こ
の
山
村
ま
で
拳
透
し
て
き
た
。
従
っ
て
結
論
的
に
い
う
な

れ
ば
、
生
活
に
つ
な
が
る
農
業
形
態
を
そ
の
ま
ま
、
如
何
に
忠
実
に
動
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勉
に
行
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
で
は
近
い
将
来
、
生
活
が
行
き
づ
ま
る
事
、

そ
の
位
は
誰
も
良
く
承
知
し
て
い
る
事
で
は
あ
る
が
、
そ
の
切
替
が
問

題
で
あ
る
。
支
出
面
は
如
何
に
工
夫
し
て
も
益
々
増
加
の
一
途
を
辿
り

つ
つ
あ
る
現
状
に
対
し
て
、
収
入
面
は
如
何
に
し
て
是
と
併
行
し
て
つ

い
て
行
け
る
の
か
。
そ
れ
が
問
題
で
あ
る
。
土
地
は
依
然
と
し
て
従
来

の
ま
ま
で
あ
る
。
此
の
狭
い
山
村
の
土
地
を
最
高
度
に
活
用
し
て
ま
ず

現
金
収
入
を
よ
り
多
く
高
率
に
実
現
す
る
。

現
状
を
消
費
の
中
に
限
を
移
せ
ば
、
衣
・
食
・
住
・
娯
楽
の
レ
ベ
ル

は
日
に
:
:
:
月
に
高
く
な
り
、
如
何
に
文
化
生
活
と
は
い
っ
て
も
、
そ

特輯V

れ
で
は
消
費
文
化
が
優
先
し
て
収
入
が
こ
れ
に
追
い
つ
け
な
い
。
従
っ

て
各
人
は
そ
の
経
営
規
模
、
稼
働
力
等
を
勘
案
し
て
人
各

?
r、
の
農
業

に
一
歩
で
も
近
づ
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
が
当

面
の
課
題
で
あ
る
」
。
と

自
に
月
に
進
む
消
費
文
化
に
優
先
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
農
業
経
営

を
な
す
べ
き
か
が
、
当
面
の
課
題
で
あ
る
と
述
べ
、

「
こ
の
二
、
三
年
が
戦
後
画
期
的
な
年
代
と
し
て
物
質
的
に
も
、
精

神
的
に
も
変
化
革
新
の
時
代
だ
と
、
誰
も
が
胸
に
抱
い
て
い
る
も
の
と

思
っ
て
記
し
た
」
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日
に
月
に
今
や
変
動
極
り
な
い
国
際
経
済
の
中
で
農
業
経
営
は
、
い
か
に
進
む
べ
き
か
を
思
い
、
さ
ら
に
昭
和
四
十
六

年
度
の
と
こ
ろ
に
は
、
「
春
の
訪
れ
も
お
く
れ
勝
ち
だ
っ
た
が
、
残
暑
も
な
く
、
大
水
も
な
し
台
風
の
接
近
も
な
く
穂
じ
て
良
好
の
年
な

り
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
続
い
て
「
八
月
に
は
ア
メ
リ
カ
の
金
融
正
常
化
手
段
と
し
て
、
ニ
ク
ソ

γ
は
円
の
切
上
げ
を
迫
り
、
為

替
レ

1
ト
は
一
ド
ル
三

O
八
円
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
世
に

n
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
H

と
い
う
:
:
:
こ
の
為
、
世
論
は
不
況
ム
l
ド
で
明
け
暮
れ

た
が
、
金
融
市
場
の
適
度
の
調
整
で
心
配
な
く
年
内
を
越
え
た
:
・

と
記
録
さ
れ
、

し
か
し
な
が
ら
、
我
々
農
民
は
、
引
続
く
高
度
経
済
成
長
の
ひ
づ
み
を
か
ぶ
り
、
加
え
て
農
政
の
貧
弱
か
ら
、
自
立
農
家
は
減
少
し
出

稼
ぎ
の
増
加
は
社
会
問
題
に
発
展
し
た
。
」
と
変
革
さ
れ
て
い
く
農
村
を
わ
が
村
を
見
つ
め
て
い
る
。

さ
て
反
下
部
落
の
三
十
年
度
以
降
の
変
貌
を
他
の
面
に
見
れ
ば
、
か
つ
て
昭
和
戦
前
の
不
況
に
こ
の
反
下
の
人
び
と
は
、
そ
の
命
の
綱

を
山
の
資
源
に
求
め
た
が
、
今
ま
た
そ
の
一
事
業
を
山
に
求
め
て
い
る
一
面
を
見
る
。

い
下
げ
部
分
林
経
営
は
他
村
に
も
見
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
J

(
も
っ
と
も
、
町
村
合
併
で
、
旧
町
村
有
林
を
払



す
な
わ
ち
、
部
分
林
約
十
七
町
歩
役
場
よ
り
借
入
、
既
植
林
地
約
七

町
歩
合
二
十
一
年
三
「
部
分
林
造
林
八
町
歩
、
助
成
金
九
万
円
」
(
三
十

三
年
)
。
「
風
倒
木
の
処
分
、
杉
石
当
り
土
場
二
千
五
百
円
」
(
三
十
四

年
)
。
「
唐
繰
原
開
発
三
十
二
町
歩
」
(
三
十
五
年
)
。
「
反
下
林
道
拡
幅
」

(
一
二
十
八
年
)
。
「
当
町
は
林
業
開
発
指
定
地
区
に
決
定
」
「
中
之
条
営

林
署
併
用
道
拡
幅
工
事
」
(
三
十
九
年
〉
と
林
業
の
開
発
に
山
野
の
開

拓
に
村
を
あ
げ
て
あ
た
っ
て
い
る
。

特
に
、
唐
操
原
の
開
拓
に
、
時
の
町
長
町
田
浩
蔵
の
大
き
な
尽
力
を
喜
び
そ
れ
を
特
筆
し
て
い
る
あ
た
り
、
こ
れ
は
山
に
生
き
る
反
下

の
人
び
と
の
期
待
で
あ
り
、
山
村
反
下
の
歴
史
の
一
特
色
で
あ
る
。

5 

現

村

ー
村
と
苗
(
名
〉
字
|

代

の

ω
苗
字
の
数
と
村
の
型

西
中
之
条
の
字
山
崎
の
高
橋
組
と
唐
沢
組
の
よ
う
に
苗
字
で
組
名
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
所
が
あ
る
が
、
村
の
歴
史
に
結
ぶ
家
の
歴
史
の

つ
な
が
り
は
深
く
古
い
。

い
ま
こ
う
し
た
村
を
そ
の
村
の
苗
字
か
ら
見
る
と
、

A

一
部
落
一
苗
字
の
村
。
B

数
苗
字
あ
る
中
一
苗
字
が
ず
ぬ
け
て
多
い
村
。

c

い
く
つ
か
の
首
字
が
併
立
す
る
村
。

D
戸
商
比
(
戸
数
対
苗
字
数
の
比
〉
の
小
さ
い
村
。
E
苗
字
と
同
じ
村
名
の
村
。
の
五
つ
の
型
が
あ
る
。

今
こ
の
型
で
村
を
み
て
ゆ
く
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

一村の歴史

O
A型
(
括
弧
内
は
首
字
〉

か
隠
ら

山
田
の
桑
原
(
一
一
場
〉
、
細
尾
(
宮
崎
)
、
五
反
田
の
馬
込
と
十
二
平

(
斉
藤
)
、
大
道
上
村
(
冨
沢
〉
、
平
鍛
治
貝
戸
(
剣
持
)
、
伊
勢
町
古
町
(
伊

能)。
O
B型

ふ
帥
リ
い
と
い
の
，
、
隠

西
中
之
条
H
山
崎
・
柴
本
(
唐
沢
)
・
古
垣
内
・
猪
窪
(
福
田
〉
。

市
城
H
上
市
城
ハ
中
沢
)
、
下
市
城
(
塚
田
〉
、
青
山
(
宮
崎
〉
。

山
田
H
下
山
田
(
山
田
)
上
の
山
〈
佐
藤
)
、
寺
社
原
(
安
原
〉
。

下
沢
渡
H
伊
賀
野
(
町
田
〉
・
中
組
〈
吉
田

γ
念
仏
久
保
〈
本
多
)
賀
々

森
(
唐
沢
〉
。
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上
沢
渡
H
上
反
下
(
飯
塚
〉
・
下
反
下
(
関

γ
久
森
(
官
同
平
〉
蛇
野
ハ
山

本
〉
・
古
座
部
(
関
〉
。

四
万
H
寺
社
平
ハ
山
田
)
・
駒
岩
ハ
唐
沢
)
・
下
湯
原
(
島
村
)
。
上
湯
原

(
宮
崎
〉
・
秋
鹿
(
大
場
〉
・
渡
戸
・
ニ
タ
井
ハ
島
村
〉
山
口
の
五
組
・
新

湯
(
田
村
)
、

O
折
田
H
滝
沢
(
折
田
)
・
永
田
〈
田
村
)

ち
か
と

五
反
田
H
五
嶺
・
三
の
原
ハ
斉
藤

γ
大
久
保
(
田
村
〉
・
親
都
ハ
冨

沢
)
。
白
久
保
ハ
山
田
〉
。

O
岩
本
H
菖
蒲
(
唐
沢
〉
竹
越
(
綿
貫
〉
折

の
内
(
宮
崎
)
・
下
久
保
ハ
伊
能
〉
・
高
縦
(
森
田
)
・
上
の
台
・
原

ハ
関
〉
、
寺
尾
ハ
生
巣
)
・
中
屋
敷
・
上
組
(
神
保

γ
前
原
(
中
沢
〉
。

蟻
川
H
宇
野
原
・
大
倉
獄
・
百
々
(
綿
貫
)
・
塩
平
ハ
山
崎
)
・
行
沢

@

だ

(
高
橋
〉
・
沼
田
(
斉
藤
)
・
綿
戸
(
原
沢
〉
小
池
・
奥
山
原
ハ
冨
沢
・
原

沢
・
小
池
)
大
亀
ハ
篠
原
〉
・
倉
沢
(
蟻
川
)

大
道
H
下
村
ハ
塩
野
谷
)
鴫
石
ハ
小
測
)
長
坂
ハ
田
村
)
。

横
尾
H
上
横
尾
(
唐
沢
)
。
中
横
尾
ハ
割
田
〉
下
横
尾
(
関
)
。

平
H
字
妻
(
関
)
・
浪
岸
・
柳
田
ハ
剣
持
)
・
二
日
市
ハ
吉
田
〉
。

な
治
ぎ
わ

赤
坂
H
矢
場
(
小
林
)
・
行
沢
ハ
綿
貫
)
。

大
塚
H
小
枝
沢
(
田
村
〉
・
壁
谷
・
清
河
・
(
小
池
)
・
塩
原
(
吉
田
〉
。

O
C型

O
伊
勢
町
H
一
七
区
(
高
橋
・
吉
沢
)
・
一
九
区
(
小
池
・
木
暮
)
。

O
西
中
之
条
H
五
区
新
聞
ハ
蟻
川
・
岡
村
)
・

O
山
田
H
下
山
田
深
町

ハ
山
田
・
岡
田
〉
花
曽
根
ハ
宮
崎
・
山
田
〉
大
竹
ハ
篠
原
・
田
村
・
竹

淵
・
山
口
)
な
お
小
域
に
わ
け
る
と
、
渋
沢
ハ
田
村
)
、
中
井
(
竹

測
〉
、
大
竹
ハ
篠
原
・
山
口
〉
、
門
野
(
角
田
・
柳
田
)
、
清
水
ハ
一
場
・

特輯V

竹
淵
・
町
田
)
・
高
沼
(
町
田
・
関
)
。
下
沢
渡
H
菅
田
(
町
田
・
石

田
・
田
村
)
、
金
原
ハ
木
暮
・
宮
崎
・
柏
原
)
O上
沢
渡
H
大
岩
ハ
宮
崎
・

関
)
、
湯
〈
林
・
関
口
・
福
田
・
唐
沢
・
剣
持
・
島
村
〉
湯
原
(
湯
本
・

高
平
〉

O
折
回
日
中
折
田
H
(福
田
・
田
村
〉
、
上
折
田
、
森
上
〈
関

本
・
伊
東
〉
、
森
下
(
屋
川
崎
・
小
測
・
今
井
・
斉
藤

)
O四
万
H
殿
界

一
戸
・
君
野
尾
・
貫
湯
平
ハ
宮
崎
・
関

)
O五
反
田
H
後
界
戸
ハ
本
多
・

福
田
〉
、
馬
滑
ハ
福
田
・
桑
原
・
斉
藤
)
中
村
ハ
高
橋
・
小
野
・
斉
藤
・

堀
口
・
唐
沢
〉
日
影
ハ
森
田
・
唐
沢
・
小
野
)
、
産
石
ハ
唐
沢
・
林
〉
、

局
山
(
冨
沢
・
割
田
〉

岩
本
H
馬
滑
(
佐
藤
・
伊
能
)
泰
峯
ハ
生
巣
・
関
)

横
尾
H
東
横
尾
(
山
田
・
野
口
・
小
林
・
永
井
・
原
沢
〉

平
H
下
民
高
ハ
剣
持
・
福
島
・
角
田

)
O赤
坂
H
貫
坂
〈
小
林
・
福

島〉

O
大
塚
H
沢
尻
(
剣
持
・
関
)
竹
貝
戸
〈
小
池
・
吉
田
)
丸
山

ハ
小
池
・
斉
藤
・
飯
塚
〉

O
栃
窪
ハ
小
菅
・
小
池
〉

O
D型

中
之
条
町
H

ハ
大
字
中
之
条
町
全
区
と
小
川
団
地
)
、
伊
勢
町

(u

l
崎
区
〉
、
山
田
H
〈
吾
嬬
開
拓
・
吉
城
〉
、
下
沢
渡
H
ハ
沢
口
)
、
四
万

H
(犬
麦
平
・
桐
の
木
平
・
四
組
の
新
湯
・
中
井
・
ゆ
ず
り
は
、
官
行
日

向
見
)
、
五
反
田
ハ
成
田
〉
、
岩
本
H
(胡
桃
回
・
久
保
界
戸
・
文
化
村
)
、

平
(
寵
林
・
菅
田
・
下
平
)
、
大
塚
〈
二
日
市
・
土
橋
・
越
尾
・
中
村

・
大
原
〉
。

O
B型
こ
の
型
の
う
ち
そ
の
地
域
に
多
い
も
の
は
折
田
ハ
折
田
〉

山
田
(
山
田
〉
・
四
万
ハ
島
村
〉
・
蟻
川
ハ
蟻
川
〉
が
村
ハ
現
在
大
字
〉
と
し
て
あ
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が り
こあ、

うる字
し。と
てし
見て
るは
と蟻
、 JII
大の
方小
の池
村(
に小
同池
姓)
が沢
一渡
家の
の湯
状の
態闘
を口
見(
せ関
て口
集)

ま
り
、
あ
た
り
に
小
数
の
姓
が
点
在
し
て
一
村
、

る
の
が
多
い
。

一
部
落
を
成
し
て
い

(2) 

行
政
区
に
見
た
村
の
戸
数
と
苗
字
数
、
苗
数
の
割
合

そ
こ
で
、
戸
数
と
苗
字
の
割
合
を
、
行
政
区
と
し
て
見
た
ら
ど
う
か
。
昭
和
五
十
二
年
十
月
二
十
日
現
在
を
住
民
票
で
見
た
の
が
次
表

で
あ
り
、
戸
苗
比
の
小
さ
い
順
に
あ
げ
て
そ
の
村
の
姿
を
考
え
て
見
た
。

苗
字
数
の
割
合
と
戸
苗
比
(
注
、
小
川
団
地
一
苗
一
戸
が
五
八
%
の
意
味
)

第
ロ
表

村の歴史
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注

吾
嬬
山
開
拓
は
、
大
字
山
田
の
全
体
の
中
に
入
れ
た
が
ま
た
別
に
も
見
、
折
田
小
川
団
地
は
団
地
と
し
て
別
に
あ
っ
か
い
折
田
か
ら
外
し
た
。

②
中
之
条
二
町
ハ
大
字
中
之
条
町
と
大
字
伊
勢
町
〉

こ
の
二
町
は
区
毎
に
見
た
。
そ
れ
は
一
区
で
十
分
他
の
大
字
に
相
当

し
、
か
つ
区
外
に
見
る
同
首
字
で
も
全
く
無
縁
の
者
が
多
い
か
ら
で
あ

①
小
川
団
地

全
戸
一

O
六
、
首
数
八
二
、
戸
商
比
一
・
三
。
さ
す
が
に
新
興
の
団

地
の
特
質
を
そ
の
戸
苗
比
に
見
る
。



一村の歴史

る
。
(
但
し
群
蚕
・
光
山
社
な
ど
の
集
団
は
除
い
た
)
戸
苗
比
は
共
に

似
た
一
・
五

l
六
。
軒
を
並
べ
る
家
毎
の
苗
字
の
違
い
は
団
地
と
大
差

カ
な
し
。

大
字
中
之
条
町
で
多
い
首
字
を
あ
げ
る
と
(
以
下
カ
ッ
コ
内
は
戸

数
)
、
田
村
締
高
橋
帥
剣
持
帥
町
田
帥
唐
沢
帥
小
池
・
後
藤
各
帥
の
七
苗

が
m
m
M
を
占
め
、
伊
勢
町
で
は
高
橋
帥
小
池
・
小
林
伺
木
暮
伺
田
村
帥

山
田
帥
小
測
・
斉
藤
各
帥
で
、
以
上
八
苗
字
で
犯
%
を
占
め
、
や
や
中

之
条
を
上
回
る
。
つ
い
で
金
井
・
佐
藤
・
篠
原
・
関
・
関
口
・
各
刷
、

宮
崎
綿
、
剣
持
帥
、
小
板
橋
・
吉
沢
各
帥
、
飯
塚
帥
、
綿
貫
同
・
唐
沢

帥
で
、
こ
れ
ま
で
含
め
る
と
ω
%
を
占
め
る
こ
と
に
田
舎
町
の
歴
史
を

恩
わ
せ
、
ま
た
近
郷
の
村
々
に
そ
の
共
通
す
る
苗
字
の
多
く
を
見
る
の

は
、
古
く
か
ら
の
中
之
条
町
と
周
囲
の
村
々
と
の
交
流
を
示
す
。

③
大
原

戸
酋
比
一
・
七
の
大
原
は
吾
嬬
開
拓
と
同
じ
く
戦
後
に
こ
こ
へ
移
っ

た
人
達
で
、
多
く
は
地
元
の
大
塚
や
平
の
出
身
で
あ
る
。

④
青
山
・
市
城

吾
妻
川
を
前
に
見
る
青
山
・
市
城
は
隣
り
な
が
ら
姓
の
割
合
に
違
い

が
あ
る
。
す
な
わ
ち
青
山
は
か
け
離
れ
て
多
い
宮
崎
十
一
戸
(
M
U
M
)

次
は
、
永
井
・
福
島
・
湯
本
の
四
首
各
五
戸
で
合
せ
て
、
幻
%
で
し
か

な
い
の
に
、
上
市
城
の
中
沢
(
一
首
で
上
組
の
M
w
v
d
と
下
組
の
塚
田

(
却
%
)
の
ニ
首
で
全
市
裁
の
岨
%
を
占
め
る
。
何
か
両
村
の
歴
史
と

村
柄
に
相
違
を
恩
わ
せ
る
。

@
四
万
と
沢
渡
の
温
泉
区

四
万
温
泉
と
沢
渡
温
泉
は
、
所
属
大
字
か
ら
外
し
て
見
た
が
、
は
か

ら
ず
も
両
温
泉
区
と
も
、
一
苗
字
二
戸
当
り
で
大
差
の
な
い
の
が
面
白

2
U
 

た
だ
沢
渡
温
泉
は
幾
つ
か
の
村
に
固
ま
れ
、
か
つ
草
津
街
道
沿
い
の

た
め
か
林
例
関
口
一
例
唐
沢
的
福
図
的
剣
持
制
等
の
歴
史
的
諸
家
が
、
全

戸
の
m
M
%
を
占
め
て
い
る
こ
と
。
そ
れ
に
四
万
に
多
い
島
村
姓
が
、
五

戸
あ
る
事
も
面
白
い
。

四
万
温
泉
で
は
名
の
四
万
村
の
島
村
帥
が
ト
ッ
プ
で
何
故
か
外
辺
に

多
く
、
次
の
田
村
制
が
山
口
新
湯
と
い
っ
た
古
湯
の
中
心
に
多
い
。
街

道
筋
で
も
な
く
、
行
き
づ
ま
り
の
温
泉
の
為
か
沢
渡
温
泉
と
違
っ
て
、

併
立
す
る
苗
字
は
な
い
。

⑥
下
沢
渡
・
西
中
之
条
・
平
・
大
道

戸
商
比
二
・
八

l
九
と
い
っ
た
ク
ラ
ス
に
、
下
沢
渡
・
西
中
之
条
・
平
・

大
道
が
あ
る
。
ま
ず
下
沢
渡
で
は
六
戸
以
上
に
町
田
・
吉
田
・
木
暮
・
田

村
・
本
多
・
安
原
・
石
田
・
唐
沢
の
八
首
が
あ
る
が
、
伊
賀
野
・
菅
回
・
加

賀
森
・
中
組
・
念
仏
久
保
・
沢
口
・
金
原
の
部
落
に
な
る
と
、
最
高
は
中
組

の
話
%
を
占
め
る
吉
田
の
八
戸
で
、
菅
田
は
町
田
川
明
石
田
制
の
二
首
で

沼
町
点
、
金
原
は
、
木
募
制
宮
崎
・
柏
原
各
同
の
三
姓
で
印
、
全
戸
四
戸
の

伊
賀
野
で
は
町
田
が
符
%
を
占
め
、
五
戸
の
念
仏
久
保
で
は
本
多
が
印

%
を
占
め
る
。
戸
苗
比
の
小
さ
い
所
に
宗
本
寺
下
の
沢
口
(
一
・
一
)
と

村
社
諏
訪
神
社
の
あ
る
加
賀
森
(
一
・
四
〉
の
二
部
落
が
ら
り
、
何
か

寺
社
と
の
関
係
を
思
わ
せ
る
。
行
政
区
西
中
之
条
の
一
区
で
は
、
古
垣

内
、
猪
窪
の
福
田
・
柴
本
の
唐
沢
の
二
姓
帥
で
槌
%
を
占
め
て
山
合
い
の
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村
を
示
し
、
二
l
三
区
の
山
崎
(
山
崎
と
は
山
の
前
の
意
味
と
い
う
が

範
囲
は
広
い
)
で
は
唐
沢
帥
が
断
然
多
く
、
外
は
高
橋
帥
篠
原
・
田

村
各
町
か
多
い
が
、
こ
の
四
姓
で
も
ω
%
で
し
か
な
い
。
そ
れ
は
こ
こ

に
三
区
の
吉
池
・
小
原
の
新
興
住
宅
地
(
中
之
条
分
)
を
含
む
か
ら
で

あ
る
。
四
区
は
中
之
条
分
小
川
で
あ
り
、
五
区
の
新
田
は
、
中
之
条
の

町
に
続
く
新
田
町
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
蟻
川

ω田
村
帥
剣
持
制
小
池
切
で
、
こ
の
四
姓
四
%

は
、
二
、
三
区
と
全
く
同
じ
割
合
で
あ
る
の
も
面
白
く
、
ま
た
そ
の
戸

苗
比
の
一
・
七
が
、
中
之
条
・
伊
勢
町
両
町
と
全
く
同
じ
で
あ
る
の
に
、

わ
が
町
の
戸
苗
比
の
常
態
を
思
わ
せ
る
。

こ
う
し
た
西
中
之
条
を
全
体
と
し
て
見
る
と
第
ロ
表
に
見
る
4
戸
以

上
は
唐
沢
姓
制
8
M
で
、
次
は
田
村
伺
高
橋
脚
の
二
苗
で
8
%
。
次

の
9
%
は
福
回
帥
篠
原
帥
蟻
川
帥
の
計
で
、
変
り
行
く
中
に
も
古
い
村

の
歴
史
を
諮
っ
て
い
る
。

平
は
名
久
田
川
の
流
れ
に
沿
い
、
青
山
か
ら
つ
づ
く
字
萎
・
館
林
・

下
尻
高
・
菅
田
・
柳
田
・
鍛
治
貝
戸
・
下
平
・
二
日
市
の
八
小
部
落
に
分

か
れ
る
。
こ
の
平
の
戸
商
比
を
下
げ
る
も
の
は
、
菅
田
一
・

0
、
下
平

一
・
四
、
字
妻
一
・
九
に
、
さ
き
に
見
た
西
中
之
条
に
近
い
戸
苗
比
と

な
る
の
と
恩
わ
れ
る
。

し
か
し
ト
ッ
プ
の
剣
持
を
見
る
と
字
妻
、
館
林
を
除
い
た
上
方
一
帯

に
亘
り
全
村
の
四
分
一
を
占
め
次
の
吉
田
は
二
日
市
で
お
%
を
、
字
妻

で
は
林
昌
院
地
元
の
関
が
他
を
離
し
て
多
い
の
に
村
と
寺
の
関
係
を
思

わ
せ
て
面
白
い
。

特輯V

大
道
に
つ
い
て
は
、
そ
の
大
道
新
固
な
る
旧
名
を
思
え
ば
、
ド
ウ
は

タ
ワ
・
タ
ラ
(
峠
坂
〉
の
転
じ
た
も
の
で
峠
坂
の
意
と
す
る
(
日
本
の
地

名
六
五
頁
〉
と
い
う
が
、
大
道
を
大
き
な
峠
の
意
味
と
そ
の
新
田
の
意

味
と
思
え
ば
、
峠
を
開
く
そ
の
事
が
す
で
に
峠
の
茶
屋
三
国
裏
街
道
の

交
通
商
業
の
要
衝
の
開
拓
で
あ
り
、
三
姓
C
%
の
大
族
の
外
に
多
く
の

少
数
の
苗
字
を
持
つ
の
も
そ
の
大
道
新
田
の
発
祥
を
教
え
る
も
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。

⑦
大
字
折
田
・
栃
窪

戸
街
比
三
戸
台
の
村
に
二
つ
・
あ
る
。
一
つ
は
膨
脹
を
行
く
折
田
で
町

に
近
く
、
一
つ
は
、
過
疎
を
行
く
山
の
栃
窪
で
あ
る
。
栃
盛
田
に
は
前
新

田
と
呼
ば
れ
る
所
も
あ
り
、
そ
の
名
に
近
世
初
期
の
開
発
を
恩
わ
せ
る

が
「
概
し
て
窪
と
名
の
つ
く
と
こ
ろ
に
は
谷
聞
の
水
を
利
用
し
た
水
田

の
開
発
が
古
く
、
古
く
か
ら
集
落
が
形
成
さ
れ
た
」
(
日
本
の
地
名
一
六

八
頁
)
と
あ
る
が
、
今
に
、
あ
の
沢
毎
に
見
る
栃
窪
の
聞
に
村
の
古
い
歴

史
が
偲
ば
れ
る
。
ハ
五
反
田
の
大
久
保
・
名
久
田
の
長
久
保
も
ま
た
同
じ

事
が
考
え
ら
れ
る
)
第
四
表
中
の
川
崎
町
地
は
小
菅
例
と
小
池
帥
で
、
全
む

戸
は
、
村
続
き
の
大
道
昭
戸
に
近
く
、
大
道
に
出
ず
に
入
須
川
へ
行
く

道
も
開
け
て
い
た
。
こ
の
隣
る
両
村
の
往
来
親
交
は
今
に
残
る
文
書
に

も
他
村
に
見
な
い
も
の
を
見
る
。
そ
の
一
つ
に
宝
暦
の
こ
ろ
大
道
の
契

約
の
夜
、
栃
窪
か
ら
来
て
博
突
を
し
て
い
る
の
も
あ
り
。
明
治
五
年

二
月
に
は
中
之
条
町
の
肝
煎
名
主
二
宮
平
八
が
、
両
村
合
併
を
勧
告
し

て
い
る
の
も
あ
る
。
(
大
道
富
沢
士
口
陳
家
文
書
〉

折
田
の
苗
字
に
つ
い
て
は
さ
き
に
見
た
が
こ
の
外
ま
た
そ
こ
の
草
分
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け
と
思
わ
れ
る
も
の
に
崖
の
上
の
意
味
が
あ
る
と
い
う
は
ぽ
の
星
野
、

谷
地
に
湿
地
の
意
味
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
の
水
出
が
あ
り
、
(
こ
の
水

出
は
岩
下
か
ら
き
た
と
い
う
)
共
に
近
世
の
村
役
人
を
勤
め
て
い
る
。

さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
姓
に
、
村
の
名
に
同
じ
姓
の
折
田
が
あ
る
。

折
田
家
は
文
明
三
年
ハ
一
四
七
一
)
五
月
、
古
河
に
参
戦
。
そ
の
落

城
に
よ
り
折
田
に
帰
農
し
た
と
あ
る
が
、
同
家
の
墓
地
に
は
多
く
の
五

輪
塔
の
外
南
北
朝
時
代
の
作
と
い
う
石
仏
が
あ
り
、
堂
に
は
建
武
二
年

ハ
一
三
三
五
〉
と
刻
む
板
碑
が
あ
る
。
さ
き
に
も
の
べ
た
が
こ
の
折
田

の
名
が
古
代
の
墾
田
を
意
味
す
る
と
し
た
ら
、
こ
の
折
田
村
の
名
と
折

田
姓
の
歴
史
は
古
代
に
さ
か
の
ぼ
る
。

折
田
姓
は
下
折
田
の
広
い
耕
地
を
前
に
し
て
今
滝
沢
の
裏
山
を
背
に

並
ぶ
七
軒
と
、
国
道
沿
い
に
二
軒
の
分
家
が
あ
る
。
そ
れ
に
、
下
折
田

村の歴史

折田家の墓地の石仏

a 

に
は
滝
沢
に
隣
る
永
田
に
棟
を
列
ね
る
田
村
姓
が
集
ま
っ
て
い
る
。
さ

き
の
永
禄
十
一
年
の
改
帳
に
は
利
(
理
)
兵
衛
(
現
田
村
雄
平
家
)
の
名

が
見
え
る
。
下
折
田
は
こ
の
二
姓
と
星
野
伸
と
本
多
制
と
、
元
禄
の
始

め
、
名
門
小
測
の
後
を
う
け
て
名
主
と
な
っ
た
甚
左
衛
門
(
現
綿
貫
孝

次
家
〉
の
一
族
綿
貫

ωの
計
四
十
三
戸
が
臼
%
を
占
め
る
。

な
お
、
折
回
全
体
で
は
、
苗
数
的
、
戸
苗
比
三
・
二
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
を
上
・
中
・
下
の
三
組
に
わ
け
て
見
る
と
下
折
田
二
・
五
、

中
折
田
二
・
二
、
上
折
田
二
・
九
と
な
り
、
上
折
田
な
ど
伊
勢
町
に
つ

ぐ
少
な
い
戸
苗
比
で
あ
る
。
(
小
川
団
地
は
除
い
た
)

@
大
字
上
沢
渡
(
湯
組
を
除
く
〉
・
大
塚
・
横
尾
・
岩
本
・
赤
坂

こ
の
五
カ
村
は
平
均
四
戸
台
の
村
で
あ
る
。

ま
ず
温
泉
区
を
除
い
た
上
沢
渡
を
行
政
区
分
で
見
る
と
、

A
大
器
、

B
湯
原
・
久
森
・
前
尻
・
蛇
野
・
古
座
部
C
反
下
の
三
地
域
に
分
か
れ
、

温
泉
を
囲
む
B
の
外
は
深
山
に
区
切
ら
れ
た
大
岩
と
反
下
で
あ
る
。

こ
の
山
村
の
特
殊
性
か
ら
考
え
て
村
の
苗
字
の
単
独
首
と
共
通
商
の

数
を
次
表
に
見
た
。
(
な
お
、
組
全
体
の
市
字
の
数
か
ら
各
組
共
通
の

簡
字
共
通
商
を
除
い
た
も
の
を
単
独
首
と
し
た
)

字
引
叫

d
l
J
1
4
1
4つ
同
一
い
ま
表
か
ら

T
I
T
I十
l
上

|
l
T
i
m
-
-寸
|

j
サ
卜
!
一
共
通
箇
を
見
る

一
組
一

A
一
B
一
C
一
B
一
c
一
c
一
t
一
一
と
、

A
C
は
0

一

一

一

一

一

A

一
B
一
A
一
占
一
a

一

T
1
T
L
l
l「
l
!卜

l1Llir--ぃ一昌三日一

B
C
は
2
で
あ

一

一

挙

独

常

一

共

盈

商

一

一

「
|
卜
l
l
l
i
-
-
卜
1
1
1
1
1
1
1
i
l
l一
る
C
の
反
下
は

僅
か
に
B
の
湯
原
組
に
二
つ
の
共
通
商
を
見
る
に
喝
き
ず
、
そ
の
単
独
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か
み

苗
仰
も
ま
た
断
然
少
な
く
、
そ
の
上
に
は
唐
沢
・
飯
塚
が
中
に
は
関
ま

け
が
集
い
こ
の
三
姓
で
実
に
全
反
下
の
叩
%
を
占
め
て
い
る
、
如
何
に

同
族
が
本
家
分
家
の
つ
な
が
り
に
村
を
つ
く
り
、
し
ば
し
ば
年
代
記
に

出
る
P

挙
村
一
致
a

の
村
柄
を
つ
く
っ
て
来
た
か
が
想
像
さ
れ
る
。
ま

た
大
岩
は
草
津
街
道
に
の
ぞ
み
な
が
ら
中
ほ
ど
か
ら
上
方
に
か
け
て
は

宮
崎
が
、
下
に
か
け
て
は
関
が
多
く
こ
の
二
姓
だ
け
で
全
大
岩
の
日
%

を
占
め
る
。

大
塚
は
戸
商
比
、
単
独
首
共
に
さ
き
の
上
沢
渡
に
似
て
い
る
が
、
行

政
区
「
九
区
ハ
沢
尻
・
丸
山
・
宿
割
・
土
橋
)
。
十
区
(
越
尾
・
中
村
・

塩
原
・
竹
貝
戸
・
清
河
〉
十
一
区
ハ
二
日
市
・
小
枝
沢
・
壁
谷
)
。
に
分

れ
十
一
区
で
は
、
小
池
の
大
本
家
の
あ
る
と
い
う
壁
谷
の
小
池
仰
と
飯

塚

ωの
二
姓
で
位
%
を
、
ま
た
小
枝
沢
で
は
田
村
が
印
%
を
占
め
て
い

る
。
そ
の
他
で
は
清
河
の
小
池
、
塩
原
の
吉
田
が
却
%
で
ま
た
一
段
と
多

く
、
全
村
と
し
て
は
、
小
池
の
却
%
、
次
は
日
%
の
吉
田
で
次
の
関
・

斉
藤
の
計
日
%
を
合
せ
た
四
姓
で
川
崎
%
を
占
め
る
。
な
お
、
戸
苗
比
一

・
O
の
一
一
日
市
は
、
小
池
・
吉
田
・
金
井
・
島
国
・
小
熊
の
五
戸
五
姓

で
あ
る
の
も
地
名
に
残
る
菅
の
市
、
二
日
市
の
町
並
を
思
わ
せ
る
。

次
の
横
尾
は
、
東
横
尾
(
栃
瀬
・
竹
井
・
八
幡
・
上
の
原
)
中
横
尾

ハ
中
沢
・
千
沢
・
下
河
原
・
久
保
入
)
下
横
尾
(
天
神
・
七
日
市
〉
上

横
尾
(
高
津
・
長
久
保
)
の
四
区
に
分
れ
て
い
る
が
、
多
い
姓
の
割
合

を
区
毎
に
見
る
と
、
東
横
尾
で
は
、
山
図
的
判
野
口
・
小
林
・
永
井
各
刷
原

沢

ωの
五
姓
で
臼
%
、
中
横
尾
で
は
割
回
仰
山
田
・
角
田
各
同
原
沢
・
高

橋
各
川
刊
の
五
姓
で
必
%
、
下
横
尾
で
は
関
帥
一
姓
で
却
%
を
占
め
次
は

特車量V

高
橋
の
五
一
戸
で
あ
る
。

上
横
尾
で
は
唐
沢
帥
割
田
・
宮
崎
・
剣
持
各
同
の
四
姓
で
部
%
を

占
め
、
そ
の
中
の
割
田
は
長
久
保
に
多
く
、
全
横
尾
で
も
第
一
位
に
あ

る。
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ま
た
単
独
姓
は
百
%
と
い
う
高
率
で
山
村
の
特
性
を
見
る
。

次
に
岩
本
を
見
る
と
「
上
組
(
上
方
・
前
原
・
中
屋
敷
・
文
化
村
)
、

中
組
合
同
縦
・
原
・
上
の
台
・
泰
峯
)
下
組
(
菖
泊
・
竹
越
・
馬
滑
・
折

之
内
・
寺
尾
・
胡
桃
回
・
下
久
保
)
で
こ
の
岩
本
に
多
い
姓
は
、
上
組

で
は
、
一
姓
で

HUZを
占
め
る
神
保
帥
が
断
然
多
く
次
は
中
沢
明
松
沢

川
刊
で
こ
の
三
姓
で
初
%
。
中
組
で
は
関
一
姓
で
必
%
、
こ
れ
に
つ
づ
く
森

田
制
生
巣

ωを
加
え
る
と
三
姓
で
叩
%
。
以
下
は
一
姓
で
下
組
で
は
菖

蒲
の
唐
沢
帥
が
市
川
町
点
。
竹
越
で
は
綿
貫
が
お
%
折
の
内
で
は
宮
崎
が
位

%
寺
尾
で
は
生
巣
が
日
%
、
下
久
保
で
は
伊
能
が

U
Mを
占
め
、
さ
ら
に

小
部
落
に
な
る
と
ま
さ
に
|
|
一
郷
一
色
の
感
を
見
、
そ
の
一
族
に
は

村
の
起
こ
り
を
思
わ
せ
る
今
に
古
い
由
緒
を
語
り
伝
え
る
家
も
あ
る
。

次
に
赤
坂
で
は
、
小
林
姓
が
矢
場
で
お
%
、
貫
坂
の
お
%
を
占
め
て
、

そ
こ
の
首
位
を
占
め
、
行
沢
に
の
ぼ
る
と
綿
貫
が
お
%
を
占
め
て
い
る
。

な
お
、
全
村
の
出
%
を
占
め
る
綿
貫
・
福
島
・
小
林
の
三
姓
が
、
赤
坂

川
の
流
れ
に
そ
っ
て
上
流
か
ら
下
流
に
わ
た
っ
て
い
る
の
も
面
白
い
。

外
に
多
い
の
は
田
村
例
茂
木
明
伊
能
・
本
多
各
例
の
四
姓
で
以
上
の

七
姓
で
全
村
の
百
%
(
全
村
二
四
苗
)
を
占
め
る
。

⑨
下
四
万

下
四
万
は
岩
本
道
の
寺
社
平
と
、
四
万
川
を
挟
む
殿
界
戸
・
君
野
尾
・
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湯
原
駒
岩
、
貫
湯
平
の
、
小
字
が
、
高
い
山
合
い
を
行
く
四
万
の
湯
の
道

ぞ
え
の
丘
に
各
々
集
落
を
営
ん
で
い
る
。
そ
こ
に
宮
崎
帥
唐
沢
帥
関
伺

の
三
姓
で
下
回
万
の
四
%
を
占
め
、
駒
岩
な
ど
殆
ん
ど
唐
沢
で
、
さ
ら

に
小
部
落
に
入
れ
ば
、
下
湯
原
は
島
村
、
上
湯
原
は
宮
崎
と
昔
か
ら
き

ま
っ
て
い
た
。

⑮
大
字
山
田か

ず
ま

次
の
山
田
は
吾
嬬
山
の
麓
近
く
の
大
竹
の
外
は
、
名
も
同
じ
山
田
川

の
南
岸
沿
い
に
東
か
ら
西
へ
、
原
町
境
の
峠
か
ら
下
山
田
・
清
水
・

か
ほ
ら

桑
原
・
高
沼
と
、
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
に
続
き
、
そ
の
先
の
寺
社
原
へ
は
今
は

歩
く
道
さ
え
な
い
。
さ
ら
に
奥
の
細
尾
は
数
キ
ロ
も
離
れ
た
暮
坂
峠
の

麓
な
る
沢
渡
川
の
上
流
に
あ
る
。
戸
苗
比
五
・
二
の
高
さ
は
こ
の
と
ぎ

れ
と
ぎ
れ
る
集
落
に
よ
る
の
で
あ
る
。

特
に
山
田
村
の
名
に
同
じ
山
田
姓
は
下
山
田
の
お
%
を
占
め
、
そ
の

同
族
の
系
統
ハ
家
の
歴
史
参
照
)
に
家
と
村
の
歴
史
の
相
関
を
関
心
わ
せ

る。
⑪
大
字
五
反
田

五
反
田
の
地
名
が
、
開
墾
者
に
割
当
て
た
反
別
の
数
か
ら
出
た
す
る

見
方
を
裏
付
け
て
近
く
に
そ
の
条
皇
制
時
代
を
思
わ
せ
る
割
の
地
名
が

あ
り
、
五
反
田
村
の
名
の
古
い
事
を
物
語
る
。
そ
こ
に
は
斉
藤
・
冨
沢
・

唐
沢
・
山
田
・
割
問
の
五
姓
で
戸
数
一
七
二
の
こ
の
村
の
臼
%
を
占
め
、

中
で
も
斉
藤
は
、
馬
込
仰
十
二
平
同
の
全
戸
を
占
め
、
さ
ら
に
、
五
領

お
%
馬
滑
幻
W
A
三
の
原
市
%
、
中
村
幻
%
外
大
久
保
・
成
田
に
亘
る
計

却
戸
は
、
全
村
の
お
%
に
当
た
る
。
そ
こ
に
は
、
そ
の
昔
斉
藤
の
居
城

吾
妻
の
城
岩
植
城
や
諸
山
城
下
の
五
反
田
村
と
の
相
闘
が
思
わ
れ
る
。

い
ま
こ
こ
の
斉
藤
姓
に
は
、
村
の
し
ば
お
こ
し
の
家
と
伝
え
る
家
も
あ

る
と
き
く
。

⑫
大
字
蟻
川

次
は
こ
の
五
反
田
と
同
じ
戸
首
比
五
・
三
を
持
つ
簸
川
で
あ
る
こ
の

蟻
川
を
、
さ
ら
に
区
毎
に
見
る
と
、
赤
坂
川
の
上
流
に
お
る
七
区
(
大

倉
獄
・
行
沢
・
百
々
・
宇
野
原
〉
は
、
篠
原
・
中
沢
・
山
本
・
各

ω、

高
平
助
小
淵
伺
綿
貫
伺
の
七
姓
で
そ
の
戸
酋
比
六
・

O
の
高
さ
は
綿
貫

姓
が
全
区
の
印
%
を
占
め
る
多
数
を
持
つ
の
に
よ
る
。
八
区
の
塩
平
・

沼
田
・
割
石
で
は
十
姓
三
十
四
戸
、
戸
商
比
三
・
四
(
山
崎
帥
斉
藤
帥
須

郷

ωの
三
姓
で
全
区
の
九
%
)
九
区
の
小
池
・
奥
山
原
・
綿
戸
で
は
九

姓
二
十
七
戸
、
戸
商
比
三
・

O
、
(
冨
沢
帥
小
池
帥
の
二
姓
で
初
%
〉
十

区
の
大
亀
・
原
・
倉
沢
で
は
十
姓
四
十
=
戸
、
戸
商
比
四
・
一
(
蟻
川
伺

篠
原
帥
綿
貫
仰
の
三
姓
で
ね
%
)
と
川
を
さ
か
の
ぼ
る
ほ
ど
戸
商
比
は

大
き
く
な
り
、
こ
の
地
を
ひ
ら
い
た
ま
ま
の
家
の
集
い
が
し
の
ば
れ

る。
特
に
倉
沢
の
蟻
川
姓
は
、
蟻
川
岳
・
蟻
川
と
そ
の
地
名
と
同
じ
く
二
」

の
蟻
川
村
の
歴
史
に
結
ぶ
村
名
を
思
わ
せ
る
。
吾
妻
郡
誌
に
よ
れ
ば
、

坂
上
田
村
麿
の
奥
州
遠
征
に
参
加
し
た
と
あ
り
、
き
け
ば
「
そ
れ
は
い

つ
の
頃
か
、
こ
の
蟻
川
に
こ
の
簸
川
氏
が
入
っ
た
時
三
人
の
兄
弟
が
あ

っ
た
」
。
コ
一
人
は
力
を
合
せ
て
村
を
ひ
ら
い
た
。
蟻
川
家
に
は
立
派
な
系

図
の
一
巻
が
あ
っ
た
。
か
つ
て
信
州
の
蟻
川
莱
(
中
将
〉
が
、
借
り
て
行
っ

た
ま
ま
で
あ
る
。
家
紋
は
軍
配
団
扇
で
あ
る
」
(
蟻
川
嘉
己
談
)
と
。
鱗
川
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落

姓
を
太
田
亮
の
姓
氏

大
辞
典
で
見
る
と
、

「
生
国
上
州
、
モ
ン

軍
配
ウ
チ
ヮ
、
現
在

信
州
に
あ
り
」
と
あ

る
。
大
日
本
地
名
辞

典
に
信
州
の
旧
町
村

名
を
見
た
が
、
信
州

に
蟻
川
の
地
名
は
見

当
ら
な
い
。
思
う
に
、

「
現
在
信
州
」
と
あ

る
の
は
「
現
在
上
州
」

の
誤
り
で
は
な
か
ろ

う
か
。
そ
し
て
上
州

の
蟻
川
姓
は
こ
の
蟻

部沢倉

川
が
本
家
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

中
世
の
蟻
川
に
は
白
井
城
の
支
城
と
し
て
蟻
川
城
が
あ
っ
た
と
い
う

が
蟻
川
家
の
墓
地
に
は
正
長
ハ
一
四
二
八
)
の
年
号
の
あ
る
古
塔
も
あ

り
、
村
名
と
同
じ
蟻
川
姓
の
古
い
歴
史
と
そ
の
蟻
川
村
の
古
い
歴
史
を

恩
わ
せ
る
。
な
お
、
字
小
池
に
同
じ
小
池
姓
が
六
戸
あ
る
の
に
も
、
地

ま
と
め

以
上
村
の
歴
史
の
探
訪
に
、
各
村
々
の
苗
字
を
訪
ね
、

そ
の
戸
首
比
な
ど
を
見
て
き
た
が
、
同
姓
の
集
い
は
、
光
と
土
、
そ
し
て
水
に

名
と
同
じ
姓
に
一
考
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

最
後
に
つ
け
加
え
た
い
も
の
に
地
名
に
見
る
村
の
歴
史
が
あ
る
。
こ

の
事
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
折
田
や
五
反
田
そ
の
も
の
の
地
名
が
条
星

制
の
古
代
に
遡
る
こ
と
に
ふ
れ
、
窪
の
名
の
地
名
に
早
く
水
田
が
聞
け

古
く
か
ら
の
集
落
の
あ
っ
た
事
の
推
論
に
ふ
れ
た
が
、
こ
の
外
近
世
の

開
拓
を
思
わ
せ
る
新
田
の
名
が
各
所
に
あ
り
、
ま
た
明
か
に
他
村
に
区

別
し
て
集
落
を
作
っ
て
来
た
地
名
に
カ
イ
ト
が
あ
り
、
こ
の
カ
イ
ト

か
い
と

(
近
畿
に
多
い
垣
内
)
の
本
来
は
「
垣
で
閉
ま
れ
た
土
地
の
区
画
」

の
意
味
で
村
に
お
け
る
最
小
の
自
治
組
織
単
位
を
呼
ぶ
事
も
多
い
と
さ

ふ

砂

い

と

ふ

凶

り

い

と

れ
て
い
る
が
。
わ
が
町
に
も
古
垣
内
(
伊
勢
町
)
古
界
戸
(
下
沢
渡
)

小
貝
戸
〈
青
山
〉
殿
界
戸
、
御
堂
界
戸
(
四
万
)
西
界
戸
〈
折
田
〉
上
界

う
し
ろ
っ
砂
い
・

ι

一
戸
・
み
堂
界
戸
・
棚
界
戸
ハ
上
沢
渡
〉
後
界
戸
人
五
反
田
〉
コ
タ
貝
戸
・
鍛

治
貝
戸
・
九
蔵
貝
戸
・
竹
貝
戸
ハ
名
久
田
)
な
ど
非
常
に
多
い
。
ま
た
そ

の
小
部
落
と
苗
字
と
の
関
連
に
そ
の
小
さ
な
村
の
歴
史
が
あ
る
。

な
お
、
村
の
苗
字
は
そ
の
多
数
が
必
ず
し
も
そ
の
村
の
歴
史
を
占
有

す
る
も
の
で
は
な
く
、
中
に
は
少
数
の
姓
が
更
に
古
く
そ
の
村
に
入
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
、
首
字
と
村
の
歴
史
の
つ
な
が
り
は
ま

こ
と
に
複
雑
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
に
ま
つ
も
の
が
多
い
。
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恵
ま
れ
た
水
源
に
濃
く
、
戦
後
の
開
拓
村
は
別
と
し
て
下
流
の
平
地
に
近
づ
く
ほ
ど
概
し
て
淡
く
な
る
の
を
見
た
。

す
な
わ
ち
、
あ
の
戸
酋
比
六
の
反
下
、
蟻
川
七
区
(
大
倉
獄
・
行
沢
・
百
々
・
宇
野
原
〉
五
反
田
上
組
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
反
下
川

・
赤
坂
川
、
蟻
川
・
そ
れ
に
五
反
田
川
ハ
胡
桃
沢
川
)
の
上
流
を
占
め
る
の
が
そ
れ
で
あ
り
、
長
い
年
月
の
聞
に
そ
の
一
族
郎
党
の
ひ
ろ
が

り
に
、
村
名
を
首
字
と
し
た
山
田
・
折
田
・
蟻
川
の
各
氏
の
如
く
、
反
下
の
六
十
七
戸
の
大
組
が
僅
か
十
一
首
で
、
し
か
も
そ
の
三
首
で

ω
%を
占
め
る
な
ど
、
血
は
水
よ
り
も
濃
い
と
い
う
そ
の
同
族
の
ひ
ろ
が
り
に
、
親
和
と
協
同
の
美
し
い
村
の
風
土
の
漂
い
を
思
わ
せ
る
。

が
、
し
か
し
、
こ
れ
が
近
代
産
業
の
変
革
の
中
に
、
山
村
は
過
疎
に
、
都
心
近
く
は
、
膨
脹
に
な
や
み
、
伝
統
的
村
の
姿
が
日
々
日
々

に
変
貌
を
続
け
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。

例
え
ば
四
万
新
道
沿
い
の
下
折
田
の
そ
の
一
つ
の
第
五
班
な
ど
、
こ
こ
数
年
の
聞
に
戸
数
は
倍
増
し
て
二
十
戸
と
な
り
、
そ
の
戸
苗
比

一
・
二
五
は
新
興
の
小
川
団
地
を
上
回
り
、
専
業
農
家
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
い
。
農
村
は
い
ま
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
い
る
。
こ
の

現
実
の
究
明
は
、
社
会
誌
や
民
俗
篇
に
ゆ
ず
り
、
こ
こ
で
は
、
以
上
村
の
歴
史
の
探
究
を
、
た
だ
村
と
苗
字
の
相
関
に
だ
け
た
ず
ね
て
見

た。
終

り

l乙

一村の歴史

ま
ず
村
の
歴
史
の
は
じ
め
に
は
地
名
に
見
る
開
拓
の
歴
史
を
尋
ね
、
第
二
に
は
武
山
城
落
城
の
後
、
領
主
の
支
配
の
中
に
見
る
家
臣
の

知
行
並
び
に
農
村
の
階
層
分
化
を
見
、
次
に
戦
乱
や
み
帰
郷
し
て
家
を
輿
し
、
移
住
し
て
田
畑
を
拓
く
時
、
そ
こ
に
は
、
領
主
に
任
命
さ

れ
た
肝
煎
。
戦
い
の
中
の
主
従
関
係
等
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
近
世
創
成
期
に
お
け
る
村
の
姿
を
想
像
し
て
見
た
。

そ
う
し
た
中
に
形
成
さ
れ
た
村
の
一
つ
に
は
大
道
の
如
き
三
国
裏
街
道
に
峠
路
を
聞
い
て
商
業
交
通
業
に
栄
え
、
一
つ
は
山
深
い
山
懐

の
反
下
川
の
ほ
と
り
を
拓
い
て
そ
の
濃
い
血
縁
と
地
縁
に
生
き
た
反
下
の
村
を
見
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
を
う
け
て
、
こ
の
信
越
国
境
に
あ

227 



特績V 村・家・女の歴史

る
こ
の
吾
妻
の
郡
都
(
戸
数
五
二
八
四
〉
中
之
条
町
の
村
々
に
、
そ
の
昔
、
ま
ず
ど
ん
な
人
々
が
鍬
を
入
れ
ど
う
開
拓
を
進
め
、
そ
の
人

々
は
現
時
に
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る
か
。
こ
れ
を
各
大
字
別
の
苗
字
に
た
ず
ね
、
か
っ
、
、
町
と
団
地
及
び
温
泉
に
居
住
す
る
家
々
と
周

囲
の
村
々
に
定
住
す
る
そ
れ
ら
と
の
相
関
を
み
た
。
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し
か
し
、
以
上
に
見
た
村
の
歴
史
は
僅
か
に
寸
見
に
過
ぎ
ず
、
今
後
の
調
査
研
究
に
ま
つ
も
の
が
多
い
。

例
え
ば
五
反
田
の
上
組
の
第
一
次
町
村
合
併
以
後
書
き
続
け
て
い
る
生
産
と
年
貢
や
明
治
時
代
の
契
約
書
に
見
る
上
組
の
歴
史
、
寺
社

平
の
御
用
箪
笥
に
見
る
御
触
書
・
村
入
用
・
年
貢
・
土
地
台
帳
・
議
定
書
等
に
見
る
こ
の
村
の
歴
史
、
名
久
田
川
普
請
に
見
る
近
世
の
平
村

の
歴
史
、
開
基
の
明
か
な
林
昌
院
と
地
元
村
の
歴
史
、
生
命
を
山
に
求
め
た
四
万
村
の
人
々
の
生
活
と
議
定
書
に
見
る
そ
の
生
活
史
、
.

等
々
そ
の
一
つ
一
つ
の
小
さ
な
村
々
に
、
更
に
は
東
部
吾
妻
連
合
と
村
々
の
関
係
史
へ
と
ひ
ろ
げ
た
村
の
歴
史
な
ど
、
非
常
に
多
い
。

最
後
に
大
道
富
沢
吉
陳
家
の
唐
紙
の
中
に
見
た
和
歌
一
首
(
明
和
期
の
作
と
思
わ
れ
る
〉
。

「
中
々
に
山
の
中
こ
そ
住
み
よ
け
れ
草
木
は
人
の
う
そ
を
い
わ
ね
ば
」
の
思
い
に
、
か
つ
て
の
、
大
道
の
先
人
の
そ
の
山
村
の

誇
り
を
味
い
つ
つ
、
こ
の
稿
を
終
る
。

地
場
産
業
木
材
の
歴
史

は

じ

め

lζ 

吾
妻
郡
の
森
林
資
源
は
、
建
築
用
材
を
は
じ
め
と
し
て
家
具
建
具
か
ら
農
具
に
至
る
ま
で
生
活
の
必
需
品
と
し
て
、
往
古
よ
り
そ
の
時

代
時
代
に
応
じ
て
そ
の
利
用
の
形
態
も
変
っ
て
き
た
も
の
と
思
う
。
特
に
戦
国
時
代
城
下
町
が
形
成
さ
れ
て
く
る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
て

そ
の
需
要
は
高
ま
り
、
そ
の
土
地
の
み
の
利
用
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
地
域
へ
運
び
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
真
田
藩
時
代
に
な
っ



て
江
戸
で
使
わ
れ
た
用
材
の
話
は
有
名
で
あ
り
、
そ
れ
が
真
田
改
易
の
原
因
の
一
つ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
江
戸
末
期
か
ら
の
「
ヤ
マ
セ
」
こ
と
神
保
家
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
地
場
産
業
と
し
て
の
材
木
商
の
動
き
を
と
ら
え
る
こ

と
に
す
る
。

1 

神
保
家
(
や
ま
せ
)
の
材
木
商

)
 

1
 

(
 
創
業
と
木
材
取
引

こ
こ
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
議
定
証
文
が
あ
る
。

二地場産業木材の歴史

議
定
証
文
の
こ
と

金
千
五
百
両
也

内
金
七
百
両
也
当
十
一
月
中

金
百
両
也
成
正
月
中

金
五
百
両
也
同
二
月
中

金
百
両
也
岡
三
月
中

金
百
両
也
同
四
月
中

右
者
此
之
度
上
州
群
馬
郡
白
井
村
隻
林
寺
持
林
買
受
、
松
角
尺
〆
千

五
百
本
、
松
敷
居
六
万
挺
其
外
角
丸
太
類
当
時
伐
出
中
ニ
御
座
候
得

共
仕
入
金
差
支
前
書
の
金
子
貴
殿
へ
仕
入
相
願
候
所
御
承
知
被
下
辱
存

候
、
然
ル
上
者
右
同
割
之
通
り
追
々
仕
入
金
被
成
下
候
様
、
荷
物
の
儀

者
来
成
五
月
中
迄
ユ
追
々
貴
殿
方
へ
不
残
差
送
リ
可
申
候
間
入
津
の
上

こ
の
文
書
を
見
る
と
、

時
々
相
場
を
以
御
売
調
被
成
下
仕
切
代
金
を
以
て
元
利
無
相
違
御
勘
定

可
仕
候
、
尤
利
息
の
儀
者
荷
物
売
捌
代
金
御
受
取
被
成
候
迄
ハ
壱
ヶ
月

歩
合
五
十
両
ニ
付
売
分
宛
差
出
可
申
約
定
且
つ
御
残
之
儀
ハ
御
定
法
の

通
り
売
代
金
壱
割
御
引
取
可
被
下
成
答
、
寓
一
荷
物
延
着
致
候
ハ
パ
正

金
を
以
て
元
利
無
相
違
急
度
返
済
可
仕
候
御
約
定
致
候
上
ハ
柳
も
違
背

仕
間
敷
候

以
後
日
議
定
鐙
文
仰
如
件

嘉
永
二
酉
年
十
一
月

上
州
吾
妻
郡
岩
本
村

証
人

太
田
屋
徳
九
郎
殿

律
五
郎

重
五
郎

い
か
に
幕
末
と
は
い
え
千
五
百
両
も
の
大
金
の
取
り
引
き
を
し
た
の
を
考
え
る
と
、
こ
の
材
木
商
は
か
け
出
し
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で
は
な
く
相
当
古
く
か
ら
の
営
業
で
あ
り
信
用
も
高
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
言
い
伝
え
に
よ
れ
ば
、
江
戸
八
百
町
を
焼
失
し
た
ふ
り

村・家・女の歴史
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そ
で
火
事
、
明
暦
三
年
(
一
六
五
七
〉
の
と
き
、
す
で
に
材
木
商
で
大
も
う
け
を
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
創
業
は
明
確
で
な

い
に
し
て
も
、
だ
い
た
い
の
想
像
は
で
き
る
と
思
う
。

い
っ

そ
の
取
引
き
の
状
況
は
資
料
散
逸
の
為
に
金
額
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
そ
の
一
部
分
と
思
わ
れ
る

特輯V

江
戸
の
取
引
き
は
深
川
木
場
の
太
田
屋
徳
九
郎
商
庖
の
み
の
取

引
き
で
、
前
橋
は
い
く
つ
か
の
業
者
と
取
引
き
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
商
法
の
一
っ
と
考
え
て
よ
い
と
思
う
。

も
の
を
一
に
ま
と
め
て
み
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る

(
主
衣

1
・
士
茨

2
〉。

東京深川木場太田屋徳九郎商庖との取引表

年号| 金 額
11年号| 金 額

慶嘉明永応治元12 0 
両3I，朱500両 省 25 5， 301' 06. 3 I 

I19jjlij3*1〆845文 省 26 2， 012~ 02. 7 
6，300円 " 27 3，297' 64. 0 

11 12 54 26銭9厘 11 33 703 03. 3 I 
11 14 10，106 17. 5 11 34 2，264 83. 5 
11 15 2，606 23. 7 11 35 1，716 77. 1 
11 16 690 18. 7 11 36 4，70187 
。17 415 99. 0 " 37 
グ 19 680 13. 2 信 38 268 77. 0 
11 20 287~ 96. 9 

表 1

前橋との取引表

Jヂ|清水道三郎|高橋友吉|小池仁三郎

円
明 治 21 74 985 

担 22 69 152 44 572 124 999 
担 23 148 094 234 416 96 661 
11 24 100 904 141 90 17423 
11 25 144 544 
11 26 525 354 24: 18I1 
11 27 120 778 10846 :3371 
程 28 381 717 053 

J!?l田中時術|石附惣八|石川

円

18 282 
11 23 23 0 
11 24 

甜叫

11 25 
。26
グ 27
11 28 183' 422 

表2

こ
の
表
に
よ
っ
て
取
引

き
額
の
多
い
ヤ
」
と
に
驚
か

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
も
し

当
時
の
人
た
ち
が
見
た

ら
、
恐
ら
く
こ
の
多
額
の

金
高
に
驚
き
の
目
を
み
は

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
幕
末

ー
明
治
中
頃
の
取
引
の

端
、
が
う
か
が
え
る
が
、

れ
に
よ
っ
て
商
業
形
態

の
大
き
か
っ
た
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で



あ
る
。∞

原
木
の
買
い
つ
け

山
の
立
木
の
買
い
っ
け
に
つ
い
て
は
売
買
契
約
書
が
何
通
か
あ
り
、
そ
の
手
順
に
つ
い
て
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
現
在
の
方
法
か

ら
み
て
、
各
地
域
に
「
先
き
山
」
「
買
い
子
」
「
山
番
頭
」
な
ど
と
呼
ぶ
人
た
ち
が
居
り
、
ま
た
独
立
し
た
立
木
だ
け
を
売
買
す
る
こ
と

を
業
と
し
た
「
や
ま
し
」
「
や
ま
し
ょ
」
と
い
う
人
と
の
取
引
き
に
よ
っ
て
買
い
つ
け
が
行
わ
れ
た
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
範
囲
は

非
常
に
広
く
、
吾
妻
一
円
は
も
と
よ
り
利
根
郡
、
群
馬
郡
ま
で
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
る
。

二地場産業木材の歴史

aa 
こ
の
よ
う
な
ぱ
く
大
な
取
引
額
を
も
っ
て
吾
妻
郡
の
材
木
商
の
総
取
締
的
役
割
り
を
果
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
尚
神
保
家
は
明
治
七
年

に
は
許
可
を
得
て
岩
本
か
ら
新
潟
県
に
通
ず
る
道
路
を
自
分
の
力
で
開
さ
く
し
た
の
で
あ
る
。
現
在
で
も
「
や
ま
せ
街
道
」
と
呼
ば
れ
て

山
仕
事
に
使
わ
れ
て
い
る
男
に
よ
っ
て
材
木
商
だ
け
で
な
く
新
し
い
分
野
を
切
り
開
い
て
い
こ
う
と
す
る
財
力
を
持
っ
て
い
た
神
保
家
が

ど
ん
な
理
由
で
廃
業
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
。
記
録
が
な
い
の
で
こ
れ
を
詳
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
語
り
伝
え
ら
れ
る
と

こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
大
正
の
初
年
に
東
北
北
上
川
流
域
の
大
き
な
山
林
の
立
木
を
買
い
つ
け
、
例
に
よ
っ
て
太
田
屋
徳
九
郎
商
庖
の
資
金
に

よ
り
仕
事
を
す
す
め
て
き
た
が
、
大
暴
風
雨
の
た
め
に
北
上
川
の
増
水
に
よ
り
伐
採
し
た
丸
太
の
ほ
と
ん
ど
を
流
出
し
て
し
ま
っ
た
の
で

ど
う
に
も
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
太
田
屋
か
ら
は
借
金
の
さ
い
促
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
返
済
で
き
ず
に
何
年
か
過

神
保
家
の
廃
業

ぎ
た
の
で
あ
る
が
、
た
ま
た
ま
太
田
屋
の
代
替
り
に
至
っ
て
唐
沢
杢
平
が
中
に
入
り
返
済
し
な
い
ま
ま
に
取
引
き
に
終
り
を
つ
げ
た
の
で

あ
る
。
こ
こ
に
神
保
家
の
材
木
商
は
廃
業
と
な
り
、
材
木
商
に
よ
っ
て
作
っ
た
大
き
な
家
と
立
派
な
書
院
を
残
し
て
岩
本
の
地
主
、
山
持

ち
と
し
て
維
持
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
令
神
保
家
は
東
部
吾
妻
の
木
材
の
東
京
方
面
へ
の
出
荷
の
元
締
的
問
屋
で
あ

っ
た
が
、
東
北
で
の
山
林
買
付
山
出
し
事
業
な
ど
の
不
調
に
よ
り
、
東
京
木
場
の
材
木
問
屋
と
の
取
引
が
円
滑
に
行
か
な
く
な
っ
た
の
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で
、
今
ま
で
県
内
、
殊
に
前
橋
方
面
へ
の
取
引
が
主
で
あ
っ
た
も
の
が
、
徐
々
に
東
京
方
面
の
問
屋
と
の
直
接
取
引
が
行
な
わ
れ
る
様
に

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
勢
の
も
と
で
、
比
較
的
に
順
調
な
伸
び
を
し
た
な
か
で
、
中
田
材
木
部
を
中
心
に
ふ
れ
て
見
ょ
う
と
思
う
。
ま

ず
取
引
単
位
、
輸
送
な
ど
の
関
係
で
、
筏
に
つ
い
て
説
明
し
て
行
か
な
い
と
理
解
し
に
く
い
と
思
う
の
で
、
筏
に
つ
い
て
少
し
く
述
べ
て

見
ょ
う
。
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五
反
田
唐
沢
家
(
中
田
)
の
材
木
商

2 
川
筏
に
つ
い
て

材
木
の
販
売
は
、
動
力
鋸
の
製
材
所
が
発
達
す
る
ま
で
は
吾
妻
川
の
豊
富
な
水
量
を
利
用
し
て
筏
を
組
ん
で
前
橋
東
京
方
面
へ
出
荷
し

て
い
た
。
次
に
筏
の
大
き
さ
、
名
称
な
ど
に
つ
い
て
見
る
と
、
春
の
雪
解
け
時
の
水
量
の
多
い
時
と
冬
の
水
の
少
な
い
時
と
で
は
そ
の
規

模
が
お
の
ず
か
ら
違
い
は
あ
っ
た
が
、
大
墨
杉
材
で
、
二

O
石
か
ら
三

O
石
位
を
一
単
位
、
筏
一
枚
と
し
た
。
一
枚
の
筏
は
普
通
十
三
尺

の
長
サ
の
材
木
で
四
本
を
縦
に
つ
な
い
だ
も
の
が
総
丈
で
幅
は
前
の
方
が
六
尺
位
で
後
の
方
を
少
し
広
く
、
厚
サ
は
一
尺
二
寸
位
の
大
き

き
れ

さ
に
藤
づ
る
、
針
金
の
八
番
娘
な
ど
を
使
っ
て
材
木
を
結
合
し
た
も
の
を
一
切
と
し
て
、
一
切
を
四
ツ
合
わ
せ
て
筏
一
枚
を
標
準
と
し

た
。
筏
を
輸
送
す
る
に
は
普
通
筏
乗
人
二
人
を
一
組
と
し
て
、
筏
の
組
み
出
し
場
所
か
ら
目
的
の
着
河
岸
ま
で
運
ん
で
問
屋
に
渡
し
た
。

明
治
末
年
よ
り
大
正
中
期
に
か
け
て
水
力
発
電
事
業
が
盛
ん
に
な
り
、
吾
妻
川
の
筏
流
し
も
そ
の
継
続
を
困
難
な
ら
し
め
貨
物
自
動
車
の

発
達
と
製
材
工
場
の
群
立
な
ど
で
自
然
と
筏
に
よ
る
木
材
の
輸
送
は
消
滅
し
た
。
現
在
は
見
る
事
も
で
き
な
い
吾
妻
川
を
流
し
た
筏
に
つ

い
て
の
記
録
や
古
老
ハ
野
村
源
次
郎
〉
の
話
し
な
ど
を
頼
り
に
し
て
記
述
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
山
で
丸
太
角
材
、
板
割
等
に
造
材
さ
れ
た
木
材
は
、
荷
車
、
馬

車
な
ど
に
よ
っ
て
吾
妻
川
の
筏
の
組
み
場
所
ま
で
運
ば
れ
、
問
屋
ま
た

は
木
主
の
依
頼
に
よ
り
筏
乗
人
が
自
分
の
乗
る
筏
を
自
分
で
組
ん
で
次

の
日
乗
り
出
す
場
所
へ
継
留
し
て
お
い
て
、
翌
朝
早
く
乗
り
出
し
て
吾
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妻
川
を
下
り
、
北
牧
を
過
ぎ
て
渋
川
か
ら
利
根
川
へ
出
て
阪
東
橋
を
経

て
前
橋
大
渡
の
河
岸
へ
着
い
た
。
通
常
前
橋
着
の
荷
が
多
か
っ
た
の
で

こ
の
河
岸
で
問
屋
へ
渡
し
、
問
屋
で
は
検
寸
の
上
そ
れ
ぞ
れ
送
り
状
に

よ
り
、
売
先
の
材
木
屋
へ
渡
し
た
。
河
岸
よ
り
材
木
屋
ま
で
は
荷
車
等

で
運
ん
だ
。

東
京
の
木
場
方
面
へ
の
輸
送
は
前
橋
の
大
渡
の
河
岸
で
筏
を
二
枚
に

組
み
直
し
て
五
料
河
岸
ま
で
運
び
、
更
に
五
料
河
岸
か
ら
四
枚
か
ら
五

枚
に
増
し
て
埼
玉
県
の
妻
沼
か
ら
栗
橋
、
東
京
へ
と
輸
送
し
た
。
通
常

中
之
条
か
ら
前
橋
ま
で
一
目
、
前
橋
か
ら
五
料
ま
で
は
荷
の
都
合
に
よ

り
其
の
日
の
う
ち
に
到
着
し
た
。
五
料
か
ら
妻
沼
ま
で
一
目
、
妻
沼
か

ら
栗
橋
ま
で
一
日
、
栗
橋
か
ら
東
京
ま
で
一
目
、
三
日
位
は
要
し
た
。

又
筏
乗
り
の
人
は
普
通
中
之
条
か
ら
前
橋
ま
で
乗
っ
て
、
前
橋
か
ら
は

違
う
乗
人
が
東
京
ま
で
乗
っ
て
行
っ
た
。

五
料
河
岸
寛
永
初
年
、
前
橋
藩
主
酒
井
忠
世
に
よ
っ
て
取
り
立
て

ら
れ
た
と
伝
え
て
い
る
。
利
根
川
と
烏
川
の
合
流
点
に
近
く
、
利
根
川

本
流
に
北
面
す
る
位
置
に
為
る
。
ハ
現
在
の
玉
村
町
沼
之
上
〉
こ
の
付
近

は
川
の
流
路
が
激
し
く
移
動
し
た
と
こ
ろ
で
、
近
世
初
頭
の
流
路
を
推

定
す
る
こ
と
は
む
づ
か
し
い
が
、
す
で
に
元
和
二
年
三
六
二
ハ
年
)

に
は
川
波
場
、
関
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
中
世
以
来
、
南

北
上
州
を
結
ぶ
渡
河
点
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
五
料
は
利
根
川

に
直
面
し
、
他
は
烏
川
に
面
し
て
、
水
流
の
緩
急
の
差
も
あ
っ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
五
料
は
舟
運
河
岸
と
し
て
利
線
川
本
流
の
最
上

流
に
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
む
し
ろ
筏
河
岸
と
し
て
の
機
能
が
大
き

筏組出河岸配置

く
、
ま
た
前
橋
藩
は
こ
こ
に
船
方
役
人
を
派
遣
し
て
、
利
根
川
舟
運
の

取
締
り
に
当
っ
て
い
た
。
(
前
橋
史
誌
よ
り
)

筏
の
名
称
種
別
次
に
筏
に
は
そ
の
素
材
の
種
類
に
よ
っ
て
独
特
の

呼
称
が
あ
る
の
で
分
類
を
し
て
見
た
。

一
、
通
割
筏
大
略
、
幡
、
一
尺
二
寸
前
後
か
ら
、
一
尺
六
寸
前
後
、
厚

233 
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サ
、
六
寸
前
後
か
ら
八
寸
前
後
、
長
サ
、
十
尺
か
ら
二
十
尺
前
後
の

角
材
を
結
束
し
た
、
比
較
的
大
き
い
材
料
の
も
の
を
云
う
。

て
小
割
筏
長
サ
、
六
尺
前
後
か
ら
十
尺
位
の
材
料
で
三
寸
か
ら
六

寸
角
位
の
も
の
を
集
結
し
た
も
の
を
云
う
。

一
、
割
木
筏
、
丸
太
筏
、
板
筏
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
ま
ま
の
も
の
を

結
集
し
た
も
の
を
云
っ
た
。

特輯V

又
通
常
、
筏
の
乗
人
が
自
分
で
乗
る
筏
を
組
場
所
で
組
ん
で
組
賃
を
木

主
が
支
払
っ
た
。
又
組
む
に
要
す
る
藤
代
、
擢
の
取
付
木
、
諸
経
費
も

依
頼
者
が
持
っ
た
。
乗
人
は
目
的
地
ま
で
、
無
事
に
木
材
を
運
ぶ
と
、

そ
こ
で
問
屋
か
、
貿
受
人
が
、
右
の
乗
賃
、
諸
経
費
を
立
替
え
て
支
払

っ
て
く
れ
た
。
権
は
自
分
の
持
物
な
の
で
、
権
は
運
送
屋
に
頼
の
ん
で

陸
路
を
馬
車
の
あ
る
と
こ
ろ
は
馬
車
等
で
出
発
地
へ
戻
っ
た
。
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次
に
現
存
す
る
筏
乗
の
経
験
者
で
あ
り
中
之
条
町
否
吾
妻
で
は
最
後
の
筏
乗
り
で
あ
ろ
う
野
村
源
次
郎
翁
の
経
験
談
を
し
る
し
て
置
v
』

よ
ノ
。

翁
は
明
治
三
十
年
九
月
十
八
日
に
小
野
上
村
の
筏
乗
の
名
人
野
村
兼

吉
の
も
と
に
生
れ
、
少
年
の
頃
か
ら
父
に
付
い
て
、
よ
く
筏
に
乗
り
そ

の
技
術
を
修
得
し
た
。
長
じ
て
二
人
立
っ
て
乗
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

は
、
殊
に
良
く
働
い
た
そ
う
で
あ
る
。
冬
の
十
二
月
な
ど
は
殊
に
木
主

も
多
く
出
荷
し
て
換
金
を
望
む
た
め
に
、
仕
事
の
依
願
も
殺
到
し
て
、

い
そ
が
し
く
朝
暗
い
う
ち
に
家
を
出
て
筏
の
組
場
所
で
あ
る
現
在
の

吾
妻
町
の
矢
倉
ま
で
行
き
、
手
の
先
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
と
筏
を

組
み
始
め
た
。
も
ち
ろ
ん
十
二
月
の
川
辺
は
寒
風
が
身
に
応
え
た
。

手
袋
な
ど
を
し
て
居
て
は
仕
事
も
充
分
に
捗
ど
ら
な
い
の
で
焚
火
を
し

な
が
ら
一
生
懸
命
に
組
ん
だ
そ
う
だ
。
其
の
日
に
中
之
条
ま
で
下
り
、

次
の
日
早
く
乗
り
出
し
て
前
橋
迄
行
き
、
す
ぐ
中
之
条
ま
で
帰
り
、
文
字

通
り
一
カ
月
に
十
六
回
往
復
し
た
事
も
あ
る
そ
う
だ
。
普
通
は
筏
を

ふ
な
と

組
ん
で
ハ
野
村
翁
は
矢
倉
河
岸
が
多
か
っ
た
〉
、
中
之
条
の
舟
渡
ハ
清

見
寺
の
下
よ
り
吾
妻
町
の
岩
井
部
落
へ
渡
る
場
所
)
附
近
ま
で
運
ん
で

置
い
て
、
次
の
目
、
冬
だ
と
朝
六
時
頃
乗
り
出
し
て
午
後
二
時
頃
に
は

前
橋
の
大
渡
河
岸
ま
で
着
い
た
。

詮
大
渡
河
岸
現
在
の
前
橋
市
岩
神
町
の
県
立
前
橋
工
業
高
校
の
南
の
道

絡
を
入
っ
た
と
こ
ろ
で
利
根
川
の
読
が
ゆ
る
や
か
に
な
っ
た
場
所
で
筏
の

集
散
地
に
は
最
適
の
場
所
だ
っ
た
。

春
先
の
雪
解
け
の
水
量
の
多
い
時
期
だ
と
朝
八
時
頃
出
発
し
て
三
時

間
半
位
で
、
十
二
時
頃
に
は
充
分
到
着
し
た
も
の
だ
そ
う
だ
。
河
岸
の

附
近
に
は
茶
屋
等
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
酒
の
好
き
な
人
は
そ
こ
で
一

ぱ
い
や
る
こ
と
が
一
番
の
楽
し
み
だ
っ
た
そ
う
だ
。
前
橋
か
ら
先
へ
行

っ
た
の
は
、
よ
く
埼
玉
県
の
野
田
へ
醤
油
樽
の
竹
を
筏
で
吾
妻
方
面

か
ら
運
ん
だ
事
が
あ
る
。
中
之
条
か
ら
筏
一
枚
で
前
橋
ま
で
行
き
、
前

橋
か
ら
埼
玉
県
の
妻
沼
ま
で
二
枚
に
し
て
一
日
が
か
り
妻
沼
か
ら
筏
を



四
枚
に
増
し
て
栗
橋
の
橋
の
下
ま
で
一
目
、
そ
れ
か
ら
野
田
へ
と
都
合

三
日
は
要
し
た
。
途
中
筏
の
上
で
生
活
す
る
の
で
、
空
俵
な
ど
で
屋
根

を
作
り
養
護
用
の
火
鉢
を
置
い
て
暖
を
取
り
な
が
ら
下
っ
て
行
っ
た
そ

う
だ
。
次
に
筏
の
組
み
方
で
あ
る
が
、
筏
一
枚
の
長
サ
は
十
三
尺
を
四

ツ
継
い
だ
も
の
が
標
準
で
、
厚
サ
は
其
の
時
の
水
量
に
よ
り
冬
は
一
尺

ぐ
ら
い
、
春
は
一
尺
二
寸
か
ら
一
尺
五
寸
ぐ
ら
い
ま
で
に
し
た
。
幅
は

約
六
尺
ぐ
ら
い
で
前
の
方
を
狭
ま
く
、
後
の
方
を
幾
分
広
く
、
即
ち
丸

つ
な

太
の
時
は
末
日
を
前
の
方
に
し
て
組
ん
だ
。
文
四
ツ
継
ぐ
時
一
番
前
の

A

芭れ切
だ
け
は
自
由
に
曲
が
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
ほ
か
の
三
切
は
曲
ら
な
い

か
い
陪
う

よ
う
に
組
ん
で
運
転
の
や
り
易
い
よ
う
に
し
た
。
擢
は
擢
棒
と
云
っ

て
、
長
サ
は
二
十
二
尺
ぐ
ら
い
で
自
分
で
使
い
易
い
よ
う
に
造
っ
て
一

人
で
十
本
ぐ
ら
い
は
持
っ
て
居
た
。
そ
し
て
一
回
川
を
下
る
の
に
前
と

後
と
二
本
橋
棒
を
使
っ
た
。
川
筋
を
よ
く
知
っ
て
い
る
腕
前
の
良
い
者

が
前
に
乗
り
、
後
へ
乗
る
人
は
、
尻
掻
き
と
云
っ
た
。
権
棒
は
幾
本
か
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前
橋
大
渡
河
岸

扱

明
治
三
十
年

中
田
材
木
売
上
記

号

数

枚

数

筏

筏

種

}]I] 

号号

松杉

角割

枚
六
分

枚
二
分

抜 小

た貯
め
て
置
か
て
運
送
車
を
頼
ん
で
中
之
条
ま
で
運
ん
だ
い
筏
を
結
束
す

る
に
は
藤
蔓
を
使
っ
た
。
水
の
中
に
入
っ
て
石
な
ど
に
磨
れ
る
と
こ
ろ

は
針
金
の
八
番
線
な
ど
も
使
用
し
た
。
藤
な
ど
の
材
料
は
問
屋
(
木

主
〉
持
ち
で
普
通
は
問
屋
で
用
意
し
た
。
山
か
ら
藤
を
取
っ
て
来
て
問

屋
に
売
る
事
を
仕
事
に
す
る
人
も
い
た
。
柑
僚
は
五
把
を
一
束
と
し
、
二

十
束
を
一
段
と
し
て
、
藤
一
段
半
で
筏
一
枚
が
組
め
た
。
筏
は
一
回
に

重
い
も
の
で
二
十
石
か
ら
二
十
五
石
ぐ
ら
い
、
軽
い
も
の
で
四
十
石
か

ら
五
十
石
ぐ
ら
い
運
べ
た
。
乗
貨
は
二
人
で
六
円
ぐ
ら
い
に
な
っ
た
。

そ
の
頃
職
人
の
手
聞
は
一
日
約
一
円
、
土
方
人
夫
は
一
日
四
十
銭
ぐ
ら

い
だ
っ
た
。
秋
あ
が
り
の
水
の
少
く
な
っ
た
時
に
筏
乗
り
全
員
が
出
て

筏
が
流
れ
易
い
よ
う
に
川
ぎ
ら
い
を
し
た
。
約
一
週
間
は
か
か
っ
た
。

又
年
に
一
回
筏
乗
組
合
の
総
会
も
秋
に
開
催
し
て
お
互
の
親
睦
を
は
か

っ
た
り
、
取
決
め
を
し
た
。

売

上

同 栗

原

喜

代

治
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着
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三
十
六
円
一
銭
五
厘

四
十
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二
十
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五
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一
・
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七
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枚枚枚本分分枚枚枚枚枚枚枚枚枚

半男半半半半

一
枚
八
分

一
枚

害。

一
枚
半

害。

一
枚

五
分

一
枚
半

八
分

割割割割割角割割割 割割割割割割割割

三
十
八
円

二
十
七
円
六
十
銭
三
厘

三
十
七
円
二
十
六
銭

二
十
一
円
四
十
八
銭

十
円
七
十
四
銭

四
十
六
円
七
十
四
銭

九
円
八
十
四
銭
五
厘

三
円
四
十
七
銭
五
厘

十
円
二
十
八
銭

三
十
三
円
三
十
三
銭
三
厘

五
十
円
三
十
一
銭
五
厘

五
十
一
円
三
十
銭

三
十
九
円
十
二
銭

四
十
二
円
五
十
二
銭

九
十
一
円
五
十
三
銭

五
十
八
円
五
十
八
銭

十
八
円
六
十
八
銭
四
座

二
十
一
円
三
十
一
銭
五
厘

七
円

十
六
円
六
十
六
銭

三
十
二
円
三
銭

十
六
円
四
十
銭

六
十
一
円
九
十
八
銭

和栗大

原

泉喜阪

代

屋治屋

清田大野田高和田栗岡野高平大麦l岡野高同大

阪野 阪 野ロ泉中中水中阪

屋ロ橋屋橋屋屋口屋屋屋口屋橋屋屋原

一一
一

了
四

了
五

五四四四四三三三三三三二二二二同二二同二

一三二一一三一一一八四二二二二 二一 一
八 O八一一 O五五五 八八七七 二九七
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利

根

二

号

五

号

利

根

三

号

利

根

四

号

十

三

号

十

四

号

十

五

号

甲

十

五

号

伊
勢
町
一
号

伊
勢
町
二
号

別
枝
十
八
号

十

六

号

伊
勢
町
三
一
号

同

四

号

十

八

号

一

五

号

二

五

号

六

号

十

号
六

号

七

号
一

号

高

出
九山

松松小杉小小杉杉小小松縦小同松小小小小小小小小

丸

小太

板割割太角割 分 太 角 角 割 割 割

角
四丸丸

合
計

壱
肝
九
百
七
十
三
円
七
十
二
銭
三
厘

割割角割割割割割割

一
枚

一
枚

一
枚

一
枚

半
枚

一
枚
半

半
枚

二
枚

一
枚
半

一
枚
半

四
分

二
枚
半

一
枚
半

一
枚
三
分

一
枚
一
分
五
厘

六
枚
四
分

一
枚
半

一
枚
半

四
分
五
厘

一
枚

一
枚

五
分

一
枚

四
十
四
円
二
十
四
銭
二
厘

六
十
六
円
十
一
銭
五
厘

三
十
七
円
三
十
七
銭

四
十
二
円
二
十
三
銭

十
九
円
五
十
四
銭

四
十
五
円
五
十
五
銭

十
四
円
七
十
四
銭
五
厘

六
十
三
円
八
銭
五
厘

五
十
四
円
三
十
一
銭
五
厘

五
十
八
円
七
十
五
銭

七
円
八
十
一
銭

十
三
円
五
十
九
銭

五
十
九
円
二
十
五
銭

五
十
三
円
三
十
四
銭

三
十
八
円

二
百
五
十
八
円
二
十
銭
六
厘

九
十
四
銭
三
十
銭

五
十
九
円
三
十
七
銭

七
円
九
十
三
銭

二
十
三
円
六
十
四
銭
一
一
埋

二
十
二
円
六
十
一
銭

二
十
二
円
四
十
四
銭

四
十
四
円
九
十
一
銭
五
厘

囚野田菊合囚平合野栗和田合合野清田清合和

口野泉泉ロ水中水

屋

五
・
二

O

五
・
二

O

屋 屋口

五・一一一

O

六
・
九

六
・
九

八
・
一
一
一
一

八
二
一
七

八
・
三

O

原屋

九
・
一

九
・
二

九
・
三

一
0
・
一
八

一
一
・
一
八

一
一
て
七

三
了
一
四

一
一
一
・
一
三

一
一
一
・
一
一
一

一
一
一
・
一
一
六

三
了
二
八

一
一
了
二
九

屋屋屋屋屋
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売
買
契
約
書

吾
妻
郡
沢
田
村
大
字
下
沢
渡
村
字
加
賀
森
九
百
六
捻
四
番
地

山
林
見
込
面
積
六
段
歩
ノ
内

松
弐
本
縦
弐
本
棒
壱
株
桜
壱
株
百
日
紅
壱
本
除
ク

一
、
残
立
木
悉
皆

代
金
武
吉
田
拾
五
圏
五
拾
銭

今
般
前
書
之
通
り
売
買
契
約
締
結
侯
ニ
就
テ
ハ
左
記
ノ
条
件
ヲ
承
諾

シ
双
方
署
名
録
印
/
上
各
一
通
ヲ
領
収
シ
置
タ
モ
ノ
ト
ス

左
記

一
、
代
金
武
百
四
拾
五
円
五
拾
銭
之
内
契
約
保
証
金
武
拾
五
円
五
拾
銭

即
時
払
込
ミ
残
金
武
百
武
拾
円
ハ
明
治
参
拾
九
年
拾
月
拾
五
日
限
リ

払
込
ノ
事

一
、
物
件
引
渡
期
明
治
参
拾
九
年
拾
月
武
拾
日
限
リ

一
、
物
件
搬
出
期
明
治
四
拾
年
拾
月
或
拾
日
限
リ

一
、
代
金
支
払
期
日
迄
ニ
払
込
ヲ
完
了
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
売
波
人
ニ
於
テ

猶
予
ナ
タ
更
ニ
他
へ
売
却
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
但
シ
此
ノ
場
合
買
受

人
ニ
於
テ
故
障
ス
ル
ヲ
得
ズ

一
、
隣
地
-
一
関
ス
ル
損
害
ハ
買
受
人
ノ
負
担
ト
ス

明
治
参
姶
九
年
九
月
参
拾
日

群
馬
県
吾
妻
都
沢
田
村

売
渡
人
村
長
町
田
虎
三
郎

群
馬
県
吾
妻
郡
伊
参
村
大
字
五
反
田
村

五
拾
九
番
地

特輯V

買

受

人

唐

沢

杢

平

次
に
材
木
の
製
品
の
売
買
契
約
の
例
を
一
ツ
だ
け
掲
げ
て
見
ょ
う

契
約
書

馬
車
軌
道
用
枕
木
売
買
ニ
付
売
渡
人
唐
沢
儀
平
ト
買
受
人
吾
妻
温
泉

馬
車
軌
道
株
式
会
社
々
長
田
中
甚
平
ト
契
約
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
ジ

一
、
莱
材
枕
木
長
サ
四
尺
五
寸
以
上
厚
サ
参
寸
幅
四
寸
(
正
寸
法
〉

壱
等
材
〈
角
通
シ
)
壱
挺
代
金
拾
四
銭
ハ
伊
勢
町
着
会
社
指
定
場
所

納
)

武
等
材
ハ
丸
付
又
ハ
曲
リ
〉
壱
挺
金
拾
戒
銭
(
同
前
)

二
、
壱
等
威
等
材
ノ
選
別
ハ
会
社
ノ
定
ム
ル
所
二
依
ル

三
、
売
買
ノ
数
量
ハ
合
計
八
百
挺
ト
ス

四
、
売
買
代
金
ノ
授
受
ハ
現
品
受
渡
後
ニ
於
テ
ナ
ス
モ
ノ
ト
ス
但
シ
都

合
ニ
依
リ
売
買
双
方
ノ
協
議
ニ
依
リ
内
渡
金
ノ
授
受
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ヲ

得
五
、
現
ロ
間
引
渡
ノ
期
限
ハ
明
治
四
十
四
年
一
月
三
十
一
日
限
リ
ト
ス

右
売
買
双
方
異
議
ナ
キ
ニ
依
リ
本
書
気
通
ヲ
作
リ
各
其
壱
一
通
ヲ
有
ス

明
治
四
十
三
年
十
一
月
二
十
五
日

吾
妻
郡
中
之
条
町
大
字
伊
勢
町
乙
九
八
八
番
地

吾
妻
温
泉
馬
車
軌
道
株
式
会
社

買
受
人
取
締
役
社
長
田
中
甚
平

吾
妻
郡
伊
参
村
大
字
五
反
田
村
五
十
九
番
地

売

渡

人

唐

沢

儀

平
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n
4
 

次
に
材
木
の
販
売
の
関
係
で
あ
る
が
、
明
治
八
年
に
お
い
て
は
表
3
に
見
る
よ
う
に
二
月
か
ら
四
月
一
っ
ぱ
い
ま
で
の
出
荷
に
お
い

て
、
出
荷
回
数
三
十
二
回
で
筏
三
十
五
・
五
枚
で
あ
っ
て
、
筏
一
枚
の
材
積
が
平
均
二
十
五
石
と
見
て
約
九

O
O石
近
い
木
材
が
春
の
三

カ
月
間
で
前
橋
方
面
へ
出
荷
さ
れ
て
い
た
。
文
明
治
二
十
八
年
に
お
い
て
は
、
和
泉
屋
商
庖
だ
け
で
も
春
先
の
荷
が
筏
十
三
・
三
枚
で
約

三
三

O
石
ば
か
り
出
て
い
る
。
こ
の
頃
は
ま
だ
個
人
で
は
東
京
方
面
へ
の
出
荷
の
形
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
だ
。
(
表
4
〉

地場産業木材の歴史

中
国
の
材
木
販
売

中田印筏2月5日

筏号数|種類|枚数|調査)(材木庖又

中田号印
和泉屋松次郎商庖10 小割筏 1枚

11 号 小害4 1.5枚 増田甚平商庖

12 号 ' 1.8枚 和泉屋松次郎商庖

13 号 ' 1.5枚 増田甚平商庖

14 号 丸太筏 1枚 小曽線甚八商庖

15 号 小割筏 1枚 田中屋喜兵衛商広

16 号 • 1枚 増田甚平商庖

17 号 u 2枚 田中屋喜兵衛商底

18 号 • 1枚 高橋只八商庖

19 号 ' 1枚 田中屋喜兵衛商庖

20 号 H 1枚 高橋只八商庖

21 号 " 1枚 和泉屋松次郎商庖

22 号 • l枚 田中屋喜兵衛商庖

23 号 N 1枚 和泉屋松次郎商底

24 号 " 1枚 和泉屋松次郎商庖

25 号 H 1.7枚 和泉屋松次郎商庖

26 号 • 1枚 和泉屋松次郎商庖

27 号 N 1枚 増田甚平商底

28 号 H 1枚 田中屋喜兵衛商庖

29 号 " 1枚 小池屋仁三郎商庖

30 号 • 1枚 和泉屋松次郎商庖

31 号 n 1枚 田中屋喜兵衛商庖

32 号 ' 1枚 平野屋茂平治商庖

33 号 ， 1枚 小池屋仁三郎商広

34 号 • 1枚 小池屋仁三郎商広

35 号 ' l枚 和泉屋松次郎商庖

36 号 H 1枚 田中屋喜兵衛商庖

37 号 • 1枚 和泉屋松次郎商庖

38 号 ' 1枚 田中屋間兵衛商庖

39 号 ' 1枚 小池屋仁三郎商J苫
40 号 • 1枚 大津屋商庖

41 号 • l枚 小池屋仁三郎商底

表3 明治8年春出荷前橋方面取引先
より 4月30日まで

35.5枚 筏1枚平均 25石として
約887石出荷回数32回

合計
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表4 明治28年2月15日より 7月12日まで前橋和

泉屋商庖へ出荷分仕切書中田印

筏号数|日時|枚数|仕切金額陪乗賃金

円銭厘円銭厘

2 月15 日 1l857枚枚枚枚枚 15. 60. 31 2. 26. 3 3月18日1.813(1 25. 82. 31 4. 18. 3 
3月18日 0.513(1 9. 67. 91 1. 17. 5 
3月27日 20.97. 81 2. 27. 6 
4月10日1.713(1 31. 82. 61 3. 85. 6 

IJ 11 3枚 66.63. 91 6. 57. 8 

4 )119日1.513(1 28. 72. 91 3. 39. 5 
4 J'l25日1.513(1 31. 48. 51 3. 32. 5 

5 J'l14日 i 23. 77. 51 2. 22. 5 
6 月月 9 日; 1. 4al 31. 15. 81 3. 10. 8 

円銭厘円銭厘
333. 30. 001 36. 98. 5 

14回 13.3枚1

筏乗1回平均2円64銭 2厘 (2人)

1枚25石として 13.3枚 332石5斗

1枚平均 25円43銭 7厘

明
治
三
十
年
前
橋
方
面
の
出
荷
に
つ
い
て
は
、
出
荷
数
も
急
速

240 

に
伸
び
て
筏
の
数
に
お
い
て
五
十
一
回
を
数
え
、
約
一
五

O
O石

で
、
売
上
高
は
一
九
七
三
円
七
二
銭
三
厘
に
達
し
た
。
明
治
三
十

一
年
に
な
っ
て
東
京
木
場
の
問
屋
太
田
屋
徳
九
郎
商
庖
と
の
直
接

取
引
が
見
え
て
く
る
。
明
治
三
十
一
年
春
に
お
い
て
四
月
中
旬
よ

り
五
月
中
旬
ま
で
二
ヶ
月
間
の
取
引
に
お
い
て
七
回
出
荷
し
て
お

り
、
売
上
金
額
一
千
二
百
八
十
七
円
八
十
六
銭
と
な
っ
て
い
る
。

表 5 東京木場太田屋徳九郎商庖との取引仕切
書

年度|乗出目|乗入日|数量|金 [ 

円銭厘

明治，'31年 44455月///ノ22212391日筏55枚，}l1 } l l 

1. 287. 86. 0 
11 15/1 1 5/3 1 2 IJ 
11 1 5 /21 1 6 / 3 1 3 
11 1 6 /12 1 6 /16 1 3 

37$1 3 /20 1 3 /30 1 2 1 225. 00.9 
IJ 39$1 11/10 1 12/ 1 1 1 1 111.97.2 

11 1 1 10/8 1 1 11 580.40.0 
11 1 1 10/21 1 4 

8 4445 年年 12/21 1 321. 56. 8 

(3出12‘、 4章22k号号一〉〉〉 2 3 2S枚 155.03 創11 1 (8 ~) 1 3 /21 11. 66 1 142. 56. 7 
11 1 C10~) 1 5/1 11. 73 1 89.15.5 
IJ 1(1， 2%)1 5 /8 12. 2 1 213. 89. 5 

大正元年 3//124 7分枚63厘分 29.14.1 
IJ 1(3， %4)1 5 /14 1313(3711 661. 90. 5 

(表
5
〉
明
治
四
十
二
年
に
於
て
は
同
じ
東
京
木
場
の
鎌
五
北
村
菊
次
郎

商
庖
へ
も
五
回
出
荷
し
て
五
百
八
円
六
十
銭
九
厘
の
売
上
を
得
て
居
る

ょ
う
だ
。
(
表
6
)
こ
の
よ
う
に
中
之
条
を
中
心
と
し
て
東
部
吾
妻
の
木

材
は
材
質
の
良
さ
も
手
伝
っ
て
筏
輸
送
に
よ
り
前
橋
方
面
へ
更
に
東
京

木
場
へ
と
出
荷
さ
れ
て
好
況
を
呈
し
た
。
又
養
蚕
を
除
い
て
こ
れ
と
云

っ
た
産
業
も
な
い
こ
の
山
間
地
の
地
場
産
業
と
し
て
多
く
の
人
達
が
そ

の
仕
事
に
た
ず
さ
わ
っ
て
生
活
の
糧
と
し
、
冬
期
間
に
於
て
は
越
後
、



東京鎌五商庖北村菊三郎仕切書

額

同語圏
203.75.81 

101.06.1 
100.49.2 
103.29・ヨ
508.60.9 

金

表6

年

信
州
方
面
か
ら
も
出
稼
も
多
く
見
ら
れ
、
な
か
に
は
そ
の
ま
ま
此
の
土
地
へ
定
着
し
た
人
達
も
幾
人

か
あ
っ
た
。

さ
き
に
筏
に
付
い
て
は
詳
し
く
述
べ
た
が
、
山
の
立
木
の
買
出
し
、
造
材
、
運
搬
な
ど
に
付
い
て

少
し
触
れ
て
見
ょ
う
。

立
木
買
付

山
林
の
立
木
買
出
し
は
直
接
事
業
主
か
番
頭
が
木
主
の
家
へ
行
っ
て
交
渉
し
て
取
決

め
た
。
明
治
の
初
め
の
頃
は
其
の
対
象
の
山
の
立
木
を
、
残
ら
ず
皆
伐
す
る
よ
う
な
売
買
が
良
く
な

さ
れ
た
。
又
代
金
の
決
済
も
契
約
日
以
降
に
於
て
支
払
延
期
の
分
の
金
額
に
対
し
て
は
一
カ
月
何
割

か
の
利
息
を
支
払
う
よ
う
な
取
決
め
が
な
さ
れ
て
お
り
、
未
だ
銀
行
の
な
か
っ
た
時
代
に
は
木
主
は

利
殖
を
、
買
主
は
資
金
繰
り
に
と
お
互
い
に
便
宜
を
は
か
り
合
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
次
に
売
買
契
約

の
例
を
い
く
つ
か
参
考
に
列
記
す
る
。

立
木
買
証

一
、
立
木
杉
百
九
拾
三
本

右
立
木
前
記
約
定
ヲ
以
テ
買
受
候
処
確
実
也
然
ル
上
ハ
前
約
之
通
リ

残
金
ハ
期
日
通
無
相
違
御
渡
シ
可
申
候
且
伐
採
之
儀
期
限
内
悉
皆
伐
払

可
申
候
為
後
目
立
買
木
受
書
依
テ
如
件

吾
妻
郡
伊
参
村
大
字
五
反
田
村

唐
沢
杢
平
⑪

明
治
三
十
四
年
八
月
三
十
一
日

同
郡
同
村
大
字
大
道
新
田

小
淵
照
吉
殿

杉
立
木
売
渡
証

吾
妻
郡
沢
田
村
大
字
上
沢
渡
字
反
下
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一
、
立
木
縦
壱
本

〆
本
数
百
九
拾
四
本

此
賞
受
代
金
六
百
七
拾
円
也

内
金
百
円
也
手
附
金
ト
シ
テ
相
渡

残
金
参
百
円
也
九
月
二
十
五
日
限

金
武
百
七
拾
円
也
十
月
二
十
五
日
限

両
度
ニ
可
相
渡
約
定

伐
採
期
限
満
三
ヶ
年
之
約
定



一
、
杉
立
木
参
百
弐
拾
七
本

此
売
渡
金
武
百
六
姶
円
也
但
シ
(
壱
尺
五
寸
ヨ
リ
四
尺
二
寸
迄
)

内
金
武
拾
六
円
手
付
金
ト
シ
テ
本
日
受
取
リ

残
金
参
拾
四
円
也
山
始
メ
際
受
取
ル
約
定

残
金
壱
百
円
也
本
年
十
二
月
拾
五
日
払
込
約
定

残
金
壱
百
円
也
明
治
四
十
年
参
月
拾
五
日

払
込
約
定

一
、
山
終
り
満
期
明
治
三
拾
九
年
九
月
一
日
向
壱
ヶ
年
間
中
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右
之
金
額
及
ピ
約
定
ヲ
以
テ
正
ニ
売
渡
シ
候
処
実
正
也
然
ル
上
ハ
約

定
期
日
ニ
金
円
払
込
ノ
節
ハ
何
時
運
搬
終
ル
共
柳
モ
故
障
無
之
為
メ
後

日
売
渡
証
書
如
件

明
治
参
姶
九
年
八
月
拾
七
日

吾
妻
郡
沢
田
村
大
字
上
沢
渡
第
七
十
八
番
地

売

渡

人

関

夏

三

郎

吾
妻
郡
伊
参
村
大
字
五
反
田

唐
沢
杢
平
駿

242 

伐
採
杉
皮
剥
削
賃
、
製
材
、
運
搬
等
の
賃
金
の
取
定
め
の
詳
細
は
昭
和
二
年
の
吾
妻
水
運
木
材
組
合
の
決
定
で
後
述
す
る
が
、
明
治
二

十
七
年
に
五
反
田
大
平
山
で
の
賃
金
帳
に
依
る
と
、
杉
角
削
賃
尺
〆
査
本
十
三
銭
三
厘
、
杉
四
分
尺
板
畳
枚
或
厘
五
毛
、
杉
六
分
尺
板
萱

枚
三
厘
三
毛
と
な
っ
て
居
り
、
文
、
明
治
四
十
一
年
に
は
杉
四
分
尺
板
査
枚
武
銭
五
厘
、
杉
六
分
尺
板
萱
枚
武
銭
九
厘
五
毛
と
加
工
賃
も
上

2厘5毛

2銭5厘

8銭

表7

昇
し
、
更
に
昭
和
二
年
に
は
杉
四
分
尺
板
壷
枚
八
銭
、
杉
六
分
尺
板
畳
枚
九
銭
と
他
の
物
価
の
高
騰
に
比
例
し

て
上
っ
て
来
た
。
明
治
二
五
、
四
二
年
、
昭
和
二
年
の
米
一
升
価
格
と
杉
四
分
尺
板
一
枚
挽
貨
を
表
7
に
示
す
。

常
傭
で
木
挽
の
賃
金
は
明
治
四
十
二
年
に
一
人
五
十
五
銭
だ
っ
た
も
の
が
昭
和
二
年
に
は
一
目
安
円
五
拾

銭
で
あ
っ
た
。
杉
皮
の
剥
賃
等
も
明
治
四
十
二
年
に
は
萱
坪
(
寛
尺
武
寸
四
方
四
重
ヲ
畳
坪
)
当
り
或
銭

(
秋
皮
)
だ
っ
た
も
の
が
、
昭
和
二
年
に
は
四
銭
五
厘
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
前
橋
市
野
口
材
木
庖
庖
主
野
口

源
一
郎
翁
に
前
橋
に
お
け
る
木
材
業
の
発
達
に
つ
い
て
大
正
期
の
思
い
出
等
を
聞
い
て
見
た
。

前
橋
の
木
材
業
の
発
達

前
橋
市
は
北
部
及
び
北
西
部
に
利
根
、

吾
妻
と
い
う
一
大
木
材
生
産
地
を
控
え
て
お
り
、
特
に
建
築
材
と
し
て

大
量
に
消
費
さ
れ
る
良
質
な
針
葉
樹
が
豊
富
で
、
古
く
か
ら
前
橋
方
面
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へ
流
入
し
て
い
た
。
輸
送
も
利
根
川
、
吾
妻
川
の
水
流
を
利
用
し
、
素
材

及
び
半
製
品
を
筏
に
組
ん
で
情
緒
豊
か
に
前
橋
ま
で
搬
入
し
た
。
前
橋

に
於
け
る
荷
揚
げ
の
場
所
は
、
現
在
の
大
渡
橋
の
下
流
付
近
の
流
れ
の

ゆ
る
や
か
な
広
い
場
所
で
、
市
内
で
消
費
さ
れ
る
材
は
そ
こ
か
ら
各
木

材
商
の
広
に
引
取
ら
れ
た
。
ま
た
、
東
京
方
面
へ
の
出
荷
は
そ
こ
を
中

継
地
と
し
て
、
筏
を
大
き
く
組
み
宣
し
て
大
量
に
出
荷
さ
れ
た
。
大
渡

の
河
岸
に
は
筏
問
屋
の
増
田
福
太
郎
と
云
う
人
が
居
て
一
切
筏
の
出
入

等
す
べ
て
を
取
仕
切
っ
て
い
た
。
又
製
品
の
取
継
ぎ
入
札
等
市
場
的
な

問
屋
を
増
田
和
五
郎
と
い
う
人
が
し
て
い
た
。
大
渡
か
ら
庖
ま
で
は
材

木
を
荷
車
に
積
ん
で
運
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。
又
大
波
か
ら
東
京
方
面
へ

送
る
に
は
利
根
吾
妻
か
ら
来
た
筏
を
倍
ぐ
ら
い
に
継
い
で
、
五
料
河
岸

(
現
在
の
玉
村
地
内
)
ま
で
行
き
、
そ
こ
で
更
に
大
き
く
継
い
で
東
京

ま
で
送
っ
た
。

五
料
ま
で
は
川
舟
も
良
く
見
え
た
よ
う
だ
。
筏
の
乗
人
は
五
料
か
ら

半
分
ぐ
ら
い
は
又
前
橋
に
戻
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
大
渡
は
筏
の
集
散
地

だ
っ
た
の
で
筏
乗
人
が
多
勢
住
ん
で
居
り
、
河
岸
近
く
に
は
后
も
立
並

び
一
時
は
股
賑
を
極
め
た
。
筏
を
継
ぐ
の
に
藤
蔓
を
使
う
の
で
材
木
に

穴
を
あ
け
る
た
め
、
丈
三
の
材
を
送
る
の
に
一
丈
四
尺
に
造
材
し
て
あ

る
も
の
も
あ
っ
た
。
現
在
で
も
木
曽
で
は
そ
の
名
残
か
十
四
尺
に
造
材

し
て
い
る
所
も
あ
る
よ
う
だ
。
取
引
は
手
形
な
ど
は
な
く
す
べ
て
現
金

取
引
で
売
主
は
必
要
な
時
前
橋
へ
出
か
け
て
勘
定
を
し
た
。
材
木
は
庖

に
木
挽
職
人
が
い
て
製
品
に
し
、
板
な
ど
は
角
を
引
い
て
そ
の
端
を
少

し
付
け
て
置
い
て
客
が
来
る
と
一
枚
ず
つ
は
が
し
て
売
っ
た
も
の
で
し

た
。
そ
の
う
ち
に
前
橋
で
も
一
番
古
い
材
木
屋
と
云
わ
れ
た
平
野
屋
須

田
茂
平
治
と
い
う
人
が
馬
力
で
丸
鋸
を
動
か
し
て
製
材
を
始
め
た
。
明

治
四
十
三
年
の
共
進
会
に
は
や
っ
て
い
た
記
憶
が
あ
る
。
そ
の
頃
か
ら

利
根
吾
妻
両
河
川
に
目
を
つ
け
た
産
業
界
は
両
河
川
各
所
に
ダ
ム
で
水

を
せ
き
止
め
水
力
発
電
所
を
作
る
よ
う
に
な
り
、
永
く
続
い
た
水
運
に

よ
る
輸
送
方
式
は
消
え
た
。
一
方
貨
物
自
動
車
の
発
達
に
よ
る
輸
送

と
、
製
材
も
人
力
の
木
挽
か
ら
電
気
動
力
に
よ
る
丸
鋸
へ
、
ま
た
帯
鋸

へ
と
製
材
力
の
方
も
一
段
の
進
歩
を
避
け
た
。
又
一
方
消
費
の
方
も
製

糸
業
界
の
股
盛
に
よ
り
各
所
に
製
糸
工
場
が
建
築
さ
れ
、
そ
こ
に
従
事

す
る
女
子
工
員
の
寄
宿
舎
等
が
建
築
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
資
材

の
大
半
は
木
材
で
あ
っ
た
た
め
、
木
材
業
界
も
盛
況
だ
っ
た
。

(
註
〉
わ
が
国
で
最
初
の
機
械
カ
製
材
は
明
治
八
年
(
一
九
七
五
)
静
岡
県
天

竜
川
下
流
の
河
輸
村
の
、
産
業
社
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
動
力
は
蒸
気
を

用
い
、
竪
鍍
と
円
鋸
を
一
台
ず
つ
備
え
た
と
い
う
。

次
に
大
正
八
年
に
創
立
に
な
っ
た
吾
妻
水
運
木
材
組
合
の
定
款
を
掲
げ
、
更
に
役
員
、
賃
金
等
の
取
決
め
を
記
し
て
当
時
の
吾
妻
の
木

材
業
界
の
概
要
を
見
た
い
、
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吾
妻
水
運
木
材
組
合
定
款
ハ
第
八
・
十
一
・
十
二
・
十
三
条
略
〉

第
一
条
本
組
合
ハ
吾
妻
川
筏
川
下
材
木
業
者
ヲ
以
テ
組
織
シ
相
互
ノ
親

陸
ヲ
敦
シ
進
テ
製
品
ノ
改
善
ヲ
図
り
共
同
一
致
業
務
ノ
発
展
ヲ
期
久

ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

第
二
条
本
組
合
ハ
吾
妻
水
運
木
材
組
合
ト
称
ス

第
三
条
本
組
合
ノ
目
的
ヲ
遂
行
ス
ル
為
メ
左
ノ
事
業
ヲ
行
フ

て
吾
妻
川
筏
流
下
ノ
使
益
ヲ
図
ル
コ
ト

二
、
毎
年
一
回
総
会
ヲ
関
キ
重
要
事
項
ヲ
議
決
ス

三
、
組
合
員
ニ
シ
テ
不
慮
ノ
災
厄
ニ
開
催
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
慰
問
ヲ
ナ
ス

四
、
従
業
者
ニ
ツ
テ
永
年
勤
勉
職
務
ニ
忠
実
ナ
ル
者
ヲ
表
彰
ス
ル
コ

特輯V

五
、
従
業
者
-
一
シ
テ
不
慮
ノ
災
厄
三
権
リ
タ
ル
時
ハ
慰
問
ヲ
ナ
ス

第
四
条
本
組
合
事
務
所
ヲ
当
分
中
之
条
町
九
百
拾
八
番
地
ニ
置
タ

第
五
条
会
議
ハ
左
ノ
二
種
ト
シ
組
ム
長
之
ヲ
招
集
ス
総
会
評
議
員
会

総
会
ハ
毎
年
月
日
ト
定
ム
但
シ
時
宜
ニ
依
り
伸
縮
ス
ル
コ
ト
ア

ル
ヘ
シ

第
六
条
本
組
合
ニ
左
ノ
役
員
ヲ
置
タ
但
シ
役
員
ハ
総
テ
名
誉
職
ト
ス

一
、
組
合
長
壱
名
組
合
一
切
ノ
事
務
ヲ
総
轄
シ
組
合
ヲ
代
表
ス

二
、
副
組
合
長
壱
名
組
合
長
ヲ
補
佐
シ
組
合
長
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
代

理
ス

三
、
評
謹
員
拾
名
重
要
事
項
ヲ
審
議
シ
事
務
ヲ
分
掌
ス

園
、
幹
事
弐
名
庶
務
会
計
ヲ
掌
ル

第
七
条
総
会
ニ
於
テ
ハ
関
係
諸
賃
金
ノ
協
定
組
合
員
提
出
事
項
ノ
決
議

前
年
度
目
一
一
於
ケ
ル
庶
務
会
計
等
ノ
報
告
ヲ
ナ
ス

但
シ
総
会
ノ
決
議
ヲ
求
メ
ン
ト
ス
ル
事
項
ハ
会
期
前
ニ
組
合
長
ニ
提

出
ス
ベ
シ
総
会
ニ
提
案
ノ
可
否
ハ
評
議
員
会
-
一
於
テ
之
ヲ
決
ス

第
九
条
本
組
合
ノ
経
費
ハ
加
入
金
割
当
金
寄
附
金
ヲ
以
テ
支
弁
ス

第
十
条
新
ニ
加
入
セ

γ
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
加
入
金
三
円
ヲ
添
へ
組
合
員
ノ

紹
介
ヲ
以
テ
申
込
書
ヲ
提
出
ス
ベ
シ

吾
妻
水
運
木
材
組
合
役
員
を
あ
げ
る
と

組
合
長
大
塚
丈
七
、
副
組
合
長
唐
沢
杢
平
、
評
議
員
兼
幹
事
神
保
寛

五
郎
、
小
野
塚
熊
吉
、
評
議
員
新
井
藤
吉
、
山
口
福
八
、
南
波
嘉
平

次
、
小
池
惣
士
口
、
小
池
亀
三
郎
、
平
形
嘉
平
、
橋
田
和
五
郎
、
野
村
三

白
同

次
に
大
正
八
年
吾
妻
水
運
木
材
組
合
の
加
盟
書
に
よ
る
申
込
者
を
み

る
と
吾
妻
郡
で
は
、
中
之
条
町
十
三
人
、
沢
田
村
十
二
名
、
伊
参
村
四

人
、
原
町
十
人
、
岩
島
村
十
人
、
坂
上
村
二
人
、
東
村
三
人
で
あ
っ

た
。
他
都
近
村
で
は
、
小
野
上
村
六
人
、
金
島
村
一
人
、
渋
川
町
、
長

尾
村
各
一
人
、
駒
寄
村
二
人
で
、
こ
れ
に
前
橋
市
の
業
者
八
人
、
桐
生

の
業
者
一
人
な
ど
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
中
之
条
町
外
一
一
一
カ
村
の
業
者
と

そ
の
屋
号
印
を
あ
げ
て
お
く
。

中
之
条
町
@
小
野
塚
熊
士
尺
令
神
保
寛
五
郎
、
菊
池
浜
之
介
、
介

川
上
留
吉
、
合
小
池
安
重
郎
、
舎
関
梅
吉
、
令
閃
国
大
矢
軍
治
、
園
浅

田
竹
松
、
命
遠
藤
藤
太
郎
、
③
田
村
輿
吉
、
ハ
小
〉
小
野
作
治
郎
、
合

小
池
熊
吉
、
田
中
、
樋
口
徳
造
、
沢
田
村
令
福
田
常
三
郎
、
一
制
関
倉

次
郎
、
@
宮
崎
泉
十
郎
、
金
安
原
久
造
、
今
回
村
夏
蔵
、
@
山
口
福
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八
、
到
安
原
繁
蔵
、
樋
田
倉
次
郎
、
島
村
近
作
、
新
井
藤
吉

伊
参
村
中
田
唐
沢
杢
平
、
司
村
山
音
議
、
山
崎
嘉
太
郎
、
蟻
川
重

郎
平
。昭

和
二
年
の
組
合
員
名
簿
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
に
新
規
加
入
者
が
増

え
て
い
る
が
、
わ
が
旧
四
カ
町
村
の
新
加
入
者
を
み
る
と
、
中
之
条
町

は
篠
原
貞
三
郎
、
村
山
平
次
郎
、
荒
木
豊
次
、
桑
原
準
一
、
剣
持
龍
三

郎
、
小
林
彦
松
、
蟻
川
巻
太
郎
、
橘
田
伊
助
(
八
名
〉
、
沢
田
村
は
関
喜

作
(
一
人
〉
、
伊
参
村
は
笠
原
鶴
次
郎
(
一
人
〉
で
あ
っ
た
。

な
お
こ
の
水
運
木
材
組
合
で
は
昭
和
二
年
に
賃
金
等
も
取
決
め
て
い

る
。
各
木
材
(
松
杉
菜
棒
)
の
各
種
類
ご
と
に
賃
金
が
詳
し
く
規
定
さ

れ
て
い
る
が
、
余
り
に
細
部
に
わ
た
る
の
で
紙
幅
上
か
ら
そ
の
金
額
は

こ
れ
を
省
く
。
こ
こ
で
は
、
わ
が
四
カ
町
村
内
の
各
地
か
ら
の
運
搬
賃

だ
け
を
示
し
て
お
く
。

運
搬
賃
之
部

但
鉾
理
筏
組
場
所
迄
杉
丈
三
尺
〆
壱
本
-
一
対
ス
ル
賃
銭
、
栗
材
ハ
尺

〆
七
分
、
松
材
ハ
尺
〆
八
分
ヲ
以
テ
杉
角
壱
本
-
一
対
ス
ル
賃
銭
ヲ
仕

梯
事

一
岩
本
ヨ
リ

一
五
反
田
中
央
ヨ
リ

一
同
五
料
ヨ
リ

一
折
田
中
央
ヨ
リ

一
四
万
新
湯
ヨ
り

一
同
駒
岩
ヨ
リ

地場産業木材の歴史

但尻栃横大赤蟻岡大同同岡山間同同向上上同下同
シ高久尾塚 坂 川 本 道 高 寺 細 田 大蛇湯奥沢沢菅沢君

筏三ヨ保ヨヨヨヨ村新沼社尾大岩野 峯 反 渡 渡 田 渡 之
乗了リヨリリリリヨ回ョ原ョ竹ヨヨヨ下反湯ヨ金尾
賃以 リ リ鴨リヨリョ!I !Iリョ下原り原ヨ
之下 石リリ リ ヨ ヨ ヨ リ
部ハ ヨ リリリ
山 リ
出
、ン

賃
仕
払金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
不九壱五八九八壱壱五八壱六壱壱四壱八五四四五
申姶円拾拾拾拾円円拾拾円拾円円拾円拾拾拾拾拾
候七六六壱 銭壱七六六八四銭六 八弐銭参八五弐

銭拾銭銭 銭拾拾銭銭拾 拾 銭拾 銭銭銭銭
壱 七銭参銭九
銭銭銭銭
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金
壱
円
五
銭

金
五
拾
七
銭

金
九
姶
参
銭

金
参
拾
七
銭

金
壱
円
五
銭

金
七
拾
銭
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但
長
サ
三
丈
一
暢
六
尺
五
寸
厚
壱
尺
弐
寸
ヲ
以
テ
筏
壱
枚
ト
定
ム
、
大

材
物
及
寸
尺
-
一
限
り
ア
ル
モ
ノ
ハ
此
ノ
限
ニ
ア
ラ
ズ

一
金
五
円
八
拾
四
銭
岩
島
村
大
字
岩
下
岸
ヨ
リ
前
橋
市
迄

一
金
五
円
四
拾
七
銭
岡
村
三
島
万
木
沢
ヨ
リ
前
橋
市
迄

一

金

五

円

九

銭

岡

村

郷

原

ヨ

リ

前

橋

市

迄

一
金
四
円
七
拾
壱
銭
原
町
反
部
ヨ
リ
前
橋
市
迄

一
金
四
円
四
拾
壱
銭
原
町
東
橋
ヨ
リ
同
所
迄

一
金
四
円
参
拾
四
銭
中
之
条
町
山
田
川
ヨ
リ
前
橋
市
迄

一
金
四
円
拾
九
銭
同
町
伊
勢
町
ヨ
リ
同
所
迄

一

金

四

円

壱

銭

同

町

市

城

ヨ

リ

同

所

迄

一
金
参
円
四
拾
四
銭
東
村
大
字
五
丁
回
ヨ
リ
前
橋
市
迄

一
金
参
円
弐
拾
銭
群
馬
郡
小
野
上
村
大
字
村
上
ヨ
リ
同
所
迄

一
金
弐
円
六
拾
六
銭
群
馬
郡
小
野
上
村
大
字
小
野
子
ヨ
リ
前
橋

市
迄

一

金

九

拾

四

銭

前

橋

市

ヨ

リ

上

ノ

宮

迄

一

金

壱

円

也

前

橋

市

ヨ

リ

佐

波

郡

芝

根

村

五

料

岸

迄

一
金
参
円
八
拾
五
銭
前
橋
市
ヨ
リ
東
京
深
川
迄

一

金

五

拾

七

銭

筏

一

枚

組

賃

但
渋
川
上
リ
ノ
分
ハ
前
橋
乗
賃
ノ
金
参
拾
銭
引
ヲ
支
払
事
、
渋
川
下

途
中
上
リ
ハ
前
橋
乗
賃
ヲ
支
払
事

特穏V

一
金
七
円
四
拾
参
銭
利
恨
郡
銚
子
ヨ
リ
前
橋
迄

一
金
五
円
参
拾
弐
銭
同
郡
月
夜
野
ヨ
リ
前
橋
迄

一
金
参
円
八
拾
九
銭
同
郡
鷺
石
橋
及
ピ
戸
鹿
野
ヨ
リ
同
所
迄

一
金
弐
円
六
拾
六
銭
群
馬
郡
上
白
井
ヨ
リ
前
橋
市
迄

但
シ
大
材
ノ
分
ハ
此
限
ニ
ア
ラ
ズ

一
、
筏
組
ミ
乗
り
河
岸
地
代
其
他
諸
材
料
費
負
担
ニ
テ
尺
〆
壱
本
ニ
対

ス
ル
賃
金
ノ
標
準
ハ
大
体
左
ノ
通
リ
ト
定
ム
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村霊東
山

書自呈j河困1とl 

四 五 占ノ、
杉十 十 十

銭四 七銭銭 角

主五十銭f 

十五ノ、八

一3依寸企十主銭

十 七
十八

五 十銭

』十五五九呈皇室一
角

ノ十五、
2十八!... 

栗

角
虫色 主主

同 同 事童着河岸

所 所

但
シ
大
小
軽
重
ユ
依
リ
増
減
ア
ル
ベ
シ

注

意

一
、
組
合
員
ハ
相
互
ノ
公
益
ヲ
重
ン
ジ
同
業
者
ニ
不
利
不
便
ヲ
与
ヘ
ザ

ル
様
特
ニ
注
意
ヲ
要
ス
ル
コ
ト

以
上
の
よ
う
に
厳
密
に
取
定
め
が
な
さ
れ
て
居
り
事
業
主
も
又
労
務

者
も
賃
金
等
の
決
裁
に
は
此
の
標
準
に
依
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
比
較
的

ス
ム
ー
ズ
に
労
使
関
係
は
保
た
れ
て
居
た
よ
う
だ
。

次
に
伐
採
造
材
木
挽
等
、
現
今
で
は
そ
の
作
業
の
仕
方
が
考
え
ら
れ
な
い
程
変
っ
て
来
て
居
る
の
で
、
聞
き
取
り
等
で
一
応
記
し
て
置

ヤ

』

A
J
。
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通
常
杉
は
良
い
材
料
を
得
る
た
め
と
、
材
料
を
軽
く
し
て
山
出
し
、

運
搬
を
楽
に
す
る
た
め
と
、
杉
皮
を
屋
根
の
葺
材
と
し
て
取
る
た
め
に

そ
の
皮
の
剥
げ
る
時
期
伐
芯
を
見
て
伐
倒
し
た
。
中
之
条
近
辺
で
は
普

通
春
は
四
月
中
旬
か
ら
五
月
一
つ
ば
い
ぐ
ら
い
、
秋
は
七
月
二
十
日
頃

か
ら
九
月
中
旬
ま
で
の
時
期
で
、
伐
倒
し
て
先
端
の
芯
枝
だ
け
残
し
て

へ
ら

枝
を
払
い
、
鏡
と
い
う
杉
皮
剥
ぎ
の
道
具
を
使
っ
て
二
尺
二
寸
ず
つ
の

長
サ
に
剥
い
で
、
一
枚
を
二
尺
二
寸
平
方
に
並
べ
て
一
通
り
と
し
、
四

か
さ
ね
と
お

枚
重
ね
で
杉
皮
一
坪
と
し
て
、
二
十
重
〈
通
り
と
言
っ
た
〉
を
一
束
と

し
数
へ
易
い
よ
う
に
、
単
位
毎
に
杉
の
小
葉
を
鉄
ん
で
棚
に
積
ん
で
置

い
た
。
秋
の
皮
の
方
が
虫
も
付
か
な
か
っ
た
の
で
約
二
割
位
い
値
段
も

良
か
っ
た
そ
う
だ
。
普
通
の
柏
人
だ
と
二

O
O通
り
・
ぐ
ら
い
剥
い
だ
が

腕
の
良
い
職
人
は
倍
の
四

O
O通
り
も
剥
い
だ
者
も
い
た
。
皮
を
剥
い

だ
木
は
乾
燥
さ
せ
る
た
め
に
約
一
カ
月
間
経
っ
て
か
ら
(
あ
ま
り
置
き

す
ぎ
る
と
、
ひ
び
割
れ
が
大
き
く
な
り
過
ぎ
る
)
造
材
(
玉
伐
り
)
を

し
た
。
機
械
製
材
の
発
達
し
な
い
時
期
は
伐
倒
し
た
山
で
大
経
木
の
も

の
は
引
割
っ
た
り
、
角
材
に
削
っ
た
り
、
あ
る
い
は
板
に
引
い
て
山
出

し
を
し
た
。
山
出
し
も
直
接
木
の
元
へ
斧
で
穴
を
あ
け
て
藤
蔓
を
通
し

易
、
齢

υ

て
引
い
た
土
引
か
ら
、
木
製
の
小
経
の
輸
を
付
け
た
「
地
ゴ
ロ
」
、
橋
等

を
使
っ
て
荷
車
な
ど
が
入
る
場
所
ま
で
運
び
出
し
た
。
集
材
場
所
(
土

場
と
い
う
)
か
ら
は
荷
車
、
又
は
牛
車
等
で
筏
の
組
場
所
ま
で
運
ん

だ
。
機
械
製
材
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
ト
ラ
ッ
ク
の
発
達
も
あ
り
、
次

第
に
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
一
本
に
な
り
製
材
工
場
へ
直
接
搬
入
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
職
人
の
仕
事
量
、
仕
事
賃
等
も
個
人
差
が
非
常
に
多
い
が
、

玉
伐
り
も
普
通
皮
の
剥
い
で
あ
る
も
の
で
二
十
石
か
ら
二
十
五
石
位
伐

っ
た
。
昭
和
十
年
頃
の
仕
事
賃
金
を
見
る
と
、
玉
伐
り
で
杉
皮
を
剥
い

も
み

だ
も
の
で
尺
〆
一
本
(
一
石
三
斗
〉
金
八
銭
皮
付
き
の
杉
、
機
栗
等
は

十
五
銭
で
、
土
方
人
夫
貨
は
一
日
五
十
銭
ぐ
ら
い
、
造
材
の
方
は
上
人

夫
で
八
十
銭
は
し
た
。
比
較
的
賃
金
は
技
術
量
も
入
る
の
で
良
か
っ
た

よ
う
だ
。
山
出
し
も
「
地
ゴ
ロ
」
に
は
一
台
約
二
石
か
ら
二
石
五
斗
位

は
積
み
、
檎
も
場
所
に
よ
り
異
な
る
が
三
石
乃
至
五
石
ぐ
ら
い
ま
で
は

運
ん
だ
よ
う
だ
。
(
福
田
宗
次
郎
の
話
を
参
考
に
し
た
)

又
山
の
伐
出
し
に
は
そ
れ
ぞ
れ
責
任
者
(
先
山
)
が
あ
り
、
大
き
い
山

に
な
れ
ば
小
屋
掛
け
を
し
て
幾
人
か
職
人
を
泊
め
て
置
き
、
木
主
ハ
元

締
〉
か
ら
必
要
な
金
品
、
味
噌
、
米
等
の
仕
送
り
を
受
け
て
仕
事
を
し
た
。

次
に
明
治
四
拾
参
年
に
於
け
る
中
田
材
木
庖
の
仕
送
台
帳
を
見
る
と

仕
送
り
、
仕
事
高
精
算
勘
定
に
総
支
払
高
四
千
四
百
拾
参
円
九
銭
と
な

っ
て
農
り
、
一
人
常
傭
手
間
六
十
銭
と
見
て
も
延
人
員
約
七
千
三
百
人

表8 明治四十三年度中田

材木唐仕送台帳より

仕払先氏名|金 額|

円銭厘
1， 433. 98.。
1，058.82.2 
552.07.2 
345.33.4 
225.47.9 
51. 22. 0 
96.72.0 
53.00.0 
83.51. 0 
34.50.0 
11. 58. 5 
79.00.8 
81.10.0 
79.95.6 
72.44.5 
29.48.0 
124.87.9 

Aロ. 計 14，413.09. 0 
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明治44年度金銭出納帳抜率

特揖V

表9

(4月1日"""6月6日〉

月 日|金額| 摘 要|相手方

円銭
4月1日 2.00 張板2枚 伊建勢町 慶

4 /14 20間板代

F51 4/20 3.80 粟屋根板10束

5/3 1. 40 粟屋根板代内金雲中之3舎
5 /12 90板代 中村水車連

5/21 7.20 粟屋根板代
車中毒条屋|

" 50松切板 1枚 売

5/29 1. 50 寧歯代内入
新平田次 郎

' 3.00 粟屋根板代 房西中之条吉

6/3 20.00 金沼之上舟板代内新井辰五郎

• 30.00 同上 福田弥七

6/4 50.00 向上 黒 岩

6/5 62.00 勘定済 和泉屋

' 50.00 内 金 野 口

• 35.50 相済
富川町田

• 30.00 内 金 zjIl町田

" 50.00 内 金 嶋 倉

6/6 25.50 相 済 増 回

• 80.00 内 金 小平柳町 形

• 5.00 内 金 伊 藤

' 43.10 役場より 建 栄

' 12.20 杉皮代相済 平 村 今

" 12.50 杉寸61尺枚巾3尺厚5赤坂の人

• .40 松3尺切り抜1枚同 上

• 200.00 東京より送金 太田屋

248 

余
が
仕
事
に
従
事
し
て
居
り
、
な
か
な
か
事
業
も
活
発
だ
っ
た
よ
う

だ
。
(
表

8
V
明
治
四
十
四
年
度
の
金
銭
出
納
帳
に
よ
る
と
収
入
総
売

上
高
八
千
二
百
五
十
円
七
十
一
銭
で
支
出
合
計
五
千
八
百
八
円
八
十
七

銭
三
厘
差
引
二
千
三
百
六
十
二
円
七
厘
の
残
高
と
な
っ
て
居
り
事
業
は

急
速
に
伸
び
て
居
る
よ
う
だ
。
こ
の
出
納
帳
の
一
部
(
四
月
一
日

l
六

月
六
日
〉
を
表
示
し
て
お
く
。
(
表
9
〉

木
材
業
者
の
群
立

明
治
四
十
三
年
の
前
橋
に
お
け
る
大
共
進
会
を
中
心
に
諸
産
業
の
活
況
に
よ
り
、
木
材
の
需
要
も
急
速
に
伸
び
て
来
て
、
そ
の
後
第
一

次
大
戦
の
好
況
に
よ
り
、
次
々
と
木
材
業
者
が
出
来
て
来
た
が
、
一
面
相
場
の
変
動
も
激
し
く
、
殊
に
大
正
末
期
の
不
況
に
よ
り
開
業
し

て
二
三
年
で
廃
業
と
い
う
よ
う
な
泡
沫
会
社
が
乱
立
し
て
、
被
害
を
受
け
た
業
者
も
多
数
い
た
。
(
前
橋
野
口
源
次
郎
談
)

吾
妻
に
於
て
も
中
小
の
木
材
業
者
が
群
立
し
大
正
八
年
の
吾
妻
水
運
木
材
組
合
の
加
盟
書
に
よ
る
と
、
中
之
条
八
名
、
沢
田
十
二
名
、



伊
参
四
名
、
東
三
名
、
岩
嶋
十
名
、
坂
上
二
名
、
合
計
四
十
九
名
と
群
立
し
て
居
り
、
大
正
十
一
年
十
二
月
に
箱
島
発
電
所
の
堰
堤
が
、

吾
妻
川
に
出
来
て
筏
流
し
も
だ
ん
だ
ん
に
終
末
を
つ
げ
、
か
っ
、
水
力
発
電
に
よ
る
動
力
機
械
の
導
入
に
よ
り
、
各
所
に
製
材
所
も
設
立

さ
れ
、
丸
太
や
角
材
等
半
製
品
の
販
売
で
は
採
算
が
取
れ
な
く
な
っ
て
逐
次
業
者
も
整
理
さ
れ
て
き
た
よ
う
だ
。

大
正
十
三
年
一
月
、
中
田
木
材
部
の
当
主
杢
平
は
伊
参
村
長
に
就
任
し
、
息
子
の
登
喜
雄
も
漸
く
二
十
五
才
を
迎
え
た
の
で
、
徐
々
に

木
材
業
の
仕
事
を
任
か
せ
る
べ
く
、
偶
々
中
之
条
町
の
甥
の
桑
原
準
一
が
前
橋
市
の
野
口
材
木
庖
か
ら
帰
っ
て
い
た
の
で
、
ほ
と
ん
ど
二

人
が
現
場
廻
り
を
し
て
い
た
。

松
井
伊
三
郎
の
中
国
製
材
創
立
期
の
回
顧
談

中
国
製
材
所
の
創
立
期
の
記
録
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
当
時
関
係
し
た
唯
一
の
生
存
者
、
松
井
伊
三
郎
翁
に
思
い
出
を
た
ど
り
な
が
ら

話
を
し
て
も
ら
っ
た
。

ニ地場産業木材の歴史

翁
は
大
正
十
二
年
に
縁
あ
っ
て
中
之
条
へ
来
て
大
工
を
し
て
い
た

が
、
当
時
中
之
条
製
材
所
(
現
在
の
宮
崎
建
設
株
式
会
社
本
社
事
務
所
の

所
〉
が
出
来
て
、
村
山
平
次
郎
、
関
梅
吉
、
川
上
留
士
口
、
桑
原
準
一
、
小

池
熊
吉
、
の
五
人
で
操
業
し
て
い
た
が
、
経
営
が
う
ま
く
行
か
な
か
っ

た
の
か
、
だ
ん
だ
ん
に
抜
け
る
人
が
出
来
て
村
山
平
次
郎
が
一
人
だ
け

残
っ
て
操
業
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
桑
原
準
一
と
唐
沢
杢
平
の
長
男
登

喜
雄
と
共
同
で
中
国
製
材
所
を
発
足
す
る
事
に
な
り
、
高
年
屋
の
土
地

を
譲
り
受
け
て
前
記
二
人
と
松
井
の
三
人
で
地
捺
ら
え
を
し
て
、
中
央

工
務
所
(
現
在
の
山
田
鎖
灸
医
の
場
所
に
あ
っ
た
〉
で
製
品
を
作
っ
て

荷
車
で
現
地
(
現
在
の
中
之
条
営
林
所
の
前
)
ま
で
運
ん
で
、
三
聞
に
八

聞
の
小
屋
を
作
り
工
場
の
基
を
作
っ
た
。
十
五
馬
力
の
モ
ー
タ
ー
を
買

っ
て
丸
鋸
を
据
え
よ
う
と
し
た
が
、
営
林
所
に
近
す
ぎ
た
の
で
(
営
林

所
の
事
務
所
よ
り
五
十
灯
以
内
だ
と
騒
音
の
為
か
許
可
に
な
ら
な
か
っ

た
)
一
番
遠
く
離
れ
た
方
へ
据
え
て
、
や
っ
と
仕
事
を
始
め
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
れ
が
大
正
十
四
年
の
暮
だ
っ
た
。
時
恰
も
不
況
の
時
代
だ

っ
た
の
で
経
営
は
大
変
だ
っ
た
よ
う
だ
。
共
同
経
営
者
の
登
喜
雄
が
亡

く
な
り
桑
原
が
一
人
で
工
場
を
運
営
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
の
不

況
は
桑
原
の
生
来
の
商
才
と
努
力
を
以
っ
て
し
て
も
な
か
な
か
思
う
に

任
か
せ
ず
二
時
は
「
二
人
で
満
州
へ
行
っ
て
仕
事
を
し
よ
う
か
」
な
ど

真
剣
に
相
談
を
受
け
た
事
も
あ
っ
た
。
昭
和
六
年
に
テ
ー
ブ
ル
式
帯
鋸

を
吾
妻
で
は
始
め
て
北
高
崎
の
日
東
製
鋸
株
式
会
社
か
ら
仕
入
れ
て
、

松
井
が
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
し
て
据
付
け
て
、
高
崎
か
ら
帯
鋸
の
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目
立
師
を
頼
ん
で
稼
動
し
て
居
た
。
昭
和
七
年
に
送
材
車
式
帯
鋸
を
入

れ
た
が
、
運
転
す
る
者
も
い
な
い
の
で
、
奨
め
ら
れ
て
大
工
を
止
め
て

中
田
の
工
場
へ
務
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
テ
ー
ブ
ル
式
帯
鋸
を

一
台
入
れ
て
操
業
を
し
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
二
年
二
月
二
十
日
の
大

火
で
登
く
灰
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
戦
後
の
一
番
物
資
の
な
い
時
代
だ

っ
た
の
で
機
械
を
入
れ
る
に
も
大
変
苦
労
を
し
た
、
伊
勢
の
菊
川
工
業

250 

へ
桑
原
と
二
人
で
機
械
の
質
付
け
に
行
き
、
機
械
を
据
え
付
け
る
に
も

ベ
ア
リ

γ
グ
が
ど
う
し
て
も
手
に
入
ら
ず
、
今
井
製
材
所
の
今
井
正
太

郎
の
骨
折
り
で
閣
の
価
格
で
や
っ
と
東
京
月
島
で
見
付
け
て
貰
い
、
目

方
が
十
八
貢
ぐ
ら
い
あ
っ
た
と
思
う
が
、
月
島
か
ら
背
負
っ
て
来
て
据

え
付
け
た
苦
労
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

特輯V

3 

戦
時
中
の
木
材
統
制

昭
和
七
年
三
九
三
二
)
に
起
っ
た
満
州
事
変
か
ら
昭
和
十
六
年
三
九
四
一
)
に
は
じ
ま
っ
た
太
平
洋
戦
争
の
た
め
園
内
の
あ
ら
ゆ

る
物
資
に
統
制
が
加
え
ら
れ
す
べ
て
の
物
を
こ
こ
に
集
中
し
た
の
で
あ
る
が
、
木
材
も
そ
の
例
に
も
れ
ず
統
制
さ
れ
公
私
の
別
な
く
強
制

的
に
伐
採
さ
れ
国
策
遂
行
の
た
め
に
協
力
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
あ
る
人
は
数
反
歩
の
栗
林
を
伐
採
さ
れ
、
道
路
ぎ
わ
ま
で
運
び
出
し

終
っ
た
時
に
終
戦
と
な
り
、
つ
い
に
そ
の
木
材
は
腐
っ
て
し
ま
い
泣
く
に
も
な
け
な
か
っ
た
と
言
う
話
も
耳
に
あ
ら
た
で
あ
る
。
ま
た
寺

持
ち
の
立
木
も
伐
採
命
令
で
き
ら
れ
、
わ
ず
か
な
金
を
払
っ
た
の
み
と
言
う
。

中
之
条
町
に
は
群
馬
県
林
務
部
の
出
先
機
関
と
し
て
中
之
条
林
産
物
検
査
所
が
設
置
さ
れ
、
き
り
出
さ
れ
た
木
材
や
木
炭
な
ど
は
検
査

を
し
て
出
荷
さ
れ
た
。
そ
の
噴
材
木
商
や
薪
炭
商
と
役
所
の
パ
イ
プ
役
を
果
し
た
の
が
「
吾
妻
東
部
木
材
業
統
制
組
合
」
と
「
吾
妻
郡
薪

炭
統
制
組
合
」
で
あ
り
、
中
之
条
町
に
そ
の
事
務
所
が
お
か
れ
、
営
林
署
の
立
木
の
買
い
つ
け
や
木
材
な
ど
の
検
査
手
続
き
な
ど
を
一
切

を
取
扱
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
戦
争
終
結
の
後
も
、
戦
災
復
興
の
た
め
木
材
の
需
要
が
高
ま
っ
た
が
、
資
材
の
不
足
の
た
め
に
引
き
続
き
統
制
が
行
わ
れ
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た
の
で
あ
る
。
木
材
は
伐
採
に
は
統
制
が
な
く
、
使
う
も
の
だ
け
に
統
制
が
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
乱
伐
が
さ
れ
、
山
は
は
げ
山

と
な
り
、
い
く
つ
か
の
災
害
(
水
害
)
が
引
き
お
こ
さ
れ
た
の
も
ま
だ
ま
だ
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。

木
材
業
者
は
工
場
へ
伐
採
し
た
丸
太
を
集
め
る
と
、
検
査
申
請
書
に
、
丸
太
末
口
径
と
本
数
そ
れ
に
石
数
(
体
積
〉
を
記
入
し
、
用
紙

の
裏
に
群
馬
県
証
紙
を
一
石
に
対
し
二
円
を
は
り
林
産
物
検
査
所
に
提
出
し
、
検
査
員
に
検
査
終
了
の
極
印
を
打
っ
て
も
ら
い
製
材
所
へ

運
び
、
角
材
、
板
材
、
平
角
材
、
割
材
な
ど
の
用
材
に
製
材
さ
れ
た
こ
と
を
製
品
と
い
い
、
こ
れ
も
検
査
を
受
け
、
無
節
、
一
等
、
二

等
、
三
等
に
鑑
別
さ
れ
て
ゴ
ム
で
作
っ
た
検
査
印
を
押
し
て
も
ら
い
販
売
し
た
の
で
あ
る
。

需
要
者
は
、
新
築
、
増
築
、
改
築
、
修
理
等
の
別
な
く
配
給
を
受
け
な
け
れ
ば
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
林
産
物
検
査
所
に
需
要
申
請

書
に
、
使
用
に
要
す
る
木
材
の
規
格
を
記
入
し
、
群
馬
県
証
紙
を
は
っ
て
許
可
証
を
も
ら
い
適
宜
製
材
所
へ
提
示
し
て
用
材
を
買
う
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
る
。
(
統
制
に
つ
い
て
は
原
町
上
野
の
元
林
産
物
検
査
所
技
師
高
山
孝
一
郎
か
ら
の
提
供
で
あ
る
)

戦
争
復
興
の
た
め
の
需
要
増
大
に
よ
っ
て
、
中
之
条
に
も
製
材
所
が
急
増
し
、
戦
前
か
ら
あ
っ
た
、
中
之
条
製
材
、
中
国
木
材
、
篠
原

製
材
、
須
川
屋
製
材
に
加
え
て
、
大
野
、
今
井
、
丸
伊
、
湯
原
、
蟻
川
、
一
場
、
丸
橋
、
宮
部
な
ど
の
工
場
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
設
立
さ
れ
て

現
在
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

中
之
条
町
の
主
な
製
材
工
場
の
創
立
年
月
は
表
叩
の
通
り
で
あ
り
、
昭
和
五
十
二
年
六
月
現
在
の
木
材
業
を
営
む
人
た
ち
は
表
日
の
よ

う
で
工
場
の
総
出
力
は
一
、
五

O
三
・
一
一
同
じ
で
あ
る
。

む

す

び

江
戸
時
代
に
は
じ
ま
っ
た
素
材
の
生
産
は
製
材
機
械
の
進
歩
と
技
術
の
向
上
に
よ
り
生
産
が
高
め
ら
れ
、
ま
た
運
搬
に
つ
い
て
も
人
力
や
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中之条町主要製材工場創業調ぺ

工場名|代表者|創業年月|費守護

中田木材(株)1桑原郁夫l大正昨7月! 20人

丸伊製材!割田更生!昭和21年4月| 3 

名久田木材(株)/蟻 JII光明:日開21年5月| 3 

湯原製材!村上行1昭和2削月| 13 

大野製材(株)/大野達郎i昭和23年5月| 10 

今井製材所(有〉!今井正太郎;昭和25年3月| 27 

一場製材(株)/一場長二郎J昭和25年 20 

丸橋産業(株)/丸橋勇|昭和2削月| 8 

進誠産業(株)/橋本志-l昭和36年5月| 30 

宮部製材|宮部龍三!昭和15年5月l 13 

須川屋製材| |大正附1月|廃 業

中之条製材| !大正15年1月i廃 業

篠原製材所| |昭和4年5月|廃業昭2昨

表11 昭和52年度木材業者登録調べ(椎茸薪炭用

材除く〉

業 種|吾妻郡|中之条町管内

木 材 業 I 1花人1 45人

製材業 1 71 1 

チップ業 1 26 I 8 

水
運
に
よ
る
自
然
の
力
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表10

の
応
用
か
ら
、
集
材
機

や
自
動
車
等
の
利
用
に

よ
り
、
よ
り
速
く
よ
り

多
く
を
運
ぶ
'
』
と
が
で

き
る
よ
う
に
変
わ
っ
て

き
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
森
林
経
営
も

樹
種
や
品
種
の
改
良
、

撫
育
技
術
の
進
歩
等
に

よ
り
改
善
さ
れ
、
伐
採

も
計
画
的
に
進
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
大
き
い
材
料
を
と
る
こ
と
の
で
き
る
素
材
も
少
な
い
と
い
う
状
況
か
ら
、
生
産
が
需
要
に
追
い
つ
け
ず
、
外
材

の
輸
入
が
さ
れ
、
こ
の
中
之
条
町
に
も
多
数
入
っ
て
き
て
お
り
、
外
材
を
取
扱
わ
な
い
業
者
は
数
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
地
場
産
業
と
し
て
発
達
し
て
き
た
木
材
も
外
材
を
混
じ
え
た
中
に
発
展
維
持
が
な
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

中
之
条
町
の
家
の
歴
史
(
近
世
編
)



lま

じ

め

jζ 

す
で
に
町
誌
の
通
史
と
社
会
誌
に
よ
っ
て
、
原
始
古
代
か
ら
現
代
に
い
た
る
、
わ
が
町
の
歴
史
を
一
通
り
概
観

し
た
。
こ
の
土
地
に
居
住
し
て
き
た
わ
が
先
人
た
ち
の
生
活
史
を
ま
と
め
る
意
味
で
、
最
後
に
中
之
条
町
の
家
の
歴
史
を
述
べ
る
こ
と
に

家
の
歴
史
の
重
要
性

し
た
。

中之条町の家の歴史(近世編)

家
は
我
々
人
間
の
生
活
と
と
も
に
古
い
歴
史
を
も
つ
が
、
中
之
条
町
民
の
歴
史
も
、
町
民
の
家
の
生
活
史
と
と
も
に
展
開
し
て
き
た
と

い
え
る
。
と
く
に
日
本
人
の
生
活
で
は
、
家
は
人
々
に
と
っ
て
物
心
両
面
に
わ
た
る
す
べ
て
の
生
活
の
基
礎
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
こ
の
家

は
長
く
町
や
村
の
共
同
生
活
の
根
底
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
町
や
村
に
居
住
す
る
人
々
に
と
っ
て
は
、
そ
の
家
こ
そ
が
生
存
な
い
し
生

活
の
基
礎
単
位
と
し
て
の
役
割
を
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
町
や
町
民
の
歴
史
の
底
辺
を
捉
え
る
に
は
、
な
に
よ
り
も
町
民
の

家
を
主
体
の
生
活
史
を
-
記
述
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
は
家
に
お
け
る
生
活
史
の
み
な
ら
ず
、
家
と
地
域
社
会
(
村
や

町
)
と
の
生
活
上
の
つ
な
が
り
の
歴
史
も
併
せ
て
解
明
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
学
問
的
に
は
、
「
家
」
と
「
村
」
の
二
つ
の

「
共
同
体
」
に
と
り
か
こ
ま
れ
た
地
域
住
民
の
生
活
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
歴
史
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

戦
後
は
家
族
法
の
改
正
で
制
度
上
で
は
「
家
」
は
な
く
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
実
際
生
活
の
上
で
は
依
然
「
家
」
は
存
続
し
て
い

る
。
戦
後
の
家
の
歴
史
は
、
こ
の
制
度
上
の
家
の
喪
失
と
現
実
の
家
の
存
在
の
聞
に
は
さ
ま
れ
て
、
多
く
の
日
本
人
が
日
々
の
生
活
を
通

じ
て
苦
悩
し
て
き
た
歩
み
と
な
っ
て
い
る
。
戦
後
、
従
前
か
ら
の
「
家
」
制
度
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
明
治
大
正
生
れ
の
人
々
の
心
に
は

「
家
」
の
意
識
は
、
い
ま
も
な
お
根
強
く
存
続
し
て
い
る
。
す
で
に
昭
和
戦
後
の
世
代
で
は
「
家
」
は
滅
び
た
と
い
わ
れ
る
が
、
実
際
生
活

の
意
識
や
行
動
の
う
ち
に
は
、
「
家
」
は
な
お
存
続
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
と
に
か
く
戦
後
に
な
っ
て
「
家
」
は
確
か
に
弱
く
は
な
っ
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た
が
、
多
く
の
日
本
人
の
意
識
と
行
動
の
な
か
に
相
変
ら
ず
生
き
続
け
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
「
家
」
の
も
つ
共
同
体
の
伝
統
を
、
わ
が
中
之
条
町
の
住
民
の
生
活
史
を
通
じ
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
現

在
の
中
之
条
町
の
各
大
字
別
(
む
ら
)
の
苗
字
ハ
い
え
〉
の
分
布
か
ら
み
て
ゆ
こ
う
。

苗
字
の
多
様
化
1
同
姓
の
大
字
別
分
布

l
昭
和
五
十
二
年
五
月
現
在
に
お
い
て
、
旧
中
之
条
町
を
除
き
旧
沢
田
村
・
伊
参
村
・
名
久
田

村
の
村
部
だ
け
の
大
字
別
の
苗
字
(
同
姓
〉
の
分
布
状
況
を
、
住
民
票
で
調
べ
た
が
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
ま
ず
各
大
字
別
に
多
い
苗

字
を
あ
げ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
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旧
沢
田
村
地
区

大
字
折
田
田
村
三
一
、
折
田
一
一
、
黒
崎
一

O
、
つ
い
で
斉
藤
・
関

本
九
、
小
林
・
綿
貫
八
、
今
井
・
小
測
・
関
・
本
多
・
山
田
七
、
松
井

・
星
野
・
福
田
・
佐
藤
六
、
伊
東
・
金
井
・
高
橋
・
宮
崎
五
(
以
上
、

五
以
上
の
同
姓
ニ

O
)
一
苗
字
一
世
帯
の
同
姓
数
一
一
一
二
と
非
常
に
多

い
。
ハ
小
川
折
田
団
地
が
入
る
〉

大
字
山
田
篠
原
二
一
、
町
田
二

O
、
安
原
・
山
田
・
竹
測
一
七
、

一
場
一
六
、
田
村
・
宮
崎
一
三
、
山
口
・
関
一
一
、
つ
い
で
角
田
九
、
柳
田

七
、
佐
藤
六
、
井
上
・
岡
田
五
、
ハ
以
上
、
五
以
上
の
同
姓
一
四
)
、

一
苗
字
一
世
帯
の
同
姓
数
は
一
七
で
他
大
字
に
比
し
て
極
め
て
少
い
。

大
字
下
沢
渡
町
田
一
六
、
吉
田
一
二
、
つ
い
で
木
暮
八
、
田
村
唐

沢
本
多
七
、
宮
崎
・
石
田
・
安
原
六
、
久
住
・
小
林
・
柏
原
五
ハ
以
上
、
五
以
上

の
同
姓
一
二
)
、
一
苗
字
一
世
帯
の
同
姓
数
三
一
と
、
全
苗
字
数
(
五

一
一
〉
中
の
約
六
割
を
し
め
る
。
ハ
明
治
十
年
前
に
は
、
吉
田
一

O
、
本

多
八
、
町
田
五
、
木
暮
・
柏
原
・
唐
沢
四
、
田
村
・
宮
崎
・
錫
持
三
で
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あ
っ
た
〉
。

大
字
上
沢
渡
関
六
一
、
唐
沢
二
三
、
宮
崎
一
七
、
高
平
一
五
、
飯

塚
一
四
、
島
村
一
三
、
つ
い
で
湯
本
・
関
口
九
、
高
橋
・
林
八
、
本
多
・

福
田
七
、
山
本
・
山
口
・
町
田
・
小
池
・
銀
持
五
〈
剣
持
四
)
、
ハ
以
上
五

以
上
の
同
姓
数
一
七
〉
。
こ
こ
で
は
関
姓
が
他
姓
に
比
し
て
圧
倒
的
に

多
い
(
全
世
帯
数
の
二
割
に
近
い
〉
。
つ
い
で
唐
沢
、
さ
ら
に
宮
崎
高

平
飯
塚
島
村
姓
が
一

O
世
帯
以
上
を
し
め
る
。
一
首
字
一
世
帯
の
同
姓

数
も
五
八
で
全
苗
字
の
六
割
に
近
い
。
(
明
治
十
年
前
で
は
、
関
姓
四

九
、
唐
沢
一
五
、
高
平
一
二
、
福
田
一

O
、
本
多
八
、
・
:
〉
。

大
字
四
万
宮
崎
五
二
、
唐
沢
四
O
、
島
村
三
六
、
関
三
二
、
山
田

三
O
、
田
村
二
八
、
つ
い
で
高
橋
一
一
、
本
多
一

O
、
さ
ら
に
山
口
・

大
場
九
、
小
淵
・
小
林
八
、
吉
田
七
、
町
田
・
篠
原
・
綿
貫
六
、
中
沢
・

角
田
・
土
屋
五
、
(
五
以
上
の
同
姓
数
一
九
)
、
こ
こ
で
は
宮
崎
を
筆
頭

に
、
唐
沢
・
島
村
・
関
・
山
田
・
田
村
姓
な
ど
が
多
い
。
以
上
六
姓
だ

け
で
全
世
帯
数
の
四
三
%
を
し
め
る
。
他
方
一
苗
字
一
世
帯
が
一
一
七



に
及
び
、
全
音
字
数
の
六
二
%
も
し
め
て
い
る
が
、
全
世
帯
数
の
う
ち

で
は
二
三
%
を
し
め
る
に
と
ど
ま
る
。
(
明
治
四
年
調
で
は
、
宮
崎
二

九
、
唐
沢
二
五
、
島
村
二
一
、
田
村
一
九
、
関
一
六
、
山
田
一
五
・
:
)

旧
伊
参
村
地
区

大
字
岩
本
関
一
九
、
唐
沢
=
ニ
、
生
巣
一
一
、
森
田
一

O
、
つ
い

で
中
沢
九
、
宮
崎
・
割
田
六
、
神
保
・
佐
藤
・
斉
藤
・
伊
能
・
田
村
五
(
五

以
上
の
同
姓
数
一
二
〉
関
・
唐
沢
・
生
巣
・
森
田
の
四
姓
で
全
世
帯
の
三
七

%
、
さ
ら
に
中
沢
宮
崎
割
田
神
保
佐
藤
伊
能
田
村
を
加
え
た
十
一
姓
で

は
、
全
世
帯
の
約
七
割
を
し
め
る
。
(
一
苗
字
一
世
帯
の
も
の
は
一
七
)
。

大
字
五
反
田
斉
藤
四
四
、
冨
沢
二

O
、
唐
沢
一
回
、
山
田
一
三
、

小
野
一
一
、
割
田
一

O
、
つ
い
で
森
田
九
、
田
村
八
、
高
橋
・
福
田
・
堀
口

七
、
生
須
六
(
生
巣
一
〉
、
本
多
五
(
以
上
、
五
世
帯
以
上
の
同
姓
数
一

二
)
。
こ
こ
で
は
斉
藤
姓
が
最
も
多
く
、
全
世
帯
数
の
一
一
一
一
一
%
を
し
め

る
。
斉
藤
冨
沢
・
唐
沢
・
山
田
の
四
姓
で
、
全
世
帯
数
の
四
七
%
を
し
め

る
。
一
苗
字
一
世
帯
の
も
の
は
二
五
ハ
全
苗
字
の
五
七
%
〉
と
多
い
。

大
字
蟻
川
綿
貫
三
三
、
山
崎
一
五
、
篠
原
・
蟻
川
=
二
、
冨
沢
一

一
、
つ
い
で
小
池
・
斉
藤
九
、
高
橋
・
須
藤
・
小
測
六
、
原
沢
・
高
平

五
(
以
上
、
五
世
帯
以
上
の
同
姓
数
一
二
)
。
こ
こ
で
は
綿
貫
姓
が
最

も
多
く
(
全
世
帯
の
二
三
%
〉
、
上
位
五
姓
だ
け
で
全
世
待
の
五
九
%
を

し
め
る
。
全
苗
字
の
半
数
が
一
首
字
一
世
帯
で
あ
る
が
、
五
世
帯
以
上

の
十
二
姓
だ
け
で
全
世
帯
の
九
一
%
と
、
ほ
と
ん
ど
大
半
を
し
め
て
い

る。
大
字
大
道

中之条町の家の歴史〈近世編〉

塩
野
谷
八
、
富
沢
七
、
小
測
五
ハ
五
世
帯
以
上
の
同
姓

数
三
〉
こ
の
三
姓
で
二

O
世
帯
、
全
世
帯
の
六
三
%
を
し
め
る
。
一
苗

字
一
世
帯
は
五
姓
あ
る
が
、
明
治
前
か
ら
の
塩
野
谷
富
沢
小
測
の
三
姓

が
中
心
で
あ
る
。
(
塩
原
姓
三
あ
り
)

旧
名
久
田
村
地
区

大
字
平
線
持
二
五
ハ
剣
持
二
)
、
関
=
一
一
、
吉
田
・
綿
貫
八
(
以
上
五

世
帯
以
上
の
同
姓
数
回
)
。
こ
こ
で
は
銀
持
姓
が
最
も
多
く
剣
持
を
含

め
る
と
二
七
で
全
世
帯
数
の
約
二
五
%
を
し
め
る
。
一
首
字
一
世
帯
の

同
姓
は
二
四
で
全
苗
字
の
半
数
以
上
を
し
め
る
。

大
字
横
尾
唐
沢
二
三
、
割
田
二

O
、
関
一
九
、
宮
崎
二
二
、
山
田
一

二
が
多
く
、
つ
い
で
叙
持
九
ハ
剣
持
四
〉
、
原
沢
八
、
角
田
七
、
小
山
・

野
口
六
、
蟻
川
・
小
林
・
高
橋
・
田
村
・
永
井
五
(
以
上
五
世
帯
以
上

の
同
姓
数
一
五
〉
。
こ
こ
で
は
、
唐
沢
割
田
関
な
ど
が
多
く
、
関
、
宮

崎
、
山
田
、
銀
ハ
剣
〉
持
を
含
め
六
姓
で
一

O
O戸
で
、
四
六
・
七
%
を

し
め
る
。
一
首
字
一
世
帯
の
同
姓
数
は
一
一
一
一
一
(
全
苗
字
の
四
八
%
)
。

大
字
大
塚
小
池
二
八
、
吉
田
二
二
、
斉
藤
二
ハ
、
関
一
二
が
多

く
、
つ
い
で
林
・
田
村
・
飯
塚
九
、
奈
良
七
、
富
沢
、
小
淵
六
、
伊
能
五
(
以

上
、
五
世
帯
以
上
の
同
姓
数
一
一
)
。
こ
こ
で
は
小
池
・
吉
田
・
斉
藤

・
関
な
ど
が
多
く
、
四
姓
で
四
六
・
四
%
を
し
め
る
。
一
首
字
一
世
帯

の
同
姓
は
こ
こ
で
あ
る
。

大
字
赤
坂
小
林
二
四
、
福
島
一
七
、
綿
貫
一
六
は
じ
め
、
回
村

九
、
茂
木
七
、
木
多
、
伊
能
六
、
松
本
五
(
以
上
、
五
世
帯
以
上
の
同
姓

数
八
)
。
こ
こ
で
は
小
林
・
福
島
・
綿
貫
の
三
姓
が
多
く
、
こ
れ
に
田
村
以

下
の
五
姓
を
あ
わ
せ
て
八
姓
で
全
世
帯
中
の
約
八
割
を
し
め
る
。
一
苗
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字
一
世
帯
の
同
姓
は
一
五
と
多
い
。

大
字
栃
窪
小
菅
九
、
小
池
六
(
五
世
帯
以
上
の
同
姓
数
二
〉
。
こ

こ
で
は
小
菅
と
小
池
が
多
く
、
二
姓
だ
け
で
全
世
帯
数
の
四
八
%
で
約

半
分
を
し
め
る
。
一
苗
字
一
世
帯
は
わ
ず
か
四
で
あ
る
。
(
明
治
四
年

に
は
、
小
池
八
、
小
菅
六
、
山
崎
・
鹿
野
・
福
島
三
、
綿
貫
二
、
林

一
、
・
:
〉
。
な
お
現
在
は
、
以
上
の
ほ
か
林
三
、
鹿
野
・
福
島
・
山
崎
・

綿
貫
二
、
松
沢
二
で
あ
る
。

特穏V

と
こ
ろ
で
、
以
上
旧
三
カ
村
の
各
大
字
の
同
姓
の
分
布
現
況

を
整
理
し
た
も
の
を
、
下
の
第

1
表
に
示
す
。
こ
の
表
か
ら
、

各
大
字
村
落
を
比
較
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
特
色
が
う
か
が
わ
れ

る。

ま
と
ま
っ
た
同
姓
(
集
団
〉
の
比
率
が
比
較
的
た
か
く
、
し
か
も
一

苗
字
一
世
帯
の
比
率
が
比
較
的
低
い
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
ま
ず
沢
田
地

区
の
大
字
山
田
が
あ
げ
ら
れ
る
ハ
一
苗
字
に
つ
き
平
均
四
・
九
世

帯
)
ロ
ま
た
大
字
蟻
川
は
、

B
一C
は
全
苗
字
中
の
半
数
を
し
め
、
か
な
り

多
い
が
、

A
-
C
は
各
大
字
中
で
一
番
た
か
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
(
一

簡
字
に
つ
き
平
均
五
・
一
世
帯
と
一
番
た
か
い
〉
。
大
字
五
反
田
で
は

異
姓
が
相
当
多
い
が
、
ま
と
ま
っ
た
同
姓
の
比
率
が
た
か
く
三
割
に
近

い
ハ
一
同
姓
の
平
均
世
帯
数
回
・
四
と
相
当
多
い
)
。

こ
れ
と
対
照
的
な
村
落
と
し
て
は
、
大
字
四
万
、
大
字
上
沢
波
及
び

大
字
折
田
等
で
あ
る
。
こ
れ
に
旧
名
久
田
村
地
区
の
大
字
平
も
加
え
た

旧3カ村の各大字別同姓の分布状況(昭和52年5月〉

取慧人|欝苧一時蔵|A B C 

B 1 C 1 D C C D 

% % 区事 15 

741 1221 196 16.4 60.7 1.6 
171 45! 219 33.3 37.8 4.9 

回 12 311 521 145 23.1 59.6 2.8 
村 17 581 1001 316 17.0 58.0 3.2 

19 1171 1891 509 10.1 61. 9 2.7 

参伊!日村地区 ;fl 
12 17 38 143 31. 6 44.7 3.8 
13 25 44 193 29.5 56.8 4.4 
12 14 28 144 42.9 50.0 5. 1 
3 5 12 32 25.0 41. 7 2.7 

名久旧地村区 大::字要毒平量霊
4 24 42 110 9.5 57.1 2.6 
15 32 67 214 22.4 47.8 3.2 
11 22 41 168 26.8 53.7 4.1 
8 15 28 113 28.6 53.6 4.0 

田 2 4 12 31 16.7 33.3 2.6 

第1表
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ぃ
。
こ
の
三
大
字
と
も
に
一
同
姓
当
り
平
均
世
常
数
は
、
い
づ
れ
も
三
世
帯
以
下
と
少
な
い
。

明
治
期
か
ら
す
で
に
百
年
余
を
へ
た
が
、
近
世
以
来
の
旧
村
は
特
定
の
限
ら
れ
た
少
数
の
同
姓
な
い
し
同
族
集
団
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ

て
い
た
が
、
こ
の
間
に
一
方
で
は
、
漸
次
異
姓
の
家
の
流
入
が
あ
り
、
他
方
で
は
旧
い
先
住
家
の
流
出
も
あ
っ
た
り
、
ま
た
大
字
旧
村
内

の
家
の
浮
沈
も
あ
っ
た
。
こ
の
家
の
大
き
な
変
動
が
行
わ
れ
た
の
は
、
主
と
し
て
昭
和
期
以
降
で
あ
り
、
と
く
に
今
次
大
戦
後
の
最
近
の

三
十
年
間
に
進
展
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
各
大
字
聞
に
共
通
に
み
ら
れ
る
一
首
字
の
世
帯
の
著
し
い
増
加
は
、
家
や
人
の
急
激
な
地
域
移

動
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
山
間
地
方
の
村
落
内
部
に
も
旧
時
に
く
ら
べ
て
、
最
近
で
は
苗
字
(
家
の
名
称
〉
が
著
し
く
多
様
化
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

1 

近
世
中
之
条
町
の
家
の
構
造

山
近
世
に
お
け
る
家
と
村

家
の
歴
史
は
人
聞
の
生
活
と
と
も
に
古
い
。
従
っ
て
中
之
条
町
の
家
の
歴
史
も
、
原
始
古
代
か
ら
中
世
・
近
世
と
順
次
に
時
代
を
追
っ

中之条町の家の歴史(近世編)

て
た
ど
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
は
町
村
民
(
庶
民
〉
の
家
の
生
活
史
と
い
う
視
点
か
ら
、
こ
の
地
方
に
町
や
村
の
集
落
が
形
成
さ

れ
て
、
村
落
社
会
と
結
ば
れ
つ
つ
、
住
民
の
家
の
生
活
が
展
開
さ
れ
た
時
期
か
ら
記
述
す
る
こ
と
に
す
る
。
わ
が
地
方
に
も
す
で
に
古
代

み

よ

う

し

ゆ

み

よ

う

で

ん

に
は
郷
里
制
の
も
と
で
郷
戸
(
房
一
戸
の
集
ま
り
〉
が
あ
っ
た
ろ
う
し
、
中
世
(
封
建
前
期
〉
に
お
い
て
も
、
名
主
中
心
の
名
田
経
営
の
集

落
が
あ
っ
て
、
こ
こ
に
名
主
は
じ
め
、
そ
の
も
と
に
血
縁
・
非
血
縁
の
突
錯
し
た
「
家
」
(
家
父
長
制
大
家
族
)
の
生
活
史
が
繰
り
ひ
ろ

げ
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
専
門
の
学
者
聞
に
も
諸
説
が
あ
る
が
、
当
地
に
は
こ
れ
に
関
係
す
る
家
史
料
が
欠
け
て

い
る
の
で
記
述
を
省
略
す
る
こ
と
に
し
た
。

み
よ
う

中
世
の
戦
国
時
代
を
通
じ
て
封
建
制
の
再
編
成
が
進
展
す
る
過
程
で
、
中
世
的
な
名
田
村
落
の
分
化
に
よ
っ
て
小
経
営
中
心
の
近
世
的
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な
小
集
落
に
変
貌
し
、
こ
れ
に
伴
っ
て
中
世
の
家
(
家
父
長
的
大
家
族
H
複
合
家
族
)
も
、
新
し
い
近
世
の
家
(
直
系
の
系
譜
家
族
〉
に

変
化
し
て
い
っ
た
。
こ
の
戦
国
時
代
か
ら
近
世
初
期
へ
の
転
換
期
に
は
、
兵
農
分
離
に
よ
っ
て
戦
国
武
士
の
多
く
が
郷
村
に
定
着
し
て
、

新
し
い
近
世
村
落
の
開
拓
者
と
な
っ
た
。
わ
が
吾
妻
東
部
地
方
で
も
、
新
規
の
町
村
づ
く
り
と
そ
の
土
台
と
し
て
の
住
民
た
ち
の
家
づ
く

り
が
行
わ
れ
た
。
当
地
の
家
資
料
も
こ
の
時
期
か
ら
は
少
し
ず
つ
発
見
さ
れ
て
い
る
。
か
く
て
こ
こ
で
は
近
世
初
期
か
ら
の
町
村
民
の
家

の
歴
史
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
。
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後
期
封
建
社
会
の
近
世
に
な
る
と
、
検
地
に
よ
っ
て
作
人
が
登
録
さ
れ
、
耕
作
権
が
保
証
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
作
人
は
個
人
名
だ

が
、
こ
れ
は
農
民
家
族
の
家
長
で
あ
っ
た
。
近
世
以
降
、
統
治
の
支
配
単
位
に
認
め
ら
れ
た
の
は
家
で
あ
っ
て
、
家
は
土
地
と
不
可
分
に

結
ぼ
れ
た
近
世
の
村
の
単
位
体
と
な
っ
た
。
か
く
て
家
の
土
地
所
有
は
強
化
さ
れ
、
同
時
に
家
の
独
立
性
も
強
ま
っ
た
。
す
な
わ
ち
中
世

の
名
主
的
共
同
体
が
崩
れ
て
、
内
部
の
家
々
は
独
立
性
を
強
化
し
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
中
世
的
村
落
共
同
体
に
か
わ
っ
て
近
世
的
な

作
人
た
る
本
百
姓
の
家
単
位
の
村
落
体
制
が
形
成
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
間
に
農
耕
技
術
の
進
歩
、
家
の
独
立
性
に
併
行
し
て
共
同

仕
事
の
分
化
も
行
わ
れ
、
従
来
の
よ
う
に
全
共
同
仕
事
を
一
緒
に
行
う
の
で
な
く
、
各
仕
事
ご
と
に
共
同
す
る
家
結
合
が
新
し
く
生
れ

た
。
し
か
し
近
世
社
会
に
お
い
て
は
、
農
家
は
農
業
経
営
上
で
不
可
欠
な
水
利
・
山
野
利
用
、
農
繁
期
労
働
な
ど
で
は
村
内
他
家
の
協
力

扶
助
を
要
し
た
の
で
、
自
由
に
村
の
土
地
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
と
に
か
く
近
世
に
お
い
て
は
中
世
よ
り
一
歩
前
進
し
た

土
地
を
媒
体
と
し
た
農
民
の
家
が
名
実
と
も
に
主
体
と
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
個
々
の
農
家
を
基
礎
単
位
と
す
る
家
と
村
と
が
不
可
分
関

係
に
た
つ
新
し
い
村
落
共
同
体
が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ω
近
世
の
家
の
構
造
分
析

近
世
の
家
族
類
型
は
一
般
に
は
直
系
家
族
が
優
位
を
し
め
る
時
代
と
い
わ
れ
て
は
い
る
が
、
直
系
型
が
中
心
に
な
る
の
は
全
国
的
に
は

近
世
中
期
、
少
く
と
も
商
品
生
産
の
進
展
を
み
た
元
禄
時
代
以
降
で
一
八
世
紀
後
半
か
ら
と
い
っ
て
よ
い
。
近
世
前
期
の
各
地
農
村
に
は
ま



だ
中
世
(
前
期
封
建
制
)
以
来
の
複
合
家
族
(
傍
系
親
や
非
血
縁
の
妻
子
を
も
つ
も
の
を
含
む
家
父
長
的
犬
家
族
〉
の
存
続
や
そ
の
遺
制

が
強
く
み
ら
れ
た
。
中
世
村
落
共
同
体
の
再
編
成
を
通
じ
て
村
落
内
部
の
農
業
経
営
の
変
化
の
度
合
に
よ
っ
て
、
家
の
構
造
の
あ
り
方
も

複
合
家
族
か
ら
直
系
家
族
(
有
賀
喜
左
衛
門
氏
は
複
合
家
族
と
対
比
し
て
、
こ
れ
を
単
一
家
族
と
し
て
い
る
)
へ
の
変
化
の
遅
速
に
格
差

が
み
ら
れ
る
。
わ
が
吾
妻
東
部
に
お
け
る
当
時
の
山
間
農
業
経
営
状
態
と
併
せ
考
え
て
、
中
之
条
町
の
家
の
構
造
の
全
国
的
水
準
に
つ
い

て
も
考
察
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
家
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
わ
が
町
と
村
の
場
合
、
川
家
族
構
成
の
実
態
を
明
か
に
し
、
つ
い
で
家
の
主
要
機
能
と
し
て
の
同
婚

姻
・
養
子
縁
組
は
じ
め
相
続
隠
居
な
ど
を
め
ぐ
る
町
村
民
の
生
活
行
動
と
生
活
組
織
の
諸
相
を
解
明
し
た
い
。
さ
ら
に
家
と
地
域
社
会
と

の
関
係
か
ら
、
一
つ
は
家
の
系
譜
連
合
と
し
て
の
岡
本
分
家
(
同
族
〉
、
も
う
一
つ
は
、
家
の
地
域
連
合
と
し
て
の
同
村
組
と
講
組
に
つ
い

て
も
考
察
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
く
に
近
世
の
町
村
民
に
と
っ
て
は
不
断
の
生
活
組
織
で
あ
っ
た
本
分
家
と
組
は
家
と
村
を
つ
な

ぐ
不
可
欠
な
主
要
な
媒
体
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
紙
幅
の
関
係
で
刷
村
組
と
講
組
に
つ
い
て
は
記
述
を
省
略
し
た
。

中之条町の家の歴史(近世編〕

注
家
の
歴
史
は
、
は
じ
め
近
世
家
族
に
続
い
て
明
治
期
大
正
期
の
家
族
ま
で
述
べ
る
予
定
の
と
こ
ろ
、
紙
一
個
の
関
係
で
近
世
家
族
だ
け
を
掲
載
す
る

こ
と
に
し
た
。
こ
の
た
め
家
の
歴
史
は
、
近
世
期
だ
け
と
な
っ
た
。

2 

近
世
中
之
条
町
の
家
族
構
成

)
 

1
 

(
 
近
世
前
期
の
町
と
村
の
家
族
構
成

天
和
二
年
三
六
八
ニ
〉
折
田
村
の
家
族
構
成
当
地
で
は
近
世
宗
門
人
別
帳
ハ
戸
籍
帳
〉
の
最
古
と
い
わ
れ
る
十
七
世
紀
後
半
の
「
折

田
村
宗
旨
手
形
」
に
よ
っ
て
当
時
の
村
の
家
族
構
成
か
ら
み
て
ゆ
こ
う
。
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註

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
町
誌
第
一
巻
一
二
三
三
1
一
一
一
四
一
頁
で
ふ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
家
族
構
成
の
特
質
の
要
点
だ
け
に
ふ
れ
て
お
く
。
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震ま
母 のず
82才図庄

表屋
を小

J 宮 l 参淵
女ラ女 |室|照喜

そ-F房|配 2喜
24才 M才 48才 同寺It-:明

|γl  wJ 
一一「一 族

1 1 1 1 モ
し三作 八つ

ゆ 孟女兵ど
ん介 丞房衛 it 

11才 14才 22才 19才 25才地

」J2
長が

み恋
震

そ
の
ほ
か
、
下
人
勘
三
郎
(
三
五
才
〉
、
同
長
四
郎
〈
二
九
才
)
の

二
人
、
下
女
み
の
(
一
二
二
才
)
た
ん
(
二
六
才
)
は
る
〈
一
四

才〉
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小測喜右衛門家の家族

こ
の
家
族
構
成
は
、
血
縁
十
一
人
ハ
直
系
親
六
人
、
第
一
傍
系
親
三

人
、
第
二
傍
系
親
二
人
)
で
家
長
の
弟
夫
婦
が
同
居
し
て
い
る
こ
と
、

非
血
縁
と
し
て
下
人
五
人
(
下
男
二
人
、
下
女
三
人
〉
計
十
六
人
で
あ

る
。
家
族
類
型
は
非
血
縁
を
含
む
複
合
家
族
(
同
族
家
族
)
で
あ
る
。

か
か
る
複
合
家
族
(
封
建
前
期
の
中
世
型
の
家
父
長
的
大
家
族
の
遺

制
〉
が
二
十
七
戸
で
全
戸
の
五
六
%
を
し
め
る
。
下
人
同
居
の
家
族
は

十
八
戸
で
全
戸
中
三
七
・
五
%
で
あ
る
。
な
お
夫
婦
年
令
差
は
家
長
と

そ
の
弟
の
二
夫
婦
と
も
に
十
才
の
開
き
が
あ
る
(
ア
ト
ツ
ギ
長
男
夫
婦

は
六
才
Y
こ
の
若
夫
婦
の
結
婚
は
男
二

O
才
、
女
一
四
才
と
推
察
さ
れ

る。
家族員数

宝永2年明和6年

(1705) (1769) 

1人 O戸 6戸
2 10 24 
3 16 38 
4 20 30 
5 14 27 
6 14 11 
7 7 11 
8 5 5 
9 4 3 
10 3 1 
11 1 2 
12 。 1 

計| 159 

官

第2表

註
明
和
六
年
宗
門
人
別
帳
に
よ
っ
て
十
八
世
紀
後
半
の
も
の

を
添
加
し
た
。



宝
永
二
年
の
中
之
条
町
の
家
族
構
成
つ
ぎ
に
前
掲
の
折
田
村
の
事
例
よ
り
も
二
十
五
年
後
の
一
八
世
紀
初
頭
の
中
之
条
町
の
宗
門
人

別
帳
に
よ
っ
て
、
当
時
の
町
の
家
族
構
成
を
考
察
す
る
。

ま
ず
、
家
族
員
数
を
第

2
表
に
示
す
。
〈
前
頁
)

宝
永
二
年
の
家
族
員
数
の
最
も
多
い
の
は
十
一
人
で
一
戸
、
つ
い
で

十
人
が
三
戸
で
あ
る
。
一
般
に
明
和
六
年
を
含
め
十
八
世
紀
当
時
は
非

血
縁
の
家
抱
や
譜
代
奉
公
人
を
含
む
も
の
が
相
当
あ
っ
て
、
近
世
後
期

に
比
し
て
家
族
規
模
は
大
き
い
。
明
和
六
年
の
宗
門
人
別
帳
に
よ
り
町

民
の
石
高
と
家
族
員
数
と
の
関
係
を
み
る
と
、
五
石
未
満
三
・
四
人
、

五
l
一
O
石
五
・
六
人
、
一

O
石
以
上
七
・
八
人
と
石
高
の
増
加
に
つ

れ
て
家
族
員
数
も
多
く
な
る
。
最
高
六

O
石
で
は
九
i
一
O
人
で
あ

る。
家
族
員
の
続
柄
別
構
成
を
第
3
表
・
第
4
表
に
示
す
。

中之条町の家の歴史(近世編)

言ぞ
宝永2年明和6年

(1705) (1769) 

329 551 
直系親

(100.0) (100.0) 

繁一襲
59 58 

(17.8) (10.5) 

第 二傍 5 8 

系 親 (1. 5) (1. 4) 

63 52 
非血縁者

(19.1) (9.3) 

第3表

註
ど
j 第
--

53 
親と
とは
は兄
伯弟

愛護
母そ
、の

従配

員署
妹甥
や姪
そそ
のの
配配
偶偶
者者
及 な

どび
そ
の
子
た
ち
な
ど

非
血
縁
者
と
は
家
抱
底
抱
及
び

E 
下
女
な

第4表

おお戸竺IJIをお|探る
世帯主 (loo-904 〉〈loo1-5O7〉

兄弟姉妹 (36.324 〉 (21.303 〉
第 18 13 その配偶者

(19.1) (8.3) 

集親甥姪 5 11 
(5.3) (7.0) 

2 1 その配偶者 (2.1) (0.7) 

伯 父 2 2 
(2.1) (1. 4) 

警伯 母
。 2 

(1. 4) 

葉従兄弟
1 2 

(1. 6) (1. 4) 

親その配偶者 2 2 
(2.1) (1.4) 

その子 。 。
撞ま下男抱・下女39〈41.55〉〉52(33.1) 

24(25. 。

近
世
前
期
に
は
、
す
で
に
直
系
親
中
心
の
構
成
を
明
瞭
に
示
し
て
い

る
が
、
な
お
第
一
傍
系
親
の
兄
弟
姉
妹
を
含
む
も
の
は
宝
永
二
年
で
ま

だ
四
割
近
く
も
あ
っ
た
。
明
和
六
年
に
は
二
割
余
に
減
少
す
る
。
傍
系

型
家
族
を
示
す
兄
弟
姉
妹
の
配
偶
者
は
、
宝
永
二
年
に
、
ま
だ
二
割
近

く
あ
っ
た
。
明
和
六
年
に
は
一
割
以
下
に
な
る
。
ま
た
非
血
縁
者
を
含

む
家
族
で
は
、
宝
永
二
年
に
は
、
家
抱
が
な
お
四
割
余
(
明
和
六
年
に

も
三
三
%
〉
下
男
・
下
女
を
含
む
も
の
は
宝
永
二
年
に
二
六
%
も
あ
っ

261 
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た。
か
く
て
宝
永
、
明
和
期
の
町
の
家
族
類
型
別
の
戸
数
で
み
る
と
(
第

5
表
)「、，円、

J
-
n
w
u
n
E
0
4
n
v
-
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g
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吋
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E
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E
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角
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表

一

明

よ

〕

日

ω

一
次
~
一
け

喜

一

同

~

一

三

含

合

調

一

角

-

一

吋

み

を

二

一

一

寸

の

〉

縁

一
二
一
絞
赫

ω撤
ぼ
抽

ζ

型
一
型
(
型
昌
利
型
旬

三

豊

一

系

合

併

合

傍

王

家

一

単

直

複

(

複

(

特輯V

町
で
も
宝
永
二
年

に
は
、
複
合
型
家
族

が
五
一
%
ハ
半
分
以

上
〉
を
し
め
、
と
く

に
傍
系
非
血
縁
の
家

抱
や
譜
代
を
含
む
も

の
が
三
二
%
を
し
め

て
い
て
、
中
世
型
家

族
の
遺
制
を
現
わ
し

て
い
た
。
こ
の
複
合

型

ωは
明
和
六
年
に
は
減
少
す
る
が
、
複
合
型
家
族
は
十
八
世
紀
後
半

ハ
明
和
六
年
)
で
も
四
割
余
(
う
ち
非
血
縁
を
含
む
も
の
は
一
一
一
%
)

も
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

宝
永
二
年
の
町
の
家
族
に
つ
い
て
二
つ
の
事
例
を
あ
げ
て
お
く
。

計

から源
=五と

衛
34才

た
ん
け

女

555 

っく
11才 24才

直
清
潔
一
は
血
縁
六
人
、
非
血
縁
(
譜
代
)
四
人

で
、
非
血
縁
(
譜
代
)
は

譜
代
下
男
与
五
郎
会
ニ

O
)
万
助
(
三
四
〉
市
議
会
二

O
)
譜
代
下

女
た
ん
ハ
二
九
〉

計
十
人
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小
太
郎
け

塑会事
実話濯一
衛か晴|女
と抱国 I = 
五二 L互」房

人夫は 50才

五望農
縁 57 五

霊童へ
と金と
あ冊
わ A

き芝
」丞
T夫

象号
族

明

I I和
よい連 λ

=語 年
ね|郎 の
37才 158才町

の

震
の
事
例
を
あ
げ
る
と

ミ

ミ

カ
ぅ

ι
-
E
A
 



定
七
同一

一
市
|
重
戴
釦

し
を
9-ra 

金
五
郎
材。

。

』
v
a

=
l
Jー
ー
権
蔵
9-

さ

よ

乞
。，“

町
岡
剛
闘
一
は
血
縁
者
に
伯
父
の
家
族
三
人
と
、
直
系
親
四
人
計

七
人
。そ

の
ほ
か
、
非
血
縁
の
庖
抱
と
し
て
二
家
族
六
人
を
も
ち
計
十

三
人
の
大
家
族
で
あ
る
。

当
時
は
戸
又
は
家
と
世
帯
と
が
分
化
さ
れ
ず
、
混
在
し
た
形
が
普
通

で
あ
っ
た
。 事庖

抱

三中之条町の家の歴史(近世編)

さ
ら
に
同
じ
頃
(
十
八
世
紀
初
め
〉
の
村
の
家
族
を
と
っ
て
、
町

と
村
と
の
家
族
を
対
比
し
て
み
よ
う
。

元
禄
十
三
年
の
五
反
田
村
の
家
族
構
成
一
七

O
O年
の
五
反
田

村
宗
門
改
帳
に
よ
る
と
、
複
合
家
族
が
相
当
多
い
。
と
く
に
中
之
条

お
い
め
い

町
の
場
合
な
ど
に
比
較
し
て
第
一
傍
系
親
の
弟
夫
婦
や
甥
姪
な
ど
の

同
居
家
族
が
極
め
て
多
く
、
当
時
の
五
反
田
村
で
は
ご
く
普
通
で
あ

っ
た
。
町
の
家
族
に
く
ら
べ
て
非
血
緩
(
抱
や
下
男
下
女
〉
の
同
居

は
幾
分
少
い
よ
う
で
あ
る
。
当
村
の
代
表
的
な
大
家
族
に
つ
い
て
若

干
の
事
例
を
掲
載
し
て
お
く
。

①
 一

市
左
衛
門
川
一

-
久
兵
衛
必
才

=
I
l
l
1
1
 

-

み

つ

お

才

l
弥

市

総

才

一一
ま

り

叩

才

|
惣
太
郎
幻
才

一一
た

つ

沼

才

|
重
三
郎
幻
才

女

房

材8
0
 

元禄十三年五反田村宗門改帳より

(市左衛門家〉

I I I I 
甚さたか
平るんめ
10 11 13 14 
才才才才
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村・家・女の歴史

抱甥

三
太
郎
げ
才

又
兵
衛
必
才

一一
女

房

お

才

譜
代

下

男

6
才

下
女
く
ら
必
才

特車寄V

①
-
市
左
衛
門
家
一
は
息
子
三
夫
婦
の
同
居
と
甥
一
人
ハ
血
縁
十
四

人
)
、
非
血
縁
(
四
人
〉
は
抱
夫
婦
と
譜
代
の
下
男
下
女
各
一
人

で
計
十
八
人
の
大
家
族
で
あ
る
。
こ
の
外
に
下
男
七
人
下
女
二
人

計
九
人
を
常
雇
と
し
て
い
た
。

ー
六
兵
衛
問
才

一一I
l
l
-
-

一
女
房
貯
才

|
五
兵
衛
田
才

一一
女

房

必

才

|
喜
之
助
制
才

=
I
l
l
-
-

女
房
却
才

い 半

ぬ 六
17 29 
才 才

甚
5
才

一
|
伊
之
助
問
才

-
一
げ
ん

「源
8
才

一
伊
左
衛
門
家
一
で
は
家
長
の
兄
夫
婦
の
三
夫
婦
が
同
居
し
、
そ

の
子
ハ
甥
)
二
人
と
そ
の
嫁
一
人
を
含
む
血
縁
だ
け
の
家
族
で
あ

る
が
、
十
三
人
の
大
家
族
で
あ
る
。

② 

半
さ | 郎

才|才

1 1 
半 杢

お= み=一之
た次 つ|蕗
17 24 35 I 38 
才才才| 才

ー
七
之
助
初
才

一
|
男
子
四
才

一
|
甚
助
問
才

一
|
伊
勢
口
才

一
|
つ
る
6
才

264 

-
ー
た
つ
口
才

「
貞
四
郎
7
才

書 甥姪姪
女 =一三せた

太房|郎んや
郎 341415838
27才|才才才
才 1 1 

「寸姪吉
三っと臓
太め 11
郎ま 11才
6 8 才
才才

@
一
善
晃
衛
家
一
は
二
十
四
人
の
血
縁
だ
け
の
大
家
族
で
あ
る
。
長

男
次
男
三
男
の
三
夫
婦
と
そ
の
子
供
た
ち
が
同
居
ハ
四
男
未
婚
〉
。

さ
ら
に
甥
夫
婦
と
そ
の
子
た
も
、
甥
姪
た
ち
の
第
一
傍
系
親
が

多
数
ハ
九
人
)
同
居
し
て
い
る
。
第
一
傍
系
親
十
五
人
、
第
二
傍
系

親
九
人
を
含
む
村
中
で
最
多
数
家
族
で
あ
る
。



∞
近
世
後
期
の
町
と
村
の
家
族
構
成

近
世
後
期
に
な
る
と
当
地
町
村
の
家
族
構
成
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
ろ
う
か
。
十
九
世
紀
に
お
け
る
当
地
の
宗
門
人
別
帳
に
よ
っ

て
、
町
と
村
の
家
族
構
成
の
変
化
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

中
之
条
町
の
家
族
構
成
の
変
化

享
和
四
年
(
一
八

O
四
〉
、
文
化
十
三
年
(
一
八
二
ハ
)
、
天
保
十
年
(
一
八
三
九
〉
の
三
つ
の
年
次
に
お
け
る
町
の
家
族
構
成
を
み

る
と
、
次
の
よ
う
な
特
質
が
見
出
さ
れ
る
。

中之条町の家の歴史(近世編)

近世後期の家族員数①

ま
ず
家
族
員
数
別
戸
数
を
第
6
表
に
示
す
。

よ2T享(1和8044〉文(1化13天(18保3190〉816) 

1人 11 10 20 
2 10 16 12 
3 19 17 17 
4 24 16 14 
5 14 13 18 
6 5 6 6 
7 3 5 3 
8 1 1 1 
9 2 2 。
10 1 。1 
11~ 1 1 。

一
計 91 87 92 

官
人 人

3.89 3.43 

第6表
註

各
年
次
の
家
族
数
は
林
昌
寺
所
属
の
檀
家
の
み
で
あ
る
。

先
掲
第
2
表
(
近
世
前
期
の
家
族
員
数
表
)
と
対
比
す
る
と
、
平
均

家
族
員
数
が
少
く
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
め
だ
つ
の
は
、
一
人
家
族
が

多
く
な
っ
て
く
る
こ
と
、
天
保
十
年
に
は
二

O
戸
(
林
昌
寺
全
壇
家
の

二
二
%
)
も
あ
る
の
は
注
目
し
て
よ
い
。

中
之
条
町
全
戸
に
つ
い
て
、
文
化
十
三
年
の
家
族
員
数
別
戸
数
を
み

る
と
第
7
表
に
な
る
。

第7表

戸

数

42S1 人人人人

懇12 
10 
2 
2 
l 。
2 
1 

計 192 (100.0) 

語家数

三
人
家
族
が
全
体
の
約
四
分
の
一
を
し
め
て
最
も
多
い
が
、
一

l
二

人
家
族
も
二
割
に
近
い
。
四
人
以
下
の
家
族
が
全
戸
中
の
七
二
%
に
及

ん
で
い
る
。
さ
き
の
一
人
家
族
は
全
町
で
二
二
戸
、
全
戸
の
一
二
%
で

・
あ
っ
た
。

②
家
族
に
含
ま
れ
る
続
柄
別
構
成
を
第
8
表
に
示
す
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村・家・女の歴史

宝
享和4 天保10

(1804) (1839) 

286 269 
直系親

(100.0) 
GOO-011 0 

第系一親傍
23 

(8.0) (3.8) 

系第二親傍
2 

(0.3) (0.7) 
一

非者血縁
7 14 

(2.4) (5.2) 

続柄別構成

特輯V

第8表

註

享
和
4
、
天
保
叩
の
家
族
は
林
昌
寺
の
檀
家
の
み
。

先
掲
の
近
世
前
期
宝
永
二
年
、
明
和
六
年
の
家
族
続
柄
別
構
成
表

(第
3
表
)
と
対
比
す
る
と
、
後
期
に
な
る
と
、
直
系
親
に
対
し
て
第

一
・
第
二
傍
系
親
を
含
む
比
率
は
少
く
な
っ
て
い
る
。
第
一
傍
系
親
は

直
系
親
に
対
し
て
、
そ
の
一
割
以
下
に
な
り
、
天
保
に
は
四
%
を
わ
る
。

第
二
傍
系
親
は
一
%
以
下
に
低
下
す
る
。
と
く
に
非
血
縁
を
含
む
比
率

も
、
前
期
に
は
直
系
親
の
二
O
I
一
O
%
を
し
め
て
い
た
が
、
後
期
に

は
著
し
く
低
下
し
て
ニ

l
五
%
と
な
る
。

と
く
に
、
第
一
傍
系
親
の
兄
弟
姉
妹
や
そ
の
配
偶
者
を
含
む
家
族
が

少
く
な
っ
た
。
宝
永
二
年
に
は
家
長
一
O
O
に
対
し
兄
弟
姉
妹
三
六
そ

の
配
偶
者
一
九
を
し
め
た
が
、
天
保
十
年
に
は
、
兄
弟
姉
妹
九
%
そ
の
配

偶
者
は
僅
か
に
一
%
に
減
少
し
て
い
る
。
さ
ら
に
非
血
縁
の
抱
を
み
る

と
宝
永
・
明
和
に
は
家
長
一
O
O
に
対
し
宝
永
・
明
和
に
は
三
O
I
四

o
v
m
だ
っ
た
が
、
享
和
・
天
保
に
は
一
O
w
m
前
後
に
さ
が
る
。
ハ
筆
者

の
「
近
世
中
之
条
町
の
社
会
構
造
」
却
六
頁
第
6
表
参
照
〉

③
家
族
類
型
の
変
化
を
第
9
表
に
示
す
。

近世期の家族類型の変化(中之条町〕

近世後期

宝永21明和61享和41天保10
(1705) 1 (1769) 1 (1804) 1 (1839) 
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(親と子だけ〉 1(40.4)1 (43.4)1 (49.5)1 (60.9) 

直系型家族 1 81 491 2到
〈直荊親が中心)1 (8.6)1 (加.8)1 (31. 9)1 (28. 3) 

霊持矧竺空企割竺割25
常葉欝鋼〈31g 〈J(32 i ( 5 2
も含む〉 I ¥.'U.. ".11 \.~~. v.l1 "...・刊

)内の数字は%t 注

表
に
よ
っ
て
、
制
単
一
家
族
の
比
率
が
ふ
え
て
家
族
形
態
の
上
で

は
、
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

伺
直
系
家
族
型
が
三
割
前
後
で
あ
る
。

日
門
前
期
の
複
合
家
族
の
遺
制
が
天
保
年
間
頃
(
十
九
世
紀
三
十
年

代
〉
か
ら
著
し
く
減
少
し
て
い
る
こ
と
。
と
く
に
非
血
縁
者
〈
譜

第9表

近世前期
山

川

¥

ム

族

制

¥

一

家

¥

型

一

型

-
¥
瀬
一
一

一

¥

剥

一

単



代
下
男
下
女
及
家
抱
庖
抱
な
ど
)
を
含
む
も
の
が
な
く
な
っ
て
い

る
こ
と
等
が
う
か
が
わ
れ
る
。

註
単
一
家
族
型
と
は
そ
の
年
次
の
調
査
時
に
お
け
る
家
族
形
態
で

あ
っ
て
、
実
質
上
で
は
、
直
系
の
系
譜
家
族
で
あ
る
。
核
家
族
で

は
な
い
。

折
田
村
の
家
族
構
成
の
変
化
近
世
後
期
の
村
の
家
族
構
成
の
状
況
を
、
折
田
村
の
場
合
に
つ
い
て
み
て
お
く
。

ま
ず
折
田
村
の
近
世
前
期
か
ら
後
期
に
わ
た
る
家
族
員
数
の
動
き
を
第
印
表
に
よ
っ
て
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

中之条町の家の歴史(近世編)

近世折田村の家族員数の動き

宝(1暦7544〕 明(1和 9 享(18和044〕 文(18化1310〉 天(18保389〕772) 

21iJ 機18 24(21. 1202. 
22 20C17. 1202. 

214442〉〉 21 25 1906. 1000. 
26 20 1604. 23(23. 

9 8 11 9 1808. 
3 8 5 6 3 
3 2 1 2 2 
2 l 。 3 1 
1 2 。 。 3 
1 1 。 。 。

計
113 115 116 113 97 

(100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) 

官
人 人 人 人 人

3.1 4.2 3.7 3.7 4.2 

第10表

( )内の数字は%注

近世折田村の夫婦組構成の動き(天和~天保〕

霊長立|否認る宝(17暦544〉(明1和7729〉(享18和044) 文(18化1310〉 (天18保389) 

夫婦なし
6 34 29 388) 41 39 

(12.5) (27.4) (25.2) (32. 8):(36. 3) (40.2) 

夫婦 1組 31 ~~i'，"n ~~ 61 52 42 
(64.6) (52.4)1(59.1) (52.9) (46.0) (43.3) 

夫婦 親 子 4 22 11 16 18 15 

2 (14.6) (19.4) (13.0) (14.η (16.8) (15.5) 

組 兄弟 3 2 4 1 1 。
夫婦 親兄子弟21組組 3 1 3 。1 1 

(8.3) (0.8) (2.7) (6.9) (1. 0) 
3 
組 兄弟2組 1 。。 。。 。

計 48 1241105)11611O3 ) 97 
(100.0) (100.0)1(100.0)1(100.0)1(100. (100.0) 

第11表

〉内の数字ほ%( 注
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近
世
前
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
、
平
均
家
族
員
数
は
減
少
傾
向
に
あ

っ
た
(
天
保
九
年
は
四
・
二
人
と
多
く
な
る
〉
。
十
人
以
上
の
多
人
数
家

族
も
前
期
に
比
し
て
後
期
は
な
く
な
っ
て
き
た
(
天
保
九
年
に
は
十
人

家
族
三
〉
。

②
家
族
中
の
夫
婦
の
組
構
成
を
第
U
表
に
示
す
。

268 

ハ
前
頁
)

天
和
二
年
に
は
、
夫
婦
組
数
構
成
か
ら
み
て
複
合
家
族
型
が
多
か
っ

た
。
こ
れ
は
明
和
期
ま
で
の
前
期
に
は
傍
系
の
兄
弟
夫
婦
の
同
居
が
相

当
数
あ
っ
た
が
、
後
期
の
享
保
四
年
以
降
に
は
一

1
二
に
減
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
か
わ
っ
て
後
期
に
は
年
々
夫
婦
な
し
の
家
族
の
比
率
が
ふ

え
て
い
る
。

特輯V

3 

近
世
中
之
条
町
の
婚
姻
年
令
と
通
婚
圏

家
と
緊
密
に
関
連
す
る
近
世
の
わ
が
町
村
の
婚
姻
年
令
や
通
婚
圏
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。

m
婚
姻
年
令
・
夫
婦
年
令
差

町
の
男
女
の
婚
姻
年
令
近
世
の
家
関
係
の
資
料
は
主
に
宗
門
人
別
帳
に
よ
る
が
、
こ
の
宗
門
改
帳
を
土
台
に
町
村
の
有
配
偶
率
、
平

均
結
婚
年
令
の
推
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。
但
し
一
町
村
の
宗
門
改
帳
が
あ
る
程
度
年
次
的
に
そ
ろ
っ
て
い
る
必
要
が
あ
り
、
当
地
方
の
場

合
に
は
史
料
の
状
況
か
ら
現
状
で
は
難
し
い
。
今
後
の
史
料
の
発
見
と
整
備
を
ま
ち
た
い
。

註
最
近
の
こ
の
方
面
の
劃
期
的
研
究
と
し
て
、
速
水
融
「
近
世
農
村
の
歴
史
人
口
学
的
研
究
」
所
収
の
第
五
章
有
配
偶
率
と
平
均
結
婚
年
令
が
あ

る
。
旧
く
は
関
山
直
次
郎
「
近
世
日
本
人
口
の
研
究
」
所
収
第
四
章
第
二
節
第
一
款
婚
姻
年
令
及
婚
姻
率
、
第
二
款
有
配
偶
率
が
あ
る
。

資
料
が
そ
ろ
っ
て
い
な
い
関
係
か
ら
、
か
か
る
本
格
的
研
究
方
法
に
よ
ら
ず
、
ご
く
限
定
さ
れ
た
宗
門
改
帳
か
ら
、
父
母
と
長
男
長
女

と
の
年
令
差
に
よ
っ
て
父
母
の
結
婚
年
令
を
推
察
す
る
と
い
う
あ
ま
り
科
学
的
正
確
度
の
な
い
極
め
て
便
宜
的
方
法
に
よ
っ
て
こ
の
問
題

を
推
測
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

①
近
世
前
期

制
宝
永
二
年
に
は
、
男
子
の
場
合
、
二

O
才
代
二
二
人
、
三

O

才
代
一
六
人
、
特
に
二
五
才
以
上
に
集
中
す
る
。
女
子
の
場
合
、
二
O

才
未
満
一

O
人
、
二
五
才
ま
で
一
一
人
が
多
く
、
二
五
才
以
上
は
減
少



中之条町の家の歴史(近世編)

す
る
。

判
明
和
六
年
で
も
、
男
子
は
、
二
O
才
代
三
二
人
ハ
う
ち
二
五

才
以
上
二

O
人
〉
、
三

O
才
代
田
七
人
、
四

O
才
代
一
五
人
で
、
二
五

l

三
五
才
に
集
中
す
る
。
女
子
は
、
二

O
才
未
満
二
四
人
、
二
五
才
ま
で

三
七
人
が
多
く
、
二
五
才
以
上
は
や
は
り
減
少
す
る
。
以
上
に
よ
っ
て

近
世
前
期
の
町
の
場
合
に
は
、
結
婚
年
令
は
ふ
つ
う
男
子
は
二
五
才
以

上
、
女
子
は
ふ
つ
う
二
五
才
未
満
が
多
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ

し
、
家
抱
譜
代
で
は
男
子
は
四

O
才
以
上
が
半
数
で
あ
る
こ
と
、
女
子

で
も
一
般
本
百
姓
よ
り
結
婚
年
令
が
た
か
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

②
近
世
後
期
(
享
和
四
年
天
保
十
年
宗
門
人
別
帳
か
ら
〉
に
な
る

と
、
男
子
で
は
、
前
期
に
比
し
て
幾
分
結
婚
年
令
が
上
昇
し
て
い
る
。

女
子
で
は
前
期
と
あ
ま
り
変
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

註
明
治
以
前
に
於
て
は
、
一
般
に
二
十
才
前
後
を
以
て
婚
期
と
な

し
、
早
き
は
十
五
六
才
に
し
て
婚
姻
を
な
す
も
の
も
あ
り
し
が

(
吾
妻
郡
誌
)

婚
姻
年
令
と
併
せ
て
近
世
家
族
の
夫
婦
の
年
令
差
に
つ
い
て
も

み
て
お
き
た
い
。

町
の
近
世
夫
婦
に
み
る
年
令
差
(
第
四
表
〉

そ
の
特
色
を
み
る
と
、
帥
夫
に
対
し
妻
が
年
上
の
も
の
は
非
常
に
少

い
こ
と
、
近
世
末
に
近
づ
く
と
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
(
男
優
先
の
近

世
封
建
社
会
の
性
格
の
反
映
か
〉
。

夫婦年令差別の近世中之条家族数の動き

主宰!宝(1永7052〉 明(1和7696〉 享(1和8044〉 天(1保83910〉

-4 才 。 1 。 2 。 。 。 1 

1...... 3才 12 11 10 41 
(13.3) (13.9) 1(8 16.7〉 (28.6) 

4...... 6才 17 17 10 
(18.9) (21. 5) (30.0) (20.4) 

7...... 9才 23 14 16 5 

C21〉O〉5251f1ll16〉 2s〈a441M0q はJ J 7I η 的〈422引1161 1 1 ( 7〉 3〈86S〉01J1 A j 01 2〉
10......12才 2 

(23.3) 1 1(25. (15. (16. 

13......15才 (11.i(422)(制) 26.7) (34.7) 

16~ 1281 才才
19 ...... 

計 90 79 60 49 
(100.0) (100.0) (100.0) (100.0) 

夫婦なし 4 18 31 35 

注

第12表

( )内の数字は%

M
W

近
世
前
期
で
は
、
夫
が
妻
よ
り
十
才
以
上
も
年
上
の
も
の
が
多

か
っ
た
が
(
宝
永
明
和
で
は
全
体
の
四
二

1
四
六
%
)
、
後
期
に
な
る
と
、

こ
れ
が
ず
っ
と
少
く
な
る
。
後
期
に
は
一

l
三
才
の
夫
の
年
上
が
全
体

の
約
三
割
近
く
を
し
め
る
ま
で
に
ふ
え
る
。
一
般
に
夫
の
妻
よ
り
年
上
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村・家・女の歴史

の
年
令
差
は
締
少
し
て
い
っ
た
。
夫
婦
年
令
差
の
縮
少
と
併
せ
て
、
夫

妻
同
年
令
な
い
し
奏
の
年
上
の
夫
婦
も
少
し
ず
つ
で
て
き
て
い
る
。
か

く
て
近
世
末
期
に
な
る
と
夫
婦
年
令
差
を
み
て
も
封
建
社
会
の
崩
解
の

一
面
が
う
か
が
え
る
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
こ
の
夫
婦
年
令
差
の
ひ
ら
き
と
家
の
階
層
と
の
関
係
を
み
る

と
、
夫
が
妻
よ
り
十
才
以
上
も
年
上
の
家
は
大
部
分
が
上
層
で
あ
る
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
宝
永
二
年
の
勘
左
衛
門
孫
左
衛
門
〈
町
田
〉
、
清

左
衛
門
ハ
二
宮
〉
平
左
衛
門
〈
桑
原
〉
、
太
左
衛
門
伊
兵
衛
ハ
剣
持
〉
な

ど
い
づ
れ
も
旧
家
役
職
層
で
あ
っ
た
。

特穏V

後
期村
のの
夫夫
婦婦

22 
差令
の差
動
き近
を世
第折
13 田
表村
での
み場
て合
おに
こっ
うい

て

期

前
述
の
町
の
場
合
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
傾
向
の
特
色
を
も
っ
て
い
る
。

た
だ
村
の
場
合
に
は
、
町
に
く
ら
べ
て
次
の
よ
う
な
著
し
い
特
質
を
示

し
て
い
た
。
的
夫
が
妻
よ
り
十
才
以
上
も
年
上
の
も
の
が
、
前
期
で

も
村
の
方
が
よ
り
多
か
っ
た
(
四
四
l
五
八
%
)
。
後
期
に
は
こ
の
夫
婦

の
比
率
は
低
下
す
る
が
、
な
お
町
に
く
ら
べ
る
と
、
幾
分
多
か
っ
た
。

町
と
村
の
夫
婦
年
令
差
か
ら
み
た
家
族
構
成
を
比
較
す
る
と
、
家
や

夫
婦
聞
の
あ
り
方
で
町
よ
り
も
村
の
方
が
よ
り
男
子
ハ
家
長
)
の
優
位

∞
婚
姻
圏
|
通
婚
の
範
囲

近
世
の
町
村
住
民
の
通
婚
圏
を
捉
え
る
に
ほ
、

傾
向
が
強
か
っ
た
表
わ
れ
で
あ
ろ
う
。

近世折田村の夫婦年令差別の家族数

主宰!目昼一団三唾堅一也堅一
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22 
(28.9) 
21 

5 
21 
(22.8) 
22 

3 
13 
(12.3) 
22 

0 
1~ 3才

4~ 6才

16~18才
19才~

76 

(100.0) 
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第四表

7~ 9才

1O~12才

13~15才

92 
(100.0) 

106 
(100.0) 

91 
(100.0) 

〉内の数字は%

計

〈注

ふ
つ
う
宗
門
人
別
帳
に
よ
っ
て
夫
婦
に
つ
い
て
の
縁
入
(
嫁
入
り
婿
入
り
)
の
出
身
地



記
載
に
た
よ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
宗
門
人
別
帳
は
一
般
に
全
夫
婦
の
出
身
地
を
も
れ
な
く
記
載
し
て
い
る
の
は
少
く
、
多
く
は
新
婚

者
の
場
合
だ
け
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
各
年
次
ご
と
の
村
の
全
夫
婦
を
対
象
に
し
て
量
的
な
統
計
考
察
を
行
う
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。
当
地
町
村
の
通
婚
圏
に
つ
い
て
も
、
叙
上
の
よ
う
な
史
料
上
の
制
約
に
よ
っ
て
、
近
世
の
一
年
次
(
十
八
世
紀
前
半
)
に
お
け
る

町
村
の
通
婚
圏
だ
け
を
取
扱
う
こ
と
に
し
た
。

宝

永

二

年

三

七

O
五
)
の
町
の
通
婚
圏

み
る
と
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
の
年
の
宗
門
人
別
帳
か
ら
町
の
本
百
姓
の
全
主
婦
の
婚
入
地
の
地
域
範
囲
を
第

M
表
で

第14表

主婦数

内|42
I (33.6) 

121 
(9.6)1 

641 
(51. 2) 

4 
(3.2) 

(0.8) 

2 
(1. 6) 

L
l
 a--一回

125 
(100.0) 

婚 入 先

村

郡内
他村

県内
他村

外

明

町

近

県

不

中之条町の家の歴史(近世編〉

表
か
ら
、
当
時
町
の
主
婦
の
通
婚
圏
は
、
郡
内
他
村
が
半
分
以
上
を

し
め
て
最
も
多
く
、
つ
い
で
町
内
ハ
大
字
内
〉
が
三
四
%
も
し
め
て
い

た
こ
と
、
郡
外
地
か
ら
の
主
婦
は
四
%
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

さ
て
こ
の
宝
永
期
の
中
之
条
町
は
漸
く
市
場
町
と
し
て
の
商
業
的
発

展
が
絡
に
つ
き
二
宮
家
ら
が
台
頭
興
隆
過
程
に
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る

と
、
か
く
郡
外
婚
が
極
め
て
少
く
、
町
内
婚
が
三
三
%
と
高
率
な
こ
と

の
理
由
が
検
討
課
題
で
・
あ
ろ
う
。

明
治
前
期
の
資
料
か
ら
も
町
内
婚
が
な
お
二
二
%
と
高
率
な
こ
と
、

ま
た
近
世
後
期
に
は
本
町
は
田
舎
町
と
し
て
商
業
発
展
が
行
わ
れ
、
他

県
(
信
州
越
後
)
と
の
交
流
も
相
当
み
ら
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、
婚
姻
で
は

町
内
婚
が
割
合
高
率
だ
っ
た
こ
と
は
、
町
自
体
の
社
会
的
性
格
を
反
映

し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
宝
永
二
年
の
町
内
婚
の
内
容
を
み
る
と
、

同
族
聞
の
婚
姻
と
町
内
上
層
聞
の
婚
姻
が
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

桑
原
二
宮
倉
林
田
村
等
の
旧
家
相
互
聞
の
婚
姻
事
例
が
多
い
。
こ
れ
に

対
し
て
郡
内
他
村
と
の
婚
網
は
、
そ
の
大
半
が
中
層
農
家
の
婚
姻
事
例

で
し
め
ら
れ
て
い
た
。

以
上
、
婚
姻
閣
に
つ
い
て
の
近
世
の
町
と
し
て
の
特
質
は
、
川
町

内
婚
が
相
当
高
率
で
あ
っ
た
こ
と
。
こ
の
町
内
婚
は
比
較
的
上
層
の
家

相
互
の
婚
姻
か
旧
家
格
の
同
族
内
婚
等
が
多
か
っ
た
こ
と
、
制
郡
外

婚
が
極
め
て
少
く
、
最
も
多
い
の
は
郡
内
他
村
と
の
婚
姻
で
、
こ
れ
は

町
の
大
半
を
し
め
る
中
層
の
家
々
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
に

う
か
が
わ
れ
る
。
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享
保
十
三
年
(
一
七
二
八
〉
の
五
反
田
村
の
適
婚
臣

ま
ず
享
保
十
三
年
宗
門
人
別
帳
か
ら
、
五
反
田
村
本
百
姓
の
主
婦
の
通
婚
圏
を
第
臼
表
に
示
す
。

村・家・女の歴史

241 
(30.8) 

27 
(34.6) 

。
不明l三

(100.0) 

主婦の
婚入先

3 

21 
(26.9) 

主婦数

特輯V

第15表

計

外

村

郡内
他村

県

内

近

村

五
反
田
村
主
婦
の
通
婚
圏
で
も
郡
内
他
村
が
一
番
多
い
が
、
中
之
条

町
と
比
較
し
て
近
村
ハ
岩
本
村
・
蟻
川
村
・
四
万
村
な
ど
〉
と
の
婚
姻

率
が
相
当
た
か
い
。
村
内
婚
も
コ
二
%
を
し
め
る
が
、
中
之
条
町
の
場

合
の
よ
う
に
村
内
婚
が
特
に
上
層
に
限
ら
れ
る
傾
向
は
見
出
せ
な
い
。

こ
の
点
で
格
別
に
通
婚
閣
と
家
階
層
と
の
関
連
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。

つ
ぎ
に
こ
の
宗
門
人
別
帳
に
よ
っ
て
、
五
反
田
村
の
当
時
の
女

娘
や
伯
叔
母
、

姪
な
ど
〉
の
婚
出
婚
入
を
通
じ
て
の
全
通
婚
圏
(
第
路
表
・
第
臼

た
ち
ハ
主
婦
の
ほ
か
家
長
の
姉
妹
、

息
子
の
嬢
、

表
〉
を
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
特
質
が
示
さ
れ
て
い
る
。

①
婚
入
園
村
の
女
た
ち
の
婚
入
先
を
み
る
と
、
村
内
か
ら
近
村

(
旧
伊
参
村
と
四
万
村
を
含
む
範
域
〉
が
約
六
割
近
く
を
し
め
、
郡
内

他
村
ハ
大
半
が
吾
妻
東
部
地
区
で
西
部
は
一
事
例
し
か
な
い
)
は
四
割

272 

世代別の村の女たちの婚入園

ぷ~l 語家長案 甥息子のの嫁嫁 伯〈叔〉母 計

村 内
32 19 1 52 

(32.3) (46.3) (36.6) 

近 村 24 5 。 29 
(24.2) (12.2) (20.4) 

郡内 40 17 1 58 
他村 (40.4) (41. 5) (40.8) 

県内 3 。 。 3 
他村 (3.1) (2.2) 

県 外 。 。 。 。

計
99 41 2 142 

100.0 100.0 100.0 100.0 

注

第16表

c )内の数字は%

で
あ
る
。
女
の
世
代
別
で
多
少
の
ち
が
い
が
み
ら
れ
る
が
、
現
家
長
の

姉
妹
や
主
婦
た
ち
よ
り
も
、
次
世
代
の
息
子
の
嫁
た
ち
の
方
は
、
村
内

婚
の
比
率
が
幾
分
た
か
く
近
村
婚
入
が
逆
に
多
少
低
率
で
あ
る
。



註
県
内
他
村
の
う
ち
に
は
、
近
い
郡
内
他
村
に
あ
た
る
尻
高
村

ハ
群
馬
郡
)
が
二
事
例
含
ま
れ
て
い
る
。

②
婚
出
圏
婚
入
園
に
比
し
て
婚
出
圏
の
特
色
を
み
る
と
、
的
村

内
か
な
い
こ
と
、
伺
郡
を
こ
え
て
県
内
他
村
(
主
に
近
く
の
群
馬
郡
の

町
村
が
多
い
こ
と
、
事
例
と
し
て
伊
香
保
町
)
が
多
い
の
も
注
目
さ
れ

る。
付
近
村
〈
旧
伊
参
村
・
四
万
村
〉
の
範
域
は
婚
入
婚
出
と
も
に
同

比
率
に
近
い
。
近
村
中
で
は
原
岩
本
村
へ
の
婚
出
が
多
い
の
が
め
だ

っ
て
い
る
。

4 

近
世
の
町
の
家
相
続

第17表村の女たちの世代別の婚

出圏

lx競い母母〈、叔た伯〉ち 計|

村内 01 0 。
51 11 1 

近村(16.6):(26.8) (23.6)1 

郡他内 20 。34 
村(46.7)l(48. 8) (47.2) 

県 10 。21 
(29.2) 

県外 01 0 。。

計 (loo-3ω 0 000.4ω 1 
1 72 
(100.0) 

中
之
条
町
の
近
世
の
家
相
続
に
関
す
る
旧
町
村
(
大
字
地
区
〉
全
体
と
し
て
の
総
括
的
な
実
態
は
史
料
上
の
制
約
か
ら
把
握
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
し
か
し
特
定
の
二
三
の
旧
家
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
態
の
一
部
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

川
町
の
旧
家
の
家
相
続
ま
ず
町
部
の
旧
家
と
し
て
、
伊
勢
町
の
青
柳
源
右
衛
門
家
(
圧
屋
格
)
と
中
之
条
町
の
町
田
重
兵
衛
家
(
名
主

格
〉
の
事
例
を
あ
げ
て
お
く
。

中之条町の家の歴史(近世編〉

青
柳
家
の
場
合
:
:
:
青
柳
家
文
書
か
ら
、
家
系
譜
を
み
る
と
、
初
代

重
郷
半
治
郎
が
信
州
青
柳
之
郷
よ
り
天
正
二
年
吾
妻
郡
城
山
の
城
内
に

く
る
の
に
は
じ
ま
る
。
元
亀
年
中
よ
り
長
居
す
る
に
至
り
、
狩
野
志
摩

の
娘
を
要
る
。
当
地
に
落
着
し
た
の
は
三
代
重
治
・
藤
右
衛
門
ハ
覚
永

十
七
年
十
二
月
死
〉
の
時
か
ら
で
あ
る
。
四
代
重
隆
源
右
衛
門
ハ
万
治
三

年
十
一
月
死
)
の
時
に
、
は
じ
め
て
庄
屋
役
に
就
く
。
従
っ
て
四
代
以

降
伊
勢
町
に
引
続
き
土
着
し
、
本
百
姓
源
右
衛
門
家
と
し
て
の
歴
史
が

は
じ
ま
る
。
ハ
初
代
半
治
郎
の
長
男
重
村
が
二
代
を
相
続
し
、
妻
に
大
戸
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浦
野
民
部
の
娘
を
迎
え
た
。
二
代
は
元
和
二
年
四
月
死
亡
、
三
代
は
初

代
半
治
郎
の
三
男
が
相
続
す
る
)

本
百
姓
と
し
て
の
源
右
衛
門
家
の
家
相
続
を
み
る
と
、
四
代
に
は
三

代
の
長
男
重
隆
が
相
続
す
る
(
以
下
代
々
の
相
続
年
時
の
記
載
な
く
不

明
〉
。
三
代
に
は
六
人
の
男
子
が
あ
り
、
二
男
利
左
衛
門
は
中
之
条
に

分
地
、
一
二
男
太
兵
衛
は
字
妻
に
開
発
分
地
、
四
男
半
重
郎
は
町
内
の
上

ノ
丁
に
分
地
、
五
男
六
右
衛
門
は
同
町
の
下
ノ
丁
に
分
地
、
六
男
茂
兵

衛
は
向
ケ
丘
に
分
地
、
二
男
以
下
五
人
の
息
子
を
夫
々
町
内
な
い
し
近

く
に
分
家
さ
せ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
五
代
以
降
の
家
相
続
者
に
つ
い
て
、

先
代
と
の
続
柄
系
譜
を
あ
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

五
代
源
右
衛
門
(
元
禄
五
年
二
月
死
、
八
十
九
才
)
先
代
の
長
男

六
代
賀
右
衛
門
ハ
元
禄
十
三
年
七
月
死
、
六
十
五
才
)
先
代
の
二
男

七
代
源
右
衛
門
(
延
享
三
年
九
月
死
、
八
十
二
才
〉
先
代
の
三
男

八
代
重
右
衛
門
(
明
和
五
年
八
月
死
、
五
十
八
才
)
先
代
の
三
男

九
代
重
右
衛
門
(
後
に
嘉
右
衛
門
)
(
寛
政
十
二
年
六
月
死
〉
先
代

の
二
男

十
代
源
右
衛
門
(
文
化
八
年
二
月
死
)
先
代
の
三
労

青
柳
家
の
家
相
続
の
続
柄
系
譜
は
、
土
着
本
百
姓
化
以
前
と
そ
の
直

後
を
み
る
と
、
長
男
子
相
続
が
う
か
が
え
る
。
本
百
姓
化
の
以
後
二
代

目
(
六
代
〉
の
近
世
中
期
以
降
は
、
代
々
二
、
三
男
が
相
続
し
て
い

る
。
そ
の
詳
細
な
理
由
に
つ
い
て
は
家
文
書
で
は
わ
か
ら
な
い
。

町
田
(
霊
)
家
の
場
合
:
:
:
町
田
重
兵
衛
家
文
書
か
ら
、
家
系
譜
を

み
る
と
、
慶
長
十
五
年
八
月
没
の
町
田
豊
後
守
重
成
を
祖
と
し
て
、
慶

特輯V

長
年
間
利
根
郡
よ
り
本
町
長
岡
に
移
住
し
・
・
・
・
・
・
寛
永
年
中
に
曲
手
町
に

移
り
、
爾
来
代
々
重
兵
衛
と
通
称
し
て
い
る
。
二
代
新
五
郎
右
馬
之
助

三
代
孫
兵
衛
ハ
寛
文
元
年
死
)
の
次
男
重
(
十
〉
左
衛
門
が
初
代
重
兵

衡
を
称
す
ハ
元
禄
十
五
年
六
月
死
)
。
三
代
の
長
男
孫
左
衛
門
は
井
戸

屋
に
ゆ
く
。
重
兵
衛
家
系
図
に
は
「
長
男
は
養
子
に
遣
れ
た
る
べ
し
」

と
あ
る
)
。
三
男
勘
左
衛
門
は
越
後
屋
を
つ
ぐ
。

初
代
重
兵
衛
以
降
の
町
田
家
の
家
相
続
者
の
先
代
と
の
続
柄
系
譜
を

あ
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

初
代
重
兵
衛
(
元
禄
十
五
年
六
月
没
)
先
代
孫
兵
衛
の
二
男
(
長
男

井
戸
屋
へ
養
子
〉

二
代

s

〈
正
徳
六
年
六
月
没
)
先
代
重
兵
衛
の
二
男
ハ
長
男
原

沢
氏
へ
養
子
〉

三
代

g

ハ
延
享
五
年
没
〉
先
代
の
長
男

四
代
，
(
元
文
五
年
十
月
没
)
先
代
の
長
女
い
ち
の
婿
養
子

五
代

a

(

文
化
三
年
十
月
没
)
先
代
の
長
男

ムハ代

8

(

天
保
五
年
二
月
没
)
先
代
の
三
男
(
長
男
、
二
男
幼
死
)

七
代

g

ハ
天
保
十
五
年
八
月
没
〉
先
代
の
長
女
て
ふ
の
婿
養
子

初
代
重
兵
衛
以
降
の
町
田
家
の
相
続
の
続
柄
系
譜
を
み
る
と
長
男
子

相
続
が
慣
行
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
二
三
男
の
相
続
の
場
合
は
、
長
男

が
養
子
に
い
っ
た
か
、
幼
死
し
た
と
き
で
あ
る
。
婿
養
子
が
二
代
あ
る

が
ハ
四
代
・
七
代
〉
、
い
ず
れ
も
娘
の
み
で
息
子
な
き
場
合
で
あ
っ
た
。

町
田
ハ
重
〉
家
の
場
合
に
も
、
代
々
の
家
長
の
相
続
年
時
は
家
文
書
か

ら
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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∞
村
の
旧
家
の
家
相
続

村
の
旧
家
と
し
て
山
田
村
の
山
田
次
郎
兵
衛
家

(
6〉
に
つ
い
て
は
、

7
近
世
の
村
の
本
分
家
で
詳
述
し
て
お

初
代
次
郎
兵
衛
ハ
延
宝
九
年
没
)
先
代
山
田
作
右
衛
門
の
二
男

い
た
が
、
次
郎
兵
衛
家
代
々
の
家
相
続
の
先
代
と
の
続
柄
系
譜
だ
け
を
示
し
て
お
く
。

二
代

〈
宝
暦
十
三
年
没
〉
初
代
の
二
男
(
長
男
一
二
郎
左
衛
門

は
分
家
す
る
)

五四三
代代代

次
郎
兵
衛
ハ
天
明
四
年
没
)
先
代
の
長
男

〈
文
化
十
年
没
)

8

の
長
男

〈
文
化
九
年
没
)

8

の
長
男

さ
て
近
世
の
家
相
続
の
続
柄
別
序
列
が
何
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
か
の
基
本
的
原
因
に
関
し
て
、
大
石
慎
三
郎
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。
(
大
石
「
近
世
村
落
の
構
造
と
家
制
度
」
二
六
七

l
二
六
八
頁
)

中之条町の家の歴史(近世編〉

ま
ず
労
働
力
の
分
配
の
都
合
か
ら
で
あ
る
。
ハ
父
親
が
若
く
て
子
供

に
所
帯
を
渡
す
に
は
早
す
ぎ
る
時
に
は
、
長
男
を
分
家
さ
せ
る
。
自
分

が
年
老
い
て
一
人
前
の
労
働
が
で
き
な
く
な
っ
た
頃
、
ち
ょ
う
ど
一
人

前
に
な
る
二
男
以
下
、
あ
る
い
は
末
子
に
譲
る
)
。
こ
の
長
男
と
父
親

と
が
労
働
力
の
交
替
期
に
な
い
時
は
、
隠
居
分
家
と
い
う
相
続
形
態
が

み
ら
れ
る
。
円
本
家
の
称
号
と
こ
れ
に
伴
う
権
利
義
務
が
長
男
分
家
に

移
る
。
こ
れ
は
家
財
の
分
割
相
続
、
家
は
長
子
単
独
相
続
と
い
う
複
合

的
相
続
形
態
を
と
る
〉

ま
た
高
尾
一
彦
、
脇
田
修
の
両
氏
は
畿
内
村
落
の
農
民
相
続
を
研
究
し
て
、
そ
の
三
類
型
を
あ
げ
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
(
「
元
禄

時
代
に
お
け
る
畿
内
村
落
の
発
展
」
日
本
史
研
究
二

O
号
所
収
〉

ハ
I
〉
親
の
生
前
に
譲
る
、
ハ
E
〉
隠
居
分
家
、

(
E〉
親
が
死
ん
で
子
供

に
相
続
す
る
。

(
I
X
E
)
は
村
内
上
層
部
の
分
家
の
場
合
で
、

(
E
)
は

村
落
内
の
下
層
部
に
属
し
、
ハ
E
〉
の
下
層
に
多
い
理
由
と
し
て
、
的
貧

因
に
よ
る
結
婚
年
令
の
遅
れ
、
伸
子
供
の
奉
公
に
よ
る
他
出
の
た
め
を

あ
げ
て
い
る
。

そ
し
て
大
石
は
、

「
長
男
単
独
相
続
形
態
は
近
世
期
で
は
ご
く
少
数
の
地
主
層
の
も
の
、
と
く
に
寄
生
地
主
の
も
の
」
と
述
べ
て
い
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一
般
の
本
百
姓
農
民
に
お
い
て
は
、
上
述
の
よ
う
に
労
働
力
の
分
配
の
都
合
で
必
ず
し
も
長
男
相
続
と
限
ら
ず
、
労
働
力
関
係
か
ら

長
男
分
家
に
よ
る
二
男
三
男
の
相
続
、
ま
た
は
低
生
産
力
の
村
々
で
は
末
子
相
続
も
広
く
行
わ
れ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
(
大
石
「
前

書
」
二
七
七
頁
可

276 

て、
つ
ぎ
に
明
治
前
期
の
戸
籍
か
ら
幕
末
の
町
の
相
続
状
況
が
わ
か
る
が
、
当
時
の
町
の
主
な
家
々
の
相
続
の
実
情
に
つ
い
て
考
察
を
し
て

み
よ
う
。

家
長
の
相
続
年
令
明
治
前
に
相
続
し
た
九
戸
に
つ
い
て
相
続
年
令
は
、
二

O
才
代
か
ら
三

O
才
代
に
広
く
分
布
し
て
い
て
年
令
的
特

徴
は
明
確
で
な
い
。
し
か
し
幕
末
に
結
婚
し
明
治
後
に
相
続
し
た
も
の
を
加
え
る
と
き
、
明
治
後
の
相
続
者
は
一
般
に
年
令
が
上
昇
し
て
、

二
十
才
代
よ
り
三
四
十
才
代
(
と
く
に
四
十
才
代
〉
が
多
く
な
る
。
こ
の
点
か
ら
近
世
の
相
続
年
令
は
明
治
に
比
し
て
一
般
に
若
く
三
十

才
代
、
な
い
し
二
十
才
代
の
も
の
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

婚
姻
か
ら
相
続
ま
で
の
期
間
幕
末
と
明
治
の
相
続
事
例
十
八
戸
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
の
期
聞
が
十
年
以
上
と
十
年
未
満
が
相
半
ば

し
て
い
る
。
と
く
に
十
年
以
上
の
も
の
は
町
田
重
兵
衛
、
儀
平
、
与
兵
衛
、
二
宮
平
八
等
の
町
の
上
層
旧
家
が
主
で
あ
っ
た
。
二
十
年
以

上
は
小
池
重
左
衛
門
家
、
伊
能
市
郎
右
衛
門
家
(
い
ず
れ
も
近
世
の
旧
家
格
〉
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
う
ち
婿
養
子
で
は
長
い
期
間
の

も
の
は
二
宮
伊
右
衛
門
家
の
伊
三
郎
の
八
年
、
二
宮
次
郎
右
衛
門
家
の
次
郎
平
の
五
年
で
あ
っ
て
、
と
く
に
婿
養
子
が
家
付
長
男
に
比
し

て
相
続
ま
で
の
期
聞
が
長
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

主
な
家
々
十
四
戸
に
つ
い
て
み
る
と
、
二
十
年
以
上
に
わ
た
る
の
が
ふ
つ
う
で
(
十
二
戸
〉
、
四
十
年
以
上
の
長

期
の
も
の
が
四
戸
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
隠
居
相
続
す
る
次
代
へ
の
譲
渡
が
遅
れ
る
の
で
問
題
を
も
っ
て
い
た
。

つ
ぎ
に
女
子
に
つ
い
て
①
主
婦
の
座
に
つ
く
年
令
、
@
嫁
の
期
間
@
主
婦
の
期
間
な
ど
を
併
せ
て
述
べ
て
お
く
必
要
が
あ
る
が
、
こ

れ
ら
に
つ
い
て
は
、
紙
数
の
関
係
か
ら
@
@
に
つ
い
て
は
記
述
を
省
略
す
る
。
①
だ
け
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
く
。

家
長
と
し
て
の
期
間
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主
婦
に
な
る
年
令
明
治
前
期
の
戸
籍
資
料
で
み
る
と
、
明
治
前
(
幕
末
)
に
主
婦
に
な
っ
た
年
令
と
明
治
後
に
主
婦
に
な
っ
た
年
令

を
比
較
す
る
と
、
明
治
前
の
方
に
若
い
事
例
が
多
い
。
明
治
後
に
は
二
十
五
才
よ
り
上
昇
年
令
の
傾
き
が
み
ら
れ
る
が
、
明
治
前
で
は
二
十

五
才
よ
り
下
降
年
令
の
傾
き
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
述
の
近
世
当
地
の
女
子
婚
姻
年
令
の
早
い
こ
と
と
も
関
係
す
る
が
、

な
に
よ
り
も
主
婦
の
座
は
ア
ト
ツ
ギ
男
子
の
相
続
に
よ
っ
て
自
動
的
に
就
任
す
る
の
で
、
先
代
家
長
の
死
亡
の
ほ
か
は
、
一
般
に
各
地
・

各
家
ご
と
の
隠
居
償
行
に
よ
る
点
が
大
き
い
。

5
(
近
世
中
之
条
町
の
農
業
生
産
と
家
族
形
態

江
戸
時
代
の
中
之
条
町
民
の
生
業
は
主
に
農
業
に
依
存
し
て
い
た
が
、
王
子
原
へ
移
町
後
に
は
市
場
町
と
し
て
の
漸
次
の
発
展
に
よ
っ

て
年
間
六
斎
市
の
商
取
引
や
人
馬
交
易
の
要
地
に
も
と
づ
く
駄
賃
稼
ぎ
な
ど
も
不
可
欠
な
収
入
源
と
な
っ
て
い
た
。
近
世
中
期
か
ら
の
中

之
条
市
で
は
な
に
よ
り
も
米
の
取
引
が
重
要
な
機
能
で
あ
っ
て
、
毎
年
四
季
別
に
穀
物
相
場
が
た
て
ら
れ
、
こ
れ
が
奉
公
人
や
諸
々
の
稼

ぎ
の
賃
金
の
基
準
に
も
な
っ
て
い
た
。
享
保
年
聞
を
中
心
に
二
宮
三
家
は
米
穀
商
人
と
し
て
富
を
き
ず
い
た
。
米
と
関
連
し
て
酒
造
業
も

兼
営
し
た
。
中
期
以
後
の
市
の
発
達
に
伴
っ
て
鍛
治
大
工
木
挽
紺
屋
桶
職
馬
喰
等
々
、
後
期
に
か
け
て
田
舎
町
と
し
て
諸
稼
業
も
栄
え
た

の
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
多
く
の
住
民
に
は
当
時
は
農
耕
が
中
心
の
生
業
の
源
泉
で
あ
っ
て
、
近
世
の
農
耕
生
産
に
と
っ
て
は
土
地
と
家
族

労
働
力
に
専
ら
依
存
す
る
こ
と
の
多
か
っ
た
当
時
の
条
件
の
も
と
で
、
主
な
家
々
の
農
業
経
営
と
家
族
形
態
と
の
関
連
性
を
考
察
し
て
お

く
こ
と
に
す
る
。

中
之
条
町
の
耕
地
は
山
間
地
帯
と
し
て
畑
地
が
多
く
、
と
く
に
地
質
の
悪
い
下
々
畑
が
全
耕
地
の
半
分
近
く
を
し
め
、
下
畑
山
下
々
畑

を
含
め
る
と
七
割
に
近
か
っ
た
。
水
田
は
一
割
に
す
ぎ
ず
、
町
民
の
農
業
は
主
と
し
て
生
産
力
の
低
い
畑
作
経
営
に
立
脚
し
て
い
た
。
畑

町
の
農
業
生
産
の
概
況
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作
は
「
大
麦
小
麦
大
豆
稗
粟
そ
ば
莱
大
根
・
そ
れ
に
少
々
荏
草
た
ば
こ
を
作
っ
て
い
た
」
ハ
享
保
十
六
年
明
細
帳
〉
。
肥
料
は
主
に
「
入
会

山
よ
り
の
稼
其
他
は
稗
わ
ら
」
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
町
民
の
農
業
依
存
の
生
活
は
極
め
て
苦
し
い
も
の
だ
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
。
貞
享
三
年
に
お
け
る
中
之
条
町
・
伊
勢
町
・
青
山
村
の
耕
地
所
有
規
模
を
み
て
も
わ
か
る
が
、
こ
れ
ら
を
併
せ
て
近
世
の
農
業
生

産
条
件
を
次
に
示
し
て
お
こ
う
。
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六
反
以
下
の
農
家
戸
数
が
六
割
を
し
め
、
一
町
未
満
ま
で
い
れ
る
と

七
五
・
五
%
に
及
ぶ
。
二
町
以
上
は
六
・
七
%
に
す
ぎ
な
い
(
貞
享
三
年
〉
。

さ
ら
に
耕
地
の
生
産
力
の
低
さ
は
、
明
細
帳
に
記
さ
れ
た
一
反
当
り
の

石
盛
を
み
て
も
、
畑
で
は
、
「
上
畑
一
石
一
斗
、
中
畑
九
斗
、
下
畑
七

斗
、
下
々
畑
五
斗
、
山
下
々
畑
一
斗
」
(
回
は
省
略
〉
で
あ
っ
て
、
こ
れ

を
近
世
の
平
均
水
準
に
照
合
す
る
と
一
般
に
低
く
な
っ
て
い
た
。

か
か
る
農
業
生
産
的
条
件
下
で
は
相
当
の
規
模
で
な
く
て
は
農
業
に
よ
る
自
活
は
で
き
な
い
た
め
に
、
当
然
兼
業
に
生
存
の
糧
を
求
め

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
し
て
極
め
て
脆
弱
な
経
済
基
盤
に
規
制
さ
れ
た
町
民
を
と
り
ま
く
生
活
関
係
は
、
自
ず
と
経
済
的
に
有
力
な
家

々
に
従
属
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
農
業
上
の
地
主
小
作
関
係
は
じ
め
兼
業
稼
ぎ
を
通
じ
て
も
依
存
関
係
に
た
た

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

さ
て
前
述
し
た
よ
う
に
家
族
構
成
か
ら
み
て
、
近
世
初
期
以
来
な
が
く
家
抱
譜
代
や
多
数
の
奉
公
人
を
か
か
え
た
形
態
が
残
存
し
て
い

た
こ
と
か
ら
も
、
農
業
経
営
で
も
地
主
の
大
手
作
が
明
和
期
ま
で
は
行
わ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
ハ
宝
永
二
年
明
和
六
年
宗
門
人
別
帳

に
よ
る
)
。
し
か
し
中
期
か
ら
後
期
(
享
和
四
年
・
天
保
十
年
〉
に
な
る
と
、
一
町
以
上
の
所
有
農
家
は
少
く
な
り
、
逆
に
四
反
未
満
と
く
に

二
反
未
満
の
零
細
所
有
が
著
し
く
増
加
し
て
、
農
業
生
産
に
依
存
す
る
大
半
の
町
の
住
民
に
は
そ
の
生
活
基
盤
は
益
々
悪
化
し
て
き
た
。

そ
れ
だ
け
に
生
存
上
か
ら
は
、
よ
り
一
層
他
に
経
済
的
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
条
件
に
お
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

∞
地
主
の
手
作
経
営
と
家
族
形
態
ハ
近
世
中
期
)

ま
ず
明
和
六
年
(
一
七
六
九
〉
の
宗
門
人
別
帳
か
ら
家
族
構
成
を
と
ら
え
、
そ
こ
か
ら
可
能
労
働
人
口
を
だ
し
、
こ
れ
を
基
準
に
可
能



。

22 

24 

な
経
営
規
模
を
算
出
す
る
と
、
次
表
の
よ
う
に
な
る
。

l 

12 

10 

…E
 

中
之
条
町
全
戸
の
う
ち
、
林
昌
寺
檀
家
の
み
を
対
象
と
し
た
。

9 

~2反

2~ 4反

4~ 6反

6~ 8反

8~10反
町l

1~1. 4 
町

1. 4~1. 81 3 

2 

明
和
六
年
の
こ
の
表
に
よ
る
と
、
二
町
以
上
の
比
較
的
大
経
営
の
も

の
三
戸
あ
り
、
う
ち
一
戸
は
四
町
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
宝
永
二
年

ハ
一
七

O
五
〉
の
宗
門
人
別
帳
に
は
石
高
の
記
載
が
な
い
の
で
農
業
経

営
資
料
は
と
ら
え
ら
れ
な
い
が
、
家
族
構
成
か
ら
み
て
明
和
六
年
以
上

に
大
経
営
地
主
の
存
在
が
推
測
さ
れ
る
。

さ
て
明
和
六
年
に
お
け
る
町
で
も
大
手
作
経
営
の
二
三
の
家
の
事
例
を
あ
げ
る
と

中之条町の家の歴史(近世編)

宝永二年中之条町宗門人別帳より

二宮清左衛門の家族

1 

2~ 4町E・

4町~

①
ニ
宮
清
左
衛

門
家
・
・
・
所
有
規
模
で

は
十
町
を
こ
え
る
と

推
定
さ
れ
る
。
家
族

中
の
可
能
労
働
員
数

で
は
七
・
五
人
、
こ

れ
に
常
雇
の
奉
公
人

を
加
え
る
と
、
約
二

十
一
人
の
労
働
力
を

も
っ
て
い
た
。
従
っ

て
少
く
と
も
六
町
前

後
は
経
営
し
う
る
の

で
、
「
大
地
主
の
大

手
作
経
営
」
だ
っ
た

と
推
測
さ
れ
る
。

②
ニ
宮
半
兵
衛
家
・
:
六
町
前
後
の
所
有
規
模
の
も
と
で
、
家
抱
譜

代
を
含
め
た
家
族
と
奉
公
人
を
合
せ
て
の
労
働
員
数
は
九
人
で
あ
る
の

で
、
二
町
前
後
の
経
営
は
可
能
と
思
わ
れ
る
。
「
中
地
主
の
中
手
作
経

営
」
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

@
平
八
家
・
:
所
有
規
模
は
二
町
前
後
で
、
経
営
可
能
労
働
員
数
は

八
人
、
一
町
六
反
!
二
町
前
後
の
経
営
と
し
て
、
「
中
地
主
の
中
手
作

経
営
」
で
あ
っ
た
ろ
う
。

な
お
こ
の
明
和
期
前
後
の
近
世
中
期
の
わ
が
田
舎
町
の
農
業
経
営
類

型
を
家
族
構
成
を
基
準
に
し
て
区
分
す
る
と
、
次
の
三
つ
の
経
営
類
型

が
想
定
さ
れ
る
。

-
非
血
縁
家
族
ハ
家
抱
譜
代
)
と
多
数
奉
公
人
を
雇
用
す
る
手
作

経
営
、
八
戸
。
二
宮
清
左
衛
門
〈
地
主
兼
自
作
)
、
家
抱
四
、
奉
公
人
一

一
。
二
宮
半
兵
衛
ハ
地
主
兼
自
作
)
家
抱
一
、
奉
公
人
八
。
そ
の
他
平
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八
、
音
右
衛
門
、
伊
右
衛
門
、
平
蔵
、
重
兵
衛
、
勘
左
衛
門
、

E

奉
公
人
を
雇
用
す
る
手
作
経
営
、
十
三
戸
。

伊
抽
出
治
右
衛
門
奉
公
人
四
、
桑
原
重
郎
右
衛
門
奉
公
人
五
、
青
柳
藤

八
奉
公
人
四
、

E

血
縁
家
族
労
働
力
に
よ
る
手
作
経
営
、
六
三
戸
で
小
規
模
で
最

も
一
般
型
で
あ
る
。

280 

当
時
の
農
業
経
営
形
態
は
、
血
藤
家
族
労
働
力
の
み
に
ま
つ
小
経
営
が
ご
く
普
通
で
、
全
体
の
七
五
%
、
奉
公
人
に
依
存
す
る
も
の
一

五
・
五
第
、
そ
し
て
非
血
縁
や
奉
公
人
等
に
依
存
す
る
比
較
的
大
き
な
経
営
が
九
・
五
%
と
い
う
比
率
に
な
っ
て
い
た
。
北
関
東
山
村
地

帯
で
は
、
近
世
中
期
の
十
八
世
紀
後
半
に
な
っ
て
も
、
家
抱
譜
代
及
び
奉
公
人
等
に
よ
る
中
世
型
の
大
手
作
が
一
割
近
く
も
残
存
し
て
い

た
の
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
れ
よ
り
半
世
紀
前
の
宝
永
二
年
三
七

O
五
)
の
宗
門
人
別
帳
に
よ
る
主
な
家
々
の
家
族
構
成
の
類
型
に
つ
い
て
(
農
業
労
働
力
の

推
測
資
料
と
し
て
〉
、
付
記
し
て
お
く
。

0ニ一二
、宮五宮
下半清
女兵女左
八衛七衛
て家〉門

家
譜:
代家

li 
議 2
2 語
、くカ

五奉)
公、
人奉
一公
八人

百三
一男

6 

近
世
中
之
条
町
の
本
分
家
(
同
族
)

ニ
宮
伊
右
衛
門
家
:
・
諮
代
四
(
下
男
下
女
各
二
〉
、
奉
公
人
二
二
人
ハ
下

男
一
四
、
下
女
八
)
、

伊
能
八
兵
衛
家
:
・
奉
公
人
五
(
下
男
三
、
下
女
二
)

近
世
初
頭
、
元
和
八
年
ハ
一
六
二
二

)
l寛
永
二
年
(
一
六
二
五
)
に
わ
た
っ
て
中
之
条
町
の
王
子
原
へ
の
移
転
町
割
が
行
わ
れ
た
が

(
町
誌
第
一
巻
三
一
四

1
2二
七
頁
参
照
〉
、
王
子
原
の
新
地
に
集
っ
た
主
な
諸
姓
と
そ
の
出
身
地
に
つ
い
て
、
増
補
中
之
条
町
誌
に
よ
る

と
次
の
通
り
で
あ
る
。
(
大
正
八
年
中
之
条
町
郷
土
誌
所
収
一
七
九

l
一
八

O
頁
)



桑
原
、
二
宮
、
伊
能
(
八
兵
衛
)
、
町
田
、
青
柳
、
中
島
、
小
池
・
:
長

岡
田
中
、
片
貝
、
高
橋
、
木
桧
:
・
大
石
原

狩
野
、
鹿
野
:
・
反
町

小
淵
、
倉
林
、
伊
能
(
新
左
衛
門
)
、
大
聖
院
:
・
河
原
町

同
姓
に
も
系
譜
の
相
違
が
あ
り
、
出
身
系
譜
や
出
身
地
の
異
な
る
も

の
が
あ
っ
た
。

主
と
し
て
市
場
町
設
立
の
た
め
に
長
岡
在
住
の
有
力
同
族
を
中
心
に

近
隣
近
郷
の
有
力
家
が
集
中
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
以
上
の
諸
姓

の
ほ
か
、
真
田
領
内
の
者
の
植
民
も
行
わ
れ
た
。

中之条町の家の歴史(近世編)

町
の
同
姓
(
集
団
〉
の
分
布
状
況

さ
て
町
割
当
時
の
諸
家
の
配
置
は
詳
細
に
し
え
な
い
が
、
町
割

完
了
後
三
十
八
年
を
へ
た
寛
文
三
年
(
二
ハ
六
三
)
以
降
の
諸
史

料
に
よ
っ
て
町
の
同
姓
及
び
同
族
(
本
分
家
)
の
分
布
状
況
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
次
の
第
路
表
に
掲
載
す
る
。

)
 

1
 

(
 寛

文
三
年
以
来
、
ず
っ
と
田
村
姓
が
最
も
多
く
、
寛
文
三
年
九
戸
が

文
政
安
政
に
は
二
十
戸
に
増
え
て
い
る
。
つ
い
で
町
田
剣
持
で
あ
る

が
、
町
田
姓
は
寛
文
五
戸
が
安
政
五
年
に
は
十
二
戸
に
ふ
え
、
剣
持
姓

も
寛
文
の
二
戸
か
ら
安
政
に
は
十
二
戸
に
繁
栄
し
て
い
る
。
元
禄
享
保

期
に
極
盛
に
な
っ
た
二
宮
同
族
は
其
後
に
表
徴
を
み
た
が
、
近
世
を
通

じ
て
有
力
家
四
、
五
戸
を
保
持
し
て
き
た
。
桑
原
姓
は
早
く
か
ら
分
家

を
出
し
た
が
、
本
家
中
心
に
繁
栄
を
し
て
い
た
。

近世中之条町(大字中之条町〉の同姓(集団)の年次別分布表

寛文3
貞(1享6863〉|1宝g型永旦2享但保笠21172皇宝豆麿型81但明2和262 文(18政247〉安(1政8585〉663) 

町 回 5 6 8 8 9 7 11 12 

桑 原 5 6 7 7 8 6 7 7 

一 宮 3 6 6 5 5 6 7 6 一
伊 能 4 3 2 6 6 7 6 5 

池 3 3 1 2 5 4 7 8 

回 村 9 12 16 17 20 13 20 22 

国 中 。 1 1 2 2 2 2 2 

青 柳 1 1 。2 2 3 3 3 

倉 林 1 2 2 3 3 4 4 4 

剣 持 2 3 5 10 10 9 12 12 

測 1 1 1 3 3 3 3 .1 ョt

折 田 1 l l 2 4 5 5 4 

高 橋 1 1 2 2 2 2 2 2 

第18表

資料寛文3 検地帳、貞享S検地帳、宝永2宗門人別帳、享保17石高銘々帳

宝暦8五人組帳、明和6宗門人別幌、文政7、安政5五人組帳
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町
の
同
族
ハ
本
分
家
〉
の
系
譜

さ
か
@
躍

こ
れ
ら
町
の
同
姓
集
団
も
古
く
に
遡
れ
ば
一
つ
の
系
譜
同
族
に
た
ど
り
う
る
で
あ
ろ
う
が
、
王
子
原
移
町
以
降
に
は
す
で
に
同
姓
内
に

い
く
つ
か
の
本
分
家
集
団
に
分
化
し
て
い
た
も
の
が
多
い
。
寛
文
三
年
に
お
け
る
同
姓
内
の
同
族
系
譜
を
た
ど
る
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て

い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
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-l勘
左
衛
門
系
ハ
林
昌
剰
〉
・
:
・
:
十
左
衛
門
系
ハ
重
兵
衛
系
〉
・
勘
左
衛
門
系
・
孫
左
衛
門
系

ハ二系)一

町田姓・・・・・・・・・一
「
勘
右
衛
門
系
ハ
清
見
寺
〉
:
:
:
勘
右
衛
門
系
・
孫
右
衛
門
系

① ② 

義
原
勲
一
系
)
・
:
:
・
源
右
衛
門
以
来
多
く
の
分
出
が
行
わ
れ
、
元
和
年
聞
に
平
右
衛
門
、
寛
永
年
聞
に
八
郎
左
衛
門
〈
平
左
衛
門
〉
と
三
郎

右
衛
門
を
、
さ
ら
に
寛
文
に
は
惣
兵
衛
と
戸
右
衛
門
を
分
家
し
て
い
た
と
推
測
す
る
。

③ 

前川可

ニ
宮
品
川
二
系
〉
-
j
i
-
-
清
兵
衛
、
清
左
衛
門
系
と
清
右
衛
門
系
と
に
分
化
し
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
な
か
の
分
化
は
当
時
ま
だ
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

ω
一
|
治
郎
右
衛
門
ハ
岩
井
よ
り
小
川
に
分
れ
る
)
:
:
:
治
右
衛
門
、
治
助
(
安
左
衛
門
)
、
新
左
衛
門

伊能姓・・・・・・・・・一

(二系)一
一
|
八
兵
衛
系
・
・
・
・
・
・
八
兵
衛

④ @ 

前山可

剣
持
品
内
一
系
Y
:
:
・
:
・
狩
野
新
左
衛
門
を
中
心
と
す
る
同
族
で
あ
る
が
剣
持
に
改
姓
し
、
本
家
は
太
左
衛
門
を
名
の
り
、
反
町
在
屋
敷
に
い
た
。

旧
分
家
伊
兵
衛
は
町
並
に
出
て
い
た
。

-
弥
右
衛
門
系
:
・
・
:
菊
右
衛
門
、
粛
兵
衛

A

w

-

小池品川:・・・・・一
l
重
左
衛
門
系
・
・
・
・
・
・
重
左
衛
門

-l安
右
衛
門
系
・
・
・
・
・
・
安
右
衛
門

@ 



⑦ 

倉
林
姓
(
一
系
v
・i
・
-
・
:
八
左
衛
門

4
り

田
村
勘
バ
五
系
〉
・
・
・
:
:
:
古
く
は
太
郎
右
衛
門
が
大
本
家
と
い
わ
れ
る
が
、
当
時
は
太
郎
兵
衛
系
、
長
左
衛
門
系
、

喜
右
衛
門
系
等
に
分
化
し
て
い
た
。

小
淵
姓
:
:
:
六
右
衛
門
の
名
が
で
て
い
る
⑮

五
左
衛
門
系
、
長
右
衛
門
系
、

@ @ 

折
田
姓
:
:
:
新
之
遜
家
の
み

⑪ 

高
橋
姓
:
:
:
佐
次
右
衛
門
家
の
み

⑫ 

田
中
姓
・
:
・
:
王
子
原
に
は
ま
だ
現
わ
れ
な
い

註

(1) 

町
田
重
兵
衛
家
の
系
図
書
に
よ
る
と
、
元
祖
豊
後
守
重
成
の
孫
、
三
代
孫
兵
衛
の
時
、
男
子
三
人
を
分
家
し
、
長
男
孫
左
衛
門
、
次
男
十
左
衛

門
、
三
男
勘
左
衛
門
の
三
系
に
分
れ
て
い
る
。
増
補
中
之
条
町
誌
に
は
、
「
町
田
姓
ハ
勘
左
衛
門
派
ト
重
兵
衛
派
ア
リ
。
町
田
明
七
〈
旧
姓
未

詳
〉
ハ
同
姓
ニ
テ
モ
寺
ヲ
異
エ
ス
」
と
あ
る
。

増
補
町
誌
に
よ
る
と
、
桑
原
本
家
ハ
慶
長
以
来
の
本
陣
格
で
問
屋
を
勤
め
る
。
元
治
元
年
大
石
原
に
平
右
衛
門
を
分
家
、
本
家
は
長
岡
に
居
住

し
て
い
た
。
桑
原
家
の
系
図
書
や
家
文
書
に
よ
る
と
、
寛
文
以
前
の
分
出
は
す
で
に
六
戸
、
二
代
大
内
議
盛
直
は
元
和
年
中
に
平
右
衛
門
、
寛

永
年
中
に
八
郎
左
衛
門
の
二
分
家
を
、
三
代
平
右
衛
門
盛
要
は
正
保
年
中
に
勘
右
衛
門
、
寛
文
年
中
に
は
三
郎
右
衛
門
と
五
右
衛
門
、
戸
右
衛

門
、
併
せ
て
四
戸
の
分
家
を
だ
し
て
い
る
。
そ
し
て
四
代
以
降
、
重
郎
右
衛
門
を
称
え
る
。

増
補
町
誌
を
み
る
と
、
二
宮
伊
右
衛
門
、
半
兵
衛
、
清
左
衛
門
の
三
家
は
長
岡
に
居
住
し
て
い
た
。
伊
右
衛
門
家
文
書
に
よ
る
と
盛
次
(
寛
永
十

八
年
没
〉
の
代
に
ニ
宮
姓
は
三
家
に
分
れ
た
。
(
長
男
伊
右
衛
門
、
次
男
半
兵
衛
、
三
男
清
左
衛
門
〉
。
長
男
伊
右
衛
門
は
移
町
の
王
子
原
で
は

中
宿
の
要
所
を
占
め
て
い
る
。

戦
国
初
期
の
文
明
年
中
佐
波
郡
伊
与
久
村
よ
り
本
郡
に
入
り
、
は
じ
め
古
町
に
住
し
た
。
天
文
年
中
に
字
上
ノ
原
に
移
転
、
以
来
同
族
神
の
五

郎
明
神
を
肥
る
。
伊
能
姓
は
古
史
料
か
ら
左
京
之
亮
と
右
京
之
亮
の
二
系
譜
が
あ
げ
ら
れ
る
。
移
町
時
に
は
「
新
左
衛
門
ハ
祖
先
ノ
旧
地
ハ
五

郎
明
神
の
地
の
河
原
町
〉
ヨ
リ
、
八
兵
衛
は
長
岡
ヨ
リ
」
と
あ
る
(
以
上
は
増
補
町
誌
に
よ
る
)
。

増
補
町
誌
に
よ
る
と
、
剣
持
姓
の
先
祖
は
太
左
衛
門
家
で
、
天
正
年
中
反
町
に
住
ん
だ
狩
野
祐
直
、
次
代
祐
清
、
三
代
祐
保
の
寛
永
ま
で
郷
土

で
あ
っ
た
。
伊
勢
太
神
宮
は
一
家
持
の
氏
神
で
天
正
年
聞
に
長
田
原
に
移
し
た
と
い
う
。
四
代
新
左
衛
門
祐
氏
の
時
に
、
伊
兵
衛
、
又
右
衛
門
、

又
左
衛
門
の
兄
弟
を
三
分
家
さ
せ
た
。
本
家
新
左
衛
門
は
廷
宝
年
間
伊
賀
守
の
径
を
う
け
関
所
追
放
さ
れ
た
が
、
天
保
三
年
再
奥
し
、
剣
持
太
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左
衛
門
と
改
め
た
。
寛
文
三
年
検
地
帳
で
は
太
左
衛
門
は
町
第
一
の
土
地
持
で
あ
っ
た
。

小
池
政
右
衛
門
家
過
去
牒
に
よ
る
と
「
小
池
氏
ハ
小
池
三
十
郎
旧
家
ニ
シ
テ
慶
長
十
九
年
大
阪
ノ
陣
-
一
出
兵
セ
シ
事
ア
弘
。
我
宗
家
ハ
安
右
衛

門
ユ
シ
テ
重
左
衛
門
ヲ
分
家
シ
:
・
」
と
あ
る
。
王
子
原
へ
町
移
転
後
は
、
す
で
に
同
姓
は
三
系
に
分
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
ハ
繍
右
衛
門
系
、

重
左
衛
門
系
、
安
右
衛
門
系
三
安
右
衛
門
と
重
左
衛
門
と
は
同
系
譜
で
あ
る
が
、
調
右
衛
門
と
他
の
二
系
と
の
系
譜
は
詳
細
に
し
え
な
い
。

粥
右
衛
門
系
は
中
之
条
町
で
は
下
ノ
町
新
屋
敷
に
集
住
し
て
い
た
。
そ
の
本
家
菊
右
衛
門
三
十
郎
の
ほ
か
、
禰
兵
衛
な
ど
で
、
そ
の
一
派
は
伊

勢
町
に
も
分
散
し
て
い
る
(
粥
惣
次
、
菊
次
兵
衛
、
菊
平
治
な
ど
〉
。

田
村
姓
は
町
で
は
最
多
数
を
も
っ
同
姓
集
団
で
あ
る
。
王
子
原
移
町
時
に
も
、
す
で
に
何
戸
か
あ
っ
た
と
思
う
が
不
詳
で
あ
る
。
吾
妻
東
部
に

も
同
姓
は
各
旧
村
に
散
布
し
て
い
て
、
五
反
田
、
四
万
、
折
田
、
山
田
の
各
村
に
も
多
い
。
中
之
条
の
同
姓
内
の
系
譜
関
係
は
明
か
で
な
い
。

裏
町
を
中
心
に
田
村
姓
が
集
住
し
て
お
り
、
田
村
八
幡
の
存
在
と
、
そ
の
宮
守
と
し
て
の
太
郎
右
衛
門
の
名
が
存
す
る
こ
と
か
ら
本
家
格
と
推

定
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
近
世
を
通
じ
て
町
並
に
も
進
出
し
て
い
る
が
、
他
の
同
族
に
比
し
て
町
内
居
住
は
分
散
的
で
あ
る
。
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(7) 

さ
て
町
の
各
同
族
別
に
、
寛
文
三
年
以
降
の
動
き
を
た
ど
る
と
、

①
町
田
姓
:
:
:
霊
兵
衛
系
の
同
族
発
展
を
た
ど
る
と
、
初
代
重
兵
衛
は
二
男
を
後
継
と
し
て
、
三
男
武
右
衛
門
、
四
男
太
兵
衛
を
町
内
に
、
五
男
嘉
兵

衛
を
伊
勢
町
に
分
家
さ
せ
て
い
る
。
(
長
男
は
原
沢
氏
の
養
子
に
や
る
〉
。
さ
ら
に
五
代
重
兵
衛
の
時
、
長
女
か
ん
に
婿
を
迎
え
て
儀
兵
衛
分
家
を
出
す
。

重
兵
衛
系
同
族
は
近
世
後
期
に
は
大
き
く
発
展
す
る
。
勘
左
衛
門
系
を
み
る
と
、
宝
永
二
年
に
は
兄
分
家
の
久
兵
衛
が
現
わ
れ
る
。
そ
し
て
寛
政
年
聞
に

は
文
五
郎
分
家
も
み
え
る
。
(
勘
右
衛
門
系
は
三
家
)
。
孫
左
衛
門
系
で
は
、
孫
左
衛
門
家
が
享
保
明
和
の
頃
は
四

1
六
石
、
孫
兵
衛
家
は
、
宝
永
二
年
に

抱
二
人
下
男
二
人
を
も
っ
。
そ
し
て
正
徳
に
は
孫
七
家
、
享
保

i
明
和
に
は
孫
市
家
も
現
わ
れ
て
い
る
。
ハ
四
家
)

さ
ら
に
勘
右
衛
門
系
と
し
て
、
貞
享
検
地
帳
に
は
藤
右
衛
門
、
寛
延
三
年
の
間
口
方
寸
帳
に
は
又
右
衛
門
、
さ
ら
に
寛
政
八
年
の
同
方
寸
帳
に
は
、
明

七
も
で
て
く
る
。
ハ
勘
右
衛
門
四
家
)
、
そ
し
て
孫
右
衛
門
系
:
:
:
ず
っ
と
一
系
で
あ
る
が
、
貞
享
検
地
に
は
勘
太
夫
、
安
政
五
年
の
五
人
組
長
に
は
友
七

の
名
が
で
て
い
る
。

②
桑
原
姓
:
:
:
こ
の
同
族
の
分
家
は
近
世
初
期
に
多
く
、
町
並
に
広
く
分
布
し
て
相
当
繁
栄
し
た
も
の
も
あ
っ
た
が
中
途
で
つ
ぶ
れ
た
も
の
も
多
い
。

近
世
末
に
は
本
家
五
右
衛
門
、
八
郎
左
衛
門
、
惣
右
衛
門
の
主
に
四
家
が
活
躍
し
て
い
た
。
旧
分
家
平
右
衛
門
は
下
降
沈
滞
し
、
三
郎
右
衛
門
、
弥
兵
衛

の
旧
分
家
、
格
円
、
平
之
盃
の
新
分
家
は
い
ず
れ
も
没
落
し
て
い
た
。
桑
原
同
族
は
、
古
く
は
長
岡
稲
荷
、
胡
桃
沢
に
薬
師
堂
を
有
し
た
。
と
く
に
林
昌
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寺
の
最
有
力
の
中
心
檀
家
で
も
あ
っ
た
。
重
郎
右
衛
門
本
家
を
中
心
に
強
い
同
族
結
合
を
示
し
て
い
た
。
近
世
全
期
を
通
し
て
同
族
問
の
婚
姻
な
い
し
婿

養
子
縁
組
に
よ
っ
て
も
同
族
強
化
が
な
さ
れ
て
い
る
。

③
ニ
宮
姓
:
:
:
貞
享
検
地
帳
で
屋
敷
面
積
を
み
る
と
、
こ
の
同
族
の
各
家
は
い
ず
れ
も
一
反
歩
以
上
を
占
拠
し
て
い
る
。
特
に
清
左
衛
門
屋
敷
は
広
大

で
あ
っ
た
。

二
宮
同
族
の
隆
盛
期
は
元
禄
l
享
保
年
間
で
あ
っ
た
。
(
享
保
十
六
年
に
は
清
左
衛
門
六
四
石
余
、
半
兵
衛
四
五
石
、
伊
右
衛
門
四

O
石
を
中
心
に
、
二

宮
五
家
だ
け
で
全
町
の
総
石
高
の
三
七
・
三
%
を
し
め
た
)
。
し
か
し
安
永
年
聞
を
境
に
二
宮
同
族
(
半
兵
衛
家
を
除
き
)
下
向
き
と
な
り
沈
滞
す
る
。
半

兵
衛
家
は
初
代
の
娘
が
婿
養
子
を
迎
え
て
分
家
し
(
音
右
衛
門
家
〉
、
二
代
(
広
平
〉
は
長
女
の
婿
養
子
に
よ
っ
て
半
兵
衛
家
を
継
承
し
た
。
長
男
は
亀
右

衛
門
家
、
次
男
は
平
八
家
を
分
家
創
立
し
て
い
る
。
そ
し
て
幕
末
に
は
平
八
家
か
ら
宗
八
家
が
分
家
し
た
。
他
方
清
右
衛
門
系
の
方
は
近
世
中
期
に
は
姿

を
消
し
て
い
る
ハ
後
商
も
史
料
も
な
く
、
詳
細
は
不
明
〉

④
伊
能
姓
:
:
:
寛
文
以
降
、
引
続
き
新
左
衛
門
系
と
八
兵
衛
系
に
分
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
中
期
(
享
保
明
和
)
に
は
、
別
系
と
思
わ
れ
る
金
右
衛

門
、
金
之
一
極
が
現
わ
れ
る
、
享
保
明
和
期
に
は
次
郎
右
衛
門
H
次
右
衛
門
は
十
石
余
、
次
郎
兵
衛
H
次
左
衛
門
は
五
石
余
で
、
町
の
上
位
で
あ
っ
た
。
他

方
八
兵
衛
家
も
中
期
に
は
十
石
余
の
町
の
上
層
を
し
め
て
お
り
、
伊
能
姓
は
両
系
と
も
当
時
の
町
役
階
層
で
あ
っ
た
。

⑤
剣
持
姓
:
:
:
貞
享
検
地
で
は
伊
兵
衛
家
は
名
主
で
地
引
案
内
人
で
あ
っ
た
。
〈
そ
の
屋
敷
面
積
は
一
反
二
畝
一

O
歩
で
中
ノ
町
北
側
に
あ
っ
た
)
。
享

保
十
七
年
一
族
十
戸
の
う
ち
主
な
家
々
の
石
高
を
示
す
と
、
太
左
衛
門
八
石
一
斗
余
、
源
八
=
ニ
石
七
斗
余
、
伊
兵
衛
三
石
七
斗
余
、
文
左
衛
門
一
六
石

九
斗
余
、
伊
八
一

O
石
一
斗
余
で
、
す
で
に
近
世
中
期
に
は
本
分
家
聞
の
浮
沈
が
う
か
が
え
る
。
(
又
左
衛
門
は
中
ノ
丁
南
側
に
居
住
)
。
当
時
の
剣
持
同

族
を
あ
げ
る
と
太
左
衛
門
、
仁
右
衛
門
、
文
右
衛
門
、
武
兵
衛
、
源
兵
衛
、
源
八
、
伊
兵
衛
、
佐
平
次
、
又
左
衛
門
、
伊
八
等
で
あ
っ
た
。
近
世
に
お
け

る
剣
持
同
族
の
系
譜
を
た
ど
る
と-

|
伊
兵
衛
|
伊
八

新
左
衛
門
ハ
太
左
衛
門
〉
|
丁
文
右
衛
門
l
源
兵
衛
|
孫
太
夫
|
源
八

「
又
左
衛
門
|
佐
兵
衛
|
佐
平
次

そ
の
他
武
兵
衛
、
仁
右
衛
門
が
あ
る
が
、
系
譜
は
不
明
で
あ
る
。

(
資
料
・
:
剣
持
梅
吉
蔵
剣
持
佐
平
次
ハ
又
左
衛
門
分
家
)
の
家
系
図
、
剣
持
真
平
:
:
:
剣
持
源
八
家
の
過
去
帳
及
位
碑
)
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⑥
小
池
姓
:
:
:
粛
右
衛
門
系
は
主
に
伊
勢
町
に
分
家
を
だ
し
た
の
で
、
同
系
の
中
之
条
に
お
け
る
発
展
は
少
な
か
っ
た
。
霊
左
衛
門
家
は
寛
文
貞
享
検

地
に
は
案
内
役
を
つ
と
め
、
前
期
に
は
し
ば
し
ば
年
番
名
主
役
で
あ
っ
た
。
安
右
衛
門
は
安
永
年
度
は
毅
商
で
も
あ
っ
た
。
安
永
八
年
彦
左
衛
門
を
分
家

し
、
さ
ら
に
文
政
十
年
に
は
彦
左
衛
門
か
ら
政
右
衛
門
が
分
家
し
て
い
る
(
政
右
衛
門
家
の
過
去
牒
裏
書
)
。
安
右
衛
門
系
で
は
、
中
期
l
後
期
に
は
安

右
衛
門
、
彦
左
衛
門
、
そ
し
て
幕
末
に
は
政
右
衛
門
と
年
番
名
主
に
も
選
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
各
家
と
も
町
の
穀
屋
商
人
で
あ
っ
た
。

⑦
田
村
姓
:
:
:
近
世
初
期
に
は
同
姓
中
に
は
ま
だ
町
役
層
は
み
ら
れ
な
い
が
、
中
期
か
ら
後
期
に
な
る
と
、
町
並
居
住
の
市
郎
兵
衛
家
、
与
五
兵
衛
家

が
名
主
役
に
、
さ
ら
に
孫
四
郎
、
嘉
右
衛
門
、
五
左
衛
門
の
各
家
か
ら
村
役
を
だ
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
長
右
衛
門
、
長
兵
衛
、
安
兵
衛
(
安
之
衛
門
)

等
々
の
分
家
が
多
く
で
て
い
る
。

@
高
橋
姓
:
:
:
移
町
前
の
大
石
原
以
来
の
先
住
家
の
高
橋
姓
は
佐
次
右
衛
門
家
で
、
近
世
を
引
続
い
て
中
ノ
町
北
側
に
定
住
し
て
い
た
。
中
期
以
後
市

兵
衛
家
二
戸
だ
け
隣
に
分
出
し
た
。
市
兵
衛
家
は
後
期
に
は
婿
を
信
州
か
ら
迎
え
た
が
、
血
統
が
絶
え
た
の
で
親
類
よ
り
入
れ
て
継
涼
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
と
い
う
(
高
橋
正
三
郎
談
Y
其
他
、
青
柳
、
倉
林
、
小
湖
、
折
田
等
の
同
姓
集
団
が
あ
る
が
、
未
詳
な
の
で
記
述
を
省
略
す
る
。
小
板
橋
姓
の
み
を
附

記
し
て
お
く
・

⑨
小
板
橋
姓
:
:
:
旧
く
は
清
見
寺
の
檀
家
だ
っ
た
。
裏
町
に
集
住
し
、
同
族
神
の
八
幡
宮
〈
小
板
橋
八
幡
〉
を
祭
砲
維
持
し
て
き
た
。
伊
勢
町
の
小
絞

橋
姓
と
同
系
譜
と
思
う
が
、
覚
右
衛
門
家
を
中
心
に
三
左
衛
門
、
源
内
の
両
分
家
と
と
も
に
小
板
橋
三
家
と
し
て
続
い
て
き
て
い
る
。
な
お
旧
く
伝
右
衛

門
家
が
栄
え
た
が
亡
家
に
な
っ
た
。
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近
世
の
村
の
本
分
家
(
同
族
)

ー
山
田
村
の
棒
丸
ハ

6
〉
同
族
の
場
合
|

わ
が
町
の
村
部
の
各
大
字
に
は
既
に
一
覧
し
た
よ
う
に
多
く
の
同
姓
集
団
が
分
布
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
大
半
は
近
世
の
旧
村
時
代
に

本
分
家
ハ
同
族
〉
集
団
を
形
成
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
各
地
の
主
な
同
族
の
う
ち
戦
後
の
現
在
に
至
る
ま
で
長
期
に
わ
た
っ
て
同
族

と
し
て
の
機
能
を
維
持
し
て
き
た
も
の
と
し
て
山
田
村
の
棒
丸
本
家
を
中
心
と
す
る
山
田
姓
同
族
を
事
例
に
村
の
本
分
家
の
歴
史
を
た
ど



る
こ
と
に
す
る
。

川
山
田
姓
同
族
の
形
成
と
そ
の
系
譜

山
田
次
郎
兵
衛
(
棒
丸
)
家
の
系
図
書
か
ら
、
ま
ず
こ
の
同
族
の
形
成
を
み
て
お
く
。

中之条町の家の歴史〈近世編〉

山
田
村
山
田
本
家
の
初
代
は
山
田
作
右
衛
門
重
久
と
い
う
。
延
宝
九

年
三
六
八
一
〉
没
父
の
山
田
権
右
衛
門
重
能
は
祖
父
の
嫡
男
で
天
文

十
年
三
五
八
三

)
I寛
文
四
年
三
六
六
一
〉
の
人
で
、
山
田
村
字

的
場
に
在
居
し
た
。
父
の
代
に
山
田
村
に
入
居
し
作
右
衛
門
の
時
に
定

着
し
た
も
の
と
思
う
。
(
一
七
世
紀
前
半
可
権
右
衛
門
は
弟
が
つ
ぐ
。

初
代
は
兄
を
分
家
さ
せ
作
右
衛
門
を
称
え
さ
せ
、
一
一
代
は
次
郎
兵
衛

重
治
が
継
承
す
る
。

分
出
と
そ
の
系
譜
二
代
次
郎
兵
衛
は
兄
三
郎
左
衛
門
を
分
家
さ
す

(
屋
号
加
佐
〉
以
来
四
代
に
わ
た
っ
て
代
々
分
家
を
創
設
し
た
が
、
三

代
の
時
は
女
子
フ
サ
に
奥
田
村
飯
塚
五
右
衛
門
家
か
ら
入
婿
し
て
七
郎

兵
衛
分
家
令
を
た
て
た
。
四
代
の
時
に
は
、
五
代
目
の
弟
兵
馬
を
分

家
さ
せ
ん
筑
を
創
出
し
た
。
つ
づ
い
て
五
代
の
時
に
は
、
再
び
娘
イ
ネ

に
入
婿
し
て
(
利
狼
真
庭
村
真
一
庭
新
左
衛
門
家
よ
り
)
企
常
太

さ
て
山
田
姓
同
族
の
形
成
の
経
過
を
み
る
と
、
若
干
の
著
し

い
特
徴
が
指
摘
さ
れ
る
。
総
本
家
の
強
い
指
導
性
の
も
と
で
、

近
世
入
村
以
来
代
々
に
わ
た
っ
て
ハ
二
代

1
六
代
)
一
戸
ず
つ
分

家
を
創
設
し
て
い
る
。
近
世
期
を
通
じ
て
こ
の
本
分
家
の
基
礎

は
す
で
に
確
立
し
た
と
い
え
る
(
近
世
分
家
六
戸
)
。
そ
の
分
家

郎
を
た
て
た
(
文
化
十
一
年
三
さ
ら
に
六
代
の
時
に
も
七
代
目
の
弟
弥

兵
衛
を
分
家
さ
せ
併
を
た
て
た
。

そ
の
間
旧
分
家
加
佐
で
は
、
二
代
三
郎
左
衛
門
の
時
に
、
長
男
に
本

家
の
娘
タ
ユ
を
め
と
っ
て
次
郎
右
衛
門
分
家
を
だ
し
て
い
る
。

他
方
合
分
家
で
は
、
そ
の
二
代
目
忠
司
の
時
岩
太
郎
に
仏
分
家
を
た

て
さ
せ
た
り
、
長
男
与
作
に
死
別
し
た
嫁
を
折
田
村
松
識
に
再
婚
さ

せ
、
新
た
に
角
田
家
ハ
ふ
く
べ
や
)
を
再
興
さ
せ
て
い
る
。
つ
い
で
次

の
代
の
弟
猪
之
作
に
は
匂
分
家
を
創
設
さ
せ
る

以
上
次
郎
兵
衛
本
家
は
明
治
以
降
を
含
め
る
と
九
戸
の
分
家
を
も
つ

が
、
こ
の
系
譜
を
次
に
図
示
し
て
お
く
。

l
三
郎
主
門
(
見
分
家
)
加
佐
4
次
郎
布
エ
門
(
見
分
家
)

ー
七
郎
兵
衛
(
娘
分
家
)
へ

O

総
本
家
次
郎
兵
衛

/
O
l
l↓
丁

兵

島
(
揃
分
家
)
/
久

'I~ 

次

郎

娘
分
家

/ 
口

ITI 
猪松岩

義蔵事
弟角弟
づ]ト IIJ ?F 
家家家

/ .1. / 
凹〈山

'ミ

や

l
弥

兵

衛

五

分

家

)

/

井
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村・家・女の歴史

の
だ
し
か
た
を
み
る
と
、
最
初
は
男
子
の
場
合
は
長
男
(
兄
)
を
分
出
し
た
が
、
後
に
は
弟
を
分
出
さ
せ
て
い
る
。
な
お
そ
の
聞
に
女
子

に
婿
養
子
を
と
っ
て
分
出
し
て
い
る
場
合
(
二
分
家
)
が
含
ま
れ
て
い
る
の
も
注
目
さ
れ
る
。

n
，‘
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同
族
の
発
展
過
程
の
特
質

特輯V

つ
ぎ
に
こ
の
同
族
の
維
持
発
展
の
過
程
を
み
る
と
、
同
族
が
一
体
と
な
っ
て
本
分
家
間
あ
る
い
は
分
家
相
互
間
に
お
い
て
各
家
々
の
維

持
発
展
の
た
め
婿
養
子
や
嫁
の
交
流
が
よ
く
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
二
三
の
事
例
だ
け
を
示
す
に
と
ど
め
る
。

本
家
六
代
季
重
の
娘
ヒ
ヤ
ク
を
ゐ
分
家
の
二
代
目
忠
司
に
嫁
入
さ

せ
、
爾
後
の
人
的
発
展
の
基
盤
を
つ
く
る
。
弥
兵
衛
分
家
ハ
六
代
季
重
の

次
男
分
家
A
3
に
対
し
て
は
本
家
八
代
可
久
二
男
左
司
馬
を
ア
ト
ツ
ギ

に
入
れ
る
。
妻
に
は
中
山
村
平
形
友
右
衛
門
の
娘
で
一
た
ん
久
良
馬
に

嫁
し
て
夫
早
世
の
た
め
再
び
血
清
家
の
左
司
馬
に
嫁
い
だ
の
で
あ
る
。
し

か
し
左
司
馬
も
早
世
の
た
め
、
中
山
村
か
ら
再
度
婿
入
り
が
行
わ
れ
て

い
る
。
か
く
て
併
家
は
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
会
七
郎
兵
衛
家
で
は

四
代
目
の
弟
藤
吉
を
兵
右
衛
門
家
の
ア
ト
ツ
ギ
に
出
す
ハ
天
保
二
年
)
。

こ
の
よ
う
な
人
的
援
助
協
力
の
背
後
に
は
物
的
経
済
的
支
援
を
伴
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
省
略
す
る
。
分
家
創
設
の
一
、
二
代

の
聞
は
総
本
家
の
支
援
が
大
き
か
っ
た
が
、
次
郎
兵
衛
総
本
家
は
近
世
全
期
を
通
じ
て
一
貫
し
て
巨
大
な
経
済
力
を
保
持
し
て
い
た
こ
と

か
ら
各
分
家
へ
の
強
い
統
制
と
指
導
の
も
と
に
こ
の
同
族
間
結
合
の
土
台
が
き
づ
か
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
こ
こ
で
次
郎
兵
衛
総
本
家
の

近
世
期
の
主
婦
の
実
家
を
あ
げ
て
お
く
。

初
代
小
淵
小
左
衛
門
ニ
代
群
馬
郡
中
山
村
後
藤
源
右
衛
門
三
代

原
町
矢
島
権
兵
衛
、
四
代
沼
田
中
町
林
与
一
兵
衛
、
五
代
利
根
郡
真
庭

村
真
庭
清
兵
衛

六
代
渋
川
町
岸
重
兵
衛
、
七
代
岩
井
村
田
中
忠
左
衛
門
、
八
代
岩
井

村
伊
能
平
次
衛
門
九
代
利
根
郡
真
庭
村
真
庭
嘉
右
衛
門
、

山
田
総
本
家
の
主
婦
の
姻
戚
を
み
る
と
、
村
内
は
一
人
も
な
く
、
い

ず
れ
も
他
村
の
上
層
旧
家
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
山
田
総
本
家
の
経
済
的

か
つ
家
格
的
地
位
の
非
常
に
優
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
っ
て

よ
い
。

と
こ
ろ
で
近
世
中
期
以
降
の
貨
幣
経
済
の
発
展
期
に
お
け
る
山
田
総
本
家
の
経
済
力
に
つ
い
て
は
、
町
誌
第
一
巻
四
六
九
頁
の
第
7



中之条町の家の歴史(近世編〉

享和三年山田村宗門人別帳による

表
に
み
る
よ
う
に
、
明
和

l
安
永
期
(
一
八
世
紀
六
・
七
十
年
代
〉
に
は
石
高
が
八

十
石
前
後
、
奉
公
人
は
常
時
二
四

1
三
三
人
も
雇
用
し
て
大
農
経
営
を
行
い
、
塩

次郎兵衛家の家族構成

味
噌
醤
油
及
び
麻
繭
の
大
取
引
を
営
む
当
地
方
の
富
豪
で
も
あ
っ
た
。
明
和
七
年

の
家
族
構
成
は
血
縁
者
九
人
の
ほ
か
、
奉
公
人
を
入
れ
る
と
三
十
九
人
暮
し
の
大

世
帯
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
十
九
世
紀
初
頭
の
享
和
三
年
三
八

O
三
〉
に
な
る
と
、

次
の
よ
う
な
家
族
構
成
に
な
る
(
享
和
三
年
宗
門
人
別
帳
に
よ
る
〉
。

議

そ
の
他

養
女
乃
里

養
子

庄
左
衛
門

見
叩
仇
郎
鈍
才

|
い
ね
却
才

家
族
は
血
縁
八
人
非
血
縁
養
女
養
子
二
人
計
十
人
で
、
複
合
大
家

族
の
遺
制
が
し
の
ば
れ
、
傍
系
親
の
妹
夫
婦
の
同
居
す
る
複
合
家
族
で

あ
っ
た
。
こ
れ
を
山
田
家
系
図
と
照
合
す
る
と
、
六
代
次
郎
兵
衛
の
時

で
、
妹
い
ね
ハ
二
九
才
)
が
入
婿
常
次
郎
(
三
十
二
才
利
根
郡
真
庭
家
〉

を
迎
え
、
分
家
(
ノ
句
)
に
で
る
直
前
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
従
っ
て

当
時
は
一
時
的
な
複
合
家
族
期
で
、
十
九
世
紀
に
は
も
は
や
寸
般
的
に

は
直
系
家
族
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
村
部
の
上
層

で
は
な
お
復
合
家
族
か
ら
直
家
族
へ
の
移
行
の
過
渡
期
だ
っ
た
と
い
っ

て
よ
い
。
石
高
は
七
九
石
で
あ
っ
た
。
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以
上
、
中
之
条
町
の
町
部
と
村
部
の
「
家
」
に
つ
い
て
の
諸
相
を
概
観
し
た
が
、
紙
数
の
関
係
か
ら
、
そ
の
詳
細
な
実
態
に
十
分
に
ふ

れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
続
い
て
明
治
期
以
降
の
近
代
の
「
家
」
の
歴
史
を
叙
述
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
第
三
巻
全
体
の
紙
数
の

増
加
か
ら
、
近
現
代
の
家
の
歴
史
は
割
愛
す
る
こ
と
に
し
た
。
別
の
機
会
に
町
部
村
部
を
併
せ
て
一
括
し
て
記
述
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
。
明
治
期
の
町
部
の
「
家
」
に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
既
に
次
の
刊
行
本
に
記
述
し
て
あ
る
の
で
参
照
し
て
ほ
し
い
。

明
治
前
期
の
中
之
条
町
中
・
下

ー
中
之
条
町
の
家
族
構
造
に
つ
い
て
|

内
容
項
目
付
家
族
の
構
造

ω家
族
構
成

ω直
系
家
族
の
諸

相
川
家
長
倒
相
続
制
主
婦
制
婚
姻
と
離
婚
帥
養
子

ハ
以
上
、
村
〉
同
直
系
家
族
の
周
期

ω町
の
旧
家
の
家
族
生
活

四

中
之
条
町
の
女
の
歴
史

は

し

き

カ宝

、，ノ

の
実
態
ハ
以
上
下
)

，，‘、

口
同
族
ハ
本
分
家
〉
の
構
造

ω同
族
の
分
布

ω同
族
別
の
経
済

的
地
位

ω同
族
別
の
政
治
的
地
位

ω家
格
よ
り
み
た
同
族

、.EJ

明
治
後
期
の
中
之
条
町
下
l
町
の
社
会
構
造
と
明
治
人
l

r
t

、

付
家
族
の
変
貌
口
同
族
の
変
貌

戦
後
三
十
年
を
経
過
し
て
日
本
の
女
の
生
活
も
随
分
変
化
し
た
よ
う
に
思
う
。
今
次
大
戦
を
契
機
に
戦
後
に
な
っ
て
日
本
の
政
治
経
済

社
会
の
各
般
に
わ
た
っ
て
近
代
民
主
主
義
に
も
と
づ
く
諸
制
度
の
改
草
が
実
施
さ
れ
、
戦
前
か
ら
長
く
残
存
し
て
き
た
多
く
の
封
建
的
遺



制
の
除
去
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
女
性
を
め
ぐ
る
幾
多
の
前
近
代
的
拘
束
か
ら
の
解
放
が
相
次
い

だ
。
解
放
史
的
視
点
か
ら
は
、
今
次
終
戦
が
重
要
な
画
期
と
な
っ
た
が
、
女
性
解
放
を
も
含
め
て
広
く
女
性
史
(
女
の
生
活
史
全
般
〉
を

取
扱
う
に
は
、
旧
く
明
治
期
以
前
に
も
遡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
地
方
女
性
の
生
活
史
で
は
、
ほ
と
ん
ど
既
存
の
資
料
を
欠

き
、
当
時
の
詳
細
な
実
態
を
担
握
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
資
料
の
多
く
を
現
存
す
る
古
老
を
通
し
て
の
主
に
生

活
伝
承
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
町
村
の
場
合
に
は
、
男
の
私
記
録
に
比
し
て
女
の
私
記
録
は
非
常
に
少
く
、
家
や
村
の
生
活
記

録
の
な
か
に
も
女
子
に
関
し
た
も
の
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
町
村
の
女
性
史
研
究
の
現
状
は
全
く
悪
条
件
で
あ
る
が
、
今
回

の
町
誌
編
集
の
機
会
を
失
す
れ
ば
、
今
後
は
さ
ら
に
女
性
生
活
の
資
料
収
集
さ
え
殆
ど
不
可
能
に
な
る
こ
と
を
思
っ
て
、
あ
え
て
女
性
史

を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
。
こ
こ
に
叙
述
し
た
も
の
は
、
も
ち
ろ
ん
未
だ
極
め
て
不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
て
・
今
後
機
を
え
て
不
断
に
補

正
追
加
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

1 

近
世
期
に
お
け
る
町
と
村
の
女
の
生
活

中之条町の女の歴史

山
近
世
中
之
条
地
方
の
女
の
生
活
環
境

江
戸
時
代
の
わ
が
町
村
に
お
け
る
女
た
ち
の
生
活
状
況
を
考
察
す
る
に
当
っ
て
、
ま
ず
わ
が
女
た
ち
の
生
活
に
関
連
す
る
環
境
的
諸
条

件
を
明
か
に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
一
つ
は
当
地
方
の
人
口
構
造
で
あ
り
、
他
は
住
民
の
生
業
と
く
に
農
業
の
構
造
で
あ

る
。
な
お
女
た
ち
の
唯
一
の
生
活
の
城
だ
っ
た
家
族
の
構
造
に
関
し
て
も
ふ
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
全
貌
は
す
で
に
家
の

歴
史
で
詳
述
し
た
の
で
省
略
す
る
が
、
わ
が
町
村
の
宗
門
人
別
帳
に
現
わ
れ
た
女
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
く
。

男
女
別
人
口
の
動
向
ま
ず
近
世
期
の
男
女
別
の
人
口
の
動
き
を
、
わ
が
町
(
中
之
条
町
〉
と
村
(
折
田
村
)
に
つ
い
て
み
て
お
く
。

291 

四

(第
1
表〉

ハ第
2
表〉



村・家・女の歴史特精V

第 1表近世期における男女別人口の推移

(中之条町〉

ぷ?男 女 言十 す男口比る10女0にの対人

宝永 2(1705) 363 262 625 72.2 

享保16(1731) 479 359 838 75.0 

寛保2(1742) 352 840 72.1 

明和6(.1769) 444 360 81.1 

文化6(1809) 325 303 93.2 

文化14(1817) 374 344 718 92.0 

文政6(1823) 355 310 665 87.3 

文久 2(1862) 388 352 740 90.7 

明治 2(1869) 356 343 699 96.3 

二
つ
の
表
は
共
通
し
て
、
江
戸
時
代
に
は
町
村
と
も
に
男
に
比
し
て

女
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
の
全
国
的
な

傾
向
で
も
あ
る
が
、
本
県
の
場
合
で
も
勢
多
郡
富
士
見
村
や
利
根
郡
利

根
村
の
事
例
に
つ
い
て
参
照
さ
れ
た
い
。
ハ
萩
原
進
「
近
世
封
建
制
下

の
女
性
」
み
や
ま
文
庫
「
上
州
の
女
」
四
四

l
四
五
頁
図
表
参
照
)
。

中
之
条
町
を
み
る
と
、
近
世
中
期
ま
で
は
女
子
人
口
は
男
子
人
口
よ

り
か
な
り
少
な
く
開
差
ハ
二
0
1
二
五
%
〉
が
あ
っ
た
が
、
後
期
に
は
男

女
の
人
旦
走
は
縮
少
さ
れ
て
い
っ
た
2
0
%
未
満
)
。
折
田
村
の
場
合

を
み
る
と
、
全
期
を
通
じ
て
中
之
条
町
ほ
ど
に
男
女
人
口
の
差
は
な
か

第2表近世期における男女別人口の推移

(折田村〉

年¥次¥、男女¥別¥ 男 女 計 す男口比る10女0にの対人

天和2(1682) 144 181 325 125.7 

享保21(1736) 230 187 417 81. 3 

宝麿4(1754) 233 207 440 88.8 

明和2(1765) 228 207 435 90.8 

安永7(1778) 276 252 528 91. 3 

天明 6(1786) 263 229 492 87.1 

寛政9(1797) 244 204 448 83.6 

享和4(1804) 230 191 421 83.0 

文化10(1813) 218 198 416 90.8 

文政13(1830) 221 209 430 94.6 

天保9(1838) 204 207 411 101. 5 
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っ
た
よ
う
に
思
う
。
二
町
村
を
通
じ
て
後
期
の
文
化
文
政
以
降
は
女
子

人
口
が
男
子
人
口
に
接
近
し
て
い
っ
た
。
こ
の
男
女
の
人
口
差
に
つ
い

て
は
、
さ
き
の
県
内
農
村
の
事
例
で
み
る
と
、
近
世
後
期
で
も
山
村
地

帯
ハ
利
根
村
)
は
中
間
地
帯
(
富
士
見
村
)
と
比
較
す
る
と
、
女
子
人

口
は
男
子
人
口
よ
り
か
な
り
少
な
く
て
開
差
は
大
き
い
。
中
間
地
帯
で

は
近
世
中
期
以
降
ず
っ
と
関
差
は
き
わ
め
て
少
な
い
の
が
特
徴
で
あ

る。ん
とこ
いの
わ原
れ固
たに、J
~つ
，..;" ¥，、

実主
モ女
2ま
障面
飢型
僅 -

EB 
Z量
げ曇

22 
る士宮

が宅
近盛



世
封
建
社
会
に
お
け
る
男
女
の
差
別
観
が
、
そ
の
一
因
と
考
え
ら
れ
る
。

特
に
天
明
以
降
は
半
ば
常
習
化
し
た
凶
作
飢
簡
の
状
況
は
当
地
方
の
人

口
減
少
な
い
し
停
滞
を
条
件
，
つ
け
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
さ
て
町

に
み
る
宝
永
1
享
保
期
に
お
け
る
女
子
人
口
が
男
子
人
口
よ
り
著
し
く

少
な
か
っ
た
の
は
、
商
品
経
済
の
未
発
達
に
よ
る
生
業
機
会
の
な
か
っ

た
こ
と
、
特
に
女
子
の
間
引
慣
行
と
も
関
連
し
て
女
の
生
き
る
道
の
な

か
っ
た
こ
と
の
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。

江
戸
時
代
に
は
常
に
女
子
人
口
は
男
子
人
口
に
比
し
て
全
国
的
趨
勢
と

L
て
少
な
か
っ
た
こ
と
は
勿
論
だ
が
、
と
く
に
わ
が
町
村
で
は

山
間
後
進
地
帯
と
し
て
生
産
力
の
低
か
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
生
業
機
会
に
乏
し
か
っ
た
こ
と
(
特
に
後
期
以
前
〉
な
ど
も
加
わ
っ
て
住

民
、
就
中
下
層
農
民
の
女
た
ち
の
生
き
る
道
の
な
か
っ
た
こ
と
が
、
関
東
全
般
の
間
引
堕
胎
慣
行
と
も
併
せ
て
女
子
の
出
生
閉
塞
を
招
い

た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
全
国
調
査
に
よ
る
と
男
一

O
Oに
対
し
て
女
の
比
率
は
享
保
十
七
年
三
七
一
二
二
)
で
八
六
・
九
だ
っ
た
の

に
比
較
す
る
と
、
わ
が
町
の
女
子
人
口
比
率
は
極
め
て
低
率
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

註
な
お
江
戸
代
の
人
口
の
研
究
者
の
関
山
真
太
郎
氏
に
よ
る
と
、
女
子
I

八
口
の
少
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
女
子
に
無
籍
者
か
或
い
は
調
査
洩

れ
が
多
か
っ
た
こ
と
、
入
口
制
限
が
男
子
よ
り
女
子
に
犠
牲
者
が
多
か
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
」
と
述
べ
て
い
る
。

中之条町の女の歴史

近
世
の
中
之
条
地
方
の
人
々
の
生
業
は
主
に
農
業
に
依
存
し
て
い
た
が
、
中
之
条
の
町
で
は
市
場
町
と
し
て
の

発
達
に
よ
っ
て
い
わ
ゆ
る
農
間
渡
世
に
は
、
六
斎
市
に
お
け
る
商
取
引
や
、
入
馬
交
通
の
要
路
に
も
と
づ
《
駄
賃
か
せ
智
な
ど
も
行
わ
れ

た
。
さ
ら
に
近
世
後
期
に
な
る
と
各
種
の
雑
業
や
職
人
稼
ぎ
も
ふ
え
て
生
業
の
範
囲
も
拡
大
し
た
。
し
か
し
近
世
全
期
を
通
じ
て
住
民
の

主
業
と
い
え
ば
、
や
は
り
農
業
で
あ
っ
た
。
町
を
と
り
ま
く
周
辺
の
村
々
の
人
た
ち
の
生
業
と
な
る
と
、
こ
れ
は
全
く
の
農
耕
中
心
だ
っ

た
と
い
つ
で
よ
い
。
当
地
各
町
村
の
生
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
誌
第
一
巻
〈
五
八
四

1
八
五
頁
〉
の
近
世
後
期
の
産
業
の
項
を
参
照

さ
れ
た
い
。
こ
こ
で
は
女
の
稼
ぎ
を
中
心
に
し
て
述
べ
て
お
く
。
(
村
明
細
帳
又
は
村
差
出
帳
に
よ
る
)

女
の
生
業
農
業
労
働

四

ま
ず
近
世
中
期
の
享
保
十
六
年
(
一
七
三
一
〉
の
中
之
条
町
女
の
稼

は
木
綿
麻
布
仕
、
手
前
着
用
仕
候
。
か
い
こ
麻
布
少
宛
仕
出
し
申
候
。

〈
男
の
稼
は
入
会
山
に
入
り
、
薪
か
ゃ
な
ど
手
前
用
事
の
外
少
と
宛
の

駄
賃
付
申
候
)
。

293 
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市
城
村

七
七
八
)

山
田
村
農
業
之
聞
に
男
女
の
稼
何
に
で
も
ご
ざ
な
く
候
(
享
保
五

年
一
七
二
O
)

平
村
農
業
の
外
稼
な
し
ハ
享
保
五
年
一
七
二

O
〉

上
沢
渡
村
女
の
稼
一
切
ご
ざ
な
く
候
。

近
世
後
期
に
な
る
と
、
西
中
之
条
村
女
作
之
問
、
少
ミ
宛
蚕
麻
布
、

女
の
儀
、
作
聞
に
麻
木
綿
布
少
ミ
仕
候
〈
安
永
七
年
、
一

特輯V

冬
木
綿
布
織
申
侯
(
文
政
期
)

折
田
村
女
の
稼
、
二
月
よ
り
十
月
迄
耕
作
、
水
仕
致
し
、
霜
月
よ

り
正
月
迄
麻
布
佐
着
用
ニ
仕
候
外
、
稼
一
切
ご
ざ
な
く
候
(
寛
政
十
二

年
一
八
O
O〉

原
岩
本
村
女
諸
作
之
聞
は
麻
布
少
々
ず
つ
接
着
申
候
(
男
は
農
業

の
間
高
崎
熊
谷
辺
へ
稼
に
ま
か
り
出
て
申
候
〉
〈
宝
暦
九
年
〉
。
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以
上
で
み
る
と
、
女
の
仕
事
と
し
て
近
世
中
期
ま
で
は
中
之
条
町
と
そ
の
近
郊
村
で
自
家
用
の
麻
布
・
木
綿
織
を
少
し
す
る
ハ
中
之
条

町
で
蚕
を
少
と
)
ぐ
ら
い
で
、
他
の
村
々
は
こ
れ
と
い
っ
た
女
の
稼
仕
事
は
一
切
な
か
っ
た
。
後
期
に
な
る
と
周
辺
の
各
村
で
も
麻
布
木

綿
織
の
自
家
用
仕
事
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
折
田
村
の
差
出
帳
で
は
、
女
の
仕
事
に
つ
い
て
、
「
二
月

1
十
月
の
農
耕
期
に
は
耕

作
や
水
田
作
業
を
し
、
十
一
月

1
正
月
の
農
閑
期
に
は
自
家
製
の
麻
布
織
に
従
事
し
た
」
と
精
と
詳
し
く
述
べ
て
あ
る
。

さ
い
み

こ
の
自
家
用
の
麻
布
織
の
女
の
仕
事
は
、
文
化
年
聞
に
な
る
と
商
品
用
の
細
美
(
麻
織
物
〉
と
し
て
江
戸
向
の
出
荷
に
発
展
す
る
が
、

こ
の
稼
ぎ
仕
事
の
担
当
者
は
吾
妻
東
部
地
方
の
農
家
の
女
た
ち
で
あ
っ
た
。
出
荷
に
追
わ
れ
て
き
び
し
い
労
働
に
た
ず
さ
わ
っ
た
女
た
ち

の
姿
が
う
か
ん
で
く
る
。
そ
し
て
後
期
か
ら
幕
末
に
な
る
に
伴
っ
て
養
蚕
|
繭
の
増
量
か
ら
繭
加
工
(
生
糸
織
〉
に
よ
る
工
賃
か
せ
ぎ
の

女
仕
事
も
ふ
え
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
幕
末
期
に
な
る
と
吾
妻
地
方
に
も
商
品
経
済
の
襲
透
に
伴
っ
て
蚕
の
飼
育
は
じ
め
麻
織
物
や
生
糸

織
り
な
ど
を
通
じ
て
女
子
労
働
に
ま
つ
農
家
の
現
金
収
入
の
途
が
急
速
に
聞
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
こ
の
頃
に
は
養
蚕
の
伸
長
に

よ
っ
て
養
蚕
を
農
家
利
得
の
第
一
と
す
る
意
見
が
強
ま
り
、
従
来
の
よ
う
に
養
蚕
を
婦
女
子
に
の
み
任
す
べ
き
で
な
い
と
説
か
れ
た
。

養
法
の
委
し
か
ら
ざ
る
は
婦
人
女
子
に
の
み
任
せ
置
て
、
其
家
の
主

人
養
蚕
の
事
を
不
レ
知
る
よ
り
起
る
・
:
:
・
(
渋
川
吉
田
友
直
「
養
蚕
須

知
」
よ
り
)



こ
の
「
養
蚕
須
知
」
に
よ
っ
て
、
寛
政
年
間
当
時
の
養
蚕
に
要
す
る
労
働
力
を
み
る
と
、

蚕
種
一
枚
を
養
は
ん
と
思
は
ば
、
初
眠
前
婦
人
一
人
に
て
よ
し
。
初

眠
起
き
よ
り
二
眠
起
ま
で
、
朝
夕
桑
を
か
り
あ
た
へ
る
男
一
人
あ
れ
ば

一
女
に
て
間
に
合
ふ
な
り
。
三
眠
起
よ
り
四
眠
起
ま
で
、
女
二
人
に
て

養
ふ
ベ
し
。
朝
夕
桑
を
か
る
男
一
人
、
四
眠
起
き
よ
り
上
鍍
に
至
り
て

は
朝
夕
桑
刈
男
二
人
よ
り
三
人
、
女
も
二
人
に
て
は
間
に
合
ひ
か
ぬ
る

な
り
。
よ
っ
て
蚕
を
わ
け
る
時
と
上
鎮
の
時
と
は
女
二
人
も
外
に
た
の

む
べ
し
。
其
外
に
桑
も
ぐ
人
、
一
人
や
と
う
ベ
し
。
さ
て
摘
に
な
っ
て

繭
を
ひ
ろ
ひ
と
る
人
は
一
人
に
て
も
よ
し
、
二
人
も
や
と
ふ
ベ
し
。
・
・

蚕
種
二
枚
三
枚
五
枚
に
て
も
是
に
て
大
体
考
へ
ベ
し
。
但
し
多
蚕
を
養

ふ
に
は
此
積
り
よ
り
人
寡
く
て
も
間
に
合
ふ
も
の
な
り
。

当
時
の
養
蚕
飼
育
の
各
段
階
に
お
け
る
必
要
な
女
子
労
働
力
が
知
ら
れ
る
が
、
蚕
飼
う
農
家
に
お
け
る
婦
女
子
の
多
忙
さ
が
十
分
に
し

の
ば
れ
る
。
村
の
上
層
農
家
の
事
例
を
み
る
と
、
夏
蚕
だ
け
で
も
日
数
回
十
日
間
に
延
二
百
人
に
近
い
労
働
力
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る

ハ
吾
妻
郡
永
井
村
笛
木
四
郎
右
衛
門
家
の
文
政

l
弘
化
年
間
養
蚕
経
営
一
覧
表
|
群
馬
県
蚕
糸
業
史
上
七

O
頁
)
。
先
述
の
女
子
必
要
労
力

か
ら
み
て
延
百
人
前
後
の
多
数
が
動
員
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
上
層
農
家
の
女
た
ち
の
養
蚕
時
の
労
苦
が
い
か
な
る
も
の
か
想
像
に
あ

ま
り
あ
る
も
の
と
い
え
る
。

さ
ら
に
こ
れ
に
山
仕
事
や
農
業
労
働
が
加
わ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
民
間
省
要
」

(
近
世
の
農
家
の
実
相
を
示
す
)
で
み
る
と
、

中之条町の女の歴史

山
家
の
女
は
、
夫
と
と
も
に
色
々
な
山
か
せ
ぎ
を
す
る
の
で
、
身
に

は
布
と
い
う
も
の
を
着
て
、
腰
き
り
に
み
じ
か
く
し
、
わ
ら
じ
き
や

は
ん
か
い
が
い
し
く
、
お
の
、
な
た
、
か
ま
な
ど
を
膜
に
は
さ
ん
で
、

四

そ
し
て
回
仕
事
に
お
い
て
は
、

固
に
入
る
と
、
男
で
あ
れ
女
で
あ
れ
、
水
の
中
な
の
で
、
終
日
立

ち
つ
づ
け
で
、
起
き
た
り
伏
し
た
り
、
ひ
る
に
く
わ
れ
て
血
に
そ
み
、

家
に
帰
っ
て
も
お
湯
も
浴
び
な
い
。
か
ん
た
ん
な
食
事
を
す
ま
す
と
、

牛
や
馬
に
重
荷
を
負
わ
せ
て
こ
れ
を
引
き
、
自
分
も
頭
や
せ
な
か
に
背

負
っ
て
、
男
の
す
る
こ
と
に
か
わ
ら
な
い
。

女
は
麦
を
つ
い
た
り
し
て
、
朝
の
御
飯
の
準
備
も
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

だ
か
ら
手
ま
わ
し
よ
く
し
て
も
、
毎
夜
夜
中
に
な
る
。
寝
た
と
思
う
と
す

ぐ
夜
明
け
、
骨
す
ぢ
と
も
に
い
た
み
、
全
身
こ
わ
ば
っ
て
板
の
よ
う
だ
。
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横尾村宗門御改帳〈文化十一年〉から

と
、
そ
の
実
相
を
述
べ
て
い
る
。

宗
門
人
別
御
改
帳
に
み
る
女
た
ち

み
る
と
、
家
族
構
成
の
な
か
に
女
た
ち
が
多
数
で
て
く
る
。
近
世
中
期
ま
で
の
村
々
の
宗
門
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江
戸
時
代
の
戸
籍
台
帳
で
あ
る
町
村
の
宗
門
改
帳
を

帳
に
よ
る
と
、
男
た
ち
は
勿
論
、
女
で
も
娘
(
未
婚
〉
や
嫁
の
名
前
は
記
載
さ
れ
て
い
る

.刀

一
家
の
主
婦
の
名
前
は
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
少
く
、
女
房
と
だ
け
書
か
れ
て
い
る

こ
と
が
多
い
。

註
宗
門
御
改
帳
の
多
く
は
女
房
の
名
前
の
記
載
を
か
く
が
、
宗
門
人
別
帳
に
は
名
前
記
載
の
も
の

が
多
い
と
い
う
。
(
関
山
直
次
郎
「
江
戸
時
代
の
人
口
研
究
」
)
近
世
後
期
に
な
る
と
女
房
名
の
あ

る
も
の
が
多
い
。
中
之
条
町
の
も
の
で
は
宝
永
二
年
を
除
い
て
明
和
享
和
以
降
文
化
文
政
期
の
も

の
に
は
、
す
べ
て
女
房
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
妻
の
場
合
は
故
意
に
そ
の
名
を
だ
さ
な
か
っ
た
と
も
み
ら
れ
る

が
、
妻
(
主
婦
〉
に
対
す
る
差
別
観
の
あ
ら
わ
れ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

女
の
名
前
一
般
に
近
世
に
お
い
て
は
男
ハ
家
長
)
の
名
前
で
は
、
公
儀
名
と
通
称
名
(
私
儀
名
l
幼
名
隠
居
名
な
ど
)
が
あ
っ
て
、

公
私
に
よ
っ
て
使
い
わ
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
男
の
場
合
は
名
(
名
前
)
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。
女
の
場
合
に
は
前
述
し
た
よ
う
に

公
的
存
在
を
も
た
な
か
っ
た
た
め
、
女
の
名
前
(
命
名
〉
は
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
筆
者
は
戦
後
ま
も
な
い
時
分
、
県
内
山

村
調
査
に
奔
走
し
た
際
に
体
験
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
宗
門
人
別
帳
に
よ
っ
て
山
村
の
女
た
ち
の
名
前
を
一
覧
す
る
と
、
名
前
自
身
に
意

味
を
も
た
な
い
呼
称
が
非
常
に
多
い
の
に
気
付
い
た
。
明
治
大
正
の
噴
に
は
「
名
前
は
符
帳
だ
」
と
い
う
こ
と
は
よ
く
き
い
て
い
た
こ
と

だ
が
、
近
世
農
家
の
女
の
命
名
に
よ
く
現
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
封
建
制
下
の
女
性
の
地
位
の
低
さ
と
関
連
し
て
ふ
れ
て
お
く
こ
と



に
し
た
。
こ
の
点
で
中
之
条
町
の
江
戸
時
代
の
主
婦
の
名
前
の
い
く
つ
か
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

明
和
六
年
宗
門
改
帳
に
よ
る
と
、
き
い
、
の
ゑ
、
り
さ
、
さ
ぢ
、
す

や
、
き
そ
、
こ
や
、
り
わ
、
や
そ
、
さ
ん
、
享
和
四
年
の
も
の
に
は
、

さ
ん
、
の
ゑ
、
ふ
ん
、
せ
よ
、
文
化
十
三
年
の
も
の
に
は
、
さ
ん
、
ょ

を
、
く
の
、
い
な
、
い
を
、
文
政
六
年
の
も
の
に
は
、
り
い
、
ゑ
ひ
、

ょ
を
、
す
へ
、
さ
ん
、
う
よ
、
天
保
十
年
の
も
の
に
は
、
さ
ん
:
・
i
な

ど
が
よ
く
み
ら
れ
た
。

家
に
生
き
る
女
と
婚
姻
と
離
婚

近
世
社
会
で
は
女
の
暮
し
は
家
が
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
で
あ
っ
た
。
出
生
か
ら
死
亡
ま
で
の
女
の
一
生
の
歴
史
で
女
の
運
命
を
左
右
す
る

も
の
は
何
よ
り
も
婚
姻
で
あ
っ
た
。
ま
ず
近
世
の
当
地
方
の
婚
姻
に
つ
い
て
概
略
だ
け
ふ
れ
て
お
く
。

(2) 女
の
婚
姻
川
結
婚
年
令
近
世
で
も
宝
永
明
和
噴
(
中
期
)
の
中
之
条
町
で
は
女
の
婚
姻
年
令
は
ふ
つ
う
二
十
五
才
未
満
が
多
か
っ

た
が
、
こ
れ
は
享
保
天
保
以
降
(
後
期
〉
に
な
っ
て
も
あ
ま
り
変
ら
な
か
っ
た
。
(
男
の
場
合
は
近
世
中
期
に
は
二
十
五
才
以
上
の
方
が

中之条町の女の歴史

多
か
っ
た
。
後
期
に
は
さ
ら
に
幾
分
結
婚
年
令
が
た
か
ま
る
傾
向
に
あ
っ
た
〉
女
で
も
結
婚
の
早
い
の
は
十
五
、
六
才
の
も
の
も
あ
っ
た

の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
村
の
娘
の
結
婚
の
方
は
多
少
と
も
早
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
夫
婦
の
年
令
差
か
ら
み
る
と
、
近
世
中
期
に
は
夫

が
妻
よ
り
相
当
年
上
の
場
合
が
多
か
っ
た
が
、
後
期
に
な
る
と
年
令
差
が
ち
ぢ
ま
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
年
令
差
で
は
初
婚
再
婚
の
別
が
不

明
の
た
め
夫
婦
結
婚
年
令
差
を
正
確
に
は
判
断
で
き
な
い
が
、
全
般
的
傾
向
と
し
て
五

l
六
才
以
上
の
男
の
年
上
が
多
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
近
世
中
期
に
は
時
に
十
才
以
上
も
年
上
の
男
子
と
の
結
婚
も
相
当
数
あ
っ
た
。
と
く
に
上
層
の
家
々
に
こ
の
事
例
が
み
ら
れ
た
の

が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
趨
勢
は
後
期
に
な
る
と
急
速
に
変
っ
て
一
般
に
夫
婦
の
年
令
差
の
縮
少
か
ら
男
女
の
結
婚
年
令
差
も
接
近
し
て
い

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
五
才
以
下
、
と
く
に
一

1
三
才
の
ち
が
い
の
結
婚
事
例
が
多
く
な
っ
た
と
い
え
る
。
な
お
・
町
に
比
し
て
村
の
場
合

は
幾
分
年
令
差
の
あ
る
結
婚
数
が
多
か
っ
た
が
、
後
期
に
は
や
は
り
男
女
の
年
令
差
の
少
い
も
の
が
中
心
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の

変
化
は
そ
の
ま
ま
近
世
封
建
制
の
解
体
過
程
と
も
関
連
し
た
動
き
で
あ
っ
た
。
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さ
き
の
わ
が
町
村
の
通
婚
圏
で
も
み
た
よ
う
に
、
農
家
に
く
る
嫁
た
ち
(
婚
入
〉
は
郡
内
の
近
村
な
い
し
村
内

か
ら
の
も
の
が
多
く
、
自
村
の
娘
の
嫁
入
先
〈
婚
出
)
は
幾
分
遠
方
の
地
が
多
か
っ
た
。
村
人
に
と
っ
て
は
村
に
嫁
入
り
す
る
直
系
親
の

ア
ト
ツ
ギ
男
女
の
婚
姻
の
方
を
、
傍
系
親
と
く
に
娘
た
ち
の
流
出
す
る
婚
姻
よ
り
も
重
視
し
た
。
こ
の
貰
う
婚
姻
が
近
世
で
は
村
内
が
多

か
っ
た
こ
と
が
一
特
徴
で
も
あ
っ
た
。
村
内
ど
お
し
の
場
合
は
一
般
に
二
人
の
愛
情
に
も
と
づ
く
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
を
若
者
仲
間
の
協

力
統
制
な
ど
に
よ
っ
て
村
内
婚
の
成
立
に
ま
で
運
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
統
制
は
娘
が
他
村
の
若
者
の
気
を
引
い
た
り
、
若
者
の
方
が
他
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村
の
娘
と
た
わ
む
れ
た
り
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
た
。
こ
れ
に
違
反
す
る
と
若
衆
仲
間
か
ら
罰
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
男
女
関
係
が

確
定
的
な
も
の
に
な
る
と
、
若
衆
頭
が
双
方
の
両
親
の
も
と
に
結
婚
の
許
可
を
貰
い
に
い
っ
た
。
か
く
て
正
式
な
結
婚
を
表
示
す
る
簡
単

な
式
も
行
わ
れ
た
。
村
内
婚
は
互
に
知
り
あ
っ
た
村
内
の
家
々
な
の
で
、
ふ
つ
う
は
極
め
て
気
安
く
簡
素
な
結
婚
式
で
す
ん
だ
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
中
層
の
家
々
に
一
番
多
か
っ
た
が
、
上
層
家
(
多
く
は
村
内
上
層
の
家
同
士
聞
の
結
婚
〉
で
も
気
心
の
し
れ
た
実
質
的
な
婚

姻
と
し
て
喜
ば
れ
た
。
た
だ
一
部
最
上
層
の
家
格
を
重
視
す
る
家
で
は
他
村
の
同
じ
家
格
の
家
と
の
聞
に
一
定
の
仲
人
を
た
て
た
見
合
結

婚
が
行
わ
れ
た
。
町
村
の
伝
統
的
結
婚
で
は
叙
上
の
よ
う
に
村
内
男
女
の
恋
愛
結
婚
が
先
行
し
た
が
、
見
合
結
婚
は
は
じ
め
は
一
部
階
層

の
家
同
士
間
だ
け
に
限
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
近
世
後
期

l
明
治
期
に
わ
た
っ
て
見
合
結
婚
の
方
が
社
会
の
規
範
に
な
っ
て
ゆ
き
、
村
内
者

の
伝
統
的
な
恋
愛
結
婚
の
方
は
消
滅
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
恋
愛
結
婚
の
方
が
却
っ
て
野
合
と
し
て
蔑
視
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
(
明

治
中
期
〉
。
そ
し
て
再
び
恋
愛
結
婚
が
法
律
上
承
認
さ
れ
、
一
般
に
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
戦
後
の
二
十
三
年
三
九
四

八
)
の
新
民
法
以
後
で
あ
る
。

近
世
の
農
民
婚
姻
に
対
し
て
は
施
政
者
は
常
時
春
修
に
な
ら
ぬ
よ
う
上
か
ら
厳
し
い
触
れ
を
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
親
類
村
組
及
び

村
役
人
な
ど
の
立
会
を
条
件
と
し
て
い
た
。

み
ぎ
り

一
、
祝
言
ハ
婚
礼
の
)
之
刻
、
乗
物
堅
く
之
を
停
止
し
、
若
し
相
背
く
に
於
て
は
過
金
の
上
寵
舎
た
る
べ
し
。
並
振
舞
は
一
汁
三
莱
に
渇
き
る
ペ
か
ら



ざ
る
事
。
〈
天
和
二
年
の
御
制
法
に
よ
る
〉
。

一
、
婚
礼
の
節
、
脊
之
な
き
た
め
、
名
主
組
頭
の
う
ち
一
人
立
会
い
、

客
は
親
類
組
合
、
本
家
分
家
-
一
限
り
懇
意
、
又
々
曲
輸
の
者
た
り
と
も

呼
集
申
す
ま
じ
き
事
(
天
保
十
年
八
月
中
之
条
町
五
人
組
帳
に
よ
る
)

以
上
の
よ
う
に
近
世
の
結
婚
に
は
結
婚
成
立
の
手
続
上
に
も
色
々
の
制
限
が
あ
っ
た
。
家
長
に
決
定
権
が
あ
っ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る

が
、
正
式
の
結
婚
に
は
そ
の
ほ
か
に
次
の
よ
う
な
社
会
的
制
限
も
あ
っ
た
。

付
両
家
の
近
い
親
類
の
同
意
を
必
要
と
す
る
。
同
か
な
ら
ず
媒
酌
人
(
な
こ
う
ど
)
を
聞
に
た
て
る
。
同

役
人
お
よ
び
五
人
組
な
ど
が
立
合
っ
て
結
婚
式
を
す
る
。

名
主
組
頭
な
ど
の
村

註
中
之
条
地
方
に
お
け
る
近
世
の
婚
姻
の
具
体
的
実
態
を
記
帳
し
た
も
の
が
な
く
、
現
在
の
古
老
の
話
か
ら
は
、
そ
の
正
確
な
様
子
は
詳
か
に
し
え

な
い
。

中之条町の女の歴史

近

世

の

離

婚

「

凡

ソ

離

縁

ニ

及

プ

ト

キ

ハ

嫁

具

ヲ

婦

家

ニ

引

渡

シ

送

籍

ヲ

戻

シ

夫

ヨ

リ

離

縁

状

ヲ

婦

-

一

付
与
ス
ル
事
一
般
ノ
通
例
ナ
リ
」
と
あ
る
が
、
離
婚
に
は
立
前
と
し
て
は
先
に
示
し
た
「
七
去
」
が
あ
っ
た
が
、
近
世
婚
は
家
と
家
と
の

婚
姻
で
あ
っ
た
の
で
婚
家
側
の
判
断
が
優
先
し
た
。
員
姑
は
じ
め
そ
の
他
婚
家
の
兄
弟
姉
妹
等
と
の
生
活
関
係
上
か
ら
、
多
く
は
家
風
に

合
わ
な
い
こ
と
を
理
由
に
離
縁
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
嫁
が
出
さ
れ
る
場
合
の
ほ
か
、
嫁
自
ら
が
出
る
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
離
婚
に
は
婚
家
か
ら
の
離
縁
状
(
三
下
り
半
〉
が
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
の
出
な
い
場
合
に
は
再
婚
が
で
き
ず
苦

労
し
た
。
わ
が
町
村
で
も
江
戸
時
代
に
は
離
婚
事
例
が
相
当
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
正
確
な
統
計
や
そ
の
離
婚
内
容
な
ど
の
実
情
に
は
不
詳

の
も
の
が
多
い
。
今
で
も
「
女
房
と
畳
は
新
し
い
ほ
ど
よ
い
」
と
か
、
「
女
房
は
着
物
と
同
じ
で
何
度
と
り
か
え
て
も
よ
い
」
な
ど
と
云

わ
れ
る
し
、
孝
行
息
子
が
親
の
た
め
に
女
房
を
二
度
も
三
度
も
離
縁
し
た
事
例
を
き
く
が
、
こ
れ
か
ら
推
し
て
離
婚
の
多
か
っ
た
こ
と
が

想
像
さ
れ
る
。
日
本
女
性
史
の
著
者
井
上
清
は
「
結
婚
率
は
人
口
千
に
つ
き
一
三
ー
ー
四
、
離
婚
率
は
七
l
八
も
あ
っ
た
と
私
は
推
定
す

、B
J

る
。
少
く
と
も
離
婚
は
結
婚
の
四
割
は
あ
っ
た
ろ
う
」
(
井
上
前
書
上
一
四
四
頁
〉
と
述
べ
て
い
る
。

rz
‘、
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さ
て
さ
き
の
離
縁
状
を
う
け
ら
れ
な
い
女
た
ち
を
救
済
す
る
た
め
幕
府
は
全
国
に
縁
切
寺
を
認
め
て
い
た
が
、
群
馬
県
に
も
尾
島
町
徳

川
に
満
徳
寺
が
あ
っ
た
。
広
〈
県
内
各
地
か
ら
不
幸
な
女
た
ち
が
こ
の
寺
に
駈
け
込
ん
で
い
る
。
郡
内
近
村
の
中
山
村
の
一
女
が
か
け
こ

ん
で
い
る
(
高
山
村
誌
三
三
一

l
二
頁
〉
。
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註

満
徳
寺
に
駈
け
こ
ん
だ
女
た
ち
に
つ
い
て
、
高
山
侃
「
縁
切
寺
満
徳
寺
史
料
集
」
参
照

さ
て
こ
こ
で
は
近
世
封
建
社
会
の
最
前
線
の
わ
が
農
村
の
家
に
生
き
て
き
た
娘
・
嫁
・
主
婦
・
老
婦
ら
の
生
活
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。
当

時
で
は
も
の
を
書
く
こ
と
は
勿
論
、
ま
た
も
の
を
い
う
機
会
さ
え
な
か
っ
た
多
く
の
女
た
ち
の
暮
し
に
つ
い
て
は
、
自
然
と
史
料
に
と
ぽ

し
い
こ
と
か
ら
十
分
な
実
態
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
文
字
を
知
ら
ぬ
女
た
ち
は
彼
女
ら
の
生
活
を
記
録
に
こ
そ
残
さ
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
だ
け
に
日
々
の
実
際
生
活
の
体
験
の
中
か
ら
多
く
の
限
り
な
き
家
生
活
の
知
慧
を
学
び
身
に
つ
け
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
現
存
す

る
わ
ず
か
の
資
料
を
手
が
か
り
に
追
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

一
口
に
封
建
時
代
に
生
き
た
農
村
の
女
と
い
っ
て
も
決
し
て
皆
一
様
の
暮
し
方
生
き
方
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
家
と
の
つ
な
が
り

で
み
て
も
、
生
涯
家
の
中
だ
け
の
暮
し
で
終
っ
た
女
も
あ
れ
ば
、
早
く
か
ら
家
に
は
安
住
で
き
な
い
で
、
人
に
雇
わ
れ
女
中
奉
公
、
飯
盛

女
、
酌
婦
等
々
、
当
時
と
し
て
の
様
々
な
職
業
に
生
き
た
女
た
ち
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
封
建
制
下
の
地
方
女
性
の
生
活
と
い
っ
て

も
、
そ
の
生
活
環
境
に
よ
っ
て
か
な
り
の
相
違
が
あ
っ
た
。
生
れ
た
家
の
階
層
に
よ
っ
て
女
の
た
ど
る
生
活
の
道
に
は
異
な
る
運
命
が
存

在
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
と
く
に
家
の
浮
沈
興
亡
が
女
の
一
生
を
左
右
し
た
の
で
あ
る
。

ω
家
と
と
も
に
生
き
た
旧
家
の
女
た
ち

わ
が
町
村
の
主
な
旧
家
の
歴
史
を
た
ど
る
と
、

一
見
あ
ま
り
に
も
平
凡
に
み
え
る
家
の
継
承
の
流
れ
の
な
か
に
、
代
々
の
家
長
や
主
婦

た
ち
の
心
労
の
ほ
ど
が
し
の
ば
れ
る
場
面
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
多
い
。
と
く
に
こ
の
苦
悩
を
実
証
す
る
伝
承
や
記
録
を
欠
く
こ
と
が
多
い

の
で
、
た
だ
推
測
に
ま
つ
だ
け
に
と
ど
ま
る
が
、
近
世
期
を
通
じ
て
農
民
家
族
が
家
の
存
続
に
賭
け
た
人
々
の
苦
悩
と
こ
れ
か
ら
生
ま
れ



た
庶
民
の
知
慧
は
、
わ
が
町
村
民
の
生
活
史
の
底
辺
を
さ
さ
え
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

わ
が
旧
村
の
主
な
本
家
格
の
家
々
は
自
家
の
系
図
を
も
つ
も
の
が
多
い
が
、
そ
の
近
世
以
前
の
古
い
系
譜
の
真
否
は
別
と
し
て
村
に
定

着
以
降
の
代
々
の
百
姓
家
族
の
存
続
維
持
を
系
図
を
手
が
か
り
に
た
ど
っ
て
ゆ
く
と
、
各
家
々
が
同
族
(
本
分
家
〉
と
一
体
と
な
っ
て
、

時
に
は
村
共
同
体
も
参
加
し
て
村
の
家
の
存
続
に
力
を
尽
し
て
き
で
い
る
の
で
あ
る
。

近
世
期
の
家
々
と
女
た
ち
わ
が
旧
町
村
に
定
着
し
た
各
同
族
の
本
家
の
創
設
は
、
す
で
に
前
述
の
家
の
歴
史
で
み
る
よ
う
に
大
半
が

近
世
初
期
に
ま
で
遡
る
も
の
が
多
い
。
そ
し
て
一
般
に
は
初
代
か
ら
三
四
代
に
わ
た
る
近
世
中
期
頃
ま
で
に
分
家
創
出
を
し
て
い
る
が
、

こ
の
間
村
と
同
族
及
び
自
家
を
一
体
と
し
た
創
設
期
に
お
け
る
人
々
の
辛
苦
努
力
は
ま
こ
と
に
並
大
抵
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
こ
の
期
に
お
け
る
各
戸
の
主
婦
、
と
く
に
本
家
の
主
婦
の
役
割
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
ほ
と
ん
ど
そ
の
詳
細

は
不
明
で
あ
る
が
、
主
な
家
の
継
承
と
主
婦
と
の
関
係
を
み
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

中之条町の女の歴史

①
桑
原
本
家
ハ
中
之
条
町
〉
は
文
禄
年
中
初
代
源
右
衛
門
が
箕
輪
よ

り
来
住
以
来
、
二
代
三
代
の
問
、
寛
文
以
前
に
分
家
六
戸
を
出
し
て
い

る
。
四
代
に
な
っ
て
重
郎
右
衛
門
を
称
え
る
(
以
後
代
々
こ
の
称
を
用

う
〉
。
四
代
以
降
近
世
期
に
お
け
る
桑
原
本
家
の
主
婦
や
娘
の
婚
出
入

先
を
次
表
に
示
す
。
ハ
次
頁
)

こ
の
表
に
よ
る
と
、
近
世
を
通
し
て
旧
分
家
八
郎
右
衛
門
と
の
同
族

縁
組
が
著
し
い
。
五
、
六
、
七
代
と
三
代
に
わ
た
っ
て
娘
を
分
家
の
主

婦
に
送
出
し
て
い
て
、
十
代
目
に
は
主
婦
を
こ
の
旧
分
家
か
ら
入
れ
て

い
る
。
桑
原
本
家
は
、
創
設
期
(
一

l
三
代
〉
に
は
六
分
家
を
出
し
、
中

興
期
〈
四
l
八
代
)
に
は
、
本
家
の
主
婦
は
代
々
他
村
の
上
層
家
か
ら
入

れ
、
家
と
し
て
順
調
な
発
展
を
し
て
い
る
(
一

l
四
代
は
七
・
八
十
才
ま

四

で
長
生
、
六
代
五
十
五
才
、
七
l
九
代
は
四
十
才
代
で
死
亡
〉
。
近
世

後
期
に
は
九
1
一
一
代
の
三
代
に
わ
た
っ
て
婿
養
子
に
よ
り
相
続
し
て

い
る
。
家
と
し
て
は
一
つ
の
危
機
に
際
会
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

と
く
に
十
代
目
に
は
夫
婦
と
も
に
両
養
子
に
よ
っ
て
家
の
存
続
を
は
か

っ
た
。
夫
婦
の
聞
に
男
子
市
太
郎
が
生
れ
た
が
、
こ
の
子
を
町
田
儀
兵

衛
家
に
婿
養
子
さ
せ
た
。
運
悪
く
こ
の
婿
養
子
の
十
代
目
が
二
十
八
才

で
若
死
し
た
の
で
、
そ
の
後
夫
婦
聞
に
子
な
き
た
め
に
家
存
続
の
危
機

に
陥
っ
た
。
町
田
家
に
入
っ
た
市
太
郎
れ
ん
の
夫
婦
聞
に
三
人
の
子
が

あ
っ
た
が
い
ず
れ
も
幼
死
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
子
を
迎
え
る
こ
と
も

で
き
ず
、
止
む
を
え
ず
苦
肉
の
策
と
し
て
婿
入
り
し
た
市
太
郎
を
再
び

本
家
に
つ
れ
も
ど
し
、
津
久
田
村
狩
野
家
よ
り
迎
え
た
娘
を
要
っ
て
十
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自重11 四

代

難23 右衛門伊能品
五
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占ノ、

代

婦v円泣主娘 円耳5八障街 E議 七

代

八

代

九

代

SF婿

十

代

議護iiFi 
十

代

す
十

代

村・皇室・女の歴史特締V

一
代
目
を
継
承
さ
せ
て
い
る
。
十
一
代
に
は
四
人
の
子
が
あ
っ
て
男
子

虎
八
は
十
二
代
を
相
続
し
て
い
る
。
十
一
代
に
お
い
て
桑
原
家
は
再
生

発
展
を
し
た
と
い
え
る
。
こ
の
十
一
代
の
時
尻
高
村
松
井
万
右
衛
門
家

と
の
縁
組
が
交
換
さ
れ
、
娘
を
嫁
に
や
っ
た
り
、
次
代
の
桑
原
家
の
主

婦
を
松
井
家
か
ら
迎
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

②
青
柳
本
家
〈
伊
勢
町
)
は
、
初
代
重
郷
半
治
郎
が
信
州
青
柳
之

郷
よ
り
天
正
二
年
当
郡
城
山
の
城
内
に
く
る
の
に
は
じ
ま
る
。
元
亀
年

中
よ
り
長
居
す
る
に
至
り
狩
野
志
摩
の
娘
を
婆
る
。
当
地
に
落
着
し
た

の
は
三
代
藤
右
衛
門
の
侍
か
ら
で
あ
る
。
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こ
こ
で
青
柳
家
三
代
以
降
の
十
代
ま
で
の
主
婦
の
出
身
系
譜
を
示
し

て
お
く
。

三
代
藤
右
衛
門
ハ
三
男
〉
狩
野
新
左
衛
門
娘
ハ
正
保
四
、
一
一
、
一
一

二
死
〉四

代
源
右
衛
門
(
長
男
)
桑
原
大
内
蔵
(
中
之
条
)
娘
(
寛
文
五
、

一
O
、
一
九
死
)

五
代
源
右
衛
門
(
長
男
〉
権
問
六
郎
左
衛
門
(
西
中
之
条
村
)
娘

〈
延
宝
九
、
五
、
一
死
)

六
代
賀
右
衛
門
(
二
男
)
後
藤
源
兵
衛
養
女
ハ
中
山
村
)



七
代
源
右
衛
門
(
一
二
男
)
青
柳
八
兵
衛
娘
(
伊
勢
町
か
〉

八
代
重
右
衛
門
(
三
男
)
松
井
重
兵
衛
娘
(
尻
高
村
)
(
寛
延
元
、

八
、
三

O
死〉

九
代
重
右
衛
門
(
後
嘉
右
衛
門
)
(
二
男
)
今
井
五
兵
衛
娘
(
利
根

郡
川
場
村
)
(
安
永
二
、
一
一
、
二
六
死
)

十
代
源
右
衛
門
(
三
男
〉
永
井
吉
右
衛
門
娘
(
青
山
村
〉

青
柳
家
の
代
々
の
主
婦
は
そ
の
家
格
(
庄
屋
)
に
相
応
し
て
郡
内
外

の
近
村
の
最
上
層
の
系
譜
を
も
っ
家
か
ら
迎
え
て
い
る
。
相
続
を
み
る

と
、
二
代
田
代
五
代
は
長
男
が
相
続
し
て
い
る
が
、
三
代
と
六
代
以
降

は
代
々
二
三
男
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
る
の
が
特
色
で
あ
る
。
さ
き

の
桑
原
家
に
く
ら
べ
て
婿
養
子
に
よ
る
家
の
継
承
が
み
ら
れ
な
い
。

③
ニ
宮
三
家
(
中
之
条
町
)
二
宮
家
に
つ
い
て
は
増
補
中
之
条
町

誌
に
は
、
「
那
位
郡
二
宮
村
ノ
住
人
、
年
度
不
詳
、
本
町
ニ
移
住

シ
:
:
:
」
と
あ
る
が
、
二
宮
伊
右
衛
門
家
親
類
書
で
み
る
と
寛
永
年
間

二
宮
盛
次
の
と
き
に
二
宮
三
家
が
創
立
さ
れ
た
。
(
長
岡
在
住
の
と

き
〉
。
王
子
原
移
町
に
当
っ
て
、
長
男
伊
右
衛
門
は
町
の
北
側
の
中
柄

中之条町の女の歴史

の
要
所
に
、
二
男
半
兵
衛
は
今
市
横
町
の
東
に
、
三
男
清
左
衛
門
は
上

ノ
町
南
側
に
居
住
し
た
。
近
世
中
期
の
元
禄
享
保
時
を
中
心
に
大
き
く

繁
栄
し
た
。
こ
こ
で
は
三
家
の
創
設
期
に
お
け
る
主
婦
の
出
身
系
譜
を

あ
げ
て
お
く
。

本
家
伊
右
衛
門
:
:
:
初
代
桑
原
三
郎
右
衛
門
娘
ギ
ン
、
二
代
(
元
貞
〉

二
宮
広
平
娘
(
先
妻
)
、
原
町
矢
島
四
郎
左
衛
門
娘
、
三
代
(
盛
重
)
二
宮

清
七
妹
。
(
二
代
三
代
続
け
て
同
族
か
ら
主
婦
を
入
れ
る
)
。

二
男
分
家
半
兵
衛
:
:
:
初
代
大
島
権
兵
衛
娘
、
二
代
不
明
、
三
代
娘

き
い
に
婿
養
子
半
五
郎
を
迎
え
る
。

三
男
分
家
清
左
衛
門
:
:
:
初
代
原
町
矢
島
伊
兵
衛
娘
、
二
代
原
町
矢

島
太
兵
衛
娘
、
三
代
高
須
八
左
衛
門
娘
。

三
家
は
と
も
に
原
町
矢
島
同
族
と
の
婚
姻
関
係
が
緊
密
で
あ
っ
た
。

④
山
田
村
山
田
総
本
家
(
令
)
に
つ
い
て
は
家
の
歴
史
の
な
か
で

家
の
継
承
と
主
婦
に
つ
い
て
も
詳
し
く
扱
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略

す
る
。

近
世
幕
末
期
の
旧
家
の
主
婦
た
ち
近
世
か
ら
明
治
期
ま
で
も
生
存
し
た
幕
末
期
の
主
婦
や
女
た
ち
の
生
活
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
地

元
の
老
婦
た
ち
か
ら
も
色
々
な
実
情
を
き
く
こ
と
も
で
き
た
。
ご
く
僅
少
な
記
録
の
ほ
か
、
大
半
は
今
で
は
、
す
で
に
物
故
し
た
旧
家
の

老
万
白
か
ら
聞
い
た
も
の
を
中
心
に
し
て
、
近
世
末
期
の
主
婦
た
ち
の
生
活
を
述
べ
て
お
く
。

近
世
前
期
に
創
設
さ
れ
た
わ
が
町
村
の
各
本
分
家
も
中
期
を
へ
て
後
期
に
い
た
る
二
百
年
近
い
歴
史
を
重
ね
る
と
、
自
ず
と
各
家
ご
と

に
独
自
な
家
の
生
活
慣
習
が
形
成
さ
れ
、
二
戸
=
戸
の
家
風
の
よ
う
な
も
の
が
生
れ
て
い
た
。
か
か
る
家
風
の
生
成
に
は
代
々
の
家
長
の

四
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指
導
は
む
ろ
ん
と
し
て
も
、
家
の
日
常
生
活
を
根
と
し
て
き
た
そ
の
家
の
女
た
ち
、
就
中
主
婦
の
役
割
が
極
め
て
大
き
か
っ
た
と
思

且ソ。
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町
田
儀
兵
衛
家
の
主
婦
町
田
儀
兵
衛
家
は
近
世
後
期
か
ら
町
の
商
人
と
し
て
台
頭
す
る
が
、
大
き
く
伸
長
す
る
の
は
明
治
に
な
っ
て

か
ら
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
儀
兵
衛
家
は
五
代
重
兵
衛
家
の
長
女
か
ん
に
婿
養
子
を
し
て
分
家
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
重
兵
衛
本
家
の
ア
ト

ツ
ギ
熊
蔵
が
幼
少
だ
っ
た
の
で
、
長
女
夫
婦
を
同
居
さ
せ
て
本
家
を
援
助
さ
せ
た
。
婿
養
子
三
治
郎
は
郡
内
大
笹
村
黒
岩
喜
太
夫
の
三
男

に
生
ま
れ
、
実
車
勤
勉
、
よ
く
本
家
を
援
け
、
四
十
才
を
す
ぎ
て
分
家
独
立
の
た
め
刻
苦
勉
励
に
努
め
た
。
分
家
創
立
後
二
十
年
余
、
一
代

で
不
動
の
地
盤
を
築
い
た
。
当
時
は
農
を
主
体
で
商
は
附
随
的
な
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
二
代
は
次
男
卯
之
士
口
が
創
業
の
父
を
つ
ぎ
、
父

の
長
寿
に
も
支
え
ら
れ
、
創
業
の
家
経
済
を
発
展
さ
せ
た
主
婦
は
中
山
村
本
陣
平
形
作
右
衛
門
よ
り
迎
え
て
い
る
。

註
初
代
儀
兵
衛
の
長
男
市
太
郎
は
先
述
の
よ
う
に
桑
原
重
郎
右
衛
門
本
家
に
婿
養
子
に
な
っ
た
の
で
、
次
男
卯
之
吉
が
継
承
し
た
。
卯
之
吉
は
初
代

三
十
三
才
、
妻
二
十
九
才
の
時
の
子
で
、
初
代
七
十
七
才
、
二
代
四
十
四
才
ま
で
生
き
た
の
で
、
農
を
主
と
し
た
商
業
運
営
の
基
礎
は
こ
の
二
代
で

築
か
れ
た
と
い
え
る
。

町
田
家
を
大
き
く
伸
長
さ
せ
た
の
は
三
代
儀
兵
衛
(
為
治
〉
の
代
で
あ
る
が
、
と
く
に
幕
末
期
に
際
会
し
て
は
じ
め
て
商
人
的
な
家

風
を
確
立
し
た
。
当
時
幕
末
期
前
後
か
ら
漸
く
町
の
上
層
家
の
聞
に
も
在
郷
の
商
人
と
し
て
の
ゆ
き
方
が
志
向
さ
れ
、
こ
の
動
向
を
最
も

典
型
的
に
示
し
た
の
が
三
代
儀
兵
衛
の
為
治
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
中
之
条
の
町
風
に
な
っ
て
ゆ
く
う
え
に
も
大
き
な
役
割
を
に
な
っ
て

い
る
。
と
く
に
町
田
家
の
商
人
的
家
風
を
き
づ
く
う
え
に
中
心
と
な
っ
た
の
は
三
代
目
の
主
婦

1
家
つ
き
の
長
女
ー
の
あ
さ
で
あ
っ

fこ
初
代
主
婦
か
ん
町
田
チ
ギ
リ
一
家
創
設
の
主
婦
は
重
兵
衛
本
家
の
長
女
か
ん
で
あ
る
。
彼
女
に
つ
い
て
の
詳
し
い
記
録
や
伝
承
な
ど

を
欠
く
が
、
次
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
創
設
の
家
の
主
婦
と
し
て
の
実
績
が
十
分
に
し
の
ば
れ
る
。



町
田
本
家
生
れ
の
か
ん
は
八
代
重
兵
衛
と
そ
の
妻
桑
原
重
郎
右
衛
門

家
生
れ
の
タ
ミ
の
長
女
、
弟
の
長
男
二
男
と
も
に
幼
死
の
た
め
、
彼
女

よ
り
八
才
年
下
の
一
一
一
男
が
重
兵
衛
家
を
つ
ぐ
。
若
い
時
は
夫
と
と
も
に

生
家
を
援
け
、
独
立
し
て
は
自
家
の
家
政
の
基
礎
を
き
づ
い
た
。
町
田

本
分
家
の
両
家
に
わ
た
る
大
き
な
貢
献
を
し
て
い
る
。
本
家
に
長
く
同

居
し
、
気
苦
労
な
夫
を
た
す
け
、
本
家
の
経
済
安
定
を
は
か
る
一
方
、

四
十
す
ぎ
の
独
立
後
三
十
年
た
ら
ず
し
て
町
田
家
創
業
の
土
台
を
つ
く

っ
た
。
本
家
か
ら
の
一
定
の
不
動
産
の
分
与
を
う
け
て
の
家
の
創
設
で

あ
っ
た
が
、
増
補
町
誌
を
み
て
も
一
代
に
し
て
そ
の
家
財
政
の
伸
長
の

様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
代
主
婦
あ
さ
の
家
政
管
理
初
代
の
主
婦
か
ん
は
本
家
生
れ
の
家
っ
き
娘
で
、
実
直
勤
勉
な
恵
ま
れ
た
婿
養
子
を
迎
え
て
町
田
家
創

設
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
が
、
二
代
は
中
山
村
の
名
家
平
形
家
か
ら
嫁
を
迎
え
て
い
る
。
三
代
主
婦
の
あ
さ
は
、
二
代
卯
之
吉
と
平
形
家
出

身
の
母
の
聞
に
文
政
八
年
に
生
れ
た
。
母
は
ま
も
な
く
離
縁
に
な
り
、
継
母
に
育
て
ら
れ
苦
労
し
た
と
い
う
。
あ
さ
は
娘
時
代
に
江
戸
で

屋
敷
奉
公
を
つ
み
人
間
的
に
も
成
長
を
と
げ
た
。
も
と
も
と
気
丈
で
し
っ
か
り
も
の
と
認
め
ら
れ
て
い
た
た
め
、
後
妻
に
亀
助
と
い
う
ア

ト
ト
リ
の
立
場
の
子
供
も
い
た
が
、
な
お
幼
く
そ
の
う
え
父
の
二
代
儀
兵
衛
が
体
が
弱
か
っ
た
の
で
、
あ
さ
が
後
継
者
に
決
め
ら
れ
た
。

こ
の
あ
さ
は
十
七
才
で
郷
原
村
の
旧
家
浦
野
和
助
家
か
ら
為
治
(
二
十
一
才
)
を
婿
養
子
に
迎
え
た
(
天
保
十
二
年
〉
。

中之条町の女の歴史

こ
の
婿
養
子
の
為
治
は
若
い
時
か
ら
前
橋
の
製
糸
問
屋
の
勝
山
家
に

奉
公
し
、
当
時
の
花
形
商
売
の
繭
取
引
の
修
業
を
つ
み
、
新
時
代
の
商

法
を
学
ん
だ
。
こ
の
新
商
法
は
後
に
伸
び
ゆ
く
町
田
家
の
商
売
に
大
き

な
働
き
を
し
て
い
る
。
二
十
一
才
で
婿
入
り
し
た
為
治
は
、
二
代
が
弱

か
っ
た
の
で
三
十
才
代
の
初
め
に
は
す
で
に
町
田
家
を
相
続
し
た
。
当

時
は
幕
末
の
騒
擾
多
忙
な
時
期
で
、
早
く
も
家
長
と
し
て
又
町
の
公
職

と
し
て
多
く
の
難
局
に
対
処
し
た
。
三
代
儀
兵
衛
の
家
長
期
は
大
体
安

政
期
か
ら
明
治
九
年
に
至
る
全
く
の
幕
末
期
で
、
家
長
は
三
四
十
年
代

の
働
き
盛
り
の
時
期
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
お
け
る
三
代
儀
兵
衛

四

の
公
私
に
わ
た
る
活
動
の
一
端
を
あ
げ
て
お
く
。

幕
末
期
に
は
儀
平
は
年
番
名
主
役
と
な
り
、
万
延
元
年
和
宮
御
下
向

の
際
に
は
岩
鼻
県
に
出
勤
、
(
特
に
当
番
名
主
の
大
役
だ
っ
た
)
。
ま
た

安
政
年
聞
の
幕
府
へ
の
献
金
ハ
百
五
十
両
〉
、
文
久
二
年
水
戸
浪
士
軍
用

徴
達
へ
の
献
金
(
五
十
両
)
、
明
治
元
年
一
一
一
月
鎮
静
費
百
両
、
三
年
凶

作
、
四
年
二
月
の
献
金
百
五
十
円
等
々
相
次
い
だ
。
公
職
で
は
六
、

七
、
八
年
と
戸
長
、
九
年
は
小
区
長
と
毎
年
大
役
を
勤
め
て
い
る
。

増
補
町
誌
に
も
、
一
一
一
代
儀
兵
衛
に
つ
い
て
「
仁
義
厚
ク
情
憐
-
一
富
ミ
其

恩
ヲ
被
ル
者
多
シ
。
勧
業
殖
産
ヲ
好
ミ
関
盤
工
業
-
一
功
ア
リ
。
:
:
:
」
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と
述
べ
て
あ
る
。

商
人
と
し
て
の
三
代
を
み
る
と
、
為
治
は
若
い
時
の
修
業
の
結
果
か

勧
業
殖
産
に
は
早
く
か
ら
熱
意
を
も
ち
、
家
業
の
経
営
中
に
養
蚕
を
と

り
入
れ
、
酒
造
業
は
じ
め
紙
塩
肥
料
油
類
等
広
く
諾
商
品
の
商
売
を
郡

内
は
も
と
よ
り
群
馬
郡
碓
水
郡
な
ど
に
も
出
張
取
引
を
し
て
い
る
。
こ

の
期
は
町
田
家
が
商
業
に
大
き
く
踏
み
出
し
た
と
き
で
、
常
時
使
用
人

或
は
臨
時
雇
人
を
か
か
え
伸
び
ゆ
く
過
程
に
あ
っ
た
。
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以
上
、
主
婦
あ
さ
を
と
り
ま
く
家
長
は
じ
め
家
の
商
業
の
様
子
及
び
そ
の
背
景
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
幕
末

l
明
治
の
町
田
家
で

は
家
業
の
農
商
に
追
い
廻
わ
さ
れ
る
よ
う
な
環
境
下
で
は
、
家
政
は
自
ず
と
重
要
な
役
割
を
分
担
す
る
。
こ
れ
を
一
手
に
掌
握
し
た
の
が

主
婦
で
あ
っ
た
。
こ
の
主
婦
に
人
を
え
た
こ
と
は
、
家
長
の
人
柄
手
腕
と
併
せ
て
当
家
の
大
き
な
支
柱
だ
っ
た
。
そ
し
て
主
婦
あ
さ
に
つ

い
て
は
、
何
よ
り
も
彼
女
が
長
女
の
家
っ
き
娘
だ
っ
た
と
い
う
点
に
注
目
し
た
い
。
文
政
八
年
生
れ
で
夫
よ
り
四
才
年
下
で
あ
っ
た
。
中

山
村
平
形
家
生
れ
の
母
の
系
譜
と
併
せ
て
、
娘
時
代
の
江
戸
に
お
け
る
厳
し
い
襲
教
育
に
よ
り
、
す
で
に
大
家
の
主
婦
た
る
の
素
養
を
身

に
つ
け
て
き
た
。
つ
ぎ
に
幕
末
期
に
お
け
る
町
田
家
の
主
婦
の
身
辺
生
活
を
素
描
し
て
み
よ
う
。

特揖V

当
時
は
伸
び
ゆ
く
商
家
と
し
て
日
常
又
臨
時
に
出
入
す
る
奉
公
人
雇

人
が
多
く
な
っ
て
ゆ
く
な
か
で
、
目
ま
ぐ
る
し
い
家
の
や
り
く
り
、
人

づ
か
い
に
対
す
る
配
慮
、
更
に
近
隣
か
ら
広
く
町
中
と
の
つ
き
あ
い
な

ど
、
す
べ
て
が
主
婦
の
任
務
に
か
か
っ
て
く
る
。
こ
う
し
た
中
で
家
長

を
も
り
た
て
て
後
顧
の
憂
な
く
多
難
な
公
的
活
動
を
さ
せ
た
の
は
家
を

あ
づ
か
る
主
婦
の
手
腕
で
あ
る
。
特
に
家
っ
き
長
女
と
し
て
根
っ
か
ら

の
自
分
の
「
家
」
に
対
す
る
執
念
と
根
性
、
そ
れ
に
気
丈
な
し
っ
か
り

者
と
し
て
の
家
宰
配
が
家
の
う
ち
を
固
め
た
と
い
え
る
。
と
に
か
く
旧

家
に
は
家
行
事
と
い
う
も
の
が
多
い
。
し
か
も
そ
の
一
々
が
中
々
に
厳

格
で
や
か
ま
し
い
も
の
で
あ
る
。
正
月
の
相
次
ぐ
行
事
か
ら
は
じ
ま
っ

て
十
二
月
の
み
そ
か
の
行
事
ま
で
の
祭
事
を
は
じ
め
、
農
仕
事
、
家
族

や
奉
公
人
な
ど
の
主
食
副
食
味
噌
醤
油
の
仕
込
み
、
管
理
分
配
の
仕

事
、
ま
た
家
族
の
衣
類
の
調
達
管
理
ハ
紡
織
・
染
色
・
修
理
な
ど
)
の

仕
事
、
:
:
:
な
ど
な
ど
悉
く
が
主
婦
の
宰
配
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
て
夫
ハ
為
治
)
は
敬
神
崇
祖
の
念
が
強
く
、
こ
れ
を
家
風
と
し
て
毎

年
春
と
秋
に
き
ち
ん
と
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
と
く
に
多
く
の
祭
事
の

中
で
も
商
家
と
し
て
え
び
す
講
は
盛
大
に
行
う
こ
と
に
し
た
。
奉
公
人

ま
で
も
含
め
て
家
中
あ
げ
て
の
大
行
事
で
、
ふ
だ
ん
の
質
素
に
く
ら
べ

て
思
い
き
っ
た
御
馳
走
ぶ
る
ま
い
を
し
た
。
暮
か
ら
正
月
に
か
け
て
の

諸
行
事
に
は
年
男
が
か
か
り
き
り
で
こ
れ
に
当
っ
た
。
敬
神
崇
祖
と
商



売
繁
昌
を
念
願
す
る
ハ
レ
の
日
の
盛
ん
な
行
事
と
ふ
だ
ん
(
ケ
〉
の
日

に
は
、
「
前
掛
に
し
っ
ば
し
よ
り
」
で
と
び
廻
る
と
い
う
質
朴
実
直
な

商
家
の
慣
習
が
つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
三
代
儀
兵
衛
の
と
き
に
、
折
柄
の
商
業
発
展
に
伴
っ
て
町
と
し
て
の
商
人
風
の
家
風
の
形
成
を
み
た
が
、
商
家
と
し
て
の
特
有

の
年
中
行
事
の
え
び
す
講
を
組
入
れ
て
、
晴
の
日
に
は
奉
公
人
等
も
含
め
全
員
に
よ
る
盛
ん
な
御
馳
走
振
舞
を
し
、
ふ
だ
ん
の
日
に
は
実

直
に
商
売
に
奔
走
す
る
と
い
う
ケ
ジ
メ
あ
る
商
人
家
族
の
慣
習
が
成
立
し
た
。
商
家
と
し
て
の
家
精
神
に
は
敬
神
崇
祖
を
通
じ
て
本
家
尊

崇
、
さ
ら
に
地
域
の
人
々
に
対
し
て
の
仁
慈
温
情
と
公
益
奉
仕
の
心
情
が
底
に
流
れ
て
い
た
。
こ
の
家
風
の
形
成
と
実
践
に
は
家
長
の
指

導
と
主
婦
の
不
断
の
生
活
行
動
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。

と
こ
ろ
で
あ
さ
は
安
政
六
年
三
十
五
才
の
と
き
、
長
男
周
一
一
一
(
十
九
才
〉
に
町
田
重
兵
衛
家
か
ら
嫁
い
よ
〈
十
八
才
〉
を
迎
え
、
以
後

主
婦
な
い
し
姑
と
し
て
家
政
を
管
理
し
て
い
た
。
明
治
に
な
る
と
四
十
代
の
円
熟
し
た
主
婦
と
し
て
優
れ
た
家
政
運
営
を
し
て
い
る
が
、

長
男
夫
婦
も
三
十
五
才
に
な
り
、
二
男
重
吉
(
甚
平
〉
を
田
中
家
に
婿
養
子
に
送
り
、
家
と
し
て
も
一
段
落
し
た
明
治
九
年
に
夫
の
家
長

権
譲
渡
と
と
も
に
、
あ
さ
も
主
婦
の
座
か
ら
退
い
た
の
で
あ
る
。
さ
て
こ
の
あ
さ
の
主
婦
と
し
て
の
日
常
の
人
柄
性
格
等
を
語
る
も
の
と

し
て
、
明
治
十
七
年
二
月
の
「
あ
さ
病
気
見
舞
控
帳
」
を
み
て
お
き
た
い
。

中之条町の女の歴史

こ
れ
に
よ
る
と
、
親
類
は
勿
論
、
近
隣
は
じ
め
広
く
町
中
の
家
々
、

特
に
主
婦
名
儀
の
病
気
見
舞
品
が
多
い
の
が
自
に
つ
く
。
町
中
で
不
断

に
世
話
に
な
っ
た
家
々
、
そ
の
主
婦
な
ど
か
ら
の
見
舞
が
多
く
含
ま
れ

て
い
る
の
が
わ
か
る
が
、
こ
の
主
婦
を
通
じ
て
町
田
家
の
思
義
を
う
け

た
人
々
が
い
か
に
多
か
っ
た
か
は
、
今
で
も
古
老
中
に
は
そ
の
徳
を
慕

う
者
が
多
い
の
で
あ
る
。

ハ
こ
こ
に
記
述
し
た
も
の
は
、
町
田
儀
兵
衛
家
の
主
婦
で
町
田
崇
山
の

妻
と
し
の
談
話
は
じ
め
、
町
の
古
老
、
老
婦
の
話
に
よ
る
も
の
が
多
い
〉

町
田
重
兵
衛
家
〈
カ
ク
一
)
の
主
婦
た
ち
町
田
重
兵
衛
家
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
家
の
歴
史
(
近
世
〉
で
も
ふ
れ
た
が
、
こ
こ
で
は

重
兵
衛
家
の
女
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。
ま
ず
近
世
に
お
け
る
代
々
の
主
婦
の
出
身
系
譜
と
姉
妹
娘
た
ち
の
婚
家
先
な
ど
を
一
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覧
表
に
し
て
示
す
。
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姉妹問叫婦の婚入先|

〈喜本村妹 言町〉語青半 E 衡Z問1 

2 

代

再壁妹 坦再ハ飾回
3 

脅中定右 代

重ijti 
4 

代

5 

代

議姉
語

6 

代

告聖書目
7 

代

iiii 
8 

代

主
婦
の
嫁
入
先
、
姉
妹
の
婚
出
先
は
一
般
に
家
格
関
係
上
か
ら
か
町
内
は
少
く
近
村
他
村
が
主
で
あ
る
。
町
内
の
場
合
は
同
族
聞
な
い

し
特
定
の
家
の
よ
う
で
あ
る
。
さ
て
こ
こ
で
は
重
兵
衛
家
八
代
の
主
婦
(
後
妻
〉
み
つ
を
中
心
に
し
て
、
幕
末
期

1
明
治
初
期
の
町
田
家

の
女
の
生
活
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

幕
末
期
町
田
家
の
主
婦
み
つ
町
田
本
家
の
八
代
朝
次
、
(
幼
名
秋
助
〉
は
、
文
政
七
年
に
七
代
重
兵
衛
の
長
男
に
生
れ
(
母
は
家
付
き

長
女
て
う
〉
、
天
保
十
二
年
十
八
才
で
、
伊
勢
町
根
岸
権
六
三
女
た
み
(
十
八
才
)
と
結
婚
し
た
。
三
年
後
の
天
保
十
五
年
に
は
姑
て
う
が

没
し
た
た
め
、
た
み
は
嫁
入
り
僅
か
で
家
風
に
な
じ
む
間
も
な
く
主
婦
の
大
役
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
た
み
も
ま
た
結
婚
後

十
一
年
目
の
嘉
永
四
年
、
二
十
八
才
の
若
さ
で
死
亡
し
て
い
る
。
家
付
き
の
主
婦
の
死
に
つ
い
で
、
不
慣
れ
の
新
嫁
も
や
っ
と
家
内
の
様



子
も
多
少
と
も
わ
か
り
始
め
た
矢
先
、
こ
の
若
い
嫁
の
死
に
よ
っ
て
町
田
本
家
は
家
政
上
の
危
機
に
遭
遇
し
た
。
か
く
て
翌
嘉
永
五
年
に

は
早
急
に
長
男
の
後
妻
と
し
て
勢
多
郡
箱
田
村
の
旧
家
今
井
善
兵
衛
の
二
女
み
つ
(
三
十
才
〉
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

註
み
つ
は
今
井
善
兵
衛
の
女
と
し
て
生
れ
、
一
旦
前
橋
町
細
ケ
沢
井
上
綿
庖
に
嫁
い
だ
が
夫
藤
助
死
亡
に
よ
っ
て
一
女
を
つ
れ
て
実
家
に
一
戻
っ
て
い

た。

中之条町の女の歴史

み
つ
は
夫
よ
り
一
才
年
長
で
大
家
の
き
り
廻
し
に
は
適
材
の
嫁
(
実
際
に
は
主
婦
〉
と
し
て
選
ば
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
安
政
四
年
義

し
ゅ
う
と

父
(
七
代
)
重
兵
衛
が
六
十
五
才
で
死
亡
し
、
夫
(
重
一
郎
)
が
三
十
四
才
で
相
続
し
た
、
後
妻
の
み
つ
は
嫁
と
し
て
買
に
五
カ
年
仕
え

た
が
、
三
十
五
才
に
し
て
名
実
と
も
に
大
家
の
主
婦
の
座
に
つ
い
た
。
嫁
い
で
僅
か
六
年
目
だ
っ
た
が
、
す
で
に
嫁
入
り
当
時
か
ら
実
際

に
は
主
婦
の
仕
事
を
し
て
き
た
だ
け
で
な
く
、
先
妻
の
子
供
が
十
一
才
を
頭
に
二
男
二
女
も
あ
っ
て
女
手
一
人
で
養
育
し
て
き
た
。
さ
て

こ
の
八
代
重
兵
衛
み
つ
が
家
長
主
婦
の
時
期
は
安
政
四
年

i
明
治
五
年
の
ま
さ
に
幕
末
の
激
動
期
で
、
家
の
内
外
と
も
最
も
き
び
し
か
っ

た
。
当
時
家
長
の
重
兵
衛
は
郡
東
部
の
大
惣
代
と
し
て
最
も
多
忙
な
活
動
期
だ
っ
た
。
物
情
騒
然
た
る
幕
末
の
世
相
の
な
か
で
幕
府
へ
の

献
金
、
水
戸
浪
士
の
軍
用
金
徴
達
、
和
宮
御
下
向
の
際
の
助
郷
人
足
の
監
督
、
そ
し
て
明
治
直
前
に
は
打
壊
し
騒
動
な
ど
の
風
潮
の
も
と

で
家
の
危
機
も
目
前
に
追
っ
て
い
た
。
こ
の
間
町
田
本
家
は
町
の
最
高
指
導
者
と
し
て
心
身
と
も
に
苦
悩
し
続
け
た
時
で
あ
っ
た
。

と
く
に
町
田
両
家
(
重
兵
衛
・
儀
兵
衛
〉
は
と
も
に
直
接
打
壊
し
対
象
に
さ
れ
て
い
た
だ
け
に
家
長
は
勿
論
・
家
を
ま
も
る
主
婦
み
つ

の
心
労
は
さ
ら
に
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
は
町
を
あ
げ
て
自
衛
体
制
を
し
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。

さ
て
夫
重
兵
衛
が
町
や
郡
の
最
高
役
職
者
と
し
て
多
忙
な
外
で
の
活
動
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
の
で
、
家
の
維
持
の
た
め
の
家
政
家
計

の
方
は
主
に
主
婦
の
み
つ
が
責
任
者
と
し
て
万
般
の
家
の
管
理
に
当
っ
て
い
た
。
当
時
の
町
の
記
録
な
ど
か
ら
推
し
て
町
田
家
の
収
入
源

は
農
林
業
と
小
作
料
に
依
存
す
る
も
の
が
中
心
で
、
こ
れ
に
酒
造
や
商
業
雑
業
版
売
な
ど
が
附
加
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
と
も
か
く
も

町
田
本
家
は
近
世
後
期
か
ら
の
急
伸
し
た
田
畑
山
林
に
立
脚
し
た
経
済
基
盤
を
柱
に
し
て
い
て
、
酒
造
業
で
は
多
数
の
雇
人
を
抱
え
て
い
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た
し
、
農
事
家
事
で
も
か
な
り
の
使
用
人
が
出
入
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
日
々
直
接
に
家
政
運
営
を
担
当
し
て
い
た
主
婦
み
つ
の
役
割
は

実
に
大
き
か
っ
た
。
み
つ
の
雇
人
や
出
入
の
人
々
に
対
す
る
人
づ
か
い
の
う
ま
さ
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
町
田
家
の
使
用
人
だ
っ
た
一
老

女
か
ら
聞
い
た
話
を
語
っ
て
く
れ
た
高
橋
勝
三
郎
(
中
之
条
町
出
身
で
岩
井
村
に
住
ん
で
い
た
〉
の
言
が
こ
れ
を
立
証
し
て
い
る
。

310 
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町
田
重
兵
衛
家
の
当
時
の
経
済
活
動
に
つ
い
て
は
、
小
池
善
吉
「
明
治
前
期
の
中
之
条
町
」
的
一
一

t
一
一
一
頁
参
照

特輯V

さ
て
八
代
重
兵
衛
の
後
妻
み
つ
は
嫁
入
り
後
、
ま
た
主
婦
に
な
っ
て
か
ら
も
自
分
に
は
子
一
人
も
な
く
専
ら
婚
家
の
た
め
先
妻
の
子
た

ち
の
養
育
に
力
を
尽
し
、
婚
家
に
お
け
る
自
分
の
子
の
な
い
寂
し
さ
に
耐
え
な
が
ら
町
田
家
の
た
め
に
生
涯
を
捧
げ
た
女
性
で
あ
っ
た
。

そ
の
問
先
妻
の
長
女
て
う
を
十
八
才
で
分
家
儀
平
家
に
嫁
が
せ
た
り
ハ
十
一
才
か
ら
八
年
間
養
育
〉
、
ま
た
ア
ト
ツ
ギ
源
蔵
を
九
才
か
ら
二

し
つ
け

十
年
間
相
続
人
と
し
て
の
接
教
育
を
し
て
き
た
。

み
つ
四

O
才
の
文
久
二
年
に
は
長
男
源
蔵
の
嫁
ハ
り
う
)
を
伊
勢
町
青
柳
嘉
右
衛
門
家
か
ら
迎
え
、
姑
と
し
て
若
い
嫁
の
し
つ
け
に
当

っ
た
。
嫁
り
う
は
明
治
十
年
ま
で
は
子
供
に
恵
ま
れ
ず
、
そ
の
た
め
義
理
あ
る
長
男
と
嫁
の
聞
に
た
っ
て
主
婦
と
し
て
、
ま
た
姑
と
し
て

の
家
族
関
係
に
お
け
る
心
労
は
大
き
か
っ
た
。
明
治
五
年
に
夫
の
家
督
譲
渡
に
よ
っ
て
、
み
つ
も
ま
た
主
婦
の
座
を
去
っ
た
。
し
か
し
当

時
嫁
て
う
は
ま
だ
二
十
五
才
の
若
さ
で
あ
っ
た
し
、
嫁
と
し
て
子
な
き
不
安
定
の
立
場
か
ら
実
質
的
な
大
家
の
主
婦
の
役
割
は
姑
の
み
つ

が
担
当
し
た
。

(4) 

家
を
出
て
働
く
女
た
ち

ー
ー
ー
町
村
の
女
奉
公
人
の
生
活
|
|

近
世
中
期
の
元
禄

i
明
和
頃
ま
で
の
宗
門
改
帳
を
通
じ
て
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
各
町
村
の
大
家
は
何
人
も
の
奉
公
人
を
抱
え
て
い

た
。
江
戸
時
代
の
農
村
奉
公
人
に
つ
い
て
は
各
種
奉
公
人
が
あ
っ
て
、
そ
の
発
生
転
移
変
遷
も
極
め
て
複
雑
で
あ
る
。



誌
小
野
武
夫
博
士
は
六
類
型
に
わ
け
、
譜
代
、
小
作
、
質
、
年
切
、
季
節
、
日
雇
奉
公
人
と
し
て
い
る
。
(
同
氏
「
再
訂
農
村
社
会
史
論
議
二
五
O

頁
)
、
中
世
的
残
津
の
強
い
譜
代
家
抱
と
近
世
的
雇
傭
契
約
に
よ
る
年
切
、
季
節
、
日
雇
奉
公
人
、
さ
ら
に
中
間
と
し
て
の
質
(
物
)
奉
公
人
、
小
作

奉
公
人
を
あ
げ
て
い
る
。
先
進
地
域
で
は
早
く
か
ら
年
季
奉
公
人
を
使
用
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
後
進
地
域
で
は
中
世
型
の
譜
代
家
抱
奉
公
人
に

依
存
し
て
い
た
。

江
戸
時
代
の
中
之
条
町
の
奉
公
人
に
つ
い
て
は
、
小
池
善
士
口
「
江
戸
時
代
の
中
之
条
町
」
五
八

1
六
五
頁
参
照

ま
ず
宝
永
二
年
と
明
和
六
年
の
中
之
条
町
の
奉
公
人
抱
え
の
状
況
を
第
3
表
に
示
す
。
宝
永
年
間
に
は
奉
公
人
抱
え
戸
数
は
本
百
姓
総

戸
数
の
六
割
だ
っ
た
が
、
六
十
年
後
の
明
和
に
は
二
割
に
減
少
す
る
。
譜
代
は
な
く
な
り
抱
・
庖
抱
だ
け
に
な
る
。
奉
公
人
数
も
質
物
年

季
奉
公
人
の
方
が
多
く
な
る
。
こ
の
前
後
か
ら
質
物
奉
公
人
と
も
年
季
奉
公
人
と
も
み
ら
れ
る
近
世
型
奉
公
人
へ
の
移
行
が
み
ら
れ
た
。

す
で
に
原
之
郷
村
辺
で
は
享
保
や
宝
暦
年
頃
の
史
科
が
こ
れ
を
実
証
し
て
い
る
(
井
上
定
幸
「
原
之
郷
村
の
奉
公
人
」
富
士
見
村
誌
所

収
女
奉
公
人
の
実
態

さ
て
当
時
明
和
七
年
中
之
条
町
へ
周
辺
の

村
々
か
ら
出
て
働
い
て
い
た
女
奉
公
人
を
あ
げ
る
と
(
第
4
表

|

町
誌
第
一
巻
四
七

O
頁
第

8
表
参
照
)

中之条町の女の!悟史

男
六
二
人
に
対
し
て
、
女
は
三
五
人
で
あ
っ
た
が
、
五
反
田
、
折
田
、

山
田
、
原
町
、
西
中
之
条
出
身
が
各
三
人
で
多
か
っ
た
。
当
時
は
大
半

が
東
吾
妻
か
ら
で
ま
だ
信
州
は
少
な
か
っ
た
。

さ
て
宝
永
明
和
期
に
は
中
之
条
町
の
大
家
で
多
数
の
男
女
奉
公

人
を
抱
え
て
い
た
が
、
各
大
家
の
女
奉
公
人
の
年
令
を
み
て
お

四

く

第3表奉公人をもっ戸数奉公人数

(宝永・明和)

| 宝永2 1 明和6
(1705) ! (176的

譜代 151 0 
抱・庖抱 1 241 10.9 

質奉公人| (121 (1努
661 52 

i (53)1 (臼〉

本百姓戸数に I 60. 2%1 20. 0% 対する C%) 1 VV. ':'/01 ':'v・V/O

奉|譜代 301 0 
公|抱・庖抱 1 431 27.26 
人 i質奉公人 1 1521 113 
数!計 1 2251 169 

立l最高 1 28人1 25 
当人| ! 
り数|最 低 i
質物奉公人数の欄内の数字は譜代抱防才包を合

むものを除いた数

奉
公
人
抱
戸
数

1.1 26人

計
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第4表中之条町へ出る奉

公人たち〈明和7年〉

男 女

中之条町 2 1 

西中之条 8 3 

伊勢町 3 。
青 山 。。
市 城 。。

平 1 l 

横 尾 1 1 

赤 坂 2 1 

蟻 JII 4 1 

岩 本 l 。
栃久保 。。
大 道 。。
五反田 4 3 

折 田 2 3 

四 万 8 1 

上沢渡 2 2 

下沢 渡 3 。
山 回 7 3 

原 町 1 3 

郷 原 2 。
松 谷 1 1 

岩 下 。 2 

島 2 。
厚 田 。 1 

大 戸 1 。
岩 井 2 1 

植 栗 。 1 

JII 回 。 1 

尻 高 。 1 

村 上 1 。
須 JII 。 1 

信 チH 1 1 

方之 明 2 。
計 62 35 

宝
永
二
年
に
お
い
て
は
、
二
宮
清
左
衛
門
家
は
七
人
で
、
四
O
才

(
三
島
村
〉
、
三
五
才
(
四
万
村
)
、
三
O
才
ハ
松
尾
村
〉
、
二
五
才
(
山

田
村
)
二
一
才
ハ
原
岩
本
村
)
、
一
七
才
ハ
長
野
原
町
〉
一
五
才
〈
蟻
川
村
)

二
宮
半
兵
衛
家
は
八
人
で
、
三
二
才
(
山
田
村
〉
、
=
一
一
才
ハ
伊
勢

町
)
、
二
五
才
二
人
ハ
小
川
、
青
山
村
〉
、
一
七
才
ハ
横
尾
村
〉
、
二
ハ

才
ハ
赤
坂
村
)
、
一
五
才
ハ
入
山
村
〉
、
一
三
才
〈
四
万
村
)

二
宮
伊
右
衛
門
家
は
七
人
で
、
五
八
才
〈
折
田
村
〉
、
四
三
才
ハ
栃
窪

村
)
、
二
二
才
ハ
西
中
之
条
村
)
、
二
O
才
三
人
(
横
尾
村
・
三
島
村
・
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四
万
村
)
一
一
二
才
ハ
中
之
条
町
〉
。

明
和
六
年
ハ
一
七
六
九
)
の
女
奉
公
人
を
み
る
と
、
清
左
衛
門
家
八

人
。
四
O
才
代
一
人
、
二
O
才
代
四
人
、
一

O
才
代
三
人
(
最
年
少
は

一
一
一
一
才
赤
坂
村
で
あ
る
〉
。

半
兵
衛
家
で
は
四
五
才
一
人
を
年
頭
に
、
二
O
才
代
三
人
、
一

O
代

一
人
、
(
最
年
少
は
二
ニ
才
の
上
沢
渡
村
で
あ
る
)
。

二
宮
平
八
家
で
は
三
五
才
が
年
頭
で
、
三

O
才
代
二
人
、
二

O
代
二

人
、
一

O
代
一
人
は
一
四
才
五
反
田
村
で
あ
る
。

近
世
中
期
一
八
世
紀
前
半
の
噴
、
家
や
村
か
ら
離
れ
て
他
家
に
奉
公
す
る
女
た
ち
の
家
々
の
経
済
条
件
に
つ
い
て
は
詳
細
に
し
え
な
い

が
、
貧
困
が
主
因
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
年
令
的
に
も
一
三
、
四
才
を
最
年
少
に
、
六

O
才
近
い
老
女
も
含
ま
れ
て
い
る
の
を
み
る
と
、
貧

困
と
身
寄
り
な
き
弧
独
の
女
の
姿
が
し
の
ば
れ
る
。
と
こ
ろ
で
近
世
後
期
に
は
奉
公
人
は
減
少
し
た
。
直
接
原
因
と
し
て
凶
作
飢
僅
に
よ

る
物
価
の
高
騰
が
お
こ
り
、
こ
の
た
め
農
村
(
年
季
〉
奉
公
人
の
給
金
が
高
く
な
り
、
そ
の
結
果
奉
公
人
が
払
底
す
る
状
況
だ
っ
た
。
こ

う
し
て
流
浪
人
も
多
く
な
り
、
他
国
も
の
の
渡
世
入
り
も
頻
発
し
た
。

か
く
て
酒
造
り
奉
公
人
は
じ
め
旅
篭
屋
居
酒
屋
な
ど
の
女
中
稼



業
、
信
州
越
後
か
ら
の
新
来
奉
公
渡
世
も
次
第
に
自
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
て
奉
公
人
雇
用
の
請
人
に
つ
い
て

江
戸
時
代
の
奉
公
人
一
般
の
住
居
様
式
を
み
る
と
、
譜
代
や
小
作
奉
公
人
は
一
応
の
独
立
世
帯
の
生
活
だ
っ
た
が
、

質
物
奉
公
人
や
年
季
奉
公
人
は
主
家
に
住
込
み
で
あ
っ
た
。
譜
代
は
多
く
主
家
の
屋
敷
内
か
周
辺
の
小
家
屋
に
住
み
な
が
ら
、
妻
子
と
と

も
に
主
家
の
土
地
を
耕
し
、
主
家
の
雑
役
用
務
に
服
す
る
と
い
う
身
分
的
関
係
を
も
っ
奉
公
人
で
あ
っ
た
。
小
作
奉
公
人
は
小
作
料
の
代

り
に
主
家
の
労
務
に
服
す
る
こ
と
で
代
償
し
て
い
た
。
こ
の
小
作
奉
公
人
が
さ
ら
に
進
化
す
る
と
純
粋
な
小
作
人
と
し
て
「
独
立
世
帯
で

独
立
経
営
し
、
双
務
契
約
に
よ
り
小
作
料
を
支
払
う
小
作
人
」
と
な
り
、
奉
公
人
で
は
な
く
な
る
わ
け
で
あ
る
。
譜
代
に
せ
よ
小
作
奉
公

人
に
せ
よ
、
一
応
の
独
立
世
帯
を
も
っ
点
で
は
家
庭
内
で
は
自
由
な
生
活
が
営
め
た
わ
け
で
、
起
居
振
舞
の
自
由
と
親
子
兄
弟
姉
妹
の
困

難
が
え
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
一
般
百
姓
に
比
し
て
身
分
的
制
約
か
ら
社
会
的
に
は
極
め
て
不
自
由
だ
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な

ae'u 

男
女
奉
公
人
之
請
-
一
狼
ニ
立
申
間
敷
候
。
若
立
候
ハ
て
不
叶
。
子
細

候
ハ
パ
其
者
之
国
所
親
類
等
承
届
ケ
下
請
を
取
、
請
人
-
一
立
可
申
候
。

下
請
な
く
狼
ニ
請
人
エ
相
立
候
ハ
パ
何
様
之
曲
事
-
一
モ
可
被
仰
付
候
事

(
五
人
組
帳
前
書
に
よ
る
〉
。

当
地
方
で
は
奉
公
人
の
出
替
り
日
は
毎
年
二
月
二
日
で
あ
っ
た
。

奉
公
人
給
金
な
お
こ
の
給
金
に
つ
い
て
は
、
文
政
六
年
三
八
二

一
ニ
〉
の
明
細
帳
に
よ
り
一
年
季
の
場
合
の
給
金
は
、
(
上
男
五
両
、
中
男

四
両
二
分
、
上
女
三
両
二
分
、
中
女
三
両
」
で
あ
っ
た
。
(
同
年
の
原

之
郷
村
の
一
年
季
平
均
給
金
は
六
両
一
分
で
あ
っ
た
)
。
当
時
の
奉
公

人
の
給
金
は
低
水
準
で
あ
っ
た
。
し
か
も
な
お
当
時
の
農
業
の
諸
条
件

(
小
自
作
が
多
く
小
作
料
や
貢
租
が
き
び
し
く
、
ま
た
凶
作
飢
僅
が
常

態
化
し
つ
つ
あ
っ
た
)
の
も
と
の
苦
渋
さ
に
く
ら
べ
る
と
、
こ
の
よ
う

奉
公
人
の
暮
し

中之条町の女の歴史四

な
年
季
奉
公
は
多
く
の
住
民
の
稼
ぎ
の
源
泉
で
あ
っ
た
。

つ
ぎ
に
幕
末
の
奉
公
人
に
な
る
と
、
常
傭
で
男
一
人
十
五
両
、
女
一

人
八
両
と
あ
る
(
小
池
政
右
衛
門
家
慶
応
二
年
(
一
八
六
六
〉
「
家
内

仕
法
方
」
に
よ
る
)
。
中
之
条
町
で
は
米
価
高
騰
に
よ
る
諸
物
価
高
と

併
せ
て
近
世
期
で
最
も
た
か
い
給
金
の
時
期
だ
っ
た
と
思
う
。

こ
の
慶
応
l
明
治
に
か
け
て
は
物
価
も
極
め
て
変
動
し
た
時
期
で
、

慶
応
二
年
は
酒
一
升
五
O
O文
、
水
油
一
合
一

O
六
文
だ
っ
た
が
、
翌

三
年
一
月
に
は
、
白
米
一
両
に
九
升
、
水
油
一
合
二
O
O文
、
大
麦
一

両
に
一
斗
七
升
、
小
麦
一
斗
八
升
と
い
う
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
明

治
二
年
四
月
下
旬
に
は
職
人
十
日
で
一
両
、
作
旦
一
履
一
日
一
朱
と
あ
る

(
横
尾
村
高
橋
景
作
「
出
納
帳
」
に
よ
る
〉
。
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ぃ
。
さ
て
質
物
な
い
し
年
季
奉
公
人
の
よ
う
に
住
み
込
み
の
場
合
に
は
日
常
生
活
は
中
々
不
自
由
だ
っ
た
。
か
れ
ら
の
つ
ら
い
境
遇
を
物

語
る
当
地
方
の
慣
行
も
明
治
期
か
ら
大
正
初
め
頃
ま
で
は
残
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

女
の
奉
公
人
の
つ
ら
い
民
話
特
に
幼
い
女
の
子
守
っ
子
の
さ
び
し
く
、
つ
ら
い
き
び
し
い
思
い
を
歌
っ
た
子
守
唄
、
数
々
の
女
子
労

働
の
辛
苦
の
物
語
り
は
各
地
に
多
い
が
、
当
地
方
で
も
古
老
の
中
に
語
り
伝
え
ら
れ
て
き
て
い
る
。
夜
な
べ
仕
事
の
つ
ら
い
語
り
草
、
そ

し
て
そ
の
労
働
の
つ
ら
さ
と
と
も
に
作
男
作
女
の
性
的
解
放
、
そ
し
て
夜
ぱ
い
の
話
等
々
は
江
戸
時
代
か
ら
の
底
辺
に
生
き
る
女
た
ち
の

生
活
解
放
の
一
場
面
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
当
地
方
で
歌
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
子
守
唄
の
一
部
を
次
に
あ
げ
て
お
こ
う
。
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ね
ん
ね
ん
子
守
は
何
処
へ
い
っ
た
、
さ
じ
ま
の
し
く
や
に
餅
買
い

に
、
餅
を
買
う
と
て
何
に
す
る
、
と
ら
ご
に
く
れ
て
は
ら
ま
せ
る
、
女

が
で
き
た
ら
ふ
ん
づ
ぶ
す
。
男
が
出
来
た
ら
と
り
あ
げ
ろ
。
と
り
あ
げ

婆
様
名
は
何
と
、
八
幡
太
郎
と
つ
け
ま
し
よ
か
、
八
幡
太
郎
が
い
や
な

ら
ば
八
幡
次
郎
と
つ
け
ま
し
ょ
う
か
、
八
幡
次
郎
が
い
や
な
ら
ば
、
八

幡
小
太
郎
と
つ
け
ま
し
ょ
う
か
。
ハ
吾
妻
郡
誌
よ
り
〉

2 

明
治
大
正
期
に
お
け
る
町
村
の
女
の
歴
史

日
本
の
近
代
は
明
治
期
に
は
じ
ま
る
が
、
明
治
以
前
と
以
後
と
を
く
ら
べ
る
と
、
日
本
人
の
生
活
環
境
の
変
化
は
著
し
い
。
女
の
生
活

と
い
う
視
点
か
ら
は
、
序
で
も
述
べ
た
よ
う
に
明
治
以
降
の
う
ち
で
も
、
と
く
に
昭
和
期
に
入
っ
て
か
ら
の
変
化
が
顕
著
で
あ
る
が
、
女

性
史
で
も
明
治
期
の
以
前
と
以
後
で
は
生
活
環
境
上
の
ち
が
い
が
大
変
め
だ
っ
の
で
あ
る
。
た
だ
地
方
女
性
の
生
活
史
を
み
る
と
、
明
治

も
前
期
と
後
期
で
は
か
な
り
の
格
差
が
あ
っ
て
、
明
治
後
期
、
と
く
に
日
露
戦
争
後
か
ら
大
正
期
に
わ
た
っ
て
女
の
新
し
い
生
活
の
展
開

が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。
か
く
て
明
治
以
降
の
わ
が
町
村
の
女
性
史
も
、
明
治
大
正
及
び
昭
和
戦
前
期
と
昭
和
戦
時
期
と
に
分
け
て

取
扱
う
こ
と
に
し
た
。
昭
和
戦
後
期
は
紙
数
の
関
係
か
ら
と
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
戦
後
期
に
つ
い
て
は
今
後
別
の
機
会
に

述
べ
る
こ
と
に
し
た
。



明
治
期
の
新
し
さ
は
、
わ
が
町
村
で
は
男
の
方
が
ず
っ
と
早
か
っ
た
。
そ
れ
は
女
の
環
境
が
前
代
に
引
続
い
て
依
然
「
家
」
だ
け
に
塾

居
し
て
閉
鎖
的
だ
っ
た
こ
と
、
旧
家
上
層
の
男
た
ち
が
外
で
摂
取
し
え
た
新
し
い
明
治
的
な
も
の
も
、
女
と
子
供
の
い
る
家
の
中
ま
で
は

中
々
運
ば
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
み
る
と
男
と
女
の
世
界
は
別
々
で
、
そ
の
聞
に
心
の
交
流
が
あ
ま
り
頻
繁
で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
お
も
に
社
会
的
な
公
的
行
事
を
通
じ
て
導
入
さ
れ
て
い
た
明
治
の
新
し
さ
は
、
女
の
生
活
面
で
は
あ
ま
り
関
係
の
な
い
場
合
の
方

が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
一
般
に
女
を
と
り
ま
く
当
地
の
生
活
環
境
は
明
治
期
に
な
っ
て
も
長
く
前
代
か
ら
の
土
俗
的
様
式
が
存
続
し
て
い

て
、
明
治
の
新
し
さ
を
示
す
生
活
上
の
文
明
開
化
は
中
々
お
と
ず
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
女
に
と
っ
て
も
明
治
の
新
し
さ
の
窓
口
は
一
応

早
く
か
ら
聞
か
れ
て
い
て
、
学
制
頒
布
に
は
じ
ま
る
新
し
い
学
校
制
度
に
そ
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。

)
 

1
 

(
 
学
校
制
度
と
女
性
の
め
ざ
め

学
制
頒
布
と
女
子
の
就
学
明
治
五
年
〈
一
八
七
二
)
八
月
学
制
頒
布
に
よ
り
中
之
条
・
伊
参
・
名
久
田
・
沢
田
の
各
小
区
ご
と
に
翌

六
年
十
月

l
十
二
月
に
か
け
て
新
学
校
が
開
校
さ
れ
た
(
伊
勢
校
・
沢
渡
校
・
岩
本
校
・
平
校
〉
。
旧
寺
小
屋
と
は
違
っ
た
新
方
式
で
新
知

識
が
与
え
ら
れ
た
。
明
治
八
年
本
町
関
係
の
男
女
別
生
徒
数
を
み
る
と

中之条町の女の歴史

伊
勢
小
学
校
ハ
中
之
条
町
〉
男
六
八
、
女
二
ハ

花
園
小
学
校
ハ
山
田
村
)
男
五
九
、
女
一
二

沢
渡
小
学
校
ハ
下
沢
渡
村
〉
男
五
四
、
女
一

四
万
小
学
校
(
四
万
村
)
男
一
四
、
女
囚

女
子
生
徒
の
十
人
以
上
は
、
中
之
条
町
山
田
村
横
尾
村
の
一
一
一
校
で
あ
っ
た
。

岩
本
小
学
校
(
岩
本
村
)
男
七
九
、
女
一

横
尾
小
学
校
(
横
尾
村
)
男
一
一
一
一
一
一
、
女
二
三

平
小
学
校
(
平
村
)
男
二
三
、
女
二

就
学
率
を
み
る
と
、
伊
勢
校
(
中
之
条
町
〉
で
七
年
三
六
%
、
十
三
年
七
六
克
と
わ
ず
か
の
聞
に
急
伸
し
た
が
、
女
子
は
極
め
て
少
数

だ
っ
た
。
開
校
当
初
の
六
年
十
四
人
、
八
年
十
六
人
に
す

g
ず
、
大
字
中
之
条
町
の
商
家
の
子
女
が
主
で
あ
っ
た
。
十
一
年
九
月
に
お
け
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る
伊
参
地
区
の
各
村
の
就
学
率
を
み
る
と
(
町
誌
一
巻
七
七
四
頁
第
川
晶
表
参
照
〉

男
六
八
%
、
女
三
O
U
A

男
八
六
%
、
女
一
八
%

男

六

八

%

、

女

三

%

男

五

六

%

、

女

O

男
五
六
%
、
女
O

男
七
二
%
、
女
一
二
%

316 

岩
本
村

蟻
川
村

大
道
新
田

五
反
田
村

栃
久
保
村
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村
で
は
男
子
に
比
-
し
て
女
子
の
就
学
率
が
極
め
て
低
率
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
伊
参
地
区
の
同
調
査
か
ら
不
就
学
の
理
由
を
み

る
と
、
貧
困
に
よ
る
子
守
奉
公
に
よ
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
当
時
国
も
県
も
学
校
設
立
と
就
学
奨
励
を
積
極
的
に
行
っ
た
が
、
一
般
に
は

学
問
の
必
要
を
感
じ
て
い
る
者
も
少
な
く
、
修
業
年
限
、
学
費
負
担
等
々
で
就
学
へ
の
抵
抗
が
強
か
っ
た
。
就
学
年
令
は
六
歳
l
一
一
一
一
歳
ま

で
を
原
則
と
し
て
父
兄
は
子
女
を
就
学
さ
せ
る
責
任
が
あ
っ
た
。
学
区
取
締
学
務
官
吏
の
指
示
の
も
と
学
校
保
護
役
や
区
戸
長
の
熱
心
な

就
学
督
励
に
も
拘
ら
ず
、
不
就
学
、
と
く
に
女
子
の
不
就
学
が
多
か
っ
た
最
大
の
原
因
は
町
村
の
家
族
の
貧
困
で
あ
っ
た
。
こ
の
貧
困
家
庭

へ
の
県
対
策
も
七
年
九
年
十
年
と
制
定
さ
れ
、
各
種
の
現
物
現
金
の
援
助
、
書
籍
学
用
品
の
貸
与
、
授
業
料
の
免
除
等
の
方
法
も
と
ら
れ

た
。
貧
人
小
学
の
設
立
も
認
め
ら
れ
た
ハ
本
県
に
は
な
し
)
。
ま
た
子
守
学
校
も
計
画
さ
れ
た
。
に
も
拘
ら
ず
当
時
は
一
般
に
就
学
一
一
一
に
対

し
不
就
学
七
と
い
う
状
況
で
、
町
村
の
各
家
庭
の
貧
困
は
と
く
に
女
子
に
総
寄
せ
さ
れ
て
子
守
り
や
手
伝
い
奉
公
等
に
追
い
廻
さ
れ
、
生

活
の
苦
渋
が
学
校
な
ど
へ
は
中
々
ゆ
け
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
女
子
の
就
学
は
町
村
の
う
ち
ご
く
恵
ま
れ
た
少
数
家
族
の
も
の
に

す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
う
い
う
女
子
の
な
か
に
は
男
子
に
伍
し
て
定
期
試
験
に
よ
っ
て
県
賞
郡
賞
を
う
け
る
も
の
も
輩
出
し
て
い
る
。
明
治

十
七
年
四
月
の
定
期
試
験
表
に
よ
り
中
之
条
町
関
係
の
女
子
を
み
る
と
次
の
よ
う
な
成
績
で
あ
っ
た
。

当
時
女
子
は
、
ま
だ
高
等
科
に
は
い
な
か
っ
た
が
、
初
等
科
中
等
科
に

は
県
賞
郡
賞
を
う
け
た
子
女
が
い
た
。
小
学
三
年
後
期
生
甲
科
小
池
コ

ト
ハ
郡
賞
)
、
乙
科
町
田
ス
ギ
、
甲
賀
タ
カ
ハ
他
に
男
子
二
人
〉
、
小
池
ソ

ノ
ハ
県
賞
)
他
に
男
子
二
人
、
初
等
三
年
前
期
生
甲
科
小
淵
ヨ
ジ
(
郡

賞
〉
、
田
村
コ
ム
ハ
郡
賞
〉
、
初
等
二
年
後
期
生
女
な
し
男
二
人
、
初
等

二
年
前
期
生
甲
科
町
田
ミ
ト
ハ
郡
賞
〉
、
初
等
一
年
後
期
生
男
都
賞
県
賞

各
一
、
桑
原
チ
ヨ
ハ
郡
賞
〉
吉
田
ヤ
マ
ハ
郡
賞
〉
、
中
沢
タ
ツ
〈
県
賞
)
、
初
等

一
年
前
期
の
甲
科
町
田
プ
γ
(
郡
賞
〉
男
都
賞
一
、
田
中
シ
ヅ
(
県
賞
〉



男
子
に
比
し
て
む
し
ろ
女
子
の
方
が
多
数
郡
賞
県
賞
を
う
け
て
い
た
様
子
が
わ
か
る
。
教
科
内
容
は
旧
い
寺
小
屋
式
と
ち
が
っ
て
算
術

幾
何
地
学
史
学
輪
講
博
物
化
学
な
ど
の
洋
式
の
科
学
的
知
識
を
う
け
て
い
た
。

女
子
就
学
の
進
展
明
治
後
期
に
な
る
と
学
校
制
度
が
整
備
さ
れ
る
に
伴
っ
て
、
就
学
率
、
と
く
に
女
子
の
就
学
率
が
漸
次
上
昇
し
て

い
っ
た
。

註
明
治
二
三
十
年
代
の
就
学
率
に
つ
い
て
は
、
町
誌
第
一
巻
一

O
一
一
一
良
の
尋
常
科
就
業
表
、
五
反
田
小
学
校
の
男
女
就
学
比
に
つ
い
て
は
同
巻
七

七
六
頁
参
照

そ
し
て
日
露
戦
後
の
四
十
二
年
の
男
女
就
学
率
を
町
内
各
校
に
み
る
と
次
の
よ
う
に
上
昇
し
て
い
る
。

中
之
条
尋
常
高
等
小
学
校

沢
田

s

M

伊
参

男
九
六
・
九
九

男
九
九
・
二
九

男
九
一
・
三
九

女
九
四
・
五
五

女
九
四
・
九
二

女
九
一
・

O
三

名
久
田
尋
重
荷
等
小
学
校

五
反
田
H

蟻
川

九
九
・
五
三

一0
0

・。。
九
八
・
三
一

女
九
九
・
四
七

女
八
九
・
七
O

女
八
四
・
五
一

男男男

' 

中之条町の女の歴史

六
年
開
校
以
来
三
十
余
年
に
し
て
明
治
末
年
近
く
に
は
男
女
ほ
と
ん
ど
同
率
の
ほ
ぽ
九
割
に
達
し
た
こ
と
は
全
県
全
国
的
趨
勢
で
も
あ

っ
た
が
、
学
校
教
育
の
著
し
い
躍
進
の
証
左
で
も
あ
っ
た
。

一
女
性
の
勉
学
の
あ
ゆ
み
さ
て
こ
こ
で
明
治
十
年
代
二
十
年
代
に
お
け
る
一
女
性
の
事
例
と
し
て
伊
勢
町
木
暮
ひ
さ
(
明
治
七
年

生
、
木
暮
茂
八
郎
長
女
〉
に
つ
い
て
、
そ
の
勉
学
の
あ
ゆ
み
を
た
ど
る
こ
と
に
す
る
。

明
治
十
三
年

四
月
(
六
才
四
カ
月
〉

伊
勢
学
校
下
等
小
学
第
八
級

十
三
年
十
一
月
(
六
才
十
一
カ
月
)

卒
業

明
治
十
五
年

伊
勢
学
校
下
等
小
学
第
六
級

五
月
ハ
八
才
五
カ
月
)

小
学
初
等
科
第
三
年
前
期

五
月
ハ
九
才
五
カ
月
)

小
学
初
等
科

317 

卒
業

十
六
年

第
七
級

" 

N 

四

十
四
年

四
月
ハ
七
才
四
カ
月
)

N 



明
治
十
六
年
十
一
月
ハ
九
才
十
一
カ
月
〉

伊
勢
学
校
小
学
中
等
科
第
四
年
前
期

8

十
七
年
十
二
月
(
十
才
十
一
カ
月
〉

8

8

第
四
年
後
期

8

十
八
年
五
月
(
十
一
才
五
カ
月
)

吾
妻
第
三
小
学
校
小
学
中
等
科
第
五
年
前
期

8

十
八
年
十
月
〈
十
一
才
十
カ
月
)

e

第
五
年
後
期

8

8

十
八
年
十
二
月
吾
妻
郡
比
較
奨
励
試
験
丙
科
適
合
ニ
付
優
等

賞
ユ
ヨ
ッ
テ
郡
役
所
ヨ
リ
賞
品
下
賜
サ
ル
。

註
明
治
十
七
八
年
当
時
で
は
、
小
学
中
等
科
五
年
卒
業
の
木
暮
ひ

さ
の
場
合
は
当
地
方
の
女
子
で
は
最
高
段
階
の
修
学
で
・
あ
っ
た
。

(
高
等
科
七
・
八
年
は
十

七
年
に
男
子
二
人
の
み
)
。

卒
業
後
の
勉
学
・
:
二
十
年

代
に
は
町
村
組
合
立
の
吾

妻
高
等
が
設
立
さ
れ
た

が
、
ひ
き
は
進
学
せ
ず
、

二
十
年
代
の
娘
時
代
か
ら

結
婚
期
を
通
じ
て
自
宅
に

て
農
事
家
事
裁
縫
機
織

な
ど
に
従
事
し
な
が
ら

ハ
後
述
〉
、
自
学
自
習
し
て

村・家・女の歴史特調V

木暮ひき吾妻郡比較試験の優等

賞をうける

卒
業
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い
る
。
数
々
の
書
籍
や
新
聞
の
筆
写
資
料
が
現
存
し
て
い
る
が
、
女
子

小
学
文
範
〈
巻
ノ
八
・
巻
ノ
九
〉
、
佐
久
間
象
山
女
訓
、
古
今
和
歌
集
、

和
歌
庭
訓
抄
、
和
歌
用
意
篠
々
、
及
び
日
誌
記
載
に
み
る
年
々
の
重
要

事
項
の
筆
写
を
通
じ
て
強
靭
な
勉
学
意
欲
が
察
知
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は

結
婚
当
初
入
会
し
た
大
日
本
女
学
会
ハ
二
十
八
年
十
一
月
設
立
〉
の
講

義
録
勉
強
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

こ
れ
は
良
妻
賢
母
の
養
成
を
目
標
と
し
て
通
信
講
義
録
に
よ
る
講
習

二
カ
年
で
、
修
身
国
語
作
歌
、
地
歴
、
理
科
博
物
作
文
習
字
は
じ
め
、

家
事
、
経
済
、
育
児
、
家
庭
教
育
、
生
理
衛
生
、
看
護
、
礼
法
、
裁

縫
、
割
烹
、
活
花
、
点
茶
、
さ
ら
に
小
説
、
詞
藻
等
も
加
え
た
諸
科
目

が
あ
っ
た
。
女
学
校
の
な
い
本
県
で
は
四
十
八
名
(
三

O
年
三
月
調
〉

が
入
会
し
て
い
る
。
吾
妻
郡
で
は
木
暮
ひ
き
と
中
沢
ト
ヲ
子
(
太
田
村
小



泉
〉
の
二
人
で
あ
っ
た
。
な
お
木
暮
ひ
さ
の
勉
学
は
大
日
本
茶
道
学
会

の
通
信
講
義
録
に
よ
っ
て
茶
の
湯
に
ま
で
及
び
、
茶
の
湯
の
免
状
を
修

得
し
て
い
る
。

て
い
る
。

と
こ
ろ
で
明
治
後
期
に
な
る
と
叙
上
の
よ
う
に
女
子
の
小
学
校
就
学
率
の
急
伸
の
み
で
な
く
、
教
育
に
お
け
る
女
子
の
新
生
面
が
現
れ

女
子
教
員
の
出
現
明
治
二
十
年
代
ま
で
は
、
群
馬
県
内
で
も
女
子
教
員
は
ご
く
少
数
だ
っ
た
が
、
三
十
年
代
か
ら
は
急
に
増
加
し
て

く
る
。
こ
れ
は
三
十
五
年
三
九

O
二
)
の
女
子
師
範
学
校
の
設
立
と
そ
の
講
習
科
規
程
の
設
置
に
よ
る
こ
と
が
大
き
い
。
し
か
し
三
五

l
三
八
年
頃
に
は
県
内
の
女
教
員
は
全
教
員
の
一
五
%
前
後
、
四
十
年
に
漸
く
二

O
Mに
な
っ
た
。
吾
妻
郡
内
や
中
之
条
町
で
は
女
子
教

員
の
数
は
男
子
教
員
に
比
し
て
極
め
て
少
な
か
っ
た
。

員
数明
を治
み四

ZS 
4驚
野義
準計
教書
員(
五学

へ芝
代部
用)

費5
人吾

五霊
等の
科女
本教

科
正
教
員
六
人
、
代
用
教
員
一

O
人
、
専
科
正
教
員
二
人
で
あ
っ
た
。

日
露
戦
争
前
後
の
中
之
条
小
学
校
の
女
教
師
を
調
べ
る
と
、
次
の
よ
う
な
女
性
の
名
が
み
え
る
。

中之条町の女の歴史

古
屋
ま
ん
ハ
明
治
一
一
一
一
一
一
年
四
月

1
三
四
年
二
月
〉
青
柳
さ
だ
〈
伊
勢

町
、
三
三
年
六
月
l
三
四
年
七
月
)
高
橋
好
(
沼
田
町
三
四
年
十
月

1

三
五
年
四
月
可
芳
山
マ
キ
ハ
井
上
重
徳
方
、
三
五
年
一
月

l
同
年
四
月
可

桑
原
ひ
ろ
〈
長
尾
村
、
三
五
年
四
月

l
三
六
年
廃
校
ま
で
〉
、
町
田
は

ま
(
中
之
条
町
、
三
五
年
十
月

l
三
六
年
廃
校
)

千
野
い
し
(
下
仁
田
町
、
三
六
年
十
一
月
)
本
多
ぶ
ん
(
安
中
、
三

七
年
六
月
)
荻
原
り
う
ハ
碓
氷
郡
細
野
村
・
三
八
年
一
一
一
月
訓
導
、
女
子

師
範
卒
〉
、
鳥
山
つ
ぎ
(
箱
島
村
・
三
八
年
五
月
)

以
上
、
明
治
三
十
年
代
の
女
教
師
は
大
半
が
代
用
教
員
で
、
女
子
師
範
発
足
間
も
な
い
当
時
は
女
子
正
教
員
は
極
め
て
少
な
く
、
四
十

年
代
か
ら
大
正
に
か
け
て
増
加
し
た
。
裁
縫
科
教
員
も
当
時
は
郡
の
特
別
講
習
で
免
許
を
え
た
も
の
が
多
か
っ
た
。

明
治
四
十
年
以
降
に
な
る
と
、
郡
内
に
も
漸
く
女
教
師
が
ふ
え
は
じ
め
た
。
女
子
師
範
の
正
科
や
講
習
科
を
終
え
た
も
の
、
裁
縫
女
学

四

319 
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校
卒
の
裁
縫
教
師
も
現
わ
れ
た
。
中
之
条
小
学
校
の
女
教
師
を
あ
げ
る
と
、

特揖V

岡
林
は
な
ハ
沼
田
町
四

O
年
一
月
、
女
子
師
範
卒
)
栗
原
り
も
ハ
磯

部
村
・
四
O
年
六
月
)
、
小
池
い
ち
(
中
之
条
町
、
万
年
屋
の
娘
、
女

子
師
範
第
一
種
講
習
修
了
、
三
八
年
四
月
女
子
校
教
員
に
な
る
)
北
キ

、
(
福
島
県
・
四
二
年
三
月
勤
務
・
福
島
女
子
師
範
卒
可
真
下
キ
ミ

ハ
安
中
町
・
四
一
年
三
月
就
任
、
女
子
師
範
卒
〉
、
小
久
保
キ
ミ
(
前
橋

市
四

O
年一

O
月
就
任
、
女
子
師
範
卒
〉
、
藤
本
ト
ヨ
ハ
栃
木
県
・
四

五
年
三
月
就
任
、
女
子
師
範
卒
〉
、
石
井
み
ち
(
千
葉
県
・
東
京
裁
縫

女
学
校
卒
、
四
三
年
十
月
就
任
、
女
子
実
業
補
習
学
校
〉
、
平
山
ハ
ル
ハ
北

海
道
、
四
五
年
七
月
就
任
、
東
京
裁
縫
女
学
校
卒
)
、
藤
井
と
よ
、
な

み
ハ
太
田
村
・
藤
井
慎
策
の
妹
た
ち
)
姉
と
よ
、
四
四
年
八
月
l
大
正
五

年
十
一
月
勤
務
、
女
子
師
範
第
三
種
講
習
修
了
(
裁
縫
音
楽
専
科
訓
導
〉
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こ
の
間
特
別
勉
励
賞
を
う
け
る
。
中
之
条
町
河
野
仁
と
結
婚
、
妹
な
み

大
正
三
年
女
子
師
範
卒
、
四
月
就
任
、
藤
井
姉
妹
は
一
緒
に
勤
め
る
。

な
み
は
結
婚
、
沢
田
姓
と
な
り
東
京
に
居
住
。

な
お
、
中
之
条
町
出
身
の
明
治
の
女
教
師
を
付
加
し
て
お
く
。

小
測
か
め
(
改
姓
小
代
)
明
治
十
六
年
中
之
条
町
小
淵
茂
平
の
娘
に

生
れ
、
中
之
条
の
学
校
高
等
科
卒
業
後
、
家
で
裁
縫
を
習
っ
て
い
た

が
、
志
を
た
て
群
馬
女
子
師
範
会
一
一
年
制
〉
に
入
学
、
三
九
年
三
月
本

科
一
部
卒
(
第
二
回
)
、
は
じ
め
名
久
田
小
学
校
に
就
任
、
翌
四
十
年
原

町
出
身
の
小
代
伝
三
郎
(
三
四
年
一
一
一
月
男
子
師
範
卒
〉
と
結
婚
、
そ
の

後
明
治
末
大
正
期
を
通
じ
て
岩
島
小
、
太
田
小
と
勤
務
し
、
そ
の
間
夫

婦
共
稼
ぎ
の
教
員
生
活
を
続
け
た
。

女
子
実
業
補
習
学
校
の
設
立
中
之
条
町
で
は
指
導
層
が
明
治
前
期
以
来
殖
産
事
業
に
深
い
関
心
を
も
ち
、
地
方
産
業
の
振
興
の
た
め

に
教
育
に
も
早
く
か
ら
意
を
用
い
、
明
治
後
期
に
は
県
下
に
先
が
け
て
郡
立
農
学
校
の
設
置
や
町
立
の
女
子
実
業
補
習
学
校
を
設
立
し
て

い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
三
四
年
十
一
月
五
日
女
子
高
等
補
習
科
設
置
の
件
が
町
会
で
決
議
さ
れ
、
十
二
月
認
可
さ

れ
、
三
五
年
一
月
八
日
か
ら
開
校
さ
れ
た
。
十
一
月
に
は
女
子
実
業
補
習
学
校
に
発
展
し
て
い
る
。
男
子
は
こ
れ
よ
り
遅
れ
て
四

O
年
一

月
に
発
足
し
て
い
る
。

な
お
沢
田
村
で
も
実
業
補
習
学
校
が
三
六
年
に
設
立
さ
れ
、
女
子
は
裁
縫
と
養
蚕
を
中
心
に
、
十
一
月
か
ら
翌
年
四
月
ま
で
開
校
さ
れ

た
。
授
業
科
は
月
三

O
銭
で
あ
っ
た
。

子
守
教
育
の
実
施

前
述
の
よ
う
に
学
制
実
施
当
初
か
ら
貧
困
の
た
め
に
学
令
期
に
あ
る
多
く
の
女
児
が
他
家
へ
の
雇
傭
や
子
守
等
に



よ
り
就
学
で
き
ず
、
こ
の
不
就
学
女
児
の
解
消
が
明
治
期
の
学
校
教
育
の
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
早
く
か
ら
子
守
教
育
へ
の
関
心
が

も
た
れ
、
少
し
ず
つ
全
国
各
地
で
も
実
施
さ
れ
、
群
馬
県
で
も
二
十
年
代
に
は
そ
の
実
施
が
み
ら
れ
た
。

註
神
津
善
三
郎
「
教
育
哀
史
」
長
野
県
の
子
守
学
校
に
つ
い
て
詳
し
い
。
群
馬
県
に
つ
い
て
は
「
群
馬
県
教
育
史
」
第
二
巻
〈
明
治
編
下
〉
二
九
五

ー三
O
一
頁

中
之
条
町
で
は
明
治
三
十
四
年
三
九

O
一
)
十
一
月
十
八
日
中
之
条
尋
常
小
学
校
に
子
守
学
級
が
開
設
さ
れ
た
。
子
守
学
級
に
関
す

る
規
定
に
よ
る
と
、
満
六

l
一
四
才
ま
で
の
子
守
児
童
に
対
し
て
毎
週
月
曜
午
後
二

1
三
時
迄
修
身
唱
歌
国
語
を
教
授
し
た
。
と
く
に
小

児
を
負
っ
た
ま
ま
平
常
服
装
で
出
席
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
時
の
町
長
木
暮
茂
八
郎
柳
田
阿
三
郎
と
小
学
校
長
一
場
字
八

郎
の
協
力
の
も
と
で
町
会
の
決
議
に
も
と
づ
い
て
実
施
を
み
た
。
十
一
月
十
八
日
の
第
一
回
子
守
教
授
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
報
じ
て

い
る
(
小
池
善
吉
「
明
治
後
期
の
中
之
条
町
」
上
七
四
頁
〉
。

〆【、

当
日
入
学
シ
タ
ル
子
守
児
童
弐
拾
九
名
ニ
シ
テ
、
試
ミ
ニ
唱
歌
ヲ
教

エ
タ
ル
エ
規
律
善
ク
行
ハ
レ
静
粛
-
一
授
業
ヲ
修
メ
得
タ
ル
ヲ
以
テ
、
・
:

初
回
ニ
於
テ
斯
ル
好
況
ヲ
呈
シ
タ
ル
ハ
吾
人
ノ
予
想
外
-
一
シ
テ
是
偏
ニ

区
長
学
務
委
員
諸
君
ノ
勧
誘
其
宜
シ
キ
ヲ
得
タ
ル
ユ
依
ル
コ
ト
ト
・
:
子

守
教
育
ナ
ル
モ
ノ
ハ
過
日
申
上
候
通
リ
独
リ
子
守
其
者
ノ
知
徳
啓
発
ヲ

計
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
併
セ
テ
乳
児
保
育
ノ
心
得
等
ヲ
モ
教
授
ス
ル
ヲ
以

テ
父
兄
ガ
其
愛
児
ヲ
託
ス
ル
ニ
於
テ
甚
ダ
安
全
ナ
レ
パ
一
挙
両
得
ノ
好

事
業
ト
被
存
候
。

中之条町の女の歴史

明
治
十
九
年
吾
妻
高
等
小
学
校
が
設
立
さ
れ
、
三
二
年
三
月
ま
で
存
続
し
、
そ
の
間
十
三
期
卒
業
生
を
送
り
出

し
、
う
ち
女
子
は
四

O
名
で
全
生
徒
の
一
割
た
ら
ず
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
学
び
え
た
女
性
は
郡
内
上
層
出
身
の
恵
ま
れ
た
家
の
少
数
子
女

の
み
だ
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
吾
妻
高
等
は
、
当
時
で
は
地
元
女
性
の
最
高
学
府
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

県
立
女
学
校
の
進
学
者
吾
妻
高
等
の
廃
止
に
伴
い
女
子
教
育
は
各
町
村
ご
と
の
高
等
科
に
進
学
す
る
便
宜
を
え
て
、
従
前
に
比
し
て

女
子
の
高
等
科
就
学
者
が
増
加
し
た
。
他
方
県
立
高
等
女
学
校
の
開
校
に
よ
っ
て
吾
妻
郡
か
ら
も
ご
く
少
数
女
性
が
進
学
し
て
い
る
。
開

女
子
教
育
の
発
展
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桑原さう(中之条町〉

吾妻高等小学校卒業読書

校
当
初
の
進
学
者
は
、
三
二
年
吾
妻
高
等
小
学
校
(
四
年
制
〉
卒
業
の
近
藤
ス
ミ
(
原
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町
)
と
桑
原
さ
う
ハ
中
之
条
町
〉
と
町
田
た
ま
(
沢
田
村
〉
の
三
人
で
あ
っ
た
。

し、

ず

れ
も
二
年
編
入
し
、
三
五
年
三
月
の
第
一
回
卒
業
生
で
あ
る
。

こ
の
吾
妻
か
ら
の
三
人
娘
の
う
ち
桑
原
さ
う
ハ
中
之
条
郵
便
局
長
桑
原
清
作
三
女
)

の
吾
妻
高
等
小
学
校
卒
業
試
験
を
み
る
と
全
科
目
の
平
均
点
九
・
五
三
で
席
次
は
二
番

と
い
う
極
め
て
優
秀
な
成
績
で
あ
っ
た
。
第
二
回
卒
業
生
に
は
桑
原
み
ど
り
(
桑
原
雄

司
校
長
の
娘
で
、
後
に
柳
田
阿
三
郎
の
後
妻
と
な
る
)
も
い
た
。

町
田
た
ま
沢
田
村
大
字
山
田
町
田
虎
三
郎
の
二
女
で
、
後
に
名
久
田
村
大
字
平
剣
持
突
に

嫁
ぐ

桑
原
さ
う
三
五
年
三
月
県
立
女
学
校
卒
業
後
、
三
八
年
五
月
中
之
条
町
小
池
安
重
郎
に
嫁

い
だ
が
、
そ
の
間
娘
時
代
は
中
之
条
小
学
校
で
先
生
を
し
て
い
た
と
い
う
ハ
長
男

弘
一
郎
談
に
よ
る
〉
。

郡
立
実
科
女
学
校
の
開
校

郡
内
有
識
者
た
ち
の
長
い
間
待
望
し
て
い
た
地
元
女
学

校
が
設
立
さ
れ
た
の
は
大
正
八
年
四
月
で
あ
っ
た
。
さ
て
開
校
当
初
の
実
科
女
学
校
の
実
態
を
み
る
と
、
農
家
出
身
は
六
三
%
、
商
家

出
身
は
二
七
%
、
そ
の
他
一

O
Mで
あ
っ
た
。
か
か
る
生
徒
た
ち
を
対
象
に
し
た
当
時
の
実
科
女
学
校
教
育
は
、
生
徒
ら
に
い
か
に
反
応

し
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
。
そ
れ
は
吾
高
五
十
年
史
の
な
か
の
当
時
の
卒
業
生
た
ち
の
回
想
文
、
座
談
会
記
録
に
よ
っ
て
知
る

こ
と
が
で
き
る
。

「
家
事
裁
縫
か
ら
染
色
機
織
ま
で
ず
い
ぶ
ん
や
り
ま
し
た
の
で
、
卒

業
し
て
か
ら
他
所
に
習
い
に
行
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
当

に
よ
い
家
庭
の
主
婦
と
し
て
の
教
養
を
身
に
つ
け
ま
し
た
」
。
(
斉
藤
き

よ
)
、
「
染
色
は
た
織
り
を
や
り
ま
し
た
。
農
家
育
ち
の
方
は
よ
か
っ
た



が
、
私
達
は
い
や
で
し
た
。
今
考
え
て
み
る
と
時
代
の
要
求
だ
っ
た
の

で
す
ね
」
ハ
小
林
志
ず
)
と
ち
が
っ
た
反
応
を
み
ら
れ
た
。
し
か
し
ま

た
「
在
学
中
実
科
生
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
他
の
本
科
の
学
校
を
模
範

と
し
て
勉
学
に
い
そ
し
み
・
:
」
ハ
伊
能
つ
ね
〉
。
当
時
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
の
自
由
な
風
潮
の
も
と
、
開
校
当
初
は
実
科
中
心
へ
の
嫌
悪
感
も
た

し
か
に
あ
っ
た
と
恩
わ
れ
る
。
か
く
て
十
年
二
月
の
入
学
志
願
者
保
護

者
各
位
あ
て
に
学
校
か
ら
の
近
況
の
公
示
中
に
も
「
各
学
年
目
一
随
意
科

ト
シ
テ
「
英
語
」
ヲ
加
ヘ
マ
シ
テ
従
来
実
科
女
学
校
ノ
欠
点
ト
ス
ル
普

通
学
科
ノ
不
足
ヲ
補
フ
ツ
モ
リ
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
述
べ
て
、
そ
し
て

「
学
科
目
一
偏
セ
ズ
、
実
科
目
一
偏
セ
ズ
、
頭
ト
手
ト
両
方
働
ケ
ル
女
子
ヲ

養
成
シ
タ
イ
ト
云
フ
ノ
ガ
本
校
教
育
ノ
目
的
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
、
新
方

向
を
う
ち
だ
し
て
い
る
。

つ
ぢ
に
当
時
卒
業
生
た
ち
の
捉
え
た
当
時
の
教
育
の
特
色
や
そ
の
影
響
等
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
く
。

生
徒
の
ス
タ
イ
ル
は
長
々
と
か
か
と
ま
で
あ
る
袴
に
二
本
の
白
線
が

あ
り
、
ホ
l
パ
の
下
駄
を
は
き
、
教
科
書
は
風
目
敷
に
包
み
背
負
っ
た

の
で
す
。
か
か
え
て
歩
い
た
の
が
先
生
に
見
つ
か
っ
た
ら
大
変
、
た
ち

ま
ち
注
意
で
す
。
そ
の
頃
の
吾
妻
に
ふ
さ
わ
し
い
女
性
を
と
い
う
の

が
、
先
生
方
の
ね
ら
い
の
よ
う
で
し
た
(
伊
勢
町
川
越
ひ
さ
)
。

卒
業
期
に
嫁
入
先
の
職
業
に
つ
い
て
の
調
査
が
あ
り
、
結
果
は
大
多

数
が
農
家
志
望
で
し
た
。
・
:
そ
れ
に
つ
け
て
も
三
年
間
の
学
閤
生
活
は

堅
実
の
も
の
で
、
骨
動
且
W
L川
h
』
い
か
ん
い
卦
骨
が
し
つ
り
と
培
わ
れ
た
こ

と
を
今
更
感
を
深
く
し
ま
す
。
(
西
中
之
条
、
中
島
り
う
〉
。

大
正
期
の
女
教
師
た
ち
大
正
期
に
な
る
と
女
教
師
が
ふ
え
る
が
、
郡
内
出
身
の
女
子
師
範
卒
業
が
ふ
え
た
こ
と
と
、
吾
妻
実
科
高
等

女
学
校
卒
業
の
郡
内
女
教
師
が
で
て
い
る
こ
と
な
ど
が
特
色
で
あ
ろ
う
。
中
之
条
小
学
校
勤
務
の
大
正
期
の
女
教
師
を
あ
げ
て
お
く
。

中之条町の女の歴史

女
子
師
範
出
身
者
:
:
:
奥
木
か
ち
(
新
巻
)
、
小
池
け
ん
ハ
岩
島
)
、
高

橋
い
し
(
横
尾
、
弁
次
長
女
〉
、
樋
田
ふ
さ
(
中
之
条
、
定
四
郎
四
女
)
、

佐
藤
ひ
で
ハ
折
田
、
喜
代
平
長
女
、
古
匿
次
男
と
結
婚
〉
、
黒
岩
つ
る

じ
ハ
嬬
怒
)
、
福
島
き
よ
(
平
、
理
作
長
女
)
、
日
野
き
ん
(
伊
勢
町
、

助
次
二
女
)
、
唐
沢
い
つ
(
横
尾
〉

実
科
女
学
校
出
身
者
・
・
・
・
・
・
望
月
ま
わ
じ

四

(
五
反
田
〉
、

伊
能
よ
し
こ

ハ
太
田
村
)

福
島
き
よ
(
現
姓
塚
越
〉
の
寄
稿
か
ら
大
正
十
年
当
時
の
女
教
師
の

様
子
を
う
か
が
う
こ
と
に
す
る
。

教
員
に
な
っ
た
動
機
に
つ
い
て
は
、
受
持
の
先
生
の
勧
め
も
あ
り
、

当
時
校
長
を
し
て
い
た
父
理
作
の
言
葉
に
従
っ
て
、
当
時
郡
選
と
い
う

制
度
が
あ
っ
て
、
卒
業
後
は
郡
に
帰
れ
る
し
、
試
験
も
郡
役
所
で
行
う
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と
言
う
こ
と
で
し
た
の
で
郡
役
所
に
出
か
け
て
試
験
を
受
け
ま
し
た
。

卒
業
は
大
正
十
年
春
四
月
、
新
卒
と
し
て
数
荷
の
希
望
と
不
安
を
抱

ふ
た

い
て
赴
任
し
ま
し
た
:
・
蓋
を
あ
け
て
み
た
ら
中
之
条
小
学
校
で
し
た
。

家
か
ら
徒
歩
で
四
十
分
、
袴
と
下
駄
ば
き
で
通
勤
で
す
。
さ
て
初
出
勤

の
目
、
:
・
順
々
に
受
持
の
先
生
の
名
前
が
呼
ば
れ
、
五
年
女
ハ
七
十
一
一
一

名
)
福
島
先
生
と
読
み
あ
げ
ら
れ
る
と
、
列
の
中
か
ら
「
う
れ
し
い
」
と
い

う
ど
よ
め
き
が
起
り
ま
し
た
。
:
・
新
校
舎
の
二
階
の
三
方
ガ
ラ
ス
戸
の

明
る
い
教
室
が
与
え
ら
れ
、
馴
れ
な
い
な
が
ら
充
実
し
た
楽
し
い
日
々

特輯V

で
し
た
。
そ
の
外
私
の
受
持
は
高
等
科
一
、
二
年
の
家
事
、
と
五
年
男

子
組
の
音
楽
で
し
た
。
小
代
伝
三
郎
校
長
以
下
職
員
十
九
名
、
う
ち
女

の
先
生
は
私
を
い
れ
て
、
た
っ
た
三
人
(
旧
姓
藤
井
(
深
谷
)
な
み
、
内

田
静
子
)
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
在
職
四
年
九
カ
月
結
婚
す
る

ま
で
若
い
情
熱
を
傾
け
て
張
り
切
っ
た
毎
日
を
過
し
た
気
が
し
ま
す
。

私
は
音
楽
が
好
き
で
し
た
の
で
、
其
方
面
に
力
を
入
れ
た
気
が
し
ま

す
。
昔
は
共
稼
ぎ
は
少
な
か
っ
た
の
で
、
ご
く
自
然
に
家
庭
の
人
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
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こ
こ
で
昭
和
戦
前
期
か
ら
な
が
く
夫
婦
共
稼
ぎ
の
生
活
を
通
じ
て
、
子
供
を
か
か
え
な
が
ら
教
育
活
動
に
精
進
し
た
中
島
り
う
(
明
治

三
九
年
生
)
の
当
時
の
女
教
師
の
生
活
を
紹
介
し
て
お
く
。
中
島
り
う
は
昭
和
九
年
長
男
出
生
、
当
時
中
之
条
小
学
校
で
高
等
科
二
年
の

女
生
徒
を
受
持
ち
、
学
級
担
任
を
し
て
い
た
が
、
他
に
吾
妻
郡
女
教
師
会
の
会
長
と
吾
妻
連
合
女
子
青
年
団
幹
部
(
庶
務
会
計
〉
の
仕
事

を
も
兼
任
し
て
大
変
な
時
期
だ
っ
た
。
彼
女
は
当
時
の
生
活
を
回
顧
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

女
教
師
会
の
行
事
・
:
日
曜
祭
日
、
農
繁
休
暇
、
暑
中
休
暇
等
に
開
き

ま
し
た
の
で
、
直
接
授
業
に
は
差
支
え
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
女

の
先
生
方
の
休
日
を
返
上
し
て
の
研
修
は
並
々
な
ら
ぬ
事
で
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
と
違
っ
て
衣
食
住
共
に
手
が
か
か
る
事
が
多
く
、
そ
う
し
た

家
事
雑
事
の
し
わ
ょ
せ
は
休
日
に
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

休
日
は
大
事
な
家
事
の
日
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
女
の
先

生
方
は
女
教
師
会
の
研
修
会
、
講
習
会
に
は
積
極
的
に
参
加
出
席
し
て

熱
心
に
研
修
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
姿
勢
は
、
戦
後
教
育
界
の
夜
明

け
と
も
い
う
べ
き
女
教
師
の
待
遇
改
善
に
一
つ
の
礎
石
と
な
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

出
産
休
眠
・
:
産
前
産
後
を
通
じ
て
六
週
間
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
先

生
方
は
で
き
る
だ
け
休
暇
を
少
く
と
っ
て
六
週
間
全
部
を
休
む
と
い
う

事
は
殆
ん
ど
な
か
っ
た
様
で
し
た
。
当
時
の
制
度
で
は
、
そ
う
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
実
状
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私

の
場
合
、
第
一
子
は
予
定
日
の
朝
出
産
し
ま
し
た
の
で
、
産
前
休
暇
は

一
日
も
と
ら
ず
、
産
後
三
週
間
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
産
屋
あ
け
と
同

時
に
出
動
い
た
し
ま
し
た
。
第
二
子
、
第
三
子
、
第
四
子
も
、
同
様
産

後
三
週
間
だ
け
休
み
を
と
り
ま
し
た
。
産
後
三
週
間
の
聞
に
沢
山
出
る



母
乳
を
牛
乳
に
き
り
か
え
、
混
合
晴
育
に
し
て
出
勤
の
準
備
を
致
し
ま

し
た
。郡

聯
合
青
年
団
の
行
事
:
・
月
一
回
の
定
例
団
長
会
議
と
、
春
三
泊
四

日
の
中
堅
女
子
青
年
指
導
者
講
習
会
、
秋
二
泊
一
一
一
日
の
明
治
神
宮
代
表

者
参
拝
が
主
な
行
事
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
:
・
昭
和
十
年
四
月
に
中
堅

女
子
青
年
指
導
者
講
習
会
が
草
津
町
の
光
泉
寺
で
関
か
れ
た
時
、
長
男

が
零
才
で
授
乳
中
の
た
め
、
団
長
先
生
に
お
願
い
し
ま
し
て
、
子
供
を

つ
れ
て
出
張
し
ま
し
た
。
子
供
と
母
は
旅
館
に
宿
を
と
り
ま
し
た
。
朝

の
行
事
は
六
時
半
の
起
床
に
は
じ
ま
る
の
で
、
五
時
に
起
き
て
旅
館
に

ゆ
き
、
母
乳
を
や
り
、
お
む
つ
洗
い
等
を
す
ま
せ
て
、
六
時
半
ま
で
に

会
場
に
も
ど
り
、
夜
は
九
時
半
の
消
灯
後
、
旅
館
に
ゆ
き
晴
乳
な
ど
を

す
ま
せ
て
会
場
に
帰
る
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

∞
女
の
職
業
の
歴
史

明
治
期
の
外
来
の
女
子
傭
人
近
世
後
期
に
は
当
地
方
で
も
家
を
離
れ
て
町
の
家
で
働
く
女
の
奉
公
人
が
ふ
え
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
女

奉
公
人
は
窮
乏
化
す
る
農
家
の
口
ベ
ら
し
的
流
出
で
あ
っ
て
、
も
ち
ろ
ん
女
の
職
業
と
し
て
で
は
な
か
っ
た
。
幕
末
か
ら
明
治
前
期
に
お

い
て
は
町
部
を
中
心
と
す
る
旧
中
之
条
町
で
は
他
国
人
(
越
後
信
州
〉
の
出
入
を
ま
じ
え
て
人
口
流
動
が
増
加
し
た
。
寄
留
人
口
の
転
出

入
の
う
ち
女
子
を
み
る
と
、
転
入
者
が
年
間
十
人
前
後
で
彼
女
た
ち
は
雑
業
な
い
し
雇
人
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
明
治
前
期
の
町
部

中
之
条
の
女
の
し
ご
と
を
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

中之条町の女の歴史

明
治
五
年
雑
業
一
、
雇
人
一

O
、
明
治
十
年
農
・
商
・
工
の
ほ
か
と
し

て
、
一
九
(
雑
業
一
、
雇
人
一

O
〉
、
明
治
十
一
年
其
の
他
一
七
ハ
雑

一
、
雇
人
二

C
、
そ
の
他
の
う
ち
に
は
芸
妓
酌
婦
渡
世
も
あ
っ
た
。

こ
れ
は
明
治
後
期
に
も
引
続
い
て
増
加
し
て
い
る
が
、
明
治
三
十
一
年
(
一
八
九
八
〉
二
月
の
他
国
人
の
当
地
方
へ
の
女
子
傭
人
の
受

入
状
況
の
一
部
を
示
し
て
お
く
。

四

新
潟
県
北
魚
沼
郡
八
ケ
村
大
字
市
村
七
拾
八
番
地

平
民
被
雇
人
佐
藤
ミ
ヤ
ハ
安
政
二
年
生
)

吾
妻
都
沢
田
村
大
字
折
田
平
民
折
田
藤
七
方
へ
明
治
三
十
一
年
一
月

廿
九
日
ヨ
リ
三
十
二
年
三
月
三
日
迄
奉
公
ノ
約
、
此
雇
給
金
拾
円
也
、

給
金
奉
公
済
ノ
上
逐
次
申
受
ノ
事
(
一
一
一
月
二
十
日
帰
ル
)

325 
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れ
に
刻
ま
れ
た
題
額
を
み
る
と
、

か
た
み
の
花
の
下
風
に

千
代
の
い
し
ぶ
美
(
額
歌
善
亭

た
を
や
め
の

袖
の
香
か
を
る

永井統子(横尾〉の碑

す
で
に
近
世
以
来
中
之
条
地
方
で
も
、
叙
上
の
女
中
奉
公
、
養
蚕
雇
の
ほ

か
賃
機
や
裁
縫
内
職
な
ど
の
女
の
金
稼
ぎ
も
あ
っ
た
が
、
女
の
独
立
し
た

職
業
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
女
の
新
し
い
職
業
は
、
明
治
期
に
は
ま

だ
殆
ん
ど
現
わ
れ
な
か
っ
た
。
明
治
後
期
に
な
っ
て
わ
ず
か
に
女
教
師
が
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み
ら
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
旧
職
業
と
し
て
と
り
あ
げ
産
婆
や
髪
結
、
そ
の

他
裁
縫
教
師
な
ど
が
、
前
代
か
ら
引
続
い
て
あ
っ
た
。

明
治
の
裁
縫
教
師
旧
名
久
田
村
大
字
横
尾
字
栃
瀬
に
、
こ
の
地
生
ま

れ
の
明
治
の
裁
縫
教
師
永
井
統
子
(
さ
と
こ
)
の
碑
が
立
っ
て
い
る
。
こ

関
幾
道
〉

統
子
は
横
尾
村
の
里
正
(
村
お
さ
)
永
井
嘉
平
の
娘
と
し
て
文
久
元
年
十
一
月
七
日
に
生
ま
れ
、
群
馬
郡
総
社
の
裁
縫
教
師
某
氏
の
門

に
入
っ
て
裁
縫
技
術
を
習
ひ
、
中
之
条
町
の
貸
舎
で
裁
縫
を
教
え
て
業
と
し
た
。
郡
内
や
隣
郡
近
村
の
女
た
ち
が
来
集
し
習
う
も
の
が
多

か
っ
た
。
こ
の
碑
は
統
子
の
裁
縫
を
習
っ
た
弟
子
た
ち
に
よ
っ
て
彼
女
の
死
後
明
治
四
十
年
三
月
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
碑
の
裏
面
を

み
る
と
女
弟
子
た
ち
七
十
六
人
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
概
略
を
示
す
と
、

発
起
者
小
測
小
良
、
小
林
タ
喜
、
折
田
八
津
、
小
林
登
美
、
銅
持
阿

長
、
山
田
須
賀
、
山
田
志
津
、
関
ト
与

碑
に
刻
ま
れ
た
弟
子
た
も
の
地
域
分
布
を
み
る
と
横
尾
十
四
人
、
原

町
七
人
、
村
上
六
人
、
伊
勢
町
五
人
、
泉
沢
四
人
、
五
反
田
・
折
田
・

祖
母
島
・
尻
高
各
三
人
、
岩
井
、
青
山
、
只
則
、
四
万
、
大
塚
、
金
井
、
滋

川
、
西
中
之
条
各
二
人
、
大
道
大
柏
木
小
川
、
植
栗
、
小
泉
、
上
沢
渡
、
下



沢
渡
、
大
戸
、
赤
坂
、
新
巻
、
中
之
条
各
一
人
で
・
あ
っ
た
。

彼
女
は
裁
縫
教
師
と
し
て
碑
文
に
あ
る
よ
う
に
中
之
条
町
の
貸
舎
に
て
教
授
し
て
い
た
ほ
か
に
、
横
尾
の
山
田
朝
重
郎
は
、
統
子
は
横

尾
字
竹
井
で
も
若
い
娘
た
ち
に
裁
縫
を
教
え
て
い
た
と
き
い
て
い
る
と
語
っ
て
い
る
。

明
治
大
正
の
女
性
に
と
っ
て
和
裁
(
裁
縫
)
は
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
必
修
の
技
能
で
あ
っ
た
。
家
庭
婦
人
と
し

て
家
族
の
も
の
の
衣
料
の
仕
立
て
修
理
は
、
主
婦
を
は
じ
め
嫁
や
娘
た
ち
に
も
ひ
と
し
く
毎
日
行
な
っ
て
き
た
仕
事
で
あ
っ
た
。
裁
縫
の

上
手
下
手
は
娘
や
嫁
の
評
価
を
き
め
る
大
事
な
指
標
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
町
村
の
娘
た
ち
は
、
娘
時
代
の
修
業
と
し
て
和
裁
の
先
生
に
つ

い
て
そ
の
技
術
を
習
得
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
裁
経
の
先
生
と
し
て
、
ど
こ
の
村
に
も
上
手
な
お
師
匠
さ
ん
が
い
て
農
閑
期
を
中

心
に
よ
く
教
え
て
い
た
。
町
と
も
な
る
と
、
さ
ら
に
専
門
の
裁
縫
学
校
出
身
の
先
生
が
幾
人
か
い
て
町
中
や
周
囲
の
村
々
か
ら
沢
山
の
娘

た
ち
が
通
っ
て
き
て
い
た
。
こ
こ
で
明
治
末
期
か
ら
大
正
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
町
の
和
裁
の
先
生
た
ち
を
あ
げ
て
お
く
。

和
裁
の
先
生
た
ち

中之条町の女の歴史

田
村
か
つ
旧
中
之
条
町
田
村
孫
次
郎
夫
人
、
昭
和
四
八
年
八
十
九

才
で
死
去
、
渋
川
市
に
生
れ
、
明
治
裁
縫
学
校
第
二
回
卒
業
生
で
、
中

之
条
小
学
校
で
裁
縫
担
当
の
教
師
を
勤
め
、
実
業
補
習
学
校
の
先
生
も

兼
任
し
た
。
〈
明
治
四
十
年
代
)
。
長
子
出
生
後
も
教
職
を
続
け
た
が
、

学
校
裁
縫
教
師
を
や
め
て
か
ら
は
自
宅
で
裁
縫
塾
を
開
き
、
近
村
の
多

数
子
女
に
教
授
し
て
い
る
。
(
町
誌
第
一
巻
一
三

O
O頁
写
真
参
照
〉

本
多
ふ
ね
中
之
条
町
生
れ
、
東
京
暮
し
だ
っ
た
が
、
夫
の
病
死

後
、
郷
星
に
帰
り
裁
縫
を
教
え
る
。
町
中
は
じ
め
近
村
の
良
家
の
娘
た

ち
が
多
数
通
っ
て
い
た
。
娘
も
中
之
条
小
学
校
で
裁
縫
教
師
を
し
て
い

た
。
華
道
(
遠
州
流
)
も
教
え
て
い
た
と
い
う
。

小
池
き
み
曲
手
町
に
長
く
住
み
、
母
死
亡
後
も
ず
っ
と
独
り
身
で

四

和
裁
を
教
え
て
い
た
。
評
判
の
よ
い
先
生
だ
っ
た
と
い
う
。

田
村
た
め
太
田
村
岩
井
村
出
身
で
、
若
い
時
か
ら
中
之
条
町
山
十

裏
で
裁
縫
を
教
え
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
帰
り
の
田
村
栄
一
と
結
婚
後
も

西
中
之
条
の
新
居
で
引
続
い
て
教
授
し
て
い
た
。

小
板
橋
ま
み
(
伊
勢
町
生
れ
〉
大
正
時
代
に
裁
縫
教
師
を
し
て
い

た
が
、
退
職
後
、
伊
勢
町
で
裁
縫
を
教
え
た
。
伊
勢
町
青
山
辺
の
娘
た

ち
が
多
か
っ
た
ハ
星
野
こ
う
、
青
木
り
く
談
〉

茂
木
つ
ね
(
太
田
村
植
栗
生
れ
〉
小
学
校
で
裁
縫
教
師
を
し
て
い

た
が
、
退
職
後
は
伊
勢
町
で
裁
縫
を
教
え
た
。
平
形
さ
と
と
は
別
懇
だ

っ
た
と
い
う
。

平
形
さ
と
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(
明
治
二
十
八
年
生
〉
大
妻
技
芸
を
卒
業
、
伊
勢
町
一



洋
裁
学
校
の
先
覚
者

明
治
四
十
四
年
(
一
九
一
一
〉
三
月
、

十
三
夜
さ
ん
横
丁
で
裁
縫
を
教
え
て
い
た
。
伊
勢
町
松
屋
呉
服
庖
の
衣
服
の
仕
立
も
や
っ
て
い
た
と
い
う
(
浅
田
し
ん
談
可
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アメりカのマクドウ zルソーイ γグ・スターfレ

卒業証書〈小幡繁子〉

ア
メ
リ
カ
の
サ

γ
フ
ラ

γ
シ
ス
コ
市
に
裁
縫
教
授
所
を
開
設
し
、
そ
の

後
発
展
し
て
小
幡
女
子
裁
縫
学
校

(
O回
〉
寸
〉
ロ
何
回
の
Z
ω
口
出

O
O
F〉
を
築
い
た
女
性
は
、
中
之
条
町
出
身
の
山
口
し
げ
(
改
姓

小
幡
)
で
あ
る
。
彼
女
は
昭
和
三
年
三
九
二
八
)
十
一
月
母
国
に
洋

裁
普
及
の
目
的
で
ア
メ
リ
カ
の
姉
妹
校
と
し
て
東
京
市
ヶ
谷
左
内
町

に
小
幡
洋
裁
学
校
を
創
立
し
た
。
小
幡
繁
子
は
ア
メ
リ
カ
と
日
本
で

多
数
の
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
を
養
成
、
わ
が
国
早
期
の
洋
裁
界
に
大
き

な
寄
与
を
な
し
た
。
一
つ
に
は
学
校
経
営
を
通
じ
て
洋
裁
の
先
生
た

ち
を
送
り
出
す
と
と
も
に
、
二
つ
に
は
女
性
雑
誌
を
介
し
て
広
く
一

般
女
性
に
洋
裁
洋
装
を
普
及
し
て
い
る
。
昭
和
三
年
八
月
に
は
、
郷

里
中
之
条
町
で
も
処
女
会
員
や
裁
縫
学
校
教
師
等
を
対
象
に
講
習
会

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
彼
女
の
経
歴
を
次
に
述
べ
て
お
こ
う
。

山
口
し
げ
は
、
明
治
十
八
年
一
月
、
中
之
条
町
山
口
通
公
の
長
女
に

生
れ
、
小
学
校
卒
業
後
、
上
京
し
日
本
高
等
女
学
校
に
学
ぶ
。
卒
業
後

候
爵
広
幡
家
に
行
儀
見
習
、
終
っ
て
帰
郷
し
、
三
十
八
年
十
一
月
l
翌

年
九
月
ま
で
沢
田
村
実
業
補
習
学
校
で
裁
縫
を
教
え
る
つ
二

1
一一一一

才
)
。
四
十
一
年
十
一
月
山
梨
県
人
小
幡
泰
造
ハ
建
築
家
・
ア
メ
リ
カ

在
住
〉
と
結
婚
す
る
ハ
二
十
四
才
Y



渡
米
後
、
四
十
三
年
サ

γ
フ
ラ

γ
シ
ス
コ
市
マ
タ
ド
ウ
ェ
ル
ソ
l
イ

γ
グ
ス
ク
ー
ル
ハ
洋
裁
学
校
〉
を
卒
業
、
四
十
四
年
三
月
、
岡
市
に
タ

ィ

l
γ
裁
縫
教
授
所
を
開
設
す
る
。
年
々
邦
人
外
人
の
入
学
生
ふ
え
、

校
舎
を
拡
張
し
、
新
地
に
移
転
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ユ
ヤ
州
公
認
の
小
幡
女

子
洋
裁
学
校
に
発
展
し
た
。
大
正
十
一
年
三
月
l
八
月
、
日
本
及
び
満
州

の
各
地
に
招
か
れ
、
洋
裁
手
芸
制
帽
の
講
習
会
を
指
導
す
る
。
昭
和
二

年
帰
国
、
三
年
東
京
市
ヶ
谷
に
小
幡
洋
裁
学
校
を
創
立
、
そ
の
後
急
速

に
発
展
し
、
五
年
に
は
校
舎
を
増
築
す
る
。
彼
女
は
校
長
と
し
て
学
校

経
営
に
あ
た
る
ほ
か
、
帝
国
女
子
専
門
学
校
そ
の
他
数
校
の
講
師
を
も

嘱
託
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
小
幡
洋
裁
学
校
を
み
る
と
、
本
科
・
予
科
・
研
究
科
(
夫
々
修
業
一
カ
年
〉
は
じ
め
速
成
科
・
裁
断
科
・
製
帽
科
・
手
芸
科
、
さ

ら
に
夜
学
部
の
ほ
か
、
男
子
服
専
門
科
・
随
意
科
な
ど
の
コ

l
ス
を
設
け
て
い
た
。
そ
し
て
別
に
寄
宿
舎
も
設
備
さ
れ
て
い
た
。
な
お
当

校
の
後
援
者
名
簿
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
な
著
名
人
が
名
を
列
し
て
い
る
。

候
爵
広
幡
文
子
、
伯
爵
児
玉
沢
子
、
子
爵
三
室
戸
昭
子
、
帝
国
大
学

教
授
井
上
哲
次
郎
、
吉
田
熊
次
、
法
学
博
士
米
田
実
、
秋
山
雅
之
助
、

ア
メ
リ
カ
と
東
京
の
卒
業
生
名
簿
か
ら
当
校
の
特
色
を
み
る
と

中之条町の女の歴史

ア
メ
リ
カ
校
で
は
、
ア
メ
リ
カ
各
市
ハ
サ
γ
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
、
ス

タ
ク
ト
γ
市
、
サ
リ
ナ
ス
市
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
市
そ
の
他
)
で
ド
レ
ス
メ

ー
カ
ー
や
洋
装
庖
及
洋
裁
学
校
の
経
営
者
が
多
い
こ
と
、
東
京
校
の
卒

業
生
は
、
東
京
市
内
で
洋
裁
洋
装
庖
を
経
営
し
て
い
る
者
が
圧
倒
的
に

多
い
の
が
特
色
で
あ
る
。

講
習
会
や
新
聞
雑
誌
に
よ
る
洋
裁
普
及
を
み
る
と
、
昭
和
二
年
に
は

満
鉄
や
東
京
府
の
主
催
で
各
種
講
習
会
を
開
く
。
群
馬
県
内
で
も
こ
の

年
前
橋
婦
人
会
主
催
で
、
三
年
に
は
夏
期
に
女
子
師
範
で
洋
裁
や
手
芸

四

な
お
小
幡
洋
裁
は
、
時
代
の
ト

v
プ
を
目
ざ
す
、

い
わ
ゆ
る
「
フ
ア
V

シ
ョ

γ
」
洋
裁
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
実
生
活
に
密
着
し
た
実
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衆
議
院
議
員
植
原
悦
次
郎
、
山
口
高
等
学
校
教
授
二
宮
丁
三
ハ
中
之
条

町
出
身
)

講
習
会
、
つ
づ
い
て
八
月
に
郷
里
の
中
之
条
小
学
校
で
処
女
会
女
教
師

を
対
象
に
洋
裁
講
習
会
を
聞
い
て
い
る
。
盛
会
だ
っ
た
と
い
う
ハ
当
日

参
会
者
た
ち
談
)

昭
和
五
六
年
か
ら
十
一
年
に
か
け
て
は
、
主
婦
之
友
、
婦
人
世
界
な

ど
に
毎
年
何
回
か
小
幡
洋
裁
学
校
の
作
品
、
そ
の
作
り
方
等
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
(
例
、
六
年
六
月
、
四

1
五
才
女
子
用
ス
l
ツ
の
作
り
方
、

ま
た
報
知
新
聞
に
昭
和
九
年
九
月
連
載
〉
。
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小幡繁子洋裁講習会〈前列中央の洋装の婦人〉

〈中之条小学校昭和3年8月〉

用
的
な
洋
裁
だ
っ
た
こ
と
も
記
し
て
お
き
た
い
。
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職
業
と
し
て
の
産
婆
が
現
わ
れ

と
り
あ
げ
婆
さ
ん
か
ら
新
産
婆
へ

な
か
っ
た
時
に
は
、
豊
富
な
経
験
に
よ
っ
て
ど
こ
の
家
々
の
出
産
に
も

よ
く
頼
ま
れ
る
よ
う
な
年
輩
の
女
性
が
い
た
。
産
婆
の
原
型
と
も
い
わ

れ
る
「
と
り
あ
げ
婆
さ
ん
」
で
あ
ろ
う
。
職
業
と
し
て
の
産
婆
が
社
会

的
に
認
め
ら
れ
た
の
は
明
治
七
年
八
月
文
部
省
布
達
の
医
制
五
七
カ
条

以
降
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
各
地
の
農
村
実
態
で
は
、
と
り
あ
げ
婆

さ
ん
の
時
代
は
明
治
大
正
期
ま
で
も
延
長
さ
れ
て
い
る
。
中
之
条
地
方

で
も
、
ま
た
そ
う
で
あ
っ
た
。
吾
妻
郡
早
期
の
新
産
婆
徳
間
フ
ジ
エ

ハ
明
治
三
十
二
年
生
〉
の
談
話
か
ら
、
こ
の
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

私
が
井
上
医
院
内
で
産
婆
を
開
業
し
た
の
は
、
大
正
九
年
二
月
十
一
日
で

し
た
。
し
か
し
仕
事
は
割
合
に
閑
散
で
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
そ
の

頃
は
ま
だ
ど
こ
に
も
と
り
あ
げ
婆
さ
ん
が
お
り
ま
し
て
、
産
婦
の
介
抱
や

分
娩
処
置
に
は
な
ん
ら
支
障
が
な
か
っ
た
の
で
す
。

ま
た
吾
妻
郡
に
産
婆
会
が
生
れ
た
の
が
昭
和
八
年
三
九
三
ニ
〉
四

月
で
、
当
時
は
ま
だ
会
員
も
少
く
中
之
条
で
は
徳
間
さ
ん
一
人
だ
っ
た

と
い
う
ハ
会
長
湯
浅
か
っ
、
副
会
長
徳
間
ツ
ル
ヨ
〉
。
こ
の
点
か
ら
も
吾
妻
地
方
の
産
婆
以
前
の
時
期
は
明
治
大
正
期
、
所
に
よ
っ
て
は
昭

和
十
年
前
後
ま
で
に
及
ぶ
長
い
歴
史
を
も
っ
て
い
た
。
今
の
明
治
大
正
生
れ
の
年
輩
女
性
の
話
の
中
に
は
、
当
地
方
で
も
「
坐
っ
た
姿
勢



ハ
坐
位
〉
の
出
産
」
の
こ
と
が
で
て
く
る
。
現
在
の
出
産
と
く
ら
べ
て
今
昔
の
感
に
た
え
な
い
。

こ
の
出
産
と
り
あ
げ
に
つ
い
て
は
色
々
な
話
が
あ
る
が
省
略
し
、
村
の
旧
い
産
婆
さ
ん
を
あ
げ
て
お
く
。

〈
明
治
二
年
生
、
名
久
田
村
平
、
昭
和
二
十
五
年
八
十

松
井
み
と

二
才
死
亡
〉

五
百
人
以
上
と
り
あ
げ
た
と
村
人
は
云
う
と
ハ
息
子
次
郎
談
〉

吉
田
や
を
(
明
治
十
六
年
生
〉
、
伊
参
村
岩
本
、
娘
こ
な
み
の
話
で

は
、
五
十
組
余
の
仲
人
を
し
、
そ
の
う
ち
大
部
分
は
お
産
ま
で
面
倒
を

み
て
い
る
。
奈
良
医
師
ハ
お
産
の
名
医
と
い
わ
れ
た
)
が
、
お
や
を
さ

ん
は
名
人
だ
か
ら
心
配
な
い
と
大
鼓
判
を
お
し
て
い
た
と
い
う
。

島
村
て
る
〈
慶
応
二
年
生
、
四
万
村
、
昭
和
二
十
三
年
八
十
三
才

死
亡
〉
、
こ
の
人
に
産
湯
を
つ
か
っ
て
貰
っ
た
子
供
は
皆
丈
夫
で
評
判

が
よ
か
っ
た
。
妹
平
方
き
ん
も
姉
に
協
力
し
た
。
昭
和
二
十
五
年
そ
の

徳
を
た
た
え
て
子
育
て
地
蔵
を
建
立
し
た
。

新
産
婆
看
護
婦
の
発
生

明
治
七
年
医
制
で
は
産
婆
は
四
十
才
以
上
の
女
で
婦
人
小
児
の
解
剖
生
理
の
大
意
に
通
じ
、
産
科
医
か
ら

実
験
証
書
(
産
科
医
の
前
で
平
産
十
人
、
難
産
二
人
を
扱
う
〉
を
下
附
さ
れ
た
も
の
を
検
査
の
上
、
免
状
を
与
え
る
ハ
五
十
条
)
と
あ

中之条町の女の歴史四

明治35年産婆試験及第証〈郷持

やす・改姓小糊〉

り
、
ま
ず
四
十
才
以
上
の
旧
産
婆
を
対
象
に
政
府
は
産
婆
の
養
成
に

努
め
た
。
明
治
前
期
に
は
嬰
児
の
死
亡
率
が
た
か
く
、
そ
の
理
由
の

一
つ
は
無
知
と
不
衛
生
な
出
産
処
置
で
あ
っ
た
。
当
時
の
四
万
村
の

死
亡
届
書
類
(
明
治
十
四
年
l
十
六
年
三
月
〉
か
ら
、
こ
れ
を
窺
知

し
う
る
死
胎
分
娩
や
母
子
双
方
死
亡
が
極
め
て
多
か
っ
た
の
が
注
目

さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
明
治

i
大
正
期
に
か
け
て
吾
妻
郡
の
産
婆
の
数
は
、
明

881 

治
四
十
年
(
一
九

O
七
〉
に
二
人
、
大
正
元
年
〈
一
九
一
二
)
五
人
、
十
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年
三
人
、
十
四
年
四
人
で
あ
っ
た
〈
吾
妻
郡
誌
九

O
ニ
頁
〉
。
当
地
方
の
産
婆
は
日
露
戦
争
前
後
に
生
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
明
治
三

十
二
年
に
全
国
的
に
統
一
さ
れ
た
「
産
婆
規
則
」
と
「
産
婆
名
簿
登
録
規
則
」
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
を
あ
げ
て
お
く
。
明
治
三
十
七
年
、

中
之
条
町
曲
手
町
の
南
側
ハ
現
在
の
忠
霊
塔
の
下
)
に
「
産
婆
業
小
測
や
す
」
の
名
が
み
え
る
(
同
年
群
馬
県
営
業
便
覧

l
町
誌
一
巻
九

O
一
頁
町
並
配
置
図
)
。
郡
内
の
新
し
い
産
婆
の
一
人
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
小
測
や
す
に
つ
い
て
娘
の
ち
と
せ
(
明
治
三
十
七
年
生
)
の

話
に
よ
る
と
、
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母
や
す
は
、
明
治
十
二
年
二
月
太
田
村
岩
井
剣
持
佐
平
次
の
長
女

に
生
れ
、
明
治
三
十
年
、
十
九
才
の
時
家
を
出
て
前
橋
市
津
久
井
医
師

の
も
と
で
、
医
師
の
母
か
ら
産
婆
の
教
授
を
う
け
た
と
い
う
。
郵
便
局

に
勤
め
て
い
た
父
の
荘
一
郎
ハ
明
治
十
年
生
〉
と
局
長
桑
原
清
作
夫
妻

の
媒
酌
で
明
治
三
十
六
年
に
結
婚
し
た
。
産
婆
の
免
状
を
も
っ
て
い
た

母
は
三
十
六
年
に
曲
手
町
の
家
で
開
業
し
た
。
大
正
二
1
一
一
一
年
に
新
道

の
裁
判
所
前
の
今
の
家
に
移
り
、
母
は
産
婆
を
大
正
十
一
年
三
月
ま
で

や
っ
て
い
た
。
私
が
生
れ
た
の
が
明
治
三
十
七
年
で
す
が
、
私
は
当
時

間
業
者
だ
っ
た
原
町
の
湯
浅
か
っ
さ
ん
が
と
り
あ
げ
て
く
れ
た
。

小
淵
ち
と
せ
の
話
か
ら
、
郡
内
の
新
産
婆
の
二
人
は
、
小
測
や
す
と
湯
浅
か
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
新
産
婆
誕
生
前
に
西

中
之
条
に
お
ち
よ
さ
ん
と
い
う
「
と
り
あ
げ
婆
さ
ん
」
が
い
た
こ
と
を
小
池
こ
う
は
話
し
て
い
る
。

中
之
条
地
方
で
新
し
い
産
婆
や
看
護
婦
の
養
成
が
は
じ
ま
る
の
は
大
正
期
に
入
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
井
上
重
徳
医
師
の
先
覚
者

的
役
割
を
指
摘
し
て
お
く
。

註
井
上
医
師
は
神
奈
川
県
出
身
で
、
東
京
医
学
校
卒
業
、

療
に
あ
た
る
。
後
に
中
之
条
町
に
開
業
す
る
。

田
中
甚
平
の
娘
婿
ハ
二
十
九
年
三
月
結
婚
〉
、
同
年
夏
、
郡
内
赤
痢
流
行
の
際
入
郡
し
治

大
正
初
期
か
ら
井
上
医
師
宅
で
は
産
婆
看
護
婦
見
習
の
女
た
ち
の
実
技
や
学
理
の
勉
強
が
行
わ
れ
た
。
当
時
の
様
子
に
つ
い
て
、
徳
間

フ
ジ
エ
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。



私
が
看
護
婦
見
習
で
井
上
先
生
の
お
宅
へ
ど
厄
介
に
な
っ
た
の
は
、

大
正
五
年
五
月
一
日
で
、
先
議
看
護
婦
の
坂
上
村
出
身
黒
岩
く
ま
さ
ん

の
実
技
指
導
、
井
上
先
生
の
学
理
教
授
が
毎
日
午
後
か
ら
あ
り
ま
し

た
。
私
と
一
緒
に
井
上
医
院
に
お
世
話
に
な
っ
た
の
は
、
井
上
で
ん

ハ
岩
島
村
〉
、
倉
林
こ
と
(
中
之
条
)
、
原
川
ち
と
せ
〈
西
中
之
条
〉
、
福
岡

み
と
ハ
沢
田
村
)
さ
ん
等
の
四
人
で
し
た
。

徳
間
フ
ジ
ヱ
は
大
正
七
年
(
一
九
一
八
)
四
月
に
看
護
婦
試
験
に
合
格
し
て
い
る
。
産
婆
を
開
業
し
た
の
は
大
正
九
年
二
月
、
井
上
医

院
内
で
あ
っ
た
。
妹
ツ
ル
ヨ
も
大
正
期
に
井
上
医
師
の
も
と
に
見
習
に
入
っ
て
い
る
。
大
正
期
に
は
井
上
医
師
は
郡
内
各
学
校
医
も
兼
務

し
て
い
て
、
当
時
の
小
学
生
に
は
ト
ラ
ホ
ー
ム
患
者
が
多
く
、
そ
の
予
防
や
治
療
に
努
め
て
い
た
の
で
、
看
護
婦
も
中
々
多
忙
で
し
た
。

さ
て
明
治
大
正
期
の
郡
の
看
護
婦
は
、
明
治
四
十
年
四
、
大
正
元
年
一
七
、
同
五
年
一
五
、
同
十
年
一
一
、
同
十
四
年
一
五
人
で
あ
る

ハ
郡
誌
九

O
二
頁
〉
。
郡
の
看
護
婦
誕
生
も
産
婆
と
同
様
に
日
露
戦
争
後
で
あ
る
。
明
治
二
十
九
年
赤
痢
流
行
の
際
に
地
元
看
護
婦
が
な
く

苦
労
し
た
こ
と
か
ら
、
看
護
婦
養
成
の
必
要
を
痛
感
し
、
そ
の
に
が
い
体
験
に
よ
っ
て
井
上
医
師
の
看
護
婦
養
成
が
行
わ
れ
た
の
も
当
然

と
い
え
る
。
日
露
戦
争
中
の
看
護
婦
の
活
躍
を
契
機
に
、
明
治
四
十
年
代
か
ら
看
護
婦
は
急
増
し
て
い
る
。
吾
妻
郡
で
も
四
十
年
代
か
ら

中之条町の女の歴史

大
正
初
期
に
ふ
え
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
看
護
婦
の
誕
生
を
迎
え
た
。
は

じ
め
て
全
国
統
一
の
看
護
婦
規
則
が
で
き
、
十
八
才
以
上
に
免
許
が
知
事

産婆看護婦の先覚者徳間フジエ

か
ら
与
え
ら
れ
た
。

大
正
初
期
、
当
地
の
新
し
い
看
護
婦
を
、

フ
ジ
エ
の
談
話
に
よ
る
〉
。

つ
ぎ
に
あ
げ
て
お
く
(
徳
間

倉
林
こ
と
(
中
之
条
〉
、
福
田
み
と
(
中
折
田
〉
、
早
川
ち
と
せ
(
西
中
之
条
)
、

以
上
三
人
は
徳
間
フ
ジ
エ
と
同
期
生
、
そ
の
他
、
日
野
は
つ
(
伊
勢
町
〉
、
高
山

も
と
、
高
山
こ
と
、
割
田
し
づ
ハ
以
上
、
伊
勢
町
〉
。
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高山ことの墓碑に刻まれた井上重徳

麿師の哀悼歌

殉
職
し
た
三
人
の
看
謹
婦

高
山
も
と
、
高
山
こ
と
、
割
回
し
づ

の
伊
勢
町
生
れ
の
三
人
娘
は
、

334 

一
緒
に
井
上
先
生
の
も
と
で
勉
強

し
、
三
人
と
も
揃
っ
て
看
護
婦
と
産
婆
の
資
格
を
取
得
し
て
い
る
。

多
忙
な
先
生
を
援
け
て
、
そ
の
手
足
と
な
っ
て
よ
く
働
い
て
い
た
。

不
思
議
な
縁
と
い
う
か
、
大
正
五
年
中
之
条
地
方
に
赤
痢
病
が
流
行

し
、
そ
の
予
防
治
療
に
奔
走
し
て
い
る
聞
に
、
三
人
と
も
揃
っ
て
感

染
し
て
大
正
六
年
一
月

1
二
月
に
死
亡
し
て
い
る
。
三
人
娘
は
と

も
に
初
期
の
新
看
護
婦
と
し
て
当
時
の
悪
条
件
下
の
衛
生
状
況
の
も

と
で
多
忙
な
日
々
を
看
護
職
の
た
め
献
身
的
な
尽
力
を
し
て
き
た
。
ま
さ
に
聖
職
に
殉
じ
た
若
き
娘
た
ち
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
高
山

こ
と
の
霊
は
中
之
条
町
清
見
寺
の
墓
地
に
眠
っ
て
い
る
が
、
そ
の
墓
碑
名
を
示
し
て
お
く
。

特輯V

高
山
こ
と
・
:
戒
名
「
最
誉
妙
務
善
女
」
と
あ
り
、
右
側
面
に
は
「
看

護
婦
・
産
婆
高
山
こ
と
、
大
正
六
年
一
月
二
十
六
日
没
、
行
年
二
十
六
」

と
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
左
側
面
に
は
、
愛
弟
子
の
殉
職
死
を
悼
ん
だ
井

上
重
徳
醤
師
の
次
の
歌
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

を
し
へ
子
高
山
こ
と
の
職
に
殉
ぜ
る
を
い
た
み
て

身
に
か
へ
て
や
ま
ひ
に
ふ
し
し

ひ
と
の
子
乃

た

ま

を

多
万
の
緒
つ
な
ぐ

久

L

ろ
な
り
け
む
重
徳

高
山
も
と
:
・
大
正
六
年
二
月
七
日
、
中
之
条
隔
離
病
舎
で
死
亡
、

行
年
二
十
三
才

割
回
し
づ
・
:
大
正
六
年
二
月
十
七
日
、
中
之
条
町
隔
離
病
舎
で
死

亡
、
行
年
二
十
三
才

芸
妓
と
い
う
職
業
明
治
前
期
の
中
之
条
町
の
寄
留
人
屈
の
な
か
に
、
す
で
に
芸
妓
渡
世
の
他
国
女
の
入
来
が
で
て
い
る
し
、
近
世
以

来
宿
屋
飲
食
庖
の
多
か
っ
た
中
之
条
町
で
は
芸
妓
の
ほ
か
酌
婦
な
ど
の
出
入
が
多
か
っ
た
。
日
露
戦
争
後
の
明
治
四
十
年
に
は
芸
妓
四
人
、



酌
婦
二
五
人
で
あ
っ
た
。
大
正
期
に
は
地
元
産
業
の
活
況
の
も
と
で
サ
ー
ビ
ス
業
関
係
者
が
増
え
て
、
と
く
に
第
一
次
大
戦
後
の
好
況

期
に
は
町
部
に
は
芸
妓
を
か
か
え
る
料
理
庖
が
ふ
え
て
い
っ
た
。
芸
妓
数
は
大
正
二
年
一

O
人
、
十
年
一
四
人
で
あ
っ
た
。
明
治
末
期
か

ら
大
正
期
を
通
じ
て
町
部
は
芸
妓
の
三
味
の
音
で
賑
わ
っ
た
。
従
っ
て
町
並
を
ゆ
く
芸
妓
た
ち
の
姿
は
当
時
の
子
供
た
ち
の
自
に
も
鮮
か

津
春
世
の
寄
稿
を
紹
介
し
て
お
く
。

に
と
ま
っ
て
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。
中
之
条
町
の
小
池
こ
う
(
明
治
三
四
年
生
)
の
記
述
を
も
と
に
し
て
町
の
芸
妓
に
つ
い
て
ま
と
め
た
梅

中之条町の女の歴史

こ
う
さ
ん
は
小
さ
い
時
か
ら
竹
の
家
に
出
入
し
て
芸
事
を
習
っ
た
そ

う
で
す
。
芸
者
た
ち
の
日
常
は
き
び
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。
拭
き
掃
除

な
ど
も
姉
芸
者
か
ら
厳
し
く
言
わ
れ
、
寒
中
で
も
冷
い
水
で
雑
布
を
固

く
し
ぼ
っ
て
拭
く
。
夜
の
白
粉
姿
と
は
別
人
の
よ
う
に
裾
を
か
ら
げ
て

キ
ュ
ッ
キ
ュ
ッ
拭
い
た
の
で
す
。
こ
う
さ
ん
に
よ
る
と
、
「
芸
者
と
い

っ
て
も
身
を
売
る
商
売
と
し
て
賎
し
い
も
の
で
は
な
く
、
竹
の
家
に
は

彰
義
隊
の
旗
本
の
お
嬢
さ
ん
が
芸
者
に
な
っ
て
来
て
い
て
、
後
に
は
東

京
で
立
派
な
請
負
師
の
奥
さ
ん
に
な
り
ま
し
た
・
:
」
「
芸
事
を
習
う
に

は
、
ま
ず
礼
儀
作
法
か
ら
習
い
は
じ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
芸
妓

は
ど
ん
な
貴
顕
紳
士
の
席
へ
も
出
ら
れ
る
よ
う
な
行
儀
作
法
と
芸
事
を

身
に
つ
け
て
ゆ
き
、
一
つ
の
誇
り
を
も
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
」
と
。

し
か
し
「
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
も
、
彼
女
等
は
大
手
を
振
っ
て
町
を
歩

い
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
:
・
私
は
あ
る
夕
方
、
顔

見
知
り
の
彼
女
達
に
挨
拶
を
し
た
が
、
彼
女
ら
は
チ
ラ
ッ
ト
私
を
み
て

身
を
絡
め
る
よ
う
に
下
を
向
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
:
・
夜
私
の
庖
〈
朝

日
パ
l
〉
に
現
わ
れ
る
あ
の
生
き
生
き
し
た
様
子
と
は
余
り
に
対
照
的

四

で
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
(
梅
津
春
世
)
。
中
之
条
町
に
は
当
時
竹
の
屋
、

栄
寿
亭
、
末
広
亭
、
朝
日
バ
ー
な
ど
が
芸
者
の
上
が
る
料
亭
で
、
伊
勢

町
に
は
金
幸
、
柳
亭
な
ど
が
あ
り
、
飲
食
庖
を
加
え
る
と
、
小
さ
な
町
と

し
て
は
割
合
に
数
が
多
か
っ
た
。
そ
し
て
料
亭
の
お
客
は
、
ま
ず
第
一

は
町
の
旦
那
衆
、
つ
ぎ
は
月
六
回
の
市
に
集
っ
て
く
る
商
人
達
、
続
い

て
こ
の
市
日
に
出
て
く
る
近
郷
近
在
の
農
家
の
人
た
ち
で
、
彼
等
は
中

之
条
へ
出
る
一
つ
の
楽
し
み
は
一
杯
飲
ん
で
、
時
に
は
世
訳
者
を
あ
げ
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

当
時
は
五
円
札
一
枚
あ
れ
ば
芸
者
を
小
半
時
上
げ
て
唄
を
歌
っ
て
も

ら
え
る
の
で
し
た
。
五
円
使
っ
て
く
れ
る
お
客
は
上
客
で
し
た
。
市
の

夜
は
奥
座
敷
に
芸
者
を
あ
げ
る
客
も
お
り
、
勝
手
元
の
大
ご
た
つ
に

は
、
一
杯
飲
ん
で
五
反
問
、
岩
本
に
帰
る
お
っ
さ
ん
も
お
り
ま
し
た
。

従
っ
て
お
客
と
芸
者
の
ロ
マ

γ
ス
も
生
れ
た
わ
け
で
す
。
町
の
大
屋
の

主
人
と
末
広
亭
の
彼
女
と
は
誰
知
ら
ぬ
人
も
な
い
大
恋
愛
だ
っ
た
よ
う

で
す
。
・
:
こ
の
彼
女
は
後
に
高
崎
方
面
の
問
屋
の
人
と
地
道
の
恋
愛
を

実
ら
せ
て
幸
福
な
老
後
を
過
し
て
い
ま
す
。
ま
た
岩
本
あ
た
り
の
農
家
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の
後
妻
と
し
て
嫁
ぎ
、
三
味
線
を
も
う
た
手
で
薪
を
か
つ
い
で
自
分
を

全
う
し
た
芸
者
も
い
ま
す
。
彼
女
の
厳
し
い
訓
練
の
若
い
日
を
想
え

ば
、
山
仕
事
に
も
堪
え
て
ゆ
け
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
・
:
し
か
し
中

に
は
山
の
旦
那
を
た
ぶ
ら
か
し
て
山
も
回
も
手
放
さ
せ
た
あ
げ
く
、
東

京
へ
ど
ろ
ん
し
た
ち
ゃ
っ
か
り
彼
女
も
い
ま
し
た
。
又
借
金
に
借
金
を

336 

重
ね
て
草
津
の
方
へ
流
れ
て
い
っ
た
妓
も
い
ま
し
た
.
と
こ
ろ
で
、
芸

者
た
ち
に
対
す
る
町
の
人
の
目
は
、
今
考
え
て
み
て
も
、
そ
ん
な
に
冷

た
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
一
方
に
は
同
情
、
一
方
に
は
今

の
ス
タ
ー
に
対
す
る
憧
れ
に
も
似
た
感
情
を
も
っ
て
眺
め
て
い
た
と
思

い
ま
す
。

特輯V

中
之
条
町
に
女
髪
結
が
生
れ
た
の
は
い
つ
の
噴
か
、
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
。
明
治
六
年
生
れ
の
篠
原

し
た
ず
き

い
と
さ
ん
か
ら
聞
い
た
話
で
は
、
明
治
三
十
年
代
に
、
お
ふ
じ
さ
ん
と
い
う
髪
結
が
い
て
、
彼
女
は
明
治
三
十
三
年
お
ふ
じ
さ
ん
の
下
械

に
入
っ
た
と
い
う
。
彼
女
の
話
は
町
誌
一
巻
一

O
五
O
頁
・
六
章
明
治
後
期
に
掲
載
し
て
あ
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。
お
ふ
じ
さ
ん
は

弟
子
を
と
ら
ず
、
ほ
か
に
も
お
え
い
さ
ん
と
い
う
上
手
な
髪
結
も
い
た
と
い
う
(
中
之
条
小
池
こ
う
談
)
明
治
三
十
一
年
町
勢
一
覧
に
は

女
髪
結
が
中
之
条
町
四
・
西
中
之
条
村
一
、
伊
勢
町
四
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

髪
結
と
い
う
職
業

町
の
髪
結

筆
者
の
覚
え
て
い
る
の
は
大
正
中
頃
か
ら
で
、
そ
の
時
分
は
、
お
た
か
さ
ん
ハ
青
柳
た
か
〉
の
時
代
だ
っ
た
。
大
正
期
に
は
チ
ギ
リ

一
、
カ
ネ
八
な
ど
に
は
月
に
六
回
は
き
ち
ん
と
髪
結
が
廻
っ
て
い
た
。
大
正
頃
に
は
、
ほ
か
に
小
測
し
ん
(
新
屋
敷
〉
や
閤
て
る
(
裏
町

新
道
)
と
い
う
髪
結
も
い
た
と
の
こ
と
ハ
小
測
ち
と
せ
談
〉
。
や
が
て
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
は
、
町
は
お
し
ん
(
新
田
・
上
原
し

ん
)
さ
ん
や
お
さ
わ
さ
ん
〈
舟
津
さ
わ
〉
の
時
代
に
な
る
。
お
し
ん
さ
ん
は
中
々
繁
昌
し
て
い
て
、
自
宅
で
髪
を
結
っ
て
貰
う
人
々
も
多
か

っ
た
と
い
う
。
彼
女
は
昭
和
十
年
前
、
東
京
で
洋
髪
を
習
っ
て
き
て
、
郡
内
の
髪
結
さ
ん
に
朝
日
座
で
十
日
に
一
度
ず
つ
講
習
し
た
と
い

う
ハ
新
保
と
く
談
〉
。
か
く
て
お
し
ん
さ
ん
は
洋
髪
の
早
期
伝
達
者
と
な
っ
た
。
大
正
中
頃
に
は
中
之
条
町
に
も
芸
妓
が
ふ
え
て
彼
女
た
ち

は
定
期
に
髪
結
に
か
か
っ
た
。
各
料
理
屋
に
出
入
す
る
髪
結
は
き
ま
っ
て
い
て
、
当
時
の
髪
結
は
花
柳
界
の
艶
話
に
通
じ
て
い
た
し
、
広

く
世
間
の
話
題
も
豊
富
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
町
の
主
婦
た
ち
に
と
っ
て
は
、
定
期
に
廻
っ
て
く
る
髪
結
さ
ん
の
情
報
で
世
間
へ
の
自
も
開



四
万
の
髪
結

ひ
と
と
金

か
れ
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
髪
を
結
っ
て
貰
っ
て
い
る
時
間
だ
け
が
、
夫
や
子
供
た
ち
か
ら
解
放
さ
れ
た
楽
し
い
一
時
で
も
あ
っ
た
。

四
万
温
泉
の
山
野
ひ
と
と
い
仕
は
母
子
二
代
の
髪
結
で
あ
る
。
こ
と
は
若
い
頃
前
橋
と
東
京
で
軒
い
年
期
奉
公
を
し
な

髪
結
か
ら
美
容
師
・
六
十
年

が
ら
髪
結
技
術
を
習
得
し
た
と
い
う
。
温
泉
地
で
は
、
お
客
達
の
仕
事
も
多
く
商
売
は
中
々
繁
昌
だ
っ
た
と
い
う
。

こ
こ
で
明
治
三
十
二
年
生
れ
て
こ
の
職
業
六
十
年
の
経
歴
を
も
っ
折
田
み
ち
(
伊
勢
町
〉
の
談
話

か
ら
、
そ
の
職
業
史
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

岩
島
村
三
島
生
れ
の
み
ち
は
、
大
正
六
年
に
お
た
か
さ
ん
の
も
と
に

弟
子
入
り
し
〈
十
九
才
〉
、
十
三
年
に
中
之
条
の
折
田
園
競
(
桶
職
人
〉

と
結
婚
し
た
。
義
母
が
髪
結
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
手
伝
を
し
た
。
当
時

ま
げ

(
大
正
後
期
)
の
髪
結
値
段
は
、
大
丸
省
二
十
銭
、
年
寄
髭
十
五
銭
で
し
た

。
昭
和
二
年
に
伊
勢
町
に
引
越
し
、
一
本
立
と
な
っ
た
が
、
そ
の
頃
は

丸
笛
三
十
銭
、
島
田
五
十
銭
に
な
り
、
昭
和
十
年
前
に
は
丸
省
一
円
、

中之条町の女の歴史

女髪結 折田みち

四

島
田
一
円
五
十
銭
、
十
二
年
頃
に
は
丸
省
二
円
、
島
田
三
円
に
な
っ

た
。
昭
和
の
不
況
は
髪
結
業
に
も
大
変
ひ
び
い
た
。
目
撃
事
変
で
は
国

民
総
動
員
に
よ
っ
て
美
し
く
髪
を
結
う
こ
と
は
夢
と
な
り
、
「
髪
を
針

金
で
は
さ
み
、
後
に
ま
き
下
げ
、
襟
元
で
と
め
る
髪
結
」
が
な
が
く
続

き
ま
し
た
。
そ
し
て
戦
争
の
激
化
し
た
決
戦
下
で
は
、
仕
事
は
出
来
な

く
な
っ
て
農
事
養
蚕
の
日
雇
に
出
ま
し
た
が
、
ふ
な
れ
で
大
変
苦
労
し

て
い
る
。
夫
は
過
労
が
た
た
っ
て
戦
後
の
二
十
四
年
死
亡
し
て
い
る
。

戦
後
は
食
料
不
足
で
髪
結
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
戦
争
に
は

男
三
人
が
出
征
し
た
が
幸
い
一
人
の
戦
死
者
も
な
か
っ
た
と
語
っ
て
い

る。
そ
し
て
髪
結
六
十
年
間
を
回
顧
し
て
、
彼
女
は
次
の
よ
う
に
話
し
て

い
る
。
終
戦
を
境
に
何
も
か
も
す
っ
か
り
変
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

終
戦
直
後
に
な
る
と
、
ド
ッ
ト
洋
髪
ー
か
流
行
し
、
パ
ー
マ
は
セ
ッ
ト

を
い
れ
て
二
五

O
円
位
で
し
た
。
伊
勢
町
に
越
し
て
三
十
年
、
古
い
家

に
十
五
年
、
そ
し
て
昭
和
四
十
二
年
八
月
現
在
の
美
容
院
に
改
築
し
ま

し
た
が
、
そ
れ
も
は
や
十
年
に
な
り
ま
し
た
。
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従業員とともに新保とく

〈古いお広の前で‘後列右から 3人目〉

前
橋
市
千
代
田
町
四
丁
目
の
繁
華
街
の
一
角
に
「
パ
ル
プ
ァ

γ
」

と
い
う
美
容
室
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
創
設
し
た
の
は
中
之
条
町
出
身
の
新
保
と
く
(
旧
姓

青
木
、
六
十
二
才
)
で
あ
る
。
こ
の
と
や
は
昭
和
の
戦
前
戦
時
戦
後
に
わ
た
っ
て
、
日
本

髪
洋
髪
の
見
習
時
代
か
ら
独
立
の
美
容
師
と
な
る
ま
で
、
職
業
女
性
と
し
て
の
苦
闘
の
歴

美
容
師
へ
の
歩
み
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史
が
あ
る
が
、
彼
女
の
メ
モ
記
録
か
ら
そ
の
歩
み
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

と
く
は
幼
時

か
ら
髪
結
の
舟

津
さ
わ
に
養
育

さ
れ
、
中
之
条

で
高
等
科
卒
業

後
、
昭
和
七
年

十
月
、
十
八
才

の
折
、
前
橋
市

横
山
町
の
加
藤
勝
美
の
も
と
に
弟
子
入
り
し
、
こ
こ
で
七
年
間
修
業
を

す
る
。修

業
期
・
:
最
初
は
一
カ
月
五
十
銭
、
三
、
四
年
後
に
は
三
円
、
ま
も
な

く
五
円
に
な
っ
た
。
当
時
実
父
が
病
気
で
働
け
な
く
な
り
、
月
三
円
ず

つ
送
金
し
た
ハ
修
業
期
の
終
り
に
は
七
円
貰
う
よ
う
に
な
っ
た
〉
。
こ

の
七
年
間
に
貯
金
が
三
十
五
円
で
き
た
と
い
う
。

結
婚
と
独
立
・
:
昭
和
十
四
年
十
月
、
二
十
五
才
の
時
、
新
保
寅
吉
と

結
婚
し
、
同
時
に
こ
の
年
立
川
町
に
庖
を
も
っ
た
。
ハ
こ
の
年
の
み
そ

か
に
は
、
四
十
円
の
売
上
で
、
一
人
五
十
銭
で
七
十
人
を
こ
な
し
た
と

い
う
可
彼
女
の
生
活
は
折
か
ら
の
戦
時
下
に
あ
っ
て
、
子
供
の
出
生

と
夫
の
出
征
に
よ
っ
て
、
新
婚
早
々
か
ら
き
び
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

十
五
年
男
子
出
生
、
間
も
な
く
死
亡
。
十
六
年
七
月
夫
出
征
、
同
月
実

父
死
亡
(
当
時
実
父
に
十
円
ず
つ
送
金
〉
、
八
月
二
人
目
の
子
供
出
生
、

・
:
十
六
年
秋
1
十
七
年
春
従
業
員
一
人
い
た
が
、
十
九
年
に
な
る
と
、

仕
事
は
で
き
な
く
な
り
従
業
員
を
解
雇
す
る
。
二
十
年
夫
が
音
信
不
通

と
な
る
。

中
之
条
ヘ
疎
開
:
・
二
十
年
三
月
家
具
営
業
用
具
等
を
疎
開
、
七
月
子

供
を
つ
れ
て
本
人
も
疎
開
、
八
月
十
五
日
、
営
業
許
可
を
と
り
に
原
町
暑

に
行
く
途
中
、
ラ
ジ
オ
で
終
戦
を
知
り
涙
を
流
し
た
。
こ
の
時
は
じ
め

て
主
人
の
こ
と
が
気
に
な
り
始
め
た
と
い
う
。
十
六
日
前
橋
に
ゆ
き
自

分
の
家
の
全
焼
を
見
る
。
九
月
、
前
橋
に
出
て
お
客
の
家
に
間
借
り
し

た
こ
と
も
あ
る
。
ハ
疎
開
中
は
義
母
の
手
伝
を
し
た
。
七
月
1
十
一
月

中
旬
ま
で
中
之
条
へ
疎
開
)

終
戦
後
の
出
髪
結
疎
開
引
揚
の
二
十
年
十
一
月
か
ら
一
年
間
が
最



も
苦
し
か
っ
た
時
期
で
.
営
林
局
近
く
の
市
営
住
宅
を
借
り
、
子
供
を
自

転
車
に
の
せ
て
庖
を
も
ち
た
い
一
心
か
ら
洋
髪
か
み
ゆ
い
に
近
郊
の
村

々
を
か
け
廻
っ
た
。
髪
結
料
金
一
人
一
円
五
十
銭
で
、
一
日
十
円
位
の

収
入
だ
っ
た
。
当
時
新
円
の
き
り
か
え
時
で
持
金
は
七
千
円
ほ
ど
だ
っ

た。
屈
の
再
開
戦
後
二
十
二
年
十
一
月
立
川
町
七
三
の
地
所
を
借
り
、

家
を
つ
く
り
関
宿
し
た
。
〈
主
人
は
こ
の
年
十
二
月
八
回
復
員
〉
。
二
十

三
年
頃
よ
り
漸
く
木
炭
か
ら
電
気
パ
l

マ
の
時
代
に
な
っ
た
。
二
十
三

年
彼
女
も
電
気
パ
l

マ
を
入
れ
た
。
子
供
を
つ
れ
て
講
習
に
通
っ
た
。

当
時
前
橋
で
は
パ

1
7
は
百
戸
位
だ
っ
た
。
電
気
パ

1
7
が
前
橋
に
入

っ
た
の
は
昭
和
十
一
年
頃
で
、
ど
か
は
一
一
一

1
一
四
年
先
生
の
加
藤
の

家
で
パ

l
マ
を
や
っ
て
い
た
。
戦
時
中
は
電
気
制
限
で
木
炭
パ

l
マ
時

代
が
昭
和
十
六

1
二
十
一
年
頃
、
カ
ー
ボ
ン
・
パ

1
マ
が
二
十
一
年
頃

か
ら
だ
っ
た
。
コ
ー
ル
ド
・
パ

l
マ
は
二
十
四
年
頃
か
ら
出
始
め
、
本

格
化
し
た
の
は
二
十
七
年
頃
か
ら
と
い
う
。

と
く
は
再
開
庖
後
、
洋
髪
バ

l
マ
を
約
十
五
年
、
そ
の
間
美
容
院
の

経
営
を
続
け
て
き
た
。
昭
和
三
十
八
年
に
な
っ
て
そ
の
経
営
を
娘
に
譲

っ
た
が
、
自
身
パ
ル
フ
ァ
γ
美
容
室
で
、
多
勢
の
若
い
従
業
員
を
指
導

し
つ
つ
、
今
も
洋
髪
パ

l
マ
に
専
念
し
て
い
る
。

女

子

郵

便

局

員

浅

田

し

ん

(

明

治

三

十

八

年

生

)

が

中

之

条

郵

便

局

に

就

職

し

た

の

は

大

正

十

年

で

、

十

七

才

の
時
で
あ
っ
た
。
以
下
、
彼
女
か
ら
聴
い
た
伊
能
義
一
委
員
の
報
告
に
よ
っ
て
、
女
子
局
員
だ
っ
た
彼
女
の
職
業
女
性
と
し
て
の
歩
み

(
大
正
十
年

l
昭
和
五
年
〉
を
中
心
に
し
て
追
っ
て
み
よ
う
。

浅
田
し
ん
の
場
合

中之条町の女の歴史

就
臓
の
動
機
:
・
古
町
の
上
原
み
さ
を
ハ
当
時
郵
便
局
に
勤
務
し
て
い

た
友
だ
ち
〉
が
、
郵
便
局
に
欠
員
が
で
き
、
就
職
希
望
の
女
子
を
探
し

て
い
る
が
、
勤
め
て
み
な
い
か
と
勧
誘
さ
れ
た
。
当
時
原
町
に
実
科
女

学
校
も
開
設
さ
れ
、
女
子
も
男
子
に
負
け
ず
に
方
々
に
勤
め
る
人
が
多

く
な
っ
て
い
た
の
で
、
私
も
大
変
食
指
が
動
き
、
上
原
さ
ん
に
就
職
斡

旋
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

就
職
当
初
の
こ
ろ
・
:
当
時
局
長
は
桑
原
清
作
さ
ん
(
現
局
長
の
祖

父
可
局
長
代
理
は
遠
因
巻
二
さ
ん
、
局
員
は
配
達
員
ま
で
い
れ
て
十
七

四

人
、
そ
の
う
ち
女
子
は
電
話
交
換
手
二
人
、
為
替
係
一
人
(
小
林
ち
よ

さ
ん
十
八
才
)
の
三
人
で
し
た
。

当
時
の
初
任
給
が
九
円
、
す
ぐ
十
二
円
に
な
り
ま
し
た
。
(
十
年
勤

務
し
て
退
職
し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
が
三
十
円
位
)
局
長
さ
ん
の
賞
与

が
年
額
で
五
十
円
ぐ
ら
い
で
し
た
。
今
の
よ
う
に
年
末
、
中
元
の
賞
与
も

な
く
、
多
忙
な
年
賀
郵
便
事
務
が
終
る
と
、
関
係
者
全
員
が
招
待
さ
れ

て
慰
労
宴
が
聞
か
れ
て
、
そ
の
席
で
慰
労
金
を
貰
い
ま
し
た
。
私
の
よ

う
な
平
局
員
で
五
円
ぐ
ら
い
貰
い
ま
し
た
。
ハ
当
時
は
挽
割
を
一
円
買
う
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(3) 

養
蚕
製
糸
に
働
く
三
代
の
女
性
た
ち

明
治
前
期
の
養
蚕
製
糸
の
女
た
ち

明
治
十
五
年

た
め
大
変
な
混
雑
で
し
た
。
市
外
電
話
は
申
込
ん
で
か
ら
何
時
間
も
待

た
な
け
れ
ば
連
絡
が
と
れ
な
い
状
態
で
し
た
。
高
崎
の
連
絡
会
議
に
出

席
す
る
と
、
こ
の
不
便
解
消
の
た
め
本
数
増
加
を
懇
請
し
ま
し
た
。
局

員
の
勤
務
時
聞
は
、
為
替
係
は
日
躍
が
休
日
で
、
電
話
、
電
信
、
郵
便

の
各
係
は
交
替
制
で
し
た
。
電
信
の
実
務
の
習
得
は
、
東
京
電
信
養
成

所
で
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
上
京
が
で
き
な
い

の
で
、
私
は
局
長
代
理
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。
一
分
間
一
五

O
字

が
普
通
な
の
に
、
私
は
七

O
l八
O
字
し
か
書
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

保
険
勧
誘
(
大
正
末
期
)
:
・
当
時
も
毎
年
上
局
か
ら
加
入
勧
誘
何
円

何
日
と
割
当
が
き
て
、
中
々
消
化
で
き
な
か
っ
た
。
各
局
と
も
真
剣
に

割
当
消
化
に
努
力
し
ま
し
た
。
簡
易
保
険
は
、
当
時
は
一
カ
月
二
十

銭
、
三
十
銭
の
小
額
払
込
で
し
た
か
ら
、
手
間
ひ
ま
を
考
え
ず
、
多
く

の
家
庭
を
訪
ね
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
御
大
典
奉
祝
記
念
募
集
の
〆
切

日
が
迫
っ
て
い
る
時
で
、
休
日
夜
間
を
利
用
し
て
勧
誘
を
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
一
週
間
五
十
ロ
も
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
時
私
は
大

口
勧
誘
が
で
き
て
、
局
長
さ
ん
に
大
分
ほ
め
ら
れ
、
褒
賞
金
が
月
給
よ

り
多
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
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明
治
十
五
年
創
立
の
伊
勢
町
只
則
の
研
精
社
の
資
料
か
ら
工
女
給
金
の
支
払
を
み
る
と
、

に
は
細
貝
カ
ネ
九
月

i
十
月
三
回
払
十
一
円
七
十
銭
、
小
川
シ
ナ
九
月

1
十
一
月
四
回
十
一
円
、
小
池
ヨ
シ
十
一
月
一



回
一
円
、
小
測
テ
ヱ
十
二
月
一
回
四
円
、
木
暮
タ
イ
十
二
月
一
回
十
五
円
三
七
銭
と
記
帳
さ
れ
て
い
る
。

明
治
十
六
年
に
は
年
間
支
出
の
う
ち
工
女
給
金
が
六
十
九
円
三
十
銭
で
、
全
支
出
の
う
ち
三
・
四
%
で
あ
っ
た
。
ま
た
臨
時
農
事
調

書
は
明
治
二
十
年
前
後
の
吾
妻
郡
の
養
蚕
製
糸
の
女
子
就
業
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

雇
人
・
:
越
後
出
雇
人
ハ
重
ニ
日
雇
多
ク
シ
テ
、
近
隣
ノ
雇
人
ハ
年
期

ヲ
重
ト
ス
。

月
雇
ハ
養
蚕
ノ
時
期
ニ
限
ル
。

企
業
ノ
種
類
・
:
女
子
三
属
ス
モ
ル
ノ
ハ
製
糸
機
織
、
麻
直
綿
製
造
等

ニ
シ
テ
農
隙
或
ハ
雨
天
ノ
日
ハ
早
天
ヨ
リ
終
日
又
ハ
夜
間
ニ
及
プ
迄
従

事
ス
。

製
糸
ノ
業
ハ
主
ニ
女
子
ノ
業
ユ
シ
テ
座
繰
ノ
如
キ
ハ
女
子
ノ
専
業
ニ

シ
テ
六
月
中
旬
ヨ
リ
九
月
下
旬
マ
デ
午
前
四
時
ヨ
リ
午
後
七
時
マ
デ
就

業
ス
ル
ヲ
常
ト
ス
。

女
ノ
養
蚕
賃
金
・
:
上
二
十
六
銭
、
中
二
十
一
銭
、
下
十
六
銭
(
男
上

二
十
五
銭
、
中
二
十
一
銭
、
下
十
八
銭
)
〈
女
の
方
が
た
か
い
こ
と
に

注
目
し
た
い
〉

中之条町の女の歴史

当
時
の
先
覚
的
な
養
蚕
経
営
者
だ
っ
た
中
之
条
町
田
中
甚
平
家
の
明
治
二
十
年
の
資
料
(
農
商
務
省
の
各
府
県
業
者
へ
の
蚕
糸
業
損
益

調
査
対
象
と
し
て
〉
に
よ
る
と
、
収
繭
五
五
貫
(
う
ち
上
繭
二
五
貫
)
と
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
の
養
蚕
経
営
に
お
け
る
女
子
従
事
の
大
き

な
役
割
が
し
の
ば
れ
る
。

明
治
後
期
の
養
蚕
製
糸
の
女
た
ち
明
治
後
期
に
入
る
と
養
蚕
業
も
漸
く
本
格
的
に
盛
ん
に
な
る
が
、
吾
妻
地
方
の
各
農
家
に
も
広
く

普
及
し
て
主
要
な
収
入
源
と
な
っ
た
。
明
治
二
十
年
代
か
ら
は
町
の
商
家
で
も
養
蚕
に
専
念
す
る
も
の
が
多
く
な
っ
た
。
二
宮
勤
策
(
二

野
屋
〉
、
町
田
儀
平
(
チ
ギ
リ
一
)
中
沢
要
八
公
玄
山
十
)
等
の
商
家
で
は
雇
用
労
力
に
依
存
し
た
相
当
規
模
の
養
蚕
が
行
わ
れ
て
い
る
。

前
期
以
来
の
県
内
で
も
代
表
的
養
蚕
家
だ
っ
た
田
中
甚
平
の
明
治
三
十
五
年
の
秋
蚕
を
み
る
と
、
総
収
量
五
三
貫
八

O
O匁
で
、
常
時
労

働
力
は
五

i
六
人
で
あ
る
が
、
九
月
に
は
三
日
に
雇
女
二
人
、
五
日
雇
女
四
人
と
盛
時
に
は
日
々
女
子
の
臨
時
雇
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ

う
し
て
町
の
商
家
で
も
養
蚕
時
に
は
常
雇
の
男
女
労
力
の
ほ
か
、
多
忙
な
盛
時
に
は
一
定
数
の
臨
時
雇
を
毎
年
必
要
と
し
た
の
で
、
町
で
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も
養
蚕
を
す
る
家
々
に
は
女
子
雇
傭
人
の
出
入
は
き
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
広
く
明
治
大
正
期
を
通
じ
て
当
地
方
の
養
蚕
期
に
は
、
多

数
の
女
衆
が
町
で
も
村
で
も
自
家
な
い
し
他
家
の
養
蚕
に
総
出
動
し
て
い
た
。
二
宮
勤
策
家
な
ど
で
も
平
時
に
は
男
一
女
一
の
常
雇
だ
っ

た
が
、
繁
忙
期
ハ
六
月
下
旬

1
七
月
上
旬
〉
に
は
臨
時
女
雇
を
三
人
ふ
や
し
て
い
る
ハ
明
治
三
十
一
年
〉
。
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と
こ
ろ
で
明
治
後
期
の
製
糸
業
は
、
ま
だ
殆
ん
ど
全
部
が
在
宅
座
繰
で
あ
り
、
製
糸
所
と
い
っ
て
も
共
同
作
業
を
行
う
マ
ユ
フ
ァ
ク
チ

ュ
ア
ー
で
あ
っ
た
。
旧
中
之
条
町
で
は
在
宅
座
繰
が
二
八

1
三
八
年
の
十
年
間
に
百
戸
以
上
も
ふ
え
て
い
る
。
こ
れ
に
従
事
す
る
男
女
も

一三ニ

l
三
八
年
ハ
五
年
間
〉
に
一
一
四
人
も
ふ
え
て
い
る
。
こ
の
在
宅
座
繰
は
当
初
は
折
返
し
づ
く
り
が
主
で
、
こ
れ
に
提
づ
く
り
が
小
量

だ
っ
た
。
三
三

l
三
五
年
に
な
る
と
、
技
術
的
に
も
向
上
し
て
島
田
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
製
造
所
の
座
繰
は
捻
造
式
で

女賃挽人の挽糸量・賃銭
〈明治39年〉

賃挽人 期 間 挽糸量 賃銭

月日 月日 匁 円銭

山本こん 7/ 7 ~ 8/12 770 3.38 
(一等工女〉 8 /28~9 / 1 223 89 

10/ 1 ~10/ 7 248 92 
9 /13~10/23 462.5 2.41 

匁一再言語
計 1702.5 7.30 

桑原うめ 7 /21~8 /28 101.6 2.81 
〈二等工女〉 9 /30~10/12 9 1. 64 

円銭
計 4.45 

桑原のち 7 /22~ 8/11 714 2.85 
(二等工女〉 8 /18~8 /21 224 8.96 

9/30""'10/25 352 1. 78 

匁円銭厘
計 1，290 5.52.6 

銭厘

関ま さ 8/3 951 35.7 

匁丙蚕雇
渡辺モト 1044.5 4.90.5 

匁円銭厘
倉林つね 11/29~12/22 323.0 5.53.5 

第5表

註
山
本
と
ん
|
輔
二
杯
一
号
、
一
二
四
匁
、
一
二

O
匁
、
=
ニ
く
り
一
号
一
二

O
匁
、
輔
一
四
く
り
車
口
一
一
一
一

匁
、
積
浜
太
郎
口
一

O
ニ
匁
、
競
源
重
郎
口
一

O
O匁
、
手
作
夏
蚕
一
三
く
り
一
-
二
匁
、
手
作
秋
蚕
一
杯
一
三

O

匁
、
手
作
秋
蚕
一
杯
一
一
八
匁
。

あ
っ
た
。
当
時
の
最
も
普
遍
的
な
製

糸
形
態
は
、
在
宅
座
繰
の
家
内
工
業

的
な
賃
挽
き
製
糸
で
あ
っ
た
。
町
村

の
主
な
家
々
で
は
繭
の
集
荷
と
自
宅

賃
挽
き
が
結
び
つ
い
て
行
わ
れ
て
い

た
。
中
之
条
町
の
亀
屋
(
小
池
元
治

郎
)
は
当
時
糸
繭
仲
買
商
人
と
し

て
、
大
量
に
糸
繭
を
集
荷
し
、
そ

の
一
部
を
自
宅
賃
挽
き
に
も
む
け
て

い
た
。
三
九
年
「
繭
釜
拭
掛
帳
」
に

よ
り
女
子
賃
挽
人
の
三
九
年
分
を
第



5
表
に
掲
げ
て
お
く
。

亀
屋
で
は
一
等
工
女
山
本
こ
ん
、
二
等
工
女
桑
原
の
ち
を
中
心
に
集
荷
繭
を
賃
挽
き
に
出
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
ほ
か
に
次
の
女
子
の

名
が
み
ら
れ
る
。

原
町
水
出
す
い
、
高
山
み
さ
を
、
富
沢
み
き
ハ
三
等
工
女
乙
)
、
伊
勢

町
本
多
け
ん
、
町
田
か
っ
、
高
山
ち
か
、
田
村
み
き
、
小
池
り
の
、
松

沢
ふ
み
、
伊
勢
町
割
因
ひ
ろ
、
蟻
川
小
淵
ま
ち
、
田
村
た
っ
、
柳
田
ま

さ
(
以
上
十
一
一
一
名
)
。

つ
ぎ
に
後
期
の
製
糸
所
(
揚
返
工
場
V

の
工
女
達
の
糸
引
き
製
糸
状
況
を
述
べ
る
が
、
紙
幅
の
関
係
で
当
時
の
工
女
の
給
金
の
一
部
だ

け
を
示
し
て
お
く
。

吾
妻
製
糸
共
算
組
合
中
之
条
製
糸
所
の
明
治
三
十
一
年
の
工
女
給
料

を
み
る
と
、
銀
持
キ
ジ
二
九
円
五
O
銭
、
片
貝
サ
ク
一
三
円
七
三
銭
、

剣
持
ス
ガ
六
円
四
O
銭
、
浅
田
ト
ク
一
三
円
二
一
銭
六
厘
:
:
:
吾
妻
改

伸
社
第
一
支
部
の
二
二
年
八
月
l
一
一
一
一
一
年
七
月
の
「
製
糸
之
通
」
に
は
工

女
五
人
の
日
付
別
取
扱
の
繭
量
糸
量
が
あ
る
が
紙
幅
上
で
省
略
す
る
。

中之条町の女の歴史

大
正
期
の
製
糸
工
場
の
女
工
た
ち
大
正
期
に
な
る
と
中
之
条
の
製
糸
工
場
(
碓
氷
社
二
工
場
や
吾
妻
製
糸
所
・
中
之
条
製
糸
所
)
は
、

す
べ
て
機
械
化
し
て
い
た
が
、
他
方
座
繰
農
家
の
方
は
全
く
衰
徴
し
て
了
っ
て
い
た
。
座
繰
製
糸
の
生
産
量
は
町
の
全
生
産
高
の
三
・
四

克
、
そ
の
販
売
額
で
も
町
の
製
糸
全
販
売
額
の
僅
か

0
・
四
%
と
い
う
大
き
な
減
少
で
あ
っ
た
(
大
正
七
年
〉
。
大
正
中
期
に
は
機
械
製
糸

(
工
場
製
糸
)
の
圧
倒
的
優
位
の
ま
え
に
、
座
繰
製
糸
(
在
宅
製
糸
)
の
役
割
は
も
は
や
消
滅
に
近
か
っ
た
。

製
糸
女
工
の
労
働
回
数
、
労
働
時
間
上
掲
の
町
の
四
製
糸
工
場
に
つ
い
て
、
大
正
七
年
調
査
で
み
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
(
町

誌
一
巻
一
一
四
八
頁
)
。吾

妻
製
糸
中
之
条
製
糸
三
O
O目
、
碓
氷
社
伊
勢

町
工
場
一
九
五
日
、
同
西
中
之
条
工
場
一

O
七

年
間
労
働
回
数

ロH

、
一
日
労
働
時
間
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四

吾
妻
製
糸
一
四
時
間
、
中
之
条
製
糸
一
一
一
一
時
間
、
碓
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氷
社
伊
勢
町
工
場
、
西
中
之
条
工
場
一
一
時
間
、

女
工
一
日
十
四
時
間
就
業
は
、
当
時
の
県
内
製
糸
工
場
中
で
も
最
も

長
い
方
で
み
め
っ
た
。
ハ
大
正
五
年
の
工
場
法
で
は
十
五
人
以
上
使
用
の
工

場
で
は
労
働
時
間
十
二
時
間
、
休
憩
時
間
合
計
一
時
間
・
休
日
月
二
日
に

な
っ
て
い
た
。
大
正
十
年
八
月
ま
で
一
日
十
四
時
間
ま
で
許
さ
れ
た
)

女
工
賃
金
(
一
日
)
吾
妻
製
糸
五
O
銭
、
中
之
条
製
糸
三
五
銭
、
碓
氷

社
二
工
場
四
八
銭
、
一
日
三
五
銭
は
県
内
工
場
平
均
賃
金
に
く
ら
べ
て

低
い
方
で
あ
っ
た
。
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大
正
前
半
の
碓
氷
社
中
之
条
工
場
の
工
女
に
つ
い
て
は
唐
沢
豊
米
蔵
の
報
告
を
参
照
さ
れ
た
い
。
(
町
誌
一
巻
一
一
四

0
1四
一
頁
〉

昭
和
不
況
期
の
養
蚕
製
糸
に
働
く
女
た
ち
大
正
後
期
か
ら
は
じ
ま
っ
た
経
済
不
況
は
、
昭
和
期
に
入
る
と
本
格
化
し
た
が
、
昭
和
初

期
か
ら
十
年
前
後
に
わ
た
っ
て
農
村
窮
乏
は
激
し
か
っ
た
。
農
家
経
済
の
支
柱
だ
っ
た
米
と
繭
、
と
く
に
繭
価
の
暴
落
は
激
甚
で
あ
っ

た
。
当
地
方
の
農
家
で
は
養
蚕
収
入
に
依
存
す
る
こ
と
が
大
き
か
っ
た
だ
け
に
、
繭
価
と
こ
れ
に
つ
な
が
る
糸
値
の
下
落
は
農
家
困
窮
の

主
因
で
あ
っ
た
。
加
え
て
昭
和
冒
頭
の
凍
霜
害
や
十
年
の
大
風
水
害
等
が
累
積
し
て
昭
和
戦
前
期
の
農
家
経
済
は
明
治
以
来
の
最
大
の
苦

境
に
お
ち
こ
ん
だ
。

特揖V

養
蚕
に
取
組
む
女
た
ち
昭
和
十
年
前
の
養
蚕
は
一
般
に
夏
秋
蚕
よ
り
も
春
蚕
の
方
に
重
点
を
お
い
て
い
た
が
、
春
蚕
期
に
は
し
ば
し

ば
凍
霜
害
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
た
め
実
際
に
は
夏
秋
蚕
の
掃
立
を
ふ
や
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
も
繭
価
が
安
い
た
め

一
段
と
収
繭
量
を
増
す
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
激
動
下
の
養
蚕
事
情
の
も
と
で
は
、
養
蚕
に
従
事
す
る
女
達
の
苦
労
は
並
大
抵
で
は

な
か
っ
た
。
こ
こ
で
五
反
田
の
養
蚕
農
家
の
嫁
だ
っ
た
斉
藤
み
つ
(
明
治
三
十
三
年
生
)
の
場
合
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

彼
女
は
、
大
正
十
二
年
二
十
三
才
の
時
伊
参
村
五
反
田
の
斉
藤
五
平

家
に
嫁
い
だ
。
大
正
十
二
年
か
ら
昭
和
十
年
前
後
の
農
村
不
況
期
(
み

つ
二
十
三
才
l
一
一
一
十
代
前
半
〉
を
、
婚
家
の
養
蚕
経
営
の
主
柱
と
し
て

働
い
て
き
た
。
そ
の
間
昭
和
七
年
三
十
二
才
で
夫
一
麿
と
死
別
し
て
い

る
。
婚
家
の
斉
藤
家
は
村
内
で
も
屈
指
の
養
蚕
家
で
春
蚕
一
二

O
貫、

夏
秋
蚕
六
O
貫
、
晩
秋
蚕
二
O
貫
と
い
う
経
営
で
、
そ
の
外
水
田
四
反

歩
、
普
通
畑
四
反
歩
、
桑
畑
一
町
歩
で
し
た
。
そ
れ
に
山
林
も
広
か
っ

た
の
で
、
年
雇
の
奉
公
人
一
人
、
臨
時
特
約
人
夫
一
人
、
養
蚕
時
に
は

女
二
人
を
常
雇
し
て
い
た
。
五
平
・
一
麿
父
子
は
蚕
種
販
売
を
兼
営
し
、

長
野
県
へ
幾
日
も
出
張
し
て
い
た
の
で
、
留
守
中
は
年
雇
男
と
義
母
と



三
人
で
田
畑
の
仕
事
を
担
当
し
た
。
婚
家
は
当
初
、
義
父
母
、
主
人
、
姉
一
人
、
弟
二
人
と
み
っ
と
で
、
七
人
家
族
で
φ

め
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
家
族
環
境
の
も
と
、
き
び
し
い
不
況
に
さ
ら
さ
れ
つ
つ
、

み
つ
は
大
量
の
養
蚕
の
主
柱
と
し
て
働
い
て
き
た
。
こ
の
よ
う

な
大
蚕
と
取
組
ん
だ
主
婦
は
他
町
村
で
も
相
当
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
中
年
を
過
ぎ
て
短
歌
を
曙
む
よ
う
に
な
っ
た
彼
女
に
当
時
を
し
の

ん
で
一
首
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
。

鍛
ふ
か
く
刻
み
し
こ
と
を
誇
り
と
も

思

う

農

な

る

長

き

歩

み

よ

み

ず

穂

製
糸
工
場
に
働
く
不
況
期
の
女
た
ち
大
正
末
期
か
ら
昭
和
不
況
期
に
は
、
農
家
窮
乏
で
町
の
製
糸
工
場
に
出
稼
ぎ
す
る
娘
達
が
多
か

っ
た
。
食
べ
ら
し
の
ほ
か
、
借
金
返
済
に
苦
し
む
生
家
の
親
達
へ
の
送
金
救
済
の
た
め
働
く
娘
達
が
輩
出
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
大
正
十

年
六
月
調
査
を
み
る
と
(
吾
妻
郡
報
に
よ
る
〉
、

製
糸
工
女
の
出
稼
が
郡
全
体
で
五
八
二
人
、
(
女
出
稼
数
の
六
六
・

二
%
)
、
郡
内
で
は
岩
島
村
が
二
ハ
一
人
で
最
も
多
く
、
つ
い
で
沢
田
村

一
一
五
人
、
中
之
条
二
八
人
、
伊
参
村
二
七
人
、
名
久
田
村
一
七
人
で

あ
っ
た
。

こ
こ
で
旧
名
久
田
村
大
塚
の
奈
良
秋
次
郎
な
ほ
夫
妻
の
談
話
に
よ
っ
て
、
当
時
の
製
糸
工
場
や
女
工
達
の
生
活
実
態
を
み
る
こ
と
に
す

中之条町の女の歴史

る

本
庄
工
場
は
毎
年
一
月
二
十
日
頃
か
ら
操
業
開
始
し
て
、
十
二
月
二
十

四
、
五
日
に
終
業
し
、
正
月
休
み
に
入
る
の
が
例
で
し
た
。
寄
宿
舎
は

第
二
工
場
だ
け
で
も
二
十
四
号
室
ま
で
あ
っ
て
、
一
部
屋
が
三
十
畳
、

こ
こ
に
二
十
五
人
ほ
ど
が
寝
起
き
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

労
働
時
聞
は
一
日
十
二
時
間
で
、
五
時
か
ら
五
時
ま
で
、
う
ち
十
時

私
た
ち
(
奈
良
夫
婦
)
が
働
い
て
い
た
本
庄
町
山
十
製
糸
第
二
工
場

は
、
女
工
員
が
六
百
人
、
男
工
員
が
五
十
人
(
計
六
五
O
人
〉
で
し
た
。

こ
の
工
場
で
は
、
吾
妻
郡
か
ら
の
人
数
は
全
部
で
二
ニ
O
人
、
う
ち
沢

田
村
が
二
十
人
、
旧
中
之
条
町
、
伊
参
村
、
名
久
田
村
が
各
十
人
ぐ
ら

い
で
し
た
。
伊
勢
町
の
主
一
の
前
に
山
十
製
糸
の
出
張
所
が
あ
っ
た
。
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四



村・家・女の歴史

休
み
三
十
分
、
昼
休
み
一
時
間
、
三
時
休
み
三
十
分
、
実
働
時
間
十
時

間
で
し
た
。
休
日
は
月
二
回
、
(
第
一
・
第
一
一
一
日
曜
)
、
食
事
は
肉
、
魚

も
食
べ
ら
れ
、
大
変
悪
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
医
師
は
二
人
、
看
護

婦
は
一
人
い
ま
し
た
。
広
い
工
場
に
教
婦
が
二
人
、
主
任
見
番
一

(
男
〉
、
見
習
見
番
二
〈
男
〉
、
一
工
場
ボ
イ
ラ
ー
三
基
、
火
夫
が
一
基
に

特輯V

二
人
で
し
た
。
揚
返
し
工
場
に
女
工
一

O
人
、
一
人
が
二

O
台
の
受
持

で
し
た
。
給
料
は
一
カ
月
十
八
円
位
、
女
工
一
日
五
十
銭
位
で
、
正
月

休
み
に
帰
郷
す
る
時
は
二
人
七
、
八
十
円
位
の
ま
と
ま
っ
た
金
を
家
へ

持
っ
て
帰
れ
た
と
い
う
(
各
局
か
家
庭
へ
は
直
接
に
持
参
で
き
な
か
っ

た
が
〉
。
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女
工
募
集
員
も
し
て
い
た
奈
良
さ
ん
は
女
工
の
出
稼
契
約
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
る
。

冬
休
み
、
正
月
休
み
を
利
用
し
て
男
子
の
募
集
員
が
女
工
の
家
庭
を

巡
回
し
て
精
算
書
を
つ
け
て
現
金
支
払
い
を
し
な
が
ら
次
年
度
の
出
稼

契
約
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。
取
り
ま
と
め
て
何
十
円
と
い
う
金
が
入

る
の
で
、
ど
の
家
で
も
こ
の
金
を
も
っ
て
廻
る
募
集
員
を
首
を
長
く
し

て
待
っ
て
い
ま
し
た
。
次
年
度
の
出
稼
ぎ
契
約
の
手
付
金
は
規
定
で
は

五
円
が
限
度
で
し
た
が
、
実
際
は
十
円
で
も
二
十
円
で
も
前
払
い
を
し

て
女
工
の
再
契
約
確
保
に
真
剣
で
し
た
。
私
ハ
秋
次
郎
)
は
伊
参
と
沢

田
の
担
当
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
当
時
沢
田
村
の
組
合
製
糸
の
事
情
に
つ
い
て
、
京
国
高
十
郎
ハ
下
回
万
)
は
次
の
よ
う
な
実
情
を
話
し
て
く
れ
た
。

本
庄
の
工
場
に
は
沢
田
村
か
ら
大
勢
働
き
に
出
か
け
た
よ
う
で
し

た
。
姉
妹
何
人
が
か
そ
ろ
っ
て
行
っ
た
家
も
あ
り
ま
す
。
就
労
契
約
を

す
れ
ば
契
約
金
が
貰
え
る
必
要
な
前
借
も
で
き
る
:
:
:
の
ど
か
ら
手
の

で
る
ほ
ど
金
の
ほ
し
い
農
家
に
と
っ
て
、
働
き
に
で
か
け
た
可
愛
い
い

娘
た
ち
の
苦
労
を
思
う
と
身
を
き
ら
れ
る
ほ
ど
つ
ら
か
っ
た
が
、
背
に

腹
は
か
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
当
時
の
農
村
事
情
で
し
た
。
村
内
の
若
い

娘
の
大
半
が
遠
方
の
製
糸
工
場
へ
引
っ
ぱ
っ
て
行
か
れ
て
し
ま
う
余
波

を
く
っ
て
、
私
の
勤
め
た
碓
氷
社
沢
田
組
な
ど
は
定
員
の
充
足
が
で
き

ず
、
あ
き
釜
が
い
く
つ
も
あ
る
始
末
だ
っ
た
。
こ
う
し
て
出
稼
ぎ
に
行

っ
た
娘
た
も
の
な
か
に
は
、
悪
い
病
気
で
倒
れ
た
悲
し
い
話
を
よ
く
耳

に
し
ま
し
た
。
家
の
苦
窮
を
救
う
真
に
尊
い
人
柱
と
し
て
、
悲
し
い
女

の
歴
史
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
悪
い
病
気
の
肺
結
核
で
死
ん
で
い
っ
た
製
糸
工
場
帰
り
の
出
稼
ぎ
娘
た
ち
の
裏
話
は
、
昭
和
不
況
期
の
ど
こ
の
町
村
に
も
多
か
っ

た
。
当
時
名
田
村
役
場
で
衛
生
主
任
ハ
昭
和
五

l
八
年
)
を
し
て
い
た
伊
能
義
一
の
報
告
で
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。



私
の
衛
生
主
任
在
職
中
に
も
肺
結
核
で
死
亡
し
た
人
は
随
分
多
か
っ

た
。
私
の
知
っ
て
い
る
娘
で
、
一
才
年
下
の
気
立
の
や
さ
し
い
美
人
の

娘
が
或
る
製
糸
工
場
で
働
い
て
い
て
肺
結
核
で
死
ん
で
い
る
。

組
合
製
糸
の
教
婦
と
し
て
昭
和
不
況
下
に
村
の
組
合
製
糸
の
教
婦
と
し
て
村
の
工
女
達
の
指
導
に
当
っ
た
伊
勢
町
居
住
の
観
持
た
け

(
旧
姓
奥
木
、
明
治
三
十
八
年
生
〉
の
話
を
述
べ
て
お
く
。

私
は
昭
和
二
年
七
月
か
ら
七
年
ま
で
約
六
カ
年
間
、
東
村
の
組
合
製

糸
教
婦
を
勤
め
ま
し
た
。
そ
の
以
前
に
私
は
大
正
九
年
七
月
か
ら
十
五

年
十
一
月
ま
で
七
年
間
同
じ
碓
氷
社
東
組
の
新
巻
製
糸
所
(
大
正
三
年

創
業
〉
で
繰
糸
工
を
し
て
き
ま
し
た
。
当
時
教
婦
は
磁
氷
社
本
社
か
ら

派
遣
出
張
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
私
は
佐
藤
組
合
長
さ
ん
の
御
引
立

で
組
選
教
婦
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
生
糸
の
精
度
測
定
の
セ
リ
プ
レ

γ
が

と
り
入
れ
ら
れ
た
の
が
、
教
婦
に
な
っ
て
か
ら
四
年
目
だ
っ
た
と
思
い

中之条町の女の歴史

教婦時代の銀持たけ

四

ま
す
。
糸
に
ム
ラ
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
か
ら
実
施
さ
れ
た
の
で
、
こ

れ
に
対
処
す
る
に
は
実
に
真
剣
で
し
た
。
工
場
に
セ
リ
プ
レ

γ
係
が
選

任
さ
れ
、
予
告
な
し
に
検
査
さ
れ
る
の
で
、
工
女
の
方
も
常
に
作
業
に

細
心
の
注
意
を
払
い
精
魂
を
つ
く
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
だ
け
に
教
婦
の
責
任
は
大
変
で
、
工
女
一
人
一
人
の
作
業
ぶ
り
に

は
少
し
も
限
を
は
な
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
教
婦
の
作
業
衣
は
和
服
に

袴
、
白
い
エ
プ
ロ
ン
を
着
ま
す
。
そ
の
た
め
華
氏
九
十
度
近
い
熱
い
蒸

気
の
充
満
す
る
工
場
の
中
を
一
日
中
休
み
な
く
巡
回
す
る
の
で
全
く
大

変
で
し
た
。
毎
日
着
替
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
作
業
能
率

を
あ
げ
る
た
め
に
、
六
十
人
の
工
女
の
性
質
を
知
っ
て
う
ま
く
配
置
し

な
く
て
は
な
ら
ず
、
工
女
の
気
心
が
わ
か
っ
て
か
ら
、
席
の
配
置
転
換

を
し
ま
し
た
。
作
業
時
間
中
は
無
駄
口
な
ど
し
な
い
で
、
糸
と
り
に
集

中
で
き
る
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。
工
女
の
中
に
は
私
よ
り
ず
っ
と
年
上

の
農
家
の
お
嫁
さ
ん
も
混
っ
て
い
て
、
い
か
に
教
婦
で
も
あ
ま
り
ガ
ミ

ガ
ミ
叱
言
も
い
え
ず
困
っ
た
こ
と
が
度
々
で
し
た
。
当
時
工
女
の
賃
金

は
上
の
人
が
一
カ
月
十
七
円
、
普
渇
か
十
五
円
ぐ
ら
い
で
し
た
。
私
の

給
料
は
最
初
二
十
二
円
、
退
職
の
時
(
昭
和
八
年
〉
が
三
十
円
で
し

34'1 



た
。
二
十
八
才
で
退
職
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
光
山
社
製
糸
に
頼
ま
れ
て
八
年
八
月
か
ら
五
カ
月
間
教
婦
を
勤
め
ま
し
た
。
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さ
て
組
合
製
糸
場
に
は
各
組
ご
と
に
教
婦
が
い
て
地
元
工
女
達
を
指
導
し
て
い
た
。
各
組
合
製
糸
の
教
婦
た
ち
を
あ
げ
て
お
く
。

上
妻
組
萩
原
み
よ
(
永
年
勤
続
可
四
万
組
島
村
は
な
、
宮
崎

よ
し
え
、
宮
崎
き
さ
、
沢
田
組
福
田
つ
ぐ
。
伊
参
組
福
田
い
せ
じ

(
最
初
の
教
婦
、
埼
玉
秩
父
郡
)
横
田
き
ょ
ハ
前
橋
)
、
蟻
川
さ
く
(
中

之
条
に
嫁
ぐ
)
、
割
田
う
ま
り
、
宮
崎
し
ん
(
岩
本
)
、
石
田
り
ん
ハ
吉

岡
村
)
、
岡
田
き
く
よ
ハ
室
回
町
〉
、
豊
田
う
た
の
(
碓
氷
細
野
村
)

赤
坂
組
伊
能
か
め
ハ
平
、
原
市
本
社
で
技
術
修
得
、
本
社
か
ら
派

遣
教
婦
〉
小
林
ま
ち
ハ
赤
坂
〉
、
中
沢
み
き
ハ
蟻
川
〉
、
小
林
み
さ
を
(
赤

坂
)
、
平
組
吉
田
ょ
う
(
平
、
旧
姓
綿
貫
)
、
一
福
島
よ
し
ハ
平
、
旧
姓

関
〉
、
伊
能
か
め
(
前
掲
〉
、
田
村
て
つ
(
平
、
旧
姓
銅
持
〉
、
吉
田
く
に

ハ
大
塚
、
旧
姓
富
沢
〉
、
佐
藤
よ
し
ハ
平
〉
尻
高
工
場
山
田
ヨ
ミ
ハ
尻

高
〉
、
山
崎
か
め
(
蟻
川
〉
、
林
と
ら
(
大
塚
〉
、
林
い
と
し
ハ
尻
高
〉
。
尻

家
に
生
き
た
明
治
後
三
代
の
女
の
生
活

特純V

(4) 

高
工
場
は
昭
和
十
年
に
閉
鎖
す
る
。

教
婦
た
ち
の
結
婚

碓
氷
社
四
万
組
の
教
婦
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地
元
生
れ
で
ゐ
っ
て
、

彼
女
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
地
元
の
村
の
人
た
ち
と
結
婚
し
て
い
る
(
京
国
高

十
郎
談
〉
。

伊
参
組
の
教
婦
さ
ん
の
う
ち
、
本
社
か
ら
派
遣
の
人
た
ち
は
任
期
終

了
後
に
は
郷
里
に
帰
っ
て
夫
々
良
縁
を
求
め
て
結
婚
し
た
よ
う
で
す
。

地
元
出
身
者
の
う
ち
割
田
あ
ま
り
さ
ん
は
未
婚
の
ま
ま
死
亡
す
る
し
、

宮
崎
し
ん
さ
ん
は
岩
本
の
人
と
結
婚
し
た
が
死
亡
し
た
(
森
田
銀
治

郎
、
牛
木
良
助
夫
妻
談
に
よ
る
)
。

明
治
大
正
昭
和
の
三
代
に
わ
た
り
、
わ
が
町
村
の
大
半
の
女
性
の
生
活
の
歩
み
は
、
前
代
に
続
い
て
依
然
と
し
て
家
を
中
心
と
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
町
で
も
村
で
も
、
各
家
々
の
娘
で
も
嫁
で
も
、
そ
し
て
主
婦
で
も
姑
で
も
、
家
の
も
つ
重
み
の
程
度
の
差
は
あ
っ
て
も
、

総
じ
て
女
の
暮
し
に
お
け
る
家
の
も
つ
比
重
は
大
き
か
っ
た
。
明
治
以
降
に
な
る
と
女
の
生
活
範
囲
も
漸
次
拡
大
し
て
、
当
地
の
女
性
の

生
活
も
近
世
に
く
ら
べ
て
多
様
に
な
り
、
家
の
外
に
生
き
る
も
の
も
ふ
え
て
い
っ
た
。
新
旧
の
職
業
に
生
き
た
女
た
ち
は
じ
め
、
団
体
活

動
に
精
進
す
る
婦
人
た
ち
も
現
れ
た
。
し
か
し
大
半
の
女
の
人
た
ち
の
生
き
方
は
家
と
命
運
を
と
も
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は

家
の
な
か
で
す
ご
し
た
明
治
以
降
の
娘
・
嫁
・
主
婦
の
生
活
史
の
一
断
面
を
述
べ
て
お
く
。



ほ
と
ん
ど
毎
日
縫
仕
事
か
機
織
り
が
繰
返
さ
れ
て
い
た
。
五
月
に
は
建
洗
い
が
続
く
。
こ
の
年
は
大
霜
で
遅
れ
て
五
月

十
六
日
に
夏
蚕
掃
立
、
六
月
二
十
一
日
か
ら
上
援
が
始
ま
り
、
二
十
九
日
全
部
終
了
、
七
月
六

1
九
日
に
繭
か
ぎ
を
し
、
十
三
日
か
ら
糸
引

き
が
始
ま
っ
て
い
る
。
九
月
一
日
か
ら
は
共
進
会
出
品
の
糸
引
き
、
こ
れ
が
中
之
条
町
で
一
等
に
な
り
出
品
す
る
。
九
月
中
は
大
半
糸
引

き
で
過
す
が
、
そ
の
間
縫
仕
事
も
し
て
い
る
。
十
月
十
一
月
は
機
織
と
裁
縫
を
毎
日
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
。
秋
十
一
月
に
は
一
府
六
県

明
治
期
の
娘
の
仕
事

家
に
生
き
た
明
治
期
の
農
家
の
娘
の
仕
事

を
、
先
掲
の
伊
勢
町
只
則
の
木
暮
ひ
さ
(
木
暮
茂
八
郎
の
娘
〉
の
明

治
二
十
六
年
「
年
中
し
る
べ
」
に
よ
っ
て
み
て
ゆ
こ
う
。
ま
ず
一
月

二
日
の
「
縫
ぞ
め
」
に
始
ま
る
。

一
つ
ハ
大
塚
叔
父
に
、

一
月
二
日
縫
ぞ
め
、
ひ
じ
っ
き
三
つ
縫
ふ
。

一
つ
は
大
塚
養
作
に
与
ふ
。

二
月
三
日
中
着
袖
な
し
裕
枠
洗
つ
ぎ
、
手
前
も
の
、
四
日
、
縫
仕

事
味
噌
っ
き
、
五
、
六
日
縫
仕
事
、
七
日
太
織
広
口
、
綿
入
り
一
枚
縫

中之条町の女の歴史

上
げ
。
八
日
太
織
半
天
一
枚
縫
上
げ
(
母
上
の
も
の
)
。
十
七
日
綿
入
一

枚
縫
上
げ
る
。
十
八
日
機
張
り
す
。

十
九
日
機
を
へ
る
、
及
び
を
さ
を
ぬ
く
。

二
十
日
機
ま
き
、
か
け
糸
を
か
け
る
。

二
十
一
日
機
織
始
め
。
二
十
二
日
、
二
十
六
日
機
織
り
。

三
月
八
日
機
一
反
織
上
げ
、
十
九
よ
そ
入
り
、
た
て
か
へ
し
。
九
日

一
機
織
を
と
し
、
八
十
五
匁
。
十
日
糸
か
へ
し
。
十
一
日
木
綿
糸
張
ら
、

一一

l
三
月
は
、

四

十
二
日
絹
糸
こ
き
張
り
、
機
を
へ
る
組
、
十
一
ヨ
ミ
、
十
三
日
ま
き
か

け
、
糸
か
け
。
十
四
日
機
か
し
づ
き
。
十
五
日
機
織
り
、
十
八
日
木
綿

十
二
く
り
に
て
、
十
ヨ
ミ
へ
ら
れ
ま
す
。
十
九
日
一
機
一
反
織
上
げ
、

但
霊
横
縞
。
二
十
一
日
針
仕
事
、
橋
祥
一
枚
縫
上
げ
、
但
手
前
の
下

物
。
二
十
二
日
洗
ひ
事
、
母
上
単
物
一
枚
縫
上
げ
。
二
十
七
日
唐
織
袷

一
枚
縫
上
げ
、
手
前
も
の
。
三
十
日
機
糸
張
す
。

木暮ひさの娘時代の日記
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の
共
進
会
出
品
の
糸
が
四
等
賞
に
な
っ
た
。
ひ
さ
は
木
暮
家
の
家
付
き
娘
で
、
前
述
の
よ
う
に
大
日
本
女
学
会
に
入
会
、
講
義
録
に
よ
る

勉
強
で
茶
道
華
道
の
免
状
も
修
得
し
た
が
、
裁
経
、
機
織
及
び
糸
引
き
な
ど
、
き
び
し
い
修
業
も
重
ね
て
優
秀
な
技
能
を
も
っ
て
い
た
。

明
治
期
の
娘
の
結
婚
前
述
の
よ
う
に
近
世
後
期
か
ら
幕
末
に
は
、
結
婚
に
お
け
る
男
女
の
年
令
差
は
次
第
に
縮
小
し
、
明
治
前
期
に

は
年
上
年
下
と
も
に
一

t
二
才
の
差
が
多
く
な
っ
た
。
し
か
し
な
お
年
令
差
の
大
き
い
も
の
も
相
当
あ
っ
て
近
世
の
名
残
り
を
と
ど
め
て

い
た
。
明
治
も
後
期
に
な
る
と
、
娘
の
結
婚
年
令
は
幾
分
た
か
ま
っ
て
十
九
才
未
満
が
減
少
し
て
二
十
才

1
二
十
四
才
が
ふ
え
た
。
婚
姻

圏
も
前
期
に
く
ら
べ
て
郡
内
他
村
が
ふ
え
た
が
、
な
お
近
村
町
内
も
相
当
数
あ
っ
た
。
郡
外
は
ご
く
少
数
で
、
明
治
期
の
結
婚
領
域
は
全

般
的
に
ま
だ
極
め
て
狭
か
っ
た
の
で
あ
る
。
同
族
や
姻
戚
聞
の
結
婚
が
な
お
一
部
に
存
続
し
て
い
た
が
、
次
第
に
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
。

日
露
戦
後
か
ら
は
新
思
潮
に
よ
る
個
人
中
心
の
恋
愛
結
婚
も
志
向
さ
れ
た
が
、
一
般
に
は
家
相
互
間
で
き
め
ら
れ
る
結
婚
が
中
心
だ
っ

た
。
家
中
心
の
結
婚
離
婚
は
明
治
大
正
期
に
は
ご
く
当
然
に
行
わ
れ
て
い
た
。

明
治
二
十
五
年
十
二
月
、
中
之
条
町
桑
原
本
家
の
三
女
も
と

ら
、
当
時
の
結
婚
の
様
子
を
み
る
と
、

村・家・女の歴史特輯V

十
一
日
今
日
ハ
予
ガ
婚
礼
ノ
日
ナ
リ
。
此
日
午
前
三
時
起
床
、
午

前
五
時
頃
出
発
、
父
君
及
根
岸
善
作
君
、
柳
田
種
十
郎
君
、
銀
持
恵
喜

君
、
木
暮
茂
八
郎
君
ト
従
僕
一
人
ヲ
連
レ
、
中
之
条
町
桑
原
竹
次
郎
方

=
「
ヱ
チ
ゲ
ン
」
ニ
行
ク
。
・
:
午
後
五
時
少
シ
前
頃
嫁
子
桑
原
も
と
来

着
ス
。
ヱ
チ
ゲ
γ
客
-
一
ハ
桑
原
竹
次
郎
、
町
田
儀
平
、
同
品
五
郎
、
松

井
貫
一
、
松
井
銀
五
郎
、
荒
木
徳
次
郎
ナ
り
。
皆
車
ニ
テ
来
ル
。
予
ハ

媒
者
ノ
ス
ス
メ
ニ
ヨ
リ
上
段
-
一
テ
元
子
土
ニ
々
九
度
ノ
盃
ヲ
取
交
ハ

シ
、
其
坐
ヲ
退
ク
。
斯
ク
シ
テ
ヱ
チ
ン
ゲ
客
十
数
人
-
一
酒
肴
ノ
饗
応
ア

リ
。
右
一
同
ハ
午
後
八
時
半
頃
、
人
力
車
-
一
テ
帰
途
ニ
就
タ
。
此
夜
元

〈
十
九
才
)
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と
結
婚
し
た
伊
勢
町
柳
回
阿
三
郎
ハ
十
九
才
)
の
日
記
か

子
ト
閤
中
ニ
於
テ
夫
婦
ノ
契
約
ヲ
結
ピ
将
来
ノ
目
的
ヲ
語
ぺ
鳴
呼
予

ハ
己
ニ
婦
娘
ヲ
迎
ヘ
タ
リ
。
願
ハ
タ
ハ
我
天
皇
陛
下
ノ
勅
語
中
、
「
夫

婦
相
和
シ
」
ノ
言
ユ
背
カ
ザ
ラ
γ
事
ヲ
期
ス
。
古
歌
-
一

君
を
お
き
て
あ
た
し
心
を
わ
が
も
た
む

末
の
松
山
波
も
こ
え
な
ん

此
日
三
ツ
目
祝
ト
シ
テ
諸
人
ヲ
饗
応
ス
。
嫁
子
ハ
村
廻
り

十
二
日

ス
十
三
日

ス。

朝
飯
ヲ
喫
シ
テ
後
、
予
ハ
義
兄
友
蔵
ト
共
-
一
村
廻
り
ヲ



さ
て
夫
阿
三
郎
は
新
妻
の
も
と
子
を
ど
う
み
て
い
た
か
、
当
時
の
日
記
(
十
二
月
二
十
三
日
)
に
よ
る
と
、

予
ハ
常
-
一
思
フ
。
其
ノ
家
ノ
盛
衰
ハ
十
-
て
γ

テ
六
迄
ハ
家
妻
ノ
賢
回
廊

ニ
由
ル
ト
。
差
シ
暗
均
一
程
エ
妻
ノ
不
行
跡
ハ
其
家
ノ
騒
動
ヲ
招
キ
体
面

皐
ヲ
た

ヲ
汚
ス
モ
ノ
ナ
リ
。
予
ハ
先
日
山
妻
ヲ
迎
へ
テ
ヨ
リ
転
タ
放
処
-
一
懸
念

ナ
キ
能
ハ
ザ
ル
ナ
リ
。
然

ν
ド
モ
熱
々
山
妻
ノ
操
行
ヲ
見
ル
エ
容
姿
ヲ

以
テ
佳
人
ト
称
ス
ル
ニ
足
ラ
ズ
ト
蜂
モ
、
曲
眉
豊
頬
観
シ
来
レ
パ
含
情

限
色
如
玉
、
花
顔
愛
ス
可
キ
処
少
ナ
キ
ユ
ア
ラ
ズ
。
予
ハ
強
テ
美
人
ト

云
ハ

γ
ト
欲
ス
ロ
殊
-
一
喜
プ
ベ
キ
ハ
彼
ガ
温
順
ニ
シ
テ
而
モ
淑
貞
ナ
ル

コ
ト
是
ナ
リ
。
鳴
呼
予
ハ
己
ニ
良
婦
ヲ
得
タ
リ
。
亦
何
ゾ
望
ム
所
ア
ラ

γ
。
我
柳
田
家
ヲ
再
興
ス
ル
者
ハ
夫
レ
予
等
夫
婦
ニ
ア
ル
乎
。

と
述
べ
て
、
新
妻
に
満
足
の
意
を
示
し
我
家
の
将
来
の
再
興
に
望
み
を
た
く
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
頃
の
当
地
の
結
婚
に
は
見
合
い
と
い
う
こ
と
も
少
な
か
っ
た
よ
う
で
、
吾
妻
郡
誌
に
も
「
本
郡
内
に
於
て
は
わ
ざ
わ

戦
前
農
家
の
嫁
の
暮
し

(
一
二
八
一
頁
〉
と
述
べ
て
あ
る
。

ざ
見
合
を
行
う
も
の
は
極
め
て
稀
な
り
」

戦
前
の
嬢
の
暮
し
に
つ
い
て
村
の
農
家
の
老
婦
〈
七
十
一
才
〉
か
ら
聞
い
た
話
を
述
べ
て
お
こ
う
。

中之条町の女の歴史

私
達
が
結
婚
し
た
の
は
、
昭
和
二
年
三
月
で
し
た
。
私
は
二
十
三

才
、
夫
は
二
十
五
才
で
し
た
。
私
が
嫁
い
だ
時
に
は
、
婚
家
に
は
義
父

母
、
妹
三
人
、
そ
れ
に
亡
く
な
っ
た
夫
の
兄
嫁
が
い
て
、
私
ど
も
夫
婦

を
い
れ
て
家
族
は
全
部
で
八
人
で
し
た
。
義
兄
は
娘
一
人
を
残
し
て
早

死
し
た
の
で
、
二
男
の
私
の
夫
が
跡
目
を
相
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
(
義
姉
は
娘
を
婚
家
に
残
し
て
実
家
に
帰
り
、
再
婚
し
て
今
は
幸

福
に
暮
し
て
い
ま
す
〉
。

結
婚
当
時
の
婚
家
の
農
業
経
営
は
中
々
大
き
く
、
田
畑
併
せ
て
二
町

五
反
近
く
で
養
蚕
は
春
蚕
秋
蚕
で
一
八

O
貫
も
や
っ
て
い
ま
し
た
。
農

業
の
方
は
両
親
の
外
私
た
ち
夫
婦
と
妹
三
人
(
二
十
二
才
、
十
九
才
、

四

十
七
才
)
が
そ
れ
ぞ
れ
働
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
仕
事
の
方
は
中
々
大

変
で
し
た
。
当
時
は
ち
ょ
う
ど
農
村
不
況
で
繭
の
値
段
も
安
く
随
分
苦

労
し
た
よ
う
で
す
。
家
族
総
勢
で
働
い
て
も
家
の
経
済
は
非
常
に
苦
し

か
っ
た
よ
う
で
す
。
主
人
に
は
姉
妹
が
多
く
、
姉
た
ち
は
早
く
か
た
ず

い
た
が
、
す
ぐ
の
妹
は
私
た
ち
の
結
婚
の
前
年
に
嫁
ぎ
ま
し
た
が
、
次

の
二
人
の
妹
た
ち
は
不
況
の
最
も
は
げ
し
か
っ
た
昭
和
七
、
八
年
に
相

次
い
で
お
嫁
に
ゆ
き
ま
し
た
。
当
時
義
父
母
も
ま
だ
元
気
で
し
た
の

で
、
直
接
金
銭
負
担
の
心
配
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
義
妹
た
も
の
結
婚

に
は
義
姉
と
し
て
何
か
と
気
苦
労
が
多
か
っ
た
。
主
人
に
は
相
談
で
き

ず
実
家
の
母
と
相
談
し
た
い
よ
う
な
こ
と
も
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。
嫁
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と
し
て
ま
た
義
姉
と
し
て
、
姑
や
小
姑
た
ち
と
意
見
が
相
違
し
た
と
き

な
ど
、
ど
う
身
を
処
し
た
ら
よ
い
か
、
実
に
む
ず
か
し
い
も
の
だ
と
泌

々
思
う
こ
と
が
幾
度
も
あ
り
ま
し
た
。
今
考
え
る
と
実
に
よ
い
人
生
勉

強
を
し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
、
私
は
結
婚
二
年
目
か
ら
一
年
お
き
に
子
供
を
十
人
(
七
男

三
女
)
を
生
み
育
て
ま
し
た
ハ
三
人
死
亡
)
。
若
い
嫁
時
代
は
子
育
て
と

農
事
と
家
事
で
目
が
ま
わ
る
よ
う
で
し
た
。
義
母
ハ
姑
)
も
子
福
者
で
二

男
八
女
を
生
み
ま
し
た
(
二
人
幼
死
〉
。
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温
泉
旅
館
の
主
婦
つ

g
に
家
に
生
き
た
女
性
と
し
て
は
、
温
泉
旅
館
の
主
婦
の
生
活
を
と
り
あ
げ
ね
ば
な
る
ま
い
。
四
万
沢
渡
の
温

泉
宿
の
代
々
の
主
婦
た
ち
が
各
家
々
の
た
め
に
果
し
て
き
た
役
割
は
ま
こ
と
に
大
き
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
主
婦
た
ち

四
万
温
泉
の
二
軒
の
大
屋
旅
館
の
先
代
主
婦
の
生
活
を
通
し
て
、
家
業
に
生
き
て
き
た
明
治
大
正
期
の
女
性
の
一

面
を
紹
介
し
て
お
こ
う
と
思
う
。

特輯V

を
代
表
す
る
意
味
で
、

先代田村茂三郎夫人(前列右端〉

田村とく(明治12年生〉

田
村
旅
館
の
内
儀
と
し
て
先
代
田
村
茂
三
郎
の
妻
と
く
は
、
明
治
十
二
年
生
れ

で
、
三
十
年
十
一
月
、
十
九
才
で
渋
川
町
佐
々
木
病
院
か
ら
田
村
旅
館
の
ア
ト
ツ
ギ
茂

登
馬
の
も
と
に
嫁
い
で
い
る
。
嫁
と
し
て
約
八
年
間
、
其
後
は
田
村
旅
館
の
主
婦
と
し

て
、
日
露
戦
争
後
の
明
治
四
十
年
代
か
ら
大
正
昭
和
戦
前
期
の
三
代
に
わ
た
っ
て
温
泉

旅
館
の
経
営
に
つ
く
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
間
に
お
い
て
田
村
家
と
と
も
に
生
き
た
女

の
生
涯
を
時
代
を
追
っ
て
た
ど
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
嫁
入
り
当
初
の
こ
と
に
つ
い
て
、
息
子
の
現
当
主
の
茂
三
郎
は
、
次
の
よ
う
に

語
っ
て
い
る
。

母
は
医
者
の
家
に
育
ち
、
全
く
未
経
験
の
こ
と
ゆ
え
、
温
泉
旅
館
の
こ
と
な
ど
皆
目
わ
か

ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
幸
い
に
岩
島
村
か
ら
住
込
み
女
中
に
き
て
い
た
姉
妹
が
、
こ
っ
そ
り

旅
館
仕
事
の
手
順
を
色
々
教
え
て
く
れ
た
と
い
い
ま
す
。
当
時
は
義
父
母
と
も
に
健
在
で
し



た
。
義
父
は
多
趣
味
で
、
色
々
な
小
鳥
を
沢
山
飼
っ
て
い
た
の
で
毎
朝

誰
よ
り
も
早
く
起
き
て
そ
の
面
倒
を
み
る
こ
と
だ
け
で
も
中
々
大
変
だ

っ
た
よ
う
で
す
。
当
初
は
田
村
の
家
風
も
よ
く
わ
か
ら
ず
、
義
父
母
は

じ
め
義
弟
義
妹
(
三
人
)
の
聞
に
た
っ
て
嫁
と
し
て
の
気
が
ね
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
当
時
旅
館
の
経
営
は
今
に
く
ら
べ
る
と
、
小
規
模
だ
っ

た
が
、
そ
れ
で
も
番
頭
女
中
で
十
数
人
は
い
た
し
、
そ
れ
に
畑
を
や
っ

て
い
て
作
男
が
二
人
も
い
ま
し
た
。
義
母
り
さ
(
中
之
条
町
町
田
明
七

長
女
)
は
旅
館
仕
事
よ
り
も
畑
仕
事
の
方
が
好
き
な
よ
う
な
人
だ
っ
た

の
で
、
嫁
入
り
早
々
か
ら
旅
館
の
仕
事
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
て
早
々
旅
館
の
女
と
し
て
人
づ
か
い
の
む
づ
か
し
さ
を
泌
々
味

わ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

さ
て
と
く
の
旅
館
の
内
儀
と
し
て
の
生
き
方
に
つ
い
て
、
彼
女
に
永
年
使
え
た
女
の
人
達
(
綿
貫
か
め
、
田
村
さ
め
い
〉
は
、
次
の
よ

う
な
話
を
し
て
い
る
。

大
旦
那
〈
先
代
茂
三
郎
〉
は
、
財
産
管
理
の
ほ
か
は
、
日
常
旅
館
稼

業
に
は
余
り
関
与
せ
ず
、
大
方
お
内
儀
さ
ん
任
せ
の
よ
う
で
し
た
。
旅

館
経
営
の
方
は
順
調
に
伸
展
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
一
つ
に
は
お
内
儀

さ
ん
の
働
き
で
、
内
助
の
功
に
よ
る
点
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

大
屋
旅
館
と
し
て
多
勢
の
人
た
ち
を
使
用
す
る
う
え
か
ら
、
お
内
儀
さ

ん
は
、
よ
く
こ
ん
な
ふ
う
に
云
っ
て
い
ま
し
た
。
「
私
は
無
学
で
し
た
。

中之条町の女の歴史

勉
強
し
た
く
も
色
々
な
事
情
で
そ
れ
が
果
せ
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
補

う
た
め
に
、
私
は
体
を
張
り
ま
す
」
と
。
お
か
み
さ
ん
は
使
用
人
に
対

し
て
は
余
り
叱
言
を
い
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
で
や
っ
て
み
せ
て
模

範
を
示
す
と
い
う
や
り
方
で
し
た
。
つ
い
て
お
い
で
と
は
云
わ
な
か
っ

た
が
、
自
然
に
皆
ん
な
が
つ
い
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
明
治
大
正
期
の
温
泉
旅
館
に
働
く
人
々
を
宰
配
す
る
旅
館
の
主
婦
の
住
事
と
役
割
を
の
べ
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

お
内
儀
さ
ん
は
帳
場
ノ
上
坪
、
下
坪
な
ど
色
々
な
宿
泊
客
の
会
計
計

算
や
伝
票
の
記
入
整
理
を
す
る
。
お
客
の
米
、
味
噌
、
醤
油
、
油
な
ど

の
仕
切
り
、
仕
出
し
の
精
算
、
浴
銭
の
請
求
・
:
こ
う
し
た
諸
事
務
を
一

切
担
当
し
た
。
(
戦
後
に
な
っ
て
初
め
て
専
門
の
事
務
員
や
調
理
師
が

四

入
っ
た
〉
。
そ
し
て
炊
事
担
当
係
を
督
励
し
て
お
勝
手
の
食
事
賄
の
一

切
の
手
配
等
々
:
・
お
か
み
さ
ん
の
対
人
関
係
へ
の
心
づ
か
い
は
実
に
大

変
な
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
使
用
人
の
皆
ん
な
が
、
お
か
み
さ
ん
の
え

ら
さ
に
つ
い
て
ほ
め
て
い
る
の
は
、
「
こ
ん
な
に
多
忙
な
の
に
、
新
し
い
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お
客
が
み
え
る
と
、
必
ず
夕
食
前
、
田
村
家
の
紋
の
つ
い
た
夕
張
提
灯

に
火
を
入
れ
、
旅
館
名
入
れ
の
印
半
天
を
着
用
し
た
番
頭
を
つ
れ
て
、

さ
ら
に
お
内
儀
に
は
、
温
泉
特
有
の
年
間
折
々
の
行
事
の
宰
配
、
使
用
人
に
対
し
て
特
定
の
礼
儀
作
法
、
言
葉
づ
か
い
な
ど
の
艇
ず
育

等
々
の
仕
事
が
山
積
し
て
い
た
。
加
え
て
子
供
の
母
と
し
て
も
、
子
供
へ
の
艇
ず
育
の
こ
と
も
無
視
で
き
な
か
っ
た
。

積
善
館
の
内
儀
と
し
て
積
善
館
の
先
代
関
環
三
郎
の
妻
き
く
は
、
明
治
十
五
年
平
村
剣
持
元
平
(
マ
ル
ゲ

γ
〉
の
二
女
に
生
ま
れ
、

三
十
三
年
五
月
、
十
九
才
で
積
善
の
ア
ト
ツ
ギ
ハ
環
三
郎
〉
の
も
と
に
嫁
い
で
い
る
。
彼
女
は
嫁
の
勤
め
を
果
し
て
後
、
大
屋
旅
館
の
内

儀
と
し
て
専
ら
そ
の
経
営
に
も
尽
し
て
い
る
。
こ
の
間
関
家
と
と
も
に
生
き
た
ト

く
の
生
涯
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

村・家・女の歴史特緯V

先代関環三郎夫人関きく(明治15年生れ〉と

彼女の実家の母に送った書簡(大正12年〉

部
屋
々
h

の
挨
拶
廻
り
を
す
る
こ
と
で
す
」
と
い
っ
て
い
る
。
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長
く
積
善
館
に
働
い
て
彼
女
に
色
々
面
倒
を
み
て
貰
っ
た
と
い
う
田
村
仁
蔵

(
松
葉
屋
主
人
〉
が
番
頭
見
習
を
は
じ
め
た
の
は
大
正
中
頃
で
、
当
時
彼
女
は
旅

館
の
仕
事
に
も
慣
れ
て
い
て
、
す
で
に
お
か
み
さ
ん
の
役
割
を
に
な
っ
て
い
た
と

い
う
。
と
こ
ろ
で
大
正
十
二
年
に
は
義
父
と
夫
と
が
六
月
・
八
月
と
相
次
い
で
死

去
し
、
関
家
に
と
っ
て
は
最
大
の
危
機
で
、
気
丈
な
彼
女
も
実
家
の
母
に
こ
の
時

の
心
の
苦
悩
を
細
か
に
書
き
送
っ
て
い
る
ハ
平
村
剣
持
尚
一
談
)
。
こ
の
時
の
こ
と

に
つ
い
て
、
仁
蔵
は
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
る
。

庖
の
大
黒
柱
が
続
け
て
亡
く
な
っ
て
じ
ま
っ
た
の
で
、
こ
の
大
屋
の
全
責
任
を
一
人

で
引
受
け
る
お
か
み
さ
ん
は
、
ど
ん
な
男
に
も
負
け
な
い
よ
う
に
強
く
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
時
に
は
番
頭
や
女
中
た
ち
も
四
万
の
老
舗
積
善
館
の
た
め
一
生



懸
命
働
き
ま
し
た
。

ま
た
当
時
の
母
き
く
に
つ
い
て
、
現
当
主
の
関
善
平
は
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
る
。

当
時
私
は
母
に
向
っ
て
「
僕
は
ま
だ
若
僧
だ
し
、
母
は
か
弱
い
女
で

あ
る
か
ら
、
旅
館
の
経
営
方
諮
問
を
一
時
変
え
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
学
校

で
信
託
と
い
う
こ
と
を
習
っ
た
が
、
こ
の
信
託
方
式
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
」
と
、
別
に
深
い
考
え
も
な
く
話
し
た
ら
母
に
大
変
叱
ら
れ
ま
し

た
。
母
は
、
私
一
人
で
や
る
か
ら
い
い
。
わ
し
は
女
だ
っ
て
男
な
ん
か

に
負
け
る
も
の
か
、
誰
に
も
負
け
な
い
よ
う
に
積
善
館
を
立
派
に
き
り

vh-e 

廻
し
て
み
せ
る
」
と
云
っ
て
私
を
脱
み
つ
け
ま
し
た
。
母
が
こ
ん
な
に

怒
っ
た
の
に
は
、
全
く
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

き
く
は
義
父
と
夫
の
死
後
何
年
間
か
、
実
際
に
自
分
が
中
心
で
旅
館
を
き
り
廻
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
旅
館
の
内
儀
と
し
て
の
彼
女
に

し

つ

げ

き

♂

つ
い
て
、
麟
り
の
人
達
の
一
致
し
た
意
見
と
し
て
、
大
変
厳
格
な
人
、
男
ま
さ
り
の
気
性
の
人
と
い
わ
れ
て
い
る
。
「
撲
は
実
に
厳
し
か

っ
た
。
女
中
や
番
頭
な
ど
も
よ
く
叱
ら
れ
ま
し
た
」
と
い
う
。
き
く
自
身
も
「
私
は
憎
く
て
叱
る
ん
で
は
な
い
よ
。
可
愛
い
い
か
ら
こ
そ

叱
る
ん
だ
よ
」
と
よ
く
云
っ
て
い
た
が
、
善
平
夫
妻
は
じ
め
長
〈
勤
め
た
番
頭
女
中
達
か
ら
も
大
変
感
謝
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
周
辺

の
人
達
へ
の
心
く
ぱ
り
と
面
倒
み
が
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
大
屋
旅
館
の
家
婦
と
し
て
の
き
く
に
つ
い
て
、
仁
識
は
次
の
よ
う
に
語

っ
て
い
る
。

中之条町の女の歴史

お
か
み
さ
ん
は
家
憲
家
例
を
大
変
重
ん
じ
る
方
で
し
た
。
お
正
月
の

三
元
日
は
朝
晩
、
小
豆
飯
を
た
く
。
一
月
十
五
日
の
朝
は
十
二
組
の
わ

り
ご
に
初
穂
を
も
っ
て
神
棚
仏
壇
に
お
供
え
し
て
か
ら
、
お
客
に
合
事

ほ
し
い

を
差
上
げ
る
。
そ
れ
に
も
う
一
つ
お
客
に
乾
飯
と
い
う
土
産
を
つ
く
っ

た
。
さ
ら
に
一
週
間
に
一
度
は
赤
飯
を
た
い
て
お
客
に
配
っ
た
。
そ
し

四

て
毎
年
三
月
十
日
坪
掃
除
を
す
る
。
十
一
月
と
一
月
の
二
十
日
は
商
売

繁
昌
の
え
び
す
講
を
す
る
。
当
日
従
業
員
、
出
入
の
職
人
か
ら
縁
故
者

た
ち
が
全
部
招
待
さ
れ
る
。
天
神
講
に
は
関
係
各
戸
の
子
供
達
が
洩
れ

な
く
招
か
れ
御
馳
走
に
な
る
。
子
供
た
ち
は
こ
こ
で
勉
強
す
る
の
だ
よ

と
説
得
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
お
か
み
さ
ん
は
家
例
と
併
せ
て
縁
故
者
達
を
招
待
し
、
ま
た
何
く
れ
と
な
く
皆
ん
な
の
世
話
を
よ
く
し
て
い
る
。
そ
し
て
何
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よ
り
も
昔
か
ら
「
お
客
様
は
神
様
」
と
し
て
、
お
内
儀
の
お
客
様
扱
い
は
実
に
鄭
重
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
彼
女
の
次
代
若
奥
さ
ん
(
現
普
平
夫
人
〉
へ
の
内
儀
教
育
に
ふ
れ
て
お
く
。
善
平
の
談
話
に
よ
る
と
、

村・家・女の歴史

母
は
病
気
の
た
め
長
く
臥
床
し
て
い
ま
し
た
が
、
病
床
で
家
内
を
色

々
と
指
図
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
家
内
も
何
も
か
も
相
談
し
て
や
っ
た

よ
う
で
す
。
家
内
は
桐
生
の
料
理
屋
育
ち
で
し
た
が
、
直
接
家
業
に
は

タ
ッ
チ
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
一
人
前
の
温
泉
旅
館
の
内
儀
に
な
る
の

に
は
大
変
だ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
点
母
は
家
内
を
よ
く
教
育
し
て
く
れ

特椅V
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ま
し
た
。
家
内
も
日
常
よ
く
話
し
て
い
ま
す
が
、
「
接
客
の
コ
ツ
は
誠

意
一
筋
、
お
客
の
気
持
に
な
っ
て
サ
ー
ビ
ス
に
勤
め
る
要
点
と
か
、
温

泉
旅
館
人
の
心
構
え
・
:
と
い
っ
た
こ
と
を
、
お
母
さ
ん
か
ら
色
々
教
え

て
も
ら
っ
て
お
い
て
大
変
役
に
た
ち
ま
し
た
」
と
、
心
か
ら
感
謝
し
て

い
ま
す
。

間
夫
と
と
も
に
生
き
た
女
の
生
活

前
節
で
は
家
と
と
も
に
生
き
た
わ
が
町
村
の
女
の
生
活
の
諸
相
を
述
べ
た
。
そ
し
て
昭
和
戦
時
期
ま
で
の
地
方
女
性
の
大
半
の
人
々
の

生
き
方
は
家
を
背
景
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
そ
う
い
う
女
の
暮
し
の
な
か
で
、
と
く
に
夫
と
と
も
に
生
き
て
き
た
女
の
生
活

を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。
こ
う
い
う
女
の
暮
し
の
事
例
も
非
常
に
多
い
が
、
二
三
の
事
例
に
代
表
さ
せ
て
述
べ
て
お
く
こ
と
に
す

る
医
師
の
妻
と
し
て

伊
勢
町
に
翻
持
病
院
を
開
業
し
た
医
師
剣
持
雄
司
の
妻
ヤ
ヲ
を
あ
げ
て
お
く
。
ま
ず
彼
女
の
談
話
に
よ
っ
て
述
ベ

る
こ
と
に
す
る
。

銀
持
ヤ
ヲ
は
、
明
治
二
十
七
年
群
馬
郡
豊
秋
村
石
原
に
生
れ
、
高
崎

の
県
立
女
学
校
に
学
ん
だ
。
良
妻
賢
母
を
目
的
と
し
た
当
時
の
女
学
校

し
つ
ω"

で
寄
宿
舎
生
活
を
送
り
、
厳
格
な
袋
教
育
を
う
け
た
。
ヤ
ヲ
は
医
師
を

志
望
し
て
い
た
の
で
、
教
科
書
中
心
の
勉
強
に
傾
注
し
て
、
当
時
台
頭

し
て
き
た
自
然
主
義
文
学
や
新
し
い
思
潮
に
は
心
を
む
け
る
こ
と
も
な

か
っ
た
と
い
う
。
高
女
を
卒
業
し
て
直
ぐ
吉
岡
弥
生
先
生
の
東
京
女
子

医
専
に
入
学
、
、
こ
こ
で
二
カ
年
修
学
し
た
が
、
豊
秋
の
母
が
病
気
の

た
め
中
途
で
や
め
て
帰
郷
、
母
の
看
護
の
努
ら
家
事
の
手
伝
を
し
て
い



結婚当初の銀持ヤヲ(明治27年生〉

中之条町の女の歴史

る
。
本
人
は
「
東
京
の
二
カ
年
間
の
医
学
の
勉
強
は
、
後
に
伊
勢
町
で

病
院
開
設
当
初
に
宅
訪
や
外
診
の
際
、
多
忙
な
夫
の
補
助
員
と
し
て
の

業
務
に
大
変
役
立
っ
た
」
と
言
っ
て
い
る
。
主
人
は
明
治
四
十
三
年
八

月
東
京
慈
恵
医
学
専
門
学
校
を
卒
業
、
同
校
解
剖
学
助
手
、
四
十
四
年

同
校
病
院
で
産
科
婦
人
科
、
内
科
、
外
科
を
担
当
し
た
。

結
婚
:
・
主
人
と
の
結
婚
の
動
機
に
つ
い
て
、
本
人
は
「
私
と
主
人
の
兄

と
が
互
に
前
橋
中
学
の
同
窓
生
で
あ
り
、
私
と
主
人
の
妹
(
叙
持
せ
つ
)

が
県
立
高
女
で
仲
の
よ
い
友
達
だ
っ
た
」
こ
と
を
第
一
に
あ
げ
て
い
る
。

「
相
手
が
医
師
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
将
来
医
師
へ
の
希
望
を
も
っ
私
に

は
好
ま
し
い
相
手
で
あ
っ
た
し
、
相
手
の
家
も
申
分
な
い
し
、
結
婚
を

す
す
め
て
く
れ
る
人
が
皆
懇
意
の
人
な
の
で
、
婿
様
が
ど
ん
な
人
か
わ

か
ら
な
か
っ
た
が
、
勧
め
て
く
れ
る
兄
や
友
達
の
言
を
信
じ
て
、
見
合

四

も
せ
ず
写
真
の
交
換
も
し
な
い
で
結
婚
に
ふ
み
き
り
ま
し
た
」
と
い

を
「
ノ
。

新
婚
時
代
:
・
主
人
の
親
し
い
友
の
勧
め
で
、
大
正
三
年
四
国
の
高
知

県
室
戸
病
院
の
医
師
に
赴
任
(
無
医
村
の
津
呂
分
院
に
も
勤
務
〉
、
主
人

と
二
人
だ
け
で
嫁
の
気
苦
労
も
な
い
新
世
帯
だ
っ
た
が
、
職
業
柄
、
多

忙
で
落
着
け
な
い
生
活
で
し
た
。
主
人
は
精
魂
こ
め
て
努
力
し
て
お
り

ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
長
女
は
津
呂
で

生
ま
れ
、
二
女
は
室
戸
町
で
出
生
し
ま
し
た
。
こ
こ
の
生
活
を
通
じ
て

世
の
中
を
丸
く
渡
る
む
ず
か
し
さ
や
人
と
の
交
際
の
む
ず
か
し
さ
な
ど

色
々
の
勉
強
を
さ
せ
て
貰
い
ま
し
た
。

帰
郷
・
医
院
開
業
:
・
親
戚
や
知
己
の
懇
望
に
よ
り
帰
郷
し
て
伊
勢
町

に
開
業
し
た
の
は
、
大
正
十
一
年
十
一
月
、
敷
地
は
次
兄
の
も
の
だ
っ

た
が
、
不
在
の
た
め
荒
れ
て
い
て
整
備
が
大
変
で
し
た
。
こ
の
帰
郷
開

業
は
、
私
た
ち
夫
婦
に
は
、
生
活
上
の
大
変
革
で
、
最
初
の
う
ち
は
戸

惑
い
が
多
か
っ
た
。
新
し
い
医
療
機
械
器
具
の
購
入
、
医
薬
品
の
手

配
、
す
べ
て
夫
婦
で
決
断
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
こ
で

僅
か
二
カ
年
で
も
医
学
校
で
勉
強
し
た
こ
と
が
実
際
に
役
立
ち
ま
し

た。
不
況
か
ら
戦
時
期
の
苦
労
:
・
昭
和
不
況
に
は
農
村
が
最
も
苦
労
し
た

が
、
こ
れ
に
続
く
長
い
戦
争
期
間
、
と
く
に
苛
烈
化
し
た
終
戦
前
に

は
、
薬
品
衛
生
材
料
の
不
足
、
業
務
用
品
の
配
給
の
少
量
で
は
全
く
苦

し
ん
だ
。
さ
ら
に
戦
争
末
期
に
は
、
私
た
ち
の
建
物
の
大
半
が
疎
開
し

て
き
た
陸
軍
予
備
士
官
学
校
の
医
務
室
に
徴
用
さ
れ
、
軍
人
の
寝
泊
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村・家・女の歴史

り
、
軍
関
係
者
の
出
入
も
多
く
な
り
落
ち
つ
け
な
い
幾
日
か
を
過
し
た
と
い
う
。

朝
日
座
主
の
妻
と
し
て

朝
日
座
主
佐
藤
代
吉
の
娘
春
世
は
、
彼
女
の
義
母
佐
藤
で
ん
に
つ
い
て
、
そ
の
寄
稿
文
の
な
か
で
次
の
よ
う

358 

に
述
べ
て
い
る
。
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彼
女
(
で
ん
〉
は
、
碓
氷
郡
横
川
町
の
山
本
と
言
う
旧
家
に
生
れ
ま

し
た
。
彼
女
は
色
白
の
丸
ぼ
ち
ゃ
で
し
た
が
目
が
細
く
鼻
も
低
く
お
世

さ
す
が

辞
に
も
美
人
と
は
言
え
ぬ
顔
立
で
し
た
が
、
流
石
に
旧
家
の
出
ら
し
く

お
っ
と
り
し
て
上
品
で
し
た
。
子
供
の
頃
、
塾
に
通
っ
て
女
大
学
式
の

教
育
を
う
け
、
そ
の
上
針
仕
事
、
炊
事
等
も
中
々
上
手
な
、
言
わ
ば
当

時
と
し
て
は
女
一
通
り
の
教
育
を
身
に
つ
け
た
婦
人
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
私
の
知
る
限
り
朝
日
パ

l
の
家
は
父
の
生
前
死
後
を
通
じ
て
塵
つ

ぽ
一
つ
な
く
、
何
時
も
整
然
と
し
て
い
ま
し
た
。
春
に
な
れ
ば
早
々

に
冬
着
た
着
物
を
ほ
ご
し
て
洗
い
張
り
し
、
流
石
に
忙
し
い
商
売
で
し

た
の
で
、
針
住
事
こ
そ
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
す
べ
て
縫
い
替
す
る
も

の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
仕
立
て
に
出
す
と
い
っ
た
風
で
、
単
笥
の
す
み
ず
み

押
入
の
中
に
も
着
古
し
た
物
は
何
一
つ
見
当
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

当
時
中
之
条
辺
の
人
達
は
、
五
月
一
日
に
な
る
と
セ
ル
か
ネ
ル
の
単

ゆ
か
た

衣
、
六
月
に
は
緋
か
縞
の
単
衣
、
浴
衣
は
七
月
一
日
か
ら
八
月
い
っ
ぱ

い
、
九
月
に
入
る
と
織
柄
の
単
衣
、
九
月
掛
川
ば
か
ら
セ
ル
、
十
月
一
日

か
ら
は
、
キ
チ

γ
と
仕
立
お
ろ
し
の
あ
わ
せ
、
と
い
っ
た
具
合
に
一
年

の
衣
替
の
時
期
に
は
必
ず
そ
の
物
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

当
時
の
中
之
条
町
の
主
婦
は
、
あ
ま
り
出
て
歩
い
て
質
物
な
ど
し
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。
で
ん
も
殆
ど
朝
日
鹿
横
町
か
ら
外
へ
出
ま
せ
ん
で

し
た
。
:
・
夫
の
代
吉
は
朝
日
座
の
経
営
だ
け
で
な
く
、
色
々
な
仕
事
に
手

を
つ
け
、
そ
し
て
そ
の
間
政
友
会
に
も
血
道
を
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
で

一
カ
月
二
三
日
位
し
か
家
に
い
な
い
。
そ
の
留
守
中
の
責
任
は
す
べ
て

で
ん
の
肩
に
か
か
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
で
ん
は
ま
さ
に
肝
玉
母
さ
ん

で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
奔
放
き
わ
ま
る
代
吉
の
妻
と
し
て
黙
っ
て
つ
い

ゆ

て
い
っ
た
彼
女
は
大
し
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
時
に
は
結
い
た
て
の

丸
ま
げ
に
た
す
き
が
け
、
黒
い
し
ゅ
す
の
衿
の
付
い
た
仕
立
お
ろ
し
の

袷
を
着
て
朝
日
座
の
木
戸
に
上
り
、
「
え
え
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
、
い
ら

っ
し
ゃ
い
」
と
木
札
を
た
た
い
て
呼
び
込
み
を
し
て
い
る
姿
を
見
ま
し

た
。
彼
女
が
こ
ん
な
に
も
変
容
し
た
の
は
、
一
つ
に
は
明
治
生
れ
の
女

大
学
教
育
を
う
け
た
せ
い
も
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
代
官
へ
の
愛
か
ら
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
ん
は
代
官
に
散
々
苦
労
さ
せ
ら
れ
ま
し
た

が
、
一
度
も
代
吉
の
悪
口
を
も
ら
し
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

彼
女
は
、
昭
和
五
年
十
月
十
三
日
、
五
十
三
才
で
逝
く
な
り
ま
し

た
。
「
も
う
お
前
も
そ
ろ
そ
ろ
俺
の
所
へ
来
い
や
と
お
父
さ
ん
が
言
っ
た

夢
を
み
た
」
と
云
っ
て
か
ら
間
も
な
く
病
み
付
い
た
の
で
す
。
今
碓
氷
峠

の
健
石
山
を
背
に
妙
義
山
の
裏
山
を
前
に
し
た
坂
本
町
の
墓
地
に
夫
婦



仲
よ
く
眠
っ
て
い
ま
す
。

佐
藤
で
ん
の
よ
う
に
し
て
夫
と
と
も
に
生
き
た
女
た
ち
は
、
わ
が
中
之
条
地
方
に
は
幾
人
も
い
た
こ
と
と
思
う
。

製
糸
家
の
妻
と
し
て
つ
ぎ
に
製
糸
家
〈
事
業
家
)
、
そ
し
て
政
治
家
に
も
な
っ
た
小
測
光
平
(
明
治
三
十
七
生
〉
の
糟
糠
の
妻
と
し
て

生
き
た
小
淵
ち
よ
(
明
治
三
十
九
年
生
〉
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。

ち
よ
は
、
名
久
田
村
横
尾
の
小
塚
、
関
太
作
の
四
女
に
生
れ
た
。
娘
時

代
に
は
新
町
の
鐘
紡
工
場
に
働
い
て
い
た
の
で
、
繰
糸
の
技
術
は
じ
め

工
場
の
仕
事
の
実
際
に
は
何
か
と
よ
く
通
じ
て
い
た
。
そ
の
上
工
場
経

理
と
い
う
こ
と
に
も
明
る
か
っ
た
よ
う
で
す
。
光
平
と
結
婚
し
た
の

は
、
昭
和
四
年
二
十
五
才
の
時
で
し
た
ハ
夫
光
平
二
十
六
才
で
製
糸
工
場

操
業
の
翌
年
三
二
人
の
結
婚
の
経
過
を
き
く
と
(
岩
太
郎
談
〉
、
二
人
は

も
と
も
と
親
類
だ
っ
た
の
で
、
兄
(
光
平
)
が
伊
勢
町
に
工
場
を
関
い

中之条町の女の歴史四

新婚当時の小測もよ(明治39年生〉

(
ち
ょ
自
身
と
光
平
の
実
弟
岩
太
郎
の
談
話
に
よ
る
〉

た
時
に
は
義
姉
〈
ち
よ
〉
は
事
務
職
員
と
し
て
主
に
経
理
を
担
当
し
て

働
い
て
い
ま
し
た
。
親
類
だ
っ
た
二
人
は
互
に
気
心
も
わ
か
っ
て
お

り
、
工
場
の
事
務
経
理
に
通
じ
て
い
た
の
で
、
兄
は
生
涯
の
伴
侶
と
し

て
白
羽
の
矢
を
た
て
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
近
所
で
懇
意
だ
っ
た
小
池

遵
正
さ
ん
も
似
合
い
の
よ
い
夫
婦
と
し
て
進
ん
で
媒
酌
人
を
勤
め
た
と

い
い
ま
す
。

結
婚
当
初
は
小
淵
製
糸
の
開
業
時
で
あ
っ
て
、
折
柄
の
昭
和
不
況
で

工
場
運
営
は
言
語
に
絶
す
る
苦
し
み
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
義
弟
岩
太
郎

さ
ん
も
当
時
の
兄
夫
婦
の
工
場
経
営
の
た
め
の
金
工
面
に
つ
い
て
、
忘

れ
え
な
い
当
時
の
思
い
出
と
し
て
次
の
よ
う
な
話
を
し
て
い
る
。
「
年

の
瀬
も
お
し
せ
ま
っ
た
夜
、
兄
夫
婦
を
前
に
し
て
貸
金
の
督
促
を
し
て

い
ま
し
た
。
・
:
結
局
義
姉
は
平
謝
り
に
謝
っ
て
利
息
の
た
し
に
と
嫁
入

り
単
笥
の
中
か
ら
よ
い
着
物
の
何
枚
か
を
風
呂
敷
に
包
ん
で
、
前
に
差

し
出
し
ま
し
た
。
相
手
も
こ
れ
に
は
す
っ
か
り
折
れ
て
、
な
に
か
慰
め

言
を
二
、
一
二
い
っ
て
立
帰
っ
た
よ
う
で
し
た
。
姉
は
正
月
用
着
を
す
っ

か
り
金
貸
し
に
渡
し
て
し
ま
い
、
薄
い
単
衣
の
着
物
の
上
に
着
古
し
た

τゐ
半
纏
の
よ
う
な
も
の
を
羽
織
る
と
い
っ
た
恰
好
で
、
正
月
や
寒
中
を
過

359 
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し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
義
姉
は
何
一
つ
グ
チ
な
ど
こ
ぼ
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
私
は
子
供
心
に
姉
は
え
ら
い
な
あ
と
泌
々
感
心
し
ま
し
た
」
と
。

ち
よ
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、
戦
争
が
激
化
す
る
と
、
製
糸
を
中
止
し

て
軍
需
工
場
へ
転
換
し
、
昭
和
十
八
年
に
は
川
崎
住
友
工
場
の
疎
開
工

場
と
し
軍
需
品
の
下
請
製
作
を
し
て
い
る
。
泣
く
ほ
ど
辛
か
っ
た
が
、

特緯V

私
た
ち
の
血
と
汗
の
結
品
だ
っ
た
製
糸
機
械
を
二
足
三
文
で
処
分
し
ま

し
た
。
戦
後
再
び
軍
需
工
場
か
ら
、
元
の
工
場
に
立
直
る
段
取
り
が
で

き
た
の
は
、
昭
和
二
十
一
年
九
月
で
し
た
。
そ
し
て
新
し
く
改
良
さ
れ

た
機
械
を
整
備
し
た
の
は
戦
後
製
糸
を
再
開
し
て
か
ら
ず
っ
と
後
年
の

四
十
二
年
で
し
た
。
.
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こ
う
し
て
ち
ょ
は
娘
時
代
か
ら
小
淵
製
糸
に
働
き
、
結
婚
後
は
製
糸
家
光
平
の
妻
と
し
て
、
不
況
、
戦
争
、
そ
し
て
敗
戦
後
と
夫
と
と

も
に
製
糸
業
の
運
営
に
苦
労
を
共
に
し
て
き
た
。
以
上
、
仕
事
を
通
じ
て
の
ち
ょ
女
の
面
を
述
べ
て
き
た
が
、
彼
女
は
自
分
が
夫
と
一
緒

允
っ
し
ゃ

「
幸
い
に
義
母
が
達
者
だ
っ
た
の

に
事
業
に
専
念
で
き
た
の
は
全
く
姑
き
ち
ハ
明
治
十
五
年
生
〉
の
お
か
げ
で
あ
る
と
感
謝
し
て
い
る
。

で
、
私
は
安
心
し
て
子
供
た
ち
の
面
倒
を
み
て
も
ら
え
ま
し
た
。
義
母
も
ま
た
実
に
よ
く
面
倒
を
み
て
く
れ
ま
し
た
」
と
い
う
。
そ
し
て

四
人
(
男
二
人
、
女
二
人
〉
の
子
供
の
母
と
し
て
、
仕
事
と
子
供
の
母
と
し
て
の
立
場
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

一
日
中
工
場
の
仕
事
に
没
頭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
私
が
、
母
と
し

て
子
供
の
話
相
手
に
な
れ
る
の
は
、
ほ
ん
と
に
僅
か
の
時
間
で
、
よ
い

母
と
事
業
と
は
、
ど
う
努
力
し
て
も
両
立
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
朝
食

こ
の
き
ち
に
つ
い
て
、
実
子
の
岩
太
郎
も
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

母
は
数
え
四
十
才
で
父
と
死
別
し
ま
し
た
。
小
測
家
の
土
台
を
築
い

た
の
は
兄
と
姉
で
す
が
、
中
心
に
な
り
絶
え
ず
私
ど
も
の
尻
を
叩
い
た

の
は
母
で
し
た
。
精
神
的
支
柱
は
母
で
す
。
明
治
十
五
年
生
れ
で
す
か

ら
特
別
勉
強
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
新
し
い
時
代
に
も
理
解

酒
造
り
商
人
の
嫁
の
暮
し

や
弁
当
の
用
意
、
登
校
の
仕
度
、
身
の
廻
り
の
世
話
、
洗
濯
と
義
母
の

骨
折
に
は
感
謝
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
義
母
は
明
治
十
五
年
生
れ

で
し
た
が
、
新
し
い
時
代
の
よ
き
理
解
者
で
も
あ
り
ま
し
た
。

が
あ
り
、
孫
た
ち
の
よ
い
相
談
相
手
、
教
育
マ
マ
代
理
も
し
て
く
れ
た

よ
う
で
す
。
今
は
義
姉
が
母
に
代
っ
て
孫
た
ち
の
よ
い
相
談
相
手
に
な

っ
て
い
ま
す
。

中
之
条
町
の
酒
造
業
近
藤
太
郎
夫
人
や
ゑ
(
明
治
三
十
七
年
生
〉
の
戦
後
に
お
け
る
各
方
面
の
社
会
活



に
よ
る
〉
。

動
に
つ
い
て
は
余
り
に
も
有
名
で
あ
る
。
町
誌
で
も
す
で
に
各
部
門
で
紹
介

さ
れ
て
い
る
が
、
彼
女
の
き
び
し
い
若
い
嫁
時
代
の
生
活
は
案
外
に
知
ら
な

嫁の時代の近藤やゑ

い
人
が
多
い
。
彼
女
に
も
昭
和
初
期
か
ら
十
年
前
後
に
わ
た
る
比
較
的
短
期

で
は
あ
っ
た
が
嫁
時
代
の
き
び
し
い
暮
し
が
あ
っ
た
。
勿
論
こ
れ
は
彼
女
だ

け
の
も
の
で
は
な
く
、
長
く
戦
前
期
に
お
け
る
地
方
女
性
の
す
べ
て
の
人
々

の
体
験
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
女
は
酒
造
り
商
人
の
息
子
に
嫁
ぎ
、
農
家

の
嫁
と
は
ま
た
違
っ
た
苦
労
を
経
験
し
て
い
る
の
で
、
町
の
商
家
の
嫁
生
活

と
し
て
、
や
ゑ
の
当
時
の
暮
し
を
た
ど
る
こ
と
に
し
た
(
本
人
か
ら
の
聴
取

私
は
大
正
十
四
年
五
月
に
沼
田
町
か
ら
中
之
条
町
の
酒
屋
に
嫁
に
入

っ
た
。
実
家
は
医
者
で
父
母
と
車
夫
、
そ
れ
に
看
護
婦
六
人
と
い
う
暮

し
だ
っ
た
。
婚
家
の
方
は
酒
造
家
な
の
で
、
実
家
と
は
全
く
ち
が
っ

〈
ら
ぴ
と

て
、
庫
人
た
ち
ハ
酒
造
り
、
う
ち
一
人
は
そ
の
親
方
ト
ウ
ジ
〉
、
皆
私
よ

り
年
上
の
男
た
ち
、
そ
れ
に
主
人
、
義
父
、
弟
三
人
(
二
三
才
、
二

O

才
、
一
五
才
、
明
大
生
、
前
商
生
、
中
の
弟
は
病
気
就
床
)
、
義
母
は
私

の
結
婚
前
に
死
去
、
義
姉
た
ち
は
全
部
結
婚
、
私
よ
り
年
上
の
女
中
一

人
と
い
う
多
勢
の
家
族
で
し
た
。
当
時
長
男
の
嫁
は
労
働
力
と
い
う
観

念
が
通
例
で
し
た
の
で
、
長
男
の
嫁
は
中
身
大
変
で
し
た
。

中之条町の女の歴史

早
速
酒
造
家
の
嫁
生
活
が
は
じ
ま
る
が
、
嫁
仕
事
の
日
課
か
ら
述
べ
る
と
、
大
別
す
る
と
家
の
主
婦
と
し
て
の
家
事
、
酒
造
り
の
仕

事
、
居
飲
酒
屋
の
世
話
の
三
つ
で
あ
っ
た
。

四

水
汲
み
・
:
商
売
柄
、
沢
山
水
を
使
い
、
し
か
も
水
道
が
な
く
井
戸
か

ら
汲
み
あ
げ
る
。
両
手
に
手
桶
を
さ
げ
て
遠
い
井
戸
か
ら
一
年
中
水
が
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め
(
二
十
杯
入
〉
に
扱
み
入
れ
る
日
課
で
し
た
。
飯
た
き
:
・
一
日
八
升

の
米
を
三
固
た
く
。
十
人
の
炊
事
を
一
日
一
一
一
度
や
る
。
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居
飲
み
底
の
客
の
ツ
マ
ミ
の
用
意
:
・
居
飲
み
の
客
が
毎
夕
何
人
か
あ

っ
た
。
こ
の
人
た
ち
の
お
か
ず
の
用
意
、
そ
し
て
家
事
に
は
大
勢
の
炊

事
の
ほ
か
、
洗
濯
、
縫
い
か
ら
げ
と
山
積
し
て
い
た
。

362 

の
女
の
仕
事
と
し
て
、

こ
う
い
う
追
わ
れ
る
仕
事
の
中
で
彼
女
は
嫁
に
き
た
当
初
三
年
位
は
髪
は
「
イ
ボ
ヂ
リ
巻
き
」
で
お
し
通
し
た
と
い
う
。
酒
造
家
特
有

む
し
ろ

「
酒
の
袋
干
し
」
や
「
建
洗
い
」
と
い
う
苦
し
い
重
労
働
が
あ
っ
た
。

特輯V

酒
袋
干
し
・
:
酒
袋
の
柿
渋
は
ぎ
の
仕
事
ハ
渋
柿
を
昼
間
も
ぎ
と
っ
て

お
い
て
、
夕
食
後
、
柿
渋
を
と
り
、
袋
の
表
裏
に
塗
る
〉
、
酒
袋
を
夏

の
炎
天
下
に
干
す
仕
事
で
、
女
は
男
が
干
場
に
持
上
げ
た
も
の
を
屋
根

の
上
に
並
べ
て
干
す
。

建
洗
い
・
:
一
日
一
回
十
二
俵
近
く
ふ
か
し
た
米
を
廷
に
ほ
す
。
こ
の

廷
を
山
田
川
で
洗
い
、
リ
ヤ
カ
ー
で
運
搬
す
る
。

や
ゑ
さ
ん
は
塀
に
ほ
し
た
蓮
を
、
夕
立
で
あ
わ
て
て
取
込
み
中
、
石
垣
か
ら
落
ち
て
流
産
し
た
経
験
が
あ
る
と
話
し
て
い
る
。

戦
前
の
町
商
人
の
家
で
は
暮
か
ら
正
月
初
荷
ま
で
の
忙
し
さ
は
全
く
大
変
で
し
た
。
造
り
酒
屋
の
場
合
、
特
に
女
(
主
婦
〉
に
は
庖
の

仕
事
と
家
事
と
が
重
積
し
て
異
例
の
多
忙
さ
が
続
い
た
。
や
ゑ
の
話
で
は
、

①
使
用
人
が
多
か
っ
た
の
で
、
正
月
の
餅
を
十
分
に
用
意
す
る
、
②

ふ
守
主

正
月
を
迎
え
て
家
中
の
大
掃
除
、
と
く
に
襖
や
障
子
の
張
り
か
え
、
@
松

飾
り
@
お
せ
ち
料
理
の
用
意
、
⑤
年
越
し
の
料
理
の
捺
え
:
・
大
勢
の

賄
い
だ
っ
た
の
で
へ
ト
ヘ
ト
に
疲
労
し
た
と
い
う
。

母
と
し
て
、
子
供
の
迎
春
の
た
め
①
正
月
着
、
履
物
そ
の
他
衣
料
②

子
供
の
袴
の
手
入
、
肩
上
げ
、
縫
う
の
は
寝
る
前
を
利
用
し
て
準
備
し

た。

正
月
に
は
一
度
位
は
丸
ま
げ
を
と
願
っ
た
が
、
新
婚
の
何
年
間
は
こ
れ
も
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
大
晦
日
か
ら
正
月
元
旦
の
主
婦
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
る
。

か
け
と
り
の
忙
し
さ
で
、
大
晦
日
の
夜
の
と
し
と
り
は
、
ま
だ
落
付

か
な
い
が
、
大
勢
の
家
族
、
傭
人
ら
と
一
緒
に
め
で
た
く
夕
食
を
す
ま

せ
る
。
夜
十
時
頃
か
ら
銭
勘
定
に
な
る
。
入
金
の
帳
簿
記
入
、
銭
勘
定

が
す
ん
で
、
元
旦
の
お
と
そ
の
用
品
甲
山
、
若
衆
へ
の
お
年
玉
の
用
意
等
を



す
ま
せ
る
。
そ
れ
か
ら
子
供
の
元
且
へ
の
支
度
、
こ
れ
を
す
ま
せ
て
、

少
し
ト
ロ
ト
ロ
す
る
と
、
も
う
元
且
、
年
が
改
っ
た
な
ど
の
実
感
は
な

く
頭
は
ボ
l

ッ
ト
し
て
い
る
。
ど
う
や
ら
年
賀
が
す
む
と
、
庫
は
明
日

の
初
荷
の
準
備
で
大
変
に
な
る
。
樽
に
酒
を
つ
め
る
。
酒
と
一
絡
に
く

ば
る
新
春
の
品
々
を
揃
え
、
初
荷
送
り
の
酒
量
の
通
帳
記
入
と
全
く
忙

し
い
。
子
供
に
対
し
て
は
相
手
な
ど
し
て
や
れ
ず
、
可
愛
い
そ
う
で
た

ま
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

以
上
、
酒
屋
の
嫁
さ
ん
、
実
質
上
は
女
手
一
人
の
主
婦
と
し
て
の
き
び
し
い
日
々
の
仕
事
ハ
労
働
)
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
や
ゑ
の
夫

の
太
郎
は
十
九
才
か
ら
酒
造
り
を
し
、
若
い
時
分
か
ら
一
生
懸
命
働
き
続
け
た
。
幸
に
夫
婦
と
も
身
体
が
丈
夫
だ
っ
た
の
は
何
よ
り
で
し

た
と
述
懐
す
る
。
主
人
が
よ
く
云
っ
て
い
た
言
葉
と
し
て
、

戦
時
に
お
け
る
生
活
は
、
平
和
の
時
の
生
活
が
一
変
し
て
、
成
人
男
子
は
戦
場
に
動
員
さ
れ
、
女
子
は
男
子
に
か
わ
っ
て
銃
後
を
防
衛

す
る
。
地
域
(
町
や
村
)
と
家
を
ま
も
り
、
生
産
部
門
に
も
進
出
し
て
産
業
職
業
労
動
に
も
従
事
す
る
よ
う
に
な
る
。
と
り
わ
け
長
期
化

す
る
現
代
戦
争
の
も
と
で
は
、
総
力
戦
争
が
必
然
的
に
な
り
、
戦
時
に
お
け
る
女
子
の
役
割
が
増
し
て
き
で
い
る
。
満
州
事
変
以
降
の
目

撃
事
変
か
ら
太
平
洋
戦
争
に
わ
た
る
昭
和
戦
時
期
に
は
、
銃
後
に
お
け
る
女
性
の
諸
活
動
は
め
ざ
ま
し
か
っ
た
。
一
般
に
現
代
社
会
で
は

「
人
並
に
働
い
た
の
で
は
生
活
で
一
杯
だ
。
人
よ
り
働
い
た
の
が
収

入
で
、
手
残
り
分
だ
」
。
そ
し
て
「
若
い
頃
は
生
き
る
こ
と
に
一
生
懸
命

で
、
十
数
年
聞
は
、
ま
る
で
空
白
で
、
思
い
出
な
ど
は
な
い
」
と
。

そ
し
て
商
人
の
妻
と
し
て
、
ま
た
夫
婦
二
人
で
心
掛
け
て
き
た
こ
と

を
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
私
ど
も
人
相
手
の
商
売
は
顔
か
ら
笑

顔
を
絶
や
し
て
は
な
ら
な
い
。
一
文
な
し
で
も
巨
万
の
貯
え
の
あ
る
よ

中之条町の女の歴史

昭
和
戦
時
期
に
お
け
る
町
村
の
女
の
生
活

3 

四

う
陽
気
に
振
舞
う
こ
と
、
大
勢
人
を
使
う
立
場
で
は
、
ど
ん
な
に
泣
き

た
く
て
も
、
ど
ん
な
に
悲
し
く
も
泣
き
顔
、
い
や
な
顔
を
奉
公
人
に
見

せ
て
は
な
ら
な
い
。
泣
く
な
ら
、
た
っ
た
一
人
に
な
る
と
こ
ろ
で
や

れ
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
や
ゑ
さ
ん
は

「
こ
れ
を
心
の
憲
法
と
し
て
夫
と
共
に
生
き
て
き
ま
し
た
」
と
述
懐

し
て
い
る
。
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戦
時
中
に
職
業
女
性
が
増
加
し
、
そ
の
趨
勢
は
戦
後
に
も
連
続
し
て
い
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
ヨ
l
ロ
y

パ
の
女
性
の
場
合
に
は
、

こ
れ
を
契
機
と
し
て
女
性
の
地
位
向
上
が
実
現
し
た
が
、
今
次
戦
争
後
の
日
本
の
女
性
の
場
合
に
も
実
質
的
に
は
極
め
て
不
十
分
な
が
ら

も
、
制
度
上
で
は
女
性
の
地
位
向
上
が
各
分
野
で
実
施
さ
れ
て
き
た
。

こ
こ
で
昭
和
の
十
五
年
戦
争
中
に
お
い
て
、
わ
が
町
村
の
女
性
た
ち
が
体
験
し
た
生
活
の
諸
相
を
記
述
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
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ω
戦
時
下
の
職
業
に
生
き
る
女
性
像

戦
争
で
前
線
に
動
員
さ
れ
た
男
性
に
代
っ
て
自
営
の
農
業
、
商
業
な
ど
に
精
進
し
て
子
供
た
ち
を
養
育
し
な
が
ら
家
を
守
り
続
け
た
郷

土
の
女
性
た
ち
は
枚
挙
し
え
な
い
ほ
ど
多
い
。
そ
し
て
前
述
の
よ
う
に
各
職
場
か
ら
応
召
さ
れ
て
い
っ
た
男
子
の
職
業
の
穴
を
う
め
て
職

業
戦
鰻
に
で
て
職
域
を
守
っ
た
女
性
た
ち
も
多
か
っ
た
。
戦
争
の
災
禍
に
よ
っ
て
夫
や
父
を
失
っ
て
代
っ
て
家
族
を
扶
養
す
る
た
め
職
業

に
進
出
し
た
女
性
も
数
知
れ
ぬ
ほ
ど
多
い
。
今
次
戦
争
は
そ
の
長
期
化
と
大
規
模
化
に
よ
っ
て
、
各
家
族
へ
の
影
響
は
甚
大
で
あ
っ
た
。

と
く
に
女
の
生
活
を
大
き
く
変
化
さ
せ
た
。
長
く
男
子
に
依
存
し
続
け
て
き
た
女
た
ち
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
か
。
ま
ず
戦
時
中

職
業
へ
進
出
し
た
女
た
ち
の
生
き
る
諸
相
か
ら
み
て
ゆ
く
こ
と
に
す

永井コウ(明治44年生〉

る

昭
和
十
三
年
四
人
の
子
供
を
か
か
え
て
朝
鮮

で
夫
に
病
死
さ
れ
た
一
母
親
が
、
帰
郷
し
て
女
教
師
と
な
っ
た
道
す
じ
を

た
ど
り
つ
つ
、
母
親
と
し
て
の
生
き
方
か
ら
述
べ
て
お
く
。
旧
名
久
田
村

横
尾
の
永
井
コ
ウ
(
明
治
四
十
四
年
生
)
の
体
験
記
か
ら
、
そ
の
要
旨
を

述
べ
る
。

女
教
師
に
な
っ
た
母
親

彼
女
は
吾
妻
高
女
卒
業
の
一
年
後
、
昭
和
五
年
五
月
、
従
兄
弟
の
好
雄
と



結
婚
し
た
ハ
男
二
十
七
才
、
女
二
十
一
才
可
夫
好
維
は
朝
鮮
感
鏡
南
道

の
好
仁
で
国
境
警
備
の
警
察
官
だ
っ
た
。
五

l
十
三
年
、
朝
鮮
で
四
人

の
子
供
に
恵
ま
れ
幸
福
な
生
活
を
し
て
い
た
が
、
十
三
年
十
月
夫
は
急

性
盲
腸
炎
の
手
遅
れ
で
急
死
し
た
ハ
コ
ウ
二
十
八
才
〉
。
彼
女
は
遺
骨
を

抱
い
て
帰
国
す
る
。
幼
い
子
供
達
を
抱
え
て
目
先
真
暗
な
当
時
の
心
情

を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
日
が
経
つ
に
つ
れ
て
四
人
の
子
供
を
抱
え
て
の
こ
れ
か
ら
の
生
活

の
こ
と
を
考
え
始
め
:
・
一
才
五
カ
月
の
子
供
を
み
て
い
る
と
、
何
と
可

愛
い
の
だ
ろ
う
か
:
・
又
一
方
子
供
が
い
な
か
っ
た
ら
な
あ
:
・
死
ん
だ
方

が
ま
し
か
も
知
れ
な
い
。
事
実
死
の
う
か
と
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
こ
の
子
供
た
ち
の
為
に
生
き
放
か
な
け
れ
ば
と
も
思
い
・
:

こ
ん
な
日
が
何
カ
月
か
続
き
ま
し
た
」
。
そ
し
て
自
分
の
家
に
入
居
し

て
す
ぐ
主
人
の
写
真
を
額
縁
に
し
て
飾
り
、
ま
た
仏
壇
の
位
牌
を
子
供

た
ち
に
毎
日
お
が
ま
せ
て
い
る
。

け
わ

と
に
か
く
「
働
か
な
け
れ
ば
:
:
:
」
と
思
い
、
次
に
彼
女
は
教
員
の
道
を
歩
む
が
、
そ
の
道
は
中
々
に
険
し
か
っ
た
。

中之条町の女の歴史

女
学
校
当
時
の
友
か
ら
、
昭
和
十
五
年
の
夏
、
教
員
養
成
講
習
の
試

験
が
あ
る
か
ら
受
け
て
み
た
ら
と
勧
め
ら
れ
、
試
験
勉
強
を
始
め
る
。

群
馬
師
範
で
試
験
が
行
わ
れ
、
数
日
後
「
合
格
」
通
知
を
う
け
た
。
合

格
者
四
十
五
名
で
、
二
十
九
才
の
彼
女
は
一
番
年
上
だ
っ
た
。
そ
し
て

十
月
か
ら
三
カ
月
間
、
子
供
を
あ
ず
け
て
前
橋
の
女
子
師
範
に
下
宿
か

ら
通
う
。
こ
の
当
時
の
こ
と
を
、
彼
女
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
夜
下
宿
の
机
に
向
っ
て
い
て
も
子
供
た
ち
の
こ
と
が
気
に
か
か
り

ま
す
。
途
中
で
や
め
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
こ

こ
で
挫
け
て
は
と
自
分
自
身
に
言
い
聞
か
せ
ま
し
た
。
暫
く
遠
ざ
か
っ

て
い
た
勉
強
を
短
期
聞
に
つ
め
こ
む
の
で
す
か
ら
大
変
で
し
た
。
歴
史

の
テ
ス
ト
で
は
一
週
間
の
う
ち
神
武
天
皇
か
ら
今
上
天
皇
ま
で
の
一
二

四
代
の
天
皇
名
を
一
点
一
画
間
違
い
な
く
書
く
問
題
の
と
き
は
、
投
げ

出
し
た
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
一
週
間
、
学
校
か
ら
帰
っ
て
か
ら

毎
晩
火
鉢
の
側
で
書
い
て
は
消
し
、
消
し
て
は
書
き
、
何
回
繰
返
し
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
:
・
苦
し
か
っ
た
講
習
も
終
り
十
二
月
二
十
五
日
に
修

了
証
書
を
戴
き
ま
し
た
。
」
そ
し
て
十
六
年
三
月
三
十
一
日
付
で
彼
女
は

つ
い
に
高
山
西
国
民
学
校
訓
導
に
赴
任
し
た
。

こ
う
し
て
昭
和
十
六
年
四
月
、
彼
女
は
戦
時
下
の
国
民
学
校
で
女
教
師
と
し
て
第
一
歩
を
ふ
み
だ
し
た
が
、
彼
女
は
そ
の
教
員
生
活
を

回
顧
し
て
次
の
よ
う
に
述
ベ
て
い
る
。

四

実
社
会
で
働
く
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
二
年
生
三
十
数
名
の
担
当
で
す
。
「
先
生
、
先
生
」
と
子
供
た
ち
は
よ
く
言
う
事
を
聞
い
て
、
自
分
の
子
供
と

365 



村・家・女の歴史

ち
っ
と
も
変
ら
ず
実
に
可
愛
い
い
も
の
で
す
。
:
・
学
校
に
務
め
る
よ
う
に

な
っ
て
今
ま
で
以
上
に
責
任
と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
ま
し
た
。
「
や
れ
る

だ
け
や
れ
、
で
き
る
だ
け
や
れ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
学
校
生
活
は
進
み
ま
し

た
。
高
山
西
国
民
学
校
に
一
年
間
勤
務
し
、
十
七
年
に
伊
参
村
蟻
川
分

校
へ
転
任
し
ま
し
た
。
分
校
は
て
二
年
、
三
、
四
年
の
複
式
学
級
で
先
生

は
二
人
で
す
。
学
校
前
の
教
員
住
宅
へ
引
越
し
ま
し
た
。
末
の
子
が
五
才

に
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
妹
が
い
な
く
て
も
よ
く
な
り
ま
し
た
の
で
、

東
京
品
川
の
陸
軍
獣
資
特
庫
に
務
め
さ
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
世

の
中
は
戦
争
一
色
に
塗
り
変
え
ら
れ
、
伊
参
の
学
校
は
少
年
団
訓
練
の

指
定
校
で
し
た
。
遠
廻
り
で
も
毎
日
正
門
か
ら
礼
を
し
て
入
門
し
、
ご

特樹V

神
殿
に
礼
拝
す
る
の
が
日
課
で
し
た
。
:
・
男
の
先
生
方
も
一
人
二
人
と

徴
兵
さ
れ
、
十
八
年
秋
に
は
私
が
五
反
田
分
校
の
主
任
と
し
て
転
任
し

ま
し
た
。
そ
の
頃
は
本
土
空
襲
も
時
々
あ
り
、
モ
ン
ベ
を
つ
け
た
ま
ま

休
ん
で
い
ま
し
た
。
春
に
な
る
と
生
徒
を
連
れ
て
戦
地
の
兵
隊
さ
ん
に

わ
ら
び

贈
る
蕨
採
り
で
す
。
生
徒
も
先
生
も
一
生
懸
命
で
し
た
。
終
戦
の
年
の

二
十
年
、
長
男
は
中
之
条
農
業
学
校
土
木
科
に
、
長
女
は
吾
妻
高
等
女

学
校
に
入
学
し
、
次
女
は
四
年
、
次
男
は
二
年
生
に
な
づ
て
い
ま
し

た
。
上
級
学
校
に
進
ん
だ
長
男
は
学
徒
動
員
で
毎
日
麦
刈
り
草
む
し
り

で
勉
強
ど
こ
ろ
で
は
ゐ
り
ま
せ
ん
。
校
庭
で
は
女
子
青
年
団
が
竹
槍
の

訓
練
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
終
戦
に
な
り
ま
し
た
。

366 

彼
女
の
子
育
て
と
女
教
師
と
し
て
の
生
活
は
引
続
き
戦
後
に
む
け
て
き
び
し
く
展
開
し
て
い
っ
た
が
、
詳
細
は
略
す
る
。

現
在
の
彼
女
に
つ
い
て
付
記
す
る
と
、
子
供
た
ち
は
夫
均
一
本
立
ち

し
、
彼
女
自
身
も
昭
和
四
十
四
年
三
月
、
二
十
八
年
間
の
教
員
生
活
を

終
え
、
横
尾
の
自
宅
で
静
か
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

帰
郷
疎
開
で
苦
闘
す
る
主
婦
つ
ぎ
に
今
次
戦
争
中
、
大
阪
で
空
襲
に
あ
い
、
郷
里
に
疎
開
、
不
慣
れ
の
農
業
か
ら
再
び
元
の
商
庖
再

建
に
た
ど
り
つ
い
た
伊
勢
町
司
商
庖
の
主
婦
唐
沢
キ
ミ
に
つ
い
て
、
今
次
戦
争
の
末
期
か
ら
終
戦
直
後
の
奮
闘
の
歩
み
を
、
彼
女
の
寄
稿

報
告
で
た
ど
る
こ
と
に
す
る
。

唐
沢
キ
ミ
ハ
旧
姓
木
暮
〉
は
、
大
正
五
年
教
員
木
暮
千
太
郎
の
長
女

に
生
れ
、
昭
和
十
年
女
子
師
範
を
卒
業
、
長
野
原
小
学
校
に
奉
職
後
僅

か
で
、
い
と
こ
の
唐
沢
工
司
ハ
旧
名
久
田
村
横
尾
出
身
、
大
阪
で
食
料

品
商
V

に
嫁
い
だ
。
結
婚
後
、
彼
女
は
睡
眠
時
周
も
平
均
五
時
間
と
い

う
猛
奮
闘
を
続
け
、
人
に
は
三
人
分
も
働
く
と
褒
め
ら
れ
て
き
た
と
い

友
J
'

。今
次
戦
争
の
決
戦
下
で
は
、
陸
海
軍
御
用
と
市
民
へ
の
配
給
に
追
わ

れ
、
疎
開
も
せ
ず
、
大
阪
大
空
襲
(
二
十
年
三
月
十
四
日
)
で
焼
け
出



さ
れ
、
郷
里
の
横
尾
に
世
話
に
な
っ
た
。
帰
郷
後
、
ま
ず
無
謀
に
も
、
ゃ

っ
た
こ
と
も
な
い
農
業
を
は
じ
め
た
。
こ
れ
は
何
と
か
し
て
子
供
に
食

べ
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
た
め
と
述
べ
て
い
る
。
当
時
の
苦
労
に

つ
い
て
、
「
僅
か
の
預
金
で
田
畑
や
物
置
同
様
な
家
を
入
手
し
、
朝
早

く
か
ら
夕
、
選
く
ま
で
空
腹
と
戦
い
乍
ら
働
き
続
け
た
。
し
か
し
と
れ
た

小
麦
も
雨
で
駄
目
に
し
、
豊
作
の
き
っ
ま
芋
も
貯
蔵
が
悪
く
て
全
部
腐

ら
せ
る
等
、
子
供
達
の
為
の
努
力
が
か
え
っ
て
子
供
達
を
苦
し
め
る
結

果
と
な
っ
た
。
二
十
年
十
一
月
の
寒
い
晩
、
空
腹
と
寒
さ
に
こ
ら
え
乍

ら
歌
う
幼
い
四
男
の
声
は
、
泣
か
れ
る
よ
り
も
切
な
か
っ
た
。
そ
し
て

当
時
、
食
不
足
で
体
力
が
な
い
た
め
、
子
供
達
は
学
校
の
帰
途
、
何
回

も
休
ま
な
い
と
家
に
た
ど
り
つ
け
な
か
っ
た
と
い
う
。
時
に
見
す
ぼ
ら

し
い
身
な
り
の
子
供
ら
は
年
上
の
子
た
ち
に
何
度
か
い
た
ず
ら
も
さ
れ

た
と
い
う
。
終
戦
直
後
の
苦
境
で
、
わ
が
家
庭
事
情
は
益
々
悪
化
し
、

子
供
ら
は
、
つ
い
に
長
期
欠
席
の
や
む
な
き
に
至
っ
た
。
「
生
涯
忘
れ

る
こ
と
は
出
来
な
い
:
・
畠
で
作
業
し
て
い
る
と
、
風
に
乗
っ
て
聞
え
て

く
る
魂
を
え
ぐ
ら
れ
る
よ
う
な
始
業
サ
イ
レ
シ
の
音
、
可
哀
そ
う
な
子

供
達
は
主
人
の
留
守
山
の
畑
の
草
取
り
・
・
・
貧
乏
と
は
そ
ん
な
に
悪
い
事

か
し
ら
。
ふ
と
学
生
時
代
読
ん
だ
徳
富
蔵
花
の
「
零
落
」
を
思
い
浮
か

べ
ま
し
た
」
と
。
「
そ
の
当
時
、
主
人
は
ガ
マ
ソ
、
ガ
マ
ン
・
:
と
言
い

続
け
て
い
た
が
、
彼
女
は
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
我
慢
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
。
と
ん
で
も
な
い
事
を
い
わ
れ
、
口
惜
し
き
に
体
が
震
え
耕

す
畠
の
上
に
一
課
と
鼻
血
が
一
所
に
お
ち
て
い
き
ま
し
た
」
:
・

疎
開
、
不
慣
な
農
耕
、
子
供
ら
の
長
期
欠
席
、
・
:
と
い
う
我
が
家
の
苦
境
の
も
と
で
、
長
男
は
再
度
商
業
を
志
し
て
中
学
一
年
の
時
、
弟

(
小
学
五
年
〉
と
一
緒
に
野
菜
を
か
つ
い
で
町
を
行
商
し
て
歩
い
た
。
そ
し
て
長
男
は
中
学
三
年
の
時
の
修
学
旅
行
の
思
い
出
、
や
が

て
、
中
高
定
時
制
へ
の
進
学
(
昼
リ
ヤ
カ
ー
一
杯
の
野
菜
を
売
っ
て
か
ら
学
校
に
ゆ
く
た
め
一
、
二
時
間
の
遅
刻
も
度
々
だ
っ
た
と
い

う
〉
:
:
:
こ
う
し
て
子
供
を
含
め
て
家
族
ぐ
る
み
の
悪
戦
苦
闘
の
末
、
長
男
の
定
時
制
高
校
が
終
る
噴
、
漸
く
町
の
一
角
を
借
り
、
さ
さ

や
か
な
第
二
の
司
商
庖
が
誕
生
し
た
。
そ
の
後
四
十
五
年
に
は
土
地
も
買
い
う
け
、
庖
舗
も
四
倍
に
拡
張
、
ス
ー
パ
ー
・
ツ
カ
サ
と
改
名

し
た
。
子
供
達
も
兄
弟
仲
よ
く
家
業
に
励
ん
で
い
る
と
い
う
。
彼
女
は
現
在
で
は
長
男
夫
婦
や
子
供
ら
に
見
守
ら
れ
つ
つ
、
小
春
日
和
の

よ
う
な
人
生
を
享
受
し
て
い
る
。
最
後
に
彼
女
は
苦
し
か
っ
た
当
時
を
回
想
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

中之条町の女の歴史

農
業
で
苦
労
し
た
時
代
、
我
ま
ん
し
た
か
い
あ
っ
て
、
当
時
は
何
か

と
誤
解
の
あ
っ
た
人
た
ち
も
、
今
で
は
皆
ん
な
や
さ
し
い
笑
顔
で
迎
え

四

て
く
れ
ま
す
。
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明
治
以
来
の
い
く
た
び
か
の
対
外
戦
争
で
、
わ
が
郷
土
の
男
た
ち
は
家
と
町
や
村
を
離
れ
て
外
地
の
戦
線
に
出
征
し
て
い
っ
た
。
そ
の

つ
ど
戦
時
下
で
は
平
時
と
ち
が
っ
て
家
と
町
村
に
お
け
る
女
の
役
割
は
増
し
て
い
た
。
と
く
に
今
次
昭
和
の
十
五
年
間
に
わ
た
る
戦
争
で

は
、
大
半
の
青
壮
年
男
子
を
根
こ
そ
ぎ
に
動
員
し
つ
く
し
た
た
め
に
、
そ
の
間
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
維
持
存
続
に
果
し
た
女
た
ち
の
底
辺
的

役
割
は
大
き
か
っ
た
と
い
え
る
。
平
時
に
お
い
て
は
、
と
か
く
生
産
的
機
能
の
責
任
は
専
ら
男
た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
い
た
戦
前
の
農
家

や
商
家
で
も
、
戦
争
の
織
烈
化
し
た
時
期
に
は
平
時
の
男
た
ち
以
上
に
生
産
を
荷
わ
さ
れ
た
女
た
ち
も
多
か
っ
た
。
そ
し
て
生
産
と
生
活

の
二
重
の
重
荷
の
も
と
で
、
女
性
本
来
の
遣
し
さ
を
十
二
分
に
発
揮
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は
ま
ず
戦
時
中
の
一
農
家
の
主
婦
の
農
業
と
暮

し
の
苦
労
話
か
ら
は
じ
め
る
こ
と
に
す
る
。

村・家・女の歴史

(2) 

戦
時
下
の
家
を
ま
も
っ
た
女
た
ち
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農
業
と
生
活
を
支
え
た
主
婦
こ
の
主
婦
の
場
合
、
戦
時
中
は
三
十
代
後
半

l
四
十
代
初
め
の
働
き
盛
り
の
年
令
で
あ
っ
た
が
、
こ
の

時
期
に
は
隔
年
に
子
供
を
生
み
続
け
て
い
た
と
き
だ
っ
た
の
で
、
年
々
強
化
さ
れ
る
農
作
業
も
一
し
お
き
び
し
か
っ
た
と
察
せ
ら
れ
る
。

ま
ず
肥
料
が
な
く
て
閤
ま
っ
た
が
、
自
給
肥
料
の
増
産
以
外
に
方
法

が
な
か
っ
た
の
で
、
折
柄
の
産
駒
の
奨
励
か
ら
仔
馬
と
り
を
し
、
併
せ

て
厩
肥
づ
く
り
に
精
出
し
た
。
木
炭
製
造
は
、
普
通
の
木
炭
の
ほ
か
、

ガ
ソ
リ
γ
代
り
の
木
炭
づ
く
り
も
し
た
が
、
こ
れ
を
集
荷
揚
ハ
倉
沢
〉

ま
で
運
ぼ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
が
全
部
背
中
に
し
よ
っ
て
運
ん
だ

の
だ
か
ら
、
実
に
辛
か
っ
た
。
当
時
は
地
下
足
袋
な
ど
は
な
く
、
わ
ら

じ
ゃ
袋
状
の
変
て
こ
な
も
の
を
は
い
て
運
ん
だ
、
ら
の
辛
さ
、
苦
労
は

今
だ
に
忘
れ
ら
れ
な
い
。
炭
は
全
部
黒
炭
で
四
角
の
俵
に
つ
め
、
ガ
ソ

信
た

リ
γ
炭
は
詑
で
細
か
に
プ
ッ
カ
キ
一
俵
四
貫
自
に
し
て
紙
袋
に
つ
め

た
。
何
百
俵
も
居
宅
か
ら
曲
り
く
ね
っ
た
坂
道
を
十
町
も
あ
る
倉
沢
ま

で
背
負
い
で
運
び
だ
す
の
だ
が
、
本
当
に
つ
ら
か
っ
た
。
甘
藷
の
切

干
、
切
断
機
械
で
き
っ
て
十
分
に
乾
燥
さ
せ
、
米
俵
十
二
貫
詰
に
し
て

供
出
し
た
。
こ
れ
も
倉
沢
ま
で
背
負
い
出
し
で
あ
っ
た
。
見
る
に
見
か

ね
て
義
父
が
手
挽
き
車
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
。
重
か
っ
た
け
れ
ど
背
中

運
搬
よ
り
は
ず
っ
と
楽
だ
っ
た
。

加
え
て
主
婦
と
し
て
戦
時
中
の
衣
料
の
苦
労
を
、
次
の
よ
う
に
話
し
て
く
れ
た
。



衣
料
は
学
校
へ
通
う
子
供
の
も
の
が
一
番
困
っ
た
。
私
ど
も
大
人
は

何
で
も
仕
方
な
い
と
し
て
も
、
せ
め
て
子
供
だ
け
は
人
並
に
と
苦
労
し

た
が
、
石
鹸
が
な
く
て
灰
汁
で
洗
濯
す
る
有
様
だ
っ
た
。
嫁
に
来
る
際

持
参
し
た
衣
類
も
一
ち
ょ
う
ら
を
残
し
て
全
部
仕
立
直
し
た
り
、
使
い

果
し
て
し
ま
っ
た
。
小
学
校
も
高
学
年
に
な
る
と
勤
労
奉
仕
が
多
く
、

陣地@

そ
の
た
め
、
タ
ン
ス
の
中
の
帯
を
こ
わ
し
、
厚
地
の
帯
芯
で
子
供
の
履

も
の物

を
作
っ
た
が
、
大
変
喜
ば
れ
て
思
わ
ず
泣
い
て
し
ま
っ
た
。
帯
地
は

二
女
が
こ
れ
を
洋
服
に
仕
立
て
た
が
、
案
外
よ
い
服
に
な
っ
た
。

。
〈
ゐ

子
供
の
冬
仕
度
は
大
変
で
、
靴
下
な
ど
五
へ
ん
六
へ
ん
で
も
繕
い
、

靴
下
ら
し
い
代
用
品
も
作
っ
た
。

さ
ら
に
、
彼
女
は
戦
争
の
激
し
く
な
っ
た
六
年
間
、
中
風
で
臥
床
し
続
け
て
い
た
し
ゅ
う
と
め
の
看
護
を
も
や
り
と
げ
た
が
、
戦
後
の

二
十
一
年
五
月
つ
い
に
病
死
し
た
。
義
母
の
死
に
つ
い
て
彼
女
は
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。

義
母
に
は
一
心
に
看
護
し
た
つ
も
り
だ
が
、
何
し
ろ
戦
時
中
の
物
資

不
足
で
、
ろ
く
ろ
く
薬
も
な
く
、
う
ま
い
も
の
も
あ
げ
ら
れ
ず
今
で
も

心
が
痛
む
思
い
で
す
。

最
後
に
、
全
く
一
変
し
た
今
の
農
業
と
く
ら
べ
て
戦
時
中
の
農
業
を
回
顧
し
て
彼
女
は
次
の
よ
う
な
話
で
結
ん
だ
。

昔
か
ら
生
き
て
き
た
私
ど
も
は
、
何
も
か
も
便
利
に
な
っ
て
び
っ
く

り
し
て
い
る
が
、
品
目
は
回
の
除
草
は
三
回
で
か
き
あ
げ
、
畑
の
草
と
り

は
土
用
の
炎
天
の
中
で
、
う
だ
り
な
が
ら
、
せ
っ
せ
と
除
草
し
た
が
、

中之条町の女の歴史

手
伝
っ
て
貰
う
日
傭
と
り
を
頼
む
の
が
大
変
だ
っ
た
。
「
餌
の
悪
い
と

こ
ろ
へ
は
、
日
傭
と
り
と
い
う
烏
は
お
り
な
い
」
な
ど
蔭
口
を
た
た
か

れ
る
戦
時
中
の
農
業
は
人
づ
か
い
も
中
身
に
大
変
で
し
た
。

義
父
母
と
と
も
に
家
を
守
っ
た
寡
婦
昭
和
七
年
三
十
二
歳
で
、
三
人
の
子
供
を
抱
え
て
夫
に
死
別
、
寡
婦
と
な
っ
た
斉
藤
み
つ
(
前

掲
〉
は
、
そ
の
後
の
き
び
し
い
戦
時
中
を
家
の
主
柱
と
し
て
ど
う
生
き
て
い
っ
た
か
。

そ
の
後
間
も
な
く
長
男
茂
が
十
四
才
で
死
亡
、
つ
づ
い
て
岩
井
の
実

家
の
母
が
死
去
し
ま
し
た
。
三
児
を
抱
え
て
若
く
し
て
寡
婦
に
な
っ
た

み
つ
は
、
続
く
肉
親
の
不
幸
に
追
い
う
ち
さ
れ
て
、
「
嫁
と
し
て
家
業

四

の
た
め
献
身
的
努
力
を
さ
さ
げ
て
き
た
の
に
、
余
り
に
も
む
ご
い
運
命

の
仕
打
ち
で
し
た
」
と
、
当
時
は
全
く
途
方
に
暮
れ
た
と
申
し
て
い
ま

す。
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し
ゅ
う
と
b

こ
の
「
彼
女
の
失
意
を
立
直
ら
せ
た
の
は
姑
親
で
し
た
」
と
み
つ
は
義

母
の
励
ま
し
に
感
謝
し
て
い
る
が
、
義
母
は
「
杖
に
も
柱
に
も
な
る
。
こ

れ
か
ら
一
層
協
力
す
る
か
ら
大
地
を
し
っ
か
り
踏
ん
で
強
く
生
き
ろ
」

と
励
ま
し
て
く
れ
た
と
い
い
ま
す
。
彼
女
は
現
に
当
時
を
ふ
り
か
え
っ

て
義
母
の
愛
情
に
こ
た
え
て
次
の
歌
を
よ
ん
で
い
ま
す
。

生
き
抜
か
ん
た
め
の
心
の
迷
う
折

た
だ
し
く
さ
と
す
母
に
て
あ
り
ぬ

370 
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事
に
精
励
し
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

か
く
て
み
つ
は
、
き
び
し
い
戦
争
中
を
二
児
を
抱
え
、
義
父
母
に
励
ま
さ
れ
つ
つ
、
義
父
母
と
と
も
に
苦
し
み
悲
し
み
に
も
耐
え
て
農

彼
女
の
生
涯
の
転
機
は
、
む
し
ろ
戦
後
に
や
っ
て
く
る
が
、
そ
の
一
つ
は
昭
和
三
十
九
年
の
義
父
母
の
相
次
ぐ
死
で
あ
っ
た
。
そ
の
二

つ
は
四
十
年
す
ぎ
の
最
近
の
時
勢
の
激
変
に
対
し
て
の
家
業
の
大
き
な
転
換
に
ふ
み
き
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
蹴
は
し
て
若
い
二
男
夫
婦
と

幾
日
も
相
談
し
続
け
て
離
農
を
決
意
し
、
畑
八
畝
歩
だ
け
を
野
菜
畑
と
し
て
残
し
て
水
田
と
畑
の
大
半
を
手
放
す
と
い
う
大
変
革
を
と
げ

て
い
る
。
若
い
夫
婦
は
農
業
か
ら
勤
人
と
な
っ
た
。
わ
が
家
の
大
変
革
を
と
げ
た
み
つ
の
現
在
は
八
畝
歩
の
野
菜
畑
と
と
も
に
生
き
る
。

五反田斉藤みつ(明治33年生〉

そ
し
て
中
年
す
ぎ
に
心
の
支
え
と
し
て
学
ん
だ
短
歌
(
時
に
俳
句
〉
を
た
し

な
み
つ
つ
、
澄
ん
だ
心
で
人
生
を
歩
ん
で
い
る
。
最
後
に
家
変
革
を
へ
た
当
時

の
彼
女
の
心
境
を
示
す
歌
を
示
し
て
お
く
。

農
継
が
ぬ
子
等
と
一
つ
に
住
み
て
お
り

老
い
つ
つ
わ
れ
は
土
に
い
そ
し
む

義
父
母
の
死
に
際
命
回
し
た
時
の
一
首
を
追
加
し
て
お
く
。

え
ん
し

か
り
そ
め
に
結
ぶ
爆
は
う
す
墨
の

文
字
消
え
る
ご
と
悲
し
か
り
け
り



ω
戦
後
日
記
を
書
き
始
め
た
老
女

明
治
十
八
年
生
れ
の
高
橋
み
つ
の
は
、
戦
後
昭
和
二
十
七
年
か
ら
自
分
の
身
辺
日
記
を
書
き
は
じ
め
現
在
も
毎
日
続
け
て
い
る
。
そ
の

冊
数
十
七
冊
に
及
ん
で
い
る
。
老
女
ル
ヴ
か
が
日
記
を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
動
機
を
聞
く
と
、
彼
女
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

t
F

、、

今
度
の
戦
争
で
ピ
ル
マ
で
戦
死
し
た
俸
の
政
維
の
遺
品
の
中
に
書
き

か
け
た
日
記
が
あ
る
の
が
発
見
さ
れ
た
。
私
が
日
記
を
書
く
よ
う
に
な

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ろ
〈
zo

，、

っ
た
の
は
、
こ
の
件
の
意
思
を
継
い
だ
気
持
に
な
っ
て
、
禄
々
文
字
も

知
ら
な
い
私
が
字
を
一
生
懸
命
習
い
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
真
剣
に
書
き

綴
っ
て
み
よ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。

筆
者
は
そ
の
何
冊
か
の
た
ど
た
ど
し
い
鉛
筆
で
書
か
れ
た
飾
気
の
な
い
素
直
な
日
々
の
生
活
記
録
を
み
て
目
頭
の
ジ
l
ン
と
な
る
の
を

覚
え
た
。
何
よ
り
も
戦
死
し
た
わ
が
子
が
途
中
ま
で
書
き
と
め
た
日
記
を
、
当
時
七
十
歳
を
こ
し
て
い
た
老
女
が
息
子
の
意
思
を
継
承

し
、
文
字
を
勉
強
し
て
ま
で
書
き
続
け
よ
う
と
決
心
す
る
、
こ
の
非
凡
な
遣
し
い
母
親
と
し
て
の
女
の
執
心
に
感
動
し
た
の
で
あ
る
。
母

か
ら
子
へ
の
伝
承
が
普
通
の
道
筋
で
あ
る
。
今
次
戦
争
で
は
戦
死
し
た
子
の
意
志
を
つ
い
で
遣
し
く
生
き
続
け
て
い
る
母
親
が
い
か
に
多

い
か
を
考
え
な
が
ら
、
彼
女
み
つ
の
(
九
十
五
歳
)
の
戦
前
か
ら
の
女
の
一
生
を
た
ど
り
つ
つ
、
戦
後
の
生
き
方
を
考
え
た
い
。
彼
女
の

生
涯
を
み
る
と
、

中之条町の女の歴史

み
つ
の
は
明
治
十
八
年
原
町
大
字
金
井
に
生
れ
、
二
十
七
才
の
時
、

西
中
之
条
の
糸
繭
商
高
僑
直
士
ロ
に
嫁
ぐ
。
男
子
七
人
(
う
ち
二
人
は
幼

死
〉
を
生
む
。
今
次
戦
争
で
政
雄
と
貞
彦
の
二
人
の
息
子
が
戦
死
し
て

い
る
。
夫
直
士
ロ
は
戦
後
昭
和
二
十
九
年
四
月
に
死
去
し
て
い
る
。

夫
直
吉
は
糸
繭
商
で
、
生
繭
乾
繭
取
引
を
中
心
に
一
部
座
繰
糸
引
も

し
て
い
た
と
い
う
。
い
わ
ゆ
る
繭
買
い
に
農
家
を
廻
り
歩
く
小
さ
な
取

四

引
商
だ
っ
た
が
、
直
吉
は
、
い
ん
ご
う
(
頑
固
〉
で
仲
間
と
一
緒
に
や

る
の
が
き
ら
い
で
、
ひ
と
り
だ
け
で
や
り
、
い
つ
も
貧
乏
ば
か
り
し
て

い
た
(
息
子
の
保
次
郎
談
)
。
こ
う
い
う
夫
に
使
え
て
、
戦
前
夫
が
糸

繭
商
を
や
っ
て
い
た
時
分
に
は
、
彼
女
も
自
宅
で
座
繰
を
や
っ
て
い

た。

さ
て
叙
上
の
よ
う
に
息
子
の
戦
死
を
契
機
に
、
戦
後
心
気
ご
鞍
し
て
文
字
の
読
み
書
き
の
勉
強
か
ら
始
め
て
、
二
十
七
年
以
降
毎
日
の

371 



日
記
を
書
き
と
め
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
て
お
く
。
(
日
記
に
記
載
の
ま
ま
)

村・家・女の歴史

二
十
七
年
五
月
十
五
日
晴
、
天
気
、
子
守
、
近
所
で
遊
び
、
夕
食
を
た

ベ
て
、
清
(
孫
〉
を
湯
に
入
て
か
い
る
。
十
六
日
晴
、
し
ず
か
送
る
夕

食
後
お
使
、
十
七
日
晴
午
前
子
守
、
午
後
ね
ぎ
植
ゑ
、
い
も
の
草
む
し

り
、
夕
食
を
た
べ
て
を
わ
り
。
十
八
日
晴
、
日
曜
で
午
前
ぼ
や
つ
み
。

午
後
わ
畑
で
ね
ぎ
植
ゑ
、
栄
屋
で
茶
を
の
み
、
を
わ
り
。
:
:
:

特輯V

九
月
二
十
八
日
日
曜
日
雨
降
、
朝
五
時
う
ら
の
を
ば
さ
ん
と
山
田

川
の
不
動
尊
エ
行
き
ま
し
た
。
清
を
つ
れ
て
新
道
の
不
動
尊
行
き
、
清

を
送
り
、
か
い
り
に
栄
屋
で
茶
を
い
た
だ
き
遊
ん
で
か
い
る
。
午
後
畑

に
行
き
大
根
の
作
き
り
、
大
雨
、
夕
食
後
口
せ
さ
ん
で
湯
に
入
り
て
か

い
る
。
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孫
の
清
の
子
守
と
時
に
軽
い
農
耕
、
日
々
単
々
と
同
じ
こ
と
の
繰
返
し
が
続
く
が
、
こ
れ
が
ふ
つ
う
老
人
の
生
活
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

夫
直
吉
の
死
去
(
二
十
九
年
四
月
二
十
日
)
前
後
の
日
記
を
み
る
と
、

四
月
十
九
日
晴
風
寒
い
日
で
し
た
。
朝
洗
た
く
し
て
を
使
を
し
て

昼
頃
大
戸
し
ず
の
母
さ
ん
と
川
戸
の
を
ば
さ
ん
と
二
人
で
来
ま
し
た
。

山
田
川
の
か
っ
、
夜
わ
山
川
の
と
う
さ
ん
と
高
さ
ん
の
母
さ
ん
と
来
ま

し
た
。
を
じ
い
の
見
ま
い
で
す
。
二
十
日
晴
を
じ
い
午
後
五
時
五
十

分
死
す
。
二
十
一
日
晴
東
京
か
ら
亀
妻
小
供
四
人
来
ま
し
た
。
敬
も
来

ま
し
た
。
:
:
:
ハ
二
十
四
日
、
二
十
五
日
記
入
な
し
)
二
十
六
日
雲

七
日
で
を
き
ゃ
く
が
三
十
人
ぐ
ら
い
あ
り
ま
し
た
。
二
十
七
日
た
め

単
々
た
る
普
段
の
日
々
と
違
っ
て
親
類
縁
故
近
隣
な
ど
急
に
多

数
の
人
々
の
出
入
で
忙
し
い
。
刻
明
に
人
の
出
入
が
わ
か
る
。

さ
す
が
に
夫
死
去
の
二
十
日
は
「
お
じ
い
:
:
:
死
す
」
だ
け
の
記

録
で
あ
る
。
そ
し
て
夫
の
死
後
は
息
子
夫
婦
と
孫
に
固
ま
れ
て
幸
福

さ
ん
渋
川
の
あ
き
ん
ど
、
植
栗
の
は
や
屋
の
お
ば
さ
ん
来
ま
し
た
。
か

り
金
五
千
円
、
午
後
五
時
ご
ろ
な
し
ま
し
た
。

高橋みつのの日記〈昭和29年4月〉



な
日
々
を
続
け
て
い
る
が
、
昼
間
は
息
子
夫
婦
が
勤
め
の
た
め
留
守
番
を
し
な
が
ら
金
銭
出
納
帳
を
記
録
し
、
算
盤
も
動
か
し
て
い
る
。

新
聞
や
テ
レ
ピ
も
生
き
た
勉
強
だ
と
よ
く
見
て
い
る
と
い
う
。

と
に
か
く
日
記
記
帳
を
契
機
と
し
て
、
彼
女
の
生
涯
は
老
令
期
に
入
っ
て
み
ご
と
な
精
神
革
命
が
進
展
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ

に
不
動
尊
、
地
蔵
尊
の
信
仰
の
支
え
も
あ
っ
て
、
共
に
明
る
く
楽
し
く
生
き
て
ゆ
く
日
々
が
、
毎
日
う
ま
ず
、
た
ゆ
ま
ず
勉
強
し
つ
つ
日

記
を
つ
け
る
と
い
う
誰
で
も
が
真
似
の
で
き
な
い
非
凡
な
行
動
に
よ
っ
て
裏
う
ち
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

む

す

ぴ

近
世
江
戸
時
代
か
ら
は
じ
め
て
、
明
治
大
正
か
ら
昭
和
の
戦
前

l
戦
時
期
ま
で
の
問
、
わ
が
町
と
村
に
生
き
た
女
の
人
た
ち
の
生
活
史

を
た
ど
っ
て
き
た
。
そ
し
て
今
次
大
戦
後
の
郷
土
の
女
の
人
た
ち
の
生
活
は
大
き
く
変
貌
し
た
。
そ
の
生
活
の
諸
相
も
是
非
と
も
記
録
し

て
お
く
べ
き
も
の
と
思
う
。
そ
れ
が
全
体
構
成
の
う
え
か
ら
割
愛
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
は
、
大
変
に
遺
憾
で
あ
っ
た
。
後
日
別
に
戦

中之条町の女の歴史

後
の
女
性
史
を
記
述
し
て
お
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

顧
れ
ば
、
近
世
期
か
ら
昭
和
戦
時
期
ま
で
の
わ
が
町
の
多
く
の
女
性
の
生
活
は
、
ご
く
大
ま
か
に
い
え
ば
、
家
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た

歴
史
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
ほ
と
ん
ど
の
女
の
人
た
ち
は
、
娘
と
し
て
、
嫁
と
し
て
、
主
婦
と
し
て
、
姑
と
し
て
、
そ
し
て
ま
た
母

と
し
て
、
そ
の
女
の
一
生
を
き
び
し
く
生
き
抜
い
て
き
て
い
る
。
親
の
た
め
に
生
き
た
娘
た
ち
、
子
の
た
め
に
献
身
し
た
母
た
ち
、
嫁
い

だ
家
の
た
め
に
働
き
続
け
た
嫁
た
ち
、
生
涯
家
か
ら
離
れ
ず
家
の
な
か
だ
け
で
暮
し
て
き
た
女
の
人
た
ち
が
、
ど
ん
な
に
多
か
っ
た
こ
と

か
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
生
活
に
果
し
て
「
生
き
が
い
」
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
人
々
も
い
る
と
思
う
が
、
当
時
の
女
性
の
生
活

に
は
、
今
の
人
た
ち
と
は
ち
が
っ
た
生
き
る
喜
び
を
見
出
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
わ
が
町
や
村
の
女
の
歴
史
を
み
て
く

る
と
、
家
の
な
か
の
一
人
一
人
の
女
た
ち
が
、
各
家
々
を
支
え
る
こ
と
を
通
じ
て
、
わ
が
郷
土
の
歴
史
の
底
辺
を
培
っ
て
き
た
と
い
う
感
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に
う
た
れ
る
。

特務V

他
方
、
家
か
ら
離
れ
て
外
で
働
く
女
性
も
、
近
世
以
来
ず
い
ぶ
ん
と
多
か
っ
た
。
明
治
以
降
は
女
子
の
職
業
へ
の
途
も
漸
く
聞
か
れ
て

女
の
生
活
領
域
も
拡
が
っ
て
い
っ
た
。
明
治
大
正
期
に
は
、
わ
が
吾
妻
地
方
で
は
女
の
職
域
と
い
っ
て
も
極
め
て
せ
ま
く
、
従
来
か
ら
の

伝
統
的
な
女
の
職
種
に
限
ら
れ
て
い
た
。
わ
ず
か
に
女
教
師
や
看
護
婦
、
そ
し
て
電
話
突
換
手
な
ど
の
新
し
い
職
業
が
、
日
露
戦
争
後
の

一
九
一

0
年
代
か
ら
現
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
大
正
期
に
な
っ
て
機
械
製
糸
に
な
る
と
、
製
糸
工
場
に
働
く
女
性
(
女
工
・
教
婦
)
が
ふ
え
る

が
、
全
般
的
に
は
女
の
働
き
場
は
家
の
外
よ
り
も
家
の
内
で
働
く
も
の
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
大
正
の
中
噴
に
は
好
況
プ
l
ム
で
地
方

産
業
が
台
頭
し
た
が
、
未
だ
地
元
女
性
の
職
場
は
聞
か
れ
な
か
っ
た
。
旅
館
や
料
理
屋
飲
食
庖
な
ど
サ
ー
ビ
ス
業
者
は
近
世
以
来
ず
い
ぶ

ん
多
か
っ
た
が
、
そ
こ
に
働
く
女
性
に
は
な
お
外
来
の
他
国
出
身
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
大
正
末
か
ら
昭
和
に
な
る
と
、
女
性
の
職
域
は

拡
大
さ
れ
る
。
折
か
ら
の
大
衆
化
と
現
代
化
の
波
に
の
っ
て
、
女
子
の
新
し
い
職
場
も
聞
か
れ
た
。
定
期
パ
ス
の
運
行
に
よ
っ
て
女
車
掌

が
募
集
さ
れ
、
新
し
い
昭
和
の
職
業
婦
人
が
誕
生
し
た
。
当
時
の
農
村
不
況
で
吾
妻
地
方
か
ら
も
多
く
の
若
い
娘
た
ち
が
製
糸
女
工
は
じ

め
各
種
の
職
業
に
む
け
て
離
村
向
都
し
て
い
っ
た
。
都
会
病
現
代
病
と
い
わ
れ
た
結
核
に
置
さ
れ
悲
哀
な
運
命
を
た
ど
っ
た
娘
た
ち
も
多

か
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
昭
和
不
況
期
に
は
町
に
は
各
所
に
新
し
い
カ
フ
エ
ー
が
生
れ
、
地
元
の
女
性
で
こ
こ
に
働
く
も
の
も
現
れ
た
。
今
次

戦
争
が
激
化
す
る
直
前
の
暗
い
世
相
に
関
さ
れ
た
一
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
大
戦
争
へ
の
突
入
は
、
こ
の
よ
う
な
世
相
を
一
変
さ
せ
、

女
の
生
活
を
も
大
き
く
変
容
さ
せ
た
。
彼
女
た
ち
は
箪
園
女
性
と
し
て
、
ハ
娘
と
し
て
、
母
と
し
て
〉
、
前
線
に
出
征
し
て
男
の
い
な
い
銃
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後
に
あ
っ
て
、
日
々
の
生
産
と
生
活
を
通
じ
て
、
家
々
を
維
持
し
つ
づ
け
て
き
た
。
戦
は
敗
れ
た
が
、
幸
に
し
て
男
た
ち
の
帰
る
家
々
は

残
っ
て
い
た
。
戦
死
し
た
男
た
ち
、
ま
た
生
き
て
帰
れ
た
男
た
ち
に
も
、
ひ
と
し
く
温
か
く
迎
え
て
く
れ
た
家
の
人
た
ち
が
い
た
。
長
い

戦
争
の
問
、
子
供
た
ち
を
育
て
親
た
ち
を
守
っ
て
く
れ
た
の
は
、
各
家
々
の
女
た
ち
で
あ
っ
た
。
こ
の
家
、
そ
し
て
こ
の
女
の
人
々
が
今

日
を
き
ず
き
あ
げ
た
戦
後
の
新
し
い
ス
タ
ー
ト
の
礎
石
だ
っ
た
こ
と
を
、
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。



一
証
今
回
の
女
の
歴
史
の
編
集
に
あ
た
っ
て
、
町
民
の
方
々
か
ら
、

広
く
「
母
の
歴
史
」
を
収
集
し
よ
う
と
考
え
た
二
人
々
々
に
と
っ
て
、
最

も
よ
く
知
り
つ
く
し
て
い
る
の
は
、
わ
が
母
で
あ
る
。
子
の
み
る
母
の

歴
史
の
全
町
民
か
ら
の
収
録
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
が
、
で
き
る
だ
け

追
録

戦
争
末
期
に
み
る
女
子
義
勇
兵
の
編
成

早
い
う
ち
に
実
現
し
た
い
。
と
く
に
明
治
大
正
昭
和
の
一
一
一
代
に
生
き
た

町
の
女
の
生
涯
は
、
刻
明
に
記
録
し
て
後
世
に
伝
承
し
て
お
か
ね
ば
な

ら
な
い
と
思
う
。

今
次
戦
争
の
終
末
期
を
迎
え
た
こ
十
年
に
は
銃
後
に
あ
っ
た
女
子
も
義
勇
兵
に
編
成
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
沢
田
村
役
場
の
「
義
勇
兵

連
名
簿
」
(
女
子
之
部
〉
が
残
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
資
料
か
ら
そ
の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
恐
ら
く
他
町
村
で
も
同

様
に
女
子
義
勇
兵
の
編
成
が
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
現
存
資
料
(
終
戦
時
に
焼
却
し
た
も
の
だ
ろ
う
)
を
欠
く
ゆ
え
、
そ
の
詳
細
は
不

明
で
あ
る
。
こ
の
貴
重
な
沢
田
村
の
義
勇
兵
連
名
簿
に
よ
っ
て
今
次
大
戦
の
終
末
段
階
に
お
け
る
在
郷
の
若
い
女
性
ら
の
就
業
状
況
を
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
女
子
義
勇
兵
は
本
土
決
戦
に
そ
な
え
た
も
の
で
、
実
際
に
は
動
員
さ
れ
る
こ
と
な
く
終
戦
に
な
っ
た
こ
と

中之条町の女の歴史四

375 
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は
全
く
幸
い
だ
う
た
と
い
え
る
。

連
名
簿
か
ら
女
子
義
勇
兵
の
対
象
を
み
る
と
、
年
令
で
は
、
十
三
才
か
ら
四
十
才
ま
で
の
女
子
ハ
昭
和
七
年
一
月
生
れ

l
明
治
四
十
二

年
生
れ
)
を
対
象
と
し
、
そ
の
う
ち
幼
児
を
か
か
え
た
母
親
、
妊
産
婦
及
び
医
師
の
診
断
書
に
よ
る
病
気
静
養
を
必
要
と
す
る
も
の
な
ど

が
除
外
さ
れ
て
い
る
。
大
半
は
地
元
で
農
業
生
産
に
従
事
し
て
い
た
若
い
十
代
二
十
代
の
娘
た
ち
で
あ
っ
た
が
、
当
時
四
万
、
沢
渡
温
泉

に
疎
開
児
童
を
引
率
し
て
き
て
い
た
東
京
の
小
学
校
の
女
教
師
や
寮
母
も
含
ま
れ
て
い
た
。
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本
稿
を
述
べ
る
に
先
立
っ
て
、
ま
ず
郷
土
と
い
う
定
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
中
世
に
お
い
て
私
達
の
遠
い
祖
先
の
信
仰
し
た
神

社
や
寺
院
の
縁
起
も
郷
土
史
で
あ
り
、
武
士
団
の
衆
や
領
の
歴
史
も
確
か
に
郷
土
史
に
違
い
な
い
。
江
戸
時
代
に
な
っ
て
小
さ
な
村
の
歴

史
、
惣
村
の
歴
史
、
郡
の
歴
史
も
そ
う
で
あ
る
し
、
明
治
の
時
代
を
む
か
え
て
、
村
や
町
が
合
併
の
町
村
と
し
て
浮
か
び
上
っ
て
く
る

が
、
こ
れ
も
郷
土
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
定
義
は
人
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
の
取
り
上
げ
方
、
ま
た
扱
い
方
も
異
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ

こ
で
私
は
現
在
の
中
之
条
町
の
地
域
内
で
大
昔
か
ら
起
っ
た
い
ろ
い
ろ
の
出
来
事
を
郷
土
史
と
し
て
捉
え
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

以
下
項
を
追
い
昭
和
の
大
事
業
で
あ
る
町
誌
編
さ
ん
の
歴
史
へ
と
筆
を
進
め
て
み
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
一
朝
一
夕
に
し
て
で
き
る
も
の

も
で
な
く
、
遠
い
昔
か
ら
の
こ
れ
ら
永
い
伝
統
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
培
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

中
世
の
郷
土
史
料

中
世
の
郷
土
史
料
と
し
て
縁
起
書

一
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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わ
り
@
み
や
え
ん
吉

川
和
利
宮
縁
起

和
利
宮
縁
起
は
元
、
郷
社
吾
妻
神
社
、
ハ
中
之
条
町
大
字
横
尾
鎮
座
、
も
と
和
利
宮
と
い

う
)
の
縁
起
を
記
し
た
も
の
で
、
ま
た
の
名
を
「
我
妻
七
社
明
神
縁
起
」
と
も
い
う
。
五
反
田
親

都
神
社
は
も
と
七
社
明
神
と
言
っ
た
。
(
元
禄
六
年
五
反
田
村
古
絵
図
に
よ
る
〉
和
利
宮
は
こ

の
親
都
神
社
の
裏
に
杷
ら
れ
て
お
り
、
の
ち
同
社
に
合
杷
せ
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
、
こ
の
名

378 

事伽
が
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
制
作
年
代
は
相
当
古
い
も
の
で
、
神
道
集
所
載
、
巻
六
|
一
一
一

批
十
四
「
児
持
山
大
明
神
の
事
」
の
原
典
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
せ
ら
る
る
の
で
、
神

h

m

h

、

吾
道
集
の
成
立
が
南
北
朝
時
代
、
後
光
厳
院
の
文
和
、
延
文
の
こ
ろ
京
都
の
安
居
院
で
編
集
さ
れ

た
も
の
と
す
れ
ば
、
こ
の
時
代
以
前
に
書
か
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

現
在
中
之
条
町
字
反
町
の
剣
持
千
秋
方
と
五
反
田
唐
沢
姫
雄
方
(
昭
和
二
十
三
年
唐
沢
杢
平

書
写
の
も
の
〉
の
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
。

か
じ
ゃ
〈
の
じ
ろ
う
か
づ
と
し

縁
起
の
内
容
は
、
夫
君
で
あ
る
和
利
宮
の
祭
神
、
加
若
次
郎
和
利
と
、
そ
の
妻
で
あ
る
児
持

明
神
の
祭
神
児
持
姫
と
の
物
語
り
で
あ
っ
て
、
そ
の
全
文
は
阪
本
英
一
著
「
伊
参
の
民
俗
」
〈
二
七
四
頁
〉
に
所
載
さ
れ
て
い
る
。
神
道
集

と
大
同
小
異
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
和
利
宮
縁
起
が
原
典
と
な
っ
て
神
道
集
に
所
載
せ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

福
田
晃
は
「
神
道
集
の
説
話
中
に
伊
勢
と
の
関
連
を
説
く
も
の
に
児
持
山
の
事
の
ほ
か
、
三
島
大
明
神
の
事
、
鏡
宮
の
事
等
、
伊
勢
と

し
よ
う
も
ん
し

の
関
係
を
説
く
。
こ
れ
ら
の
説
話
は
、
い
ず
れ
も
伊
勢
園
出
自
の
唱
門
師
に
よ
っ
て
語
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
い
い
、
伊
勢

出
自
の
唱
門
師
が
上
野
園
児
持
山
の
神
人
と
し
て
、
そ
の
唱
導
に
従
事
し
た
と
き
生
じ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
ま
た
こ
の
物
語
り
が

伊
勢
園
の
神
人
の
育
に
よ
っ
て
育
成
さ
れ
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。
東
国
の
唱
導
説
話
の
管
理
者
は
伊
勢
出
自
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
上



州
唱
導
団
と
伊
勢
と
は
何
等
か
の
理
由
で
関
連
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
子
持
山
麓
の
白
井
は
鎌
倉
時
代
、
伊
勢
神
宮
の

し
ろ
い
み
〈
り
や

神
領
で
あ
る
白
井
御
厨
の
お
か
れ
た
地
で
あ
る
の
で
、
神
人
の
交
流
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

み

〈

り

や

み

そ

の

田
を
御
厨
と
い
い
、
畑
を
御
薗
と
称
し
た
。
東
村
新
巻
に
御
閣
の
地
名
が
残
っ
て
い
る
の
を
み
れ
ば
中
之
条
付
近
も
御
園
で
あ
っ
た
の

か
も
知
れ
な
い
。

郷土史編纂の歴史

し
っ
た
か
ろ
〈
あ
み
だ
え
ん
首
会

∞
上
州
吾
妻
順
礼
縁
起
(
付
知
高
六
阿
弥
陀
縁
起
記
〉

大
字
大
塚
の
宗
学
寺
蔵
で
、
中
世
の
吾
妻
順
礼
の
縁
起
が
記
さ
れ
て
あ
る
。
奥
書
に
「
永
禄
七
年
甲
子
(
一
五
六
四
)
仲
春
十
五
日
、

林
新
十
郎
書
置
之
」
と
あ
り
、
こ
の
縁
起
の
続
き
に
「
吾
妻
順
礼
中
興
縁
起
」
が
綴
ら
れ
て
あ
る
。
こ
れ
に
は
近
世
初
頭
の
吾
妻
三
十
三

番
順
礼
再
興
の
由
緒
が
記
さ
れ
て
あ
り
、
最
後
に
コ
克
禄
三
庚
午
卯
月
士
口
目
、
藤
氏
幸
光
(
林
氏
ど
と
あ
る
。
吾
妻
三
十
三
番
観
音
札
所

い

〈

一

も

さ

ん

ぶ

し

よ

う

害

ん

と
順
礼
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。
中
世
の
三
十
三
番
札
所
の
一
番
は
小
野
子
生
母
山
妙
法
寺
、
二
番
岩
井
堂
峯
松
山
岩
間
寺
と
な
っ
て
お
り
、

元
禄
再
興
の
時
代
に
な
る
と
一
番
は
植
栗
田
長
堂
、
二
番
は
小
泉
の
桜
堂
と
な
っ
て
い
る
。
ハ
中
之
条
町
誌
巻
一
、
第
二
章
中
世
二

O
六

O
|九
参
照
)
こ
れ
に
よ
る
と
現
在
の
小
野
上
村
は
中
世
吾
妻
郡
に
属
し
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
こ
の
縁
起
書
の
姉
妹
篇
と
も
い
え
る

し
っ
た
か
る
〈
あ
み
だ
え
ん
宮
古

も
の
に
「
知
高
六
阿
弥
陀
縁
起
記
」
と
い
う
の
が
同
寺
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
る
。
元
禄
三
年
庚
申
秋
彼
岸
仲
日
藤
原
幸
光
写
之
、
享
保
元
年

丙
申
七
月
十
二
日
大
壕
村
入
峯
幸
勝
院
写
之
の
奥
書
が
あ
る
。
上
尻
高
村
宗
昌
寺
、
法
楽
寺
、
大
塚
普
提
寺
、
威
徳
寺
、
貞
光
庵
、
平
村

平
等
寺
の
こ
と
が
簡
単
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
書
も
中
世
末
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

吾
妻
害
(
吾
妻
太
郎
記
〉

吾
妻
太
郎
記
は
大
字
山
田
字
高
沼
町
田
庫
二
家
と
原
町
大
宮
高
山
家
の
二
家
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
町
田
本
の
末
尾
に
「
吾
妻
書
は
天

き
て

正
年
中
よ
り
の
古
き
書
伝
有
。
然
る
所
に
文
字
の
謬
を
な
お
し
、
義
理
の
拙
き
を
除
き
、
或
は
異
説
を
す
て
、
扱
は
年
代
の
相
違
を
あ

-
T占
'a仏
U
A

、hυ

ら
た
め
、
綴
v
之
者
也
。
或
は
此
外
に
も
文
世
間
に
類
書
あ
り
。
其
書
は
大
探
邑
林
氏
の
人
一
冊
書
出
。
題
名
を
「
山
廻
」
と
云
、
浄
瑠
璃

(3) 
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い
わ
び
つ
も
の
が
た
り

六
段
に
書
出
す
者
也
」
と
書
き
そ
え
で
あ
る
。
円
聖
法
印
著
「
修
験
岩
植
翠
巴
の
中
に
も
「
別
に
吾
妻
太
郎
記
あ
り
。
大
塚
邑
の
林
氏
つ

づ
り
書
き
出
す
」
と
あ
り
、
吾
妻
書
が
吾
妻
太
郎
記
を
さ
し
た
と
す
れ
ば
、
同
記
は
天
正
年
中
す
で
に
書
き
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
大
塚
村
の
林
氏
を
新
井
信
示
は
林
利
右
衛
門
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
大
塚
村
の
林
氏
と
し
て
名
を
あ
げ
な
い
所
を
み
る

と
、
林
弾
右
衛
門
の
一
系
が
代
々
郷
土
史
に
興
味
を
も
ち
、
こ
れ
を
書
き
記
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
そ
の
系
図
を
示
す
と

380 
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-
藤
家
林
系
図

大
織
冠
鎌
足
九
万
義
信
号
之
)
|
義
則
(
湖
毎
林
)
|
義
之
(
糊
錯
林
)
|
婁
(
瑚
世
論
如
定
問
謀
死
七
十
一
才
)
」

「
孝・
義・

寛真弾

殺害
ー房門
年守、
庚昌法
午宰名
二公浄
月ヨ専

日

震
十被

手ヤ

i 
七成万善
十八治之
三月元丞
才六年

日
死

吾
妻
太
郎
記
は
林
氏
が
美
文
に
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
岩
植
城
主
吾
妻
太
郎
藤
原
行
盛
が
里
見
義
時
(
ま
た
義
候
に
つ
く
る
)

す
え
も
と

に
攻
め
ら
れ
て
敗
死
し
、
そ
の
子
千
王
丸
が
榛
名
山
の
御
師
の
坊
に
潜
居
す
る
こ
と
数
年
、
異
父
斉
藤
五
郎
兵
衛
楠
基
、
鎌
倉
管
領
上
野

守
護
上
杉
憲
顕
の
援
助
の
も
と
に
、
里
見
を
討
減
し
て
岩
橿
城
を
回
復
す
る
筋
を
美
文
を
も
っ
て
綴
っ
た
も
の
で
、
ど
の
程
度
史
実
で
あ

る
か
疑
問
で
あ
る
。

近
世
の
郷
土
史
研
究
の
勃
興

近
世
も
元
禄
時
代
を
む
か
え
る
と
全
国
的
に
文
運
が
興
隆
し
、
い
ろ
い
ろ
文
化
的
の
所
産
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
吾
妻
郡
に
お
い

て
も
こ
の
時
代
に
な
る
と
急
速
に
郷
土
意
識
が
晶
ま
り
、
研
究
が
盛
と
な
り
、
種
々
の
著
書
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
そ
の
第
一
人
者
は
原
町



え

ん

し

よ

う

陪

う

い

ん

し

ゅ

げ

ん

い

わ

び

つ

も

の

が

た

り

の
金
剛
院
円
聖
法
印
で
、
吾
妻
原
町
記
、
修
験
岩
橿
語
、
再
編
吾
妻
記
、
原
町
岩
橿
城
記
録
ほ
か
修
験
道
の
著
書
も
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

そ
の
他
原
町
稲
荷
城
の
上
原
政
右
衛
門
代
完
は
吾
妻
郡
略
記
を
、
大
塚
の
林
氏
は
吾
妻
記
を
そ
れ
ぞ
れ
著
し
、
元
様
・
享
保
期
の
吾
妻
三

そ
う
も
う

大
郷
土
史
研
究
家
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
般
に
草
奔
の
文
化
と
い
わ
れ
る
地
方
文
化
が
興
隆
し
て
く
る
の
は
、
江
戸
後
期
の
文
化

・
文
政
・
天
保
の
時
代
で
あ
っ
て
、
本
郡
に
お
い
て
も
諸
街
道
の
宿
場
ゃ
、
温
泉
地
等
を
中
心
に
豪
農
、
神
職
、
僧
侶
、
医
師
等
の
人
々
が

文
化
の
担
い
手
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。

吾

妻

記

吾
妻
記
の
現
在
残
る
も
の
は
少
く
、
僅
か
に
も
と
沢
渡
温
泉
の
医
師
福
田
宗
禎
家
(
現
、
原
町
新
井
三
郎
家
)
中
之
条
町
伊
勢
町
の
木

暮
久
弥
家
の
二
本
だ
け
で
あ
る
。

そ
の
内
容
は
南
北
朝
時
代
、
吾
妻
太
郎
行
盛
の
事
蹟
よ
り
説
き
お
こ
し
、
直
ち
に
戦
国
時
代
末
期
よ
り
安
土
桃
山
時
代
の
天
正
時
代
が

最
も
詳
述
せ
ら
れ
、
招
田
真
因
氏
滅
亡
の
と
き
に
お
よ
ん
で
筆
を
お
さ
め
、
そ
の
巻
末
に
「
天
和
三
年
三
月
三
日
迄
の
事
な
り
」
と
あ
る
。
吾

妻
郡
高
山
村
よ
り
中
之
条
町
に
か
け
て
の
旧
上
、
下
尻
高
村
よ
り
郡
内

郷土史編纂の歴史

と
評
し
て
い
る
。

諸
地
方
に
及
ぶ
史
実
で
あ
る
。
そ
の
著
述
年
次
や
著
者
は
不
明
で
あ

る
。
し
か
し
加
沢
記
と
相
前
後
し
て
世
に
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
著
者

記

は
そ
の
内
容
か
ら
み
て
上
下
尻
高
村
付
近
の
者
で
、
或
は
林
理
右
衛
門

(
新
井
信
示
説
)
し
か
し
、
萩
原

妻

で
は
な
か
ろ
う
か
と
言
っ
て
い
る
。

吾

進
は
吾
妻
記
、
古
今
沼
田
記
、
加
沢
記
の
三
著
は
、
別
々
に
独
立
し
た

も
の
で
は
な
く
、
一
地
方
人
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う

~81 
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附論郷土史編纂の歴史

な
お
、
吾
妻
記
(
木
暮
本
〉
の
奥
書
に
は
「
天
和
三
年
三
月
三
日
迄
の
事
な
り
。
上
野
園
吾
妻
郡
伊
勢
町
木
暮
半
左
衛
門
」
裏
表
紙
に

「
紙
数
〆
八
十
三
枚
有
り
」
と
あ
る
が
、
実
際
に
は
八
十
八
枚
あ
る
。
元
禄
以
前
の
筆
写
と
み
ら
れ
て
い
る
。
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林
氏
が
著
者
と
し
て
み
ら
れ
る
の
は
文
中
、
慶
長
五
年
上
回
伊
勢
山
合
戦
の
条
に
「
此
軍
の
次
第
を
林
弾
左
衛
門
、
其
時
分
伊
勢
山
に

残
り
、
く
わ
し
く
見
て
物
語
致
せ
し
を
今
愛
に
紙
面
に
あ
ら
わ
す
な
り
。
」
と
あ
り
、
文
中
所
々
に
林
氏
と
の
関
係
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
吾
妻

記
に
は
続
吾
妻
記
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
天
和
元
年
沼
田
真
田
氏
没
落
の
条
末
尾
に
「
但
し
此
義
委
細
に
は
中
巻
に
し

る
し
置
申
候
」
と
あ
る
が
、
現
存
し
な
い
。
再
編
吾
妻
記
は
円
聖
法
印
の
著
で
全
然
別
個
の
も
の
で
あ
る
。
参
考
と
し
て
林
理
右
衛
門
の

略
歴
を
記
す
と
、

O
大
塚
の
人
で
、
大
坂
夏
の
陣
に
出
陣
し
、
五
O
O石
を
賜
っ
て
い

る
。
ハ
原
町
・
富
沢
久
平
文
書
)
理
右
衛
門
は
襲
名
で
一
人
で
は
な
い

ら
し
い
。

O
林
理
右
衛
門
正
重
は
中
之
条
組
代
官
所
の
代
官
で
、
現
在
の
大
字
中

之
条
町
前
屋
敷
に
居
住
、
延
宝
九
年
八
月
、
中
之
条
市
場
番
順
裁
可

事
件
を
裁
い
て
い
る
。

O
天
和
元
年
十
一
月
、
沼
田
真
田
氏
断
絶
の
の
ち
、
中
之
条
町
に
居

住
、
好
き
な
郷
土
史
研
究
に
没
頭
し
た
よ
う
で
あ
る
。

O
貞
享
三
年
の
検
地
帳
を
み
る
と
、
下
々
畑
、
下
々
回
等
三
反
四
畝
を

耕
作
し
て
お
り
、
元
禄
五
年
の
中
之
条
町
差
出
明
細
帳
に
も
「
伊
賀
守

浪
人
、
林
理
右
衛
門
」
と
あ
る
。
ま
た
、
元
禄
の
初
め
こ
ろ
、
吾
妻
三

十
三
番
観
音
札
所
を
再
興
し
た
。

閉
伊
勢
町
覚
書

元
禄
十
二
年
の
著
書
で
、
著
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
庄
屋
青
柳
源
右
衛
門
か
そ
の
子
賀
右
衛
門
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
内
容

は
、
伊
勢
町
古
城
の
こ
と
、
承
応
二
年
の
伊
勢
町
々
割
を
中
心
に
、
く
わ
し
く
そ
の
状
況
が
の
べ
ら
れ
、
間
歩
用
水
の
こ
と
に
お
よ
ん
で

い
る
。
江
戸
初
期
の
伊
勢
町
町
割
り
を
知
る
好
史
料
で
あ
る
。

(3) 

加
沢
記
の
著
者
、
加
沢
平
次
左
衛
門
と
中
之
条
町



「
加
沢
記
」
は
ま
た
「
加
沢
平
次
左
衛
門
覚
書
」
と
も
い
い
、
著
者
加
沢
平
次
左
衛
門
の
姓
を
と
っ
て
後
世
名
付
け
ら
れ
た
書
名
で
あ
り
、

戦
国
時
代
(
天
文
十
年

l
天
正
十
八
年
の
約
五
十
年
間
〉
の
利
根
・
吾
妻
の
情
況
を
知
る
た
め
の
最
も
重
要
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
群

馬
県
郷
土
史
辞
典
を
み
る
と
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

加
沢
平
次
左
衛
門
著
。
永
禄
年
聞
か
ら
一
五
九
O
年
(
天
正
十
八

年
〉
秋
ま
で
の
戦
記
で
、
吾
妻
地
方
の
情
勢
を
知
る
た
め
の
重
要
な
資

料
で
あ
る
。
内
容
は
五
巻
七
十
小
節
に
わ
け
ら
れ
、
真
田
幸
隆
、
昌
幸

父
子
を
中
心
に
真
田
氏
一
一
族
の
北
毛
攻
略
の
様
子
を
記
す
。
真
田
氏
を

迎
え
る
利
根
、
吾
妻
郡
下
の
地
侍
た
ち
の
去
就
、
ま
た
活
躍
し
た
地
侍

達
の
出
白
、
系
統
、
古
社
寺
の
縁
起
等
も
記
さ
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
著
者
加
沢
平
次
左
衛
門
に
つ
い
て
「
加
沢
記
の
著
者
、
沼
田

城
主
真
田
信
利
の
家
臣
、
大
笹
関
所
の
番
人
を
つ
と
め
て
い
た
。
二
ハ

九
二
年
(
元
禄
五
〉
没
。
墓
は
沼
田
市
下
川
回
に
あ
る
」
と
あ
る
。
そ

の
経
歴
は
あ
ま
り
詳
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

郷土史編集の歴史

加
沢
氏
の
本
貫
は
信
濃
国
小
県
郡
加
沢
(
現
東
部
町
の
大
字
〉
で
、
真
田
氏
と
同
族
の
祢
津
氏
の
家
系
で
あ
る
。
祢
津
氏
は
天
正
十
四
年
真

田
信
幸
よ
り
利
根
郡
川
田
地
区
を
与
え
ら
れ
、
代
々
沼
田
の
家
老
職
の
家
柄
で
あ
っ
た
。
平
次
左
衛
門
は
沼
田
五
代
の
城
主
で
悪
名
の
高
い

真
田
伊
賀
守
信
利
の
家
老
祢
津
宮
内
の
家
臣
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
私
は
中
之
条
町
大
字
横
尾
の
矢
沢
伴
蔵
宅
を
訪
れ
、
そ
の
系
図
の
写

を
拝
見
、
全
く
意
外
な
こ
と
を
発
見
し
た
。
矢
沢
伴
蔵
家
は
真
田
幸
隆
の
舎
弟
矢
沢
薩
摩
守
綱
隆
の
後
胤
で
あ
り
、
現
在
も
家
故
に
六
文

銭
を
使
用
し
て
お
り
、
同
家
の
う
し
ろ
の
丘
陵
に
薩
摩
守
の
墓
碑
が
現
存
す
る
。
口
碑
に
よ
る
と
、
薩
摩
守
は
横
尾
の
地
を
こ
よ
な
く
愛

し
そ
の
晩
年
末
子
を
つ
れ
て
こ
の
地
に
遁
世
、
慶
長
二
年
五
月
七
日
こ
の
地
に
没
し
た
と
い
う
。
故
に
墓
碑
は
信
州
に
な
く
、
こ
こ
が
埋

葬
地
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
子
矢
沢
但
馬
守
頼
邦
(
寛
永
九
年
六
月
没
〉
、
そ
の
子
矢
沢
監
物
頼
貞
(
明
暦
元
年
八
月
設
)
、

そ
の
子
が
矢
沢
平
次
左
衛
門
で
、
の
ち
小
林
と
改
姓
し
、
加
沢
家
へ
養
子
と
な
り
、
利
根
郡
川
田
に
移
っ
た
ら
し
い
。

祢
津
宮
内
は
吾
妻
記
に
よ
る
と
、
寛
永
十
五
年
よ
り
こ
の
横
尾
の
地
に
居
住
し
、
明
暦
三
年
伊
賀
守
信
利
が
沼
田
城
主
と
な
る
と
川
田
に

移
り
住
ん
だ
と
い
う
。
こ
の
矢
沢
系
図
は
頼
綱
が
中
之
条
町
大
字
伊
勢
町
の
林
昌
寺
の
中
興
開
基
で
あ
っ
た
た
め
同
寺
に
伝
わ
っ
た
が
、
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現
在
は
浬
誠
し
、
矢
沢
家
の
も
の
は
そ
の
写
し
で
あ
る
。
私
の
探
索
し
た
い
ろ
い
ろ
の
史
料
に
よ
る
と
、
平
次
左
衛
門
の
戒
名
と
、
そ
の

没
年
に
つ
い
て
は
種
々
の
錯
誤
が
み
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
左
に
記
し
て
み
よ
う
。

郷土史編纂の歴史

一
、
川
田
村
誌
に
よ
る
と
平
次
左
衛
門
は
伊
賀
守
に
仕
え
、
そ
の
祐
筆

を
つ
と
め
、
改
易
後
川
田
村
下
川
田
五
反
田
の
川
田
城
跡
の
西
方
に

遁
世
、
元
禄
五
年
五
月
二
十
八
日
、
年
六
十
五
才
に
て
没
し
た
と
い

友
J
'

。

附鎗

一
、
川
田
の
遷
流
寺
過
去
帳
に
は
「
一
応
宗
無
居
土
」
本
院
開
基
檀
那

直
重
の
子
息
小
林
五
平
次
子
息
載
倍
、
元
禄
五
年
五
月
二
十
八
日
。

一
、
中
之
条
町
伊
勢
町
一
場
家
過
去
帳
。
一
応
宗
夢
居
士
、
貞
享
四
卯

年
二
月
二
目
。
小
林
五
平
次
、
実
窓
貞
参
大
姉
、
元
禄
二
年
十
二
月

七
日
、
小
林
五
平
次
妻

一
、
中
之
条
町
伊
勢
町
、
林
昌
寺
過
去
帳
。
一
応
宗
無
居
土
。
貞
享
四
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年
四
月
二
目
。
小
林
文
右
衛
門
父
平
次
左
衛
門
。

一
、
中
之
条
町
横
尾
、
矢
沢
系
図
。
小
林
平
次
左
衛
門
、
晩
年
号
一
毎

斉
、
先
ニ
ハ
矢
沢
、
今
改
小
林
、
法
名
一
応
宗
無
居
士
。
元
禄
二
己

巳
年
十
二
月
七
日
、
委
改
名
実
窓
貞
参
大
姉
、
貞
享
四
丁
卯
年
二
月

二
日
(
注
、
幕
末
再
び
矢
沢
に
復
氏
)

一
、
中
之
条
町
横
尾
、
矢
沢
家
墓
碑
銘
(
五
七
五
セ

γ
チ
メ
ー
ト
ル
×

一一占ハニセ
γ
チ
メ
ー
ト
ル
)

一
応
宗
無
居
士
、
貞
享
四
丁
卯
年
二
月
二
日

実
窓
貞
参
大
姉
元
禄
二
己
巳
年
極
月
七
日

と
あ
り
、
妻
の
没
年
と
逆
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
の
没
年
は
貞
享
四
年
二
月
二
日
が
正
し
い
ら
し
い
が
、
今
後
の
調
査
研

究
に
期
待
し
た
い
。

次
に
現
在
ま
で
平
次
左
衛
門
の
職
歴
は
不
明
で
あ
っ
た
が
、

よ
る
と
、
御
勘
定
師
七
人
の
中
の
一
人
で
、

四
両
三
人
扶
持
、

た。

中
之
条
町
大
字
五
反
田
、
山
田
潤
所
臓
の
「
真
田
伊
賀
守
分
限
帳
」
に

加
沢
平
次
左
衛
門
ハ
以
下
略
)
勘
定
師
が
そ
の
職
で
あ
っ

と
あ
り
、

ま
た
平
次
左
衛
門
が
吾
妻
郡
大
笹
関
所
番
で
あ
っ
た
こ
と
は
昭
和
九
年
ご
ろ
、
原
町
の
故
新
井
信
示
が
中
之
条
町
の
一
場
家
文
書
を
探

索
の
折
、
元
禄
七
年
の
同
家
の
親
類
書
を
発
見
し
た
が
、
そ
の
中
に
、
「
一
伯
父
(
平
次
左
衛
門
の
こ
と
)
大
笹
御
関
所
番
人
、
病
死
仕

候
、
是
者
天
和
前
之
御
関
所
番
也
」
と
あ
る
こ
と
よ
り
知
り
得
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
代
を
詳
か
に
し
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
今
回
発
見



とさ
、れ

天 た
和 「
二 上

定書
官吾
竹妻
村 郡
、大

熊 笹
沢
両 狩

去需
と材
全御

壁 崩
毘 建

司z
z参
謀き
左面
衛窪
F1治

栃室
原衛
珂門
典幸

担喜
V骨唱夕 、

子東
W ム

左足ミ
衛百
門昆
の E

m 勝

文茎
がき
関 」
所に
番ょ
をる

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

以
上
を
総
合
し
て
み
る
と
、
そ
の
略
歴
と
し
て
次
の
こ
と
が
言
え
る
の
で
あ
る
。

郷土史編纂の歴史

一
、
平
次
左
衛
門
は
中
之
条
町
林
昌
寺
中
興
の
開
基
で
あ
り
岩
植
、
沼

田
城
代
で
あ
っ
た
矢
沢
薩
摩
守
頼
綱
〈
真
田
幸
隆
の
弟
)
の
曽
孫
で

あ
り
、
矢
沢
監
物
頼
貞
の
子
と
し
て
中
之
条
町
大
字
横
尾
に
生
れ

た
。
の
ち
矢
沢
を
改
め
て
小
林
姓
に
改
姓
し
た
。
一
場
文
書
に
よ
る

と
小
林
文
右
衛
門
は
、
そ
の
兄
に
ゐ
た
る
。

一
、
寛
永
十
五
年
以
降
横
尾
村
は
祢
津
宮
内
の
所
領
で
あ
っ
た
が
、
明

暦
三
年
川
田
村
に
移
っ
た
。
矢
沢
氏
と
祢
津
氏
の
関
係
は
、
中
之
条

町
大
字
平
の
林
昌
院
墓
地
に
、
明
暦
二
年
矢
沢
氏
息
女
、
延
宝
五
年

祢
津
忠
直
の
墓
碑
の
併
存
す
る
を
み
れ
ば
、
姻
戚
関
係
で
あ
っ
た
こ

と
が
し
れ
る
。

一
、
職
籍
は
勘
定
師
で
四
両
三
人
扶
持
の
下
級
武
士
で
あ
っ
た
。
加
沢

安
之
丞
の
養
子
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
、
天
和
元
年
十
一
月
真
田
氏
が
改
易
と
な
り
、
翌
二
年
正
月
、
幕
命

に
よ
っ
て
「
上
野
園
沼
田
領
品
々
覚
書
」
を
記
し
て
、
真
田
氏
時
代

の
藩
政
の
状
況
を
詳
細
に
わ
た
っ
て
上
申
し
た
。
吾
妻
郡
に
残
る

「
沼
田
落
去
雑
記
」
も
該
書
と
大
同
小
異
で
あ
る
。

て
そ
の
後
再
度
幕
命
に
よ
っ
て
大
笹
関
所
番
に
同
年
就
職
し
た
。

附論

一
、
没
年
は
元
禄
五
年
で
な
く
て
貞
享
四
年
が
正
し
い
と
思
う
が
、
今

後
の
調
査
研
究
に
期
待
し
た
い
。
戒
名
は
ご
応
宗
無
居
士
」
と
言

っ
た
。
以
上
が
加
沢
平
次
左
衛
門
の
略
歴
の
一
端
で
あ
る
。

(
注
)
①
一
場
権
左
衛
門
(
真
図
氏
の
代
官
)
の
妻
は
加
沢
平
次
左
衛
門
の

妹
で
あ
る
。

②
矢
沢
薩
摩
守
の
墓
碑
(
矢
沢
伴
蔵
家
墓
地
内
〉
に
は
慶
長
二
丁
商
五
月
初

七
日
、
貞
元
親
王
三
十
二
代
孫
、
林
昌
寺
殿
来
受
良
泉
大
居
士
、
開
基
矢
沢

薩
摩
守
網
隆
と
あ
り
、
大
き
さ
は
一
一
一
一
セ
ン
チ
×
四
四
セ
ン
チ
の
自
然
石

で
あ
る
。

③
矢
沢
藤
摩
守
の
左
に
加
沢
平
次
左
衛
門
の
建
碑
が
あ
る
。
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@
(
中
之
条
町
横
尾
矢
沢
伴
蔵
方
系
図
写
〉

矢
涙
護
摩
守
系

人
皇
五
十
六
代

・
日
清
和
天
宇
腸
成
院
|
貞
純
親
王
i
貞
親
親
王
|
海
雲
氏
」

林聖霊前

横尾矢沢家墓地内におる加沢平

次左衛門夫妻の墓

1
1
1
1矢
沢
但
馬
守

品
川
二
代
信
州
松
代
ニ
奉
仕

御
等
鍵
寺
ニ
位
牌
在
之

一
|
小
林
甚
左
衛
門

沼
田
高
橋
氏
ヨ
リ
入
鍔

法
名
得
翁
宗
関
居
士

正
徳
三
巳
年
五
月
二
十
二
日

妻
法
名

月
窓
貞
林
大
姉

宝
永
八
喜
朗
却
年
三
月
二
十
二
日

割
問
家
ヨ
リ
養
子
ニ
成
ル

1
小
林
甚
左
衛
門
f
i
l
a

-
喚
受
詳
来
居
士

一
宝
暦
壬
申
五
月
朔
日

一
委
法
名

一
法
窓
良
線
大
姉

一
延
事
四
丁
知
七
月
九
日

i
女
子
一
人

晩
年
号
一
毎
斉

矢
沢
監
物
|
小
林
平
次
左
衛
門

先
ニ
ハ
矢
沢
今
改
小
林

法
名
一
応
宗
無
居
士

元
禄
二
己
巳
年
十
二
月
七
日

奏
法
名

実
窓
貞
参
大
姉

貞
享
四
丁
卯
年
二
月
二
日

一
|
小
林
文
右
衛
門

法
名
前
安
浄
業
居
士

]
宝
永
ニ
己
酉
六
月
十
五
日

一
委
設
名

一
街
利
致
航
大
姉

一
延
享
子
年
四
月
廿
九
日

丁
真
光
寺
大
僧
正

丁
僧
若
寂

|
江
戸
江
奉
仕
武
家

女
子
割
田
太
左
衛
門
委
A
ロ
別
家
-
一
シ
テ
出
ス

小
林
六
郎
次
l
I
l
l
i
-
-
-

後
甚
友
衛
門

法
名
大
心
密
造
居
士

天
明
四
申
長
三
月
十
八
日

男
子
周
防
岩
国
善
済
寺
見
峰

女
子
二
人
早
世
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浅
間
山
大
噴
火
熱
混
流
実
見
記

天
明
三
年
七
月
八
日
の
浅
間
山
大
噴
火
の
実
況
を
記
録
し
た
も
の
に
三
島
村
義
珍
法
印
(
吉
祥
院
〉
の
浅
間
山
焼
出
し
大
変
記
、
原
町

富
沢
久
兵
衛
編
の
天
明
浅
間
山
津
浪
実
記
の
両
著
が
有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
他
吾
妻
の
人
の
記
録
は
数
編
に
上
っ
て
い
る
。
中
之
条
町
関

係
で
は
伊
勢
町
の
医
師
柳
田
隆
庵
の
浅
間
山
大
噴
火
熱
泥
流
実
見
記
が
あ
る
。
こ
れ
は
横
尾
村
八
幡
宮
の
別
当
文
殊
院
の
松
風
庵
(
法
師
)

ー
小
林
甚
左
衛
門

「
外
丸
重
郎
兵
衛

渋
川
町
ニ
住
ス

⑤ 

林
昌
寺
過
去
帳

-
横
尾
矢
沢
氏

楽
窓
妙
安
禅
尼

妙

貞

禅

尼

外
峰
元
初
庵
主

一
阿
安
浄
葉
居
士

月
窓
貞
林
大
姉

利

栄

童

女

浄

桂

童

女

要

祥

章

子

法
窓
良
線
大
姉

郷土史編集の歴史

(4) 

附論

元
禄
五
甲
十
一
月
十
八
日

元
禄
十
六
未
二
月
八
日

元
禄
十
六
未
年
十
月
十
五
日

宝
永
二
酉
年
六
月
十
五
日

宝
永
八
知
年
三
月
二
十
二
日

享
保
七
寅
七
月
二
十
日

享
保
十
六
辛
亥
年
六
月
二
十
九
日

元
文
五
甲
年
九
月
二
十
二
日

延
享
四
了
知
年
七
月
九
日

甚
左
衛
門
妻

甚
左
衛
門
下

女宗

閑

子

春

政
寸

宗

閑

子

甚

左
衛
門
寸

宗
閑
妻

甚
左
衛
門
子

甚
左
衛
門
子

甚
左
衛
門
孫

甚
左
衛
門
妻

喚
史
善
来
居
士

大
心
密
道
居
士

松
清
翠
江
居
士

-
小
林
文
右
衛

門
家

一
応
宗
無
居
士

元
峰
恵
享
居
士

春
嶺
妙
参
大
姉

宝
暦
二
壬
申
年
五
月
朔
日

天
明
四
甲
辰
年
三
月
十
八
日

文
化
四
丁
勿
年
五
月
三
日

(
以
下
略
)

貞
享
四
年
四
月
=
日
(
略
〉

嘉
永
四
亥
年
七
月
朔
日

嘉
永
六
葵
年
二
月
十
七
日

甚甚甚
左 左左
衛 衛衛
門門 門
寸 寸寸

小
林
文
右
衛

門

父

平

次

左
衛
門

文
右
衛
門
父

文
右
衛
門
母
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の
書
い
た
「
天
明
三
笑
何
年
浅
間
山
大
変
諸
作
違
大
餓
僅
記
録
」
の
序
文

と
な
っ
て
い
る
も
の
で
、
天
明
三
年
よ
り
三
十
二
年
後
の
文
化
十
三
年
六

388 

天保紀事〈中之条桑原源一郎蔵〉

月
青
山
村
に
お
い
て
目
撃
し
た
こ
と
を
書
き
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。

間

天

保

紀

事

天
保
七
年
よ
り
同
十
五
年
ま
で
の
中
之
条
町
を
中
心
と
し
て
の
い
ろ
い

ろ
の
出
来
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
高
野
長
英
と
親
交
の
あ
っ
た
蘭

医
伊
勢
町
の
柳
田
棋
蔵
ハ
使
斉
)
で
あ
る
。
現
在
中
之
条
町
桑
原
源
一
郎

家
で
保
存
し
て
い
る
。

文
中
特
に
天
文
方
言
上
の
写
は
長
英
の
影
響
を
う
け
て
天
文
の
こ
と
を
取
扱
い
、
ま
た
天
保
申
年
の
キ
キ
シ
の
際
江
戸
に
上
っ
た
と

き
、
麹
町
の
高
野
長
英
宅
に
て
酒
の
馳
走
に
な
り
、
そ
の
酒
が
一
升
銀
十
四
匁
で
あ
っ
た
こ
と
、
巡
見
使
芳
賀
市
三
郎
か
ら
扇
面
に
詩
を

書
い
て
も
ら
っ
た
こ
と
な
ど
、
珍
ら
し
い
記
事
、
面
白
い
記
事
が
の
せ
ら
れ
、
記
述
も
流
麗
で
あ
る
。
医
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
医
術
の
こ

と
が
多
く
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
の
一
例
を
み
る
と

ω
天
保
七
年
の
飢
鐘
の
状
況
ハ
丙
申
の
キ
キ
γ
〉

ω
諸
物
価

の
状
態

ω
百
姓
一
撲
勃
発
等
の
不
隠
な
状
況

ω
社
会
不
安
の

状
況
ハ
中
之
条
町
を
中
心
に
全
郡
に
わ
た
っ
て
い
る
〉

ω
天
保
九
年

巡
見
使
の
こ
と

ω
天
保
十
年
の
中
之
条
・
伊
勢
町
の
水
論

ω

天
保
十
二
年
舞
台
の
破
却
令

ω
天
保
十
三
年
金
融
の
こ
と

ω

知
年
天
文
方
言
上
書
の
写
〈
天
保
十
四
年
二
月
、
琴
星
の
こ
と
〉

ω

日
光
社
参
の
一
件

ω
善
光
寺
地
震
の
状
況
等

明
治
時
代
の
町
村
誌
の
編
纂



山
明
治
八
年
、
町
村
誌
編
さ
ん
の
布
達
と
編
さ
ん
の
状
況

明
治
新
政
府
は
明
治
八
年
、
各
府
県
に
対
し
て
基
準
を
示
し
、
郡
村
誌
の
編
さ
ん
を
命
じ
た
。
そ
の
編
さ
ん
に
当
つ
て
の
注
意
を
み
る

と似) (3) (2) (1) 

町
村
の
面
積
は
地
租
改
正
の
事
業
が
終
了
し
て
い
な
い
の
で
記
載
し
な
い
こ
と

年
度
は
明
治
八
年
を
基
準
と
す
る
。

上
野
神
明
帳
に
載
っ
て
い
る
神
社
は
必
ら
ず
記
載
す
る
こ
と
。

古
蹟
の
中
で
、
確
実
な
理
由
の
な
い
も
の
は
地
方
の
伝
承
に
よ
る
こ
と
。

各
町
村
の
中
で
は
執
筆
者
に
そ
の
人
を
得
な
か
っ
た
り
、
調
査
に
手
間
ど
っ
た
り
し
て
随
分
と
困
惑
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
明
治
九
年

か
ら
始
め
て
前
後
九
年
を
費
し
て
明
治
十
七
年
に
至
っ
て
漸
く
出
揃
っ
た
と
い
う
。
吾
妻
郡
中
之
条
地
方
は
群
馬
郡
村
上
村
の
村
上
耕
作

の
指
導
を
う
け
た
村
が
多
か
っ
た
。
現
在
こ
の
町
村
誌
は
県
議
会
図
書
室
に
所
蔵
さ
れ
、
邑
楽
郡
の
一
部
を
除
き
、
そ
の
全
容
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
大
字
中
之
条
町
誌
の
場
合
、
そ
の
詳
細
を
調
べ
て
み
る
と
次

(
明
治
九
年
八
月
熊
谷
県
か
ら
群
馬
県
と
な
る
〉

の
よ
う
で
あ
る
。

郷土史編集の歴史

そ
の
原
案
執
筆
者
は
樋
田
瑞
秋
が
こ
れ
に
当
っ
た
も
の
で
、
翌
明
治
九
年
四

月
に
は
早
々
熊
谷
県
に
上
申
し
て
い
る
。
そ
の
上
申
書
を
み
る
と
「
明
治
九
年

編
纂
中
野
条
町
誌
熊
谷
県
管
下
北
第
二
十
大
区
五
小
区
、
吾
妻
郡
中
野
条
町
戸

長
町
田
儀
平
」
と
あ
り
、
そ
の
提
出
は
県
下
に
於
て
も
早
い
方
で
あ
っ
た
ら
し

い
。
そ
の
目
次
を
み
る
と

町
の
歴
史
、
鍾
域
、
管
轄
の
沿
革
、
各
地
へ
の
里
程
、
地
勢
、
地
味
、
飛
地
、

宮
、
耕
地
、
牛
馬
、
山
川
、
橋
、
渡
船
、
森
林
ハ
原
野
〉
(
牧
場
)
(
砿
山
〉
〈
湖

沼
〉
道
路
、
掲
示
場
、
堤
、
(
滝
)
(
温
泉
)
社
寺
、
学
校
、
町
事
務
取
扱
所
、

附論

明治9年の赤坂村誌
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明
治
二
十
一
年
の
町
村
誌
の
編
纂

明
治
二
十
二
年
は
第
一
次
の
大
規
模
な
一
斉
の
町
村
合
併
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
準
備
と
し
て
新
町
村
合
併
以
前
の
明
治
二
十
一
年
に
政

府
は
、
郡
村
誌
の
編
輯
申
達
を
命
じ
た
。
県
は
こ
れ
を
八
月
に
訓
令
と
し
て
郡
町
村
に
移
達
し
た
。
こ
れ
は
地
誌
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、

新
し
い
町
村
の
区
域
、
人
口
、
資
力
等
の
調
査
を
な
し
、
各
郡
ご
と
に
ま
と
め
て
郡
長
の
意
見
を
附
し
、
県
を
通
し
て
内
務
大
臣
に
提
出

さ
せ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
第
一
次
の
新
町
村
が
生
れ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
県
下
の
各
郡
は
こ
れ
を
い
か
に
処
理
し
た
か
明
ら
か
で
な

い
。
し
か
し
各
大
字
に
二
十
一
年
の
村
誌
の
控
と
い
う
の
が
あ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
(
例
、
嬬
恋
村
干
俣
)
。
調
達
さ
せ
た
こ
と
は
事
実
で
、

た
だ
そ
の
実
物
の
所
在
が
不
明
で
あ
る
。

附論郷土史編纂の歴史

古
跡
、
城
塩
、
古
寺
跡
、
物
産
、
民
業
と
な
っ
て
い
る
。

(2) 

390 

叩
明
治
四
十
三
年
の
町
村
誌

日
露
戦
役
を
通
じ
て
も
り
上
っ
た
国
民
の
意
気
と
国
家
主
義
的
傾
向
を
反
映
し
て
、
郷
土
の
姿
を
見
直
す
と
共
に
、
政
治
、
経
済
、
教

育
の
発
展
を
期
す
る
た
め
、
県
で
は
郷
土
誌
の
編
さ
ん
を
企
図
し
た
。

明
治
四
十
二
年
に
各
町
村
に
訓
令
し
、
同
年
九
月
詳
細
な
項
目
を
挙
げ

て
県
よ
り
示
達
が
あ
っ
て
、
同
四
十
三
年
六
月
に
提
出
さ
せ
て
い
る
。
こ
の

郷
土
誌
は
役
場
と
小
学
校
に
一
冊
づ
っ
備
付
け
、

一
冊
は
県
(
郡
役
所
)

に
提
出
さ
せ
た
。
し
た
が
っ
て
各
町
村
ご
と
に
三
部
同
じ
も
の
を
作
製
し

た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
郷
土
誌
の
編
集
網
目
は
一
定
さ
れ
て
い
て
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
明
治
八
年
の
町
村
誌
に
く
ら
べ
る
と
学
問
的
に
も
進

歩
し
て
お
り
、
新
た
に
自
然
部
門
が
加
わ
り
、
人
口
動
態
も
詳
細
に
な

沢田村郷土誌(明治43年〉



り
、
郷
土
の
歴
史
も
く
わ
し
く
な
っ
て
、
民
俗
部
門
や
村
の
経
済
の
一
項
が
加
え
ら
れ
る
な
ど
成
長
の
跡
が
み
ら
れ
る
。
編
集
者
は
役
場

吏
員
、
小
学
校
長
、
教
員
、
村
の
有
志
な
ど
に
よ
っ
た
も
の
で
、
四
十
五
年
六
月
二
十
八
日
の
訓
令
で
、
こ
の
郷
土
誌
を
教
育
、
自
治
、

公
民
教
育
に
使
う
よ
う
指
令
し
て
い
る
。

附論郷土史編纂の歴史

郷
土
誌
編
纂
項
目
表

第
一
編
自
然
界

第
一
章
地
界
(
位
置
、
地
勢
、
土
質
、
広
麦
、
地
目
反
別
及
民
有

官
有
の
区
別
)

第
二
章
水
界
ハ
河
、
水
利
の
梗
概
)

第
三
章
気
界
(
気
候
、
雨
量
)

第
四
章
動
物

第
五
章
植
物

第
六
意
鉱
物

第
二
編
人
文
界

第
一
章
戸
ロ
ハ
本
籍
人
族
称
別
、
本
籍
人
有
配
偶
者
年
令
別
、
本

籍
人
結
婚
離
婚
、
出
入
人
口
、
現
住
人
出
産
死
亡
、
現
住
人

職
業
別
資
格
別
、
陸
軍
々
人
軍
属
表
、
海
軍
問
、
年
金
受
領

者
及
其
額
、
赤
十
字
社
員
愛
国
婦
人
会
員
〉

第
二
章
教
化
(
神
社
及
祭
典
儀
式
、
寺
院
及
什
宝
法
令
、
小
学
校

沿
卒
、
青
年
会
夜
学
会
等
の
沿
革
、
尚
武
会
〉

第
三
章
郷
土
の
沿
革
ハ
偉
人
豪
傑
、
古
蹟
、
古
披
祉
、
古
家
、
徳

川
時
代
の
沿
革
管
轄
所
属
石
高
、
明
治
以
後
ノ
沿
革
及
主
ナ

ル
公
人
〉

第
四
章
官
公
署
(
役
場
、
駐
在
所
、
戦
時
中
諸
統
計
〉

第
五
章
風
俗
習
慣
(
冠
婚
葬
祭
等
エ
一
於
ケ
ル
儀
式
償
例
ノ
沿
革
、

休
日
制
度
、
労
働
上
ノ
習
慣
、
方
言
靴
語
、
偲
諺
、
童
謡
、

俗
謡
〉

第
六
章
村
是
規
約
条
例

第
七
章
経
済
(
金
融
、
保
険
、
産
業
組
合
制
度
、
運
輸
交
通
、
原

始
的
産
業
|
農
業
附
農
会
、
林
業
、
蚕
業
、
牧
畜
、
工
業
・

商
業
、
郷
土
の
公
経
済
〉

〈
附
図
)
村
の
地
図

①
中
之
条
町
郷
土
誌

町
長
山
田
金
伝
次
を
委
員
長
に
次
の
人
々
が
編
集
委
員
と
な
っ
て
編
集
を
進
め
た
。

男
子
校
々
長
田
村
丑
十
郎
、
女
子
校
々
長
田
中
助
三
郎
、
助
役
蟻
川
七
郎
次
・
中
沢
祥
平
、
岡
田
中
小
重
郎
、
同
二
宮
作
次
、
田
村
孫
次
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郎
、
柳
田
阿
三
郎
等
の
諸
氏
が
丁
度
こ
の
こ
ろ
町
で
は
吾
妻
鉄
道
馬
車
会
社
の
創
設
、
男
女
両
校
の
合
併
問
題
等
多
忙
を
き
わ
め
た
の
で

執
筆
は
予
想
を
越
え
て
難
渋
し
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

委
員
の
中
で
最
も
活
躍
し
た
の
は
田
村
校
長
、
中
沢
助
役
で
、
柳
田
が
馬
車
会
社
設
立
に
と
ら
れ
た
の
は
手
い
た
か
っ
た
。
ま
た
小
池

折
八
述
の
増
補
中
之
条
町
誌
は
史
料
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
、
次
の
項
目
は
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
格
別
の
協
力
に
よ
っ
て
成
っ
た
も
の
で
あ

る。
統
計
表

l
田
村
孫
次
郎
、
沿
草

l
小
池
折
八
手
記

神
社
|
船
棚
一
線
開
…

高
野
長
英
関
係
|
柳
田
阿
三
郎

伝
説
(
市
城
)
|
中
沢
郁
雄

井
法
庵
、
伊
能
氏
:
・
伊
能
健
三
郎

@
沢
田
村
郷
土
誌

編
集
の
状
況
は
記
録
な
き
た
め
不
明
で
あ
る
が
、
村
長
|
町
田
品
五
郎
、
助
役
|
田
村
茂
三
郎
、
収
入
役
|
山
田
治
郎
、
小
学
校
長
|

山
口
留
吉
等
優
秀
な
人
材
多
く
、
頁
数
も
四
六
七
頁
と
最
も
豊
富
で
、
内
容
も
立
派
で
あ
る
。

伊
参
村
郷
土
誌

③ 編
集
委
員
に
は
村
長
唐
沢
杢
平
、
小
学
校
長
川
村
幸
吉
(
五
反
田
)

福
島
理
作
ハ
伊
参
高
小
〉
剣
持
登
(
蟻
川
小
)
が
な
っ
た
ら
し
く
記
録
を
失

し
て
い
る
。
和
罫
紙
で
八
十
三
枚
、
二
ハ
六
頁
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
。

④ 

名
久
田
村
郷
土
誌

編
集
の
状
況
は
不
明
で
、
ま
た
郷
土
誌
の
所
在
も
現
在
不
明
で
あ
る
。

(4) 

増
補
中
之
条
町
誌
(
大
字
中
之
条
之
部
)

明
治
三
十
六
年
四
月
、
大
字
中
之
条
町
の
小
池
折
八
は
明
治
初
期
の

寺
院
l
長
田
台
麟
・
深
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旧
町
村
誌
が
詳
細
な
点
で
洩
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
こ
れ
を
補
う
意
味
で
、
大
字
中
之
条
町
之
部
か
ら
着
手
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
大
字
中
之
条
町
之
部
の
み
で
未
完
と
な
る
)
官
選
の
町
村
誌
と
異
り
、
枠
に
あ
て
は
め
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
自
由
に
記
述
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
う
れ
し
い
。
特
に
江
戸
時
代
|
幕
末
|
明
治
初
年
の
中
之
条
町
の
動
き
を
よ
く
詳
細
に
捉
え
て
記
述
し
た
功
績
は
高
く
評
価
さ

る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
一
町
民
で
あ
り
、
素
人
で
あ
る
点
で
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
。

(
小
池
善
吉
編
集
「
増
補
町
誌
」
の
序
か
ら
〉

ω
項
目
が
十
数
項
目
に
亘
っ
て
い
る
が
、
配
列
順
序
は
体
系
的
で
な
い
。

の
4

記
述
内
容
は
各
項
ご
と
精
粗
は
あ
る
が
、
概
し
て
詳
細
で
あ
る
。

(3) 

官
製
の
町
誌
と
違
い
、
枠
づ
け
ら
れ
ず
、
伸
々
と
し
た
自
由
活
達
な
筆
の
運
び
で
あ
る
。

郷土史編集の歴史

ω
人
文
社
会
誌
的
な
記
録
と
し
て
、
政
治
、
経
済
社
会
の
外
に
、
民
俗
誌
的
な
風
俗
作
法
、
年
中
行
事
お
よ
び
社
寺
、
古
跡
、
名
勝

等
の
文
化
財
の
記
録
が
あ
る
。

特
に
土
地
に
関
し
て
は
入
会
・
山
野
の
利
用
慣
行
や
、
小
作
慣
行
等
僅
か
で
は
あ
る
が
貴
重
で
あ
る
。
ま
た
、
自
然
地
誌
編
も
詳
細
で

あ
り
、
た
だ
、
出
典
を
示
さ
な
か
っ
た
こ
と
は
誠
に
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
現
在
、
長
野
原
町
小
池
甲
子
夫
家
と
、
中
之
条
町
桑
原
源

一
郎
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
桑
原
本
の
方
が
内
容
が
少
い

補
記

凶
作
不
作
年
数
、
気
候
変
化
、
災
厄
、
物
産
、
弘
化
年
度
蚕
業
の
実

況
、
物
価
、
政
度
の
沿
革
、
開
港
以
来
、
入
会
慣
行
、
小
作
慣
行
、
年

中
行
事
、
学
校
、
住
地
、
地
名
、
宮
社
、
寺
院
、
逸
事
、
天
正
年
度
以

前
よ
り
の
旧
家
並
に
亡
家
移
転
跡
、
古
名
称
、
用
水
路
、
道
路
、
橋
梁
、

編
集
目
次
表

地
勢
、
風
土
、
地
質
、
本
町
中
古
の
沿
革
、
風
俗
の
変
化
、
用
水
、

株
場
、
五
人
組
仕
置
条
件
、
吾
妻
川
通
船
事
業
、
市
場
、
不
作
凶
年
、

洪
水
、
天
変
地
異
凶
年
の
実
況
、
米
価
、
博
徒
の
横
行
、
明
治
元
年
以

来
の
積
事

附論
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明
治
四
十
三
年
の
群
馬
県
訓
令
に
よ
る
中
之
条
町
郷
土
誌
は
、
短
時
日
に
急
い
だ
た
め
誤
字
や
脱
漏
が
か
な
り
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の
後

数
年
を
経
過
し
て
お
っ
た
の
で
、
追
加
の
記
事
も
多
々
生
じ
た
。
そ
こ
で
大
正
六
年
一
月
柳
田
阿
三
郎
が
再
度
町
長
に
就
任
す
る
と
、
そ

の
改
訂
版
と
も
い
う
べ
き
郷
土
誌
の
刊
行
を
企
図
し
た
。
大
正
六
年
八
月
業
を
お
こ
し
、
約
一
カ
年
の
短
日
月
で
こ
れ
を
完
了
、
大
正
七

年
九
月
脱
稿
、
翌
大
正
八
年
六
月
こ
れ
を
活
版
印
刷
に
し
て
発
行
し
た
。
そ
の
編
集
と
執
筆
を
み
る
と
、
柳
田
は
人
の
二
倍
の
住
事
を
し

た
と
い
う
掠
腕
家
で
、
若
い
と
き
か
ら
郷
土
の
歴
史
に
異
常
な
ま
で
の
関
心
を
示
し
た
彼
は
、
明
治
四
十
三
年
の
町
誌
も
自
ら
手
が
け
て
い

た
の
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
主
要
部
分
を
自
分
一
人
の
手
で
こ
れ
を
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
僅
か
に
統
計
と
役
場
の
記
事
の
一
部
を
役
場

吏
員
に
、
小
学
校
と
学
事
の
項
を
小
学
校
の
教
員
に
委
ね
た
だ
け
で
、
日
夜
公
務
多
端
の
と
こ
ろ
を
寸
蔭
を
お
し
ん
で
、
調
査
し
執
筆
し

た
。
町
長
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
に
は
全
く
頭
の
下
る
思
い
が
す
る
。
柳

田
は
会
議
を
し
な
が
ら
、
右
手
の
鉛
筆
を
動
か
し
て
次
の
規
約
を
ま
と
め

附論郷土史編纂の歴史

渡
船
、
駅
逓
法
、
制
度
の
沿
革
、
養
蚕
追
録

四

大
正
期
の
中
之
条
町
郷
土
誌
の
刊
行
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あ
げ
る
才
能
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
が
、
全
く
驚
異
的
な
進
行
ぷ
り
で
あ

っ
た
と
い
う
。

(
故
中
沢
祥
平
談
〉
そ
の
序
文
の
一
端
に
「
郷
土
誌
の
編

纂
を
や
っ
て
見
て
痛
切
に
郷
土
誌
の
必
要
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。
郷
土
誌

あ
り
て
こ
そ
、
即
ち
町
の
事
績
を
永
遠
に
保
存
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
郷
土

誌
は
町
の
繁
昌
記
で
あ
る
。
郷
土
誌
は
町
の
考
課
状
で
あ
る
。
願
く
ば
五

年
目
又
は
十
年
目
毎
に
郷
土
誌
を
増
補
編
纂
し
て
置
き
た
い
と
思
う
。
後



の
町
長
、
助
役
た
る
者
当
に
考
慮
を
廻
ら
し
て
然
る
べ
き
も
の
也
」
と
熱
っ
ぽ
く
町
民
に
訴
え
た
が
、
大
正
十
年
一
月
任
を
終
る
や
同
十

一
月
四
十
二
才
の
若
さ
を
以
て
病
没
し
た
。

尚
明
治
四
十
三
年
の
郷
土
誌
で
活
版
印
刷
さ
れ
た
の
は
、
中
之
条
町
と
勢
多
郡
黒
保
根
村
の
ニ
カ
町
村
の
み
で
県
下
に
お
い
て
も
異
例

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
出
版
費
は
各
商
庖
、
会
社
等
の
事
業
所
五
十
六
カ
所
よ
り
各
々
十
円
宛
の
寄
附
金
を
得
、
そ
の
計
金
は
五
百
六

十
円
の
多
額
に
達
し
た
。
こ
こ
に
も
町
民
の
柳
田
町
長
に
対
す
る
信
頼
度
が
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
の
郷
土
誌
は
A
5
版
四
二

O
頁
で
、
そ
の
内
容
は
四
十
三
年
町
誌
と
大
同
小
異
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
年
は
町
村
制
施
行
三
十
周
年
、

当
町
一
千
戸
達
成
、
役
場
庁
舎
の
現
在
の
役
場
へ
の
移
転
等
、
ま
こ
と
に
多
彩
な
年
で
も
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
郷
土
誌
刊
行
も
錦
上
花
を

そ
え
た
結
果
と
な
っ
た
。

郷土史編纂の歴史

中
之
条
町
郷
土
誌
目
次
表

第
一
編
自
然
界

第
一
軍
地
界
・
:
位
置
、
地
勢
、
土
質
、
広
表
、
地
目
反
別
及
民
有

官
有
ノ
区
別

第
二
章
水
界
:
・
河
、
水
利
ノ
梗
概

第
三
章
気
界
;
・
気
候
、
雨
量

第
四
章
動
物
:
・
家
畜
及
家
禽
類
、
野
生
動
物

第
五
章
植
物

第
六
章
砿
物
:
・
岩
石
、
砿
泉

第
二
編
人
文
界

第
一
章
戸
口
:
・
戸
数
、
人
口

第
二
章
教
化
神
社
及
祭
典
儀
式
、
寺
院
及
国
宝
什
器
法
会
、
教
会

ノ
沿
革
、
社
寺
基
本
財
産
、
小
学
校
ノ
沿
革
、
実
業

補
習
学
校
ノ
沿
革
、
青
年
会
ノ
沿
革
、
帝
国
在
郷
軍

人
会
、
中
之
条
町
分
会

郷
土
の
沿
革
・
:
ロ
碑
伝
説
、
偉
人
豪
傑
、
古
蹟
、
古
史
、
古

文
書
ノ
調
査
、
徳
川
時
代
ノ
沿
革
管
轄
所
属
石
高
、

明
治
以
降
ノ
沿
革
及
主
ナ
ル
公
人

官
公
署
・
・
・
町
役
場
、
巡
査
部
長
派
出
所
及
巡
査
駐
在
所
、
吾

妻
郡
役
所
、
高
崎
区
裁
判
所
中
之
条
出
張
所
、
中
之

条
税
務
署
、
県
立
中
之
条
農
業
学
校
、
中
之
条
土
木

管
区
、
中
之
条
小
林
区
署

習
俗
習
慣
:
・
冠
婚
葬
祭
ニ
於
ケ
ル
儀
式
慣
例
ノ
沿
革
、
休

日
制
度
、
労
働
上
ノ
習
慣
、
方
言
靴
語
、
保
諺
、
章
謡
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第
三
章

第
四
章

第
五
章

附論



事事土史編纂の歴史

俗
謡

条
例
規
程

経
済
:
・
金
融
、
保
険
、
産
業
組
合
、
運
輸
交
通
、
水
道
、
産

業
、
郷
土
ノ
公
経
済

衛
生
:
・
飲
用
水
、
医
師
、
産
婆
、
看
護
婦
、
衛
生
組
合
、

伝
染
病

警
備
・
・
・
中
之
条
消
防
組
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第
八
章

第
六
章

第
七
章

第
九
章

附論

五

昭
和
時
代
の
町
誌
編
纂
へ
の
胎
動

m
吾
妻
郡
誌
、
同
追
録
の
編
纂

大
正
十
一
年
郡
制
廃
止
を
記
念
し
、
吾
妻
郡
誌
編
纂
の
計
画
が
起
こ
り
、
時
の
吾
妻
郡
会
は
、
吾
妻
郡
教
育
会
に
そ
の
編
纂
を
委
ね
た
。

教
育
会
は
吾
妻
高
等
女
学
校
長
八
木
昌
平
を
委
員
長
と
し
て
、
大
正
十
二
年
よ
り
六
年
を
経
て
、
昭
和
四
年
十
月
そ
の
完
成
を
み
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
よ
り
更
に
六
年
を
へ
た
昭
和
九
年
よ
り
吾
妻
郡
誌
追
録
第
一
輯
の
編
さ
ん
に
か
か
り
、
吾
妻
郡
教
育
会
は
新
井
信
示
、
金
沢

佐
平
等
の
郷
土
史
家
の
援
助
を
得
て
、
同
十
一
年
三
月
そ
の
完
成
を
み
た
。

こ
れ
よ
り
さ
き
昭
和
二
年
九
月
に
は
群
馬
県
史
の
上
梓
が
あ
り
、
中
之
条
町
に
お
い
て
は
こ
こ
に
、
県
・
郡
・
町
の
待
望
の
郷
土
誌
の
完

成
を
み
た
わ
け
で
あ
っ
て
、
一
般
町
民
の
郷
土
誌
に
ょ
せ
る
関
心
も
漸
く
晶
ま
り
、
郷
土
研
究
の
熱
意
も
小
学
校
教
員
等
を
中
心
に
接
辞

と
し
て
顕
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

昭
和
十
八
年
中
之
条
町
誌
編
さ
ん
計
画

旧
中
之
条
町
に
お
い
て
は
、
昭
和
十
八
年
蟻
川
潔
が
町
長
在
任
の
と
き
、
町
誌
編
さ
ん
の
議
が
起
っ
た
。
委
員
長
に
元
中
之
条
男
子
校

校
長
田
村
丑
十
郎
を
、
委
員
に
伊
勢
町
の
金
井
亀
雄
、
西
中
之
条
の
剣
持
譲
二
、
中
之
条
町
国
民
学
校
長
山
田
吾
郎
等
を
挙
げ
、
着
々
そ

の
準
備
を
進
め
た
。
と
こ
ろ
が
昭
和
十
九
年
六
月
サ
イ
バ

γ
島
が
陥
落
す
る
と
、
戦
局
は
ま
す
ま
す
不
利
に
、
敗
戦
の
色
を
濃
く
し
て
い

(2) 



っ
た
の
で
、
町
誌
編
さ
ん
の
こ
と
も
自
然
沙
汰
や
み
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

間
昭
和
二
十
三
年
、
小
池
町
長
の
町
誌
編
さ
ん
計
画

昭
和
二
十
二
年
四
月
三
十
日
改
正
選
挙
法
に
よ
る
町
長
公
選
が
あ
り
、
初
代
公
選
町
長
に
小
池
遵
正
が
選
出
さ
れ
た
。
民
主
国
家
誕
生

と
新
生
中
之
条
町
を
祝
し
て
町
長
は
中
之
条
町
誌
編
さ
ん
を
決
意
し
、
翌
二
十
三
年
茂
木
五
郎
、
山
口
武
夫
を
指
名
し
て
着
手
し
よ
う
と

し
た
が
、
戦
後
の
混
乱
期
で
も
あ
り
一
般
の
情
勢
が
時
機
尚
早
と
い
う
意
見
が
大
勢
を
し
め
、
こ
の
第
二
次
の
計
画
も
あ
え
な
く
挫
折
し

て
し
ま
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
す
で
に
原
町
に
お
い
て
は
元
町
長
新
井
信
示
が
町
誌
編
さ
ん
に
着
手
し
、
文
化
町
長
と
い
わ
れ
た
沼
田
町
長
生

方
誠
は
二
十
四
年
四
月
よ
り
疎
開
中
の
石
田
文
四
郎
に
托
し
て
招
田
町
史
編
さ
ん
に
取
り
か
か
っ
て
お
り
、
戦
後
県
下
で
は
最
初
の
町
史

を
昭
和
二
十
七
年
発
刊
し
て
い
る
。

わ
が
中
之
条
町
に
お
い
て
も
戦
後
町
誌
編
さ
ん
の
着
想
は
、
国
ゅ
う
に
県
下
に
さ
き
が
け
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
体
勢
が
そ
こ
ま
で
い
っ

て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

附論郷土史編集の歴史

附
吾
妻
史
料
集
録
の
発
刊

吾
妻
文
化
ク
ラ
ブ
会
長
で
あ
っ
た
伊
勢
町
の
小
林
好
三
郎
は
町
の
有
志
ら
と
計
画
を
た
て
、
町
誌
編
さ
ん
の
手
始
め
と
し
て
、
ま
ず
郡

内
に
あ
る
記
録
を
活
字
体
に
す
る
こ
と
を
計
画
、
原
町
の
郷
土
史
家
新
井
信
示
校
訂
の
も
と
に
昭
和
二
十
四
年
十
月
史
料
集
録
上
下
二
巻

四
O
O頁
の
完
結
を
み
た
。
終
戦
後
紙
資
源
の
最
も
逼
迫
し
て
い
た
時
で
、
現
在
の
想
像
を
絶
す
る
苦
心
を
経
て
達
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
今
回
の
町
誌
編
さ
ん
に
も
大
き
な
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
。

(5) 

中
之
条
町
誌
研
究
会
の
発
足

本
会
は
昭
和
二
十
三
年
ご
ろ
、
郷
土
〈
旧
中
之
条
町
)
の
史
料
、
文
化
財
の
蒐
集
、
保
存
を
図
る
と
共
に
、
そ
の
散
逸
を
防
ぎ
、
ひ
ろ

く
町
民
の
郷
土
史
的
関
心
を
昂
め
、
町
誌
の
編
集
、
出
版
に
寄
与
し
、
併
せ
て
教
育
、
観
光
、
産
業
等
町
将
来
の
発
展
に
資
す
る
を
目
的
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と
し
て
発
足
し
た
。
当
時
の
役
員
を
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
会
長
伊
能
八
平
、
副
会
長
山
口
武
夫
、
書
記
兼
会
計
綿
貫
其
士
口
、

事
務
局
は
中
之
条
町
教
育
委
員
会
内
に
設
け
、
会
員
数
は
二
十
数
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
会
則
に
し
た
が
っ
て
左
の

事
業
を
行
っ
た
。

ω
定
期
的
研
究
会
の
開
催

ω
史
跡
お
よ
び
文
化
財
の
踏
査

ω
講
演
会
及
座
談
会
の
開
催

ω
古
文
書
の

研

究

同

展

覧

会

の

開

催

帥

そ

の

他

講
演
会
に
は
群
馬
大
学
教
授
、
尾
崎
喜
佐
雄
、
山
田
武
麿
、
相
葉
伸
、
矢
島
仁
吉
、
郷
土
史
家
の
本
多
夏
彦
等
を
招
聴
し
て
毎
年
開

催
、
古
文
書
の
研
究
は
た
ま
た
ま
役
場
二
階
に
お
い
て
発
見
し
た
江
戸
時
代
以
降
の
葉
大
な
量
の
古
文
書
を
整
理
解
読
し
た
り
、
旧
家
の

門
を
た
た
き
、
そ
の
所
蔵
文
書
を
拝
見
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
研
究
を
つ
づ
け
た
。
ま
た
展
覧
会
は
秋
の
町
主
催
の
文
化
祭
に
協
賛
の

形
で
、
主
に
小
学
校
や
役
場
を
会
場
と
し
て
、
古
文
書
や
町
内
か
ら
出
品
し
て
も
ら
っ
た
書
画
、
骨
董
、
写
真
、
美
術
品
等
を
展
示
し
、

昭
和
二
十
六
年
に
は
中
之
条
町
略
史
を
印
刷
、
観
覧
者
に
配
布
し
た
。
ま
た
昭
和
二
十
七
年
前
橋
の
上
毛
古
文
化
協
会
に
も
加
盟
し
、
諸

行
事
に
も
参
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
中
之
条
町
誌
研
究
会
も
、
い
つ
の
日
に
か
予
想
さ
れ
る
町
誌
の
編
さ
ん
に
備
え
て
着
々
そ
の
研
究
を
進
め
て
い
っ
た
の
で

あ
っ
て
、
お
そ
ら
く
こ
の
種
研
究
会
の
発
足
は
県
下
に
さ
き
が
け
て
の
計
画
で
あ
っ
た
と
思
う
。

と
こ
ろ
が
昭
和
三
十
年
四
月
の
町
村
合
併
に
よ
っ
て
、
中
之
条
町
も
大
き
く
変
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
昭
和
三
十
二
年
秋
、
解
散
の
義

が
お
こ
り
、
こ
れ
を
郡
単
位
に
拡
大
し
、
吾
妻
郡
郷
土
文
化
研
究
会
と
改
称
、
会
長
伊
能
八
平
も
町
長
に
就
任
し
た
の
で
、
六
合
村
教
育

長
湯
本
貞
司
が
こ
れ
に
か
わ
っ
た
。
か
く
て
中
之
条
町
誌
研
究
会
も
十
年
の
足
跡
を
残
し
て
解
散
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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昭
和
の
町
村
合
併
後
に
お
け
る
地
方
誌
編
纂
の
盛
況
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町
村
合
併
以
後
に
お
け
る
町
村
誌
編
さ
ん
の
状
況



昭
和
三
十
年
を
境
に
し
て
町
村
合
併
が
急
速
に
進
展
す
る
と
、
こ
れ
を
記
念
す
る
町
村
誌
の
発
刊
が
盛
ん
に
進
め
ら
れ
、
現
在
県
内
に

お
い
て
お
よ
そ
九
十
市
町
村
を
算
す
る
に
至
っ
た
。

我
が
郡
に
お
い
て
は
昭
和
三
十
五
年
新
井
信
示
編
集
に
よ
る
原
町
誌
を
皮
ぎ
り
に
、
各
町
村
の
編
さ
ん
は
順
調
に
進
め
ら
れ
、
現
在
進

行
中
の
中
之
条
町
と
草
津
町
の
両
町
を
残
す
の
み
で
、
昭
和
五
十
二
年
現
在
そ
の
す
べ
て
が
完
結
し
た
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
。

昭
和
年
代
中
之
条
町
関
係
郷
土
出
版
物
一
覧
表
(
昭
和
五
十
一
年
三
月
ま
で
)

郷土史編纂の歴史

後治明 前治明 近世中 清政

E 書量
真入

著

村甚五田

塚
期 期

条之町
の

の の
来由

中主 主中 の

郎其接間と

書

草壁〆由、

事下• 名
、J

下上 大

Bs Bs BsB6 B6 B6 As As B6 B6 き

さ

下中上下中上 頁

一 一

j3 五82九四八 三四 四
数|五八六

二昭0 昭
八 四 六四

昭昭昭昭昭昭 昭 昭 昭 昭昭
発一一一一一一

九五五七四四 、、 、 占，、、 四 、 、一、 行

一一 一 一 一 一 年
四二五二一八 占ノ、-一 。

八、、、 、 、 、 、 月

五:0 。。日二五O五五O

池 池 池
山 山

(号望票
村茂田

山
萩原 著口 口 口

善吉 善吉 善吉 武夫 武夫
良R 夫武 秋水 者

目 • 観

員最 討委文化
" • 

員最備

!J 

フ

プ、ノ

考
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沢渡大火

四 真

毒町中
吾妻 伊参

江 あ 高 昭 大

万温泉 藩政回 戸時代
カ2

長野英 和時代
正

の の そコ
時代

歴史 俗民
帖史まの の

吾霊
の の の

島幸委

の の

録記 今昔 あゆ
商車

ノ
記日 之中 之中 中

之
み ト 条 条 条

町 町 OtI 

B5 B5 A5 • Bs A5 ' • H • B6 B6 B6 B6 Bs B5 

一変豊一

一 五 ，」、a 五 一 一 一 一 一 一 一

1五8 百

一 一 七 ムノ、 九 四 八 。九 五 七 ムノ、 八
占

四

九昭

ノ、

昭四 よ2_ 八 エコー
。。 八 五 ーノ、

昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭

九四 九四 四 四 四 四 四 四
四0 四 四。 七 七 四 四 八、 八 八、 九 五、 、 、 、 、

一 一 一
五 八、 四 一 一 ムノ、、 五 八、。七 一 一 ー/』、.、. 一
、 、 、 、 、 、 、 、

一 一 一一 一 一 一 一。一 。一 一 。五一 0 七五

旦言|日孟i 
_Q_ 。

震 関 山 山口崎山 丸山 外吉 五

丸 孝葬佐久 阪

山小
ロ 回 山本 口池 池 池

不 毅 不

修次 武夫 武夫ー 夫
二英 武夫 善吉

善 善三』

路 良R 夫一 =E』3 

一 一一

量量 襲 Z 書絞
霊吾 参伊
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一
中
之
条
町
の
郷
土
芸
能

-一
中
之
条
町
誌
第
一
巻

B6 

一
一
一
一
一

O
一昭五

O
、

一
一
、
五
一
一
一
一
一
昭
五
一
、

As 

七

中
之
条
町
誌
の
編
纂

目

的

町
村
合
併
二
十
周
年
を
記
念
し
て
旧
四
カ
町
村
(
中
之
条
町
、
沢
田
村
、
伊
参
村
、
名
久
田
村
)
の
町
村
誌
を
編
纂
刊
行
す
る
。

五
、
二
五
一
中
之
条
町
文

ι
中
之
条
町
教
委

一
財
専
門
委
員
一

三
、
二

O
一
中
之
条
町
誌
一

一
編
纂
委
員
会
一

中
之
条
町
役
場

(2) 

中
之
条
町
誌
編
纂
委
員
会

町
誌
編
纂
の
た
め
、
中
之
条
町
誌
編
纂
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
左
の
人
々
が
専
任
さ
れ
た
。

(
昭
和
四
十
七
年
現
在
)

郷土史編纂の歴史

中
之
条
町
誌
編
纂
委
員
会
名
簿

ω
会
長
町
長
福
島
真
一

ω
副
会
長
助
役
関
徳
男
、
町
議
会
議
長
吉
田
正
明
、
教
育
委
員

長
桑
原
清

ω
委
員
収
入
役
小
池
弘
一
郎
、
町
議
会
議
員
宮
崎
徳
郎
、
丸

橋
勇
、
山
口
庄
吾
、
剣
持
尚
一
、
町
田
儀
平
、
福
田
松
雄
、
高
橋
福

治
、
浅
見
三
男
、
唐
沢
光
公
、
蟻
川
篤
美
、
山
口
吉
田
刀
、
冨
沢
福

重
、
富
沢
治
郎
、
塚
田
真
、
小
板
橋
一
喜
八
、
関
一
弘
、
角
田
謙
三

野
口
昭
博
、
斉
藤
圧
平
、
折
田
勘
一
、
石
井
達
也
、
木
村
忠
夫
、

附論

高
橋
芳
之
助
、
外
丸
康
雄
、
安
原
丑
之
助
、
管
内
小
中
学
校
長
、
藤

井
吾
一
(
一
小
)
、
角
田
篤
示
(
二
小
)
、
蟻
川
貞
美
(
三
小
)
、
篠
原

文
夫
(
四
小
〉
、
金
田
寿
雄
(
五
小
〉
唐
沢
突
(
一
中
〉
、
関
春
雄

(
二
中
)
、
増
田
公
平
(
一
一
一
中
〉
、
高
橋
善
衛
ハ
四
中
)
、
小
林
正
三
郎

(
五
中
)
、
農
業
協
同
組
合
長
外
丸
喜
作
(
中
〉
宮
崎
太
一
郎
(
沢
〉
、
宮

崎
貴
ハ
伊
〉
、
剣
持
尚
一
(
名
)
森
林
組
合
長
町
田
浩
蔵
、
商
工
会
長
小

板
橋
菱
三
郎
、
四
万
温
泉
組
合
長
荒
井
由
平
、
沢
渡
温
泉
組
合
長

関
口
昭
義
、
教
育
委
員
唐
沢
姫
雄
、
吉
田
仁
一
、
宮
崎
貞
雄
、
教

育
長
河
野
五
郎

401 



附論郷土史編纂の歴史

ω
学
識
経
験
者
〈
編
集
委
員
〉

小
池
善
吉
(
委
員
長
、
中
〉
、
吉
田
毅
一
郎
(
中
〉
、
山
口
武
夫
(
中
〉

木
暮
久
弥
(
伊
)
、
中
島
忠
雄
(
西
〉
、
唐
沢
定
市
(
中
〉
、
金
井
幸
佐

久
ハ
折
〉
唐
沢
姫
雄
(
五
)
、
小
林
文
一
ハ
五
〉
、
福
島
憲
二
ハ
平
)
、
伊

能
義
一
(
伊
)
、
奈
良
秀
重
ハ
伊
〉
、
戸
谷
啓
一
郎
(
原
町
)
、
小
池
由
巳

子
会
ニ
島
)
、
剣
持
久
雄
(
平
〉
、
丸
山
不
二
夫
ハ
原
町
〉
、
小
林
勉

(
西
〉
阪
本
英
一
(
安
中
)
、
新
井
嘉
男
ハ
原
町
〉
、
桑
原
忍
(
川
戸
)

同
顧
問
ハ
元
町
村
長
〉

桑
原
雄
一
郎
〈
中
〉
、
蟻
川
潔
(
中
)
、
福
田
豊
三
郎
(
中
〉
、
田
村
茂
三

郎
(
沢
)
、
町
田
浩
蔵
ハ
中
〉
、
唐
沢
参
二
(
伊
)
、
小
林
正
太
朗
(
名
〉
、

例
編
纂
協
力
員

区
長
七
十
名
、
中
之
条
地
区
五
十
一
名
、
沢
田
地
区
百
三
十
七

名
、
伊
参
地
区
七
十
一
名
、
名
久
田
地
区
七
十
四
名

例
町
誌
編
纂
室

町
誌
編
纂
事
務
そ
の
他
の
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
円
滑
を
期
す
る

た
め
中
之
条
町
役
場
内
に
昭
和
四
十
八
年
五
月
設
け
ら
れ
、
専
任

職
員
と
し
て
編
集
委
員
金
井
幸
佐
久
が
こ
れ
に
当
っ
た
。
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切
編
纂
事
業
の
経
過

昭
和
四
十
六
年
四
月
二
日
、
中
之
条
町
役
場
に
お
い
て
第
一
回
の
町
誌
編
纂
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
委
員
会
の
構
成
、
町
誌
編
集
方
針

等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
こ
れ
よ
り
さ
き
三
月
三
十
日
付
を
以
て
十
一
名
(
吉
田
、
山
口
、
木
暮
、
小
池
(
善
〉
中
島
、
唐
沢
ハ
定
〉
金

井
、
唐
沢
〈
姫
〉
小
林
(
文
)
福
島
、
伊
能
〉
の
編
集
委
員
が
委
嘱
さ
れ
、
降
っ
て
十
月
二
十
三
日
九
名
(
本
多
ハ
由
)
小
林
(
勉
)
桑

原
、
剣
持
、
奈
良
、
戸
谷
、
新
井
、
丸
山
、
阪
本
〉
の
委
員
が
追
加
委
嘱
さ
れ
た
。

八
月
三
日
、
編
集
委
員
の
互
選
に
よ
り
小
池
善
吉
が
委
員
長
、
山
口
武
夫
が
副
委
員
長
に
選
任
さ
れ
、
以
後
毎
月
定
例
会
を
聞
い
て
調

査
、
研
究
、
編
集
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
十
二
月
十
日
、
中
之
条
町
誌
編
纂
委
員
会
規
則
が
制
定
さ
れ
た
。

昭
和
四
十
七
年
二
月
一
目
、
町
誌
編
纂
委
員
、
編
集
委
員
、
協
力
員
、
顧
問
が
委
嘱
さ
れ
た
。
(
別
掲
〉
三
月
二
十
九
日
、
編
築
方
針
、

発
刊
ま
で
の
大
綱
、
協
力
員
の
委
嘱
が
行
わ
れ
、
事
業
も
漸
く
軌
道
に
の
り
、
十
一
月
よ
り
資
料
収
集
打
合
せ
会
を
各
地
区
別
に
お
い
て

行
っ
た
。



昭
和
四
十
八
年
五
月
、
町
誌
編
集
室
を
役
場
庁
舎
内
に
設
け
、
金
井
幸
佐
久
が
専
任
職
員
と
し
て
こ
れ
に
当
る
こ
と
と
な
り
、
同
月
十

九
日
、
町
誌
全
体
の
構
成
、
各
編
各
部
門
の
構
成
、
第
一
巻
の
歴
史
編
、
通
史
に
お
け
る
、
執
筆
者
、
協
力
者
グ
ル
ー
プ
を
協
議
決
定
す

る
。
四
十
六
年

i
四
十
八
年
の
聞
は
主
と
し
て
資
料
の
収
集
に
あ
た
っ
た
が
、
資
料
探
訪
と
同
時
に
次
の
こ
と
を
行
っ
た
。
毎
月
の
定
例

会
の
ほ
か
、
各
班
別
の
探
訪
踏
査
会
、
地
区
別
巡
問
座
談
会
、
各
地
区
別
協
力
員
会
議
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
参
会
、
郡
内
町
村
誌
編
集
者
と

の
交
歓
会
議
、
講
演
会
、
執
筆
者
の
研
究
発
表
会
等
。
つ
い
で
四
十
九
年
一
月

1
十
二
月
ま
で
執
筆
に
と
り
か
か
り
、
五
十
年
十
一
月
二

十
日
の
町
村
合
併
二
十
周
年
記
今
公
式
典
ま
で
に
第
一
巻
の
発
刊
を
め
ざ
し
て
努
力
し
た
が
、
年
を
越
し
て
五
十
一
年
三
月
待
望
の
第
一
巻

が
発
刊
さ
れ
た
。
続
い
て
第
二
巻
を
五
十
二
年
三
月
発
刊
、
第
三
巻
は
五
十
三
年
の
発
刊
予
定
で
鋭
意
編
集
中
で
あ
る
。

(4) 

町
誌
の
執
筆
要
領
と
、
そ
の
特
徴

町
誌
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
特
に
次
の
こ
と
に
留
意
し
た
。

ω臼
本
史
の
流
れ
の
中
で
、
県
史
、
郡
史
を
併
せ
考
え
な
が
ら
、
中
之
条

町
の
発
展
を
跡
ず
け
る
よ
う
に
す
る
。

ω各
時
代
の
出
来
事
は
、
人
物
な
ど
も
取
り
あ
げ
て
、
そ
の
時
代
の
動
き
を
明
ら
か
に
す
る
。

ω

叙
述
は
平
明
で
、
町
民
に
愛
読
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

ω図
版
、
写
真
を
豊
富
に
取
り
入
れ
て
親
し
み
易
い
も
の
と
す
る
。
納
本
文
は
縦

書
と
し
、
つ
と
め
て
現
代
新
か
な
づ
か
い
、
当
用
漢
字
の
使
用
に
つ
と
め
る
。
帥
古
文
書
史
料
は
原
文
の
掲
載
を
さ
け
、
読
み
下
し
方
式

を
原
則
と
す
る
。

郷土史編纂の歴史

本
町
誌
の
特
徴
と
し
て
は

ω町
民
に
よ
る
、
町
民
の
た
め
の
、
町
民
の
町
誌
を
モ
y

ト
ー
と
し
、
町
民
自
身
の
手
で
編
集
さ
れ
た
町
誌

で
あ
る
こ
と

ω従
来
空
白
で
あ
っ
た
古
代
史
、
中
世
史
の
充
実
を
期
し
た
こ
と
、

ω特
に
明
治
期
以
降
の
近
・
現
代
史
を
重
要
視
し
て
、

新
町
の
現
代
史
と
現
状
の
叙
述
に
も
っ
と
め
た
。

ω町
の
重
要
な
主
題
と
歴
史
的
事
項
に
つ
い
て
は
、
特
輯
や
持
論
を
設
け
て
詳
述
し

た
。
同
新
町
成
立
を
画
期
と
し
て
、
歴
史
編
と
現
代
編
に
大
別
し
、
歴
史
編
で
は
通
史
と
特
論
、
現
代
編
で
は
自
然
誌
、
社
会
誌
、
民
俗

文
化
誌
に
分
け
、
通
史
で
十
分
に
-
記
述
し
得
な
い
も
の
は
特
輯
、
特
論
で
扱
い
、
特
に
人
物
編
は
設
け
な
か
っ
た
。
帥
町
誌
の
執
筆
に
は
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附論郷土史編纂の歴史

委
員
の
ほ
か
、
多
数
の
町
民
が
投
稿
報
告
、
手
記
を
通
じ
て
参
加
し
た
。
ま
た
町
民
の
談
話
資
料
も
多
く
採
用
し
て
、

誌
」
の
作
成
に
努
め
た
。
例
資
料
編
は
別
巻
と
し
て
扱
う
こ
と
等
が
挙
げ
白
れ
る
。

註
参
考
と
し
て
町
誌
編
集
の
基
本
方
針
を
掲
げ
て
お
く
。

付
合
併
の
中
之
条
町
を
新
し
い
私
た
ち
の
郷
土
と
し
て
と
ら
え
、
こ
こ
を
拠
点
と
す
る
住
民
の
歴
史
と
現
状
を
取
扱
う
。
広
い
視
野
に
た
っ
て
、

国
や
県
、
特
に
吾
妻
郡
全
体
と
の
関
連
性
を
十
分
に
配
慮
す
る
。
併
せ
て
町
の
将
来
と
の
つ
な
が
り
も
考
慮
に
い
れ
て
取
扱
う
。

∞
従
来
の
町
村
誌
で
は
極
め
て
不
十
分
で
あ
っ
た
明
治
期
以
降
の
近
代
と
現
代
の
歴
史
と
現
状
に
特
に
重
点
を
お
く
。
そ
の
扱
う
内
容
と
方
法
に

は
創
意
を
要
す
る
。

白
町
民
に
よ
る
、
町
民
の
町
誌
を
編
集
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
努
力
す
る
。
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昭
和
三
十
年
(
一
九
五
五
〉
四
月
十
五
日
、
旧
中
之
条
町
、
沢
田
村
・
伊
参
村
・
名
久
田
村
の
一
町
一
一
一
カ
村
の
合
併
に
よ
っ
て
新
中
之

条
町
が
誕
生
し
た
。
そ
し
て
合
併
後
も
は
や
二
十
年
を
経
過
し
て
現
在
の
わ
が
中
之
条
町
は
、
か
つ
て
の
旧
町
村
時
代
と
比
較
す
る
と
町

民
を
と
り
ま
く
諸
環
境
は
大
き
く
変
貌
し
て
い
る
。

顧
れ
ば
昭
和
の
戦
後
史
は
、
敗
戦
に
よ
る
占
領
治
政
下
の
食
糧
不
足
と
精
神
飢
笹
の
ど
ん
底
か
ら
出
発
し
た
。
そ
の
当
時
と
現
在
と
を

く
ら
べ
る
と
、
町
民
の
誰
が
今
日
の
状
況
を
想
像
し
え
た
で
あ
ろ
う
か
。
戦
後
二
十
年
代
の
激
変
期
の
町
の
歴
史
は
通
史
編
第
十
章
で
詳

述
し
た
が
、
こ
の
二
十
年
代
の
苦
難
期
を
経
過
し
て
、
昭
和
三
十
年
代
か
ら
現
在
に
い
た
る
新
町
成
立
後
の
二
十
年
間
の
歴
史
は
、
以

下
、
現
代
編
の
社
会
誌
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に
分
け
て
、
こ
の
二
十
年
間
の
め
ま
ぐ
る
し
い
変
貌
の
諸
相
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

さ
て
町
村
合
併
に
よ
る
新
町
の
成
立
に
は
じ
ま
る
昭
和
三
十
年
代
か
ら
は
、
わ
が
国
民
経
済
の
高
度
成
長
に
支
え
ら
れ
、
町
の
産
業
経

済
も
そ
の
余
鹿
を
う
け
て
発
展
し
、
そ
の
結
果
行
財
政
、
交
通
運
輸
、
文
化
教
育
、
医
療
保
健
、
社
会
福
祉
な
ど
、
町
民
を
か
こ
む
生
活

状
況
が
全
面
的
に
大
き
な
変
貌
，
を
と
げ
た
。
こ
の
変
貌
は
明
治
以
降
で
は
未
曽
有
の
激
し
い
も
の
だ
っ
た
だ
け
に
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ

た
新
旧
両
要
素
の
混
潜
と
ま
さ
つ
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
。
こ
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
わ
が
町
誌
編
集
委
員
会
が
行
な
っ
た
町
民
の
生
活

意
識
調
査
の
結
果
に
よ
っ
て
明
か
に
さ
れ
て
い
る
(
第
五
章
文
化
の
三
第
六
章
教
育
の
四
・
第
九
章
生
活
環
境
6
を
参
照
)

昭
和
三
、
四
十
年
代
の
変
貌
は
、
何
よ
り
も
こ
の
期
間
の
人
口
と
世
帯
の
動
き
に
示
さ
れ
て
い
る
(
第
一
章
〉
。
町
部
村
部
を
含
め
て
激

し
い
人
口
流
出
に
よ
る
当
地
の
過
疎
化
現
象
が
あ
げ
ら
れ
る
。
他
方
核
家
族
化
に
よ
る
新
世
帯
の
増
加
も
著
し
い
。
こ
の
よ
う
な
人
口
移



動
の
結
果
も
あ
っ
て
か
、
町
の
産
業
と
経
済
の
変
化
が
激
甚
だ
っ
た
(
第
三
章
〉
。
町
の
産
業
構
成
の
主
軸
は
第
一
次
産
業
か
ら
第
三
次
産

業
へ
と
変
容
し
た
。
本
町
の
場
合
に
は
、
全
国
的
な
工
業
化
の
波
に
十
分
に
の
り
き
れ
ず
、
県
内
の
他
地
域
に
比
し
て
近
代
工
業
で
は
立

遅
れ
を
招
い
た
。
そ
れ
で
も
若
干
の
新
興
工
場
の
開
発
や
誘
致
も
み
ら
れ
た
。
商
業
で
は
町
部
の
商
庖
街
が
、
道
路
の
舗
装
や
庖
舗
の
改

装
に
よ
り
、
従
前
に
く
ら
べ
て
そ
の
外
観
を
一
変
し
、
さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
な
ど
に
よ
っ
て
古
い
伝
統
的
様
式
か
ら
脱
皮
し
て
新
し

い
版
売
様
式
へ
と
動
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
農
林
業
部
門
で
も
こ
の
二
十
年
間
の
変
化
は
め
ま
ぐ
る
し
か
っ
た
。
新
農
村
建
設

か
ら
農
業
林
業
の
構
造
改
善
、
さ
ら
に
山
村
振
興
と
園
の
農
政
施
策
に
も
と
づ
く
諸
事
業
を
う
け
て
、
地
域
農
業
の
変
貌
は
商
工
業
以
上

に
急
激
で
あ
っ
た
。
兼
業
化
の
急
進
は
農
家
の
経
済
と
生
活
を
全
く
一
変
さ
せ
、
農
民
意
識
を
も
変
化
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
地
域
を

と
り
ま
く
道
路
や
交
通
運
輸
機
関
の
開
発
及
び
電
話
の
普
及
に
よ
る
住
民
の
生
活
条
件
の
変
化
に
よ
る
点
が
大
き
い
(
第
四
章
)
。
道
路
で

は
主
要
幹
線
は
も
と
よ
り
町
村
内
外
を
通
ず
る
生
活
路
線
が
改
修
整
備
さ
れ
、
こ
の
間
に
お
け
る
自
家
用
車
の
急
速
な
普
及
と
相
ま
っ
て

町
民
の
生
活
聞
を
著
し
く
拡
大
さ
せ
た
。
マ
イ
・
ヵ
!
の
激
増
は
パ
ス
利
用
を
縮
少
さ
せ
、
町
部
と
僻
山
村
を
つ
な
ぐ
赤
字
パ
ス
路
線
を

町
の
財
政
支
出
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
他
方
当
地
域
の
温
泉
観
光
地
開
発
に
よ
る
吾
妻
線
の
電
化
、
特
急
の
乗
り
入
れ
に
よ

り
休
日
利
用
の
観
光
客
が
多
数
到
来
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
二
十
年
間
に
一
般
電
話
有
線
電
話
を
含
め
て
地
域
の
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
に

電
話
が
普
及
し
て
い
る
。
と
く
に
有
線
に
よ
る
通
話
は
住
民
の
生
活
を
著
し
く
便
利
に
し
た
。
ハ
第
四
章
交
通
運
輸
通
信
参
照
)
。

論

さ
ら
に
教
育
文
化
部
門
を
み
る
と
、
学
校
教
育
で
は
戦
後
の
六
・
三
制
の
新
教
育
も
漸
く
軌
道
に
の
っ
て
定
着
し
、
各
教
科
の
学
力
向

上
を
目
標
に
町
の
教
育
研
究
所
も
設
立
さ
れ
た
。
今
や
山
村
で
も
高
校
進
学
率
は
九

O
Mを
こ
し
義
務
教
育
の
水
準
に
ま
で
向
上
し
た
。

戦
前
に
く
ら
べ
る
と
格
段
の
前
進
で
あ
る
。
町
民
の
教
育
へ
の
熱
心
も
異
例
な
昂
ま
り
を
示
し
、
子
供
へ
の
期
待
は
受
験
の
た
め
の
主
要

教
科
の
ほ
か
、
音
楽
珠
算
絵
画
書
道
に
も
及
ん
で
い
る
。
社
会
教
育
も
ま
た
青
年
婦
人
団
体
は
も
と
よ
り
、
新
た
に
老
人
ク
ラ
ブ
も
結
成

さ
れ
、
幼
年
期
か
ら
老
年
期
に
い
た
る
人
間
一
人
の
全
生
涯
に
わ
た
る
教
育
体
系
が
確
立
し
て
い
る
(
第
六
章
〉
。
ま
た
町
の
教
委
の
指
導
の
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誌

も
と
に
文
化
協
会
が
結
成
さ
れ
、
そ
の
傘
下
に
各
種
文
化
団
体
が
統
合
整
備
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
最
近
で
は
郡
一
円
の
広
域
聞
の
文
化

セ
シ
タ
!
と
し
て
町
に
文
化
会
館
が
建
設
さ
れ
、
各
種
の
文
化
行
事
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。
町
の
文
化
団
体
の
現
況
は
伝
統
的
文
化
の
も

の
か
ら
新
文
化
の
も
の
に
至
る
ま
で
実
に
多
種
多
彩
で
あ
る
。
経
済
成
長
の
も
と
に
開
花
し
た
昭
和
元
禄
文
化
の
華
か
さ
を
思
わ
せ
る
。
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終
戦
後
の
苦
境
か
ら
生
み
だ
さ
れ
た
二
十
年
代
の
少
数
の
文
化
団
体
に
比
較
す
る
と
大
き
な
懸
隔
を
感
ず
る
。
経
済
的
豊
か
さ
の
中
に
生

育
し
た
地
方
文
化
は
、
今
日
で
は
戦
前
の
状
況
に
比
し
て
、
広
く
町
民
大
衆
の
強
い
文
化
的
関
心
を
背
景
に
、
町
の
行
財
政
の
援
護
も
う

け
て
未
曽
有
の
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
文
化
団
体
の
強
靭
な
自
主
性
と
、
・
た
く
ま
し
い
積
極
性
の
如
何
が
問
わ
れ
て
い
る
。

戦
後
二
十
年
を
へ
た
噴
か
ら
永
く
忘
却
さ
れ
て
い
た
各
町
村
の
伝
統
的
芸
能
文
化
も
漸
く
復
活
し
、
文
化
財
保
護
の
対
象
と
さ
れ
、
そ
の

伝
統
存
続
の
あ
り
方
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
単
な
る
物
財
と
し
て
の
保
護
保
存
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
代
社
会
に
生
き
る
機
能
と
し
て
の

文
化
財
の
存
続
価
値
い
か
ん
と
い
う
観
点
か
ら
、
多
く
の
伝
統
的
な
旧
文
化
が
聞
い
直
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
(
第
五
章
文
化
参
照
〉
。

こ
こ
で
新
町
二
十
年
間
の
行
財
政
を
み
よ
う
〈
第
二
章
)
。
合
併
後
二
十
年
の
新
町
の
行
財
政
の
歴
史
は
一
応
順
調
な
歩
み
を
た
ど
っ
て

き
た
と
い
っ
て
よ
い
。
全
県
の
な
か
で
唯
一
つ
の
「
市
」
の
な
い
郡
と
し
て
四
つ
の
町
を
拠
点
と
し
て
出
発
し
た
吾
妻
地
方
で
は
、
三
四
十

年
代
の
経
済
成
長
期
に
際
会
し
て
、
急
激
な
都
市
化
工
業
化
に
よ
る
地
域
の
産
業
経
済
の
伸
長
と
住
民
の
生
活
文
化
の
向
上
を
よ
く
誘
導

し
え
た
で
あ
ろ
う
か
。
明
治
以
降
な
が
く
郡
の
中
心
地
だ
っ
た
旧
中
之
条
町
に
は
郡
民
の
生
産
・
生
活
上
の
諸
欲
求
を
充
足
さ
せ
う
る
拠

点
の
核
都
市
と
し
て
の
諸
条
件
を
欠
い
て
い
た
。
こ
の
点
で
は
県
内
他
郡
の
核
都
市
に
く
ら
べ
る
と
、
か
な
り
の
低
い
水
準
で
あ
っ
た
。

永
く
産
業
上
の
後
進
地
域
で
あ
っ
た
吾
妻
郡
の
場
合
、
将
来
展
望
と
し
て
広
域
圏
の
拠
点
た
る
核
都
市
の
設
定
の
あ
り
方
を
再
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
さ
て
新
町
も
二
十
年
間
に
予
算
規
模
を
漸
次
拡
大
し
て
、
現
在
(
五
十
二
年
度
〉
で
は
二
十
五
億
に
達
し
て
い
る
。
そ
の

内
容
構
成
を
み
る
と
、
教
育
費
、
土
木
費
、
社
会
福
祉
費
等
の
支
出
が
主
で
あ
る
が
、
特
に
最
近
で
は
住
民
福
祉
の
立
場
か
ら
社
会
福
祉

費
の
支
出
の
比
重
が
た
か
く
な
っ
て
い
る
。
に
も
拘
ら
ず
従
前
か
ら
の
土
木
費
支
出
の
重
荷
は
相
当
な
部
分
を
し
め
て
い
る
。
そ
し
て
人



件
費
関
係
の
支
出
も
膨
脹
過
程
を
た
ど
り
町
財
政
の
重
要
課
題
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

(
「
問
題
点
と
対
策
」
参
照
〉

と
に
か
く
戦
前
期
に
く
ら
べ
る
と
、
戦
後
期
に
は
、
と
く
に
僅
か
こ
の
十
年
位
の
聞
に
生
活
環
境
を
め
ぐ
る
諸
施
設
が
相
当
整
備
さ
れ

て
き
た
と
い
え
る
。
上
水
道
の
設
置
は
じ
め
、
ゴ
ミ
処
理
、
汚
物
処
理
等
の
施
設
、
火
葬
場
の
設
置
等
々
、
相
次
い
で
設
立
を
み
た
。
こ

れ
ら
生
活
環
境
改
善
の
た
め
の
高
度
な
社
会
施
設
、
教
育
・
文
化
福
祉
機
関
へ
の
住
民
欲
求
は
不
断
に
向
上
し
て
い
る
。
最
近
の
町
当
局

が
実
施
し
た
町
民
ア

γ
ケ

l
ト
調
査
を
み
て
も
、
現
状
へ
の
満
足
度
は
総
体
と
し
て
は
、
ま
ず
ま
ず
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
日
進

月
歩
の
経
済
や
文
化
の
進
展
に
伴
っ
て
、
年
々
増
大
す
る
町
民
の
生
活
環
境
改
善
へ
の
強
い
要
望
に
応
じ
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
な
お
不
断

の
前
進
が
望
ま
れ
る
。
(
第
九
章
生
活
環
境
参
照
〉

さ
ら
に
町
民
の
医
療
保
健
の
現
況
を
み
る
と
、
戦
前
に
比
較
し
て
現
在
で
は
格
段
の
進
歩
を
と
げ
て
い
る
。
公
的
医
療
機
関
の
沢
渡
病

院
や
中
之
条
病
院
が
設
立
さ
れ
る
し
、
郡
の
准
看
護
婦
学
校
も
開
校
さ
れ
、
地
域
看
護
婦
の
自
給
体
制
も
大
き
く
前
進
し
た
。
(
第
七
章

参
照
〉
医
療
保
健
で
も
戦
前
な
が
く
後
進
地
帯
で
あ
っ
た
当
地
も
、
最
近
で
は
全
く
そ
の
面
目
を
一
新
し
つ
つ
あ
る
が
、
な
お
い
く
つ
か

の
間
題
点
を
も
っ
て
い
る
。
そ
し
て
夫
々
に
つ
い
て
地
元
医
師
会
歯
科
医
師
会
、
お
よ
び
保
健
所
な
ど
を
通
じ
て
対
策
が
志
向
さ
れ
て
い

論

「
医
療
保
健
」
参
照
)

最
後
に
住
民
福
祉
の
現
状
を
一
覧
し
よ
う
。
国
の
施
策
と
相
侯
っ
て
町
の
福
祉
行
政
も
最
近
で
は
大
き
く
前
進
し
て
い
る
。
生
活
保
護

は
じ
め
、
母
子
、
児
童
、
老
人
、
身
体
障
害
者
、
精
神
薄
弱
者
な
ど
、
各
般
に
わ
た
り
個
々
の
福
祉
は
出
揃
っ
て
き
た
が
、
福
祉
行
政
の

総
合
整
備
を
は
じ
め
、
地
域
住
民
の
生
活
保
障
レ
ベ
ル
に
は
、
な
お
多
く
の
問
題
点
を
も
っ
て
い
る
。
そ
し
て
地
域
福
祉
に
と
っ
て
は
、

何
よ
り
も
社
会
的
な
弱
者
に
対
す
る
広
く
一
般
住
民
の
温
い
心
情
と
公
共
的
正
義
の
モ
ラ
ル
が
基
礎
で
あ
る
こ
と
を
銘
記
し
た
い
。

る

(
む
す
び
、

序章総
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人
口
と
世
帯

社

一
、
人
口

の

推

移

大
正
九
年
わ
が
国
で
は
第
一
回
の
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
た
。
当
時
の
中
之
条
町
、
沢
田
村
、
伊
参
村
、
名
久
田
村
(
昭
和
三
十
年
に
合

併
し
て
現
在
の
中
之
条
町
に
な
っ
た
J
の
一
町
三
カ
村
の
人
口
は
一
七
、
三
四
四
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
人
口
の
推
移
を
五
年
毎
に
行

わ
れ
て
い
る
国
勢
調
査
の
結
果
で
み
る
と
、
表
1
の
通
り
で
あ
る
が
、
徴
増
は
し
て
い
る
も
の
の
大
正
年
聞
は
お
お
む
ね
一
七
、

0
0
0

人
台
、
終
戦
の
昭
和
二
十
年
ま
で
が
一
八
、

0
0
0人
台
、
戦
後
復
員
、
引
揚
者
、
第
一
回
の
ベ
ピ
I
プ
l
ム
等
が
あ
り
、
昭
和
三
十
年

ま
で
の
十
年
間
は
二
三
、

0
0
0人
台
を
擁
し
て
い
た
。

し
か
し
昭
和
二
十
五
年
頃
か
ら
わ
が
国
も
戦
後
の
混
乱
期
を
切
り
抜
け
、
経
済
も
よ
う
や
く
回
復
期
を
迎
え
る
と
と
も
に
、
産
業
経
済

お
よ
び
人
口
の
都
市
へ
の
集
中
が
は
じ
ま
り
、
中
之
条
町
の
人
口
も
疎
開
者
の
引
揚
げ
や
出
生
の
低
下
、
就
職
者
の
転
出
な
ど
の
た
め
減

少
を
は
じ
め
、
高
度
経
済
成
長
期
で
あ
っ
た
昭
和
三
十
五
年
か
ら
四
十
五
年
の
十
年
間
に
は
著
し
い
減
少
を
つ
づ
け
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

に
よ
っ
て
経
済
の
低
成
長
期
に
入
っ
た
昭
和
四
十
八
年
頃
か
ら
は
幾
分
減
少
の
度
合
は
低
下
し
た
も
の
の
昭
和
五
十
年
の
国
勢
調
査
で
は

こ
O
、
四
三
九
人
に
な
っ
た
。

昭
和
五
十
年
の
国
勢
調
査
の
群
馬
県
の
人
口
は
、
一
、
七
五
六
、
四
八
九
人
、
吾
妻
郡
の
人
口
は
七
四
、
六
四
八
人
で
、
四
十
五
年
に

比
較
し
て
県
は
五
・
九
%
の
増
加
、
郡
は
二
・
二
%
、
中
之
条
町
は
一
・
八
%
の
減
少
で
あ
っ
た
。
中
之
条
町
の
人
口
は
県
人
口
の
一
・



国勢調査人口、世帯数

大正9-昭和22年=現在人口

昭和25-以降=常住人口

表1

第一章人口と世帯

調 査 人 口 対前回増加率 人口密度
世帯数

総数|年 次 男 女 1 km2当り

大正9年 3，322 8，703 8，641 73.1 

14 3，302 17，660 8，879 8，781 99.3 74.4 

昭和5年 3，433 18，236 9，044 9，192 104.0 103.3 76.8 

10 3，679 18，783 9，299 9，484 107.2 103.0 79.1 

15 3，372 18，931 9，332 9，599 91. 7 100.8 79.8 

22 23，771 11，441 11，414 125.6 100.1 

25 4，204 23，266 11，223 12，043 97.9 98.0 

30 4，2851 23， 195 11，105 101. 9 99.7 97.7 

35 4，6031 22，853 11，070 11，783 107.4 98.5 96.3 

40 4，7761 21， 591 10，366 11，224 103.8 94.5 91. 0 

45 4， 9341 20， 809 10，011 ~~， ~~~i 103.2 96.3 87.7 

50 5， 1831 20， 439 9，877 10，562 105.0; 98.2j 86.1 

現在人口は、観察の時刻11:特定の地域11:現在する人口をその地域に帰属させたもの。

常住人口は、特定の地域11:常住する人口をその地域11:帰属させたもの。

二
%
、
郡
人
口
の
二
七
・
四
%
を
し
め
、
人
口
順
位
は
県

下
七
十
市
町
村
の
十
八
位
、
市
を
除
い
た
町
村
だ
け
で
は

七
位
、
郡
内
で
は
一
位
で
あ
る
。

一一、

態

人

口

動

出
生
に
つ
い
て
国
勢
調
査
の
年
令
別
の
人
口
か
ら
推
計

す
る
と
昭
和
二
十
年
か
ら
二
十
五
年
ま
で
は
年
間
六

O
O

人
、
二
十
五
年
か
ら
三
十
年
ま
で
は
年
間
五

O
O人
、
三

十
年
か
ら
三
十
五
年
ま
で
は
年
間
四

O
O人
前
後
あ
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
昭
和
三
十
五
年
に
は
三
八
九

人
、
昭
和
五
十
年
に
は
二
九
七
人
に
な
っ
て
い
る
。

2
〉
昭
和
五
十
年
の
人
口
千
人
に
つ
い
て
の
出
生
比
率
は

一
四
・
五
人
で
群
馬
県
の
一
六
・
八
人
よ
り
も
著
し
く
低

い
。
こ
れ
は
出
産
適
令
期
の
人
口
減
に
加
え
て
、
産
児
調 表

節
の
普
及
に
よ
っ
て
、
出
生
率
の
低
下
を
も
た
ら
し
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

死
亡
は
昭
和
三
十
五
年
に
は
一
九
一
人
あ
っ
た
が
昭
和

413 

五
十
年
に
は
五
一
人
減
少
し
て
一
四

O
人
に
な
っ
た
。
発
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態〈移動人口調査〉

¥ 項目
自然増減 社会増減、"

年度 ~ 出生| 死 亡 | 差 引 転入|転出|差 引
合計

8901 | その他6.45
昭和35年 191 67 

昭和40年 184 850 1， 1811 6. 3 ム 115 

昭和45年
1147031 1 

126 774 1，207 

A4233301i ム
昭和50年 157 591 821 

50/35(%) 80.3 66.4 77.2 132.2 

動ロ人表2

(注) 6は減少

その他iま職権消除等による。

生
比
率
は
六
・
八
人
で
県
平
均
の
七
・

O
Mよ
り
も
や
や
低
い
。
こ
の
結
果
自
然

414 

増
加
率
は
六
・
四
人
で
あ
る
。

社
会
動
態
で
は
、
昭
和
五
十
年
一
カ
年
聞
の
転
入
は
五
九
一
人
、
転
出
は
八
二

一
人
で
、
二
三

O
人
の
転
出
超
過
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
昭
和
三
十
五
年
に

一、

O
六
四
人
、
四
十
年
に
一
、
一
八
一
人
、
四
十
五
年
に
一
、
二

O
七
人
の
転

出
者
が
あ
っ
た
こ
と
に
比
較
す
る
と
転
出
者
は
か
な
り
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

四
十
年
に
八
五

O
人
、
四
十

る

一
方
転
入
者
は
昭
和
三
十
五
年
に
八
九

O
人、

五
年
に
七
七
四
人
と
逐
年
減
少
し
て
い
る
。

昭
和
五
十
年
の
転
入
転
出
先
を
み
る
と
、
転
入
は
県
内
か
ら
が
五
七
・
七
%
、

県
外
か
ら
が
四
二
・
三
%
で
あ
り
、
県
内
で
は
吾
妻
町
か
ら
の
七
一
人
、
前
橋
市

か
ら
の
五
九
人
、
県
外
で
は
東
京
都
か
ら
の
九
七
人
、
神
奈
川
県
か
ら
の
二
六
人

が
多
い
方
で
あ
る
が
、
四
十
五
年
に
比
較
す
る
と
県
外
か
ら
の
転
入
者
が
比
率
で

は
若
干
増
加
し
て
い
る
。
転
出
先
は
県
内
五
九
・
一
%
、
県
外
四
三
・
九
%
で
県
内

で
は
前
橋
市
へ
九
六
人
、
吾
妻
町
へ
六
六
人
、
県
外
で
は
東
京
都
へ
一
一
一
一
一
人
、

神
奈
川
県
へ
五
四
人
が
主
な
転
出
先
で
あ
り
、
四
十
三
年
頃
に
比
較
す
る
と
県
外

へ
の
転
出
が
減
少
し
、
県
内
へ
の
転
出
が
増
加
し
て
い
る
。

(
別
表
1
・
四
二
七

頁)。



一、
人

口

構

成

表
1
で
大
正
九
年
か
ら
の
男
女
の
人
口
を
あ
げ
た
が
、
そ
の
構
成
比
は
表
3
の
通
り
で
あ
る
。
い
ま
、
表
ー
に
よ
っ
て
昭
和
五
十
年
の
総

人
口
を
男
女
別
に
み
る
と
男
九
、
八
七
七
人
、
女
一

O
、
五
六
二
人
で
男
子
人
口
が
女
子
人
口
よ
り
も
六
八
五
人
少
な
く
、
性
比
(
女
一

O
O人
に
対
す
る
男
の
比
率
〉
は
表
3
の
よ
う
に
九
三
・
五
で
昭
和
四
十
五
年
の
九
二
・
七
よ
り
わ
ず
か
に
上
昇
し
て
い
る
。
(
表
3
)
昭

和
四
十
五
年
か
ら
五
十
年
ま
で
の
五
カ
年
間
の
減
少
人
口
三
七

O
人
の
う
ち
わ
け
は
、
男
が
二
三
五
人
、
女
が
二
三
五
人
で
女
の
減
少
割

合
が
大
き
か
っ
た
。
ち
な
み
に
県
計
の
性
比
は
九
五
・
八
、
吾
妻
郡
の
性
別
比
は
九
六
・
四
で
あ
る
。

年
令
別
構
成
を
み
る
と
、
昭
和
三
十
年
ま
で
は
お
お
む
ね
ピ
ラ
ミ
ッ
ト
型
で
あ
っ
た
が
、
三
十
五
年
頃
か
ら
崩
れ
出
し
、
四
十
五
年

l

五
十
年
に
は
、
つ
り
が
ね
型
に
な
っ
て
い
る
。

人口と世帯

男女別人口の構成比表3

第一章

の推移

(
附
図
1
)

附
図
1

昭
和
三
十
年
と
昭
和
五
十
年
の
十
歳
階
層
別
の
人
口
構
成
比
は
次
表
の
と
お
り
で
二
十
九
歳
以
下
が
大
き
く
減
少
し
、
三
十
歳
以
上
が

415 

91. 9人

94.0 

92.7 

93.5 

増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
出
生
者
の
減
少
と
青
少
年
の
進
学
、
就
職
等
の
た
め
の
転
出
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

92.3 

女 100人
につき男

昭和30年

昭和35年

昭和45年

昭和50年

昭和40年

次年
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七六五四三二一

0 0 0 0 0  0?事

齢

年

ネ土

九
歳

一九
二
九

三
九

四
九

l

五
九

l

六
九

歳

以

上

・十
E

a--
一旦ロ

歳

階

口

年

昭
和
五
十
年
の
年
令
階
層
を
男
女
別
に
み
る

と
総
人
口
で
は
女
が
多
い
の
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
十
四
歳
以
下
で
は
男
が
多
い
の
は
興
味
深

416 

人

構

成

比

ぃ
。
ま
た
五
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
の
階
層
で
女

の
人
の
特
別
に
多
い
の
は
戦
争
で
夫
を
亡
く
し

た
婦
人
が
多
い
た
め
、
六
十
歳
以
上
で
多
い
の

は
男
子
よ
り
女
子
の
長
命
を
あ
ら
わ
し
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

昭
和
三
十
年
か
ら
昭
和
五
十
年
ま
で
の
二
十

年
間
に
中
之
条
町
の
人
口
は
二
、
三
七
八
人
減

少
し
た
。

こ
れ
を
十
歳
階
層
別
に
検
討
す
る
と
十
歳
以
下
が
二
、
四
一
一
人
、
十
歳
代
が
一
、
六
七
九
人
、
二
十
歳
代
が
一
、

O
O四
人
、
三
十

歳
代
が
七
二
人
減
少
し
、
四
十
歳
代
は
七
七
二
人
、
五
十
歳
代
は
四
九
四
人
、
六
十
歳
代
は
六
一
八
人
、
七
十
歳
以
上
は
五
二
六
人
増
加

し
て
い
る
。

jjlJ 

層

構

成

比

青
少
年
層
が
著
し
く
減
少
し
、
壮
年
、
高
令
者
層
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
、
や
が
て
高
令
者
社
会
の
到
来
を
予
測
さ
せ
る
。

中
之
条
町
の
人
口
減
の
直
接
の
原
因
は
、
前
述
の
通
り
、
出
生
者
の
激
減
と
青
少
年
の
流
出
に
起
因
し
て
い
る
と
云
え
よ
う
。
中
之
条

町
に
住
ん
で
い
る
人
達
の
平
均
年
令
は
、
昭
和
五
十
年
の
国
勢
調
査
結
果
か
ら
推
計
す
る
と
男
が
三
三
・
六
歳
、
女
が
三
五
・
三
歳
で
あ

昭

和

年

昭

和

五

十

十

り
、
県
の
平
均
年
令
の
男
一
一
一
一
了
三
歳
、
女
三
四
・
一
歳
、
全
国
の
平
均
年
令
男
=
二
・
五
歳
、
女
三
三
・
四
歳
よ
り
も
高
い
。
こ
れ
は

二
四
・
O
%

一
二
・
四

一
五
・
八

一
一
・
五

一0
・二

八
・
二

五
・
三

一一一・六

一0
0

・。

一
五
・
六
%

一
六
・
O

ゴ
了
九

一
一
一
・
六

一
五
・
三

一
一
・
八

九
・
一

六
・
七

一0
0

・。



中
之
条
町
に
は
県
平
均
や
全
国
平
均
よ
り
も
若
い
人
達
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

岩
島
村
誌
に
よ
れ
ば
同
地
の
徳
川
末
期
か
ら
明
治
時
代
の
住
民
の
平
均
寿
命
は
お
よ
そ
三
十
歳
で
あ
っ
た
と
浄
清
寺
の
過
去
帳
か
ら
推

測
し
て
い
る
。

中
之
条
町
民
の
平
均
寿
命
は
ど
の
位
に
な
っ
て
い
る
か
を
役
場
住
民
課
の
資
料
に
よ
り
死
亡
年
令
か
ら
推
計
し
て
み
る
と
、
昭
和
三
十

年
に
は
男
五

0
・
四
歳
、
女
五
三
・
九
歳
で
、
世
上
よ
く
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
人
生
正
に
五
十
年
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
十
年
に
は
男

女
と
も
六
一
・
一
一
一
歳
に
な
っ
て
、
二
十
年
間
に
お
よ
そ
十
年
延
び
て
い
る
。

計
算
方
法
が
異
な
る
の
で
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
昭
和
四
十
五
年
の
わ
が
国
の
平
均
寿
命
は
男
六
九
・
八
歳
、
女
七
五
・
二

歳
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

昭
和
五
十
年
の
男
女
数
と
比
率

第一章人口と世帝

~~~~~~ 
以六五四 三二一

九九九九九九毒 !QIJ 
計 上

九 一一 一一一一
人男

、、、、、、
口

八 六o四 八 O一五一 三二六六
人七 五ーニ O五 四五四

七 五九八 O 九七
、_，

一 女人。 一一一一一一、、、、、、
口

五七九九三五九 二四六五
人六六七七 0ノ、 一三

一五八五=一 八五
、_，

一。 一一 一一一一 計
、、一、一、一、一、一、一、 "...， 

三四六三九八五 O四四 三五七六四二七八
、人J 

九 = 一七六七一

一一一一一 一 / 女男
0 二一三 O九一九九
六六六三三七三七三 r、. . . . . . . . . % 
九 七 七 六 六五四五二

四
、
地
区
別
、
部
落
別
人
口
の
動
き

昭
和
五
十
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
中

之
条
町
の
人
口
二

O
、
四
三
九
の
う
ち
、

お
よ
そ
半
数
の
四
七
・
三
%
、
九
、
六
七

五
人
が
中
之
条
地
区
に
居
住
し
て
お
り
、

沢
田
地
区
が
五
・
七
九
五
人
で
二
八
・
四

zd伊
参
地
区
が
二
、
三
二
七
人
で
一
了

四
施
、
名
久
田
地
区
が
二
、
六
四
二
人
で

417 

=
了
九
W
A

で
あ
る
。
合
併
以
来
二
十
年



守七
仙L・

聞
の
地
区
別
人
口
の
推
移
を
み
る
と
、
中
之
条
地
区
は
三
・
七
%
、
三
四
五
人
増
加
し
、
沢
田
地
区
は
一
一
%
、

地
区
は
二
四
・
七
克
、
六
三
九
人
、
名
久
団
地
区
は
二
七
%
、
九
七
七
人
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て
い
る
。

過
去
二
十
年
間
に
最
も
人
口
の
増
加
し
た
部
落
は
中
之
条
地
区
の
古
町
で
、
二
一
六
人
が
六
七
九
人
と
三
倍
以
上
に
な
っ
て
お
り
、
小

川
も
一
三
七
人
が
三
五
八
人
と
二
・
六
倍
に
な
っ
て
い
る
。
最
も
減
少
し
た
の
は
名
久
団
地
区
の
栃
窪
で
一
九
四
人
が
半
分
以
下
の
九
五

人
、
大
原
も
一
一
一
人
が
ほ
ぼ
半
分
の
五
六
人
に
な
っ
て
い
る
。
中
之
条
町
管
内
六
八
部
落
の
う
ち
過
去
二
十
年
間
に
人
口
の
増
加
し
た

の
は
一
一
部
落
ご
六
・
二
%
〉
、
減
少
し
た
の
は
五
七
部
落
(
八
三
・
八
%
〉
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
三
九
部
落
(
全
部
落
の
五
七
・

四
%
)
は
二
O
%
以
上
の
減
少
で
あ
る
。
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一
、
三
六
O
人
、
伊
参

A 
d迫、全土

中
之
条
地
区

中
之
条
地
区
の
大
字
で
は
西
中
之
条
が
=
二
・
四
%
、
伊
勢
町
が
一
一
七
%
で
、
こ
の
二
大
字
が
増
加
し
、
中
之
条
町
は
八
三
・
四

広
、
市
城
が
八
一
・
七
%
、
青
山
が
七
七
・
八
%
に
減
少
し
て
い
る
。
中
之
条
地
区
に
は
二
三
部
落
あ
る
が
、
人
口
の
増
加
し
て
い
る
の

は
八
部
落
(
三
四
・
八
%
〉
で
、
減
少
し
て
い
る
の
は
十
五
部
落
ハ
六
五
・
二
%
)
で
あ
る
。

中
之
条
地
区
で
の
特
徴
は
古
町
、
伊
勢
町
下
の
町
、
伊
勢
町
上
の
町
西
、
小
川
、
西
中
之
条
東
、
新
田
、
猪
窪
な
ど
町
並
周
辺
の
人
口

が
増
加
し
、
中
之
条
上
の
町
、
中
之
条
中
の
町
、
中
之
条
下
の
町
、
竪
町
、
伊
勢
町
中
の
町
な
ど
町
の
中
心
部
の
人
口
が
減
少
し
、
い
わ

ゆ
る
ド
ー
ナ
ツ
型
の
現
象
を
呈
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

沢
園
地
区

沢
団
地
区
の
大
字
で
は
折
田
が
一
O
六
・
六
%
に
増
加
し
て
い
る
が
、
山
田
は
七
一
%
、
上
沢
渡
が
七
七
・
六
%
、
下
沢
渡
が
八
七
・

一
%
、
四
万
が
七
七
・
四
%
に
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て
い
る
。
部
落
別
で
は
下
折
田
が
一
三
八
・
三
%
、
沢
渡
蛇
野
が
=
二
・
七
W
A

に
増

加
し
て
い
る
が
、
他
の
十
六
部
落
は
減
少
し
て
お
り
、
な
か
で
も
大
岩
(
五
八
・
九
%
)
、
反
下
(
五
四
・
六
%
)
、
寺
社
平
・
貫
湯
平
(
五
八



%
)
等
の
減
少
割
合
が
大
き
い
。
人
口
増
の
主
な
原
因
は
、
下
折
田
に
つ
い
て
は
、
折
田
小
川
の
住
宅
団
地
、
沢
渡
蛇
野
に
つ
い
て
は
沢

渡
病
院
の
開
設
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

伊
参
地
区

伊
参
地
区
の
大
字
は
岩
本
が
七
一
・
六
%
、
五
反
田
が
八
六
・
一
%
、
蟻
川
が
六
八
%
、
大
道
が
六
三
・
四
%
で
い
ず
れ
も
減
少
し
て

い
る
。
部
落
別
に
み
る
と
十
一
部
落
の
う
ち
五
反
田
下
組
だ
け
が
一

O
三
・
三
%
で
や
や
増
加
し
て
い
る
が
、
他
は
減
少
し
て
お
り
、
な

か
で
も
蟻
川
北
組

(2六ハ
C一
.
五
W
%
A
)
可
、
大
道
(
六

病
院
が
建
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

名
久
団
地
区

名
久
団
地
区
の
大
字
も
平
七
六
・
六
%
、
横
尾
八
一
・
一
%
、
大
塚
七
三
・
五
%
、
赤
坂
六
四
・
九
%
、
栃
窪
田
九
%
で
、
い
ず
れ
も
減

少
で
あ
り
、
四
地
区
の
な
か
で
は
名
久
団
地
区
が
最
も
減
少
率
が
高
い
。
部
落
別
に
み
て
も
増
加
し
て
い
る
部
落
は
一
つ
も
な
く
、
特
に
栃

窪
(
四
九
%
〉
、
大
原
ハ
五

0
・
五
%
)
は
中
之
条
町
の
な
か
で
も
最
も
人
口
の
減
少
し
た
部
落
で
あ
り
、
そ
の
他
戊
申
(
六

0
・
二
%
)
、

上
赤
坂
(
六

昭
和
三
十
年
か
ら
五
十
年
ま
で
の
大
字
別
人
口
の
増
減

ω
一
o
l二
O
%
以
内
の
減
少

下
沢
渡
、
五
反
田
、
横
尾

ω
二
0
1一
一
一
O
%
以
内
の
減
少

回
、
四
万
、
岩
本
、
平
、
大
塚

ω
三
O
M
以
上
の
減
少
四
大
字

五
大
字

中
之
条
町
、
市
城
、

人口と世帯干

西
中
之
条
、
伊
勢
町
、
折
田

L
人
口
の
増
加
し
た
大
字

Z

人
口
の
減
少
し
た
大
字

ω
一

ovm以
内
の
減
少

三
大
字

七
大
字

青
山
、
上
沢
渡
、
山

蟻
川
、
大
道
、
赤
坂
、
栃
窪

な
し

第一章

419 



中
之
条
町
の
総
人
口
は
昭
和
三
十
年
に
比
較
し
て
昭
和
五
十
年
に
は
二
、
七
五
六
人
減
少
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
就
業
人
口
は
一

O
、

八
九
八
人
か
ら
、
一

O
、
五
五
一
人
と
三
四
七
人
の
減
少
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
男
子
の
就
業
人
口
は
、
六
、
一

O
四
人
が
六
、

O
四
八

人
に
な
り
、
五
六
人
の
減
、
女
子
の
就
業
人
口
は
四
、
七
九
四
人
が
四
、
五

O
三
人
と
な
り
、
二
九
一
人
減
少
し
た
。
本
町
で
は
三
五
歳

未
満
の
人
口
が
減
少
し
、
三
五
歳
以
上
の
人
口
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
と
併
せ
考
え
る
と
、
本
町
の
就
業
人
口
は
老
令
化
、
女
性
化
の
方

向
に
進
ん
で
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

産
業
別
就
業
人
口
は
、
昭
和
三
十
年
に
は
農
業
を
中
心
と
す
る
第
一
次
産
業
に
六
、
五
八
七
人
、
製
造
業
、
建
設
業
等
の
第
二
次
産
業

に
一
、
三
八
三
人
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
卸
売
、
小
売
業
等
の
第
三
次
産
業
に
二
、
九
二
八
人
就
業
し
て
い
た
が
、
昭
和
五
十
年
に
は
第
一
次

産
業
就
業
者
は
お
よ
そ
五

0
・
三
%
二
二
六
人
も
減
し
て
三
、
三
六
一
人
と
な
り
、
第
二
次
産
業
就
業
者
は
一
、

O
一
八
人
増
加
し
て

二
、
四

O
一
人
と
な
り
一
・
七
倍
に
、
第
三
次
産
業
就
業
者
は
一
、
八
六
一
人
増
加
し
て
、
四
、
七
八
九
人
と
な
り
、
て
六
倍
に
そ
れ

ぞ
れ
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
昭
和
三
十
年
当
時
就
業
人
口
の
六

0
・
四
%
を
し
め
て
い
た
第
一
次
産
業
就
業
者
数
は
昭
和
五
十
年
に

は
=
二
・
八
%
に
低
下
し
、
二
六
・
九
%
で
あ
っ
た
第
三
次
産
業
就
業
者
数
は
第
一
次
産
業
就
業
者
数
を
越
え
て
四
五
・
四
%
を
し
め
、

第
二
次
産
業
就
業
者
数
も
三
了
七
広
か
ら
二
二
・
八
%
に
伸
び
て
い
る
。

過
去
二
十
年
間
に
就
業
者
の
増
加
し
た
主
な
業
種
と
人
員
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

増

加

人

員

増

加

率

九

八

六

人

一

八

五

・

八

%

六
O
四

一

五

六

・

一

五

二

二

二

二

四

・

六

誌

五
、
就

業

人

口

会社

業

種

名

サ
ー
ビ
ス
業

卸
、
小
売
業

建
設
業

業

種

製
造
業

金
融
、
保
険
、
不
動
産
業

名
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増

加

人

員

五
一
二

八
九

増

加

率

一
五
五
・
二

一
八
六
・
四



実
人
員
で
は
サ
ー
ビ
ス
業
が
九
八
六
人
で
最
も
多
く
、
次
い
で
卸
、
小
売
業
の
六

O
四
人
、
建
設
業
の
五
二
二
人
、
製
造
業
の
五
一
二

人
、
金
融
、
保
険
、
不
動
産
業
の
八
九
人
等
で
あ
る
が
、
比
率
で
は
建
設
業
の
二
二
四
・
六
克
が
最
も
多
く
、
以
下
金
融
、
保
険
、
不
動

サ
ー
ビ
ス
業
一
八
五
・
八
%
、
小
売
業
一
五
六
・
一
%
、
製
造
業
一
五
五
・
二
%
の
順
位
で
あ
る
。
就
業
者
の
減

少
し
た
業
種
は
農
業
、
林
業
狩
猟
業
お
よ
び
鉱
業
で
あ
る
が
、
農
業
は
六
、

O
四
二
人
が
五
二
・
七
%
の
三
、
一
八
七
人
に
、
林
業
狩
猟

業
は
五
四
四
人
が
コ
二
・
八
%
の
一
七
三
人
に
、
鉱
業
は
三
六
人
が
五
五
・
六
%
の
二

O
人
に
な
っ
た
。

産
業
一
八
六
・
四
%
、

農
林
業
就
業
者
の
大
幅
な
減
少
、
と
り
わ
け
農
業
の
場
合
男
子
就
業
者
の
約
四
九
%
減
に
対
し
女
子
就
業
者
は
約
四
五
劣
減
で
、
実
人

員
で
も
男
一
、
五
三
九
人
に
対
し
女
は
一
、
六
四
八
人
で
五

O
M以
上
を
婦
人
の
労
働
力
に
依
存
し
て
い
る
実
態
は
、
就
業
者
の
高
令
化

な
ら
び
に
後
継
者
の
育
成
確
保
の
問
題
と
と
も
に
本
町
農
林
業
振
興
上
の
大
き
な
課
題
で
あ
ろ
う
。

そ
の
他
の
業
種
に
つ
い
て
も
運
輸
通
信
業
、
公
務
、
建
設
業
等
を
除
い
て
男
の
就
業
者
の
増
加
割
合
よ
り
も
女
の
増
加
割
合
の
方
が
高

く
、
実
数
に
お
い
て
も
働
く
婦
人
の
増
加
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

六
、
通
勤
、
通
学
の
状
況

第一章人口と世帯

昭
和
四
十
五
年
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
中
之
条
町
に
常
時
住
ん
で
い
る
通
勤
、
通
学
者
の
総
数
は
一
二
、
五
二
五
人
で
あ
り
、
そ
の

う
ち
八
九
・
三
%
に
あ
た
る
一
一
、
一
九

O
人
が
就
業
者
で
あ
り
、
一

0
・
七
%
の
一
、
三
三
五
人
が
通
学
者
で
あ
る
。
通
勤
、
通
学
者

の
八
五
・
六
%
、
一

O
、
七
一
六
人
は
本
町
管
内
の
事
業
所
又
は
学
校
に
通
勤
、
通
学
し
て
お
り
、
一
四
、
四
%
の
一
、
八

O
九
人
が
他

の
市
町
村
に
通
勤
、
通
学
を
し
て
い
る
。
就
業
者
で
町
内
の
事
業
所
に
通
勤
し
て
い
る
者
は
一

O
、
O
O八
人
で
就
業
者
の
八
九
・
四
%

を
し
め
、
他
の
市
町
村
の
事
業
所
へ
通
勤
し
て
い
る
者
は
一
、
一
八
二
人
で
一

0
・
六
%
で
あ
る
。
通
学
者
の
う
ち
町
内
の
学
校
に
通
学

し
て
い
る
者
は
七

O
八
人
で
五
三
%
、
他
の
市
町
村
に
あ
る
学
校
に
通
学
し
て
い
る
者
が
六
二
七
人
で
四
七
%
に
お
よ
ん
で
い
る
。

421 



誌

本
町
か
ら
の
通
勤
、
通
学
者
の
多
い
市
町
村
は
、
吾
妻
町
へ
六

O
二
人
(
三

市
へ
二
五
五
人
(
ご
一
四
.
一
%
)
、
高
崎
市
へ
九
八
人
(
五
・
四
%
〉
長
野
原
町
へ
八
七
人
〈
四
・
八
%
)
等
で
あ
る
。

422 

会

通
勤
者
は
吾
妻
町
へ
三
七
一
人
(
一
三
・
四
箔
)
渋
川
市
へ
一
二
九
人
(
一
八
・
五
広
)
、
前
橋
市
へ
一
七
四
人
ハ
一
四
・
七
克
)
等
が

多
い
方
で
あ
る
。
県
外
に
は
=
二
人
が
通
勤
し
て
い
る
。
通
学
者
は
渋
川
市
へ
二
三
二
人
(
三
七
%
)
、
吾
妻
町
三
二
一
二
人
ハ
三
六
・
八

%
〉
、
前
橋
市
へ
八
一
人
(
三
了
九
%
〉
、
高
崎
市
へ
四
五
人
(
七
・
二
%
〉
で
此
等
が
主
な
通
学
先
で
あ
る
。
吾
妻
町
へ
は
県
立
女
子
高

校
が
あ
る
た
め
で
あ
り
、
渋
川
市
へ
は
県
立
渋
高
、
渋
女
へ
の
進
学
者
が
多
い
た
め
と
思
わ
れ
る
。

五
年
前
に
比
較
し
て
中
之
条
町
に
常
住
し
て
い
る
通
勤
、
通
学
者
の
数
は
三
一
一
一
人
(
昭
和
四
十
年
一
二
、
二
一
三
人
〉
、
一
了
六
克
増

加
し
て
い
る
が
、
本
町
に
就
業
、
通
学
し
て
い
る
者
は
一

O
、
八
八
八
人
か
ら
一

O
、
七
一
六
人
と
な
り
一
七
二
人
減
少
し
た
。
就
業
、
通

学
者
別
に
み
る
と
就
業
者
は
一

O
、
一
一
一
一
一
一
人
か
ら
一

O
、
O
O八
人
と
な
る
一
二
四
人
、
通
学
者
は
七
五
六
人
か
ら
七
O
八
人
と
な
り

四
八
人
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
た
。
つ
ま
り
中
之
条
町
に
居
住
し
て
い
て
も
、
他
の
市
町
村
の
事
業
所
や
学
校
に
通
勤
、
通
学
す
る
人
達
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
就
業
者
は
吾
妻
町
ハ
一
二
二
人
増
〉
、
渋
川
市
(
一
一
九
人
増
)
、
前
橋
市
ハ
七
三
人
増
〉
等
へ
通
勤

し
て
い
る
人
達
が
、
通
学
者
は
高
崎
(
二

O
人
増
〉
、
前
橋
(
七
人
増
〉
の
両
市
へ
の
通
学
者
が
増
加
し
て
い
る
。

社

中
之
条
町
か
ら
の
通
勤
通
学
者
の
推
移

O
就
業
者

市
町
村
名

中
之
条
町

前
橋
市

高
崎
市

増

減
ム
一
二
四
人

七
三

一一一一一

渋
川
市

吾
妻
町

長
野
原
町

草
津
町

そ
の
他

計

昭
和
四
十
年

一
O
、
二
一
一
一
一
人

一O
一

二
八

昭
和
四
十
五
年

一O
、
O
O八
人

一
七
四

五
三

一O
O

二
四
九

六一一一一七
一四一

一
O
、八一一一一

二
一
九

三
七
一七

四
三
O

二
六
一

一
一
、
一
九
O

二
九

一
二
二一一一三

一二
O

一一五九



O
通
学
者

市
町
村
名

中
之
条
町

前
橋
市

高
崎
市

渋
川
市

昭
和
四
十
年

七
五
六
人

七
回

二
五

二
三
五

昭
和
四
十
五
年

七
O
八
人

八一四
五

二一一一一一

増

減ム
四
八
人

七
二
O

ム

三

新
町

吾
妻
町

長
野
原
町

そ
の
他

『
ず
』

ム
一

ム
三
二

。
一O

ム
四
七

一O
一一一一一一一一一一一五

一
、
三
三
五

一一
一二ハ一二一一一一五

一
、
三
八
二

他
町
村
か
ら
中
之
条
町
に
通
勤
、
通
学
し
て
い
る
者
は
て
九
三
八
人
で
、
中
之
条
町
か
ら
他
市
町
村
に
通
勤
、
通
学
し
て
い
る
者
よ

り
も
一
一
一
九
人
多
い
。
一
、
九
三
八
人
の
う
ち
六
四
・
五
克
の
一
、
二
五

O
人
は
就
業
者
で
あ
り
、
一
二
五
・
五
%
の
六
八
八
人
が
通
学
者

で
あ
る
。
他
市
町
村
か
ら
の
通
勤
、
通
学
者
は
吾
妻
町
か
ら
が
一
、

O
O九
人
(
五
二
・
一
万
)
で
過
半
数
を
し
め
、
次
い
で
渋
川
市
か

る ら
の
一
八
三
人
(
九
・
四
%
)
、
高
山
村
か
ら
の
一
三
四
人
(
六
・
九
%
〉
、
東
村
か
ら
の
一
一
七
人
〈
六
・

O
Z〉
等
が
主
な
も
の
で
あ

就
業
者
、
通
学
者
別
で
は
、
就
業
者
は
吾
妻
町
か
ら
六
五
二
人
(
五
二
・
二
%
)
、
渋
川
市
か
ら
一
一
九
人
(
九
・
五
%
)
、
前
橋
市
か
ら

八
O
人
(
六
・
四
%
)
、
東
村
か
ら
七
九
人
(
六
・
三
%
)
、
高
山
村
か
ら
六
四
人
(
五
・
一
%
)
な
ど
で
あ
る
。
通
学
者
は
吾
妻
町
か
ら
一
一
一

五
七
人
(
五
一
・
九
%
)
、
高
山
村
か
ら
七

O
人
〈
一

0
・
二
%
)
、
渋
川
市
か
ら
六
四
人
(
九
・
三
%
〉
等
で
あ
る
。

昭
和
四
十
年
に
比
較
す
る
と
吾
妻
町
、
東
村
、
沼
田
市
、
渋
川
市
、
前
橋
市
等
か
ら
の
通
勤
者
が
増
加
し
、
高
山
村
、
小
野
上
村
か
ら

の
通
勤
者
が
減
少
し
て
い
る
。
通
学
者
は
吾
妻
町
、
高
山
村
、
草
津
町
か
ら
増
加
し
、
そ
の
他
の
市
町
村
は
減
少
し
て
い
る
。

以
上
通
勤
通
学
の
関
係
で
は
本
町
と
吾
妻
町
は
極
め
て
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。
(
別
表
2
、
3
参
照
〉

人口と世帯第一章
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動
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七

、

世

帯

の

会

中
之
条
町
の
世
帯
は
漸
増
し
て
は
い
る
も
の
の
大
正
年
間
は
お
よ
そ
三
、
一
ニ

O
O台
、
昭
和
初
頭
が
三
、
四

O
O台
、
戦
後
急
増
し
て

二
十
年
代
は
四
、
二

O
O台
、
三
十
年
代
に
四
、
六

O
Oを
こ
え
、
五
十
年
の
国
勢
調
査
で
は
五
、
一
八
三
戸
と
な
っ
た
。

昭
和
三
十
年
の
世
帯
数
を
基
準
に
し
、
五
年
毎
に
行
わ
れ
た
国
勢
調
査
に
よ
り
、
五
年
毎
の
世
帯
の
増
加
率
を
試
算
し
て
み
る
と
、
人

口
減
に
も
か
か
わ
ら
ず
三
十
五
年
が
一

O
七
・
四
%
、
四
十
年
が
一

O
三
・
八
%
、
四
十
五
年
が
一

O
三
・
二
%
、
五
十
年
が
一

O
五・

一
%
で
あ
る
。
昭
和
四
十
五
年
か
ら
五
十
年
ま
で
の
県
の
世
帯
増
加
率
は
一
一
三
・
五
%
、
吾
妻
郡
は
一

O
三
・
六
%
で
あ
っ
た
の
で
、

県
平
均
の
伸
び
に
は
遁
か
に
及
ば
な
い
が
郡
平
均
よ
り
は
上
回
っ
て
い
る
。

社

中
之
条
地
区
は
昭
和
三
十
年
に
は
一
、
八

O
O戸
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
十
年
に
は
二
、
六
一
九
戸
と
な
り
、
二
十
年
間
の
人
口
増
加

率
一

O
三
・
七
%
に
対
し
戸
数
は
一
四
五
・
五
%
と
い
う
著
し
い
増
加
ぷ
り
で
あ
る
。
沢
田
地
区
は
人
口
が
一
九
%
、
一
、
三
六

O
人
も

減
少
し
て
い
る
の
に
世
帯
は
一
、
二
八
八
戸
か
ら
一
、
四
一
九
戸
、
一
一

0
・
二
%
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
伊
参
地
区
は
、
五
五
七
戸

が
五
一
一
三
戸
と
な
り
九
二
・
一
%
に
減
少
し
て
い
る
が
、
人
口
が
二
五
%
、
七
六
二
人
も
減
少
し
て
い
る
の
に
比
較
す
る
と
世
帯
の
減
少

の
割
合
は
少
な
い
。
名
久
田
地
区
も
六
四

O
戸
が
六
三
二
戸
、
九
八
・
八
%
に
減
少
し
た
が
、
人
口
が
二
七
%
、
九
七
七
人
も
減
少
し
て

い
る
割
合
に
は
伊
参
地
区
同
様
世
帯
は
減
少
し
て
い
な
い
。

中
之
条
町
管
内
で
過
去
二
十
年
間
に
人
口
の
最
も
減
少
し
た
部
落
は
栃
窪
で
あ
り
、
一
九
四
人
が
半
分
以
下
の
九
五
人
に
な
っ
た
が
、

世
帯
数
は
三
六
戸
が
三

O
戸
で
、
わ
ず
か
六
戸
減
少
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
大
原
も
人
口
が
一
一
一
人
か
ら
ほ
ぼ
半
分
の
五
六
人
に
な

っ
た
が
、
世
帯
数
は
ニ
二
戸
が
二
ハ
一
戸
で
五
戸
の
減
少
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

人
口
増
加
の
顕
著
な
部
落
で
あ
る
古
町
は
、
人
口
一
二
六
人
が
六
七
九
人
と
な
り
三
・
一
四
倍
に
な
っ
た
が
、
世
帯
は
四
三
戸
が
一
八



二
戸
で
四
・
二
三
倍
、
小
川
は
人
口
一
三
七
人
が
二
・
六
一
倍
の
三
五
八
人
と
な
っ
た
が
世
帯
は
二
一
戸
が
九
六
戸
と
な
り
、
四
・
五
七

倍
で
あ
る
よ
う
に
人
口
の
減
少
し
て
い
る
部
落
で
も
世
帯
数
は
そ
の
割
合
に
は
減
少
し
て
お
ら
ず
、
人
口
の
増
加
し
て
い
る
地
域
で
は
そ

の
人
口
の
増
加
率
を
越
え
て
世
帯
数
が
増
加
し
て
い
る
。

八

一
世
帯
当
り
人
員

昭
和
三
十
年
以
来
人
口
は
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
世
帯
は
増
加
し
て
い
る
の
で
、
一
世
帯
当
り
平
均
人
員
は
逐
年
減
少
し
て

昭
和
三
十
年
の
五
・
四
一
人
か
ら
五
十
年
に
は
三
・
九
四
人
に
な
っ
た
。
(
表
4
〉

世帯数の推移

増加世帯 1世帯あた
年 次世帯 数

実数| 率 り人員

昭和30年 一% 5.41人

昭和35年 4，603 345 7.4 4.96 

昭和40年 4，776 173 3.8 4.52 

昭和45年 4，930 154 3.2 4.36 

昭和50年 5，183 253 5.1 3.94 

第一章人口と世帯

表4

中
之
条
地
区
の
平
均
は
昭
和
三
十
年
が
五
・
一
八
人
、
五
十
年
が
三
・
六
九
人
で
平

均
四
人
以
上
の
部
落
は
中
之
条
中
の
町
、
上
青
山
、
下
青
山
、
下
市
城
の
四
部
落
で
あ

る
。
昭
和
三
十
年
当
時
八
・

O
五
人
で
本
町
で
最
も
一
世
帯
当
り
の
人
員
の
多
か
っ
た

西
中
之
条
西
も
五
十
年
に
は
三
・
九
一
と
半
分
以
下
の
人
員
に
な
っ
た
。
沢
田
地
区
は

昭
和
三
十
年
に
は
、
五
・
五
六
人
で
あ
っ
た
が
、
五
十
年
に
は
四
・

O
八
人
に
な
っ

た
。
平
均
四
人
以
下
の
部
落
は
清
水
高
沼
、
菅
田
、
東
組
、
上
四
万
、
中
折
田
の
五
部

落
で
あ
る
。
な
お
寺
社
原
は
平
均
五
人
い
て
本
町
で
は
伊
参
地
区
の
五
反
田
下
組
、
名

久
団
地
区
の
高
津
長
久
保
に
つ
い
で
家
族
人
員
の
多
い
部
落
で
あ
る
。
伊
参
地
区
は

五
・
五
五
人
が
四
・
五
四
人
に
な
っ
た
が
、
四
地
区
の
う
ち
で
は
平
均
家
族
人
員
が
最

も
多
い
。
平
均
四
人
以
下
の
部
落
は
大
道
の
三
・
六
三
人
だ
け
で
あ
り
、
五
反
回
下
組
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は
五
・
三

O
人
で
本
町
管
内
で
は
最
も
家
族
人
員
の
多
い
部
落
で
あ
る
。
名
久
田
地
区
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普通世待の世帯人員別世帯数

194 

4 

表5

次

減

昭和50年

昭和30年

増

年

は
、
五
・
六
五
人
が
四
・
一
九
人
と
な
り
、
伊
参
地
区
に
つ
い
で
家
族
人
員
が
多
い
。
高
津
長
久
保

は
五
・

O
二
人
で
本
町
管
内
で
は
二
番
目
に
家
族
人
員
の
多
い
部
落
で
あ
り
、
四
人
以
下
は
五
区
、

中
横
尾
、
東
大
塚
、
大
原
、
中
赤
坂
、
栃
窪
の
六
部
落
で
あ
る
。
特
に
栃
窪
は
三
・
一
七
人
で
本
町

管
内
で
は
最
も
家
族
人
員
の
少
な
い
部
落
で
あ
る
。
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以
上
の
よ
う
に
本
町
で
は
二
十
年
前
に
比
較
し
て
一
世
帯
当
り
平
均
家
族
人
員
の
増
加
し
て
い
る

部
落
は
一
つ
も
な
い
。

世
帯
人
員
別
世
帯
数
を
昭
和
三
十
年
と
五
十
年
を
比
較
し
て
み
る
と
昭
和
三
十
年
は
五
人
世
帯
が

七
O
二
戸
で
最
も
多
か
っ
た
が
、
五
十
年
に
は
一
人
減
っ
て
四
人
世
帯
が
一
、
二

O
二
戸
で
最
も
多

く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
四
人
以
下
の
世
帯
は
い
ず
れ
の
階
層
も
大
幅
な
増
加
を
し
め
し
て
い
る
が
、

七
人
以
上
の
世
帯
は
い
づ
れ
の
階
層
も
著
し
い
減
少
を
し
め
し
て
い
る
。
〈
表
5
〉
な
お
六
十
五
歳

以
上
の
年
寄
り
の
い
る
普
通
世
帯
は
昭
和
五
十
年
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
農
林
業
就
業
者
世
帯
お

よ
び
農
林
非
農
林
就
業
者
混
合
世
帯
一
、
七
六
四
戸
の
う
ち
八
七
二
戸
(
四
九
・
四
%
〉
、
非
農
林
就

業
者
世
帯
三
、
三

O
六
戸
の
う
ち
八
一
八
戸
(
二
四
・
七
%
)
で
、
市
街
地
周
辺
の
人
口
急
増
地
域

の
勤
労
者
世
帯
に
は
比
較
的
若
い
年
代
の
人
達
が
多
く
、
農
村
部
で
人
口
の
減
少
し
て
い
る
部
落
に

は
高
令
者
の
世
帯
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

今
や
世
代
交
替
の
時
期
を
迎
え
つ
つ
あ
り
、
農
村
部
で
は
人
ロ
減
に
つ
づ
い
て
世
帯
数
の
減
少
が

顕
著
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
憂
慮
さ
れ
る
。



第一章人口と世得

別表l 転入、転出先別人口

(移動人口調査)

ょと1 前 住 地 別(転入〉

県 内(市町村名) 県 外〈県名〕 |合計

昭 和
43. 1. 1 吾妻町か前橋市か市そ町の村他の東ら京都か 奈川県その他 B+C+ 

らら からら D+E+

~ F) 

125人 66人 594%人 139人%40%人 144̂-11，108人
43.12.31 

A 4 B % i c  D ElF%|  
IG=l1. 3[G= 6. 0IG=53. 6iG=12. 5一G=3. 6IG=13. 01 100.0% 

45. 1. 1 
吾妻町ヤ笛市か吋の

東ら京都か神奈ら川県
その他か|

ら ら 市町 色、 ら~ 
126人 62人 306人 150人 35人 116人 795人

45.12.31 
15.8%1 7.8% 38.5% 18.9% 4.4% 14.6% 100.0% 

50. 1. 1 吾妻町か前橋市か

そ舗の|東京蜘

神奈ら川県その他か
らら

市ら から
から

~ 
71人 59人 211人 97人 26人 127人 591人

50.12.31 12. 0%1 10. 0% 35.7%1 16.4% 4.4%1 21. 5%1 100.0% 

掴下分 転 出 先 別〈転出〉

県 内(市町村名) 県 外(県名〉 |合計

昭 和 (A) (B) (c) (D) (E) (F) (G) 
43. 1. 1 前橋市へ吾妻町へその他へ東京都へ神奈川県その他の

'" 県へ
~ 

119% 人 919人5 377人% {DJ276Z 人 90% 人 214% 人
1，167人

43.12.31 
凶(Gj=10.2(一(Q副j= 7.8 (-(O ω =32.3 {一(;)=23.7一{(E@) =7.7 ((一FG)) =18.3 100.0% 

45. 1. 1 前橋市へ渋川市へその他へ東京都へ神奈川県
県そへの他の'" ~ 

136人 87人 433人 250人 73人 189人 1.168人
45.12.31 11.6% 7.5% 37.1% 21.4% 6.2% 16.2% 100.0% 

50. 1. 1 前橋市へ吾妻町へその他へ東京都へ神奈川県その他へ

'" ~ 
96人 66人 324人 131人 54人 150人 82人

50.12.31 11.7% 8.0% 39.4% 16.0% 6.6% 18.3% 100.0% 
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社会誌

別表2 中之条町に常住している就業、通学者数

区 分 昭和 45 年 昭和 40 年

従業地、通学地 |総数|就業者|通学者|総数|就業者|通学者

10，716 110，008 1 708 110，888 i10， 132 1 756 
1， 809 1 1， 182 1 627 1 1， 295 1 673 1 622 
255 1 174 1 81 1 175 1 101 1 74 
~ 1 ~ 1 ~ 1 ~ 1 H 1 ~ 
2512312 一一一
451 1 219 1 232 1 335 1 100 1 235 
561561 -1  321 32 ー

村町 11 1 1 1 10 1 11 1 - 1 11 
19 1 19 一一一 一

町 602 1 371 1 231 1 512 1 249 1 263 

町村町i 村 ~ 1 ~l ~ 1 ~ 1 ~ 1 ~ 1 23 1 23 一一一 一
30 1 30 1 - 1 17 1 17 ー

57 1 57 1 - 1 29 1 29 一

22 1 16 1 6 1 24 1 20 1 4 
18 1 15 1 3 1 6 1 6 ー

別表3 中之条町への就業、通学者数

区 分 昭和 45 年 昭和 40 年

常 住 地 |総数|就業者|通学者|総数|就業者|通学者

人 人 人 人
12， 6541 11， 258 1， 396 12，485 11，093 1， 392 
10，7161 10，008 708 10，888 10，132 756 

している 1， 938! 1， 250 688 1， 597 961 636 
811 80 1 64 64 
311 31 30 30 

自喜橘
371 37 10 10 
183! 119 64 169 97 72 
13 9 4 11 5 6 
13 13 
45 11 34 41 6 35 

野上 49 23 26 59 35 24 
岡 12 9 3 13 4 9 

117 79 38 97 51 46 
妻 1， 009 652 357 783 508 275 

i男z野z霊iz原開町E i 
83 44 39 86 27 59 
28 13 15 27 9 18 
17 2 15 14 2 12 
22 6 16 26 2 24 
134 64 70 129 49 
53 47 6 32 7 
11 11 6 
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第
二
章

行

政

と

財

政

新

町

の

誕

生

1 

新
町
の
閲
庁
と
行
政
組
織

行
財
政
は
勿
論
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
検
討
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
を
重
ね
、
幾
多
の
粁
餓
曲
折
を
経
て
、
所
定
の
手
続
き
を
完
了

し
、
昭
和
三
十
年
四
月
十
五
日
、
新
ら
し
い
中
之
条
町
の
誕
生
を
み
た
こ
と
は
町
村
合
併
の
項
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
(
第

二
巻
昭
和
の
町
村
合
併
参
照
)

当
日
午
前
十
時
、
旧
四
カ
町
村
の
主
脳
部
及
び
全
職
員
は
中
之
条
町
役
場
階
上
会
議
室
に
於
て
開
庁
式
を
挙
行
し
た
。
町
長
職
務
執
行

者
小
林
正
太
朗
は
全
職
員
に
対
し
、
新
町
誕
生
の
喜
び
を
述
べ
る
と
と
も
に
「
和
」
の
尊
さ
を
強
調
し
て

第二章行政と財政

諸
君
は
地
理
的
条
件
は
勿
論
、
町
村
の
規
模
、
村
柄
、
従
っ
て
気
風
も
違
う
中
之
条
町
、
沢
田
村
、
伊
参
村
、
名
久
田
村
の
職
員
と
し
て
、
今
ま
で

地
方
自
治
発
展
の
た
め
一
方
な
ら
ぬ
努
力
を
払
っ
て
来
ら
れ
た
が
、
こ
の
四
カ
町
村
が
合
併
し
て
新
ら
し
く
生
れ
た
中
之
条
町
の
職
員
と
し
て
旧
に
倍

す
る
一
一
層
の
御
努
力
を
願
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
務
分
担
が
今
ま
で
と
違
っ
て
も
新
ら
し
い
職
場
で
お
互
に
仲
よ
く
、
力
を
合
わ
せ
て
中
之
条
町

発
展
の
た
め
真
剣
に
働
い
て
頂
き
た
い
。

そと
の挨
時拶
のし

内 職
組員
離の

は 新
次理
の直
通を
り次
での
あ よ
るう

伝
達
し
た

(
伊
能
義
一
の
合
併
史
に
依
る
)
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長

書
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書
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補
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課

長

書
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社会誌

新
中
之
条
町
役
場
職
員
組
織

町
長
職
務
執
行
者

参

輿

唐宮福小

沢崎田林

参 量是正
三太

二弘郎朗

剣j本福山伊小 小関佐中ー 関高

池 持多国ロ能林 池 藤津場 橋

弘 益希国善転騰 田宏写、 千長 て文
一
郎 江獲一作平 一 鶴 進秋次 る子
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中
之
条
町
教
育
委
員
会
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長
書

記
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小
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国
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)
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み
つ
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昇
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子
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忠
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正

考

き
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江寛

も
と
え

さ
だ
よ

高
智
子

く

に
浄

井倉林原藤野池田村本池

祐

八
好

文
公

平

明

春

源

三

き
く
の

時

子
つ

る

一
一
一
一
一

な
か
の

安

吉
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誌

2 

過
渡
期
の
町
議
会
と
移
行
措
置

432 

会本土

町
村
合
併
に
よ
っ
て
旧
中
之
条
町
、
旧
沢
田
村
、
旧
伊
参
村
、
旧
名
久
田
村
の
議
会
の
議
員
で
中
之
条
町
の
議
会
の
議
員
の
被
選
挙
権

を
有
す
る
こ
と
と
な
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
昭
和
三
十
年
五
月
二
十
一
日
ま
で
引
続
き
中
之
条
町
の
議
会
の
議
員
と
な
る
も
の
と
す
る
旨
の

協
議
に
基
い
て
、
構
成
さ
れ
て
以
来
の
初
め
て
の
議
会
が
四
月
二
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
。

合
併
当
時
の
議
員
は
総
計
七
十
五
名
で
左
の
人
々
で
あ
る
。

一 一一一一
席

四三二一 O九八 七六五四三二一 l願

関福仙山丸綿町唐 小唐剣中関宮
氏

回回国橋貫田沢 林 沢 持 沢 崎

藤 松 義 光 菊浩光千代τ』 藤佑喜岩
名

吉雄一利勇蔵蔵公 吉作平雄貴

室主官舎日常自iEEi童i塁
大

字

名

一 一 一一一一一一一
席順

八七六五四三二一 O九八七六五

冨氷山田 宮加 宮黒折森高小宮島
氏

沢出口 村 崎 藤 崎 崎回国橋林部村

起保太郎卯八敬太郎美恒花隆嘉幸重郎 桑 龍 繁
名

作 作郎 好男雄治郎 七 三 蔵

大

道大折田万合万四横尾富町山田会田万合岩本易町赤坂毎町万回

字

名

四四。四一一一一一 一 一 一 一 一
席順一一一一一一一一一一

二一 九八七六五四=二一 O九

柏i田割山田中関宮島関外伊角
氏

原 村田崎村村 崎村 丸能谷

龍太常郎武重太郎太佐郎 光利政喜泉五

児 朗 茂実静雄三良作三十八
名

iii E訴事ih豊富裏目

大

字

名



五五五五四四四四四四四
三二一 O九八七六五四三警

松山竹田松伊吉本生野蟻

本口湖宮沢能回多須ロ川

克

巳

袈
裟
次

善

正

敏

雄

重
太
郎

保

則

清
次
郎

菊

次
一
士
ロ

雅

雄

光
太
郎

A
U
印
は
当
日
欠
席
者

西
中
之
条

横
尾

五
反
田

赤
坂

大
塚

岩
本

岩
本

伊
勢
町

西
中
之
条

山
田

横
尾

六 六六六六五五五五五五
四三二一 O九八七六五四

本高小今吉吉小蟻関高小

平林

泰

明

茂

樹

権

六
卯
三
郎

賢
太
郎

正

明

亭
一
郎

正
太
郎

市

郎

豊

次
元

策

伊
勢
町

ム
上
沢
渡平

蟻
川

伊
勢
町

大
塚

大
塚

伊
勢
町

ム
蟻
川

中
之
条
町

ム
五
反
田

七七七七七七六六六六六
五四三二一 O九八七六五

田鈴小佐銅山山福坂林唐

沢

銀
重
郎

芳

江

恒

雄
真

一

良

馬
大由

民寛雄喜
開平

五
反
田

大
塚

中
之
条
町平

下
沢
渡

五
反
田平

中
之
条
町

A

U

'

 

西
中
之
条

四
万

多橋池井田回池川

村木 山鳥持岡本島西

太七 一 邦

会
議
の
概
況
ハ
午
前
十
時
開
会
|
午
後
一
時
閉
会
〉

書
記
長
ハ
関
徳
男
〉
か
ら
地
方
自
治
法
第
百
七
条
に
よ
り
議
長
選
挙
の
終
る
ま
で
年
長
議
員
た
る
唐
沢
銀
重
郎
議
員
が
臨
時
議
長
の
職

務
を
行
う
旨
が
告
げ
ら
れ
、
議
長
席
に
つ
き
議
長
並
に
副
議
長
を
一
括
選
挙
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
選
挙
の
方
法
は
指
名
推
薦
と
し
被

指
名
人
を
以
っ
て
当
選
人
と
な
し
、
指
名
に
つ
い
て
は
旧
町
村
議
長
が
中
心
と
な
っ
て
、
意
見
調
整
を
図
り
決
定
す
る
こ
と
に
全
員
が
賛

成
、
そ
の
結
果
次
の
通
り
決
定
さ
れ
た
。

第二章行政と財政

中

之

条

町

議

会

議

長

部

8

副

議

長

村

茂

宮
部
議
長
が
臨
時
議
長
と
交
替
、
挨
拶
の
後
、
議
事
が
進
め
ら
れ
た
が
、
当
日
の
審
議
或
は
承
認
さ
れ
た
主
な
議
案
を
挙
げ
る
と

宮田

龍

433 



誌

一
、
中
之
条
町
議
会
h
議
規
則
制
定
の
件

二
、
中
之
条
町
議
会
傍
聴
人
取
締
規
則
制
定
の
件

三
、
専
決
処
分
事
項
報
告
の
件

会社

な
ど
で
あ
る
。

四
、
中
之
条
町
議
会
欝
員
の
選
挙
区
及
各
区
に
お
い
て
選
挙
す
る
町

議
会
議
員
定
数
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

五
、
中
之
条
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
補
充
員
選
挙
に
つ
い
て

434 

旧
町
村
よ
り
新
町
へ
移
行
の
過
渡
期
に
於
て
、
町
長
職
務
執
行
者
小
林
正
太
朗
が
専
決
処
分
し
た
事
項
で
、

認
を
得
た
主
な
事
項
を
挙
げ
る
と

@
中
之
条
町
公
告
式
条
例
(
柑
胡
一
信
一
鮮
側
制
.
寸
恒
日
)

こ
の
条
例
に
よ
っ
て
、
町
の
規
則
や
町
長
の
定
め
る
規
定
、
あ
る
い

は
町
の
機
関
の
定
め
る
規
則
で
公
表
を
要
す
る
も
の
は
次
の
箇
所
に
掲

示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
一
掲
示
場
中
之
条
町
大
字
中
之
条
町
字
王
子
原
九
四
七
番
地
の
一

第
二
掲
示
場
中
之
条
町
大
字
下
沢
渡
字
金
原
一
七
番
地

第
三
掲
示
場
中
之
条
町
大
字
五
反
田
字
自
久
保
三
五
三
八
番
地
の
一

第
四
掲
示
場
中
之
条
町
大
字
赤
坂
字
矢
場
二

O
九
番
地
の
二

@
中
之
条
町
役
場
の
位
置
条
例
(
帽
胡
紅
附
鮮
側
制
封
一
時
日
)

こ
の
条
例
に
よ
っ
て
中
之
条
町
役
場
の
位
置
が
現
在
の
所
に
定
め
ら

れ
た
。
ハ
地
方
自
治
法
第
四
条
に
よ
る
)

@
中
之
条
町
役
場
出
張
所
設
置
条
例
(
柑
控
訴
僻
畑
一
禁
止
一
日
)

四
カ
町
吋
か
合
併
し
て
、
新
中
之
条
町
の
誕
生
を
見
た
が
、
地
区
住

民
の
便
益
の
た
め
、
地
方
自
治
法
第
百
五
十
五
条
に
よ
っ
て
左
記
の
所

こ
の
議
会
で
報
告
し
、
承

(
旧
村
役
場
)
に
出
張
所
が
設
け
ら
れ
た
。

語事i襲名

称
回

一
一位一「| 

一反
回

F 甚大塚
J童l安五顕意山 管

轄

反 区
回

四上 域蟻万沢

@
中
之
条
町
課
設
置
条
例
(
柑
控
訴
一
叫
ん
側
制
肝
駐
日
)

第
一
条
地
方
自
治
法
第
百
五
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
町
長
の
権
限
に

属
す
る
事
務
を
分
掌
さ
せ
る
た
め
出
納
室
の
他
次
の
課
を
置
く

総
務
課
。
税
務
課
。
土
木
課
。
厚
生
課
。

戸
籍
課
。
農
林
課
。
商
工
課
。
観
光
課
。

@
中
之
条
町
職
員
定
数
条
例
(
判
担
紅
一
鮮
側
制
計
一
四
日
)

こ
の
条
例
に
よ
っ
て
職
員
の
定
数
が
左
記
の
通
り
に
定
め
ら
れ
、
公



布
の
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

「

吏

員

七

五

人

町
長
の
事
務
職
員
{
そ
の
他
の
職
員
二
一
人

戸

計

九

六

人

選
挙
管
理
委
員
会
の
事
務
職
員
書
記
一
人

農
業

費
会

事

音

響計Z責
他

職
員

八
人

八
人

一O
五
人

に
定
め
ら
れ
た
。

こ
の
議
会
に
於
て
中
之
条
町
々
議
会
の
選
挙
区
及
び
各
選
挙
区
に
於
て
選
挙
す
る
町
議
会
議
員
定
数
条
例
設
置
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う

昭
和
三
十
年
四
月
二
十
一
日
提
出

中
之
条
町
長
職
務
執
行
者
小

林

正
太
朗

第二章行政と財政

第 第 第

霊選挙区 霊
選

大平字 大字山

横尾

回

五 折
反 回 挙

塚大 田
上 主町中

坂赤
蟻)11 沢渡

大道
下沢渡 事町栃窪

区

四 青山
万

市城

五人 人四 九人
二 費数
人
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誌

町
政
の
執
行
機
関
と
町
議
会
の
推
移

436 

会社

1 

歴
代
町
長
と
町
政
の
動
き

町
村
合
併
以
後
の
所
謂
三
役
は
別
記
の
通
り
で
あ
る
が
、
町
長
の
推
移
を
み
る
と
、
新
ら
し
い
中
之
条
町
の
町
長
選
挙
は
四
月
十
日
告

示
ハ
投
票
日
は
二
十
日
〉
さ
れ
た
。
中
之
条
町
か
ら
無
競
争
で
選
出
が
希
望
さ
れ
、
十
二
日
か
ら
各
方
面
で
、
そ
の
た
め
の
努
力
が
払
わ
れ

た
が
、
伊
能
八
平
、
宮
崎
羊
重
郎
両
氏
の
立
候
補
と
な
り
、
十
六
日
行
わ
れ
た
両
候
補
の
対
談
も
物
別
れ
と
な
っ
た
。
十
七
日
に
な
り
宮

崎
候
補
が
町
の
円
満
の
た
め
に
辞
退
し
た
の
で
、
伊
能
八
平
町
長
の
無
競
争
当
選
が
決
定
し
た
。

m
伊
能
八
平
町
長
時
代

吾
妻
郡
中
之
条
町
大
字
中
之
条
町
九
三
八
番
地

初
代

平

明
治
十
四
年
九
月
二
十
四
日

自
昭
和
三
十
年
四
月

l
至
昭
和
三
十
四
年
十
二
月

伊
能
町
長
は
温
厚
篤
実
、
些
一
事
に
拘
泥
し
な
い
敬
神
家
で
、
合
併
直
後
の
諸
般
の

問
題
を
進
め
て
行
く
上
に
於
て
経
歴
、
衆
望
と
も
に
人
を
得
た
と
云
う
べ
き
で
あ
ろ

う
。
合
併
し
た
と
は
い
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
は
永
年
培
か
わ
れ
た
伝
統
や
慣
習

が
あ
り
、
考
え
方
も
異
っ
た
面
が
多
々
あ
る
こ
と
故
、

伊
能
八
平

生

八能伊初代

一
朝
一
夕
に
変
え
る
こ
と
は

困
難
で
時
日
の
経
過
を
ま
つ
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
氏
の
在
任
中
の



町
政
の
動
き
の
概
要
を
年
度
を
追
っ
て
み
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

第二章行政と財政

昭
和
三
十
年
度

旧
四
カ
町
村
か
ら
新
町
へ
移
行
し
た
際
、
従
前
か
ら
の
継
続
事
項
や

合
併
に
よ
っ
て
生
ず
る
新
ら
し
い
問
題
も
あ
り
、
六
月
十
三
日
、
定
例

町
議
会
が
開
か
れ
、
前
回
審
議
未
了
と
な
っ
て
い
た
納
税
奨
励
に
関
す

る
条
例
や
三
十
年
度
暫
定
予
算
、
消
防
関
係
及
び
国
民
健
康
保
険
関
係

の
諸
議
案
が
審
議
決
定
さ
れ
た
。
本
予
算
が
可
決
さ
れ
た
の
は
八
月
の

臨
時
議
会
で
あ
っ
た
。

町
政
諸
施
策
の
基
本
と
な
る
人
口
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
七
月

一
日
午
前
零
時
現
在
で
住
民
登
録
実
態
調
査
が
実
施
さ
れ
た
結
果
、
世

帯
数
回
、
一
七
三
戸
、
人
口
二
一
一
一
、
一
四

O
人
(
男
一
一
、

O
九
O

人
、
女

=
1
0五
O
人
)
が
確
認
さ
れ
た
。
(
唐
沢
参
二
日
記
に
よ

る
)八

月
六
日
公
民
館
条
例
が
決
定
し
次
の
四
公
民
館
が
設
定
さ
れ
た
。

中
之
条
公
民
館
ハ
大
字
中
之
条
町
九
四
七
l
一
)
沢
田
公
民
館
(
大
字

下
沢
渡
一
七
)
伊
参
公
民
館
(
大
字
五
反
田
三
五
三
八
|
一
〉
名
久
田

公
民
館
(
大
字
赤
坂
二

O
九
|
一
)
。

十
月
末
で
中
之
条
伝
染
病
院
は
廃
止
さ
れ
、
吾
妻
郡
町
村
伝
染
病
院

組
合
へ
新
中
之
条
町
と
し
て
加
入
す
る
に
至
っ
た
。
十
二
月
に
は
積
雪

寒
冷
単
作
地
帯
振
興
臨
時
措
置
法
に
よ
る
農
業
振
興
計
画
が
決
定
さ
れ

た。
昭
和
三
十
一
年
度

牛
乳
の
出
荷
に
つ
い
て
郡
酪
連
は
明
治
乳
業
へ
、
中
之
条
酪
連
は
森

永
乳
業
へ
と
意
見
が
対
立
し
、
五
月
以
来
話
合
い
が
も
た
れ
た
が
ま
と

ま
ら
ず
、
曲
折
を
経
て
集
乳
所
誘
致
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
が
、

結
局
、
四
農
協
で
集
乳
所
を
西
中
之
条
へ
造
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
路
農
振
興
会
は
集
乳
に
つ
い
て
農
協
に
委
任
す
る
こ
と
に
な

り
、
農
協
が
聞
に
立
っ
て
郡
酪
連
へ
の
統
合
が
三
十
七
年
に
決
定
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

七
月
の
議
会
で
中
之
条
町
課
設
置
条
例
が
改
正
さ
れ
、
従
来
の
八
諜

が
総
務
、
税
務
、
経
済
、
厚
生
、
観
光
の
五
課
に
統
合
さ
れ
る
と
と
も

に
、
旧
役
場
を
出
張
所
と
し
て
戸
籍
、
住
民
登
録
、
諸
証
明
を
扱
っ
て

い
た
事
務
一
切
が
本
庁
の
扱
い
と
な
り
、
出
張
所
に
は
戸
籍
連
絡
一
名

を
残
し
て
直
属
と
す
る
ほ
か
、
農
委
書
記
二
名
、
森
林
組
合
一
名
、
保

健
婦
一
名
、
小
使
一
名
が
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
事
務
の
円
滑
化

と
経
費
の
節
減
が
ね
ら
い
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
法
務
局
の
中
之
条
支
局
庁
舎
の
建
築
に
つ
い
て
伊
能
町
長
、

小
林
議
長
は
奔
走
陳
情
す
る
と
共
に
敷
地
一
二
九
坪
を
寄
附
す
る
こ
と

と
し
た
。

九
月
牧
水
詩
碑
建
設
委
員
会
が
開
催
さ
れ
促
進
が
は
か
ら
れ
、
上
折

田
、
菅
回
の
両
簡
易
水
道
が
着
工
の
運
び
と
な
っ
た
。

四
万
日
向
見
薬
師
の
防
火
施
設
に
つ
い
て
協
議
会
が
も
た
れ
、
九
O

万
円
で
施
工
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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昭
和
三
十
二
年
度

四
月
一
日
か
ら
土
木
課
が
設
置
さ
れ
(
総
務
課
よ
り
独
立
て
道
路
、

橋
梁
、
河
川
、
住
宅
、
建
築
、
上
下
水
道
、
都
市
計
画
等
の
事
項
を
分

掌
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

六
月
六
日
、
青
山
市
城
用
水
路
工
事
が
許
可
さ
れ
、
ま
た
火
葬
場
設

置
予
定
地
の
調
毒
か
始
ま
り
、
通
楽
、
枯
木
、
離
山
等
が
対
象
と
な
っ

た
が
、
小
川
に
決
定
、
し
十
一
月
船
橋
市
の
正
和
建
設
工
業
に
よ
っ
て

請
負
わ
れ
、
二
十
三
日
起
工
式
が
行
わ
れ
た
。

七
月
十
五
日
四
万
日
向
見
薬
師
防
災
工
事
が
竣
工
し
た
。
こ
の
頃
、

原
町
に
あ
る
林
業
事
務
所
を
元
農
協
支
部
庁
舎
又
は
中
之
条
公
民
館
へ

誘
致
し
よ
う
と
云
う
運
動
か
進
め
ら
れ
た
が
、
実
現
を
見
る
に
至
ら
な

か
っ
た
。

八
月
六
日
、
山
田
川
綜
合
開
発
現
地
調
査
の
た
め
県
議
約
四
十
名
、

神
田
副
知
事
等
が
四
万
へ
出
張
し
た
の
で
、
役
場
当
局
は
勿
論
、
全
町

会
議
員
、
郡
綜
合
開
発
協
会
と
し
て
郡
内
各
町
村
長
及
び
議
長
立
合
い

で
現
地
調
査
が
行
わ
れ
、
開
発
促
進
を
陳
情
し
た
。

十
月
二
十
日
は
曇
天
で
寒
か
っ
た
が
、
待
望
の
若
山
牧
水
詩
碑
除
幕

式
が
暮
坂
峠
で
挙
行
さ
れ
、
牧
水
コ
l
ス
を
名
実
共
に
田
邦
揚
す
る
に
至

っ
た
。十

一
月
十
五
日
、
中
之
条
湯
宿
線
完
通
促
進
の
た
め
利
根
二
十
二
名

吾
妻
二
十
八
名
が
参
集
し
て
打
合
せ
が
あ
り
、
ま
た
菅
回
、
上
折
田
の

簡
易
水
道
が
竣
工
し
た
。

十
二
月
二
十
一
日
、
役
場
庁
舎
増
築
の
上
棟
が
あ
り
、
翌
一
一
一
十
一
一
一
年

会ネ土

二
月
に
は
山
田
川
発
電
所
工
事
の
説
明
会
が
町
議
や
地
元
民
に
対
し
て

催
さ
れ
、
補
償
問
題
等
が
協
議
さ
れ
た
。
沢
田
農
協
の
農
業
放
送
施
設

工
事
が
完
了
し
、
県
広
報
課
の
検
査
が
行
わ
れ
た
の
は
三
月
七
日
で
、

放
送
に
先
鞭
を
つ
け
た
。

昭
和
三
十
三
年
度

役
場
の
庁
舎
増
築
工
事
は
四
月
二
十
五
日
に
竣
工
、
火
葬
場
は
五
月

二
十
四
日
に
仕
上
が
っ
た
。

こ
の
年
度
は
中
之
条
小
学
校
改
築
問
題
、
四
万
温
泉
簡
易
水
道
敷
設

問
題
、
公
営
住
宅
建
築
問
題
等
が
六
月
以
来
検
討
さ
れ
て
い
た
が
、
小

学
校
改
築
、
四
万
水
道
の
起
債
が
九
月
内
定
し
、
議
会
の
可
決
を
経
て

着
工
の
運
び
と
な
り
、
公
営
住
宅
も
七
棟
の
建
築
が
行
わ
れ
た
。
二
月

五
日
、
町
営
住
宅
管
理
条
例
が
制
定
さ
れ
て
詳
細
な
規
定
が
定
め
ら
れ

た
年
度
末
の
三
月
の
議
会
は
都
市
計
画
税
条
例
の
制
定
や
山
田
川
無
人

駅
速
急
設
置
要
望
請
願
、
県
道
四
万
中
之
条
線
を
道
路
公
団
営
有
料
道

路
と
す
る
請
願
等
に
つ
い
て
協
議
し
可
決
し
た
。

ま
た
中
之
条
町
青
少
年
問
題
協
議
会
条
例
が
制
定
さ
れ
、
管
内
青
少

年
の
健
全
な
育
成
を
推
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

昭
和
三
十
四
年
度

こ
の
年
度
は
参
議
院
、
県
議
会
、
町
議
会
の
議
員
選
挙
、
町
長
選
挙

等
あ
わ
た
だ
し
い
年
で
あ
り
、
ま
た
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
被
害
も
あ

り
、
そ
の
対
策
な
ど
も
構
ぜ
ら
れ
た
。

合
併
以
来
、
初
代
町
長
と
し
て
町
の
発
展
の
た
め
に
尽
痔
す
る
と
と
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も
に
昭
和
三
十
一
年
十
月
、
群
馬
県
町
村
長
会
長
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
町

村
長
会
副
会
長
等
の
要
職
に
就
か
れ
、
翌
三
十
二
年
十
一
月
地
方
自
治

施
行
十
周
年
記
念
式
典
に
藍
綬
褒
章
を
授
与
さ
れ
、
三
十
四
年
四
月
町

長
に
再
任
さ
れ
た
が
、
不
幸
に
も
病
魔
に
犯
さ
れ
、
こ
の
年
十
二
月
八

日
他
界
さ
れ
た
の
で
、
町
当
局
は
十
三
日
午
後
一
時
町
葬
を
以
っ
て
葬

儀
を
執
行
し
た
。

氏
の
在
任
中
の
重
な
る
事
績
を
列
記
す
れ
ば

O
中
之
条
地
区
の
国
民
健
康
保
険
の
実
施
。
町
広
報
の
発
行

O

学
校
施
設
の
充
実

O
役
場
庁
舎
の
増
築

O
町
営
住
宅
の
新
築

O
火
葬
場
の
新
設

O
簡
易
水
道
の
敷
設

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

伊
能
町
長
袈
後
の
昭
和
三
十
五
年
一
月
の
町
長
選
挙
は
町
田
浩
蔵
、
石
塚
利
雄
の
両
氏
、
昭
和
三
十
九
年
一
月
の
町
長
選
挙
は
町
田
浩

蔵
、
外
丸
康
雄
の
両
氏
が
立
候
補
し
て
争
わ
れ
た
が
、
何
れ
も
町
田
候
補
が
当
選
し
た
。

大
正
二
年
五
月
一
日

自
昭
和
三
十
五
年
一
月
|
至
昭
和
四
十
三
年
一
月

伊
能
町
長
の
後
を
受
け
た
町
間
町
長
は
活
眼
達
識
を
以
っ
て
果
敢
に
職
責
の

遂
行
に
任
じ
、
町
将
来
の
発
展
の
基
礎
作
り
に
遁
進
さ
れ
る
こ
と
二
期
(
八
年

間
〉
に
及
ん
だ
。
就
任
後
、
二
月
十
九
日
の
臨
時
議
会
に
於
て
次
の
よ
う
に
挨

拶
し
て
自
分
の
考
え
方
を
明
ら
か
に
し
た
。

(2) 

町
田
浩
蔵
町
長
時
代

行政と財政

二代 蔵

二
代

浩田町

第二章

こ
の
度
の
選
挙
に
は
絶
大
な
御
支
援
と
親
身
な
御
協
力
に
よ
り
当
選

の
栄
に
浴
し
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
過
去
四
年
間
、
町
議
会
に
席
を

置
き
、
新
町
建
設
の
た
め
に
努
力
し
て
来
ま
し
た
が
、
執
行
者
と
し
て

吾
妻
郡
中
之
条
町
大
字
山
田
二
六
二

O
番
地

l
一

町
田
浩
蔵

生

は
素
人
に
つ
き
一
生
懸
命
勉
強
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
兎
も
角

も
皆
さ
ん
の
御
支
援
の
な
い
限
り
、
こ
の
職
を
全
う
す
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
一
層
の
御
支
援
の
程
を
お
願
い
し
ま
す
。
町
政
に
対
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誌

し
ま
し
て
は
飽
く
ま
で
も
民
主
的
な
ガ
ラ
ス
張
り
町
政
を
行
い
、
住
民

全
体
の
福
祉
を
図
る
べ
く
均
語
的
、
十
割
町
政
を
目
途
と
し
て
私
を
棄

会

て
て
一
生
懸
命
勉
強
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

440 

と
、
町
田
新
町
長
の
高
事
筋
を
通
し
て
真
撃
に
町
政
に
と
り
組
も
う
と
す
る
態
度
が
伺
え
る
。

社

昭
和
三
十
五
年
度

昭
和
三
十
三
年
地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
議
会
に
事
務
局
を
置
く
こ

と
が
認
め
ら
れ
た
が
、
当
町
で
は
未
設
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
合
併
に

よ
っ
て
規
模
能
力
と
も
に
拡
大
強
化
さ
れ
、
新
町
建
設
等
に
ま
す
ま
す

活
発
な
議
会
活
動
が
要
請
さ
れ
る
た
め
、
四
月
一
日
か
ら
事
務
局
が
設

け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

五
月
十
七
日
、
農
業
委
員
会
委
員
の
定
数
等
に
関
す
る
条
例
が
改
正

さ
れ
た
が
、
地
区
内
の
状
況
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
ハ
農
業
委
員
会
の

調
査
に
よ
る
〉

U
A一
一

ト

修

制

上

一

選

挙

人

数

一

時

記

一

山一一一一盟一一一一一一一一町一

法
務
局
用
地
、
警
察
住
宅
用
地
、
伊
参
小
第
一
分
校
敷
地
等
が
購
入

さ
れ
、
消
防
函
で
は
整
備
五
ヶ
年
計
画
に
よ
る
充
実
が
図
ら
れ
、
町
で

最
大
の
上
妻
橋
架
替
工
事
が
完
成
し
た
。
国
勢
調
査
、
知
事
選
挙
、
衆

農
地
面
積

橋妻上

議
院
議
員
選
挙
等
も
こ
の
年
度
で
執
行
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
六
年
度

従
来
経
済
課
が
農
業
、
商
業
を
統
括
し
て
い
た
が
、
五
月
二
十
二
日

に
経
済
課
を
農
林
課
に
改
め
、
農
林
課
の
次
に
商
工
課
が
新
設
さ
れ
、



左
記
事
項
の
事
務
か
分
掌
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

商
工
課

的
商
業
及
び
工
業
に
関
す
る
事
項

刷
工
場
誘
致
に
関
す
る
事
項

付
統
計
事
務
に
関
す
る
事
項

付
計
量
器
検
定
に
関
す
る
事
項

刷
物
資
の
配
給
及
び
統
制
に
関
す
る
事
項

十
月
十
日
の
議
会
で
塵
芥
処
理
場
の
建
設
が
決
定
し
た
が
、
火
葬
場

の
隣
接
地
に
一
日
二
頓
の
処
理
能
力
の
あ
る
焼
却
炉
が
新
設
さ
れ
、
塵

芥
処
理
が
推
進
さ
れ
た
。

ま
た
農
業
共
済
条
例
が
制
定
さ
れ
、
実
施
計
画
が
作
ら
れ
、
特
別
会

計
で
経
理
さ
れ
る
と
と
と
な
っ
た
。

都
市
計
画
事
業
は
伊
勢
町

1
石
の
塔
線
の
用
地
買
収
を
概
ね
完
了

し
、
継
続
事
業
の
中
之
条
中
学
体
育
館
が
完
成
を
見
た
。

昭
和
三
十
七
年
度

消
防
施
設
の
年
次
計
画
に
よ
る
整
備
は
七

O
%に
推
進
し
た
。

第二章行政と財政

回
答
の
内
訳

罪
送
数
一
、
三

O
O枚
、
回
答
数
七
六
八
枚

町
内
の
橋
梁
は
そ
の
数
約
二

O
O橋
、
延
長
一
、
八
七
四
メ
ー
ト
ル

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
町
は
長
大
橋
の
永
久
橋
化
を
計
り
宇
妻
橋
外
三

橋
の
架
替
を
施
工
、
そ
の
結
果
橋
長
二

O
m
以
上
の
木
橋
は
七
橋
と
な

っ
た
。道

路
も
蟻
川
地
区
で
一
、
九
二

0
メ
ー
ト
ル
、
栃
窪
地
区
で
七
八
六

メ
ー
ト
ル
が
新
設
さ
れ
、
町
道
整
備
が
行
わ
れ
る
と
共
に
園
、
県
道
改

良
の
た
め
相
当
額
を
負
担
し
た
。

教
育
面
で
は
理
科
教
育
設
備
、
教
材
備
品
の
充
実
を
図
る
と
共
に
幼

児
教
育
向
上
の
た
め
旧
名
久
田
村
役
場
の
建
物
を
改
修
し
保
育
園
と
し

た
結
果
、
町
内
四
地
区
に
保
育
闘
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
一
一
月
十
六
日
、
町
議
会
議
員
の
選
挙
に
於
て
選
出
す
る
議
員
数
が
一

部
改
正
さ
れ
、
第
一
選
挙
区
の
議
員
数
が
十
二
名
か
ら
十
三
一
名
に
、
第

四
選
挙
区
の
議
員
が
五
名
か
ら
四
名
に
改
め
ら
れ
た
。
(
四
四
二
頁
表

参
照
)

当
時
、
選
挙
区
に
つ
い
て
町
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
求
め
た
集
計
結
果

は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。

面 1
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町議会議員選挙区別定数について

昭和35年10月1日現在国勢調査人口

選挙区

19邸 1

17.186 1 

l2.819 1 

|3.363 1 

I 22.853 I 11.070 

口

男

1 (中之条) 4.433 

2 〈沢田〉 3.617 

3 (伊参) 1.356 

4 (名久回〉 1.664 

計

議員 1人当り人口

22.853+30=761. 766 

言十 算
|新定数|霊長|吋

1 9.485+761.766=12.451 1 13 1 12 1+ 1 

2 7.168+761. 766= 9.433 。
3 2.819+761.766= 3.700 。
4 3.363+761.766= 4.414 1 

注公選法第15.条第5項
市町村は特11::必要があるときは、その議会の議員の選挙につき条例で選

挙区を設ける ζ とができる。

同法第15条第7項

各選挙区11::於て選挙すべき地方公共団体の議会の議員の数は人口11::比例

して条例で定めなければならない。

社会誌

一
塁
区
は
廃
止
一
円

一

す

べ

き

だ

計

三
九

四
三

八
二

五
六

二
五

八一

四二二
五一四

三
五一一一一六

六

一ーL. _._. -ーノ、ノ、

七一三
七

一O
八

回
答
不
備一一一一

返

戻

四
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行政と財政

年
度
末
の
三
月
三
十
日
の
議
会
で
中
之
条
町
上
水
道
の
敷
設
が
三
カ

年
計
画
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
給
水
戸
数
約
二
、
二

O
O戸

(
人
ロ
ゴ

1
0
0
0人
)
事
業
費
約
一
億
一
千
八
百
万
円
、
竣
工
予

定
昭
和
四
十
二
年
三
月
が
想
定
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
八
年
度

一
一
一
カ
年
計
画
で
着
手
し
た
岡
定
資
産
の
評
価
替
が
完
了
し
、
土
地
と

家
屋
間
に
あ
っ
た
価
格
の
不
均
こ
う
が
是
正
さ
れ
た
。

都
市
計
画
事
業
の
推
進
と
基
幹
道
路
の
舗
装
が
推
進
さ
れ
、
環
境
衛

生
面
に
あ
っ
て
は
仮
設
し
尿
処
理
場
の
設
置
、
ご
み
回
収
車
の
購
入
整

備
が
図
ら
れ
、
上
水
道
事
業
着
手
の
諸
準
備
も
整
っ
た
。
ま
た
林
業
振

興
の
た
め
町
内
四
森
林
組
合
の
合
併
が
実
現
し
、
町
田
町
長
が
組
合
長

に
選
任
さ
れ
現
在
(
昭
五
二
、
八
)
に
至
っ
て
い
る
。

選
挙
の
多
い
年
度
で
衆
議
院
、
県
議
会
、
町
議
会
の
議
員
選
挙
が
行

わ
れ
、
農
業
委
員
も
改
選
さ
れ
た
。

町
田
町
長
の
任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
も
三
十
九
年
一
月
行
わ
れ
、
圧

倒
的
多
数
で
町
田
町
長
が
再
選
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
九
年
度

町
税
の
収
納
に
意
を
注
い
だ
結
果
、
納
税
成
績
は
逐
年
向
上
し
、
徴

収
率
九
九
・
八
九
%
の
成
果
を
挙
げ
、
水
道
事
業
も
進
捗
し
、
国
民
年

金
事
業
は
検
認
率
九
五
%
を
上
廻
り
、
国
民
健
康
保
険
で
は
家
族
の
七

割
給
付
を
県
下
で
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
実
施
し
た
。

ま
た
国
土
調
査
に
基
づ
く
地
積
調
査
が
名
久
団
地
区
か
ら
始
め
ら
れ

た

第二章

昭
和
四
十
年
度

消
防
施
設
の
整
備
が
計
画
的
に
進
め
ら
れ
て
来
た
が
消
防
ポ
ン
プ
の

機
動
化
が
終
了
し
、
水
道
事
業
は
普
及
率
七
七
%
に
達
し
た
。
こ
の
年

は
赤
痢
の
集
団
発
生
が
あ
り
一
一
一
二

O
名
の
患
者
が
出
た
が
、
関
係
者
の

協
力
に
よ
っ
て
犠
牲
者
が
出
な
か
っ
た
こ
と
は
不
幸
中
の
幸
で
あ
っ

た
中
之
条
職
業
訓
練
所
が
改
築
さ
れ
、
建
築
関
係
技
能
者
養
成
の
場
が

整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、
継
続
事
業
の
都
市
計
画
街
路
の
新
設
が
完
了

し
、
全
線
が
開
通
す
る
に
至
っ
た
。

十
二
月
十
七
日
、
国
民
宿
舎
事
業
が
提
案
さ
れ
、
従
来
特
別
会
計
と

し
て
国
民
健
康
保
険
、
上
水
道
、
簡
易
水
道
、
と
畜
場
、
小
口
生
活
資

金
貸
付
等
と
同
じ
く
、
町
の
特
別
会
計
と
し
て
経
理
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
事
業
は
四
十
年
、
四
十
一
年
の
継
続
事
業
で
、
初
年
度
五

百
五
万
円
ハ
起
債
五
百
万
、
一
般
会
計
よ
り
五
万
で
、
内
訳
は
設
計
委

託
料
一
五

O
万
、
建
築
請
負
金
三
五

O
万
、
事
務
費
五
万
)
次
年
度
九

千
百
四
十
九
万
八
千
円
で
、
総
計
費
九
千
六
百
五
十
四
万
八
千
円
で
建

築
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
四
十
一
年
度

消
防
施
設
は
基
準
に
対
し
て
五
五
%
か
ら
六
二
%
に
向
上
し
、
水
道

普
及
率
は
県
平
均
の
六
五
%
に
対
し
八
三
%
と
な
っ
た
。

農
業
構
造
改
善
事
業
で
は
家
畜
管
理
舎
、
税
蚕
共
同
飼
育
所
等
が
実

現
し
、
国
土
調
査
は
大
塚
、
平
が
行
わ
れ
た
。

継
続
事
業
の
国
民
宿
舎
四
万
ゆ
ず
り
は
荘
の
建
設
は
町
債
六
千
万
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な
お
、
中
之
条
自
動
車
教
習
所
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
、
四
月
一
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
時
に
歳
入
、
歳
出
一
、

=二

O
万
円
が
予
算
化
さ
れ
た
。

六
月
二
十
四
日
、
役
場
の
行
政
機
構
が
改
正
さ
れ

出
納
室
、
総
務
課
、
税
務
課
、
土
木
課
、
農
林
謀
、

商
工
謀
、
厚
生
謀
、
観
光
課
、
戸
籍
課
、
水
道
課
の

一
室
九
課
と
な
り
七
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

九
月
九
日
、
国
民
宿
舎
ゆ
ず
り
は
荘
の
管
理
条
例

が
定
め
ら
れ
、
宿
泊
料
大
人
四
八

O
円
、
食
事
代
四

二
O
円
ハ
朝
食
一
二

O
円
、
夕
食
三

O
O円
〉
、
冬

期
暖
房
費
一

O
O円
を
加
え
て
も
一
、

0
0
0円
で

一
泊
出
来
る
こ
と
と
な
っ
た
。

中
之
条
避
病
院
跡
を
利
用
し
て
存
置
さ
れ
た
中
之

条
幼
稚
園
は
建
物
が
老
朽
化
し
、
危
険
状
態
と
な
り

改
築
が
要
望
さ
れ
て
い
た
が
、
財
源
難
か
ら
予
算
化
出
来
な
か
っ
た
。

中
之
条
幼
稚
園
母
の
会
は
改
築
実
現
を
熱
望
し
請
願
書
を
提
出
す
る
に

至
っ
た
の
で
、
議
会
で
審
議
採
択
さ
れ
た
。

十
一
月
二
十
三
日
、
一
中
体
育
館
で
町
村
合
併
十
週
年
記
今
公
引
っ
か
挙

げ
ら
れ
、
町
政
功
労
者
と
し
て
合
併
当
時
の
町
村
長
、
議
会
議
長
、
合

併
後
議
員
在
職
八
年
以
上
、
区
長
在
職
五
年
以
上
の
者
及
び
永
年
勤
続

職
員
で
合
併
後
退
職
し
た
方
々
が
表
彰
さ
れ
た
。

ま
た
、
上
水
道
の
完
工
式
も
同
時
に
行
わ
れ
、
工
事
を
請
負
っ
た
佐

国民宿舎四万ゆずりは荘

円
、
一
般
会
計
よ
り
三
千
三
百
三
十
五
万
七
千
円
の
予
算
で
完
成
す
る

こ
と
に
な
り
、
四
十
一
年
一
一
一
月
十
八
日
、
六
千
五
百
万
円
で
佐
田
建
設

に
請
負
わ
せ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

ま
た
、
中
之
条
町
立
学
校
設
置
条
例
が
制
定
さ
れ
、
従
来
所
在
地
名

で
呼
ば
れ
て
い
た
学
校
が
、
四
月
一
日
か
ら
小
学
校
、
中
学
校
と
も
第

一
か
ら
第
五
ま
で
数
字
を
冠
し
て
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た

め
町
民
に
は
校
名
と
所
在
が
ピ
l
ン
と
来
な
く
な
っ
た
の
は
甚
だ
遺
憾

で
あ
る
。

自動車教習所(町営〉
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回
建
設
、
設
計
を
担
当
し
た
利
根
設
計
、
施
設
用
地
の
提
供
に
協
力
し

た
人
々
に
対
し
て
感
謝
状
が
呈
上
さ
れ
た
。

昭
和
四
十
二
年
度

中
之
条
駅
前
広
場
の
舗
装
や
三
十
七
年
度
以
来
継
続
の
バ
イ
パ
ス
工

事
が
完
了
し
て
町
内
交
通
緩
和
に
寄
与
す
る
と
共
に
、
し
尿
処
理
場
も

稼
動
す
る
に
至
っ
た
。

十
一
月
の
臨
時
町
議
会
で
、
水
泳
プ
l
ル
建
設
の
た
め
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
、
継
続
審
議
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
名
久
田
幼
稚
園
建
設

陳
情
が
採
択
さ
れ
た
。

翌
四
十
三
年
一
月
、
任
期
満
了
を
契
機
と
し
て
町
田
町
長
は
勇
退
を

決
意
さ
れ
た
が
、
氏
の
在
職
中
の
業
績
の
重
な
る
も
の
を
挙
げ
れ
ば

O
中
学
校
体
育
館
建
設

O
町
営
自
動
車
教
習
所
設
置

O
第
一
次

林
業
構
造
改
善
事
業

O
上
水
道
事
業

O
農
業
構
造
改
善
事
業

O
辺
地
道
路
の
整
備

O
農
免
道
路
の
敷
設

O
中
之
条
バ
イ
パ
ス

の
開
設

O
国
民
宿
舎
(
四
万
ゆ
ず
り
は
荘
〉
建
設

O
森
林
組
合

組
織
整
備

O
郡
有
林
組
織
整
備

O
し
尿
処
理
施
設
の
設
置

な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
な
く
、
ま
た
観
光
協
会
長
と
し
て
牧
水
詩
碑
の

建
設
、
牧
水
コ

l
ス
の
設
定
整
備
、
牧
水
歌
碑
建
設
を
企
画
実
現
し
、

幾
多
の
顕
著
な
功
績
を
残
さ
れ
た
。
町
長
退
任
後
も
農
業
委
員
会
長
、

農
業
会
議
所
会
長
、
森
林
組
合
長
、
交
通
安
全
協
会
長
、
観
光
協
会

長
、
衛
生
組
合
連
合
会
長
、
集
約
酪
農
推
進
協
議
会
長
等
の
町
や
郡
や

県
関
係
の
要
職
に
あ
り
、
現
在
鋭
意
活
躍
中
で
あ
る
。

町
田
町
長
の
退
任
後
、
町
長
選
挙
は
福
島
真
一
、
宮
部
龍
三
、
福
田
一
郎
の
三
氏
に
よ
っ
て
争
わ
れ
た
が
、
福
島
候
補
が
当
選
、
爾
来

昭
和
四
十
六
年
一
月
、
昭
和
五
十
年
一
月
の
町
長
選
挙
は
何
れ
も
無
投
票
で
福
島
町
長
が
再
選
、
三
選
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

na 
福
島
真
一
町
長
時
代

吾
妻
郡
中
之
条
町
大
字
平
八

O
二
番
地

福
島
真
一
大
正
二
年
五
月
三
十
日
生

自
昭
和
田
十
三
年
一
月
|
至
現
在

福
島
町
長
は
町
村
合
併
以
来
、
町
議
、
副
議
長
、
議
長
と
し
て
新
町
会
の
進
展
運
営
を
参
画
寄
与
さ
れ
、
三
十
九
年
唐
沢
参
二
助
投
辞

任
後
、
助
役
に
推
さ
れ
、
町
田
町
長
の
補
佐
に
任
じ
て
い
た
関
係
上
、
町
政
の
表
裏
に
精
通
、
真
撃
か
つ
慎
重
な
人
柄
は
気
鋭
の
情
熱
と

相
侯
っ
て
、
堅
実
に
粘
り
強
く
町
政
の
歩
み
を
進
め
て
い
る
。

第二章行政と財政

代
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誌

四
十
三
年
二
月
十
九
日
の
町
議
会
で
福
島
町
長
は
次
の
よ
う
に
就
任
の
挨
拶
を
述
べ
た
。
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一
月
二
十
日
の
町
長
選
で
、
多
数
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
得
ま
し
て

当
選
さ
せ
て
頂
き
、
二
十
四
日
に
就
任
、
二
十
六
日
に
事
務
引
継
ぎ
を

終
り
町
の
仕
事
に
携
わ
ら
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
前
町
長
が
二
期
八

年
に
亘
っ
て
、
非
常
に
町
の
た
め
に
自
分
を
忘
れ
て
尽
く
さ
れ
た
と
い

う
点
に
つ
き
ま
し
て
、
先
ず
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

そ
の
後
を
受
け
ま
し
て
浅
学
非
才
の
私
が
、
町
の
責
任
者
と
し
て
町
の

発
展
の
為
に
尽
す
こ
と
に
な
り
ま
し
て
、
そ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
議
会

の
皆
様
方
の
特
段
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
せ
ん
と
、
な
か
な
か
容
易
で
な

い
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
て
お
る
者
で
ご
ざ
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
町
民

に
直
結
し
た
、
町
民
と
繋
が
り
の
あ
る
町
政
を
皆
さ
ん
と
共
に
や
っ
て

行
き
た
い
。
町
の
発
展
の
た
め
に
全
身
全
霊
を
俸
げ
て
や
っ
て
行
き
た

い
と
い
う
考
え
方
で
お
り
ま
す
。
皆
様
の
特
段
の
ご
叱
声
と
ご
指
導
を

切
に
お
願
い
致
し
ま
す
。
先
程
、
議
長
の
方
か
ら
お
話
が
ご
ざ
い
ま
し

た
よ
う
に
経
済
情
勢
等
も
硬
直
化
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
時
期
で
す

が
、
町
民
の
要
望
が
山
積
し
て
お
り
ま
し
て
緊
要
度
に
従
っ
て
、
然
も

乏
し
い
予
算
か
ら
生
み
出
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
大

所
高
所
か
ら
お
考
え
頂
き
ま
し
て
、
町
の
発
展
の
為
に
ご
活
動
下
さ
る

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
今
後
四
年
間
、
一
生
懸
命
に
や
り
ま
す
の
で

是
非
と
も
い
ろ
い
ろ
お
教
え
頂
き
ま
し
て
、
仮
令
一
歩
で
も
半
歩
で
も

町
の
前
進
が
出
来
ま
す
よ
う
又
郡
都
、
中
之
条
町
と
し
て
恥
ず
か
し
か

ら
ぬ
名
実
と
も
に
誇
り
を
も
ち
続
け
た
い
と
い
う
考
え
で
ご
ざ
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

福
島
助
役
が
町
長
と
な
っ
た
の
で
、
後
任
と
し
て
田
村
七
平
が
助
役
に
選
任
さ
れ
た
。

な
お
、
選
挙
に
つ
い
て
事
務
改
善
と
し
て
永
久
選
挙
人
名
簿
カ
I
ド
化
や
町
長
選
の
開
票
か
ら
、
従
来
の
四
カ
所
を
一
カ
所
に
集
中
し



た
開
票
と
し
、
好
結
果
が
得
ら
れ
、
選
挙
事
務
の
合
理
化
が
図
ら
れ
た
。

昭
和
四
十
一
-
一
年
度

議
長
室
が
新
設
さ
れ
、
道
路
関
係
で
は
中
之
条
裁
判
所
線
、
中
之
条

裏
町
線
の
舗
装
、
農
免
道
路
延
長
二
、
六
一
八
メ
ー
ト
ル
が
全
線
開
通

し
た
。
ま
た
公
営
住
宅
八
戸
が
建
設
さ
れ
、
総
戸
数
五
九
戸
と
な
り
住

加
入
市
町
村
(
数
字
は
組
合
の
議
会
議
員
数
を
示
す
)

渋

市

榛

東

村

1
 
1
 

I
J
 

8 

士ロ

岡

村

子

持

3 

村

橋

キサ

野

上

キす

2 

~t 

伊

町

赤

城

キサ

香

i呆

2 

会
費

一
般
H
三
六
五
円
。
三
歳
以
上
中
学
生
ま
で
ハ
四
月
一
日
現
在
〉

H

二
五

O
円
(
幼
稚
園
児
と
小
学
校
一
年
入
学
児
童
は
全
額
公
費
負
担
、

そ
の
他
は
一

O
O円
公
演
負
担
。
三
歳
未
満
H
三
六
五
円

行政と財政第二章

害

程

度

の

宅
難
解
消
に
役
立
っ
た
。

こ
の
年
八
月
八
日
の
臨
時
町
議
会
で
渋
川
交
通
災
害
共
済
組
合
加
入

が
決
定
し
た
。
こ
の
組
合
は
次
の
市
町
村
が
加
入
し
、
会
費
及
び
共
済

見
舞
金
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

一
全
治
三
カ
月
以
上
の
傷
害
を
受
け
一

一

た

場

合

一

一
全
治
一
カ
月
以
上
の
傷
害
を
受
け
一

一

た

場

合

一

一
全
治
一
週
間
以
上
の
傷
害
を
受
け
一

一

た

場

合

一

一
全
治
一
週
間
未
満
の
傷
害
を
受
け
一

一
た
場
合

十
月
八
日
、
町
民
待
望
の
水
泳
プ
l
ル
の
指
名
入
札
が
行
わ
れ
、
前

橋
の
佐
田
建
設
が
二
、
二
五

O
万
円
で
落
札
、
年
度
末
の
四
十
四
年
三

月
末
ま
で
に
完
成
予
定
で
請
負
契
約
が
結
ぼ
れ
た
。
こ
れ
に
備
え
て
同

年
三
月
十
五
日
の
町
議
会
で
、
町
民
プ

1
ル
に
関
す
る
条
例
が
制
定
さ

2 

東

2 

長

村

2 

高

2 

嬬

村

山

2 

中

之

条

4 

草

町

3 

吾

3 

占，、

妻

町

三
等
級

四
等
級

五
等
級

六
等
級

野

町

原

2 

恋

村

2 

津

町

2 

A 
ロ

村

2 i!ilil; 
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町民プール

農免道路(中之条町法満寺地内〉

辺地対策事業による栃窪一大道線
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れ
使
用
料
金
等
が
定
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
児
童
数
の
減
少
か
ら
町
立
第
四
小
学
校
第
一
分
校
、
同
第
二

分
校
、
同
第
三
分
校
を
四
十
四
年
八
月
三
十
一
日
限
り
廃
止
し
、
同
年

九
月
一
日
か
ら
本
校
に
統
合
す
る
こ
と
が
決
定
を
み
た
。

昭
和
四
十
四
年
度

町
の
発
展
に
伴
っ
て
役
場
庁
舎
の
増
築
が
行
わ
れ
出
納
室
が
独
立

し
、
ま
た
、
来
庁
者
の
た
め
に
町
民
室
が
設
け
ら
れ
た
。

従
来
農
業
委
員
会
は
農
地
部
会
と
農
業
振
興
部
会
に
分
れ
て
い
て
、

選
挙
に
よ
る
委
員
の
数
は
二
十
五
名
で
・
あ
っ
た
が
十
九
人
に
減
じ
、
部

会
制
は
廃
止
さ
れ
、
七
月
十
九
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

昨
年
十
月
着
工
の
町
民
プ
l
ル
が
菱
を
目
前
に
し
て
完
成
し
、
七
月

七
日
プ
i
ル
開
き
が
行
わ
れ
た
。
九
月
十
日
無
事
閉
場
と
な
っ
た
が
、

こ
の
期
間
の
利
用
状
況
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
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行政と財政

ま
た
四
万
に
は
温
泉
プ

l
ル
が
設
け
ら
れ
た
。

農
免
道
路
の
舗
装
も
完
了
し
、
農
耕
、
通
学
等
が
便
利
に
な
っ
た
。
こ

の
農
道
は
費
用
の
約
六
七
%
を
農
林
漁
業
用
の
揮
発
油
税
を
充
て
、
こ

れ
に
県
と
町
で
負
担
金
を
出
し
て
昭
和
四
十
一
年
か
ら
三
カ
年
継
続
事

業
と
し
て
宮
崎
建
設
が
請
負
い
施
工
し
た
も
の
で
延
長
二
、
六
一
八
メ

ー
ト
ル
、
幅
員
五
、
五
メ
ー
ト
ル
、
橋
梁
一
カ
所
一
九
メ
ー
ト
ル
、
総

事
業
費
六
、
二
七
八
万
円
で
新
設
さ
れ
た
も
の
で
、
中
之
条
町
、
伊
勢

町
の
北
側
バ
イ
パ
ス
の
役
目
を
果
す
と
と
も
に
、
こ
の
道
路
が
出
来
た

こ
と
に
よ
っ
て
新
住
宅
地
造
成
を
促
進
す
る
結
果
を
招
来
す
る
に
至
っ

た
。
ま
た
、
昭
和
三
十
七
年
以
来
、
地
方
交
付
税
八
O
w
m
、
町
村
負
担

二
O
%
で
年
々
実
施
さ
れ
、
辺
地
の
道
路
、
橋
梁
、
水
道
等
の
改
善
に

非
常
に
役
立
っ
て
来
た
辺
地
対
策
事
業
(
現
在
も
継
続
実
施
さ
れ
て
い

る
〉
と
し
て
一
一
一
カ
年
継
続
で
施
工
中
の
中
村
大
道
線
(
栃
窪
と
大
道
を

第二章

結
ぶ
)
四
、
O
六
一
メ
ー
ト
ル
も
全
線
が
開
通
し
利
用
が
期
待
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

農
林
部
門
で
は
農
業
構
造
改
善
事
業
で
伊
参
地
域
の
基
盤
整
備
が
着

手
さ
れ
、
沢
田
地
域
が
十
二
月
二
十
七
日
、
総
理
府
か
ら
山
村
振
興
法

に
基
く
振
興
山
村
指
定
を
受
け
計
画
書
が
作
成
さ
れ
た
。

時
代
の
趨
勢
が
文
化
財
の
調
査
保
全
に
注
が
れ
る
よ
う
に
な
る
に
鑑

み
、
年
度
末
の
三
月
十
八
日
の
議
会
で
中
之
条
町
文
化
財
保
護
条
例
が

制
定
さ
れ
た
。

昭
和
四
十
五
年
度

十
月
一
日
か
ら
企
画
課
、
農
業
共
済
課
が
新
設
さ
れ
、
重
要
な
企
画

及
び
総
合
調
整
に
関
す
る
事
項
、
統
計
事
務
に
関
す
る
事
項
は
企
画
課

で
、
農
業
共
済
に
関
す
る
事
項
は
共
済
課
で
分
掌
す
る
こ
と
に
な
り
、

出
納
室
と
十
課
に
機
構
が
拡
大
さ
れ
、
議
会
活
動
の
円
滑
化
の
た
め
専

任
の
事
務
局
長
が
任
命
さ
れ
た
。

ま
た
激
増
す
る
交
通
事
故
に
備
え
て
役
場
職
員
に
よ
る
救
急
隊
が
編

成
さ
れ
、
そ
の
活
躍
は
町
民
か
ら
期
待
と
感
謝
が
寄
せ
ら
れ
る
に
至
っ

た。
老
人
福
祉
も
一
九
O
万
円
が
支
出
さ
れ
、
前
年
比
八
五
万
三
千
円
増

と
な
っ
た
。

か
ね
て
か
ら
要
望
さ
れ
て
い
た
保
育
所
が
園
、
県
の
補
助
と
国
民
年

金
積
立
金
の
特
別
融
資
を
受
け
て
一
、
一
二
O
万
円
で
伊
勢
町
に
建
設

さ
れ
た
の
に
伴
っ
て
、
保
育
所
設
置
条
例
が
制
定
さ
れ
、
入
所
基
準
や

保
育
時
間
ハ
午
前
八
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
、
日
曜
日
は
除
く
)
等
が
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会社

定
め
ら
れ
た
。
ま
た
四
万
保
育
所
の
用
地
購
入
も
確
保
さ
れ
た
。

伊
参
地
域
の
農
業
構
造
改
善
は
最
終
年
次
と
な
り
、
草
地
造
成
、
牛

舎
新
築
が
推
進
さ
れ
た
。
ま
た
、
都
市
計
画
事
業
と
し
て
伊
勢
町
の
駅

南
地
域
の
区
画
整
理
が
計
画
さ
れ
原
形
測
量
が
実
施
さ
れ
た
。

〈
る
み

町
民
か
ら
強
く
要
望
さ
れ
て
い
た
総
合
運
動
場
を
吾
妻
川
と
胡
桃
沢

川
の
合
流
点
下
流
の
吾
妻
川
左
岸
河
川
敷
ハ
中
之
条
駅
南
方
)
に
設
定

す
る
こ
と
に
決
定
し
、
新
町
の
陸
上
自
衛
隊
第
十
二
施
設
大
隊
に
委

託
、
十
二
月
七
日
建
設
工
事
が
は
じ
め
ら
れ
、
二
十
頓
プ
ル
ト
l
ザ一一一

台
、
ト
ラ
ッ
ク
一
一
一
台
と
隊
員
十
五
人
に
よ
っ
て
約
五
万
平
方
米
が
整
地

さ
れ
た
。
な
お
、
昨
年
一
部
施
工
し
た
取
付
道
路
(
町
道
長
岡
下
河
原

線
)
は
本
年
度
中
に
グ
ラ
ン
ド
入
口
ま
で
開
通
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
次
年
度
以
降
、
整
地
へ
土
を
盛
っ
て
諸
施
設
を
逐
次
整
備
す
る

計
画
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
十
七
年
七
月
十
五
日
の
集
中
豪
雨
に
よ
っ

て
冠
水
荒
廃
し
た
こ
と
は
残
念
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
体
育
関
係
方
面

の
勤
労
奉
仕
、
延
五
百
人
の
汗
の
結
集
に
よ
っ
て
八
月
中
旬
の
町
内
対

抗
野
球
大
会
を
無
事
行
う
こ
と
が
出
来
た
。

広
域
園
事
項
で
は
老
朽
化
し
た
ゴ
ミ
焼
却
場
が
吾
妻
東
部
衛
生
施
設

組
合
に
よ
っ
て
改
築
さ
れ
面
白
を
一
新
し
、
郡
全
体
の
老
人
ホ
l
ム
が

高
山
村
に
新
設
さ
れ
、
そ
の
維
持
管
理
を
図
る
た
め
吾
妻
老
人
福
祉
施

設
組
合
が
設
立
さ
れ
、
規
約
等
が
定
め
ら
れ
た
。

昭
和
四
十
六
年
度

よ
り
良
い
町
づ
く
り
を
目
ざ
す
中
之
条
町
総
合
計
画
審
議
会
条
例
が

六
月
二
十
一
日
に
制
定
さ
れ
、
四
十
七
年
度
を
初
年
度
と
し
五
十
五
年

を
目
標
に
計
画
が
策
定
さ
れ
、
一
方
吾
妻
広
域
町
村
圏
は
県
の
調
査
圏

域
の
指
定
を
受
け
中
之
条
町
を
核
と
し
て
始
動
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

町
民
の
消
費
生
活
の
増
大
に
伴
っ
て
、
ゴ
ミ
の
量
が
年
々
増
加
す
る

た
め
、
吾
妻
東
部
衛
生
施
設
組
合
で
は
ゴ
ミ
焼
却
場
を
建
設
、
事
業
を

拡
大
し
て
吾
妻
東
部
衛
生
セ

γ
タ
!
と
改
称
、
ゴ
ミ
処
理
に
万
全
を
期

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
焼
却
施
設
は
昨
年
十
一
月
工
費
二
、
一
五

O
万

円
で
着
工
、
五
月
一
日
か
ら
稼
動
す
る
に
至
り
、
こ
れ
に
伴
い
収
集
方

法
や
容
器
、
手
数
料
等
も
規
定
さ
れ
た
。
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第二章行政と財政

町
議
ハ
四
月
〉
県
議
(
四
月
〉
参
議
院
ハ
六
月
)
町
長
(
四
七
年
一

月
〉
と
選
挙
が
行
わ
れ
、
中
之
条
町
誌
の
編
纂
事
業
も
五
十
年
度
を
発

刊
目
標
と
し
て
発
足
し
た
。

税
務
部
門
で
は
納
税
意
識
の
昂
揚
を
図
る
た
め
優
良
納
税
組
合
の
表

彰
を
行
い
、
ま
た
地
積
調
査
の
結
果
に
よ
る
土
地
台
帳
及
課
税
台
帳
が

整
備
さ
れ
た
。

農
林
関
係
で
は
折
田
の
花
木
温
室
や
農
道
か
ん
が
い
排
水
事
業
及
び

農
免
道
路
舗
装
と
相
侠
っ
て
、
そ
の
延
長
山
崎
滝
沢
線
(
西
中
之
条
|

折
田
間
)
一
、
七

0
0メ
ー
ト
ル
を
土
地
改
良
事
業
の
一
環
と
し
て
改

修
す
る
計
画
が
立
て
ら
れ
実
施
さ
れ
た
。

十
一
月
二
十
七
日
の
議
会
は
、
群
馬
新
潟
両
県
の
交
流
を
図
る
と
共

に
、
地
域
産
業
の
振
興
、
観
光
資
源
の
開
発
を
期
し
て
四
万
湯
沢
線

(
延
長
七
、
八

0
0メ
ー
ト
ル
〉
を
町
道
に
認
定
し
た
。

十
二
月
六
日
午
後
二
時
か
ら
、
町
当
局
の
主
催
で
郡
選
出
の
南
波
、

山
本
、
高
島
の
三
県
議
の
県
会
報
告
を
か
ね
て
、
中
之
条
町
発
展
の
た

め
の
方
策
に
つ
い
て
の
集
会
が
朝
日
座
で
開
催
さ
れ
盛
況
だ
っ
た
。

十
二
月
二
十
二
日
、
町
議
会
議
員
の
定
数
を
二
十
六
名
に
減
少
、
少

数
精
鋭
主
義
で
町
政
に
取
り
組
む
よ
う
改
正
さ
れ
、
次
回
の
選
挙
か
ら

施
行
す
る
こ
と
に
町
会
で
議
決
さ
れ
た
。

四
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
児
童
手
当
が
始
め
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
支
給
の
条
件
は
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上
養
育
し
て

い
る
者
に
対
し
て
一
一
一
人
目
以
降
の
児
童
(
五
歳
未
満
に
限
る
〉
一
人
に

つ
き
月
額
三
千
円
が
支
給
さ
れ
る
が
、
年
収
二
百
万
以
上
あ
る
と
き
は

支
給
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
初
の
試
み
で
ら
る
町
民
の
観
光

団
体
列
車
、
中
之
条
町
民
号
は
五
三

O
余
名
を
乗
せ
て
常
盤
ハ
ワ
イ
ア

ン
セ

γ
タ
ー
へ
の
一
泊
旅
行
を
二
月
十
七
日
に
実
施
し
た
。

昭
和
四
十
七
年
度

昭
和
四
十
六
年
度
に
於
て
計
画
策
定
さ
れ
た
中
之
条
町
総
合
計
画

は
、
概
ね
十
年
後
の
中
之
条
町
を
想
定
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の

施
策
の
大
綱
を
決
め
た
も
の
で
あ
る
が
要
約
す
る
と
、
一
、
郡
都
中
之

条
町
の
建
設
、
二
、
産
業
の
調
和
あ
る
発
展
と
観
光
の
振
興
、
三
、
町

民
福
祉
の
充
実
、
四
、
新
時
代
を
担
う
人
づ
く
り
を
基
本
的
方
向
と
し

て
、
四
十
七
年
度
を
初
年
度
と
し
て
一
歩
を
踏
み
出
す
と
と
も
に
、
吾

妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
は
同
年
六
月
一
目
、
一
部
事
務
組
合
と

し
て
許
可
さ
れ
、
七
月
十
三
日
付
で
広
域
閏
の
指
定
を
受
け
、
中
之
条

町
が
中
心
と
な
っ
て
振
興
整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
ま
た
懸
案
の
中

之
条
町
章
が
町
民
を
は
じ
め
関
係
者
の
協
力
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た

(
四
六
七
頁
参
照
)

四
万
温
泉
の
手
前
、
渡
戸
地
内
に
建
設
中
だ
っ
た
四
万
保
育
所
が
竣

工
(
総
経
費
約
六

O
O万
円
〉
し
、
四
月
七
日
開
所
さ
れ
、
二
歳
児
六

人
、
三
歳
児
一
五
人
、
四
歳
児
一
七
人
計
三
八
人
に
四
人
の
保
母
さ
ん

が
つ
い
て
一
日
を
楽
し
く
過
す
こ
と
に
な
っ
た
。

七
月
十
六
日
の
集
中
豪
雨
、
九
月
十
七
日
の
台
風
二
十
号
は
公
共
土

木
施
設
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
計
四
十
六
カ
所
の
災
害
復
旧
事

業
を
余
儀
な
く
し
た
。

教
育
面
で
は
環
境
整
備
に
意
が
注
が
れ
、
前
年
度
に
引
き
続
い
て
児
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誌

童
生
徒
用
の
机
、
腰
掛
の
更
新
や
従
来
の
石
炭
ス
ト
ー
ブ
を
石
油
ス
ト

ー
ブ
に
全
面
切
替
が
行
わ
れ
た
。

老
人
及
び
乳
幼
児
に
対
す
る
医
療
の
無
料
を
次
の
通
り
実
施
し
て
、

老
人
や
乳
幼
児
の
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
な
っ
た
。

付
七
十
五
歳
以
上
を
四
十
八
年
一
月
か
ら
七
十
歳
に
引
き
下
げ

る。

同
六
十
五
歳
以
上
の
寝
た
き
り
老
人
や
身
体
障
害
者

同
乳
幼
児
-
満
三
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
ま
で
と
す
る
。

会社

昭
和
四
十
八
年
度

吾
妻
広
域
町
村
園
事
業
と
し
て
、
常
備
消
防
が
四
月
一
日
か
ら
発
足

し
、
救
急
業
務
、
予
防
査
察
な
ど
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
従
来

役
場
職
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
救
急
業
務
は
吾
妻
町
の
東
部
の
署

に
移
管
さ
れ
、
五
十
年
度
に
中
之
条
分
署
設
置
が
予
定
さ
れ
る
に
至
っ

た
。
行
政
も
時
代
の
進
展
に
伴
っ
て
広
域
化
し
、
施
設
乏
備
等
も
関
係

町
村
が
協
力
し
て
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
関
係
項
目
の
負
担
金
一

覧
を
示
せ
ば
次
表
の
通
り
で
あ
る
。
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し
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負
担
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行政と財政

四
十
六
年
四
月
発
足
し
た
中
之
条
町
誌
の
編
さ
ん
に
つ
い
て
、
四
十

八
年
五
月
町
誌
編
集
室
が
庁
内
に
設
け
ら
れ
、
常
勤
一
名
が
委
嘱
さ

れ
、
具
体
的
に
資
料
の
収
集
が
行
わ
れ
執
筆
が
緒
に
つ
く
に
至
っ
た
。

西
中
之
条
に
設
置
さ
れ
た
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
老
人
憩
い
の
場
と

し
て
、
ま
た
各
種
の
会
合
や
展
示
場
、
結
婚
式
場
と
し
て
利
用
さ
れ
、

西
中
之
条
に
は
中
之
条
保
育
所
(
木
造
平
家
建
約
五

0
0平
方
メ
ー
ト

ル
、
入
所
児
童
八
九
人
、
保
母
六
人
、
四
月
九
日
開
所
)
が
新
設
さ
れ

た
。
農
林
面
で
は
第
二
次
構
造
改
善
事
業
が
二
年
自
に
入
り
、
唐
操
原

花
木
、
な
め
こ
加
工
施
設
が
実
施
さ
れ
、
ま
た
四
万
、
上
沢
渡
地
内
の

町
有
林
五
・
七
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
新
植
さ
れ
た
。

本
年
度
は
年
度
の
途
中
に
於
て
、
所
謂
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
総

需
要
抑
制
政
策
が
と
ら
れ
た
た
め
王
子
原
一
号
線
、
五
反
田
中
之
条

線
、
ぬ
る
湯
線
、
伊
勢
町
北
裏
線
の
回
線
が
施
工
中
止
と
な
り
千
九
百

三
十
二
万
二
千
円
が
繰
り
越
し
と
な
っ
た
。

昭
和
四
十
九
年
度

昨
年
度
後
半
よ
り
闘
の
縮
策
が
総
需
要
抑
制
策
に
転
じ
た
た
め
、
町

の
事
業
執
行
に
も
大
き
な
支
障
を
来
す
に
至
り
財
源
確
保
に
最
大
の
努

力
が
払
わ
れ
た
。
昭
和
四
十
七
年
一
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
児
童
手
当
制

度
は
発
足
時
、
受
給
者
三
二
六
人
、
支
給
対
象
児
童
数
三
五

O
人
で
あ

っ
た
が
、
年
々
支
給
対
象
児
童
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
本
年
度
は
受
給
者

六
三
七
人
、
対
象
児
童
数
七
七
九
人
に
増
加
、
支
給
額
の
引
上
げ
に
よ

っ
て
児
童
家
庭
の
生
活
の
安
定
、
児
童
の
健
全
育
成
と
資
質
の
向
上
が

図
ら
れ
た
。
ま
た
社
会
福
祉
事
業
の
一
環
と
し
て
、
母
子
家
庭
の
母
の

第二章

健
康
保
持
と
児
童
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
に
、
十
月
一
日
か
ら
母
子

家
庭
の
医
療
費
の
無
料
化
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
で
設
置
し
た
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
一

階
)
、
勤
労
青
少
年
ホ
i
ム
(
二
階
)
並
び
に
一
雇
用
促
進
事
業
団
で
建
設

し
た
中
之
条
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
(
六
二

0
平
方
メ
ー
ト
ル
)

の
整
備
が
行
わ
れ
、
勤
労
青
少
年
の
福
祉
の
増
進
と
余
磁
の
有
効
利
用

に
寄
与
す
る
に
至
っ
た
。

特
に
広
域
営
農
団
地
農
道
が
本
年
度
採
択
さ
れ
、
全
線
一
三
・
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
亘
っ
て
用
地
買
収
が
行
わ
れ
、
九

O
%を
超
え
る
契
約

を
終
了
し
た
。
地
域
住
民
の
要
望
に
添
っ
て
生
活
基
盤
で
あ
る
町
道
の

整
備
を
図
る
と
共
に
既
設
の
公
営
住
宅
七
九
戸
の
維
持
管
理
に
努
め
、

更
に
折
田
字
小
川
に
一
二
戸
が
増
設
さ
れ
た
。

商
工
部
門
で
は
折
田
字
小
川
地
内
に
建
築
中
の
中
之
条
地
区
高
等
職

業
訓
練
校
(
鉄
骨
二
階
建
、
延
四
六
一
平
方
メ
ー
ト
ル
、
教
室
三
、
実

習
室
二
室
)
が
完
成
し
建
築
左
官
な
ど
の
技
能
者
養
成
に
多
大
の
実
績

を
あ
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

教
育
の
面
で
は
危
険
校
舎
第
一
小
学
校
の
改
築
や
技
術
科
教
室
建

築
、
教
材
教
具
の
充
実
に
重
点
が
置
か
れ
た
。

五
十
年
一
月
十
一
一
一
日
の
町
議
会
で
、
福
島
町
長
は
日
向
見
奥
地
の
開

発
の
た
め
、
温
泉
源
の
増
強
の
必
要
性
か
ら
国
有
林
を
借
用
(
六
一
・

一
六
平
方
メ
ー
ト
ル
、
温
泉
ボ
ー
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
い
旨
を
説
明
可

決
さ
れ
た
。
場
所
は
ゆ
ず
り
は
荘
の
源
泉
か
ら
約
五
十
メ
ー
ト
ル
手
前

の
川
下
の
右
岸
が
県
の
倉
沢
技
師
等
の
調
査
で
予
定
さ
れ
る
こ
と
と
な

453 



誌会ネ士

50年5月の町議会

三
、
条
件
が
折
合
え
ば
賛
成
二
三
名

園
、
そ
の
他
(
実
質
的
に
は
反
対
)
五
名

五

、

不

明

一

O
名

と
な
っ
て
い
る
。
経
営
規
模
の
小
さ
い
人
が
賛
成
し
、
大
き
い
人
が

反
対
の
傾
向
で
あ
る
。
道
路
の
狭
い
伊
勢
町
に
バ
イ
パ
ス
が
必
要
な
こ

と
は
誰
し
も
痛
感
し
て
い
る
こ
と
で
、
総
論
賛
成
、
各
論
反
対
が
察
知

さ
れ
る
。

三
月
の
年
度
末
町
議
会
で
は
、
議
会
の
会
議
規
則
や
委
員
会
条
例
が

全
面
的
に
改
正
さ
れ
た
。

昭
和
五
十
年
度

年
度
始
め
に
早
々
町
会
議
員
の
改
選
が
あ
り
、
全
町
一
区
で
執
行
さ

れ
た
(
四
六
五
頁
参
照
〉

開
設
当
時
千
円
で
一
泊
出
来
た
国
民
宿
舎
も
一
泊
二
食
付
三
千
円
、

中
学
生
二
千
八
百
円
、
児
童
二
千
五
百
円
(
各
期
暖
房
費
を
含
む
〉
に

七
月
一
日
か
ら
改
正
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
四
十
八
年
以
来
の
経

済
情
勢
の
急
激
な
変
化
が
察
知
さ
れ
る
。

七
月
十
九
日
、
任
期
満
了
の
農
業
委
員
が
無
投
票
で
改
選
さ
れ
た
。

昨
年
十
一
月
着
工
以
来
、
町
民
待
望
の
文
化
会
館
が
一
年
が
か
り
で

十
一
月
竣
工
、
十
九
日
か
ら
の
中
之
条
町
文
化
祭
行
事
を
皮
切
り
に
オ

l
プ
γ
す
る
に
至
っ
た
。
完
成
し
た
文
化
会
館
は
吾
妻
広
域
町
村
閣
の

事
業
と
し
て
、
中
之
条
町
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
来
た
も
の
で
総
面

績
二
、
一
一
一
一
二
平
方
メ
ー
ト
ル
、
一
部
三
階
建
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
で
、
総
工
費
四
億
三
千
五
百
万
円
、
本
体
工
事
は
宮
崎
建
設
が
請

454 

った。四
十
七
年
九
月
二
十
七
日
議
会
に
特
別
委
員
会
が
設
け
ら
れ
検
討
が

加
え
ら
れ
て
い
た
懸
案
の
駅
南
の
開
発
に
つ
い
て
中
之
条
農
協
が
地
権

者
の
意
向
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
五
十
年
二
月
二
十
二
日
、
町
当
局

に
報
告
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、

一
、
町
の
計
画
に
賛
成

二、

e

反
対

二
五
名

七
三
名



負
っ
た
。

町
村
合
併
に
よ
っ
て
新
中
之
条
町
が
誕
生
し
て
か
ら
今
年
で
二
十
周

年
を
迎
え
、
こ
れ
を
祝
う
記
念
式
典
が
十
一
月
二
十
一
日
午
前
十
時
か

ら
新
装
な
っ
た
文
化
会
館
に
約
四
百
人
の
参
列
者
を
迎
え
て
盛
大
か
っ

厳
粛
に
行
わ
れ
た
。

式
典
は
君
が
代
斉
唱
に
始
ま
り
、
町
政
功
労
者
の
表
彰
、
中
之
条
町

民
憲
章
の
発
表
、
国
会
議
員
、
県
知
事
、
県
議
会
議
員
の
祝
辞
、
受
表

行政と財政第二章

町村合併20周年記念式典

彰
者
代
表
(
小
林
正
太
朗
〉
の
謝
辞
が
あ
り
、
中
之
条
町
の
発
展
を
祈

念
し
万
歳
を
三
唱
し
て
式
を
閉
じ
た
。

な
お
、
記
念
と
し
て
町
内
全
家
庭
に
町
勢
要
覧
と
手
拭
い
を
、
ま

た
、
小
、
中
学
生
に
は
鉛
筆
を
、
保
育
所
、
幼
稚
園
児
に
は
折
紙
が
配

布
さ
れ
、
老
若
を
問
わ
ず
町
民
全
体
が
過
去
二
十
年
間
を
偲
ぶ
と
と
も

に
、
将
来
の
発
展
を
祈
念
し
た
。

こ
の
機
会
に
、
福
島
町
長
の
き
め
細
か
い
業
績
を
挙
げ
れ
ば

O
幼
稚
園
、
保
育
所
の
新
設

O
学
校
建
築

O
町
民
プ
l
ル
の
建

設

O
総
合
運
動
場
の
設
置

O
中
之
条
町
綜
合
計
画
策
定

O
老

人
家
庭
奉
仕
員
の
設
置

O
救
急
業
務
の
開
始

O
町
誌
編
さ
ん
事

業

O
町
章
町
民
憲
章
の
制
定

な
ど
生
活
環
境
の
整
備
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
最
善
を
尽
す
反
面
、

吾
妻
郡
町
村
会
、
同
総
合
開
発
協
会
1

同
社
会
福
祉
協
議
会
等
の
会
長

及
び
吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
の
管
理
者
と
し
て
、
諸
施
策
の

広
域
化
に
伴
っ
て
、
郡
都
と
し
て

O
交
通
災
害
事
業

O
吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
の
設
立
と

推
進

O
広
域
常
備
消
防
の
発
足

O
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
勤
労
青

少
年
ホ
l
ム
の
建
設

O
文
化
会
館
の
建
設

等
、
着
々
実
現
し
、
町
民
の
要
望
に
応
え
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に

献
身
的
努
力
を
傾
注
す
る
と
と
も
に
群
馬
県
町
村
会
、
同
農
業
構
造
改

善
推
進
協
議
会
等
の
副
会
長
、
同
農
政
審
議
会
委
員
を
は
じ
め
、
多
く

の
県
関
係
事
業
の
理
事
、
監
事
、
評
議
員
と
し
て
東
奔
西
走
活
醸
し
て

い
る
こ
と
は
衆
知
の
通
り
で
今
更
喋
々
す
る
ま
で
も
な
い
。
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会

今
後
の
問
題
と
し
て
既
に
計
画
さ
れ
、
内
定
し
て
い
る
事
項
を
あ
げ
れ
ば
総
合
運
動
場
の
建
設
、
役
場
庁
舎
の
移
築
、
総
合
計
画
の
促

進
、
広
域
農
道
の
完
成
、
伊
勢
町
バ
イ
パ
ス
と
も
関
連
の
あ
る
国
道
三
五
三
号
線
の
推
進
等
、
解
決
の
如
何
に
よ
っ
て
は
中
之
条
町
の
将

来
の
発
展
に
極
め
て
重
大
な
影
響
の
あ
る
重
要
な
問
題
が
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
全
町
民
が
肝
に
銘
じ
、
最
善
の
努
力
を
傾
注
す

る
要
が
あ
る
こ
と
は
言
を
侯
た
な
い
。
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新
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役 役 長
名

小小宮関田福唐福町伊
氏
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名一

郎八郎 男 平 一二一歳平

昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭 就
- -九四四四一 =一四- - 任|
七 O 五二九 O 三五 O. . . . . . . . . . 

一 一 一 年
八五 o0 二 O 五一一五. . . . . . . . . . 月

一 一一一一一 一一
六 O 一一九一 O 四 四 O 日

現昭現昭昭昭昭現昭昭 退
九四四四三 四 三

七 五二九 三 四 任. . . . . . . 
一 一 年

八 九八二 九 一 一
一. . . . . . . 月

一一一 一一一
在五在 O 六一 O 在三八 日

昭 昭
四 備
五 四. . 
八 一. 一

一
占ノ、 . 
死去

八

死去

考



3 

行

政

機

構

m
行
政
組
織
と
町
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推
移
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第二章行政と財政
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一
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郎
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長

小
林
春
太
郎

日
人

新
井
昇
一
郎

日
人

福

田

国

一M
人

田

村

公

平
げ
人

神

保

一

男四
人

伊

能

惣

三2
人

惣
三

2
人

巳
良

9
人

正
考

3
人

安
樹

5
人

長長長長長長

震

長

湯
本

長

関

長

荻
原

〈
昭
和
白
年
9
月
1
日
現
在
)

行
財
政
、
消
防
、
選
挙
、
人
事
、
広
報
、
交

通
、
文
書
の
収
受
発
送
、
町
誌
編
纂

町
税
全
般
、
土
地
、
家
屋
、
軽
自
動
車
、
税

外
収
入

道
路
、
橋
梁
、
河
川

農
林
業
、
農
地
、
土
地
改
良
、
町
有
林
、
国

土
調
査
、
農
林
道

社
会
福
祉
、
保
健
衛
生
、
国
保
、
火
葬
場

商
業
、
工
業
、
観
光

観
光
全
般

戸
籍
、
住
民
基
本
台
帳
、
印
鑑
、
証
明
、
諸

証
明
、
外
国
人
登
録
、
児
童
手
当
、
国
民
年
金

企
画
及
び
総
合
調
整
、
統
計

住
宅
、
建
築
、
都
市
計
画

457 



誌

一l
一
農
業
共
済
課
一

工
門
国
川
団

ム
引
川
到
釦
一

工
引
動

E

Z
品
配
置
閣

工
剛
刻
劇
配
配
一

一
上
川
配
配
配
劇
風
一

会ネ土

務

(

教

育

委

員

会

工

鰭

長

局I~I竺|
課課館所所所所支

配
人

所室局課

長長長長長長長長長長

柏
原

長

吉
水

尚
7
人

明
春

ロ
人

直
人

5
人武

叩
人

通
敏

7
人

富
沢
金
治
郎

7
人敬

3
人

元
夫

日
人

次
郎

四
人

源
三

5
人

吉
田場

中
島

割
田議田

村
金
井池

1直
人ー

井
原

農
業
共
済
、
家
畜
診
療
所
、
建
物
共
済
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上
水
道
、
筒
易
水
道

文
化
会
館
、
社
会
福
祉
セ

γ
タ

l
、
勤
労
青

少
年
ホ
l
ム
の
管
理
運
営

保
育
所
の
運
営

" " 

診
療
所
の
運
営

国
民
宿
舎
四
万
ゆ
ず
り
は
荘
の
運
営

自
動
車
教
習
所
の
運
営

金
銭
出
納
、
会
計
事
務
全
般

7利
人ー

学
校
教
育
、
社
会
教
育

中
之
条
幼
稚
園
、
沢
田
幼
稚
園
、
伊
参
幼
稚

園
、
名
久
田
幼
稚
園



@
町
職
員
数
の
推
移

保学幼火と品国本務動 // /ヴ

言十 車民書fLz J 
育 稚葬畜教

所校圏場場長習宿舎庁 l / z 
ブcコb 3E1コA 

政行一般

ブb せ=

政行教育 。
年

プせゴむ
E十

:Iu 

r、、 r、
r、 ノー、

Eヨ = 行政教育 五= = "'" 
年

計
ブu

= =tJt 一=一= 

せゴ 三三

三三 =ー 行政教育 。
r、、 ノ一、 '"ヨ P均

年
計

寸ヨゴ三 一=一
/¥. "耳ーーー ー

三三
ヨ三 ー- cコp句 gg gg 

ヨ三 ヨ ー 政行教育 五
;tu r、 豆三 3句
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政行一般
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五

三三 三三ーー
/¥. ーヒゴ Eヨ 寸ニr

三巨三ヨ 一EーーE 一=tiーE一.， - cコ一::Iuーー-ーー 一ペ=コ= 

備
考

企
業
関
係
職
員
は
一
般
行
政
関
係
に
含
む

(2) 

各
種
特
別
職
と
連
絡
補
助
機
関

第二章行政と財政

。

五
O
年
一

O
月
一
日
現
在

群
.馬
県
町
村
等
非
常
勤

費
公
務
災
害
補
償
組
t.. 
口

加
入
人
員

番

号

職

人

職

人

名

員

員

名

監公選

挙

管

理

平

委

査

委

員

会

委

員

会

委委

員員員

二三四

六五四

農

業

委

員

会

委

員

固

定

資

産

評

価

審

査

委

員

会

費

教

育

委

員

二
八

一一
一四
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誌会ネ上

。
四三二一 O九八七六五四三二一 O九八七組区納

社

会

教

育

委

員

防

災

会

議

委

員

公

民

館

運

営

審

議

会

委

員

公

民

館

長

文

化

財

専

門

委

員

特

別

職

報

酬

等

審

議

会

委

員

青

少

年

育

成

補

導

推

進

委

員

体

育

指

導

員

国

民

健

康

保

険

運

営

協

議

会

委

員

民

生

委

員

推

せ

ん

会

委

員

農

業

共

済

事

業

運

営

協

議

会

委

員

農

業

共

済

損

害

評

価

会

委

員

長

業

共

済

損

害

評

価

員

農

業

構

造

改

善

事

業

協

議

会

委

員

林

業

構

造

改

善

事

業

協

議

会

委

員

都

市

計

画

審

議

会

委

員

小

口

資

金

融

資

審

査

会

委

員

消

防

委

員

行
政
の
連
絡
組
織

織

称

設

置

の

名

長

町

区

納

税

奨

励

に

関

す

る

条

例

条

税

組

メ斗
日

長

の

一一一三四六一一一一三二一 二二二
二一二七一一九五四二 000五四八八五

根

拠
例

四 三 三 三 三 三 三 三 三三三二二二二二
O九八七六五四三二一 O九八七六五

区

長

納

長

農

員
国

員

交

員
地

員

町

員

嘱

等

校

等

衛

生

涯

長

心

配

ご

と

相

談

員

自
動
車
教
習
所
運
営
委
員
会
委
員

家

畜

共

済

評

価

委

員

農
業
振
興
地
域
整
備
促
進
協
議
会
委
員

国

民

宿

舎

運

営

委

員

会

委

員

社

会

教

育

指

導

委

員

税

組
事

連

民

年

金

通

指

籍

調

査

実

誌

編

集
託

医

組

員

数

織

六
九

一O
七

ムロ絡
委

導施

委委

医L
l
 a--一ロ

納

主

な

所

般

~ 

rr 

政

税

事

九
四
三

掌

事

事

務
務

四二一七 二二一二八 O六
一八三三二三八七六 O五 00一七九
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体 農 統 衛

育 事 計
生

指 連 調

導 絡 査
班

員 員 員 長

体 農 統 郡

育
業 厚

指

導
委 生

員 員 計 組

設
会 1ロh 

置

条
規 規

例l 定 法 約

一
一 八 一 七。一 ムノ、八

社 農 統 衛

会 業
体 計 生

育
関

の 係 事 事

指
事

導 務 務

協 務

カ

川
町
議
会
の
推
移

昭
和
三
十
年
五
月
二
十
日
、
合
併
後
の
町
議
会
議
員
の
一
般
選
挙
が

行
わ
れ
、
三
十
名
の
新
議
員
が
選
出
さ
れ
た
。
同
月
三
十
日
臨
時
議
会
が
召
集
さ
れ
、
議
長
に
小
林
正
太
朗
、
副
議
長
に
回

村
茂
が
当
選
し
た
。

な
お
、
伊
能
町
長
か
ら
助
役
に
唐
沢
参

二
、
収
入
役
に
小
野
真
八
を
選
任
し
た
い
旨

が
諮
ら
れ
議
会
の
同
意
を
得
た
。

こ
の
議
会
で
中
之
条
町
議
会
定
例
会
条
例

(
定
例
会
を
毎
年
三
月
、
六
月
、
九
月
、
十

4 

町

犬、
.J..>. 

議

に
よ
っ
て
)

第二章行政と財政

総
務
常
任
委
員
会

財
務

8

文
教

厚
生

農
林

商
工

土
木

観
光

委

名

会

員

定六八六八七六七八
名名名名名名名名

(
四
月
二
十
一
日
議
決
の
議
会
議
員
の
選
挙
区
及
び
議
員
の
定
数
条
例

員

町
行
政
一
般
、
消
防

町
財
政

教
育
、
社
会
教
育

社
会
福
祉
、
保
健
厚
生
、
国
保
、
労
働

農
業
及
水
産
、
農
調
、
開
拓
、
森
林
、
町
有
林
管
理

商
業
、
工
業
、
統
計
、
配
給

土
木
、
建
築
、
都
市
計
画
、
交
通

観
光

所

管

事

務

二
月
開
く
こ
と
〉
や
常
任
委
員
会
及
び
特
別

461 

委
員
会
条
例
が
可
決
さ
れ
、
次
の
常
任
委
員



会
が
設
定
さ
れ
、
所
管
事
務
に
つ
い
て
の
調
査
や
議
案
陳
情
等
の
審
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
常
任
委
員
会
は
昭
和
三
十
四
年
五
月
か
ら
、
総
務
、
文
教
民
生
、
経
済
、
土
木
の
四
常
任
委
員
会
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

な
お
現
在
ハ
昭
和
五
十
年
五
月
)
国
道
三
五
三
号
線
、
学
校
統
合
、
役
場
庁
舎
建
設
の
三
特
別
委
員
会
が
設
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問

題
に
つ
い
て
の
対
策
が
鋭
意
検
討
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
合
併
以
後
、
地
域
の
変
ぽ
う
、
町
民
意
識
の
変
化
に
伴
っ
て
、
選
挙
区
及
び
議
員
定
数
が
問
題
視
さ
れ
、
慎
重
に
調
査
や
審
議

が
重
ね
ら
れ
た
結
果
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
、
全
町
一
区
制
、
議
員
定
数
二
十
六
名
が
議
決
さ
れ
、
昭
和
五
十
年
四
月
二
十
一
日
の
選
挙

は
新
条
例
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
。

∞
歴
代
議
長
・
副
議
長

レ
b

a
豆一瞬会社

高吉吉高高福福田回小宮
議

橋田回橋橋島島村 村 林 部

龍

三

正
太
朗茂茂治治明明治

福正正福福真真
長

就

任

年

月

日

昭
三
0
・
四
・
二
一

昭
三
0
・
五
・
三

O

昭
三
ニ
・
三
・
二
九

昭
三
四
・
五
・
二
二

昭
三
六
・
五
・
二
二

昭
三
八
・
五
・
二
三

昭
三
九
・
九
・
二
九

昭
四
二
・
五
・
二
二

昭
四
五
・
二
了
二
ハ

昭
四
六
・
五
・
ニ
二

昭
五
0
・
五
・
二
二

退

任

年

月

日

現昭昭昭昭昭昭昭昭 昭 昭
五四四四三三三三三三
O六五二九八六四二 O

五五二五九五五五三五

在一一六一九一二一 九 一

山富宮冨冨高高福小田田
高U

議
ロ淳崎沢沢橋橋島林村村

茂茂

正
太
朗

真

一

福

治

福

治
福

重

福

重

徳

郎

治

郎

士
ロ
男

長

就
任
年
月
日

昭
三

0
・

昭
三

0
・

昭
三
二
・

昭
三
四
・

昭
三
六
・

昭
三
八
・

昭
三
九
・

昭
四
二
・

昭
四
六
・

昭
四
九
・

昭
五

0
・
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退
任
年
月
日

五九五五九五五五三五四

二六二二九三二二九 Oー

現昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭
五回四四三三三三三三
O九六二九八六四二 O

五九五五九五五五三五

在一六一一九一二一九一



ω
歴
代
町
議
会
議
員
と
現
在
の
常
任
並
び
に
特
別
委
員
会

第
一
回

第二章行政と財政

門
自
昭
和
三
十
年
五
月
二
十
二
日
至
昭
和
三
十
四
年
五
月
二
十
一
日
)

金佐伊関町吉高塚宮冨
備
考

第
二
回

田原橋田崎淳

福浩仁豊

一
二弥一節蔵郎 次 勲 弘 重

五四市中

之

中

之

山上

沢

西

中

之

中

之

条

折

反
条条

田 町 条 渡 田町町城万田

鈴小 宮 宮 高田田宮今山

ハ
自
昭
和
和
三
十
四
年
五
月
二
十
二
日
至
昭
三
十
八
年
五
月
二
十
一
日
〉

剣宮田唐高篠宮篠

井藤藤

1 I一利良

高
橋
笠
次
2

持崎村浮橋原崎原

祐保 安八竹幸

重

茂一郎次郎敬貴男 2
死
亡

横四回上伊蟻岩中

之

条

尾万万渡町川本町

沢勢

久吉関宮飯折松高

木池部崎橋村村崎井田

朝

重

郎

正

太

郎

恒

男
八

郎

茂治貴一一一郎議

福一市龍

l崎島田本橋

高

治

郎

冬

蔵

英

三

郎

新

太

郎

恒

男

節岡山七

住田

正 正

西蟻伊岩伊四四山伊横

中
下大上山伊折赤中

之

条

波塚波田町田坂町

勢

条川町本町万万田町尾

勢勢
之勢沢沢

武田久小福吉山篠田小
塚

田

小

板

橋

川

越

福

島

山

口

斉

藤
冨

浮
剣

持
藤村住林島田田原村林

敏武正総真仁竹祐七正

太 太

良朗七郎一一次男平朗

大伊中四赤

之
勢

条

中五下横

Z反沢

佑福庄雅真助豊

勲
一
市

作
一
伊

三
一
伊

一一
雄

一

山

田

平

一

五

反

田

重

豆

反

田

作

一

中

之

条

町 塚町町万坂

平

町田渡尾

平勢勢

町町 城
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誌

算|蟻田

会社

一

四

万

一

武

一

西

中

之

条

一

高

塚
田
勲
お
・

1
・
幻
死
亡
剣
持
佑
作
間
四
・

1
・
幻
失
職

ハ
自
昭
和
三
十
八
年
五
月
二
十
二
日
至
昭
和
四
十
二
年
五
月
二
十
一
日
)

第
三
回

外金田唐木塩高宮宮蟻

川村

克

巳茂

西

中

岩横伊

勢
中

之

条

青上四折市

城 田 万 渡 山 町 町 尾 本条

篠富山松宮福斉雪武官

橋藤

福敏

日
一
日
之
勢
条
町
一
問

原沢口本崎島藤入藤森

祐福正冬徳真正熊敏 三

之次

男重吾蔵郎一平進良 郎

五中中中

之

条
之

条

之

条
反平

四赤山五

反

中

之

条

田町町町

丸 宮 篠 中 牟 山 田 小 富吉

田藤橋崎原嶋田本村林沢田

仁良

一

西

中

之

条

一

一

大

塚

藤辰泰治正

勇郎敬雄淑吉雄明郎明

伊山蟻伊下上回伊伊大

勢勢勢沢沢勢
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町田川町渡渡万町町 塚

丸井村沢村谷橋崎崎川

克

之
沢

町田田坂万

竹太

備
考

福
島
真
一

ω
・
9
・
mm
辞
職
、
絵
本
冬
蔵
相
叫
・

ω
・
3
死
亡
、
剣
持
尚
一
鈎

-u
・
臼
補
欠
当
選
、
田
村
弘

ω
-
u
-
U補
欠
当
選
、
牟
凶
淑
4
・

MM-m死
亡

己資

敬

太

郎

福

治

喜

久

司

貞

吉

竹

次
茂

郎一一一

喜

作 一

〈
自
昭
和
四
十
二
年
五
月
二
十
二
日
至
昭
和
四
十
六
年
五
月
二
十
一
日
)

第
四
回

宮唐冨富町丸

崎沢沢沢田橋

勇

儀

平

治

郎
福

重

竹

次
敬

太

郎

伊

勢

町

中

之

条

町

伊

勢

町

五

反

田

上

沢

渡

横

尾

篠外吉蟻木蟻

原 丸田川村川

祐康正克貞篤

男雄明巳吉美

西

中

之

条

青

山
西

中

之

条

大

塚

中

之

条

町

中

之

条

町

高鷺角剣山田

橋見回持口村

福 庄謙尚吉八

治 作三一男郎

四四伊伊蟻

平勢勢

万 万町町川



車|塚田唐宮

要容

山|市赤中四

毒|之
喜l 条

:i I城坂町万

6 I宮篠吉宮

唐

罪

8 I貴敬順郎

完1岩蟻下山

嵐|本川波田

勾|山宮町折

議
福|藤三志勘

議|吉2朗-

~I 上中山折
al府之

|一条

|渡町田国

第
五
回

回村沢崎

忠徳

員弘作郎

(
自
昭
和
四
十
六
年
五
月
二
十
二
日
至
昭
和
五
十
年
五
月
二
十
一
日
〉

町 高 塚 木 小 山 富 高 浅 剣

板

田橋田村橋口沢橋見持

尚

一

三

男

芳

之

助

福

重

吉

男
喜

八
忠

夫

民治平

儀福

平

伊

勢
西

中

之

五

反

四伊

勢
青市伊

勢
中

之

条

町町城山町万田条町

綿 唐 山 小 斉 丸 富 福 吉 関

崎原水崎貫沢口林藤橋沢田田

太
一

霊治松正

治 公 吾 夫 平 勇 郎 雄 明 博

岩中山赤五伊伊上大四

之

定光庄貞庄

行政と財政

第
六
回

備
考
木
村
中
堂
穴

ω
・
2
-
U
辞
職
、
宮
崎
徳
郎
川
崎
・

9
-
m辞
職
、
野
口
昭
博
川
崎

-u
・
お
死
亡

(
自
昭
和
五
十
年
五
月
二
十
二
日
至
現
在
〉
門
会
町
一
区
制
に
よ
る
)

第二章

安石角

原田回

丑ゆ謙

之り

助子三

山中蟻

之

条

田町川

石吉高

沢反勢勢沢

本町田坂田町町波塚万

角石蟻野宮安山折関外

条

井田橋

達正芳

之
也明助

中大西

之中

条之

町塚条

飯小折

本森田田丸

謙 達 篤 昭 徳 丑 正 勘 ー 康

之
三 也 美 博 郎 助 治 一 弘 雄

国 井 川 口 崎 原 因 田塚林田

福貞勘

中

之

条

上

沢

折山山四横西

中

中

之

蟻

茂夫ー

上赤折

条之

川町条尾万岡田回渡町

沢

渡坂田

465 



司 t.也、会社

福唐宮田山町
常
任
委
員
会 田沢崎口回国

松姫貞寿正儀
@

印

委

員

長

O
印
副
委
員
長

雄雄雄作治平

上五四上山中

之

条

渡田万渡田町

浅一
旦
同綿山関小

板

橋

吉定福三

伊四四岩伊伊

勢勢

町万万本町町

八博男治治男

福外塚観剣

郎雄異清一

横

尾

市

披

中

之

条

町

伊

勢

町

沢沢反

口貫橋見

喜

勢

田丸国持持

平

尚
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昭
五
二
・
五
・
二
二
改
選

一康

土 経

喜生民
総

木 済 務

議2 @ 町 sa 
橋 田 回 井持

正 儀 達尚

治 平 也ー

一
0 綿 妥 外

林 貫 原 丸

貞 定 丑 康

夫 治 高 雄

一
浅

板
福 高

見 回 橋
橋

一 福

男
喜八 良日 治

福 石 飯 官

田 回 塚 崎

松 ゆ 福 貞
り

雄 子 茂 雄

山 関 折 回

口 田 ロ

ti 勘 寿

男 博 作

唐 吉 食リ 角

沢 回 持 田

姫 正 謙

雄 明 清 一

特
別
委
員
会

@

印

安

員

長

O
印
副
雲
員
長
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言崎 宗事
0山 @関

回

貞喜 正

雄八 治博
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口回 回見

寿儀 松三

作平 雄男

角石 小石|

園田 林井

謙ゆ 貞達
り

三子 夫也

唐福 外高|

沢田 丸橋|

姫一
康雄 芳高

雄郎

安折 綿吉

原 因 貫回

丑勘 定正

富一 治明

銅飯 剣折

持塚 持田

福 尚勘
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役場庁舎

@ 
山

=士

一男。
綿

定

博治

剣町

建設対策

貫

口

勘

関

折

国町
章
と
町
民
憲
章
の
制
定

1 

町
章
制
定
の
経
過

国

儀

橋

芳
之

夫助

浅

男

石

達

也

持

尚

見

弁

林

貞

中
之
条
町
の
町
章
は
、
昭
和
四
十
八
年
一
月
一
日
告
示
第
一
号
を
も
っ
て
制
定
さ
れ
た
。

そ
れ
ま
で
は
正
式
の
町
章
は
な
く
、
中
の
字
を
菱
形
に
図
案
化
し
た
も
の
を
慣
行
的
に
使
用
し
て
い
た
が
、
近
年
各
種
の
大
会
や
体
育

行
事
等
で
も
町
章
の
必
要
性
が
強
く
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
町
議
会
で
の
要
望
も
あ
っ
て
、
中
之
条
町
の
発
展
を
祈
念
し
、
町
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
町
章
を
公
募
に
よ
り
制
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
四
十
七
年
春
、
町
で
は
「
中
之
条
町
章
図
案
の
募
集
要
領
」
を
定
め
、
七
月
二
十
四
日
か
ら
、
九
月
三
十
日
を
締
切
日
と
し
て
、
小

・
中
学
校
の
児
童
生
徒
を
は
じ
め
広
く
町
民
か
ら
町
章
図
案
を
募
集
し
た
。
そ
の
結
果
七
四
人
か
ら
一
一
一
六
点
の
力
作
が
寄
せ
ら
れ
た
。

町
で
は
こ
の
審
査
の
た
め
、
十
月
一
日
に
群
馬
大
学
教
育
学
部
磯
部
勘
次
教
授
ほ
か
二
十
二
名
の
「
中
之
条
町
章
審
査
委
員
会
審
査
委

員
」
を
委
嘱
し
た
。

審
査
委
員
会
で
は
磯
部
教
授
が
審
査
委
員
長
と
な
り
、
第
一
回
を
十
月
二
十
四
日
、
第
二
回
を
十
二
月
二
日
に
開
催
し
、
慎
重
に
審
査

の
結
果
次
の
と
お
り
入
選
一
点
、
佳
作
二
点
を
決
定
し
た
。

第二章行政と財政
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誌会ネ土

の
で
あ
る
。

2 

町
民
憲
章
制
定
の
経
過

入
選

正
雄

綿
貫

斉
藤
み
ど
り

大
字
平

468 

佳
作

大
字
西
中
之
条

大
字
市
城

中
沢

利
和

町
で
は
こ
の
結
果
を
同
年
十
二
月
の
町
議
会
全
員
協
議
会
に
報
告
し
、
諒
承
を
得

た
上
で
綿
貫
民
の
入
選
作
品
を
前
述
の
と
お
り
、
昭
和
四
十
八
年
一
月
一
日
町
章
と

し
て
告
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

町
章
と
し
て
採
用
し
た
綿
貫
氏
の
作
品
は
、
中
の
字
を
円
形
に
図
案
化
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
図
形
の
基
本
は
円
と
し
、
中
の
文
字
を
白
線
で
区
切
っ
て
あ
る
の
は
四

カ
町
村
が
合
併
し
て
、
新
し
い
中
之
条
町
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
も

昭
和
四
十
六
年
頃
か
ら
、
町
民
な
ら
び
に
町
議
会
か
ら
「
町
民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
り
、
町
民
に
愛
さ
れ
る
憲
章
を
つ
く
っ
て
ほ

し
い
。
」
と
い
う
戸
が
出
さ
れ
、
町
と
し
て
は
中
之
条
町
合
併
二
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
町
民
憲
章
を
制
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

そ
こ
で
先
ず
先
進
市
町
村
の
事
例
を
調
査
し
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
し
て
「
中
之
条
町
町
民
憲
章
制
定
会
議
設
置
要
綱
」
を
定
め
、
各
界

か
ら
五
四
名
の
委
員
を
委
嘱
し
、
昭
和
五
十
年
十
月
十
四
日
第
一
回
の
制
定
会
議
を
開
催
、
憲
章
の
大
綱
を
審
議
し
、
正
副
議
長
な
ら
び

に
起
草
委
員
十
三
名
を
選
出
し
た
。
十
月
十
七
日
に
第
一
回
の
起
草
委
員
会
を
開
催
し
、
各
委
員
が
草
稿
を
持
ち
寄
っ
て
意
見
を
交
換
、

起
草
委
員
会
と
し
て
の
原
案
の
と
り
ま
と
め
を
高
橋
福
治
〈
町
議
会
議
長
〉
、
町
田
清
(
町
教
育
委
員
〉
の
両
氏
に
依
頼
し
た
。
両
氏
は
翌



第二章行政と財政

十
八
日
に
は
長
野
県
中
野
市
、
須
坂
市
等
を
訪
問
、
憲
章
の
制
定
の
経
過
や
特
色
な
ど
を
調
査
研
究
さ
れ
た
。
な
お
十
月
十
七
日
の
起
草

委
員
会
の
後
で
全
町
民
の
意
見
を
き
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
起
草
委
員
が
持
ち
寄
っ
た
草
稿
を
も
と
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
十

月
二
十
一
日
に
区
長
を
通
じ
て
発
送
し
、
二
十
八
日
に
と
り
ま
と
め
た
。
配
布
総
数
は
五
、
一
五

O
戸
、
回
答
戸
数
は
四
、

O
六
二
戸
、

回
収
率
は
七
八
・
九
劣
(
別
紙
参
照
〉
で
あ
っ
た
。

そ
の
結
果
を
十
一
月
一
日
に
高
橋
、
町
田
の
両
氏
が
、
十
一
月
五
日
に
は
第
二
回
起
草
委
員
会
を
開
催
し
て
検
討
し
、
起
草
委
員
会
と

し
て
の
案
を
と
り
ま
と
め
、
十
一
月
十
日
に
制
定
会
議
で
審
議
、
原
案
を
一
部
修
正
し
て
町
長
に
答
申
し
た
。
町
で
は
十
一
月
十
五
日
の

町
議
会
全
員
協
議
会
に
町
民
憲
章
制
定
の
経
過
を
報
告
し
、
答
申
の
あ
っ
た
案
に
つ
い
て
承
認
を
'
得
、
十
一
月
二
十
一
日
中
之
条
町
合
併

二
十
周
年
記
念
式
典
当
日
制
定
会
議
を
代
表
し
て
高
橋
福
治
議
長
か
ら
発
表
さ
れ
、
正
式
に
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

す
べ
て
の
町
民
は
町
を
愛
し
、
誇
り
、
町
民
の
幸
福
と
町
の
発
展
を
願
っ
て
お
り
、
そ
の
願
い
を
実
現
し
、
達
成
す
る
た
め
、
町
民
一

人
ひ
と
り
の
努
力
が
営
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
り
ど
こ
ろ
、
共
通
の
目
標
と
な
る
も
の
が
町
民
憲
章
で
あ
る
。
憲
章
と
は

「
基
本
的
な
法
則
、
規
範
、
お
き
て
」
等
の
意
味
で
あ
る
が
、
町
民
憲
章
は
多
く
の
市
町
村
民
憲
章
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
あ
く
ま
で

も
町
民
の
自
主
的
、
自
律
的
な
心
の
内
の
規
範
で
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
が
白
か
ら
に
課
す
る
望
ま
し
い
町
民
像
で
あ
る
。
制
定
に
当
っ
て

特
に
'
」
の
点
に
配
慮
が
さ
れ
て
い
た
。

昭
和
五
十
年
は
町
村
合
併
に
よ
っ
て
新
中
之
条
町
が
誕
生
し
て
か
ら
二
十
周
年
、
人
間
で
い
え
ば
成
人
に
達
し
た
記
念
す
べ
き
年
で
あ

っ
た
。
こ
の
秋
に
当
り
町
民
自
か
ら
が
決
意
し
、
誓
っ
て
こ
の
憲
章
を
実
践
し
、
そ
れ
に
呼
応
し
て
町
の
行
政
が
町
民
の
願
い
に
そ
っ
て

推
進
、
展
開
さ
れ
て
ゆ
く
と
き
、
私
達
の
住
み
よ
い
、
心
豊
か
な
中
之
条
町
が
建
設
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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詑、会

四

町
財
政
の
歩
み

社

470 

町
財
政
の
展
望

つ
ぎ
に
町
政
を
裏
付
け
る
こ
十
年
間
の
新
町
の
財
政
の
歩
み
を
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
紙
数
の
関
係
で
一
々
詳
述
し
え
な
い
の
で
、
町

財
政
の
展
開
を
示
す
若
干
の
基
礎
統
計
を
表
示
し
て
、
こ
れ
に
か
え
た
。

-
合
併
二
十
年
の
各
年
次
別
の
町
の
歳
入
歳
出
額
〈
決
算
額
)
の
推

移
ハ
予
算
現
額
も
併
せ
示
す
)
ハ
第
4
|
1
表
V
・i
・
-
歳
入
・
歳
出

を
通
し
て
新
町
財
政
規
模
の
拡
大
の
年
次
別
状
況
を
み
て
ほ
し
い
。

決
算
額
で
三
十
年
度
九
千
万
円
を
か
く
規
模
で
発
足
し
た
が
、
三
十

三
年
度
に
は
一
億
円
を
こ
し
、
三
十
八
年
度
に
は
二
億
、
四
十
一
年

度
に
は
三
億
、
四
十
四
年
度
に
は
五
億
、
そ
し
て
四
十
七
年
度
に
は

十
億
を
こ
し
、
五
十
年
度
に
は
歳
入
二

O
億
を
こ
す
規
模
に
ま
で
拡

大
し
て
い
る
。

E

そ
の
内
容
を
一
般
会
計
の
歳
入
、
歳
出
、
夫
々
に
つ
い
て
、
五
カ

年
ご
と
に
、
各
款
項
別
に
示
す
表
を
示
し
た
。
歳
入
に
お
け
る
主
要

財
源
と
し
て
の
六

l
七
割
を
し
め
る
地
方
交
付
税
と
地
方
税
ハ
町
民

税
・
固
定
資
産
税
〉
の
各
比
率
の
推
移
に
注
目
し
た
い
ハ
第
4
1
2

表
)
。
そ
し
て
歳
出
で
は
、
そ
の
各
目
的
別
支
出
の
実
額
と
そ
の
比

率
の
推
移
を
み
て
お
き
た
い
ハ
第
4
1
3表
可
比
率
に
お
け
る
総
務

費
の
低
下
と
民
生
費
の
上
昇
、
産
業
費
ハ
農
林
と
商
工
〉
土
木
費
、

さ
ら
に
教
育
費
等
の
推
移
に
も
注
目
し
た
い
。

E

さ
ら
に
一
般
合
計
の
歳
出
に
つ
い
て
、
別
の
角
度
か
ら
み
た
第
4

1
4表
を
蝿
け
た
。
こ
の
表
で
は
、
町
財
政
の
実
態
を
知
る
た
め
に

は
、
補
助
費
等
の
実
額
比
率
の
推
移
、
建
設
事
業
費
ハ
単
独
・
補
助
〉

等
に
つ
い
て
も
み
て
お
き
た
い
。
(
詳
し
く
主
要
事
業
に
つ
い
て

は
、
そ
の
実
態
を
み
て
ほ
し
い
可
さ
ら
に
町
の
財
政
支
出
に
お
け

る
人
件
費
に
つ
い
て
も
着
目
し
た
い
。

wu

最
後
に
、
五
十
年
三
月
現
在
の
町
有
財
産
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
一

覧
表
に
し
て
掲
載
し
た
。
一
通
り
み
て
ほ
し
い
。

以
上
、
掲
載
し
た
四
つ
の
表
に
つ
い
て
、
そ
の
説
明
を
略
し
て
「
見
て
ほ
し
い
諸
点
」
だ
け
を
あ
げ
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
の
機
会
に

町
民
諸
子
が
基
礎
表
を
通
じ
て
、
多
少
な
り
と
も
町
の
財
政
に
目
を
む
け
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
な
お
町
財
政
を
県
内
・
郡
内
の
他
町
村



第二章行政と財政

と
比
較
し
、
ま
た
旧
町
村
時
代
の
財
政
等
と
も
比
較
し
て
、
新
町
財
政
の
位
置
づ
け
を
も
明
か
に
す
べ
き
も
の
と
思
う
が
、
紙
数
の
都
合

で
省
略
し
た
。

中之条町の4次別の歳入歳出決算額〈一般会計〉

民l予開額|…額|歳出決算額|制醐|

昭和30 92.721. 853 88.760.435 86.406.344 2.354.091 

31 79.599.046 75.252.386 74.808.320 444.066 

32 99.429.899 95.838.444 94.628.429 山 0.015

33 115.933.467 114.819.951 111.934.757 

34 133.813.740 122.480.216 120.237.409 2.206.807 

35 147.670.310 138.486.069 136.760.718 1.725.351 

36 147.375.615 135.603.848 133.984.808 1.619.040 

37 172.693.910 169.962.628 164.490.371 5.472.257 

38 214.851. 290 205.918.948 204.686.986 

39 241. 935. 000 239.299.802 233.855.305 5.444. 

40 270.479.000 265.784.888 261. 111. 442 4.673.446 

41 344.450.000 306.659.939 299.342.808 7.317.131 

42 360，824.000 357， 691. 053 349.629.617 8，061. 436 

43 430，352，000 430.689，984 414.068.330 16.621. 654 

44 508.957，000 507，571. 404 488.336.240 

45 581.589.000 579.703.317 563.453.936 16，249.381 

46 879，375.000 850.433.932 831. 458. 745 18，975，187 

47 1，043.298，000 1，025.520，985 991. 512， 237 34. 008. 748i 

48 1，321，397.000 1，289.519.322 1， 246.剖7，419 42.671. 903 

49 1，600，582.000 1，632，533，8日 1， 569. 259. 784 63，274.070 

50 1，995，462.000 2，009.333.206 1，944.333.140 65.000，066 
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社会誌

項別歳入額と 比率 (5年毎〉

〈単位千円:%)

40 年 度 45 年 度 50 年 度

決 算額|構成比 決算額|構成比 決算 額|構成比

102.676 39.9 180.423 31.1 443.418 22.1 

31.249 12.1 55.707 9.6 177.114 8.8 

39.863 15.5 64.800 11.2 151.919 7.6 

31.564 12.3 59.916 10.3 114.385 5.7 

18.948 0.9 

一 14.120 2.4 26.272 1.3 

90.596 35.2 239.245 41.3 760.902 37.9 

85.276 33.1 225.455 38.9 718.676 35.8 

5.320 2.1 13.790 2.4 42.226 2.1 

2.896 0.1 

268 1. 625 0.1 

3.810 1.5 4.463 0.8 45.595 

2.421 0.9 5.378 1.0 25.801 1. 31 

6.130 2.4 17.267 3.0 195.090 9.7 

29.448 11. 4 42.229 7.3 158.386 7.9 

4.322 1.7 2.916 0.5 9.618 0.5 

一
5.444 2.1 19.335 3.3 63.274 3.2 

2.551 1.0 9.958 1.7 52.308 2.6 

10.100 3.9 44.100 7.6 205.200 10.2 
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第二章行政と財政

第4-2表町一般会計の款

30 年度 35 年度
区 分

決算額|構成比 決算額|構成比

地 方 税 39.835 44.9 59.594 43.2 

町 民 税 8，183 9.2 14.211 10.3 

固 定 資 産 税 21， 415 24.1 28，264 20.5 

そ の 他 10.237 11. 6 17.119 12.4 

地 方 議 与 税

自動車取得税交付金

地 方 交 付 税 14.469 16.3 36，751 

普 通 11.792 13.3 34.740 25. 

特別〈臨時地方財政特別交付金を含む〉 2，677 3.0 2，011 1. 

娯楽施設利用税 交付 金

交通災害対策 特 別 交 付 金

言す 69.8 

分担金、負担金、寄付金 904 1.0 2.353 1.7 

使 用 料、 手 数 料 549 0.6 1， 959 1.4 

国 療 支 出 金 11.484 12.9 4，881 3.5 

都 道 府 県 支 出 金 4.031 4.6 9，239 6.7 

財 産 収 入 7，291 8.2 7.351 5.3 

繰 入 金 83 0.1 

繰 越 金 4.043 4.6 2.263 1.7 

諸 収 入 2.254 2.5 4.536 3.3 

地 方 債 3.900 4.4 9.000 6.5 

i口h 言十 100.0 
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社会誌

項別歳出額と 比率 (5年ごと〉

〈単位千円:%)

40 年度 45 年度 50 年度

決算額|構成比 決算額|構成比 決算額|構成比
備 考

6，447 2.5 12，275 39，266 2.0 
45，350 17.9 90，943 269，305 13.8 
7，818 3.1 36，687 205，707 10.6 
20，555 8.1 30，402 90，555 4.7 

3費与0、に費3はを5年全含職度むの員。総の給務394 0.2 471 16，368 0.8 
56，656 22.4 65，851 292，053 15.0 
9，832 3.9 19，886 53，162 2.7 
24，1581 9.6 120，787 285，5臼 14.7 
7，034 2.8 17，903 100，604 5.2 
60，364 23.9 139，528 491， 058 25.3 

549 0.2 230 
10，868 4.3 26，491 5.2 
2，800 1.1 2，000 

100.01山 4，3331 100.0 

性質別歳出額と比率 (5年ごと〉

(単位千円:9め

40 年度 45 年度 50 年度

決算額|構成比 決算額|構成比 決算額|構成比
備 考

90 認識
179，909 539，049 27.7 

70， 28. 135，993 24. 397，043 20.4 
47， 18. 80，722 14. 173，428 8.9 

襲撃議|
9， 3.9117，430 3.11 44，531 2.3 
2， 0.91 2，919 0.51 95，092 4.9 
30， 12. 11 56， 420 10. 01 273，656 14.1 
10， 4.31 26，470 4.71 100，451 5.2 

951 -1 11， 000 2.01 34，441 1.8 
1301 -1 570 0.11 28，479 1.4 

9， 5291 3. 81 2， 128 0.41 11，451 0.6 

田，516 国20，的O 〈G918q6S5，J0醐，，S2SS17Y〉3 〉
〈5322.8.9〉 643，755 33.1 

(25，561)! ( (188，071) (29.2) 
27，0281 10.7 10.7 〈24988，4，69338〉 15.4 
(2， 653)1 (9. 8) (22.2) (16.2) 

155，O0800 〉 6.0 
(81245.6，3423〉4 

22.2 298，002 〈4145..5 (14， (96.2) (67.5) (131， 505) 1) 
549 0.2 230 一

100. 011， ~44， 3331 100.0 
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第二章行政と財政

第4-3表町一般会計の款

30 年度 35 年度
区 分

決算額|構成比 決算額|構成比

1.140 1.3 1. 967 1.4 
25，728 29.8 36，647 26.8 

495 0.6 746 0.51 
3，879 4.5 6，354 4.7 

林 水 産 業 10，119 11. 7 12，808 9.4 
ヨ二 2，413 2.8 5，302 3.9 

8，918 10.3 26，574 19.48 1 
2，673 3.1 3，822 2. 
24，745 28.6 37，799 27.6 

害 |日 396 0.5 435 0.3 
5，784 6.7 4，303 3.2 

そ の 116 0.1 4 

J日'" 言十 m叫 100.0 

第4-4表町 般 会 計

区 分
決算額|構成比決算額|構成比

人 件 22.556 26.1 38，588 28.3 
うち職務 15.176 17.6 34，623 25.4 

持 習件 修
17.177 19.9 20，973 15.4 
5.509 6.4 5，149 3.8 

14.051 16.3 26，960: 19.8 
5.784 6.7 4，303 3.2 
142 0.2 121 0.1 
100 0.1 20 

1. 994 2.3 3，251 2.4 

普 通 建 設 事 業 費
{01&160.岨，1，82師4310 〉〉

19.5 36，695 26.9 
〈481.2〉 (7，387) (20.1) 

補 助
2.4 33，688 24.7 

(22.8) (5，571) (16.5) 

単 独 〈56，6，1853〉9 
7.1 3，007 2.2 

(92.3) (1. 816) (60.4) 
災 害 復 |日 事 業 費 2，253 2.5 198 0.1 

メ日L 計 他州 100.01 13同 81
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第二章行政と財政

財 通 普 産 財

原 山 職 駅 財 警 文 農 農 運|火焼 と 忠 テ 公
務 察 イじ 民 一業

前 事 会
ス

営
官 セ コ

訪11 務 館 計 動 葬 却 蓄 霊

敷 駐 等
〉〆 ト 住

練
在 敷 タ

休雲
野 林 校 地 所 地 協 場 場 場 場 塔 宅

_._ ノ、、

一 -，，L、. 一
四 O 四 一 一 七 一 一
四 一 一 七 一 一一 占，、、 八、 九、 、 、 、 、
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一
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四
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一 一 五 一一

五 一、
四 一 ムノ、 八 一 一 一一 一占，、 八 ーノ、 八 八 一一
一 。 五 四 一 八一

477 



誌

雑

地
一

他
一

一
六
、
九
三
一
、
一
一
一
八

一七、一

δ
三
、
六
五
九

種

園
、
六
九

産

の

六、

O
四

そ

会社

計

A 
口

計

∞ 
山

林

lロh 分 所

襲
計 収 有

-t:7 、 3句、
面

2宍ヨE '巨富R 
き

J、Zヨ
rZZd E ヨ、

-t:7 E三三ヨ 積

三E.
豆E三コ、撃.... 、 区司、

Z-，E1 ZL 
巨ヨ 匡区司ヨ

E量

の

震

白

出
資
に
よ
る
権
利

中 県

県震経霊
県 県

之 信 造
農

条 用 業 区

町 保
林 信

森 証 定 公 用

林 協 基
基

組 会 金 社 金

Aロ. 出
協 出

協

会 会 分
出 え 出 資 出

資 ん 資 資

金 金 金 金 金

一 4 耐 一 現、 ノ、、 、

0 8 一 一 在
八 。。 8 O 千八 高

円

八
四
五

~IIII 

478 

四
六

三
O
、
一
二
五
八

六
、
八

三
七
、
一
九
O

水

道

事

計
基

業 金
協

出 会
会 出

資 出 文2・. 
資 ん

金 金 金

一。四

七 四 一
一O 八 O 九 五0 。

二
、
物

品

コ グ ト 庁 消
でJ
"、e レ 用 ロ『コロ

イ フ
〉〆

自 防
ト
ロ ツ動 名ダ

フ
グ 車 車

一 数一一ょI~ 八

一電 原 塵 霊 プ

子 付 芥 11〆
品

り
白 集 枢

ド

コ

ピ 転 収 ザ
名

車 車 車

一 九 一 一一 数



一日山一
一
一
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
一
二
一

二一輪機一二

一

一

一

一

一

ピ

転

コ

ピ

三
、
債

権

I I 
上|中

之
条

町

部

分

林

組

合

貸

付

土I~とlー

八
五
八
千
円

区

分

高

在

現六、

0
0
0

水

道

付

事

業

貸

五

選
挙
の
動
向

1 

各
種
選
挙
の
状
況

一

名

久

間

部

分

林

組

合

貸

付

金

一

三
五

O

四
、
基

金

土
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七 四 一 九 一、 、
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四 九 一 一 八
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占ノ、七
千円 千円

liR;二章行政と財政

合
併
直
後
の
町
議
会
議
員
選
挙
を
始
め
と
し
て
幾
多
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
一
喜
一
憂
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
感
懐
を
も
つ
こ
と
と
考
え
ら
れ

る
が
、
過
去
二
十
年
間
に
執
行
さ
れ
た
各
種
選
挙
の
う
ち
、
中
之
条
町
長
、
中
之
条
町
議
会
議
員
、
群
馬
県
議
会
議
員
、
衆
議
院
議
員
、

参
議
院
議
員
の
選
挙
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
時
々
の
男
女
別
の
投
票
率
、
定
数
に
対
す
る
立
候
補
者
数
を
次
に
表
示
す
る
。

さ
て
中
之
条
町
議
会
議
員
の
選
挙
は
昭
和
四
十
六
年
四
月
の
第
五
固
ま
で
旧
町
村
別
の
四
選
挙
区
制
で
実
施
さ
れ
た
。
当
時
県
地
方
課

の
調
査
に
よ
れ
ば
合
併
町
村
で
、
旧
町
村
別
選
挙
区
制
に
よ
っ
て
い
る
の
は
県
下
で
中
之
条
町
、
吾
妻
町
、
松
井
田
町
の
三
町
だ
け
で
あ

る
た
め
、
兎
角
の
批
判
が
あ
り
町
政
座
談
会
や
町
議
会
に
於
て
も
取
り
あ
げ
ら
れ
て
論
議
が
重
ね
ら
れ
た
結
果
、
町
会
議
員
の
選
挙
区
と
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社会誌

町議・町長選挙の投票率・定数及立候補者数 (30~50年〉
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第二章行政と財政

県議・県知事・国会議員の投票率・定数及立候補者数

訳詞へ 投 票 率 定 候補

男 女 計 数 者数

県 30. 4.23 94.90 94.09 94.47 s 10 

34. 4.23 93.78 92.38 93.05 3 7 
会 38. 4.17 92.29 90.48 91. 33 3 4 

議 42. 4.15 91. 64 89.55 90.53 3 5 

員
46. 4.11 89.47 88.65 89.04 3 4 

50. 4.13 86.78 87.14 86.97 3 4 

県 31. 7.28 85.24 77.10 80.92 1 4 

35. 7.27 79.06 73.05 75.87 1 4 

知 39. 7.28 75.75 69.12 72.21 1 2 

43. 7.14 84.69 80.25 82.31 1 3 

事
47. 7.23 78.70 74.43 76.43 1 3 

51. 7.25 85.64 85.51 85.57 l 3 

衆
33. 5.22 94.14 92.00 93.00 4 7 

議
35.11. 20 88.17 85.05 86.51 4 7 

院
38.11.21 89.28 88.11 88.65 4 6 

議
42. 1. 29 91. 46 89.27 90.36 4 5 

員
44.12.27 88.88 88.36 88.60 4 7 

47.12.10 89.28 87.14 88.15 4 5 

31. 7. 8 88.12 82.76 85.27 2 4 

34. 6. 2 81. 70 78.90 80.22 2 6 

37. 7. 1 87.11 82.95 84.88 2 5 

40. 7. 4 83.84 79.68 81. 62 2 5 

f地方、区.、J 

42. 8.20 67.15 61. 32 64.04 1 4 

43. 7. 7 88.14 85.18 86.56 2 4 

46. 6.27 79.07 73.74 76.24 3 5 

49. 7. 7 88.84 87.51 88.19 3 5 
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社会誌

調査集計結果表

災ぐ
選挙 区

これま|全挙町区選がわから これま減方らしわから

カで2通よいりIよい た答t無い〉回 凱計 でカ1通よりた がた答t無い〉回 計
L、よ".

男 15 23 38 20 18 

20 歳 代 女 16 21 37 16 19 2 

計 31 44 75 36 37 75 

男 21 32 53 31 22 531 

30 歳代 女 35 19 2 56 29 24 3 561 

計 56 51 2 109 60 46 3 

男 25 39 64 30 33 1 641 

40 歳代 女 38 34 3 75 41 30 4 75 

計 63 73 3 139 71 63 5 139 

男 26 25 2 53 27 24 2 53 

50 歳 代 女 19 14 3 36 23 10 3 36 

計 45 39 5 89 50 34 5 89 

男 1 59 33 26 59 

60 歳代 女 27 22 6 55 26 21 8 55 

計 53 54 7 114 59 47 8 114 

年 齢 性別無記載 761 

男 113 151 3 267 141 123 3 267 

女 135 110 14 259 135 104 20 
合 言十

無記 39 33 4 76 41 29 6 

計 287 294 21 602 317 256 29 602 
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定
数
に
つ
い
て
町
民
の
意
向
を
聞
く
た
め
に
、
昭
和
四
十
五
年
二
月
二
十
七
日
、
選
挙
人
名
簿
か
ら
無
作
意
抽
出
で
一
、

簿
登
録
者
一
一
一
人
に
一
人
の
割
合
)
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
発
送
し
六

O
二
人
(
回
収
率
五
一
・
七
箔
〉
か
ら
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。

(
調
査
集
計
結
果
表
参
照
〉
。

選
挙
区
に
つ
い
て
は
「
今
の
ま
ま
で
よ
い
」
が
四
七
・
七
%
「
一
選

挙
区
が
よ
い
」
が
四
八
・
八
%
。
定
数
に
つ
い
て
は
「
今
の
ま
ま
で
よ

一
六
五
人
(
名

い
」
が
五
二
・
七
%
「
減
ら
し
た
方
が
よ
い
」
が
四
二
・
五
%
と
云
う

結
果
が
出
た
。

町
会
で
は
五
月
二
十
日
、
六
月
十
日
協
議
会
を
聞
き
慎
重
審
議
し
た
が
「
従
来
通
り
」
と
い
う
結
論
に
落
ち
つ
い
た
。

昭
和
四
十
六
年
五
月
二
十
四
日
の
サ
ン
ケ
イ
紙
は
次
の
投
書
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
議
長
や
課
長
の
考
え
を
伝
え
て
い
る
。

「
こ
ん
ど
の
統
一
地
方
選
ハ
注
四
六
年
四
月
二
五
日
の
町
合
選
挙
)

で
小
選
挙
区
制
の
町
議
会
議
員
選
出
方
法
に
、
住
民
の
聞
で
か
な
り
き

び
し
い
批
判
が
あ
り
ま
し
た
。
吾
妻
郡
中
之
条
町
が
そ
の
例
で
、
同
町

は
合
併
し
て
十
六
年
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
、
い
ま
だ
に
旧
町
村

別
に
分
け
て
嘗
員
を
選
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
四
つ
の
選
挙
区
の
う

ち
、
二
つ
の
選
挙
区
が
無
投
票
で
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
選
挙

第二章行政と財政

こ
れ
に
つ
い
て
吉
田
正
明
議
長
は

「
こ
ん
ど
の
選
挙
で
私
は
い
ろ
い
ろ
な
戸
を
聞
い
た
。
新
し
い
前
向

き
の
姿
勢
で
こ
の
問
題
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
せ
っ
か
く

ま
と
ま
っ
た
世
論
調
査
の
結
果
も
、
選
挙
を
目
の
前
に
ひ
か
え
て
い
た

と
語
り
、
小
林
春
太
郎
中
之
条
町
総
務
課
長
は

区
が
分
れ
て
い
る
と
、
ど
う
し
て
も
地
域
代
表
に
な
ら
ざ
る
を
え
ま
せ

ん
。
合
併
当
初
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
も
う
、
全
町
的
な
立
場
で
優
れ
た

人
物
を
選
ぶ

e
全
町
一
区
制
e

に
切
り
替
え
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

い
い
加
減
で
、
ご
都
合
主
義
の
選
挙
を
や
め
て
く
だ
さ
い
。
町
民
の
意

向
を
打
診
し
て
、
四
年
聞
に
は
っ
き
り
方
向
づ
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
(
吾
妻
都
中
之
条
町
民
〉

の
で
ま
と
ま
ら
な
い
き
ら
い
が
あ
っ
た
。
思
惑
が
か
ら
ま
な
い
よ
う
、

な
る
べ
く
早
い
時
期
に
町
民
の
意
志
を
打
診
し
て
決
め
た
い
」
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誌

「
ズ
パ
リ
い
っ
て
そ
の
時
期
に
来
て
い
る
。
町
民
の
総
意
で
決
め
る
こ
と
で
す
が
、
四
年
後

は
お
そ
ら
く
そ
う
な
り
ま
す
よ
」

会

と
云
っ
て
い
る
と
報
じ
て
い
る
。

社

そ
の
後
、
九
月
二
十
七
日
の
定
例
会
で
、
こ
の
問
題
は
総
務
常
任
委
員
会
付
託
と
な

り
、
同
委
員
会
は
前
後
四
回
に
亘
っ
て
審
議
を
重
ね
た
結
果
、
全
町
一
区
制
、
議
員
定
数

を
二
十
六
人
と
す
る
こ
と
に
全
員
賛
成
、
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
二
十
二
日
の
町
議
会
に

総
務
委
員
提
出
議
案
と
し
て
上
程
、
賛
成
多
数
で
議
決
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

小
林
課
長
の
予
測
し
た
通
り
、
昭
和
五
十
年
四
月
二
十
一
日
の
第
六
回
選
挙
は
全
町
一

区
制
、
家
員
二
十
六
名
で
実
施
さ
れ
た
。

2 

町
民
の
政
党
支
持
の
状
況

484 

況状票開

各
種
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
、
得
票
数
を
分
析
し
て
、
町
民
の
意
識
を
打
診
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

中之条町長選挙

調輔嵐共産
定数裏立候者

党

30.5 一一 1 1 

34.4 -11 1 

35.1 7.868 817 1 2 

39.1 8.527 998 2 

43.1 10.967 664 l 3 

47.1 1 1 

51.1 1 1 

備考一印のところは無

投票



第二章行政と財政

中之条町議会議員選挙

~I無所属|社一党|公仲山派|祭器|定員!喜味

34. 4 1 9， 5661 8211 1811 1 1 1 30! 35， 

38.4 8，073 1，064 30 

42.4 8，964 697 600 99 30 

46.4 

11司
640 112 

50.4 560 1. 052 541 26 

群 馬 県 知 事 選 挙

訂寸自吋叫吋派|無所属|定数lifRll
31. 7 1 2， 9851 -1 286! 一刊81 11 4 

35.7 6，352 332 3，003 1 4 

39.7 6，668 2，722 1 2 

43.7 6，046 4，221 363 1 3 

47.7 504 1 2 

51. 7 6，796 5，128 1 2 

群馬県議会議員選 挙

よイ:¥自民党l社会党|共産党|無所属|定
30.4 4，9371 1.114 5，611 3 10 

34.4 8，977 1， 690 1，336 3 7 

38.4 9，656 2，179 3 4 

42.4 9，613 1， 935 193 3 5 

46.4 8，895 3 4 

50.4 川町 3 4 
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社会誌

衆議院議員総選挙

よv竺~I自民党|社会党[共産党l公吟社党|諸派 無所属|叫候裏

33. 5 9，820 1，943 67 48 4 7 

35.11 8，036 3，160 100 173 4 7 

38.11 8，951 2，759 89 4 6 

42. 1 8，792 2，724 167 4 6 

44.12 8，935 1， 863 272 906 l 4 7 

47.12 9，412 2，056 619 5 

参議院議員通常選挙

J7ヴ寸|吋社会吋党~I共措撒産蹴叫党
31. 7 6，558 2，626 291 -11，170 2 4 

34.6 6，630 1， 243 153 一一 2 6 

37.7 7，537 2，541 269 418 2 5 

40.7 4，952 2，831 241 2，280 2 5 

42.8 5，609 2，208 403 148 1補選 4 

43.7 8，257 2，766 339 2 4 

46.6 5，274 3，222 721 1，009 3 5 

49.7 6，433 4，006 839 618i 3 5 
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ーー且ー・

ノ、

町
内
所
在
の
官
公
庁
そ
の
他

昭
五
二
・
一
了
一
現
在

1 

中
央
官
庁
の
出
先
機
関

第二章行政と財政

中 中 中

之
之 条 之

名
労

条 {動 条

営
基

税
局庁

準 中中

監
之之 称

林 務 条条
督 支支

著 箸 署 局部

要議著書語講義語 所

在

の の 地

一 一
昭 大 明 昭 昭 明 明 大 明
一 一 一 一 一 一 一 設
一 一 一 。 一
一 七 一 一 一

占ノ、 八 一 置. . . . . . . . . 
一 一 一 年。九 一 一 九 一 九一 一 一 月. . . . . . 

一 一 一 一 日

一 四 八 一 四 五

塚 柴 飯 飯 清 長 春 細 大 所

回 崎 島 塚 水 屋 山 野 島 属

茂 義 道 昭 崇
長

樹 茂 一 実 夫 武 夫 穂 志 名

一 一 八 一 費数。ーノ、 一 八 七 ーノ、 八一 一 一
昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭
四 一 五 五。 五

議室占

八 。一 一 五 一 七ノ、 一. . . . . . . . 
一 一 一 四 一 四 一 官一 一. . . . . . . . 

一 一 一 日

九 一 五 五
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誌会社

中
之
条
町

一、

O
八
五

中
之
条
町

二
O
七
五
の

上
沢
渡

二
、
三
O
六

四
万

四
、
二
三
七

西
中
之
条

一
九
二

伊
勢
町

八
一
五
の
占ノ、

昭 昭 明 明 明 昭
一。占ノ、。ノ..... 、圃. 五 七. . . . . . 

八 七 七 七 四. . . . . 
一 一 一 一 一

中 茂 山 関 桑 菅

沢 木 ロ 口 原 野

丑 勇 ，万三=可， 昭 宏

良F 蔵 義 義 清 明

一 一 一 ーノ、。八 一 。一 一一

昭 昭 昭 昭 昭 昭
一

四九 五
八 。占，、 一

一. . . . . . 
一 一 一
一 七 。

一
。占ノ、. . . . . . 

一 一 一 一 一
一 占，、 。一 一
一 一 一 一

中 吾 吾 中 中

之
妻 妻 之

条 之
名

食 農 福
条

業 条
財

改
政 祉

保 務
良 事 事
普

事 称
健

及
務 務 務

所 所 所 所 所

二百議六時ヨ一四之中 六四 六四 所

条の町の二の 在
一 一 一 一

地|の
一

昭 昭 昭 昭 昭
一 一 一 一 一 設一

五
占

一 七一 ノ、
置. . . . . 
年

八 五 五 四 七 月. . . . . 
一 日
五 一 一 一一

飯 宮 笛 羽 浅 所

塚 崎 木 生 見 属

正 欣 信 育
長

平 一 之 雄 佑
名

一

一 一 一 一 一
費数八 。八 九 一

ag 昭
昭四

昭 昭
四 四 一 四
五 八 八

」尚

八 移転改築新築ノ、. . . . 
一

年月一 一 一 一 一. . . . . 
日

一
一 一

之

局

条

報

電

電

話

中

之

条

使

郵

局

中

渡

使

沢

郵

局

使

万

郵

四

局

日
本
専
売
公
社
中
之
条
出
張
所

之

条

駅

中

2 

県

出

先

機

関
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行政と財政第二章

豆
ロ

業

萎

林

事

条

土

木

事

之

中吾

業

事

妻

蚕

吾

妻

家

畜

保

健

衛

生

所

渋
川
土
地
改
良
事
務
所
県
営
中
之
条
事

業
所

主
同

妻

教

育

事

吾
妻
警
察
署
中
之
条
幹
部
派
出
所

之

条

発

中

3 

そ

他

の

名

称

業

津

農

協

田

同

伊

長

業

参

協

同

務務務務
電

組組

所

中
之
条
町

六
六
四
の
一

中
之
条
町

七
O
九
の
一

中
之
条
町

六
六
四
の
一

中
之
条
町

一
、
八
五
三

中
之
条
町

六
六
四
の
一

中
之
条
町

六
六
回
の
一

中
之
条
町

九
八
二
の
三

折
田

九
一
七

所所所所

所

在

昭
二
五

昭
二
四
・

昭昭
二
六

昭
五

O

昭
二
四

明
一
九

昭
三
五

地

「一一一一一
昭 昭 昭

宮宮竹|所

属

長

名

五
ムノ、五四

設

立

年

月

日

四四四

井田恩村山茂中八

量買天I!

上

茂

村

仁
議
郎

田

有

井

幸

回

干
治
郎

木

悦

島木

忠

測崎崎

味昭次郎要雄

ムノ、

昭
三
五

昭
四
八

七

昭
四
六

占ノ、

昭
四
八

八

昭
三
七

昭
五

O

一六

昭
四
八

ムノ、

昭
四

五

四
-
一

O

五

移改新
転築築

年
月
日

四四四
了
一
八
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社会誌

東 群 オヒ 吾 大 群 中 名

京
馬 群 生 馬

妻郡 之 之 久
労 馬 委 相

電 働 信 互
銀

准師医 条 条
田

力 金 用
信 銀 fi 農

庫 金 fi 看会 町
吾 中 庫

中 立 町 業

妻 之 中 用 中
之 護 中 森

協
条 之 之 婦之 商 林営
出 条 組 条

条
学条 工

同

業 張 支 支 支 病
組 組

所 所 庖 d日，._ 脂 1邑 校院 会 i日h 』日L 

持i運!i謹言語; 赤坂

一
ーノ、

五一五O 三 五 四
七一 五 三の 一 九
八 五一

昭 昭 昭 昭 昭 昭
昭四 昭 昭 昭 昭 昭

一 四 一
0 四

一 一
占ノ、。 占ノ、 七 七 一 七 一 八一 一. . . . . . . . . . . . 

一 一 一 一 一
五 七 一 一 五 一 四 一 七 四 一 四一 一. . . . . . . . . . . . 

一一 一 一一
一 七 九 四 一 一 一 五 一 一 一一

松 JII 阿 重 桑 牧 平 清 丸 佐 町 食。

本 出 部 原 原 村 田 水 茂 島 田 持

行 フE 丑 秀 俊 重 浩 尚

弘 雄 雄 蕪 宏
之介

雄 良F 貞 寛 議 一

七 一 四 四 九四 九 一
一 占ノ、 一 五 四 一 九 ムノ、 七一 一 一 一

昭 昭 昭 昭 昭 昭四 昭四 昭。四 昭 昭四
昭 昭

一 四 四 四 四一占

一 八 七 一 七 七 五
，ノ』、圃.，、

一. . . . . . . . . . . . 
一一 一 一 一一

五 一 一 七 七 八 一 五 . 七 一
一 一 一. . . . . . . . . . . 

一 一 -ー一 一 一一
九 八

占

一 一 五 一 五 ー，』、 ノ、 占ノ、
一 一
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第三章産業と経済

新
中
之
条
町
成
立
後
の
二
十
年
間
の
産
業
経
済
の
展
開
は
、
折
か
ら
の
戦
後
経
済
の
復
興
成
長
期
に
際
会
し
、
地
方
の
産
業
構
造
が
大

き
く
変
貌
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
三
十
年
代
後
半
期
(
一
九
六

0
年
代
)
か
ら
地
方
の
伝
統
的
産
業
の
変
化
が
は
じ
ま
っ
た
が
、
高
度
成
長

の
波
に
の
る
工
業
化
に
よ
っ
て
地
域
開
発
政
策
は
地
方
の
伝
統
的
な
諸
産
業
を
近
代
的
な
も
の
へ
転
換
さ
せ
て
い
っ
た
。
地
方
の
拠
点
と

し
て
核
都
市
の
工
業
化
が
急
速
に
推
進
さ
れ
、
町
村
合
併
に
よ
り
広
域
化
し
た
新
し
い
市
や
町
の
農
村
部
に
も
多
く
の
工
場
が
誘
致
新
設

さ
れ
た
。
工
場
誘
致
に
伴
っ
て
住
宅
地
も
開
発
さ
れ
て
農
村
の
外
観
も
一
変
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
工
業
化
に
よ
る
地
域
変
貌
は
核

都
市
の
近
郊
地
帯
か
ら
平
坦
地
農
村
に
拡
が
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
工
場
誘
致
の
波
は
四
十
年
代
に
は
農
山
村
か
ら
山
村
へ
と
拡
散
し
て

い
っ
た
。
わ
が
吾
妻
郡
地
方
、
中
之
条
町
に
も
早
く
か
ら
都
市
化
・
工
業
化
の
影
響
が
現
わ
れ
て
い
た
が
、
産
業
経
済
を
通
じ
て
直
接
的

に
到
来
し
た
の
は
四
十
五
年
(
一
九
七

O
〉
前
後
か
ら
と
い
っ
て
よ
い
。
県
内
他
郡
に
比
し
て
唯
一
つ
の
「
市
」
の
な
い
吾
妻
郡
で
は
、

経
済
開
発
の
拠
点
た
る
核
都
市
を
失
い
て
い
た
こ
と
、
町
と
し
て
都
市
計
画
、
と
く
に
近
代
的
都
市
計
画
に
た
ち
遅
れ
て
い
た
こ
と
な
ど

が
、
一
九
六

0
年
代
に
お
け
る
当
時
の
産
業
開
発
の
波
に
の
り
き
れ
な
か
っ
た
一
因
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

経
済
開
発
か
ら
社
会
開
発
へ
と
転
換
し
、
さ
ら
に
総
合
開
発
へ
と
志
向
し
て
い
っ
た
国
や
県
の
政
策
変
化
を
経
て
、
な
が
く
後
進
地
域
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で
あ
っ
た
吾
妻
地
方
に
も
、
新
し
い
広
域
町
村
閣
に
即
応
す
る
基
本
計
画
や
そ
の
対
策
事
業
が
樹
立
さ
れ
た
。
そ
し
て
新
中
之
条
町
に
も

四
十
六
年
十
二
月
に
は
総
合
計
画
書
が
作
成
さ
れ
た
。

さ
て
新
町
発
足
後
の
二
十
年
間
の
産
業
経
済
の
変
貌
の
特
質
に
つ
い
て
、
そ
の
若
干
の
側
面
を
と
っ
て
述
べ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

誌会社

1 

産
業
構
造
の
変
化

492 

産
業
別
就
業
人
口
の
変
化

ま
ず
戦
後
の
合
併
後
の
二
十
年
間
に
お
け
る
住
民
の
産
業
別
人
口
構
成
の
動
向
か
ら
み
て
ゆ
く
。
こ
れ
を

産業別就業人口の動き〈昭和30-50年〉

忌瓦空き~I 室主次|室主次|室主次| 計

1955 6，5871 1， 383 2，928 10，898 
(昭和30) (60.4) (12.7) (26.9) (100.0) 

1960 5，883 2，068 3，448 11，399 
( H 35) (51.6) (18.2) (30.2) (100.0) 

1965 
〈445，9.975〉 1，776 4，080 10，831 

( • 40) (16.4) (37.7) (100.0) 
1970 

〈440，5.794〉 11，190 
( • 45) (38. 0)¥ (21. 1) (100.0) 

1975 3，361(22，24.8 01 (44，57.733 〉 10，535 
( • 50) (31. 9)1 (22. 8) (100.0) 

自昭昭5Sω4S50////昭隠岡剖8鈎8 

89.3 149.5 117.8 104.6 
75.5 128.4 139.3 99.4 
64.6 170.9 156.2 102.7 
51. 0 173.61 163.0 96.7 

第1表

各年次国勢調査による(資料〉

産業別事業所数の推移

お週中之条町 45誼
昭和351' 381 • 411 • 

第

霊童5144ddi 2 

業次産 |判明吟1 172' 114 
計(14.9)1(15.7)1(16.0)(15. 7) (16. 6) 

|醐叫 549割踊
第

卸小売業 (54.5)1(50.7):(51・4)!(49.8)1(51. 7) 

護最善 副
41 9， 161 19: 15 

3 

次
産

サーピス業 2451 2391 2321 272: 140 
(26ヤ4.3~:(22 ヤ4.9) (20. 4) 

業 公務 -1 321 281 361 40 

計 1(85~判例叫 9岡田(85.1)1(84.2)'(83.0)'(83.8) (83. 1) 

立!農林水産| 1111!15!2  一1(0. nJ (1.0); (0.5): (0.3) 

dロh 言十 21 叫山2/1，0921 687 

第2表



示
す
第
1
表
に
よ
る
と
、
当
時
の
全
国
一
般
の
趨
勢
で
も
あ
っ
た
が
、
第
一
次
産
業
人
口
が
減
少
し
第
二
次
・
第
三
次
産
業
人
口
が
増
加

し
て
い
る
。
三

0
1四
五
年
間
に
第
一
次
産
業
者
は
二
、
三
三
四
人
減
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
第
二
次
産
業
で
は
九
八

O
人
、
第
三
次
産

業
で
は
一
、
六
四
六
人
増
え
て
い
る
。
各
産
業
就
業
人
口
の
構
成
比
率
の
変
化
を
み
る
と
、
一
一
一

O
年
に
は
農
業
人
口
が
六

0
・
四
%
を
中

心
と
し
た
町
の
産
業
構
成
が
、
四
五
年
に
は
第
三
次
産
業
人
口
が
四
一
%
を
し
め
、
第
一
次
産
業
人
口
は
三
八
%
に
下
っ
た
。
(
実
数
も

第
三
次
産
業
四
、
五
七
四
人
、
第
一
次
産
業
四
、
二
五
三
人
で
、
第
三
次
産
業
人
口
が
三
二
一
人
多
く
な
っ
た
〉
。
第
二
次
産
業
人
口
も
、

ま
た
こ
の
時
期
に
は
高
い
増
加
率
を
示
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
第
三
次
産
業
人
口
は
第
一
次
産
業
人
口
を
も
超
過
し
て
、
町
の
産
業
構
造

に
お
け
る
第
一
の
主
軸
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
戦
後
の
経
済
成
長
期
に
お
け
る

わ
が
町
の
産
業
構
成
の
変
化
の
特
徴
は
、
農
林
業
中
心
か
ら
商
業
サ
ー
ビ
ス
業

第三章産業と経済

従業員の規模別事業所の推移

鋪司昭和351 • 381 • 411 .組|言語
1 '"'" 9人 853 868 898 960 623 

(91.5) (88.4) (88.7) (87.9) (90.6) 

10'"'" 49人 64 99 100 112 56 
(6.9) (10.0) (9.9) (7.9) 

50 '"'" 99人 8 8 7 13 

100-299人 7 7 7 7 2 

300人~

計 |判 "21(1012110刻印~I
(100.0)1 (100.0)1(100.0);(100. O)POO. 0) 

第 3表

中
心
に
移
行
し
た
こ
と
で
あ
る
。

産
業
別
企
業
体
の
変
貌
第
二
に
産
業
別
の
事
業
所
数
に
つ
い
て
、
三
四
十

年
代
の
動
き
を
み
る
と
(
第
2
表
)
(
前
頁
〉
、
当
時
の
事
業
所
は
八

O
M余
が

第
三
次
産
業
の
も
の
で
あ
っ
て
、
一
番
多
い
の
は
荷
業
で
全
事
業
所
の
五

O
Z

前
後
を
し
め
て
い
た
。
つ
い
で
サ
ー
ビ
ス
業
(
町
部
と
温
泉
街
に
多
い
旅
館
、

料
理
庖
飲
食
庖
な
ど
〉
が
二
五
%
前
後
で
あ
っ
た
。
第
二
次
産
業
の
建
設
業
と

製
造
業
は
少
し
ず
つ
増
え
て
き
て
三
五

l
四
四
年
の
聞
に
各
々
一
六
増
加
し
て

い
る
。
同
じ
時
期
に
第
三
次
産
業
の
卸
小
売
は
三
六
、

夫
々
の
事
業
所
数
が
ふ
え
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
業
は
二
七
と
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さ
ら
に
本
町
の
全
事
業
所
に
つ
い
て
、
そ
の
従
業
者
数
の
規
模
に
よ
っ
て
各



誌

年
次
別
の
動
き
を
み
る
と
、
第
3
表
ハ
前
頁
〉
か
ら
、
本
町
の
企
業
体
は
戦
後
三
、
四
十
年
代
に
な
っ
て
も
戦
前
か
ら
引
続
き
零
細
な
家

族
経
営
体
が
九
割
前
後
を
し
め
て
い
た
。
た
だ
、
こ
う
し
た
動
き
の
な
か
で
も
、
四

O
年
ハ
一
九
六
五
〉
以
後
に
な
る
と
一

O
I五
O
人

未
満
の
事
業
体
が
一
二
、
五

0
1
一
O
O人
未
満
の
事
業
体
が
五
ふ
え
て
い
る
の
は
注
目
し
て
よ
い
と
思
う
。
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2 

産
業
別
所
得
か
ら
み
た
町
民
経
済

m
産
業
別
分
配
所
得

中
之
条
町
の
産
業
別
分
配
所
得
の
総
額
は
、
昭
和
四
三
年
に
は
六
五
億
六
、
二
八
四
万
円
、
四
七
年
に
は
一
一
五
億
九
、

と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
四
三
年
三
九
六
八
〉
の
分
配
所
得
を
産
業
別
に
み
る
と
、
第
三
次
産
業
が
三
八
億
四
、

O
八
二
万
円
で
五
八
・
五
克
、
第
一
次

産
業
が
一
五
億
三
、
七
八
八
万
円
で
二
三
・
四
%
、
第
二
次
産
業
は
一
一
億
八
、
四
一
四
万
円
で
一
八
・
一
%
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
四
七

年
(
一
九
七
二
年
〉
に
な
る
と
、
第
三
次
産
業
が
六
八
億
七
、
八
三
九
万
円
に
ふ
え
、
そ
の
比
率
も
五
九
・
三
%
と
上
昇
す
る
。
第
二
次

産
業
所
得
が
第
一
次
産
業
所
得
を
上
回
っ
て
二
九
億
四
、
一
八
八
万
円
と
膨
張
し

C
了
五
倍
近
い
伸
率
〉
、
こ
れ
に
反
し
て
第
一
次
産
業

所
得
は
一
七
億
七
、

O
七
二
万
円
で
比
率
は
一
五
・
三
克
に
下
降
し
て
い
る
。
こ
れ
を
主
な
産
業
部
門
別
に
分
配
所
得
額
を
示
す
と
第
4

表
(
次
頁
〉
の
よ
う
に
な
る
。

四
0
年
代
前
半
か
ら
後
半
に
か
け
て
、
各
産
業
と
も
に
所
得
額
が
伸
び
て
い
る
。
と
く
に
二
倍
以
上
の
伸
長
を
み
た
の
は
、
建
設
業
、

製
造
業
、
金
融
保
険
不
動
産
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
等
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
全
産
業
中
の
構
成
比
で
み
る
と
、
四
三
年
に
は
こ

O
M近
く
を
し

め
て
い
た
農
業
が
一
二
%
に
縮
少
し
、
代
っ
て
製
造
業
が
四
三
年
の
一
三
%
か
ら
一
七
%
と
伸
び
て
、
卸
小
売
業
に
つ
い
で
第
二
位
を
し

め
る
。
す
で
に
四
三
年
の
分
配
所
得
額
の
構
成
比
率
に
お
い
て
二
二
劣
を
し
め
て
第
一
位
の
サ
ー
ビ
ス
業
ハ
旅
館
・
飲
食
業
等
〉
は
、
四

一O
O万
円



産業と経済第三章

各産業別の分配所得額の推移(昭43年47年〉

宍産業¥訓哩¥F特FE別
昭 和 43 年 昭和 47 年

所得額|構成比 所得額|構成比
昭和47/43

農
千円

業 1.291， 618 19.7 1， 354. 711 11. 7 104.9 

林 業 245，162， 3.7 416.013 3.6 169.7 

建 設 業 310.517 4.8 945，177 8.1 304.4 

製 造 業 840.185 12.8 1， 953. 985 16.9 232.6 

卸売・小売業 958.764 14.6 1， 635. 016 14.1 170.5 

金融・保険・不動産業 438，831 6.7 887，698 7.7 202.3 

運 輸通信業 708，266 10.8 1.014.939 8.7 143.3 

サ 一 ピ ス 業 1， 442， 385 22.0 2.973，722 25.6 

公 務 292，5771 4.4 125.4 

第4表

七
年
に
は
二
五
・
六
%
と
さ
ら
に
上
昇
し
て
い
る
。
か
く
て
四

十
年
代
後
半
に
は
サ
ー
ビ
ス
業
と
農
業
及
び
卸
小
売
業
の
三
支

サ
ー
ビ
ス
業
と
製
造
業
及
び
卸
小
売
業
が
産

業
構
成
の
中
心
軸
に
変
化
し
て
い
る
。
所
得
額
構
成
比
か
ら
み

た
卸
小
売
業
(
商
業
)
の
伸
び
は
横
ば
い
状
況
で
あ
っ
た
。

内，‘ 柱
に
か
わ
っ
て
、

産
業
別
に
み
た
個
人
所
得

町
民
の
個
人
所
得
を
産
業
部
門
と
の
関
連
で
み
る
と
、
各
産

業
に
お
け
る
業
主
と
し
て
の
所
得
と
雇
用
者
と
し
て
の
所
得
と

に
分
け
ら
れ
る
が
、
昭
和
四
十
七
年
の
町
民
の
個
人
業
主
所
得

昭和47年度町民所得推計書(中之条町)

一
O
二
万
七
千
円
で
、
全
個
人
所
得
の
一
一
二
・

は
三
五
億
八
、

四
%
、
雇
用
者
所
得
は
五
九
億
一
、
五
四
七
万
一
千
円
で
、
そ

の
五
一
・
九
%
を
し
め
て
い
る
。さ

ら
に
主
な
産
業
(
農
林
業
・
建

産
業
別
個
人
業
主
所
得

設
業
・
製
造
業
・
卸
小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
〉
だ
け
に
つ
い
て

み
る
と
、
農
林
業
一
五
億
七
、
四
一

O
万
八
千
円
(
四
四
%
〉
、

建
設
業
二
億
二
、
八
四
二
万
四
千
門
会
ハ
・
四
%
〉
、
製
造
業
三
億

九
、
四
八
一
万
円
(
一
一
%
)
、
卸
小
売
業
六
億
一
、
七
八
五
万

円
(
一
七
・
三
%
〉
、
サ
ー
ビ
ス
業
六
億
一
、
六
六
九
万
三
千
円
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誌会社

千円〉

\~竺!11 昭和必|昭和 47| 臨7
関沢|所得額|構成比|所得額|構成4ゐ

53⑩， 3091 

979， 7681 16. 51 230. 

〈単位産業別雇用者所得額の推移第5表

9.11 326. 5.3 業 1165，103設建

10.11 191.41 600，143 

13.8 

10.1 

2.91 137.41 
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業 1424，855造製

1 

中
之
条
町
の
農
業
の
地
位 155，195 

744，984 

30.01 1，825，748 

3.7 

14.1 

〈
一
七
・
二
克
〉
で
あ
る
。

496 

112，949 

433，940 

926，725 

中
之
条
町
の
農
業

こ
の
産
業
別
の
個
人
所
得
額
を
四
三
年
に
対
す
る
伸
率
で
み
る
と
、
製
造
業

主
が
最
も
大
き
く
四
・
四
倍
に
近
く
、

つ
い
で
建
設
業
主
で
二
・
七
倍
、

サ

ピ
ス
業
主
も
、
二
・
五
倍
に
近
い
伸
び
を
示
し
て
い
た
。

つ
ぎ
に
産
業
別
の
雇
用
者
所
得
に
つ
い
て
第
二
次
第

三
次
産
業
の
主
な
業
種
の
四
三

i
四
七
年
の
推
移
を
み
る
と
(
第
5
表
〉
、
次

産
業
別
雇
用
者
所
得

前表11:同じ。

の
通
り
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
業
が
三

O
M余
で
第
一
位
を
し
め
て
い
る
が
、
つ

い
で
四
十
年
代
に
は
製
造
業
の
伸
び
が
大
き
く
(
四
三

l
四
七
年
間
に
二
・
三

倍
の
伸
率
を
示
す
)
、
四
七
年
に
は
サ
ー
ビ
ス
業
会
一
二
%
)
に
つ
い
で
一
六
・

五
%
を
し
め
る
よ
う
に
な
る
。
な
お
こ
の
期
間
に
は
建
設
業
の
伸
率
が
最
も
大

〈資料〉

き
く
三
・
三
倍
で
あ
っ
た
。

昭
和
五

O
年
農
業
セ

γ
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
中
之
条
町
の
農
業
は
、
二
、

O
五
二
戸
の
農
家
が
、
三
、
七
八
八
人
の
農
業
従
事
者
で
一
、



四
三

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
耕
地
を
経
営
し
て
い
る
。
そ
の
農
業
組
生
産
額
は
昭
和
四
九
年
に
は
二
七
億
二
、
八

O
O万
円
で
あ
っ
た
(
群
馬

統
計
情
報
事
務
所
中
之
条
出
張
所
)
の
調
査
に
よ
る
)
。

以
上
の
数
字
を
県
下
に
お
け
る
占
有
率
で
み
る
と
、
農
家
戸
数
で
は
一
・
九
%
、
農
業
従
事
者
数
で
は
一
・
八
%
、
さ
ら
に
農
業
粗
生

産
額
で
は
一
・
四
%
で
あ
る
。
こ
れ
を
吾
妻
郡
に
お
け
る
占
有
率
に
す
る
と
、
農
家
戸
数
が
二
五
・
五
%
、
農
業
従
事
者
数
が
二
四
・
四

%
、
農
業
粗
生
産
額
が
一
五
・
一
%
に
な
る
。
全
県
中
の
本
町
総
世
帯
数
の
割
合
は
一
・
一
%
、
人
口
比
率
で
は
了
二
%
で
あ
る
の
で
、

中
之
条
町
は
県
内
で
は
農
業
の
ウ
エ
イ
ト
の
比
較
的
高
い
町
村
の
一
つ
で
あ
る
が
、
郡
内
で
は
工
業
製
造
品
出
荷
額
が
三
六
・
五
%
、
商

品
販
売
額
が
三
八
・
二
%
を
し
め
て
い
る
の
に
、
農
業
組
生
産
額
は
一
五
・
一
%
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
業
の
地
位
は
や
や
低
く
、
郡
内
で

は
産
業
上
か
ら
は
一
応
の
と
こ
ろ
都
市
的
性
格
を
帯
び
て
い
る
と
い
え
る
〈
し
か
し
中
之
条
町
の
本
郡
に
お
け
る
核
都
市
た
る
性
格
は
極
め
て
脆

弱
で
あ
る
|
後
述
)
。

2 

農
家
・
農
地
・
農
業
人
口
の
変
動

)
 

1
 

(
 
農
家
の
動
き

第三章産業と経済

農
家
戸
数
昭
和
五

O
年
の
農
家
戸
数
は
二
、

O
五
二
戸
で
本
町
総
戸
数
の
三
九
・
六
%
を
し
め
て
い
る
。
第
1
1
1
表
(
次
頁
〉
に
よ

り
昭
和
三

O
年
と
比
較
す
る
と
二
六
七
戸
減
少
し
て
い
て
、
総
戸
数
に
し
め
る
割
合
も
一
一
一

O
年
に
は
五
四
・
一
施
を
し
め
て
い
た
の
に
、

五
O
年
に
は
一
四
・
五
%
も
低
下
し
て
三
九
・
六
箔
に
な
っ
て
い
る
。
二
六
七
戸
と
い
う
戸
数
は
農
村
部
で
は
二
つ
の
大
字
に
匹
敵
す
る

戸
数
で
あ
っ
て
、
二
十
年
間
に
こ
れ
だ
け
の
戸
数
が
な
く
な
っ
た
の
は
有
史
以
来
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

農
家
戸
数
は
昭
和
三
五
年
の
二
、
三
六
四
戸
を
最
高
に
以
後
減
少
を
続
け
て
い
る
。
特
に
四
五

1
五
O
年
の
五
カ
年
間
に
は
一
五
九
戸

も
減
少
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
い
よ
い
よ
農
家
の
世
代
交
替
期
に
際
会
し
て
全
国
的
傾
向
で
は
あ
る
が
、
農
家
人
口
の
減
少
に
続
い
て
、

497 
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農家数の推移

ば~ZljI総吋
1.293 
(55.8) 

2. 3181 1. 0251 1. 0501 243 
(100.0)1(44.2)1(45.3)1(10.5) 

2. 3641 5831 1. 2411 5391 
(100. 0)1(24.7)1(52. 5)1(22.8) 

1.786 
(75.3) 

1.9341 
(85.1) 

1.814 
(88.4) 

140.3 

( )内は必を示す。資料農業セ γサスによる

今
後
は
大
き
く
農
家
戸
数
も
減
少
す
る
の
で
は
な
い
か
と
憂
慮
さ
れ
て
い

498 

1.899 
(85.9) 

• 35年

2.2721 3381 1. 1911 743 
(100.0)1(14. 9)1(52. 4)~(32. 7) 

2. 2101 311! 9501 949: 
(100.0)[(14.1);(43.0ウ(42.9)1

2. 051! 237i 6必11.1651 
(100.0);(11.6)，(31. 6引(56.8)1

5昨 /3昨 1 88. 51 23. 11 61. 814河 41

る
兼
業
化
の
激
化

戸
数
の
四
四
・
二
%
に
あ
た
る
一
、

O
二
五
戸
が
専
業
農
家
で
あ
り
、
農
業

先
掲
の
第
1
1
1表
に
よ
り
、
昭
和
三

O
年
に
は
農
家

を
主
と
す
る
第
一
種
兼
業
農
家
の
一
、

O
五
O
戸
を
加
え
る
と
農
家
戸
数
の

八
九
・
五
%
が
農
業
を
主
体
に
生
活
を
営
ん
で
い
て
、
兼
業
を
主
と
す
る
第

二
種
兼
業
農
家
は
わ
ず
か
に
二
四
三
戸
で
農
家
戸
数
の
ほ
ぼ
一
割
に
す
ぎ
な

か
っ
た
。
そ
の
後
わ
が
国
の
経
済
成
長
に
伴
っ
て
農
家
戸
数
は
減
少
し
た
が
、

な
か
で
も
専
業
農
家
の
減
少
が
甚
し
く
五

O
年
に
は
二
三
七
戸
と
な
り
、
全

農
家
数
の
わ
ず
か
一
一
・
六
劣
と
な
っ
た
。
二
十
年
前
に
く
ら
べ
て
二
三
・

一
%
と
い
う
減
少
ぷ
り
で
、
当
時
の
第
二
種
兼
業
農
家
と
ほ
ぼ
等
し
い
戸
数

に
な
っ
て
い
る
。
一
方
兼
業
農
家
は
農
家
数
の
減
少
に
も
か
か
わ
ら
ず
増

加
し
、
一
一
一

O
年
に
比
べ
て
四

O
Mも
ふ
え
五

O
年
に
は
一
、
八
一
四
戸
と
な
っ
た
。
特
に
第
二
種
兼
業
農
家
の
増
加
が
著
し
く
、
二
四
三

一
六
五
戸
に
な
り
、
こ
の
二
十
年
間
に
お
よ
そ
四
・
八
倍
、
農
家
戸
数
の
五
六
・
八
%
を
し
め
る
に
い
た
っ
た
。

か
か
る
農
家
変
動
期
に
専
業
農
家
か
ら
兼
業
農
家
に
転
換
し
た
農
家
の
事
例
と
し
て
旧
名
久
田
村
横
尾
の
関
忠
夫
家
の
場

第1，...， 1表
戸
が
て

と
こ
ろ
で
、

昭和30年

合
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

u 40年

u 45年

u 50年

備考

①
転
換
前
の
農
業
経
営

昭
和
三
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
に
か
け
て
は
現
世
帯
主
忠
夫
の
父
政

良
の
時
代
に
は
、
畜
産
と
養
蚕
及
葉
煙
草
を
主
体
の
専
業
農
家
経
営

で
、
農
業
で
は
地
域
の
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
。
畜
産
で
は
繁
殖
養
豚



五
頭
を
飼
養
し
、
年
間
仔
豚
一

O
O頭
を
生
産
し
て
お
り
、
養
蚕
も
春

蚕
四

0
グ
ラ
ム
、
夏
秋
蚕
三

0
グ
ラ
ム
、
晩
秋
蚕
五

0
グ
ラ
ム
と
い
う

大
き
な
養
蚕
経
営
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
葉
煙
草
一
反
歩
を
併
せ
経
営
し

て
い
た
。

②
兼
業
農
家
へ
転
換
の
動
機

経
営
主
政
良
の
四
十
三
年
七
月
の
突
然
の
死
去
が
最
大
の
原
因
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
飼
育
豚
の
姥
死
や
過
労
に
よ
る
経
営
主
の
妻
の
入
院
、

病
後
の
回
復
が
捗
々
し
く
な
か
っ
た
こ
と
等
が
重
な
っ
た
。
そ
れ
に
当

時
の
養
豚
経
営
の
事
情
か
ら
、
専
業
と
し
て
持
続
す
る
に
は
一

l
一・

五
町
の
小
経
営
で
は
将
来
が
暗
か
っ
た
。
そ
こ
で
主
柱
と
頼
ん
で
い
た

父
政
良
の
死
を
契
機
に
思
い
き
っ
て
兼
業
に
転
換
し
た
。

③
現
在
の
農
業
経
営

政
良
時
代
の
耕
作
面
積
田
五
反
、
普
通
畑
六
反
、
桑
畑
四
反
、
現
在

は
回
三
反
(
一
反
貸
付
一
反
休
耕
〉
畑
は
桑
畑
二
反
の
ほ
か
貸
付
、
養

蚕
は
春
蚕
二

0
グ
ラ
ム
夏
秋
蚕
一

0
グ
ラ
ム
、
晩
秋
蚕
二

0
グ
ラ
ム
に

減
ら
す
。
畜
産
は
全
然
し
な
い
。
特
用
作
物
と
し
て
葉
煙
草
を
や
め
コ

γ
ニ
ャ
ク
一
反
五
畝
、
現
在
の
経
営
は
省
力
を
目
途
に
、
田
植
機
バ
イ

ン
ダ
ー
動
力
用
噴
霧
機
を
い
れ
た
の
で
人
手
を
雇
用
せ
ず
自
家
労
力
だ

け
で
や
っ
て
い
る
。
農
業
の
中
心
は
忠
夫
の
妻
周
子
ハ
昭
和
十
一
年

生
)
、
義
母
と
み
の
手
伝
、
忠
夫
(
昭
和
六
年
生
)
は
休
日
百
姓
で
あ

る
。
ハ
忠
夫
は
渋
川
市
大
同
製
鋼
に
自
家
用
車
で
通
勤
〉

④
兼
業
転
換
に
よ
る
主
婦
の
評
価

プ
ラ
ス
:
:
:
給
料
に
よ
る
定
収
入
で
、
つ
つ
ま
し
い
予
算
生
活
プ
ヲ

γ
が
た
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
企
業
か
ら
う
け
る
主
人
の
身
分
保

障
で
生
活
上
の
大
き
な
安
心
が
え
ら
れ
た
。
時
間
的
に
自
分
の
自
由
時

聞
が
も
て
る
よ
う
に
な
る
。
マ
イ
ナ
ス
:
:
:
生
産
の
喜
び
が
半
減
、
農

業
収
入
の
激
減
は
大
き
な
痛
手
と
な
る
。
主
人
を
職
場
に
送
り
だ
す
た

め
の
身
の
廻
り
の
世
話
が
ふ
え
た
こ
と
は
、
な
に
か
一
つ
の
負
担
加
重

が
感
ぜ
ら
れ
る
。

産業と経済

間
農
地
の
動
き

経
営
耕
地
面
績
昭
和
五

O
年
の
土
地
台
帳
の
集
計
に
よ
る
と
、
田
が
五
九
三

μr
、
畑
が
て
四
七
三
行
ル
、
計
二
、

O
六
六
合
政

で
あ
る
が
、
農
業
セ
ン
サ
ス
を
み
る
と
(
表
1
1
2
)
(次
頁
)
回
が
四
八
六

hhy
、
畑
が
九
四
四

huh
で
土
地
台
帳
集
計
よ
り
も
田
が
一

第三章

O
七

hhy、
畑
が
五
二
九

hhy
も
少
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
第
一
に
米
の
作
付
制
限
、
農
産
物
価
の
低
迷
等
に
よ
る
農
家
の
生
産
意
欲
が
減
退
し
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
農
業
従
業
者
の
減

少
と
農
業
機
械
の
普
及
に
よ
っ
て
耕
作
に
不
便
な
耕
地
が
放
棄
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
三
に
農
業
セ

γ
サ
ス
は
農
業
者
の
申
告
な
の
で
、

499 
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農業セγサスによる〉

|球吋 I普 通 知 1樹園畑地!その他

一農家当り
田

耕地面積

I，74ha 3l . 
ha 

3; I 
ha h且

昭和30年 891 8 0.75 I 

H 35年 1，917 547 1，004 366 0.81 

H 40年 1，827 553 892 382 0.80 

N 45年 1，627 533 738 0.74 

H 50年 1，430 486 596 0.69 

5昨 /30年| 92.0 

経営耕地面積の推移(資料第 1.......2表

過
少
に
・
申
告
さ
れ
て
い
る
面
が
あ
る
こ
と
:
:
:
等
々
に
よ
る
結
果
と
思
わ
れ
る
。

農
業
セ

γ
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
う
え
の
第
1
1
2
表
か
ら
水
田
面
積

500 

水
図
面
積

は
三

O
年
に
は
四
五
九
作
ヘ

四

O
年
に
は
五
五
三
タ

Y
に
な
っ
て
、
九
四
作
ル
増
え

て
い
る
(
こ
れ
は
今
次
戦
争
中
か
ら
開
墾
さ
れ
て
い
た
美
野
原
成
田
地
区
が
昭
和

三

0
年
代
に
水
固
化
さ
れ
た
こ
と
が
主
な
原
因
だ
っ
た
J
と
こ
ろ
が
四
五
年
か
ら

国
の
政
策
と
し
て
米
の
生
産
調
整
が
行
わ
れ
、
米
を
作
ら
な
い
水
田
や
米
以
外
の

作
物
に
転
換
し
た
場
合
に
は
園
か
ら
補
助
金
が
出
さ
れ
る
な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ

た
た
め
に
、
水
田
面
積
は
減
少
に
転
じ
、
五

O
年
に
は
四
八
六
ロ
ル
に
な
っ
た
。

普

通

畑

第

1
1
2
表
に
よ
っ
て
、
昭
和
三

O
年

に

は

八

九

二

Y
だ
っ
た

が
、
三
五
年
の
て

O
O四
作
ル
を
ピ

l
ク
に
、
以
後
は
急
速
に
減
少
し
五

O
年

に
は
五
九
六

ihy
に
な
っ
て
い
る
。
樹
園
地
を
合
せ
て
も
土
地
台
帳
の
畑
よ
り
五

O
O
L
h
r
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
つ
に
は
本
町
の
畑
作
物
に
は
コ

γ
ニ

ヤ
ク
を
除
き
換
金
性
収
益
性
の
高
い
作
物
は
作
付
が
少
い
こ
と
に
起
因
す
る
が
、

畑
の
低
生
産
性
の
た
め
戦
時
中
開
墾
さ
れ
た
生
産
力
の
低
い
土
地
や
耕
作
不
便
な

土
地
な
ど
が
耕
作
放
棄
さ
れ
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。

樹
園
地
は
昭
和
三

O
年
三
八
五
行
脚
を
最
高
に
、
五

O
年
は
三
四
八
台
ル
で
あ

る
の
で
一

O
Mの
減
少
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
樹
園
地
の
約
九

O
Mが
桑
固
な
の

で
あ
る
。
長
く
養
蚕
が
当
地
に
定
着
し
て
き
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
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31 

経営規模別農家数の推移第 1~3 表

昭和40年

H 45年

18 

46.2 

u 50年

w 判的

一
農
家
当
り
耕
地
面
績
を
み
る
と
、
三

O
年
に
は

0
・
七
五
作
ル
、
三
五
年
に
は

0
・
八

一
行
ル
に
ふ
え
た
が
、
以
後
は
減
少
し
て
五

O
年
に
は

0
・
六
九
行
w

に
縮
少
し
て
い
る
。

三
十
年
間
の
動
き
で
は
、
農
家
数
は
二
六
七
戸
も
減
少
し
て
い
る
の
に
、

一
戸
当
り
耕
作
面

経
営
規
模
別
農
家

積
は
増
加
す
る
ど
こ
ろ
か
逆
に
減
少
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
1
1
3
表
に
よ
る
と
、
昭
和
四

O
年
と
五

O
年
と
の
対
比
で
は
、

自
立
農
家
の
分
岐
点
と
い
わ
れ
る
こ
・
五
行
ル
以
上
の
農
家
が
四

O
年
ま
で
は
一
戸
も
な
か

コ，
a
A

守、.、

，
ナ
、
・
刀

四
五
年
に
は
六
戸
、
五

O
年
に
は
一
二
戸
と
倍
増
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

し
か
し
一
般
に
本
町
農
業
の
担
い
手
た
る

0
・
七
!
こ
・
五

hy
の
農
家
は
い
ず
れ
も
減
少

し、

0
・
七

h
y
未
満
の
農
家
が
著
し
く
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
、
中
堅
農
家
の
両
極
分
解

増
大
を
裏
付
け
る
が
、
経
済
成
長
下
に
お

現
象
を
示
し
て
い
て
、
こ
れ
は
専
業
農
家
第
一
種
兼
業
農
家
の
減
少
と
第
二
種
兼
業
農
家
の

け
る
本
町
農
業
の
変
貌
を
通
じ
て
各
般
の

問
題
点
の
根
底
を
示
唆
し
て
い
る
。

農
家
人
口
・
農
業
人
口
の
動
き

第
1
1
4
表
に
よ

資料

三 る (3) 
二 と 農

天堅実
で 2 口
町汽の
の 》 減
総 京 少
人り

農口
m 家
二 人
ノ、口

.は

多四
/也、

第 1~4表

を
し
め
て
い
た
が
、
五

O
年
に
は
四
、
七

農家人口の推移

|男|女|計 1

7，0021 7，317!14，沼11

6，5811 6， 917i13， 5281 

|23側 μ614767i
l，8811 2， 0631 3， 973 

i 40年/35年 1_21. 41 70. 21 70.61 

資料農業センサスによる

年次別

昭和30年

H 35年

H 40年

H 45年

H 50年

30~50年

35~50年
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と
、
こ
れ
が
一
、
二
六
四
人
も
少
く
な
っ
て
一
ニ
、
七
八
八
人
、

り
で
も
一
・
五
八
人
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
兼
業
を
主
と
す
る
農
業
従
事
者
の
方
は
三
五
年
に
比
し
て
二
倍
以
上
に
急
増
し
た
の

で
あ
る
。
ま
た
農
業
従
事
者
を
男
女
別
に
み
る
と
、
一
一
一
五
年
は
男
二
、
五
六
五
人
、
女
二
、
四
八
七
人
で
あ
っ
た
が
、
五

O
年
に
男
が

誌

沼 陣他業にともに従事

i殻壁掛2lp! 計

昭和35年 595 13.528 

H 40年 3. 979: 1. 1381 1. 265~ 569 11.934 

H 45年
3回1司1.7侃

490 10.771 

H 50年 2. 9981 7901 1. 942 495 9.5541 

281卜1.0511-1001 /  

吋7均3.8ベ8イ仰2

会社

農業就業人口の推移第 1~5表

六
七
人
も
減
少
し
た
。
町
の
総
人
口
に
し
め
る
割
合
も
四
六
・
七
%
に
低

下
し
た
。
町
の
総
人
口
が
三

O
i五
O
年
に
二
、
七
五
六
人
も
減
少
し
て

い
る
が
、
そ
の
原
因
は
主
に
農
家
人
口
の
減
少
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
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資料前表11:同じ

農
家
=
戸
当
り
世
帯
人
員
は
三

O
年
に
は
六
・
一
八
人
で
あ
っ
た
が
、
五

O
年
に
は
四
・
六
六
人
と
な
り
、
一
・
五
二
人
少
く
な
っ
て
い
る
。
戦
前

農
村
は
本
来
の
食
糧
生
産
以
外
に
優
秀
な
兵
士
の
供
結
源
と
し
て
、
そ
し

て
戦
後
に
は
労
働
力
の
供
給
基
地
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
し
て
き
た

が
、
今
後
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。

農
業
就
業
人
口
の
変
化
第
1
1
5
表
に
よ
る
と
、
昭
和
三
五
年
に
は

農
業
従
事
者
(
自
家
営
業
だ
け
従
事
+
農
業
を
主
と
す
る
も
の
〉
は
五
、

O

一
農
家
当
り
で
は
二
・
一
四
人
で
あ
っ
た
。
五

O
年
に
な
る

一
農
家
当

五
二
人
で
、

て
五
一
八
人
、
女
が
二
、
二
七

O
人
と
、
女
の
方
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
全
般
に
農
業
従
事
者
の
減
少
と
と
も
に
、
内
容
的
に
農
業
従

事
者
の
老
令
化
、
女
性
化
が
進
捗
し
て
い
る
。
さ
き
の
兼
業
化
の
進
展
と
相
ま
っ
て
機
械
化
の
普
及
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
般
に
は
経
営

規
模
の
縮
少
を
余
儀
な
く
し
て
い
る
と
い
え
る
。

農
業
機
械
化
の
普
及

(4) 



第 1'"'"'6表

昭~ --i 

535i!//ig 
/ ~'Y 名

一 一一 個農動、、、

0 0四 五七0 O八四 六九一

人~;IJ

五一七
有 |l機

五四一
個

六八一一|人
四 O 八七有

芸品 主持

五四一一 有
機

七八一
人個 動

一五 O コ 有 カ

共
散
粉

一 機
一一一一 一 有

九一
四九|

有力
一 一 回
共植

八八| 有
機

一 個

0 四九|
A 

ノ、

有 イ

ン

共

四
五一 有

資料 前表に同じ

産業と経済

昭
和
三
五

l
五

O
年
に
わ
た
る
最
近
十
五
年
間
の
農
業
機
械
の
導
入
状
況
を
右
の
第
1
1
6表
に
示
す
。

動
力
耕
転
機
昭
和
三

O
年
に
は
動
力
耕
転
機
は
群
馬
県
に
八
五
四
台
、
吾
妻
郡
に
四
六
台
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
三
五
年

に
な
る
と
、
第
1
1
6
表
の
よ
う
に
中
之
条
町
だ
け
で
個
人
有
共
有
合
せ
て
二
八

O
台
と
急
速
に
導
入
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
急
速
な
普
及

に
比
す
る
と
、
当
時
で
も
ま
だ
一
割
の
農
家
が
使
用
し
て
い
た
に
す
ま
な
か
っ
た
が
、
五

O
年
に
は
農
用
ト
ラ
ク
タ
ー
を
含
め
て
個
人
有

共
有
を
合
せ
る
と
こ

O
六
五
台
、
お
よ
そ
一
戸
一
台
と
い
う
普
及
ぶ
り
を
み
せ
る
に
い
た
っ
た
。
か
く
て
農
耕
は
動
力
耕
転
機
、
農
用
ト

ラ
ッ
ク
タ
!
が
完
全
に
牛
馬
に
と
っ
て
代
り
、
山
間
地
で
も
人
聞
が
耕
起
し
た
り
背
中
に
背
負
う
農
業
労
働
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。

動
力
田
植
機
・
バ
イ
ン
ダ
ー
昭
和
四

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
普
及
し
は
じ
め
、
動
力
田
植
機
は
四
五
年
に
は
個
人
有
共
有
合
せ
て
二

七
台
だ
っ
た
が
、
五

O
年
に
は
一
三
二
台
に
な
り
、
バ
イ

γ
ダ
l
も
四
五
年
に
は
二
一
台
だ
っ
た
が
、
五

O
年
に
は
二
四
九
台
と
急
激
に

ふ
え
て
い
る
。
か
く
て
除
草
剤
の
開
発
と
相
ま
っ
て
水
稲
作
の
機
械
化
は
ほ
ぼ
体
系
づ
け
ら
れ
、
労
働
時
間
を
大
幅
に
短
縮
し
て
い
る
。
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第三章

(5) 

土
地
改
良
事
業



青
山
・
市
城
土
地
改
良
事
業
町
村
合
併
後
の
土
地
改
良
は
小
測
光
平
代
議
士
の
尽
力
も
あ
っ
た
が
、
吾
妻
郡
一
円
が
積
雪
寒
冷
地
帯

に
指
定
さ
れ
、
各
地
で
土
地
改
良
が
実
施
さ
れ
た
〈
二
巻
一
ニ
六
一

t
二
頁
〉
。
中
之
条
町
も
そ
の
指
定
を
う
け
、
法
満
寺
や
青
山
市
城
の
土

地
改
良
事
業
が
行
わ
れ
た
。
法
満
寺
は
区
画
整
理
が
主
で
あ
っ
た
が
、
青
山
市
城
は
従
前
か
ら
水
利
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
関
係
か
ら
畑
作

地
帯
か
ら
水
田
地
帯
に
脱
皮
し
た
い
と
の
地
元
青
年
達
の
要
望
が
強
か
っ
た
た
め
、
町
の
協
力
を
え
て
青
山
・
市
城
地
区
の
農
家
の
要
請

の
も
と
に
、
字
妻
地
区
関
係
者
の
水
利
用
に
つ
い
て
の
理
解
と
了
承
も
え
ら
れ
た
の
で
、
青
山
市
城
濯
瓶
排
水
事
業
が
計
画
さ
れ
る
に
至

っ
た
。
計
画
実
施
は
次
の
よ
う
に
進
捗
し
て
い
る
。

誌会社

農
業
委
員
会
菊
間
一
夫
の
指
導
を
乞
い
、
北
群
馬
多
野
の
先
進
地
等

の
視
察
を
行
っ
て
発
起
人
会
を
結
成
、
さ
ら
に
現
地
測
量
の
技
術
援
助

を
県
の
田
原
課
長
に
申
請
、
た
ま
た
ま
当
町
出
身
の
桑
原
源
一
郎
技
師

の
出
張
が
許
可
さ
れ
、
現
地
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
そ
れ

ま
で
松
見
橋
北
方
よ
り
ポ
ン
プ
に
よ
る
揚
水
計
画
で
あ
っ
た
の
を
変
更

504 

し
て
、
平
字
妻
北
方
一
五

0
メ
ー
ト
ル
附
近
よ
り
自
然
流
下
に
よ
る
流

水
が
可
能
と
の
判
定
が
で
た
の
で
、
地
元
関
係
者
の
同
意
を
え
て
測
量

設
計
を
し
、
県
農
業
委
員
中
沢
義
太
郎
の
案
内
で
農
林
省
農
地
局
の
田

村
徳
一
郎
建
設
部
長
ハ
当
町
鍋
屋
の
親
戚
〉
を
訪
ね
、
そ
の
力
強
い
支

持
も
え
ら
れ
た
と
い
う
。

本
事
業
は
昭
和
三
十
二
年
度
事
業
に
採
択
さ
れ
、
三
十
三
年
五
月
十
六
日
青
山
市
城
土
地
改
良
区
が
設
立
さ
れ
、
福
島
藤
太
郎
理
事
長

外
理
事
六
名
、
監
事
二
名
が
選
出
さ
れ
、
田
村
建
設
部
長
は
じ
め
関
係
者
一
同
臨
席
の
も
と
で
起
工
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
事
業
実
施
に
当

つ
て
は
、
渋
川
土
地
改
良
事
務
所
長
安
藤
藤
重
郎
、
池
田
山
崎
両
技
師
の
現
地
指
導
と
町
の
福
田
国
一
農
林
課
長
の
特
別
配
慮
、
ま
た
地

元
工
事
委
員
浜
野
里
利
、
染
川
治
作
ら
の
協
力
を
え
て
、
宮
崎
建
設
、
南
波
建
設
の
誠
意
あ
る
施
工
が
行
わ
れ
た
。
つ
ぎ
に
本
事
業
の
概

要
を
示
し
て
お
く
。

負
担
面
積
三
十
町
七
反
五
畝
、
総
工
費
三
千
三
百
万
円
、
そ
の
負
担

割
合
は
国
庫
補
助
四
割
、
町
の
補
助
三
割
、
地
元
負
担
三
割
で
、
地
元

負
担
三
割
の
う
ち
、
七
割
は
国
の
農
林
漁
業
資
金
を
借
用
充
当
し
、
そ

の
返
済
は
昭
和
五
十
六
年
度
で
完
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
工
事



た
」
と
い
っ
て
い
る
。

3 

農
業
生
産
の
変
貌

第三章産業と経済

概

観

は
昭
和
三
十
七
年
六
月
、
青
山
市
城
両
地
区
の
潅
淑
排
水
区
画
整
理
の
補
足
工
事
を
残
し
て
殆

ん
ど
終
了
し
て
い
る
。
四
十
七
年
六
月
湯
本
万
士
白
書
記
の
尽
力
に
よ
っ
て
換
地
処
分
も
終
り
維

持
管
理
に
移
行
し
た
。

と
こ
ろ
で
当
事
業
の
進
捗
過
程
で
、
部
落
の
導
水
路
工
事
や
換
地
処
分
、
ま
た
道
路
幅
員
等

に
つ
い
て
論
議
や
批
判
が
続
出
し
た
が
、
熱
心
な
組
合
員
一
同
の
努
力
と
協
力
に
よ
っ
て
、
幾

多
の
難
聞
を
克
服
し
て
完
成
す
る
に
至
っ
た
。

青山の耕地整理

理
事
長
福
島
藤
太
郎
は
、

「
当
初
計
画
の
松

見
橋
北
方
か
ら
の
ポ
シ
プ
揚
水
を
変
更
し
て
、

自
然
流
下
事
業
に
し
た
こ
と
は
、
部
落
の
水
枯

期
に
お
い
て
雑
用
水
及
び
防
火
用
水
等
に
幅
広

く
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
地
区
住
民

の
多
年
の
要
望
が
い
れ
ら
れ
賢
明
な
策
で
あ
っ

昭
和
四
九
年
の
中
之
条
町
の
農
業
粗
生
産
額
を
み
る
と
(
群
馬
統
計
情
報
事
務
所
中
之
条
出

張
所
調
査
に
よ
る
)
、
二
七
億
二
、
八

O
O万
円
で
、
郡
内
で
は
嬬
恋
村
・
吾
妻
町
に
つ
い
で

第
三
位
で
あ
る
。
組
生
産
額
の
多
い
作
目
は
工
芸
作
物
が
第
一
位
で
六
億
四
、
四

O
O万
円
、

千円〉

。4
0

6

n

B

R
1
v
n
u
u

・

η

G

q

u

n

'

 
p
b
 

噌

E
4
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1叶 1叶 1叶

(単位

年次別

農業生産所得第 1~7表

49年

49年/45年
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誌

第
二
位
は
豚
で
五
億
六
、
五

O
O万
円
、
第
三
位
は
養
蚕
で
三
億
七
、
四

O
O万
円
、
そ
し
て
第
四
位
は
米
で
三
億
六
、

0
0
0万
円
、

第
五
位
は
野
菜
の
二
億
五
、
三

O
O万
円
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
生
産
農
業
所
得
を
第
1
1
7
表
で
み
る
と
、
昭
和
四
五

l
四
九
年
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会社

の
聞
に
八
一
万
八
千
円
か
ら
一
二
九
万
円
に
ふ
え
て
、
伸
び
率
で
五
七
・
七
%
で
あ
る
。

一
戸
当
り
で
は
三
七
万
か
ら
五
八
万
四
千
円
に

増
大
し
て
い
る
が
、
こ
の
四
九
年
の
五
八
万
四
千
円
は
郡
内
八
カ
町
村
中
で
は
第
六
位
、
耕
地
一

0
ア
ー
ル
当
り
は
六
万
三
千
円
ハ
四
九

年
〉
で
、
郡
内
で
第
四
位
、
農
業
従
事
者
一
人
当
り
は
三
九
万
八
千
円
(
四
九
年
)
は
郡
内
で
第
六
位
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
指
標
か
ら
み

て
も
農
業
の
生
産
性
は
高
く
な
い
。
ま
た
昭
和
五

O
年
の
農
畜
産
物
の
販
売
高
は
二

O
億
一
千
万
円
で
ハ
農
協
総
会
資
料
に
よ
る
〉
、
=
戸

当
り
で
九
四
万
五
千
円
で
あ
る
が
、
生
産
飼
料
分
を
含
む
の
で

こ
れ
を
差
引
く
と
一
戸
当
り
五
七
万
三
千
円
で
あ
る
。

作目別部門別農業粗生産額の推移第 1""'8表

百万円〉

山ぷ竺|悪霊|叫ん|み|ふ5

米 169 227 287 363 214.8 

主
麦 46 26 18 81 17.4 

J~ 
野 莱 27 78 190 253 937.0 

作
工芸作物 103 207 254 644 625.2 

目 肉 牛 14 40 81 101 721. 4 

別 乳 牛 50 75 124 221 442.0 

豚 66 99 209 565 856.1 

鶏 46 66 103 571 123.9 

部門別

養 蚕 111 174 352 374 336.9 

作 物 380 608 838 1，396 367.4， 

畜 産 185 288 526 958 517.8 

メ日斗 計 叫1，077¥1，吋z叫398.8

〈単位

資料群馬統計情報事務所中之条出張所調査による

農
業
粗
生
産
額
か
ら
み
た
作
目
別
の
推
移

い
て
昭
和
三
五

l
四
九
年
間
の
年
次
別
の
粗
生
産
額
の
動
き
を

上
の
第
1
1
8
表
に
掲
げ
る
。

中
之
条
町
の
農
業
粗
生
産
額
は
三
五
年
が
六
億
八
千
四
百
万

円
、
四

O
年
一

O
億
七
千
七
百
万
円
、
四
五
年
一
七
億
五
千
二
百

万
円
、
四
九
年
二
七
億
二
千
八
百
万
円
で
あ
る
。
金
額
上
は
大

き
く
伸
長
し
た
が
、
物
価
指
数
と
対
照
す
る
と
、
四
五
年
を
一

O
Oと
し
て
四
九
年
は
一
五
八
・
二
一
%
で
、
こ
の
間
の
農
業
粗

主
な
作
目
に
つ

生
産
額
の
伸
率
が
一
五
八
・
一
%
な
の
で
、
物
価
の
上
昇
率
と

ほ
ぽ
等
し
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
作
目
別
で
は
野
菜
工
芸
作



第三景産業と経済

第 1~9表作物別作付面積及び土地利用率

よk 乏竺|昭和40年| • 45 年|' 50 年| 50/40 

ha 
米 656 601 482 73.5 

麦 382 188 61 16.0 

工芸作物 98 114 75 76.5 

野 莱 106 82 85 80.2 

花 き 2 5 3 150.0 

飼料作物 147 115 76 51. 7 

資料各年次農業センサスによる

第 1~10表畜産農家数と飼育頭数

家弘r乏竺印判・ 35年I• 40年I• 45年I• 50年I5内

!手L用牛l 441 

d 
74 22.9 

飼
肉用牛 463 

育
豚 445 232 

戸

数!プム|
308 22. 

4i 2 50. 

門町 618 111.4 
飼

肉用牛 1， 751 67. 1 
育

1衣 580
1 

979i 3， 3， 4，821 492.4 
頭

数Iプロ鶏イヲー|| 
16，933 

一I -， 8， 10， 26，500i 331. 

資料前表IC:同じ

507 



2ト1ー
ルo‘

物
は
じ
め
豚
、
肉
牛
、
乳
牛
等
の
伸
び
が
大
き
く
、
逆
に
麦
類
の
減
少
が
目
だ
っ
て
い
る
。
部
門
別
に
は
全
般
に
畜
産
の
増
大
が
著
し
い

508 

会

が
、
養
蚕
も
四

0
年
代
以
降
伸
び
て
い
る
。

ネi

作
付
面
積
か
ら
み
た
農
作
物
(
第

1
1
9表
・
前
頁
)
、
昭
和
四

O
年
に
対
し
五

O
年
に
作
付
面
積
の
増
加
し
て
い
る
の
は
花
き
花
木
だ

一
般
作
物
は
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。
麦
雑
穀
の
減
少
が
大
き
く
一
六

i
一
七
%
し
か
作
付
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
田
と
普

け
で
、

通
畑
の
利
用
率
は
年
々
低
下
し
、

∞
作
目
別
の
生
産
状
況

四
O
年
に
は
一
二
七
・
五
広
の
利
用
率
が
五

O
年
に
は
八
六
・
九
%
し
か
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。

(昭和35~49年)

掃立箱数

収繭量

箱当収蹴
量

桑園面積

10a当り
収繭量

118 

68 

年|先年

118 

100 

97 

31. 7 

413 

養蚕の動向

年 140~145 年 |ω
1， 080 

8.520 

第 1-11表

ぷ?|35

nu 
n
，“
 唱

'
目
e

第

1
1
m表
(
前
頁
)
に
よ
り
二
十
年
代
に
比
し
て
三
五
年
に
は
各
家

畜
の
飼
育
戸
数
頭
数
と
も
に
相
当
に
楢
唱
え
た
。
三
五

l
五
0
年
間
の
推
移
を
み
る

と
、
飼
育
戸
数
は
い
ず
れ
も
相
当
に
減
少
し
た
が
(
と
く
に
乳
牛
と
鶏
の
飼
育
戸

数
が
大
き
く
減
少
)
、
飼
育
頭
数
は
肉
牛
を
除
き
ふ
え
て
い
る
。
豚
の
頭
数
は
五
倍

近
く
ふ
え
て
い
る
。
こ
の
趨
勢
は
本
町
で
も
畜
産
部
門
の
多
頭
飼
育
化
の
動
き
を

畜
産

現
わ
し
て
い
る
。

つ
ぎ
に
養
蚕
の
動
向
ハ
三
五

l
四
九
年
〉
を
第

1
1日
表
で
み
よ
う
。

昭
和
田
九
年
吾
妻
郡
の
養
蚕
戸
数
三
、

O
四
一
戸
の
う
ち
本
町
は
一
、

O
八
O
戸

で
全
郡
の
三
分
の
一
を
し
め
る
点
か
ら
は
重
要
な
農
作
目
と
い
え
る
が
、
表
か
ら

最
近
十
五
年
間
の
動
き
を
み
る
と
、
的
飼
育
戸
数
も
漸
次
減
少
し
て
き
て
、
三
五

養
蚕

資料

年
に
比
し
て
四
九
年
に
は
五
一

O
戸
減
で
当
時
の
六
八
%
に
な
っ
て
い
る
。
制
掃

立
箱
数
は
増
加
し
て
い
て
両
年
次
を
く
ら
べ
る
と
一
八
%
増
で
あ
る
。
付
一
戸
当



り
掃
立
箱
数
を
み
る
と
、
約
四
・
五
箱
か
ら
約
八
箱
に
急
増
し
て
い
て
注
目
さ
れ
る
。
付
収
繭
量
は
こ
の
十
五
年
間
に
一
八
%
増
で
あ
る

が
、
一
箱
当
り
収
繭
量
は
幾
分
ふ
え
た
年
次
も
あ
っ
た
が
(
四
五
年
〉
、
全
般
的
に
ほ
と
ん
ど
変
化
が
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
期
間
の
経
済
動

向
か
ら
生
糸
需
要
の
減
退
、
糸
価
の
不
振
等
で
零
細
農
家
は
養
蚕
か
ら
離
脱
し
た
が
、
他
面
残
存
飼
育
農
家
に
は
夏
蚕
晩
々
秋
蚕
等
の
組

合
せ
に
よ
っ
て
掃
立
規
模
の
拡
大
を
試
み
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

養
蜂
業
西
洋
種
の
養
蜂
を
い
ち
早
く
と
り
入
れ
た
の
は
、
旧
名
久
間
村
平
の
銅
持
君
平
、
旧
沢
田
村
四
万
の
宮
崎
弘
、
旧
名
久
田
村

横
尾
の
松
本
光
太
郎
の
三
人
で
あ
る
。
大
正
初
期
か
ら
昭
和
二
十
年
頃
に
か
け
て
、
松
本
光
太
郎
を
中
心
に
蜜
蜂
を
飼
育
し
た
主
な
人
々

は
、
旧
中
之
条
町
で
倉
林
圧
平
、
村
松
幸
左
衛
門
、
伊
藤
良
一
、
旧
沢
田
村
で
は
愛
敬
四

郎
、
愛
敬
五
郎
、
佐
藤
耕
太
郎
、
林
佐
重
、
旧
名
久
田
村
で
関
三
蔵
、
高
橋
雄
司
、
伊
能

重
郎
等
で
あ
っ
た
。

第三j'~ 産業と経済

閤

松
本
養
蜂
戦
時
中
は
物
資
不
足
、
特
に
砂
糖
の
欠
乏
で
、
蜂
の
越
冬
が
困
難
に
な
り
、

松
本
光
太
郎
の
苦
心
も
報
わ
れ
ず
、
長
男
仁
一
が
召
集
解
除
で
無
事
帰
郷
し
た
時
は
、
単

箱
も
一
箱
に
な
っ
て
い
た
。
終
戦
後
は
親
子
を
中
心
に
一
家
の
協
力
で
養
蜂
に
取
組
み
、

昭
和
二
十
一
年
に
は
蜂
も
三
群
に
、
二
十
二
年
は
九
群
に
、
二
十
三
年
に
は
二
十
七
群
、

二
十
四
年
に
は
五
十
群
と
養
蜂
事
業
も
軌
道
に
乗
っ
て
来
た
。
こ
の
頃
は
蜜
源
も
豊
富
に

あ
っ
た
。
昭
和
二
十
二
年
に
は
リ
ヤ
カ
ー
や
運
送
馬
車
に
よ
っ
て
中
山
の
牧
場
な
ど
に
単

箱
の
移
動
も
し
た
。
こ
の
噴
は
甘
味
料
も
乏
し
い
時
で
、
商
品
と
し
て
一
千
八
百
円
も
し

た
。
と
こ
ろ
が
米
の
代
り
に
砂
糖
が
配
給
に
な
る
と
、
と
た
ん
に
蜂
蜜
が
値
下
り
し
た
。

酒
が
一
升
五
百
円
の
頃
、
蜜
は
三
百
五
十
円
と
い
う
安
値
で
あ
っ
た
。
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誌

昭
和
四
十
五
年
頃
に
な
る
と
、
自
然
食
尊
重
と
い
う
風
潮
に
な
り
、
蜜
の
需
要
は
多
く
な
り
、
一
升
千
二
百
円
と
い
う
高
値
に
な
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
蜜
源
は
年
毎
に
減
少
し
た
。
例
へ
ば
れ
ん
げ
は
姿
を
消
し
、
油
菜
は
栽
培
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
河
川
敷
や
鉄
路
が
改
善

さ
れ
て
ア
カ
シ
ヤ
が
少
く
な
っ
た
。
ま
た
植
林
事
業
が
進
む
に
つ
れ
て
栗
の
木
、
林
道
の
開
通
と
共
に
栃
の
木
も
な
く
な
っ
て
ゆ
き
、
蜜

蜂
に
危
機
が
到
来
し
た
。

昭
和
三
十
年
噴
は
、
三
十
群
も
あ
っ
た
か
ら
、
ト
ラ
y

ク
で
、
高
山
村
中
山
、
六
合
村
の
引
沼
、
嬬
恋
村
の
門
貝
、
草
津
の
谷
所
な

ど
、
栃
の
木
や
雑
草
の
花
を
求
め
て
移
動
し
た
。
(
七
月
か
ら
十
一
月
頃
ま
で
〉
。
こ
れ
で
蜜
蜂
の
欠
乏
を
補
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た

ハ
ウ
ス
栽
培
に
蜂
は
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。
イ
チ
ゴ
の
ハ
ウ
ス
栽
培
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
に
な
っ
た
。
埼
玉
・
栃
木
・

510 

会社

神
奈
川
・
群
馬
な
ど
多
く
利
用
し
て
い
る
。
現
在
吾
妻
郡
養
蜂
協
会
(
会
長
松
本
仁
一
〉
が
設
立
さ
れ
、
会
員
六
五
名
で
あ
る
。

叩
林
業
の
動
向

林
野
面
積
一
九
七

O
年
(
昭
和
四
五
年
)
農
林
業
セ

γ
サ
ス
に
よ
る
と
、
中
之
条
町
の
林
野
面
積
は
一
八
、
七

O
九
作
ル
で
、
そ
の

林
野
率
は
七
八
・
八
%
で
あ
る
。
林
野
面
積
の
内
訳
は
固
有
が
六
九
%
、
民
有
が
一
三
%
で
五
、
七
九

o
h
y
と
割
合
少
い
。
私
有
林
は

五
、
五
九
二

h
y
で
林
野
面
積
の
二
九
・
九
%
で
あ
る
。
林
野
面
積
に
つ
い
て
三
五
年
と
四
五
年
と
を
比
較
す
る
と
左
表
の
通
り
で
あ
る
。

三
五
年
に
比
較
し
て
私
有
林
は
二
六
三

hy
と
僅
か
に
増
え
た
が
、
固
有
公
有
と
も
に
減
少
し
て
い
る
。
特
に
公
有
林
が
三
五
年
の
四

分
の
一
に
減
少
し
て
い
る
。

昭昭

里s和
年
/四三
昭
三五五
五
年年年

一|国
九、 '91
八九Oタ|
・一八 11有
八九ール|

|公

ニクl 
五一七夕!
・九六 11有

1 九八五ル!

一:
一五五へ
O 、、ク
四五三タ
-九三 1，有
七二九州

八九へl

九、、クi計
七七ータ;
-O八 11

と
こ
ろ
で
昭
和
四
五
年
に
は

年

次

人
工
林
面
積
は
二
、
九
六
六

ηル

で
、
人
工
林
率
は
約
五
三
%
で

あ
る
。
林
野
の
う
ち
採
草
放
牧



に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
僅
か
一
二

hy
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

林
業
世
帯
ハ
戸
数
〉
昭
和
四
五
年
の
町
の
林
業
戸
数
は
一
、
三
四
六
戸
ハ
総
戸
数
の
二
七
・
三
%
)
を
し
め
て
い
る
。
林
業
戸
数
中

の
ほ
と
ん
ど
が
農
林
家
で
九
一
広
、
非
農
家
で
林
業
を
営
む
も
の
は
一
二
三
戸
(
九
%
〉
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
最
近
の
傾
向
で
は
こ
の

非
農
家
の
林
業
戸
数
の
増
加
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
非
農
家
の
林
業
の
状
況
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

非
農
家
で
林
業
経
営
の
も
の
を
み
る
と
、
昭
和
三
五
年
六
九
戸
、
う
ち
一
作
ル
以
上
の
経
営
が
四
二
戸
、
四
五
年
に
は
三
五
年
よ
り
五

四
戸
ふ
え
て
一
二
三
戸
に
な
り
、
そ
の
う
ち
一

hy
以
上
経
営
が
五
九
戸
で
あ
る
。

昭
和
四
五
年
の
林
家
の
平
均
経
営
面
積
は
四
・
一

h
y
で
あ
る
が
、
総
じ
て
一

hy
未
満
が
六
一
一
一
一
戸
で
四
五
・
五

林
業
経
営
規
模

一
i
五

Lhy
が
五
三
七
戸
で
三
九
・
九
%
を
し
め
、
全
体
と
し
て
小
規
模
経
営
が
多
く
、
大
半
の
林
家
は
農
業
と
の
混
合
経
営
な
の

で
あ
る
。
三
五
年
と
四
五
年
の
経
営
規
模
別
林
家
数
の
動
き
を
次
表
に
示
し
て
お
く
。

% 

一
作
ル
未
満
と
五

o
h
y
以
上
が
ふ
え
て
い
て
、

一
O
I五
0
0ル
の
中
規
模
は
減
少
な
い
し
不
変
と
い

産業と経済

三
五

i
四
五
年
の
動
向
は
、

う
精
々
両
極
分
解
の
傾
向
を
み
せ
て
い
る
。

林
産
物
販
売
額
か
ら
み
た
林
業
経
営
昭
和
四
五
年
の
林
産
物
販
売
農
家
数
は
一
一
一
一
戸
で
総
林
家
中
の
僅
か
一
五
・
七
克
に
す
ぎ
な

い
。
そ
の
う
ち
七
五
%
は
年
間
二

O
万
円
以
下
の
少
量
の
販
売
額
で
あ
る
。
百
万
円
以
上
の
販
売
額
の
林
家
は
九
戸
で
あ
る
。
三
五
年
四

五
年
の
年
間
の
林
産
物
販
売
額
別
の
農
家
数
の
推
移
を
次
頁
の
表
に
掲
げ
て
お
く
。

ミさ苔li
ha 

ha 

-一一→一一

ha 
一一一一斗一一

加

ha 

Cコ
巨ヨせゴ tt 

i ・三""cコ三=-e:ヨ Zヨ

0
1
 

m
h
l
 

計

年

次

昭

和 8

45 和
/ 
昭 4535 

和

35年 年

昭

E
Z
=
 

E
冨一七

一Oニ・八

車
内実

九
回
・
九

三一一
一

0
0

・0

Cコ-

九
七一一
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林
産
物
販
売
の
林
家
は
、
三
五
年
当
時
に
は
、
ま
だ
全
林
家
の
四
五
%
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
十
年
間
に
一
一
一
一
戸
(
一
五
・
七
%
〉

に
激
減
す
る
。
年
間
百
万
円
以
上
の
販
売
額
の
林
家
も
一
六
戸
あ
っ
た
が
四
五
年
に
は
九
戸
に
減
る
が
、
と
く
に
三
五
年
に
は
年
間
五
百

万
円
以
上
の
林
家
が
三
戸
あ
っ
た
が
、
こ
の
販
売
階
層
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
一
九
七

O
年
セ
ン
サ
ス
か
ら
一

hy
以
上
の
農
家
七
三
四

戸
に
つ
い
て
、
林
業
収
入
へ
の
依
存
度
を
調
査
し
た
結
果
に
よ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

全
く
依
存
し
な
い
も
の
四
五
二
戸
(
六
一
・
六
%
〉
、
二
割
未
満
だ
け
の
依
存
の
も
の
一
一
一
一
一
戸
(
二
八
・
九
広
〉
、
二

i
五
割
依
存
の
も

の
四
八
戸
(
六
・
五
%
〉
、
五
割
以
上
依
存
し
て
い
る
も
の
二
二
戸
空
了

O
M〉

林
業
生
産
ま
ず
生
産
額
を
四
四
年
で
み
る
と
、
総
額
で
八
億
七
、
八
五
六
万
九
円
で
、
そ
の
う
ち
私
有
関
係
が
お
よ
そ
半
分
の
四
億

二
千
万
円
で
あ
る
。
そ
し
て
生
産
額
の
八
四
%
は
用
材
で
、
こ
れ
に
つ
い
で
、
木
炭
、
椎
茸
原
木
、
椎
茸
、
な
め
こ
な
ど
で
あ
る
。
主
な

林
産
物
の
生
産
額
を
次
に
あ
げ
て
お
く
こ
九
七

O
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
〉
。

用
材
七
億
四
、
一
六
七
万
八
千
円
(
う
ち
私
有
林
三
億
一
、
九
三
四
万
三
千
円
〉
、
木
炭
九
六
六
頓
で
四
、
椎
茸

原
木
二
、

O
九
二
万
三
千
円
、
な
め
こ
原
木
二
三
八
万
七
千
円
、
乾
燥
し
い
た
け
二
・
八
頓
で
五

O
四
万
、
生
し
い
た
け
三
五
・
八
頓
で

一
、
三
六

O
万
四
千
円
、
な
め
こ
一
二
・
八
頓
七
六
三
万
円

四
O
O万
一
千
円
、

4 

農
業
協
同
組
合
の
展
開



戦
後
二
十
三
年
に
創
立
し
た
わ
が
四
カ
町
村
農
業
協
同
組
合
(
以
下
「
農
協
」
と
略
称
)
は
、
町
村
合
併
後
の
昭
和
三
、
四
十
年
代
に

ど
の
よ
う
な
展
開
を
と
げ
た
か
。
前
述
の
と
お
り
一
一
一
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
に
か
け
て
は
国
民
経
済
の
成
長
下
に
農
業
農
家
生
活
が
大
き

な
変
貌
を
み
た
時
期
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
町
村
農
協
も
二
十
年
代
と
は
ち
が
っ
た
新
し
い
様
相
を
示
し
た
。
ま
ず
新
市
町
村
の
成
立

に
よ
り
従
来
の
町
村
数
は
著
し
く
減
少
し
た
が
、
単
位
農
協
(
単
協
)
は
旧
町
村
区
域
の
ま
ま
で
残
り
、
そ
の
数
は
あ
ま
り
減
ら
な
か
っ

た
。
単
協
の
区
域
拡
大
は
当
時
の
状
況
下
で
は
農
家
の
利
用
率
が
下
が
る
お
そ
れ
が
あ
っ
て
、
農
協
合
併
は
町
村
合
併
と
同
時
に
は
進
展

で
き
な
か
っ
た
。
三
十
三
年
度
末
の
県
内
単
協
数
は
一
万
二
千
組
合
で
あ
っ
た
。
わ
が
旧
四
カ
町
村
農
協
は
旧
町
村
区
域
単
位
の
ま
ま
で

存
続
し
た
。

さ
て
三
十
年
代
の
新
経
済
状
勢
に
対
応
し
て
農
協
で
も
各
種
の
新
施
策
が
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
の
一
一
一
を
あ
げ
る
と
、
「
農
協
整
備
特

会
二
年
四
月
〉
、
「
農
協
刷
新
拡
充
一
一
一
カ
年
計
画
会
二
年
秋
)
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
簡
単
に
示
し
て
お
く
。

別
措
置
法
」

前
者
は
不
振
組
合
へ
の
劫
成
措
置
で
あ
っ
て
、
指
定
は
三
一
年
度
か

ら
四
カ
年
行
わ
れ
、
実
施
期
間
五
カ
年
で
あ
っ
た
。

後
者
は
、
三
十
二
年
十
一
月
第
四
回
全
国
農
協
大
会
で
方
針
・
実
践

項
目
を
決
め
、
基
本
目
標
を
農
協
理
念
の
徹
底
、
農
家
経
済
の
計
画
化
、

組
織
の
整
備
強
化
、
農
協
事
業
の
拡
充
と
し
、
そ
の
具
体
的
項
目
に
は
、

的
一
農
家
一
万
円
以
上
出
資
達
成
納
部
門
別
収
支
を
明
確
に
す
る

un生
産
出
荷
に
付
組
合
下
部
組
織
を
強
化
す
る
伺
畜
産
や
青
果
物
の

事
業
体
制
拡
充
を
は
か
る
等
で
あ
っ
た
。
(
三
カ
年
計
画
は
三
十
二
年

度
よ
り
実
施
す
る
)
。

第三章産業と経済

こ
こ
で
わ
が
四
カ
町
村
農
協
の
三
四
十
年
代
の
動
き
と
そ
の
特
質
な
ど
を
述
べ
て
お
く
。

山
中
之
条
農
協

二
三
年
六
月
農
協
と
し
て
発
足
以
来
、
営
農
指
導
は
じ
め
、
信
用
購
買
販
売
共
済
ら
の
諸
事
業
を
実
施
し
て
き
た
。
町
農
協
と
し
て
の

特
質
か
ら
信
用
購
買
部
門
の
推
進
に
力
を
注
ぎ
、
昭
和
三
七
年
五
月
、
県
下
に
先
が
け
て
ス
ー
パ
ー
方
式
に
よ
る
組
合
ス
ト
ア
ー
を
設
置

513 



し
た
。
農
業
生
産
資
材
の
ほ
か
、
青
果
物
、
食
肉
、
食
品
、
雑
貨
、
化
粧
品
及
電
気
器
具
に
至
る
各
種
の
生
活
用
品
を
組
合
員
は
じ
め
広

く
町
民
に
供
給
し
て
い
る
。
ま
た
最
近
で
は
町
農
協
の
特
色
と
し
て
か
宅
地
の
開
発
あ
っ
せ
ん
も
行
っ
て
い
る
。
次
に
三
四
十
年
代
の
組

合
の
人
的
物
的
な
動
き
を
示
し
て
お
く
。

誌会本土

組
合
員
数
は
、
三
O
年
八
二
三
人
、
三
五
年
八
五
O
人
、
四
O
年
八

五
八
人
、
四
五
年
九
O
一
人
、
五
O
年
八
七
九
人
で
あ
る
。

組
合
長
初
代
福
田
豊
三
郎
に
つ
い
で
、
鈴
木
一
議
二
六
年
五
月
1

一
一
一
一
年
五
月
、
田
中
平
太
郎
=
二
年
五
月
l
三
四
年
三
月
、

外
丸
喜
作
三
四
年
三
月
1
三
七
年
七
月
、
蟻
川
克
己
三
七
年

七
月
l
四
O
年
五
月
、
田
中
平
太
郎
四
O
年
五
月
l
四
三
年

四
月
、
外
丸
喜
作
四
三
年
四
月
l
四
九
年
四
月
、
竹
測
庚
四

九
年
四
月
l
現
在
。

四
二
年
度
農
協
の
主
な
農
産
物
の
販
売
取
扱
高
と
そ
の
比
率
を
み
る

冒と、米

二

O

、

0
0
0千
円

一

八

%

繭

四

四

、

0
0
0千
円

四
O
w
m
畜
産
物
二
五
、

0
0
0千
円
二
二
%
特
産
物
二
二
、

0

0
0千
円
ニ
O
w
m
計
一
一
一
、

0
0
0千
円
一
O
O
%

つ
ぎ
に
、
三

0
・四
0
年
代
の
購
買
販
売
の
売
上
高
の
動
向
を
第
1

1
U表
に
掲
げ
る
。
(
下
表
)

発
足
時
の
二
三
年
に
比
較
す
る
と
、
購
買
販
売
の
売
上
高
と
も
に
大

き
な
伸
長
率
を
示
し
て
い
る
。
と
く
に
購
買
売
上
高
の
成
績
は
好
調
で

先
述
の
よ
う
に
ス
ー
パ
ー
方
式
採
用
以
来
の
伸
長
率
は
大
き
く
、
特
に

最
近
の
四
五
l
五
O
年
の
売
上
高
の
伸
び
が
極
め
て
大
き
い
。

購買・販売売上高とその伸率

販売売上高購買売上高

第 1~12表

広三|
8.764.402円

100.0 
2.338.592円

100.0 23年

25.920.395 
295.7 

11. 941. 245 
510.6 30年

44.955.000 
512.9 

26.018.000 
1， 112. 5 35年

77.012.000 
878.7 

60.311.000 
2.578.9 40年

158.502.000 
1.808.5 

128.207.000 
5.482.2 

45年
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(2) 

農

協

沢

国

発
足
ま
も
な
い
二
六
年
以
来
経
営
不
振
で
、
毎
年
赤
字
決
算
が
十
一
年
間
も
続
い
た
。
結
局
三
二
年
農
協
整
備
特
別
措
置
法
(
整
特

法
)
に
よ
っ
て
再
建
を
断
行
、
三
七
年
完
了
、
爾
来
順
調
と
な
る
(
群
馬
県
農
協
二
十
年
史
(
上
〉
八
四
九
頁
)
。
こ
の
間
三
四
十
年
代
の

動
き
を
「
沢
田
農
協
二

O
年
の
歩
み
」
の
報
告
に
よ
り
次
に
示
し
て
お
く
。

産業と経済

昭
和
三
二
年
十
月
末
日
の
欠
損
金
七
六
八
万
円
に
及
び
整
特
法
に
基

き
再
建
整
備
組
合
の
認
定
を
う
け
、
県
信
連
よ
り
整
備
特
別
資
金
六

O

O
万
円
を
無
利
息
で
借
入
れ
る
。

三
三
年
度
中
之
条
町
よ
り
再
建
整
備
に
よ
る
助
成
金
一
八

O
万
円
を

五
カ
年
に
分
け
て
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
設
備
法
に
基
く
不
良
債

権
の
回
収
を
完
了
す
。
こ
の
一
年
間
の
貯
蓄
の
伸
長
率
県
下
第
一
位
で

表
彰
を
う
く
。
今
期
決
算
で
欠
損
金
二
三
三
万
円
に
減
少
す
。

三
五
年
l
一
三
ハ
年
:
:
:
他
方
畜
産
を
主
軸
の
販
売
高
が
一
億
円
を
こ

し
、
組
合
員
の
畜
産
振
興
が
進
み
、
資
金
投
下
が
活
発
化
し
、
こ
の
年

か
ら
暫
く
積
極
的
な
金
融
が
続
い
た
。
今
期
決
算
で
欠
損
金
四
三
万
円

と
減
少
し
た
。

三
七
年
l
一
一
一
八
年
二
月
:
:
:
再
建
整
備
完
了
、
貯
蓄
高
一
億
円
台
に

の
る
。
苦
節
五
年
欠
損
O
と
な
り
、
今
期
決
算
で
利
益
金
一
万
四
千
円

が
で
る
。

第三章

三
九
年
l
四
O
年
・
:
販
売
高
が
二
億
円
を
こ
し
、
三
九
年
度
決
算
で

利
益
五
五
万
五
千
円
と
な
る
。
組
合
員
に
四
三
万
円
配
当
が
実
施
で
き

る。

四一

l
四
二
年
:
:
:
第
一
次
農
業
構
造
改
善
事
業
開
始
、
大
岩
養
豚

場
及
び
稚
蚕
共
同
飼
育
所
建
設
着
工
、
日
向
見
に
売
庖
食
堂
保
養
所
営

業
開
始
、
四
二
年
二
月
「
農
協
の
再
建
と
山
村
農
業
の
構
造
改
善
」
の

朝日:農業賞に輝く津田農業協同組合(昭和42年〕
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業
績
が
評
価
さ
れ
、
全
国
七
プ
ロ
ッ
ク
の
一
代
表
と
し
て
朝
日
農
業

賞
を
受
賞
す
る
。
今
期
利
益
七

O
万
円
配
当
五
六
万
円

四
三

i
四
四
年
:
:
・
・
米
作
減
反
開
始
(
沢
団
地
区
一

O
ヘ
ク
タ
ー

ル
)
農
作
物
不
調
、
当
期
利
益
一
一
五
万
円
配
当
金
九
一
万
円

四
五

i
四
六
年
:
:
:
販
売
高
四
億
円
余
、
貸
付
金
伸
長
、
貯
金
急

増
し
、
組
合
の
財
務
安
定
す
る
。

四
七

1
四
八
年
:
:
:
す
べ
て
の
事
業
が
急
上
昇
、
第
二
次
農
業
構

造
改
善
事
業
開
始
、
ナ
メ
コ
菌
床
供
給
施
設
、
農
産
物
集
出
荷
施
設
、

桑
園
と
農
道
の
造
成
事
業
(
一
億
五
千
万
円
に
及
ぶ
〉
、
長
期
五
カ
年

計
画
軌
道
に
の
る
、
当
期
利
益
コ
二
四
万
円
、
配
当
二
一
四
万
円

四
九
i
五

O
年
:
:
:
第
二
次
農
構
事
業
の
最
後
年
度
、
茸
山
菜
加

工
、
茸
野
菜
の
冷
蔵
所
、
そ
の
他
堆
肥
供
給
施
設
十
一
カ
所
建
設
、

こ
の
年
事
業
量
六
千
万
円
、
当
期
利
益
二
四

O
万
円
、
配
当
二

0
0

万
円
、
そ
し
て
五
一
年
度
に
は
貯
金
が
十
億
円
、
販
売
高
八
億
円
近

く
購
買
供
給
高
も
五
億
円
を
こ
え
る
。

つ
ぎ
に
組
合
員
数
の
動
き
を
み
る
と
、
一
一
一
一
一
年
八
六
六
人
ハ
正
八

二
七
人
、
準
三
八
人
〉
、
三
五
年
九
一
九
人
(
正
八
二
一
人
、
準
九
八

人
可
四

O
年
九
四
四
人
(
正
七
七
六
人
、
準
一
六
八
人
)
、
四
五
年
九

八
九
人
ハ
正
七

O
六
人
、
準
二
八
一
二
)
、
五

O
年
九
七

O
人
〈
正
六

六
八
人
、
準
三

O
O、
団
体
2
)

組

合

長

三

0
1三
三
年
三
月
折
田
卓
一
、
三
四
年
四
月

i
現
在

宮
崎
太
一
郎
、
五
一
年
役
員
を
み
る
と
、
組
合
長
一
、
副
組
合
長

一
、
理
事
十
一
人
ハ
組
合
長
・
副
組
合
長
を
含
む
)
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na 
二
三
年
発
足
後
ま
も
な
く
折
柄
の
経
済
変
動
と
経
営
不
馴
れ
か
ら
多
額
の
固
定
化
資
産
と
欠
損
金
を
か
か
え
、
事
業
不
振
に
陥
っ
た
。

昭
和
三
一
年
九
月
整
特
法
の
適
用
を
う
け
組
合
再
建
計
画
を
樹
立
し
実
行
し
た
。
役
職
員
並
に
組
合
員
が
一
体
と
な
り
組
合
再
建
に
あ
た

り
、
(
関
係
機
関
の
指
導
援
助
も
あ
っ
て
〉
、
整
備
計
画
五
カ
年
を
二
カ
年
短
縮
し
、
三
四
年
末
に
は
組
合
再
建
を
完
了
し
た
(
群
馬
県
農

、，ノ

協
二
十
年
史
上
八
五
一
頁
〉
。

r

，‘、

さ
て
再
建
後
の
組
合
経
営
は
順
調
に
発
展
し
て
い
る
。

伊

農

協

参

(
そ
の
結
果
三
五
年
十
一
月
総
合
優
良
農
協
と
し
て
の
表
彰
は
じ
め
、
爾
来
三

カ
年
連
続
し
て
の
優
秀
成
績
を
維
持
し
て
三
七
年
に
は
特
別
優
良
組
合
と
し
て
県
農
協
大
会
で
表
彰
さ
れ
、
三
八
年
三
月
に
は
全
国
農
協

中
央
会
か
ら
も
総
合
優
良
組
合
と
し
て
表
彰
を
う
け
て
い
る
)
す
な
わ
ち
三
カ
年
毎
に
長
期
計
画
を
樹
立
し
、
各
部
門
事
業
の
進
展
、

出
資
の
増
強
を
図
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
推
進
委
員
一
二

O
名
を
選
任
し
て
活
発
な
活
動
を
し
て
い
る
。
ま
た
養
蚕
畜
産
及
び
特
産
物

振
興
の
た
め
に
長
期
低
利
資
金
を
供
給
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
農
協
の
特
色
と
し
て
、
十
八
令
ル
の
農
協
経
営
の
牧
場
を
利
用
し
、
組

合
員
か
ら
和
牛
乳
牛
を
受
託
さ
れ
て
放
牧
飼
育
し
て
い
る
。
雄
乳
牛
の

第三宝量 産業と経済

再建された伊参段協

(昭和34.2.28上毛新聞〉

保
育
セ

γ
タ
l
を
設
け
肉
牛
と
し
て
養
育
し
て
組
合
員
に
頒
布
し
て
い

る
こ
と
、
ま
た
花
木
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
専
任
指
導
員
を
先
進
地
に

派
遣
養
成
し
て
、
花
木
栽
培
の
指
導
に
努
力
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
る
。
な
お
三
四
十
年
代
の
組
合
の
人
的
物
的
な
動
き
を
付
記
し

て
お
こ
う
。

①
組
合
員
数
は
、
三
一
年
五
二
三
人
ハ
正
五

O
三
、
準
二

O
)、
三
五
年
五

一
四
人
ハ
正
四
九
一
、
準
二
三
)
四
O
年
五

O
九
人
(
正
四
七
三
、
準
三

517 



誌会社

六
〉
四
五
年
五

O
三
人
(
正
四
七
五
、
準
二
八
)
五

O
年
五

O
四
人

(
正
四
七
一
、
準
一
三
ニ
ー

購買・販売売上高

議l購買出|販売売上高

円 円

31年 23.907.000 46.152.000 
100.0 100.0 

35年 53.066.000 79.633.000 
222.0 172.5 

40年 62.514.000 127.470.000 
261. 5 276.2 

45年 158.155.000 231， 197.000 
661. 5 500.9 

50年 351， 782. 000 459.635.000 
1.471.5 995.9 

②
組
合
長
田
村
武
一
朗
(
二
四
年
五
月
l
三
二
年
五
月
)
宮
崎
貴

(
一
一
三
年
五
月
i
現
在
)
専
務
は
宮
崎
組
合
長
の
も
と
斎
藤
和
一

が
就
任
活
動
し
て
き
た
が
、
四
七
年
四
月
退
任
し
、
以
後
専
務
を
お

か
ず
参
事
田
村
登
が
代
行
し
て
い
る
。

つ
ぎ
に
三
四
十
年
代
の
購
買
・
販
売
の
売
上
高
の
動
向
を
第
1
l
u

表
に
掲
げ
る
。

購
買
売
上
高
の
伸
長
は
三

0
年
代
に
は
十
年
間
に
二
・
六
倍
だ
っ
た

が
、
四
十
年
代
に
入
っ
て
急
伸
し
て
い
る
。
二
十
年
間
に
一
四
倍
余
に

達
し
て
い
る
。
販
売
売
上
高
も
三

0
年
代
に
は
十
年
間
二
・
八
倍
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
も
四
十
年
代
に
は
急
伸
し
て
五

O
年
に
な
る
と
三
十
年

に
比
し
て
一

O
倍
近
い
売
上
高
に
達
し
て
い
る
。
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名
久
田
農
協

二
十
三
年
農
協
発
足
以
来
、
三
十
年
代
に
は
順
調
な
発
展
を
と
げ
て
い
た
。
四
一

1
四
三
年
に
わ
た
り
農
業
構
造
改
善
事
業
に
よ
り
稚

蚕
共
同
飼
育
所
を
設
置
し
、
併
せ
て
集
団
桑
閣
の
造
成
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
横
尾
土
地
改
良
区
で
は
水
路
の
大
改
修
工
事
も
実
施
し
て

い
ま
四
十
二
年
度
に
お
け
る
主
要
農
産
物
の
販
売
高
を
示
す
と

四

四

%

第 1-13表(4) 
い
る
。畜繭

産

九
、
五
一
一
万
円

こ
ん
に
ゃ
く
煙
草

四
、
四
六
九
万
円

二
一
%

一

八

%

米

麦

二

、

四

O
三
万
円

最
近
に
お
け
る
名
久
田
農
協
の
特
徴
的
活
動
を
み
る
と
、
農
民
健
康
保
持
の
た
め
成
人
病
の
検
診
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
内
容
を
み
る
と

三
、
九
八
八
万
円

二
%



町
役
場
、
保
健
所
、
改
良
普
及
所
、
さ
ら
に
県
成
人
病
研
究
所
等
の

協
力
に
よ
っ
て
一
一
一
カ
年
聞
に
わ
た
り
成
人
病
の
定
期
検
診
を
実
施
し
て

、ー、，。

B
U
V
『

4

一
カ
年
五
百
人
も
参
加
し
て
実
績
を
・
ゆ
め
げ
て
い
る
。

な
お
農
協
傘
下
の
婦
人
青
年
に
対
し
て
グ
ル
ー
プ
育
成
に
努
め
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

つ
ぎ
に
三
四
十
年
代
に
お
け
る
組
合
の
人
的
物
的
な
動
き
を
附
記
し
て
お
く
。

購買・版売売上高

議|購問吋問調
千円 千円

30年 17.655 33.003 
100.0 100.0 

35年 36.224 
205.2 189.7 

40年 77， 845 140.040 
440.9 424.3 

45年 152.554 
864.1 862.6 

50年 362.441 459.661 
2.052.9 1.392.8 

第 1~14表

第三章産業と経済

組
合
員
数
は
、
三

O
年
六
二

O
人
(
正
五
九
O
、
準
三

O
〉
、
三
五
年

六
三
二
人
ハ
正
五
八
三
、
準
四
九
〉
、
四
O
年
六
四
八
人
(
正
五
八
O
、

準
六
八
)
、
四
五
年
六
九
O
人
(
正
五
七
回
、
準
一
一
六
)
、
五

O
年
七

5 

新
農
政
の
展
開
と
町
の
関
連
諸
事
業

O
三
人
(
正
五
四
八
、
準
一
五
五
)
、
こ
の
期
聞
に
は
組
合
員
は
増
加
し

て
い
る
が
、
と
く
に
準
組
合
員
数
が
ふ
え
て
い
る
の
が
特
色
で
あ
る
。

組
合
長
創
立
以
来
二
三
年
三
月
i
三
六
年
四
月
ま
で
剣
持
四
郎
、

つ
い
で
三
六
年
四
月
l
四
五
年
四
月
小
林
総
太
郎
、
四
五
年
四
月
l

現
在
剣
持
尚
一
、
そ
の
間
参
事
は
吉
田
仁
一
、
剣
持
貢
〈
四
七
年
四
月

退
任
)
桑
原
章
(
四
八
年
寸
一
月

t
現
在
〉
が
就
任
し
て
い
る
。

な
お
三
四
十
年
代
の
購
買
品
供
給
高
、
販
売
品
販
売
額
の
動
き
を
第

1
l
u表
に
掲
げ
て
お
く
。

購
買
品
で
は
三

0
年
代
の
十
年
聞
に
四
・
四
倍
、
四
0
年
代
の
十
年

間
に
は
四
・
七
倍
、
五
O
年
現
在
を
三
O
年
当
時
に
比
較
す
る
と
、
突

に
二

0
・
五
倍
に
急
伸
し
た
こ
と
に
な
る
。
他
方
販
売
ロ
聞
に
つ
い
て

は
、
三

0
年
代
の
十
年
聞
に
四
・
二
倍
、
四

0
年
代
の
十
年
間
に
九
・

七
倍
の
伸
び
で
あ
る
。
五

O
年
現
在
と
三

O
年
当
時
と
を
比
較
す
る

と
、
一
三
・
九
倍
に
急
伸
し
た
こ
と
に
な
る
。

戦
後
二
十
年
代
に
お
い
て
農
地
改
革
は
じ
め
農
協
の
創
設
を
経
過
し
た
多
数
の
農
家
は
、
終
戦
後
の
食
糧
の
増
産
確
保
か
ら
も
次
第
に
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誌

解
放
さ
れ
て
、
従
来
の
主
穀
生
産
か
ら
新
し
い
野
菜
果
樹
ま
た
畜
産
な
ど
に
も
生
産
意
欲
を
む
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
昭
和
一
一
一

十
年
代
初
頭
に
は
日
本
農
業
も
漸
く
「
曲
り
角
」
の
時
期
に
際
会
し
て
、
新
し
い
農
政
が
要
望
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
応
す
る
か
の
よ
う
に

三
十
一
年
か
ら
新
農
村
建
設
総
合
対
策
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。

新
農
村
建
設
事
業
本
町
で
も
昭
和
三
十
二
年
度
に
中
之
条
西
部
(
沢
田
・
伊
参
地
区
)
、
三
十
四
年
度
に
中
之
条
東
部
(
中
之
条
・
名

久
団
地
区
〉
が
そ
れ
ぞ
れ
指
定
を
う
け
、
土
地
改
良
事
業
や
共
同
施
設
を
建
設
し
て
適
地
適
産
を
基
調
と
し
た
農
村
振
興
に
取
組
ん
だ
。

こ
の
新
農
村
建
設
事
業
で
画
期
的
事
業
だ
っ
た
の
は
三
十
三
年
沢
田
地
区
を
皮
切
り
に
四
地
区
の
農
協
を
拠
点
に
設
置
さ
れ
た
有
線
放
送

電
話
で
あ
ろ
う
。
各
戸
に
電
話
と
一
斉
放
送
施
設
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
、
営
農
指
導
上
か
ら
、
ま
た
文
化
面
か
ら
も
特
筆
さ
れ
る
べ
き

事
業
で
あ
っ
た
。
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会本土

註

昭
和
四
十
七
年
全
町
に
地
域
集
団
電
話
が
架
設
さ
れ
た
の
で
、
名
久
田
伊
参
地
区
で
は
、
有
線
放
送
電
話
は
歴
史
的
使
命
を
発
展
的
に
解
消
し
た
。

さ
て
三
十
年
代
前
半
期
に
は
国
民
経
済
の
成
長
に
伴
う
農
業
を
と
り
ま
く
諸
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て
、
昭
和
三
十
六
年
六
月
新
し
い

農
政
を
目
ざ
す
農
業
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
(
自
立
農
家
の
育
成
と
協
業
の
助
長
を
目
標
)
。
工
業
化
都
市
化
に
伴
っ
て
農
村
青
少
年
の
他

産
業
へ
の
流
出
(
離
農
)
が
急
進
し
た
。
か
く
て
こ
の
現
象
は
従
来
の
次
三
男
対
策
か
ら
一
転
し
て
農
業
後
継
者
対
策
の
要
請
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

農
業
構
造
改
善
事
業
こ
の
農
業
基
本
法
に
も
と
づ
く
重
要
施
策
と
し
て
三
十
六
年
か
ら
第
一
次
農
業
構
造
改
善
事
業
、
四
十
五
年
度

か
ら
第
二
次
農
業
構
造
改
善
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。
本
町
に
お
け
る
こ
の
事
業
の
概
況
を
次
に
述
べ
て
お
く
。

昭
和
三
八
年
度
こ
の
事
業
の
指
定
を
う
け
、
四
一
年
度
か
ら
三
カ
年

聞
に
わ
た
り
沢
田
西
部
地
区
で
繭
と
豚
、
平
地
区
で
繭
と
こ
ん
に
ゃ
く

を
基
幹
作
目
と
し
て
実
施
し
た
。
つ
い
で
昭
和
田
四
、
四
五
の
両
年
度

の
二
カ
年
聞
に
追
加
農
業
構
造
改
善
事
業
と
し
て
、
伊
参
地
区
で
「
牛

乳
」
を
基
幹
作
目
と
し
て
実
施
し
た
。

さ
ら
に
第
二
次
農
業
構
造
改
善
事
業
を
、
四
七
年
度

t
五
0
年
度
ま



で
四
カ
年
問
、
沢
田
地
区
で
、
職
、
花
木
、
野
菜
、
茸
、
豚
を
基
幹
作
目
と
し
て
実
施
し
た
。

特
に
第
一
次
農
業
構
造
改
善
事
業
で
特
筆
す
べ
き
事
業
は
、
大
岩
並
び
に
平
に
建
設
さ
れ

た
自
動
給
桑
装
置
と
自
動
混
湿
度
調
整
装
置
を
組
合
せ
た
税
蚕
共
同
飼
育
所
で
あ
ろ
う
。
こ

の
装
置
は
信
州
大
学
の
田
中
教
授
が
試
作
中
の
も
の
だ
っ
た
の
で
県
庁
や
農
林
省
に
何
回
も

通
っ
て
説
明
し
認
可
に
な
っ
た
も
の
で
、
全
国
で
も
最
初
の
施
設
で
あ
っ
た
。
つ
ぎ
に
第
二

次
農
業
構
造
改
善
事
業
の
特
色
は
、
「
な
め
こ
」
生
産
の
た
め
苗
床
供
給
施
設
、
集
荷
施

設
、
冷
蔵
所
、
加
工
施
設
等
一
連
の
施
設
を
整
備
し
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
こ
の

地
域
の
な
め
こ
生
産
は
一
段
と
安
定
増
産
さ
れ
て
市
場
価
値
を
た
か
め
て
い
る
。
昭
和
四
十

一
年
度
か
ら
五
十
年
度
ま
で
の
十
年
間
に
中
之
条
町
が
こ
の
構
造
改
善
事
業
だ
け
に
投
資
し

た
総
額
は
融
資
事
業
を
含
め
る
と
突
に
四
億
円
近
く
な
っ
て
い
る
。

置装桑車合動自

m業と経済

林
業
構
造
改
善
事
業
こ
の
事
業
も
昭
和
三
九
年
度
に
指
定
を
う
け
、
第
一
次
を
四

0
年
度

i
四
二
度
年
ま
で
の
三
年
間
、
追
加
林
業
構
造
改
善
事
業
を
四
七
・
四
八
年
の

二
年
間
実
施
し
、
第
二
次
を
四
九
年
度

i
五
二
年
度
ま
で
の
三
年
間
の
計
画
で
実
施
中

で
あ
る
。
第
一
次
林
業
構
造
改
善
事
業
の
特
徴
は
経
営
基
盤
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、
国
有
林
に
三
七
八
・
八

hy
の
部
分
林
を
設
定
し

た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
第
一
次
お
よ
び
追
加
林
業
構
造
改
善
事
業
の
町
の
事
業
総
額
は
七
、
一
八
一
万
六
千
円
で
あ
っ
た
。

山
村
握
興
事
業
さ
ら
に
昭
和
四
十
年
度
に
は
山
村
振
興
法
が
制
定
さ
れ
、
本
町
で
該
当
す
る
の
は
沢
田
地
区
の
み
で
あ
っ
た
。
第
一

期
の
山
村
振
興
事
業
を
四
五
年
度

i
四
八
年
度
ま
で
の
四
カ
年
間
実
施
し
、
第
二
期
を
五
一
年
度
か
ら
向
う
四
カ
年
間
実
施
す
る
計
画
で

あ
る
。
伊
参
・
名
久
田
両
地
区
は
山
村
振
興
法
に
該
当
し
な
い
の
で
県
単
の
準
山
村
振
興
事
業
を
獲
得
し
て
五

0
年
度

i
五
二
年
度
の
一
一
一

カ
年
間
の
計
画
で
実
施
中
で
あ
る
。
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誌会社

1 

中
之
条
町
の
商
業

中
之
条
町
の
商
業
の
地
位

522 

昭
和
四
九
年
の
商
業
統
計
を
み
る
と
、
中
之
条
町
の
商
業
は
、
四
九
八
の
商
庖
が
一
、
七
五
一
人
の
従
業
者
に
よ
っ
て
、
年
間
一

O
九

億
三
、
六
六
一
万
円
の
商
品
販
売
実
績
を
あ
げ
て
い
る
。

県
下
に
お
け
る
地
位
本
町
商
業
の
群
馬
県
内
に
し
め
る
割
合
は
、
商
庖
数
で
は
一
・
三
広
、
従
業
者
数
で
は
一
・
二
席
、
年
間
商
品

飯
売
額
で
は

0
・
六
%
で
あ
る
。
商
庖
数
・
従
業
者
数
の
県
内
占
有
率
に
く
ら
べ
て
販
売
額
の
占
有
率
が
相
当
低
い
と
い
え
る
。

郡
内
の
地
位
し
か
し
他
方
本
町
の
商
業
の
吾
妻
郡
内
に
お
け
る
同
比
率
を
み
る
と
、
商
庖
数
が
三

0
・
三
%
、
従
業
者
数
三
五
・
三

商庖数・従業員数・販

売額の推移

ilfi師数炉問嘱

1 1 1 万円

昭和田年lJ811hpil 14山:
H 3咋 l コ~~I ~:幻~I ふ;~~I

第 2~1 表

o 4阿 J;|ihi??i32iji!
5041 1， 6381 1， 053， 151 

• 45年

1 4981 1， 7511 1， 093. 661 
B 幼年im山 8l 7609 

各年次商業統計による。

%
、
年
間
商
品
販
売
額
三
八
・
二
%
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
郡
内
で
は
依
然

商
業
活
動
の
中
心
地
的
存
在
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

と
こ
ろ
で
三
、

四
十
年
代
の
本
町
の
商
庖
数
・
従
業
者
数
、
年
間
脹
売

額
の
動
き
を
示
す
第
2
1
1
表
に
よ
る
と
、
昭
和
三
三

l
四
九
年
間
の
商

庖
数
の
増
加
は
ご
く
僅
か
で
あ
っ
た
。
従
業
者
数
は
四
九
年
に
は
三
三
年

資料

に
く
ら
べ
て
四
三
二
人
も
ふ
え
た
。
そ
し
て
年
間
販
売
額
の
伸
び
は
三
九

年
に
対
し
七
・
六
倍
に
も
膨
脹
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
間
の
郡
内
他
町

村
の
商
業
発
展
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
テ
ン
ポ
は
や
や
緩
漫
で
あ
っ
た
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市

県内7市町の商業状況の比較表(昭和47・49年)第 2~2表

中之条町

町

市

町

妻

中

泉

吾

安

大

町境

446 町

町

大間々

回新

(
詳
細
は
後
述
〉
。

こ
こ
で
参
考
資
料
と
し
て
郡
内
の
吾
主
町
や
県
内
他
地
区
(
人
口
四
万

の
安
中
市
は
じ
め
中
之
条
町
と
同
程
度
の
二
万
台
人
口
を
も
っ
邑
楽
郡
大

泉
町
、
佐
波
郡
境
町
、
山
田
郡
大
間
々
町
、
新
田
郡
新
田
町
〉
の
場
合
な

ど
と
比
較
し
て
お
'
」
う
。

ご
く
最
近
の
四
七
・
四
九
年
の
商
業
状
況
に
つ
い
て
、
第
2
l
2
表
で
み

る
と
、
わ
が
中
之
条
町
は
四
七
年
に
は
県
内
六
市
町
に
比
し
て
年
間
売
上
高

.
一
応
当
り
売
上
高
と
も
に
第
一
位
で
あ
っ
た
が
、
四
九
年
に
は
四
七
年
に

比
し
て
年
間
売
上
高
で
四
一
四
、
七
八
四
万
円
、
一
応
当
り
売
上
高
で
も
九

O
O万
円
と
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
安
中
市
と
中
之
条
町
を
除
き
売
上
高

は
他
町
は
す
べ
て
上
昇
し
て
い
る
。
隣
町
の
吾
妻
町
は
一
信
当
り
売
上
高
が

四
七
%
も
伸
び
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
み
て
わ
が
中
之
条
町
の
商
業
の
現
況

は
寒
心
に
た
え
な
い
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
交
通
状
況
の
自
家

用
車
の
普
及
駐
車
場
の
問
題
等
と
併
せ
て
消
費
購
買
力
の
流
れ
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

2 

商

居

・

商

応

街

の

変

貌

〈資料〉

戦
後
二
十
年
代
後
半
か
ら
漸
く
再
生
し
は
じ
め
た
町
の
商
業
は
、
新
町

523 

成
立
後
の
三
十
年

l
四
十
年
代
に
わ
た
っ
て
折
か
ら
の
国
の
経
済
成
長
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第 2~3表業種別の商庖の推移(昭和33~49年〉

¥塑別| 卸売業| 小売業」竺ー食旦-

l~íX\君事|商庖数|質護憲問販売|師数|責務問販売商庖数l責務問販I
←一一一一一 1 万円1 1 1 I 

昭 和 33I 刊吋 6山 51 内引 53，吋「明日3

35 i 611 2131 47，0941 3561 8221 80，5541 61i 186. 4，8渇4
41! 631 3341 159，7761 3741 1， 0481 173，9071 

i ~~! ~~;! ~;~: ~;~I ~~~I~: ;~~I ~~;: ~~;I 8;1 ;~~!は 728
491 291小川小め… 9114M

資料各年次の商業統計による

第 2~4表業種別小売商の推移

| 万円1 1 
織物衣服身1 531 1271 22， 380' 制 172j 48、4361 241 68[ 27， 529 
回品小売 1 1 (100)1 (100)， 1 (135)1 (216)1 1 (54)1 (123) 

飲食料品小 1831 4111 60， 6691 1831 4551 114， 2471 130 2691 126， 635 
売 i 1 (附! (10引 I(山)1 (附I I (6引 (209)

自転車・自 1 10 29: 4，71引 141 641 24， 9531 12' ー!
動車小売 : (100)¥ (100); 1 (221到 (529)1 : 

家具建具什1 54 1叫 2叩 4 羽 町拡鎗9， 必1 761 30，129 
器小売 1 1 (100): (100)1 1 (96)1 (141)! i (4の1 (111) 

その他小売| 内 山 ð~~~~~1 叫 412l95，3871 4 1381120，51 
|1(1州 (α1則0ω0似 | ド ( 170)1 (2叫 I(σ5η(α3臼

1 I 1 

小売業計!(1isl(1Z115色紙(務|!4332!ぷl(怒i(;??幣!
( )内は明和39年を100とした各年次の指数、資料は各年次の商業調斉
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の
波
に
の
っ
て
伸
長
し
、
町
の
商
業
形
態
内
容
と
も
に
従
来
と
に
大
い
に
そ
の
様
相
を
変

え
て
き
て
い
る
。
と
く
に
四
十
年
代
に
入
る
と
都
市
化
に
よ
る
地
域
住
民
層
(
消
費
購
買

中之条駅前の伊勢町商!苫街

層
)
の
意
識
の
変
容
も
著
し
く
、
商
庖
商
人
の
側
か
ら
も
漸
く
変
化
が
現
わ
れ
て
き
て
い

る
。
商
業
の
外
観
内
観
に
わ
た
っ
て
順
次
そ
の
変
貌
の
諸
相
を
明
か
に
し
た
い
。

卸
売
商
庖
の
減
少
・
飲
食
庖
の
増
加

第三章産業と経済

業
態
別
商
庖
の
三

0
1五
O
年
の
推
移
を
第
2

1
3表
(
前
頁
〉
に
み
る
と
、
ま
ず
卸
売
庖
が
四
十
年
代
に
な
っ
て
半
減
し
て
い
る
こ
と
、

年
間
販
売
額
で
も
四
五

i
四
九
年
に
は
四
割
近
く
も
減
少
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

小
売
業
は
庖
舗
増
は
少
い
が
、
三
三

l
四
九
年
の
聞
に
従
業
員
が
一
・
七
八
倍
、
年
問
販

売
額
で
は
一
五
・
二
倍
に
伸
び
て
い
る
。
と
く
に
飲
食
庖
は
三
六
庖
増
え
、
従
業
員
で
は

九
O
人
増
、
年
間
販
売
額
で
は
約
一
二
倍
と
伸
び
て
い
る
。
卸
売
業
の
減
少
は
道
路
交
通

事
情
の
拡
大
発
展
に
よ
っ
て
前
橋
高
崎
方
面
の
大
き
な
問
屋
の
進
出
が
著
し
く
、
地
元
卸

売
庖
の
存
立
基
盤
が
縮
少
喪
失
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
他
方
飲
食
庖
の
増
加
伸
長
は
観
光

の
発
展
は
じ
め
住
民
の
飲
食
噌
好
の
増
大
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

川
町
の
小
売
業

業
種
別
に
み
た
町
の
小
売
庖
の
実
態
の
推
移
を
第
2
i
4
表
ハ
前
頁
)
で
み
よ
う
。
的
商
庖
数
で
は
織
物
衣
服
身
回
品
小
売
庖
は
四

0

年
代
に
半
数
近
く
に
減
少
し
て
い
る
。
家
具
什
器
小
売
庖
、
飲
食
庖
も
ま
た
減
少
し
て
い
る
。
制
従
業
員
数
も
各
業
種
と
も
大
半
が
半
数

近
く
減
少
し
た
が
、
飲
食
庖
も
三
五
%
減
で
あ
っ
た
。
付
年
間
膜
売
額
、
伸
び
た
の
は
飲
食
小
売
の
二
倍
増
、
そ
の
他
商
品
小
売
が
三
倍

余
も
増
え
て
い
る
。
織
物
衣
服
家
具
什
器
小
売
業
等
も
多
少
伸
び
て
は
い
る
が
、
こ
の
期
間
に
お
け
る
物
価
指
数
の
上
昇
を
考
慮
す
る
と
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町
部
商
庖
の
実
態

新
中
之
条
町
の
管
内
で
戦
前
か
ら
商
庖
街
を
形
成
し
て
き
た
の
は
、
大
字
中
之
条
町
、
伊
勢
町
の
町
部
連
担
地
区
で
あ
っ
た
。
現
在
で

は
こ
れ
に
四
万
・
沢
渡
温
泉
の
各
温
泉
街
の
商
庖
群
が
あ
げ
ら
れ
る
。
商
庖
の
集
中
状
況
は
町
部
中
之
条
伊
勢
町
に
五
六

Z
(二
七
九

庖
〉
、
四
万
温
泉
に
一
五
施
(
七
七
庖
〉
、
沢
渡
温
泉
に
六
%
会
二
庖
〉
で
あ
る
(
昭
和
四
九
年
〉
。
特
に
伊
勢
町
地
区
は
戦
後
中
之
条
駅
の

開
設
以
降
、
と
く
に
最
近
に
な
っ
て
商
庖
街
と
し
て
そ
の
面
目
を
一
新
し
つ
つ
あ
る
。
以
下
町
部
中
之
条
・
伊
勢
町
の
両
地
区
に
つ
い

て
、
昭
和
四
五
年
の
商
庖
経
営
実
態
調
査
の
結
果
に
も
と
づ
い
て
、
町
部
商
庖
の
実
態
を
述
べ
て
お
く
。

誌

商
(卸売

の
伸
長
と
は

概

は
し、

え
な
し、
だ
ろ
う

会ネ士

①
商
底
の
創
業
年
度
昭
和
以
前
の
も
の
中
之
条
町
二
九
%
、
伊
勢

町
二
三
%
、
昭
和
二

l
二
O
年
ま
で
の
創
業
中
之
条
町
二
九
%
、
伊
勢
町

一
四
%
と
、
戦
後
二
十
年
代
の
創
業
が
一
番
多
く
中
之
条
町
一
一
一
一
一
一
%
、

伊
勢
町
五
四
%
、
三
十
年
代
以
降
は
少
く
、
中
之
条
町
伊
勢
町
と
も
に

九
%
で
あ
る
。
総
じ
て
中
之
条
町
は
、
戦
前
か
ら
の
商
庖
が
五
八
%

(
伊
勢
町
三
七
%
〉
、
伊
勢
町
の
駅
が
で
き
て
か
ら
の
戦
後
開
庖
の
新
し

い
も
の
が
六
三
%
を
し
め
て
い
る
。
@
経
営
形
態
両
地
区
と
も
に
個

人
経
営
が
多
く
六
七
%
、
法
人
は
三
三
%
で
あ
る
。
③
盾
主
の
年
令
三

十
才
前
、
中
之
条
町
で
四
%
、
三
十
代
中
之
条
町
一
三
%
、
伊
勢
町
九

%
、
四
十
代
中
之
条
町
二
一
%
、
伊
勢
町
二
三
%
、
五
十
代
中
之
条
町

二
九
%
、
伊
勢
町
三
二
%
、
六
十
代
以
上
中
之
条
町
三
三
%
、
伊
勢
町

三
六
%
、
総
じ
て
中
之
条
町
の
方
が
宿
主
は
四
十
才
前
が
多
く
幾
分
若

い
青
壮
年
が
多
い
。
@
経
営
担
当
時
期
両
地
区
を
通
じ
て
四
O
%余

の
商
広
が
三
十
代
に
な
る
と
、
経
営
第
一
線
に
た
つ
よ
う
で
あ
る
。
⑤

商
業
従
事
者
を
み
る
と
、
中
之
条
町
で
は
雇
用
従
業
者
が
家
族
従
業
者

よ
り
幾
分
多
い
(
雇
用
従
業
者
五
一
%
)
、
伊
勢
町
で
は
逆
に
家
族
従

業
者
が
六
八
%
で
一
雇
用
従
業
者
。
ニ
二
%
)
よ
り
や
や
多
く
な
っ
て
い

る
。
⑥
売
場
面
積
を
み
る
と
左
表
の
通
り
で
あ
る
。
売
場
面
積
平
均
は

中
之
条
町
七
一
・
二
九
d

c
二
・
六
坪
)
、
伊
勢
町
七
九
・
五
一

d

(
二
四
・
一
坪
〉
で
あ
る
。

一
/
情
嶋
田
豊
=
一
z
d
未
満
一
呈

τ奈・
u
一実
l
九
九

d
一段
I
一室

一
商
脂
地
一
巳
/
一
ハ
一
恥
)
佐

o
i一。一色
?
z
o一M
E
繕
)

大

字

一

一

一

一

中
之
条
町
一
二
軍
wm
一
=
一
O
E
-
-
一
C
%
一

大
字
一
孟
%
一
回
O
%
一
一
号
均
一

伊

勢

町

一

一

一

一
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な
お
間
口
奥
行
平
均
を
み
る
と
、
中
之
条
町
の
商
庖
は
、
間
口
四
・

七
八
間
(
八
・
六
四
灯
〉
奥
行
五
・
一
間
(
九
・
二

M
U、
伊
勢
町
の
商

庖
は
、
間
口
四
・
四
間
(
七
・
九
州
川
)
奥
行
五
・
二
関
(
九
・
三
日
)

で
あ
る
。

つ
ぎ
に
こ
の
実
態
調
査
に
よ
る
町
部
商
庖
経
営
主
か
ら
み
た
経
営
の
主
な
実
情
に
つ
い
て
あ
げ
て
お
こ
う
。

①
購
買
状
況
お
客
の
購
買
単
価
は
一
般
に
増
加
し
て
い
る
が
、
客
数

は
今
迄
と
余
り
変
っ
て
い
な
い
。
他
方
②
経
費
の
方
は
増
大
し
、
商
品

在
庫
は
増
加
傾
向
と
訴
え
て
い
る
。
そ
し
て
③
純
益
は
従
来
と
変
ら
ず

(
中
之
条
に
多
い
〉
、
ま
た
は
減
少
し
て
い
る
と
答
え
て
い
る
(
伊
勢

町
に
多
い
〉
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
最
近
の
町
の
商
況
の
き
び
し
さ
が
示

さ
れ
て
い
る
が
、
宿
主
側
の
売
上
の
見
透
し
を
み
る
と
、
「
ゆ
る
や
か

な
上
昇
」
が
継
続
す
る
と
答
え
て
い
る
も
の
が
多
い
。
商
宿
の
期
待
を

も
含
め
て
の
解
答
で
あ
ろ
う
。

さ
て
商
売
上
の
諸
問
題
(
商
品
、
接
客
サ
ー
ビ
ス
、
庖
鱗
状
況
等
〉

に
つ
い
て
の
商
庖
側
の
意
向
が
調
査
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
み
る

と
消
費
購
買
者
(
お
客
)
側
の
き
び
し
い
注
文
や
指
摘
に
対
比
し
て
、
庖

主
側
の
意
見
の
方
は
や
や
甘
い
把
え
方
を
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

(
詳
細
は
後
述
〉
。

商
業
の
ア
ト
ツ
ギ
に
つ
い
て
の
町
部
商
庖
主
の
意
向
の
調
査
結
果
を
紹
介
し
て
お
く
。

産業と経済

中
之
条
で
は
、
子
供
に
つ
が
せ
た
い
四
一
%
、
子
供
の
向
山
に
任
せ

る
五
九
%
、
伊
勢
町
で
は
、
子
供
に
つ
が
せ
た
い
問
四
%
、
子
供
の
自

由
に
任
せ
る
三
九
%
、
子
供
に
つ
が
せ
な
い
一
七
%
。
総
じ
て
両
地
区

と
も
親
と
し
て
商
売
の
あ
と
つ
ぎ
へ
の
考
え
方
は
、
「
つ
が
せ
た
い
」

意
向
よ
り
も
、
「
子
供
の
自
由
」
、
な
い
し
「
つ
が
せ
た
く
な
い
」
(
伊
勢

3 

中
之
条
町
の
商
圏

第三章

町
の
み
〉
と
い
う
意
向
の
方
が
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
「
農
業
の

あ
と
つ
ぎ
」
と
「
商
業
の
あ
と
つ
ぎ
」
の
怠
向
を
対
照
'
し
つ
つ
、
ゆ
れ

動
く
田
舎
町
の
商
売
の
き
び
し
い
現
況
と
将
来
へ
の
不
安
な
見
透
し
の

ほ
ど
が
う
か
が
わ
れ
る
。

昭
和
四
五
年
七
月
の
中
之
条
研
勢
町
商
庖
街
の
買
物
調
査
に
よ
っ
て
、
郡
内
各
町
村
の
買
物
を
通
じ
て
の
中
之
条
町
へ
の
依
存
率
か

527 



誌

ら
、
中
之
条
町
の
郡
内
町
村
へ
の
商
業
勢
力
圏
(
商
圏
)
の
現
況
を
み
て
お
く
。
郡
内
各
地
区
別
の
中
之
条
町
商
庖
街
へ
の
購
買
依
存
率

を
示
す
第

2
i
5表
か
ら
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
る
。

528 
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"" 材ー

郡内各地区の購買力の中之条町依存率

¥購買商庖区
地 元 新中之条町商庖街

郡内地区別¥
商庖

卒之条:1事勢:1
% % 

2% 4 旧中之条町 1 59 

沢 回 10 74 2 76 

四 万 38 44 3 47 

伊参名久田 7 64 16 

計 80 

原 町 5.5 20 3 23 

太 田 。 49 9 58 

岩 島 8 24 2 26 

坂 上 25 17 0.3 17.3 

計 27 

長野 原町 9 10 

高山村 20 42 46 47 

六合村 17 24 13 37 

東 村 14 17 2 19 

嬬恋村 49 0.7 5.4 

第 2"""'5表

(昭和45.7月買物調査による〉

註金商品を通しての中之条町商庖街への購買依存率である

新
中
之
条
町
管
内
で
は
、
四
万
地
区
を
除
い
て
、
中
之
条
町
商
庖
街

へ
の
購
買
依
存
率
は
、
ほ
ぼ
八
O
%
前
後
を
し
め
て
い
る
。
四
万
地
区

で
は
、
温
泉
商
庖
群
に
依
存
す
る
こ
と
が
大
き
〈
(
三
八
%
〉
、
そ
の
た

め
中
之
条
町
で
の
買
物
は
低
く
な
っ
て
い
る
ハ
四
七
%
〉
。
旧
中
之
条
と

伊
勢
町
で
は
、
各
地
区
と
も
に
、
伊
勢
町
よ
り
も
中
之
条
町
の
商
庖
街
に

依
存
す
る
こ
と
が
大
き
い
。
勧
告
書
で
も
、
「
中
之
条
の
方
が
庖
舗
が



揃
っ
て
お
り
、
:
:
:
顧
客
動
員
力
を
み
て
も
、
中
堅
衣
料
庖
2
庖
が
あ
る

中
之
条
地
区
の
方
が
よ
り
広
範
聞
に
顧
客
を
吸
収
し
て
い
る
」
と
述
べ

て
い
る
。
管
外
の
郡
内
他
町
村
の
中
之
条
町
商
庖
街
へ
の
依
存
率
は
管

内
に
比
し
て
極
め
て
低
い
。
郡
内
町
村
の
う
ち
、
中
之
条
町
の
商
勢
力

の
比
較
的
強
い
の
は
、
旧
太
田
村
五
八
%
、
高
山
村
四
七
%
で
あ
る
。

)
 

1
 

(
 

吾
妻
町
地
域
は
全
体
と
し
て
は
、
二
七
%
と
低
率
に
な
る
。
一
般
に
中

之
条
町
の
商
圏
は
西
吾
妻
で
は
、
極
め
て
弱
体
に
な
っ
て
い
る
が
、
六

合
村
の
み
は
中
之
条
町
へ
の
購
買
依
存
率
が
三
七
%
と
か
な
り
高
い
の

が
注
目
さ
れ
る
。

地
域
住
民
か
ら
み
た
町
部
商
庖
街

産業と経済第三章

郡
民
の
中
之
条
町
商
庖
街
で
の
買
物
状
況
を
、
さ
き
の
買
物
調
査
に
よ
っ
て
推
計
し
た
資
料
に
よ

る
と
、
一
般
に
中
之
条
町
の
中
心
部
か
ら
離
れ
て
周
辺
部
に
ゆ
く
ほ
ど
、
近
く
の
地
元
商
庖
を
利
用

す
る
度
合
が
た
か
ま
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、
購
入
商
品
別
に
も
そ
の
状
況
に
ち
が
い
が
大
き
い
。

大字中之条町の商広街

食
料
品
(
町
部
で
七
五
%
)
や
日
用
雑
貨
品
(
町
部
で
七
四
・
九
%
)
な
ど
は
町
部
へ
の
依
存
率
は

低
い
が
、
文
化
用
品
(
書
籍
・
カ
メ
ラ
・
電
気
器
具
・
医
薬
品
等
)
は
八
二
・
七
%
、
身
辺
細
貨

(
靴
・
履
物
・
時
計
等
〉
は
八
二
・
四
%
と
町
部
へ
の
依
存
率
は
た
か
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
ま

た
こ
れ
ら
商
品
は
同
時
に
郡
外
の
前
橋
高
崎
市
へ
の
購
買
流
出
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は

衣
料
品
〈
町
部
で
七
六
・
四
%
)
、
贈
答
品
(
町
部
で
七
七
・
六
%
)
に
も
み
ら
れ
る
。
郡
民
の
前
橋

市
へ
の
購
買
力
流
出
率
は
衣
料
品
一
一
・
八
%
、
身
辺
細
貨
九
・
八
%
、
贈
答
品
八
・
八
%
と
な
っ

て
い
る
。

管
内
外
地
区
別
に
主
な
購
入
商
品
別
に
町
部
商
庖
街
へ
の
依
存
率
を
み
て
お
く
と
次
の
通
り
で
あ

る。
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ZE 会社

① 

中
之
条
町
管
内
住
民
の
動
向

第 2~6表

試
沢 四

田 万 41 % % % 

最高 A B 
57 83 51 

38 15 28 18 

議 A 56 81 52 77 I 

B 42 15 34 
地

百五
は A 82 91 84 97 

きもば
B 16 6 9 2 

のん

A 93 98 92 

B 4 2 。

家共苦養節
A 64 81 48 

B 32 15 38 8 

草加工食品
A 93 62 20 56 

B 1 1 7 l 

A 76 36 35 28 

B 5 2 12 。
贈

A 82 80 40 85 
答

品
B 16 6 7 12 

@ 

管
外
郡
民
の
動
向

一%臼
一
Z

一%
u

一%幻

14 

18 

2 

9 

嬬

恋

25 

23 

2 

6 

3 

16 

。
4 

。

村

15 

23 

。
15 

占，、

44 

35 

30 

15 

38 

6 

19 

54 

13 

。

村

7 

.!'，. 
日

32 

長

野

原

町

25 

28 

16 

15 

2 

2 

。
12 

2 

50 

2 

2 

。

50 

8 

22 

70 

40 

東

村

26 

68 

59 

17 

。

27 

92 

6 

4 

渋川前橋

53Q 

B A 中之条町商底街依存率

高崎市商庖依存率

14 16 30 73 



第 2~7 表

高

19 

A

B

一
A

B

洋
服
服
地
一
恥
駅
机 9 

に
36 

8 

。3 3 25 8 

贈

答
50 20 22 73 12 A 

15 

A.B前表Iζ同じ

山
村
一
%
却

旧
坂
上
村
一
%
四

旧
岩
島
村
一

z

旧
太
田
村
一
%
前

局
鎚A

B

 

呉
服
反
物

35 

27 

74 

49 

8

6

一

A

B

一
A

B

倣
存
加
国
一
家
庭
燃
料

24 

。

23 25 43 10 B 品

郡
内
田
町
村
の
購
買
力
流
出
入
状
況

昭
和
四
十
五
年
調
査
当
時
の
中
之
条
町
の
推
定
購
買
額
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
年
間
二
九
億
四
、
四
一
六
万
円
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
購
買
力
流
出
入
額
を
算
出
す
る
と
ハ
年
間
販
売
額
か
ら
推
定
購
買
額
を
差
引
く
と
)
、
二
億
六
、
九
三
七

万
円
に
な
り
、
そ
の
結
果
購
買
力
流
出
入
率
は
ハ
十
)
九
・
一
%
と
な
っ
て
い
る
。
郡
内
他
町
村
の
年
問
販
売
額
、
推
定
購
買
額
及
び
購

買
力
流
出
入
額
、
購
買
力
流
出
入
率
を
次
表
に
示
し
て
お
く
。

産業と経済第三章

(2) 

29 

35 

34 

14 

49 

21 

14 

75 

8 

43 

14 

28 

8 

8 

22 

14 

。
55 

67 

12 

10 

52 

6 

22 

8 。
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設、

東嬬六高 草 長 吾 中 郡

野 之
内

恋合山津 妻 各

原 条
町

村村村村町町町町 村

年
一一一

九一一六八三二 間
一占 O 七一一- /' 一一一 ー一一一畠、、、、、、

販

九七一六一 O五 五 七 三
五占二 六 四 五 売

六五ノO、四七九六二

万円 額

一 一一
推

一一
三一三四六一一九 定
四一二二五四八四

購
七七七八八九四四
八九一一四三六一 買
六四七八四一六六

万 額
円

ム 購
ムームム ムム 買
二一二三 三 八 二

力ノム、 ムノ、 一 一 - nn区旦、占-ー--y~ /'、、、、、、、、
流

O八。 六一 O六二三占七一九一 出
二五九ーハ一二

入九七四三二 O七

万円 額

購
貝国

力ムムムム ムム
七五六七 二三 流
五四七四 O八八九 出. . . . . . . . 

入0八四六七二八一
% 率

会社

註
算
出
方
法
年
間
推
定
購
買
額
は
〔
〈
年
問
販
売
額
〉
・
一
人
群
馬
県
人
口
×
所
得
格
差
出
、
購
買
力
流
出
入
額
は
、
年
問
販
売
額
|
推
定
購
買
額
、

購
買
力
流
出
入
率
は
購
買
流
出
入
額
・
一
・
推
定
購
買
額
で
ゐ
る
。
郡
内
で
は
推
定
購
買
額
が
年
問
販
売
額
を
こ
え
る
村
が
大
半
で
あ
る
。
中
之
条
町

と
草
津
町
だ
け
が
販
売
額
が
推
定
購
買
額
を
上
回
っ
て
い
る
。

間
四
万
温
泉
の
商
庖

昭
和
五
十
一
年
五
月
調
査
に
よ
る
と
、
四
万
温
泉
の
商
庖
数
は
六
四
で
、
卸
売
業
一
を
除
い
て
、
小
売
業
六
三
で
あ
る
。
内
訳
は
、
飲

食
料
品
小
売
業
が
三
七
で
六
割
近
く
を
し
め
、
他
に
衣
料
織
物
身
廻
品
販
売
四
、
家
具
建
具
什
器
小
売
二
、
自
転
車
販
売
一
、
そ
の
他
小

売
一
九
で
あ
る
。
さ
き
に
掲
げ
た
四
十
五
年
の
町
部
商
庖
街
の
買
物
調
査
に
よ
っ
て
、
四
万
地
区
の
場
合
を
み
る
と
、
こ
こ
の
住
民
の
買

物
行
動
に
は
次
の
よ
う
な
特
色
が
示
さ
れ
て
い
る
。

地
元
商
庖
ハ
温
泉
街
商
庖
〉
で
購
入
し
て
い
る
も
の
が
五
O
%
以
上

の
も
の
を
あ
げ
る
と
、
家
庭
電
気
器
具
(
八
八
%
〉
、
医
薬
化
粧
品
(
七

o
v
d
、
生
鮮
食
料
品
〈
八
六
%
v
、
保
存
加
工
食
品
ハ
七
三
%
〉
菓
子

パ
ン
(
八
o
u
b
)
贈
答
口
問
(
五
三
%
)
等
で
あ
る
。

中
之
条
町
や
県
内
都
市
へ
依
存
の
も
の
は
呉
服
反
物
洋
服
服
地
、
シ

ャ
ツ
下
着
寝
具
、
靴
は
き
も
の
服
飾
品
、
時
計
カ
メ
ラ
、
書
籍
文
具
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荒
物
、
金
物
等
で
あ
る
。
全
商
品
に
つ
い
て
、
地
元
、
中
之
条
町
及
び

郡
外
都
市
別
に
各
依
存
率
を
示
す
と
、
地
元
混
泉
商
庖
で
三
八
%
、
中

之
条
町
商
庖
で
四
四
%
、
伊
勢
町
商
広
三
%
、
吾
妻
町
商
庖
三
%
、
前

橋
高
崎
渋
川
三
市
で
九
%
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
四
十
四
年
四
万
温
泉
街
巡
回
指
導
後
に
だ
さ
れ
た
県
の
指
導
報
告
書
の
な
か
で
は
、
温
泉
地
特
有
の
旅
館
と
商
庖
と
の
商
品

販
売
の
競
合
性
と
共
有
性
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
述
べ
て
あ
る
。

四
万
で
も
大
型
旅
館
が
み
や
げ
も
の
コ
ー
ナ
ー
を
作
り
は
じ
め
て
い

る
が
、
こ
れ
は
時
代
の
趨
勢
で
あ
り
、
将
来
も
強
化
さ
れ
る
で
・
あ
ろ

う
。
そ
う
な
る
と
、
物
品
販
売
等
も
お
こ
ぼ
れ
頂
戴
で
は
な
く
、
自
分

た
ち
の
力
で
魅
力
を
出
し
客
を
引
っ
ぱ
り
出
す
努
力
を
す
る
こ
と
に
な

る
。
み
や
げ
も
の
は
、
ど
の
地
区
で
も
同
じ
よ
う
な
も
の
を
売
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
努
力
が
足
り
な
い
。
:
:
:
旅
館
に
売
庖
が
で
き
て
も
旅

4 

商
庖
経
営
(
そ
の
近
代
化
)
を
め
ぐ
る
諸
意
向

館
の
場
合
は
付
属
で
あ
り
サ
l
ピ
九
で
あ
る
。
し
か
し
み
や
げ
も
の
庖

の
場
合
は
、
そ
れ
は
本
命
で
あ
る
。
い
い
意
味
の
競
争
、
相
互
の
刺
戟

に
よ
り
共
存
共
栄
は
可
能
で
、
全
体
と
し
て
町
の
レ
ベ
ル
・
ア
ッ
プ
が

行
な
わ
れ
客
に
喜
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
温
泉
組
合
に
も
旅
館
部
と
商

業
部
が
共
存
し
協
力
し
あ
っ
て
き
た
と
思
う
が
、
今
後
は
よ
り
一
一
層
の

協
調
が
必
要
で
あ
る
。

さ
き
の
四
十
五
年
商
庖
街
診
断
調
査
で
は
、
商
業
経
営
に
つ
い
て
、
①
商
庖
経
営
主
側
と
②
地
域
住
民
側
と
の
両
面
か
ら
の
意
向
調
査

を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
主
な
調
査
結
果
を
紹
介
し
て
お
く
。

産業と経済

①
商
庖
経
営
主
の
諸
意
向

商
庖
街
と
し
て
実
施
し
た
い
こ
と
:
:
:
若
年
層
向
け
の
共
同
売
出

し
、
共
同
信
舗
と
共
同
駐
車
場
の
設
置
、
閉
庖
時
間
の
延
長
。
魅
力
を

も
た
せ
る
た
め
の
施
策
:
:
:
大
型
庖
と
し
て
の
魅
力
を
〈
商
品
の
豊

富
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
ジ
ョ
ッ
ピ

γ
グ
の
可
能
)
、
と
ぎ
れ
の
な
い
商
庖
街

第三TZ

づ
く
り
、
商
庖
経
営
に
若
さ
を
、
レ
ジ
ャ
ー
施
設
を
、
ア
ー
ケ
ー
ド
を

か
け
る
。

こ
れ
か
ら
の
経
営
方
針
:
:
:
的
品
揃
え
に
つ
い
て
:
:
:
商
品
の
専
門

化
五
七
%
五
三
%
、
商
品
の
多
様
化
三
八
%
三
二
%
、
業
種
の
多
角
化

五
%
一
五
%
。
ハ
%
の
数
字
で
前
は
町
部
中
之
条
、
後
は
町
部
伊
勢
町
〉
。
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②
地
域
住
民
の
商
底
街
へ
の
諸
意
向

地
元
旧
中
之
条
町
の
住
民
・
・
・
・
・
・
附
各
商
庖
は
庖
自
体
が
地
味
で
若
い

人
達
の
関
心
が
少
い
よ
う
に
思
う
。
商
広
街
を
明
る
く
自
に
つ
く
よ
う

な
宣
伝
活
動
の
活
発
化
を
の
ぞ
む
。
早
急
に
解
決
し
て
ほ
し
い
の
は
、
道

路
の
両
面
の
駐
車
自
動
車
を
少
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。
肘
夕
方
七
時
過

ぎ
ま
で
関
宿
し
て
お
い
て
ほ
し
い
。
付
駐
車
場
と
公
閣
は
是
非
必
要
、

会tJ: 

駐
車
場
の
な
い
の
は
郡
部
と
し
て
の
名
に
恥
じ
る
。
同
夜
は
早
く
閉
め

る
。
日
曜
日
に
買
物
が
で
き
な
い
よ
う
な
殿
様
商
売
を
や
っ
て
い
る
。

売
っ
て
や
る
と
い
う
気
持
で
な
く
、
買
っ
て
も
ら
う
と
い
う
気
持
に
な

っ
て
ほ
し
い
。
同
軒
先
が
少
な
い
。
雨
天
の
日
、
不
使
、
通
行
人
に
ジ
ャ

マ
に
な
る
。
歩
道
が
悪
い
。
道
幅
が
狭
く
歩
行
す
る
の
に
両
側
に
車
が

止
め
て
あ
る
の
で
、
と
て
も
困
ま
る
。
:
:
:
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③
最
後
に
こ
の
調
査
か
ら
町
部
の
商
店
経
営
主
の
指
摘
し
た
経
営
上
の
問
題
点
(
第
2
1
8
表
〉
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。

第 2~8表

問題点の内容

% % 
経費 の増 加 29 27 

売れゆき不振 5 15 

掛売増代金回収難 8 6 

大型庖の影響 4 12 

あら利益率低下 12 6 

従業員不足 14 13 

立地条件悪し 11 15 

そ の 他 2 。
特 な し 15 6 

主
な
問
題
点
と
し
て
は
、
経
費
の
増
加
が
第
一
に
あ
げ
ら
れ
、
つ
い

で
従
業
員
不
足
や
立
地
条
件
の
悪
い
こ
と
が
両
町
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
「
大
型
庖
の
影
響
」
に
つ
い
て
は
、
地
元
に
ス
ー

パ
ー
の
あ
る
伊
勢
町
で
は
一
二
%
を
し
め
る
が
、
中
之
条
で
は
わ
ず
か

四
%
に
す
ぎ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

商庖種別の小売庖数

ー』ー-、~ 大字別 広町部街商 塁審商 農庖村商
¥ 

~"'-- 薪!~勢万上回!上渡京EZ|大場商庖種別 "'--、、、¥、

各種商品小売業 121 15 2 3 1 

織物・衣服・身回品広 131 26 2 1 

飲食料品庖 27 36 23 161 13 3 

等自動小車売広・自転車・荷車 7 4 2 1 

家具・建具・什器庖 14 15 3 2 4 4 

その他小売庖 35 6 8 2 

飲 食 庖 20 271 20 12 2 

計 11判 771 361 321 12 

第2~9表



な
お
昭
和
四
五
年
商
業
統
計
に
よ
っ
て
、
中
之
条
町
の
主
な
大
字
別
に
み
た
小
売
商
庖
数
を
掲
載
し
て
お
く
(
第
2
i
9
表
・
前
一
員
〉

5 

新
町
の
商
工
会
二
十
年
の
歩
み

戦
後
二
十
年
代
に
発
足
し
た
中
之
条
町
商
工
会
の
戦
後
十
年
の
歩
み
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
が
ハ
町
誌
二
巻
三
七
四

i
三
七
六
頁
〉
、
町

村
合
併
に
よ
る
新
町
発
足
後
の
三
四
十
年
代
の
歩
み
を
一
ベ
つ
し
よ
う
。
二
十
年
代
か
ら
引
続
い
て
商
工
会
事
務
局
長
の
篠
原
祐
男
の
報

告
に
よ
っ
て
、
そ
の
概
況
を
た
ど
る
こ
と
に
す
る
。

産業と経済第三章

中之条町商工会館

新
町
の
成
立
に
伴
っ
て
、
従
来
別
々
の
中
之
条
町
は
じ
め
、
沢
回
、
伊
参
、
名
久
田
各
地
域

の
商
工
業
者
を
吸
収
し
て
一
本
化
し
、
内
部
組
織
の
強
化
を
は
か
っ
た
。
同
業
者
発
展
の
た
め

の
方
途
と
し
て
、
中
小
企
業
相
談
所
を
開
設
し
、
初
め
て
県
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
た
。
信
用

保
証
協
会
支
所
、
吾
妻
法
人
会
事
務
所
を
も
併
設
し
た
。
さ
ら
に
納
税
に
対
し
て
は
納
税
貯

蓄
組
合
連
合
会
、
青
色
申
告
連
合
会
事
務
局
を
お
き
、
関
係
官
庁
と
連
絡
し
、
会
員
の
相
談

に
応
じ
う
る
手
配
を
整
へ
た
。
商
工
会
は
会
員
の
経
済
基
盤
で
あ
る
町
を
も
り
た
て
る
た
め
、

町
当
局
の
施
策
に
進
言
協
力
し
て
、
種
々
な
る
活
動
を
し
て
い
る
。
小
川
団
地
の
用
地
取
得
、

四
万
温
泉
ボ
ー
リ
ン
グ
、
自
動
車
練
習
所
の
開
設
、
中
之
条
町
中
央
街
整
備
の
一
と
し
て
両
側

溝
上
へ
鉄
盤
製
甲
蓋
の
敷
設
な
ど
:
:
:
そ
し
て
中
之
条
各
庖
の
よ
き
顧
客
で
あ
る
四
万
温
泉
の

発
展
、
併
せ
て
町
の
商
工
業
者
の
商
閣
の
拡
大
策
で
も
あ
る
四
万
産
業
道
路
の
開
設
を
企
図
、

そ
の
た
め
に
奔
走
し
た
。
と
く
に
、
昭
和
三
、
四
十
年
代
は
経
済
の
高
度
成
長
期
か
ら
低
成

長
、
不
況
へ
と
経
済
の
激
動
時
代
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
対
応
策
と
し
て
も
各
般
の
配
慮
が
必

要
で
あ
っ
た
。
最
寄
の
金
融
機
関
と
連
絡
を
と
っ
て
中
元
・
年
末
金
融
対
策
に
最
善
の
処
置
を

す
る
。
県
商
工
連
合
会
へ
の
加
盟
、
国
民
金
融
公
庫
資
金
、
設
備
近
代
化
資
金
の
借
入
斡
旋
、

広
舗
改
装
助
成
、
小
規
模
企
業
共
済
組
合
へ
の
加
盟
促
進
等
々
は
、
商
工
会
と
し
て
の
対
策
事
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例
で
あ
っ
た
。

な
お
商
工
会
が
行
っ
た
諸
活
動
を
あ
げ
る
と
①
記
帳
指
導
員
を
任
命

し
て
中
小
企
業
経
営
講
座
の
開
講
、
②
町
内
農
家
と
提
携
し
て
青
果
市

場
の
開
設
、
ま
た
③
商
庖
休
日
設
定
の
与
論
調
査
実
施
ハ
三
十
年
一
一
一

月
〉
、
④
商
庖
週
休
制
・
一
斉
聞
広
実
施
の
与
論
調
査
の
実
施
、
こ
れ
は

今
日
の
庖
舗
週
休
制
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
庖
舗
従
業
員
の

身
分
保
証
に
つ
い
て
は
、
先
般
の
一
六
名
の
庖
員
労
務
手
帳
の
交
付
か

〆在、
占昌、社

ら
は
じ
ま
り
、
中
小
企
業
退
職
共
済
組
合
へ
の
加
盟
等
を
行
っ
て
い
る

が
、
永
年
勤
続
従
業
員
に
対
し
て
は
表
彰
を
行
っ
て
い
る
。
受
賞
者
は

す
で
に
二
五

O
名
に
の
ぼ
る
。
そ
し
て
職
場
を
明
る
く
、
楽
し
く
融
和

親
善
の
た
め
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
パ
ス
利
用
の
慰
安
旅

Z
E実

施
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
商
工
業
者
広
く
職
場
の
人
々
を
対
象
に
教
養

講
座
、
経
営
指
導
講
演
会
等
も
年
何
回
も
開
催
、
中
央
の
知
名
人
を
講

師
と
し
て
招
璃
し
、
好
評
を
博
し
て
い
る
。

536 

戦
後
商
工
会
は
昭
和
二
十
二
年
小
池
遵
正
を
会
長
に
任
意
組
合
と
し
て
発
足
し
、
二
十
五
年
に
は
商
工
協
同
組
合
を
併
設
、
二
十
七
年

に
は
社
団
法
人
に
、
そ
し
て
三
十
五
年
に
は
特
殊
公
益
法
人
と
な
っ
た
。
そ
の
問
、
会
長
も
小
池
遵
正
か
ら
小
板
橋
菱
三
郎
に
代
っ
た

が
、
氏
も
四
十
七
年
五
月
退
任
し
、
そ
の
後
佐
鳥
寛
が
就
任
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
現
在
の
役
員
と
事
務
局
員
指
導
員
ら
を
あ
げ
る
と

次
の
通
り
で
あ
る
。

会
長
佐
鳥
寛
、
副
会
長
今
井
正
太
郎
、
吉
原
仁
三
郎
、
理
事
小
山
邦

雄
、
高
橋
福
治
、
小
林
泰
明
、
吉
田
正
明
、
田
村
久
平
、
高
橋
真
一
、

小
池
真
砂
雄
、
町
田
儀
平
、
山
口
吉
田
刀
、
小
測
光
平
、
小
板
橋
謙
一

郎
、
都
築
重
雄
、
大
野
恒
雄
、
高
橋
恒
雄
、
久
住
恒
、
監
事
宮
森
賢

一
、
斎
藤
正
雄
、
相
談
役
小
板
橋
菱
三
郎
、
青
年
部
長
飯
塚
伸
策
、
婦

人
部
長
高
橋
ふ
さ
、
事
務
局
長
篠
原
祐
男
、
経
営
指
導
員
佐
藤
弘
、
高
橋

真
郎
、
宮
崎
行
美
、
経
営
指
導
員
補
高
橋
す
み
江
、
記
帳
指
導
専
任
青

柳
洋
子
、
里
山
岩
都
子
、
唐
沢
勝
子
、
書
記
後
藤
佐
智
子
。

最
後
に
商
工
会
の
年
度
別
決
算
額
、
会
員
数
を
下
表
に
示
す
。

額

409 

420 

625 

459 

651 

4，089，266: 

7，594，875 

24， 920， 3091 

(予算) I 

払一|

1，734.344 

算決ロ
B度年

50年

52年

40年

45年

35年



四

中
之
条
町
の
工
業

1 

中
之
条
町
の
工
業
の
地
位

県
下
に
お
け
る
地
位
昭
和
五

O
年
の
工
業
統
計
に
よ
る
と
、
中
之
条
町
の
工
業
事
業
所
数
は
七
二
、
従
事
者
数
は
一
、
三
九
七
人
、
製

造
品
出
荷
額
は
九

O
億
二
七
三
万
円
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
県
下
に
お
け
る
占
有
率
を
み
る
と
(
昭
和
五

O
年
)
、
事
業
所
数
は

0
・

四
%
、
従
業
員
数
は

0
・
六
%
、
製
造
品
出
荷
額
は

0
・
五
%
で
あ
る
。
農
業
商
業
の
場
合
の
占
有
率
と
比
較
す
る
と
、
各
指
標
を
通
じ

て
農
商
と
対
比
す
る
と
か
な
り
低
率
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
農
業
組
生
産
額
で
一
・
四
%
、
商
庖
数
で
一
・
三
%
、
商
品
販
売
額
で

0
・
六

%
で
あ
る
。
こ
れ
ら
指
標
を
通
じ
て
み
る
と
、
町
の
農
業
商
業
に
く
ら
べ
て
、
本
町
の
工
業
の
地
位
は
な
お
低
い
水
準
に
あ
る
こ
と
が
推

察
さ
れ
る
。

産業と経済

第 3~1 表

|議|従業者数|器造品出荷

霊堂 828|1 82，939万0円〉67 
(100. 

38年 70 1， 128 175.137 
(211.2) 

41年 75 1.268 312.770 
(377.1) 

45年 81 1， 447 557.337 
(672.0) 

49年 1， 398 921， 628 
(1.111.2) 

第三章

内は製造品出荷額の伸長率を不

本
町
工
業
の
郡
内
に
し
め
る
比
率
を
み
る
と
ハ
昭
和
五

O
年)、

事
業
所
数
は
二
八
・
五
克
、
従
業
者
数
は
四

0
・
一
%
、
製
造
ロ
聞
出
荷
額
は
三
六
・

五
%
で
あ
る
。
事
業
所
数
と
従
業
者
数
で
は
郡
内
第
一
位
で
あ
る
が
、
製
造
品
出

郡
内
の
地
位

荷
額
で
は
吾
妻
町
に
つ
い
で
郡
内
第
二
位
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
昭
和
三
・
四
十
年
代
の
本
町
工
業
関
係
の
事
業
所
数
、
従
業
員
数
お

よ
び
製
造
品
出
荷
額
等
の
動
き
を
み
る
と
第
3
i
1
表
に
な
る
。
表
に
よ
り
三
三

年
に
は
、
す
で
に
事
業
所
六
七
、
従
業
者
数
八
二
八
、
出
荷
額
八
億
二
、
九
三
九
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誌会ネ土

県内7市町の工業実態の比較表(昭和47・49年〉

みき 事業所数 従業者数 製造品出荷額 り事出業荷所額当

昭和付 H 49 昭和.71 H 49 昭和 471 H 49 昭和471H ω 

中 之条町 75 1.398 620. 2381 921， 6281 8. 270112. 288 

吾妻町 60 60: 1. 056 1. 045 579.3481 1.089.4231 9. 655!17. 292 

安中市 188 188 山内叩才師4. 7681 4. 569: 4. 131. 706 

大泉町 318 318 15. 391. 700129. 845149. 973 

境 町 337 337 2. 9021 8. 9291 1. 041. 681 1. 506. 2321 3. 0911 4. 620 

大間々町 362 362 3. 484: 3. 2821 2. 059. 607 3. 097. 3411 5. 6891 8. 556 

新田町 172 172 2.3011 2.6981 2.197.736 4.086.叫2.777122. 20 

第3，_.2表

万
円
で
あ
っ
て
、
郡
内
に
し
め
る
割
合
が
事
業
所
数
で
四
四
・
四
%
、
従
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業
者
数
で
六
一
・
七
%
、
出
荷
額
で
六
五
・
六
%
を
し
め
て
郡
内
工
業
の

中
心
地
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
製
造
品
出
荷
額
の
伸
び
を
み
る
と
、
四
一

年
に
浅
間
電
子
の
設
立
で
こ
の
年
に
は
前
年
比
八
八
・
七
%
、
四
五
年
に

は
太
陽
誘
電
の
導
入
が
あ
っ
て
同
年
は
前
年
比
一
九
六
%
と
か
な
り
の
伸

び
を
示
し
た
。
そ
の
後
四
八

l
四
九
年
に
も
相
当
な
伸
長
が
示
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
隣
町
吾
妻
町
の
四
十
年
代
の
急
速
な
発
展
伸
長
に
対
比
す
る

と
、
そ
の
伸
長
度
が
緩
漫
と
い
え
る
。
吾
妻
町
は
四
十
年
代
に
入
る
と
工

業
導
入
に
力
を
注
ぎ
、
と
く
に
四
六
年
農
村
地
域
工
業
導
入
促
進
法
の
制

定
に
よ
り
農
村
地
域
へ
の
工
業
導
入
が
積
極
的
計
画
的
に
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
際
に
、
県
下
第
一
号
の
指
定
を
う
け
工
場
導
入
を
は
か
っ
た

が
、
そ
の
成
果
が
現
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
わ
が
中
之
条
町
で
は
四

五
年
頃
か
ら
大
字
伊
勢
町
の
中
之
条
駅
南
地
区
の
区
画
整
理
事
業
の
構
想

が
生
れ
、
下
の
段
の
お
よ
そ
二
二

hy
の
地
域
が
四
九
年
三
月
に
農
村
工

業
導
入
促
進
地
域
の
指
定
を
う
け
た
。
し
か
し
そ
の
後
こ
の
区
画
整
理
事

業
が
関
係
者
の
理
解
と
協
力
が
え
ら
れ
な
い
ま
ま
頓
坐
し
て
い
る
。
こ
こ

で
県
内
安
中
市
は
じ
め
本
町
と
同
じ
人
口
二
万
前
後
を
も
っ
四
町
と
郡
内

吾
妻
町
等
の
工
業
の
実
態
の
比
較
を
示
す
第
3
1
2
表
を
掲
げ
る
。



わ
が
吾
妻
郡
の
二
町
と
県
内
五
市
町
と
比
較
す
る
と
、
事
業
所
数
、

従
業
者
数
、
出
荷
額
の
す
べ
て
に
お
い
て
格
段
の
距
り
が
お
る
。

四
九
年
出
荷
額
で
は
、
七
市
町
の
う
ち
、
本
町
が
最
下
位
で
あ
る
。

吾
妻
町
も
百
億
を
こ
え
て
、
本
町
よ
り
上
位
に
た
っ
た
。
四
九
年
の
一

事
業
所
当
り
出
荷
額
を
み
る
と
、
大
泉
町
が
一
位
で
、
つ
づ
い
て
安
中

市
、
新
田
町
、
そ
し
て
四
位
に
吾
妻
町
三
億
七
、
二
九
二
万
円
)
、
本

町
は
五
位
で
一
億
二
、
二
八
八
万
円
で
あ
る
。

2 

三
四
十
年
代
の
工
場
の
変
貌

産業と経済

先
掲
の
第
3
1
1
表
に
み
る
よ
う
に
工
場
数
は
三
三
年
(
六
七
〉
が
、
そ
の
後
四
十
年
代
前
半
ま
で
は
増
加
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
て
、

四
四

l
四
六
年
に
は
八

O
を
こ
え
た
。
四
七
年
以
降
七
五
に
減
じ
、
五

O
年
に
は
さ
ら
に
七
二
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
期
間
吾
妻
郡
全

体
の
工
場
数
は
一

O
二
増
加
し
て
い
る
。
(
郡
の
仲
率
一
六
七
・
五
%
、
県
の
伸
率
二
ハ
一
了
二
%
)
。
と
く
に
吾
妻
町
で
は
三
三
年
に
二

九
工
場
が
六
五
に
急
増
し
て
い
る
(
伸
率
二
・
二
倍
〉
。

ω
業
種
別
工
場
の
変
化

既
に
明
治
以
降
の
通
史
で
も
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
本
町
の
工
業
は
戦
前
に
は
零
細
な
家
族
経
営
の
も
の
が
大
半
で
、
建
具
・
畳
製
造

・
下
駄
・
ブ
ル
キ
加
工
・
絹
綿
製
造
加
工
・
染
物
・
桶
製
造
等
々
の
伝
統
的
な
家
業
職
種
の
も
の
が
中
心
で
あ
っ
た
。
大
正
昭
和
戦
前
に

か
け
て
は
新
し
く
製
糸
業
製
材
業
、
さ
ら
に
食
料
品
(
精
米
・
麺
・
酒
造
業
な
ど
)
が
台
頭
し
て
町
の
地
場
産
業
を
形
成
し
て
い
た
。
し

か
し
戦
後
に
な
る
と
、
戦
時
下
休
業
状
態
だ
っ
た
工
業
も
二
五
年
噴
か
ら
復
興
し
た
。
製
糸
業
製
材
業
の
再
興
も
早
か
っ
た
が
、
戦
後
二

十
年
代
後
半
か
ら
は
新
し
い
電
気
機
器
工
場
が
現
わ
れ
た
(
第
二
巻
三
八
三
頁
〉
。

四
十
年
代
の
業
種
別
工
業
の
動
向
を
第
3
1
3
表
で
み
よ
う
。

さ
て
三
、

第三章

工
場
数
で
は
三

0
年
代
か
ら
四
0
年
代
前
半
頃
ま
で
は
伝
統
的
な
食

料
品
工
場
が
一
番
多
く
、
こ
れ
に
製
材
工
場
が
中
心
で
あ
っ
た
。
従
業

者
数
で
は
戦
前
か
ら
の
二
大
製
糸
工
場
と
戦
後
新
設
の
工
場
を
含
め
て

地
場
産
業
の
製
材
業
が
中
心
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
出
荷
額
で
み
る
と
、
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社会誌

第 3~3表業種別工業の事業所数・従業者数・製造品出荷額の推移

(昭和35・41・44・50年〉

広言ド昭和 35 年
昭和 41 年

業所凶!従事者(Bl¥製造品(C出)荷額 A B C 

千円l
24 256.120 386.070 

25.0 12.3 

繊維 ' 2 (310) 

〈4U292a，弘a420a2前0u岡倒副n 71 

3 (325) (1， 510. 960) 
48.3 

木材・木製品 8 16 223 
27238 i 

699.990 
22.4 

家具 ' 8 23 12 
24.220 

0.8 

出版印刷 • 4 (35) (15.736) (33.970) 
1.5 1.1 

金属製品 • 1 z x (66.140) 
2. 1 

電気機械器具 M 1 (198) (98.070) 399.800 
9.6 12.8 

言十 1， 02~~~4?1 3.127.700 
100.0 1， 268i 100.0 

、ト"----指竺一手標，_[匝 昭和岨 年
昭和 50 年

業種別l 下 一 業所叫l従事者側I製造品(C出)荷額 A B C 

食料品工業 22 135 429，670 13 45.194 
10.9 5.0 

繊維 n 2 2 x~ x 

木材・木製品 m 17 243 845，41 20 1，240，550 
21. 13.8 

家具 ' 14 35 47，29 60.980 
1. 241 0.7 

出版印刷 担 7i 48 

づ
163.890 

1.8 

金属製品 30. 53.840 ， 5 37 3 0.6 

電気機械器具 s 7 638 5 3，366.470 
18 37.4 

言十 82i 1， 3971 
9，002，730 

3，947.720; 100.0 
備考 工業統計調査による，業極別は主なものだけを掲げた。従って乙乙に掲げた業施を加

算した数字と計欄の数字とは一致しない。各欄の( )内の数字は工業統計調査以外の
資料による。
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工
場
誘
致
の
奨
励

一
九
六

0
年
代
に
は
地
域
経
済
開
発
政
策
の
推
進
に
よ
っ
て
、
昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
四
十
年
代
に
わ
た
っ
て
中
之
条
地
方
に
も
工

業
開
発
の
動
き
が
現
わ
れ
て
い
る
。
三
十
五
年
ハ
一
九
六

O
)
十
二
月
群
馬
県
主
催
の
「
工
場
誘
致
の
打
合
会
」
が
開
催
さ
れ
た
が
、
す

で
に
そ
の
前
後
か
ら
中
之
条
町
に
も
「
工
場
誘
致
対
策
委
員
会
」
の
設
立
ハ
三
五
年
十
一
月
)
、
や
「
工
場
誘
致
奨
励
条
例
」

月
三

O
日
)
が
制
定
さ
れ
た
。

産業と経済

(2) 

第三章

作業中の女子工員〈光山電気〉

町
の
業
種
別
企
業
の
盛
衰
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。

伝
統
的
な
食
料
品
工
業
は
実
額
で
は
少
額
な
が
ら
増
加
し
て
い
っ
た
が
、
全
工
業
中
に
し
め
る

割
合
で
は
大
き
く
変
化
し
、
三
五
年
二
五
%
、
四
一
年
一
一
了
三
%
、
四
四
年
一

0
・
九
%
、
そ
し

て
五
O
年
に
は
僅
か
五
%
に
低
下
し
て
い
る
。
他
方
製
糸
業
は
こ
の
期
聞
を
通
じ
て
二
工
場
、
三

O
O人
前
後
の
従
業
員
で
全
工
業
の
四
割
を
こ
え
る
出
荷
額
を
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
新
興
の
電
気
機
器
工
業
は
、
昭
和
三
五
年
に
は
一
社
だ
っ
た
が
、
四
一
年
に
は
三
社
、

四
四
年
に
は
七
社
と
ふ
え
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
従
業
員
数
も
一
九
八
人
か
ら
三
七
四
人
、

さ
ら
に
六
三
四
人
と
増
加
し
て
い
っ
た
。
出
荷
額
も
三
五
年
九
、
八

O
七
万
円
、
四
一
年
三
億

九
、
九
八

O
万
円
、
四
四
年
七
億
四
、
三

O
一
万
円
、
そ
し
て
五

O
年
に
は
三
三
億
六
、
六
四
七

万
円
(
五
社
)
と
急
膨
脹
し
て
い
る
。
こ
れ
を
従
業
員
一
人
当
り
の
出
荷
額
で
み
る
と
、
一
一
一
五
年

四
九
万
五
千
円
、
四
一
年
一

O
六
万
九
千
円
、
四
四
年
一
二
ハ
万
五
千
円
、
そ
し
て
五

O
年
に
は

六
一
六
万
六
千
円
と
急
増
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
新
興
電
気
機
器
工
業
は
高
度
成
長
期
か
ら
低

成
長
期
に
わ
た
っ
て
最
も
伸
長
し
た
工
業
部
円
で
あ
る
が
、
三
五
年
を
一

O
Oと
し
て
、
各
年
次

伸
率
を
み
る
と
、
四
一
年
が
三

O
五
・
三
、
四
四
年
が
三
八
五
・
四
、
そ
し
て
五

O
年
は
八
七
八
・

八
と
急
伸
し
て
い
る
。
と
く
に
最
近
の
四
0
年
代
の
後
半
の
伸
率
が
大
き
く
、
一
一
一
五
年
当
時
に
く

ら
べ
て
八
・
八
倍
に
も
な
っ
て
い
る
。

(
三
五
年
三
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誌会社

こ
の
条
例
に
よ
り
工
場
の
新
設
増
設
に
対
し
奨
励
措
置
を
講
じ
て
い
る
が
、
そ
の
指
定
基
準

を
み
る
と
、
-
工
場
設
備
に
対
す
る
投
資
額
一

O
O万
円
以
上
、

2
常
時
使
用
の
従
業
員
三

O

人
以
上
ハ
第
四
条
〉
で
あ
る
。

542 

そ
の
結
果
三
十
六
年
以
降
工
場
誘
致
奨
励
金
の
交
付
が
行
わ
れ
た
。
三
七
、
三
八
年
度

太陽誘電中之条工場

分
の
状
況
を
左
に
示
し
て
お
く
。

二
十
七
年
度

二
十
八
年
度

ハ
以
下
省
略
〉

対
象
企
業
六
社

八
社

奨
励
金
合
計
四
四
八
、

0
0
0円

三
九
五
、
四
O
O円

誘
致
設
立
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
三
十
年
代
後
半
か
ら
の
工
業
開
発
期
に
は
、
中
之
条
町
に
も
い
く
つ
か
の
工
場
が

三
十
六
年
十
月
一
日
下
沢
渡
乙
三
八
に
宮
崎
電
器
製
作
所
創
立
、

電
気
計
測
器
製
作
と
修
理
、
投
資
額
二

O
O万
円
、
従
業
員
四
八
名
、

敷
地
一
、
八
O
O坪
、
建
物
二

O
O九
坪
、
四
十
年
七
月
大
字
中
之
条

町
三
五
に
工
場
新
設
移
転

三
十
六
年
十
二
月
伊
勢
町
六
九
l
七
二
、
進
誠
産
業
株
式
会
社
チ

ッ
プ
製
造
並
び
に
木
材
販
売
開
始
、
投
資
額
約
二
千
万
円
、
従
業
員
三

二
名
、
敷
地
面
積
一
、

O
九
七
坪
、
建
物
延
ゴ
コ
了
七
五
坪

四
十
一
年
五
月
二
十
七
日
創
設
、
浅
間
電
子
工
業
株
式
会
社
工
場

伊
勢
町
一
二
二

O
l
一
、
通
信
機
用
機
械
穏
具
資
本
金
五

O
O万
円

従
業
員
七
O
名
工
場
敷
地
二
九
三
七
d

建
物
七
九
八
d

四
十
四
年
十
二
月
新
設
太
陽
誘
電
株
式
会
社
中
之
条
工
場
、
大
字

中
之
条
町
一
九
八
八
、
従
業
員
九
九
名

と
こ
ろ
で
四
十
年
代
後
半
に
な
り
高
度
成
長
の
波
に
の
る
工
場
誘
致
開
発
プ

l
ム
も
鎮
静
化
し
て
き
た
四
十
七
年
(
一
九
七
二
)
に
県



は
群
馬
県
工
場
誘
致
条
例
を
廃
止
し
、
新
た
に
工
場
立
地
適
正
化
条
例
(
県
条
例
第
二
二
号
、
四
七
年
十
月
一
日
施
行
〉
を
制
定
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
市
町
村
は
工
業
立
地
の
適
正
化
施
策
を
策
定
し
、
県
内
に
立
地
条
件
に
応
じ
て
「
工
場
誘
導
地
区
」
が
指
定
さ
れ
、
こ
こ

に
工
場
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
か
く
て
中
之
条
町
地
域
内
で
は
工
場
適
地
と
し
て
次
の
三
つ
の
対
象
団
地
が
あ
げ
ら
れ
、
工
場

誘
導
地
区
と
し
て
公
表
さ
れ
た
。

伊
勢
町
地
区

一
四
八
、
五
o
o
d
(大
字
〉
中
之
条
地
区
九
四
、

五

中
之
条
町
の
観
光
業

五
九
二
d
、
西
中
之
条
地
区
五
九
、
四
O
o
d
、
計
三
O
二
、
四
九
二
d

四
万
・
沢
渡
の
二
温
泉
を
も
っ
新
中
之
条
町
に
お
け
る
観
光
業
の
し
め
る
産
業
経
済
的
地
位
は
た
か
い
。
す
で
に
近
世
以
来
の
温
泉
集

と
く
に
大
正
期
以
降
は
交
通
機
関
の

産業と経済第三章

四万温泉浴客数の推移第4-1表

(大正~昭和〉

年 次 |浴客数|伸長率

1920(大正 9) 95.631 100.0 
1925( u 14) 136.518 142.7 
1930(昭和 5) 99.922 104.51 
1935( u 10) 123.112 128.71 
1940( u 15) 257.909 269.7 

1945( • 20) 126.904 132.71 
1950( H 25) 196.840 

1955( • 30) 249.089 ~~~'~I 
1960( H 35) 264.229 276.3 
1965( H 40) 346.146 362.0 

1970( • 45) 540.261 565.0 5| 
1975( H 50) 429.875 449.51 

1920年(大正9)を基単年次100とした
各年次の伸長率を示す。

落
と
し
て
の
歴
史
を
も
ち
、

発
達
に
よ
っ
て
多
数
の
浴
客
を
収
容
し
て
き
た
が
、
戦
後
に
は
長

野
原
線
の
鉄
道
開
通
が
あ
り
、
三
十
年
代
以
降
で
は
国
民
の
生
活

水
準
の
向
上
に
伴
い
余
暇
の
高
度
利
用
・
休
養
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
を
兼
ね
た
旅
行
観
光
の
大
衆
化
を
パ
y

ク
に
、
四
万
沢
渡
温

泉
も
新
し
く
再
生
の
道
を
歩
ん
で
い
る
。
昭
和
三

O
I五
O
年
の

最
近
二
十
年
間
に
お
け
る
四
万
温
泉
の
年
間
浴
客
数
の
伸
長
率
を

み
る
と
、
倍
増
で
あ
る
。
ハ
三

O
年

543 

二
四
九
、

O
八
九
人

四



誌会社

五
O
七、

八
九
三
人
)
。
こ
こ
で
戦
前
大
正
期
の
第
一
次
大
戦
後
の
一
九
二

O
年

i
一
九
七

O
年
(
五
十
年
間
)
の
年
間
浴
客
数
の

544 

九
年

動
き
を
第
4
1
1
表
に
示
す
。

戦
前
で
は
昭
和
十
五
年
に
年
間
二
五
万
人
の
浴
客
を
受
け
入
れ
ピ
ー

ク
を
示
し
た
が
(
大
正
九
年
の
二
・
七
倍
〉
、
戦
争
激
化
と
と
も
に
浴

客
数
も
急
減
し
、
終
戦
時
に
は
多
数
の
疎
開
児
童
を
受
け
入
れ
て
い
た
。

戦
後
は
漸
次
浴
客
数
も
回
復
を
た
ど
り
、
昭
和
二
十
五
年
約
二

O
万、

1 

温
泉
観
光
業
の
現
状

)
 

1
 

(
 
温
泉
観
光
客

県内県外別観光客数の推移

|県内客|県外客| 言十

昭和401113，4161207，696|321，112

四 35. 31 64. 71 100. 0 

• 45 
205.569 325.811 531， 380 

万 38.7 61. 3 100.0 

温 " 50 
136.006' 271.685 407.691 

33.41 66.6 100.0 

泉 40/45 181. 3 156.9 165.5 

45/50 66.2 83.4 76.7 

昭和40|1 17，323 19.叫 3附 5

沢
47.2 52.8: 100.0 

• 45 20.514 22.673 43.187 
渡 47.5 52.5 100.01 

温 • 50 21， 565 23.119 44.684 
48.3 51. 7 100.0 

泉 40/45 118.4 117.1 117.71 

45/50i 105.1 102.0 103.5 

第 4-2表

三
O
年
に
は
二
五
万
と
戦
前
の
ピ
l
ク
時
に
回
復
し
た
。
そ
の
後
一
九

六
0
年
代
(
三
五
l
四
五
年
〉
の
国
民
経
済
の
成
長
期
に
は
観
客
ブ
ー

ム
と
と
も
に
浴
客
数
も
ま
た
急
速
な
増
加
を
示
し
て
い
る
。

最
近
十
年
間
に
お
け
る
温
泉
観
光
客
の
動
き
の
諸
相
を
み
よ

よ
ノ
。

県
内
客
・
県
外
客

ま
ず
観
光
客
を
県
内
県
外
別
に
四
十
年
代

の
動
き
を
第
4
i
2
表
に
み
る
と
、

四
万
沢
渡
と
も
に
県
内
客
よ

り
県
外
客
の
方
が
多
い
が
、
県
内
客
の
比
率
で
は
沢
渡
の
方
が
幾

分
高
い
。
増
加
率
で
も
四
十
年
代
前
半
期
に
は
両
温
泉
と
も
県
内

客
の
方
が
高
か
っ
た
。

湯
客
の
特
性
現
在
の
湯
客
の
特
性
に
つ
い
て
、
山
村
順
次
氏

は
「
日
本
温
泉
地
の
地
域
的
展
開
」
の
な
か
で
次
表
(
次
頁
)
を



第三市産業と経済

三
七
、
八
八

ゆ

ず

り

湯は見

ト一一「一一一

湯

日

向

、
プ『

新

~I 光
ス人

ニ
肉
、

E
Z

一

六
回
、
八
九
六

泉温万四七

掲
げ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

昭
和
四
五
年
と
四
七
年
と
を
比
較
し
て
、
四
五
年
で
は
湯
治
客
率
が
六
一
・
一
%
で
あ
っ
た

の
に
対
し
て
四
七
年
に
は
五
八
・
六
%
と
減
少
し
て
い
る
。
一
泊
程
度
の
観
光
客
利
用
と
日
帰

り
客
が
漸
増
傾
向
に
あ
る
:
:
・

第
二
次
大
戦
前
で
は
五
、
六
月
頃
に
は
伊
勢
崎
桐
生
、
足
利
秩
父
な
ど
機
業
地
帯
の
人
々
が

夏
物
を
織
り
上
げ
た
後
に
湯
治
に
来
、
夏
季
に
は
東
京
下
町
の
商
人
が
避
暑
を
か
ね
て
来
湯

し
、
九

1
一
O
月
頃
に
は
埼
玉
県
は
じ
め
県
内
の
農
民
が
多
数
入
湯
に
来
た
と
い
う
。
現
在
で

は
こ
れ
ら
の
季
節
区
分
が
明
瞭
で
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
湯
治
客
の
市
場
構
成
で
は
、
群

馬
県
内
、
東
京
、
埼
玉
が
多
く
、
農
民
も
多
い
が
、
特
に
戦
前
か
ら
の
伝
統
も
あ
っ
て
夏
季
に
は

東
京
の
家
族
づ
れ
(
子
供
づ
れ
)
滞
在
客
で
盛
況
を
塁
す
る
。
〈
山
村
氏
は
「
東
京
に
近
接
し

た
位
置
か
ら
揚
治
機
能
と
都
会
人
の
保
養
機
能
と
を
季
節
的
に
組
合
せ
て
展
開
し
て
い
る
四
万

温
泉
の
入
湯
客
の
実
態
は
他
の
湯
治
場
の
今
後
の
あ
り
方
を
示
唆
し
て
い
る
」
と
評
価
し
て
い

る
J

四

ご目
/JIIL 

成

泉

入

湯
ハ
客
〉
構

万

三%直
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人

甘
、
四
九
回

七

E
、
一
エ
ギ
〈

ニ
E
一
、
古
川
(
}

一
一
、

E
O一一

一O、
ェ
内
(
〕

七
-
E

r、

車
八
、
八
=
一
八

ニ
八
、
ニ
九
(
)

ニ
八
、

z一
七

六
八
・
。

一
回
目
、
国
一
一

Z
]

-t 



主主会社

山

六八、一
E
O

一元、同一回一

回、内九七

一一、回(〕八

六ニ、一芝(

六九・七

車内、六九ニ

到、
一. 
三己

Z
圏
、
三
官
十
〈

丸、七七ニ

口

温

五九、四五一

ニ九、
E
{
〕耳
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泉

口

軍七・穴

三耳、八
O

八

一=、
O

九=一

ニ七、昌一去】

五同・
z

員十

一
完
{
〈
、
王
室
〈

一八九、天=一

_.-訴、

三]九、七一員

五八・六

一九七、七八
E

完、
o
o
E

さ
て
左
表
(
入
湯
客
構
成
)
を
み
る
と
、
四
万
温
泉
の
う
ち
も
各
地
区
別
に
入
湯
客
構
成
の
相
違
が
み
ら
れ
る
が
、
旧
く
か
ら
の
新
湯

山
口
両
地
区
で
は
湯
治
客
率
が
た
か
く
六

i
七
割
を
し
め
て
い
る
。
温
泉
口
日
向
見
地
区
は
四

l
五
割
で
あ
る
。

半
自
炊
客
の
推
移

半自炊客数の推移(昭和40-51年〉

年 次|半自炊客卜般観光客|宿泊客計|旅館数

昭和40 226，021 82，298 308;319 
17 73.3 26.7 100.0 

42 
324，601 126，332 450，933 

26 72.0 28.0 100.0 

44 
308，316 190，391 498，707 28 

61. 8 38.2 100.0 

46 
285，482 185，469 470，951 29 60.6 39.4 100.0 

48 283，019 214，411 497，430 
29 56.9 43.1 100.0 

50 
166，981 256，569 423，550 29 

39.41 60.6 100.0 

51 
287，010 411，523 45 30.3 69.7 

第4-3表

四
万
温
泉
の
滞
在
客
は
部
屋
を
借
り
て
半
自
炊
形

四万温泉火154J.(の友より，各年次下欄は%を示す。

態
を
と
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
大
正
初
期
頃
ま
で
は
自
炊
中
心
だ
っ
た

が
、
其
後
は
半
自
炊
制
が
一
般
化
し
て
い
る
。
こ
の
形
態
に
つ
い
て
山
村

氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

旅
館
側
が
ご
飯
、
み
そ
汁
を
提
供
し
、
副
食
は
揚
治
客
が
賄
う
。
湯
治
客

を
主
に
扱
っ
て
い
る
旅
館
で
は
部
屋
料
金
は
入
場
税
、
サ
ー
ビ
ス
料
金
ま
で

を
加
え
て
、
一
一
泊
当
り
特
級
の
二
、
二
八
O
円
か
ら
七
級
八
五
O
円
ま
で
に

区
分
さ
れ
て
い
る
。
自
炊
の
施
設
は
完
備
し
て
い
て
、
什
器
類
は
宿
で
無
料

で
貸
し
て
く
れ
て
い
る
。

最
近
十
年
間
の
半
自
炊
客
の
年
間
延
人
員
の
動
き
を
第
4
1
3表
で
み
る

と
、
四
O
年
に
は
全
宿
泊
客
中
の
七
二
一
%
も
し
め
て
い
た
が
、
そ
の
後
年
々

半
自
炊
客
の
比
率
が
低
下
し
て
ゆ
き
、
五
O
年
に
は
四
O
%
を
わ
り
、
一
般

観
光
客
数
の
比
率
の
方
が
た
か
く
な
っ
た
。
五
一
年
に
は
さ
ら
に
低
下
し
て



産業と経済第三TE

半自炊客・一般客の消貸金額の推移(昭和40年代〉

|半自炊客ト人当単価|一般観光客卜人当単価|宿泊客計

円 円 円1 円| 円

昭和40 118，530，370 524 112，369，945 
1， 365 230，900，315 

51. 3 48.7 100.0 

42 190， 541， 850 587 264， 001， 163 2，089 454，543，013 
41. 9 58.1 100.0 

44 213，895，990 693 412，475，297 
2，吋

626， ，171， 287 
34.1 65.9 100.0 

46 267，220，188 936 506，006，043 773，226，231 
34.6 65.4 2，728! 100.0 

48 322，434，312 1， 150 746，794，230 3，483 1， 069， 228， 542 

50 294，987，641 1， 767 1， 118， 175， 780 

51 251， 452， 945 丸町1， 281， 99日 71 4， 4671 1， 533， 444， 462 

第 4-4表

半
自
炊
客
は
宿
泊
客
中
の
わ
ず
か
三
割
に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
半
白
炊
客
、
一
般
観
光
客
の
消
費
金
額
の
最
近
十
年
間
の
動
き

を
み
る
と
(
第
4

4

表
〉
、
四

O
年
に
は
半
自
炊
客
の
消
費
金
額
は
、

宿
泊
客
の
全
消
費
金
額
中
の
半
分
以
上
を
し
め
て
い
た
が
、
四
十
年
代
に

は
す
で
に
一
般
宿
泊
客
の
消
費
支
出
額
の
比
率
の
方
が
た
か
く
な
っ
て
い

る
。
両
者
の
一
人
当
り
単
額
を
比
較
す
る
と
、
四

O
年
に
は
五
二
四
円
対

一
、
三
六
五
円
っ
て
六
倍
)
、
五

O
年
に
は
一
、
七
六
七
円
対
四
、
三
五

八
円
(
一
了
五
倍
)
で
あ
る
、
一
般
観
光
客
数
の
増
加
に
伴
っ
て
両
者
の

消
費
支
出
額
の
ひ
ら
き
は
極
め
て
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

四万温泉史157長表より作成，各年次下欄は%を示す。

(2) 

観
光
施
設
の
現
状

つ
ぎ
に
四
万
・
沢
渡
温
泉
の
観
光
施
設
を
み
よ
う
。

ハ
資
料
は
昭
和

四
十
五
年
現
在
)

基
盤
的
施
設
ま
ず
観
光
施
設
と
し
て
の
基
盤
的
な
も
の
を
み
る
と
、

四
万
温
泉
:
:
:
駐
車
場
一
一
、
休
憩
舎
六
カ
所
、
パ
ス
発
着
所
六
カ
所

タ
ク
シ
ー
八
台
、
小
公
園
二
。
沢
渡
温
泉
:
:
:
駐
車
場
五
、
休
憩
舎
二
カ

所
、
パ
ス
発
着
所
三
カ
所
、
タ
ク
シ
ー
一
台
、
小
公
園
一
カ
所
。

商
業
的
施
設
の
状
況
を
み
る
と
、

四
万
温
泉
:
:
:
旅
館
(
民
宿
を
含
む
)
二
九
、
ホ
テ
ル
二
、
国
民
宿
舎

一
、
食
堂
二
ハ
、
売
広
一
五
、
遊
園
地
三
、
遊
技
場
六
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設

547 



誌人
・~、ネt

沢渡温泉の全景

沢
護
温
泉
:
:
:
旅
館
ハ
民
宿
を
含
む
〉
一
五
、
食
堂
七
、
売
宿
六
、
遊
園
地
一
、
遊
技
場

一
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
一
。

宿
泊
施
設
の
規
模
を
み
る
と
、

四
万
温
泉
:
:
:
収
容
人
員
二
、
九
O
四
人
、
(
内
訳
で
は
四
O
O
t五
O
O人
て
三

o
o
l

四
O
O人
二
、
二

O
o
l一一一
O
O人
一
、
一

o
o
l二
O
O人
五
、
一

O
O人
以
下
二
二

Y
ほ

か
に
国
民
宿
舎
収
容
人
員
一
一

O
人
で
あ
る
。

沢
渡
温
泉
の
旅
館
一
五
の
規
模
は
、
い
づ
れ
も
一

O
O人
以
下
で
あ
る
。

548 

叩

観

光

消

費

額

四
万
沢
渡
温
泉
の
最
近
十
年
間
の
観
光
消
費
額
の
推
移
を
左
表
に
み
る
と
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

四
万
温
泉
で
は
、
四
十
年
代
前
半
期
は
二
・
四
倍
近
く
の
消
費
額
の
伸
長
を
み
せ
た
が
、
後
半

期
に
は
前
半
期
に
く
ら
べ
て
幾
分
少
な
か
っ
た
。
沢
渡
温
泉
は
前
半
期
の
伸
長
(
一
・
七
倍
〉

に
く
ら
べ
て
、
後
半
期
に
は
二
・
二
倍
近
く
の
犠
額
を
示
し
た
。

四
万
温
泉

年

次

昭

和

ω
年

沢
渡
温
泉

昭
和
四
十
八
年
以
降
の
不
況
が
原
因
か
、

千
円
i

帝
国

八
三
三
、
四
一
七
二
七
四
五
、
二
ハ

O
一

八
一
、

O
二
八
一
一
七
回
、
四
六
七
一

......... 一一一
，、 二二.

九八

五一三笠

回
年
/
必
年

印
年
/
ω
年

45 
年

50 
年

必
年
/
却
年

u 

%
 

五
九
三
・
三

六
四
・
九

四
万
温
泉
で
は
四
十
九
年
以
降
は
観
光
客
数
が
年
々
減
少
し
て
い
る
。
沢
渡
温
泉
も
五
十
年



以
降
は
減
少
し
て
い
る
。

2 

温
泉
観
光
の
開
発
と
将
来
展
望

川
国
道
三
五
三
号
線
の
認
定

四
万
沢
渡
温
泉
の
開
発
の
歴
史
は
本
巻
中
の
温
泉
史
に
詳
述
し
て
い
る
。
と
く
に
四
万
|
浅
貝
聞
の
上
越
新
道
の
開
さ
く
は
明
治
の
先

人
た
ち
の
苦
闘
の
歴
史
が
あ
る
が
、
町
村
合
併
後
の
昭
和
三
十
三
年
に
四
万

l
湯
沢
間
道
路
開
設
が
も
ち
あ
が
り
、
三
十
三
年
以
来
三
十

五
年
三
十
六
年
と
相
次
ぎ
こ
の
道
の
実
地
踏
査
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
間
湯
沢
町
も
当
計
画
に
賛
同
し
、
四
十
一
年
八
月
に
は
こ
の
路
線

の
道
路
開
発
促
進
期
成
同
盟
会
も
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
運
動
は
更
に
発
展
し
て
四
十
九
年
八
月
、
相
崎
・
湯
沢
・
渋
川
間
国
道
昇
格
期
成

同
盟
会
と
な
り
、
本
同
盟
会
の
遠
大
な
観
光
開
発
構
想
を
背
景
に
一
般
国
道
昇
格
に
つ
い
て
陳
情
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
は
同
年
十
一
月

十
二
日
、
つ
い
に
国
道
三
五
三
号
線
と
し
て
認
定
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

第三章産業と経済

∞
温
泉
観
光
の
将
来
展
望

昭
和
戦
前
期
に
パ
ス
交
通
時
代
を
迎
え
、
四
万
沢
渡
温
泉
の
飛
躍
的
発
展
の
時
期
に
際
し
て
、
「
四
万
の
湯
け
む
り
」
の
歌
や
小
説
映

画
「
地
上
の
星
座
」
で
一
躍
全
国
的
に
脚
光
も
浴
び
た
が
、
十
年
代
の
相
次
ぐ
戦
争
に
よ
り
温
泉
観
光
は
消
滅
し
た
が
、
終
戦
後
十
年
を

す

g
、
新
時
代
の
観
光
プ
l
ム
を
う
け
て
温
泉
も
ま
た
再
生
し
て
い
る
。
四
万
温
泉
は
二
十
九
年
い
ち
早
く
国
民
保
養
温
泉
の
第
一
号
に

指
定
さ
れ
た
。
療
養
保
養
を
主
と
す
る
湯
治
客
は
四
万
沢
渡
を
通
じ
て
歴
史
的
伝
統
を
も
っ
性
格
に
も
と
づ
く
も
の
だ
っ
た
。
最
近
の
新

し
い
レ
ジ
ャ
ー
の
も
と
で
は
温
泉
も
一
般
観
光
客
の
比
率
が
上
昇
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
湯
治
場
か
ら
観
光
地
へ
の
動
き
は
温
泉

の
全
国
的
動
き
で
あ
る
が
、
四
万
沢
渡
は
湯
治
客
中
心
の
保
養
温
泉
的
機
能
の
維
持
に
努
力
し
て
き
て
い
る
。
先
述
の
よ
う
に
こ
の
二
三

年
来
は
四
万
温
泉
の
客
数
は
減
少
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
般
観
光
客
の
減
少
で
、
湯
治
客
の
入
来
は
あ
ま
り
変
化
な
い
と
い
う
。
町
当
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誌

局
は
総
合
計
画
の
な
か
で
観
光
振
興
策
を
掲
げ
て
い
る
が
、
そ
の
主
た
る
事
項
を
あ
げ
る
と

550 

会

観
光
振
興
施
策

ω観
光
ル
l
ト
の
整
備
(
交
通
、
道
路
の
整
備
〉

ω観
光
資
本
の
開
発
ハ
温
泉
ボ
l
リ

γ
グ
事
業
三
O
O万
円

)ω
観
光

施
設
の
整
備
|
町
温
泉
組
合
等
〉

ω観
光
客
の
誘
致
計
画
、
温
泉
会
館

建
設
事
業
計
画
一
、
四
五
八
万
円
。

そ
し
て
四
五
年
を
基
準
年
次
に
し
て
十
年
後
の
五
五
年
の
観
光
客
数

の
伸
長
率
を
、
四
万
温
泉
で
一
七
九
・
四
%
ハ
五
五
年
に
九
六
万
三
千
人
)

沢
渡
温
泉
で
一
三
一
了
三
%
ハ
五
五
年
に
五
万
六
千
二
百
一
二
人
〉
に
お

い
て
い
る
。

社

_.L. 

ノ、

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら

最
後
に
町
当
局
ハ
企
画
課
)
が
昭
和
五
十
二
年
六
月
実
施
し
た
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、
産
業
関
係
の
調
査
項
目
に
よ
る
も
の
を

と
っ
て
町
民
の
意
向
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
調
査
で
は
町
の
地
域
開
発
に
つ
い
て
七
項
目
を
掲
げ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は

ω町
の
地

域
開
発
中
、
な
に
を
重
点
志
向
す
べ
き
か
、

ω開
発
と
農
業
振
興
、
助
開
発
と
工
場
誘
致
の
三
つ
を
と
っ
て
、
町
民
の
意
向
を
さ
ぐ
っ
て

み
る
こ
と
に
す
る
。

1 

地
域
開
発
の
重
点
を
何
に
お
く
か

開
発
の
志
向
対
象
を
産
業
(
農
工
商
及
観
光
)
振
興
・
道
路
交
通
通
信
施
設
の
整
備
、
生
活
環
境
(
住
宅
下
水
道
公
園
等
〉
の
整
備
、

教
育
施
設
ハ
学
校
・
幼
稚
園
・
公
民
館
等
〉
の
充
実
、
自
然
環
境
の
保
全
と
災
害
予
防
な
ど
の
う
ち
何
に
重
点
志
向
す
べ
き
か
を
問
う
て

い
る
が
、
町
民
の
半
数
近
く
ハ
四
九
%
〉
の
圧
倒
的
多
数
が
産
業
振
興
に
よ
る
所
得
向
上
と
答
え
て
い
る
。
(
第
二
が
生
活
環
境
整
備
で

二
一
%
〉



産業と経済第三章

地域開発と農業振興についての意向

戸 月| 盟議員|自主主義|ど振い興え 優い先え 開 発 いえない

% 
中之条地区 11. 9 27.3 21.9 7.8 31.1 

沢 回 9.3 37.7 23.2 5.7 24.1 

伊 参 12.6 33.8 17.9 9.9 25.8 

名久田 14.8 34.9 19.5 8.9 21. 9 

言十 27.4 

第 5-1表

地域開発と工場誘致についての意向

GA!|賛
成 I いどちえばらか賛成と I いどえちばら反か対と I 反此 対 いえない

% 
中之条地区 27.0 27.0 12.5 10.8 22.7 

沢田 " 32.0 30.2 10.8 8.4 18.6 

伊参 H 39.4 21. 9 7.1 5.1 26.5 

名久田 s 28.5 9.7 7.2 17.6 

計 21. 4 

第 5-2表

2 

地
域
開
発
と
農
業
振
興

地
域
開
発
と
農
業
振
興
は
両
立
し
え
な

い
場
合
が
多
い
関
係
を
ふ
ま
え
て
、
農
業

振
興
か
地
域
開
発
か
を
問
う
た
が
、
そ
の

結
果
の
第
5
|
1
表
を
み
る
と
全
町
で
は

農
業
振
興
へ
の
意
向
を
も
っ
方
が
(
四
四

Z
〉
、
地
域
開
発
意
向
の
も
の
(
二
九
鬼
)
よ

り
も
多
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
「
ど
ち

ら
と
も
」
と
い
う
意
向
の
人
が
二
七
施
も

あ
る
こ
と
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ

の
農
業
振
興
の
意
向
は
、

す
れ
ば
農
業
振
興
」
と
い
う
の
が
主
で
あ

「
開
発
を
お
さ
え
て
」
と
い
う
の

「
ど
ち
ら
か
と

っ
て
、

は
少
い
。
地
区
別
に
は
町
部
を
も
っ
中
之

条
地
区
が
他
の
三
地
区
に
く
ら
べ
て
農
業

振
興
の
意
向
率
は
低
く
(
開
発
意
向
が
他

551 

地
区
よ
り
た
か
い
〉
の
は
当
然
で
あ
ろ



誌

ぅ
。
村
部
で
は
沢
田
・
伊
参
に
比
し
て
名
久
田
地
区
の
人
々
に
農
業
振
興
の
意
向
率
が
幾
分
た
か
く
な
っ
て
い
る
(
五

O
Z近
い
)
。

552 
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3 

地
域
開
発
と
工
場
誘
致

社

つ
ぎ
に
地
域
開
発
と
工
場
誘
致
に
つ
い
て
、
賛
成
か
反
対
か
に
つ
い
て
の
意
向
を
問
う
た
が
、
そ
の
結
果
の
第
5
1
2
表
を
み
る
と
、

全
町
で
賛
成
の
意
向
が
五
九
%
、
反
対
の
意
向
が
二

Owmで
、
賛
成
が
圧
倒
的
に
多
い
。
な
お
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
と
い
う
人
々

も
二

O
Z余
い
る
の
で
あ
る
。
地
域
別
に
み
る
と
、
村
部
の
方
が
中
之
条
の
町
部
よ
り
も
工
業
誘
致
へ
の
賛
成
意
向
の
も
の
が
多
い
の
も

注
目
し
て
よ
い
と
思
う
。

第
四
章

運
輸

通
信

交
通

iま

め

じ

新
中
之
条
町
発
足
の
と
き
の
合
併
基
本
協
定
で
、
町
の
最
も
望
ま
し
い
将
来
像
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
特
に
産
業
発
展
の
基
盤
と
も
い

う
べ
き
道
路
橋
梁
の
整
備
、
輸
送
力
の
強
化
、
町
民
生
活
に
一
層
の
福
祉
を
招
来
し
、
郡
都
中
之
条
町
と
し
て
の
繁
栄
方
策
、
吾
妻
郡
の

商
工
業
中
心
都
市
と
し
て
の
商
工
圏
の
拡
大
を
目
途
に
新
し
い
町
作
り
の
青
写
真
を
描
き
、
当
面
速
急
実
施
の
五
カ
年
計
画
が
発
表
さ
れ

た
が
、
合
併
後
二
十
年
の
歩
み
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
先
づ
最
初
に
こ
の
五
カ
年
計
画
は
ど
う
処
理
さ
れ
た
か
は
、
別
項
を
参
照
さ



れ
た
い
。

戦
後
の
混
乱
期
か
ら
朝
鮮
動
乱
の
も
た
ら
し
た
経
済
好
況
、
所
得
倍
増
の
高
度
経
済
成
長
、
イ
ン
フ
レ
と
デ
フ
レ
の
混
在
期
、
狂
乱
物

価
、
不
況
、
不
況
低
迷
、
低
成
長
、
安
定
成
長
へ
と
、
こ
の
二
十
年
間
、
日
本
経
済
に
は
幾
度
か
の
波
欄
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
経
済
の

動
き
を
反
映
し
た
で
あ
ろ
う
町
の
土
木
費
に
焦
点
を
当
て
、
合
併
時
を
一
と
し
て
後
年
度
を
比
較
し
て
み
る
と
、
町
内
一
の
長
大
橋
で
、

そ
の
架
橋
位
置
、
地
形
、
架
渡
形
式
、
荷
重
力
、
耐
久
性
、
強
靭
な
材
種
を
選
択
す
る
等
の
関
係
上
、
巨
額
な
工
事
費
の
調
達
を
必
要
と

し
、
蛮
勇
を
ふ
る
っ
て
施
工
し
た
と
、
町
田
前
町
長
が
述
懐
し
て
い
る
ほ
ど
難
工
事
だ
っ
た
上
妻
橋
施
工
年
次
の
昭
和
三
十
五
年
度
が
三

・
三
五
、
昭
和
四
十
年
度
が
四
・
四
三
、
二
十
カ
年
を
経
過
し
た
昭
和
五
十
年
度
が
四
二
・
四
三
と
い
う
伸
長
を
示
し
て
い
る
。

そ
で

合
併
当
初
は
、
世
俗
に
も
い
う
無
い
袖
は
ふ
れ
な
い
で
、
工
事
費
の
調
達
は
実
に
容
易
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
融
資
に
は
厚
い
壁
が

立
ち
ふ
さ
が
り
、
合
併
が
軌
道
に
の
っ
た
ら
、
十
年
も
経
っ
た
ら
ば
と
、
さ
き
に
は
か
な
い
望
み
を
托
す
と
い
う
の
が
実
際
の
鮎

V
ぬ
実

情
で
あ
っ
た
。

第四重量交通運輸通信

突
通
、
運
輸
、
通
信
篇
を
平
易
に
記
述
す
る
方
便
上
、
通
信
は
別
項
と
す
る
が
、
密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
交
通
、
運
輸
の
関
連
事

項
は
一
括
し
、
ま
ず
、
幹
線
、
外
域
と
の
接
続
線
、
い
わ
ゆ
る
行
政
路
線
の
概
略
を
回
顧
的
に
述
べ
、
つ

e

つ
い
て
生
活
路
線
と
も
い
う
べ

き
町
道
の
各
路
線
、
こ
れ
に
関
連
す
る
町
周
辺
の
県
道
の
各
線
に
も
ふ
れ
る
わ
け
だ
が
、
理
解
に
便
利
の
よ
う
に
合
併
年
度
か
ら
昭
和
五

十
年
度
ま
で
は
二
十
年
史
と
し
て
附
衰
を
添
付
し
て
説
明
す
る
こ
と
に
し
た
。
昭
和
四
十
年
代
後
半
か
ら
辺
地
の
開
発
、
林
道
整
備
拡
充

な
ど
町
村
合
併
目
標
の
一
つ
で
あ
る
僻
地
に
も
光
を
あ
ま
ね
く
と
い
う
、
ま
こ
と
に
割
目
に
値
す
る
動
き
|
|
過
疎
地
の
振
興
対
策
は
、

随
所
に
そ
の
補
足
的
説
明
を
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

そ
し
て
吾
妻
郡
の
動
脈
で
あ
る
吾
妻
線
の
中
心
、
中
之
条
駅
の
利
用
旅
客
の
動
向
、
年
と
と
も
に
拡
大
す
る
取
扱
業
務
状
況
、
駅
前
広

場
の
整
備
拡
充
事
情
、
つ
づ
い
て
現
在
で
は
、
十
年

l
十
五
年
前
と
は
す
っ
か
り
事
情
を
異
に
し
て
し
ま
っ
た
が
、
中
之
条
駅
前
か
ら
町

553 



誌

内
の
各
方
面
へ
放
射
状
に
運
行
さ
れ
る
バ
ス
の
変
遷
事
情
を
臨
所
に
織
り
交
ぜ
て
ゆ
こ
う
と
思
う
。

通
信
に
つ
い
て
は
、
中
之
条
電
報
電
話
局
の
新
築
、
一
般
電
話
が
こ
の
二
十
年
間
、
ど
の
よ
う
に
増
設
さ
れ
て
い
っ
た
か
、
赤
電
話
そ

の
他
の
公
社
の
地
域
へ
の
サ
ー
ビ
ス
、
町
内
四
農
協
の
有
線
放
送
施
設
の
歴
史
、
地
域
集
団
電
話
へ
の
移
行
過
程
、
郵
便
業
務
の
変
遷
史

554 
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・ー・、社

等
を
記
述
し
て
お
く
。

交

通

輸

運

1 

道

路

)
 

1
 

(
 
県
道
草
津
中
之
条
線
の
改
修

『
こ
の
道
は
吾
妻
郡
の
裏
街
道
の
よ
う
に
誰
も
考
え
表
街
道
は
二
級

国
道
長
野
原
沼
田
線
〈
註
、
現
在
の
国
道
一
四
五
号
線
〉
だ
と
誰
も
お

も
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
図
が
証
明
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
逆
で
、

沢
渡
草
津
街
道
が
吾
妻
郡
の
表
街
道
で
、
こ
ん
な
に
太
く
広
く
表
示
し

て
あ
り
、
国
道
の
方
が
こ
ん
な
に
細
い
の
を
見
て
も
、
そ
の
表
裏
が
よ

く
わ
か
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
』

こ
れ
は
昭
和
三
十
一
年
五
月
二
十
八
日
、
暮
坂
峠
頂
上
で
開
催
さ
れ
た
中
之
条
町
、
六
合
村
、
草
津
町
合
同
主
催
の
県
道
草
津
中
之
条

線
改
修
促
進
期
成
同
盟
結
成
の
日
の
中
之
条
町
長
伊
能
八
平
の
挨
拶
の
一
節
で
あ
る
。
戦
争
勃
発
以
来
今
日
ま
で
二
十
余
年
の
歳
月
を
経

て
い
る
と
は
い
え
、
こ
の
路
線
の
荒
廃
は
そ
の
極
に
達
し
、
長
い
橋
体
は
木
組
み
の
ま
ま
腐
朽
し
て
谷
聞
に
落
下
し
て
横
た
わ
り
、
橋
台
石

積
は
悉
く
欠
潰
し
て
い
る
な
ど
県
道
と
は
ま
こ
と
に
名
ば
か
り
で
あ
る
。
熊
の
出
没
に
対
す
る
警
戒
標
識
な
ど
が
随
所
に
立
ち
、
歩
行
の



『
:
:
:
い
よ
い
よ
近
く
第
一
発
電
所
(
中
之
条
発
電
所
)
が
完
工
し
よ
う
と
い
う
昭
和
三

十
四
年
十
二
月
始
め
の
或
る
目
、
私
の
公
舎
に
中
之
条
町
の
総
務
課
長
が
伊
能
町
長
の
親
書

を
持
参
し
て
飛
び
込
ん
で
き
た
。
書
簡
を
開
封
し
て
見
る
と
使
築
に
ベ
ン
書
き
で
用
件
が
書

か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
文
字
は
傑
え
乱
れ
て
判
読
し
難
い
ほ
ど
で
あ
る
。
私
は
一

見
し
て
こ
れ
は
只
事
で
は
な
い
と
判
断
し
、
町
長
さ
ん
御
病
気
で
す
か
で
一
日
も
早
く
開
通
す
る
よ
う
に
お
骨
折
り
を
願
い
た
い
と
繰
り
返
し

と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
課
長
は
、
町
長
さ
ん
御
自
身
は
大
し
た
こ
と
は
な
申
さ
れ
る
の
で
あ
る
O
i
-
-
-
そ
れ
か
ら
一
週
間
後
、
長
年
に
わ
た
り
名

い
と
言
わ
れ
る
が
重
態
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
町
長
と
し
て
町
民
敬
愛
の
的
で
あ
っ
た
伊
能
さ
ん
は
遂
に
逝
去
さ
れ
た

る
。
私
は
そ
の
日
の
夕
刻
町
長
さ
ん
の
お
宅
を
訪
ね
た
。
伊
能
さ
ん
を
の
で
あ
る
。
私
は
中
之
条
土
木
事
務
所
に
命
じ
て
暮
坂
峠
を
開
通
す
る

一
目
見
た
瞬
間
、
こ
れ
は
重
態
で
あ
る
と
直
感
し
た
。
伊
能
さ
ん
は
私
道
路
計
画
を
立
て
る
た
め
現
地
踏
査
を
早
急
に
行
な
い
、
山
地
県
道
企

に
、
か
つ
て
申
し
述
べ
て
置
い
た
暮
坂
峠
を
く
れ
ぐ
れ
も
頼
む
と
言
闘
の
図
上
計
画
を
定
め
工
事
費
の
算
定
を
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
そ
の

い
、
私
の
長
年
の
念
顕
で
あ
り
、
夢
で
あ
る
の
で
、
特
別
な
取
計
ら
い
後
中
之
条
町
長
と
し
て
町
田
氏
が
選
任
さ
れ
た
の
で
、
地
元
の
関
県

第四章交通運輸通信

県道草津中之条線改修促進期

成同盟結成式〈暮坂峠〉

保
証
す
ら
な
い
よ
う
な
悪
路
を
改
修
し
て
、
中
之
条
町
、
六
合
村
、
草
津
町
を
つ
な
ぐ

繁
栄
路
線
、
草
津
温
泉
、
六
合
村
内
の
温
泉
群
、
沢
渡
温
泉
、
四
万
温
泉
の
振
興
に
寄

与
す
る
観
光
道
路
と
す
べ
く
急
速
に
そ
の
改
修
を
図
ろ
う
と
起
ち
あ
が
っ
た
の
が
こ
の

結
成
式
の
意
図
で
あ
る
が
、
そ
の
決
議
に
基
い
て
県
庁
や
県
議
会
に
対
し
年
々
波
状
的

に
陳
情
請
願
を
繰
り
返
え
し
た
が
、
あ
ま
り
に
も
ロ
ー
カ
ル
線
な
る
が
故
に
、
中
々
、

そ
の
反
応
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

元
群
馬
県
土
木
部
長
落
合
林
吉
は
、
伊
能
八
平
町
長
の
思
い
出
を
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。
(
「
水
を
生
か
す
」
一
一
一
二
i
一
二
四
頁
)
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誌

議
、
中
之
条
町
長
、
同
議
長
と
会
談
の
上
、
前
町
長
の
悲
顕
で
あ
る
暮

坂
峠
道
路
開
通
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
懇
談
し
た
結
果
、
何
人
と
し
て

会

も
前
町
長
の
悲
願
を
達
成
さ
せ
る
こ
と
に
意
見
が
一
致
し
た
。
そ
こ
で

私
と
関
県
議
が
そ
の
具
体
案
を
立
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。
』
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こ
の
路
線
改
修
第
一
回
推
進
協
議
会
は
昭
和
三
十
五
年
六
月
一
日
沢
渡
温
泉
の
丸
本
旅
館
で
開
催
し
た
。
参
会
者
は
落
合
県
土
木
部
長

外
県
職
員
、
中
之
条
土
木
出
張
所
長
佐
藤
富
三
外
係
職
員
、
東
武
鉄
道
株
式
会
社
、
長
谷
川
取
締
役
(
工
務
部
長
)
、
井
上
自
動
車
局
長
、

地
元
町
村
長
は
じ
め
関
係
者
多
数
出
席
し
た
。
協
議
案
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

付
県
は
地
元
三
カ
町
村
の
強
い
要
望
に
基
い
て
本
道
路
を
開
発
す
る

の
で
地
元
町
村
は
こ
れ
に
積
極
的
に
応
援
す
る
。

口
地
元
の
パ
ス
業
者
で
あ
る
東
武
鉄
道
株
式
会
社
も
こ
の
開
発
に
県

の
方
針
に
基
い
て
積
極
的
に
協
力
す
る
。

同
県
は
東
武
鉄
道
株
式
会
社
に
対
し
道
路
開
発
寄
附
金
の
拠
出
を
要

請
す
る
。

伺
道
路
工
事
は
中
之
条
町
側
の
第
一
工
区
よ
り
着
手
し
短
期
間
に
全

工
区
を
完
成
す
る
。

伺
東
武
鉄
道
株
式
会
社
で
は
地
元
の
要
望
に
応
え
、
草
津
へ
の
パ
ス

路
線
を
設
定
す
る
。

凶

w
県
は
地
元
が
予
て
か
ら
陳
情
し
て
い
る
東
武
パ
ス
路
線
設
定
に
対

す
る
支
援
態
勢
を
整
え
て
推
進
す
る
。

帥
地
元
町
村
は
道
路
開
発
促
進
期
成
同
盟
に
併
行
し
て
東
武
パ
ス
導

入
期
成
同
盟
を
結
成
す
る
。

的
地
元
町
村
ハ
東
武
パ
ス
導
入
期
成
同
盟
)
は
県
議
会
に
対
し
東
武

パ
ス
の
路
線
認
定
の
採
択
を
要
請
す
る
。

な
お
地
元
三
カ
町
村
は
地
元
負
担
金
の
支
出
を
可
決
し
、
な
お
、
最
後
に
東
武
鉄
道
の
長
谷
川
工
務
部
長
は
、

で
、
社
内
会
議
で
は
ま
だ
決
定
に
い
た
ら
な
い
が
、
県
庁
か
ら
の
申
入
れ
で
も
あ
り
、
地
元
の
熱
望
に
応
え
て
御
期
待
に
副
う
よ
う
努
力

し
た
い
」
と
述
べ
て
閉
会
と
な
っ
た
が
、
こ
の
協
議
会
が
道
路
開
設
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

越
え
て
八
月
二
十
日
、
中
之
条
町
役
場
で
役
員
会
を
開
催
、
群
馬
県
当
局
と
東
武
鉄
道
株
式
会
社
と
の
交
渉
過
程
の
説
明
、
中
之
条
土

木
出
張
所
長
か
ら
改
修
工
事
測
量
設
計
の
進
捗
状
況
と
工
事
実
施
設
計
の
概
要
説
明
を
聴
き
町
村
別
地
元
負
担
金
額
を
決
定
し
た
。

「
負
担
金
は
多
額
な
の



全
体
計
画

「
改
修
延
長
三
寸

O
O
O
m
-五、

O
m
ハ
四
、
六

m
〉

延
長
一
補
習
延
長
六
、
九
O
O
m
幅
員
一
三
、
五

m
(四
、
五

m
〉
概
算
工
事
費
一
一
五
、

0
0
0千
円

第
一
期
工
事

概
ね
昭
和
三
十
五
、
三
十
六
年
を
目
途
と
し
て
改
修
す
る
予
定
で
あ
る
。

「
改
修
延
長
二
寸

O
O
O
m
-一
ニ
、
六

m
(四
、
六

m
〉

延
長
一
補
習
延
長
六
、
九
O
O
m
幅
員
一
三
、
五

m
(四
、
五

m)
概
算
工
事
費
六
七
、
七
O
O千
円

こ
の
会
議
で
決
定
し
た
中
之
条
町
の
負
担
金
は
二
、
五
O
O千
円
で
あ
る
。

工
事
経
過
に
つ
い
て
は
改
修
工
事
を
担
当
し
た
中
之
条
土
木
出
張
所
第
一
方
面
係
長
(
現
渋
川
土
木
事
務
所
長
)
飯
塚
昇
一
提
供
資
料

の
一
部
を
抜
率
し
て
掲
-
記
す
る
。

改
修
工
事
実
施
緩
過
の
概
要

昭
和
三
十
三
年
六
月
、
中
心
線
縦
横
断
測
量
開
始
、
起
点
大
岩
地
内
か
ら
暮
坂
峠
ま
で
の
間

同
七
月
募
坂
峠
か
ら
終
点
生
須
地
内
ま
で

同
八
月
平
面
測
量
ハ
全
線
)
縦
横
断
測
量
暮
坂
峠
か
ら
終
点
六
ム
品
生
須
ま
で

「

同

九

月

戸
同
一
一
一
十
四
年
一
一
一
月

「

同

四

月

F

同

十

月

第四章交通運輸適信

同同

計
画
設
計
作
業

着
工
、
昭
和
三
十
六
年
三
月
十
八
日

工
事
請
負
、
南
波
建
設
株
式
会
社
、
県
土
木
部
の
要

請
に
よ
り
、
自
衛
隊
施
設
部
隊
(
隊
長
谷
沢
三
佐
)

開
設
、
作
業
に
協
力
す
る
。
竣
功
、
昭
和
三
十
七

年
十
一
月
十
三
日

九 五
月月

国
有
林
借
受
申
請
手
続

要
伐
採
立
木
調
査

道
路
敷
地
面
積
測
量
外
業
、
内
業

中
之
条
営
林
署
と
、
草
津
営
林
署
の

借
受
申
請
書
に
も
と
づ
く
現
地
調
査
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主
要
地
方
道
中
之
条
湯
河
原
線
(
旧
称
中
之
条
湯
宿
線
)
改
修

中
之
条
町
を
東
西
に
貫
く
国
道
一
四
五
号
線
と
と
も
に
、
上
越
新
幹
線
上
毛
高
原
駅
、
関

越
高
速
道
路
沼
閏
イ

γ
タ

l
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
連
絡
捷
径
ル

l
ト
と
し
て
時
代
の
脚
光
を
浴

び
、
ま
た
、
吾
妻
、
利
根
両
温
泉
郷
を
つ
な
ぐ
観
光
道
路
と
し
て
重
大
使
命
を
担
う
『
主
要

地
方
道
中
之
条
湯
河
原
線
』
は
、
新
し
く
四
万
と
新
治
村
を
直
結
す
る
峯
越
林
道
が
開
通
し
、

な
お
沿
線
所
在
の
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
完
備
を
加
え
て
一
層
の
重
要
度
を
増
し
つ
つ
あ
る
。
こ

の
路
線
の
県
道
編
入
は
昭
和
六
年
で
、
そ
の
改
修
歴
は
古
く
中
之
条
町
側
は
昭
和
七
年
の
農

村
振
興
対
策
事
業
が
端
緒
で
、
そ
れ
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
毎
年
の
よ
う
に
継
続
実
施
さ
れ
た

が
、
道
路
用
地
は
い
ず
れ
も
関
係
地
主
の
無
償
寄
附
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
三
年
度
か
ら
は
道
路
改
修
促
進
を
新
治
村
に
も
呼
び
か
け
相

呼
応
し
て
改
良
に
専
念
し
た
。
唐
沢
参
二
日
記
に
よ
る
と
、
『
昭
和
三
十
二
年
八
月
二
十
六
日
、
福
岡
越
夫
代
議
土
が
秘
書
官
を
同
伴
来

町
さ
れ
、
出
迎
え
た
町
の
多
数
有
志
と
と
も
に
徒
歩
で
灰
塚
の
遥
か
北
方
地
点
ま
で
道
路
の
実
情
を
視
察
、
菖
蒲
の
唐
沢
助
役
宅
で
小
憩
、

地
元
の
人
々
と
膝
を
交
え
て
道
路
改
良
に
つ
い
て
懇
談
し
た
』
と
誌
し
て
あ
る
。

戦
前
か
ら
戦
後
に
わ
た
り
本
路
線
の
道
路
改
良
に
つ
い
て
は
、
地
元
有
志
に
よ
る
な
が
い
労
苦
の
歴
史
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
合
併
後

二
十
年
の
歩
み
を
追
う
こ
と
に
す
る
。
昭
和
三
十
二
、
一
二
年
の
二
カ
年
継
続
事
業
で
、
未
改
修
で
あ
っ
た
噌
石
入
口
ま
で
改
良
の
手
は
伸

誌会社

自衛隊員の道路開設作業

六
合
村
、
生
須
、
小
雨
境
界
を
流
下
す
る
須
川
へ
架
渡
の
吾
嬬
橋
は
、
国
道
十
七
号
線
、

利
根
川
架
渡
の
坂
東
橋
の
新
架
橋
に
よ
っ
て
不
用
と
な
っ
た
ト
ラ
ス
、
一
ス
パ
シ
を
こ
こ
へ

転
用
し
て
宮
地
鉄
工
所
が
こ
れ
を
主
体
に
延
長
六
九
・
一
幻
、
幅
四
幻
の
鋼
ト
ラ
ス
橋
に
改

造
し
た
の
で
、
地
元
多
年
の
熱
望
だ
っ
た
道
路
の
貫
通
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
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び
、
同
時
に
大
道
地
内
で
も
ニ
カ
所
が
完
工
し
た
が
、

い
ず
れ
も
小
部
分
改
修
で
前
途
ま
こ
と
に
遼
遠
の
感
が
あ
り
、
速
急
全
面
改
修
を

待
望
す
る
地
元
関
係
者
は
県
当
局
、
県
議
会
に
た
ゆ
み
な
く
波
状
請
願
陳
情
を
行
っ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
そ
の
一
例
を
あ
げ
て
お
く
。

県
道
中
之
条
湯
河
原
線
の
請
願
書

吾
妻
都
中
之
条
町
大
字
大
道
地
内
、
大
道
峠
道
路
改
修
箇
所
並
に
利

根
郡
新
治
村
大
字
入
須
川
地
内
道
路
面
の
補
修
工
事
速
急
御
実
施
方
請

願
左
記
理
由
に
よ
り
中
之
条
湯
河
原
線
の
路
面
補
修
を
速
急
に
御
施
工

下
さ
る
よ
う
請
願
い
た
し
ま
す
。

交通運輸適信

記

一
、
中
之
条
町
大
字
大
道
公
民
館
前
か
ら
大
道
峠
頂
上
、
吾
妻
利
根
両

郡
界
ま
で
の
中
之
条
町
分
、
約
二
粁
は
、
道
路
法
面
の
落
土
で
道
路
新

設
工
事
実
施
の
際
敷
込
ん
だ
路
面
敷
砂
利
は
ほ
と
ん
ど
埋
没
の
状
態
に

あ
り
、
ま
た
、
利
根
郡
新
治
村
大
字
入
須
川
、
大
影
橋
か
ら
大
道
峠
頂

上
、
吾
妻
利
根
両
郡
境
ま
で
の
約
二
粁
は
路
面
に
ほ
と
ん
ど
砂
利
の
敷

込
な
く
、
且
つ
土
質
が
粘
土
質
な
る
た
め
多
量
の
砂
利
の
敷
込
み
が
な

け
れ
ば
、
泥
湾
深
く
車
の
通
行
は
殆
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

ま
ま
放
置
さ
れ
て
は
折
角
多
額
の
経
費
を
没
入
さ
れ
た
災
害
復
旧
工
事

も
何
等
そ
の
効
果
を
奏
さ
な
い
。

二
、
沿
線
地
区
に
目
下
鉄
鉱
の
採
掘
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
道
路
の

現
状
は
路
面
軟
弱
、
そ
の
搬
出
に
は
到
底
堪
え
な
い
状
態
に
お
る
の

で
、
産
業
振
興
、
致
富
策
の
面
か
ら
十
分
な
る
砂
利
の
敷
込
み
が
急
務

第四章

だ
と
思
料
さ
れ
る
。

三
、
本
路
線
は
利
根
吾
妻
の
両
郡
を
つ
な
ぐ
唯
一
の
県
道
で
線
形
は
全

線
ほ
と
ん
ど
仕
上
り
の
状
態
に
あ
る
が
何
分
に
も
砂
利
の
敷
込
み
が
少

な
く
、
た
め
に
利
用
価
値
零
の
個
所
が
あ
り
、
ま
こ
と
に
遺
憾
に
堪
え

な
い
。
単
な
る
砂
利
補
修
作
業
に
よ
っ
て
本
道
路
の
経
済
効
果
が
幾
倍

増
し
、
地
域
社
会
の
福
祉
増
進
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
多
大
で
あ
る
。

四
、
中
之
条
町
大
字
大
道
か
ら
大
道
峠
を
越
え
新
治
村
大
字
入
須
川

ま
で
僅
か
四
粁
の
砂
利
敷
込
み
で
、
国
道
十
七
号
線
と
二
級
国
道
長
野

原
沼
田
線
を
つ
な
ぐ
、
パ
ス
連
絡
路
線
が
完
成
さ
れ
観
光
事
業
の
振

興
、
両
郡
の
温
泉
郷
発
展
上
稗
益
す
る
と
こ
ろ
ま
こ
と
に
多
大
で
あ

る。
以
上
の
諸
点
を
十
分
御
考
慮
下
さ
れ
本
道
路
を
主
管
す
る
中
之
条
土

木
出
張
所
、
沼
田
土
木
出
張
所
へ
砂
利
補
修
予
算
御
配
当
下
さ
る
よ
う

特
段
の
御
措
置
相
仰
度
請
願
致
し
ま
す
。

昭
和
三
十
五
年
十
月

吾

妻

郡

中

之

条

町

長

利

根

郡

新

治

村

長

吾

妻

郡

中

之

条

町

議

会

議

長

利

根

郡

新

治

村

議

会

議

長

町
田
浩
蔵

片
野
利
三
郎

田

村

茂

原
沢
正
三
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誌、会ネ土

大道峠頂上道路開通記念碑

吾
妻
郡
中
之
条
町
議
会
土
木
常
任
委
員
長
宮
崎
恒
男

利
根
郡
新
治
村
議
会
土
木
常
任
委
員
長
小
林
茂

紹

介

議

員

関

善

平

p
z
昭
和
三
十
四
年
九
月
十
八
日
、
県
道
の
再
編
成
で
、
本
路
J

1
E
線
名
称
は
、
中
之
条
湯
河
原
線
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。
」
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中
之
条
新
治
両
町
村
利
用
関
係
者
が
多
年
改
修
を
熱
望
し
て
い
た
老
朽
橋
。

湯
宿
温
泉
前
の
赤
谷
川
架
渡
、
日
和
橋
の
改
修
工
事
完
工
、
辻
橋
、
沢
入
橋
な

ど
既
往
に
改
修
さ
れ
た
道
路
橋
梁
も
東
武
鉄
道
自
動
車
局
の
パ
ス
路
線
設
定
の

為
の
特
別
寄
附
金
等
で
面
目
を
一
新
し
た
。
町
村
合
併
以
前
か
ら
継
続
施
工
さ

れ
た
改
良
、
災
害
復
旧
工
事
の
総
経
費
は
一
億
一
千
九
百
三
十
四
万
円
で
、
中

之
条
町
分
は
七
千
三
百
五
十
四
万
八
千
円
で
新
治
村
分
が
四
千
五
百
七
十
九
万
二
千
円
で
あ
る
。

用
地
買
収
代
金
は
両
町
村
と
も
役
場
で
支
弁
し
た
が
、
寄
附
行
為
が
実
に
多
額
、
ま
た
、
県
道
編
入
以
来
三
十
余
年
間
の
地
元
の
労
力

奉
仕
は
実
に
多
大
な
も
の
で
あ
る
。
新
治
村
で
は
難
所
、
湯
坂
の
改
修
工
事
に
は
四
一
七
人
が
法
切
、
捨
土
運
搬
作
業
に
勤
労
奉
仕
、
パ

ス
導
入
が
決
定
し
て
か
ら
の
岩
本
、
大
道
の
人
々
の
勤
労
奉
仕
は
特
に
多
く
、
他
に
比
類
の
な
い
事
例
な
の
に
鑑
み
、
こ
の
功
績
を
永
く

歴
史
に
と
ど
め
よ
う
と
い
う
道
路
開
通
功
績
顕
彰
記
念
碑
建
設
の
議
が
熟
し
た
の
は
昭
和
三
十
六
年
十
月
で
、
大
道
出
身
の
富
沢
西
毛
新

聞
社
長
が
こ
の
肝
入
役
と
な
っ
て
建
碑
に
奔
走
し
準
備
な
っ
た
十
二
月
十
六
日
、
大
道
峠
頂
上
に
関
係
者
多
数
参
集
、
除
幕
式
を
挙
行
し

た。
こ
の
路
線
の
パ
ス
は
町
村
合
併
前
既
に
岩
本
の
原
ま
で
運
行
さ
れ
、
合
併
後
、
竹
越
入
口
、
菖
蒲
と
段
階
的
に
延
長
さ
れ
、

和
三
十
四
年
大
道
公
民
館
前
ま
で
の
運
転
が
実
現
、
道
路
全
線
貫
通
後
、
中
之
条
駅
前
か
ら
上
越
線
、
後
関
駅
ま
で
直
通
運
転
が
開
始
さ

更
に
昭



れ
(3) た

町
の
中
央
街
路
の
改
修
工
事

中
之
条
、
伊
勢
町
中
央
街
路
の
改
修
工
事
は
昭
和
三
十
七
年
十
月
か
ら
開
始
に
な
っ
た
が
、
着
工
前
に
ど
う
し
て
も
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
山
積
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
工
事
に
支
障
と
な
る
各
種
電
柱
の
引
移
転
で
あ
る
。
電
話
柱
、
送
電
柱
、
広
告
ネ
オ

γ
柱

な
ど
を
舗
装
工
事
の
前
提
で
あ
る
路
床
工
事
、
両
側
溝
の
改
良
工
事
に
些
も
支
障
の
な
い
地
点
ま
で
全
部
を
引
移
転
し
、
ネ
オ
ン
の
残

存
柱
は
撤
去
す
る
。
側
溝
改
修
に
は
、
中
之
条
町
は
中
之
条
沢
田
土
地
改
良
区
、
伊
勢
町
は
間
歩
用
水
組
合
の
工
事
実
施
承
認
を
う
け
、

工
事
に
協
力
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
日
増
し
に
交
通
量
の
激
増
す
る
状
勢
下
に
、
通
行
の
諸
車
を
安
全
に
ど
ろ
捌
い
た
ら
よ

い
か
、
こ
れ
に
は
所
轄
警
察
署
と
十
分
協
議
し
て
最
善
の
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
通
過
交
通
H
嬬
恋
村
の
高
原
野
菜
、
草

津
、
白
根
、
浅
間
、
万
座
、
鹿
沢
な
ど
を
指
向
す
る
観
光
パ
ス
は
、
吾
妻
町
『
つ
き
の
木
』
経
由
の
日
蔭
県
道
を
利
用
す
る
よ
う
取
計
ら

え
ば
そ
の
大
部
分
は
捌
き
得
ら
れ
る
が
、
国
鉄
中
之
条
駅
前
か
ら
町
内
、
町
外
の
各
方
面
へ
定
時
運
行
さ
れ
る
パ
ス
の
運
行
調
整
は
、
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
、
各
商
庖
の
営
業
に
支
障
の
な
い
よ
う
各
軒
先
に
出
入
道
路
も
仮
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
下
水
の
措
置
も
あ
っ

た
。
こ
の
街
路
改
良
工
事
実
施
に
つ
い
て
、
当
時
町
の
土
木
課
長
で
あ
っ
た
伊
能
義
一
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

第四章交通運輸遜信

ま
る
で
戦
争
の
よ
う
で
し
た
よ
、
四
六
時
中
休
み
な
し
に
活
動
を
続

け
て
い
る
中
央
街
路
の
大
手
術
で
す
か
ら
ね
え
、
『
こ
ん
な
と
こ
ろ
へ

電
柱
を
建
て
替
え
て
は
困
る
、
す
ぐ
引
抜
い
て
く
れ
』
と
、
ま
だ
夜
の

明
け
な
い
う
ち
に
叩
き
起
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
な
に

し
ろ
、
心
臓
の
手
術
に
麻
酔
を
打
た
ず
に
執
万
す
る
よ
う
な
作
業
で
し

た
か
ら
、
ど
う
対
応
し
た
ら
よ
い
か
思
案
に
余
る
よ
う
な
こ
と
ば
か

り
で
し
た
。
し
か
し
最
後
に
は
、
よ
く
わ
か
っ
た
、
君
に
ま
か
せ
る

と
、
理
解
し
協
力
し
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
。
側
溝
の
上
蓋
に
厚
鉄

板
を
敷
詰
め
て
歩
行
に
支
障
の
な
い
よ
う
措
置
し
て
工
事
が
終
了
し
ま

し
た
。

街
を
美
化
す
る
、
近
代
化
す
る
と
い
う
目
標
の
も
に
、
町
の
総
力
を
結
集
実
施
の
工
事
だ
っ
た
が
、
作
業
の
都
合
上
、
何
区
劃
に
も
区
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誌会社

分
し
た
た
め
、
工
期
が
長
期
化
し
、
町
内
各
戸
の
犠
牲
も
多
大
だ
っ
た
。
町
の
人
々
の

期
待
に
副
え
な
か
っ
た
も
の
の
一
つ
に
街
路
樹
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
処
置
が
あ
っ
た
。
こ
れ

562 

伐り倒される街路樹

(鯨持病院長寄贈〉

は
中
之
条
町
出
身
の
伊
能
芳
雄
群
馬
県
知
事
が
、
知
事
就
任
を
記
念
し
て
町
の
街
路
樹

と
し
て
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
苗
木
を
寄
贈
さ
れ
た
も
の
が
、
美
し
く
生
長
し
て
風
情
あ
る
街

路
美
を
形
成
し
て
い
た
の
だ
が
、
県
土
木
部
で
は
こ
れ
を
存
置
で
き
な
い
伐
倒
す
る
と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
に
大
き
く
な
っ
た
も
の
を
い
く
ら
工
事
で
も
伐
倒
す
る
の
は

実
に
惜
し
い
、
な
ん
と
か
工
夫
し
て
こ
の
ま
ま
舗
装
で
き
な
い
も
の
か
、
折
角
の
伊
能

知
事
の
厚
意
を
無
に
し
た
く
な
い
と
い
う
町
の
人
々
の
意
向
を
伝
え
て
保
存
交
渉
に
つ

と
め
た
が
、
県
で
は
こ
れ
を
拒
否
し
て
、
ど
う
し
て
も
撤
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
の
で
、
役
場
で
は
町
内
所
在
の
官
街
、
近
い
農
協
、
学
校
な
ど
に
こ
れ
を
移
植
し

て
一
本
で
も
多
く
残
そ
う
と
努
力
し
た
が
、
町
の
長
老
、
伊
勢
町
の
剣
持
病
院
長
は
こ

の
街
路
樹
の
撤
去
を
痛
く
歎
き
、
『
街
路
樹
に
別
れ
る
に
際
し
て
』
と
題
し
た
写
真
額

を
役
場
に
贈
り
、
せ
め
て
こ
の
写
真
だ
け
で
も
永
く
保
存
さ
れ
た
い
と
懇
望
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
今
、
町
立
第
一
中
学
校
の
正
門
の
傍
に

美
し
い
緩
の
手
を
伸
ば
し
て
い
る
プ
ラ
タ
ナ
ス
は
、
こ
う
し
た
過
去
を
秘
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

ω
国
道
バ
イ
パ
ス
の
開
設

昭
和
三
十
三
年
に
建
設
省
か
ら
都
市
計
画
法
適
用
都
市
の
指
定
を
受
け
た
中
之
条
町
に
は
、
昭
和
三
十
五
年
に
早
く
も
都
市
計
画
街
路

築
設
工
事
国
庫
補
助
金
の
割
当
て
が
あ
っ
た
。

工
事
認
定
コ
l
ス
は
、
伊
勢
町
上
の
町
で
中
央
街
路
か
ら
分
岐
し
胡
桃
沢
川
を
越
え
、
中
之
条
町
南
裏
の
段
丘
に
沿
っ
て
西
進
し
、
枯
木



沢
川
を
横
断
、
石
の
塔
で
国
道
一
四
五
号
線
に
合
流
す
る
工
事
線
名
『
伊
勢
町
石
の
塔
繰
』
国
道
バ
イ
パ
ス
な
の
で
、
測
量
開
始
前
、
県

都
市
計
画
課
と
中
之
条
土
木
事
務
所
が
協
議
検
討
を
重
ね
、
中
之
条
土
木
出
張
所
第
一
方
面
係
が
測
量
を
担
当
し
た
。

道
路
開
設
工
事
費
、
支
障
物
件
撤
去
補
償
料
な
ど
す
べ
て
県
予
算
に
計
上
さ
れ
、
町
で
は
規
定
率
の
地
元
負
担
金
を
県
金
庫
へ
納
入
す

れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
が
、
用
地
買
収
、
家
屋
そ
の
他
の
支
障
物
件
撤
去
補
償
交
渉
な
ど
の
前
提
行
為
の
す
べ
て
が
地
元
役
場
の
担
当
で
、

県
で
決
定
し
た
極
め
て
低
廉
な
、
公
共
事
業
実
施
標
準
価
格
で
、
土
一
升
金
一
升
と
も
い
わ
れ
る
、
伊
勢
町
連
た
ん
地
区
内
の
宅
地
、
中

之
条
町
裏
一
等
耕
地
の
買
収
突
渉
、
場
所
に
よ
っ
て
は
、
買
収
用
地
の
地
主
対
小
作
人
の
関
係
が
こ
れ
に
絡
ま
る
等
の
複
雑
な
事
情
も
介

在
し
、
承
諾
書
全
部
の
取
り
ま
と
め
に
は
二
カ
年
近
い
歳
月
を
費
し
た
。

こ
の
よ
う
に
容
易
で
な
か
っ
た
用
地
突
渉
も
漸
く
解
決
、
支
障
物
件
で
あ
る
建
物
引
移
転
、
解
体
移
転
、
工
作
物
解
体
、
取
片
付
、
立

木
移
植
、
伐
採
等
も
完
了
し
た
の
で
、
昭
和
三
十
七
年
か
ら
街
路
築
造
を
開
始
し
た
。
つ
ぎ
に
工
事
の
主
な
経
過
を
示
し
て
お
く
。

昭
和
三
五
年
1
三
六
年
度
は
用
地
買
収
(
三
六
年
度
建
物
移
転
、
支

障
物
件
の
撤
去
も
行
う
〉
。
三
七
l
四
0
年
度
に
は
街
路
築
造
を
実
施
。

三
七
年
胡
桃
沢
川
架
橋
点
の
地
質
調
査
ハ
請
負
宮
崎
建
設
)
、
三
八
年
度

胡
桃
沢
川
橋
梁
下
部
構
造
築
設
〈
宮
崎
建
設
誇
負
)
、
三
九
年
度
胡
桃
沢

川
橋
梁
橋
体
上
部
工
事
ハ
浦
賀
ド
ッ
ク
会
社
請
負
)
、
そ
し
て
四
一

l
四

二
年
度
に
街
路
面
舗
装
工
事
(
宮
崎
建
設
請
負
)
を
実
施
し
た
。

第四章交通運輸通信

間
竜
ケ
鼻
橋
の
架
替

県
道
植
栗
伊
勢
線
の
竜
ヵ
鼻
橋
は
、
昭
和
十
二
年
に
架
渡
し
た
延
長
一
一
一

O
米
幅
四
米
の
吊
橋
で
、
そ
れ
以
前
は
渡
舟
、
中
之
条
町
誌

第
一
巻
六
四
四
頁
で
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、
文
化
六
巳
年
四
月
、
稲
垣
藤
四
郎
御
代
官
所
へ
中
之
条
町
名
主
十
兵
衛
外
が
差
出
し
た
届

け
文
書
に
そ
の
記
載
が
あ
り
、
ま
た
、
六
四
四
買
に
そ
の
運
賃
な
ど
が
詳
細
に
収
録
さ
れ
て
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
歴
史
は
古
く
、
伊
勢
町

側
に
船
頭
小
屋
が
あ
り
、
植
栗
寄
り
の
船
着
き
場
附
近
は
板
子
一
枚
下
は
地
獄
を
お
も
わ
せ
る
よ
う
な
物
凄
く
深
い
、
見
る
も
怖
い
青
い

測
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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中村建設大臣竜ケ鼻橋視察

町
村
合
併
の
こ
ろ
は
、
も
う
、
二
十
年
近
い
歳
月
を
経
て
お
り
、
橋
体
の
老
化

が
目
立
っ
て
き
た
の
で
こ
れ
を
堅
牢
な
永
久
橋
に
架
換
え
た
い
と
、
竜
カ
鼻
橋
改

修
工
事
実
施
促
進
期
成
同
盟
を
結
成
し
た
の
が
昭
和
三
十
四
年
、
直
ぐ
、
速
急
改

修
工
事
を
実
施
さ
れ
た
い
と
陳
情
の
猛
運
動
を
展
開
し
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
県
議

会
土
木
常
任
委
員
一
行
が
昭
和
三
十
二
年
十
二
月
四
日
実
地
視
察
さ
れ
、
提
出
し

た
陳
情
書
は
願
意
妥
当
と
採
択
さ
れ
た
が
、
改
良
面
に
は
何
等
反
応
は
な
か
っ

た。
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中
村
(
梅
士
ロ
)
建
設
大
臣
が
竜
ヵ
鼻
橋
の
実
地
視
察
に
来
町
さ
れ
た
の
は
昭
和

三
十
六
年
五
月
十
四
日
で
、
そ
の
春
早
く
、
あ
ま
り
に
も
破
損
個
所
が
多
く
通
行

上
危
険
な
の
で
、
県
で
は
百
三
十
余
万
円
の
経
費
を
投
入
補
修
工
事
を
実
施
し
た

が
、
僅
か
半
カ
年
で
、
ま
た
車
の
通
行
が
危
険
な
ほ
ど
破
損
し
て
い
る
実
状
な
ど

を
大
臣
は
こ
の
実
地
踏
査
で
よ
く
確
認
さ
れ
て
帰
京
し
た
が
、
そ
の
年
十
月
、
関

県
議
、
町
田
町
長
を
先
頭
に
地
元
関
係
者
が
建
設
省
へ
再
度
陳
情
に
上
京
し
た
と
こ
ろ
、
折
悪
し
く
、
大
臣
は
不
在
だ
っ
た
が
、
大
臣
に

代
っ
て
面
接
さ
れ
た
中
村
秘
書
官
か
ら
改
修
は
予
算
の
都
合
上
継
続
事
業
に
は
な
る
が
、
来
年
度
か
ら
予
算
配
分
が
あ
る
と
内
示
を
う
け

た。
中
村
秘
書
官
の
談
話
ど
お
り
第
一
年
次
割
当
予
算
は
調
査
費
で
、
県
で
は
、
ケ
ー
ソ
ン
工
法
な
ど
で
架
橋
に
必
要
な
河
床
の
状
態
、
橋

台
、
橋
脚
建
設
予
定
位
置
の
土
質
、
水
深
そ
の
他
必
要
事
項
の
精
密
な
準
備
調
査
を
悉
皆
完
了
し
た
。
架
渡
位
置
が
少
し
く
上
流
へ
変
更

に
な
り
吊
橋
当
時
と
異
る
橋
高
の
増
嵩
は
橋
詰
に
道
路
築
立
工
事
を
必
要
と
し
、
こ
れ
に
伴
う
用
地
の
買
収
は
勿
論
、
こ
の
路
盤
高
に
よ



っ
て
影
響
を
う
け
る
町
道
、
川
端
橋
の
補
強
工
事
、
前
後
道
路
の
拡
幅
盛
立
な
ど
、
架
橋
準
備
の
万
全
を
期
し
た
。

第
二
年
次
は
橋
台
と
そ
の
附
帯
工
事
、
橋
脚
築
設
工
事
、
三
年
次
に
橋
体
上
部
の
架
渡
工
事
を
実
施
し
た
。

こ
の
架
橋
に
必
要
な
ト
ラ
ス
一
ス
パ
ン
は
、
六
合
村
の
吾
嬬
橋
、
勢
多
郡
赤
城
村
か
ら
対
岸
、
北
群
馬
郡
子
持
村
へ
連
絡
す
る
利
根
川

架
渡
橋
と
同
様
、
旧
坂
東
橋
解
体
不
用
ト
ラ
ス
と
き
い
た
が
、
竜
ヵ
鼻
橋
は
、
長
大
橋
の
た
め
、
予
定
材
の
使
用
不
可
能
と
な
り
、
館
林

土
木
事
務
所
管
内
の
昭
和
橋
の
解
体
ト
ラ
ス
を
こ
こ
へ
移
送
し
活
用
し
た
の
で
あ
る
。
工
事
が
竣
功
し
渡
初
式
を
挙
行
し
た
の
が
昭
和
四

十
年
四
月
二
十
四
日
で
あ
っ
た
。

間
町
道
そ
の
他
の
生
活
路
線
二
十
年
史

町
の
人
々
の
日
常
生
活
に
密
接
な
つ
な
が
り
を
も
っ
生
活
路
線
と
も
い
う
べ
き
町
道
、
林
道
、
こ
れ
に
関
連
性
の
深
い
公
共
施
設
の
変

遷
二
十
年
の
歴
史
の
概
略
を
記
述
し
て
参
考
に
供
す
る
。

割
昭
和
E
甚
故
実
施
工
事
の
概
略

交通述輸通信

昭
和
三
十
年
度
か
ら
岡
三
十
四
年
度
ま
で
は
、
合
併
基
本
協
定
に
よ

る
五
カ
年
間
の
工
事
実
施
計
画
の
執
行
で
あ
り
、
特
に
昭
和
三
十
年
度

は
、
旧
町
村
か
ら
の
持
寄
り
予
算
の
実
行
、
昭
和
一
一
一
十
一
年
度
が
新
町

と
し
て
初
て
の
予
算
踊
成
で
あ
っ
た
が
、
引
当
可
能
財
源
が
僅
少
の
た

め
、
町
費
支
弁
の
主
な
る
も
の
は
、
伊
勢
町
裏
町
線
で
あ
る
竜
ヵ
鼻
王

子
線
一
線
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
町
の
外
廓
線
で
あ
る
県
道
改
修
工
事

促
進
に
主
力
を
注
ぎ
、
高
渡
橋
、
女
郎
花
橋
、
君
の
尾
橋
、
只
則
橋
の

改
修
を
実
現
し
た
。
道
路
で
は
赤
岩
成
回
線
、
橋
梁
で
は
寺
沢
橋
、
門

野
橋
、
吾
嬬
橋
、
諏
訪
橋
、
字
妻
橋
、
大
竹
橋
、
そ
の
他
町
内
各
所
に

第四章

散
在
の
災
害
復
旧
工
事
の
実
施
な
ど
で
、
合
併
条
件
は
一
応
完
遂
で
き

た
し
、
町
発
展
策
と
し
て
の
都
市
計
画
街
路
築
造
手
配
を
開
始
し
た
。

昭
和
三
十
五
年
度
は
上
妻
橋
改
修
工
事
を
断
行
し
、
四
万
の
源
志
橋
に

初
の
ピ
ア
ノ
線
利
用
の
架
橋
を
試
み
、
草
津
中
之
条
線
改
修
協
議
会
の

決
定
は
、
工
事
開
始
の
決
定
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
三
十
六
年
の

県
営
四
万
発
電
所
の
竣
功
を
契
機
に
四
万
街
道
は
徐
々
に
面
白
を
一
新

し
、
短
少
区
間
な
が
ら
路
面
舗
装
も
開
始
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
七
年
は
第
一
次
栃
窪
林
道
工
事
に
着
工
、
自
治
省
主
管
の

辺
地
開
発
整
備
工
事
実
施
地
区
と
し
て
、
蟻
川
五
反
田
聞
の
道
路
整
備

が
そ
の
対
象
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
中
央
か
ら
農
村
地
区
へ
と
漸
次
工

事
の
中
心
が
移
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
四
十
二
年
、
ダ
γ
プ
カ
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誌会社

l

一
台
を
購
入
、
翌
、
昭
和
田
十
三
年
に
は
、
モ
ー
タ
ー
グ
レ
ー
ダ
ー

を
設
備
、
昭
和
四
十
四
年
に
、
小
川
折
回
線
外
十
路
線
、
昭
和
四
十
五

年
が
花
曽
根
線
外
十
六
路
線
、
昭
和
四
十
六
年
、
中
之
条
岩
本
線
外
三

路
線
、
昭
和
四
十
七
年
的
場
線
外
二
路
線
、
昭
和
四
十
八
年
、
コ

γ
パ

イ
γ
ロ
ー
ラ
ー
の
購
入
は
工
事
能
率
を
倍
化
し
昭
和
五
十
年
度
ま
で
に

寺
社
原
線
外
四
路
線
を
舗
装
化
し
、
生
コ

γ
合
剤
路
面
舗
装
は
一
部
舗

装
を
合
算
す
る
と
百
十
二
路
線
の
多
数
と
な
る
。
辺
地
開
発
工
事
は
昭

和
四
十
二
年
栃
窪
と
大
道
を
結
ぶ
工
事
に
着
手
、
四
十
四
年
度
に
こ
れ

を
完
工
、
地
元
の
人
々
の
悲
顕
で
あ
っ
た
栃
窪
地
区
の
中
央
を
貫
く
こ

の
道
路
が
、
県
道
大
道
横
尾
線
の
路
線
変
更
認
定
に
ま
で
成
功
し
た
。

林
道
工
事
が
多
様
化
し
、
町
内
あ
ま
ね
く
林
地
と
こ
れ
を
給
ぶ
周
辺
地

区
の
開
発
か
急
ピ
ッ
チ
に
進
捗
、
特
に
四
万
と
利
根
郡
新
治
村
を
連
繋

す
る
林
道
大
影
秩
鹿
線
の
開
設
は
昭
和
五
十
年
度
に
着
工
し
た
大
規
模

農
道
と
共
に
完
工
の
暁
は
そ
の
稗
益
す
る
と
こ
ろ
多
大
な
も
の
が
あ
る

と
期
待
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
町
費
に
よ
る
道
路
と
、
橋
梁
は
、
町
道
橋
六

八
、
補
修
一
八
、
林
道
橋
八
、
工
事
実
績
は
、
附
表
の
町
土
木
費
の
推

移
状
況
を
参
照
さ
れ
た
い
。

町
費
に
よ
る
道
路
舗
装
の
推
進
と
同
様
、
関
連
県
道
の
舗
装
も
急
速

に
進
展
、
中
之
条
国
道
バ
イ
パ
ス
を
完
工
し
た
昭
和
四
十
二
年
度
の
名

久
田
口
一
舗
装
か
ら
そ
の
工
事
量
は
逐
年
増
加
し
、
路
面
改
良
工
事
と
相

年 度 | 土木費総額 |増減比率

昭和30年度 7，999，42円8: 1とする

同 31年度 4，420，4341 0.55 

同 32年度 仰山41 0.85 

同 33年度 1. 56 

同 34年度 1. 35 

同 35年度 見初日61 3.35 

同 36年度 1開 4，吋 2.04 

同 37年度 制 88，ω 4.36 

同 38年度 3刊日刊 4.55 

同 39年度 5.621 

同 40年度 4.43 

同 41年度 4開明51 5.71 

同 42年度 8.61 

同 43年度 88，6附 941 11.08 

同 44年度 川 353，叫 14.80 

同 45年度 肌 7侃叫 15.10 

同 46年度 133，21開 71 16.65 

同 47年度 24.84 

同 48年度 2民 m叫 26.89 

同 49年度 296，865，吋 37.11 

同 50年度 42.43 

町土木費の推移状況附表
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倹
っ
て
県
道
全
路
線
の
舗
装
進
捗
率
は
六
五
%
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

改
修
さ
れ
た
県
道
橋
は
、
国
道
一
四
五
号
線
の
桃
瀬
橋
、
神
奈
橋
、
越

尾
沢
橋
、
沢
渡
原
町
線
の
行
沢
橋
、
草
津
中
之
条
線
の
蓬
来
橋
、
晩
釣

橋
、
羽
衣
橋
、
中
居
橋
、
麓
橋
、
大
道
横
尾
線
の
落
合
橋
、
天
神
橋
、

中
之
条
湯
河
原
線
の
士
口
池
橋
、
四
万
中
之
条
線
の
あ
や
め
橋
、
萩
橋
、

伊
勢
植
栗
線
の
竜
ヵ
鼻
橋
、
河
川
改
修
は
、
大
塚
沢
、
柏
木
沢
、
不
動
沢

川
、
竹
貝
戸
川
、
胡
桃
沢
川
、
桃
瀬
川
の
各
川
で
、
町
で
は
そ
れ
ぞ
れ

地
元
負
担
金
を
拠
出
し
て
積
極
的
に
協
力
し
て
、
交
通
安
全
、
生
産
の

増
強
、
商
圏
の
拡
大
、
生
活
の
保
全
、
町
内
各
戸
の
福
利
増
進
に
努
力

し
た
の
で
あ
る
。

2 

中
之
条
駅
中
心
の
鉄
道
の
発
展

m
中
之
条
駅
の
最
近
ニ
十
年
の
歩
み

合
併
後
二
十
年
、
中
之
条
駅
の
発
展
の
経
過
を
次
に
あ
げ
て
お
く
〈
中
之
条
駅
長
提
供
資
料
よ
り
)
。

第四主主交通遂輸通信

昭
和
三
一
年

，一一一一一

，
三
五

g

三
八

e

四
0

8

四一

8

四
二

s

四
三

e

四
六

'
四
七 • 

一
月
一

O
日

七

一

三

四

二

九

一
一
二
一
一

四

一

九

三

二

五

七

一

一
一
一
一
一

四

七

二

一

五

三

七
七

一

七

長
野
原
線
客
貨
分
離
気
動
車
運
転
開
始

週
末
準
急
ゆ
け
む
り
号
運
転
開
始

蒸
気
け
ん
引
に
よ
る
準
急
草
津
号
運
転
開
始

中
之
条
駅
舎
改
築
跨
線
橋
新
設

長
野
原
線
電
化
工
事
着
手

準
急
気
動
車
が
急
行
気
動
車
に
昇
格
す
る
。

長
野
原
線
渋
川
長
野
原
間
電
化
開
通

水
道
工
事
竣
工

駅
前
広
場
舗
装
工
事
竣
工

上
り
ホ
l
ム
舗
装

線
名
改
称
吾
妻
線
と
な
る
。
新
駅
開
業
ハ
群
馬
大
津
、
羽
根
尾
、
袋
倉
、
万
座
鹿
沢
口
、
大
前
〉

特
急
白
根
号
停
車
と
な
る
(
上
・
下
回
本
〉
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合
併
当
初
は
吾
妻
郡
の
中
心
都
市
で
あ
る
中
之
条
町
の
シ

γ
ポ
ル
と
も
い
う
べ
き
中
之
条
駅
が
上
信
越
高
原
国
立
公
園
、
四
万
、
沢
渡

両
温
泉
の
玄
関
駅
で
あ
り
な
が
ら
駅
舎
は
粗
末
な
バ
ラ
ッ
ク
建
(
二
巻
写
真
参
照
〉
利
用
者
は
逐
日
増
加
す
る
が
跨
線
橋
が
な
い
の
で
、

着
車
の
度
毎
に
多
数
の
乗
客
は
レ

l
ル
の
上
を
徒
渉
の
危
険
を
毎
日
繰
返
え
し
た
。
ま
た
、
駅
前
は
せ
ま
く
、
こ
こ
に
飲
食
腐
、
土
産
品

販
売
庖
等
が
無
秩
序
に
雑
然
と
立
ち
並
び
諸
車
の
運
行
に
も
支
障
が
甚
だ
し
い
。
こ
の
現
状
を
一
日
も
早
く
打
開
し
て
新
生
中
之
条
町
の

表
玄
関
に
ふ
さ
わ
し
い
中
之
条
駅
、
駅
前
広
場
に
し
た
い
と
い
う
の
が
当
面
の
課
題
で
あ
っ
た
。

中
之
条
町
助
役
だ
っ
た
唐
沢
参
二
日
記
に
よ
る
と
、

誌、会ネ土

昭
和
三

O
年
十
月
二
十
二
日
、
中
之
条
駅
前
の
拡
張
工
事
の
た
め
鉄

道
公
舎
の
移
転
の
件
で
高
崎
鉄
道
管
理
局
へ
の
陳
情
が
行
わ
れ
た
。
そ

の
後
三
二
年
十
二
月
二
ハ
目
、
一
一
一
三
年
二
月
二
五
日
と
公
舎
移
転
の
件

で
管
理
局
へ
の
陳
情
が
相
次
い
だ
。
他
方
駅
前
拡
張
工
事
の
件
で
は
町

の
鈴
木
土
木
常
任
委
員
長
、
伊
能
土
木
課
長
が
渋
川
保
線
区
と
打
合
せ

を
し
て
い
る
。
(
一
ニ
二
年
十
一
月
六
日
、
三
一
一
一
年
三
月
三
十
一
日
そ
し

568 

て
そ
の
間
駅
前
売
庖
家
屋
移
転
の
件
で
も
対
象
商
庖
主
と
土
木
委
員
と

の
打
合
せ
会
も
開
か
れ
て
い
る
(
三
二
年
四
月
六
日
可
こ
う
し
て
三
三

年
四
月
に
は
渋
川
保
線
区
か
ら
五
月
に
は
管
理
局
施
設
課
か
ら
工
事
現

場
調
査
の
た
め
来
町
し
て
い
る
。
そ
し
て
三
三
年
九
月
十
八
日
に
は
土

木
委
員
長
と
土
木
課
長
と
は
駅
前
商
庖
主
と
商
談
し
、
支
障
家
屋
の
取

致
方
を
通
告
し
て
い
る
。

吾
妻
郡
総
合
的
開
発
の
推
進
母
体
で
あ
る
吾
妻
郡
総
合
開
発
協
会
が
昭
和
三
十
二
年
十
一
月
二
十
日
、
長
野
原
線
の
嬬
恋
村
へ
の
延
長

陳
情
、
同
三
十
三
年
四
月
八
月
、
国
鉄
調
査
線
で
あ
る
嬬
恋
線
建
設
促
進
の
た
め
同
協
会
の
大
塚
交
通
対
策
部
長
そ
の
他
役
員
が
群
馬
県

議
会
交
通
対
策
委
員
長
梅
津
正
名
等
と
上
京
し
、
国
会
を
は
じ
め
関
係
諸
官
庁
へ
陳
情
以
来
、
調
査
線
で
あ
る
嬬
恋
線
の
早
期
建
設
線
へ

の
編
入
、
長
野
原
線
の
電
化
促
進
、
長
野
原
線
の
列
車
運
転
回
数
の
増
加
及
び
連
結
車
輔
数
の
増
加
、
北
陸
新
幹
線
の
誘
致
運
動
、
渋
川

駅
に
特
別
急
行
『
と
き
』
の
停
車
実
現
運
動
、
北
陸
新
幹
線
の
誘
致
が
技
術
的
に
不
可
能
と
の
結
論
が
で
て
か
ら
は
、
上
越
新
幹
線
の
渋

川
駅
誘
致
、
嬬
恋
線
の
整
備
促
進
、
嬬
恋
線
と
長
野
県
の
豊
野
を
結
ぶ
ベ
く
、
そ
の
期
成
同
盟
の
結
成
、
そ
の
推
進
に
、
国
鉄
本
社
、
運

輸
省
、
国
会
、
高
崎
鉄
道
管
理
局
そ
の
他
へ
全
郡
の
総
力
を
挙
げ
て
精
力
的
な
波
状
陳
情
を
繰
返
し
た
。
長
野
原
線
電
化
に
伴
う
国
鉄
利



用
債
引
受
け
の
措
置
が
美
事
奏
功
し
て
前
掲
記
載
の
よ
う
な
吾
妻
郡
動
力
線
の
近
代
化
が
実
現
し
た
。

∞
中
之
条
駅
前
の
拡
張
と
整
備

唐
沢
日
記
に
あ
る
よ
う
な
駅
前
支
障
家
屋
取
殻
し
の
通
告
を
う
け
た
商
庖
主
た
ち
は
、
そ
れ
よ
り
さ
き
、
昭
和
二
十
五
年
三
月
一
日
当

時
の
中
之
条
町
長
小
池
遵
正
に
左
の
よ
う
な
承
諾
書
を
提
出
し
て
い
る
。

承

諾

書

中
之
条
町
で
所
有
す
る
左
の
土
地
の
貸
付
に
つ
い
て
は
貸
付
開
始
の

当
初
か
ら
貸
付
期
間
内
で
も
中
之
条
町
で
必
要
を
生
じ
た
場
合
は
何
時

で
も
原
形
に
復
し
返
還
す
る
契
約
で
あ
っ
て
、
こ
の
条
項
は
始
め
か
ら

重
々
承
諾
の
処
で
あ
っ
て
、
返
還
の
通
知
受
領
後
三
カ
月
以
内
に
返
還

い
た
し
ま
す
か
ら
承
諾
書
を
差
し
出
し
て
置
き
ま
す
。

な
お
こ
の
場
合
に
お
い
て
建
物
の
撤
去
及
び
空
渡
し
に
要
す
る
費
用

そ
の
他
一
切
の
補
償
は
要
求
い
た
し
ま
せ
ん
。

土
地
の
原
形
を
変
え
る
場
合
建
物
の
増
改
築
を
す
る
場
合
に
は
そ
の

旨
を
願
い
出
て
許
可
を
受
け
た
う
え
行
う
や
う
に
い
た
し
ま
す
。

昭
和
二
十
五
年
三
月
一
日

中
之
条
町
大
字
伊
勢
町
八
一
九
の
一

O

代

表

者

伊

藤

一

雄

囲
外
九
名
捺
印

役
場
で
は
、
あ
く
ま
で
も
こ
の
承
諾
書
を
た
て
に
支
障
家
屋
の
早
急
撤
去
を
強
要
す
れ
ば
よ
い
わ
け
で
あ
る
が
、
承
諾
書
を
提
出
し
て

か
ら
九
年
余
の
歳
月
を
経
て
も
な
お
未
解
決
の
難
問
題
を
、
そ
う
簡
単
に
約
子
定
規
の
よ
う
に
割
り
切
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
当
時
町
の

土
木
課
長
だ
っ
た
筆
者
は
、
そ
の
対
応
に
は
次
の
よ
う
な
心
境
で
あ
っ
た
。
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『
町
と
し
て
は
、
駅
前
広
場
整
備
の
た
め
一
日
も
早
く
撤
去
し
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
戦
後
の
経
済
の
激
変
で
、
中
之
条
町
長

宛
に
十
名
が
連
署
し
て
承
諾
書
を
提
出
し
た
頃
と
は
経
済
事
情
も
社
会

事
情
も
す
っ
か
り
変
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
立
ち
退
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
庖
の
人
々
の
気
持
を
推
量
す
る
と
胸
の
つ
ぶ
れ
る
よ
う
な
お
も
い

だ
っ
た
。
色
荷
の
粁
余
曲
折
が
あ
っ
て
、
最
後
は
円
満
に
解
決
し
た

が
、
一
時
は
、
喧
嘩
、
口
論
、
つ
る
し
上
げ
に
遭
う
と
い
っ
た
険
悪
な

幾
日
か
が
続
き
ま
し
た
。
ま
た
鉄
道
職
員
公
舎
の
引
移
転
工
事
開
始
と

同
時
に
第
二
次
の
駅
前
広
場
拡
張
工
事
が
開
始
さ
れ
、
鉄
道
公
舎
の
裏

に
雑
然
と
立
ち
な
ら
ん
で
い
た
商
家
、
一
般
住
宅
の
配
置
替
が
一
切
終

569 
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っ
て
駅
前
広
場
は
予
定
の
拡
張
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。
排
水
施
設
の

改
修
な
ど
も
済
み
、
地
均
し
が
終
っ
た
の
で
、
国
鉄
側
へ
広
場
舗
装
実

会

施
交
渉
を
し
た
の
で
す
が
、
予
算
が
な
く
て
す
ぐ
に
は
で
き
な
い
と
い

う
返
事
な
の
で
、
砂
利
敷
込
な
ど
で
、
一
時
当
面
を
糊
塗
し
ま
し
た
。
』
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ω
中
之
条
駅
の
改
築

駅
の
改
築
や
跨
線
橋
築
設
促
進
陳
情
に
出
向
し
て
も
、
国
鉄
本
社
の
旅
客
課
長
、
停
車
場
課
長
の
説
明
で
は
、
中
之
条
駅
よ
り
も
っ
と

老
朽
化
し
た
駅
が
多
い
、
中
之
条
駅
の
改
築
順
位
は
ず
っ
と
後
年
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
、
早
急
改
築
実
施
は
困
難
祝
さ
れ
て
い
た
が
、
幸

に
も
吾
妻
郡
総
合
開
発
協
会
そ
の
他
郡
内
各
方
面
の
協
力
請
願
が
中
央
を
動
か
し
、
ま
た
、
国
鉄
利
用
債
の
引
受
け
が
、
改
築
を
俄
然
好

転
化
し
、
多
年
待
望
の
駅
舎
改
築
の
決
定
を
み
た
。
国
鉄
利
用
債
引
受
け
等
に
つ
い
て
当
時
土
木
課
長
だ
っ
た
筆
者
は

社

町
田
町
長
の
指
示
を
う
け
、
前
橋
市
本
町
の
大
生
相
互
銀
行
本
庖
に

出
向
し
て
、
そ
の
手
続
を
進
め
ま
し
た
。
利
用
債
引
受
総
額
は
、
当
時

の
金
額
で
二
千
五
百
万
円
、
そ
の
処
理
方
法
は
、
売
主
、
群
馬
県
吾
妻

郡
中
之
条
町
、
中
之
条
駅
改
築
、
跨
線
橋
築
設
工
事
実
施
促
進
期
成
同

盟
会
長
町
田
浩
蔵
と
、
買
主
、
群
馬
県
前
橋
市
、
大
生
相
互
銀
行
取
締

役
社
長
、
高
畠
佳
次
が
国
鉄
債
券
売
買
契
抑
証
書
を
作
製
し
ま
し
た
。

こ
の
引
受
け
に
よ
る
町
の
実
質
的
負
担
も
予
想
し
た
よ
り
少
額
で
済
み

ま
し
た
。

駅
舎
、
跨
線
橋
築
設
工
事
請
負
は
、
高
崎
市
の
勝
村
建
設
株
式
会
社

で
、
昭
和
三
十
八
年
五
月
着
工
し
、
同
年
十
一
月
二
十
二
日
に
竣
功
い
た

し
ま
し
た
。
国
鉄
で
は
昭
和
四
十
年
早
々
か
ら
電
化
工
事
実
施
準
備
を

す
す
め
ま
し
た
。
町
で
も
こ
れ
に
対
応
し
て
国
鉄
当
局
の
要
請
に
よ
る

変
電
所
の
設
置
な
ど
に
協
力
し
、
電
化
に
必
要
な
架
線
の
掛
向
上
げ
、
こ

れ
に
関
連
す
る
種
々
の
事
項
に
つ
い
て
、
沿
線
地
域
の
協
議
会
な
ど
を

開
催
、
こ
れ
と
併
行
実
施
さ
れ
た
踏
切
の
廃
止
統
合
に
つ
い
て
も
、
同

じ
よ
う
に
関
係
各
所
に
協
議
会
な
ど
を
開
催
、
電
化
実
施
に
対
す
る
協

力
態
勢
の
確
立
に
協
力
い
た
し
ま
し
た
。
只
則
地
区
な
ど
は
、
レ
ー
ル

の
上
を
横
断
し
て
い
る
町
道
橋
の
寓
上
げ
を
必
要
と
し
、
こ
の
国
鉄
工

事
に
応
援
が
大
へ
ん
な
作
業
で
し
た
。

仙
川
中
之
条
駅
乗
降
客
の
推
移
と
連
絡
パ
ス
ダ
イ
ヤ
の
変
貌

吾
妻
線
の
輸
送
施
設
の
近
代
化
に
伴
う
、
昭
和
三
十
年
か
ら
今
日
ま
で
の
中
之
条
駅
乗
降
客
の
推
移
と
パ
ス
の
ダ
イ
ヤ
は
ど
の
よ
う
に



変
化
し
た
か
、
中
之
条
駅
提
供
資
料
を
左
に
掲
げ
て
お
く
。

区 分 年

言十 一 定期 度
般

一一 一 和昭
、 、 、

五
十年度五。占

四人
ノ、

同
乗

一 一、 、 、
十 降

九 五
五年度五 五 九 客

八
人

の

同 推
四 一、 、

四
四 四 。

十重移
九 。ー，』、

〆「」ー・ ーノ、，、
人 日

同

平均

四 一
五十四

、 、

五 占ノ、。七

四人 主

一
同
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五

五 九 五
十度年九_..... 

四ノ、
人
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パ
ス
交
通
二
十
年
の
変
遷

昭
和
三
十
一
年
一
月
十
日
、
長
野
原
線
の
デ
イ
ゼ
ル
カ
l
開
通
を
機
に
中
之
条
駅
乗
降
客
の
輸
送
を
主
と
す
る
連
繋
パ
ス
の
運
行
ダ
イ

ヤ
は
、
改
正
さ
れ
た
が
、
そ
れ
か
ら
二
十
年
、
今
日
の
ダ
イ
ヤ
は
ど
う
変
貌
し
た
か
を
調
べ
て
み
る
と
、
ま
ず
国
鉄
パ
ス
の
本
中
之
条
駅

前
通
過
の
上
り
は
十
八
回
で
四
回
増
加
、
下
り
も
十
八
回
だ
が
、
原
町
そ
の
他
の
近
距
離
運
行
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
東
武
パ
ス
の
渋
川
行
を
み
る
と
、
い
ず
れ
の
発
車
も
原
町
経
由
渋
川
行
と
変
わ
り
、
回
数
で
は
二
回
増
だ
が
、
四
万
発
伊
勢
崎

急
行
だ
と
か
、
前
橋
駅
前
を
始
発
と
す
る
四
万
温
泉
行
、
中
之
条
行
と
い
う
よ
う
な
、
パ
ス
時
代
華
や
か
な
こ
ろ
の
ダ
イ
ヤ
は
一
本
も
な

い
。
最
近
ま
で
、
竜
ケ
鼻
橋
を
渡
る
泉
沢
行
が
一
本
あ
っ
た
が
現
在
は
そ
れ
も
、
原
町
経
由
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

中
之
条
四
万
聞
は
二
回
減
、
し
か
も
ワ

γ
マ
γ
ヵ
ー
が
多
く
、
昭
和
三
十
四
年
十
二
月
開
設
さ
れ
た
日
向
見
温
泉
行
は
、
中
之
条
発
が

廃
止
さ
れ
て
、
四
万
温
泉
駅
と
日
向
見
温
泉
間
運
行
と
変
更
さ
れ
た
。
沢
渡
方
面
線
は
、
原
町
田
わ
り
一
回
を
含
め
て
十
四
回
と
増
強
さ

571 

れ
た
が
、
そ
の
内
大
岩
行
は
僅
か
四
固
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
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中
山
沼
田
方
面
行
は
、
中
山
本
宿
で
分
れ
て
子
持
山
へ
向
う
ダ
イ
ヤ
と
合
せ
て
十
九
回
、
回
数
だ
け
は
増
加
し
た
が
、
中
山
止
り
が
多

く
、
沼
田
市
直
通
は
午
前
二
回
、
午
後
二
回
の
三
軒
茶
屋
行
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
も
休
日
運
休
ダ
イ
ヤ
が
多
い
。
伊
参
線
は
現
在

十
一
回
運
転
だ
が
、
猪
窪
田
わ
り
は
中
止
と
な
り
全
部
が
五
反
田
経
由
、
大
道
ま
で
延
長
運
転
さ
れ
る
の
は
、
午
前
二
回
、
午
後
二
回
の

僅
か
四
回
運
転
で
あ
る
。
赤
坂
線
は
午
前
二
回
午
後
二
回
、
当
初
に
比
較
す
る
と
二
回
減
少
、
大
戸
大
相
木
方
面
行
は
十
八
回
で
昭
和
一
一
一

十
一
年
の
ダ
イ
ヤ
改
正
時
に
比
較
す
る
と
、
運
転
回
数
は
少
し
く
増
加
し
た
が
、
大
戸
止
り
が
多
く
大
柏
木
行
は
三
回
も
減
っ
て
い
る
。

昭
和
三
十
七
年
九
月
、
東
武
パ
ス
の
運
行
開
始
に
よ
っ
て
、
中
之
条
駅
と
上
越
線
後
閑
駅
が
繋
り
、
交
通
の
至
便
に
併
せ
て
中
之
条
町

商
閤
の
拡
大
に
も
稗
益
す
る
と
こ
ろ
多
大
と
期
待
さ
れ
た
が
、
惜
し
く
も
短
日
月
の
運
行
で
休
止
と
な
り
、
ま
た
、
開
設
が
町
民
多
年
の

要
望
で
あ
り
、
そ
の
開
設
は
沢
渡
温
泉
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
多
大
と
、
多
額
の
経
費
を
投
入
し
て
、
漸
く
、
昭
和
四
十
一
年
五
月

開
通
と
な
っ
た
中
之
条
駅
前
始
発
の
草
津
温
泉
行
パ
ス
が
、
僅
か
半
歳
余
で
運
行
中
止
と
な
っ
た
。
昭
和
三
十
六
年
四
月
、
東
武
鉄
道
自

動
車
局
群
馬
県
事
務
所
総
務
課
長
か
ら
中
之
条
営
業
事
務
所
長
に
な
っ
た
金
井
実
は
当
時
の
思
い
出
を
こ
う
語
っ
て
い
る
。
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会社

『
私
が
中
之
条
営
業
事
務
所
長
に
な
っ
た
こ
ろ
は
、
ま
だ
、
パ
ス
の

運
転
回
数
を
一
本
増
発
し
た
だ
け
で
も
大
へ
ん
喜
ば
れ
た
時
代
で
し
た

が
、
世
の
中
も
ず
い
分
変
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
前
橋
や
高
崎
な
ど
の

遠
方
へ
勤
め
る
人
も
電
車
や
パ
ス
の
通
勤
で
な
く
、
み
な
マ
イ
カ
ー
で

す
か
ら
ね
、
こ
れ
ぢ
ゃ
乗
客
の
数
も
減
り
ま
す
よ
:
:
:
』

こ
う
し
た
時
勢
の
推
移
が
も
た
ら
し
た
利
用
乗
客
激
減
を
理
由
に
、
パ
ス
会
社
の
不
採
算
パ
ス
路
線
整
理
方
針
に
対
応
、

も
、
町
内
各
地
の
パ
ス
利
用
通
学
、
通
勤
者
の
利
便
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
窮
余
対
策
と
し
て
の
、
地
方
パ
ス
路
線
運
行
維
持
補
助

金
の
支
払
は
昭
和
四
十
七
年
度
に
始
ま
り
、
そ
の
負
担
額
は
年
を
逐
う
て
増
嵩
、
今
年
度
負
担
額
は
一
千
三
十
七
万
円
の
多
額
と
な
っ
て

い
る
。
補
助
対
象
路
糠
は
特
に
赤
字
路
線
と
限
定
せ
ず
、
町
内
全
路
線
の
完
全
運
行
維
持
を
条
件
に
支
出
し
て
い
る
が
、
所
要
補
助
額
の

増
大
に
伴
う
捻
出
措
置
も
容
易
で
な
く
町
の
行
財
政
担
当
課
は
そ
の
対
策
に
苦
慮
し
て
い
る
現
状
に
あ
る
。

あ
く
ま
で



な
お
東
武
鉄
道
自
動
車
局
で
は
中
之
条
駅
東
方
に
モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル
を
設
置
、
中
之
条
駅
前
広
場
の
拡
張
整
備
完
了
を
機
に
営
業
事
務

所
を
中
之
条
町
上
の
町
か
ら
中
之
条
駅
前
に
新
築
移
転
し
た
こ
と
も
附
言
し
て
置
き
た
い
。

3 

交
通
時
代
の
明
暗

交
通
戦
争
時
代
の
到
来
と
暗
い
一
断
面
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今
か
ら
、
二
昔
も
三
品
目
も
前
の
話
だ
が
、
自
動
車
は
全
く
珍
し
く
町
に
も
タ
ク
シ
ー
業
者
以
外
に
は
一
台
も
な
い
時
代
が
あ
っ
た
。
そ

の
頃
ア
メ
リ
カ
は
既
に
毎
戸
一
台
は
車
を
も
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
た
が
、
わ
が
国
は
自
動
車
は
お
ろ
か
、
毎
戸
一
台
の
自
転
車
す
ら
望
み

得
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。
家
庭
に
一
台
の
自
家
用
車
を
も
つ
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
遠
い
夢
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
今
は
ア
メ
リ

カ
に
も
劣
ら
ぬ
ほ
ど
各
戸
は
車
を
保
有
し
、
世
は
あ
げ
て
車
時
代
、
町
に
村
に
マ
イ
カ
ー
が
氾
濫
し
て
い
る
。
『
商
工
会
の
篠
原
事
務
局

長
が
町
田
町
長
と
相
談
し
て
、
町
に
自
動
車
練
習
所
を
つ
く
る
と
い
う
が
、
そ
ん
な
夢
の
よ
う
な
施
設
を
し
て
、
は
た
し
て
練
習
生
が
集

っ
て
く
る
だ
ろ
う
か
?
』
な
ど
と
、
こ
れ
を
危
倶
す
る
人
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
が
ど
う
だ
ろ
う
、
練
習
所
は
公
認
の
自
動
車
教
習
所
に
昇

格
、
既
に
八
千
余
人
と
い
う
ド
ラ
イ
バ
ー
を
世
に
送
り
出
し
た
公
営
企
業
に
成
功
し
て
い
る
。
十
五
年
前
の
こ
の
目
論
見
は
実
に
グ
y

ト

ア
イ
デ
ア
l
で
、
ま
こ
と
に
先
見
の
明
あ
る
施
策
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
街
頭
に
眼
を
転
じ
る
と
、
そ
こ
は
洪
水
の
よ
う
な
車
の
波
で
あ
り
、
物
凄
い
車
の
ひ
し
め
き
で
あ
り
、
戦
い
で
あ
る
。
こ
の

交
通
戦
争
と
い
わ
れ
る
交
通
事
情
の
中
の
怖
し
い
突
通
事
故
の
実
態
は
ど
う
か
、
そ
れ
は
次
の
四
つ
の
表
が
そ
れ
を
解
明
す
る
で
あ
ろ

う
伊
勢
町
の
古
町
に
住
む
三
十
五
才
の
一
主
婦
は
、
『
う
ち
の
前
の
農
免
道
路
を
通
る
車
の
数
は
日
増
し
に
多
く
な
り
、
こ
の
ご
ろ
は
、

こ
わ
く
て
道
を
歩
く
の
も
命
が
け
で
す
。
学
童
の
登
校
時
間
に
は
、
車
か
ら
子
供
た
ち
を
守
る
た
め
、
私
ど
も
は
・
交
替
制
で
必
死
の
旗
ふ
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昭
和
五
十
年
度
大
字
別
交
通
事
故
発
生
状
況

(
吾
妻
警
察
署
提
供
資
料
に
よ
る
(
死
者
O
〉
〉
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大

* 名 件数|傷者

中 之 条 町 15 

伊 勢 町 25 

酋中之条 12 

市 城

青 山 5 

折 田 12 

上 沢 波 1 

下 沢 渡

四 万 4 

山 田

大 塚 1 

横 尾 6 

平 1 

赤 坂 1 

五 反 回 2 

岩 本

計 85 
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社会誌

交通事故分析(昭和五十年度吾妻警察署資料〉

区 分 説 明 |件数|順位

年 -令 ~Ij 才 ~ 30 1 

自家用自動車 98 1 
用 途 ~Ij 

同 貨物車 28 2 

原 因 き 見 運 1 

び 出

正 面 衝 突 12 1 

停 止 中 追 突 11 3 
車 輔 相 互

出 合 頭 衝 突 12 2 

側面衝突右折時 11 4 

路 外 逸 脱 12 1 
車 輔 単 独

工 作 物 衝 突 11 2 

早 朝 時

時 関 ~Ij 午 前 6-8 23 1 

午 前 8-10 20 2 

土 曜 日 31 1 

曜 日 ~ij 金 隈 日 28 2 

木 曜 日 25 3 

晴 105 1 
気 象 ~Ij 

曇 34 2 

576 



第四主主 交通運輸適信

規

制

別

/
/
/
/
l
l一

横

断

歩

道

一

方

通

行

指

定

方

向

外

通

行

禁

止

通

行

禁

止

踏

切

道

の

通

行

禁

止

歩

行

者

用

道

路

追
越
の
た
め
の
右
側
部
分
は
み
出
し

通
行
禁
止

一

時

停

止

t
ア
区
間
規
制
一
三

0
キ

ロ

即

一

/

一

四

0
キ

ロ

漣

一

/

一

五

0
キ

ロ

!
一
区
域
規
制
/
一
四

0
キ

ロ

停

車

駐

車

禁

止

駐

停

車

禁

止

路

側

帯

停

止

禁

止

部

分

自

転

車

の

歩

道

通

行

可

響

音

器

使

用
交

区1 通

規

別|制

実

五
O

一
二
、
=
こ

O

。

四二八
五 一 0-00五二九 O 九一三一回 O九

一
、
三
三
九

一
、
九
O
O

九
、
一

O
五

。。
一八
O

m 

九。。本

数

五

O

区

間

箇

所

数
一七一 二一

一五二六二一 0 一四七三五六

一
七
、
八
八

一
、
一

O

年

の

実

施

延

長

m
本

数

二
一
、
五
二
七

一
二
、
四
七

O

一
二
、
五
六
八

五
八
、
九
三
七

三
八
、

O
三
四

八
五

五
八
四

577 



中
之
条
町
自
動
車
教
習
所
十
五
カ
年
の
歩
み

新
し
い
時
代
の
要
請
に
応
え
、
優
良
な
自
動
車
運
転
手
の
育
成
と
、
地
域
社
会
の

発
展
を
企
図
し
て
、
自
動
車
練
習
所
を
設
立
し
よ
う
と
、
中
之
条
町
商
工
会
が
中

心
に
な
っ
て
先
進
地
の
視
察
、
練
習
所
建
設
敷
地
の
選
定
、
そ
の
推
進
力
と
な
る
自

動
車
練
習
所
設
立
協
議
会
の
結
成
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。
町
当
局
、
中
之
条
町
商
工

会
、
交
通
安
全
協
会
、
運
転
者
協
会
な
ど
の
関
係
団
体
の
代
表
者
で
設
立
協
議
会
を

結
成
、
用
地
買
収
方
法
、
そ
の
経
費
捻
出
案
、
経
営
主
体
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
協

議
を
進
め
、
建
設
用
地
が
中
之
条
町
大
字
伊
勢
町
一
、
五
七
一
番
に
決
定
し
た
。
昭
和
三
十
六
年
十
月
二
十
五
日
、
建
設
協
議
会
を
開

催
、
用
地
買
収
価
格
の
決
定
、
建
設
暫
定
予
算
、
経
費
調
達
方
法
、
運
営
方
法
案
な
ど
を
決
定
、
役
場
土
木
課
が
測
量
設
計
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
す
べ
て
に
或
る
程
度
の
見
透
し
の
た
っ
た
昭
和
三
十
七
年
二
月
二
十
三
日
建
設
促
進
委
員
会
を
開
催
、
各

方
面
へ
周
知
徹
底
を
は
か
る
た
め
の
練
習
所
建
設
趣
意
書
の
作
製
、
収
支
目
論
見
書
、
建
設
計
画
書
等
を
議
決
し
て
、
練
習
所
へ
の
取
付

道
路
の
開
設
か
ら
建
設
工
事
に
進
み
、
敷
地
整
備
か
ら
事
務
所
、
附
属
建
物
、
練
習
車
の
手
配
、
職
員
任
命
な
ど
す
べ
て
の
準
備
の
整

っ
た
十
月
十
九
日
開
所
し
た
。
以
来
着
々
と
施
設
を
整
備
拡
充
、
指
導
員
の
技
能
向
上
に
も
一
段
と
努
力
、
四
十
一
年
四
月
一
日
運
営
管

誌会社

横断 歩 道 の 交通指導

り
を
し
て
い
ま
す
、
救
急
車
の
あ
の
恐
ろ
し
い
サ
イ
レ

γ
の
音
を
き
く
と
、
ま
た
、
交

通
事
故
か
と
、
身
体
中
の
血
が
凍
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
心
地
が
し
ま
す
』
と
語
っ
て
い

る
。
昭
和
四
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
た
交
通
災
害
共
済
加
入
者
が
年
々
増

加
す
る
の
も
、
お
そ
ろ
し
い
交
通
禍
に
対
応
す
る
一
つ
の
防
衛
手
段
で
あ
る
こ
と
を

立
証
し
て
い
る
。
吾
妻
警
察
署
管
内
の
突
通
規
制
実
施
状
況
を
右
に
示
し
て
お
く
。

内正
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理
の
一
切
を
町
に
移
管
し
た
。
四
十
四
年
八
月
一
日
公
営
企
業
法
適
用
指
定
を
受
け
た
の
を
機
会
に
照
明
灯
の
取
付
、
除
雪
車
の
配
置
、

事
務
所
、
教
室
の
新
築
、
洗
車
場
設
置
、
排
水
パ
イ
プ
の
取
付
、
コ

l
ス
内
芝
張
り
工
事
な
ど
を
実
施
し
、
必
要
と
す
る
機
械
器
具
の
新
規

購
入
を
行
っ
た
。
四
十
七
年
一
月
一
日
、
運
転
適
正
検
査
制
度
、
貸
付
自
動
車
制
度
を
実
施
し
、
テ
ー
プ
コ
ー
ダ
l
等
の
教
具
類
も
常
備

し
、
教
導
に
一
層
の
刷
新
を
企
図
し
、
四
十
九
年
五
月
、
地
下
貯
油
槽
ま
で
設
備
、
新
時
代
に
対
応
で
き
る
よ
う
万
般
の
手
配
を
進
め
、

今
日
に
及
ん
で
い
る
。
現
在
で
は
指
導
員
十
八
名
、
一
般
職
員
六
名
、
教
習
寧
十
八
台
、
予
備
車
五
台
、
連
絡
車
二
台
、
大
型
貨
物
車
一

台
、
送
迎
用
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
二
台
と
い
う
陣
容
で
あ
る
。

4 

貨

送

輸

物

生
活
様
式
の
多
様
化
か
ら
取
扱
物
資
量
は
逐
日
増
大
の
傾
向
に
あ
る
が
、
そ
の
輸
送
ル
l
ト
は
近
時
著
し
く
改
良
整
備
さ
れ
、
往
年
に

比
較
し
て
搬
出
入
は
容
易
且
つ
迅
速
化
し
た
が
、
人
件
費
の
高
騰
と
、
オ
イ
ル
シ
ヨ
V

ク
の
経
済
的
傷
痩
容
易
に
癒
え
ず
、
景
気
の
低

迷
、
物
価
事
情
等
か
ら
輸
送
業
界
の
苦
悩
払
拭
は
当
分
の
と
こ
ろ
望
み
得
な
い
実
情
に
あ
る
。

吾
妻
通
運
株
式
会
社
取
扱
貨
物
量

第四章交通運輸通信
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生家機工商 農 林 物分貨区
そ 食 木

活具械業業

用 産 産
什器用用の 料

雑

貨器具品品他品物材物 年次別
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同
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二一五四二五回 五

3333555 
十

ト
ン 年

社会誌

聞
東
武
運
輸
株
式
会
社
渋
川
支
庖
吾
妻
営
業
所
取
扱
貨
物
量

そ 商
生機

活械業

の 用

器用
雑

他貨具品

一
一
五

八。
一

ームー。 ノ、。
五。
一。
一。
五三 九
0 五 八

一

四

八。
一一。
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(3) 

中
之
条
駅
取
扱
貨
物
量

第四章交通運輸通信

そ生機工商 農 林 貨
そ食 そ 薪木

活械業業
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以
上
物
資
輸
送
量
を
示
す
資
料
を
示
し
た
が
、

輸
送
機
関
を
経
て
移
動
す
る
物
資
の
実
態
だ
け
は
幾
分
う
か
が
え
る
の
で
は
な
い

581 

か。



誌会

通
信

社

(
電
信
・
電
話
)

582 

1 

中
之
条
電
報
電
話
局
の
新
設
と
電
話
架
設
の
飛
躍
的
発
展

中
之
条
電
報
電
話
局
が
中
之
条
郵
便
局
か
ら
分
離
し
て
、
新
発
足
し
た
の
は
昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日
で
、
郵
便
局
前
の
金
井
一
雄
所

有
家
屋
を
借
受
け
、
こ
れ
を
仮
局
舎
と
し
て
業
務
を
開
始
し
た
。
当
時
は
吾
妻
郡
全
体
が
そ
の
担
当
区
域
で
あ
っ
た
。
同
年
一
月
一
日
局

長
制
を
実
施
、
執
務
機
構
は
業
務
課
、
施
設
謀
、
庶
務
係
の
二
課
一
係
で
、
同
三
十
一
年
三
月
十
五
日
庶
務
課
が
設
置
さ
れ
た
。
局
舎
新

築
の
動
き
の
は
じ
ま
っ
た
の
は
そ
の
頃
で
、
唐
沢
参
二
日
記
は
局
舎
新
築
を
め
ぐ
る
関
係
者
の
動
き
を
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
が
、
こ
れ

を
抄
録
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

昭
和
三
十
一
年

間同

七

月

七

日

七

月

十

日

十
二
月
二
十
一
日

同
十
二
月
二
十
六
日

間
三
十
二
年
二
月
二
十
八
日

同同

三
月
三
十
日

五
月
二
十
三
日

電
電
公
社
建
築
部
管
財
係
長
と
係
員
、
局
舎
建
築
予
定
敷
地
を
視
察
し
た
。

中
之
条
電
報
電
話
局
長
、
局
舎
建
築
予
定
地
を
視
察

電
々
公
社
関
東
電
気
通
信
局
建
築
部
管
財
係
長
浦
辺
茂
雄
氏
来
町
協
議
に
は
中
之
条
電
信
電
話
局
長
、
庶
務
課

長
も
同
席

電
話
局
中
之
条
庁
舎
建
築
敷
地
家
屋
移
転
等
の
設
計
見
積
、
久
住
正
七
、
篠
原
祐
男
両
氏
に
委
托

敷
地
買
収
の
件
漸
く
ま
と
ま
り
町
田
徳
十
郎
、
望
月
藤
吉
、
町
田
儀
平
、
一
場
長
二
郎
の
四
氏
に
来
庁
を
求
め
契

約
書
作
製

電
報
局
舎
敷
地
売
渡
地
主
の
中
の
抵
当
権
設
定
債
務
解
決
の
た
め
、
中
沢
弁
護
土
来
町
斡
旋
結
論
を
み
た
。

電
報
局
の
敷
地
買
収
一
段
落



昭
和
三
十
二
年
五
月
二
十
五
日

同

六

月

十

一

日

国
鉄
渋
川
保
線
区
長
に
面
談
(
電
報
局
建
設
敷
地
内
の
鉄
道
公
舎
移
転
の
件
に
つ
き
申
入
れ
〉

高
崎
鉄
道
管
理
局
か
ら
職
員
来
庁
、
電
報
局
建
設
に
伴
う
支
障
撤
去
の
要
あ
る
鉄
道
公
舎
(
一
棟
二
戸
住
居
の

も
の
二
棟
〉
移
転
に
つ
い
て
協
議

こ
の
建
設
敷
地
は
、
役
場
西
方
の
石
垣
下
か
ら
県
道
中
之
条
湯
宿
線
ま
で
の
間
に
あ
る
何
軒
も
の
家
屋
を
引
移
転
し
、
そ
こ
へ
電
報
電

話
局
建
設
敷
地
を
造
成
し
よ
う
と
す
る
計
画
で
、
当
時
こ
れ
に
関
係
し
た
筆
者
ハ
当
時
土
木
課
長
〉
の
思
い
出
を
述
べ
て
お
く
。

『
電
報
電
話
局
の
建
設
敷
地
の
図
面
を
町
長
か
ら
渡
さ
れ
て
、
税
務

課
長
の
富
沢
君
と
二
人
で
こ
の
電
報
局
建
設
予
定
敷
地
内
の
家
屋
移
転

交
渉
に
当
っ
た
の
で
す
が
、
引
移
転
戸
数
が
多
い
の
で
、
予
期
し
て
い

な
い
よ
う
な
難
問
題
が
次
か
ら
次
へ
と
出
て
き
て
交
渉
は
、
ず
い
分
難

航
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
遠
い
と
こ
ろ
へ
の
引
移
転
だ
も
の
で
す
か
ら
、

ど
の
家
も
飲
料
水
が
心
配
、
下
水
の
処
理
が
大
き
な
問
題
で
し
た
。
下

水
の
捨
て
場
に
困
っ
て
沈
澱
槽
な
ど
を
作
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
も
、
ぅ

交通運輸通信

昭和一一一一一一、
岡田

二
、

四
三
、

四
五
、

同四
六
、

同同同

第四章

同

ま
く
な
い
、
結
局
そ
れ
を
町
並
の
下
水
路
へ
放
出
し
た
が
臭
い
臭
い
と

近
所
か
ら
苦
情
か
出
て
困
り
ま
し
た
。

三
十
二
年
三
月
二
十
七
日
が
吉
日
で
地
鎮
祭
、
鉄
筋
コ
シ
ク
リ
l
ト

三
階
建
の
モ
ダ
γ
な
庁
舎
は
完
工
し
た
が
、
井
戸
水
は
掘
っ
て
も
掘
っ

て
も
湧
出
は
極
少
量
で
、
多
量
必
要
な
雑
用
水
は
、
か
ね
八
の
稲
荷
社

脇
の
用
水
路
か
ら
水
を
と
っ
て
、
庁
舎
ま
で
引
水
す
る
よ
う
な
始
末
で

し
た
。
』

中
之
条
電
報
電
話
局
沿
革
史
(
抄
〉

六
、
一
一
局
舎
新
築
工
事
竣
功

八
、
三
一
磁
石
式
小
型
複
式
交
換
機
に
変
更

一
O
、
一
七
自
動
改
式
六
級
局
に
級
局
改
定

五
、
二
一
草
津
温
泉
電
報
電
話
局
開
局
自
動
改
式
ハ
C
I〉

一
、
一
八
長
野
原
電
報
電
話
局
自
動
改
式
ハ
A
I
)

二
、
五
庶
務
課
廃
止
ハ
A
2
)

二
、
五
施
設
課
を
線
路
宅
内
課
と
機
械
課
に
分
課

583 



誌

昭
和
四
七
、

岡
田
八
、

同同五
O
、

同五
一
、

会社

同同

二
、
一

O

二
、
一
一
一
一

七
、
二
四

七
、
三

O

二
、
一
九

八
、
一
二

二
、
一
七

庶
務
課
を
設
置

巡
回
保
全
長
新
設

四
万
局
自
動
改
式

業
務
課
を
営
業
課
と
改
称
電
信
運
用
係
を
廃
止

原
町
分
局
開
始

沢
渡
局
自
動
改
式

高
山
局
自
動
改
式

584 

『
電
報
は
生
活
必
需
品
、
吾
妻
郡
の
電
話
六
十
五
年
の
歩
み
、
吾
妻
町
に
は
高
速
フ
ァ
ッ
ク
ス
登
場
』
と
い
う
標
題
の
昭
和
五
十
年
一

月
一
日
附
の
西
毛
新
聞
の
報
道
は
、
ま
こ
と
に
興
趣
深
い
記
事
な
の
で
、
そ
の
一
部
を
抜
率
す
る
。

『
中
之
条
局
の
電
話
加
入
数
を
年
度
別
に
み
る
と
、
明
治
四
十
四
年

三
四
、
大
正
二
年
が
四
五
、
十
年
が
七
八
、
昭
和
二
年
が
九
回
、
五
年

に
は
一
二
五
、
終
戦
の
年
二
十
年
に
は
、
一
二
九
、
二
十
五
年
が
二

O

五
、
三
十
五
年
が
五
一
五
と
な
り
、
五
十
年
に
は
四
、
一
五
五
と
急
増

し
た
。
(
中
略
〉
昭
和
二
十
七
年
日
本
電
信
電
話
公
社
に
移
さ
れ
、
吾

妻
郡
内
は
中
之
条
電
報
電
話
局
が
受
け
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が

四
十
五
年
一
月
の
長
野
原
電
報
電
話
局
開
設
に
よ
り
受
持
区
域
が
二
分

さ
れ
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
吾
妻
郡
内
の
電
話
も
ハ
ン
ド
ル
式
か
ら
ダ
イ

ヤ
ル
式
に
改
め
ら
れ
て
き
た
。
局
別
に
み
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ

る
。
中
之
条
局
と
原
町
局
が
昭
和
四
十
二
年
十
月
、
草
津
局
四
十
三
年

五
月
、
長
野
原
局
四
十
五
年
一
月
、
嬬
恋
局
(
一
二
原
、
大
笹
、
田
代
〉

四
十
八
年
四
月
、
北
軽
井
沢
局
と
浅
間
高
原
局
ハ
新
設
)
四
十
八
年
六

月
、
四
万
局
四
十
八
年
七
月
、
沢
渡
局
と
応
桑
局
五
十
年
八
月
、
川
原

湯
局
五
十
年
九
月
、
こ
の
あ
と
高
山
局
が
今
年
の
二
月
に
、
岩
下
、
大

戸
局
が
今
年
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ダ
イ
ヤ
ル
化
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
』

通
信
施
設
に
恵
ま
れ
な
い
僻
地
居
住
者
は
勿
論
、
不
特
定
多
数
の
人
々
に
、
電
話
連
絡
の
便
宜
供
与
の
た
め
、
昭
和
三
十
一
年
度
か
ら

五
カ
年
計
画
で
実
施
さ
れ
た
公
衆
電
話
(
赤
電
話
)
施
設
実
施
第
一
年
の
中
之
条
町
取
付
者
は
二
宮
一
雄
外
十
名
だ
っ
た
が
、
現
在
は
左

表
の
よ
う
に
増
加
を
み
た
。



中
之
条
電
報
電
話
局
管
内
加
入
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数
(
昭
和
五
十
一
年
三
月
末
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現
在
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公
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設
数
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昭
和
五
十
一
年
三
月
末
日
現
在
)
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四

誌

沢

渡

四

586 

会

計

{
一
二
}

四
三

(
三
四
〉

一
四
二

四

一一一一一一

社

こ
う
し
た
受
托
者
の
集
り
で
あ
る
公
衆
電
話
の
会
は
、
昭
和
四
十
七
年
財
団
法
人
の
全
国
的
な
組
織
に
発
展
、
現
在
は
そ
の
中
之
条
分

会
と
し
て
活
動
中
だ
っ
た
が
、
昭
和
三
十
一
年
発
足
以
来
今
日
ま
で
二
十
年
、
電
話
普
及
に
協
力
さ
れ
た
功
績
は
、
ま
こ
と
に
多
大
な
も

の
が
あ
る
。

2 

農
事
放
送
施
設

農
事
放
送
の
沿
草
を
の
べ
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
第
一
に
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
昭
和
三
十
一
年
八
月
二
十
四
日
工
事
に
着

手
し
た
高
沼
放
送
施
設
で
あ
る
。
当
時
の
金
で
加
盟
各
戸
負
担
の
総
工
費
十
六
万
円
、
放
送
施
設
は
全
戸
二
十
二
戸
の
外
、
農
協
、
村

医
、
中
小
学
校
に
も
つ
な
ぎ
、
他
に
さ
き
が
け
て
、
ま
こ
と
に
画
期
的
な
文
化
事
業
で
あ
っ
た
。
新
農
村
計
画
実
施
事
業
の
一
つ
で
あ
る

農
事
放
送
は
、
沢
田
、
伊
参
、
名
久
田
、
中
之
条
の
順
位
に
左
の
よ
う
に
完
成
し
、
町
全
体
に
農
事
放
送
網
が
張
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
放
送
施
設
建
設
に
は
各
農
協
と
も
農
事
放
送
施
設
建
設
委
員
会
規
約
の
制
定
、
建
設
委
員
の
委
嘱
な
ど
を
行
い
、
ま
た
運
営
に
当

つ
て
は
執
行
機
構
を
整
え
、
放
送
部
を
新
設
し
、
有
線
放
送
電
話
約
款
を
制
定
、
契
約
申
込
及
び
設
備
負
担
金
、
維
持
費
、
有
緯
放
送
の

利
用
料
、
通
話
料
、
設
備
の
修
理
文
は
復
旧
そ
の
他
の
実
施
細
目
を
規
定
し
、
そ
の
放
送
方
法
は
、
通
話
交
換
の
ほ
か
、
町
の
告
知
事

項
、
農
協
の
告
知
事
項
、
市
況
通
報
、
広
告
放
送
、
ラ
ジ
オ
の
共
聴
な
ど
で
、
取
扱
時
聞
は
農
協
に
よ
っ
て
多
少
の
相
違
は
あ
る
が
、
大

体
、
午
前
五
時
か
ら
午
後
七
時
三
十
分
ご
ろ
ま
で
、
告
知
事
項
は
、
午
前
、
午
後
一
回
づ
っ
、
広
告
放
送
な
ど
も
こ
れ
に
と
り
込
み
、
適



豊E 条

名久
伊 沢

2 参 回
回

地 地
地区 区 区

月間

月芸日聖年十高

月間

望工
七三

日五十 十十 事

八日年三十
着

年九 日二 工
年

日十間
十九月日十五間三

十月日十三間 聾 工

事
月 年四 竣

十
年

年 功

日 冨

峯電気

施

立
土通

設

施
製 株 株

工
作 式 式

業
会 会

所 社 社
者

加入
五 四 占ノ、

九九
一 八 ムノ、

li fl 九

0 四
四

七 八 八

五 Jー，&、d・ 五 七 工、 、 、

五 一占

四 占，、、
九O ノ一、 事

五 一、 、 、

一 四
占

三田
ノ、

費

五 。-Q-
月同 月同 月岡 官事 放

日十
日十霊園 日年十四

送

ノ年、 日十 関

年 始

切
、
効
果
的
な
放
送
番
組
編
成
を
行
っ
た
。

3 

農
事
放
送
か
ら
地
集
電
話
へ
の
移
行

第四章交通運輸適信

前
述
し
た
よ
う
に
全
町
内
の
農
事
放
送
網
は
一
応
完
備
し
た
、
し
か
し
通
話
区
域
が
限
定
さ
れ
て
い
て
ま
こ
と
に
都
合
が
悪
い
、
せ
め

て
中
之
条
町
内
ぐ
ら
い
は
ど
こ
へ
で
も
通
話
が
で
き
る
よ
う
な
工
夫
は
で
き
な
い
も
の
か
と
い
う
加
入
者
の
熱
心
な
要
望
に
応
え
て
、
昭

和
四
十
年
ご
ろ
か
ら
鋭
意
そ
の
検
討
を
す
す
め
、
事
情
が
あ
っ
て
一
時
延
期
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
沢
田
農
協
地
区
を
除
い
た
中
之
条
、
伊

参
、
名
久
田
の
三
農
協
間
で
協
議
し
た
結
果
、
中
之
条
町
有
線
放
送
電
話
利
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
の
設
立
認
可
を
う
け
、
昭
和
四
十

四
年
六
月
十
日
に
群
馬
県
経
済
農
業
協
同
組
合
と
工
事
契
約
を
締
結
し
て
、
八
月
十
日
こ
の
工
事
竣
功
、
八
月
十
五
日
か
ら
三
農
協
加
入

地
域
は
直
接
通
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
所
要
経
費
は
五
百
万
円
で
あ
っ
た
。
こ
こ
ま
で
有
線
放
送
事
業
も
発
展
的
変
化
を
遂

げ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ま
だ
一
般
電
話
の
よ
う
に
、
自
由
に
市
外
通
話
は
で
き
な
い
、
人
間
の
欲
望
に
は
際
限
は
な
い
、
生
活
様
式
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誌

は
ま
す
ま
す
多
様
化
す
る
、
生
括
経
済
圏
は
日
に
日
に
拡
大
す
る
、
日
本
中
、
ど
こ
へ
も
通
話
の
で
き
る
、
し
か
も
秘
話
式
の
電
話
が
欲

し
い
、
こ
れ
は
無
理
も
な
い
要
望
な
の
で
あ
る
。
名
久
田
農
協
の
桑
原
参
事
は
当
時
を
回
想
し
て
こ
う
語
っ
て
い
る
。

588 

会

有
線
放
送
電
話
を
一
般
電
話
方
式
に
き
り
換
え
る
と
い
う
こ
と
は
大

へ
ん
な
こ
と
な
の
で
す
。
ご
承
知
の
よ
う
に
、
中
之
条
町
内
は
通
話
区

域
も
異
っ
て
い
る
。
私
ど
も
関
係
者
は
い
ろ
い
ろ
の
面
か
ら
ず
い
分
検

討
を
重
ね
ま
し
た
。
電
々
公
社
の
中
へ
、
ケ
ー
ブ
ル
を
一
本
い
れ
て
中

継
を
し
て
貰
お
う
か
な
ど
も
一
つ
の
研
究
課
題
で
し
た
。
役
場
や
農
協

社

の
公
報
活
動
な
ど
も
有
線
放
送
施
設
な
ら
一
斉
放
送
で
簡
単
に
済
む
の

で
す
が
一
般
電
話
に
切
換
え
る
と
な
る
と
、
こ
の
対
策
も
考
究
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
私
ど
も
は
、
六
合
村
方
式
の
地
集
電
話
か
ら
検
討
を

は
じ
め
ま
し
た
。

一
般
電
話
加
入
を
希
望
す
る
向
が
多
い
の
に
鑑
み
四
農
協
は
管
内
各
地
区
の
代
表
者
会
議
を
開
催
し
て
よ
く
協
議
検
討
の
上
、
加
入
希

会
?
と

望
者
を
取
纏
め
、
な
お
四
農
協
連
絡
協
議
会
も
開
催
し
て
審
議
を
重
ね
、
地
集
電
話
に
架
設
替
と
協
議
決
定
し
、
四
農
協
連
絡
協
議
会
長

で
あ
る
沢
田
農
業
協
同
組
合
長
宮
崎
太
一
郎
が
全
地
域
を
代
表
し
て
中
之
条
町
役
場
企
画
課
を
通
じ
て
中
之
条
町
長
に
地
集
電
話
架
設
希

望
の
正
式
申
入
れ
を
し
た
の
で
あ
る
。

4 

郵
政
二
十
年

郵
政
二
十
年
、
特
に
目
立
っ
た
動
き
は
な
い
が
、
局
舎
の
改
築
と
、
開
局
以
来
五
十
年
の
歴
史
を
も
っ
名
久
田
局
の
歩
み
、
加
え
て
各

局
の
取
扱
郵
便
物
二
十
年
の
推
移
を
み
て
お
く
。

m
局
舎
の
改
築

田中|
τ之|局

|一条
|却郵

便便1名

局局

一

改

築

位

置

一

一
酔
一
縁
側
時
一
紅
白
広
一

手空1:
詰|年
年|月

一

局

名

一

沢

渡

郵

便

局

上|改
翠|築

苧|位
湯|置

一

竣

功

年

月

日

一
同
四
十
九
年
一
一
一
月



名
久
田
郵
便
局
、
五
十
年
の
歩
み
と
最
近
ニ
十
年
の
業
務
概
要

第四章交通運輸通信

(2) 

局

同岡昭
和

年

月
二
年
二
月
二
十
六
日

年
十
二
月
十
八
日

十

二

年

三

月

十

六

日

昭同昭
和和

十
四
年

昭昭
和和

三
十
年

四
十
年

昭
和
三
十
七
年

同

四

十

年

長契

取

扱

業

二
年

二
月
二
十
六
日

七
月

十
六
日

一
月
二
十
四
日

九
月
二
十
六
日

局
六

月

現

在

九
月
十
七
日

局

長

の

異

動

小小

林林

弥
太

実郎

歴

説

明

名
久
田
村
大
字
赤
坂
二
六
番
地
に
名
久
田
郵
便
取
扱
所
開
設
さ
れ
る

同
一
五
八
の
二
に
局
舎
新
築
移
転

昇
格
、
名
久
田
郵
便
局
と
改
称
さ
れ
る

務

為
替
貯
金
業
務
開
始

郵
便
業
務
開
始

電
信
電
話
業
務
開
始

電
報
配
達
区
域

名
久
田
村
一
円
伊
参
村
の
う
ち
大
道
、
輔
石
、
蟻
川
、
高
山
村
の
う
ち
尻
高

電
信
は
内
園
、
日
満
、
日
華
の
電
報
取
扱
う

電
話
交
換
業
務
廃
止
と
な
る

電
報
配
達
業
務
廃
止
と
な
る

員

四
名

電
報
業
務
廃
止
と
な
り
た
る
た
め
二
名
と
な
る

明
治
三
十
六
年
四
月
十
日
生

明
治
四
十
五
年
一
月
十
日
生

昭
和
十
六
年
五
月
十
日
死
亡

同
十
六
年
五
月
局
長
就
任
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最
近
ニ
十
年
郵
便
物
等
取
扱
状
況

会

同同同同和昭 年

五t十i四t回三十it = 
度

区

分

通

常
郵

五四三三二 書

一五六。四六 留
，JA、a ーー・ .ノ4、，.. r¥ -::::: 

使

物
一一一一一
五九五五八 包
0-0一 九

件

四 一 一 一 一一一一一、一、一、一、
受

数五七二
各=五一五

一 種

一一ー 占ノ、 二一二 一一 ーー 金
現

一 五 一 八 O 入一、、、
金

一二九 Oノ九、五- 0 二 五千 額
取

一一九 =円
扱

件
件

一 一 一 一一-、ー・ -、・ -、- 、 、
払 数

三二一八五
数8ニ完四九 金

八 四一
額

一
一ー ノ五、 二二 ーー 一- 金

一一 八 O 出

額
七二一 六O千円
一一九

社

(3) 

郵
便
局
別
ニ
十
カ
年
郵
便
物
取
扱
状
況

①
 
中
之
条
郵
便
局

三
引
受
出
達
数
正
副
知
事
一
取
扱
伊
一

一一一民一一一一一一一一一一三一一一一一一一一一一一一一一一

一
現
金
送
金

一取扱件数

ニ
八
、
=
一
園
内
二
三
Z
一

克
、
一
空
、
呈
=

血肉、一回目、主(亘一

振

通

使

替

貯

金

金

金

額

額

=一、固園八

E

、八一=一

肉
、
八
三
=
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調
四
十
五
年
一
君
八
二
一
呂
一
白
色
、

E
E一

一
同
五
十
年
度
二
、
云
一
九
、
E

園
口
二
五
一
八
、
霊
一

@ 

沢
渡
郵
便
局

町
江
川

同
四
十
年
度

同
四
十
五
年

度同
五
十
年
度

第四章交通運輸通信
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会宇土

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら

昭
和
五
十
二
年
町
当
局
の
実
施
し
た
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、
道
路
交
通
関
係
事
項
だ
け
に
つ
い
て
町
民
の
意
向
を
紹
介
し
て
お

ノ、。1 

道
路
交
通
状
況
に
対
す
る
満
足
度

こ
の
調
査
で
は
町
民
を
と
り
ま
く
日
常
の
生
活
環
境
の
う
ち
か
ら
二
九
項
目
を
あ
げ
て
、
こ
れ
ら
の
実
情
に
つ
い
て
の
満
足
度
合
を
調

査
し
て
い
る
が
、
道
路
交
通
関
係
で
は
、

ω道
路
整
備
状
況
(
舗
装
、
道
幅
な
ど
〉

ω交
通
安
全
施
設
ハ
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
ヵ
l
プ
ミ
ラ

ー
な
ど

)ω
車
の
混
雑
状
況
、

ω通
勤
通
学
の
便
利
さ
等
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
る
。

m
道
路
状
況
に
つ
い
て
の
満
足
度

全
町
的
に
み
る
と
、
わ
る
い
、
非
常
に
わ
る
い
と
捉
え
て
い
る
人
々

が
四
四
%
で
一
番
多
い
。
普
通
と
い
う
人
々
は
三
八
広
、
よ
い
、
非
常
に

ょ
い
と
い
う
人
々
は
一
八
%
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
を
田
町
村
各
大
字
地

域
別
の
町
民
を
通
じ
て
み
て
も
、
町
部
と
一
部
大
字
地
区
(
西
中
之



条
、
山
田
折
田
横
尾
〉
を
除
い
て
、
大
半
の
大
字
地
区
の
人
々
は
、
道

内

4

交
通
安
全
施
設
に
つ
い
て
の
満
足
度

全
町
で
み
る
と
、
交
通
安
全
施
設
の
状
況
は
普
通
と
い
う
人
々
が
最

も
多
く
半
数
以
上
を
し
め
る
ハ
五
六
%
)
。
つ
い
で
わ
る
い
、
非
常
に
わ

る
い
と
い
う
人
々
が
二
九
%
、
よ
い
、
非
常
に
ょ
い
と
い
う
人
々
は
一

(3) 

車
の
混
雑
状
況
に
つ
い
て
の
満
足
度

全
町
で
み
る
と
、
車
の
混
雑
状
況
に
つ
い
て
は
、
普
通
と
い
う
人
々

が
最
も
多
く
六
三
%
、
つ
い
で
わ
る
い
、
非
常
に
わ
る
い
と
い
う
人
々

が
二
O
%
、
よ
い
、
非
常
に
わ
る
い
と
い
う
人
々
は
一
七
%
で
あ
る
。

路
状
況
を
わ
る
い
と
捉
え
て
い
る
割
合
が
最
も
多
い
。

五
%
で
あ
る
。
大
字
地
区
別
住
民
を
通
し
て
、
わ
る
い
と
捉
え
て
い
る

人
々
が
最
も
多
い
の
は
、
蟻
川
、
大
道
、
赤
坂
、
栃
窪
な
ど
で
あ
る
。

地
区
別
住
民
に
よ
る
著
し
い
相
違
は
な
い
が
、
中
之
条
町
で
は
他
地
区

に
比
し
て
わ
る
い
と
い
う
人
々
の
割
合
が
た
か
く
な
っ
て
い
る
。

山
開
通
勤
通
学
の
便
利
さ
に
つ
い
て
の
満
足
度

大
字
地
区
別
に
よ
っ
て
住
民
の
捉
え
方
が
違
っ
て
い
る
。
旧
中
之
条
町
で
は
伊
勢
町
が
よ
い
と
い
う
人
た
ち
が
最
も
多
い
が
、
中
之
条

は
普
通
又
は
わ
る
い
と
い
う
人
々
が
多
い
。
旧
伊
参
村
で
は
各
大
字
と
も
わ
る
い
と
い
う
人
々
が
最
も
多
い
。
旧
名
久
田
村
で
も
横
尾
、

赤
坂
栃
窪
で
は
わ
る
い
と
い
う
人
々
が
一
番
多
い
。
旧
沢
田
村
で
は
普
通
と
い
う
人
々
が
一
番
多
か
っ
た
。
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2 

行
政
へ
の
要
望
に
み
る
道
路
と
交
通

道
路
交
通
状
況
に
対
す
る
町
民
の
意
識
と
関
連
し
て
、
道
路
と
交
通
に
つ
い
て
、
町
民
の
行
政
へ
の
要
望
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、

ω交
通
確
保
に
つ
い
て
何
を
行
政
重
点
と
す
る
か
、

ω道
路
整
備
に
お
い
て
い
か
な
る
道
路
に
行
政
重
点
を
お
く
べ
き
か
、
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ω交
通
安
全
の
た
め
何
を
行
政
の
中
心
に
し
て
ほ
し
い
か
な
ど
、
三
つ
に
つ
い
て
町
民
の
要
望
を
き
い
て
い
る
。

ω
交
通
確
保
の
た
め
の
行
政
施
策
へ
の
要
望

町
民
が
日
々
利
用
す
る
交
通
に
つ
い
て
行
政
が
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
も
の
を

ωバ
ス
運
行
の
確
保
、
制
駐
車
場
の
確
保
、
付
そ
の
他
を

あ
げ
て
選
択
を
問
う
て
い
る
が
、
そ
の
結
果
を
み
る
と
、

全
体
と
し
て
は
、
駐
車
場
の
確
保
を
第
一
に
あ
げ
る
人
が
五
九
%
、
パ
ス
運
行
の
確
保
を
あ
げ
る
人
は
三
九
%
で
あ
る
。
地
区
別
に

は
、
町
部
(
中
之
条
町
〉
で
は
駐
車
場
確
保
が
圧
倒
的
に
多
く
六
四
%
を
し
め
る
が
、
旧
伊
参
村
で
は
バ
ス
運
行
の
確
保
を
要
望
す
る
住

民
の
方
が
駐
車
場
確
保
を
要
望
す
る
人
よ
り
も
多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
赤
坂
地
区
上
沢
渡
地
区
の
人
々
も
パ
ス
運
行
確
保
の
要
望
の
方

が
多
い
。

n
L
 

誌会社
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い
か
な
る
道
路
に
整
備
重
点
を
お
く
べ
き
か

道
路
整
備
の
行
政
重
点
を
、
的
国
道
県
道
、
納
町
内
幹
線
道
路
、
付
自
宅
周
辺
道
路
、
伺
農
道
林
道
の
う
ち
、

を
問
う
て
い
る
が
、
調
査
結
果
を
み
る
と
、

全
町
と
し
て
み
る
と
、
町
内
の
幹
線
道
路
の
整
備
を
要
望
す
る
人
々

が
最
も
多
く
一
一
一
六
%
を
し
め
る
。
つ
い
で
自
宅
周
辺
の
道
路
を
あ
げ
る

も
の
が
三
O
%
、
国
道
県
道
を
と
い
う
人
々
は
最
も
少
く
一
六
%
で
あ

(3) 

交
通
安
全
施
策
に
は
何
を
重
点
に
す
る
か

全
町
と
し
て
は
、
道
幅
の
拡
張
舗
装
と
歩
道
橋
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の

施
設
の
要
望
を
第
一
と
し
ハ
五
七
%
)
つ
い
で
交
通
道
徳
の
昂
揚
ハ
二

三
%
〉
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
村
部
の
人
A

は
ど
こ
で
も
道
幅
の
拡
張

い
ず
れ
に
お
く
べ
き
か

る
。
や
は
り
日
常
一
番
利
用
す
る
身
近
か
な
道
路
整
備
を
望
む
声
が
大

き
い
。
村
部
で
は
自
宅
周
辺
の
生
活
道
路
整
備
へ
の
要
望
が
第
一
位
を

し
め
る
。

と
舗
装
化
の
要
望
を
第
一
に
あ
げ
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。
交
通
違

反
の
取
締
、
子
供
へ
の
安
全
一
教
育
、
免
許
修
得
条
件
の
厳
格
等
を
φ

めげ

る
も
の
は
、
叙
上
の
要
望
に
く
ら
べ
て
低
い
。



な
お
こ
の
調
査
で
は
町
政
の
重
点
志
向
を
二
二
項
目
を
列
示
し
て
町
民
の
意
向
を
き
い
て
い
る
が
、
農
商
工
業
観
光
の
振
興
、
学
校
教

育
、
社
会
教
育
、
体
育
振
興
、
社
会
福
祉
、
保
健
医
療
、
生
活
環
境
整
備
、
住
宅
対
策
:
:
:
の
多
数
の
諸
施
策
の
な
か
で
、
第
一
位
の
要

望
が
他
に
優
先
し
て
「
道
路
の
整
備
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

第
五
章

文

化

伝
統
文
化
の
変
遷

'
i
1
1
1
1
A
4
 

じ

め

化

伝
統
文
化
は
、
遠
い
昔
か
ら
私
ど
も
の
祖
先
が
そ
の
生
活
の
中
で
培
い
伝
承
し
、
心
の
支
え
と
し
て
き
た
独
特
の
文
化
で
あ
る
。
こ
の

伝
統
文
化
の
歴
史
を
記
述
す
る
に
あ
た
り
数
多
い
伝
承
の
中
か
ら
そ
の
対
象
と
し
て
郷
土
芸
能
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
。
い
う
ま
で

も
な
く
、
郷
土
芸
能
は
父
祖
が
郷
土
の
生
活
の
中
で
、
多
年
に
わ
た
り
築
き
あ
げ
た
伝
統
の
美
し
さ
を
示
す
心
の
遺
産
と
も
い
う
べ
き
も

の
で
あ
る
。

し
か
し
戦
後
、
社
会
事
情
の
急
激
な
変
革
に
よ
っ
て
あ
る
も
の
は
衰
徴
し
、
あ
る
も
の
は
消
滅
す
る
と
い
う
郷
土
芸
能
の
世
界
に
も
大

き
な
嵐
が
吹
き
荒
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
郷
土
芸
能
の
う
ち
、
義
太
夫
、
地
方
歌
舞
伎
、
人
形
芝
居
、
太
々
神
楽
・
獅
子
雰
ι
焦
点
を
あ
て
、
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誌

そ
の
変
遷
の
跡
を
さ
ぐ
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
町
の
伝
統
的
行
事
で
あ
る
鳥
追
い
祭
と
祇
園
祭
は
祭
り
雛
子
な
ど
郷
土
芸
能
に
関
連
が
あ

る
の
で
附
記
す
る
こ
と
に
し
た
。

596 

会ネ土

1 

衰
退
の
一
途
を
た
ど
る
素
人
義
太
夫

中
之
条
町
の
鶴
沢
清
喜
、
上
沢
渡
の
鶴
沢
福
寿
、
五
反
田
の
竹
本
政
次
、
平
の
竹
本
政
枝
、
大
塚
の
竹
本
政
吉
、
赤
坂
の
鶴
沢
栄
寿
等

の
名
人
が
明
治
の
中
期
か
ら
昭
和
の
初
期
ま
で
五
十
年
間
営
々
と
築
き
育
て
た
義
太
夫
王
国
も
終
戦
後
の
世
情
の
激
変
か
ら
衰
退
の
一
途

を
辿
り
今
日
ま
で
沈
滞
の
状
態
を
つ
づ
い
て
い
る
。
義
理
と
人
情
を
織
り
交
ぜ
た
古
風
な
義
太
夫
に
対
し
、
若
い
世
代
の
人
々
に
興
味
と

関
心
を
求
め
る
こ
と
は
無
理
な
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
先
人
の
あ
と
を
継
ぎ
、
後
世
に
伝
承
す
る
後
継
者
の
な
い
こ
と
は
、
伝

統
芸
能
の
維
持
保
存
上
ま
こ
と
に
寒
心
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
と
え
、
小
人
数
で
も
よ
い
、
先
輩
の
衣
鉢
を
継
ぎ
、
義
太
夫
の

道
に
精
進
す
る
若
い
町
民
の
出
現
を
期
待
し
た
い
。

一一賞状の写し一一

来

楽

状

東

大

関

上

原

つ

る

殿

右
は
第
二
十
一
回
審
査
会
に
出
演
さ
れ
頭
書
の
成
績
を
収

め
た
の
で
こ
れ
を
賞
し
ま
す
。

昭
和
四
十
八
年
五
月
十
一
日

大
日
本
素
義
会

会
長

賞

藤

カ日

昭
和
四
十
九
年
十
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日
の
両
日
、
吾
妻
郡
社
会

福
祉
セ

γ
タ

l
で
義
太
夫
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
主
催
は
群
馬
県
古
典

芸
術
義
太
夫
協
会
、
後
援
は
子
持
村
鰹
沢
義
太
夫
演
習
会
、
中
之
条
町

教
育
委
員
会
、
中
之
条
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
あ
っ
た
。

こ
の
日
は
、
県
内
各
地
か
ら
名
人
連
が
参
集
、
語
り
も
の
は
、
第
一
日

が
御
所
桜
堀
川
夜
討
-
弁
慶
上
使
の
段
、
外
二
十
九
、
第
二
日
は
、
奥

州
安
達
原
三
段
目
、
袖
萩
祭
文
の
段
外
二
十
九
で
あ
っ
た
。
地
元
中
之

条
町
か
ら
は
第
二
日
に
上
原
つ
る
、
及
び
関
権
ム
ハ
が
出
演
し
、
県
下
の

強
豪
と
競
演
し
た
。
義
太
夫
愛
好
者
に
と
っ
て
は
久
し
ぶ
り
の
大
会
、

ま
さ
に
枯
野
に
花
聞
く
の
感
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。



し
か
し
、
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
孤
軍
奮
斗
し
て
い
る
方
に
、
中
之
条
町
伊
勢
町
の
上
原
つ
る
太
夫
(
旧
称
竹
本
中
和
)
が
い
る
。

つ
る
太
夫
は
、
明
治
二
十
八
年
生
れ
の
高
令
で
あ
る
が
、
な
お
か
く
し
ゃ
く
と
し
て
尻
高
人
形
一
座
の
チ
ョ
ボ
を
担
当
し
、
青
年
男
女
の

指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。
去
る
昭
和
四
十
八
年
の
大
日
本
素
義
会
の
審
査
会
で
つ
る
太
夫
は
東
大
関
の
栄
誉
を
獲
得
し
て
い
る
。
出
演
外

題
は
絵
本
太
功
記
十
段
目
尼
ケ
崎
の
段
、
三
味
線
は
鶴
沢
三
生
で
あ
っ
た
。

2 

終
息
状
態
に
あ
る
地
方
歌
舞
伎
と
人
形
芝
居

イじ

文
書
の
記
録
は
見
当
ら
な
い
が
、
明
治
末
期
ま
で
大
塚
の
小
丸
山
と
い
う
宿
割
宿
西
方
の
小
高
い
丘
の
上
に
常
設
芝
居
小
屋
が
あ
っ
た

と
い
う
。
ま
た
、
赤
坂
上
組
の
古
文
書
に
も
昔
か
ら
地
元
の
人
々
が
い
か
に
芝
居
を
愛
察
し
た
か
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
特
に
大
塚
と
平

に
は
三
度
の
食
事
よ
り
芝
居
が
好
き
と
い
う
人
達
が
多
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
で
大
正
の
中
頃
、
大
壕
・
平
の
芝
居
愛
好

者
が
劇
団
太
平
座
を
結
成
、
郡
内
各
町
村
は
勿
論
、
遠
く
利
根
地
方
の
各
町
村
を
巡
回
興
行
し
て
い
る
。
ま
た
別
に
大
塚
に
結
成
さ
れ
た

成
美
劇
団
は
昭
和
二
十
八
年
ま
で
歌
舞
伎
の
上
演
活
動
を
続
け
て
い
る
。

一
方
、
反
下
地
区
で
も
大
正
の
初
期
、
村
中
を
あ
げ
て
歌
舞
伎
芝
居
を
上
演
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
こ
こ
に
は
珍
し
い
指
先
操
作
の

人
形
芝
居
が
あ
る
、
人
形
の
か
し
ら
、
舞
台
装
置
な
ど
実
に
精
巧
を
極
め
た
も
の
だ
が
、
昭
和
十
四
年
の
春
祭
り
以
後
休
演
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
昭
和
五
十
一
年
三
月
七
日
、
子
持
村
伊
熊
歌
舞
伎
一
座
が
吾
妻
文
化
会
館
を
会
場
と
し
て
寺
子
屋
と
安
達
三
の
二
幕
を
上
演

し
た
。
当
日
、
こ
の
演
技
を
鑑
賞
し
た
大
塚
成
美
団
の
立
役
者
剣
持
徳
十
郎
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
。
「
中
之
条
町
の
伝
統
歌
舞

伎
は
現
在
絶
滅
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
の
現
状
に
対
し
中
之
条
町
の
文
化
協
会
で
応
援
の
手
を
さ
し
の
ベ
、
保
存
会
を
設
立
し
て

欲
し
い
」
と
。
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誌、

3 

会

太
々
神
楽
と
獅
子
舞

598 

中
之
条
町
に
は
、
現
在
、
氏
神
の
祭
典
ゃ
、
観
世
音
、
不
動
尊
等
の
縁
日
に
神
楽
や
獅
子
舞
を
奉
納
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
別
表

ωの

と
お
り
太
々
神
楽
に
十
組
、
獅
子
舞
に
十
二
組
あ
る
ハ
昭
和
五
十
年
現
在
〉
。
い
ず
れ
も
古
い
歴
史
と
伝
統
を
も
っ
由
緒
深
い
郷
土
芸
能
で

あ
り
、
そ
の
発
祥
系
統
も
異
り
、
太
鼓
笛
の
奏
楽
方
法
や
頭
や
面
の
異
る
ご
と
く
、
そ
の
舞
う
型
も
あ
る
も
の
は
勇
壮
、
あ
る
も
の
は
華

美
、
繊
細
と
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
た
持
ち
味
が
あ
り
、
文
化
財
と
し
て
ま
こ
と
に
価
値
の
高
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
郷
土
芸
能
を
大
切
に
保
存
し
、
こ
れ
を
後
世
に
伝
承
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
昭
和
五
十
一
年
一
月
二
十
七
日
に

社

中
之
条
町
郷
土
芸
能
保
存
会
が
結
成
さ
れ
た
。
そ
の
役
員
は
別
表
仰
の
と
お
り
で
あ
る
。

昭和51年度中之条町郷土芸能保存会

理事名簿

番号|保存会名|氏名|住所

1 西中之条獅子舞 唐沢良文西中之条

2 反 下 ' 関 三次上 沢 渡

3 大 岩 H 綿貫喜代治上沢渡

4 折 回 g 斎藤伝恵折 回

5 岩 本 • 森田昇午郎岩 本

6 平 • 関 浩平

7 大 塚 • 奈良 cフbロ大 塚

8 駒 岩 • 唐沢 実四 万

9 大 道 " 塩野谷俊雄大 道

10 下 沢渡 • 柏原勢一下 沢 渡

11 山 回 a 篠原久夫山 回

12 蟻 JII ， 篠原義雄蟻 JII 

13 西中之条太々神楽福田照雄西中之条

14 下沢渡 • 田村岩太郎下沢渡

15 四 万 ' 山田夏二四 万

16 蟻 JII ' 綿貫今市蟻 JII 

17 山 国 8・ 関 政治山 回

18 高 津 • 宮崎芳太郎横 尾

19 岩 本 N 町田千二郎岩 本

20 折 回 • 田村利喜街折 回

21 伊勢町 ， 樋田永太郎伊勢町

22 五反田 ' 宮沢弁次五反田

別表(1)



前
記
獅
子
舞
と
太
々
神
楽
の
保
存
グ
ル
ー
プ
が
中
之
条
町
青
年

団
の
後
援
を
得
て
、
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
二
十
三
日
町
立
第
一

小
学
校
講
堂
で
第
一
回
の
芸
能
発
表
会
を
開
催
し
た
。
当
日
は
各

保
存
グ
ル
ー
プ
は
地
域
の
特
色
を
存
分
に
発
揮
し
、
そ
の
演
技
は

町
民
に
古
典
芸
能
の
す
ば
ら
し
さ
を
再
認
識
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、

中
之
条
町
郷
土
芸
能
保
存
会
役
員
ハ
昭
和
五
一
年
一
月
〉

峰
崎
「
I
l
-
-
L円
l

i

-

-

名

会
長
一
唐
沢
姫
雄

副
会
長
一
唐
沢
初
男
山
田
文
平
小
池
一
エ

幹
事
一
樋
回
永
太
郎
田
村
利
害
衛

書
記
一
森
田
昇
午
郎

会
計
一
銀
持
澄
夫

参
与
一
伊
能
義
一
木
暮
久
弥

唐
沢
定
市

山
田
正
治
、
綿
貫
定
治

別
表

ω

奈
良
秀
重

昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
こ
れ
ら
郷
土
芸
能
の
グ
ル
ー
プ
は
中
之
条

町
教
育
委
員

会
の
主
催
に

山
口
武
夫

顔

問

よ
り
町
の
文
化
祭
の
一
環
と
し
て
同
年
十
一
月
二
十
三
日
社
会
福
祉
セ
シ
タ

l
を
会

場
と
し
て
開
催
、
そ
の
後
の
発
表
会
は
会
場
を
吾
妻
文
化
会
館
大
ホ

i
ル
に
移
し
て

毎
年
盛
大
に
開
催
し
て
い
る
。
な
お
、
中
之
条
町
の
獅
子
舞
グ
ル
ー
プ
は
、
昭
和
田

化

55自伊 時

. .. .. 
期十十十

一九一六一

大

会

名

会

場

i自z室主zi草i草演出グ

/レ

プ
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誌

十
九
年
に
県
の
連
合
会
に
団
体
加
入
し
、
そ
の
年
の
県
大
会
に
は
下
沢
渡
獅
子
舞
が
出
場
し
、
県
内
各
地
か
ら
の
参
会
者
の
前
で
宮
前
庭

獅
子
の
特
技
を
披
露
し
た
。
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
中
之
条
町
の
郷
土
芸
能
保
存
グ
ル
ー
プ
が
、
対
外
的
に
活
躍
し
た
歴
史
を
前
頁
に
表
示
し

て
お
い
た
。

600 

会社

4 

鳥
追
い
祭
と
祇
園
祭

中
之
条
町
の
鳥
追
い
祭
は
、
慶
長
九
年
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
昭
和
の
初
期
と
現
在
の
そ
れ
を
比
較
す
る
と

著
し
い
時
代
的
変
化
が
み
ら
れ
る
。

昭
和
四
十
五
年
六
月
N
H
K
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
の
歌
ま
つ
り
」
に
よ
っ
て
、
こ
の
鳥
追
い
祭
の
情
況
は
全
国
に
放
映
さ
れ
、
そ
の
後

も
N
H
K
や
民
故
各
局
の
テ
レ
ピ
、
ラ
ジ
オ
で
数
回
に
わ
た
っ
て
電
波
に
の
っ
て
い
る
。
毎
年
一
月
十
四
日
に
行
な
わ
れ
る
鳥
追
い
祭
は

五
穀
豊
作
、
商
売
繁
昌
を
祈
願
し
て
打
ち
な
ら
す
十
一
組
の
大
太
鼓
の
ひ
び
き
は
、
吾
妻
の
山
野
を
圧
し
、
オ
イ
モ
ウ
セ
・
オ
イ
モ
ウ
l

セ
、
セ
ツ
セ
ツ
セ
の
掛
声
と
と
も
に
町
内
を
ね
り
歩
く
。
各
商
庖
で
は
み
か
ん
・
手
拭
祝
儀
金
等
を
投
げ
て
商
売
の
繁
昌
と
厄
除
け
の
祈

願
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
が
昔
の
祭
り
の
姿
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
に
い
た
り
、
交
通
量
が
極
度
に
増
加
し
た
た
め
、
祭
の
あ
り
方
に

つ
い
て
も
大
き
な
変
貌
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

ま
た
、
中
之
条
の
祇
園
祭
も
昔
は
、
山
車
と
稚
児
行
列
が
賑
ゃ
に
町
を
ね
り
歩
き
近
村
総
出
の
お
祭
り
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
近
年
の
交

通
事
情
の
た
め
い
ろ
い
ろ
の
規
制
が
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
二
、
三
年
、
歩
行
者
天
国
を
設
定
し
、
お
祭
り
気
分

の
も
り
あ
げ
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
な
お
、
南
北
に
両
バ
イ
パ
ス
が
開
通
し
て
、
山
車
の
巡
回
範
囲
が
大
幅
に
拡
大
さ
れ
た
。

一
方
伊
勢
町
の
祇
園
祭
は
、
従
来
の
九
月
一
日
が
八
月
十
六
日
、
十
七
日
の
二
日
間
に
改
め
ら
れ
た
。
当
日
は
商
工
会
主
催
の
盆
お
ど
り

大
会
が
開
催
さ
れ
、
町
が
夏
祭
一
色
に
彩
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。



文
化
協
会
の
設
立

1 

設
立
の
趣
旨

化

戦
後
二
十
有
余
年
を
経
過
し
た
中
之
条
町
で
は
、
食
糧
事
情
も
好
転
し
、
経
済
的
に
も
余
裕
が
出
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
町
民
の
芸

術
文
化
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
そ
の
活
動
も
年
と
と
も
に
活
発
に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
文
化
財
の
保
護
育
成
も
昭
和
四
十
五
年
、

文
化
財
保
護
条
例
が
制
定
さ
れ
、
文
化
財
専
門
委
員
会
の
発
足
と
な
ら
ん
で
、
町
民
の
こ
れ
に
対
す
る
関
心
も
一
層
高
ま
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
情
況
の
中
で
、
数
多
く
の
芸
術
文
化
団
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
活
発
な
活
動
を
続
け
て
い
る
が
、
相
互
の
連
絡
提
携
も
な
く
、
町
と
し
て

の
総
合
的
な
施
策
に
も
欠
け
て
い
た
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
団
体
が
そ
の
独
自
性
を
保
持
し
な
が
ら
も
、
全
体
と
し
て
有
機
的
な

連
携
を
保
ち
つ
つ
地
域
に
お
け
る
芸
術
文
化
の
充
実
発
展
に
努
め
た
い
と
い
う
の
が
文
化
協
会
設
立
の
趣
旨
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

中
之
条
町
文
化
協
会
会
則
第
三
条
の
目
的
に
は
、
「
こ
の
会
は
、
町
民
の
芸
術
及
び
文
化
活
動
の
健
全
な
発
達
を
は
か
る
と
と
も
に
会
員

相
互
の
親
睦
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

2 

文
化
協
会
設
立
の
経
過

第五章文

年
の (i)
十昭
一 和
月 四
七 十
日八
、年
第 一
一月
回 か
のら
設 町
立の
準教
備育
会委
を 員
開 会
催事
(務
各局
芸社
術教
文係
化の
団 手
体で
代
表 管
者内
参の
加 芸
〉術

文文
化 化
協団
会体
設 の
立 実
の 態
趣調
旨 査
に を
つ 聞
い 始
てし
説た
明 。

し(註)
、そ

会 の
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会

則
案
を
配
布
し
て
検
討
を
依
頼
し
た
。
倒
引
き
続
き
翌
年
の
十
一
月
二
十
七
日
、
第
二
回
の
設
立
準
備
会
を
開
催
・
会
則
案
の
逐
条
審

議
・
各
芸
術
文
化
団
体
か
ら
常
任
理
事
・
理
事
を
選
出
の
上
報
告
を
依
頼
す
る
。
制
昭
和
四
十
九
年
一
月
二
十
九
日
文
化
協
会
設
立
総
会

を
開
催
し
て
会
則
議
決
ハ
別
記
の
と
お
り
〉
各
芸
術
文
化
団
体
の
常
任
理
事
及
び
理
事
を
選
任
す
る
。
例
会
年
五
月
十
六
日
、
第
一
回
の

理
事
会
を
聞
き
予
算
案
審
議
、
決
定
、
文
化
祭
実
行
委
員
会
規
約
を
審
議
の
上
議
決
し
た
。

文
化
協
会
の
規
則
の
一
部
を
次
に
示
し
て
お
く
。
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誌社

中
之
条
町
文
化
協
会
会
則

第
一
章
名
称
お
よ
び
事
務
所

第
一
条
こ
の
会
は
、
中
之
条
町
文
化
協
会
と
い
う
。

第
二
条
こ
の
会
の
事
務
所
は
、
中
之
条
町
教
育
委
員
会
事
務
局
内
に
お
く
。

第
二
章
目
的
お
よ
び
組
織

第
三
条
こ
の
会
は
、
町
民
の
芸
術
お
よ
び
文
化
活
動
の
健
全
な
発
達
を
は
か
る
と
と
も
に
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
四
条
こ
の
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
。

付
芸
術
お
よ
び
文
化
活
動
に
対
す
る
調
査
、
研
究

口
各
種
芸
術
文
化
団
体
の
育
成

国
講
演
会
、
発
表
会
、
展
示
会
等
の
開
催
並
び
に
後
援

伺
そ
の
他
こ
の
会
の
目
的
達
成
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業

第
五
条
こ
の
会
を
構
成
す
る
団
体
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

付
芸
術
団
体

白
文
化
団
体

国
有
形
文
化
財
お
よ
び
無
形
文
化
財
の
保
護
団
体

第
六
条
こ
の
会
に
加
入
を
希
望
す
る
団
体
に
つ
い
て
は
、
そ
の
団
体
の
活
動
状
況
等
検
討
し
、
理
事
総
会
の
承
認
を
得
て
加
入
を
認
め
る
。



第
七
条
l
一
二
条
ハ
略
〉
〈
役
員
お
よ
び
職
員
・
会
議
の
規
則
略
)

な
お
、
文
化
協
会
が
設
立
の
当
時
、
加
盟
し
た
芸
術
文
化
団
体
と
本
部
役
員
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

中
之
条
町
文
化
協
会
役
員
ハ
設
立
当
時
〉

書 事 言。 会 役
務

会 職
局

記 長 長 長 名

市 福 吉近

板橋 氏
JII 島 田藤

春 憲 毅や 菱
名

男 一 郎ゑ 良日

中 中

之 之 住

条
• H 

条

町 町

中 事 中中 伊

之 務 之之 勢 所
条 局 条条 町

監 会 書 役

職

事 言十 記 名

小松 荒田 蟻
氏

池井 井村 JII 

鴻

昇 新太郎
典

名
一清 男

中

之 住
• 

条

町

酉Z条 伊勢町

事四 事

務 務
所

局万 局

中
之
条
町
文
化
協
会
加
盟
芸
術
文
化
団
体
一
覧

-
昭
和
四
九
年
二
月
現
在
|

化

No. 
九八七六五四三二一

f1t 舞民書美

種

同 同同同

~U 

句 踊謡道術

か 中 中 伊 西 竹北自白

之

喜文自体

ま之勢原
条 舞渓

っ町条町
山 喜踊謡薬

かのυ 民 民 研支 の

吟町踊謡
究 急

吟

社社会会会会会部会

鈴小綿剣近石松田小

板 会

木橋貫持藤井井村池 長

菱さヤやマ 新鴻 氏

一 太 名
清郎きオゑツ清郎一

西伊中伊中中伊悶西 会

中 中 長
勢之勢之之勢

之 之 住

条町条町条条町万条 所
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八七六 五 四 三 二 一 0

同同

短

同

詩

同

写フ

オ

同

'ーグ〆

H
タ

歌

フ日吾墨中伊吾風如

之勢妻

目
μ交

路

短

町

短

条

吟水光豆ロ

ク妻

詠歌歌ス支

会部会会会会会会会

黒 松山近福宮市田本

崎井田藤島崎川村多

喜春次和

雄清郎ゑ明代男郎作

伊中折五折伊伊中

反勢勢之平勢之

町条回国
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吟真

〉〆

ス

エ報

ニ 連

三や恒

田町町条

な
お
、
文
化
協
会
設
立
後
始
め
て
、
教
育
委
員
会
の
主
催
に
よ
っ
て
中
之
条
町
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
た
。
開
催
に
あ
た
り
、
教
育
委
員

会
は
、
文
化
祭
の
指
標
を
次
の
よ
う
に
掲
げ
て
い
る
。

「
長
い
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
た
文
化
を
ま
も
り
、
育
て
た
い
。
さ
ら

に
は
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
芸
術
文
化
を
創
造
し
た
い
。
こ
う
し

た
営
み
の
中
で
人
間
と
し
て
、
ま
た
社
会
人
と
し
て
成
長
し
た
い
。
こ

ん
な
願
い
を
こ
め
て
中
之
条
町
で
は
文
化
祭
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
各
文
化
団
体
は
全
町
的
な
構
想
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
芸
術
文
化
の

成
果
を
華
や
か
に
展
開
し
て
も
ら
い
た
い
。

か
く
て
、
昭
和
四
十
九
年
第
一
回
の
文
化
祭
は
、
十
八
の
文
化
団
体
が
参
加
し
、

た3 

文
化
団
体
の
概
要

四
十
六
万
円
の
町
費
の
助
成
を
得
て
盛
大
に
行
わ
れ

昭
和
四
十
九
年
二
月
、
中
之
条
町
に
文
化
協
会
が
結
成
さ
れ
た
当
時
、
協
会
に
加
盟
し
た
文
化
団
体
は
前
述
の
と
お
り
十
八
団
体
で
あ

っ
た
が
、
さ
ら
に
そ
の
後
三
文
化
団
体
が
加
盟
し
て
い
る
。
次
に
そ
の
概
要
を
記
述
す
る
。
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(
 

化

山
の
町
吟
社
故
人
と
な
ら
れ
た
樋
田
一
巻
子
、
町
田
一
草
等
を
中

心
と
し
、
十
七
文
字
に
託
し
て
詩
情
を
深
め
よ
う
と
、
戦
前
か
ら
俳
句

文
学
の
研
さ
ん
を
続
け
て
き
た
同
志
が
相
よ
り
、
山
の
町
吟
社
を
結
成

し
た
の
は
終
戦
後
間
も
な
い
昭
和
二
十
一
年
五
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

山
々
に
固
ま
れ
た
中
之
条
、
美
し
い
山
河
を
こ
よ
な
く
愛
す
そ
の
心
情

か
ら
会
の
名
前
に
山
の
町
と
冠
し
た
。
特
に
、
生
涯
俳
譜
の
道
に
情
熱

を
傾
け
続
け
て
き
た
田
村
杉
雨
と
い
う
よ
き
指
導
者
の
蕪
淘
を
受
け
た

会
員
は
長
い
歴
史
の
中
で
今
日
ま
で
輝
や
か
し
い
伝
統
を
ま
も
り
続
け

て
き
た
の
で
あ
る
。

昭
和
四
十
六
年
三
月
、
杉
雨
先
生
他
界
の
あ
と
小
板
橋
山
纏
子
を
会

長
と
し
て
会
員
四
十
余
名
が
熱
心
に
近
代
俳
句
の
研
さ
ん
を
つ
づ
け
て

い
る
。こ

の
会
の
行
事
は
毎
月
一
回
の
定
例
句
会
、
春
秋
の
吟
行
句
会
、
俳

誌
若
葉
の
全
国
研
修
会
参
加
等
幅
広
く
活
動
し
、
吾
妻
俳
壇
の
中
心
的

役
割
を
来
し
て
い
る
。

か
ま
っ
か
吟
社
こ
の
会
の
発
足
は
、
昭
和
四
十
五
年
の
秋
か
ま
っ

か
〈
業
難
頭
の
別
名
〉
が
真
赤
に
燃
え
つ
づ
け
る
頃
で
あ
っ
た
。
会
の

お
れ
も
と
う

名
前
の
由
来
に
つ
い
て
、
会
長
鈴
木
清
ハ
吾
亦
紅
〉
は
次
の
よ
う
に
語

っ
て
い
る
。

「
業
難
頭
の
真
赤
な
棄
は
大
へ
ん
美
し
く
、
誰
か
ら
も
親
し
ま
れ
愛

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
燃
え
る
よ
う
な
情
熱
を
も
っ
て
、
俳
句
の
道
に
精

第五章文

進
し
よ
う
と
い
う
願
い
を
こ
め
て
か
ま
っ
か
会
と
名
づ
け
た
。
」
と
、

こ
の
会
は
、
も
と
も
と
西
中
之
条
に
在
住
す
る
同
士
山
が
相
よ
り
相
は

か
り
結
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
他
地
区
か
ら
の
入
会
者
が

多
く
、
現
在
の
会
員
は
三
十
名
に
達
し
て
い
る
。

な
お
、
そ
の
指
導
に
は
会
長
鈴
木
清
が
直
接
あ
た
っ
て
い
る
が
、
会

員
の
進
歩
の
あ
と
も
、
め
ざ
ま
し
く
、
す
で
に
俳
誌
、
白
魚
火
の
同
人

と
し
て
推
せ
ん
を
受
け
て
い
る
者
が
十
七
名
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

如
月
会
こ
の
会
は
五
反
田
を
中
心
と
す
る
俳
句
の
会
で
大
正
七
年

二
月
に
設
立
さ
れ
た
。
二
月
に
設
立
し
た
の
で
、
こ
の
会
の
名
前
を
如

月
会
と
名
づ
け
た
と
い
う
。

伊
参
と
い
う
と
こ
ろ
は
古
く
か
ら
俳
句
の
愛
好
者
が
多
く
、
そ
の
た

め
か
設
立
当
時
す
で
に
会
員
数
が
三

O
名
を
越
え
て
い
た
。
現
在
の
会

長
は
本
多
和
作
で
、
長
く
こ
の
会
の
運
営
に
努
力
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、

会
員
数
は
二

O
名
程
に
減
っ
て
い
る
が
、
鈴
木
吾
亦
紅
を
指
導
者
と
し

て
研
究
を
続
け
て
い
る
。
特
に
嵩
山
祭
親
都
神
社
の
奉
灯
句
会
は
、
こ

の
会
の
中
心
行
事
で
、
各
地
か
ら
数
多
く
の
投
句
が
殺
到
し
盛
大
に
行

な
わ
れ
て
い
る
。

会
長
本
多
和
作
は
、
「
こ
れ
か
ら
若
い
人
達
や
婦
人
の
方
々
に
多
勢

入
会
し
て
い
た
だ
き
、
往
年
の
如
月
会
を
再
現
し
た
い
」
と
語
っ
て
い

る。
風
交
会

俳
句
界
の
巨
匠
星
野
香
転
を
中
心
と
し
て
、
風
交
会
が
誕
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生
し
た
の
は
昭
和
七
年
で
あ
っ
た
。
当
時
は
、
会
員
六
、
七
名
と
い
う

さ
さ
や
か
な
会
で
あ
っ
た
が
年
と
と
も
に
会
員
も
増
加
し
て
い
っ
た
。

香
転
先
生
逝
去
の
あ
と
、
福
田
交
水
が
会
長
と
な
り
、
会
の
運
営
に
あ

た
っ
て
い
る
。

こ
の
会
の
事
業
と
し
て
特
筆
し
た
い
こ
と
は
、
毎
年
一
回
句
集
を
刊

行
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
句
集
に
は
、
折
田
公
民
館
を
会
場
と

す
る
月
例
研
修
会
の
成
果
を
、
ま
た
吟
行
会
で
の
力
作
を
克
明
に
載
せ

て
い
る
。
こ
の
会
の
常
任
理
事
田
村
次
郎
は
、

H

折
田
と
い
う
俳
句
に

よ
っ
て
耕
さ
れ
た
土
壊
を
今
一
度
掘
り
起
し
、
美
し
い
花
を
咲
か
せ
て

み
た
い
H

と
そ
の
抱
負
を
語
っ
て
い
る
。

さ
っ
き
会
「
俳
句
会
を
一
度
開
い
て
み
た
い
」
と
い
う
話
が
も
ち

あ
が
り
、
と
に
か
く
気
の
あ
る
人
が
集
ま
っ
て
最
初
の
会
を
開
い
た
の

が
、
昭
和
四
十
七
年
の
五
月
十
五
日
で
あ
っ
た
。
時
あ
た
か
も
五
月
で

あ
っ
た
の
で
会
の
名
前
を
き
っ
き
会
と
し
た
。

爾
来
、
会
長
の
小
林
桂
三
が
会
員
の
家
を
、
二
回
も
二
ニ
回
も
廻
っ

会社

(2) 

舞
踊
グ
ル
ー
プ

西
喜
会
西
喜
会
の
歴
史
は
戦
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。
市
山
喜
代
先
生

に
指
導
を
受
け
て
い
た
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
こ
の
会
(
当
時
は

市
山
日
本
舞
踊
の
会
と
い
っ
て
い
た
)
は
、
遺
族
の
慰
問
等
が
主
な
事

業
で
あ
っ
た
。
市
山
先
生
逝
去
の
あ
と
、
市
山
先
生
に
代
っ
て
、
西
川

扇
幹
先
生
に
指
導
を
願
い
、
市
山
先
生
の
名
前
の
喜
と
西
川
先
生
の
西

の
字
を
い
た
だ
き
会
の
名
前
を
西
喜
会
と
命
名
す
る
こ
と
に
し
た
。

て
は
次
の
句
会
を
開
い
た
。

ま
さ
に
、
こ
の
情
熱
が
原
動
力
と
な
っ
て
、
さ
っ
き
会
が
回
転
し
て

き
た
と
い
え
る
。
途
中
下
車
す
る
人
も
あ
り
、
乗
車
す
る
人
も
あ
っ
て

現
在
の
会
員
数
は
三
十
余
名
に
な
っ
た
。

毎
月
の
定
例
句
会
は
一
回
も
欠
か
す
こ
と
な
く
聞
か
れ
、
毎
年
春
秋

行
な
っ
て
き
た
吟
行
句
会
を
合
せ
る
と
現
在
ま
で
句
会
の
数
は
、
六
十

数
回
に
及
ん
で
い
る
。
会
員
は
、
そ
の
経
歴
や
句
歴
、
流
派
等
ま
ち
ま

ち
で
あ
る
が
、
互
い
に
俳
句
の
心
を
糧
と
し
句
会
を
中
心
と
し
て
会
員

同
志
の
交
流
を
は
か
り
、
そ
の
問
、
中
之
条
町
俳
垣
の
先
輩
各
位
の
指

導
を
い
た
だ
き
、
健
全
な
句
会
を
育
て
た
い
と
努
力
し
て
い
る
。
発
足

以
来
精
進
の
成
果
も
実
の
り
、
今
年
五
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
「
五
月

の
風
」
と
い
う
句
集
を
発
刊
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
会
の
常
任
理
事
斎

藤
三
秋
は
M

私
ど
も
は
お
互
い
の
深
い
縁
を
大
切
に
し
、
さ
っ
き
会
の

十
周
年
に
む
か
つ
て
努
力
し
た
い
u
と。
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こ
の
会
の
会
長
は
近
藤
や
ゑ
で
あ
る
が
、
会
長
が
多
年
福
祉
事
業
に

献
身
的
な
努
力
を
続
け
て
い
る
方
で
あ
る
こ
と
も
・
あ
っ
て
、
毎
年
の
発

表
会
も
チ
ャ
リ
テ
ィ
l
的
性
格
の
も
の
と
し
、
そ
の
入
場
料
は
全
額
福

祉
事
業
関
係
に
献
納
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
企
画
は
す
で
に
二
十

年
以
上
も
続
い
て
い
る
。
ま
こ
と
に
注
目
に
価
す
る
文
化
団
体
で
あ

る
。
こ
の
会
の
会
長
近
藤
や
ゑ
は
、
「
長
い
伝
統
を
も
っ
西
喜
会
な
の



で
、
会
員
が
成
人
さ
れ
て
嫁
に
行
く
。
そ
の
お
子
さ
ん
が
入
会
す
る
。

代
は
変
っ
て
も
、
文
化
の
一
端
を
荷
な
う
も
の
と
し
て
、
い
つ
ま
で
も
、

日
本
舞
踊
の
道
を
守
り
続
け
て
ゆ
き
た
い
」
と
、
そ
の
抱
負
を
語
っ
て

い
る
。竹

原
舞
踊
教
室
こ
の
会
は
、
昭
和
三
十
九
年
五
月
、
民
踊
を
愛
好

す
る
中
之
条
町
の
人
達
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
。

こ
の
会
で
は
、
竹
原
流
の
家
元
で
あ
り
、
全
国
郷
土
民
謡
協
会
の
理

事
で
ゐ
る
竹
原
喬
之
助
に
そ
の
指
導
を
仰
い
で
い
る
た
め
、
会
の
名
称

イじ文第五章

竹原舞踊研究会々員の歌舞伎座出演

を
竹
原
舞
踊
教
室
と
し
た
。
結
成
後
す
で
に
十
年
余
り
の
歳
月
を
け
み

し
て
い
る
が
、
現
在
(
昭
和
五
十
一
年
三
月
)
の
会
員
数
は
四
万
の
会

員
を
ふ
く
め
て
八
十
名
。
会
長
石
井
マ
ツ
を
中
心
と
し
遠
田
モ
ト
エ
を

指
導
者
と
し
て
活
滋
に
活
動
し
て
い
る
。
会
長
石
井
マ
ツ
は
、
こ
の
会

の
目
的
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
私
達
は
、
祖
先
が
生
活
の
喜

び
ゃ
悲
し
み
を
、
ま
た
は
そ
の
希
望
を
歌
に
託
し
踊
り
続
け
て
来
た
民

謡
と
民
舞
を
掘
り
越
し
そ
の
輸
を
拡
げ
た
い
」
と
、
練
習
は
月
二
回
の

家
元
の
稽
古
を
始
め
、
毎
週
一
回
を
定
期
練
習
日
と
し
、
進
歩
の
あ
と

も
め
ざ
ま
し
い
。
特
に
会
員
中
に
は
、
日
本
民
謡
協
会
主
催
の
全
国
大

会
や
歌
舞
伎
公
演
等
に
も
出
演
し
て
い
る
。

中
之
条
町
民
踊
会
中
之
条
町
民
踊
会
は
、
昭
和
四
十
九
年
中
之
条

町
文
化
協
会
の
設
立
を
契
機
と
し
て
発
足
し
た
。
会
長
は
綿
貫
サ
キ
指

導
者
は
遠
因
モ
ト
エ
で
現
在
の
会
員
数
は
三
十
名
、
毎
月
三
回
の
稽
古

田
に
は
殆
ん
ど
全
会
員
が
出
席
す
る
と
い
う
ま
こ
と
に
熱
心
な
会
で
あ

る
。
発
表
の
機
会
と
し
て
は
、
文
化
祭
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
l
シ
ョ

l
、
砥

園
祭
の
踊
り
の
広
場
等
で
あ
り
、
さ
ら
に
老
人
ホ
l
ム
等
、
福
祉
施
設

の
慰
問
も
欠
か
せ
な
い
行
事
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
会
員
は
、
そ
の
視

野
を
広
め
る
た
め
県
の
民
踊
会
に
も
加
入
し
て
お
り
、
一
部
会
員
は
日

本
民
踊
会
に
も
加
盟
し
て
い
る
。

会
長
綿
貫
サ
キ
は
、
そ
の
抱
負
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い

る
。
「
現
在
は
ま
だ
小
さ
い
会
で
す
が
、
徐
々
に
で
も
よ
い
民
踊
の
輸
を

広
げ
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
私
達
の
努
力
が
実
を
結
び
、
民
踊
を
通

し
て
明
る
い
社
会
づ
く
り
に
少
し
で
も
役
立
て
ば
幸
せ
で
あ
る
。
」
と
。
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伊
勢
町
民
踊
会
こ
の
会
は
昭
和
三
十
七
年
の
設
立
、
し
た
が
っ
て

設
立
後
す
で
に
十
五
年
を
経
過
す
る
長
い
歴
史
を
も
っ
民
踊
の
会
で
・
あ

る
。
設
立
当
時
は
伊
勢
町
民
謡
舞
会
と
い
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
伊

勢
町
民
踊
会
と
会
の
名
称
を
改
め
て
い
る
。
設
立
当
時
す
で
に
三
十
名

近
い
会
員
を
擁
し
て
い
た
が
、
現
在
で
は
七
十
名
余
と
い
う
大
世
帯
に

ふ
く
れ
上
っ
て
い
る
。
会
長
は
剣
持
ヤ
オ
で
こ
の
会
の
設
立
当
初
か
ら

会社

(3) 

絵
画
グ
ル
ー
プ

自
葉
会
白
薬
会
は
、
絵
画
に
興
味
を
も
っ
人
達
二
十
人
程
に
よ
る

グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
昭
和
四
十
一
年
に
結
成
さ
れ
、
会
長
に
は
中
之
条

町
の
小
池
鴻
一
が
選
任
さ
れ
た
。
そ
の
指
導
に
は
多
年
、
中
之
条
高
校

と
吾
妻
高
校
で
美
術
担
当
講
師
と
し
て
尽
申
汗
さ
れ
た
田
中
稲
三
画
伯
が

あ
た
っ
て
い
る
。
会
の
行
事
は
、
毎
月
一
回
の
研
究
会
と
春
秋
の
写
生

会
等
が
主
な
も
の
で
あ
り
、
一
年
間
の
作
品
を
一
堂
に
展
望
す
る
自
棄

展
も
昭
和
五
十
年
で
す
で
に
十
回
を
数
え
る
に
至
っ
た
。
会
員
は
、
会

短
歌
グ
ル
ー
プ

吾
妻
路
短
歌
会
吾
妻
路
短
歌
会
は
、
昭
和
四
十
六
年
二
月
、
短
歌

に
心
を
寄
せ
る
人
々
が
集
っ
て
結
成
さ
れ
た
。

会
長
で
あ
り
会
の
設
立
者
で
あ
る
市
川
春
男
は
結
成
の
意
義
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
激
動
す
る
世
に
あ
っ
て
、
私
た
ち

は
忙
し
く
明
け
暮
れ
、
と
も
す
れ
ば
人
間
性
す
ら
す
り
き
れ
そ
う
に
な

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
短
歌
を
通
し
て
心
を
結
び
合
い
、

命
の
意
義
を
共
感
し
合
っ
て
人
間
性
回
復
の
輸
を
ひ
ろ
げ
た
い
。
」
と
。

(4) 

引
き
続
き
そ
の
任
に
あ
り
、
米
寿
に
近
く
、
官
同
令
な
が
ら
も
時
々
練
習

会
場
に
足
を
運
ん
で
い
る
。
指
導
者
は
田
村
ま
ん
、
毎
月
二
回
(
五

日
、
二
十
日
)
伊
勢
町
公
民
館
を
会
場
と
し
て
熱
心
に
練
習
に
は
げ
ん

で
い
る
。
田
村
ま
ん
は
語
る
。
「
伊
勢
町
と
い
う
地
域
性
も
あ
り
、
数

多
く
の
人
々
に
民
踊
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
民
踊
を
と

お
し
て
、
地
域
婦
人
の
連
帯
の
輸
を
ひ
ろ
げ
た
い
」
と
。
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社
員
、
公
務
員
、
医
師
、
教
員
等
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
年
令
も
二
十
才

台
か
ら
七
十
才
台
ま
で
と
大
き
な
ひ
ら
き
が
あ
る
が
、
画
筆
を
と
る
限

に
は
、
年
令
を
感
じ
さ
せ
な
い
。
ま
た
、
毎
年
十
一
月
に
開
催
さ
れ

る
町
の
文
化
祭
に
は
、
美
術
展
の
一
環
と
し
て
の
絵
画
展
を
開
催
し
白

薬
会
々
員
が
そ
の
中
心
と
な
り
、
多
彩
な
作
品
展
を
く
り
ひ
ろ
げ
て
い

る。
爾
来
、
毎
月
第
三
日
緩
日
の
午
後
一
時
か
ら
を
、
学
習
日
と
定
め
、

会
長
宅
を
会
場
と
し
て
自
作
の
合
評
会
を
主
に
、
秀
歌
の
鑑
賞
、
文
法

の
勉
強
等
歌
を
つ
く
る
こ
と
に
対
す
る
熱
意
を
燃
や
し
て
い
る
。
現
在

(
昭
和
五
十
一
年
三
月
)
の
会
員
数
は
三
十
一
名
、
そ
の
事
業
も
、
月

例
会
の
基
礎
を
支
え
る
も
の
と
し
て
、
県
内
有
名
な
歌
人
を
招
い
て
の

学
習
会
、
さ
ら
に
会
の
歩
み
と
、
そ
の
作
品
を
収
め
た
年
間
歌
集
の
刊

行
等
を
中
心
と
し
て
い
る
。



伊
勢
町
短
歌
会
こ
の
会
は
、
伊
勢
町
に
在
住
し
、
同
好
の
士
山
が
相

寄
り
昭
和
四
十
八
年
一
月
に
伊
勢
町
短
歌
会
と
し
て
発
足
し
た
。
当
時

は
会
員
は
十
五
名
程
で
、
会
長
に
は
宮
崎
喜
代
が
選
ば
れ
、
現
在
も
引

き
続
き
そ
の
任
に
当
っ
て
い
る
。
会
員
が
比
較
的
少
い
の
で
会
長
宅
を

会
場
と
し
、
月
一
回
市
川
春
男
先
生
に
指
導
を
仰
ぎ
地
道
な
研
讃
を
続

(5) 

写
真
グ
ル
ー
プ

日
本
報
道
写
真
連
盟
吾
妻
支
部
こ
の
会
は
、
昭
和
四
十
六
年
日
報

連
群
馬
県
本
部
の
呼
び
か
け
で
古
く
か
ら
あ
っ
た
吾
光
会
の
会
員
も
吸

収
し
吾
妻
支
部
と
し
て
発
足
し
た
。
会
員
は
殆
ん
ど
中
之
条
町
在
住
の

人
達
で
、
設
立
当
時
は
十
数
名
で
あ
っ
た
が
、
現
在
(
昭
和
五
十
一
年
三

月
)
二
十
名
を
越
す
状
況
で
あ
る
。
年
令
層
も
、
二
十
才
台
か
ら
六
十

才
台
と
幅
広
く
写
真
歴
も
こ
の
道
三
十
年
と
い
う
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
初
心

者
ま
で
と
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
こ
の
会
は
会
の
名
称
が
示
す
と
お
り
、

(6) 

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

イb

中
之
条
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
会
中
之
条
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
会
は
、
昭
和
四

十
五
年
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
会
と
し
て
結
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

後
、
年
と
共
に
会
員
数
も
増
加
し
、
現
在
二
十
数
名
を
数
え
る
に
い
た

っ
た
。
会
長
は
中
之
条
町
の
唐
沢
正
幸
、
練
習
会
場
は
吾
妻
勤
労
青
少

年
ホ
l
ム
と
し
、
毎
週
水
隠
日
午
後
七
時
か
ら
練
習
を
続
け
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
会
で
は
単
に
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
踊
る
だ
け
で
な
く
、
各

第五章文

け
て
い
る
。
会
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
す
で
に
五
年
、
会
員
の
短
歌
に
対

す
る
意
欲
も
、
高
ま
り
、
今
年
あ
た
り
か
ら
歌
集
の
刊
行
に
着
手
し
た

い
と
い
っ
て
い
る
。
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
市
川
春
男
は
、
会
員
の
人

達
が
一
層
友
情
の
輸
を
ひ
ろ
げ
、
人
生
を
よ
り
輝
か
せ
る
た
め
に
、
格

段
の
精
進
を
お
願
い
し
た
い
と
語
っ
て
い
る
。

報
道
写
真
の
研
究
が
主
眼
で
あ
り
、
写
真
を
通
し
て
、
社
会
文
化
の
向

上
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
ゐ
る
。
会
長
は
当
初
望
月
松
太
郎
で

あ
っ
た
が
、
現
在
は
関
征
児
に
代
り
、
会
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
会
の
事
業
は
、
月
例
会
と
し
て
、
撮
影
会
、
作
品
の
研

究
等
を
実
施
し
、
ま
た
、
文
化
祭
に
は
写
真
展
を
開
催
し
、
広
く
町
民

の
参
加
を
求
め
て
い
る
。
特
に
昭
和
五
十
年
、
こ
の
会
の
協
力
に
よ
り

中
之
条
町
文
化
財
写
真
集
を
刊
行
し
た
こ
と
は
大
き
な
功
績
で
あ
る
。

国
の
踊
り
や
民
俗
衣
裳
等
を
研
究
し
、
会
員
達
で
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
を
作

り
、
こ
れ
を
身
に
つ
け
て
踊
る
と
い
っ
た
幅
広
い
研
究
を
続
け
、
県
の

大
会
に
も
連
続
出
場
し
て
い
る
。

ま
た
、
会
員
の
融
和
と
親
睦
を
は
か
る
た
め
、
毎
年
ハ
イ
キ
ン
グ
、

海
水
浴
、
ス
キ
l
合
宿
等
を
実
施
し
て
い
る
。
昭
和
四
十
九
年
に
は
万

座
を
会
場
と
し
て
一
泊
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
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(7) 

害

会

道

白
渓
支
部
自
渓
支
部
は
書
道
愛
好
者
の
グ
ル
ー
プ
で
、
昭
和
四
十

五
年
、
四
万
温
泉
地
区
を
中
心
と
し
て
、
四
万
温
泉
協
会
顔
問
荒
井
由

平
氏
の
努
力
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
。
会
員
は
、
現
在
老
若
男
女
合
せ

て
三
十
余
名
、
田
村
新
太
郎
を
会
長
と
し
て
、
真
剣
な
練
習
が
続
け
ら

さ
〈
う
ん

れ
て
い
る
。
指
導
者
に
は
、
こ
の
道
の
権
威
古
屋
朔
雲
先
生
に
依
額

し
、
毎
週
一
田
中
之
条
町
か
ら
四
万
に
出
張
指
導
を
お
願
い
し
て
い

る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
会
を
自
渓
と
名
づ
け
た
の
は
、
朔
雲
の
ご
意
見

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

8

山
な
み
に
残
る
白
雪
、
そ
れ
は

社

!8l 

邦

楽

和
楽
会
中
之
条
町
に
は
、
響
曲
の
会
に
小
池
秀
保
ハ
小
池
な
み
江
〉

し
@
@
め

先
生
指
導
の
東
雲
会
ハ
会
員
数
二
十
五
名
)
と
、
山
田
は
る
先
生
指
導

の
ふ
た
ば
会
ハ
会
員
数
十
五
名
〉
が
あ
る
。

ま
た
、
三
絃
に
は
、
杵
屋
勝
瑛
富
(
田
村
と
み
〉
先
生
指
導
の
き
ね

み
会
(
会
員
数
二
十
三
名
〉
と
杵
屋
勝
瑛
多
ハ
竹
測
た
み
)
先
生
指
導

の
呉
竹
会
(
会
員
数
六
名
〉
が
あ
る
。

さ
ら
に
尺
八
の
若
竹
会
で
は
、
小
林
祭
童
先
生
の
指
導
で
数
名
の
愛

好
者
が
相
集
い
研
さ
ん
を
続
け
て
い
る
。

以
上
五
つ
の
邦
楽
の
グ
ル
ー
プ
が
合
流
し
和
楽
会
を
設
立
し
た
の
は

昭
和
四
十
九
年
で
あ
っ
た
。

な
お
尺
八
、
等
曲
、
三
絃
の
脅
か
合
同
し
、
邦
楽
の
妙
な
る
調
べ
を

楽
し
み
つ
つ
、
会
員
の
和
を
深
め
た
い
、
と
い
う
意
味
を
ふ
く
め
て
、

書
道
の
心
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
H

と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
会
の
性
格
に
つ
い
て
荒
井
由
平
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。
「
こ
の
教
室
の
書
道
は
、
芸
術
の
書
で
な
く
て
よ
い
。
修
業
の

者
で
な
く
て
も
よ
い
。
趣
味
と
し
て
ま
た
老
後
の
無
柳
を
か
こ
つ
一
つ

の
手
段
と
し
て
、
常
に
筆
硯
を
手
の
と
ど
く
と
こ
ろ
に
置
い
て
、
自
分

で
楽
し
め
る
自
分
の
字
を
つ
く
り
あ
げ
る
、
そ
う
い
う
教
室
に
し
た

い
よ
と
。
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会
の
名
称
を
和
楽
ハ
わ
が
く
〉
会
と
名
づ
け
た
。

会
員
は
総
勢
七
十
名
を
越
え
る
大
世
帯
で
あ
り
、
平
常
は
各
グ
ル
ー

プ
単
位
で
稽
古
を
続
け
て
い
る
。

し
か
し
、
秋
の
文
化
祭
始
め
総
合
発
表
会
等
に
は
全
会
員
参
加
し

て
、
邦
楽
の
総
合
美
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
い
る
。

会
長
吉
田
芳
江
は
、
こ
の
会
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
唄
の
中
に
歴
史
を
ふ
り
か
え
り
、
一
一
一
曲
合
奏
で
相
和
し
、
相
楽
し
み

つ
つ
、
日
本
の
美
し
い
伝
統
文
化
を
ま
も
り
育
て
み
た
い
。
」
と
。

北
謡
会
民
謡
愛
好
家
山
田
竹
次
の
す
す
め
も
あ
り
、
中
之
条
町
の

同
志
十
三
名
が
相
は
か
り
、
北
謡
会
を
創
立
し
た
の
は
、
昭
和
四
十
四

年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
設
立
後
半
年
程
で
暗
礁
に
乗
り
あ
げ
、
解
散
を
余
儀
な
く



さ
れ
た
。

孝
い
、
町
田
柳
水
先
生
の
指
導
に
よ
り
翌
年
再
び
北
謡
会
が
日
の
目

を
み
る
に
至
っ
た
。

そ
の
後
七
年
、
会
員
も
三
十
数
名
と
な
り
、
そ
の
組
織
も
、
尺
八

部
、
三
味
線
部
、
太
鼓
部
、
踊
り
部
の
四
部
に
分
け
、
町
田
柳
水
先
生

の
指
導
に
よ
り
、
組
織
的
な
研
さ
ん
を
積
ん
で
い
る
。

な
お
、
昭
和
五
十
一
年
四
月
、
こ
の
北
謡
会
は
、
日
本
民
謡
協
会
吾

妻
勝
清
会
と
し
て
認
証
さ
れ
、
そ
の
指
導
を
ピ
グ
タ
l
専
属
歌
手
佐
々

木
定
勝
先
生
に
依
頼
し
た
。
こ
の
認
証
を
記
念
し
、
そ
の
年
の
九
月
に

は
、
小
松
み
ど
り
他
一
流
芸
能
人
を
招
い
て
豪
華
な
民
謡
シ
ョ
ー
を
開

催
し
て
い
る
。

会
長
松
井
清
は
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
民
衆
の
生
活
の
中
か
ら
生
れ
た
素
朴
な
民
謡
を
通
じ
て
相
互
理
解

イb

n
g
 中

之
条
吟
詠
会
中
之
条
吟
詠
会
は
、
日
本
詩
吟
学
院
岳
風
会
の
中

之
条
支
部
と
し
て
、
昭
和
四
十
八
年
五
月
、
数
名
の
会
員
に
よ
っ
て
、

細
々
と
誕
生
し
た
。

そ
の
後
、
年
と
と
も
に
会
員
数
が
増
加
し
、
昭
和
五
十
一
年
十
二
月

に
は
男
子
会
員
五
十
九
名
、
女
子
会
員
六
十
九
名
と
な
り
、
分
教
場
も

五
カ
所
を
数
え
る
に
い
た
っ
た
。
ま
さ
に
隔
世
の
感
が
あ
る
。

年
令
も
二
十
才
台
か
ら
七
十
才
台
と
幅
広
く
、
そ
の
職
業
も
多
種
多

様
で
あ
る
。

詩

吟

第五章文

を
深
め
た
い
」
と
。

竪
水
会
こ
の
会
は
、
昭
和
四
十
九
年
の
七
月
、
中
之
条
町
の
竪
町

に
在
住
す
る
民
謡
愛
好
家
七
、
八
名
の
人
達
で
結
成
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

急
速
に
会
員
も
増
加
し
、
現
在
(
昭
和
五
十
一
年
一
一
一
月
〉
四
十
三
名
に

ふ
く
れ
あ
が
っ
て
い
る
。
会
の
名
称
も
当
初
は
室
町
民
謡
会
と
名
づ
け

た
が
、
昭
和
五
十
年
こ
れ
を
堅
水
会
と
改
め
た
。
会
名
創
案
者
の
桑
原

と
み
は
、
こ
の
堅
水
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
、
「
竪
水
は
健
康
な
水
に
通

じ
、
堅
実
に
発
展
す
る
竪
町
の
民
謡
の
会
と
い
う
意
味
を
も
ふ
く
め
て

堅
水
会
と
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
会
長
は
中
之
条
町
の
斎
藤
三
秋
、

指
噂
は
日
本
民
謡
協
会
東
光
支
部
の
町
田
柳
水
先
生
に
依
額
し
て
い

る
。
こ
の
会
は
、
設
立
後
日
の
浅
い
会
で
あ
る
が
、
先
生
の
尺
八
を
基

調
と
し
、
三
味
線
、
太
鼓
、
笛
を
と
り
入
れ
、
多
彩
な
民
謡
の
会
を
め

ざ
し
て
、
日
夜
精
進
を
続
け
て
い
る
。

稽
古
は
、
中
之
条
商
工
会
館
の
二
階
を
お
借
り
し
て
、
毎
週
火
曜
日

の
夜
克
明
に
続
け
ら
れ
、
す
で
に
有
段
者
八
十
八
名
を
数
え
る
に
い
た

った。会
長
に
は
中
之
条
町
の
伊
能
博
が
選
任
さ
れ
、
そ
の
指
導
は
福
島
明

風
ハ
本
名
福
島
明
)
が
あ
た
っ
て
い
る
。
明
風
氏
は
詩
吟
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
漢
詩
、
短
歌
、
俳
句
、
そ
し
て
現
代
詩
と
、
あ
ら
ゆ
る
詩
歌
を
自

己
の
音
律
に
合
せ
て
、
立
体
化
す
る
の
が
詩
吟
で
あ
る
。
ま
た
、
詩
吟
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を
通
し
て
、
詩
歌
の
心
を
波
み
、
わ
が
国
の
歴
史
の
歩
み
や
、
そ
の
時

そ
の
人
の
心
に
接
し
、
人
の
道
を
学
び
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
。

主
な
事
業
と
し
て
は
、
週
一
回
の
練
習
会
の
ほ
か
に
、
上
部
団
体
で

あ
る
岳
風
会
前
橋
支
部
で
主
催
す
る
昇
段
審
査
会
ハ
春
、
秋
二
回
〉
東

日
本
コ

γ
タ

l

ル
県
予
選
、
吟
道
夏
期
大
学
等
々
に
参
加
し
、
秋
の
文

化
祭
に
は
、
墨
水
会
と
合
同
し
て
、
全
会
員
参
加
に
よ
る
秋
の
文
化
の

祭
典
を
く
り
ひ
ろ
げ
て
い
る
。

墨
水
会
昭
和
四
十
六
年
、
吾
妻
町
に
墨
水
流
の
詩
吟
愛
好
会
が
結

成
、
さ
ら
に
翌
四
十
七
年
に
は
中
之
条
町
に
第
一
グ
ル
ー
プ
が
で
き
、
次

い
で
第
二
第
三
と
次
々
に
愛
好
者
の
グ
ル
ー
プ
が
誕
生
し
た
の
で
、
こ

れ
ら
が
合
流
し
て
吾
妻
墨
水
会
が
設
立
さ
れ
た
。
現
在
の
中
之
条
会
員

は
四
十
五
名
、
詩
を
鑑
賞
し
な
が
ら
地
道
な
研
讃
を
続
け
て
い
る
。
指

川

茶

道

・

華

道

中
之
条
茶
華
道
会
中
之
条
町
に
は
、
華
道
の
中
に
、
古
流
松
藤
会

池
の
坊
、
国
風
華
道
会
、
大
和
華
道
、
草
月
流
の
五
流
派
の
社
中
が

あ
る
。
ま
た
、
茶
道
の
部
に
は
、
表
千
家
、
裏
千
家
、
江
戸
千
家
及
び

東
阿
部
流
の
四
流
派
の
社
中
が
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
中
が
独
自
性
を

活
か
し
つ
つ
、
熱
心
な
指
導
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
四
十
九
年
一

月
、
中
之
条
町
に
文
化
協
会
設
立
を
機
会
に
、
前
記
華
道
・
茶
道
の
各
流

派
の
社
中
の
理
解
あ
る
協
力
に
よ
り
、
こ
れ
ら
を
合
同
し
、
こ
こ
に
中

之
条
茶
華
道
会
を
結
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
会
長
に
は
、
綿
貫
ふ
さ

が
就
任
し
、
流
派
を
越
え
て
相
互
の
親
睦
を
は
か
り
、
茶
車
中
道
の
普
及

会社

導
者
は
、
藤
ノ
木
雄
峰
先
生
、
練
習
は
月
三
回
で
、
時
々
本
部
か
ら
先

生
を
招
い
て
研
修
会
を
開
催
し
て
い
る
。
主
な
年
間
行
事
は
、
東
京
本

部
に
お
け
る
年
一
回
の
定
期
昇
段
大
会
と
夏
の
昇
段
臨
時
大
会
、
初
吟

大
会
等
で
あ
る
。
ま
た
、
吾
妻
町
会
員
と
の
合
同
練
習
会
、
秋
の
文
化

祭
、
施
設
慰
問
等
を
実
施
し
て
い
る
。
な
お
過
去
の
実
績
に
よ
る
と
、

小
学
生
を
ふ
く
め
た
昇
段
の
確
率
は
高
く
、
特
に
男
子
に
お
い
て
は
合

吟
コ

γ
ク
ー
ル
で
一
位
、
二
位
に
連
続
入
賞
し
て
い
る
。
会
長
桑
原
清

は
、
「
精
神
修
養
の
糧
と
し
て
ま
た
健
康
増
進
の
途
と
し
て
、
さ
ら
に

吟
の
道
に
推
進
し
た

い
」
と
。

と
発
展
に
つ
と
め
て

い
る
。
例
え
ば
、
秋

の
文
化
祭
に
は
、
諸

流
派
合
同
の
大
茶

会
、
ま
た
は
華
道
展

を
開
催
し
、
伝
統
に

輝
ゃ
く
、
茶
華
道
文

化
を
華
均
し
く
、
会

場
い
っ
ぱ
い
に
ひ
ろ

げ
て
い
る
。
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町
民
の
生
活
意
識

戦
後
三
十
年
、
と
く
に
一
九
六

O
年
(
昭
和
三
十
五
年
〉
以
降
の
日
本
の
社
会
文
化
情
況
の
変
貌
は
、
あ
ま
り
に
も
急
激
だ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
め
ま
ぐ
る
し
い
文
化
価
値
の
変
転
す
る
時
期
に
対
応
し
て
、
わ
が
町
の
人
達
は
一
体
ど
の
よ
う
な
生
活
意
識
を
も
っ
て
い
る
の

か
。
年
令
に
よ
り
、
職
業
に
よ
り
、
ま
た
地
域
別
に
よ
り
、
生
活
意
識
が
ど
う
違
う
の
か
。
ぜ
ひ
と
も
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
た
び
、
町
誌
第
三
巻
の
現
代
編
社
会
誌
の
編
集
に
当
た
っ
て
、
人
々
の
生
き
か
た
の
問
題
を
は
じ
め
、
現
在
の
社
会
生
活
、
家
族

生
活
、
教
育
等
の
問
題
の
中
か
ら
最
も
関
心
の
あ
る
十
五
項
目
を
選
ん
で
、
町
民
の
方
々
の
生
活
意
識
調
査
を
実
施
し
た
。
ま
ず
町
誌
編

集
委
員
会
の
今
次
調
査
の
概
要
を
あ
げ
て
お
く
。

化

調
査
方
法
:
・
中
之
条
町
民
の
う
ち
、
無
作
為
抽
出
法
に
よ
り
、
二
十
才

以
上
に
つ
い
て
は
選
挙
人
名
簿
に
よ
り
男
女
別
に
、
二
O
l二
五
才
、

二
六
l
四
O
才
、
四
一

l
六
O
才
、
六
一
才
以
上
の
四
階
層
に
分
け
、

各一

O
O人
を
抽
出
、
一

O
才
台
は
中
之
条
高
校
生
及
び
吾
妻
高
校
生

一
O
O人
を
選
定
し
、
計
六
O
O人
を
調
査
対
象
と
し
た
。
回
収
率
は

ほ
ぼ
九
O
w
m近
い
も
の
だ
っ
た
。

調
査
項
目
:
:
:
I
「
生
き
が
い
」
意
識
(
1
〉、

E
家
庭
生
活
:
:
:
夫
婦

の
家
事
分
担
の
意
識
(
2
〉
、
親
子
二
夫
婦
の
住
ま
い
方
〈
3
)
、
子
の
親

に
対
す
る
心
情
ハ
4
)
、
家
庭
内
の
老
人
の
生
活
に
つ
い
て
〈
均
〉
、

E
社

第五章文

会
生
活
:
:
:
「
世
代
の
断
絶
」
に
つ
い
て
の
意
見
(
6
可
余
暇
利
用
の

し
か
た
〈
7
〉
、
集
会
の
後
仕
末
に
つ
い
て
ハ
8
〉
、
情
報
社
会
に
お
け
る

生
き
方
ハ
U
〉
、
家
庭
職
場
の
女
性
の
地
位
に
つ
い
て
の
意
見
〈
臼
〉
、
町
、

文
化
:
:
:
郷
土
の
伝
統
文
化
に
つ
い
て
の
意
見
ハ
9
〉
、
信
仰
宗
教
に
つ

い
て
の
意
見
(
印
可
日
本
人
の
貯
蓄
心
に
つ
い
て
の
意
見
〈
悶
可

V
子

供
の
教
育
へ
の
過
保
護
に
つ
い
て
(
5
〉
、
現
在
の
入
学
試
験
に
つ
い
て

の
意
見
ハ

u
y

註
(
〉
内
の
数
字
は
質
問
調
査
票
の
番
号
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
調
査
結
果
を
整
理
し
て
町
民
の
生
活
意
識
の
諸
相
に
つ
い
て
述
べ
る
。
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誌

1

0
「
生
き
か
た
」
に
つ
い
て
の
意
識
人
々
の
生
活
上
の
価
値
観
が

多
様
化
す
る
中
で
、
町
の
人
々
の
基
本
的
な
生
き
方
の
問
題
に
つ
い

て
の
考
え
方
を
、
-
生
き
が
い
を
何
に
求
め
る
か
、

E
日
本
人
の
強

い
貯
蓄
性
に
つ
い
て
の
意
見
、

E
信
仰
宗
教
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
百

余
暇
利
用
の
し
か
た
な
ど
を
通
し
て
、
生
活
観
を
み
る
と
、

工
「
生
き
が
い
」
の
基
本
を
何
に
求
め
る
か
(
図
表
I
〉

ω
二
十
六
歳
以
上
の
成
人
は
男
女
を
通
じ
て
、
「
家
族
仲
よ
く

暮
し
た
い
」
と
い
う
願
望
か
他
に
比
し
て
強
い
こ
と
、
し
か
も

会社

く%)

ア章旗仲よ〈平和に〈らす・M・M・.........・H・.~ヨ

イ 盟かな経梼生橋をいと ~tr............・-… E三ヨ
ウ心をうちあけて儲せる友人をもっ.........t.:.......:..)
エ飽味に生~õ.. … IIIIDI田
宏生涯うちこ的る仕事をもっ…..............c二コ
カ地位や名書向ために嘗力する………-

キそ町他・・ 医~

生きがL、の基本はなにか図表I

制才以

こ
の
願
望
は
高
年
令
に
な
る
ほ
ど
増
大
し
て
い
る
。

ω
生
涯
う
ち
こ
め
る
仕
事
へ
の
願
望
は
現
に
仕
事
を
も
っ
成
人

層
に
少
く
、
逆
に
仕
事
の
体
験
の
な
い
十
歳
台
の
高
校
生
に
多

い
の
が
、
き
わ
め
て
特
徴
的
で
あ
る
。

ω
一二

l
二
五
歳
の
年
令
層
の
人
々
に
、
生
き
が
い
の
多
様
化

が
め
だ
っ
。

ω
壮
年
層
合
一
六

l
四
O
歳
〉
の
人
々
が
豊
か
な
経
済
生
活
を

追
求
し
て
い
る
。

E

日
本
人
の
貯
蓄
性
向
に
つ
い
て
の
意
見
ハ
第
3
1
1表
X
次
頁
〉

ω
年
令
を
問
わ
ず
、
こ
ん
な
に
貯
蓄
に
あ
く
せ
く
し
な
く
て
も

よ
い
、
福
祉
行
政
の
強
化
を
要
望
す
る
意
識
が
強
い
。
一
般
に

男
よ
り
女
の
方
が
福
祉
要
望
が
強
い
。

ω
貯
金
す
る
よ
り
生
活
を
楽
し
み
た
い
と
す
る
意
識
が
四
十
歳

以
下
の
男
子
に
目
立
っ
て
強
い
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
を
中
之
条
地
区
と
沢
田
地
区
に
分
け
て
比
較
す
る

と
、
中
之
条
地
区
よ
り
沢
田
地
区
の
方
が
福
祉
行
政
へ
の
要
望
率
が
は

る
か
に
高
い
。

E

信
仰
・
宗
教
に
つ
い
て
の
考
え
方
ハ
図
表
E
〉
ハ
次
頁
)

図
表
E
に
よ
る
と
、

ω
特
定
の
宗
教
を
信
仰
し
た
い
と
い
う
人
が
、
六
十
一
歳
以
上

の
女
性
に
圧
倒
的
に
多
い
。

ωω
と
は
対
照
的
に
特
定
の
宗
教
を
信
仰
し
た
く
な
い
と
考
え

て
い
る
人
は
、
年
の
若
い
人
程
高
い
比
率
を
示
し
て
い
る
。
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第
3
1
1表

設
問
要
項

国
民
の
誇
り
で
あ
る

日
本
の
現
状
と
し
て
や
む
を
得
な
い

自
己
防
衛
的
な
国
民
性
で
あ
る

福
祉
行
政
を
強
化
し
て
も
ら
い
た
い

貯
金
す
る
よ
り
生
活
を
楽
し
み
た
い

そ

の

他

化

信仰宗教についての考え方

t 1.12 
711 

3.45 
ヵ0.86

04 

， ..~.胃 -1...... 刷箇..‘ー.." ..... 

ア58.1週 イ3.45ゥ6鈎エ 26.72 í~ 

日 ア56.81 イ4弱エ 22.73 す11.36

ゅ。 市 4.!

r ア鍵.“ イ6.12 :t.. 42.86 す 14029

ウ2.111 含 2.
746.31 イ4.88 エ31.71 オ12.却

ウ2.44 市 2.'
ア31.69 ウ札16 :t..36.73 オ14.鈎

C 

ィ。 b 6.12 

3 
ア33.13 イ11.7宙ウJ3.73 .$.27.45 オ11.11

会1.

C 
ア11.21 ゅ8.01 ェ33.33 才30.30

釘/

文

図表E

」
l
L己

批才

「

μ
一

「
H-

ト 60オE

第五章

b‘ 1.0 

一八五甘宝「ーァーー

守
四

oZ22Z言|女長
)堅

守

32izzi 凹~

二
五
歳
以
下

男

ア個仰は苦定しな吋噌宮町家量側聞したいと怯且わない….~

イ 個仰ということを生措のなかにと 9AI1.t.:<ない山H ・M ・.......屋量

ウ特別町聞に対日時酬な帽をしたい 霞圏
エ神払に附する形式的行事lまするが耳の咽仰車括にほ入ゆたいとIま且わ

ない・・......・-…・…・・・......・..….........・.......・-………Eコ
才特定時瞳柑仰1..1...，判I.t.:':.崎支えを事めたい....・....皿田

* そ 肉他・・・・・・・…・・ ・・......・....................・......・..._

女

男

六
一
歳
以
上

云
一
・
霊
コ
一
・
コ
一
%

一z
・
童
一
八
・
一
八
%

九
人
皇
言
・
=
園
町
泊

四
七
る
さ
き
・
=
一
owm

z
・
2
=
一
・
=
一
%

g

z

・0=
一
%

男

女

ゆ
特
に
二
十
五
歳
以
下
の
女
性
と
、
二
十
六
歳
l
四
十
歳
の
男

性
の
過
半
数
が
特
定
の
宗
教
を
信
仰
す
る
こ
と
に
否
定
的
で
あ

る。

川

w
各
年
令
層
と
も
、
そ
の
三
分
の
一
前
後
が
形
式
的
宗
教
行
事

を
行
な
う
こ
と
を
肯
定
し
て
い
る
。

百
余
暇
利
用
の
し
か
た
に
つ
い
て
(
第
3
1
2
表
〉
ハ
次
頁
)

こ
の
表
に
よ
る
と
、

ω年
令
を
問
わ
ず
趣
味
を
生
か
し
た
生
活
を
楽

し
み
た
い
と
考
え
て
い
る
人
が
圧
倒
的
に
多
い
。

ω
テ

ν
ピ
・
ラ
ジ
オ
を
楽
し
む
と
い
う
人
に
比
し
て
読
書
を
志

す
人
が
極
め
て
少
い
。

帥
旅
行
し
た
い
と
考
え
て
い
る
人
が
、
各
年
令
層
と
も
同
じ
よ

う
な
比
率
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
を
地
区
別
に
み
る

と
(
第
3
1
3
表
〉
(
次
頁
〉
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誌

第

3
1
2
表

余
限
利
用
の
し
か
た
に
つ
い
て
の
意
見
ハ
年
令
別
・
性
別
〉

会

そき;if軒!/ 
警す や 生たなラをかてい

の ジ読む してで

るオ た旅行す ゆ .5J1j 
を告
たく
の

をたのむし る 養休するり
他 し 年

む

令

男
ー

Pーー句 9句 J、-"ヨ豆『 一Eコ)c:> コ
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五
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以
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実。--三孟宍
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-・. . . 

歳Cコ Eコ P=『=JJ、12EZ耳~-:ーEー

:>'< /、....豆4Z2-ニ-エ-ニ-
女 議

.ー::.Cコ-ョ--『 CJ-コ1 ーE-ーE ニ;aニ;a

-・- ー2・-E 4.ゴ2p.h呈竜 ー王.ー三三.呈
男

占ノ、

一
39h1号; cコ Fグ『ZdrZ、ヨ FJ句、-g~

歳

ーJ-、三三 9C『コプ....:h... 以

究支ー究-c支コ宮:>'<支Cコ支Cコ

女
上

社

第
3
1
3
表

余
暇
利
用
の
仕
方
に
つ
い
て
の
意
見
ハ
地
区
別
〉

そ裏をオ3害主要を詰をEし
鐙賞す や 生たな

テ読むをかてい
の レ し て で

るピ た旅す行 ゆ
を告
たく

の をる休養すり他した
むの

し
むる

一四 一
中

六一一一九六九
男

ー. . . . . . 之
八八九三八九 六九四
五二六八三

% 条

地

五 二
女四三三一九 O七 区. . . . . . . 

六一一五三三八
九三三七八一一

% 

占ノ、-一
男

沢

二 四六一五一八
-・・・・・・

七一九四 =一一=
回八七 九八一三

% 

地

四 七七ノO、二 八 女. . . . . . 区

二 0 四 0回 五 六四
三 O 六八五

% 
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イb文第五章

家庭職場における女の立場についての意見

(女)(%) 

図表2-1
{男)(%) 

ア女性優位町考えに微し、女性を使過すべきである

イ 男性、女性的特性を噂重しパランス町とれた人間関係をつ〈る

ウ女性的特性1:1:認めるが男性に指導織を与えるのがよい

エ女性優位向考えには替成できない、男性に優位性を包めるのがよい

オそ町他

ω
中
之
条
地
区
の
人
達
は
、
沢
田
地
区
の
人
達
に
〈
ら

ベ
て
、
旅
行
志
向
が
強
い
。

ωω
と
は
対
照
的
に
、
沢
田
地
区
の
男
の
方
は
、
趣
味

に
生
き
た
い
と
い
う
意
識
が
極
め
て
強
い
。

2

社
会
人
生
活
に
対
す
る
生
活
意
識
こ
こ
で
は
、

I
家
庭

や
社
会
に
お
け
る
男
女
平
等
が
叫
ば
れ
て
き
た
中
力
、
女
性

の
立
場
に
つ
い
て
の
意
見
、

E
社
会
生
活
に
お
い
て
公
衆
道

徳
(
市
民
性
〉
に
関
連
し
て
集
会
後
の
後
仕
末
に
つ
い
て
の

考
え
方

E
現
代
社
会
に
生
き
る
人
聞
に
不
可
欠
な
情
報
処

理
に
つ
い
て
の
意
見
、
さ
ら
に

W
郷
土
の
伝
統
文
化
に
対
す

る
考
え
方
な
ど
を
と
り
あ
げ
た
。

-
家
庭
や
職
場
に
お
け
る
女
の
立
場
に
つ
い
て
の
意
見

ハ
図
表
2

|
工
)

図
表
2
ー
ー
か
ら

ω
男
性
・
女
性
の
特
性
を
尊
重
し
、
バ
ラ
ソ
ス
の
と
れ
た

人
間
関
係
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
る
人
が
、
ど
の
年

令
層
に
も
圧
倒
的
に
多
い
。

ω
男
性
の
優
位
性
を
主
張
す
る
人
が
、
二
十
五
歳
以
下
の

男
性
に
多
少
と
も
み
ら
れ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

ω
女
性
の
特
性
は
認
め
る
が
、
指
導
権
は
男
性
に
、
と
考

え
て
い
る
人
が
、
二

O
i二
五
歳
の
男
性
に
め
だ
っ
て
高

率
を
示
し
て
い
る
。
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誌会社

集会後の仕末についての意見図表2-II

(%) 
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τ苦協
副オ凪上 13. 
10オ代 (3.訂

四.53~ 却-25 .82 
3巳 踊-40 

2.44 41ー剖 l2.制

3.92 田才以」ヒ 13.03 

.10オ .64 

20 - 25 
埼・ 三五E踊ー岨

41ー曲 ~ 4.0・
副 オ 以 上

(開)(%) 

ア 大事事集ったのだからよごれるのはやむを得者いと.11¥う

イ 1人1人が注意をすればこのような状揺にはならないと思う

ウ 日本人l主公衆道徳に欠けているのだからすfには改まらない

エ 法による制畿がないから平気で散らかす町で島る

才その他

E 

集
会
終
了
後
の
あ
と
仕
末
に
つ
い
て
ハ
図
表
2
1
E
)

ハ
集
会
終
了
後
紙
屑
の
散
乱
に
つ
い
て
の
意
見
を
き
く
)

図
表
2
l
Eか
ら
、

ω
各
年
令
層
と
も
、
ま
ず
第
一
に
一
人
A

々
の
注
意
が

大
切
で
あ
る
と
す
る
人
が
圧
倒
的
に
多
い
。
そ
の
比
率

は
高
年
令
に
な
る
ほ
ど
高
い
比
率
を
し
め
る
。

ω
二
五
歳
以
下
の
若
い
男
女
と
も
、
日
本
人
の
公
衆
道

徳
の
欠
如
を
認
め
、
こ
れ
は
中
身

J

改
ま
ら
な
い
こ
と
を

認
め
て
い
る
。

川

w
法
に
よ
る
制
裁
の
必
要
を
考
え
て
い
る
人
は
、
他
の

年
令
に
比
し
て
二

0
1二
五
歳
の
男
性
に
多
く
み
え
る

の
は
注
目
さ
れ
る
。

現
代
人
の
情
報
へ
の
対
応
の
し
か
た
に
つ
い
て

ハ
図
表
2
1
E
)
ハ
次
頁
〉

図
表
2
l
E
か
ら
、

ω
一
番
多
い
対
応
の
し
か
た
は
「
情
報
に
左
右
さ
れ

ず
、
独
自
の
見
解
で
判
断
し
た
い
」
と
い
う
態
度
で
、

二
十
六
歳
以
上
、
と
く
に
四
十
歳
以
上
が
き
わ
め
て
高

率
を
し
め
て
い
る
。

ω
つ
い
で
情
報
を
摂
取
し
て
社
会
に
適
応
す
べ
き
と
い

う
態
度
で
、
各
年
令
層
と
も
か
な
り
高
い
比
率
を
も

っ。

川

W

川

w、

ωに
比
し
て
情
報
に
対
す
る
き
び
し
い
選
択
の

618 
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情報への対処のしかたの意見
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才そ町他

90 
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図表2-][

10 

41 

化

態
度
は
若
い
二
五
歳
ま
で
に
は
か
な
り
あ
る
が
、
高
年
令
層
は
低
率
で
あ
る
。

ω
二
O
l四
O
歳
の
女
子
の
多
数
は
情
報
に
動
か
さ
れ
る
の
を
や
む
を
え
な
い
と

考
え
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

四
郷
土
の
伝
統
文
化
に
つ
い
て
の
考
え
方
(
第
3
1
4
表
)

ω
各
年
令
層
と
も
伝
統
文
化
を
評
価
し
て
い
る
が
、
そ
の
評
価
の
し
か
た
は
、
現

代
の
生
活
や
文
化
の
た
め
の
も
の
と
し
て
い
る
の
が
大
半
で
あ
る
。

ω
単
に
懐
古
趣
味
と
す
る
も
の
は
極
め
て
少
な
い
。

第五章文

郷土の伝統的文化について〈年令別〉

一一i一--_下下-土~-_Iト同2お峨捌5峨鵬歳蹴以下126防門凡阿2お繍吋~叫6繍吋叫叫歳勺弘叫石品珂歳判|卜h片門凡4峨吋叫叫1臓吋叫歳匂弘叫叫叫記ゐ制吋叫歳4沖昨|トド6“1胤上
設問事項 Z | 10U1 90:| 2411392 懐古趣味である 3. 451 6. 121 01 3. 03% 

男 |2471125g|34;;|4510その精神を現在の生活に活かしたい女 30: i71 28: 571 44: 901 45: 45% 
21221134刊 31「33.33現代文化の創造のために役立たせたい 37. 071 20. 411 30. 611 12. 12% 
2135:!|2957119刊17.65伝統文化そのものが貴重である 29: 311 Ia: 37! ia: 371 a3: 33% 

他216T|2判。|その 6. 12! 6. 121 6. 06% 

第3-4表

い
る

た
あ
い

し
で
た

か
要
し

生
必
価

。
に
が
評

る
か
承
く

あ
な
伝
高

で
の
と
を

味
活
究
の

趣
生
研
も

古
の
の
の

懐
在
化
そ

は
現
文
値

の
を
統
価

る
神
伝
的

え
精
ず
術

唱
る
ま
芸

を
い
も
的

重
て
に
史

尊
れ
め
歴

護
流
た
の

保
に
の
化

し
か
造
文

対
な
創
統

に
の
の
伝

化
化
化
も

文
文
文
り
他

統
統
代
よ
の

伝
伝
現
何
そ

ア
イ
ウ
エ
オ

619 



誌会宇土

50 

親子二夫婦の住まい方についての意見

".56 

4・1. 

図表3-1

(1Il) 
祖血•• 

43.11 

曲

ア事縫の平細の立細から敏家lI!が最ιよい

イ 味噌ttの冷えない程度の所に11Iと別崎するのがllUしい

" .曜と同居するのが望哀しい

s その他

令
者
に
対
す
る
態
度
E
、
親
に
対
す
る
心
情
、
町
家
事
に
対
す
る
夫

婦
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

-
親
子
二
夫
婦
の
住
ま
い
方
に
つ
い
て
の
意
見
(
図
表
3
|
I
)

ω
全
体
と
し
て
、
核
家
族
と
し
て
別
居
と
近
く
の
別
居
も
含
め

て
、
別
居
と
同
居
で
は
、
別
居
の
方
が
幾
分
多
い
。

620 

親子二夫婦の住まい方について

〈性別地区別〉

Y哩|
中之条地区 沢田地区

男 女 男 女

% % % % 
核 家 族 13.21 15.63 16.67 18.31 

近くに別居 49.06 60.94 31. 94 38.03 

親と 同居 21. 88 48.61 38.03 

その他 7.55 1. 56 2.78 

助
ま
た
、
伝
統
文
化
そ
の
も
の
の
歴
史
的
芸
術
的
価
値
を
評
価

す
る
も
の
が
、
高
年
令
よ
り
も
若
い
年
令
層
に
多
い
の
が
注
目

さ
れ
る
。

3

家
庭
生
活
に
つ
い
て
の
意
識
ま
ず
、

I
戦
後
の
家
族
変
化
の
中

で
注
目
さ
れ
て
い
る
核
家
族
化
に
つ
い
て
の
考
え
方
、

E
家
庭
の
高

第3~5表



化

ω
一
般
に
男
子
の
方
は
同
居
の
希
望
が
た
か
く
、
女
子
の

方
は
別
居
の
希
望
が
た
か
い
。

ω
年
令
的
に
は
、
若
い
人
は
別
居
、
高
年
令
ほ
ど
同
居
を

希
望
し
て
い
る
。
ハ
十
歳
以
上
女
子
七
三
・
七
%
別
居
希

望
。
六
一
歳
以
上
男
子
、
五
六
・
九
%
同
居
希
望
)

さ
ら
に
、
地
域
別
に
中
之
条
地
区
と
沢
田
地
区
を
比
較
す

る
と
、
(
第
3
1
5
表
)

ω
沢
田
地
区
の
人
々
は
、
中
之
条
地
区
の
人
々
よ
り
も
、

は
る
か
に
多
く
同
居
を
希
望
し
て
い
る
。

ω
こ
れ
に
対
し
て
近
く
に
別
居
を
希
望
す
る
も
の
は
、
中

之
条
地
区
に
圧
倒
的
に
多
い
。
特
に
中
之
条
地
区
の
女
子

の
六
O
%
以
上
が
近
い
と
こ
ろ
に
別
居
し
た
い
と
望
ん
で

い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

E

家
庭
内
の
老
人
の
立
場
に
つ
い
て
の
意
見
図
(
表
3
l
E
)

ω
年
令
男
女
を
問
わ
ず
、
高
令
者
を
大
切
に
し
た
い
と
い

う
考
え
の
人
が
圧
倒
的
に
多
い
。

ω
経
済
的
援
助
は
惜
し
ま
な
い
が
生
活
に
は
立
ち
入
り
た

く
な
い
と
す
る
考
え
が
女
子
よ
り
男
子
に
強
い
の
が
特
徴

的
で
あ
る
。

ω
物
心
両
面
に
わ
た
っ
て
干
渉
し
た
く
な
い
と
い
う
人

が
、
ど
の
年
令
層
に
も
一

ovm近
く
い
る
点
に
注
目
し
た

、U

第五章文

家庭内の老人についての意見図表3-ll

100 
% 
90 

可週 71.43
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7

6
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40 

協
調
盟
批

30 

ア長い間3誌のために貢献して〈ださった方であ

る大切にしたい

イ 陸前的な援助Iま惜しまないが生活に立ち入り

た〈ない

ウ 商令者は独自の生活設計に器づいて生活して

いるのだから物心両面にわたヲて干捗しない

品若いも円高令者との生活を区別し設交捗町古

がよい

圃・・・・・圃圃圃一一一-25成以下

tZ2Z222Z2Z2Z2I_______ 26歳-40歳

亡二二二二二二=コ一一--41歳-60.鵡
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誌会社

親に対する心情についての意見

10.11-男 ア 同・2.44

5.17・.1"1: 1<1112.制

13.48・・・・・見 イ m・圃・・・12.20

10.34・・園女 女・・6.12

55.06 男ウ伺 63.41 

1< 女
60.3・

20.22_  m・・・・・・19.51

，7.35-
男

回.28・・圃・・・・・1<
;E. 

女・・・・・・18.37
1.12 

i調k 当r
身 2.44

。.踊 女・・ 6.12

70% 60 
{40歳白曲ol!J

10 掴抑制剖10 

図表3-][

(Z5 1II以下}
曲 40 掴掴%曲

ア超低韓.干供1:子供である.特別感鋪円心はわかない

イ 育ててもら勺たことはありがたい.とい。て特別且躍しをしよう

とは且わない

ウ今まで世話1:な勺たζとを感謝しで畠る限1)宇聾をつ〈しない

エ範子向関悟1:特別でゐる.鱈晶件に傘廷をつ〈しない

* その地

E

親
に
対
す
る
心
情
・
態
度
ハ
図
表
3
l
E〉

ω
親
に
対
し
て
は
感
謝
し
、
で
き
る
限
り
孝
養
を
つ
く
し
た
い

と
い
う
考
bg
吋
か
最
も
多
く
若
年
壮
年
層
を
通
じ
て
高
い
比
率
を

し
め
る
。

ω
若
い
年
令
層
に
無
条
件
に
孝
養
を
つ
く
し
た
い
と
い
う
考
え

の
人
が
二
O
%
余
も
い
る
の
も
注
目
さ
れ
る
。

ω
親
は
親
、
子
は
子
で
あ
る
と
割
り
切
り
、
特
別
感
謝
の
心
は

家事について夫婦のあり方についての意見

622 
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な

切

除

-
で

wゆ

き

寧
べ

L

す

で

企

健

也

含

・

即

日
V

一

〈

巴

に

あ

萄

警

は

車

て

任

回

勺

責

め

あ

同

た

で

そ

る

任

が

え

賀

る

ま

問
問

+
'
b
‘

挑

力

計

町

也

生

飽

姻

は

は

る

の

尭

夫

尭

あ

そ

ア

イ

ウ

エ

わ
か
な
い
と
い
う
人
も
若
い
層
の
男
子
に
一
O
%
余
い
る
点
も

注
目
し
て
よ
い
。
ま
た
と
く
に
育
て
て
も
ら
っ
て
・
あ
り
が
た
い

が
、
特
別
恩
返
し
の
気
持
は
な
い
と
い
う
意
識
が
若
年
壮
年
層

の
男
子
に
一
二

l
一
一
一
%
あ
る
の
も
見
逃
せ
な
い
。

W
M

家
事
に
つ
い
て
の
夫
婦
の
あ
り
方
の
意
見
ハ
図
表
3
l
w
)

直
接
こ
の
問
題
の
関
係
年
令
層
の
二
六

l
四
O
歳
の
男
女
に
つ
い
て

み
る
と
、

図表3-1V



イh第五章文

家事についての夫婦のあり方の意見

主乞¥戸ト| ア イ ウ エ己

% 
男 16.98 49.06 32.08 1. 89 

中之条
女 21. 88 57.81 15.63 4.69 

男 23.61 37.50 37.50 1. 39 
沢 田

女 18.31 61. 97 19.71 。
男 22.22 66.66 11.11 。

名久田
女 15.79 52.63 26.32 5.26 

ω
最
も
多
い
の
は
、
「
夫
は
協
力
す
る
が
、
責
任
は
妻
」
と
い
う
考
え
方
で
あ

る
。
と
く
に
女
性
に
強
い
。

ω
「
家
事
一
切
を
妻
に
任
せ
た
い
」
と
い
う
考
え
が
壮
年
男
子
の
一
一
一
分
の
一
を

し
め
て
い
る
。
し
か
し
ま
た
「
妻
に
一
任
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
考
え

が
、
同
じ
男
子
に
二
割
あ
る
こ
と
も
注
目
し
て
よ
い
。

と
に
か
く
家
事
に
お
け
る
夫
婦
の
協
力
、
共
同
責
任
と
い
う
考
え
が
、
該
当

年
令
の
町
民
の
聞
に
も
か
な
り
浸
透
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
を
地
区
別
(
中
之
条
・
沢
田
・
名
久
田
〉
に
み
る
と
、
第
3
1
6表

の
よ
う
に
な
る
。

「
家
事
に
お
け
る
協
力
、
責
任
は
妻
」
と
い
う
考
え
方
は
、
大
体
各
地
区
と
も
最
も

普
遍
的
な
考
え
方
で
あ
る
。
夫
婦
の
「
共
同
責
任
と
い
う
考
え
方
」
と
「
家
事
は
妻
に

一
任
と
い
う
考
え
方
」
の
う
ち
、
ど
ち
ら
に
比
重
を
お
く
か
に
つ
い
て
は
、
女
性
で
は

中
之
条
地
区
の
人
た
ち
は
、
沢
田
・
名
久
団
地
区
に
比
し
て
、
共
同
責
任
と
い
う
考
え

方
の
人
の
方
の
比
率
が
た
か
い
。
沢
田
名
久
田
で
は
「
妻
に
一
任
」
の
方
の
比
率
が
た

か
く
な
っ
て
い
る
。

吾
妻
広
域
町
村
圏
域
は
、
久
し
く
鉄
道
、
道
路
等
の
交
通
条
件
に
恵
ま
れ
ず
、

か
つ
県
中
央
部
と
の
距
離
も
遠
い
農
山
村
地
帯
で
あ
る

623 

第 3"""6表

四

文
化
会
館
の
建
設

1 

文
化
会
館
他
一
連
の
施
設
建
設
の
趣
旨



誌、会社

が
、
古
く
か
ら
俳
句
・
短
歌
等
の
創
作
活
動
は
盛
ん
で
あ
り
、
ま
た
尻
高
人
形
を
は
じ
め
、
郷

土
芸
能
も
各
地
に
伝
承
さ
れ
、
芸
術
、
文
化
活
動
の
活
発
な
地
域
で
あ
る
。
し
か
る
に
昔
か
ら

文
化
的
施
設
に
は
恵
ま
れ
ず
、
文
化
活
動
に
参
加
す
る
多
く
の
人
達
は
、
主
と
し
て
、
小
中
学

校
の
施
設
等
に
依
存
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
に
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
地

域
住
民
に
対
し
、
音
楽
・
演
劇
・
芸
術
等
の
鑑
賞
・

ま
た
は
創
作
活
動
の
機
会
を
与
え
、
さ
ら
に
は
、
各

種
講
演
会
・
集
会
等
が
開
催
で
き
る
機
能
を
あ
わ
せ

も
つ
文
化
活
動
の
た
め
の
施
設
を
広
域
圏
の
中
心
で

あ
る
中
之
条
町
に
建
設
し
よ
う
、
と
す
る
も
の
で
あ

大ホール客席

る
。
振
興
整
備
組
合
の
理
事
長
で
あ
り
、
中
之
条
町

長
で
あ
る
福
島
真
一
は
こ
れ
ら
施
設
の
完
成
に
あ
た

っ
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

吾
妻
郡
民
の
待
望
久
し
か
っ
た
文
化
会
館
が
十
一
カ
月
の
歳
月
を
け
み
し
予
定
ど
お
り
竣
工
の
日
を

迎
え
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
喜
び
に
耐
え
ま
せ
ん
。
文
化
会
館
は
じ
め
一
述
の
施
設
、
設
備
は
芸
術
文
化

の
殿
堂
と
し
て
、
ま
た
社
会
福
祉
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
さ
ら
に
は
勤
労
青
少
年
の
教
養
を
高
め
る
場

に
ふ
さ
わ
し
く
細
心
の
注
意
と
創
意
を
傾
け
て
建
設
い
た
し
ま
し
た
。
文
化
会
館
の
綾
帳
の
図
案
は
、

中
之
条
町
の
烏
追
い
祭
り
と
夏
祭
り
、
そ
し
て
パ
ッ
ク
に
雄
大
な
浅
間
山
を
配
し
た
ま
こ
と
に
豪
華
な

も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
級
帳
が
示
す
よ
う
に
、
地
域
の
芸
術
文
化
の
振
興
と
住
民
の
福
祉
と
教
養

を
高
め
る
た
め
、
こ
の
施
設
に
親
し
み
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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)
 

1
 

(
 

(2) 

施
設
の
概
要

吾
妻
郡
文
化
会
館

目

建建

築
物工工

面

総

期期

請

負

的

経
業

積費模者造日日

中
之
条
町
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー

規工檎竣着

事

着主建建

築
工な物

総

期設面
経

日備費積

教
育
学
術
お
よ
び
文
化
に
関
す
る
各
種
の
事
業
を
行
な
う
拠
点
施
設
と
し
住

民
の
生
活
文
化
の
振
興
を
は
か
る

一
、
八
五
五
・
七
五
d

延
床
面
積
二
、
三
一
二
・
五
六
d

国

補

助

金

四

四

、

0
0
0千
円

県

e

三
O
、
0
0
0

寄

付

金

三

八

、

四

一

O

起

債

一

八

O
、
0
0
0

町

村

分

担

金

一

一

一

一

五

、

六

六

四

計

四

二

八

、

O
七
四

大
ホ

l
ル
ハ
客
席
八
六
回
席
〉
ス
テ
ー
ジ
(
二
ハ

m
×一一一一

m
)
高
さ
七
a

五
m

和
室
楽
屋
二
楽
屋
兼
リ
ハ
ー
サ
ル
室
浴
室
二
調
光
室
音
響

室
映
写
室
、
展
示
室
そ
の
他

昭
和
四
九
年
一
一
月
七
日

昭
和
五

O
年
九
月
三

O
日

鉄
筋
コ

γ
グ
リ

l
ト
建

宮
崎
建
設
株
式
会
社

七
七
九
・
七
四
d

(床
面
積
七
七
三
・
六
二
d
〉

四
八
、
三

O
O、
0
0
0円
内

訳

雇

用

促

進

事

業

団

全

額

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
バ
ド
ミ

γ
ト
γ
等

各

設

備

昭
和
四
九
年
七
月
一
五
日
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工 構 竣

事

請

負

業

者造日

昭
和
四
九
年
一
二
月
二
日

鉄
筋
平
屋
建

宮
崎
建
設
株
式
会
社
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工

期

会社

(3) 

吾
妻
郡
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
ハ
併
設
)

工構竣着 主 建 建

目
事

設
工工 な 物

請
総

負
期期 施 面

業
経

的

者造日日 設 費 積

タ九年一八年首そ章、 債一

主i玄E霊isid の

童日日豊主f三
拠点と

し

の

進推を

プ E量園
んr型蓋 補助

1'1 
か
る

金金

ム実
四 O，ξL、

γ こ

(4) 

吾
妻
郡
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
ハ
併
設
〉

目

的

勤
労
青
少
年
の
教
養
を
高
め
、
か
つ
い
こ
い
の
場
と
す
る

建建

築
物

総

函
経

費積

八
五
六
、
四
d

起

債

四

O
、
0
0
0千
円

県

，

五

、

五

O
O

国

補

助

金

町
村
分
担
金

五
、
五

O
O

二
二
、
五
一
六



計

七

三

、

五

二

ハ

音
楽
室
料
理
講
習
室
図
書
室

昭
和
四
八
年
七
月
一
五
日

昭
和
四
九
年
三
月
二

O
日

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建

宮
崎
建
設
株
式
会
社

講
座
室

工構竣着主

者造日日設

集
会
室

体
育
室

事
務
室

期期施

工工な

そ
の
他
一

業

事

誇

負

用
地
取
得
の
概
況

過

住
民
の
教
養
の
向
上
、
健
康
の
増
進
、
情
操
の
純
化
を
は
か
り
生
活

文
化
の
振
興
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る

事
業
実
施
年
度
昭
和
四
七
年
度

総
事
業
費
九
一
、
四
二
八
、
五

O
O円

地

経

目
的

取

得

用

地
方
債
八
六
、

0
0
0、
0
0
0円

一
般
財
源
五
、
四
二
八
、
五

O
O円

内
訳

用
地
取
得
面
積
ご
ニ
、
六
九
九
d

場

所

吾

妻

郡

中

之

条

町

大

字

西

中

之

条

字

永

田

原

盛
土
、
水
路
、
石
積
工
事

昭
和
四
七
年
度
事
業

経

費

九

五

O
万
円

内
訳

敷

地

総

面

積

敷

造

成

工

事

概

要

地

地

方

債

一
般
財
源

八
、
九
二
九
、

0
0
0円

五
七
一
、

0
0
0
8
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3 

吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備
組
合

会社

理

事

長

副
理
事
長

理

事

収

入

役

議

長

副

議

長

吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
の
組
織

議
会
議
員

• " 

萩 青小黒飯平樋山加中福

真

原木池岩塚形田口部沢島

清郎助

富

治

郎

満

雄
八

郎

平

治
弘

一

郎

祐

三

郎亮

占ノ、

4 

文
化
会
館
等
の
運
営
方
針

• H 

山 高大樋田湯佐黒春橋

ロ橋塚田中本藤岩原爪

宇

三

郎

功

一

慶

一

巻

之

助

善

太

郎

金

蔵
一

雄

晃治閏
刀

吉福

議
会
議
員

公監
平査“
震責 w

消

防

長

さ
ら
に
、
文
化
会
館
々
長
一
場
直
人
は
そ
の
運
営
方
針
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

つ輿
ての公
お拠立
り 点文
まと化
す し 施
。 て設

、は
ま、

た昭
芸和
術三
文十

語表
動か
のら
第各
一地
線に
と誕
し生
てし

童五
を化
担振

H 

加小本林目黒小平須田

628 

部池多豊村岩林形藤村

次

郎

梅

太

郎

元

作

重

太

郎

慶

一

政

司
三

郎

清

治

曽

一

郎

六

郎

た
ま
た
ま
、
中
之
条
町
に
文
化
会
館
が
建
設
さ
れ
初
代
館
長
宮
崎
徳

郎
氏
の
あ
と
を
う
け
、
昭
和
五
十
一
年
十
二
月
か
ら
館
長
と
し
て
今
日

ま
で
日
々
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。



化第五章文

文
化
と
は
永
遠
の
も
の
で
あ
る

と
か
申
さ
れ
ま
す
が
、
文
化
の
創

造
は
一
つ
の
過
程
を
辿
り
、
終
極

的
に
は
こ
う
な
る
も
の
だ
、
と
い

う
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
地
方
文
化
の
振
興
な
ど

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
私
は
文

化
に
中
央
も
地
方
も
な
い
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
文
化

活
動
が
、
各
地
の
文
化
施
設
を
と

お
し
て
研
鍵
が
積
ま
れ
、
広
く
日

本
の
伝
統
芸
能
や
近
代
芸
術
文
化

と
な
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

で
な
い
と
、
中
央
の
す
ぐ
れ
た

芸
術
文
化
に
接
し
た
場
合
、
そ
れ

を
柔
軟
に
受
け
入
れ
る
態
度
を
失

い
折
角
で
き
た
文
化
施
設
が
既
成

の
芸
術
文
化
を
押
し
つ
け
る
場
と

な
り
勝
ち
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

し
た
が
っ
て
、
最
近
の
文
化
施

設
は
、
も
ろ
も
ろ
の
芸
術
文
化
に

接
触
し
て
文
化
創
造
の
精
神
的
風

土
を
形
成
し
て
い
く
の
が
役
割
り
で
あ
り
、
見
る
芸
術
文
化
か
ら
参
加

す
る
そ
れ
え
と
移
行
す
る
こ
と
を
指
向
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
意
味
か
ら
文
化
会
館
の
経
営
に
あ
た
っ
て
は
、
施
設
を
芸

術
・
文
化
の
振
興
の
場
に
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
計
画
し
て
地

域
の
要
望
す
る
文
化
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
文
化
会
館
に
は
、
社
会
福
祉
セ

γ
タ
l
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
、
体
育
セ

γ
タ
l
等
の
諸
施
設
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
福
祉
セ

γ
タ
l
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
全
力
を
傾
け

て
運
営
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
ま
た
、
勤
労
青
少
年
ホ

1
ム

は
、
働
く
青
少
年
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て
、
親
し
ま
れ
る
な
か
で
人
間
形

成
が
な
さ
れ
る
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

要
は
、
こ
れ
ら
各
施
設
が
有
機
的
に
連
携
し
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
沿

っ
て
フ
ル
に
活
用
さ
れ
る
と
と
も
に
魅
力
あ
る
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
と

し
て
、
名
実
と
も
に
文
化
の
殿
堂
を
め
ざ
し
て
、
そ
の
経
営
に
努
力
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

5 

文
化
会
館
等
の
利
用
状
況

さ
ら
に
、
昭
和
五
十
一
年
度
の
こ
れ
ら
各
施
設
の
利
用
状
況
を
表

示
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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社会誌

勤労青少年ホーム利用者数 文化会館利用者数

年月 l男子|女子| 計

人 人 人

貸 館 | 自主事業
年月

回数|入場者|回数|入場者

51. 4 363 362 725 

5 303 346 649 

6 335 403 738 :;il 
人

51. 4 4 47 

5 4 1 64 

7 344 438 782 6 6 3，514 1 355 

8 300 337 637 7 3 1，400 1 734 

9 254 313 567 8 2 1，400 1 301 

10 296 96 392 9 7 2，110 。 。
11 270 231 501 10 7 5，004 2 977 

12 266 275 541 11 14 5，020 。 。
52. 1 160 165 325 12 5 3，050 2 681 

2 302 260 562 52. 1 2 1，200 2 766 

3 388 251 639 2 3 1，915 1 499 

3 。 。3 1， 306 
計 7，058 

計| 対29，8211 5，730 

福祉センター利用者数
勤労青少年体育センター利用者数

催物その他 結婚式|

年月
年月

回数|入場者 回数|入場者

人 人 人 人
51. 4 50 564 51. 4 825 10 922 

5 42 633 5 2 300 13 1，264 
6 58 770 6 13 1，361 1 80 

7 45 855 7 13 898 1 801 

8 37 506 8 22 1，041 。 。
9 39 508 9 20 1，668 1 137 

10 48 866 10 15 1，720 8 775 

11 39 3，885 11 42 5，019 7 750 

12 28 357 I 
52. 1 32 437 

12 9 419 6 

52. 1 7 1，175 2 

2 32 2 9 659 3 359 

s 39 137 3 12 998 7 617 

計 10，470 計| 吋附831 6，065 
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合
併
に
伴
い
旧
四
カ
町
村
の
各
教
育
委
員
会
は
、
「
合
併
促
進
法
」
第
九
条
の
二
に
基
く
協
議
書
に
よ
り
、
新
た
に
中
之
条
町
教
育
委

員
会
と
し
て
組
織
さ
れ
、
事
務
局
を
町
役
場
内
に
置
き
、
当
町
の
教
育
行
政
が
発
足
し
た
。

ω
歴
代
教
育
委
員

教
育
委
員
長

木
暮
文
六
(
昭
却
〉
蟻
川
潔
(
幻

-
u
l却
〉
山
田
正
治
(
担
お
・

ω
l
H叫
〉
吉
田
仁
一
〈
必
〉
桑
原
清
(
必

I
回〉

教
育
長

剣
持
福
治
(
昭
叩
〉
唐
沢
参
ニ
ハ
幻
)
蟻
川
潔
ハ
担
犯
〉
小
林
正
太

朗
ハ

u
l却
〉
河
野
五
郎

(
ω
l印
)
塚
田
真
(
日

l
臼
)

教
育
委
員

第
六
章

教

育

合
併
後
の
教
育
行
政
と
現
状

1 

中
之
条
町
教
育
委
員
会

育第六章教

田
村
八
郎
ハ
昭
叩
)
町
田
義
一
郎
〈
叩
)
関
藤
吉
ハ
却
)
関
省
八

〈
却
〉
後
藤
鷲
郎
ハ
幻
I
M
)
山
田
正
治
ハ
出
・
鈍

l
m却
)
唐
沢
九

十
ハ

m
l
u叫
)
林
芳
江
ハ
幻

l
泊
〉
木
暮
久
弥
(
お

lMM〉
伊
能
保

則
ハ
お

l
a〉
吉
田
仁
一
ハ
必

l
叫

-Mwl臼
〉
桑
原
清
〈
必

1
必〉

唐
沢
姫
雄
(
必

l
a
)
宮
崎
貞
雄
(
必

l
川
崎
〉
町
田
清
ハ
印

1
昭〉

篠
原
文
夫
(
印

l
回
)
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∞
教
育
行
政
方
針

中
之
条
町
教
育
委
員
会
は
、
激
動
す
る
現
代
社
会
の
す
う
勢
と
本
町
教
育
の
実
情
に
か
ん
が
み
、
県
教
育
委
員
会
の
方
針
を
体
し
、
正

し
い
国
民
的
自
覚
と
国
際
理
解
の
も
と
に
人
間
性
あ
ふ
れ
る
社
会
連
帯
意
識
の
育
成
を
目
指
し
て
教
育
を
推
進
す
る
。
そ
の
た
め
に
高
い

知
性
、
豊
か
な
情
操
、
た
く
ま
し
い
意
志
と
創
造
的
な
個
性
を
持
っ
た
、
心
身
と
も
に
健
康
で
規
律
あ
る
人
間
育
成
を
主
眼
と
し
て
、
学

校
教
育
の
推
進
と
そ
の
正
常
化
お
よ
び
社
会
教
育
の
振
興
を
は
か
る
。
(
昭
四
八
年
度
〉

叩

教

育

予

算

次
頁
の
表
は
昭
和
三
十
年
よ
り
昭
和
五
十
年
ま
で
の
町
費
総
額
と
教
育
費
の
占
め
る
状
況
を
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
毎
年
平
均
し

て
二
五
・
八
三
%
も
出
費
し
て
お
り
、
学
校
教
育
社
会
教
育
等
に
当
町
と
し
て
最
重
点
を
お
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
尚
教
職
員
の

給
与
は
県
費
で
あ
る
故
勿
論
別
わ
く
で
あ
る
。

ω
教
科
書
の
採
択
決
定

管
内
小
中
学
校
で
使
用
す
る
教
科
書
の
採
択
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
四
年
以
来
郡
下
に
法
定
展
示
会
が
開
催
さ
れ
、
郡
地
教
委
連
絡

協
議
会
に
於
て
当
該
年
度
使
用
の
教
科
書
が
採
択
さ
れ
る
が
、
最
終
的
に
は
地
教
行
法
第
二
三
条
に
基
き
当
町
教
育
委
員
会
が
採
択
を
決

定
し
使
用
さ
せ
て
い
る
。

尚
教
科
書
の
無
償
に
つ
い
て
は
昭
和
二
十
七
年
以
後
三
年
間
小
学
一
年
生
の
み
無
償
供
与
さ
れ
た
が
中
断
し
、
昭
和
三
十
七
年
「
義
務

教
育
諸
学
校
教
科
用
図
書
無
償
に
関
す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
、
逐
次
実
施
さ
れ
現
在
は
小
中
共
全
部
無
償
と
な
っ
た
。
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会社

間
学
力
向
上
対
策

当
町
教
育
委
員
会
は
県
教
委
の
指
導
方
針
に
則
り
小
学
校
児
童
中
学
校
生
徒
学
力
向
上
対
策
五
カ
年
計
画
を
設
定
し
、
昭
和
四
十
六
年

研
究
主
題
を
「
学
力
向
上
を
目
指
し
て
の
学
校
経
営
」
と
定
め
実
施
体
制
の
定
着
と
実
施
推
進
を
計
り
、
昭
和
四
十
七
・
四
十
八
年
度
は



第六章教 育

年度|教育費倒1;出器会計1*(%)1 主 な 事 業

千円 千円

昭和30 24.745 86.406 28.6 沢中体育館・伊小第一分校新築

• 31 22.293 74.808 29.8 

11 32 22.007 94.628 23.3 伊(小4第室三〉新分校築増改築・名中特別教室

11 33 30.129 111.934 26.9 中小校舎(12教室〉改築

• 34 32.773 120.273 27.3 選小第3分校改築・沢中産業教室増

• 35 37.798 136.760 27.6 中中体育館新築・中之条保育園開設

• 36 35.994 133.984 . 26.9 沢田保育園開園・中中体育館新築

• 37 33.332 164.490 20.3 伊参・名久田保育園開園

" 38 59.189 204.686 28.9 伊築中〈体2育〉館新築・四万中特別教室新

• 39 65.468 233.855 28.0 名中体育館新築

• 40 60.373 261.111 23.1 中中特別教室新築

• 41 58.186 299.342 19.4 

H 42 69.106 349.629 19.8 中之条幼稚園増築

• 43 122.946 414.068 29.7 町民プール建設・名久田幼稚園新築

• 44 126.120 488.336 25.8 
4小校舎増築・中之条伊参幼稚園新
築

• 45 139.528 563.453 24.8 第3中屋内運動場新築

• 46 291. 103 831. 458 35.0 賞品集薬舎改築工事着工・名久田公

H 47 276.926 991. 512 27.9 第2小プール建設

• 48 247.286 1.246.847 19.8 新沢築田公民館新築・第3中技術科教室

• 49 383.505 1.569.259 24.4 第1小校舎

• 50 485.620 1.944.330 25.0 l小校舎・ 4小体育館・ 5小プール
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誌

実
施
の
整
理
と
発
展
を
推
進
し
た
。
昭
和
四
十
九
・
五
十
年
度
は
二
カ
年
に
わ
た
り
県
教
委
よ
り
「
学
力
向
上
指
定
地
区
」
と
し
て
指
定

を
う
け
、
こ
の
好
機
に
全
町
あ
げ
て
之
が
充
実
を
期
し
た
。

尚
研
究
組
織
を
左
記
設
定
し
之
が
推
進
力
と
な
っ
た
。

協
議
機
関
町
学
力
向
上
対
策
委
員
会
ハ
全
町
代
表
者
〉

連
絡
調
整
機
関
町
学
力
向
上
研
究
協
議
会
(
教
委
・
各
校
〉

実
施
機
関
学
力
向
上
推
進
委
員
会
(
各
校
〉

中
之
条
町
教
育
委
員
会
と
し
て
、
国
や
県
か
ら
次
の
研
究
テ
l
マ
に
よ
り
研
究
地
区
と
し
て
指
定
を
う
け
て
い
る
。

文
部
省
か
ら
「
文
化
財
愛
護
モ
デ
ル
地
区
事

業」県
教
委
か
ら
「
学
力
向
上
を
め
ざ
し
て
の
学

634 

会社

昭
和
四
九
l
五
0
年
度

校
経
営
」

県
教
委
か
ら
「
特
殊
教
育
研
究
指
定
地
区
」

• 
五
二

l
五
三
年
度

， 

四
九
1
五
0
年
度

2 

中
之
条
町
教
育
研
究
所

わ
が
国
に
お
け
る
教
育
研
究
所
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
戦
後
に
誕
生
、
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。

中
之
条
町
に
お
い
て
も
、
昭
和
三
十
九
年
三
月
一
八
日
条
例
第
八
号
「
中
之
条
町
教
育
研
究
所
設
置
条
例
」
が
公
布
さ
れ
た
。
そ
の
要

項
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

目

的
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
第
三
O
条
及
第
三

一
条
の
規
定
に
基
づ
き
教
育
に
関
す
る
研
究
調
査
及
び
教
育
関
係
職
員

の
研
修
を
行
な
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
中
之
条
町
に
教
育
研
究
所
を
設

置
す
る
。

こ
の
設
置
の
目
的
に
つ
い
て
具
体
的
に
の
べ
る
と
、
次
の
諸
号
が
あ
げ
ら
れ
る
。



イ
科
学
的
に
よ
っ
て
、
教
育
事
業
を
正
確
綿
密
に
調
査
研
究
し
、
信

額
度
の
高
い
教
育
資
料
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
有
効
妥
当
な
教
育
成

績
を
あ
げ
る
。

ロ
国
や
社
会
が
発
展
す
る
に
つ
れ
、
組
織
や
機
能
が
複
雑
と
な
り
、

各
方
面
に
わ
た
り
、
分
化
し
専
門
化
し
て
能
率
の
増
進
を
は
か
る
よ

う
に
な
っ
た
。
教
育
も
教
育
行
財
政
、
教
職
員
管
理
・
教
育
実
践
を

分
化
し
専
門
化
し
て
き
た
。

ハ
戦
後
の
教
育
施
策
の
限
目
で
あ
る
教
育
の
自
主
性
、
民
主
的
な
運

営
は
、
各
地
の
地
域
性
を
教
育
課
程
や
指
導
法
の
中
に
充
分
と
り
入

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に
は
、
各
自
治
体
ご
と
に
独
自

の
立
場
か
ら
教
育
の
調
査
研
究
を
行
う
必
要
が
生
じ
て
き
た
。

以
上
が
、
研
究
所
設
置
の
必
要
性
と
も
い
え
る
が
、
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
目
的
で
設
置
さ
れ
た
研
究
所
任
務
に
つ
い
て
は
条
例
第
四
条

で
次
の
三
つ
を
あ
げ
て
い
る
。

イ
教
育
行
政
お
よ
び
教
育
現
場
の
情
勢
に
応
じ
学
校
教
育
ゃ
、
社
会

教
育
に
関
す
る
専
門
的
技
術
的
事
項
の
調
査
研
究
に
あ
た
る
こ
と

ロ
教
育
関
係
職
員
の
教
育
研
究
に
つ
い
て
指
導
助
言
し
、
こ
れ
ら
を

① 

運
営
方
針

付

一
般
方
針

イ
本
町
学
校
教
育
、
社
会
教
育
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
科
学
的
、

実
証
的
論
理
的
に
調
査
研
究
を
行
な
い
、
本
町
教
育
の
全
般
的
向

上
を
は
か
る
。

ロ
教
職
員
の
研
修
意
欲
を
培
い
、
教
育
実
践
を
効
果
的
に
高
め

る。
ハ
教
育
資
料
を
収
集
保
管
し
、
こ
れ
を
公
開
し
て
教
育
研
究
の
使

に
供
す
る

育第六章教

通
じ
て
職
員
の
研
修
に
あ
た
る
。

ハ
教
育
研
究
の
成
果
に
つ
い
て
発
表
ま
た
は
刊
行
を
行
う
と
と
も

に
、
広
く
教
育
研
究
資
料
を
整
備
保
管
し
て
利
用
に
供
す
る
。

口
ユ
群
馬
県
教
育
研
究
連
盟
な
ら
び
に
、
そ
の
他
の
関
係
機
関
、
団

体
等
の
連
絡
協
調
を
は
か
り
研
究
水
準
の
確
保
を
は
か
る
。

調
査
研
究
方
針

イ
調
査
研
究
は
、
お
お
む
ね
一
年
を
単
位
と
し
研
究
部
が
こ
れ
に

あ
た
る
が
、
涯
別
研
究
を
中
核
と
し
て
行
う
ロ

ロ
各
涯
は
、
班
長
を
中
心
と
し
て
調
査
研
究
を
進
め
る
が
、
必
要

に
応
じ
班
相
互
間
で
提
携
し
て
行
う
こ
と
と
す
る
。

ハ
研
究
活
動
は
、
教
育
現
場
に
負
担
を
与
え
な
い
よ
う
充
分
留
意
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し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

ニ
各
涯
は
、
研
究
課
題
ご
と
に
記
録
係
等
を
お
き
、
そ
の
内
容
を

整
理
し
研
究
記
録
を
作
成
し
て
適
当
な
方
法
で
公
表
す
る
も
の
と

す
る
。

会ネ土

ホ
研
究
成
果
は
、
紀
要
と
し
て
刊
行
し
、
関
係
方
面
に
配
布
す
る

と
と
も
に
、
報
告
会
を
開
催
し
て
、
研
究
成
果
の
周
知
と
活
用
に

つ
と
め
る
。

636 

@
研
究
活
動

研
究
所
設
置
当
初
は
、
地
域
に
お
け
る
国
語
、
算
数
を
中
心
と
し
た
教
科
の
学
力
調
査
結
果
の
分
析
、
学
力
の
実
態
調
査
や
道
徳
教
育

に
関
す
る
調
査
研
究
な
ど
が
多
く
、
次
第
に
各
教
科
の
実
験
、
調
査
研
究
や
学
習
指
導
法
の
研
究
が
主
と
な
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
教
育
相

談
部
門
を
設
け
る
に
い
た
っ
た
。

調
査
研
究
は
、
お
お
む
ね
一
年
を
単
位
と
し
て
研
究
部
が
こ
れ
に
あ
た
っ
て
お
っ
た
が
、
昭
和
田
十
四
年
か
ら
研
究
が
二
カ
年
継
続
研

究
と
な
っ
た
。
研
究
は
各
班
の
班
長
を
中
心
に
推
進
さ
れ
、
毎
月
二
回
程
度
午
後
実
施
さ
れ
た
。
教
育
相
談
班
は
毎
年
夏
季
講
座
を
吾
妻

町
と
合
同
で
実
施
し
て
い
る
。

研
究
成
果
は
紀
要
と
し
て
、
刊
行
さ
れ
、
関
係
方
面
に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
三
月
三
日
に
研
究
発
表
会
を
開
催
し
て
研
究
成
果
の
周

知
と
活
用
に
つ
と
め
る
。

次
に
年
度
別
の
研
究
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一

一

研

究

班

一

紀

要

一

昭

和

一

全

国

学

力

調

査

結

果

の

分

析

一

一

=

三

十

九

年

度

一

と

活

用

一

基

礎

学

力

一

第

一

集

=

一
本
町
小
五
・
六
年
国
語
・
算
数
一
研
究
班
一
=

一

中

二

・

三

年

社

会

一

一

=

度

年

テ

-マ

年

要

zi22 
題|も向活

霊|はの調
の|何阻査
手 | か害研

言 I~ 左究

日班i日
第|紀

集

度

テ

-マ



第六章教 育

昭
和

四
十
一
年
度

昭
和四

十
年
度

心
情
質
調
査
と
教
育
相
談
に
一

つ

い

て

一

教

育

相

談

一

第

四

集

町
小
中
学
校
卒
業
学
年
お
一
斑

よ
び
特
殊
学
級

学

校

高

学

年

一

教

育

班

全
国
学
力
調
査
結
果
の
分
析
一

と

活

用

一

基

礎

学

力

理

科

・

社

会

一

研

究

班

数

学

・

英

語

一

家
庭
生
活
と
学
力
と
の
関
連
一
社
会
教
育

に

つ

い

て

一

研

究

班

研
究
課
題
指
導
の
手
引
き
一
科
学
技
術

小

学

校

高

学

年

一

教

育

班

中
之
条
町
児
童
生
徒
の
道
徳
一

性

の

実

強

調

査

一

道

徳

教

育

副
読
本
を
中
心
と
し
た
読
み
一
研
究
班

も

の

資

料

調

査

一

算
数
・
数
学
学
力
と
知
能
の

関
係
の
一
考
察
漢
字
の
読

み
書
き
能
力
を
高
め
る
た
め

の
実
践
研
究
課
題
指
導
の

手
引
き
中
学
校
理
科

学
力
班

第

三

集

第

二

集

昭
和

四
十
三
年
度

昭
和

四
十
二
年
度

読
み
も
の
資
料
の
研
究
〈
小
)
一
道
徳
教
育

資
料
を
使
っ
て
授
業
研
究
一
班

ハ

中

)

一

授
業
改
善
の
た
め
の
一
つ
の
一
学
習
指
導

試

み

一

班

主
体
的
学
習
指
導
法
一

授
業
分
析
に
よ
る
道
徳
授
業
一
道
徳
教
育

の

改

善

一

班

研
究
課
題
指
導
の
手
引
き
一
理
科
教
育

研
究
課
題
の
扱
い
方
一
研
究
班

教
育
相
談
の
実
践
研
究
一
教
育
相
談

一
班

こ
と
ば
の
き
ま
り
を
ふ
ま
え
一

た
読
解
指
導
に
つ
い
て
一
学
習
指
導

保
健
体
育
科
の
指
導
の
充
実
一
班

を

め

ざ

し

て

一

教
育
相
談
に
お
け
る
吃
音
児
一
教
育
相
談

の

治

療

に

つ

い

て

一

室

班

「
こ
と
ば
の
き
ま
り
」
を
ふ
一

ま
え
た
読
解
指
漕
に
つ
い
て
一

基
礎
体
力
の
向
上
を
め
ざ
し
一
学
習
指
導

第
六
集

中
開
発

表
概
要

第
五
集

第
四
集
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社会誌

十四 和昭 十五四 和昭
占ノ、

年度 年度

J害ii たし教材具 学習の工夫

らょをを高指導法 ・

集量ま町中役立 の
黙織児 の

いどめの造創 いの
かのる研究 を

豊2富5 
ーー可

の 5究 ょた育

菊査研究 わたたし

の うめて

線成
導記指 の

にに主体的 る
テ 語、
グ 教め

審班器・

班

家

第 第 第

八 七 -ノJ、ー

集 集 集

十四七 和昭

2 

霊量23豊 ii iij 
〆語、国ー「'，四，・、

イ か 障研究突 iiE; γ ら ー「
トみ

書の十E 七

のわ

評己自 業T授こ 指導資 たたし
年学

草学量習 25 育 責会集重福量科副 重苦霊

筆 車 筆
十集第 集第九 集第八

集 集 集
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四和昭

十毒度 E 早事

導豊 23 導入重教書喜
の喜入す の 導入を

のて

時の
方号ぺに 学5 ズム の 究皇臨研 方づ向すぺに

ー「

室主 暮けきい をと 療治 けきい
のかか のかか

ーの のし 研究 なる り 研究 なる考実 経た 入

意征 教事器 車教富義

筆 筆 筆
五

集四集 集

五和昭

十年度

た学習量
欄号 行車察

の て

の 育成を
t乙
よ

毒事究室し 非行予る

の
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誌会

学

校

育

教

社

640 

昭
和
三
十
年
代
か
ら
現
在
に
至
る
学
校
教
育
の
変
遷
を
、
中
之
条
町
管
内
の
各
小
中
学
校
単
位
に
概
観
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。

1 

小
学
校
の
現
状

町
立
第
一
小
学
校
所
在
地
中
之
条
町
伊
勢
町
て

O
五
三
の
一

ω沿
革
昭
和
三

O
年
九
・
一

O

C
型
完
全
給
食
を
開
始
す
る
。
一
二

二
年
一
一
・
三
県
教
委
よ
り
健
康
優
良
学
校
と
し
て
表
彰
さ
る
。
三

四
年
四
・
六
中
央
校
舎
が
落
成
す
る
ハ
十
二
学
級
〉
。
三
七
年
四
・
一

特
殊
学
級
開
設
さ
る
。
同
年
一

0
・
七
郷
土
資
料
室
一
か
設
置
さ
れ

る
。
三
八
年
一
一
・
一

A
型
完
全
給
食
を
開
始
す
る
。
同
一
一
・
二

県
教
委
指
定
社
会
科
実
験
学
校
研
究
発
表
会
開
催
。
四

O
年一

0
・一

七
集
団
赤
痢
発
生
し
、
酉
校
舎
を
隔
離
病
舎
に
し
患
者
を
収
容
す

る
。
四
一
年
四
・
一
校
名
変
更
に
よ
り
中
之
条
町
立
第
一
小
学
校
と

な
る
。
四
七
年
三
・
三
一
鉄
筋
コ
γ
ク
リ

l
ト
新
校
舎
ハ
十
七
教
室
〉

が
竣
工
す
る
。
間
五
・
三

O
桑
原
記
念
図
書
館
が
唆
工
す
る
。
同
一

一
・
一
言
語
障
害
児
の
指
導
教
室
が
開
設
さ
れ
る
。
四
八
年
一

0
・

八
開
校
百
周
年
の
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
る
。
五

O
年
三
・
二
九

新
校
舎
八
教
室
及
び
給
食
窒
か
竣
工
す
る
。
同
一
一
・
二
七
優
良
P

-
T
・
A
と
し
て
県
教
委
よ
り
表
彰
を
う
け
る
。
五
一
年
一
一
一
月
、
四
六

年
よ
り
継
続
事
業
と
し
て
新
校
舎
(
一
一
一
一
一
一
教
室
〉
が
完
成
。

ω児
童
数
・
学
級
数
及
び
教
員
数
の
変
遷
、
五
カ
年
ご
と
の
児
童
数
・

学
級
数
及
び
教
員
数
の
変
遷
を
第
1
表
(
次
頁
〉
に
示
す
。
生
徒
数
は
概

し
て
減
少
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
る
。
特
殊
学
級
は
三
七
年
に
開
設
さ
れ

ハ
一
学
級
〉
、
三
九
年
二
学
級
、
四
二
年
三
学
級
、
四
五
年
二
学
級
、
四

七
年
再
び
三
学
級
、
五
二
年
二
学
級
と
変
遷
し
て
い
る
。

教
員
も
三
四
年
養
護
栄
養
教
員
一
人
、
四
四
年
二
人
、
五
二
年
三
人

に
ふ
え
て
い
る
。

ω校
長
・

P
T
A
会
長

校
長
|
依
田
忠
雄
ハ
昭
三

O
I一
一
一
一
一
一
年
可
佐
藤
次
男
(
三
四

I
三
五

年
可
藤
井
吾
一
合
一
一
六
l
一
一
一
七
年
)
、
唐
沢
実
ハ
三
八

t
四
三
年
〉
、

藤
井
吾
一
ハ
四
四

l
四
七
年
)
、
銀
持
俊
夫
ハ
四
八

t
五
一
年
〉
、
清
水

正
男
ハ
五
二
年
l
)、

P
T
A
会
長
|
蟻
川
克
巳
(
昭
和
三

O
年
〉
、
木
暮
久
弥
(
一
一
二
年
〉
、

佐
烏
寛
会
三
年
)
、
小
山
邦
雄
会
三
年
)
、
小
池
真
砂
雄
(
一
一
面



育教第六章

児童数・学級数・教員数の動き〈第1小学校〉

| 昭和30 I ' • N N 52 I 

児
男 714 705 522 526 533 I 

童
女 708 688 528 505 496 502 

数 1.035 

学量 1普通 27 29 24 25 26 26 

特殊 2 2 3 2 

数教員
教員 33 33 29 30 36 39 

養・栄 1 1 2 2 3 

第 1表

主主・栄iま餐護・栄養学級

年
)
、
小
林
泰
明
(
三
五
年
)
、
高
橋
福
治
(
一
二
六
年
)
、
植
松
孝
之
合
ニ
七
年
)
、

山
口
武
夫
(
三
八
年
)
、
唐
沢
杢
次
(
三
九
年
)
、
町
田
儀
平
ハ
四

O
年
)
、
蟻

川
篤
美
(
四
一
年
〉
、
家
崎
智
(
四
二
年
)
、
木
村
忠
夫
(
四
三
年
)
、
唐
沢
信

也
(
四
四
年
〉
、
塚
田
真
(
四
五
年
)
、
田
村
守
(
四
六
年
)
、
高
橋
恒
雄
(
四
七

年
)
、
島
村
太
一
郎
(
四
八
年
〉
、
金
井
享
一
ハ
四
九
年
)
、
唐
沢
邦
〈
五

O

年
)
、
高
橋
征
治
(
五
一
年
)
、
小
測
光
平
ハ
五
二
年
)
。

町
立
第
二
小
学
校
所
在
地
中
之
条
町
下
沢
渡
九
七
三

ω沿
革
昭
和
三

O
年
四
月
一
五
日
中
之
条
町
立
沢
田
小
学
校
と
な
る
。
三
五

年
二
・
二
三
県
算
数
学
校
研
究
発
表
会
を
行
う
。
同
九
月
校
歌
制
定
。
一
一
一
六

年
五
・
二
ニ
教
材
園
設
置
工
事
完
了
。
三
七
年
四
・
二
八
意
成
山
学
習
圏

工
事
完
了
。
同
三
了
三
新
校
舎
前
校
庭
拡
張
工
事
完
了
。
三
八
年
三
了

六

県

P
・
T
-
A
大
会
で
優
良
P
・
T
-
A
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
。
三
九
年

六
・
一
九
教
材
観
察
池
工
事
完
了
。
四
一
年
四
・
一
校
名
変
更
に
よ
り
中

之
条
町
立
第
二
小
学
校
と
な
る
。
四
二
年
一
一
・
二
六
親
子
文
庫
指
定
校
と

し
て
発
表
を
す
る
。
四
三
年
一
一
了
一
地
区
別
学
力
向
上
研
究
会
(
社
会

科
〉
発
表
。
四
六
年
八
月
旧
校
舎
外
部
塗
装
完
了
。
四
七
年
八
・
二
八
プ
ー

ル
完
成
。
四
八
年
五
・
二
二

N
H
K
社
会
科
「
つ
ば
く
ら
の
が
つ
こ
う
」
モ

デ
ル
と
し
て
撮
影
。
同
一
一
・
二

O
開
校
百
年
記
念
式
挙
行
・
記
念
岩
石
園

設
置
、
五
一
年
一

0
・
三
一
全
日
本
よ
い
歯
コ
ン
ク
ー
ル
で
学
校
表
彰
を
う

J

、、。ω児
童
数
学
級
数
及
教
員
数
の
変
遷
〈
第
2
表
〉
(
次
頁
〉
。
生
徒
数
は
三
五
年

を
ピ
l
ク
に
減
少
傾
向
を
た
ど
る
。
こ
れ
に
伴
い
学
級
も
一
一
一
五
l
四
O
年
を
ピ

ー
ク
に
減
少
す
る
。
教
職
員
数
も
四
五
年
か
ら
一
四
人
に
減
少
す
る
。
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誌会社

52 

126 

• 

児童数学級数教員数(第2小学校〉

50 45 40 ， 35 u 

第2表

男
児

121 女
童

数 247 282 313 430 560 410 計

9 

13 

1 

10 10 12 12 9 学級数

教
員
数

同
校
長
上
両
山
隆
(
昭
和
一
一
一

o
l三
二
年
)
、
唐
沢
実
ハ
三
一
一
、
，
、
三
七
年
)
、
腰
塚
弘
一

(
三
八

l
四
O
年
〉
、
金
田
寿
雄
(
四
一

l
四
三
年
〉
、
角
田
篤
示
ハ
四
四
l
四
六
年
〉
、

黒
岩
功
ハ
四
七
l
四
九
年
〉
、
清
水
正
男
(
五

O
t五
一
年
〉
、
関
卓
一
(
五
二
年
〉
。

P
T
A
・
会
長
|
村
上
行
〈
昭
和
三

O
年
)
、
以
後
毎
年
の
会
長
は
次
の
通
り
で
あ

る
。
斎
藤
伝
恵
、
佐
藤
耕
太
郎
、
士
口
水
霊
順
、
愛
敬
順
一
、
久
住
武
二
、
関
口
昭
義
、

宮
崎
愛
三
郎
、
宮
崎
利
蔵
ハ
二
年
間
)
、
田
村
勘
次
郎
、
宮
崎
貞
雄
(
二
年
間
)
、
宮
崎

知
司
、
飯
塚
福
茂
(
二
年
間
〉
、
田
村
清
、
山
田
守
節
、
本
多
一
郎
、
関
茂
、
割
田
三
喜

士穴。
町
立
第
二
小
学
校
第
一
分
校
所
在
地
中
之
条
町
山
田
六
三
回

ω沿
革
昭
和
三

O
年
四
月
七
日
給
食
室
改
築
工
事
完
了
、
岡
田
・
一
五
中
之
条
町

立
沢
田
小
学
校
第
一
分
校
と
校
名
変
更
、
三
O
年
九
月
周
囲
の
石
垣
工
事
完
了
。
三
四

年
一
月
校
庭
拡
張
工
事
ハ
P
・
T
-
A奉
仕
〉
、
三
五
年
一
二
月
防
球
網
設
置
ハ
P
・
T

-
A
奉
仕
)
、
三
七
年
四
月
上
折
田
高
沼
地
区
児
童
は
本
校
通
学
と
な
る
。
四
四
年
四

二
八
滑
台
外
校
庭
遊
具
設
置
、
同
九
月
校
舎
屋
根
ふ
き
替
、
校
舎
塗
装
完
了
、
四

六
年
九
二
一
国
旗
錫
揚
塔
設
置
、
同
一
一
・
一

O
校
門
前
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装

完
了
、
四
九
年
七
月
防
球
網
全
面
改
修
。

ω児
童
数
・
学
級
数
・
教
員
数
ハ
第
3
表
〉
ハ
次
頁
)
。
児
童
数
は
昭
和
一
一
一
一
一

l
三
四
年

を
ピ
ー
ク
に
減
少
、
学
級
数
教
員
数
も
三
五
年
以
降
三
学
級
三
名
と
な
る
。

ω主
任
戸
谷
貞
夫
(
昭
和
一
一
一

o
l一
一
一
四
年
〉
小
代
臭
(
三
五

l
一
一
一
七
年
)
、
角
田
卓
寿

ハ
三
八
l
四
一
年
)
、
宮
崎
ヨ
ネ
ハ
四
二
年
〉
、
山
田
幸
八
ハ
四
一
一
一

l
四
五
年
可
今
井

哲
ハ
四
六
l
四
七
年
〉
、
小
淵
正
三
ハ
四
八
年
〉
、
飯
塚
丞
次
ハ
四
九
l
五
O
年
〉
、
小

測
正
三
ハ
五
一

1
五
二
年
)
。

P
・
T
-
A会
長
三

O
年
以
後
毎
年
の
会
長
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
山
田
孝
男
、
山
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育第六章教

児童数・学級数・教員数(第2小・第l分校〉

| 昭和30 I H 35 I H 40 I H 45 I H 50 -'_o ~ 
児

男 66 78 41 40 23 35 

童
女 63 69 43 29 30 25 

数 60 

3 

3 

第3表

児童数・学級数・教員数(第2小・第2分校〉

| 昭和30 I H 35 I • 40 I 0 45 I • 50 I • 52_1 

児
男 48 59 32 27 34 33 

童
女 59 48 33 22 27 32 

数 65 I 

s 

3 I 3 I 3 

第4表

口
庄
吾
ハ
二
年
間
〉
、
折
田
茂
、
宮

崎
利
蔵
(
二
年
間
)
角
田
良
太
郎
、

斎
藤
伝
十
郎
、
金
井
邦
、
竹
測
佐

之
、
平
形
鼻
、
黒
崎
聖
二
、
篠
原

健
、
田
村
利
喜
街
、
岡
田
唯
雄
、
田

村
輔
、
小
野
百
義
、
水
出
重
治
、
篠

原
力
三
、
折
田
馨
一
、
天
野
霊
道
、

竹
測
二
郎
、
角
田
兵
太
郎
。

町
立
第
二
小
学
校
第
二
分
校
所

在
地
中
之
条
町
上
沢
渡
乙
四
九
六

判
沿
革
昭
和
三

O
年
四
月
一
五
日

中
之
条
町
立
沢
田
小
学
校
第
二
分
校

と
な
る
。
同
・
六
・
八
現
校
舎
落

成
。
三
七
年
五
・
一
八
校
舎
入
口

改
修
工
事
完
成
。
三
九
年
七
・
六

水
道
工
事
完
成
。
四
O
年
六
・
二

校
内
放
送
設
備
を
取
付
け
る
。
四
一

年
四
・
一
町
立
第
二
小
学
校
第
二

分
校
と
な
る
。
四
二
年
五
・
二
一

防
火
用
貯
水
池
を
つ
く
る
。
四
三
年

五
・
ニ

O
校
門
舗
装
工
事
施
行
。
四

八
年
八
二
七
給
食
室
事
進
、
五

O
年
八
・
五
防
球
網
設
備
完
成
。
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誌会ネ土

児童数・学級数・教員数(第2小・第3分校〉

| 昭和30 I H 35 I H 40 I H 45 I H 印 I H 

児
男 28 36 23 24 9 9 

童
女 33 32 22 13 10 6 

数
15 

2 

2 

第5表

五
O
年
九
・
九
公
仕
室
増
築
完
了
。

ω児
童
数
・
学
級
数
・
教
員
数
〈
第
4
表
)
(
前
頁
〉
児
童
数
は
昭
和
三

0
年
代
か
ら
最
近

ま
で
減
少
傾
向
を
た
ど
っ
た
が
、
五

0
年
代
か
ら
ま
た
幾
分
ふ
え
て
い
る
。
学
級
数
三
、
教

員
数
三
名
は
変
ら
な
い
。

ω主
任
|
佐
藤
清
〈
昭
和
一
一
一

O
年
〉
、
水
出
太
郎
会
三

l
三
四
年
)
、
角
田
卓
寿
〈
一
一
一
五
l

三
七
年
可
戸
谷
貞
夫
(
三
八

i
四
一
年
〉
、
剣
持
千
郷
(
四
二
年
〉
、
宮
崎
明
(
四
一
一
一

l
四
四

年
)
、
小
淵
正
三
(
四
五

l
四
七
年
〉
、
塩
谷
春
男
ハ
四
八
年
〉
、
小
測
正
三
ハ
四
九
l
五
O

年
〉
、
飯
塚
丞
次
ハ
五
一
年
〉
、
唐
沢
貢
(
五
二
年
)
。

P
・
T
-
A
会
長
|
昭
和
三

O
年
以
降
毎
年
の
会
長
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
高
平
貞
八
、

都
筑
重
雄
、
山
口
正
四
、
山
本
和
夫
、
関
茂
、
関
民
男
、
山
本
巳
之
治
、
唐
沢
久
男
、
関
利

夫
、
唐
沢
午
次
郎
、
関
口
茂
松
、
飯
塚
福
茂
、
福
田
区
幸
、
関
洗
、
島
村
初
太
郎
、
関
克

弥
、
福
田
剛
士
、
関
口
謙
一
郎
、
登
坂
幸
夫
、
一
福
岡
信
治
、
町
田
益
夫
。

町
立
第
二
小
学
校
第
三
分
校
所
在
地
中
之
条
町
四
万
て
一
ニ

O

川

w沿
革
昭
和
三

O
年
四
月
一
五
日
中
之
条
町
立
沢
田
小
学
校
第
三
分
校
と
改
称
、
三
四
年

一一・一

O
新
校
舎
落
成
。
三
七
年
一

0
・
一
三
水
道
工
事
完
成
、
四
一
年
四
・
一
中
之

条
町
立
第
二
小
学
校
第
三
分
校
と
改
称
、
四
八
年
五
・
二
三

N
H
K
テ
レ
ビ
社
会
科
「
ぼ

く
ら
の
学
校
」
の
録
音
を
す
る
。
四
八
年
七
・
二
便
所
の
改
装
手
洗
場
新
設
、
四
九
年
四
・

八
三
年
生
本
校
に
統
合
と
な
る
。
五

O
年
一
一
二
一

O
ジ
ャ

γ
グ
ル
ジ
ム
電
梯
完
工
。

ω児
童
数
学
級
数
及
び
教
員
数
の
変
遷
ハ
第
5
表
)
児
童
数
は
昭
和
三

0
年
代
後
半
か
ら
減

少
を
た
ど
り
、
と
く
に
四
九
年
度
か
ら
は
急
減
す
る
(
三
年
本
校
統
合
)
。
学
級
数
も
四
九
年

度
か
ら
二
学
級
、
教
師
も
二
人
に
減
少
す
る
。

ω主
任
|
富
沢
仁
子
〈
昭
和
三

O
年
〉
、
綿
貫
光
夫
合
三

l
三
四
年
)
、
戸
谷
貞
夫
会
一
五

l
三
七
年
〉
、
水
出
太
郎
ハ
三
八
l
四
O
年
〉
町
田
清
子
ハ
四
一

l
四
二
年
Y
佐
藤
清
(
四
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育教第六章

児童数・学級数・教員数(第2小・第4分校)

| 昭和30 I H 35 I H 40 I • 45 I H 50 I H 52 

児
男 37 41 28 10 12 9 

童
女 26 39 34 19 17 14 

数

3 

3 

第6表

一一一

l
四
四
年
)
、
宮
崎
明
(
四
五

l
四
六
年
〉
、
長
谷
川
ハ
ツ
子
(
四
七

l
五
一
年
〉
篠
原
功

(
五
二
年
〉
。

P
・
T
-
A
会
長
昭
和
三
年
以
降
の
毎
年
の
会
長
を
順
に
あ
げ
る
と
、
関
正
八
、
島
村

繁
蔵
、
唐
沢
正
男
、
宮
崎
愛
二
郎
、
金
井
重
雄
、
宮
崎
徳
郎
、
本
多
英
一
郎
、
関
幾
雄
、
島

村
彦
久
、
唐
沢
武
夫
、
宮
崎
隆
繁
、
関
孝
三
、
関
巴
好
、
関
徳
朗
、
島
村
明
、
唐
沢
定
次
、

山
田
国
一
、
宮
崎
伸
一
、
関
定
由
、
岡
林
和
雄
、
宮
崎
吉
太
郎
、
山
口
悦
夫
、
宮
崎
正
。

町
立
第
二
小
学
校
第
四
分
校
所
在
地
中
之
条
町
上
沢
渡
四
の
五
の
ニ

川

w沿
革
昭
和
三

O
年
四
月
一
五
日
中
之
条
町
立
沢
田
小
学
校
第
四
分
校
と
な
る
。
同
年
七

・
一
八
新
校
舎
で
授
業
開
始
、
三
一
年
八
・
三

O
教
員
住
宅
物
置
新
築
。
=
三
年
二

・
一
一
県
へ
き
地
教
育
研
究
会
開
催
。
一
二
五
年
一

0
・
三
全
国
へ
き
地
教
育
研
究
会
開

催
、
三
六
年
二
・
二
三
文
部
省
指
定
校
発
表
会
〈
算
数
〉
、
三
九
年
九
・
二
二
県
道
よ
り

校
門
ま
で
坂
道
改
修
。
四
一
年
四
・
一
中
之
条
町
立
第
二
小
学
校
第
四
分
校
と
な
る
。
四

一
年
五
・
二

O

へ
き
地
新
任
者
講
習
会
開
催
。
四
二
年
六
・
七
小
使
室
新
築
、
四
三
年

五
・
一
七
県
複
式
教
育
研
究
会
開
催
、
四
九
年
一

0
・
二
八
郡
へ
き
地
教
育
研
究
会
開

催
、
五

O
年
一

0
・一

0
・
一
一
県
複
式
教
育
研
究
会
開
催
。

ω児
童
数
・
学
級
数
・
教
員
数
ハ
第
6
表
〉
、
児
童
数
は
昭
和
五

0
年
代
か
ら
減
少
を
た
ど

り
五
二
年
度
は
二
三
人
に
な
る
学
級
数
三
は
不
変
、
教
員
数
も
大
体
三
人
で
き
て
い
る
。

会
二
・
三
ニ
・
三
五
・
四

O
年
は
四
人
〉
。

ω主
任
l
関
茂
三
郎
(
昭
和
三

o
i三
七
年
〉
木
村
実
〈
三
八

l
四
O
年
〉
、
牛
木
茂
樹
(
四

一
年
〉
、
角
田
卓
寿
ハ
三
二

l
四
三
年
〉
、
塩
谷
春
男
〈
四
四

l
四
五
年
〉
、
山
田
幸
八
(
四
六

l
四
七
年
〉
森
田
仁
蔵
(
四
八

l
五
O
年
)
角
田
卓
寿
(
五
一
年
l
y

P
・
T
-
A
会
長
l
昭
和
三

O
年
以
後
毎
年
の
会
長
を
順
に
あ
げ
る
と
、
関
馬
二
、
宮
崎

正
志
、
篠
原
国
光
、
宮
崎
豊
重
、
関
甲
子
郎
、
宮
崎
和
一
郎
、
関
秀
一
郎
、
関
一
二
、
関
安
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誌

二
、
宮
崎
四
平
、
宮
崎
仁
平
、
宮
崎
虎
雄
、
横
田
喜
三
郎
、
宮
崎
正
志
、
関
卓
、
宮
崎
仁

平
、
関
実
、
安
逮
士
ロ
蔵
、
吉
田
松
太
郎
、
宮
崎
明
ハ
二
年
間
〉
、
関
十
次
、
福
島
富
夫
。

町
立
第
三
小
学
校
所
在
地
中
之
条
町
四
万
三
、
九
五
四

ω沿
革
昭
和
一
ニ

O
年
四
月
一
五
日
、
中
之
条
町
立
四
万
小
学
校
と
な
る
。
同
年
一

0
・一

教
員
住
宅
を
山
口
地
区
に
新
築
。
同
一
一
・
二
一
一
県
教
委
指
定
、
学
校
給
食
研
究
発
表
会

を
開
催
、
三
三
年
六
・
一
防
火
用
水
池
完
成
、
三
七
年
四
月
県
教
委
指
定
科
学
教
育
研
究

指
定
校
と
な
る
。
三
八
年
一

0
・
一
五
科
学
教
育
指
定
研
究
発
表
会
開
催
、
三
九
年
一
二

月
校
庭
表
土
敷
替
工
事
〈
P
・
T
-
A
奉
仕
)
。
四

O
年
八
・
二
一
給
食
室
改
築
、
同
年

九
・
二
一
一
一
校
門
の
建
設
、
四
一
年
四
・
一
中
之
条
町
立
第
三
小
学
校
と
改
称
、
四
六
年

四
・
一
地
区
研
究
委
嘱
国
語
ハ
作
文
)
教
育
の
指
定
校
と
な
る
。
同
年
六
月
屋
内
運
動
場

ハ
体
育
館
〉
新
築
、
四
八
年
九
・
一
二
校
歌
・
校
旗
制
定
、
四
九
年
九
月
県
道
よ
り
校
門

ま
で
の
道
路
拡
張

ω児
童
数
・
学
級
数
・
教
員
数
(
第
7
表
〉
昭
和
三

0
年
代
後
半
か
ら
引
続
き
減
少
を
た
ど

り
、
五
二
年
現
在
一
一
七
人
で
あ
る
。
学
級
数
は
三

0
年
代
か
ら
六
、
教
員
数
は
三

O
年
以

来
八
人
だ
っ
た
が
、
四
八
年
か
ら
九
人
に
増
え
て
い
る
。

ω校
長
・
金
井
信
六
ハ
三

O
I一
一
一
一
年
〉
小
野
里
正
治
ハ
三
二
年
〉
、
山
田
湘
ハ
三
三

l
三
五

年
〉
、
今
井
憲
司
ハ
三
六

l
四
三
年
〉
、
小
林
正
三
郎
(
四
四

1
四
五
年
〉
、
蟻
川
貞
美
(
四
六

l
四
九
年
Y
角
田
亥
作
ハ
四
九
l
五
一
年
〉
、
島
村
明
〈
五
二
年
)
、

P
・
T
-
A会
長
|

昭
和
四

O
年
以
来
会
長
は
二
年
間
づ
っ
就
任
、
順
に
一
万
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
中
村
実
、

田
村
保
、
荒
井
由
平
、
関
善
平
、
田
村
八
郎
、
関
博
、
田
村
新
太
郎
、
山
口
吉
男
、
森
五

郎
、
山
口
倭
文
夫
、
綿
貫
三
郎
、
奥
木
茂
三
郎
ハ
五
二
年
)
。

町
立
第
四
小
学
校
所
在
地
中
之
条
町
五
反
田
三
五
三
四
の
三

ω沿
革
昭
和
三

O
年
四
月
一
五
日
町
村
ム
ロ
併
に
よ
り
中
之
条
町
立
伊
参
小
学
校
と
な
る
。

会社

児童数・学級数・教員数(第3小学校〉

| 昭和30I H • H 

児
男 114 106 93 83 72 

童
女 95 108 67 58 62 

数 117 

6 

9 
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育教第六章

児童数・学級数・教員数(第4小学校〉

| 昭和30 I H H • H 52 

児
男 108 131 94 114 101 91 

童
女 87 123 90 111 95 85 

数 176 

級数学
普 通 5 6 5 6 6 6 

養 護 l 1 1 

10 

第8表

三
二
年
九
・
一
八
群
馬
県
放
送
教
育
研
究
会
を
開
催
三
八
年
一
一
・
五
開
校
九

十
周
年
記
念
式
挙
行
、
四

O
年
九
・
三
完
全
給
食
開
始
ハ
A
型
)
、
四
一
年
四
・
一

校
名
変
更
に
よ
り
中
之
条
町
立
第
四
小
学
校
と
な
る
。
四
三
年
四
・
一
通
学
区
の
変

更
が
行
わ
れ
、
大
字
蟻
川
字
行
沢
、
大
倉
岳
、
百
々
、
沼
田
、
塩
平
、
大
字
大
道
の
う

ち
長
坂
は
第
五
小
学
校
へ
通
学
と
な
る
。
四
四
年
九
・
一
各
分
校
は
本
校
増
築
校
舎

落
成
ま
で
、
各
教
場
と
名
称
変
更
存
続
す
。
同
年
一
二
月
第
一
、
第
二
、
第
三
分
校
と

も
閉
校
す
る
。
鉄
筋
二
階
建
第
四
教
室
校
舎
落
成
、
四
五
年
一
・
八
全
校
児
童
本
校

に
収
容
さ
れ
授
業
開
始
、
分
校
統
合
完
了
、
四
八
年
二
・
五
開
校
百
周
年
記
念
式

典
並
に
記
念
事
業
実
施
、
校
歌
作
成
発
表
。
五

O
年
一
二
月
屋
内
運
動
場
(
体
育
館
〉

落
成
。ω児

童
数
、
学
級
数
、
教
員
数
ハ
第
8
表
〉
、
児
童
数
は
三
十
年
代
前
半
は
ふ
え
て
い
っ

た
。
四
十
年
代
前
半
に
か
け
て
減
少
し
は
じ
め
た
が
、
四
四
年
度
か
ら
再
び
ふ
え
て
こ

百
人
を
こ
え
た
。
最
近
五
十
二
年
に
は
一
七
六
人
に
減
少
し
て
い
る
。
学
級
数
は
三
十

年
代
初
め
五
学
級
だ
っ
た
が
、
三
三
年
度
か
ら
六
学
級
に
な
っ
て
い
る
。
教
員
数
も
は

じ
め
七
人
、
四
十
四
、
五
年
か
ら
十
人
に
な
る
。

ω校
長
|
小
林
突
っ
ニ

O
l三
一
一
一
年
)
、
金
回
寿
雄
(
一
一
一
四

i
四
O
年
〉
、
篠
原
文
夫

ハ四一

l
四
七
年
〉
、
島
村
明
(
四
八

t
五
一
年
)
角
田
和
平
(
五
二
年
〉

P
・
T
-
A
会
長
|
一
一
一

O
年
か
ら
の
毎
年
の
会
長
を
順
に
あ
げ
る
と
、
次
の
通
り
で

あ
る
。
須
藤
忠
男
、
高
橋
孝
茂
、
松
沢
清
次
郎
、
綿
貫
良
一
、
本
多
博
、
田
村
茂
、
割

田
博
、
斎
藤
庄
平
、
唐
沢
光
寿
、
小
測
信
雄
、
斎
藤
喜
人
、
関
菊
次
、
須
藤
浄
、
望
月

連
義
(
四
年
間
〉
、
村
山
健
ハ
二
年
間
)
、
生
須
積
善
、
綿
貫
喜
太
郎
、
伊
能
伝
蔵
、
富

沢
藤
雄
。

町
立
第
四
小
学
校
第
一
分
校

所
在
地
中
之
条
町
岩
本
一
四
三
の
一
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誌会社

号事抗、宇撃ち養手数
|昭和301. 351. 401. 叫

児
男 45 35 17 13 

章
女 41 31 22 16 

数
計 29 

2 

2 

ω沿
革
昭
和
三

O
年
四
月
一
五
日
中
之
条
町
立
伊
参
小
学
校
第
一
分
校
と
な
る
。
同
九
・

一
九
校
舎
新
築
港
成
。
三
七
年
八
月
門
柱
設
置
。
三
八
年
一
二
月
国
旗
掲
揚
竿
、
プ
ラ
γ

コ
設
置
、
四
一
年
四
・
一
町
立
第
四
小
学
校
第
一
分
校
と
な
る
。
四
四
年
九
・
一
第
一

分
校
は
第
一
教
場
と
改
称
、
同
年
一
二
月
閉
校
し
て
本
校
に
統
合
。

ω児
童
数
・
学
級
数
・
教
員
数
〈
第
9
表
可
児
童
数
は
昭
和
三

O
年
八
六
人
が
次
第
に
減
少

し
て
四
十
年
代
に
は
四
十
人
余
と
な
り
、
閉
校
年
に
は
二
十
九
人
に
急
減
し
た
。
学
級
数
も

三
学
級
か
ら
四
三
年
以
降
二
学
級
、
教
員
も
三
人
か
ら
二
人
に
な
っ
た
。

ω主
任
l
宮
崎
ヨ
ネ
ハ
昭
和
一
一
一

0
・
三
一
年
)
蟻
川
武
四
郎
(
一
一
一
一
一

t
三
四
年
)
山
田
幸
八

(
三
五
年
)
徳
間
利
徳
郎
会
二
六
l
四
O
年
て
進
邦
実
(
四
一

l
四
二
年
〉
片
貝
み
え
ハ
四

一一一

l
四
四
年
〉

P
・
T
-
A
会
長
本
校
と
同

じ。
町
立
第
四
小
学
校
第
二
分
校

所
在
地
中
之
条
町
五
反
田
甲
て
六
ニ
七

ω沿
革
昭
和
三

0
・
四
・
一
五
町
立
伊
参
小
学
校
第
二
分
校
と
な
る
。
三
二
年
一
一
月

物
質
改
築
、
三
四
年
九
月
便
所
改
築
防
火
池
設
備
、
四
一
年
四
・
一
町
立
第
四
小
学
校
第

二
分
校
と
改
称
、
四
四
年
九
・
一
第
二
分
校
を
第
二
教
場
と
改
称
、
四
四
年
一
二
月
閉
校

と
な
り
本
校
に
統
合

ω児
童
数
・
学
級
数
・
教
員
数
(
第

m表
)
、
昭
和
三

0
年
代
は
七
八
十
人
だ
っ
た
が
、
四
十

年
代
に
入
り
減
少
、
四
一
一
一

l
四
四
年
に
は
二
、
三
十
人
に
な
る
。
学
級
三
、
教
員
三
だ
っ
た

が
、
四
十
三
年
か
ら
は
二
学
級
二
人
と
な
っ
た
。

ω主
任
l
角
田
卓
寿
ハ
三

O
年
Y
笠
原
う
め
の
つ
三

1
三
二
年
〉
徳
間
利
徳
郎
(
一
一
一
一
一
一

l

三
四
年
可
福
島
信
男
〈
一
一
一
五
l
三
七
年
〉
関
邦
一
〈
三
八
年
〉
剣
持
真
雄
ハ
三
九
l
四
O

第9表
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キ豪雪J、守護私養手数
|昭和301. 351. 401. 44 

児
男 35 40 34 16 

童
女 48 42 31 15 

数 計 31 I 

2 
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年
〉
徳
間
利
徳
郎
(
四
一

l
四
二
年
〉
、
進
邦
実
〈
四
一
一
一

l
四
四
年
)

P
・
T
-
A
会
長
|
本
校
に
同
じ
。

町
立
第
四
小
学
校
第
三
分
校
所
在
地
中
之
条
町
蟻
川
ニ
、
七
四
六

川

w沿
革
昭
和
三

0
・
四
・
一
五
町
立
伊
参
小
学
校
第
三
分
校
と
な
る
。
三
二
年
二
・

一
一
校
舎
の
一
部
改
築
竣
工
す
る
。
三
八
年
一
二
月
国
旗
掲
揚
竿
、
校
庭
遊
具
設
備
、
四

一
・
四
・
一
町
立
第
四
小
学
校
第
三
分
校
と
改
称
、
四
三
年
四
・
一
通
学
区
一
部
変
更
さ

れ
、
蟻
川
の
う
ち
行
沢
、
大
倉
岳
、
百
々
、
沼
田
塩
平
及
び
大
道
の
う
ち
長
坂
は
第
五
小
学

校
へ
通
学
と
な
る
。
四
四
年
一
二
月
閉
校
と
な
り
本
校
に
統
合
す
。

ω児
童
数
・
学
級
数
・
教
員
数
〈
第
一
一
表
)
。
児
童
数
は
昭
和
三
十
年
七
十
二
人
が
次
第
に

減
少
し
て
四
十
四
年
に
は
二
十
三
人
に
な
っ
た
。
学
級
数
三
、
教
師
三
が
四
十
三
年
か
ら
学

級
二
、
教
員
二
人
と
な
っ
た
。

帥
主
任
l
蟻
川
武
四
郎
(
三

Ol--
一

一
年
〉
宮
崎
ヨ
ネ
(
三
二

l
三
四
年
)

徳
間
利
徳
郎
〈
三
五
年
〉
、
関
栄
(
一
一
一
六

l
四
三
年
)
、
田
村
武
子
(
四
四
年
)
。

P
・
T
-
A
会
長
|
本
校
に
同
じ
。

町
立
第
四
小
学
校
大
道
冬
季
分
校
所
在
地
中
之
条
町
大
道
て
一

O
四

川
W
沿
革
昭
和
二
九
・
一
・
七
大
道
冬
季
分
校
舎
落
成
、
同
一
・
八
開
校
、
以
後
冬
季
三

カ
月
間
毎
年
授
業
継
続
す
る
。
三
六
年
三
・
三
一
閉
校
さ
れ
る
。

ω児
童
数
・
学
級
数
・
教
員
数
(
第
四
表
)
二
八
年
開
校
時
六
人
、
毎
年
十
人
以
内
、
学
級

数
一
、
教
師
一

ω主
任
!
神
保
昭
三
(
二
八

l
一一一

O
年
)
蟻
川
貢
会
二

l
三
一
一
一
年
)
高
橋
松
雄
(
一
一
一
四
年
)

山
口
金
造
(
一
一
一
五
年
)

P
・
T
-
A
会
長
l
本
校
に
同
じ
。

児童数・学級数・教員数
(第4小・第3分校〉

|昭和301u__ 351. 401 H 44 

児
男 33 27 16 10 

童
女 39 41 24 13 

数 言十 23 

2 

2 

第11表

育教第六章

児童数・学級数・教員数
(第4小大道分校)

|昭和281H 301 H 321. 351 

児
男 4 6 2 

童
女 5 4 5 6 

数
言十 8 

1 

649 
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誌会社

児童数・学級数・教員数〈第5小学校〉

• 52 • 50 

104 121 

100 119 

204 240 

6 7 

1 

10 

1 

12 

l

i

l

i

-

-

バ
J
寸
|

第13表

• 45 • 40 H 35 昭和30

167 198 249 212 男
児

131 171 244 243 女
童

数 298 369 493 455 計

11 12 11 普通学
級
数

14 

特殊

町
立
第
五
小
学
校
所
在
地
中
之
条
町
平
ニ
、
一
三
八

ω沿
革
昭
和
三

0
・
四
・
一
五
町
村
合
併
の
た
め
中
之
条
町
立
名
久
田
小
学
校
と

な
る
。
同
年
九
・
一
学
校
給
食

(
D
型
〉
開
始
、
同
九
・
七
校
内
放
送
設
備
完

了
。
三
一
年
七
月
体
育
小
屋
完
成
、
三
七
年
五
・
二
六
物
置
改
築
、
三
九
年
五
・
一

五
校
歌
制
定
、
四
二
年
一

0
・
二
完
全
給
食
実
施
〈
A
型
〉
、
同
年
一
一
・
一
一

県
よ
り
健
康
優
良
校
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
。
四
八
年
五
月
貯
水
池
(
防
火
池
)
改
築
、

四
八
年
一

0
・
四
開
校
百
年
記
念
運
動
会
、
記
念
碑
設
立
、
岩
石
園
フ
レ
ー
ム
設

置
、
四
九
年
五
月
県
同
和
教
育
推
進
校
委
嘱
、
五

O
年
四
・
八
ス
ク
ー
ル
パ
ス
運
行
栃
窪

よ
り
、
同
年
八
・
二
六
プ

1
ル
聞
き
ハ
二
五
M
八
コ
l
ス
〉
同
一
一
・
一
七
県
よ

り
優
良

p
・
T
-
A
と
し
て
表
彰
を
う
く
。

ω児
童
数
・
学
級
数
・
教
員
数
(
第
四
表
)
児
童
数
は
三

0
年
代
後
半
か
ら
減
少
し
は

じ
め
現
在
五
二
年
に
は
二

O
四
人
に
な
る
。
学
級
数
は
三

O
年
一
一
学
級
、
三
三

l
三

五
二
二
八
・
三
九
年
に
は
一
二
学
級
、
四
五
年
す
ぎ
に
は
九
学
級
と
な
り
、
五
二
年
に

は
つ
い
に
六
学
級
と
な
る
。
教
員
教
は
、
一
二

O
年
は
一
五
人
、
次
第
に
減
少
し
て
ゆ

き
、
五
二
年
に
は
一

O
人
と
な
る
。

ω校
長
1
中
沢
新
十
郎
会
ニ

O
l一
一
一
五
年
〉
篠
原
久
夫

2
三
ハ
年
)
伊
能
博
ハ
三
七

l

四
三
年
〉
金
田
寿
雄
(
四
四

l
四
七
年
)
朝
倉
忠
夫
(
四
八

l
五
O
年
)
増
田
公
平

(五一

l
五
二
年
〉
。

P
・
T
-
A会
長
l
三

O
年
以
降
の
毎
年
の
会
長
を
あ
げ
る
と
、
松
本
仁
一
、
関
次

郎
、
本
多
敏
雄
、
吉
田
仁
一
、
小
林
組
太
郎
、
銅
持
富
蔵
、
吉
田
春
雄
、
田
村
弘
、
原

沢
寧
二
、
関
浩
、
茂
木
正
守
、
小
林
貞
夫
、
関
幸
四
郎
、
吉
岡
松
太
郎
、
茂
木
守
治
、

田
村
敏
、
関
和
作
、
松
本
憲
介
、
桑
原
章
、
野
口
昭
博
〈
必
〉
吉
田
兵
三
郎
ハ
川
崎
〉
星

野
勇
、
関
佐
門
、
佐
藤
進
。
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中
学
校
の
現
状

町
立
第
一
中
学
校
所
在
地
中
之
条
町
伊
勢
町
一
、

0
0五
る
。
四
一
年
四
・
一
町
立
第
一
中
学
校
と
改
称
、
同
年
一
一
・
一

ω沿
草
1
昭和一一一

O
年
五
月
一
一
一
一
日
特
別
教
室
(
四
教
室
〉
小
使
室
給
七
文
部
省
よ
り
体
育
優
良
校
と
し
て
表
彰
を
う
く
。
四
三
年
一
一
了

食
室
増
築
、
三
一
年
三
・
二
三
校
歌
制
定
、
同
年
五
月
正
門
建
設
、
二
六
給
食
室
を
改
造
、
四
六
年
三
月
ク
ラ
ブ
室
落
成
、
四
八
年
三
月

コ
三
年
三
・
二
ハ
県
教
委
科
学
教
育
指
定
校
の
研
究
発
表
会
を
行
体
育
管
理
室
溶
成
、
四
九
年
一
月
美
術
室
落
成
、
同
年
一

0
・
二
三
道

ぅ
。
一
一
一
四
年
一
・
三

O
学
校
給
食
優
良
校
と
し
て
県
教
委
よ
り
表
彰
徳
教
育
指
定
研
究
発
表
、
五

O
年
七
月
図
書
館
〈
プ
レ
ハ
ブ
〉
建
築
、

を
う
く
。
一
一
一
六
年
六
月
産
業
教
育
指
定
校
と
し
て
研
究
発
表
会
、
同
年
五
二
年
一
月
ク
ラ
ブ
部
室
完
成
。

一
了
二
三
体
育
館
落
成
、
三
九
年
一
了
一
一
一
一
県
教
委
体
育
指
定

ω生
徒
数
・
学
級
数
・
職
員
数
(
第
日
表
)
生
徒
数
は
昭
和
三

O
年
六

校
中
開
発
表
、
四

O
年
八
・
一

O

特
別
教
室
(
二
教
室
)
新
築
、
同
八
四
人
、
三
六
l
一
一
一
七
年
に
は
八

O
O人
を
こ
え
た
が
、
そ
の
後
減
少

年
一

0
・
三
体
育
指
定
校
研
究
発
表
ハ
技
能
を
高
め
る
た
め
の
指
し
て
ゆ
き
四

O
卓
代
に
は
五

O
O人
台
に
な
る
。
学
級
数
は
三

O
年
に

導
法
〉
。
同
年
三
了
四
県
教
委
よ
り
体
育
優
良
校
と
し
て
表
彰
さ
一
三
学
級
、
一
一
一
六

1
三
八
年
に
は
一
六
、
一
七
学
級
に
な
っ
た
が
、
四

号事警J芳野弘子数
|昭和301.ψ 仲仲 ω|

児
男 11 6 5 。

童
女 20 9 4 3 

数
3 

1 

1 

第14表

育教第六章

町
立
第
五
小
学
校
第
一
分
校
所
在
地
中
之
条
町
栃
窪

ω沿
革
昭
和
三
四
・
コ
了
二
五
校
舎
新
築
落
成
三
六
年
六
・
八
学
校
給
食
E
型

開
始
、
三
八
年
九
・
二
自
家
製
パ
ン
に
よ
る
完
全
給
食
A
型
実
施
、
明
和
式
パ
ン
製
造
装
置

設
備
、
三
九
年
四
・
一
一
二
三
複
々
式
学
級
と
な
る
。
四
四
年
四
・
一
複
々
式
学
級
解

消
さ
れ
る
。
五

O
年
三
月
本
校
へ
統
合
さ
れ
廃
校
と
な
る
。

ω児
童
数
・
学
級
数
・
教
員
数
(
第
H
表
)
児
童
数
は
三

O
年
二
一
人
、
四
0
年
代
か
ら
減

少
し
は
じ
め
四
九
年
に
は
三
人
に
な
る
。
学
級
数
、
教
員
数
は
、
三
五
年
四
五
年
が
二
学
級

二
人
で
、
他
は
一
学
級
一
人
で
あ
っ
た
。

ω主
任
|
松
沢
半
治
郎
(
一
二

O
l一
三
年
)
、
大
淵
酉
雄
会
三

l
三
一
一
一
年
)
、
都
築
晃
(
三

四
i
三
五
年
〉
岡
知
棋
(
三
六

l
一
一
一
八
年
〉
、
岡
伶
子
〈
一
二
九
年
〉
松
沢
半
治
郎
ハ
四

O
l

四
六
年
)
、
青
木
久
三
郎
(
四
七

l
四
九
年
〉
、

P
・
T
-
A
会
長
は
本
校
に
同
じ
。

2 
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誌会社

生徒数・学級数・教員数〈第 l中学校〉

|昭和30 I • • • 52 

生
男 337 340 248 275 263 

徒
女 347 321 233 248 251・

数
514 

~数級1: 普通 13 12 13 13 

特 別 2 1 1 

教 一 般 20 19 22 22 24 

員 養護 l 1 1 

第15表

0
年
代
か
ら
は
生
徒
数
の
減
少
で
一
四

t
一
一
一
一
学
級
に
な
る
。
教
員
数
は
一
一
一

O

年
に
二

O
人
、
そ
の
後
は
二
二

l
二
四
人
で
あ
る
。
四

O
年
に
は
特
別
学
級
が

設
け
ら
れ
、
四
二
年
か
ら
は
養
護
教
員
が
お
か
れ
て
い
る
。

ω校
長
|
渡
辺
千
代
丸
(
三

O
l三
五
年
〉
、
佐
藤
次
男
(
一
二
六

l
三
九
年
)
、

深
井
明
(
四

O
i四
三
年
〉
、
唐
沢
実
ハ
四
四

l
四
九
年
)
、
黒
岩
功
(
五

O
l

五
一
年
〉
、
堀
込
正
久
ハ
五
二
年
〉

P
・
T
-
A
会
長
l
毎
年
の
会
長
を
順
に
あ
げ
る
と
、
徳
茂
国
松
、
武
藤
敏

良
、
桑
原
清
、
丸
橋
勇
、
小
板
橋
豊
作
、
吉
原
仁
三
郎
、
小
山
邦
雄
、
小
林
泰

明
、
宮
崎
寅
雄
、
佐
鳥
覚
、
植
松
孝
之
、
永
井
進
、
山
口
武
夫
、
町
田
儀
平
、

剣
持
伊
佐
雄
、
松
田
義
香
(
二
年
間
〉
、
小
板
橋
喜
八
ハ
三
年
間
〉
、
剣
持
昇
、

桑
原
宣
治
、
犠
川
七
郎
次
。

町
立
第
二
中
学
校
所
在
地
中
之
条
町
下
沢
渡
九
四
六
の
一

ω沿
革
|
昭
和
三

O
年
四
月
一
五
日
町
立
沢
田
中
学
校
と
な
る
。
同
六
・
四

体
育
館
落
成
、
三
五
年
九
・
一
技
術
科
理
科
各
教
室
創
設
、
三
八
年
三
了

二
二
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
編
成

(
P
・
T
-
A
寄
附
〉
、
三
九
年
二
・
六
公
仕

室
改
築
、
四
一
年
四
・
一
町
立
第
二
中
学
校
と
な
る
。
四
四
年
五
・
一

O

校
歌
制
定
、
同
六
・
二
八
表
校
舎
職
員
室
各
教
室
の
整
備
を
行
う
。
渡
廊
下

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
完
了
、
四
七
年
九
・
一
調
理
室
美
術
室
の
改
造
、
四
八
年

六
月
部
活
動
室
(
五
室
〉
新
設
、
四
九
年
六
月
部
活
動
室
(
一
一
一
室
〉
増
築
、
四

九
年
九
月
便
所
新
築
、
五
一
年
七
月
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
県
大
会
で
優
勝
、
関

東
大
会
で
第
三
位
と
な
り
、
全
国
大
会
に
出
場
、
五
二
年
四
・
一
第
二
第
一
一
一

中
が
統
合
さ
れ
、
校
名
は
町
立
西
中
学
校
と
な
る
。

ω生
徒
数
・
学
級
数
・
教
員
数
ハ
第
Mm
表
)
(
次
頁
〉
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育教第六章

生徒数・学級数・教員数(第2中学校〉

| 昭和30I • • • 52 

生
男 234 180 217 174 125 127 

徒
女 208 168 210 134 116 118 

数 245 

17 I 

14 

第16表

昭52学級者1は特別学級である。

生
徒
数
三

O
年
四
四
二
人
・
三

0
年
代
前
半
に
は
減
少
し
た
が
、
後
半
か
ら
四

O
O

人
台
に
な
る
。
四
二
年
以
降
は
年
々
減
少
し
て
ゆ
き
五
二
年
に
二
四
五
人
と
な
る
、
学

級
数
も
こ
れ
に
伴
っ
て
三

O
年
一

O
学
級
が
八
学
級
に
な
っ
た
が
、
三

0
年
代
後
半
l

四
三
年
は
再
び
一

O
学
級
、
そ
の
後
は
漸
次
減
っ
て
現
在
は
普
通
六
特
別
一
で
あ
る
。

教
員
数
、
三

O
年
一
五
人
、
三
八

l
四
五
年
に
は
一
八

1
一
六
人
、
現
在
五
二
年
は
一

四
人
で
あ
る
。

助
校
長
|
戸
谷
荘
一
郎
ハ
=
一

o
i一
三
年
)
、
剣
持
福
治
ハ
一
一
一
一

l
三
三
年
)
、
篠
原
久
夫

ハ一二四

i
三
五
年
〉
、
伊
能
博
ハ
三
六
年
可
朝
比
奈
幸
作
会
ニ
七

1
四
O
年
)
、
腰
塚
弘

一
〈
四
一

l
四
二
年
〉
、
金
井
信
六
ハ
四
三

l
四
五
年
)
、
関
春
雄
ハ
四
六

l
四
八
年
〉
、

関
卓
一
ハ
四
九
l
五
一
年
)
、
角
田
亥
作
(
五
二
年
)

P
・
T
-
A
会
長
|
三

O
年
以
降
毎
年
の
会
長
を
順
に
あ
げ
る
と
、
山
田
稲
作
、
山

田
正
治
、
士
ロ
水
霊
順
、
山
田
光
利
、
竹
測
栄
作
、
宮
崎
良
作
、
佐
藤
耕
太
郎
、
久
住
武

二
〈
三
年
間
)
、
宮
崎
徳
郎
、
木
暮
喜
頼
、
唐
沢
文
夫
、
斎
藤
伝
十
郎
、
山
口
総
一
郎
、

宮
崎
貞
雄
、
金
井
滋
之
、
折
田
茂
、
関
馬
二
、
安
原
宏
道
、
篠
原
力
三
、
山
田
明
、
今

井
茂
雄
。

町
立
第
三
中
学
校
所
在
地
中
之
条
町
四
万
三
、
九
五
回
。

ω沿
革
昭
和
三

0
・
四
・
一
五
町
立
四
万
中
学
校
と
改
称
、
三
六
年
四
月
県
教
委

指
定
、
産
業
教
育
指
定
校
と
な
る
。
三
九
年
三
月
産
業
教
室
(
技
術
科
〉
を
新
築
、
四

一
年
四
・
一
校
名
変
更
、
中
之
条
町
立
第
三
中
学
校
と
な
る
。
四
九
年
八
月
技
術
科

教
室
を
増
築
、
五
一

l
五
二
年
度
県
教
委
か
ら
「
学
力
向
上
を
め
ざ
し
た
統
計
資
料
の

活
用
」
の
指
定
校
と
な
る
。
五
二
年
四
・
一
第
二
・
第
三
中
が
統
合
に
よ
り
町
立
西

中
学
校
四
万
教
場
と
な
る
。

∞
生
徒
数
・
学
級
数
・
教
員
数
ハ
第
臼
表
〉
、
生
徒
数
昭
和
三

O
年
一

O
一
人
、
三

O
年
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誌会社

生徒数・学級数・教員数〈第3中学校〉

| 昭和30I • 35 I • 40 I • 45 I • 50 I • 52 

生
男 59 56 41 40 39 

徒
女 42 45 60 29 23 30 

数 69 

3 

8 

第17表

代
前
半
は
減
少
し
た
が
、
後
半
に
は
再
び
一

O
O人
を
こ
え
た
。
し
か
し
四

0
年
代
か
ら
は

減
少
を
た
ど
り
、
現
在
五
二
年
六
九
人
で
あ
る
。
学
級
数
教
員
数
は
、
三

O
年
は
三
学
級
七

人
だ
っ
た
が
、
学
級
数
は
引
続
き
三
学
級
、
教
員
数
は
三
一

l
三
六
年
八
人
、
そ
の
後
再
び

七
人
に
減
り
、
四
二
年
以
降
八
人
で
き
て
い
る
ハ
五

O
年
九
人
〉
。

ω校
長
|
金
井
信
六
〈
一
一
一

o
l一
三
年
)
、
小
野
里
正
治
会
三
年
〉
、
山
田
湘
(
一
一
一
二
l
一一一

五
年
〉
、
今
井
憲
司
(
一
三
ハ
l
四
三
年
)
、
小
林
正
三
郎
ハ
四
四
l
四
五
年
)
、
増
田
公
平
(
四

六
年
)
蟻
川
貞
美
ハ
四
七

l
四
八
年
〉
、
角
田
亥
作
(
四
九
l
五
二
年
)

P
・
T
-
A
会
長
|
昭
和
三

O
年
以
後
の
会
長
を
順
に
あ
げ
る
と
、
(
会
長
二
年
間
就
任
〉

中
村
実
、
田
村
保
、
荒
井
由
平
、
関
善
平
、
回
村
八
郎
、
関
博
、
田
村
新
太
郎
、
山
口
吉

男
、
森
五
郎
、
山
口
倭
文
夫
、
綿
貫
三
郎
、
奥
木
茂
三
郎
。

町
立
第
四
中
学
校
所
在
地
中
之
条
町
五
反
田
三
、
五
ニ
七
の
五

ω沿
革
昭
和
三

0
・
四
・
一
五
町
村
合
併
に
よ
り
中
之
条
町
立
伊
参
中
学
校
と
な
る
。

コ
二
年
二
・
一
四
優
良
貯
金
組
合
と
し
て
県
知
事
よ
り
表
彰
さ
る
。
三
二
年
四
・
一
五

校
庭
緑
化
モ
デ
ル
校
と
し
て
指
定
を
う
け
、
希
望
ケ
丘
整
備
、
一
一
一
一
一
一
年
五
・
一
五
給
食
室

落
成
、
完
全
給
食
実
施
、
三
五
年
三
・
三
校
歌
制
定
、
三
九
年
二
・
二
八
体
育
館
竣
工
、

四
一
年
四
・
一
町
立
第
四
中
学
校
と
改
名
、
四
二
年
三
了
六
地
区
研
、
数
学
指
定
発

表
会
、
四
五
年
一

0
・
一
四
地
区
研
、
道
徳
指
定
発
表
会
、
四
七
年
一

0
・
一
一
一
一
地
区

研
、
保
健
体
育
指
定
発
表
会
、
四
八
年
五
月
給
食
室
施
設
改
善
、
四
九
年
一

0
・
一
七
大

蔵
大
臣
、
日
銀
総
裁
よ
り
学
校
銀
行
表
彰
さ
れ
る
、
五
一
年
六
・
一
一
県
教
育
委
員
会
委

員
、
県
教
育
長
、
義
務
教
育
課
長
等
の
学
校
視
察
あ
り
。

ω生
徒
数
・
学
級
数
・
教
員
数
(
第
四
表
)
(
次
頁
〉

生
徒
数
昭
和
三

O
年
二
三
九
人
、
三
0
年
代
前
半
は
減
少
し
た
が
、
後
半
に
は
再
び
増
え

た
。
そ
し
て
四
0
年
代
か
ら
は
減
少
し
て
き
て
現
在
に
い
た
る
(
五
二
年
一
一
七
人
)
。
学
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育教第六章

生徒数・学級数・教員数(第4中学校〉

| 昭和30 I • • • • 52 

生
男 119 86 112 71 54 61 

徒
女 120 100 126 81 56 56 

数 117 

3 

教員数 I 10 I 8 

第18表

級
輩
、
教
員
数
は
、
三

O
年
六
学
級
一

O
人
、
三
三

l
三
五
年
、
五
学
級
に
減
り
、
三
六

l

四
三
年
再
び
六
学
級
に
な
る
、
そ
の
問
教
員
数
は
四
一

l
四
三
年
一
二
人
と
な
る
。
四
三
年

以
後
は
学
級
教
員
と
も
に
減
少
し
て
ゆ
き
、
五
二
年
現
在
は
三
学
級
八
人
と
な
る
。

助
校
長
相
原
亦
次
ハ
三

O
l一
一
一
一
一
一
年
)
、
小
林
文
一
ハ
三
四
l
三
九
年
〉
、
関
春
雄
(
四
O
I

四
五
年
〉
、
高
橋
善
衛
(
四
六

l
四
八
年
〉
、
飯
塚
威
〈
四
九
l
五
二
年
〉
。

P
・
T
-
A会
長
昭
和
三

O
年
以
降
の
毎
年
の
会
長
を
順
に
あ
げ
る
と
、
須
郷
忠
男
、

高
橋
孝
茂
、
松
沢
清
次
郎
、
綿
貫
良
一
、
本
多
博
、
田
村
茂
、
綿
貫
長
松
、
宮
沢
愛
次
郎
、

篠
原
敬
、
田
村
隆
、
宮
崎
金
二
、
綿
貫
祐
三
郎
、
斎
藤
一
郎
、
唐
沢
光
毒
、
高
橋
利
男
、
本

多
良
馬
、
保
科
弥
蕎
三
、
小
池
盛
男
、
小
林
常
弘
、
唐
沢
富
夫
、
森
田
一
、
須
藤
浄
、
神
保

一司。町
立
第
五
中
学
校
所
在
地
中
之
条
町
横
尾
三
ニ

O

ω
沿
革
昭
和
三

O
年
四
月
一
五
日
町
立
名
久
田
中
学
校
と
改
称
、
一
一
一
二
年
四
・
三

O

創
立
十
周
年
記
念
式
挙
行
、
同
年
一

0
・
一
二
特
別
教
室
ハ
四
教
室
)
建
築
、
三
六
年
五

・
二
五
産
業
教
室
建
築
(
機
械
工
作
室
)
、
四

O
年
一
・
二
九
体
育
館
建
築
、
四
一
年
二

月
校
歌
制
定
・
同
年
四
・
一
町
立
第
五
中
学
校
と
改
名
、
同
年
八
・
二
九
給
食
室
新
築
、

四
二
年
五
月
創
立
二
十
周
年
事
業
(
樹
木
圏
、
岩
石
園
温
室
事
〉
、
四
四
年
二
・
二
一
町

教
委
指
定
生
徒
指
導
研
究
発
表
会
開
催
、
四
六
年
八
月
生
徒
更
衣
室
新
築
、
四
八
年
四
・
二

二
放
送
室
資
料
室
等
改
造
、
四
九
年
八
・
九
給
食
室
施
設
等
改
善
、
五
一
年
四
月
県
教

委
体
育
研
究
指
定
校
と
な
る
(
二
年
間
〉
。

ω生
徒
数
、
学
級
数
、
教
員
数
ハ
第
四
表
〉
生
徒
数
昭
和
三

O
年
二
七

O
人
、
三

0
年
代

前
半
は
減
少
し
た
が
、
後
半
に
は
再
び
ふ
え
る
。
四

0
年
代
か
ら
は
引
続
き
減
少
し
て
ゆ

き
、
五
二
年
現
在
一
四
七
人
と
な
る
。
学
級
数
教
員
数
三

O
年
は
六
学
級
一

O
人
、
三

0
年

代
後
半
か
ら
四

O
年
初
め
に
か
け
て
六

l
八
学
級
一
一
一
一

l
一
四
人
に
ふ
え
て
い
っ
た
が
、
生
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誌会社

生徒数・学級数・教員数(第5中学校〉

| 昭和30 I ' 40 I u 4~_1 • ' 52 

生
男 138 125 149 107 83 75 

徒
女 132 112 140 97 74 72 

数 147 

5 

11 

第19表

徒
数
の
減
少
に
伴
っ
て
学
級
六
l
五
、
教
員
数
一
二

t
一
一
人
に
減
っ
て
い
た
。

ω校
長
l
中
島
忠
雄
ハ
一
一
一

ol--一
一
年
)
金
井
信
六
ハ
三
一
一

I
三
五
年
)
山
田
浦
(
三
六

l

四
二
年
〉
木
暮
義
雄
(
四
三

l
四
五
年
〉
、
小
林
正
三
郎
(
四
六

l
四
八
年
)
蟻
川
貞
美
(
四

九
l
五
O
年
)
高
橋
忠
夫
ハ
五
一

l
五
二
年
〉
。

P
・
T
-
A
会
長
|
一
一
一
O
年
以
後
の
毎
年
会
長
を
順
に
あ
げ
る
と
、
茂
木
延
太
郎
、
田
村

弘
、
剣
持
富
蔵
、
剣
持
保
茂
、
田
村
延
次
郎
、
富
沢
甚
太
郎
、
林
芳
江
、
吉
田
正
明
、
小
林

好
次
ハ
二
年
間
)
、
吉
田
仁
一
、
宮
崎
敬
太
郎
、
林
芳
江
、
関
浩
、
制
持
豊
次
郎
、
吉
田
松
太

郎
ハ
二
年
間
〉
、
伊
能
亀
雄
、
金
井
四
平
、
茂
木
守
治
、
松
本
喜
男
、
田
村
安
夫
、
関
伸
一

管
内
中
学
卒
業
生
の
行
先
昭
和
三
十
年
以
降
に
お
け
る
各
中
学
校
の
卒
業
生
の
行
先
を

第
別
表
(
次
頁
)
に
よ
っ
て
み
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

進
学
率
昭
和
三
十
年
に
は
、
中
之
条
中
学
校
の
ほ
か
、
村
部
の
中
学
校
の
進
学
率
は
五

O
%
に
達
せ
ず
、
伊
参
中
学
校
二
八
・
六
%
、
名
久
田
中
学
校
四
三
・
七
%
四
万
中
学
校
二

八
・
六
%
で
あ
っ
た
ハ
中
之
条
中
学
校
も
六
六
・
四
%
)
。

四
十
年
に
な
る
と
、
二
中
、
三
中
、
四
中
、
五
中
い
づ
れ
も
五
O
%
前
後
に
な
る
(
一
中
は

七

0
・
五
%
)
。
そ
し
て
最
近
の
四
十
九
年
に
は
、
一
中
九
六
・
三
%
、
四
中
九
二
・
九
%
、

五
中
八
五
・
二
%
、
三
中
八
三
・
三
%
、
二
中
七
三
・
八
%
と
進
学
率
が
著
し
く
伸
び
て
い

る
。
従
っ
て
三
十
年
に
は
就
職
在
家
が
各
中
学
校
と
も
に
相
当
数
あ
っ
た
が
、
四
十
九
年
に

は
二
中
を
除
い
て
就
職
者
は
ご
く
少
数
に
す
ぎ
ず
、
と
く
に
卒
業
生
で
家
に
残
る
も
の
は
殆

ん
ど
い
な
い
状
態
に
変
っ
て
い
る
。
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幼
稚
園
の
現
状

町
立
中
之
条
幼
稚
園
所
在
地
中
之
条
町
大
字
中
之
条
町
て
八
三
六

ω沿
革
昭
和
三
五
年
五
月
二
日
中
之
条
公
民
館
事
業
と
し
て
中
之
条
保
育
園
が
開
園
さ
れ



第六一章教 育

第20表管内中学卒業生の行先・進学率 〈中之条町〉

|昭和 30 I • • H • 49 

進学 148 170 131 155 

一 % 66.4 65.0 70.5 85.6 96.3 

就職 65 65 68 21 6 

中
在家 10 6 3 1 。

進学 42 77 79 

一一 % 37.8 51. 0 73.8 73.8 

就職 35 60 23 22 

中
在家 34 14 5 。

84 

進学 8 14 21 18 15 

一 % 28.6 51. 9 51. 2 58.1 83.3 

就職 19 12 15 10 3 

中
在家 1 1 5 3 。
計| 18 

進学 35 25 40 46 39 

四 男6 39.8 36.2 48.2 76.7 92.9 

就職 40 41 40 11 2 

中
在家 13 3 3 3 1 

計| 42 

進学 45 37 45 36 52 

五 % 43.7 46.3 49.5 52.9 85.2 

就職 43 31 44 30 9 

中
在家 15 12 2 2 。

61 
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誌会社

園児数・学級数・教員数〈中之条幼稚園〉

|昭和 35 I • 52 I 

園
男 89 85 76 77 83 

児
女 82 78 92 76 78 

数
計 161 

5 

7 

第21表

る
。
三
九
年
五
・
一

O
公
認
幼
稚
園
と
な
り
、
町
立
中
之
条
幼
稚
園
と
な
る
。
四
一
年
一

一
・
二

O

水
道
設
置
、
四
二
年
一
一
了
二
五
遊
戯
室
新
築
、
四
三
年
五
・
三
一
園
庭

拡
張
門
柱
等
の
整
備
、
四
四
年
一
一
了
二
四
国
舎
改
築
の
た
め
第
一
小
学
校
へ
移
転
、
四

五
年
四
・
一
新
園
落
成
す
る
。
四
六
年
四
・
一
幼
稚
園
教
育
課
程
指
定
を
う
け
て
北
毛

地
区
研
究
会
開
催
、
四
八
年
二
・
二
七
研
究
指
定
(
社
会
領
域
〉
研
究
発
表
会
開
催
、
四

九
年
三
・
一
五
園
歌
制
定
五

O
年
三
・
二

O
ト

γ不
ル
山
完
成
、
五

O
年一

O
月
テ
レ

ビ
五
台
設
備
。

ω園
児
数
・
学
級
数
・
教
員
数
(
第
幻
表
)

開
園
時
は
園
児
数
一
七
一
人
、
四
学
級
教
員
六
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
四
五
年
か
ら
五
学

級
教
員
七
人
に
ふ
え
て
い
る
。

ω園
長
小
池
し
ん
ハ
三
五

l
三
七
年
)
、
唐
沢
実
ハ
一
一
一
八

l
四
三
年
〉
藤
井
吾
一
ハ
四
四
l

四
七
年
)
錫
持
俊
雄
(
四
八
l
五
一
年
)
、
清
水
正
男
(
五
二
年
)
、
主
任
小
池
し
ん
(
三
八

l
五
二
年
〉
、

保
護
者
会
長
|
三
五
年
以
後
の
毎
年
の
会
長
を
順
に
あ
げ
る
と
、
山
田
や
ま
、
一
場
審

美
、
高
山
も
り
、
宮
崎
フ
ジ
子
、
池
田
か
ず
、
町
田
ミ
キ
、
宮
崎
房
子
、
須
郷
弘
子
、
外
丸

三
和
子
、
倉
林
つ
る
子
、
宮
森
良
子
、
野
上
安
子
、
荻
原
ま
っ
、
宮
崎
房
子
、
桑
原
純
栄
、

宮
崎
剤
、
福
田
竹
雄
、
林
二
郎
。

町
立
沢
田
幼
稚
園
所
在
地
中
之
条
町
下
沢
渡
乙
三
八

ω沿
革
昭
和
三
一
年
よ
り
各
部
落
毎
に
二
カ
月
間
の
移
動
保
育
所
を
開
設
、
三
四
年
三
月

移
動
保
育
所
を
中
止
、
三
五
年
四
月
公
民
館
事
業
と
し
て
沢
田
保
育
園
を
開
設
(
宗
本
寺
使

用
可
三
八
年
一
月
宗
本
寺
屋
根
替
の
た
め
山
田
川
ダ
ム
開
発
事
務
所
へ
移
転
、
三
八
年
五

月
間
建
物
を
改
造
す
る
、
三
九
年
四
月
一
日
公
認
幼
稚
園
と
な
り
町
立
沢
田
幼
稚
園
と
改
称
、

四
一
年
四
月
宮
崎
電
気
製
作
所
建
物
を
改
造
し
移
転
、
四
五
年
八
月
園
舎
内
改
装
、
五
一
年
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育教第六章

園児数・学級数・教員数(沢田幼稚園〉

|昭和 35 I N 52 

圏
男 33 46 57 36 44 

児
女 31 50 59 35 35 

数
計 79 

3 

5 I 5 

第22表

八
月
テ
レ
ビ
一
一
一
台
設
備

ω閤
思
数
、
学
級
数
、
職
員
数
ハ
第
沼
表
)
開
国
当
初
は
園
児
六
四
人
、
二
学
級
教
員
三
人

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
園
児
の
増
加
で
、
三
九
年
か
ら
三
学
級
教
員
五
人
に
ふ
え
、
現
在
に

及
ん
で
い
る
。

助
関
長
官
水
霊
順
。
ニ
五

l
一
一
一
七
年
)
腰
塚
弘
一
(
一
一
一
八
l
四

O
年
)
、
金
田
寿
雄
ハ
四
一

l
四
三
年
〉
、
角
田
篤
示
(
四
四

l
四
六
年
)
、
黒
岩
功
ハ
四
七

l
四
九
年
)
清
水
正
男
ハ
五

o
l五
一
年
〉
関
卓
一
〈
五
二
年
〉

主
任
|
山
田
つ
ね
ハ
三
五
年
〉
、
斎
藤
と
も
じ
ハ
一
一
一
六

l
五
二
年
)

保
護
者
会
長
|
三
六
年
以
降
毎
年
の
会
長
を
順
に
あ
げ
る
と
、
関
博
、
関
幸
代
、
福
田
っ

た
え
、
関
博
、
田
村
園
江
、
今
井
ち
の
、
山
田
と
よ
、
宮
崎
米
子
、
山
口
幸
子
、
町
田
志

朗
、
大
場
ま
つ
え
、
佐
藤
喜
志
子
、
関
幸
代
、
山
田
次
男
、
関
定
由
、
松
井
久
、
田
村
常
太

郎。
町
立
伊
参
幼
稚
園
所
在
地
中
之
条
町
岩
本
三
|
ニ

0
0

川

w沿
革
一
三
年
八
月
公
民
館
事
業
と
し
て
季
節
伊
参
保
育
園
を
大
字
三
カ
所
に
開
設
、
三

六
年
一
一
月
季
節
保
育
園
終
了
、
三
七
年
四
月
年
間
伊
参
保
育
園
と
し
て
公
民
館
の
一
部
を

使
用
し
て
開
園
、
四
四
年
四
・
一
町
立
伊
参
幼
稚
園
と
し
て
認
定
発
足
、
同
年
一
二
月
園

舎
新
築
落
成
、
四
五
年
二
月
観
察
池
等
圏
庭
整
備
、
同
年
五
月
ト
ン
ネ
ル
山
設
置
、
四
六
年

四
月
物
置
二
棟
設
置
、
四
八
年
六
月
遊
戯
室
テ
ラ
ス
屋
根
取
付
、
四
九
年
九
月
園
舎
北
側
東

側
石
積
完
了
、
五

O
年
四
月
ピ
ア
ノ
一
台
購
入

ω園
思
数
、
学
級
数
、
教
員
数
ハ
第
幻
表
)
開
園
当
初
は
園
児
四
七
人
一
学
級
教
員
三
人
で

お
っ
た
。
園
児
は
四
0
年
代
か
ら
は
減
少
し
て
五
二
年
現
在
で
は
二
七
人
に
な
っ
て
い
る
。

開
園
以
来
一
学
級
教
員
三
人
で
あ
る
。

ω園
長
|
金
田
毒
雄
ハ
一
一
一
七

l
四

O
年
)
篠
原
文
夫
ハ
四
一

l
四
七
年
)
島
村
明
(
四
八

l
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園児数・学級数・教員数(伊参幼稚園〉

|昭和 37 I H 52 

国
男 27 26 23 14 16 

児
女 20 24 18 13 11 

数 計 27 

1 

第23表

園児数・学級数・教員数(名久田幼稚園〉

|昭和 37 I H 52 

園
男 38 35 22 13 

児
女 29 29 32 21 13 

数 34 

1 

第24表

五
一
年
)
角
田
和
平
(
五
二
年
〉

主
任
田
村
武
子
(
三
七
l
一一一八

年
〉
金
井
フ
キ
江
ハ
四

O
I四
九
年
〉

倉
林
幸
江
ハ
五

O
l五
二
年
)

保
護
者
会
長
|
三
九
年
以
降
の
毎

年
の
会
長
を
順
に
あ
げ
る
と
、
山
田

て
る
、
堀
口
す
ず
江
、
関
り
つ
、
伊

能
な
ぎ
、
高
橋
喜
久
代
、
関
学
司
、

唐
沢
初
子
、
生
須
た
け
、
斎
藤
み
ど

り
、
割
問
静
、
町
田
丞
一
〈
二
年
間
〉

望
月
修
、
斎
藤
一
雄
。

町
立
名
久
田
幼
稚
園
所
在
地
中

之
条
町
赤
坂
ニ
一

O
の
三

ω沿
革
昭
和
三
三
年
一

O
月
小
学

校
に
て
秋
季
一
週
間
の
保
育
を
開
始

し
、
次
年
度
も
同
じ
、
三
五
年
一

O

月
本
年
度
は
一
カ
月
間
、
次
年
度
は

冬
季
三
カ
月
間
保
育
す
る
。
三
七
年

七
・
一
五
旧
役
場
を
改
造
し
、
名

久
田
保
育
園
と
し
年
間
保
育
と
な

る
。
四
三
年
四
・
一
名
久
田
幼
稚

園
認
可
、
四
三
年
一
二
月
園
舎
新
築

落
成
す
る
、
四
四
年
一
一
月
北
毛
地

660 



町
村
合
併
に
よ
り
旧
四
カ
町
村
の
各
公
民
館
条
例
は
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
中
之
条
町
公
民
館
条
例
が
公
布
さ
れ
た
。

条
例
第
訂
号
〉
之
に
従
っ
て
各
町
立
公
民
館
は
、
地
域
の
社
会
教
育
の
セ

γ
タ
!
と
し
て
活
動
が
開
始
さ
れ
た
。

m
町
立
中
之
条
公
民
館
(
所
在
地
中
之
条
町
大
字
中
之
条
町

区
幼
稚
園
研
究
会
を
開
催
。
四
五
年
七
月
筒
易
プ
ー
ル
完
成
、
四
六
年

九
月
物
置
二
棟
設
置
、
四
七
年
五
・
八
花
壇
旗
竿
支
柱
等
圏
庭
整
備
、

四
八
年
七
・
二
八
幼
稚
園
職
員
夏
季
研
修
会
開
催
、
正
門
拡
張
ト
γ
ネ

ル
山
新
設
、
四
九
年
四
・
一

O
家
庭
教
育
学
級
年
間
開
催

ω園
児
数
、
学
級
数
、
教
員
数
(
第
川
晶
表
)
開
園
当
初
は
園
児
六
七

人
、
一
学
級
教
員
四
人
で
あ
っ
た
が
、
四

O
年
か
ら
は
二
学
級
に
ふ
え

た
。
五

O
年
か
ら
は
園
児
も
減
少
し
て
き
て
一
学
級
教
員
三
人
に
減
っ

て
い
る
。

社

A 
A 

教

=向
目

1 

公
民
館
の
現
状

育第六章教

歴
代
館
長

田
島
一
彦
(
昭
二
八
l
三
八
〉
小
測
光
平
ハ
昭
三
九
l
五
二
〉

実
施
せ
る
主
な
事
業

県
指
定
婦
人
学
級
開
設
、
青
年
学
級
開
設
、
保
育
所
の
開
設
、
芸
能
グ

ω園
長
|
小
林
組
太
郎
ハ
三
七
l
三
八
年
)
伊
能
博
ハ
一
一
一
九

t
四
三
年
〉

金
田
義
雄
(
四
五

i
四
七
年
)
朝
倉
忠
夫
〈
四
八
l
五
O
年
)
増
田
公

平
(
五
一

l
五
二
年
)
。
主
任
綿
貫
三
枝
子
(
一
一
一
七

l
四
六
年
〉
、
荒
木

蕎
子
ハ
四
七

l
五
二
年
〉
。

保
護
者
会
長
|
三
七
年
以
降
毎
年
の
会
長
を
順
に
あ
げ
る
と
、
福
島

香
代
子
、
茂
木
君
江
、
桑
原
わ
か
、
吉
田
己
代
士
山
、
茂
木
守
治
、
田
村

安
夫
、
松
本
憲
介
、
塩
原
俊
一
、
桑
原
章
、
関
伸
一
、
山
田
治
道
、
野

口
昭
博
、
佐
藤
進
、
宮
崎
英
弥
、
唐
沢
丞
一
、
剣
持
清
。〈

昭
叩
・

8
-
m

九
四
七
ノ
一
)

ル
ー
プ
の
育
成
、
各
種
球
技
会
開
催
、
敬
老
会
開
催
、
町
民
運
動
会
開
催

分

館西
中
之
条
分
館

伊
勢
町
分
館

歴
代
分
館
長

歴
代
分
館
長

蟻
川
克
己

銀
持
知
治

鈴
木
一
寿

斎
藤
正
雄
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誌

市

城

分

館

歴
代
分
館
長

中
沢
吉
太
郎

(2) 

町
立
沢
田
公
民
館
ハ
所
在
地

会社

歴
代
館
長

宮
崎
貴
ハ
昭
二
八
l
三
O
〉
宮
崎
弘
会
二

1
一
一
一
一
一
一
)
吉
水
霊
順
ハ
一
一
一
四

t
五
二
〉

実
施
せ
る
主
な
事
業

青
年
学
級
開
設
、
若
妻
学
級
の
開
設
、
保
育
所
の
開
設
、
各
種
教
室
の
開
催
、
球
技
大
会
の
開
催
、

婦
人
グ
ル
ー
プ
育
成
、
敬
老
会
の
開
催
、
町
民
運
動
会
の
開
催

分

館折

田

分

館

歴

代

分

館

長

山

田

同

同

下

沢

渡

同

向

上

沢

渡

同

同

大

岩

同

同

下

四

万

同

向

上

四

万

同

同

公
民
館
新
築
に
つ
い
て

荒
井
晴
美

中
之
条
町
大
字
下
沢
渡
三
八
ノ
四
)

館民公田沢

斉
藤
伝
恵

山
田
稲
作

町
田
浩
蔵

関
口
昭
義

歴
代
区
長

宮
崎
安
一

関
博

関
本
政
雄

牟
田
淑
子

京
国
高
十
郎

中
沢
孫
雄

飯
塚
友
次
郎

金
井
億
六

久
住
輝
治

竣
工
昭
四
九
・
三
・
一

建
築
面
積
回
九
九
、
一
二
d

ハ
一
五
一
、
二
坪
〉

利

用

状

況

引
伺
司
到
和
創
司
引
司
劃
『
P
T
A吋
役

場

一

農

協

7
Hグ
ラ
ブ

7
ル

I
プ
一
部
落

詞
叫
函
当
司
ゴ
司
一
引
っ
「
当
到
副
」
一
つ
一
例

662 

室
名

講
義
室
、
談
話
室
、
実
習
室
、
図
書
室
、
管
理
室
、
事
務

室
、
資
料
室
、
機
敏
室
等
。

計O
七

一O
六



(3) 

町
立
伊
参
公
民
館
(
所
在
地

中
之
条
町
大
字
五
反
田
三
五
三
八
ノ
一
〉

歴
代
館
長

小
林
実
ハ
昭
二
八

1
一
一
一
一
一
一
)
小
林
文
一
ハ
三
四
l
一
一
一
九
)
関

(四

o
i四
四
〉
小
林
文
一
ハ
四
五

l
五一一〉

実
施
せ
る
主
な
事
業

青
年
学
級
開
設
・
環
境
衛
生
推
進
ハ
蝿
プ
ヨ
駆
除
等
〉
・
公
民
館
結

婚
式
・
嫁
の
日
・
姑
の
日
・
保
育
所
開
設
、
各
種
球
技
大
会
開
催
、

婦
人
学
級
開
設
ハ
洋
裁
編
物
〉
・
敬
老
会
・
町
民
運
動
会
開
催

分

館

春
雄

(4) 

町
立
名
久
田
公
民
館
(
所
在
地

中
之
条
町
大
字
赤
坂

育

歴
代
館
長

小
林
正
太
朗
(
昭
二
八

l
二
九
〉
小
池
祐
八
〈
一
ニ

O
〉
吉
田
正
拐

さ
二

l
一
二
三
)
小
林
総
太
郎
ハ
一
一
一
四

l
一
一
一
八
〉
山
田
湘
ハ
三
九

l

四
二
〉
伊
能
義
一
(
四
三

l
四
五
)
金
田
寿
雄
(
四
六
l
五一一〉

実
施
せ
る
主
な
事
業

保
育
所
開
設
・
青
年
学
級
開
設
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
・
若
妻
会
の

育
成
・
各
種
球
技
大
会
開
催
・
敬
老
会
町
民
運
動
会
の
開
催

分

館平横
尾

第六章教

同分
館

歴
代
分
館
長

同

剣
持
尚
一

歴
代
区
長

岩
本

分
館

里
代

五
反
田
同

蟻

川

同

蟻
川
北
同

大

道

同

同同岡同

関
和
吉
田
村
一
郎

綿
貫
定
治

田
村
武
一
朗
富
沢
福
重

須
藤
志
朗
篠
原
敬
角
田
謙
一
一
一

綿
貫
佐
忠

宮
沢
武
一
郎
富
沢
曲
軍
太
郎
塩
原
嘉

蔵
小
測
茂
富
、
塩
野
谷
一
松
富
沢

吉
陳
塩
原
大
士
ロ
小
測
清
正

歴
代
館
長

一
六
四
)

小

塚

悶

同

大

塚

同

同

赤

坂

同

同

栃

窪

同

同

公
民
館
新
築
に
つ
い
て

竣
工
昭
四
六
、
一
一
、
三

O

建
築
面
積
三
四
一
、
一
一

d

ハ一

O
三
、
二
坪
〉

室
名
大
会
議
室
・
談
話
室
・
事
務
室
・
図
書
室
・
湯
沸
室
等

ハ
階
下
名
久
田
農
協
〉

歴
代
区
長

林
芳
江
吉
田
松
太
郎

松
本
憲
介

歴
代
区
長

663 



誌会本土

2 

地
域
婦
人
会

館

五一{;f--土! 49年| 50年
青 年 6 18 

婦 人 会|
体 協|
子 供 会|
P T 1 

役 場| 5 14 

農 協| 18 16 

4 9 3 

グルー 3 

部 落| 2 

そ の 他| l 16 

計 73 

664 

民

況

公

状

田

用

久

幸。

名

m
婦
人
会
活
動
の
あ
ゆ
み

吾
妻
郡
連
合
婦
人
会
で
は
、
郡
内
地
域
婦
人
会
の
幹
部
、
役
員
の
参
集
を
求
め
、
毎
年
婦
人
指
導
者
研
修
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、

こ
の
会
で
は
常
に
、
い
く
つ
か
の
研
究
項
目
を
選
定
し
分
科
会
に
分
れ
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
研
究
項
目
を
み
て
も
、
ま
た
、
各

地
区
婦
人
会
が
と
り
く
ん
で
い
る
実
践
活
動
を
み
て
も
、
そ
の
時
代
、
婦
人
会
が
抱
え
て
い
た
問
題
点
や
そ
の
時
代
の
特
徴
を
は
っ
き
り

つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
。



昭
和
三
十
年
前
期

l
生
活
改
善
と
産
児
制
限
|

戦
後
十
年
余
を
経
過
し
、
よ
う
や
く
生
活
の
安
定
を
み
る
に
至
っ
た

が
、
こ
の
時
代
目
立
っ
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
に
生
活
の
合
理

化
と
近
代
化
の
問
題
が
あ
る
。
各
地
の
婦
人
会
で
生
活
改
善
や
環
境
衛

生
の
問
題
か
論
議
さ
れ
、
実
践
に
移
さ
れ
た
の
が
こ
の
時
代
で
あ
る
。

例
え
ば
、
昭
和
三
十
三
年
中
之
条
町
古
町
に
誕
生
し
た
生
活
改
善
グ
ル

ー
プ
は
、
無
意
方
式
を
採
り
入
れ
て
台
所
改
善
に
乗
り
出
し
、
字
妻
地

区
婦
人
会
は
、
昭
和
三
十
四
年
食
生
活
改
善
グ
ラ
ブ
を
結
成
し
て
食
生

活
の
改
善
に
と
り
く
ん
で
い
る
。
ま
た
、
同
じ
年
伊
参
地
区
婦
人
会

育

昭
和
三
十
年
代
後
期

l
婦
人
会
の
反
省
期

l

戦
後
い
ち
早
く
誕
生
し
た
婦
人
会
も
二
十
年
近
い
歳
月
を
経
過
し

て
、
昭
和
三
十
年
後
半
に
入
っ
た
頃
か
ら
婦
人
会
自
体
に
い
ろ
い
ろ
な

問
題
か
提
起
さ
れ
た
。
い
わ
ば
、
婦
人
脅
か
一
つ
の
壁
に
突
き
当
っ
た

時
期
で
あ
る
。
例
え
ば
、
昭
和
三
十
九
年
の
指
導
者
講
習
会
の
分
科
会

の
中
で
婦
人
会
の
抱
え
て
い
る
問
題
点
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
悩
み
と
し
て
次
の
よ
う
な
点
が
指
摘
さ
れ
、
真
剣
に
討
議
さ

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

ω会
員
減
少
に
対
す
る
悩
み
(
次
頁
の
図
表
参

照
〉
同
婦
人
会
の
事
業
と
会
員
の
認
識
の
問
題
剛
婦
人
会
役
員
の
問
題

同
農
協
婦
人
部
と
婦
人
会
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
年
代
四
十
年
代
に
入
る
と
、
経
済
の
高
度
成
長
期
を
迎

え
所
得
の
増
加
が
時
代
の
特
徴
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
物

価
の
高
騰
、
公
害
問
題
、
青
少
年
の
非
行
化
の
増
加
等
、
幾
多
の
社
会

教第六章

は
、
集
団
計
画
に
よ
っ
て
、
生
活
改
善
、
特
に
便
所
の
改
修
を
実
施
し

て
い
る
等
各
地
で
生
活
改
善
の
動
き
が
活
滋
化
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。

な
お
、
生
活
の
合
理
化
、
近
代
化
の
一
環
と
し
て
生
活
設
計
、
産
児

制
限
の
問
題
が
各
地
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
も
、
こ
の
時
代
の
特
徴
で

あ
っ
た
。
戦
前
の
産
め
よ
、
ふ
や
せ
よ
、
の
時
代
は
終
り
、
計
画
出
産

が
時
代
の
要
請
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
各
地
の
婦
人
会
が
受
胎
調
節

や
人
工
妊
娠
中
絶
の
具
体
的
指
導
を
求
め
た
の
も
こ
の
時
代
の
目
立
っ

た
現
象
で
ゐ
る
。

問
題
を
か
か
え
た
時
代
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
婦
人
会
で
も
、
こ

の
よ
う
な
社
会
情
勢
を
敏
感
に
捉
え
、
次
の
よ
う
な
問
題
と
と
り
く
ん

で
い
る
。

川
昭
和
四
十
一
年
、
十
一
月
郡
連
の
主
催
で
家
庭
婦
人
消
費
経
済
研

究
集
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、
そ
の
集
会
の
趣
旨
に
次
の
よ
う
な
こ
と

を
蝿
け
て
い
る
。

「
物
価
の
高
騰
、
消
費
財
の
増
大
、
そ
し
て
販
売
攻
勢
の
積
極
化
と

い
う
社
会
情
勢
の
中
で
婦
人
の
立
場
か
ら
消
費
経
済
に
つ
い
て
学
習

し
、
明
る
い
家
庭
づ
く
り
に
資
し
た
い
」
と
。

こ
の
研
究
集
会
は
、
昭
和
四
十
三
年
ま
で
、
三
カ
年
問
、
継
続
的
に

開
催
さ
れ
た
。

附
さ
ら
に
、
前
記
消
費
経
済
研
究
集
会
の
研
究
の
成
果
を
ふ
ま
え
、
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昭
和
四
十
四
年
に
は
そ
の
研
究
を
さ
ら
に
具
体
的
、
実
践
的
に
発
展
さ

せ
、
食
品
テ
ス
ト
及
び
添
加
物
研
修
会
を
中
之
条
保
健
所
で
開
催
し
、
昭

和
四
十
五
年
度
か
ら
消
費
問
題
研
究
会
と
名
称
を
変
更
し
、
こ
の
研
究
会

は
昭
和
五
十
年
ま
で
継
続
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
研
究
会

と
併
行
し
て
、
昭
和
四
十
四
年
か
ら
生
活
設
計
研
究
集
会
を
開
催
し
、
総

合
的
に
生
活
設
計
問
題
を
と
り
く
み
、
こ
の
集
会
は
昭
和
四
十
六
年
詣
続

い
て
い
る
.

さ
ら
に
剛
昭
和
四
十
七
年
か
ら
と
り
あ
げ
ら
れ
た
問
題
に
子
ど
も
の
幸

せ
を
守
る
研
究
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
経
済
の
急
激
な
発
展
に
と
も
な
い
、

そ
の
歪
み
と
し
て
現
れ
た
社
会
環
境
の
悪
化
の
中
で
青
少
年
を
健
全
に
育

て
る
こ
と
が
婦
人
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
立
っ
て
、

コ
一
年
計
画
で
こ
の
研
究
が
進
め
ら
れ
た
。

制
続
い
て
、
昭
和
四
十
年
の
後
半
に
入
っ
て
、
特
に
限
に
つ
く
婦
人
会

活
動
に
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会
と
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
あ

る
。
特
に
婦
人
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
愛
好
熱
は
急
激
に
高
ま
り
、
各
地
区

毎
に
開
催
さ
れ
る
地
区
大
会
、
郡
連
主
催
の
郡
大
会
等
、
年
ご
と
に
活
発

化
の
様
相
を
呈
し
た
。

666 

49 48 47 46 45 44 43 42 41 昭和40

名
久
田
婦
人
会
の
休
会

名
久
田
村
で
は
昭
和
二
十
九
年
に
農
協
婦
人
部
が
結
成
さ
れ
、
婦
人

会
長
が
農
協
婦
人
部
長
を
兼
務
し
た
。
当
時
の
会
長
、
斉
藤
た
き
は
、

農
協
婦
人
部
と
婦
人
会
は
性
格
は
異
っ
て
い
て
も
、
婦
人
の
地
位
の
向



上
を
は
か
り
、
明
る
い
豊
か
な
村
づ
く
り
に
専
念
し
よ
う
と
す
る
目
的
は
一
つ
で
あ
る
と
機
関
誌
あ
ゆ
み
に
会
長
の
信
念
を
発
表
し
て
い

岬令。
ま
た
、
昭
和
三
十
二
年
度
の
名
久
田
婦
人
会
と
農
協
婦
人
部
の
事
業
計
画
を
み
る
と
、

O
婦
人
会
敬
老
会
、
姑
、
し
ゅ
う
と
め
の
会
、
母
と
教
師
の
会
、
婦
人
学
級
開
催
等

育

O
婦
人
部
組
合
マ

l
ク
愛
用
運
動
、
繭
品
評
会
、
家
の
光
普
及
運
動
、
農
業
先
進
地
視
察

さ
ら
に
、
名
久
団
地
区
婦
人
会
は
、
昭
和
三
十
七
年
に
県
指
定
名
久
田
生
活
学
級
を
開
設
、
明
る
い
家
庭
生
活
の
建
設
を
実
践
課
題
と

し
、
総
時
間
六
十
四
時
間
を
消
化
し
て
輝
か
し
い
成
果
を
あ
げ
、
続
い
て
、
昭
和
三
十
八
年
、
文
部
省
委
託
の
婦
人
学
級
を
開
設
し
、
五

十
四
名
の
学
級
生
が
意
欲
的
な
学
習
を
続
け
た
。
こ
の
よ
う
に
、
名
久
田
地
区
婦
人
会
は
、
昭
和
三
十
年
代
は
中
之
条
町
婦
人
会
の
中
で

も
常
に
先
頭
に
立
っ
て
活
躍
し
た
婦
人
会
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
十
年
に
入
っ
た
噴
か
ら
年
と
共
に
会
員
数
の
減
少
を
き
た
し
、
昭
和
四
十

七
年
に
は
終
に
婦
人
会
休
会
と
い
う
最
悪
の
事
態
を
招
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
郡
連
会
長
、
教
育
委
員
会
等
各
方
面
か
ら
こ
れ

が
復
活
に
つ
い
て
懸
命
の
努
力
を
続
け
て
い
る
が
、
そ
の
壁
は
意
外
に
厚
く
、
未
だ
に
婦
人
会
再
生
の
日
が
迎
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

∞
婦
人
会
の
歴
代
会
長

前
記
の
よ
う
に
、
婦
人
会
の
活
動
は
、
時
代
と
共
に
あ
り
、
そ
の
歴
史
は
時
に
は
苦
節
に
満
ち
、
時
に
は
躍
進
の
歴
史
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
曲
折
に
富
む
婦
人
会
を
支
え
、
そ
の
発
展
と
充
実
に
献
身
的
な
努
力
を
傾
け
ら
れ
た
歴
代
会
長
の
氏
名
を
次
に
か
か
げ
る

第六章教
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歴
代
中
之
条
町
各
地
区
婦
人
会
長
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地
域
青
年
団

川
中
之
条
町
青
年
団
連
絡
協
議
会

前
期
(
昭
和
三
十
年
度

l
同
三
十
五
年
度
)

昭
和
三
十
年
、
町
村
合
併
に
よ
っ
て
新
中
之
条
町
が
誕
生
し
た
。
こ

た
ん
い

れ
に
と
も
な
っ
て
、
今
ま
で
各
町
村
毎
に
活
動
し
て
い
た
単
位
青
年
団

が
相
互
の
連
携
を
保
ち
、
団
員
の
親
睦
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
中
之
条
町
青
年
団
連
絡
協
議
会
が
結
成
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
年
の

七
月
で
あ
っ
た
。

協
議
会
発
足
当
初
の
事
業
は
、
郡
育
連
か
ら
の
連
絡
事
項
の
伝
達
、

町
主
催
の
青
年
団
関
係
行
事
に
対
す
る
意
見
具
申
等
、
事
務
的
業
務
に

止
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
各
単
位
団
体
の
親
睦
を
は
か
る
目
的
で
、

第
一
回
の
新
中
之
条
町
青
年
団
親
睦
会
を
開
催
し
た
が
、
以
後
こ
の
親

睦
会
は
、
連
絡
協
議
会
の
恒
例
の
行
事
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
ま
た
、

現
在
も
行
な
わ
れ
て
い
る
成
人
式
の
際
の
受
付
や
接
待
等
に
対
す
る
協

育

後
期
(
昭
和
三
十
六
年

i
同
三
十
九
年
)

教

有
名
無
実
化
し
た
か
に
み
え
た
青
年
団
連
絡
協
議
会
も
、
昭
和
三
十

六
年
、
蟻
川
典
男
が
中
之
町
教
育
委
員
会
の
社
教
主
事
と
し
て
就
任
す

る
に
及
び
、
蟻
川
氏
の
積
極
的
な
指
導
と
、
青
年
団
内
部
か
ら
の
再
生

へ
の
意
欲
の
高
ま
り
に
よ
り
、
同
年
の
七
月
、
唐
沢
初
男
を
会
長
と
し

て
組
織
も
新
た
に
再
発
足
し
た
。
ま
た
こ
の
年
か
ら
町
の
助
成
金
も
増

第六章

カ
も
こ
の
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
年
と
と
も
に
、
各
単
位
団
体
の
連
携
と
親
睦
を
深
め
よ
う

と
す
る
気
運
が
高
ま
り
、
協
議
会
開
催
の
回
数
も
増
加
し
て
い
っ
た
。

昭
和
三
十
一
年
、
中
之
条
町
文
化
祭
に
お
け
る
農
産
物
共
進
会
へ
の

参
加
、
ま
た
婦
人
会
と
提
携
し
て
の
生
活
工
夫
展
等
、
こ
れ
ら
は
協
議

会
結
成
後
始
め
て
の
大
行
事
で
あ
っ
た
。

続
い
て
、
三
十
二
年
の
生
活
工
夫
展
、
嵩
山
ハ
イ
キ
ン
グ
山
頂
交
歓

会
、
一
二
十
三
年
の
キ
ャ
ン
プ
講
習
会
等
協
議
会
の
行
事
も
軌
道
に
乗
る

よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
各
単
位
団
体
の
活
動
が
活
発
化
す
る
に
つ
れ
、
協

議
会
も
中
だ
る
み
の
様
相
を
呈
す
る
に
至
っ
た
。

額
さ
れ
協
議
会
も
蘇
生
の
色
を
み
せ
た
。

こ
の
年
の
事
業
と
し
て
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
国
立
中
央
青
年
の

家
で
実
施
し
た
研
修
会
で
あ
っ
た
。
そ
の
概
要
を
示
す
と

-
期
日
昭
和
三
十
七
年
一
月
二
十
六
日

l
二
十
九
日
三
泊
四
日

・
参
加
者
町
内
青
年
団
員
三
十
二
名
男
子
二
O
名
女
子
一

O
名

669 
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そ
の
他
ニ
名

・
会
場
静
岡
県
御
殿
場
市
国
立
中
央
青
年
の
家

-
責
任
者
中
之
条
町
青
年
団
連
絡
協
議
会
長
唐
沢
初
男

こ
の
国
立
青
年
の
家
研
修
会
は
、
三
十
八
年
、
三
十
九
年
と
引
き
続

き
実
施
さ
れ
た
。

し
か
し
、
昭
和
三
十
八
年
頃
か
ら
各
単
位
団
と
も
団
員
減
少
の
傾
向

が
目
立
ち
、
そ
の
運
営
に
も
幾
多
の
支
障
を
生
じ
た
。
そ
の
た
め
協
議

会
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
こ
の
間
題
に
つ
い
て
討
議
を
重
ね
、
昭
和
三

十
九
年
に
は
中
之
条
町
青
年
団
設
立
準
備
委
員
会
が
結
成
さ
れ
、
単
位

団
統
合
の
方
向
に
む
か
つ
て
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。

な
お
、
連
絡
協
議
会
十
カ
年
聞
の
役
員
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

中
之
条
町
青
年
団
連
絡
協
議
会
役
員

一
|
|
|
ト
レ
「

l
l悶|一

一
三

0
年
度
一
関
伸
一
ハ
名
久
田
)
一

二

三

年

度

一

村

山

健

(

伊

参

ご

会社

富。

会

長

(2) 

中
之
条
町
の
単
位
青
年
団

昭
和
三
十
年
代
の
中
之
条
青
年
固
と
の
時
代
中
之
条
青
年
団
は
次

の
よ
う
な
分
団
に
分
れ
て
い
た
。
中
之
条
分
団
(
二
十
五
名
l
一一一十名〉

西
中
之
条
分
団
ハ
一
一
一
十
名
l
三
十
五
名
〉
伊
勢
町
分
団
ハ
二
十
五
名

l

三
十
名
〉
只
則
分
団
(
十
名
〉
青
山
分
団
ハ
十
名
)
市
城
分
団
〈
十
五

名
l
二
十
名
〉

三
二
年
度

三
三
年
度

三
四
年
度

三
五
年
度

三
六
年
度

三
七
年
度

三
八
年
度

三
九
年
度

唐高篠野松
沢橋原口本

憲
介
(
名
久
田
〉

昭
博
(
名
久
間
〉

利
一
ハ
伊
参
)

征
治
ハ
中
之
条
〉

初
男
ハ
中
之
条
〉参、J

小
池
久
雄
ハ
沢
田
)

吉
田
隆
幸
(
名
久
間
〉

剣
持
久
子
(
名
久
悶
〉

中
沢
元
雄
ハ
中
之
条
)

高

平

久

ハ

沢

田

〉

関

実

ハ

中

之

条

)

一
一
場
国
寿
(
沢
田
〉

清
水
あ
き
え
(
名
久
田
〉

角
田
正
行
ハ
名
久
田
〉

唐
沢
邦
夫
ハ
伊
参
〉

中
沢
と
し
枝
ハ
中
之
条
〉

6'10 

吉
田

隆
幸
〈
名
久
田
)

回、J

昭
和
三
十
年
前
期
の
中
之
条
青
年
団
は
、
演
劇
活
動
が
極
め
て
活
発

な
時
期
で
お
っ
た
。
昭
和
三
十
年
に
上
演
し
た
「
熊
」
は
県
大
会
に
お

い
て
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
、
全
国
大
会
に
も
出
場
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
頃
か
ら
分
団
機
関
誌
活
動
か
盛
ん
に
な
り
、
昭
和
三
十
二
年
西
中

之
条
分
団
の
「
播
種
」
第
一
号
、
翌
三
十
三
年
に
は
中
之
条
分
団
の

斎
藤

栄
ハ
伊

関

貴
之
ハ
沢



育

「
ぷ
ら
た
な
す
」
第
一
号
等
が
発
刊
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
昭
和
三
十
五
年
頃
か
ら
伊
勢
町
、
只
則
、
青
山
、
市
城
の

各
分
団
で
は
団
員
が
急
激
に
減
少
し
分
団
と
し
て
の
機
能
を
失
う
に
至

っ
た
。
さ
ら
に
、
三
十
六
年
に
は
伊
勢
町
、
只
刻
、
青
山
の
三
分
団
は

事
実
上
消
滅
し
、
中
之
条
分
固
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
。
こ
れ
に
反
し
、

中
之
条
、
西
中
之
条
分
団
は
、
以
前
よ
り
、
そ
の
活
動
か
活
発
に
な
り

一
時
、
沈
滞
傾
向
に
あ
っ
た
演
劇
活
動
等
も
完
全
に
復
活
し
一
一
一
十
五

年
、
三
十
六
年
二
年
連
続
県
大
会
で
優
秀
賞
を
獲
得
し
て
い
る
。
そ
の

後
、
堅
実
の
歩
み
を
続
け
て
い
た
中
之
条
、
西
中
之
条
、
市
城
の
分
団

の
中
、
昭
和
三
十
八
年
に
い
た
り
市
城
分
団
は
団
員
皆
無
と
な
り
、
事

実
上
消
滅
の
状
態
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
反
し
、
西
中
之
条
分
聞
に
お
い

て
は
分
団
長
唐
沢
初
男
が
初
の
団
長
に
選
任
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

分
団
活
動
は
依
然
と
し
て
活
発
で
あ
り
、
三
十
八
年
に
は
青
年
団
獅
子

舞
が
県
青
年
祭
郷
土
芸
能
の
部
に
お
い
て
最
優
秀
賞
に
輝
き
、
翌
年
は

全
国
大
会
に
出
場
す
る
と
い
う
盛
況
ぷ
り
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
十
年
代
の
沢
田
連
合
青
年
団
沢
団
連
合
青
年
団
は
、
折
田

青
年
団
、
下
沢
渡
青
年
団
、
四
万
青
年
同
士
山
会
、
四
万
温
泉
青
年
団
、

上
沢
渡
青
年
図
、
山
田
青
年
団
の
七
分
団
を
も
っ
て
組
織
さ
れ
、
そ
の

活
動
は
他
地
区
同
様
支
部
活
動
か
中
心
で
・
あ
っ
た
。

沢
田
連
合
青
年
団
の
歴
史
を
辿
る
と
、
昭
和
三
十
年
前
は
体
育
活
動

が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
三
十
年
代
に
入
り
、
仲
間
意
識
の
昂
錫
と
い
う

ね
ら
い
か
ら
、
機
関
誌
活
動
が
活
発
に
な
っ
た
。
即
ち
、
沢
連
育
機
関

誌
「
さ
わ
だ
」
は
、
昭
和
三
十
二
年
に
「
や
ま
な
み
」
と
改
名
し
十
七

教第六章

号
が
発
刊
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
産
業
活
動
の
中
で
は
各
支
部
毎
に
試

作
地
を
も
ち
、
農
作
物
の
試
作
栽
培
を
行
な
い
地
域
産
業
の
開
発
に
積

極
的
に
と
り
く
ん
で
い
る
。

や
が
て
、
三
十
年
代
中
期
を
迎
え
る
が
、
こ
の
時
代
は
団
員
数
も
多

く
沢
団
連
合
青
年
団
に
と
っ
て
は
、
最
も
充
実
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
三
十
年
初
期
に
分
団
の
役
員
で
あ
っ
た
人
達
が
そ
の
後
郡
脊

連
の
役
員
と
し
て
多
数
選
任
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
村
内
諸
団
体
と

の
交
流
も
盛
ん
に
な
り
、
ま
た
体
協
と
の
接
触
も
深
ま
り
、
社
会
体
育

も
活
発
に
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
経
済
の
高
度
成
長
の
波
が
、
こ
こ

沢
団
地
区
に
も
及
び
、
高
校
進
学
率
の
上
昇
、
都
会
へ
の
就
職
者
の
増

加
等
で
三
十
七
年
度
頃
か
ら
団
員
激
減
の
傾
向
が
現
れ
た
。
ま
た
、

オ
ー
ト
バ
イ
、
テ
レ
ビ
等
の
普
及
が
青
年
団
の
体
質
を
大
き
く
変
貌
さ

せ
、
青
年
団
が
曲
り
角
に
き
た
と
い
わ
れ
た
の
も
こ
の
時
代
で
あ
る
。

伊
参
青
年
団
(
昭
和
三
十
年
代
)
伊
参
青
年
団
は
、
岩
本
、
五
反

田
、
蟻
川
、
大
道
の
四
分
団
に
分
れ
、
他
地
区
青
年
団
同
様
、
分
団
活

動
を
中
心
に
運
営
さ
れ
た
。
団
員
数
一

O
O名
l
一二
O
名
、
団
員
は

農
業
従
事
者
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
当
時
、
こ
の
地
区
青
年
団
の
特

徴
は
、
村
内
諸
国
体
と
緊
密
な
提
携
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
で
あ
っ

た
。
例
え
ば
、
婦
人
会
と
協
同
で
蚊
駆
除
運
動
を
実
施
す
る
等
村
に
密

着
し
た
活
動
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
冬
期
、
教
育
委
員
会
が
主
催
し
た

青
年
学
級
に
は
殆
ん
ど
の
青
年
団
員
が
参
加
す
る
と
い
う
熱
心
な
青
年

団
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
三
十
年
代
も
中
期
に
入
る
と
、
他
の
青
年
間

同
様
、
団
員
の
減
少
傾
向
は
い
か
ん
と
も
し
難
か
っ
た
が
、
活
動
内
容

671 



説:

は
む
し
ろ
以
前
よ
り
活
発
化
し
た
と
い
え
る
。
特
に
機
関
誌
活
動
は
盛

ん
で
機
関
誌
「
ア
カ
シ
ヤ
」
は
年
三
回
発
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、

昭
和
三
十
八
年
、
大
道
分
団
は
団
員
皆
無
と
な
り
、
他
の
分
団
で
も
団

員
減
少
の
傾
向
は
続
い
た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
伊
参
青
年
団

が
主
催
し
、
吾
妻
郡
東
部
地
区
青
年
団
親
睦
会
を
開
催
し
、
青
年
団
が

当
面
し
て
い
る
基
本
的
問
題
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
曲
り
角
に
直
面
し
た
当
時
の
青
年
団
に
と
っ
て
一
つ
の
あ
が
き
と

も
言
え
る
。

名
久
田
青
年
国
(
昭
和
三
十
年
代
)
名
久
田
青
年
団
は
、
横
尾
、

平
、
大
塚
、
赤
坂
、
栃
窪
の
五
分
聞
を
も
っ
て
組
織
さ
れ
、
団
員
数
約

百
名
二
十
五
才
迄
の
勤
労
青
年
で
編
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
時
代
、
名

久
田
青
年
団
の
主
な
活
動
は
他
地
区
の
青
年
間
同
様
、
体
育
、
文
化
、

社
会
、
産
業
、
家
政
等
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
が
、
特
に
、
地
域
性
を

生
か
し
た
産
業
活
動
が
活
発
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
十
三
年
度
の
記
録
に
よ
る
と
、
家
政
部
と
合
同
で
の
産
業
視

察
、
大
小
豆
品
評
会
、
社
会
部
と
共
催
に
よ
る
体
験
発
表
会
、
公
民
館

と
共
催
の
講
演
会
等
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
三
十
年
代
も
中
期

を
迎
え
る
頃
か
ら
、
他
地
区
同
様
、
団
員
の
減
少
傾
向
が
始
ま
り
、
特

に
女
子
団
員
の
減
少
が
著
し
く
、
大
塚
、
栃
窪
分
団
で
は
女
子
団
員
皆

無
の
年
も
あ
っ
た
。

一
方
、
昭
和
三
十
三
年
分
団
長
に
就
任
し
た
野
口
昭
博
ハ
故
人
〉

が
、
昭
和
三
十
六
年
度
・
群
馬
県
連
合
青
年
団
長
に
選
任
さ
れ
、
群
馬

県
の
青
年
指
導
者
と
し
て
多
面
的
に
活
躍
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
中

会事土

之
条
町
か
ら
初
め
て
の
県
連
会
長
で
あ
り
、
吾
妻
郡
連
合
青
年
団
か
ら

野
口
氏
が
始
め
て
で
あ
る
。
そ
の
後
、
昭
和
三
十
六
年
に
い
た
り
、
栃

窪
分
団
で
は
終
に
団
員
皆
無
と
な
り
、
分
団
が
解
散
し
た
。
も
と
も

と
、
昭
和
三
十
年
代
初
頭
の
頃
は
、
村
に
残
っ
て
い
る
青
年
は
青
年
団

に
入
団
す
る
こ
と
を
一
つ
の
義
務
と
考
え
て
い
た
が
、
三
十
年
代
半
ば

頃
か
ら
こ
の
よ
う
な
義
務
的
観
念
が
揺
ら
ぎ
、
こ
の
こ
と
が
一
段
と
団

員
減
少
に
拍
車
を
か
け
た
。
ま
た
、
産
業
活
動
も
、
農
業
従
事
者
が
少

な
く
な
っ
た
た
め
、
そ
の
活
動
も
低
調
化
し
、
各
分
団
に
お
い
て
の
試

作
地
栽
培
も
昭
和
三
十
八
年
終
に
中
止
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
女
子
団
員

激
減
の
た
め
独
自
の
活
動
は
殆
ん
ど
行
な
わ
れ
ず
、
郡
連
の
行
事
に
参

加
す
る
程
度
に
な
っ
た
。

以
上
、
地
区
別
青
年
団
の
歩
み
を
概
説
し
た
が
、
次
に
昭
和
三
十
年

代
の
青
年
団
長
名
を
次
頁
に
表
示
し
て
お
く
。

中
之
条
町
青
年
団
(
昭
和
四
十
年
度
以
降
〉
昭
和
三
十
九
年
度
ま

で
存
続
し
た
中
之
条
町
青
年
団
連
絡
協
議
会
は
、
昭
和
四
十
年
度
か
ら

中
之
条
町
青
年
団
と
し
て
新
し
く
発
足
し
た
。
そ
れ
は
、
昭
和
三
十
年

の
町
村
合
併
に
と
も
な
っ
て
中
之
条
町
青
年
団
連
絡
協
議
会
を
結
成

し
、
そ
の
後
十
年
間
そ
の
使
命
を
果
し
て
来
た
が
、
そ
の
後
前
述
の
と

お
り
、
経
済
の
高
度
成
長
の
影
響
を
受
け
在
町
青
年
の
流
出
が
多
く
な

り
、
ま
た
団
員
の
職
業
的
構
成
も
大
き
く
変
化
し
た
。
こ
の
こ
と
は
青

年
団
活
動
に
も
多
く
の
問
題
が
提
起
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
変

化
を
ふ
ま
え
て
、
連
絡
協
議
会
等
に
お
い
て
、
再
三
検
討
の
結
果
、
従

来
の
中
之
条
、
伊
参
、
沢
田
、
名
久
田
の
四
地
区
青
年
団
を
統
合
し
、
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中
之
条
町
管
内
地
区
青
年
団
長

中

之

地

条

斎関中唐高斎湯剣福外

木

康

雄

雄

治
三

津

夫

保

之

実治国一万雄実隆

沢沢橋 木 本 持 島 丸

元初征

区

沢

田

関一高小星 山 宮 山 水 宮

場平池野口崎回出崎

地

区

昭
和
三

O
年
l
昭
和
三
九
年

地

重邦久友悦康貴国

之寿久雄利夫 夫 明 治 男

伊

唐斎綿富田篠篠唐村神

奈
沢藤貫沢村原原沢山保

司健

定

男

利

市

利

市

義

男

茂

雄

喜

太

郎
栄夫

邦

区

久

名

田

地

中
之
条
町
青
年
団
と
し
て
一
本
化
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
か
く
し
て

結
成
さ
れ
た
中
之
条
町
青
年
団
が
当
面
す
る
大
き
な
課
題
は
団
員
の
確

保
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
年
の
十
一
月
に
開
催
し
た
中
之
条
町
青
年
大
会
は
、
団
員

確
保
を
主
目
的
と
し
、
大
き
な
期
待
を
か
け
て
実
施
し
た
が
、
結
果
的

に
は
所
期
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
情

勢
に
も
め
げ
ず
、
中
之
条
町
青
年
団
は
、
機
関
誌
の
発
行
、
球
技
大
会

へ
の
参
加
、
演
劇
活
動
、
郡
連
青
主
催
の
各
種
研
修
会
へ
の
参
加
等
粘

り
強
く
実
施
し
て
行
っ
た
。
特
に
、
昭
和
四
十
一
年
に
は
、
中
之
条
町

青
年
団
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
l
ム
は
選
ば
れ
て
全
国
青
年
祭
に
出
場
し

角角吉吉剣宮野松関関

間 回 国 田 持崎口本

区

正浩隆隆昭勝昭憲和伸

行一孝幸夫己博介夫ー

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
後
中
之
条
町
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
全
盛

期
を
迎
え
る
一
段
階
を
画
し
た
と
も
い
え
よ
う
。

ま
た
、
青
年
団
活
動
の
マ
ン
ネ
リ
化
と
い
う
批
判
に
応
え
、
「
よ
り

地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
」
と
い
う
基
本
方
針
を
う
ち
出
し
、
各
支
部

に
お
い
て
ざ
ん
新
な
事
業
が
企
画
さ
れ
た
の
も
こ
の
時
代
か
ら
で
あ

る
。
例
え
ば
、
芸
能
発
表
会
、
盆
踊
り
大
会
、
郷
土
芸
能
の
保
存
振
興

さ
ら
に
、
成
人
式
の
協
讃
、
文
化
祭
へ
の
参
加
等
、
鋭
意
独
創
的
な
青

年
団
活
動
を
追
求
し
つ
つ
四
十
年
代
後
半
へ
と
移
行
し
て
行
く
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
前
述
の
よ
う
に
、
青
年
団
活
動
か
広
汎
か
つ
多
岐
に
わ

た
る
に
し
た
が
っ
て
、
青
年
団
内
部
に
「
活
動
の
ザ
1
ク
ル
化
」
を
主

673 



誌会社

年

中
之
条
町
青
年
団
役
員
(
団
長
・
副
団
長
〉

昭
和
田

0
年
度

，
四
一四

二
四
三

四
四

四
五

四
六

四
七

四
八

四
九

五

O

H ， ， 
' • 

次

中町斉吉宮宮町唐富曽角

団沢田藤田崎崎岡沢沢我田

長

正

行
ハ
名
久
田
〉

昇
(
中
之
条
〉

重
(
伊
参
〉

次
(
名
久
田
〉

茂
ハ
伊
参
〉

次
(
名
久
田
)

茂
ハ
沢
田
〉

正
(
名
久
田
)

明
(
伊
参
〉

夫
ハ
沢
田
〉

好
ハ
伊
参
〉

昭
和
四

O
年
l
昭
和
四
五
年

冨t

団

長

唐
沢
邦
夫
(
伊
参
〉
関
貴
之
〈
沢
田
〉
斉
木
隆
ハ
中
之
条
〉
牛
木
よ
し
江
ハ
伊
参
〉

富
沢
勝
重
ハ
伊
参
)
田
村
勝
子
(
名
久
田
〉

唐
沢
元
次
ハ
名
久
田
〉
福
島
し
お
り
ハ
中
之
条
)

宮
崎
章
一
郎
(
沢
田
〉
村
田
史
代
(
中
之
条
〉

関
武
美
ハ
中
之
条
〉
村
山
の
ぶ
子
ハ
伊
参
)

宮
崎
茂
ハ
沢
田
〉
仙
田
幸
恵
(
沢
田
〉

吉
田
家
正
(
名
久
田
)
富
沢
き
く
い
ハ
伊
参
〉

極
原
喜
好
(
伊
参
)
綿
貫
紀
和
子
ハ
名
久
田
)

高
平
忠
雄
ハ
伊
参
〉

中
沢
邦
好
ハ
伊
参
〉

生
巣
浅
則
〈
伊
参
〉

張
す
る
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
勿
論
、
青
年
団
活
動
と
ザ
l

タ
ル
活
動
と
は
、
そ
の
目
的
、
性
格
等
に
お
い
て
全
く
異
質
の
も
の
で

は
あ
る
が
、
青
年
団
員
共
通
の
問
題
と
し
て
論
議
が
続
く
の
で
あ
る
。

次
に
青
年
団
育
成
の
た
め
、
努
力
を
つ
づ
け
ら
れ
た
当
時
の
団
長
、

副
団
長
名
を
布
表
に
掲
げ
る
。

中
之
条
町
青
年
団
の
支
部
昭
和
四
十
年
、
中
之
条
町
青
年
団
結
成

に
際
し
、
従
来
の
地
区
分
団
を
解
消
し
、
中
之
条
、
西
中
之
条
、
沢

田
、
伊
参
、
名
久
田
の
五
支
部
を
下
部
組
織
と
し
て
発
足
し
た
。

当
時
の
各
支
部
の
活
動
の
ゐ
と
を
探
る
と
き
、
最
大
の
悩
み
は
、
団

元勝勝家邦照

年
度
別
、
支
部
部
団
員
数
一
覧
表

四
0 

四

四五五一三
七 O五二二

中

之

条

西

中

之

条

沢

田

伊

参

名

久

田

一四 五消二
四八五七

四

四

四
四

五四四 一
=八七九五

一三四一二
三九三二 O

一一六一六
四
四

三
四

三
五

四
五

ー

一
二

滅
一

六
盟

四六一
二
Q
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員
減
少
に
対
す
る
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
を
痛
感
す
る
。

支
部
長
始
め
役
員
は
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
つ
く
し
、
涙
ぐ
ま
し
い
努

力
に
よ
っ
て
、
団
員
確
保
に
狂
奔
し
て
い
る
。

4 

中
之
条
町
体
育
協
会

)
 

1
 

(
 
体
育
協
会
の
設
立

育

町
村
合
併
前
の
旧
中
之
条
町
が
、
従
来
単
独
の
活
動
を
続
け
て
い
た

体
育
団
体
を
統
合
し
、
中
之
条
町
体
育
協
会
を
設
立
し
た
の
は
、
昭
和

二
十
八
年
十
一
月
三
日
で
あ
っ
た
。
初
代
会
長
に
は
、
時
の
町
長
福
田

豊
三
郎
を
選
任
し
そ
の
会
員
は
体
育
実
践
家
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
町

の
有
志
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、
そ
の
会
員
数
は
一
一
一
一
名
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
そ
の
運
営
も
会
員
が
醸
出
す
る
会
費
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い

た
。
こ
の
体
育
協
会
も
町
村
合
併
に
と
も
な
い
、
昭
和
一
一
一
十
一
年
十
二

月
五
日
を
も
っ
て
解
散
し
、
新
中
之
条
町
の
体
協
へ
と
移
行
し
て
行
っ

た。
つ
づ
い
て
、
昭
和
三
十
二
年
八
月
十
二
日
、
当
時
の
中
之
条
町
教
育

長
、
蟻
川
潔
は
、
中
之
条
町
体
育
協
会
設
立
準
備
会
を
開
催
し
た
。
こ

の
準
備
会
で
は
、
先
進
市
町
村
の
状
況
等
を
参
考
に
会
則
の
草
案
を
検

討
し
、
さ
ら
に
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
調
査
方
法
に
つ
い
て
も
討
議

し
た
。
越
え
て
、
翌
年
六
月
七
日
第
二
回
の
設
立
準
備
会
を
開
催
し

た
。
当
日
出
席
し
た
体
育
団
体
は
次
の
六
部
で
あ
り
、
理
事
を
選
任
の

第六章教

そ
の
努
力
も
空
し
く
西
中
之
条
支
部
は
、
昭
和
四
十
四
年
終
に
消
滅

と
い
う
最
悪
の
事
態
を
招
い
て
い
る
。
各
支
部
の
団
員
数
の
推
移
を
示

す
と
前
頁
下
欄
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

上
理
事
会
に
切
り
替
え
、
承
認
さ
れ
た
会
則
に
も
と
づ
き
次
の
役
員
を

選
任
し
た
。

中
之
条
町
体
育
協
会
設
立
当
時
の
役
員

理 事監副会 役

ス柔陸剣庭野 会
職

キ 名
l道上道球球事長長

E富E喜1美1・i二i市 守豊富

筆量豊書聖富割岡宮Z・高E?昭袋i郎品佐量i E 彦

役

員

-太郎 氏

書佑作
名
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さ
ら
に
、
同
年
の
七
月
十
九
日
、
理
事
会
を
招
集
し
本
年
度
の
町
助



誌

成
金
十
五
万
円
の
配
分
を
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。

中
之
条
体
協
助
成
金
配
分

一

種

別

一

金

額

一

種

別

一

金

一
本
部
費
一
一
五
、

0
0
0円
一
柔
道
一
二
七
、

ooo'

一
野
球
一
一
一
一
二
、
四

0
0
8
一
一
陸
上
一
一
九
、
八

O
O
'

一
庭
球
一
二
六
、
一

oos--
ス
キ

l

一
一
八
、
四
五

0
9

一
剣
道
一
一
一
、
二
五

0
8
一
一
合
計
一
一
五

O
、
0
0
0
8

さ
て
発
足
の
翌
三
十
四
年
に
は
、
新
た
に
加
盟
し
た
卓
球
部
を
加
え

て
積
極
的
な
活
動
を
し
て
い
る
。

体
育
協
会
に
加
盟
と
第
一
回
大
会

(
昭
和
一
一
一
十
三
年
l
昭
和
四
十
九
年
〉

会

額

社

3 2 1 

第 第 会第
一 一 一
回 回 回

要

項

吉署 十一月和三昭 八月和昭
年

十十 十十 十 月
一四 ムノ、ー二三 一
日年 日年 年 日

12 11 10 9 8 7 6 5 4 

一 一
承認バド 承認フソ 開催一第回

認ノミ 第 "、e 第
ス レ

、、、 ト ケ 回 国
てJ ボ

町民
ツ

町民
ボ

町民
ト ト
:，/ ノレ グ Jレ

グ ク ス フ レ
フ フ ケ フ
プ プ "/ ボ

体E 童盟

ト
ソ ボ ノレ

フ
ト ノレ

ボ
大会

八月和十昭四九年 曙唱十 者十

四月昭和 九月昭和 四月和昭 十月和昭

十 十五 十五年
十五

年七 年 年 年 年 年
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(2) 

体
育
協
会
の
歩
み

発
足
後
の
三
十
年
以
降
の
体
育
協
会
ハ
以
下
「
体
協
」
と
称
す
〉
の
歩
み
を
み
て
ゆ
く
。
主
な
団
体
活
動
を
あ
げ
て
お
こ
う
。



育

体
育
指
導
員
の
活
動

三
十
二
年
六
月
、
は
じ
め
て
群
馬
県
体
育
指
導
員
と
し
て
次
の
六
人

が
任
命
さ
れ
(
田
島
一
彦
、
桑
原
清
、
吉
田
正
明
、
山
田
稲
作
、
塚
田

勲
、
関
正
考
〉
、
三
十
四
年
五
月
に
は
七
名
、
三
十
七
年
に
は
十
名
と

指
議
員
の
数
を
憎
加
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
指
導
員
の
体
育
振
興

に
寄
与
し
た
点
は
大
き
い
と
い
え
る
。

①
郡
民
体
育
祭
の
開
催

三
十
六
年
十
一
月
に
、
第
一
回
群
馬
県
民
体
育
祭
吾
妻
地
区
大
会

(
中
之
条
町
会
場
〉
が
開
催
さ
れ
、
こ
え
て
三
十
七
年
十
一
月
に
は
吾

妻
郡
民
体
育
祭
と
し
て
第
一
回
が
開
催
さ
れ
た
。
五
種
目
(
陸
上
・
庭

球
・
パ
レ

1
・
野
球
・
卓
球
)
で
町
内
対
抗
の
色
彩
が
打
ち
出
さ
れ

た
。
そ
の
後
種
目
も
追
加
さ
れ
、
年
々
開
催
を
重
ね
て
五
十
一
年
に
は

第
十
五
回
を
迎
え
て
い
る
。

②
綜
合
グ
ラ
ソ
ド
建
設
の
陳
情

オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
開
催
の
年
、
三
十
九
年
に
は
、
町
の
社
会

体
育
施
設
の
貧
困
な
現
状
に
対
し
て
、
体
協
会
長
田
島
一
彦
、
商
工
会

長
小
板
橋
菱
三
郎
、
勤
労
者
協
会
長
小
野
里
清
六
の
=
一
団
体
代
表
の
連

名
で
町
長
町
田
浩
蔵
宛
に
綜
合
グ
ラ
ン
ド
建
設
陳
情
書
を
提
出
し
て
い

る
。
そ
の
内
容
は
@
敷
地
希
望
は
中
之
条
高
校
の
裏
台
地
@
綜
合
グ
ラ

ン
ド
は
野
球
場
、
庭
球
場
、
水
泳
場
、
遊
歩
道
、
其
他
と
し
、
特
に
こ

の
建
設
の
た
め
に
敷
地
一
坪
運
動
を
展
開
す
る
と
申
添
え
て
い
る
。

③
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
結
成

昭
和
四
十
六
年
三
月
、
体
協
理
事
会
に
て
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
結
成

第六章教

が
審
議
承
認
さ
れ
た
。
本
部
長
に
野
村
酒
二
、
副
本
部
長
に
久
住
輝
治

鈴
木
治
、
望
月
達
義
、
事
務
局
長
佐
藤
進
等
が
選
任
さ
れ
た
。

④
松
井
高
重
一
郎
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
参
加
と
急
逝

旧
名
久
田
村
大
塚
の
松
井
高
重
郎
は
群
馬
県
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
(
小

林
二
三
雄
隊
長
以
下
九
名
)
に
選
ば
れ
、
体
協
は
四
十
七
年
二
月
十
一

日
に
盛
大
な
壮
行
会
を
催
し
た
。
二
月
二
十
四
日
羽
田
空
港
を
出
発
し

壮
途
に
つ
い
た
。
四
月
二
十
六
日
松
井
隊
員
は
先
登
隊
と
し
て
第
四
キ

ャ
ン
プ
(
六
、
二

0
0メ
ー
ト
ル
)
に
到
着
し
た
が
、
こ
の
頃
か
ら
彼

文部大臣表彰状
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誌

は
体
に
変
調
を
訴
へ
、
二
十
九
日
は
一
日
休
養
、
三
十
日
容
態
が
急
変

し
、
当
日
死
去
し
て
い
る
ハ
享
年
三
十
四
才
可
遺
体
は
サ
γ
ゲ
シ
ュ

ル
パ
の
読
経
の
中
に
氷
河
に
深
く
葬
ら
れ
た
。
こ
の
年
十
月
一
日
町
立

第
五
中
学
校
の
体
育
館
で
松
井
家
と
県
山
岳
連
盟
の
合
同
神
葬
祭
が
行

わ
れ
て
い
る
。

以
上
、
中
之
条
体
協
の
二
十
年
間
の
主
な
活
動
を
筒
述
し
た
が
、
そ

の
聞
の
社
会
体
育
活
動
に
対
し
て
幾
度
か
表
彰
さ
れ
て
い
る
。

①
県
か
ら
の
表
彰
社
会
体
育
優
良
団
体
と
し
て
、
昭
和
三
十
九
年

会社

四

教
育
に
関
す
る
町
民
の
意
識

1 

町
民
の
生
活
意
識
調
査
か
ら

八
月
十
一
日
県
表
彰
を
う
け
る
。
当
時
の
組
織
と
役
員
を
あ
げ
る
と
、

会
長
田
島
一
彦
、
副
会
長
桑
原
清
、
川
越
文
雄
、
関
博
、
加
盟
団
体
陸

上
、
野
球
、
柔
道
、
剣
道
、
久
キ
l
、
卓
球
、
山
岳
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
体
育
指
導
員
十
名
、
当
時
の
体
協
が
職
場
の
体
育
の
普
及
向
上
に

力
を
注
い
だ
成
果
が
高
く
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

②
国
よ
り
表
彰
昭
和
四
十
七
年
に
は
文
部
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
、

十
月
九
日
に
東
京
で
表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
、
川
越
文
雄
会
長
、
佐
藤
進

事
務
局
長
、
蟻
川
典
男
社
教
主
事
等
五
名
が
こ
れ
に
参
列
し
た
。

678 

昭
和
五
十
二
年
八
月
、
町
誌
編
集
委
員
会
が
行
っ
た
町
民
生
活
意
識
調
査
の
う
ち
、
教
育
関
係
項
目
と
し
て

ω子
供
教
育
に
お
け
る
過

保
護
の
問
題

ω入
学
試
験
の
問
題

ω老
若
世
代
の
断
絶
の
問
題
な
ど
を
と
り
あ
げ
て
町
民
の
考
え
方
を
う
か
が
う
こ
と
に
す
る
。

註ω
子
供
教
育
に
お
け
る
過
保
護
に
つ
い
て
の
意
見
ハ
図
表

I
)
〈
次
頁
〉

過
保
護
に
つ
い
て
、
そ
の
主
な
原
因
を
あ
げ
て
い
る
が
、
図
表
ー
か

ら
、
年
令
層
に
よ
っ
て
考
え
方
の
相
違
を
み
る
と
、

①
二
五
歳
以
下
の
若
い
人
た
ち
に
は
、
そ
の
原
因
を
親
の
信
念
と
自

町
民
意
識
調
査
に
つ
い
て
は
、
本
巻
六
一
一
一
一
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

信
の
欠
如
と
考
え
て
い
る
も
の
が
多
い
ハ
四
一

l
四
五
%
)
の
が
特

徴
だ
が
、
注
目
す
べ
き
こ
と
で
お
る
。

②

二

六

l
四
O
歳
の
壮
年
層
で
は
、
現
在
の
入
試
制
度
を
あ
げ
、
や



育第六主主教

隆
障
問

男

女

男

女

男

女

男

女

上

一

耐

一

樹

一

下

一

一

才

一

才

一

才

一

回一

u一

m
-
m一

む
を
え
な
い
と
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
こ
れ
は
受
験
期
又
は
近
い

将
来
に
受
験
の
子
供
を
も
っ
親
と
し
て
の
関
心
を
示
し
て
い
る
よ
う

に
思
う
。
な
お
こ
の
年
令
層
は
親
の
信
念
自
信
の
欠
如
を
φ

め
げ
る
も

の
も
相
当
多
い
こ
と
も
注
目
し
て
よ
い
。
以
上
の
捉
え
方
は
、
と
く

子供教育の過保護についての意見

ア子供司教が少い現在、過保護になるのは当然である…....~

イ 現在の入斌制度のもとでは過保護になるのはやむを得ないことで

ある…….....・H・....06.・............・M・.......…-………匡ヨ

ウ両親に教育に対する信念と自信が欠けているために陥入っている

糊現象である…......................................................1::::::.:.1
Z がまんさせること何愛想だと考えているからである…仁コ

オその他…………………・........………圃.
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図表I

入学試験についての意見第 l表

ア 入試は勉強させる手段として是非必要なことである

イ 入試は人聞にとって大切な試練の機会である

ウ いろいろ問題はあるが現状ではやむを得ないと思う

エ入試は全廃し、入学後にどしどし落第させればよい

オ 結局学歴社会を廃止しなければこの問題は根本的に

は解消しない | 

カその他 | 

に
男
子
に
著
し
い
。

③
さ
ら
に
子
供
の
少
い
こ
と
を
φ

め
げ
る
の
は
年
令
の
た
か
い
も
の
ほ

ど
多
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
も
興
味
深
い
現
象
と
い
え
る
。
こ
の
原

因
を
大
き
く
あ
げ
て
い
る
の
は
二
五

l
四
O
歳
の
女
子
で
あ
る
。

∞
入
試
問
題
に
つ
い
て
の
意
見

現
在
の
織
烈
な
入
試
に
対
す
る
若
干
の
諾
意
見
を
提
示
し
て
町
民
に

解
答
を
も
と
め
た
が
、
調
査
結
果
は
第
1
表
の
通
り
で
あ
っ
た
。
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誌

①
入
試
を
「
勉
強
さ
せ
る
手
段
と
し
て
必
要
」
と
い
う
意
見
は
、
男

女
を
問
わ
ず
ど
の
年
令
層
の
も
の
に
も
少
い
が
「
人
生
の
大
切
な
試

練
の
機
会
」
と
し
て
の
意
見
は
四
十
歳
以
上
の
人
々
に
多
い
の
が
注

目
さ
れ
る
。

②
「
現
状
で
は
や
む
を
え
な
い
」
と
い
う
意
見
は
十
代
(
高
校
生
〉

を
除
い
て
女
子
に
共
通
し
て
多
い
よ
う
に
み
ら
れ
る
。

会ネ土

(3) 

世
代
の
断
絶
に
つ
い
て
の
意
見
(
図
表

E
)

図
表
E
を
み
る
と
①
「
世
代
の
断
絶
は
特
に
問
題
に
す
る
必
要
は
な

い
」
と
い
う
意
見
が
、
二
O
l六
O
歳
の
年
令
層
に
わ
た
っ
て
広
く
み

ら
れ
る
。
と
く
に
女
子
に
く
ら
べ
て
男
子
の
方
に
こ
の
意
見
が
多
い
の

が
注
目
さ
れ
る
。

②
他
方
「
断
絶
は
や
む
を
え
な
い
」
と
い
う
考
え
方
も
各
年
令
層
に
あ

る
が
、
と
く
に
十
代
の
男
子
は
四
O
w
m余
を
し
め
る
。
し
か
し
二
O
l

二
五
歳
の
男
子
に
は
極
め
て
少
い
ハ
一

O
%以
下
〉
。

@
「
い
か
に
も
考
え
に
開
き
が
大
き
い
」
と
し
て
断
絶
の
苦
悩
を
訴
え

る
も
の
は
、
六
一
歳
以
上
の
高
令
者
に
多
く
、
と
く
に
女
子
は
半
数
を

し
め
る
。
各
年
令
層
を
通
し
て
男
子
よ
り
女
子
の
方
が
開
き
の
大
き
い

こ
と
を
痛
感
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

2 

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら

つ
ぎ
に
昭
和
五
十
二
年
六
月
町
当
局
が
実
施
し
た
町
民
ア

γ
ヶ
l

③
入
試
の
全
廃
の
意
見
が
ニ

o
l二
五
歳
の
男
子
に
め
だ
っ
て
多
い

の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
根
本
解
決
と
し
て
の
学
歴
社
会
の
廃
止
を
あ

げ
て
い
る
も
の
は
、
六
一
歳
以
上
の
女
子
を
除
い
て
各
年
令
層
に
共

通
し
て
か
な
り
あ
る
が
、
と
く
に
二
六

l
四
O
歳
の
壮
年
層
が
他
の

年
令
層
よ
り
も
多
い
。

世代の断絶についての意見図表頁
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題にする必要はない.“山………….“………..…….“…..
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ト
調
査
か
ら
、
教
育
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、

ω学
校
教
育
、
社
会
教
育
に
つ
い
て
の
満
足
度
(
評
価
〉
、

ω学
校
教
育
の
重
点
志
向
を
と

り
あ
げ
て
町
民
の
意
向
を
う
か
が
う
こ
と
に
す
る
。

山
学
校
教
育
・
社
会
教
育
に
対
す
る
満
足
度

こ
の
調
査
は
満
足
度
を
五
段
階
(
非
常
に
よ
い
、
よ
い
、
普
通
、
わ
る
い
、
非
常
に
わ
る
い
)
に
わ
け
て
解
答
を
求
め
て
い
る
が
、
調

査
結
果
に
よ
る
と

学
校
教
育
全
体
の
あ
り
方
を
問
う
て
い
る
が
、
全
町
と
し
て
み
る
為
る
。
社
会
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
七
三
%
が
普
通
で
、
わ
る

と
、
七
六
%
が
普
通
で
、
わ
る
い
方
が
一
三
%
、
よ
い
方
が
一
一
%
で
い
方
が
一
一
一
%
、
よ
い
方
が
六
%
で
あ
る
。
学
校
教
育
の
方
の
評
価
が

幾
分
た
か
い
が
、
い
ず
れ
も
普
通
と
い
う
の
が
七
割
以
上
で
ま
ず
ま
ず
と
い
う
と
こ
ろ
だ

ろ
う
。
し
か
し
よ
い
、
わ
る
い
の
評
価
で
は
わ
る
い
方
が
多
い
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
と
く
に
社
会
教
育
で
は
、
わ
る
い
方
が
二
割
も
あ
る
の
は
注
目
す
べ
き
だ
。

許容;
容動他

|15.7修復物語 17.0~tO•1 
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充

実

戸

数
背
抱
設
の
』

育

の

向

上

戸

教
職
員
同
質
』

第六章教

遮

正

化

戸

学
校
配
置
の
』

の

是

正

戸

学
校
関
格
差
」
「

計

沢田

伊参

名久田

学
校
教
育
の
重
点
志
向

こ
の
調
査
は
学
校
教
育
で
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
こ
と
を
七
項
目
(
図
表
参
照
)
を

あ
げ
て
一
つ
を
選
択
さ
せ
て
い
る
が
、
調
査
結
果
を
み
る
と
、

(2) ①
全
体
と
し
て
、
第
一
の
要
望
は
教
職
員
の
質
の
向
上
を
あ
げ
て
い
る
(
二
六
、
三
%
)
。

つ
い
で
教
育
内
容
の
充
実
〈
一
七
、
三
%
)
、
教
育
施
設
の
充
実
(
一
七
%
)
、
学
校
間
の
格

差
是
正
ハ
一
五
、
七
%
〉
父
兄
負
担
の
軽
減
(
一
五
、
三
%
〉
:
:
:
町
民
の
要
望
は
全
体

と
し
て
物
的
経
済
的
な
施
設
や
負
担
よ
り
も
、
質
的
な
人
の
問
題
や
教
育
内
容
に
関
す
る

問
題
の
方
に
教
育
の
重
点
が
志
向
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

②
教
職
員
の
質
の
向
上
へ
の
要
望
は
各
地
区
別
に
大
き
な
差
は
な
い
が
学
校
聞
の
格
差
是

正
は
中
之
条
地
区
と
他
地
区
と
で
は
要
望
に
開
き
が
あ
る
。
村
部
で
は
こ
の
要
望
か
強
い
。
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会

第
七
章

療

医

保

健

社

中
之
条
保
健
所

1 

中
之
条
保
健
所
の
概
要

中
之
条
保
健
所
の
管
轄
区
域
は
、
吾
妻
部
全
域
に
わ
た
り
、
そ
の
面
積
は
一
二
七
、
七
九
一
平
方
キ
ロ
に
及
ぷ
広
大
か
っ
、
実
荷
な
山

間
地
帯
で
あ
り
、
人
口
は
七
四
、
三
三
七
人
、
世
帯
数
一
八
、
五
八
三
(
昭
和
五
十
年
五
月
一
日
現
在
)
で
あ
る
。

地
形
も
標
高
差
一
、
五
五

O
H川
(
二
五

O
H川
か
ら
一
八

O
O
Hむ
と
そ
の
高
度
差
が
著
し
く
、
ま
た
交
通
事
情
も
、
最
近
舗
装
化
等
が

進
み
、
道
路
事
情
は
好
転
し
て
は
い
る
も
の
の
、
未
だ
定
期
突
通
機
関
の
運
行
頻
度
は
低
く
、
保
健
業
務
を
能
率
的
か
つ
適
切
に
実
施
す

る
上
に
多
く
の
制
約
を
受
け
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
な
お
、
人
口
密
度
は
稀
薄
で
あ
り
、
全
体
的
の
傾
向
と
し
て
は
、
過
疎
進
行
の
状
況

に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
保
健
・
医
療
の
積
極
的
な
対
策
が
の
ぞ
ま
れ
る
地
域
で
あ
る
。

加
え
て
、
保
健
所
か
ら
離
れ
た
地
域
に
、
温
泉
・
山
岳
・
高
原
等
の
観
光
地
が
多
く
、
そ
の
た
め
、
旅
館
・
飲
食
庖
等
を
は
じ
め
、
関

係
施
設
が
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
環
境
食
品
衛
生
の
強
化
・
徹
底
が
強
く
要
求
さ
れ
る
地
域
で
あ
る
。
昭
和
三
十
年
代

以
降
の
保
健
所
長
を
あ
げ
る
と



第七章医療保健

むti東 吾 嬬 草 ーノ品、圃. 高

妻 恋 津 .!'c日~ 山 計

村 町 村 町 村 村

病 院 5 2 2 9 

診 療 所 6 1 5 4 4 5 1 2 28 

歯科診療所 5 4 2 4 2 1 1 12 

薬 局 5 2 1 4 12 

施術所〈柔道・
あんま) 1 4 16 35 

助 産 所 2 1 2 10 

言十 113 

医 師 17 1 17 4 3 11 1 1 

歯科医師 6 4 2 2 2 1 1 18 

薬 斉U 師 8 6 4 l 11 30 

保 健 婦 12 1 5 2 2 2 1 25 

助 産 婦 5 l 9 4 2 

看 護 婦 87 l 5 8 77 1 且4

X 線技師 4 2 2 8 

歯士科衛生士技工 1 3 4 

柔道整復師 2 1 2 1 6 

衛生検査技師 3 4 2 9 

あんま・マッザ 26 4 74 106 -:;指圧師

計 526 
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誌会社

古
山
貴
明

後
藤
敬
子

昭
和
三
一
年
五
月

l
三
六
年
七
月
、
尾
形
秀
夫

昭
和
四
四
年
九
月

l
現
在

昭
和
三
五
年
八
月

t
四
四
年
八
月
、

684 

現在の中之条保健所

お
く
。 こ

こ
で
保
健
所
管
内
の
医
療
施
設
、
医
療
関
係
従
業
員
の
状
況
を
前
頁
の
表
に
示
し
て

保
健
所
の
機
構
と
業
務

内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

現
在
(
昭
和
四
十
九
年
度
〉
中
之
条
町
の
機
構
と
そ
の
業
務

-
|
総
務
課
(
七
名
)
:
:
:
庶
務
、
人
事
、
経
理
、
医
務
、
衛
生
、
統
計

丁
衛
生
課
(
六
名
〉
:
:
:
食
品
衛
生
守
環
境
衛
生
、
狂
犬
病
予
防
、
畜
野
犬
取

所
長
|
次
長
l
一

締

、

薬

事

衛

生

試

験

、

栄

養

指

導

、

公

害

対

策

「
予
防
課
〈
=
二
名
)
・
:
:
・
健
康
相
談
、
結
核
予
防
、
伝
染
病
予
防
、
母
子
衛

中
之
条
町
保
健
所
の
使
命

中

之

条

保

健

所

長

後

藤

敬

子

昭
和
二
十
一
年
、
中
之
条
町
に
県
立
中
之
条
保
健
所
が
設
立
さ
れ
て

か
ら
、
今
年
で
三
十
年
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
閥
、
保
健
所
は
吾
妻
郡

に
お
け
る
公
衆
衛
生
の
中
心
機
関
と
し
て
、
ま
た
、
住
民
の
健
康
保
持

増
進
並
び
に
地
域
の
保
健
衛
生
向
上
の
た
め
に
、
重
要
な
役
割
を
果
し

て
き
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

最
近
の
経
済
の
高
度
成
長
ゃ
、
人
口
構
造
の
変
化
、
さ
ら
に
は
医
療

生
、
成
人
病
予
防
、
細
菌
検
査
、
保
健
婦
業
務

の
進
歩
、
国
民
の
生
活
水
準
の
向
上
等
、
社
会
情
勢
の
著
し
い
進
展
に

伴
な
い
住
民
の
生
活
環
境
も
、
生
活
内
容
も
大
き
く
変
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
、
人
間
の
健
康
に
対
す
る
影
響

に
も
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
生
み
出
し
て
お
り
ま
す
。
今
こ
そ
、
保
健
衛

生
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
今
後
の
保
健
行
政
の
進
む
べ
き
道
を
真
剣

に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

保
健
所
の
業
務
を
み
て
も
、
結
核
を
は
じ
め
、
各
種
伝
染
病
は
年
毎

に
減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、
一
方
新
た
な
問
題
と
し
て
、
成
人
病
予
防



対
策
、
母
子
保
健
対
策
、
精
神
病
対
策
な
ど
が
、
従
来
の
疾
病
予
防
に

代
っ
て
、
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
対
物

業
務
と
し
て
は
、
食
品
添
加
物
等
に
よ
る
食
品
衛
生
上
の
諸
問
題
、
水

質
汚
濁
、
大
気
汚
染
、
廃
棄
物
問
題
、
畜
舎
の
悪
臭
等
枚
挙
に
い
と
ま

な
い
程
多
く
の
問
題
が
山
積
し
、
保
健
所
に
対
す
る
行
政
需
要
は
質
的

に
も
、
量
的
に
も
大
き
く
変
動
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
に

対
処
す
る
た
め
に
保
健
所
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
住
民
の
健
康
を
守
る
施

策
を
一
層
幅
広
く
推
進
し
て
、
住
民
の
安
全
な
生
活
を
確
保
す
る
よ
う

努
力
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

吾
妻
郡
医
師
会
・
歯
科
医
師
会

1 

戦
後
の
医
師
会
の
動
き

医療保健

昭
和
十
四
年
七
月
、
坂
上
村
に
県
立
結
核
療
養
所
、
長
寿
園
(
現
在
国
立
)
が
開
設
さ
れ
、
初
代
院
長
に
池
上
直
一
が
着
任
さ
れ
た
が
、

氏
の
指
導
に
よ
っ
て
吾
妻
郡
保
健
協
力
会
が
昭
和
十
八
年
五
月
に
結
成
さ
れ
た
。
初
代
会
長
に
田
島
栄
吉
、
副
会
長
に
佐
藤
利
弥
、
専
務

理
事
に
田
中
平
太
郎
等
が
就
任
、
一
般
事
務
は
伊
能
松
平
が
こ
れ
に
当
っ
た
。
当
時
医
療
行
政
の
中
心
課
題
は
結
核
予
防
に
あ
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、
保
健
協
力
会
の
事
業
も
結
核
対
策
に
し
ぼ
ら
れ
、
部
内
学
童
と
一
般
住
民
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
シ
反
応
・

B
C
G
接
種
・
レ

γ
ト

ゲ

γ
間
接
撮
影
等
が
積
極
的
に
実
施
さ
れ
た
。
(
詳
細
は
第
二
巻
二
四
一

l
二
四
三
頁
参
照
〉

池
上
直
一
が
と
り
く
ま
れ
た
結
核
患
者
家
族
感
染
経
路
の
研
究
ゃ
、
路
上
に
お
け
る
略
疾
中
の
結
核
菌
の
陽
性
率
の
研
究
は
実
に
す
ば

ら
し
い
も
の
で
、
当
時
こ
の
研
究
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。

第七章

昭
和
二
十
一
年
十
一
月
中
之
条
町
九
四
五
田
中
平
太
郎
か
ら
四
十
坪
の
家
屋
を
借
り
、
中
之
条
保
健
所
が
開
設
さ
れ
、
初
代
所
長
に
湯

本
ア
サ
が
就
任
さ
れ
た
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
吾
妻
郡
保
健
協
力
会
は
保
健
所
に
発
展
的
吸
収
の
形
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
吾
妻
で
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誌

つ
く
っ
た
こ
の
保
健
協
力
会
は
県
内
で
も
特
殊
な
機
関
と
し
て
注
目
を
裕
ぴ
、
数
多
く
の
業
績
を
残
し
て
幕
を
閉
じ
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
に
新
制
県
医
師
会
の
設
立
に
続
い
て
、
昭
和
二
十
四
年
七
月
新
制
郡
医
師
会
が
発
足
し
た
。
当
時
は

戦
後
の
混
乱
期
で
あ
り
健
康
保
険
の
点
数
改
正
と
、
医
療
費
値
上
げ
問
題
で
全
国
医
師
会
や
国
会
陳
情
が
精
力
的
に
行
な
わ
れ
た
。
要
望

書
や
決
議
文
が
何
回
と
な
く
提
出
さ
れ
、
全
国
集
会
の
広
場
に
は
各
郡
市
の
医
師
会
旗
が
大
き
く
揺
れ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
づ
い
て
、
昭

和
二
十
七
年
二
月
原
町
赤
十
字
病
院
が
開
設
さ
れ
、
初
代
院
長
に
織
田
敏
郎
が
着
任
し
た
。
さ
ら
に
各
町
村
ご
と
に
あ
っ
た
伝
染
病
舎

(
当
時
は
避
病
院
と
よ
ん
だ
〉
は
廃
止
さ
れ
、
吾
妻
郡
町
村
伝
染
病
院
が
日
赤
病
院
に
附
属
し
て
開
設
さ
れ
た
の
が
昭
和
二
十
九
年
二
月

で
あ
っ
た
。
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会社

そ
の
後
、
郡
医
師
会
館
を
建
設
し
た
い
と
い
う
強
い
要
望
が
会
員
か
ら
起
り
、
会
員
か
ら
寄
附
を
仰
い
で
約
四
百
五
十
万
円
の
建
設
資

金
を
調
達
し
た
。
か
く
て
、
昭
和
三
十
八
年
十
月
、
吾
妻
郡
医
師
会
館
が
竣
工
し
、
医
師
会
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
広
く
利
用
さ
れ
る
に

至
っ
た
。

こ
れ
よ
り
さ
き
、
昭
和
三
十
七
年
に
は
県
医
師
会
の
手
に
よ
っ
て
沢
渡
温
泉
病
院
を
建
設
(
詳
細
は
別
項
で
記
述
)
、
昭
和
田
十
年
に
は

吾
妻
郡
医
師
会
の
手
に
よ
っ
て
中
之
条
病
院
(
精
神
科
〉
を
開
設
(
詳
細
は
別
項
で
記
述
)
、
さ
ら
に
昭
和
四
十
一
年
に
は
、
吾
妻
準
看
護

婦
学
校
を
建
設
し
開
校
し
て
い
る
。
ハ
詳
細
は
別
項
で
記
述
〉
こ
の
よ
う
に
、
昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
四
十
年
代
前
半
に
か
け
て
医
師

会
の
活
動
が
極
め
て
活
発
で
あ
り
、
各
種
の
事
業
が
集
中
的
に
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

2 

医
師
会
の
医
療
対
策

戦
後
の
医
療
行
政
は
結
核
・
赤
痢
・
腸
チ
フ
ス
対
策
、
寄
生
虫
対
策
、
そ
し
て
産
児
調
節
の
四
点
に
集
約
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
要
旨
を

次
に
示
し
て
お
く
。



医療保健

制
結
核
に
つ
い
て
は
、
当
時
ス
ト
マ
イ
・
パ
ス
等
の
抗
結
核
薬
も
な

く
、
結
核
治
療
の
道
は
非
常
に
喰
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
昭
和
十
九
年

に
ス
ト
マ
イ
が
発
明
さ
れ
、
昭
和
二
十
一
年
に
パ
ス
が
開
発
さ
れ
た

が
、
正
規
の
ル
l
ト
で
こ
れ
ら
新
薬
を
入
手
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し

く
、
い
わ
ゆ
る
闇
価
格
で
取
引
き
さ
れ
て
い
た
が
、
死
と
抱
き
合
せ
の

結
核
患
者
に
と
っ
て
は
大
き
な
光
明
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
二
十

六
年
四
月
、
結
核
予
防
法
が
施
行
さ
れ
、
ス
ト
マ
イ
・
パ
ス
等
の
一
般

使
用
化
に
と
も
な
い
結
核
死
亡
率
は
急
速
に
減
少
の
一
途
を
辿
る
の
で

あ
る
。伺

伝
染
病
に
つ
い
て
は
各
地
区
で
赤
痢
の
集
団
発
生
が
相
つ
ぎ
、
ま

た
腸
チ
フ
ス
・
パ
ラ
チ
フ
ス
の
発
生
も
珍
し
く
な
か
っ
た
。
特
に
昭
和

四
十
年
に
中
之
条
小
学
校
に
大
量
の
赤
痢
患
者
が
集
団
発
生
し
た
。
伝

染
病
舎
に
収
容
し
き
れ
ず
、
講
堂
を
臨
時
隔
離
病
舎
と
し
、
郡
外
か
ら

も
多
数
の
看
護
婦
の
応
援
を
願
い
、
校
医
家
崎
智
を
中
心
に
防
疫
対
策

に
昼
夜
を
分
か
た
ず
奔
走
し
た
。
そ
の
後
、
ク
ロ
ロ
マ
イ
セ
チ
ン
投
与

の
普
及
と
中
之
条
町
の
上
水
道
の
完
成
に
よ
っ
て
、
赤
痢
、
腸
チ
フ
ス

の
発
生
が
殆
ん
ど
そ
の
姿
を
消
し
た
の
で
あ
る
。

付
次
に
寄
生
虫
、
ト
ラ
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
各
学
校
が
中
心
に
な

り
、
検
使
、
サ

γ
ト
ニ
ソ
投
与
等
懸
命
な
努
力
が
続
け
ら
れ
た
。
特
に

第七章

3 

吾
妻
郡
医
師
会
の
事
業
活
動

本
郡
は
十
二
指
腸
虫
に
よ
る
貧
血
の
多
い
地
域
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

戦
後
人
糞
肥
料
に
代
り
農
薬
、
並
び
に
化
学
肥
料
の
発
達
に
よ
り
現
在

で
は
、
姻
虫
、
十
二
指
腸
虫
は
殆
ん
ど
見
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ

た。
伺
次
に
問
題
に
な
っ
た
の
が
人
口
問
題
で
あ
る
。
戦
後
、
急
速
に
ベ

ビ
ー
プ
l
ム
が
お
こ
り
、
そ
の
反
動
と
し
て
産
児
調
節
運
動
か
盛
ん
に

な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
産
児
調
節
法
と
し
て
人
工
妊
娠
中
絶
が
多
く
行

な
わ
れ
、
他
方
保
健
婦
、
助
産
婦
等
の
協
力
を
得
て
荻
野
式
の
説
明
、

コ
γ
ド
l
ム
、
ペ
ッ
サ
リ
ー
の
使
い
方
等
の
指
導
が
こ
の
頃
か
ら
始
ま

っ
た
。
そ
の
後
昭
和
二
十
三
年
に
優
生
保
護
法
が
制
定
さ
れ
、
今
日
に

至
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
現
在
(
昭
和
五
十
年
度
)
の
郡
医
師
会
役
員
名
簿
を
示
し
て

お
く
。会

長
織
田
敏
郎
ハ
嬬
恋
村
三
原
)
、
副
会
長
福
島
勝
己
ハ
中
之
条
町
中
之

条
)
、
理
事
後
藤
敏
夫
(
中
之
条
町
西
中
之
条
)
、
同
平
田
秀
雄
(
中
之
条

町
伊
勢
町
、
同
砂
金
美
和
ハ
長
野
原
町
)
、
同
布
施
正
美
〈
草
津
町
)
、
同

加
地
啓
甫
(
吾
妻
町
原
町
)
、
監
事
内
山
力
造
ハ
草
津
町
〉
、
同
海
野
進

(
中
之
条
町
中
之
条
〉
、
〈
医
師
会
事
務
所
は
中
之
条
町
伊
勢
町
)

吾
妻
郡
医
師
会
は
、
各
方
面
に
わ
た
っ
て
、
広
い
事
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、
昭
和
五
十
年
度
の
事
業
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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)
 

i
 

(
 
学
術
研
修
の
実
施

講
師
と
し
て
群
大
病
院
教
授
、
前
橋
病
院
長
同
内
科
部
長
、
三

共
薬
品
、
藤
沢
薬
品
等
の
研
究
所
員
等
を
招
へ
い
し
て
い
る
。

吾
妻
准
看
護
婦
学
校
の
運
営
ハ
詳
細
は
別
記
)

中
之
条
病
院
の
運
営
(
詳
細
は
別
記
)

地
域
医
療
に
対
す
る
協
力

的
予
防
接
種
肘
成
人
病
対
策
判
僻
地
治
療

中
之
条
地
区
僻
地
診
療
(
昭
和
五
十
年
度
)

会ネt

制刷 (ii)
十九月

五
期

十月

四 八
日日 日

科外 科内 科外 科内 動

海 平 海 後 医

野 回 野 藤
師

秀 敏

進 雄 進 夫 名

地

区

名

中
之
条
町
の
医
院
病
院
を
あ
げ
る
と
ハ
昭
和
五
十
年
五
月
一
日
現
在
)

医
科
の
部
家
崎
小
児
科
医
院
家
崎
智
ハ
内
科
、
小
児
科
〉
、
海
野
外
科

医
院
海
野
進
(
外
科
、
整
形
科
〉
、
後
藤
医
院
後
藤
敏
夫
ハ
内
科
、
外

科
、
皮
膚
科
)
、
沢
田
医
院
牟
田
忠
雄
(
内
科
、
外
科
〉
、
平
田
医
院
平

田
秀
雄
ハ
内
科
、
外
科
、
性
病
科
〉
、
剣
持
病
院
桜
井
武
尚
(
内
科
、
産

婦
人
科
)
、
同
桜
井
マ
リ
(
眼
科
〉
、
佐
藤
病
院
佐
藤
利
弥
ハ
外
科
、
整
形

科
)
、
沢
渡
病
院
亀
田
実
(
内
科
、
整
形
科
、
消
化
器
科
、
循
環
器
科
)
、

田
島
病
院
田
島
一
彦
ハ
内
科
)
、
中
之
条
病
院
清
水
俊
郎
ハ
精
神
科
)
、
四

万
僻
地
診
療
所
近
藤
敬
ハ
内
科
、
外
科
)
、
福
島
医
院
福
島
勝
己
(
産
婦

人
科
〉

歯
科
の
部
望
月
歯
科
医
院
平
形
五
郎
、
木
暮
歯
科
医
院
木
暮
文
六
、

久
保
歯
科
医
院
久
保
益
三
、
川
越
歯
科
医
院
川
越
文
雄
、
蟻
川
歯
科
医
院

蟻
川
篤
美

688 

中
之
条
町
保
健
婦
一
覧
表

昭
和
五
一
年
四
月
現
在

さ
ら
に
、
中
之
条
町
役
場
に
勤
務
し
て
い
る
保
健
婦
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

所

一
中
之
条
地
区

一
伊
勢
町
地
区

一
沢
田
地
区

一
時
一
統
一
蹴
区

区

角武唐田水l氏

田藤沢村出

清静ト米も

シと|名

子江子子め

中前中高渋
之橋之山川
条市条村市l

町関町大金|住
大根大字井
字町字中二
事二中山七

一之一八
町|条七八
l一三町九|
二一O九
九 四六
二八
|五
三 の

八

任

命

年

月

昭
三
五
年
四
月
一
日

三
三
年
一
一
月
一
八
日

一
二
一
年
九
月
一
日

三
四
年
二
月
一
日

三
九
伴
七
月
}
日

日



昭
和
七
年
に
久
保
と
み
よ
、
九
年
に
田
村
時
雄
、
十
二
年
に
木
暮
文
六
、
十
三
年
に
久
保
益
三
ら
が
、
い
ず
れ
も
郡
都
の
中
之
条
町
に

開
業
し
て
い
る
。

そ
し
て
戦
後
期
の
昭
和
二
十
年
以
降
は
、
郡
内
の
開
業
医
や
勤
務
医
の
突
代
現
象
が
頻
繁
に
行
な
わ
れ
た
時
期
で
あ
る
が
、
昭
和
五
十

年
現
在
中
之
条
町
に
お
け
る
歯
科
医
院
と
そ
の
開
業
年
次
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

川
越
歯
科
医
院
(
開
設
大
正
十
二
年
十
一
月
Y
久
保
歯
科
医
院
(
昭
和
十
三
年
六
月
〉
、
木
暮
歯
科
医
院
(
昭
和
十
二
年
十
月
〉
、
望
月
歯
科
医
院

お
り
で
あ
っ
た
。

医療保健第七章

4 

吾
妻
郡
歯
科
医
師
会

吾
妻
郡
の
歯
科
医
院
の
開
設
状
況

大
正
期
・
昭
和
期
及
び
戦
後
に
分
け
て
そ
の
変
遷

乳幼児相談中の保健婦

を
た
ど
る
と
次
の
よ
う
な
特
色
が
み
ら
れ
る
。

大
正
期
は
吾
妻
郡
に
と
っ
て
歯
科
医
院
の
創
成
期
と
も
い
え
る
。
明
治
時
代
に
は
吾
妻

郡
に
歯
科
医
院
の
開
設
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
大
正
の
初
期
・
当
時
渋
川
市
で
開
業
し

て
い
た
歯
科
医
大
谷
祥
太
郎
が
中
之
条
町
に
分
院
を
開
業
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の

後
、
大
正
八
年
に
久
保
波
治
郎
が
、
大
正
十
二
年
に
望
月
宗
男
が
、
そ
れ
ぞ
れ
中
之
条
町

に
、
同
年
に
川
越
助
三
が
伊
勢
町
に
開
業
し
、
大
正
末
期
に
は
中
之
条
町
に
歯
科
医
院
が

三
院
を
数
え
る
に
至
っ
た
。

昭
和
期
を
迎
え
、
歯
科
医
療
の
普
及
に
と
も
な
い
続
々
歯
科
医
院
が
開
業
し
、
中
之
条

町
に
お
け
る
歯
科
医
院
の
充
実
期
に
入
っ
た
。
こ
の
時
期
に
開
業
し
た
歯
科
医
は
次
の
と
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ハ
大
正
十
二
年
十
一
月
〉
、
蟻
川
歯
科
医
院

吾
妻
郡
歯
科
医
師
会
の
事
業
郡
の
歯
科
医
師
会
で
は
、
毎
年
六
月
四
日
の
む
し
歯
予
防
デ

l
を
中
心
に
各
種
の
事
業
を
実
施
し
歯
の

衛
生
思
想
の
普
及
を
は
か
る
と
と
も
に
、
む
し
歯
の
予
防
と
治
療
に
つ
い
て
協
力
し
て
い
る
。
昭
和
五
十
年
度
に
歯
科
医
師
会
で
実
施
し

た
事
業
を
列
記
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

誌

ハ
昭
和
三
十
八
年
八
月
)

会社

的
六
月
に
は
各
学
校
医
を
中
心
に
、
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
を
対
象

に
歯
科
衛
生
に
つ
い
て
講
話
指
導
を
実
施
し
て
い
る
。

同
こ
れ
と
は
別
に
六
月
に
各
町
村
か
ら
よ
い
歯
を
も
っ
子
供
を
選
出

し
、
吾
妻
郡
よ
い
歯
の
子
の
コ

γ
ク
ー
ル
に
参
加
を
求
め
、
さ
ら
に

七
月
に
は
「
母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
シ
タ
l
ル
」
に
母
子
の
参
加
を

求
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
コ
シ
ク
l
ル
は
全
国
大
会
に
つ
な
が
る
全
国

690 

的
な
事
業
で
あ
る
。

付
一
方
、
歯
の
衛
生
思
想
を
普
及
、
浸
透
を
目
的
と
し
て
、
小
中
学

校
児
童
生
徒
の
図
画
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
、
優
秀
作
品
に
対
し
て

は
、
郡
歯
科
医
師
会
に
お
い
て
表
彰
し
て
い
る
。
七
月
に
は
郡
歯
科

医
師
会
の
主
催
で
郡
内
各
町
村
別
に
三
才
児
の
歯
科
検
診
を
実
施

し
、
健
康
な
歯
を
ま
も
る
運
動
に
協
力
し
て
い
る
。

吾
妻
歯
科
医
師
会
役
員

昭
和
五
十
一
年
度
吾
妻
歯
科
医
師
会
の
役
員
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

支
部
長
池
井
文
雄
、
副
支
部
長
渡
辺
淳
、
専
務
理
事
蟻
川
篤
美
、
庶

務
理
事
川
越
文
雄
、
会
計
理
事
安
斉
恭
治
、
副
会
計
外
丸
隆
宣
、
学
術

担
当
理
事
安
藤
恭
治
、
学
術
委
員
久
保
一
六
、
外
丸
隆
宣
、
共
済
部
理

戦
後
の
吾
妻
郡
歯
科
医
師
会
長
を
あ
げ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

川
越
助
三
昭
和
二
十
年
l
二
十
二
年
十
月
、
木
暮
文
六
二
十
二
年
十

一月
l
二
十
五
年
三
月
、
川
越
助
一
一
一
二
十
五
年
四
月
i
二
十
七
年
三

月
、
溝
口
仲
次
二
十
七
年
四
月
l
二
十
九
年
三
月
、
干
川
茂
雄
二
十
九

年
四
月
l
一
一
一
十
一
年
三
月
、
矢
島
恒
雄
三
十
一
年
四
月
i
三
十
三
年
一
一
一

事
島
村
八
郎
、
監
事
島
村
八
郎
、
平
形
五
郎
、
旅
行
委
員
平
形
五
郎
、

川
越
文
雄
、
安
済
恭
治
、
久
保
二
ハ
、
モ
ニ
タ
ー
外
丸
隆
室
、
顧
問
宮

崎
直
司
、
木
暮
文
六
、
外
丸
平
八
郎

月
、
川
越
助
三
三
十
三
年
四
月
l
三
十
五
年
一
一
一
月
、
外
丸
平
八
郎
一
一
一
十

五
年
四
月
l
三
十
九
年
三
月
、
加
部
美
男
三
十
九
年
四
月

t
四
十
一
一
一
年

三
月
、
久
保
益
三
四
十
三
年
四
月
l
四
十
七
年
三
月
、
島
村
八
郎
四
十

七
年
四
月
l
四
十
九
年
一
一
一
月
、
平
形
五
郎
四
十
九
年
四
月
1
五
十
一
年



三
月
。

吾
妻
准
看
護
婦
学
校

1 

吾
妻
准
看
護
婦
学
校
の
設
立

昭
和
四
十
年
十
一
月
、
時
の
吾
妻
郡
医
師
会
長
神
辺
茂
信
は
、
群
馬
県
知
事
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
指
定
申
請
書
を
提
出
し
た
。

今
般
保
健
婦
・
助
産
婦
・
看
護
婦
養
成
指
定
規
則
(
昭
和
二
十
六
年

八
月
十
日
付
文
部
厚
生
省
令
第
一
号
)
に
よ
っ
て
、
准
看
護
婦
学
校
を

設
立
し
た
い
の
で
、
同
規
則
第
二
条
の
各
項
別
紙
の
通
り
相
添
え
申
請

し
ま
す
か
ら
御
指
定
下
さ
る
よ
う
御
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
設
立
者
の
住
所
氏
名
又
は
名
称

吾
妻
郡
中
之
条
町
大
字
伊
勢
町
一
、

O
一
五
の
一

社
団
法
人
吾
妻
郡
医
師
会
長
神
辺
茂
信

二
名
称
吾
妻
准
看
護
婦
学
校

三
位
置
吾
妻
郡
中
之
条
町
大
字
伊
勢
町
一
、

O
一
五
の
一

四
設
立
年
月
日
昭
和
四
十
一
年
一
月

五
修
業
年
限
二
ヶ
年

六
生
徒
定
員
各
学
年

七
学
則
別
紙
の
通
り

二
十
名

(略〉

第七章医療保健

こ
の
申
請
に
対
し
、
群
馬
県
知
事
は
、
翌
年
四
十
一
年
四
月
十
一
日
、
吾
妻
看
護
学
校
の
指
定
を
次
の
条
件
を
付
し
て
認
可
し
て
い
る

(
条
件
1
設
立
年
月
は
昭
和
四
十
一
年
四
月
一
目
、
生
徒
定
員
各
学
年
三
十
名
、
施
設
整
備
模
型
実
習
教
室
の
建
設
・
整
備
昭
和
四
十
一

年
七
月
一
日
ま
で
に
竣
工
〉

さ
ら
に
、
医
師
会
長
神
辺
茂
信
は
県
知
事
に
対
し
て
、
開
校
に
伴
な
う
諸
経
費
の
補
助
を
左
の
理
由
を
つ
け
て
申
請
し
て
い
る
。

理
由
書
ハ
一
部
〉
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誌

本
郡
に
は
草
津
楽
泉
園
に
准
看
護
婦
養
成
所
が
あ
り
ま
す
が
、
同
所

の
卒
業
生
は
楽
泉
圏
、
及
び
そ
の
他
の
関
係
に
就
職
し
、
本
会
員
の
従

業
員
と
な
る
者
は
皆
無
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
本
会
均
員
が
看

護
婦
を
養
成
す
る
道
は
、
渋
川
准
看
護
婦
学
校
の
教
育
に
委
託
す
る
以

外
方
法
が
な
い
の
み
か
、
渋
川
へ
の
通
学
も
交
通
事
情
か
ら
僅
か
に
中

之
条
原
町
地
区
に
限
ら
れ
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
現
状
か

ら
、
郡
内
看
護
婦
志
望
者
の
中
、
相
当
数
は
毎
年
郡
外
に
就
職
す
る
と

と
も
に
、
他
産
業
に
志
望
変
更
す
る
者
も
あ
る
現
状
に
鑑
み
、
本
会
は

会社

多
大
の
犠
牲
を
は
ら
い
、
准
看
護
婦
学
校
を
開
設
し
、
教
育
す
る
こ
と

を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。
元
来
、
看
護
婦
の
養
成
事
業
等
は
、
当
然
医

療
行
政
の
面
に
お
い
て
実
施
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
最
も
好
ま
し
く
、

且
つ
理
想
的
で
あ
り
ま
す
が
、
現
時
点
に
お
い
て
は
実
現
不
可
能
で
あ

り
ま
す
の
で
、
本
会
は
中
之
条
病
院
開
設
直
後
と
い
う
悪
条
件
下
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
万
難
を
排
し
て
開
設
に
踏
み
切
っ
た
事
情
を
御
賢
察
の

上
、
本
事
業
開
始
に
対
し
、
別
添
経
理
の
金
額
を
御
補
助
賜
り
た
く
申

請

い

た

し

ま

す

。

以

上
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医
師
会
長
は
、
こ
の
よ
う
に
吾
妻
部
の
医
療
事
情
の
実
態
を
る
る
説
明
し
、
准
看
護
婦
学
校
設
立
の
必
要
性
を
切
々
と
訴
え
て
い
る
。

そ
の
後
、
木
造
二
階
建
一
六
五
坪
の
建
物
の
外
に
附
帯
施
設
も
整
備
さ
れ
、
昭
和
四
十
三
年
三
月
に
は
学
校
教
育
法
に
も
と
づ
く
各
種

学
校
と
し
て
県
知
事
の
認
可
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。

2 

卒
業
生
の
状
況

こ
の
よ
う
に
し
て
設
立
さ
れ
た
准
看
護
婦
学
校
に
は
郡
医
師
会
の
期
待
通
り
、
看
護
婦
希
望
者
が
入
学
し
、
年
々
卒
業
生
を
送
り
出
し

て
い
る
が
、
そ
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
回
(
昭
和
四
十
二
年
度
)
三
一
名
、
二
回
ハ
四
十
三
年
度
〉
一

六
名
、
三
回
ハ
四
十
四
年
度
)
二
一
名
、
四
国
(
四
十
五
年
度
)
一
七

名
、
五
回
(
四
十
六
年
度
〉
一
四
名
、
六
回
ハ
四
十
七
年
度
)
一

O
名、

七
回
ハ
四
十
八
年
度
)
一
七
名
、
八
回
ハ
四
十
九
年
度
)
一
五
名
、
九

回
(
五
十
年
度
)
四
名
、
十
回
ハ
五
十
一
年
度
〉
十
五
名
。

卒
業
生
の
行
先
を
み
る
と
(
次
頁
上
表
)
、
郡
内
就
職
が
半
数
近
く
で
、

郡
外
は
わ
ず
か
一
四
%
で
あ
る
。
離
職
は
主
に
結
婚
出
産
育
児
の
た
め

で
あ
る
が
三
五
%
で
あ
る
。
進
学
コ

1
ス
を
歩
む
も
の
も
十
期
生
の
う

ち
六
名
を
数
え
て
い
る
。



准看護婦学校卒業生の行先(昭43年~52年卒〉

zy主竺|郡内|郡外|離職!不明|計

昭和43年卒 31 

• 44 101 2 16 

• 45 111 21 

• 46 6 1 17 

" 47 410 14 

• 48 21 0 10 

• 49 2 411m格〉 17 

• 50 2 21 lC不合格〉 15 
， 51 。 4 

' 52 。| 。。
計 14573145h .6%1 14・41 3叫 M
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准
看
護
婦
学
校
の
現
状

さ
ら
に
、
昭
和
五
十
一
年
四
月
学
則
が
一
部
改
正
さ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
の
概
要
を
次
に
記
述
す
る
。

(1) 

本
校
の
教
職
員
組
織

校
長
一
名
、
教
師
一
名
、
講
師
三
十
一
名
、
事
務
員
一
名

歴
代
校
長
は
初
代
校
長
加
地
修
治
(
昭
和
四
十
一
年
l
同
四
十
六
年
〉
、

二
代
神
辺
茂
信
ハ
昭
和
四
十
七
年
l
同
五
十
年
七
月
)
、
三
代
織
田
敏
郎

(
昭
和
五
十
年
八
月
l
現
在
〉

(2) 

月1;11
額l芋

888131 
円円円|萄

月
額l改

iiil; 

i i五I(3) 

轟

政喜

医療保健第七議

学
年
別
授
業
科
目
と
時
間
数

Eヨ
Cコ

豆三

ヨ『

= 
Cコ

a: 

ヨ三

Zヨ

Cコ

軍司
a: 

= 
Eコ

冒-Cコ

= 
Cコ

習

合

693 

計

ー
ヨ'"

Eコ

一、=一
o
z

Eコ

= -a: 
Eコ

:tt. 
IZEI 

七〔
)
O

Cコ

Eコ

Z

、O
九
六

三五、
一一塁王

""" 

三三
Eコ

Cコ

プ "
Eヨ

富三

亡コ

r¥. 
r、

= -t:r 
亡コ

=一、空尖

園、一品器内

5 



雪"~也、会社

利
用
に
つ
い
て
話
が
あ
っ
た
。
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四

群
馬
県
医
師
会
温
泉
研
究
所
附
属
沢
渡
病
院

吾妻準看護学校の授業

(
通
称
沢
渡
病
院
)

沿

革

1 
戦
後
、
国
民
の
死
亡
率
の
中
で
逐
年
増
加
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
も
の
に
脳
血
管
疾
患

が
あ
り
、
こ
れ
が
対
策
は
国
民
の
一
大
関
心
事
で
あ
る
。
中
で
も
、
脳
卒
中
後
遺
症
等
肢

体
不
自
由
者
の
社
会
復
帰
の
促
進
は
極
め
て
重
要
な
課
題
と
な
っ
た
。

群
馬
県
医
師
会
(
会
長
羽
生
田
進
〉
も
こ
の
重
要
課
題
に
対
し
正
面
か
ら
と
り
く
ん
で

き
た
が
、
た
ま
た
ま
沢
渡
温
泉
を
ポ
ー
リ
ン
グ
し
た
結
果
、
相
当
量
の
温
泉
の
湧
出
を
み

た
。
当
時
中
之
条
町
長
で
あ
り
、
中
之
条
町
観
光
協
会
長
で
あ
っ
た
町
田
浩
蔵
か
ら
温
泉

県
医
師
会
で
は
、
早
速
、
温
泉
利
用
に
よ
る
病
院
に
つ
い
て
の
研
究
に
着
手
し
、
昭
和
三
十
五
年
三
月
の
群
馬
県
医
師
会
第
二
十
固
定

期
代
議
員
会
に
温
泉
病
院
の
建
設
計
画
案
を
提
案
し
、
そ
の
議
決
を
得
た
。
こ
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
県
医
師
会
長
以
下
、
建
設
委
員

長
に
真
木
武
次
を
選
任
し
、
委
員
二
十
八
名
の
構
成
で
こ
れ
に
着
手
し
た
。
な
お
建
設
の
経
過
を
辿
る
と
、
昭
和
三
十
六
年
十
月
二
日
地

鎮
祭
、
同
年
十
月
十
日
工
事
着
工
、
昭
和
三
十
七
年
五
月
二
十
六
日
竣
工
ハ
県
費
補
助
四

O
O万
円
)
、
そ
し
て
七
月
二
日
に
開
院
と
な
っ

た
。
つ
づ
い
て
、
昭
和
三
十
八
年
、
入
院
患
者
の
機
能
回
復
を
は
か
る
た
め
の
機
能
訓
練
室
の
建
設
を
計
画
し
、
同
年
六
月
三
十
日
に
完



工
し
た
。
こ
れ
は
、
群
馬
県
下
た
だ
一
つ
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
1
シ
ョ
シ
施
設
で
あ
る
。
当
時
、
直
接
病
院
の
運
営
に
あ
た
っ
た
方
は
次
の
と

(
院
長
丸
茂
重
貞
、
病
院
担
当
理
事
回
島
一
彦
、
事
務
長
宮
崎
徳
重
〉
。

お
り
で
あ
る
。

2 

沢
渡
病
院
の
現
状
と
そ
の
特
色

当
病
院
は
、
そ
の
後
幾
度
か
施
設
を
増
築
し
、
ま
た
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
設
備
を
整
備
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
が
、
現
在
病
院
の
運

営
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

責
任
者
は
群
馬
県
医
師
会
会
長
鶴
谷
孔
明
、
温
泉
研
究
所
長
羽
生
田
進
、
病
院
担
当
理
事
家
崎
智
、
病
院
長
丸
茂
重
貞
、
院
長
事
務
取

扱
亀
田
実
、
事
務
長
渡
富
士
雄
等
が
中
心
で
あ
る
。
な
お
、
当
院
は
中
之
条
町
大
字
上
沢
渡
、
上
信
越
高
原
国
立
公
園
の
北
東
部
・
標
高

六
百
米
の
風
光
明
娼
の
す
ば
ら
し
い
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
特
に
こ
の
病
院
は
、
温
泉
を
患
者
の
治
療
に
利
用
し
て
い
る
点
に
特
色
が

あ
る
。
も
と
も
と
こ
の
温
泉
は
、
草
津
温
泉
の
な
お
し
湯
と
し
て
有
名
で
無
色
透
明
、
食
塩
を
含
む
石
膏
泉
で
温
度
は
五
十
六
度
、
神
経

痛
、
リ
ュ
ウ
マ
チ
、
慢
性
皮
ふ
病
等
に
特
効
あ
る
温
泉
と
し
て
古
く
か
ら
世
に
知
ら
れ
、
現
代
医
学
に
よ
る
治
療
と
あ
い
ま
っ
て
、
循
環

器
系
疾
患
、
外
傷
に
よ
る
機
能
障
害
の
回
復
に
い
ち
じ
る
し
い
効
果
が
あ
る
。

第七 章 医 療 保 健

病
院
の
開
設
趣
旨
に
よ
る
と
、
温
泉
浴
に
よ
り
、
治
療
効
果
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
患
者
を
医
師
の
紹
介
に
よ
り
入
院
さ
せ
、
医
学
的

治
漬
を
行
な
い
、
特
に
機
能
回
復
訓
練
を
積
極
的
に
実
施
し
て
、
愚
者
の
社
会
復
帰
を
促
進
す
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
診
療
科
目
は
、

内
科
・
整
形
外
科
・
皮
ふ
科
・
理
学
診
療
科
の
四
部
門
と
し
、
特
に
脳
卒
中
・
神
経
痛
・
リ
ュ
ウ
マ
チ
・
外
傷
等
に
よ
る
機
能
障
害
患
者

に
対
し
て
は
、
近
代
医
学
並
び
に
最
新
の
機
能
、
器
具
を
導
入
し
て
、
一
日
も
早
い
社
会
復
帰
を
め
ざ
し
て
懸
命
の
努
力
を
続
け
て
い

る
。
そ
の
た
め
か
、
次
表
の
よ
う
に
県
内
は
も
ち
ろ
ん
、
県
外
各
地
か
ら
入
院
希
望
が
殺
到
し
、
特
殊
な
温
泉
病
院
と
し
て
、
そ
の
実
績

を
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
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誌

入
院
患
者
地
域
分
布
(
昭
和
四
十
九
年
一
月
l
同
年
十
二
月
〉

会

県 内
区

渋群勢太勢伊崎 柄高前

. 
分

川馬多田佐波生崎橋

比
一一一

三四三五六 00ー 率. . . . . . . . 
四四二五八四 00% 

県 内
区

群 館沼吾 碓富藤

.馬 林田 氷岡岡

県 邑利 安甘多 分
言十 楽根妻 中楽野

比
七
九 七二六 一二四 率. -・・・・・
八 九五五 三七二 % 

他 県
区

そ栃茨千埼神東
の

計他 奈

の 分|

県木城薬玉川京

一
比

00ー0 0八 O七 率 l. . . . . . . . 
二六九三七五七五 % 

ネ土

3 

施
設
設
備
の
充
実

な
お
、
沢
渡
病
院
は
、
前
述
の
と
お
り
昭
和
三
十
十
年
の
開
設
で
あ
る
が
、
そ
の
後
入
院
希
望
者
の
増
加
に
対
応
す
べ
く
、
次
の
よ
う

に
病
床
を
は
じ
め
そ
の
他
の
施
設
を
増
築
・
増
設
し
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

施
設
設
備
の
増
築
、
増
設
は
、
昭
和
三
十
七
年
七
月
病
院
開
設
許
可

病
床
四
六
床
、
一
二
十
七
年
九
月
病
床
増
設
七
二
床
、
三
十
九
年
七
月
病

院
増
築
許
可
病
床
一
一
四
床
、
四
十
二
年
五
月
病
床
増
設
一
六
二
床
、

五
十
年
一
月
訓
練
棟
水
治
療
法
棟
増
築
、
ス
ロ
ー
プ
増
設

こ
の
う
ち
、
特
に
昭
和
五
十
年
に
完
成
し
た
機
能
訓
練
棟
に
は
、
最
新
式
の
機
械
と
設
備
が
導
入
さ
れ
、
旧
機
能
訓
練
室
の
訓
練
設
備

と
相
ま
っ
て
、
群
馬
県
下
は
も
と
よ
り
近
県
に
も
そ
の
類
を
み
な
い
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
設
備
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
県
か
ら
二
、

0
0

O
万
円
の
補
助
金
を
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
病
院
の
建
造
物
は
、
温
泉
街
か
ら
若
干
北
に
上
っ
た
高
台
に
あ
り
面
積
八
、
三
九
二
平
方
米
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の
敷
地
に
右
表
の
よ
う
な
建
物
が
並
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
、
病
棟
に
は
、
六
十
二
の
病
室
、
一
六
二
床
の
ベ
y

ト
が
あ
る
。
な
お
昭
和
五
十
一
年
度
に
は
現
在
、
あ
る
労
働
福
祉
事
業
団

の
委
託
病
棟
の
西
側
に
、
さ
ら
に
同
事
業
団
委
託
病
棟
〈
五

O
床
〉
が
建
設
さ
れ
る
予
定
で
あ
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
数
回
に
わ
た
っ

て
、
ベ
y

ト
の
増
設
を
は
か
つ
て
い
る
が
、
入
院
希
望
者
の
著
し
い
増
加
に
対
し
、
現
在
の
ベ
v
ト
数
で
は
収
容
し
き
れ
な
い
た
め
、
外

来
希
望
で
の
理
学
療
法
患
者
は
、
沢
渡
温
泉
旅
館
の
協
力
を
得
て
、
低
廉
な
宿
泊
費
で
宿
泊
さ
せ
、
通
院
加
療
の
方
法
も
講
じ
て
い
る
現

状
で
あ
る
。

医療保健第七章

昭和50年度現在

施設の種別 薗 積

本 館 1， 042. 28 

2 労災委託病棟 3，030.20 

3 機能訓練 棟 157.40 

4 医 師 住 宅 69.13 

5 職 員 住 宅 82.62 

6 看 護 婦 寮 236.80 

7 男 子 寮 74.25 

8 給 食 棟 470.00 

9 機能訓練 棟 〈増設分)584.65

10 ス ロ 一 プ 202.56 

沢渡病院の施設とその面積

沢渡病院全景

沢渡病院機能回復訓練
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698 

会

五

中

之

条

病

院

社

1 

設
立
の
趣
旨

近
年
精
神
障
害
者
対
策
の
重
要
性
が
強
く
叫
ば
れ
、
こ
れ
に
対
し
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
は
積
極
的
に
そ
の
対
策
を
講
じ
て
い
る

が
、
未
だ
不
十
分
な
点
が
多
く
本
郡
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

も
と
も
と
精
神
障
害
者
対
策
は
、
各
地
域
に
専
門
的
の
病
院
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
精
神
病
院
が
保
健
所
・
地
域
住
民
と
一
体
に
な
っ
て

こ
そ
、
は
じ
め
て
そ
の
成
果
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
精
神
障
害
者
の
治
療
は
、
単
に
薬
物
等
の
理
学
的
治
療
の
み
に
依
存
せ
ず
、
家

族
や
地
域
社
会
の
温
か
い
理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
、
治
療
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

群
馬
県
に
お
い
て
吾
妻
郡
は
、
比
較
的
医
療
施
設
の
稀
薄
の
地
域
で
あ
り
、
と
り
わ
け
精
神
病
院
は
、
前
橋
、
高
崎
を
中
心
と
す
る
都

市
周
辺
に
集
中
し
、
吾
妻
は
精
神
衛
生
医
療
の
陸
路
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
現
状
に
鑑
み
、
吾
妻
郡
医
師
会
は
会
員
の
総
力
を
結

集
し
て
精
神
病
院
の
建
設
を
決
意
し
、
地
域
社
会
の
精
神
障
害
者
対
策
に
乗
り
出
し
た
の
で
あ
る
。

2 

そ
の
現
況

ω
病
院
建
造
物

的
所
在
地
中
之
条
町
大
字
五
反
田
乙
|
三
八
九
一
。
伺
設
立
ハ
竣
工
)
年
月
日

四
十
一
年
十
一
月
十
五
日

昭
和
四
十
一
年
十
一
月
十
五
日
。
け
創
業
年
月
日
昭
和



制
建
造
物

病
院
、
て
五
九
三
d
、
鉄
筋
補
強
コ

γ
タ
リ

l

ト
プ
ロ
ッ
ク
建
一
部
二

階
病
床
一

O
七
d
、
附
属
建
造
物
二
四
七
d
、
看
護
婦
宿
企
三
六
四
d

ω
歴
代
病
院
関
係
者

的
吾
妻
部
医
師
会
長
、
初
代
神
辺
茂
信
、
二
代
家
崎
智
、
三
代
織
田
敏
郎
(
現
在
)

例
病
院
長
清
水
俊
郎
(
開
校
当
初

l
現
在
)

判
事
務
長
今
井
芳
之
ハ
開
校
当
初

1
現
在
)

ω
職
員
構
成
(
昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日
現
在
)

医
師
六
ハ
常
勤
二
、
非
常
勤
四
〉
、
薬
剤
師
一
、
看
護
婦
(
土
〉
八
、

准
看
護
婦
(
士
)
一
一
、
栄
養
士
二
、
事
務
員
七
、
准
看
護
婦
生
徒
五
、
炊
事
婦
七
、
雑
役
二
、
計
四
九

(4) 

吾
妻
郡
町
村
別
入
院
患
者
数
(
昭
和
五
十
一
年
五
月
一
二
十
一
日
現
在
)

中
之
条
町
二
四
名
、
吾
妻
町
一
二
、
長
野
原
町
九
、
草
津
町
七
、
嬬
恋
村
六
、
其
他
町
村
九
、
計
七
六

3 

地
域
社
会
と
中
之
条
病
院

第七章医療保健

吾
妻
地
区
の
精
神
障
害
者
は
、
従
来
は
前
橋
、
高
崎
方
面
の
精
神
病
院
に
依
存
す
る
よ
り
外
に
方
法
が
な
く
、
そ
の
た
め
、
時
間
的
に

も
、
経
済
的
に
も
、
大
き
な
浪
費
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
医
師
が
専
門
的
な
立
場
か
ら
通
院
、
加
療
を
す
す
め
て
も
、
通

院
が
と
だ
え
が
ち
に
な
り
、
診
療
の
上
に
大
き
な
支
障
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
本
院
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
は
、
地
域
住

民
に
と
っ
て
極
め
て
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
本
院
開
設
以
来
、
昭
和
五
十
年
五
月
現
在
の
累
計
に
よ
る
と
、
入
院
患
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斗
百
九
山

者
数
、
九
二
二
名
の
う
ち
、
吾
妻
・
利
根
地
区
の
入
院
患
者
は
、
六
五
三
名
で
あ
り
全
体

の
七

O
Zを
占
め
て
い
る
。
な
お
、
本
院
の
設
立
に
よ
っ
て
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い

700 

ω
中
之
条
地
区
に
専
門
病
院
が
設
立
さ
れ
た
た
め
、
精
神
衛
生
大
会
、
各
種
講
習
会
等
が
関

催
さ
れ
、
そ
の
集
会
に
、
精
神
衛
生
担
当
者
や
保
健
婦
等
が
参
加
、
研
修
し
、
精
神
衛
生
思

想
の
普
及
並
び
に
そ
の
活
動
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

ω
専
門
医
、
保
健
婦
、
そ
の
他
の
関
係
者

の
積
極
的
な
活
動
に
よ
り
、
従
来
放
置
さ

れ
て
い
た
精
神
障
害
者
も
、
通
院
ま
た
は

入
院
し
て
専
門
的
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
現
在
ま
で
数
多
く
の
人
々
が

社
会
復
帰
し
て
い
る
。
ま
た
、
病
院
に
近

い
地
域
の
入
院
患
者
は
、
退
院
後
も
、
医

師
、
保
健
婦
等
と
緊
密
な
連
絡
を
と
り
、

ア
フ
タ
ー
ケ
ア
が
完
全
に
で
き
る
こ
と
も
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
、
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。

ネ士

中

会

る
点
を
あ
げ
て
お
く
。

院病条之

---L... 

/'¥ 

四
万
僻
地
診
療
所
の
開
設

昭
和
五
十
年
四
月
一
日
か
ら
四
万
温
泉
に
四
万
僻
地
診
療
所
が
開
設
さ
れ
、
診
療
が
開
始

さ
れ
た
。

も
と
も
と
、
四
万
温
泉
は
国
民
保
養
温
泉
で
あ
る
が
、
'
』
こ
し
ば
ら
く
の
間
無
医
地
区
で
あ

新築された四万診療所



っ
た
。
同
温
泉
は
人
口
、
千
三
百
人
、
保
養
湯
治
客
ま
で
ふ
く
め
る
と
約
三
千
人
と
い
わ

れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
四
十
七
年
以
来
、
こ
の
地
域
に
定
着
す
る
医
師
が
な
く
急
患
・

四万診療所診察風景

通
常
医
療
と
も
、
十
五
粁
離
れ
た
中
之
条
町
、
ま
た
は
吾
妻
町
の
中
心
ま
で
出
か
け
る
不

便
さ
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。

中
之
条
町
で
は
、
こ
の
た
び
同
温
泉
の
玄
関
口
に
あ
た
る
犬
麦
平
に
診
療
所
を
新
築

(
工
費
一
、
六
五

O
万
円
)
と
、
東
京
か
ら
近
藤
敬
医
師
の
着
任
を
仰
ぎ
、
内
外
科
の
診

療
を
開
始
し
急
患
の
収
容
も
可
能
に
な
っ
た
。
当
の
近
藤
医
師
は
地
域
の
診
療
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
そ
の
抱
負
を
語
っ
て
い
る
。

「
住
民
の
健
康
管
理
を
優
先
的
に
考
え
、
特
に
最
前
線
の
医
療
施
設
と
し
て
急
救
医
療
の
万

全
を
期
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
。

第七主義医療保健

七

中
之
条
町
の
伝
染
病

ω
町
村
合
併
前
の
伝
染
病
対
策

中
之
条
町
も
町
村
合
併
ま
で
は
各
町
村
に
隔
離
病
舎
が
あ
り
、
伝
染
病
患
者
が
発
生
し
た
場
合
は
町
村
毎
に
そ
の
病
院
に
収
容
し
加
療

し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
そ
の
部
落
で
伝
染
病
患
者
が
発
生
す
る
と
病
院
人
足
と
い
う
の
が
割
り
あ
て
ら
れ
、
雑
用
に
奉
仕
し
た
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誌会社

年別伝染病患者発生状況(中之条町〉

二》実之|赤憐雲|霊堂|疫痢l狸紅熱I272厚相流脳
昭和30.4-12 53 56 2 2 

31.1-12 76 22 2 1 7 

32.1-12 31 26 8 2 l 2 

33.1-12 143 2 9 4 1 

34.1-12 61 12 5 l 1 

35.1-12 41 2 1 

36.1-12 34 1 

37.1-12 55 2 

38.1-12 24 1 1 

39.1-12 2 

も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
国
の
指
導
に
よ
り
町
村
で
組
合
を
設
立
し
運
営
す
る

702 

ょ
う
勧
奨
も
あ
り
、
本
郡
で
も
昭
和
三
十
年
七
月
、
吾
妻
郡
町
村
伝
染
病
院
組

合
が
設
立
さ
れ
、
原
町
に
伝
染
病
院
が
建
設
さ
れ
た
。

ω
組
合
立
伝
染
病
院
の
そ
の
後
の
状
況

吾
妻
郡
町
村
組
合
伝
染
病
院
は
昭
和
三
十
年
七
月
か
ら
患
者
の
収
容
を
開
始

し
た
が
、
同
年
以
降
、
三
十
年
代
に
中
之
条
町
に
発
生
し
た
伝
染
病
患
者
数
は

上
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
昭
和
四
十
年
に
は
中
之
条
小
学
校
児
童
を
中
心
と
す

る
赤
痢
患
者
の
集
団
発
生
(
患
者
三
六
四
人
)
が
あ
り
、
こ
の
伝
染
病
院
が
満

床
と
な
り
、
中
之
条
小
学
校
の
校
舎
を
仮
病
棟
と
し
て
患
者
を
収
容
す
る
と
い

う
事
件
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
は
、
上
水
道
施
設
の
完
備
・
衛
生
思
想
の
向
上
と
予
防
対

策
の
徹
底
等
の
た
め
年
々
下
降
線
を
辿
り
、
中
之
条
町
で
は
、
昭
和
四
十
九
年

度
以
降
、
一
件
の
伝
染
病
の
発
生
も
見
な
い
状
況
で
あ
る
。

四
十
年
代
の
伝
染
病
は
、
ほ
と
ん
ど
赤
痢
が
多
く
、
四
一
年
二
五
、
四
二
年
二

四
、
四
三
年
四
、
四
五
年
五
、
四
六
年
一
、
四
八
年
三
、
と
減
少
。
そ
の
他
は
四
七

年
狸
紅
熱
三
、
四
八
年
腸
チ
フ
ス
五
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
。

(3) 

岩
本
地
区
の
集
団
赤
痢



昭
和
三
十
年
七
月
二
日
、
中
之
条
保
健
所
が
岩
本
地
区
住
民
四
十
名
の
一
斉
検
便
の
結
果
、
十
名
を
真
性
赤
痢
(
ソ

γ
ネ
菌
〉
と
決

定
、
さ
ら
に
七
月
四
日
十
六
名
の
赤
痢
患
者
が
続
発
し
合
計
二
十
六
名
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
中
之
条
保
健
所
と
町
役
場
は
緊
急
に
対
策
を
検
討
し
、
こ
れ
が
撲
滅
に
全
力
を
つ
く
し
た
。

な
お
、
集
団
発
生
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
雑
用
水
の
共
同
に
よ
る
も
の
と
し
、
今
後
上
水
道
の
完
備
が
強
調
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
五
反
田
地
区
始
め
、
他
地
区
に
も
赤
痢
患
者
が
発
生
し
、
こ
の
年
、
中
之
条
町
の
赤
痢
患
者
数
は
、
三
十
名
と
な
っ
た
。

ω
中
之
条
中
学
校
の
集
団
赤
痢

昭
和
三
十
九
年
五
月
二
十
六
日
、
伊
勢
町
の
平
田
源
次
郎
医
師
よ
り
、
中
之
条
中
学
校
三
年
生
二
名
に
対
し
赤
痢
診
断
の
届
出
が
あ

り
、
さ
ら
に
七
名
の
陽
性
患
者
発
生
の
報
に
接
し
た
。

患
者
が
三
年
生
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
去
る
五
月
二
十
三
日
に
実
施
し
た
修
学
旅
行
中
に
感
染
の
疑
い
濃
し
と
し
、
町
当
局

は
直
ち
に
中
之
条
中
学
校
赤
痢
予
防
対
策
本
部
を
設
置
し
た
。
対
策
本
部
は
町
長
町
田
浩
蔵
を
本
部
長
と
し
て
二
十
五
名
の
編
成
で
あ
っ

た。
対
策
本
部
で
は
直
ち
に
患
者
を
伝
染
病
院
に
収
容
す
る
一
方
、
患
者
の
家
庭
は
勿
論
、
そ
の
周
辺
、
学
校
等
徹
底
的
に
消
毒
を
実
施
し

た。

第七章医療保健

さ
ら
に
、
五
月
二
十
八
日
、
六
月
一
日
、
六
月
三
日
と
三
回
に
わ
た
っ
て
全
員
の
検
便
を
実
施
し
た
結
果
、
細
菌
性
赤
痢
と
断
定
さ
れ

た
。
ま
た
学
校
で
は
、
五
月
二
十
八
日
か
ら
六
月
三
日
ま
で
一
週
間
に
わ
た
っ
て
三
学
年
の
学
年
閉
鎖
を
実
施
し
た
。
五
月
二
十
六
日
以

来
六
月
三
日
ま
で
次
頁
の
表
の
と
お
り
患
者
の
発
生
は
続
い
た
が
、
適
切
な
医
療
措
置
と
対
策
本
部
の
徹
底
し
た
防
疫
対
策
の
結
果
、
六

月
六
日
第
一
回
目
の
退
院
者
を
迎
え
、
そ
の
後
続
々
退
院
し
、
七
月
四
日
最
後
の
一
名
が
退
院
し
て
す
べ
て
が
終
憶
し
た
。

さ
ら
に
学
校
で
は
こ
の
よ
う
な
事
態
に
か
ん
が
み
、
六
月
二
日
か
ら
全
校
生
徒
に
対
し
て
学
校
給
食
を
全
面
的
に
停
止
し
て
、
万
全
の
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例
中
之
条
小
学
校
の
集
団
赤
痢

昭
和
四
十
年
十
月
十
六
日
午
前
九
時
三

O
分
、
校
医
家
崎
智
よ
り
三
十
九
・
五
度
前
後
の
発
熱
、
さ
ら
に
下
痢
・
腹
痛
を
訴
え
る
小
学

校
児
童
相
当
数
い
る
旨
の
通
報
に
接
し
た
。

当
日
、
小
学
生
の
欠
席
者
は
在
籍
て

O
三
四
名
中
二
一
四
名
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
細
部
検
査
の
結
果
、
欠
席
者
中
一
一
八
名
が
有
症

者
で
あ
り
、
出
席
児
童
の
中
に
も
一
一

O
名
の
有
症
者
が
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

町
当
局
は
直
ち
に
、
中
之
条
小
学
校
赤
痢
防
疫
対
策
本
部
を
設
置
し
、
本
部
を
中
之
条
小
学
校
第
二
図
書
室
に
お
い
た
。
そ
の
編
成
は

次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

本
部
長
、
町
長
町
田
浩
蔵
、
副
本
部
長
、
助
役
福
島
真
一
、
教
育
長
小

林
正
太
朗
、
小
学
校
長
唐
沢
実
、

P
T
A
会
長
町
田
儀
平
、
総
務
係
、

厚
生
課
長
京
国
高
十
郎
他
六
名
、
隔
離
所
係
、
教
委
総
務
課
長
綿
貫
其

吉
他
二
十
一
名
、
消
毒
係
、
町
田
政
雄
他
十
二
名
、
検
便
係
、
仙
田
清

市
他
十
名



1.. 
f 

対
策
本
部
で
は
ま
ず
S
S
に
よ
る
採
血
と
、
ヴ
イ
ル
ス
検
出
の
た
め
、
う
が
い
水
・
血
液
及
び
糞
便
を
採
取
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後

患
者
の
発
生
あ
と
を
絶
た
な
か
っ
た
。

な
お
、
発
生
状
況
を
学
年
別
に
み
る
と
、

発
生
状
況
を
み
る
と
、

一
・
二
・
四
年
生
の
有
症
者
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
学
年
別
の
患
者

十
月
十
六
日
四
年
二
名
。
十
七
日
に
は
、
一
年
三
七
名
、
二
年
二
二

名
、
三
年
一
名
、
四
年
三
O
名
、
計
九
O
名
に
ふ
え
る
。
十
八
日
に
は

一
年
八
名
、
二
年
七
名
、
四
年
四
名
計
一
九
名
。
十
九
日
に
な
る
と
、

一年一

O
名
、
二
年
四
名
、
三
年
三
名
、
四
年
十
三
名
、
五
年
三
名
、

六
年
二
名
計
三
六
名
、
二
十
日
に
は
、
一
年
二
一
名
、
二
年
八
名
、
三

年
一
名
、
四
年
一
七
名
、
五
年
二
名
、
六
年
一
名
計
五
三
名
。
二
十
一

日
か
ら
は
減
少
し
て
五
名
、
二
十
二
日
二
名
、
そ
し
て
二
十
三
日
一
八

名
と
幾
分
ふ
え
て
い
る
。

第七 章 医 療 保健

こ
の
よ
う
に
撒
烈
を
極
め
る
患
者
の
発
生
に
対
し
対
策
本
部
が
頭
を
か
か
え
た
問
題
は
隔
離
病
舎
と
、
看
護
婦
の
不
足
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
看
護
婦
の
不
足
に
対
し
て
は
、
十
月
二
十
日
、
対
策
本
部
長
は
県
衛
生
民
生
部
長
に
対
し
て
、
看
護
婦
の
派
遣
を
要
請
し
た
。

こ
の
要
請
に
対
し
、
県
下
の
各
病
院
は
積
極
的
に
協
力
の
姿
勢
を
示
し
、
前
橋
・
高
崎
・
桐
生
・
太
田
・
富
岡
・
沼
田
等
の
病
院
か
ら
看

護

婦

を

特

別

派

遣

し

て

く

だ

さ

っ

た

。

、

こ
の
よ
う
に
、
郡
外
及
び
郡
内
他
町
村
か
ら
応
援
を
い
た
だ
い
た
看
護
婦
の
人
数
を
集
計
す
る
と
、
実
人
員
四
十
五
名
、
延
人
員
二
九

三
名
、
そ
の
他
、
対
策
本
部
で
臨
時
に
雇
用
し
た
雑
役
夫
は
延
一
二
五
名
、
炊
婦
は
延
四
十
五
名
を
記
録
し
て
い
る
。
次
に
隔
離
病
舎
不

足
の
問
題
で
あ
る
が
、
組
合
立
伝
染
病
院
は
九
十
名
の
収
容
で
満
床
と
な
り
、
こ
の
上
は
一
名
の
収
容
を
も
不
可
能
の
状
態
に
陥
入
っ
て

し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
対
策
本
部
で
は
、
中
之
条
小
学
校
の
旧
校
舎
一
、
二
階
を
仮
病
室
と
し
て
転
用
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
こ
の
場
合

問
題
は
畳
で
あ
っ
た
が
、
町
役
場
の
畳
の
外
、
あ
ら
ゆ
る
公
的
施
設
の
畳
は
全
部
教
室
に
運
び
こ
み
、
急
速
の
病
室
を
つ
く
り
、
十
月
十

八
日
か
ら
患
者
の
収
容
を
開
始
し
た
。
こ
の
仮
病
棟
に
収
容
・
加
療
の
患
者
数
は
実
に
、
二
百
十
三
名
の
多
人
数
に
の
ぼ
っ
た
。

705 



誌会社

第
八
章

社
常

A2 
小学校仮病棟

さ
ら
に
、
こ
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
関
係
方
面
で
鋭
意
調
査
を
進
め
た
が
、
飲
料
水
・

給
食
内
容
・
給
食
婦
・
教
職
員
等
の
関
係
は
そ
の
原
因
と
し
て
否
定
さ
れ
、
結
論
的
に
は

八
月
以
降
学
区
域
内
に
発
生
し
た
患
者
中
・
潜
在
保
菌
者
が
存
在
し
た
も
の
と
推
定
さ

れ
、
運
動
会
の
頃
を
契
機
と
し
て
発
症
し
、
給
食
作
業
と
学
級
接
触
に
よ
り
蔓
延
し
、
特

に
十
一
日
以
降
の
水
不
足
が
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
、
保
菌
者
の
存
在
す
る
学
年
・
学
級
を

中
心
に
発
生
し
た
も
の
と
断
定
さ
れ
た
。

か
く
て
、
去
る
十
月
十
六
日
以
来
、
猛
威
を
ふ
る
っ
た
中
之
条
小
学
校
児
童
を
中
心
と

す
る
集
団
赤
痢
も
、
対
策
本
部
の
夜
を
日
に
つ
い
で
の
防
疫
対
策
の
甲
斐
あ
っ
て
、
十
一

月
一
日
二
名
の
発
症
を
最
後
に
終
熔
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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祉

社
会
福
祉
行
政
の
あ
ゆ
み

戦
前
、
戦
時
中
の
社
会
福
祉
行
政
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、
そ
れ
は
極
め
て
初
歩
的
、
特
殊
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
即



ち
、
当
時
は
老
衰
者
、
不
具
廃
疾
者
等
の
生
活
の
困
窮
を
救
援
す
る
た
め
の
救
護
法
で
あ
り
、
ま
た
生
活
貧
困
な
母
子
家
庭
を
対
象
と
し

た
母
子
保
護
法
、
あ
る
い
は
戦
傷
病
者
、
遺
族
の
生
活
を
保
護
す
る
た
め
の
軍
事
扶
助
法
、
戦
時
災
害
保
護
法
等
で
あ
っ
て
、
特
に
戦
争

と
い
う
非
常
事
態
の
中
に
お
け
る
福
祉
行
政
で
あ
っ
た
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
昭
和
二
十
年
、
終
戦
を
転
機
と
し
て
社
会
的
に
も
、
経
済
的
に
も
大
き
く
変
革
し
た
。
特
に
物
資
欠
乏
に
も
と
づ
く
社
会
不
安
、

戦
災
者
、
引
揚
者
、
離
職
者
等
公
的
扶
助
を
必
要
と
す
る
人
達
の
急
増
で
当
時
生
活
の
援
護
を
必
要
と
す
る
者
の
数
は
八
百
万
人
と
も

一
千
万
人
と
も
い
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
現
状
に
眼
を
む
け
た
時
の
政
府
は
、
昭
和
二
十
年
十
月
、
緊
急
生
活
援
護
要
綱
を
閣
議
決
定
し

第八章社会福祉

た
。
本
県
に
お
い
て
も
、
県
下
の
各
市
町
村
長
、
民
牛
委
員
に
全
面
的
な
協
力
を
仰
ぎ
、
膨
大
な
数
に
の
ぼ
る
生
活
困
窮
者
の
救
援
に
の

り
だ
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
政
府
は
こ
の
救
護
活
動
の
重
要
性
を
痛
感
し
、
国
の
制
度
と
し
て
、
住
民
の
最
低
生
活
を
保
障
し
、
こ

れ
ら
の
人
々
の
自
す
一
を
助
長
す
る
た
め
公
的
扶
助
制
度
を
確
女
す
べ
き
で
あ
る
と
い
号
見
解
に
立
っ
て
、
救
済
福
祉
計
画
を
検
討
し
、
昭

和
二
十
一
年
九
月
、
仕
活
保
護
法
の
制
定
を
み
る
に
い
た
っ
た
ハ
同
年
十
月
実
施
)
。
こ
の
法
律
は
、
昭
和
二
十
五
年
五
月
、
そ
の
内
容
の

充
実
強
化
を
は
か
る
た
め
、
殆
ん
ど
全
文
に
近
い
法
改
正
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
法
律
は
、
わ
が
園
に
お
け
る
社
会
福
祉
立
法
の
基
本
法

で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
母
活
保
護
家
庭
に
対
す
る
救
護
や
自
立
助
長
が
大
き
く
前
進
し
、
わ
が
国
の
福
祉
行
政
が
本
格
的
な
歩
を
進

め
る
第
一
歩
と
も
い
え
る
。
つ
づ
い
て
、
昭
和
二
十
六
年
、
国
会
、
民
間
団
体
を
中
心
に
、
社
会
福
祉
事
業
の
振
興
対
策
が
検
討
さ
れ

た
。
こ
の
結
果
、
国
民
各
層
の
協
力
に
よ
っ
て
、
現
行
の
社
会
福
祉
事
業
法
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
生
活
保
護
法
、
児
童
福
祉
法
、

身
体
障
害
者
福
祉
法
等
の
施
行
に
関
す
る
現
業
行
政
機
関
と
し
て
の
福
祉
事
務
所
の
設
置
が
制
度
化
さ
れ
、
さ
ら
に
社
会
福
祉
主
事
の
制

度
、
お
よ
び
、
社
会
福
祉
法
人
、
共
同
募
金
会
、
社
会
福
此
協
議
会
等
の
設
立
に
関
し
て
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
法
律
に
も
と
づ

き
、
昭
和
二
十
六
年
十
月
、
吾
妻
福
祉
事
務
所
が
中
之
冬
町
に
設
置
さ
れ
、
吾
妻
郡
、
十
四
カ
町
村
を
福
祉
管
轄
地
域
と
し
て
、
福
祉
行

政
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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そ
の
後
、
昭
和
三
十
五
年
に
精
神
薄
弱
者
福
祉
法
、
同
三
十
八
年
に
老
人
福
祉
法
、
同
三
十
九
年
に
母
子
福
祉
法
と
相
つ
い
で
制
定
、

立
法
措
置
の
整
備
に
と
も
な
っ
て
、
福
祉
事
業
も
一
段
と
充
実
、
強
化
さ
れ
、
福
祉
優
先
の
行
政
が
近
代
社
会
の
条
件
と
な
り
、
行
政
に

お
け
る
重
要
な
側
面
と
な
る
に
い
た
っ
た
。
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生

活

保

護

山
生
活
保
護
法
の
制
定

昭
和
二
十
年
の
終
戦
を
転
機
と
し
て
、
物
資
の
不
足
欠
乏
は
そ
の
極
に
達
し
、
生
活
上
の
援
助
を
必
要
と
す
る
者
の
数
は
、
全
国
で
八

百
万
人
と
も
、
ま
た
一
千
万
人
と
も
い
わ
れ
た
。
政
府
は
、
こ
れ
ら
の
人
々
を
救
援
す
ベ
く
、
昭
和
二
十
年
十
二
月
、
閣
議
に
よ
っ
て
、

「
生
活
困
窮
者
緊
急
援
護
要
綱
」
を
決
定
し
、
国
の
力
に
よ
っ
て
住
民
の
最
低
生
活
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、
進
ん
で
は
、
そ
れ
ら
の
人

々
の
自
立
を
助
長
す
る
た
め
の
公
的
扶
助
制
度
を
発
足
さ
せ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
応
急
的
な
施
策
で
あ
り
、
加
え
て
な
お
社
会

要
保
護
世
帯
も
増
加
す
る
社
会
情
勢
の
中
で
、
固
と
し
て
は
法
律
に
よ
る
救
援
福
祉
政
策
の
樹
立
が
要
望
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
、
緊
急

的
要
望
に
応
え
、
昭
和
二
十
一
年
十
月
、
社
会
福
祉
法
の
第
一
号
と
も
い
え
る
生
活
保
護
法
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
は
従
来
の
救
護

法
〈
昭
和
十
六
年
公
布
〉
、
母
子
保
護
法
(
昭
和
十
二
年
公
布
)
医
療
保
護
法
(
昭
和
十
六
年
公
布
)
等
が
統
合
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
生
活
保
護
法
も
、
そ
の
後
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
と
も
な
い
内
容
の
充
実
強
化
を
は
か
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
、
昭
和
二
十

五
年
五
月
殆
ん
ど
全
文
に
わ
た
る
法
改
正
が
行
な
わ
れ
、
現
行
の
生
活
保
護
法
が
制
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
翌
二
十
六
年
、
社
会
福
祉
事
業

法
の
制
定
に
よ
り
新
し
く
社
会
福
祉
主
事
が
制
度
化
さ
れ
、
同
年
十
月
一
日
、
吾
妻
郡
全
域
の
社
会
福
祉
の
行
政
機
関
と
し
て
中
之
条
町

に
吾
妻
福
祉
事
務
所
が
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

当
時
中
之
条
町
で
こ
の
生
活
保
護
法
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
状
況
は
第
1
表
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。



第八章社会福祉

第 1表昭和26年10月吾妻福祉事務所開設時の保護状況

町村 名| 童書襲|安保費|生活扶助|教育扶助|住宅扶助

中之条町 59世帯 184人 97，980円 12，153円 2，972円

沢田村 53 211 83，279 14，576 1，806 

伊参村 17 74 16，564 3，401 453 

名久田村 22 68 24，711 4，082 569 

第2表 中之条町(4級地〉における生活扶助基準額改定の推移〈昭和35年以降〉

基準改定次|実施年月日|鍾義助|離籍| 備 考

第16 H 35. 4. 1 6，507 

1::d f49人才i世8襲帯・〉4詳3才5才♀E6i・露30才英♀語第20 " 39. 4. 1 11，787 

第21 • 40. 4. 1 13，289 17，027 

第25 h 44. 4. 1 21， 860 27，739 

第26 • 45. 4. 1 24，921 31，718 

第27 0 46. 4. 1 28，411 35，976 

第28 • 47. 4. 1 32，698 40，843 

第29 H 48. 4. 1 37，270 47，130 

基 準補 正 • 10. 1 39，997 49，075 

特別一時金 o 12. 1 5，600 1人当り1，400円を特別支給

' 49. 3. 1 5，600i 1人当り1，400円を特別支給

第30次改定 • 4. 1 44，718 56，578 

基準補正 穆 6. 1 46，969 59，269 

米価補正 H 10. 1 48，938 61，009 

特別一時金 • 12. 1 7，600 1人当り 1，900円を特別支給

第31次改定 50. 4. 1 55，223 69，273 

米価補正 " 9. 1 56，314 70，584 

注昭和35年以前の生活扶助基準額は第二巻537頁第10-105表参照。
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会

生
活
保
護
の
推
移

そ
の
後
、
経
済
成
長
に
と
も
な
う
物
価
の
騰
貴
、
生
活
様
式
の
変
革
、
生
活
水
準
の
上
昇
等
の
諸
要
因
は
、
生
活
扶
助
基
準
額
の
増
額

を
必
要
と
す
る
こ
と
に
な
り
、
第
2
表
が
示
す
よ
う
に
、
そ
の
扶
助
基
準
額
は
め
ま
ぐ
る
し
く
改
訂
を
重
ね
て
い
る
。
ハ
鈍
年
ま
で
の
改

訂
は
第
二
巻
五
三
七
頁
の
第
四

l
m表
を
参
照
〉

昭
和
二
十
一
年
四
月
、
始
め
て
生
活
保
護
法
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
昭
和
五
十
年
ま
で
三
十
一
回
に
わ
た
っ
て
生
活
扶
助
基
準
額
の
改
訂

雪女
poC'‘ 

(2) 
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社

が
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
三
十
五
年
四
月
か
ら
最
低
生
活
保
障
水
準
額
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

中
之
条
町
で
は
、
こ
れ
ら
の
制
度
の
上
に
立
っ
て
、
生
活
保
護
を
実
施
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

第
3
表
は
、
昭
和
四
十
年
以
降
十
一
年
間
に
わ
た
る
中
之
条
町
の
保
護
状
況
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
3
表

中
之
条
町
に
お
け
る
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
の
実
施
状
況
ハ
昭
和
四
十
年
度
l
五
十
年
度
上
半
期
〉

十六四 十五四 十四四 十=四 十四一 十四 十四年度説
、
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被
保
護
世
帯
数
な
ら
び
に
被
保
護
人
員
は
年
聞
に
お
け
る
延
世
帯
数
お
よ
び
延
人
員
で
あ
る
。

昭
和
五
十
年
度
分
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
年
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
半
年
分
で
あ
る
。

第八章社会福祉

ω
民
生
委
員
制
度
の
推
移

古
く
は
大
正
六
年
岡
山
県
で
制
度
化
さ
れ
た
「
済
世
顧
問
制
度
」
を
発
端
と
し
て
翌
大
正
七
年
大
阪
府
に
「
方
面
委
員
制
度
」
が
誕
生

し
た
。
そ
の
時
、
全
国
的
に
こ
の
方
面
委
員
制
度
が
普
及
し
、
群
馬
県
で
は
大
正
十
四
年
に
こ
の
制
度
が
実
施
さ
れ
た
。
以
来
、
本
県
で

は
、
こ
の
方
面
委
員
が
生
活
保
護
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
を
続
け
て
来
た
。

や
が
て
、
昭
和
二
十
年
終
戦
を
契
機
と
し
て
、
こ
の
方
面
委
員
制
度
が
変
革
さ
れ
た
。
即
ち
、
戦
後
の
、
社
会
情
勢
の
激
変
に
加
え

て
、
占
領
軍
司
令
部
か
ら
の
指
示
も
あ
り
、
新
し
く
民
生
委
員
制
度
が
誕
生
し
た
。
昭
和
二
十
一
年
十
月
、
生
活
保
護
法
の
施
行
に
あ
た
り

民
生
委
員
は
生
活
保
護
の
補
助
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
さ
ら
に
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
に
制
定
さ
れ
た
「
児
童
福
祉
法
」
に
よ
り
、

民
生
委
員
は
児
童
委
員
を
も
兼
ね
る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
二
十
三
年
に
制
定
さ
れ
た
「
民
生
委
員
法
」
に
よ
っ
て
、
そ
の
任
期
は
三
カ
年

と
定
め
ら
れ
、
厚
生
大
臣
の
委
嘱
に
よ
り
、
町
内
各
区
域
毎
に
担
当
が
き
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和
二
十
五
年
中
之
条
伊
勢
町
只

則
の
小
池
賢
太
郎
が
群
馬
県
民
生
委
員
連
盟
の
理
事
に
選
任
さ
れ
た
が
、
翌
二
十
六
年
生
活
保
護
法
の
全
面
改
正
に
よ
り
、
公
私
分
離
の

原
則
が
確
立
さ
れ
た
た
め
、
民
生
委
員
連
盟
は
解
消
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
二
十
八
年
八
月
、
民
生
委
員
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
新
た

に
民
生
委
員
協
議
会
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
協
議
会
は
現
在
も
な
お
民
生
委
員
会
の
重
要
な
機
関
と
し
て
保
護
活
動
に
大
き
〈
貢
献
し
て
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誌会社

中之条町民生委員委嘱状況第4表

昭和49年12月1日現在

令年数人嘱委

均平高最低最計女男

58.7才70才43才50名15名35名

定

中之条町民生委員地域別委嘱状況

昭和49年12月1日現在

第 5表

性 ，l]1j 

地 区 名 委嘱人数

男 女 計

旧中之条地区 18人 9 9 18 

沢 田 地 区 15 13 2 15 

伊 参 地 区 8 5 3 8 

名 久 回 地区 9 8 1 9 

計 50 

い
る
。
さ
ら
に
改
正
さ
れ
た
民
生
委

712 

員
法
は
、
民
生
委
員
の
性
格
を
明
確

化
し
、
民
生
委
員
は
生
活
保
護
法
の

施
行
に
あ
た
っ
て
の
協
力
機
関
で
あ

る
と
規
定
し
て
い
る
。
以
来
、
民
生

委
員
(
児
童
委
員
)
は
、
民
間
奉
仕

者
と
し
て
生
活
保
護
法
、
児
童
福
祉

法
の
施
行
に
あ
た
り
、
そ
の
推
進

の
た
め
重
要
な
任
務
を
担
当
し
て
い

る
昭
和
四
十
九
年
度
、
厚
生
大
臣
の

委
嘱
を
受
け
た
中
之
条
町
の
民
生
委

員
は
五
十
名
で
あ
る
。
こ
れ
を
地
区

別
に
見
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

(第
4
表
、
第
5
表〉。

昭
和
四
十
九
年
に
お
け
る
中
之
条

町
の
民
生
委
員
の
役
員
を
あ
げ
る

と
、
総
務
近
藤
や
ゑ
(
中
之
条
〉
、

/ 



副
総
務
桑
原
と
み
(
中
之
条
〉
、
唐
沢
要
〈
四
万
〉
、
綿
貫
良
一
ハ
蟻
川
)
、
宮
崎
敬
太
郎
ハ
横
尾
〉
で
あ
っ
た
。

参
考
ま
で
に
吾
妻
郡
内
各
町
村
の
民
生
委
員
の
委
嘱
状
況
(
四
十
九
年
十
二
月
)
第
6
表
に
よ
っ
て
示
す
。

第
6
表

吾
妻
郡
町
村
別
民
生
委
員
委
嘱
状
況

昭
和
四
九

第八章社会福祉

ぷ日込 六草婿 E吾東 2y正山合津恋 妻
計 村村 町村 町村

一
定

七 一一一一二四 五
員

七 - -六五 O 三七 O

一 男 新

五 一四一=七コ 四

女
任

新

中ノ、 一 四一 . 
一 男 再 再。 一一一一 一

八五九一 O 四五一
任

四 一 一
女

任 . 
一一 コ四四一=一 一五

男
一

男一 一一-・・・圃‘ - ・圃圃圃圃・ -・・ -・ J日L 

八 O 九一 四 七 七 五 五 女

九四 一 一
女 .51] 

=四五一=六一五

一 計
計

七 一一一一一四 。五
七 - -六五 0=七

最

九
五四 三四四四四四 少O 五九五七一--才 年

最

七 七六七七六七五七。高 令
四 =. =. 0 四六一六才

五 五五五五五五九四 五 平 .51] 
七 七四六七七八 八

均
l 四 七七五--一七七才
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会

老

人

福

祉

社

1 

老
人
福
祉
法
の
制
定

わ
が
国
に
お
け
る
老
人
福
祉
対
策
は
、
老
人
福
祉
法
の
制
定
を
み
る
ま
で
は
、
極
め
て
低
調
な
も
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
そ
れ
迄
は
、
公

的
年
金
の
制
度
が
存
在
し
た
ほ
か
、
僅
か
に
生
活
面
に
つ
い
て
の
生
活
保
護
と
医
療
面
に
対
し
て
医
療
保
護
が
制
度
化
さ
れ
て
い
た
程
度

で
、
国
民
一
般
を
対
象
と
す
る
老
人
福
祉
対
策
は
未
だ
不
備
の
状
態
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
三
十
八
年
八
月
一
目
、
老
人
福
祉
法
(
法
律
第
一
三
三
号
〉
の
制
定
を
契
機
と
し
て
、
わ
が
国
の
老
人
福
祉
行
政
は

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
老
人
福
祉
法
の
第
二
条
で
は
:
:
:
老
人
福
祉
の
基
本
的
理
念
に
つ
い
て
、

「
老
人
は
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
の
進
展
に
寄
与
し
て
き
た
者
と
し

て
敬
愛
さ
れ
、
か
つ
健
全
で
安
ら
か
な
生
活
を
保
障
さ
れ
る
も
の
と
す

る
」ー

と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
老
人
憲
章
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
老
人
福
祉
法
全
体
を
貫
ぬ
く
基
本
理
念
と
い
え
る
。

人
口
の
老
令
化
戦
後
わ
が
国
の
出
生
率
は
一
時
的
に
は
ベ
ピ
l
プ
l
ム
を
現
出
し
た
が
、
そ
の
後
急
速
に
低
下
し
て
お
り
、
一
方
で

は
、
衛
生
思
想
の
向
上
、
生
活
環
境
の
改
善
等
々
の
要
因
、
さ
ら
に
は
結
核
死
亡
等
の
激
減
に
よ
っ
て
、
死
亡
率
は
毎
年
低
下
の
一
途
を

辿
り
、
老
人
人
口
は
絶
対
的
に
も
ま
た
相
対
的
に
も
増
加
の
方
向
を
示
し
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
も
昭
和
四
十
九
年
の
統
計
に
よ
る
と
、

男
子
七
一
・
一
六
才
、
女
子
七
六
・
三
一
才
に
達
し
て
い
る
。

/ 



中
之
条
町
に
お
け
る
六
十
才
以
上
の
人
口
の
推
移
を
示
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
(
第
7
表〉。

第
7
表

中
之
条
町
に
お
け
る
六
O
才
以
上
人
口
の
推
移

曙昭岡FVP固 昭理 年
七

月

同四四四岡崎同 時時

一 日
と と一 一一 一一一一

- -圃副・・・ ・・・圃島 ー・・ー・ - - 総
QQ  Q 一一一一 人、、、、

ロ
五七七三四四五二。四六三五七九 ω 
一 六 一 七五一

増一一一一一一 一 3 - -且 圃圃圃-・ .圃・・・・ .圃圃圃四角 圃圃圃圃- -、 、 、 、 、 、 、
以

五 O 三八八七六五 上
五八一七 O 八一三 人
六八六八一五一 一 ロ

，ノL、a 

増一一一一一一一
五才

一一 、、 、 、 、 、 、
上以

九0四 五 O八ー 九Oコ 七九ハ 七八 七O 六六 人
(B)口

才以総人

一一 国同人型上のロ互に対兵すロ
o 0 九八八八七
-・・・・・・

五 0 一四:= 0 七

• • 
・ーの_"む?、、

備

里哩 回人殺事たしQ}固ロま、、、

一一一
000  

一一一
一 考• • • Q 

(
吾
妻
福
祉
事
務
所
提
供
昏
軒
)

社会福祉

こ
の
表
が
示
す
よ
う
に
、
中
之
条
町
で
も
六
十
五
才
以
上
の
人
口
が
昭
和
四
十
年
か
ら
十
年
間
に
四
百
九
十
名
も
増
加
し
、
そ
の
総
人

口
に
対
す
る
比
率
も
二
・
八
%
増
と
飛
躍
的
な
上
昇
を
示
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
老
令
社
会
の
き
ざ
し
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。
な

お
、
中
之
条
町
に
お
け
る
九

O
歳
以
上
の
方
、
お
よ
び
八

O
歳
以
上
の
夫
婦
健
在
者
の
地
域
分
布
を
表
示
す
る
と
第
8
表
・
第
9
衰
の
と

お
り
で
あ
る
が
、
特
に
九

O
歳
以
上
の
高
令
者
は
、
女
子
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
特
徴
的
な
現
象
で
あ
る
。
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誌

九

議
以
上
の
高
令
者
地
域
分
布

昭
和
五
十
年
五
月

日
現
在

会

îl三竺I~
条 I I 
町 I I伊

審|二二01参:

11 I~ 
錬 I I h 
震|三三 01 入

籍」一一」ー

社

第8表
2 

老
人
福
祉
対
策

計

一一九一一

i¥ 

S 
以
上

富
在
者
地
域
分
布

昭
和
五
十
年
五
月

日
現
在

716 

第9表

二
六

柔1 1伊

寝|二|参

;r五 I!
意

-ilj 

計

以
上
の
よ
う
に
、
老
令
人
口
の
増
加
に
と
も
な
っ
て
、
各
町
村
と
も
、
老
人
福
祉
対
策
に
積
極
的
な
と
り
組
み
を
示
し
て
い
る
が
、
次

に
そ
の
主
な
も
の
を
記
述
す
る
。

m
老
人
ホ

I
ム
収
容
状
況

①
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
身
体
的
・
精
神
的
、
環
境
的
、
も
し
く
は
経
済
的
の
理
由
で
、
居
宅
で
養
護
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
方

に
つ
い
て
は
養
護
老
人
ホ
l
ム
に
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
昭
和
三
十
八
年
八
月
一
日
、
老
人
福
祉
法
が
制
定
さ
れ
た
時
点
で
、
従
来

の
生
活
保
護
法
に
よ
っ
て
養
老
院
に
収
容
、
養
護
を
受
け
て
お
ら
れ
た
方
が
郡
内
で
十
三
名
、
中
之
条
町
に
三
名
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の

方
々
は
引
き
続
き
老
人
福
祉
法
に
よ
っ
て
収
容
委
託
さ
れ
た
。
特
に
本
郡
に
は
養
護
老
人
ホ
l
ム
が
な
く
、
収
容
を
希
望
す
る
者
が
あ
っ

て
も
、
し
ば
し
ば
満
床
の
た
め
収
容
で
き
ず
、
こ
の
点
関
係
者
の
大
き
な
悩
み
で
あ
っ
た
。
幸
い
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
吾
妻
老
人
施
設

組
合
立
に
よ
る
吾
妻
養
護
老
人
ホ
1
ム
子
持
山
荘
(
収
容
定
員
六

O
名
〉
が
高
山
村
に
開
設
さ
れ
、
今
ま
で
の
悩
み
は
解
決
さ
れ
、
収
容

を
必
要
と
す
る
人
々
の
上
に
大
き
な
幸
せ
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
た
。

/ 



②
 

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
特
殊
事
情
に
あ
る
方
を
収
容
す
る
た
め
に
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
が
あ
る
。
前
記
の
養
護
老
人
ホ

六
十
五
歳
以
上
の
方
で
身
体
上
、

ま
た
は
精
神
上
著
し
い
欠
陥
が
あ
る
た
め
、
常
時
の
介
護
を
必
要
と
し
、

か
つ
居
宅
で
こ
れ
を

ー
ム
と
こ
の

特
別
養
護
老
人
ホ
I
ム
に
入
所
さ
れ
て
い
る
状
況
を
第
叩
表
に
示
す
。

第
四
表

中
之
条
町
に
お
け
る
老
人
福
祉
施
設
入
所
状
況護

ホ

四
九
、

二11!
。直」

松

l旦|養
恵

老

=-1旦|人
春

風

風

泉

日

五

。

。

五
O
、一

O
、

。

二
九

第
日
表

老
人
福
祉
法
に
よ
る
施
設
入
所
状
況

五
O
年
一

O
月
一
日
現
在

社会福祉

施
設

ニ I~直
一二|事実

風|ホ

ー|苦|よ

0011 
前

717 
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誌

iロL 高六草嬬長

野
山合津恋

原

計 村村町村町

四 一 一

占 一一ノ、

一一 一一

一一 一一一

一 一

四 一 一 一

一

一
一
一 一九一五

七 一 一 一

一

一一 一一

五
一 五一八一=

一

一
一 一 一。九五三六三

会社

ハ
吾
妻
福
祉
事
務
所
提
供
資
料
〉

在
宅
老
人
福
祉
対
策

在
宅
老
人
の
う
ち
寝
た
き
り
老
人
、
一
人
暮
し
老
人
(
身
体
障
害
者
家
庭
に
つ
い
て
は
別
項
記
述
〉
に
つ
い
て
は
、
老
人
用
日
常
生
活

用
具
を
貸
与
、
も
し
く
は
支
給
し
て
い
る
。
現
在
そ
れ
ら
用
具
の
設
置
状
況
は
第
四
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

(2) 

第
U
表

老
人
用
日
常
生
活
用
具
設
置
状
況

(
中
之
条
町
〉

具

，昭|年
四四」
九八 l仇

用

床

頭

台

チ
ャ
イ
ム

簡
易
便
座

特
殊
寝
台

マ
ッ
ト
レ
ス

三四

四三

二
七

二
七

。。

家
庭
奉
仕
員

こ
う
し
た
寝
た
き
り
老
人
、

一
人
暮
し
老
人
等
を
訪
問
し
、
次
の
よ
う
な
仕
事
を
担
当
し
て
い
る
家
庭
奉
仕
員
制
度
が

あ
る
。
そ
の
仕
事
の
内
容
は

/〆
r
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ω
家
事
介
護

風
目
準
備
。

ω
本
人
介
助

掃
除
、
洗
濯
、
食
事
の
仕
度
、
買
物
、
ゴ
ミ
焼
却
、

散
洗
髪
等
。

ω
相
談
、
助
言
指
導

ω
そ
の
他
公
費
の
受
け
と
り
、
衣
料
寝
具
の
補
修
、
代
筆
、
お
使
い
。

通
院
介
助
、
薬
と
り
、
清
拭
及
び
爪
切
り
、
指
圧
、

中
之
条
町
で
は
、
昭
和
四
十
四
年
か
ら
奉
仕
事
業
を
開
始
し
、
関
本
幸
枝
が
家
庭
奉
仕
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
現
在
も
涙
ぐ
ま
し
い
努

力
を
続
け
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
中
之
条
町
に
お
け
る
派
遣
世
帯
数
の
推
移
を
辿
る
と
次
表
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。

老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣
世
帯
数

種

BU 

被

保

一「護
そ

の

他
の

世

帯

世

帯

世

年

老

人

帯

他

そ

の

他

の

世

帯

帯

そ

の

の

世

帯

老

世

人

次

昭
和
四
十
七
年
度
四
・
四
半
期

四

。

占ノ、

昭
和
四
十
八
年
度

。

七

昭
和
四
十
九
年
度

。

五

• 

第八章社会福祉

(3) 

老
人
健
康
診
査

市
町
村
長
は
老
人
の
健
康
管
理
の
た
め
、
当
該
市
町
村
に
居
住
し
て
い
る
六
十
五
歳
以
上
の
者
に
対
し
て
、
毎
年
期
日
ま
た
は
期
聞
を

指
定
し
て
、
厚
生
大
臣
が
定
め
る
方
式
に
よ
っ
て
健
康
診
査
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
診
査
は
一
般
診
査
と
精
密
診

査
に
わ
け
ら
れ
る
、
以
下
は
、
中
之
条
町
で
実
施
し
た
診
査
の
状
況
で
あ
る
(
第
四
表
)
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社

バ一
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第
時
表

受
診
人
員

四
六
六

四
二
回

四
四
四

要

療

老養

人

健

状

況

果
九

一一一一一
一
一
六

受
診
人
員

七
六

八
八

三事

一了一|精
正

実
員

検

査

五
八

傷 合 u " 
病

九年度回

四

順

E 位 計 主

九 一。一
全結核

八 五 。。五
新生物悪性

一 一 病糠尿
占

五 一 四 。，、

一 一 疾患血脳管

四 。一 四 五

一 一 選四 。一 .ノ4、d・ 一
一 装患一 一一一 一 占ノ、 一 四

一 一 疾性患血圧高
一 八 五 八

一 七 一。四

ノ七、 五 i 一 四 五 八

フ炎

一 ?及。一 。一 ゼび

一 一
よ!;富ま

五 八 五 。一

他その訳肝臓患

そ

一uu一u • の

他
七四四四 CコZヨ

五 一 一 一一 計一 一・ 一 九
四 ーノ、 七 一

康

...... 
匝9

査

般

診

査

「一「一
正

実
員

診
二
五
三

一一一一一一一

七
九

二
四

O

八
八

の

傷

病

件

数

ハ
注
〉
昭
和
四
八
年
度
よ
り
肝
臓
疾
患
が
新
た
に
加
わ
っ
た
。

密診。五
八

九
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こ
の
表
が
示
す
よ
う
に
、
診
査
の
結
果
、
常
に
高
血
圧
性
疾
患
が
第
一
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
老
人
検
診
の
特
徴
で
あ
る
。
昭
和
四

十
八
年
度
の
検
診
に
お
い
て
、
四
二
四
人
の
受
診
者
中
一
五

O
人
が
高
血
圧
性
疾
患
の
診
断
を
受
け
て
い
る
。
三
人
に
一
人
は
こ
の
病
気

で
あ
る
と
い
う
現
状
で
あ
る
。

附
老
人
医
療
費
支
給
事
業

老
人
医
療
費
無
料
化
の
問
題
は
、
老
人
福
祉
対
策
の
中
で
最
も
論
議
を
呼
び
、
社
会
の
関
心
を
集
め
た
施
策
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
昭

和
四
十
八
年
一
月
の
法
改
正
に
よ
り
、
そ
の
無
料
化
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
之
条
町
で
は
そ
れ
よ
り
先
、
昭
和
四
十
六
年
四
月

か
ら
七
十
五
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
を
対
象
に
、
入
院
費
は
給
付
外
と
し
て
無
料
化
を
実
施
に
う
つ
し
て
い
る
。
そ
の
後
い

く
度
か
改
正
が
行
な
わ
れ
、
社
会
保
険
等
の
被
扶
養
者
も
ふ
く
め
て
受
給
範
囲
の
拡
大
を
は
か
り
、
年
令
も
七
O
歳
に
引
き
下
げ
(
襲
た

き
り
老
人
は
六
十
五
歳
以
上
〉
、
医
療
費
の
無
料
化
を
実
施
し
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
施
策
の
実
施
に
と
も
な
い
高
令
者

の
受
診
、
受
療
が
急
激
に
増
加
し
、
病
院
、
診
療
所
に
お
け
る
窓
口
の
混
雑
、
ベ

v
ト
の
不
足
等
の
問
題
が
起
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
今

後
保
健
行
政
の
面
で
検
討
さ
る
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。

次
に
中
之
条
町
に
お
け
る
老
人
医
療
費
受
給
者
証
交
付
状
況
と
、
異
動
状
況
を
か
か
げ
る
ハ
第
H
表
)

第
H
表

中
之
条
町
に
お
け
る
老
人
医
療
費
受
給
者
数
及
び
異
動
状
況

昭
和
四
九
年
度
第
四
四
半
期
分

第八章社会福祉

民日比一日露一昨抑止

末

Q__I 
死

一
一一一一一目，1 現 期
ム ....... ノ、 I -t工

ろ|数

妻|亡

=ー1m有百|資
へ市
の区

五| 転町|格

一献喜一
面一直通l喪

そ

=ーI_f且ー|失

計

-十
E

a-

一塁""
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計 zi詰
四

占ノ、 三一四
五 O 五"、 O ノ七、 二四二
一

一 一 一
五 00000  

一.ノa、H・ o 0 000  

一 一
九 0 二一 O 三

七 0-0  。
一
五 一 一
七 。:=-0 := 

一
一 一
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佃
高
令
者
慰
問
と
友
愛
訪
問

中
之
条
町
で
は
、
昭
和
三
十
八
年
か
ら
毎
年
高
令
者
慰
問
を
実
施
し
て
い
る
。
当
日
は
、
町
長
・
助
役
、
民
生
委
員
総
務
、
厚
生
課
長
等

が
親
し
く
、
高
令
者
の
家
を
訪
問
し
、
そ
の
長
寿
を
祝
福
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
益
々
、
健
康
を
保
持
さ
れ
る
よ
う
激
励
し
て
い
る
。

昭
和
五
十
年
度
に
は
、
九
月
十
四
日
、
十
五
日
の
両
日
に
慰
問
を
実
施
し
た
が
、
そ
の
慰
問
状
況
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
九
十
歳
以

上
高
令
者
ハ
新
規
該
当
者
七
、
既
該
当
者
十
四
〉
に
夫
々
座
布
団
、
菓
子
ハ
新
規
該
当
者
に
ぶ
ど
う
酒
〉
を
贈
呈
し
て
い
る
。

な
お
八
十
才
以
上
の
夫
婦
と
も
健
在
の
人
た
ち
(
新
規
該
当
者
五
組
、
既
該
当
者
一
一
一
組
〉
に
対
し
て
は
、
菓
子
、
ぶ
ど
う
酒
(
新
規

該
当
者
に
は
座
布
団
〉
を
贈
呈
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
一
人
暮
し
の
老
人
に
対
し
友
愛
訪
問
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
人
暮
し
の
老
人
を
孤
独
感
か
ら
救
い
、
健
康
で
明
か

る
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
願
い
を
こ
め
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
人
達
が
自
発
的
に
友
愛
訪
問
を
続
け
る
制
度
で
あ
る
。
年

令
も
近
い
老
人
ク
ラ
ブ
の
友
達
が
語
る
世
間
話
ゃ
、
は
げ
ま
し
の
言
葉
が
一
人
暮
し
の
老
人
を
勇
気
づ
け
る
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
中
之
条
町
で
は
西
中
之
条
と
伊
勢
町
の
二
地
区
で
、
こ
れ
を
実
施
し
多
大
の
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。
友
愛
訪
問
地
区
別
責
任

J 

/ 
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者
は
、
西
中
之
条
地
区
が
斉
藤
基
次
(
四
十
七
年
度
よ
り
)
、
伊
勢
町
地
区
が
林
兼
吉
〈
四
十
八
年
度
よ
り
〉
で
あ
る
。

問
中
之
条
町
の
老
人
ク
ラ
ブ

老
令
人
口
の
増
加
は
、
必
然
的
に
老
人
ク
ラ
プ
の
推
移
に
も
反
映
し
、
中
之
条
町
に
お
い
て
も
、
次
の
衰
が
示
す
よ
う
に
単
位
ク
ラ
プ

も
年
を
追
っ
て
増
加
し
、
会
員
数
も
昭
和
五
十
年
に
は
二
、
一
五
一
名
と
い
う
多
数
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
状
況
を
第
臼
表
に
示
す
。

第
四
表

老
人
ク
ラ
プ
の
推
移
ハ
中
之
条
町
〉

第八章社会福祉

五九四四=四四一 四四三昭三

話Q 4三 一言 一言 、Q 1h/5 
四四四四四四四四八

-・ ・・・a・a‘ ・・・・・a・-・ ・・・・・4・-・ -・ -・ ・・-ー

タ

貧ラ
プ

一一 七三一一 i笠
O 五

九二八八 数貧史ムノ、ムノ、 一六四八
ク
フ

会員一一一 一一一一 プ一一一
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五|
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五 九 8三八二八二 数一二二 一五四九六

ハ
注
)
昭
和
三
八
、
三
九
年
に
つ
い
て
は
、
規
模
が
不
明
の
た
め
計
欄
に
の
み
記
載
し
た
。
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青
い
空
と
、
結
の
中
で
、
最
後
ま
で
汗
し
て
働
き
た
い
、
自
然
の
中
に
老
人
村
を
つ
く
り
、
自
然
を
相
手
の
生
活
を
通
し
て
、
心
豊
か

な
老
後
を
過
し
た
い
と
い
う
の
が
前
理
事
長
神
戸
照
子
の
多
年
の
願
い
で
あ
っ
た
。
昭
和
四
十
二
年
の
春
、
埼
玉
県
富
浦
町
長
島
田
得
一

(
現
在
理
事
長
代
行
〉
夫
妻
が
所
有
す
る
中
之
条
町
上
沢
渡
の
土
地
九
十
九
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
提
供
申
出
が
こ
の
老
人
健
康
村
美
ら
寿

e

実
現
の
第
一
号
で
あ
る
。
昭
和
四
十
三
年
二
月
、
東
京
の
Y
M
C
A
会
館
で
第
一
回
の
設
立
準
備
委
員
会
が
聞
か
れ
、
新
し
い
老
人
村
建
設

に
対
す
る
具
体
的
な
構
想
が
検
討
さ
れ
、
さ
ら
に
同
年
十
一
月
に
は
厚
生
省
に
財
団
法
人

の
許
可
申
請
を
提
出
し
た
。
そ
れ
か
ら
一
カ
年
近
く
経
過
し
て
翌
年
の
四
十
四
年
九
月
、

厚
生
省
か
ら
財
団
法
人
老
人
健
康
村
美
ら
寿
と
し
て
建
設
が
許
可
さ
れ
、
い
よ
い
よ
着
工

の
準
備
に
移
っ
た
。
当
初
建
設
資
金
は
、
神
戸
照
子
所
有
の
東
京
代
々
木
上
原
の
土
地
と

建
物
を
処
分
し
て
こ
れ
に
充
て
た
。
さ
ら
に
、
初
回
の
募
金
運
動
で
全
国
の
賛
同
者
か
ら

四
百
万
円
に
近
い
浄
財
が
寄
せ
ら
れ
、
ま
た
、
せ
ん
に
ち
草
の
会
の
発
足
に
よ
っ
て
月
額

千
円
宛
の
醸
出
を
仰
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
建
設
に
要
す
る
資
金
の
達
成
に
は
、

未
だ
は
る
か
に
及
ば
な
か
っ
た
。
た
ま
た
ま
、
老
人
健
康
村
美
ら
寿
が
財
団
法
人
と
し

て
厚
生
省
か
ら
認
可
さ
れ
た
こ
と
を
新
聞
紙
上
で
知
っ
た
東
京
目
黒
区
に
住
む
大
山
末

広
が
、
日
本
に
稀
に
し
か
な
い
古
銭
を
ふ
く
む
大
判
・
小
判
と
現
金
一
、

0
0
0万
円
及

び
二
百
五
十
万
円
相
当
の
備
品
を
寄
附
し
て
く
れ
る
申
出
に
接
し
た
。
こ
の
大
山
氏
の
資

金
の
提
供
に
よ
っ
て
、
健
康
村
の
建
設
は
急
速
に
具
体
化
し
、
昭
和
四
十
五
年
七
月
、
敷

誌

3 

老
人
健
康
村
、
美
ら
寿

会社
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地
造
成
工
事
に
着
手
し
、
翌
四
十
六
年
五
月
、
井
上
工
業
株
式
会
社
の
施
工
に
よ
っ
て
、
建
築
工
事
に
着
手
し
、
同
年
十
二
月
竣
工
の
運

び
と
な
っ
た
。

な
お
、
老
人
健
康
村
の
概
要
を
述
べ
る
と
、
所
在
地
中
之
条
町
大
字
上
沢
渡
字
棚
界
戸
、
敷
地
面
積
一

O
、
0
0
0平
方
メ
ー
ト
ル
、

建
築
面
積
八
四
二
平
方
メ
ー
ト
ル
、
延
床
面
積
九
四
九
平
方
メ
ー
ト
ル
、
地
上
一
階
、
鉄
筋
コ
ン
ク
り

l
ト
R
・
C
造
り
、
総
工
費
七

O

O
O万
円
、
で
あ
っ
た
。

四

母

祉

子

福

1 

母
子
福
祉
法
制
定
ま
で
の
経
緯

第八章社会福祉

戦
後
、
戦
争
と
い
う
外
的
要
因
に
よ
っ
て
、
母
子
家
庭
が
急
増
し
、
と
く
に
戦
争
未
亡
人
に
対
し
て
の
援
護
施
策
が
強
く
要
望
さ
れ
る

に
至
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
の
社
会
情
勢
の
中
で
は
、
戦
争
未
亡
人
の
み
に
特
別
措
置
を
許
さ
な
か
っ
た
の
で
、
昭
和
二
十
二
年
に
制
定

さ
れ
た
児
童
福
祉
法
の
中
で
、
戦
前
か
ら
あ
っ
た
母
子
寮
施
策
を
と
り
入
れ
て
、
遺
児
の
福
祉
を
守
り
、
母
子
不
可
分
の
理
念
に
立
っ

て
、
福
祉
行
政
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
二
十
四
年
十
一
月
、
閣
議
決
定
に
よ
っ
て
、
母
子
福
祉
対
策
要
綱
が
制
定
さ
れ
、
既
存

の
法
律
の
枠
の
中
で
母
子
家
庭
の
保
護
を
強
化
し
て
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
母
子
家
庭
が
持
っ
て
い
る
社
会
的
・
経

済
的
な
特
殊
事
情
か
ら
そ
の
福
祉
を
は
か
る
に
は
不
十
分
で
あ
り
、
特
に
、
経
済
的
自
立
が
緊
急
な
課
題
と
さ
れ
た
。
や
が
て
、
昭
和
二

十
七
年
、
母
子
家
庭
に
対
す
る
経
済
的
援
助
を
目
的
と
し
て
、
母
子
福
祉
資
金
の
貸
付
等
に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
。

こ
の
法
律
の
第
一
条
で
は
そ
の
目
的
に
つ
い
て
「
配
偶
者
の
な
い
女
子
で
あ
っ
て
、
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
者
に
対
し
、
資
金
の

725 



貸
付
を
行
な
う
こ
と
等
に
よ
り
そ
の
経
済
的
自
立
の
助
成
と
、
生
活
意
欲
の
助
長
を
は
か
り
、
あ
わ
せ
て
そ
の
扶
養
し
て
い
る
児
童
の
福

祉
を
増
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
」
と
規
定
し
て
い
る
。
資
金
を
低
利
で
貸
付
け
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
済
的
自
立
の
助
成
を
は
か

ろ
う
と
す
る
意
図
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
母
子
家
庭
の
相
談
相
手
と
し
て
、
母
子
相
談
員
が
設
置
さ
れ
、
吾
妻
福
祉
事
務
所

に
も
、
一
名
が
配
属
さ
れ
た
。
当
時
の
貸
付
資
金
の
額
を
資
金
種
別
で
示
す
と
、
事
業
開
始
資
金
五
万
円
、
事
業
継
続
資
金
三
万
円
、
修

学
資
金
は
高
校
五
百
円
ハ
月
額
〉
、
大
学
二
千
円
(
月
額
〉
、
技
能
修
得
資
金
千
五
百
円
(
二
年
間
〉
、
修
業
資
金
千
五
百
円
(
月
額
、
二
年

間
〉
、
そ
し
て
生
活
資
金
は
千
五
百
円
(
母
、
月
額
)
、
五
百
円
(
子
、
月
額
)
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
昭
和
二
十
八
年
か
ら
昭
和
三
十
九
年
ま
で
の
貸
付
件
数
と
貸
付
総
額
は

件
数
二
三
七
件
、
貸
付
総
額
八
、
八

O
七
、
五

O
O円
l
(吾
妻
郡
〉
|

次
に
こ
れ
を
資
金
種
別
に
、
そ
の
件
数
金
額
及
び
そ
の
比
率
を
示
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

誌会社

事
業
開
始
二
五
件
、
一
一
五
万
円
ハ
二
ニ
・
一
%
〉
、
事
業
継
続
三
七

件
、
一
二
ハ
万
五
千
円
(
ご
ニ
・
二
%
〉
、
修
学
一
一
一
一
七
件
、
四
八
九
万

七
千
五
百
円
(
五
五
・
六
%
〉
、
修
業
五
件
一

O
万
八
千
円
〈
一
・
二

726 

%
〉
、
住
宅
二
二
件
二
二
三
万
七
千
円
三
五
・
二
%
)
、
支
度
一
一
件

一
五
万
円
ハ
一
・
七
%
〉
、
計
二
三
七
件
八
八
O
万
七
千
五
百
円

2
0

0
%
)
。

ち
な
み
に
、
昭
和
三
十
三
年
二
月
現
在
に
お
け
る
母
子
会
員
数
を
示
す
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

中
之
条
町
で
は
、
中
之
条
二
O
五
、
沢
田
八
O
、
伊
参
六
七
、
名
久

田
三
三
、
吾
妻
町
で
は
、
原
町
二
五
、
坂
上
五
三
、
岩
島
五
O
、
太
田

三
九
、
そ
し
て
東
村
三
三
、
高
山
村
四
O
、
長
野
原
町
八
六
、
嬬
恋
村

2 

母
子
福
祉
法
の
制
定

七
O
、
草
津
町
二
五
、
六
合
村
二
九
、
吾
妻
郡
全
部
で
八
三
五
人
で
あ

った。



昭
和
三
十
九
年
七
月
、
母
子
福
祉
の
総
合
法
と
も
い
う
べ
き
母
子
福
祉
法
が
制
定
さ
れ
、
翌
四
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
の
法
の
精
神
は
、
す
べ
て
の
母
子
家
庭
に
お
い
て
、
児
童
は
そ
の
お
か
れ
て
い
る
環
境
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
心
身
と
も

に
す
こ
や
か
に
育
成
さ
れ
る
た
め
に
必
要
な
諸
条
件
と
、
そ
の
母
の
健
康
で
文
化
的
な
生
活
と
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
は
、
母
子
の
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
、
最
大
限
の
努
力
が
要
求
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
条
例
の
制
定
母
子
の
福
祉
は
、
母
子
福
祉
法
の
制
定
に
よ
っ
て
、

は
子
女
が
成
長
し
て
二
十
歳
を
越
え
た
寡
婦
に
つ
い
て
は
、
何
等
資
金
貸
付
の
制
度
が
な
く
、
こ
れ
に
つ
い
て
救
済
を
求
め
る
芦
が
高
ま

っ
た
。
群
馬
県
は
昭
和
四
十
四
年
十
月
、
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
条
例
を
制
定
し
寡
婦
に
対
す
る
福
祉
の
手
を
拡
げ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
条
例
に
も
と
づ
く
貸
付
状
況
を
町
村
別
に
示
す
と
第
臼
表
に
な
る
。

第
時
表

寡
婦
福
祉
資
金
別
貸
付
状
況

第八章社会福祉

嬬

恋

村

わ作一

一
段
と
向
上
す
る
に
い
た
っ
た
が
、

一
方
で

(
単
位

千
円
)

状

況

四
四
年
度

四

五

年

昆

」

四

六

年

度

一

四

七

年

度

四

八

年

度

一

四

九

調
司
」
片
昨
夜
間

4
1
;

一佳吉田
O
J
一一一

j

一
日
宮
山
:
一
ぷ
住
吉
一

G
O
O
-

付

中
之
条
町

東

村

吾

妻

町

長
野
原
町

年

度

計

八
O
O
同
三
、
六

O
O一

口
四
O
O

口
二
、
四
四
O

付
三

O
O
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計

日 j
国
四
五。
肘

/、。

一一一始し詰一一一月一一一一一一

例
一
、
七
六

O
一
口
一
一
、
九
一
ム
白
三
、
八
一

o一働一
O
二
一
九
O

誌

六

合

村
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草

津

町

会

高

山

村

社

母
子
福
祉
推
進
協
力
員
こ
の
制
度
は
、
昭
和
四
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
群
馬
県
で
も
一
九
六
名
の
母
子

福
祉
推
進
協
力
員
が
委
嘱
さ
れ
た
。
こ
の
協
力
員
は
、
自
ら
も
母
子
家
庭
、
寡
婦
家
庭
の
方
々
で
、
同
じ
悩
み
や
苦
し
み
を
経
験
し
て
き

た
人
々
で
あ
り
、
そ
の
業
務
は
、
地
域
に
お
け
る
母
子
や
寡
婦
の
助
言
者
と
し
て
、
ま
た
は
各
種
資
金
、
制
度
等
に
つ
い
て
指
導
や
助
言

を
す
る
篤
志
家
で
あ
る
。
中
之
条
町
で
は
、
次
の
二
名
が
委
嘱
さ
れ
て
い
る
。

本山 村田
氏|

震 と 名|
み

上露三六、町中大字
住|

ノ、

九七

議
カ
メ

経営庖ラ 業

主寄
' 

担|

の
当

う

伊参豊沢関 護
地|

区

備

一日目
よよ
りり

躍考

期まま
こでで
年

母
子
家
庭
等
の
医
療
の
無
料
化
配
偶
者
の
な
い
女
子
で
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
母
子
家
庭
で
所
得
税
が
課
税
さ

れ
な
い
場
合
は
医
療
費
が
免
除
さ
れ
る
。
こ
の
制
度
は
、
昭
和
四
十
九
年
十
月
か
ら
社
会
福
祉
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

中
之
条
町
に
お
け
る
昭
和
四
十
九
年
度
の
母
子
家
庭
等
医
療
費
支
給
額
は
三
三
六
、
五

O
一
円
で
あ
り
、

一
人
当
り
平
均
支
給
額
は



一
、
六
五
一
円
で
あ
っ
た
。

ち
な
み
に
昭
和
五
十
年
十
月
一
日
現
在
の
受
給
対
象
者
は
一
七
八
名
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
中
之
条
町
の
母
子
会
の
た
め
に
尽
力
し
て
き
た
近
藤
や
ゑ
さ
ん
と
宮
崎
喜
代
さ
ん
の
寄
稿
を
掲
載
し
て
お
く
。

第八章社会福祉

母

子

会

産

み

の

悩

み

近

藤

や

ゑ

戦
後
の
食
糧
難
、
衣
料
難
は
ま
た
格
別
で
し
た
。

P

欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は
u

と
が
ま
ん
に
が
ま
ん
し
て
い
た

国
民
は
、
敗
戦
と
同
時
に
H

せ
き
を
切
っ
た
よ
う
に
H

ま
た
H

か
こ
い

を
解
か
れ
た
獣
の
よ
う
に
u
金
の
あ
る
人
は
あ
る
ま
ま
に
、
閤
物
資
を

持
っ
た
人
は
分
ち
合
う
心
を
忘
れ
た
か
の
よ
う
に
出
し
惜
し
み
、
弱
い

者
へ
の
し
わ
ょ
せ
は
容
赦
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
毎
日
の
新
聞
に
は
母

子
心
中
の
記
事
が
あ
と
を
断
た
ず
、
こ
う
し
た
社
会
情
勢
の
中
で
何
と

か
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
先
づ
母
子
保
護
連
盟
を
結
成
し
、
そ
の
会
費
で
母
子
会
創

設
の
運
動
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

は
じ
め
は
、
後
家
さ
ん
の
会
な
ど
と
異
様
な
眼
で
み
ら
れ
ま
し
た
が

一
生
懸
命
で
各
町
村
へ
、
お
百
度
詣
り
を
し
、
よ
う
や
く
結
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
昭
和
二
十
四
年
の
こ
と
で
し
た
。

し
か
し
、
運
動
資
金
が
な
く
、
会
員
は
町
の
皆
さ
ん
か
ら
ボ
ロ
切
れ

を
供
出
し
て
も
ら
い
、
雑
巾
を
造
り
温
泉
旅
館
や
学
校
な
ど
に
安
く
売

り
会
の
運
営
費
に
あ
て
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
サ
ー
カ
ス
の
売
庖
を
聞

い
た
り
座
布
団
売
り
を
し
た
り
、
会
員
は
本
当
に
心
を
合
せ
て
よ
く
働

き
ま
し
た
。
そ
し
て
年
の
暮
れ
に
は
生
活
保
護
を
う
け
て
い
る
母
子
世

帯
に
石
鹸
や
醤
油
を
贈
っ
た
も
の
で
し
た
。
涙
を
流
し
て
喜
ん
で
呉
れ

た
お
母
さ
ん
方
の
顔
が
今
で
も
焼
き
つ
い
て
離
れ
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
地
域
内
の
活
動
ば
か
り
で
な
く
、
あ
と
に
続
く
母
子
家
庭

の
た
め
に
、
母
子
福
祉
の
制
度
化
促
進
の
た
め
に
、
厚
生
省
や
大
蔵
省

に
何
回
と
な
く
、
陳
情
を
続
け
ま
し
た
。
そ
れ
は
長
い
長
い
苦
難
の
道

で
し
た
。
母
子
会
の
初
代
会
長
は
小
林
い
ま
、
二
代
浅
田
し
ん
、
三
代

宮
崎
喜
代
さ
ん
で
す
。

中

之

条

町

母

子

会

の

現

況

宮

崎

喜

代

母
子
会
も
発
足
以
来
二
十
七
年
と
な
り
ま
し
た
。
母
子
保
護
連
盟
の

後
援
、
母
子
会
自
体
の
結
束
、
社
会
各
方
面
の
支
援
等
に
よ
り
、
母
子

福
祉
は
目
ざ
ま
し
い
発
展
を
と
げ
て
お
り
ま
す
。
と
く
に
近
藤
や
ゑ
先

生
に
は
、
会
の
生
み
の
親
育
て
の
親
と
し
て
限
り
な
い
お
力
添
え
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
母
子
会
員
の
私
達
は
「
明
る
い
母
子
家
庭
を
」

「
父
は
な
く
と
も
健
全
な
子
供
の
教
育
を
」
と
常
に
励
ま
し
合
い
努
力

を
し
て
お
り
ま
す
。

昭
和
五
十
一
年
四
月
、
従
来
の
地
区
別
単
位
母
子
会
(
中
之
条
・
沢

田
・
伊
参
・
名
久
田
〉
を
統
合
し
名
実
共
に
中
之
条
町
母
子
会
と
し
て

再
出
発
し
ま
し
た
。
神
保
厚
生
課
長
、
金
子
和
秋
担
当
主
事
に
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
五
十
年
度
に
お
け
る
母
子
会
の
概
要
を
示
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誌

し
ま
す
と
次
の
と
お
り
で
す
。

会

員

数

二

八

五

名

役

員

会

長

宮

崎

喜

代

副

会

長

山

田

し
げ
る
、
宮
崎
恒
、
飯
塚
ひ
さ
、
会
計
書
記
田
村
た
ま
、
金
子
主
事

監
事
浅
田
志
ん
、
宮
崎
よ
ね
理
事
伊
能
せ
ん
、
小
池
い
ま
子
、

塚
田
と
み
、
伊
藤
節
子
、
本
木
利
子
、
篠
原
ス
ミ
、
斉
藤
た
い
、
茂
木

達
子
、
綿
貫
清
子
、
永
井
信
子
、
佐
藤
喜
志
子
、
関
と
も
、
田
村
と

み
、
山
本
静
枝
(
二
名
協
力
員
〉
顧
問
近
藤
や
ゑ

事
業
内
容

l
母
の
自
に
因
み
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
ま
た
は
マ

l
p
入

り
ハ
ン
カ
チ
販
売
ハ
資
金
源
〉

2
夏
季
母
子
学
校
開
設
毎
年
一
回
、

母
子
家
庭
を
明
る
く
す
る
運
動
の
一
環
と
し
て
母
と
子
第
婦
の
保
養
を

兼
ね
て
の
研
修
会

3
幹
部
講
習
会

4
母
子
家
庭
を
明
る
く
す
る
県

民
大
会
へ
参
加
、
毎
年
一
回
群
馬
会
館
、
昭
和
三
十
三
年
度
の
大
会
で
は

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
で
伊
勢
町
の
飯
塚
と
し
枝
さ
ん
が
優
賞
、
全
国
大

会
に
出
場
。
昭
和
四
十
九
年
度
大
会
に
は
西
中
之
条
起
原
た
ね
さ
ん
戦

病
死
者
の
寡
婦
と
し
て
体
験
を
発
表
満
場
の
人
感
涙
。

5
若
年
母
子
と

寡
婦
の
話
し
合
い
の
会
に
参
加
毎
年
一
回
郡
主
催
。

6
若
い
お
母
さ
ん

と
子
供
の
集
い
社
協
主
催
母
連
後
援
、
若
年
母
子
家
庭
の
全
員
に
呼

び
か
け
一
日
を
母
と
子
と
共
に
歌
い
踊
り
保
護
と
慰
安
を
兼
ね
て
の
楽

し
い
会
毎
年
一
回

7
物
品
販
売
(
資
金
-
似
)
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
(
春
〉
、

靴
下
ソ
ッ
ク
ス
等
(
秋
〉

8
パ
ザ

l
開
催
(
資
金
源
)

9
小
グ
ル
ー
プ

に
て
話
し
合
い
の
会
母
子
会
へ
の
理
解
を
深
め
未
加
入
の
方
へ
働
き

か
け
ま
た
母
と
子
の
家
庭
の
福
祉
の
相
談
な
ど
小
地
域
で
行
う
計
画
日

母
子
家
庭
中
学
卒
業
生
の
激
励
行
事
町
社
協
主
催
郡
母
子
会
共
催
に

会千土

四
県
郡
主
催

参
加
口
地
区
ご
と
の
新
年
会
総
会
親
陵
会
な
ど
開
催

の
技
術
講
習
会
な
ど
に
参
加

運
営
資
金

1
会
費
二

O
O円
(
内
、
一

O
O円
本
会
費
五

O
円
県

納
入
五

O
円
地
区
活
動
費
)
2
事
業
に
よ
る
収
益
県
母
子
福
祉
協
会

の
ル
l
ト
に
よ
り
物
品
販
売
を
し
運
営
の
大
部
分
が
こ
の
収
益
に
か
か

っ
て
い
る
。

3
町
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
の
助
成
金

戦
争
の
落
し
子
と
し
て
生
れ
た
母
子
会
、
戦
禍
の
影
が
薄
ら
ぎ
忘
れ

ら
れ
る
頃
に
な
っ
た
ら
母
子
家
庭
の
問
題
も
自
然
解
消
さ
れ
る
こ
と
と
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昭
和
二
十
二
年
十
二
月
十
二
日
、
児
童
福
祉
法
が
制
定
さ
れ
た
。
同
法
の
第
一
条
は
、
児
童
福
祉
の
理
念
に
つ
い
て
、
「
す
べ
て
国
民

は
、
児
童
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
生
れ
、
且
つ
育
成
さ
れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
べ
て
児
童
は
、
ひ
と
し
く
そ
の
生
活

を
保
障
さ
れ
、
愛
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
規
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
昭
和
二
十
六
年
五
月
五
日
に
制
定
さ
れ
た
児
童
憲
章
、

及
び
国
連
で
採
択
さ
れ
た
児
童
権
利
宣
言
等
に
よ
っ
て
、
児
童
福
祉
の
理
念
が
一
層
明
確
に
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
国
・
県
・
市
町
村
は
、
児
童
の
保
護
者
と
と
も
に
、
児
童
を
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
成
す
る
責
任
を
義
務
づ
け

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
児
童
福
祉
行
政
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。

児
童
相
談
所
都
道
府
県
は
、
法
第
十
一
条
に
よ
り
児
童
相
談
所
を
設
置
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
群
馬
県
で
は
三
つ
の

児
童
相
談
所
を
設
置
し
て
お
り
、
吾
妻
郡
は
中
央
児
童
相
談
所
の
所
管
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
児
童
相
談
所
の
業
務
は

予
期
し
て
お
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
戦
後
三
十
余
年
の
今
、
戦
没
者
の

寡
婦
は
減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、
時
代
の
流
れ
に
し
た
が
い
新
な
母
子

家
庭
が
激
増
し
て
お
り
、
病
死
に
つ
ぎ
生
別
、
交
通
事
故
、
労
災
事
故

等
、
数
に
お
い
て
会
の
発
足
当
時
と
あ
ま
り
変
化
の
な
い
こ
と
が
県
の

調
査
で
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

中
之
条
町
の
若
年
母
子
家
庭
数
ハ
十
八
歳
未
満
の
子
供
を
か
か
え
た

五

童

福

ネ止

児

1 

児
童
福
祉
法
の
制
定

社会福祉第八章

母
と
子
の
家
〉
一
四
五
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
母
子
福
祉
対
策
は
年
々

向
上
し
て
お
る
も
の
の
一
家
の
柱
を
失
っ
た
母
と
子
の
家
に
は
幾
多
の

困
難
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
苦
難
の
荒
浪
を
乗
り
こ
え
る
子
弟
を
成
人

さ
せ
る
こ
と
の
出
来
た
寡
婦
と
も
ど
も
扶
け
合
い
、
励
ま
し
合
っ
て
お

互
い
の
宰
を
自
分
遠
の
手
で
聞
く
よ
う
団
結
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
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誌

的
児
童
に
関
す
る
す
べ
て
の
問
題
に
つ
い
て
、
家
庭
そ
の
他
か
ら
の

相
談
に
応
ず
る
。

肘
児
童
及
び
そ
の
家
庭
に
つ
い
て
必
要
な
調
査
並
び
に
医
学
的
、
心

理
学
的
、
教
育
学
的
、
社
会
学
的
、
精
神
衛
生
法
上
の
立
場
か
ら
判

定
を
行
な
う
。

付
児
童
及
び
そ
の
保
護
者
に
つ
い
て
、
前
号
の
調
査
ま
た
は
判
定
に

も
と
づ
い
て
必
要
な
指
導
を
行
な
う
。

村
児
童
の
一
時
保
護
を
行
な
う
。

732 

会ネ土

等
で
あ
り
、
各
担
当
地
区
に
は
、
児
童
福
祉
司
が
配
属
さ
れ
、
鋭
意
こ
の
業
務
に
と
り
く
ん
で
い
る
。

福
祉
事
務
所
児
童
及
び
妊
産
婦
の
福
祉
に
つ
い
て
、
そ
の
実
情
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
に
よ
り
、

指
導
調
査
を
行
っ
て
い
る
の
が
福
祉
事
務
所
で
あ
る
。
な
お
、
昭
和
三
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
、
吾
妻
福
祉
事
務
所
に
、
家
庭
児
童
相

談
室
が
設
置
さ
れ
、
非
常
勤
の
家
庭
相
談
員
が
前
記
児
童
相
談
所
や
保
健
所
、
町
村
等
と
緊
密
な
連
け
い
を
と
り
な
が
ら
、
家
庭
と
児
童

の
福
祉
に
つ
い
て
真
剣
に
と
り
く
ん
で
い
る
。

M
W
身
体
障
害
児
に
対
す
る
補
装
具
給
付
児
童
福
祉
法
に
も
と
づ
き
、
満
十
八
才
未
満
の
身
体
障
害
児
に
対
し
て
補
装
具
の
給
付
が
行

な
わ
れ
て
い
る
。
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
現
在
で
中
之
条
町
に
は
三
十
二
名
の
該
当
者
が
い
る
。

制
児
童
福
祉
施
設
へ
の
入
所
さ
ら
に
、
精
神
薄
弱
児
、
孤
児
、
母
子
家
庭
等
の
児
童
に
対
し
て
児
童
福
祉
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

現
在
中
之
条
町
に
は
こ
の
よ
う
な
施
設
は
な
い
が
、
任
意
団
体
で
あ
る
母
子
会
・
母
子
保
護
連
盟
・
心
身
障
害
者
育
成
会
等
の
努
力
で
各

地
の
施
設
に
入
所
し
て
い
る
。
中
之
条
町
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
児
童
の
入
所
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

児
童
福
祉
施
設
入
所
状
況
の
推
移
ハ
中
之
条
町
)

五
三ili
一言E
三一I JH( 

学し

三ーし一主一
学つ

EZl精

ごー|園b
関場|神

三す薄
二一IJ豆|弱

護チ

園~I 児

二-I~~I 施
護た

国主|設

園大
平1

二I!I 
一 |親

A 

'" 
δ| 計
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年年
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母

H 手
寮

一一|四四
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帯 帯
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中
之
条
町
の
児
童
福
祉

第八章社会福祉

一

一一一一一

一一

_1_1ー

一一

(
吾
妻
福
祉
事
務
所
資
料
)

保
育
所
の
設
置

所

中
之
条
町
で
は
保
育
に
欠
け
る
児
童
に
対
し
、
そ
の
児
童
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成

長
す
る
よ
う
、
保
育
所
を
設
置
し
て
い
る
。
特
に
労
働
事
情
の
変
化
は
年
々
保
育
の
需
要
度

が
高
ま
り
、
郡
内
に
は
現
在
八
保
育
所
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
中
之
条
町
で
は
次
表
の
よ

育

昭
和
五
十
年
四
月
現
在

保

書童保中 e 

四e

員E喜E 
保

万
育

保

所箇
育

所

所 名

四 中

• 万甲信個

蟻一町之字大
住

六、大字

ノ四、 四
所ノ、

五 八

中島

裏金事
所

長

武 名

一
一

震。
t 一六。昭和四一 事固主

七 ，ノA、a . 
四 四 四

日
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条之中



誌会社

児童手当支給状況の推移第17表

(中之条町〉

よケ!昭和吋同叩|同必年度|同 49年度|同 50年度
人

627 

588.00円O|' ω001 1山 0006.630.000 

ムロ 山付 M ，州 22…13叩州 39.656.000

注 昭和46年度~同47年度は受給者を5才未満11:限定、昭和48年度は受給者を10才未満11:限
定、昭和49年~同50年度は法定どおり受給者を18才未満含む全員とした。

(中之条町住民課資料)

う
に
三
保
育
所
が
設
置
さ
れ
、
町
民
か
ら
の
期
待
も
大
き
い
。
殊
に
管
内
の

三
保
育
所
は
保
育
時
聞
が
な
が
く
、
保
育
内
容
も
充
実
し
て
い
る
点
で
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
。

734 

こ
れ
ら
保
育
所
に
入
所
の
資
格
は
中
之
条
町
に
在
住
す
る
二
才
か
ら
四
才

迄
の
幼
児
と
し
、
そ
の
保
育
料
に
つ
い
て
は
当
該
家
庭
の
所
得
等
に
よ
っ
て

数
階
級
に
分
け
て
格
差
を
つ
け
て
い
る
が
、
生
活
保
護
家
庭
や
母
子
家
庭
の

幼
児
は
優
先
的
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

(2) 

児
童
手
当
の
支
給

児
童
が
心
身
と
も
に
す
こ
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、
国
民
す
べ
て
の
願

い
で
あ
り
、
家
庭
と
社
会
が
と
も
ど
も
に
児
童
の
健
全
な
育
成
に
つ
と
め
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
。
児
童
手
当
制
度
は
、
こ
の
よ
う
な
要
望
に
応
え
る
た
め

の
施
策
の
一
つ
と
し
て
生
れ
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
国
・
都
道
府
県
・
市

町
村
と
事
業
主
(
被
用
者
の
場
合
〉
が
費
用
を
持
ち
合
い
一
定
の
条
件
を
具

備
し
て
い
る
児
童
の
保
護
者
に
対
し
、
児
童
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
家
庭
生
活
の
安
定
と
児
童
の
健
全
育
成
と
資
質
の
向
上
を
は
か
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
制
度
で
あ
る
。

中
之
条
町
で
も
、
昭
和
四
十
七
年
一
月
か
ら
こ
の
制
度
を
実
施
し
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
支
給
状
況
の
推
移
を
第
臼
表
に
示
す
。



ω

委

児
童
福
祉
法
第
十
二
条
の
規
定
に
も
と
づ
き
、
中
之
条
町
に
も
児
童
委
員
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。
児
童
委
員
は
、
児
童
や
妊
産
婦
に
つ

い
て
、
常
に
そ
の
生
活
や
環
境
の
状
況
を
つ
ま
び
ら
か
に
し
、
そ
の
保
護
や
保
健
そ
の
他
の
福
祉
に
つ
い
て
、
援
助
と
指
導
を
行
な
う
こ

と
を
業
務
と
し
て
い
る
。
中
之
条
町
で
は
民
生
委
員
が
児
童
委
員
を
兼
務
し
、
児
童
福
祉
全
般
に
わ
た
っ
て
、
援
助
と
指
導
を
行
な
っ
て

い
る
。
特
に
、
前
記
児
童
手
当
の
支
給
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
態
を
調
査
し
て
の
適
応
な
査
定
、
身
体
障
害
児
に
対
す
る
適
切
な
措
置

等
、
児
童
福
祉
増
進
の
た
め
に
は
極
め
て
重
要
な
機
関
で
あ
る
。

児

童

員

ー..L..

ノ、

国

民

健

康

保

険

1 

町
村
合
併
前
の
国
民
健
康
保
険

第八章社会福祉

町
村
合
併
前
の
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
に
伊
参
村
が
普
通
組
合
と
し
て
設
立
認
可
を
得
た
の
が
最
初
で
あ
る
。

そ
の
後
、
他
の
町
村
も
産
業
組
合
の
代
行
と
し
て
、
昭
和
十
八
年
前
後
に
発
足
し
て
い
る
。
や
が
て
、
終
戦
の
混
乱
期
を
迎
え
る
が
、
そ

の
中
で
名
久
田
村
は
農
協
に
よ
り
代
行
組
合
と
し
て
事
業
を
継
続
し
た
が
、
他
の
町
村
は
い
ず
れ
も
、
昭
和
二
十
二
年
前
後
に
事
業
を
休

廃
止
し
た
。
し
か
し
、
国
民
健
康
保
険
の
重
要
性
は
こ
れ
を
放
置
す
る
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
。
伊
参
村
は
率
先
し
て
昭
和
二
十
四
年
、

こ
れ
を
公
営
事
業
と
し
て
再
開
し
、
続
い
て
名
久
田
村
が
同
二
十
七
年
・
沢
田
村
が
同
二
十
八
年
に
、
こ
れ
に
な
ら
っ
た
。

735 

〔
詳
細
は
第

二
巻
第
十
章
国
民
保
険
の
項
〈
五
二
三
l
五
二
八
頁
)
を
参
照
〕
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町
村
合
併
後
の
国
民
健
康
保
険
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会

町
村
合
併
後
間
も
な
い
昭
和
三
十
年
九
月
、
中
之
条
町
は
全
町
に
国
保
事
業
を
実
施
し
た
が
、
当
時
の
加
入
状
況
は
、
世
帯
数
三
、
四

四
四
、
被
保
険
者
数
は
一
八
、
二
六
一
人
ハ
総
人
口
一
一
一
一
一
、
一
九
五
人
)
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
幾
度
か
制
度
改
正
が
行
な
わ
れ
た

が
、
福
祉
行
政
の
強
化
・
充
実
が
要
請
さ
れ
る
中
で
、
被
保
険
者
の
負
担
軽
減
・
優
遇
措
置
が
実
現
し
て
い
っ
た
。
そ
の
推
移
を
た
ど
る

み」、

ネ士

昭
和
三
十
六
年
四
月
国
民
皆
保
険
達
成
。

同
三
十
八
年
十
二
月
世
帯
主
が
七
割
給
付
と
な
る
。

同
四
十
年
三
月
被
保
険
者
全
部
が
七
割
給
付
と
な
る
。

同
四
十
四
年
十
月
乳
幼
児
医
療
費
無
料
と
な
る
。

同
四
十
六
年
四
月

間
四
十
八
年
十
月

間
四
十
九
年
十
月

老
人
医
療
費
無
料
と
な
る
。

重
度
心
身
障
害
者
児
の
医
療
費
無
料
と
な
る
。

高
額
療
養
費
支
給
制
度
発
足
、
入
院
患
者
に
適

用。

な
お
、
乳
幼
児
の
医
療
に
つ
い
て
は
、
乳
児
時
代
の
健
康
管
理
の
良
否
が
将
来
の
健
康
を
支
配
す
る
と
い
う
立
場
か
ら
、
昭
和
四
十
四

年
十
月
、
国
保
被
保
険
者
の
零
才
児
の
み
を
対
象
に
医
療
費
の
無
料
化
を
決
定
し
た
が
、
そ
の
後
幾
度
か
改
正
が
行
な
わ
れ
、
対
象
範
囲

も
拡
が
り
、
社
会
保
険
等
の
被
保
険
者
も
含
め
て
年
令
を
三
歳
ま
で
引
き
上
げ
社
会
福
祉
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

昭
和
田
十
九
年
度
に
お
け
る
中
之
条
町
の
乳
幼
児
医
療
状
況
を
み
る
と
、
受
給
対
象
者
九
二
三
人
、
医
療
費
支
給
額
六
、
二
二
、
八

二
三
円
、
乳
幼
児
一
人
当
平
均
支
給
額
六
、
七
三
七
円
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
年
を
追
っ
て
医
療
費
給
付
の
条
件
が
被
保
険
者
に
有
利
な
方
向
で
改
訂
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
最
近
の

傾
向
と
し
て
、
医
学
の
急
速
の
進
歩
と
適
切
な
健
康
管
理
に
よ
り
平
均
寿
命
は
驚
く
べ
き
伸
び
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
医
療
機
関

の
利
用
率
は
高
ま
り
、
当
然
な
が
ら
医
療
給
付
額
は
年
々
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。



中
之
条
町
に
お
け
る
二
十
年
間
の
医
療
費
の
推
移
を
第
四
衰
に
し
め
す
。

第
四
表

移
ハ
中
之
条
町
)

医

療

の

推

費

等

社会福祉

五九四四四四四 O四三三 長0 八七六五 五 O

一一一一一一一一一 世一一一一一一一一一一、一、一、一、一、一、一、一、一、
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付
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総
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会

七

中
之
条
町
の
国
民
年
金

社

1 

国
民
年
金
制
度
の
発
足

わ
が
国
に
は
、
従
来
官
公
庁
や
会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
る
人
を
対
象
と
し
た
恩
給
制
度
、
各
種
共
済
組
合
の
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
制

度
等
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
国
民
の
大
半
を
占
め
る
農
林
漁
業
の
従
事
者
、
零
細
企
業
、
自
由
業
等
の
経
営
者
や
従
業
員
に
は
年
金
制
度
は
な
く
極
め
て

不
安
定
な
状
態
に
お
か
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
戦
後
、
国
民
の
寿
命
は
著
し
く
の
び
、
人
口
の
老
令
化
傾
向
は
年
と
と
も
に
進
行
し
、
一

方
家
族
制
度
は
急
激
に
崩
れ
て
核
家
族
化
現
象
が
戦
後
の
社
会
的
特
徴
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
老
人
の
生
活
は
不
安
定
と
な
り
、
老
後

の
生
活
や
不
測
の
事
故
に
対
し
て
何
等
か
の
保
障
を
必
要
と
す
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
固
と
国
民
と
が
協
力
し
て
老
後

の
生
活
を
護
ろ
う
と
い
う
趣
旨
に
も
と
づ
い
て
制
定
さ
れ
た
の
が
国
民
年
金
制
度
で
あ
る
。

昭
和
三
十
四
年
十
一
月
か
ら
福
祉
年
金
の
支
給
が
開
始
さ
れ
、
さ
ら
に
同
年
四
月
か
ら
拠
出
制
年
金
制
度
が
全
面
的
に
実
施
さ
れ
、
国

民
は
何
等
か
の
年
金
制
度
に
加
入
し
一
定
の
年
令
に
達
し
た
際
、
ま
た
は
病
気
や
け
が
で
働
け
な
く
な
っ
た
時
、
あ
る
い
は
一
家
の
働
き

手
を
失
っ
た
場
合
、
い
ず
れ
か
の
年
金
を
受
け
る
こ
と
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
国
民
皆
年
金
の
制
度
が
確
立
し
た
わ
け
で
あ

る
。
そ
の
後
、
数
次
に
わ
た
っ
て
法
改
正
を
重
ね
、
現
在
の
制
度
を
み
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
国
民
年
金
は
、
一
定
の

期
間
保
険
料
を
納
め
て
年
金
を
受
け
る
拠
出
制
年
金
と
拠
出
制
年
金
制
度
が
発
足
し
た
時
、
す
で
に
高
令
者
で
あ
っ
た
人
、
あ
る
い
は
身

体
障
害
者
、
母
子
世
帯
で
あ
っ
た
人
を
対
象
と
す
る
福
祉
年
金
(
無
拠
出
制
)
に
大
別
さ
れ
て
い
る
。



2 

中
之
条
町
に
お
け
る
拠
出
制

年
金

園
年
年
金
被
保
険
者
の
加
入
状
況
は
、

制
度
が
年
を
追
っ
て
改
善
さ
れ
、
充
実
し

カ日

入

状

況

て
き
た
こ
と
と
、
区
長
を
中
心
と
す
る
民

間
協
力
者
の
努
力
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て

年
々
増
加
の
一
途
を
辿
り
、
昭
和
四
十
九

年
度
末
に
お
け
る
強
制
加
入
対
象
者
の
加

入
率
は
、
九
九
・
六
%
に
達
し
た
。
ま
た

若
年
任
意
加
入
者
数
も
一
、
四

O
七
名
を

か
ぞ
え
る
に
至
っ
た
。
町
の
国
民
年
金
適

社会福祉

用
率
の
推
移
を
下
の
図
表
に
示
し
て
お

〈

状

況

第八章

検

年
金
支
給
の
基
礎
と
な
る
の
は
、
国
民

年
金
保
険
料
で
あ
る
が
、
そ
の
収
納
率

(2) 

認

中之条町の国民年金適用率の推移

二長|平 J54 JS L 
sか/

%110 

100 

m 

制

舗 43 49年度

C中之条町役場住民課資料〉

44 42 40 38 昭和路

70 

国民年金保険料検認率の推移(中之条町〉

46 48 49年度

〈中之条町役場住民課資料〉

44 42 

% 
110 

;
1

・・

au a
 

100 

90 

739 



誌会社

拠出制年金受給状況第19表

中之条町〈昭50.4.1)

区 分 |件数|年金額

老令年金 647人 89，121，460円

障害年金 34 11，424，240 

母子年金 52 14，839，680 

遺児年金 l 278，640 

寡婦年金 6 359，445 

計 1753 1116， 023，必5

〈
検
認
率
と
い
う
〉
は
昭
和
三
十
六
年
の
年
金
制
度
制
定
の
初
期
の
段
階
で
は
十
分
な

収
納
率
を
み
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
制
度
が
改
善
さ
れ
、
ま
た
趣
旨
の

740 

(中之条町役場住民課資料)

周
知
、
徹
底
と
相
候
っ
て
年
々
着
実
に
上
昇
を
続
け
、
前
頁
の
図
表
が
示
す
よ
う
に
、

昭
和
四
十
六
年
度
末
に
は
検
認
一

O
O
Mを
達
成
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

na 
拠
出
制
国
民
年
金
の
支
給
ハ
給
付
)
は
、
障
害
年
金
、
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
が
昭

拠
出
制
年
金
の
給
付
状
況

和
三
十
七
年
五
月
か
ら
、
老
令
年
金
と
寡
婦
年
金
は
、
昭
和
四
十
六
年
五
月
か
ら
本
格

的
に
開
始
さ
れ
た
。

昭
和
五
十
年
四
月
一
日
現
在
の
中
之
条
町
の
年
金
別
受
給
権
者
の
件
数
と
年
金
額
は
第
臼
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

3 

福
祉
年
金
の
給
付

福
祉
年
金
は
前
記
の
拠
出
制
年
金
よ
り
一
足
先
に
、
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
か
ら
支
給
が
開
始
さ
れ
た
。
第
一
回
の
支
給
日
は
、
翌
年

三
十
五
年
三
月
三
日
、
桃
の
節
句
の
佳
日
、
全
国
の
郵
便
局
の
窓
口
に
は
、
福
祉
年
金
を
受
領
す
る
人
々
の
喜
び
で
湧
い
た
。
た
だ
前
記

の
と
お
り
初
期
の
段
階
で
は
余
り
に
も
給
付
額
が
僅
少
で
あ
っ
た
た
め
、
ア
メ
玉
年
金
な
ど
と
酷
評
す
る
む
き
も
あ
っ
た
。
し
か
し
七
十

年
の
苦
難
に
耐
え
て
こ
ら
れ
た
高
令
者
の
方
ゃ
、
身
体
障
害
に
苦
し
み
抜
い
た
方
、
そ
し
て
、
生
計
の
柱
を
失
っ
た
母
子
家
庭
に
と
っ
て

は
、
大
き
な
福
音
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
ま
た
政
府
の
眼
ゃ
、
国
民
の
眼
が
、
こ
う
し
た
人
々
に
注
が
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な
前
進

で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
福
祉
年
金
の
給
付
額
も
、
第
別
表
(
次
頁
〉
の
と
お
り
幾
度
か
改
訂
が
行
な
わ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
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福祉年金額の推移

区

第20表

l~ t白同年度137干ゐ 1- 43 1 46 1 49T 50 

1 年金額 b，品川00!1問。1 肌 ω01 27， 6001 90，州 144，400
長詰f"i:州i;州品。!i;jiili訓示s'oor"i;i;'oo'o
年金額 I i 1 I 削 001108，000
~......tii'T""""""1ï............f................f................r.....s:'SÖõ!"'g:ゐ

年金額 l削 0仙

月詰|…b司|ドi，iふふ:一…0…副b!ii;b……j"''';;:''7白'....... 3:ム両 示i…，8ふb白州or"i示ii5い…，」泌b記而』ゐb 
年金額 l同ロ山，0叫2乞2，0州8，0州 2ω01 削 0∞州01肌州肌2却0∞0 

月額 1而1，……d4iiL;ぷんゐ…0:H1，一吋or"'2記;戸勾b司1".....;:ゐ…b司".....9.;元州5司'..... i込5;反5…b白b 

老令年金

老令給付金

障害年金

分

母子年金

中之条町における福祉年金給付状況

(昭和50.4.1現在〉

区 分 件 数 年 金 額

円
1， 184 101， 610， 000 

老令給付 金 108 7，128，000 
障害年金 134 17，896，800 
母子年金 4 480，000 
総 127，114，8001 

第21表

な
お
、
中
之
条
町
に
お
け
る
昭
和
五
十

年
四
月
一
日
現
在
の
給
付
状
況
は
第
幻
表

(中之条町役場住民課資料)

の
と
お
り
で
あ
る
。

4 

国
民
年
金
特
別
融
資

国
民
年
金
は
、
被
保
険
者
か
ら
納
付
さ

れ
た
一
定
額
の
保
険
料
に
国
の
負
担
分

〈
納
付
さ
れ
た
保
険
料
の
半
額
)
を
加
え
て

国
民
年
金
特
別
会
計
に
積
み
立
て
ら
れ
、

こ
れ
が
年
金
給
付
の
際
の
財
源
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
積
立
金
は
す
べ
て
大
蔵
省
資

金
運
用
部
に
預
託
さ
れ
財
政
投
融
資
計
画

に
し
た
が
っ
て
運
用
さ
れ
て
い
る
。
特
に

そ
の
中
の
二
五
%
に
相
当
す
る
額
に
つ
い

て
は
、
国
民
年
金
特
別
融
資
と
し
て
被
保

険
者
や
、
そ
の
家
族
の
福
祉
の
増
進
、
健

康
の
保
持
に
必
要
な
分
野
に
還
元
し
、
ま

た
厚
生
福
祉
施
設
等
の
整
備
の
た
め
融
資

741 



:ii5 ノ逸
品~I: 

年度別融資状況(中之条町〉

|事業ま ! 
年 度 |は施設主 i融資額

|国民宿舎 lM00万円
;簡易水道 I 650. 

!簡易水道 100 • 
プール:1， 500 H 

プ ール 270 • 
簡易水道 I350. 

保育所 I430. 

筒易水道 I360. 

保育所 i 720. 

合計「一日iF7
(中之条町役場住民課資料)

さ
れ
て
い
る
。

742 

(昭和41~48)

第22表

昭40~41

• 41 
42 

43 

44 

46 

46 

47 

48 

中
之
条
町
に
お
け
る
融
資
状
況
を
み
る
と
、
昭
和
四
十
年
か
ら
同
四

十
九
年
ま
で
の
十
年
間
に
件
数
で
九
件
、
融
資
額
は
一
億
七
八

O
万
円

に
達
し
、
住
民
福
祉
の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
年
度

別
融
資
状
況
を
第
沼
表
に
示
す
。

八

身
体
障
害
者
福
祉

1 

身
体
障
害
者
福
祉
制
度
の
あ
ゆ
み

身
体
障
害
者
福
祉
対
策
の
目
的
は
、
身
体
の
ハ
ン
デ
キ
ャ
ッ
プ
を
補
い
、
ま
た
は
障
害
の
軽
減
除
去
に
努
め
る
と
と
も
に
、
日
常
の
生

活
能
力
や
職
業
能
力
を
回
復
さ
せ
て
一
日
も
早
く
社
会
、
経
済
生
活
に
復
帰
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
戦
前
の

身
体
障
害
者
福
祉
対
策
は
、
一
部
の
特
殊
の
援
護
の
ほ
か
は
、
な
ん
ら
見
る
べ
き
も
の
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
戦
争
に
よ
っ
て
生
じ
た
傷

疾
軍
人
に
対
す
る
援
護
対
策
だ
け
は
、
国
の
特
別
の
意
図
の
も
と
に
諸
外
国
に
も
決
し
て
劣
ら
な
い
組
織
と
規
模
を
も
っ
て
積
極
的
に
実

施
さ
れ
て
い
た
。

終
戦
後
、
占
領
政
策
に
よ
っ
て
傷
疾
軍
人
対
策
が
全
面
的
に
廃
止
さ
れ
、
加
え
て
経
済
情
勢
の
悪
化
は
身
体
障
害
者
を
極
度
の
困
窮
に

追
い
こ
ん
だ
の
で
あ
る
。
政
府
は
こ
の
現
状
を
憂
慮
し
、
す
み
や
か
に
恒
久
的
な
福
祉
対
策
を
樹
立
す
る
必
要
を
痛
感
し
、
昭
和
二
十
四

年
十
二
月
身
体
障
害
者
福
祉
法
を
制
定
し
、
翌
二
十
五
年
四
月
こ
れ
が
実
施
の
運
び
と
な
っ
た
。
同
法
の
第
二
条
で
は
、
身
体
障
害
者
福



祉
の
理
念
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
即
ち
「
す
べ
て
身
体
障
害
者
は
、
自
ら
進
ん
で
そ
の
障
害
を
克
服
し
、
す
み
や
か
に
社
会
経
済

活
動
に
参
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
自
ら
の
厚
生
へ
の
努
力
を
前
提
と
し
、
一
方
園
、
県
、
市
町
村

も
身
体
障
害
者
の
厚
生
を
積
極
的
に
援
助
し
、
必
要
な
保
護
対
策
を
講
じ
て
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
よ
う
強
く
要
請
し
て
い
る
。
そ
の

後
昭
和
四
十
一
年
十
一
月
、
身
体
障
害
者
福
祉
審
議
会
の
答
申
を
契
機
と
し
て
福
祉
対
策
の
充
実
、
強
化
が
は
か
ら
れ
た
。
そ
の
現
れ
と

し
て
昭
和
四
十
二
年
に
は
身
体
障
害
者
の
範
囲
の
拡
大
、
身
体
障
害
者
相
談
員
お
よ
び
家
庭
奉
仕
員
制
度
の
創
設
、
昭
和
四
十
四
年
度
に

は
日
常
生
活
用
具
給
付
制
度
の
創
設
、
さ
ら
に
昭
和
四
十
五
年
度
に
は
自
動
車
操
作
訓
練
制
度
の
創
設
な
ど
、
年
を
追
っ
て
制
度
は
充
実

さ
れ
、
整
備
さ
れ
な
が
ら
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。

2 

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

第八章社会福祉

前
述
の
よ
う
な
経
過
の
中
か
ら
、
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
の
数
も
年
々
増
加
し
て
い
る
。
中
之
条
町
の
手
帳
保
持
者
の
推
移
を
第
犯

表
(
次
頁
)
に
示
し
て
お
く
。

こ
の
表
で
目
立
つ
こ
と
は
、
福
祉
事
務
所
開
設
の
年
、
昭
和
二
十
六
年
度
に
は
、
全
部
で
一
一
ニ
六
名
で
あ
っ
た
身
体
障
害
者
手
帳
の
所

持
者
が
、
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
現
在
に
は
一
、
九
九

O
名
と
な
り
、
一
四
・
六
倍
の
伸
び
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
今
後

身
体
障
害
者
に
対
す
る
福
祉
対
策
の
充
実
に
と
も
な
っ
て
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。

な
お
身
体
障
害
の
中
、
肢
体
不
自
由
が
圧
倒
的
に
多
く
、
昭
和
五
十
年
四
月
現
在
、
五
一
・
六
劣
を
示
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き

こ
と
で
あ
る
。

743 
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第23表中之条町における手帳所持者の推移

よ~\視覚障害|聴覚障害 1=吋集自信|内部障害|

昭33 経 35 29 9 99 

n 36. 3末 64 59 3 152 
' 

• 38. 3末 75 59 3 157 
H 

u 39. 3末
81 62 3 165 • 

041. 2末
84 69 3 166 

" 
H 42. 2末

90 72 3 170 • 
• 48. 4. 1 72 103 H 

2 186 7 

H 49. 3末
97 112 

' 
2 205 7 

• 50. 4. 1 109 110 3 225 9 • 

昭と4和昭月和3比2較.520年月 74増 81増 6滅 126増

吾昭月和妻15郡日0年現全在体4 609 308 10 1，028 35 

障害比率 30.6% 15.5 0.5 

(吾妻福祉事務所資料)
(註〉 昭和42年度から内部障害が障害者として適用を受げる。

計

170 

278 

294 

311 

322 

335 

390 

423 

456 

275増

1， 990 

100 

744 



3 

身
体
障
害
者
へ
の
施
策

m
補
装
具
、
日
常
生
活
用
具
等
の
給
付

身
体
障
害
者
が
、
身
体
的
機
能
の
一
部
を
喪
失
、
ま
た
は
損
傷
し
て
い
る
部
分
を
補
う
も
の
と
し
て
補
装
具
の
給
付
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

身
体
障
害
者
福
祉
対
策
の
中
で
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
特
に
最
近
の
補
装
具
の
改
良
、
進
歩
は
日
進
月
歩
で
あ
り
、
新
し

く
開
発
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
補
装
具
は
、
身
体
障
害
者
に
と
っ
て
は
何
物
に
も
替
え
難
い
大
き
な
福
音
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
最
近
三
カ
年
、
中
之
条
町
で
実
施
し
て
い
る
補
装
具
の
給
付
状
況
を
示
す
。

中
之
条
町
に
お
け
る
補
装
具
日
常
生
活
用
具
給
付
状
況

計

第八章社会福祉

き吾望墜と五

! 
三-，，:~ 

τ-11τ 
----，---1 1: 

Z 

計

医
療
費
の
無
料
化

中
之
条
町
で
は
、
さ
ら
に
、
昭
和
四
十
八
年
十
月
か
ら
左
の
条
件
に
該
当
す
る
方
に
対
し
て
、
医
療
費
の
無
料
化
に
踏
み
切
っ
た
。

(
川
精
神
ま
た
は
身
体
に
重
度
の
障
害
を
有
す
る
方
同
三
歳
か
ら
六
十
五
歳
未
満
で
中
之
条
町
に
居
住
さ
れ
る
方
制
国
民
健
康
保
険
の
被

(釘

745 



保
険
者
〉
。
そ
の
後
、
無
料
化
の
対
策
を
拡
大
し
、
社
会
保
険
等
の
被
扶
養
者
を
も
そ
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
改
正
し
て
い
る
。

中
之
条
町
が
昭
和
四
十
九
年
度
中
に
取
扱
っ
た
重
度
心
身
障
害
者
(
児
〉
の
医
療
費
の
支
結
状
況
を
み
る
と
、
受
給
対
象
者
一

O
一

人
、
支
給
額
平
均
三
一
、
六
五
一
円
で
あ
っ
た
。

ω
身
体
障
害
者
家
庭
奉
仕
員

重
度
身
体
障
害
者
の
家
庭
を
訪
問
し
、
家
事
介
護
相
談
、
助
言
指
導
等
を
行
な
う
家
庭
奉
仕
員
の
制
度
化
か
ら
や
や
お
く
れ
、
中
之
条

町
で
は
昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
こ
れ
を
実
施
し
て
い
る
。
奉
仕
員
と
し
て
都
所
洋
子
を
委
嘱
し
、
現
在
ま
で
献
身
的
な
奉
仕
を
続

け
て
い
る
。
都
所
奉
仕
員
に
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
身
体
障
害
者
の
一
人
、
高
橋
虎
寿
は
次
の
よ
う
な
感
謝
の
手
紙
を
よ
せ
て
い

誌会社

る

高

橋

虎

寿

都
所
さ
ん
が
い
つ
も
明
る
く
身
体
の
不
自
由
な
私
た
ち
を
励
ま

し
、
元
気
づ
け
て
下
さ
る
こ
と
を
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
三
十
年
間
も
寝
た
き
り
の
暗
い
生
活
で
す
。
社
会
と
の
交

流
も
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
都
所
さ
ん
が
聞
か
せ
て
下
さ
る

世
間
話
が
本
当
に
楽
し
み
で
す
。

障
害
者
の
私
達
に
と
っ
て
一
番
こ
ま
る
こ
と
は
、
重
い
物
が
動
か

せ
な
い
こ
と
で
す
。
い
つ
で
し
た
か
、
都
所
さ
ん
は
箱
の
下
に
車
を

と
り
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
お
か
げ
で
今
で
は
自
由
に
箱
が
動
か
せ

(4) 

ま
す
。
ま
た
私
の
家
は
、
町
に
遠
い
の
で
買
物
に
は
苦
労
し
ま
す
。

都
所
さ
ん
は
、
い
つ
も
親
切
に
H

何
か
買
っ
て
く
る
も
の
は
な
い
H

と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。

夏
の
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
の
物
を
洗
濯
し
て
下
さ
っ
て
い

る
都
所
さ
ん
に
、
「
私
達
障
害
者
は
ホ
I
ム
ヘ
ル
パ

l
の
方
に
本
当

に
感
謝
し
て
い
ま
す
よ
」
と
言
い
ま
し
た
。
す
る
と
都
所
さ
ん
は

「
私
達
に
感
謝
す
る
の
で
な
く
、
制
度
に
感
謝
し
て
下
さ
い
ね
」
と

申
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
を
き
い
て
私
は
都
所
さ
ん
の
温
い
心
に

お
が
み
た
い
よ
う
な
気
持
に
な
り
ま
し
た
。

746 

身
体
障
害
者
相
談
員

と
も
す
れ
ば
孤
独
に
お
ち
い
り
易
い
身
体
障
害
者
の
方
の
よ
き
相
談
相
手
と
な
り
心
の
支
え
に
な
っ
て
欲
し
い
、
そ
し
て
明
か
る
い
方



向
を
指
向
し
て
も
ら
い
た
い
。
こ
ん
な
願
望
を
こ
め
て
身
体
障
害
者
相

談
員
制
度
が
生
れ
た
。
相
談
員
は
群
馬
県
知
事
の
委
嘱
で
あ
る
が
、
奉

仕
的
篤
志
的
な
活
動
で
あ
る
。
本
部
で
は
十
名
の
相
談
員
が
委
嘱
さ
れ

ホームヘルパーの事仕

て
い
る
が
、
中
之
条
町
で
は
現
在
、
村
田
忠
男
ハ
中
之
条
)
と
折
田
政

三
ハ
折
田
〉
が
活
動
し
て
い
る
。

四
身
体
障
害
者
の
た
め
の
施
設

前
述
の
よ
う
に
、
身
体
障
害
者
が
年
毎
に
増
加
の
傾
向
に
あ
り
な
が

ら
、
中
之
条
町
に
は
身
障
者
に
対
し
て
医
学
的
療
法
を
行
な
い
、
特
に

機
能
俊
復
訓
練
を
積
極
的
に
実
施
し
て
患
者
の
社
会
復
帰
を
促
進
す
る
施
設
が
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
去
る
昭
和
三
十
七
年
、
群
馬
県
医

師
会
の
手
に
よ
っ
て
沢
渡
病
院
(
俗
称
〉
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
身
体
障
害
者
は
い
う
ま
で
も
な
く
地
域
住
民
に
と
っ
て
も
大

き
な
喜
び
で
あ
る
。
ハ
こ
の
病
院
に
つ
い
て
は
、
医
療
保
険
の
項
で
詳
述
し
た
〉
。

九

精
神
薄
弱
者
福
祉

第八章社会福祉

1 

精
神
薄
弱
者
福
祉
法
の
制
定

知
恵
お
く
れ
の
子
供
を
持
っ
た
り
、
家
族
の
中
に
精
神
薄
弱
者
が
居
た
り
す
る
と
、
従
来
は
精
々
も
す
る
と
、
う
し
ろ
め
た
さ
を
感
じ

て
自
分
が
悪
い
こ
と
で
も
し
た
よ
う
に
思
っ
た
り
し
て
、
世
間
態
を
は
ば
か
り
、
こ
れ
を
隠
し
た
が
り
、
そ
の
実
態
は
必
ず
し
も
顕
在
的

747 



誌

で
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
払
拭
す
る
こ
と
は
、
本
人
の
将
来
に
と
っ
て
極
め
て
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
社
会
の
人
々

の
温
か
い
認
識
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
家
族
の
深
い
理
解
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
前
提
に
立
っ
て
こ
そ
、
精
神
薄
弱
者
の
福

祉
は
前
進
す
る
の
で
あ
る
。
医
学
、
心
理
学
の
発
達
は
、
こ
れ
ら
の
人
々
に
好
ま
し
い
環
境
を
与
え
、
適
切
な
指
導
が
行
な
わ
れ
る
な
ら

ば
、
社
会
の
構
成
員
と
し
て
立
派
に
そ
の
役
割
を
果
す
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
実
を
踏
ま
え
て
昭
和
三
十
五

年
四
月
一
日
か
ら
精
神
薄
弱
者
福
祉
法
が
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
法
律
の
第
一
条
で
は
精
神
薄
弱
者
福
祉
の
目
的
を
次
の
よ
う
に

規
定
し
て
い
る
。
「
第
一
条
こ
の
法
は
精
神
薄
弱
者
に
対
し
、
そ
の
更
生
を
援
助
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
保
護
を
行
な
い
、
も
っ
て
精
神
薄
弱
者
の

748 

会社

福
祉
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
。

2 

そ

の

文オ

策

m
精
神
薄
弱
者
更
生
相
談
所

群
馬
県
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
と
も
な
い
、
精
神
薄
弱
者
更
生
相
談
所
を
設
置
し
、
十
八
才
以
上
の
精
神
薄
弱
者
を
対
象
と
し
て
医

学
的
・
心
理
学
的
及
び
職
能
的
判
定
を
行
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
精
神
薄
弱
者
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
こ
の
相
談
所
で
判
定

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(2) 

精
神
薄
弱
者
福
祉
司

ま
た
、
吾
妻
福
祉
事
務
所
に
は
、
精
神
薄
弱
者
福
祉
司
と
い
う
専
門
職
員
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
福
祉
司
は
、
精
神
薄
弱
者
の
実
態

を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
福
祉
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
、
必
要
に
応
じ
て
は
、
調
査
、
指
導
等
を
行
な
っ
て
い
る
。

ω
精
神
薄
弱
者
(
児
〉
の
状
況

精
神
薄
弱
者
福
祉
法
が
制
定
さ
れ
た
昭
和
三
十
六
年
、
中
之
条
町
で
把
握
さ
れ
た
精
神
薄
弱
者
(
児
〉
の
数
は
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
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男
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ハ
吾
妻
福
祉
事
務
所
資
料
)

男
A 

女
A 

女
B 

計Q 
一
六

(注
)

A
は
自
立
可
能
者
、

B
は
自
立
不
可
能
者
の
区
別
を
示
す
。

つ
い
で
に
昭
和
四
十
年
度
以
降
精
神
薄
弱
者
(
児
〉
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
人
数
の
動
き
を
み
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

精
神
薄
弱
者
(
児
〉
名
簿
登
載
数
の
推
移
〈
中
之
条
町
〉

社会福祉第八章

￥ 

登
録
数

四一一一
四 000八五
九七五三四二

八

才

以

上

ト

ト

女

I
Q
一一
E一
I
Q
=同一

I
Q
E

以

下

一

|

吾

一

以

上

四

六

一

O

六

九

一

四

八

一

O
一

八

九

一

O
一

八

八

一

五

六

一

六

六

一

一

八

山
Q
一
ほ
一
日
前
一
一
向
一
山
Q
庄一

二
一
九
一
二
二
一

二
一
九
一
二
三
一

八

才

未

満

ハ
注
)

I
Q
H知
能
指
数
。

I
Q
二
五
以
下
を
重
度
精
薄
、

-
Q
二
六

l
五
O
中
皮
精
薄
、

-
Q五
一
以
上
を
軽
度
精
薄
と
い
う
。

ハ
吾
妻
福
祉
事
務
所
資
料
〉
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こ
の
表
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
制
度
発
足
の
昭
和
三
十
六
年
に
は
中
之
条
町
に
お
い
て
、
そ
の
登
録
人
数
は
三
十
名
で
あ
っ
た
の

が
、
昭
和
五
十
年
九
月
末
日
現
在
で
は
一

O
七
名
と
な
り
、
実
に
三
・
六
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
を
み
て
も
、
前
に
述
べ
た
と
お
り

精
神
薄
弱
者
(
児
)
の
福
祉
は
家
族
並
び
に
一
般
社
会
の
温
い
理
解
と
認
識
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
す
る
。

精
神
薄
弱
者
が
そ
れ
ぞ
れ
適
合
す
る
施
設
に
入
り
、
更
生
の
道
を
講
ず
る
こ
と
は
、
極
め
て
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
た
め

の
施
設
も
年
と
と
も
に
拡
充
、
整
備
さ
れ
、
教
育
、
訓
練
の
方
法
も
大
き
な
進
歩
を
示
し
て
い
る
。

中
之
条
町
で
も
制
度
発
足
の
当
時
ハ
昭
和
三
十
五
年
〉
僅
か
二
名
の
方
が
入
所
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
年

々
入
所
者
の
数
が
増
加
し
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
推
移
を
辿
り
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。
最
近
の
施
設
収
容
状
況
を
次
表
に
示
し
て
お
〈
。

誌会社

精
神
薄
弱
者
施
設
収
容
状
況
の
推
移
ハ
中
之
条
町
〉

U/ぽ
一
あ
す
な
ろ
よ
さ
わ
ら
荘
一
三
霊
一
大
原
荘
一
院
長
立
ベ
町
一
し
ろ
や
ま
伊
立
職
親
一

一一一一一一一一一一一一一一一一千二

通

昭
四
八
、
四
、

8

四
九
、
五
、

，五
O
、
五
、

750 

ι
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a=闘

伸
精
神
薄
弱
者
相
談
員

精
神
薄
弱
者
自
身
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
家
族
の
人
達
に
と
っ
て
、
本
人
の
将
来
の
幸
せ
を
考
え
る
と
き
、
こ
の
問
題
は
ま
こ
と
に
深

刻
で
あ
る
。
こ
の
家
族
の
人
達
、
あ
る
い
は
本
人
の
よ
き
助
言
者
相
談
相
手
と
し
て
、
精
神
薄
弱
者
相
談
員
が
県
知
事
の
委
嘱
に
よ
り
、



篤
志
活
動
を
続
け
て
い
る
。

吾
妻
郡
で
は
、
現
在
(
昭
和
五
十
年
度
)
六
名
の
方
が
委
嘱
さ
れ
て
お
り
、
中
之
条
町
で
は
木
暮
春
芳
さ
ん
が
相
談
員
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
る
。

間
療
育
手
帳
制
度

こ
の
制
度
は
、
精
神
薄
弱
者
(
児
)
に
対
し
て
、
一
貫
し
た
指
導
・
相
談
を
行
な
う
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
人
達
に
対
す
る
各
種
の
援

助
措
置
を
円
滑
に
施
行
し
や
す
く
す
る
た
め
、
四
十
八
年
十
月
か
ら
手
帳
を
交
付
し
、
福
祉
の
増
進
を
は
か
つ
て
い
る
。

中
之
条
町
に
お
け
る
手
帳
交
付
状
況
は
、
昭
和
五
十
年
十
月
一
日
現
在
で
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

中
之
条
療
育
手
帳
交
付
状
況

理%

(注〉

A
は
重
度
精
神
薄
弱
者

B
は
軽
度
精
神
薄
弱
者

四
五八

八二
七 O

i子五

A 

B 

計

。
保

護

司

の

活

動

第八章社会福祉

1 

保
護
司
の
歴
史

更
生
保
護
の
仕
事
は
大
変
む
ず
か
し
く
、
且
つ
社
会
的
に
も
極
め
て
大
事
な
仕
事
で
あ
る
が
、
仕
事
の
性
質
上
そ
の
活
動
内
容
を
公
表

し
な
い
面
が
多
い
た
め
、
不
断
の
努
力
に
も
拘
ら
ず
一
般
の
社
会
人
に
は
余
り
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
わ
が
国
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誌会社

で
は
、
明
治
時
代
す
で
に
出
獄
人
保
護
会
と
い
う
組
織
が
あ
り
、
出
獄
者
に
対
し
て
、
保

護
の
手
が
さ
し
の
べ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
昭
和
期
に
入
り
名
称
も
免
囚
保
護
委
員
と

な
り
、
さ
ら
に
少
年
保
護
司
、
成
人
保
護
司
と
対
象
を
二
つ
に
分
け
て
保
護
・
観
察
が
行

752 

出獄人保護会幹事辞令

な
わ
れ
た
。

終
戦
を
迎
え
た
昭
和
二
十
四
年
更
生
保
護
法
が
制
定
さ
れ
、
少
年
・
青
年
を
一
本
化
し

て
保
護
司
と
そ
の
名
称
を
改
め
た
。
昭
和
二
十
七
年
以
来
保
護
司
と
し
て
献
身
的
な
努
力

を
続
け
ら
れ
、
現
在
吾
妻
保
護
司
会
長
で
あ
る
近
藤
や
ゑ
さ
ん
は
保
護
司
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

保
護
司
と
い
う
の
は
肩
書
き
だ
け
は
い
か
め
し
く
、
法
務
大
臣
の
任
命
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
保
護
司
と
し
て
の
手
当
は
無
く
、
担
当
を
受
持
っ
た
時
だ
け
実
費
支
弁
が
あ
る
だ
け
で

す
。
最
近
保
護
観
察
所
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
施
設
は
私
達
保
護
司
会
が
建
て

た
も
の
で
し
た
。
刑
務
所
か
ら
出
所
し
た
が
帰
住
地
が
な
い
人
達
の
た
め
に
、
生
活
が
安
定
す

る
ま
で
住
む
家
も
保
護
司
一
人
一
人
の
寄
附
で
建
て
た
の
で
す
。
今
で
に
た
づ
さ
わ
っ
て
み
る
と
、
そ
の
む
ず
か
し
さ
は
並
大
抵
の
も
の
で
は

は
、
同
じ
目
的
で
結
成
さ
れ
て
い
る
仏
教
保
護
会
と
共
同
し
て
立
派
な
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
出
所
者
の
家
族
の
方
々
の
自
覚
は
勿
論
で
す

建

物

が

で

き

ま

し

た

。

が

、

広

く

世

の

人

々

の

理

解

と

協

力

な

し

に

は

保

護

司

だ

け

が

い

か

に

更
生
保
護
と
い
う
仕
事
は
、
言
う
は
や
さ
し
い
が
、
実
際
そ
の
仕
事
頑
張
っ
て
も
成
果
を
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

2 

保
護
司
会
の
現
状

吾
妻
郡
内
に
は
、
保
護
司
と
し
て
任
命
さ
れ
て
い
る
方
が
現
在
(
昭
和
五
十
年
度
〉
四
十
六
名
で
あ
り
、
そ
の
中
、
中
之
条
地
区
の
保



護
司
は
次
の
十
三
名
で
あ
る
。

木
暮
儀
次
、
吉
田
芳
江
、
近
藤
や
ゑ
、
山
田
稲
作
、
桑
原
と
み
、
荒
井

晴
美
、
金
井
一
二
、
町
田
頴
吾
、
吉
水
霊
順
、
唐
沢
姫
雄
、
蟻
川
篤
美

唐
沢
光
寿
、
青
木
健
児

な
お
、
郡
内
保
護
司
の
方
々
に
よ
っ
て
、
吾
妻
保
護
区
保
護
司
会
が
組
織
さ
れ
、
相
互
の
連
絡
を
は
か
り
つ
つ
、
保
護
観
察
活
動
徹
底

の
た
め
に
努
力
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
会
の
規
約
第
二
条
お
よ
び
第
五
条
に
は
、
そ
の
目
的
と
事
業
が
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

第
二
条
本
会
は
、
吾
妻
保
護
区
の
保
護
司
を
も
っ
て
組
織
し
、
そ

の
目
的
は
保
護
司
の
連
絡
を
は
か
り
、
保
護
観
察
活
動
の
徹
底
を
期
し

て
更
生
保
護
事
業
の
発
展
に
資
す
る
も
の
と
す
る

第
三
条
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
左
の
事
業
を
行
な

友
1
'

。

一
保
護
司
相
互
の
連
絡
協
調
二
保
護
観
察
活
動
に
関
す
る
調

査
票
並
に
ケ
l

ス
研
究
会
等
の
開
催
三
更
生
保
護
思
想
の
普
及

四
地
域
社
会
の
浄
化
運
動
の
実
施
五
犯
罪
者
予
防
更
生
法
の
推

進
六
傘
下
団
体
へ
の
協
力
援
助

こ
の
保
護
司
会
は
、
こ
れ
が
運
営
に
あ
た
り
、
規
約
に
よ
り
役
員
が
選
任
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
五
十
年
度
の
本
会
の
役
員
は
、

会
長
近
藤
や
ゑ
副
会
長

原
と
み
会
計
吉
田
芳
江

大
島
保
、
都
丸
守
造
事
務
局
長
桑

監
査
桜
井
東
介
、
戸
谷
嘉
男
、
山
田

第八章社会福祉

稲
作

な
お
各
地
区
毎
に
地
区
理
事
が
選
任
さ
れ
て
い
る
が
、
中
之
条
町
の
地
区
理
事
は
次
の
方
々
で
あ
る
。

旧
中
之
条
地
区
荒
井
晴
美
沢
田
地
区
吉
水
霊
順
伊
参
地
区
唐
沢
姫
雄
名
久
団
地
区
青
木
健
児

な
お
、
昭
和
五

0
年
度
の
歳
入
決
算
書
(
第
川
晶
表
〉
を
み
る
と
、
歳
入
の
大
部
分
が
、
特
志
家
寄
附
金
及
び
保
護
司
の
会
費
並
び
に
寄

付
金
で
運
営
さ
れ
て
い
る
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
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一一-Fi--!

主主

第
川
晶
表

A -社

寄

付

雑

収越

3 

更
生
保
護
婦
人
会

金入金A 
日

一

目

一

決

算

額

-

備

考

費

一

保

護

司

会

費

↑

七

六

、

0
0
0円
一
一
一
一
八
×
二
、

0
0
0

成

金

一

地

方

公

共

団

体

助

成

金

一

五

O
、
六
0
0
一

一

保

護

司

寄

付

金

十

金

一

特

志

家

寄

付

金

一

一

資

産

収

一

入

一

雑

収

一

金

一

繰

越

一

計

一

昭
和
五

0
年
度
歳
入
決
算
書

寄

付

入入

一
三
一
二
三
、

O
七
O

一
一
、
九
八
一
、
五
三
一

754 

町

キf

金

雑

収

五
三
、
五
五

O

一
、
二
五
六
、

O
O七

六
、
三

O
四

六、

0
0
0

金

助

成

社実

費

弁

償

明

募

金金

繰

越

預

利

金

子

保
護
司
活
動
に
対
す
る
協
力
と
し
て
主
な
活
動
を
し
て
い
る
婦
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
更
生
保
護
婦
人
会
が
あ
る
。
こ
の
団
体

は
、
全
国
更
生
保
護
婦
人
連
盟
の
も
と
、
都
道
府
県
、
地
区
へ
と
つ
な
が
る
全
国
組
織
の
も
の
で
あ
り
、
国
で
行
な
う
更
生
保
護
事
業
に

対
し
、
母
と
し
て
の
立
場
、
婦
人
と
し
て
の
立
場
か
ら
進
ん
で
こ
れ
に
協
力
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

中
之
条
地
区
に
は
現
在
(
昭
和
五
十
年
〉
三
十
一
名
の
会
員
が
あ
り
、
保
護
司
活
動
に
対
す
る
協
力
と
、
更
生
保
護
会
に
対
す
る
援
助

を
二
本
の
柱
と
し
て
、
明
る
い
平
和
な
社
会
を
つ
く
る
た
め
懸
命
の
努
力
を
続
け
て
い
る
。
な
お
昭
和
五
十
年
度
の
吾
妻
地
区
の
役
員
は

次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。



松会
代長

角
田
さ
わ
副
会
長
桑
原
と
み
、
吉
田
芳
江
会
計
今
井

監
査
外
丸
静
子
、
富
沢
か
ん
中
之
条
地
区
委
員
植
松
シ

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら

ズ
、
久
住
千
江
子
、
富
沢
ふ
み
、
唐
沢
た
ま

ー
社
会
福
祉
関
連
項
目
に
つ
い
て
|

昭
和
五
十
二
年
六
月
、
町
当
局
が
行
っ
た
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か

ら
、
社
会
福
祉
関
係
の
項
目
を
と
っ
て
、
こ
れ
に
関
す
る
町
民
の
意
向
を

う
か
が
う
こ
と
に
す
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
ま
ず

ω生
活
に
対
す

る
満
足
度
を
二
九
項
目
に
つ
い
て
実
施
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
社
会
福

村
児
童
福
祉
の
三
つ
に
つ

社会福祉

的
国
民
年
金
制
老
人
福
祉

い
て
町
民
の
満
足
度
を
問
う
て
い
る
。

ω行
政
へ
の
要
望
の
中
で
、
社
会

福
祉
対
策
の
具
体
的
施
策
を
六
項
目
を
あ
げ
て
、
そ
の
一
つ
を
選
ば
せ
て

祉
関
係
で
は

い
る
。

第八章

川
社
会
福
祉
状
況
に
対
す
る
満
足
度

前
掲
の
国
民
年
金
、
老
人
福
祉
・
児
童
福
祉
の
現
況
に
つ
い
て
の
状
況

判
断
(
普
通
・
よ
い
・
わ
る
い
、
非
常
に
よ
い
・
わ
る
い
の
五
段
階
〉
を

計

(地区別)

名久田
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誌

み
る
と
、

756 

会

町
全
体
と
し
て
、
三
項
目
と
も
に
六
割
余
の
人
々
が
普
通
と
し
て
い

る
。
そ
し
て
二
O
%
前
後
の
人
た
ち
が
わ
る
い
と
し
、
一
五

t
一
六
%

の
人
が
よ
い
と
判
断
し
て
い
る
。
三
つ
の
う
ち
で
は
国
民
年
金
が
わ
る

い
と
い
う
人
々
の
割
合
が
少
く
、
こ
れ
に
対
し
て
児
童
福
祉
が
わ
る
い

と
い
う
人
々
の
割
合
が
一
番
多
く
な
っ
て
い
る
。

ネ土

∞
社
会
福
祉
対
策
中
の
行
政
重
点
志
向

福
祉
対
策
の
具
体
的
施
策
と
し
て
的
老
人
福
祉
対
策

度
の
充
実
付
低
所
得
対
策
を
あ
げ
て
い
る
が
、
調
査
結
果
に
よ
る
と
、

肘
心
身
障
害
者
対
策

付
母
子
福
祉
対
策

判
児
童
福
祉
対
策

例
年
金
制

町
全
体
と
し
て
は
、
老
人
福
祉
対
策
へ
の
要
望
が
第
一
位
で
、
三

六
・
二
%
で
圧
倒
的
に
つ
よ
い
。
つ
い
で
年
金
制
度
の
充
実
ニ
O
%
、

さ
ら
に
児
童
福
祉
対
策
一
五
・
五
%
、
心
身
障
害
者
対
策
一
五
・
四
%
、

母
子
福
祉
対
策
六
・
七
%
、
低
所
得
者
対
策
五
・
二
%
と
な
っ
て
い

る
。
つ
ぎ
に
全
町
及
び
地
区
別
の
結
果
を
前
頁
の
図
表
に
示
す
。
こ
れ

に
よ
る
と
老
人
福
祉
対
策
へ
の
要
望
で
は
、
伊
参
、
沢
田
地
区
で
は
四

O
%
を
こ
え
て
い
る
。
児
童
福
祉
対
策
で
は
伊
参
地
区
が
二
O
%
に
近

-u 

な
お
こ
の
調
査
で
は
、
町
政
の
重
点
志
向
に
つ
い
て
二
二
項
目
を
あ
げ
て
町
民
の
要
望
を
き
い
て
い
る
が
、
調
査
結
果
を
み
る
と
、
第

一
位
の
道
路
の
整
備
に
つ
い
で
社
会
福
祉
へ
の
要
望
が
第
二
位
を
し
め
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

第
九
章

環

境

生

活

町
部
村
部
の
変
貌



吾
妻
郡
都
に
ふ
さ
わ
し
い
、
生
活
環
境
豊
か
な
、
農
商
工
一
如
の
理
想
的
な
田
園
都
市
の
建
設
を
目
標
に
、
中
之
条
町
と
そ
れ
に
隣
接

す
る
沢
田
、
伊
参
、
各
久
田
の
三
カ
村
が
合
併
し
、
昭
和
三
十
年
四
月
十
五
日
発
足
し
た
新
中
之
条
町
は
、
そ
の
後
二
十
年
間
に
ど
の
よ

う
な
社
会
変
貌
を
と
げ
た
か
。

急
速
な
都
市
化
に
伴
う
、
核
家
族
化
、
経
済
圏
、
生
活
圏
の
拡
大
に
よ
る
生
活
様
式
の
多
様
化
と
都
市
生
活
様
式
の
浸
透
は
、
実
に
顕

著
で
あ
っ
た
。
町
の
生
活
、
村
の
生
活
、
職
業
、
労
働
の
推
移
な
ど
を
一
瞥
し
て
生
活
環
境
と
の
ふ
れ
あ
い
の
実
相
を
解
明
す
る
。
そ
れ

に
併
せ
て
、
社
会
環
境
施
設
の
進
展
|
|
地
域
居
住
者
の
生
活
環
境
を
守
る
た
め
、
町
で
は
ど
の
よ
う
な
施
策
を
推
進
し
た
か
、
そ
の
努

力
の
歴
史
に
も
ふ
れ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

1 

町
部
の
拡
大
発
展
と
農
村
部
の
都
市
化

町
部
と
そ
の
周
辺
の
拡
大
発
展

第九章生活環境

町
部
拡
大
発
展
の
契
機
は
い
ろ
い
ろ
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ま
ず
第
一
が
中
之

条
町
上
水
道
の
完
成
で
あ
る
。
上
水
道
通
水
の
区
域
な
ら
、
ど
こ
へ
家
を
建
て
て
も
生
活

上
不
安
が
な
い
、
こ
れ
こ
そ
実
に
大
き
な
安
心
、
大
き
な
力
で
あ
る
。
昔
か
ら
太
陽
、
空

気
、
水
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
生
活
上
必
須
な
用
水
の
確
保
が
、
大
き
な
発
展
に
つ
な
が
る
の
で

あ
る
。
近
代
的
都
市
の
形
成
、
商
業
の
繁
栄
、
交
通
安
全
、
都
市
発
展
施
策
と
し
て
の
官

公
街
、
工
場
誘
致
な
ど
多
目
的
の
も
と
に
築
造
さ
れ
た
道
は
、
町
を
中
央
に
挟
ん
で
南
の

国
道
バ
イ
パ
ス
、
北
の
農
免
道
バ
イ
パ
ス
の
二
つ
で
、
こ
の
完
成
が
促
進
の
第
二
導
因
で

あ
る
。
こ
う
し
た
施
策
の
推
進
は
、
連
た
ん
地
区
目
指
し
て
の
人
家
の
集
中
移
動
と
な

北の農免道パイパス(町立ー中裏附近〕
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誌会社

町の近郊地区の戸数人口の推移

議きと
小川地区 地小原区 ・法満寺

戸数|人口 戸数|人口

昭和 31 544 

• 35 163 694 

' 40 32 151 230 914 

• 42 41 176 220 887 
u 43 54 206 914 

• 45 77 897 

" 48 100 379 

• 50 87 327 903 58 186 
備考 昭和50年小川地区上段の戸数人口は旧行政区、下段は

新設行政区

り
、
近
郊
農
家
の
耕
地
は
続
々
と
宅
地
化
し
、
そ
こ
に
庖
舗
が
開
か
れ
、
住
家

が
立
ち
な
ら
ぶ
な
ど
都
市
化
状
態
が
顕
著
に
な
る
。
そ
の
半
面
、
都
市
近
郊
農

家
の
宿
命
と
も
い
う
べ
き
土
地
手
放
し
の
た
め
の
余
儀
な
き
職
業
転
換
と
い
う

事
態
を
誘
発
し
、
日
を
逐
う
て
農
村
地
区
は
過
疎
化
の
状
態
に
な
り
つ
つ
あ

758 

る

ま
ず
こ
の
二
十
年
間
に
世
帯
人
口
の

大
き
く
変
動
し
た
地
区
を
と
っ
て
戸
数
・
人
口
の
急
増
・
急
減
の
状
況
を
み
よ

う
。
旧
中
之
条
町
の
小
川
(
第
四
区
〉
、
小
原
法
満
寺
ハ
第
十
二
区
〉
、
古
町
(
第

十
八
区
)
、
こ
れ
と
対
照
的
な
旧
名
久
田
村
の
栃
窪
地
区
(
第
十
五
区
)
と
大
原

地
区
(
第
十
六
区
〉
の
動
き
を
上
の
第
1
表
と
次
頁
第
2
表
に
示
す
。
町
部
に

あ
る
小
川
・
小
原
法
満
寺
、
古
町
の
三
地
区
は
、
い
ず
れ
も
世
帯
人
口
の
急
増

し
た
町
の
新
興
地
区
で
あ
る
(
小
原
法
満
寺
は
戸
数
増
に
比
し
て
四
十
年
代
に

は
人
口
増
は
停
滞
〉
。
こ
れ
に
対
し
て
、
栃
窪
、
大
原
は
戸
数
・
人
口
と
く
に
人
口
の
急
減
が
散
甚
な
地
区
で
あ
る
。

新
奥
地
区
の
住
宅
建
設
急
激
な
世
帯
増
加
に
よ
る
住
宅
対
応
策
と
し
て
町
の
公
営
住
宅
は
昭
和
三
十
三
年
十
五
戸
、
同
三
十
四
年
二

十
戸
、
同
四
十
四
年
八
戸
、
同
四
十
七
年
八
戸
、
同
四
十
八
年
十
二
戸
、
四
十
九
年
十
二
戸
計
九
十
ご
戸
、
な
お
住
宅
不
足
を
補
う
た

め
県
住
宅
供
給
公
社
の
分
譲
住
宅
を
四
十
二
、
四
十
三
の
二
カ
年
継
続
事
業
で
十
九
戸
を
小
川
に
建
設
し
、
四
十
八
年
と
五
十
年
に
勤
労

者
住
宅
協
会
営
住
宅
を
折
田
小
川
に
二
十
二
戸
、
同
じ
く
五
十
年
に
労
働
省
雇
用
促
進
事
業
団
の
ア
パ
ー
ト
一
棟
四
十
戸
を
二
棟
建
造
し

た
の
で
、
折
田
小
川
に
は
二
十
二
戸
の
普
通
住
宅
と
二
棟
八
十
戸
合
せ
て
百
二
戸
の
新
し
い
町
が
誕
生
し
て
い
る
。

第1表

世
帯
人
口
の
急
増
地
区
と
急
減
地
区



生活環境第九章

古町・栃窪・大原地区の戸数人口の推移

;子ぞき 雪市町地区

栃窪地区 大原地区

戸数|人口 戸数|人口 戸数|人口

昭 和 22刊39，1 351 31 48 109 
1陸 35 36 21 124 

ー
40 102 449 108 

' 42 112 35 101 
g 1 43 35 21 99 

d 

45 137 34 20
1 

88 N . 
N， 48 158 629 64 

• 50 187
1 

719
1 

16 56 

第2表

小川地区に建設された新興アパート住宅

専用住宅の新築改築の床面積〈戸数〉

命些里|小 川 |小原法満寺| 古 町

昭和 42 196.5(10) 116.3( 6) 60.1( 3) 

43 217.5( 9) 213.7( 8) 157.2( 9) 

45 235.2(10) 246.9(10) 

46 62.3( 3) 275.3(12) 414.6(18) 

47 46.7( 2) 195.6( 9) 187.0( 8) 

48 88.0( 3) 471.8(18) 176.4( 7) 

49 77.2( 3) 384.0(14) 560.1(23) 

50 110.5( 6) 231. 3( 8) 171.5( 4) 

備考()内は戸数

第3表

こ
こ
で
四
十
年
代
に
お
け
る
町
部
三
地
区
の
専
用
住
宅
の
新
築
改
築
床
面
積
を
第
3

表
に
示
す
。

問
農
村
部
の
都
市
化

町
部
を
目
指
し
人
家
が
集
中
の
傾
向
に
あ
る
た
め
農
村
部
が
過
疎
化
の
現
象
に
あ
る

こ
と
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
農
村
部
の
都
市
化
は
中
心
地
ま
た
は
そ
の
周
辺
地

区
に
み
る
外
形
的
な
人
家
の
連
た
ん
と
い
う
都
市
的
形
成
の
拡
大
と
は
異
な
る
内
在
的
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な
都
市
化
が
促
進
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
後
章
で
解
明
す
る
予
定
で
あ
る
が
、

町
部
と
共
通
点
も
多
い
が
生
活
様
式
の
都
市
化
、
家
族
の
変
化
、
職
業
の
細
分
化
等
に
そ

の
変
貌
が
顕
著
で
あ
る
。
勿
論
住
宅
も
都
会
化
し
て
い
る
。
特
に
町
部
に
接
続
し
て
い
る

青
山
、
折
田
、
長
久
保
、
高
津
な
ど
に
は
町
部
に
あ
る
よ
う
な
、
新
型
住
宅
が
続
々
と
建

設
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
こ
ば
か
り
で
な
く
、
町
内
全
般
が
そ
う
し
た
傾
向
に
あ
る

が
、
過
疎
化
の
甚
だ
し
い
栃
窪
の
新
築
住
宅
に
も
従
来
の
建
築
様
式
と
は
全
然
趣
を
異
に

し
た
都
会
的
、
文
化
的
、
近
代
的
建
築
様
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
の
も
、
都
市
化
の
一
端

を
物
語
っ
て
い
る
。

ω
住
宅
地
拡
大
の
種
々
相

中
之
条
町
大
字
伊
勢
町
の
富
沢
長
三
は
、
『
私
が
古
町
の
こ
の
家
へ
移
っ
た
の
は
昭
和

三
十
三
年
で
、
そ
の
こ
ろ
の
こ
の
区
は
戸
数
回
十
戸
足
ら
ず
の
人
家
が
あ
ち
ら
、
こ
ち
ら

へ
散
在
し
た
淋
し
い
村
で
し
た
。
そ
れ
が
今
は
二
百
戸
、
僅
か
十
七
、
八
年
の
う
ち
に
人

家
は
五
倍
に
も
な
り
ま
し
た
』
と
話
し
て
い
る
が
、

こ
の
近
辺
の
土
地
開
発
に
は
不
動
産
会
社
な
ど
も
介
在
し
て
宅
地
は
山
へ
山
へ
と
伸
び
て
ゆ
く
。
最
近
ま
で
潅
木
の
群
生
し
て
い
た
や

ぷ
山
が
、
も
の
の
十
日
と
経
た
な
い
う
ち
に
り
っ
ぱ
に
宅
地
化
さ
れ
て
住
宅
が
建
築
さ
れ
て
ゆ
く
。
こ
の
区
の
元
第
四
班
長
だ
っ
た
筆
者

が
古
町
へ
転
住
し
た
の
は
昭
和
四
十
六
年
三
月
で
し
た
。
そ
の
と
き
四
班
は
十
八
戸
で
私
の
世
帯
が
二
戸
増
え
て
十
九
戸
、
班
長
に
な
っ

て
一
カ
年
区
の
役
員
を
勤
め
ま
し
た
が
、
そ
の
在
任
中
三
戸
増
加
し
て
二
十
二
戸
受
け
持
ち
ま
し
た
。
そ
の
後
二
年
、
高
い
裏
山
の
い
た
る

と
こ
ろ
が
宅
地
化
さ
れ
、
新
し
い
家
が
ド

γ
ド
γ
増
え
、
も
う
三
十
戸
近
く
に
な
り
ま
し
た
。
今
何
戸
も
増
築
中
な
の
で
こ
れ
が
仕
上
が

誌会社

古町新住宅団地
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第4表

|持
住宅金融公庫資金

件 数|金額(千円〉

昭和30~35 3，000 

• 36~40 3， 730 

41 10，280 

42 8，700 

45 5 3，780 

46 6 5，800 

47 10 11，200 

48 10 17，600 

49 24 58，000 

50 65，700 

計 190，350 

れ
ば
、
上
下
二
班
に
分
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
大
き
な
班

に
な
り
ま
す
。
傾
斜
の
地
形
を
活
か
し
て
次
第
に
宅
地
化
が
進

行
し
て
い
る
。
例
え
ば
湘
南
の
大
都
市
の
近
郊
に
よ
く
見
か
け

る
よ
う
な
、
ど
こ
か
立
体
感
の
あ
る
市
街
地
の
形
成
拡
大
化
が

展
開
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

さ
て
高
物
価
時
代
に
住
宅
建
築
費
の
支
弁
調
達
は
ど
う
な
さ

れ
た
か
。
も
と
よ
り
建
築
主
に
は
そ
れ
ぞ
れ
個
人
差
が
あ
り
、

手
元
余
裕
金
に
よ
る
も
の
も
勿
論
多
い
の
で
あ
る
が
、
融
資
に

よ
る
建
築
も
多
い
と
考
え
、
町
内
四
農
協
の
う
ち
の
一
組
合
、
町
内
の
あ
る
銀
行
か
ら
の
借
入
状
況
を
調
べ
て
み
た
。
各
機
関
を
通
じ
て

の
住
民
の
住
宅
資
金
利
用
状
況
を
表
示
し
て
お
く
。

生活環境第九章

(第
4
表
・
第
5
表
・
第
6
表〉

第5表

両ぉ|総合鰭苦資金

l件数|鋪(千円〉

昭和44 5 2，400 

• 45 5 2，400 

• 46 3 1. 500 

N 47 2 1. 000 

• 48 9 4.500 

N 49 2 930 

N 50 3 230 

計 12.960 

第6表

長::
銀行ロー γ

昭和44 15 28.500 

• 45 14 23.400 

• 46 10 27.000 

N 47 17 30.400 

• 48 24 70.800 

• 49 15 38.800 

• 50 26 89，000 

言十 307，900 
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誌会

2 

生
活
様
式
の
変
化

762 

ま
だ
木
炭
や
薪
が
生
活
の
主
と
し
た
燃
料
源
だ
っ
た
昭
和
三
十
年
代
初
期
と
現
在
を
比
較
す
る
と
、
合
併
以
来
二
十
年
間
の
歳
月
は
生

活
様
式
を
全
く
一
変
さ
せ
た
か
の
感
が
あ
る
。
都
市
ガ
ス
は
ま
だ
な
い
が
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
が
ほ
と
ん
ど
全
戸
に
普
及
し
、
ガ
ス
炊
飯
器
、

電
気
炊
飯
器
、
ジ
ャ
I
、
電
子
レ
シ
ジ
、
ガ
ス
レ

γ
ジ
、
ガ
ス
風
臣
、
電
気
風
目
、
石
油
風
呂
等
々
:
:
:
生
活
の
す
べ
て
が
電
化
、
ガ
ス

化
、
石
油
化
で
あ
る
。
こ
う
し
て
生
活
の
都
市
化
、
多
様
化
は
、
生
活
様
式
の
す
べ
て
に
画
期
的
な
変
革
を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
町
部
の

庖
舗
改
装
は
急
速
に
進
展
し
、
外
観
の
近
代
化
、
内
部
の
改
装
に
も
一

段
の
工
夫
を
こ
ら
し
、
顧
客
の
購
買
欲
を
そ
そ
る
よ
う
、
照
明
、
陳
列

宇t

共済組合貸付資金の使途別融資件数

五瓦\三竺|昭和36~401 41~45 I 46~50 

オート パイ| 9 。 。
自 動 車 4 48 66 

電子レンジ 。 。 1 

家 具 。 3 2 

冷 蔵 庫 1 1 。
ステ レオ 1 1 3 

テ L〆 ピ 4 4 4 

大学入学資金 3 2 3 

結婚費用 1 4 5 

医 療 費 。 2 1 

第7表

棚
の
配
置
商
品
の
配
列
そ
の
他
す
べ
て
、
大
都
市
方
式
を
採
り
い
れ
、

売
上
げ
の
増
加
、
販
路
の
拡
張
に
専
念
、
商
圏
拡
大
措
置
の
推
進
は
町

の
様
相
を
変
貌
さ
せ
た
。

一
方
農
村
部
で
は
労
働
力
特
に
青
年
層
の
人
口
流
出
に
伴
う
人
手
不

足
に
対
応
す
る
た
め
の
省
力
営
農
手
段
と
し
て
の
新
農
機
具
の
多
量
導

入
に
伴
う
農
業
方
式
の
刷
新
、
台
所
、
風
呂
場
の
改
善
、
住
居
の
工
夫

改
良
等
に
加
え
、
前
述
し
た
よ
う
な
生
活
用
具
の
普
及
は
生
活
様
式
を

一
層
都
市
化
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
町
部
か
ら
も
農
村
部
か
ら
も
通
勤
者
の
多
い
町
の
あ
る
官
街

の
職
員
た
ち
の
関
連
共
済
組
合
の
貸
付
資
金
利
用
状
況
(
第
7
表
〉
に



よ
っ
て
、
そ
の
生
活
様
式
の
変
化
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

3 

婚
姻
圏
の
拡
大

町
の
あ
る
家
の
主
人
は
、

そ
れ
が
更
に

『
新
婚
旅
行
地
が
、
南
紀
や
九
州
の
日
南
海
岸
か
ら
一
躍
し
て
、
ジ
ャ
ワ
島
へ
、

飛
躍
し
て
、
ア
メ
リ
カ
行
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一
周
に
な
る
今
日
だ
も
の
、
大
塚
の
嫁
を
佐
世
保
で
見
付
け
よ
う
が
、
小
樽
か
ら
迎
え
よ
う
と

平
気
じ
ゃ
な
い
か
、
婚
姻
圏
は
ウ
ン
と
拡
が
っ
た
ん
だ
』
と
云
っ
て
い
る
が
、
交
通
諸
機
関
の
超
ス
ピ
ー
ド
化
時
代
、
生
活
圏
、
経
済

圏
、
突
際
圏
が
日
を
逐
う
て
拡
大
し
つ
つ
あ
る
今
日
、
役
場
住
民
課
で
最
近
の
婚
姻
圏
の
事
例
を
調
査
す
る
と
、
中
之
条
町
、
伊
勢
町
、

西
中
之
条
、
折
田
、
山
田
、
上
沢
渡
、
四
万
、
蟻
川
、
五
反
田
、
平
の
十
地
区
の
人
た
ち
七
十
組
結
婚
の
中
で
十
九
組
は
他
県
の
人
と
の

縁
組
で
あ
る
。
宮
城
県
、
北
海
道
、
秋
田
県
、
岡
山
県
、
名
古
屋
市
(
愛
知
県
〉
佐
賀
県
、
熊
本
県
、
鳥
取
県
、
島
根
県
、
宮
崎
市
ハ
宮

崎
県
)
青
森
県
、
山
形
県
、
岩
手
県
、
鹿
児
島
県
の
一
道
十
三
県
、
北
は
北
海
道
か
ら
北
側
玉
県
、
中
部
一
県
、
中
園
地
方
二
県
、
九
州

四
県
と
、
中
之
条
町
の
婚
姻
圏
も
、
ほ
と
ん
ど
全
国
的
な
ひ
ろ
が
り
と
な
っ
て
い
る
。

ハ
ワ
イ
へ
、

4 

地
域
生
活
の
変
貌

第九章生活環境

川
都
市
生
活
様
式
の
浸
透

都
市
生
活
様
式
の
浸
透
は
、
ま
ず
住
居
と
服
飾
の
都
市
化
か
ら
は
じ
ま
る
。
つ
づ
い
て
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
、
石
油
、
ガ
ス
、
電
熱

家
具
製
品
の
市
場
へ
の
撃
し
い
出
回
わ
り
が
更
に
こ
れ
を
促
進
し
、
商
業
圏
の
拡
大
と
こ
れ
に
伴
う
物
貨
輸
送
の
大
量
化
、
ス
ピ
ー
ド

化
、
農
産
物
栽
培
技
術
の
画
期
的
刷
新
と
加
工
食
品
の
長
期
貯
蔵
技
術
の
長
足
の
進
歩
は
、
包
装
の
工
夫
改
善
と
相
侯
っ
て
、
主
食
、
副

食
、
肉
類
、
果
実
は
勿
論
、
読
菜
、
花
井
類
に
い
た
る
ま
で
、
必
要
と
す
る
も
の
は
、
い
か
な
る
と
き
、
い
か
な
る
場
所
で
も
、
自
由

763 



せ
ま
く
い
く
つ
に
も
仕
切
っ
て
個
人
部
屋
を
つ
く
る
。
個
人
の
自
由
を
尊
重
し
て
中
廊
下

を
つ
く
る
。
従
来
の
作
業
場
併
用
住
宅
は
非
衛
生
的
だ
と
し
、
別
に
文
化
風
な
専
用
住
居

邸
宅
に
建
造
し
、
旧
家
屋
は
作
業
専
用
場
と
す
る
。
農
家
特
有
の
広
い
土
問
、
家
屋
内
部

仕
付
厩
舎
を
取
致
し
て
こ
こ
へ
子
供
の
勉
強
部
屋
を
設
け
た
り
、
炊
事
場
、
風
呂
場
に
改

ζ

た
つ

造
す
る
。
な
が
い
歴
史
を
も
つ
い
ろ
り
を
短
爆
に
改
め
、
都
市
住
宅
の
茶
の
間
風
に
す

る
。
こ
れ
が
町
内
い
た
る
と
こ
ろ
で
見
受
け
る
都
市
生
活
様
式
浸
透
の
風
景
で
あ
る
。

食
生
活
も
農
繁
期
間
の
農
家
は
例
外
の
場
合
も
あ
る
が
、
非
農
家
勤
労
者
で
は
、
朝
食

ハ
ム
、
米
食
の
場
合
は
、
味
噌
汁
、
の
り
、
納
豆
、
た
ま
ご
、
夜
食
に
、
肉
、
魚
類
そ
の
他
加
工

料
理
を
多
く
盛
る
。
従
来
の
で
ん
ぷ
ん
多
量
摂
取
が
都
会
風
に
蛋
白
質
摂
取
方
式
に
変
っ
た
の
が
一
般
的
傾
向
で
あ
る
。

結
婚
式
も
昭
和
三
十
年
代
と
な
る
と
、
戦
前
に
み
ら
れ
た
自
宅
に
親
類
縁
者
を
多
数
招
待
し
て
、
幾
日
も
祝
宴
を
つ
づ
け
る
と
い
っ
た

も
の
は
漸
く
減
少
し
、
料
亭
、
神
社
、
特
設
の
会
館
な
ど
を
利
用
す
る
傾
向
に
な
っ
た
。
披
露
宴
、
招
待
客
に
贈
る
記
念
品
な
ど
は
、
互

に
そ
の
豪
華
さ
を
競
う
と
い
っ
た
弊
風
が
ま
す
ま
す
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
現
状
を
憂
慮
し
、
吾
妻
広
域
圏
理
事
会
で
は
新
生
活
運
動
を
検

討
協
議
し
、
種
々
の
手
続
を
経
て
こ
れ
を
実
行
に
移
し
て
い
る
。

誌会社

は
パ
ン
、
牛
乳
、

レ
タ
ス
、

チ
ー
ズ
、

に
、
し
か
も
迅
速
に
入
手
可
能
と
な
り
、
便
利
と
い
え
ば
こ
の
上
な
く
便
利
だ
が
、
た
だ

食
物
に
も
草
花
に
も
、
な
つ
か
し
い
季
節
感
が
な
く
な
り
、
な
ん
だ
か
味
気
な
い
裟
婆
に
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農家住宅の改善事例(小川)

な
っ
た
な
ど
一
部
に
は
費
沢
な
睦
き
も
あ
る
よ
う
な
世
相
で
あ
る
。

衣
食
住
の
推
移
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
住
生
活
で
は
材
料
の
入
手
困
難
を
予
想
さ
れ

る
茅
屋
根
は
近
代
風
に
模
様
替
を
す
る
。
養
蚕
の
飼
育
用
な
ど
に
使
用
し
た
広
い
二
階
は



新
生
活
運
動
の
推
進

n
4
 

昭
和
五
十
年
八
月
広
域
圏
理
事
会
で
の
新
生
活
運
動
の
検
討
協
議
が
最
初
の
出
発
で
、
同
九
月
一
日
郡
内
町
村
の
担
当
者
会
議
で
原
案

を
作
製
し
、
九
月
十
八
日
の
広
域
圏
理
事
会
に
検
討
結
果
を
報
告
し
、
各
町
村
へ
そ
の
検
討
を
依
頼
し
推
進
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
過
疎
化
傾
向
の
著
し
い
村
落
は
ど
ん
な
状
態
に
な
っ
て
き
た
か
。
旧
名
久
田
村
の
栃
窪
と
大
原
の
両
地
区
を
抽
出
調
査
し
て

合
併
当
初
と
現
在
(
五
十
一
年
三
月
末
)
と
を
比
較
し
た
結
果
を
次
に
述
べ
て
お
く
。

で
、
家
族
の
職
業
を
み
る
と
、
学
校
教
職
員
一
、
学
校
公
仕
一
、
土
木

工
事
員
一
、
農
閑
期
の
製
炭
従
事
四
、
そ
の
他
に
農
閑
期
利
用
の
兼
職

者
一

O
、
通
年
作
業
従
事
者
一

O
と
変
っ
て
い
る
。

大
原
の
変
貌
こ
こ
は
戸
数
が
三
十
年
に
は
二
二
戸
(
専
業
の
み
て

現
在
一
七
戸
で
、
専
業
四
戸
、
他
は
兼
業
農
家
一

O
、
酪
農
椎
茸
生
産

製
糸
工
場
女
工
員
各
二
戸
に
変
化
、
家
族
の
職
業
も
、
農
閑
期
利
用
就

労
者
六
、
酪
農
傍
ら
の
集
配
人
一
、
電
気
工
場
社
員
一
、
土
木
工
事
員

二
、
新
幹
線
工
事
へ
年
間
就
労
者
一
と
変
貌
し
て
い
る
。

中
之
条
地
区
で
は
十
二
月
一
日
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
ま
と
め
た
が
、

結
果
は
、
本
調
査
は
、
結
婚
式
ハ
挙
式
、
披
露
宴
、
引
出
物
)
、
葬
式
(
香

実
額
、
香
集
返
し
、
花
輪
)
、
見
舞
(
金
額
お
返
し
)
中
元
歳
暮
の
贈
答

な
ど
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
あ
る
が
、
八
五
%
以
上
の
解
答
者
が

改
善
簡
素
化
に
賛
成
で
あ
っ
た
(
実
施
戸
数
二
、
六
一
九
戸
、
回
収
率

八
二
%
〉
。

(3) 

村
部
は
ど
う
変
貌
し
た
か

第九章生活環境

栃
窪
の
変
貌
①
生
活
道
路
の
状
況
の
変
化
三
十
年
頃
は
、
村
の

南
の
一
部
に
村
営
林
道
が
開
設
さ
れ
て
い
た
が
、
部
落
の
大
半
は
ま
だ

道
路
に
恵
ま
れ
ず
難
渋
を
極
め
て
い
た
。
現
在
で
は
、
南
側
に
町
営
林

道
が
開
設
、
吏
に
中
央
部
か
ら
北
・
却
に
伸
び
て
主
要
地
方
道
連
結
点
ま

で
三
カ
年
継
続
の
開
発
道
路
工
事
が
実
施
さ
れ
、
こ
れ
が
県
道
に
編
入

替
と
な
り
、
自
動
車
諸
車
の
通
行
が
至
便
と
な
っ
た
。
②
住
民
の
職
業
の

変

化

三

O
年
三
五
戸
(
専
業
五
、
兼
業
三

O
〉
、
家
族
員
の
兼
職
は
学

校
教
職
員
一
、
他
は
一
二
人
が
農
閑
期
に
製
炭
に
従
事
す
る
程
度
だ
っ

た
。
現
在
で
は
戸
数
三

O
戸
(
兼
業
農
家
二
九
戸
、
=
戸
土
木
工
事
員
〉

そ
の
結
果
、
新
生
活
運
動
に
ふ
み
き
っ
た
が
、
五
十
一
年
三
月
現

在
、
管
内
実
施
状
況
を
み
る
と
、
沢
田
地
区
は
三
月
一
日
か
ら
実
施
、

伊
参
地
区
は
各
区
契
約
で
実
施
を
決
定
、
名
久
田
地
区
も
同
様
だ
っ

た
。
中
之
条
地
区
も
ほ
ぼ
全
面
実
施
を
決
定
し
た
(
未
決
定
地
区
二
、

三
あ
り
〉
。
そ
の
実
施
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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住
民
の
職
業
へ
の
進
出

会

766 

社

職
業
別
戸
数
の
変
貌
と
各
種
職
業
へ
の
従
事

こ
こ
で
は
、
小
川
地
区

A
と
同
地
区

B
、
及
び
古
町
地
区
に
つ
い
て
、
合
併
当
初
と
現
在
(
五
十
一
年
三
月
末
〉
と
の
職
業
別
戸
数
の

変
化
と
家
族
員
の
職
業
従
事
状
況
の
変
貌
を
、
調
査
結
果
に
よ
っ
て
述
べ
て
お
く
。

)
 

1
 

(
 小

川
地
区
A
の
職
業
変
化
①
世
帯
主
の
職
業
:
:
:
一
一
一
十
年
に
は
農

業
一
八
、
行
商
一
、
日
雇
一
、
五
十
一
年
に
は
、
農
業
七
、
そ
の
ほ
か

多
様
な
職
業
に
従
事
し
て
い
て
、
会
社
員
一
九
、
教
員
六
、
自
動
車
運

転
手
九
、
公
務
員
五
、
団
体
職
員
三
、
庖
員
三
、
工
員
五
、
大
工
左
官

四
、
土
建
業
二
、
自
営
商
業
二
〈
無
職
八
〉
:
:
:
さ
ら
に
②
主
婦
の
職

業
従
事
(
現
在
)
も
八
人
(
看
護
婦
、
事
務
員
、
教
員
、
工
員
、
炊
事

婦
な
ど
て
③
子
女
の
職
業
〈
現
在
〉
は
実
に
多
様
な
職
種
に
た
ず
さ
わ

っ
て
い
る
。

小
川
A
地
区
で
は
、
八
十
九
戸
の
う
ち
世
帯
主
夫
婦
の
共
稼
ぎ
世
帯

は
十
二
戸
、
家
族
の
若
夫
婦
共
稼
ぎ
二
戸
、
母
が
家
事
、
世
帯
主
が
団

体
職
員
妻
農
業
と
い
う
世
帯
、
長
男
・
嫁
・
長
女
の
三
人
が
会
社
員
の

世
帯
:
:
:
家
族
が
勤
め
に
出
て
い
る
世
帯
が
四
O
%
に
な
っ
て
い
る
。

職
種
も
調
理
師
、
レ
ン
ズ
研
磨
工
、
放
射
線
技
師
、
農
業
団
体
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
と
い
う
新
職
種
が
増
加
し
て
い
る
。

折
田
小
川
地
区
B
(新
住
宅
団
地
〉
の
現
状
中
之
条
町
の
う
ち
で

も
特
色
あ
る
団
地
と
し
て
、
①
世
帯
主
の
職
業
を
み
る
と
、
会
社
員
二

七
、
自
動
車
運
転
手
三
寸
庖
員
七
、
教
員
七
、
セ
ー
ル
ス
マ

γ
五、

団
体
職
員
四
、
公
務
員
三
、
:
:
:
そ
の
他
実
に
多
様
な
職
業
従
事
者
が

多
い
。
無
職
五
、
②
主
婦
の
職
業
、
二
三
人
、
ハ
工
員
五
、
看
護
婦

四
、
事
務
員
三
、
教
員
底
員
各
二
:
:
:
〉
。

こ
の
地
区
は
、
新
世
帯
が
多
く
、
共
稼
ぎ
世
帯
が
一
O
六
世
帯
の
う

ち
二
二
戸
つ
二
%
)
、
教
員
の
共
稼
ぎ
が
二
世
帯
、
ま
た
世
帯
主
が

会
社
員
で
、
妻
が
自
宅
で
美
容
師
と
い
う
世
帯
も
あ
る
。

古
町
地
区
の
職
業
変
貌
①
職
業
別
世
帯
三
十
年
に
は
三
六
世
帯

で
、
内
訳
の
主
も
な
も
の
は
農
業
一
九
、
家
事
三
、
公
務
員
二
、
教
員

二
、
会
社
員
二
、
庖
員
二
:
:
:
。
五
十
一
年
に
は
、
農
一
一
、
主
な
職

業
は
、
会
社
員
三
四
、
教
員
二
O
、
公
務
員
一
九
、
運
転
手
一
O
、
国

鉄
職
員
三
、
大
工
左
官
九
、
会
社
役
員
四
、
公
社
職
員
三
、
団
体
職
員

一一:::。

②
主
婦
の
職
業
四
一
人
(
主
な
も
の
庖
員
七
、
事
務
員
七
、
会
社

員
、
教
員
、
工
場
工
務
員
各
四
〉
、
(
パ
l
ト
一
一
)
。
こ
の
地
区
は
夫
婦

共
稼
ぎ
世
帯
が
四
=
戸
、
外
に
勤
人
家
族
世
帯
が
七
八
戸
で
あ
る
。
そ



の
う
ち
に
は
五
人
家
族
の
全
部
が
外
勤
と
い
う
世
帯
が
二
、
三
人
、
家

族
が
す
べ
て
外
勤
の
世
帯
も
一
あ
る
。
ま
た
老
母
が
ひ
と
り
居
残
っ
て

他
の
世
帯
員
は
す
べ
て
外
勤
と
い
う
世
帯
も
何
世
帯
か
あ
る
。

∞
主
婦
そ
の
他
の
家
庭
内
職

役
場
の
内
職
相
談
室
の
指
導
員
の
提
供
し
て
く
れ
た
家
庭
内
職
の
事
情
を
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

毎
週
火
木
曜
日
に
中
之
条
役
場
内
の
内
職
相
談
室
で
相
談
を
う
け
て

い
る
。
四
九
年
度
に
は
相
談
回
数
八
七
回
、
相
談
件
数
回
四
九
人
、
求

職
件
数
一
八
八
人
、
斡
旋
件
数
一
五
六
人
、
中
之
条
町
で
は
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ゴ
ム
張
り
一
六
、
ク
リ
ス
マ
ス
・
マ
ス
コ
ッ
ト
五
、
の
れ
ん
カ

ッ
ト
一
九
、
シ
ョ
ー
ル
の
ふ
さ
付
二

O
、
工
業
用
ミ
シ
ン
六
、
着
物
ま

(3) 

職
場
の
福
祉
厚
生
施
策

と
め
一
四
、
こ
ん
ぶ
巻
八
、
編
物
一
三
、
家
庭
用
ミ
シ

γ
五
計
一
五
六

人
で
・
あ
る
。
内
職
の
工
賃
単
価
は
ス
カ
ー
ト
、
ミ
シ
γ
の
縫
製
二
五

O

l
四
O
O円
、
婦
人
服
縫
製
時
収
一
五
0
1三
O
O円
、
相
込
人
形
の
目

う
ち
一
ケ
一
一
一

O
円
、
昆
布
巻
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
一
二

O
円
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
ゴ
ム
張
り
一
打
一
六

O
円
、
の
れ
ん
カ
ッ
ト
一
枚
一

O
円・:・:。

会
社
、
工
場
、
商
庖
を
職
場
と
し
て
働
く
人
々
の
う
け
る
福
利
厚
生
施
設
は
ど
う
か
。
町
内
の
製
糸
、
土
木
建
築
、
運
送
、
製
材
、
観

光
、
電
機
等
の
会
社
、
工
場
、
衣
料
、
青
果
物
取
扱
商
庖
な
ど
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
、
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
労
災
保
険
、
グ
ル
ー

プ
保
険
、
各
種
制
度
ハ
退
職
金
、
住
宅
積
立
、
財
形
貯
蓄
、
表
彰
)
、
各
種
手
当
〈
中
元
、
歳
末
、
通
勤
、
住
宅
、
家
族
な
ど
の
各
種
〉
休

暇
制
度
(
週
休
、
祝
祭
日
、
夏
季
、
年
末
年
始
〉
、
従
業
員
の
健
康
管
理
方
法
、
教
養
教
室
、
運
動
施
設
、
レ
ク
リ
エ

I
シ
ョ
て
そ
の
他

の
施
設
を
調
査
し
た
が
、
そ
の
結
果
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

生活環境

社
会
保
険
は
全
部
加
入
、
業
種
に
よ
っ
て
は
従
業
員
の
福
利
を
考
慮

し
雇
用
保
険
の
加
入
者
も
あ
る
。
退
職
金
は
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事

業
団
に
加
入
等
企
業
年
金
制
を
全
部
採
用
し
て
従
業
員
の
身
分
停
証
を

考
慮
し
て
い
る
し
、
財
形
貯
蓄
も
実
施
方
式
は
異
る
が
全
郁
こ
れ
を
実

第九章

行
し
て
い
る
。
表
彰
制
度
も
業
種
に
よ
っ
て
表
彰
形
式
は
異
る
が
全
部

実
施
と
回
答
が
あ
っ
た
。

a宅
積
立
金
制
度
は
利
子
補
給
と
回
答
が
あ

っ
た
の
が
一
社
、
な
し
と
回
答
し
た
の
が
四
社
、
他
は
不
明
で
あ
る
。

住
宅
手
当
は
居
住
区
域
、
妻
帯
者
、
独
身
者
、
持
家
、
借
室
に
よ
っ
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誌

て
支
給
差
の
あ
る
会
社
が
一
社
、
有
と
回
答
し
た
の
が
一
社
、
月
三
、

0
0
0円
l
五、

0
0
0円
が
一
社
、
月
二
、

0
0
0円
が
一
社
、
無

と
回
答
の
あ
っ
た
の
が
四
社
あ
る
。
中
元
、
歳
末
手
当
、
全
部
有
り
、

通
勤
手
当
、
な
し
の
回
答
二
社
、
半
額
支
給
一
社
、
有
り
一
社
、
最
高

一
O
、
0
0
0円
ま
で
全
額
支
給
一
社
、
国
鉄
私
鉄
全
額
支
給
、
自
家

用
車
通
勤
五
、

0
0
0円
一
社
、
通
勤
用
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
提
供
、
こ
れ

を
利
用
で
き
ぬ
も
の
に
七
、

0
0
0円
支
給
一
社
、
通
勤
距
離
二
キ
ロ

以
上
の
も
の
に
支
給
、
交
通
機
関
利
用
者
全
額
支
給
、
自
家
用
車
一
キ

ロ
一
五
円
支
給
が
一
社
で
あ
る
。
家
族
手
当
も
支
給
形
式
、
金
額
に
相

違
は
あ
る
が
、
全
部
有
で
あ
る
。
各
企
業
と
も
従
業
員
休
暇
制
度
、
従

ノ、
~、

業
員
の
健
康
管
理
に
は
十
分
留
意
し
、
週
休
が
原
則
の
よ
う
で
あ
る

し
、
み
な
定
期
的
に
健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
る
。
衛
生
管
理
者
を
設

置
し
従
業
員
の
健
康
管
理
、
職
場
環
境
の
測
定
改
善
を
行
っ
て
い
る
工

場
も
あ
る
。
教
養
教
室
は
青
年
学
級
を
組
織
し
、
社
外
団
体
と
の
交
換

会
、
華
道
、
洋
裁
を
計
画
的
に
実
施
し
、
中
之
条
町
文
化
祭
に
参
加
、

作
品
展
示
を
行
う
な
ど
、
極
め
て
進
ん
だ
工
場
も
あ
る
し
、
和
裁
教

室
、
講
演
会
、
研
修
会
、
青
年
の
家
の
宿
泊
研
修
な
ど
を
実
行
し
て
い

る
工
場
も
あ
る
。
調
査
の
対
象
は
九
社
だ
が
、
町
内
全
般
の
動
向
は
大

体
察
知
し
て
い
た
だ
け
る
と
お
も
う
。
概
略
の
記
述
だ
が
、
こ
れ
が
職

場
の
福
祉
厚
生
施
策
の
実
情
で
あ
る
。

768 

(4) 

職

場

の

生

活

働
く
職
場
の
所
感
を
町
役
場
に
勤
務
し
て
い
る
出
納
室
の
長
井
タ
カ
子
さ
ん
に
寄
稿
し
て
も
ら
っ
た
。

私
の
職
場
は
町
役
場

町
村
合
併
以
来
二
十
年
、
中
之
条
町
も
当
時
か
ら
思
う
と
随
分
変
っ

た
と
思
う
。
上
水
道
が
敷
か
れ
、
道
路
が
舗
装
さ
れ
、
住
宅
も
増
加

し
、
橋
も
大
き
な
橋
は
、
ほ
と
ん
ど
永
久
橋
に
変
り
つ
つ
あ
る
。
変
ら

な
い
の
は
、
役
場
の
庁
舎
ぐ
ら
い
。
電
燈
を
つ
け
な
け
れ
ば
仕
事
に
な

ら
な
い
く
ら
い
暗
い
庁
舎
、
天
井
は
傾
斜
し
、
床
は
つ
ぎ
は
ぎ
だ
ら

け
、
菅
学
校
だ
っ
た
建
物
も
さ
す
が
手
狭
と
な
り
、
会
議
室
も
事
務
室

に
変
り
、
会
議
も
三
つ
重
な
る
と
、
や
り
く
り
に
苦
労
す
る
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
テ
ニ
ス
が
で
き
た
庭
も
、
今
は
毎
日
車
で
う
ま
っ

て
い
る
。
こ
ん
な
状
態
だ
か
ら
休
憩
室
も
更
衣
室
も
、
勿
論
食
堂
も
な

い
の
で
、
皆
ん
な
自
分
の
机
の
上
で
食
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

窓
口
の
人
は
食
事
中
で
も
お
客
さ
ま
が
来
れ
ば
、
立
っ
た
り
坐
っ
た
り

落
着
い
て
食
事
が
で
き
な
い
。

し
か
し
新
庁
舎
の
建
設
が
具
体
化
し
て
い
る
現
在
、
こ
ん
な
状
態
も

な
く
な
る
だ
ろ
う
と
、
は
か
な
い
夢
を
つ
な
い
で
い
る
。
事
務
改
善
や

合
理
化
と
か
い
わ
れ
る
が
、
町
の
住
事
は
機
械
化
す
る
仕
事
は
少
く
、
能

率
を
上
げ
よ
う
と
思
っ
て
も
、
人
聞
が
相
手
だ
け
に
思
う
よ
う
に
は
い

か
ず
、
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
割
に
は
批
判
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
又



こ
こ
十
年
来
、
町
民
の
生
活
事
情
は
大
転
換
を
し
た
。
不
況
を
か
こ
ち
、
高
物
価
の
生
活
苦
を
訴
え
な
が
ら
も
生
活
様
式
は
ま
す
ま
す

都
市
化
し
、
近
代
的
住
宅
は
日
毎
に
増
築
さ
れ
て
ゆ
く
。
朝
、
茨
城
県
の
那
珂
港
の
海
辺
で
陸
揚
げ
し
た
魚
は
、
夕
刻
に
は
中
之
条
町
家

の
食
卓
に
い
き
の
よ
い
刺
身
と
な
っ
て
の
せ
ら
れ
る
。
北
海
道
長
万
部
の
蟹
で
も
、
四
国
高
知
の
野
菜
で
も
、
南
国
情
緒
豊
か
な
九
州
宮

き
ゅ
う
り

崎
の
果
実
で
も
収
穫
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
、
そ
れ
が
町
の
商
庖
の
庖
頭
を
賑
わ
す
。
雪
の
深
い
正
月
で
も
新
鮮
な
胡
瓜
が
買
え
る
し
、
さ
や

え

ん

ど

う

な

ず

腕
豆
も
茄
子
も
あ
る
、
季
節
感
な
ど
全
く
な
い
時
代
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
服
飾
で
も
、
東
京
の
流
行
は
す
ぐ
に
中
之
条
町
の
流
行
と
な

る
。
ア
ラ
ブ
諸
国
の
石
油
生
産
事
情
の
動
向
が
、
町
家
の
台
所
、
風
呂
場
の
灯
油
価
格
に
す
ぐ
影
響
す
る
。
こ
の
よ
う
に
経
済
圏
、
生
活

町
の
仕
事
は
窓
口
が
広
い
だ
け
に
町
の
人
達
の
要
望
も
多
く
反
応
も
大

き
い
。
最
近
は
要
求
が
通
っ
て
も
当
り
前
と
い
う
傾
向
が
多
く
、
四
方

円
満
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
こ
ろ
に
難
し
さ
が
あ
る
。

合
併
当
時
か
ら
思
う
と
、
職
員
数
も
二
倍
に
増
え
て
は
い
る
が
、
教

習
所
、
国
民
宿
舎
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
学
校
と
、
本
庁
以
外
の
所
へ

散
在
し
て
い
る
の
で
、
同
じ
職
場
で
あ
り
な
が
ら
、
名
前
も
知
ら
な

い
、
顔
も
知
ら
な
い
と
い
う
人
が
大
勢
い
る
。
本
庁
の
中
で
さ
え
幾
日

も
顔
を
合
わ
さ
な
い
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
こ
ん
な
中
で
互
助
会
の

行
事
で
あ
る
職
員
旅
行
や
忘
年
会
は
、
唯
一
の
顔
合
せ
の
場
所
と
な

る
。
職
員
旅
行
は
日
帰
り
の
パ
ス
旅
行
だ
け
れ
ど
も
結
構
一
日
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
る
し
、
忘
年
会
は
一
晩
泊
り
な
の
で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
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生
活
圏
の
拡
大

生活環境第九章

色
々
な
人
達
と
、
思
い
が
け
な
い
話
題
に
は
な
を
さ
か
せ
普
段
に
み
ら

れ
な
い
何
か
人
間
的
な
ふ
れ
あ
い
が
あ
る
。
し
か
し
こ
う
い
う
行
事
も

中
ι々

参
加
す
る
人
が
年
々
少
く
な
っ
て
役
員
を
悩
ま
せ
て
い
る
。

転
勤
の
な
い
職
場
で
課
単
位
の
行
事
が
多
く
自
然
と
視
野
が
せ
ま
く

な
り
易
い
た
め
、
こ
う
い
う
機
会
を
利
用
し
て
出
来
る
だ
け
多
く
の
人

達
と
接
す
る
こ
と
が
自
分
の
た
め
に
も
、
楽
し
く
も
あ
り
勉
強
に
も
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
仕
事
に
追
わ
れ
る
毎
日
で
は
あ
る
が
、
人

間
的
な
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
職
場
は
、
精
神
的
に
救
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
縁
の
下
の
力
持
ち
的
職
場
だ
け
れ
ど
、
町
民
の
信
頼
を
さ
さ
え
と

し
て
、
庭
の
樺
の
木
の
よ
う
に
大
き
く
伸
び
る
枝
葉
の
一
部
に
な
れ
た

ら
と
思
う
。
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圏
は
日
を
逐
う
て
拡
大
し
て
ゆ
き
、
世
界
経
済
の
鼓
動
の
一
波
一
波
が
町
の
人
々
の
生
活
と
密
接
な
つ
な
が
り
を
も
ち
、
こ
れ
に
対
応
す

る
に
生
活
様
式
は
ま
す
ま
す
多
様
化
し
、
こ
の
生
活
を
め
ぐ
る
消
費
環
境
の
複
雑
化
は
消
費
物
価
に
敏
感
に
反
映
す
る
の
で
あ
る
。

∞
生
活
意
識
の
変
化

作
家
の
石
川
達
三
は
そ
の
著
『
現
代
の
考
え
方
と
生
き
方
』
の
中
で
『
:
:
:
国
家
も
未
来
も
現
在
の
繁
栄
も
信
じ
ら
れ
な
い
。
民
衆
の

心
の
中
に
は
不
信
感
が
渦
巻
い
て
お
り
、
日
常
の
糧
の
米
も
野
菜
も
魚
も
水
も
空
気
ま
で
信
じ
ら
れ
な
い
。
み
ん
な
毒
が
は
い
っ
て
い
る

(
筆
者
註
、
有
吉
佐
和
子
著
の
『
複
合
汚
染
』
な
ど
を
み
れ
ば
誰
も
そ
ん
な
風
に
考
え
て
し
ま
う
が
〉
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
信
じ
ら
れ

る
も
の
は
、
た
だ
、
お
て
ん
と
ろ
様
だ
け
し
か
な
い
』
と
言
い
な
が
ら
も
、
:
:
:
そ
れ
で
も
人
々
は
働
い
て
い
る
。
仕
事
を
持
っ
て
、
妻

子
の
生
活
を
さ
さ
え
て
い
る
。
だ
か
ら
生
き
が
い
が
そ
こ
に
あ
る
は
ず
で
は
な
い
か
と
も
の
ベ
、
物
質
的
な
繁
栄
の
か
げ
で
人
聞
の
心
は

誠
茶
滅
茶
に
さ
れ
、
道
徳
は
ば
ら
ば
ら
に
く
ず
さ
れ
て
し
ま
っ
た
な
ど
と
こ
ぽ
し
て
い
る
が
、
確
か
に
こ
こ
二
十
年
間
に
日
本
人
の
生
活

意
識
が
変
化
し
た
こ
と
は
誰
も
が
う
な
ず
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
老
人
中
年
青
年
と
年
令
層
に
よ
っ
て
色
々
の
相
違
が
あ
る
こ
と

は
、
最
近
の
町
誌
編
集
委
員
会
の
町
民
意
識
調
査
で
も
明
か
に
さ
れ
て
い
る
(
詳
細
は
社
会
誌
の
「
文
化
」
を
参
照
〉
。
こ
の
中
で
町
民
の

「
生
き
が
い
」
観
を
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
現
わ
れ
て
い
る
。

誌会ネ士

青
年
層
ハ
二
五
歳
以
下
〉
を
除
き
、
壮
年
老
年
層
に
共
通
し
て
「
平

和
の
家
庭
生
活
」
に
生
き
が
い
を
求
め
る
意
識
が
強
い
こ
と
、
と
く
に

老
人
層
に
圧
倒
的
に
強
い
こ
と
で
あ
る
。
「
生
涯
う
ち
こ
め
る
仕
事
」

へ
の
欲
求
は
、
一
般
青
壮
年
層
に
案
外
少
い
こ
と
が
現
れ
て
い
る
。

(
高
校
生
だ
け
が
圧
倒
的
に
強
い
が
可
こ
れ
は
現
在
情
熱
を
傾
注
で

き
る
仕
事
の
な
い
こ
と
の
反
映
で
も
あ
ろ
う
。
そ
し
て
青
壮
年
層
は
等

し
く
豊
か
な
経
済
生
活
を
強
く
希
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
わ
が
町
民
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意
識
も
都
会
人
と
変
ら
ぬ
現
代
風
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
察
知
で
き

る
。
ま
た
生
活
意
識
の
老
若
聞
の
格
差
に
関
連
し
て
「
世
代
の
断
絶
」

に
つ
い
て
の
町
民
意
識
を
み
る
と
、

一
般
に
十
代
の
高
校
生
と
六
十
歳
以
上
の
老
人
層
は
、
い
ず
れ
も

「
世
代
の
断
絶
」
を
大
き
い
と
認
め
、
こ
れ
を
や
む
を
え
な
い
と
し
て

い
る
の
に
対
し
、
二
十
歳
以
上
の
青
壮
年
層
は
背
も
今
も
あ
る
こ
と
で

特
別
問
題
視
す
る
必
要
な
し
と
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
全
く
対
照
的



な
捉
え
方
を
し
て
い
る
。

ま
た
生
活
圏
が
拡
大
し
自
由
に
離
町
す
る
町
民
の
多
い
生
活
環
境
下
の
町
の
人
々
の
居
住
地
へ
の
愛
着
(
郷
土
意
識
)
を
、
最
近
の
町

の
企
画
課
調
査
で
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
結
果
が
で
て
い
る
。

町
民
の
半
数
以
ょ
が
程
度
の
差
は
あ
れ
、
居
住
地
へ
の
愛
着
を
も
っ

て
い
る
ハ
五
八
%
可
感
じ
な
い
と
い
う
も
の
も
二
一
広
、
旧
村
別
に
は

中
之
条
沢
団
地
区
が
伊
参
、
名
久
団
地
区
に
比
し
て
愛
着
意
識
は
幾
分

た
か
い
よ
う
で
あ
る
。
大
字
別
で
は
折
田
、
西
中
之
条
、
上
沢
渡
、
中
之

条
な
ど
が
他
大
字
よ
り
た
か
い
。
そ
し
て
「
感
じ
な
い
」
と
い
う
答
の

多
か
っ
た
の
は
栃
窪
(
四
二
%
〉
大
道
、
岩
本
等
で
ゐ
る
。
生
活
環
境

条
件
の
い
か
ん
が
居
住
地
へ
の
意
識
を
左
右
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る

が
、
生
活
環
境
整
備
の
施
策
の
必
要
な
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

生
活
環
境
を
守
る
努
力
の
歴
史

生活環境
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自
然
の
脅
威
へ
の
対
応
施
策

な
お
中
之
条
農
業
改
良
普
及
所
の
水
沼
生
活
改
善
課
長
は
県
の
生
活

診
断
調
査
を
管
内
で
実
施
し
た
結
果
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い

る。
農
家
の
主
婦
は
誰
も
「
お
金
を
欲
し
い
」
。
「
自
分
の
時
間
が
余
り
に

少
い
」
。
「
も
っ
と
自
由
時
聞
が
ほ
し
い
」
と
云
っ
て
い
ま
す
。
「
趣
味

に
合
っ
た
暮
し
を
し
た
い
」
:
:
:
と
訴
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
生
活
環

境
の
ち
が
い
に
よ
っ
て
大
変
相
違
が
あ
り
ま
す
と
強
調
し
て
い
た
。

第九章

昭
和
十
年
九
月
二
十
五
日
の
豪
雨
出
水
に
よ
る
山
津
波
の
た
め
、
沢
渡
温
泉
は
潰
滅
的
な
被
害
を
う
け
、
ま
た
、
同
時
に
発
生
し
た
反

下
、
四
万
方
面
の
戦
標
的
惨
禍
の
詳
細
は
別
項
の
災
害
の
歴
史
で
紹
介
さ
れ
た
が
、
真
に
生
命
の
脅
威
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
不
可
抗
力

の
災
害
を
合
併
後
に
み
る
と
、
昭
和
三
十
一
年
七
月
六
日
、
四
万
温
泉
桐
の
木
平
の
上
部
山
林
が
突
然
崩
壊
、
多
量
の
土
砂
が
人
家
に
押
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出
し
た
。
同
三
十
二
年
九
月
、
五
反
田
稲
葉
沢
に
林
野
の
大
崩
壊
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
あ
る
日
、
突
如
襲
い
か
か
っ
て
く
る
恐
る

べ
き
天
変
地
異
、
自
然
の
脅
威
に
備
え
て
ど
の
よ
う
な
手
を
打
っ
た
か
。
住
家
の
安
全
、
生
活
環
境
保
全
の
た
め
の
町
の
施
策
の
概
略
を

左
に
誌
し
て
お
く
。
ハ
工
種
別
に
町
の
主
な
工
事
名
を
あ
げ
て
お
く
。
県
土
木
部
、
林
務
部
の
施
工
に
協
力
し
た
成
果
で
あ
る
)

誌会社

①
河
川
災
害
防
止
:
:
:
砂
防
工
事
(
市
城
清
明
沢
、
同
不
動
沢
、
青
山

大
堰
沢
〉
、
堰
堤
(
四
万
川
、
新
湯
川
、
蟻
川
川
上
流
、
五
反
田
中

組
)
、
砂
防
工
事
ハ
大
塚
川
、
加
賀
沢
川
、
反
下
、
行
沢
、
柏
木
沢

川
、
胡
桃
沢
川
、
桃
瀬
川
上
流
地
域
〉
。

②
地
と
り
防
止
:
:
・
・
蟻
川
小
池
、
沼
田
、
字
原
野
、
岩
本
H
胡
桃
回
、

下
久
保
、
原
、
上
の
台
、
五
反
田
H
名
沢
、
馬
滑
、
林
務
部
の
も
の
・
:

:
・
山
田
H
後
藤
沢
、
五
反
田
H
大
久
保
、
横
尾
H
仰
木
沢

③
崩
壊
地
復
旧
:
:
:
平
日
日
影
、
横
尾
H
知
木
沢
、
五
反
田
H
和
利
、

大
久
保
、
山
田
H
手
古
沢
、
下
沢
渡
H
元
屋
敷
、
念
仏
久
保
、
四
万

H
新
湯
、
中
井
、
貫
湯
平

④
山
腹
崩
壊
防
止
:
:
:
四
万
H
新
湯
、
湯
原
、
山
田
H
上
深
町
、
五
反

田
H
馬
滑
、
大
久
保
、
成
田
、
蟻
川
H
塩
平

⑤
予
防
治
山
事
業
:
:
:
折
田
H
十
二
原
、
四
万
寺
社
平
、
山
口
、
新

湯
、
中
井
、
山
田
H
畠
沢
、
寺
社
原
、
上
深
町
、
上
沢
渡
H
大
岩
、
井

戸
入

⑥
復
旧
治
山
事
業
・
・
:
:
中
之
条
町
H
小
川
、
折
田
H
成
田
原
、
山
岡
H

寺
社
原
、
上
深
町
、
下
沢
渡
H
念
仏
久
保
、
中
組

⑦
渓
流
崩
壊
防
止
・
・
・
・
・
・
山
田
H
高
沼

772 

大塚竹貝戸川の改修工事



2 

公
営
企
業
の
公
害
防
止
へ
の
記
録

中
之
条
町
営
の
屠
畜
場
は
明
治
四
十
一
年
一
月
二
十
日
の
創
立
で
、
今
日
ま
で
に
六
十
八
年
の
歳
月
を
経
て
い
る
た
め
、
既
往
に
お
い
て

も
何
回
と
な
く
補
修
工
事
を
実
施
、
施
設
の
腐
朽
破
損
個
所
に
は
絶
え
ず
改
良
を
加
え
て
き
た
が
、
合
併
実
施
後
は
食
肉
加
工
の
点
を
特

に
重
視
し
、
昭
和
三
十
六
年
十
二
月
設
備
に
大
改
修
を
加
え
、
新
に
管
理
施
設
、
繋
留
施
設
、
検
査
施
設
、
懸
肉
施
設
、
病
畜
と
室
、
外

皮
取
扱
室
な
ど
を
増
築
し
た
が
、
汚
物
処
理
施
設
、
屠
殺
後
の
洗
糠
用
水
等
の
排
水
処
理
方
法
等
に
不
備
の
点
が
あ
り
、
胡
桃
沢
川
水
に

屠
畜
の
血
が
混
入
、
川
水
が
赤
色
に
汚
変
し
て
い
る
な
ど
、
下
流
沿
岸
地
域
居
住
者
、
川
水
を
水
田
に
濯
甑
す
る
農
家
な
ど
か
ら
厳
重
な

抗
議
を
受
け
、
こ
の
苦
情
処
理
対
策
に
は
苦
慮
し
、
昭
和
四
十
一
年
、
処
理
場
床
の
舗
装
改
訂
の
際
に
も
改
造
を
試
み
、
そ
の
後
も
補
修

改
訂
を
図
っ
た
が
、
容
易
に
そ
の
実
効
は
あ
が
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
屠
畜
肉
処
置
に
井
戸
水
の
汲
み
上
げ
使
用
で
な
く
、
上
水
道
用
水
で
洗
糠
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
段
の
進
歩
で
あ

っ
た
。
昭
和
四
十
八
年
、
公
営
企
業
公
害
の
詩
り
を
う
け
ぬ
よ
う
終
末
処
理
に
万
違
算
の
な
い
よ
う
十
分
配
慮
し
浄
化
槽
を
新
設
し
た
。

最
近
年
度
の
屠
場
の
稼
動
状
況
と
、
公
企
業
公
害
防
止
の
た
め
の
措
置
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

生活環境

毎
週
火
曜
金
曜
の
二
日
間
を
稼
動
日
と
し
、
最
近
年
間
屠
殺
数
は
大

動
物
一
九
頭
、
小
動
物
四
七
五
七
、
排
水
処
置
の
状
況
は
、
使
用
数
量

は
自
に
印
d
、
胃
腸
内
臓
物
の
処
理
:
:
:
排
水
と
共
に
流
す
。
不
要
臓

物
の
処
理
:
:
:
化
成
場
に
ま
わ
す
。
病
畜
と
屠
畜
の
排
水
状
況
:
・
・
:
一

般
排
水
と
合
流
、
排
水
処
理
施
設
:
:
:
活
性
汚
泥
法
、
放
水
経
路
:
:
:

屠
場
浄
化
槽
か
ら
胡
桃
沢
川
を
へ
て
吾
妻
川
へ
。
な
お
毎
週
二
回
、
専

門
監
視
員
が
巡
回
し
て
い
る
。

第九章
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町
営
の
火
葬
場
建
設
と
そ
の
利
用
状
況

774 

隣
接
の
吾
妻
町
の
賛
助
を
得
て
、
昭
和
三
十
三
年
五
月
二
十
四
日
火
入
式
を
挙
行
し
た
中
之
条
町
営
火
葬
場
の
建
設
は
、
な
が
い
土
葬

慣
習
打
破
の
生
活
革
新
で
あ
り
、
葬
儀
の
風
習
形
式
の
大
胆
な
る
変
革
の
提
唱
で
あ
り
、
生
活
環
境
浄
化
へ
の
一
段
階
で
も
あ
っ
て
、
都

市
化
へ
の
一
つ
前
進
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
都
市
居
住
者
と
生
活
事
情
を
異
に
す
る
、
特
に
農
村
地
区
の
こ
の
施
設
利
用
者
は
予
想
を
遥
か
に
下
廻
わ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
悲
観
的
な
観
測
す
ら
行
わ
れ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
れ
は
把
憂
に
過
ぎ
な

か
っ
た
。
そ
の
概
況
を
示
す
と
、

会社

場

設
置
場
所
は
中
之
条
町
大
字
中
之
条
町
七
二
ハ
番
地
、
形
式
は
正
和
式
重
油
火
葬
炉
で
、
鉄

筋
コ

γ
タ
リ

l

ト
地
上
十
二
米
煙
突
、
木
造
平
家
建
上
家
、
待
合
室
、
木
造
平
家
建
業
務
員
住

宅
、
物
置
、
門
柱
、
プ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
建
造
、
業
務
を
開
始
し
、
昭
和
四
十
三
年
、
同
四
十

八
年
、
同
四
十
九
年
と
三
回
に
わ
た
り
火
葬
炉
を
補
修
し
た
。
火
葬
料
金
は
、
中
之
条
町
と
吾
妻

町
が
一
、

0
0
0円
、
そ
の
他
の
町
村
が
て
二

O
O円
、
霊
枢
車
の
基
本
料
金
は
、
中
之
条
町

と
吾
妻
町
十
キ
ロ
ま
で
八

O
O円
、
そ
の
他
の
町
村
が
一
一
一

O
O円
、
超
過
料
金
一
キ
ロ
を
増
す

ご
と
に
、
中
之
条
町
と
吾
妻
町
三

O
円
、
他
町
村
は
六
O
円
と
な
っ
て
い
る
。

葬火

最
近
七
カ
年
の
利
用
状
況



4 

中
之
条
町
救
急
隊
の
活
動

町
で
は
、
交
通
事
故
発
生
時
の
緊
急
措
置
、
急
患
の
救
急
搬
送
そ
の
他
突
発
事
故
に
備
え
て
、
迅
速
果
敢
に
対
応
で
き
る
救
急
隊
の
編

成
の
必
要
を
痛
感
、
組
織
準
備
を
進
め
、
昭
和
四
十
五
年
八
月
二
十
五
日
そ
の
発
足
を
み
た
。
隊
員
は
役
場
職
員
の
中
か
ら
町
長
が
選
抜

任
命
、
そ
の
隊
長
に
は
消
防
交
通
係
長
飯
塚
孝
一
が
任
命
さ
れ
た
。
隊
員
は
隊
長
以
下
五
十
一
名
で
、
三
人
づ
っ
十
七
班
に
分
れ
て
勤
務

に
つ
い
た
。
教
急
自
動
車
は
応
急
手
当
の
設
備
を
備
え
た
ホ
ォ
ル
フ
タ
ス
、
ワ
l
ゲ
シ
製
の
車
を
購
入
し
た
。

町
民
の
要
請
に
応
え
て
多
く
の
怪
我
人
、
急
病
人
な
ど
の
搬
送
を
行
っ
て
き
た
が
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
広
域
常
備
消
防
設

置
に
伴
な
い
、
救
急
業
務
が
こ
れ
に
移
管
と
い
う
発
展
的
解
消
と
な
っ
た
が
、
四
年
間
に
わ
た
る
そ
の
業
績
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

第九章生活環境

1(/ 患 損般 働通難

の行負災事

要号|度年
搬為傷 害 故 救

救救 救救

計他送援援 援 援 援

場出

昭和四
一一 一 数回四五三 五 -0  

五
年

一一 一
九五= 五 一五

一
場出

三二回 四 数回
同

四六九 七一一八一
四

一 聖人員 年
三二五

七一一九四 一六 六 O

一 一
場出

八一一 一一 数回
同

八一四=四=四九
四

一 一 年七

六0O四=四=四五八

O八五五六
一 事量同

四 四一
四

織受員
八
年

七 五 一
4ノ、.一一 四 五一一一

四 一 一
場出

=四- -ー
数回六七一 :=0五六一一

計

四二 一 聖人員五四= = = 
七四 0= 0五六七一
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な
お
、
風
水
害
教
助
、
犯
罪
対
処
の
出
動
数
は
な
し
。
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し
尿
処
理
、
ゴ
ミ
焼
却
施
設
の
設
置

会本土

)
 

1
 

(
 

合
併
前
後
の
し
尿
処
理
事
情

今
井
今
朝
雄
(
旧
中
之
条
町
〉
の
話
に
よ
る
と
、

私
が
町
の
し
尿
汲
み
と
り
を
は
じ
め
た
の
は
昭
和
二
十
八
年
で
し

た
。
役
場
で
容
量
三
斗
の
『
ヤ
ナ
』
と
い
う
も
の
を
二
十
本
用
意
し
て
貰

い
、
こ
れ
を
牛
車
に
積
ん
で
汲
み
と
り
を
し
ま
し
た
。
中
之
条
町
は
、

下
の
町
、
中
の
町
、
上
の
町
、
伊
勢
町
も
、
上
、
中
、
下
の
三
カ
町
、

こ
の
汲
み
と
り
を
一
廻
わ
り
す
る
と
、
十
日
聞
か
か
り
ま
し
た
。
月
二

回
の
滋
み
と
り
で
、
延
二
十
日
間
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

当
時
、
町
に
は
今
の
よ
う
な
処
理
場
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
農
家
の

庭
先
き
の
肥
料
溜
、
畠
の
中
の
野
溜
め
な
ど
へ
こ
れ
を
あ
け
て
く
る
の

で
す
。
最
初
の
汲
み
と
り
料
は
一
斗
十
円
で
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
依
頼

者
が
ふ
え
る
の
で
、
そ
の
処
置
に
困
り
溜
池
を
役
場
に
頼
ん
で
法
満
寺

に
一
カ
所
、
折
田
に
一
カ
所
つ
く
っ
て
貰
い
ま
し
た
。
運
搬
も
牛
車
で

(2) 

汚
物
処
理
対
策
の
十
年
間

776 

は
到
底
間
に
合
わ
な
い
の
で
、
昭
和
三
十
二
年
四
月
耕
転
機
に
変
更
、

遠
く
は
名
久
田
方
面
ま
で
ま
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
汲
み
と
る
も

の
が
汚
い
も
の
、
臭
い
も
の
な
の
で
、
食
事
時
間
な
ど
は
特
に
遠
慮
と

い
う
よ
う
な
配
慮
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
役
場
の
汲
み
と

り
な
ど
は
、
朝
、
三
時
半
頃
か
ら
は
じ
め
役
場
職
員
の
出
勤
時
閉
ま
で

に
は
、
す
っ
か
り
片
づ
け
て
仕
舞
う
よ
う
に
努
力
し
ま
し
た
。

汲
取
料
も
十
円
が
十
五
円
と
値
上
が
り
、
す
ぐ
ま
た
二
十
円
に
な
り

ま
し
た
。
私
は
仕
事
の
相
棒
に
倉
林
周
平
君
を
頼
み
、
八
カ
年
こ
の
汲

取
り
に
従
事
し
ま
し
た
。
町
で
、
パ
キ
品

l
ム
カ
ー
を
頼
む
よ
う
に
な

っ
た
の
で
、
私
は
扱
み
と
り
を
や
め
ま
し
た
。

悩
み
は
、

昭
和
三
十
年
四
月
、
新
町
発
足
か
ら
吾
妻
東
部
衛
生
施
設
組
合
の
し
尿
処
理
施
設
が
稼
動
す
る
ま
で
の
十
余
年
間
、
町
当
局
の
最
大
の

日
々
多
量
に
発
生
す
る
町
内
各
戸
の
生
活
汚
物
の
処
理
問
題
で
あ
っ
た
。
特
に
、
し
尿
は
以
前
は
農
家
が
穀
物
、
野
菜
そ
の
他



農
作
物
栽
培
用
の
肥
料
と
し
て
多
量
使
用
し
た
が
、
金
肥
の
円
滑
の
出
回
わ
り
と
、
し
尿
は
防
疫
上
の
見
地
か
ら
そ
の
使
用
は
殆
ん
ど
中

止
さ
れ
二
部
農
家
に
行
わ
れ
た
腐
熟
を
促
進
し
、
肥
効
成
分
を
高
め
る
た
め
堆
厩
肥
へ
の
混
入
使
用
す
ら
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な

事
情
と
な
り
、
洗
糠
施
設
の
あ
る
家
庭
は
極
め
て
少
数
、
町
で
は
日
々
多
量
に
排
出
さ
れ
る
汚
物
処
理
対
策
に
は
全
く
施
す
術
も
な
く
、

山
野
に
不
法
投
棄
の
事
例
さ
え
発
生
す
る
有
様
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
な
ん
と
し
て
も
こ
の
処
理
に
適
切
な
措
置
を
考
究
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
窮
余
策
は
、
人
家
か
ら
遠
く
離
れ
た
と
こ
ろ
に
、
深
く
、
広
い
し
尿
溜
池
を
作
り
、
そ
こ
へ
扱
取
り
汚
物
を
投
入
す
る
と

い
っ
た
一
時
の
糊
塗
方
法
よ
り
他
に
手
段
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
人
の
嫌
忌
す
る
物
件
の
投
棄
場
な
る
が
た
め
、
防
臭
、
遮
蔽
、
漏
洩

防
止
等
の
配
慮
も
勿
論
必
要
で
あ
り
、
し
尿
溜
池
設
置
場
所
の
選
定
と
、
そ
の
土
地
使
用

承
諾
を
得
る
ま
で
の
努
力
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。

隣
接
吾
妻
町
も
同
様
な
事
情
に
あ
り
、
両
町
共
同
使
用
の
投
棄
場
は
左
の
通
り
で
あ

っ
た
。

第九章生活環境

場理

①
中
之
条
町
大
字
平
字
白
井
沢
@
吾
妻
町
、
矢
倉
部
落
南
方
の
吾
妻
川
沿
岸
の
原
野
内
③

中
之
条
町
大
字
青
山
、
吾
妻
川
沿
岸
山
林
内
④
吾
妻
町
、
須
郷
沢
下
流
の
吾
妻
川
沿
岸
原
野

内
⑤
中
之
条
町
大
字
青
山
、
駒
形
南
方
、
吾
妻
川
沿
岸
原
野
内
⑥
吾
妻
町
大
字
岩
井
部
落

西
方
、
吾
妻
川
沿
岸
原
野
内

処尿し

し
か
し
、
こ
う
し
た
一
時
凌
ぎ
と
も
い
う
べ
き
措
置
は
、
や
が
て
ギ
リ
ギ
リ
の
ニ
進
も

三
進
も
で
き
ぬ
局
限
状
態
と
な
っ
た
が
、
昭
和
四
十
一
年
四
月
以
来
、
中
之
条
町
、
吾
妻

町
、
東
村
、
高
山
村
の
四
カ
町
村
代
表
者
、
議
会
代
表
が
会
合
協
議
の
結
果
、
衛
生
施
設

建
設
準
備
委
員
会
を
設
立
、
数
次
に
亘
る
協
議
検
討
の
後
、
一
部
事
務
組
合
を
設
立
し
、

777 



科
学
的
な
処
理
施
設
を
建
設
し
、
し
尿
を
衛
生
的
に
処
理
す
る
こ
と
に
決
定
を
み
た
。
当
事
業
の
基
本
計
画
に
よ
る
と
、
処
理
対
象
人
口

三
五
、

0
0
0人
、
一
日
当
り
尿
処
理
量
三
五
キ
ロ
・
リ
y
ト
ル
〈
一
人
一
日
平
均
尿
排
出
量
一

p
v
ト
ル
)
と
し
て
、
尿
処
理
方
式
を

加
温
式
嫌
気
性
消
化
方
式
、
活
性
汚
泥
法
と
し
て
い
る
。
し
尿
処
理
場
と
施
設
の
状
況
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

誌会社

処
理
場
の
建
設
敷
地
面
積
は
四
、
五
一
四
d
、
位
置
は
小
川
部
落
の

南
方
山
田
川
の
沿
岸
、
施
設
の
設
計
は
日
本
技
術
開
発
株
式
会
社
、
工

事
施
工
は
日
衛
工
業
株
式
会
社
で
昭
和
四
十
二
年
十
一
月
十
日
の
竣
工

で
あ
る
。
操
業
以
来
施
設
の
主
な
改
良
改
修
は
、
昭
和
四
十
六
、
七
の

二
カ
年
に
わ
た
り
、
生
し
尿
の
破
砕
処
理
の
機
能
向
上
を
計
る
た
め
、

171 169 

152 

10，ω。

50 

註 グラフの上の数字は43年度の処理量に対

する比率、 50年度は消化槽関係の工事のた

め、一時投入制限を実施した。

49 48 

778 

破
砕
機
を
二
基
交
換
し
た
。
五
十
年
に
は
消
化
槽
の
淡
深
工
事
と
消
化

槽
躯
体
の
補
修
及
ガ
ス
按
排
装
置
の
改
良
工
事
、
取
水
工
事
を
実
施

し
、
処
理
能
力
の
増
強
を
は
か
っ
た
。
現
在
の
町
村
別
し
尿
処
理
量

(第
8
表
)
、
町
村
別
利
用
人
口
〈
第
9
表
〉
、
及
び
年
度
別
処
理
量
図

表
を
次
に
示
し
て
お
く
。

計

kt 
5.971.5 
3.618.9 
634.5 
331. 2 

中之条町
吾妻町
高山村
東村

10.556.1 計

し尿処理施設の町村別利用人口

計

人
12.175 
7.453 
1.353 
717 

21. 698 

第9表



ω
不
燃
物
処
理
施
設

一
般
に
不
燃
物
性
の
ご
み
排
出
量
は
、
可
燃
性
の
ご
み
の
一
割
程
度
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ご
み
焼
却
炉
設
置
当
時
の
不
燃
性
ご
み
排

出
量
は
極
少
量
で
あ
っ
た
が
、
経
済
の
高
度
成
長
と
生
活
様
式
の
多
様
化
に
伴
な
い
急
増
量
し
、
既
設
の
小
さ
な
ガ
ラ
ス
粉
砕
機
の
み
で

は
処
理
不
可
能
と
な
っ
た
。
文
、
加
入
、
未
加
入
世
帯
の
自
家
処
理
不
能
な
空
鐘
類
、
ガ
ラ
ス
製
品
、
大
形
廃
棄
家
庭
電
器
製
品
、
不
用

廃
棄
自
転
車
等
の
処
理
に
い
た
る
ま
で
処
理
場
で
処
理
対
策
を
た
て
て
欲
し
い
と
い
う
地
域
の
強
い
要
望
に
応
え
、
行
政
区
域
全
戸
を
対

象
と
し
た
処
理
能
力
を
も
っ
最
新
式
不
燃
物
処
理
施
設
を
設
置
し
た
。

施
設
建
設
敷
地
面
積
は
一
七

O
d、
設
計
施
工
と
も
富
士
電
機
家
電
株
式
会
社
で
、
昭
和

五
十
年
十
一
月
四
日
着
工
、
同
五
十
一
年
二
月
十
日
完
工
、
直
ち
に
業
務
を
開
始
し
た
。
施

設
の
処
理
能
力
は
、
固
形
物
粉
砕
機
二
、

O
O
O
K
/
H
I五、
O
O
O
K
/
H、
金
属
プ
レ
ス

機
一
、

O
O
O
K
/
H
i二、
O
O
O
K
/
H
で
あ
る
。

a
4
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場

ご
み
処
理
施
設

却

生
活
環
境
浄
化
の
一
方
途
と
し
て
、
し
尿
処
理
と
同
様
、
多
年
待
望
さ
れ
て
い
た
、
ご
み

処
理
施
設
は
、
し
尿
処
理
に
お
く
れ
る
こ
と
一
一
一
年
、
設
計
施
工
と
も
久
保
田
鉄
工
株
式
会

社
、
昭
和
四
十
五
年
十
月
一
日
着
工
、
同
四
十
六
年
三
月
三
十
一
日
完
成
、
四
月
一
日
か
ら

中
之
条
町
、
吾
妻
町
の
二
町
の
収
集
と
処
理
の
業
務
を
開
始
し
た
。

ご
み
の
収
集
方
法
は
一
般
ご
み
と
危
険
物
の
二
種
類
に
分
け
る
分
別
収
集
と
し
、
一
般
ご

み
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
収
集
処
理
す
る
危
険
物
は
土
曜
日
に
収
集
し
翌
週
処
理
す

る
。
収
集
日
は
一
年
間
の
日
程
表
を
加
入
世
帯
に
配
布
し
て
お
き
、
指
定
集
荷
場
所
ま
で
加

779 

焼
e -ー



誌

入
者
が
搬
出
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
ご
み
処
理
施
設
の
概
要
と
ご
み
処
理
状
況
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

会

処
理
能
力
一

O
t
/日

処
理
方
式
機
械
化
パ
ッ
チ
燃
焼
式
焼
却
炉

施
設
敷
地
面
積
二
七
二

O
M

処
理
状
況
年
度
別
ご
み
処
理
量
ハ
台
数
〉
:
:
:
図
表
参
照
、
町
村

別
の
ご
み
処
理
利
用
人
口
・
戸
数
(
第
叩
表
〉

社

年
度
別
ご
み
処
理
量

註

四
万
温
泉
沢
渡
温
泉
地
区
を
除
く

未
加
入
世
帯
の
不
燃
焼
物
を
除
く

1 2 

町村別のごみ処理利用人口、戸数〈昭和50.12.31現在〉

¥町村mぐl 1・¥p¥ 
ごみ処理加入

人 口 戸 数
人 数

人 戸 人 戸
中之条町 20.694 5.194 6.321 1.826 

ヨF王ヨ 蒙= 町 17.723 4.362 2.892 891 

高 山 村 4.353 1.052 

東 村 2.850 630 

計 2，717 

第10表

780 

1中之条町のどみ処理加人口戸数は四万温泉沢渡温泉の両地区を除いたもの

2高山村、東村は51年度より加入予定

註



(5) 

施
設
の
拡
充
計
画

ご
み
焼
却
炉
の
増
設
ご
み
焼
却
処
理
施
設
は
、
昭
和
田
十
六
年
四

月
に
完
成
し
た
機
械
化
バ
ッ
チ
焼
却
炉
〈
処
理
能
力
一

O
t
/日
)
で
、

今
日
ま
で
五
カ
年
間
操
業
し
て
き
た
が
、
生
活
様
式
の
多
様
化
、
都
市

化
の
浸
透
な
ど
か
ら
、
ご
み
の
排
出
量
甚
だ
し
く
増
加
、
加
う
る
に
ご

み
の
著
し
い
変
質
に
伴
い
既
設
の
処
理
施
設
で
は
到
底
、
衛
生
的
な
完

全
焼
却
処
理
が
困
難
と
な
っ
て
き
た
。
な
お
、
従
来
の
ご
み
処
理
施
設

は
、
時
勢
の
進
展
に
対
応
す
る
よ
う
年
を
逐
う
て
厳
重
と
な
る
環
境
条

例
の
規
定
に
も
適
合
せ
ぬ
よ
う
に
な
る
の
は
必
定
で
あ
り
、
そ
の
上
、

公
室
長
制
の
適
応
性
も
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
、
五
十
一
年
度
か
ら

高
山
村
、
東
村
の
収
集
加
入
と
、
四
万
、
沢
渡
両
温
泉
地
区
の
ご
み
処

理
に
対
応
す
る
た
め
に
二
O
t
/日
の
ご
み
焼
却
炉
を
建
設
す
る
こ
と

に
決
定
し
た
。
増
設
す
る
施
設
は
設
計
、
施
工
と
も
富
士
建
設
工
業
株

式
会
社
、
型
式
は
機
械
化
バ
ッ
チ
式
、
排
水
処
理
、
排
ガ
ス
処
理
は
既

設
の
一

O
t
/日
と
併
用
で
処
理
し
、
低
公
害
の
処
理
施
設
で
あ
る
。

排
ガ
ス
処
理
装
置
は
湿
式
除
じ
ん
室
を
経
て
、
ミ
ス
ト
セ
バ
レ
l
タ

l

生活環境
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中
之
条
町
上
水
道
の
布
設

で
除
湿
後
パ
ラ
ク
ロ

γ
集
じ
ん
機
を
通
り
大
気
に
放
出
さ
れ
る
。
排
水

処
理
装
置
は
ガ
ス
冷
却
用
排
水
、
灰
出
コ
γ
ベ
ア

l
、
ピ
ッ
ト
排
出
、

洗
車
水
等
は
汚
水
処
理
装
置
に
流
入
し
、

P
H
調
整
さ
れ
、
急
速
凝
集

泥
波
装
置
を
経
て
一
炉
過
機
に
か
け
ら
れ
、
汚
泥
を
抽
出
し
処
理
水
は
補

給
水
を
加
え
て
ガ
ス
冷
却
用
と
し
て
再
利
用
す
る
ク
ロ
ー
ズ
シ
ス
テ
ム

化
を
は
か
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

し
尿
処
理
施
設
の
増
設
計
画
し
尿
処
理
施
設
の
利
用
者
は
年
々
増

加
し
現
有
の
処
理
能
力
で
は
処
理
不
可
能
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
増
設

を
計
画
し
て
い
る
。
こ
の
計
画
は
、
的
し
尿
浄
化
槽
設
置
の
急
増
に
対

処
す
る
た
め
に
、
浄
化
槽
汚
泥
と
の
処
理
比
の
均
一
化
を
図
る
。
制
こ

の
処
理
施
設
の
設
置
に
よ
り
、
し
尿
中
の
爽
雑
物
を
除
去
し
、
処
理
機

器
の
管
理
保
全
が
図
ら
れ
、
施
設
処
理
能
力
が
向
上
す
る
。
川
円
余
剰
汚

泥
処
理
施
設
を
充
実
し
、
維
持
管
理
の
合
理
化
が
は
か
れ
る
。
全
行
政

区
域
を
対
象
に
一

O
O
%収
集
処
理
を
目
標
と
し
、
施
設
処
理
能
力
を

六
五
M
/日
と
す
べ
く
目
下
検
討
中
で
あ
る
。

第九章

ω
上
水
道
布
設
の
経
過

中
之
条
町
に
上
水
道
を
布
設
し
た
い
、
群
馬
県
内
の
中
之
条
町
ク
ラ
ス
の
町
で
上
水
道
の
な
い
の
は
中
之
条
町
ぐ
ら
い
で
は
な
い
か
、

合
併
前
の
旧
中
之
条
町
時
代
に
な
ぜ
上
水
道
を
布
設
し
な
か
っ
た
か
、
新
し
く
中
之
条
町
が
発
足
し
た
当
初
、

781 

こ
う
し
た
不
満
の
戸
が
あ



誌

っ
た
ほ
ど
町
内
に
は
上
水
道
に
対
す
る
要
望
が
強
か
っ
た
し
、
事
実
、
水
不
足
の
個
所
が
多
か
っ
た
。
特
に
中
之
条
町
と
伊
勢
町
連
た
ん

地
区
の
水
不
足
は
実
に
深
刻
で
、
中
之
条
町
の
上
の
町
、
中
の
町
、
伊
勢
町
の
上
の
町
、
中
の
町
は
皐
魅
時
に
は
井
戸
水
が
酒
渇
し
て
炊

飯
に
も
こ
と
を
欠
く
ほ
ど
で
あ
っ
た
し
、
そ
の
上
、
伊
勢
町
は
全
体
的
に
井
戸
水
質
が
不
良
で
、
飲
用
不
適
の
も
の
が
多
か
っ
た
。

782 

会社

昭
和
三
十
三
年
八
月
、
町
は
園
か
ら
都
市
計
画
法
適
用
都
市
の
指
定
を
受
け
た
が
、
中
之
条
町
百
年
の
大
計
を
た
て
る
た
め
の
都
市
計

画
法
に
よ
る
町
作
り
都
市
計
画
街
路
の
築
造
も
勿
論
大
切
で
は
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
よ
り
も
上
水
道
の
布
設
を
優
先
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

い
う
切
実
な
声
も
あ
っ
た
ほ
ど
、
町
の
人
々
は
水
不
足
に
鳴
い
で
い
た
。
町
の
福
祉
施
策
の
一
つ
で
あ
る
公
営
住
宅
建
築
の
第
三
次
工
事

で
あ
る
伊
勢
町
の
古
町
住
宅
、
小
原
住
宅
の
二
個
所
は
、
何
回
井
戸
を
掘
り
替
え
て
も
地
下
水
の
湧
出
が
な
く
、
貰
い
水
で
辛
じ
て
用
を

弁
じ
る
ほ
ど
困
惑
を
極
め
た
し
、
町
繁
栄
の
た
め
誘
致
し
た
中
之
条
電
報
電
話
局
建
築
工
事
で
は
、
井
戸
掘
工
事
で
、
地
下
へ
三
十
余
米

も
掘
り
下
げ
た
が
、
極
少
量
の
水
し
か
湧
出
せ
ず
、
局
で
必
要
と
す
る
大
部
分
の
水
は
、
県
道
中
之
条
湯
宿
線
沿
い
に
流
れ
る
用
水
路

の
水
を
長
い
パ
イ
プ
で
引
用
し
て
一
時
を
糊
塗
す
る
と
い
っ
た
非
常
措
置
を
執
ら
ざ
る
を
得
な
い
有
様
で
あ
っ
た
。
工
場
誘
致
条
例
に
よ

る
工
場
誘
致
も
、
必
要
と
す
る
工
場
用
水
確
保
の
見
透
し
が
た
た
ぬ
た
め
、
足
踏
み
状
態
に
あ
る
の
は
勿
論
、
町
内
の
水
飢
鐘
応
急
措
置

と
し
て
、
自
衛
隊
の
出
動
を
何
回
も
要
請
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
窮
状
打
開
の
た
め
、
町
議
会
の
要
請
に
応
え
、
町
当
局
で

は
、
急
速
に
上
水
道
布
設
を
検
討
す
る
と
は
公
約
し
た
も
の
の
水
道
水
源
を
ど
こ
に
す
る
か
が
先
決
要
件
で
、
布
設
経
費
低
廉
な
最
短
距

離
に
あ
る
、
水
質
優
良
、
し
か
も
水
量
豊
富
な
水
源
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
町
内
の
河
川
を
一
瞥
す
る
と
四
万
川
を
は

じ
め
二
十
三
河
川
あ
り
、
こ
れ
を
姐
上
に
の
せ
て
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
す
る
と
支
障
条
件
が
多
く
、
最
後
に
残
る
の
は
四
万
川
水

系
だ
け
と
な
る
。
当
時
は
ま
だ
、
四
万
川
を
利
用
し
て
の
県
営
発
電
計
画
は
表
面
化
し
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
美
野
原
用
水
、
中
之
条
沢

田
土
地
改
良
区
の
取
水
堰
、
東
京
電
力
株
式
会
社
の
既
得
水
利
権
な
ど
の
先
取
権
が
輯
嘆
し
、
こ
の
よ
う
に
調
査
を
進
め
る
と
い
づ
れ

も
一
長
一
短
で
あ
っ
た
。
こ
ん
な
調
査
検
討
に
荏
蒋
日
を
過
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
群
馬
県
公
衆
衛
生
課
長
原
啓
一
郎
が
四
万
温
泉
へ
の
公
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務
出
張
の
帰
途
、
大
塚
、
清
河
川
の
視
察
を
さ
れ
た
の
が
、
は
か
ら
ず
も
上
水
道
布
設
工
事
実
施
の
端
緒
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
原
公
衆
衛
生
課
長
の
清
河
川
視
察
後
の
進
言
に
力
を
得
て
町
当
局
は
上
水
道
水
源
候
補
地
は
清
河
川
と
一
点
に
焦
点
を
絞
り
、
種

種
の
準
備
調
査
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
が
、
伊
能
町
政
中
は
遂
に
そ
の
結
実
を
見
ず
、
す
べ
て
が
第
二
代
の
町
田
町
政
に
繰
り
越
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
町
田
町
長
は
清
河
川
か
ら
は
上
水
道
用
水
は
取
水
せ
ず
、
そ
の
上
流
地
点
に
あ
る
俗
称
ボ
ク
ボ
タ
弁
天
の
湧
水
の

引
水
を
計
画
し
た
の
で
あ
る
。
勿
論
、
清
河
川
、
小
枝
沢
川
、
二
日
市
沢
、
一
の
瀬
川
の
流
量
調
査
か
ら
、
県
庁
土
木
部
で
施
行
を
予
定

し
て
い
る
加
賀
沢
堰
堤
利
用
の
最
大
貯
水
量
、
濯
概
利
用
可
能
日
数
、
濯
瀧
可
能
面
積
ま
で
仔
細
に
検
討
し
た
上
の
決
定
で
あ
る
が
、
こ

の
湧
水
に
は
平
用
水
組
合
傘
下
農
家
の
耕
作
水
田
面
積
二
十
町
歩
の
死
活
問
題
に
係
る
濯
濯
水
の
分
譲
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う

重
大
問
題
の
解
決
が
そ
の
前
提
条
件
で
あ
り
、
そ
の
譲
渡
交
渉
に
は
関
係
農
家
に
対
し
耕
作
上
些
も
支
障
を
及
ぽ
さ
ぬ
と
い
う
代
替
水
の

調
達
の
た
め
利
用
し
よ
う
と
い
う
清
河
川
、
小
枝
沢
川
、
二
日
市
沢
、
一
の
瀬
川
の
流
水
利
用
に
は
、
清
河
川
の
下
流
地
点
と
、
小
枝
沢

川
に
所
在
す
る
こ
個
所
の
共
同
水
車
の
廃
止
の
承
諾
と
、
そ
の
裏
付
と
な
る
補
償
問
題
の
解
決
、
更
に
代
替
用
水
路
新
設
に
伴
う
水
路
敷

用
地
交
渉
と
い
う
難
問
題
を
先
づ
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

昭
和
三
十
八
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
、
町
田
町
長
は
関
係
役
場
職
員
を
帯
同
し
て
平
公
民
館
に
出
向
、
平
用
水
代
表
剣
持
尚
一
外

用
水
組
合
役
員
、
農
耕
者
代
表
と
三
回
に
わ
た
り
膝
を
交
え
て
協
議
懇
談
の
結
果
、
左
の
よ
う
な
協
議
契
約
を
締
結
し
、
上
水
道
用
水
と

し
て
平
鳴
沢
用
水
の
一
部
譲
受
け
は
漸
く
そ
の
解
決
を
み
た
の
で
あ
る
。

協

議

書

中
之
条
町
長
町
田
浩
蔵
ハ
以
下
「
甲
」
と
い
う
J
は
水
利
権
者
平
鳴

沢
用
水
組
合
代
表
者
剣
持
尚
一
(
以
下
「
乙
」
と
い
う
J
と
、
中
之
条

町
大
字
大
塚
字
壁
谷
地
内
鳴
沢
湧
水
を
中
之
条
町
上
水
道
用
水
に
充
て

る
こ
と
に
よ
っ
て
灘
甑
そ
の
他
一
般
に
及
ぼ
す
影
響
に
対
し
、
之
が
代

替
補
償
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
協
定
す
る
。

記

一
、
甲
は
乙
の
所
有
す
る
鳴
沢
湧
水
よ
り
一
目
、
四
、
八
O
O立
方
米

の
水
を
譲
受
け
る
。

一
、
甲
は
、
本
湧
水
を
上
水
道
用
水
に
使
用
し
て
も
そ
の
農
耕
上
不
安
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の
な
い
よ
う
代
替
用
水
を
十
分
に
配
慮
し
、
常
時
、
平
字
下
平
、
一
の

瀬
林
道
入
口
水
路
に
、
従
来
の
八
、
八
九
九
立
方
米
以
上
の
水
量
を
必

ず
確
保
す
る
。

一
、
甲
は
、
中
尾
根
、
青
梨
、
二
日
市
地
区
の
水
田
用
水
に
対
し
て

は
、
農
耕
上
差
支
え
な
き
ょ
う
措
置
し
、
常
時
一
定
量
の
流
水
を
確
保

す
る
。

一
、
甲
は
、
用
水
路
柳
田
合
流
点
か
ら
河
原
ま
で
の
水
路
を
新
設
し
、

な
お
、
菅
田
地
区
へ
も
引
水
の
便
を
図
る
。

一
、
甲
は
、
下
平
一
の
瀬
林
道
入
口
か
ら
下
尻
高
、
た
つ
道
ま
で
の
用

水
路
を
三
面
コ
ン
ク
リ
ー
ト
水
路
に
改
良
す
る
。

右
各
項
を
甲
、
乙
双
方
に
於
い
て
確
約
承
認
し
た
る
こ
と
を
証
す
る

た
め
協
議
書
弐
通
を
作
製
し
、
甲
、
乙
各
そ
の
壱
通
を
所
持
す
る
。

昭
和
三
十
八
年
三
月
九
日

(

甲

)

中

之

条

町

長

(
乙
〉
中
之
条
町
大
字
平
千
五
百
番
地

784 

誌会社

中之条町上水道配管図

剣町

尚浩

一蔵

持団

こ
の
協
議
に
基
づ
く
補
償
工
事
は
、
群
馬
県
か
ら
公
共
物
使
用
工
作
物
設
置
許
可
を
受

け
、
中
之
条
町
大
字
大
塚
字
清
河
二
、
五
=
二
番
地
先
に
取
水
堰
堤
を
構
築
し
、
清
河
水

毎
秒

0
・
0
五
三
立
方
米
、
日
換
算
四
、
五
八

O
立
方
米
、
小
枝
沢
川
に
て
、
二
、

O
七
四

立
方
米
、
二
日
市
沢
に
て
、
七
七
八
立
方
米
を
合
流
し
て
、
代
替
補
償
用
水
と
し
た
。
こ
の

数
量
を
確
保
す
る
た
め
本
線
工
事
と
し
て
水
路
工
事
延
長
一
、
一
六
五
米
五
八
、
隆
道
工

事
延
長
三
二
九
米
、
水
路
橋
架
設
一
カ
所
工
事
延
長
二

O
米
、
清
河
用
水
支
線
工
、
本
線

工
事
補
助
工
、
三
カ
所
の
外
、
既
設
用
水
路
の
漏
水
防
止
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

平
鳴
沢
用
水
組
合
と
の
協
定
成
立
、
廃
止
の
や
む
な
き
に
立
到
っ
た
ニ
カ
所
の
共
同
水

車
の
う
ち
、
上
流
の
一
カ
所
は
特
に
交
渉
が
難
航
し
た
が
、
数
次
に
わ
た
る
接
衝
で
漸
く

解
決
、
す
べ
て
の
起
工
準
備
を
整
え
た
。
か
く
て
前
橋
の
利
根
設
計
事
務
所
に
測
量
設
計

を
発
注
し
、
中
之
条
町
上
水
道
布
設
計
画
が
立
案
さ
れ
た
。



な
お
工
事
施
行
業
者
と
し
て
、
佐
田
建
設
株
式
会
社
、
大
和
設
備
工
事
株
式
会
社
、
大

平
建
設
工
業
株
式
会
社
、
佐
藤
工
業
株
式
会
社
、
西
松
建
設
株
式
会
社
の
五
社
が
指
名
さ

れ
、
競
争
入
札
に
よ
っ
て
工
事
は
佐
田
建
設
株
式
会
社
の
請
負
と
決
定
、
同
年
十
月
二
十

四
日
着
工
、
計
画
給
水
人
口
一

O
、
0
0
0人
、
一
日
最
大
給
水
量
、
二
、
四

O
O
d
の
施

設
は
、
四
十
年
十
月
完
工
、
四
十
一
年
一
月
か
ら
給
水
を
開
始
し
た
。
給
水
開
始
時
の
加

入
戸
数
は
、
一
、
九
五
九
戸
で
あ
っ
た
。
総
工
費
は
一
億
百
五
五
万
七
千
円
で
あ
っ
た
。

n
t
 

上水道水源(大原〉

上
水
道
の
拡
充
発
展

第九章生活環境

第
一
次
拡
大
工
事
昭
和
四
十
四
年
、
未
施
設
地
域
の
強
い
要
望
に
よ
っ
て
、
柴
本
、

猪
の
窪
、
青
山
、
市
城
、
下
折
田
、
中
折
田
、
字
妻
、
合
計
二
七
=
戸
に
対
し
給
水
拡
張

を
行
い
、
計
画
給
水
人
口
を
一
一
、
八

O
O人
に
、
計
画
一
日
最
大
給
水
量
を
二
、
八
一
一
一

二
d
に
変
更
の
た
め
、
配
水
管
延
長
一

O
、

O
九
六
米
、
増
圧
施
設
二
カ
所
、
圧
力
調
整

槽
二
カ
所
、
消
火
栓
十
八
カ
所
の
増
設
を
行
っ
た
。

第
二
次
変
更
事
業
年
々
の
給
水
量
増
加
の
た
め
、
既
施
設
能
力
限
界
に
達
し
、
昭
和
四
十
七
年
度
に
は
や
む
な
く
給
水
調
整
を
行
っ

た
が
、
夏
季
に
は
八
日
間
ほ
ど
断
水
せ
ざ
る
を
得
な
い
切
迫
し
た
事
態
に
鑑
み
、
昭
和
四
十
八
年
度
に
施
設
の
増
補
改
良
工
事
を
断
行
、

計
画
給
水
人
口
を
二
ニ
、
三

O
O人
に
、
計
画
一
日
最
大
給
水
量
を
四
、
七
八
八
d
に
変
更
の
た
め
、
水
源
か
ら
高
区
配
水
池
ま
で
の
送

水
管
中
、
二
五
四
米
勾
配
是
正
、
高
区
第
二
配
水
池
四
三
二
d
、
中
区
第
二
配
水
池
八
九
八
d
の
増
設
を
行
う
と
同
時
に
、
高
区
、
中

区
、
低
区
の
各
電
気
、
計
装
設
備
の
改
訂
等
運
営
上
の
高
全
を
期
し
た
。

以
上
が
生
活
用
水
部
門
と
し
て
の
中
之
条
町
上
水
道
事
業
の
概
要
で
あ
る
が
、
簡
易
水
道
の
普
及
状
況
も
併
せ
て
述
べ
て
お
く
。
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(3) 

簡
易
水
道
の
普
及
状
況

786 

会

な
お
、
町
営
事
業
と
し
て
、
四
万
上
水
道
、
簡
易
水
道
に
、
山
田
、
寺
社
原
、
沢
渡
、
菅
田
、
寺
社
平
、
上
折
田
、
岩
本
、
長
久
保
の
八
個
所
、
部

落
組
合
経
営
に
小
水
道
が
、
吾
嬬
、
大
岩
、
牧
場
、
成
田
、
五
反
田
、
馬
滑
、
成
田
開
発
、
大
久
保
、
大
原
の
九
個
所
、
簡
易
水
道
が
金

原
、
駒
岩
、
高
津
、
小
川
の
四
個
所
で
、
全
戸
数
、
五
、
一
六
七
戸
に
対
し
、
加
入
利
用
戸
数
は
四
、
二
七
=
戸
、
利
用
率
八
二
、
七
%

と
い
う
高
率
に
な
っ
て
い
る
し
、
役
場
水
道
課
発
表
に
よ
る
昭
和
四
十
一
年
度

i
五
十
年
度
町
営
水
道
給
水
件
数
と
そ
の
給
水
量
は
第
日

表
の
よ
う
に
年
々
増
加
を
示
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
清
浄
な
生
活
用
水
を
希
求
す
る
戸
数
の
増
加
は
、
水
質
不
良
な
井
戸
水
ゃ
、
危
険
な

河
水
を
扱
み
あ
げ
て
使
用
し
た
往
時
に
比
較
す
れ
ば
、
そ
こ
に
生
活
環
境
改
善
へ
の
努
力
の
著
し
い
進
歩
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

社

第
日
表

町
営
水
道
年
度
別
給
水
件
数
と
給
水
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生
活
環
境
に
つ
い
て
の
町
民
の
意
向

ー

町

民

ア

ン

ケ

ー

ト

調

査

か

ら

|

意
向
を
み
て
お
く
。

終
り
に
町
当
局
が
実
施
し
た
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
(
昭
和
五
十
二
年
)
の
中
か
ら
、
生
活
環
境
関
係
の
項
目
を
と
り
あ
げ
て
町
民
の

生
活
環
境
に
つ
い
て
の
満
足
度

町
民
を
と
り
ま
く
地
域
生
活
環
境
に
つ
い
て
、
二
九
項
目
を
例
示
し
て
、
夫
々
に
つ
き
町
民
の
満
足
度
合
を
調
査
し
て
い
る
が
、
調
査

結
果
の
う
ち
、
い
く
つ
か
の
気
付
い
た
点
を
述
べ
る
と
、

第九章生活環境

ω公
害
.
淑
と
も
い
う
べ
き
空
気
の
よ
ご
れ
、
日
当
り
、
騒
音
、
悪
臭
、

川
の
よ
ご
れ
な
ど
に
つ
い
て
は
、
当
町
の
環
境
で
は
よ
い
又
は
普
通
と

捉
え
ら
れ
、
満
足
し
て
い
る
人
々
が
多
い
。
幾
分
わ
る
い
と
指
摘
が
み

え
る
の
は
ハ
エ
と
蚊
、
下
水
排
水
、
と
く
に
わ
る
い
と
不
満
を
示
し
て

い
る
の
は
子
供
の
遊
び
場
と
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
施
設
に
つ
い
て
で
あ

る
。
そ
し
て
全
体
と
し
て
地
域
の
生
活
環
境
に
つ
い
て
の
満
足
度
は
、

普
通
と
い
う
人
々
が
最
も
多
く
2
ハ
八
%
て
つ
い
で
わ
る
い
と
い
う
も

の
、
ょ
い
と
い
う
も
の
は
同
じ
程
度
で
一
五

l
一
六
%
で
あ
る
。

ωご
み
の
回
収
の
満
足
度
は
、
普
通
が
五
三
%
で
最
も
多
く
、
ょ
い
と

し
て
い
る
人
々
は
二
四
%
、
わ
る
い
と
し
て
い
る
人
々
も
二
三
%
で
、

両
方
と
も
ほ
ぼ
同
率
で
あ
る
。

ωし
尿
処
理
に
つ
い
て
の
満
足
度
で
も
、
普
通
が
五
七
%
、
ょ
い
と
し

て
い
る
人
々
は
二
三
%
、
わ
る
い
と
し
て
い
る
人
々
は
ニ
O
%
で
、
幾

分
ょ
い
と
み
て
い
る
人
々
の
方
が
多
い
。

ω水
道
に
つ
い
て
の
満
足
度
は
、
「
よ
い
」
と
し
て
い
る
人
々
が
比
率

も
た
か
く
ハ
一
一
一
九
%
Y
普
通
と
す
る
も
の
三
六
%
で
、
他
の
諸
施
設
に

比
し
て
水
道
の
導
入
に
対
し
て
町
民
は
高
く
評
価
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

787 
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伺
生
活
環
境
と
し
て
の
余
暇
関
連
施
設
の
う
ち
、
力
を
入
れ
て
ほ
し
い

施
設
を
あ
げ
る
と
、
総
合
グ
ラ
γ
ド
、
公
園
、
い
こ
い
の
家
、
国
民
宿

788 

舎
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

会本土

す

び

む
現
状
の
問
題
点
と
将
来
の
予
測
・
対
策

人

口

と

世

帯

1 

現
状
の
問
題
点

第
一
の
問
題
点
は
人
口
の
減
少
で
あ
る
。

本
町
の
人
口
は
、
昭
和
二
十
年
代
は
、
二
三
、

0
0
0人
を
超
え
て
い
た
が
、
日
本
経
済
の
回
復
成
長
に
伴
っ
て
昭
和
三
十
年
代
に
入

る
と
減
少
に
転
じ
、
昭
和
五
十
年
の
国
勢
調
査
で
は
二

O
、
四
三
九
人
に
な
っ
た
。
日
本
経
済
が
高
度
成
長
か
ら
低
成
長
に
転
換
し
た
昭

和
四
八
年
以
来
減
少
割
合
は
小
さ
く
な
っ
て
は
い
る
が
、
依
然
と
し
て
人
口
の
流
出
が
つ
づ
い
て
い
る
。

こ
の
直
接
の
原
因
は
自
然
増
減
に
よ
る
増
よ
り
も
社
会
増
減
に
よ
る
減
、
つ
ま
り
転
出
者
が
多
い
た
め
で
あ
る
。

第
二
の
問
題
点
は
、
出
生
の
減
少
と
新
規
学
卒
者
の
流
出
に
よ
っ
て
年
令
別
構
成
が
ピ
ラ
ミ
y

ド
型
か
ら
つ
り
が
ね
型
に
移
行
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。



第
三
の
問
題
点
は
農
村
部
の
人
口
が
減
少
し
、
町
並
周
辺
の
人
口
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

本
町
六
八
部
落
の
う
ち
そ
の
七
八
%
に
あ
た
る
五
三
部
落
が
過
去
十
年
間
人
口
減
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
大
部
分
が
農
村
部
で
あ

る
。
例
え
ば
大
字
栃
窪
は
、
昭
和
三
十
年
に
は
一
九
四
人
い
た
が
、
昭
和
五
十
年
に
は
九
五
人
と
半
分
以
下
に
な
り
、
反
面
大
字
伊
勢
町

の
古
町
は
一
二
六
人
が
三
倍
以
上
の
六
七
九
人
に
な
っ
て
い
る
。

一
方
世
帯
は
、
人
口
減
に
も
か
か
わ
ら
ず
昭
和
二
十
年
代
よ
り
引
続
い
て
増
加
し
、
昭
和
五
十
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
つ
い
に
五
千
の

大
台
を
超
え
て
五
、
一
八
三
世
帯
と
な
っ
て
い
る
。

世
帯
の
増
加
も
人
口
増
加
に
比
例
し
て
町
並
周
辺
が
多
い
が
、
山
間
部
に
お
い
て
も
人
口
が
減
少
し
て
い
る
割
合
に
は
世
帯
は
減
少
し

現状の問題点と将来の予測、対策

て
い
な
い
。
例
え
ば
、
大
字
栃
窪
で
は
人
口
は
半
分
以
下
に
減
少
し
た
が
、
世
帯
は
昭
和
三
十
年
に
三
六
戸
で
あ
っ
た
も
の
が
、
昭
和
五

十
年
に
は
三

O
戸
で
、
六
戸
減
少
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

人
口
の
減
少
に
も
か
か
わ
ら
ず
世
帯
数
は
増
加
し
て
い
る
の
で
、
一
世
帯
あ
た
り
人
員
は
昭
和
三
十
年
に
五
、
四
一
人
で
あ
っ
た
が
、

五
十
年
に
は
三
、
九
四
人
と
な
り
、
二
十
年
間
に
一
、
四
七
人
減
少
し
た
。

一
世
帯
あ
た
り
の
人
員
を
、
人
口
増
減
の
対
照
的
な
部
落
で
あ
る
古
町
と
栃
窪
を
比
較
し
て
み
る
と
、
古
町
は
昭
和
三
十
年
に
は
五
、

O
二
人
で
あ
っ
た
が
、
五
十
年
に
は
三
・
七
三
人
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
栃
窪
で
は
五
・
四
二
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
三
・
一
七
人
に
な

っ
て
お
り
、
世
帯
あ
た
り
の
人
員
の
減
少
割
合
は
栃
窪
の
方
が
大
き
く
、
ま
た
現
在
の
人
員
も
農
林
業
集
落
で
あ
る
山
間
部
の
栃
窪
の
方

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

2 

将
来
の
予
測
と
対
策

町
の
発
展
を
人
口
だ
け
で
云
々
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
人
口
は
重
要
な
指
標
の
一
つ
で
は
あ
る
。
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そ
こ
で
町
で
は
人
口
の
将
来
目
標
を
二
三
、

0
0
0人
に
お
い
て
い
る
。
こ
れ
は
昭
和
三
十
年
の
町
村
合
併
当
時
の
人
口
を
確
保
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
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会

現
代
で
は
、
少
な
く
と
も
人
聞
が
生
活
す
る
に
は
、
そ
の
糧
の
も
と
と
な
る
豊
か
さ
を
生
み
出
す
産
業
と
公
共
福
祉
の
た
め
の
機
能
を

社

備
え
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
本
町
で
は
、
農
業
地
域
の
人
口
減
が
著
し
い
の
で
、
第
一
に
農
林
業
の
振
興
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今
日
の
農
家

経
済
の
大
半
が
兼
業
収
入
に
依
存
し
て
お
り
、
現
在
は
土
木
工
事
等
に
就
労
す
る
機
会
が
多
い
が
、
活
力
の
あ
る
町
づ
く
り
の
た
め
に
は

若
い
人
達
に
も
魅
力
の
あ
る
安
定
し
た
働
く
場
所
を
町
内
に
よ
り
多
く
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
山
間
地
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
併
行
し
て
、
道
路
、
水
道
等
の
生
活
環
境
の
整
備
を
促
進
す
る
。

人
口
急
増
地
区
で
あ
る
町
並
周
辺
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
事
業
等
に
よ
り
、
計
画
的
に
街
路
整
備
、
都
市
下
水
、
公
共
下
水
道
等
の

整
備
を
図
る
。

福
祉
施
設
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
八
年
か
ら
五

O
年
に
わ
た
り
、
勤
労
青
少
年
ホ

I
ム
、
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
な
ら
び
に
文
化
会
館
等
を
建
設
し
た
が
、
今
後
総
合
運
動
場
お
よ
び
各
地
区
公
民
館
を
整
備
す
る
。

住
宅
問
題
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
努
力
に
期
待
す
る
面
が
大
で
あ
る
が
、
町
と
し
て
は
昭
和
四
九
年
折
田
小
川
に
鉄
筋
コ
γ
ク
リ

l
ト

五
階
建
の
雇
用
促
進
住
宅
八
十
戸
の
建
設
を
誘
致
し
た
が
、
人
口
の
推
移
を
見
極
め
つ
つ
、
今
後
も
町
営
住
宅
の
建
設
等
を
含
め
て
対
処

す
る
。な

お
人
口
増
加
に
伴
っ
て
、
町
並
周
辺
に
お
い
て
は
住
民
の
意
向
を
尊
重
し
つ
つ
行
政
区
の
再
編
成
を
検
討
す
る
。
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現
状
の
問
題
点

現状の間短点と将来の予測、対策

本
町
は
合
併
後
二

O
年
を
経
た
昭
和
五

O
年
の
町
議
会
議
員
選
挙
か
ら
、
地
区
別
の
定
員
制
を
改
め
、
全
町
を
一
選
挙
区
と
し
、
議
員

定
数
も
三

O
名
か
ら
二
六
名
に
減
員
し
た
。
視
点
を
か
え
れ
ば
、
こ
れ
に
よ
っ
て
地
区
的
な
感
情
を
解
消
し
、
新
町
を
一
丸
と
す
る
体
制

が
確
立
さ
れ
た
も
の
と
も
い
え
る
。

本
町
の
行
政
機
構
は
十
二
課
一
室
、
三
保
育
所
、
国
民
宿
舎
、
自
動
車
教
習
所
が
町
長
の
統
轄
下
に
あ
り
、
ほ
か
に
教
育
委
員
会
事
務

局
、
四
幼
稚
園
、
農
業
委
員
会
事
務
局
、
議
会
事
務
局
が
専
任
職
員
を
お
い
て
お
り
、
職
員
総
数
は
お
よ
そ
二
四

O
名
で
あ
る
。

多
様
化
、
高
度
化
す
る
住
民
の
要
望
に
応
え
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
行
政
組
織
、
人
事
管
理
、
事
務
処
理
の
適
正
、

合
理
化
を
は
か
る
こ
と
は
常
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

合
併
に
よ
っ
て
町
の
規
模
は
拡
大
し
、
一
応
は
事
務
事
業
を
果
す
に
足
り
る
も
の
と
な
っ
た
。
し
か
し
経
済
の
発
展
は
、
交
通
、
通
信

事
業
を
は
じ
め
、
社
会
的
経
済
的
諸
条
件
の
急
激
な
変
化
、
地
域
開
発
の
進
展
を
も
た
ら
し
、
住
民
の
生
活
聞
の
拡
大
、
生
活
水
準
の
向

上
に
よ
り
、
高
度
な
行
政
、
高
度
な
施
設
へ
の
要
求
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
た
め
必
要
に
応
じ
、
近
隣
町
村
と
逐
次
事
務
の
共
同
処
理
の
た
め
の
一
部
事
務
組
合
が
設
立
さ
れ
、
こ
れ
に
対
応
し
て
き
た
が
、

現
在
で
は
吾
妻
郡
町
村
伝
染
病
院
組
合
、
吾
妻
東
部
衛
生
施
設
組
合
、
吾
妻
郡
町
村
共
有
林
維
持
管
理
組
合
、
吾
妻
老
人
福
祉
施
設
組

合
、
吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
等
、
本
町
が
関
係
し
て
い
る
郡
内
の
一
部
事
務
組
合
が
五
組
合
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
吾
妻
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一
部
事
務
組
合
の
統
合
も
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会

広
域
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
は
複
合
的
一
部
事
務
組
合
で
あ
る
が
、
広
域
行
政
の
効
果
を
よ
り
高
め
る
た
め
、

検
討
す
る
時
期
に
き
て
い
る
。

本
町
の
昭
和
五
一
年
度
当
初
予
算
総
額
は
お
よ
そ
二

O
億
三
九

O
万
円
で
、
昭
和
四
五
年
度
決
算
額
(
五
億
七
、
九
七

O
万
円
)
の
三

・
五
倍
に
な
っ
て
い
る
が
、
議
入
の
主
た
る
も
の
は
地
方
交
付
税
三
五
%
(
六
億
九
、
六
六

O
万
円
〉
、
町
税
二
三
%
(
四
億
五
、
七
三
六

万
円
)
、
町
債
一
六
%
(
三
億
二
、
二
九

O
万
円
)
、
園
県
支
出
金
一
四
広
(
二
億
八
、
四
二
八
万
円
〉
等
で
あ
る
。
昭
和
四
五
年
度
は
、
地

方
突
付
税
四
一
%
(
二
億
三
、
九
二
五
万
円
〉
、
町
税
一
一
二
%
(
一
億
八
、

O
四
二
万
円
〉
、
園
県
支
出
金
一

O
Z
ハ
五
、
九
五

O
万
円
)
、

町
債
八
%
(
四
、
四
一

O
万
円
)
で
あ
っ
た
の
で
、
構
成
比
で
は
、
地
方
交
付
税
、
町
税
と
も
落
ち
て
お
り
、
国
県
支
出
金
、
町
債
が
大

き
く
伸
び
て
い
る
。
金
額
で
は
地
方
・
交
付
税
が
二
・
九
倍
、
町
税
二
・
五
倍
、
国
県
支
出
金
四
・
八
倍
、
町
債
七
・
三
倍
で
あ
る
。

五
一
年
度
は
景
気
浮
揚
と
い
う
国
の
方
針
も
あ
り
、
財
政
対
策
債
等
特
別
の
措
置
も
あ
っ
て
の
結
果
で
は
あ
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
自

主
財
振
の
比
率
が
低
下
し
、
依
存
財
源
の
し
め
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

歳
出
の
な
か
で
最
近
特
に
問
題
に
な
っ
て
い
る
人
件
費
で
あ
る
が
、
そ
の
し
め
る
割
合
は
二
六
%
ハ
五
億
二
、
五
二

O
万
円
〉
で
、
昭

和
四
五
年
度
の
三
二
広
三
億
七
、
九
九
一
万
円
〉
に
く
ら
べ
る
と
低
下
し
て
い
る
。

社

目
的
別
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
教
育
費
二
六
克
(
五
億
二
三
九
七
万
円
〉
、
土
木
費
一
九
%
(
三
億
七
、
八
六
七
万
円
〉
、
総
務
費
一
三
%
(
二

億
五
、
五
六
五
万
円
)
、
民
生
費
(
二
億
一
二
四

O
万
円
可
農
林
水
産
業
費
(
二
億
一
、
二
三
九
万
円
)
が
そ
れ
ぞ
れ
一
一
%
程
度
で
、
昭
和
四
五

年
度
の
教
育
費
二
五
%
(
一
億
四
よ
二
三
万
円
〉
、
土
木
費
二

O
M〈
一
億
九
六
七
万
円
〉
、
総
務
費
二
ハ

M
ハ
九
、
一
六
八
万
円
)
、
農
林
水
産

費
一
三
克
(
七
、
四
七
九
万
円
〉
、
民
生
費
六
%
(
三
、
四
七
一
万
円
)
に
比
較
す
る
と
、
民
生
費
の
し
め
る
割
合
が
著
し
く
高
く
な
っ
て
い
る
。

本
町
行
政
の
中
心
で
あ
る
町
役
場
庁
舎
は
明
治
一
八
年
小
学
校
々
舎
と
し
て
建
築
さ
れ
、
大
正
七
年
役
場
庁
舎
に
管
理
変
更
さ
れ
、
町

村
合
併
に
よ
り
職
員
数
の
増
加
に
と
も
な
い
増
改
築
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
老
朽
化
が
著
し
く
、
町
民
に
多
大
の
不
便
を
か
け
る
と
と
も



に
、
事
務
能
率
の
向
上
お
よ
び
職
員
の
健
康
管
理
上
か
ら
も
好
ま
し
く
な
い
等
の
問
題
が
あ
る
。

2 

将
来
の
予
測
と
対
策

行
政
機
構
は
、
公
共
団
体
の
存
立
目
的
で
あ
る
住
民
の
福
祉
の
向
上
を
充
足
さ
せ
る
た
め
の
組
織
で
あ
る
、
そ
の
機
能
に
対
し
て
最
少

の
人
員
で
最
大
の
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
と
と
も
に
、
急
速
な
時
代
の
流
れ
と
行
政
需
要
の
増
大
に
対
処
し
う
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
従
っ
て
よ
り
効
率
的
な
行
政
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
基
幹
で
あ
る
能
率
的
な
組
織
を
つ
く
る
た
め
、
今
後
も
長
期
的
な
展
望
に
た

っ
て
、
た
え
ず
行
政
機
構
に
再
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

現状の問題点と将来の予測、対策

行
政
の
担
い
手
は
結
局
は
人
に
あ
る
。
最
も
少
な
い
人
員
で
、
最
も
大
き
な
能
率
を
あ
げ
る
た
め
に
は
職
員
の
能
力
が
充
分
発
揮
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
職
員
の
身
分
、
取
扱
い
等
人
事
全
般
に
わ
た
り
適
切
な
管
理
を
行
う
と
と
も
に
職
員
の
能
力
開
発
に
意

を
注
ぎ
、
常
に
研
讃
を
行
わ
し
め
、
能
力
に
応
じ
た
適
正
配
置
に
努
め
る
。

近
年
行
政
需
要
が
増
大
し
事
務
量
は
激
増
し
て
い
る
。
こ
れ
に
と
も
な
い
人
員
の
適
正
配
置
と
事
務
の
合
理
化
が
重
要
で
あ
る
が
、
事

務
の
合
理
化
に
つ
い
て
は
当
面
事
務
機
器
の
導
入
に
よ
る
迅
速
な
処
理
と
、
外
部
へ
の
事
務
委
託
を
可
能
な
も
の
よ
り
順
次
す
す
め
る
。

行
政
の
多
様
化
は
特
に
住
民
と
の
意
志
疎
通
が
重
要
で
あ
り
、
現
代
行
政
は
自
治
体
と
住
民
が
共
に
歩
む
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
町
で
は
広
報
紙
(
中
之
条
町
広
報
〉
を
毎
月
一
回
、
議
会
だ
よ
り
を
年
四
回
発
行
し
て
い
る
ほ
か
、
随
時
回
覧
文
書
、
チ
ラ
シ
の
配
布
、

有
線
放
送
施
設
の
利
用
、
広
報
車
に
よ
る
巡
回
、
群
馬
テ
レ
ビ
に
よ
る
広
報
、
さ
ら
に
は
町
民
と
の
直
接
対
話
を
は
か
る
べ
く
町
政
座
談

会
を
毎
年
実
施
し
て
い
る
が
、
今
後
と
も
さ
ら
に
こ
れ
ら
広
報
活
動
の
充
実
に
努
め
る
。

町
村
行
政
は
住
民
に
最
も
近
い
位
置
に
あ
り
、
そ
の
日
常
生
活
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
「
地
域
住
民
の
福
祉
の
向
上
」
を

は
か
る
こ
と
を
本
来
の
目
的
と
し
て
お
り
、
生
活
環
境
な
ら
び
に
産
業
基
盤
の
整
備
等
住
民
の
要
望
す
る
諸
施
策
を
達
成
す
る
た
め
に
は
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躍
大
な
財
政
の
裏
づ
け
が
必
要
で
あ
る
。

町
は
こ
の
た
め
、
昭
和
四
六
年
十
二
月
、
昭
和
五
五
年
を
目
途
と
し
た
総
合
計
画
を
樹
立
し
、
南
来
毎
年
度
ロ
ー
リ
ン
グ
を
行
っ
て
、

計
画
的
な
行
財
政
の
運
営
に
当
っ
て
き
た
が
、
自
主
財
源
の
乏
し
い
本
町
と
し
て
は
、
当
面
国
県
の
施
策
を
積
極
的
に
と
り
入
れ
補
助

金
、
起
債
等
の
獲
得
な
ら
び
に
自
主
財
源
の
充
実
、
強
化
に
努
め
る
。

歳
出
に
つ
い
て
は
義
務
的
、
消
耗
的
経
費
の
節
減
を
は
か
り
、
投
資
的
経
費
の
増
額
に
努
め
る
が
、
特
に
地
方
超
過
負
担
の
完
全
解

消
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
善
充
実
を
固
に
強
く
要
望
す
る
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行
政
事
務
の
能
率
を
高
め
る
た
め
、
明
る
い
環
境
と
、
親
し
み
の
も
て
る
庁
舎
を
建
設
す
る
こ
と
を
昭
和
五

十
一
年
度
よ
り
具
体
的
に
計
画
す
る
。
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産

業

1 

各
産
業
の
問
題
点

次
頁
の
表
は
県
お
よ
び
郡
の
経
済
全
体
の
な
か
で
中
之
条
町
の
経
済
水
準
が
、
ど
の
程
度
の
位
置
を
し
め
て
い
る
か
を
指
標
化
し
た
も

の
で
あ
る
。

町
経
済
の
発
展
水
準
を
経
済
主
体
、
生
産
な
ら
び
に
財
政
規
模
等
か
ら
、
県
段
階
と
比
較
し
て
み
る
と
、
お
お
む
ね
て

OWAか
ら
一
、

二
%
で
あ
る
。
産
業
別
で
は
農
業
粗
生
産
額
は
一
、
四
%
で
や
や
高
い
が
、
製
造
品
出
荷
額
は

O
、
五
%
、
商
品
販
売
額
は

O
、
六
%
と

い
う
低
位
に
あ
る
。



現状の問題点と将来の予測、対策

中之条町の経済水準〈昭和49年〉

27.0 

27.7 

1.1 

1.2 

29.8 1.1 

25.5 1.9 農家戸数
農

24.4 1.8 農業従事者数

15.1 1.4 農業粗生産額
業

31.1 0.5 数所業事工

42.3 0.6 数者事従

36.0 0.5 製造品出荷額
業

30.3 1.3 数庖商
商

35.3 1.2 数事者従

38.2 0.6 商品販売額
業

19.8 

資料 49年民業、工業、商業各統計調査結果、市町村民分配
所得のみ47年結果

利
一
利
日

目

面

項

総

1.0 

帯世総

総

歳出決算額

こ
の
表
の
な
か
で
占
有
率
が
大
き
い
ほ
ど
経
済
水
準
が
高
く
な
る
と
い
う
見
方
を
す
れ
ば
、
本
町
の
商
工
業
の
振
興
は
今
後
の
重
要
な

課
題
で
あ
る
。

農
業
が
し
め
る
シ
ェ
ア
が
、
他
の
部
門
に
比
較
し
て
高
位
に
あ
る
と
は
い
え
、
こ
れ
は
農
業
部
門
が
県
内
で
は
と
い
う
対
比
結
果
で
あ

っ
て
、
本
町
の
農
業
所
得
等
よ
り
推
測
す
れ
ば
、
本
町
の
農
業
が
高
位
水
準
に
あ
る
と
は
思
え
な
い
の
に
高
い
結
果
を
示
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

川
農
業
の
問
題
点
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誌

昭
和
五

O
年
の
農
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
本
町
農
家
の
一
戸
当
り
経
営
面
積
は
六
九
、
七
ア
ー
ル
で
あ
り
、
規
模
拡
大
へ
の
分
岐
点

と
い
わ
れ
て
い
る
二
、
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
農
家
は
僅
か
に
一
一
一
一
戸
し
か
な
い
。

統
計
情
報
事
務
所
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
昭
和
四
九
年
の
本
町
の
生
産
農
業
所
得
は
二
戸
当
り
五
八
万
四
千
円
、
耕
地
一

0
ア
ー
ル
当
り

六
万
三
千
円
、
農
業
専
従
者
一
人
当
り
三
九
万
八
千
円
で
、
郡
内
の
町
村
に
比
較
す
る
と
、
一
戸
当
り
は
六
位
、
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会社

一
0
ア
ー
ル
当
り
は
四

位
、
専
従
者
一
人
当
り
は
六
位
で
か
な
り
低
い
。

従
っ
て
専
業
農
家
は
二
三
七
戸
で
全
農
家
戸
数
(
二
、

O
五
二
戸
〉
の
一
一
・
六
%
に
す
ぎ
ず
、
第
一
種
兼
業
農
家
が
六
四
九
戸
で
三

一
・
六
広
、
第
二
種
兼
業
農
家
が
一
、
一
六
五
戸
で
五
六
・
八
%
を
し
め
る
よ
う
に
兼
業
化
が
急
進
し
て
い
る
。

農
家
の
一
六
才
以
上
の
人
口
は
七
、
一
四
五
人
で
あ
る
が
、
そ
の
四
五
%
に
あ
た
る
三
、
二
二
七
人
が
兼
業
に
従
事
し
て
お
り
、
農
業

専
従
者
は
男
子
で
九

O
六
人
、
女
子
が
二
、

O
九
二
人
で
、
農
業
従
事
者
の
老
令
化
と
と
も
に
婦
人
の
労
働
力
に
対
す
る
依
存
度
が
高
ま

っ
て
い
る
。

本
町
の
昭
和
四
九
年
の
農
業
粗
生
産
額
は
お
よ
そ
二
七
億
円
で
あ
る
が
、
こ
ん
に
ゃ
く
い
も
、
豚
、
ま
ゆ
、
米
の
四
作
目
で
七

O
Mを

し
め
て
い
る
が
、
近
年
こ
ん
に
ゃ
く
い
も
は
、
消
費
が
伸
び
ず
生
産
過
剰
で
あ
り
、
豚
は
ま
ゆ
と
と
も
に
騰
落
が
は
げ
し
い
。

こ
の
よ
う
に
中
之
条
町
の
農
業
は
関
係
者
の
懸
命
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
こ
と
に
き
び
し
い
も
の
が
あ
り
、
わ
が
国
経
済
繁
栄

の
な
か
に
あ
っ
て
、
農
業
だ
け
で
は
生
活
で
き
な
い
農
家
は
兼
業
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
く
、
し
か
も
そ
の
階
層
は
か
な
り
規
模
の
大
き
い

農
家
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
人
達
は
ま
ず
地
場
産
業
に
救
を
求
め
、
そ
こ
に
道
が
な
い
と
き
は
生
き
る
た
め
に
他
に
職
を
求
め
て
移
動
を
開
始
す
る
。
本

町
農
村
部
の
農
家
お
よ
び
農
家
人
口
の
減
少
は
正
に
こ
の
形
態
で
進
行
し
つ
つ
あ
る
。

ω林
業
の
問
題
点



昭
和
四
五
年
の
林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
本
町
の
林
野
面
積
は
一
八
、
七

O
九

μy
で
林
野
率
は
七
九
%
で
あ
る
。
林
野
の
う
ち
お

よ
そ
六
九
%
(
一
二
、
九
一
九
り
じ
は
固
有
で
あ
り
、
民
有
は
三
一
%
(
五
、
七

O
九
作
じ
で
国
有
地
が
多
い
。

私
有
林
面
積
は
五
、
五
一
七

hy、
そ
の
う
ち
人
工
林
は
二
、
九
六
六

hy、
人
工
林
率
は
五
三
・
八
%
で
あ
る
。

林
野
の
う
ち
採
草
放
牧
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
一
二
作
ル
に
す
ぎ
な
い
が
、
北
部
山
岳
地
帯
の
一
、
五

O
o
h
yの
地
域
が
上
信
越
高

原
国
立
公
園
の
一
部
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。

本
町
の
林
家
戸
数
は
一
、
三
四
六
戸
で
総
戸
数
の
二
六
%
を
し
め
、
昭
和
三
五
年
の
調
査
よ
り
も
九
四
戸
増
加
し
て
い
る
。
林
家
の
う

ち
農
家
が
て
二
二
三
戸
で
、
お
よ
そ
九
一
%
、
非
農
家
が
二
=
ニ
戸
で
九
%
で
あ
る
。

現状の問題点と将来の予測、対策

一
hyで
あ
る
が
、
視
模
別
に
み
る
と
一
作
ル
未
満
が
六
一
一
一
一
戸
(
四
五
・
五
%
)
、
一

t
五
hy
が
五

三
七
戸
(
三
九
・
九
%
)
を
し
め
て
い
る
よ
う
に
小
規
模
経
営
が
多
く
、
大
部
分
が
農
業
と
の
混
合
経
営
を
行
っ
て
い
る
。

昭
和
四
九
年
の
群
馬
県
林
業
経
済
調
査
に
よ
れ
ば
、
林
業
所
得
は
一

0
1二
0
0ル
の
階
層
で
一
一
五
万
五
千
円
、
二

O
作
ル
以
上
で

二
二
八
万
四
千
円
で
あ
り
、
山
林
収
入
の
種
目
別
は
用
材
、
き
の
こ
類
、
し
い
た
け
原
木
、
薪
炭
材
の
順
位
に
な
っ
て
い
る
。

本
町
の
林
業
従
事
者
数
は
、
て
二
八
七
人
で
、
そ
の
う
ち
て

O
四
二
人
が
自
営
林
業
に
、
二

O
一
人
が
農
業
の
合
間
に
や
と
わ
れ

て
林
業
に
従
事
し
て
い
る
。
林
業
専
業
従
事
者
は
九
三
人
い
る
が
、
そ
の
う
ち
五
一
人
は
営
林
署
に
、

林
家
の
平
均
経
営
面
積
は
四
、

一
六
人
は
森
林
組
合
に
雇
用
さ
れ

て
い
る
。

叩
商
業
の
問
題
点

本
町
の
商
庖
数
は
四
九
八
信
、
商
業
従
事
者
数
は
一
、
七
五
一
人
(
昭
和
四
九
年
商
業
統
計
〉
で
、
全
世
帯
数
の
お
よ
そ
一

O
Z、
全

就
業
人
口
の
一
五
%
の
人
達
が
商
業
活
動
に
従
事
し
て
い
る
。

年
間
商
品
販
売
額
は
一

O
九
億
一
二
、
六
六
一
万
円
で
県
下
の

0
・
六
%
で
あ
る
が
、
郡
内
で
は
三
八
・
二
%
を
し
め
、
郡
内
商
業
活
動
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誌

の
中
心
地
で
あ
る
。

一
商
庖
当
り
の
年
間
販
売
額
は
、
卸
売
業
八
、
三
一
六
万
円
、
小
売
業
二
、

一
五
六
万
円
、
飲
食
庖
四
一
二
万
円
、
平
均
二
、

一
九
六

798 

ゐ
A 

万
円
で
あ
る

ネ士

県
平
均
に
比
較
す
る
と
卸
売
者
は
三
四
・
三
%
、
小
売
業
は
九
二
・
九
%
、
飲
食
庖
は
六
四
・
七
%
、
平
均
四
八
・
七
%
で
、
卸
売
業

お
よ
び
飲
食
庖
の
販
売
が
少
な
い
。

郡
平
均
と
の
比
較
で
は
、
卸
売
業
一
五
四
%
、
小
売
業
三
=
了
O
%
、
飲
食
庖
八

0
・
五
%
、
平
均
一
一
一
六
・
一
%
で
か
な
り
高
い

水
準
に
あ
る
。

本
町
商
庖
数
の
お
よ
そ
七
五
%
を
し
め
る
小
売
業
の
年
問
販
売
額
は
、
県
平
均
よ
り
七
%
程
度
の
減
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
卸
売
業

の
販
売
が
県
平
均
の
三
四
%
し
か
な
い
こ
と
が
指
数
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

昭
和
四
七
年
か
ら
四
九
年
に
か
け
て
の
伸
長
率
は
、
卸
売
業
は
経
済
連
支
所
の
移
転
が
あ
っ
た
の
で
比
較
で
き
な
い
が
、
小
売
業
は
一

三
五
・
一
%
、
飲
食
庖
は
二
二
五
・
八
%
で
あ
っ
た
。

こ
の
間
の
県
平
均
の
伸
長
は
小
売
業
=
ニ
七
・
六
%
、
飲
食
庖
一
二
四
・
九
%
、
隣
町
吾
妻
町
で
は
小
売
業
一
四
六
・
五
%
、
飲
食
庖

一
九
七
・
八
%
で
あ
り
、
本
町
で
は
小
売
業
の
仲
率
が
や
や
低
い
。

従
事
者
一
人
当
り
の
年
間
販
売
額
は
本
町
は
六
二
四
万
円
、
郡
平
均
五
七
七
万
円
、
県
平
均
一
、

郡
平
均
に
対
し
て
は
一
O
六
・
四
%
で
あ
る
が
、
県
平
均
に
対
し
て
は
五
二
・
五
%
と
極
め
て
低
率
で
あ
る
。

業
種
別
に
み
る
と
卸
売
業
一
、
三
五
五
万
円
、
小
売
業
六
一
五
万
円
、
飲
食
広
一
五
一
万
円
で
、
県
平
均
に
対
し
て
は
卸
売
業
四
六
・
三

%
、
小
売
業
八
八
・
一
%
、
飲
食
庖
七
四
%
、
郡
平
均
に
対
し
て
は
卸
売
業
一
O
一
・
九
%
、
小
売
業
一
O
三
・
七
%
、
飲
食
庖
八
三
・

四
%
で
あ
り
、
一
人
当
り
販
売
額
も
郡
平
均
よ
り
は
高
い
が
、
県
平
均
よ
り
は
著
し
く
低
い
。

一
六
九
万
円
で
あ
り
、
本
町
の
場
合



中
之
条
町
の
商
業
は
先
人
の
努
力
に
よ
っ
て
発
展
伸
長
し
、
郡
内
で
の
主
導
的
地
位
を
確
保
し
て
き
て
い
る
。
し
か
し
道
路
交
通
等
の

発
達
は
よ
り
大
き
な
都
市
へ
の
購
買
力
の
流
出
を
も
た
ら
し
、
ま
た
生
活
の
向
上
は
商
品
需
要
の
多
様
化
、
高
級
化
を
招
い
て
い
る
と
と

も
に
、

一
面
廉
価
で
良
質
の
も
の
を
と
い
う
消
費
者
の
要
望
が
大
き
い
。

商
庖
自
ら
の
経
営
の
合
理
化
を
は
か
る
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
消
費
者
の
動
向
の
変
遷
、
複
雑
化
に
ど
う
対
応
す
る
か
が
今
後
の
課
題
で

あ
ろ
う
。

凶
工
業
の
問
題
点

中
之
条
町
の
工
業
は
昭
和
田
九
年
の
工
業
統
計
に
よ
る
と
事
業
所
数
、
製
造
品
出
荷
額
と
も
県
下
の

0
・
五
%
、
従
事
者
数
は

0
・六

%
で
町
産
業
の
中
で
も
低
い
指
数
を
し
め
し
て
い
る
。

郡
内
に
お
け
る
地
位
は
、
事
業
所
数
で
コ
二
・
一
%
、
従
事
者
数
で
四
二
・
三
%
、
製
造
品
出
荷
額
で
三
六
%
を
し
め
、
吾
妻
町
と
郡

現状の問題点と将来の予測、対策

内
工
業
を
二
分
し
て
い
る
。

製
造
品
出
荷
額
の
郡
内
に
し
め
る
割
合
を
み
る
と
、
本
町
は
昭
和
四
一
年
に
は
六
八
・
六
%
、
四
五
年
に
五
五
・
四
%
、
四
八
年
に
四

O
%
、
四
九
年
に
三
六
広
と
逐
年
低
下
し
て
お
り
、
吾
妻
町
は
昭
和
四
一
年
に
は
わ
ず
か
一
四
・
二
%
で
あ
っ
た
も
の
が
四
五
年
一
九
・

九
%
、
四
八
年
三
七
劣
、
四
九
年
四
二
・
六
%
と
な
り
、
つ
い
に
中
之
条
町
を
追
い
越
し
て
郡
内
第
一
位
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
中
之
条
町
の
工
場
誘
致
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
の
に
対
し
、
吾
妻
町
の
工
場
誘
致
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
基

因
し
て
い
る
。

事
業
所
数
は
、
昭
和
四
一
年
に
は
七
五
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
増
加
し
四
四
年
に
八
二
に
な
っ
た
。
四
七
年
に
は
四
一
年
と
同
数
の
七

五
に
減
少
し
た
ま
ま
今
日
を
迎
え
て
い
る
。

四
一
年
か
ら
四
九
年
ま
で
の
県
下
の
事
業
所
は
二
、
O
七
八
三
四
・
八
克
)
、
郡
内
で
は
五
一
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に
吾
妻
町
は
三
四
事
業
所
が
六
三
事
業
所
に
倍
増
し
て
い
る
。

工
業
従
事
者
数
は
昭
和
四
九
年
一
、
三
九
八
人
で
、
町
就
業
人
口
の
お
よ
そ
一
二
%
を
し
め
て
い
る
。

昭
和
四
一
年
に
比
較
す
る
と
一
三

O
人
お
よ
そ
一

O
克
の
増
加
で
あ
る
が
、
こ
の
期
間
に
県
下
で
一
八
%
、
郡
内
で
は
五
五
広
、
吾
妻

町
で
は
二
八
八
%
増
加
し
て
い
る
。

製
造
品
出
荷
額
は
九
二
億
一
、
六
二
八
万
円
で
四
一
年
の
お
よ
そ
三
倍
に
な
っ
て
い
る
が
、
吾
妻
町
は
一
七
倍
近
く
の
伸
び
で
一

O
八

億
九
、
四
二
三
万
円
に
な
っ
て
、
郡
内
第
一
位
の
地
位
が
中
之
条
町
と
入
れ
換
っ
た
。
こ
の
期
間
の
県
下
の
伸
び
は
四
、
二
倍
、
郡
内
は

五
、
六
倍
で
あ
っ
た
。
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一
事
業
所
当
り
の
製
造
品
出
荷
額
は
一
億
二
、
二
八
八
万
円
で
県
平
均
三
億
二
、
二
一
五
万
円
〉
を
超
え
て
い
る
が
、
従
事
者
一
人

当
り
は
六
五
九
万
円
で
県
平
均
(
八
七
八
万
円
〉
の
七
五
%
で
あ
る
。

本
町
工
業
の
業
種
の
上
位
三
位
ま
で
は
、
事
業
所
数
で
は
木
材
、
食
糧
品
、
家
具
で
、
製
造
品
出
荷
額
は
電
気
機
器
、
繊
維
、
木
材
、

従
事
者
数
は
電
気
機
器
、
繊
維
、
木
材
の
順
位
で
あ
る
。

間
観
光
の
問
題
点

昭
和
五
十
年
に
四
万
、
沢
渡
を
訪
れ
た
観
光
客
数
は
お
よ
そ
四
五
万
二
千
人
で
、
四
五
年
よ
り
も
一
二
万
二
千
人
減
少
し
た
。
こ
れ
は

四
八
年
以
来
の
物
価
高
と
不
況
が
大
き
く
影
響
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
比
較
的
規
模
の
小
さ
い
沢
渡
温
泉
の
客
数
は
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
増
加
し
て
お
り
、
四
万
温
泉
の
客
数
が
大
き
く
減
少
し
て

い
る
。
四
万
温
泉
の
場
合
県
内
県
外
客
数
に
分
け
て
み
る
と
、
県
内
客
数
が
お
よ
そ
六
万
九
千
人
(
三
四
克
〉
、
県
外
客
数
が
五
万
四
千
人

ハ
一
七
%
〉
の
減
で
あ
っ
た
。

昭
和
四

O
年
に
比
較
す
る
と
、
昭
和
五

O
年
の
観
光
客
数
は
四
万
温
泉
で
一
、
二
七
倍
、
沢
渡
混
泉
で
一
、
二
二
倍
で
あ
る
。



観
光
客
の
最
も
多
か
っ
た
月
は
八
月
で
六
万
六
千
人
、
最
も
少
な
か
っ
た
の
が
一
二
月
の
二
万
一
千
人
で
あ
る
が
、
比
較
的
五
月
、
八

月
、
九
月
、
一

O
月
、
一
一
月
が
多
く
、
一
一
一
月
、
二
月
、
三
月
が
少
な
い
。

観
光
消
費
額
は
、
昭
和
五

0
年
度
お
よ
そ
一
九
億
円
で
、
四
五
年
に
比
較
す
る
と
二
、
一
倍
に
な
っ
て
い
る
。

四
万
、
沢
渡
の
両
温
泉
の
他
に
も
大
塚
、
赤
坂
、
蟻
川
に
も
、
ぬ
る
湯
が
あ
り
、
大
塚
に
は
一
軒
の
旅
館
が
あ
る
が
、
そ
の
他
は
観
光

的
に
は
開
発
さ
れ
て
い
な
い
。

な
お
嵩
山
、
有
笠
山
、
四
万
湖
等
の
名
勝
が
あ
り
、
町
全
域
と
し
て
も
自
然
景
観
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
大
字
五
反
田
か
ら
岩
本
の
台
地

に
美
野
原
カ
シ
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
ゴ
ル
フ
場
を
造
成
中
で
あ
り
、
一
部
は
昭
和
四
十
八
年
秋
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。

今
後
週
休
二
日
制
の
普
及
に
と
も
な
い
野
外
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
需
要
が
増
大
す
る
と
云
わ
れ
て
い
る
が
、
未
開
発
観
光
資
源
の
活
用

と
新
し
い
観
光
資
源
の
創
造
も
課
題
で
あ
る
。

2 

将
来
の
予
測
と
対
策

現状の問題点と将来の予測、対策

山
農
業
の
将
来
の
予
測
と
対
策

本
町
総
戸
数
の
お
よ
そ
四

O
M
(
二、

O
五
二
戸
〉
、
就
業
人
口
の
一
一
一

O
Z
2二
、
七
八
八
人
〉
が
従
事
し
二
七
億
円
(
昭
和
四
九
年
)

の
生
産
を
あ
げ
て
い
る
農
業
は
本
町
の
基
幹
産
業
の
一
つ
で
あ
る
と
と
も
に
、
国
民
食
糧
の
生
産
者
と
し
て
、
ま
た
都
会
生
活
者
の
故

郷
、
緑
地
保
全
の
管
理
者
と
し
て
の
使
命
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
わ
が
国
の
経
済
の
高
度
成
長
は
、
産
業
な
ら
び
に
人
口
の
都
市
集
中
を
促
進
し
、
農
村
青
少
年
の
流
出
を
ま

ね
き
、
一
方
農
業
の
経
営
の
零
細
性
と
自
然
的
諸
制
約
等
に
よ
り
、
他
産
業
と
の
所
得
較
差
は
拡
大
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
こ
の
た
め
農
家
の

兼
業
化
は
急
速
に
す
す
ん
で
お
り
、
農
家
戸
数
、
農
業
就
業
人
口
も
ま
た
減
少
し
て
い
る
。
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こ
れ
ら
の
傾
向
は
、
世
代
交
替
の
時
代
を
迎
え
、
し
ば
ら
く
続
く
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
が
、
な
か
に
は
少
数
な
が
ら
経
営
を
合
理
化

し
、
高
生
産
、
高
所
得
を
あ
げ
て
い
る
農
家
も
誕
生
し
て
い
る
。
町
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
農
家
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
兼
業
農
家
対

策
も
総
合
的
に
配
慮
し
、
こ
れ
ら
の
間
に
あ
っ
て
農
地
あ
っ
せ
ん
活
動
等
を
行
い
農
地
の
有
効
利
用
に
努
め
る
が
、
本
町
の
場
合
規
模
拡

大
を
農
地
に
依
存
す
る
こ
と
は
基
本
で
あ
る
が
、
一
部
を
除
い
て
地
勢
が
複
雑
で
あ
り
、
機
械
利
用
に
も
限
度
が
あ
り
、
更
に
地
価
が
比

較
的
高
い
こ
と
な
ど
か
ら
至
難
と
思
わ
れ
る
の
で
、
農
道
整
備
、
交
換
分
合
、
集
団
的
農
地
造
成
等
土
地
基
盤
を
整
備
す
る
と
と
も
に
共

同
利
用
施
設
を
近
代
化
し
、
農
地
の
利
用
率
を
高
め
、
あ
わ
せ
て
立
地
の
特
性
を
ふ
ま
え
た
観
光
農
業
の
展
開
等
に
よ
り
、
「
他
産
業
と

調
和
の
と
れ
た
振
興
を
は
か
る
こ
と
」
を
農
政
の
基
本
方
針
と
す
る
。

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
町
と
し
て
は
、
関
係
機
関
の
指
導
協
力
を
得
て
、
農
業
振
興
地
域
を
指
定
し
優
良
農
地
を
確
保
し
、
ま
た
農

業
協
同
組
合
の
育
成
強
化
、
農
業
構
造
改
善
事
業
、
山
村
振
興
事
業
等
を
積
極
的
に
推
進
し
、
農
業
な
ら
び
に
農
村
生
活
環
境
を
整
備
す

る
と
と
も
に
農
業
後
継
者
の
育
成
に
努
力
し
て
き
た
が
、
今
後
も
こ
れ
ら
の
施
策
を
継
続
実
施
す
る
。
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∞
林
業
の
将
来
の
予
測
と
対
策

町
は
昭
和
四

O
年
以
来
第
一
次
、
第
二
次
林
業
構
造
改
善
事
業
を
実
施
し
、
林
業
振
興
に
つ
と
め
て
き
た
が
、
今
後
の
林
業
振
興
施
策

の
方
向
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

林
業
の
振
興
を
は
か
る
た
め
に
は
、
山
林
資
源
の
活
用
に
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
た
め
、
木
材
生
産
力
の
高
い
人
工
林
面
積
の
拡
大
と
林
道
網
の
整
備
拡
充
を
は
か
り
、
さ
ら
に
本
町
の
立
地
条
件
を
生
か
し
た
特

殊
林
産
物
、
山
菜
等
の
生
産
増
強
と
、
こ
れ
ら
に
連
け
い
し
て
森
林
観
光
の
開
発
を
推
進
す
る
。

近
年
の
人
口
流
出
に
よ
る
労
働
力
不
足
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
専
業
従
事
者
の
雇
用
の
安
定
の
た
め
森
林
組
合
の
労
務
班
の
育
成
活

用
と
省
力
機
械
の
導
入
等
資
本
装
備
の
近
代
化
を
推
進
す
る
。



な
お
山
林
は
単
に
経
済
的
な
面
だ
け
で
な
く
、
国
土
保
全
、
水
源
滋
養
、
保
健
休
養
、
自
然
保
護
、
観
光
資
源
等
と
し
て
の
公
益
的
側

面
も
持
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
も
十
分
な
配
慮
を
行
う
。

叩
商
業
の
将
来
の
予
測
と
対
策

商
業
振
興
の
た
め
に
は
町
全
域
は
も
と
よ
り
、
周
辺
町
村
を
含
め
て
の
経
済
力
を
充
実
し
、
経
済
活
動
を
活
発
に
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
が
、
購
買
力
が
流
出
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
八
若
い
人
達
に
も
魅
力
が
あ
り
、
楽
し
く
買
物
の
で
き
る
商
庖
街
の
形
成
〉
が

第
一
で
あ
ろ
う
。

本
町
の
商
庖
街
は
近
年
庖
舗
改
装
が
す
す
み
つ
つ
あ
る
が
、
木
造
建
築
が
大
部
分
で
あ
る
の
で
、
耐
火
建
築
を
奨
励
し
、
さ
ら
に
消
費

者
の
利
便
を
考
慮
し
て
〈
駐
車
場
の
設
置
〉
を
推
進
し
、
近
代
的
な
明
る
い
商
庖
街
を
形
成
す
る
よ
う
に
誘
導
す
る
。

経
営
規
模
も
小
さ
い
も
の
が
多
く
、
従
っ
て
経
営
管
理
、
労
務
管
理
等
の
お
く
れ
て
い
る
面
が
あ
る
の
で
、
商
庖
街
診
断
、
巡
回
指
導

診
断
を
県
の
指
導
の
も
と
に
商
工
会
と
協
力
し
て
実
施
し
て
き
た
が
、
今
後
も
こ
れ
ら
を
実
施
し
て
、
経
営
の
近
代
化
、
合
理
化
を
促
進

す
る
。

現状の問題点と将来の予測、対策

庖
舗
、
設
備
の
改
善
、
仕
入
れ
の
た
め
の
資
金
調
達
、
従
業
員
の
福
祉
施
設
等
の
金
融
の
円
滑
化
の
た
め
、
町
は
商
業
設
備
近
代
化
資

金
、
中
小
企
業
合
理
化
資
金
、
労
働
福
祉
施
設
資
金
等
の
依
託
を
ひ
き
つ
づ
い
て
行
い
制
度
融
資
の
活
用
を
援
助
す
る
。

商
工
業
者
の
団
体
で
あ
る
商
工
会
は
金
融
、
税
務
、
労
務
対
策
等
の
指
導
に
当
っ
て
い
る
が
、
業
者
の
よ
り
一
層
の
自
主
的
な
活
動
を

期
待
し
、
こ
れ
を
育
成
強
化
す
る
。

州
工
業
の
将
来
の
予
測
と
対
策

昭
和
五
五
年
噴
完
成
が
予
定
さ
れ
て
い
る
関
越
自
動
車
道
の
開
通
に
よ
っ
て
、
群
馬
県
も
本
格
的
な
高
速
時
代
に
突
入
し
、
本
町
も
首

都
闇
と
の
時
間
的
距
離
を
著
し
く
短
縮
す
る
。
こ
れ
ら
の
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
ま
た
町
民
の
働
く
場
所
を
拡
大

L
、
活
力
の
あ
る
豊
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か
な
生
活
を
築
く
た
め
、
工
業
の
育
成
な
ら
び
に
工
場
誘
致
は
重
要
な
手
掛
り
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
の
た
め
町
と
し
て
は
、
農
村
地
域
工
業
導
入
促
進
法
等
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
土
地
利
用
の
長
期
的
展
望
の
も
と
に
住
民
の
協
力
を

得
て
工
業
用
地
を
選
定
確
保
し
、
工
場
の
適
正
な
配
置
な
ら
び
に
団
地
化
を
促
進
し
、
技
術
革
新
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
技
術
の
導
入
に

よ
っ
て
設
備
を
近
代
化
し
、
工
場
廃
水
、
騒
音
、
媒
煙
、
悪
臭
等
の
公
害
防
止
の
万
全
を
指
導
し
、
町
民
が
安
全
で
快
適
な
生
活
を
確
保

さ
れ
る
よ
う
に
施
策
を
す
す
め
る
。
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本
町
の
企
業
は
従
業
員
三

O
人
以
下
が
九

O
Mを
し
め
、
そ
れ
以
上
は
わ
ず
か
に
七
社
し
か
な
い
。
零
細
企
業
で
は
と
か
く
経
営
管
理

が
遅
れ
が
ち
で
あ
る
の
で
、
県
お
よ
び
商
工
会
の
協
力
を
得
て
、
経
営
診
断
を
行
い
経
営
の
合
理
化
、
近
代
化
を
推
進
す
る
。

ま
た
設
備
の
改
善
の
た
め
に
は
制
度
資
金
の
あ
っ
せ
ん
活
用
を
は
か
る
。

中
小
企
業
に
と
っ
て
は
従
業
員
の
確
保
は
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
思
う
が
、
現
在
の
新
規
学
卒
者
の
就
職
傾
向
は
必
ず
し
も
大

都
会
に
ば
か
り
あ
こ
が
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
適
当
な
働
く
場
所
が
あ
れ
ば
地
元
に
就
職
す
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

将
来
性
が
あ
り
、
堅
実
な
企
業
を
誘
致
す
る
と
と
も
に
、
各
企
業
が
設
備
を
近
代
化
し
、
経
営
を
合
理
化
し
、
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
は
勿
論
重
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
労
務
管
理
を
近
代
化
し
、
希
望
を
も
っ
て
働
け
る
労
働
環
境
を
つ
く
り
、
地
元
の
青
少

年
が
す
す
ん
で
地
元
企
業
に
就
職
す
る
よ
う
に
、
企
業
側
に
も
青
少
年
に
も
労
働
教
育
委
員
会
等
関
係
機
関
団
体
と
協
力
し
て
働
き
か
け

る。
昭
和
四
八
年
に
建
設
し
た
「
吾
妻
郡
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
」
、
四
九
年
に
建
設
し
た
「
中
之
条
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
」
お
よ
び
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
五
階
建
の
雇
用
促
進
住
宅
八

O
戸
等
、
一
連
の
施
設
も
勤
労
者
の
福
祉
施
策
の
一
環
で
あ
る
。

な
お
既
設
の
事
業
内
職
業
訓
練
校
を
一
層
充
実
し
、
さ
ら
に
内
職
相
談
活
動
等
を
通
じ
て
、
労
働
力
の
質
的
向
上
と
確
保
を
援
助
す

る



現状の問題点と将来の予測、対策

間
観
先
の
将
来
の
予
測
と
対
築

全
国
的
な
激
し
い
都
市
化
の
進
行
、
所
得
水
準
の
向
上
、
余
暇
時
間
の
増
大
、
交
通
機
関
の
発
達
等
に
と
も
な
っ
て
、
観
光
、
レ
ク
リ

エ
l
シ
ョ

γ
需
要
は
今
後
も
増
加
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
時
代
の
進
展
に
即
応
す
る
た
め
、
第
一
に
観
光
ル
1
ト
の
整
備
を
関
係
町
村
と
協
力
し
て
推
進
す
る
。

ま
ず
基
幹
道
路
と
し
て
関
越
自
動
車
道
か
ら
分
岐
し
て
、
本
町
中
心
部
を
経
由
し
四
万
の
山
を
越
え
て
新
潟
県
相
崎
市
に
至
る
国
道
三

五
三
号
線
の
早
期
改
修
開
さ
く
、
主
要
地
方
道
中
之
条
草
津
線
な
ら
び
に
中
之
条
湯
河
原
線
、
林
道
大
影
秋
鹿
線
の
改
良
舗
装
、
万
沢
線

の
建
設
等
を
園
県
に
要
請
、
推
進
す
る
。

四
万
、
沢
渡
の
両
温
泉
に
つ
い
て
は
、
滞
在
観
光
客
の
新
し
い
湯
治
志
向
に
応
え
て
遊
歩
道
の
整
備
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
お
よ
び
駐
車

場
の
増
設
、
さ
ら
に
は
観
光
果
樹
園
、
山
菜
、
き
の
こ
類
等
の
観
光
客
向
け
の
栽
培
を
奨
励
し
、
農
林
業
と
の
結
び
つ
き
を
深
め
る
と
と

も
に
、
温
泉
ボ
1
リ
γ
グ
を
行
い
、
温
泉
街
を
周
辺
に
拡
大
す
る
。

四
万
湖
、
唐
繰
原
、
嵩
山
、
大
原
、
大
塚
な
ら
び
に
蟻
川
の
両
温
泉
等
の
開
発
に
つ
い
て
は
民
間
資
本
に
期
待
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、

自
然
の
保
全
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
配
慮
が
さ
れ
る
よ
う
に
誘
導
す
る
。

国
道
三
五
三
号
線
の
開
通
の
暁
に
は
、
日
向
見
の
奥
地
に
ス
キ
l
場
、
キ
ャ
ン
プ
場
等
の
施
設
の
整
備
を
営
林
局
に
要
請
す
る
。

な
お
本
町
で
は
昭
和
四
一
年
に
町
営
国
民
宿
舎
「
ゆ
ず
り
は
荘
」
を
日
向
見
に
建
設
し
た
が
、
そ
の
経
営
は
順
調
に
伸
び
て
、
昭
和
五

O
年
は
不
況
の
影
響
で
若
干
落
ち
た
が
、
年
間
一
九
、
五
七
八
人
の
利
用
者
が
あ
り
、
低
廉
か
つ
清
溢
な
施
設
と
し
て
好
評
を
博
し
て
い

る。
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現
状
の
問
題
点

渋
川
市
よ
り
本
町
を
経
て
、
新
潟
県
柏
時
市
に
至
る
道
路
は
、
昭
和
四
九
年
十
一
月
十
二
日
町
民
の
宿
望
が
実
っ
て
、
国
道
三
五
三
号

線
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。
四
万
温
泉
の
行
き
止
り
を
解
消
し
、
本
町
か
ら
新
潟
県
を
結
ぶ
最
短
距
離
の
道
路
で
あ
り
、
ま
た
広
域
観
光
ル

ー
ト
と
し
て
も
大
き
な
意
義
が
あ
る
。

し
か
し
日
向
見
か
ら
三
園
山
中
は
道
ら
し
い
道
が
な
く
、
既
設
道
路
に
つ
い
て
も
旧
県
道
四
万
中
之
条
線
は
幅
員
の
狭
い
個
所
が
あ

り
、
さ
ら
に
伊
勢
町
地
内
は
国
道
一
四
五
号
線
と
同
一
路
線
で
あ
る
の
で
、
現
在
で
も
突
通
量
が
多
く
、
地
域
住
民
か
ら
バ
イ
パ
ス
建
設

の
要
望
が
あ
る
。

国
道
一
四
五
号
線
は
沼
田
市
か
ら
、
本
町
を
経
て
長
野
原
町
に
通
じ
て
お
り
、
上
越
新
幹
線
上
毛
高
原
駅
お
よ
び
関
越
自
動
車
道
沼
田

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
シ
ジ
へ
の
主
要
道
路
と
し
て
、
ま
た
吾
妻
郡
の
基
幹
道
路
と
し
て
も
重
要
な
道
路
で
あ
る
が
、
高
山
村
地
内
は
ほ
ぽ
改
修

が
終
り
、
五
十
一
年
度
か
ら
本
町
地
内
の
改
良
工
事
が
行
わ
れ
る
。

主
要
地
方
道
「
中
之
条
湯
河
原
線
」
は
大
字
中
之
条
町
か
ら
、
五
反
田
、
岩
本
、
大
道
を
経
て
利
根
郡
新
治
村
で
国
道
一
七
号
線
に
接

続
し
、
上
越
新
幹
線
上
毛
高
原
駅
お
よ
び
関
越
自
動
車
道
月
夜
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

γ
ジ
に
通
じ
る
道
路
で
あ
り
、
ま
た
伊
参
地
区
か
ら
町

中
心
部
へ
の
生
活
道
路
で
も
あ
る
。

主
要
地
方
道
中
之
条
草
津
線
は
大
字
下
沢
渡
、
上
沢
渡
を
経
て
草
津
町
に
至
る
道
路
で
あ
り
、
地
域
住
民
の
基
幹
生
活
道
路
で
あ
る
と



と
も
に
、
日
光
上
信
越
高
原
ル
I
ト
の
一
部
を
形
成
し
て
い
る
が
、
両
路
線
と
も
改
修
工
事
が
進
め
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
い
ま
だ
未

改
修
部
分
も
多
く
舗
装
も
遅
れ
て
い
る
。

一
般
県
道
と
し
て
は
「
下
沢
渡
原
町
線
」
「
植
栗
伊
勢
線
」
「
横
尾
大
道
線
」
等
が
あ
る
が
、
な
か
で
も
横
尾
大
道
線
、
下
沢
渡
原
町

線
の
整
備
が
お
く
れ
て
い
る
。

町
道
は
こ
れ
ら
の
国
道
、
県
道
を
基
幹
と
し
て
、
広
域
ネ

v
ト
ワ
I
ク
を
形
成
す
る
幹
線
道
路
と
集
落
聞
の
そ
の
他
道
路
に
分
け
ら

れ
、
さ
ら
に
農
林
道
が
あ
っ
て
、
住
民
の
日
常
生
活
な
ら
び
に
産
業
に
か
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
役
割
り
を
果
し
て
い
る
が
、
そ

の
幅
員
は
四
・
五
米
未
満
の
も
の
が
お
よ
そ
八
割
を
し
め
て
お
り
舗
装
率
も
二
割
程
度
で
あ
る
。

鉄
道
は
国
鉄
吾
妻
線
が
町
の
南
部
を
走
り
、
本
町
管
内
に
中
之
条
、
市
城
の
二
駅
が
あ
る
が
、
近
年
乗
降
客
数
が
若
干
減
少
し
て
い

る。

現状の問題点と将来の予測、対策

パ
ス
は
国
鉄
中
之
条
駅
青
基
点
と
し
て
、
四
万
、
沢
渡
大
岩
、
岩
本
大
道
、
赤
坂
の
各
大
字
及
び
高
山
村
、
招
田
市
、
渋
川
市
に
東
武

パ
ス
が
、
渋
川
市
よ
り
本
町
や
-
経
て
長
野
原
町
に
国
鉄
パ
ス
が
運
行
さ
れ
、
通
勤
通
学
を
は
じ
め
、
住
民
の
日
常
生
活
の
足
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
近
年
マ
イ
カ
ー
の
普
及
に
伴
っ
て
乗
客
が
減
少
し
、
赤
字
路
線
が
増
加
し
て
い
る
。

昭
和
五
十
一
年
四
月
の
本
町
管
内
の
電
話
加
入
戸
数
は
、
五
、
二
三
三
戸
、
ほ
か
に
公
衆
電
話
が
一
九
四
あ
り
、
普
及
率
は
お
よ
そ
一

戸
に
一
台
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
う
ち
地
域
集
団
電
話
が
て
八
九

O
戸
ほ
ど
あ
り
、
情
報
時
代
の
進
展
に
よ
っ
て
、
最
近
で
は

単
独
電
話
を
要
望
す
る
声
が
強
い
。

郵
便
局
は
集
配
局
が
、
中
之
条
、
四
万
、
沢
渡
に
あ
る
が
、
大
字
山
田
の
大
部
分
は
原
町
局
の
集
配
区
域
で
あ
る
。
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地
域
の
産
業
を
振
興
し
、
住
民
が
快
適
な
日
々
を
お
く
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
長
期
的
展
望
に
た
っ
て
道
路
体
系
を
定
め
、
将

来
の
交
通
需
要
に
対
応
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
観
点
に
た
ち
、
次
の
基
本
的
な
考
え
方
に
よ
っ
て
国
道
、
県
道
を
含
め
た
基
幹
道
路
、
幹
線
道
路
を
設
定
し
、
そ
の
整
備

を
積
極
的
に
促
進
す
る
。

町
内
の
国
道
、
主
要
地
方
道
、
一
般
県
道
を
基
幹
道
路
と
す
る
。

2

町
内
の
道
路
を
次
の
区
分
に
よ
り
、
幹
線
道
路
と
す
る
。

O
本
町
の
中
心
地
か
ら
隣
接
町
村
の
中
心
地
を
結
ぶ
道
路

O
本
町
の
中
心
地
か
ら
一
次
生
活
圏
の
中
心
集
落
を
結
ぶ
道
路

O
一
次
生
活
閣
の
中
心
集
落
を
相
互
に
結
ぶ
道
路

O
一
次
生
活
圏
の
中
心
集
落
か
ら
基
礎
集
落
圏
の
中
心
集
落
を
結
ぶ

1 

道
路

O
基
礎
集
落
圏
の
中
心
集
落
を
結
ぶ
道
路

O
各
生
活
聞
の
中
心
集
落
か
ら
公
共
施
設
を
結
ぶ
道
路

3

前
記
以
外
の
道
路
に
つ
い
て
も
幹
線
道
路
と
の
関
連
を
配
慮
し
、

か
つ
将
来
に
お
け
る
交
通
需
要
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
整
備
す
る
こ

と
を
目
途
と
す
る
。

1 な
お
国
道
、
県
道
の
整
備
に
関
し
て
は
、
国
県
に
対
す
る
要
望
計
画
で
あ
る
が
、

国
道
三
五
三
号
線
の
早
期
開
通
と
伊
勢
町
バ
イ
パ
ス
の
建
設

主
要
地
方
道
中
之
条
湯
河
原
線
な
ら
び
に
中
之
条
草
津
線
の
整
備

の
促
進

3

広
域
営
農
団
地
整
備
農
道
の
建
設
促
進

2 

次
の
路
線
に
つ
い
て
は
特
に
強
く
要
請
す
る
。

「
広
域
営
農
団
地
整
備
農
道
」
は
、
県
道
下
沢
渡
原
町
線
の
大
字
山
田
地
内
を
起
点
と
し
、
勝
負
瀬
で
四
万
川
に
架
橋
、
折
田
、
成
田
、

美
野
原
、
後
界
戸
、
岩
本
、
蟻
川
、
赤
坂
を
経
て
大
字
平
の
二
日
市
で
国
道
一
四
五
号
線
に
接
続
す
る
延
長
お
よ
そ
二
十
キ
ロ
幅
員
七

メ
ー
ト
ル
の
舗
装
道
路
で
あ
り
、
本
町
北
部
を
横
断
す
る
大
規
模
な
農
道
で
あ
る
。
一
時
は
ま
ぼ
ろ
し
の
農
道
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
昭
和

四
九
年
に
採
択
さ
れ
、
県
営
工
事
と
し
て
、
同
年
よ
り
用
地
買
収
に
入
り
五
十
年
度
よ
り
工
事
が
始
め
ら
れ
て
い
る
。
当
初
計
画
で
は
四



カ
年
の
日
時
で
竣
工
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
現
状
で
は
か
な
り
長
期
に
わ
た
る
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

鉄
道
に
つ
い
て
は
漸
次
自
動
車
輸
送
へ
の
移
行
が
進
む
情
勢
に
は
あ
っ
て
も
、
大
量
長
距
離
輸
送
機
関
と
し
て
地
域
発
展
の
た
め
に
最

も
基
礎
的
な
も
の
で
あ
る
、
こ
の
た
め
吾
妻
線
の
上
越
新
幹
線
停
車
駅
と
の
接
続
、
お
よ
び
長
野
県
豊
野
町
ま
で
の
延
長
を
関
係
町
村
と

現状の問題点と将来の予測、対策

協
力
し
て
、
ひ
き
続
い
て
国
鉄
当
局
へ
要
請
す
る
。

パ
ス
は
住
民
の
日
常
生
活
の
上
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
利
用
者
の
減
少
か
ら
赤
字
路
線
が
増
加
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
路
線
で
は
運
転
本
数
を
減
ら
し
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
廃
止
し
た
い
と
い
う
会
社
側
の
意
向
も
あ
る
が
、
町
と
し
て
は
、

「
不
採
算
パ
ス
路
線
維
持
費
補
助
金
」
を
計
上
し
県
な
ら
び
に
国
の
援
助
を
得
て
、
路
線
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て

は
将
来
よ
り
按
本
的
な
対
策
を
必
要
と
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

電
話
の
普
及
は
お
お
む
ね
=
戸
一
台
と
な
り
、
管
内
の
自
動
化
も
完
了
し
た
。
但
し
地
域
集
団
電
話
加
入
者
が
お
よ
そ
一
、
八
九

O
戸

あ
り
、
今
後
は
こ
れ
の
一
般
電
話
に
な
る
こ
と
を
要
請
し
た
い
。

郵
便
の
集
配
に
つ
い
て
は
、
広
域
営
農
団
地
整
備
農
道
に
よ
り
四
万
川
に
架
橋
さ
れ
れ
ば
、
山
田
を
中
之
条
局
区
内
と
す
る
こ
と
を
要

望
す
る
。

昭
和
五
十
年
の
管
内
の
交
通
事
故
は
関
係
者
の
努
力
に
よ
っ
て
、
前
年
よ
り
減
少
し
て
い
る
が
、
ひ
き
つ
づ
い
て
安
全
教
育
を
す
す
め

る
ほ
か
、
主
要
道
路
に
は
歩
道
の
設
置
、
そ
の
他
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
l
、
標
識
の
増
設
等
安
全
対
策
の
充
実
を
は
か
る
。
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現
状
の
問
題
点

本
町
に
お
け
る
文
化
資
源
と
し
て
は
、
国
指
定
重
要
文
化
財
二
件
、
県
指
定
重
要
文
化
財
二
件
、
県
指
定
天
然
記
念
物
五
件
が
あ
り
、

こ
の
ほ
か
各
所
に
埋
蔵
文
化
財
、
遺
跡
等
が
散
在
し
て
い
る
が
、
指
定
物
件
以
外
の
保
存
対
策
は
ほ
と
ん
ど
と
ら
れ
て
い
な
い
。

文
部
落
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
民
俗
芸
能
等
も
時
代
の
進
展
と
と
も
に
う
す
れ
て
ゆ
く
現
状
に
あ
り
、
こ
れ
ら
文
化
遺
産
を
次
の
世
代
に

継
承
す
る
た
め
の
保
護
対
策
を
充
実
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
古
文
書
古
記
録
等
の
保
存
に
も
十
分
意
を
尽
す
必
要
が
あ
る
。

文
化
活
動
に
つ
い
て
は
、
昔
か
ら
俳
句
等
が
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
近
年
各
種
の
文
化
活
動
の
グ
ル
ー
プ
が
結
成
さ
れ
活
発
に
活
動
し
て

い
る
。
昭
和
四
九
年
一
月
中
之
条
町
文
化
協
会
が
、
短
歌
、
俳
句
、
書
道
、
写
真
、
詩
吟
、
民
謡
等
の
一
七
団
体
の
構
成
で
組
織
さ
れ
た

こ
と
は
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

2 

将
来
の
予
測
と
対
策

町
と
し
て
は
先
人
の
残
し
た
文
化
遺
産
の
実
態
を
把
握
し
、
保
全
す
る
た
め
に
文
化
財
専
門
委
員
会
を
設
け
、
調
査
研
究
に
あ
た
り
現

在
三
八
の
文
化
財
を
調
査
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
保
存
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
文
化
財
に
つ
い
て
の
展
示
、
公
開
、
講

演
会
等
を
行
い
、
広
く
町
民
の
日
常
生
活
の
な
か
で
の
理
解
と
認
識
を
高
め
る
よ
う
に
す
る
。

国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る
富
沢
家
に
つ
い
て
は
昭
和
五
一
年
度
五
二
年
度
の
二
カ
年
に
わ
た
り
半
解
体
修
理
が
行
わ
れ
た
。



郷
土
芸
能
の
保
存
に
つ
い
て
は
管
内
に
二
二
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
が
、
昭
和
五
一
年
一
月
中
之
条
町
郷
土
芸
能
保
存
会
が
設
立
さ
れ
保

存
伝
承
に
努
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

文
化
活
動
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
自
主
性
を
尊
重
し
、
自
主
的
な
活
動
を
援
助
す
る
が
、
地
域
の
文
化
活
動
の

拠
点
と
し
て
吾
妻
郡
文
化
会
館
を
吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
が
事
業
主
体
と
な
り
大
字
西
中
之
条
に
昭
和
四
九
年
一
一
月
に
着
工

し
、
五

O
年
九
月
竣
工
、
一
一
月
よ
り
中
之
条
町
が
管
理
運
営
の
委
託
を
受
け
て
開
館
し
て
い
る
。

文
化
会
館
は
八
六
四
席
の
客
席
を
も
ち
、
充
実
し
た
舞
台
装
置
は
、
地
域
の
文
化
活
動
の
練
習
、
発
表
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
中
央

の
す
ぐ
れ
た
芸
術
、
文
化
の
観
賞
の
場
で
も
あ
り
今
後
の
活
用
を
期
待
し
て
い
る
。

図
書
館
、
博
物
館
等
も
時
代
の
要
求
に
応
じ
て
、
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
の
図
書
室
を
充
実
し
、
な
お
こ
れ
ら
の
機
能
を
か
ね
備
え
た
も
の
と
し
て
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
を
中
学
校
統
合
の
暁
に
は
、
そ
の
施
設

を
転
用
し
て
設
置
し
、
児
童
生
徒
が
自
主
的
に
情
操
の
か
ん
養
、
科
学
知
識
の
体
得
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

現状の問題点と将来の予測、対策

教

_._占
ノ、

育

1 

教
育
の
現
状
の
問
題
点

ω学
校
教
育
の
問
題
点

本
町
に
は
小
学
校
本
校
五
校
、
分
校
四
校
が
あ
る
。
第
一
小
学
校
は
昭
和
五

0
年
度
を
も
っ
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
校
舎
に
改
築
さ
れ

た
が
、
他
の
校
舎
は
ほ
と
ん
ど
木
造
で
あ
る
。
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誌

学
校
水
泳
プ
l
ル
は
昭
和
四
七
年
度
第
二
小
学
校
に
、
昭
和
五

0
年
度
第
五
小
学
校
に
、
屋
内
体
育
館
は
昭
和
五

0
年
度
第
四
小
学
校

812 

会

に
そ
れ
ぞ
れ
建
設
さ
れ
た
。

教
育
効
果
を
高
め
る
上
か
ら
も
、
災
害
対
築
上
か
ら
も
校
舎
は
耐
火
建
築
に
す
る
と
と
も
に
、
総
合
的
に
教
育
環
境
を
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
。

社

児
童
数
は
近
年
減
少
傾
向
に
あ
り
、
今
後
も
当
分
急
激
な
増
加
は
見
込
ま
れ
な
い
。

現
在
分
校
の
あ
る
の
は
第
二
小
学
校
だ
け
で
あ
る
が
、
分
校
に
お
い
て
は
特
に
児
童
数
の
減
少
か
ら
複
式
編
成
も
や
む
を
得
な
い
時
点

に
あ
る
。

中
学
校
は
五
校
で
分
校
は
な
い
が
、
小
学
校
と
同
じ
く
ほ
と
ん
ど
木
造
校
舎
で
あ
り
、
し
か
も
終
戦
直
後
の
資
材
不
足
の
お
り
新
制
中

学
校
発
足
に
伴
い
建
築
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
損
傷
老
朽
の
度
合
が
高
く
維
持
管
理
に
問
題
が
あ
る
。

生
徒
数
は
小
学
校
児
童
の
減
少
に
よ
り
、
必
然
的
に
漸
減
し
一
学
年
一
学
級
編
成
と
い
っ
た
小
規
模
校
も
あ
り
、
教
育
効
果
を
高
め
る

た
め
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

幼
児
教
育
は
、
そ
の
多
く
を
家
庭
に
お
い
て
お
こ
な
う
も
の
で
あ
る
が
、
近
年
社
会
の
進
展
に
伴
い
幼
児
の
心
身
の
発
達
に
と
っ
て
望

ま
し
い
経
験
や
活
動
を
家
庭
や
地
域
社
会
に
の
み
期
待
す
る
こ
と
は
困
難
性
が
あ
り
、
本
町
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
を
背
景
に
幼
稚
園
整
備

を
実
施
し
、
現
在
町
立
四
園
に
お
い
て
一
年
保
育
を
行
っ
て
い
る
が
就
園
率
は
一

O
O
Zで
あ
る
。
施
設
は
昭
和
四
二
年
以
降
中
之
条
、

伊
参
、
名
久
田
幼
稚
園
舎
を
新
築
し
た
が
、
沢
田
幼
稚
園
は
転
用
建
物
を
使
用
し
て
お
り
改
築
の
必
要
が
あ
る
。
園
児
は
昭
和
五

0
年
度

よ
り
徴
増
の
傾
向
に
あ
る
。

∞
社
会
教
育
の
問
題
点

現
代
社
会
は
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
急
速
に
流
動
変
化
し
て
い
る
。
こ
の
な
か
に
あ
っ
て
人
間
形
成
の
最
も
重
要
な
年
代
に
あ
る
青
少
年
は



特
に
環
境
の
支
配
を
受
け
や
す
い
。
本
町
に
お
け
る
社
会
環
境
は
極
端
に
目
立
つ
悪
環
境
は
な
い
が
、
現
段
階
に
お
い
て
適
切
な
対
策
を

た
て
、
今
後
も
有
害
環
境
を
未
然
に
防
止
す
る
等
健
全
な
環
境
の
維
持
が
望
ま
れ
る
と
同
時
に
、
社
会
教
育
関
連
諸
施
設
を
整
備
し
、
そ

の
機
能
を
最
高
度
に
発
揮
す
る
指
導
体
制
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
町
に
お
け
る
社
会
教
育
施
設
と
し
て
は
地
区
公
民
館
四
館
、
町
民
プ
I
ル
一
が
あ
る
が
、
公
民
館
は
名
久
田
、
沢
田
の
二
館
以
外
は

転
用
建
物
の
う
え
老
朽
化
し
て
お
り
、
本
来
の
目
的
達
成
の
た
め
に
は
ほ
ど
遠
い
。
ま
た
職
員
も
兼
任
館
長
一
名
と
い
う
現
状
で
あ
る
。

総
合
運
動
場
に
つ
い
て
も
昭
和
四
八
年
用
地
は
取
得
し
た
が
、
そ
の
後
の
財
政
事
情
か
ら
着
工
さ
れ
て
い
な
い
。

青
年
団
、
婦
人
会
、
体
育
協
会
、

P
T
A
等
組
織
さ
れ
て
い
る
団
体
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
目
的
達
成
の
た
め
事
業
活
動
を
行
っ
て
い
る

が
、
会
員
構
成
・
財
源
等
か
ら
し
て
満
足
す
べ
き
状
態
と
は
い
え
な
い
も
の
が
あ
る
。

2 

教
育
の
将
来
の
予
測
と
対
策

現状の問題点と将来の予測、対策

山
学
校
教
育
の
将
来
の
予
測
と
対
策

教
育
条
件
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
施
設
・
設
備
の
充
実
は
も
と
よ
り
、
こ
れ
ら
教
育
の
場
に
お
い
て
そ
の
機
能
を
担
当
す
る
有
能
な
教

職
員
構
成
と
、
家
庭
に
お
け
る
教
育
に
対
す
る
理
解
と
協
力
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
諸
条
件
を
み
た
す
た
め
施
設
・
設
備
え
の
可
能
な
限
り
の
投
資
、
教
職
員
の
質
的
、
量
的
確
保
、
教
育
研
究
所
等
の
充
実
活

用
、
家
庭
に
お
け
る
保
護
者
の
心
構
え
等
の
啓
蒙
指
導
を
社
会
教
育
活
動
と
連
携
を
保
ち
な
が
ら
実
施
す
る
。

義
務
教
育
施
設
整
備
は
、
危
険
建
物
の
改
築
と
環
境
整
備
、
総
合
に
よ
る
校
舎
の
増
改
築
等
、
統
合
に
よ
る
児
童
生
徒
の
通
学
対
策
、

小
学
校
屋
内
運
動
場
、
学
校
プ

l
ル
の
新
設
等
で
あ
る
が
、
財
源
と
の
関
係
も
あ
り
逐
次
計
画
的
に
実
施
す
る
。

具
体
的
に
は
小
学
校
に
お
い
て
は
第
四
小
学
校
の
危
険
校
舎
の
改
築
、
第
て
第
五
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
の
建
設
、
第
四
小
学
校
の
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学
校
プ
l
ル
の
建
設
、
第
二
小
学
校
の
分
校
統
合
等
が
あ
り
、
中
学
校
に
お
い
て
は
、
第
二
、
第
三
中
学
校
の
統
合
計
画
が
す
す
め
ら
れ

て
い
る
が
、
第
四
、
第
五
中
学
校
に
つ
い
て
も
検
討
を
要
す
る
。

中
学
校
の
統
合
、
小
学
校
に
お
け
る
分
校
を
本
校
に
統
合
す
る
際
の
最
大
の
難
点
は
通
学
距
離
の
遠
く
な
る
児
童
生
徒
の
通
学
対
策
で

あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
路
線
パ
ス
利
用
を
原
則
と
し
、
通
学
費
の
一
部
補
助
を
行
い
関
係
者
の
協
力
を
得
た
い
が
、
ス
ク
ー
ル
パ
ス

の
運
行
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

幼
稚
園
舎
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
沢
田
幼
稚
園
舎
の
改
築
を
行
い
、
二
年
保
育
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
既
設
園
舎
の
収
容
力
、
通
園
距

離
等
の
実
態
か
ら
、
中
之
条
幼
稚
園
を
分
離
し
、
新
に
伊
勢
町
方
面
に
幼
稚
園
を
新
設
し
た
い
。
伊
参
幼
稚
園
は
保
育
室
を
増
築
す
る
。

∞
社
会
教
育
の
将
来
の
予
測
と
対
策

青
少
年
育
成
に
か
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
社
会
環
境
の
健
全
化
は
、
一
次
集
団
で
あ
る
家
庭
、
二
次
集
団
と
い
わ
れ
る
企
業
、
学
校
等

に
お
い
て
、
た
ゆ
ま
ず
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
指
導
的
立
場
に
あ
る
成
人
自
身
育
成
保
護
の
本
旨
を
心
得
え
、
実
践
的
態
度

で
健
全
な
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生
涯
教
育
の
必
要
な
ゆ
え
ん
で
も
あ
る
。
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会社

地
域
住
民
の
い
こ
い
の
場
で
あ
り
学
習
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
る
公
民
館
と
し
て
は
、
伊
参
・
中
之
条
の
二
館
の
新
設
を
予
定
し
て
い

る
が
、
昭
和
五

0
年
度
に
完
成
し
た
吾
妻
郡
文
化
会
館
に
中
央
館
と
し
て
の
役
割
り
を
果
さ
せ
る
よ
う
運
営
面
で
研
究
す
る
。

総
合
運
動
場
に
つ
い
て
も
、
町
民
の
要
望
に
応
え
景
気
浮
揚
を
ま
っ
て
、
で
き
る
限
り
早
い
時
期
に
総
合
グ
ラ

γ
ド
、
野
球
場
等
を
整

備
し
た
い
。

公
民
館
、
社
会
体
育
施
設
に
は
専
門
的
有
識
者
を
必
要
と
す
る
の
で
、
こ
れ
ら
職
員
の
確
保
に
つ
と
め
、
さ
ら
に
社
会
教
育
委
員
、
体

育
指
導
委
員
等
の
指
導
体
制
を
充
実
す
る
。

婦
人
会
、
青
年
団
、

P
T
A
、
体
育
協
会
等
社
会
教
育
関
係
団
体
に
つ
い
て
は
、
指
導
者
養
成
、
会
員
研
修
を
中
心
に
教
育
的
事
業
を



推
奨
し
、
文
家
庭
で
の
親
と
子
の
学
習
を
主
眼
と
し
た
家
庭
教
育
学
級
の
開
設
、

生
涯
教
育
を
推
進
す
る
。

一
般
町
民
を
対
象
に
し
た
各
種
成
人
講
座
を
拡
大
し
、

七

医
療
保
健
と
社
会
福
祉
・
社
会
保
険

1 

現
状
の
問
題
点

現状の問題点と将来の予測、対策

川
医
療
保
健
の
問
題
点

町
の
発
展
の
た
め
に
は
住
民
が
心
身
と
も
に
健
全
で
あ
る
こ
と
が
不
可
決
の
こ
と
で
あ
り
、
町
で
は
五
人
の
保
健
婦
を
お
い
て
、
保
健

所
等
と
緊
密
な
連
絡
の
下
に
保
健
指
導
に
当
っ
て
い
る
が
、
そ
の
主
な
問
題
点
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

的
母
子
保
健
対
策
母
子
健
康
相
談
、
妊
婦
検
診
、
乳
児
検
診
、
母
親
学
級
、
三
才
児
検
診
等
を
実
施
し
て
い
る
が
、
特
に
母
親
及
び

子
供
の
健
康
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て
は
内
容
の
充
実
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
。

uw家
族
計
画
受
胎
調
節
は
家
族
計
画
の
技
術
で
あ
っ
て
、
即
産
児
制
限
と
い
っ
た
誤
っ
た
解
釈
の
な
い
よ
う
、
正
し
い
家
族
計
画
の

思
想
に
つ
い
て
指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

付
精
神
病
対
策
社
会
構
造
の
複
雑
さ
か
ら
精
神
病
、
精
神
異
常
は
今
後
益
々
多
発
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
の
で
、
精
神
衛
生
に
関

す
る
知
識
の
普
及
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
。

助
成
人
病
対
策
近
年
癌
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
等
成
人
病
が
死
亡
原
因
の
多
く
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
た
め
町
で
は
血
圧

測
定
、
胃
検
診
、
婦
人
科
検
診
を
行
っ
て
い
る
が
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
集
団
検
診
の
よ
り
普
及
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
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同
口
腔
衛
生
生
活
水
準
の
向
上
は
食
生
活
の
向
上
を
も
た
ら
し
て
い
る
が
、
反
面
む
し
歯
の
疾
患
は
増
加
し
て
お
り
、
特
に
幼
児
期

に
あ
っ
て
は
、
発
育
に
大
き
な
関
係
が
あ
る
の
で
、
予
防
対
策
を
充
実
す
る
必
要
が
あ
る
。

疾
病
を
予
防
し
、
衛
生
的
な
生
活
環
境
を
作
る
た
め
に
、
各
区
に
衛
生
班
を
組
織
し
、
全
世
帯
に
防
疫
薬
剤
を
配
付
し
衛
生
害
虫
の
駆

除
を
実
施
し
て
い
る
が
、
町
の
地
形
お
よ
び
生
活
環
境
の
相
違
に
対
応
し
、
ご
み
処
理
、
し
尿
処
理
対
策
、
下
水
道
整
備
、
環
境
衛
生
思

想
の
啓
蒙
普
及
等
総
合
的
な
観
点
か
ら
の
対
策
を
す
す
め
る
必
要
が
あ
る
。

伝
染
病
の
躍
患
率
は
漸
次
低
下
し
、
こ
こ
数
年
は
小
康
を
保
っ
て
お
り
、
結
核
患
者
も
年
々
減
少
し
て
い
る
。

本
町
の
医
療
機
関
は
連
担
地
区
に
集
中
し
て
お
り
、
従
っ
て
辺
地
医
療
体
制
の
確
立
と
、
交
通
災
害
の
多
発
に
備
え
て
の
救
急
体
制
づ

く
り
が
望
ま
れ
て
い
る
。

社

間
社
会
福
祉
の
問
題
点

戦
後
に
お
け
る
家
族
制
度
の
解
体
は
核
家
族
化
を
促
進
し
、
産
業
の
発
展
は
婦
人
労
働
力
の
需
要
を
増
大
し
、
共
稼
ぎ
は
健
全
な
家
庭

保
育
を
困
難
に
し
、
児
童
の
生
活
環
境
は
必
ず
し
も
好
ま
し
い
状
態
で
は
な
い
も
の
が
あ
る
。
又
障
害
を
も
っ
た
児
童
の
保
護
対
策
も
立

ち
遅
れ
て
い
る
。

近
年
突
通
事
故
の
多
発
等
に
よ
る
母
子
家
庭
、
老
令
化
に
伴
う
寡
婦
家
庭
が
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。

昭
和
三
八
年
に
老
人
福
祉
法
が
制
定
さ
れ
、
老
人
福
祉
対
策
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
老
令
者
人
口
は
年
々
上
昇
傾
向
に
あ
り
、

全
人
口
に
し
め
る
六
五
才
以
上
の
老
令
者
は
昭
和
三

O
年
に
は
六
広
三
、
三
九
八
人
〉
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
五
年
に
は
八
・
五
%

ハ
一
、
八
七
九
人
〉
と
な
り
、
昭
和
五

O
年
の
国
勢
調
査
で
は
一

O
Zを
越
え
る
も
の
と
推
測
さ
れ
て
お
り
、
老
人
福
祉
施
策
は
今
後
の

重
要
課
題
で
あ
る
。



経
済
成
長
に
よ
る
所
得
の
伸
長
と
雇
用
機
会
の
増
大
に
よ
り
、
生
活
保
護
世
帯
は
漸
次
下
降
線
を
た
ど
っ
て
は
い
る
が
、
反
面
医
療
扶

助
の
し
め
る
割
合
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
医
療
扶
助
の
適
正
実
施
が
望
ま
れ
る
。

聞
社
会
保
障
の
問
題
点

国
民
健
康
保
険
事
業
は
昭
和
三

O
年
九
月
一
日
に
開
始
さ
れ
た
が
、
当
時
は
被
保
険
者
全
員
五
割
給
付
で
あ
っ
た
が
、
三
八
年
一

O
月

か
ら
世
帯
主
に
つ
い
て
は
七
割
給
付
を
実
施
し
、
四

O
年
一
月
か
ら
は
全
被
保
険
者
に
対
し
て
七
割
給
付
を
行
い
、
四
四
年
一

O
月
か
ら

乳
児
の
一

O
割
給
付
、
四
六
年
四
月
か
ら
七
五
才
以
上
の
老
人
の
一

O
割
給
付
を
実
現
し
て
き
た
。

し
か
し
最
近
の
老
令
人
口
の
増
加
、
医
療
費
の
増
高
は
税
負
担
の
年
々
の
増
額
を
余
儀
な
く
し
、
比
較
的
低
所
得
階
層
の
多
い
被
保
険

者
に
重
税
感
を
与
え
て
い
る
。

昭
和
三
五
年
一

O
月
よ
り
国
民
年
金
の
拠
出
年
金
被
保
険
者
の
適
用
事
務
が
開
始
さ
れ
た
が
、
国
民
年
金
は
他
の
年
金
制
度
が
被
保
険

現状の問題点と将来の予測、対策

者
を
職
場
単
位
に
把
握
し
て
い
る
の
と
異
な
り
、
被
保
険
者
を
そ
の
住
所
地
に
お
い
て
個
人
単
位
に
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
か
も

対
象
と
な
る
人
が
年
金
制
度
に
な
じ
み
の
う
す
い
人
達
で
あ
る
た
め
加
入
し
て
い
な
い
者
が
い
る
。

国
民
年
金
法
に
お
け
る
無
拠
出
制
年
金
(
福
祉
年
金
)
は
拠
出
制
年
金
を
基
本
と
し
、
こ
れ
を
補
完
的
に
補
足
す
る
趣
旨
で
併
用
し
て

ゆ
く
年
金
で
あ
り
、
昭
和
三
四
年
一
一
月
一
日
国
民
年
金
が
実
施
さ
れ
た
時
、
す
で
に
七

O
才
以
上
の
高
令
者
、
重
度
の
障
害
者
、
母
子

状
態
に
あ
っ
た
者
、
満
五

O
才
を
越
え
て
い
た
た
め
強
制
被
保
険
者
か
ら
除
外
さ
れ
た
者
等
で
、
そ
の
後
に
お
い
て
受
給
資
格
要
件
の
生

じ
た
者
に
固
か
ら
支
給
さ
れ
る
年
金
で
あ
っ
て
、
老
令
、
障
害
、
母
子
及
び
準
母
子
の
四
種
類
が
あ
る
。
こ
の
年
金
は
全
額
国
庫
負
担
で

あ
り
、
町
は
そ
の
一
部
の
事
務
を
委
任
さ
れ
て
い
る
が
、
福
祉
年
金
は
所
得
制
限
、
恩
給
等
公
的
年
金
受
給
制
限
が
あ
り
、
拠
出
制
に
比

べ
て
年
金
額
は
か
な
り
少
額
で
あ
る
。
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m医
療
保
健
の
予
測
、
対
策

保
健
指
導
の
対
策
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

的
母
子
保
健
指
導
母
親
学
級
を
よ
り
充
実
さ
せ
、
ま
た
産
科
医
師
の
協
力
を
得
て
妊
婦
検
診
を
推
進
す
る
。
乳
幼
児
保
健
は
乳
児
検

診
及
び
三
才
児
検
診
の
充
実
強
化
を
は
か
る
。
特
に
先
天
性
異
常
児
発
生
予
防
の
た
め
丈
夫
な
子
を
生
み
育
て
る
運
動
が
民
生
委
員
活
動

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
地
域
ぐ
る
み
で
母
子
保
健
活
動
を
推
進
す
る
。

M
門
家
族
計
画
受
胎
調
節
に
つ
い
て
の
正
し
知
識
を
積
極
的
に
指
導
し
、
特
に
人
工
中
絶
を
行
っ
た
直
後
の
者
の
把
握
指
導
に
つ
と
め

スv
。

ネ土

付
精
神
病
対
策
保
健
所
と
連
携
し
て
保
健
婦
の
地
域
活
動
を
通
じ
実
態
把
握
に
つ
と
め
る
。
特
に
他
の
病
気
と
異
な
り
社
会
不
安
を

招
き
、
長
期
に
亘
る
療
養
の
関
係
か
ら
出
費
も
か
さ
む
の
で
、
専
門
的
処
理
を
要
す
る
ケ
1
ス
に
つ
い
て
は
関
係
機
関
と
連
絡
を
密
に
し

て
適
正
な
処
置
を
講
ず
る
。

伺
成
人
病
対
策

ガ

γ
対
策
に
つ
い
て
は
、
定
期
的
に
進
ん
で
受
診
す
る
よ
う
啓
蒙
指
導
し
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
つ
と
め
、
高

血
圧
に
つ
い
て
は
、
若
年
層
に
及
ん
で
き
て
い
る
の
で
検
診
年
令
を
早
め
る
と
と
も
に
、
食
事
指
導
等
衛
生
教
育
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

制
口
腔
衛
生
就
学
前
児
童
三
才
児
を
重
点
に
歯
科
検
診
の
実
施
を
推
進
す
る
。
学
童
に
つ
い
て
は
、
学
校
、
地
域
と
の
連
携
を
密
に

し
て
、
児
童
の
健
全
な
成
長
を
は
か
る
。

環
境
衛
生
に
つ
い
て
は
、
防
疫
殺
虫
剤
等
を
配
布
し
て
、
衛
生
的
な
生
活
環
境
を
つ
く
る
こ
と
に
努
力
し
て
い
る
が
、
今
後
と
も
衛
生

思
想
の
普
及
を
は
か
る
と
と
も
に
、
特
に
地
区
衛
生
組
織
に
つ
い
て
は
、
指
導
者
の
質
を
高
め
る
と
同
時
に
、
下
部
組
織
を
充
実
強
化
し



現状の問題点と将来の予測、対策

て
衛
生
活
動
の
徹
底
を
期
す
る
。

伝
染
病
予
防
の
主
要
な
手
段
と
し
て
は
、
薬
剤
等
の
散
布
に
よ
り
伝
染
経
路
を
遮
断
す
る
消
極
策
と
予
防
接
種
に
よ
る
積
極
策
を
励
行

し
て
い
く
が
、
予
防
接
種
率
を
高
め
る
た
め
に
趣
旨
の
普
及
は
勿
論
で
あ
る
が
、
義
務
接
種
、
希
望
接
種
と
も
無
料
化
を
検
討
し
、
な
お

破
傷
風
の
予
防
接
種
も
推
進
す
る
。
不
幸
に
し
て
伝
染
病
が
発
生
し
た
場
合
は
吾
妻
郡
町
村
伝
染
病
院
組
合
の
病
院
に
収
容
し
、
原
町
日

赤
病
院
の
医
師
に
よ
り
治
療
の
万
全
を
期
す
る
。

結
核
に
つ
い
て
は
、
結
核
予
防
法
の
施
策
に
も
と
づ
き
、
結
核
患
者
を
撲
滅
す
る
た
め
住
民
結
核
検
診
率
一

O
O
W
A達
成
を
目
標
と

し
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
重
点
に
実
施
す
る
。

住
民
の
健
康
管
理
体
制
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
医
療
機
関
の
適
正
配
置
と
公
的
医
療
機
関
の
新
設
を
は
か
る
べ
き
と
す
る
意
見
も
あ

る
が
、
当
面
町
と
し
て
は
医
師
会
な
ら
び
に
保
健
所
の
指
導
協
力
を
得
て
定
期
検
診
を
行
い
保
健
指
導
に
当
る
こ
と
と
し
、
患
者
発
生
時

に
は
、
通
信
と
搬
送
に
よ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
な
お
昭
和
五
一
年
四
月
よ
り
四
万
温
泉
地
区
に
町
営
診
療
所
を
開
設
し
、
関
係
住
民
お

よ
び
観
光
客
の
医
療
の
万
全
を
期
す
る
こ
と
と
し
、
ま
た
昭
和
四
八
年
四
月
よ
り
広
域
消
防
が
発
足
し
、
五
一
年
四
月
か
ら
は
中
之
条
分

署
も
開
設
さ
れ
て
救
急
搬
送
体
制
も
一
応
計
画
通
り
整
備
さ
れ
た
。

∞
社
会
福
祉
の
予
測
、
対
築

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
児
童
の
健
全
な
育
成
を
は
か
る
た
め
、
子
供
会
、
母
親
ク
ラ
ブ
な
ど
の
組
織
活
動
を
助
長
す
る
と
と
も
に
児

童
手
当
制
度
の
充
実
を
推
進
す
る
。

ま
た
保
育
に
欠
け
る
児
童
の
た
め
に
町
で
は
、
昭
和
四
六
年
度
伊
勢
町
に
、
四
七
年
度
四
万
に
、
四
九
年
度
西
中
之
条
に
町
立
保
育
所

を
設
置
し
て
き
た
が
、
住
民
の
要
望
も
あ
り
幼
稚
園
と
の
調
整
を
含
め
て
今
後
新
増
設
を
検
討
す
る
。

老
人
福
祉
に
つ
い
て
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
を
通
じ
、
趣
味
や
社
会
的
な
活
動
を
促
進
し
、
生
き
が
い
を
感
得
で
き
る
よ
う
一
層
援
助
す
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ね
た
き
り
老
人
お
よ
び
独
居
老
人
も
漸
増
す
る
傾
向
に
あ
る
の
で
、
逐
次
家
庭
奉
仕
員
の
増
員
を
は
か
る
と
と
も
に
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
又
は
老
人
い
こ
い
の
家
の
建
設
を
推
進
す
る
。

生
活
水
準
の
向
上
対
策
に
つ
い
て
は
、
医
療
扶
助
の
適
正
実
施
と
医
療
保
障
制
度
の
充
実
、
生
活
指
導
の
強
化
、
環
境
衛
生
思
想
の
高

揚
等
に
鋭
意
努
力
す
る
が
、
特
に
低
所
得
者
に
つ
い
て
は
社
会
福
祉
協
議
会
な
ら
び
に
民
生
委
員
と
緊
密
な
連
携
を
保
ち
、
必
要
な
指
導

援
助
を
行
い
経
済
的
な
早
期
自
立
を
指
導
す
る
。
身
体
障
害
者
、
精
神
薄
弱
者
に
つ
い
て
も
関
係
機
関
、
団
体
と
の
協
調
な
ら
び
に
、
住

民
の
理
解
と
協
力
を
得
て
援
護
対
策
を
充
実
し
、
さ
ら
に
社
会
活
動
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
る
。

ω社
会
保
険
の
予
測
、
対
策

国
民
健
康
保
険
事
業
は
保
険
給
付
内
容
の
充
実
と
被
保
険
者
の
適
正
負
担
と
を
調
整
し
な
が
ら
健
全
財
政
を
維
持
し
た
事
業
運
営
を
は

か
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
い
る
が
、
被
保
険
者
で
あ
る
農
林
業
従
事
者
の
減
少
、
医
療
費
の
増
高
が
あ
り
、
保
険
税
は
年
々
大
幅
な

値
上
げ
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
園
庫
負
担
金
の
増
額
等
技
本
的
制
度
改
正
を
県
町
村
会
等
と
一
体
と
な
っ
て
強
く
国
に
要
請
し
て
い

る。

社

国
民
年
金
法
の
施
行
に
よ
る
待
望
の
国
民
皆
年
金
の
夢
が
実
現
し
、
我
が
国
の
社
会
保
障
制
度
は
大
き
く
前
進
を
遂
げ
た
わ
け
で
あ
る

が
、
欧
米
諸
国
に
く
ら
べ
て
歴
史
が
浅
く
、
と
く
に
老
後
の
所
得
保
障
確
立
の
面
か
ら
年
金
額
の
増
額
が
要
望
さ
れ
る
。
障
害
、
母
子
、

準
母
子
、
寡
婦
等
の
各
年
金
に
つ
い
て
も
社
会
経
済
情
勢
に
則
し
た
年
金
額
と
な
る
よ
う
関
係
機
関
に
強
く
要
請
す
る
。

拠
出
年
金
、
福
祉
年
金
と
も
に
年
令
該
当
者
な
ら
び
に
被
保
険
者
の
異
動
の
把
握
が
事
務
的
に
は
重
要
で
あ
り
、
該
当
者
名
簿
の
整

備
、
勧
奨
通
知
、
戸
別
訪
問
、
お
よ
び
広
報
紙
等
の
活
用
に
よ
っ
て
そ
の
掌
握
に
つ
と
め
る
。



現状の問題点と将来の予測、対策

写
真
で
み
る
中
之
条
町
の
変
貌

(1) 県合同庁舎とその周辺

821 



社会誌

(2) 中之条駅前

822 



現状の問題点と将来の予測、対策

かねのて

(3) 中之条曲手町通り

823 



社会誌

μ) 伊勢町下宿通り

824 



現状の問題点と将来の予測、対策

(5) 群銀中之条支庖と伊参道路

825 



社会誌

(6) 国道353号線沿線の青山地区

826 



現状の問題点と将来の予測、対策

(7) 竜ケ鼻橋の変容

827 



社会誌

(8) 新装なる松見橋(上〉と中之条パイパス(伊勢町石の塔線〉

828 



現状の問題点と将来の予測.対策

写
真
で
み
る
四
万
温
泉
の
変
容

四万温泉の町並通り(9) 

829 



社会誌

~Q 四万温泉山口地区

830 



現状の問題点と将来の予測、対策

ω 四万温泉日向見地区
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社会誌

同一変した村の道路

上折困地内をはし忍道路

美野原を貫通する大規模農道

大塚地内をはしる国道 145号線

832 
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総、

論

自

位
置
お
よ
び
概
観

中
之
条
町
は
、
群
馬
県
の
北
西
部
に
位
置
し
町
の
北
部
は
新
潟
県
南
魚
沼
郡
湯
沢
町
、
利
根
郡
新
治
村
に
、
南
部
は
吾
妻
川
を
へ
だ
て

て
当
郡
吾
妻
町
・
東
村
に
、
東
部
は
当
郡
高
山
村
、
北
群
馬
郡
小
野
上
村
に
、
そ
し
て
西
部
は
当
郡
六
合
村
に
接
し
て
お
り
、
東
西
一
玉

川

H
L、
南
北
一
六
・
五
仕
ト
ヘ
面
積
二
三
七
・
三
六
平
方
汗
L
で
「
鶴
舞
う
形
の
群
馬
県
」
を
縮
少
し
た
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
町
で
あ

る。
町
役
場
の
位
置
は
、
北
緯
三
六
度
二
四
分
、
東
経
一
三
八
度
五
一
分
、
標
高
三
七
二
幻
に
あ
り
(
町
勢
要
覧
に
よ
る
〉
町
の
南
東
部
、
中

之
条
盆
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
。

東
西
に
長
く
ほ
ぽ
長
方
形
を
し
た
こ
の
中
之
条
盆
地
に
流
れ
こ
む
吾
妻
川
、
山
田
川
・
名
久
田
川
流
域
に
は
数
段
か
ら
な
る
発
達
し
た

河
岸
段
丘
が
み
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
段
丘
面
は
重
要
な
平
担
地
で
あ
り
、
集
落
が
散
在
し
耕
地
が
広
が
っ
て
い
る
。

こ
の
盆
地
を
と
り
囲
む
よ
う
に
北
部
、
西
部
は
第
三
系
か
ら
な
る
山
地
が
連
な
る
。
と
く
に
北
西
部
は
上
信
越
高
原
国
立
公
園
ハ
一
九

四
九
年
指
定
〉
に
指
定
さ
れ
て
お
り
地
形
の
変
化
に
富
ん
だ
風
光
明
据
な
所
で
あ
り
、
加
え
て
公
園
の
一
角
に
は
厚
生
省
指
定
の
国
民
温

泉
で
あ
る
四
万
温
泉
、
日
向
見
温
泉
、
さ
ら
に
山
を
へ
だ
て
て
草
津
温
泉
の
「
仕
上
げ
の
湯
」
と
し
て
有
名
な
沢
渡
温
泉
が
あ
り
、
四
季



を
問
わ
ず
観
光
客
・
湯
治
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

気
候
で
は
、
過
去
七
七
年
間
の
平
均
で
、
年
間
平
均
気
温
三
了
七
度
、
最
暖

中之条町の位置

月
は
八
月
の
二
八
度
、
最
寒
月
は
一
月
の

0
・
四
度
で
、
気
温
年
較
差
は
、
二
八
・

六
度
と
な
っ
て
お
り
、
夏
期
は
暑
く
ま
た
、
冬
期
の
朝
晩
の
冷
え
こ
み
は
厳
し

く
、
昼
夜
の
温
度
較
差
が
大
き
く
、
典
型
的
な
盆
地
気
候
、
内
陸
的
気
候
を
示
し

て
い
る
。

年
間
降
水
量
は
一
、
三
八
一
パ
け
よ
(
旧
中
之
条
地
区
、
四
万
地
区
は
一
、
六
八

四
パ
い
じ
で
七
月
、
八
月
、
九
月
が
多
雨
月
で
二

O
Oパ
け
よ
を
越
し
て
い
る
。

降
霜
期
間
は
一
八

O
日
か
ら
二

O
O日
で
、
春
さ
き
の
凍
霜
害
は
農
作
物
に
し

ば
し
ば
被
害
を
与
え
て
い
る
。
と
く
に
降
雪
量
が
少
な
い
た
め
か
冬
期
の
乾
燥
と
寒
さ
で
ス
ギ
の
幼
木
、
チ
ャ
ノ
キ
な
ど
枯
死
す
る
年
も

み
ら
れ
る
。

水
系
は
、
山
田
川
(
四
万
川
)
が
町
の
中
央
部
を
北
か
ら
南
に
流
れ
、
名
久
田
川
が
町
の
南
東
部
を
東
か
ら
南
に
流
れ
て
い
る
が
、
い

ず
れ
も
谷
が
深
く
古
く
か
ら
用
水
の
開
削
が
行
な
わ
れ
た
り
(
第
一
巻
第
三
章
第
九
節
土
木
事
業
の
項
参
照
〉
、
ま
た
飲
料
用
の
井
戸
を
堀

れ
会

る
に
し
て
も
、
一

O
訂
以
上
を
堀
っ
て
も
砂
喋
層
の
た
め
に
水
が
た
ま
ら
な
か
っ
た
り
、
逆
に
一
討
も
掘
る
と
粘
土
層
に
な
っ
て
水
は
出

る
こ
と
は
出
る
が
水
質
が
悪
く
飯
料
水
に
適
さ
な
い
と
い
う
よ
う
に
、
か
ん
が
い
用
水
ゃ
、
飲
料
水
に
は
恵
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
現
在

飲
料
水
に
つ
い
て
は
、
町
営
水
道
施
設
(
上
水
道
二
カ
所
、
簡
易
水
道
八
カ
所
等
〉
に
よ
っ
て
八
五
%
の
加
入
戸
数
を
み
て
お
り
、
年
間

総
有
収
給
水
量
も
一
四

O
万
立
方
れ
(
昭
和
四
九
年
〉
か
ら
一
五
五
万
立
方
幻
(
昭
和
五
一
年
)
と
年
々
増
加
を
し
て
き
で
お
り
、
だ
い

ぶ
緩
和
は
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
ま
た
夏
の
需
要
期
に
は
足
り
な
い
状
態
で
あ
る
。

論総
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然

土
地
利
用
面
で
は
、
町
の
総
面
積
の
お
よ
そ
八
一
%
に
あ
た
る
一
九
、
一
五
一
μ

仰
が
山
林
原
野
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
七
一
%
に
あ
た

る
一
三
、

ooorM
が
国
有
林
で
占
め
ら
れ
、
山
の
町
で
あ
り
な
が
ら
、
山
林
所
有
戸
数
は
総
戸
数
の
二
七
%
程
度
で
あ
る
。
耕
地
は

田
畑
あ
わ
せ
て
二
、

O
六
八
?
"
と
わ
ず
か
八
・
七
%
に
す
ぎ
ず
、
二
戸
あ
た
り
一

rM
と
い
う
少
な
い
も
の
で
あ
る
。
経
営
耕
地
面
積

は
水
田
一
三
了
五
%
、
畑
地
四
二
・
六
%
、
樹
園
地
二
四
・
九
%
(
葵
間
二
二
%
、
果
樹
園
二
・
一
夕
、
そ
の
他

0
・
八
%
)
と
な
っ
て

い
る
。
最
近
で
は
田
畑
の
作
物
以
外
に
、
ナ
メ
コ
、
シ
イ
タ
ケ
の
栽
培
、
花
木
栽
培
な
ど
が
さ
か
ん
で
狭
い
土
地
を
有
効
に
利
用
し
て
い

る
。
宅
地
は
二
六
五

rM
で
、
一
・
一
二
%
そ
の
他
が
九
・
四
九
%
と
な
っ
て
い
る
。
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誌自

(
町
勢
要
覧
に
よ
る
)

自
然
環
境
面
で
は
、
開
発
な
ど
に
お
さ
れ
て
か
、
自
然
環
境
が
狭
め
ら
れ
鳥
類
を
は
じ
め
野
生
動
物
の
数
は
し
だ
い
に
減
少
し
て
き
て

は
い
る
が
、
山
林
原
野
の
多
い
本
町
で
は
ま
だ
数
多
く
の
野
生
動
物
が
み
ら
れ
る
。
山
に
入
る
と
特
別
天
然
記
念
物
の
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ

に
出
く
わ
し
た
り
、
四
万
秋
鹿
の
ご
み
処
理
場
付
近
に
ニ
ホ

γ
ザ
ル
が
み
ら
れ
た
り
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、
ア
ナ
グ
マ
な
ど
に
農
作
物
が
荒

ち
さ
れ
た
り
す
る
話
も
耳
に
す
る
ほ
ど
で
あ
り
、
現
在
二
十
数
種
の
晴
乳
類
、
七
十
数
種
の
野
鳥
が
確
認
で
き
る
。

平
坦
部
で
は
、
農
作
物
の
消
毒
、
家
庭
廃
水
そ
の
他
に
よ
っ
て
昆
虫
類
が
激
減
し
て
き
で
い
る
。
き
れ
い
な
清
水
に
生
育
す
る
プ
ユ
の

幼
虫
が
減
り
プ
ユ
に
刺
さ
れ
な
く
な
っ
た
反
面
、
ホ
タ
ル
や
セ
ミ
の
声
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
以
前
に
は
間
歩
用
水
に
た
く
さ
ん
み
ら
れ

フ
ナ
も
姿
を
消
し
、
ツ
バ
メ
の
飛
来
も
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
寂
し
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
シ
ロ

た
マ
シ
ジ
ミ
、

ヒ
ト
リ
な
ど
の
帰
化
動
物
の
侵
入
も
見
逃
せ
な
い
問
題
で
あ
る
。
植
物
で
は
、
暖
か
さ
の
指
数
九
四
・
九
、
水
平
分
布
で
い
う
と
中
部
温

帯
に
属
し
、
垂
直
分
布
か
ら
み
る
と
北
部
の
標
高
一
、
五

O
O
μ
以
上
の
亜
高
山
帯
を
除
き
、
大
部
分
は
低
山
帯
に
属
し
て
お
り
、
地
形

的
変
化
に
富
む
た
め
比
較
的
種
類
が
豊
富
で
あ
る
。
県
内
六
水
系
L
か
生
育
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
と
い
わ
れ
る
カ
ワ
ノ
リ
、
全
国
で
も

数
カ
所
し
か
み
ら
れ
な
い
と
い
わ
れ
る
マ
ル
パ
ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ
を
は
じ
め
一
、
三
七
一
種
ほ
ど
の
野
生
植
物
が
み
ら
れ
る
。
動
物
同
様

近
年
オ
キ
ナ
グ
サ
、
キ
キ
ョ
ウ
、
オ
ミ
ナ
エ
シ
な
ど
の
野
草
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
反
面
、
帰
化
植
物
の
侵
入
が
目
立
っ
て
き
て
お



り
、
と
く
に
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
の
広
が
り
は
目
を
み
は
る
ほ
ど
で
あ
る
。

地

形

1 

概

観

中
之
条
町
は
東
部
の
一
部
、
北
部
か
ら
西
部
に
か
け
て
山
地
が
連
な
り
、
南
部
は
吾
妻
川
に
沿
っ
て
盆
地
が
ひ
ら
け
て
い
る
。
東
部
の

山
地
は
十
二
カ
岳
ハ
一
、
二

O
一H
む
に
向
つ
て
の
び
、
北
部
は
栃
窪
か
ら
大
道
に
か
け
て
一
、

0
0
0程
度
の
稜
線
が
つ
づ
き
、
通
称

岩
本
山
あ
た
り
か
ら
赤
沢
山
、
稲
包
山
に
か
け
て
一
、
三

O
O幻
級
の
山
嶺
が
つ
づ
き
北
縁
を
な
し
て
い
る
。
西
部
は
新
潟
県
、
六
合
村
、

中
之
条
町
の
境
界
地
点
(
一
、
八
六

O
H
U
あ
た
り
か
ら
、
木
ノ
根
宿
尾

論総

根
、
木
戸
山
と
一
、
七

O
O幻
級
の
山
地
が
連
な
り
暮
坂
峠
(
一
、

O
六

品
m
W
4
'事
晶

O
Hむ
に
か
け
て
し
だ
い
に
低
く
な
り
、
南
縁
の
吾
嬬
山
、
薬
師
岳
と
つ

V字型の谷

づ
き
、
あ
た
か
も
中
之
条
町
中
心
部
を
と
り
囲
む
扉
風
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
谷
あ
い
か
ら
流
れ
出
す
河
川
は
浸
食
を
重
ね
上
流
で
は
峡
谷
、

V

字
谷
、
滝
な
ど
の
地
形
、
こ
れ
ら
の
谷
川
を
集
め
て
少
し
下
っ
た
岩
盤
上

お
う
防
つ

に
は
甑
穴
が
み
ら
れ
る
。
急
斜
面
よ
り
比
較
的
ゆ
る
や
か
な
傾
斜
面
に
出

る
地
点
で
は
土
砂
が
堆
積
し
、
扇
状
地
に
近
い
三
角
形
状
の
平
坦
地
が
み

837 

ら
れ
、
河
川
の
出
合
い
付
近
で
は
波
状
地
形
の
平
担
地
も
み
ら
れ
る
。
こ



然誌

れ
ら
谷
沿
い
、
川
沿
い
の
平
坦
地
に
そ
っ
て
耕
地
が
広
が
り
、
人
家
が
南
向
き
に
造
ら
れ
集
落
を
形
成
し
て
い
る
。
中
央
部
に
出
る
と
、

数
段
の
河
岸
段
丘
が
み
ら
れ
る
。
総
面
積
二
三
七
・
六
平
方
ゲ
ん
と
い
う
狭
い
場
所
で
、
盆
地
、
河
岸
段
丘
、
甑
穴
、
丘
陵
地
、
滝
、
谷

と
数
多
く
の
地
形
に
富
む
所
は
、
中
之
条
町
以
外
で
は
み
ら
れ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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自

2 

山

系

利
根
郡
と
の
境
界
を
形
づ
く
る
稜
線
の
南
斜
面
〈
中
之
条
側
〉
と
北
斜
面
ハ
利
根
郡
側
〉
を
み
る
と
南
斜
面
の
方
が
ず
っ
と
ゆ
る
や
か

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
標
高
差
の
ち
が
い
か
ら
き
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
中
之
条
町
を
と
り
囲
む
山
地
で
、
赤
沢
山
ハ
一
、
四
五

四
幻
)
、
稲
包
山
ハ
一
、
五
九
七
・
五
H
む
に
連
な
る
山
々
と
、
木
ノ
根
宿
尾
根
、
木
戸
山
(
一
、
七
三
二
H

U

、
相
ノ
倉
山
(
一
、
七
三

二
H
む
な
ど
、
吾
妻
郡
の
中
央
部
に
連
な
る
山
々
と
で
は
、
岩
石
の
種
類
や
、
造
ら
れ
た
時
代
か
ら
み
て
も
双
方
異
な
っ
て
い
る
。
前
者

の
赤
沢
山
、
稲
包
山
に
連
な
る
山
々
は
第
三
紀
鮮
新
世
(
今
か
ら
お
よ
そ

二
O
O万
年
以
上
前
)
の
火
山
活
動
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
も
の
で
、
主
に

せ

ん

ひ

ん

石
英
閃
緑
岩
、
扮
岩
な
ど
の
岩
石
か
ら
で
き
て
お
り
、
三
国
山
脈
の
系
統

に
入
る
。
後
者
の
木
戸
山
、
相
ノ
倉
山
に
連
な
る
山
々
は
、
第
四
紀
洪
積

世
ハ
今
か
ら
お
よ
そ
六

O
l
一
O
O万
年
ほ
ど
前
〉
の
激
し
い
火
山
活
動

小倉の滝

に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
、
主
に
安
山
岩
、
凝
灰
岩
な
ど
の
岩

石
か
ら
で
き
て
お
り
、
中
央
隆
起
帯
に
属
す
る
山
々
で
あ
る
。

こ
の
中
央
隆
起
帯
に
そ
っ
て
、
四
万
温
泉
、
沢
渡
温
泉
、
吾
妻
町
の
川

中
温
泉
、
鳩
の
湯
温
泉
、
薬
師
温
泉
、
長
野
原
町
の
川
原
湯
温
泉
が
湧
出



し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
ら
の
温
泉
は
こ
の
時
代
の
火
山
活
動
に
よ
る
産
物
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
北
西
部
お
よ
び
西
部
を
形
成
し
て
い
る
山
地
は
、
い
ず
れ
も
壮
年
期
の
山
容
を
示
し
、
谷
は
深
く
、
谷
を
流
れ
る
川
は
浸
食
、

ま

や

下
刻
作
用
が
は
げ
し
く
、
数
十
幻
の
断
崖
、

V
字
形
の
谷
、
摩
耶
の
滝
を
は
じ
め
と
す
る
大
小
さ
ま
ざ
ま
の
滝
・
早
瀬
な
ど
の
地
形
が
み

ら
れ
る
。

中
央
隆
起
帯
の
火
山
活
動
に
派
生
し
て
で
き
た
山
々
に
、
吾
嬬
山
(
一
、
一
八
一

H
O、
高
田
山
(
一
、
二
一
二

Hむ
、
薬
師
岳
(
九
七

四
H

む
、
嵩
山
(
七
八
九
H

む
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
よ
り
遅
れ
て
、
小
野
子
山
、
子
持
山
、
さ
ら
に
遅
れ
て
赤
城
山
、
榛
名
山
、
白
根

山
、
浅
間
山
な
ど
の
活
動
が
つ
づ
く
わ
け
で
あ
る
。
現
在
の
中
之
条
町
は
、
こ
れ
ら
火
山
活
動
の
く
り
返
し
に
よ
っ
て
し
だ
い
に
高
く

な
っ
て
い
く
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
諸
火
山
の
噴
出
物
(
火
山
灰
な
ど
)
に
よ
っ
て
今
ま
で
の
第
三
紀
の
地
表
が
覆
い
被
せ
ら
れ
、
堆
積
、

風
化
の
く
り
返
し
に
よ
っ
て
現
在
の
地
形
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

3 

平

坦

地

奇A
B咽

中
之
条
町
に
み
ら
れ
る
主
な
平
坦
地
は
、
各
河
川
流
域
に
発
達
し
た
河
岸
段
丘
上
に
ほ
と
ん
ど
が
あ
り
、
東
部
の
名
久
田
川
流
域
、
西
部

み
の

の
山
田
川
流
域
、
四
万
川
、
名
久
田
川
に
固
ま
れ
た
南
部
の
中
之
条
台
地
、
中
部
の
蓑
原
台
地
、
成
田
原
台
地
、
北
部
の
山
間
部
に
大
別

さ
れ
る
。
北
部
の
山
間
部
を
除
い
た
他
の
平
坦
地
は
、
今
か
ら
お
よ
そ
五

O
万
年
前
に
形
成
さ
れ
た
古
中
之
条
湖
が
も
と
に
な
り
、
そ
の

生
成
、
消
滅
の
過
程
に
お
い
て
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
古
中
之
条
湖
は
、
小
野
子
火
山
と
榛
名
火
山
の
活
動
に
よ
っ
て
吾
妻

川
が
せ
き
と
め
ら
れ
(
岩
井
洞
の
あ
た
り
〉
大
き
な
湖
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
名
久
田
川
、
四
万
川
な
ど
の
土
砂
が
運
搬
さ
れ
て
堆

積
さ
れ
た
り
、
何
回
と
な
く
噴
出
さ
れ
た
火
山
灰
、
軽
石
な
ど
が
堆
積
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
厚
さ
二

O
O
Mに
も
お
よ
ぶ
堆
積
物
ゃ
、

し
ま縞

状
の
粘
土
層
(
中
之
条
湖
成
層
と
い
わ
れ
て
い
る
)
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
湖
の
最
高
水
位
は
現
在
の
標
高
五
回

839 
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O
M地
点
で
、
東
は
高
山
村
判
形
、
西
は
吾
妻
町
大
竹
地
内
ま
で
の
間
で
、
長
径
一
八
台
ト
ル
、
深
さ
一
二

O
Mと
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
粘
土
層
は
五

O
れ
に
も
達
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
粘
土
層
を
調
べ
て
み
る
と
、
た
く
さ
ん
の
ケ
イ
ソ
ウ
〈
藻
類
〉
の
化
石
が

観
察
で
き
る
。
こ
の
湖
底
が
現
在
の
中
之
条
盆
地
で
あ
る
と
い
え
る
。
や
が
て
、
こ
の
湖
も
あ
ふ
れ
出
た
水
に
よ
っ
て
け
ず
り
と
ら
れ
谷

を
つ
く
る
。
同
時
に
湖
面
も
下
が
り
、
湖
底
は
名
久
田
川
、
山
田
川
(
四
万
川
)
な
ど
に
よ
り
浸
食
さ
れ
、
河
床
面
を
下
げ
て
い
く
、
現

在
見
ら
れ
る
数
段
の
段
丘
は
、
こ
の
と
き
の
湖
底
堆
積
物
が
け
ず
り
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
中
之
条
盆
地
に
は
現
在
数
段
の
発
達
し
た

段
丘
が
み
ら
れ
る
。
高
位
(
古
い
)
順
に
蓑
原
面
、
成
田
原
面
、
中
之
条
面
、
伊
勢
町
面
と
分
け
ら
れ
(
細
分
す
る
と
七
な
い
し
八
面
)
、

こ
れ
ら
が
中
之
条
町
の
大
部
分
の
平
坦
地
と
な
っ
て
い
る
。

4 

天
然
記
念
物

U

「
四
万
甑
穴
群
」
(
県
指
定
)

四
万
秋
鹿
地
内
に
あ
り
、
大
小
八
カ
所
、
そ
の
他
、
初
期
の
も
の
四
カ
所
が
あ
り
最
大
の
も
の
は
長
径
三
討
、
深
さ
三
・
二
目
、
小
さ

い
も
の
で
も

0
・
二
灯
と
い
う
す
ば
ら
し
い
も
の
で
、
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
二
十
二
日
県
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。

お

う

と

っ

か

甑
穴
は
、
ポ
ッ
ト
ホ
l
ル
、
か
め
穴
と
も
い
い
岩
盤
の
表
面
に
凹
凸
が
あ
る
と
、
そ
の
く
ぼ
み
に
落
ち
込
ん
だ
小
石
の
渦
流
に
よ
っ
て
回

ま
も
う

転
し
岩
盤
を
削
り
取
っ
て
円
筒
状
の
穴
を
堀
る
。
甑
穴
の
底
に
は
摩
耗
し
た
直
径
数
H
W
Y
か
ら
二

O
作

Y
ぐ
ら
い
の
丸
い
小
石
が
残
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
る
。
四
万
川
水
系
だ
け
で
も
数
十
カ
所
も
み
ら
れ
、
硬
い
岩
盤
が
何
十
万
年
と
い
う
年
月
の
聞
に
水
と
石
の
回
転
に
よ
る

摩
耗
で
く
ぼ
み
を
造
っ
て
い
く
。
ま
さ
に
天
然
の
造
り
だ
し
た
記
念
物
で
あ
る
。

論総
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自然誌

No. 最深部 長 径 短 径 断面形状 4庸考・

1 0.2 1.4 0.3 一¥ーノー

2 0.4 3.3 0.7 ー~

s 0.5 0.7 0.7 ー~

4 3.2 3.0 1.3 可J、)

5 2.0 1.6 1.4 ¥...-、r
6 1.6 1.2 水中

7 1.8 1.0 水中

s 0.4 0.2 0.2 一~

初期のもの上記のほかに 4泊所あり

甑穴調査表(単位m) (四万温泉協会資料)

鼠 穴
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5 

7l< 

系

中
之
条
町
を
流
れ
る
河
川
は
す
べ
て
吾
妻
川
水
系
で
、
吾
妻
川
は
渋
川
で
利
根
川
と
合
流
し
太
平
洋
に
注
い
で
い
る
。
主
な
河
川
は
境

1可

界
に
沿
っ
て
流
れ
る
吾
妻
川
と
、

そ
れ
に
注
ぐ
名
久
田
川
・
山
田
川
で
、

そ
の
支
流
が
上
流
に
樹
枝
状
に
広
が
っ
て
い
る
。

1 

久

回

名

川

高
山
村
北
山
に
水
源
を
発
し
、
中
之
条
町
に
水
源
を
持
た
ぬ
唯
一
の
河
川
で
、
東
か
ら
南
に
流
れ
吾
妻
川
に
合
流
し
て
い
る
。
流
路
延

長
一
六
・
五
日
ト
ル
。
中
之
条
町
に
入
っ
て
か
ら
は
流
れ
は
ゆ
る
や
か
に
な
り
、
両
岸
に
は
河
岸
段
丘
が
発
達
し
て
お
り
、
大
塚
、
平
、
横

尾
な
ど
の
部
落
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
流
域
に
そ
っ
て
水
田
が
つ
づ
き
、
傾
斜
面
は
桑
固
な
ど
の
畑
地
に
な
っ
て
い
る
。
大
小
一
五
の
河

川
を
支
流
に
持
ち
、
ウ
グ
イ
(
ク
キ
〉
ヤ
マ
メ
、
イ
ワ
ナ
な
ど
の
渓
流
魚
が
生
息
し
、
と
く
に
夏
期
に
な
る
と
、
鮎
釣
り
の
人
々
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
る
。

し
ゃ
べ
。

赤
坂
川
は
名
久
田
川
支
流
第
一
の
河
川
で
、
栃
窪
に
水
源
を
持
ち
、
大
道
を
発
す
る
噌
石
沢
な
ど
数
沢
を
合
わ
せ
、
さ
ら
に
塩
平
付
近

で
岩
本
よ
り
発
す
る
岩
本
川
(
蟻
川
川
〉
六
・
五
作
ト
ル
と
合
流
し
名
久
田
川
に
注
ぐ
流
路
延
長
五
・
六
作
ト
ル
の
川
で
、
上
流
の
川
底
傾
斜

な

め

ど

う

ど

う

は
大
き
く
、
行
沢
、
百
三
側
、
釜
湖
、
不
動
の
滝
な
ど
の
滝
が
あ
る
。

2 

山

田

論

下
沢
渡
で
四
万
川
、
沢
渡
川
が
合
流
し
て
山
田
川
と
な
り
吾
妻
川
に
注
ぐ
河
川
で
、
流
路
延
長
六
・
三
ド
ル
、
川
底
の
傾
斜
は
ゆ
る
や

か
で
あ
る
が
、
浸
食
が
す
す
み
、
両
側
は
数
十
日
の
崖
で
固
ま
れ
て
い
る
。
中
折
田
地
内
で
は
、
第
三
紀
の
地
層
が
露
出
し
て
お
り
、
サ

バ
、
イ
ワ
シ
な
ど
の
海
棲
魚
類
の
化
石
ゃ
、
ヤ
ナ
ギ
、
プ
ナ
な
ど
の
広
葉
樹
の
化
石
が
多
数
発
見
さ
れ
る
。
上
流
の
四
万
湖
、
古
座
部
、

843 
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誌然自

久
森
に
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
て
お
り
以
前
の
よ

844 

う
な
流
量
は
み
ら
れ
な
い
。

3 

四

万

JII 

中
之
条
町
の
中
央
を
北
か
ら
南
に
流
れ
日

向
見
川
(
四
・
五
件
同
ト
ル
)
、
新
湯
川
〈
五
・
六

件
同
ト
じ
を
は
じ
め
と
す
る
一
五
の
河
川
を
支

流
に
持
ち
、
沢
渡
川
と
合
流
す
る
地
点
ま
で

図

の
流
路
延
長
一
二
・
五
世
よ
の
本
町
最
長
の

河
川
で
、
水
源
を
稲
包
山
、
木
ノ
根
宿
に
持

系水

ち
上
流
は
、
峡
谷
、

V
字
谷
、
き
り
立
つ
崖
、

摩
耶
、
小
倉
の
滝
な
ど
多
く
の
滝
と
変
化
に

富
む
地
形
を
有
し
、
渓
谷
の
美
し
さ
は
国
立

公
園
に
ふ
さ
わ
し
く
、
岩
間
よ
り
温
泉
の
湧

出
し
て
い
る
所
も
み
ら
れ
る
。
川
沿
い
の
臼

向
見
、
新
湯
、
山
口
を
中
心
に
四
万
温
泉
郷

が
あ
り
、
年
間
五

O
万
人
も
の
人
が
訪
れ
て

い
る
。
上
流
に
は
イ
ワ
ナ
、

ヤ
マ
メ
、
中

流
、
下
流
に
は
ウ
グ
イ
な
ど
が
生
息
し
て
い



る
4 

沢

渡

暮
坂
峠
に
水
源
を
持
つ
蛇
野
川
(
八
・
七
世
ト
む
と
上
反
下
に
水
源
を
持
つ
反
下
川
〈
一

0
・
五
件
「
む
の
二
河
川
が
湯
原
地
内
で
合

流
し
て
沢
渡
川
と
な
り
四
万
川
と
合
流
す
る
地
点
ま
で
の
流
路
延
長
二
・
八
位
よ
の
河
川
で
、
反
下
川
支
流
の
滑
沢
に
は
カ
ワ
ノ
リ
の
成

育
が
み
ら
れ
る
。
蛇
野
川
近
く
に
沢
渡
温
泉
が
あ
る
。
上
流
は
四
万
川
ほ
ど
浸
食
は
な
い
。

5 

そ
の
他
の
河
川

長
久
保
上
流
に
水
源
を
発
し
、
吾
妻
川
に
注
ぐ
。
流
路
延
長
五
・
七
五
市
ト
ル
。

O
桃
瀬
川

〈
る
み

O
胡
桃
沢
川
四
万
新
田
に
水
源
を
発
し
、
吾
妻
川
に
注
ぐ
。
流
路
延
長
八
・
七
合
ト
ル
。

O
枯
木
沢
美
野
原
に
水
源
を
持
ち
吾
妻
川
に
注
ぐ
。
流
路
延
長
五
・
二
合
ト
ル
。

O
そ
の
他
吾
妻
川
に
注
ぐ
小
河
川
に
、
不
動
沢
・
清
明
沢
・
大
北
沢
な
ど
が
あ
る
。

∞

湖

沼

中
之
条
町
に
は
天
然
の
湖
沼
は
み
ら
れ
な
い
が
、
水
力
発
電
用
に
建
設
さ
れ
た
人
工
湖
が
山
田
川
流
域
に
み
ら
れ
る
。

論

中
之
条
ダ
ム
(
四
万
湖
〉

昭
和
三
十
五
年
に
発
電
と
砂
防
事
業
を
か
ね
て
四
万
殿
界
戸
地
内
に
建
設
さ
れ
た
人
造
湖
で
、
中
之
条
ダ
ム
と
い
う
よ
り
、
四
万
湖
の

名
で
通
っ
て
い
る
。
ダ
ム
の
水
は
四
万
川
だ
け
で
な
く
、
蛇
野
川
、
反
下
川
両
河
川
を
流
域
変
更
に
よ
り
合
流
さ
れ
て
お
り
、
ダ
ム
形
式

は
ア

1
チ
式
コ

γ
ク
リ
l
ト
造
り
で
、
高
さ
四
一
一
M

州
、
堤
長
一
一
七
・
七
川
、
流
域
面
積
一
四
三
・
六
平
方
沖
「
ヘ
湛
水
面
積

0
・
一
一

平
方
世
よ
、
総
貯
水
量
一
一
八
万
立
方
日
、
有
効
貯
水
量
二
五
万
立
方
灯
で
、
県
企
業
局
中
之
条
発
電
所
の
発
電
用
水
と
し
て
使
わ
れ
て

1 

総

、'
E

。

L
・・4
4
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誌然自

る。四
万
湖
は
国
道
三
五
三
号
線
沿
い
に
あ
り
、
観
光
面
で
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

846 

2 

上

沢

渡

ダ

ム

ム

堤
高
八
・
四
日
、
堤
長
二

0
・
三
日
、
水
面
の
長
さ
四
六
五
・
四
灯
の
重
力
式
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
で
五
三
一
日
先
の
反
下
ダ
ム
提
体
内
サ
イ
フ
ォ
ン
で
、
反
下
ダ
ム
の
水
と
と

ダ条

も
に
四
万
湖
に
注
い
で
い
る
。

3

反

下

ダ

ム

堤
高
七
日
、
堤
長
四

O
M、
水
面
の
長

中之

さ
四
六
五
日
の
曲
線
重
力
式
コ
ン
ク
リ
l

ト
造
り
で
四
万
湖
に
注
い
で
い
る
。

4 

四
万
取
水
ダ
ム

山
田
川
総
合
開
発
事
業
と
し
て
四
万
温

泉
一
世
よ
下
流
の
嘉
満
カ
測
に
造
ら
れ
た
直
線
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ダ
ム
で
、
途
中

沢
渓
流
取
水
ダ
ム
の
水
を
加
え
て
毎
秒
四
・
八
立
方
れ
の
水
を
四
万
発
電
所
へ
送
っ
て
い

る
。
流
域
面
積
六
五
・
六
平
方
位
:
(
四
万
川
六
四
・
四
平
方

t
l、
途
中
沢

0
・
二
四

平

方

沖

同

ト

ル

)

5 

東
電
箱
島
取
水
口
ダ
ム
(
山
田
川
ダ
ム
)

折
田
地
内
に
あ
り
、
堤
高
一

0
・
七
五
灯
、
堤
長
四
六
・
七
灯
、
流
域
面
積
二
ハ
一
・

四万取水ダムと桃太郎滝



一
平
方

t
Lの
ダ
ム
で
東
京
電
力
箱
島
発
電
所
(
二
五
・
三
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
の
発
電
)
へ
送
ら
れ
て
い
る
。

中
之
条
発
電
所
〈
折
田
地
内
)

四
万
湖
よ
り
毎
秒
最
大
三
了
五
七
立
方
討
の
水
を
取
水
し
、
最
大
一
・
一
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
、
年
間
五
、
二
五

O
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時

の
発
電
を
行
な
う
水
路
式
発
電
で
、
水
量
の
多
い
時
期
は
終
日
発
電
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
平
常
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
定
に
よ
る
日
調
整

6 (
需
要
ダ
ム
時
間
に
合
わ
せ
て
発
電
を
行
な
う
こ
と
〉
で
発
電
を
し
て
い
る
。
発
電
機
は
二
基
あ
っ
て
、
二
号
機
(
最
大
一
八

0
キ
ロ
ワ

ッ
ト
時
は
発
電
後
の
水
を
折
田
、
中
之
条
用
水
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
工
事
費
一
四
・
五
億
円
(
電
気
事
業
費
一
三
億
円
、
砂
防
事
業

費
一
・
五
億
円
〉
工
期
昭
和
三
十
一
年
十
二
月
着
工
、
発
電
開
始
昭
和
三
十
五
年
三
月
一
目
。

7

四

万

発

電

所

山
田
川
総
合
開
発
事
業
と
し
て
四
万
湯
原
地
内
に
造
ら
れ
た
発
電
所
で
、
最
大
五
キ
ロ
ワ
y

ト
時
の
発
電
能
力
を
持
ち
、
中
之
条
発
電

所
よ
り
遠
方
監
視
制
御
操
作
に
よ
っ
て
発
電
し
て
い
る
無
人
発
電
所
で
、
方
式
は
流
れ
込
み
式
発
電
(
河
川
の
流
量
に
よ
っ
て
発
電
を
行

な
う
)
で
あ
る
。
工
事
費
六
・
五
五
億
円
、
着
工
昭
和
三
十
四
年
十
月
、
発
電
開
始
昭
和
三
十
六
年
五
月
十
二
日
。

叩

滝

中
之
条
町
に
は
、
数
多
く
の
滝
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
大
部
分
が
四
万
川
に
見
ら
れ
る
。
一
般
に
二
口
以
上
の
高
い
所
か
ら
流
れ
落

ち
る
水
を
滝
(
操
布
と
も
い
う
〉
と
い
う
が
、
細
か
く
い
う
と
川
底
が
急
に
傾
斜
し
て
垂
直
に
近
い
角
度
で
落
ち
、
そ
の
上
を
流
れ
る
水
も

論

河
床
を
離
れ
て
空
中
を
落
下
す
る
よ
う
な
地
形
が
滝
で
、
急
傾
斜
で
も
、
流
れ
が
河
床
を
離
れ
な
け
れ
ば
早
瀬
と
い
う
。
滝
の
成
因
と
し

て
肘
川
底
の
岩
石
の
硬
軟
の
差
に
よ
っ
て
河
床
が
段
差
を
生
じ
る
場
合
、
刊
本
流
と
支
流
の
出
合
い
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
本
流
の
下
刻
作

用
に
支
流
の
下
刻
作
用
が
追
い
つ
か
な
い
と
き
に
生
ず
る
場
合
、
例
溶
岩
が
流
路
を
さ
え
が
C

っ
て
滝
を
生
ず
る
場
合
。
以
上
の
三
つ
が
あ

げ
ら
れ
る
。
調
査
を
し
て
み
る
と
、
名
も
な
い
数
多
く
の
滝
、
早
瀬
が
目
に
つ
〈
、
つ
ぎ
に
あ
げ
る
滝
は
名
の
あ
る
主
な
滝
で
あ
り
、
人

847 
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誌然1) 

不
動
の
滝
ハ
一
二

M
U

岩
本

2
沢
渡
川
水
系

大
岩
不
動
の
滝
〈
霧
降
の
滝
)

(五

O
M〉

3
四
万
川
水
系

工
的
に
造
ら
れ
た
も
の
や
、
細
く
落
ち
る
滝
、
名
の
な
い
滝
を
省
略
し
て

848 

あ
る
。
砂
防
ダ
ム
な
ど
に
よ
っ
て
、
年
々
高
さ
の
減
少
し
て
い
く
滝
ゃ
、

浸
食
に
よ
っ
て
早
瀬
に
変
じ
よ
う
と
し
て
い
る
滝
も
あ
る
。

湯降の滝(大岩〉

-
名
久
田
川
水
系

大
塚

赤
坂

赤
坂

五
反
田

岩
本

扉
風
の
滝
(
二

O
M
)

釜
淵
ハ
四
日
)

百
々
測
さ
一

M
U

行
沢
(
二
日
〉

滝
山
滝
(
夫
婦
滝
)

二
重
の
滝
(
三

(二

O
M
)

摩
耶
の
滝
(
二
二
日
)
、

ガ
マ
石
の
滝
ハ
八
日
〉
、
小
倉
の
滝
(
二

O
M
U、
大
泉
の
滝
会
古
川
)
、
小
泉
の
滝
ハ
三

M
U
J亨
泉
滝

e
g
 

(
六
日
)
、
洗
の
沢
滝
(
一
三
げ
川
〉
、
途
中
滝
宝
刀
U
、
不
動
の
滝
ハ
一

O
M
U
、
白
岩
滝
(
五
M
U
桃
太
郎
滝
(
七
M
U
黍
畑
滝

(一一一
M

川〉

4 
そ

の

他

市
域

不
動
沢
滝
(
四
日
〉



山
田

不
動
の
滝
(
花
曾
根
滝
)

(
一
一
二
一
灯
〉

参

考

文

献

新
井
房
夫
古
中
之
条
湖

第
一
章

山
出

E
T
J
 

質

中
之
条
町
の
地
史

1 

lま

め

lζ 

じ

上
毛
新
聞

小
学
館

群
馬
の
お
い
た
ち
を
た
ず
ね
て
ハ
一
九
七
六
)

万
有
百
科
大
事
典
ハ
一
九
七
二
)

質

昭
和
の
初
期
の
頃
、
四
万
川
の
川
床
で
魚
や
エ
ピ
の
化
石
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
噴
に
起
こ
っ
た
大
洪
水
に
よ
り
川
床
が
流
い
出
さ
れ

た
の
が
、
そ
の
き
っ
か
け
で
あ
る
。
昭
和
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
f
吾
妻
郡
誌
H

に
は
何
の
記
述
も
な
い
が
、
昭
和
十
年
g
吾
妻
郡
誌
H

追

地

録
、
第
一
輯
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

第一章

津
田
の
化
石
ハ
海
老
其
他
発
見
〉

吾
妻
都
沢
田
村
大
字
折
田
、
山
田
の
地
内
、
上
妻
橋
附
近
に
第
三
紀

層
凝
灰
岩
が
現
わ
れ
て
い
る
、
そ
こ
か
ら
色
々
な
化
石
が
現
わ
れ
て
好

事
家
研
究
家
の
手
に
入
っ
た
も
の
が
津
山
あ
る
。

849 



誌

其
内
、
多
い
の
は
木
の
葉
で
主
に
石
崎
た
が
柳
の
葉
ら
し
い
も
の

や
、
木
の
実
ら
し
い
豆
大
の
も
の
や
、
魚
類
の
化
石
も
出
る
、
魚
類
で

は
ヒ
ラ
メ
ら
し
い
も
の
が
多
く
、
三
寸
位
の
も
の
が
出
る
。
其
魚
の
背

鰭
が
頭
か
ら
尾
ま
で
の
も
の
や
胸
鰭
、
腹
鰭
も
非
常
に
大
き
い
。

こ
れ
等
は
前
世
紀
の
魚
ら
し
く
て
面
白
い
。
鰻
の
前
身
ら
し
い
も
の

で
骨
格
の
大
変
相
違
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

昭
和
十
年
九
月
末
の
大
水
の
後
で
も
当
地
の
宮
崎
氏
が
海
老
の
化
石

を
発
見
し
た
。
私
も
石
工
の
矢
代
氏
か
ら
二
つ
い
た
だ
い
た
。

一
ケ
は
四
寸
鈴
も
あ
る
が
、
残
念
な
事
に
尾
部
が
欠
け
て
い
る
。
一

つ
は
二
寸
位
の
も
の
で
形
が
少
し
潰
れ
て
い
る
。

前
世
紀
の
生
物
が
形
を
存
し
て
い
る
の
は
面
白
い
事
是
非
大
方
の
研

究
家
の
実
地
視
察
が
願
い
た
い
。

こ
ん
な
意
味
の
記
事
が
新
聞
で
発
表
さ
れ
る
と
、
東
京
博
物
館
か
ら

本
多
厚
二
先
生
が
、
わ
ざ
わ
ざ
実
地
視
察
に
来
ら
れ
て
、
魚
類
化
石
の

発
見
地
は
、
日
本
と
し
て
は
誠
に
珍
ら
し
い
と
、
博
物
館
月
報
に
次
の

様
に
発
表
せ
ら
れ
た
。

上
野
園
吾
妻
郡
津
田
村
産
魚
類
化
石
に
就
て

我
が
東
京
博
物
館
は
去
夏
新
に
好
箇
の
魚
類
化
石
を
得
た
。

そ
の
頭
部
、
躯
幹
、
鰭
の
諸
骨
が
略
ぼ
宗
全
に
近
く
保
存
露
出
し
て

居
り
、
特
に
胸
鰭
の
附
近
に
て
は
鱗
片
の
後
縁
の
輪
廓
さ
え
現
わ
れ
て

居
て
一
鰻
黒
色
又
は
灰
色
を
呈
し
て
い
る
。

頭
骨
組
蓋
骨
あ
り
。
脊
椎
骨
の
形
状
、
尾
鰭
の
上
下
同
大
な
る
こ
と

鱗
片
の
形
状
等
で
此
化
石
が
硬
骨
魚
た
る
こ
と
は
確
実
な
る
が
脊
鰭
の

然自

前
部
の
鰭
刺
が
線
状
で
十
二
個
あ
り
、

唇
鰭
の
前
部
の
二
鰭
刺
の
あ
る
に
依
り
て
硬
骨
魚
類
中
の
夜
鰭
類
に

属
す
る
。
而
し
て
檀
は
比
較
的
に
短
澗
な
ら
ず
、
頭
部
比
較
的
大
な
ら

ざ
る
慮
は
、
先
づ
「
め
ば
る
」
か
「
す
ず
き
」
に
似
て
居
る
。

鰻
族
阿
川
町
n
F
R
g
gに
属
す
る
と
し
て
置
け
ば
無
難
で
あ
ろ
う
と
恩

友
〕
'
。

850 

此
化
石
の
母
岩
は
帯
黄
灰
緑
色
の
徴
密
な
堅
い
凝
灰
岩
で
あ
る
。
其

産
地
た
る
上
野
国
吾
妻
郡
津
田
村
は
四
高
温
泉
の
有
る
所
で
字
折
田
四

寓
川
の
河
畔
で
同
温
泉
か
ら
約
三
塁
下
っ
た
所
か
ら
此
化
石
は
出
た
の

で
あ
る
。
此
慮
か
ら
は
魚
類
の
化
石
種
々
稜
見
さ
れ
て
い
る
。
魚
類
の

外
「
え
び
」
の
類
の
化
石
が
少
な
か
ら
ず
出
て
、
植
物
に
は
潤
葉
樹
の

化
石
、
「
あ
ま
も
」
属
と
思
ぼ
し
き
化
石
も
発
見
さ
れ
た
。

此
等
動
物
も
植
物
も
現
世
界
に
産
す
る
も
の
と
比
較
し
て
大
し
て
異

な
ら
な
い
。
三
紀
以
前
の
化
石
は
な
い
。
陸
産
の
樹
葉
や
「
あ
ま
も
」

属
の
化
石
も
出
る
と
す
れ
ば
浅
い
海
の
底
に
沈
積
し
た
火
山
灰
の
凝
固

し
た
岩
石
で
下
野
国
の
塩
原
、
武
蔵
秩
父
盆
地
の
三
紀
層
と
同
時
代
の

も
の
ら
し
い
。

果
し
て
然
ら
ば
新
三
紀
の
化
石
で
あ
る
。
此
附
近
は
数
多
の
休
眠
火

山
あ
る
に
よ
り
其
火
山
灰
は
此
等
火
山
群
が
新
三
紀
頃
に
盛
に
活
躍
し

た
時
代
に
噴
出
し
た
も
の
で
ゐ
る
ら
し
い
。
而
し
て
、
此
新
三
紀
化
石

の
新
産
地
を
加
え
た
る
は
確
か
に
一
登
見
で
あ
っ
て
、
其
功
は
同
地
の

庶
物
蒐
集
家
金
津
佐
平
氏
に
濁
す
べ
き
で
あ
る
。
尚
同
氏
が
本
館
の
化

石
蒐
集
に
盆
カ
せ
ら
れ
た
る
好
意
を
深
謝
す
る
(
金
調
停
佐
平
〉



う
に
記
載
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
魚
類
化
石
を
中
心
と
す
る
化
石
の
記
載
に
あ
た
っ
た
、
当
時
、
東
京
水
産
大
学
教
授
の
新
野
弘
は
地
質
学
雑
誌
に
次
の
よ

瞭
な
凝
灰
質
頁
岩
の
走
向
及
傾
斜
は

Z
H印
刷
・

5ω
切
で
あ
る
中
に
無

類
の
鯖
科
の
一
種

3
8自
V
R
Z
O
B
R曲目白唱・

84)
を
産
し
、
此

層
の
上
位
に
は

V
H
g
n
E
質
凝
灰
岩
層
が
重
な
り
、
中
よ
り
貝
化
石

(吋
M

面白

-szお
n
g
n
O
R邑・

Fdn町
弱
者
)
等
を
産
す
る
。

魚
の
保
存
状
態
は
極
め
て
良
好
で
、
鰭
僚
、
銀
鱗
等
の
軟
部
も
立
派

に
保
存
さ
れ
て
あ
る
。
魚
類
の
腐
敗
の
跡
な
き
こ
と
、
一
層
に
密
集
せ

る
点
、
岩
質
が
火
山
灰
性
な
る
こ
と
、
含
化
石
層
に
接
し
て
上
位
に
泥

流
と
思
わ
れ
る
凝
灰
岩
の
集
塊
岩
等
の
来
る
の
は
是
等
魚
類
、
蝦
類
は

火
山
作
用
に
よ
り
、
一
瞬
に
死
滅
し
直
ち
に
地
層
中
に
捜
没
せ
ら
れ
た

も
の
ら
し
く
、
種
類
は
何
れ
も
新
種
な
る
も
之
に
近
似
し
た
種
類
は
何

れ
も
冷
水
性
海
産
ハ
換
言
す
れ
ば
、
本
邦
北
方
海
岸
又
は
本
邦
中
部
に

於
て
は
二

O
O米
の
深
さ
の
深
海
〉
の
も
の
で
あ
る
。
地
質
学
雑
誌
四

四
巻
(
一
九
三
七
年
〉

群
馬
県
吾
妻
郡
津
田
村
第
三
紀
層
産
魚
類
及
蝦
類
に
つ
い
て

魚
類
及
び
娘
類
化
石
を
産
す
る
地
層
は
上
下
二
層
よ
り
成
る
。
下
部

化
石
層
は
厚
い
凝
灰
質
頁
岩
よ
り
成
り
、

Z
A
F
m何
回
口

ω
切
に
傾
斜
す

る
。
此
の
頁
岩
中
の
団
塊
を
打
て
ば
中
よ
り
魚
、
娘
等
の
化
石
が
現

わ
れ
る
。
此
層
に
接
し
た
頁
岩
中
に
屡
均
一
澗
葉
樹
化
石
が
発
見
さ
れ

る。
下
部
化
石
層
中
よ
り
得
た
魚
は

ひ
ら
め
科
の
一
種
】
V
H
O
H
O
宮

a
s
m
c
g
E
名・

8
4

か
さ
ご
科
の
一
種

ω
$
8
8仏
g
問
自
叩
-
』
担
当
乱
名
・
目
。
〈

ぎ
ん
ぼ
科
の
一
種

ω民
n宮
町
民
団
富
恒
一
Z
E円曲目白匂
-
B
0
4

で
、
蝦
は
、

た
ら
ば
え
び
科
の
一
種
司
自
仏
包

5

0一円山岳町回田町名・

5
4

で
あ
っ
た
。

上
部
化
石
層
は
下
部
化
石
層
の
下
流
約
三

O
O米
に
あ
り
、
屑
理
明

こ
れ
ら
の
記
述
や
記
載
を
契
機
と
し
て
学
者
や
好
事
家
に
よ
り
、
魚
類
化
石
や
周
辺
の
地
質
に
つ
い
て
関
心
が
も
た
れ
る
よ
う
に
な
っ

質

た

第一章地
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自

然

の

歴

史
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然自

中
之
条
町
付
近
の
地
質
に
は
ど
ん
な
歴
史
が
考
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

魚
類
化
石
の
発
見
に
よ
り
、
そ
の
昔
こ
の
地
域
一
帯
は
海
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
他
の
化
石
か
ら
、
こ
の
海
は
陸
地
に
近

い
、
遠
浅
な
外
洋
性
の
海
で
あ
り
、
海
に
は
貝
も
棲
息
し
て
い
た
、
い
ろ
い
ろ
な
魚
類
も
群
れ
を
な
し
、
と
き
ど
き
サ
メ
も
魚
の
群
れ

を
追
い
か
け
た
。
ま
た
、
こ
の
周
辺
の
地
質
を
丹
念
に
調
べ
る
と
き
、
こ
の
地
域
一
帯
が
海
底
の
火
山
活
動
が
さ
か
ん
で
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
と
い
う
こ
と
も
わ
か
る
。
こ
の
地
域
に
分
布
し
て
い
る
緑
が
か
っ
た
岩
石
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
緑
が
か
っ
た
岩
石
は
、
日
本
列
島
の
全
域
に
分
布
す
る
特
色
あ
る
岩
石
で
H

緑
色
凝
灰
石
8

と
呼
ば
れ
る
岩
石
に
属
す
る
も
の
な

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
中
之
条
町
の
お
い
た
ち
は
単
に
こ
の
地
域
の
お
い
た
ち
に
止
ま
ら
ず
、
日
本
列
島
の
お
い
た
ち
の
一
部
を

示
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

中
之
条
町
の
お
い
た
ち
を
知
る
た
め
に
、
日
本
列
島
の
お
い
た
ち
と
群
馬
の
地
史
を
概
観
し
て
み
よ
う
(
第
一
表
参
照
〉

人
そ
れ
ぞ
れ
に
、
そ
の
生
い
た
ち
に
歴
史
が
あ
る
よ
う
に
、
我
々
の
大
地
に
も
歴
史
地
史
が
あ
る
。

灼
熱
の
太
陽
の
落
し
子
と
し
て
生
じ
た
か
、
宇
宙
の
ち
り
が
集
ま
っ
て
地
球
が
生
じ
た
か
、
そ
の
生
れ
出
ず
る
原
始
地
球
の
こ
と
に
つ

い
て
は
想
像
の
域
を
出
な
い
と
し
て
も
、
現
在
、
放
射
能
測
定
に
よ
る
最
も
古
い
岩
石
は
約
三
十
七
億
年
の
値
を
示
す
こ
と
か
ら
、
地
球

は
四
十
五
億
年
の
年
月
を
経
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

原
始
地
球
の
誕
生
か
ら
こ
の
最
も
古
い
岩
石
が
で
き
る
ま
で
の
約
十
億
年
間
の
歴
史
に
つ
い
て
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
手
掛
り
す
ら
な
い
。

そ
の
後
の
約
三
十
七
億
年
の
地
史
に
つ
い
て
は
、
お
お
よ
そ
の
地
史
を
た
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
生
い
た
ち
の
歴
史
を
か
な

り
正
確
に
組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
約
六
億
年
、
地
質
時
代
の
古
生
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
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地質時代
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地質時代と群馬県の地質

地か<I日本列.

(自然の歴史1967)

変動の l島の地
強さ l史

完成期，

群馬県の地層と岩石
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!関…山の古生層、三波川変
成岩、上越変成岩

t;生富;

j章生霊!
;蛇紋岩類



然誌

地
質
時
代
は
化
石
と
し
て
残
さ
れ
た
過
去
の
記
録
を
尺
度
と
し
て
区
分
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
各
地
質
時
代
の
区
切
り
は
生
物
の
進
化

の
区
切
り
で
あ
り
、
各
々
の
地
質
時
代
に
は
そ
の
時
代
特
有
の
生
物
が
進
化
発
展
し
て
い
る
。
殻
を
も
た
な
い
無
せ
き
つ
い
動
物
の
時
代

を
先
カ

γ
プ
リ
ア
代
、
魚
類
、
両
接
類
と
し
た
植
物
の
時
代
を
古
生
代
、
ア
シ
モ
ナ
イ
ト
や
は
虫
類
と
裸
子
植
物
の
時
代
を
中
生
代
、
ほ

乳
類
と
被
子
植
物
の
時
代
を
新
生
代
、
そ
し
て
人
類
の
出
現
と
そ
の
進
化
発
展
し
た
時
代
を
新
生
代
の
中
で
も
第
四
紀
と
し
て
い
る
。

放
射
性
元
素
の
発
見
と
そ
の
利
用
の
研
究
に
よ
り
、
岩
石
中
に
含
ま
れ
る
放
射
性
同
位
元
素
に
よ
る
年
数
の
測
定
が
可
能
に
な
り
、
各

地
の
岩
石
や
化
石
の
絶
対
年
数
の
測
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。
群
馬
県
に
お
い
て
も
、
渡
良
瀬
川
上
流
に
分
布
す
る
沢
入
(
そ
う
り
)
み
か

げ
(
沢
入
花
崩
岩

l
中
生
代
末
に
遊
入
し
た
と
さ
れ
て
い
る
)
は
八
七

O
O万
年
前
と
測
定
さ
れ
た
。
そ
の
他
に
も
、

854 
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な
ど
が
測
定
さ
れ
て
い
る
。

3 

日
本
列
島
と
群
馬
県
の
地
史

日
本
列
島
で
時
代
の
は
っ
き
り
わ
か
っ
て
い
る
最
も
古
い
岩
石
は
北
上
山
地
、
飛
弾
山
地
、
四
園
、
九
州
な
ど
ご
く
限
ら
れ
た
地
域
に

わ
ず
か
に
分
布
す
る
。
こ
れ
ら
の
岩
石
は
五
億

l
十
五
億
年
前
の
岩
石
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
岩
石
が
日
本
列
島
の
土
台
に
な
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

群
馬
県
で
は
こ
の
よ
う
に
古
い
岩
石
は
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
群
馬
県
内
で
最
も
古
い
岩
石
は
秩
父
古
生
層
と
呼
ば
れ
て
い
る
古

生
代
、
石
炭
紀
、
二
畳
紀
の
地
層
で
あ
り
、
足
尾
山
地
(
桐
生
、
足
尾
)
関
東
山
地
(
多
野
郡
)
に
分
布
し
て
い
る
。



チ
ャ
ー
ト
、
石
灰
岩
や
そ
の
当
時
の
海
底
火
山
の
噴
出
物
で
あ
る
輝
藤
凝
灰
岩
な
ど
か
ら
な
り
、
そ

の
厚
さ
は
数
千
米

i
一
万
米
に
達
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
秩
父
古
生
層
は
堆
積
物
の
よ
う
す
や
化
石
の
状
況
か
ら
、
せ
い
ぜ

い
水
深
数
百
米
か
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
浅
い
海
で
の
堆
積
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
浅
い
海
に
数
千
米
に

及
ぶ
水
深
以
上
の
堆
積
が
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。
秩
父
古
生
層
を
堆
積
し
た
海
は
、
地
向
斜
の
海
と
い
わ
れ
る
特
殊
な
運
動
を
す
る
海
で

秩
父
古
生
層
は
砂
岩
、
粘
板
岩
、

あ
り
、
そ
の
海
底
に
堆
積
し
た
地
層
が
秩
父
古
生
層
な
の
で
あ
る
。

地
向
斜
堆
積
を
す
る
海
は
浅
海
で
あ
り
な
が
ら
、
堆
積
物
を
厚
く
堆
積
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
即
ち
そ
の
運
動
は
堆
積
物
の
厚
さ

だ
け
海
底
が
沈
下
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
深
は
い
つ
も
一
定
に
保
た
れ
る
よ
う
な
海
底
運
動
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
向
斜
堆
積
の

海
は
、
日
本
列
島
の
よ
う
な
大
陸
の
辺
縁
部
や
大
陸
と
大
陸
に
は
さ
ま
れ
た
細
長
い
地
域
に
起
っ
て
い
る
。
秩
父
古
生
層
の
地
向
斜
は
ア

ジ
ア
大
陸
の
周
辺
部
に
古
生
代
シ
ル
ル
紀
か
ら
二
畳
紀
に
か
け
て
約
二
億
年
く
ら
い
の
問
地
向
斜
の
海
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
本
州
地
向
斜

と
呼
ん
で
い
る
。

地
向
斜
の
海
の
地
域
は
造
山
帯
に
転
化
さ
れ
、
造
山
運
動
の
場
と
な
る
の
が
自
然
の
歴
史
で
あ
る
。
秩
父
古
生
層
を
堆
積
し
た
地
域
も

古
生
代
末
か
ら
中
生
代
の
は
じ
め
に
か
け
て
造
山
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
中
生
代
の
初
期
に
は
日
本
列
島
は
ア
ジ
ア
大
陸
を
ふ
ち
ど
る
大

山
派
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
二
億
年
の
問
、
地
向
斜
堆
積
を
し
た
秩
父
古
生
層
は
大
規
模
な
摺
曲
山
脈
の
母
体

質

と
な
っ
た
。

第一意地

そ
の
中
軸
部
に
近
い
と
こ
ろ
で
は
高
い
地
熱
と
偏
圧
を
受
け
て
、
結
晶
片
岩
、
片
麻
岩
と
い
っ
た
変
成
岩
が
つ
く
ら
れ
た
。

石
M
M

と
し
て
庭
石
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
岩
石
が
こ
の
変
成
岩
で
あ
り
、
日
本
列
島
に
帯
状
に
分
布
し
て
い
る
、
群
馬
県
で
は
多
野
山
地

を
は
じ
め
足
尾
山
地
、
谷
川
岳
に
こ
の
時
代
の
秩
父
古
生
層
や
変
成
岩
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
造
山
運
動
を
本
州
造
山
運
動
と
呼

855 
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三
波

ん
で
い
る
。



日
本
列
島
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
す
る
群
馬
県
は
本
州
造
山
運
動
の
中
軸
部
に
近
い
舞
台
に
な
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
吾
妻
郡
に
お
い

て
も
同
様
な
舞
台
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
秩
父
古
生
層
、
変
成
岩
類
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。

本
州
造
山
運
動
が
行
な
わ
れ
た
日
本
列
島
は
中
生
代
初
期
に
は
大
部
分
が
陸
化
し
、
ア
ジ
ア
大
陸
の
辺
縁
部
に
大
大
山
脈
を
な
し
て
い

た
。
秩
父
古
生
層
が
全
体
に
見
ら
れ
る
の
に
比
べ
て
、
日
本
列
島
の
中
生
層
の
分
布
は
小
規
模
で
あ
り
、
し
か
も
分
布
域
も
限
ら
れ
て
い

然誌自

る
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本
県
に
見
ら
れ
る
中
生
代
の
地
層
は
利
根
川
の
水
源
地
域
に
発
見
さ
れ
た
エ
シ
ト
モ
ノ
チ
ス
貝
を
含
む
地
層
や
足
尾
山
地
に
コ
ノ
ド
γ

ト
化
石
を
含
む
三
畳
紀
の
海
成
層
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
海
成
層
も
小
さ
な
堆
積
盆
地
に
堆
積
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
に
も
県
内
に
は

植
物
化
石
を
多
産
す
る
岩
室
累
層
や
シ
ジ
ミ
化
石
を
多
産
す
る
戸
倉
層
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
地
層
は
内
湾
あ
る
い
は
内
陸
湖
で
堆
積
し

た
と
考
え
ら
れ
る
中
生
代
中
期

1
後
期
の
堆
積
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

中
生
代
も
後
期
(
自
重
紀
〉
に
入
る
と
再
び
海
進
が
お
こ
り
多
野
山
地
や
下
仁
回
町
南
西
部
等
の
本
県
南
部
地
域
は
海
底
に
没
し
、
海

成
層
が
堆
積
し
た
。
自
重
紀
末
に
は
再
び
大
変
動
が
あ
り
造
山
運
動
が
行
な
わ
れ
た
。
「
沢
入
み
か
げ
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
沢
入
崩

岩
な
ど
本
県
の
花
崩
岩
は
主
に
ャ
」
の
噴
の
活
動
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

吾
妻
郡
誌
に
よ
れ
ば
中
生
層
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

中
生
層
、
本
郡
北
部
の
園
境
を
な
せ
る
大
山
脈
即
ち
四
寓
の
奥
積
包

山
よ
り
大
黒
山
・
白
砂
山
・
大
高
山
を
経
て
赤
石
山
に
到
る
山
系
は
寅

に
中
生
紀
に
生
じ
た
る
も
の
に
し
て
、
本
郡
に
て
山
獄
を
形
成
す
る
唯

一
の
水
成
岩
な
り
。
而
し
て
其
露
出
は
六
合
村
花
敷
温
泉
と
四
高
温
泉

を
連
絡
せ
る
線
以
上
の
山
地
の
全
部
に
し
て
、
四
寓
の
奥
・
赤
津
山
・
木

戸
山
・
相
ノ
倉
山
・
八
間
山
等
之
に
属
す
。
此
地
方
は
中
生
紀
に
隆
起

し
て
山
獄
と
な
り
た
る
も
の
な
る
べ
し
。
そ
れ
よ
り
以
南
の
地
に
て
は

後
世
噴
出
し
た
る
火
山
岩
に
全
く
覆
わ
れ
て
殆
ど
其
露
出
を
見
ざ
る

も
、
僅
に
津
波
温
泉
の
奥
有
笠
山
・
大
岩
附
近
と
更
に
南
下
し
て
岩
島

村
・
松
谷
附
近
に
少
面
積
に
亘
り
て
其
露
出
を
見
る
の
み
な
り
。
而
し

て
之
等
の
露
出
点
を
連
絡
す
る
と
き
は
回
高
温
泉
と
一
直
線
上
に
あ
り

て
、
更
に
又
中
央
山
脈
と
並
行
せ
る
を
見
る
。
依
っ
て
此
等
は
中
央
山



脈
の
隆
起
に
よ
っ
て
生
じ
た
る
断
層
的
露
出
と
見
る
を
得
べ
く
、
此
の

部
分
の
地
層
が
幾
分
薄
き
も
の
と
観
察
す
る
を
得
ベ
し
。
試
に
吾
妻
郡

図
に
於
て
四
肖
・
津
波
・
川
中
・
川
原
湯
・
鳩
の
湯
等
の
各
温
泉
を
連

絡
し
見
よ
。
之
が
殆
ど
一
直
線
上
に
あ
り
て
然
も
中
央
山
脈
と
並
行
せ

る
を
見
る
ベ
し
之
れ
本
郡
の
中
生
層
露
出
系
統
な
り
。
此
系
統
上
に
或

は
未
発
見
の
温
泉
あ
る
や
も
図
り
得
ず
、
更
に
又
中
生
層
の
露
出
を
見

る
処
も
あ
る
べ
く
相
像
せ
ら
る
。

此
層
に
は
有
用
鉱
物
を
含
む
可
能
性
あ
る
層
な
る
が
故
に
、
其
露
出

を
後
世
生
じ
た
る
有
用
錦
刷
物
を
含
ま
ざ
る
安
山
岩
に
依
り
て
覆
わ
れ
た

る
は
、
本
郡
と
し
て
は
不
幸
と
稽
す
べ
し
。
此
層
中
に
は
、
石
炭
・
石

灰
・
岩
塩
・
銅
・
鉄
等
を
含
む
こ
と
あ
り
。
津
波
の
奥
有
笠
附
近
に
大

空
洞
窟
を
見
る
が
如
き
は
石
灰
岩
の
溶
解
に
よ
り
生
じ
た
る
も
の
と
相

像
す
る
を
得
ベ
し
。
本
郡
中
に
若
し
有
用
鏡
物
を
産
す
る
と
せ
ば
、
多

く
は
此
層
内
に
あ
る
べ
く
四
高
の
奥
地
等
望
み
な
き
に
非
ざ
る
べ
き

カ

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
知
識
か
ら
す
れ
ば
、
吾
妻
郡
内
に
は
中
生
代
を
特
徴
づ
け
る
堆
積
物
も
火
成
岩
類
も
い
ま
だ
に
発
見
さ
れ
て

れ
る
。

い
な
い
。
従
来
、
中
生
層
と
言
わ
れ
て
き
た
岩
石
は
新
第
三
紀
層
の
変
質
し
た
も
の
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
火
成
岩
類
で
あ
る
と
考
え
ら

本
郡
に
お
い
て
将
来
中
古
生
界
の
岩
石
が
発
見
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
山
岳
地
域
か
火
山
噴
出
物
、
あ
る
い
は
第
三
紀

中
之
条
町
の
中
古
生
代
の
地
史
は
、
そ
の
証
拠
と
な
る
岩
石
や
化
石
の
発
見
が
な
く
全
く
不
明
で
あ
る
。
新
生
代
も
初
期
の
頃
は
日
本

列
島
は
大
陸
を
な
し
て
い
た
。
限
ら
れ
た
地
域
の
み
に
入
海
や
内
湾
が
で
き
、
堆
積
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
北
九
州
、
常
盤
、
石
狩
、
釧

路
地
域
と
い
っ
た
日
本
の
石
炭
層
を
も
っ
地
層
が
古
第
三
紀
の
堆
積
物
で
あ
る
。
そ
の
当
時
、
内
陸
部
で
あ
っ
た
群
馬
県
に
は
古
第
三
紀

の
地
層
は
未
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
古
第
三
紀
の
中
之
条
地
域
は
安
定
し
た
大
陸
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

層
の
中
に
岩
片
と
し
て
発
見
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

4 

中
之
条
町
の
お
い
た
ち

質地第一章
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然誌

第
三
紀
も
後
半
、
新
第
三
紀
に
な
る
と
、
こ
の
安
定
し
て
い
た
日
本
列
島
も
解
体
し
、
小
さ
な
地
質
区
に
分
れ
て
複
雑
な
動
き
を
す
る

よ
う
に
な
る
。
古
生
代
か
ら
中
生
代
に
か
け
て
造
山
運
動
の
舞
台
と
な
っ
た
地
域
は
安
定
し
た
地
塊
と
な
り
、
陸
と
な
っ
た
。
他
の
地
域

は
海
面
下
に
没
し
た
。
日
本
列
島
沈
没
の
大
ド
ラ
マ
が
出
現
し
、
日
本
列
島
が
多
島
化
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
に
本
県
を
含
む
東
北
裏
日
本
一
帯
や
フ
ォ
V

サ
マ
グ
ナ
地
帯
で
は
海
底
で
の
火
山
活
動
が
は
げ
し
く
行
な
わ
れ
る
と
と
も

に
、
地
向
斜
性
の
堆
積
作
用
が
行
な
わ
れ
、
緑
色
凝
灰
岩
(
グ
リ
ー
ン
タ
フ
)
と
言
わ
れ
る
岩
石
を
含
む
厚
い
地
層
を
堆
積
し
た
。
秋

田
、
新
潟
等
に
見
ら
れ
る
石
油
鉱
床
の
油
困
層
は
こ
の
時
期
の
堆
積
岩
の
中
に
あ
る
。

858 

自

本
県
で
も
こ
の
時
代
に
は
足
尾
山
地
や
関
東
山
地
を
除
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が
海
に
お
お
わ
れ
、
厚
い
新
第
三
紀
の
地
層
の
堆
積
が
行

な
わ
れ
て
い
る
。
本
郡
に
お
い
て
も
海
抜
二
、
一
四

O
米
の
白
砂
山
の
頂
上
、
吾
妻
渓
谷
や
四
高
川
、
沢
渡
川
に
見
ら
れ
る
鰻
色
の
岩
石

が
こ
の
当
時
の
堆
積
岩
類
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
層
は
か
つ
て

H
御
坂
層
u
と
し
て
中
生
界
の
地
層
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
地
層
と
同
時
代
の
魚
類
化
石
を
含
む
折
困
層
は
海
底
火
山
の
間
隙
や
火
山
の
周
辺
近
く
に
堆
積
し
た
地
層
で
あ
り
、
堆
積

物
の
多
く
は
火
山
灰
や
火
山
砂
か
ら
で
き
て
い
る
泥
岩
、
砂
岩
、
凝
灰
岩
で
あ
る
。
現
在
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
中
之
条
町
の
最
も
古
い

地
質
現
象
は
こ
の
新
第
三
紀
に
起
っ
た
こ
と
が
ら
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。

新
第
三
紀
の
頃
(
二

O
O
O万
年
前
〉
中
之
条
町
は
海
の
底
で
あ
っ
た
。
近
く
に
あ
っ
た
海
底
の
火
山
か
ら
大
量
の
火
山
灰
や
火
山
砂

が
供
給
さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
折
困
層
の
化
石
が
こ
の
頃
の
よ
う
す
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
後
新
第
三
紀
末
期
に
三
度
、
地
殻
変
動
が
起
り
は
げ
し
い
摺
曲
に
よ
る
造
山
運
動
や
隆
起
の
結
果
、
現
在
の
日
本
列
島
の
原
形
の

陸
地
が
形
成
さ
れ
た
。
世
界
的
に
は
地
球
の
屋
根
と
い
わ
れ
る
ア
ル
プ
ス
山
脈
が
形
成
さ
れ
た
。
日
本
で
は
東
北
脊
梁
山
脈
、
本
県
に
お

け
る
上
信
越
国
境
地
域
や
三
国
山
脈
は
こ
の
頃
の
地
殻
変
動
に
よ
り
生
じ
た
高
ま
り
で
あ
る
。

現
在
、
こ
れ
ら
地
域
は
そ
の
後
の
浸
蝕
に
よ
り
、
新
第
三
紀
の
地
層
は
削
剥
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
造
山
期
に
地
下
深
所
で
形
成
さ
れ



た
と
思
わ
れ
る
石
英
閃
輝
岩
や
扮
岩
の
岩
体
が
四
万
温
泉
や
そ
の
周
辺
地
域
に
露
出
し
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。

新
第
三
紀
も
後
期
の
鮮
新
世
に
入
っ
て
も
隆
起
は
つ
づ
き
、
三
国
山
脈
や
上
信
越
国
境
の
高
ま
り
が
一
層
す
す
ん
だ
。
鮮
新
世
の
末
か

ら
第
四
紀
に
か
け
て
中
之
条
町
一
帯
は
北
部
・
西
部
の
高
ま
り
に
反
し
て
低
地
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
東
毛
地
区
を
は
じ
め
と
す
る

本
県
東
南
部
の
平
野
部
は
こ
の
頃
大
平
洋
の
一
部
と
し
て
海
流
で
洗
わ
れ
て
い
た
。
東
毛
地
区
に
み
ら
れ
る
貝
塚
の
分
布
は
つ
い
最
近
ま

で
、
こ
の
地
区
に
海
岸
線
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

子
持
山
や
小
野
子
山
の
活
動
を
皮
切
り
に
榛
名
火
山
の
活
動
が
は
じ
ま
っ
た
。
お
よ
そ
五

O
万
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
中
之
条
の
南
部

に
あ
た
る
榛
名
火
山
の
活
動
に
よ
っ
て
流
路
を
断
た
れ
た
た
め
、
中
之
条
の
低
地
に
は
湖
が
で
き
た
。
中
之
条
町
の
各
所
に
み
ら
れ
る

「
ナ
メ

y

タ
」
と
言
わ
れ
る
葉
理
の
よ
く
発
達
し
た
粘
土
層
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
噴
、
現
在
の
中
之
条
地
域
の
大
部
分
は
湖
の
底
に
な

っ
た
。
こ
れ
が
古
中
之
条
湖
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

古
中
之
条
湖
も
現
在
の
吾
妻
川
に
流
路
を
み
つ
け
満
々
と
貯
え
ら
れ
た
水
も
枯
れ
た
。
か
つ
て
の
湖
の
あ
と
に
は
何
段
か
の
段
丘
が
つ

く
ら
れ
現
在
見
ら
れ
る
よ
う
な
自
然
景
観
が
完
成
し
た
。

そ
の
後
、
榛
名
、
浅
間
、
白
根
の
諸
火
山
か
ら
放
出
さ
れ
た
多
量
の
火
山
灰
や
軽
石
が
厚
く
段
丘
面
を
覆
っ
て
堆
積
し
、

ロ
l
ム
層
が
形
成
さ
れ
た
。

厚
い
関
東

質

洪
積
世
の
後
期
に
は
、
す
で
に
、
旧
石
器
人
類
の
生
活
の
足
跡
が
み
ら
れ
る
。
赤
城
山
南
麓
、
岩
宿
の
関
東
ロ

l
ム
層
や
子
持
山
北
麓

の
関
東
ロ

l
ム
層
中
か
ら
は
数
多
く
の
旧
石
器
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
湖
の
失
な
わ
れ
た
中
之
条
盆
地
の
段
丘
上
や
盆
地
周
辺
の
湖
岸
線

第一章 l由

に
あ
た
っ
た
地
域
に
も
旧
石
器
人
類
の
生
活
の
跡
が
印
さ
れ
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。

以
上
が
日
本
列
島
の
生
い
た
ち
と
関
連
さ
せ
た
中
之
条
町
の
生
い
た
ち
で
あ
る
。
詳
細
な
点
で
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
今
後
の

調
査
研
究
が
進
む
に
つ
れ
て
多
く
の
事
実
と
知
識
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
地
史
も
変
わ
り
得
る
こ
と
を
附
記
す
る
。
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自

中
之
条
金
地
を
は
じ
め
、
吾
妻
郡
全
域
に
わ
た
っ
て
ぞ
の
大
部
分
が
新
期
火
山
活
動
に
よ
る
火
山
灰
や
火
山
砕
屑
物
に
厚
く
覆
わ
れ
て

い
る
た
め
、
露
頭
が
悪
く
、
ま
た
露
出
し
て
い
る
岩
石
も
変
質
が
著
し
い
。

こ
の
た
め
地
質
調
査
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
中
之
条
盆
地
の
本
格
的
な
地
質
調
査
は
殆
ん
ど
な
く
、
多
く
の
問
題
が
山
積
し
て
い
る

が
、
こ
こ
で
は
今
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
論
文
や
調
査
の
結
果
を
加
え
て
、
中
之
条
町
の
地
質
を
詳
述
す
る
。

中
之
条
町
の
地
質
は
時
代
的
に
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

て
第
三
紀
層
、
お
よ
び
こ
れ
に
伴
な
う
火
成
岩
類

二
、
第
四
紀
洪
積
世
に
お
け
る
古
中
之
条
湖
の
生
成
、
発
展
と
湖
成
層

三
、
第
四
紀
沖
積
世
の
河
岸
段
丘
と
関
東
ロ

1
ム
層

1 

中
之
条
町
の
第
三
系

中
之
条
付
近
に
お
け
る
第
三
紀
層
の
分
布
を
見
る
と
四
高
川
に
沿
っ
て
分
布
す
る
折
困
層
、
駒
岩
層
、
沢
渡
層
群
、
大
道
峠
附
近
や
赤

坂
川
に
分
布
す
る
大
道
層
と
行
沢
層
、
吾
妻
川
市
城
付
近
の
河
岸
等
に
露
出
す
る
市
城
層
で
あ
り
、
第
三
紀
層
の
分
布
は
中
之
条
町
の
全

域
に
分
布
し
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
れ
ら
の
第
三
紀
層
は
或
る
地
質
時
代
の
基
盤
の
上
に
堆
積
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
基
盤
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
岩
石
や
地

層
は
見
あ
た
ら
な
い
。



お
そ
ら
く
、
中
之
条
町
に
分
布
す
る
新
第
三
紀
の
地
層
は
上
越
国
境
、
谷
川
岳
、
利
根
郡
各
地
か
ら
の
例
の
よ
う
に
、
中
生
層
あ
る
い

は
そ
れ
を
貫
く
花
岡
岩
や
塩
基
性
岩
類
と
不
整
合
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

川
四
万
川
、
沢
渡
地
区

折
困
層
中
之
条
町
折
田
の
四
万
川
河
岸
に
模
式
的
に
露
出
す
る
暗
灰
色

i
灰
色
の
凝
灰
質
泥
岩
お
よ
び
砂
岩
か
ら
な
り
、
灰
白
色
の

凝
灰
岩
を
は
さ
ん
で
い
る
。
岩
質
は
竪
く
珪
質
化
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
が
風
化
す
る
と
表
面
が
赤
褐
色
と
な
り
、
も
ろ
く
く
ず
れ

る
。
一
般
に
東
西
性
の
走
向
を
示
し
、
南
に
ゆ
る
く
傾
斜
し
て
い
る
。
四
万
川
に
架
る
上
妻
橋
付
近
に
み
ら
れ
る
折
困
層
は
三
層
に
区
分

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

上
妻
橋
の
直
下
に
見
ら
れ
る
火
砕
岩
な
い
し
は
火
砕
岩
質
岩
は
そ
の
最
上
位
の
地
層
で
あ
り
、
比
較
的
新
鮮
で
変
質
が
少
い
。

つ
づ
く
下
位
の
二
層
は
緑
色
を
帯
び
、
と
く
に
粗
粒
火
山
灰
を
つ
く
る
鉱
物
粒
や
浮
石
粒
は
、
ほ
と
ん
ど
淡
緑
色
、
あ
る
い
は
濃
緑
色

に
変
質
し
て
い
て
、
東
北
日
本
一
帯
に
分
布
す
る
、
い
わ
ゆ
る
上
部
グ
リ
ー
ン
タ
フ
を
思
わ
せ
る
岩
石
で
あ
る
。

そ
の
中
位
層
は
珪
質
泥
岩
ま
た
は
凝
灰
質
泥
岩
・
砂
岩
互
層
か
ら
な
り
、
上
位
層
と
の
聞
に
は
弱
い
侵
食
面
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
侵

食
面
の
一
部
は
大
竹
沢
出
合
い
附
近
に
も
見
ら
れ
る
。

質

最
下
位
層
は
火
砕
岩
な
い
し
は
火
砕
岩
質
岩
か
ら
な
る
。
上
妻
橋
よ
り
下
流
側
に
分
布
す
る
折
困
層
は
全
体
と
し
て
波
状
構
造
を
示
す

た
め
、
上
妻
橋
附
近
の
中
位
属
は
下
流
二

O
O
Mの
中
位
層
が
く
り
か
え
し
て
露
出
し
て
い
る
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
。
中
位
層
の
厚
さ

は
約
五

O
Mで
、
泥
岩
は
全
般
的
に
有
機
質
に
富
み
暗
色
を
呈
す
る
。
ま
た
、
そ
の
聞
に
は
さ
ま
れ
る
砂
岩
や
凝
灰
岩
の
中
に
は
ほ
と
ん

ど
ク
ロ
ス
ラ
ミ
ナ
が
発
達
し
て
い
な
い
。

第一章地

こ
の
中
位
層
か
ら
は
お
び
た
だ
し
い
魚
化
石
の
ほ
か
貝
化
石
や
葉
片
化
石
が
多
産
す
る
。
魚
類
化
石
は
上
妻
橋
直
下
と
そ
の
下
流
二

0

0
メ
ー
ト
ル
の
中
位
層
の
泥
岩
中
よ
り
産
出
し
、
貝
化
石
は
魚
類
化
石
の
直
上
附
近
の
砂
岩
、
泥
岩
よ
り
産
す
る
。
植
物
の
葉
片
化
石
は
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雪を
脚色、

中
位
層
か
ら
広
く
採
集
さ
れ
る
。

中
位
層
で
は
こ
れ
ら
化
石
の
他
に
ピ
ソ
ラ
イ
ト
(
火
山
豆
石
〉
が
著
し
く
発
達
し
た
凝
灰
岩
層
が
あ
る
。

折
田
層
は
四
万
川
の
両
岸
に
露
出
す
る
他
大
竹
沢
や
附
近
の
小
沢
に
も
小
規
模
な
露
出
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
露
頭
の
相
互
関
係
や

地
質
構
造
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
折
困
層
の
堆
積
し
た
地
質
時
代
に
つ
い
て
は
化
石
の
検
討
も
な
く
未
詳
で
あ
る
が
、
岩
相
や
化
石
の

状
態
か
ら
、
新
第
三
紀
、
中
部
中
新
世
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

折
田
の
化
石
折
困
層
の
魚
類
含
化
石
層
は
水
平
距
離
で
数
一

O
O
μ
の
間
隔
を
お
い
て
、
二
カ
所
で
あ
る
が
地
層
の
構
造
上
か
ら
ほ

ぼ
同
一
層
準
に
あ
る
地
層
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
下
流
の
含
化
石
層
か
ら
産
出
す
る
化
石
と
上
流
部
の
化
石
層
か
ら
産
出
す

る
化
石
で
は
種
類
も
異
な
る
の
で
同
一
層
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
。

862 

然自

下
流
部
の
含
化
石
層
は
そ
の
上
部
と
下
部
は
無
層
理
の
細
粒
凝
灰
岩
で
あ
り
、
中
部
層
は
厚
さ
一

o
i四
o
r
yの
細
粒
凝
灰
岩
と
砂

質
凝
灰
岩
と
の
互
層
か
ら
な
り
、
こ
の
互
層
の
最
下
部
付
近
に
化
石
層
が
二
枚
は
さ
ま
れ
て
い
る
。
一
枚
の
含
化
石
層
は
五

i
七
H
H
Y
の

厚
さ
で
細
粒

i
中
粒
シ
ル
ト
の
や
や
珪
化
し
た
細
粒
凝
灰
岩
で
あ
り
、
そ
の
中
に
数
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
間
隔
を
お
い
て
厚
さ

0
・
五
パ

V
A

の
暗
色
有
機
質
泥
岩
の
薄
層
が
は
さ
ま
れ
て
い
る
。
魚
化
石
は
、
ほ
と
ん
ど
こ
の
薄
層
中
に
産
す
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
薄
層

の
上
下
数
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
部
分
か
ら
も
見
い
出
さ
れ
る
。
こ
の
薄
層
が
き
わ
め
て
薄
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
乱
れ
を
示
さ

ず
、
同
じ
露
頭
で
も
数
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
追
跡
さ
れ
る
こ
と
は
そ
の
著
し
い
特
徴
で
あ
る
と
い
え
る
。

下
位
に
あ
る
魚
類
含
化
石
層
は
中
粒

i
粗
粒
シ
ル
ト
の
細
粒
凝
灰
岩
で
あ
り
、
上
位
の
含
化
石
層
と
ほ
ぼ
同
じ
岩
相
か
ら
な
る
が
、
全

般
的
に
い
く
ら
か
有
機
質
で
暗
色
を
呈
す
る
こ
と
が
多
い
。
合
化
石
層
は
約
六

O
口
Y
の
間
隔
を
お
い
て
二
枚
存
在
す
る
が
、
そ
れ
ら
の

岩
相
は
き
わ
め
て
よ
く
類
似
す
る
。
そ
れ
ら
の
上
位
に
重
な
る
地
層
が
他
に
比
べ
て
い
く
ら
か
有
機
質
で
あ
る
こ
と
も
共
通
す
る
。
こ
の

有
機
質
の
上
位
層
の
上
に
は
、
一
次
鉱
物
粒
を
多
量
に
含
む
粗
粒
砂
質
凝
灰
岩
が
の
っ
て
い
る
。
こ
の
砂
質
凝
灰
岩
の
下
面
は
下
位
の
有



機
質
泥
岩
の
項
面
に
不
規
則
に
食
い
こ
み
、
波
状
の
境
界
面
を
つ
く
る
。
し
か
し
直
下
の
有
機
質
泥
岩
の
ラ
ミ
ナ
は
、
こ
の
境
界
面
と
平

に
ま
た
が
っ
て
発
達
し
て
い
る
。

含
化
石
層
に
は
さ
ま
れ
る
有
機
質
泥
岩
の
簿
層
は
上
位
の
含
化
石
層
で
は
層
厚
四
・
五
内
い
「
の
部
分
に
七
枚
あ
り
、
そ
れ
ら
の
う
ち
四

枚
が
魚
類
化
石
を
伴
な
う
。
下
位
の
化
石
層
で
は
層
厚
三

f
yの
部
分
に
八
枚
の
薄
層
を
は
さ
み
、
そ
れ
ら
の
う
ち
四
枚
に
魚
化
石
が
含

ま
れ
て
い
る
。
簿
層
間
の
間
隔
は
、
ニ
ー
一

O
H川
ト
ル
程
度
で
か
な
り
接
近
し
、
ま
た
、
互
い
に
平
行
で
、
露
頭
面
で
は
雁
行
に
並
ん
で
い

る
化
石
を
含
む
部
分
だ
け
を
と
る
と
、
長
さ
一

O
行
Y
に
つ
い
て
化
石
が
一
個
体
程
度
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
面
積
に
換
算
す
る
と
含

化
石
層
一
平
方
日
当
た
り
約
二

O
個
体
の
化
石
が
産
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
魚
化
石
の
体
の
伸
び
に
つ
い
て
は
特
に
方
向
性
が
認
め
ら
れ

plh

、。

サ

'
'
B
V

'i1 

こ
れ
ら
の
含
化
石
層
か
ら
サ
バ
化
石
と
共
に
採
集
さ
れ
た
魚
化
石
は
カ
レ
イ
類
お
よ
び
ギ
ン
ポ
科
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
に
稀
に

マ
イ
ワ
シ
類
の
鱗
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
ま
た
、
小
型
の
マ
コ
マ
と
思
わ
れ
る
貝
化
石
も
両
殻
を
聞
い
た
状
態
で
散
点
的
に
産
出
す
る
。

折
困
層
か
ら
採
集
さ
れ
る
サ
バ
化
石
は
、

U
F
U
A，
札
す
田
ハ
M
M
R
O山
内
四
回
〉

牛
、
“
草

(ω
口

OBσ
乱
含
O)

ω
n
o自

Z
H・ロ
O
B
E
a
Zロ2
0

j也

と

第一YE

と
同
定
さ
れ
る
も
の
で
、
体
の
全
長
は
三
八

1
四
一

t
y前
後
、
基
準
体
長
は
一
二
三

l
三
七
台

Y
前
後
、
体
は
太
く
て
横
断
面
は
楕
円

形
を
呈
し
、
紡
錐
形
で
適
度
に
後
方
に
の
び
て
い
る
。
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き"作L、;1'1.， 自

日
本
近
海
に
棲
息
し
て
い
る
現
接
の
サ
パ
は
マ
サ
パ
と
ゴ
マ
サ
パ
の
二
種
で
あ
る
と
い

864 

う
が
、
こ
の
化
石
サ
パ
は
現
接
同
属
の
二
種
と
か
な
り
類
似
し
て
い
る
と
い
う
。
し
か
も
、

そ
れ
ら
二
種
の
地
理
的
分
布
範
囲
が
著
し
く
隔
離
さ
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
現

折困層の貝化石とサメの歯化石

る 擾
二
種
の
サ
パ
は
こ
の
化
石
サ
パ
の
種
類
か
ら
分
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ

折
困
層
の
含
化
石
層
附
近
で
は
魚
類
化
石
の
外
に
貝
化
石
や
植
物
化
石
も
採
集
さ
れ

る
。
ご
く
稀
で
あ
る
が
サ
メ
の
歯
の
化
石

も
現
在
ま
で
に
一
個
採
集
さ
れ
て
い
る
。

員
を
含
ん
だ
化
石
層
は
魚
類
含
化
石
層
の

直
上
部
に
あ
る
砂
質
凝
灰
岩
で
あ
り
、
数

種
類
の
貝
化
石
が
採
集
さ
れ
る
。
そ
の
多

く
は
地
層
に
つ
き
さ
さ
っ
た
形
で
産
出

し
、
現
地
性
の
貝
化
石
と
思
わ
れ
る
。
貝
殻
や
肉
質
の
部
分
は
そ
の
後
の
変
質
に
よ
り
石

灰
質
に
交
代
し
て
お
り
、
方
解
石
と
思
わ
れ
る
結
晶
に
満
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、

二
枚
の
殻
は
し
っ
か
り
と
合
わ
さ
っ
て
い
る
点
ゃ
、
か
つ
て
の
生
活
圏
を
思
わ
せ
る
よ
う

に
、
お
よ
そ
二

0
1三
O
H
U
Y間
隔
の
場
所
か
ら
産
出
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
こ
れ
ら
の
化

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

石
は
現
地
性
の
化
石
と
考
え
ら
れ
る
。
何
ら
か
の
原
因
に
よ
る
室
息
死
に
よ
り
化
石
化
し

折田層の貝化石



で
あ
る
。

こ
こ
よ
り
産
出
す
る
貝
化
石
に
つ
い
て
の
種
の
同
定
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、

お
よ
そ
次
の
よ
う
な
潮
線
下
に
接
息
す
る
貝
類
の
よ
う

富
由
n
o自
由

ω・】V

EQ 
巴ロ
己目

E-S 
- c/) 

2匂

A
ぺ
H
H

・4

斗
札
守
的
、
作
、
川

'W
斗
消

4

魚
化
石
層
の
下
部
に
あ
る
や
や
珪
質
な
凝
灰
質
泥
岩
か
ら
は
数
種
類
の
植
物
化
石
と
多
く
の
マ
イ
ワ
シ
の
鱗
が
産
出
す
る
。
折
田
層
の

こ
の
含
植
物
化
石
層
か
ら
は
次
の
よ
う
な
植
物
化
石
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。

ω曲
目
M
n

・
ω・】ι

こ
れ
ら
の
植
物
葉
片
化
石
か
ら
考
え
ら
れ
る
当
時
の
気
候
は
現
在
の
気
候
と
そ
ん
な
に
大
差
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
の

葉
片
化
石
は
葉
縁
の
保
存
も
よ
く
、
葉
片
そ
の
も
の
の
そ
り
を
も
っ
た
状
態
で
散
在
し
化
石
化
し
て
お
り
、
圧
片
さ
れ
て
い
な
い
の
が
特

徴
的
で
あ
る
。
即
ち
あ
ま
り
、
も
ま
れ
な
い
状
態
で
火
山
灰
中
に
埋
没
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

折
田
層
の
層
相
と
堆
績
環
境
魚
類
化
石
を
産
出
す
る
折
田
層
の
層
相
上
の
特
徴
と
し
て
、
中
位
層
を
構
成
す
る
泥
岩
は
全
体
を
通
じ

て
有
機
質
に
富
み
、
暗
色
を
呈
し
、
ま
た
い
く
ら
か
珪
化
を
受
け
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
細
粒
凝
灰
岩
質
で
あ
る
場
合
が
多
く
、
と
く

に
魚
化
石
層
付
近
で
こ
の
傾
向
が
強
い
。
こ
れ
ら
に
は
ほ
と
ん
ど
ク
ロ
ス
ラ
ミ
ナ
が
み
ら
れ
ず
、
ま
た
魚
化
石
を
含
む
泥
岩
の
薄
層
は
、

N
O
-
-
円。ロ同・

ω・】M

宮
品
ロ
O
】町田・

ω・司

〉
の
O
H
-
ω
-
M
M

。zoHnロ帥・
ω
-
M
V

質地第一章
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寸
u
T
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)

ハ
守
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寸
札
f
〉

(
市
、
て
て
〉

(
u
q
H
刈
)

ハ
u
q

ぐ〉
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然

き
わ
め
て
薄
い
が
か
な
り
よ
く
連
続
す
る
。

さ
ら
に
含
化
石
層
の
上
部
五

l
六
日
附
近
の
凝
灰
岩
中
に
は
ピ
ソ
ラ
イ
ト
が
発
達
し
、
し
か
も
そ
の
上
面
に
は
波
形
を
呈
す
る
ラ
ミ
ナ

が
認
め
ら
れ
る
。

866 

まb
p.c" 自

こ
れ
ら
の
層
相
や
化
石
の
特
徴
か
ら
、
折
田
層
の
生
成
環
境
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
推
定
で
き
る
。

当
初
、
こ
の
地
域
で
は
、
か
な
り
激
し
い
火
山
活
動
が
あ
っ
た
が
、
や
が
て
そ
れ
が
お
と
ろ
え
て
静
か
な
停
滞
水
域
に
移
化
し
て
い
っ

た
。
し
か
し
、
そ
こ
は
内
湾
で
、
し
か
も
そ
の
奥
部
に
相
当
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
定
さ
れ
る
。
火
山
活
動
は
静
穏
化
し
た

と
は
い
う
も
の
の
細
粒
火
山
灰
の
供
給
は
か
な
り
多
く
、
大
型
の
底
接
生
物
が
生
活
す
る
の
に
不
適
当
で
あ
っ
た
。
岩
礁
状
の
岩
が
近
く

に
形
成
さ
れ
て
い
た
た
め
、
そ
こ
を
好
む
ギ
シ
ポ
や
内
湾
を
好
む
メ
バ
ル
や
カ
レ
イ
な
ど
の
幼
漁
の
群
れ
、
そ
し
て
時
に
は
小
型
の
マ
イ

ワ
シ
類
の
群
れ
が
回
遊
の
一
経
路
と
し
て
、
こ
こ
に
入
り
こ
む
こ
と
は
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

上
妻
橋
の
直
下
に
あ
る

Q
g
a
n
身
宮
(
砕
屑
岩
脈
〉
か
ら
外
洋
底
接
の
巻
貝
で
あ
る

Z
由
民

g
ハ
タ
マ
ガ
イ
)
ら
し
い
化
石
が
発
見

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
砕
屑
岩
脈
が
下
部
か
ら
し
ぼ
り
出
さ
れ
た
も
の
か
、
上
部
か
ら
垂
れ
下
っ
た
も
の
か
は
未
解
決
で
あ
る
が
、
今
後
、

よ
り
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
調
査
が
進
め
て
い
け
ば
こ
れ
が
明
ら
か
に
な
り
、
折
田
層
の
層
相
の
一
部
に
外
洋
性
の
堆
積
相
が
認
め
ら
れ
る

か
も
知
れ
な
い
。

沢
護
層
沢
渡
川
、
蛇
野
川
の
川
床
や
河
岸
一
帯
に
露
出
す
る
主
と
し
て
火
山
砕
屑
岩
か
ら
成
る
地
層
で
あ
り
、
一
部
に
は
変
質
に
よ

り
粘
土
化
し
て
い
る
部
出
も
あ
る
。
緑
色

i
暗
緑
色
の
変
朽
安
山
岩
や
同
質
の
角
礁
岩
や
凝
灰
岩
が
主
な
る
地
層
構
成
岩
石
で
あ
り
、

は
っ
き
り
し
た
砂
岩
や
頁
岩
は
含
ん
で
い
な
い
。
地
質
構
造
も
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
同
質
岩
類
の
分
布
は
可
成
り
広
く
、
厚
さ
も
数
百

米
に
及
ぶ
と
考
え
ら
れ
る
。
上
反
下
か
ら
四
万
へ
の
林
道
等
、
山
地
に
も
露
頭
が
あ
る
。
地
質
時
代
は
不
明
で
あ
る
が
折
困
層
と
は
不
整

合
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
中
新
世
中
期

t後
期
の
地
層
で
あ
ろ
う
。



中
之
条
盆
地
を
と
り
ま
く
北
西

l
西
部
山
地
の
多
く
は
こ
の
地
層
で
あ
る
。
特
に
山
田
地
区
の
地
」
」
り
地
帯
で
は
こ
の
地
層
の
粘
土
化

が
著
し
く
、
白
色
粘
土
(
酸
性
白
土
と
い
わ
れ
て
い
る
〉
が
で
き
て
い
る
こ
の
粘
土
は
か
つ
て
、
戦
中
戦
後
の
時
代
に
稼
行
し
た
こ
と
が

あ
る
。
こ
の
粘
土
は
場
所
に
よ
り
、
有
色
鉱
物
も
完
全
に
脱
色
し
、
粘
土
化
し
て
い
る
他
、
変
質
に
と
も
な
い
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
自

形
の
黄
鉄
鉱
の
結
晶
を
採
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
地
層
か
ら
は
植
物
化
石
や
貝
化
石
が
採
集
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
産
地
及
種
類
等
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

中
之
条
町
四
高
、
駒
岩
付
近
の
四
高
川
畔
に
模
式
的
に
露
出
す
る
淡
緑
色
|
淡
青
色
を
し
た
砂
岩

i
シ
ル
ト
岩
、
泥
岩
か
ら

な
り
、
葉
理
の
よ
く
発
達
し
た
地
層
で
あ
る
。
駒
岩
層
の
砂
岩
は
中
粒
の
も
の
と
細
粒
の

も
の
が
互
層
を
な
す
層
理
面
の
は
っ
き
り
し
た
砂
岩
が
特
徴
的
で
あ
る
。

駒
岩
層

質第一章地

駒岩層上部!冒

湯
原
の
四
万
発
電
所
の
上
流
部
付
近
か
ら
駒
岩
部
落
の
は
ず
れ
ま
で
の
お
よ
そ
二
世
よ

の
河
岸
に
不
連
続
に
み
ら
れ
る
。
駒
岩
層
の
一
般
的
走
向
は
東
西
性
で
あ
り
、
ゆ
る
く
北

側
に
傾
い
て
い
る
。

駒
岩
層
の
下
部
に
は
黒
色
頁
岩
と
灰
黒
色
砂
岩
の
互
層
が
高
傾
斜
で
露
出
し
て
い
る
。

こ
の
地
層
は
駒
岩
層
と
は
異
質
な
地
層
と
考
え
ら
れ
、
構
造
的
に
も
駒
岩
層
と
不
調
和
で

あ
る
。
ま
た
、
こ
の
下
部
の
黒
色
頁
岩

t砂
岩
互
層
か
ら
は
魚
鱗
化
石
や
魚
類
化
石
の
断

片
、
植
物
化
石
を
産
出
し
、
地
層
全
体
が
炭
質
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
駒
岩
層
の
上
部
層

が
新
鮮
な
淡
緑
色
を
し
て
い
る
の
に
次
し
て
対
照
的
で
あ
る
。
露
頭
も
小
さ
く
付
近
の
地

質
構
造
も
や
や
複
雑
に
な
っ
て
い
る
が
、
地
質
構
造
、
岩
相
、
化
石
の
産
出
状
況
等
か
ら

867 

こ
れ
ら
は
不
整
合
関
係
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
い
。



然誌

駒
岩
層
の
上
部
に
は
直
径
二

O
Hい
け
ほ
ど
の
安
山
岩
の
円
諜
を
も
っ
た
諜
岩
が
あ
る
。
特
に
こ
の
礁
岩
は
そ
れ
を
構
成
す
る
礁
が
全
て

同
一
種
類
の
安
山
岩
の
礁
の
み
か
ら
成
り
、
基
質
の
部
分
と
同
質
で
あ
る
の
が
特
徴
で
火
山
喋
岩
の
性
質
を
そ
な
え
て
い
る
。

シ
ヤ
ベ
凶
ヲ
イ
シ

こ
の
岩
石
と
同
じ
よ
う
な
火
山
諜
岩
の
性
質
を
も
っ
た
地
層
は
十
け
ん
東
側
の
噌
石
付
近
に
も
み
ら
れ
る
が
両
者
の
関
係
は
明
ら
か

に
な
っ
て
い
な
い
。

駒
岩
層
は
上
部
に
な
る
に
し
た
が
い
火
山
性
の
堆
積
物
が
多
く
な
り
層
理
面
も
は
っ
き
り
し
な
い
凝
灰
角
醸
岩
や
凝
灰
岩
に
な
っ
て
い

る
。
四
万
、
山
口
か
ら
反
下
部
落
に
通
ず
る
道
路
に
は
そ
れ
ら
の
地
層
が
露
出
し
て
い
る
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
四
高
岩
体
の
劫
岩
と
接

し
て
い
る
の
が
観
察
さ
れ
る
。

駒
岩
層
の
地
質
時
代
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
下
部
層
に
つ
い
て
は
層
相
や
化
石
の
状
態
か
ら
折
田
層
相
当
層
で
あ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
下
部
層
と
不
整
合
に
接
し
て
く
る
駒
岩
層
上
部
層
は
産
出
化
石
も
な
く
全
く
不
明
で
あ
る
が
、
層
相
か
ら
大
道
層
の

中
部
層
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

868 

自

ω
伊
参
地
区
の
第
三
紀
層

赤
坂
川
の
上
流
地
域
や
大
道
峠
、
蟻
川
の
川
岸
に
は
層
理
の
発
達
し
た
泥
岩
、
砂
岩
、
喋
岩
、
凝
灰
岩
か
ら
成
る
第
三
紀
層
が
分
布
し

て
い
る
。
古
く
か
ら
多
く
の
研
究
者
に
よ
り
注
目
さ
れ
調
査
研
究
さ
れ
て
き
て
い
た
が
、
化
石
の
産
出
が
少
な
い
こ
と
や
、
興
味
あ
る
対

象
が
得
ら
れ
ず
ま
と
ま
っ
た
地
質
調
査
が
な
い
と
言
え
る
。

行
沢
層
赤
坂
川
の
上
流
域
行
沢
付
近
に
露
出
す
る
暗
灰
色
の
泥
岩
、
砂
岩
、
礁
岩
及
び
凝
灰
岩
等
浅
海
性
堆
積
物
と
考
え
ら
れ
る
地

層
で
あ
り
、
い
く
ら
か
珪
化
し
て
堅
く
、
ま
た
変
質
を
受
け
て
凝
灰
岩
は
緑
色
を
帯
び
た
緑
色
凝
灰
岩
で
あ
る
。
固
結
度
も
よ
く
層
理
も

よ
く
発
達
し
構
造
も
比
較
的
単
純
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
般
的
な
走
向
、
傾
斜
は
Z
N
O

戸

巴
ω
を
示
し
、
中
之
条
盆
地
に
向
っ
た

盆
状
構
造
を
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
行
沢
付
近
の
暗
灰
色
泥
岩
中
か
ら
は
、
の
M
B
E
B吉
開

ω-HV
を
産
し
、
文
付
近
の
地
層
か
ら
は



魚
鱗
化
石
や
植
物
化
石
の
断
片
等
の
採
集
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
層
相
か
ら
折
困
層
や
赤
谷
層
に
ほ
ぼ
対
比
で
き
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。大

道
層
赤
坂
川
上
流
十
二
原
や
大
道
峠
附
近
に
は
谷
底
や
道
路
の
端
に
喋
岩
、
砂
岩
、
泥
岩
を
主
体
と
す
る
固
結
度
の
よ
く
な
い
地

層
が
露
出
し
て
い
る
。

大
道
峠
付
近
の
道
路
沿
い
の
本
層
は
傾
斜
は
ゆ
る
く
水
平
に
近
い
堆
積
を
示
し
て
い
る
所
が
多
い
。

り
行
沢
層
と
は
構
造
を
異
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

質地第一章

一
般
的
に
は

z
g
何回。。

Z
で
あ

大道層の植物化石

噌
石
付
近
に
分
布
す
る
喋
岩
は
そ
の
構
成
す
る
礁
は
殆
ん
ど
全
て
が
安
山
岩
か
ら
な

り
、
火
山
磯
岩
の
性
質
を
そ
な
え
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
り
、
こ
れ
は
駒
岩
層
の
上
位
に

露
出
す
る
礁
岩
と
よ
く
似
て
い
る
。

赤
坂
川
上
流
地
域
に
は
一
部
で
平
行
葉
理
や
斜
交
葉
理
の
あ
る
淡
青
色
を
し
た
特
色
あ

る
砂
岩
層
が
露
出
し
て
い
る
。
砂
の
粒
度
は
直
径
一

l
二パ
l
h
の
極
粗
粒
砂
で
あ
り
、
構

成
物
質
も
石
英
、
長
石
等
の
無
色
鉱
物
が
半
分
程
あ
り
他
に
緑
色
を
し
た
変
質
鉱
物
(
お

そ
ら
く
・
角
閃
石
)
が
み
ら
れ
る
だ
け
の
単
純
な
構
成
を
し
た
砂
岩
で
あ
り
、
粒
も
角
ば

っ
て
い
る
。
こ
の
砂
岩
層
の
上
部
に
は
砂
鉄
鉱
床
が
小
規
模
に
介
在
し
て
お
り
、
稲
荷
穴

で
は
三

O
Hい
岬
ほ
ど
の
砂
鉄
層
が
み
ら
れ
る
。

大
道
峠
の
北
側
の
本
層
の
中
か
ら
は
植
物
化
石
(
口
。
巳

E
S
Z与
を
産
し
て
い
る
こ
と

か
ら
中
新
世
上
部

l
鮮
新
世
の
地
層
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
噌
石
付
近
の
本
層
中

869 

に
も
植
物
化
石
を
多
産
す
る
が
同
定
さ
れ
て
い
な
い
。
大
道
峠
付
近
に
は
亜
炭
層
を
爽
在



誌

し
て
い
る
地
層
が
あ
り
全
体
と
し
て
暗
禍
色
を
呈
し
層
理
も
乱
れ
た
地
層
が
観
察
さ
れ
、
そ
の
亜
炭
層
か
ら
は
木
片
や
植
物
片
な
ど
が
産

870 

然

出
す
る
。

自

こ
れ
ら
化
石
の
よ
う
す
や
層
相
か
ら
大
道
層
は
浅
海
成

l
陸
成
の
堆
積
物
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
地
域
の
第
三
紀
層
に
つ
い
て
現
在
、
調
査
研
究
中
で
あ
り
、
不
明
な
点
が
多
い
が
、
調
査
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、
層
序
に
変
化
も

あ
る
こ
と
を
附
記
す
る
。

ω
市
城
地
区
の
第
三
紀
層

市
城
眉
国
鉄
吾
妻
線
の
市
城
駅
付
近
の
吾
妻
川
畔
に
は
緑
色
な
い
し
は
暗
緑
色
を
し
た
凝
灰
質
砂
岩
、
泥
岩
の
地
層
が
み
ら
れ
る
。

構
造
は
一
般
的
に
東
西
の
走
向
を
示
し
傾
斜
は
ゆ
る
い
。
吾
妻
川
畔
に
露
出
す
る
本
層
に
は
植
物
片
を
介
在
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
が
、

は
っ
き
り
し
た
化
石
は
採
集
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
地
層
を
市
城
層
と
名
付
け
る
。

本
層
は
市
城
駅
付
近
の
小
沢
に
も
露
出
し
、
青
山
を
構
成
す
る
安
山
岩
類
と
接
し
て
い
る
が
、
こ
の
接
す
る
付
近
で
は
構
造
が
乱
さ
れ

垂
直
近
い
傾
斜
を
示
し
て
い
る
。
市
城
層
の
分
布
は
主
に
吾
妻
川
に
露
頭
が
み
ら
れ
る
が
連
続
し
た
露
頭
に
乏
し
く
、
又
化
石
の
産
出
も

み
ら
れ
な
い
た
め
各
地
の
地
層
と
対
比
も
さ
れ
て
い
な
い
。

吾
妻
川
の
下
流
五
江
ト
ル
の
小
野
上
駅
付
近
に
は
小
野
上
層
が
分
布
し
て
い
る
が
こ
の
小
野
上
層
に
つ
い
て
も
詳
細
は
不
明
で
あ
り
、
市

城
層
と
の
関
係
も
全
く
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

小
野
上
層
と
市
城
層
の
分
布
す
る
地
域
の
中
間
的
な
地
理
位
置
に
あ
た
る
小
野
上
村
塩
川
付
近
の
十
二
岳
中
腹
(
標
高
六

O
O米
〉
に

は
変
質
し
た
砂
岩
層
が
露
出
し
て
お
り
、
こ
の
中
か
ら
】

M
R芯
ロ
同

g
m
r
R曲
目
ハ
イ
タ
ヤ
貝
)
の
化
石
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
化
石

は
高
崎
観
音
山
丘
陵
に
分
布
す
る
板
鼻
層
か
ら
よ
く
採
集
さ
れ
る
化
石
で
あ
る
点
か
ら
、
こ
の
地
層
の
地
質
時
代
は
ほ
ぼ
板
鼻
層
に
対
比

で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。



し
て
お
く
。

市
城
層
に
つ
い
て
の
地
質
学
的
知
識
は
乏
し
く
、
今
後
の
研
究
に
期
待
し
た
い
が
、
市
城
層
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
地
質
現
象
を
記
述

-
分
布
市
城
層
の
露
頭
の
多
く
は
吾
妻
川
畔
で
あ
る
が
、
最
上
流
部

の
露
頭
は
国
鉄
線
市
城
駅
附
近
と
対
岸
の
吾
妻
町
小
泉
を
結
ぶ
付
近
で

あ
り
、
そ
れ
以
上
は
中
之
条
盆
地
の
中
に
市
城
層
の
露
頭
が
な
い
。
下

流
に
点
在
す
る
市
城
層
が
中
之
条
余
地
に
み
ら
れ
な
い
。

-
構
造
市
城
層
の
構
造
に
つ
い
て
も
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
最
上

流
部
の
市
城
層
の
構
造
は
吾
妻
川
の
上
流
部
へ
傾
斜
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
中
之
条
盆
地
が
構
造
盆
地
の
要
素
を
も
っ
て
い
た
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。

-
火
山
と
の
関
係
市
城
層
は
堆
積
物
そ
の
も
の
は
凝
灰
質
砂
岩
、
泥

岩
で
あ
り
火
山
性
物
質
で
あ
る
が
、
十
二
岳
や
榛
名
火
山
か
ら
供
給
さ

れ
た
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。
小
野
子
山
の
寄
生
火
山
で
あ
る
青
山
が

活
動
し
た
頃
に
は
す
で
に
成
層
し
固
結
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
は
市
城
付
近
で
青
山
の
火
山
岩
類
と
接
す
る
地
層
の
構
造
は
乱
さ

れ
て
い
る
が
地
層
そ
の
も
の
は
乱
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
推
測
で
き

る。

州
第
三
紀
火
成
岩
類

四
万
火
成
岩
体
〈
紛
岩
)
第
三
系
に
関
連
し
た
火
成
岩
類
と
し
て
、
四
万
岩
体
と
い
わ
れ
る
火
成
岩
体
が
四
万
温
泉
を
含
む
地
域
か

ら
四
万
川
上
流
地
域
に
広
範
に
分
布
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
岩
石
は
新
第
三
紀
後
期
中
新
世

i
鮮
新
世
の
地
層
で
あ
る
駒
岩
層
上
部
層
に

貫
入
し
て
き
た
貫
入
岩
体
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
上
越
地
方
に
お
け
る
若
い
石
英
閃
緑
岩
の
貫
入
と
同
時
代
と
考
え
ら
れ
る
。
湯
槍
曾

川
付
近
の
石
英
閃
緑
岩
の
年
代
測
定
で
は
二
四

O
O万
年
、
二

O
O
O万
年
、
五
九

O
万
年
と
い
う
値
が
得
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
四

万
岩
体
の
年
代
は
お
よ
そ
一

O
O
O万
年
前
後
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
四
万
岩
体
を
構
成
し
て
い
る
岩
石
は
輝
石
扮
岩
や
角
閃
劫
岩
で
あ
り
、
岩
体
の
内
部
で
は
完
晶
質
に
な
り
閃
緑
岩
様
の
岩
石
に
な

質地第一章

る。
輝
石
扮
岩
は
緑
黒
色
な
い
し
は
や
や
紫
色
を
帯
び
細
粒
ち
密
で
節
理
の
発
達
が
著
し
い
も
の
で
、

四
万
山
口
や
日
向
見
橋
付
近
に
み
ら

871 



誌

れ
る
。

872 

然

角
閃
扮
岩
は
一
般
に
灰
白
色
を
呈
し
、
中
性
深
成
岩
様
岩
石
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
相
互
の
関
係
や
分
布
構
造
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が

多
い
が
、
四
万
川
を
さ
か
上
る
に
つ
れ
て
緑
黒
色
の
細
粒
ち
密
の
岩
石
は
閃
緑
岩
様
岩
石
に
な
り
、
細
か
い
節
理
も
温
泉
付
近
に
著
し
い

が
上
流
で
は
大
き
な
節
理
に
な
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
細
粒
ち
密
な
劫
岩
は
四
万
岩
体
の
急
冷
周
縁
相
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

自

こ
れ
と
類
似
な
岩
石
は
四
阿
山
等
に
も
そ
の
山
頂
部
分
に
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
中
之
条
盆
地
の
北
部
、
西
部
の
山
岳
地
帯
に
は
新
第

三
紀
後
期
の
地
殻
変
動
と
し
て
こ
れ
ら
扮
岩
類
が
貫
入
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
四
高
温
泉
の
豊
富
な
湧
湯
の
熱
源
は
こ
れ
ら
半
深
成

岩
体
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

2 

中
之
条
町
の
第
四
系

中
之
条
町
の
第
四
系
の
地
質
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
古
中
之
条
湖
の
地
質
と
中
之
条
河
岸
段
丘
を
中
心
と
す
る
地
形
発
達
に
つ
い
て
で

あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
第
四
系
の
地
質
に
つ
い
て
記
述
す
る
。

山
古
中
之
条
湖
と
湖
成
層

中
之
条
盆
地
の
各
所
に
は
段
丘
醸
層
の
下
位
に
縞
状
粘
土
層
が
厚
く
発
達
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
一
部
は
吾
妻
川
河
岸
に
も
露
出
し
、

湖
沼
性
堆
積
物
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
縞
状
粘
土
層
は
ほ
と
ん
ど
水
平
な
地
層
で
あ
る
が
、
周
辺
で
は
や
や
盆
地
の
中
心
方
向
に

傾
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
粘
土
層
か
ら
は
淡
水
性
の
珪
藻
類
や
植
物
の
葉
片
化
石
、
花
粉
化
石
を
産
す
る
こ
と
か
ら
、
内
陸
湖
の

堆
積
物
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
、
こ
の
湖
を
古
中
之
条
湖
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

古
中
之
条
湖
の
湖
沼
堆
積
物
の
分
布
は
広
域
に
わ
た
り
、
海
技
高
度
五
五

0
1六
O
O米
付
近
に
も
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら



古
中
之
条
湖
の
最
高
水
位
は
少
な
く
と
も
蓑
原
の
縞
状
粒
土
層
の
上
面
以
上
と
考
え
ら
れ
る
の
で
湖
が
最
大
に
成
長
し
た
時
に
は
、
深
さ

二
O
O米
、
東
西
六
世
ト
ル
南
北
六
一
日
ト
ル
長
い
対
角
線
が
十
八
口
ト
ル
に
も
及
ぶ
ほ
ぽ
平
行
四
辺
形
を
し
た
湖
が
出
現
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
高
水
位
と
規
模
を
も
っ
た
古
中
之
条
湖
の
成
因
に
つ
い
て
は
、
な
お
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
小
野
子
火
山
と
榛
名
火

山
の
活
動
に
よ
っ
て
吾
妻
川
が
堰
き
と
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
一
種
の
火
山
堰
止
湖
で
あ
ろ
う
と
す
る
考
え
方
か
た
が
最
も
一
般
的
で
あ

る
。
し
か
し
一
方
で
は
中
之
条
盆
地
の
第
三
系
の
構
造
が
盆
地
状
構
造
を
し
て
い
る
こ
と
や
古
中
之
条
湖
の
湖
岸
が
比
較
的
直
線
的
で
あ

り
、
単
純
な
四
角
形
を
し
て
い
る
点
な
ど
か
ら
断
層
運
動
に
よ
る
断
裂
に
よ
り
地
構
的
な
低
地
が
で
き
堰
き
止
め
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

質3出第一章

こ
の
中
之
条
湖
成
層
は
他
に
あ
る
湖
沼
堆
積
物
や
関
東
ロ

l
ム
層
、
段
丘
地
形
等
の
対

お
よ
そ
五

O
万
年
前
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

比
か
ら
、

市中之条湖成層(吾妻町東橋〉

一
般
に
縞
状
粘
土
層
が
あ
る
と
静
止
水
域
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
粘
土
層
に
含

ま
れ
る
埋
木
、
木
の
葉
、
花
粉
、
珪
藻
な
ど
の
化
石
か
ら
も
淡
水
性
の
静
止
水
域
(
湖
沼
)

が
あ
っ
た
こ
と
が
言
え
る
。
周
辺
の
各
所
で
亜
炭
の
稼
行
を
し
た
こ
と
が
あ
る
が
そ
れ
ら

は
、
こ
の
埋
木
や
腐
蝕
物
が
炭
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
化
石
は
古
中
之
条
湖
の

環
境
を
知
る
上
で
大
切
な
手
が
か
り
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

中
之
条
町
四
万
の
四
万
湖
西
岸
や
岩
本
、
吾
妻
町
上
野
で
は
、
か
つ
て
亜
炭
を
稼
行
し

た
。
ま
た
、
上
折
田
か
ら
成
回
線
へ
の
道
路
に
は
埋
木
の
炭
化
し
た
も
の
や
炭
質
物
を
多

く
含
ん
だ
粘
土
層
が
あ
る
。
そ
れ
ら
に
は
ツ
ガ
、

モ
ミ
の
よ
う
な
針
葉
樹
が
多
い
。
こ

873 

の
粘
土
層
に
は
花
粉
や
胞
子
も
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
花
粉
や
胞
子
は
湖
の
よ
う
な
静
止
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ー一ー

水
域
の
堆
積
物
に
は
殆
ん
ど
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
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中之条河岸段丘

花
粉
分
析
は
当
時
の
湖
岸
の
植
物
群
落
や
気
候
を
知

る
上
に
大
切
な
も
の
に
な
る
。
古
中
之
条
湖
で
は
下

部
は
マ
ッ
、

ツ
ガ
、
ト
ウ
ヒ
、
オ
ニ
グ
ル
ミ
な
ど
の

花
粉
が
で
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
花
粉
は
あ
ま
り
で

て
こ
な
い
。
中
部
層
で
は
針
葉
樹
が
非
常
に
少
な

く

ハ
ン
ノ
キ
、
ナ
ラ
、
プ
ナ
、

シ
ナ
ノ
キ
、
ア
サ

ダ
な
ど
広
葉
樹
種
が
半
々
位
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い

る。
珪
藻
化
石
は
湖
の
性
格
や
そ
の
栄
養
状
態
を
知
る

上
で
大
切
な
化
石
で
あ
る
。
湖
成
層
の
下
部
で
は
個

体
数
が
非
常
に
少
な
い
が
、
標
高
四

O
O米
の
地
点

の
中
部
地
点
で
は
種
類
も
多
く
数
量
も
多
く
な
る
。

い
ず
れ
も
淡
水
性
の
珪
藻
で
あ
る
。
珪
藻
の
種
類
か

ら
考
え
ら
れ
る
古
中
之
条
湖
は
富
栄
養
湖
の
静
止
水

域
の
珪
藻
種
ハ
メ
ロ
シ
ラ
、
ヒ
メ
マ
ル
ケ
イ
ソ
ウ
属

な
ど
〉
が
多
い
が
、

一
部
に
は
流
水
性
の
珪
藻
(
メ

リ
デ
イ
オ
ン
、
デ
ィ
ア
ト
マ
属
な
ど
〉
も
混
入
し
て
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小野子山

く
る
長
久
保
、
八
幡
な
ど
で
は
珪
藻
化
石
が
地
層
に

密
集
し
て
お
り
、

か
つ
て
珪
藻
土
と
し
て
採
掘
さ
れ

た
こ
と
も
あ
る
。

段
が中 (2)
丘之
あ条
る 盆
。地

高に
{立は
段 そ
丘の
か中
ら心
低部
位に
段何
丘段
まか
での
六 河
段岸

河

岸

丘

段

と
も
七
段
と
も
数
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
小
さ
な
盆
地

の
中
に
ヤ
」
の
よ
う
に
き
れ
い
な
段
丘
が
観
察
で
き
る

の
も
珍
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。

中
之
条
段
丘
は
吾
妻
川
、
と
り
わ
け
四
万
川
に

沿
っ
た
河
岸
段
丘
が
典
型
的
で
み
ご
と
な
段
丘
と
言

え
る
。
河
岸
段
丘
は
そ
の
地
域
の
河
食
営
力
の
消
長

を
記
録
し
て
お
り
、
そ
の
地
域
の
第
四
紀
に
お
け
る

地
盤
の
上
昇
と
い
う
地
殻
変
動
に
よ
っ
て
で
き
る
と

-中之条面一一一

い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
数
段
の

段
丘
は
洪
積
世
か
ら
沖
積
世
に
か
け
て
の
地
形
発
達

史
、
地
殻
変
動
な
ど
を
考
察
す
る
資
料
と
し
て
重
要
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な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。



誌

み
由
ば
ら

中
之
条
段
丘
は
古
い
も
の
か
ら
蓑
原
面
、
成
田
面
、
中
之
条
面
、
伊
勢
町
面
、
と
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
中
之
条
面
や
伊
勢
町

面
は
い
く
つ
か
の
段
面
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
吾
妻
川
の
現
河
床
面
ま
で
に
は
七

i
八
面
を
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

地
形
発
達
や
第
四
紀
の
地
史
を
扱
う
に
は
、
こ
の
四
面
が
基
本
面
に
な
る
と
考
え
て
よ
い
。
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い
ず
れ
も
、
そ
の
基
盤
に
は
湖
沼
性
の
堆
積
物
の
あ
る
こ
と
が
他
の
地
域

の
段
丘
と
異
な
る
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
中
之
条
段
丘
の
生
成
が
古
中
之
条
湖
の
生
成
、
消
滅
と
深
い
か
か
わ
り
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

各
々
の
河
岸
段
丘
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
。

各
々
の
段
丘
面
に
は
河
岸
段
丘
喋
層
が
堆
積
し
て
い
る
が
、

最
高
位
に
あ
る
蓑
原
面
は
蓑
原
台
地
を
構
成
し
て
お
り
、
非
常
に
平
担
な
地
形
面
で
、
四
万
川
と
ほ
ぼ
平
行
し
て
い
る
。
段
丘
面
の
主

軸
方
向
は
南
南
東
に
向
い
て
お
り
、
海
抜
高
度
は
六

O
O
I五
六

O
米
で
よ
く
円
摩
さ
れ
た
砂
磯
層
か
ら
成
る
が
、
礁
は
風
化
し
て
や
わ

ら
か
く
、
ク
サ
レ
様
化
し
て
い
る
。
主
に
緑
色
凝
灰
岩
の
礁
か
ら
で
き
て
い
る
が
流
紋
岩
や
安
山
岩
の
礁
も
含
ま
れ
て
い
る
。
二

O
O米

に
お
よ
ぶ
厚
い
堆
積
物
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
厚
さ
一
六
米
の
関
東
ロ

l
ム
層
が
こ
の
堆
積
物
の
上
面
を
覆
っ
て
い
る
。

蓑
原
面
に
は
下
部
ロ

l
ム
層
の
堆
積
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
よ
そ
五
万
年
以
前
に
で
き
た
面
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

成
田
原
面
の
分
布
は
成
田
原
台
地
を
除
く
と
そ
の
分
布
が
極
く
狭
く
限
ら
れ
る
。
海
抜
五

0
0
1四
五

O
米
に
分
布
す
る
平
担
面
で
あ

り
、
成
田
原
台
地
で
は
そ
の
主
軸
の
方
向
が
南
東
l
東
南
東
と
や
や
東
よ
り
に
な
っ
て
い
る
。
厚
さ
四

i
五
米
の
醸
層
に
約
一

O
米
の

ロ
ー
ム
層
が
整
合
的
に
覆
っ
て
い
る
。
成
田
原
面
を
構
成
す
る
ロ

l
ム
層
に
は
下
部
ロ

l
ム
層
を
欠
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
成
田
原
面
の

上
位
面
が
形
成
さ
れ
た
の
は
約
四
万
年
前
と
考
え
ら
れ
る
。

中
之
条
面
は
中
之
条
盆
や
吾
妻
川
両
岸
に
広
く
分
布
し
、
吾
妻
川
の
上
流
へ
追
跡
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
下
流
に
は
発
達
し
て
い
な

い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
中
之
条
附
近
で
の
段
丘
喋
層
の
厚
さ
は
五

i
六
米
で
あ
り
、
礁
は
新
鮮
で
風
化
さ
れ
て
い
な
い
。
中
之
条
町
付



近
の
こ
の
醸
層
上
に
は
泥
流
堆
積
物
が
堆
積
し
、
上
部
ロ

l
ム
層
が
こ
れ
を
整
合
的
に
覆
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
泥
流
堆
積
物
の
堆

積
時
期
は
お
よ
そ
二
万
四

O
O
O年
前
で
あ
る
。
中
之
条
面
は
現
在
の
吾
妻
川
の
流
路
に
沿
っ
て
分
布
し
、
中
之
条
に
お
け
る
主
軸
の
方

向
は
ほ
ぼ
東
西
方
向
に
な
っ
て
い
る
。

伊
勢
町
面
は
現
在
の
伊
勢
町
の
町
並
の
あ
る
と
こ
ろ
が
そ
の
中
心
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
河
床
ま
で
に
細
か
く
は
数
段
の
面
を
分
け
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
い
ず
れ
も
上
部
ロ

1
ム
層
は
も
た
ず
中
之
条
泥
流
堆
積
物
を
浸
食
し
て
形
成
さ
れ
た
段
丘
面
で
あ
り
、
時
に
よ
り
、
湖

沼
性
堆
積
物
の
上
に
直
接
段
丘
礁
層
が
堆
積
し
て
い
る
。
伊
勢
町
面
の
上
位
面
は
下
流
へ
の
連
続
性
も
よ
い
が
、
現
河
床
に
近
い
段
丘
面

は
連
続
性
に
乏
し
く
、
規
模
が
小
さ
い
。
伊
勢
町
面
は
現
在
の
吾
妻
川
に
沿
っ
て
分
布
し
、
そ
の
主
軸
方
向
は
中
之
条
面
の
方
向
と
同
じ

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
段
丘
の
分
布
状
態
か
ら
、
中
之
条
盆
地
の
地
形
発
達
の
よ
う
す
を
考
え
る
と
、
蓑
原
、
成
田
原
面
の
形
成
と
は
他
の
二
面
の

形
成
と
は
大
き
な
相
達
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
、
蓑
原
、
成
田
原
面
の
形
成
は
よ
り
多
く
四
万
川
の
河
食
営
力
の
影
響
を
受

け
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
中
之
条
面
、
伊
勢
町
面
は
吾
妻
川
の
河
食
営
力
を
よ
り
多
く
受
け
て
形
成
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
吾
妻
川
が
現
在
の
よ
う
に
流
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
成
田
原
面
形
成
後
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
吾
妻
川
の
河
川
発

達
、
流
路
変
遷
を
考
え
る
上
に
も
輿
味
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

質

問
泥
流
堆
積
物
と
混
流
丘

中
之
条
町
の
段
丘
l
中
之
条
面
ー
に
は
段
丘
醸
層
を
覆
っ
て
厚
さ
数
米
の
泥
流
状
の
堆
積
物
を
の
せ
て
い
る
。
そ
し
て
一
部
で
は
高
さ

五

i
六
米
直
径
三

O
米
|
五

O
米
の
小
高
い
丘
を
形
づ
く
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
平
担
な
段
丘
上
に
小
高
い
丘
が
で
き
て
い
る
の
で

円
形
古
墳
と
ま
ち
が
え
堀
り
越
し
た
が
中
は
火
山
穣
や
火
山
砂
で
あ
っ
た
と
い
う
噂
さ
え
き
く
こ
の
丘
が
泥
流
丘
な
の
で
あ
る
。
周
囲
よ

り
一
段
と
高
く
な
っ
て
い
る
た
め
田
と
し
て
利
用
で
き
ず
、
梅
や
グ
リ
の
果
樹
園
と
し
て
利
用
し
た
り
、
雑
木
原
野
や
山
林
と
し
て
利
用
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1 ・泥流丘
X 泥流推積物

ぷ段丘盤

盛暑段丘(中之条函)

③ 山地

，、.河川

さ
れ
て
い
る
。

878 

泥
流
丘
の
表
面
は
一
米

l
一
・
五
米
程
の
ロ

l
ム
層
に
覆
わ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
す
ぐ
下
は
火
山
弾
と
火
山
砂
か
ら
成
る
泥
流
堆
積
物
か
ら

で
き
て
い
る
。
固
結
の
状
態
や
そ
の
岩
石
の
状
態
か
ら
、
こ
の
泥
流
堆

積
物
は
高
温
の
火
砕
流
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
常
温
に
近
い
砕
屑
流
で
あ

る
火
山
泥
流
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
泥
流
は
重
さ
五

l
六
ト
ン
も
あ
ろ

う
か
と
考
え
ら
れ
る
火
山
燦
や
火
山
弾
を
多
量
に
含
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
多
量
な
火
山
泥
流
の
給
源
火
山
と
し
て
考
え
ら
れ
る
第
四

紀
火
山
は
俸
名
火
山
、
浅
間
火
山
、
白
根
火
山
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
が
、

分
布
の
状
況
や
岩
質
的
に
考
え
て
浅
間
火
山
の
可
能
性
が
最
も
大
き

い
。
泥
流
丘
を
形
づ
く
る
堆
積
物
の
分
布
は
中
之
条
付
近
の
外
に
上
流

の
岩
島
、
長
野
原
な
ど
吾
妻
川
に
沿
う
地
域
の
浅
間
山
に
近
い
と
こ
ろ

で
見
ら
れ
る
こ
と
、
火
山
弾
は
表
面
が
わ
ず
か
発
泡
質
に
な
っ
て
お

り
、
黒
色
、
紫
色
、
赤
褐
色
と
さ
ま
ざ
ま
な
色
を
し
て
い
る
が
、

し、

ず

れ
も
安
山
岩
質
で
浅
間
山
の
火
山
岩
に
よ
く
似
て
い
る
。

こ
の
泥
流
堆
積
物
は
中
之
条
面
で
は
各
所
に
み
ら
れ
、
岩
塊
と
し
て

表
面
に
出
て
い
る
も
の
や
、

ロ
ー
ム
層
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
火
山
泥

流
堆
積
物
の
直
上
は
上
部
ロ

l

ム
層
の
下
限
を
示
す
。
褐
色
浮
石
層



(回・
M
M

・
)
が
二

O
H
H
Y程
の
厚
さ
で
堆
積
し
そ
の
上
に
は
黄
色
浮
石
層
を
は
さ
ん
で
約

一
・
五
米
の
ロ

l
ム
層
が
堆
積
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
泥
流
丘
が
で
き
た
の

は
、
褐
色
浮
石
層
堆
積
直
前
、
お
よ
そ
二
万
四

O
O
O年
前
と
考
え
ら
れ
る
。

中之条の泥流丘〈西中之条〉

天
明
三
年
(
一
七
八
三
年
)
の
浅
間
山
の
大
噴
火
は
火
山
噴
火
史
上
有
名
な
も
の
に

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
際
浅
間
山
か
ら
噴
出
し
た
泥
流
は
鎌
原
泥
流
と
な
り
吾
妻
川
を
流

れ
た
、
中
之
条
盆
地
で
は
伊
勢
町
面
を
埋
め
た
と
歴
史
書
は
記
録
し
て
い
る
。
伊
勢
町
面

に
は
当
時
の
泥
流
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
残

っ
て
い
る
。

中
之
条
面
を
覆
う
泥
流
は
天
明
三
年
の

鎌
原
泥
流
よ
り
以
前
の
泥
流
で
あ
り
、
規

模
か
ら
し
て
も
、
そ
れ
を
上
回
る
大
噴
火

で
あ
っ
た
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。

質

浅
間
山
の
応
桑
泥
流
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
の
泥
流
は
恐
ら
く
、
吾
妻
川
を
流

れ
下
り
、
河
床
は
も
ち
ろ
ん
周
辺
を
埋
め
つ
く
し
て
中
之
条
面
を
襲
っ
た
。
現
在
、
泥
流

第一意地

丘
の
分
布
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
当
時
の
吾
妻
川
の
攻
撃
面
に
あ
た
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
、

勢
い
余
っ
た
泥
流
が
中
之
条
面
に
堆
積
し
て
泥
流
丘
を
つ
く
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
泥

流
は
更
に
吾
妻
川
を
下
り
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
泥
流
を
堆
積
し
な
が
ら
利
根
川
に
流
れ
込

み
、
群
馬
の
平
担
地
を
埋
め
た
に
ち
が
い
な
い
。
前
橋
附
近
で
も
上
部
ロ
l
ム
の
下
に

泥流丘から出た火山弾(新庁舎建設現場〕
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然

前
橋
泥
流
と
言
わ
れ
て
い
る
泥
流
堆
積
物
が
あ
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
中
之
条
の
泥
流
丘
を
形
づ
く
っ
た
泥
流
堆
積
物
と
同
じ
も
の
で
あ
ろ

う
。
と
考
え
ら
れ
る
。
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中
之
条
町
一
帯
に
は
関
東
ロ

l
ム
層
と
い
わ
れ
る
黄
褐
色
を
し
た
火
山
灰
層
(
赤
色
火
山
灰
層
〉
が
厚
く
堆
積
し
て
い
る
。
中
之
条
盆
地

で
は
特
に
段
丘
面
を
覆
う
上
部
、
中
部
、
下
部
の
厚
い
関
東
ロ
l
ム
層
が
観
察
で
き
こ
の
付
近
の
第
四
紀
編
年
の
基
準
と
な
っ
て
い
る
。

中
之
条
町
の
関
東
口
l
ム
層

上
部
ロ
l
ム
層
に
は
二
枚
の
特
徴
あ
る
軽
石
層
が
あ
る
。
上
位
の
軽
石
層
は
板
鼻
黄
色
軽
石
層
〈
吋
司
〉
と
呼
ば
れ
、
一
輪
廻
に
よ
る

降
下
堆
積
物
で
あ
る
。
下
位
に
あ
る
軽
石
層
は
板
鼻
褐
色
軽
石
層
ハ
国
司
〉
で
あ
り
、
軽
石
は
赤
褐
色
を
呈
し
、
発
泡
状
態
は
良
い
。
中

之
条
盆
地
で
は
こ
の
軽
石
層
が
上
・
下
二
層
に
分
け
ら
れ
、
聞
に
薄
い
ロ

l
ム
層
を
挟
ん
で
い
る
。
上
位
の
軽
石
層
は
回
ア
作
呼
ば

れ
、
軽
石
粒
内
に
は
重
鉱
物
を
ま
っ
た
く
含
ん
で
い
な
い
。
下
位
の
軽
石
層
(
切
司
む
に
は
黒
色
の
重
鉱
物
が
含
ま
れ
て
お
り
、
両
者
は

容
易
に
識
別
で
き
る
。

上
部
ロ
l
ム
層
は
段
丘
上
で
は
蓑
原
、
成
田
原
・
中
之
条
面
に
み
ら
れ
る
が
伊
勢
町
面
に
は
み
ら
れ
な
い
。
吋
司
の
噴
出
年
代
は
木
炭

の
E
の
年
代
の
測
定
に
よ
り

5
8
0仲
間
問
。
年
と
い
う
こ
と
か
ら
お
よ
そ
一
・

ol--
一
万
年
前
程
度
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
回
喝
の

噴
出
年
代
は
前
橋
泥
炭
層
の

Z
の
年
代
の
測
定
よ
り
お
E
O
Hけ
ω
M
O
年
以
前
と
考
え
ら
れ
る
。

中
部
ロ

l
ム
層
は
蓑
原
面
及
び
成
田
原
面
を
覆
う
関
東
ロ

l
ム
層
で
蓑
厚
で
は
五
米
前
後
の
厚
さ
が
あ
る
。
上
部
ロ

l
ム
層
と
接
す
る

中
部
ロ

l
ム
層
最
上
部
に
は
暗
色
帯
が
認
め
ら
れ
る
。
ゴ
ル
フ
場
近
く
で
は
明
ら
か
に
中
部
ロ

1
ム
層
に
浸
蝕
面
が
認
め
ら
れ
、
中
部

ロ
l
ム
層
と
上
部
ロ
l
ム
層
は
不
整
合
関
係
で
あ
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
下
位
約
一
・
五

i
二
米
の
層
準
に
は
暗
灰
色
安
山

岩
質
火
山
礁
が
密
集
す
る
層
が
約
三

O
Hい
岬
の
厚
さ
で
挟
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
中
之
条
火
山
礁
層
己
下
)
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
火

山
礁
層
は
他
地
域
へ
の
地
層
対
比
の
鍵
層
と
し
て
用
い
ら
れ
る
重
要
な
地
層
と
な
っ
て
い
る
。
更
に
こ
の
下
位
約
二

l
二
・
五
米
に
黄
灰



ら
段
丘
面
の
新
旧
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
中
之
条
段

丘
の
う
ち
、
下
部
ロ

1
ム
層
に
覆
わ
れ
る
蓑
原
面
が
も
っ
と
も
古
期
の
地
形
面
で
あ
り
、
成
田
原
面
、
中
之
条
面
、
伊
勢
町
面
の
順
に
新

期
の
地
形
面
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
蓑
原
台
地
の
下
部
ロ

l
ム
層
中
に
あ
る
雲
母
石
層
は
南
関
東
に
分
布
す
る
多
摩
ロ

l
ム
層
の
一
部
に
対
比
で
き
る
こ
と
か
ら
、

寸

7 
1 
」

園

磁

鉄

鉱

閉
幽
普
通
郡
石

Z
紫
蘇
輝
布

三

角

閃

石

質地第一章

色
の
細
粒
浮
石
層
が
み
ら
れ
、
こ
れ
を
成
田
原
浮
石
層
(
同
司
)

と
呼
ん
で
い
る
。
成
田
原
で
は
成
田
原
浮
石
層
の
下
位
約
一
米

{新井房夫 1962)

に
著
し
い
亀
裂
帯
が
発
生
し
て
お
り
、
段
丘
礁
層
に
移
行
し
て

い
る
が
蓑
原
面
に
お
い
て
は
成
田
原
浮
石
層
の
下
位
に
粘
土
質

な
暗
色
帯
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
下
位
に
三
・
五

1
四
米
の
粘
土

化
の
す
す
ん
だ
ロ

l
ム
層
が
発
達
し
て
い
る
。

下
部
ロ

l
ム
層
は
蓑
原
面
の
下
位
に
あ
る
こ
の
粘
土
化
の
す

す
ん
だ
ロ

l
ム
層
で
あ
り
、
浮
石
質
に
富
ん
で
い
る
。
明
瞭
な

浮
石
層
の
三
層
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
成
田
原
浮
石
層

(
同
州
】
M

〉
以
下
に
認
め
ら
れ
る
浮
石
層
は
何
れ
も
鉱
物
組
成
に

お
い
て
角
閃
石
を
特
徴
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
給
源

は
榛
名
火
山
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
中
之
条
盆
地
の
関
東
ロ

l
ム
層
は
い
ず
れ
も
段

丘
面
を
厚
く
覆
っ
て
い
る
が
、
各
面
を
覆
う
関
東
ロ

l
ム
層
か

881 



然

中
之
条
盆
地
の
下
部
ロ

l
ム
層
は
お
よ
そ
多
摩
ロ

l
ム
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

間
第
四
紀
火
山
及
び
火
山
岩
類

中
之
条
町
の
第
四
紀
火
山
と
し
て
は
、
町
の
東
に
位
置
す
る
小
野
子
山
や
十
二
岳
と
そ
の
山
体
に
属
す
る
長
見
山
や
市
城
の
北
部
の
岩

882 
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体
な
ど
で
あ
る
。

小
野
子
火
山
は
東
西
五
つ
ト
ル
南
北
六
の
江
l
山
体
を
も
ち
、
火
山
と
し
て
は
小
さ
な
も
の
で
あ
る
。

第
四
紀
活
動
時
期
に
つ
い
て
も
第
三
紀
鮮
新
世
か
ら
第
四
紀
洪
積
世
の
一
時
期
に
活
動
し
た
も
の
で
あ
り
、
赤
城
山
や
榛
名
山
の
よ
う
な

火
山
よ
り
古
い
火
山
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

小
野
子
火
山
の
基
盤
は
小
野
上
層
や
市
城
層
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
地
層
の
堆
積
が
終
わ
り
、
今
か
ら
お
よ
そ
一
、

0
0
0万
年
く
ら
い
前
、
石

山

英
安
山
岩
質
の
火
山
灰
、
軽
石
、
岩
片
な
ど
を
大
量
に
吹
き
出
し
た
大
規
模
な
火
山
活
動

む
乙
う
は
ん
ぎ
ょ
ん

が
起
こ
っ
た
。
こ
の
と
き
で
き
た
溶
結
凝
灰
岩
は
現
在
、
岩
井
洞
付
近
や
高
山
村
向
判
形

付
近
に
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
活
動
に
続
い
て
凝
灰
角
醸
岩
を
多
量
に
噴
出
す
る
活
動
が

火子

あ
っ
た
。
現
在
、
岩
井
洞
の
奇
岩
を
形
づ
ぐ
っ
て
い
る
岩
体
が
そ
れ
で
あ
る
。
岩
石
は
複

輝
石
安
山
岩
か
ら
な
り
や
や
変
さ
れ
て
縁
が
か
っ
て
い
る
が
ち
密
な
岩
質
で
あ
る
た
め
周

野

囲
の
浸
食
か
ら
ま
ぬ
か
れ
て
奇
岩
を
形
づ
く
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
火
山
と

し
て
の
基
盤
の
上
に
今
か
ら
お
よ
そ
七

O
万
年
前
に
火
山
体
を
形
成
す
る
よ
う
な
火
山
活

動
が
始
ま
っ
た
。
最
初
は
現
在
の
山
頂
よ
り
や
や
南
側
に
中
心
を
も
っ
て
激
し
い
火
山
活

動
を
し
た
。
火
山
弾
や
火
山
灰
の
放
出
、
溶
岩
が
火
口
か
ら
流
出
し
た
。
初
期
の
溶
岩
は



か
ぶ
り

磁
鉄
鉱
に
富
む
黒
色
の
溶
岩
で
あ
り
斑
晶
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
。
そ
の
こ
ろ
の
岩
石
は
小
野
上
村
甲
里
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
そ
の
後
、

小
野
子
火
山
は
北
側
に
火
砕
流
を
流
し
て
火
山
と
し
て
の
活
動
を
休
止
し
た
。
や
が
て
小
野
上
付
近
や
市
城
北
部
に
異
変
が
起
き
た
。
火

山
体
の
山
麓
や
へ
り
に
あ
た
る
市
城
北
部
や
長
見
山
の
位
置
に
寄
生
火
山
が
で
き
た
。
粘
性
の
高
い
、
冷
え
た
マ
グ
マ
が
第
三
紀
層
を
押

し
上
げ
て
噴
出
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
鐘
状
火
山
的
な
活
動
を
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
比
較
的
急
激
に
冷
や
さ
れ
た
た
め
岩
石
の
斑

品
も
な
く
細
粒
で
等
粒
な
部
分
が
多
い
の
で
砕
石
や
そ
の
他
の
石
材
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
小
野
上
石
や
市
城
石
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
の
は
こ
の
岩
石
で
あ
る
。

小
野
子
火
山
は
輝
石
安
山
岩
を
主
と
す
る
塩
基
性
安
山
岩
を
噴
出
し
た
が
、
長
見
山
の
み
は
角
閃
石
安
山
岩
か
ら
成
り
、
小
野
子
火
山

と
し
て
は
特
異
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
火
山
岩
類
中
之
条
町
に
は
そ
の
他
に
嵩
山
、
蟻
川
岳
な
ど
小
さ
な
岩
山
か
ら
な
る
山
体
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
安

山
岩
の
岩
体
で
あ
る
が
火
山
と
し
て
活
動
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
第
三
紀
層
を
貫
く
貫
入
岩
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
嵩
山
や
蟻

川
岳
で
は
岩
石
の
割
れ
目
が
一
定
の
方
向
に
発
達
し
て
お
り
、
溶
岩
流
の
よ
う
な
構
造
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
割
れ
目
は
貫
入
岩
が
固

結
中
に
冷
却
面
に
平
行
に
生
じ
た
板
状
節
理
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
蟻
川
岳
の
節
理
の
方
向
は

Z
E何
回

Oω
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か

質j

ら
岩
床
状
に
第
三
紀
層
に
選
入
し
て
き
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
岩
質
は
結
品
質
、
細
粒
で
斜
長
石
の
斑
晶
は
わ
ず
か
に
見
え
る
が
有
色

鉱
物
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
岩
石
の
新
鮮
な
面
は
や
や
緑
が
か
っ
た
灰
黄
色
で
、
わ
ず
か
な
が
ら
変
質
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
も
あ

る。

第一章地

こ
れ
ら
の
小
さ
な
岩
体
を
つ
く
る
貫
入
岩
体
の
他
に
も
、
嵩
山
近
辺
に
は
漆
黒
、
ガ
ラ
ス
質
な
小
岩
脈
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
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地
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鉱

床

山
・
鉱

地
殻
を
構
成
す
る
岩
石
の
中
で
は
特
定
の
鉱
物
や
化
学
成
分
が
そ
の
岩
石
の
通
常
変
化
の
度
合
い
を
こ
え
て
濃
密
に
集
ま
っ
て
い
る
と

こ
ろ
を
鉱
床
と
い
い
、
こ
の
中
で
経
済
的
に
稼
行
で
き
る
も
の
を
鉱
山
と
言
っ
て
い
る
。
中
之
条
町
に
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
鉱
床

は
あ
る
が
鉱
山
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

過
去
に
お
い
て
小
規
模
に
稼
行
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
品
質
と
量
に
お
い
て
鉱
山
ま
で
に
は
到
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
の
い
く
つ
か
に

つ
い
て
記
述
す
る
。

四
万
温
泉
一
帯
に
は
新
第
三
紀
火
成
活
動
に
よ
る
半
深
成
岩
の
玲
岩
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
新
湯
川
北
岸
の
蝋
石
山
付
近
に

は
こ
れ
ら
劫
岩
を
貫
く
流
紋
岩
が
あ
り
、
こ
こ
よ
り
、
「
ろ
う
石
」
を
産
す
る
。
こ
の
ろ
う
石
鉱
床
は
玲
岩
や
流
紋
岩
を
母
岩
と
す
る
熱

水
交
代
鉱
床
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
、
新
湯
川
河
床
よ
り
お
よ
そ
一

O
O米
の
山
地
に
露
頭
が
み
ら
れ
る
。
鉱
山
は
主
と
し
て
葉
蝋
石
で

あ
り
、
わ
ず
か
石
英
を
含
ん
で
い
る
た
め
全
体
が
蝋
石
化
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
富
鉱
部
は
脈
状
な
い
し
は
芋
状
を
な
し
て
産
出
す

る
が
規
模
が
小
さ
く
鉱
量
は
数
千
ト

γ
程
度
と
推
定
さ
れ
る
。
鉱
石
の
耐
火
度
は

ω
同

8
1
S
+程
度
で
あ
り
耐
火
原
料
、
ク
レ

l
原
料

と
し
て
か
つ
て
稼
行
、
出
荷
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
現
在
は
稼
行
さ
れ
て
い
な
い
。

中
之
条
町
長
久
保
・
八
幡
に
は
第
四
紀
洪
積
世
の
淡
水
性
湖
沼
堆
積
物
が
露
出
し
て
お
り
、
そ
の
一
部
に
珪
藻
が
密
集
し
て

ろ
う
石

珪
藻
土

珪
藻
土
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
珪
藻
は
虫
ロ
ロ
-
R
E
や
関
口
ロ
O
民
間
な
ど
で
あ
り
、

前
者
が
優
先
種
で
全
体
の
九
八
%
程
度
に
達
し
て
い



る
。
か
つ
て
小
規
模
な
稼
行
が
あ
っ
た
が
、
量
、
質
と
も
に
稼
行
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。
珪
藻
土
は
良
質
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
ろ
過
助

剤
、
吸
収
剤
、
研
磨
材
と
し
て
利
用
さ
れ
る
他
粘
土
分
を
含
む
も
の
は
保
温
材
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

一
般
に
海
成
種
の

珪
藻
土
よ
り
淡
水
性
の
珪
藻
土
は
良
質
な
も
の
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
将
来
良
質
な
珪
藻
土
の
地
層
で
も
見
つ
か
れ
ば
稼
行

さ
れ
よ
う
。

中
之
条
町
四
万
湖
西
岸
や
五
反
田
に
は
よ
く
炭
化
さ
れ
て
い
な
い
褐
炭
が
産
出
す
る
。
一
般
に
亜
炭
と
言
わ
れ
て
い
る
が
亜
炭

は
行
政
上
で
つ
け
ら
れ
た
名
称
で
あ
る
。
第
四
紀
洪
積
統
と
考
え
ら
れ
る
古
中
之
条
湖
の
湖
岸
に
堆
積
し
た
樹
木
や
腐
蝕
物
が
炭
化
し
た

も
の
で
、
石
炭
化
度
も
低
く
、
黒
褐
色
な
い
し
帯
褐
黒
色
を
呈
し
、
暗
炭
が
多
く
不
粘
結
で
あ
る
。
空
気
中
に
さ
ら
す
と
細
か
く
分
解
し

褐
炭

て
し
ま
う
。
水
分
や
腐
蝕
酸
が
多
く
炭
素
量
が
少
な
い
の
で
褐
炭
と
し
て
も
良
質
と
は
雪
ロ
え
ず
腐
泥
炭
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
乾
か
し
て
一

般
炭
用
と
し
て
使
用
す
る
程
度
で
あ
る
。
か
つ
て
小
規
模
に
稼
行
さ
れ
た
も
の
も
、
戦
中
戦
後
の
物
費
不
足
の
折
に
他
の
石
炭
と
混
ぜ
て

一
一
般
用
炭
と
し
て
使
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
は
稼
行
さ
れ
て
い
な
い
。

四
高
川
下
流
域
の
中
之
条
町
山
団
地
内
に
は
新
第
三
系
の
沢
渡
層
が
露
出
し
て
い
る
。
そ
の
凝
灰
岩
の
一
部
が
粘
土
化
し

て
い
る
。
か
つ
て
、
こ
の
粘
土
は
酸
性
白
土
と
し
て
稼
行
さ
れ
た
が
現
在
は
稼
行
さ
れ
て
い
な
い
。

酸
性
白
土

質

酸
性
白
土
は
モ
ン
モ
リ
ロ
ナ
イ
ト
を
主
成
分
と
し
ク
リ
ス
ト
バ
ラ
イ
ト
な
ど
を
含
む
白
色
の
粘
土
で
あ
り
強
い
吸
着
能
と
触
媒
能
が
あ

る
。
ベ
シ
ト
ナ
イ
ト
と
よ
く
類
似
し
て
い
る
が
懸
濁
液
の
司
同
が
弱
酸
性
で
あ
る
こ
と
や
膨
潤
性
が
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト

と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。

第一章地

こ
の
酸
性
白
土
は
東
北
・
上
信
地
方
に
分
布
す
る
第
三
紀
の
石
英
組
面
岩
や
同
質
凝
灰
岩
が
変
質
し
て
で
き
た
も
の
で
あ
り
母
岩
に
よ

り
塊
状
鉱
床
、
層
状
鉱
床
が
あ
る
が
山
田
地
内
の
酸
性
白
土
は
沢
渡
層
の
凝
灰
岩
が
熱
水
変
質
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
層
状
鉱

885 

床
と
考
え
ら
れ
る
。
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良
質
の
酸
性
白
土
は
油
類
、
糖
み
つ
の
脱
色
、
重
質
油
の
分
解
、
ア
セ
チ
レ

γ
な
ど
の
重
合
触
媒
、
乾
燥
剤
、
医
薬
品
な
ど
に
用
い
ら

れ
て
い
る
が
、
最
近
陶
磁
器
、
焼
物
粘
土
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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地
と
り
と
地
質

中
之
条
町
に
は
多
く
の
地
と
り
地
帯
が
あ
る
。

-
伊
参
地
区
稲
葉
沢
、
諏
訪
沢
、
日
影
、
嵩
山
、
大
久
保

能
野
沢
、
沼
田
、
字
原
野

池
田
、
胡
桃
沢
、
上
の
台

ベ
ニ
ガ
ラ
地
蔵
東
方
一
帯

-
名
久
田
地
区

-
沢
団
地
区

五
反
田

蟻
川

岩
本

大
道

四栃赤横
高窪坂尾

山
田

知
木
沢

折
越
入
、
裸
野
山
麓

前
新
田

日
向
見
新
道
、
四
万
湯
原
、
高
岡
山
東
斜
面
、
貫
湯
平
、
上
の
山
、
念
働
窪
周
辺

手
古
沢

-
中
之
条
地
区

高
津

こ
れ
ら
の
地
域
は
古
く
か
ら
地
と
り
地
と
し
て
知
ら
れ
、
そ
の
地
区
の
住
民
は
地
と
り
の
被
害
を
直
接
、
間
接
に
受
け
て
い
る
ハ
町
誌

第
二
巻
参
照
〉

こ
の
う
ち
建
設
省
の
指
定
に
よ
る
地
と
り
対
策
砂
防
工
事
実
施
個
所
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
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地
と
り
現
象
を
地
質
的
条
件
で
分
類
す
る
と
、

ω第
四
紀
地
す
ベ
り
、

ω第
三
紀
地
す
べ
り
、

ω破
砕
帯
地
す
ベ
り
、

ω温
泉
地
す
ベ

り
、
に
区
分
さ
れ
る
が
、
中
之
条
町
に
み
ら
れ
る
地
と
り
は
こ
の
う
ち
、
第
三
紀
地
と
り
、
温
泉
地
地
と
り
や
第
四
紀
地
と
り
で
あ
り
そ

の
大
部
分
は
第
三
紀
層
地
と
り
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。

こ
の
よ
う
に
中
之
条
町
に
起
る
地
と
り
の
多
く
は
第
三
紀
層
地
す
べ
り
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
中
之
条
盆
地
の
お
い
た
ち
に
そ
の

原
因
が
あ
る
。

中
之
条
盆
地
の
地
質
を
ご
く
大
ま
か
に
考
え
る
と
新
第
三
紀
層
を
基
盤
と
し
て
、
そ
の
上
に
第
四
紀
洪
積
世
の
古
中
之
条
湖
の
縞
状
粘

中之条町地とり地分布問

質地第一章

場
五蟻高岩

宮川津本|字

大蟻

胡
桃
回

所

指

定

年

月

日

指

定

面

積

字

JII 

小

池

馬

滑

名

沢
沼

田

宇
原
野

二
ニ
・
八
三

hhy

六
・
九
八

e

八
・
五
九
8

二
六
・
一
八

8

一
・
七
一
一
一
，

る
こ
の
他
、
林
務
砂
防
と
し
て
県
の
砂
防
工
事
が
各
所
で
実
施
さ
れ
て
い

三
五
・
一
・
八

三
五
・
一
・
八

三
六
・
七
・
六

三
六
・
七
・
六

三
八
二
・
二
ハ

三
八
・
二
・
二
ハ

四
六
・
五
・
一
七

、_____，

一
八
・
九
六

e

い
て
記
述
す
る
。

こ
こ
で
は
特
に
中
之
条
の
地
と
り
現
象
を
含
め
て
地
と
り
と
地
質
に
つ

887 
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土
層
や
沖
積
世
の
河
岸
段
丘
堆
積
物
が
堆
積
し
、
そ
の
上
を
新
期
火
山
起
源
の
関
東
ロ
I
ム

888 

層
に
覆
わ
れ
て
い
る
。

中
之
条
町
の
地
、
と
り
は
そ
の
多
く
が
、
こ
の
基
盤
に
あ
た
る
第
三
紀
層
の
露
出
地
に
発
生

地すべり区域の告示板(高津)

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
第
三
紀
層
の
分
布
は
中
之
条
も
含
め
て
群
馬
、
新
潟
、
長
野
、
富
山
、
山
形
、

石
川
、
秋
田
県
な
ど
東
北
、
北
陸
地
方
に
か
け
て
の
裏
日
本
地
す
ベ
り
地
帯
が
分
布
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
中
之
条
の
地
と
り
は
全
国
的
な
地
と
り
地
の
一
端
を
な
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
の
地
と
り
は
第
三
紀
地
す
べ
り
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

第
三
紀
層
地
す
べ
り
は
、
地
す
べ
り
の
中
で
も
、
地
す
ベ
り
地
の
個
所
面
積
、
規
模
な
ど

の
点
で
他
の
地
と
り
を
上
ま
わ
り
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
全
国
的
に
も
人
畜

の
直
接
の
被
害
の
割
合
い
が
少
な
い
の
が
特
長
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
な
だ
れ
の
よ
う
な
早
い

速
度
で
襲
う
崩
壊
を
と
も
な
う
破
砕
帯
地
す
べ
り
、
や
温
泉
地
す
ベ
り
、
条
四
紀
地
す
ベ
り

に
比
べ
て
、
そ
の
動
き
が
比
較
的
緩
漫
で
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
地
域
全
体
が
動
く
よ
う
な
深
層
性
の
地
す
ベ
り
だ
か
ら
で
あ
る
。

中
之
条
町
の
地
と
り
地
や
裏
目
本
の
地
と
り
地
帯
に
み
ら
れ
る
第
三
紀
層
は
特
徴
的
に
新
第
三
紀
に
堆
積
し
た
縁
色
凝
灰
岩
で
あ
り
、

そ
れ
が
風
化
し
て
粘
土
化
し
地
と
り
を
起
し
た
も
の
で
あ
る
。
最
近
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
新
幹
線
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
中
山
工
区
に

お
い
て
は
地
下
三
五

O
米
付
近
に
第
三
紀
層
が
分
布
し
て
お
り
、
こ
れ
を
掘
り
抜
い
て
い
る
が
一
夜
に
し
て
ト
ン
ネ
ル
の
側
壁
が
数
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
押
し
出
す
と
い
う
、
地
下
数
百
米
の
地
層
が
地
と
り
を
起
し
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
中
之
条
町
の

地
と
り
は
従
来
考
え
ら
れ
た
，
』
と
が
あ
る
よ
う
に
雨
や
積
雪
に
直
接
関
係
す
る
と
言
う
よ
り
も
こ
の
地
域
に
分
布
す
る
第
三
紀
層
の
地
質



的
な
特
質
が
地
す
べ
り
発
生
に
密
接
な
関
連
を
も
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
中
之
条
の
地
と
り
地
帯
で
は
特
徴
的
に
地
と
り
粘
土

が
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
時
に
は
白
色
の
酸
性
白
土
を
形
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

地
す
べ
り
を
形
態
的
に
分
類
す
る
と

ω地
す
ベ
り
性
崩
壊
、

ω一
次
地
す
ベ
り
、

ω二
次
地
す
ベ
り
、
に
区
分
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
で

地
す
ベ
り
性
崩
壊
は
急
激
で
大
規
模
な
活
動
を
す
る
も
の
で
破
壊
的
被
害
を
受
け
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
形
の
地
す
べ
り
は
第
三
紀

層
地
と
り
に
は
少
な
い
。
一
次
地
す
べ
り
は
岩
盤
そ
の
も
の
が
活
動
、
移
動
す
る
も
の
で
あ
り
間
欠
的
、
継
続
的
の
型
に
区
分
さ
れ
る
。

第
三
紀
層
地
、
と
り
の
多
く
は
継
続
的
な
一
次
地
す
べ
り
で
あ
り
移
動
が
ゆ
る
や
か
で
あ
り
そ
の
量
も
小
さ
い
と
さ
れ
て
い
る
。
間
欠
的
一

次
地
す
べ
り
は
比
較
的
急
激
な
大
き
な
動
き
を
す
る
も
の
で
、
多
く
の
土
石
流
を
伴
い
著
し
い
崩
壊
を
す
る
こ
と
が
多
く
、
第
三
紀
層
、

温
泉
、
破
砕
帯
地
す
べ
り
の
中
に
も
こ
れ
が
あ
る
。
二
次
地
す
べ
り
は
一
次
地
す
べ
り
の
末
端
部
の
粘
土
佐
物
質
が
移
動
す
る
も
の
で
大

き
な
地
す
べ
り
の
先
端
部
に
起
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
移
動
に
は
土
石
流
の
形
態
を
と
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

中
之
条
町
に
お
け
る
地
と
り
は
比
較
的
移
動
が
ゆ
る
や
か
な
第
三
紀
層
地
す
べ
り
で
あ
り
、
継
続
的
な
一
次
地
す
べ
り
の
形
態
を
と
っ

て
い
る
が
、
温
泉
地
、
と
り
や
第
四
紀
層
地
と
り
、
や
人
工
に
よ
る
土
砂
の
埋
め
立
て
に
と
も
な
う
二
次
地
と
り
等
に
つ
い
て
、
将
来
充
分

に
対
策
の
必
要
が
あ
る
こ
と
を
附
記
す
る
。

質第一意地
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第
二
章

気

象

自

人
類
の
創
生
の
原
始
時
代
よ
り
原
子
力
利
用
の
今
日
ま
で
気
象
の
人
聞
社
会
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
大
き
く
て
は
か
り
し
れ
な
い
。
年

々
、
農
業
人
口
の
減
少
し
て
い
る
中
之
条
町
で
は
あ
る
が
、
農
業
・
レ
ジ
ャ
ー
に
と
毎
日
の
天
気
に
関
心
を
持
つ
人
が
多
い
。
ほ
と
ん
ど

が
、
科
学
的
資
料
を
も
と
に
出
さ
れ
る
各
地
の
天
気
予
報
を
利
用
し
て
い
る
が
、
中
之
条
町
と
い
う
局
地
的
な
気
象
は
テ
レ
ピ
等
に
よ
り

発
表
さ
れ
る
一
般
的
な
予
報
以
上
に
長
年
の
生
活
経
験
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
天
気
予
報
は
適
中
す
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
最
近
は
異
常

気
象
が
多
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
が
、
報
道
機
関
の
発
達
な
ど
で
異
変
の
た
び
に
各
地
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

た
め
で
、
何
も
近
年
特
に
多
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
実
際
に
は
順
調
な
天
候
は
む
し
ろ
少
な
く
、
毎
年
い
く
ら
か
の
天
候
不
順
は
あ

る
も
の
で
あ
る
。

中
之
条
町
で
は
前
橋
気
象
台
よ
り
委
託
さ
れ
、
二
カ
所
で
気
象
観
測
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
長
期
に
わ
た
る
貴
重
な
も

の
で
あ
る
た
め
、
資
料
を
ま
と
め
た
も
の
を
多
く
載
せ
、
今
後
の
役
に
立
て
た
い
。
文
中
・
地
名
は
気
象
台
で
用
い
て
い
る
観
測
所
名
を

使
う
。観

測
所
名

中
之
条

所
在
地
・
観
測
期
間

中
之
条
町
立
第
一
小
学
校
〔
東
経
一
三
八
度
五
一
分
、
北
緯
三
六
度
三
五
分
、
海
抜
三
五

O
M
・
一
八
九
七
年
(
明
治
三

十
年
〉

1
現
在
。

中
之
条
町
立
第
三
中
学
校
〔
東
経
一
三
八
度
四
七
分
、
北
緯
三
六
度
四
一
分
、
海
抜
六
五

O
幻
・
一
九

O
O年
(
明
治
三

四

万



三
年

)
l
一
九
四

O
年
(
昭
和
十
五
年
〉

中
之
条
(
観
測
所
名
)
は
南
に
榛
名
山
、
北
に
一
六

O
O灯
の
山
地
と
の
間
に
あ
り
風
向
に
、
ま
た
四
万
ハ
観
測
所
名
)
は
北
に
上
越

国
境
が
あ
り
、
降
水
量
に
そ
の
地
域
性
が
現
わ
れ
る
。

-
一
九
五
二
年
ハ
昭
和
二
七
年
〉

l
現
在
。

気

温

象

群
馬
県
気
候
図
(
資
料
1
〉
を
み
る
と
等
温
線
の
形
は
夏
も
冬
も
だ
い
た
い
同
じ
で
あ
る
。
中
之
条
・
四
万
の
気
温
を
前
橋
と
較
べ
て

み
る
と
(
図
1
・
2
)
最
高
気
温
は
、
中
之
条
で
は
お
よ
そ
一
度
、
四
万
で
は
お
よ
そ
三
度
低
い
。
最
低
気
温
は
、
中
之
条
で
は
お
よ
そ

三
度
、
四
万
で
は
四
度
低
く
、
群
馬
県
で
も
山
ぞ
い
の
こ
の
地
域
は
夜
の
冷
え
こ
み
が
厳
し
い
。
気
温
に
影
響
す
る
の
は
緯
度
と
高
度
に

よ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
気
温
低
減
率
は
天
気
に
よ
っ
て
変
わ
り
、
雪
や
雨
の
時
は
小
さ
く
、
晴
れ
の
日
は
大
き
い
傾
向
が
あ
る
。

一
月
の
最
低
気
温
の
平
均
は
中
之
条
で
氷
点
下
五
・
九
度
、
四
万
で
氷
点
下
六
度
で
あ
る
。
最
低
気
温
の
極
値
は
中
之
条
で
氷
点
下
一

六
・
八
度
(
昭
和
元
年
十
二
月
二
六
日
)
、
四
万
で
氷
点
下
一
八
・
六
度
(
昭
和
二
年
一
月
二
三
日
)
で
あ
る
。

四
月
に
入
る
と
平
均
気
温
も

O
度
以
上
と
な
り
、
日
中
は
暖
か
く
、
の
ら
仕
事
が
忙
し
く
な
る
が
、
朝
晩
は
な
お
氷
点
下
に
な
る
こ
と

が
多
い
。
四
万
で
は
五
月
中
旬
に
入
っ
て
も
時
々
氷
点
下
に
下
が
る
。
季
節
は
ず
れ
の
低
温
は
霜
害
を
も
た
ら
せ
た
り
、
風
邪
を
ひ
く
も

と
と
な
る
の
で
特
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

七
月
下
旬
か
ら
八
月
上
旬
は
年
最
高
気
温
と
な
る
。
最
高
気
温
の
極
値
は
中
之
条
で
三
八
度
(
大
正
六
年
七
月
二
九
日
)
、
四
万
で
三

四
・
九
度
(
大
正
十
四
年
八
月
十
五
日
〉
で
あ
る
。

891 
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十
月
下
旬
に
な
る
と
中
之
条
全
域
が
し
ば
し
ば
氷
点
下
に
下
が
り
、
初
霜
、
初
氷
が
あ
る
。
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四

こ
れ
ら
を
総
合
し
て
他
の
都
市
と
比
較
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て
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百1了12耳

み
る
と
中
之
条
は
仙
台
市
・
四
万
は
秋
田
市
の

寒
さ
に
相
当
す
る
。

「
昔
は
寒
か
っ
た
。
雪
も
多
く
降
っ
た
。
」

亙

と
よ
く
い
わ
れ
る
。
戦
後
の
冬
は
い
ま
ま
で
の

8 7 6 

月別最低気温の平均

7 

と
こ
ろ
寒
い
冬
は
少
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
暖
冬
気
味
で
あ
る
と
い
え
る
。
特
に
昭
和
二

四
年
か
ら
二
五
年
の
冬
は
著
し
い
暖
冬
だ
っ

た
。
そ
の
翌
年
の
冬
も
や
は
り
暖
冬
で
、
近
年

は
だ
ん
だ
ん
暖
か
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え

5 4 3 2 

，、u
a
"
u
'

戸、“

2

2

1

 
10 

5 

。
-5 

6 5 4 E E 

る
。
た
し
か
に
明
治
、
大
正
年
間
に
は
寒
い
年

が
多
く
、
昭
和
二
十
年
以
後
は
あ
ま
り
寒
く
な

い
(
図
3
、

4
Y
生
物
な
ど
も
南
方
系
の
も
の
が
か
な
り
北
の
方
に
出
現
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
現
象
が
い
つ
ま

で
も
続
く
と
は
い
え
な
い
。
昭
和
三
七
年
以
後
に
は
何
度
か
寒
冬
と
さ
わ
が
れ
た
年
が
あ
る
。
昭
和
五
二
年
の
冬
は
寒
波
の
た
め
死
者
の

出
た
園
も
あ
り
、
む
し
ろ
氷
期
が
や
っ
て
来
る
の
で
は
な
い
か
と
騒
が
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
よ
く
調
べ
て
み
る
と
暖
か
い
冬
と
冷
た
い
夏

は
閉
じ
年
ご
ろ
に
お
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。



第二章気 象

月別最高平均気i品の年最高fil.(の各年の変化(中之条)
(29.S'Cは明治30年~昭和50年迄の平均値)

(図 3) 
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月別最低平均気温の年最低f胞の各年の変化(中之条)

(明治3卸0年.. 明治2削月~明治3初0伴剛刷年制制11附l
-ι2'CIはt明治3却0年~昭和5印0年までの平均値 I (図 4) 
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誌然自

降

水

量

894 

群
馬
県
北
部
の
降
水
量
は
多
く
、
南
部
の
標
高
が
比
較
的
低
い
地
方
は
少
な
い
(
資
料
2
)。
こ
れ
は
寒
候
期
の
季
節
風
に
伴
な
う
降
雪

に
よ
る
降
水
量
が
絶
対
的
に
多
い
こ
と
と
暖
候
期
の
台
風
や
低
気
圧
及
び
前
線
に
よ
る
降
水
も
山
岳
の
影
響
を
受
け
て
多
い
こ
と
を
意
味

す
る
も
の
で
あ
る
。
年
間
降
水
量
は
前
橋
一
、
二
五
九

ηト
ヘ
中
之
条
一
、
三
八
一
日
よ
・
四
万
一
、
六
八
八

ηトρ
で
、
四
万
の
降
水
量

は
多
い
。
四
万
で
は
杉
の
育
ち
が
よ
い
の
も
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
冬
季
で
は
平
担
部
の
二
倍
以
上
の
降
水
量
を
示
す
が
(
図
5
〉

ほ
と
ん
ど
が
雪
で
あ
る
。
季
節
風
の
影
響
を
受
け
日
本
の
中
央
山
岳
を
越

(図 5)J] glj降水泣比較

閏
国
圏
内
万

悶
悶
闘
中
之
条

nlu・
M
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n

U

ロ。
au

-

-

20 

260 

240 

220 

160 

140 

40 

え
て
き
た
雪
が
降
る
。

い
わ
ゆ
る
「
ふ
っ
こ
し
」
で
あ
る
。
中
之
条
で
快

晴
の
日
ふ
つ
う
四
万
で
は
ふ
っ
こ
し
が
あ
る
。
ふ
っ
こ
し
の
強
い
日
は
上

9 

越
国
境
を
越
え
て
く
る
雪
が
南
よ
り
吹
き
つ
け
積
雪
も
多
い
。

夏
の
降
水
量
は
水
害
・
干
ば
つ
等
・
農
産
物
・
交
通
に
与
え
る
影
響
が

8 7 6 

大
き
い
。
日
降
水
量
の
月
別
累
年
最
大
値
と
そ
の
起
日
(
資
料
日
)
に
示

5 

さ
れ
る
五
月
か
ら
十
月
の
も
の
は
す
べ
て
大
型
台
風
に
よ
る
も
の
で
、
多

く
の
人
命
・
家
屋
・
橋
等
を
流
失
し
て
い
る
。
特
に
注
意
す
べ
き
は
梅
雨

末
期
に
や
っ
て
来
る
台
風
で
あ
る
。
昭
和
四
七
年
七
月
十
四
日
か
ら
十
五

日
に
は
長
雨
に
引
き
続
い
て
来
襲
し
た
台
風
六
号
で
は
吾
妻
郡
の
山
岳
部

を
中
心
と
し
て
二

O
O作
ト
か
以
上
の
降
水
が
あ
り
、
特
に
四
万
で
一
一
一
一
一
一



H
Vヘ
日
向
見
二
三
ニ
パ
げ
よ
の
豪
雨
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
の
吾
妻
郡
で
は
道
路
損
壊
七
、
橋
流
失
一
、
山
(
崖
)
く
ず
れ
十
四
、
鉄
軌

道
被
害
一
、
及
び
農
作
物
被
害
一
億
一
、
八
六

O
万
円
に
の
ぽ
る
被
害
が
あ
っ
た
。

逆
に
梅
雨
時
に
な
っ
て
も
雨
が
降
ら
な
い
と
聞
は
干
か
ら
び
て
田
植
え
が
で
き
ず
、
野
菜
は
し
お
れ
て
し
ま
う
。

象

一----てて

生1第二章

い
わ
ゆ
る
「
か
ら
梅
雨
」
で
あ
る
。
昭
和
三
五
年
六
、
七
月
は
雨
量
一
六
八
パ

V
w平
年
よ
り
四
三
計
ト
も
雨
量
が

少
な
く
、
昭
和
四
年
一
五
九
吋
ょ
に
次
い
で
明
治
三

O
年
以
来
第
二
位
で
あ
っ
た
。

風

群
馬
県
の
主
風
向
は
冬
は
北
西
・
夏
は
南
東
で
、
そ
の
交
代
期
は
五
月
と
九
月
で
あ
る
。
し
か
し
風
向
は
地
形

に
よ
っ
て
大
き
く
影
響
を
受
け
る
も
の
で
山
岳
地
帯
に
お
い
て
は
谷
に
そ
っ
て
吹
く
傾
向
が
強
い
。
中
之
条
町
で

は
南
東
に
、
四
万
で
は
南
に
土
地
が
聞
い
て
い
る
た
め
、
冬
の
最
多
風
向
は
中
之
条
で
北
西
、
四
万
で
北
で
あ

る
。
し
か
し
中
之
条
は
吾
妻
川
、
四
万
川
、
名
久
田
川
の
合
流
点
に
あ
り
北
東
風
、
西
風
も
比
較
的
多
い
の
が
特

徴
で
あ
る
。

「
雷
と
か
ら
っ
風
」
の
上
州
名
物
は
群
馬
県
南
東
部
の
平
野
部
の
こ
と
で
中
之
条
町
で
は
冬
、
風
力
六
以
上
の

か
ら
っ
風
が
吹
く
こ
と
は
殆
ん
ど
な
い
。
年
聞
を
通
し
て
風
力
六
以
上
の
風
が
吹
く
の
は
台
風
な
ど
の
影
響
に
よ

る
場
合
が
主
で
あ
る
。

895 



自然誌

風向頻度分布

前橋

夏 (6，7， 8月) 冬(12，1. 2月)

w 

NW 

NW 

SE 

Jl (6， 7， 8月)

N 

中之条
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NW 
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SE 
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四

天

気

資
料
H
か
ら
天
気
回
数
を
見
る
時
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
快
晴
日
数
は
九
時
の
雲
量
に
よ
っ
て
き
め
て
お
り
、

一
方
雪
、

雷
、
雨
な
ど
の
日
数
は
一
日
に
一
度
で
も
そ
の
現
象
が
あ
れ
ば
日
数
に
計
算
さ
れ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
注
意
す
れ
ば
雨
や
雪
の
日
数
は
曇

天
日
数
と
重
複
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
資
料
は
一
日
に
一
吋
ト
ル
以
上
の
雨
の
降
っ
た
日
と
全
く
降
ら
な
か
っ
た
日
を
示
し
た
も
の
で
あ

「
九
月
二
六
日
は
雨
が
降
る
。
」
「
十
一
月
一
一
一
日
は
晴
れ
る
。
」
と
言
ろ
人
が
多
い
。
運
動
会
。
文
化
の
日
と
行
事
の
多
い
秋
は
天
気
が

宅、。気
に
な
る
。
た
し
か
に
九
月
一
一
六
日
は
そ
の
前
後
に
く
ら
べ
雨
の
降
る
日
が
多
い
。
ま
た
十
一
月
三
月
は
そ
の
前
後
に
く
ら
べ
晴
れ
る
率

が
高
い
、
こ
の
よ
ろ
に
あ
る
天
気
が
毎
年
特
定
の
月
の
前
後
に
あ
ら
わ
れ
や
す
い
性
質
を
気
象
の
方
で
は
「
シ
シ
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
」
と

言
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
利
用
す
る
と
予
報
に
役
立
つ
こ
と
が
多
い
。
と
こ
ろ
で
中
之
条
で
は
一
年
中
で
最
も
晴
れ
る
率
の
高
か
っ
た
の
は

象

年間雷回数

~I前橋|中之条|四万

昭和 5 21 17 8 
6 22 21 6 
7 22 25 11 
8 37 29 10 
9 18 14 4 

10 21 13 2 
11 38 9 3 
12 30 13 2 
13 19 3 。
14 35 。 6 

15 25 15 
16 15 7 
17 20 
18 31 10 
19 22 22 

気

表 1

第二章

、一 …~γ一ー一ー一一マ一
一、ーへ_-.....-一一一ヘ一、

昭和26 23 19 
27 21 12 
28 17 14 11 
29 12 17 9 
30 34 15 8 

31 10 5 1 
32 22 12 4 
33 20 12 l 
34 22 10 9 
35 21 6 6 

36 22 12 2 
37 23 8 7 
38 20 9 1 
39 24 16 3 
40 19 14 1 

41 20 2 。
42 34 10 8 
43 32 5 4 
44 22 2 1 
45 17 1 1 

46 24 2 
47 27 2 
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I~I 日数 1<削除10ω|説明
昭和4|1 18 1 14 4 。

5 15 10 5 。
6 30 18 12 3 
7 8 7 1 。
8 20 19 1 1 

9 35 24 11 4 
10 27 25 2 。
11 46 32 14 5 
12 18 13 5 3 
13 24 18 6 l 

14 21 19 3 1 
15 25 22 3 。
16 17 15 2 。
17 25 17 8 2 
18 19 18 1 。
19 23 23 。。
22 13 13 。。
23 6 5 1 。
24 16 15 1 。
25 15 14 1 。
26 14 14 。。
27 38 21 1 。
28 12 11 1 。
29 15 13 2 1 
30 17 16 1 。
31 29 20 9 。
32 15 12 3 。
33 39 32 7 2 
34 16 15 。
35 14 14 。。
36 15 14 1 。
37 23 21 2 。
38 44 34 10 1 
39 46 37 9 3 
40 19 11 8 3 
41 26 22 4 。
42 41 36 5 。
43 20 17 3 。
44 31 22 9 2 
45 29 29 。。
46 20 20 。。
47 28 25 3 。
48 28 18 10 5 
49 28 24 4 1 
50 19 16 3 。

中之条積雪日数表2四万積雪日数

~I 日数 1<1叫ミ10cml孟20佃
昭和
34 67 62 5 。
35 65 46 19 5 

36 65 47 18 3 

37 82 36 46 20 

38 82 20 62 55 

39 76 34 42 33 

40 84 41 43 32 

41 61 44 17 8 

42 80 51 29 4 

43 66 39 27 5 

44 79 65 14 4 

45 85 66 19 5 

46 64 36 11 。
47 54 47 7 。
48 80 60 20 9 

49 84 57 27 10 

50 73 43 30 10 

898 

十
二
月
十
一
日
の
九
三
釘
ヘ
二
月
五
日
・
十
一
月
一
一
一
一

日
の
九

O
M川
ト
で
あ
る
。
十
二
月
は
よ
く
晴
れ
る
日
が
多

ぃ。
六
月
中
旬
よ
り
七
月
中
旬
ま
で
の
梅
雨
。
九
月
の
秋
寡

の
長
雨
は
北
日
本
を
除
き
全
国
的
な
も
の
で
あ
る
。
雨
の

日
に
晴
れ
を
願
う
気
持
を
て
る
て
る
坊
主
は
示
し
て
い

る
。
昔
中
国
で
は
掃
晴
娘
(
サ
オ
チ
ン
ユ
ャ
ン
〉
と
い
う

人
形
を
軒
に
つ
る
し
て
お
天
気
を
祈
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

ほ
う
き
を
持
た
せ
た
人
形
で
あ
る
。
こ
れ
が
わ
が
国
に
伝
わ
っ
て
、
て
る
て
る
坊

主
に
な
っ
た
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
前
線
や
気
圧
の
谷
は
台
風
の
通
り
道
に
な
り
や
す
い
傾
向
が
あ
り
、
六
月
と
九
月
ご
ろ
台
風
が

表3
い
る
。
く
び
を
白
く
し
紅
と
緑
色
の
着
物
を
着
せ
て
、



象

中之条における天気回数

昭和4年から昭和47年までの43年間の統計

一一一 O.lmm以上の降水のあった日
-雨の降らなかった日
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然

や
っ
て
来
や
す
い
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

雷
日
数
は
平
野
部
に
比
べ
る
と
非
常
に
少
な
い
(
表

1
1
雷
は
昔
よ
り
ず
い
ぶ
ん
減
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
前
橋
に
お
い
て
は
昔
の
も

の
と
比
べ
て
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
は
い
な
い
。
し
か
1
中
之
条
で
は
た
し
か
に
昭
和
四
三
年
以
後
減
少
し
て
い
る
。

雪
d

引
況
件
一
降
ら
な
ぐ
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
夷
2
を
見
ろ
限
り
に
お
い
て
は
そ
う
と
も
言
え
な
い
。
昭
和
二
二
年

1
二
六
年
に
は
暖

冬
で
降
水
貴
も
少
な
く
、
雪
日
数
は
少
な
か
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
四
八
年
は
二
十

H
l
h以
上
の
積
雪
日
数
が
五
日
も
あ
っ
た
。
道
路
が
舗

装
さ
れ
、
内
実
用
意
ポ
問
事
券
湾
ま
山
中
、
子
供
達

m
遊
が
J
h

変
わ
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
か
ム
感
覚
的
に
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う

902 

誌自

か。
四
万
は
一
月
を
中
心
に
寒
候
期
雪
日
数
が
多
い
が
四
月
か
ら
十
月
ま
で
の
天
気
は
平
野
部
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
ま
た
群
馬
県
は
内
陸

に
位
置
す
る
の
で
、
全
叫
に
霧
の
発
生
が
少
な
い
が
、
四
万
で
は
草
津
の
年
間
一
一
一
日
に
次
い
で
霧
日
数
十
六
日
を
数
え
、
群
馬
県
で
は

多
い
方
で
あ
る
。五

季

節

現

象

桜
季
節
約
進
ム
ぐ
あ
い
を
み
る
の
に
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
使
わ
れ
る
。
桜
は
気
候
の
変
化
に
正
直
に
し
た
が
っ
て
開
花
す
る
(
資
料

日
〉
。
中
之
条
で
平
均
四
月
十
二
日
こ
λ

よ
り
咲
き
始
め
、
十
八
日
こ
人
満
開
と
な
る
。
四
万
は
お
よ
そ
十
日
ほ
ど
遅
れ
四
月
一
一
一
一
一
日
ご
ろ

開
花
!
、
二
八
日
ご
λ
満
開
と
な
る
。
開
花
m
引
連
れ
た
昭
和
四
十
年
、
同
五
年
は
い
ず
れ
も
三
月
の
気
温
が
著
し
く
低
い
。

終
霜
終
霜
は
お
よ
そ
五
月
六
日
ご
ろ
で
あ
ろ
が
五
月
中
旬
4
T・
過
宮
て
仇
霜
の
あ
る
年
が
あ
る
。
昭
和
三
九
年
五
月
二
七
日
は
晩
霜
の

た
め
利
根
・
吾
妻
で
は
総
被
害
両
積
四
一
五
二
町
歩
の
凍
霜
害
を
受
け
た
。
霜
は
森
林
・
川
・
台
地
な
ど
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
地
形
の
ち
が



い
が
関
係
し
て
く
ろ
。
冷
気
が
流
れ
や
す
く
霜
害
を
受
け
や
す
い
と
こ
ろ
を
霜
道
と
呼
ぶ
。
ま
た
周
囲
よ
り
や
や
低
い
土
地
向
霜
害
を
受

け
や
す
い
。
こ
の
く
ぽ
地
そ
霜
穴
と
呼
ん
で
い
る
。
栃
窪
は
霜
道
か
ら
は
ず
れ
て
い
る
た
め
春
の
養
蚕
に
困
っ
た
こ
と
が
な
い
。
ふ
つ
う

気
温
が
四
度
以
下
に
な
る
と
霜
の
お
そ
れ
が
大
き
い
と
み
て
よ
い
。

五
月
下
旬
か
ら
六
月
上
旬
に
侠
じ
る
雷
雨
は
前
線
作
用
に
よ
る
界
雷
が
多
く
、
は
げ
し
い
雷
雨
と
な
る
。
こ
れ
は
寒
冷
前
線

内
移
動
に
伴
っ
て
広
い
範
囲
に
お
，
門
、
ひ
ょ
ろ
を
降
ら
せ
る
こ
と
が
あ
る
、
昭
和
四
十
年
六
月
六
日
、
吾
妻
郡
東
部
か
ら
招
田
市
南
部

に
至
広
州
域
に
す
豆
大
か
ら
ピ

γ
ポ

γ
球
大
の
降
ひ
ょ
奇
が
あ
り
、
島
周
作
物
に
甚
大
な
被
害
売
与
え
れ
ー
。
中
之
条
町
だ
け
で
も
三
こ
り
ル

ひ
ょ
う

の
田
畑
が
被
害
を
受
け
た
。

初
霜
長
雨
が
終
わ
円
、
雲
一
つ
な
い
秋
晴
れ
が
続
く
よ
ろ
に
な
る
と
、
朝
晩
が
め
っ
き
り
冷
え
こ
ん
で
く
る
。
静
か
に
晴
れ
た
夜
明

け
に
霜
が
お
り
る
よ
う
に
な
る
。
初
霜
は
早
い
年
で
十
月
四
日
ご
ろ
あ
る
が
平
均
は
中
之
条
で
十
月
二
十
日
、
四
万
で
十
月
十
一
日
で
あ

る。
初
氷

氷
の
観
測
は
ふ
つ
う
気
象
観
測
の
た
め
に
作
っ
て
あ
る
芝
生
に
お
い
て
あ
る
蒸
発
計
で
判
断
し
て
い
る
。
十
一
月
中
旬
頃
初
氷

は
あ
る
。

象

初
雪
・
終
雪
早
い
年
に
は
十
月
の
な
か
ば
に
は
冬
の
季
節
風
の
よ
う
に
寒
い
北
風
の
吹
く
こ
と
が
あ
あ
。
そ
の
よ
ろ
な
日
が
来
る
と

浅
間
山
に
初
雪
を
み
ろ
。
四
万
の
初
雪
は
早
く
、
平
均
十
一
月
十
一
日
で
、
早
い
年
は
十
月
十
四
日
戸
昭
和
三
四
年
〉
の
こ
と
も
あ
っ

た
。
中
之
条
で
は
平
均
十
二
月
六
日
で
早
い
年
で
十
一
月
十
一
日
(
昭
和
十
年
〉
で
あ
っ
た
。
本
格
的
か
雪
の
シ
ー
ズ
ン
に
入
る
の
は
一

月
か
ら
二
月
で
あ
る
が
、
中
之
条
は
雪
日
数
は
少
な
い
。
コ
一
月
下
旬
と
も
な
る
と
す
っ
か
り
春
ら
し
く
な
り
雪
は
あ
ま
り
降
ら
な
く
な

る
。
終
曇
=
は
中
之
条
で
平
均
三
月
二
七
日
、
遅
い
年
は
四
月
十
七
日
(
昭
和
四
四
年
)
で
あ
っ
た
。
四
万
は
平
均
四
月
十
日
、
遅
い
年
は

四
月
三
十
日
(
昭
和
四
十
年
)
に
降
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

903 
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ノ、

天
気
の
こ
と
わ
ざ

天
候
の
変
化
を
長
年
の
生
活
経
験
か
ら
推
理
す
る
人
が
多
い
。

気
の
こ
と
わ
ざ
」
よ
り
中
之
条
、
原
町
の
部
分
を
抜
粋
す
る
。

合
理
的
な
も
の

O
、
不
合
理
な
も
の
×
、

「
気
象
」

904 

一
九
七
五
年
号
掲
載
の
青
木
慶
一
郎
に
よ
る
「
群
馬
県
の
天

一
面
で
は
正
し
く
他
面
で
は
正
し
く
な
い
も
の
に
ム
印
を
付
し
た
。

。。
積
乱
雲
が
非
常
に
発
達
す
れ
ば
雷
雨
あ
る
こ
と
多
し
。

積
乱
雲
の
頭
が
茸
の
よ
う
に
広
が
り
周
囲
か
ら
巻
状
雲
が
流
れ
で

て
い
る
時
は
密
か
夕
立
降
る
こ
と
多
し
。

雷
雨
が
多
け
れ
ば
稲
が
よ
く
実
る
。

夕
立
の
多
い
年
は
柿
が
早
く
甘
く
な
る
。

朝
焼
け
が
黄
色
味
お
び
る
と
翌
日
は
晴
。

日
・
月
畳
は
雨
も
し
く
は
曇
。

朝
星
が
と
く
に
よ
く
光
っ
て
い
る
の
は
雨
の
兆
。

月
の
隣
に
星
が
で
て
い
る
と
き
は
情
。

朝
ト
ピ
は
雨
、
タ
ト
ビ
は
晴
。

朝
、
山
パ
ト
が
鳴
く
と
雨
、
タ
バ
ト
は
晴
。

ウ
グ
イ
ス
が
南
方
ま
た
は
北
方
に
向
け
て
巣
を
作
る
年
は
曇
風
雨

あ
り
。

カ
ラ
ス
が
騒
ぐ
と
き
は
風
。

群
ガ
ラ
ス
が
早
く
巣
に
帰
れ
ば
暗
。

00ムムム 0000ム O

06000000  

ヒ
バ
リ
が
低
く
飛
ぶ
と
曇
、
高
く
飛
ぶ
と
晴
。

イ
ヌ
が
草
を
噛
む
は
晴
の
兆
。

羽
ア
リ
が
群
れ
飛
ぶ
と
き
は
雨
に
な
る
。

ミ
ツ
バ
チ
が
平
常
よ
り
活
動
す
る
と
雨
。

プ
ヨ
の
強
く
刺
す
と
き
は
雨
。

家
の
中
に
ト

γ
ボ
が
入
る
と
風
が
吹
き
晴
。

秋
、
小
虫
な
ど
が
う
る
さ
い
く
ら
い
鳴
く
時
は
雨
。

ノ
ミ
を
火
に
入
れ
て
パ
チ
γ

(
ポ

γ
〉
と
よ
い
音
が
す
れ
ば
翌
日

晴
れ
る
。

雨
ガ
エ
ル
が
し
き
り
に
鳴
く
は
雨
の
兆
。

カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
の
泣
く
時
は
雨
が
降
る
。

雨
ガ
エ
ル
が
低
い
と
こ
ろ
に
居
る
の
は
晴
。

、
ミ
ズ
が
穴
を
と
じ
る
と
次
の
日
は
雨
。

カ
タ
ツ
ム
リ
が
家
の
中
に
入
る
と
雨
が
降
る
。

日
影
融
け
が
す
る
と
雪
が
降
る
〔
群
馬
県
で
降
る
雪
は
二
つ
に
大

000ム 00



象気第二章
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別
さ
れ
る
。
一
つ
は
冬
の
季
節
風
に
伴
わ
れ
て
上
越
国
境
を
こ
え

て
主
と
し
て
山
聞
や
山
ぞ
い
に
降
る
も
の
。
も
う
一
つ
は
沖
縄
方

面
で
発
生
後
、
本
州
の
南
洋
ぞ
い
に
進
ん
で
く
る
低
気
圧
の
前
方

に
真
冬
と
い
う
よ
り
冬
の
終
り
か
ら
早
春
に
か
け
て
主
と
し
て

平
野
に
降
る
里
雪
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
わ
ざ
は
後
者
で
あ
る
。
〕

打
ち
身
が
痛
む
と
き
は
雨
ま
た
は
雪
。

家
の
中
の
石
が
汗
を
か
く
と
雨
が
降
る
。

味
噌
樽
ハ
桶
〉
が
し
け
る
と
天
気
悪
し
。

天
井
か
ら
す
す
が
落
ち
る
と
次
ぐ
日
は
雨
。

焚
き
火
が
よ
く
燃
え
な
い
時
は
雨
が
降
る
。

十
三
夜
に
麦
を
ま
く
と
は
ず
れ
な
し
。

土
用
三
日
に
天
気
が
よ
け
れ
ば
農
作
。

土
用
に
雨
が
多
い
年
は
凶
作
。
〔
七
月
二
十
日
こ
ろ
が
夏
の
土
用

の
入
り
で
あ
る
。
順
調
な
年
な
ら
ば
も
う
梅
雨
明
け
と
な
る
は
ず

で
あ
る
。
梅
雨
明
け
が
遅
れ
る
と
稲
は
不
作
と
な
る
。
〕

月
の
五
日
に
雨
が
降
る
と
そ
の
月
は
雨
が
多
い
。

成
年
と
申
年
に
は
大
水
あ
り
。

七
草
の
日
の
月
が
高
く
昇
る
ほ
ど
暖
か
く
、
低
い
ほ
ど
寒
い
。

川
原
湯
の
水
が
に
ご
る
と
雨
に
な
る
。

篠
笹
の
花
が
咲
く
と
そ
の
年
は
不
作
。

× × ? 0 ム

00ムムムムム ム 00ムム 000

桜
の
花
が
下
を
向
い
て
咲
い
た
年
は
夕
立
多
し
。

新
竹
が
古
竹
よ
り
伸
び
た
年
は
嵐
(
暴
風
)
は
少
な
い
。

桐
の
花
の
当
り
年
は
豊
作
。

ツ
ツ
ジ
の
花
が
二
度
咲
く
(
返
り
咲
き
〉
と
雨
。

つ
る
草
が
わ
り
あ
い
高
く
立
た
ぬ
年
は
大
雪
が
降
る
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
当
る
と
そ
の
年
の
秋
物
は
豊
作
。

ト
ウ
キ
ビ
の
節
の
高
い
の
は
台
風
の
し
ら
せ
。

麦
の
よ
い
年
は
藷
不
作
。

豆
の
当
り
年
は
秋
作
が
よ
い
。

桑
の
葉
の
上
の
方
が
出
そ
ろ
わ
ぬ
時
は
晩
霜
。

ゴ
マ
の
豊
作
の
時
は
里
芋
不
作
。

春
菜
当
り
の
時
は
秋
作
不
作
。

柿
の
花
の
多
く
つ
い
た
年
は
風
と
大
水
。

栃
窪
に
は
ひ
ょ
う
害
、
箱
害
な
し
。

な
じ
ゅ
ら
く
ハ
名
久
田
)
か
ら
来
る
夕
立
ち
は
早
く
来
て
長
く
降

る。〈
四
万
〉
雲
が
南
東
へ
走
る
と
暗
。

町
が
晴
天
の
場
合
、
四
万
は
し
ぐ
れ
る
。

。。
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第二章気 象

資 料 4

中之条の風向頻度分布

(昭和4年-47年)
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資料 5

気温と降水量のタライモグラフ

自然誌

30r 中之条

25~ 7..18 

20ト 61，ノ9

15ト 5 '

10~ 11/74 

O~ (2 

-5 • ̂  ̂ ^̂̂  ^̂ -̂5 ー‘100 200 300 100 200 300 y 100 200 300 
(35か年平均値) (77か年平均値) (理科年表、 30年間平均値)

仇

u
q
u
A
H
V
P
E
A
O

勾

a

n

4

a

，“，
i

噌

A

l叫 Ti 30 前僑

右上がりはいずれも表日本の特徴である。四万が斜めにのびた形になって

いるのは山地性の特徴である。また、四万は冬季の降水量も多く、裏目:本

の影響を受けていることがわかる.
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第二章気 象

資料 6

中之条平均気温(最高、最低の平均〉

年『、、、J

1897明治30 0.7 0213j87|叫7判吋981吋 :|11|ω
1898 31 1.7 1. 41 3. 21 8.8114. 1118. 1125. 0125. 1121. 7114. 41 9. 01 4. 71 12. 3 
1899 32 -1.0 1.2 
1900 33 1.3 

川8ω24.01901 34 3.4 2.8 6.2111.1 20.0|15.58.7 
1902 35 -0.2 2.0 6.51 9.1 14. 8' 18. 5' 20. 9122. 6 20. 0113. 81 8. 8 5.0: 11. 8 
1903 36 1.8 0.9 5.4 11. 5 13.7 17.1i 21. 7 24.2 22.4 14.1 7.2 1.5 11. 8 
1904 37 -0.5 1.7 3.5 12.4 14.2 20.3 24.0 24.3 19.7 15.4 7.0 3.1 12.1 
1905 38 0.1 -4.6 3.9 8.6 15.7 19.2 22.8 20.6 20.1 13.5 7.4 3.7 10.9 
1906 39 -1.7 0.7 4.1 9.8 13.6 16.9 22.5 23.9 E-~i ~~. ~ 7.0 2.7 10.9 
1907 40 0.5 -1.0 3.0 9.3 14.7 17.5 21. 7 24.1 19.2:12.3 8.3 1.7 10.9 
1908 41 4.1 0.2 4.0 9.7 21. 4 24.4117.9114.01 6.5 2.5 11. 4 
1909 42 0.0 -0.1 4.2 11. 5 14.8119.0 23.6 24. 11 20. 1112. 51 7.2 1.1 11. 5 
1910 43 2.0 0.0 3.0 9.7 14.2118.9 22.2 22.5119.3114.81 8.0 1.9 11. 4 

1911 44 0.0 2.0 5.7 11. 2 14.2119.2 23.3 24. 31 21. 2113. 21 9. 5 2.6 12.2 
1912 45 0.1 3.4 5.6 10.6 22.7 2.4 11. 9 
1913大正 2-5.3 1.5 3.1 12.1 14.2118.5 22.6 22.5118.5113.81 7.1 3.0 11. 0 
1914 3 1.6 1.2 6.6 8.8 15. 2! 20. 7 24.5 25.1川 13・6110。3.1 12.6 
1915 4 0.5 1.7 3.8 10.0 14.1120.7 23.7 24.4121. 8! 16. 11 9.3 4.0 12.5 
1916 5 3.4 2.5 2.9 12.3 16.2121. 8 23.6 25.0501 11 22.614.99.5 4.2 13.2 
1917 6 -0.3 0.9 4.0 9.7 13.1118.8 25.3 23. 5122. 1115.41 6. 0 1.1 11. 6 
1918 7 -1.8 0.7 4.3 9.5 14.2118.7 25.2 24. 01 20. 4114. 01 7. 6 2.0 11. 6 
1919 8 0.0 1.8 5.5 10.5 14.1 18.2 22.3 23.4 20.8 14.2 9.3 3.0 11. 9 
1920 9 1.4 -0.2 4.8 10.1 15.0 18.5 24.0 23.9 12.0 

1921 10 1.0 0.3 3.3 11. 6 14.2 17.9 22.8 23.8 20.313.7 6.612.5 
1922 11 -3.0 4.8 3.5 10.7 15.4 19.1 23.8 25.6 8.71 1. 7 12.2 
1923 12 -1.4 0.8 5.8 9.7 15.1 18.5 22.4 26.1 21. 4~ 14. 3 9.613.3 12.1 
1924 13 0.3 1.5 2.5 12.7 14.0 18.4 25.3 24.5 19.6 13.1 7.0 2.5 11. 8 
1925 14 -1.1 O. 1 2.9 9.3 13.8 18.0 21. 4 23.3 20.8 13.7 8.4 4.2 11.2! 
1926 15 -0.1 1.6 3.9 8.0 14.9 17.5 23.0 24.8 21.1 12.1 6.1 0.5 11.1 
1927昭和 2-0.9 -0.9 3.4 11. 1 14.1 18.5 24.5 24.3 19.0 13.7 8.1 1.9 11. 4 
1928 3 1.1 0.2 3.7 9.8 15.7 18.5 22.6 22.3 22.0 14.3 8.0 2.0 11. 7 
1929 4 -1.2 -0.6 3.8 10.1 13.7 18.6 24.4 24.4 18.3 14.2 8.2 5.8 11. 6 
1930 5 0.2 2.4 5.9 19.1124.6124.9' 18. 6' 13.6' 6.3 2.6 12.01 

1931 6 -0.5 -0.8 4.4 9.0，13.4 3.6 11. 2 
1932 7 2.2 0.6 3.7 8.9115.1 18.1123.6124.2' 19.8113. O. 8.2 3.2 11.7 
1933 8 -0.3 0.1 3.0 10.1116.2 日.7125. 0125. 2 20. 111叫 7.93.1 12.0 
1934 9 -1.5 0.2 2.5 9.2114.6 M2292351削 1120743.5 11.1 
1935 10 1.3 2.2 4.2 9.8114.1 19.1123. 2! 22. 6119. 2113. 31 7.5 2.4 11. 6 
1936 11 -1.7 -0.5 2.6 9.4114.0 20. 1123. 5124.8' 22. 0: 12. 81 8. 0 3.9 11. 6 
1937 12 1.8 3.4 5.0 10.2 14.9 17.7 24.7 26.1 20.1 14.1 8.4 1.5 12.3 
1938 23.6124.3119.6113.91 8.21 2.41 11. 8 
1939 25. 01 23. 81 21. 2115. 71 9. 01 3. 01 12. 0 
1940 15 1-1.21-0.21 4.8110.0115.1119.6 25.0123.5120.1115.3/10.61 3.81 12.2 

911 



自然誌

~I 1 1 2 -1-3-1 4 1 5 1 6 1 7 1 S J  _ _!_110 111 1121年

1941昭和16 2.5 1.1 5.2 19.6 23.2 24.4 10. 1 3.9 12.4 
1942 17 -0.1 -0.7 7.5 10.9: 14.8 20.2 27.2 26.0 22.8113.8 6.8 2.9 12.7 
1943 18 -0.4 0.0 3.2 8.9 16.0 20.8 24.9 26.7 22.9 15.5 7.6 2.4 12.4 
1944 19 -0.5 1.9 2.5 8.1 16.5 21. 3 25.3 26.7 21. 6 14.8 9.1 2.1 12.5 
1945 20 -1.5 -1.5 3.8 11. 4 14.1 20.2 21. 9 26.9 21. 7 15.9 9.2 3.4 12.1 
1946 21 0.4 1.1 3.9 11. 9 15.5 21. 3125.。25.1 20.4 14.6 10.6 2.0 12.7 
1947 22 0.8 -0.0 3.7 9.8 14.4 18.4 24.4 26.5 21. 0 13.3 7.3 1.9 11. 8 
1948 23 1.1 1.9 3.6 11. 9 16.0 20.2 25.0 24.6 21. 4 15.3 8.4 5.7 12.9 
1949 24 2.5 4.1 3.2 9.0 15.8|18.4 23.8 25.5 ~9.~i !~.~ 7.1 3.8 12.3 
1950 25 2.2 2.1 4.9 12.2 16.8: 19.8 24.7 25.0 21. 9i 13. 6 8.9 2.9 12.9 

1951 26 0.7 1.915.4 19.0 23.5 26. Oi 18. 4 15.6 8.7 4.5 12.5 
1952 27 1.1 0.4: 5.2 10.8: 15.1 19.9 23.6 25.7120.8 14.2 10.3 3.3 12.51 
1953 28 0.5 1.1 6.0 9.2 14.7 19.6 22.9 23.7 20.4 14.7 7.1 5.7 12.1 
1954 29 1.8 3.1 5.3 12.0 15.0 17.2 21. 6 25.7 22.4 13.8 9.4 4.4 12.6 
1955 30 1.1 3.1 6.3 11.1 15.8 21. 1 26.2 24.7 20.2 15.0 8.4 5.3 13.2 
1956 31 1.2 1.2 5.6 9.9 15.6 20.5 23.4 23.7 21. 2 15.3 8.9 2.1 12.4 
1957 32 2.3 1.2 3.0 11. 5 14.1 18.7 23.2 25.7 18.8 14.9 10.0 5.2 12.4 
1958 33 1.5 2.6 5.4 10.9 15.2 20.8 24.1 24.2 21. 3 13.9 8.4 4.9 12.8 
1959 34 0.7 4.7 6.2 11. 5 15.8 18.8 24.5 25.1 22.0:14.9 9.4 4.1 13.1 
1960 35 1.8 3.6 6.1 9.9 15.5 19.5 24.4 24.9 21. 3 13.8 9.3; 3.2 12.8 

1961 36 0.4 0.8 5.3 11.9 17.2 19.9 25.5 25.1 22.7 16.0 9.4 4.1 13.2 
1962 37 0.5 1.7 4.6 10.9 15.7 18.8 23.9 26.1 21. 4 14.1 8.7 3.6 12.5 
1963 38 1-1. 71 0.21 4.4 11.5116.9120.9124.2125.0118.7113.8 8. 51 4. 11 12. 2 
1964 39 1 1. 91 O. 11 3. 8 13.916.319.4011 24.526.19.713.1 
1965 40 1 O. 81 1. 31 2. 5 8.1114.9120.4123.0124.8119.3113.4 8. 51 2. 71 11. 6 
1966 41 1 O. 11 2. 81 5. 6 10.8114.5118.3123.4125.0120.6115.1 8.41 1. 41 12. 2 
1967 42 1-0. 11 O. 7i 5. 0 10.1116.0119.8124.4125.3120.4113.3 9. 3! 2. 61 12. 2 
1968 43 1 O. 8:-0. 61 5. 0 11. 0115. 2: 19. 5123. 0124.6119. 6113. 0 9. 61 6. 31 12. 3 
1969 44 1 1. 91 1. 81 3. 8 11. 1115.6119.1122.8124.6: 20. 0113. 3 8. 91 2. 91 12. 2 
1970 45 1-0. 31 1. 71 1. 1 8. 31 2. 41 11. 9 

1971 46 1 O. 31 1. 71 3. 8 
1972 47 1 2. 81 1. 71 6.8 10.3115.41 19.4123. 1124.8i 20.8'14.4 
1973 48 1 1. 91 3. 11 3. 5 13.0115.1118.7124.8126.4120.2113.2 6. 91 1. 71 12. 4 
1974 49 1 O. 21 O. 71 3. 9 11.5¥15.4119.9121.2124.3119.4114.7 6.71 2.21 11.7 
1975 50 1 O. 11 O. 41 4. 0 11.4115.6120.3123・7124・8122・3113・78. 61 2. 3¥ 12. 3 

!?詳報IO. 41 1. 11 4. 3110. 4115. 01叫3.6124. 6120. 5: 14. 118. 313. 11叶
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第二章気 象

資料 7

中之条 日;最高気温(月平均値〉
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自然誌

I~主い I 2 I 3 1 4 I 5 I 6 I 7 I 8 I 9 I 10 I 11 I 12 I年

1941昭和16 9.3 7.8 11.5 16.8 22.6 25.0 27.3128.9123.7 9.8 18.3 
1942 17 6.4 5.7 14.0 18.7 21. 0 25.9 32. 2130. 5127. 7 19.9114.2 9.7 18.8 
1943 18 6.5 6.5 9.5 16.9 23.2 25.8 28.2131. 5126. 9 20.9114.9 8.8 18.3 
1944 19 6.3 6.4 8.5 14.6 22.2 27.3 29. 61 31. 01 26. 3 19.6: 15. 2 7.8 17.9 
1945 20 4.7 4.5 9.9 18.0 19.4 24.7 26. 4! 31. 41 26. 0 19. 6! 14. 8 9.0 17.4 
1946 21 6.6 7.4 9.8 19.0 21. 5 27.2 30.6129.9126.1 21. 0116. 5 7.8 18.6 
1947 22 6.3 6.6 9.8 17.7 20.8 22.9 29. 71 32. 41 25. 7 19.0114.6 8.4 17.8 
1948 23 7.6 9.0 9.6 18.1 22.2 25.3 29.41 29. 0126. 6 20.5'14.5 11. 7 18.6 
1949 24 9.1 9.4 9.9 15.3 23.2 22.1 28.7 30.2 25.0 19.0 12.7 8.9 17.8 
1950 25 7.5 7.8 11. 3 18.6 21. 9 23.6 29.0 28.5126.5 18.7114.4 

1951 26 6.7 7.7 12.0 16.8 22.0 24.8 28.3 31.1123.9 21. 3115. 3 11. 31 18.4 
1952 27 7.5 6.1 11. 6 17.5 22.1 25.4 27.6 30.9125.1 19.3116.2 9.5i 18.2 
1953 28 6.7 7.4 12.0 16.0 20.9 23.7 26.9 27. 9i 24. 7 20.9: 13.1 12.11 17.7 
1954 29 7.8 10.6 11. 9 18.5 20.9 21. 6 25.4 30.3 26.7 19.0 16.7 10.2 18.3 
1955 20 7.8 10.1 12.1 17.5 21. 3 26.5 31. 2 29.6 25.3 20.1 16.3 12.7 19.2 
1956 31 7.7 7.7 11. 5 16.1 21. 6 25.1 27.8;29.1 25.7 20.0 15.3 9.2 18.1 
1957 32 9.5 7.3 9.9 18.1 20.4 23.7 27.3 29.8 22.7 21. 3 17.8 11. 9 18.3 
1958 33 8.3 8.7 12.0 17.6 22.1 26.5 28.8 28.5 26.1 18.8 15.0 11. 4 18.7 
1959 34 7.0 10.4 12.1 17.7 22.3 23.6 29.6 30.3 26.6 20.3 15.4 10.4 18.8 
1960 35 7.7 10.9 13.1 16.1 21. 2 24.5 30.1 29.5 25.9 19.7 15.1 9.5 18.6 

1961 36 6.8 7.3 11. 8; 18. 8 23.6 25.3 30.4 29.7 27.6 20.7 15.6 10.5 19.0 
1962 37 7.0 8.4 12.2 17.5 22.5 23.8 28.2 32.4 26.9 19.8 14.6 10.6 18.7 
1963 38 5.8 6.7 10.8 18.0 21. 9 25.4 28.9 29.9 23.8 19.1 15.3!11.0 18.1 
1964 39 7.7 5.7 9.9 19.6 22.8 24.5 29.3 31. 5 24.2 18.7 15.2 9.5 18.2 
1965 40 7.2 7.9 9.0 15.3 21. 6 25.7 28.2 31. 2 25.0 21. 0 15.2 8.7 18.0 
1966 41 6.5 9.7 11. 7 16.8 21. 5 23.2 27.9 30.4 25.3 21. 6 15.6 8.2 18.2 
1967 42 6.6 7.0 12.3 16.4 23.6 26.2 29.4 31. 0 24.8 19.1 14.9 9.2 18.4 
1968 43 7.3 6.2 10.7 17.2 21. 2 24.7 27.5 29.1 24.0 18.4 17.3 12.2 18.0 
1969 44 8.3 7.2 10.4 17.8 22.7 24.7 27.2 30.3 24.9 19.1 15.0 9.9 18.1 
1970 45 6.9 7.4 7.4116.2 23.1 23.7 28.8:30.1 25.5 19.6 14.41 8.6 17.6 

1971 46 6.8 8.1 20.7 24.5 29.3129.8 23.3 18.3 ~~. ~I ~~. ~ 17.8 10.6116.3 
1972 47 8.5 6.9 11. 9116. 6 22.4 25.2 28.2130.6 26.2 20.9 14.9: 10. 9 18.6 
1973 48 7.8 9.3 10.1 19.9 22.3 23.2 30.0 31. 9 25.1 19.7 13.7 8.8 18.5 
1974 49 10.2118.6 23. 0124. 5125. O! 28. 3 23.7 19.5 13.0 7.8 17.2 
1975 50 6.11 6.1 10.5116.6 21. 6124. 7128・ヤ。 227.7 18.6 14.0 8.1 17.7 

|!?;議 16.917.4ト0417判24.5128. 3129判刈
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第二章気 象

資料 8

中之条 日最低気温の月平均値

ミ-----!:-J1 J _2 1 3 I 4 I 5 I 6 1 7 I 81 9 110 1 11 I 12 1年

1897明治30 8.9112.6117.4 20.3 15.1 6.3 1.3 -5.3 5.6 
1898 31 -~.~;-~.~ -2.51 2.3 7.4112.9119.3 19.9 15.5 7.9 2.6 -0.9 6.3 
1899 32 -5.5:-4.9 -1.0 ー 0.7 
1800 33 一一4.2-3.3! 2.9 8.3'12.0:15.7 19.0 13.7 7.7 3.2 2.0 

1901 34 -1.2 -1.4 -0.8 5.1 8.5 12.6 16.8 19.2 15.3 9.6 2.0 -4.1 6.8 
1902 35 -6.9 -4.5 -0.7 12.8 16.4 18.3 15.4 7.6 2.2 -1.0 5.8 
1903 36 -4.1 -5.9 -0.8 5.417.7 10.6 16.4 18.0 16.5 8.3 -0.7 -5.9 5.5 
1904 37 -8.1 -6.0 -3.1 7.0 7.6 14.1 19.2 17.9 13.4 8.8 -1.9 -4.2 5.4 
1905 38 -7.1 -7.9 -2.0 2.6 7.6 14.7 18.3 16.5 15.2 7.6 0.6 -2.4 5.3 
1906 39 -8.2 -5.3 -2.6 2.7 6. 3! 11. 2 18.8:1i 19.4 13.2 7.6 -0.1 -4.6 4.9 
1907 40 -5.4 -8.1 -3.3 2.5 8.3111.8 17.0: 20. 2 15.1 6.0 2.2 -5.1 5.1 
1908 41 -6.4 -7.1 -2.7 2.9 7.1113.6 17. 4! 20. 4 13.6 8.2 -0.8 -4.5 5.5 
1909 42 -0.3 -6.8 5.2 
1910 43 -4. 01-6. 61-4. 01 2.21 7. 1 12.8117.5117.5114.51 9.7 0.2 -5.2 5.1 

1911 44 -6. 5 -4. 81-1. 01 4. 51 6. 7 13.3117.9'19.6115.51 6.6 2.6 -4.3 5.8 
1912 45 -6.9，-2.81-1.11 2 刷割削馴 7.9 12.417.05O1i 1 19.614.17.4 0.9 -4.6 5.5 
1913大正 2-8.41-5.21-4.31 5.41 7.4 12.3118.0117.4112.91 7.6 -0.1 -3.7 4.9 
1914 3 -5.6ー5.61-0.11 1. 31 8.0 15.0118・I!~. ~I !~. ~I.~' ~ 3.0 -4.6 5.9 
1915 4 -6.21-4.31-3.31 3.9i 7.1 1501711M17ms 3.1 -3.2 6.5 
1916 5 -3.61-3.71-4.41 5.81 9.5 16.1118.6119.8; 17. 01 9.3 3.0 -2.0 7.1 
1917 6 -6.91-6.2ー1.71 1. 91 4. 5 -0.7 -6.4 5.1 
1918 7 -8. 8!-6.11-2. 61 3.41 7.4 13.2120.5119. 1115.41 8.9 0.6 -4.0 5.6 
1919 8 -6.11-4.81-1. 91 3.01 7.6 12.7118.2: 18. 9i 1~.?1 ~.? 3.7 -3.0 6.1 
1920 9 -5.51-5.91-0.71 3.41 9.4 13.2118.9120.4115.217.9 3.0 -3.8 6.3 

1921 10 -5.9:-6.8:-2.61 4.71 8.5 !~. ~i !~. ~， !~. ~I !~. ~I e. e -1.0 -4.6 
1922 11 -9.71-1. 31-3.71 2.91 9.2 12. 1119.3 20.0116.71 7.7 2.7 -4.4 6. 
1923 12 -~. ~I-~. ~I-~. ~I ~. ~;IQ. Q 13.4117.9:20.5117.118.2 3.5 -3.5 6. 
1924 13 -6.81-5.31-4. 11 6.0i 6.5 13.7119.9118.9114.21 7.5 -0.2 -3.6 5. 
1925 14 -8.3 -6.2 -3.5 2.6 6.5 12.7 17.1 18.7 16.1 7.3 1.8 -2.4 5.2 
1926 15 -6.4 -5.7 -3.2 -0.3 8.6 11. 6 17.4 19.6 16.5 5.8 -1.3 -6.5 4.7 
1927昭和 2-7.9ー7.6-2.8 4.2 6.6 11. 3 19.9 19.4 13.9 7.4 1.6 -4.8 5.1 
1928 3 -5.3 -6.9 -2.6 2.3 10.0 13.5 18.1 18.5 17.1 9.3 1.4 -4.2 5.9 
1929 4 -7.6 -7.6 -3.5 3.0 8.2 12.8 19.2 19.0 13.8 9.2 2.7 1.0 5.9 
1930 5 -5.8 -2.7 -0.3 5.0 8.2 13.7 20.2 20.6 13.1 7.8 -0.4 -3.5 6.3 

1931 6 -6.2 -5.4 -2.6 2.2 6. 1 13.8 16.9;20.0 16.4 7.5 2.1 -2.7 5.7 
1932 7 -4.1 -5.1 -2.8 2.1 8.1 14.7 18.6 20.2 16.2 7.6 2.6 -2.2 6.3 
1933 8 -5.8 -5.5 -2.1 3.8 10.0 13.9 20.7 21. 3 14.7 8.6 1.2 -3.1 6.5 
1934 9 -7.7 -5.8 -3.6 2.9 7.8 13.7 18.7 18.7 15.3 6.8 1.3 -2.8 5.4 
1935 10 -4.0 -3.8 -1.6 3.5 8.1 13.5 18.6 18.4 15.5 6.9 1.3 -3.5 6.1 
1936 11 -7.3 -5.4 -3.1 3.5 7.8 15.0 17.8 19.5 16.6 7.4 2.3 -1.5 6.1 
1937 12 -3.5 -2.2 -0.4 3.7 8.2 12.4 20.5 20.6 15.1 8.6 2.7 -4.9 6.7 
1938 13 

---767...7 。5 
-6.7 -0.41 2. 31 9. 7 13.7119.1120.4114.81 9.0 2.0 -3.5 6.2 

1939 14 --46..4 9 -2. 81 4. 01 8. 9 12.9119.9119.0116. 11 9.9 3.2 -4.3 6.2 
1940 15 -1. 91 3.11 7.2 13・5119. 5i 19・4115・119・7 4.1 -2.4 6.2 
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第二章気 象

資 料 9

中之条月間降水量

三-------ι11 1 2 1 3 1 4 I 5 1 6 1 7_1-~ I 9 110 111 112 1年

1897 明治30 74 29 521 127 143 204 350 108 101 -1 1，533 
1898 31 37 48 281 77 941 244 78 136 384 16 86 721 1，300 
1899 32 16 36 781 - 12 
1900 33 16 

1911 

2151 1251 76 66 21 

1901 34 24 12 391133170481l 171 47 26 1， 294 
1902 35 5 301 1551 2011 108i 140 2281 106 37 96 
1903 36 44 39 1091 981 1611 1651 262 2921 173 43 26 1，489 
1904 37 21 19 471 531 1491 791 434 2661 119 6 118 1， 398 
1905 38 8 12 381 931 781 3541 157 1071 105 27 46 1， 292 
1906 39 11 93 791 351 671 971 429 2131 147 7 31 1，343 
1907 40 17 l 881 1011 1531 1961 101 270) 103 26 14 1， 391 
1908 41 15 31 831 1471 1001 2471 219 160， 65 11 35 1， 320 
1909 42 86 10 971 1341 1561 2961 195 54 11 1， 509 
1910 43 55 9 55: 891 1831 190i 241 7911 177i 185 32 9 2，015 

1911 44 40 331 57 131 421 296 300 415 101 531 69 321 1， 570 
1912 45 191 101 931 591 1381 309 145 

3111985797 a8剖剖m 剖1 2曲87 

109 30 771 1， 378 
1913 大正 2 33: 25 321 781 1291 203 119 169 63 571 1， 173 
1914 3 91 32 941 1081 1521 150 116 207 41 16 191 1，387 
1915 4 631 92 831 191・115:182 54 324 204 11 261 1，723 
1916 5 91 68 24! 411 1041 200 577 225 174 180 541 1， 814 
1917 6 151 32 174 354 215 52 11 1， 446 
1918 7 181 18 631 1111 821 90 178 293 121 87 221 1，180 
1919 8 391 46 611 241 1151 117 177 1451 533 81 110 561 1， 502 
1920 9 461 71 931 951 2551 216 197 3191 289 71 37 39・1， 728 

1921 10 311 44 941 77 196 208 279 83; 339 164 131 12 1， 539 
1922 11 191 133 351 164 841 226 701 286 80 791 91 151 1， 283 
1923 12 441 81 721 105 179 333 211 155 317 126 81 51 1，703 
1924 13 161 8 2357!i970 2 971 1561 1021 1011 183 121 20 13 932 
1925 14 271 33 !~~I !!~ll~~1 ?~QI !~2 77 67 25 1， 364 
1926 15 311 13 291 68 

お Y叫

32 18 106 908 
1927 昭和 2 121 17 1311 182 1071 1011 2571 352; 273 96 51 22 1， 601 
1928 3 411 59 441 118 871 2871 3001 2021 147 255 35 20 1， 595 
1929 4 171 15 181 107 1771 501 1091 146! 396 163 105 48 1，349 
1930 5 181 69 921 90 771 2341 3071 243~ 128 133 69 23 1，482 

1931 6 491 46 48: 83 127 149 199 601 162 153 711 16 1， 162 
1932 7 111 36: 51 132 109 211 189 360 308 741 111 291 1， 620 
1933 8 28 61 63 103 '111 89 183 384 891 125 421 40 1， 221 
1934 9 221 15 53 901 87 137 109 110 190 125 461 24 1， 009 
1935 10 271 54 641 70 641 152 139 226 364 165 401 41 1，406 
1936 11 371 56 291 202 125 941 213 137 312 168 211 46 1，440 
1937 12 371 94 851 86 121 981 526 156 154 140 581 38 1，593 
1938 13 341 38 691 83 111 303 167 316 130 182 211 30 1， 484 
1939 14 211 20 511 99 641 135 128 292 129 104 41 01 1， 081 
1940 15 171 371 161 791門162

138 258 105 120 541 10 1， 057 
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自然誌、

三-------主11¥ 2 ¥ 3 ¥ 4 ¥ 5 1 6 ¥ 7_ ¥ 8 ¥ 9 ¥ 10 ¥ 11 112¥ 年

1941 昭和16
1942 17 711 421 761 1251 1631 61! 2田 115 2 Z請04 L岨1
1943 18 281 151 431 1071 1051 2111 2821 3761 1981 14! 31 1， 409 
1944 19 124513q1988610821438411 10011，151 
1945 20 355711425511371，508 
1946 21 371 491 69: 901 841 387i 174' 1131 188: 681 56' 1， 330 
1947 22 23! 371 711 1461 1951 1901 2161 4891 39， 21 18! 1， 477 
1948 23 111 481 1311 641 208' 305! 1921 4981 1391 871 72i 1， 787， 

1949 24 3 掴31442『曲 川 加 担 21511341 105 38i 1，醐
1950 25 

1951 26 291 1021 841 1331 761 1411 2301 1391 1381 951 771 23: 1， 267 
1952 27 491 -4.31 921 12311O61 2401 234! -941 1481 9oI 601 10' L 289 
1953 28 191 461 861 -291 177 3061 235! 1561 2731 721 -61 571 1; 462 
1954 29 351 161 84! 1231 1611 3201 1341 1師 2凪 794田61m2 511 201.由。1955 30 32 661 1431 711 1801 1031 601 3071 2081 2151 581 71 1. 450 
1956 31 481 291 831 1261 1741 1511 1681 1剖 18512061 60: 41 1， 418 
1957 32 21 481 441 691 1181 2061 239: 3371 2531 991 121 44 1， 471 
1958 33 601 631 361 821 541 1191 2621 2501 3541 1971 45! 671 1， 589 
1959 34 27 58 3605!1 137 113 235 141 4741 278 119 92 66 1， 800 
1960 35 22 15 115 182 82 86 249: 111 83 60 26 1， 066 

1961 36 11 13 83 82 55: 405 164 169 157 238 35 22 1， 434 
1962 37 36 91 15 48 132 244 146 148 76 114 35 31 1，034 
1963 38 50 17 64 68 119 176 183; 127 521 1141 68 14 l，3O458 2 
1964 39 62 75 54 81 109 139 2241 229 22 1， 
1965 40 23 7 36 44 264 141 1171 127 246' 70! 102 38 1， 215 
1966 41 15 67 111 67 175 321 153 136 372 98 14 28 1， 557 
1967 42 25 38 56 134 69 194 177 123 146 158 44 10 1，174 
1968 43 17 37 70 165 188 211 279 374 89 101 21 96 1，648 
1969 44 57 59 77 56 97 197 249 222 252 68 65 81 1， 407 
1970 45 77 54 16 82 200 2041 151 153 167 64 72 16 1， 256 

1971 46 10 631 102 356 49 151 29 1， 131 
1972 47 74 781 35 1391 3151 123 231 28 231 53 1， 212 
1973 48 37 391 16 1281 94 2471 331 45 126 110 21 33 910 
1974 49 10 50! 58 145' 74 186' 2241 138 195 88 361 6 1， 210 
1975 50 36 50! 70 59: 107 17511971 93 97 82 1361 32 1， 134 

ljhP21441144121184村山川 52¥ 33¥1. 3811 
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第二章気 象

資 料 10

四万平均気温C"C)

ミ---!J1 1 2 I 3 1 4 1 5 1 6 1. 7 I 8 1 9 I 10 111 1 12 I年

1928昭和 3-2.01-2.2 0.6 5.5112.4 14.0 18.7 19向山 516.0
1929 4 -3.31-3.5 0.6 6.8110.3 17.4 23.1 22.9117.3112.71 7.2 4.91 9.7 
1930 5 -113.2 17.3 22.9 23.5117.7113.01 6.0 2.0 一
1931 6 -~. ~;--~. ~ 3.1 7.9: 12. 1 17.1 18.9 23. 3118. 9112. 0: 7. 6 2.7 ー

1932 7 0.9¥-1. 3 1.6 6.9113.2 15.9 21. 6 22.0117.6111.41 6.9 2.61 9.9 
1933 8 -1.2 -1.1 1.6 8.8 15.1 18.1 23.2 23.3 18.5 12.2 7.1 2.1 10.6 
1934 9 -2.7 -1.3 0.9 7.4 13.3 18.1 21.1 22.1 18.2111.2 6.3 2.5 9.8 
1935 10 -0.3 0.3 2.5 7.5 12.4 17.3121.4 21.1 17.7112.4 6.6 1.4 10.0 
1936 11 -2.7 -2.7 0.6 7.8 12.8 !~. 2; ~!. ~ 22.9 20.4111. 7 6.8 2.3 9.9 
1937 12 0.3 1.8 3.3 8.3 13.1 15.8122.2 23.8 17.9112.4 7.0 0.3 10.5 
1938 13 -1.5 -2.2 5.3 8.9 14.2 17.5¥ 21. 9 22.3 17.7112.7 5.9 1.5 10.4 
1939 14 -2.3 -1.1 1.9 17.2 22.9 22.0 19.5 13.9 7.7 1.9 10.4 

観測中止

1953昭和28-1.5 -0.7 4.5 7.5¥13.2 17.9 19.9 22.2 18.2 13.3 6.8 4.5 10.7 
1954 29 0.5 1.3 3.7 10.4 14.8 19.2 23.4 20.1 11. 3 7.7 2.8: 
1955 30 -0.5 1.7 4.7 9.6 13.8 18.7 23.5 22.5 18.1 13.8 6.8 3.7 11. 4 
1956 31 -0.6 -0.9 3.7 8.3 13.7 18.2 21. 3 21. 7 18.9 13.1 7.2 0.6 10.4 
1957 32 0.8 -0.8 1.0 9.7 12.5 16.4 20.6 23.1 16.8 13.2 8.3 3.8 10.5 
1958 33 -0.3 0.9 3.8 9.1 13.3 18.2 21. 5 21. 9 19.2 12.0 7.1 4.3 10.9 
1959 34 -0.7 3.3 4.2 9.5 14.1 15.9 22.1 22.9119.6 13.4 7.8 2.9 11.3 
1960 35 0.0 2.3 4.6 7.8 13.5 16.9 22.0 22.6¥19.1 12.0 8.3 2.3 11. 0 

1961 36 -0.9 -1.0 3.7 9.9 14.8 17.4 23.1 22.6 19.8 14.1 8.1 ~. QI g. ~ 
1962 37 -1.5 -0.5 2.5 8.3 13.3 16.3 21.1 23.2 19.5 12.2 6.9 2.7i 10.3 
1963 38 -3.5 -1.8 2.6 9.7 14.6 18.6 21.8 22.4 16.4 12.1 7.5 3.3 11. 1 
1964 39 0.5 -1.9 2.1 12.3 14.0 17.0 22.3 23.9 18.0 11. 4 6.6 2.4 10.7 
1965 40 -0.9 -0.3 0.8 6.2 13.3 18.1 20.8 22.7 17.5 12.1 7.9 1.5 10.0 
1966 41 -0.8 1.5 3.7 9.2 13.4 16.8 21. 5 23.1 19.0 13.6 6.9 0.6 10.7 
1967 42 -1.0 -0.4 3.5 8.1 14.6 17.8 22.1 22.8 18.5 11.6 7.1 0.9 10.5 
1968 43 -1.0 -2.6 3.2 8.9 12.8 17.2 20.7 22.0 17.0 10.9 7.8 4.3 10.1 
1969 44 0.2 -0.1 1.0 9.1 13.4 16.3120.0 21. 6 17.4 11. 3 6.7 1.3 9.9 
1970 45 -2.0 0.2 -1.0 8.2 14.5 16.4121.4 22.6 19.1 12.2 6.7 0.5 9.9 

1971 46 -1.2 -0.2 1.9 7.9 13.3 17.1 21. 9 22.5 17.1 11.0 6.3 2.0 10.0 
1972 47 1.0 -0.5 3.6 8.5 13.1 16.9 21.1 22.5 18.3 12.4 6.9 2.7 10.5 
1973 48 0.3 1.5 1.3 11.1 12.8 15.6 22.7 24.1 18.4 11.5 6.2 0.6 10.5 
1974 49 -1.9 -0.8 2.0 9.2 13.6 18.4 19.7 23.5 18.4 13.2 6.3 1.8 10.3 
1975 50 -1.2 -1・1-2・1110.0114・018.3 22.1 23・0|20・612.6 7.3 1.6 10.4 

¥ ~~別語 1-0. 9卜0.61 2.518.6113.4117判
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自然誌

資料 11

四万 日最高気温の月平均値 ("C)
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第二章気 象
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自然誌

資料 13

四 万月 間降 水量 (mm)

ミ----と1_11_2_l!J 4 1 5 1 6 I 7 I 8 I 9 110 111 I i21年

1929 昭和 4 301 491 311 1171 1臨l臨l2組267」7側EnM mS454 59 1.870 
1930 5 一一一一 10312871 4201 2671 148 2021 78 25 
1931 6 581 451 561 1121 1521 3001 270: 951 157 138: 73 23 1，479 
1932 7 13: 44 80 171 122 247 267i 325 407 69 128 46 1， 919 
1933 8 27 

42388971:i 1 660 4 
1171 901 1251 2261 591 

11i82u ぽ41132 

54 611 1， 615 
1934 9 56 901 1151 1671 1961 153 122 60 231 1.324 
1935 10 41 81 1011 751 1511 1141 331 147 50 631 1， 666 
1936 11 53 55 1511 1541 120， 2221 84 140 18 411 1， 360 
1937 12 32 761 99 110; 1251 1101 719. 307 140 67 92; 2.044 
1938 13 53 531 91 841 1541 3161 2931 434 182 29 421 1.735 
1939 14 51 251 87 981 69: 2011 1311 451 19O: Ug 51 81 1， 475 

観測中止

1953 昭和28 381 32 78 541 129 389338258125579 131 65 1.728 
1954 29 371 25 74 1291 176 3781 1831 226! 4011 91 771 28 1.825 
1955 30 531 88 135 n94 4ai 1l 267 149: 155! 3461 2281 228 53! 24 1.820 
1956 31 851 56 84 144: 231 2I6! 2351 1671 i841 i87 861 23 1.698 
1957 32 121 73 69 126 1951 2731 3211 2761 87 141 64 1， 581 
1958 33 651 75 261 107 48 145 307 342 293 166 381 144 1， 756 
1959 34 621 61 841 162 137 224 210 555 231 160 771 69 2.032 
1960 35 541 44 581 132 203 991 96 467 138 100 731 39 1， 507 

1961 36 46: 34 951 107 76 384 228 315 144 206 491 50 1， 734 
1962 37 111 43 261 79 147 292 2941 106 64! 167 451 35: 1， 409 
1963 38 711 46 931 81 124 251 2351 280 77 140 781 23 1.499 
1964 39 71 107 511 103 91 173 286 342 264 139 331 33 1.693 
1965 40 351 161 47 70~ 362 2384701i 198149 3221 72 126 57 1， 741 
1966 41 861 177 1611 271 4101 132 26 49 1.894 
1967 42 531 521 57 1851 102 2931 3291 144 1961 148 53 10 1， 622 
1968 43 521 431 74 1111 236 ~~~i 1~~ 32 125 1， 955 
1969 44 691 701 96 831 120 3161 2111 273 220186 79 14 1.637 
1970 45 991 62: 61 851 268 2351 1761 138 228! 78 78 28 1.536 

1971 46 421 42 961 85 162 174 301 259 259 100; 18 421，580| 
1972 47 781 77 821 112 54 232 431 197 383 421 23 301 1， 803 
1973 48 1191 66 551 1451 2141 3851 1371 1571 1691 1221 491 111 1， 629 
1974 49 72以… ω19い571 43 幻1.493
1975 50 84! 59 ~81 68i 1181 3371 19111401 931 9811241 4211. 412 

l ;努仇平g鍔~Iド551い521 判ψ州 275判判711 44わ|卜い同同1.川川，品刷伺側付84 | 
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資料 14

事訴
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紙

袋

四
最低 <o.C 30.6 27.5 25.7 7.0 0.5 。。。。0.3 10.4 26.8 128.8日

平均孟25.C 。。。。。。 3.0 2.0 0.1 。。。 5.1日
万 最 高 注30.C 。。。 0.1 。 0.3 5.9 7.1 0.4 。。。13.8日

降水
前 橋 29 27 47 73 105 204 160 163 134 113 42 25 1，122 

中 之 条 37 38 58 83 141 223 184 181 177 115 48 29 1，314 
量 四 万 65 55 72 99 170 287 244 241 209 128 60 42 1，672 

< lmm 5.0 5.7 6.2 5.1 6.1 8.5 4.1 70.3日
前 孟 lmm 2. 4.9 7.0 9.2 11. 4 15.0 14.8 12. ~I 11. 71 10.4 5.4 4.1 109.2日

橋
孟 10mm 1. 0.7 1.6 2.5 3.7 7.0 4.2 4.7i 4.6 3.5 1.1 0.8i 35.6日

降 ミ 30mm o. 0.1 0.3 0.5 0.6 1.7 1.8 1. 41 1. 01 o. 9 0.3 0.2 8.9日

水
< lmm 3.3 1.0 2.1 2.4 2.1 2.5: 2.7 2. 1 2.1! 0.9 1.8 2.5 25.5日

中 二三 lmm 5.1 6.3 7.7 9.3 11. 6 13.7 14.11 10.6 5.9 120.9日
之

5.3 

日 条
二と 10mm 1.3 1.2 1.9 3.0 4.8 7.31 5.3 5.2 5.31 3.8 1.4 1.1 41. 6日

注 30mm 0.1 0.1 0.2 0.7 1.2 2.21 2.1 2.0 1. 61 0.8 。11. 4日

数 < lmm 
6r431|Z  

2.1 2.8! 3.5 2.8 3.1 3.7 7.2 44.8日
四 注 lmm 11.5! 10.91 10.61 11.6 12.6 18.21 18.5 16.0 16.5 11. 6 8.2 7.8 154.0日

万
孟 10mm 2. 01 2. 61 2. 71 3. 3 5.6 9.01 7.6 6.7 6. 1 4.8 1.7 1.1 53.2日

孟 30mm 1. 01 O. 11 O. 11 O. 7 1.5 3.21 2.2 2.4 1.8 0.9 0.4 0.1 13.5日

書 前
< 10cm 3.4 4.0 1.9 0.4 。。。。。。 0.1 1.0 10.8日

孟 10cm 。 0.3 0.2 。。。。。。。。。 0.5日

数日 橋 孟 20cm 。 0.1 0.1 。。。。。。。。。 0.2日

佃

回
甲
山
川
町



事通

之条中

< 10cm 9.3 7.6 4.4 1.4 。。。。。。0.3 3.0 26.0日

積 孟 10cm 1.7 2. 1 0.6 0.2 。。。。。。。 0.3 

雪 二三 20cm 0.1 0.6 0.1 0.1 。。。。。。。。
日

四 < 10cm 13.6 10.2 10.7 1.0 0.1 。。。。。2.1 9.6 47.3日

数 孟 10cm 10.61 10.7 4.81 0.3 。。。。。。0.1 
万 孟 20cm 3.71 6.8 1. 61 0.1 。。。。。。。1.11 13.3日

前 橋

NS NE E剛r.:JNNW SE ESE ESE NW  NNW NNW 

中 之 条 NE SE S SE SE SE E E 

四 万 N SE SE SE SE SE SE SE SE 

前 橋 4 4 4 3 2 2 2 2 2 3 4 4 3 
中 之 条 1 1 l 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 

四 万 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 2 

風力 前 橋 3.8 4.4 4.6 5.0 0.9 0.6 0.1 0.7 0.7 0.3 2.2 2.4 25.7日
中 之 条 。。。。0.1 。。0.2 0.3 。。。 0.6日

三星6 四 万 。。 0.3 。0.3 0.1 0.1 0.1 0.3 0.1 。。 L3日

快晴(9時〉 19.1 14.9. 12.5 8.4 7.9 4.4 15.0 

天
前

曇 天(9時〉 8.0 10.31 13.2 18.0 18.8 22.1 23. 6~ 19.3: 20.71 17.7 11. 7 8.81 192.2日

気
雨 5.7 6.91 11.2 15.7 17.3 21. 4 10.0 6.8! 171. 5日

橋 雪 5.7 6.11 3.6 0.4 。。o 1 0 1 0 1 0 0.3 1.61 17.7日
日 雷 0.2 o 1 0.1 0.6 1.8 4.4 5.31 7.61 2.81 0.4 0.1 o 1 23.3日

数 |快問~ 1吋吋吋 9;|吋 576192166|吋吋吋 126.1日l
曇天(9時)1 6. 61 8.81 11. 41 13.81 13. 91 16. 21 16. 01 12. 11 16. 91 13. 91 8. 61 8. 31 146. 5日

町
内
町

師
帆
綱
川
同
職



之条中

雨 2.0 2.4 6.8 10.6 13.1 17.0 15.9 15.6 14.9 11. 2 6.1 4.5 120.1日
日z香a 5.9 5.1 2.8 0.6 。。。。。。 0.5 2.4 17.3日|

天 雷 。。 0.1 0.1 0.7 1.5 2.0 2.7 0.5 0.2 0.1 。 7.9日

気 快晴(9時〉 11. 0 6918;|6;175 10.3 3.5 7.2 9.5 10.01 89.3日

日 四 曇天(9時〉 10.7 12. 91 14. 31 15. 61 14. 6 18.8 17.41 14.7 18.0 15.7 11. 5 11.71 161. 2日

数
I蒲 1.6 2. 61 5. 81 12. 21 13. 2 19.2 19.4i 17.9 17.3 13.2 7.6 

万
雪 13.4 12. 11 8.61 1. 51 0 。。。 。0.1 3.4 8.71 47.8日

宮 。o 1 0.11 0 1 0.6 1.4 0.4 0.3 0.1 。。o 1 2.9日

総

書Z

回

資 料 15

日;最高気温の月別累年最高値とその起日(上より起年、起目、測定値〉

}耐Z__I 1 I 2 I 3 I 4 I 5 I 6 I 7 I8 I 9 I 10 I司王-I-~I統計年数
l 橋|;:勢調;?i;;jj|;?i|;:;jl;ぇ|;3117i31::jj|;:jjii方前

之 条中 ::;;|;;号|;;ii;?;|;71;?j|;;;j
:調;月l;:31313i|;;;|;:;!

;;jjl;:jj|;::i;:1123 
;:ii|;:jj;;jj;:tl::2i 四 万

(前橋 1916・1・23同値)

1917 
7・29
38.0 

1925 
8・15
34.9 

匂3

。ー司、

79 

77 

63 



日;最低気温の月別累年最低値とその起日
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年
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日降水量の月別累年最大値とその起日

電量

五両示-2!__1
1 I 2 I 3 I 4 I 5 I 7 I _!_ I 9 ! 1~_ I 11 _l12 I 年 !統計年数

1970 1928 1908 1927 1929 1966 1937 1901 1955 
品目IJ 橋 31 14 7 4 23 28 15 61 14 71 14 25 8.6 79 

48 52 50 88 111 145.7 113 262! 205 135' 72 73 262 

1970 1951 1937 1927 判 191割1蛸
1959 1926 1948 

中 之 条 30 28 3 4 261 30 30: 41 151 2 3 23 9.15 76 
75 55 44 97 96; 120 264i 223j 2651 129 61 55 265 

1911 1927 1965 1973 1916 1911 

調3
1916 

1唄4司四 万 301 16 19 4 26 21 30 4 17 7・30 61 
69i 51 55 88 128 116 215 210 52 215 

h
N
m
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糾
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酬
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申告

書草

在日

月間降水量および年間降水量の累年最少値とその起年

五両伊~111 ~I 3 I 4 I 5 I 6 I 7 I 8 I 9 I 10 I 11 I 12 I 
1945 1929 1927 1953 1972 1960 1960 1973 

:1 1m  

1947 1973 
前 橋 。。 7 14 23 52 45 24 15 1 。

1952 1907 1943 1919 1972 1929 1926 1973 1963 1898 1973 1939 
中 之 条

2 1 15 24 35 50 29 45 52 16 2 

1957 1933 1962 1910 1958 1927 1924 1936 1962 1972 1906 1939 
四 万

12 8 26 42 48 73 83 84 64 42 5 8 

(前橋1927.1同値、 1939.12同値、中之条1947.11同値、 1897.12同値)

積雪の月別累年最大値とその起日

前十日 1~ 3 I 4 I 5 I 6 I 7 I 8 I 9 I 10 I 11 I 12 I 
1954 1968 1946 1908 -1 1950 1912 

前 橋 24 16 3 9 30 29 
32 29 24 29 7 17 

1906 1937 1969 19081 1950 1912 
中 之 条 5 2 13 30 25 

42 39 27 12 48 

1905 1962 1906 1908 1912 1904 
四 万 1 1 7 9 30 25 

75 81 36 94 一 17 68 

(前橋 1942.2.2同値〉

年

869 

1926 

908 

1924 

1，143 

年

1954 
1・24
32 

1908 
4・9

52 

1962 
2.1 
81 

|統計年数

79 

76 

61 

|統計年数

79 I 

76 

61 

~ m 



資料 16

中 之 条

車両

一~
初霜 終 霜 初 雪 終 雪 初 氷 桜開花・満開

月|日|日

1926 ....... 27 昭和 1....... 2 X 14 V 30 XII 1 E 20 
1927 ....... 28 2....... 3 X 19 IV 25 XII 9 IV 4 
1928 ....... 29 3....... 4 X 20 V 6 XII 2 E 13 
1929 ........30 4....... 5 X 22 V 26 XII 20 E 13 
1930 ....... 31 5....... 6 X 28 V 26 XII 1 V 9 

1931 ....... 32 6....... 7 X 12 V 11 XII 24 E 23 
1932 ....... 33 7....... 8 X 7 V 12 I 5 E 27 
1933 ....... 34 8....... 9 X 26 V 4 XI 28 町 1 
1934 ....... 35 9 ....... 10 X 19 V 4 XII 4 E 24 
1935 ....... 36 10 ....... 11 X 23 IV 11 刃 11 E 26 

1936 ....... 37 11 ....... 12 X 24 V 11 XII 20 IV 9 
1937 ....... 38 12 ....... 13 X 21 V 13 XII 1 百 11 
1938 ....... 39 13....... 14 X 8 IV 28 XII 17 IV 4 
1939 ....... 40 14....... 15 X 18 V 15 XII 12 IV 6 
1940....... 41 15 ....... 16 X 27 V 16 XI 12 百 8 

1941 ....... 42 16 ....... 17 X 20 V 15 XII 15 IV 11 
1942....... 43 17 ....... 18 X 19 v 22 XI 27 IV 8 
1943 ....... 44 18 ....... 19 X 30 W 24 XII 4 E 25 
1944 ....... 45 19 ....... 20 X 15 V 13 XII 13 E 6 
1945 ....... 46 10....... 21 玄 28 町 24 XII 11 E 3 

。、
。也
0> 

同

帆

嗣

柑

川

肺

臓



申告

毒患

在耳

1946 .....， 47 
1947 .....， 48 
1948 .....， 49 
1949 .....， 50 
1950 .....， 51 

1951 .....， 52 
1952 .....， 53 
1953 .....， 54 
1954 .....， 55 
1955 .....， 56 

1956 .....， 57 
1957 .....， 58 
1958 .....， 59 
1959 .....， 60 
1960 .....， 61 

1961 .....， 62 
1962 .....， 63 
1963 .....， 64 
1964 .....， 65 
1965 .....， 66 

1966 .....， 67 
1967 .....， 68 
1968 .....， 69 
1969 .....， 70 
1970""" 71 
1971 .....， 72 

平

21 .....， 22 
22""" 23 
23 .....， 24 
24""" 25 
25""" 26 

26.....， 27 
27""" 28 
28""" 29 
29""" 30 
30 .....， 31 

31 .....， 32 
32""" 33 
33""" 34 
34""" 35 
35""" 36 

36""" 37 
37""" 38 
38 .....， 39 
39""" 40 
40""" 41 

41 .....， 42 
42""" 43 
43""" 44 
44""" 45 
45""" 46 
46""" 47 

均

X 
X 
X 
X 
X 

X 
刃
刃
X 
X 

! X 
X 
X 
X 
X 

:xr 
X 
:xr 
X 
X 

X 
X 
X 
玄
X 

X 

29 V 2 :xn 
24 E 31 :xr 
19 lV 17 廻
24 E 25 刃
24 V 21 :xr 
7 V 9 刃
2 V 2 :xn 
4 V 27 :xr 
5 IV 26 I 
13 V 17 :xr 
21 V 16 3江
4 V 13 :xn 
9 V 7 :xr 
24 :xn 
19 IV 22 :xn 
8 :xn 
16 V 3 刃
8 V 27 :xn 
30 V 2 :xn 
4 V 12 :xn 

:xn 
20 :xn 
15 一 工
13 刃
20 一 一 :xr 
28 V 3 :xr 
20 V 6 :xn 

9 E 26 
20 E 5 X 
30 IV 6 盟
20 E 28 X 
28 E 23 :xr 
26 E 20 :xr 
9 IV 12 :xr 
20 E 29 3伍
1 E 28 刃
21 町 8 刃

30 E 22 :xr 
5 E 28 X 
30 E 13 X 
20 E 26 :xr 
4 E 27 玄

9 E 30 :xr 
28 E 12 X 
9 E 30 :xr 
17 IV 2 X 
6 E 31 刃

10 IV 16 :xr 
13 E 26 3江
1 lV 17 :xr 
25 E 19 X 
30 E 23 :xr 
30 E 9 3江

6 E 27 3江

lV 
30 lV 
1 I耳
31 
16 lV 

6 lV 
2 lV 
8 lV 
13 I耳
9 I耳

16 lV 
19 lV 
29 lV 
14 I望
29 lV 

8 lV 
16 lV 
4 lV 
30 lV 
13 lV 

4 lV 
11 
22 W 
23 lV 
16 lV 
9 

5 I耳

17 
8 
18 

9 

13 
11 
7 
9 
14 

15 
10 
5 
7 
9 

15 
14 
12 
18 
10 

10 

14 
23 
12 

12 

20 
18 
23 

19 

20 
24 
11 
13 
17 

20 
17 
11 
14 
14 

18 
17 
16 
23 
20 

15 

19 
28 
16 

18 

c 
'" m 



四万

、¥¥¥ ¥-¥¥  ¥~  J二----=

初霜 終霜 初 雪 終 雪 初 氷 桜開花・満開

月|日|日

1956 ，.... 57 昭和31，....32 X 21 XI 16 lV 3 XI 16 

1957 ，.... 58 32"'" 33 X 4 XlI 5 百 15 XI 9 町 22 28 

1958 ，.... 59 33"'" 34 X 8 X 16 lV 11 XI 16 町 18 23 

1959 ，.... 60 34"'" 35 X 24 X 14 四 7 刃 14 I耳 21 27 

1960 ~ 61 35 ~ 36 JX 29 3江 26 町 I_~ 3江 15 lV 20 25 

1961 ~ 62 36 ~ 37 刃 8 3江 13 ][ i 30 XI 14 百 24 29 

1962 ~ 63 37"'" 38 JX 26 3伍 21 百 8 XI 6 W 23 28 

1963 ~ 64 38 ~ 39 X 3 XI 27 四 7 XI 3 N 16 20 

1964 ~ 65 39 ~ 40 X 10 X 25 lV 30 3江 7 lV 6 10 

1965 ，.... 66 40 ~ 41 X 4 刃 10 W 18 XI 4 町 23 28 

平 均 X 11 11 XI 10 四 23 28 

事掛 収機 1 ・民~}l::1*同l:>oY.c- í幹也君Il!!lE Q H<~Q~J心~初」
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国 #QおH<晴夫 +<臨時認尊重判事

h吋

a") 。、

日
以
桝
川
神
明

劇薬品+縦
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動

第
三
章

物

自

獣

類

動
物
は
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
に
最
も
適
し
た
環
境
に
坐
息
し
て
い
る
。
群
馬
県
の
北
西
部
に
位
置
す
る
中
之
条
町
は
、
北
を
三
園
山
脈
を

構
成
す
る
稲
包
山
、
赤
沢
山
、
木
戸
山
な
ど
の
一
、
六

O
O
M内
外
の
山
々
で
さ
え
ぎ
ら
れ
、
西
に
吾
嬬
山
、
東
に
十
二
ケ
岳
な
ど
の
山

々
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
そ
れ
ら
か
ら
流
れ
で
る
水
は
、
渓
流
と
な
っ
て
四
万
川
や
名
久
田
川
に
注
ぎ
、
や
が
て
吾
妻
川
に
合
流
し
て
い

る。
動
物
の
&
.
息
す
広
環
境
と
し
て
、
植
物
相
特
に
森
林
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。
日
本
動
物
相
の
区
分
に
よ
る
と
、
主
に
旧
北
区
、

部
は
東
北
区
に
入
っ
て
い
る
。
日
本
列
島
は
、
南
北
に
長
く
、
北
海
道
、
本
州
、
四
国
及
び
九
州
な
ど
が
飛
び
石
状
に
並
ん
で
い
る
た
め
、

植
生
と
し
て
寒
帯
林
系
、
温
帯
林
系
、
暖
帯
林
系
、
熱
帯
林
系
な
ど
が
分
布
し
て
い
ろ
。
中
之
条
町
は
、
土
地
の
高
低
に
よ
っ
て
も
多
少

異
な
る
が
主
と
し
て
温
帯
林
系
に
属
す
る
。

獣
類
と
し
て
は
、
温
帯
林
系
の
ア
ナ
グ
て
カ
モ
シ
カ
、
テ
γ
な
ど
が
分
布
し
、
キ
ツ
ネ
、
タ
ヌ
キ
な
ど
の
寒
帯
林
系
、
温
帯
林
系
、

暖
帯
林
系
に
共
通
な
種
類
も
み
ら
れ
る
。

日
本
の
獣
類
は
、
鳥
類
に
比
べ
て
種
類
が
少
な
い
。
陸
生
の
も
の
で
は
、
ネ
ズ
ミ
類
一
九
種
.
食
虫
類
一
五
種
、
コ
ウ
モ
リ
類
二
五
種
、



そ
の
他
=
二
種
生
息
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
中
之
条
町
に
は
、
大
型
獣
と
し
て
、
ク
て
カ
モ
シ

カ
の
わ
ず
か
二
種
が
生
息
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

山

ツ

キ

ノ

ワ

グ

マ

青
森
県
以
南
に
分
布
。
雑
食
性
で
、
魚
類
、
ヵ
ュ
や
果
実
、
木
の
芽
、
雑
草
、
木
の
根
な
ど
を
食
べ
る
。
穴
で
冬
眠
し
野
生
の
も
の

は
、
二
年
に
一
度
出
産
す
る
。
ま
た
、
年
一
回
出
産
と
の
記
録
も
あ
る
。
人
畜
に
対
す
る
被
害
は
比
較
的
少
な
い
が
、
と
き
と
し
て
畑
の

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
荒
す
こ
と
が
あ
る
。

。4日
本
産
の
タ
ヌ
キ
に
は
ホ

γ
ド
タ
ヌ
キ
と
エ
ゾ
タ
ヌ
キ
の
二
亜
種
牛
.
息
し
て
い
る
が
、
こ
の
辺
に
分
布
し
て
い
る
の
は
ホ

γ
ド
タ
ヌ
キ

で
あ
る
。

タ

キ

ヌ

森
林
や
や
ぶ
の
中
に
穴
を
ほ
っ
た
り
、
木
の
根
方
、
岩
穴
、
他
の
動
物
の
穴
を
利
用
し
た
り
し
て
生
息
し
、
夜
行
性
で
夕
方
か
ら
活
動
を

は
じ
め
、
ま
た
昼
間
も
活
動
す
る
こ
と
が
あ
為
。
雑
食
性
で
、
ノ
ネ
ズ
ミ
、
両
坐
類
、
胞
虫
類
、
ヵ
ニ
、
魚
、
果
実
な
ど
食
べ
る
。
木
に

登
っ
て
果
実
を
食
べ
た
り
、
ご
み
捨
て
場
を
あ
ら
し
た
り
す
る
a

足
跡
は
ジ
グ
ザ
グ
で
、
そ
の
通
路
に
糞
を
一
カ
所
に
た
め
て
す
る
習
性

が
あ
り
、

H

た
め
糞
M

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

物

タ
ヌ
キ
は
、
昔
か
ら
人
を
化
か
し
た
り
、
人
に
化
け
た
り
す
る
動
物
と
さ
れ
、
ま
た
各
地
の
伝
説
や
昔
話
の
主
人
公
と
し
て
よ
く
で
て

く
る
。

第三宝it動

na 
雑
木
林
や
人
家
近
く
の
林
に
住
み
、
細
く
と
が
っ
た
口
先
、
三
角
形
を
し
た
大
き
な
耳
、
体
長
よ
り
長
い
尾
に
特
徴
が
あ
る
。
普
通
、

早
朝
と
夕
刻
活
動
す
る
が
、
繁
殖
期
の
冬
期
に
は
日
中
で
も
鳴
き
な
が
ら
歩
く
。
普
通
、
速
歩
で
行
動
し
、
尾
を
水
平
に
伸
ば
し
積
雪
の
あ

933 

キ

ツ

ネ



然誌

る
時
は
、
雪
上
に
一
直
線
の
足
跡
を
残
す
。
走
る
場
合
に
は
前
肢
と
後
肢
を
そ
ろ
え
波
状
に
と
ぶ
。
全
速
力
で
走
る
と
時
速
五

0
1七

o

tょ
に
な
る
と
い
う
。
雑
食
性
で
、
ノ
ネ
ズ
ミ
、
ノ
ウ
サ
ギ
、
鳥
類
を
主
体
に
昆
虫
類
、
魚
類
、
果
実
、
捜
果
も
食
べ
る
。
ノ
ネ
ズ
ミ
、

ノ
ウ
サ
ギ
を
食
べ
る
こ
と
で
有
益
獣
で
あ
る
。

aaτ 
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自

テ

ン

イ
タ
チ
よ
り
や
や
大
き
く
、
日
本
に
は
寒
帯
林
系
の
ク
ロ
テ
ン
と
暖
帯
林
系
の
テ

γ
の
二
種
が
生
息
し
て
い
る
。
本
郡
に
生
息
す
る
の

は
後
者
で
あ
る
。
冬
毛
が
鮮
か
な
黄
色
で
美
し
い
。
山
麓
か
ら
亜
高
山
帯
ま
で
の
森
林
地
帯
に
出
布
し
、
夜
行
性
で
木
登
り
が
う
ま
い
。

下
沢
渡
地
内
で
野
鳥
の
生
息
状
況
を
調
査
中
、
梢
か
ら
檎
へ
と
素
早
く
移
動
す
る
の
を
目
撃
し
た
。
ま
た
戦
時
中
、
岩
植
山
で
松
根
油

を
採
る
た
め
の
松
の
根
を
掘
っ
て
下
へ
落
し
た
と
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど
岩
の
上
で
寝
て
い
た
テ
シ
に
命
中
し
て
捕
え
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
と

い
う
。
餌
は
鳥
類
や
ノ
ウ
サ
ギ
、
モ
モ
ン
ガ
、
ム
サ
サ
ビ
な
ど
の
晴
乳
類
、
ト
カ
ゲ
、
カ
ナ
ヘ
ビ
な
ど
の
腿
虫
類
、
ま
た
カ
キ
や
木
の
実

な
ど
で
あ
る
。

F
町
d
v平

地
か
ら
低
山
帯
の
河
川
や
湖
沼
の
周
辺
、
ま
た
は
人
家
附
近
に
生
息
し
、
木
の
根
元
、
土
蔵
の
礎
石
の
下
の
穴
な
ど
を
休
息
所
と
し

て
い
る
。
主
と
し
て
夜
行
性
で
あ
る
が
、
昼
間
も
行
動
し
人
を
お
そ
れ
な
い
。
ネ
ズ
ミ
、
鳥
類
、
ト
カ
ゲ
、
ヘ
ピ
、
カ
エ
ル
、
鳥
、
昆
虫

類
な
ど
を
餌
と
す
る
。
泳
ぎ
が
う
ま
く
地
上
で
生
活
し
、
木
に
は
登
ら
な
い
。

イ

タ

チ

no 
平
地
か
ら

E
高
山
帯
ま
で
の
森
林
に
住
む
。
夜
行
性
、
雑
食
性
で
植
物
の
根
、
果
実
、
昆
虫
類
、

食
べ
る
。
家
族
で
生
活
し
、
十
一
月
噴
か
ら
三
月
噴
ま
で
冬
眠
す
る
。

ア

ナ

グ

マ

ノ
ネ
ズ
ミ
、
カ
エ
ル
、
モ
グ
ラ
な
ど

タ
ヌ
キ
と
と
も
に
ム
ジ
ナ
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。



ヲ

f北
海
道
以
外
の
各
地
に
生
息
し
て
い
る
が
、
こ
の
辺
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
ス
ギ
林
や
、
神
社
等
の
森
に
住
み
、
夜
行
性
、
樹
上

性
で
樹
木
の
芽
、
茎
葉
、
果
実
、
種
子
、
昆
虫
類
な
ど
を
食
す
る
。
前
肢
と
後
肢
と
の
聞
に
で
き
る
飛
膜
を
利
用
し
て
木
か
ら
木
へ
滑
空

す
る
こ
と
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。

no ム
サ
サ
ビ
よ
り
小
さ
〈
、
リ
ス
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
で
、
本
州
、
四
園
、
九
州
に
分
布
し
て
い
る
。

平
地
か
ら
高
山
ま
で
の
森
林
に
住
み
、
夜
行
性
で
ム
サ
サ
ビ
と
同
じ
よ
う
に
木
か
ら
木
へ
滑
空
す
る
。
木
の
芽
、
種
子
、
昆
虫
類
な
ど

を
食
べ
る
。

n
ヨ平

地
か
ら
車
高
山
帯
に
至
る
森
林
に
住
み
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
等
の
針
葉
樹
を
好
み
、
昼
行
性
で
あ
る
。
樹
上
を
活
発
に
行
動
す
る
。
樹

皮
、
種
子
、
穀
果
、
昆
虫
類
な
ど
を
食
べ
、
樹
上
や
樹
枝
聞
に
樹
皮
や
こ

け
類
な
ど
で
巣
を
造
る
。

叩

サ

ル

日
本
固
有
種
で
、
本
州
、
四
園
、
九
州
に
分
布
し
青
森
県
下
北
半
島
が

サ
ル
類
の
北
限
で
あ
る
。
半
樹
上
半
地
上
性
で
果
実
、
木
の
芽
、
昆
虫
を

食
べ
る
。
昼
行
性
、
群
れ
で
行
動
し
社
会
行
動
を
と
る
。

日

ノ

ウ

サ

ギ

平
地
か
ら
高
山
帯
ま
で
の
原
野
や
疎
林
に
生
息
す
る
。
東
北
地
方
や
裏

ム

サ

ピ

サ

モ

ガ

モ

ン

リ

ス

物第三章動

スリ
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ク
ロ
ウ
な
ど
が
あ
る
。

ロ

カ

モ

シ

カ

日
本
特
有
の
種
類
で
一
九
五
五
年
よ
り
我
国
の
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。
本

州
、
四
国
、
九
州
の

E
高
山
帯
、
高
山
帯
の
岩
場
を
好
む
が
、
中
之
条
町
大
字
上
沢
渡
大
岩

や
長
野
原
、
四
万
な
ど
の
崖
の
あ
る
低
山
帯
に
も
住
む
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
動
作
は

お
そ
い
が
岩
場
を
巧
み
に
登
っ
た
り
、
下
っ
た
り
す
る
。
植
物
食
の
動
物
で
樹
木
の
若
枝
、

樹
皮
な
ど
も
た
べ
る
た
め
植
林
地
で
の
被
害
が
近
年
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。

問

ヤ

マ

ネ

日
本
特
産
種
で
本
州
、
四
国
、
九
州
に
分
布
す
る
。
平
地
か
ら

E
高
山
帯
ま
で
の
森
林
に
生
息
す
る
が
本
郡
で
は
嬬
恋
方
面
に
多
く
み

ら
れ
る
。
樹
上
を
好
み
夜
行
性
で
あ
る
。
冬
季
は
樹
洞
、
巣
箱
な
ど
に
枯
葉
や
樹
皮
を
集
め
球
形
の
巣
を
つ
く
り
、
そ
の
中
で
丸
く
な
っ

て
冬
眠
す
る
。
リ
ス
型
で
ネ
ズ
ミ
大
。
背
の
正
中
線
上
に
黒
茶
色
の
太
い
線
が
走
る
。
尾
を
つ
か
む
と
非
常
の
場
合
に
は
毛
の
つ
い
た
皮

を
残
し
て
尾
骨
だ
け
に
な
っ
て
逃
走
す
る
。
果
実
、
種
子
、
小
昆
虫
等
を
食
べ
る
。

然誌自

日
本
の
も
の
は
冬
毛
が
白
色
で
エ
チ
ゴ
ウ
サ
ギ
〈
ト
ウ
ホ
ク
ノ
ウ
サ
ギ
)
と
呼
ば
れ
て
い
る

936 

カ

が
、
他
の
地
域
の
も
の
は
一
年
中
褐
色
で
あ
る
。
昼
間
は
や
ぶ
の
中
、
倒
木
や
岩
蔭
に
ひ
そ

み
普
通
夜
行
性
で
あ
る
。
新
生
児
は
有
毛
で
目
が
聞
い
て
お
り
す
ぐ
走
る
こ
と
が
で
き
る
。

樹
木
、
草
の
芽
、
樹
皮
、
茎
等
を
食
べ
、
特
に
ク
ズ
の
茎
葉
を
好
み
、
植
林
地
の
そ
れ
の
除

去
に
一
役
買
っ
て
く
れ
る
。
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
植
栽
後
一

i
二
年
の
先
端
を
鋭
利
な
刃
物
で

切
っ
た
よ
う
に
か
じ
っ
て
被
害
を
与
え
る
。
天
敵
に
キ
ツ
ネ
、
イ
タ
チ
、
ワ
シ
、
タ
ヵ
、
フ

ミ〆モカ



国
指
定
の
天
然
記
念
物
で
あ
る
。

，鳥

類

中
之
条
町
の
総
面
積
は
二
三
七
・
三
六
平
方
位
よ
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
山
地
の
占
め
る
割
合
が
大
き
く
、
平
野
部
は
旧
中
之
条
町
に
や

や
多
く
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
た
め
四
万
川
、
名
久
田
川
は
い
ず
れ
も
勾
配
が
大
き
く
、
特
に
四
万
川
で
は
、

V
字
谷
を
発
達
さ
せ
て

い
る
。植

生
的
に
み
れ
ば
全
地
域
が
森
林
と
し
て
お
お
わ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
現
況
は
平
地
の
ほ
と
ん
ど
が
農
用
地
、
市
街
地
と
し
て

利
用
し
つ
く
さ
れ
て
い
る
。
現
在
中
之
条
町
の
森
林
荷
積
は
総
面
積
の
八

0
・
六
九
%
(
一
九
、
一
五
二

ηじ
で
あ
る
。
他
は
、

水
田

物

二
・
五
芳
、
畑
地
六
・
二
%
、
宅
地
一
・
一
二
%
、
そ
の
他
九
・
四
九
%
と
な
っ
て
い
る
。

鳥
類
は
主
と
し
て
天
然
林
常
利
用
し
て
生
活
を
営
み
、
ま
た
、
そ
れ
が
最
も
自
然
で
あ
る
。
中
之
条
営
林
署
管
内
の
国
有
林
二
一
.
二
四

九

ηル
に
つ
い
て
み
る
と
、
人
工
林
の
占
め
る
割
合
は
五

0
・
三
%
(
一

O
、
六
九

O
り
じ
、
天
然
林
四
三
・
六
%
(
九
、
二
六
二

ηじ、

そ
の
他
(
無
立
木
地
)
六
・
一
%
(
八
二
三
作
じ
と
な
っ
て
お
り
、
必
ず
し
も
彼
等
の
生
息
に
と
っ
て
良
好
な
環
境
で
あ
る
と
は
い
え

な
い
。
民
有
林
の
天
然
林
は
、
も
ち
ろ
ん
国
有
林
の
そ
れ
の
多
く
も
伐
採
そ
の
他
で
更
新
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
わ
ず
か
に
稲
包
山
、
木

戸
山
方
面
に
原
生
林
が
残
存
し
て
お
り
、
や
や
適
当
な
環
境
を
構
成
し
て
い
る
と
い
え
る
。

O

中
之
条
町
産
鳥
類
の
目
録

こ
の
鳥
類
目
録
は
町
内
に
生
息
す
る
鳥
類
三
九
科
一
一
一
種
の
目
録
で
あ
る
。
地
域
的
に
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
全
国
的
に
み
る
と
種

数
や
個
体
数
は
多
く
は
な
い
。
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然

R
・
・
・
・
・
・
留
鳥
ま
た
は
漂
鳥

こ
の
目
録
は
、
観
察
調
査
お
よ
び
聞
き
こ
み
、
そ
の
他
の
資
料
(
『
わ
が
国
の
鳥
獣
』

一
九
七
六
)
か
ら
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

誌自

S
・
・
・
・
:
夏
鳥
ま
た
は
夏
に
見
ら
れ
る
も
の

wi---冬
鳥
ま
た
は
冬
に
見
ら
れ
る
も
の

T
-
・・・・・旅

鳥

白
・
:
:
・
迷
鳥
ま
た
は
ご
く
希
に
し
か
記
録
さ
れ
な
い
も
の

c・
:
・
:
普
通
に
見
ら
れ
る
も
の

印
:
:
:
地
域
的
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
地
域
で
は
比
較
的
普
通
に
見
ら
れ
る
も
の

∞
:
:
:
少
な
い
も
の

Bi---記
録
あ
り

ア .，、 ム カ
ト タ タ ラ
リ オ ド ス

リ リ 科
ド
り

シ ス ム カオハハ
スa ク ケナシシ

メ メ ド スガポブ
リ ソト

種ガガ
フフ
スス

w R R R R R R 本州. . . . . . . 
C C C c c c c ，旬、
〆町、 四国
一
部 . 
B 九州、.J

ホ
オ
ジ
ロ

イ
カ
ル

ウ

ソ

ペ
ユ
マ
ジ
コ

イ
ス
カ

マ
ヒ
ワ

コ
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ

ア
ト
リ

一
ア
オ
ジ
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第三章動 物

ヒ x. ジ コ.' キ メ
(-'/ー-¥タ ナ 三ノ :; ，、。

ジ. 
科亜〆'ーグ、ウ、

ヒ i ヒカキ ガ「 ... ... -ン ロ
タ タサ ウ ウ リ
キキサ カ カ

イ

彊科、J 車科、、一ギ" 

フ フ

ス、、_./

エセセキキオコ サ 三L コヒヤシ コ， 
ノキ、

メ ホ ホ カ
ゾ γ ック ピ オサ 、J ナ ガガマジ 三ノ ‘ン オ オ シ
ムダカイ タノレメ コ ガ ララ守J' ... .，.与 ジ ロ ジアラ
シイ タキ Pピ ウ ラウ ウ リ ロ カ ダ
グム 11' タ チ カ カ カ
イシ キ キ ヨ フ フ

ク ウ

イ

S S R R S S S S R RRRR  R R R RRW  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
CC C C  C CC  C C C C C C C LC C C C C 

ヒ モ レ カ 、‘ . 

ヨ でJ ワ ソ
ド ズ ジ ガ サ
り ヤ フ ザ

ク ス イ

ヒ モア キヒ カ 、、. ココルジノトグアマツヤウコオメ
ヨ カ レレ ワ ソ マルリョピラロカミグプグヨオボ
ド ズモ γγ  ガ「 サ ドリピウタツツハチミサイシヨソ
リ ズ ジジ ラ ザ リ タピキググラヤ メスキシム

ヤヤ ス イ キタ 、、‘、、. :; リキシ
グク キ ナ リタ

イ イ

R R S WW  R R S S R W S R S R T W S R S S S . . . . . . . -・・・・・・ ・・・・・・・・
C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C 

r、

-一
部
w 
、J
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自然誌

フ ヨ カ ，、 キ ヒ ツ セ サ

グ タ ワ チ ツ "、e 
ノ、e 

キ てJ

ロ カ セ タ ツ り メ レ 、ン

ウ 、、、 イ キ イ ヨ
ウ
ク
イ

フ ヨ ヤアカ プ アアアコ ヒ ツコイ キハセピ サ

タ タ マカワ ツ リ オカゲ ，、e バ シ ワ セ ク グ γ ン
ロ カ セ シ セ ポ スゲゲラ リ メアツ キセロズ シ
ウ 、、‘ ヨミ ウ イ フフ ァパ レ キ セ イ ヨ

ウ ソ カメ イレキ ウ
ピ ウ ツ イレ ク
でJ "、ー イ イ

メ

R S R S R S W R R R R S S S RWRR  S . . . . . . . . . . . . . . -・・・ . 
C C C C C LC UC C C C C C C C C C C C C 

r、 ，旬、

北部
一 一 r‘、

越部長、w王， 部越え、.J

一
部

B R 
、ーJ 、J

キ ツ タ チ シ "、
-マ ド

ジ Jレ シ リ ギ ト ト
ギ 支|

ウ コヤキ ヒノミ タ コ ケ キヤコ キア ジカツホコア|
ズジマ タ -マ チ アマシ ジオ ユツツトノオ
ラ "'" ド ジ イン ‘ン ド リ シ シ ギ ノ、e ノ、e ウコドトハパ

ケ リ ナ ギ リ シギ トト イウリギズズ
イ ギ チ スタク

R R R R S R R S R T R St R R S S S S S S . . . . . . . . . . . . . -・・・ 2
C C C C C C C C UC C C C C CCCCdC  . 

C 
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ガ ワ .，、
γ シ ヤ
カ タ プ
モ カ サ

オ マ カ コ クト，、 ，、
シガルガ 'マ イ ヤ
ドモガモ タ ピ タ プ
リ モ カ カ サ

RWRW  

Eの護鵠 R 

R . . . . 
uc c c c c c c C 

〆「〆「〆「

-Wー
部)部

しに
B B 、J 、J ては

、~ーー.-

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

カ カ 、、、 -ザ
;r_ イ ズ
ア ツ ナ ギ
チ プ キ
ヨ り ド
ウ リ

J、， カ オ サミゴチア

ーー イ オ γ ゾイュオ
ス、 ツ 、、‘ カゴサウザ
ズ プ ズ ノイギサギ
メ リ ナ コ. ギ

キ イ
ド
リ

のも飼烏ヵ:
R S w S R S R . . . . . . 
C C uc uc c c c 

先 迷鳥は之条中

r向、 f司、
一 一
選

部越冬、Jし
で

た 、、-

留
鳥
。
低
地
帯
か
ら
低
山
帯
中
部
に
至
る
樹
林
帯
に
生
息
す
る
。
マ
ッ
、
ス
ギ
、
モ
ミ
等
の
高
木
の
枝
上
に
小
枝
を
集
め
て
営
巣
し

一一一

1
六
個
産
卵
す
る
。
村
落
附
近
の
森
林
に
生
息
し
、
夜
は
一
定
の
森
林
を
ね
ぐ
ら
と
す
る
。
人
聞
に
対
し
て
敏
感
で
あ
る
。

ガ
ラ
ス
と
は
額
の
盛
り
上
り
方
、
く
ち
ぱ
し
の
太
さ
、
鳴
き
声
な
ど
で
区
別
す
る
。

物動

す
る
と
雌
雄
で
攻
撃
す
る
。

∞
ハ
シ
ポ
ソ
ガ
ラ
ス

留
鳥
。

第三章

ハ
シ
ポ
ソ

一
家
族
で
生
活
す
る
も
の
が
多
く
、

ト
ピ
な
ど
飛
来

ハ
シ
プ
ト
ガ
ラ
ス
と
同
じ
よ
う
に
村
落
近
く
の
林
、
畑
地
、
野
原
、
川
原
、
山
地
等
に
生
息
し
個
体
数
が
多
い
。
毎
朝
一
定
の

時
刻
に
ね
ぐ
ら
か
ら
採
食
地
へ
出
か
け
、
夕
方
ま
た
一
定
の
時
刻
に
ね
ぐ
ら
に
も
ど
る
。
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誌然自

留
鳥
。
人
家
付
近
の
林
に
繁
殖
期
以
外
は
小
群
で
集
団
行
動
を
と
っ
て
い
る
。
頭
部
が
黒

色
で
、
羽
毛
が
青
み
を
帯
び
、
尾
が
長
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
カ
キ
、
ナ
シ
そ
の
他
の
果
実

を
好
ん
で
つ
い
ば
む
が
、
昆
虫
類
も
多
食
す
る
。
長
く
尾
を
引
い
て
波
型
に
飛
期
す
る
の
で

美
し
い
が
、
な
き
声
は
姿
の
割
り
に
劣
る
。
各
地
域
に
ほ
ぼ
き
ま
っ
た
な
わ
ば
り
を
持
ち
、

そ
の
域
内
で
採
餌
す
る
。
冬
季
は
小
群
で
日
だ
ま
り
を
移
動
す
る
。

凶

カ

ケ

ス

留
鳥
。
低
山
帯
か
ら
亜
高
山
帯
の
雑
木
林
に

(3) 

ナ

ガ

オ

ガナオ

生
息
し
、
樹
上
に
と
ま
る
こ
と
は
少
な
い
。
枝

か
ら
枝
へ
移
動
し
、
警
戒
心
強
く
人
聞
を
見
る

と
遠
く
で
も
逃
げ
て
し
ま
う
。
秋
か
ら
冬
に
か

け
て
は
小
群
で
行
動
し
平
地
近
く
に
お
り
て
く

る
。
時
に
十
数
羽
の
群
れ
を
つ
く
り
、
地
上
ま
で
採
餌
す
る
こ
と
も
あ
る
。
翼
の
黒
色
・
藍

色
・
白
色
の
横
縞
が
美
し
い
。

管
内
4
V

漂
鳥
と
留
鳥
。
冬
季
積
雪
等
で
採
餌
が
困
難
に
な
る
と
や
や
暖
地
へ
漂
行
す
る
。
晩
秋
、

電
線
に
二
、
三
百
羽
群
れ
て
、
そ
こ
か
ら
稲
刈
り
の
終
っ
た
回
の
切
株
や
は
ん
で
(
稲
架
)

に
か
け
た
稲
わ
ら
に
ひ
そ
む
害
虫
を
好
ん
で
食
す
る
。
一
羽
で
一
日
約
八
十
匹
の
メ
イ
チ
ュ

ム

ド

ク

リ
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ウ
を
食
す
る
と
い
う
。
ま
た
、
熟
れ
た
甘
柿
の
果
実
を
好
ん
で
つ
い
ば
む
が
渋
柿
が
熟
れ
て
甘
く
な
っ
て
も
あ
ま
り
食
さ
な
い
。

近
年
、
個
体
数
が
著
し
く
増
え
た
。

F
H
U
 

留
鳥
。
人
家
附
近
に
生
息
し
、
全
国
に
分
布
し
て
い
る
。
秋
に
は
群
れ
て
未
熟
な
稲
の
実
を
つ
い
ば
ん
で
害
を
与
え
る
が
、
繁
殖
期
に

は
昆
虫
類
を
多
数
食
す
る
益
鳥
で
あ
る
。
盛
夏
に
な
る
と
や
か
ま
し
い
地
鳴
き
や
さ
え
ず
り
を
ほ
と
ん
ど
や
め
、
そ
の
存
在
が
う
す
れ

る
。
軒
先
の
す
き
ま
、
煙
突
、
か
わ
ら
板
の
隙
問
、
わ
ら
屋
根
の
か
や
や
麦
わ
ら
を
抜
き
出
し
た
そ
の
隙
問
、
巣
箱
等
に
営
巣
す
る
。
特

に
新
築
し
た
家
屋
に
好
ん
で
営
巣
す
る
。

ス

ズ

メ

物動第三章

守，.冬
鳥
。
く
ち
ば
し
が
太
く
鉛
色
。
単
独
、
ま
た
は
五
、
六
羽
の
小
群
で
行
動
し
、
樹
上

や
地
上
で
草
木
の
種
子
な
ど
を
つ
い
ば
む
。

ン

メ

メ

倒

閣

イ

漂
鳥
。
太
く
大
き
な
黄
色
の
く
ち
ば
し
と
全
体
が
灰
色
で
頭
部
が
黒
、
翼
と
尾
が
紺
色

と
は
っ
き
り
し
て
お
り
目
立
つ
。
澄
ん
だ
美
し
い
戸
で
ヒ
I
、
コ

l
、
ヒ
!
と
さ
え
ず

り
、
地
鳴
き
は
キ
ョ
て
キ
ョ
ッ
で
あ
る
。
低
山
帯
の
森
林
に
普
通
生
息
し
、
夏
で
も
、

カ

Jf， 

-ン

人
家
の
附
近
に
大
き
な
樹
木
が
あ
れ
ば
飛
来
し
、
さ
え
ず
り
を
聞
か
せ
て
く
れ
る
。
町
内

(
昭
、
五
二
、
八
、
六
役
場
庁
舎
内
)
で
も
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
人
が
近
よ
っ
て
も
あ

ま
り
逃
げ
な
い
。
樹
上
に
と
ま
っ
て
い
る
時
聞
が
他
の
鳥
類
よ
り
長
い
。
冬
季
に
は
小
群

943 

を
つ
く
る
こ
と
が
あ
る
。



冬
鳥
。
胸
腹
部
の
黄
緑
色
と
翼
の
二
条
の
黄
色
帯
が
鮮
や
か
で
あ
る
。
群
れ
て
マ
ッ
、
ス
ギ
、
モ
ミ
な
ど
の
種
子
を
つ
い
ば
み
、
動
き

が
せ
わ
し
い
。
カ
ラ
類
と
群
れ
て
行
動
す
る
こ
と
も
あ
る
。

叩

コ

カ

ワ

ラ

ヒ

ワ

留
鳥
。
冬
季
に
は
村
落
附
近
の
林
や
田
畑
に
小
群
で
生
息
す
る
。
繁
殖
期
は
雌
雄
で
行
動
し
、
学
校
等
の
庭
園
樹
の
高
木
の
梢
に
と
ま

っ
て
プ
ィ
l
、
ブ
ィ
l
と
よ
く
さ
え
ず
り
、
ま
た
、
そ
こ
に
営
巣
す
る
こ
と
も
あ
る
。
雑
草
の
種
子
を
つ
い
ば
ん
だ
り
、
脱
穀
の
終
え
た

あ
と
や
田
に
残
し
て
あ
る
も
み
が
ら
の
山
に
集
ま
り
落
穂
ひ
ろ
い
を
す
る
。

日

ウ

ソ

漂
鳥
。

E
高
山
帯
の
針
葉
樹
林
で
繁
殖
し
、
冬
季
は
小
群
ま
た
は
雌
雄
で
行
動
す
る
。
雄
の
喉
は
う
す
桃
色
で
美
し
い
。
フ
ィ

l
、

フ
ィ

l
と
や
わ
ら
か
い
戸
で
鳴
く
。
人
を
恐
れ
ず
近
づ
い
て
も
す
ぐ
逃
げ
な
い
。

目

ベ

ニ

マ

シ

コ

冬
鳥
。
山
麓
や
田
畑
の
畦
畔
に
植
え
て
あ
る
ク
ワ
の
枝
や
濯
木
に
雌
雄
一
対
で
い
る
こ
と
が
多
い
。
地
上
で
雑
草
の
種
子
を
つ
い
ば

む
。
雄
は
全
体
が
美
し
い
パ
ヲ
色
で
あ
る
。
澄
ん
だ
弱
々
し
い
戸
で
フ
ィ

l
、
フ
ィ

l
と
鳴
く
。
ホ
オ
ジ
ロ
、
ヵ
シ
ラ
ダ
カ
の
群
れ
に
混

じ
っ
て
行
動
す
る
こ
と
も
あ
る
。

問

イ

ス

カ

冬
鳥
。
低
山
帯
の
針
葉
樹
林
に
生
息
す
る
。
吾
妻
町
岩
下
方
面
で
は
年
に
よ
り
見
ら
れ
る
と
い
う
。
く
ち
ば
し
が
交
文
し
て
い
る
の
が

特
徴
で
あ
る
。

a
a
T
 

然誌自

(9) 

マア

ヒ

ワ

944 

ト

リ



一
九
七
三
年
か
ら
七
四
年
の
朱
¥
各
地
に
ア
ト
リ
の
数
千
羽
か
ら
数
万
羽
の
大
群
が
飛
来
し
て
人
々
を
驚
か
せ
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
る
。
(
野
鳥
一
九
七
四
、
十
月
号
〉
こ
れ
は
北
陸
地
方
で
は
珍
ら
し
い
現
象
で
は
な
い
そ
う
で
あ
る
が
、
東
北
、
東
海
、
中
園
、

四
園
、
九
州
で
、
寒
さ
が
厳
し
か
っ
た
た
め
に
小
群
に
分
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
中
之
条
で
も
こ
の
年
大
字
下
沢
渡
地
内
で

三
十
羽
ほ
ど
の
群
れ
が
樹
上
で
休
息
し
て
る
い
の
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
九
七
七
年
一
月
に
は
同
地
内
で
降
雪
中
約
二
十
羽
が

雑
木
林
の
中
を
落
ち
て
い
る
樹
木
の
種
子
を
採
飼
し
な
が
ら
移
動
し
て
い
た
。
同
月
、
名
知
良
久
地
内
で
は
約
六
百
羽
程
飛
び
立
っ
て
か

冬
鳥
。

た
ま
っ
た
り
広
が
っ
た
り
、
後
の
も
の
が
前
に
、
ま
た
後
の
も
の
が
前
へ
と
繰
り
返
え
し
な
が
ら
ち
ょ
う
ど
波
の
よ
う
に
飛
び
ま
わ
り
、

ま
た
木
に
と
ま
っ
て
休
ん
だ
り
、
地
上
で
ガ
サ
ガ
ザ
音
を
た
て
な
が
ら
採
餌
し
た
り
し
て
い
た
。
人
家
の
あ
る
平
地
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ

な
い
が
、
名
知
良
久
、
下
沢
渡
方
面
に
毎
年
渡
っ
て
来
て
い
る
。
黒
、
き
つ
ね
色
、
自
の
は
っ
き
り
し
た
翼
に
白
帯
の
あ
る
美
し
い
鳥
で

あ
る
。

物

F
D
 

漂
鳥
。
夏
は
低
山
帯
の
低
木
林
、
サ
サ
の
中
な
ど
で
繁
殖
し
、
冬
は
平
地
の
雑
木
林
ま
で
降
り
て
き
て
小
群
で
生
活
す
る
。
や
ぶ
の
中

を
潜
行
し
て
い
る
た
め
、
な
か
な
か
目
に
ふ
れ
な
い
し
、
ホ
オ
ジ
ロ
大
の
大
き
さ
の
た
め
、
見
誤
り
や
す
い
。
頭
部
か
ら
胸
部
に
か
け
て

騒
い
緑
地
で
下
面
が
緑
黄
色
で
あ
る
こ
と
か
ら
ホ
オ
ジ
ロ
と
区
別
す
る
。

同

ホ

オ

ジ

ロ

留
鳥
。
雑
木
林
、
田
畑
の
縁
、
草
原
等
に
多
く
生
息
す
る
。
繁
殖
期
に
は
ア
カ
マ
ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
の
高
木
の
梢
、
ま
た
低
木
で
も
そ

の
梢
で
さ
え
ず
る
。
鳴
去
、
声
が
「
一
筆
啓
上
住
り
候
」
と
聞
え
る
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
営
巣
は
土
手
の
草
の
中
、
桑
園
の
桑
の
株
の
上

な
ど
に
千
本
科
の
植
物
で
半
球
状
に
つ
く
り
、
中
に
羽
毛
、
し
だ
、
馬
の
毛
な
ど
を
敷
き
つ
め
三

l
五
個
産
卵
す
る
。
地
上
に
近
い
た

め
、
ヘ
ピ
な
ど
の
外
敵
に
襲
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
危
険
を
感
ず
る
と
産
卵
の
途
中
で
も
そ
れ
を
放
棄
す
る
こ
と
が
あ
る
。
夏
季
は
雌
雄

945 

ア

オ
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誌

一
対
で
生
活
す
る
が
、
冬
季
に
な
る
と
、
小
群
で
日
だ
ま
り
や
荒
れ
畑
の
枯
れ
草
の
中
で
過
ご
し
、
雑
草
の
種
子
を
つ
い
ば
む
。
カ
シ
ラ

ダ
カ
の
群
と
行
動
を
と
も
に
す
る
。
人
聞
が
近
づ
い
て
も
あ
ま
り
遠
く
ま
で
逃
げ
な
い
が
、
カ
シ
ラ
ダ
カ
は
遠
く
に
人
聞
を
見
た
だ
け
で

も
一
度
に
パ
ッ
と
飛
び
立
つ
の
で
区
別
で
き
る
。
ほ
お
の
白
色
と
黒
色
の
線
は
美
し
い
u

ま
た
、
飛
び
立
つ
時
の
尾
羽
の
白
色
が
目
立

つ。
げ

ホ

オ

ア

カ

漂
鳥
。
ホ
オ
ジ
ロ
に
似
て
い
る
が
、
耳
羽
の
赤
褐
色
で
あ
る
こ
と
で
区
別
す
る
。
山
地
の
草
原
で
繁
殖
す
る
。
大
塚
の
大
原
開
拓
地
で

は
そ
の
繁
殖
が
み
ら
れ
る
。
ト
オ
モ
ロ
コ
シ
の
先
端
や
低
木
の
梢
に
と
ま
っ
て
さ
え
ず
る
。
冬
季
は
平
地
ま
で
下
っ
て
く
る
。

同

カ

シ

ラ

ダ

カ

冬
鳥
。
シ
ベ
リ
ア
で
繁
殖
し
、
日
本
に
は
秋
渡
来
す
る
。
田
畑
の
枯
れ
た
雑
草
の
あ
る
と
こ
ろ
に
小
群
や
五
、
六
十
羽
の
群
れ
で
生
息

し
、
雑
草
の
種
子
を
好
ん
で
つ
い
ば
む
。
警
戒
心
強
く
人
聞
が
近
づ
く
と
す
ぐ
飛
び
立
つ
。
頭
に
冠
羽
が
あ
り
驚
く
と
そ
の
羽
を
さ
か
立

て
る
。
ま
た
風
な
ど
で
あ
お
ら
れ
て
も
さ
か
立
て
る
。
ホ
オ
ジ
ロ
と
混
群
を
つ
く
っ
て
採
餌
す
る
時
が
あ
る
が
、
飛
び
立
つ
と
別
々
に
群

946 

然自

れ
を
つ
く
る
。

叩

ヒ

パ

漂
鳥
。
草
原
、
川
原
、
ム
ギ
畑
な
ど
に
多
く
見
ら
れ
、
繁
殖
期
に
は
な
わ
ば
り
を
示
す
た
め
に
さ
え
ず
り
な
が
ら
滞
空
す
る
。
ま
た
、
さ

え
ず
り
な
が
ら
垂
直
に
上
昇
し
た
り
下
降
し
た
り
す
る
。
前
橋
附
近
の
平
地
に
普
通
で
あ
る
が
、
中
之
条
周
辺
で
は
そ
の
数
が
少
な
い
。

特
に
水
田
の
裏
作
と
し
て
ム
ギ
類
を
栽
培
し
な
く
な
っ
て
イ
ネ
の
植
付
時
期
が
早
ま
っ
て
以
来
、
さ
ら
に
個
体
数
が
少
な
く
な
っ
た
よ
う

リ

で
あ
る
。

nu 
n
4
 

セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ



留
鳥
。
河
原
、
湿
地
、
渓
流
、
水
田
、
人
家
附
近
に
雌
雄
で
牛
一
息
し
、
ほ
ぽ
&
・
~
活
域
が
き
ま
っ
て
い
て
行
動
半
径
も
あ
ま
り
広
く
な

い
。
頭
頭
部
と
上
体
が
黒
色
、
下
面
は
純
白
で
あ
る
。
電
線
や
屋
根
に
も
と
ま
り
鳴
き
な
が
ら
尾
を
上
下
に
ふ
る
の
が
こ
の
科
の
特
徴
で

あ
る
。引

キ

セ

キ

レ

イ

留
鳥
。
河
原
、
水
田
、
湿
地
な
ど
に
普
通
の
鳥
で
あ
る
。
石
垣
の
問
、
屋
根
の
隙
問
、
河
原
の
石
の
問
、
崖
な
ど
に
営
巣
す
る
。
食
虫
性

で
、
飛
ん
で
い
る
昆
虫
も
舞
い
上
っ
て
捕
食
す
る
。
こ
の
種
も
尾
を
上
下
に
振
り
、
走
行
中
や
舞
い
下
り
た
時
は
特
に
大
き
く
振
る
。

泣

メ

ジ

ロ

漂
鳥
。
冬
季
低
山
帯
の
雑
木
林
に
小
群
で
見
ら
れ
、
高
音
で
な
き
な
が
ら
枝
か
ら
校
へ
移
動
し
て
い
く
。
背
が
暗
緑
色
で
、
自
の
周
り

に
白
色
の
輸
が
あ
る
。

mu

キ

パ

シ

リ

留
鳥
。
稲
包
山
な
ど
の
標
高
の
高
い
森
林
に
牛
一
息
し
、
体
を
垂
直
に
し
て
樹
幹
を
ら
せ
ん
形
に
上
り
昆
虫
類
を
探
す
。
褐
色
で
羽
に
白

色
の
縦
斑
が
あ
る
。

M

ゴ
ジ
ユ
ウ
カ
ラ

留
鳥
。
低
山
帯
か
ら
亜
高
山
帯
の
ナ
ラ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の
高
木
の
林
に
単
独
で
生
息
し
て
い
る
。
幹
を
垂
直
に
ら
せ
ん
型
に
上
下
し

て
餌
を
求
め
る
。

a

冬
季
に
は
他
の
カ
ラ
類
と
混
群
で
行
動
す
る
こ
と
が
多
い
。

お

シ

ジ

ュ

ウ

カ

ラ

留
鳥
。
村
落
附
近
の
雑
木
林
か
ら
軍
高
山
帯
の
森
林
ま
で
&
.
息
す
る
。
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
人
工
造
林
地
に
も
他
の
カ
ラ
類
と
生
息
で
き

る
。
繁
殖
期
に
は
雌
雄
で
井
生
活
す
る
が
、
他
の
時
期
に
は
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
だ
け
の
単
群
か
、

物第三章動

エ
ナ
ガ
・
コ
ガ
ラ
・
ヒ
ガ
ラ
・
ゴ
ジ
ュ
ウ
カ

947 



誌然自

い
で
ス
ズ
メ
六
・
三
%
、

一二

O
個、

ヤ
マ
ガ
ラ
三
・
一
%
、
六

O
個

と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
巣
箱
を
利
用
す
る
野
鳥
の
平
均
産
卵
数
は
、

シ
ジ
ウ
カ
ラ
八
個
、

ヤ
マ
ガ
ラ
五

i
六
個
、

ラ
な
ど
と
の
混
群
で
生
活
す
る
。
主
と
し
て
島
虫
類
を
食
べ
る
。
冬
季
に
は
地
上
で
落
葉

948 

を
世
で
か
い
て
下
に
い
る
昆
虫
類
を
さ
が
す
こ
と
も
あ
る
。
カ
サ
カ
サ
落
葉
の
音
を
た
て

て
採
餌
し
て
い
る
の
で
そ
の
存
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
巣
箱
を
最
も
よ
く
利
用
す

九
w

。

シジゥカラ

増
田
茂
(
害
妻
町
原
町
〉
が
、
吾
妻
郡
東
村
立
束
中
学
校
に
お
い
て
〈
昭
和
三
十
三

年

i
三
十
九
年
)
生
徒
と
共
に
巣
箱
を
架
設
し
野
鳥
の
生
態
観
察
を
行
な
っ
た
そ
の
結
果

は
、
第
一
表
の
よ
う
で

あ
る
。
そ
の
結
果
に
よ

れ
ば
、
巣
箱
を
利
用
す

る
鳥
類
は
シ
ジ
ュ
ウ
カ

ラ
が
最
も
多
く
一
八

六
三
%
、
三
五
七
個
、
次

ス
ズ
メ
五
個
で
あ
る
こ
と

フ

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

お

ヤ

マ

ガ

漂
鳥
。
雑
木
林
に
生
息
し
、
見
虫
類
を
主
食
と
す
る
が
、

ア
カ
マ

累年巣箱架設数と利用及び産卵数

架 完全利用 産卵数

設 シカ ヤ ス シカ ヤ ス
ジ -マ

ス
ジ ーマ

ズ
"" ガ 三L カ「
ウラ ラ メ ウラ フ メ

昭33 78 」

34 99 7 2 9 5 45 

35 172 34 4 13 272 22 65 

36 272 55 15 15 455 81 69 

37 431 86 10 23 688 50 115 

38 401 107 15 32 759 94 779 

39 393 68 14 28 544 70 440 

計い.9161 601 叫z叫 613 

(野鳥の生態観察と気象観測 茂)増田
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ツ
・
ス
ギ
な
ど
の
種
子
も
つ
い
ば
む
。
額
と
ほ
お
が
褐
色
で
尾
が
短
い
こ
と
で
他
の
カ
ラ
類
と
区
別
で
き
る
。
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
な
ど
に
混

じ
っ
て
生
活
す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
も
巣
箱
を
利
用
し
て
営
巣
す
る
。

訂

コ

ガ

ラ

留
鳥
。
雑
木
林
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
人
工
造
林
な
ど
に
、
繁
殖
期
以
外
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
・
ヒ
ガ
ラ
な
ど
と
混
群
で
生
活
し
、
昆
虫

類
や
種
子
を
食
し
て
い
る
。

犯

ヒ

ガ

ラ

漂
鳥
と
留
鳥
。
雑
木
林
、

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
針
葉
樹
林
に
生
息
す
る
。
冬
季
は
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
・
コ
ガ
ラ
な
ど
と
こ
れ
も
混
群
を

物

つ
く
る
。
上
面
に
光
沢
が
な
い
こ
と
、
冠
羽
を
持
つ
こ
と
で
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
と
区
別
す
る
。

却

ヱ

ナ

ガ

留
鳥
。
ま
た
、
漂
鳥
の
地
方
も
あ
る
。
雑
木
林
、
ア
カ
マ
ツ
・
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
人
工
林
な
ど
に
生
息
す
る
。
繁
殖
期
以
外
は
エ

ナ
ガ
だ
け
の
単
群
か
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
・
コ
ガ
ラ
・
ヒ
ガ
ラ
な
ど
と
混
群
を
つ
く
っ
て
生
活
を
す
る
。
小
声
で
絶
え
ず
鳴
き
な
が
ら
、
枝
か

ら
枝
へ
移
動
す
る
。
人
聞
が
近
づ
い
て
も
あ
ま
り
恐
れ
な
い
で
採
餌
を
つ
づ
け
る
。
一
定
の
周
期
で
採
餌
地
を
ま
わ
り
、
人
家
近
く
の
ウ

メ
林
な
ど
に
も
現
れ
る
。
雑
木
林
の
林
縁
の
枝
上
か
地
際
に
コ
ケ
類
を
主
と
し
た
上
部
に
入
り
口
の
あ
る
美
し
い
巣
を
つ
〈
る
。

初

キ

ク

イ

タ

ダ

キ

漂
鳥
。
亜
高
山
帯
の
針
葉
樹
林
で
繁
殖
し
、
冬
季
は
平
地
の
針
葉
樹
林
ま
で
下
り
て
く
る
。
ほ
と
ん
ど
雌
雄
一
対
で
生
活
し
て
い
る

動

が
、
五
、
六
羽
の
単
群
や
カ
ラ
類
と
の
混
群
を
つ
く
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

ス
ギ
の
枝
に
と
ま
っ
た
り
、
ぶ
ら
下
っ
た
り
し
な
が
ら
採

第三章

餌
す
る
。
日
本
で
最
も
小
さ
い
鳥
で
あ
る
。

る。

チ
イ
チ
イ
と
細
い
声
で
さ
え
ず
る
。
雄
の
頭
部
に
は
鮮
か
な
オ
レ
ン
ジ
色
の
羽
冠
が
あ

949 



誌然自

モ

ズ

na 
留
鳥
。
低
木
林
や
そ
の
林
縁
の
枝
に
営
巣
す
る
。
冬
季
は
人
家
附
近
で
生
活
し
、

日

950 

の
活
動
半
径
は
あ
ま
り
広
く
な
い
。
八
、
九
月
噴
キ
ィ

l
、
キ
ィ

l
、
キ
ィ
!
と
高
鳴
き
を

ズ

す
る
が
こ
れ
は
そ
の
な
わ
ば
り
を
き
め
る
た
め
で
あ
る
。

カ
シ
の
生
垣
な
ど
を
ね
ぐ
ら
と

し
、
生
垣
や
そ
の
附
近
の
樹
木
の
枝
に
カ
エ
ル
・
イ
ナ
ゴ
・
パ
ッ
タ
な
ど
を
「
モ
ズ
ノ
ハ

ヤ
ニ
エ
」
と
し
て
刺
し
て
お
く
。
せ
っ
か
く
こ
れ
を
作
っ
て
も
あ
ま
り
食
べ
な
い
よ
う
で

あ
る
。
電
線
や
桑
の
木
に
止
ま
っ
て
、
ゆ

モ

つ
く
り
尾
を
上
下
左
右
に
や
や
円
を
描
く

よ
留 (32) う
鳥に
。ヒ動
各か
地ヨす

普ド
通
の
鳥
で
近
年
著
し

リ

こ
と
も
あ
る
が
、
多
く
は
雌
雄
一
対
で
生
活
す
る
。
全
身
が
黒
い
褐
色
で
下
面
に
は
淡
い

く
増
殖
し
て
い
る
。
冬
季
は
小
群
と
な
る

斑
点
が
あ
り
、
尾
も
や
や
長
い
。
ピ
ィ
て
ピ
イ
て
ま
た
は
ピ
イ
l
ョ
、
ピ
イ

l
ヨ
と

高
く
大
き
な
声
で
な
く
。
雑
木
林
、
疎
林
の
枝
上
に
小
枝
・
樹
皮
・
ビ
ニ
ー
ル
く
ず
な
ど

を
集
め
て
椀
形
の
雑
な
巣
を
つ
く
る
。
カ
キ
・
グ
ミ
・
ナ
シ
テ
ン
・
イ
ヌ
ツ
ゲ
・
ア
オ

キ
・
キ
イ
チ
ゴ
・
ア
ケ
ビ
・
ウ
メ
モ
ド
キ
な
ど
の
各
種
の
実
・
果
実
・
柴
果
を
好
ん
で
つ

い
ば
む
。
樹
上
生
活
が
主
で
あ
る
が
、
餌
が
な
く
な
る
と
地
上
に
お
り
て
オ
モ
ト
の
実
を

ヒヨドリの巣



つ
い
ば
む
。
ま
た
ツ
バ
キ
な
ど
の
蜜
を
好
む
。

犯
サ
ン
シ
ョ
ウ
ク
イ

夏
鳥
。
低
山
帯
の
林
で
生
活
し
、
上
空
を
飛
び
な
が
ら
ヒ
リ
、

ヒ
リ
と
鳴
く
。
多
く
は
雌
雄
一
対
で
お
り
、
人
家
の
近
く
の
林

に
も
見
ら
れ
る
。
羽
根
が
細
く
ア
マ
ツ
パ
メ
の
よ
う
に
見
え
る
が
滑
空
し
な
い
で
一
直
線
状
に
飛
ぶ
。

制

キ

ビ

タ

キ

夏
鳥
。
高
木
の
中
ほ
ど
の
枝
に
と
ま
っ
て
、
オ
l
シ
ン
ツ
ク
ッ
ク
、
ォ
l
シ
ン
ツ
ク
ッ
ク
と
ツ
ク
ッ
ク
ホ
ウ
シ
を
訪
彼
さ
せ
る
よ
う
な

ヒ
リ
、

美
声
で
さ
え
ず
る
。
雄
は
黒
、
白
、
黄
が
鮮
や
か
で
こ
れ
も
美
し
い
。

部
サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ

夏
鳥
。
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
人
工
造
林
、
茂
っ
た
雑
木
林
な
ど
の
あ
ま
り
日
当
り
の
良
く
な
い
林
の
中
に
生
息
し
て
い
る
。
維
の
長

い
尾
、
ツ
キ
(
月
)
、
ヒ
(
日
)
、
ホ
シ
(
星
〉
、
ホ
イ
ホ
イ
ホ
イ
と
聞
え
る
さ
え
ず
り
は
有
名
で
、
一
ニ
光
鳥
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

部

オ

オ

ル

リ

夏
鳥
。
崖
や
渓
谷
に
面
し
た
林
に
生
息
し
、
は
っ
き
り
し
た
な
わ
ば
り
を
持
ち
、
高
木
の
樹
梢
で
複
雑
な
美
し
い
声
で
さ
え
ず
る
。
雄

物

の
頭
部
や
上
面
が
美
し
い
コ
バ
ル
ト
色
で
あ
る
。

訂

コ

サ

メ

ピ

タ

キ

夏
鳥
。
低
山
帯
、
平
地
の
林
縁
、
疎
林
な
ど
に
生
息
し
、
独
立
し
た
木
の
枝
分
か
れ
し
た
所
な
ど
に
コ
ケ
類
を
主
と
し
た
巣
を
つ
く

る
。
全
身
が
灰
褐
色
に
み
え
る
。

拘
メ
ポ
ソ
ム
シ
ク
イ

夏
鳥
。
稲
包
山
附
近
の
亜
高
山
帯
の
針
葉
樹
林
に
見
ら
れ
る
。
主
に
暗
緑
色
の
鳥
で
あ
る
。
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誌然自

n
3
 

na 
夏
鳥
。
低
山
帯
や
山
麓
の
雑
木
林
や
低
木
林
に
生
息
し
、
茂
み
の
中
で
鳴
い
て
い
る
の

セ
ン
ダ
イ
ム
シ
ク
イ

952 

で
あ
ま
り
人
目
に
つ
か
な
い
が
、

ほ
お
づ
き
を
鳴
ら
す
よ
う
な
チ
ョ
チ
ョ
ヴ
ィ
!
と
い
う

ス

さ
え
ず
り
で
そ
の
存
在
が
わ
か
る
。

相

ウ

グ

イ

ス

漂
鳥
。
高
山
か
ら
平
地
ま
で
の
低
木
林
、
笹
や
ぶ
の
中
に
生
息
す
る
。
ク
マ
ザ
サ
の
中

な
ど
に
営
巣
す
る
。
普
通
は
枝
葉
の
聞
に
か
く
れ
姿
を
あ
ら
わ
さ
な
い
が
、
時
々
、
明
る

イグウ

い
枝
上
で
も
さ
え
ず
る
。
繁
殖
期
に
は
狭
い
区
域
に
数
多
く
生
息
し
て
い
る
。
平
地
で
は

そ
の
鳴
き
声
で
春
の
訪
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
高
山
で
は
盛
夏
の
頃
さ
え
ず
り
が
聞

か
れ
る
o

M

ヤ

夏
鳥
。
渓
流
ぞ
い
の
茂
っ
た
薮
の
中
を
雌
雄
一
対
で
活
発
に
行
動
す
る
。
薮
の
中
で
生

フ

サ

メ

息
し
て
い
る
の
で
あ
ま
り
姿
を
見
る
こ
と
は
な
い
が
、
人
聞
が
静
止
し
て
い
る
と
気
付
か
ず
近
く
ま
で
や
っ
て
く
る
。
全
体
が
暗
褐
色
の

小
形
の
鳥
で
、
シ
ィ

1
、
シ
ィ

l
、
シ
ィ
!
と
虫
の
よ
う
な
細
い
声
で
鳴
く
。

担

コ

ヨ

シ

キ

リ

夏
鳥
。
水
辺
の
ヨ
シ
原
、
休
耕
回
の
雑
草
原
、
キ
ピ
畑
な
ど
に
雌
雄
で
生
活
す
る
。

し
い
声
で
な
く
。

n
‘M 

a
q
 

ト

ラ

ツ

グ

ミ

ヨ
シ
や
カ
ヤ
の
穂
先
に
と
ま
り
、
金
属
性
の
は
お
け



あ
る
。判

ア
漂
鳥
。
夏
は
高
原
で
繁
殖
す
る
が
、
冬
季
は
平
地
に
漂
行
す
る
。
単
独
で
桑
畑
な
ど
の

地
上
の
餌
を
あ
さ
る
。

相

ク

ロ

ツ

グ

ミ

夏
鳥
。
低
山
帯
の
森
林
に
生
息
し
、
雄
は
木
の
葉
が
く
れ
に
樹
梢
で
よ
く
さ
え
ず
る
。

日
向
見
、
赤
沢
林
道
な
ど
に
多
い
。

相

ツ

グ

ミ

冬
鳥
。
秋
大
群
で
北
陸
地
方
に
渡
来
す
る
が
、
中
之
条
附
近
に
は
そ
れ
が
分
散
し
た
二
、
三
十
羽
の
小
群
と
な
っ
て
や
っ
て
く
る
。
下

沢
渡
で
は
毎
年
多
く
見
ら
れ
る
。
は
じ
め
は
小
群
で
、
十
二
月
下
旬
よ
り
五
月
上
旬
の
渡
去
す
る
ま
で
主
に
単
独
で
行
動
す
る
。
警
戒
心

強
く
近
寄
る
と
餌
を
つ
い
ば
ん
で
い
て
も
、
キ
ョ
?
と
鳴
き
近
く
の
木
に
舞
い
上
り
、
人
が
去
っ
て
安
全
に
な
っ
て
か
ら
ま
た
地
上
に
下

り
る
。川

崎

ル

リ

ピ

タ

キ

漂
鳥
。
直
高
山
帯
で
繁
殖
し
、
冬
は
平
地
や
山
麓
に
漂
行
す
る
。
単
独
か
雌
雄
で
行
動
す
る
。

物動第三章

漂
鳥
。
深
い
森
林
中
に
生
息
す
る
が
あ
ま
り
多
く
は
な
い
。
夜
間
や
早
朝
、
夕
方
ヒ
ョ

ー
、
ヒ
ョ
!
と
寂
し
そ
う
な
声
で
鳴
く
、
ど
ん
よ
り
と
し
た
曇
り
の
日
や
小
雨
の
日
に
は

昼
近
く
ま
で
鳴
い
て
い
る
。
冬
季
は
他
の
ツ
グ
ミ
類
と
混
じ
っ
て
地
上
で
餌
を
あ
さ
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
る
。
ツ
グ
ミ
類
中
最
大
で
、
ト
ラ
の
よ
う
な
三
日
月
形
の
黒
い
斑
が
沢
山

グ

カ

J、
フ

ツ
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然誌自

no 
aa-冬

鳥
。
平
地
や
山
地
の
雑
木
林
、
田
畑
の
畦
畔
に
あ
る
桑
の
附
近
、
家
の
周
囲
な
ど
に

ジ
ョ
ウ
ピ
タ
キ

954 

多
く
は
単
独
で
生
活
す
る
。
低
木
の
頂
、
窓
な
ど
に
と
ま
っ
て
、
頭
を
さ
げ
た
り
尾
を
上

ジョウピタキ

下
に
振
っ
た
り
す
る
。
ク
ヮ
、
ク
ワ
、
と
低
い
声
で
鳴
く
。
窓
ガ
ラ
ス
に
映
る
自
分
の
姿

を
見
て
攻
撃
す
る
こ
と
が
あ
る
。
喉
・
翼
・
尾
に
黒
色
部
が
あ
り
、
ま
た
翼
に
は
白
色
の

斑
が
あ
る
。
胸
か
ら
腹
に
か
け
て
鮮
か
な
赤
さ
び
色
を
し
て
お
り
美
し
い
鳥
で
あ
る
。

相

ミ

ソ

サ

ザ

イ

漂
鳥
。
山
地
で
繁
殖
し
冬
は
平
地
に
も
生
息
す
る
。
渓
流
ぞ
い
の
薮
、
山
道
沿
い
に
見

ら
れ
る
。
薄
暗
い
薮
の
中
を
敏
し
よ
う
に
潜
行
す
る
。
ま
た
、
冬
は
人
里
に
も
生
息
し
物

置
な
ど
に
入
り
こ
ん
で
〈
る
。
ヤ
プ
サ
メ
と
並
ん
で
小
型
の
鳥
で
あ
る
。
い
つ
も
尾
を
立

て
て
お
り
、
全
身
が
黒
褐
色
で
あ
る
。

叩

カ

ワ

ガ

ラ

ス

留
鳥
。
名
久
回
川
、
四
万
川
の
上
流
な
ど
に
一
つ
が
い
づ
っ
の
な
わ
ぼ
り
を
も
っ
て
生
息
し
て
い
る
。
流
れ
に
そ
っ
て
上
流
や
下
流
へ

一
直
線
に
、
水
面
す
れ
す
れ
に
五

0
1
一
O
O
M
一
度
に
飛
び
、
飛
び
な
が
ら
ピ
y
ピ
y

と
鳴
く
。
石
の
上
で
羽
毛
守
つ
く
り
を
し
た
り
、

そ
こ
か
ら
水
中
へ
潜
っ
て
水
生
島
虫
を
と
っ
た
り
、
水
浴
し
た
り
し
て
い
る
。

引

ツ

バ

メ

夏
鳥
。
三
月
上
旬
よ
り
飛
来
し
、
春
の
訪
れ
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
。
帰
巣
本
能
が
強
く
、
ほ
と
ん
ど
毎
年
元
の
巣
へ
帰
っ
て
く
る
。
近

年
か
や
ぶ
き
の
家
屋
や
大
き
な
構
え
の
家
な
ど
が
次
々
と
改
築
さ
れ
て
き
た
た
め
そ
の
住
い
を
奪
わ
れ
、
ま
た
農
薬
に
よ
る
害
虫
駆
除
の



関
係
か
ら
、
個
体
数
が
著
し
く
減
少
し
、
繁
殖
後
家
族
群
で
電
線
や
屋
根
に
並
ん
で
幼
鳥
が
親
か
ら
餌
を
も
ら
う
姿
ゃ
、
渡
去
す
る
前
八

月
中
、
下
旬
か
ら
十
月
上
旬
に
か
け
て
電
線
上
に
数
百
羽
群
れ
る
光
景
が
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

担
コ
シ
ア
カ
ツ
バ
メ

夏
鳥
。
こ
れ
も
近
年
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
が
、
鮒
の
上
、
橋
げ
た
の
下
、
体
育
館
の
軒
な
ど
に
と
っ
く
り
型
の
巣
を
つ
く
る
。

集
団
で
営
巣
す
る
こ
と
が
多
い
。

回

イ

ワ

ツ

バ

メ

夏
鳥
。
本
来
、
高
山
の
岩
壁
へ
営
巣
す
る
鳥
で
あ
る
が
、
学
校
、
体
育

館
、
駅
の
ホ

1
ム
等
に
集
団
で
営
巣
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
之
条
町
立

第
一
中
学
校
体
育
館
、
総
合
庁
舎
な
ど
そ
の
数
が
多
い
。
高
い
家
屋
の
軒

下
に
泥
と
枯
草
を
使
っ
て
上
部
を
軒
に
つ
け
た
わ
ん
型
の
入
口
の
狭
い
巣

を
他
の
巣
と
隣
り
あ
わ
せ
て
つ
く
る
。
嬬
恋
で
は
人
家
の
軒
下
に
も
つ
く

っ
て
い
る
。
使
用
し
な
く
な
っ
た
も
の
は
ス
ズ
メ
が
利
用
す
る
場
合
も
あ

る。

物

a
q
 

ra 
夏
鳥
。
高
山
の
岩
壁
、
山
地
の
断
崖
な
ど
に
営
巣
す
る
。
十
二
ケ
岳
、

大
岩
な
ど
の
山
地
で
、
翼
を
か
ま
の
よ
う
に
張
っ
て
多
数
乱
舞
す
る
の
が

見
ら
れ
勇
壮
で
あ
る
。

Ea 
ra 

ア

ツ

/'( 

メ

マ

動第三章

ハ
リ
オ
ア
マ
ツ
バ
メ

判 ilIj:11
調

完全営巣
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誌

夏
鳥
。
ア
マ
ツ
バ
メ
よ
り
大
型
、
朝
夕
、
雨
あ
が
り
な
ど
く
っ
き
り
見
え
る
。

日

ヨ

タ

カ

夏
鳥
。
夜
行
性
の
鳥
で
夕
方
や
明
け
方
、
村
落
の
屋
根
や
地
上
で
キ
ョ
キ
ョ
キ
ョ
と
連
続
し
て
鳴
く
。
嬬
恋
村
立
西
中
学
校
の
屋
根
の

上
で
夕
暮
れ
ど
き
に
な
る
と
鳴
く
の
が
み
ら
れ
た
。
林
縁
の
草
原
に
巣
，
つ
く
り
し
な
い
で
二
個
産
卵
す
る
。
抱
卵
中
近
よ
る
と
威
嚇
す

る
。
昼
は
雑
木
林
の
枝
上
に
平
行
に
と
ま
り
休
息
を
と
る
。
全
身
黒
褐
色
で
、
ま
だ
ら
模
様
が
あ
り
保
護
色
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
抱
卵
中
や
昼
、
枝
上
に
と
ま
っ
て
い
る
時
、
人
聞
が
近
づ
い
て
も
な
か
な
か
逃
げ
な
い
。

訂

ヤ

マ

セ

ミ

留
鳥
。
名
久
田
川
上
流
、
四
万
川
な
ど
の
渓
流
に
住
み
、
な
わ
ば
り
を
占
め
る
性
質
が
強
く
一
つ
の
渓
流
に
一
、
二
つ
が
い
が
住
ん
で

956 

然自

い
る
。
渓
流
の
流
域
を
上
流
や
下
流
へ
移
動
す
る
。
四
万
川
で
は
電
糠
に
、
名
久
田
川
で
は
橋
の
ら
ん
干
に
、
い
つ
も
ほ
ぼ
同
じ
時
刻
に

と
ま
る
の
が
見
ら
れ
た
。
飛
期
時
に
は
全
体
が
白
色
に
見
え
る
が
、
上
体
に
は
灰
黒
色
の
横
縞
が
多
数
あ
る
。
と
ま
る
と
、
長
い
冠
羽
を

逆
立
て
、
美
し
い
。

開
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン

夏
鳥
。
山
地
の
森
林
中
に
生
息
し
、
梅
雨
の
頃
、
沢
ぞ
い
の
林
で
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
と
終
り
が
だ
ん
だ
ん
低
く
な
る
美
し
い
戸
で

さ
え
ず
る
。
樹
木
の
茂
っ
た
枝
で
鳴
く
の
で
、
な
か
な
か
人
の
自
に
つ
か
な
い
。
体
全
体
が
赤
褐
色
で
あ
り
、
ま
た
大
き
な
く
ち
ば
し
も

赤
夏 (59)褐
鳥色
。ブで

ツあ

ポ莞
ウ

ソ

ウ

山
地
の
ス
ギ
、

モ
ミ
な
ど
の
針
葉
樹
の
巨
木
の
多
い
林
に
少
数
み
ら
れ
る
。
樹
上
生
活
が
主
で
昆
虫
類
を
食
べ
る
。
体
が
車
問

ヒ
ノ
キ
、



れ
は
実
際
に
食
物
に
な
る
虫
を
探
す
の
で
は
な
く
、
自
己
の
な
わ
ば
り
を
主
張
す
る
か
、
雌

を
誘
う
示
威
行
為
で
も
あ
る
。
鉄
骨
を
ド
ラ
ム
に
利
用
す
る
ほ
か
、
東
京
都
八
王
寺
市
高
尾

山
で
は
、
半
壊
し
た
巣
箱
を
こ
の
ド
ラ
ム
に
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
て
い
る
。

(
「
野
鳥
」
一
九
七
二
・
八
〉
大
き
な
波
状
を
描
い
て
飛
ぶ
。
雄
の
頭
部
は
赤
く
、
翼
が
黄
緑
色
で
あ
る
。

引

ア

カ

ゲ

ラ

留
鳥
。
低
山
帯
の
雑
木
林
や
山
麓
の
疎
林
に
生
息
し
、
こ
れ
も
幹
を
ら
せ
ん
型
に
上
下
し
て
採
餌
す
る
キ
ョ
ッ
・
キ
E

Y

と
鋭
い
声
で

鳴
く
。
雄
の
後
頭
部
に
紅
色
の
帯
が
鮮
明
に
つ
い
て
お
り
、
翼
は
黒
色
で
白
い
横
縞
が
あ
る
。

回

コ

ゲ

ラ

留
鳥
。
低
山
帯
の
森
林
や
山
麓
の
人
家
近
く
の
カ
キ
の
木
や
庭
園
木
、
桑
の
低
木
な
ど
に
も
生
息
し
て
い
る
。
枝
の
も
と
か
ら
枝
先

物第三章動

緑
色
で
美
し
い
。
樹
洞
、
キ
ツ
ツ
キ
の
古
巣
穴
、
巣
箱
な
ど
を
利
用
し
て
営
巣
す
る
。

印

ア

オ

ゲ

ラ

留
鳥
。
低
山
帯
か
ら
亜
高
山
帯
に
か
け
て
生
息
し
人
家
附
近
の
高
木
に
も
飛
来
す
る
。
繁

アオゲラのドラミング

殖
期
以
外
は
単
独
で
行
動
し
、
幹
に
縦
に
止
ま
り
、
ら
せ
ん
形
に
樹
を
登
り
な
が
ら
餌
を
あ

さ
っ
て
い
る
。
普
通
は
幹
に
く
ち
ば
し
を
打
ち
つ
け
て
音
を
だ
す
が
、
と
き
に
は
電
柱
の
先

端
に
あ
る
避
雷
用
の
鉄
骨
を
く
ち
ば
し
で
打
っ
て
音
を
出
す
こ
と
も
あ
る
。
写
真
に
示
し

た
、
こ
の
個
体
は
一
年
中
、
早
朝
、
昼
、
夕
方
と
鉄
骨
に
止
ま
り
、

音
を
出
さ
せ
、
そ
の
聞
に
よ
く
透
る
大
き
な
声
で
ピ
ョ
p
l
、
ピ
ョ
ゥ
!
と
鳴
き
、
し
ば
ら

コ
ン
コ
シ
コ
ン
と
大
き
な

く
休
息
す
る
行
動
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
幹
を
た
た
く
動
作
を
ド
ラ
ミ

γ
グ
と
も
い
い
、
ヤ
』

957 



全生-
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へ
、
次
の
枝
と
い
う
よ
う
に
餌
を
あ
さ
る
。
と
き
ど
き
、
ギ
ィ

1
、
ギ
ィ
!
と
低
い
声
で
鳴

く
。
単
独
か
二
、
三
羽
、
ま
た
は
カ
ラ
類
と
混
生
し
て
い
る
。

回

カ

ッ

コ

ウ

夏
鳥
。
浅
間
山
麓
や
嬬
恋
方
面
の
高
原
に
多
い
。
中
之
条
附
近
で
は
渡
り
の
途
中
一
時
姿

を
見
せ
る
だ
け
で
あ
る
。
電
柱
や
梢
に
止
ま
っ
て
、
ま
た
飛
朔
し
な
が
ら
鳴
く
。
翼
を
チ
ョ

ウ
の
よ
う
に
ひ
ら
ひ
ら
さ
せ
な
が
ら
飛
ぶ
。
枝
や
梢
に
止
ま
る
と
き
は
尾
を
上
に
上
げ
、
両

フゲ

翼
を
下
に
下
げ
水
平
に
な
る
。

カ
y

コ
ウ
は

コ

モ
ズ
、

ホ
オ
ジ
ロ
、

ア
ム
方
J

ジ、

オ
オ
ヨ
シ
キ

リ
な
ど
を
寄
託
鳥
と
す
る
託
卵
鳥
と
し
て
有

名
夏 (64)で
鳥あ
。ホる

低 L
山 r

帯ト
か J

ら T

亜ス
高
山
帯
の
森
林

生
息
し
ウ
グ
イ
ス
の
巣
に
託
卵
す
る
。
五
月
か
ら
梅
雨
期
に
か
け
て
盛
ん
に
鳴
く
。
ホ
y

チ
ョ
ッ
キ

v
タ
ヵ
、
ま
た
は
テ
y

ベ
ン
カ
ケ
タ
ヵ
、
聞
き
方
に
よ
っ
て
は
「
特
許
許
可

局
」
と
聞
え
る
。
飛
期
中
も
鳴
く
。

回

ツ

ツ

ド

リ

夏
鳥
。
沢
渡
、
四
万
な
ど
上
信
越
国
立
公
園
の
森
林
に
生
息
す
る
。
山
深
い
と
こ
ろ
で

ポ
ゥ
ポ
ク
ポ
ゥ
と
太
い
ふ
く
ら
み
の
あ
る
低
音
で
鳴
く
。
警
戒
心
強
く
、
戸
は
聞
え
る
が
、

958 
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な
か
な
か
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
数
も
少
な
く
託
卵
性
で
あ
る
。

前

ジ

ュ

ウ

イ

チ

夏
鳥
。
低
山
帯
か
ら

E
高
山
帯
に
生
息
す
る
が
こ
れ
も
個
体
数
が
少
な
い
。
鳴
き
声
が
ジ
ュ
ウ
イ
チ
、
ジ
ュ
ウ
イ
チ
、
ま
た
は
ジ
ヒ
シ

オ
オ
ル
リ
、

，，
 n

D
 

γ
、
ジ
ヒ
シ

γ
と
聞
え
る
た
め
、
慈
悲
心
鳥
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
本
県
で
は
伊
香
保
が
そ
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

コ
マ
ド
り
な
ど
の
巣
に
託
卵
す
る
た
め
、
そ
れ
ら
が
多
く
生
息
す
る
地
方
に
こ
の
烏
も
多
い
。

コ
ル
リ
、

コ
ノ

ハ

ズ

ク

物動第三章

夏
鳥
。
低
山
帯
か
ら
亜
高
山
帯
ま
で
の
巨
木
の
あ
る
森
林
に
生
息
し
て
い
る
。
鳴
き
声
が

仏
法
僧
と
聞
こ
え
る
の
で
、
声
の
プ
y

ポ
ウ
ソ
ウ
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
利
根
郡
の
迦
葉
山

は
こ
の
鳥
の
声
を
聞
く
名
所
と
な
っ
て
い
る
。
四
万
温
泉
や
沢
渡
温
泉
で
も
こ
の
声
が
聞
か

れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

ウ

沢
渡
温
泉
周
辺
で
、
六
月
一
日
か
ら
毎
晩

「
仏
法
僧
」
が
鳴
き
話
題
と
な
っ
て
い
る
。
沢

渡
混
泉
で
仏
法
僧
が
鳴
い
て
い
る
の
を
発
見
し

た
の
は
、
た
ま
た
ま
東
京
か
ら
来
て
い
た
「
ま

る
ふ
く
旅
館
」
の
観
光
客
。
町
会
議
員
で
あ
る

同
旅
館
主
の
福
田
松
雄
さ
ん
は
沢
渡
で
仏
法
僧

の
戸
を
聞
い
た
の
は
生
ま
れ
て
は
じ
め
て
と

い
っ
て
い
る
。
仏
法
僧
が
鳴
く
時
聞
は
夜
八
時

か
ら
九
時
頃
の
聞
と
い
う
。

(
西
毛
新
聞
、
昭
和
四
十
九
年
六
月
一
五
日
号
)

ロクフ

no 
nnv 

留
鳥
。
夜
行
性
の
鳥
で
亜
高
山
帯
以
下
の
雑
木
林
や
ス
ギ
、

フ

ク

ロ

ウ

ヒ
ノ
キ
な
ど
の
人
工
造
林
な

959 

ど
の
密
林
中
に
生
息
し
て
い
る
。
鳴
き
声
は
低
い
が
遠
く
ま
で
よ
く
聞
え
る
。

ハ
タ
ネ
ス
ミ



然誌

な
ど
よ
く
捕
食
す
る
。

印

ア

オ

パ

ズ

ク

夏
鳥
。
人
家
付
近
の
森
林
や
神
社
仏
閣
の
大
樹
の
林
な
ど
に
生
息
し
、
毎
年
ほ
ぽ
同
じ
場
所
へ
渡
来
す
る
。
夜
間
、
ホ

l
、
ホ
!
と
鳴

960 

自

く
nu 
'
t
 

留
鳥
。
低
山
帯
や
平
地
に
生
息
し
、
農
耕
地
、
村
落
、
海
岸
、
川
に
多
く
見
ら
れ
る
。
空
中
に
円
を
描
い
て
滑
空
し
、
時
々
は
ば
た

卜

ピ

く
。
ピ

1
ヒ
ョ
ロ
ロ
と
飛
期
中
に
も
な
く
。
ト
ビ
と
カ
ラ
ス
は
よ
く
け
ん
か
し
、
ま
た
仲
よ
く
同
じ
岩
に
止
ま
っ
て
い
た
り
す
る
。
こ
れ

は
餌
場
の
関
係
か
ら
お
こ
る
け
ん
か
で
あ
る
と
の
説
や
一
種
の
遊
戯
で
あ
る
と
の
説
も
あ
る
。
飛
朔
時
下
か
ら
見
る
と
初
列
風
切
の
基
部

に
白
色
部
が
あ
り
、
他
の
ワ
シ
タ
カ
科
の
鳥
と
区
別
で
き
る
。

円

ミ

ゾ

ゴ

イ

夏
鳥
。
山
地
の
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
人
工
造
林
や
ク
リ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の
薄
暗
い
森
聞
に
単
独
ま
た
は
雌
雄
で
生
息
す
る
が
数
が
少
な

い
。
中
之
条
町
下
沢
渡
地
内
で
ス
ギ
林
で
同
所
町
田
喜
代
志
に
よ
っ
て
観
察
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
沢
や
渓
流
で
ザ
ワ
ガ
ェ
・
ミ
ミ
ズ
・

水
虫
昆
虫
な
ど
を
食
す
る
。

花

マ

ガ

モ

冬
鳥
。
四
万
湖
に
少
数
飛
来
す
る
。
厳
冬
季
に
な
る
と
湖
が
結
氷
す
る
た
め
生
息
に
は
不
適
で
あ
る
。

市

コ
夏
鳥
、

サ

ギ

一
部
は
留
鳥
。
木
県
の
平
野
部
の
水
田
、
湖
沼
、
河
原
な
ど
に
は
普
通
に
生
息
し
て
い
る
。
中
之
条
附
近
に
は
冬
季
餌
が
不
足

し
た
時
な
ど
養
魚
地
に
ま
れ
に
見
ら
れ
る
。
白
サ
ギ
中
最
小
で
ま
た
最
も
数
が
多
い
。



a斗'r 
旅
鳥
。
南
方
へ
の
渡
り
の
途
中
、

キ

ア

シ

シ

ギ

日
本
列
島
の
海
岸
、
川
原
な
ど
に
渡
来
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
県
で
は
利
根
川
下
流
や
邑
楽
郡
な

ど
で
見
ら
れ
る
と
い
う
。
普
通
群
れ
で
行
動
す
る
が
、
四
万
川
で
見
ら
れ
た
の
は
一
羽
で
あ
っ
た
。

市

ゴ

イ

サ

ギ

留
鳥
。
夜
行
性
で
昼
間
は
ス
ギ
・
マ
ツ
な
ど
の
薄
暗
い
森
林
中
に
す
み
、
タ
闇
ど
き
か
ら
朝
方
ま
で
水
田
や
河
川
で
餌
を
あ
さ
る
。
と

び
な
が
ら
ク
ワ
ア

l
、
ク
ワ
ア

I
と
聞
を
置
い
て
鳴
く
。

河

キ

ジ

バ

ト

留
鳥
。
普
通
雌
雄
一
対
で
生
息
し
て
い
る
が
、
冬
は
小
群
で
餌
場
に
い
る
こ
と
も
あ
る
。
樹
枝
を
集
め
て
粗
い
巣
を
造
り
、
二
個
産
卵

す
る
。
畑
地
や
草
地
の
地
上
で
採
餌
し
、
冬
は
回
や
庭
ま
で
お
と
ず
れ
る
。

斤

キ

ジ

留
鳥
。
平
地
か
ら
山
地
の
雑
木
林
の
疎
林
、
草
原
、
耕
地
、
牧
草
地
、
川
原
の
草
原
、
ス
ス
キ
原
、
休
耕
田
の
雑
草
の
中
な
ど
に
生
息

す
る
。
近
年
は
狩
猟
の
た
め
追
わ
れ
て
人
家
近
く
で
も
生
息
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
地
上
で
単
独
ま
た
は
小
群
で
採
餌
す
る
。
通
常
雄
は

物

尾
を
た
れ
て
い
る
が
、
走
る
と
き
は
尾
を
斜
め
に
高
く
上
げ
る
。
大
き
な
羽
音
を
た
て
て
飛
び
立
ち
、
滑
空
し
た
り
羽
ば
た
い
て
一
直
線

に
飛
ぶ
。
繁
殖
期
に
は
山
道
で
ひ
な
を
引
き
つ
れ
た
キ
ジ
の
家
族
に
出
合
う
こ
と
が
あ
る
。
日
本
の
国
鳥
で
あ
る
。

沌

ヤ

マ

ド

リ

留
鳥
。
世
界
中
で
日
本
の
本
州
、
四
国
、
九
州
だ
け
に
生
息
す
る
。
山
地
の
雑
木
林
、
農
耕
地
、
渓
谷
林
縁
に
生
息
す
る
。
冬
は
崖
の

日
だ
ま
り
の
薮
に
ひ
そ
み
、
ま
た
ね
ぐ
ら
と
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
強
く
羽
ば
た
い
て
飛
び
立
ち
、
一
直
線
に
低
空
を
谷
降
り
し
て
い

く
。
友
や
雌
を
呼
ぶ
と
き
翼
を
地
面
に
打
ち
つ
け
て
ド
ド
ド
ド
ド
と
音
を
立
て
る
。
群
馬
県
鳥
で
あ
る
。

961 
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tL 然自

内
司
日
曹

守

r留
鳥
。
各
地
に
普
通
に
見
ら
れ
る
が
、
元
来
中
国
よ
り
移
殖
さ
れ
増
殖
し
た
も
の
で
あ

コ
H
Y

ユ

ケ

イ

962 

る
。
雑
木
林
の
薮
の
中
、
回
畑
の
際
の
笹
薮
な
ど
に
群
れ
を
つ
く
っ
て
餌
を
あ
さ
っ
て
い
る

こ
と
が
多
い
。
冬
季
は
薮
の
中
を
カ
サ
、

カ
サ
音
を
さ
せ
て
採
餌
し
て
お
り
、
人
が
近
づ
く

カ

と
素
早
く
散
っ
て
し
ま
う
。

加

ウ

ズ

ラ

漂
鳥
。
秋
冬
に
は
雌
雄
一
対
か
小
群
で
草
原
や
荒
れ
た
農
耕
地
に
生
息
す
る
が
数
が
少
な

い
。
キ
ジ
類
の
中
で
最
も
小
さ
い
。

剖

ベ

ニ

ス

ズ

メ

東
南
ア
ジ
ア
か
ら
飼
鳥
と
し
て
輸
入
、
飼
育
さ
れ
そ
れ
が
何
ら
か
の
理
由
で
カ
ゴ
か
ら
脱

出
、
野
生
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
維
は
全
身
赤
紅
色
で
白
い
小
点
が
散
在
す
る
。
七
五
年
八
、

九
月
大
字
平
地
内
で
み
ら
れ
た
が
繁
殖
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
温
暖
な
地
方
ゃ
、
碓
氷
川

タ'マク

流
域
で
は
繁
殖
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

位

ク

マ

タ

カ

留
鳥
。
主
に
高
山
帯
に
生
息
す
る
が
数
が
少
な
い
。
冬
季
は
山
麓
に
も
飛
来
す
る
こ
と
が
あ
る
。
日
本
に
住
む
こ
の
亜
種
が
最
大
と
い

わ
れ
、
全
長
約
七
五
日
ぃ

y
。
体
の
上
面
は
暗
褐
色
で
、
下
面
は
白
地
に
赤
さ
び
褐
色
の
横
斑
が
多
数
あ
る
。
中
之
条
町
大
字
横
尾
、
関
新

作
に
よ
っ
て
大
正
十
年
代
に
寄
贈
さ
れ
た
ク
マ
タ
カ
の
剥
製
標
本
が
中
之
条
町
立
第
五
小
学
校
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
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種

科

。:亜
日本産陸蛇の分類と分布

+

十

十

+ 

ヒパカリ

ヤマカガシ

シロマダラ

マムシ

穣および亜種

第3表

だ

属

う

タカチホヘピ

らめな

び'" 

し

まだらへび

むまむま

5 10 (8 + 2) 5 2 

(昭和42年 rみやま文庫J':1，きと生けるもの)

な
ど
で
あ
る
。

艇

虫

類

)
 

1
 

(
 

び

類

'̂ 

本
県
に
は
、
第
三
表
の
よ
う
に
北
海
道
、
本
州
、
四
園
、
九
州

に
分
布
す
る
陸
蛇
二
科
五
属
八
種
二
亜
種
計
十
種
産
す
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
中
之
条
周
辺
で
よ
く
見
か
け
る
種
類
は
ヤ
マ

ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
、

カ
ガ
シ
、

シ
マ
ヘ
ビ
、
ジ
ム
グ
リ
、

マ
ム
シ

ヤ
マ
カ
ガ
シ
は
最
も
個
体
数
が
多
く
、
時
々
山
地
で
交
通
事
故

に
あ
っ
た
個
体
を
見
る
ほ
ど
で
あ
る
。
次
い
で
行
動
の
敏
捷
な
シ

マ
ヘ
ビ
、
ゆ
っ
た
り
と
し
て
日
本
産
へ
ピ
類
の
中
で
は
王
者
の
風

格
の
あ
る
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
な
ど
で
あ
る
。

ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
は
独
得
の
青
く
さ
さ
が
あ
り
、
主
食
が
ネ
ズ

、
な
ど
の
小
型
晴
乳
類
の
た
め
か
大
き
な
か
や
ぶ
き
の
農
家
に
必

ず
と
い
っ
て
よ
い
程
住
み
つ
き
、
屋
根
裏
、
押
込
れ
な
ど
に
も
長

々
と
伸
び
て
獲
物
を
ね
ら
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

963 

害
獣
駆
除
の
働
き
を
す
る
の
で
保
護
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か



霊長

"。

ニ
ワ
ト
リ
小
屋
へ
侵
入
し
て
卵
を
飲
ん
だ
り
、
巣
箱
の
中
の
野
鳥
の
ひ
な
な
ど
を
食
す
る
こ
と
も
あ
る
。

ヤ
マ
カ
ガ
シ
は
水
田
、
河
川
ぞ
い
な
ど
に
生
息
し
て
お
り
カ
エ
ル
類
を
主
食
と
し
て
い
る
。
頭
部
の
皮
下
と
上
唇
板
の
下
に
毒
腺
が
あ

り
、
普
通
は
暁
ま
れ
て
も
無
害
で
あ
る
が
毒
液
の
分
泌
さ
れ
る
毒
腺
の
近
く
に
あ
る
奥
歯
に
暁
ま
れ
る
と
毒
が
傷
口
に
入
り
内
出
血
を
起

こ
し
た
り
、
頭
痛
、
失
明
し
た
り
す
る
と
い
う
。
従
来
無
毒
ヘ
ピ
と
さ
れ
て
い
た
が
、
有
毒
へ
ピ
で
あ
る
。

ジ
ム
グ
リ
は
首
と
胴
の
区
別
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
鱗
が
滑
か
で
あ
る
。
林
の
中
や
垣
根
の
下
な
ど
の
陰
湿
な
場
所
を
好
み
、
人
が
近
づ

964 

し

然自

い
て
も
ほ
と
ん
ど
動
か
な
い
事
が
あ
る
。

タ
カ
チ
ホ
ヘ
ピ
や
シ
ロ
マ
ダ
ラ
は
夜
行
性
で
個
体
数
が
少
な
く
、

ヒ
バ
カ
リ
は
平
地
性
の
た
め
、
中
之
条
周
辺
で
は
あ
ま
り
目
に
つ
か

t
、。

J
J
e
B
V
 

。，h敵
に
押
え
ら
る
と
尾
が
切
れ
て
、
切
れ
た
尾
が
ピ
ク
ピ
ク
動
い
て
い
る
聞
に
本
体
は
逃
げ
て
し
ま
う
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
ト
カ
ゲ

類
。
世
界
各
地
に
分
布
す
る
現
生
ト
カ
ゲ
類
は
二
十
科
三
千
種
ほ
ど
で
あ
る
。
中
之
条
附
近
で
生
息
す
る
の
は
、
ト
カ
ゲ
、
カ
ナ
ヘ
ビ
の

ト
カ
ゲ
は
人
家
の
庭
、
乾
燥
し
た
草
地
、
カ
ナ
ヘ
ビ
は
、
平
地
や
低
山
地
帯
の
草
地
、
牧
草
地
な
ど
に
早
春
か
ら
晩
秋
ま

と

か

11 

類

二
種
で
あ
る
。

で
見
ら
れ
る
。

四

両

生

類

無
足
目
(
ア
ジ
ナ
シ
イ
モ
リ
)
、
有
尾
目
(
イ
モ
リ
、
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
〉
、
無
尾
目
(
カ
エ
ル
)
の
三
目
を
ま
と
め
て
両
生
類
と
い
う

が
、
こ
の
う
ち
ア
シ
ナ
シ
イ
モ
リ
は
熱
帯
に
産
し
日
本
に
生
息
し
て
い
な
い
。



両
生
類
は
一
般
的
な
特
徴
と
し
て
、
鱗
が
な
く
皮
膚
が
裸
出
し
滑
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
た
め
皮
膚
が
乾
燥
し
な
い
よ
う
に
皮
下
腺
が
多

数
あ
る
。
前
肢
に
四
本
、
後
肢
に
五
本
の
指
を
持
っ
て
い
る
。
変
温
性
で
成
体
は
肺
呼
吸
を
す
る
が
、
幼
生
は
え
ら
呼
吸
で
あ
る
。
幼
生

期
と
産
卵
期
に
は
水
中
で
過
ご
す
も
の
が
多
い
。
卵
は
寒
天
質
で
お
お
わ
れ
た
殻
が
な
い
。

1 

無

尾

類
(
カ
エ
ル
)

本
県
に
分
布
す
る
カ
エ
ル
類
は
四
属
一
一
種
で
あ
る
。
み
や
ま
文
庫
『
生
き
と
し
生
け
る
も
の
』
〉
そ
の
う
ち
本
町
に
生

ヒ
キ
ガ
エ
ル
(
ヒ
キ
ガ
エ
ル
属
)
、
ア
マ
ガ
エ
ル
(
ア
マ
ガ
エ
ル
属
〉
二
一
ホ

γ
ア
カ
ガ
エ
ル
・
ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル
・
ト
ノ
ザ

(
一
九
六
六
、

息
す
る
の
は
、

マ
ガ
エ
ル
・
ツ
チ
ガ
エ
ル
・
タ
ゴ
ガ
エ
ル
(
ア
カ
ガ
エ
ル
属
〉
、

シ
ュ
レ

l
ゲ
ル
ア
オ
ガ
エ
ル
・
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
(
ア
オ
ガ
エ
ル
属
)
の

四
属
九
種
で
あ
る
。

ヒ

キ

ガ

エ

'" 

物

大
型
で
後
肢
が
短
い
た
め
、
あ
ま
り
跳
躍
し
な
い
。
歩
行
を
主
と
す
る
の
で
動
作
が
緩
慢
に
み
え
る
。
森
林
の
湿
っ
た
落
葉
の
聞
や
石

の
隙
間
な
ど
を
好
み
、
日
向
見
、
赤
沢
林
道
方
面
に
多
く
見
か
け
る
。

間

ア

マ

ガ

エ

ル

樹
上
性
の
小
型
な
カ
エ
ル
で
、
普
通
は
緑
色
で
あ
る
が
環
境
が
変
わ
る
と
体
色
を
変
え
、
灰
白
色
に
暗
色
斑
紋
を
現
わ
す
こ
と
が
あ

動

る
。
夜
間
人
家
の
窓
ガ
ラ
ス
な
ど
に
吸
着
し
、
飛
来
す
る
見
虫
を
巧
み
に
捕
食
す
る
様
は
見
事
で
あ
る
。

間
二
木
ン
ア
マ
ガ
エ
ル

地
上
性
で
産
卵
期
以
外
は
草
地
や
林
縁
で
生
活
し
跳
躍
力
が
大
き
い
。

a
4
 

965 
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ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル



誌、然自

ニ
ホ
ン
ア
カ
ガ
エ
ル
に
よ
く
似
て
い
る
が
、
主
と
し
て
山
地
に
み
ら
れ
る
。
晩
秋
稲
刈
り

966 

の
頃
、
水
田
の
中
や
畦
畔
で
み
か
け
る
。

F
D
 

最
も
普
通
の
カ
エ
ル
で
全
国
的
に
分
布
し
て
い
る
。

ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル

ダルマガエル

従
来
、
関
東
地
方
な
ど
で

g
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
8

と
呼
ば
れ
て
い
た
カ
エ
ル
は
、
近
年
の

調
査
研
究
の
結
果
、
「
ダ
ル
マ
ガ
エ
ル
関
東
型
」
で
あ
る
と
い
う
。
ダ
ル
マ
ガ
エ
ル
関
東
型

と
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
と
の
形
態
的
な
区
別
点
は
、
ダ
ル
マ
ガ
エ
ル
関
東
型
が
一
般
に
後
肢
が

短
か
く
、
体
育
の
黒
楕
色
の
褐
円
型
の
斑
紐
の
数
が
少
な
く
、
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
の
よ
う
に

網
目
状
に
つ
な
が
り
合
っ
た
模
様
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
ダ
ル
マ
ガ
エ
ル

「
東
海
地
方
以
西
で
は
分
布
域
が
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
と
重
な
っ
て
い
る
が
、

に
つ
い
て
は
、

東
日
本
で
は
、
こ
の
種
が
分
布
し
て
い
る
地
域
に
は
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
が
い
な
い
。
」
と
い

(
原
色
両
生
胞
虫
類
図
鑑
〉

こ
の
種
は
水
田
、
池
沼
、
小
川
な
ど
水
辺
に
生
息
し
、
よ
く
ヤ
マ
カ
ガ
シ
の
餌
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
畑
の
中
で
も
冬
眠
し
耕
起
す

う

ツ

チ

ガ

エ

J[， 

る
と
き
一
緒
に
掘
り
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

F
H
U
 

土
色
で
背
に
多
数
の
隆
起
が
あ
る
。
池
、
招
、
川
原
、
溝
な
ど
に
生
息
す
る
。
五

i
七
月
頃
産
卵
し
、
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
は
あ
ま
り
成

長
し
な
い
で
越
冬
し
翌
年
の
夏
に
変
態
す
る
。
成
体
も
池
の
中
で
越
冬
す
る
も
の
が
あ
る
。
鳴
き
声
は
低
く
断
続
的
で
あ
る
。

(7) 

シ
ュ
レ
l
ゲ
ル
ア
オ
ガ
エ
ル



ア
マ
ガ
エ
ル
に
よ
く
似
る
が
樹
上
生
活
よ
り
も
草
む
ら
で
生
活
す
る
ほ
う
が
多
い
。
四

1
六
月
に
、
泡
状
の
卵
塊
を
湿
っ
た
水
田
の
畦

畔
の
土
中
の
穴
に
産
む
。
水
田
の
「
く
ろ
は
ぎ
」
の
と
き
鍬
で
切
り
取
ら
れ
た
部
分
よ
り
見
つ
か
る
こ
と
が
あ
る
。

向。
カ

ジ

カ

ガ

エ

ル

名
久
田
川
、
四
万
川
両
水
域
に
生
息
し
、
河
原
の
石
の
聞
や
岩
の
上
な
ど
で
生
活
す
る
。
四
万
温
泉
附
近
で
は
、
そ
の
美
し
い
鳴
き
声

が
多
く
聞
か
れ
る
。

n
u
d
 

本
州
・
四
国
・
九
州
の
山
地
に
分
布
す
る
。

タ

ゴ

ガ

エ
}v 

ニ
ホ
シ
ア
カ
ガ
エ
ル
と
ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル
に
よ
く
似
て
い
る
が
、
頭
部
の
下
面
、
上
肢
の

つ
け
ね
が
黒
っ
ぽ
く
奇
す
ぎ
た
な
〈
見
え
る
の
で
区
別
で
き
る
。
ふ
つ
う
五
、
六
月
頃
、
渓
流
の
岸
な
ど
の
穴
、
水
た
ま
り
な
ど
に
産
卵

す
る
。
本
県
で
は
利
根
郡
片
品
村
大
清
水
地
内
で
の
採
集
例
が
あ
る
が
、
本
郡
で
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
環
境
的
に
み
て
そ

の
生
息
が
十
分
考
え
ら
れ
る
。

2 

有
尾
類
(
イ
モ
リ
・
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
)

物

一
口
に
サ

γ
シ
ョ
ウ
ウ
オ
と
い
っ
て
も
、
こ
の
類
に
は
サ
シ
シ
ョ
ウ
ウ
ォ
、
オ
オ
サ

γ
シ
ョ
ウ
ウ
ォ
、
イ
モ
リ
な
ど
が
あ
る
。
本
県
に

は
、
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
・
イ
モ
リ
の
二
科
属
五
種
(
ク
ロ
サ

γ
シ
ョ
ウ
ウ
オ
・
ト
ウ
ホ
ク
サ
シ
シ
ョ
ウ
ウ
オ
・
ヒ
ダ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
・

ハ
コ
ネ
サ
シ
シ
ョ
ウ
ウ
オ
・
イ
モ
リ
)
の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
(
一
九
六
六
み
や
ま
文
庫
『
生
き
と
し
生
け
る
も
の
』
第
二
一
巻
)

中
之
条
周
辺
に
は
こ
れ
ら
の
う
ち
ハ
コ
ネ
サ
シ
シ
ョ

γ
ウ
オ
だ
け
が
生
存
し
て
い
る
。

動第三章

サ
シ
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
成
体
は
一
般
に
陸
上
生
活
を
営
み
夜
行
性
で
あ
る
。
山
地
渓
流
の
落
葉
の
下
や
石
の
聞
で
み
ら
れ
る
の
は
そ
の
幼

967 

生
で
あ
る
。



然誌

ハ
コ
ネ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
吾
嬬
山
東
面
、
栃
窪
、
十
二
ケ
岳
北
面
な
ど
の
水
温
が
低
く
水
量
の
少
な
い
渓
流
に
生
息
し
て
い
る
。

968 

自

五

魚

類

1 

生

d息

環

境

中
之
条
町
に
は
西
部
に
四
万
川
、
東
部
に
名
久
田
川
、
中
央
は
小
河
川
と
し
て
胡
桃
沢
川
、
桃
瀬
川
、
南
部
に
吾
妻
川
な
ど
が
あ
る
。

四
万
川
は
県
境
の
稲
包
山
(
一
、
五
九
七
・
七
H
む
や
木
ノ
根
宿
連
山
に
源
を
発
し
、
上
信
越
国
立
公
園
内
の
三
園
山
脈
南
面
の
水
を

集
め
て
南
流
し
、
さ
ら
に
木
戸
山
(
一
、
七
一
一
一
一
一
w
む
に
発
し
た
日
向
見
沢
川
及
び
新
湯
川
な
ど
の
支
流
を
四
万
温
泉
地
内
で
あ
わ
せ

る
。
ま
た
反
下
川
、
蛇
野
川
を
集
め
た
上
沢
渡
川
を
大
字
下
沢
渡
で
合
流
さ
せ
、
山
田
川
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
小
川
地
内
で
吾
妻
川

に
注
ぐ
。
四
万
川
は
本
町
最
大
の
流
域
を
持
つ
河
川
で
あ
る
。
こ
の
四
万
川
の
字
日
向
見
よ
り
上
流
は
夏
で
も
水
温
約
一
三
℃
、

P
H
四
・

O
で
魚
類
の
生
息
に
は
不
適
で
あ
り
、
数
種
の
水
生
昆
虫
を
見
る
が
、
そ
の
生
息
を
頑
と
し
て
阻
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
日
向
見
沢
川
で

は
水
温
約
二
一
一
℃
ハ
八
月
)
で
P
H
が
普
通
で
あ
る
た
め
イ
ワ
ナ
、
ヤ
マ
メ
の
生
息
を
許
し
て
い
る
。
以
下
下
流
や
支
流
に
は
イ
ワ
ナ
、

ヤ
マ
メ
、
ウ
グ
イ
、
カ
ジ
カ
な
ど
が
生
息
し
て
い
る
。

名
久
田
川
は
高
山
村
の
北
山
及
び
子
持
山
・
小
野
子
山
を
水
源
と
し
、
各
支
流
を
集
め
て
南
西
に
浅
い
渓
谷
を
つ
く
り
な
が
ら
流
下

し
、
字
矢
場
附
近
で
赤
坂
川
・
蟻
川
を
集
め
、
蛇
行
し
な
が
ら
南
流
し
字
只
則
に
お
い
て
吾
妻
川
に
合
流
す
る
。
こ
の
名
久
田
川
は
山
地

渓
流
で
は
あ
る
が
平
地
を
流
れ
る
た
め
水
温
高
く
正
常
河
川
で
あ
る
。
そ
の
た
め
ソ
ウ
類
や
水
生
昆
虫
が
繁
殖
し
魚
類
の
生
息
に
適
し
て

い
る
。
上
流
及
び
支
流
に
は
ヤ
マ
メ
、
中
、
下
流
に
お
い
て
は
、
ウ
グ
イ
、
ア
ブ
ラ
ハ
ヤ
、
ギ
パ
チ
、
カ
マ
ツ
ヵ
、
シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ
、
ド



ジ
ョ
ウ
な
ど
の
天
然
の
魚
が
分
布
し
、
併
せ
て
吾
妻
漁
業
協
同
組
合
の
放
流
に
よ
る
ア
ュ
、

う
オ
イ
カ
ヮ
、
養
魚
地
よ
り
流
下
し
た
コ
イ
な
ど
も
生
息
し
て
い
る
。

胡
桃
沢
川
は
大
字
五
反
田
の
蓑
原
東
面
及
び
十
二
平
沢
・
石
沖
沢
の
水
を
集
め
て
東
流
し
、
中
之
条
町
の
中
央
を
貫
流
し
て
吾
妻
川
に

一
ジ
マ
ス
な
ど
を
み
る
。
さ
ら
に
放
流
に
伴

注
ぐ
小
河
川
で
あ
る
。

こ
の
胡
桃
沢
川
に
も
ヤ
マ
メ
、

な
ど
も
み
ら
れ
た
と
い
う
。

ア
プ
ラ
ハ
ヤ
、
ド
ジ
ョ
ウ
、
ま
れ
に
ニ
ジ
マ
ス
な
ど
が
生
息
す
る
。
ま
た
過
去
に
は
ウ
ナ
ギ
、
カ
ジ
カ

吾
妻
川
は
中
之
条
町
の
南
端
を
わ
ず
か
六
・
五
件
M
L東
流
す
る
酸
性
河
川
で
あ
る
。
現
在
は
草
津
町
に
お
け
る
中
和
処
理
に
よ
っ
て
酸

性
度
を
減
じ
、
ウ
グ
イ
の
生
息
を
可
能
に
し
て
い
る
が
、
発
電
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
た
め
水
量
が
著
し
く
少
な
い
。

こ
れ
ら
の
河
川
は
古
く
か
ら
中
之
条
町
の
産
業
や
生
活
に
大
き
く
寄
与
し
、
現
在
も
な
お
ダ
ム
構
築
に
よ
る
発
電
、
濯
瓶
な
ど
大
き
な

恩
恵
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
川
は
本
町
の
貴
重
な
資
源
で
あ
る
と
と
も
に
、
人
々
に
と
っ
て
幼
い
日
の
思
い
出
の
故
郷
で

あ
り
、
憩
い
の
場
で
も
あ
る
。

物

し
か
し
、
現
在
こ
れ
ら
の
河
川
に
生
息
す
る
動
植
物
に
と
っ
て
は
必
ず
し
も
最
適
な
生
息
環
境
と
い
え
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
ダ

ム
は
魚
類
の
遡
上
や
降
河
を
不
可
能
に
し
、
水
量
の
減
少
も
生
息
域
を
狭
め
て
い
る
。
ま
た
、
最
近
の
資
源
の
大
量
消
費
に
と
も
な
う
有

害
物
質
の
廃
棄
、
工
場
排
水
、
家
庭
の
炊
事
・
洗
濯
な
ど
の
生
活
排
水
と
く
に
合
成
洗
剤
の
流
入
、
農
薬
、
観
光
開
発
な
ど
は
水
路
や
河

川
の
水
質
を
著
し
く
汚
濁
し
て
い
る
。
四
万
川
や
名
久
田
川
も
例
外
で
は
な
い
。

特
に
桃
瀬
川
及
び
胡
桃
沢
川
の
下
流
で
は
流
域
の
都
市
化
に
よ
る
汚
濁
が
進
み
、
昭
和
二
十
年
頃
ま
で
多
数
生
息
し
て
い
た
ア
ブ
ラ
ハ

ヤ
な
ど
下
流
で
ほ
と
ん
ど
生
息
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
山
間
部
の
本
郡
と
し
て
は
珍
ら
し
く
生
息
し
て
い
た
桃
瀬
川
の
ヌ
マ

969 

動第三章

エ
ピ
な
ど
も
絶
滅
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。



皆
川

2 

i魚

法

然

970 

昭
和
三
十
七
年
吾
妻
漁
業
協
同
組
合
が
設
立
さ
れ
、
以
来
資
源
の
保
護
を
目
的
と
し
た
放
流
、
禁
漁
期
、
禁
漁
具
な
ど
の
手
段
が
と
ら

n 

。。
ド
ウ

れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
以
前
の
漁
法
は
姿
を
消
し
た
。
過
去
に
行
わ
れ
て
い
た
漁
法
に
つ
い
て
み
る
と

ウ
ナ
ギ
、
ド
ジ
ョ
ウ
を
漁
獲
対
象
と
し
て
い
る
。

竹
で
編
ん
だ
細
長
い
円
錐
形
の
か
ご
で
底
に
餌
を
入
れ
て
お
き
、

投
網
、
四
手
網
、
主
と
し
て
ウ
グ
イ
を
対
象
と
す
る
。

。

細
割
り
の
竹
を
す
の
こ
状
に
編
み

L
字
形
に
折
り
一
方
に
支
柱
を
入
れ
両
先

端
を
つ
っ
た
も
の
で
、
カ
ジ
カ
を
漁
獲
対
象
と
し
て
い
る
。
下
流
に
ザ
ッ
コ
を
ふ
せ
上
流

ザ
ッ
コ

の
石
な
ど
を
動
か
し
て
カ
ジ
カ
を
追
い
込
む
漁
法
で
あ
る
。

。

現
在
で
は
入
漁
権
を
得
て
遊
漁
と
し
て
行
な
わ
れ
、

ア
ュ
、
ウ
グ
イ
な
ど
に
用

釣
り

ザッコ(漁具〕

い
ら
れ
る
。

ギ
ギ
な
ど
に
は
置
ば
り
、
流
し
糸
な
ど
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。

。
突
き

の
ぞ
き
(
水
面
)
を
用
い
な
が
ら
、
や
す
で
突
き
と
る
漁
法
。
カ
ジ
カ
を
主

に
、
上
手
に
な
る
と
ウ
グ
イ
も
突
け
た
ω

第
四
表
は
吾
妻
漁
業
協
同
組
合
に
よ
る
魚
類
の
放
流
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。



第三章動 物

第4表名久田川魚類放流数

年 度|ァュ|マ

ag 38 

39 150kg 

40 265kg 

41 80kg 

42 219kg 

43 256.5kg 

44 295kg 

45 330kg 

46 292.6kg 

47 230kg 

48 280kg 

49 470kg 

50 311.3kg 

51 340kg 

52 318kg 

註 J戊…・・成f.{¥

稚・・…稚魚

971 

成

成稚

成稚

成稚

成

成

成

成

成

成

成稚

成

成

成

成

|ウグイ|コ

150kg 稚 2.000尾

330k尾E 
3.000 

145k尾E 
4.000 

有k 3.000尾

2，358050尾kg 
58kg 

300kg 

200kg 稚 2.500尾

416kg 稚 3.000尾

177kg 成稚 30k尾E 
2.500 

708kg 稚 10.000尾 20kg 

343kg 稚 14.500尾 60kg 

401k尾E 
6.000 稚 15.300尾 30kg 25.3kg 

500kg 稚 15.357尾 500kg 

1. OOOkg 成 118k尾E 
稚 34.300

100kg 280kg 

467kg 成稚 1 4 ， O60 00 k尾g 102kg 360kg 

551は l成 140kg 360kg 

8kg 

5kg 



誌

3 

魚、

相

972 

然自

採
集
調
査
及
び
聞
込
み
に
よ
る
魚
種
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
次
に
主
な
魚
類
の
生
態
を
示
す
。

ウ

グ

イ

四
万
川
、
名
久
田
川
及
び
吾
妻
川
に
住
み
、
か
な
り
酸
性
の
水
に
も
耐
え
る
。
酸
性
河
川
で
あ
る
吾
妻
川
で
は
草
津
の
中
和
処
理
に

よ
っ
て
現
在
吾
妻
町
大
字
松
谷
附
近
に
ま
で
生
息
域
が
拡
大
し
て
い
る
。
イ
ワ
ナ
、
ヤ
マ
メ
類
の
生
息
域
よ
り
下
流
の
瀬
や
測
で
活
発
に

群
泳
す
る
。
雌
雄
と
も
に
産
卵
期
に
は
追
い
星
と
婚
姻
色
が
現
わ
れ
、
雄
は
特
に
鮮
か
で
あ
る
。
産
卵
は
流
速
の
大
き
い
小
石
底
の
浅
瀬

で
雌
維
が
多
数
集
ま
っ
て
行
わ
れ
る
。

(2) 

ア

プ

ヲ

ヤ

，，
 

名
久
田
川
、
胡
桃
沢
川
に
住
む
。
か
つ
て
は
桃
瀬
川
に
も
生
息
し
て
い
た
。
雑
食
性
で
、
流
れ
の
ゆ
る
い
喋
底
を
好
み
、
ヤ
マ
メ
域
と

そ
の
下
流
に
広
が
っ
て
生
息
す
る
。
夕
方
は
流
下
物
を
水
面
近
く
に
浮
い
て
食
す
る
。

切

ギ

パ

チ

方
言
で
ギ
ギ
ョ
ゥ
、
ギ
ュ
ウ
タ
ロ
ウ
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
名
久
田
川
の
瀬
の
ゆ
る
や
か
な
深
み
の
岩
穴
や
石
の
下
に
生
息
し
、
夜

行
性
で
動
物
食
。
背
び
れ
と
胸
び
れ
に
練
が
あ
り
刺
れ
る
と
痛
い
。

(4) 

カ

マ

ツ

カ

名
久
田
川
の
砂
底
、
砂
喋
底
に
住
み
、
砂
に
も
潜
る
。
雑
食
性
で
活
動
範
囲
は
せ
ま
い
。
昭
和
二
十
年
代
ま
で
は
、
川
を
裸
足
で
歩
く

と
足
の
下
に
な
り
、
容
易
に
捕
え
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
近
年
個
体
数
が
少
な
く
な
っ
た
。

F
D
 

カ

“' y 

カ



四
万
川
、
名
久
田
川
の
水
の
き
れ
い
な
早
瀬
の
礁
底
に
生
息
す
る
。
個
体
数
多
く
水
生
昆
虫
や
底
生
動
物
を
摂
食
す
る
。
こ
れ
も
、
以

前
は
子
ど
も
が
手
で
握
っ
た
り
、
ヤ
ス
で
突
い
た
り
、
す
く
っ
て
捕
え
る
こ
と
が
で
き
る
程
生
息
し
て
い
た
が
、
や
は
り
数
が
著
し
く
減

少
し
て
い
る
。

no 
水
の
澄
ん
だ
砂
底
を
好
み
、
雑
食
性
。
名
久
田
川
に
そ
の
数
が
多
い
。

的

ド

ジ

ョ

ウ

月
本
全
国
の
湖
沼
、
溝
川
、
水
田
な
ど
の
泥
底
に
分
布
す
る
。
泥
中
に
潜
る
の
を
好
み
雑
食
性
。
冬
は
泥
中
で
冬
眠
し
、
溝
の
泥
を
す

く
い
上
げ
る
と
そ
の
中
か
ら
出
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。

シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ

n
E
 

名
久
田
川
に
琵
琶
湖
産
の
コ
ア
ユ
の
稚
ア
ユ
が
放
流
さ
れ
て
い
る
。
元
来
、
ア
ユ
は
秋
、
河
川
で
産
卵
さ
れ
、
そ
こ
で
ふ
化
し
た
後
海

へ
下
り
、
春
湖
上
す
る
も
の
で
あ
る
。
コ
ア
ユ
は
陸
封
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
そ
れ
が
な
い
。
ア
ユ
は
、
水
温
の
暖
か
い
川
の
瀬
の
石
礎

底
を
好
ん
で
生
息
し
、
ほ
ぽ
一
平
方
針
の
強
固
な
な
わ
ば
り
を
持
つ
性
質
が
あ
る
。

ア

ユ

物

向
司

u'名
久
田
川
に
生
息
す
る
。
琵
琶
湖
か
ら
の
河
川
放
流
用
稚
ア
ユ
に
混
じ
っ
て
移
植
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
流
れ
の
緩
か
な
浅
瀬
に
ア
ユ

や
ウ
グ
イ
な
ど
と
住
ん
で
い
る
。
雑
食
性
で
朝
夕
の
薄
暗
い
時
に
は
水
面
に
は
ね
上
る
こ
と
が
多
い
。

叩

ウ

ナ

ギ

名
久
田
川
、
胡
桃
沢
川
に
過
去
に
お
い
て
生
息
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
魚
類
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
吾
妻
郡
中
之
条
町
郷
土
誌

大
正
八
年
中
之
条
町
役
場
」
、
「
群
馬
県
吾
妻
郡
誌
昭
和
十
一
年
」
の
文
献
及
び
聞
込
み
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

973 

オ

カ

ワ

イ
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然誌

そ
の
後
名
久
田
川
に
は
昭
和
三
十
九
年
及
び
四
十
九
年
に
少
量
ず
つ
放
流
さ
れ
て
い
る
。

974 

自

--L.. 

ノ、

体

物

軟

動

軟
体
動
物
の
な
か
で
も
淡
水
産
貝
類
及
び
陸
産
貝
類
に
つ
い
て
そ
の
概
略
を
示
す
。

1 

淡

水

産

貝

類

中
之
条
地
域
は
地
形
的
に
も
気
候
的
に
も
厳
し
い
自
然
環
境
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
そ
こ
に
生
息
す
る
貝
類
も
自
ら
限
定
さ
れ
て
く

る。
中
之
条
地
域
の
淡
水
産
貝
類
の
種
類
数
は
変
種
〈
亜
種
)
を
含
め
て
六
科
八
種
で
あ
る
。

か
わ
に
な
科

m
カ

ワ

中
之
条
地
域
の
方
言
で
「
カ
l
ニ
ラ
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
淡
水
産
の
巻
き
貝
で
あ
る
。
河
川
の
石
面
、
用
水
路
、
小
川
な
ど
で
普
通

に
み
ら
れ
る
。

∞

シ

マ

カ

ワ

ニ

ナ

四
万
温
泉
及
び
大
塚
温
泉
に
だ
け
生
息
す
る
小
型
の
カ
ワ
ニ
ナ
で
あ
る
。
昭
和
九
年
平
瀬
信
太
郎
氏
は
こ
れ
を
シ
マ
カ
ワ
ニ
ナ
と
仮
称

し
、
天
覧
成
績
口
問
目
録
に
記
載
し
た
。
四
万
温
泉
に
お
い
て
は
、
現
在
(
昭
和
五
二
年
〉
田
村
旅
館
附
近
に
生
息
す
る
が
、
数
が
少
な

い
。
昭
和
四
十
五
年
、
六
年
頃
に
は
四
万
温
泉
商
庖
街
対
岸
及
び
鐘
寿
館
附
近
に
も
生
息
し
て
い
た
。
殻
長
約
二
了
三

HVB、
殻
径
約

ナ



た

科

し

シマカワニナ(上〉

カワエナ(下〕

四
・
八
日
L
で
歯
舌
の
構
造
が
極
め
て
簡
単
で
あ
る
。
黒
褐
色
で
螺
層
は
四

1
五
階
で
殻

長
部
が
不
完
全
で
あ
る
。
四
万
温
泉
で
は
水
温
二
十
℃

l
二
五
℃
の
石
面
に
附
着
す
る
も

の
が
多
い
。
ま
た
、
大
塚
温
泉
を
源
流
と
す
る
小
流
で
は
、
水
温
二
五
℃

1
三
五
℃
の
砂

底
に
生
息
し
て
い
る
。
水
質
汚
濁
に
対
し
て
極
め
て
鋭
敏
で
あ
る
こ
と
、
生
息
域
も
限
ら

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
保
護
が
望
ま
れ
る
。

も
の
あ
ら
が
い
科

(3) 

モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ

aa『両
者
と
も
水
田
、
溝
、
池
沼
な
ど
に
す
ん
で
い
る
が
、
ヒ
メ
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
の
ほ
う

が
汚
濁
に
対
し
て
強
つ
ま
た
、
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
の
殻
口
は
大
き
く
聞
き
軸
唇
も
強
く

ね
じ
れ
て
い
る
が
、
ヒ
メ
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
は
そ
れ
ら
が
少
な
い
の
で
容
易
に
区
別
で
き

ヒ
メ
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ

る

物

F
D
 

昭
和
二
十
年
代
ま
で
は
、
水
田
の
至
る
と
こ
ろ
に
分
布
し
、
遅
く
ま
で
水
の
残
あ
足
跡
に
群
が
っ
て
生
息
し
て
い
た
が
、
農
薬
使
用
に

よ
っ
て
絶
誠
し
た
地
域
が
多
い
。
わ
ず
か
に
、
山
麓
の
湿
田
に
生
息
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
冬
季
は
乾
田
の
く
ぼ
み
で
越
冬
す

マ

ル

タ

ニ

シ

動第三牽

る
ひ
ら
ま
き
が
い
科

975 



然誌

po 
小
型
で
扇
平
な
円
盤
状
の
巻
貝
で
あ
る
。
池
招
、
水
田
、
溝
な
ど
の
水
草
や
石
に
付
着
し
て
牛
活
し
て
い
る
。

ヒ
ラ
マ
キ
ミ
ズ
マ
イ
マ
イ

976 

自

や
ま
と
し
じ
み
科

'
t
 

北
海
道
を
除
〈
日
本
全
土
及
び
朝
鮮
半
島
に
分
布
す
る
純
淡
水
の
河
川
に
産
す
る
二
枚
貝
で
あ
る
。
中
之
条
均
域
の
河
川
は
水
温
の
低

い
山
地
渓
流
で
あ
る
た
め
ほ
と
ん
ど
生
息
し
て
い
な
い
。
現
在
、
大
塚
温
泉
下
流
、
大
塚
用
水
及
び
越
尾
沢
下
流
に
わ
ず
か
に
み
ら
れ
る
。

以
前
は
中
之
条
町
大
字
平
字
寵
林
の
「
ぬ
る
湯
」
附
近
に
小
数
生
息
し
て
い
た
が
河
底
低
下
の
た
め
地
形
が
変
化
し
現
在
そ
れ
が
み
ら
れ

な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
伊
勢
町
地
内
の
間
歩
用
水
及
び
胡
桃
沢
下
流
に
も
み
ら
れ
た
が
水
質
汚
濁
の
た
め
こ
れ
も
生
息
し
て
い
な
い
。

マ

ソ

-・・ソ

ー~ 
『

(8) ど
心、

し
じ
み
科

ま

め

し

じ

み

ご
く
小
型
の
薄
質
半
透
明
の
貝
で
あ
る
。
北
海
道

l
九
州
の
湧
水
な
ど
の
冷
水
中
の
細
砂
底
に
生
息
し
て
い
る
。

中
之
条
周
辺
で
は
ほ
と
ん
ど
み
か
け
な
い
が
、
わ
ず
か
に
中
之
条
町
立
第
四
中
学
校
の
池
に
み
ら
れ
る
。

2 

陸

産

員

類

昭
和
九
年
の
天
覧
成
績
品
目
録
に
よ
る
本
郡
の
陸
産
貝
類
は
、
一
一
科
三
十
八
種
で
あ
る
。
(
吾
妻
郡
誌
追
録

の
う
ち
、
小
林
文
一
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
種
類
は
、
昭
和
五
十
二
年
現
在
次
の
六
種
で
あ
る
。

き
せ
る
が
い
科

一
二
六
項
〉
こ
れ
ら

ナ
ミ
コ
ギ
セ
ル
ガ
イ

ナ
ミ
ギ
セ
ル
ガ
イ



お
な
じ
ま
い
ま
い
科

オ
オ
ケ
マ
イ
マ
イ

ミ
ス
ジ
マ
イ
マ
イ

ウ
ス
カ
ワ
マ
イ
マ
イ

チ
ャ
イ
ロ
ヒ
ダ
リ
マ
キ
マ
イ
マ
イ

七

蝶

類

花
を
訪
れ
る
蝶
、
草
原
や
樹
海
の
上
を
飛
び
交
う
蝶
、
川
原
の
水
た
ま
り
に
た
わ
む
れ
る
蝶
、
こ
れ
ら
大
自
然
の
中
に
舞
う
蝶
は
、
世

界
で
お
よ
そ
二
万
種
、
日
本
で
二
二
五
種
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

中
之
条
町
(
主
一
に
沢
田
地
区
)
に
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
次
の
よ
う
な
八
科
九
七
種
の
蝶
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
が
小
林

よ
っ
て
調
査
さ
れ
て
い
る
。

勉

せ
せ
り
ち
ょ
う
科

ミ
ヤ
マ
セ
セ
リ
。
ダ
イ
ミ
ョ
ウ
セ
セ
リ
。

ス
ジ
グ
ロ
チ
ャ
バ
ネ
セ
セ
リ
。

ヘ
リ
グ
ロ
チ
ャ
パ
ネ
セ
セ
リ
。
ホ
シ
チ
ャ

ア
オ
パ
セ
セ
リ
。

バ
ー
ネ
セ
セ
リ
。

コ
チ
ャ
パ
ネ
セ
セ
リ
。
オ
オ

コ
キ
マ
ダ
ラ
セ
セ
リ
。

ヒ
メ
キ
マ
ダ
ラ
セ
セ
リ
。
キ
マ
ダ
ラ
セ
セ
リ
。
ア
カ
セ
セ
リ
。

物

チ
ャ
バ
ネ
セ
セ
リ
。
チ
ャ
バ
ネ
セ
セ
リ
。
ミ
ヤ
マ
チ
ャ
パ
ネ
セ
セ
リ
。
イ
チ
モ
ン
ジ
セ
セ
リ
。

動

あ
げ
は
ち
ょ
う
科

2 

第三章

ウ
ス
バ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
。
ジ
ャ
コ
ウ
ア
ゲ
ハ
。

ア
オ
ス
ジ
ア
ゲ
ハ
。
キ
ア
ゲ
ハ
。

ア
ゲ
ハ
。

ク
ロ
ア
ゲ
ハ
。
オ
ナ
ガ
ア
ゲ
ハ
。
カ
ラ
ス
ア

977 

ゲ
ハ
。
ミ
ヤ
マ
カ
ラ
ス
。

ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
。
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3 

し
る
ち
ょ
う
科

ヒ
メ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
。
モ

γ
キ
チ
ョ
ウ
。
ミ
ヤ
マ
モ

γ
キ
チ
ョ
ウ
。
キ
チ
ョ
ウ
。

ツ
マ
グ
ロ
キ
チ
ョ
ウ
。

ス
ジ
ホ
ソ
ヤ
マ
キ
チ
ョ
ウ
。
ヤ

9'18 

然自

マ
キ
チ
ョ
ウ
。

モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
。

ス
ジ
グ
ロ
チ
ョ
ウ
。
ツ
マ
キ
チ
ョ
ウ
。

4 

ま
だ
ら
ち
ょ
う
科

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
。

5 

て
ん
ぐ
ち
ょ
う
科

テ
ン
グ
チ
ョ
ウ
。

6 

じ
ゃ
の
め
ち
ょ
う
科

ヒ
メ
ウ
ラ
ナ
ミ
ジ
ャ
ノ
メ
。
ペ
ニ
ヒ
カ
ゲ
。
ジ
ャ
ノ
メ
チ
ョ
ウ
。
ウ
ラ
ジ
ャ
ノ
メ
。

ツ
マ

J

ジ
ロ
ウ
ラ
ジ
ャ
ノ
メ
。
ヒ
メ
ジ
ャ
ノ
メ
。

コ

ジ
ャ
ノ
メ
。

ヒ
ヒ
カ
ゲ
。

ヒ
カ
ゲ
チ
ョ
ウ
。
ク
ロ
ヒ
カ
ゲ
モ
ド
キ
。

ヒ
メ
キ
マ
ダ
ラ
ヒ
カ
ゲ
。
キ
マ
ダ
ラ
モ
ド
キ
。

オ
オ
ヒ
カ
ゲ
。
キ

マ
ダ
ラ
モ
ド
キ
。
オ
オ
ヒ
カ
ゲ
。
キ
マ
ダ
ラ
ヒ
カ
グ
。

7 

た
で
は
ち
ょ
う
科

コ
ム
ラ
サ
キ
。
ゴ
マ
ダ
ラ
チ
ョ
ウ
。

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
。

ス
ミ
ナ
ガ
シ
。
イ
チ
モ

γ
ジ
チ
ョ
ウ
。

コ
ミ
ス
ジ
。
ア
ザ
マ
イ
チ
モ
ン
ジ
。
オ

オ
ミ
ス
ジ
。
ミ
ス
ジ
チ
ョ
ウ
。

ホ
シ
ミ
ス
ジ
。

サ
カ
ハ
チ
チ
ョ
ウ
。
キ
タ
テ
ハ
。

シ
l
タ
テ
ハ
。

エ
ル
タ
テ
ハ
。

ア
カ
タ
テ
ハ
。

ヒ
メ

ア
カ
タ
テ
ハ
。

ヒ
オ
ド
シ
チ
ョ
ウ
。
キ
ベ
リ
タ
テ
ハ
。
ク
ジ
ャ
ク
チ
ョ
ウ
。

ル
リ
タ
テ
ハ
。

ヒ
ョ
ウ
モ
ン
モ
ド
キ
。

コ
ヒ
ョ
ウ
モ
シ
モ

ド
キ
。

ウ
ラ
ギ
シ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
。
ギ
シ
ポ
シ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
。

オ
オ
ウ
ラ
ギ
ン
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
。

オ
オ
ウ
ラ
ギ
ン
ス
ジ
ヒ
ョ
ウ
モ
シ
。
ミ
ド

リ
ヒ
ョ
ウ
モ

γ
。

メ
ス
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
。
ク
モ
ガ
タ
ヒ
ョ
ウ
モ
シ
。

ヒ
ョ
ウ
モ
シ
チ
ョ
ウ
。

8 

し
じ
み
ち
ょ
う
科



ア
カ
シ
ジ
ミ
。
ウ
ラ
ナ
ミ
ア
カ
シ
ジ
ミ
。
ウ
ラ
ゴ
マ
ダ
ラ
シ
ジ
ミ
。
ミ
ズ
イ
ロ
オ
ナ
ガ
シ
ジ
ミ
。
ウ
ス
イ
ロ
オ
ナ
ガ
シ
ジ
ミ
。
ウ
ラ
ク

ロ
シ
ジ
ミ
。
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
。

カ
ラ
ス
シ
ジ
ミ
。

コ
ツ
バ
メ
。
ゴ
イ
シ
シ
ジ
ミ
。
ベ
ニ
シ
シ
ジ
ミ
。

ヒ
メ
シ
J
リ
J

ミ。

ル
リ
シ
ジ
ミ
。
ヤ

マ
ト
シ
ジ
ミ
。

ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ
。

八

そ
の
他
特
記
す
べ
き
動
物

ヌ

エ

ピ

マ

甲
殻
類
ぬ
ま
え
び
科
に
属
す
る
淡
水
産
の
エ
ピ
で
あ
る
。
体
色
が
半
透
明
で
弱
々
し
い
。
桃
瀬
川
中
流
に
生
息
し
て
い
た
が
、
農
薬
汚

染
と
上
流
の
護
岸
工
事
の
た
め
絶
滅
し
た
。

内

4

ヤ

ピ

J(.， 

マ

日
向
見
温
泉
周
辺
及
び
赤
沢
林
道
方
面
の
山
地
に
産
し
、
朝
夕
や
湿
度
の
高
い
時
に
活
発
に
運
動
す
る
。
人
や
晴
乳
類
に
前
部
を
ふ
り

な
が
ら
接
近
し
、
衣
服
の
下
へ
も
ぐ
り
込
ん
で
吸
血
す
る
。

(3) 

温

物

泉

物

温
泉
に
生
息
す
る
生
物
を
温
泉
生
物
と
も
い
い
、
そ
れ
は
、
高
温
と
特
殊
の
物
質
を
含
有
し
て
い
る
特
異
な
環
境
に
適
応
し
て
い
る
生

物
の
事
で
あ
る
。

生

動

四
万
温
泉
及
び
大
塚
温
泉
に
生
息
す
る
温
泉
動
物
は
、
水
生
昆
虫
四
種
、
他
の
水
生
動
物
三
種
の
六
種
で
あ
る
。
四
万
温
泉
に
お
け
る

生
物
相
は
、
第
五
衰
の
通
り
で
あ
る
。
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資
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提
供
、
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の
他
協
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を
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だ
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た
方
々
ハ
五
十
音
順
、
敬
称
略
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誌然自

XI1956-刃1957

温 泉→ 日 向 見 新湯 山 口

st. ー参 l 
I 2 1 3 1 4 

。
生

35-ド210lh|32~ 73-吋52~!54~W.T .C→ 
物 511 401 401 33 76 561 58 

相 PH186~|89~|86~184~ 7.0-7%|72~|71~ 
8.919.018.818.8 7.5 7.31 7.9 

LShacacropphツiluプs di任icilis + + + ゲンゴロウ

Sミtr.ズatアiomプyia japonica + + 
S伺 .tellacr節団icosta + + オンセンバェ

双Di麹pte自raのs一p.種 + 
Lymnモae.ノaア(Gラalガbaイ)pervia + ヒメ

Semisulcospira sp. 
十 + + + シマカワニナ

四万温泉の生物相第5表

神 唐
謹沢林林

五
味

関都
丸

信
也

吾
妻
漁
業
協
同
組
合
長

吾
妻
町
神
謹
病
院
院
長

980 

茂
信勉

中
之
条
町
立
第
四
中
学
校
教
諭

文

中
之
条
町
五
反
田

種
夫

元
群
馬
大
学
教
授

中
之
条
町
役
場
総
務
課

征
児

嬬
恋
村
立
国
代
小
学
校
教
頭

中
之
条
営
林
署

増本林
田多

町
田

丸
橋

野
鳥
の
会
吾
妻
支
部

省芳
江

中
之
条
町
大
塚

群
馬
県
立
中
之
条
高
等
学
校
教
諭

北
毛
青
年
の
家
所
長

中
之
条
町
折
田

吾
妻
町
三
島

俊光
一康茂享

参
考
文
献

①
晴
乳
類

環
境
庁
・
わ
が
国
の
鳥
獣
一
九
七
六

今
泉
吉
典
・
原
色
日
本
晴
乳
類
図
鑑
保
育
社

一
九
七
三



岡
田

要
・
内
田
清
之
助
・
内
田
享
新
日
本
動
物
図
鑑
(
上
・

中
・
下
〉
北
隆
館
一
九
七
四

物

②

鳥

類

日
本
野
鳥
の
会
・
野
鳥

レ」

東
京
都
公
害
局
・
東
京
の
烏
日
本
野
鳥
の
会
一
九
七
五

清
棲
幸
保
・
野
鳥
の
事
典
東
京
堂
出
版
一
九
七
四

清
棲
幸
保
日
本
鳥
類
大
図
鑑
I
I
E
講
談
社
一
九
六
五

小
林
桂
助
原
色
日
本
鳥
類
図
鑑
保
育
社
一
九
七
一

増
田
茂
中
学
校
の
ク
ラ
プ
活
動
を
中
心
と
し
た
野
鳥
の
生
態
観

察
と
気
象
観
測
一
九
六
五

相
賀
徹
夫
編
・
万
有
百
科
大
事
典
|
動
物
小
学
館
一
九
七
四

西
毛
新
聞
社
・
西
毛
新
聞
一
九
七
四
山
号

卯
木
造
雨
明
・
群
馬
の
鳥
燦
乎
堂
一
九
七
三

都
丸
省
三
・
体
育
館
に
営
巣
す
る
イ
ワ
ツ
バ
メ
日
本
野
鳥
の
会
吾

妻
支
部
会
誌
「
き
く
い
た
だ
き
」
一
九
六
七

中
之
条
第
一
中
学
校
科
学
部
・
中
一
中
に
お
け
る
イ
ワ
ツ
バ
メ
の
営

巣
日
本
野
鳥
の
会
吾
妻
支
部
会
誌
六
号
・
九
号

一
九
七
一
、
一
九
七
五

黒
田
長
久
・
鳥
類
の
研
究
新
思
潮
社
一
九
七
二

③
随
虫
類

五
味
種
夫
・
日
本
産
蛇
類
の
研
究
・
自
然
と
と
も
に
一
九
七
一

，
.
異
形
の
肉
食
者
蛇
さ
ま
ざ
ま
み
や
ま
文
庫
二
五
巻

第
四
十
l
四
二
巻

一
九
四
一

i
一
九
七

動第三]~

一
九
六
七

中
村
健
児
・
上
野
俊
一

一
九
七
二

原
色
日
本
両
生
腿
虫
類
図
鑑

保
育
社

④
両
生
類

飯
塚
正
幸
・
両
生
類
(
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
や
カ
エ
ル
な
ど
)
み
や
ま

文
庫
「
生
き
と
し
生
け
る
も
の
」
〈
上
)
一
九
六
六

⑤

魚

類

宮
地
侍
三
郎
・
川
邦
部
浩
哉
・
水
野
信
彦
・
原
色
日
本
淡
水
魚
類
図

鑑
保
育
社
一
九
七

O

末
広
恭
雄
・
魚
類
学
岩
波
書
庖
一
九
六

O

水
野
信
彦
・
御
勢
久
右
衛
門
河
川
の
生
態
学

七
二

筑
地
書
館

九

⑥
軟
体
動
物

五
味
纏
夫
・
巻
貝
の
な
か
ま
た
ち
み
や
ま
文
庫
「
生
き
と
し
生
け

る
も
の
」
(
上
)
一
九
六
六

吾
妻
教
育
会
・
群
馬
県
吾
妻
郡
誌
一
九
一
六

剣
持
久
雄
・
四
万
川
水
系
及
び
四
万
温
泉
に
お
け
る
水
生
昆
虫
の
研

究
一
九
五
八

⑦

蝶

類

小
林
勉
・
中
之
条
に
お
け
る
蝶
の
研
究
一
九
七
二

布
施
英
明
・
群
馬
の
蝶
燦
乎
堂
一
九
七
二

981 
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第
六
章

植

物

982 

自

植

物

概

観

植
物
分
布
は
気
温
・
降
水
量
な
ど
の
気
候
的
要
因
に
最
も
影
響
さ
れ
る
が
、
日
本
の
よ
う
に
南
北
に
細
長
い
国
で
は
、
地
形
の
環
境
要

素
、
地
史
的
要
因
な
ど
が
い
り
ま
じ
っ
て
複
雑
に
な
っ
て
お
り
、
植
物
相
は
狭
い
面
積
の
割
に
は
豊
富
に
な
っ
て
い
る
。

分
類
群
を
も
と
に
し
た
植
物
分
布
は
植
物
区
系
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
、
植
物
相
か
ら
み
た
日
本
の
植
物
区
系
は
七
区
に
分
け
ら
れ
、
中

之
条
町
は
関
東
地
区
に
入
る
が
、
北
陸
地
区
の
植
物
も
多
く
入
り
こ
ん
で
い
る
。
ま
た
、
気
候
帯
に
日
本
海
式
気
候
と
太
平
洋
岸
式
気
候

が
あ
る
よ
う
に
、
植
物
も
日
本
海
側
の
気
候
帯
に
だ
け
成
育
し
て
い
る
内
帯
系
植
物
と
、
太
平
洋
側
の
気
候
帯
に
だ
け
成
育
し
て
い
る
外

帯
系
植
物
に
分
け
る
見
か
た
も
あ
る
。

環
境
と
結
び
つ
け
て
考
え
た
生
態
分
布
に
は
緯
度
に
よ
る
変
化
を
中
心
に
し
た
水
平
分
布
と
標
高
の
ち
が
い
に
よ
っ
て
見
た
垂
直
分
布

が
あ
る
。
地
史
的
要
因
を
考
え
に
入
れ
た
北
方
系
植
物
と
南
方
系
植
物
と
い
う
分
け
か
た
も
あ
る
。
北
方
系
植
物
と
は
、
北
方
に
成
育
し

て
い
た
植
物
が
、
氷
河
期
に
よ
る
気
温
低
下
で
南
下
し
て
き
た
も
の
が
、
温
暖
な
気
候
に
な
っ
て
も
北
へ
戻
れ
ず
高
山
な
ど
に
成
育
し
て

い
る
も
の
を
い
い
、
南
方
系
植
物
は
、
南
か
ら
北
上
し
て
分
布
を
広
げ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
気
温
五
度
を
基
点
に
し
て
月

平
均
気
温
を
加
算
し
た
暖
か
さ
の
指
数
(
中
之
条
で
は
九
四
・
九
〉
に
よ
る
分
布
の
見
方
も
あ
る
。

水
平
分
布
は
緯
度
が
気
候
条
件
に
対
応
し
て
平
行
に
変
化
す
る
こ
と
か
ら
、
緯
度
の
ち
が
い
で
地
球
表
面
を
水
平
方
向
の
広
が
り
と
し



て
見
た
も
の
で
、
亜
熱
帯
林
(
奄
美
・
沖
縄
・
小
笠
原
)
、
暖
帯
林
(
房
総
、
東
海
、
北
陸
、
近
畿
、
中
園
、

(
北
海
道
南
部
、
東
北
、
関
東
、
中
部
)
、
亜
寒
帯
林
(
北
海
道
北
部
、
中
部
山
岳
〉
、
寒
帯
林
(
高
山
地
帯
)
に
区
別
さ
れ
る
。

四
園
、

九
州
〉
、
温
帯
林

垂
直
分
布
は
高
度
が
増
す
毎
に
気
温
が
低
下
す
る
こ
と
か
ら
標
高
な
ど
垂
直
方
向
に
み
た
分
布
を
い
い
、
三

O
Oれ
か
ら
五

O
O
Mあ

た
り
を
丘
陵
帯
(
低
地
帯
、
常
緑
広
葉
樹
林
帯
、
暖
帯
に
相
当
〉
一
、
五

O
O
Mま
で
を
低
山
帯
(
山
地
、
夏
緑
広
葉
樹
林
帯
温
帯
に
相

当
〉
、
二
、
五

O
Oれ
ま
で
を
亜
高
山
帯
(
針
葉
樹
林
帯
、
亜
寒
帯
に
相
当
)
二
、
五

O
O
M以
上
を
高
山
帯
(
ハ
イ
マ
ツ
帯
、
寒
帯
に

相
当
)
に
区
分
し
て
い
る
。

物植第六章

中
之
条
町
の
植
物
相
は
水
平
分
布
か
ら
見
る
と
、
温
帯
に
属
し
て
い
る
が
、

ャ
。
フ
ツ
バ

キ
、
チ
ャ
ノ
キ
、

マ
サ
キ
、

シ
ラ
カ
シ
な
ど
の
暖
帯
の
も
の
や
、
直
索
、
帯
の
カ
ツ
ラ
、
ミ
ズ

レンゲショウマ(北方系〉

ノ
リ
ウ
ツ
ギ
な
ど
が
混
生
し
て
い
る
。
垂
直
分
布
で
は
北
西
部
の
山

地
を
除
き
大
部
分
が
低
山
帯
に
入
り
、
ク
リ
、
プ
ナ
、
ト
チ
ノ
キ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
ゃ
、

ア
カ
マ
ツ
、
モ
ミ
な
ど
の
針
葉
樹
が
茂
っ
て
い
る
。

分
布
上
の
特
色
は
キ
ャ
ラ
ボ
ク
、
イ
チ
イ
、
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
、
ム
ラ
サ
キ
ヤ
シ
オ
ツ
ツ
ジ

な
ど
の
北
方
系
の
植
物
と
、
ナ
ッ
ツ
バ
キ
、
ダ
シ
コ
ウ
バ
イ
、
ク
ロ
モ
ジ
、
ャ
シ
+
プ
シ
な

ど
の
南
方
系
の
植
物
の
混
生
や
、
ミ
ヤ
マ
イ
ラ
ク
サ
、

ナ
ラ
、

キ
タ
ゴ
ヨ
ゥ
、

コ
キ

γ
レ
イ
ヵ
、

サ
ワ
ア
ザ
ミ
、

タ

チ
ア
ザ
ミ
、

タ
ユ
ウ
ツ
ギ
な
ど
の
内
帯
系
の
植
物
と
、
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
、
ナ
ッ
ツ
バ
キ
、
ャ

タ
マ
ア
ジ
サ
イ
な
ど
の
外
帯
の
植
物
の
混
生
、
サ
サ
属
の
分
布
境
界
線
(
猿

マ
ア
ジ
サ
イ
、

ケ
京
山
間
部
か
ら
四
万
温
泉
の
北
・
摩
耶
の
滝
、
西
南
を
進
み
長
野
県
に
向
う
〉
が
通
っ
て

983 

い
る
関
係
で
内
帯
系
の
チ
マ
キ
サ
ザ
と
外
帯
系
の
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
の
混
生
も
見
ら
れ
る
な
ど
学



誌

間
的
に
み
て
も
、
植
物
の
分
布
か
ら
み
て
も
貴
重
な
地
域
で
あ
る
と
い
え
る
。

植
物
分
布
を
地
区
別
に
み
る
と
、
北
部
お
よ
び
北
西
部
の
四
万
、
日
向
見
地
区
と
、
南
西
部
の
上
沢
渡
、
山
田
地
区
を
み
る
と
、
同
一

標
高
で
も
植
物
相
に
か
な
り
の
ち
が
い
が
見
ら
れ
る
。
四
万
、
日
向
見
地
区
で
は
ミ
ヤ
マ
ナ
ラ
、
オ
オ
カ
メ
ノ
キ
、
ア
カ
ミ
ノ
イ
ヌ
ツ

984 

然自

ゲ
、
ミ
、
不
カ
エ

d

ア、

エ
ゾ
ユ
ズ
リ
ハ
、

ム
ラ
サ
キ
ヤ
シ
オ
ツ
ツ
ジ
、
イ
ワ
ナ
シ
、

ヤ
マ
ソ
テ
ツ
、
ミ
ヤ
マ
シ
シ
ガ
シ
ラ
な
ど
の
内
帯
系
の
植

物
が
多
く
外
帯
系
の
植
物
が
少
な
い
。
ま
た
、
ア
カ
マ
ツ
な
ど
の
針
葉
樹
や
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
が
少
な
い
の
に
対
し
、
上
沢
渡
、
山
田
地
区

で
は
、
内
帯
系
の
植
物
が
少
な
く
外
帯
系
の
ヒ
カ
ゲ
ツ
ツ
ジ
、
ヤ
シ
ャ
プ
シ
、
レ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
マ
、
ヒ
メ
ウ
ツ
ギ
、
ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ
な
ど

外
帯
系
の
植
物
が
多
く
、
レ

γ
ゲ
ツ
ツ
ジ
の
群
落
や
ア
カ
マ
ツ
な
ど
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
北
部
、
北
西
部
は
、
内
帯
系
の
植
物

が
三
国
山
脈
な
ど
の
山
を
越
え
て
侵
入
し
た
と
思
わ
れ
、
サ
サ
属
の
分
布
境
界
線
が
通
っ
て
い
る
と
同
じ
よ
う
に
、
内
帯
系
、
外
帯
系
の

境
界
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
平
担
部
で
は
、
中
之
条
盆
地
の
周
縁
の
斜
面
で
は
下
部
の
盆
地
底
と
比
べ
て
高
温
(
斜
面

の
暖
温
帯
と
い
わ
れ
る
)
に
な
っ
て
い
る
た
め
か
、
チ
ャ
の
栽
培
が
行
な
わ
れ
た
り
、
果
樹
栽
培
も
見
ら
れ
る
。
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
の
成
育

の
よ
い
の
も
ひ
と
つ
の
特
色
で
あ
る
。
ま
た
、
帰
化
植
物
も
侵
入
も
目
立
っ
て
き
て
お
り
、
現
在
見
ら
れ
る
も
の
だ
け
で
も
九
八
種
も
あ

り
、
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
γ
、

オ
ラ
ン
ダ
ガ
ラ
シ
、

ア
レ
チ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
、

シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
、

ハ
リ
エ

γ
ジ
ュ
(
ア
カ
シ
ア
)
の
よ
う
に
一
般

化
し
た
も
の
も
あ
れ
ば
、

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ゥ
、
。
フ
タ
ク
サ
の
よ
う
に
侵
入
し
つ
つ
あ
る
も
の
も
あ
る
。

キ直

物

目

録

群
馬
県
内
に
見
ら
れ
る
野
生
植
物
は
、
お
よ
そ
一
一
、
八

0
0種
類
、
吾
妻
郡
内
で
は
お
よ
そ
一
、
六

0
0種
類
ぐ
ら
い
で
、
中
之
条
町

で
は
亜
種
、
変
種
、
品
種
を
含
め
て
一
四
五
科
一
、
三
七
二
種
類
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
シ
ダ
植
物
一
五
科
九
一
種
類
、
種
子
植



物
一
三

O
科
一
、
二
八
一
種
類
(
裸
子
植
物
三
科
一
四
種
類
、
被
子
植
物
一
二
七
科
一
、
二
六
七
種
類
〉
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
目
録
は
昭
和
四
四
年
か
ら
昭
和
五
二
年
ま
で
に
実
物
を
採
集
、
観
察
、
写
真
撮
影
、
標
本
に
よ
っ
て
確
認
し
た
も
の
、
お
よ
び
、

確
実
な
資
料
よ
り
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
和
名
は
保
育
社
「
原
色
日
本
植
物
図
鑑
」
に
統
一
し
、
一
般
的
な
種
名
は
(
)
内
に
記
入

し
た
。
記
載
順
は
シ
ダ
植
物
、
裸
子
植
物
、
被
子
植
物
(
単
子
菜
類
、
双
子
葉
類
)
に
し
、
帰
化
植
物
は
(
帰
)
、
野
生
種
お
よ
び
野
生
化

(
齢
出
〉
し
た
も
の
は
(
野
)
、
北
方
系
の
植
物
は
(
北
〉
、
南
方
系
の
植
物
は
(
南
)
、
内
帯
系
の
植
物
は
(
内
〉
、
外
帯
系
の
植
物
は

(
外
)
と
種
名
の
下
に
記
入
し
た
。

物

シ
ダ
植
物

O
ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ズ
ラ
科
ホ
ソ
バ
ト
ウ
ゲ
シ
ダ
ハ
北
〉
、
ヒ
ロ
ハ
ノ
ト
ウ

ゲ
シ
ダ
、
ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ズ
ラ
、
ア
ス
ヒ
カ
ズ
ラ
(
北
〉
、
マ

γ
ネ
ン
ス

ギ
(
北
)

O
イ
ワ
ヒ
パ
科
イ
ワ
ヒ
パ
ハ
南
)
、
コ
ケ
ス
ギ
ラ
ン
(
北
、
内
)

O
ト
ク
サ
科
ス
ギ
ナ
、
ト
ク
サ
ハ
北
〉
、
ミ
ズ
ド
ク
サ
(
北
)

O
ハ
ナ
ワ
ラ
ビ
科
フ
ユ
ノ
ハ
ナ
ワ
ラ
ビ
、
ア
カ
ハ
ナ
ワ
ラ
ビ
、
ナ
ツ

ノ
ハ
ナ
ワ
ラ
ビ
、
ナ
ガ
ホ
ノ
ハ
ナ
ワ
ラ
ビ

O
ハ
ナ
ヤ
ス
リ
科
ハ
ナ
ヤ
ス
リ

O
ゼ
ン
マ
イ
科
ゼ

γ
マ
ィ
、
ヤ
シ
ャ
ゼ

γ
マ
ィ
、
ヤ
マ
ド
リ
ゼ
ン
マ

イ
(
北
)
、
オ
ニ
ゼ
シ
マ
イ
〈
北
〉

O
コ
ケ
シ
ノ
ブ
科
コ
ケ
シ
ノ
ブ
(
北
〉
、
ゥ
チ
ワ
ゴ
ヶ
、
コ
ウ
ヤ
コ
ケ

シ
ノ
ブ

O
イ
ノ
モ
ト
ソ
ウ
科
イ
ヌ
シ
ダ
、
ォ
ウ
レ
ン
シ
ダ
(
北
〉
、
ワ
ラ
ピ
、

オ
オ
パ
イ
ノ
モ
ト
ソ
ウ
(
南
〉
、
イ
ノ
モ
ト
ソ
ウ
(
南
〉
、
ィ
ワ
ガ
ネ
ゼ

植第六章

ン
マ
ィ
、
ミ
ヤ
マ
ウ
ラ
ジ
ロ
、
ヒ
メ
ウ
ラ
ジ
ロ
、
ハ
コ
ネ
シ
ダ
、
ク

ジ
ャ
ク
シ
ダ
(
北
〉

O
シ
ノ
プ
科
シ
ノ
ブ

O
キ
ジ
ノ
オ
シ
ダ
科
ヤ
マ
ソ
テ
ツ
ハ
内
)

O
オ
シ
ダ
科
ク
サ
ソ
テ
ツ
ハ
北
)
、
イ
ヌ
ガ
ン
ソ

F
、
コ
ウ
ヤ
ワ
ラ

ピ
、
イ
ワ
デ
ン
ダ
(
北
〉
、
コ
ガ
ネ
シ
ダ
、
フ
タ
ロ
ジ
ダ
ハ
北
)
、
ツ
ル

デ
ン
ダ
、
ジ
ュ
ウ
モ
ン
ジ
シ
ダ
、
ツ
ヤ
ナ
シ
イ
ノ
デ
、
イ
ワ
シ
ロ
イ

ノ
デ
(
北
〉
、
ャ
プ
ソ
テ
ツ
、
シ
ノ
ブ
カ
グ
マ
ハ
北
)
、
ナ
ン
タ
イ
シ
ダ

ハ
北
〉
、
ナ
ラ
イ
シ
ダ
ハ
北
)
、
ミ
ヤ
マ

F
マ
ワ
ラ
ビ
、
タ
ニ
へ
ゴ
、
ミ

ヤ
マ
メ
シ
ダ
(
北
)
、
オ
オ
メ
シ
ダ
ハ
北
〉
、
ヤ
マ
イ
タ
チ
シ
ダ
、
オ
シ

ダ
(
北
)
タ
マ
ワ
ラ
ビ
、
ア
イ
ノ
ヨ
グ
マ
ワ
ラ
ピ
、
オ
ク
マ
ワ
ラ
ピ
、

シ
ラ
ネ
ワ
ラ
ピ
ハ
北
)
、
ミ
サ
キ
カ
グ
マ
、
ヤ
マ
イ
タ
チ
シ
ダ
(
南
〉
、

イ
ワ
イ
タ
チ
シ
ダ
(
南
)
、
ヒ
メ
イ
タ
チ
シ
ダ
ハ
南
)
、
ゲ
ジ
ゲ
ジ
シ

ダ
、
ミ
ヤ
マ
ワ
ラ
ビ
(
北
〉
、
ヒ
メ
シ
ダ
、
オ
オ
パ
シ
ョ
リ
マ
(
北
〉
、

ヒ
メ
ワ
ラ
ビ
(
南
〉
、
ミ
ゾ
シ
ダ
、
サ
ト
メ
シ
ダ
、
ヘ
ピ
ノ
ネ
コ
ザ
、

985 
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オシダの群落(赤沢林道〉

自

ヤ
マ
イ
ヌ
ワ
ラ
ピ
、
イ
ヌ
ワ
ラ
ピ
、
キ
ヨ
タ
キ
シ
ダ
、
シ
ケ
ツ
ダ
、

ホ
ソ
パ
シ
ケ
ジ
ダ
、
ミ
ヤ
マ
シ
ケ
シ
ダ
ハ
北
〉

O
シ
シ
ガ
シ
ラ
科
オ
サ
ジ
ダ
、
シ
シ
ガ
ジ
ラ
、
ミ
ヤ
マ
シ
シ
ガ
シ
ラ

〈
内
〉

O
チ
ャ
セ

γ
シ
ダ
科
ト
ラ
ノ
オ
シ
ダ
、
イ
ワ
ト
ラ
ノ
オ
、
ク
モ
ノ
ス

ツ
ダ
ハ
北
〉
、
イ
チ
ョ
ウ
シ
ダ

O
ウ
ラ
ボ
シ
科
ホ
テ
イ
ジ
ダ
、
ノ
キ
シ
ノ
ブ
、
ミ
ヤ
マ
ノ
ミ
シ
ノ
ブ

ハ
北
〉
、
ビ
ロ
ー
ド
シ
ダ
、
ヒ
メ
ノ
キ
シ
ノ
ブ
、
イ
ワ
オ
モ
ダ
カ
、
之
、

ツ
デ
ウ
ラ
ボ
シ
(
南
〉

O
ア
カ
ウ
キ
ク
サ
科
ア
カ
ウ
キ
ク
サ
(
南
〉

裸

子

植

物

O
イ
チ
イ
科
イ
チ
イ
ハ
北
)
、
キ
ャ
ラ
ボ
ク
、
ヵ
ャ

O
マ
ツ
科
予
人
外
〉
、
ウ
ラ
ジ
ロ
号
、
、
ハ
ダ
ケ
?
之
、
外
〉
、
ヵ
ラ
マ

ツ
(
北
)
、
ト
ウ
ヒ
〈
南
〉
、
ア
カ
マ
ツ
、
キ
タ
ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ
(
北
)
、
コ

メ
ツ
ガ

O
ヒ
ノ
キ
科
ヒ
ノ
キ
、
サ
ワ
ラ
、
ア
ス
ナ
ロ
、
ネ
ズ
コ
(
ク
ロ
ベ
、

南
〉

単
子
葉
植
物

O
ガ

マ

科

ガ

マ

O
ミ
タ
り
科
ミ
ク
リ

O
ヒ
ル
ム
シ
ロ
科
ヒ
ル
ム
シ
ロ

O
オ
モ
ダ
カ
科
ヘ
ラ
オ
モ
ダ
カ
、
オ
モ
ダ
カ
、
ホ
ソ
パ
オ
モ
ダ
カ

O
ト
チ
カ
ガ
ミ
科
ミ
ズ
オ
オ
バ
コ
、
ク
ロ
モ
、
ヤ
ナ
ギ
ス
ブ
タ
(
南
)

O
タ
ケ
科
ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ
(
北
〉
、
イ
ヌ
ナ
ヨ
ネ
ザ
サ
、
ウ
ゼ
ン
ネ
ザ

サ
、
ナ
ョ
.
ダ
ヶ
、
ヤ
ダ
ヶ
、
オ
オ
バ
ザ
サ
、
シ
ヲ
カ
ワ
ザ
サ
、
ア
ズ

マ
ザ
サ
、
ヒ
ロ
ハ
ア
ズ
マ
ザ
サ
、
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
(
外
〉
、
ス
ズ
タ
ケ

ハ
外
〉
、
チ
マ
キ
ザ
サ
ハ
内
)
、
ネ
マ
ガ
リ
ダ
ヶ
、
マ
ダ
ケ
ハ
野
〉
、
モ
ウ

ソ
ウ
チ
ク
ハ
野
〉
、
オ
カ
メ
ザ
サ
ハ
野
)

O
イ
ネ
科
イ
ヌ
ム
ギ
、
キ
ツ
ネ
ガ
ャ
、
久
ズ
メ
ノ
チ
ャ
ヒ
キ
、
ア
ズ

マ
ガ
ヤ
、
ヵ
モ
ジ
グ
サ
、
ア
オ
カ
モ
ジ
グ
サ
、
ヤ
マ
カ
モ
ジ
グ
サ
、

ネ
ズ
ミ
ム
ギ
、
ウ
シ
ノ
ケ
グ
サ
、
ト
ボ
シ
ラ
ガ
、
オ
ニ
ウ
シ
ノ
ケ
グ

986 



物

サ
ハ
帰
〉
、
ヒ
ロ
ハ
ウ
シ
ノ
ケ
グ
サ
(
帰
)
、
ヵ
モ
ガ
ヤ
ハ
オ

l
チ
ヤ
ー

ド
・
婦
〉
、
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ピ
ラ
、
ィ
チ
ゴ
ツ
ナ
ギ
、
オ
オ
イ
チ
ゴ
ツ

ナ
ギ
、
ミ
ゾ
イ
チ
ゴ
ツ
ナ
ギ
、
ヤ
マ
ミ
ゾ
イ
チ
ゴ
ツ
ナ
ギ
、
ナ
ガ
ハ

グ
サ
ハ
帰
〉
、
ド
ジ
ョ
ウ
ツ
ナ
ギ
、
ミ
ヤ
マ
ド
ジ
ョ
ウ
ツ
ナ
ギ
ハ
北
〉
、

ヒ
ロ
ハ
ノ
ド
ジ
ョ
ウ
ツ
ナ
ギ
ハ
北
〉
、
コ
メ
ガ
ヤ
、
カ
ゼ
ク
サ
、
ジ
ナ

ダ
レ
ス
ズ
メ
ガ
ヤ
ハ
ウ
イ
l
ピ
ン
グ
・
ラ
プ
グ
ラ
ス
・
帰
可
ニ
ワ
ホ

コ
リ
(
帰
〉
、
チ
ョ
ウ
セ
ン
ガ
リ
ヤ
ス
、
オ
ヒ
シ
パ
、
ギ
ョ
ウ
ギ
シ

パ
、
オ
オ
ネ
ズ
ミ
ガ
ヤ
、
タ
チ
ネ
ズ
ミ
ガ
ヤ
ハ
南
)
、
ミ
ヤ
マ
ネ
ズ
ミ

ガ
ヤ
ハ
南
)
、
ネ
ズ
ミ
ガ
ャ
、
ネ
ズ
ミ
ノ
オ
ハ
南
)
、
ツ
ル
ヨ
シ
、
ヨ

シ
、
ェ
ゾ
ノ
サ
ヤ
ヌ
カ
グ
サ
(
北
〉
、
サ
ヤ
ヌ
カ
グ
サ
、
マ
カ
ラ
ス
ム

ギ
、
コ
メ
ス
ス
キ
〈
北
)
、
タ
ツ
ノ
ヒ
ゲ
、
カ
ニ
ツ
リ
グ
サ
、
ク
サ
ヨ

シ
、
ォ
オ
カ
ユ
ツ
リ
ハ
帰
)
、
フ
サ
ガ
ヤ
(
北
)
、
コ
ウ
ボ
ウ
、
ハ
ル
ガ

ャ
、
コ
ヌ
カ
グ
サ
(
帰
〉
、
ャ
マ
ヌ
カ
ボ
(
北
〉
、
ヌ
カ
ボ
、
ス
ズ
メ
ノ

テ
ッ
ポ
ウ
、
ア
ワ
ガ
エ
リ
、
オ
オ
ア
ワ
ガ
エ
リ
〈
チ
モ
シ

l

・
帰
〉
、

ホ
ッ
ス
ガ
ヤ
、
ノ
ガ
リ
ヤ
ス
、
ヒ
メ
ノ
ガ
リ
ヤ
ス
、
ヤ
マ
ア
ワ
、
ハ

ネ
ガ
ヤ
ハ
北
〉
、
シ
バ
、
ォ
ニ
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メ
シ
オ
ン
、
ノ
ヨ

γ
ギ
夕
、

自

植
物
観
察
調
査
地
案
内

イ
ナ
カ
ハ
ギ
タ
ヤ
マ
シ
ロ
ギ
ク
)
、
ュ
ウ
ガ
ギ
夕
、
ヵ
γ
ト
ウ
ヨ
メ

ナ
、
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
ハ
帰
〉
、
ォ
オ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
(
帰
〉
、

ア
オ
ヤ
ギ
パ
ナ
(
ア
オ
ヤ
ギ
ソ
ウ
マ
コ
ガ
ネ
ギ
ク
、
ア
キ
ノ
キ
リ
γ

ソ
ウ
、
サ
ワ
ヒ
ヨ
ド
リ
、
ミ
ツ
バ
サ
ワ
ヒ
ヨ
ド
リ
、
ヒ
ヨ
ド
リ
パ

ナ
、
ヨ
ツ
パ
ヒ
ヨ
ド
リ
(
北
〉
、
ハ
コ
ネ
ヒ
ヨ
ド
リ
、
オ
ナ
モ
ミ

(
帰
)
、
ハ
キ
ダ
メ
ギ
タ
(
帰
〉
、
キ
ク
イ
モ
(
帰
・
野
〉
、
プ
タ
ナ

(
帰
〉
、
フ
ラ
γ
ス
ギ
グ
〈
帰
〉
、
コ
ゴ
メ
ギ
タ
(
帰
〉

1000 

植
物
を
観
察
調
査
あ
る
い
は
採
集
す
る
こ
と
は
、
自
然
に
親
し
む
と
い
う
こ
と
で
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
中
之
条
町
に
は
、

適
地
は
数
多
く
あ
る
が
、
そ
の
中
か
ら
、
嵩
山
、
赤
沢
林
道
か
ら
稲
包
山
、
牧
水
コ

l
ス
の
三
カ
所
に
つ
い
て
ど
ん
な
植
物
が
観
察
で
き

こ
う
い
う

る
か
を
ま
と
め
、

ハ
イ
キ

γ
グ
の
お
り
な
ど
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
調
査
は
春
・
夏
・
秋
そ
れ
ぞ
れ
二
回
ず
つ
行
な
っ
た
が
、
八
月

を
中
心
に
ま
と
め
た
。
な
お
、
高
山
植
物
は
採
集
が
厳
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
自
然
保
護
の
立
場
か
ら
も
採
集
を
し
な
い

よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

1 

嵩

山

)
 

1
 

(
 
概

観

し
や
か

嵩
山
は
中
之
条
町
か
ら
お
よ
そ
四
世
よ
、
遠
く
か
ら
な
が
め
る
と
釈
迦
の
寝
姿
に
似
て
い
る
と
か
、
霊
魂
の
と
ど
ま
る
山
と
μ
d
a
p
-

乞



か
ら
こ
の
名
が
あ
る
。
ま
た
、
渋
川
方
面
か
ら
来
る
と
自
に
と
ま
り
や
す
い
山
と

い
う
こ
と
か
ら
「
見
つ
け
の
山
」
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
上
部
は
、
小
天
狗
、
中

天
狗
、
大
天
狗
の
三
嶺
か
ら
な
り
、
最
高
峰
は
大
天
狗
の
七
八
九
れ
で
あ
る
。
ふ

も
と
の
親
都
神
社
に
は
県
指
定
の
天
然
記
念
物
の
大
ケ
ヤ
キ
が
あ
る
。

植
物
の
垂
直
分
布
は
低
山
帯
に
属
し
、
主
な
落
葉
高
木
は
、
ケ
ヤ
キ
・
ク
リ
・

嵩山

上
に
登
る
に
つ
れ
メ
グ
ス
リ
ノ
キ

コ
ナ
ラ
・
カ
ス
ミ
ザ
ク
ラ
・
ホ
ウ
ノ
キ
・
ウ
リ
カ
エ
デ
・
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
が
多
く
、

コ
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
・
イ
タ
ヤ
カ
エ

デ
・
ウ
リ
ハ
ダ
カ
エ
デ
・
ク
マ
シ
デ
・

イ
ヌ
シ
デ
・
ア
オ
ハ
ダ
・
ハ
リ
ギ
リ
・

ク
ラ
・
ア
オ
ダ
モ
(
コ
パ
ノ
ト
ネ
リ
コ
)
な
ど
が
混
生
し
て
お
り
、
針
葉
樹
は
ス
ギ
の
人
工
林
が

ア
ワ
ブ
キ
、
ミ
ズ
キ
・
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ

多
く
、
上
部
に
ヒ
ノ
キ
・
カ
ラ
マ
ツ
の
人
工
林
が
、
自
生
種
は
ア
カ
マ
ツ
、
モ
ミ
が
見
ら
れ
る
。

物

落
葉
低
木
は
、
キ
ブ
シ
・
エ
ゴ
ノ
キ
・
イ
ボ
タ
・
ク
ロ
モ
ジ
・
ハ
ナ
イ
カ
、
ダ
・
ダ
ン
コ
ウ
バ
イ
・
オ

植

オ
パ
マ
ン
サ
ク
・
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
・
カ

γ
ト
ウ
マ
ユ
ミ
・
ツ
リ
パ
ナ
・
ヒ
ロ
ハ
ツ
リ
パ
ナ
・
ニ

第六章

シ
パ
ミ
・
ツ
ノ
ハ
シ
バ
ミ
-
ズ
ミ
、

シ
キ
ギ
・
ク
サ
ギ
・
ヌ
ル
デ
・
ヤ
マ
ウ
ル
シ
・
タ
ラ
ノ
キ
・
サ
ン
シ
ョ
ウ
・
イ
ヌ
ザ
シ
シ
ッ
ウ
・
ハ

ツ
ク
パ
ネ
・
コ
ア
ジ
サ
イ
・
ガ
マ
ズ
ミ
・
ミ
ツ
バ
ウ
ツ

ギ
・
ア
ブ
ラ
ツ
ツ
ジ
・
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
・
ト
ウ
ゴ
ク
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

トウゴクミツノミツツジ構山の代表
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誌然自

円正春
に
な
る
と
ふ
も
と
近
く
に
ア
ズ
マ
イ
チ
ゲ
・
ミ
ヤ
マ
キ
ケ
マ
ソ
・
ム
ラ

ふ
も
と
か
ら
小
天
狗
ま
で

1002 

コパノトネりヨ

サ
キ
キ
ケ
マ
ン
・
ニ
リ
ン
ソ
ウ
・
ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
・
ヤ
マ
ブ
キ
の
花
が
、
林

聞
に
は
キ

γ
ラ
ン
・
ギ

γ
ラ
γ
・
コ
ケ
リ
ン
ド
ウ
・
フ
デ
リ

γ
ド
ウ
・
エ
イ

ザ
ン
ス
ミ
レ
・
コ
ス
ミ
し
を
は
じ
め
と
す
る
ス
ミ
レ
類
の
花
が
美
し
い
。

小
天
狗
ま
で
の
登
り
道
ぞ
い
に
見
ら
れ
る
植
物
は
先
の
高
木
・
低
木
を
除

い
て
、

キ
γ
ミ
ズ
ヒ
キ
、

マ
ツ
カ
ゼ
ソ
ウ
・
シ
ラ
ヤ

キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ
、

マ
ギ
ク
・
コ
ボ
タ
シ
ヅ
ル
・
キ
バ
ナ
ア
キ
ギ
リ
・
オ
ト
コ
エ
シ
・
ヌ
ス
ピ
ト

-
コ
ゴ
メ
ウ
ツ
ギ
・
フ
ジ
・
ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ
(
シ
ノ
〉
、

ハ
ギ
・
オ
グ
ル
マ
・
ア
キ
ノ
キ
リ

γ
ソ
ウ
・
カ
ラ
マ
ツ
ソ
ウ
・
ノ
ハ
ラ
ア
ザ
ミ
-
タ
イ
ア
ザ
ミ
・
フ
シ
グ
ロ
セ

γ
ノ
ウ
・
モ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ

ム
ラ
サ
キ
マ
ム
シ
グ
サ
(
マ
ム
シ
グ
サ
)
、
ヒ
ロ
ハ
テ

γ
ナ
γ
シ
ョ
ウ
・
ク
サ
コ

ア
カ
ソ
・
イ
ノ
エ
ズ
チ
・
オ
オ
パ
ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ
・
ツ
リ
ガ
ネ
ニ

γ
ジ

γ
・
タ
ケ
ユ
グ
サ
・
オ
ケ
ラ
・
キ
パ
ナ
ア
キ
ギ
リ
・
フ
タ
リ
シ
ズ
カ

-
サ
ル
ト
リ
イ
ベ
ラ
・
カ
シ
ワ
パ
ハ
グ
マ
・
コ
バ
ギ
ボ
ウ
シ
・
ク
ズ
・
ヤ
マ
ジ
ホ
ト
ト
ギ
ス
・
オ
ク
モ
ミ
ジ
ハ
グ
マ
ハ
エ
イ
ザ

γ
ハ
グ
マ
〉
、

カ
ニ
コ
ウ
モ
リ
・
モ
ミ
ジ
ガ
サ
・
ヤ
プ
レ
ガ
サ
・
コ
プ
ナ
グ
サ
・
ザ
シ
カ
ク
ヅ
ル
・
チ
ヂ
ミ
ザ
サ
・
ツ
ク
パ
ネ
・
ス
イ
カ
ズ
ラ
・
ヘ
ク
ソ

ズ
キ
ナ
シ
・
ネ
ジ
キ
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

カ
ズ
ラ
・
ハ
エ
ド
ク
ソ
ウ
・
ヤ
マ
ブ
キ
・
ヒ
ヨ
ド
リ
バ
ナ
・
イ
タ
ド
リ
・
ヤ
マ
ハ
ギ
・
イ
ワ
ギ
ポ
ウ
シ
・
ア
ケ
ピ
・
ミ
ツ
バ
ア
ケ
ビ
・
ア

(3) 

天

狗

ア
カ
マ
ツ
・
コ
ナ
ラ
・
ケ
ヤ
キ
・
ア
カ
シ
デ
・
オ
ノ
オ
レ
・
イ
ヌ
プ
ナ
・
ク
リ
・
ウ
リ
カ
エ
デ
・
ウ
リ
ハ
ダ
カ
エ
デ
・
ア
オ
ハ
ダ
・
リ
ョ
ウ
プ
・
ア



オ
ダ
モ
(
コ
パ
ノ
ト
ネ
リ
コ
)
、
ネ
ジ
キ
・
ス
ギ
・
モ
ミ
な
ど
の
高
木
、
ヤ
マ
ウ
ル
シ
・
ヤ
シ

ヤ
プ
シ
・
ツ
ノ
ハ
シ
バ
ミ
-
ダ
ン
コ
ウ
バ
イ
・
ツ
ク
バ
ネ
・
コ
ア
ジ
サ
イ
・
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
・

イ
ヌ
ザ
ン
シ
ッ
ウ
・
ク
ロ
モ
ジ
・
ハ
ナ
イ
カ
ダ
・
ウ
コ
ギ
・
ヤ
マ
ハ
ギ
・
コ
ゴ
メ
ウ
ツ
ギ
・

ツ(小天狗〉

ジ
な
ど
の
低
木
、

ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
・
キ
ブ
シ
・
フ
ジ
・
ホ
ツ
ツ
ジ
・
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
・
ト
ウ
ゴ
ク
ミ
ツ
バ
ツ
ツ

コ
パ
ギ
ボ
ウ
シ
・
オ
オ
バ
ギ
ボ
ウ
シ
・
オ
カ
ト
ラ
ノ
オ
・
ス
ス
キ
・
コ
メ

ス
ス
キ
・
オ
カ
ル
ガ
ヤ
・
ワ
ラ
ビ
・
イ
ヌ
ワ
ラ
ピ
・
オ
オ
バ
シ
ョ
リ
マ
、

-< 

が
見
ら
れ
る
。
と
く
に
、
五
月
に
咲
く
ト
ウ

カ

ゴ
ク
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
の
紫
色
の
花
、

ヤ
マ
ツ

ア

ツ
ジ
の
赤
い
花
は
嵩
山
を
象
徴
す
る
か
の
よ

う
に
美
し
い
。

(4) 

天

狗

中

物

キ
・
ア
カ
シ
デ
・
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
・
ヤ
マ
グ
ワ
・
ク
リ
・
ホ
ウ
ノ
キ
・
ア
オ
ハ
ダ
・
ア
ズ
キ

ヤ
マ
モ
ミ
ジ
・
エ
ン
コ
ウ
カ
エ
デ
・
ケ
ヤ

ナ
シ
・
リ
ョ
ウ
ブ
・
ア
ワ
プ
キ
・
タ
カ
ノ
ツ
メ
・
ネ
ジ
キ
な
ど
の
高
木
に
ま
じ
っ
て
ウ
ラ

植

ジ
ロ
ノ
キ
・
パ
イ
カ
ツ
ツ
ジ
・
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
・
フ
ジ
・
ハ
シ
バ
ミ
・
マ
タ
タ
ビ
・
ハ
ナ
イ

'
P、

ダ
ダ
.
・
エ
ゴ
ノ
キ
・
オ
オ
バ
マ
ン
サ
ク
・
ヤ
マ
ブ
キ
・
ダ

γ
コ
ウ
バ
イ
・
ツ
ク
パ
ネ
・
ク

第六章

ロ
モ
ジ
・
ヤ
マ
ハ
ギ
な
ど
の
低
木
、

ナ
・
ウ
チ
ワ
デ
コ
ロ
・
ユ
キ
ザ
サ
・
ウ
マ
ノ
ミ
ツ
バ
、

モ
ミ
ジ
ガ
サ
、

サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
ハ
ク
ズ
・
コ
プ
ナ
ダ
サ
・
ソ
バ

コ
バ
ギ
ボ
ウ
シ
、

フ
ク
ロ
シ
ダ
な
どプウヨリ
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誌

シ
ラ
ヤ
マ
ギ
ク
、

チ
ヂ
ミ
ザ
サ
が
見
ら
れ
る
。

然

雨
降
社
あ
た
り
で
は
こ
の
ほ
か
に
ナ
ツ
ハ
ゼ
、

コ
メ
ツ
ツ
ジ
、

ア
オ
ダ
モ
(
コ
パ
ノ
ト
ネ
リ
コ
〉
、
ト
ウ
ゴ
ク
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、

ヤ
マ
ボ

1004 

自

ウ
シ
、

タ
カ
ノ
ツ
メ
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

(5) 

御
城
の
平
(
経
塚
〉
か
ら
大
天
狗

ヒ
ノ
キ
、

タ
カ
ノ
ツ
メ
、
ミ
ズ
キ
、

ハ
リ
ギ
リ
、

モ
ミ
、

ア
カ
マ
ツ
、

ク
リ
、

ケ
ヤ
キ
、

ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
、

ダ
ン
コ
ウ
バ
イ
、

ハ
ナ
イ
カ
ダ
、

ア
プ
ラ
ツ
ツ
ジ
、

イ
ヌ
ザ

γ
シ
ョ
ウ
、

コ
ア
ジ
サ
イ
、

ク
ズ
、

コ
ゴ
メ
ウ
ツ
ギ
、

ゥ
、
ア
キ
ノ
ノ
ゲ
シ
、

シ
ラ
ヤ
マ
ギ
ク
、

ア
サ
ダ
、

リ
ョ
ウ
プ
、

ア
キ
ノ
タ
ム
ラ
ソ

シ
シ
ョ
ウ
、

ア
オ
ダ
モ
(
コ
パ
ノ
ト
ネ
リ
コ
〉
、
ヌ
ル
デ
、

ヤ
マ
ウ
ル
シ
、

ア
キ
カ
ラ
マ
ツ
が
目
立
つ
、
大
天
狗
北
側
で
は
、
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
、

ニ
シ
キ
ギ
、
ヤ
マ
ハ
ギ
、
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
、
ゥ
リ
カ
エ
デ
、

コ
ナ

ラ
、
イ
ヌ
プ
ナ
、

ウ
ラ
ジ
ロ
ノ
キ
、

リ
ョ
ウ
プ
、

エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
が
見
ら
れ
る
。
頂
上
の
見
晴
ら
し
は
す
ば
ら
し
く
ゴ
ル
フ
場
を
は
じ
め
、

ネ
ジ
キ
、

ア
カ
マ
ツ
、

ネ
ジ
キ
、

ア
ズ
キ
ナ
シ
、

ト
ウ
ゴ
ク
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、

ク
マ
イ
チ
ゴ
、

コ
マ
ツ
ナ
ギ
、

ヤ
ク
シ
ソ
ゥ
、

中
之
条
盆
地
が
一
望
で
き
る
。
頂
上
近
〈
で
は
、

カ
ス
ミ
ザ
ク
ラ
、

オ
ノ
オ
レ
、

ア
カ
マ
ツ
、

ヤ
マ
ウ
ル
シ
、

ダ
シ
コ
ウ
バ
イ
、

ア
オ
ダ
モ
(
コ
パ
ノ
ト
ネ
リ
コ
〉
、
リ
ョ
ウ
プ
、

ア
プ
ラ
ツ
ツ
ジ
、

ヤ
シ
ャ
プ
シ
、

ホ
ツ
ツ

Jν
、

ク
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、

ズ
ミ
、

コ
キ

γ
レ
イ
ヵ
、

ユ
キ
ザ
サ
、

サ
ヲ
シ
ナ
シ
ョ
ウ
マ
、

コ
メ
ツ
ツ
.
ジ
、

サ
ル
ナ
シ
、

れ
る
。

2 

赤
沢
林
道
か
ら
稲
包
山

)
 

1
 

(
 
概

観

ハ
イ
カ
ー
た
ち
で
に
ぎ
わ
う
。
東
武
パ
ス

赤
沢
林
道
は
日
向
見
か
ら
、
法
師
温
泉
に
い
た
る
一
一
一

t
Lの
区
間
で
休
日
と
も
な
る
と
、

ハ
ナ
イ
カ
ダ
、

イ
ヌ
ザ

ア
キ
カ
ラ
マ
ツ
、

タ
カ
ノ
ツ
メ
、

ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
、

ト
ウ
ゴ

チ
ゴ
ユ
リ
な
ど
が
見
ら



日
向
見
行
き
の
パ
ス
の
便
も
あ
る
〉

四
万
温
泉
新
湯
下
車
徒
歩
約
三

O
分
で
日
向
見
温
泉
赤
沢
林
道
入
口
に
着
く
(
新
湯
よ
り

四
万
川
と
プ
ノ
ウ
沢
の
出
合
い
の
つ
り
橋
ま
で
の
一
・
三
世

L
ま
で
は
、

四
万
川
沿
い

道

に
つ
く
ら
れ
た
営
林
署
木
材
運
搬
用
の
ト
ロ
道
跡
、
木
橋
の
上
を
歩
く
、
右
下
に
四
万
の

清
流
、
左
側
は
集
塊
岩
で
で
き
た
崖
が
追
っ
て
い
る
が
比
較
的
道
は
ゆ
る
や
か
で
、
今
で

林沢

れ
る
。

も
所
々
に
枕
木
が
残
っ
て
い
た
り
、
大
正
期
に
造
ら
れ
た
酢
酸
工
場
跡
の
レ
ン
ガ
も
見
ら

つ
り
橋
を
渡
り
し
ば
ら
く
は
ゆ
る

赤

や
か
な
道
で
あ
る
が
、
沢
か
ら
赤
沢
峠
ま

で
の
三
世
ト
ル
は
道
が
険
し
い
。
と
く
に
プ

ノ
ウ
沢
か
ら
赤
沢
山
の
稜
線
に
出
る
一
・

二
世
よ
は
胸
を
突
く
よ
う
な
道
も
あ
り
、

物

ル
に
注
意
し
な
が
ら
登
っ
て
い
く
の
は
骨
が
折
れ
る
。
稜
線
に
出
る
と
樹
相
も
変
わ
り
、

日
中
で
も
薄
暗
い
雑
木
林
の
中
を
ヤ
マ
ヒ

プ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
を
主
体
と
し
た
混
生
林
に
入
る
。
そ
こ
か
ら
は
道
は
そ
れ
ほ
ど
き
つ
く

な
く
一
時
間
ほ
ど
で
赤
沢
峠
に
出
る
。
五
月
中
旬
頃
だ
と
ア
ズ
マ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
ト
ウ
ゴ

植

ク
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、

サ
ラ
サ
ド
ウ
ダ

γ
、

第六章

て
く
れ
る
。

峠
か
ら
は
国
道
一
七
号
線
や
赤
谷
湖
が
見
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
下
る
と
、
法
師
温
泉
に
出

ミ
ラ
ネ
ア
オ
イ
の
花
が
美
し
く
疲
れ
を
い
や
し

道林沢赤
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然

る
。
道
を
左
尾
根
に
そ
っ
て
約
三

t
Lチ
マ
キ
ザ
サ
の
聞
を
縫
う
よ
う
に
し
て
登
り
つ
め
る
と
目
的
地
の
稲
包
山
に
出
る
。
頂
上
か
ら
は

た
い
ら
っ
び
ょ
う

手
前
に
国
道
一
七
号
線
、
北
の
国
境
尾
根
に
つ
づ
く
三
園
山
、
平
標
山
、
そ
し
て
仙
ノ
倉
山
、
万
太
郎
な
ど
の
谷
川
連
山
、
西
の
木
ノ

1006 

誌自

根
宿
、
首
場
ス
キ

l
場
で
な
じ
み
の
街
山
、
南
に
浅
間
山
、
本
白
根
山
、
横
手
山
な
ど
の
山
々
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
観
察
コ

l
ス
は
垂
直
分
布
の
低
山
帯
、

E
高
山
帯
の
植
物
が
見
ら
れ
、
わ
ず
か
な
距
離
で
は
っ
き
り
樹
相
の
変
化
が
わ
か
る
。
植

物
相
は
ミ
ヤ
マ
ナ
ラ
、

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
、

ア
カ
ミ
ノ
イ
ヌ
ツ
ゲ
、

エ
ゾ
ユ
ズ
リ
ハ
、
ミ
ヤ
マ
イ
ラ
ク
サ
、

ム
ラ
サ
キ
ヤ
シ
オ
ツ
ツ
ジ
、

イ

ワ
ナ
シ
な
ど
の
内
帯
系
の
植
物
と
、

ト
ウ
ゴ
ク
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、
ダ

γ
コ
ウ
バ
イ
、

タ
マ
ア
ジ
サ
イ
、

ク
ザ
コ
ア
カ
ソ
な
ど
の
外
帯
系
の

植
物
が
成
育
し
て
い
た
り
、

サ
ザ
属
の
分
布
境
界
線
?
、
ャ
コ
ザ
サ
線
〉
が
こ
の
地
域
を
通
っ
て
い
る
な
ど
植
物
分
布
上
貴
重
な
地
域
で

あ
る
。
ま
た
、
低
山
帯
特
有
の
ア
カ
マ
ツ
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。

日
向
見
か
ら
つ
り
橋
ま
で

(2) 
エ

J

ア、 林
道
入
口
付
近
は
ス
ギ
の
人
工
林
が
せ
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
縁
辺
に
、

ヤ
マ
モ
ミ
ジ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
な
ど
の
高
木
、
ャ
ア
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
、

ヤ
マ
グ
ワ
、

ケ
ヤ
キ
、

マ
メ
ガ
キ
、

ウ
メ
、

モ
モ
、
ミ
ツ

J

ア
カ

ア
プ
ラ
チ
ャ
ン
、

マ
γ
サ
ク
、

ク
サ
ギ
、
ミ
ツ
バ
ウ
ツ
ギ
、

タ

ラ
ノ
キ
、

ヤ
マ
ハ
ギ
、

フ
ジ
な
ど
の
低
木
、

チ
カ
ラ
シ
パ
、

カ
ゼ
ク
サ
、

ス
ス
キ
、

ノ
コ

γ
ギ
夕
、
ダ
ン
ド
ポ
ロ
ギ
ク
、
ゲ
ン
ノ
シ
ョ

市〆コ、

ク
ズ
、

ヤ
e

フ
マ
メ
、

ヒ
メ
ハ
ギ
、

ヤ
ハ
ズ
ソ
ウ
、
ミ
ゾ
ソ
パ
、

ヌ
ス
ピ
ト
ハ
ギ
、

オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
に
ま
じ
っ
て
オ
オ
ア
ワ
ダ
チ

ソ
ウ
、

ヤ
エ
ザ
キ
ハ
シ
ゴ
ン
ソ
ゥ
、

キ
ク
イ
モ
、

ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
な
ど
の
帰
化
植
物
の
群
落
が
見
ら
れ
る
。
林
道
に
入
っ
て
イ
タ
ヤ
カ

=巳_. 
7 、

ヤ
マ
モ
ミ
ジ
、

ハ
リ
ギ
リ
、

イ
ヌ
シ

J

ア
、
ク
マ
シ
デ
、
ア
カ
シ
デ
、

ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
、

イ
ヌ
プ
ナ
、
ネ
ジ
キ
な
ど
の
高
木
、

エ
ゴ
ノ

キ
、
ダ
ン
コ
ウ
バ
イ
、

ガ
マ
ズ
ミ
、
ミ
ヤ
マ
ガ
マ
ズ
ミ
、

オ
ト
コ
ヨ
ウ
ゾ
メ
、

オ
オ
カ
メ
ノ
キ
、

ヤ
マ
ウ
ル
シ
、

コ
ゴ
メ
ウ
ツ
ギ
、

-マ

タ

タ
ピ
、
ミ
ツ
バ
ウ
ツ
ギ
、

ツ
ク
バ
、
不
、

ク
サ
ア
ジ
サ
イ
、

タ
マ
ア
ジ
サ
イ
、

イ
ワ
ガ
ラ
ミ
、

ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
、

ク
サ
ギ
、

ク
ロ
モ
ジ
、

モ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ
、

ク
マ
イ
チ
ゴ
、
パ
イ
カ
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
低
木
、
シ
ラ
ネ
セ
ン
キ
ュ
ウ
、

キ
シ
ミ
ズ
ヒ
キ
、

ヤ
マ
ジ
ノ
ホ
ト
ト
ギ
ス
、



ミ
ズ
ヒ
キ
、

グ
マ
、

オ
ク
モ
ミ
ジ
ハ
グ
マ
、

ク
サ
コ
ア
カ
ソ
、
ミ
マ
ヤ
イ
ラ
ク
ザ
、

カ

ニ
コ
ウ
モ
リ
、

オ
オ
イ
タ
ド
リ
、

フ
キ
、

カ
シ
ワ
パ
ハ

ク
ル
マ
パ
ハ
グ
マ
、

ク
サ
ヤ
ツ
司
ア
、

キ
y

コ
ウ
ハ
グ
マ
、

セ
イ
タ
カ
ト
ウ
ヒ
レ

γ
、

ヤグルマソウ〈北方系〉

ザ
ミ
、

タ
イ
ア
ザ
ミ
、

ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ
、
ミ
ヤ
マ
タ
ニ
ソ
パ
、

ウ

ド

、

ミ

ヤ

マ

タ

ユ

ソ

、
、

z
、

J

J

=

 

ナ
ヒ
キ
オ
コ
シ
、

シ
ラ
ヤ
マ
ギ
ク
、

シ
ラ
、
不
ア
ザ
ミ
、

サ
ワ
ア
ザ
ミ
、

ア
ズ
マ
ヤ
マ
ア

タ
マ
プ
キ
、

サ
ワ
ギ
ク
、

オ
ト
コ
ヨ
モ
ギ
、

ヤ
・マ

セ
キ
ヤ
ノ
ア
キ
チ
ョ
ウ
ジ
、

ク
ロ
バ

キ
パ
ナ
ア
キ
ギ
リ
、

キ
ツ
ネ
フ
ネ
、

パ
、
ツ
ル
リ
ン
ド
ウ
、

フ
ジ
ウ
ツ
ギ
、
ミ
ヤ
マ
マ
マ
コ
ナ
、

ミ
、
ベ
ニ
バ
ナ
イ
チ
ャ
ク
ソ
ウ
、

ト
、
ノ
ギ
ラ
ン
、

ウ
チ
ワ
ド
コ
ロ
、

る
。
途
中
に
営
林
署
官
舎
、

さ
ん
さ
ん

酢
酸
工
場
跡
に
ス
ギ
の
人
エ

物

キ
や
、

ト
ネ
ア
ザ
ミ
、

サ
ワ
ア
ザ
ミ
、

林
が
あ
る
が
、
そ
の
中
に
ユ
ワ
ト
コ
、
ミ
ヤ
マ
シ
グ
レ
、

ナ
ン
プ
ア
ザ
ミ
な
の
ア
ザ
ミ
の
な

か
ま
、

ス
ス
キ
、

ヨ
モ
ギ
、

ツ
ル
ウ
メ
モ
ド

ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
に
ま
じ
っ
て
、
ミ
ョ
ウ
ガ
、

植

オ
オ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
の
群
落
が
見
ら
れ
る
。

第六章

ケ、

コ
ウ
ヤ
コ
ケ
シ
ノ
ブ
、

コ
ケ
シ
ノ
ブ
な
ど
の
小
型
の
も
の
か
ら
、

サ
ト
メ
シ
ダ
、

シ
ガ
シ
ラ
、
ミ
ヤ
マ
シ
シ
ガ
シ
ラ
、

シ
ダ
類
で
は
、

ウ

チ

ワ

ゴ

ト
ラ
ノ
オ
シ
ダ
、

ソ
パ
ナ
、

ア
キ
ノ
タ
ム
ラ
ソ
ウ
、

ツ
リ
ガ
ネ
ニ
ン
ジ

γ
、

ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
、

ヒ
ヨ
ド
リ
パ
ナ
、

オ
カ
ト
ラ
ノ
オ
、

ヒ
メ
イ
ワ
カ
ガ

シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
、

ク
モ
キ
リ
ソ
ウ
、

ツ
バ
メ
オ
モ

コ
キ
ン
パ
イ
、

ヤ
マ
ブ
キ
シ
ョ
ウ
マ
な
ど
が
見
ら
れ

シ
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誌然自

ハ
リ
ギ
リ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ミ
ヤ
マ
ナ
ラ
、

キ
ハ
ダ
、

ア
ワ
プ
キ
、

サ
ク
ラ
パ
ハ

γ
ノ
キ
、
ミ
ヤ
マ
カ
ワ
ラ
ハ

γ
ノ
キ
、

エ
ゴ
ノ
キ
、
イ
ボ
夕
、
ミ
ヤ
マ
マ
タ
タ
ビ
、

ヤ
グ
ル
マ
ソ
ウ
、

ツ
ク
パ
ネ
ソ
ゥ
、
ミ
ヤ
マ
エ
ン
レ
イ
ソ
ゥ
、

ウ
パ
ユ
リ
、
ャ

木
、
ダ
シ
コ
ウ
バ
イ
、

マ
タ
タ
ビ
な
ど
の
低
木
、
そ
の
下
に
オ
シ
ダ
の
大
群
落
、

マ
ジ
ノ
ホ
ト
ト
ギ
ス
、

ン
タ
イ
シ
ダ
、
ミ
ヤ
マ
イ
タ
チ
シ
ダ
、

ホ
テ
イ
シ
ダ
、
ャ

1008 

フ
ク
ロ
シ
ダ
、

マ
ド
リ
ゼ
ン
テ
イ
、

ノ
キ
シ
ノ
ブ
、
ビ
ロ
ー
ド
シ
ダ
、
ミ
ヤ
マ

シ
ノ
J
7
、

サラサドウダン

ノ
キ
シ
ノ
ブ
、

ナ
ツ
ノ
ハ
ナ
ワ
ラ
ピ
、
ゼ

γ
マ
イ
、

ワ
ラ
ビ
、
大
型
の
オ

シ
ダ
を
は
じ
め
多
数
の
シ
ダ
が
見
ら
れ
、

シ
ダ
類
の
採
集
、
観
察
に
は
い

い
所
で
あ
る
。

つ
り
橋
か
ら
赤
沢
峠
ま
で

つ
り
橋
近
く
の
十
二
山
神
社
の
周
囲
に
ア
ス
ナ
ロ
、

(3) 

カ
ラ
マ
ツ
が
見
ら

れ
る
。
沢
に
そ
っ
て
、

ケ
ヤ
キ
、

イ
ヌ
シ

J

ア、

ア
カ
シ

J

ア、

ク
マ
シ
d

ア、

サ
ワ
グ
ル
ミ
、

ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
、

ヨ
グ
ソ
ミ
ネ
バ
リ
、

ト
チ
ノ
キ
、

オ
ノ
オ
レ
、

タ
カ
ノ
ツ
メ
、

イ
ヌ
プ
ナ
、

コ
ミ
、
不
カ
エ
日
ア
、

オ
ガ
ラ
バ
ナ
な
ど
の
高

ア
プ
ラ
ツ
ツ
ジ
、

コ
ア
ジ
サ
イ
、

ヤ
マ
ブ
ド
ウ
、

ツ
ル
ア
ジ
サ
イ
、

ノ。フ
A

守、

ウ
ス
ゲ
タ
マ
ブ
キ
、

ウ
ワ
パ
ミ

メ
タ
カ
ラ
コ
ゥ
、

ヤ
マ
ネ
コ
ノ
メ
ソ
ウ
、

セ
キ
ヤ
ノ
ア
キ
チ
ョ
ウ
ジ
、

ソ
ゥ
、

イ
ワ
タ
パ
コ
、

カ

γ
ス
ゲ
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

稜
線
に
出
る
と
、
プ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
、

ミ
ズ
ザ
ク
ラ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
、

ク
ロ
ベ
、

ム
ラ
サ
キ
ヤ
シ
オ
ツ
ツ
ジ
、

ア
カ
ミ
イ

コ
メ
ツ
ガ
、

ラ
ジ
ロ
ハ
ナ
ヒ
リ
ノ
キ
、
ミ
ヤ
マ
ホ
ツ
ツ
ジ
、

ナ
ゲ
、

ト
ウ
ゴ
ク
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、

ノ
リ
ウ
ツ
ギ
、

ハ
リ
プ
キ
な
ど
が
目
に
つ
き
、
そ
れ
に
ま
じ
っ
て
、

ニ
ッ
コ
ウ
ザ
ク
ラ
、
ウ
ワ

キ
タ
ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ
、

リ
ョ
ウ
プ
、

シ
ラ
カ
ン
バ
、
な
ど
の
高
木
、

ウ

ネ
ジ
キ
、

コ
ヨ
ウ
ラ
ク
ツ
ツ
ジ
、

サ
ラ
サ
ド
ウ
ダ

γ
、
ア
ズ
マ
シ
ャ
ク

ア
J

ブ
ラ
ツ
ツ

J

ジ、

オ
オ
カ
メ
ノ
キ
、
ミ
ヤ
マ
シ
グ
レ
、

ハ
イ
イ
ヌ
ツ
ゲ
、



ヌ
ツ
ゲ
、

コ
シ
ア
プ
ラ
、
ミ
ヤ
マ
ガ
マ
ズ
ミ
、

下
草
に
は
、
ミ
ヤ
マ
ウ

ヒ
メ
モ
チ
、

サ
ピ
バ
ナ
ナ
カ
マ
ド
、

エ
ゾ
ユ
ズ
リ
ハ
な
ど
が
、

ド
、
ゴ
ゼ

γ
タ
チ
バ
ナ
、

ユ
キ
ザ
サ
、

シ
ラ
ネ

ツ
ル
リ
ン
ド
ウ
‘

チ
ゴ
ユ
リ
、

イ
カ
ナ
シ
、
ミ
ヤ
マ
フ
タ
パ
ラ

γ
、

ツ
ル
ア
リ
ド
オ
シ
、

ア
オ
イ
、
な
ど
が
チ
マ
キ
ザ
サ
、

ス
ズ
タ
ヶ
、
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
、

ネ
マ
ガ
リ
ダ
ケ
な
ど
の
聞
に
見
ら
れ
る
。

(4) 

赤
沢
峠
か
ら
稲
包
山

ほ
と
ん
ど
赤
沢
山
稜
線
に
見
ら
れ
る
植
物
で
あ
る
が
、
ミ
ヤ
マ
ホ
ツ
ツ
ジ
、
サ
ラ
サ
ド
ウ
ダ

γ
の
二
l
三

M
級
の
大
樹
が
見
ら
れ
た

り
、
プ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ダ
ケ
カ
ン
パ
の
大
樹
も
目
に
つ
ぐ
、
こ
の
付
近
の
プ
ナ
の
林
は
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。
時
折
、
プ
ナ
の
枯

れ
た
幹
な
ど
に
ヤ
シ
ヤ
ピ
シ
ャ
ク
の
成
育
が
見
ら
れ
る
。
チ
マ
キ
ザ
サ
、
ネ
マ
ガ
リ
、
ダ
ケ
の
聞
を
通
っ
て
頂
上
に
出
る
。
頂
上
付
近
は
、

ナ
ナ
カ
マ
ド
、

ザ
ラ
サ
ド
ウ
ダ
シ
、
ミ
ネ
カ
エ
デ
、

ア
ズ
マ
シ

リ
ョ
ウ
ブ
、

ノ
リ
ウ
ツ
ギ
、

ク
ロ
ウ
ス
ゴ
、

ウ
ラ
ジ
ロ
ハ
ナ
ヒ
リ
ノ
キ
、

ャ
ク
ナ
ゲ
守

ク
ロ
ヅ
ル
、

-守

イ

ガ
ン
コ
ウ
ラ

γ
、
ゴ
ゼ

γ
タ
チ
バ
ナ
、

ク
ロ
ベ
、

ハ
イ
イ
ヌ
ツ
ゲ
、

ア
カ
ミ
イ
ヌ
ツ
ゲ
、

キ
ャ
ラ
ボ
ク
、

ヅ
ル
ソ
ゥ
、

ヒ
メ
イ
ワ
カ
ガ
ミ
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

コ
ケ
モ
モ
、

イ
ワ
カ
ガ
ミ
、

3 

牧
水
コ

l
ス

(
麓
橋
か
ら
暮
坂
峠
)

概

観

物

牧
水
コ

l
ス
は
、
沢
渡
温
泉
か
ら
、
幕
坂
峠
を
越
え
六
合
村
に
い
た
る
区
聞
を
い
い
、
詩
人
若
山
牧
水
が
草
津
温
泉
か
ら
沢
渡
温
泉
に

向
う
折
、
数
々
の
う
た
を
よ
み
な
が
ら
峠
を
越
え
た
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
あ
る
。
現
在
で
は
、
道
路
が
拡
張
整
備
さ
れ
車
が
行
き
か
い
、

当
時
の
面
影
は
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
一
歩
旧
道
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
「
枯
野
の
旅
」
の
情
緒
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

植第六章

沢
渡
温
泉
下
車
、
峠
ま
で
お
よ
そ
一
一
世
よ
、
徒
歩
で
四
時
間
〈
四
・
五
台
ト
ル
先
の
大
岩
ま
で
パ
ス
の
使
も
あ
る
〉
ほ
ど
か
か
る
。
道

路
は
比
較
的
ゆ
る
や
か
で
軽
装
で
も
行
け
る
。

1009 



誌然自

デ
、
ホ
ウ
ノ
キ
、

オ
ノ
エ
ヤ
ナ
ギ
、

ス
ギ
と
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
、
イ
ヌ
コ
リ
ヤ
ナ
ギ
、ク

サ
ギ
、
ミ
ツ
バ
ウ
ツ

ル
デ
、

ヤ
マ
ウ
ル
シ
、

樹
相
は
低
山
帯
の
植
物
が
大
部
分
で
、
峠
付
近
を
除
い
て
は
、

ほ
ぽ
同
じ
に
な
っ
て
い

1010 

ス
ギ
の
人
工
林
、

カ
エ

J

ア、

る
。
四
万
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
レ

γ
ゲ
ツ
ツ
ジ
の
小
群
落
が
見
ら
れ
、
峠
下
あ
た
り
ま
で
は

ホ
ウ
ノ
キ
、
な
ど
の
混

コ
ナ
ラ
、

シ」ア属刷、

生
林
で
峠
付
近
は
、

カ
シ
ワ
、

ク
リ
、

カ
ラ
マ
ツ
の
人
工
林
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ダ
ケ
カ

γ
パ、

ヒ
ノ
キ
、

ユ
y

コ
ウ
ザ
ク
ラ
な
ど
の
混
生
林
が
目
立
つ
。

峠

〆
e

、、

、J

・

ノ

ト
チ
ノ
キ
、

シ
ラ
カ

坂

牧
水
コ

1
ス
の
観
察
適
地
と
し
て
は
、
有
笠
山
周
辺
、
不
動
沢
周
辺
な
ど
あ
る
が
、
寧
を

止
め
な
が
ら
観
察
し
て
暮
坂
峠
ま
で
と
い
う
こ

暮

と
で
、
峠
を
中
心
に
し
て
、

麓
橋
か
ら
峠
ま

で
の
五
・
二
位
ょ
に
つ
い
て
調
査
を
行
な
っ

た
(2) 

麓
橋
か
ら
奥
細
尾
橋

コ
ナ
ラ
‘

ク
リ
、
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
、

ク
マ
シ

エ
γ
コ
ウ
カ
エ
デ
マ

フ
サ
ザ
ク
ラ
、

チ
ド
リ
ノ
キ
、

ヤ
マ
ネ
コ
ヤ
ナ

ギ

サ
ル
ナ
シ
、

ギ
、
ア
ブ
ラ
チ
ャ
ン
、
オ
オ
バ
マ
ン
サ
ク
、
ミ
ズ
キ
、ウ

リ
ノ
キ

コ
ゴ
メ
ウ
ツ
ギ
、

モ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ
、

ヤ
マ
ブ
キ
な
ど
の
木
本
、

ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
、

オ
カ
ト
ラ

夕
、
オ
ヤ
マ
ポ
ク
チ
、

キ
プ
シ
、

マ
タ
タ
ビ
、

フ叫シ、

ム
ラ
サ
キ
シ
ノ
プ
、

フ
キ
、

ア
レ
チ
ノ
ギ
ク
、

キ
オ

γ
、
ノ
コ
ン
ギ

カ
ナ
ム
グ
ラ
、
ゥ
ワ
バ
ミ
ソ
ウ
、

ヌ

オカトラノオ



ツ
リ
ガ
ネ
エ

γ
ジ
ン
、

ノ
オ
、

キ
パ
ナ
ア
キ
ギ
リ
、

ア
キ
ノ
ウ
ナ
ギ
ヅ
ル
、

オ
ミ
ナ
エ
シ
、

ウ
ド
、

タ
ケ
ニ
グ
サ
、

na 
峠
に
向
っ
て
登
る
に
し
た
が
っ
て
な
が
め
も
よ
く
な
り
、
遠
く
日
光
、
足
尾
の
山
々
が
見
ら
れ
る
。
道
路
に
そ
っ
て
観
察
さ
れ
る
高

木
、
低
木
に
は
、

サ
イ
シ

γ
‘
ミ
ヤ
マ
ダ
イ
コ
シ
ソ
ゥ
、

ィ
、
ワ
ラ
ビ
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

峠

下

ま

で

ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、
イ
ヌ
シ
デ
、

物櫨第六章

ク
ウ
シ
ボ
ク
、

コ
シ
ア
ブ
ラ
、

シ
、
ア
オ
ダ
モ
(
コ
パ
ノ
ト
ネ
リ
コ
〉
、
ミ
ズ
キ
、

イ
ワ
ガ
ラ
ミ
、

ツ

ル

ウ

メ

モ

ド

ヤ
マ
ハ
タ
ザ
ォ
、

ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
、

ス
ミ
レ

キ
ツ
リ
フ
ネ
、

ア
プ
ラ
ガ
ャ
、

ア
事
フ
ラ
ス
ス
キ
、

コ
メ
ス
ス
キ
、
ゼ
シ
マ

ク
マ
シ

J

ア、

ア
カ
シ
」
ア
、

ヤ
マ
ハ
シ
ノ
キ
、

カ
ス
ミ
ザ
ク
ラ
、

ノ、

リ
ョ
ウ
プ
、

オ
ノ
エ
ヤ
ナ
ギ
、

フ
サ
ザ
ク
ラ
、

ヤ

シ

ャ

ブ

ヤ
マ
グ
ワ
、

ツ
リ
パ
ナ
、

ク
ザ
ギ
、
ヤ
マ

ウ
ル
シ
、

ヌ
ル

d

ア、

ニ
シ
キ
ウ
ツ
ギ
、
バ
イ
カ
ツ
ツ
ジ
、

ア
ケ
ピ
、

ヤ
マ
ハ
ギ
守

キ
ハ
ギ
な
ど
で
、
下
草
に
は
ヤ
ク
シ

キ
、
フ
ジ
、
ミ
ツ
パ
ア
ケ
ビ
、

シ
ラ
ヤ
マ
ギ
ク
、

フ
キ
、

ヤ
マ
ハ
ハ

る

コ
、
内
ソ
.
官
』
、

オ
オ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
、

ヒ
メ
ジ
ョ
オ

γ
.
ヤ
ナ
ギ
バ
ヒ
メ
ジ
ョ
オ

γ
、

ア
レ
チ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
、

オ
カ
ト
ラ
ノ
オ
、

オ
ミ
ナ
エ

a 

"" 
ソ
ウ
、

し

シ
、
シ
ロ
ザ
、

フ
ジ
ウ
ツ
ギ
、

シ
シ
ウ
ド
、

シ
ラ
ネ
セ
ン
キ
ュ
ゥ
、

ヤ
マ
ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
、

フ
シ
グ
ロ
セ
シ
ノ
ゥ
、
ゲ

γ
ノ

シ

ョ

ウ

コ、

コ
ブ
ナ
グ
サ
、

ス
ス
キ
、

ヨ
ツ
バ
ヒ
ヨ
ド
リ
、
ミ
ズ
ヒ
キ
‘

シ
シ
ガ
シ
ラ
、

ワ
ラ
ピ
、
ゼ

γ
マ
イ
、

ヤ
マ
ド
リ
ゼ
ン
マ
イ

道

タ
ケ
ニ
グ
サ
、

が
見
ら
れ
る
。

(4) 

暮

坂

峠

付

近

峠
を
登
り
つ
め
る
と
、
牧
水
の
「
枯
野
の
旅
」
の
詩
碑
が
あ
り
、
下
の
谷
に
そ
っ
て
旧
道
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誌然自

リ
ウ
ツ
ギ
、

ヤ
マ
ブ
キ
、

マ
タ
タ
ビ
、

ウ
ゾ
リ
ナ
喝

シ
ラ
ヤ
マ
ギ
ク
‘

ウ
チ
ワ
ド
コ
ロ
、

タ
ケ
ニ
グ
サ
、

ヤ
マ
シ
ロ
ギ
ク
、

る。が
あ
り
、
当
時
の
な
ご
り
を
と
ど
め
て
い
る
。
前
方
に
白
根
山
、
横
手
の
山
脈
が
見
ら
れ

1012 

峠
下
の
谷
で
は
、

コ
、
タ
マ
ア
ジ
サ
イ
、

ツギ

ヤ
マ
タ
ニ
ソ
パ
、

ク
、
モ
ミ
ジ
ガ
サ
、
フ
キ

ウ

ウ
リ
ノ
キ
、

フ
サ
ザ
ク
ラ
、

フ
ジ
ウ
ツ
ギ
、

ヤ
グ
ル
マ
ソ
ウ
、

ソ
パ
ナ
、

ム
カ
ゴ
イ
ラ
ク
サ
、

ヤ
マ
ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
、

ノ

カ
シ
d

ア、

ア
オ
ハ
ダ
、

ン
‘
オ
シ
ダ
な
ど
が
見
ら
れ
、
谷
の
尾
根
に
は
、

ア
ズ
キ
ナ
シ
、

リ

サ
ワ
グ
ル
ミ
、

キ
、
オ
ノ
エ
ヤ
ナ
ギ
、

パ
マ
ン
サ
ク
、

ク
サ
ギ
、

ヤ
マ
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
、

一
ワ
ト

ヒ
ヨ
ド
リ
パ
ナ
、
ミ
ズ
ヒ
キ
、

ウ
ワ
パ
ミ
ソ
ウ
、

シ
ヲ
ヤ
マ
ギ

ア
カ
ソ
、

フ
シ
グ
ロ
セ
ン
ノ
ゥ
‘
キ
ツ
ネ
ノ
ボ
タ

イ
ヌ
ブ
ナ
、

ク
マ
シ

J

ア、

J
'
ヌ
シ
』
ア
、

ア

ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
、

フ
サ
ザ
ク
ラ
、

コ
ナ
ラ
、
ミ
ツ

d

ア
カ
エ

d

ア、

ト
チ
ノ
キ
、

イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、

ア
ワ
ブ

ヤ
マ
ウ
ル
シ
、

ヌ
ル
d

ア、

ア
オ
ダ
モ
(
コ
パ
ノ
ト
ネ
リ
コ
)
、
ダ
ン
コ
ウ
バ
イ
、
な

ホ
ツ
ツ
ジ
、
ニ
ワ
ト
コ
、

キ
ブ
シ
、
ノ

イ
ヌ
コ
リ
ヤ
ナ
ギ
、

ト
ウ
ゴ
ク
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、

ど
の
高
木
、
小
高
木
や
w

ノ
イ
バ
ラ
、

コ
ア
ジ
サ
イ
、

ア
キ
カ
ラ
マ
ツ
、

ソ
、
ヵ
ナ
ム
グ
ラ
、

ス
ス
キ
、

ム
ラ
サ
キ
マ
ム
シ
グ
サ
、

ホ
ツ
ス
ガ
ャ
、

峠
南
に
は
、
ダ
ケ
カ
ン
パ
、

ア
プ
ラ
ス
ス
キ
、

ク
マ
シ
デ
、

イ
ヌ
プ
ナ
、

シ
ラ
カ

γ
パ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、

ア
カ
マ
ツ
、

ア
カ
シ
戸
ア
、

リ
ョ
ウ
プ
、

タ
マ
ア
ジ
サ
イ
、

ツ
リ
ガ
ネ
ニ

γ
ジ
ン
、

フ
キ
、

ヘ
ク
ソ
カ
ズ
ラ
、

ワ
ラ
ビ
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

ハ
リ
ギ
リ
、
イ
ヌ
シ
デ
、

ウ
ド
、

チ
ヂ
ミ
ザ
サ
、

コ
ナ
ラ
、

カ
ス
ミ
ザ
ク
ラ
、

ト
ネ
リ
コ
な
ど
の
高
木
、

ウ
ラ
ジ
ロ

カ
ラ
マ
ツ
、

ウ
リ
カ
エ
デ
、

グ
リ
、

ツ
ノ
ハ
シ
バ
ミ
、

ア
ブ
ラ
チ
ャ
ン
、

オ

オ

フ引シ、

シ
オ
デ
な
ど
の
低
木
、

コ

ワ
レ
モ
コ
・
ヮ
、

イ
タ
ド
リ
、
ミ
ズ
ヒ
キ
、

ツ
リ
フ
ネ
ソ
ゥ
、

モ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ
、

ク
マ
イ
チ
ゴ
、

ア
カ

ク
リ
、

ホ
ウ
ノ
キ
、タ

ラ
ノ
キ
、
ズ
ミ
、



ノ
キ
、
ミ
ヤ
マ
イ
ボ
タ
、

ム
ラ
サ
キ
シ
キ
プ
、

レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
、

イ
チ
ゴ
な
ど
の
低
木
、

ハ
ン
ゴ

γ
ソ
ゥ
、

ヤ
ク
シ
ソ
ゥ
、

カ
ト
ウ
ダ
イ
、

ヒ
ヨ
ド
リ
パ
ナ
、

ヨ
ツ
パ
ヒ
ヨ
ド
リ
、

ヤ
マ
ハ
ギ
、

ツ
ル
ウ
メ
モ
ド
キ
、

ア
キ
ノ
ノ
ゲ
シ
、
キ
オ

γ
、
ヤ
マ
ヨ
モ
ギ
、

リ
ガ
ネ
ニ

γ
ジ

γ
、

コ
ウ
モ
リ
ド
コ
ロ
、

シ
モ
ツ
ヶ
、
ォ
ヵ
ト
ラ
ノ
オ
、

ア
リ
ノ
ト
ウ
グ
サ
、

オ
ト
コ
エ
シ
、

オ
ミ
ナ
エ
シ
、

キ
、
ス
ス
キ
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

峠
西
側
の
六
合
村
に
入
る
と
カ
ラ
マ
ツ
、

ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
、

ク
ラ
、

ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
、

ウ
リ
ハ
ダ
カ
エ
デ
、

オ
オ
モ
ミ
ジ
、

ゲ
ツ
ツ
ジ
、

ノ
イ
バ
ラ
な
ど
の
高
木
、
低
木
の
ほ
か
、
湿
地
に
は
、

ケ
、
、
不
コ
ノ
メ
ソ
ウ
、

イ
グ
サ
科
、

一
シ
キ
ソ
ゥ
、

ア
カ
マ
ツ
、

ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
、

シ
ラ
カ

γ
パ、

コ
シ
ア
ブ
ラ
、

サ
ワ
ギ
キ
ョ
ゥ
、

ウ
メ
パ
チ
ソ
ウ
、

ソ
ウ
、

セ
γ
プ
リ
、

ア
キ
ノ
キ
リ

γ
ソ
ゥ
、

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
の
湿
地
を
好
む
植
物
と
、
草
原
に
は
、

ワ
レ
モ
コ
ウ
、

ヤ
マ
ノ
コ
ギ
リ
ソ
ゥ
、

ノ
ハ
ラ
ア
ザ
ミ
、

物植第六章

ソ
ウ
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

マツムシソウ

ノ
イ
バ
ラ
、

ニ
ガ
イ
チ
ゴ
、

モ
ミ
ジ

ヒ
キ
オ
コ
シ
、

ヒ
メ
シ
ロ
ー
ネ
、

タ

オ
オ
バ
コ
、
キ
シ
ミ
ズ
ヒ
キ
、

ツ

ウ
ド
、

ア
キ
カ
ラ
マ
ツ
、

ア

プ

ラ

ス

ス

ホ
ウ
ノ
キ
、

ニ
ッ
コ
ウ
ザ

ハ
ル
ユ
レ
、

ウ
ラ
ジ
ロ
ノ
キ
、

ノ
リ
ウ
ツ
ギ
、

レ

シ

モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
、

コ
ミ
ズ
ゴ

オ
ミ
ナ
エ
シ
、

オ
ト
コ
エ
シ
、

マ
ツ
ム
シ

ヤ
マ
ジ
ソ
、
ベ
エ
バ
ナ
イ
チ
ヤ
グ
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然誌自

中
之
条
町
に
お
け
る
天
然
記
念
物

名
木
・
珍
し
い
植
物
・
群
落

(
植
物
)

1014 

四

1 

天

然

記

念

物

天
然
記
念
物
と
は
、
文
化
財
保
護
法
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
植
物
、
動
物
、
鉱
物
な
ど
を
い
う
が
、
指
定
に
は
、
園
、
県
、
市
町
村
の

も
の
が
あ
り
、
本
町
で
は
、
県
指
定
の
も
の
が
、
四
万
の
甑
穴
群
、
市
城
の
ザ
イ
カ
チ
、
親
都
神
社
の
ケ
ヤ
キ
、
大
岩
の
三
又
ス
ギ
、
大

久
保
の
ナ
ツ
グ
ミ
の
五
件
が
あ
る
。

。市
城
の
サ
イ
カ
チ

国
道
三
五
三
号
線
、
不
動
橋
の
わ
き
に
あ
っ
て
、
昭
和
三
十
年
一
月
十
四
日
指
定
、
目
通
り
周
囲
五
・
七
封
、
根
元
回
り
五
・
四
討
、

樹
高
約
一
四
討
、
枝
張
り
東
西
一
八
出
、
南
北
一
三
・
五
討
、
地
上
三
日
で
二
枝
に
分
か
れ
て
お
り
、
樹
勢
は
よ
い
。

サ
イ
カ
チ
で
は
、
日
本
で
第
三
位
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
大
樹
で
、
樹
齢
約
五

O
O年。

サ
イ
カ
チ
ハ
マ
メ
科
〉
山
野
、
川
原
な
ど
に
自
生
し
、
時
に
庭
に
植
え
ら
れ
る
落
葉
高
木
、
幹
は
高
さ
一
五
封
、
直
径
一
日
に
達
す

る
、
枝
の
退
化
し
た
分
岐
刺
が
あ
る
。
樹
皮
は
な
め
ら
か
で
黒
褐
色
ま
た
は
暗
灰
色
、
老
木
で
は
た
て
に
さ
け
目
が
で
き
る
。
材
は
淡
紅

色
、
花
は
五
!
六
月
噴
淡
黄
色
の
花
を
多
数
密
に
つ
く
、
実
は
幅
二
・
五

HUF、
長
さ
二
五
1

一一一

O
H
U
Y
で
や
や
ね
じ
れ
る
。
古
く
か
ら

実
を
洗
た
く
に
用
い
、
若
葉
を
ゆ
で
て
食
用
に
し
た
。
(
原
色
日
本
植
物
図
鑑
)

O
親
都
神
社
の
大
ケ
ヤ
キ
(
五
反
田
〉



親
都
神
社
の
神
木
で
、
茎
幹
に
=
一
六
H
W
Y
ほ
ど
の
乳
状
突
起
が
あ
り
、

婦
人
が
乳
の
出
な
い
と
き
に
乳
形
を
納
め
る
と
乳
が
出
る
と
い
う
い
わ
れ

親都神社のケヤキ

が
あ
る
。
昭
和
三
十
二
年
四
月
二
十
三
日
に
指
定
を
受
け
る
。
目
通
り
周

囲
九
・
七
討
、
根
元
回
り
一
五

M
、
枝
張
り
東
西
二
五
封
、
南
北
一
七

M
、

樹
高
約
六

O
M、
推
定
樹
齢
七

O
O年
、
や
や
衰
え
の
よ
う
な
観
が
あ
る

が
、
樹
齢
の
割
に
は
春
の
芽
吹
き
は
よ
い
。

。
大
岩
の
三
文
ス
ギ

物

大
岩
不
動
尊
の
参
道
の

杉
並
木
中
、
た
だ
一
本
残
っ
た
も
の
で
、
嘉
永
年
間
の
御
堂
火
災
の
さ
い
本
尊
不
動
明
王

が
こ
の
杉
の
三
文
に
と
ぴ
、
難
を
逃
れ
た
い
わ
れ
て
い
る
。
昭
和
三
十
三
年
三
月
二
十
二

日
指
定
。
目
通
り
周
囲
七
・
七
山
、
根
元
回
り
一
三
・
四
討
、
地
上
回
・
八
れ
の
所
で
一
一
一

枝
に
分
か
れ
て
い
た
の
で
こ
の
名
が
あ
る
が
、
昭
和
三
十
四
年
の
伊
勢
湾
台
風
で
一
枝
が

折
れ
現
在
は
二
枝
に
な
っ
て
い
る
。
枝
張
り
は
東
西
一
八
討
、
南
北
二
七
灯
、
樹
高
約
二

五
討
、
樹
齢
約
八

O
O年
、
樹
勢
は
よ
い
。

O
大
久
保
の
ナ
ツ
グ
ミ

五
反
田
堀
口
頼
房
宅
の
稲
荷
に
あ
る
も
の
で
、
目
通
り
周
囲
二
・
五

M
、
根
元
回
り

ニ
・
五
二
討
、
地
上
一
・
六
日
前
で
一
枝
分
か
れ
、
さ
ら
に

0
・
五
れ
で
二
枝
に
分
か
れ
て

植第六章

い
る
。
枝
張
り
東
西
一
二

M
、
南
北
一
六
・
四
灯
、
樹
高
約
一

O
M、
推
定
樹
齢
三

O
O

大久保のナツグミ
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誌

年
、
昭
和
四
十
八
年
八
月
二
十
一
日
指
定
。
樹
勢
は
よ
い
。

ナ
ツ
グ
ミ
(
グ
ミ
科
)
山
野
に
普
通
な
落
葉
低
木
。
若
枝
は
赤
褐
色
の
鱗
片
が
あ
り
、
葉
は
長
楕
円
形
、
長
さ
一
一
一

l
一
O
H
H
Y、
幅

二
・
五
|
四
日

wy、
上
面
は
脱
落
性
の
灰
白
色
の
鱗
片
、
鱗
毛
が
あ
る
。
花
は
四
|
五
月
頃
葉
肢
に
一
l
l
二
個
下
垂
し
、
花
柄
は
八

l
一

二
吋
L
で
花
後
伸
長
す
る
。
果
実
は
広
楕
円
形
で
大
き
く
、
長
さ
一
一
一
|
一
七
付
ト
ヘ
五
|
六
月
頃
赤
熱
す
る
。
〈
原
色
日
本
植
物
園

1016 

然自
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名
木
、
珍
し
い
木
、
群
落

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
な
い
ま
で
も
、
中
之
条
町
に
は
す
ば
ら
し
い
樹
木
が
成
育
し
て
い
る
。
対
象
を
自
生
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
に

近
い
も
の
に
限
定
し
て
あ
げ
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

。大
道
の
ツ
ゲ
(
吉
沢
の
ぶ
所
有
)

ツ
ゲ
は
元
来
暖
地
の
石
灰
岩
地
、
蛇
紋
岩
地
に
自
生
す
る
常
緑
小
高
木
で
あ
る
が
、
大
道
の
よ
う
な
索
、
冷
地
に
成
育
す
る
の
は
極
め
て

珍
し
く
、
価
値
あ
る
も
の
で
あ
る
。
一
見
、
ヒ
メ
ツ
ゲ
(
ク
サ
ツ
ゲ
)
に
見
え
る
が
、
葉
が
狭
長
で
長
楕
円
形
で
な
い
こ
と
か
ら
す
ぐ
わ

か
る
。
根
元
か
ら
三
本
に
分
か
れ
て
お
り
、
太
い
も
の
は
目
通
り
周
囲

0
・
三
玉
川
、
根
元
回
り

0
・
五
五
討
、
樹
高
三
討
、
他
の
二
本

は
そ
れ
ぞ
れ
根
元
回
り
が

0
・
三
七
れ
で
、
枝
張
り
は
東
西
五
封
、
南
北
四
討
、

O

伊
賀
野
の
モ
ミ
(
町
有
林
〉

目
通
り
周
囲
十
討
、
根
元
回
り
一
一
計
、
樹
高
二
五
討
、
枝
張
り
は
東
西
一
二
討
、
南
北
一
一
れ
で
樹
勢
は
よ
い
。

。
噌
石
の
そ
ミ
〈
小
測
泉
所
有
〉

目
通
り
周
囲
七
討
、
根
元
回
り
丸
山
、
樹
高
二
五
討
、
地
上
一

O
Mで
五
幹
に
分
か
れ
て
い
る
。
樹
勢
は
よ
い
。



大
道
の
ア
ズ
マ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
(
富
沢
豊
太
郎
所
有
〉

六
本
あ
る
う
ち
の
一
本
で
、
根
元
回
り

0
・
九
日
日
樹
高
三
討
の
大
樹
で
、
五
月
の
開
花
期
に
な
る
と
一
斉
に
花
を
つ
け
壮
観
で
あ
る
。

稲
荷
穴
の
大
ツ
バ
キ
〈
小
菅
喜
善
所
有
〉根

元
回
り
二
・

O
五
川
、
地
上

0
・
七
れ
で
五
幹
に
分
か
れ
、
枝
張
り
は
東
西
八
川
、
南
北

。
。栃窪

地
内
に
あ
る
ヤ
プ
ツ
バ
キ
で
、

八
M

州
、
樹
高
六
れ
樹
勢
は
よ
い
。

栃
窪
の
ヒ
イ
ラ
ギ
(
福
島
け
さ
所
有
〉

。
物植第六章

根
元
回
り
一
・
七
日
、
地
上

0
・
五
討
で
五
幹
に
分
か
れ
、
枝
張
り
は
東
西
六
・
五

灯
、
南
北
八
川
、
樹
高
八
山
、
樹
勢
は
よ
い
。

岩
本
の
モ
ク
ゲ

γ
ジ
(
神
保
俊
次
郎
所
有
〉

。
大道のアズマシャクナゲ

目
通
り
周
囲
二
・
一
灯
、
根
元
回
り
二
・
四

M
、
樹
高
一

O
M、
別
名
を
セ

γ
ダ
γ
パ

ノ
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
と
も
い
い
、
ム
ク
ロ
ジ
科
の
主
に
西
部
日
本
海
側
に
見
ら
れ
る
落
葉
高
木

b
ゆ

ず

で
、
実
を
い
っ
て
食
べ
た
り
、
数
珠
や
耳
飾
り
に
す
る
。
よ
く
寺
院
に
植
え
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
木
も
高
野
山
よ
り
首
木
を
移
殖
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
の
大
群
落

。栃窪
、
大
道
に
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
の
大
群
落
地
が
見
ら
れ
る
。
自
生
の
も
の
か
、
植
生
の

も
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
広
い
区
域
に
わ
っ
て
群
生
し
て
お
り
、
こ
の
ほ
か
他
の
地

域
に
数
カ
所
み
ら
れ
る
。

ブ
ナ
の
群
落

1017 
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四
万
国
有
林
内
の
南
斜
面
に
は
、
ミ
ズ
ナ
ラ
を
ま
じ
え
て
プ
ナ
の
群
落
が
自
然
の
状
態
で
見
ら
れ
る
。
林
の
下
に
は
、
サ
サ
の
混
生
群

サ
ラ
サ
ド
ウ
ダ

γ
の
大
樹
も
見
ら
れ
る
。

1018 

落
、
ミ
ヤ
マ
ホ
ツ
ツ
ジ
、

自

。
ア
ズ
マ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
群
落

四
万
国
有
林
内
各
所
に
見
ら
れ
、
五
月
中
旬
に
は
ト
ウ
ゴ
ク
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
の
花
と
と
も
に
咲
き
乱
れ
る
景
色
は
、

み
ご
と
な
も
の
で

あ
る
。

O
 大

道
の
ト
ク
サ
の
大
群
落
、
西
中
之
条
地
内
の
ザ
ク
ラ
ソ
ウ
の
群
落
も
み
ら
れ
る
。

松
(
寺
社
平
〉
、
貧
乏
サ
ザ

γ
カ
(
岩
本
)
な
ど
名
の
つ
い
た
樹
木
も
数
多
く
あ
る
。

O

イ
ワ
タ
ケ
(
岩
茸
〉

高
山
の
露
出
し
た
岩
石
上
に
付
着
し
て
お
り
、
ふ
つ
う
垂
直
に
近
い
き
り
た
っ
た
岩
壁
に
あ
る
が
、
立
っ
た
ま
ま
で
採
取
で
き
る
所
も

多
い
。
イ
ワ
タ
ケ
は
地
衣
類
(
菌
類
の
一
種
と
藻
類
の
一
種
が
共
存
し
て
い
る
特
異
な
存
在
の
植
物
で
露
出
し
た
岩
石
や
木
の
幹
に
付
着

す
る
も
の
)
で
、
葉
状
で
五

l
一
O
Hい
Y
の
円
形
あ
る
い
は
楕
円
形
に
広
が
り
、
表
面
は
灰
褐
色
、
裏
面
は
黒
色
で
中
央
に
突
出
し
た

あ
え

瞬
間
状
体
と
い
う
も
の
が
付
着
し
て
い
る
も
の
で
、
古
く
か
ら
三
杯
酢
や
和
物
、
て
ん
ぷ
ら
な
ど
に
し
て
食
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他

4・

ま
た
、

町
内
に
は
夫
婦
柿
(
金
原
て
か
ら
か
さ

五

上
反
下
の
カ
ワ
ノ
リ

な
め

反
下
川
の
支
流
の
滑
沢
に
カ
ワ
ノ
リ
の
分
布
が
み
ら
れ
る
。
カ
ワ
ノ
リ
は
葉
状
植
物
門
、
緑
藻
網
、
ヒ
ピ
ミ
ド
ロ
目
、
ヵ
ワ
ノ
リ
科
、

カ
ワ
ノ
リ
属
に
分
類
さ
れ
一
属
一
種
で
日
本
特
産
と
い
う
特
色
が
あ
る
。



形
は
海
藻
の
ア
オ
サ
と
同
じ
よ
う
な
葉
状
体
を
し
て
お
り
、
大
き
さ
は
長
さ
一

O
ロ
y
、
幅
は
四

l
五日ぃ
Y
ほ
ど
で
葉
状
体
の
周
辺
は

大
き
な
う
ね
り
に
富
ん
だ
ひ
だ
を
持
っ
て
い
る
。
細
胞
は
一
層
か
ら
な
っ
て
お
り
、
顕
徴
鏡
で
み
る
と
お
よ
そ
七
お
の
細
胞
が
二

1
四
個

ず
つ
規
則
正
し
く
並
ん
で
見
え
、
濃
緑
色
を
し
た
細
胞
群
が
み
ら
れ
る

(
a
図
〉
。
さ
ら
に
細
胞
一
つ
を
み
る
と
葉
緑
体
が
星
状
に
見
え

る。

(
b
図
〉
。
こ
れ
は
緑
藻
類
の
ア
オ
サ
に
は
見
ら
れ
ず
紅
藻
類
の
ア
サ
ク
サ
ノ
リ
に
似
て
い
る
と
い
う
。

生
活
史
は
、
十
一
月
頃
か
ら
翌
年
の
三
月
噴
に
か
け
て
濃
緯
色
部
の
細
胞
群
か
ら
は
、
大
き
さ
約
六
お
の
大
配
偶
子
(
雌
性
〉
、
淡
緑

色
部
の
細
胞
群
か
ら
は
、
大
き
さ
約
三
お
の
小
配
偶
子
(
雄
性
)
が
出
る
。
両
者
と
も
二
本
の
鞭
毛
を
有
し
運
動
力
を
持
っ
て
い
る
。
葉

状
体
か
ら
泳
ぎ
出
し
た
大
小
の
配
偶
子
は
た
だ
ち
に
接
合
し
接
合
子
と
な
っ
て
休
眠
す
る
。
五
月
か
ら
六
月
噴
発
芽
し
葉
状
体
と
な
り
、

見
ら
れ
な
く
な
る
。

七
l
九
月
に
か
け
急
速
に
成
長
す
る
。

一
方
配
偶
子
の
泳
ぎ
出
た
葉
状
体
は
だ
ん
だ
ん
色
も
あ
せ
周
辺
部
か
ら
く
ず
れ
四
月
頃
に
は
全
く

物
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カワノリの生活史
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a図

カ
ワ
ノ
リ
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
紅
藻
類
の
ア
サ
ク
サ
ノ
リ
と
細
胞
の
中
の

葉
緑
体
が
星
形
に
な
る
と
か
、
生
活
史
な
ど
類
似
性
が
あ
る
こ
と
、
関
東
以
南
の

大
平
洋
側
に
注
ぐ
河
川
の
上
流
で
、
水
温
が
一

oー
一
五
度
の
渓
流
の
岩
石
上
の

み
生
育
す
る
と
い
う
珍
ら
し
い
分
布
を
示
す
こ
と
な
ど
、
学
問
上
貴
重
な
存
在
と

い
わ
れ
て
い
る
。

夏
ア
サ
ク
サ
ノ
リ
と
同
じ
よ
う
に
す
き
あ
げ
て
乾
燥
し
て
海
苔
巻
な
ど
に
し
て

食
用
し
た
り
す
る
。
乾
し
あ
げ
た
も
の
は
味
、
風
味
が
よ
い
の
で
珍
重
さ
れ
て
い
る
。

ほ
う
き

全
国
的
に
み
た
カ
ワ
ノ
リ
は
、
北
限
を
栃
木
県
帯
川
、
南
限
を
九
州
の
球
磨
川

で
、
日
本
海
に
注
ぐ
川
、
房
総
・
三
浦
・
伊
豆
・
紀
伊
の
諸
半
島
よ
り
流
れ
込
む

1019 
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か

ぶ

ら

う

す

い

か

す

川
を
除
く
各
河
川
の
上
流
に
産
す
る
と
い
う
特
定
の
地
域
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
群
馬
県
内
で
は
、
神
流
川
・
鏑
川
・
碓
氷
川
・
烏
川
・

桐
生
川
・
吾
妻
川
の
六
水
系
、
六
七
カ
所
に
分
布
が
見
ら
れ
る
。
(
小
林
一
雄
「
群
馬
県
に
お
け
る
カ
ワ
ノ
リ
の
分
布
に
つ
い
て
」
よ
り
)

吾
妻
川
水
系
で
は
反
下
川
の
み
で
あ
る
。
反
下
川
で
も
そ
う
で
あ
る
が
以
前
は
下
流
の
用
水
ま
で
分
布
が
見
ら
れ
た
と
い
う
が
現
在
で

は
、
河
川
の
汚
染
も
手
伝
っ
て
か
分
布
が
せ
ば
ま
っ
て
お
り
保
護
の
必
要
が
認
め
ら
れ
る
。

1020 
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ノ、

?帝

化

十直

物

道
ば
た
、
畑
の
中
と
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
帰
化
植
物
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
ガ
ラ
シ
、

ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
、

ハ
ル
ジ
ョ
オ
γ
、
ア
レ
チ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
、
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
の
よ
う
に
す
っ
か
り
な
じ
み
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ
り
、
な
か
で

も
、
セ
イ
ヨ
ウ
タ
シ
ポ
ポ
の
広
が
り
は
目
を
み
は
る
ほ
ど
で
、
平
地
で
は
見
ら
れ
な
い
所
は
な
い
く
ら
い
で
、

か
え
っ
て
在
来
の
タ
ン
ポ

ポ
(
カ
ン
ト
ウ
タ
ン
ポ
ポ
)
を
さ
が
す
の
が
大
変
な
く
ら
い
で
し
か
も
、
花
期
が
春
か
ら
秋
に
か
け
て
で
あ
り
、
春
の
花
と
い
う
イ
メ

l

ジ
が
な
く
な
る
ほ
ど
で
あ
る
。

畑
の
雑
草
を
調
べ
て
み
て
も
、
四
八
%
が
帰
化
植
物
(
西
中
之
条
地
内
〉
と
い
う
数
字
も
出
て
お
り
、
や
が
て
は
従
来
の
雑
草
に
と
っ

て
代
わ
っ
て
し
ま
う
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
く
ら
い
、
生
命
力
・
繁
殖
力
は
す
ご
い
も
の
で
あ
る
。

帰
化
植
物
と
は
「
自
然
の
営
力
に
た
よ
ら
ず
、
人
為
的
な
営
力
に
よ
っ
て
、

意
識
的
あ
る
い
は
無
意
識
的
に
移
入
さ
れ
た
外
来
植
物

(
長
田
武
正
)
さ
ら
に
帰
化
植
物
の
条
件
と
し
て
①
外
来
の
も
の
で
あ

る
こ
と
、
②
牧
草
、
飼
料
、
薬
用
、
観
賞
用
な
ど
の
よ
う
に
人
聞
が
意
識
的
に
持
ち
込
ん
だ
植
物
で
あ
る
こ
と
、
③
人
間
の
保
護
な
し
に

野
生
の
状
態
で
見
出
さ
れ
る
こ
と
(
イ
ネ
、
ム
ギ
、
ダ
リ
ア
な
ど
の
よ
う
に
保
護
な
し
に
は
育
た
な
い
も
の
は
除
外
〉
こ
の
三
つ
を
あ
げ

が
、
野
生
の
状
態
で
見
出
さ
れ
る
も
の
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。



て
い
る
。

帰
化
植
物
の
区
分
と
し
て
、
人
為
的
帰
化
植
物
と
自
然
帰
化
植
物
(
全
く
気
づ
か
な
い
う
ち
に
渡
来
し
た
も
の
〉
に
分
け
た
り
、
歴
史
的
に

み
て
分
け
る
方
法
が
あ
る
。
歴
史
的
区
分
で
は
弥
生
時
代
の
イ
ネ
の
渡
来
に
伴
な
っ
て
入
っ
た
と
思
わ
れ
る
史
前
帰
化
植
物
、
中
古
か
ら
近

世
に
か
け
て
入
っ
た
と
思
わ
れ
る
旧
帰
化
植
物
、
江
戸
時
代
末
期
か
ら
現
代
に
か
け
て
入
っ
て
き
た
も
の
を
新
帰
化
植
物
と
分
け
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
明
治
以
降
現
在
ま
で
に
移
入
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
新
帰
化
植
物
に
つ
い
て
、
中
之
条
町
に
は
ど
ん
な
も
の
が
見
ら
れ
る
か

を
ま
と
め
て
み
た
。

物

O
イ
ネ
科
オ
ニ
ウ
シ
ノ
ケ
グ
サ
、
ヒ
ロ
ハ
ウ
シ
ノ
ケ
グ
サ
、
ヵ
モ
ガ

ヤ
(
オ
l
チ
ャ

l
ド
ズ
ナ
ガ
ハ
グ
サ
、
シ
ナ
ダ
レ
ス
ズ
メ
ガ
ヤ
(
ウ

ィ

l
ピ
ン
グ
・
ラ
ブ
・
グ
ラ
ス
)
、
ニ
ワ
ホ
コ
リ
、
ォ
オ
カ
ニ
ツ
リ
、

コ
ヌ
カ
グ
サ
、
オ
オ
ア
ワ
ガ
エ
リ
ハ
チ
モ
シ

l
w
ア
キ
ノ
エ
ノ
コ
ロ

グ
サ
、
セ
イ
パ
ン
モ
ロ
コ
シ
ソ
ウ
、
コ
メ
ヒ
シ
パ

O
ユ
リ
科
ヤ
ブ
カ
ン
ゾ
ウ

O
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
ナ
ツ
ズ
イ
セ
ン

O
ア
ヤ
メ
科
エ
ワ
ゼ
キ
シ
ョ
ウ
、
キ
シ
ョ
ウ
ブ
、
ヒ
メ
ヒ
オ
ギ
ズ
イ

セ

γ

O
イ
グ
サ
科
タ
サ
イ

O
タ
デ
科
ツ
ル
タ
デ
ハ
ツ
ル
イ
タ
ド
リ
〉
、
ォ
オ
ツ
ル
タ
デ
、
ヒ
メ
ス

イ
バ
、
ナ
ガ
パ
ギ
シ
ギ
シ
、
エ
ゾ
ノ
ギ
シ
ギ
シ
、
オ
オ
ケ
タ
デ

O
ア
カ
ザ
科
シ
ロ
ザ
、
ョ
ア
カ
ザ
、
ホ
ウ
キ
ギ

O
ヒ
ユ
科
ホ
ナ
ガ
ア
オ
ゲ
イ
ト
ゥ
、
ホ
ソ
ア
オ
ゲ
イ
ト
ゥ
、
ホ
ナ
ガ

イ
ヌ
ピ
ュ
、
イ
ヌ
ピ
ュ
、
ハ
イ
ピ
ュ
、
ア
オ
ゲ
イ
ト
ウ

植第六i;i

O
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
科
ヨ
ウ
シ
ュ
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ

O
ナ
デ
シ
コ
科
オ
ラ
ン
ダ
ミ
ミ
ナ
グ
サ
、
ォ
オ
ツ
メ
タ
サ
、
ム
シ
ト

リ
ナ
デ
シ
コ
、
ム
シ
ト
リ
マ
ン
テ
マ

O
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
シ
ュ
ウ
メ
イ
ギ
ク

O
ア
ブ
ラ
ナ
科
グ
ン
パ
イ
ナ
ズ
ナ
、
マ
メ
グ
ン
パ
イ
ナ
ズ
ナ
、
コ
タ

ネ
ツ
ケ
パ
ナ
、
オ
ラ
ン
ダ
ガ
ラ
シ
、
ハ
ル
ザ
キ
ヤ
マ
ガ
ラ
シ

O
ベ
ン
ケ
イ
ソ
ウ
科
ツ
ル
マ

γ
ネ
γ
グ
サ

O
マ
メ
科
オ
オ
バ
メ
ハ
ギ
、
ア
カ
ツ
メ
タ
サ
(
ム
ラ
サ
キ
ツ
メ
タ

サ
)
、
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
、
タ
チ
ツ
メ
ク
サ
ハ
タ
チ
オ
ラ
ン
ダ
ゲ

γ
ゲ〉、

ウ
マ
ゴ
ヤ
シ
、
コ
ッ
プ
ウ
マ
ゴ
ヤ
シ
、
ハ
リ
エ
ン
ジ
ュ
ハ
ア
カ
シ

ア
)

O
カ
タ
バ
ミ
科
オ
ッ
タ
チ
カ
タ
バ
ミ

O
フ
ウ
ロ
ウ
ソ
ウ
科
ア
メ
リ
カ
フ
ウ
ロ

O
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科
コ
ニ
シ
キ
ソ
ウ
、
オ
オ
ニ
シ
キ
ソ
ウ

O
ブ
ド
ウ
科
ア
メ
リ
カ
ヅ
タ
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アレチマツヨイグサ

然自

O
ア
オ
イ
科
ゼ
ニ
パ
ア
オ
イ
、
フ
ユ
ア
オ
イ

O
ス

ミ

レ

科

パ

γ
ジ
l

O
ア
カ
パ
ナ
科
オ
オ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
、
メ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
、
ァ
レ
チ

マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ

O
ヒ
ル
ガ
オ
科
マ
ル
パ
ル
コ
ウ

O
ム
ラ
サ
キ
科
ヒ
レ
ハ
リ
ソ
ウ
(
コ
ン
フ
リ

l
〉

七

山
菜
と
食
用
野
草

O
ナ
ス
科
チ
ョ
ウ
セ
ン
ア
サ
ガ
オ
、
セ
ン
ナ
リ
ホ
オ
ズ
キ

O
シ
ソ
科
ヒ
メ
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ

O
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
タ
チ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
、
オ
オ
イ
ヌ
ノ
ア
グ
リ
、

ビ
ロ
ー
ド
モ
ウ
ズ
イ
カ

O
キ
ク
科
ノ
ゲ
シ
ハ
ハ
ル
ノ
ノ
ゲ
シ
〉
、
ォ
ニ
ノ
ゲ
シ
、
ア
カ
ミ
タ

γ

ポ
ポ
、
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
、
ヒ
レ
ア
ザ
ミ
、
シ
ロ
パ
ナ
ヒ
レ
ア
ザ

ミ
、
ダ
ン
ド
ボ
ロ
ギ
夕
、
ノ
ボ
ロ
ギ
夕
、
オ
オ
ハ

γ
ゴ

γ
ソ
ゥ
、
ャ

エ
ザ
キ
オ
オ
ハ

γ
ゴ
ン
ソ
ゥ
、
ク
ソ
ニ

γ
ジ
ン
、
ト
キ
ン
ソ
ウ
、
ア

メ
リ
カ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
、
コ
パ
ノ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
、
ジ
ロ
ノ
セ
ン
ダ

ン
グ
サ
、
セ
イ
ヨ
ウ
ノ
コ
ギ
リ
ソ
ウ
、
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
、
ハ
ル
ジ
ョ

オ

γ
、
ヤ
ナ
ギ
パ
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
(
へ
ラ
パ
ハ
ル
ジ
ョ
オ

γ
)、
ア
レ

チ
ノ
ギ
夕
、
ォ
オ
ア
レ
チ
ノ
ギ
夕
、
ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
、
ヶ
ナ
シ

ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
、
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
、
オ
オ
ア
ワ
ダ
チ

ソ
ウ
、
オ
ナ
モ
ミ
、
ハ
キ
ダ
メ
ギ
夕
、
キ
ク
イ
モ
、
プ
タ
ナ
、
フ
ラ

ン
ス
ギ
夕
、
コ
ゴ
メ
ギ
ク

以
上
二
七
科
一

O
二
種
が
確
認
さ
れ
た
。
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ハ
イ
キ
シ
グ
な
ど
で
野
山
に
行
っ
た
と
き
、
何
気
な
く
見
す
ご
す
野
草
の
中
に
は
、
食
べ
ら
れ
る
も
の
が
案
外
多
い
も
の
で
あ
る
。

山
菜
と
は
、
山
野
に
自
生
す
る
植
物
の
う
ち
食
用
に
な
る
も
の
を
い
い
、
古
来
か
ら
摘
み
草
と
し
て
食
卓
を
に
ぎ
わ
し
て
き
た
も
の



ゃ
、
外
国
か
ら
渡
来
し
て
日
本
に
住
み
つ
い
た
帰
化
植
物
な
ど
、
全
国
で
数
百
種
も
の
野
草
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
大
部
分
が
草

本
、
木
本
の
若
芽
、
葉
、
花
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
、
ワ
ラ
ビ
、
ゼ
ン
マ
イ
な
ど
の
シ
ダ
類
ゃ
、
緑
藻
類
の
カ
ワ
ノ
リ
、
地
衣
類
の
イ
ワ
タ

ケ
な
ど
が
含
ま
れ
る
が
、
ふ
つ
う
キ
ノ
コ
類
(
菌
類
〉
は
山
菜
の
中
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。

山
菜
は
、
早
春
の
若
芽
ど
き
が
シ
ュ
ン
で
あ
る
も
の
が
大
部
分
で
、
春
と
も
な
る
と
山
菜
摘
み
の
車
が
山
道
の
あ
ち
こ
ち
に
多
く
駐
車

さ
れ
て
い
る
の
を
見
か
け
る
。

き
き
ん

山
菜
は
、
春
の
食
卓
を
に
智
わ
す
も
の
だ
け
で
な
く
、
飢
鰻
や
災
害
の
と
き
の
食
糧
不
足
を
補
う
た
め
に
利
用
さ
れ
た
救
荒
植
物
的
な

物槌第六章

も
の
も
あ
れ
ば
、
強
壮
、
健
胃
、
保
健
な
ど
の
薬
効
を
主
と
し
た
も
の
も
あ
る
。
食
用
と
さ

れ
る
野
草
を
分
類
的
に
み
る
と
、

ア
ブ
ラ
ナ
科
、

キ
ク
科
、

イ
ラ
ク
サ
科
、

キ
キ
ョ
ウ
科
、

ウ
コ
ギ
科
、

ア
カ
ザ
科
、

シ
ダ
類
の
若
芽
は
た
い
て
い
食
べ
ら
れ
る
が
、

キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
、

ナ
ス
科
は
有
毒
な
も
の
が
多
い
。

フ

料
理
方
法
は
、
山
菜
特
有
の
味
と
香
り
を
残
す
の
が
こ
つ
で
、
塩
を
入
れ
た
熱
湯
で
手
早

く
ゆ
で
あ
げ
水
に
さ
ら
し
て
あ
く
抜
き
を
す
る
方
法
が
多
い
。

ケ

つ
ぎ
に
あ
げ
る
山
菜
一
覧
表
は
、
中
之
条
町
に
見
ら
れ
る
野
草
を
五
十
音
順
に
和
名
で
の

オ

せ
、
食
用
部
位
、
料
理
法
の
一
部
を
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。

1023 



誌然自

山

菜

一

覧

表

植

種
子
植
物

若lFI
部

学}

l ア
カ
ザ

ア
キ
ノ
キ
リ

γ
ソ

ゥ，ア
ケ
ピ

ア
サ
ツ
キ

ア
マ
ド
コ
ロ

イ
カ
リ
ソ
ウ

J
・々
/
U
r
n
y

イ
ヌ
ガ
ラ
シ

イ
ヌ
ピ
ユ 物

名

葉

若

薬

若
芽
、
果
皮

全

草

若
芽
、
地
下
茎

若

芽

若
芽
、
若
葉

， 菌
、
若
芽

一

理

法

一
葉
裏
の
粉
を
と
り
ゆ
で
て

一
ゴ
マ
あ
え
、
シ
ロ
ザ
、
コ

ア
カ
ザ
も
同
じ

生
は
天
ぷ
ら
、
ゆ
で
て
ゴ

マ
あ
え
、
酢
あ
え

をつみ
つくそ
けだづ
てにけ
油、、

で果切
い皮り
たはあ
めみえ
るそ、

て茎酢
)はみ

宇
(お
みひ
そた
をし
てコ 、

立盤

生
は
天
ぷ
ら
、
に
つ
け
、

卵
と
じ

ひ
た
し
も
の
、
あ
え
も
の
、

乾
燥
し
煎
じ
薬
、
薬
用
酒

酢
の
も
の
、
酢
み
そ
、
生

は
薬
味

ゴ
マ
あ
え

か
ら
し
じ
よ
う
油
、
酢
じ

よ
う
油

イ
ラ
ク
サ

イ
ワ
タ
バ
コ

ウ
コ
ギ

ウ
パ
ユ
リ

ウ
ワ
パ
ミ
ソ
ウ

ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ

オ
オ
バ
ギ
ポ
ウ
シ

オ
オ
バ
コ

オ
ケ
ラ

オ
ト
コ
エ
シ

オ
ミ
ナ
エ
シ

オ
ド
リ
コ
ソ
ウ

オ
オ
マ
ツ
ヨ
イ
グ

サオ
ラ
ン
ダ
ガ
ラ
シ

(
タ
イ
ワ

γ
ゼ
リ
〉

若

業

若
芽
、
鱗
茎

全

草

若
葉
、
花
、
未
熟

果
実

若
い
葉
柄

若

業

若

芽

若

芽

若
芽
、
花

若
首
、
つ
ぼ
み

ク即ネゆ
サ席 lで
もづズて
同けあゴ
じ、えマ

、あ

ヤ汁え
マの、
イ実マ
ラ、ヨ

1024 

お
ひ
た
し
、
ゴ
マ
ゐ
え
、

三
杯
酢

ゴ
マ
あ
え
、
か
ら
し
あ
え
、

生
は
天
ぷ
ら

お
ひ
た
し
、
天
ぷ
ら

即
席
づ
け
、
汁
の
実
、
ひ

た
し
も
の
、
酢
み
そ

花
は
天
ぷ
ら
、
油
い
た
め
、

ゴ
マ
あ
え

お
ひ
た
し
、
三
杯
酢
、
花

は
天
ぷ
ら
、
塩
づ
け

豆
ふ
あ
え
、
ゴ
マ
あ
え

お
ひ
た
し
、
ゴ
マ
あ
え

お
ひ
た
し
、
油
い
た
め
、

あ
え
も
の

お
ひ
た
し
、
汁
の
実
、
ゴ

マ
あ
え

お
ひ
た
し
、
油
あ
え
、
花

は
天
ぷ
ら

生
は
サ
ラ
ダ
、
っ
け
あ
わ

せ
、
お
ひ
た
し
、
酢
の
も

の



カ
エ

d

ア

カ

キ

カ
キ
ド
オ
シ

カ
タ
ク
リ

カ
ラ
ス
/
エ
ン
ド

ウカ
ラ
ス
ウ
リ

ガ
マ
ズ
ミ

カ
ワ
ジ
シ
ャ

ギ
シ
ギ
シ

ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ユ
ン

ニ
ク

ク

ヨ

F 

ズ

物

タ
サ
ギ

植

コ
ウ
ゾ
リ
ナ
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コ
オ
ニ
タ
ビ
ラ
コ

葉若

業
H 

葉
、
鱗
茎

若
葉
、
若
い
さ
や

若、若

果
実

芽

H 

鱗
茎
、
若
葉

若

葉

狼若

芽

若

葉

若

苗

天
ぷ
ら

天
ぷ
ら
、
ジ
ュ
ー
ス

お
ひ
た
し
、
あ
え
も
の

お
ひ
た
し
、
汁
の
実
、
天

ぷ
ら
、
カ
タ
ク
リ
粉

お
ひ
た
し
、
あ
え
も
の
、

天
ぷ
ら

塩
づ
け
、
か
す
づ
け

に
つ
け
、
み
そ
あ
え

お
ひ
た
し
、
あ
え
も
の

汁
の
実
、
あ
え
も
の

葉
は
お
ひ
た
し
、
鱗
茎
生

食お
ひ
た
し
、
あ
え
も
の
、

実
は
果
実
酒

デ
ン
プ
ン

あ
え
も
の
、
っ
く
だ
に
、

天
ぷ
ら

お
ひ
た
し
、
ゴ
マ
あ
え
、

生
を
天
ぷ
ら

お
ひ
た
し
、
ゴ
マ
あ
え
、

春
の
七
草

ゴ
マ
ナ

コ
シ
ア
プ
ラ

サ
イ
カ
チ

サ
ン
シ
ョ
ウ

シ
オ
日
ア

シ
ュ

γ
-フ
ン

シ
ロ
ツ
メ
タ
サ

シ
ャ
ク

(
コ
シ
ャ
タ
)

シ
ラ
ヤ
マ
ギ
タ

ス
イ
カ
ズ
ラ

ス
イ
バ

ス
ベ
リ
ヒ
ユ

若

葉

若

芽

若

葉

若
芽
、
実

若

芽

花若

葉

若

芽

若
葉
、
花

若
芽
、
若
葉

や
わ
ら
か
い
葉
茎

そぷひシ
らTこユ
、しγ

汁、ギ
のあク
実えと
、も同

ぬのじ
カ通 、、
み天お

お
ひ
た
し
、
ゴ
マ
あ
え
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タ
ラ
ノ
キ
と
同
じ
、
塩
づ

けに木す
ノL、
芽も
みの
そ、
、ペコ

突く
つだ
くに
だ、

ミた天
オしぶ
デ、ら
もあ、
同え汁
じもの
の実、、

タお
チひ

梅
酢
づ
け
に
し
て
乾
燥
し

て
ラ

γ
茶
に
す
る

酢
じ
よ
う
油
、
い
た
め
も

のあ
え
も
の
、
天
ぷ
ら

H 

み
そ
あ
え
、
花
は
忍
冬
酒
、

乾
燥
し
て
忍
冬
茶

ゆ
で
て
油
い
た
め
、
・
あ
え

も
の

ゆ
で
て
酢
じ
よ
う
油
、
す

み
そ



誌然自

ス
ミ
レ

セソ
バ
ナ

ダ
イ
モ

γ
ジ
ソ
ウ

タ
ネ
ツ
ケ
バ
ナ

タ
ラ
ノ
キ

ハ
タ
ロ
ッ
ベ
)

タ

γ
ポ
ポ

チ
マ
キ
ザ
サ

ツ
タ
パ
ネ

ツ
ユ
ク
サ

キハシツ、Jワ リ

カガ
ナネ
、ー
ト γ
トジ

ド
ク
ダ
ミ

若
葉
、
花

や
わ
ら
か
い
茎
業

若
芽
、
薬

業若

苗

若

芽

若
芽
、
花

竹
の
子

若
芽
、
若
笑

若

芽

若

芽

若

葉

あ
え
も
の
、
ひ
た
し
も
の
、

三
杯
酢
、
花
は
天
ぷ
ら

お
ひ
た
し
、
あ
え
も
の
、

す
い
も
の

生
は
天
ぷ
ら
、
お
ひ
た
し
、

あ
え
も
の
、
汁
の
実
、
卵

と
じ

生
は
天
ぷ
ら
、
油
い
た
め
、

三
杯
酢
、
塩
づ
け

お
ひ
た
し
、
あ
え
も
の
、

み
そ
づ
け

生
は
天
ぷ
ら
、
・
ゐ
え
も
の
、

汁
の
実

お
ひ
た
し
、
あ
え
も
の
、

花
は
天
ぷ
ら

竹
の
子
料
理
と
同
じ

あ
く
出
し
を
し
て
お
ひ
た

し
、
ゴ
マ
・
あ
え

酢
じ
よ
う
油
、
卵
と
じ

お
ひ
た
し
、
あ
え
も
の
、

汁
の
実
、
卵
と
じ

天
ぷ
ら
、
乾
燥
し
て
煎
じ

る
と
胎
毒
け
し

ト
リ
ア
シ
シ
ョ
ウ

マナ
ズ
ナ

ナ
ル
コ
ユ
リ

ナ

γ
テ
γ
ハ
ギ

ニ
ワ
ト
コ

ヌ
ル

d

ア

ネ
マ
ガ
リ
ダ
ケ

ノ
ア
ザ
ミ

ノ
カ
ン
ゾ
ウ

ノ
ゲ
シ

ノ
ビ
ル

ハ
ノ
ノ
シ
ロ
)

ノ
ブ
キ

ノ
コ

γ
ギ
ク

ハ
コ
ベ

若

芽

茎
の
出
る
前
全
草

若

芽

若
葉
、
花

若
芽
、
若
葉

若

芽

竹
の
子

若

葉
• 

若

葉

全

草

若

葉

若
芽
、
つ
ぼ
み

若
い
茎
、
葉

ひ
た
し
も
の

1026 

お
ひ
た
し
、
油
い
た
め
、

春
の
七
草

あ
く
出
し
を
し
て
お
ひ
た

しあ
え
も
の
、
花
は
て
ん
ぷ

仏ソ生
は
天
ぷ
ら
、
み
そ
あ
え

ク
ル
ミ
あ
え
、
汁
も
の

あ
え
も
の
、
ひ
た
し
も
の

竹
の
子
に
同
じ

あ
く
出
し
し
て
お
ひ
た

し
、
あ
え
も
の

に
も
の
、
汁
の
実
、
生
、

花
を
天
ぷ
ら

あ
え
も
の
、
酢
み
そ

酢
み
そ
、
鱗
茎
を
生
食
で

卦
C
ス制

お
ひ
た
し
、
あ
え
も
の

シュ

γ
ギ
ク
に
同
じ
、
つ

ぼ
み
は
、
天
ぷ
ら

ゐ
え
も
の
、
生
ジ
ュ
ー
ス
、

春
の
七
草
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ハ
ハ
コ
グ
サ

ハ
ナ
イ
カ
ダ

ハ
リ
エ

γ
ジ
ュ

ハ
ア
カ
シ
ア
〉

ハ
リ
ギ
リ

ヒ
ュ
・
ケ
イ
ト
ウ

ヒ
ル
ガ
オ

フ

キ

フ

ジ

フ
タ
パ
ハ
ギ

ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ

ホ
ト
ト
ギ
ス

-;，
F

e

、

ミ、
A

，J

ミ
ツ
パ
ウ
ツ
ギ

ハ
コ
メ
ゴ
メ
〉

モ
ミ
ジ
ガ
サ

若
い
葉
、
芽

若
葉
、
若
芽
、
花

若

芽

若

葉

フ
キ
ノ
ト
ウ

葉
柄

若
芽
、
花

若

苗

若
芽
、
花

若

芽

若

業
H ' 

く
さ
も
ち

生
で
一
夜
づ
け
、
あ
え
も

の
、
つ
く
だ
に

サ
ラ
ダ
、
三
杯
酢
、
天
ぷ

ら
、
塩
づ
け

タ
ラ
ノ
キ
と
同
じ

天
ぷ
ら
、
お
ひ
た
し

お
ひ
た
し

あづフ
えけキ
も、ノ
の三ト
、杯ウ

つ酢み
くよそ
だケ
にヱみ

えそ

よサ葉
いγは
、シゆ

花ョで
はウて
天をつ
ぶ加く
らえだ

るに
と、

ゴ
マ
あ
え

天
ぷ
ら
、
油
い
た
め
、

杯
酢

に
も
の
、
あ
え
も
の

お
ひ
た
し
、
汁
の
実
、
茶

わ
ん
む
し

お
ひ
た
し
、
あ
え
も
の
、

汁
の
実• 

モ
リ
ア
ザ
ミ

ハ
山
ゴ
ホ
ウ
〉

ヤ
ク
シ
ソ
ウ

ヤ
ハ
ズ
ソ
ウ

ヤ
プ
レ
ガ
サ

ヤ
マ
グ
ワ

ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ

ヤ
マ
ゼ
リ

ヤ
マ
ノ
イ
モ

ヤ
マ
ボ
タ
チ

ヤ
マ
ユ
リ

ヤ
マ
ラ
ッ
キ
ョ
ウ

ヤ
マ
シ
ロ
ギ
ク

ユ
キ
ザ
サ

ユ
キ
ノ
シ
タ

ヨ
メ
ナ

若
葉
、
根

若

葉

若

葉

若

芽

若
芽
、
若
葉

浪
、
む
か
ど

若

薬

鱗

茎

全

草

若

芽

若
葉
、
若
芽

全

草

若

苗

よ根お
うはひ
にフた
つジし
けア、
もザあ
のミげ

とも
同の
じ、

ヤ
タ
シ
ソ
ウ
に
同
じ

1027 

あ
く
ぬ
き
し
て
あ
え
も
の

モ
ミ
ジ
ガ
サ
に
同
じ

天
ぷ
ら
、
ゴ
マ
あ
え

お
ひ
た
し
、
あ
え
も
の

セ
リ
に
同
じ

ト
ロ
ロ
汁

お
ひ
た
し
、
あ
え
も
の

オ
ユ
ユ
リ
、
コ
オ
ニ
ユ
リ

も
同
じ
、
き
ん
と
ん
、
天

ぷ
ら
、
汁
の
実
、
つ
ぼ
み

も
食
用

に
も
の
、
天
ぷ
ら
、
生
食

お
ひ
た
し
、
あ
え
も
の
、

天
ぷ
ら

生
は
天
ぷ
ら
、
汁
の
実
、

あ
え
も
の

あ
え
も
の
、
天
ぷ
ら

お
ひ
た
し
、
玉
子
と
じ
、

天
ぷ
ら
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ボ プ タ ノ ナワ リ 、ー司， ナボ チヤグ 、、‘ イ イ
ウ ド ピ キシ ジケ ゴ ルズス 物
シウ 、J 、‘ 、 ザカ

ク グ
名

フ フ

養生食 塩づ るあぬく 生食、 ムジャ 甘に、 ナグツ
委酒委?ジ妻毒薬は エ5実

主主酒 け、 主主、主三 ジイいク塩づグ子種 食ヤチつル ミ
に 雲しム雲とア ムゴてミけとは
、 て、 んキ 、、食あ い食

雲酒
粉に 砂糖

グ
雲酒タペえ雲つベ

生食 ミ ザ・る てら 用
しに、 イ 酒いれ
Tこ 集室 チ 〈るな

2雲
ゴ アニ 生食 い
と

法
餅を 同もじ

ユノ
り コ

、J

す

3

木

の

実
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八

薬
用
植
物
と
有
毒
植
物

1 

薬

用

植

物

薬
に
な
る
植
物
を
薬
用
植
物
あ
る
い
は
薬
草
と
い
い
、
山
菜
と
同
じ
よ
う
に
古
来
よ
り
数
多
く
の
薬
用
植
物
が
伝
え
ら
れ
て
き
て
お

り
、
生
薬
〈
植
物
の
中
に
含
ま
れ
る
薬
用
成
分
を
失
わ
な
い
よ
う
に
乾
燥
な
ど
の
簡
単
な
手
を
加
え
て
調
製
し
た
も
の
)
と
し
て
使
用
さ

れ
て
き
て
い
る
。

最
近
薬
用
植
物
は
、
新
薬
(
化
学
的
製
品
)
の
服
用
す
る
と
副
作
用
が
あ
っ
た
り
、
習
慣
性
が
つ
く
と
薬
効
が
少
な
く
な
っ
た
り
す
る

と
い
う
欠
点
が
あ
る
の
に
対
し
、
生
薬
は
そ
れ
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
そ
の
価
値
が
見
直
さ
れ
、
化
学
的
に
成
分
、
効
能
が
研
究
さ

れ
現
在
の
製
薬
に
利
用
さ
れ
て
き
て
い
る
。

薬
用
植
物
の
中
に
は
、
量
を
過
ぎ
れ
ば
毒
と
も
な
る
有
毒
植
物
も
あ
る
の
で
、
使
用
に
さ
い
し
て
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
す
る
必
要
が
あ

る。

物

つ
ぎ
の
薬
用
植
物
一
覧
表
は
、
中
之
条
町
に
見
ら
れ
る
薬
用
植
物
の
中
か
ら
主
要
な
も
の
を
と
り
だ
し
効
能
別
に
分
類
し
、
生
薬
名
、

薬
用
部
分
、
採
集
時
期
、
薬
効
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

生
薬
の
つ
く
り
方
は
、
採
集
し
た
生
の
材
料
を
水
洗
い
し
て
必
要
に
応
じ
て
刻
ん
で
干
す
。
香
り
の
な
い
も
の
は
直
射
日
光
で
乾
燥
し

て
も
よ
い
が
、
香
り
の
あ
る
も
の
は
そ
の
ま
ま
陰
干
し
に
す
る
か
、
短
時
間
日
光
に
当
て
て
陰
干
し
か
風
干
し
に
す
る
。

貯
え
か
た
は
ピ
ユ

l
ル
袋
ゃ
あ
き
か
ん
に
入
れ
る
よ
り
そ
の
ま
ま
風
通
し
の
よ
い
所
へ
置
く
か
、
紙
袋
に
入
れ
て
保
存
し
た
方
が
生
薬

1029 
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然

せ
ん

が
蒸
れ
な
く
て
よ
い
。
煎
じ
方
は
香
り
の
あ
る
も
の
は
と
ろ
火
で
時
間
を
か
け
て
煎
じ
、
香
り
の
な
い
も
の
は
や
や
火
を
強
く
し
て
も
よ

い
。
細
か
く
し
た
生
薬
に
水
を
加
え
、
水
が
三
分
の
一
量
に
な
る
ぐ
ら
い
に
煎
出
し
て
か
ら
、
服
用
す
る
の
が
標
準
と
さ
れ
て
い
る
。
薬

効
ら
ん
に
使
用
量
を
記
載
し
て
あ
る
が
、
例
え
ば
一

O
%と
あ
る
の
は
水
煎
量
液
一

O
O匂
(
一

O
O
∞
〉
の
中
に
薬
草
一

O
匂
が
入
る

と
い
う
意
味
で
、
こ
の
場
合
水
煎
設
を
作
る
に
は
水
三

O
O匂
ぐ
ら
い
を
加
え
て
使
用
す
る
の
が
よ
い
。
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植

物
薬
ハ
健
胃
・
腹
痛
・
胃
腸
〉

覧

表

閏

腸

ゲキキカオオオエ ウア
ソソ，、ラケグ勺ソ キ 植
ノミ タ Jレレ レ カ
シズグチラマ γγ メ フ

物
ヨヒ ソ ーマ

ウキ ウ ツ

コ 名

ゲ 金水引 黄す棋e蒼 施覆花f1か貰 延齢草官 梅 生
ソノ 柏T笑求 連 キエ

シ ス 薬
ヨ

ウ
名

コ

薬
s ・キ上

葉草皮 茎 茎スの部 用

すに汁を 部
ると

分り

T責3 7古九月 a歓 i 干十 有古 六月 秋夏 採

集

月 時

期

毒事費fi費費量苦 i
下痢ど め口 疲去腸整催吐 た 薬
め 炎は内 は 食毒 れ、

効

か胃 % で i 言
漢方い カう2 

よロ

蓄ぅ 、 量は内 富袋
. 
民間

五% r、

一 等
の 2 
ヵう2 の
L、 う
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古〆

ソ

シ
ャ
ク
ヤ
ク

セ

γ
Jブ

p

タ

γ
ポ
ポ

一
ガ
キ

，、

::r 

a ，、、

ヒ
キ
オ
コ
シ

ホ
ウ
ノ
キ

ヨ

モ

ギ

リ

γ
ド
ウ

ワ
レ
モ
コ
ウ

せ
き

解
熱
・
発
汗
・
鎮
咳
・
疲
と
り
(
去
疲
)

子

2 ア
ソ
。
ス

イ
チ
ョ
ウ

イ
ヌ
ザ

γ
シ
ョ
ウ

ウ

メ

オ
オ
バ
コ

紫
蘇
子

重苦

薬

セ
ン
ブ
リ

蒲
公
英

繁2苦

綾号木

和延
厚命
本トT草

ガ
イ

稔ゅ胆2ヨ

ウ

竜地合
よ
う
に
ん

杏

仁

銀

杏

烏'

梅

車
前
草

種
子
、
葉

根
全

草

g 

木

部

茎
・
葉

全

草

樹

皮
業

根
・
茎

根
種

• 
果

実

未
熟
果
皮
の
く
ん

製全

草

七
l

一O月

九
l
十
一
月

帯
花
期

開
花
期

六
l
七
月

四
l
六
月

七

l
八
月

五
l
九
月

六
l
八
月

十

月

十

1
十
一
月

占

ノ、

月

十

月

七
l
八
月

五

t
六
月

夏

l
秋

健
胃
、
急
性
腸
炎
一

oz、
口
内
炎
は
五
%
で
う
が
い

腹
痛
、
胃
け
い
れ
ん
五
%

苦
味
健
胃
、
胃
け
い
れ
ん
一
回
の
使
用
量

0
・

-
1
0
・

三
グ
ラ
ム

健
胃
、
下
熱
、
発
汗
五

l
八

%

健
胃
、
去
疲

健

胃

苦
味
健
胃
一
回

0
・
五

l
一
グ
ラ
ム
連
用
し
な
い

腹
痛
1

幅
吐
、
下
痢

腹
痛
、
感
冒
五
%

苦
味
、
健
胃
五

l
八

%

急
性
腸
炎
五
%

咳
、
ぜ
ん
息

鎮

咳
• 

解
熱
、
鎮
咳
、
去
波
、
熱
湯
を
そ
そ
い
で
飲
む

去
疾
五

1

一OW均
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雪士.<，、

オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ

然

オ
ナ
モ
ミ

自

オ
ニ
グ
ル

キ
キ
ョ
ウ

F 

ズ

ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ

サ

ク

ラ

シ

オ

ン

ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ

ツ
リ
ガ
ネ
エ
ン
ジ
ン

ト
チ
パ
ニ
ン
ジ
ン

ナ
ン
-
ア

γ

ニ
ン
ニ
ク

フ

キ

-マ

::L 

ヤ
，
プ
ラ
ン

ワ
レ
モ
コ
ウ

葛主格ま胡ζ 蒼3小

宮2杉民 連
う 仁 耳 じ 翻f根

桜〈

皮

沙主小

雲sf苑Z
門
冬

紫し

参

竹
節
人
参

南
天

ヨセさ g，. 
酔五ん主尾

大合
歓
皮

大

検ゅ妻
ヨι

地

果

実

種

子
根' 

樹
皮
、
樹
脂

狼
根

塊
狼

根

茎

果

実
(
白
)

鱗

茎

葉
柄
、
花

樹

皮

狼

塊
根

九
l
十
一
月

九
l
十
月

九

月

六
l
七
月

秩

l
冬

九
l
十
月

六
1
八
月

秋

l
冬

秋秋
九
l
十
一
月

十
二
月

i
七
月

ムハ

l
八
月

春
六
l
八
月

五

月

十

1
十
一
月

う
が
い
三

l
五

%

解
熱
、
発
汗
、
頭
痛

鎮
咳
、
強
壮

去
波
、
咽
頭
痛
、
う
が
い
は
一

l
三

%

発
汗
、
解
熱
、
流
感

咽
頭
痛

去
疾
、
咽
頭
痛
、
樹
脂
は
ア
ル
コ
ー
ル
で
と
か
し
水
で

う
す
め
る

鎮
咳
、
去
疲

鎮
咳
、
解
熱
五

l
八

%

去
淡
、
咽
頭
痛

去
療
、
健
胃
、
ア
ル
コ
ー
ル
で
つ
け
て
も
よ
い

鎮
咳
は
五
%

か
ぜ
、
す
っ
た
も
の
に
湯
を
加
え
て
飲
む

去
夜
、
鎮
咳
、
苦
味
健
胃

鎮
咳
、

ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ
に
同
じ

扇
桃
痛
、
咽
頭
炎
二

l
五
%
の
う
が
い
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s 
鎮

痛
・
鎮

ア

カ

ネ

イ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ

カ
キ
ド
オ
シ

カ
ラ
ス
ピ
シ
ャ
ク

シ
ャ
ク
ヤ
ク

宇'

ソ

ス
イ
カ
ズ
ラ

テ

γ
ナ

γ
シ
ョ
ウ

ツ

カ

ナ
ン
テ

γ

ヤ

ツ

d

ア

ボ

タ

ン

4 

か

の

う

は

れ

も

の

化
膿
・
腫
物
・
解
毒

ウ
マ
ノ
ス
ズ
タ
サ

ス
イ
セ
ン

ド
ク
ダ
ミ

ホ
ウ
セ
ン
カ

唖

て
い

鹿
蹄
草

連
銭
草

半

夏

主ヲ

薬

忍E紫
蘇

冬t子

薄

荷

南
天
葉

牡
丹
皮

土
青
木
香

水

山
山，a1

E
 

十

薬

急
性
子

地
下
部

業
全

草

根
茎
ハ
皮
を
と
る
〉

根葉
根

茎

葉

茎
葉H 

狼

皮
根

鱗

茎

全

草

種

子

秋

l
冬

年

間

四
1
五
月

六
l
十
月

九
l
十
一
月

七
i
十
月

占ι
年

間

ムハ

l
十
月
(
三
回
)

年

間

九

i
十
月

秋
九

月

開
花
期

九

月

口
内
炎
、
舌
炎
、
う
が
い

一一一

1
五

%

口
内
炎

一一

l
五
%
で
う
が
い

小
児
の
カ
ン
に
よ
い

鎮
幅
、
つ
わ
り

筋
肉
痛
、
婦
人
病

口
内
炎

一一

l
五
%
で
う
が
い

扇
桃
痛
、
咽
頭
痛
、
口
内
炎
一

O
Mで
う
が
い

肩
こ
り
、
す
り
つ
ぶ
し
て
貼
布

鎮

静

扇
桃
痛
、
舌
炎
、
口
内
炎

一i
五
%
で
う
が
い

リ
ュ
ウ
マ
チ
、
浴
そ
う
に
入
れ
る

鎮
痛
、
消
炎
、
解
熱

虫
の
毒

粉
末
を
傷
口
に
、
果
実
は
去
療
、
鎮
咳

魚五皮す
肉 l厨り
喜八 病つ

%1ぶ
生 し

叱三
高物
血に
圧 つ
、け

中る
気
、食

ア用
レで
ルき
ギな

性(
皮毒
疹)
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然誌

5 

外
傷
、
虫
さ
さ
れ

ア

カ

ザ

自

ア

オ

キ

イ
チ
ヤ
タ
ソ
ウ

オ
ト
ギ
ロ
ツ
ウ

イ
ヌ
ザ

γ
シ
ョ
ウ

ユ
ワ
ト
ヨ

6 

止

一
エ
ン
J
ゾ

ユ

一

ガ

マ

一

チ

ガ

ヤ

て
い

鹿
蹄
草

連
麹

血

茅号蒲11 塊t

花責根

イ
ヵ
り
ソ
ウ

強
壮
薬

強
lL' 
薬

淫2
羊
葱?

7 ウ

コ

ギ

グ

コ

ニ
ン
ニ
ク

拘4五
加

蒜Z杷乙皮

大

業
ハ
生
葉
〉

" 
全

草

薬
(
生
葉
〉

葉
花
、
薬

根花つ
ぼ
み粉茎

茎
、
葉

根

皮

根
皮
、
葉
、
果
実

鱗

茎

生
育
期
中

年

間

七

月

生
育
期
中

H 

ー

十 六
一夏 l 
月七

月

四
月
、
五
月

月

六
l
八
月

も
み
汁
を
つ
け
る
、
青
汁
は
利
尿
に
よ
い

火
に
あ
ぶ
り
腫
物
に
つ
け
た
り
、
や
け
ど
に
つ
け
る

生
汁
を
切
傷
、
虫
さ
さ
れ
に
つ
け
る
、
や
け
ど
一

O
W血

液
で
冷
湿
布

生
汁
を
切
傷
、
虫
さ
さ
れ
に
つ
け
る
。
虫
き
さ
れ
、
急

性
湿
疹
は
二

l
五
%
で
冷
湿
布

煎
汁
を
打
撲
症
に
つ
け
る

• 

一O
Mで
温
湿
布

童話震裂
を夜、

鼻傷化止
血口症血

に

裂Z
る

ニ
ー
一

O
%を
茶
代
わ
り
に

強
壮
、
低
血
圧
、
酒
に
入
れ
て
飲
用

• ， 

葉
は
茶
代
わ
り
に

強
壮
、
腸
内
の
制
菌
、
補
温
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ネ
ナ
シ
カ
ズ
ラ

マ
タ
タ
ビ

ヤ
マ
ノ
イ
モ

オ

モ

ト

ス
ズ
ヲ

γ

フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ

8 

駆

ウ

メ

オ

シ

ダ

ヤ
ボ
チ
ャ

カ

ヤ

サ
ン
シ
ョ
ウ

ユ
γ
-一
タ

物

婦
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カイイ
ラノタ
スコド
ピズリ
シチ
ヤ

グ

虫人

木 粛 と
天絡し
夢;子

山

薬

万
年
青
狼

鈴
蘭
根

福
寿
草
根

薬

烏南
瓜
に

権ひ

倣主実

山大

蒜

病

夏

種

子

果
実
の
虫
こ
ぶ

根• • ' 

梅

茎

果

実

根

茎
実H 

果
実
殻

鱗g 根地
ハ下
皮茎茎
を
と
る、__，

秋
十

月

十

t
十
一
月

年

間

六
l
七
月

十
l
十
一
月

五
l
六
月

年

間
秋• 

七

l
八
月

六
1
八
月

六十
月 a 一

月
十
月

強

壮

強
心
、
利
尿

強
壮
薬
、
と
ろ
ろ
汁
で
食
用

強
心
薬
だ
が
危
険
で
あ
る
ハ
毒
〉

• ， 
カ
イ
チ
ュ
ウ
駆
除

ジ
ョ
ウ
チ
ュ
ウ
駆
除

一

回

三

O
t四
0
グ
ラ
ム
煎
じ
て
の
む

ジ
ョ
ウ
チ
ュ
ウ
駆
除

十
二
指
腸
虫
駆
除

カ
イ
チ
品
ウ
駆
除

軽
く
こ
が
し
て
食
用
、
腸
内
寄
生
虫

一
通
経
薬
、
便
秘
は
五

l
一
O
M利
尿

一
通
経
薬
、
血
管
の
老
化
防
止
一
日
一

0
グ
ラ
ム

一
つ
わ
り
、
胃
カ
タ
ル
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10 

事U

ア

ケ

ピ

J
1
8
J
ピ
r
n
y

イ
ヌ
ナ
ズ
ナ

イ
ノ
コ
ズ
チ

ウ
ツ
ボ
グ
サ

オ
オ
バ
コ

オ
ミ
ナ
エ
シ

カ
ワ
ラ
ケ
ツ
メ
イ

カ
ワ
ラ
ナ

J

ア
シ
コ

キ
サ
サ
ゲ

サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ

ス
イ
カ
ズ
ラ

タ
ラ
ノ
キ

チ

ガ

ヤ

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

牡苛
丹
皮 薬

尿

木

通
震
根

牛

膝

夏
枯
草

敗車

野望
屋〈豆
麦ぜ
子し茶

キ
サ
サ
ゲ

和
山

冬f帰
来

忍タ
ラ
ノ
キ
皮

茅

根

南
蛮
毛

根• 
木

部

地
下
茎

全

草
根

花

茎

全

草
根

全

草

種

子

果

実

根

茎

実
花

樹

皮

根

茎

花

柱

九

十
月

H 
十
一
月

H 春
十
一
月

開
花
期

夏

l
秋

秋
八
l
九
月

十

月

九

月

十

1
十
一
月

開
花
期

五
1
六
月

七

月

十
l
十
一
月

諸
種
の
婦
人
病

利
尿
、
勝
腕
炎
一

O
Z混
用

利
尿
、
便
秘

幸H利
尿
、
糖
尿
病

矛日

五

l

一O
%

尿

B 

H 

勝
脱
炎
は
一

O
W均

H 

一O
w
m

解
毒
、
あ
ま
り
使
わ
な
い
方
が
よ
い

H 

ハ
マ
茶
と
し
て
利
用

お
茶
代
わ
り
に
利
用

H 

腎
臓
炎

五
l

一oz

• 

去
疲
に
は
二

l
三
%
で
う
が
い

口
内
炎
は
一

O
Mで
う
が
い

% 

尿

急
性
腎
炎
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ナ

ズ

ナ

ノ
イ
バ
ラ

モジ
ャ
ク
ナ
ゲ

11 

か
ぶ
れ
、
そ
の
他

ユ
キ
ノ
シ
タ

クギ
シ
ギ
シ

ア
サ
ガ
オ

ク
サ
ボ
ケ

グセス

ギ

ア
マ
ド
コ
ロ

ト
ウ
ガ
ラ
シ

12 

殺
モリワリ

営

実

白
桃
花

石
楠
葉

虎
耳
草

ケ

γ
ゴ
シ

わ

も

く

か

和
木
瓜

桑
白
皮

蕃E季い
徴主い

虫

全

草

種

子

白
花
の
つ
ぼ
み

葉葉
生

根

種

子

果

実

根
皮
、
葉
、
果
実

茎
、
業

樹

目旨

地
下
茎

実

春
秋

l
冬

開
花
期

常

時

葉
の
あ
る
と
き

常

時

九
t
十
月

夏
六
l
八
月

年

間

生
は
常
時

秋

老

幸1

解
熱

作
用
が
激
し
い
一
日
五
グ
ラ
ム

幸U

尿

利
尿
、
腎
臓
炎
、
あ
ま
り
用
い
な
い
こ
と
(
毒
〉

火
に
あ
ぶ
っ
て
腫
物
、
う
る
し
か
ぶ
れ
に
つ
け
る

う
る
し
か
ぶ
れ
に
つ
け
る

生
汁
を
皮
府
病
に
つ
け
る

生
薬
は
便
秘
に
よ
い
一

O
%

便
秘
に
よ
い
一
日

0
・
五

l
一
グ
ラ
ム

生
業
は
虫
さ
さ
れ
に
よ
い

果
実
酒
、
低
血
圧
、
不
眠
症

生
汁
を
し
も
や
け
に
す
り
つ
け
る

ゃ
に
を
と
か
し
て
あ
か
ぎ
れ
に
つ
け
る

か
た
こ
り
に
和
紙
に
の
ぼ
し
て
は
る

う
ち
み
、
ね
ん
ざ
に
す
っ
て
患
部
に
つ
け
る

凍
傷
、
凍
第
、
冷
え
症
に
用
い
る

1037 



野
草
の
中
に
は
食
用
に
さ
れ
る
も
の
、
薬
用
に
さ
れ
る
も
の
が
数
多
く
あ
る
が
、
人
間
や
家
畜
が
食
べ
た
り
し
て
中
毒
や
下
痢
を
起
こ

す
よ
う
な
成
分
を
持
つ
植
物
も
多
い
。
ハ
シ
リ
ド
コ
ロ
、
ト
リ
カ
ブ
ト
、
ハ
エ
ド
ク
ソ
ゥ
、
ド
ク
ゼ
リ
、
ド
ク
ウ
ツ
ギ
の
よ
う
な
猛
毒
を

ひ
と
え

持
つ
も
の
や
、
毒
も
薬
も
紙
一
重
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
、
ス
ズ
ラ
ン
、
ジ
キ
タ
リ
ス
な
ど
は
有
毒
成
分
が

用
い
方
に
よ
っ
て
は
薬
に
な
り
、
薬
用
植
物
と
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
つ
ぎ
に
あ
げ
る
有
毒
植
物
は
中
之
条
町
に
見
ら
れ
る
毒
草
、
木

本
、
庭
木
だ
け
で
な
く
ハ
イ
キ

γ
グ
な
ど
に
行
っ
て
見
ら
れ
る
も
の
の
植
物
名
、
有
毒
成
分
に
つ
い
て
で
あ
る
。

m
種

然誌

一
ア
セ
ビ

一
イ
チ
ジ
ク

一
ハ
ナ
ヒ
リ
ノ
キ

• 薬業

自

2 

有

毒

物

植

子

植

物

イ イ
植

チチ
ョイ
ウ 物

名

イ イ
チチ 分
ヨイ
ウ科
科

類

?常
秋

ア尿

3主
にを
同便
じ槽

に
入
れ
て

じ
の
発
生
を
防
ぐ

時
H 

ウ
ラ
シ
マ
ソ
ウ

カ
ラ
ス
ピ
シ
ャ
ク

テ
ソ
ナ

γ
シ
ョ
ウ

マ
ム
ジ
グ
サ

ミ
ズ
パ

γ
ョ
ウ

サ
ト
イ
モ
科

， ， • 

1038 

地
下
茎
、
種
子
に
一
種
の

辛
味
性
毒
分
、
激
毒

プ
ロ
ト
ア
ネ
モ
ニ

γ

根
茎
に
サ
ボ
ニ
ン
、
け
い

れ
ん
、
め
ま
い
を
生
ず
る

• 
ザ
ポ
ユ
ン



ア
オ
ヤ
ギ
ソ
ウ

コ
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ

シ
ュ
ロ
ソ
ウ

ハ
ケ
イ
ソ
ウ

イ
チ
ハ
ツ

オ
モ
ト

ス
J

ズ-フ

γ

キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ

叫"'ス
J
・セ

γ

ナ
ツ
ズ
イ
セ

γ

ヒ
ガ

γ
パ
ナ

オ
シ
ロ
イ
バ
ナ

物

ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ

植第六章

ヨ
ウ
シ
ュ
ヤ
マ
ゴ

ボ
ウ

ユ
リ
科

N • 
ア
ヤ
メ
科

ス
ズ
ラ

γ
科

• 
ヒ
ガ

γ
パ
ナ
科

H 

オ
シ
ロ
イ
バ
ナ
科

ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
科

• 

サ
ポ
ニ

γ

まル毒
ひピ性
をγの
起をベ
す含ラ

みト
けリ
いγ
れ、

んエ

• " 

地
下
の
根
茎
に
毒
分
を
持

つ根
茎
に
ロ
イ
デ

γ
を
含
む

ジ
キ
ト
キ
シ

γ
を
含
む

激

議

鱗
茎
に
リ
コ
リ

γ
や
セ
キ

サ
ニ

γ
を
含
む

" Q 

胃
腸
に
炎
症
、
は
き
気
、

腹
痛
を
起
す

根
部
に
硝
酸
カ
リ
を
含

む
、
腹
痛
1

幅
吐

" 

イ
チ
リ

γ
ソ
ウ

ウ
マ
ノ
ア
シ
ガ
タ

オ
キ
ナ
グ
サ

キ
ツ
ネ
ノ
ボ
タ

γ

セ

γ
ュ
γ
ソ
ウ

タ
ガ
ラ
シ

ニ
リ

γ
ソ
ウ

フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ

ボ
タ

γ
ヅ
ル

ミ
ヤ
マ
カ
ラ
マ
ツ

ヒ
エ
ン
ソ
ウ

ヒ
メ
ウ
ズ

ヤ
マ
ト
リ
カ
ブ
ト

ク
サ
ノ
オ
ウ

ケ

シ

タ
ケ
エ
グ
サ

キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科

キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科

• • • I 

キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科

ケ
シ
科

' 

詐ご
こ液ト
す汁ア

t主ネ
引モ

堤3
湿を
疹含

プ
ロ
ト
ア
ネ
モ
ニ

γ
を
含

むア
ル
カ
ロ
イ
ド
分
を
含
む

• 
刺
激
性
の
毒

イ
チ
リ
ン
ソ
ウ
に
同
じ

オ
キ
ナ
グ
サ
に
同
じ

ア
ド
ニ

γ
を
含
む

激

毒

葉
、
援
に
青
酸
を
含
む

ア
ル
カ
ロ
イ
ド
分
を
含
む

有

毒

塊
茎
は
猛
毒

ヘ
リ
ド
ニ
ン
を
含
む

ア
ル
カ
ロ
イ
ド
ハ
モ
ル
ヒ

ネ
〉
を
含
む

全
草
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
ハ
プ

ロ
ト
ピ
ン
)
を
含
む

1039 



然誌自

ハ
ナ
ピ
シ
ソ
ウ

ヤ
マ
ブ
キ
ソ
ウ

キ
ケ
マ

γ

ケ
マ

γ
ソ
ウ

ミ
ヤ
マ
キ
ケ
マ

γ

ム
ラ
サ
キ
キ
ケ
マ

γ
 

エ
エ
シ
ダ

ミ
ソ
ナ
オ
シ

マ
ツ
カ
ゼ
ソ
ウ

ミ
ヤ
マ
シ
キ
ミ

ア
プ
ラ
ギ
リ

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ

ー
一
ナ
ッ
ト
ウ
ダ
イ

タ
カ
ト
ウ
グ
イ

町担

ケ
シ
科

マ
メ
科

ミ
カ
ン
科

• 
ト
ウ
グ
イ
グ
サ
科

' • u 

全
草
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
ハ
プ

ル
ト
ピ

γ
〉
を
含
む

ケ
ジ
に
同
じ

ア
ル
カ
ロ
イ
ド
分
を
含
む

全
草
に
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
一

(
プ
ル
ト
ピ

γ
)
を
含
む
一

ケ
シ
に
同
じ

ケ
シ
に
同
じ

知テ茎
宮イ、

まγ葉
ひを、
を含種

手み子、に
めス
まパ
L、Jレ

こ
の
葉
を
み
そ
に
入
れ
て

う
じ
の
発
生
を
防
ぐ

有
毒
成
分
を
含
む

ス
キ
ミ
ア
ミ

γ

種
子
に
エ
レ
オ
ス
テ
ア
リ

ン
を
含
む

茎
、
葉
に
サ
ポ
ユ

γ
を
含

むオ
イ
フ
オ
ル
ボ
ン
を
含
む

u 

エ
シ
キ
ソ
ウ

ド
グ
ウ
ツ
ギ

ウ
ル
シ

ツ
タ
ウ
ル
シ

ノ
ウ
ル
シ

ヤ
マ
ウ
ル
シ

ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ

パ

γ
Jジ
l

オ
ユ
シ
パ
リ

ド
タ
ゼ
リ

ア
セ
ピ

シ
ャ
ク
ナ
ゲ

ネ
ジ
キ

ハ
ナ
ヒ
リ
ノ
キ

ド
ク
ウ
ツ
ギ
科

ウ
ル
シ
科

H 

ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
科

ス
ミ
レ
科

ジ
γ
チ
ョ
ウ
ゲ
科

セ
リ
科

ツ
ツ
ジ
科

g 
ツ
ツ
ジ
科

H 

一
種
の
苛
烈
性
毒
分
を
含

む

1040 

γ議
る、
、葉

?警
ル死
チに

ウ
ル
シ
オ

l
ル
、
ふ
れ
る

と
か
ゆ
み
、
か
ぷ
れ

ウ
ル
シ
か
ぶ
れ

一
種
の
苛
烈
性
毒
分
を
有

す
る

ウ
ル
シ
か
ぶ
れ

腹イ
痛ム
をパ
起チ
すイ

γ 

ド

幅雪
吐

根
茎
に
ピ
オ
り

γ

根
と
果
実
に
有
毒
成
分

猛
毒
、
死
に
至
る
こ
と
あ

h
ツア

セ
ボ
ト
キ
シ

γ
、
多
量

は
呼
吸
中
枢
ま
ひ
に
な
る

H ， 

業
の
粉
末
、
皮
膚
に
か
ゆ

み
、
炎
症
を
起
す



ホ
ツ
ツ
ジ

レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ

エ
ゴ
ノ
キ

フ
ジ
ウ
ツ
ギ

キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ

テ
イ
カ
ズ
ラ

イ
ケ
マ

イ
ヌ
ホ
オ
ズ
キ

(2) 

菌

物

シ
ャ
グ
マ
ア
ミ
ガ

サ
タ
ケ

イ
ッ
ポ
ン
シ
メ
ジ

植第六章

エ
ゴ
ノ
キ
科

フ
ジ
ウ
ツ
ギ
科

科キ
ョ
ウ

チ

グ
ト
ウ

ガ
ガ
イ
モ
科

ナ
ス
科

類

名

|分

ア
セ
ビ
に
似
た
症
状

ア
セ
ビ
と
同
じ
成
分

果
皮
の
中
に
エ
ゴ
サ
ポ
-
一

γ
を
含
む
、
ノ
ド
を
刺
激

激

毒

心
臓
に
作
用
す
る
毒
成
分

乳
液
は
ジ
キ
タ
リ
ス
類
に

に
て
い
る

シ
ナ
ン
コ
ト
シ
キ
ン
の
害
時

成
分

ア
ル
カ
ロ
イ
ド
分
を
含
む

チ科イ フ
ヤツウ

ワボセ
ンンン
タシタ
ケメケ

科ジ科

すル朽だl騒雑く生夏
と酸木が吐木発え秋
毒を上淡、林汗、に
が含にい下のす食林
ぬみ生肉痢地る用地
け、え色を上 す・
るゆ、 すに る庭

でへ る生 とな
こル 、え 激ど
ぼベ ひ、 しに

類

有

毒

成

分

等

オ サ キハ ジセヨ J、

一 ワ ンエ キンウ シ'
ドギ ギ ド タ アシ リ
コキ ソ亨 リ サユ ド
ロ ヨ ポソ ス ガチ コ

ウ ク ウ オヨ ロ
ウ

ヤ キ スハ ゴ「 ナ

マ キ イ ニ1:. ーマ • ス
ノ ヨ カ ド ノ 科
イ ウ ズク ~、

モ 科 フ ソ グ

科 科ウ サ
科 科

含 γヂ ロ けう、ヒ 滋 む葉 ポヒ 捕におそる猛毒す、むンオベいョ にラヨ
なスリれ果実ウ毒 ジミス
ど コ ン んタ キンチ

のレ含むを をは γ ト をア
サア 起す幅ボ キ含ミ
ポサ 吐グ シむンる

ニポ と ン 、 戸幻と見‘ーγトも ス
をキ 下痢い 含を ョ

たむア
る、マ
誤ニ
食タ
すド
るキ
とシ
死ン
にを
い含

シ
ロ
タ
マ
ゴ

テ
ン
グ
タ
ケ

テ
γ
グ
タ
ケ
科

タ
マ
ゴ
テ
ン
グ
タ

ケド
ク
ツ
ル
タ
ケ

• 

テ
ン
グ
タ
ケ

ム
ス
カ
リ

γ
を
含
む

1041 

ベ
ニ
テ

γ
グ
タ
ケ



誌

ニ
ガ
ク
リ
タ
ケ

シ
ビ
レ
タ
ケ

然自

モ
エ
ギ
タ
ケ
科

ば神わ
意経ら
識を、

不お朽
明か木
tこしtこ
な、生
る多え
け、

れ脳

ド 1ツ
ク キ
サ ヨ

サ タ
コ占p ケ

シ
メ

乙μ

科

がてえる、秋笹や 紫色ひく、だ
る手 、を
足四ぶ曜切
に、、吐る

激し五口竹や 、と

いロμ ぶ げり部内

痛みたに に
つ生 時

1042 

切
り
株
、
倒
木
に
生
え
、

幅
吐
げ
り
を
す
る

祖
先
か
ら
う
け
継
が
れ
て
き
て
い
る
正
月
、
節
句
な
ど
の
年
中
行
事
と
植
物
の
結
び
つ
き
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
が
、

現
在
で
は
と
も
す
る
と
忘
ら
れ
が
ち
に
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

九

春
の
七
草
、

秋
の
七
草

こ
れ
ら
年
中
行
事
の
中
か
ら
、
春
の
七
草
、
秋
の
七
草
に
つ
い
て
の
べ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

1 

春

の

七

草

「
君
が
た
め
、
春
の
野
に
出
で
て
若
葉
つ
む
わ
が
こ
ろ
も
で
に
雪
は
降
り
つ
つ
」

草
の
行
事
は
平
安
時
代
初
期
に
宮
中
で
一
月
七
日
に
七
草
を
「
す
い
も
の
」
と
し
て
献
上
し
た
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
、
室
町
時
代
か
ら

か
ゆ粥

に
た
き
こ
む
よ
う
に
な
り
、
一
般
で
ふ
つ
う
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
だ
と
い
わ
れ
る
。

春
の
七
草
は
「
せ
り
、
な
ず
な
、
御
行
は
こ
ベ
ら
、
仏
の
座
、
す
ず
な
、
す
ず
し
ろ
、
こ
れ
ぞ
七
草
」

る
よ
う
に
、

セ
リ
、

ナ
ズ
ナ
、

オ
ギ
ョ
ウ
(
ハ
ハ
コ
グ
サ
)
、

(
光
孝
天
皇
)
と
百
人
一
首
に
も
あ
る
よ
う
に
、
七

(
四
辻
左
大
臣
)
の
う
た
に
あ

ハ
コ
ベ
ラ
(
ハ
コ
ベ
〉
、

ホ
ト
ケ
ノ
ザ
(
コ
オ
ニ
タ
ビ
ラ
コ
)
、

ス
ズ
ナ



ハ
カ
プ
〉
、

ス
ズ
シ
ロ
ハ
ダ
イ
コ

γ
)
の
七
種
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

昭
和
八
年
(
一
九
三
三
年
〉
東
京
日
日
新
聞
が
、

タ
γ
ポ
ポ
〉
、

ノ
ア
ザ
ミ
、

新
春
の
七
草
と
し
て
ス
ミ
レ
、

一
般
化
し
な
か
っ
た
。

ツ
ク
シ
、

ナ
ノ
ハ
ナ
、

ゲ
γ
ゲ
(
レ
シ
ゲ
ソ
ウ
〉
、
タ

γ
ポ
ポ
ハ
カ

γ
ト
ウ

シ
ュ

γ
ラ
γ
を
発
表
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、

現
在
中
之
条
町
で
も
七
草
の
習
わ
し
を
持
つ
家
は
だ
い
ぶ
あ
る
が
、
七
草
全
部
を
入
れ
ず
に
、

セ
リ
、
ダ
イ
コ

γ
の
二
品
に
コ

γ
プ
と

そ
の
他
の
青
菜
や
野
菜
を
加
え
た
(
ダ
イ
ズ
を
入
れ
る
家
も
あ
る
)
七
品
を
粥
に
し
て
無
病
息
炎
を
祈
る
よ
う
で
あ
る
。
味
付
け
に
は

そ

4
Sぞ
う

味
噌
を
加
え
る
家
が
多
く
、
七
草
が
ゆ
と
い
う
よ
り
関
西
で
い
う
七
種
雑
炊
に
近
い
も
の
で
あ
る
。

物

川
W

セ

リ

l
lセ
リ
科

回
の
あ
ぜ
、
用
水
の
わ
き
な
ど
の
湿
地
に
成
育
す
る
多
年
草
で
、
栽

培
さ
れ
て
庖
頭
で
販
売
さ
れ
る
ほ
ど
一
般
的
な
野
草
、
正
月
の
お
飾
り

畠

な

べ

に
使
わ
れ
た
り
、
吸
物
、
和
え
も
の
、
ひ
た
し
も
の
、
鍋
物
に
し
て
食

用
さ
れ
る
。

開
ナ
ズ
ナ
ハ
ペ
ン
ペ
ン
グ
サ
〉
|
|
ア
ブ
ラ
ナ
科

「
な
で
る
莱
」
か
ら
こ
の
名
が
つ
い
た
と
も
い
わ
れ
、
別
名
ベ

γ
ベ

ン
グ
サ
は
、
突
が
三
味
線
の
ば
ち
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
つ
け
ら
れ
、

場
所
に
よ
っ
て
は
バ
チ
ク
サ
と
も
言
っ
て
い
る
。

道
ば
た
・
畑
・
野
原
に
ふ
つ
う
に
見
ら
れ
る
野
草
で
、
ゆ
で
て
「
ひ

た
し
も
の
」
「
和
え
も
の
」
に
し
て
食
用
さ
れ
る
。
ま
た
、
ナ
ズ
ナ
は

中
国
で
は
全
草
を
止
血
に
用
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
民
間
で
、
赤
痢
、

嬢
血
病
、
痛
風
、
都
角
の
代
用
品
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本

で
は
、
ペ
γ
ベ
γ
グ
サ
が
生
え
る
と
い
う
よ
う
な
た
と
え
に
使
わ
れ
る

こ
と
も
ら
る
。

櫨第六章

倒
オ
ギ
ョ
ウ
ハ
ハ
ハ
コ
グ
サ
・
ホ
ウ
コ
グ
サ
〉
|
|
キ
ク
科

道
ば
た
、
固
な
ど
に
見
え
る
野
草
で
、
白
い
綿
毛
で
覆
わ
れ
全
草
が

緑
白
色
に
見
え
る
。
若
芽
を
灰
汁
で
ゆ
が
い
て
「
ひ
た
し
も
の
」
と
し

て
食
用
す
る
。
以
前
は
、
三
月
三
日
ハ
上
巳
)
の
節
句
に
こ
れ
を
使
つ

A-av 

て
草
餅
に
し
た
が
、
今
は
採
取
の
楽
な
ヨ
モ
ギ
の
葉
に
代
わ
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
い
ず
れ
も
綿
毛
が
つ
な
ぎ
の
役
を
す
る
も
の
と
恩
わ
れ

る
。
ハ
ハ
コ
グ
サ
ハ
母
子
草
)
と
い
う
よ
り
ホ
ウ
コ
グ
サ
ハ
蓬
蕎
)
の

名
の
方
が
よ
い
と
い
う
説
も
あ
る
。

伸
ハ
コ
ベ
ラ
(
ハ
コ
ベ
〉
|
|
ナ
デ
シ
コ
科

道
ば
た
、
畑
な
ど
に
多
く
見
ら
れ
る
野
草
と
い
う
よ
り
雑
草
で
、
茎

は
つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ
に
分
校
す
る
た
め
中
国
で
は
よ
く
繁
る
糸
と
い
う
意

味
に
な
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
、
小
鳥
の
飼
料
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、

以
前
は
野
菜
と
し
て
ゆ
で
て
食
用
に
さ
れ
た
り
、
乳
の
出
る
薬
と
し
て

献
じ
て
飲
ん
だ
り
、
全
草
を
焼
き
こ
が
し
た
も
の
に
食
塩
を
加
え
て
歯

み
が
き
粉
ハ
ハ
コ
ベ
ジ
オ
)
と
使
用
さ
れ
て
い
た
。
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誌

ω
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
(
コ
オ
ニ
タ
ビ
ラ
コ
、
タ
ビ
ラ
コ
〉
|
|
キ
ク
科

図
鑑
に
出
て
く
る
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
と
は
全
く
ち
が
う
別
な
草
で
よ
く
混

同
さ
れ
る
。
図
鑑
に
出
て
く
る
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
(
サ
ン
ガ
イ
グ
サ
〉
は
シ

ソ
科
の
植
物
で
畑
に
生
え
る
雑
草
で
食
べ
な
い
草
で
・
あ
り
、
七
草
に
い

う
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
は
コ
オ
ニ
タ
ビ
ラ
コ
(
タ
ビ
ラ
コ
〉
で
、
回
や
川
原
に

生
え
る
二
年
草
で
、
根
出
薬
は
ロ
ゼ
ッ
ト
状
で
固
に
平
た
く
は
り
つ
く

ぴ
ら

と
い
う
意
味
で
田
平
子
の
名
が
あ
る
。
長
さ
五
|
一

O
H
U
Y
で
羽
状
に

切
れ
、
四
ー
六
月
に
花
茎
を
出
し
て
頭
花
は
上
向
き
に
聞
く
が
や
が
て

下
を
向
く
、
若
い
葉
を
「
ひ
た
し
も
の
」
に
し
て
食
用
す
る
。

然自

2 

秋

七

草

の

倒
ス
ズ
ナ
(
カ
プ
〉
|
|
ア
ブ
ラ
ナ
科

的
ス
ズ
シ
ロ
ハ
ダ
イ
コ
ン
)
|
|
ア
ブ
ラ
ナ
科

七
草
の
う
ち
、
ス
ズ
ナ
、
ス
ズ
シ
ロ
の
二
種
は
野
菜
と
し
て
食
用
さ

れ
て
い
る
。
カ
プ
は
カ
ブ
ラ
と
も
い
い
、
種
類
に
よ
っ
て
根
菜
、
業
菜

と
し
て
利
用
さ
れ
、
飼
料
用
の
も
の
も
あ
る
。
ダ
イ
コ
ン
は
地
中
海
沿

岸
の
ハ
ッ
カ
ダ
イ
コ

γ
が
原
種
と
さ
れ
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
、
中
国
日
本

と
伝
わ
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
生
食
、
漬
け
も
の
、
煮
物
な
ど
に
使
わ
れ

て
い
る
。
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春
の
七
草
は
食
用
と
し
て
の
野
草
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
秋
の
七
草
は
観
賞
用
を
主
体
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

お
〈
ら

秋
の
七
草
は
「
万
葉
集
」
の
秋
の
野
の
花
二
首
(
山
上
憶
良
)
か
ら
、
日
本
の
秋
草
の
代
表
的
な
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち

ぬ

よ

び

お

〈

ず

「
秋
の
野
に
、
咲
き
た
る
花
を
お
指
折
り
、
か
き
数
う
れ
ば
七
草
の
花
」
(
一
五
三
七
)
、
「
萩
が
花
、
尾
花
、
菖
花

お

み

な

え

し

ば

か

ま

が

お

女
郎
花
ま
た
藤
袴
朝
貌
の
花
」

な
で
し
こ
の
花

コ
、
オ
ミ
ナ
エ
シ
、

(
一
五
三
八
〉
で
あ
る
。
こ
こ
に
あ
げ
ら
れ
た
の
が
秋
の
七
草
で
、

ク
ズ
、

ハ
ギ
、

ス
ス
キ
、

フ
ジ
バ
カ
マ
、
キ
キ
ョ
ウ
の
七
種
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ナ
」
ア
シ

デ
、
シ
ュ
ウ
カ
イ
ド
ウ
、

キ
ク
、

春
の
七
草
と
同
じ
よ
う
に
、
昭
和
十
年
(
一
九
三
五
年
〉
新
秋
の
七
草
と
し
て
ハ
ゲ
イ
ト
ウ
、

オ
シ
ロ
イ
バ
ナ
の
七
種
が
選
ば
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
一
般
に
用
い
ら
れ
る
ま
で
に
は
い
か
な
か
っ
た
よ

イ
ヌ
タ

う
で
あ
る
。

コ
ス
モ
ス
、

ヒ
ガ

γ
パ
ナ
、



植 物

ω
ハ

ギ

|
lマ
メ
科

ハ
ギ
は
、
ミ
ヤ
ギ
ノ
ハ
ギ
、
ヤ
マ
ハ
ギ
、
マ
ル
パ
ハ
ギ
?
、
ヤ
マ
ハ

ギ
〉
、
ッ
グ
シ
ハ
ギ
、
キ
ハ
ギ
、
な
ど
の
種
類
が
あ
る
が
、
七
草
の
ハ

金

ギ
は
ヤ
マ
ハ
ギ
を
指
し
て
お
り
、
「
生
え
芽
」
か
ら
名
が
き
た
と
い
わ

れ
る
。ω

ス
ス
キ
|
|
イ
ネ
科

花
穂
を
尾
花
と
い
い
、
カ
ヤ
と
よ
ぶ
の
は
「
古
事
記
」
の
「
屋
根
を

ふ
く
草
を
カ
ヤ
と
い
う
」
か
ら
、
屋
根
を
ふ
く
イ
ネ
科
の
植
物
の
こ
と

の
総
称
だ
っ
た
の
が
ス
ス
キ
だ
け
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
ハ
万
有
百
科

か
。

大
事
典
)
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
別
説
で
は
、
「
刈
萱
」
は
主
と
し
て

メ
ガ
ル
カ
ヤ
を
さ
し
、
オ
ガ
ル
カ
ヤ
の
こ
と
も
言
う
と
あ
る
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
ス
ス
キ
は
月
見
の
行
事
に
欠
か
せ
な
い
植
物
で
あ
る
。

ω
ク
ズ
|
|
マ
メ
科

ス
ス
キ
と
同
じ
よ
う
に
山
野
で
よ
く
見
ら
れ
る
多
年
草
で
、
根
に
デ

シ
プ

γ
を
た
く
わ
え
ク
ズ
粉
と
し
て
、
根
を
た
た
い
て
水
に
ひ
た
し
て

か

つ

げ

ね

つ

採
取
し
た
。
ま
た
根
は
漢
方
で
葛
根
と
い
い
、
発
汗
、
解
熱
剤
・
流

感
、
は
し
か
、
肺
淡
、
神
炎
痛
な
ど
に
よ
い
と
さ
れ
薬
用
に
さ
れ
て
お

よ
い

り
、
花
は
甘
い
香
り
の
紅
紫
色
の
花
で
、
こ
れ
も
二
日
酔
に
用
い
ら
れ

る
と
い
う
。

凶
ナ
デ
シ
コ
ハ
カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ
コ
〉
|
|
ナ
デ
シ
コ
科

カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ
コ
が
正
し
く
、
山
野
に
生
え
る
多
年
草
で
、
最
近
数

が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
「
万
葉
集
」
に
「
野
辺
見
れ
ば
、
な
で

し
こ
の
花
咲
き
に
け
り
、
我
が
待
つ
秋
は
近
づ
く
ら
し
も
」
(
一
九
七

第六章

二
〉
と
あ
る
。

中
之
条
〈
郡
内
〉
で
は
、
ど
う
い
う
誤
り
で
な
っ
た
か
わ
か
ら
な
い

が
、
こ
の
ナ
デ
シ
コ
を
カ
ル
カ
ヤ
と
い
い
、
ふ
つ
う
キ
キ
ョ
ウ
、
カ
ル

カ
ヤ
、
オ
ミ
ナ
エ
シ
と
い
う
場
合
の
カ
ル
カ
ヤ
は
ナ
デ
ジ
コ
を
指
し
て

い
る
。間

オ
ミ
ナ
エ
シ
l
l
l
オ
ミ
ナ
エ
シ
科

日
当
り
の
よ
い
野
原
に
生
え
る
多
年
草
で
あ
る
が
、
カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ

コ
同
様
、
最
近
す
っ
か
り
数
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
栽
培
さ
れ

商
品
と
し
て
出
荷
し
て
い
る
所
も
あ
る
。
こ
の
花
に
似
た
白
色
の
花
を

つ
け
る
オ
ト
コ
エ
シ
は
比
較
的
数
多
く
見
ら
れ
る
。
オ
ミ
ナ
エ
シ
は

「
女
郎
花
」
の
ほ
か
に
「
娘
子
部
西
」
「
姫
部
志
」
「
姫
押
」
と
か
か

れ
い
ず
れ
も
、
オ
ミ
ナ
ヘ
シ
と
よ
み
、
若
い
女
性
を
意
味
す
る
「
お
み

な
」
か
ら
来
て
い
る
が
、
「
ヘ
シ
」
は
何
を
意
味
す
る
か
は
っ
き
り
し

て
い
な
い
。

倒
フ
ジ
バ
カ
マ
|
|
キ
ク
科

川
べ
り
の
土
手
な
ど
に
ま
れ
に
見
る
多
年
草
で
、
サ
ワ
ヒ
ヨ
ド
リ
、

ヨ
ツ
バ
ヒ
ヨ
ド
リ
、
ヒ
ヨ
ド
リ
パ
ナ
な
ど
に
似
て
い
る
が
、
中
之
条
で

は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
対
生
す
る
葉
が
コ
一
裂
し
、
表
面
に
つ
や
が
あ

り
、
裏
面
に
腺
点
が
な
い
の
で
先
の
花
と
区
別
が
つ
く
、
頭
花
は
五
個

の
淡
紫
色
の
管
状
花
か
ら
な
っ
て
い
る
。
中
国
名
で
献
草
と
呼
ぽ
れ
乾

燥
し
た
も
の
は
香
が
出
て
着
物
の
香
り
つ
け
と
防
虫
に
し
た
と
い
わ
れ

る。

ヲ'
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キ
キ
ョ
ウ
|
|
キ
キ
ョ
ウ
科



然誌自

。
田
の
雑
草
、

畑
の
雑
草

1 

雑

草

ウ

「
万
葉
集
」
の
頃
ハ
六
二
九
|
七
五
九
〉
に
は
、
ア
サ
ガ
オ
と
呼
ば

れ
、
古
今
和
歌
集
頃
ハ
九
O
五
)
か
ら
現
在
の
ア
サ
ガ
オ
が
医
薬
品
と

し
て
入
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
い
く
つ
か
の
名
が
変
わ
り
、
枕
草
子

が
で
き
た
頃
ハ
一

O
O
一
〉
キ
キ
ョ
ウ
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
ハ
平

凡
社
ア
ニ
マ
〉

キ
キ
ョ
ウ
も
採
取
な
ど
で
野
生
の
状
態
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
り

た
ん

つ
つ
あ
る
。
根
は
サ
ポ
エ
ソ
を
含
有
す
る
の
で
去
疾
剤
と
し
て
使
わ

れ
、
漢
方
で
は
肺
炎
、
の
ど
の
痛
み
に
使
わ
れ
て
い
る
。
栽
培
品
に

は
、
白
色
、
二
重
咲
き
が
あ
る
し
、
野
生
の
も
の
も
槌
え
ら
れ
て
い

る
.

1046 

ヨキキ

草
本
を
人
間
生
活
の
面
か
ら
な
が
め
て
、
雑
草
、
人
里
植
物
、
野
草
(
野
生
植
物
)
に
分
け
る
場
合
が
あ
る
。
雑
草
は
、
作
物
を
栽
培

す
る
場
所
に
生
え
る
作
付
け
さ
れ
た
植
物
以
外
の
植
物
や
、
宅
地
、
公
園
、
鉄
道
な
ど
に
成
育
す
る
雑
多
な
草
本
を
い
い
、
人
里
植
物

は
、
作
物
が
栽
培
さ
れ
て
い
な
い
農
道
や
ご
み
捨
て
場
、
人
家
の
周
囲
な
ど
に
生
え
る
草
本
を
い
い
、
そ
れ
以
外
に
自
生
す
る
植
物
を
野



草
と
い
っ
て
い
る
。

我
が
国
に
は
野
草
が
四

O
O
O種
、
人
里
植
物
が
約
八

O
O種
、
雑
草
は
五
七
九
種
(
水
田
雑
草
一
九
一
種
、
畑
地
雑
草
三

O
二
種
、

両
者
に
共
通
す
る
も
の
七
六
種
〉
と
い
わ
れ
、
雑
草
の
条
件
と
し
て
は
、
①
小
型
で
多
く
の
種
子
を
つ
け
、
繁
殖
力
の
強
い
こ
と
。
②
発

芽
し
や
す
く
成
長
が
早
い
こ
と
。
@
成
育
期
間
が
短
く
、
一
年
草
か
越
年
草
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。
@
種
子
の
寿
命
が
長
い
こ
と
。
⑤
温

度
、
日
照
時
間
、
土
の
状
態
の
変
化
に
耐
え
う
る
こ
と
。
@
適
当
な
成
育
密
度
が
調
節
で
き
る
こ
と
。
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、

雑
草
は
作
物
が
成
育
す
る
た
め
の
土
地
や
空
間
、
水
や
養
分
を
奪
い
、
光
合
成
を
防
げ
る
な
ど
の
成
育
阻
害
、
病
虫
害
の
潜
伏
の
場
、

雑
草
の
種
子
混
入
に
よ
る
品
質
の
低
下
、
雑
草
防
除
の
た
め
の
労
力
や
除
草
剤
な
ど
の
生
産
費
へ
の
影
響
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
も
考
え

ら
れ
る
。

中
之
条
町
に
見
ら
れ
る
雑
草
は
お
よ
そ
五
八
科
二
=
二
種
類
で
と
く
に
、
畑
地
雑
草
は
帰
化
植
物
が
多
い
の
に
対
し
、
水
田
雑
草
は
そ

れ
が
少
な
い
。

2 

水

草

田

雑

水
田
雑
草
は
、
代
表
的
な
雑
草
と
い
わ
れ
て
い
る
イ
ヌ
ピ
モ
タ
イ
ヌ
ピ
ェ
、

バ
イ
な
ど
は
も
ろ
ろ
ん
、
三
一
科
一

O
八
種
類
の
雑
草
が
見
ら
れ
る
。

コ
ナ
ギ
、

ア
ゼ
ナ
、

ヒ
ル
ム
シ
ロ
、

ヒ
デ
リ
コ
、

-マ
ツ

物

川

水

中

ヒ
ル
ム
シ
ロ
、
オ
モ
ダ
カ
、
へ
ラ
オ
モ
ダ
カ
、
ホ
ソ
バ
オ
モ
ダ
カ
、

ミ
ズ
オ
オ
バ
コ
、
タ
イ
ヌ
ピ
ェ
、
イ
ヌ
ピ
ェ
、
ヶ
イ
ヌ
ピ
ェ
、
ホ
タ
ル

ィ
、
タ
ロ
グ
ワ
イ
、
ハ
リ
イ
、
マ
ツ
バ
イ
、
ヒ

γ
ジ
カ
ヤ
ツ
リ
、
チ
ヤ

ガ
ヤ
ツ
リ
、
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
、
タ
マ
ガ
ヤ
ツ
リ
、
ア
ゼ
テ
γ
ツ
キ
、
ホ

1047 

植

シ
タ
サ
、
ヒ
ロ
ハ
イ
ヌ
ノ
ヒ
ゲ
、
タ
ロ
ホ
シ
タ
サ
、
イ
ボ
タ
サ
、
ヨ
ナ

ギ
、
ォ
ラ
γ
ダ
ガ
ラ
シ
、
キ
カ
シ
グ
サ
、
ミ
ズ
ハ
コ
ベ
、
ミ
ゾ
ハ
コ

ベ
、
セ
リ
、
ア
プ
ノ
メ
、
ア
ゼ
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、
セ

γ
ダ
γ
グ
サ
、
ア
メ

リ
カ
セ
シ
ダ
γ
グ
サ
、
タ
ヌ
キ
モ
、
ア
オ
ウ
キ
ク
サ
、
ウ
キ
ク
サ
、
ァ

カ
ウ
キ
ク
サ
、
ア
オ
ミ
ド
ロ
、
ア
ミ
ミ
ド
ロ
、
チ
ョ
ウ
ジ
タ
デ
な
ど
一
一
一
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誌

タカサプロウ

然自

八
種

〈
る

問
畔
お
よ
び
休
閑
中
の
水
田

ス
ズ
メ
ノ
ヒ
ェ
、
タ
イ
ヌ
ピ
ェ
、
イ
ヌ
ピ
ェ
、
ヶ
イ
ヌ
ピ
ェ
、
メ
ヒ

シ
パ
、
ア
キ
メ
シ
パ
、
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ピ
ラ
、
ヶ
ナ
ジ
チ
ガ
ヤ
、
ヵ
モ

ジ
グ
サ
、
ホ
タ
ル
イ
、
イ
ヌ
ホ
タ
ル
イ
、
ア
ゼ
テ
ン
ツ
キ
、
ヒ
メ
テ

γ

ツ
キ
、
ヒ

γ
ジ
カ
ヤ
ツ
リ
、
ヒ
デ
リ
コ
、
マ
ツ
バ
イ
、
カ
ヤ
ツ
リ
グ

サ
、
ア
ゼ
ガ
ヤ
ツ
リ
、
ゥ
シ
タ
グ
、
イ
ヌ
タ
デ
、
ハ
ル
タ
デ
、
サ
ナ
エ

タ
デ
、
ヤ
ナ
ギ
タ
デ
、
マ
マ
コ
ノ
シ
リ
ヌ
グ
イ
、
ォ
オ
ヤ
マ
フ
ス
マ
、

ノ
ミ
ノ
フ
ス
マ
、
ノ
ミ
ノ
ツ
ヅ
リ
、
セ
リ
、
チ
ド
メ
グ
サ
、
ア
ゼ
ナ
、

ア
ゼ
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、
ム
ラ
サ
キ
サ
ギ
ゴ
ヶ
、
ト
キ
ワ
ハ
ゼ
、
オ
オ
バ

コ
、
ミ
ゾ
カ
タ
ジ
、
タ
ウ
コ
ギ
、
セ
ン
ダ

γ
グ
サ
、
ア
メ
リ
カ
セ
シ
ダ

ン
グ
サ
、
コ
バ
ノ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
、
タ
カ
サ
プ
ロ
ウ
、
ア
カ
パ
ナ
、
ス

ズ
メ
ノ
テ
ッ
ポ
ウ
、
ス
カ
シ
タ
ゴ
ボ
ウ
、
タ
ネ
ツ
ケ
バ
ナ
、
イ
ワ
ニ
ガ

ナ
(
ヂ
シ
パ
り
て
コ
オ
エ
タ
ビ
ラ
コ
、
キ
ツ
ネ
ア
ザ
ミ
、
ハ
ハ
コ
グ

サ
、
ォ
オ
ヂ
シ
パ
リ
、
ヤ
ブ
タ
ビ
ラ
コ
、
ハ
ル
ジ
ョ
オ

γ
、
ヵ
キ
ド
オ

シ
、
ス
ギ
ナ
な
ど
五
三
種
類

同

畦

道

チ
カ
ラ
シ
パ
、
カ
ゼ
ク
サ
、
オ
ヒ
シ
バ
、
メ
ヒ
シ
バ
、
チ
ガ
ヤ
、
チ
ゴ

ザ
サ
、
コ
プ
ナ
グ
サ
、
キ
ン
エ
ノ
コ
ロ
、
イ
ヌ
ピ
ェ
、
ツ
ユ
ク
サ
、
ノ

カ
ン
ゾ
ウ
、
サ
ク
ラ
タ
デ
、
ミ
ゾ
ソ
パ
、
ヤ
ナ
ギ
タ
デ
、
ス
イ
バ
、
ギ

シ
ギ
シ
、
ヒ
メ
ス
イ
バ
、
ナ
ガ
バ
ギ
シ
ギ
シ
、
イ
タ
ド
リ
、
マ
マ
コ
ノ

シ
リ
ヌ
グ
イ
、
ミ
ズ
ヒ
キ
、
キ
ツ
ネ
ノ
ボ
タ

γ
、
タ
ガ
ラ
シ
、
ウ
マ
ノ

ア
シ
ガ
タ
、
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
、
キ

γ
ミ
ズ
ヒ
キ
、
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
、
ア

レ
チ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
、
ウ
ツ
ボ
グ
サ
、
ヒ
メ
ジ
ソ
、
ト
キ
ワ
ハ
ゼ
、
オ

オ
バ
コ
、
ヤ
マ
ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
、
ア
メ
リ
カ
セ

γ
ダ
ン
グ
サ
、
タ
ウ
コ

ギ
、
ヨ
モ
ギ
、
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
、
セ
イ
ヨ
ウ
タ

γ
ポ
ポ
、
ネ
ナ
ジ
カ
ズ

ラ
、
シ
ロ
ツ
メ
タ
サ
、
ス
ギ
ナ
な
ど
四
一
一
種
が
多
い
。
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3 

畑

地

草

雑

シ
パ
(
ハ
グ
サ
〉
、

ス
ベ
リ
ヒ
ユ
、

畑
地
の
雑
草
は
水
田
雑
草
と
同
じ
よ
う
に
季
節
的
変
移
は
あ
る
が
、
春
の
ハ
コ
ベ
、
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
、
ス
ズ
メ
ノ
テ

v
ポ
ゥ
、
夏
の
メ
ヒ

ニ
シ
キ
ソ
ゥ
、
イ
ヌ
ピ
ェ
、
帰
化
植
物
の
オ
オ
ア
レ
チ
ノ
ギ
夕
、

ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
、

ア
カ
ザ
、

ヒ
メ
ジ
ョ
オ

γ
、

ハ
ル
ジ
ョ
オ

γ
、

セ
イ
ヨ
ウ
タ

γ
ポ
ポ
、

る

イ
ヌ
ピ
ェ
、

オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
り
な
ど
は
ど
こ
で
も
見
ら
れ
る
雑
草
で
あ

畑
地
雑
草
は
、
三
九
科
一
五
二
種
類
確
認
で
き
た
が
、
周
辺
の
雑
草
ま
で
加
え
る
と
三

0
0種
類
以
上
を
越
え
る
。
中
之
条
地
区
で
確

認
さ
れ
た
雑
草
に
は
、
つ
ぎ
の
も
の
が
あ
る
。

物

O
イ
ネ
科
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ピ
ラ
、
ス
ズ
メ
ノ
テ
ッ
ポ
ウ
、
メ
ヒ
ジ

バ
、
コ
メ
ヒ
シ
パ
、
ア
キ
メ
ヒ
シ
バ
、
オ
ヒ
シ
パ
、
イ
ヌ
ピ
エ
、
ケ

イ
ヌ
ピ
ェ
、
ス
ズ
メ
ノ
ヒ
ェ
、
エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
、
ア
キ
ノ
エ
ノ
コ
ロ

グ
サ
、
キ
ン
エ
ノ
コ
ロ
、
コ
プ
ナ
グ
サ
、
チ
ヂ
ミ
ザ
サ
、
ヶ
ナ
シ
チ

ガ
ヤ
、
ニ
ワ
ホ
コ
リ

O
カ
ヤ
ツ
り
グ
サ
科
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
、
チ
ャ
ガ
ヤ
ツ
り
、
ャ
マ
イ
、

イ
ト
ハ
ナ
ビ
テ

γ
ツ
キ

O
サ
ト
イ
モ
科
カ
ラ
ス
ピ
シ
ャ
タ

O
ツ
ユ
ク
サ
科
ツ
ユ
ク
サ
、
ウ
ス
イ
ロ
ツ
ユ
ク
サ

O
ユ
リ
科
ノ
ビ
ル
ハ
ノ
ノ
シ
ロ
)

O
ド
ク
ダ
ミ
科
ド
ク
ダ
ミ

O
ク
ワ
科
グ
ワ
タ
サ
、
ヵ
ナ
ム
グ
ラ

植第六章

O
タ
デ
科
タ
ニ
ソ
パ
、
ハ
ル
タ
デ
、
イ
ヌ
タ
デ
、
ォ
オ
イ
ヌ
タ
デ
、

サ
ナ
エ
タ
デ
、
ヤ
ナ
ギ
タ
デ
、
ミ
チ
ヤ
ナ
ギ
、
ギ
シ
ギ
シ

O
ア
カ
ザ
科
ア
カ
ザ
、
シ
ロ
ザ
、
コ
ア
カ
ザ

O
イ
ラ
ク
サ
科
ア
オ
ミ
ズ

O
ヒ
ユ
一
科
イ
ヌ
ピ
ュ
、
ホ
ナ
ガ
イ
ヌ
ピ
ュ
、
ハ
イ
ピ
ュ
、
ホ
ソ
ア
オ

ゲ
イ
ト
ゥ
、
ヒ
ナ
タ
イ
ノ
コ
ズ
チ

O
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
科
ス
ベ
リ
ヒ
ユ

O
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
科
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
、
ョ
ウ
シ
ュ
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ

O
ナ
デ
シ
コ
科
ハ
コ
ベ
、
ゥ
シ
ハ
コ
ベ
、
ノ
ミ
ノ
フ
ス
マ
、
ッ
メ
ク

ザ
、
ミ
ド
リ
ハ
コ
ベ
、
ミ
ミ
ナ
グ
サ
、
ォ
ラ

γ
ダ
ミ
ミ
ナ
グ
サ
、
ノ

ミ
ノ
ツ
ヅ
リ
、
エ
ゾ
ハ
コ
ベ
、
コ
シ
グ
ロ

O
ザ
ク
ロ
ソ
ウ
科
ザ
ク
ロ
ソ
ウ
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総

O
キ
γ
ポ
ウ
ゲ
科
コ
ボ
タ

γ
ヅ
ル
、
ク
サ
ノ
オ
ゥ
、
ミ
ヤ
マ
キ
ケ
マ

γ
、
ム
サ
サ
キ
キ
ケ
マ

γ

O
ア
ブ
ラ
ナ
科
ナ
ズ
ナ
、
グ

γ
パ
イ
ナ
ズ
ナ
、
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ
、
ャ
マ

ハ
タ
ザ
ォ
、
ス
カ
シ
タ
ゴ
ボ
ウ
、
イ
ヌ
ガ
ヲ
シ
、
コ
タ
ネ
ツ
ケ
パ
ナ

O
ベ
γ
ケ
イ
ソ
ウ
科
マ
ル
パ
マ

γ
ネ
ン
グ
サ

O
パ
ラ
科
ミ
ツ
バ
ッ
チ
グ
リ
、
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ

O
マ
メ
科
ヤ
プ
マ
メ
、
ク
サ
ネ
ム
、
タ
サ
フ
ジ
、
ヤ
ハ
ズ
ソ
ウ
、
ミ

ヤ
コ
グ
サ
、
ヵ
ス
マ
グ
サ
、
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
、
ス
ズ
メ
ノ
エ
ン

ド
ウ
、
シ
ロ
ツ
メ
タ
サ
、
ッ
ル
マ
メ

O
フ
ウ
ロ
ウ
ソ
ウ
科
ゲ

γ
ノ
γ
ョ
ウ
コ

O
カ
タ
バ
ミ
科
カ
タ
バ
ミ
、
ウ
ス
ア
カ
カ
タ
バ
ミ

O
ト
ウ
グ
イ
グ
サ
科
ヒ
メ
ミ
カ

γ
ソ
ゥ
、
オ
オ
ニ
ジ
キ
ソ
ウ
、
ェ
ノ

キ
グ
サ

O
プ
ド
ウ
科
ヤ
ブ
ガ
ラ
シ
ハ
ピ

γ
ボ
ウ
カ
ズ
ラ
)

O
ス
ミ
レ
科
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
、
ツ
ボ
ス
ミ
レ
、
ス
ミ
レ
、
ア
カ
ネ

ス
ミ
レ

O
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
科
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ

O
ア
ワ
ゴ
ケ
科
ア
ヲ
ゴ
ケ

O
ア
カ
バ
ナ
科
オ
オ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
、
ア
レ
チ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ

O
セ
リ
科
チ
ド
メ
グ
サ
、
ャ
プ
ニ

γ
ジ
ン

O
ヒ
ル
ガ
オ
科
ヒ
ル
ガ
オ
、
コ
ヒ
ル
ガ
オ

O
シ
ソ
科
カ
キ
ド
オ
シ
、
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
、
キ
ラ

γ
ソ
ゥ
、
ヒ
メ
オ
ド

リ
コ
ソ
ウ
、
ナ
ギ
ナ
タ
コ
ウ
ジ
ュ

然自
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ヒメジヨオン

O
ム
ラ
サ
キ
科
キ
ウ
リ
グ
サ
、
ハ
ナ
イ
パ
ナ

O
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
ウ
リ

F
サ
、
ト
キ
ワ
ハ
ゼ
、
ォ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ

り
、
タ
チ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
、
イ
ヌ
ノ
ア
グ
リ
、
ム
ラ
サ
キ
サ
ギ
ゴ
ケ

O
オ
オ
バ
コ
科
オ
オ
バ
コ

O
ア
カ
ネ
科
ヘ
ク
ソ
カ
ズ
ラ
、
ヤ
エ
ム
グ
ラ
、
ョ
ツ
パ
ム
グ
ラ
、
ァ

カ
ネ

O
ウ
り
科
キ
カ
ラ
ス
ウ
リ

O
キ
ク
科
ヒ
メ
ジ
ョ
オ

γ
、
ハ
ル
ジ
ョ
オ

γ
、
ヤ
ナ
ギ
バ
ヒ
メ
ジ
ョ

オ
γ
、
ア
レ
チ
ノ
ギ
夕
、
オ
オ
ア
レ
チ
ノ
ギ
夕
、
ヒ
メ
ム
カ

γ
ヨ
モ

ギ
、
ハ
ハ
コ
グ
サ
、
オ
グ
ル
マ
、
メ
ナ
モ
ミ
、
ヨ
メ
ナ
モ
ミ
、
ォ
ナ

モ
ミ
、
ハ
キ
ダ
メ
ギ
夕
、
ト
キ

γ
ソ
ゥ
、
ノ
ボ
ロ
ギ
夕
、
ヨ
モ
ギ
、

ダ
ン
ド
ボ
ロ
ギ
夕
、
ノ
ゲ
シ
、
ア
キ
ノ
ノ
ゲ
シ
、
ホ
ソ
バ
ニ
ガ
ナ
、



イ
ワ
エ
ガ
ナ
ハ
ヂ
シ
パ
リ
)
、
オ
オ
ヂ
シ
パ
リ
、
オ
ニ
ノ
ゲ
ジ
、
キ
ツ

ネ
ア
ザ
ミ
、
コ
ウ
ゾ
リ
ナ
、
ヤ
ク
シ
ソ
ゥ
、
ユ
ウ
ガ
ギ
夕
、
ォ
ュ
タ

ビ
ラ
コ
、
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
、
ア
カ
ミ
タ
γ
ポ
ポ
、
ア
メ
リ
カ
セ

γ
ダ
ン
グ
サ

O
シ
ダ
植
物
ス
ギ
ナ
、
イ
ヌ
ワ
ラ
ピ

温
泉
の
水
生
植
物

四
万
温
泉
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
温
泉
が
湧
出
し
た
り
、
流
し
出
さ
れ
て
い
る
の
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
水
温
の
範
囲
は
二

O
度
か
ら
八
五

度
ぐ
ら
い
で
あ
る
が
、
人
が
手
を
入
れ
る
と
や
け
ど
を
し
そ
う
な
温
度
の
温
泉
の
中
に
も
生
物
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
ま
だ
核
の

分
化
が
不
充
分
で
核
膜
に
包
ま
れ
た
核
を
持
た
な
い
で
中
心
体
と
よ
ば
れ
る
も
の
だ
け
の
原
始
的
な
植
物
の
ラ

γ
ソ
ウ
類
と
、
単
細
胞
で

砂
い

細
胞
膜
が
ベ
ク
チ

γ
質
を
基
本
と
し
た
珪
酸
化
合
物
を
含
ん
だ
被
殻
か
ら
で
き
て
い
る
ケ
イ
ソ
ウ
類
で
あ
る
。

温
泉
が
川
に
流
れ
出
て
い
る
所
が
濃
い
緑
色
(
藍
青
色
〉
に
な
っ
て
見
え
る
の
は
ほ
と
ん
ど
ラ

γ
ソ
ウ
類
(
藍
藻
類
)
の
ユ
レ
モ
の
な

か
ま
の
集
ま
り
で
あ
る
、
ケ
イ
ソ
ウ
類
は
顕
徴
鏡
で
な
い
と
見
ら
れ
な
い
が
可
成
り
高
温
の
水
中
で
も
観
察
で
き
る
。
そ
れ
か
ら
や
や
水

温
の
下
が
っ
た
二
二
度
前
後
の
水
域
に
は
四
万
特
産
の
シ
マ
カ
ワ
ユ
ナ
が
棲
息
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
ラ

γ
ソ
ウ
類
、
ケ
イ
ソ
ウ
類
を
捕

食
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
あ
た
り
か
ら
緑
濠
類
の
ア
オ
ミ
ド
ロ
の
な
か
ま
ゴ
レ

γ
キ
エ
ア
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

物

四
万
温
泉
特
有
の
水
生
植
物
は
特
別
に
な
い
が
、
ラ
シ
ソ
ウ
類
に
は
つ
ぎ
の
図
の
よ
う
な
も
の
が
見
ら
れ
る
。

植第六章
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誌俗民

民

俗

-
J
/
¥
J
/
¥
J
J
t

、Jf
k
l
/
t
t
¥

、
/
¥
/
¥
/
¥
/

凡

例

一
、
本
稿
は
地
区
ご
と
の
現
地
調
査
に
も
と
づ
い
て
得
ら
れ
た
資
料
を
、
項
目
別
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
大
字
別
に
ま
と
め
て

は
い
な
い
。

一
、
調
査
内
容
は
民
俗
全
般
に
わ
た
っ
て
い
る
も
の
の
、
項
目
に
よ
る
精
組
も
調
査
員
の
側
の
原
因
か
ら
で
あ
る
。

一
、
調
査
地
域
は
文
尾
に
示
し
た
が
、
老
人
会
等
の
聞
き
と
り
で
地
域
を
確
認
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
旧
町
村
名
に
よ
り
地
区
を
一
部
し

た。
一
、
地
域
を
示
し
で
あ
っ
て
も
必
ら
ず
し
も
そ
の
内
容
が
そ
の
地
域
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

一
、
本
稿
に
収
録
し
た
内
容
は
昭
和
三
十
八
、
一
一
一
十
九
年
と
、
同
四
十
九
l
五
十
二
年
の
聞
に
調
査
し
て
得
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
調
査
に
あ
た
っ
て
は
大
ぜ
い
の
方
々
の
絶
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
県
史
編
さ
ん
室
調
査
員
井
田
安
雄
氏
、
県
立
吾
妻
高
校

郷
土
部
に
は
多
大
な
ど
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

一
、
話
者
に
つ
い
て
は
注
記
す
る
こ
と
を
省
略
し
た
。

¥
J
'
F
¥

，，，
E
¥
J
'
'
t
、i
f
、

/
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¥
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¥
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着
物
の
種
類

第一章衣・食・住

晴
れ
着
男
、
通
常
の
交
際
着
は
縞
の
着
物
が
標
準
で
あ
る
。
礼
装
は
、

紋
付
き
に
袴
を
着
用
し
た
。
紋
付
き
に
も
一
一
一
ツ
紋
と
五
ツ
紋
と
が
あ
り
、

三
ツ
紋
は
略
礼
、
五
ツ
紋
が
本
式
で
あ
る
。
足
袋
は
礼
装
の
場
合
白
を
用

い
た
が
、
ふ
つ
う
の
場
合
は
礼
装
で
も
黒
ま
た
は
紺
色
で
あ
っ
た
。
下
駄

は
表
付
き
(
ゴ
ザ
付
き
〉
が
本
式
で
、
草
履
は
あ
ま
り
用
い
な
か
っ
た
。

祝
儀
不
祝
儀
に
は
特
に
差
は
な
か
っ
た
。

女
、
通
常
の
交
際
、
訪
問
の
場
合
は
縞
系
統
の
も
の
が
標
準
で
あ
っ

た
。
礼
装
の
場
合
、
い
わ
ゆ
る
江
戸
楼
の
紋
付
き
を
用
い
た
。
こ
れ
は
現

在
で
も
余
り
差
は
な
い
が
、
昔
は
振
袖
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
葬
式
に

は
近
年
は
黒
の
喪
服
を
用
い
る
が
昔
は
余
り
着
る
も
の
は
な
く
、
近
親
者

は
白
無
垢
を
着
た
。

は
き
も
の
は
下
駄
で
男
子
と
同
様
表
付
き
の
も
の
が
本
式
で
ハ
ふ
だ
ん

は
表
な
し
)
、
足
袋
は
白
、
ふ
だ
ん
は
色
物
を
は
い
た
。
(
伊
勢
町
)

ハ
レ
ギ
ハ
晴
れ
着
〉
は
、
ご
祝
儀
、
祭
り
な
ど
の
祝
い
ご
と
や
、
お
客

に
行
く
と
き
な
ど
に
着
る
も
の
で
、
多
く
は
嫁
入
り
の
と
き
な
ど
に
家
で

織
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
自
分
で
織
っ
た
も
の
を
コ
ウ
ヤ
(
染
物
屋
〉
に
染

め
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
不
祝
儀
の
と
き
の
キ
モ
ン
(
着
物
〉
は
、
シ
ロ

モ
タ
(
白
無
垢
)
ク
ロ
モ
タ
(
黒
無
垢
〉
の
着
物
が
あ
り
、
モ
ン
ツ
キ
も

あ
る
。
結
婚
式
の
こ
ろ
つ
く
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

男
は
、
昔
は
兵
隊
検
査
の
こ
ろ
着
物
を
つ
く
っ
て
も
ら
い
、
結
婚
式
に

は
、
紋
っ
き
羽
織
り
、
袴
で
や
っ
た
も
の
で
あ
る
。
(
伊
参
〉

結
婚
式
婿
紋
付
き
、
袴
で
扇
子
を
持
つ

嫁
よ
も
ぎ
(
嫁
入
着
物
〉

も
ら
い
方
が
用
意

葬
式
黒
の
羽
織
り
を
着
る
。
(
栃
窪
〉

た
ん
す
の
こ
や
し
嫁
に
来
る
と
き
に
は
、
一
生
着
ら
れ
る
分
の
着
物
を

も
っ
て
き
た
と
い
う
。
た
ん
す
に
い
っ
ぱ
い
あ
れ
ば
よ
か
っ
た
。
農
家
に

嫁
に
来
た
人
は
、
ゴ
ム
ソ
コ
(
地
下
足
袋
〉
ま
で
も
っ
て
き
た
と
い
う
。

嫁
ぎ
先
の
世
話
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
心
づ
か
い
で
あ
っ
た
。
嫁
に

行
く
と
、
た
ん
す
を
あ
け
て
、
も
っ
て
来
た
も
の
を
近
所
の
人
に
見
せ
た
。

た
く
さ
ん
着
物
を
も
っ
て
き
た
人
は
、
一
生
の
聞
に
着
き
れ
な
く
て
、
た

1055 



誌

ん
す
の
こ
や
し
に
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
嫁
い
ぎ
き
も
ん
は
、
も
ら
い

方
で
つ
く
っ
て
く
れ
方
に
納
め
た
。
下
駄
か
ら
何
か
ら
み
ん
な
用
意
し
て

や
っ
た
。
喪
服
は
嫁
の
方
で
つ
く
っ
た
。
う
ち
で
機
を
織
っ
て
つ
く
っ
て

く
れ
た
も
の
で
あ
る
。
(
下
反
下
〉

俗民

し

ご

と

着

頭
ふ
つ
う
は
手
ぬ
ぐ
い
を
か
ぶ
る
。
女
性
は
、
フ
ラ
ン
の
布
な
ど
を
え

り
ま
き
の
よ
う
に
し
た
り
、
オ
コ
ソ
ハ
お
高
祖
)
に
し
て
か
ぶ
っ
た
。

男
性
は
、
手
ぬ
ぐ
い
を
か
ぶ
っ
て
し
ば
る
。
ふ
つ
う
に
は
フ
ウ
コ
カ
プ

リ
(
ふ
う
こ
う
か
ぶ
り
・
ほ
ほ
か
ぶ
り
〉
と
い
っ
た
ふ
う
に
し
た
り
、
ね
じ

り
鉢
巻
き
に
し
た
り
し
た
。
フ
ル
シ
キ
(
ふ
ろ
し
き
)
を
使
う
こ
と
も
多

い
が
、
粉
袋
な
ど
を
ぬ
っ
て
つ
く
っ
た
り
し
た
。
耳
か
け
の
つ
い
た
帽
子

な
ど
を
か
ぶ
る
の
は
近
年
に
な
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
ハ
伊
参
〉

手
ぬ
ぐ
い
の
か
ぶ
り
方
姉
さ
ん
か
ぶ
り
が
女
性
の
か
ぶ
り
方
で
、
男
性

は
ほ
お
か
ぶ
り
、
子
ど
も
の
子
ど
も
か
ぶ
り
な
ど
が
あ
っ
た
。
ハ
栃
窪
〉

手
男
女
と
も
テ
ッ
コ
ウ
ハ
手
甲
)
を
使
っ
た
。
む
か
し
は
ゴ
ム
な
ど
が

な
い
の
で
テ
ッ
コ
ウ
の
は
し
に
ひ
も
を
つ
け
、
ワ
ン
ガ
(
輸
〉
に
し
て
首

に
か
け
た
。
両
手
だ
か
ら
両
方
か
ら
ひ
も
が
か
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
あ

る。上
着
夏
は
ジ
で
ハ
ン
、
冬
は
ス
ッ
ポ
ウ
ハ
素
飽
)
を
着
た
。
特
に
女
性

は
タ
ン
ポ
ハ
た
も
と
〉
の
あ
る
着
物
を
着
た
り
し
た
の
で
、
赤
や
青
の
た

す
き
を
か
け
た
。

女
性
は
マ
イ
カ
ケ
ハ
前
掛
け
〉
を
し
た
が
、
幅
一
尺
、
丈
は
二
尺
の
も

1056 

着事仕

の
を
か
け
た
が
、
冬
は
厚
地
の
も
の
や
、
布
を
重
ね
て
ぬ
っ
て
厚
く
し
た

も
の
を
使
っ
た
。

男
の
服
装
夏
は
フ
ン
ド
シ
一
つ
で
や
っ
て
い
た
人
も
い
て
、
プ
ヨ
の
く

っ
た
あ
と
だ
ら
け
で
仕
事
を
し
て
い
た
。

シ
ャ
ツ
も
家
で
こ
し
ら
え
て
着
た
。
ミ
シ
ン
は
な
く
、
手
で
縫
っ
た
も

の
で
、
エ
リ
な
し
、
ボ
タ
γ
な
し
、
こ
の
上
に
粋
天
を
着
た
り
し
た
も

の
。
ヤ
マ
着
は
、
モ
モ
ヒ
キ
も
シ
ャ
ツ
も
み
ん
な
手
製
で
、
上
は
胴
着
を

着
た
。
(
冬
〉
(
伊
参
〉

も
も
ひ
き
女
衆
も
も
も
ひ
き
を
は
い
て
や
っ
た
。
カ
タ
ハ
型
紙
)
が
あ

っ
て
、
こ
れ
で
つ
く
っ
た
。
紺
の
反
物
を
買
っ
て
来
て
自
分
で
つ
く
っ

た
。
峠
向
う
ハ
利
根
)
で
は
い
ま
で
も
股
引
き
を
は
い
て
い
る
。

地
縞
の
ド
ウ
ギ
仕
事
着
と
い
う
縞
幹
を
つ
く
っ
た
。
着
物
の
タ
チ
の
も

の
で
、
一
二
尺
を
し
め
た
。
下
に
は
シ
ャ
ツ
を
着
た
が
、
こ
れ
は
買
っ
た
も



第一章衣・食・住

の
だ
っ
た
。
ハ
岩
本
〉

男
は
、
も
も
ひ
き
に
し
り
き
り
ぎ
も
ん
や
し
り
き
り
は
ん
て
ん
、
き
や

は
ん
、
て
つ
こ
う
で
、
わ
ら
じ
と
か
わ
ら
じ
か
け
、
は
な
む
す
び
ぞ
う
り

を
は
い
た
。
ふ
つ
う
に
は
し
た
の
び
〈
下
帯
)
の
六
尺
ふ
ん
ど
し
を
つ
け

た
り
、
さ
る
ま
た
と
よ
ぷ
も
も
ひ
き
の
短
い
も
の
を
つ
け
て
仕
事
を
し

た。
女
に
は
特
別
の
仕
事
着
と
い
う
も
の
は
な
く
、
も
ん
ペ
の
よ
う
な
も
の

も
な
し
、
も
も
ひ
き
も
は
か
な
か
っ
た
。
筒
袖
き
も
ん
に
た
す
き
を
か

け
、
ぞ
う
り
を
は
い
た
。

考
え
る
に
、
余
り
は
げ
し
い
作
業
が
な
か
っ
た
こ
と
、
女
は
蚕
を
飼
う

こ
と
が
第
一
で
、
畑
作
業
も
麦
粟
、
大
豆
等
の
耕
作
で
、
水
田
は
一
毛
作

田
が
主
で
あ
り
、
二
毛
作
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
大
正
期
で
あ
っ

た
こ
と
が
、
こ
れ
と
い
う
佐
事
着
の
な
か
っ
た
理
由
で
あ
ろ
う
。
〈
伊
勢

町
)

女
の
仕
事
着
菅
は
着
物
で
畑
へ
行
く
と
き
も
下
の
方
を
ひ
ん
ま
く
っ
て

腰
巻
を
下
げ
て
仕
事
を
し
た
。
た
す
き
を
か
け
た
が
、
手
甲
な
ど
を
は
め

れ
ば
「
お
ら
が
家
の
女
は
ぜ
い
た
く
だ
」
と
い
わ
れ
た
く
ら
い
だ
っ
た
。

夏
の
回
の
草
と
り
は
入
れ
な
い
く
ら
い
で
、
草
な
ど
は
み
な
い
で
後
を
つ

い
て
い
っ
た
男
が
い
る
と
い
う
。
仕
事
着
は
、
木
綿
糸
(
唐
糸
)
を
買
っ

て
、
イ
ザ
リ
機
で
織
っ
た
も
の
で
地
縞
な
ど
で
あ
っ
た
。

女
の
モ
モ
ヒ
キ
も
つ
く
っ
て
は
い
た
。
モ
ン
ベ
が
入
る
よ
り
前
で
、
こ

れ
を
は
け
ば
田
の
草
と
り
な
ど
に
本
当
に
よ
か
っ
た
。
カ
タ
が
あ
っ
て
カ

タ
を
と
っ
て
ぬ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

モ
ン
ベ
は
支
那
事
変
の
こ
ろ
女
子
青
年
団
が
つ
く
っ
て
は
い
た
の
が
最

初
で
、
は
い
て
み
た
が
む
し
ろ
を
巻
い
て
畑
へ
仕
事
に
行
っ
た
く
ら
い
だ

っ
た
。
ま
た
戦
争
末
ご
ろ
か
ら
普
及
し
た
が
、
新
潟
の
方
か
ら
来
た
人
が

は
い
て
来
た
と
き
は
、
ず
い
ぶ
ん
変
な
も
の
を
は
い
て
い
る
と
い
わ
れ
た

り
し
た
。
〈
伊
参
〉

手
甲
・
き
や
は
ん
手
甲
は
女
子
も
使
っ
た
が
ヒ
ボ
ハ
紐
)
つ
き
の
も
の

で
、
後
に
コ
ハ
ゼ
を
つ
け
た
も
の
も
使
っ
た
。

き
や
は
ん
ハ
脚
紳
〉
は
、
ず
っ
と
昔
は
女
衆
も
つ
け
た
。
も
も
ひ
き
な

し
に
つ
け
た
も
の
で
、
も
も
ひ
き
を
は
く
よ
う
に
な
っ
て
は
使
わ
な
く
な

った。ゲ
ー
ト
ル
は
脚
紳
の
あ
と
で
普
及
し
た
。
う
っ
か
り
す
る
と
外
れ
て
し

ま
う
。
片
品
の
方
へ
桑
こ
き
に
行
く
と
、
ゲ
ー
ト
ル
を
巻
い
た
者
は
高
木

に
登
り
ず
ら
い
の
で
給
金
が
一
割
安
だ
っ
た
。
ハ
岩
本
)

は
き
も
の
畑
仕
事
は
ハ
ナ
ム
ス
ピ
ハ
ぞ
う
り
〉
や
ア
シ
ナ
カ
で
、
そ
の

他
の
仕
事
は
ワ
ラ
ジ
が
主
だ
っ
た
。
雪
の
と
き
は
ワ
ラ
グ
ツ
を
つ
く
っ
て

は
い
た
。
布
地
の
厚
い
の
を
買
っ
て
手
製
の
足
袋
を
つ
く
っ
て
は
い
た
。

地
下
足
袋
は
な
い
の
で
、
足
袋
を
は
い
て
ワ
ラ
ジ
を
つ
け
て
出
た
。
消
防

の
時
も
そ
う
し
た
も
の
で
ワ
ラ
ジ
カ
ケ
と
い
っ
た
。
石
裏
と
い
う
の
が
出

た
が
ウ
ラ
を
つ
け
な
い
の
が
あ
っ
た
が
こ
れ
は
短
か
っ
た
。
地
下
足
袋

は
、
大
正
か
ら
昭
和
の
初
に
か
け
て
の
こ
ろ
か
ら
出
は
じ
め
た
が
、
早
く

と
り
入
れ
た
人
と
お
そ
か
っ
た
人
で
は
十
年
の
ひ
ら
き
が
あ
る
。
こ
れ
は

ゴ
ム
ソ
ク
ハ
ゴ
ム
底
)
と
い
っ
た
。
ハ
伊
参
)

ア
シ
ナ
カ
ジ
ョ
ウ
り
(
足
半
ぞ
う
り
〉
は
鼻
緒
の
と
こ
ろ
に
結
び
目
が
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俗誌

ぴ
ん
と
は
っ
て
い
る
の
で
マ
ム
シ
除
け
に
な
る
と
い
っ
た
。
ヤ
マ
ハ
畑
〉

へ
は
い
て
行
っ
て
も
畑
の
入
口
に
ぬ
い
で
お
い
て
、
裸
足
で
仕
事
を
し

た
。
ハ
蟻
川
〉

か
ぶ
り
も
の
桧
笠
を
か
ぶ
り
、
女
は
ひ
も
を
つ
け
て
か
ぶ
っ
た
。
菅
笠

も
よ
く
か
ぶ
っ
た
が
、
菅
笠
の
わ
ら
を
つ
け
た
の
が
夏
涼
し
く
て
よ
か
っ

た
。
明
治
の
末
に
は
ア
γ
ベ
ラ
笠
が
あ
っ
た
。
麦
わ
ら
帽
子
は
新
し
い
も

の
で
、
大
正
こ
ろ
か
ら
出
ま
わ
っ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
(
伊
参
〉

雨
具
ケ
デ
エ
は
家
で
つ
く
る
も
の
と
、
つ
く
っ
た
も
の
を
分
け
て
も
ら

っ
て
着
た
。
オ
ア
キ
さ
ん
と
い
う
女
の
人
は
、
農
閑
期
に
み
ん
な
の
家
を

ま
わ
り
歩
い
て
注
文
を
と
り
な
が
ら
つ
く
っ
た
。
一
日
に
三
つ
く
ら
い
つ

く
っ
た
と
い
う
。
男
衆
の
手
の
あ
る
家
で
は
、
わ
ら
を
は
た
い
て
も
ら
っ

て
つ
く
っ
た
と
い
う
が
、
そ
う
す
る
と
早
く
つ
く
れ
た
。
ゴ
ザ
は
、
田
植

え
の
と
き
に
着
る
く
ら
い
で
、
背
中
に
着
て
田
の
草
と
り
を
す
る
と
ア
プ

が
食
わ
な
い
と
い
っ
て
よ
く
着
た
も
の
だ
っ
た
。
雪
の
時
は
背
中
当
て

や
、
ミ
ノ
ハ
ケ
デ
エ
〉
を
着
て
行
っ
た
。
合
羽
は
マ
ン
ト
の
よ
う
な
厚
い

も
の
、
油
紙
で
で
き
て
い
て
、
よ
く
蚕
の
種
屋
が
タ
ネ
箱
の
上
に
の
せ
て

運
ん
で
来
た
も
の
を
着
た
。
ハ
岩
本
〉

雪
の
日
に
は
庖
で
売
っ
て
い
た
ゴ
ザ
を
着
て
学
校
へ
通
っ
た
も
の
で
あ

る
。
三
角
に
と
が
っ
て
い
て
か
ぶ
る
よ
う
に
着
る
も
の
で
あ
っ
た
。
(
寺

社
原
〉

座
ぶ
と
ん
寺
社
原
の
神
明
さ
ん
の
神
主
さ
ん
は
、
中
之
条
の
高
山
さ
ん

で
、
来
て
も
ら
う
の
に
座
ぶ
と
ん
が
な
く
て
、
村
中
で
共
同
で
二
枚
の
座

ぶ
と
ん
を
つ
く
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
明
治
の
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。
ハ
寺

民

社
原
〉

布
の
裁
ち
方
本
裁
も
大
人
、
十
五
歳
く
ら
い
以
上
。

六
ツ
身
学
校
に
出
る
く
ら
い
の
子
。

ょ
っ
身
十
歳
く
ら
い
、
揚
げ
を
す
る
。

ひ
と
つ
身
よ
ち
よ
ち
歩
き
の
子
。
(
栃
窪
)

糸
と
り
、
染
色
な
ど

テ
ノ
シ
(
糸
と
り
)
座
繰
り
で
な
い
糸
と
り
で
古
い
方
法
で
あ
る
。

ィ
、
マ
ユ
を
煮
る
。
ロ
、
煮
た
マ
ユ
を
鍋
の
中
で
、
モ
ロ
コ
シ
の
穂
を

か
き
ま
わ
し
て
糸
口
を
み
つ
け
る
。
ぺ
糸
口
を
み
つ
け
た
糸
を
五
本
く

ら
い
ま
と
め
て
糸
を
ひ
き
上
げ
、
ひ
き
出
す
。
回
一
、
て
の
ひ
ら
や
、
腕
の

部
分
で
よ
り
合
わ
せ
、
テ
ノ
シ
を
す
る
。
ホ
、
糸
わ
く
に
巻
き
つ
け
る
。

こ
の
方
法
は
非
常
に
古
い
方
法
で
、
座
繰
り
の
器
械
が
な
い
時
に
も
や

っ
て
い
た
も
の
で
、
戦
争
中
ハ
太
平
洋
戦
争
中
の
こ
と
)
の
物
資
不
足
の

と
き
に
も
復
活
し
て
、
糸
と
り
を
し
た
と
い
う
。
貨
か
せ
ぎ
に
糸
と
り
を

し
た
話
は
聞
か
な
い
。
ハ
伊
参
〉

機
織
り
ど
こ
で
も
自
家
用
に
機
織
り
を
し
た
。
明
治
の
こ
ろ
は
イ
ジ
ャ

リ
ッ
バ
タ
(
座
機
〉
で
、
大
正
時
代
に
な
っ
て
か
ら
つ
タ
γ

ハ
高
警

が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
嫁
入
り
ギ
モ

γ
の
よ
う
な
い
い
も
の
も
自

分
の
家
で
織
っ
た
が
、
多
く
は
自
家
用
の
も
の
だ
っ
た
。
綿
布
も
織
っ
た

が
、
糸
は
町
か
ら
買
っ
て
来
た
。
昭
和
三
十
年
代
ま
で
大
塚
で
イ
ジ
キ

ロ
バ
タ
で
ボ
ロ
織
り
を
し
て
い
た
年
よ
り
が
い
た
。
コ
タ
ツ
ガ
ケ
な
ど
に

使
わ
れ
た
。
自
家
用
の
も
の
で
、
絹
、
木
綿
、
絹
と
ガ
ス
を
合
わ
せ
て
織

っ
た
。
オ
オ
メ
の
も
の
も
や
っ
た
。
イ
ザ
ロ
か
ら
タ
カ
ハ
タ
で
や
る
こ
と

1058 



に
な
っ
た
が
、
男
も
モ
モ
ヒ
キ
な
ど
を
ぬ
う
布
を
織
っ
た
人
も
一
部
に
い

た
。
ハ
岩
本
)

昭
和
三
十
年
代
ま
で
イ
ザ
リ
機
で
ボ
ロ
織
り
を
し
て
い
た
の
は
、
床
屋

の
お
ば
あ
さ
ん
で
、
設
後
の
人
だ
っ
た
。
ハ
大
塚
)

染
色
ふ
だ
ん
着
や
仕
事
着
は
、
普
は
家
庭
で
染
め
る
の
が
ふ
つ
う
で
、

染
料
も
な
い
こ
ろ
だ
か
ら
草
、
木
の
葉
、
木
の
皮
を
利
用
し
た
。
主
な
も

の
は
次
の
通
り
。

ク
ル
ミ

B
F
H
Y
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茶
色
}

茶
色
一

?
仕
上
り
が
ち
が
う
。

ズ

ミ

茶

色

一

ハ
γ
ノ

木

茶

色

」

モ

チ

グ

サ

緑

色

(

絹

〉

キ

ワ

ダ

黄

色

ハ

木

綿

〉

鍋

ズ

ミ

黒

色

、

薄

黒

く

す

る

。

染
色
の
方
法
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

ィ
、
草
や
木
の
皮
を
と
る
。
ロ
、
草
や
木
の
皮
を
鍋
や
釜
の
中
で
煮
出

す
。
ハ
、
煮
出
し
た
汁
を
こ
し
て
ゴ
ミ
を
と
り
、
し
ば
ら
く
し
て
ウ
ワ
ズ

ミ
を
と
る
。
-
一
、
汁
の
ウ
ワ
ズ
ミ
の
中
に
染
め
よ
う
と
す
る
糸
や
皮
を
入

れ
て
煮
る
。
ム
ラ
が
な
い
よ
う
に
よ
く
か
き
ま
わ
し
て
染
め
が
深
く
な
る

よ
う
に
す
る
。
ホ
、
し
ぼ
っ
て
乾
燥
す
る
。

こ
う
し
た
あ
と
で
ノ

p
を
し
て
、
整
理
を
し
た
上
で
織
り
上
げ
る
。
織

り
上
げ
て
か
ら
染
め
る
の
も
同
様
な
方
法
で
染
め
て
、
染
め
上
げ
た
布
を

ヒ
ド
ロ
ッ
タ
ハ
湿
田
〉
の
中
へ
ふ
み
こ
ん
で
や
っ
た
り
、
そ
れ
だ
け
で
染

木木木
皮皮皮

全
草

め
る
こ
と
も
よ
く
や
っ
た
。
大
正
こ
ろ
か
ら
は
こ
れ
以
外
の
色
は
化
学
染

料
を
買
っ
て
染
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
(
伊
参
〉

洗
た
く
洗
た
く
に
は
、
草
木
灰
や
い
ろ
い
ろ
の
灰
を
お
湯
の
中
に
入
れ

て
ア
ク
を
出
し
、
こ
れ
を
使
っ
て
洗
っ
た
。
ハ
栃
窪
)

食

事

食

事

食
事
ア
サ
メ
シ
朝
食
。
ヒ
ル
メ
シ
昼
食
。
ユ
ウ
メ
シ
夕
食
。

メ
シ
、
マ
ン
マ
、
主
食
の
飯
の
こ
と
。
オ
シ
ル
、
ォ
ッ
ヶ
、
シ
ル
。
汁
。

オ
サ
ィ
、
オ
セ
エ
副
食
の
お
か
ず
の
こ
と
。
一
般
に
は
食
事
の
こ
と
は

メ
シ
と
よ
ぷ
。
ハ
伊
参
)

朝
食
、
朝
飯
の
前
に
朝
役
と
し
て
草
刈
り
、
草
む
し
り
を
す
る
の
で
朝

飯
は
八
時
ご
ろ
で
、
献
立
は
、
飯
、
み
そ
汁
、
お
か
ず
と
し
て
、
み
そ
漬

け
、
さ
ん
し
ょ
う
の
葉
、
卵
な
ど
自
分
の
家
で
と
れ
る
も
の
を
食
べ
た
。

昼
食
、
十
二
時
こ
ろ
、
お
か
ず
は
四
季
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
。
中
飯
、
三

時
こ
る
、
現
在
の
お
や
つ
の
よ
う
な
も
の
で
、
や
き
も
ち
、
え
り
や
き
な

ど
を
食
べ
た
。
(
栃
窪
〉

間
食
間
食
は
、
春
の
彼
岸
か
ら
秋
の
彼
岸
ま
で
の
問
、
昼
が
長
く
、
農

繁
期
、
労
働
の
は
げ
し
い
時
期
に
と
っ
て
お
り
、
内
容
的
に
は
時
期
的
な

変
化
は
な
か
っ
た
。
ふ
つ
う
に
は
オ
コ
ジ
ョ
ウ
ハ
シ
と
か
、
オ
コ
エ
と
よ
ば

れ
、
材
料
は
粉
も
の
が
中
心
に
な
る
の
で
ヤ
キ
モ
チ
が
多
く
、
い
わ
ゆ
る
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誌

代
用
食
の
形
を
と
っ
て
い
る
。
ハ
伊
参
〉

食
事
の
し
か
た
昔
は
、
各
自
が
き
め
ら
れ
た
箱
膳
を
使
い
、
家
族
の
座
は

一
定
し
て
い
て
変
わ
ら
な
い
。
一
家
の
主
人
は
特
別
の
扱
い
を
う
け
た
。

上
座
に
座
り
、
お
か
ず
な
ど
も
他
の
家
族
と
は
ち
が
っ
た
待
遇
だ
っ
た
。

食
物
の
分
配
は
、
主
婦
ま
た
は
嫁
が
や
る
が
、
シ
ャ
モ
ジ
を
も
つ
も
の
が

カ
マ
ド
に
近
い
と
こ
ろ
に
座
る
。
ハ
伊
参
)

食
事
の
量
管
一
は
、
麦
め
し
ゃ
ひ
え
め
し
を
食
べ
た
り
、
作
業
が
き
っ
か

っ
た
の
で
一
般
に
大
食
の
傾
向
が
あ
っ
た
た
め
、
一
升
め
し
を
食
う
話
も

多
く
、
大
食
に
つ
い
て
特
に
変
わ
っ
た
よ
び
名
も
な
い
が
、
「
お
お
ぐ
い
」

「
パ
カ
の
三
杯
汁
」
な
ど
と
い
わ
れ
た
り
、
「
い
っ
ぽ
う
ぐ
い
」
「
く
い

も
ん
ぎ
ら
い
」
ハ
偏
食
)
の
よ
ぴ
名
が
あ
っ
た
り
す
る
。
酒
の
み
に
は

「
オ
ロ
チ
」
と
い
う
名
も
あ
っ
た
。

主
食
か
な
り
麦
の
量
の
多
い
飯
だ
っ
た
。
こ
の
地
帯
は
お
か
ば
地
帯
で

水
稲
耕
作
が
少
な
か
っ
た
か
ら
か
な
り
組
食
に
甘
ん
じ
て
い
た
。
大
正
の

中
期
か
ら
中
之
条
沢
田
耕
地
整
理
組
合
が
つ
く
ら
れ
、
沢
田
ハ
折
田
)
中

之
条
ハ
西
中
之
条
及
中
之
条
の
一
部
〉
を
水
悶
に
つ
く
っ
て
か
ら
よ
う
や

く
ふ
つ
う
の
農
村
の
食
生
活
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

れ
以
外
の
村
は
概
し
て
米
の
生
産
は
少
な
い
か
ら
米
に
混
合
す
る
麦
そ
の

他
の
量
は
想
像
以
上
だ
っ
た
。
〈
伊
勢
町
)

米
は
と
れ
な
い
の
で
雑
穀
も
多
く
食
べ
た
。
あ
わ
ひ
え
な
ど
は
昭
和
三

十
年
ご
ろ
ま
で
食
べ
た
。
う
ど
ん
、
そ
ば
も
つ
く
っ
た
が
、
そ
ば
は
春
、

秋
に
収
か
く
さ
れ
る
の
で
よ
く
食
べ
た
が
、
う
ど
ん
は
祭
り
と
か
節
供
に

食
べ
る
程
度
だ
っ
た
。
ハ
栃
窪
〉

民俗

ヒ
キ
ワ

H
と
ヒ
エ
と
米
ハ
ほ
ん
の
少
し
〉
で
、
小
学
校
の
子
ど
も
が
学

校
へ
持
っ
て
行
く
弁
当
な
ど
も
米
だ
け
の
も
の
を
持
っ
て
行
く
の
は
、
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
。
昔
の
人
は
大
げ
さ
に
飯
を
食
っ
た
。
一
番
メ
ン
パ
を

ケ
ヌ
キ
ア
ワ
セ
で
両
方
に
つ
め
た
も
の
を
弁
当
と
し
て
一
回
に
食
っ
て
し

ま
う
の
が
ふ
つ
う
だ
つ
た
の
で
、
米
を
つ
く
っ
て
い
た
の
で
は
食
え
ず
、

買
っ
て
食
う
と
し
て
も
買
い
き
れ
な
か
っ
た
。
(
折
田
〉

米
の
味
ふ
だ
ん
麦
め
し
を
食
っ
て
い
る
時
に
、
で
ハ
キ
ヌ
ギ
の
め
し
は

米
の
め
し
な
の
で
、
は
じ
め
の
一
ば
い
目
は
無
中
、
三
ば
い
目
で
よ
う
や

く
味
が
わ
か
っ
て
く
る
く
ら
い
、
四
は
い
目
で
米
の
味
が
味
わ
え
る
と
い

う
は
な
し
が
よ
く
曲
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
当
時
は
、
め
し
は
「
白
け
れ

ば
」
う
ま
か
っ
た
も
の
で
、
お
か
ず
な
ど
は
何
で
も
よ
か
っ
た
。
ハ
折

田
)こ

こ
で
は
水
聞
を
つ
く
っ
て
い
た
家
は
三
軒
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。
昭
和

の
は
じ
め
に
開
国
す
る
ま
で
は
水
田
を
も
っ
て
い
る
か
い
な
い
か
が
、
財

産
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
さ
れ
た
。
そ
の
こ
ろ
で
は
、
ム
ギ
七
に
コ
メ
一
一
一
く

ら
い
の
割
合
の
め
し
を
食
べ
て
い
た
。
ム
ギ
と
コ
メ
が
半
々
ぐ
ら
い
の
家

は
、
む
ら
で
も
何
軒
も
な
か
っ
た
。
ふ
だ
ん
は
三
穀
め
し
と
い
っ
て
、
ヒ

ェ
、
ム
ギ
、
コ
メ
の
三
種
類
を
ま
ぜ
た
の
を
食
べ
て
い
た
。
米
が
あ
ま
り

ま
ざ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
天
の
星
の
よ
う
だ
、
と
い
う
こ
と
で
、
お

ほ
し
し
干
ん
と
い
っ
た
。
ま
た
ど
う
し
ん
め
し
と
い
う
の
も
あ
っ
た
。
こ

れ
は
、
乞
食
が
も
ら
い
歩
い
て
い
ろ
ん
な
種
類
(
ム
ギ
と
か
ヒ
エ
と
か
コ

メ
と
か
〉
の
も
の
が
ま
じ
っ
て
い
る
の
と
同
じ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

コ
メ
は
、
お
ま
つ
り
、
お
正
月
、
お
節
供
の
と
き
ぐ
ら
い
し
か
食
べ
ら
れ
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な
か
っ
た
。
コ
メ
を
食
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
こ
こ
一

O
年
ぐ
ら
い
前
か

ら
で
あ
る
。
(
反
下
〉

干
草
刈
り
の
弁
当
十
月
に
な
っ
て
干
草
刈
り
に
行
く
と
き
は
、
ヒ
エ
め

し
を
、
一
番
メ

γ
パ
に
、
ケ
ヌ
キ
ア
ワ
セ
で
押
し
つ
め
て
持
っ
て
行
き
、

お
昼
に
な
る
と
、
ふ
た
の
方
を
先
に
食
べ
る
。
身
の
方
は
三
時
ご
ろ
食
べ

る
わ
け
だ
が
、
と
き
に
は
昼
め
し
に
身
の
方
も
半
分
く
ら
い
食
べ
て
し
ま

っ
た
。
お
か
ず
は
オ
セ
エ
ミ
ソ
と
漬
物
か
梅
ぽ
し
程
度
だ
っ
た
。
メ
ソ
パ

は
、
冷
え
る
の
も
お
そ
く
、
ほ
ん
が
り
し
て
う
ま
い
。
(
折
田
)

米
買
山
田
の
尋
常
小
学
校
卒
業
後
、
中
之
条
学
校
へ
通
っ
た
。
こ
の

時
、
朝
五

O
銭
銀
貨
を
持
っ
て
行
っ
て
学
校
帰
り
に
カ
ネ
プ
ン
な
ど
で
米

を
四
升
く
ら
い
ず
つ
買
っ
て
風
呂
敷
で
背
負
っ
て
来
た
も
の
だ
っ
た
。

(
折
田
〉

ヒ
エ
メ
シ
大
正
の
こ
ろ
ま
で
ヒ
エ
メ
シ
を
た
い
て
食
べ
た
。
ヒ
エ
は
秋

と
り
入
れ
て
、
一
度
大
釜
で
蒸
し
て
か
ら
庭
に
干
し
て
、
そ
れ
か
ら
水
車

へ
も
っ
て
行
っ
て
つ
い
た
。
ヒ
エ
は
、
に
え
湯
の
中
に
入
れ
る
と
す
ぐ
食

べ
ら
れ
た
。
大
正
の
こ
ろ
に
は
、
さ
く
い
れ
と
い
っ
て
、
は
た
け
の
ム
ギ

の
聞
に
ヒ
エ
を
つ
く
っ
た
(
間
作
の
こ
と
)
。
秋
に
な
る
と
、
ヒ
エ
の
穏
を

と
っ
た
か
ら
は
、
家
畜
の
え
さ
に
し
た
。
押
し
切
り
で
こ
ま
か
く
か
ら
を

き
ざ
ん
で
、
ゾ
ウ
ズ
ハ
米
の
と
ぎ
水
)
を
か
け
て
馬
に
く
れ
た
。
な
お
、

ム
ギ
の
か
ら
は
、
し
き
わ
ら
と
し
て
馬
小
屋
に
入
れ
た
。
(
反
下
)

折
田
の
ヒ
イ
メ
シ
山
田
の
子
ど
も
と
折
田
の
こ
ど
も
は
、
よ
く
け
ん
か

を
し
た
が
、
け
ん
か
に
な
る
と
「
折
田
の
ヒ
イ
メ
シ
」
と
悪
口
を
い
わ
れ

た
。
山
田
は
沢
田
村
全
体
で
の
タ
パ
〈
回
場
〉
で
、
折
田
は
畑
場
で
、
米

の
自
給
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
の
悪
口
で
あ
る
。

(
折
田
)

粉

食

な

ど

や
き
も
ち
一
般
に
は
朝
鮮
び
え
が
使
わ
れ
、
石
田
を
使
っ
て
粉
に
し
て

使
っ
た
。
米
の
粉
は
上
等
の
材
料
で
、
貴
重
な
も
の
だ
っ
た
か
ら
そ
ノ
ピ

(
特
別
の
日
)
な
ど
し
か
つ
く
ら
れ
な
か
っ
た
。

朝
鮮
び
え
、
粉
を
熱
湯
で
こ
ね
て
丸
め
て
、
鍋
の
中
で
ゆ
で
上
げ
、
そ

れ
を
ホ
ド
焼
き
し
て
食
べ
る
。
ホ
ド
で
焼
く
と
や
わ
ら
か
に
な
る
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ひ
え
の
よ
う
に
こ
ね
て
、
う
で
上
げ
て
か
ら
焼
い
て

食
べ
る
。
(
伊
参
)

米
の
粉
を
熱
湯
で
こ
ね
て
う
で
上
げ
、
そ
の
ま
ま
食
べ
た
り
、
ホ
ド
ヤ

キ
し
て
食
べ
る
。
ア
ン
を
入
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
昔
は
甘
く
す
る
こ
と

は
少
な
か
っ
た
。
う
で
上
げ
た
ま
ま
食
べ
る
と
ね
ば
り
気
が
強
く
て
食
べ

ず
ら
い
こ
と
も
あ
る
が
、
ワ
タ
シ
の
上
に
の
せ
て
焼
い
た
り
、
ホ
ド
の
中

に
入
れ
て
焼
く
と
ふ
っ
く
ら
し
て
食
べ
ら
れ
る
。
こ
れ
が
や
き
も
ち
と
い

わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
初
午
の
と
き
に
つ
く
る
家
が
多
か
っ
た
。
(
大

塚
)ジ

リ
ヤ
キ
は
ホ
ウ
ロ
ク
の
上
に
油
を
ひ
き
、
ゆ
る
く
と
い
た
粉
を
た
ら

し
て
オ
コ
ノ
ミ
ヤ
キ
の
よ
う
に
し
て
食
べ
る
。
シ
ョ
ウ
ユ
を
つ
け
た
り
、

サ
ト
ウ
を
つ
け
た
り
し
て
食
べ
る
。
ハ
伊
参
〉

た
く
さ
ん
こ
し
ら
え
る
家
で
は
、
こ
ね
て
つ
く
っ
た
も
の
を
ゆ
で
あ
げ

て
と
っ
て
お
き
、
食
べ
る
時
に
ワ
タ
シ
の
上
で
焼
い
て
食
べ
た
。
ふ
つ
う

の
場
合
に
は
、
こ
ね
た
も
の
を
ホ
ド
で
焼
い
て
食
べ
た
。
思
っ
た
よ
り
も
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誌

う
ま
い
も
の
。

や
き
も
ち
の
中
に
入
れ
る
ア
ン
コ
は
小
豆
の
あ
ん
こ
で
、
こ
し
あ
ん
は

ほ
ん
の
最
近
の
こ
と
。
家
で
や
る
時
で
も
、
あ
ん
こ
を
こ
し
て
つ
く
る
な

ど
と
い
う
の
は
ま
っ
た
く
の
ご
ち
そ
う
だ
っ
た
。
甘
味
料
は
タ
マ
砂
糖
、

よ
く
っ
て
和
白
く
ら
い
を
使
っ
た
。
ハ
山
悶
〉

ソ
バ
の
ヤ
キ
モ
チ
は
、
熱
湯
で
こ
ね
て
す
ぐ
に
ホ
ド
焼
き
し
て
食
べ

る
。
ハ
五
反
回
〉

ご
祝
儀
の
ヤ
キ
モ
チ
ご
祝
儀
の
と
き
に
ソ
パ
粉
で
ヤ
キ
モ
チ
を
つ
く

る
。
卵
三
個
、
こ
れ
と
同
量
く
ら
い
の
山
芋
を
と
い
て
、
こ
れ
で
こ
ね
ら

れ
る
分
の
ソ
バ
粉
を
こ
ね
て
、
メ
ン
棒
で
の
す
と
き
に
も
た
た
く
よ
う
に

し
て
の
ば
し
、
(
ソ
バ
粉
は
か
た
い
の
で
て
ソ
パ
キ
り
を
し
た
切
れ
は
し

を
ま
と
め
て
ヤ
キ
モ
チ
を
つ
く
る
。
こ
れ
が
新
夫
婦
へ
の
ヤ
キ
モ
チ
を
焼

く
と
い
い
、
で
き
た
も
の
は
だ
れ
が
食
べ
て
も
い
い
。
ハ
市
城
〉

間
食
に
は
エ
リ
ヤ
キ
、
ほ
う
ろ
く
、
め
し
や
き
も
ち
な
ど
が
あ
っ
た
。

エ
リ
ヤ
キ
は
み
そ
を
入
れ
て
つ
く
っ
た
も
の
で
遠
足
な
ど
に
持
っ
て
行
っ

た
。
め
し
や
き
も
ち
は
、
余
っ
た
ご
飯
と
粉
を
ま
ぜ
て
み
そ
を
入
れ
て
焼

い
た
も
の
。
み
そ
は
み
ん
な
家
で
つ
く
っ
た
。
ハ
栃
窪
〉

餅
間
食
と
し
て
の
餅
は
、
寒
の
水
に
浸
し
て
こ
お
ら
せ
た
も
の
を
乾
燥

さ
せ
、
粉
の
よ
う
に
し
て
保
存
し
た
も
の
を
食
べ
る
と
き
に
水
で
ね
っ
て

ノ
リ
状
に
し
て
、
こ
れ
を
焼
い
て
、
し
よ
う
ゆ
な
ど
を
つ
け
て
食
べ
る
。

あ
ら
れ
に
し
た
も
の
を
油
で
揚
げ
て
食
べ
る
。
ハ
伊
参
)

さ
と
い
も
の
め
し
叙
持
家
で
は
、
さ
と
い
も
を
収
か
く
し
た
晩
に
は
き

ま
っ
て
き
と
い
も
の
め
し
だ
っ
た
。
と
れ
た
ば
か
り
の
さ
と
い
も
を
大
き

俗民

な
鍋
で
煮
て
、
し
よ
う
ゆ
味
に
さ
と
う
を
少
々
入
れ
た
味
つ
け
で
、
こ
れ

を
飯
茶
わ
ん
に
盛
り
つ
け
て
食
べ
た
。
外
に
は
何
も
つ
く
ら
な
い
の
で
、

子
ど
も
た
ち
は
こ
れ
が
い
や
だ
っ
た
。
ハ
中
之
条
)

ツ
ミ
ツ
コ
代
用
食
と
し
て
の
や
き
も
ち
の
外
に
ツ
ミ
ツ
コ
が
あ
る
。
小

麦
粉
を
こ
ね
た
も
の
を
、
手
で
に
ぎ
っ
て
ち
ぎ
っ
て
み
そ
汁
の
中
に
入
れ

る
か
ら
ユ
ギ
ッ
コ
と
も
い
う
が
、
し
ゃ
く
し
で
も
ぎ
っ
て
入
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
煮
え
て
浮
き
上
が
る
と
食
べ
ら
れ
る
。

う
ど
ん
春
秋
の
祭
り
の
宵
ま
つ
り
や
祝
い
事
の
時
だ
け
つ
く
っ
た
。

お
き
り
こ
み
一
年
中
の
ほ
と
ん
ど
の
夕
飯
は
お
き
り
こ
み
で
、
季
節
の

や
さ
い
を
た
っ
ぷ
り
入
れ
て
つ
く
っ
た
。
ハ
中
之
条
〉

ウ
ド
ン
ぎ
か
い
大
正
初
期
に
は
ウ
ド
ン
プ
チ
の
キ
カ
イ
が
あ
っ
た
と
思

う
が
、
そ
の
前
に
は
、
木
鉢
の
中
で
粉
を
こ
ね
て
、
ご
ざ
で
ふ
ん
で
、
メ

ン
バ
イ
夕
、
メ
ン
ボ
ウ
で
の
し
て
、
ほ
う
ち
ょ
う
で
切
っ
た
。
キ
カ
イ
が

入
っ
て
か
ら
は
メ
ン
バ
イ
タ
は
い
ら
な
く
な
り
、
キ
カ
イ
で
や
っ
て
し
ま

う
。
ハ
折
田
〉

ウ
ド
ン
ヤ
中
之
条
の
市
日
に
は
、
ウ
ド
ン
ヤ
に
寄
っ
て
ウ
ド
ン
を
買
っ

て
も
ら
っ
て
食
べ
た
が
、
子
ど
も
ど
こ
ろ
に
う
ま
い
と
思
っ
た
も
の
だ
っ

た
。
し
か
し
、
い
ま
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
あ
る
わ
け
で
な
く
、
か
け
う
ど

ん
で
、
あ
ぶ
ら
げ
と
に
ん
じ
ん
が
入
っ
て
い
る
く
ら
い
の
も
の
だ
っ
た

が
、
つ
ゆ
(
汁
〉
が
甘
く
て
う
ま
か
っ
た
。
ハ
折
田
〉

ソ
パ
昔
は
た
く
さ
ん
つ
く
っ
た
。
ソ
パ
メ
シ
は
つ
く
っ
て
食
べ
た
こ
と

は
な
い
。
ソ
パ
は
そ
チ
グ
サ
を
つ
な
ぎ
と
し
て
、
熱
湯
で
か
き
ま
わ
し
て

ま
と
め
て
い
っ
て
こ
ね
る
。
「
ざ
っ
と
ゆ
で
て
す
ぐ
上
げ
る
」
と
い
い
、
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衣・食・住

水
で
こ
ね
て
は
や
っ
こ
く
て
だ
め
、
粉
を
ま
キ
せ
れ
ば
ま
ぜ
る
ほ
ど
や
わ
ら

か
に
な
る
。
た
た
く
よ
う
に
し
て
こ
ね
る
。

ソ
バ
の
う
ま
い
食
い
方
は
、
上
げ
た
ソ
パ
を
キ
ジ
ヤ
マ
ド
リ
の
汁
で
食

う
こ
と
で
、
ネ
ギ
と
キ
ジ
の
肉
く
ら
い
で
汁
を
つ
く
り
、
自
問
は
何
も
入
れ

ず
に
汁
だ
け
で
ソ
パ
を
食
う
の
が
最
高
で
あ
る
。
ナ
メ
コ
や
キ
ノ
コ
の
汁

で
は
一
格
は
ち
が
う
。
(
上
反
下
)

ソ
パ
を
切
っ
た
切
れ
は
し
は
、
長
い
ま
ま
で
、
火
ば
し
で
い
ろ
り
の
火

の
上
に
の
せ
て
あ
ぶ
っ
て
食
べ
た
。
(
上
反
下
〉

ソ
バ
の
ツ
ナ
ギ
は
、
卵
三
個
、
山
芋
を
同
量
く
ら
い
に
し
て
こ
ね
る

と
、
こ
れ
で
五

l
七
人
前
く
ら
い
の
量
の
ソ
パ
が
こ
ね
ら
れ
る
。
モ
チ
グ

サ
の
ツ
ナ
ギ
よ
り
も
か
ん
た
ん
で
、
う
ま
い
。
人
寄
せ
を
す
る
と
き
の
見

当
は
、
ウ
ド
ン
は
一
升
ソ
パ
八
合
と
い
う
の
が
一
人
前
の
量
と
み
る
。
大

人
は
一
人
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
を
連
れ
て
来
た
り
す
る
か
ら
そ
の
分
も

見
こ
ん
で
お
く
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
ハ
市
城
〉

ソ
パ
ガ
キ
熱
湯
で
こ
ね
て
、
シ
ョ
ウ
ユ
や
砂
糖
を
つ
け
て
食
べ
る
の
が

よ
い
。
日
の
長
い
時
に
は
、
三
時
に
つ
く
る
。
こ
れ
か
ら
ひ
と
仕
事
を
し

よ
う
と
す
る
と
き
に
食
う
の
が
ち
ょ
う
ど
良
い
。
〈
市
城
)

ソ
バ
の
香
り
ソ
パ
の
香
り
の
最
高
の
条
件
は
、
ソ
パ
の
皮
を
む
い
て
、

青
み
が
あ
る
も
の
が
何
と
も
い
え
ぬ
ソ
パ
の
に
お
い
を
出
す
。
(
市
城
)

ご
祝
儀
の
ソ
パ
ご
祝
儀
に
は
ソ
パ
を
つ
く
る
。
汁
に
は
キ
ジ
を
使
い
、

ヤ
マ
ド
リ
は
使
わ
な
い
。
し
か
し
、
キ
ジ
が
少
な
い
の
で
キ
ジ
だ
と
い
っ

て
ヤ
マ
ド
リ
を
使
っ
て
ご
ま
か
し
た
り
し
た
。
マ
ヤ
ド
り
は
一
人
ぼ
っ
ち

で
、
キ
ジ
は
必
ら
ず
二
ひ
き
で
住
む
か
ら
で
あ
る
。
(
反
下
〉

第一章

シ
ッ
ポ
コ
料
理
ソ
バ
汁
の
最
高
は
キ
ジ
の
シ
ッ
ポ
コ
で
、
キ
ジ
の
骨
を

た
た
い
て
ね
ば
り
が
出
で
き
た
ら
、
こ
の
中
へ
ソ
パ
粉
を
入
れ
て
か
た
め

て
、
小
さ
な
タ
マ
に
し
て
汁
に
入
れ
て
ダ
シ
を
と
っ
て
つ
く
る
。
骨
の
髄

な
ど
い
ろ
い
ろ
の
成
分
が
入
る
の
で
、
肉
だ
け
の
汁
よ
り
ず
っ
と
味
が
よ

く
て
ソ
バ
汁
と
し
て
最
高
に
な
る
。
ハ
市
城
)

鶴
亀
ソ
パ
は
、
ッ
ル
ツ
ル
カ
メ
と
い
う
の
で
縁
起
が
い
い
と
い
わ
れ
、

イ
チ
ゲ
ン
は
「
新
夫
婦
の
ソ
バ
が
い
い
」
と
い
う
の
で
、
ご
祝
儀
に
は
ソ

バ
を
つ
く
っ
て
出
す
。
こ
の
と
き
の
汁
は
キ
ジ
が
よ
く
、
ヤ
マ
ド
リ
は
ヤ

マ
ド
リ
ズ
マ
イ
と
い
う
の
で
い
け
な
い
。
(
市
城
)

ソ
パ
の
ツ
ナ
ギ
ソ
パ
の
ツ
ナ
ギ
に
使
う
モ
チ
グ
サ
は
、
土
用
前
に
モ
チ

グ
サ
の
先
の
方
五
寸
く
ら
い
の
と
こ
ろ
か
ら
切
り
と
り
、
よ
く
煮
て
と
ろ

と
ろ
に
な
る
く
ら
い
に
し
た
も
の
を
ザ
ル
と
か
シ
ョ
ウ
ギ
に
入
れ
、
水
の

中
で
よ
く
も
み
出
し
、
青
み
を
す
べ
て
さ
ら
し
て
流
し
、
白
く
な
っ
た
の

を
干
し
て
と
っ
て
お
く
。
ち
ょ
う
ど
お
む
す
び
一
個
分
で
ソ
バ
粉
二
升
、

半
分
で
一
升
く
ら
い
の
割
合
で
使
う
。
使
う
と
き
は
熱
湯
へ
つ
け
て
も
ど

し
て
か
ら
、
こ
ま
か
く
ほ
ぐ
し
て
ソ
バ
粉
の
中
へ
入
れ
、
よ
く
か
き
ま
ぜ

た
上
で
湯
を
注
い
で
こ
ね
る
。
へ
た
に
つ
く
る
と
ソ
パ
が
短
か
く
な
っ
て

し
ま
う
。
モ
チ
グ
サ
の
ツ
ナ
ギ
を
入
れ
た
ソ
パ
は
、
色
は
黒
い
が
し
こ
し

こ
し
て
細
長
く
つ
く
れ
て
、
う
ま
く
な
る
。
(
上
反
下
)

モ
チ
グ
サ
の
さ
ら
し
た
も
の
が
よ
い
。
本
当
の
味
は
、
モ
チ
グ
サ
や
ヤ

マ
ゴ
ボ
ウ
の
葉
が
よ
い
。
薬
を
と
っ
て
来
て
、
ふ
か
し
て
、
こ
れ
を
水
で

さ
ら
し
て
ま
っ
し
ろ
に
し
て
筋
だ
け
に
し
た
も
の
を
入
れ
て
ソ
パ
粉
を
こ

ね
る
と
本
物
に
な
る
。
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山
芋
と
卵
を
入
れ
た
ソ
バ
は
、
モ
チ
グ
サ
で
や
っ
た
よ
う
な
サ
ラ
リ
と

し
た
味
が
な
い
が
、
モ
チ
グ
サ
の
も
の
は
サ
ラ
リ
し
で
か
た
い
、
ソ
パ
ら

し
い
ソ
パ
に
な
る
。
(
市
城
〉

高
野
長
英
と
ソ
パ
天
保
七
年
高
野
長
英
が
沢
渡
の
福
田
宗
禎
を
た
ず
ね

た
時
ソ
パ
を
ご
ち
そ
う
さ
れ
、
ま
た
、
伊
勢
町
の
柳
田
家
で
は
ジ
ャ
ガ
イ

モ
を
だ
さ
れ
た
。
大
凶
作
の
年
で
、
そ
れ
を
も
と
に
「
救
荒
二
物
考
」
と

い
う
本
を
書
い
て
奨
励
し
た
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ソ
パ
と
も
に
土
地
を
選
ば

ず
、
高
冷
地
で
も
収
か
く
で
き
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

ハ
市
城
)

副
食
副
食
と
し
て
主
な
も
の
は
、
煮
つ
け
物
と
漬
け
物
で
あ
る
。

自
家
製
の
野
菜
、
大
豆
、
菜
豆
な
ど
を
み
そ
、
し
よ
う
油
と
、
ご
く
少

量
の
砂
糖
で
煮
つ
け
て
食
べ
る
と
い
う
調
理
法
が
中
心
だ
っ
た
。
漬
け
物

は
た
く
あ
ん
、
菜
類
の
漬
け
物
な
ど
だ
っ
た
。

魚
は
全
部
購
入
で
、
大
正
期
末
ま
で
は
塩
鮭
、
に
し
ん
、
す
る
め
、
こ

ぶ
、
わ
か
め
、
く
ら
い
だ
っ
た
。
ハ
伊
勢
町
〉

野
菜
主
な
野
菜
と
し
て
は
大
根
類
、
菜
類
、
ご
ぼ
う
、
に
ん
じ
ん
、
ね

ぎ
等
で
、
い
も
類
で
は
里
芋
が
一
番
古
く
、
じ
ゃ
が
い
も
が
次
い
で
、
さ

つ
ま
い
も
は
大
正
末
こ
ろ
入
っ
た
よ
う
だ
。
や
ま
の
い
も
は
野
生
の
も
の

を
と
っ
て
来
て
食
べ
た
て
い
ど
で
あ
る
。

ご
ま
・
け
し
・
と
う
が
ら
し
・
う
ど
な
ど
も
つ
く
っ
て
食
べ
た
。
ハ
伊

勢
町
)

干
葉
大
根
等
や
青
菜
を
な
わ
な
ど
に
は
さ
み
こ
ん
で
つ
る
し
て
乾
燥
し

た
ヒ
バ
を
つ
く
り
、
冬
の
保
存
食
と
し
て
利
用
す
る
。
食
べ
る
と
き
は
水

俗民

で
も
ど
し
ハ
ぬ
る
ま
湯
な
ど
〉
、
ゆ
で
上
げ
て
使
う
。
汁
に
入
れ
た
り
、
油

い
た
め
に
し
て
食
べ
る
。

凍
み
大
根
大
根
を
輪
切
り
に
し
て
、
ゆ
で
上
げ
た
も
の
を
な
わ
に
通
し

て
凍
ら
せ
、
乾
燥
し
た
も
の
が
凍
み
大
根
で
、
煮
つ
け
に
し
て
も
う
ま
い
。

大
根
の
切
り
ぽ
し
生
の
大
根
、
多
く
は
漬
け
物
に
し
た
く
ず
の
大
根
を

使
う
が
、
洗
っ
て
か
ら
短
冊
に
切
っ
た
り
、
千
切
り
に
し
て
切
っ
た
り
し

て
乾
燥
す
る
。
煮
つ
け
や
拙
い
た
め
に
し
て
う
ま
い
。

ニ
シ
ン
六
月
ご
ろ
、
新
潟
の
方
か
ら
大
道
峠
越
え
で
ム
シ
ロ
包
み
に
な

っ
た
ニ
シ
ン
が
入
っ
て
来
た
。
こ
れ
が
来
な
い
と
田
植
え
に
な
ら
な
い
ほ

ど
で
、
一
束
百
本
で
四
十
銭
く
ら
い
だ
っ
た
。
田
植
え
と
い
え
ば
ど
こ
の

家
で
も
ニ
シ

γ
の
束
を
用
意
し
な
い
家
は
な
い
く
ら
い
で
、
米
の
ト
ギ
汁

な
ど
で
リ
ョ
ウ
ッ
て
食
っ
た
。
ミ
ガ
キ
ニ
シ
ン
だ
っ
た
。
ハ
中
之
条
〉

シ
ョ
ウ
ビ
キ
暮
に
な
る
と
新
潟
の
柏
崎
の
方
か
ら
三
国
峠
越
え
で
大
道

峠
に
入
り
、
赤
坂
経
由
で
シ
ョ
ウ
ビ
キ
が
入
っ
て
来
た
。
マ
ス
、
ヵ
ズ
ノ

コ
も
同
様
に
入
っ
て
来
た
が
、
安
い
も
の
で
、
サ

γ
マ
は
現
在
か
ら
考
え

れ
ば
高
か
っ
た
。
(
中
之
条
)

タ
マ
ゴ
エ
リ
ヤ
キ
小
麦
粉
を
水
で
こ
ね
て
、
エ
ハ
イ
〉
リ
ヤ
キ
を
つ
く

っ
た
も
の
を
弁
当
に
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
こ
へ
タ
マ
ゴ
で
も
た
ら
す

と
タ
マ
ゴ
エ
リ
ヤ
キ
と
い
う
の
で
上
等
な
も
の
だ
っ
た
。

当
時
は
、
自
家
用
の
ト
り
も
あ
ま
り
飼
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ハ
折
田
〉

ヒ
タ
シ
豆
ノ
リ
豆
と
よ
ば
れ
る
豆
で
つ
く
る
酒
の
肴
の
一
種
、
材
料
の

豆
を
一
昼
夜
ほ
ど
水
で
浸
し
て
か
ら
、
ゆ
で
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
ざ
っ
と

ゆ
で
た
あ
と
、
こ
れ
に
し
よ
う
ゆ
を
か
け
れ
ば
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
ノ
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リ
豆
と
い
う
の
は
高
原
で
つ
く
れ
ば
大
粒
に
な
る
豆
で
あ
る
。

ハ
市
城
〉

調

料

味

第一章衣・食・住

み
そ
み
そ
は
さ
か
ん
に
つ
く
ら
れ
た
。
春
先
の
農
閑
期
に
、
女
性
の
し

ご
と
と
し
て
庭
先
に
大
き
な
か
ま
ど
を
き
ず
い
て
、
み
そ
た
き
用
の
大
釜

を
か
け
、
じ
っ
く
り
大
豆
を
煮
て
か
ら
、
日
な
ど
で
つ
き
、
直
径
四
寸

ハ
約
十
一
個
〉
高
さ
七
寸
ハ
約
二
十
一
個
〉
ほ
ど
の
円
柱
状
の
か
た
ま
り

を
つ
く
り
、
わ
ら
で
し
ば
っ
て
竹
ざ
お
に
つ
る
し
て
天
井
裏
な
ど
に
下
げ

て
自
然
発
酵
さ
せ
、
一
面
に
か
び
が
つ
い
た
こ
ろ
、
五
月
の
節
句
前
こ
ろ

麦
こ
う
じ
を
つ
く
っ
て
し
こ
む
。
こ
う
じ
は
、
台
所
の
土
聞
に
ワ
ラ
床
を

つ
く
り
、
そ
の
上
に
む
し
ろ
を
敷
い
て
、
ふ
か
し
た
麦
を
入
れ
て
覆
い
を

し
、
ワ
ラ
に
水
を
か
け
て
保
温
し
て
こ
う
じ
を
つ
く
る
。
種
こ
う
じ
を
町

で
買
う
人
も
あ
る
が
入
れ
な
く
と
も
何
と
か
な
る
。
み
そ
は
古
い
ほ
ど
味

が
よ
い
と
さ
れ
、
土
用
を
越
し
て
も
食
べ
ず
、
二
、
三
年
保
存
し
た
ヒ
ネ

が
良
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
み
そ
豆
を
煮
る
釜
は
部
落
内
の
共
有
が
多

い
。
ハ
伊
参
)

し
よ
う
ゆ
昔
は
、
し
よ
う
ゆ
を
自
家
醸
造
し
た
家
は
少
な
か
っ
た
。
そ

の
こ
ろ
は
ミ
ソ
の
タ
マ
リ
を
し
よ
う
ゆ
の
よ
う
に
使
い
、
汁
で
も
ミ
ソ
を

使
っ
て
オ
ス
マ
シ
を
つ
く
っ
た
り
し
た
。
し
よ
う
ゆ
を
さ
か
ん
に
使
う
よ

う
に
な
っ
た
の
は
戦
後
の
こ
と
と
い
え
る
。

み
そ
は
昔
か
ら
ほ
と
ん
ど
自
家
醸
造
だ
っ
た
。
し
よ
う
油
は
大
正
末
か

ら
昭
和
初
こ
ろ
ま
で
は
購
入
し
て
い
た
が
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
自
家
醸
造
す

る
も
の
が
い
く
ら
か
あ
っ
た
が
、
余
り
普
及
し
な
か
っ
た
。
ハ
伊
勢
町
)

オ
セ
エ
ミ
ソ
汁
用
の
ミ
ソ
で
な
く
、
お
か
ず
用
と
し
て
つ
く
ら
れ
る
。

小
麦
の
フ
ス
マ
を
コ
ウ
ジ
に
ね
せ
て
、
豆
を
煮
た
も
の
の
中
に
塩
と
一
緒

に
入
れ
て
つ
く
る
み
そ
が
オ
セ
干
、
、
ソ
で
あ
る
。
や
わ
ら
か
い
み
そ
で
ね

り
み
そ
に
な
り
、
め
し
と
め
し
の
聞
に
入
れ
て
弁
当
の
お
か
ず
に
す
る
と

き
な
ど
は
、
め
し
に
み
そ
の
甘
塩
っ
ぱ
い
味
が
し
み
こ
ん
で
う
ま
く
食
え

た
。
ハ
折
田
〉

果
実
と
山
菜

柿
生
の
ま
ま
で
も
食
べ
る
が
、
つ
る
し
柿
、
ほ
し
柿
に
し
て
長
く
保
存

し
た
り
、
湯
に
よ
る
渋
ぬ
き
、
酒
や
焼
酎
を
利
用
し
て
タ
ル
ヌ
キ
と
し
て

食
べ
る
が
、
と
っ
た
柿
を
二
階
に
こ
ろ
が
し
て
お
い
て
、
ウ
ン
ダ
ラ
の
よ

う
に
し
て
食
べ
る
こ
と
も
あ
る
。
も
と
は
、
ほ
し
柿
を
さ
い
て
柿
ナ
マ
ス

を
つ
く
っ
た
り
、
砂
糖
代
り
に
小
豆
を
煮
た
中
へ
入
れ
て
ア
ン
コ
を
つ
く

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
イ
γ
ゲ
γ
を
煮
て
味
つ
け
を
す
る
に
も
柿
が
使
わ
れ

た
こ
と
も
あ
る
。
ハ
名
久
田
)

ニ
エ
ガ
キ
サ
ワ
シ
ガ
キ
と
も
い
い
、
レ
ン
ゲ
ガ
キ
と
か
ヒ
ラ
レ
ン
ゲ
と

い
う
名
の
柿
を
と
っ
て
、
四
十
度
く
ら
い
の
湯
の
中
に
ア
ワ
ガ
ラ
を
入
れ

た
り
ハ
ソ
パ
ガ
ラ
、
オ
カ
ボ
ワ
ラ
な
ど
を
入
れ
〉
、
柿
も
入
れ
て
ぴ
っ
た
り

ふ
た
を
し
て
ひ
と
脆
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
渋
が
ぬ
け
て
甘
く
な
っ

た
。
折
田
の
ザ
ワ
シ
柿
と
し
て
知
ら
れ
、
か
ご
に
入
れ
て
担
い
で
、
中
之

条
、
四
万
、
沢
渡
ま
で
も
売
り
に
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ハ
折
田
〉

栗
ゆ
で
て
食
べ
る
。
皮
を
む
き
、
す
り
鉢
な
ど
で
す
っ
て
渋
を
む
い
て

め
し
に
入
れ
、
栗
め
し
を
し
て
食
べ
た
り
、
お
こ
わ
に
入
れ
て
栗
ご
わ
め
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誌

し
も
あ
る
。

カ
グ
チ
リ
と
し
て
正
月
に
つ
る
し
た
り
、
よ
く
ほ
し
て
売
る
こ
と
も
ま

れ
に
は
あ
っ
た
。
ハ
名
久
田
〉

少
し
と
っ
て
千
し
て
お
い
て
売
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
宮
地
の
は
粒
が
小

さ
く
て
も
味
が
よ
か
っ
た
。
ク
リ
タ
マ
が
つ
い
て
な
ら
な
く
な
り
、
営
林

署
が
切
っ
て
し
ま
っ
て
な
く
な
っ
た
。
ハ
沢
田
〉

ク
ル
ミ
割
っ
て
皮
を
と
り
、
シ
ラ
ジ
(
す
り
鉢
)
の
中
に
入
れ
て
よ
く

こ
し
、
水
を
入
れ
て
ミ
ル
ク
状
に
し
た
も
の
を
、
う
ど
ん
の
薬
味
に
し
て

入
れ
た
り
す
る
。
熱
い
汁
の
上
に
白
い
膜
が
出
来
る
の
が
特
色
で
あ
り
香

ば
し
く
て
う
ま
い
。
結
婚
式
や
、
祝
い
ご
と
に
つ
き
も
の
の
薬
味
で
あ

る。山
菜
類
わ
ら
び
、
ぜ
ん
ま
い
の
ほ
か
に
、
こ
ご
み
、
と
と
き
、
ふ
き
、

た
ん
ぽ
ぽ
、
が
ん
ぼ
う
じ
、
せ
り
、
や
ま
う
ど
な
ど
、
そ
れ
に
芽
ざ
ん

し
よ
う
、
た
ら
っ
ベ
(
た
ろ
っ
ベ
〉
、
や
ま
の
い
も
な
ど
が
食
習
に
上
る

も
の
で
あ
る
。
山
菜
類
は
食
用
に
な
る
も
の
が
多
い
が
一
般
に
食
べ
る
も

の
が
以
上
で
あ
る
。
(
伊
勢
町
〉

ぜ
ん
ま
い
木
灰
の
ア
ク
で
ゆ
で
て
、
乾
燥
し
て
保
有
す
る
。
ア
ク
を
入

れ
ず
に
ゆ
で
て
も
食
べ
ら
れ
る
。

田
植
え
の
時
な
ど
に
煮
て
食
べ
る
が
、
乾
燥
し
て
お
い
た
も
の
は
、
水

に
浸
し
て
も
ど
し
、
そ
れ
か
ら
煮
つ
け
れ
ば
よ
い
。
ハ
伊
参
〉

わ
ら
び
食
べ
方
は
ぜ
ん
ま
い
と
同
じ
で
あ
る
が
、
生
の
ま
ま
小
さ
く

切
っ
て
桶
な
ど
に
塩
漬
け
し
て
保
存
し
て
お
き
、
正
月
や
、
冬
の
さ
な
か

に
食
べ
る
こ
と
も
あ
る
。
塩
づ
け
の
塩
は
き
っ
く
し
て
お
き
、
食
べ
る
と

民俗

き
に
は
ア
ク
ダ
ジ
の
必
要
は
な
く
、
一
昼
夜
ほ
ど
水
出
し
す
れ
ば
よ
い
。

水
を
き
っ
て
し
よ
う
ゆ
を
か
け
た
だ
け
で
も
う
ま
く
食
べ
ら
れ
る
。
(
伊

参
)大

原
や
尻
高
牧
場
が
代
表
的
だ
っ
た
。
尻
高
牧
場
が
や
っ
て
い
た
こ
ろ

は
、
春
先
に
ノ
ン
ビ
ハ
野
火
〉
を
つ
け
て
焼
き
払
っ
た
の
で
灰
が
こ
や
し

に
な
っ
て
毎
年
、
太
く
て
い
い
の
が
出
た
か
ら
、
近
在
か
ら
と
り
に
出
か

け
た
も
の
。
最
近
は
ノ
ン
ビ
も
か
け
ず
、
ア
オ
キ
を
植
え
つ
け
て
、
山
が

減
っ
た
の
で
ワ
ラ
ビ
も
あ
ま
り
と
れ
な
く
な
っ
た
。
(
大
塚
〉

ふ
う
き
(
ふ
き
)
山
の
ふ
き
は
太
く
て
も
や
わ
ら
か
で
、
香
り
も
強
く
、

皮
む
き
を
す
る
必
要
は
な
く
、
そ
の
ま
ま
ゆ
で
て
か
ら
味
つ
け
し
て
食
べ

ら
れ
る
。
キ
ャ
ラ
プ
キ
に
し
て
も
よ
い
。
春
先
の
や
わ
ら
か
い
葉
は
、
て

ん
ぷ
ら
に
し
て
も
う
ま
い
。
ハ
五
反
田
)

塩
づ
け
に
し
て
保
存
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

ふ
き
は
フ
ウ
キ
(
富
貴
)
に
通
ず
と
い
っ
て
、
珍
重
す
る
家
も
あ
る
。

ハ
伊
勢
町
〉

わ
か
な
ツ
リ
ガ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
の
若
い
芽
を
ワ
カ
ナ
と
し
て
と
っ
て
来

て
、
ゆ
で
て
ミ
ソ
ヨ
ゴ
シ
(
み
そ
あ
え
〉
に
す
る
。
わ
か
な
の
こ
と
を
ト

ト
キ
と
も
い
う
。
〈
名
久
田
)

た
ら
っ
ぺ
(
た
ろ
っ
ベ
)
成
長
す
る
と
ト
ゲ
の
い
た
い
タ
ラ
ッ
ベ
も
、
新

芽
の
う
ち
は
ゆ
で
る
と
く
せ
の
な
い
淡
白
な
味
で
普
か
ら
よ
ろ
こ
ぼ
れ
、

ミ
ソ
ヨ
ゴ
シ
に
し
た
り
、
テ
ン
プ
ラ
に
し
た
り
す
る
。

最
近
は
、
芽
の
出
な
い
う
ち
に
木
ご
と
切
っ
て
行
く
人
が
出
て
数
が

減
っ
て
い
る
。
(
沢
田
)
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さ
ん
し
ょ
小
粒
で
も
び
り
り
と
辛
い
、
と
い
わ
れ
る
さ
ん
し
ょ
は
、
若

芽
を
摘
ん
で
、
ゆ
で
て
ア
ク
ヌ
キ
を
し
て
、
油
で
い
た
め
、
し
よ
う
ゆ
で

味
つ
け
し
て
食
べ
る
。

生
じ
よ
う
ゆ
で
煮
つ
け
て
つ
く
だ
煮
の
よ
う
に
す
る
人
も
い
る
。
ハ
名

久
田
〉

つ
く
し
つ
く
し
を
摘
ん
で
、
は
か
ま
を
と
っ
て
か
ら
ゆ
で
て
、
そ
の
ま

ま
酢
の
物
と
す
る
。
ミ
ソ
ヨ
ゴ
シ
に
し
て
も
よ
い
。

生
の
ま
ま
ホ
ウ
ロ
ク
で
い
っ
て
、
チ
ョ
リ
チ
ョ
リ
に
な
っ
た
こ
ろ
、
し

よ
う
ゆ
で
味
つ
け
し
て
食
べ
て
も
よ
い
。
ハ
五
反
田
〉

笹

の

実

六

O
年
に
一
度
く
ら
い
実
を
つ
け
る
と
い
う
が
、
笹
米
と
い

い
、
山
か
ら
と
っ
て
来
る
と
白
い
実
を
と
り
出
し
、
よ
く
水
に
浸
し
て
か

ら
、
米
や
麦
な
ど
と
一
緒
に
炊
き
上
げ
て
食
べ
る
と
食
べ
ら
れ
る
。

百
合
山
に
自
生
し
て
い
る
の
を
掘
り
と
っ
て
来
て
食
べ
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
掘
っ
て
来
て
も
畑
に
植
え
て
お
い
て
、
大
き
く
な
っ
た
も
の

を
掘
っ
て
食
べ
る
程
度
で
、
そ
れ
も
キ
ン
ト
ン
に
す
る
く
ら
い
。
(
大
塚
〉

ヤ
マ
イ
モ
山
に
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
一
部
の
人
を
除
い
て
は
あ
ま
り
掘

る
こ
と
は
な
い
。
ヤ
マ
イ
モ
は
、
す
り
お
ろ
し
て
も
、
色
が
自
く
、
ノ
り

が
強
く
て
う
ま
い
が
ふ
つ
う
に
は
、
畑
で
つ
く
っ
た
も
の
を
食
う
。
こ
れ

は
や
わ
ら
か
で
う
す
い
。
(
大
塚
)

キ
ノ
コ
キ
ノ
コ
を
と
っ
て
売
っ
た
人
も
い
た
。
メ
エ
タ
ケ
と
か
セ
ン
ボ

ン
な
ど
、
キ
ノ
コ
の
出
る
場
所
を
知
っ
て
い
る
者
が
と
っ
た
。
ハ
沢
田
地

区〉
大
塚
で
食
べ
て
い
る
キ
ノ
コ
に
は
、
チ
イ
ボ
、
ネ
ズ
ミ
、
シ
モ
フ
リ
、

ア
カ
ン
ボ
、
シ
シ
タ
ヶ
、
ヵ
キ
シ
メ
ジ
、
ナ
ラ
ノ
キ
モ
タ
セ
、
セ
ン
ボ
ン

シ
メ
ジ
、
が
あ
り
、
ハ
ツ
タ
ケ
は
土
の
か
た
い
所
に
た
ま
に
出
る
。
マ
ツ

タ
ケ
は
栃
窪
の
松
山
に
あ
る
程
度
で
、
大
塚
の
辺
に
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

ハ
大
塚
〉

早
く
出
る
キ
ノ
コ
は
チ
イ
ボ
で
、
九
月
半
ば
と
い
う
と
出
る
。
ふ
つ
う

の
は
九
月
末
か
ら
十
月
に
か
け
て
次
ぎ
次
ぎ
に
出
る
が
、
一
番
お
そ
い
の

は
シ
モ
フ
リ
と
い
う
名
で
よ
ば
れ
る
と
お
り
霜
が
降
る
こ
ろ
に
な
っ
て
出

て
来
る
キ
ノ
コ
で
あ
る
。
ハ
大
塚
〉

ナ
ラ
ノ
キ
モ
タ
セ
は
楢
の
木
を
伐
採
し
て
三
年
く
ら
い
た
っ
て
、
く
さ
り

か
け
た
木
の
カ
プ
ツ
(
株
)
に
出
る
。
ご
っ
そ
り
出
る
も
の
で
ふ
つ
う
は

カ
ッ
パ
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
つ
り
根
に
も
出
る
。
ヵ
サ
が
の
め
っ
こ
く

て
、
ナ
メ
コ
の
よ
う
な
味
が
す
る
。
ヵ
ッ
パ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
(
大

塚
)

ネ
ズ
ミ
タ
ケ
は
、
そ
の
ま
ま
煮
る
と
ち
ょ
っ
と
酸
っ
ぱ
い
味
が
す
る
の
で

湯
を
通
し
て
か
ら
料
理
す
る
と
よ
い
。
保
存
す
る
に
は
、
生
の
ま
ま
で
こ

ま
か
く
さ
い
て
ほ
し
て
と
っ
て
お
く
。
正
月
こ
ろ
食
べ
る
に
は
、
湯
で
も

ど
し
て
か
ら
キ
ン
ピ
ラ
な
ど
に
入
れ
て
料
理
し
て
食
べ
る
。
ハ
大
塚
)

シ
シ
タ
ケ
は
下
が
岩
の
よ
う
な
地
浅
の
と
こ
ろ
、
山
の
尾
根
の
よ
う
な
所

に
出
る
。
か
な
り
遅
い
時
期
に
出
る
も
の
で
、
大
型
の
キ
ノ
コ
で
あ
る
。

食
べ
方
は
、
ま
ぜ
め
し
に
す
る
の
が
一
番
よ
い
。
煮
つ
け
て
も
よ
い
が
、

や
や
ば
さ
ば
さ
す
る
感
じ
で
あ
る
。
食
べ
る
だ
け
で
な
く
、
ヒ
キ
ツ
ケ
の

薬
に
な
る
と
い
う
の
で
、
ミ
ゴ
で
つ
る
べ
て
乾
燥
し
て
と
っ
て
お
き
、
子

ど
も
が
ひ
き
つ
け
た
と
き
に
シ
シ
タ
ケ
の
に
お
い
を
撲
が
せ
た
だ
け
で
直
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る
と
い
う
。
ジ
シ
タ
ケ
の
汁
は
、
キ
メ
ナ
オ
シ
に
よ
い
。
荒
れ
性
の
肌
に

よ
く
、
乾
燥
し
て
保
存
し
た
の
を
水
で
も
ど
し
て
使
う
。

シ
シ
タ
ケ
は
、
場
所
に
よ
っ
て
は
た
く
さ
ん
出
る
の
で
「
ヒ
ト
セ
エ
」

く
ら
い
す
ぐ
に
と
る
こ
と
も
何
回
か
あ
る
。
(
大
塚
〉

カ
サ
ギ
ノ
コ
ア
カ
ン
ボ
ウ
、
イ
ッ
ポ
ン
シ
メ
ジ
、
ヵ
キ
シ
メ
ジ
、
ァ
ィ

タ
ケ
な
ど
は
、
傘
の
よ
う
な
キ
ノ
コ
な
の
で
カ
サ
ギ
ノ
コ
と
い
う
。
こ
れ

ら
は
塩
漬
け
し
て
長
く
保
存
で
き
る
キ
ノ
コ
で
あ
る
か
ら
、
ツ
ケ
ギ
ノ
コ

と
も
い
わ
れ
る
。
ハ
大
塚
)

カ
キ
シ
メ
ジ
く
ず
ハ
落
葉
)
を
か
ぶ
っ
て
帯
の
よ
う
に
い
っ
ぱ
い
出
る

キ
ノ
コ
、
黄
色
っ
ぽ
い
色
を
し
て
い
て
、
泥
く
さ
く
て
、
キ
ノ
コ
の
中
で

は
一
番
う
ま
く
な
い
。

ア
イ
タ
ケ
名
前
の
よ
う
に
ア
イ
色
を
し
て
出
る
。
味
は
悪
く
な
い
。

イ
ッ
ポ
ン
シ
メ
ジ
ま
と
ま
る
こ
と
な
く
、
と
び
と
び
に
出
る
。
ハ
大

塚〉ア
カ
ン
ボ
ウ
帯
状
に
な
っ
て
出
る
赤
い
カ
サ
ギ
ノ
コ
で
、
く
せ
が
な
い

味
で
う
ま
い
。

シ
モ
フ
リ
霜
が
降
る
よ
う
に
な
っ
て
出
る
の
で
名
が
つ
い
た
キ
ノ
コ
の

こ
と
。
ハ
大
塚
)

毒
キ
ノ
コ
ノ
ノ
ピ
キ
と
い
う
キ
ノ
コ
が
ま
ち
が
い
や
す
い
毒
キ
ノ
コ

で
、
姿
、
形
が
イ
ッ
ポ
ン
シ
メ
ジ
に
よ
く
似
て
い
る
。
ノ
ノ
ピ
キ
は
、
ヵ

サ
が
蒋
く
、
白
っ
ぽ
い
も
の
だ
か
ら
ハ
イ
ツ
ポ
ン
シ
メ
ジ
は
や
や
黒
っ
ぽ

い
〉
、
ま
ち
が
っ
て
食
べ
て
や
ら
れ
る
。
生
命
に
別
条
は
な
い
が
、
吐
い
た

り
、
下
し
た
り
と
い
う
症
状
が
出
る
。
キ
ノ
コ
に
あ
て
ら
れ
た
の
は
コ
エ

俗民

エ
ハ
苦
し
い
〉
も
の
と
い
う
。
〈
大
塚
)

塩
漬
け
キ
ノ
コ
を
塩
蔵
す
る
に
は
、
水
で
洗
っ
て
も
木
の
葉
や
泥
が
落

ち
き
れ
な
い
の
で
、
一
度
、
湯
を
通
す
と
キ
ノ
ヨ
の
形
が
く
ず
れ
ず
、
葉

や
ゴ
ミ
も
お
と
す
こ
と
が
で
き
る
。
塩
は
直
接
入
れ
ず
に
、
キ
ノ
コ
を
木

鉢
な
ど
に
入
れ
て
塩
を
か
け
、
よ
く
か
き
ま
ぜ
て
塩
で
く
る
む
よ
う
に
し

て
か
ら
桶
や
カ
メ
な
ど
の
容
器
に
漬
け
こ
ん
で
お
く
。
塩
の
量
は
適
当
と

い
う
が
、
多
い
方
が
い
た
ま
な
い
。
塩
漬
け
し
た
キ
ノ
コ
は
、
食
べ
る
前

に
適
当
に
水
に
浸
し
て
塩
ぬ
き
を
し
て
食
う
こ
と
も
よ
い
。
キ
ノ
コ
の
香

り
も
上
等
で
あ
る
。
塩
ぬ
き
を
し
た
も
の
を
泊
い
た
め
な
ど
を
し
て
も
よ

い
が
、
油
い
た
め
を
す
る
と
キ
ノ
コ
の
味
は
薄
く
な
る
。
ハ
大
家
〉
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鳥

キ
ジ
、
ヤ
マ
ド
リ
キ
ジ
、
ヤ
マ
ド
リ
は
、
肉
を
入
れ
て
汁
も
つ
く
る

が
、
汁
だ
け
で
ミ
は
盛
ら
な
い
。
肉
を
と
っ
た
あ
と
の
骨
は
よ
く
煮
出
し

て
ス
l
プ
を
と
り
、
一
升
び
ん
に
詰
め
て
と
っ
て
お
い
て
、
必
要
の
あ
る

時
に
汁
の
中
へ
少
し
ず
つ
入
れ
て
使
う
人
も
い
る
。
骨
を
ナ
タ
で
た
た
い

て
タ
マ
に
し
て
、
汁
の
中
に
入
れ
て
ダ
シ
を
と
る
こ
と
も
多
く
、
こ
れ
で

ホ
ウ
レ

γ
草
な
ど
の
ア
オ
ミ
を
入
れ
て
ソ
パ
を
食
う
の
が
い
い
。
ハ
上
反

下〉お
吸
い
物
ご
祝
儀
の
料
理
番
は
近
所
の
器
用
な
人
が
す
る
。
オ
ス
イ

モ
ン
は
、
キ
ジ
の
肉
ひ
と
か
け
ら
と
、
骨
を
た
た
い
て
つ
く
っ
た
ダ
ン
ゴ

を
一
つ
、
そ
れ
に
ホ
ウ
レ
ン
草
か
ミ
ツ
バ
を
入
れ
た
も
の
を
つ
く
っ
て
出

し
た
。
ハ
上
反
下
〉
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カ
ラ
ス
の
口

l
ソ
タ
焼
き
カ
ラ
ス
は
肉
に
し
て
も
く
さ
い
の
で
、
肉

ご
と
つ
ぶ
し
て
か
た
め
て
串
に
つ
け
、
ロ
l
ソ
タ
の
よ
う
な
形
に
し
て
か

ら
い
ろ
り
の
火
で
あ
ぶ
り
、
適
当
な
タ
レ
を
つ
け
て
食
べ
る
と
う
ま
い
も

の
。
し
か
し
、
さ
か
ん
に
と
っ
て
食
べ
る
と
い
う
の
で
な
く
、
カ
カ
シ
を

つ
く
る
時
に
と
っ
て
食
べ
た
程
度
で
あ
る
。
(
市
城
)

鳩
の
肉
山
パ
ト
と
か
野
パ
ト
は
、
胸
の
と
こ
ろ
に
た
く
さ
ん
肉
が
あ

り
、
三
羽
で
ヤ
マ
ド
リ
や
キ
ジ
一
羽
分
く
ら
い
の
肉
が
あ
っ
て
、
食
べ
て

も
う
ま
い
。
ハ
市
城
)

コ
ジ
ュ
ケ
イ
近
年
急
に
増
え
た
も
の
で
、
卵
は
鶏
の
卵
と
同
じ
味
で
、

チ
ャ
ボ
の
卵
く
ら
い
は
あ
る
。
ハ
市
城
〉

か
わ
り
も
ん
祝
い
事
の
食
事
に
は
、
こ
わ
め
し
ハ
赤
飯
)
、
あ
ず
き
め
し

ハ
小
豆
飯
〉
、
も
ち
・
だ
ん
ご
ハ
マ
ユ
玉
)
な
ど
が
つ
く
ら
れ
る
。

こ
わ
め
し
は
、
春
秋
の
氏
神
の
祭
り
、
田
植
え
、
蚕
の
や
す
ん
だ
と

き
、
カ
ネ
ツ
ケ
の
祝
ハ
結
婚
式
の
翌
日
〉
な
ど
の
祝
い
事
ゃ
、
月
の
一

目
、
十
五
日
、
二
十
八
日
(
不
動
さ
ん
〉
な
ど
に
つ
く
ら
れ
る
。
昔
は
あ

ず
き
の
煮
汁
で
色
を
つ
け
た
の
で
赤
く
な
か
っ
た
。
食
紅
を
使
っ
て
色
を

つ
け
る
の
は
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
あ
わ
、
き
び
ゃ
、
ゆ
り
根
、
栗
な
ど

を
入
れ
た
こ
わ
め
し
も
つ
く
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

あ
ず
き
め
し
あ
ず
き
を
入
れ
て
煮
た
め
し
は
、
も
ち
米
が
な
か
っ
た

り
、
間
に
合
わ
な
か
っ
た
と
き
に
つ
く
る
。
一
目
、
十
五
日
、
二
十
八
日

に
は
、
何
か
の
都
合
で
オ
コ
ワ
も
あ
ず
き
め
し
も
つ
く
れ
な
い
と
き
は
、

ど
ん
な
少
し
で
も
よ
い
か
ら
小
豆
を
入
れ
れ
ば
よ
い
と
い
わ
れ
た
。
ハ
伊

参
)

ニ
ゴ
ワ
メ
シ
小
豆
飯
の
こ
と
。
小
豆
は
九
十
九
味
と
い
い
、
米
と
一

緒
に
た
く
と
百
味
に
な
る
の
で
、
小
豆
飯
を
供
え
る
こ
と
は
百
味
供
え
た

こ
と
に
な
る
と
い
っ
た
。
毎
月
の
一
目
、
十
五
日
、
二
十
八
日
の
三
日
間

は
、
ど
ん
な
少
し
で
も
小
豆
を
入
れ
た
め
し
を
に
て
神
仏
に
供
え
た
。
オ

ク
ン
チ
に
も
ニ
ゴ
ワ
メ
シ
を
や
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ハ
折
田
)

サ
ク
ラ
メ
シ
し
よ
う
ゆ
め
し
の
こ
と
で
、
最
初
か
ら
し
よ
う
ゆ
を
入
れ

て
炊
い
た
め
し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
お
ご
り
と
し
て
つ
く
ら
れ
る
。
ハ
市
城
)

あ
ず
き
が
ゆ
正
月
十
五
日
の
朝
、
必
ら
ず
つ
く
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る。も
ち
も
ち
は
、
正
月
、
小
正
月
、
三
月
の
ひ
な
祭
り
、
十
五
夜
、
十
三

夜
、
十
日
夜
、
建
築
祝
、
一
部
の
氏
神
の
祭
り
、
二
百
十
日
な
ど
に
つ
く

ら
れ
る
。
蟻
川
の
雷
電
神
社
の
お
供
え
餅
は
、
一
升
の
餅
を
つ
い
て
一
組

の
か
が
み
も
ち
を
つ
く
る
。
五
反
田
親
都
神
社
の
お
そ
な
え
も
ち
(
投
げ

も
ち
)
は
「
う
る
ち
(
米
)
」
を
用
い
る
こ
と
に
き
ま
っ
て
い
る
。

だ
ん
ご
だ
ん
ご
は
、
初
午
や
、
田
植
え
の
と
き
に
つ
く
る
が
、
ふ
だ
ん

の
オ
コ
エ
に
も
つ
く
る
。
こ
の
場
合
、
ア
ン
を
つ
け
る
こ
と
は
少
な
い
。

マ
イ
ダ
マ
は
小
正
月
の
十
三
日
に
つ
く
る
。

五
反
田
の
ナ
ゲ
モ
チ
親
都
神
社
の
春
秋
の
例
祭
に
は
、
ウ
ル
ゴ
メ
ハ
榎

米
〉
の
ナ
ゲ
モ
チ
が
つ
く
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
か
ら
の
し
き
た
り
で
、

オ
ソ
ナ
エ
ハ
か
が
み
餅
)
は
大
久
保
組
、
コ
ワ
メ
シ
は
親
都
掲
山
組
、
ナ

ゲ
モ
チ
は
中
村
、
成
田
、
白
久
保
、
日
影
、
美
野
原
、
馬
込
(
ま
ご
め
)
、

馬
滑
ハ
ま
な
め
り
)
、
名
沢
の
各
組
が
つ
く
っ
て
進
ぜ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
し
き
た
り
は
、
美
野
原
、
成
田
地
区
の
土
地
改
良
が
完
成
さ
れ
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誌

る
よ
り
前
ハ
昭
和
三
十
年
以
前
)
五
反
田
村
が
中
村
た
ん
ぼ
を
中
心
と
し

た
水
田
と
一
部
の
畑
に
つ
く
ら
れ
た
陸
稲
に
額
る
自
給
自
足
の
く
ら
し
を

し
て
い
た
中
で
は
、
モ
チ
ハ
橋
〉
米
を
つ
く
る
余
裕
は
な
く
、
祭
礼
の
ナ

ゲ
モ
チ
も
ウ
ル
チ
米
で
つ
く
る
こ
と
が
し
き
た
り
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と

い
う
。
ハ
五
反
田
)

お
ま
つ
り
の
餅
中
之
条
の
周
辺
で
は
、
お
祝
い
の
餅
は
菱
に
切
る
。
だ

か
ら
、
お
ま
つ
り
、
上
棟
の
と
き
の
投
げ
餅
お
神
楽
の
境
け
餅
は
、
ひ
し

形
に
切
る
。
ハ
中
之
条
)

民俗

そ

の

他

松
の
皮
松
の
白
皮
は
食
え
る
。
皮
で
も
赤
い
と
こ
ろ
を
は
い
で
白
い
と

こ
ろ
だ
け
を
と
っ
て
、
ど
う
に
か
料
理
す
る
と
食
え
る
の
だ
と
聞
か
さ
れ

て
い
る
。
ハ
中
之
条
)

戦
時
中
の
食
事
笹
の
実
、
ォ
キ
り
コ
ミ
ダ
ン
ゴ
汁
、
イ
リ
ヤ
キ
、
カ

ボ
チ
ャ
汁
粉
、
い
も
め
し
、
い
も
あ
め
な
ど
が
ふ
つ
う
だ
つ
た
。
(
反

下
)

笹
米
戦
時
中
笹
の
実
と
り
に
東
京
の
兵
隊
が
沢
渡
へ
来
た
。
反
下
の
奥

の
方
へ
入
っ
て
と
っ
た
が
、
土
地
の
方
で
も
と
っ
た
人
は
十
俵
以
上
も

と
っ
た
。
ザ
ル
の
中
に
か
っ
こ
ん
で
、
む
し
ろ
の
上
で
ほ
し
て
、
臼
で
ひ

い
て
粉
に
す
る
。
米
の
粉
の
黒
い
も
の
の
よ
う
で
、
ア
イ
米
を
つ
か
ず
に

ひ
い
た
も
の
と
同
じ
よ
う
な
味
で
、
ヨ
モ
ギ
と
ま
ぜ
て
ダ
ン
ゴ
の
よ
う
に

し
て
食
べ
た
。
う
ま
い
が
ト
P
メ
に
な
る
と
い
わ
れ
た
。
江
戸
時
代
に
は

よ
く
食
べ
た
と
い
う
・
ハ
中
之
条
〉

議
忌
ハ
レ
の
目
、
特
に
結
婚
式
の
食
事
に
は
、
仏
に
関
す
る
食
物
は
出

さ
れ
な
い
。
ハ
ス
な
ど
を
出
す
と
き
に
も
レ

γ
コ
γ
と
し
て
出
す
。
プ
タ

肉
は
出
さ
な
い
。

産
婦
の
食
事
で
は
、
オ
プ
ア
ゲ
で
床
上
げ
で
き
る
ま
で
は
、
油
を
使
っ

た
こ
と
の
な
い
鍋
で
料
理
し
て
食
べ
る
。
ウ
サ
ギ
の
肉
な
ど
は
食
べ
て
は

い
け
な
い
。
葬
式
ダ
ン
ゴ
は
、
石
臼
で
、
二
人
が
か
り
で
左
ま
わ
し
に
し

て
粉
を
ひ
く
が
、
粉
が
白
す
ぎ
る
と
続
い
て
不
幸
が
お
こ
る
、
不
幸
を
招

く
と
い
わ
れ
、
玄
米
を
使
っ
た
り
、
時
に
は
ソ
パ
粉
を
入
れ
て
黒
く
す

る。
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地
震
と
小
一
旦
小
一
旦
を
煮
て
い
る
と
き
、
シ
ワ
ノ
シ
と
い
う
の
で
水
を
さ

す
が
、
そ
れ
ま
で
鍋
の
上
に
シ
ャ
モ
ジ
を
の
せ
て
お
く
も
の
と
い
う
。
そ

れ
と
い
う
の
は
、
シ
ャ
モ
ジ
を
の
せ
な
い
で
お
い
て
地
震
が
あ
る
と
小
豆

が
毒
に
な
る
と
い
う
。
い
つ
だ
っ
た
か
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
煮
て
い

た
小
豆
を
捨
て
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。

シ
ワ
ノ
シ
と
い
う
の
は
小
豆
が
煮
え
た
っ
た
と
き
に
水
を
入
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
ハ
蟻
川
)

小
豆
の
煮
方
小
豆
を
煮
る
と
き
に
は
、
小
豆
を
鍋
の
中
へ
直
接
入
れ
て

は
い
け
な
い
。
先
ず
水
を
入
れ
て
か
ら
小
豆
を
入
れ
る
も
の
と
い
わ
れ
て

い
る
。
〈
蟻
川
)



住

居

新
築
の
工
程

屋
敷
特
に
こ
れ
と
い
う
基
準
は
な
い
が
、
土
地
が
ら
が
傾
斜
地
で
あ
っ

た
り
、
耕
地
も
せ
ま
い
た
め
に
、
上
畑
や
水
田
は
さ
け
て
き
め
る
。
多
く

は
自
分
の
土
地
を
整
地
し
て
屋
敷
と
す
る
。
(
伊
参
)
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民家の縁側

地
ま
つ
り
家
を
建
て
る
と
き
は
、
吉
田
を
選
ん
で
、
ホ
ウ
エ

γ
サ
ン

(
法
印
)
、
ま
た
は
カ
ン
ノ
シ
ハ
神
官
〉
に
額
ん
で
、
祝
澗
を
上
げ
、
お
酸

い
を
し
て
も
ら
う
。
大
工
の
棟
領
に
や
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
る
。
ハ
伊

参
)

サ
ン
ヤ
ヅ
キ
土
台
の
地
づ
き
、
サ
ン
ヤ
ヅ
キ
は
、
組
の
テ
イ
ハ
組
内
の

者
)
を
頼
ん
で
や
る
。
長
い
閣
の
エ
エ
ハ
結
〉
に
な
っ
て
い
て
、
お
互
い

に
手
伝
い
合
う
も
の
と
な
っ
て
い
て
、
何
を
お
い
て
も
来
て
く
れ
る
。
特

別
の
地
づ
き
う
た
と
い
う
の
は
な
い
。
ハ
伊
参
〉

礎
石
大
工
の
し
た
水
盛
り
に
し
た
が
っ
て
や
る
が
、
特
に
変
わ
っ
た
こ

と
は
な
い
。
ト
ボ
ウ
ハ
入
ロ
)
の
ヒ
キ
イ
(
敷
居
)
の
下
に
も
特
別
の
も

の
は
埋
め
な
い
。
し
か
し
、
聞
い
た
話
で
は
「
東
向
き
の
道
祖
神
」
を
担

い
で
き
て
埋
め
こ
ん
で
お
く
と
金
が
た
ま
る
と
い
う
秘
密
の
信
仰
が
あ
る

と
い
う
。
以
前
、
あ
る
と
こ
ろ
で
火
災
に
あ
っ
た
灰
の
中
か
ら
、
黒
こ
げ

に
な
っ
た
道
祖
神
が
出
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
ハ
伊
参
〉

仕
事
始
め
手
斧
始
め
は
、
ふ
つ
う
に
は
仕
事
始
め
と
い
い
、
そ
の
日
の

夕
飯
の
と
き
は
、
ジ
ワ
ケ
ハ
地
分
け
、
隠
居
や
新
宅
の
こ
と
〉
な
ど
を
招

い
て
、
酒
を
飲
む
く
ら
い
で
あ
る
。
〈
伊
参
)

棟
上
げ
上
棟
の
日
で
も
特
別
の
こ
と
は
や
ら
ず
、
親
せ
き
や
、
組
の
人

な
ど
を
頼
ん
で
や
る
。
棟
上
げ
が
す
む
と
、
棟
の
上
に
オ
ミ
キ
を
供
え
、

海
幸
山
幸
な
ど
も
供
え
て
、
棟
領
が
拝
む
て
い
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
あ
と
、

夕
飯
に
酒
を
出
し
て
祝
う
く
ら
い
で
、
餅
を
投
げ
る
と
か
い
う
こ
と
も
な

い
。
し
た
が
っ
て
親
せ
き
か
ら
餅
を
届
け
る
と
い
う
こ
と
も
な
か
っ
た
。

屋
根
ふ
き
が
す
ん
だ
あ
と
の
方
が
大
き
な
祝
い
に
な
る
。
ハ
伊
参
)
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屋
根
ふ
き
普
は
、
村
の
家
は
ほ
と
ん
ど
萱
ぷ
き
屋
根
だ
っ
た
の
で
、
一

種
の
無
尽
(
講
)
の
し
く
み
で
集
め
ら
れ
た
材
料
を
中
心
に
ふ
き
上
げ
ら

れ
る
が
、
こ
う
し
て
ふ
か
れ
る
か
ら
屋
根
ふ
き
が
す
む
と
餅
を
投
げ
、
お

祝
い
を
す
る
。
屋
銀
ふ
き
の
職
人
は
、
地
元
の
人
も
い
る
が
越
後
の
方
か

ら
績
ん
で
や
っ
て
も
ら
う
人
も
多
か
っ
た
。
(
伊
参
〉

家
う
つ
り
特
に
き
め
ら
れ
た
し
き
た
り
は
な
く
、
暦
を
み
て
大
安
の
日

に
家
う
つ
り
す
る
て
い
ど
で
あ
る
。
物
を
運
び
こ
む
順
序
や
、
移
る
順
序

も
い
わ
れ
な
い
。
家
う
つ
り
を
し
た
日
、
ま
た
は
日
を
あ
ら
た
め
て
オ
ゴ

リ
(
酒
き
を
や
る
。
(
伊
参
〉

俗民

屋

根

替

え

屋
根
替
無
尽
五
反
田
嵩
山
の
小
林
家
で
は
、
昭
和
二
十
四
年
に
最
後
の

屋
根
替
無
尽
が
当
っ
て
屋
根
を
ふ
き
直
し
た
。
家
が
大
き
い
の
で
、
萱
は

合
せ
て
五

O
Oダ
ン
(
駄
〉
、
人
足
は
一
日
平
均
で
延
一
二

O
人
か
ら
一
一
一
一

O
人
ほ
ど
か
か
っ
た
。
屋
根
屋
職
人
は
越
後
〈
新
潟
)
か
ら
六
人
頼
ん
だ

が
、
二

0
日
間
ほ
ど
泊
り
こ
み
で
や
っ
て
も
ら
っ
た
。
落
成
の
と
き
の
オ

ゴ
り
で
は
酒
を
出
し
て
、
手
伝
っ
て
く
れ
た
人
を
招
き
、
無
尽
の
世
話
人

に
は
「
ゼ
ン
ハ
膳
〉
の
餅
」
を
二
枚
ず
っ
、
他
の
参
会
者
に
は
の
し
餅
を

二
枚
ず
つ
を
お
膳
の
は
し
に
の
せ
て
出
し
た
。
祝
い
の
ヒ
キ
モ
ン
(
引
出

物
)
と
し
て
は
洗
面
器
を
出
し
た
。

当
時
の
無
尽
の
一
口
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
萱
ニ
ダ
ン
ハ
駄
〉
な
わ

二
房
、
米
二
升
、
他
に
人
足
手
問
、
き
ま
り
と
し
て
は
、
一
期
(
一
年
間
)

の
う
ち
に
ふ
き
上
げ
る
こ
と
、
翌
年
に
ま
た
ぐ
場
合
は
、
一
期
に
半
分
や

っ
て
も
、
後
の
半
分
は
「
個
人
も
ち
」

う
こ
と
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
四
年
が
最
後
に
な
っ
た
と
い
う
の
は
、
そ
の
こ
ろ
屋
根
替
え

が
ひ
と
通
り
終
っ
た
と
い
う
こ
と
と
、
そ
の
こ
ろ
に
な
る
と
萱
ぶ
き
屋
根

の
手
入
れ
の
こ
と
を
考
え
て
、
ト
タ
ン
葺
き
ゃ
、
瓦
葺
き
に
変
え
て
し
ま

う
家
が
ふ
え
て
、
屋
根
替
無
尽
を
維
持
で
き
な
く
な
っ
て
来
た
た
め
で
あ

る
。
ハ
五
反
田
)

岩
本
西
門
の
中
沢
家
は
、
昭
和
十
三
年
に
無
尽
で
屋
根
替
え
を
し
て
い

る
が
、
そ
の
時
の
明
細
帳
に
は
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
十
参
年
十
二
月
一
日

家
屋
修
繕
貯
蓄
講
貯
蓄
品
借
受
品
明
細
簿

借
受
人
中
沢
藤
次
郎

家
屋
修
繕
貯
蓄
品
借
用
証

一
、
米
、
麦
、
銭
、
萱
、
縄
、
足
場
木

但
シ
数
量
ハ
別
紙
貯
蓄
明
細
簿
ノ
通
り

右
ノ
物
品
、
家
屋
修
繕
ノ
為
借
用
仕
候
処
、
確
宣
也
、
此
返
済
方
法
ρ

講
別
ノ
定
款
-
一
基
キ
異
議
ナ
ク
償
還
可
申
候
、
若
シ
其
期
目
一
臨
ミ
本
人

-
一
於
テ
一
切
ノ
義
務
履
行
致
兼
候
節
ハ
、
請
人
-
一
於
テ
負
担
え
イ
サ

サ
カ
モ
講
員
ニ
対
シ
御
損
害
相
カ
ケ
申
ス
間
敷
為
後
日
家
屋
修
繕
貯
蓄

借
用
証
、
依
如
件

昭
和
十
三
年
十
二
月
一
日

別
紙
ハ
略
)

注
、
こ
の
と
き
の
参
加
講
員
四
十
三
軒
ハ
半
口
二
軒
)

ハ
個
人
負
担
〉
で
や
る
こ
と
と
い
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中
沢
家
の
加
入
し
て
い
た
講
の
正
式
名
称
は
、
屋
根
替
普
請
無
尽
融
通

講
で
あ
り
、
こ
の
講
の
大
正
一

O
年
の
き
ま
り
ハ
そ
れ
が
昭
和
十
三
年
に

も
継
承
さ
れ
て
い
た
〉
の
一
口
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

萱
二
駄
、
縄
十
五
房
ハ
一
一
房
は
二

O
尋
の
こ
と
〉
、
足
場
木
二

本
、
米
二
升
、
麦
二
升
、
人
足
三
人
、
掛
金
三

O
銭、

こ
れ
に
は
代
金
納
も
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
現
物
で
納
入
で
き
な
い
場

合
は
金
納
の
形
を
と
っ
た
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
形
に
し
て
も
、
一
年

に
二
口
止
め
と
し
た
。
そ
れ
と
い
う
の
は
、
講
の
中
で
屋
根
替
え
を
で
き

る
の
は
、
一
年
二
軒
が
せ
い
ぜ
い
で
あ
っ
た
こ
と
で
も
あ
る
。
(
岩
本
〉

五
反
田
中
村
と
日
影
が
一
つ
に
な
っ
て
屋
根
替
普
請
無
尽
が
あ
り
、
毎

年
世
話
人
を
た
て
、
屋
根
替
を
す
る
と
き
に
は
世
話
人
の
と
こ
ろ
に
や
っ

て
来
て
相
談
を
し
て
村
人
に
は
か
り
、
調
整
を
し
て
や
っ
た
。
無
尽
の
組

は
二
十
人
で
一
組
と
な
り
、
一
口
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

萱
一
駄
、
米
一
升
、
人
足
一
人
、
な
わ
五
一
房
一
、
二
十
人
一
組
だ
か
ら
合

計
す
る
と
萱
だ
け
で
四
十
駄
と
な
る
の
で
、
小
さ
い
家
な
ら
少
し
補
充
す

れ
ば
ほ
ぼ
間
に
合
う
が
、
五
聞
に
八
聞
の
家
で
は
百
駄
ほ
ど
必
要
だ
っ

た。
春
普
請
を
希
望
す
る
人
は
ケ
イ
ヤ
ク
ハ
二
月
六
日
が
定
日
〉
、
秋
に
す
る

人
は
で
ハ
キ
ヌ
ギ
の
と
き
、
無
尽
の
世
話
人
と
施
主
と
が
一
升
持
っ
て

「
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
し
て
出
せ
ば
、
村
人
に
ほ
ぼ
了
承
さ
れ
、
萱

刈
り
に
も
便
宜
を
は
か
つ
て
も
ら
え
た
。

屋
根
ふ
き
で
は
、
ス
グ
リ
登
を
使
う
と
き
は
一
坪
に
四
駄
、
ド
ウ
費
と

い
う
刈
り
っ
ぱ
ら
い
ハ
そ
の
ま
ま
の
も
の
〉
で
は
、
一
坪
一
駄
半
の
曹
が

第一章

必
要
と
い
わ
れ
て
、
そ
れ
だ
け
の
量
を
準
備
し
た
。
軒
端
に
あ
た
る
と
こ

ろ
の
一
列
通
り
は
、
ア
シ
ハ
葺
)
を
使
う
の
が
正
式
の
作
り
方
で
、
麻
ガ

ラ
は
略
式
の
方
法
だ
が
ふ
つ
う
に
は
麻
ガ
ラ
を
使
っ
た
。
ア
シ
は
両
手
で

っ
か
ん
だ
ぐ
ら
い
を
一
束
と
し
、
こ
れ
を
ひ
と
尋
く
ら
い
の
長
さ
に
編
ん

だ
も
の
を
つ
く
っ
て
お
き
、
こ
れ
を
敷
く
よ
う
に
並
べ
て
か
ら
屋
根
を
ふ

く
と
き
れ
い
に
仕
上
が
っ
た
。
ヒ
ラ
ハ
正
面
〉
は
ヌ
キ
〈
軒
)
を
厚
く
し

て
上
等
の
萱
を
使
う
。
ふ
や
す
た
め
に
葉
つ
ば
を
入
れ
た
り
、
麦
わ
ら
を

入
れ
て
や
っ
た
り
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
上
の
方
の
グ
シ
に
近
い
方
は

薄
く
し
て
葺
い
て
行
く
。

ナ
ワ
は
、
越
後
の
屋
根
屋
が
ワ
ラ
ナ
ワ
を
使
い
、
植
栗
(
吾
妻
町
〉
の

屋
根
屋
は
タ
ケ
ナ
ワ
を
使
っ
た
。
火
を
燃
さ
な
い
家
の
寺
や
神
社
な
ど
は

竹
で
、
で
き
れ
ば
タ
ケ
ナ
ワ
の
方
が
屋
根
の
た
め
に
も
よ
い
と
い
わ
れ
て

い
る
。
竹
は
、
や
わ
ら
か
く
て
、
ト
ゲ
が
た
た
ず
、
切
れ
な
い
の
で
危
険

が
少
な
く
、
ハ
リ
に
さ
し
易
く
、
使
い
易
い
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
タ
ケ

ナ
ワ
を
つ
く
る
に
は
竹
を
薄
く
そ
い
で
長
い
も
の
を
つ
く
り
、
湯
の
中
に

石
け
ん
な
ど
を
入
れ
て
煮
て
、
こ
れ
を
ぬ
れ
た
ま
ま
ハ
リ
に
さ
し
て
使
っ

て
し
ぼ
る
と
も
の
す
ご
く
乾
い
て
し
っ
か
り
す
る
。
だ
か
ら
屋
根
の
グ
シ

や
四
隅
な
ど
の
く
ず
れ
易
い
と
こ
ろ
に
竹
を
使
う
よ
う
に
す
る
。

ナ
ワ
で
も
火
を
燃
す
家
は
カ
ア
ツ
ォ
を
使
う
が
、
い
ろ
り
を
や
め
た
と

た
ん
に
屋
根
が
だ
め
に
な
る
家
が
続
出
し
た
く
ら
い
で
、
け
む
り
が
防
腐

剤
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
四
隅
や
グ
シ
に
は
二
百
尋
は
必
要

で
、
六
ミ
リ
く
ら
い
の
太
さ
の
ナ
ワ
に
な
る
よ
う
に
使
っ
た
。

屋
根
替
普
請
無
尽
の
講
は
東
京
オ
り
ン
ピ
ッ
ク
の
こ
ろ
終
り
に
な
っ
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て
、
屋
根
ふ
き
も
な
く
な
っ
た
。
ハ
五
反
田
)

天
保
十
五
年
の
斉
藤
家
萱
替
普
請
人
足
帳
に
よ
る
と
、
屋
根
屋
三
十
三

人
、
人
足
百
九
十
三
人
、
萱
百
五
拾
駄
ハ
萱
代
金
納
も
含
む
〉
、
こ
れ
に

米
、
な
わ
が
講
員
か
ら
届
け
ら
れ
て
、
施
主
の
負
担
と
一
緒
に
な
っ
て
普

請
が
さ
れ
て
い
る
。
(
五
反
田
)

民俗

五
反
田
上
組
普
請
組
合
規
約

第
一
条
、
本
組
合
ハ
五
反
田
上
組
内
ユ
住
居
ス
ル
戸
主
世
帯
ヲ
以
テ
組
織
久

但
シ
組
外
-
一
居
住
ス
ル
者
ト
難
モ
全
組
合
員
ノ
承
認
ヲ
得
タ
ル
場
合

ハ
加
入
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

第
二
条
、
本
組
合
ハ
五
反
田
上
組
費
譜
組
合
ト
称
シ
事
務
所
ヲ
組
合
長
宅

ユ
置
タ

第
三
条
、
本
組
合
ハ
組
合
員
相
互
-
一
助
カ
シ
合
ヒ
普
請
施
行
上
利
便
ヲ
計

ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

第
四
条
、
本
組
合
ハ
前
条
ノ
目
的
ヲ
達
ス
ル
為
左
ノ
事
項
ヲ
行
フ

一
、
工
事
費
ノ
調
達
方
法
ヲ
講
ズ
ル
事

各
組
合
員
毎
月
ハ
六
月
、
十
二
月
ヲ
除
ク
〉
金
伊
銭
ツ
ツ
拠
出
し
普

請
貯
金
ト
シ
テ
之
ヲ
蓄
積
シ
置
キ
普
請
施
行
者
ニ
払
渡
ヲ
ナ
ス
事

但
シ
払
渡
金
額
ハ
本
組
合
存
続
期
間
中
ニ
当
該
組
合
員
ノ
拠
出
ス
ベ

キ
普
請
貯
金
ノ
合
計
三
相
当
ス
ル
金
額
ト
ス

*
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
二
十
三
日
参
円
に
改
定

二
、
工
事
ニ
要
ス
ル
物
件
労
力
調
達
方
法
ヲ
講
ズ
ル
事

各
組
合
員
一
普
請
毎
-
一
左
ノ
物
件
労
力
ヲ
提
供
シ
助
カ
ス
ル
事

白

米

壱

升

萱
弐
駄
成
ル
ベ
タ
品
質
良
好
ナ
ル
モ
ノ
ナ
ル
事

人
足
弐
人
、
成
ル
ベ
タ
一
人
前
ノ
者
ニ
シ
テ
手
弁
当
ト
ス

縄

弐

百

尋

足
場
木
壱
本
、
予
メ
各
組
合
員
ニ
於
テ
用
意
シ
毎
普
請
-
一
出
シ
合

セ
使
用
ス
ル
事
、
但
シ
材
種
ハ
杉
若
ハ
落
葉
松
等
ト
シ
長
サ
四
間
以
上

ユ
シ
テ
末
日
一
寸
五
分
以
上
ナ
ル
事

家
屋
構
造
其
他
特
別
ノ
事
情
-
一
ヨ
リ
物
件
労
力
ノ
一
部
若
ハ
全
部
助

力
ヲ
要
セ
サ
ル
者
ア
ル
時
ハ
組
合
員
ノ
了
解
ヲ
得
テ
金
銭
-
一
ヨ
リ
助

力
ヲ
受
ク
ル
事
ヲ
得

前
項
物
件
ヲ
金
銭
-
一
換
算
ス
ル
場
合
ハ
概
ネ
左
記
標
準
-
一
拠
ル
ヲ
例

ト
ス

萱
壱
駄
の
価
格
ハ
白
米
相
場
弐
升
分
ト
ス

人
足
壱
人
ハ
白
米
壱
升
分
ト
ス

縄
弐
百
尋
ハ
白
米
五
合
分
ト
ス

但
シ
本
標
準
ユ
拠
ル
ヲ
不
適
当
ト
ス
ル
場
合
ハ
協
議
ノ
上
適
当
エ
換

算
金
額
ヲ
定
ム
ル
事
ヲ
得

第
五
条
、
組
合
員
ニ
シ
テ
本
規
約
-
一
依
助
力
ヲ
受
ケ
普
請
ヲ
行
ハ
ン
ト
ス

ル
者
ハ
毎
年
九
月
弐
拾
日
マ
デ
ユ
其
旨
組
合
長
ニ
申
出
ス
ベ
シ

第
六
条
、
本
規
約
ヲ
適
用
シ
施
行
ス
ル
普
請
ハ
毎
年
弐
戸
ト
ス
但
シ
前
条

ニ
ヨ
ル
申
込
者
参
入
以
上
ア
リ
タ
ル
場
合
若
ハ
由
・
込
弐
人
無
キ
時
ハ
抽

セ
ン
其
他
適
当
ノ
方
法
ユ
ヨ

p
之
ヲ
定
ム

(
但
シ
特
別
ノ
事
情
ア

p
ト
認
ム
ル
場
合
ハ
抽
セ
γ
ヲ
マ
タ
ス
シ
テ
助
力
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ヲ
受
ク
ル
事
ヲ
得
)

非
常
災
害
又
ハ
凶
荒
-
一
遭
遇
シ
タ
ル
年
度
ハ
協
議
ノ
上
前
項
戸
数
ヲ
増

減
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
七
条
、
本
組
合
ハ
前
条
-
一
依
リ
施
行
ス
ル
普
請
ノ
全
組
合
員
終
了
ス
ル

マ
デ
存
続
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
、

第
八
条
、
中
途
脱
退
及
加
入
ス
ル
者
ア
ル
時
ハ
其
時
々
協
議
ノ
上
適
当
ノ

処
置
ヲ
講
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
九
条
、
本
組
合
ニ
左
ノ
役
員
ヲ
置
ク

組
合
長
一
名
本
村
第
四
区
区
長
ユ
委
嘱
ス

*
昭
和
二
十
三
年
十
月
二
十
三
日
「
総
会
ユ
於
テ
選
挙
ス
」
と
改
定

会
計
係
一
名
本
村
第
四
区
区
長
代
理
者
三
委
嘱
ス

世
話
人
七
名
納
税
惣
代
人
副
惣
代
人
三
委
嘱
ス

第
十
条
、
組
合
長
ハ
組
合
ヲ
総
理
シ
会
議
ノ
議
長
ト
ナ
ル
、
会
計
係
ハ
普

請
貯
金
ヲ
取
マ
ト
メ
預
入
シ
及
払
渡
シ
ヲ
ナ
シ
会
計
簿
ヲ
整
理
ス

世
話
人
ハ
諸
伝
達
人
夫
割
当
物
件
検
査
受
渡
等
ノ
事
務
エ
当
ル

第
十
一
条
、
本
組
合
ノ
助
カ
ニ
依
リ
普
請
ヲ
行
イ
タ
ル
場
合
特
別
ノ
事
情

ア
ル
者
ノ
外
組
合
員
ニ
対
シ
饗
応
ヲ
ナ
サ
ザ
ル
事

第
十
二
条
、
本
組
合
ニ
備
付
ク
ベ
キ
帳
簿
左
ノ
如
シ

組
合
員
名
簿
様
式
第
一
号
組
合
長
保
管
ス

会
計
簿
様
式
第
二
号
会
計
係
保
管
ス

物
件
労
力
覚
帳
様
式
第
三
号
組
合
長
保
管
ス

第
十
三
条
、
第
四
条
ニ
依
ル
蓄
積
金
ノ
利
子
ハ
本
組
合
満
期
解
散
ノ
際
祝

賀
会
費
ニ
充
ツ
ル
等
協
議
ノ
上
適
当
ユ
処
分
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
十
四
条
、
本
組
合
規
約
ハ
組
合
員
ノ
三
分
ノ
二
以
上
ノ
同
意
ア
ル
エ
ア

ラ
ザ
レ
パ
変
更
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

附
則
、
本
規
約
ハ
昭
和
六
年
四
月
一
日
ヨ
り
之
ヲ
施
行
ス

組
合
ニ
加
入
シ
規
約
ヲ
違
ハ
サ
ル
事
ヲ
約
ス
ル
為
メ
コ
コ
エ
捺

印
ス

昭
和
六
年
四
月
一
日

本

多

元

策

⑮

ハ
以
下
四
十
五
名
連
署
〉

こ
の
組
合
規
約
に
よ
る
普
請
は
、
昭
和
十
一
年
十
二
月
の
一
一
戸
を
は
じ

め
と
し
て
同
二
十
九
年
二
月
ま
で
の
十
九
年
間
に
合
計
三
十
六
戸
の
多
く

に
達
し
戦
中
戦
後
の
混
乱
期
に
も
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
。
し
か
し
、
こ
の
規
約
も
昭
和
三
十
年
十
一
月
に
改
定
さ
れ
昭
和
四
十

五
年
ま
で
に
三
十
七
戸
ハ
半
日
の
普
請
も
含
む
)
の
普
請
が
行
な
わ
れ
て

い
る
。
ハ
五
反
田
)

屋
根
ふ
き
屋
根
替
え
は
、
十
二
月
二
十
日
こ
ろ
か
ら
正
月
末
こ
ろ
ま
で

に
仕
上
げ
る
よ
う
に
す
る
が
、
そ
の
間
カ
ヤ
無
尽
の
人
た
ち
が
三
日
分
ず

つ
手
伝
い
に
来
て
く
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
得
手
で
、
足
場
か
け
を
や
っ
て

く
れ
る
人
も
い
れ
ば
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
し
て
く
れ
る
。
小
伍
長
に
頼
め

ば
組
内
の
者
で
見
計
ら
っ
て
手
配
し
て
く
れ
た
。
必
要
な
人
数
を
み
て
割

振
り
を
し
て
く
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
反
下
中
で
手
伝
い
合
う
が
沢
渡
は
関

係
な
か
っ
た
。

手
伝
い
は
三
日
間
手
弁
当
で
、
近
い
人
は
家
ま
で
食
べ
に
行
っ
た
が
、

遠
い
人
は
弁
当
持
参
が
き
ま
り
な
の
で
、
オ
ツ
イ
く
ら
い
出
し
て
や
れ
ば
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屋

俗民

. 
え替根

い
い
。
昭
和
二
十
五
年
に
や
っ
た
の
が
最
後
の
無
尽
に
よ
る
屋
根
替
だ
っ

た
。
そ
の
時
は
、
二
百
五
十
駄
の
萱
を
用
意
し
、
八
十
戸
で
五
駄
ず
つ
出

し
て
も
ら
っ
た
。
(
上
反
下
〉

屋
被
ふ
き
祝
い
親
せ
き
や
、
手
伝
い
日
数
の
多
い
人
を
招
い
て
や
る
。

招
か
な
い
人
に
は
オ
ク
バ
リ
で
、
酒
と
イ
カ
く
ら
い
の
肴
と
、
ヒ
シ
モ
チ

二
放
を
わ
ら
で
し
ば
っ
て
手
伝
っ
て
く
れ
た
人
の
所
へ
届
け
た
。
屋
根
屋

に
十
二
さ
ま
の
御
幣
を
切
っ
て
立
て
て
も
ら
い
、
祝
調
を
や
っ
て
も
ら
っ

て
か
ら
、
屋
根
の
隅
々
に
柄
杓
で
水
を
か
け
、
酒
を
か
け
て
拝
ん
だ
。
十

二
さ
ま
に
供
え
る
も
の
は
、
お
膳
に
、
人
参
、
ね
ぎ
、
水
、
塩
を
盛
っ
て

屋
根
に
上
り
、
拝
ん
で
か
ら
神
酒
を
一
杯
ず
つ
飲
み
、
紙
に
包
ん
だ
銭
を

「
千
年
の
お
祝
い
、
万
年
の
お
祝
い
」
と
い
い
な
が
ら
四
方
に
投
げ
た
後

で
み
ん
な
で
も
ち
を
投
げ
た
。
座
敷
に
席
を
設
け
そ
こ
で
屋
根
ふ
き
祝
い

の
宴
会
を
し
た
。
お
供
え
は
ひ
と
か
さ
ね
で
、
上
は
屋
根
屋
の
分
、
下
の

も
の
は
小
さ
く
切
っ
て
参
会
者
に
や
っ
た
。
最
近
で
は
、
ひ
と
か
さ
ね
は

み
ん
な
屋
根
屋
に
や
り
、
あ
と
の
人
へ
は
か
い
か
が
を
や
る
よ
う
に
な
っ

た
。
(
上
反
下
〉家

に
肥
る
神

岩
本
の
関
家
で
は
、
正
月
の
お
そ
な
え
を
七
十
五
か
さ
ね
つ
く
っ
て
ま

つ
っ
た
と
い
う
。
年
神
さ
ま
そ
の
他
の
神
々
と
仏
さ
ま
が
そ
れ
だ
け
の
数

だ
け
把
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

蟻
川
の
蟻
川
家
で
は
三
十
数
神
を
ま
つ
っ
て
い
た
。
天
照
皇
大
神
、
年

神
さ
ま
、
年
中
放
の
お
礼
と
は
神
棚
に
肥
り
、
え
び
す
・
大
黒
さ
ま
、
八

し
よ
う
神
、
オ
シ
ラ
さ
ま
、
ヵ
マ
神
さ
ま
ハ
お
荒
神
さ
ま
〉
、
倉
神
さ
ま
、

お
ひ
が
み
さ
ま
(
せ
っ
ち
ん
神
〉
、
オ
ソ
ウ
ゼ
ン
さ
ま
ハ
う
ま
や
神
〉
、
コ
イ

ゴ
エ
の
神
(
肥
小
屋
神
〉
、
稲
荷
さ
ま
、
蚕
神
さ
ま
な
ど
が
主
な
抽
押
さ
ま
で

あ
り
、
こ
れ
に
仏
さ
ま
が
入
る
わ
け
で
あ
る
。
ハ
岩
本
〉

家
の
中
に
は
、
十
二
さ
ま
、
穀
ぴ
つ
の
神
と
い
う
俵
神
、
畑
の
神
の
地

神
さ
ん
を
肥
っ
た
り
、
秋
葉
大
神
、
庚
申
、
道
祖
神
を
肥
る
例
、
蚕
影
き

ん
を
二
階
に
租
る
と
か
、
キ
ヌ
ガ
ッ
サ
マ
ハ
絹
笠
様
)
を
ザ
シ
キ
に
杷
る

例
と
か
が
あ
る
。
ハ
蟻
川
〉

屋
敷
神
ふ
つ
う
に
は
屋
根
稲
荷
と
い
い
、
稲
荷
信
仰
と
か
さ
な
り
合
つ
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て
い
る
が
、
お
い
な
り
様
ば
か
り
で
は
な
く
、
家
に
よ
っ
て
は
秋
葉
様
、

八
幡
様
と
は
っ
き
り
し
た
お
宮
の
あ
る
例
も
あ
る
。
屋
敷
を
構
え
る
時
に

は
必
ら
ず
屋
敷
神
を
砲
る
。

十
一
月
二
十
二
日
に
は
そ
の
年
の
新
わ
ら
で
お
仮
屋
を
つ
く
り
、
新
米

の
お
赤
飯
と
図
づ
く
り
(
お
頭
っ
き
)
を
上
げ
た
り
す
る
。
正
月
に
は
門

松
を
立
て
、
御
幣
を
新
し
く
し
て
、
お
供
え
も
ち
を
上
げ
る
。
小
正
月
に

は
ま
ゆ
玉
を
さ
す
。

新
生
児
の
命
名
の
時
、
そ
の
名
前
を
稲
荷
様
か
ら
い
た
だ
く
と
い
う
習

慣
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
そ
の
家
の
祝
い
事
の
と
き
は
家
の
中
の
神
棚
に

対
す
る
と
同
じ
く
、
屋
敷
神
を
肥
る
。
(
伊
勢
町
〉

古
蜂
ケ
原
大
正
こ
ろ
ま
で
は
家
を
新
築
す
る
と
古
蜂
ケ
原
へ
お
参
り

に
行
っ
た
。
お
礼
を
う
け
て
来
た
が
、
火
伏
せ
の
神
と
し
て
あ
ら
た
か
な

神
だ
っ
た
。
(
伊
参
)

い
ろ
り
い
ろ
り
の
炉
縁
は
サ
ク
ラ
、
ェ
ン
コ
、
柿
な
ど
が
い
い
。
サ
カ

ナ
は
ホ
ウ
ノ
木
、
カ
ギ
は
桑
、
竹
は
マ
ダ
ケ
が
良
い
と
い
う
。
カ
ギ
竹
は

落
ち
る
と
縁
起
が
悪
い
、
不
幸
が
お
こ
る
と
い
っ
て
い
や
が
り
、
切
れ
る

前
に
自
分
で
切
っ
て
早
自
に
と
り
か
え
る
。
(
折
田
)

い
ろ
り
の
ま
わ
り
|
|
炉
縁
の
木
は
け
や
き
が
よ
い
。
イ
ロ
リ
プ
チ
と

い
う
。
ヵ
ギ
サ
マ
の
棒
ゃ
、
自
在
の
魚
は
ミ
ズ
プ
サ
が
よ
い
。
も
と
は
タ

イ
の
形
だ
っ
た
が
、
近
年
で
は
鉄
ば
っ
か
り
の
も
の
に
な
っ
た
。

い
ろ
り
の
上
座
を
ダ

γ
ナ
ザ
シ
キ
と
い
い
、
こ
こ
へ
家
族
の
者
が
座
る

と
米
を
買
え
と
い
わ
れ
た
。
坊
さ
ん
は
特
別
で
座
っ
て
も
い
い
。
オ
ッ
シ

ャ
γ
は
引
導
を
わ
た
す
人
だ
か
ら
縁
側
か
ら
上
っ
て
座
る
。
(
上
反
下
〉

い
ろ
り
の
名
称
い
ろ
り
に
は
、
部
落
に
よ
り
、
家
に
よ
っ
て
若
子
の
ち

が
い
は
あ
る
が
、
デ
エ
ド
コ
ロ
の
土
聞
か
ら
向
っ
て
正
面
が
ヨ
コ
ザ
、
ま

た
は
旦
那
ザ
シ
キ
と
よ
ば
れ
て
主
人
の
座
、
そ
の
右
側
が
カ
カ
座
、
ま
た

は
ヨ
メ
座
と
よ
ば
れ
て
主
婦
、
入
口
に
近
い
場
所
が
キ
ャ
ク
座
で
客
人
の

座
る
と
こ
ろ
、
土
聞
に
連
ら
な
る
場
所
が
キ
ジ
リ
〈
木
尻
〉
ま
た
は
シ
タ

ン
ザ
シ
キ
と
も
よ
ば
れ
て
、
使
用
人
や
嫁
な
ど
の
女
衆
の
席
と
さ
れ
た
。

炉
ぱ
た
の
作
法
女
性
は
、
い
ろ
り
の
中
に
足
を
入
れ
て
は
い
け
な
い
と

き
び
し
く
い
わ
れ
た
。
嫁
や
オ

γ
ナ
シ
ョ
(
女
衆
〉
は
シ
タ
ン
ザ
シ
キ
に

座
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
ダ

γ
・
ア
ザ
シ
キ
に
座
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る

と
「
米
を
買
う
」
の
だ
と
い
わ
れ
て
禁
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
ダ
γ
ナ
ザ

シ
キ
は
家
屋
構
造
も
あ
っ
て
、
風
向
き
が
ち
ょ
う
ど
ケ
プ
ハ
煙
〉
が
吹
い

て
行
っ
て
ケ
プ
イ
と
こ
ろ
で
、
旦
那
は
い
つ
も
エ
プ
イ
顔
を
し
て
い
る
の

だ
と
い
わ
れ
た
。

カ
ギ
竹
さ
ま
カ
ギ
竹
の
魚
の
形
に
つ
く
る
に
は
、
フ
ウ
の
木
(
朴
)
が

よ
い
。
ま
た
、
下
げ
る
木
に
は
プ
ナ
を
丸
く
け
ず
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が

縁
起
が
よ
い
。
「
フ
ウ
木
自
在
に
プ
ナ
γ
棒
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即

ち
「
富
貴
自
在
に
無
難
棒
」
で
あ
る
。
ま
た
、
竹
は
モ
ウ
ソ
ウ
竹
、
魚
は

ク
ワ
ハ
桑
)
、
ヵ
ギ
は
マ
ツ
も
よ
い
。
「
マ
ツ
代
ま
で
も
ク
ワ
セ
モ
ウ
セ
」

と
い
う
。
「
未
代
ま
で
も
食
わ
せ
申
せ
」
と
い
う
こ
と
で
、
新
宅
を
つ
く

っ
て
分
家
さ
せ
る
こ
と
を
「
カ
ギ
竹
を
分
け
て
や
る
」
と
も
い
う
。

カ
ギ
竹
も
長
年
使
っ
て
い
る
と
ひ
も
が
す
り
へ
っ
て
落
ち
る
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
時
に
は
、
人
に
尽
し
て
く
れ
た
の
で
慰
労
と
い
う
こ
と
で
お
祝

い
を
す
る
。
金
持
の
家
で
は
大
き
く
や
っ
た
が
、
(
親
類
を
招
い
た
り
し
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て
〉
、
ふ
つ
う
は
オ
コ
ヮ
、
ウ
ド
γ
で
お
祝
い
を
す
る
く
ら
い
の
こ
と
だ
っ

た
。
(
赤
坂
〉

い
ろ
り
の
神
い
ろ
り
の
神
さ
ま
は
、
か
ま
ど
神
さ
ま
と
い
っ
し
ょ
に
杷

っ
て
、
お
荒
神
さ
ま
と
よ
ん
で
大
切
に
す
る
。

カ
ギ
サ
マ
ハ
か
ぎ
竹
〉
に
失
せ
物
が
あ
る
と
き
に
頼
む
。
何
か
が
な
く

な
っ
て
困
っ
た
と
き
に
は
カ
ギ
竹
を
細
い
ひ
も
で
し
ば
っ
て
か
ら
調
べ
る

と
、
小
さ
い
物
で
も
み
つ
か
る
と
い
う
。
節
分
の
豆
を
水
引
き
で
カ
ギ
竹

に
結
ん
で
お
く
。

新
わ
ら
新
し
い
わ
ら
を
使
う
と
き
は
い
ろ
り
の
カ
ギ
竹
に
上
げ
て
か
ら

使
い
出
し
た
。
水
に
浸
し
て
、
は
た
い
て
ハ
叩
い
て
)
来
て
、
わ
ら
一
本

分
の
長
さ
く
ら
い
の
縄
を
つ
く
り
、
カ
ギ
竹
の
鉄
び
ん
の
輸
に
か
け
て
つ

る
し
、
お
茶
を
わ
か
し
て
供
え
て
か
ら
使
い
出
し
た
。
ハ
赤
坂
〉

禁
忌
正
月
三
ケ
日
と
、
十
五
日
に
は
、
い
ろ
り
に
入
つ
て
は
い
け
な

い
、
も
し
入
る
と
苗
代
に
か
ら
す
が
入
っ
て
か
き
ま
わ
す
、
と
い
う
。
い

ろ
り
の
カ
ギ
竹
は
、
叩
い
た
り
、
ゆ
る
が
せ
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
。

も
し
叩
い
た
り
す
る
と
「
カ
キ
ノ
ヤ
マ
イ
」
(
カ
ギ
ノ
ヤ
マ
イ
と
も
い
う
〉

に
な
り
、
い
く
ら
食
べ
て
も
腹
が
へ
る
と
い
わ
れ
る
。
カ
ギ
サ
マ
と
い

-
A
J
 

朝
藤
・
夜
錨
朝
は
藤
、
夜
は
縄
を
い
ろ
り
の
中
に
入
れ
て
は
い
け
な
い

と
き
び
し
く
い
ま
し
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
天
道
さ
ん
が
藤
つ
る
を
っ
た

わ
っ
て
空
に
上
る
も
の
だ
と
い
い
、
だ
か
ら
藤
を
燃
し
て
は
い
け
な
い
。

ま
た
、
夜
、
縄
を
燃
し
て
い
る
と
ド
ロ
ボ
ウ
が
入
る
か
ら
い
け
な
い
、
と

い
わ
れ
た
。

照

明
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ヒ
デ
鉢
明
治
三
十
年
こ
ろ
ま
で
は
、
照
明
用
の
材
料
と
し
て
細
く
割
っ

た
ヒ
デ
を
さ
か
ん
に
使
っ
た
。
い
ろ
り
の
隅
に
三

O
t四
O
佃
く
ら
い
の

太
い
木
の
台
を
置
き
、
そ
の
上
に
平
た
い
石
の
皿

2
5
を
の
せ
、
そ
の

上
で
細
く
割
っ
た
ヒ
デ
を
燃
し
て
照
明
と
し
た
。
石
の
台
で
な
く
ヒ
デ
鉢

を
用
い
る
家
も
あ
り
、
い
ろ
り
の
隅
で
や
れ
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
水
の
入

る
桶
の
中
央
に
鉄
棒
を
た
て
、
そ
の
上
部
に
金
網
で
か
ご
を
つ
く
り
、
そ

の
中
で
ヒ
デ
を
燃
し
て
、
燃
え
さ
し
は
水
の
中
へ
落
ち
る
よ
う
に
し
た
も

の
も
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
照
明
で
夜
な
べ
仕
事
を
し
た
の
で
、
ヒ
デ
を

燃
す
の
は
子
ど
も
や
、
老
人
た
ち
の
し
ご
と
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

ハ
蟻
川
)

灯
げ
え
ヒ
デ
鉢
と
同
じ
こ
ろ
使
っ
て
い
た
の
が
ト
ウ
ゲ
エ
で
あ
る
。
台

の
上
に
平
た
い
お
皿
を
上
げ
、
菜
種
油
な
ど
を
入
れ
、
そ
こ
に
ト
ウ
シ
ン

ハ
灯
芯
)
を
さ
し
と
み
、
穴
あ
き
銭
で
重
し
を
し
て
火
を
つ
け
て
明
り
と

し
た
。
ト
ウ
シ
ン
は
山
吹
の
芯
な
ど
が
良
い
と
さ
れ
た
。

ラ
ン
プ
ラ
ン
プ
は
明
治
三
十
年
代
に
ひ
ろ
ま
っ
た
。
最
初
に
入
り
た
て

の
こ
ろ
は
、
御
祝
儀
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
デ
エ
ジ

γ
サ
γ
ハ
金
持
ち
〉

か
ら
借
り
て
来
て
使
っ
た
り
し
た
。
手
ラ
ソ
プ
、
ヨ
ツ
デ
ラ
ン
プ
、
マ
キ

シ
ン
ラ
ン
プ
な
ど
が
次
第
に
ひ
ろ
ま
っ
た
が
、
下
の
方
ま
で
よ
く
照
ら
す

下
向
き
ラ
ン
プ
は
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
ひ
ろ
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ひ
で
皿
、
大
正
二
、
三
年
こ
ろ
ま
で
さ
か
ん
に
使
っ
た
も
の
。
松
の
根

の
や
に
の
多
い
の
を
細
く
割
っ
て
、
ト
タ
ン
の
板
の
上
な
ど
で
燃
し
て
明
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り
を
と
っ
た
。

ラ
γ
プ
、
大
正
初
年
こ
ろ
一
般
に
ひ
ろ
ま
っ
た
。

電
気
、
大
正
九
年
秋
、
伊
参
水
電
株
式
会
社
が
営
業
を
始
め
て
電
灯
が

村
に
入
っ
た
。
ハ
栃
窪
)

電
気
大
正
九
年
に
兵
隊
に
出
て
行
く
時
は
ラ
ン
プ
だ
っ
た
が
、
十
年
に

帰
っ
て
来
た
ら
電
気
が
つ
い
て
い
た
。
伊
参
水
力
電
気
で
つ
い
た
。
モ
ト

ヘ
イ
さ
ん
が
社
長
で
始
め
た
の
で
伊
参
水
力
と
い
う
わ
け
で
、
名
久
田
も

相
当
入
っ
て
い
た
。
当
時
は
、
電
気
料
が
納
め
ら
れ
な
く
て
、
よ
く
電
気

を
切
ら
れ
た
話
が
あ
る
。
電
球
も
町
に
は
売
っ
て
い
な
か
っ
た
。
(
伊
参
〉

そ

の

他

わ
ら
た
た
き
右
台
所
に
は
、
わ
ら
た
た
き
石
が
埋
め
こ
ま
れ
て
い
る
。

わ
ら
細
工
は
、
昭
和
の
初
の
こ
ろ
か
ら
し
な
く
な
っ
た
。
(
反
下
〉

せ
ぎ
屋
敷
の
中
に
清
水
を
ひ
き
入
れ
て
、
洗
い
場
を
つ
く
り
、
そ
こ
で

洗
い
事
を
し
た
。
そ
れ
を
せ
ぎ
と
い
っ
た
。
ハ
反
下
〉

屋
敷
木
ふ
つ
う
に
は
、
魔
除
け
と
し
て
柿
の
木
を
植
え
る
こ
と
が
多

い
。
い
や
が
ら
れ
る
木
と
し
て
は
、
仏
に
関
す
る
木
と
し
て
い
ち
じ
く
、

な
り
下
が
る
木
と
し
て
し
だ
れ
ざ
く
ら
、
ゃ
な
ぎ
、
藤
な
ど
、
屋
敷
の
外

な
ら
植
え
て
も
よ
い
の
が
ざ
く
る
、
植
え
る
方
向
に
よ
っ
て
い
や
が
ら
れ

る
木
が
え
ん
じ
ゅ
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
ご
ろ
は
余
り
い
わ
な
く
な
っ
て
来
た
。

便
所
菅
の
便
所
は
、
独
立
し
て
外
に
あ
っ
た
。
主
屋
入
口
の
右
ハ
ま
た

は
左
〉
に
馬
舎
の
溜
共
用
の
小
便
所
も
あ
っ
た
。
客
用
便
所
(
カ
ミ
チ
ョ

ウ
ズ
パ
〉
は
、
上
級
の
農
家
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
近
年
は
あ
ら
か
じ
め
主

屋
の
中
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
が
、
も
と
は
ふ
つ
う
の
家

に
は
な
か
っ
た
。

シ
ョ
ウ
ベ
ン
ダ
マ
ハ
小
使
溜
〉
と
い
う
の
は
、
小
便
専
用
の
小
さ
い
も

の
を
庭
先
に
作
っ
て
お
く
も
の
で
、
主
屋
の
斜
め
前
方
に
小
形
の
溜
桶
を

ふ
せ
て
、
簡
単
な
屋
根
(
片
屋
根
の
場
合
が
多
い
〉
を
か
け
て
お
く
。
家

の
者
に
限
ら
ず
、
一
寸
訪
ね
て
来
た
者
な
ど
が
使
用
す
る
も
の
だ
っ
た
。

ハ
伊
勢
町
)

小
便
溜
馬
舎
用
の
小
便
溜
と
共
用
し
て
い
た
小
便
所
が
あ
る
。
と
れ
は

主
屋
内
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
馬
舎
の
排
尿
を
、
主
屋
の
士
一
台
下
を
通
じ
て

馬
舎
内
に
少
々
溜
桶
を
出
し
て
据
え
と
み
(
大
部
分
は
外
に
出
し
て
お

き
)
そ
こ
に
若
干
の
固
い
を
つ
け
て
家
人
が
小
用
を
す
る
形
式
の
も
の

で
、
仲
よ
く
馬
と
共
用
の
小
便
所
で
あ
っ
た
。
さ
す
が
に
現
在
に
は
こ
の

便
所
は
見
ら
れ
な
い
が
、
痕
跡
は
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ハ
伊
勢
町
)

物
置
納
屋
の
こ
と
で
、
こ
え
え
と
も
い
う
。
こ
れ
は
作
業
場
に
な
っ
た

り
、
収
納
舎
に
な
っ
た
り
し
て
、
適
宜
重
宝
す
る
建
物
で
、
農
家
と
し
て

は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
建
物
で
あ
る
。
一
部
大
農
具
の
置
場
に
も
な
っ
て
い

る
。
ハ
伊
勢
町
〉

肥
小
舎
人
糞
尿
を
重
要
な
肥
料
と
し
た
昔
は
、
便
所
の
下
肥
を
汲
み
上

げ
て
腐
熱
さ
せ
る
た
め
大
溜
を
ふ
せ
て
お
い
た
。
そ
の
半
分
は
農
具
舎
に

利
用
さ
れ
る
。

堆
肥
舎
は
近
年
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
ハ
伊
勢
町
〉

土
蔵
ハ
倉
)
上
級
の
農
家
に
限
ら
れ
、
一
般
農
家
に
は
な
い
の
が
ふ
つ

う
で
あ
る
。
こ
の
倉
の
簡
略
な
も
の
は
板
倉
と
い
う
も
の
で
穀
櫨
の
よ
う
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に
使
用
さ
れ
る
。

門
も
上
級
の
家
に
限
ら
れ
、
数
は
少
な
い
。
(
伊
勢
町
〉

ト
ポ
年
貢
江
戸
時
代
に
は
、
ト
ボ
年
貢
と
い
っ
て
、
窓
や
出
入
口
に
年

俗民

第
二
章

生

産

生

業

手層

作

国
五
反
田
で
は
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
は
大
へ
ん
な
こ
と
は
な

い
。
そ
の
こ
ろ
は
米
を
売
れ
た
人
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
麦
七
分
、
米
三
分

く
ら
い
で
食
う
自
給
自
足
の
く
ら
し
だ
っ
た
。
美
野
原
開
田
で
よ
う
や
く

米
が
食
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ハ
五
反
田
〉

米
っ
く
り
岩
本
で
は
、
田
は
と
れ
な
か
っ
た
。
十
年
に
三
年
く
ら
い
は

ま
っ
た
く
と
れ
ず
、
タ
ネ
く
ら
い
の
こ
と
も
あ
っ
た
。
金
肥
も
入
れ
な
か

っ
た
。
米
は
売
る
ど
こ
ろ
で
な
く
、
買
っ
た
方
が
多
い
。
越
後
米
だ
か
、

ど
こ
だ
か
わ
か
ら
な
い
が
、
中
之
条
の
町
か
ら
買
っ
た
。
明
治
三
十
七
、

八
年
こ
ろ
だ
っ
た
と
思
う
が
、
一
枚
四
畝
歩
と
い
う
回
で
モ
ミ
七
升
と
い

う
年
が
あ
っ
た
。
(
伊
参
〉

む
か
し
は
下
反
下
で
米
を
つ
く
っ
て
い
る
家
は
、
一
軒
か
ニ
軒
ぐ
ら
い

だ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
は
、
水
田
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
「
身
上
」
の
大
き

い
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
た
。
俵
ハ
米
俵
〉
を
家
に
積
ん
で
お
け
ば
、
大

貢
が
か
か
っ
た
の
で
、
ト
ボ
を
な
る
べ
く
少
な
く
し
た
。
古
い
家
は
、
そ

の
た
め
に
壁
の
部
分
が
多
く
、
窓
が
非
常
に
少
な
い
。
〈
反
下
)

1080 

尽
と
い
わ
れ
た
。
水
田
を
ひ
ら
い
て
、
米
を
つ
く
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
昭
和
の
は
じ
め
の
こ
と
で
あ
る
。
む
か
し
は
ヒ
エ
と
ム
ギ
を
つ
く
っ

て
い
た
。
ハ
反
下
〉

折
田
の
米
折
田
は
用
水
に
恵
ま
れ
ず
、
思
う
よ
う
に
回
が
つ
く
ら
れ

ず
、
そ
の
当
時
は
、
山
田
や
四
万
と
か
五
反
田
な
ど
、
近
隣
の
部
落
へ
出

て
、
点
々
と
耕
作
し
て
米
を
手
に
入
れ
る
く
ふ
う
を
し
た
。
し
か
し
、
こ

う
す
る
こ
と
の
で
き
る
の
は
限
ら
れ
て
い
た
の
で
陸
稲
や
ヒ
エ
な
ど
に
頼

っ
て
い
た
。
昭
和
六
年
の
折
田
の
関
田
、
二
十
八
、
九
年
の
美
野
原
の
開

田
で
自
給
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
当
初
は
、
そ
こ
で
と
れ
た
米
は
、

ボ
ロ
ボ
ロ
し
た
よ
う
で
陸
稲
の
よ
う
な
ま
ず
い
米
だ
っ
た
。
水
田
に
し
た

と
い
っ
て
も
土
も
な
じ
ん
で
い
な
い
上
に
、
品
種
も
現
在
の
よ
う
な
も
の

で
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
た
。
ハ
折
田
〉

笛
代
づ
く
り
四
月
末
か
ら
五
月
初
め
に
一
斉
に
や
り
、
水
口
に
は
か
ゆ

き
俸
と
は
ら
み
ば
し
を
立
て
た
。
(
伊
勢
町
)

苗
代
づ
く
り
を
す
る
と
、
小
正
月
の
十
五
日
ガ
ユ
に
使
っ
た
か
ゆ
か
き

棒
を
水
口
に
立
て
、
わ
ら
束
を
伏
せ
て
そ
こ
に
時
期
の
山
吹
の
花
を
さ
し



た
。
ハ
五
反
田
V

田
植
え
田
植
え
に
は
、
親
せ
き
や
組
内
で
「
エ
エ
(
結
〉
」
が
行
な
わ
れ

る
が
、
ど
こ
の
家
で
も
そ
の
日
お
こ
わ
を
ふ
か
し
て
お
祝
い
を
す
る
。
こ

の
と
き
に
は
正
月
に
つ
く
っ
た
ハ
ラ
ン
バ
シ
(
ハ
ラ
ミ
パ
シ
)
で
食
べ

る
。
こ
の
日
の
オ
コ
エ
に
は
ダ
ン
ゴ
を
つ
く
る
家
が
多
い
。
ハ
伊
参
)

こ
の
辺
の
田
は
か
た
い
の
で
、
代
か
き
は
二
、
三
目
前
に
一
度
や
り
、

田
植
え
直
前
に
も
う
一
度
代
か
き
を
し
て
植
え
た
。
(
大
塚
〉

一
日
に
二
升
起
が
い
そ
が
し
い
。
も
ち
ろ
ん
朝
め
し
前
に
苗
と
り
を
し

て
用
意
し
て
や
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
最
近
は
、
八
時
半
こ
ろ
来
て
四
時

ち
ょ
っ
と
す
ぎ
る
と
終
り
と
い
う
ト
ノ
サ
マ
、
ァ
ュ
イ
サ
マ
で
は
二
升
首

は
や
れ
な
い
。
二
枚
の
回
を
整
地
し
て
一
枚
の
回
に
す
る
こ
と
を
オ
サ
ナ

オ
シ
と
い
っ
た
。
(
岩
本
〉

第二章生産業生

水口祝い〈五反田〉

田
植
え
機
械
四
十
五
年
こ
ろ
入
り
は
じ
め
て
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
の

家
が
機
械
植
え
に
な
っ
た
。
四
十
九
年
に
は
村
の
中
で
一
、
二
軒
の
家
が

人
手
を
頼
ん
で
昔
通
り
に
植
え
た
が
、
そ
の
家
が
イ
モ
チ
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
、
ふ
し
ぎ
な
ま
わ
り
あ
わ
せ
だ
ろ
う
が
こ
れ
で
人
が
や
る
田
植

え
も
な
く
な
る
よ
う
だ
。
ハ
折
田
)

田
植
え
の
食
事
昔
は
よ
く
錬
な
ど
を
煮
つ
け
た
料
理
を
し
た
。
(
伊
勢

町〉オ
カ
ボ
回
が
で
き
て
か
ら
つ
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
陽
気
が
あ
っ
た
か

で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
。
品
目
は
、
夏
で
も
ふ
と
ん
を
着
て
寝
た
く
ら
い
だ

っ
た
が
、
最
近
、
あ
っ
た
か
に
な
っ
た
の
で
、
耕
地
整
理
を
し
た
こ
ろ
か

ら
や
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ハ
折
田
〉

新
田
づ
く
り
米
つ
く
り
に
は
水
が
ほ
し
い
が
、
い
つ
も
水
の
中
に
な
く

て
も
い
い
。
一
日
に
一
ベ
ん
、
た
っ
ぷ
り
た
め
れ
ば
、
あ
と
は
ヒ
ッ
パ
レ

エ
ハ
か
わ
い
た
ま
ま
の
こ
と
)
で
も
か
ま
わ
ず
と
れ
る
。
水
が
た
ま
ら
な

い
回
に
は
石
灰
を
ま
く
人
も
い
た
が
、
や
ら
な
く
て
も
何
年
か
た
っ
と
よ

く
な
っ
た
。
最
初
は
三
俵
く
ら
い
か
ら
次
第
に
五
俵
く
ら
い
に
な
り
、
こ

れ
で
何
と
か
な
る
と
い
っ
て
い
た
ら
六
俵
、
四
十
九
年
は
イ
モ
チ
に
な
っ

て
も
六
俵
半
と
れ
た
と
い
う
。
(
折
田
〉

米
の
品
種
ヨ
シ
ガ
ラ
、
田
を
つ
く
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
は
「
ヨ
シ
ガ
ラ

で
な
け
れ
ば
だ
め
」
と
い
う
く
ら
い
に
ふ
え
た
品
種
、
草
丈
が
大
き
く
、

穂
も
大
き
い
も
の
で
と
れ
た
が
ま
ず
い
米
だ
っ
た
。
明
治
末
こ
ろ
、
反
当

り
一
俵
に
も
な
ら
ず
、
種
も
み
が
あ
っ
た
程
度
の
こ
と
が
あ
っ
て
消
え

た。
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八
平
治
、
ヨ
シ
ガ
ラ
に
代
っ
た
品
種
で
、
新
潟
の
方
か
ら
持
っ
て
来
た

米
で
、
毛
が
あ
る
品
種
だ
っ
た
。
持
っ
て
来
た
人
の
名
を
つ
け
た
わ
け
で

あ
る
。ア

サ
ヒ
マ
ル
赤
い
穂
の
米
で
、
ふ
つ
う
よ
り
早
生
種
だ
っ
た
の
で
一

時
ふ
え
た
こ
と
が
あ
る
。

農
林
二
四
号
、
戦
後
さ
か
ん
に
農
林
番
号
の
つ
い
た
米
が
つ
く
ら
れ

た。
豊
年
早
生
、
最
近
つ
く
ら
れ
て
い
る
も
の
の
一
つ
で
、
カ
ラ
が
し
っ
か

り
し
て
い
て
イ
モ
チ
に
か
か
ら
な
い
。
米
も
よ
く
、
成
田
で
反
当
り
一

O

俵
と
っ
た
と
い
う
品
種
で
あ
る
。
ハ
折
田
〉

米
の
検
査
大
正
時
代
ま
で
は
、
も
み
を
よ
く
お
と
し
て
万
石
を
か
け
、

マ
ス
で
は
か
つ
て
俵
に
入
れ
て
、
十
二
月
に
納
め
た
。
米
の
貫
匁
を
み
て

納
め
た
の
も
あ
る
。
ハ
伊
参
)

コ
ク
ダ
ワ
ラ
(
米
俵
〉
米
俵
は
、
米
を
売
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
作

っ
た
。
毅
橿
の
な
い
時
は
、
俵
に
つ
け
て
積
ん
だ
。
ハ
伊
参
〉

カ
マ
ボ
稲
刈
り
の
と
き
、
田
ん
ぼ
か
ら
稲
を
一
株
だ
け
ぬ
き
と
っ
て
来

て
、
カ
マ
ド
の
と
こ
ろ
に
ひ
っ
か
け
て
お
く
。
こ
れ
を
カ
マ
ボ
と
い
う
。

カ
マ
ボ
は
家
畜
が
病
気
に
な
っ
た
と
き
な
ど
に
こ
れ
を
く
れ
る
と
、
軽
い

病
気
な
ど
は
す
ぐ
な
お
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
特
に
馬
な
ど
の
ク
イ
が
悪

く
な
っ
た
と
き
ハ
食
欲
の
な
い
と
き
)
な
ど
、
カ
マ
ボ
を
一
本
ぐ
ら
い
く

れ
た
。昔

は
品
種
ご
と
に
一
株
ず
っ
と
っ
て
お
き
、
毎
年
の
で
き
を
比
べ
た
り

し
て
、
今
年
は
タ
ケ
が
長
か
っ
た
と
か
、
ア
エ
が
少
な
い
、
な
ど
と
比
べ

俗民

る
こ
と
も
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
現
在
は
一
株
だ
け
と
っ
て
来
る
こ
と
を

し
て
い
る
。
ハ
蟻
川
〉

稲
刈
り
初
日
に
、
稲
株
一
株
を
根
ご
と
引
き
ぬ
い
て
持
っ
て
帰
り
、
か

ま
神
様
に
上
げ
る
。
か
ま
穏
と
い
い
、
か
ま
神
さ
ま
の
壁
画
に
は
毎
年
の

か
ま
穂
が
な
ら
ん
で
吊
る
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
(
伊
勢
町
)

稲
刈
り
の
始
め
に
一
株
と
っ
て
来
て
、
カ
マ
ジ
メ
の
と
こ
ろ
ハ
釜
神
さ

ま
)
に
下
げ
る
。
カ
マ
ボ
は
、
馬
が
ネ
エ
ラ
に
な
っ
た
と
き
に
く
れ
た
。

〈
寺
社
原
〉

カ
リ
カ
ケ
稲
刈
り
の
刈
り
初
め
に
は
、
い
い
自
に
刈
り
初
め
と
い
っ
て

五
本
く
ら
い
を
し
ぼ
っ
て
釜
神
さ
ま
や
、
庭
の
地
神
さ
ん
に
上
げ
た
。
こ

れ
は
テ
ン
ト
ウ
ボ
と
い
い
、
ッ
ボ
ヤ
マ
の
木
で
も
よ
い
。
二
本
の
棒
が

あ
っ
て
そ
れ
に
か
け
て
地
神
さ
ん
に
上
げ
る
家
も
あ
っ
た
。
ハ
折
田
)

用
水
|
|
セ
ギ
年
よ
り
が
真
田
の
町
づ
く
り
と
い
っ
て
い
た
が
、
町
の

中
を
セ
キ
ハ
用
水
〉
が
流
れ
て
い
て
、
町
の
中
で
競
馬
が
で
き
た
。
セ
キ

の
向
う
側
を
と
ん
で
行
っ
て
、
も
ど
り
は
こ
ち
ら
側
を
と
ん
で
来
た
。
用

水
の
幅
は
三
尺
か
ら
三
尺
五
寸
く
ら
い
で
、
暮
に
な
る
と
塩
ザ
ケ
の
エ
ラ

に
な
わ
を
通
し
て
塩
出
し
の
た
め
に
お
よ
が
し
て
い
た
も
の
、
外
れ
る
と

シ
ョ
ウ
ビ
キ
が
お
よ
い
で
来
る
よ
う
に
見
え
た
。
ハ
中
之
条
)

中
ぜ
き
の
苦
労
中
ぜ
き
は
、
水
が
む
っ
て
し
ま
う
の
で
長
い
間
苦
労
し

た
。
コ
ソ
ク

p
l
ト
管
の
U
字
携
を
ふ
せ
て
か
ら
よ
う
や
く
う
ま
く
な
っ

た
。
取
入
口
も
、
戦
争
前
に
し
っ
か
り
し
た
も
の
に
な
っ
た
。
昔
は
番
水

を
し
た
り
、
水
番
を
た
で
た
り
し
た
。

横
尾
は
、
蟻
川
の
カ
ッ
ポ
か
ら
水
を
上
げ
る
。
伊
賀
様
の
事
業
で
引
い
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生産生業

た
も
の
で
、
夜
は
蟻
川
、
昼
間
は
横
尾
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、

水
元
で
切
っ
て
し
ま
っ
て
水
が
来
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
り
し
て
始
終
け
ん

か
を
し
た
。
組
打
ち
を
し
た
こ
と
も
あ
り
、
水
番
に
強
い
の
を
額
ん
で
、

ド
ウ
ズ
イ
テ
水
を
引
い
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
水
げ
ん
か
は
大
塚
も
よ
く

や
っ
た
が
、
最
近
は
な
く
な
っ
た
。
(
赤
坂
)

蟻
川
用
水
の
使
い
方
蟻
川
用
水
の
水
は
、
昼
間
は
横
尾
が
使
い
、
夜
間

は
蟻
川
が
か
け
る
と
い
う
の
で
水
利
権
を
分
け
た
。
そ
こ
で
水
番
と
い
う

の
が
あ
っ
て
、
蟻
川
の
方
へ
切
り
落
さ
れ
て
い
る
水
を
横
尾
の
方
へ
持
っ

て
来
る
こ
と
を
や
っ
た
。
ハ
赤
坂
〉

ク
ル
マ
|
|
水
車
ク
ル
マ
と
は
米
つ
き
な
ど
に
使
う
水
車
の
こ
と
で
、

オ
オ
グ
ル
マ
は
山
田
川
の
吉
池
の
所
に
あ
っ
て
、
水
害
で
ち
ょ
い
ち
ょ
い

や
ら
れ
て
い
た
。

土
日
の
町
の
大
尽
は
、
み
な
ク
ル
マ
を
持
っ
て
い
た
。

チ
ギ
リ
イ
チ
吉
池
、
ヵ
ク
イ
チ
お
屋
敷
、
ジ
ン
チ
ャ
ン
五
右
エ

門
グ
ル
マ
、
ヨ
ロ
ズ
ヤ
山
田
(
中
之
条
〉

ク
ル
マ
は
数
軒
の
共
有
で
、
当
番
の
目
、
が
き
ま
っ
て
い
て
、
そ
の
日
に

米
つ
き
を
し
た
。
水
車
づ
き
は
コ
メ
カ
が
ぬ
け
な
い
の
で
色
が
悪
い
よ
う

に
見
え
る
が
洗
う
と
き
れ
い
に
ぬ
け
、
味
も
よ
か
っ
た
。
(
大
塚
)

ご
戸
で
ク
ル
マ
を
も
っ
て
い
る
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
な
か
に
バ
ッ
タ

リ
で
や
っ
た
家
が
何
軒
か
み
ら
れ
た
。
昭
和
三
十
年
代
で
な
く
な
っ
た
。

ハ
平
)

水
車
小
屋
戦
争
前
ま
で
は
、
五
人
組
と
か
一

O
軒
く
ら
い
で
水
車
小
屋

を
も
っ
て
い
た
。
石
臼
が
四
つ
ぐ
ら
い
あ
り
、
そ
こ
で
コ
メ
や
ム
ギ
を
つ

第二本

い
た
。
水
車
番
(
車
番
と
い
う
〉
は
女
衆
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
水
車
を
使

う
順
番
は
き
ま
っ
て
い
た
。
二
日
交
代
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
一
俵
の
コ
メ

を
つ
く
の
に
、
ひ
と
晩
ぐ
ら
い
か
か
っ
た
。
一
俵
の
コ
メ
は
こ
う
す
に
分

け
て
つ
い
た
。
あ
ま
り
分
量
が
少
な
い
と
、
コ
メ
が
砕
け
て
し
ま
う
。
女

衆
は
、
時
間
を
見
は
か
ら
っ
て
水
車
小
屋
へ
行
っ
て
、
う
す
の
中
を
か
き

ま
わ
し
た
。
ま
た
別
に
小
麦
粉
も
ひ
い
た
。
大
正
時
代
に
は
、
む
ら
に
、

専
門
の
車
屋
が
あ
っ
た
。
戦
争
中
に
は
、
電
気
グ
ル
マ
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

水
の
量
の
多
い
家
で
は
、
個
人
で
バ
ッ
タ
ン
グ
ル
マ
を
も
っ
て
い
た
。
現

在
は
、
農
協
で
コ
メ
、
ム
ギ
の
加
工
を
ひ
き
う
け
て
や
っ
て
い
る
。
(
反

下
)

稲
こ
き
千
歯
こ
き
は
ふ
つ
う
は
コ
キ
と
い
い
、
大
正
十
年
こ
ろ
ま
で
は

さ
か
ん
に
や
っ
た
。

箕唐
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誌

足
ぷ
み
脱
穀
機
震
災
の
こ
ろ
普
及
し
は
じ
め
、
「
大
正
十
二
年
、
私
が

小
学
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
買
っ
た
の
を
記
憶
し
て
い
る
」
(
大
塚
.
小

池
一
江
〉
。
当
時
は
近
所
の
人
が
珍
し
が
っ
て
見
に
来
た
ほ
ど
だ
っ
た
。
最

初
の
こ
ろ
の
も
の
は
両
方
で
踏
む
よ
う
な
も
の
で
、
胴
は
小
さ
く
、
す
ご

く
重
い
も
の
だ
っ
た
。
一
般
に
普
及
し
た
の
は
昭
和
に
な
っ
て
の
こ
と
で

あ
る
。
ハ
大
塚
)

モ
ミ
ス
リ
子
ど
も
の
こ
ろ
ハ
明
治
末
こ
ろ
)
、
松
の
木
で
つ
く
っ
た
ス
ル

ス
を
、
向
こ
う
と
こ
ち
ら
で
向
き
あ
っ
て
両
方
か
ら
ひ
も
を
手
で
ひ
き
あ

っ
て
そ
ミ
ス
り
を
し
た
。
木
ズ
ル
ス
だ
が
、
棒
を
た
て
て
お
い
て
ま
わ
し

た
も
の
で
、
棒
毘
で
な
く
、
百
姓
が
自
分
で
つ
く
っ
た
。
そ
の
後
は
土
ズ

ル
ス
で
、
高
崎
か
ら
ま
わ
っ
て
来
て
ス
ル
ス
直
し
を
し
た
り
、
つ
く
っ
た

り
し
た
。
ナ
ラ
板
を
割
っ
て
打
ち
こ
み
、
塩
を
入
れ
た
カ
ベ
土
を
打
ち
こ

ん
で
や
っ
た
も
の
だ
っ
た
、
こ
れ
は
ぐ
る
ぐ
る
ま
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

竹
の
俸
を
下
げ
て
お
い
て
や
っ
た
り
、
木
で
ニ
ナ
イ
木
を
こ
し
ら
え
て
や

っ
た
り
し
た
。
ヤ
リ
木
を
入
れ
て
二
人
く
ら
い
た
か
る
と
早
か
っ
た
。
木

ズ
ル
久
の
方
が
軽
く
て
重
み
が
な
い
の
で
、
半
分
ひ
け
れ
ば
い
い
方
で
、

ひ
け
な
い
も
み
が
い
っ
ぱ
い
出
た
。
ハ
岩
本
)

ス
ル
ス
片
手
で
や
る
石
の
ス
ル
ス
は
大
正
こ
ろ
の
こ
と
、
両
手
で
や
る

方
が
ぐ
あ
い
が
い
い
と
い
う
の
で
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
は
ヤ
リ
木
と
い
腕

木
で
や
っ
た
。
箱
は
つ
い
た
り
、
つ
か
な
か
っ
た
り
だ
っ
た
。
ふ
つ
う
は

ウ
ス
に
腕
木
が
つ
き
、
ホ
ウ
キ
が
下
が
っ
て
い
て
一
か
所
に
掃
い
て
く

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
グ
ル
ワ
中
ハ
ま
わ
り
中
)
に
み
ん
な
落
ち
る

よ
う
に
し
た
ら
楽
に
で
き
た
も
の
だ
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
の
工
夫
を
し
て
、

{谷民

金
の
棒
を
入
れ
た
り
、
玉
(
ベ
ア
リ
ン
グ
〉
を
入
れ
た
り
、
ツ
ノ
を
入
れ

た
り
し
た
。

1084 

桶ずるす

『
ハ
ル
ス
ビ
キ
は
、
挽
い
て
、
唐
箕
に
か
け
、
万
石
に
か
け
て
や
る
仕
事

な
の
で
手
が
か
か
っ
た
。
ス
ル
ス
ピ
キ
の
賃
挽
き
も
あ
り
、
一
俵
い
く
ら

と
い
う
勘
定
を
し
て
い
た
。
ふ
つ
う
の
農
家
で
は
一
週
間
く
ら
い
ス
ル
ス

挽
き
を
し
て
い
た
。
ハ
横
尾
〉



足
踏
脱
穀
機
な
か
ら
ハ
か
な
り
〉
の
百
姓
を
し
て
い
る
家
で
は
イ
グ
サ

ン
に
入
っ
た
よ
う
だ
つ
た
。
信
用
利
用
購
買
組
合
で
入
れ
る
前
に
入
っ

た
。
初
予
は
、
コ
キ
が
ヒ
ラ
ガ
ネ
で
、
そ
れ
が
三
角
に
な
っ
て
き
た
。
う

ん
と
ひ
っ
か
け
ら
れ
た
の
で
能
率
が
あ
が
り
倍
く
ら
い
こ
け
た
。
ハ
岩
本
)

発
動
機
脱
穀
も
籾
す
り
も
一
度
に
し
た
。
ハ
ン
デ
に
か
け
て
あ
る
か
ら

乾
燥
も
よ
く
、
脱
穀
に
引
き
続
い
て
籾
す
り
も
で
き
た
。
昭
和
十
年
こ
ろ

に
は
発
動
機
を
入
れ
て
、
個
人
で
は
買
え
な
い
も
の
だ
っ
た
が
こ
れ
を
持

っ
て
、
頼
ま
れ
た
家
を
仕
事
を
し
て
歩
い
た
。
ロ
ー
ル
で
や
る
と
米
が

メ
ッ
コ
ク
な
っ
て
目
方
が
余
計
に
入
る
か
ら
発
動
機
で
や
っ
て
も
ら
わ
な

い
方
が
よ
い
、
な
ど
と
い
う
人
も
い
た
。
当
時
吾
妻
に
何
台
も
な
か
っ

た
。
ハ
横
尾
〉

半
自
動
現
在
の
も
み
す
り
機
は
全
自
動
で
、
米
選
機
に
か
け
る
必
要
も

な
く
選
別
ま
で
も
し
て
し
ま
う
が
、
支
那
事
変
設
か
ら
戦
争
後
し
ば
ら
く

の
聞
は
半
自
動
が
入
っ
て
来
た
。
す
っ
た
も
の
を
米
選
機
に
か
け
て
や
ら

ね
ば
な
ら
な
い
も
の
だ
っ
た
。
半
自
動
は
共
同
で
買
い
入
れ
る
の
が
多

か
っ
た
。
ハ
岩
本
〉

第二章生産生業

麦

作

ム
ギ
の
ま
き
し
ん
ム
ギ
ま
き
は
、
旧
の
一

O
月
一

O
日
か
ら
二

O
日
ご

ろ
が
し
ゅ
ん
と
い
う
。
だ
い
た
い
は
、
一

O
月
い
っ
ぱ
い
は
ム
ギ
ま
き
を

し
た
。
し
か
し
、
む
か
し
は
十
日
夜
ハ
旧
一

O
月
一

O
日
〉
前
に
ム
ギ
は

ま
け
と
い
っ
た
。
そ
の
あ
と
だ
と
霜
が
お
り
て
、
土
が
も
ち
あ
が
っ
て
、

し
み
て
し
ま
う
と
い
う
。
ハ
反
下
〉

麦
麦
は
、
傾
斜
地
で
、
少
し
か
た
い
土
地
が
よ
い
。
五
反
田
で
は
大
久

保
の
下
の
方
の
土
地
が
よ
い
土
地
で
一
等
地
だ
っ
た
。
ハ
五
反
田
〉

麦
休
み
麦
ま
き
の
す
ん
だ
と
き
、
麦
休
み
と
い
っ
て
慰
労
会
の
よ
う
に

飲
食
す
る
の
が
例
だ
っ
た
。
(
伊
勢
町
〉

小
麦
の
品
種
新
田
早
生
い
い
種
類
で
、
ア
カ
ボ
ウ
ズ
よ
り
も
と
れ

た。ア
カ
ボ
ウ
ズ
(
赤
坊
主
〉
毛
は
な
く
、
草
丈
も
短
か
い
品
種
だ
っ
た
。

ハ
折
田
)

大
麦
の
品
種
ヨ
シ
ガ
ラ
米
も
同
名
の
品
種
が
あ
っ
た
が
、
ヵ
ラ
が
よ

か
っ
た
。

ホ
ゾ
ロ
イ
毛
が
あ
り
、
長
く
て
、
よ
い
穂
が
そ
ろ
う
の
で
こ
の
名
が

あ
っ
た
。
ハ
折
田
〉

種
の
量
麦
の
ま
き
こ
む
種
の
量
は
、
ヒ
ト
ツ
カ
に
二
升
く
ら
い
ま
い
た

が
、
近
年
は
一
升
に
な
っ
て
い
た
。

ヒ
ト
ツ
カ
と
は
五

O
坪
の
こ
と
で
、
二
畝
ヅ
カ
が
し
っ
か
り
し
た
ヒ
ト

ツ
カ
に
な
る
。
ハ
折
田
〉

麦
ぷ
ち
越
後
か
ら
カ
ネ
ド
リ
ハ
出
か
せ
ぎ
)
に
来
た
人
を
頼
ん
で
大
麦

を
た
た
い
て
も
ら
っ
た
。
越
後
の
人
は
裸
に
な
っ
て
か
せ
い
だ
も
の
だ
っ

た
。
ハ
折
田
〉

麦
焼
き
刈
り
と
っ
た
麦
を
、
親
指
を
か
け
て
自
分
の
手
に
合
う
く
ら
い

の
束
に
つ
か
ん
で
麦
焼
き
を
し
た
。
よ
く
乾
い
た
麦
を
焼
く
の
で
テ
メ
エ
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誌

(
自
分
)
の
周
毛
を
焼
い
た
人
も
い
る
。
高
く
上
げ
る
と
、
ク
ズ
屋
ハ
草

ふ
き
屋
根
の
家
)
の
屋
根
に
く
っ
つ
く
よ
う
だ
つ
た
が
、
危
な
い
こ
と
を

よ
く
や
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
麦
焼
き
を
し
た
も
の
は
ト
ウ
シ
(
ふ
る
い
)

で
ふ
る
っ
て
灰
を
下
に
落
し
て
穏
だ
け
出
し
て
、
穂
は
納
屋
に
持
っ
て
行

っ
て
積
ん
で
お
き
、
天
気
の
い
い
日
を
み
て
庭
で
乾
燥
し
、
グ
ル
リ
棒
で

叩
い
て
粒
に
し
た
。
(
折
閏
)

麦
ぷ
ち
サ
ナ
麦
ぷ
ち
台
は
サ
ナ
と
よ
び
、
小
麦
の
脱
穀
に
は
よ
く
使

う
家
が
あ
っ
た
。

ク
ル
リ
サ
ナ
が
な
い
家
は
ク
ル
リ
様
で
打
っ
た
。

ヤ
キ
穂
大
麦
の
脱
穀
は
ヤ
キ
穂
で
や
っ
た
。
ほ
し
た
大
麦
の
小
束
に
火

を
つ
け
て
、
穂
首
の
と
こ
ろ
か
ら
焼
い
て
お
と
し
、
立
臼
で
つ
い
た
り
し

た
。
昭
和
三
十
年
代
の
初
ま
で
は
や
っ
て
い
た
。

越
後
か
ら
時
期
に
な
る
と
来
て
や
っ
た
。
日
当
三
十
銭
く
ら
い
が
腕
の

い
い
人
の
賃
金
で
、
米
の
め
し
を
く
れ
た
り
し
て
麦
ぶ
ち
を
し
て
も
ら
っ

た
。
同
じ
人
が
何
年
も
来
た
が
さ
ま
じ
い
で
つ
け
え
(
す
ご
く
大
き
い
〉

へ
な
ど
を
ひ
っ
て
麦
ぷ
ち
を
し
て
い
た
。
ハ
横
尾
)

ふ
つ
う
は
は
た
い
た
も
の
。
大
麦
も
は
た
い
た
が
ノ
ギ
ッ
ポ
か
っ
た
。

焼
き
麦
も
や
っ
た
が
、
こ
れ
で
や
る
と
売
る
に
は
ね
だ
ん
が
安
く
、
し
か

も
長
く
保
存
で
き
な
か
っ
た
。
(
岩
本
)

小
麦
の
脱
穀
は
、
夏
の
暑
い
さ
か
り
に
ま
わ
り
を
む
し
ろ
で
囲
っ
て
お

い
て
、
ば
さ
り
ば
さ
り
た
た
い
て
や
っ
た
。
稲
と
同
じ
よ
う
に
な
っ
た
。

大
麦
は
焼
麦
を
し
て
は
た
い
た
。
麦
の
脱
穀
で
曲
演
休
み
は
な
か
っ
た
。

ハ
伊
参
)

俗民

雑

穀

な

ど
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穀
類
米
、
麦
の
ほ
か
に
稗
、
そ
ば
、
あ
わ
、
き
び
、
大
豆
、
小
豆
が
あ

り
、
朝
鮮
び
え
(
し
こ
く
び
え
)
も
つ
く
っ
た
。
(
伊
勢
町
)

折
田
の
ヒ
エ
ヌ
カ
折
田
の
耕
地
整
理
が
で
き
る
前
は
、
ォ
ヵ
場
だ
か
ら

ヒ
エ
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
た
。
成
田
原
や
こ
の
地
の
畑
に
ヒ
エ
を
つ
く
る

の
で
、
「
折
田
の
ヒ
イ
ヌ
カ
」
と
い
わ
れ
た
く
ら
い
だ
っ
た
。

マ
タ
ピ
エ
と
い
う
名
前
の
ヒ
エ
を
つ
く
っ
た
が
、
草
丈
が
短
か
く
、
と

れ
も
少
な
い
、
毛
の
な
い
ヒ
エ
で
、
ダ
ン
ゴ
の
よ
う
に
突
が
つ
く
品
種
だ

った。ふ
つ
う
の
ヒ
エ
は
草
丈
が
大
き
く
な
っ
た
。
ヒ
エ
は
二
石
く
ら
い
と
っ

た
。
(
折
田
)

ヒ
エ
ム
シ
ガ
マ
ヒ
エ
を
す
る
に
は
、
ヒ
エ
ム
シ
ガ
マ
と
い
う
大
釜
に
入

れ
て
「
か
ん
ま
わ
し
か
ん
ま
わ
し
」
し
て
蒸
し
て
か
ら
む
し
ろ
の
上
で
よ

く
ほ
し
て
、
臼
で
つ
く
と
ヒ
エ
ゴ
メ
と
い
う
の
が
と
れ
た
。
四
合
ズ
リ
く

ら
い
だ
っ
た
。
(
折
田
)

ア
ワ
ウ
ル
ア
ワ
は
栽
培
せ
ず
、
モ
チ
ア
ワ
を
つ
く
っ
た
。
突
が
は
ね
出

る
く
ら
い
に
良
い
突
が
入
っ
て
い
る
の
で
ひ
か
く
的
と
れ
た
。
米
の
も
ち

七
分
に
ア
ワ
の
も
ち
三
分
く
ら
い
だ
っ
た
。

ア
ワ
は
雨
が
降
る
と
穂
が
出
な
い
。
と
れ
る
と
き
に
は
ず
い
ぶ
ん
と
れ

る
も
の
で
、
刈
り
と
っ
て
一
か
所
に
集
め
て
お
き
、
ほ
う
ち
ょ
う
で
穂
だ

け
切
り
と
っ
て
ザ
マ
で
背
負
っ
て
来
て
、
ク
ル
ロ
掠
で
脱
穀
し
た
。
「
ア



ヲ
の
立
ち
切
り
」
と
い
っ
て
、
刈
り
と
ら
ず
に
穂
だ
け
切
る
方
法
も
あ
っ

た
。
ハ
折
田
〉

キ
ピ
畑
都
合
で
キ
ピ
を
つ
く
る
。
も
ち
に
す
る
た
め
に
つ
く
る
も
の

で
、
お
そ
く
な
っ
て
種
を
ま
い
て
も
、
早
く
実
が
入
っ
た
。
ハ
折
田
〉

ソ
パ
ソ
パ
は
上
畑
で
は
つ
く
ら
ず
、
生
育
が
さ
か
ん
で
肥
料
の
吸
収
力

が
よ
く
、
荒
地
で
も
つ
く
れ
る
。
七
十
日
で
収
か
く
で
き
る
の
で
、
春
、

夏
、
秋
の
三
回
と
れ
る
。
麻
を
つ
く
っ
た
あ
と
が
無
肥
料
で
よ
く
、
収
か

く
し
た
あ
と
の
ソ
パ
ガ
ラ
の
灰
は
、
カ
リ
分
が
多
い
の
で
麻
畑
の
肥
料
と

生産生業

そばの脱穀

第二章

し
て
も
よ
い
。

収
量
は
、
種
の
二
十
倍
か
ら
三
十
倍
で
、
反
当
五
升
ま
い
て
一
石
か
ら

一
石
五
斗
の
収
か
く
が
あ
る
。
食
ベ
る
と
き
は
石
臼
で
カ
ラ
を
と
り
、
更

に
よ
く
挽
い
て
粉
に
し
て
、
粉
ぶ
る
い
で
ふ
る
っ
て
使
う
が
、
食
べ
方
に

よ
っ
て
組
い
の
や
、
細
か
い
ふ
る
い
を
利
用
す
る
。
粉
に
し
た
も
の
は
保

存
が
問
題
で
、
暑
さ
に
弱
い
の
で
、
商
売
人
は
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
お
い
た

り
す
る
の
を
見
た
が
、
そ
う
し
な
い
と
ネ
ゴ
ナ
に
な
っ
て
す
っ
ぽ
く
な
っ

て
し
ま
う
。
突
の
ま
ま
な
ら
ば
長
く
保
存
で
き
る
の
で
、
困
窮
に
備
え
て

備
蓄
し
た
の
も
ソ
パ
や
ヒ
エ
で
あ
っ
た
。
脱
穀
は
ク
ル
り
棒
で
す
る
。

(
市
城
)

反
下
で
は
、
ソ
バ
は
二
回
と
れ
る
が
、
土
地
が
あ
わ
な
い
の
か
収
量
が

あ
が
ら
ず
、
割
が
悪
い
ば
か
り
か
粉
に
す
る
の
に
加
工
賃
が
高
く
て
、
と

れ
高
が
多
か
っ
た
と
し
て
も
皮
を
と
る
と
半
分
以
下
に
な
り
、
粉
に
し
て

三
合
ミ
と
い
う
の
が
ソ
パ
の
実
収
量
だ
っ
た
。
ヒ
エ
は
一
粒
で
も
大
き
な

穂
に
な
り
百
層
倍
だ
が
、
ソ
パ
で
は
山
中
に
は
向
か
な
い
。
ハ
上
反
下
)

ソ
バ
は
八
月
二
十
五
日
ま
で
は
い
い
と
い
わ
れ
、
岩
島
な
ど
で
は
、
八

月
の
盆
こ
ろ
ま
で
に
麻
を
と
っ
て
、
そ
の
あ
と
に
ソ
パ
を
ま
い
た
。
パ
ン

ダ
ム
(
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
)
を
ま
い
た
と
こ
ろ
鳩
に
掘
ら
れ
て
し
ま
っ
て
穴

が
あ
い
て
し
ま
っ
た
の
で
、
そ
こ
へ
ソ
バ
を
ま
い
た
も
の
が
十
分
間
に
合

っ
て
と
れ
る
。
ハ
市
城
〉

ク
ル
リ
棒
ソ
パ
の
脱
殺
に
は
タ
ル
リ
棒
が
よ
い
。
刈
り
と
っ
て
庭
に
集

め
て
乾
燥
さ
せ
た
ソ
パ
は
、
ひ
ろ
げ
て
山
に
し
て
、
ま
わ
り
か
ら
タ
ル
リ

棒
で
打
っ
て
や
る
。
腰
を
き
め
て
、
ま
わ
り
な
が
ら
打
つ
が
、
向
う
の
人
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誌

の
手
元
の
方
を
こ
ち
ら
の
人
が
打
っ
て
や
り
、
向
う
の
人
は
こ
ち
ら
の
手

元
を
目
が
け
て
た
た
く
よ
う
に
す
る
の
が
う
ま
く
や
れ
る
コ
ツ
ハ
極
意
〉

で
あ
る
。
(
市
城
)

秋
ソ
パ
春
、
夏
、
秋
の
ソ
バ
の
う
ち
で
も
秋
ソ
パ
が
最
上
で
あ
る
。
土

用
に
ソ
パ
を
ま
く
の
が
適
期
で
、
こ
の
こ
ろ
ま
く
と
麦
ま
き
前
に
収
か
く

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
岩
島
か
ら
長
野
原
に
か
け
て
の
地
区
が
麻
つ
く
り

の
本
場
で
、
麻
の
あ
と
に
ま
い
た
ソ
バ
が
上
等
で
、
嬬
恋
村
、
六
合
村
な

ど
で
は
、
他
に
つ
く
る
作
物
が
な
い
の
で
さ
か
ん
に
つ
く
っ
て
販
売
し

た
。
ハ
市
城
)

さ
く
い
れ
(
間
作
)
一

O
月
ご
ろ
、
畑
に
ム
ギ
を
ま
く
。
年
を
越
し
て

大
き
く
な
る
と
秋
作
を
つ
く
る
。
さ
く
の
闘
を
六

O
叩
ぐ
ら
い
、
さ
く
の

聞
に
大
豆
、
ア
ズ
キ
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
な
ど
を
つ
く
る
。
そ
れ
を
さ
く
い
れ

と
い
う
。
ム
ギ
が
で
き
て
刈
り
と
る
と
、
そ
の
あ
と
に
さ
く
い
れ
し
た
も

の
が
の
び
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
む
か
し
は
、
ヒ
ェ
、
ァ
ヮ
、
キ

ピ
な
ど
の
雑
穀
類
を
つ
く
っ
た
。
さ
く
の
聞
を
一

m
ぐ
ら
い
に
し
て
、
さ

く
い
れ
を
こ
さ
く
に
し
た
こ
と
あ
も
っ
た
。
(
下
反
下
)

大
豆
ア
ヮ
、
ヒ
エ
の
外
に
は
、
畑
に
大
豆
を
つ
く
っ
た
。
ハ
沢
田
地
区
〉

ジ
ャ
ガ
イ
モ
ジ
ャ
ガ
イ
モ
で
陽
気
を
は
か
る
こ
と
が
あ
る
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
か
く
は
七
月
、
こ
れ
が
農
作
物
の
収
か
く
と
し
て
は

一
番
早
い
の
で
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
よ
け
れ
ば
、
そ
の
年
の
作
物
は
い
い
と

い
う
。
ハ
上
反
下
〉

コ
ン
ニ
ャ
ク
明
治
四

O
年
に
学
校
を
卒
業
し
た
の
で
四

O
会
と
い
う
の

を
や
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
始
め
た
の
だ
か
ら
大
正
初
こ
ろ

俗民

に
な
る
。
最
初
コ
ン
ニ
ャ
ク
を
買
っ
て
人
が
い
う
通
り
に
「
か
こ
っ
た
」

と
こ
ろ
み
ん
な
腐
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
れ
に
こ
り
ず
に
五
反
田
や
岩
島

の
関
こ
ん
か
ら
買
っ
た
り
し
て
ひ
ろ
げ
た
か
ら
ず
い
ぶ
ん
ふ
え
た
も
の
だ

っ
た
。
最
初
は
、
コ
ン
ユ
ャ
ク
の
知
識
も
教
育
も
な
か
っ
た
か
ら
ヒ
ラ
マ

ツ
パ
タ
ケ
(
南
向
き
の
傾
斜
地
)
が
最
高
と
思
っ
て
や
っ
た
が
こ
れ
は
だ

め
で
、
平
ら
な
回
が
よ
い
こ
と
も
や
っ
て
み
て
わ
か
っ
た
。
売
る
に
は
、

現
在
の
よ
う
に
下
仁
田
町
の
方
へ
ト
ラ
ッ
ク
が
行
か
な
か
っ
た
か
ら
、
土

地
に
い
た
仲
買
い
の
人
に
売
っ
て
や
っ
た
が
、
現
在
は
農
協
が
音
頭
と
り

を
し
て
無
駄
な
こ
と
を
し
な
く
な
っ
た
。

最
初
の
こ
ろ
や
っ
て
い
た
の
は
、
岩
島
、
名
久
田
(
横
尾
〉
、
沢
田
ハ
大

竹
)
な
ど
で
、
い
ろ
り
の
上
に
か
こ
っ
て
お
く
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
は

和
玉
で
三
年
ほ
ど
つ
く
っ
て
い
る
と
備
中
玉
が
い
い
と
い
う
話
な
の
で
そ

れ
に
変
え
た
。
和
玉
は
、
葉
が
下
が
っ
て
き
れ
い
で
、
コ
ン
エ
ャ
ク
に
し

て
も
い
い
と
い
わ
れ
る
。
備
中
玉
は
、
葉
に
こ
ま
か
い
切
れ
目
が
あ
り
、

荒
々
し
い
感
じ
に
見
え
る
。
上
に
反
っ
た
よ
う
な
葉
で
、
玉
が
大
き
く
、

病
気
に
強
い
の
で
よ
く
と
れ
る
が
、
売
っ
て
安
い
。
い
ま
で
も
渋
川
の
金

島
辺
に
は
相
当
あ
る
と
い
う
。
ハ
折
田
〉

昭
和
に
な
っ
て
か
ら
一
般
に
つ
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
十
一
二
一

年
こ
ろ
、
甘
楽
郡
に
視
察
に
行
っ
た
五
人
の
者
(
長
久
保
三
、
高
津
二

人
〉
が
、
有
望
な
産
物
で
、
こ
れ
を
や
れ
ば
金
が
入
る
と
し
て
栽
培
組
合

を
つ
く
り
生
産
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
郡
且
民
会
に
松
本
仁
一
が
行
っ

て
い
て
、
共
進
会
で
知
り
、
視
察
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
、
高
津

が
吾
妻
の
先
達
に
な
っ
た
。
七
郎
平
、
ジ
ュ
ン
へ
イ
、
ア
+
ゴ
ウ
な
ど
の
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人
た
ち
だ
っ
た
。

生
玉
で
な
く
、
粉
に
し
て
売
ろ
う
と
し
て
組
合
で
岩
島
に
工
場
を
つ
く

っ
て
や
っ
た
が
、
経
営
が
う
ま
く
行
か
ず
、
資
本
が
な
く
な
り
、
自
然
消

め
つ
し
た
。

戦
後
に
、
タ
ネ
を
岩
島
か
ら
買
っ
た
と
き
「
も
と
は
声
律
か
ら
来
た
も

の
だ
」
と
い
わ
れ
た
。
自
分
だ
け
つ
く
っ
た
の
で
は
だ
め
な
も
の
。
月
形

か
ら
来
た
技
師
は
小
金
沢
ヒ
デ
オ
と
い
う
人
で
、
視
察
に
行
っ
た
人
た
ち

が
招
い
て
来
て
、
研
究
会
を
開
い
て
始
め
た
の
が
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
初
で
あ

る
。
ハ
赤
坂
)

栽
培
で
な
く
、
自
然
薯
だ
っ
た
。
買
っ
て
、
取
次
庖
を
通
じ
て
、
信
州

の
方
へ
売
っ
て
い
た
。
ハ
沢
団
地
区
)

焼
き
畑
杉
笛
な
ど
の
苗
圃
を
つ
く
る
に
も
や
っ
た
。
い
ち
ば
ん
よ
く
燃

え
る
よ
う
に
と
い
う
の
で
、
春
の
三
月
こ
ろ
や
っ
た
。
火
が
つ
な
が
っ
て

い
っ
て
も
消
え
る
と
い
っ
て
放
っ
て
お
い
た
。
女
衆
で
も
、
当
時
は
そ
ン

べ
が
な
か
っ
た
か
ら
男
の
股
引
き
の
よ
う
な
も
の
を
は
き
、
長
着
は
シ
ッ

パ
シ
ョ
リ
(
尻
は
し
よ
り
〉
し
て
、
ヒ
モ
ッ
コ
ハ
ひ
も
〉
で
し
ば
っ
て
作
業

し
た
。
サ
ン
ボ
ン
ゴ
ハ
三
本
鍬
)
が
唯
一
の
道
具
で
、
春
ま
き
の
ソ
パ
が

よ
か
っ
た
。
ハ
上
反
下
〉

境
木
山
や
畑
の
境
界
に
は
、
ウ
ツ
ギ
の
木
を
植
え
た
。
こ
の
木
は
、
よ

く
つ
く
木
と
い
う
。
ハ
反
下
〉

肥
料
固
に
人
糞
を
入
れ
た
。
生
の
ま
ま
入
れ
る
の
で
プ
ツ
プ
ツ
し
て
、

イ
モ
チ
に
も
な
り
や
す
か
っ
た
が
、
金
肥
も
入
ら
な
い
の
で
陽
気
の
悪
い

年
に
は
と
れ
ず
十
年
の
う
ち
三
年
分
く
ら
い
は
と
れ
な
か
っ
た
。

第二章

コ
ヌ
カ
は
越
後
か
ら
来
て
、
永
井
宿
が
つ
な
ぎ
場
所
な
の
で
、
馬
を
ひ

い
て
行
っ
て
、
運
ん
で
来
て
使
っ
た
。
金
肥
は
、
初
の
こ
ろ
は
単
肥
で
使

っ
た
。
チ
リ
硝
石
と
い
っ
て
よ
く
効
い
た
。
桑
原
に
な
ど
金
肥
を
入
れ
る

こ
と
は
な
く
、
ナ
ツ
ホ
リ
前
に
堆
肥
を
つ
け
て
コ
イ
ハ
肥
料
)
を
し
た
。

霜
に
で
も
や
け
る
と
硫
安
を
少
し
く
れ
る
。
サ
ナ
ギ
で
も
買
っ
て
来
て
く

れ
れ
ば
い
い
方
だ
っ
た
。
ハ
岩
本
)

カ
ッ
チ
キ
春
、
サ
ア
キ
ハ
サ
ワ
キ
〉
と
い
う
三
つ
ま
た
に
な
る
草
が
あ

っ
て
、
こ
れ
を
刈
っ
て
馬
に
つ
け
て
来
て
サ
ク
イ
レ
な
ど
に
堆
肥
に
ま
ぜ

て
使
っ
た
。
切
っ
て
堆
肥
に
ま
ぜ
る
と
す
ぐ
に
く
さ
る
の
で
、
金
肥
の
か

わ
り
に
な
っ
た
。
首
代
に
は
ア
マ
ナ
ハ
カ
ン
ゾ
ウ
)
を
刈
っ
て
入
れ
た
。

生
の
ま
ま
で
、
あ
と
し
や
り
ハ
後
退
)
し
な
が
ら
手
で
突
っ
こ
ん
で
肥
料

に
し
た
。
(
岩
本
〉

コ
ヌ
カ
肥
料
と
し
て
越
後
か
ら
コ
ヌ
カ
を
買
っ
て
、
三
国
(
峠
)
の
こ

ち
ら
の
カ
ツ
セ
か
ら
馬
で
つ
け
た
。
永
井
ま
で
馬
を
ひ
い
て
行
き
、
二

俵
つ
け
て
一
日
が
か
り
で
ひ
い
て
来
た
。
大
道
峠
を
越
え
、
念
仏
を
申
し

な
が
ら
馬
を
ひ
い
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
馬
を
落
と
し
た
と
こ
ろ
に
は
観

音
が
立
っ
て
い
る
。
コ
ヌ
カ
は
三
要
素
を
よ
く
ふ
く
ん
で
い
る
よ
い
肥
料

で
麦
に
よ
い
が
、
ネ
ズ
ミ
に
や
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
困
っ
た
。
(
赤

坂
)

ノ
ン
ピ
(
野
火
〉
山
に
糠
林
す
る
と
き
は
、
木
を
切
り
、
枝
を
払
っ
て

野
火
を
つ
け
る
。
こ
の
灰
を
肥
料
と
し
て
ソ
バ
を
ま
い
た
。
ま
き
っ
ぱ
な

し
で
収
か
く
で
き
た
。
ハ
告
巾
城
〉

ソ
パ
灰
の
ア
ク
ソ
バ
は
肥
料
分
の
吸
収
が
強
く
、
中
で
も
カ
り
の
吸
収
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誌

は
特
に
い
い
の
で
、
ソ
パ
ガ
ラ
を
焼
い
た
灰
は
ア
ク
が
強
く
、
こ
れ
で
つ

く
っ
た
コ
ン
-
一
ャ
ク
は
す
ば
ら
し
い
美
味
で
、
天
下
一
品
で
あ
る
。
(
市

城〉ヤ
キ
ヌ
カ
モ
ミ
ス
り
が
終
る
と
ヌ
カ
を
雨
に
あ
て
な
い
よ
う
に
し
て
お

き
、
風
の
な
い
日
を
選
ん
で
庭
に
い
く
つ
か
の
山
を
つ
く
り
、
ト
タ
ン
な

ど
で
つ
く
っ
た
ヌ
カ
ヤ
キ
を
入
れ
て
焼
い
て
、
灰
に
し
て
し
ま
わ
な
い
よ

う
に
燃
え
た
か
ら
を
ひ
ろ
げ
て
火
を
消
し
て
ヤ
キ
ヌ
カ
を
つ
く
る
。
ヤ
キ

ヌ
カ
は
、
コ
タ
ツ
の
中
に
入
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
田
ん
ぼ
の
商
代
づ
く

り
の
時
に
使
う
。
ハ
岩
本
〉

フ
ミ
ゴ
イ
麦
ま
き
の
と
き
は
フ
ミ
ゴ
イ
と
い
う
の
を
や
る
の
は
ふ
つ
う

の
方
法
だ
っ
た
。
ハ

γ
ギ
リ
ハ
半
切
桶
)
の
中
に
、
堆
肥
、
金
肥
、
人
糞

水
を
入
れ
、
種
も
一
緒
に
し
て
テ
ン
ガ
ハ
手
鍬
〉
で
こ
ね
て
マ
キ
ゴ
ロ

ハ
ち
ょ
う
ど
よ
い
ぐ
あ
い
に
こ
ね
る
〉
に
し
て
か
ら
、
サ
ゲ
ハ
肥
桶
〉
に

入
れ
て
担
い
で
行
き
、
マ
キ
オ
ケ
に
あ
け
て
ま
い
た
も
の
だ
っ
た
。
堆

肥
と
種
を
別
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
姿
を
消
し
た
方
法
で
あ
る
。

ハ
折
田
)

堆
肥
最
近
は
、
金
肥
ば
か
り
で
堆
肥
を
入
れ
ず
に
つ
く
る
の
で
田
畑
が

荒
れ
て
来
て
い
る
。
堆
肥
を
入
れ
な
け
れ
ば
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
人

は
、
酪
農
家
ヘ
ワ
ラ
を
持
っ
て
行
っ
て
堆
肥
と
交
換
し
て
来
て
使
う
人
も

出
て
来
た
。
ハ
折
田
〉

朝
草
刈
り
山
田
山
が
草
か
り
場
で
、
十
六
の
年
か
ら
馬
を
曳
い
て
草
刈

り
に
行
っ
た
。
家
か
ら
一
塁
く
ら
い
ハ
実
際
に
は
一
塁
以
上
)
あ
る
所

で
、
一

O
時
こ
ろ
帰
っ
て
来
ら
れ
れ
ば
早
い
方
で
、
草
の
な
い
時
期
に
は

民俗

昼
に
も
な
っ
た
。
営
林
署
が
文
句
を
い
わ
な
い
時
に
は
官
林
に
も
草
刈
り

に
行
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
最
近
は
、
家
の
近
く
の
草
も
刈
ら
な
い
、
時
世

が
変
わ
っ
た
も
の
だ
。
ハ
折
田
)

山
の
口
昔
は
、
山
の
ロ
が
き
ま
っ
て
い
た
。
前
の
自
に
行
っ
て
、
ホ
ド

を
つ
く
、
と
い
う
の
で
ち
ゃ
ん
と
燃
し
木
を
用
意
し
て
、
そ
の
上
に
草
を

刈
っ
て
積
ん
で
お
き
、
暗
い
う
ち
に
タ
イ
マ
ツ
を
つ
け
て
行
き
、
夜
が
明

け
る
こ
ろ
に
は
二
駄
く
ら
い
の
草
を
刈
っ
て
い
た
。
そ
の
く
ら
い
に
し
な

い
と
一
日
中
で
八
駄
は
切
れ
な
か
っ
た
。
ハ
翌
日
は
二
時
お
き
だ
っ
た
〉

朝
げ
ハ
朝
方
〉
使
う
の
は
カ
マ
を
オ
ッ
コ
ー
ス
の
で
ヤ
ク
ザ
ッ
カ
マ
を
持

っ
て
行
っ
て
刈
っ
た
。
暗
い
中
で
、
石
で
も
あ
れ
ば
刃
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

っ
て
し
ま
う
。
火
を
燃
し
て
い
る
明
り
で
刈
る
の
だ
か
ら
、
上
等
の
カ
マ

は
明
る
く
な
っ
て
か
ら
使
っ
た
も
の
で
あ
る
。

九
時
こ
ろ
ま
で
に
は
半
分
は
刈
っ
て
し
ま
っ
て
、
あ
と
は
疲
れ
て
し
ま

っ
て
だ
め
だ
っ
た
。
弁
当
は
メ
ン
パ
を
ケ
ヌ
キ
ア
ワ
セ
で
持
っ
て
行
っ
て

食
っ
た
が
三
日
分
食
っ
た
と
い
わ
れ
た
。
山
刈
り
で
三
駄
く
ら
い
、
ボ
ッ

チ
に
す
る
の
は
ホ
キ
ル
と
こ
ろ
で
十
駄
く
ら
い
だ
っ
た
。
三
把
一
束
で
つ

け
る
と
き
は
半
分
に
な
る
が
、
草
に
よ
っ
て
ち
が
っ
て
く
る
。
エ
且
に
し

て
刈
り
っ
こ
を
し
た
。
酬
明
石
山
は
ノ
ソ
ピ
を
つ
け
た
か
ら
よ
く
ほ
き
て
い

た
。
自
分
の
家
の
を
刈
る
の
は
一
一
一
駄
刈
る
の
は
い
そ
が
し
か
っ
た
も
の

で
、
下
ご
し
ら
え
を
し
て
か
ら
の
こ
と
だ
っ
た
。
ハ
岩
本
)

山
の
口
は
干
草
刈
り
で
、
と
の
日
は
、
タ
イ
マ
ツ
を
つ
け
て
夜
中
の
一

時
こ
ろ
に
山
へ
向
っ
て
出
か
け
て
、
夜
の
明
け
る
の
を
待
っ
て
い
た
。
日

は
十
月
二
日
と
き
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
自
に
は
ど
も
そ
う
を
し
て
、
鮭
の
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切
り
身
が
お
か
ず
で
、
そ
の
外
に
も
大
根
の
や
っ
こ
い
の
を
煮
て
持
っ
て

行
っ
た
り
し
た
の
で
麦
め
し
ば
か
り
の
毎
日
の
生
活
の
中
で
は
、
米
の
飯

が
食
え
る
日
は
楽
し
み
な
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
日
は
馬
に
も
ご
ち
そ
う
を

く
れ
る
き
ま
り
に
な
っ
て
お
り
、
ふ
だ
ん
は
ヌ
カ
や
草
く
ら
い
し
か
く
れ

な
い
の
に
、
こ
の
日
ば
か
り
は
ヒ
ェ
、
麦
、
大
豆
な
ど
を
煮
た
も
の
を
く

れ
た
。
(
田
植
え
の
と
き
も
同
じ
よ
う
に
し
た
J

ハ
名
久
田
〉

官
林
に
草
刈
り
に
入
る
日
の
こ
と
で
、
六
月
一
日
に
は
マ
グ
サ
刈
り
が

始
ま
る
。
九
月
一
日
か
ら
は
干
草
刈
り
が
始
ま
っ
た
。
明
治
三
十
年
こ
ろ

の
話
で
、
そ
の
後
村
に
採
草
地
を
払
い
下
げ
た
。
ハ
伊
参
)

干
草
刈
り
山
刈
り
で
、
い
つ
づ
け
て
や
っ
て
三
ダ
ン
ハ
駄
)
く
ら
い
。

蟻
川
の
草
刈
り
の
共
有
地
は
大
道
の
方
だ
っ
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
角

左
エ
門
の
前
の
方
の
岩
本
山
へ
行
っ
た
。
弁
当
を
背
負
っ
て
夜
明
け
を
待

っ
て
刈
り
は
じ
め
た
ロ
お
ぼ
え
て
か
ら
は
な
く
な
っ
た
。
共
有
分
け
を
し

て
し
ま
っ
た
の
で
や
ら
な
く
な
っ
た
。

十
一
月
二
日
こ
ろ
干
草
刈
り
の
日
に
な
る
。
夜
の
明
け
な
い
う
ち
に
タ

ケ
ッ
ポ
の
テ
エ
マ
ツ
を
つ
け
て
出
か
け
た
も
の
。
冬
の
馬
の
飼
料
と
し
て

三
十
駄
は
必
要
で
、
ほ
ぼ
き
ま
っ
て
い
た
採
草
地
で
草
刈
り
を
し
た
。
干

草
は
、
早
く
刈
る
と
く
さ
る
か
ら
十
月
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
に
な
る
。

実
際
に
は
十
一
月
に
や
る
。
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
草
は
か
た
く
な
る
が
、

青
草
の
出
る
ま
で
く
れ
る
も
の
だ
か
ら
お
そ
く
な
っ
て
も
し
か
た
が
な

い
。
ハ
四
万
)

朝
草
刈
り
道
刈
り
く
ら
い
で
や
っ
た
。
(
蟻
川
〉

縄
縄
の
中
で
も
太
縄
は
貴
重
品
で
、
主
と
し
て
販
売
用
に
し
た
た
め
に

第二章

草
刈
り
ナ
ワ
に
も
使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
お
り
、
干
草
を
し
ば
る
と
き
も

ク
ゾ
藤
を
と
っ
て
来
て
使
っ
て
い
た
。
藤
つ
る
も
大
切
に
し
て
お
り
、
ヮ

ラ
を
使
う
に
も
ツ
ナ
ゲ
、
ヵ
バ
ッ
ツ
ラ
を
使
っ
て
い
た
。
ハ
平
〉

四

養

蚕

蚕
の
種
屋
中
之
条
町
で
は
、
剣
持
ゲ
γ
吉
さ
ん
ハ
通
称
三
階
)
の
家
で

や
っ
て
い
た
。
中
之
条
で
、
自
分
で
タ
ネ
を
キ
ヅ
タ
の
は
こ
の
人
が
一
人

だ
け
で
、
栃
窪
の
小
菅
四
郎
さ
ん
も
や
っ
て
い
た
。
栃
窪
の
風
穴
を
利
用

し
て
、
こ
の
中
へ
入
れ
て
発
生
を
お
さ
え
て
お
い
た
。
こ
う
し
な
い
と
五

月
五
日
こ
ろ
に
は
生
え
て
し
ま
っ
て
「
オ
コ
サ
マ
が
出
た
け
ど
桑
が
ね

え
」
と
い
う
さ
わ
ぎ
に
な
っ
た
も
の
。
風
穴
に
入
れ
な
い
と
き
は
、
テ
ン

デ
ハ
各
自
〉
の
蔵
の
中
に
し
ま
っ
て
お
い
た
。
(
中
之
条
〉

テ
ン
ノ
ム
シ
オ
カ
イ
コ
は
「
天
の
虫
」
と
い
う
の
で
テ
γ
ノ
ム
シ
と
い

っ
て
い
た
。
ま
た
天
然
飼
い
と
い
っ
た
。
ハ
中
之
条
〉

蚕
昔
は
晩
秋
蚕
は
な
し
、
春
蚕
と
秋
蚕
だ
け
。
し
か
も
秋
蚕
は
段
に
し

て
二
段
く
ら
い
の
少
量
だ
っ
た
。
ハ
沢
田
地
区
)

タ
ネ
紙
夕
ネ
紙
は
、
袋
戸
だ
な
に
で
も
入
れ
て
お
い
た
の
で
、
う
っ
か

り
し
て
い
て
ス
ス
ハ
キ
の
と
き
に
見
つ
け
て
「
あ
れ
オ
コ
が
出
て
る
よ
」

と
い
う
の
で
黒
く
な
っ
て
い
る
オ
コ
に
お
ど
ろ
い
て
、
カ
キ
メ
で
桑
の
芽

を
欠
き
と
っ
て
来
て
、
こ
れ
を
桑
切
り
ぼ
う
ち
ょ
う
で
切
っ
て
く
れ
た
よ

う
な
状
態
だ
っ
た
。
ハ
折
田
〉

タ
ネ
屋
村
に
取
次
ぎ
屋
が
あ
り
、
信
州
の
タ
ネ
屋
が
タ
ネ
紙
を
背
負
つ
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誌

て
来
た
。
(
折
田
〉

蚕
上
手
昔
は
、
蚕
は
ど
う
飼
う
の
か
わ
か
ら
ず
に
銅
っ
た
の
で
、
テ
メ

エ
ノ
テ
ク
セ
が
良
い
人
は
、
「
あ
の
人
は
上
手
」
と
い
わ
れ
、
下
手
な
人

は
毎
年
の
よ
う
に
蚕
を
く
さ
ら
せ
て
し
ま
っ
た
。
ハ
折
田
)

養
蚕
春
蚕
は
毎
年
五
月
下
旬
に
掃
立
て
る
。

夏
蚕
は
盆
だ
な
を
つ
く
っ
て
お
い
て
上
げ
る
く
ら
い
に
飼
っ
て
い
た
。

(
月
お
く
れ
)

秋
蚕
は
盆
す
ぎ
こ
ろ
飼
う
。
ハ
折
田
〉

昔
は
タ
ナ
飼
い
で
飼
っ
た
。

五
反
田
の
唐
沢
ヨ
シ
へ
イ
さ
ん
に
教
わ
っ
た
年
か
ら
条
桑
育
に
な
っ
た

が
、
こ
ん
な
に
桑
を
い
つ
け
て
〈
の
せ
て
)
い
い
も
の
か
と
心
配
し
た
も

の
で
あ
る
。
上
げ
る
時
に
は
ケ
イ
ア

γ
に
頼
ん
で
人
を
額
ん
だ
が
入
り
の

方
の
人
が
多
か
っ
た
。
仕
事
に
出
た
い
人
は
ケ
イ
ア

γ
に
い
え
ば
見
つ
け

て
く
れ
た
。
日
を
き
っ
て
(
指
定
し
て
)
何
日
と
い
う
よ
う
に
頼
む
。
仕

事
の
い
そ
が
し
い
時
に
額
む
の
も
、
お
金
を
と
ら
れ
る
の
で
本
当
の
い
そ

が
し
い
時
期
だ
け
頼
む
こ
と
に
し
た
。
ハ
伊
参
〉

石
灰
も
と
は
石
灰
は
ヤ
ス
ミ
の
と
き
に
使
う
程
度
で
、
ふ
だ
ん
は
使
わ

な
か
っ
た
。

ヤ
キ
ヌ
カ
蚕
を
飼
う
に
は
ヤ
キ
ヌ
カ
を
つ
く
っ
て
お
い
て
、
乾
か
す
こ

と
ば
か
り
考
え
て
い
た
。
ハ
折
田
)

初
り
義
桑
を
切
っ
て
く
れ
る
に
も
短
冊
切
り
と
い
っ
て
、
細
長
く
切
っ

た
も
の
で
、
桑
切
り
機
も
タ
γ
ジ
ャ
タ
に
切
れ
る
よ
う
に
し
た
。
稚
蚕
期

は
、
フ
ル
イ
の
中
に
入
れ
て
ふ
る
っ
て
く
れ
た
も
の
。

民俗

メ
ド
飼
い
桑
の
木
の
中
で
も
、
メ
ド
が
と
れ
る
よ
う
に
高
木
に
し
て
お

い
た
の
で
、
霜
に
あ
た
っ
て
桑
が
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
と
き
、
新
し
い
芽

が
出
る
ま
で
の
問
、
メ
ド
を
と
っ
て
包
ん
で
お
い
た
の
で
飼
っ
て
も
た
せ

た
。
(
折
田
〉

高
山
社
流
い
ち
ば
ん
下
手
な
飼
い
方
で
、
炭
は
使
い
放
だ
い
、
モ
シ
キ

は
使
い
放
だ
い
と
い
う
や
り
方
で
温
度
を
か
け
た
。
休
む
と
き
に
は
歌
が

あ
っ
て
、
「
コ
シ
タ
ハ
乾
カ
サ
ズ
、
シ
メ
ラ
ズ
、
シ
ン
ネ
リ
エ
ラ
シ
ム
ベ

シ
」
な
ど
と
い
っ
た
。
「
空
気
利
用
の
名
人
で
」
な
ど
と
い
っ
て
、
科
学

は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
さ
ん
ざ
く
れ
る
の
が
よ
く
、
ど
ん
ど
ん
炭
を
お
こ

し
て
乾
か
し
た
。
ハ
折
田
)

暴
く
れ
蚕
を
よ
く
み
て
い
る
と
、
い
い
気
持
の
と
き
は
「
く
」
の
字
に

な
っ
て
い
る
。
棒
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
き
は
寒
い
か
、
腹
が
へ
ら
な

い
と
き
の
こ
と
、
タ
チ
オ
コ
は
、
腹
が
へ
っ
て
図
る
と
い
う
と
き
で
あ

る
。
こ
れ
が
わ
か
ら
な
い
と
蚕
は
飼
え
な
い
。
休
む
前
に
は
、
十
分
に
胃

の
ふ
を
つ
く
る
と
体
に
光
沢
が
出
る
。
油
を
ぬ
っ
た
よ
う
に
な
る
。
マ
イ

を
つ
く
る
前
に
も
こ
う
な
る
が
、
こ
う
な
ら
な
い
と
サ
ン
ザ
(
た
く
さ
ん
)

食
わ
な
い
と
い
う
証
拠
で
あ
る
。

夏
に
は
、
温
度
が
上
が
れ
ば
上
が
る
ほ
ど
消
化
率
が
高
い
か
ら
、
一
生

け
ん
命
桑
を
く
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
蚕
の
う
す
い
あ
つ
い
で
は
な

い
。
ハ
沢
田
地
区
〉

三
度
の
世
話
と
五
つ
の
厄
に
注
意
す
る
こ
と
が
大
切
。
三
度
の
世
話
と

は
蚕
の
食
事
の
こ
と
で
桑
く
れ
に
あ
た
る
。
五
つ
の
厄
と
は
四
度
の
眠
と

マ
イ
を
つ
く
る
こ
と
と
の
五
つ
で
あ
る
。
ハ
沢
田
地
区
〉
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生産生業

買
い
桑
買
い
桑
を
さ
か
ん
に
し
た
。
中
之
条
の
町
の
方
、
下
の
町
や
宝

満
寺
な
ど
で
、
遠
く
か
ら
運
べ
な
い
か
ら
市
城
が
一
番
遠
い
く
ら
い
で
、

モ
ギ
ク
ワ
を
し
、
ム
シ
ロ
に
包
ん
で
十
貫
行
李
に
四
つ
を
馬
に
つ
け
て
来

た
。
熱
が
出
る
か
ら
家
へ
着
く
と
す
ぐ
に
広
い
所
に
ホ
カ
シ
テ
か
ら
く
れ

た
。
ハ
岩
本
)

ド
ド
メ
紫
色
に
な
る
も
の
で
な
く
、
青
い
も
の
を
吸
わ
せ
て
蚕
を
飼
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
早
く
実
の
な
る
も
の
で
高
木
に
し
て
お
き
、
春
に
な
る

と
ム
シ
ロ
で
図
っ
て
お
い
て
く
れ
た
。
五
月
五
日
こ
ろ
で
は
桑
の
芽
が
聞

か
な
い
の
で
、
ド
ド
メ
で
間
に
合
わ
せ
、
こ
れ
で
何
回
か
飼
っ
て
お
い
て

も
何
と
か
な
っ
た
。
オ
カ
イ
コ
の
タ
ネ
は
、
秋
の
う
ち
に
信
州
か
ら
持
っ

て
来
て
お
く
の
で
各
自
の
家
で
し
ま
っ
て
お
き
陽
気
に
よ
っ
て
出
て
し
ま

う
の
で
そ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
。
(
中
之
条
)

労
力
最
高
に
掃
立
て
た
の
は
春
蚕
二
百
グ
ラ
ム
で
、
百
三
十
貫
く
ら
い

の
収
繭
量
で
、
四
十
日
く
ら
い
の
同
人
を
二
人
使
っ
て
や
り
、
し
ま
い
の

一
週
間
く
ら
い
は
寝
ら
れ
な
い
さ
わ
ぎ
を
し
た
。
そ
こ
で
掃
立
て
を
半
分

の
百
グ
ラ
ム
に
し
て
、
そ
れ
で
余
る
桑
|
|
半
分
は
売
る
こ
と
に
し
て
楽

を
し
た
。
〈
岩
本
)

労
賃
ケ
エ
コ
女
の
頼
み
貨
は
一
日
六
十
銭
く
ら
い
。
女
の
方
が
手
早
で

仕
事
が
よ
か
っ
た
の
で
男
よ
り
頼
み
が
い
が
あ
っ
た
。
ケ
エ
コ
女
は
一
期

四
十
日
と
い
う
の
が
相
場
だ
っ
た
。
六
合
村
の
人
を
頼
む
人
た
ち
も
い
た

が
、
村
内
か
ら
額
む
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ハ
岩
本
〉

ま
ゆ
と
れ
た
ま
ゅ
は
主
に
売
っ
た
。
セ
リ
(
糸
ま
ゆ
商
〉
が
買
い
に
来

た
。
製
糸
が
で
き
る
ま
で
は
自
分
で
乾
燥
し
て
と
っ
て
お
い
て
、
買
う
人

第二章

が
来
る
ま
で
も
っ
て
い
た
が
、
座
繰
り
で
と
っ
た
り
し
た
人
も
い
た
。
糸

を
と
っ
て
機
を
織
っ
た
人
も
い
る
。
ハ
伊
参
)

乾
燥
場
大
が
い
こ
を
や
る
人
た
ち
は
自
宅
に
乾
燥
場
を
つ
く
っ
て
こ
れ

で
乾
燥
し
た
。
こ
れ
は
上
等
の
組
で
天
日
乾
燥
す
る
人
も
多
か
っ
た
。

ハ
中
之
条
〉

糸
と
り
と
っ
た
マ
イ
は
、
生
で
売
っ
た
り
、
製
糸
に
出
し
た
り
す
る

外
、
自
分
の
家
で
座
繰
り
で
糸
に
と
っ
た
り
し
た
。
ど
こ
の
家
で
も
た
い

が
い
と
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
ノ
シ
を
買
っ
て
歩
い
た
人
も
い
た
。
糸
を
と

れ
ば
ノ
シ
が
出
る
も
の
、
金
を
と
る
の
は
大
変
だ
っ
た
。
(
沢
田
地
区
〉

マ
イ
買
い
マ
イ
買
い
に
来
た
商
人
の
中
で
は
、
二
人
で
組
ん
で
来
て
、

カ
ケ
ル
(
目
方
を
計
る
〉
人
と
見
る
人
が
い
て
、
目
方
を
み
て
い
る
ザ
マ

の
ケ
ツ
を
ち
ょ
っ
と
持
ち
上
げ
て
は
か
っ
た
者
も
い
た
。
ハ
沢
田
地
区
〉

マ
イ
の
買
い
付
け
に
は
、
上
回
か
ら
カ
イ
セ
イ
館
が
吾
妻
屋
に
庖
を
は

っ
て
、
生
マ
イ
で
買
っ
て
半
乾
燥
を
し
て
か
ら
持
っ
て
行
っ
た
。
本
庄
か

ら
も
来
た
が
、
前
橋
の
上
毛
製
糸
(
郡
是
製
糸
〉
な
ど
も
来
た
。
現
金
取
-

引
き
で
や
っ
た
が
、
碓
氷
社
は
糸
に
し
な
け
れ
ば
ゼ
ニ
に
な
ら
な
か
っ

た
。
ハ
中
之
条
)

マ
イ
の
取
引
き
昭
和
初
年
の
不
況
の
時
に
、
土
地
の
製
糸
ハ
当
時
は
原

沢
製
糸
と
昭
和
館
|
|
吾
妻
製
糸
〉
で
は
買
え
ず
、
上
回
、
小
諸
に
持
っ

て
行
っ
て
市
場
に
出
し
て
換
金
し
た
。
値
は
あ
ま
り
も
が
わ
な
か
っ
た

が
、
小
諸
で
は
売
れ
た
。
当
時
の
料
金
で
、
ハ
イ
ヤ
ー
で
行
く
と
七
円
か

八
円
、
ト
ラ
ッ
ク
一
台
で
も
十
円
か
ら
十
一
円
で
運
ん
で
行
け
た
。
(
伊

勢
町
〉
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誌

コ
ク
ゼ
イ
商
人
マ
イ
は
、
安
い
時
は
一
貫
匁
一
円
一
一
一
十
銭
と
い
う
こ
と

が
あ
り
、
三
貫
匁
十
円
が
と
う
し
ハ
た
び
た
び
〉
の
こ
と
、
高
い
時
は
一

貫
匁
十
円
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
金
額
を
多
く
扱
う
の
で
コ

タ
ゼ
イ
商
人
と
い
わ
れ
た
。
ハ
中
之
条
)

マ
イ
の
高
騰
大
震
災
の
時
は
、
横
浜
が
狂
っ
て
し
ま
い
、
一
週
間
く
ら

い
わ
か
ら
な
く
な
り
、
そ
の
前
は
七
、
八
円
だ
っ
た
の
が
急
に
上
っ
て
-

K
十
五
円
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ハ
中
之
条
)

マ
ユ
背
は
、
マ
ユ
の
ね
だ
ん
は
安
い
時
で
一
貫
匁
三
円
五
十
銭
く
ら

い
。
一
番
安
か
っ
た
の
は
昭
和
八
年
の
一
円
八
十
銭
と
い
う
こ
と
が
あ

り
、
こ
の
時
に
は
売
ら
な
か
っ
た
。
ふ
つ
う
に
は
一
部
を
生
マ
ユ
で
売

り
、
一
部
を
碓
氷
社
に
出
荷
し
、
他
は
乾
燥
し
て
保
存
し
て
、
相
場
を
み

て
売
っ
た
。
と
っ
て
お
く
と
春
に
な
っ
て
カ
ピ
が
生
え
て
来
る
の
で
、
早

く
売
っ
た
。
ハ
岩
本
〉

糸
と
り
家
で
と
っ
た
マ
イ
は
、
乾
燥
し
て
糸
に
す
る
。
ど
こ
で
も
座
繰

り
を
ひ
か
な
い
家
は
な
い
と
い
う
時
代
で
、
自
分
の
マ
イ
は
自
分
で
ひ
い

て
市
に
売
り
に
出
た
。
中
村
屋
の
あ
た
り
に
市
が
立
っ
た
の
で
、
み
ん
な

集
ま
り
信
州
や
本
圧
か
ら
買
い
に
来
た
。
市
は
一
六
の
目
だ
っ
た
。
地

糸
、
座
繰
糸
と
い
っ
た
。
本
マ
イ
は
商
人
が
買
っ
て
お
い
て
、
賃
挽
き
に

出
し
て
ひ
か
せ
た
。
碓
氷
社
集
中
工
場
が
で
き
る
ま
で
そ
う
し
て
い
た
。

ハ
中
之
条
〉

製
糸
大
き
い
養
蚕
家
は
、
座
繰
り
で
自
分
の
家
で
糸
と
り
を
し
て
売
っ

た
。
二
人
く
ら
い
人
を
頼
み
、
マ
イ
を
煮
て
糸
と
り
を
し
た
。
こ
れ
を
商

人
に
売
っ
た
わ
け
で
、
五
反
田
の
大
久
保
の
方
は
さ
か
ん
だ
っ
た
。

民俗

日
露
戦
争
前
に
中
之
条
組
ハ
碓
氷
社
〉
が
で
き
る
と
座
繰
り
で
と
っ
た

糸
を
十
二
枠
く
ら
い
背
負
っ
て
行
き
、
大
枠
に
揚
げ
返
し
て
も
ら
っ
て
か

ら
売
っ
た
。
い
ま
の
金
幸
の
所
が
碓
氷
社
で
、
中
之
条
用
水
を
使
っ
て
水

車
で
ま
わ
し
て
糸
と
り
を
し
た
。
ハ
五
反
田
)

h
v
&
a
v
g
 

春
蚕
春
蚕
を
一
回
あ
て
れ
ば
秋
蚕
が
と
れ
な
く
も
ま
わ
っ
た
。
人
を
大

人
数
額
ん
で
、
四
十
日
ス
ケ
テ
も
ら
っ
て
十
円
く
ら
い
払
い
、
マ
イ
は
一

貫
七
、
八
円
か
ら
に
売
れ
た
の
で
う
ま
く
い
け
ば
か
な
り
の
収
入
が
あ
っ

た
。
と
な
り
か
ら
と
な
り
で
や
っ
て
い
る
か
ら
や
れ
た
の
で
、
桑
も
ぎ
で

十
二
時
す
ぎ
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
家
に
帰
っ
て
、
朝
早
く
ま
た
出
て
く
る

の
だ
か
ら
よ
く
や
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
(
沢
田
地
区
〉

蚕
の
収
量
品
目
は
ヒ
ラ
ヅ
ケ
で
百
蛾
な
ど
で
、
二
十
八
蛾
で
四
貫
匁
と
れ

れ
ば
大
あ
た
り
、
一
ニ
賞
匁
か
ら
上
は
い
い
と
い
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
は
オ
コ

サ
ン
が
死
ん
だ
か
ら
と
れ
な
い
の
が
ふ
つ
う
で
、
音
の
品
種
に
マ
タ
ム
カ

シ
と
い
う
の
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
マ
イ
が
小
さ
か
っ
た
。
ハ
岩
本
)

オ
カ
イ
コ
貧
乏
昭
和
初
年
ま
で
は
、
農
家
の
現
金
収
入
は
カ
イ
コ
よ
り

他
に
何
も
な
か
っ
た
。
病
気
に
な
り
や
す
く
手
間
ひ
ま
か
け
て
も
、
外
れ

て
し
ま
う
と
具
通
し
が
狂
っ
て
貧
乏
し
た
者
も
出
た
わ
け
で
あ
る
。
現
在

の
養
蚕
収
入
は
、
一
反
十
万
円
は
き
つ
い
こ
と
、
生
き
も
の
で
、
手
が
か

か
る
こ
と
な
の
で
、
他
の
仕
事
に
比
べ
て
割
が
悪
い
。
ハ
中
之
条
)

オ
コ
パ
ク
チ
昔
の
お
蚕
は
バ
タ
チ
み
た
い
な
も
の
で
、
大
人
数
を
頼
ん

で
大
が
か
り
で
や
る
か
ら
、
給
金
は
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
外
れ

る
と
あ
れ
ほ
ど
と
れ
な
い
も
の
は
な
い
。
ま
っ
た
く
の
赤
字
で
苦
し
ん

だ
。
そ
ん
な
中
で
も
や
れ
た
の
は
、
人
足
が
安
か
っ
た
か
ら
や
れ
た
の
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だ
。
ハ
沢
田
地
区
)

マ
プ
シ
織
り
農
閑
期
の
仕
事
と
い
っ
て
も
マ
プ
シ
織
り
く
ら
い
の
こ

と
。
先
輩
が
若
衆
を
一
か
所
に
集
め
て
ゾ
ウ
り
つ
く
り
を
し
た
の
で
六
十

歳
以
上
の
者
は
き
れ
い
な
ゾ
ウ
り
や
わ
ら
じ
を
つ
く
る
。
ま
た
、
遊
び
な

が
ら
正
月
い
っ
ぱ
い
く
ら
い
マ
プ
シ
織
り
を
す
る
の
で
、
萱
で
四
百
個
く

ら
い
の
マ
プ
シ
を
折
っ
て
つ
く
っ
た
。
こ
う
す
れ
ば
そ
の
聞
は
ど
ん
な
に

遊
ん
で
も
い
い
と
い
っ
た
。
マ
プ
シ
ガ
ヤ
は
唐
操
原
へ
刈
り
に
行
っ
て
来

て
、
細
い
萱
を
使
っ
た
。
カ
ヤ
を
使
う
と
、
ワ
ラ
と
ち
が
っ
て
よ
く
か
わ

き
、
い
い
マ
ユ
を
つ
く
っ
た
。
ガ
ッ
チ
ャ
ン
ガ
ッ
チ
ャ
ン
は
大
正
時
代
に

な
っ
て
か
ら
入
っ
た
も
の
で
あ
る
。
マ
プ
シ
は
六
つ
を
カ
ゴ
一
枚
分
、
四

つ
に
す
る
と
う
す
い
の
で
六
個
使
う
の
が
よ
か
っ
た
。
(
伊
参
〉

む
か
で
ま
ぶ
し
ま
ぶ
し
で
も
珍
し
い
も
の
で
、
わ
ら
を
切
っ
て
針
金
で

よ
じ
り
、
む
か
で
の
よ
う
に
ま
わ
り
に
た
く
さ
ん
の
足
を
出
し
た
ま
ぶ
し

を
つ
く
り
、
自
然
上
鎮
で
ま
ゆ
を
つ
く
ら
せ
た
。
(
平
〉

五

の

他

そ

生産生業

名
久
田
の
産
物
農
林
業
と
い
う
こ
と
だ
が
、
背
は
、
カ
イ
コ
、
麦
、
炭

や
き
が
中
心
だ
っ
た
が
、
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
コ

γ
ニ
ャ
ク
が
入
っ
て
中

心
に
な
っ
て
来
た
。
(
赤
坂
〉

自
給
自
足
の
く
ら
し
昭
和
十
年
こ
ろ
ま
で
の
こ
の
地
は
蚕
、
炭
や
き
く

ら
い
し
か
な
く
、
で
き
る
だ
け
現
金
の
出
な
い
よ
う
に
地
味
に
く
ら
し
て

い
た
。
(
岩
本
〉

第二章

米
価
昭
和
二
、
一
二
年
の
米
の
ね
だ
ん
は
、
悪
い
米
で
一
俵
七
円
五
十

銭
、
赤
米
の
入
っ
た
上
等
米
で
一
駄
十
五
円
と
い
え
ば
渋
川
か
ら
来
た
。

ハ
伊
勢
町
)

小
作
料
小
作
料
は
収
か
く
の
半
分
以
上
と
ら
れ
た
。
仕
事
を
し
た
く
も

仕
事
は
な
い
の
で
、
割
に
は
合
わ
な
く
も
小
作
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
中
之
条
、
伊
勢
町
は
安
か
っ
た
。
金
で
な
く
米
で
納
め
て
一
反
歩

三
俵
半
く
ら
い
の
割
合
だ
っ
た
。
中
之
条
は
田
ん
ぼ
が
少
な
い
か
ら
新
巻

の
方
へ
行
っ
て
回
を
つ
く
っ
た
。
そ
の
方
が
割
が
い
い
の
で
川
を
越
し
て

回
づ
く
り
を
し
た
。
市
械
の
三
升
首
と
新
巻
の
二
升
苗
は
、
新
巻
の
方
が

よ
か
っ
た
。
当
時
は
肥
料
も
な
い
か
ら
五
俵
半
か
ら
六
俵
で
、
六
俵
と
れ

れ
ば
い
い
方
だ
っ
た
か
ら
、
小
作
米
を
納
め
る
と
家
で
食
う
の
は
一
俵
半

く
ら
い
し
か
な
く
、
普
か
ら
そ
う
い
う
よ
う
に
き
ま
っ
て
い
た
か
ら
地
主

は
や
た
ら
と
ふ
く
ら
ん
だ
。
肥
料
と
い
え
ば
、
山
か
ら
草
を
刈
っ
て
来
て

入
れ
た
く
ら
い
だ
っ
た
。
ハ
伊
勢
町
)

救
農
工
事
昭
和
初
年
の
不
景
気
の
時
に
、
不
況
対
策
事
業
と
し
て
救
農

工
事
を
や
っ
た
。
暗
い
か
ら
暗
い
ま
で
は
た
ら
い
て
ふ
つ
う
の
人
で
三
十

五
銭
。
チ
ョ
ウ
ハ
リ
の
で
き
る
人
は
四
十
五
銭
、
学
校
を
卒
業
し
た
ば
か

り
の
青
少
年
は
一
日
二
十
五
銭
と
い
う
こ
と
で
、
米
俵
を
担
げ
る
と
一
一
一
十

銭
払
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
ハ
伊
勢
町
)

反
下
の
生
産
・
生
業
戦
前
は
養
蚕
中
心
。
次
ぎ
が
コ
ン
ユ
ャ
ク
栽
培
、

第
三
番
目
は
木
炭
の
生
産
が
重
要
な
生
産
で
あ
っ
た
。

戦
時
中
国
策
に
そ
っ
て
製
炭
が
さ
か
ん
に
な
っ
た
。
農
閑
期
に
国
有
林

を
払
い
下
げ
て
も
ら
っ
て
焼
い
た
。
白
炭
を
焼
い
た
。
戦
前
は
三

O
人
ぐ
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誌

ら
い
炭
焼
き
を
し
て
い
た
。
戦
後
は
、
養
蚕
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
キ
ノ
コ
類

の
順
で
あ
る
。
戦
後
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
が
特
産
物
と
な
っ
た
。
ま
た
、
シ
イ

タ
ケ
、
ナ
メ
コ
な
ど
の
キ
ノ
コ
類
の
栽
培
が
さ
か
ん
に
な
っ
て
き
た
。

こ
こ
は
、
も
と
か
ら
地
せ
ば
の
所
で
あ
る
。
耕
地
反
別
は
、

=
pあ
た

り
平
均
五
反
ぐ
ら
い
、
一
町
歩
以
上
の
家
は
二
、
三
軒
で
あ
る
。
こ
こ

は
、
ほ
と
ん
ど
自
給
自
足
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。
ハ
反
下
)

板
割
り
大
道
の
杉
は
「
大
道
杉
」
と
い
わ
れ
て
質
が
よ
く
早
く
か
ら
板

割
り
が
入
り
こ
ん
で
仕
事
を
し
て
い
た
。
村
内
に
は
板
割
り
を
商
売
に
す

る
者
が
な
か
っ
た
の
で
、
外
か
ら
来
た
者
が
二
軒
ほ
ど
シ
ン
シ
ョ
ウ
を
も

っ
て
や
っ
て
い
た
。
板
割
り
は
、
山
に
入
っ
て
小
屋
が
け
を
し
て
や
っ

た
。
杉
を
使
っ
て
屋
根
板
ゃ
、
四
分
板
も
挽
い
た
が
、
栗
材
は
少
な
か
っ

た
。
大
正
末
ま
で
や
っ
て
い
た
。
ハ
伊
参
)

イ
タ
(
板
)
屋
材
木
屋
の
こ
と
だ
が
、
大
道
、
幽
明
石
あ
た
り
で
は
一
年
に

二
本
大
き
い
木
を
伐
る
と
買
い
も
の
が
で
き
た
と
い
う
。
サ
サ
板
に
割
っ

て
お
い
て
、
春
、
買
い
物
に
来
る
時
に
馬
に
つ
け
て
来
れ
ば
、
い
つ
で
も

買
っ
て
く
れ
た
の
で
、
こ
れ
で
貿
い
物
が
で
き
た
と
い
う
。
木
の
質
が
よ

く
、
東
京
出
し
を
し
て
も
い
い
と
い
わ
れ
た
く
ら
い
だ
が
、
出
す
量
ハ
生

産
量
)
が
な
く
て
有
名
に
は
な
ら
ず
に
終
っ
た
と
い
う
。
ハ
中
之
条
〉

夜
な
べ
仕
事
テ
ナ
ワ
ナ
イ
、
夜
な
べ
仕
事
の
一
番
の
も
の
で
、
ニ

O
尋

の
束
を
一
一
房
と
い
い
、
二
房
く
ら
い
は
な
っ
た
。

ツ
ナ
ゲ
、
草
刈
り
な
わ
は
ツ
ナ
ゲ
エ
に
し
て
つ
く
る
。
正
月
の
夜
な
べ

に
や
っ
た
が
、
い
く
ら
か
た
た
い
て
穂
の
方
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
長
く
し

俗民

草
刈
り
な
わ
、
ッ
ナ
ゲ
エ
で
な
い
と
き
は
、
た
た
い
て
ひ
と
尋
く
ら
い
の

長
き
に
な
っ
て
か
ら
両
端
に
タ
マ
ハ
結
び
)
を
つ
く
っ
た
も
の
を
一
一
一
本

ず
つ
で
ひ
と
組
と
し
て
ま
と
め
、
夏
の
草
刈
り
な
わ
に
し
た
。
ハ
折
田
)

農
閑
期
の
仕
事
昔
の
農
閑
期
の
仕
事
と
い
え
ば
、
炭
焼
き
と
薪
伐
り
だ

っ
た
。
碓
氷
社
で
使
う
松
マ
キ
も
伐
っ
た
が
、
長
い
方
が
根
ガ
エ
シ
が
大

変
で
、
伐
り
倒
す
と
き
に
同
じ
方
向
に
伐
っ
て
行
か
な
い
と
仕
事
が
大
変

だ
っ
た
。
ハ
大
塚
〉

冬
場
の
仕
事
わ
ら
細
工
を
し
た
り
、
炭
焼
き
を
し
た
。
炭
焼
き
は
蟻
川

の
中
で
や
っ
た
。
出
か
せ
ぎ
を
し
た
人
は
い
な
い
。
ハ
蟻
川
)

出
か
せ
ぎ
出
か
せ
ぎ
は
な
か
っ
た
。

大
正
の
こ
ろ
か
ら
炭
焼
き
、
駄
賃
っ
け
な
ど
を
し
た
。
蹄
鉄
の
な
い
時

に
、
馬
の
く
つ
を
つ
く
っ
て
は
か
せ
て
ひ
い
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ハ
伊
参
)

冬
場
の
仕
事
土
方
も
し
な
い
で
、
マ
プ
シ
織
り
や
オ
サ
ナ
オ
シ
く
ら
い

の
こ
と
で
、
山
の
あ
る
人
は
炭
を
焼
い
た
。

炭
焼
き
も
、
普
は
ク
ロ
は
な
く
、
シ
ロ
ば
か
り
で
一
日
二
俵
焼
け
ば
い

い
式
で
、
月
に
五
十
俵
程
度
の
も
の
だ
っ
た
。
中
に
は
六
俵
ず
つ
焼
い
た

人
も
い
た
が
数
は
少
な
か
っ
た
。

女
の
仕
事
は
、
冬
場
は
、
ボ
ロ
ッ
ツ
ギ
く
ら
い
で
昼
間
は
ナ
ワ
な
い
、

わ
ら
じ
か
け
を
こ
し
ら
え
て
は
か
せ
た
。
足
袋
も
紺
地
の
布
を
買
っ
て
来

て
、
石
裏
を
買
っ
て
ぬ
い
上
げ
た
。
買
わ
な
い
時
に
は
布
を
さ
し
て
つ
く

っ
た
の
で
、
ヒ
ボ
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
前
の
方
で
合
わ
せ
て
ヒ
ボ
で
し

ば
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
(
岩
本
〉
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女
の
仕
事
田
ん
ぼ
の
仕
事
に
女
が
手
を
出
せ
る
の
は
、
せ
い
ぜ
い
田
の

草
と
り
く
ら
い
で
、
田
植
え
は
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。
苗
と
り
を
す
れ
ば

い
い
く
ら
い
の
こ
と
で
、
ふ
つ
う
は
養
蚕
を
し
て
い
た
。
(
伊
参
)

キ
タ
ゴ
ウ
ム
シ
ロ
赤
坂
辺
は
ム
シ
ロ
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、
毎
月

一
、
六
の
市
日
に
持
っ
て
行
っ
て
売
っ
た
。
町
の
方
で
は
キ
タ
ゴ
ウ
(
北

郷
?
)
ム
シ
ロ
と
よ
ん
だ
。
(
赤
坂
〉

蟻
川
は
、
伊
参
の
中
で
は
回
が
一
番
あ
っ
て
、
わ
ら
も
あ
っ
た
の
で
、

塩
平
が
わ
ら
製
品
を
つ
く
っ
て
売
り
出
し
た
。
む
し
ろ
ば
た
を
織
っ
て
む

し
ろ
を
つ
く
り
、
名
久
田
口
の
所
に
あ
っ
た
市
へ
背
負
っ
て
行
っ
て
売
っ

た
も
の
で
あ
る
。
ハ
蟻
川
〉

馬
子
と
り
よ
り
も
堆
肥
と
り
が
中
心
に
な
っ
た
が
、
飼
っ
て
子
と
り
を

し
て
、
山
田
川
の
所
に
セ
り
が
あ
る
の
で
そ
こ
に
出
し
た
。
こ
こ
が
終
る

と
原
町
の
病
院
あ
た
り
の
市
に
出
し
た
。
馬
を
飼
う
の
は
草
刈
り
が
大
へ

ん
で
、
山
の
口
な
ど
は
、
朝
早
く
出
て
陣
ど
っ
て
火
を
燃
し
て
刈
っ
た
も

の
だ
っ
た
。
(
沢
田
地
区
)

馬
の
子
と
り
馬
の
子
と
り
は
よ
く
や
っ
た
。
子
が
で
き
る
ま
で
は
駄
賃

つ
け
を
し
た
。
中
之
条
農
学
校
(
中
高
)
の
裏
の
方
、
長
久
保
に
ぬ
け
る

道
の
、
橋
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
に
シ
バ
シ
ョ
〈
種
牡
馬
所
〉
が
あ
っ
て
、
そ

こ
で
種
つ
け
を
し
た
。

子
馬
は
馬
市
で
取
引
き
し
た
。
馬
市
は
山
田
川
の
鉄
橋
の
と
こ
ろ
(
山

田
川
橋
の
東
〉
で
、
山
の
口
の
こ
ろ
に
四
日
間
く
ら
い
聞
か
れ
た
。
馬
の

好
き
な
オ
カ
ミ
サ
ン
も
子
ど
も
も
つ
い
て
行
き
、
家
中
で
で
か
け
た
り
し

て
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
。
子
馬
は
、
安
い
と
き
で
三
十
五
円
、
高
い
時
で
百
円

第二平

を
少
し
超
え
た
記
憶
が
あ
る
。
馬
喰
が
買
い
落
し
て
か
ら
売
る
の
で
、
時

に
は
土
地
の
人
が
セ
リ
落
し
て
「
日
当
を
払
う
か
ら
曳
い
て
来
て
く
れ
」

と
い
う
の
で
買
い
主
の
と
こ
ろ
ま
で
曳
い
て
行
き
、
別
れ
る
時
は
泣
い
て

帰
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
馬
市
に
は
親
馬
と
一
緒
に
曳
い
て
行
く
の
で
売
っ

て
か
ら
親
馬
と
離
す
の
が
オ
オ
ゴ
ト
だ
っ
た
。
馬
を
売
れ
ば
ま
と
ま
っ
た

金
が
入
っ
た
。
(
横
尾
)

馬
市
山
田
川
の
馬
市
は
最
近
ま
で
や
っ
て
い
た
。
方
々
へ
移
っ
た
が
、

水
害
で
流
れ
て
か
ら
向
う
側
へ
行
き
、
日
赤
の
あ
た
り
へ
行
っ
て
、
最
後

が
山
田
川
だ
っ
た
。

馬
市
は
四
日
聞
く
ら
い
や
っ
て
、
四
日
目
が
流
れ
市
と
い
い
、
ナ
キ
ワ

カ
レ
と
い
っ
た
。
大
が
い
九
月
の
彼
岸
前
後
の
こ
と
な
の
で
、
よ
く
雨
が

降
っ
た
。
ハ
中
之
条
)

馬
の
葬
式
馬
が
死
ん
だ
と
き
は
一
本
松
と
い
う
と
こ
ろ
に
馬
を
捨
て
る

場
所
が
あ
り
、
そ
こ
へ
村
の
人
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
そ
り
ゃ
担
ぐ
な
ど

し
て
運
ん
だ
。
そ
の
あ
と
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
人
に
清
め
の
酒
を
飲
ん
で

も
ら
っ
た
。
ハ
栃
窪
)

折
田
ナ
ス
以
前
は
折
田
地
区
は
ナ
ス
苗
の
本
場
と
し
て
吾
妻
郡
東
部
に

は
知
ら
れ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
折
田
の
春
の
仕
事
始
は
ナ
ス
苗
の
苗
床
つ

く
り
か
ら
は
じ
ま
る
。
庭
先
に
、
周
聞
を
わ
ら
で
囲
み
、
中
に
は
平
ら
な

石
を
並
べ
た
苗
床
を
つ
く
っ
た
家
が
多
か
っ
た
。
苗
が
育
っ
と
平
底
の
竹

か
ご
に
ハ
チ
(
土
)
を
つ
け
て
並
べ
、
天
秤
で
か
つ
い
で
売
り
に
出
た
。

坂
上
や
岩
島
地
区
の
方
ま
で
も
売
り
に
出
た
が
、
そ
れ
ら
の
地
区
で
は
売

り
に
来
る
の
を
待
っ
て
い
た
。
ナ
ス
苗
を
売
る
と
オ
マ
ケ
と
し
て
ト
ウ
ガ
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ラ
シ
の
苗
を
何
本
か
つ
け
て
サ
ー
ビ
ス
を
し
た
。
ト
ウ
ガ
ラ
シ
は
あ
ま
り

手
入
れ
を
し
な
く
て
も
よ
か
っ
た
。
い
ま
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
が
普

及
し
た
の
で
ナ
ス
苗
つ
く
り
を
す
る
家
も
少
な
く
な
っ
た
。
ハ
折
田
)

中
之
条
の
紙
す
き
大
正
の
初
こ
ろ
、
伊
勢
町
下
の
町
の
寺
下
に
紙
す
き

を
し
て
い
た
武
平
さ
ん
と
い
う
人
が
い
た
。
冬
の
索
、
い
日
に
紙
す
き
場
で

紙
を
す
い
て
い
る
の
を
、
子
ど
も
の
こ
ろ
、
学
校
帰
り
に
見
た
も
の
だ
っ

た
。
ハ
伊
勢
町
〉

格
の
栽
培
五
反
田
中
村
で
は
、
文
化
・
文
政
の
こ
ろ
か
ら
格
を
植
え

て
、
そ
の
・
反
を
は
い
で
紙
す
き
業
者
に
売
っ
た
。
畑
の
キ
ワ
の
マ
マ
ハ
土

手
〉
や
、
原
野
、
そ
の
他
の
悪
い
土
地
に
橋
を
植
え
、
桑
の
根
刈
り
仕
立

て
の
よ
う
に
仕
立
て
、
秋
に
な
る
と
桑
ハ
ヤ
シ
鎌
ハ
桑
切
鎌
〉
で
切
り
集

め
、
長
さ
を
そ
ろ
え
る
た
め
の
定
木
が
あ
っ
て
こ
れ
に
あ
て
、
八
十
個
く

ら
い
の
長
さ
に
オ
シ
ギ
リ
で
切
り
揃
b

ぇ
、
大
東
に
し
て
、
直
径
八
十
個
ほ

ど
の
大
釜
の
上
に
ス
ノ
コ
を
の
せ
、
椅
を
縦
に
並
べ
て
桶
を
か
ぶ
せ
て
ふ

か
す
。
桶
は
セ
ピ
ハ
滑
車
)
で
上
下
し
て
使
っ
て
い
た
。
ふ
か
し
た
緒
は

す
ぐ
に
皮
む
き
を
し
、
小
東
に
し
て
竹
竿
に
ま
た
が
し
て
ほ
す
。
ほ
し
あ

が
る
と
周
囲
一
尋
く
ら
い
の
大
東
に
し
て
販
売
し
た
。
長
さ
を
そ
ろ
え
る

の
で
、
ウ
ラ
ハ
木
の
先
端
の
方
〉
の
不
揃
い
の
長
さ
の
も
の
は
そ
れ
ら
だ

け
で
ま
る
い
た
。
皮
を
む
い
た
椿
の
ス
エ
(
患
は
美
し
い
黄
色
の
も
の

で
遊
び
道
具
に
か
つ
こ
う
の
た
め
、
近
所
の
子
ど
も
た
ち
が
も
ら
い
に
来

た
。
ほ
し
あ
が
っ
た
橋
は
、
紙
す
き
業
者
の
所
へ
持
っ
て
行
っ
て
売
っ

た
。
同
業
者
は
横
尾
に
も
、
そ
の
他
に
も
い
た
が
、
五
反
田
で
は
斉
藤
家

だ
け
で
あ
っ
た
。
紙
す
き
を
し
て
い
た
家
は
横
尾
に
一
軒
、
岩
井
に
も
一

俗民

軒
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
お
り
、
埼
玉
県
か
ら
も
買
い
に
来
た
こ
と
が
あ

る
。
大
正
時
代
の
中
ご
ろ
ま
で
は
売
れ
た
よ
う
だ
。
ハ
五
反
悶
〉

護
ネ
セ
湯
槽
薬
ネ
セ
湯
槽
の
起
源
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
何

年
こ
ろ
か
ら
か
五
反
田
の
者
十
六
人
ほ
ど
の
者
が
共
同
で
四
万
温
泉
の
山

口
の
川
原
に
温
泉
の
権
利
を
も
ち
、
こ
こ
に
五
尺
×
八
尺
ハ
一
・
六

m
×

一
一
・
五

m
ほ
ど
)
の
長
方
形
の
湯
槽
を
、
三

t
四
つ
く
り
、
こ
の
中
へ
稲

葉
を
十
日
間
く
ら
い
ネ
カ
セ
テ
ハ
浸
潰
す
る
こ
と
)
お
き
、
業
加
工
に
利

用
し
た
。
源
泉
だ
か
ら
手
を
入
れ
て
お
け
な
い
熱
さ
な
い
の
で
、
第
を
入

れ
る
に
も
、
出
す
に
も
棒
を
使
い
、
ネ
セ
テ
お
く
と
き
に
は
葉
の
上
に
板

や
棒
を
の
せ
、
石
を
の
せ
て
浮
き
上
が
ら
な
い
よ
う
に
し
た
。
そ
う
す
る

と
温
泉
の
熱
と
成
分
で
藁
が
や
わ
ら
か
く
な
り
、
細
工
す
る
と
き
に
藁
打

ち
を
す
る
必
要
が
な
い
く
ら
い
で
、
し
か
も
強
靭
化
さ
れ
る
と
い
う
利
点

が
あ
っ
た
。
色
は
普
通
物
よ
り
も
淡
褐
色
に
変
っ
て
い
る
の
は
、
温
泉
に

浸
し
た
結
果
当
然
で
あ
る
。

業
ネ
セ
湯
槽
は
、
秋
か
ら
春
に
か
け
て
利
用
す
る
も
の
で
、
夏
場
の
農

繁
期
は
や
ら
な
か
っ
た
。
世
話
人
を
き
め
て
お
き
、
相
談
で
順
番
を
き
め

て
や
っ
た
が
、
月
に
三
回
利
用
す
る
の
は
無
理
で
、
ふ
つ
う
は
ニ
固
く
ら

い
だ
っ
た
。
行
く
と
き
は
、
馬
に
藁
を
つ
け
て

l
l
一
駄
五
束
、
約
二
十

四
貫
ハ
九
十
同
)
、
暗
い
う
ち
に
出
発
し
、
四
万
温
泉
に
九
時
か
ら
十
時
こ

ろ
到
着
、
す
で
に
ネ
セ
テ
あ
る
葉
を
出
し
て
小
束
の
ま
ま
(
藁
は
稲
刈
り

し
た
と
き
に
ハ
ン
デ
ィ
に
か
け
る
た
め
小
東
に
し
て
あ
る
)
で
マ
マ
ハ
土

堤
)
な
ど
に
ひ
ろ
げ
て
干
し
、
持
参
し
た
藁
は
ネ
セ
こ
ん
で
や
る
。
三
時

こ
ろ
に
は
干
し
て
あ
る
藁
を
ま
る
い
て
ハ
束
ね
て
)
馬
に
つ
け
、
家
路
に
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っ
く
が
、
君
之
尾
あ
た
り
で
暗
く
な
り
、
家
に
帰
り
つ
く
の
は
ま
つ
く
ら

に
な
る
。
ネ
セ
タ
葉
は
再
び
乾
燥
し
て
保
存
し
、
順
次
加
工
し
て
ゆ
く
。

草
菅
は
斉
藤
一
郎
氏
の
と
こ
ろ
だ
け
で
、
コ
ウ
モ
リ
穴
ハ
中
村
と
日
影
の

境
〉
と
、
船
窪
〈
美
渡
原
)
の
ヤ
チ
ハ
湿
地
〉
に
生
え
て
い
る
の
を
刈
っ

て
干
し
た
も
の
を
持
っ
て
行
っ
て
ネ
セ
タ
。

温
泉
で
ネ
セ
タ
葉
は
、
主
と
し
て
背
中
当
て
、
と
背
負
い
縄
に
加
工
し

た
。
背
中
当
て
は
一
日
に
一
個
く
ら
い
の
割
合
で
、
背
負
い
縄
は
、
ホ
ソ

ピ
キ
と
よ
ば
れ
て
い
る
縄
く
ら
い
の
太
さ
で
、
三
本
う
ち
に
し
た
。
ふ
つ

う
の
縄
を
な
っ
た
後
に
、
も
う
一
本
の
も
の
|
|
こ
れ
は
ヨ
リ
を
く
れ
た

だ
け
の
も
の
で
、
十
文
字
に
し
た
枠
に
か
ら
め
て
お
き
、
最
初
の
縄
に
か

ら
げ
こ
む
よ
う
に
し
て
な
い
こ
ん
で
三
本
う
ち
の
縄
に
仕
上
げ
た
。
老
人

の
副
業
と
し
て
一
年
中
や
る
人
も
い
た
が
、
ふ
つ
う
は
冬
の
問
中
や
っ
て

い
た
。
つ
く
っ
た
も
の
は
中
之
条
町
の
市
日
(
一
・
六
の
六
斉
市
〉
に
荒

物
屋
へ
持
っ
て
行
っ
て
お
ろ
し
た
。
露
庖
を
出
し
て
売
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
一
回
に
十
枚
か
ら
十
二
枚
の
背
中
当
て
を
背
負
っ
て
行
っ
た
も
の

で
、
明
治
三
十
五
年
こ
ろ
で
一
枚
三
十
銭
、
後
に
五
十
銭
か
ら
六
十
銭
く

ら
い
に
は
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時
の
日
傭
と
り
で
、
男
が
七
十

l
八

十
銭
、
婦
人
の
場
合
に
は
最
低
で
は
日
当
十
五
銭
く
ら
い
の
時
代
で
あ
る

か
ら
、
現
金
収
入
と
し
て
は
よ
か
っ
た
。
温
泉
に
ネ
セ
タ
も
の
は
普
通
物

よ
り
じ
よ
う
ぷ
で
、
使
う
人
の
う
け
も
よ
か
っ
た
よ
う
で
、
価
格
も
少
し

は
高
か
っ
た
。
だ
か
ら
中
之
条
市
で
も
五
反
田
の
藁
細
工
は
知
ら
れ
て
い

た
と
い
う
。
草
菅
は
ピ
ク
な
ど
に
加
工
し
た
が
、
自
家
用
が
主
で
、
希
望

者
が
い
れ
ば
近
所
の
人
に
や
っ
た
程
度
で
あ
っ
た
。

第二立

葉
ネ
セ
湯
槽
の
権
利
は
五
反
田
の
者
だ
け
で
、
ま
っ
た
く
増
減
は
な
く
長

く
続
い
て
い
た
が
、
四
万
温
泉
に
文
化
村
の
四
万
館
が
建
設
さ
れ
る
と

き
、
い
ろ
い
ろ
の
曲
折
を
へ
て
温
泉
の
使
用
権
を
買
収
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
そ
れ
を
最
後
と
し
て
五
反
田
の
葉
ネ
セ
の
組
合
も
終
り
に
な
っ
た
。

藁
ネ
セ
湯
槽
は
四
万
館
の
湯
の
源
泉
と
な
っ
て
お
り
、
場
所
は
現
在
の
泉

屋
旅
館
の
裏
、
西
よ
り
の
所
で
あ
る
。
ハ
五
反
田
〉

マ
ス
の
養
殖
山
田
上
の
山
の
泉
源
様
の
と
こ
ろ
か
ら
湧
き
出
す
水
は
、

山
田
三
名
水
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
年
間
水
量
が
変
わ
ら
な

い
ば
か
り
か
水
温
も
十
二
度
と
い
う
の
で
マ
ス
の
養
殖
に
適
し
て
い
る
と

し
て
佐
藤
万
太
郎
と
い
う
人
が
大
正
初
め
に
ア
メ
マ
ス
の
鮮
化
を
し
て
水

槽
で
養
殖
し
、
稚
魚
を
川
に
放
流
し
た
と
い
い
、
こ
れ
が
吾
妻
に
お
け
る

マ
ス
養
殖
の
さ
き
が
け
で
、
そ
の
後
吾
妻
郡
下
に
マ
ス
養
殖
の
講
話
に
歩

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ハ
山
田
〉

中
之
条
町
の
魚
と
り

ヨ
リ
グ
キ
魚
の
産
卵
期
に
、
名
久
田
川
の
瀬
の
川
砂
の
き
れ
い
な
と
こ

ろ
を
少
し
掘
っ
て
、
ま
わ
り
に
石
を
並
べ
て
馬
の
カ
ナ
グ
ツ
の
形
に
池
を

つ
く
る
。
産
卵
の
た
め
に
ク
キ
|
|
ウ
グ
イ
が
い
っ
ぱ
い
寄
っ
て
来
る
の

で
こ
ろ
あ
い
を
み
て
素
早
く
網
を
か
ぶ
せ
て
と
る
。
ク
キ
は
石
の
上
を
と

び
こ
え
て
逃
げ
る
の
で
注
意
し
た
。
落
合
の
と
こ
ろ
な
ど
で
や
っ
た
。

ハ
赤
坂
〉

ド
竹
製
の
ド
ハ
ウ
ケ
〉
を
使
う
人
が
一
部
に
い
た
。
セ
キ
ハ
用
水
)
に

ふ
せ
て
ド
ジ
ョ
ウ
を
と
っ
た
の
だ
が
一
般
的
で
な
く
、
商
売
に
す
る
人
も
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い
な
か
っ
た
。
と
っ
た
魚
は
自
家
用
に
し
て
食
べ
た
。
本
当
に
魚
の
好
き

な
人
が
や
っ
た
。
ハ
伊
勢
町
〉

ザ
ツ
コ
少
し
大
き
く
な
る
と
、
子
ど
も
で
も
自
分
た
ち
で
作
っ
て
使
用

し
た
。
竹
を
割
り
、
ヒ
ゴ
を
け
ず
っ
て
仕
上
げ
る
が
、
こ
れ
が
面
倒
な
と

き
は
熊
笹
の
篠
を
と
っ
て
来
て
、
丸
い
ま
ま
使
っ
た
。
柄
の
と
こ
ろ
の
ヒ

ゴ
の
合
わ
せ
目
か
ら
小
魚
、
特
に
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
が
逃
げ
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
草
を
つ
め
て
や
る
。

魚
は
、
主
と
し
て
カ
ジ
カ
、
ク
キ
な
ど
で
、
な
か
に
は
ヤ
マ
メ
も
と
れ

た
こ
と
が
あ
る
。
雨
で
川
が
に
ご
り
、
増
水
し
た
時
な
ど
は
、
魚
は
岸
近

く
の
よ
ど
み
や
、
草
の
か
げ
に
よ
っ
て
来
て
い
る
の
で
、
ザ
ッ
コ
を
持
っ

て
行
っ
て
す
く
う
と
、
お
も
し
ろ
い
ほ
ど
よ
く
と
れ
た
。
夏
の
夕
立
後
な

ど
に
ア
ユ
が
と
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
ふ
つ
う
魚
は
水
の
き
れ
い
な
方
へ
逃

げ
て
行
く
の
で
、
魚
と
り
は
川
上
か
ら
下
ら
ず
、
川
下
へ
行
っ
て
そ
こ
か

ら
次
第
に
川
上
の
方
へ
上
っ
て
来
る
と
り
方
を
し
て
す
く
い
と
る
。
ハ
伊

勢
町
〉魚

と
り
の
道
具
と
し
て
は
い
ち
ば
ん
使
う
も
の
で
ほ
と
ん
ど
自
分
で
つ

く
っ
た
。
手
っ
と
り
早
く
つ
く
る
時
は
、
か
ら
か
さ
の
骨
を
そ
の
ま
ま
利

用
し
て
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
。
晩
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
使
い
方
と
し
て

は
、
ザ
ッ
コ
に
長
い
柄
を
つ
け
て
、
測
な
ど
の
底
に
沈
ん
だ
落
棄
を
か
い

て
、
木
の
棄
の
下
に
も
ぐ
っ
て
い
る
魚
を
一
緒
に
す
く
っ
て
と
っ
た
。

ハ
山
田
〉

魚
と
り
の
道
具
と
し
て
は
、
中
之
条
、
伊
勢
町
で
は
ザ
ッ
コ
以
外
に
考

え
ら
れ
な
か
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
自
分
た
も
の
手
で
つ
く
り
、
柄
に
合
わ
せ

俗民

て
竹
に
さ
し
こ
む
と
こ
ろ
が
技
術
の
差
が
出
る
と
こ
ろ
で
、
す
き
間
に
は

草
を
つ
め
て
す
く
っ
た
。
編
み
方
が
粗
か
っ
た
り
す
る
と
ス
ナ
メ

γ

ハシ

マ
ド
ジ
ョ
ウ
)
が
ヒ
ゴ
の
聞
に
は
さ
ま
っ
た
り
し
て
首
を
つ
っ
て
し
ま
っ

た
。
吾
妻
川
は
死
の
川
で
魚
は
い
な
か
っ
た
か
ら
、
枯
木
沢
川
や
、
間
歩

用
水
か
ら
水
を
引
い
た
田
ん
ぼ
の
ホ
リ
ッ
コ
で
、
メ
ダ
カ
や
ド
ジ
ョ
ウ
く

ら
い
の
小
魚
を
す
く
っ
た
が
、
子
ど
も
の
楽
し
み
な
遊
び
だ
っ
た
。
ハ
伊

勢
町
〉

ニ
ギ
り
つ
か
み
ど
り
の
こ
と
。
支
流
で
、
ふ
だ
ん
は
水
量
も
少
な
く
、

川
幅
も
せ
ま
い
の
で
、
一
部
の
測
を
除
い
て
は
か
ん
た
ん
に
川
へ
入
れ
る

の
で
、
素
手
で
、
石
の
下
、
岩
か
げ
な
ど
に
逃
げ
こ
ん
で
身
を
ひ
そ
め
て

い
る
魚
を
手
さ
ぐ
り
で
と
る
。
ハ
平
〉

川
干
し
沢
で
よ
く
や
っ
た
も
の
。
川
の
流
れ
を
変
え
る
よ
う
に
石
や
泥

で
せ
き
と
め
て
流
れ
を
別
の
方
に
ま
わ
し
、
水
量
の
減
っ
た
と
こ
ろ
で
魚

を
と
る
。
カ
ジ
カ
、
ヤ
マ
メ
が
と
れ
る
。
伊
勢
町
用
水
な
ど
の
用
水
は
、

毎
年
春
と
秋
に
、
水
路
の
補
修
、
手
入
れ
を
す
る
の
で
水
を
切
る
こ
と
が

あ
り
、
そ
ん
な
と
き
に
も
ヤ
マ
メ
が
と
れ
た
。
ハ
伊
勢
町
〉

投
網
一
般
的
で
な
く
、
ご
く
少
数
の
人
た
ち
に
限
ら
れ
て
い
た
。
ハ
現

在
は
禁
止
)
川
が
せ
ま
い
上
に
タ
キ
が
中
心
で
、
一
部
に
フ
ナ
と
コ
イ
が

少
し
と
い
う
こ
と
か
ら
、
大
形
の
も
の
は
使
わ
れ
ず
、
小
形
の
瀬
網
ク
ラ

ス
の
も
の
を
使
っ
た
が
、
夏
の
夕
方
出
て
行
っ
て
と
っ
た
り
、
冬
の
魚
の

ヨ
リ
に
う
っ
て
と
っ
た
り
す
る
程
度
で
、
職
業
に
す
る
者
は
い
な
い
。

ハ
大
塚
〉

オ
キ
プ
セ
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桶
を
使
っ
た
が
、
サ
ト
ウ
樽
の
ふ
た
が
も
っ
と
も
良
か
っ
た
。
上
を
布
で

ふ
た
を
し
て
お
お
い
中
央
に
穴
を
あ
け
、
入
っ
た
魚
が
逃
げ
出
さ
な
い
よ

う
に
穴
の
と
こ
ろ
に
筒
状
に
し
た
布
を
下
げ
て
お
け
ば
道
具
は
で
き
る
。

エ
サ
は
、
サ
ナ
ギ
を
サ
ト
ウ
ジ
ョ
ウ
ユ
で
煮
つ
け
た
も
の
が
最
高
で
、

そ
の
ま
ま
で
は
中
に
入
っ
た
魚
に
食
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
布
袋
に
入
れ
て

オ
キ
プ
セ
の
中
に
入
れ
る
。
オ
キ
ブ
セ
を
ふ
せ
る
場
所
は
、
魚
が
集
ま
る

の
に
よ
い
測
に
な
っ
た
所
が
あ
っ
て
、
そ
の
す
ぐ
上
が
浅
瀬
に
な
っ
た
所

が
一
番
良
い
。
オ
キ
ブ
セ
が
流
れ
な
い
よ
う
に
ふ
せ
て
お
く
と
、
エ
サ
の

に
お
い
が
流
れ
出
し
て
行
く
の
で
、
か
く
れ
て
見
て
い
る
と
魚
が
列
を
な

し
て
上
っ
て
来
て
ピ
カ
ン
、
ピ
カ
ン
と
腹
が
光
る
の
で
、
こ
れ
を
見
て
「

一
び
き
、
二
ぴ
き
:
:
:
」
と
数
を
数
え
て
、
頃
合
を
見
て
引
き
上
げ
て
と

る
。
初
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
漁
法
で
あ
る
。
ハ
山
田
〉

魚
釣
り
の
合
事
上
折
田
の
関
本
さ
ん
は
魚
釣
り
の
名
人
で
、
四
万
温
泉

な
ど
の
旅
館
か
ら
、
大
き
さ
と
魚
の
数
を
指
定
し
て
頼
ま
れ
る
と
、
川
へ

行
っ
て
そ
の
大
き
さ
の
も
の
し
か
釣
ら
な
か
っ
た
。
ど
こ
に
ど
ん
な
魚
が

い
る
か
と
い
う
の
が
わ
か
っ
て
い
る
と
い
い
、
そ
の
大
き
さ
の
も
の
を
、

指
定
の
数
だ
け
釣
り
上
げ
れ
ば
、
あ
と
は
ど
ん
な
に
釣
れ
そ
う
で
も
帰
っ

た
。
し
か
も
、
魚
の
大
き
さ
は
ぴ
た
り
と
同
じ
も
の
に
そ
ろ
え
て
あ
る
と

い
う
か
ら
、
こ
の
人
に
頼
め
ば
安
心
だ
っ
た
。
(
山
田
〉

カ
ジ
カ
沢
や
川
の
岸
近
く
の
石
を
は
ぐ
と
、
頭
の
大
き
な
い
せ
い
の
よ

い
カ
ジ
カ
が
い
る
。
ザ
ッ
コ
で
す
く
い
と
っ
て
、
テ
ン
プ
ラ
に
し
た
り
す

る
と
う
ま
い
の
で
、
酒
の
肴
に
し
た
り
、
ウ
ド
ン
に
か
て
て
食
べ
た
り
し

た
。
近
年
は
い
ち
じ
る
し
く
減
っ
た
。
ハ
大
塚
〉

オ
キ
パ
リ
夏
、
川
で
オ
キ
バ
リ
を
し
た
。
ミ
ミ
ズ
が
主
な
エ
サ
で
、
ウ

ナ
ギ
や
、
時
に
は
大
き
な
ク
キ
ハ
ウ
グ
イ
)
も
か
か
っ
て
と
れ
た
。
ハ
山

田
)

名
久
田
川
名
久
田
川
の
上
流
、
高
山
村
の
中
山
地
区
は
、
ハ
ヤ
、
ヤ
マ

メ
、
カ
ジ
カ
が
魚
の
す
べ
て
で
、
ド
ウ
ド
ウ
ハ
砂
防
ダ
ム
)
が
早
そ
で
き

た
の
で
そ
れ
よ
り
上
流
に
は
魚
が
遡
上
で
き
な
か
っ
た
。
尻
高
辺
か
ら
下

流
は
、
ア
ユ
を
放
流
す
る
の
で
吾
妻
と
し
て
は
温
川
と
並
ぶ
釣
り
場
に
な

る
。
釣
に
は
マ
ス
も
放
流
し
て
釣
り
を
す
る
。
支
流
の
赤
坂
川
は
、
塩
平

入
口
の
カ
ン
ブ
チ
ガ
マ
ハ
釜
淵
)
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
よ
り
上
流
に
は
ア

ユ
が
上
れ
な
い
。
名
久
田
川
が
吾
妻
川
と
合
流
す
る
辺
り
は
、
少
し
は
川

幅
も
あ
り
、
瀬
も
た
っ
ぷ
り
あ
る
の
で
、
中
之
条
町
と
し
て
は
好
釣
り
場

に
な
る
。
(
平
)
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三
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通
・
交

易

τー
メ、ー

ー」

会と

通

四
万
へ
の
道
明
治
二
十
二
年
に
県
道
が
開
通
す
る
ま
で
は
四
万
ま
で
は

人
力
車
も
入
る
こ
と
が
で
き
ず
、
主
に
徒
歩
と
馬
で
入
っ
た
。
県
道
が
開

通
し
て
か
ら
馬
車
が
通
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
頭
び
き
で
ギ
ョ
者
が
高

ト
ζ

こ
ろ
に
座
っ
て
い
い
客
を
乗
せ
た
の
が
高
等
馬
車
で
あ
る
。
二
等
馬

車
は
乗
合
自
動
車
で
ガ
タ
ガ
タ
走
っ
た
の
で
ガ
タ
馬
車
と
い
っ
た
。
テ
ト

馬
車
で
、
ァ
ヵ
馬
車
と
ア
オ
馬
車
の
二
系
統
が
あ
っ
て
仲
が
悪
く
て
け
ん

か
ば
か
り
し
て
い
た
。
四
万
に
自
動
車
が
初
め
て
の
ぼ
っ
た
の
は
大
正
四

年
の
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
は
自
動
車
に
あ
こ
が
れ
て
、
運
転
手
に
な
り

た
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ハ
沢
田
地
区
)

暮
坂
越
え
昔
は
、
六
合
村
か
ら
の
荷
物
は
暮
坂
峠
を
越
え
て
来
た
。

「
オ
ソ
レ
入
山
メ
ン
パ
ニ
シ
ャ
ク
シ
」
と
い
う
こ
と
ば
が
使
わ
れ
た
く
ら

い
で
あ
る
。
(
沢
団
地
区
〉

大
道
峠
江
戸
時
代
の
交
通
で
、
三
国
峠
を
越
え
て
越
後
と
往
来
す
る
者

で
吾
妻
へ
入
る
者
は
、
す
べ
て
こ
の
大
道
峠
を
越
え
て
来
た
。
当
時
は
、

入
須
川
、
布
施
、
永
井
と
、
湯
宿
の
半
分
は
吾
妻
郡
に
入
っ
て
い
た
か
ら

往
来
は
多
か
っ
た
。
こ
の
道
は
大
沢
通
り
が
ふ
つ
う
で
、
一
般
の
人
は
こ
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の
道
を
通
っ
て
赤
坂
へ
下
り
赤
坂
か
ら
中
之
条
へ
出
る
者
と
、
蟻
川
か
ら

奥
山
原
を
ぬ
け
て
中
之
条
へ
出
た
。
大
道
か
ら
赤
坂
の
ナ
メ
沢
(
行
沢
〉

ま
で
は
約
四
十
分
で
下
れ
た
。

も
う
一
つ
の
下
り
道
は
、
大
道
か
ら
し
ゃ
べ
り
石
(
輔
石
〉
を
通
っ
て

岩
本
へ
ぬ
け
、
五
反
田
を
通
っ
て
中
之
条
へ
出
る
道
で
あ
る
。
こ
の
道
は

五
反
田
、
折
田
、
中
之
条
や
岩
本
な
ど
の
者
が
、
越
後
の
永
井
へ
の
道
と

し
て
コ
ヌ
ヵ
、
米
、
酒
を
買
い
に
行
く
唯
一
の
も
の
だ
っ
た
。
コ
ヌ
カ
は

麦
ま
き
の
と
き
の
肥
料
と
し
た
も
の
で
、
昭
和
に
な
っ
て
上
越
線
が
開
通

す
る
ま
で
に
ぎ
わ
っ
た
が
、
三
国
通
り
も
清
水
ト
ン
ネ
ル
開
通
で
衰
え
て

し
ま
っ
た
。
四
万
温
泉
へ
の
米
も
大
道
か
ら
送
ら
れ
た
。

時
の
茶
屋
大
道
峠
に
は
、
大
正
七
、
八
年
こ
ろ
ま
で
茶
屋
が
あ
っ
て
、

菓
子
な
ど
を
売
っ
て
い
た
。
三
国
越
え
の
通
行
が
あ
る
こ
ろ
は
発
展
し
た

が
、
場
所
が
ち
ょ
う
ど
よ
い
の
で
い
い
パ
ク
チ
宿
に
な
っ
た
。
こ
こ
を
馬

を
曳
い
て
通
る
人
た
ち
は
、
道
を
歩
き
な
が
ら
サ
イ
コ
ロ
を
こ
ろ
が
し
て

パ
タ
チ
を
打
っ
て
行
っ
た
。
だ
か
ら
、
ム
曳
い
て
い
る
馬
が
道
ば
た
の
桑
や

豆
を
食
っ
て
も
、
稲
を
食
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
の
で
、
道
ば
た
に
回
や
畑

を
も
っ
て
い
た
家
は
困
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。

当
時
は
、
馬
は
一
人
で
=
旗
曳
く
も
の
で
な
く
、
一
人
で
二
一
期
曳
く
の

が
ふ
つ
う
で
、
多
い
人
は
三
頭
曳
い
て
い
た
。
現
在
で
は
馬
を
二
一
旗
曳
く
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方
法
な
ど
知
る
者
も
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
品
目
は
、
女
で
な
け
り

キ
あ
一
頭
曳
き
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
い
ま
は
曳
き
た
く
と
も
馬
が

h
h

、。

B
U
W

ゆ
I
H
3
u
w

峠
向
う
と
の
つ
き
あ
い
明
治
二
十
年
代
に
な
っ
て
か
ら
入
須
川
や
湯
宿

が
利
根
郡
に
移
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
は
吾
妻
分
だ
っ
た
か
ら
、
明
治
時
代

に
は
大
ぜ
い
の
人
た
ち
が
峠
を
越
え
て
来
て
中
之
条
の
町
ま
で
買
い
物
に

行
っ
た
。
酒
の
好
き
な
人
が
峠
で
寝
こ
ん
で
し
ま
っ
た
り
し
て
「
大
沢
で

オ
オ
グ
マ
が
と
れ
た
」
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
も
た
び
た
び
あ
っ
た
が
、

上
越
線
が
開
け
る
と
、
沼
田
の
町
に
も
物
資
が
豊
富
に
な
り
、
中
之
条
の

方
へ
は
来
な
く
な
っ
た
。
大
道
は
地
続
き
で
も
あ
っ
た
り
し
た
の
で
、
吾

妻
分
だ
っ
た
昔
か
ら
利
根
の
方
と
つ
き
あ
い
が
多
く
、
「
親
類
の
半
分
は

須
川
だ
」
と
い
う
よ
う
に
、
結
び
つ
き
は
深
い
も
の
だ
っ
た
。
日
清
戦
争

の
戦
死
者
の
合
同
葬
儀
も
、
峠
の
開
墾
で
盛
大
に
や
り
、
久
賀
村
(
現
新

治
村
〉
な
ど
か
ら
も
来
て
、
当
時
は
消
防
固
な
ど
も
一
緒
に
や
っ
て
い

た。渡
舟
中
之
条
下
の
町
、
竜
ケ
鼻
、
市
城
な
ど
の
渡
が
あ
り
、
町
の
人
は

無
料
、
そ
の
他
の
人
は
一
回
二
銭
ほ
ど
で
渡
し
た
。
市
域
か
ら
舟
で
東
村

に
行
き
、
新
巻
か
ら
箱
島
で
馬
車
で
前
橋
の
共
進
会
へ
行
っ
た
。
(
沢
田
)

船
頭
小
屋
が
新
巻
分
に
あ
っ
て
お
客
は
鈴
な
ど
で
呼
ん
だ
も
の
。
暗
い

か
ら
暗
い
ま
で
渡
し
て
く
れ
た
。
そ
こ
に
橋
が
で
き
た
の
は
昭
和
九
年
と

い
う
。
橋
の
名
は
船
頭
橋
と
い
う
。
ハ
伊
勢
町
)

船
渡
終
戦
後
ま
で
船
渡
が
あ
っ
た
。
町
の
人
は
渡
貨
が
無
料
で
、
そ
の

か
わ
り
盆
暮
に
な
る
と
船
頭
が
一
軒
ご
と
に
ま
わ
円
て
歩
い
て
コ
ク
l
船
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頭
の
コ
ク
集
め
た
。
市
城
、
伊
勢
町
と
も
同
じ
よ
う
で
、
竜
ケ
鼻
の
橋
が

か
か
っ
て
な
く
な
っ
た
。
舟
が
く
さ
っ
て
な
く
な
っ
た
が
、
伊
勢
の
森
で

コ
ン
コ
ン
や
っ
て
つ
く
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
昭
和
二
十
五
年
か
ら
は
新
式

で
舟
賃
を
と
っ
て
い
た
。
ハ
中
之
条
)

駄
賃
つ
け
専
門
の
人

百
姓
の
少
な
い
人
や
、
い
い
馬
を
持
っ
て
い
る
人
が
や
っ
た
も
の
で
、

尻
高
の
見
沢
か
ら
馬
の
背
に
炭
を
六
俵
、
馬
方
の
自
分
で
も
二
俵
背
負
っ

て
中
之
条
ま
で
行
っ
て
一
日
六
十
銭
、
帰
り
荷
が
あ
れ
ば
一
円
二
十
銭

だ
っ
た
。
当
時
の
炭
は
正
味
五
貫
匁
だ
っ
た
。

小
使
い
か
せ
ぎ
若
い
衆
の
こ
ろ
は
小
使
い
ど
り
で
、
祝
い
や
祭
り
の
と

き
に
駄
賃
つ
け
を
し
て
、
カ
ア
テ
ハ
利
根
の
奥
平
)
か
ら
大
道
峠
を
越

え
、
小
池
の
坂
を
越
え
て
、
馬
に
六
俵
つ
け
、
一
俵
は
自
分
で
背
負
っ
て

伊
勢
町
の
吉
沢
ま
で
行
く
と
一
回
二
円
も
ら
え
た
。
朝
早
く
出
て
行
き
、

大
道
峠
を
越
え
て
夜
が
明
け
た
く
ら
い
で
荷
を
納
め
て
、
お
昼
ち
ょ
っ
と

す
ぎ
に
は
家
に
帰
り
、
し
た
く
を
し
て
町
へ
遊
び
に
出
か
け
た
も
の
だ
っ

た
。
(
名
久
田
)

駄
賃
つ
け
こ
う
し
た
土
地
だ
か
ら
、
屋
根
板
、
六
尺
板
、
柱
材
な
ど
の

製
品
を
町
ま
で
運
び
出
す
の
に
苦
労
し
た
が
、
村
の
人
が
馬
に
つ
け
て
コ

ヅ
カ
イ
ド
リ
に
一
日
が
か
り
で
町
ま
で
曳
い
て
行
っ
た
。
駄
賃
つ
け
を
専

門
に
す
る
人
も
二
人
ほ
ど
い
た
が
、
当
時
、
中
之
条
町
の
関
野
屋
が
問
屋

だ
っ
た
の
で
、
そ
こ
ま
で
運
ん
で
駄
貨
を
も
ら
っ
た
。
昔
の
こ
と
で
、
駄

貨
は
炭
一
俵
が
大
俵
で
六
銭
、
ふ
つ
う
俵
が
四
銭
、
一
駄
に
つ
く
の
は
ふ

つ
う
の
小
俵
で
八
俵
、
大
俵
な
ら
六
俵
つ
け
た
。
屋
根
板
な
ど
は
一
駄
が
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誌

八
束
で
、
炭
よ
り
一
銭
ず
つ
安
か
っ
た
。
だ
か
ら
平
均
す
れ
ば
、
一
回
の

駄
賃
は
三
十
銭
く
ら
い
で
、
ち
ょ
う
ど
酒
一
升
分
だ
っ
た
。
こ
れ
で
帰
り

に
菓
子
、
さ
と
う
、
お
茶
な
ど
を
買
っ
た
が
、
も
ど
り
荷
に
は
、
桑
肥
と

し
て
の
マ
メ
イ
タ
ハ
大
豆
粕
)
や
、
米
な
ど
を
つ
け
て
き
た
。
駄
賃
は
長

い
も
の
ほ
ど
高
か
っ
た
。

駄
賃
馬
の
背
で
、
炭
は
六
俵
く
ら
い
で
一
俵
十
五
銭
、
一
駄
で
六
俵
n
v

け
て
自
分
で
一
俵
背
負
っ
て
歩
い
て
行
っ
て
四
十
銭
か
ら
四
十
五
銭
。

「
七
七
四
十
銭
そ
れ
カ
ッ
パ
の
小
僧
」
と
い
う
の
で
駄
貨
を
出
し
た
。

当
時
土
方
が
一
日
四
十
銭
で
、
大
へ
ん
希
望
者
が
あ
っ
て
、
チ
ョ
ウ
ハ
リ

を
し
た
り
、
土
羽
を
つ
い
た
り
し
て
三
銭
余
計
に
も
ら
う
の
に
「
だ
ま
っ

て
い
ろ
」
と
い
わ
れ
た
り
し
た
。
ハ
岩
本
)

炭
な
ど
は
駄
賃
つ
け
の
人
に
額
ん
で
町
へ
出
し
た
。
村
内
の
テ
ィ
が
や

っ
て
い
た
も
の
で
、
荷
車
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
く
、
馬
に
つ
け
て
運
ん

だ
。
運
送
ひ
き
は
、
蟻
川
に
は
い
な
か
っ
た
が
赤
坂
の
人
が
や
っ
た
。
酒

屋
の
酒
を
つ
け
た
り
、
酒
米
を
駄
賃
つ
け
を
し
た
。
蟻
川
の
米
で
は
酒
を

つ
く
ら
ず
、
新
潟
か
ら
の
米
が
よ
い
と
い
う
の
で
一
年
中
つ
け
て
い
た
。

酒
も
須
川
の
方
へ
つ
け
た
り
し
て
、
馬
に
つ
け
た
り
背
負
っ
た
り
し
た
。

ハ
蟻
川
〉

荷
鞍
馬
む
か
し
は
「
荷
鞍
馬
」
に
乗
っ
て
は
い
け
な
い
き
ま
り
に
な
っ

て
お
り
、
馬
に
乗
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
カ
ン
ク
に
見
つ
か
り
、
下
り
よ
う

と
し
た
ら
さ
か
き
に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
あ
げ
く
に
危
く
な
っ
た
の
で

カ
ン
ク
の
方
が
「
下
り
な
く
も
い
い
」
と
い
っ
た
と
い
う
話
が
残
っ
て
い

る
。
ハ
平
〉

俗民

馬
と
ア
メ
馬
は
大
切
に
し
た
も
の
で
、
馬
方
た
ち
は
馬
に
も
菓
子
を
く

れ
た
。
馬
に
く
れ
る
の
は
ア
メ
が
い
い
。
二
銭
く
ら
い
で
ア
メ
ハ
ネ
ジ
リ

ア
メ
)
を
買
っ
て
自
分
で
も
し
ゃ
ぶ
り
な
が
ら
、
ふ
と
こ
ろ
か
ら
出
し
て

ひ
ょ
い
と
馬
に
も
く
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ハ
平
)

馬
の
く
つ
馬
に
は
カ
ナ
グ
ツ
ハ
蹄
鉄
〉
を
ぶ
た
ず
、
く
つ
を
は
か
せ
た

が
道
が
凍
っ
て
い
る
時
に
は
す
ぐ
切
れ
て
し
ま
う
の
で
予
備
を
も
っ
て
出

か
け
た
。
ハ
岩
本
〉

荷
車
荷
車
は
ず
っ
と
昔
か
ら
使
っ
て
い
た
。
安
五
郎
と
い
う
人
な
ど
が

荷
車
ひ
き
を
し
て
い
た
。
荷
車
ひ
き
は
商
売
の
人
以
外
は
駄
賃
か
せ
ぎ
の

よ
う
な
こ
と
は
す
る
人
は
い
な
か
っ
た
。
下
河
原
ハ
名
久
田
橋
の
と
こ

ろ
)
か
ら
後
押
し
を
し
て
や
り
、
空
っ
車
の
と
き
に
乗
せ
て
も
ら
う
こ
と

も
あ
っ
た
。
荷
車
一
台
で
一
石
ぐ
ら
い
は
つ
け
た
も
の
、
相
手
が
い
る
こ

と
で
、
仲
間
の
そ
ヨ
リ
ハ
合
力
)
で
や
っ
た
か
ら
木
出
し
を
す
る
の
に
、

大
道
か
ら
伊
勢
町
ま
で
三
日
が
か
り
だ
っ
た
。
オ
オ
ゴ
ト
ハ
苦
労
)
の
割

に
は
金
に
な
ら
な
い
よ
う
だ
つ
た
が
、
飯
な
ど
ケ
ヌ
キ
ア
ワ
セ
で
食
っ
て

も
足
り
ず
、
ほ
し
う
ど
ん
を
買
っ
て
煮
て
く
っ
た
り
し
て
い
た
。
駄
貨

は
、
ク
ル
マ
ヒ
キ
の
親
分
が
い
て
、
曳
い
た
時
に
は
木
口
何
寸
あ
る
か
ら

と
い
う
の
で
勘
定
し
て
駄
貨
を
計
算
し
た
と
い
う
が
、
計
算
の
出
来
な
い

人
が
多
か
っ
た
。
板
を
運
ん
だ
人
は
割
が
悪
い
。
荷
分
け
は
く
じ
引
き
だ

っ
た
。
ハ
横
尾
)

運
送
下
赤
坂
の
菊
さ
ん
が
草
分
け
で
、
赤
坂
の
道
が
改
修
に
な
っ
て
か

ら
の
こ
と
だ
っ
た
。
大
塚
の
小
測
さ
ん
は
運
送
専
門
で
、
栃
瀬
の
佐
太
郎

さ
ん
が
最
後
ま
で
が
ん
ば
っ
た
人
だ
っ
た
。
ふ
つ
う
は
ウ
ン
ソ
ウ
ヤ
と
い
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わ
れ
て
い
た
が
、
近
年
は
馬
で
な
く
牛
に
な
っ
て
い
て
終
り
に
な
っ
た
。

(
赤
坂
〉

筏
流
し
昭
和
初
年
の
こ
ろ
ま
で
吾
妻
川
を
筏
流
し
を
し
た
。
材
木
は
山

田
川
の
橋
の
下
で
組
ん
で
流
し
た
。
ヤ
マ
セ
が
材
木
を
牛
に
つ
け
て
運
ん

で
来
て
出
し
た
。
ハ
沢
田
地
区
)

牛
方
山
田
川
で
筏
に
組
ん
だ
材
木
は
、
沢
田
の
方
か
ら
も
出
た
が
、
岩

本
か
ら
出
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
牛
で
つ
け
て
一
日
が
か
り
で
つ
け
て
来

た
も
の
で
、
一
人
で
四
頭
く
ら
い
使
っ
て
い
た
。
二
歳
く
ら
い
ま
で
の
子

牛
は
親
牛
の
あ
と
を
つ
け
て
歩
か
せ
て
来
て
い
る
う
ち
に
訓
練
し
て
い

た
。
人
が
庖
に
寄
っ
て
買
い
も
の
を
し
て
い
る
う
ち
に
牛
は
ど
ん
ど
ん
上

へ
上
が
っ
て
草
を
食
っ
て
休
ん
で
い
る
。
そ
れ
を
人
聞
が
買
物
を
背
負
っ

て
後
か
ら
行
っ
た
と
い
う
。
(
沢
田
地
区
)

馬
つ
な
ぎ
町
の
チ
ギ
リ
イ
チ
や
魚
屋
な
ど
の
裏
の
方
に
は
明
治
四
十
年

こ
ろ
ま
で
馬
つ
な
ぎ
が
あ
っ
て
、
近
在
か
ら
馬
で
来
て
買
い
も
ん
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
馬
に
荷
物
を
つ
け
て
売
り
に
出
る
と
、
帰
り
に

は
そ
う
し
た
庖
に
馬
を
つ
な
い
で
、
正
月
買
い
も
ん
や
、
盆
買
い
も
ん
な

ど
を
し
て
、
馬
に
つ
け
て
帰
っ
た
。
ハ
沢
団
地
区
〉

材
木
明
治
の
日
露
戦
争
一
時
分
ま
で
は
、
山
の
木
を
切
っ
て
、
メ
エ
ピ
キ

と
い
う
大
き
い
ノ
コ
ギ
り
を
手
で
ひ
い
て
板
に
し
て
売
っ
た
。
杉
は
四
分

板
、
他
は
六
分
板
に
ひ
い
た
。
板
は
馬
の
背
に
つ
け
て
中
之
条
の
町
へ
持

っ
て
行
っ
て
、
一
枚
二
銭
だ
っ
た
。
初
市
に
板
を
つ
け
て
売
り
に
行
っ
た

こ
と
が
一
度
あ
る
と
い
う
。
こ
う
し
て
小
ず
か
い
ど
り
を
し
た
。
そ
の
後

は
商
売
人
に
木
を
売
っ
た
。
ハ
沢
田
地
区
〉

ヤ
マ
セ
材
木
商
と
し
て
手
広
く
や
っ
て
い
た
ヤ
マ
セ
で
は
、
越
後
の
者

と
県
の
者
と
の
二
組
に
分
け
て
使
っ
て
板
を
ひ
か
せ
、
こ
れ
を
駄
賃
っ
け

に
つ
け
さ
せ
て
出
荷
し
た
。
当
時
、
中
之
条
ま
で
運
ん
で
一
枚
ニ
銭
だ
っ

た
。
清
さ
ん
と
い
う
人
が
駄
賃
つ
け
を
し
て
い
た
。
ハ
沢
田
地
区
〉

ゴ
ゼ
越
後
の
ゴ
ゼ
た
ち
が
峠
を
越
え
て
来
る
と
き
は
、
ゴ
ゼ
(
盲
人
)

と
テ
ヒ
キ
ハ
目
明
き
〉
の
二
人
組
で
や
っ
て
来
た
。
ゴ
ゼ
の
泊
る
家
は
き

ま
っ
て
い
て
、
ゴ
ゼ
が
来
た
と
い
う
と
「
ゴ
ゼ
さ
ん
が
来
た
か
ら
行
っ
て

聞
く
べ
え
」
と
い
っ
て
村
の
人
々
が
集
ま
っ
た
。
村
の
人
々
が
集
ま
っ
て

来
る
と
ゴ
ゼ
は
三
味
線
を
ひ
き
、
歌
を
う
た
い
、
お
ど
り
を
お
ど
っ
た
。

歌
は
そ
の
頃
の
流
行
歌
に
あ
た
る
も
の
だ
っ
た
。
一
泊
や
る
と
「
オ
ゴ
ッ

テ
下
サ
イ
」
と
い
う
の
で
、
二
銭
、
五
銭
な
ど
の
金
を
出
す
と
ま
た
う
た

っ
て
く
れ
た
。

大
正
の
末
ご
ろ
来
な
く
な
っ
た
。

毒
消
し
売
り
毒
消
し
売
り
は
毎
年
来
た
。
薬
の
こ
と
は
「
ど
こ
か
の
お

寺
の
縁
の
下
の
土
を
丸
め
て
持
っ
て
来
る
ん
だ
べ
え
」
と
悪
口
を
い
っ
た

が
、
硫
黄
と
ピ
ス
ハ
下
痢
止
め
の
薬
だ
と
い
う
)
の
外
に
何
か
が
入
っ
た

黄
色
味
を
も
っ
た
白
色
の
腹
薬
だ
っ
た
。
こ
の
人
た
ち
も
毒
消
し
だ
け
で

は
商
売
に
な
ら
な
い
の
で
、
ハ
ッ
カ
も
持
っ
て
来
た
し
、
終
り
の
こ
ろ
に

は
そ
れ
で
も
う
ま
く
ゆ
か
な
い
の
で
、
三
条
の
刃
物
な
ど
も
背
負
っ
て
来

て
売
り
歩
い
た
。
だ
い
た
い
大
正
の
大
地
震
こ
ろ
ま
で
は
来
て
い
た
よ
う

だ
つ
た
。

出
稼
ぎ
人
「
頼
ま
れ
れ
ば
越
後
か
ら
米
つ
き
に
来
る
」
と
い
わ
れ
た
大

ぜ
い
の
出
稼
ぎ
人
は
、
ミ
ノ
を
着
て
、
笠
を
持
っ
て
テ
ク
テ
ク
歩
い
て
来
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た
。
こ
の
人
た
ち
は
勤
勉
な
の
で
カ
ラ
ミ
で
は
来
な
い
。
ア
ワ
モ
リ
と
い

う
酒
を
一
斗
ぐ
ら
い
背
負
っ
て
来
て
、
一
升
ぐ
ら
い
ず
つ
分
け
て
や
り
、

い
く
ら
か
の
収
入
を
得
て
路
銀
に
し
て
い
た
よ
う
だ
つ
た
。
帰
る
と
き
も

梅
干
を
買
っ
て
行
く
人
が
多
か
っ
た
が
、
越
後
に
は
梅
が
な
い
の
で
、
少

し
で
も
多
く
買
っ
て
竹
筒
に
入
れ
て
背
負
っ
て
行
っ
た
。
出
稼
ぎ
に
来
る

人
に
は
、
農
作
業
を
す
る
者
ハ
作
番
頭
〉
も
い
た
が
、
ミ
ノ
っ
く
り
を
し

た
り
、
酒
つ
く
り
職
人
な
ど
も
来
た
。
こ
の
人
た
ち
の
中
に
は
長
年
は
た

ら
い
て
こ
ち
ら
に
住
み
つ
け
て
一
家
を
つ
く
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
と
き

の
こ
と
を
ワ
ラ
ジ
ヌ
ギ
と
い
う
。

民俗

交

易

市
村
が
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
市
が
た
つ
こ
と
も
な
く
、
市
神
様

も
な
い
が
、
村
祭
り
に
は
、
親
都
神
社
、
諏
訪
神
社
、
熊
野
神
社
な
ど
の

境
内
に
露
庖
が
出
て
に
ぎ
わ
っ
た
。
親
都
神
社
の
裏
手
の
畑
地
に
は
、
テ

ン
ノ
ウ
屋
敷
と
よ
ば
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
嵩
山
城
の
視
古
屋
集
落
と

し
て
の
親
都
、
嵩
山
に
市
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
知
る
す
べ
も

な
し
。

ム
シ
ロ
売
り
村
の
人
た
ち
は
、
春
先
の
田
植
え
前
こ
ろ
、
冬
の
聞
に
副

業
の
よ
う
に
し
て
つ
く
っ
た
ム
シ
ロ
を
馬
の
背
に
つ
け
て
町
へ
行
っ
て
売

り
、
帰
り
に
は
=
シ
シ
の
干
し
た
の
を
一
束
ほ
ど
買
っ
て
来
て
、
こ
れ
を

田
植
え
の
時
な
ど
に
煮
て
食
べ
た
。
ユ
シ
ン
と
ム
シ
ロ
と
ほ
ぼ
同
じ
ね
だ

ん
だ
っ
た
と
い
う
。

名
久
田
口
の
市
日
は
明
記
憶
し
て
い
な
い
が
名
久
田
口
の
所
に
た
び
た
び

市
が
た
つ
て
い
た
。
親
父
の
代
の
こ
と
で
ハ
明
治
三
十
年
代
)
、
親
父
の
代

に
は
な
く
な
っ
た
。
で
き
た
わ
ら
製
品
を
背
負
っ
て
行
っ
て
売
っ
て
金
に

し
た
。
買
い
手
が
来
て
市
が
た
つ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
売
っ
た
も
の
に

は
、
炭
、
マ
イ
、
な
ど
も
あ
っ
た
。
ハ
伊
参
〉

白
井
市
五
反
田
中
村
の
唐
沢
家
の
文
書
の
中
に
は
、
中
之
条
市
に
ム
シ

ロ
や
絹
布
な
ど
を
出
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
白
井
市
ハ
子
持
村
〉
に
も
庖

を
出
し
て
商
っ
た
も
の
と
い
う
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

中
之
条
市
初
売
正
月
二
日
の
初
売
り
、
各
腐
ご
と
に
く
ふ
う
を
こ
ら

し
、
手
ぬ
ぐ
い
、
瀬
戸
物
、
そ
の
他
の
景
品
ゃ
、
福
引
き
を
す
る
の
で
、

近
在
か
ら
の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
う
。

ボ
タ
市
正
月
十
一
日
、
小
正
月
用
品
を
中
心
に
し
た
市
。
小
正
月
の

マ
イ
ダ
マ
カ
ザ

p
ゃ
、
ハ
ナ
ハ
け
ず
り
ば
な
〉
、
ホ
ダ
レ
、
マ
イ
ダ
マ
木
な

ど
も
売
ら
れ
る
。

ひ
な
市
三
月
一
目
、
ひ
な
様
を
中
心
に
、
雑
貨
品
を
売
る
底
が
並
ん

だ。
安
市
四
月
十
六
日
の
市
は
植
木
市
と
も
い
わ
れ
苗
木
屋
が
杉
苗
、
松

苗
や
各
種
花
木
苗
を
売
っ
た
の
で
こ
の
名
が
あ
る
。
時
期
な
の
で
農
具
庖

も
、
桶
屋
も
、
か
ど
屋
も
出
た
。

盆
市
八
月
十
一
日
、
盆
用
品
を
中
心
と
し
た
市
で
、
蓮
の
葉
、
盆
花

ハ
つ
く
り
物
〉
、
盆
ご
ざ
、
盆
ち
ょ
う
ち
ん
、
か
け
そ
う
め
ん
な
ど
を
買
っ

た
も
の
。

暮
市
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ま
の
お
棚
板
、
手
桶
、
柄
約
、
メ
ン
パ
ハ
神
の
鉢
〉
鮭
の
塩
引
き
、
年
神

さ
ま
へ
の
お
か
ぎ
り
や
、
そ
の
他
衣
料
日
用
品
を
買
う
た
め
の
客
が
集
ま

り
、
腐
も
に
ぎ
や
か
に
出
た
。

そ
の
他
と
し
て
は
、
五
月
一
日
の
市
な
ど
も
あ
る
が
、
暮
市
が
一
番
に

ぎ
や
か
で
、
売
り
上
げ
も
大
き
く
、
夏
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
。
近

年
は
、
市
と
い
っ
て
も
植
木
市
の
よ
う
に
な
り
銀
行
横
町
な
ど
は
植
木
屋

で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
そ
れ
に
加
え
て
、
タ
コ
焼
き
な
ど
の
腐
と
か
、
焼

き
そ
ば
な
ど
の
庖
が
並
ぶ
の
で
昔
の
市
の
面
影
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
腐
の
数
は
背
よ
り
も
多
い
。
ハ
中
之
条
)

村
に
入
っ
た
行
商
人
村
に
入
っ
て
来
た
シ
ョ
イ
ア
キ
ン
ド
ハ
行
商
人
)

に
は
、
小
間
物
屋
、
魚
屋
、
タ
ン
モ
ノ
屋
〈
呉
服
屋
)
、
綿
屋
、
富
山
の
薬

第
四
章

社

生

活

.h、
ヱミ

む
ら
の
構
成

社会生活

1

村
の
さ
ま
り
五
反
田
の
文
書
の
中
に
あ
っ
た
賭
博
に
関
す
る
契
約

書
は
、
当
時
各
地
で
賭
博
追
放
の
た
め
に
同
趣
旨
の
協
議
、
誓
約
が
行
な

わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
を
ひ
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。

本
資
料
は
、
「
明
治
二
十
五
年
一
月
四
日
、
賭
持
取
締
協
同
組
合
契
約

書
、
吾
妻
郡
伊
参
村
大
字
五
反
田
村
」
と
表
紙
に
あ
り
、
全
二
十
条
に
わ

第四章

屋
な
ど
が
あ
っ
た
。
ま
た
年
の
暮
に
な
る
と
ワ
リ
ゴ
売
り
が
六
合
村
か
ら

や
っ
て
来
た
。
メ
ン
パ
や
ワ
リ
ゴ
な
ど
の
マ
ゲ
モ
ノ
ハ
曲
げ
物
〉
を
背

負
っ
て
来
て
、
一
軒
一
軒
ま
わ
っ
て
商
売
し
て
行
っ
た
。
山
の
材
木
ゃ
、

馬
、
ま
ゆ
な
ど
を
商
う
仲
買
い
入
札
米
た
が
、
村
内
の
者
が
多
く
、
中
之

条
や
伊
勢
町
か
ら
来
る
人
は
少
な
か
っ
た
。

行
商
町
か
ら
も
の
を
売
り
に
来
た
商
人
は
い
な
い
。
村
の
中
に
は
、
菜

子
を
売
る
く
ら
い
の
庖
と
、
酒
を
売
る
腐
は
あ
っ
た
。

タ
カ
ラ
屋
と
い
う
商
人
が
、
二
日
に
一
ベ
ん
ず
つ
背
負
っ
て
来
て
、
目

方
を
は
か
つ
て
は
お
い
て
行
っ
た
。
六
合
村
出
身
の
者
で
、
下
駄
屋
だ

が
、
背
負
っ
て
商
売
し
て
い
た
。
ハ
沢
田
地
区
〉

た
る
も
の
で
あ
る
。

賭
博
取
締
協
同
組
合
契
約
書

夫
レ
博
打
其
他
賭
の
諸
勝
負
ハ
原
ト
神
手
シ
冨
ヲ
傍
倖
ス
ル
ノ
遊
情
心

ヨ
リ
起
ル
者
ナ
レ
ハ
、
各
自
本
分
ノ
業
ヲ
鋤
棄
シ
、
家
屋
ヲ
破

p
、
遂
-
一

不
良
ノ
心
事
ヲ
惹
起
シ
、
道
モ
園
ニ
益
ナ
ク
シ
テ
社
合
百
二
-
一
回
ア
ル
簿
婁
ト

謂
フ
可
シ
。
故
-
一
御
園
櫨
ニ
於
テ
厳
重
御
制
禁
ノ
所
タ
り
。
然
ル
ヲ
四
隣

村
落
-
一
於
テ
ハ
屡
々
犯
則
ノ
徒
有
之
赴
キ
、
且
ツ
本
村
人
民
高
へ
遊
情
ニ

耽
リ
、
其
ノ
本
心
ヲ
喪
失
シ
、
石
等
ノ
所
業
ヲ
関
係
ノ
者
有
之
候
寸
ぺ
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果
シ
テ
其
ノ
身
ノ
表
委
ハ
勿
論
全
村
ノ
凶
倖
-
一
モ
関
シ
候
僚
、
方
今
取
締

ノ
為
ノ
村
内
一
同
協
議
之
上
左
ノ
通
リ
契
約
ス
。

第
壱
篠

賭
博
取
締
ノ
為
ノ
組
合
ヲ
設
ク
此
組
合
ハ
本
村
中
ユ
住
居
ヲ
占
ム
ル
者

ハ
本
籍
寄
留
ノ
別
ヲ
問
ハ
ス
又
戸
主
家
族
男
女
老
幼
ヲ
論
セ
ス
本
組
合
ニ

加
盟
ス
ル
者
ト
ス

第
弐
保

本
組
合
ハ
組
長
壱
名
ヲ
撰
挙
ス

第
参
篠

本
組
合
ヲ
八
部
ニ
別
チ
各
部
-
一
部
長
壱
名
ヲ
部
内
限
り
互
撰
ス
ル
モ
ノ

ト
ス

俗民

第
四
篠

本
組
合
組
長
及
部
長
ハ
名
誉
職
ト
ス
但
シ
職
務
執
行
ノ
為
メ
ニ
一
安
ス
ル

実
費
緋
償
ヲ
受
タ
ル
事
ヲ
得
ル

第
五
傑

本
組
合
ハ
相
当
ノ
理
由
ア
ル
ニ
非
レ
ハ
名
誉
職
ヲ
拒
辞
ス
ル
事
ヲ
得
ス

第
六
候

本
組
合
ニ
正
俊
ナ
キ
者
ハ
何
業
の
所
為
ト
難
モ
之
レ
ヲ
罰
ス
ル
事
ヲ
得

ス

第
七
篠

組
長
ハ
組
合
ノ
総
務
ヲ
総
理
シ
部
長
ノ
申
告
ヲ
請
ケ
タ
ル
ト
キ
ハ
部
長

ヲ
召
集
シ
会
議
ニ
附
シ
比
較
多
数
ノ
法
ヲ
執
P
総
テ
処
分
法
ヲ
議
決
ス
ル

モ
ノ
ト
ス

第
八
線

部
長
ハ
部
内
ニ
十
日
以
上
滞
在
或
ハ
寄
留
ス
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ
第
拾
九

篠
ニ
依
リ
加
盟
書
ヲ
組
長
へ
差
出
サ
シ
ム
ヘ
シ
但
シ
違
約
者
ノ
密
告
及
告

発
ヲ
議
タ
ル
ト
キ
ハ
直
ニ
組
長
へ
申
告
ス
ヘ
シ

第
九
僚

組
合
員
ハ
博
打
其
他
賭
ノ
諸
勝
負
ハ
勿
論
骨
牌
及
賭
博
数
似
テ
遊
戯
等

-
一
関
係
ノ
者
見
聞
シ
又
ハ
犯
則
ノ
情
ヲ
知
テ
房
屋
ヲ
貸
与
シ
及
飲
食
物
ヲ

賭
場
ニ
販
売
シ
タ
ル
者
等
ア
ル
ト
キ
ハ
現
行
非
現
行
ヲ
問
ス
迅
速
組
長
或

ハ
部
長
へ
密
告
及
告
発
ス
ヘ
シ

第
拾
篠

賭
場
ヲ
開
張
シ
テ
利
図
リ
又
ハ
博
徒
ヲ
招
待
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
拾
円
以
上

百
円
以
下
ノ
過
怠
金
ヲ
出
サ
シ
ム
ヘ
シ

第
拾
一
僚

組
合
員
ハ
平
生
心
附
山
村
社
堂
ヲ
密
-
一
見
廻
リ
第
九
篠
第
拾
篠
発
見
次

第
供
用
シ
タ
ル
般
子
及
骨
牌
其
他
ノ
器
具
取
揚
ケ
其
人
名
ヲ
書
留
組
長
或

ハ
部
長
へ
告
発
ス
ヘ
シ

第
拾
弐
燦

賭
博
ハ
勿
論
骨
牌
或
ハ
賭
博
類
似
ノ
遊
戯
等
-
一
関
係
シ
タ
ル
者
全
穀
物

品
借
用
-
一
対
シ
請
人
証
人
及
口
合
人
立
会
人
等
ニ
相
立
事
ヲ
得
ス

但
シ
其
情
ヲ
知
テ
相
立
チ
タ
ル
者
ハ
壱
円
以
上
五
円
以
下
ノ
過
怠

金
ヲ
出
サ
シ
ム

第
拾
参
篠

賭
博
ハ
勿
論
骨
牌
或
ハ
賭
博
類
似
ノ
遊
戯
等
之
所
業
ニ
関
係
シ
タ
ル
者
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ハ
現
行
非
現
行
ヲ
分
タ
ス
弐
円
以
上
弐
拾
五
円
以
下
ノ
過
怠
金
ヲ
出
サ
シ

ム
二
円
以
上
廿
五
円
以
下
ノ
道
路
普
請
ヲ
附
加
申
附
ケ
ヘ
シ

第
拾
四
傑

第
九
候
第
拾
篠
第
拾
弐
篠
ノ
情
ヲ
知
テ
密
告
及
告
発
セ
サ
ル
者
ハ
七
姶

五
銭
以
上
回
円
以
下
過
怠
会
ヲ
出
サ
シ
ム

第
拾
五
篠

総
テ
違
約
者
ト
見
認
シ
密
告
及
告
発
シ
其
有
効
ナ
ル
寸
ハ
七
拾
五
銭
以

上
弐
拾
五
円
以
下
ノ
償
与
ア
ル
ヘ
シ

但
シ
第
拾
壱
傑
現
行
発
見
ノ
場
合
ニ
於
テ
負
傷
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ハ

特
別
償
与
ト
シ
テ
拾
円
以
上
百
円
以
下
ノ
附
与
セ
ラ
ル
ヘ
シ

第
姶
六
傑

過
怠
金
ハ
処
分
申
渡
シ
ノ
日
ヨ
り
十
日
内
ユ
納
完
セ
シ
ム
若
シ
限
内
-
一

納
完
セ
サ
ル
者
ハ
廿
五
銭
一
日
ニ
折
算
シ
之
ヲ
道
路
普
請
ニ
換
フ
其
廿
五

銭
ニ
満
タ
サ
ル
者
ト
難
モ
ナ
ホ
一
日
計
算
ス

第
拾
七
篠

償
与
金
及
実
費
弁
償
額
ハ
組
合
員
ノ
負
担
ト
ス
但
シ
過
怠
金
額
ハ
本
保

-一一納入
第
拾
八
僚

本
組
合
ハ
家
長
タ
ル
者
壱
名
加
盟
捺
印
ス
ル
ト
キ
ハ
自
然
家
族
ハ
加
盟

ト
見
認
ス
ヘ
シ

第
姶
九
燦

加
盟
書

一
、
私
シ
儀
御
組
合
エ
加
盟
仕
度
保
証
人
連
署
ヲ
以
テ
此
ノ
段
申
込
候
也

第四章

鰐
郡
町
村
番
地
職
業

何

之

某

印

保
証
人

何
之
某

印

賭
博
取
締
協
同
組
合
組
長

何

之

某

殿

各
部
長
御
中

第
弐
拾
篠

本
組
合
名
誉
職
員
ニ
於
テ
其
職
務
ヲ
実
際
ニ
執
行
セ
サ
ル
者
ハ
壱
円
五

拾
銭
以
上
七
円
五
十
銭
以
下
ノ
過
怠
金
ヲ
出
サ
シ
ム
ヘ
シ

第
弐
姶
壱
傑

本
組
合
期
限
リ
満
壱
ヶ
年
ト
ス

但
シ
毎
年
一
月
四
日
ヲ
以
テ
改
正
ス

右
之
通
り
協
同
契
約
相
整
候
上
ハ

後
日
至
リ
決
テ
違
乱
無
之
依
テ
一
同
記

名
僚
印
仕
候
也

吾
妻
郡
伊
参
村
大
字
五
反
田
村

人
名
調
印

同
じ
賭
博
に
関
す
る
誓
約
に
つ
い
て
、
岩
本
上
組
の
も
の
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

ハ
標
題
な
し
)

近
頃
賭
博
の
徒
往
々
入
、
込
、
博
打
流
行
ノ
趣
コ
レ
有
候
ト
コ
ロ
、
右
ハ
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誌

刑
法
第
二
百
六
十
条
オ
ヨ
ピ
二
百
六
十
一
条
ニ
ヨ
リ
司
法
御
処
分
ノ
明
文

ア
リ
。

シ
カ
ル
ト
コ
戸
、
近
来
花
札
、
或
ハ
洋
語
-
一
テ
「
パ
ア
ス
」
ト
称
ス
ル
モ
ノ
ヲ

モ
ッ
テ
菓
子
或
ハ
果
物
等
賭
テ
勝
負
ヲ
玩
弄
ス
ル
モ
ノ
数
多
コ
レ
有
り
。

右
者
風
俗
ニ
モ
関
シ
自
然
金
銭
ヲ
賭
シ
候
モ
ト
ヲ
起
セ
シ
ム
ル
媒
介
ニ
ツ

キ
、
右
取
り
シ
マ
り
ヲ
設
タ
ル
タ
メ
村
内
一
同
協
議
ヲ
ト
ゲ
、
左
ノ
条
項

ヲ
誓
約
ス
。第

一
条

村
内
一
同
互
選
ヲ
以
テ
取
締
役
四
名
ヲ
設
ク
ル
事

第
二
条

取
締
役
ハ
平
素
村
内
賭
博
ノ
挙
動
ヲ
視
察
シ
、
犯
罪
ノ
徒
ナ
カ
ラ
ジ
メ
ン

事
ヲ
要
ス第

三
条

各
自
相
互
ユ
注
意
シ
、
万
一
賭
博
ノ
現
場
ヲ
見
ツ
ケ
候
ハ
パ
、
ソ
ノ
器
具

取
リ
ア
ゲ
、
人
名
ト
ト
モ
エ
取
締
役
へ
報
告
ス
ベ
シ

第
四
条

取
締
役
エ
於
テ
ハ
、
報
告
人
ヨ
り
賭
博
ノ
現
場
ヲ
詳
細
ユ
間
取
り
、
人
名

書
ユ
器
具
相
添
ェ
、
駐
在
所
巡
査
官
ニ
告
訴
ノ
手
続
キ
ヲ
ナ
ス
ベ
シ
。

第
五
条

老
若
男
女
小
児
-
一
論
ナ
夕
、
賭
博
ノ
器
具
或
ハ
花
札
等
ヲ
玩
弄
ス
ル
者

ハ
、
賭
ノ
有
無
ヲ
論
ゼ
ズ
ソ
ノ
器
具
ヲ
取
り
ア
ゲ
、
其
人
名
書
ト
ト
モ
ニ

取
締
役
へ
報
告
ス
ベ
シ
。

第
六
条

俗民

取
締
役
ハ
第
五
条
ノ
報
告
ヲ
受
ケ
タ
ル
時
ハ
ソ
ノ
詳
細
ニ
閲
キ
、
取
締
一

同
協
議
ノ
上
誓
約
違
反
ノ
過
怠
ト
シ
テ
五
日
以
上
十
日
以
下
ノ
道
路
掃
除

ヲ
使
役
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

右
ノ
通
リ
協
議
決
約
候
上
ハ
後
日
違
約
者
ヲ
処
ス
ル
ノ
証
ト
シ
テ
一
同
署

名
捺
印
候
也
。
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神

保

五

平

印

ハ
以
下
三
十
四
名
連
署
)
略

取
締
役

神
保
助
次
郎
殿

神
保
彦
平
殿

神
保
三
四
郎
殿

取
締
役
御
中

以
上

こ
れ
に
は
標
題
も
な
く
、
年
月
日
も
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
時
期
を
確

定
で
き
な
い
が
、
明
治
期
の
も
の
で
、
過
怠
と
し
て
五
日
以
上
十
日
以
内

の
道
路
掃
除
と
は
お
も
し
ろ
い
も
の
で
あ
る
。

2

戸
主
会

川
蟻
川
の
戸
主
会
戸
主
会
は
、
全
戸
の
世
帯
主
ハ
か
つ
て
の
戸

主
〉
が
参
加
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
戸
主
会
の
し
ご
と
は
、
村
内
の
一

切
の
し
ご
と
、
道
路
の
改
修
、
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
の
建
設
や
改
造
、

選
挙
の
こ
と
な
ど
で
、
町
の
行
政
組
織
に
つ
ら
な
る
区
長
、
そ
の
下
の
伍

長
ハ
小
組
の
班
長
)
は
、
町
役
場
か
ら
の
行
政
事
務
だ
け
を
扱
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。



戸
主
会
の
役
員
は
、
戸
主
会
長
、
副
会
長
、
会
計
の
三
役
(
各
一
名
〉

と
、
二
十
三
名
の
評
議
員
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
必
要
に
応
じ
て
会
長

は
評
議
員
会
を
召
集
し
て
協
議
を
行
な
う
が
、
小
さ
な
事
に
つ
い
て
は
三

役
の
打
合
せ
で
す
ま
さ
れ
る
と
と
が
多
い
。

戸
主
会
か
ら
の
指
示
は
、
会
長
か
ら
各
部
落
の
総
代
(
評
議
員
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
〉
へ
伝
え
ら
れ
、
さ
ら
に
幹
事
、
ま
た
は
農
事
実
行

組
合
長
、
あ
る
い
は
伍
長
が
実
際
の
コ
プ
レ
を
行
な
う
。
伍
長
は
毎
戸
フ

レ
て
歩
く
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
場
合
は
古
く
か
ら
の
イ
イ
ツ
ギ
で
伝
達

さ
れ
て
き
た
。
総
代
は
、
蟻
川
地
区
が
四
つ
の
大
組
に
分
か
れ
て
い
る
の

で
、
そ
の
組
の
代
表
と
い
う
役
で
、
別
名
を
組
長
と
か
、
親
方
と
も
い
わ

れ
て
い
る
。

役
員
の
選
出
は
、
評
議
員
会
に
つ
い
て
は
戸
主
会
員
全
員
の
投
票
で
、

定
数
二
十
三
名
連
記
で
行
な
わ
れ
る
が
、
戸
主
会
長
に
つ
い
て
は
評
議
員

の
万
蓮
の
こ
と
も
あ
る
。
役
員
に
な
る
資
格
に
は
特
別
の
き
ま
り
は
な

く
、
世
帯
主
(
戸
主
〉
で
あ
れ
ば
誰
で
も
選
ば
れ
る
資
格
を
も
っ
て
い

る。

社会生活

役
員
の
任
期
は
二
年
で
、
新
任
、
退
任
に
と
も
な
う
行
事
は
な
く
、
せ

い
ぜ
い
書
類
の
引
き
継
ぎ
と
、
申
し
送
り
事
項
の
確
認
て
い
ど
で
あ
る
。

戸
主
会
の
総
会
は
ヨ
リ
イ
イ
ハ
寄
合
〉
と
い
わ
れ
、
村
寄
合
の
中
の
最

大
、
最
高
の
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
四
月
十
六
日
か
ら
二
十
日
こ
ろ
開
か

れ
、
終
っ
て
花
見
を
す
る
の
が
恒
例
と
な
っ
て
い
る
。
ヨ
リ
イ
イ
召
集
前

の
打
ち
合
せ
は
、
ふ
つ
う
に
は
会
長
宅
に
三
役
が
集
ま
る
て
い
ど
で
、
問

題
が
難
し
い
と
き
は
評
議
員
会
が
聞
か
れ
る
。
こ
の
と
き
は
戸
主
会
所
有

第四主主

の
公
民
館
で
関
か
れ
、
全
会
一
致
を
原
則
に
き
め
ら
れ
る
。
総
会
の
協
議

は
決
算
報
告
が
主
で
、
他
に
は
、
戸
主
会
の
運
営
方
針
を
き
め
た
り
、
戸

主
会
所
有
の
山
林
の
処
分
な
ど
を
き
め
る
。

村
費
は
、
学
校
建
築
と
か
の
特
別
の
寄
付
を
除
い
て
は
と
ら
ず
、
戸
主

会
所
有
林
の
立
木
売
上
金
で
ま
か
な
わ
れ
る
。
〈
昭
和
四
十
年
当
時
約
二

十
町
歩
)
。
ま
た
、
農
事
有
線
放
送
施
設
が
つ
く
ら
れ
た
と
き
に
は
二
戸
当

り
二
千
円
ず
つ
の
補
助
を
し
た
り
、
小
学
校
の
テ
レ
ビ
受
像
機
、
学
校
給

食
設
備
、
農
道
改
修
消
防
団
詰
所
の
建
設
な
ど
に
補
助
金
を
出
し
た
り
、

寄
付
を
し
た
り
し
て
い
る
。

戸
主
会
へ
の
加
入
は
か
ん
た
ん
で
、
転
入
し
て
来
た
者
が
あ
い
さ
つ
を

す
ま
せ
れ
ば
そ
れ
で
加
入
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
山
村
な
ど
に
つ
い
て

も
株
が
も
ら
え
る
が
、
転
出
す
る
と
き
に
は
、
戸
主
会
か
ら
銭
別
が
出
さ

れ
て
自
動
的
に
退
会
と
な
り
、
権
利
も
な
く
な
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ω
岩
本
の
戸
主
会
戦
前
は
相
当
広
い
山
林
な
ど
を
も
っ
て
い
た

が
、
戦
後
、
開
拓
地
と
し
て
角
左
衛
門
ハ
三

l
田
町
歩
〉
が
解
放
さ
れ
た

り
し
て
、
戸
主
会
本
来
の
所
有
地
は
一
町
歩
弱
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し

か
し
、
営
林
署
か
ら
借
り
た
国
有
地
の
原
野
を
、
採
草
組
合
を
つ
く
っ
て

利
用
し
て
い
る
。
採
草
地
は
、
七
十
二
町
歩
を
百
四
十
戸
の
農
家
が
利
用

し
、
採
草
組
合
の
し
ご
と
は
戸
主
会
が
や
っ
て
い
る
。
組
合
を
つ
く
っ
た

と
き
に
農
業
を
し
て
い
た
人
が
加
入
し
、
そ
の
後
は
希
望
者
が
あ
っ
て
も

組
合
に
は
加
入
で
き
な
い
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
。

戸
主
会
の
会
費
は
な
く
、
採
草
地
と
し
て
利
用
で
き
な
い
立
木
が
大
き

く
育
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
を
売
っ
て
、
そ
の
代
金
を
戸
主
会
の
収
入
に
あ

1111 



良俗誌

て
た
。
ハ
昭
和
四
十
年
代
の
こ
と
〉
そ
の
他
と
し
て
は
、
採
草
地
の
使
用

料
を
年
=
戸
当
り
い
く
ら
と
し
て
と
っ
た
が
、
諸
経
費
と
ト
ン
ト
ン
く
ら

い
で
終
っ
て
い
る
。

戸
主
会
の
し
ご
と
は
、
町
会
議
員
の
選
挙
、
林
道
や
食
道
な
ど
の
道
路

工
事
、
学
校
(
岩
本
に
あ
っ
た
小
学
校
の
分
校
〉
の
問
題
な
ど
の
し
ご
と

の
と
き
に
中
心
に
な
る
。
秋
の
小
・
中
学
校
合
同
の
大
運
動
会
の
と
き
に

行
な
わ
れ
る
大
衆
リ
レ
l
選
手
に
弁
当
な
ど
を
出
し
た
り
、
大
人
た
ち
に

慰
労
会
の
酒
を
出
す
の
も
戸
主
会
で
あ
る
。

役
員
は
、
会
長
一
、
副
会
長
三
(
上
、
中
、
下
組
の
各
区
長
が
兼
任
〉
、

他
に
協
議
委
員
二
十
二
名
が
あ
っ
て
、
総
会
は
な
い
が
協
議
委
員
会
が
代

行
す
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
。
委
員
や
会
長
の
任
期
は
三
年
で
、
副
会

長
は
区
長
と
し
て
の
任
期
が
二
年
な
の
で
、
ケ
エ
ヤ
ク
の
と
き
に
き
め
ら

れ
る
。
会
長
の
場
合
は
、
区
長
が
全
戸
の
票
を
ま
と
め
て
集
計
し
て
き
め

る
が
、
委
員
は
各
組
で
き
め
る
の
で
互
選
と
な
る
。
会
計
は
、
代
々
組
内

出
身
の
農
協
職
員
に
頼
む
の
で
都
合
が
よ
い
。
役
員
の
交
代
は
、
帳
簿
の

引
き
ゆ
ず
り
で
す
ま
せ
る
て
い
ど
で
、
村
か
ら
は
記
念
品
が
贈
ら
れ
る
。

ω
大
道
の
戸
主
会
組
と
し
て
の
共
有
地
|
|
大
カ
ヤ
場
は
あ
る

が
、
戸
主
会
と
し
て
の
山
林
は
な
い
。
会
費
は
集
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
現
金
の
ほ
か
に
大
豆
を
集
め
た
り
、
営
林
署
の
山
林
の
下
刈
り
作

業
な
ど
を
し
て
戸
主
会
の
収
入
を
は
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
戸
主
会
の
し

ご
と
は
き
ま
っ
て
い
な
い
が
、
秋
の
大
運
動
会
の
と
き
に
、
選
手
に
出
す

菓
子
ゃ
、
そ
の
他
の
接
待
費
-
学
校
建
築
や
有
線
放
送
工
事
に
補
助
を
し

た
り
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
っ
た
が
、
大
道
地
区
全
戸
数
が
三
十
数
戸
と
い

う
小
さ
い
地
区
な
の
で
、
戸
主
会
と
区
長
の
し
ご
と
と
の
は
っ
き
り
し
た

区
別
は
つ
か
ず
、
そ
の
と
き
ど
き
の
し
ご
と
で
ふ
り
分
け
ら
れ
る
程
度
で

あ
っ
た
。

3

主
婦
会
は
っ
き
り
し
た
時
期
は
わ
か
ら
な
い
が
、
蟻
川
に
主
婦

会
が
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
全
戸
の
主
婦
が
参
加
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の

で
、
役
員
は
、
会
長
、
副
会
長
、
会
計
の
三
役
と
、
二
、
三
十
人
の
幹
事

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
青
年
会
長
が
相
談
役
、
戸
主
会
長
が
参
与
と
な
っ

て
運
営
に
参
加
し
た
。
会
員
は
、
会
費
と
し
て
年
間
十
銭
く
ら
い
納
め
る

が
、
他
の
不
足
分
に
つ
い
て
は
戸
主
会
か
ら
の
補
助
で
ま
か
な
わ
れ
年
間

一
、
二
回
の
会
合
は
料
理
講
習
な
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ハ
蟻
川
、
蟻
川

卯
三
郎
)

4

む
ら
の
総
会
毎
年
四
月
三
日
に
や
る
。
七
区
全
員
集
合
す
る
。
場

所
は
下
反
下
公
民
館
、
毎
戸
一
名
ず
つ
出
る
。
出
席
率
は
よ
い
。
会
議
は

議
長
を
た
て
て
や
る
。
会
議
に
か
け
る
こ
と
は
、
会
計
報
告
、
事
業
報

告
、
新
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
、
新
役
員
の
選
出
な
ど
で
あ
る
。
議
事

は
、
議
長
が
出
席
者
に
「
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
こ
と
、
出
席
者

が
「
異
議
な
し
」
と
い
っ
て
き
ま
る
。
投
票
で
き
め
る
こ
と
は
な
い
。
反

対
意
見
が
あ
っ
て
も
、
最
終
的
に
は
賛
成
す
る
よ
う
に
な
る
ハ
反
下
〉

永
宝
年
代
記
四
月
三
日
が
オ
カ
ワ
リ
と
い
う
日
で
あ
る
。

そ
の
年
の
記
録
を
永
宝
年
代
記
に
記
録
す
る
日
で
、
道
路
世
話
人
、
小

伍
長
、
衛
生
委
員
、
祭
典
世
話
人
な
ど
の
村
の
役
が
全
部
か
わ
り
、
そ
れ

が
記
録
さ
れ
る
わ
け
で
、
そ
の
他
に
、
前
年
の
米
代
金
、
麦
代
金
な
ど
を

記
録
し
て
永
年
保
存
し
た
も
の
で
あ
る
。
村
の
大
切
な
記
録
な
の
で
、
橋
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本
の
土
蔵
に
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
(
上
反
下
)

5

む
ら
内
の
連
絡
こ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
っ
た
。
上
・
下

別
々
に
連
絡
し
た
。

ユ
イ
ツ
ギ
合
一
一
一
固
い
つ
ぎ
〉
と
い
う
の
は
、
隣
り
か
ら
隣
り
へ
言
い
継
い

だ
。
い
つ
の
何
時
、
ど
こ
で
何
を
行
う
と
い
う
よ
う
に
、
い
い
つ
ぐ
順
番

は
き
ま
っ
て
い
た
。
今
は
、
小
伍
長
が
連
絡
に
あ
た
っ
て
い
る
。
有
線
も

利
用
し
て
い
る
。
も
と
は
、
区
長
の
下
に
小
使
ハ
通
知
員
)
が
、
上
下
一

人
ず
つ
い
た
。
こ
の
人
が
ふ
れ
て
歩
い
た
。
区
長
が
か
わ
る
と
選
ぴ
な
お

し
た
。
区
長
宅
か
ら
遠
く
な
い
人
を
適
当
に
選
ん
だ
。
年
番
で
あ
っ
た
。

〈
反
下
〉

6

む
ら
の
役
員
ハ
七
区
|
|
上
下
反
下
の
場
合
〉

上
沢
渡
ハ
大
字
)

こ
の
下
に
小
字
が
あ
り
、
小
字
の
下
に
コ

l
チ
が
あ
る
。
各
区
に
区
長

カ
し
た
。

細
尾
、
大
岩
ハ
五
区
)
細
尾
は
も
と
山
田
に
属
す
〉
、
牧
場
、
蛇
野
、
湯

ハ
沢
渡
温
泉
)
(
六
区
)
反
下
ハ
上
・
下
〉
(
七
区
)
古
座
部
、
湯
原
、

久
森
ハ
八
区
〉

区
長
、
一
名
、
任
期
は
も
と
一
年
、
現
在
は
二
年
、
推
せ
ん
制
上
反
下
か

ら
区
長
を
出
せ
ば
下
反
下
か
ら
副
区
長
を
出
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

副
区
長
、
一
名
、
任
期
な
ど
区
長
と
同
様

運
営
委
員
、
一
五
名
、
推
せ
ん
制
、
各
組
か
ら
一

l
二
名
、
年
度
の
事

業
、
予
算
な
ど
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
公
職
を
も
っ
た
人
た
ち
〈
町
会
議

員
、
正
副
区
長
、
公
民
館
長
な
ど
)
は
自
動
的
に
選
ば
れ
る
。

第四章

大
伍
長
、
一
名
、
任
期
一
年
、
む
か
し
は
組
頭
と
い
っ
た
。
区
長
が
な
い

と
き
は
、
行
政
面
の
仕
事
も
し
て
い
た
。
納
税
総
代
人
と
い
う
。
小
伍
長

の
代
表
の
よ
う
な
役
。
む
か
し
か
ら
順
番
が
き
ま
っ
て
い
た
。
ハ
区
の
記

録
で
あ
る
「
年
代
記
」
に
記
録
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
み
て
や
る
。
し
か

し
、
女
性
ば
か
り
の
家
の
よ
う
な
場
合
に
は
順
番
を
変
更
す
る
J

こ
の
仕
事
は
、
町
の
切
符
を
小
伍
長
に
く
ば
り
、
金
を
集
め
て
役
場
に
納

め
る
と
い
う
こ
と
。
む
か
し
は
コ
プ
ト
給
と
し
て
、
む
ら
か
ら
ヒ
ェ
、
ム

ギ
、
マ
メ
な
ど
穀
類
を
も
ら
っ
て
い
た
。
現
在
は
、
区
の
役
場
か
ら
手
当

を
も
ら
い
、
そ
の
ほ
か
む
ら
の
ご
戸
か
ら
五

O
円
ハ
年
額
〉
ず
つ
拠
出
し

て
大
伍
長
の
手
当
と
し
て
い
る
。

小
伍
長
、
一

O
名
、
任
期
一
年
、
ハ
上
三
名
、
下
七
名
〉
、
隣
り
組
の
ま
と

め
役
、
輪
番
制
で
な
っ
た
。
運
営
委
員
会
の
決
定
を
下
に
伝
達
し
た
り
、

区
費
を
集
め
た
り
す
る
。

衛
生
委
員
、
二
名
、
(
上
・
下
一
名
ず
つ
〉
、
任
期
は
一
年
、
町
の
仕
事
を

請
負
っ
て
す
る
の
で
、
町
か
ら
委
嘱
さ
れ
る
。
(
春
、
秋
の
消
毒
衛
生
ま

わ
り
〉

道
路
係
、
四
名
、
ハ
上
・
下
各
二
名
ず
つ
〉
任
期
は
一
年
、
春
・
秋
の
道

路
普
請
の
世
話
、
災
害
の
と
き
の
橋
の
か
け
か
え
の
場
合
、
先
に
立
っ
て

世
話
を
す
る
。
冬
に
は
除
雪
作
業
も
や
っ
た
。

氏
子
総
代
、
三
名
ハ
う
ち
一
名
が
会
長
〉
む
ら
の
役
を
終
っ
た
年
輩
の
人

が
つ
と
め
た
。
こ
の
下
に
祭
典
幹
事
が
四
名
(
上
・
下
二
名
ず
つ
〉
い

て
、
祭
典
の
世
話
を
し
た
。

寺
世
話
人
、
寺
に
よ
っ
て
内
容
が
ち
が
う
。
永
林
寺
の
関
係
が
八
割
〈
ら

1113 



誌

ぃ
、
大
世
話
人
二
名
ハ
上
・
下
一
名
ず
つ
)
、
そ
の
下
に
小
世
話
人
二
名
、

任
期
は
あ
る
が
重
在
多
し
。
宗
本
寺
の
関
係
者
は
下
反
下
に
七
軒
あ
る
。

小
世
話
人
が
一
名
い
る
。
〈
反
下
)

7

ケ
イ
ヤ
ク
ハ
契
約
〉
春
三
月
、
宿
は
ま
わ
り
番
で
、
上
反
下
と
下

反
下
別
々
に
ケ
イ
ヤ
タ
と
い
う
行
事
を
す
る
。
こ
れ
は
ム
ラ
の
決
算
を
す

る
た
め
の
会
合
、
各
戸
か
ら
一
人
ず
っ
、
主
人
が
出
席
す
る
。
親
睦
を
か

ね
た
も
の
な
の
で
、
酒
も
、
ご
ち
そ
う
も
出
た
。
こ
の
費
用
は
、
各
戸
平

等
割
り
で
支
払
っ
た
。
こ
の
会
合
は
一
日
で
終
っ
た
が
、
そ
の
あ
と
有
志

で
、
二
番
(
二
次
会
〉
、
三
番
、
四
番
と
、
一
週
間
ぐ
ら
い
飲
ん
で
い
た
こ

と
も
あ
っ
た
。
こ
の
費
用
は
、
そ
の
出
席
者
が
支
払
っ
た
。
こ
の
行
事

は
、
現
在
は
し
て
い
な
い
。
ハ
下
反
下
〉

イ
チ
パ
ン
ゲ
イ
ヤ
タ
は
、
別
名
ヤ
タ
ガ
イ
ハ
役
替
)
の
日
で
、
若
い
者

が
出
て
、
部
落
の
伍
長
、
そ
の
他
の
村
の
役
の
者
を
き
め
、
そ
の
他
の
こ

と
を
き
め
て
、
そ
の
後
で
酒
宴
と
な
っ
た
。
-
一
バ

γ
ゲ
イ
ヤ
タ
は
、
ヤ
タ

ガ
イ
の
翌
日
、
年
よ
り
ハ
七
十
歳
以
上
〉
を
招
ん
で
ご
ち
そ
う
を
食
べ
て

飲
ん
で
も
ら
っ
た
。
敬
老
会
の
は
じ
ま
り
の
よ
う
な
も
の
で
、
お
み
や
げ

は
ヨ
ウ
カ
ン
と
き
ま
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
が
孫
た
ち
に
よ
ろ
こ
ば
れ
た
。

ケ
イ
ヤ
タ
の
宿
は
、
昔
か
ら
の
順
番
で
や
っ
て
来
た
が
、
公
民
館
が
つ
く

ら
れ
て
か
ら
は
集
会
は
み
ん
な
公
民
館
で
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

役
替
り
も
二
月
中
に
や
っ
て
、
ヶ
イ
ヤ
ク
は
な
く
な
っ
た
。
ハ
折
田
〉

二
月
に
行
う
。
米
一
升
、
や
さ
い
な
ど
を
持
ち
寄
り
で
、
ま
わ
り
番
の

宿
で
や
る
が
、
そ
の
世
話
は
祭
り
世
話
人
が
す
る
。
ふ
つ
う
に
は
ニ
晩
、

有
志
は
五
挽
く
ら
い
は
続
い
た
も
の
で
あ
る
。
ハ
四
万
)

俗民

村
の
き
め
ご
と
を
し
た
り
ハ
部
務
総
会
〉
他
所
か
ら
入
っ
て
来
た
人

ゃ
、
は
じ
め
て
ム
コ
に
来
た
人
は
、
酒
を
買
っ
て
あ
い
さ
つ
を
し
た
り
し

た
。
そ
の
あ
と
は
オ
ゴ
り
を
し
た
。
準
備
は
祭
り
世
話
人
ハ
若
い
衆
)
が

し
た
。ユ

バ
ン
ゲ
イ
ヤ
タ
に
は
、
酒
の
外
に
シ
ャ
ケ
の
切
身
を
粕
煮
に
し
て
肴

と
し
た
も
の
で
、
こ
れ
を
す
す
り
な
が
ら
酒
を
の
ん
だ
。
い
ま
は
や
っ
て

い
な
い
。
ハ
栃
窪
〉

普
か
ら
節
分
の
翌
日
が
ケ
エ
ヤ
ク
と
き
ま
っ
て
い
る
。
当
日
は
、
昔
か

ら
の
し
き
た
り
で
お
昼
か
ら
始
ま
る
。
昼
め
し
は
ワ
カ
イ
シ
ョ
ハ
若
い
衆
)

が
用
意
し
、
ヒ
ラ
、
サ
ラ
つ
け
て
、
冷
酒
を
茶
わ
ん
で
一
杯
ず
つ
飲
ん
で

昼
飯
を
食
べ
る
。
そ
の
後
は
ワ
カ
イ
シ
ョ
以
外
の
人
た
ち
は
、
宿
の
座
敷

な
ど
で
世
間
話
を
し
た
り
、
碁
、
将
棋
を
や
っ
て
用
意
の
で
き
る
の
を
待

っ
て
い
れ
ば
よ
い
。
ワ
カ
イ
シ
ョ
は
一
切
の
用
意
を
す
る
。
肴
に
な
る
も

の
を
く
ふ
う
し
て
料
理
し
、
米
を
と
ぎ
、
飯
を
炊
き
、
酒
の
オ
カ
ン
を
し

お
給
仕
ま
で
や
っ
て
、
年
寄
り
組
が
食
べ
終
る
ま
で
は
食
べ
る
こ
と
も
で

き
な
い
で
待
っ
て
い
た
。
こ
れ
ほ
ど
で
は
と
い
う
こ
と
で
数
人
の
当
番
制

で
や
る
よ
う
に
な
り
ハ
昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
)
、
準
備
の
方
も
前
日
に

オ
ン
ナ
シ
ョ
が
だ
い
た
い
の
用
意
を
し
て
お
く
よ
う
に
な
っ
て
楽
に
な
っ

た

一
番
ゲ
エ
ヤ
夕
、
節
分
の
翌
日
が
こ
の
日
で
、
午
後
、
料
理
の
用
意
も

で
き
た
と
こ
ろ
で
一
同
そ
ろ
っ
て
、
村
の
一
年
の
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
と
り
き
め
を
し
て
ま
と
ま
っ
た
後
で
ノ
ミ
カ
イ
に
な
る
。
こ
の
と
き

に
は
、
ヒ
ラ
、
サ
ラ
を
つ
け
、
お
膳
を
出
し
て
飲
む
。
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二
番
ゲ
エ
ヤ
夕
、
一
番
ゲ
エ
ヤ
タ
の
最
中
ゃ
、
飲
ん
だ
あ
と
で
み
ん
な

の
総
意
で
き
ま
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
に
は
雪
が

降
っ
て
い
て
、
ウ
サ
ギ
追
い
に
都
合
が
よ
い
の
で
、
み
ん
な
で
ウ
サ
ギ
追

い
を
し
て
、
こ
の
肉
で
飲
ん
だ
り
し
た
。
こ
れ
を
二
番
ゲ
エ
ヤ
ク
と
い
っ

た
り
し
た
。

三
番
ゲ
エ
ヤ
夕
、
一
一
一
日
目
に
飲
む
の
が
三
番
ゲ
エ
ヤ
タ
で
、
大
が
い
は

飲
み
疲
れ
て
し
ま
っ
て
ほ
と
ん
ど
ゃ
れ
な
か
っ
た
が
、
強
い
人
た
ち
が
そ

ろ
っ
て
い
る
と
き
に
は
や
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
ハ
五
反
田
)

昔
は
{
予
原
野
と
沼
田
と
が
一
緒
に
ケ
イ
ヤ
ク
を
し
て
い
た
が
、
あ
る
年

ケ
イ
ヤ
ク
の
日
に
火
事
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
日
は
や
っ
て
は
い
け
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
も
と
は
立
春
の
日
の
ケ
イ
ヤ
ク
が
長
く
続
い
た
。

そ
の
日
は
春
祈
礁
と
も
い
い
、
神
主
が
来
て
春
祈
祷
の
式
を
し
て
か
ら
ケ

イ
ヤ
ク
を
し
た
。
最
近
は
祈
祷
は
個
々
に
や
っ
て
も
ら
う
。
ま
た
つ
と
め

人
が
多
く
な
っ
た
の
で
、
今
年
ハ
五
十
二
年
〉
か
ら
寒
明
け
の
初
回
の
日

曜
日
に
や
る
こ
と
に
な
っ
た
。
(
蟻
川
)

初
午
の
稲
荷
コ

l
チ
〈
部
落
)
の
神
と
し
て
稲
荷
さ
ま
が
あ
る
。
初
午

の
日
に
は
マ
イ
ダ
マ
を
つ
く
り
、
家
で
は
一
升
マ
ス
の
中
に
ワ
ラ
を
折
っ

て
マ
プ
シ
と
し
て
敷
き
、
そ
の
中
ヘ
マ
イ
ダ
マ
を
入
れ
て
オ
タ
ナ
ハ
神
だ

な
〉
へ
上
げ
る
。
い
ま
は
屋
敷
稲
荷
に
進
ぜ
る
。
そ
の
後
マ
イ
ダ
マ
を
ボ

タ
ハ
ヤ
マ
ク
ワ
)
に
仕
立
て
て
コ

l
チ
の
稲
荷
さ
ま
へ
持
っ
て
集
ま
り
、

そ
こ
で
ケ
イ
ヤ
ク
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
い
ま
は
二
月
十
↓
日
と

日
を
き
め
て
お
り
、
村
中
、
二
戸
一
人
ず
つ
集
ま
っ
て
、
神
官
に
拝
ん
で

も
ら
っ
て
か
ら
、
ヶ
イ
ヤ
タ
の
行
事
を
し
て
い
る
。
ハ
蟻
川
〉

第四章

8

村
入
り
転
入
者
の
村
入
り
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
と
い
う
特
別
の
し

き
た
り
も
み
ら
れ
な
い
が
、
入
っ
て
来
た
と
き
に
手
ぬ
ぐ
い
を
ひ
と
ひ
ず

ハ
一
本
〉
ず
つ
持
っ
て
組
の
中
を
あ
い
さ
つ
ま
わ
り
を
す
る
て
い
ど
で
あ

る
。
こ
う
し
て
お
い
て
、
春
の
ケ
エ
ヤ
ク
の
と
き
「
酒
を
買
う
(
一
升
ほ

ど
ど
こ
と
が
ふ
つ
う
で
、
総
代
か
ら
紹
介
と
披
露
が
あ
り
、
本
人
が
「
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
い
え
ば
片
づ
い
て
し
ま
う
。
加
入
金
、
後

見
人
、
立
合
人
な
ど
は
必
要
な
い
。
こ
れ
も
江
戸
時
代
以
来
、
入
る
者
よ

り
も
出
る
者
の
方
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
や
、
移
動
そ
の
も
の
も
少
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
大
正
以
前
に
越
後
や
信
州
か
ら

出
稼
ぎ
に
来
て
、
伊
参
地
区
内
に
定
住
し
た
と
き
、
「
あ
の
家
は
オ
レ
の

家
で
ワ
ラ
ジ
を
ぬ
い
だ
」
と
い
う
話
は
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
、
そ
の
後
も
深

い
つ
き
あ
い
を
し
て
い
る
。
転
入
し
て
来
て
あ
い
さ
っ
し
た
者
は
直
ち
に

戸
主
会
等
の
共
有
財
産
利
用
の
資
格
が
与
え
ら
れ
、
転
出
の
と
き
に
は
失

な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
(
伊
参
U

9

ワ
ラ
ジ
ヌ
ギ
出
稼
ぎ
で
村
に
入
っ
て
来
た
人
は
、
「
あ
そ
こ
の
家

へ
行
け
ば
し
ご
と
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
村
人
に
教
え
ら
れ
て
ど
こ
か

の
家
に
ス
ケ
に
入
る
。
ハ
ヒ
ョ
ウ
ト
リ
|
|
作
番
頭
な
ど
)
。
そ
こ
で
数
年

働
い
て
コ
ガ
ネ
を
貯
え
、
主
人
の
家
に
世
話
に
な
っ
て
一
家
を
か
ま
え
る

こ
と
を
ワ
ラ
ジ
ヌ
ギ
と
い
う
。
し
ご
と
が
あ
る
と
い
う
の
で
落
ち
着
い

て
、
旅
の
わ
ら
じ
を
ぬ
い
だ
の
が
縁
で
、
一
家
を
か
ま
え
て
定
着
し
、
村

人
の
仲
間
に
な
っ
た
後
は
、
主
人
だ
っ
た
家
を
本
家
と
し
て
オ
ツ
キ
ア
イ

を
す
る
。
本
家
と
い
わ
れ
る
家
の
方
で
も
、
品
目
の
人
は
カ
タ
イ
か
ら
い
ろ

い
ろ
と
面
倒
を
み
て
や
っ
て
く
れ
る
か
ら
、
直
接
血
の
つ
な
が
り
は
な
く
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て
も
、
本
家
新
宅
ぐ
ら
い
の
関
係
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
(
伊
参
)

宿
味
噌
木
損
ケ
イ
ヤ
ク
と
か
で
ハ
キ
ヌ
ギ
に
は
、
米
と
か
や
さ
い
、
酒

代
は
出
し
合
っ
て
や
る
が
、
調
味
料
と
か
燃
料
は
宿
の
負
担
に
な
る
の
で

こ
の
こ
と
ば
が
あ
る
。
宿
が
来
る
こ
と
が
わ
か
る
と
、
そ
の
年
は
、
炭
も

薪
も
た
く
さ
ん
用
意
し
、
で
き
れ
ば
た
た
み
の
表
替
え
も
し
て
家
も
片
づ

け
て
待
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
当
日
に
な
る
と
子
ど
も
た
ち
は
他
家
へ

頼
ん
で
外
出
さ
せ
た
り
し
た
。
宿
も
、
小
さ
い
家
は
無
理
な
の
で
ヌ
キ
ヌ

キ
(
と
び
と
び
〉
で
ま
わ
り
番
に
な
っ
た
。
(
四
万
)

鐸
銭
入
り
し
て
来
た
者
は
、
五
、
六
年
か
ら
十
年
く
ら
い
は
、
村
の
集

ま
り
に
出
て
も
上
の
座
敷
に
は
上
れ
な
か
っ
た
。
御
祝
儀
で
も
同
様
で
、

米
と
ぎ
や
お
勝
手
役
、
ヵ
ン
タ
ロ
ウ
な
ど
を
や
っ
て
い
た
。
「
あ
そ
こ
の

家
の
ム
コ
」
と
よ
ば
れ
る
う
ち
は
気
を
つ
け
ろ
、
と
い
わ
れ
、
名
前
で
よ

ば
れ
る
よ
う
に
な
る
と
よ
い
と
い
わ
れ
た
。
(
四
万
)

ia 民

共

同

作

業

-
せ
き
(
纏
〉
普
請
一
春
も
深
く
な
っ
た
こ
ろ
、
前
代

e

つ
く
り
が
始
ま
る

前
に
、
用
水
の
泥
を
さ
ら
い
、
補
修
を
す
る
し
ご
と
が
あ
る
。
こ
れ
を
セ

キ
ザ
ラ
エ
(
堰
波
え
)
、
ま
た
は
セ
キ
ブ
シ
ン
(
堰
普
請
)
、
セ
ギ
ブ
シ
ン
と

い
う
。蟻

川
で
は
、
熊
野
神
社
用
水
(
蟻
川
大
亀
地
区
の
用
水
〉
と
横
尾
用
水

(
名
久
田
地
区
の
横
尾
へ
の
用
水
で
上
・
中
・
下
の
三
本
が
あ
る
〉
の
セ

キ
ブ
シ
ン
人
足
が
あ
り
、
こ
の
用
水
を
利
用
し
て
い
る
水
田
耕
作
者
が
参

加
し
て
、
春
の
回
仕
事
の
前
に
行
な
わ
れ
る
。
こ
れ
に
は
必
ら
ず
参
加
す

る
こ
と
が
き
ま
り
に
な
っ
て
お
り
、
本
人
や
家
族
が
出
ら
れ
な
い
と
き
に

は
誰
か
他
の
人
を
績
ん
で
出
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
(
蟻
川
)

2

雪
か
き
冬
の
積
雪
期
に
、
道
路
に
降
り
つ
も
っ
た
雪
を
放
っ
て
お

く
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
豪
雪
地
帯
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
雪
に

よ
っ
て
大
切
な
道
が
ふ
さ
が
れ
る
こ
と
は
生
活
を
脅
か
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
何
を
お
い
て
も
雪
か
き
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、

全
地
区
の
主
要
な
道
路
の
雪
か
き
は
毎
年
の
ケ
エ
ヤ
ク
で
確
認
さ
れ
た
家

ご
と
の
分
担
区
を
や
る
こ
と
に
な
る
。
冬
の
雪
の
時
期
が
近
ず
く
と
役
員

は
、
竹
を
割
っ
て
担
当
者
の
名
前
を
書
き
こ
ん
だ
目
じ
る
し
を
用
意
し
て

道
路
の
は
し
に
立
て
て
お
く
。
雪
の
上
に
出
て
い
て
こ
そ
目
じ
る
し
な
の

で
、
長
い
も
の
が
つ
く
ら
れ
、
立
て
ら
れ
る
。
雪
か
き
も
早
朝
の
う
ち
に

し
な
い
と
困
る
。
ハ
蟻
川
)

道
路
世
話
人
か
ら
サ
タ
(
通
知
〉
す
る
と
、
村
中
が
朝
早
く
出
て
雪
か

き
を
し
た
。
土
日
一
は
、
個
人
個
人
に
道
路
の
各
部
分
を
分
担
し
て
割
当
て
の

柱
を
立
て
て
お
い
て
雪
か
き
を
さ
せ
た
。
割
当
て
は
、
春
、
オ
カ
ワ
リ
で

役
が
わ
り
に
な
っ
た
時
に
柱
を
た
て
、
家
毎
の
区
域
が
示
さ
れ
た
。
竹
を

割
っ
て
柱
と
し
た
。
雪
か
き
は
、
人
に
よ
っ
て
時
聞
が
ま
ち
ま
ち
に
な
り

通
勤
通
学
の
者
が
行
っ
た
あ
と
に
な
っ
た
り
し
て
不
都
合
が
あ
っ
た
り
し

て
一
斉
に
な
っ
た
。
ハ
上
反
下
)

3

道
ぶ
し
ん
春
秋
二
回
が
き
ま
り
に
な
っ
て
い
る
。
毎
戸
一
人
ず
つ

オ
テ
ン
マ
に
出
て
、
組
長
の
指
図
で
作
業
を
進
め
る
。
道
路
の
担
当
区
域

が
長
年
の
こ
と
で
き
ま
っ
て
い
る
の
で
、
例
に
し
た
が
っ
て
そ
の
範
囲
内
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を
や
る
が
、
都
合
で
出
ら
れ
な
い
者
に
つ
い
て
は
デ
プ
ソ
タ
ハ
出
不
足
〉

と
い
っ
て
帳
付
け
役
が
帳
面
に
記
録
し
て
お
く
。
組
に
よ
っ
て
は
出
不
足

金
を
と
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
こ
の
金
で
お
茶
菓
子
を
買
う
こ
と
も
多
い
。

帳
面
に
つ
け
て
お
く
と
き
は
、
次
回
に
余
分
に
出
て
も
ら
っ
た
り
、
大
雨

で
道
が
こ
わ
れ
た
時
な
ど
、
全
員
が
出
な
く
も
片
ず
く
と
き
な
ど
に
出
不

足
の
人
に
出
て
も
ら
っ
て
解
決
し
て
い
る
。
こ
ん
な
と
き
で
も
男
手
が
あ

り
な
が
ら
女
性
が
参
加
す
る
と
い
や
が
れ
る
。
近
年
、
町
な
ど
が
中
心
に

な
っ
て
行
な
う
春
秋
の
道
路
愛
護
の
日
を
道
ぶ
し
ん
に
あ
て
る
と
こ
ろ
も

出
た
が
、
舗
装
さ
れ
な
い
道
の
ふ
し
ん
こ
そ
大
変
で
あ
る
。
ハ
蟻
川
)

道
路
普
請
上
・
下
別
々
に
や
る
。
春
は
四
月
の
お
祭
り
前
の
二

O
日
ご

ろ
。
秋
は
一

O
月
八
日
ご
ろ
。
町
道
H
林
道
と
私
道
の
補
修
を
や
る
。
一

軒
で
一
名
ず
っ
、
男
で
も
女
で
も
、
だ
れ
が
で
て
も
よ
か
っ
た
。
た
だ
、

大
き
い
道
路
普
請
の
場
合
に
は
(
工
事
に
よ
っ
て
)
働
き
ざ
か
り
の
者
に

出
て
も
ら
っ
た
。
道
路
地
目
請
に
出
な
い
場
合
も
、
事
情
を
み
て
出
不
足
を

と
ら
な
か
っ
た
。

組
頭
の
時
代
に
は
、
人
足
帖
が
あ
っ
て
、
星
を
つ
け
て
ハ
出
欠
を
つ
け

て
〉
い
た
。
年
末
に
は
星
が
そ
ろ
う
よ
う
に
し
た
。
も
し
そ
ろ
わ
な
い
場

合
に
は
、
つ
ぐ
と
し
ハ
翌
年
)
に
星
が
そ
ろ
う
よ
う
に
し
た
。
冬
の
除
雪

作
業
も
し
た
。
こ
れ
は
雪
が
降
る
度
ご
と
に
し
た
。
む
か
し
は
、
山
道
も

道
ぶ
し
ん
を
や
っ
た
。
現
在
は
大
通
り
と
、
家
か
ら
の
け
え
ど
な
ど
を
や

っ
て
い
る
。
水
路
は
、
受
益
者
が
で
て
や
っ
て
い
る
。
ハ
反
下
)

そ
の
他
の
オ
テ
ン
マ
ム
ラ
の
共
同
作
業
の
労
力
奉
仕
は
オ
テ
ン
マ
と
よ

ば
れ
、
き
め
ら
れ
た
春
秋
の
労
働
負
担
の
外
に
は
、
農
道
、
町
村
道
な
ど

の
改
修
工
事
の
労
力
負
担
ゃ
、
学
校
、
防
火
用
水
な
ど
の
建
設
工
事
、
共

有
林
の
下
刈
り
作
業
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
業
は
、
組
内
だ
け
の
こ

と
は
少
な
く
、
大
字
毎
の
話
し
合
い
が
あ
っ
た
り
し
て
互
い
に
協
力
し
合

っ
て
お
り
、
不
参
加
の
場
合
に
は
、
現
金
に
よ
っ
て
負
担
す
る
こ
と
も
あ

る
。
こ
う
し
た
と
き
日
数
な
ど
は
、
家
格
に
よ
り
、
耕
作
面
積
に
よ
る
な

ど
し
て
割
り
当
て
日
数
に
差
が
つ
い
て
い
る
と
と
も
多
い
。
ハ
伊
参
)

4

ホ
l
ベ
エ
五
反
田
白
久
保
は
、
古
く
か
ら
十
五

l
十
七
戸
ほ
ど
で

続
い
て
来
た
が
、
部
落
を
三
つ
に
分
け
て
上
、
中
、
下
組
と
し
て
い
る
。

と
れ
は
旧
五
人
組
に
あ
た
る
も
の
で
、
転
入
や
新
宅
な
ど
で
戸
数
が
増
す

と
六
戸
、
七
戸
の
組
に
な
る
。
こ
の
組
の
ど
こ
か
で
不
幸
が
お
き
た
り
す

る
と
組
の
外
か
ら
手
伝
い
に
来
て
く
れ
る
。
こ
う
し
た
組
の
外
か
ら
の
手

伝
い
を
し
て
く
れ
る
結
び
つ
き
を
ホ
l
ベ
エ
と
い
う
。
葬
式
の
と
き
な

ど
、
人
が
死
ぬ
と
家
人
や
親
族
代
表
か
ら
役
員
に
お
頼
み
す
る
と
、
そ
の

後
は
ホ
l
ベ
エ
の
世
話
に
な
る
。
赤
ん
坊
や
未
成
年
の
も
の
は
組
内
の
者

だ
け
で
世
話
に
な
っ
て
す
ま
せ
る
が
、
成
人
の
と
き
に
は
ホ
l
ベ
エ
の
世

話
に
な
ら
な
け
れ
ば
ゃ
れ
な
い
。

ホ
l
ベ
エ
は
、
ツ
ゲ
、
買
い
物
、
墓
の
穴
掘
り
、
帳
場
、
道
具
っ
く
り

な
ど
を
オ
ト
コ
シ
ョ
の
仕
事
を
し
、
村
内
で
順
番
ゃ
、
人
数
の
割
り
振
り

な
ど
は
だ
い
た
い
き
ま
っ
て
お
り
、
家
人
は
手
を
出
さ
な
い
。
ま
た
オ
ン

ナ
シ
ョ
は
お
勝
手
の
方
を
担
当
し
、
帳
場
で
は
、
入
費
帳
、
香
典
帳
に
収

支
を
記
入
し
、
す
べ
て
の
会
計
を
行
な
う
。
こ
の
よ
う
に
葬
式
の
手
伝

い
、
あ
る
い
は
村
仕
事
な
ど
を
中
心
に
ホ
l
ベ
エ
は
存
在
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
ホ
1
ベ
エ
は
、
大
組
と
し
て
の
単
位
と
し
て
み
る
こ
と
が
で
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誌

き
る
と
と
も
に
、
旧
村
と
小
組
と
の
中
間
に
あ
る
し
く
み
と
も
い
え
る
・

ハ
五
反
田
〉

5

萱
刈
り
十
一
月
二
十
日
す
ぎ
に
す
る
。
ハ
パ
キ
ヌ
ギ
の
自
に
何
日

に
す
る
か
を
き
め
る
が
、
早
け
れ
ば
ア
オ
ガ
ヤ
で
翌
年
に
ひ
び
く
か
ら
十

一
月
末
に
な
る
。
萱
は
、
コ
ウ
リ
ョ
ク
と
い
っ
て
屋
根
替
を
す
る
家
へ
出

す
太
い
も
の
を
刈
り
と
る
|
|
無
尽
用
の
も
の
と
、
自
分
の
家
の
屋
根
替

用
、
マ
プ
シ
用
の
も
の
は
五
駄
と
か
六
駄
、
多
い
人
は
十
駄
も
刈
る
。
唐

操
原
の
萱
山
へ
朝
早
く
チ
ョ
ウ
チ
ン
を
つ
け
て
行
き
、
競
争
で
刈
っ
た
も

の
で
あ
る
ハ
上
反
下
〉

コ
ウ
リ
ョ
ク
屋
根
替
の
コ
ウ
リ
ョ
タ
は
次
の
通
り
。

賞
、
ニ
駄
、
縄
、
五
房
ハ
二
十
尋
一
一
房
、
五
房
で
百
尋
)
手
弁
当
三
日

間
の
労
力
、
イ
タ
ヤ
ハ
板
屋
根
〉
の
家
の
時
は
、
金
で
二
円
、
手
聞
は
ス

ケ
ル
ハ
手
伝
う
〉
こ
と
で
よ
か
っ
た
。
ハ
上
反
下
〉

俗民

ハ
パ
キ
ヌ
ギ

ハ
パ
キ
ヌ
ギ
一
年
の
百
姓
仕
事
が
無
事
に
す
ん
だ
と
い
う
の
で
、
昔
か

ら
十
一
月
二
十
三
日
に
で
ハ
キ
ヌ
ギ
を
し
た
。
各
戸
か
ら
米
を
八
合
ハ
二

食
の
場
合
、
一
食
な
ら
五
合
く
ら
い
)
を
持
ち
寄
り
で
集
め
て
飯
を
つ
く

り
、
お
か
ず
や
肴
は
各
自
が
持
ち
寄
っ
た
り
宿
も
ち
で
出
し
て
、
ケ

γ
チ

ン
汁
く
ら
い
で
飲
ん
だ
り
食
っ
た
り
し
た
。
シ
ョ
イ
飯
か
ア
プ
ラ
ゲ
が
入

つ
た
め
し
で
、
さ
ん
ざ
食
っ
て
か
ら
大
食
い
競
争
を
し
て
十
八
杯
食
っ
た

と
い
う
話
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
軽
く
盛
っ
て
く
れ
と
出
し
て
も
、
モ
リ
テ

(
飯
盛
り
当
番
)
が
、
茶
わ
ん
に
練
り
つ
け
る
よ
う
に
し
て
山
盛
り
に
盛

り
つ
け
て
く
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
で
も
食
っ
て
し
ま
っ
た
。

米
は
あ
ま
り
つ
く
っ
て
い
な
か
っ
た
時
代
に
は
、
(
昭
和
五
年
以
前

は
、
米
が
自
給
で
き
る
農
家
は
村
で
も
一
割
く
ら
い
し
か
な
か
っ
た
)
、
商

庖
で
ま
と
め
て
米
を
一
斗
と
い
う
よ
う
に
買
っ
て
、
そ
の
分
を
負
担
し
あ

っ
た
。
ハ
折
田
〉

コ
ゴ
チ
ョ
ウ
寄
合
を
し
て
都
合
を
話
し
合
っ
て
日
時
を
き
め
る
が
、
十

一
月
十
日
か
ら
二
十
日
こ
ろ
ま
で
の
聞
に
す
る
。
年
に
よ
っ
て
は
十
一
月

当
初
に
や
る
こ
と
も
あ
る
。
で
ハ
キ
ヌ
ギ
の
日
は
、
み
ん
な
し
て
ゆ
っ
く

り
休
む
日
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
日
に
宿
の
家
を
一
軒
頼
み
、
若
衆
頭
が

出
て
計
画
を
た
て
、
各
家
の
戸
主
が
集
ま
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
決
議
を
す

る
。
特
に
、
屋
根
替
の
こ
と
は
最
重
要
議
題
で
、
萱
屋
根
の
屋
根
替
を
し

た
い
時
は
こ
の
席
で
希
望
を
出
し
て
、
区
長
が
公
表
し
て
み
ん
な
に
承
知

し
て
も
ら
う
。
萱
山
は
十
一
月
二
十
日
す
ぎ
に
刈
る
の
で
、
そ
の
前
に
屋

根
賞
を
刈
る
家
を
き
め
る
こ
と
が
必
要
な
わ
け
で
、
萱
山
の
萱
刈
り
の
臼

も
こ
こ
で
決
定
さ
れ
る
。
だ
か
ら
戸
主
が
出
席
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ

け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ハ
パ
キ
ヌ
ギ
の
イ
チ
バ

γ
は
戸
主
が
出
て
・
申

し
合
せ
を
す
る
日
で
あ
る
。
ハ
パ
キ
ヌ
ギ
の
-
一
パ

γ
は
、
慰
労
が
主
に
な

る
の
で
に
ぎ
や
か
な
も
の
に
な
る
。
宿
に
な
っ
た
家
で
は
、
組
合
の
女
衆

ゃ
、
新
し
く
嫁
を
も
ら
っ
た
と
き
は
そ
の
日
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
村
人

に
紹
介
を
か
ね
て
接
待
す
る
の
で
、
花
嫁
さ
ん
は
た
い
が
い
頼
ま
れ
た
も

の
だ
っ
た
。
上
反
下
は
一
時
止
め
た
が
、
最
近
復
活
し
た
。
(
ほ
ぼ
戦
前

で
終
り
に
な
っ
た
J

ハ
上
反
下
〉
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昔
は
部
落
全
体
で
や
っ
た
。
古
く
は
九
月
に
や
っ
て
い
た
が
、
土
地
組

合
が
で
き
て
、
ナ
ワ
ナ
イ
な
ど
で
資
金
つ
く
り
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ

れ
で
千
両
祝
い
と
い
う
名
称
で
貯
蓄
組
合
の
総
会
が
始
ま
る
と
ハ
パ
キ
ヌ

ギ
と
一
績
に
す
る
よ
う
に
な
り
、
十
一
月
二
十
三
日
に
や
っ
て
来
た
。
戦

後
に
な
っ
て
や
め
た
。
ハ
蟻
川
〉

百
姓
仕
事
が
一
段
落
し
て
、
百
姓
の
ハ
バ
キ
を
脱
ぐ
日
と
い
う
こ
と
だ

が
、
秋
ま
つ
り
と
も
い
い
、
十
一
月
二
十
三
日
を
定
日
と
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
氏
神
と
し
て
伊
勢
宮
を
つ
く
り
、
そ
の
秋
祭
り
が
二
十
四
日
に
な

る
の
で
そ
う
い
う
。
ハ
パ
キ
ヌ
ギ
に
は
、
め
い
め
い
が
米
一
升
と
、
や
さ

い
若
干
、
薪
五
本
ず
つ
を
持
ち
寄
り
、
ま
わ
り
番
の
宿
に
集
ま
り
、
銭
若

干
を
出
し
て
準
備
す
る
。
料
理
は
当
番
が
い
て
殿
界
戸
と
君
の
尾
と
で
交

代
で
や
っ
た
。
ウ
サ
ギ
な
ど
の
肉
を
入
れ
た
五
目
め
し
に
豚
汁
が
多
く
、

サ
ヶ
.
の
塩
引
き
を
四
、
五
本
買
っ
て
、
こ
れ
を
切
っ
て
肴
と
し
た
り
し
た
。

ふ
だ
ん
は
麦
め
し
で
、
ハ
パ
キ
ヌ
ギ
は
シ
ラ
め
し
だ
し
、
ふ
だ
ん
酒
も
飲

第
五
章

信

仰

仰信

一、

い
ろ
い
ろ
な
神
・
仏

第五章

神
社
合
併
大
道
の
氏
神
は
白
山
さ
ま
で
、
加
賀
の
白
山
さ
ま
を
勧
請

し
た
も
の
だ
が
、
明
治
末
の
神
社
合
併
で
蟻
川
の
オ
ク
マ

γ
さ
ま
に
合
紀

ま
ず
、
ぜ
い
た
く
を
し
な
か
っ
た
か
ら
す
ご
く
う
ま
か
っ
た
。
ふ
つ
う
は

ニ
晩
に
ま
た
が
る
こ
と
が
多
く
、
泊
る
人
も
い
た
か
ら
、
後
片
ず
け
は
三

日
目
と
き
ま
っ
て
い
た
。
ハ
四
万
)

村
中
か
ら
各
自
新
米
を
持
ち
寄
っ
て
宿
に
集
ま
り
村
中
の
慰
労
会
の
よ

う
に
や
る
飲
食
の
会
。
昔
は
伊
勢
参
り
を
し
て
帰
っ
た
人
を
招
待
す
る
の

を
例
に
し
た
。
伊
勢
参
り
の
人
は
村
中
に
お
札
を
配
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ハ
伊
勢
町
)

サ
カ
ム
カ
イ
山
田
の
ハ
パ
キ
ヌ
ギ
で
は
、
で
ハ
キ
ヌ
ギ
の
会
計
帳
の
表

書
き
に
「
天
照
皇
太
神
宮
祭
入
費
帳
」
と
書
き
、
ハ
パ
キ
ヌ
ギ
の
別
名
を

「
サ
カ
ム
カ
イ
(
さ
か
い
迎
え
ど
と
い
っ
て
お
り
、
普
伊
勢
講
が
さ
か
ん

だ
っ
た
こ
ろ
、
代
参
に
行
っ
た
者
が
帰
っ
た
自
に
ハ
パ
キ
ハ
脚
粋
)
を
脱

ぎ
、
旅
の
し
た
く
を
と
っ
て
お
祝
い
を
し
た
の
で
、
そ
ん
な
こ
と
か
ら
ハ

パ
キ
ヌ
ギ
と
い
う
の
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
。
(
大
道
)

す
る
た
め
、
昼
間
行
列
を
し
て
見
送
っ
た
。
ふ
つ
う
な
ら
ば
夜
中
に
や
る

の
だ
が
道
が
け
わ
し
く
、
遠
い
た
め
昼
間
に
な
っ
た
と
い
う
。
当
日
は
、

村
中
の
者
が
絞
付
き
羽
織
り
ハ
カ
マ
で
、
荒
馬
の
背
に
安
置
し
た
御
神
体

(
ゴ
ヘ
イ
ソ
ク
)
を
神
主
先
導
で
、
蟻
川
ま
で
長
い
行
列
を
つ
く
っ
て
送

っ
た
。
(
大
道
〉
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村
の
神
々
村
の
中
の
神
々
は
、
も
と
は
村
を
囲
む
よ
う
に
東
西
南
北
に

そ
れ
ぞ
れ
の
神
さ
ま
を
ま
つ
っ
て
い
た
。
束
、
八
幡
さ
ま
、
西
、
天
神
さ

ま
、
南
、
弁
天
さ
ま
、
北
、
不
動
さ
ま
|
l
a
百
庚
申
の
あ
る
と
こ
ろ
、
地

神
さ
ん
は
市
城
の
東
端
の
弁
天
岩
に
あ
り
、
梅
花
神
ハ
天
神
さ
ん
〉
は
天

端
に
あ
っ
た
の
を
白
鳥
神
社
の
境
内
に
ま
つ
っ
た
。
ハ
市
城
〉

お
べ
っ
と
う
ハ
別
当
〉
反
下
で
は
、
社
の
世
話
を
す
る
人
ハ
一
社
に
一

人
ず
つ
〉
の
こ
と
を
オ
ベ
ッ
ト
ウ
と
呼
ん
で
い
る
。
お
別
当
に
は
、
特
に

古
い
家
が
選
ば
れ
る
。
ハ
そ
の
社
お
宮
に
も
っ
と
も
貢
献
の
あ
っ
た
人
な

ど
ー
そ
の
家
が
代
々
そ
の
っ
と
め
を
果
し
て
い
る
。
お
別
当
の
仕
事
と
し

て
は
、
そ
の
社
の
鍵
ハ
か
ぎ
〉
を
あ
ず
か
っ
て
い
て
、
祭
典
の
と
き
の
宿

を
し
た
り
、
祭
り
の
世
話
を
す
る
。
ま
た
、
お
正
月
の
と
き
の
オ
シ
メ
を

あ
げ
る
の
も
お
別
当
の
仕
事
で
あ
る
。
お
ま
つ
り
の
と
き
に
は
、
神
主

も
、
む
ら
の
人
た
ち
も
、
お
別
当
の
家
に
集
ま
っ
て
、
準
備
を
し
て
か
ら

社
へ
行
く
。
祭
典
の
と
き
の
玉
串
の
奉
て
ん
も
一
番
先
に
や
る
。
座
席
も

神
主
の
次
に
な
っ
て
い
る
。

反
下
の
主
な
社
の
お
別
当
を
上
げ
て
み
る
。

諏
訪
神
社
反
下
全
体
で
お
ま
つ
り
す
る
。
別
当
本
多
盛
重
家

愛
宕
さ
ま
上
反
下
に
あ
り
。
別
当
関
弓
彦
家

秋
葉
神
社
下
反
下
で
ま
つ
る
。
別
当
関
理
一
郎
家

石
尊
さ
ま
下
反
下
で
ま
つ
る
。
別
当
唐
沢
久
男
家

三
峰
さ
ま
下
反
下
で
ま
つ
る
。
別
当
役
唐
沢
重
一
家

大
峯
さ
ま
下
反
下
で
ま
つ
る
。
別
当
関
茂
家

雷
電
さ
ま
下
反
下
で
ま
つ
る
。
別
当
関
一
弘
家

俗民

十
二
さ
ま
下
反
下
で
ま
つ
る
。
別
当
関
良
友
家

秋
葉
さ
ま
上
反
上
で
ま
つ
る
。
別
当
飯
塚
か
つ
み
家
(
反
下
)

神
様
家
で
ま
つ
る
神
様
に
は
い
ろ
い
ろ
な
神
さ
ま
が
あ
る
。
次
の
通
り

で
あ
る
。弁

天
様

お
ひ
が
み
様

1120 

こ
れ
は
水
神
様
で
井
戸
神
様

便
所
の
神
さ
ま
、
こ
の
神
さ
ま
に
物
を
進
ぜ
て
、
そ

れ
を
食
べ
る
と
む
し
歯
に
な
ら
な
い
と
い
う
。

夕
方
、
か
く
れ
ん
ぼ
を
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
を
知
ら
せ
る
た
め
、
か
み
か
く
し
と
も
い
う
。

山

の

神

十

二

様

の

こ

と

火
伏
せ
の
神
秋
葉
神
社
の
こ
と

蚕

神

迦

葉

山

ハ

栃

窪

)

神
役
氏
子
総
代
、
ふ
つ
う
は
祭
り
幹
事
と
い
わ
れ
、
春
の
ケ
エ
ヤ
タ
の

と
き
、
氏
子
全
部
の
中
か
ら
選
ば
れ
、
氏
神
に
関
す
る
一
切
の
し
ご
と
を

受
持
つ
。
祭
典
ゃ
、
社
殿
の
維
持
管
理
、
寄
付
、
そ
の
他
の
し
ご
と
で
、

村
役
と
の
関
係
は
特
に
も
た
ず
、
任
期
は
四
年
、
人
数
は
四
人
(
大
道
一

名
、
蟻
川
三
名
)
で
あ
る
。

祭
典
幹
事
は
各
組
か
ら
て
二
名
ず
つ
選
ば
れ
、
計
十
四
名
で
構
成
さ

れ
、
幹
事
長
を
互
選
し
、
祭
り
行
事
一
切
、
獅
子
舞
や
神
楽
な
ど
の
準
備

や
差
配
な
ど
を
行
な
う
。
氏
子
と
し
て
の
資
格
は
、
村
内
に
住
む
こ
と
が

条
件
で
、
獅
子
舞
や
神
楽
を
演
ず
る
に
は
、
転
入
早
々
で
は
や
れ
な
い
の

が
不
文
律
と
な
っ
て
い
た
。
ハ
蟻
川
)

伊
勢
講
大
正
十
一
年
ま
で
続
い
て
い
た
が
、
関
東
大
震
災
が
一
つ
の
き

か
く
れ
神
様



仰

っ
か
け
で
、
ち
ょ
う
ど
講
員
が
全
部
伊
勢
参
り
を
す
ま
せ
た
こ
と
も
あ
っ

て
や
め
た
。
し
か
も
こ
の
組
で
は
満
二
十
五
歳
以
下
の
若
い
者
が
伊
勢
参

り
に
行
く
と
必
ら
ず
不
幸
が
お
こ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
重
な
っ
た
た

め
に
人
数
が
な
く
な
っ
た
こ
と
も
理
由
だ
っ
た
と
い
う
。

講
に
は
部
落
全
戸
が
入
り
、
毎
年
の
よ
う
に
蟻
川
中
か
ら
十
人
ぐ
ら
い

ず
つ
代
参
に
出
た
。
出
か
け
る
と
き
の
お
立
ち
振
舞
は
五
人
組
て
い
ど
の

集
ま
り
で
や
り
、
組
か
ら
は
銭
別
を
出
し
、
代
参
を
送
り
出
す
と
組
の
者

が
オ
ク
マ
ン
サ
ン
の
鳥
居
の
下
に
オ
カ
リ
ヤ
ハ
小
澗
〉
を
つ
く
っ
た
。
代

参
の
人
数
分
の
オ
カ
リ
ヤ
に
は
、
毎
日
、
交
代
で
道
中
の
無
事
を
祈
る
た

め
に
お
参
り
し
、
無
事
に
帰
っ
て
来
る
と
燃
し
て
き
よ
め
た
。
伊
勢
参
り

を
出
し
た
家
で
は
蔭
膳
を
し
て
道
中
の
無
事
を
祈
っ
た
。
代
参
者
は
お
札

と
シ
ャ
モ
ジ
を
う
け
て
来
て
毎
戸
に
配
っ
た
。
(
蟻
川
〉

代
参
に
行
く
者
は
、
出
か
け
る
前
に
お
立
ち
振
舞
を
し
て
出
か
け
た

が
、
村
の
テ
イ
が
家
の
近
く
の
辻
な
ど
に
オ
カ
リ
ヤ
を
つ
く
り
、
代
参
に

行
っ
た
人
の
名
前
と
趣
旨
を
書
い
た
札
を
立
て
て
お
い
た
。
家
に
よ
っ
て

は
蔭
膳
も
供
え
た
。
帰
っ
て
来
る
と
み
ん
な
が
い
く
ら
か
包
ん
で
行
っ
て

お
札
を
わ
け
て
も
ら
っ
た
。
「
あ
れ
に
か
ぎ
っ
て
タ
ダ
で
も
ら
う
も
の
じ

ゃ
あ
な
い
」
と
い
わ
れ
て
き
た
。
ハ
大
道
ロ

伊
勢
参
宮
の
お
仮
屋
昔
、
伊
勢
参
り
は
部
落
か
ら
代
表
が
代
参
に
行
っ

た
も
の
だ
が
下
山
田
で
は
、
上
の
山
の
泉
源
沢
南
の
高
台
に
村
中
の
者
が

集
ま
っ
て
こ
の
地
に
お
仮
屋
を
つ
く
り
、
送
り
出
し
た
。
帰
り
も
こ
こ
に

集
ま
っ
て
出
迎
え
、
お
仮
屋
の
前
で
ワ
ラ
ジ
を
脱
い
だ
。
こ
こ
に
は
樹
令

数
百
年
と
い
う
大
き
な
ナ
ラ
の
木
が
あ
っ
て
オ
オ
ナ
ラ
と
い
っ
て
い
た

信第五章

が
、
第
二
次
大
戦
後
な
く
な
っ
て
荒
れ
て
い
る
。
ハ
山
田
〉

三
峰
講
村
中
が
加
入
し
て
い
て
「
火
伏
の
神
」
と
し
て
三
峰
さ
ん
に
お

参
り
す
る
が
、
代
参
は
一
年
二
人
ず
つ
に
な
っ
て
い
る
。
春
秋
の
二
回
代

参
と
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
講
が
も
た
れ
る
が
、
親
都
神
社
の
境
内
に
建

て
ら
れ
た
三
峰
さ
ん
の
石
澗
前
に
講
中
が
集
ま
り
、
そ
こ
で
飲
食
す
る

が
、
酒
一
升
、
肴
も
代
参
の
二
人
が
重
箱
に
一
つ
ず
つ
用
意
し
て
来
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
集
ま
り
は
夕
方
に
き
ま
っ
て
お
り
、
野
外
で
や
る
の

で
飯
は
つ
か
な
い
。
三
峰
さ
ん
に
は
オ
タ
キ
ア
ゲ
を
供
え
る
。
オ
タ
キ
ア

ゲ
は
、
共
有
の
鍋
を
使
っ
て
三
合
ぐ
ら
い
の
米
を
野
天
で
炊
き
、
煮
え
た

ま
ま
の
飯
を
ハ
ジ
も
使
わ
ず
、
白
紙
(
半
紙
)
の
上
に
ベ
タ
リ
と
ひ
つ
く

り
か
え
し
て
あ
け
、
そ
の
ま
ま
供
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
み
ん
な
で

拝
ん
で
か
ら
酒
を
飲
む
が
、
そ
の
席
で
代
参
の
人
か
ら
お
札
を
配
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
。
ハ
五
反
田
・
常
山
)

古
峰
ケ
原
講
戸
数
二
十
九
戸
中
二
十
四
戸
が
講
員
で
、
毎
年
五
月
初
こ

ろ
、
三
人
ず
つ
代
参
を
出
し
て
い
る
。
村
に
残
っ
て
い
る
講
帳
に
は
天
保

七
年
と
あ
る
。

千
四
百
九
拾
八
番

古
峰
ケ
原
金
剛
山
講
中
之
記

上
州
吾
妻
郡
山
田
村
議
中

天
保
七
年
甲
三
月
吉
田

代
参
清
之
丞
…
殿

半

殿

と
あ
り
、
百
六
十
四
軒
分
、
御
初
尾
、
金
弐
百
五
拾
疋
、
御
供
料

1121 

四
百



誌

五
十
文
で
あ
っ
た
。

五
十
二
年
度
は
、
五
月
四
日
に
行
っ
て
お
り
、
講
金
は
六
千
二
百
八
十

円
で
、
数
あ
る
講
中
の
中
で
も
最
も
古
い
も
の
と
し
て
、
古
峰
神
社
で
の

祈
稽
の
際
に
は
必
ら
ず
上
座
に
つ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
ハ
寺

社
原
)

薬
師
の
講
四
万
日
向
見
薬
師
の
講
が
あ
っ
て
、
五
人
組
ハ
隣
り
組
〉
が

中
心
で
つ
く
ら
れ
て
い
て
、
毎
年
積
み
立
て
を
し
て
、
組
ご
と
に
一
人
ず

つ
の
代
表
が
毎
年
四
月
八
日
に
お
参
り
に
行
く
。
岩
本
上
組
で
五
組
の
講

が
あ
り
、
五
人
連
れ
立
っ
て
行
き
、
議
金
を
出
し
て
講
帳
に
名
前
を
書

き
、
お
参
り
を
し
て
そ
れ
ぞ
れ
お
札
を
受
け
て
宿
へ
行
く
。
旅
費
は
自
分

持
ち
ハ
個
人
負
担
〉
で
あ
る
。
(
か
な
り
古
く
か
ら
の
も
の
で
、
背
は
歩

い
て
行
っ
た
。
現
在
は
一
人
三
五

O
O円
〉
(
岩
本
)

ア
キ
ヤ
講
ハ
秋
葉
講
以
下
反
下
で
は
、
上
組
と
下
組
と
で
、
別
々
に
ア

キ
ヤ
講
を
し
て
い
る
。
毎
月
二
三
日
に
、
宿
は
順
番
で
火
の
用
心
の
た
め

に
集
ま
っ
て
会
食
を
し
た
。
こ
の
晩
ア
キ
ヤ
サ
マ
ハ
秋
葉
さ
ま
〉
の
灯

篭
に
灯
明
を
つ
け
た
。
ハ
反
下
〉

地
神
講
畑
の
神
さ
ま
は
地
神
さ
ま
と
い
う
。
若
い
衆
の
こ
ろ
ハ
明
治
四

五
年
生
れ
の
人
の
話
〉
ま
で
、
下
反
下
で
は
二

O
戸
ぐ
ら
い
で
一
つ
の
講

を
つ
く
り
、
秋
も
ん
を
と
り
い
れ
て
か
ら
宿
は
交
代
で
地
神
講
を
し
て
い

た
。
ご
ち
そ
う
は
こ
わ
め
し
か
、
あ
ず
き
め
し
、
そ
れ
に
、
ふ
る
う
ハ
い

ん
げ
ん
〉
を
と
っ
て
き
て
、
煮
つ
け
て
食
べ
た
。
あ
ず
き
め
し
と
い
っ
て

も
、
コ
メ
は
少
し
で
、
ム
ギ
と
か
ヒ
エ
な
ど
を
入
れ
て
つ
く
っ
た
。
こ
れ

を
サ
ン
ゴ
タ
メ
シ
ハ
三
穀
飯
)
と
い
っ
た
。
な
お
、
マ
ン
カ
チ
ハ
ガ
マ
ガ

民俗

エ
ル
の
こ
と
)
は
、
地
神
さ
ま
だ
か
ら
殺
す
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。
マ

ン
カ
チ
は
、
蚊
と
か
、
ネ
ズ
ミ
を
と
っ
て
食
べ
る
の
で
、
人
聞
に
役
に
た

っ
て
い
る
と
い
う
。
(
下
反
下
)

自
然
石
を
マ
マ
ハ
傾
斜
地
〉
の
と
こ
ろ
に
立
て
て
地
神
さ
ま
と
し
て
ま

つ
っ
て
い
る
。
地
神
さ
ま
は
は
た
け
の
神
さ
ま
で
、
春
と
秋
に
地
神
講
を

す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ハ
反
下
)

八
海
山
八
月
二
十
六
、
七
日
の
こ
ろ
、
八
海
山
へ
お
こ
も
り
に
行
く
。
代

参
で
な
く
個
人
で
行
っ
た
。
す
ご
い
岩
山
で
、
鎖
の
場
所
が
あ
り
ハ
=
一
十

八
く
さ
り
)
、
そ
こ
ま
で
行
く
途
中
に
ロ

1
ソ
タ
に
火
を
つ
け
て
上
げ
る
。

皇
ま
つ
り
に
は
火
渡
り
を
し
た
。
二
聞
に
三
問
、
高
さ
一
間
ほ
ど
の
ゴ
マ

を
積
み
上
げ
、
行
者
が
タ
イ
マ
ツ
で
火
を
入
れ
た
。
三
時
間
ほ
ど
で
焼
け

る
が
、
そ
こ
で
火
渡
り
を
し
て
女
の
人
も
や
っ
た
。
家
で
は
高
い
竿
の
上

に
ロ

l
ソ
グ
を
立
て
た
。
ハ
市
城
)

石
尊
さ
ん
石
尊
さ
ま
は
、
上
反
下
の
山
の
頂
上
に
あ
り
そ
こ
か
ら
上
反

下
の
コ
ウ
チ
全
体
が
よ
く
見
え
る
。
石
尊
さ
ま
は
上
反
下
で
ま
つ
っ
て
い

た
。
七
月
二
八
日
に
コ
ウ
チ
の
人
た
ち
が
出
て
、
そ
こ
ま
で
の
道
刈
り
を

し
た
。
石
尊
さ
ま
ま
で
登
っ
て
、
お
み
き
を
い
た
だ
い
て
来
た
。
石
尊
さ

ま
の
お
ま
つ
り
の
頃
、
山
の
上
か
ら
上
反
下
の
方
を
見
下
ろ
し
て
み
て
、

作
物
が
い
っ
ぱ
い
に
な
れ
ば
ハ
田
畑
に
ふ
さ
が
っ
て
い
れ
ば
〉
豊
作
で
あ

る
と
い
わ
れ
た
。
ハ
上
反
下
〉

石
神
さ
ん
大
道
の
下
の
方
、
行
沢
に
近
い
吉
沢
家
の
裏
、
道
路
わ
き
に

石
神
さ
ん
の
石
澗
が
あ
る
。
「
明
和
四
年
当
所
士
口
沢
太
左
衛
門
」
と
い
う

銘
が
あ
る
が
、
と
き
に
は
赤
い
ヨ
ダ
レ
カ
ケ
な
ど
が
上
っ
て
い
た
こ
と
も
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仰

あ
る
も
の
の
、
何
の
オ
ガ
ン
シ
ョ
か
、
ど
ん
な
神
さ
ま
か
わ
か
ら
な
い
。

天
寺
権
現
大
道
の
石
神
さ
ん
よ
り
下
の
方
の
雑
木
林
の
傾
斜
面
に
四
基

ほ
ど
の
石
胴
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
の
柱
に
「
天
寺
権
現
」
と
彫
ら
れ
、
「
明

和
五
年
当
所
吉
沢
太
左
衛
門
」
と
あ
っ
て
、
石
神
さ
ん
と
同
一
人
の
建

立
で
あ
る
。
天
寺
さ
ん
と
い
う
の
が
何
の
神
さ
ま
か
わ
か
ら
な
い
。

石
喰
稲
荷
高
津
長
久
保
に
あ
り
、
明
治
の
初
ご
ろ
京
都
伏
見
稲
荷
を
勧

誘
し
た
も
の
と
い
わ
れ
、
白
狐
が
現
れ
て
石
を
喰
う
と
い
う
の
で
石
喰
稲

荷
と
い
う
。
明
治
二
十
八
年
こ
ろ
か
ら
太
々
識
が
始
ま
り
、
四
月
九
日
の

祭
典
の
時
は
太
々
神
楽
を
奉
奏
す
る
の
が
今
日
も
続
い
て
い
る
。
社
は
天

然
の
大
岩
石
で
洞
穴
と
な
り
、
社
前
に
多
数
の
陶
製
の
白
狐
が
並
ん
で
い

た
と
い
う
。
そ
れ
は
蚕
が
当
る
と
い
う
こ
と
で
参
拝
者
が
多
く
、
お
守
り

の
白
狐
を
借
り
て
ゆ
き
、
肥
る
と
ご
利
益
が
あ
る
と
い
う
の
で
借
り
て
行

き
、
翌
年
二
倍
に
し
て
お
返
し
す
る
こ
と
が
行
な
わ
れ
、
大
正
時
代
か
ら

昭
和
の
初
め
ま
で
、
お
守
り
の
白
狐
が
数
千
体
も
社
前
に
並
ん
で
い
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。
ハ
横
愚

大
岩
不
動
尊
月
の
二
十
八
日
が
縁
日
で
、
四
月
二
十
八
日
ハ
高
間
の
大

黒
さ
ん
と
祭
り
を
合
わ
せ
る
と
し
て
最
近
は
五
月
二
十
八
日
)
と
、
九
月

二
十
八
日
ハ
氏
神
の
諏
訪
神
社
の
祭
り
と
合
わ
せ
る
)
と
が
大
祭
で
あ

る
。
む
か
し
は
講
を
つ
く
り
、
四
月
に
、
家
内
安
全
の
護
摩
を
た
い
た
。

近
年
は
交
通
安
全
の
祈
願
も
う
け
て
い
る
。
本
堂
の
わ
き
に
四
十
六
童
子

が
ま
つ
っ
て
あ
る
が
こ
れ
は
不
動
様
の
家
来
と
い
わ
れ
、
子
育
て
の
オ
ガ

ン
シ
ョ
を
か
け
に
来
る
人
も
あ
る
。
ま
た
、
境
内
に
は
女
の
人
の
「
腰
か

ら
下
の
病
」
に
あ
ら
た
か
な
神
が
ま
つ
ら
れ
て
参
拝
者
が
あ
る
。

信第五章

大
岩
不
動
尊
は
、
関
家
で
お
ま
つ
り
し
て
い
る
。
関
家
の
先
祖
は
関
肥

前
守
清
忠
と
い
い
、
佐
藤
忠
信
の
子
、
こ
の
子
孫
が
小
田
原
へ
来
て
か
ら

こ
の
地
へ
移
り
住
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
、
清
忠
は
父
忠
信
か
ら
守
り
本
尊
の

不
動
明
王
を
ゆ
ず
り
う
け
、
こ
の
地
へ
紀
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
。
(
大
岩
〉

不
動
さ
ん
不
動
さ
ん
は
日
本
武
尊
を
ま
つ
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。
敵
に

や
ら
れ
た
と
き
の
剣
を
も
っ
て
い
る
の
が
お
す
が
た
に
な
っ
て
い
る
。
大

岩
の
近
く
に
霧
降
り
の
滝
と
い
う
の
が
あ
る
。
高
さ
十
六
丈
八
尺
、
そ
の

奥
に
も
う
一
つ
の
滝
が
あ
り
、
そ
こ
に
不
動
様
の
お
す
が
た
を
ま
つ
っ
て

あ
り
、
風
の
き
れ
自
に
お
す
が
た
が
拝
め
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
う
い
う
人

は
運
の
い
い
人
と
い
わ
れ
た
。
む
か
し
は
不
動
様
の
お
こ
も
り
堂
で
お
こ

も
り
を
す
る
人
も
あ
っ
た
。
二
十
一
日
間
の
断
食
を
し
て
不
動
様
の
お
す

が
た
を
拝
も
う
と
し
た
。
お
す
が
た
を
見
て
病
気
が
全
快
し
た
人
も
あ
っ

た
。
穎
病
の
人
で
な
お
っ
た
人
も
あ
っ
た
と
い
う
。
ハ
大
岩
〉

ハ
ダ
カ
の
稲
荷
五
反
田
中
村
の
奥
の
方
に
あ
る
ハ
ダ
カ
の
稲
荷
は
、
古

く
か
ら
近
在
の
人
た
ち
の
信
仰
を
う
け
、
昭
和
の
初
年
こ
ろ
ま
で
は
中
之

条
の
町
の
人
も
来
た
。
稲
荷
社
の
あ
る
と
こ
ろ
は
急
坂
で
、
の
ぼ
り
道
の

杉
の
木
の
皮
が
人
の
手
で
光
っ
て
い
た
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
。
宮
に
上
っ

て
い
る
額
に
は
文
化
八
年
三
八
一
二
〉
の
年
号
が
見
え
る
。
祭
り
は
毎

年
初
午
の
と
き
で
、
お
稲
荷
さ
ん
の
像
を
借
り
て
来
て
オ
ガ

γ
シ
ョ
を
か

け
、
翌
年
倍
に
し
て
返
す
と
諸
作
が
よ
く
と
れ
る
と
い
わ
れ
、
今
で
も
オ

ガ
ン
ジ
ョ
を
か
け
る
人
が
い
る
。
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
だ
と
い
う
が
、
祭

り
の
と
き
に
舟
の
ヤ
タ
イ
を
つ
く
っ
て
、
オ
ネ
リ
を
し
て
曳
い
た
と
こ
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誌

ろ
、
そ
の
年
に
大
あ
ら
し
に
な
っ
て
各
所
に
被
害
が
出
た
た
め
、
そ
れ
か

ら
は
祭
り
が
な
く
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。

高
聞
の
大
黒
さ
ん
暮
坂
峠
を
越
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
大
黒
さ
ん
は
、
自

然
石
の
お
姿
で
農
業
全
般
の
神
さ
ま
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
五
月
二

十
八
日
の
例
祭
に
は
、
今
で
も
相
当
数
の
人
が
豊
作
の
オ
ガ
ン
シ
ョ
で
お

参
り
に
行
き
、
槌
を
借
り
て
来
る
。
そ
の
年
諸
作
が
ア
タ
リ
な
ら
ば
翌
年

倍
に
し
て
返
す
。
当
ら
な
く
て
も
倍
に
し
て
返
す
の
が
オ
ガ
ン
シ
ョ
パ
タ

シ
な
の
で
大
黒
さ
ん
に
は
槌
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
金
子
で
返
し
て
も
よ
い

と
い
う
。

オ
ヒ
ガ
ミ
サ
マ
便
所
の
神
さ
ま
の
こ
と
を
オ
ヒ
ガ
ミ
サ
マ
と
い
う
。

お
正
月
の
三
が
日
の
こ
ろ
、
初
絵
売
り
が
オ
ヒ
ガ
ミ
サ
マ
の
絵
ハ
お
ん

な
の
人
の
お
す
が
た
を
し
て
い
る
〉
を
一
緒
に
売
り
に
来
た
。
原
町
方
面

の
人
が
、
百
姓
仕
事
の
あ
い
聞
に
売
り
に
来
た
よ
う
だ
。

子
ど
も
が
生
ま
れ
て
三
日
目
に
、
お
ば
あ
さ
ん
(
ほ
か
の
者
で
も
よ
い
〉

が
赤
ん
坊
を
だ
い
て
、
お
さ
ご
を
も
っ
て
、
う
ち
の
オ
ヒ
ガ
ミ
サ
マ
に
お

ま
い
り
し
た
。
(
反
下
〉

四
方
塔
日
影
の
森
田
マ
ケ
で
は
、
毎
月
八
日
が
「
薬
師
ご
も
り
」
と
い

っ
て
一
族
の
女
衆
を
集
め
て
ご
ち
そ
う
を
し
、
い
ろ
い
ろ
話
し
合
っ
た
。

十
八
日
が
観
音
、
二
十
八
日
が
不
動
さ
ん
の
日
と
し
て
森
田
マ
ケ
で
お
祭

り
を
し
て
来
た
。
ま
た
春
秋
の
彼
岸
に
ダ
ン
ゴ
を
つ
く
っ
て
四
方
塔
に
供

え
た
。
四
方
塔
は
、
四
角
の
石
塔
の
各
国
に
仏
像
を
刻
ん
だ
も
の
の
こ
と

を
い
う
が
、
日
影
の
も
の
は
、
南
面
「
不
動
尊
」
東
面
「
薬
師
」
北
面

「
観
音
」
が
刻
ま
れ
、
西
薗
に
は
「
施
主
森
田
忠
右
門
」
ハ
建
立
者
〉
と

民俗
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道祖神(反下〉

な
っ
て
お
り
、
文
化
五
年
ハ
一
八

O
八
〉
七
月
四
日
の
建
立
で
あ
る
。

道
祖
神
道
祖
神
は
兄
妹
で
夫
婦
に
な
っ
た
の
で
村
外
れ
に
ま
つ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
昔
、
あ
る
と
こ
ろ
に
仲
の
良
い
兄
妹
が
い
た
。
年
ご
ろ

に
な
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
嫁
さ
が
し
、
餐
き
が
し
の
旅
に
出
た
。
何
年
か
た
っ

て
も
み
つ
か
ら
ず
、
あ
る
所
で
出
会
っ
た
が
変
わ
っ
て
い
た
の
で
相
手
が

わ
か
ら
ず
、
こ
れ
こ
そ
求
め
て
い
た
夫
、
奏
で
あ
る
と
い
う
の
で
夫
婦
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
悲
劇
の
夫
婦
が
で
き
て
し
ま
い
、
道
祖
神

に
な
っ
た
と
い
う
。
だ
か
ら
村
外
れ
で
、
村
か
ら
離
れ
て
立
っ
て
い
る
の

だ
と
い
う
。
ま
た
火
ま
つ
り
で
ヤ
キ
プ
セ
に
あ
わ
せ
ら
れ
た
の
で
、
正
月

十
四
日
の
夕
方
、
ド
ン
ド
ン
ヤ
キ
で
燃
す
の
だ
と
い
う
。
ハ
市
城
〉

道
祖
神
は
兄
妹
の
神
さ
ま
、
そ
れ
も
兄
妹
で
夫
婦
に
な
っ
た
も
の
だ
と

聞
い
て
い
る
。
(
五
反
田
中
村
〉



仰

岩
本
下
組
に
あ
る
道
祖
神
は
、
兄
妹
の
神
さ
ま
で
、
兄
妹
な
の
に
夫
婦

に
な
っ
た
も
の
だ
か
ら
こ
こ
に
並
ん
で
い
る
。
そ
れ
で
二
人
と
も
メ
ク
ラ

な
の
だ
。
だ
か
ら
い
つ
も
徳
利
と
盃
を
も
っ
て
「
メ
ク
ラ
を
直
し
て
も
ら

え
る
よ
う
」
お
祈
り
し
て
い
る
。
村
の
人
で
目
が
悪
い
と
き
に
は
、
酒
を

持
っ
て
行
っ
て
オ
ガ
ン
シ
ョ
を
か
け
る
と
直
し
て
く
れ
る
御
利
益
が
あ
る

と
い
っ
て
、
大
ぜ
い
の
人
が
オ
ガ
ン
シ
ョ
を
か
け
た
。
(
岩
本
下
組
)

兄
妹
夫
婦
な
の
で
「
み
せ
し
め
」
の
た
め
に
村
外
れ
に
出
し
て
お
か

れ
、
松
葉
い
ぶ
し
に
す
る
た
め
に
ド
シ
ド
ン
焼
き
の
と
き
に
焼
く
の
だ
と

い
う
。
ハ
市
城
〉

地
神
講
地
神
さ
ん
の
お
祭
り
は
春
秋
の
社
日
で
、
そ
の
日
に
は
組
の
者

が
宿
に
集
ま
り
、
床
の
閑
に
「
士
一
祖
埴
山
姫
命
」
と
書
か
れ
た
掛
軸
を
か

け
、
議
員
全
員
が
拝
礼
を
し
て
か
ら
講
を
始
め
る
。
酒
は
な
く
、
春
秋
と

も
ウ
ド
ン
で
会
食
を
し
、
農
業
の
話
や
世
間
話
を
し
て
会
を
終
る
。
(
五

反
田
上
組
〉

地
神
さ
ん
は
「
仏
さ
ん
」
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
講
の
宿
に
は
「
仏
」

の
掛
軸
を
か
け
、
線
香
を
上
げ
て
拝
ん
で
か
ら
講
を
始
め
る
。
酒
肴
が
出

て
宴
会
と
な
る
が
、
食
事
は
出
さ
な
い
き
ま
り
に
な
っ
て
い
る
。
(
五
反

田
下
組
)

部
落
の
全
世
帯
が
加
入
し
て
お
り
、
春
三
月
、
秋
九
月
の
二
度
地
神
講

を
も
つ
が
、
特
別
な
神
は
ま
つ
ら
ず
、
酒
肴
が
出
さ
れ
て
飲
食
を
す
る
。

夕
食
は
必
ら
ず
「
あ
ず
き
め
し
」
と
き
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
日
は
き
ま

っ
て
部
落
の
道
普
請
が
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
後
に
講
を
も

っ
。
ま
た
転
入
者
が
あ
っ
た
り
し
た
時
に
は
こ
の
席
で
ア
イ
サ
ツ
ハ
酒
一

信第五章

升
〉
を
す
る
。
(
五
反
田
親
都
・
嵩
山
)

地
神
講
に
は
エ
ピ
ス
講
と
同
じ
ご
ち
そ
う
を
つ
く
る
。
酒
は
出
な
い

が
、
魚
と
て
ん
ぷ
ら
な
ど
で
飯
を
食
う
。
秋
に
は
オ
シ
ル
コ
が
つ
く
ら
れ

た
。
(
蟻
川
倉
沢
)

酒
肴
の
外
に
、
ス
シ
、
ウ
ド
γ
が
き
ま
り
で
あ
る
。
ハ
蟻
川
百
々
〉

地
神
講
の
料
理
は
特
に
な
い
が
、
ま
ん
じ
ゅ
う
が
当
日
の
ご
ち
そ
う
で

あ
る
。
ハ
大
道
鴨
石
〉

「
社
日
の
お
日
待
ち
」
と
い
い
、
春
は
社
日
、
秋
は
社
日
の
前
日
を
講

の
日
と
す
る
。
春
は
地
神
さ
ん
が
来
る
目
、
秋
は
帰
る
日
に
あ
た
っ
て
い

る
と
い
う
。
講
に
は
、
宿
に
集
ま
っ
て
来
た
者
が
人
数
に
な
る
こ
と
、
何

人
集
ま
っ
て
も
酒
は
一
升
、
肴
は
宿
で
出
し
て
く
れ
た
も
の
を
食
べ
る
、

と
い
う
の
が
き
ま
り
で
、
特
別
に
買
っ
て
来
る
こ
と
は
し
な
い
。
春
秋
と

も
に
集
ま
り
は
夕
食
後
に
な
っ
て
い
る
の
で
会
食
す
る
こ
と
は
な
く
、
十

二
時
す
ぎ
ま
で
い
る
こ
と
も
あ
る
。
(
大
道
〉

一
一
一
月
と
九
月
に
す
る
。
宿
は
順
番
で
、
会
費
は
出
し
合
い
で
大
食
会
に

な
る
。
ア
ズ
キ
ゲ
エ
が
き
ま
り
で
、
米
三
合
、
小
豆
一
合
ず
つ
集
め
て
つ

く
っ
た
。
品
目
は
酒
は
な
く
、
な
か
ら
食
っ
た
時
に
オ
シ
イ
を
し
た
。
ア
ズ

キ
ゲ
エ
は
煮
る
の
が
面
倒
で
、
う
ま
く
煮
え
る
と
一
人
前
と
い
わ
れ
、
地

神
講
の
も
の
は
う
ま
か
っ
た
。
堅
牢
地
神
の
カ
ケ
ジ
を
か
け
、
あ
り
あ
わ

せ
の
も
の
で
オ
ソ
ナ
エ
を
し
て
、
線
香
を
上
げ
、
坊
さ
ん
に
も
拝
ん
で
も

ら
っ
た
。
参
加
者
は
、
宿
に
来
る
と
す
ぐ
に
線
香
を
上
げ
て
拝
ん
だ
。
い

ま
も
や
っ
て
い
る
が
酒
を
出
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
市
裁
が
二
つ
に
分

れ
て
や
っ
て
い
る
の
で
、
一
方
の
組
で
は
ボ
タ
モ
チ
を
つ
く
っ
た
こ
と
も
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あ
る
と
い
う
。
玉
砂
糖
な
ど
を
入
れ
て
甘
く
し
た
の
で
み
ん
な
が
食
べ
な

か
っ
た
と
い
う
。
ハ
市
城
)

背
は
、
部
落
の
五
人
組
で
、
ま
わ
り
番
で
宿
を
し
て
や
っ
た
が
、
い
ま

は
し
て
い
な
い
。
ハ
栃
窪
〉

「
彼
岸
に
社
日
は
つ
い
て
ま
わ
る
」
と
い
っ
て
、
彼
岸
の
こ
ろ
社
日
が

あ
り
、
地
神
講
が
あ
っ
た
。
庚
申
欝
や
天
道
念
仏
は
な
く
な
っ
た
が
、
地

神
講
は
今
で
も
あ
ち
こ
ち
で
や
っ
て
い
る
。
ハ
折
田
〉

甲
子
講
ハ
き
の
え
ね
こ
う
〉
こ
れ
は
、
組
ご
と
に
ま
つ
っ
て
い
る
。
甲

子
さ
ま
は
福
の
神
で
あ
る
。
甲
子
の
日
に
ま
つ
る
の
で
、
年
六
固
ま
つ
っ

て
い
る
。
お
ま
つ
り
を
し
て
会
食
を
し
た
。
組
ご
と
に
積
み
立
て
〈
貯
金
)

を
し
て
、
そ
の
金
で
旅
行
に
行
っ
た
り
、
身
上
の
た
し
に
し
た
り
し
た
。

ハ
下
反
下
〉

お
三
夜
さ
ん
春
秋
の
二
回
、
村
中
の
オ
ン
ナ
シ
ョ
ハ
女
衆
〉
が
講
中
と

な
っ
て
お
三
夜
さ
ん
を
す
る
。
そ
の
日
は
、
宿
に
な
る
家
で
ト
ウ
フ
を
一

箱
ハ
十
六
丁
〉
つ
く
り
議
員
が
集
ま
っ
て
ス
シ
、
ダ
ン
ゴ
、
ま
た
は
マ
ゼ

メ
シ
ハ
五
固
め
し
〉
を
つ
く
る
。
夕
方
に
な
る
と
お
一
一
一
夜
さ
ん
ハ
月
〉
に

供
え
、
和
讃
の
で
き
る
老
人
を
中
心
に
拝
ん
で
も
ら
っ
て
か
ら
お
祭
り
を

す
る
。
そ
の
日
は
、
お
月
さ
ん
が
上
る
ま
で
話
を
し
た
り
、
食
べ
た
り
し

て
待
つ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ハ
五
反
田
・
白
久
保
〉

明
治
末
か
ら
村
中
で
や
る
こ
と
は
な
く
な
り
、
個
人
で
や
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
、
「
今
夜
は
お
三
夜
さ
ん
だ
か
ら
」
と
い
う
の
で
ダ

γ
ゴ
を
つ

く
っ
た
の
を
食
べ
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

ム
ケ
エ
マ
チ
ハ
迎
え
待
ち
〉
と
い
っ
て
、
月
が
上
る
の
を
家
の
中
で
待

俗民

た
ず
、
外
へ
出
て
待
つ
た
め
に
歩
い
て
行
く
と
利
根
の
月
夜
野
町
黒
岩
の

あ
た
り
ま
で
行
く
と
、
よ
う
や
く
月
が
の
ぼ
っ
て
く
る
の
で
、
そ
こ
か
ら

帰
っ
て
来
た
と
い
う
。
ハ
大
道
)

十
ニ
さ
ん
男
神
で
、
山
仕
事
を
す
る
人
が
信
仰
し
、
毎
月
の
十
二
日
に

は
山
へ
出
る
な
ハ
行
く
な
J

八
日
に
は
木
を
切
る
な
な
ど
い
う
。
山
で

の
け
が
の
多
い
日
は
八
日
、
十
二
日
が
多
い
と
い
う
。
ハ
折
田
)

山
の
神
の
こ
と
を
十
二
様
と
い
う
。
女
の
神
さ
ま
と
い

b
れ
る
。
猟
師

と
か
き
こ
り
の
人
た
ち
が
ま
つ
っ
た
。
毎
月
十
二
日
が
ま
つ
り
の
目
。
も

と
は
山
に
個
人
で
石
宮
を
た
て
て
お
ま
つ
り
し
た
。
ハ
反
下
〉

十
二
さ
ま
は
山
の
神
さ
ま
で
、
女
神
で
十
二
人
の
子
ど
も
が
い
る
。
そ

の
子
を
育
て
る
の
に
茶
わ
ん
が
足
り
な
く
て
一
人
二
わ
ん
な
く
、
一
つ
の

茶
わ
ん
で
汁
か
け
飯
に
し
て
食
わ
せ
た
か
ら
、
朝
、
山
へ
行
く
時
に
は
汁

か
け
飯
を
し
て
食
う
と
パ
チ
が
あ
た
る
か
ら
や
っ
て
は
い
け
な
い
と
い

う
。
ハ
上
反
下
)

山
の
神
さ
ま
で
昔
は
村
中
で
お
祭
り
を
し
た
。
十
二
月
十
二
日
が
祭
り

で
、
世
話
人
が
寄
附
を
集
め
て
、
酒
を
買
っ
た
り
、
餅
を
つ
い
た
り
し

た
。
(
市
城
)

十
ニ
一
講
一
月
十
二
日
を
十
二
講
の
日
と
し
、
暮
の
う
ち
に
煮
て
お
い
た

小
豆
を
使
っ
て
講
を
し
た
。
(
岩
本
・
原
)

山
仕
事
に
た
ず
さ
わ
る
人
が
、
仕
事
始
め
に
十
二
様
を
ま
つ
り
、
焼
酎

な
ど
を
欽
む
。
ハ
各
地
〉

炭
焼
き
を
す
る
人
な
ど
が
集
ま
っ
て
十
二
講
を
す
る
が
村
全
体
で
は
や

ら
な
い
。
二
月
八
日
に
は
山
仕
事
に
出
な
い
。
ま
た
生
木
を
切
ら
な
い
。
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ハ
四
万
〉

十
ニ
講
の
酒
大
き
い
山
を
買
っ
て
や
る
時
な
ど
は
ト
マ
リ
山
に
な
る
が

ハ
小
屋
が
け
で
仕
事
を
す
る
山
)
、
こ
ん
な
時
に
は
元
締
が
仕
事
始
に
酒
を

買
う
。
十
二
講
と
い
う
わ
け
で
、
仕
事
が
続
い
て
い
る
時
に
は
、
月
の
十

二
日
に
も
酒
を
出
す
。
山
が
終
り
に
な
る
時
に
も
酒
を
出
す
。
一
升
く
ら

い
か
ら
二
、
三
升
と
い
う
量
で
あ
る
。
ハ
上
反
下
〉

山
の
仕
事
始
、
仕
事
納
め
の
と
き
に
一
杯
や
る
こ
と
を
十
二
一
講
と
い
っ

た
。
そ
の
時
に
、
コ
ッ
プ
や
茶
わ
ん
に
一
杯
だ
け
酒
を
つ
い
で
十
二
さ
ま

に
供
え
て
お
き
、
酒
が
終
り
に
な
る
時
に
こ
れ
を
ま
わ
し
の
み
し
て
オ
ト

メ
に
な
っ
た
。
(
上
反
下
〉

十
ニ
さ
ま
の
四
節
二
月
、
四
月
、
九
月
、
十
二
月
の
各
十
二
日
が
四
節

で
あ
り
、
村
中
で
ま
わ
り
番
で
宿
を
し
て
集
ま
っ
た
。
そ
の
日
に
は
、
忘

れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
の
で
村
中
を
招
待
し
て
ま
わ
り
、
料
理
は
宿
も
ち

と
し
て
、
や
さ
い
を
ト
ウ
フ
で
和
え
た
も
の
ハ
シ
ラ
ア
エ
)
と
か
煮
つ

け
、
精
進
あ
げ
、
き
ん
ぴ
ら
、
な
ど
と
き
ま
っ
て
お
り
、
村
民
は
夕
飯
を

食
べ
て
か
ら
集
ま
っ
た
。
半
数
く
ら
い
の
出
席
で
、
集
ま
り
ぐ
あ
い
で
世

話
人
が
開
会
し
た
。
戦
時
中
に
な
く
な
っ
た
。
(
上
反
下
〉

十
こ
さ
ん
の
日
毎
月
の
回
目
、
八
日
、
十
二
日
は
十
こ
さ
ん
の
日
と
い

わ
れ
、
生
っ
木
を
切
る
な
と
い
う
。

マ
ド
木
一
本
の
木
が
二
ま
た
に
な
っ
て
再
び
合
わ
さ
っ
て
マ
ド
に
な
っ

て
い
る
木
ハ
く
っ
つ
い
て
い
な
く
も
)
は
、
で
き
る
こ
と
な
ら
ば
切
る
な

と
い
わ
れ
た
。
ハ
上
反
下
〉

木
を
切
っ
た
時
の
作
法
大
き
い
木
を
切
る
に
は
両
方
か
ら
切
る
こ
と
が

{言第五章

多
い
が
、
そ
ん
な
時
に
で
き
る
切
り
株
の
ト
ゲ
は
切
っ
て
と
っ
て
お
け
と

い
う
。
十
二
さ
ま
の
休
み
場
に
な
る
か
ら
ト
ゲ
は
と
れ
と
い
う
わ
け
で
あ

る。
大
き
な
木
を
切
っ
た
時
は
「
十
こ
さ
ん
に
進
ぜ
る
」
と
い
っ
て
、
木
の

枝
を
き
し
て
お
く
。
無
事
に
木
を
切
る
こ
と
が
で
き
た
お
礼
で
あ
る
、

ハ
上
反
下
〉

十
こ
さ
ん
の
お
し
み
木
ま
ど
木
と
か
、
夫
婦
木
ハ
め
お
と
ぎ
、
二
本
な

ら
ん
で
い
る
木
の
こ
と
〉
は
、
十
二
さ
ん
の
お
し
み
木
だ
か
ら
、
木
を
切

る
と
(
ヨ
キ
ダ
テ
を
す
る
と
〉
け
が
を
す
る
と
い
っ
た
。
ハ
上
反
下
〉

大
般
若
講
吾
妻
郡
・
内
の
大
般
若
講
は
、
市
裁
の
宗
福
寺
の
祭
り
を
始
め

と
し
て
次
ぎ
次
ぎ
に
行
な
わ
れ
る
。

三
月
二
十
八
日
宗
福
寺
中
之
条
町
市
域

四

月

三

日

雲

龍

寺

長

野

原

町

五

日

長

徳

寺

東

村

新

巻

十
五
日
応
永
寺
吾
妻
町
岩
下

十
八
日
林
昌
寺
中
之
条
町
伊
勢
町

二
十
四
日
永
林
寺
中
之
条
町
沢
渡

二
十
九
日
林
昌
院
中
之
条
町
平
字
字
妻

五

月

二

日

柳

沢

寺

六

合

村

三
日
泉
龍
寺
高
山
村
尻
高

長
徳
寺
は
施
餓
鬼
、
林
昌
寺
は
観
音
堂
の
祭
り
、
永
林
寺
は
地
蔵
尊
の

祭
り
、
林
昌
院
は
も
と
は
四
月
三
目
だ
っ
た
の
を
天
皇
誕
生
日
に
変

更
、
柳
沢
寺
は
八
十
八
夜
の
日
、
泉
龍
寺
は
憲
法
記
念
日
に
あ
わ
せ
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市城の大般若講

イ谷民

て
い
る
。

宗
福
寺
の
ま
つ
り
に
集
ま
っ
た
席
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
の
般
若
講
に
つ

い
て
の
連
絡
、
招
待
が
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ハ
市
城
)

宗
福
寺
本
寺
は
子
持
村
の
隻
林
寺
。
三
回
も
の
火
災
に
あ
っ
た
た
め
に

寺
の
文
書
は
一
切
な
く
、
一
時
、
不
動
堂
に
間
借
り
し
て
寺
と
し
て
継
続

し
た
と
い
う
こ
と
で
、
明
治
二
十
七
、
八
年
こ
ろ
、
当
時
の
金
二
十
五
円

で
、
横
尾
の
文
殊
院
か
ら
建
物
を
買
い
と
り
、
移
築
し
て
再
建
さ
れ
、
不

動
堂
下
に
あ
っ
た
舞
台
の
ふ
す
ま
を
四
方
に
入
れ
た
も
の
で
、
障
子
も
腰

の
高
い
も
の
や
低
い
も
の
い
ろ
い
ろ
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
檀
信
徒
の
寄

進
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
。

不
動
堂
が
こ
わ
さ
れ
た
と
き
不
動
明
王
像
が
寺
に
移
さ
れ
、
そ
れ
以
来

中
央
に
ま
つ
ら
れ
て
い
た
が
、
昭
和
十
六
、
七
年
こ
ろ
、
宗
教
法
人
法
の

施
行
に
よ
っ
て
、
本
尊
の
釈
迦
如
来
を
中
央
に
安
置
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
大
般
若
講
で
は
、
寺
の
行
事
と
不
動
堂
の
大
祭
り
が
一
つ

に
な
っ
て
お
り
、
村
の
人
が
出
て
ハ
ナ
を
つ
く
り
、
飾
り
つ
け
を
し
て
用

意
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ハ
市
城
)

準
備
世
話
人
ハ
任
期
二
年
〉
さ
ん
を
中
心
に
し
て
上
、
下
市
城
の
人
が

手
伝
い
に
出
て
準
備
を
す
る
。
村
中
の
都
合
の
つ
く
特
志
の
人
で
、
近
所

の
家
を
宿
に
し
て
や
る
。
つ
く
る
も
の
は
、
ハ
ナ
、
マ
イ
ダ
マ
、
オ
ソ
ナ

エ
な
ど
で
、
ハ
ナ
は
、
竹
を
割
り
、
こ
れ
に
薄
紙
を
細
工
し
て
つ
く
っ
た

も
の
で
、
マ
キ
ワ
ラ
に
き
し
て
本
堂
の
表
に
に
ぎ
や
か
に
か
ざ
る
。
寺
の

幕
を
つ
る
し
、
そ
こ
に
チ
ョ
ウ
チ
ン
も
下
げ
る
。
米
の
粉
を
ひ
い
て
、
三

升
く
ら
い
で
マ
イ
ダ
マ
と
オ
ソ
ナ
エ
を
つ
く
る
。
オ
ソ
ナ
エ
は
す
ん
だ
あ

と
小
さ
く
切
っ
て
ま
る
で
猫
の
ヘ
ラ
ハ
舌
〉
の
よ
う
な
も
の
を
オ
ミ
ゴ
ク

と
し
て
く
ば
る
。
マ
イ
ダ
マ
は
般
若
講
が
す
ん
だ
あ
と
、
世
話
人
が
集
ま

っ
た
村
人
に
投
げ
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
持
っ
て
帰
る

と
「
お
蚕
が
当
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
米
は
、
土
日
は
村
中
を
ま
わ
っ
て

集
め
た
と
い
う
が
、
現
在
は
買
っ
て
用
意
す
る
。
ハ
市
城
)

般
若
講
準
備
が
で
き
る
と
、
本
堂
の
表
の
方
に
つ
る
し
た
伏
銭
を
鳴
ら

し
て
開
始
の
合
図
と
し
、
僧
た
ち
が
入
場
し
て
指
定
の
位
置
に
つ
く
と
、

唱
名
の
後
閉
式
の
行
が
あ
り
、
水
、
香
、
花
の
散
華
と
し
て
読
経
す
る
。
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川
円

花
は
梅
の
花
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
僧
の
前
に
箱
に
入
れ
て
お
か
れ
た
大

般
若
三
十
巻
ず
っ
と
、
一
斉
に
読
経
し
な
が
ら
風
を
く
れ
る
。
こ
れ
が
終

れ
ば
導
師
、
僧
た
ち
は
退
席
し
て
行
が
す
む
。
寺
の
住
職
が
導
師
に
な
る

き
ま
り
で
あ
る
。
戦
中
戦
後
の
物
資
が
不
足
し
、
社
会
が
混
乱
し
た
中
で

も
、
寺
の
祭
り
だ
け
で
な
く
、
村
の
祭
り
と
し
て
も
続
け
て
来
た
。
僧
が

退
席
し
た
後
で
、
参
集
し
た
村
人
に
対
し
て
世
話
人
の
手
で
マ
イ
ダ
マ
が

ま
か
れ
る
。
豊
蚕
を
願
つ
て
の
こ
と
と
い
わ
れ
、
最
近
は
ま
か
ず
に
分
け

て
く
れ
て
い
る
。
寺
の
表
に
か
ぎ
っ
た
ハ
ナ
も
、
村
人
た
ち
が
も
ら
っ
て

行
っ
て
門
口
に
か
ぎ
っ
た
り
す
る
。
ハ
市
城
〉

蟻
川
の
大
般
若
経
蟻
川
地
区
に
は
、
戸
主
会
所
有
の
大
般
若
経
六
百
巻

が
あ
っ
た
。
村
内
の
小
池
と
塩
平
と
に
あ
る
観
音
は
、
吾
妻
三
十
三
番
札

所
の
三
十
一
番
と
三
十
二
番
の
観
音
で
、
両
部
落
が
一
年
お
き
に
祭
礼
を

し
て
い
た
こ
ろ
は
両
部
落
の
所
有
で
あ
っ
た
が
、
時
代
が
た
つ
に
つ
れ
て

両
組
で
は
も
ち
切
れ
ず
、
蟻
川
村
戸
主
会
所
有
に
な
っ
た
と
い
う
。
経
巻

に
は
す
べ
て
奉
納
し
た
者
の
氏
名
が
記
さ
れ
て
信
仰
の
深
さ
を
物
語
っ
て

い
る
が
、
い
つ
の
こ
ろ
の
こ
と
か
明
ら
か
で
な
い
。
経
巻
の
奥
付
に
は

「
延
宝
丁
乙
四
月
黄
葉
山
宝
蔵
院
」
の
刻
印
が
あ
る
。

般
若
経
は
、
年
に
一
度
「
風
を
く
れ
る
」
こ
と
を
や
る
が
、
誰
も
お
経

を
上
げ
る
人
が
い
な
い
の
で
適
当
に
風
を
く
れ
た
り
し
た
が
、
ツ
キ
モ
ノ

が
し
た
と
き
や
、
頭
の
病
め
る
と
き
(
き
ち
が
い
)
に
は
こ
れ
を
借
り
て

来
て
神
だ
な
に
上
げ
て
「
カ
ゼ
に
あ
て
る
」
と
効
き
め
が
あ
る
と
信
じ
ら

れ
て
来
た
。
三
十
九
年
秋
に
中
之
条
清
見
寺
に
納
経
さ
れ
た
。

f言第五章

二
、
庚

講

申

庚
申
さ
ま
は
作
の
神
、
百
姓
の
神
さ
ま
で
あ
る
。

現
在
は
庚
申
講
は
や
っ
て
い
な
い
が
、
昔
は
、
五
、
六
軒
よ
っ
て
、
秋

に
と
れ
た
も
の
を
料
理
し
て
食
べ
た
。
皿
に
テ
γ
プ
ラ
が
こ
こ
つ
い
た

が
、
こ
れ
は
そ
の
場
で
は
食
べ
な
い
で
、
家
へ
持
ち
帰
っ
て
子
ど
も
に
く

れ
た
。
宿
ま
え
と
い
っ
て
、
宿
に
あ
た
っ
た
家
で
は
、
ご
ち
そ
う
の
費
用

全
部
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
庚
申
講
は
、
戦
争
前
ま
で
し
て

い
た
が
、
物
資
が
少
な
く
な
っ
た
の
で
や
め
に
な
っ
た
。
ハ
下
反
下
〉

上
反
下
に
は
、
現
在
、
庚
申
誘
が
二
組
あ
る
。
一
組
は
五
軒
組
ハ
お
ぼ

え
て
五
軒
だ
っ
た
)
、
も
う
一
組
は
四
軒
ハ
も
と
は
五
軒
〉
。
組
合
せ
は
、
む

ら
の
中
で
も
と
び
と
び
に
な
っ
て
い
る
。
庚
申
待
は
、
庚
申
の
日
に
や

る
。
こ
の
日
を
ア
タ
リ
ピ
と
い
っ
て
い
る
。
そ
の
日
に
都
合
が
悪
け
れ
ば

別
の
日
に
や
る
。
庚
申
様
は
仏
ハ
ぷ
つ
〉
な
の
で
、
お
正
月
の
う
ち
は
や

ら
な
い
。
節
分
が
す
ぎ
て
か
ら
や
る
。
宿
の
き
め
方
は
、
五
軒
組
の
方
は

ま
わ
り
番
、
四
軒
組
の
方
は
く
じ
び
き
で
、
一
年
た
っ
て
最
後
の
宿
の
家

で
引
く
。

当
日
の
朝
か
、
昼
の
こ
ろ
、
組
内
に
沙
汰
を
す
る
。
宿
に
寄
る
の
は
夕

飯
を
食
べ
て
か
ら
、
昔
は
お
膳
が
出
て
、
酒
が
出
て
、
大
変
な
さ
わ
ぎ
で

あ
っ
た
。
一
時
期
節
約
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
最
近
は
ま
た
さ
か
ん
に

な
っ
て
き
た
。
風
呂
に
入
っ
て
か
ら
宿
へ
集
ま
っ
た
。
仕
度
は
ち
ょ
っ
と

し
た
も
の
ハ
よ
そ
い
ぎ
よ
り
ち
ょ
っ
と
落
ち
る
程
度
の
も
の
可
宿
で
す
ぺ
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庚申きまとお膳

民俗

て
振
舞
っ
て
く
れ
た
。
ご
ち
そ
う
は
時
期
に
よ
っ
て
も
が
う
。
も
ち
、
す

し
、
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
、
て
ん
ぷ
ら
は
か
な
ら
ず
つ
け
る
。
む
か
し
は
酒

も
必
ら
ず
で
た
。
(
よ
ば
れ
て
き
た
の
は
一
軒
一
人
ず
つ
〉
仏
壇
の
前
あ

た
り
に
掛
軸
を
か
け
、
線
香
を
あ
げ
て
、
個
人
個
人
で
拝
ん
だ
。
唱
え
ご

と
は
な
い
。
拝
ん
で
か
ら
お
茶
を
の
む
。
集
ま
っ
た
人
は
、
茶
の
み
ぱ
な

し
で
い
ろ
い
ろ
な
は
な
し
を
す
る
。
ハ
時
の
流
れ
の
は
な
し
な
ど
)
む
か

し
は
「
は
な
し
は
庚
申
の
晩
に
」
と
い
わ
れ
た
。
夜
中
ま
で
ハ
一
二
時
ご

ろ
ま
で
〉
は
な
し
を
し
て
い
て
、
泊
ら
ず
に
帰
っ
た
。
お
庚
申
さ
ま
は
、

ア
タ
リ
マ
エ
な
ら
い
く
ら
早
く
や
っ
て
も
い
い
が
、
遅
く
な
る
と
庚
申
さ

ま
は
喜
ば
な
い
と
い
う
。
お
庚
申
さ
ま
を
信
仰
す
れ
ば
身
上
が
よ
く
な
る

と
か
、
陽
気
に
な
る
と
い
っ
た
。
ハ
上
反
下
)

庚
申
さ
ま
は
百
姓
の
神
で
猿
回
彦
大
神
と
い
い
、
拝
む
に
は
線
香
を
立

て
る
。
昔
は
六
戸
で
や
っ
て
い
た
が
、
転
出
し
た
り
し
て
現
在
は
四
戸
の

講
中
で
や
っ
て
い
る
。
講
中
に
は
、
講
の
道
具
と
し
て
オ
ヤ
ワ

γ
ハ親

椀
〉
、
汁
椀
を
含
め
た
道
具
一
式
と
お
庚
申
の
オ
ス
ガ
タ
ハ
青
函
金
剛
像
〉

が
あ
り
、
用
具
箱
の
ふ
た
に
は
講
中
の
氏
名
六
人
の
名
と
「
天
明
七
年
卯

八
月
日
」
(
一
七
八
九
〉
と
記
さ
れ
て
い
る
。

講
の
も
ち
方
は
、
最
後
の
講
の
日
に
タ
ジ
引
き
で
き
め
る
。
ク
ジ
は
宿

の
考
え
で
方
法
を
選
ぶ
が
「
初
庚
申
は
縁
起
が
い
い
」
と
い
っ
て
ナ
ナ
イ

ロ
振
舞
を
す
る
と
い
っ
て
い
ろ
い
ろ
の
料
理
を
出
し
、
そ
の
時
だ
け
は
酒

と
赤
飯
を
出
す
。
講
の
料
理
は
ウ
ド
ン
が
基
本
で
、
そ
の
他
に
出
す
料
理

は
宿
の
考
え
に
よ
り
、
一
切
宿
も
ち
で
や
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
庚
申

さ
ま
に
は
膳
部
を
つ
く
っ
て
上
げ
る
。
講
が
始
ま
る
と
ひ
と
通
り
食
べ
た

あ
と
、
ひ
と
休
み
し
て
か
ら
オ
シ
イ
を
し
た
。
昔
は
「
空
い
て
い
る
も
の

に
全
部
盛
れ
」
と
い
っ
て
、
山
盛
り
に
盛
り
つ
け
た
ウ
ド

γ
を
食
べ
さ
せ

ら
れ
た
の
で
、
二
時
間
く
ら
い
の
問
、
柱
に
よ
り
か
か
っ
て
い
た
こ
と
が

あ
っ
た
ほ
ど
だ
が
現
在
は
責
め
な
い
程
度
で
オ
シ
ル
シ
を
す
る
。
オ
シ
イ

が
す
む
と
順
番
に
一
人
二
本
ず
つ
の
線
香
を
立
て
て
拝
む
。
そ
の
後
は
、

お
茶
を
飲
ん
だ
り
し
て
な
る
べ
く
長
い
間
者
"
を
し
て
い
る
も
の
だ
と
い
っ

て
、
百
姓
の
話
や
、
世
間
話
を
し
た
。
七
人
の
と
き
は
ア
イ
ノ
講
と
い
っ

て
庚
由
ゐ
中
間
で
適
当
に
や
っ
た
り
し
た
。
(
蟻
川
・
蟻
越
〉

庚
申
に
は
、
宿
で
飯
を
用
意
し
て
講
を
や
る
。
酒
は
出
き
な
い
。
町
か

ら
買
っ
て
き
た
マ
ン
ジ
ュ
ウ
を
ヒ
キ
モ
ン
と
し
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う

が
、
ほ
ん
の
一
時
の
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
。
ハ
蟻
川
・
倉
沢
〉

米
を
一
升
ず
つ
集
め
て
会
食
を
し
、
夜
通
し
起
き
て
い
て
、
翌
朝
は
お
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こ
わ
を
ふ
か
し
て
食
べ
、
昼
近
く
に
帰
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

(
五
反
田
)

宇
原
野
の
庚
申
講
が
い
つ
ご
ろ
始
ま
っ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
庚

申
の
謄
箱
の
蓋
に
は
、

講

中

清

七清
兵
衛

九
兵
衛

杢
兵
衛

波
右
衛
門

市
郎
右
衛
門

口
口

天
明
二
年
此
箱
出
来

と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
年
に
は
や
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し

か
も
、
天
明
一
一
一
年
の
浅
間
焼
け
に
よ
る
困
窮
で
は
、
こ
の
村
は
五
軒
残
り

に
な
っ
た
が
、
庚
申
講
は
継
続
し
て
来
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
現
存
す

る
講
帳
は
、
明
治
四
十
二
年
十
二
月
以
降
の
も
の
で
、
今
日
ま
で
残
っ
て

い
る
。
五
十
一
年
ま
で
は
七
戸
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
二
人
ぬ
け
て
現
在

は
五
戸
と
な
り
、
毎
回
酒
も
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

宿
は
、
品
目
は
オ
シ
ナ
メ
で
家
の
順
と
き
ま
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
で
は
同

じ
家
が
毎
年
同
じ
時
期
に
宿
に
な
り
農
繁
期
に
ぶ
つ
か
る
か
ら
困
る
と
い

う
こ
と
で
、
ク
ジ
引
き
に
な
っ
た
。
料
理
は
、
記
憶
の
限
り
で
は
う
ど
ん

ぶ
る
ま
い
で
、
す
べ
て
宿
ふ
る
ま
い
ハ
宿
の
負
担
)
と
し
、
初
庚
申
に
は

酒
を
出
し
た
が
、
そ
れ
以
外
は
出
さ
な
か
っ
た
も
の
を
近
年
、
出
し
合
い

信第五i;i

で
一
升
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
初
庚
申
は
二
升
出
る
。
ウ
ド
ン
は
、
大
昔

は
一
人
当
り
一
升
ブ
チ
で
も
食
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
い
、
近
年
ま
で
は

四
、
五
合
平
均
く
ら
い
ず
つ
つ
く
る
。
「
ウ
ド
ン
の
好
き
な
村
」
と
い
う

が
、
庚
申
講
を
長
く
続
け
て
行
く
に
は
、
な
る
べ
く
簡
素
に
し
よ
う
と
い

う
申
し
合
わ
せ
を
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
近
年
は
膳
立
て
を
す
る
こ

と
は
し
な
く
な
っ
た
。
そ
の
他
の
料
理
と
し
て
は
、
テ
ン
プ
ラ
は
必
ら
ず

つ
く
る
。
精
進
揚
げ
で
あ
る
。
皿
に
は
薬
味
を
盛
る
。
カ
ツ
ヲ
プ
シ
、
ネ

ギ
、
ヵ
ラ
シ
、
ゴ
マ
な
ど
、
五
種
、
ま
た
は
七
種
と
す
る
。

中
お
き
に
は
、
落
花
生
と
か
、
ク
ル
ミ
を
つ
ぶ
し
て
湯
ハ
水
)
で
う
す

め
て
汁
に
し
た
も
の
を
入
れ
る
。

九
炉
九
仰
い
に
は
、
ア
プ
ラ
ゲ
、
か
ん
び
よ
う
な
ど
、
季
節
ご
と
の
や
さ
い

の
油
い
た
め
な
ど
適
宜
用
意
す
る
。
汁
は
、
本
式
に
は
オ
ス
マ
シ
と
し
て
、

瀬
戸
の
オ
ス
マ
シ
ツ
ギ
で
注
い
で
や
り
、
屋
川
い
膳
椀
で
出
し
た
も
の
で

あ
る
。
ダ
シ
は
煮
干
し
で
よ
い
。
お
庭
申
さ
ん
よ
り
先
に
食
べ
る
と
、
カ

ケ
ジ
の
中
の
人
の
よ
う
に
頭
の
毛
を
も
っ
て
つ
る
し
上
げ
ら
れ
る
と
い
っ

て
、
先
に
食
べ
る
こ
と
を
禁
じ
た
。

議
が
近
づ
く
と
、
宿
に
な
る
家
か
ら
「

O
日
に
お
庚
申
さ
ん
を
し
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
」
と
い
っ
て
ま
わ
る
。
庚
申
の
あ
た
り
日
な
ら
当
日
に
な

っ
て
の
連
絡
で
さ
し
っ
か
え
な
い
が
、
夏
な
ど
仕
事
の
都
合
で
日
延
べ
を

し
た
時
は
少
な
く
と
も
一
日
前
に
知
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
日
を
繰
り
上
げ
て
は
い
け
な
い
。
講
の
日
に
は
、
議
員
が
来
る
と
一

応
の
挨
拶
を
し
た
あ
と
、
お
茶
を
出
し
、
テ
ン
プ
ラ
と
菓
子
な
ど
で
そ
ろ

う
の
を
待
つ
。
神
だ
な
の
下
、
ま
た
は
部
屋
の
上
等
な
と
こ
ろ
に
庚
申
さ
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ま
の
掛
軸
を
出
し
て
そ
の
前
に
机
を
並
べ
、
講
が
始
ま
る
前
に
お
神
酒
や

膳
を
供
え
る
。
膳
は
、
講
の
料
理
を
全
部
盛
っ
て
出
す
。

講
は
酒
か
ら
始
ま
る
が
、
庚
申
さ
ま
に
供
え
た
酒
は
、
「
ご
神
酒
で
す

が
」
と
い
っ
て
み
ん
な
で
ま
わ
し
て
盃
に
分
け
て
飲
む
。
こ
れ
か
ら
本
飯

に
な
る
。
ふ
つ
う
に
食
べ
て
か
ら
庚
申
さ
ん
の
お
膳
を
下
げ
、
こ
れ
を
順

番
に
持
ち
上
げ
な
が
ら
「
ハ
ツ
」
と
し
て
ウ
ド
ン
を
二
本
く
ら
い
ず
っ
、

庚
申
さ
ん
の
汁
で
い
た
だ
き
、
最
後
に
宿
の
主
人
が
食
べ
て
片
づ
け
る
。

こ
れ
が
す
む
と
オ
シ
イ
に
な
る
。
オ
シ
イ
に
は
、
出
さ
れ
て
い
る
器
に
い

っ
ぱ
い
の
ウ
ド
ン
が
盛
り
つ
け
ら
れ
、
こ
れ
を
食
ベ
き
れ
な
い
う
ち
は
な

ら
ず
、
残
す
と
オ
バ
ケ
が
出
る
か
ら
残
す
べ
き
で
な
い
と
い
っ
て
食
べ
さ

せ
ら
れ
た
。
食
べ
終
る
と
オ
シ
メ
エ
と
い
う
。
オ
シ
メ
エ
に
な
り
、
お
膳

を
下
げ
る
と
、
年
長
順
に
お
庚
申
さ
ん
に
線
香
を
上
げ
て
拝
む
。
こ
れ
が

す
め
ば
、
お
茶
が
出
さ
れ
、
世
間
話
を
し
て
時
聞
を
す
ご
す
こ
と
に
な

る
。
だ
か
ら
「
話
は
お
庚
申
さ
ん
に
し
よ
う
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
り
、

農
事
研
究
会
み
た
い
な
も
の
の
お
こ
り
の
よ
う
な
も
の
と
み
ら
れ
る
の
も

こ
こ
か
ら
で
あ
る
。

庚
申
の
掛
軸
に
は

明
治
二
四
年

俗民

辛
卯
暮
秋

上
毛
岩
植
山
口
於
旭
光
堂
写
東
雲
推
史

と
あ
り
、
吾
妻
町
三
島
の
丸
橋
東
雲
の
函
と
み
ら
れ
る
。

講
員
の
座
席
は
、
す
べ
て
年
長
順
で
あ
り
、
戦
後
女
性
が
参
加
す
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
女
性
も
同
様
で
あ
る
。

出
民
・
甲
に
関
係
し
て
の
こ
と
が
ら
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
。
お
庚

申
さ
ん
の
日
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
は
手
く
せ
が
悪
い
、
と
い
う
。
し
か

し
、
そ
の
日
に
は
じ
ま
っ
た
子
は
ど
う
と
い
う
こ
と
は
い
わ
な
い
。
冬
至

以
降
と
寒
明
け
前
は
火
に
た
た
る
の
で
し
な
い
。

初
庚
申
の
宿
が
あ
た
る
と
お
蚕
が
当
る
。
話
は
お
庚
申
さ
ん
に
し
よ

う
。
「
庚
申
さ
ん
の
前
後
三
日
に
雨
が
降
ら
な
け
れ
ば
、
お
庚
申
さ
ん
が

死
ん
で
し
ま
っ
た
と
思
え
。
」
と
い
う
。
た
と
え
三
粒
で
も
降
る
も
の
だ
と

い
い
、
必
ら
ず
天
気
が
変
わ
っ
て
来
る
。
「
い
つ
い
つ
か
に
お
庚
申
だ
か

ら
、
は
あ
オ
シ
メ
り
に
な
る
だ
ん
べ
え
」
と
い
う
こ
と
を
い
っ
た
も
の
で

あ
る
。
お
庚
申
さ
ん
は
フ
ン
ダ
ゲ
で
猿
田
彦
だ
か
ら
、
こ
れ
を
信
仰
し
て

い
る
と
三
隣
亡
を
信
仰
し
て
い
て
も
お
庚
申
さ
ん
の
方
が
上
だ
か
ら
き
か

な
い
と
い
う
。
だ
か
ら
、
猿
田
彦
や
お
庚
申
さ
ん
は
、
三
隣
亡
を
信
じ
て

い
る
と
い
わ
れ
る
家
の
方
に
向
け
て
建
て
る
。

六
十
日
に
一
度
の
庚
申
の
日
が
あ
る
が
、
年
に
七
庚
申
に
な
る
年
が
あ

る
と
、
そ
の
年
に
は
お
庚
申
さ
ん
を
一
つ
ふ
や
す
も
の
だ
と
い
う
。
百
庚

申
は
、
蟻
川
の
百
六
五
反
田
の
嵩
山
、
白
久
保
、
岩
本
の
竹
越
に
あ

る
。
庚
申
さ
ん
は
緋
の
衣
を
着
て
拝
ん
で
も
い
い
と
い
う
話
を
聞
い
て
い

る
。
ハ
蟻
川
〉

寺
社
原
の
中
に
四
つ
の
講
が
あ
り
、
古
い
も
の
は
寛
政
五
年
ハ
一
七
九

三
)
、
講
員
十
名
で
あ
っ
た
。
ど
の
組
に
も
掛
軸
が
あ
り
、
庚
申
講
の
と
き

は
神
だ
な
に
こ
の
掛
軸
を
下
げ
て
関
か
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
組
で
は
、
く

じ
引
き
で
宿
を
き
め
て
い
る
。
初
庚
申
が
当
る
と
エ

γ
ギ
が
い
い
と
い

う
。
講
の
日
は
暦
で
き
ま
っ
て
い
る
が
、
宿
か
ら
ふ
れ
る
(
知
ら
さ
れ
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仰

る
〉
。
宿
も
ち
で
料
理
が
出
さ
れ
る
が
、
だ
い
た
い
、
お
こ
わ
と
う
ど
ん

で
、
品
目
一
は
酒
は
な
か
っ
た
が
、
最
近
は
う
ど
ん
と
酒
に
な
り
、
婦
人
た
ち

が
出
る
組
も
あ
る
。
オ
シ
イ
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
最
後
に

食
べ
る
分
と
し
て
い
く
ら
か
ハ
腹
〉
を
あ
け
て
お
く
と
い
っ
て
い
た
。
講

の
日
に
は
、
掛
輸
を
つ
る
し
た
前
に
机
を
お
き
、
香
立
て
を
お
き
、
花
を

飾
っ
た
り
し
て
、
そ
の
晩
出
さ
れ
る
ご
ち
そ
う
は
み
ん
な
供
え
る
。
組
の

者
は
宿
に
来
る
と
掛
軸
を
拝
ん
で
線
香
を
立
て
、
席
に
つ
く
と
お
茶
を
も

ら
っ
て
み
ん
な
の
集
ま
る
の
を
待
つ
。
そ
ろ
っ
た
と
こ
ろ
で
講
に
な
る
。

料
理
は
、
お
こ
わ
、
ヶ
ン
チ
ョ
ン
汁
、
テ
ン
プ
ラ
、
自
分
の
家
で
つ
く
っ

た
里
い
も
な
ど
を
使
っ
た
料
理
。
う
ど
ん
の
薬
味
に
は
、
ヒ
ラ
、
サ
ラ
で

出
る
。
ゴ
マ
、
ネ
ギ
、
ユ
ズ
、
ゴ
ン
ポ
ウ
、
エ
ン
ジ
ン
、
シ
イ
タ
ケ
、
ヵ

ン
ピ
ョ
ゥ
、
な
ど
で
、
五
ヨ
ウ
ハ
種
〉
・
七
ヨ
ウ
ハ
種
〉
に
そ
ろ
え
る
。

庚
申
講
の
料
理
は
早
く
片
ず
け
る
方
が
よ
い
と
い
わ
れ
、
地
震
が
す
る
と

や
り
直
し
を
す
る
と
い
っ
て
や
り
直
し
た
話
も
あ
る
。
実
際
に
は
お
茶
く

ら
い
で
や
っ
た
と
い
う
が
、
そ
ん
な
こ
と
か
ら
、
庚
申
講
に
供
え
た
も
の

は
、
ミ
ア
シ
ハ
一
一
一
歩
〉
下
が
れ
ば
引
き
下
げ
て
も
よ
い
と
い
っ
て
、
早
く

下
げ
て
し
ま
う
。
ハ
寺
社
原
〉

昔
は
年
六
回
ゃ
っ
た
が
、
今
は
春
秋
の
二
回
に
な
っ
た
。
講
の
料
理
は

ウ
ド
ン
で
、
オ
カ
エ
と
い
っ
て
お
椀
の
中
に
用
意
の
ウ
ド
ン
を
ボ
タ
ン
、

ボ
タ
ン
と
入
れ
て
食
べ
さ
せ
る
。
オ
シ
イ
は
、
黒
ぬ
り
の
お
椀
で
、
お
給

仕
は
無
理
強
い
を
し
て
、
参
加
者
が
後
へ
反
り
か
え
る
ほ
ど
に
食
べ
さ

せ
、
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
人
が
土
聞
に
下
が
っ
て
あ
や
ま
っ
た
と
い
う

話
も
あ
る
。
終
り
に
な
る
と
き
、
庚
申
さ
ん
に
供
え
た
お
膳
を
ま
わ
し

{言第五章

て
、
み
ん
な
で
少
し
ず
っ
と
っ
て
食
べ
て
終
り
と
す
る
。
ハ
市
城
〉

三
隣
亡
昭
和
の
初
ご
ろ
、
五
反
図
上
組
で
は
よ
く
三
隣
亡
騒
動
が
お
き

て
、
庚
申
塔
が
打
ち
欠
か
れ
た
。
と
か
田
畑
の
中
に
供
え
も
の
が
あ
っ

た
、
大
屋
根
に
矢
が
射
ち
こ
ま
れ
た
、
と
か
い
う
さ
わ
ぎ
で
駐
在
さ
ん
が

困
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
戦
争
さ
わ
ぎ
で
そ
ん
な
こ
と
も
な
く
な

っ
た
か
に
見
え
た
。
と
こ
ろ
が
戦
後
に
な
る
と
、
中
村
で
も
い
ろ
い
ろ
と

お
か
し
な
例
が
出
て
来
て
、
三
十
数
戸
の
村
の
中
で
何
か
変
り
ご
と
が
確

認
さ
れ
た
家
が
十
戸
近
く
に
な
っ
て
、
再
び
話
題
に
な
っ
て
き
た
。
三
隣

亡
の
信
仰
の
実
際
の
お
祈
り
と
か
、
信
仰
の
形
は
つ
か
め
な
い
が
、
他
人

の
田
畑
や
山
林
、
家
屋
な
ど
、
欲
し
い
も
の
に
供
え
も
の
を
し
て
埋
め
て

祈
る
と
、
そ
の
土
地
や
財
産
が
自
分
の
も
の
に
な
る
と
い
わ
れ
る
。
田
畑

や
乾
草
、
萱
な
ど
の
中
か
ら
、
餅
か
け
、
ま
ん
じ
ゅ
う
、
だ
ん
ご
、
か
き

あ
げ
ハ
て
ん
ぷ
ら
)
な
ど
が
出
て
来
る
こ
と
が
み
ら
れ
、
ど
う
み
て
も
気

味
悪
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
(
五
反
田
〉

オ
サ
キ
ツ
キ
オ
サ
キ
と
い
う
の
は
、
ネ
ズ
ミ
の
大
き
い
よ
う
な
イ
タ
チ

の
よ
う
な
も
の
で
、
こ
れ
に
マ
ン
マ
を
く
れ
て
や
る
と
オ
サ
キ
が
か
せ
い

で
く
れ
て
シ
ン
シ
ョ
ウ
ハ
身
上
)
が
た
ま
る
。
オ
サ
キ
は
、
マ
ン
マ
を
入

れ
る
オ
ハ
チ
ハ
お
植
)
を
マ
ン
マ
ジ
ャ
ク
シ
(
飯
約
子
)
で
た
た
く
と
よ

っ
て
ハ
集
ま
っ
て
)
来
て
、
マ

γ
マ
を
く
れ
て
い
る
と
ど
ん
ど
ん
増
え
て

稼
ぎ
、
マ
ン
マ
を
く
れ
な
く
な
る
と
そ
の
家
は
貧
乏
す
る
と
い
う
。
だ
か

ら
お
鉢
を
マ
ン
マ
ジ
ャ
ク
シ
で
た
た
い
て
は
い
け
な
い
と
親
に
叱
ら
れ

た
。
オ
サ
キ
は
萱
一
本
で
見
え
な
く
な
る
と
い
わ
れ
、
一
度
夫
と
田
ん
ぼ

の
隅
で
休
ん
で
い
た
と
き
に
、
夫
が
急
に
「
オ
サ
キ
が
見
え
る
ぞ
」
と
い
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誌

う
の
で
す
ぐ
に
そ
ち
ら
を
見
た
が
も
う
見
え
な
か
っ
た
と
い
う
。

川
・
奥
山
原
〉

丑
の
刻
参
り
昭
和
十
年
こ
ろ
、
親
都
神
社
の
境
内
の
松
の
木
な
ど
に
、

わ
ら
人
形
が
五
寸
釘
で
打
ち
こ
ま
れ
て
い
た
の
を
見
か
け
た
。
学
校
の
行

き
帰
り
な
ど
に
、
子
ど
も
ど
う
し
で
お
も
し
ろ
が
っ
て
見
に
行
っ
た
。
突

さ
い
に
ど
ん
な
方
法
で
や
る
か
は
知
ら
な
い
。
ハ
五
反
田
・
諸
山
〉

民俗

一一、

天

道

念

仏

岩
本
の
天
道
念
仏
念
仏
は
和
讃
の
方
で
、
こ
れ
は
男
も
女
も
や
っ
た
も

の
で
、
彼
岸
で
も
、
盆
で
も
、
「
お
念
仏
を
申
す
ベ
え
ゃ
あ
」
と
い
え
ば

仲
間
の
だ
れ
か
の
家
を
宿
に
し
て
集
ま
り
、
そ
の
家
の
仏
さ
ん
の
前
で
念

仏
を
や
っ
た
。
お
経
を
申
し
た
り
、
和
讃
も
や
っ
た
が
、
善
光
寺
和
讃
と

か
、
ご
十
念
和
讃
、
西
ノ
河
原
和
讃
な
ど
も
や
っ
た
。
念
仏
に
出
て
来
る

人
に
は
若
い
嫁
さ
ん
は
い
な
い
で
、
ト
シ
ョ
ウ
リ
念
仏
で
あ
っ
た
が
、
習

う
と
き
は
山
田
高
沼
ハ
旧
沢
田
村
〉
の
町
田
ソ
ウ
イ
チ
さ
ん
が
来
て
一
日

教
え
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
五
反
田
白
久
保
の
山
田
チ
ョ
ウ
さ
ん
は
、

前
後
十
回
く
ら
い
来
て
教
え
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
ヤ
ア
不
の
一
郎
さ

ん
も
や
っ
た
も
の
で
、
あ
る
時
病
気
で
入
院
し
、
み
ん
な
で
お
見
舞
を
し

た
時
、
全
快
に
な
っ
た
お
見
舞
返
し
に
「
西
国
対
三
ケ
所
諸
仏
詠
歌
集
講

和
讃
入
」
、
(
大
正
八
年
発
行
、
京
都
竹
内
文
康
堂
刊
〉
が
み
ん
な
に
配
ら

れ
た
。
こ
れ
を
現
在
J
S
使
っ
て
い
る
。

念
仏
早
朝
、
宿
の
家
で
は
東
の
方
へ
十
三
仏
の
カ
ケ
ジ
を
か
け
、
組
の 蟻

年
よ
り
た
ち
が
首
に
ケ
サ
を
か
け
、
念
仏
の
カ
ネ
な
ど
を
持
っ
て
集
ま
っ

て
来
る
。
音
頭
と
り
を
す
る
よ
う
な
人
が
先
に
行
っ
て
お
り
、
天
道
さ
ん

の
出
な
い
う
ち
か
ら
東
の
方
を
向
い
て
お
念
仏
を
申
し
て
い
る
。
カ
ネ
を

鳴
ら
し
、
「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
プ
ツ
」
を
唱
え
る
も
の
だ
が
、
最
初
に
は
、

「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
プ
ッ
、
ナ
ム
ア
ミ
ダ
プ
ッ
、
ナ
ム
ア
ミ
ダ
プ
ツ
」
と
一
一
一
言

唱
え
て
か
ら
カ
ネ
を
打
ち
は
じ
め
、
そ
の
あ
と
に
「
十
三
仏
」
を
唱
え
て

か
ら
ナ
ム
ア
ミ
ダ
プ
ツ
が
は
じ
ま
る
。
天
道
さ
ん
が
上
っ
て
か
ら
も
し
ば

ら
く
唱
え
て
か
ら
ひ
と
休
み
し
て
、
お
念
仏
の
お
茶
菓
子
|
|
煮
つ
け
も

の
で
お
茶
を
の
み
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
世
間
話
を
し
た
り
、
そ
の
聞
に

「
和
讃
」
を
申
し
た
り
す
る
。
フ
セ
ガ
ネ
は
交
代
で
た
た
く
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。
太
陽
の
ま
わ
り
に
合
わ
せ
て
向
き
を
変
え
て
念
仏
を
申
す
が
、

カ
ケ
ジ
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
。
陽
が
沈
む
こ
ろ
に
な
る
と
み
ん
な

で
西
の
方
を
向
い
て
お
し
ま
い
の
念
仏
を
唱
え
る
。
カ
ケ
念
仏
と
い
わ
れ

る
も
の
で
、
音
頭
を
と
る
人
が
カ
ネ
を
た
た
い
て
「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
ツ
」

と
い
う
と
、
こ
の
あ
と
を
う
け
て
み
ん
な
で
「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
プ
ツ
」
と
つ

づ
け
、
こ
れ
を
三
回
く
り
返
す
と
、
続
け
て
同
じ
よ
う
に
し
て
「
十
三
仏
」

。
い
た
ち

を
唱
え
る
。
十
三
仏
の
念
仏
が
す
む
と
、
音
頭
と
り
の
人
が
、
「
一
日
の

ソ
ウ
リ
ョ
ウ
」
と
申
す
の
で
、
み
ん
な
で
そ
の
あ
と
を
う
け
て
「
ナ
ム
ア

ミ
ダ
プ
ツ
」
と
申
す
。
続
い
て
「
二
日
の
ソ
ウ
リ
ョ
ウ
」
「
ナ
ム
ア
ミ
ダ

プ
ツ
」「

=
一
日
の
ソ
ウ
リ
ョ
ウ
」
「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
プ
ツ
」
と
続
け
て
、
「
三
十

日
の
ソ
ウ
リ
ョ
ウ
」
「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
プ
ツ
」
「
一
二
十
一
日
の
ソ
ウ
リ
ョ
ウ

「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
プ
ツ
」
と
唱
え
た
あ
と
で
、
「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
プ
ツ
」
を
七
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回
唱
え
る
の
が
き
ま
り
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
が
終
る
と
、
そ
の
後
は
適

当
に
「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
ツ
」
を
や
り
、
「
じ
ゃ
あ
、
こ
れ
で
終
り
に
し
ゃ

ん
す
べ
え
」
と
い
っ
て
終
り
に
な
っ
た
。

ツ
イ
タ
チ
の
ソ
ウ
リ
ョ
ウ
天
道
念
仏
の
終
り
に
す
る
カ
ケ
ネ
ン
ブ
ツ
の

「
ツ
イ
タ
チ
の
ソ
ウ
リ
ョ
ウ
」
は
「
月
の
和
讃
」
で
、
一
日
か
ら
一
二
十

一
日
ま
で
、
月
は
ち
が
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
日
に
死
ん
だ
人
た
ち
み
ん
な

の
回
向
を
す
る
意
味
で
、
「
一
日
の
み
な
さ
ま
」
と
い
う
こ
と
だ
と
い
わ

れ
た
。

天
道
念
仏
春
の
天
道
念
仏
は
、
「
今
年
の
秋
の
豊
作
と
、
家
内
安
全
、

繁
昌
」
を
祈
る
も
の
で
、
秋
の
と
き
の
天
道
念
仏
は
、
「
豊
作
を
感
謝
す

る
念
仏
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
来
た
。
唱
え
言
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
ら
し

い
が
、
年
よ
り
の
中
に
若
い
者
で
ま
じ
っ
た
た
め
に
、
こ
ま
か
い
話
を
聞

け
ず
に
し
ま
っ
た
の
で
わ
か
ら
な
い
と
い
う
。

宿
天
道
念
仏
を
す
る
組
と
い
う
も
の
も
な
い
か
ら
、
念
仏
の
宿
と
い
う

の
は
き
ま
っ
た
順
番
が
あ
る
わ
け
で
な
く
、
村
の
中
に
は
き
ら
い
な
人
も

い
る
か
ら
、
「
オ
ラ
ガ
で
や
る
べ
え
」
と
い
い
出
し
た
人
の
家
が
宿
に
な

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
宿
に
な
っ
て
も
、
特
に
こ
れ
と
い
う
準
備
は
い
ら

ず
、
集
ま
る
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
好
き
な
も
の
を
持
っ
て
来
る
の
が
例

で
、
煮
〆
で
も
煮
て
持
っ
て
来
た
く
ら
い
だ
が
、
遊
山
で
、
女
だ
け
の
集

ま
り
だ
っ
た
。

天
道
念
仏
の
復
活
戦
前
は
毎
年
や
っ
て
い
た
が
、
戦
後
は
い
ろ
い
ろ
に

い
そ
が
し
く
な
っ
た
り
し
て
や
ら
な
く
な
っ
て
、
三

O
年
く
ら
い
は
消
え

た
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
年
よ
り
も
減
っ
て
し
ま
っ
て
、
や
る
仲
間

第五-~~

が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
理
由
も
大
き
か
っ
た
が
、
村
の
敬
老
会
ハ
老

人
ク
ラ
ブ
〉
が
で
き
て
か
ら
は
、
彼
岸
に
は
村
中
の
お
墓
参
り
を
し
て
歩

い
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
会
長
さ
ん
に
、
「
天
道
念
仏
を
や
っ

て
く
れ
な
い
か
」
と
頼
ん
で
、
復
活
し
た
。

先
ず
村
中
の
墓
参
り
を
す
ま
せ
、
そ
れ
か
ら
地
蔵
堂
に
集
ま
っ
て
天
道

念
仏
を
し
た
。
敬
老
会
な
の
で
男
も
女
も
一
緒
に
や
る
こ
と
か
ら
、
今
度

は
男
も
参
加
し
た
。
昼
食
を
し
て
散
会
す
る
わ
け
だ
っ
た
が
、
再
び
有
志

で
地
蔵
堂
へ
行
き
、
念
仏
を
上
げ
た
。
(
岩
本
)

折
田
の
天
道
念
仏
春
、
秋
の
彼
岸
に
天
道
念
仏
を
す
る
。
朝
、
陽
が
出

る
と
カ
ネ
を
た
た
き
出
し
て
、
陽
が
入
る
ま
で
や
っ
て
い
る
も
の
で
、
年

よ
り
が
い
た
う
ち
は
朝
早
く
か
ら
夕
方
は
日
が
暮
れ
る
ま
で
や
っ
た
が
、

最
近
は
「
ハ
ア
こ
の
く
れ
え
で
日
が
暮
れ
た
ん
べ
え
」
と
い
う
の
で
、
早

く
す
ま
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

}
大
道
念
仏
の
お
こ
り
は
わ
か
ら
な
い
が
、
現
在
の
老
人
た
ち
が
子
ど
も

の
頃
か
に
は
す
で
に
や
っ
て
い
た
も
の
で
、
講
中
の
所
有
の
フ
セ
ガ
ネ
に

は
、
「
亭
和
三
年
六
月
十
五
日
、
山
田
村
清
水
内
野
念
仏
講
中
」
と
銘
が

あ
り
、
さ
ら
に
消
し
た
と
み
ら
れ
る
銘
に
は
「
上
赤
坂
村
打
越
小
池
中
」

と
あ
っ
て
、
他
か
ら
入
手
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
あ
る
時
、
村
の
五
人
の
者
が
金
を
出
し
て
山
田
か
ら
買
っ
て
始
め

た
も
の
と
い
い
、
そ
の
中
の
一
人
は
、
嘉
永
四
年
生
れ
の
者
だ
っ
た
と
い

う
。
し
か
も
、
伝
染
病
が
流
行
し
て
折
田
の
村
で
も
大
ぜ
い
の
人
が
死
ん

で
大
さ
わ
ぎ
を
し
た
頃
に
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
も
聞
い
て
い
る
と
い

う
。
議
中
は
、
下
折
田
の
長
田
だ
け
に
限
ら
れ
、
現
在
十
二
戸
、
希
望
で
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百

{谷民

適(折田)万

加
わ
る
も
の
で
、
講
中
の
家
の
新
宅
で
も
入
ら
な
い
家
も
あ
る
。
会
費
の

よ
う
な
も
の
は
な
く
、
天
道
念
仏
以
外
の
行
事
は
一
切
な
い
。

天
道
念
仏
の
宿
は
、
会
員
の
中
の
順
番
で
、

=pが
終
る
と
そ
の
日
の

う
ち
に
次
の
番
の
所
へ
フ
セ
ガ
ネ
や
カ
ケ
ジ
が
ま
わ
さ
れ
て
行
く
。
以
前

は
、
大
き
な
珠
数
も
あ
っ
た
と
い
う
が
、
現
在
の
講
中
の
人
た
ち
の
記
憶

に
は
残
っ
て
い
な
い
。
念
仏
の
日
の
負
担
と
い
う
も
の
は
な
く
、
宿
の
家

で
漬
け
物
と
か
互
の
煮
た
も
の
な
ど
と
湯
茶
の
接
待
を
す
る
程
度
で
、
思

い
思
い
の
も
の
を
ひ
と
重
箱
ず
つ
持
っ
て
来
る
。

天
道
念
仏
の
と
き
に
は
、
日
の
出
の
こ
ろ
は
カ
ケ
ジ
を
東
の
方
に
か

け
、
陽
の
動
き
に
合
わ
せ
て
南
の
方
に
ま
わ
し
、
し
ま
い
に
は
腸
の
沈
む

西
の
方
へ
ま
わ
す
よ
う
に
か
け
て
や
り
、
カ
ネ
を
た
た
き
、
念
仏
を
唱
え

た
。
念
仏
は
「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
プ
ツ
」
だ
け
で
和
讃
は
な
い
。
品
目
は
、
み
ん

な
で
や
っ
た
も
の
だ
っ
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
い
わ
な
い
よ
う
に
な
り
、

朝
宿
に
来
た
と
き
に
各
人
が
線
香
を
立
て
る
と
き
に
「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
ー

ツ
」
と
い
っ
て
立
て
る
く
ら
い
で
、
カ
ネ
を
た
た
く
人
が
口
の
中
で
つ
ぶ

や
い
て
い
る
く
ら
い
だ
と
い
う
。
線
香
は
絶
え
な
い
よ
う
に
二
本
ず
つ
立

て
て
お
く
。
あ
と
は
世
間
話
を
し
た
り
し
て
い
る
。
カ
ケ
ジ
は
「
南
無
阿

弥
陀
仏
」
と
「
十
三
仏
像
」
お
よ
び
、
善
導
寺
廿
三
世
の
僧
が
万
延
二
年

に
書
い
た
仏
画
の
軸
と
の
三
本
が
組
に
な
っ
て
い
る
。
下
折
田
の
こ
こ
に

は
、
吾
妻
町
原
町
の
善
導
寺
の
檀
家
が
多
い
。

灯
明
天
道
念
仏
の
と
き
は
、
灯
明
を
立
て
て
お
く
が
、
品
目
は
ト
ウ
ゲ
エ

を
使
っ
た
。
と
こ
ろ
が
灯
芯
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
使
え
な
く
な
っ
て

か
ら
は
ロ
ウ
ソ
ク
に
な
り
、
コ
ウ
ガ
ン
ジ
ー
な
ど
が
立
て
ら
れ
る
。
ハ
折

田
の
田
村
留
十
郎
宅
で
。
〉

天
道
念
仏
春
秋
と
も
彼
岸
に
天
道
念
仏
を
し
た
。
観
音
堂
の
た
た
み
敷

き
の
と
こ
ろ
で
、
日
の
出
か
ら
日
の
入
り
ま
で
、
音
頭
と
り
に
し
た
が
っ

て
念
仏
を
唱
え
た
。
十
三
仏
の
掛
軸
を
か
け
、
カ
ネ
を
た
た
き
、
十
三
仏

の
念
仏
を
唱
え
た
が
珠
数
は
な
か
っ
た
。
仏
さ
ん
に
供
え
ら
れ
た
ボ
タ
モ

チ
を
食
べ
て
や
る
も
の
で
、
笑
う
と
怒
ら
れ
る
の
で
無
中
に
な
っ
て
や
っ

た
。
(
寺
社
原
〉

滝
沢
の
念
仏
下
折
田
の
滝
沢
に
も
天
道
念
仏
が
あ
っ
て
、
村
の
中
の
不
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動
さ
ん
に
集
ま
っ
て
や
っ
て
い
た
が
、
年
を
と
っ
た
人
が
い
な
く
な
っ
て

終
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
止
め
て
か
ら
三

O
年
は
た
つ
の
で
、
戦
前
に

消
え
た
も
の
だ
と
思
う
。
(
折
田
〉

天
気
ま
つ
り
大
道
に
は
大
き
な
ジ
ュ
ズ
が
残
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
厄

病
が
村
中
に
流
行
っ
た
と
き
ゃ
、
天
気
ま
つ
り
の
と
き
に
使
わ
れ
た
。
特

に
高
冷
地
に
あ
た
る
こ
の
土
地
で
は
、
長
雨
に
降
ら
れ
る
と
冷
害
に
か
か

り
易
く
、
米
が
と
れ
な
い
と
闘
る
か
ら
天
気
ま
つ
り
は
多
か
っ
た
。
天
気

ま
つ
り
に
は
、
村
中
が
出
て
、
ジ
ュ
ズ
を
持
っ
て
「
テ
ン
ト
ウ
(
天
道
〉

念
仏
」
を
唱
え
て
ま
わ
っ
て
か
ら
、
村
で
一
番
高
い
箱
岩
の
上
に
登
っ

て
、
そ
の
上
で
オ
オ
ビ
(
大
火
)
を
燃
し
て
、
雨
が
上
が
る
よ
う
|
|
乾

か
す
よ
う
に
祈
っ
た
。
ハ
大
道
)

五
反
田
中
村
は
、
名
沢
、
馬
込
、
馬
滑
な
ど
と
一
緒
で
長
雨
が
続
く
と

地
す
べ
り
や
、
出
水
で
被
害
を
受
け
や
す
く
、
土
日
か
ら
水
に
苦
し
め
ら
れ

て
来
た
の
で
、
雨
乞
い
で
な
く
、
「
天
気
ま
つ
り
」
の
た
め
に
榛
名
山
へ

代
参
を
出
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。
(
五
反
田
〉

雨
乞
い
ひ
で
り
で
困
る
と
き
は
小
池
の
沼
ハ
新
治
村
須
川
〉
で
雨
乞
い

を
し
た
。
村
中
の
人
が
集
ま
っ
て
鎮
守
の
白
山
さ
ま
に
お
祈
り
を
し
て
か

ら
、
小
池
の
沼
へ
行
っ
て
沼
の
中
を
か
き
ま
わ
し
た
。
か
き
ま
わ
す
棒

は
、
登
っ
て
行
く
途
中
で
切
っ
て
つ
く
っ
た
。
小
池
の
沼
に
は
フ
ナ
な
ど

の
小
魚
が
い
る
の
で
、
子
ど
も
た
ち
が
魚
と
り
に
行
っ
た
が
、
「
小
池
を

カ
ン
マ
ス
(
か
き
ま
わ
す
〉
と
雨
が
降
る
」
と
い
わ
れ
る
の
で
、
家
の
者

に
か
く
れ
て
行
く
よ
う
だ
つ
た
。

十
年
ば
か
り
前
(
昭
和
三
十
年
こ
ろ
)
、
績
尾
の
テ
イ
(
衆
)
が
、
み
の

イ言第五章

笠
姿
で
下
の
方
か
ら
上
っ
て
来
る
の
で
、
「
ど
う
し
た
ん
だ
い
、
田
植
え

の
手
伝
い
か
い
」
と
開
い
た
と
こ
ろ
、
「
ひ
で
り
で
乾
い
て
困
る
」
の
で

雨
乞
い
を
す
る
た
め
「
小
池
の
水
を
も
ら
い
に
行
く
」
の
だ
と
い
っ
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
ハ
大
道
)

念
仏
供
養
塔
村
の
入
口
に
あ
た
る
太
子
堂
の
所
に
、
女
人
講
中
が
建
て

た
念
仏
供
養
塔
が
あ
る
。
台
石
正
面
に
は
女
人
講
と
し
、
嘉
永
五
年
壬
子

閏
二
月
吉
日
に
建
て
た
も
の
で
、
台
正
面
に
女
人
講
、
右
側
面
に
は
、

連
名
、
佐
な
、
い
登
、
や
ま
、
さ
よ
、
ま
す
、
く
に
、
す
み
、
た
か
、

よ
め
、
と
わ
、
さ
い
、
左
側
面
に
は
、
は
る
、
な
を
、
け
ん
、
や
す
、
い

ね
、
や
す
、
む
め
、
き
ん
、
い
ち
、
や
す
、
そ
よ
、
か
め
、
裏
面
、
志
よ

世
話
人
、
神
保
均
左
衛
門
、
同
古
文
次
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
名
前

は
、
念
仏
講
中
の
も
っ
て
い
る
フ
セ
ガ
ネ
に
刻
ま
れ
て
い
る
名
前
と
同
じ

で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
(
岩
本
)

凹
、
嵩
山
の
ミ
ロ
ク
信
仰

ミ
ロ
ク
信
仰
の
実
際
嵩
山
の
ミ
ロ
ク
信
仰
が
ど
の
よ
う
に
残
っ
て
い
る

か
に
つ
い
て
は
、
先
ず
、
ミ
ロ
ク
サ
ン
は
「
穴
の
神
」
だ
と
い
う
こ
と
を

い
い
、
人
体
に
あ
る
耳
、
目
、
口
、
鼻
な
ど
の
ア
ナ
の
病
気
の
と
き
に
ミ

ロ
ク
サ
ン
に
オ
ガ
ン
シ
ョ
を
か
け
る
。
婦
人
の
病
気
ハ
シ
モ
ノ
病
〉
に
も

オ
ガ
ン
シ
ョ
を
か
け
る
が
、
老
人
は
ア
ラ
タ
カ
ナ
神
だ
と
信
じ
て
い
る
。

第
二
は
、
ミ
ロ
ク
サ
ン
は
「
女
の
神
さ
ま
」
だ
と
い
う
。
あ
る
人
は
嫁

入
り
し
て
聞
も
な
い
こ
ろ
、
何
か
の
機
会
に
マ
ル
メ
モ
ン
を
つ
く
っ
た
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時
、
姑
さ
ん
か
ら
「
ミ
ロ
ク
サ
ン
に
進
ぜ
た
か
や
」
と
た
だ
き
れ
、
あ
ら

た
め
て
供
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
そ
の
折
「
ミ
ロ
グ
サ
γ

は
何
の
神
さ
ま
か
」
と
聞
い
た
と
こ
ろ
「
人
聞
に
は
い
ろ
い
ろ
の
ア
ナ
が

あ
る
が
、
女
に
は
大
切
な
ア
ナ
が
あ
る
。
だ
か
ら
穴
の
神
さ
ま
で
あ
る
ミ

ク
ロ
サ
ン
に
進
ぜ
る
ん
だ
よ
」
と
教
え
ら
れ
た
と
い
う
。

第
三
は
「
お
産
の
神
」
だ
と
い
う
こ
と
で
、
「
穴
の
神
」
「
女
の
神
」

さ
ん
だ
か
ら
お
産
の
と
き
拝
む
と
い
い
と
年
よ
り
に
い
わ
れ
て
、
オ

γ
ナ

シ
君
。
き
の
お
産
の
と
き
拝
ま
せ
た
と
い
う
人
も
あ
る
。
昭
和
初
年
こ

ろ
ま
で
は
近
在
か
ら
も
お
参
り
に
来
た
人
も
い
た
と
い
う
。

第
四
は
「
夫
婦
円
満
」
の
神
さ
ま
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
娘
が
年
頃
に
な
っ
て
嫁
に
行
く
よ
う
に
な
る
と
、
嫁
入
前
に
母
親

が
連
れ
て
お
参
り
に
行
っ
た
と
い
う
。
ミ
ロ
グ
サ

γ
は
岩
の
上
の
方
の
高

い
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
ふ
つ
う
に
は
上
れ
な
い
か
ら
ミ
ロ
タ
穴
の
下
へ
行

っ
て
お
傘
り
す
る
が
、
ミ
ロ
グ
サ
ン
に
願
っ
て
お
け
ば
夫
婦
仲
が
円
満
に

お
さ
ま
る
も
の
だ
と
い
う
。
結
婚
後
お
礼
参
り
|
|
オ
ガ
ン
シ
ョ
パ
タ
シ

を
し
た
話
は
周
か
な
い
と
い
う
。

第
五
は
、
オ
デ
キ
ハ
吹
出
物
〉
ミ
ミ
ダ
レ
ハ
中
耳
炎
)
ノ
ド
の
病
気
な

ど
に
オ
ガ
ン
シ
ョ
を
か
け
る
こ
と
で
、
オ
デ
キ
に
つ
い
て
は
近
く
の
薬
師

と
も
混
同
し
て
い
る
が
、
穴
の
神
と
し
て
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
新
し
い

例
と
し
て
は
近
年
、
田
植
え
時
の
こ
と
、
暑
気
払
い
の
た
め
に
梅
酒
の
つ

も
り
で
誤
っ
て
塩
酸
を
飲
ん
で
し
ま
い
、
危
く
一
命
を
と
り
と
め
た
人
が

長
い
療
養
生
活
の
中
で
も
思
わ
し
く
な
い
時
期
を
す
ご
し
て
い
た
時
、
ミ

ロ
ク
サ
ン
に
「
早
く
ノ
ド
が
通
る
よ
う
に
直
し
て
下
さ
い
」
と
お
祈
り

俗民

し
、
オ
ガ
ン
シ
ョ
を
か
け
ハ
老
母
の
す
す
め
で
〉
、
よ
う
や
く
退
院
す
る
こ

と
が
で
き
て
オ
ガ
ン
シ
ョ
パ
タ
シ
に
数
回
お
参
り
に
行
き
、
現
在
で
も
熱

心
に
信
仰
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
例
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
第
五
を
除
い
て
信
仰
の
中
心

は
「
穴
の
神
」
「
女
の
神
」
と
し
て
女
性
た
ち
が
ミ
ロ
ク
信
仰
を
支
え
て

来
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
こ
と
が
特
色
で
あ
る
。

ミ
ロ
ク
サ
ン
の
供
え
も
の
こ
う
し
た
信
仰
の
中
で
、
ミ
ロ
タ
サ
ン
に
供

え
る
も
の
と
し
て
共
通
し
て
い
る
の
は
マ
ル
メ
モ
ン
と
い
わ
れ
る
マ
イ
〆

マ
ハ
ダ

γ
ゴ
)
や
ヤ
キ
モ
チ
、
マ

γ
ジ
ュ
ゥ
、
餅
な
ど
で
あ
る
。
ふ
だ
ん

で
も
ダ
ン
ゴ
や
マ
ン
ジ
ュ
ウ
な
ど
の
マ
ル
メ
モ
ン
を
つ
く
っ
た
時
に
高
い

所
に
進
ぜ
て
い
た
例
が
二
つ
ほ
ど
あ
る
が
、
一
例
は
家
の
中
の
高
い
所
に

進
ぜ
、
他
の
一
例
で
は
神
だ
な
の
上
で
も
大
神
宮
さ
ん
と
は
別
の
方
に
供

え
て
い
る
。
オ
デ
キ
の
オ
ガ
ン
シ
ョ
の
と
き
の
例
で
は
白
い
小
さ
な
お
供

え
餅
を
二
組
ぐ
ら
い
進
ぜ
た
と
い
う
。
白
い
餅
が
い
い
と
い
う
の
は
近
所

の
人
に
聞
い
て
や
っ
た
の
だ
が
、
ミ
ロ
グ
サ
ン
の
供
え
も
の
は
白
い
も
の

に
限
ら
れ
、
色
の
つ
い
た
も
の
は
い
け
な
い
と
教
え
ら
れ
た
と
い
う
。
ミ

ミ
ダ
レ
の
と
き
は
「
ナ
ベ
キ
リ
モ
チ
」
を
進
ぜ
た
と
い
う
。
ナ
ベ
キ
リ
モ

チ
と
は
小
さ
い
鍋
で
ア
ン
コ
を
煮
て
、
つ
く
っ
た
餅
な
ど
を
全
部
供
え
て

し
ま
う
の
で
ナ
ベ
キ
り
モ
チ
と
い
う
。
一
人
の
老
人
は
、
ミ
ロ
タ
サ

γ
の

好
き
な
も
の
は
オ
コ
ワ
ハ
赤
飯
)
や
マ
イ
ダ
マ
な
ど
で
、
上
ま
で
登
れ
な

い
人
は
親
都
神
社
の
お
森
へ
持
っ
て
行
っ
て
上
げ
る
と
い
う
。
ノ
ド
を
手

術
し
た
人
の
例
で
は
、
退
院
し
た
時
に
お
供
え
餅
を
つ
く
っ
て
上
げ
た
と

い
う
。
現
在
で
は
毎
朝
顔
を
洗
う
と
す
ぐ
に
、
ミ
ロ
ク
ザ
ン
に
上
げ
る
と
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い
っ
て
お
茶
と
御
飯
と
を
供
え
て
家
の
中
で
拝
む
と
い
う
。
カ
ワ
ロ
モ

γ

を
し
た
時
は
必
ら
ず
供
え
物
は
す
る
し
、
正
月
に
は
松
か
ぎ
り
や
お
供
え

餅
は
「
お
正
月
さ
ま
」
と
同
じ
に
す
る
と
い
う
。

ど
こ
に
調
ら
れ
る
か
ミ
ロ
ク
サ
ン
を
紀
る
場
所
に
つ
い
て
み
る
と
、
神

だ
な
に
肥
っ
て
あ
る
と
い
う
の
が
一
例
あ
る
が
こ
れ
は
嵩
山
か
ら
は
三
回

ほ
ど
離
れ
た
岩
本
で
あ
る
。

親
都
、
嵩
山
部
落
で
は
、
ミ
ロ
ク
サ
γ
は
嵩
山
の
山
中
ミ
ロ
グ
穴
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
特
別
の
位
置
は
な
く
、
定
め
ら
れ
た
棚
も
設
け
ず
、
家
の

中
の
北
側
や
や
高
い
場
所
|
|
失
礼
に
な
ら
な
い
所
に
わ
か
る
よ
う
に
し

て
供
え
も
の
を
し
た
り
、
松
か
ぎ
り
を
し
た
り
す
る
こ
と
で
示
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
オ
ス
ガ
タ
の
よ
う
な
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。

ア
ナ

2
0の
神
の
背
景
海
抜
七
八
九

m
と
い
う
独
立
し
た
岩
山
、
嵩
山

仰

嵩山のミログサγ

{言第五章

の
最
高
峰
大
天
狗
の
南
面
の
絶
壁
一
に
「
ミ
ロ
ク
穴
」
と
名
付
け
ら
れ
た
小

さ
な
洞
穴
が
あ
る
。
関
口
部
の
幅
約
一
、
二
円
高
さ
約
一
一

m
、
奥
行
約

四
m
の
岩
穴
で
、
自
然
の
洞
穴
に
一
部
人
工
を
加
え
た
跡
が
う
か
が
え
る

も
の
で
あ
る
が
、
南
面
し
て
い
る
上
に
、
偶
然
か
も
知
れ
な
い
が
麓
の

親
都
神
社
、
原
町
の
大
宮
巌
鼓
神
社
と
一
直
線
に
結
ぼ
れ
て
い
る
。

こ
の
ミ
ロ
ク
穴
に
安
置
さ
れ
た
石
像
が
弥
勃
像
で
村
民
は
下
か
ら
見
え

る
石
像
、
正
し
く
は
阪
東
第
二
十
番
観
音
を
ミ
ロ
タ
サ
ン
だ
と
信
じ
て
い

る
。
ま
た
地
蔵
さ
ん
が
ミ
ロ
ク
ザ
ン
だ
と
い
っ
て
い
る
人
も
い
る
。
ミ
ロ

グ
穴
は
険
し
い
岩
壁
を
登
ら
ね
ば
な
ら
ず
無
理
の
な
い
誤
解
だ
と
い
え
よ

う
。
弥
勅
像
は
高
さ
四
十
四
ほ
ど
の
石
に
約
二
十
四
ほ
ど
の
坐
像
が
刻
ま

れ
、
掌
上
に
宝
塔
を
の
せ
て
い
る
も
の
で
、
銘
と
し
て
は
「
権
大
僧
都
智

勝
三
光
院
正
覚
位
」
「
南
無
当
来
導
師
弥
動
菩
薩
」
と
刻
ま
れ
て
い
て
、

こ
れ
が
弥
勤
菩
薩
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
記
年
銘
は
な
い
が
台

座
に
は
高
橋
孫
兵
衛
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
穴
の
中
に
杷
ら
れ
た
ミ
ロ
ク

サ
ン
は
こ
の
世
の
中
の
世
直
し
を
し
て
く
れ
る
偉
大
な
カ
を
も
っ
仏
さ
ん

と
し
て
信
仰
さ
れ
た
と
し
て
も
、
長
い
年
月
の
聞
に
神
と
仏
が
一
体
と
な

り
、
「
穴
の
中
の
仏
(
神
と
か
ら
「
穴
の
神
」
と
し
て
穴
か
ら
発
展
し
て

人
体
に
関
す
る
ア
ナ
一
切
の
病
に
ア
ラ
タ
カ
な
力
を
も
っ
神
さ
ま
に
転
化

し
、
医
療
の
お
く
れ
た
当
時
の
村
人
た
ち
の
救
い
の
神
に
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
よ
う
。

い
つ
ご
ろ
か
ら
の
信
仰
か
弥
勧
信
仰
が
こ
の
地
に
い
つ
ご
ろ
入
っ
た
か

は
明
ら
か
で
な
い
が
、
弥
勃
像
の
建
立
と
嵩
山
百
番
供
養
の
観
音
像
建
立

と
が
前
後
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
推
定
で
き
る
。
即
ち
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誌

嵩
山
に
は
全
山
を
巡
拝
す
る
百
番
供
養
の
信
仰
が
あ
り
、
秩
父
三
四
番
、
阪

東
三
三
番
、
西
国
三
三
番
合
せ
て
百
番
供
養
の
観
音
が
建
立
、
安
置
さ
れ

た
の
が
元
禄
十
五
年
で
あ
る
。
そ
の
後
数
度
に
わ
た
り
修
理
さ
れ
て
い
る

が
、
ミ
ロ
タ
穴
に
並
ん
で
い
る
阪
東
第
二
十
番
十
一
面
観
音
の
建
立
者
が

弥
勤
像
と
同
じ
高
橋
孫
兵
衛
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
を
同
一
人
物
と
み
る

の
は
早
計
と
し
て
も
弥
勃
像
と
の
聞
に
長
い
時
間
的
ズ
レ
が
あ
っ
た
と
は

考
え
ら
れ
ず
、
両
者
の
聞
に
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
と
恩
わ

れ
る
。

弥
勃
信
仰
の
背
景
嵩
山
の
こ
と
は
ふ
つ
う
「
お
天
狗
さ
ん
」
と
よ
び
西

の
低
い
山
頂
が
小
天
狗
、
中
央
が
中
天
狗
、
東
北
の
最
高
峰
を
大
天
狗
と

よ
ん
で
お
り
、
昭
和
初
期
ま
で
は
女
人
禁
制
の
山
で
あ
っ
た
。
ま
た
麓
の

ひ
と
と

部
落
で
は
ニ
ワ
ト
リ
を
銅
う
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
、
飼
え
は
火
事
が
あ
る
と

伝
え
ら
れ
、
近
年
よ
う
や
く
養
鶏
が
始
め
ら
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
た
こ

の
山
に
は
、
正
月
初
卯
の
日
(
旧
暦
な
の
で
二
月
上
旬
)
山
頂
ヘ
ボ
ン
デ

ン
を
上
げ
る
行
事
が
あ
る
。
こ
の
日
は
「
お
正
月
さ
ま
」
が
天
に
お
帰
り

に
な
る
日
と
い
わ
れ
、
三
つ
の
部
落
が
大
天
狗
、
中
天
狗
、
小
天
狗
の
山

頂
に
各
々
ボ
ン
デ
γ
を
た
て
、
し
き
た
り
に
し
た
が
っ
て
全
山
を
巡
拝
し

て
終
る
と
オ
ミ
キ
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
が
、
現
在
は

巡
拝
は
し
て
い
な
い
。
秋
の
十
日
夜
の
翌
日
、
麓
で
薬
師
ご
も
り
を
す
る

が
こ
の
と
き
堂
地
で
大
き
な
火
を
焚
く
火
と
ぼ
し
行
事
が
あ
る
こ
と
も
尉

山
信
仰
と
無
縁
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に
嵩
山
の
弥
勤
信
仰
は
、
親
都
、
寓
山
の
両
部
落
に
み
ら
れ
る

が
、
土
地
で
い
う
ミ
ロ
ク
サ
ン
「
ア
ナ
の
神
」
「
女
の
神
」
と
い
わ
れ
、

俗民

本
来
の
弥
勤
信
仰
と
は
大
き
な
変
質
を
し
て
い
る
こ
と
が
特
色
で
、
未
来

仏
と
し
て
の
伝
承
も
、
伝
来
の
そ
れ
や
、
う
た
も
、
お
ど
り
も
付
随
せ

ず
、
オ
ガ
ン
シ
ョ
と
い
う
行
為
を
と
も
な
っ
た
信
仰
と
し
て
現
在
に
残
っ

て
い
る
。
目
、
耳
、
鼻
あ
る
い
は
婦
人
病
な
ど
日
常
的
な
病
気
を
通
し
て

婦
人
た
ち
に
支
持
さ
れ
、
信
仰
さ
れ
て
来
た
こ
と
が
今
日
に
残
り
得
る
理

由
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
地
に
は
子
安
神
、
石
薬
師
、
さ

ら
に
乳
の
出
な
い
婦
人
に
光
明
を
与
え
る
と
い
う
オ
オ
ギ
ザ
マ
な
ど
が
あ

り
、
そ
れ
ら
が
主
と
し
て
婦
人
た
ち
に
信
仰
さ
れ
て
来
た
こ
と
も
弥
勤
信

仰
と
無
縁
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
嵩
山
の
ミ
ロ
ク
サ
ン
の
信
仰
は
、
そ
れ

自
体
と
し
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
弥
勤
信
仰
の
名
残
り
の
一
つ
で
あ

っ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
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五、

白
久
保
の
お
茶
講

白
久
保
の
氏
神
「
天
満
宮
」
|
|
天
神
さ
ん
の
例
祭
は
三
月
二
十
五
日

で
あ
る
が
、
お
茶
講
は
初
天
神
の
宵
祭
り
と
し
て
一
月
二
十
四
日
、
さ
ら

に
二
月
二
十
四
日
の
二
回
、
夕
食
後
に
行
な
わ
れ
る
。
お
茶
講
の
起
源
に

つ
い
て
の
記
録
、
伝
承
は
な
い
の
で
明
ら
か
で
な
い
が
、
現
在
の
七
十
代

の
人
た
ち
の
祖
父
の
祖
父
の
時
代
に
も
や
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、
江
戸
時
代
の
末
に
は
す
で
に
行
な
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
よ
う
で
あ

る
。
村
の
人
た
ち
は
、
「
天
神
さ
ん
の
お
こ
も
り
の
と
き
に
、
た
い
く
つ

し
の
ぎ
に
や
っ
た
も
の
が
も
と
だ
ろ
う
」
と
い
い
、
最
近
は
、
「
大
人
が

子
ど
も
た
ち
を
遊
ば
せ
て
や
る
天
神
講
だ
」
と
い
う
教
育
関
係
者
も
い
る



仰

が
、
お
茶
を
の
み
合
っ
て
村
人
た
ち
が
楽
し
む
行
事
と
、
天
神
信
仰
、
天

神
待
ち
と
が
複
雑
に
結
び
合
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実

で
あ
る
。

講
へ
の
参
加
昭
和
初
年
に
十
戸
だ
っ
た
戸
数
も
、
現
在
で
は
二
十
戸
に

増
加
し
て
い
る
が
、
全
戸
が
入
っ
て
お
り
、
宿
は
順
番
で
も
た
れ
、
宿
に

な
っ
た
家
が
講
の
書
類
や
用
具
ハ
茶
う
す
、
ふ
る
い
な
ど
〉
を
保
管
し
て

い
る
。
講
へ
の
参
加
資
格
は
、
男
は
年
齢
に
関
係
な
く
だ
れ
で
も
よ
く
、

女
子
に
つ
い
て
は
十
三
歳
以
上
の
者
は
座
敷
へ
入
る
こ
と
さ
え
も
許
さ
れ

な
い
。
ま
た
身
内
に
不
幸
が
あ
っ
て
五
、
七
日
供
養
-
七
、
七
日
供
養
が

す
ん
で
い
な
い
と
き
は
遠
慮
し
て
い
る
。

準
備
講
の
日
の
午
後
、
世
話
人
た
ち
男
衆
が
宿
に
集
ま
っ
て
準
備
す

る
。
茶
の
用
意
と
、
灯
明
、
連
名
帳
、
サ
サ
ラ
等
を
つ
く
り
、
灯
明
に
は

新
し
い
紙
を
は
り
、
「
五
穀
豊
穣
」
「
奉
納
天
満
宮
」
あ
る
い
は
「
天
神

議
」
と
書
き
、
火
の
口
と
い
う
文
字
ゃ
、
菊
、
松
、
竹
な
ど
の
絵
を
描

き
、
ロ

l
ソ
ク
を
入
れ
る
。
茶
は
ホ
l
ロ
グ
で
煎
り
、
茶
う
す
で
ひ
い
て

粉
と
し
、
き
め
ら
れ
た
割
合
に
ま
ぜ
合
せ
て
「
お
茶
」
を
つ
く
る
。

チ
ン
ピ
み
か
ん
の
皮
を
む
き
、
乾
燥
し
て
用
意
し
て
お
き
、
当
日
、
こ

ま
か
に
砕
い
て
か
ら
ホ
l

ロ
ク
で
煎
る
。
焦
げ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
長

い
ハ
シ
な
ど
で
か
き
ま
わ
し
て
や
る
。

甘
茶
昔
は
薬
種
展
さ
ん
に
行
け
ば
た
い
が
い
あ
っ
た
が
、
最
近
は
手
に

入
ら
な
く
な
り
、
宗
教
団
体
の
解
脱
会
の
人
に
額
ん
で
分
け
て
も
ら
う
。

天
茶
と
書
い
て
ア
マ
茶
と
読
ま
せ
て
い
る
。

ホ
l
ロ
タ
の
上
で
煎
る
が
、
茶
う
す
で
粉
に
ひ
け
れ
ば
よ
い
の
で
、
乾
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燥
さ
せ
れ
ば
よ
い
。
手
で
よ
じ
っ
て
み
て
、
こ
ま
か
く
も
め
れ
ば
よ
い
。

シ
プ
茶
茶
屋
で
市
販
の
茶
を
買
っ
て
来
る
。
等
級
は
特
に
問
題
に
な
ら

な
い
。
他
の
チ
ン
ピ
、
天
茶
と
同
じ
く
ホ
l
ロ
グ
で
煎
る
が
、
煎
り
す
ぎ

る
と
茶
の
渋
味
が
う
す
く
な
る
の
で
注
意
す
る
。

茶
臼
お
茶
講
用
の
茶
臼
は
、
古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、
年
代
は

明
ら
か
で
な
い
。
ホ
l

ロ
ク
で
煎
っ
た
甘
茶
、
シ
プ
茶
、
チ

γ
ピ
の
順
に

粉
に
す
る
が
、
一
人
が
臼
の
上
の
穴
か
ら
材
料
を
入
れ
、
他
の
一
人
が
両

手
で
押
し
つ
け
る
よ
う
に
し
て
臼
で
す
っ
て
や
る
。
下
臼
が
受
け
肌
の
よ

う
に
な
っ
た
部
分
に
粉
が
出
る
と
た
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
ミ
ゴ
ボ

l
キ
で
か
い
て
集
め
る
方
法
を
と
っ
て
い
る
。

茶
の
ま
ぜ
方
総
量
を
そ
れ
ぞ
れ
六
と
し
た
場
合
に
は
次
の
よ
う
な
割
合

で
の
混
合
が
基
本
と
い
わ
れ
る
。

一
の
お
茶

チ
ン
ピ
一
シ
プ
茶
二
ア
マ
茶
一
一
一

二
の
お
茶

チ

ン

ピ

一

シ

プ

茶

三

ア

マ

茶

一

三
の
お
茶

チ

ン

ピ

三

シ

プ

茶

一

ア

マ

茶

二

客
の
お
茶

チ

ン

ピ

一

シ

プ

茶

一

ア

マ

茶

四

し
た
が
っ
て
「
客
」
が
も
っ
と
も
甘
く
、
次
い
で
「
一
の
茶
」
が
甘
い

の
で
、
本
茶
の
と
き
に
混
乱
す
る
の
が
こ
の
こ
つ
で
あ
る
。
「
二
の
茶
」

は
渋
味
が
あ
る
の
で
ほ
と
ん
ど
の
人
は
正
解
を
出
す
。
「
三
の
茶
」
も
チ
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誌

ン
ピ
が
多
い
の
で
こ
れ
も
わ
か
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。
茶
う
す
で
ひ
い

て
ふ
る
っ
た
の
を
そ
ト
と
い
い
、
「
お
茶
」
を
つ
く
る
と
き
基
本
に
な
る

も
の
に
対
し
て
ま
ぜ
合
せ
る
も
の
は
「
ア
イ
ヤ
ク
」
と
よ
ん
で
い
た
。

本
茶
と
見
本
ま
ぜ
合
わ
せ
た
お
茶
は
そ
れ
ぞ
れ
三
分
さ
れ
、
見
本
一
包

と
本
茶
二
包
と
に
分
け
ら
れ
る
。
客
だ
け
は
一
包
は
「
天
神
さ
ん
の
お

茶
」
「
見
本
」
「
本
茶
」
と
に
分
け
ら
れ
る
。
見
本
の
場
合
は
包
み
の
表

面
に
そ
れ
ぞ
れ
の
名
称
が
書
か
れ
る
が
、
本
茶
に
つ
い
て
は
包
み
紙
の
端

を
細
長
く
切
り
こ
み
、
そ
こ
に
名
称
を
書
く
と
小
さ
く
折
り
た
た
ん
で
包

み
の
中
に
入
れ
、
薬
包
紙
を
折
る
よ
う
に
し
て
外
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に

し
て
し
ま
う
。
こ
う
し
て
準
備
さ
れ
た
お
茶
は
、
お
盆
の
中
に
入
れ
、
天

神
さ
ん
の
前
に
供
え
ら
れ
て
講
を
待
つ
わ
け
で
あ
る
。

役
づ
き
お
茶
講
の
役
づ
き
は
四
人
い
る
。

お
茶
坊
主
、
い
ろ
り
の
そ
ば
で
お
茶
を
た
て
て
、
茶
わ
ん
に
注
い
で
や

っ
た
り
、
返
っ
て
き
た
茶
わ
ん
を
洗
う
役
、
二
人
で
や
る
。

勝
書
記
役
で
、
参
加
者
の
名
前
を
「
お
茶
議
連
名
帳
」
に
記
入
し

た
り
、
本
茶
の
際
の
回
答
を
記
入
す
る
役
で
あ
り
、
答
を
確
認
す

る
役
で
も
あ
る
。

叶
そ
ろ
ば
ん
係
、
計
算
係
で
あ
り
、
本
茶
の
答
に
合
せ
て
数
を
合

計
し
て
、
菓
子
係
に
対
し
て
そ
の
数
だ
け
の
菓
子
を
用
意
さ
せ
る

役

菓
子
係
役
づ
き
で
は
な
い
が
、
勝
、
叶
の
近
く
に
座
り
、
本
茶
の
回

答
に
合
せ
て
「
叶
」
が
計
算
し
た
数
の
菓
子
を
数
え
、
そ
れ
ぞ
れ

の
お
茶
の
順
に
容
器
に
入
れ
て
用
意
す
る
役
、

俗民

ウ
グ
イ
ス
の
係
、
炉
ば
た
に
座
っ
て
い
て
、
見
本
茶
、
本
茶
、
と
も
に

順
番
に
入
れ
た
お
茶
の
包
み
紙
を
ウ
グ
イ
ス
に
さ
し
て
保
管
し
、

本
茶
が
終
っ
た
と
き
に
一
枚
ず
つ
ひ
ろ
げ
て
答
を
披
露
す
る
役

若
衆
頭
、
部
落
の
青
壮
年
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
若
衆
頭
は
、
お
茶
講
の

司
会
、
進
行
役
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
参
加
者
の
名
前
を

聞
き
、
サ
サ
ラ
紙
を
渡
し
、
各
人
か
ら
の
答
を
確
認
し
、
正
答
に

合
せ
て
お
菓
子
を
配
布
し
て
や
る
役
で
あ
る
。

サ
サ
ラ
お
茶
講
に
参
加
し
た
者
に
は
、
連
名
帳
に
記
入
し
た
順
に
し
た

が
っ
て
、
そ
の
人
に
つ
い
た
名
称
と
同
じ
名
称
を
書
い
た
サ
サ
ラ
と
い
う

紙
が
渡
さ
れ
る
。
半
紙
四
分
の
一
大
の
紙
で
、
下
の
方
に
六
つ
の
切
り
こ

み
を
つ
け
て
七
つ
に
分
け
、
左
か
ら
「
一
、
一
、
二
、
二
、
三
、
三
、
客

と
書
い
て
あ
る
。
こ
れ
は
本
茶
の
と
き
に
回
答
し
た
も
の
を
各
人
が
記
憶

し
て
お
く
た
め
の
メ
そ
で
あ
る
。

キ
ヨ
メ
役
つ
き
の
人
た
ち
は
、
宿
の
家
へ
来
て
準
備
を
は
じ
め
る
と
き

に
は
、
宿
で
用
意
し
た
風
呂
に
入
っ
て
身
を
清
め
、
座
敷
に
塩
を
ま
い
て

か
ら
始
め
た
。
だ
か
ら
、
昔
気
質
の
年
寄
り
が
い
た
と
き
に
は
、
役
つ
き

の
人
た
ち
の
姿
が
見
え
る
と
、
「
風
呂
へ
入
っ
た
か
」
と
先
ず
確
認
さ
れ

た
も
の
で
、
家
で
入
っ
て
来
て
も
い
い
と
さ
れ
て
い
た
。

数
字
の
記
入
法
お
茶
議
連
名
帳
に
各
人
の
回
答
を
記
入
し
て
行
く
と
き

に
は
、
数
字
を
、
必
ら
ず
タ
テ
と
ヨ
ヨ
に
記
入
す
る
こ
と
が
普
か
ら
の
し

き
た
り
で
あ
る
。
最
初
は
ヨ
コ
の
漢
数
字
と
し
て
記
し
、
次
の
記
入
に
あ

た
っ
て
は
、
タ
テ
の
数
字
を
記
し
、
次
い
で
ヨ
コ
数
字
と
い
う
記
入
法
で

あ
る
。
こ
う
し
て
記
入
し
て
お
け
ば
読
み
誤
り
を
い
う
こ
と
は
お
こ
ら
な
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宿
の
順
番
お
茶
講
の
宿
は
、
村
中
の
順
番
に
な
っ
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ

の
伝
達
方
法
と
し
て
の
イ
イ
ツ
ギ
順
に
き
ま
っ
て
い
る
。
順
番
に
な
っ
て

も
「
日
ノ
ワ
リ
イ
」
家
ハ
不
幸
が
あ
っ
て
喪
に
服
し
て
い
る
家
な
ど
〉
は

一
回
ぬ
か
す
ハ
と
ぷ
)
こ
と
も
あ
る
。

禁
忌
女
の
子
は
十
三
歳
ま
で
は
参
加
で
き
る
が
、
「
十
三
の
厄
年
」

に
、
ド
ン
ド
ン
ヤ
キ
で
厄
お
と
し
を
し
た
年
か
ら
は
出
席
で
き
な
い
。
宿

に
な
っ
た
家
の
婦
人
で
も
、
お
茶
講
を
や
っ
て
い
る
座
敷
に
は
入
っ
て
は

仰

お茶講連名帳

信第五章

い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
台
所
の
方
の
イ
ロ
リ
の
そ
ば
に
い

て
、
集
ま
っ
て
来
た
男
衆
を
通
じ
て
用
事
を
す
る
と
と
に
な
っ
て
い
る
。

天
神
さ
ん
は
酒
が
き
ら
い
な
の
で
、
お
茶
講
の
席
に
は
、
酒
類
は
一
切

出
さ
な
い
。
し
か
し
講
が
終
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
帰
り
、
後
片
づ
け
が

終
れ
ば
酒
を
出
し
て
も
よ
い
。

昔
は
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
講
が
終
る
ま
で
は
膝
を
く
ず
し
て

は
な
ら
ず
、
オ
ツ
ク
ベ
ハ
正
座
)
を
し
て
い
た
。

菓
子
の
量
お
茶
講
の
正
解
者
に
出
す
菓
子
は
、
ア
メ
な
ど
で
、
総
数
は

出
席
者
一
人
に
つ
き
十
三
個
と
い
う
の
が
き
ま
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本

茶
は
七
回
の
む
が
、
こ
の
総
計
が
十
三
に
な
る
ハ
て
二
、
三
、
の
お
茶

と
客
|
|
一
に
数
を
、
そ
の
総
和
が
十
三
に
な
る
)
こ
と
か
ら
き
ま
っ
た

も
の
と
い
わ
れ
、
正
解
に
配
る
数
も
、
答
え
ら
れ
た
数
の
総
和
が
基
本
の

数
と
な
り
、
正
解
者
数
で
、
平
均
し
て
配
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
正

解
者
が
少
な
い
場
合
に
は
多
く
な
り
、
逆
の
場
合
に
は
配
当
が
極
端
に
少

な
く
な
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
で
は
こ
れ
だ
け
で
は
少
な
す
ぎ

る
と
い
う
の
で
総
数
を
適
当
な
割
合
に
ふ
や
し
て
、
参
加
者
へ
の
配
当
も

割
増
つ
き
に
な
っ
て
い
る
。

お
茶
講
連
名
帳
お
茶
講
の
参
加
者
は
御
茶
議
連
名
帳
に
記
録
さ
れ
本
茶

の
と
き
の
答
を
記
録
し
て
正
答
と
あ
わ
せ
て
行
く
た
め
の
大
切
な
も
の
と

な
る
。
連
名
帳
は
半
紙
を
半
分
に
折
っ
て
と
じ
こ
み
、
表
紙
に
は
年
月

日
、
御
茶
議
連
名
帳
、
宿
名
と
を
書
き
、
頁
を
聞
い
て
、
上
段
に
古
く
か

ら
の
し
き
た
り
に
し
た
が
っ
た
名
が
つ
け
ら
れ
、
下
の
方
に
こ
れ
に
対
応

し
て
参
加
者
の
氏
名
が
記
入
さ
れ
る
。
中
聞
の
部
分
は
記
入
ら
ん
で
あ
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る
。
し
き
た
り
に
よ
る
名
称
は
次
の
順
で
あ
る
。

花
、
鳥
、
風
、
月
、
龍
、
虎
、
梅
、
竹
、
金
、
銀
、
米
、
銭
、
榊
、
松

大
麦
、
小
麦
、
大
豆
、
小
豆
、
繭
、
生
糸
、
粟
、
科
、
黍
、
議
麦
、
朝
鮮

稗
、
桜
、
柿
、
栗
、
桃
、
梨
、
桑
、
杉
、
大
根
、
白
菜
、
午
芳
、
人
参
、

貯
官
、
茄
子
、
瓜
、
ト
マ
ト
、
南
瓜
、
西
瓜
、
密
柑
、

p
y
ゴ
、
ウ
ド

参
加
者
が
多
く
て
こ
れ
だ
け
で
は
不
足
す
る
と
き
に
は
、
何
か
生
活
に

結
び
つ
い
た
植
物
名
な
ど
を
つ
け
加
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

最
後
に
「
勝
」
と
「
叶
」
と
が
並
ん
で
同
じ
頁
に
書
か
れ
て
い
る
。
ど

ち
ら
も
役
づ
き
で
あ
る
の
で
一
般
参
加
者
と
は
頁
を
別
に
す
る
が
、
本
茶

へ
の
参
加
は
同
じ
で
あ
る
。

講
講
へ
参
加
す
る
村
人
た
ち
は
、
夕
食
を
す
ま
せ
て
か
ら
宿
に
集
ま
っ

て
来
る
。
宿
で
は
、
床
の
間
ま
た
は
神
だ
な
の
下
に
天
神
さ
ま
の
掛
軸
を

か
け
、
古
く
は
榊
の
枝
を
か
ざ
っ
た
。
掛
軸
は
お
茶
講
の
も
の
と
し
て
伝

わ
る
も
の
で
あ
る
。

「
婚
正
一
位
天
満
大
自
在
威
徳
天
神
像
」

宿
か
ら
天
満
宮
ま
で
の
道
の
ま
が
り
か
ど
ご
と
に
お
灯
明
(
あ
ん
ど
ん
〉

が
た
て
ら
れ
、
ず
っ
と
昔
は
、
天
満
宮
の
社
前
の
榊
の
木
の
下
で
火
を
た

き
、
拝
礼
し
て
宿
に
帰
っ
て
か
ら
お
茶
講
が
始
め
ら
れ
た
と
い
う
が
、
近

年
は
そ
う
し
た
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
参
加
者
の
う
ち
の
大
人
た
ち
は
、

多
く
が
い
ろ
り
ば
た
や
こ
た
つ
に
座
り
、
子
ど
も
た
ち
は
座
敷
に
坐
っ
て

待
っ
て
い
る
聞
に
「
勝
」
〈
書
記
)
の
手
で
参
加
者
の
名
前
が
連
名
帳
に

記
入
さ
れ
、
そ
れ
に
応
じ
て
サ
サ
ラ
紙
が
一
枚
ず
つ
渡
さ
れ
る
。
集
ま
り

き
っ
た
と
思
わ
れ
る
と
若
衆
頭
が
い
ろ
り
や
部
屋
に
塩
を
ま
い
て
清
め
、

{谷民

い
よ
い
よ
識
が
始
ま
る
。

お
茶
お
茶
講
の
お
茶
は
「
天
神
さ
ん
の
お
茶
」
か
ら
始
め
ら
れ
、
二
人

の
世
話
人
に
よ
っ
て
た
て
ら
れ
る
。
い
ろ
り
に
は
大
き
な
鉄
ぴ
ん
が
か
け

ら
れ
、
火
を
燃
し
て
ハ
炭
火
の
こ
と
も
あ
る
J
湯
を
わ
か
し
、
カ
タ
ク
チ

の
中
へ
茶
を
入
れ
て
か
ら
湯
を
注
ぎ
、
一
人
が
箸
の
よ
う
な
も
の
で
か
き

ま
わ
し
て
茶
を
た
て
て
か
ら
、
用
意
さ
れ
た
茶
わ
ん
|
|
湯
呑
み
と
い
わ

れ
る
も
の
に
注
・
き
分
け
、
そ
の
一
つ
を
「
天
神
さ
ま
に
供
え
て
か
ら
参
加

者
に
配
ら
れ
る
。
ハ
最
初
の
天
神
さ
ま
の
お
茶
だ
け
供
え
れ
ば
よ
い
〉
お

茶
は
す
べ
て
四
、
五
人
の
ま
わ
し
の
み
で
あ
る
。
ロ
に
ふ
く
ん
で
味
を
み

る
程
度
で
あ
る
の
で
飲
み
残
し
が
で
る
が
、
こ
れ
は
世
話
人
の
と
こ
ろ
に

用
意
さ
れ
た
大
き
な
容
器
に
あ
け
ら
れ
、
最
後
に
天
神
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ

持
っ
て
行
っ
て
あ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
天
神
さ
ん
の
お
茶
に

次
い
で
、
一
の
茶
、
二
の
茶
、
三
の
茶
、
客
の
順
に
「
見
本
の
お
茶
」
が

た
て
ら
れ
て
味
を
み
る
こ
と
が
行
な
わ
れ
る
。

ト
ヨ
ミ
ハ
見
本
茶
〉
お
茶
講
の
は
じ
ま
り
に
出
す
見
本
茶
は
、
一
番
の

お
茶
、
二
番
の
お
茶
、
三
番
の
お
茶
、
客
と
い
う
順
に
出
さ
れ
る
が
、
も

と
は
「
一
番
の
ト
ヨ
ミ
で
す
」
「
二
番
の
ト
ヨ
ミ
で
す
」
と
い
う
よ
う
に

ト
ヨ
ミ
と
い
う
よ
ぴ
方
を
さ
れ
て
い
た
と
い
う
が
、
現
在
で
は
「
一
番
の

見
本
で
す
」
と
い
う
よ
う
に
い
わ
れ
、
ト
ヨ
ミ
の
意
味
は
わ
か
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
。

本
茶
見
本
の
お
茶
が
す
む
と
い
よ
い
よ
「
本
茶
」
と
な
る
。
お
金
の
上

に
の
せ
ら
れ
て
い
る
お
茶
の
包
み
は
、
も
う
一
度
か
き
ま
わ
さ
れ
て
、
ど

の
お
茶
が
出
る
か
は
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
中
で
一
つ
ず
つ
お
茶
が
た
て
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ら
れ
る
。
包
ん
で
あ
っ
た
紙
は
、
名
前
を
書
い
た
部
分
は
は
そ
の
ま
ま
い

じ
ら
ず
に
ウ
グ
イ
ス
|
|
い
ろ
り
の
隅
に
立
て
ら
れ
た
竹
の
く
し
に
さ
さ

れ
、
ま
わ
し
の
み
さ
れ
、
配
ら
れ
て
い
る
サ
サ
ラ
紙
を
利
用
し
て
こ
れ
は

と
思
う
名
称
の
と
こ
ろ
を
折
り
曲
げ
て
お
き
、
連
名
帳
に
記
録
係
が
一
人

一
人
の
答
を
記
録
し
て
い
く
。
「
叶
」
役
は
、
答
え
ら
れ
た
も
の
を
数
と

し
て
合
計
し
て
、
菓
子
係
は
そ
の
総
計
だ
け
の
菓
子
を
数
え
て
重
箱
や
お

膳
の
中
に
入
れ
て
い
く
。
こ
う
し
て
七
回
く
り
返
さ
れ
る
の
で
菓
子
箱
も

七
つ
用
意
し
、
各
国
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

ザ
サ
ラ
紙
の
折
り
目
は
七
つ
な
の
で
、
回
答
し
て
い
る
中
に
同
じ
答
が

出
て
き
て
も
、
規
定
の
数
し
か
答
え
ら
れ
な
い
の
で
が
っ
か
り
す
る
こ
と

も
あ
る
。

オ
ワ
リ
七
つ
の
お
茶
の
す
べ
て
が
終
了
す
る
と
、
ウ
グ
イ
ス
の
と
こ
ろ

の
係
を
し
た
人
が
、
ウ
グ
イ
ス
に
き
さ
れ
た
包
み
紙
を
順
番
に
あ
け
て
正

解
を
発
表
す
る
。
連
名
帳
の
記
入
ら
ん
に
正
解
の

O
印
が
つ
け
ら
れ
、
正

解
者
の
人
数
に
応
じ
て
菓
子
の
分
配
数
が
き
ま
り
、
分
配
さ
れ
る
。
正
解

者
が
一
人
で
、
そ
の
回
の
菓
子
を
全
部
も
ら
う
人
が
出
る
の
は
稀
で
あ

る
。
一
回
の
お
茶
ご
と
に
答
が
合
せ
ら
れ
、
配
当
が
分
け
ら
れ
る
の
で
、

こ
の
た
め
に
か
な
り
の
時
聞
が
か
か
る
が
こ
れ
も
ま
た
楽
し
い
も
の
で
あ

る。ハ
ナ
カ
ツ
ギ
と
サ
カ
サ
ツ
バ
ナ
本
茶
が
す
み
、
オ
ワ
リ
に
な
っ
た
と

き
、
七
番
の
お
茶
の
す
べ
て
を
あ
て
た
人
「
ハ
ナ
カ
ツ
ギ
」
が
発
表
さ
れ

る
。
ま
っ
た
く
あ
た
ら
な
か
っ
た
人
に
は
「
サ
カ
サ
ッ
パ
ナ
」
と
い
う
名

が
つ
け
ら
れ
る
。
ハ
ナ
カ
ツ
ギ
、
サ
カ
サ
ッ
パ
ナ
、
と
も
に
多
く
出
た
年

信第五章

は
豊
年
だ
と
い
わ
れ
る
が
、
ど
ち
ら
も
あ
て
よ
う
と
し
て
当
た
る
も
の
で

は
な
い
と
い
わ
れ
る
。

正
解
の
数
に
よ
っ
て
つ
け
ら
れ
る
よ
び
名
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

イ
チ
ポ
ハ
イ
ツ
ポ
〉
正
解
一
、
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
(
フ
ク
ベ
〉
正
解
二

カ
ラ
カ
サ
正
解
三
、
テ
ッ
ポ
ウ
正
解
四
、
ヤ
ク
ナ
ジ
正
解
五
、
ハ
ナ
カ

ツ
ギ
正
解
七
、
サ
カ
サ
ッ
パ
ナ
正
解
ナ
シ

答
の
数
が
サ
サ
ラ
紙
に
書
か
れ
、
制
限
さ
れ
て
い
る
の
で
正
解
六
と
い

う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

経
費
お
茶
講
の
経
費
は
、
お
茶
代
、
半
紙
、
ロ
l
ソ
ク
、
お
菓
子
代
等

が
ほ
と
ん
ど
で
、
す
べ
て
村
中
の
平
等
割
負
担
で
ま
か
な
わ
れ
る
。
識
に

伴
な
う
飲
食
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
、
宿
に
対
し
て
の
謝
礼
も
な
い
。

講
が
終
っ
た
と
こ
ろ
で
次
の
宿
は
き
ま
っ
て
い
る
の
で
諸
道
具
が
引
継
が

れ
る
と
い
う
。
ハ
五
反
田
白
久
保
)

お
茶
講
正
月
二
十
四
日
に
天
神
講
の
お
こ
も
り
と
し
て
や
る
。
大
き
な

子
ど
も
ハ
高
等
二
年
〉
が
世
話
や
き
に
な
っ
て
や
る
が
、
大
人
が
お
茶
の

用
音
山
を
し
て
や
っ
た
り
、
書
記
役
に
な
っ
て
や
っ
た
。
お
茶
は
、
ナ
ナ
イ

ロ
に
す
る
と
い
っ
て
、
チ
ン
ピ
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、
甘
茶
、
サ
ン
シ
ョ
、
番

茶
、
そ
れ
に
砂
糖
な
ど
で
、
ま
ぜ
合
わ
せ
て
つ
く
っ
た
と
思
う
が
、
で
き

た
お
茶
は
紙
に
く
る
ん
で
用
意
し
て
お
き
、
み
ん
な
に
飲
ま
せ
て
答
の
く

じ
を
出
さ
せ
、
あ
た
り
を
み
る
。
菓
子
を
用
意
し
て
お
き
、
あ
と
で
正
解

者
に
配
当
を
出
し
た
が
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
お
茶
は
、
ち
ょ
っ
と
見
に
は
三

温
の
砂
糖
湯
の
よ
う
に
見
え
る
の
で
、
子
ど
も
が
だ
ま
さ
れ
て
飲
ん
で
泣

き
出
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
経
費
は
二
銭
く
ら
い
ず
つ
集
め
て
や
っ
た

1145 



誌

が
、
足
ら
な
い
と
い
っ
て
五
銭
に
し
た
と
思
う
。
半
紙
も
二
枚
ず
つ
出
し

た
。
ま
っ
た
く
当
ら
な
か
っ
た
者
は
ハ
ナ
カ
ツ
ギ
と
い
っ
て
、
宿
か
ら
神

民俗

俗

知

識

第
六
章

民

人

前

イ
ッ
チ
ョ
ウ
マ
イ
ハ
一
人
前
〉
と
い
う
の
は
場
所
に
よ
り
、
仕
事
に
よ

っ
て
少
し
ず
つ
も
が
い
が
あ
る
が
、
名
久
田
地
区
で
は
ほ
ぼ
次
の
通
り
。

回
の
草
と
り
大
塚
辺
で
は
一
日
三
升
ネ
エ
ハ
苗
)
の
広
さ
。
一
升
ネ
エ

と
は
一
升
の
種
で
植
え
ら
れ
る
広
さ
と
い
う
と
と
で
、
ツ
チ
バ
シ
あ
た
り

で
三
十
か
ら
三
十
五
坪
多
い
と
こ
ろ
で
五
十
坪
。
平
均
す
る
と
四
十
、
五

十
坪
、
し
た
が
っ
て
約
五
畝
歩
(
五
ア
ー
ル
〉
の
広
さ
の
回
の
草
と
り
が

一
人
前
の
広
さ
と
な
る
。
時
間
的
に
は
朝
八
時
か
ら
夕
方
六
時
に
田
か
ら

上
る
。

ウ
ナ
イ
ツ
コ
ト
エ
ン
ガ
で
回
を
ウ
ナ
ウ
の
は
畑
よ
り
楽
で
あ
る
。
寒
中

の
凍
み
が
と
け
た
彼
岸
過
ぎ
く
ら
い
が
よ
く
、
前
へ
進
み
な
が
ら
や
る
サ

キ
ヤ

P
で
一
日
五
畝
、
強
い
人
は
一
斗
二
升
ネ
エ
を
掘
っ
た
人
が
い
た
と

い
う
が
、
こ
の
人
は
人
の
三
倍
は
食
っ
て
、
午
後
三
時
に
は
仕
事
を
し
ま

っ
た
と
い
う
。
畑
ウ
ナ
イ
は
フ
タ
ツ
カ
ハ
ヒ
ト
ツ
カ
は
一
升
ネ
エ
で
五
十

坪
)
を
す
る
の
が
一
人
前
。

明
さ
ん
ま
で
花
を
担
い
だ
。

ハ
寺
社
原
)

1146 

桑
原
ウ
ナ
イ
桑
原
ハ
桑
園
)
の
夏
ボ

P
は
、
掌
の
状
態
で
ち
が
う
が
、

サ
タ
が
大
き
く
な
る
の
で
五
畝
く
ら
い
。
ウ
ケ
ト
リ
ハ
請
け
負
い
仕
事
〉

で
も
草
が
多
い
と
割
増
を
出
し
て
も
ら
う
こ
と
に
も
な
る
。

麦
刈
り
ナ
ナ
ツ
カ
を
十
時
前
に
刈
り
上
げ
た
人
が
い
る
が
は
っ
き
り
し

な
L

ネ
コ
カ
キ
ネ
コ
ム
シ
ロ
は
、
二
日
で
一
枚
仕
上
げ
る
人
は
早
い
人
で
、

ふ
つ
う
に
は
三
日
で
一
枚
と
い
う
く
ら
い
で
、
わ
ら
を
湿
し
て
、
よ
く
た

た
い
て
か
ら
カ
グ
ハ
編
み
こ
む
)
の
だ
か
ら
時
聞
が
か
か
る
。

ム
シ
ロ
織
り
二
人
で
や
る
仕
事
で
あ
る
が
、
糸
を
仕
立
て
た
り
、
わ
ら

を
す
ぐ
っ
て
や
る
の
で
、
ふ
つ
う
に
は
二
人
で
一
日
十
、
十
二
枚
、
沼
田

ハ
蟻
川
〉
の
方
の
人
は
一
日
三
十
五
枚
織
っ
た
と
聞
く
。

ナ
ワ
ナ
イ
夜
ナ
ベ
仕
事
で
や
る
の
が
主
で
、
細
ナ
ワ
な
ら
ば
一
抱
、
太

ナ
ワ
な
ら
ば
二
把
。
太
ナ
ワ
は
草
刈
り
ナ
ワ
に
使
う
く
ら
い
で
ほ
と
ん
ど

は
売
り
に
出
し
た
。
ナ
ワ
は
二
十
尋
で
一
房
1

二
十
五
房
で
一
束
で
あ
っ

た
。
ハ
品
目
は
二
十
五
尋
で
一
房
)
。

ワ
ラ
ジ
ワ
ラ
ジ
つ
く
り
は
夜
ナ
ベ
仕
事
か
雨
の
日
の
仕
事
で
、
「
ノ
メ

シ
者
の
一
一
一
足
ワ
ラ
ジ
」
と
い
わ
れ
、
ふ
つ
う
は
六
足
、
夜
ナ
ベ
で
三
足
く
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ら
い
つ
く
る
。

馬
の
ク
ツ
若
者
の
夜
遊
び
仕
事
で
、
ど
こ
か
の
家
へ
集
ま
っ
て
つ
く

り
、
あ
と
は
夜
遊
び
に
出
て
行
っ
た
。

炭
俵
夜
ナ
ベ
仕
事
で
五
俵
く
ら
い
、
昼
間
つ
く
る
と
き
は
二
十
俵
。
タ

テ
ナ
ワ
を
な
い
、
材
料
の
萱
を
用
意
し
て
水
を
か
け
、
む
し
ろ
を
か
け
て

ひ
と
晩
お
く
ネ
セ
コ
ミ
が
必
要
な
の
で
、
思
っ
た
よ
り
数
が
進
ま
な
か
っ

た。俵
編
み
一
日
五
俵
く
ら
い
。
品
目
は
五
斗
俵
で
長
さ
が
あ
り
、
太
い
も
の

だ
っ
た
が
、
検
査
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
手
聞
が
か
か
る
よ
う

に
な
っ
た
。

ポ
ヤ
切
り
一
日
三
駄
が
一
人
前
、
早
い
人
は
五
、
六
駄
切
っ
て
束
を
つ

く
る
が
、
こ
れ
は
仕
事
と
し
て
は
粗
相
で
あ
る
。
て
い
ね
い
に
や
れ
ば
一

駄
半
く
ら
い
。

マ
キ
切
り
昔
は
二
尺
も
の
が
き
ま
り
で
ハ
最
近
は
尺
六
|
一
尺
六
寸
〉
、

一
人
三
駄
く
ら
い
。
昔
の
碓
氷
社
が
使
っ
た
の
は
二
尺
二
寸
の
長
さ
で
三

尺
タ
ガ
の
松
マ
キ
だ
っ
た
。

干
草
刈
り
ふ
つ
う
は
一
一
一
駄
く
ら
い
。
そ
れ
も
初
日
は
三
駄
、
翌
日
に
な

る
と
こ
駄
く
ら
い
し
か
刈
れ
な
い
。
一
束
は
六
把
で
、
六
束
が
一
駄
だ
か

ら
、
三
駄
と
い
う
の
は
十
八
束
ハ
百
八
把
)
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ハ
名

久
田
〉他

の
地
区
、
主
と
し
て
伊
参
地
区
の
一
人
前
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

田
植
え
手
植
え
で
や
る
と
き
、
首
を
と
っ
た
り
植
え
た
り
の
平
均
は
、

一
日
三
升
苗
と
い
っ
た
。
請
負
い
で
や
る
の
と
は
ち
が
う
が
、
早
い
人

第六章

は
も
っ
と
や
る
が
、
人
手
を
頼
む
の
は
い
ま
で
も
一
日
三
升
苗
で
計
算
す

る
。
普
は
朝
飯
前
に
酋
と
り
を
し
て
し
ま
っ
た
が
、
い
ま
は
お
客
さ
ん
の

よ
う
だ
。
一
升
苗
は
一
畝
の
水
田
の
広
さ
を
い
う
。
ハ
蟻
川
)

田
の
草
と
り
平
均
で
ヒ
ト
ツ
カ
く
ら
い
は
は
っ
た
。
草
が
た
く
さ
ん
は

え
て
い
れ
ば
そ
ん
な
に
で
き
な
い
。
戦
後
除
草
剤
を
使
う
よ
う
に
な
っ
て

田
ん
ぼ
を
は
わ
な
く
な
っ
た
が
、
四
十
九
年
こ
ろ
か
ら
再
び
は
う
人
が
ふ

え
て
い
る
。
て
い
ね
い
に
と
る
と
き
り
も
な
い
の
で
は
っ
き
り
し
な
い

が
、
三
升
首
ハ
三
畝
〉
く
ら
い
の
分
、
強
い
人
は
そ
の
倍
く
ら
い
は
と

る
。
ヒ
ト
ツ
カ
は
一
畝
十
五
歩
ハ
二
畝
ツ
カ
も
あ
る
J

ハ
伊
参
)

回
の
草
と
り
を
ウ
ケ
ト
リ
で
か
く
の
に
一
日
三
升
苗
く
ら
い
し
か
か
け

な
か
っ
た
。
草
が
あ
れ
ば
そ
ん
な
に
か
け
な
い
も
の
で
あ
る
。
(
岩
本
)

畑
ウ
ナ
イ
ノ
ッ
ポ
ウ
畑
で
ふ
つ
う
一
日
二
畝
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
美
野

原
の
や
っ
こ
い
所
で
や
っ
て
も
一
一
一
畝
く
ら
い
し
か
で
き
な
い
。
(
岩
本
〉

エ
シ
ガ
で
う
な
う
だ
け
で
、
平
均
で
三
畝
く
ら
い
馬
鹿
強
い
人
は
弱
い

人
の
倍
く
ら
い
は
す
る
。
畑
う
な
い
ほ
ど
差
の
ひ
ど
い
も
の
は
な
い
。

大
久
保
(
五
反
田
〉
の
下
の
方
の
ネ
ッ
チ
ョ
ウ
土
は
固
く
て
(
カ
タ
ジ
)

ニ
畝
く
ら
い
だ
ろ
う
。
ハ
五
反
田
〉

う
な
い
こ
と
エ
ン
ガ
で
う
な
う
と
平
均
ヒ
ト
ツ
カ
半
く
ら
い
。
強
い
人

は
フ
タ
ツ
カ
ゃ
っ
た
。
い
ま
は
エ
ン
ガ
で
う
な
え
る
よ
う
な
畑
が
な
く
な

っ
た
。

国
堀
り
備
中
鍬
で
す
る
。
一
日
で
三
升
苗
く
ら
い
で
き
る
。
(
伊
参
〉

備
中
鍬
で
掘
っ
て
三
升
首
(
=
一
畝
〉

エ
ン
ガ
で
う
な
う
と
四
畝
か
ら
六
畝
、
強
い
人
は
一
反
歩
く
ら
い
や
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誌

る
。
エ
ン
ガ
で
や
る
方
が
楽
で
、
先
の
方
へ
出
て
行
く
や
り
方
に
す
る
。

後
足
を
ひ
か
な
い
う
ち
に
出
て
行
く
。
返
し
て
か
ら
後
足
を
ひ
く
の
で
は

大
へ
ん
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
エ
ン
ガ
で
田
を
掘
る
の
は
、
あ
と
を
カ

ク
ハ
代
か
き
)
と
き
に
固
く
て
か
な
わ
な
い
の
で
、
鍬
で
掘
る
の
が
よ

い
。
ハ
伊
参
〉

備
中
ハ
鍬
)
で
や
っ
て
四
畝
掘
る
の
は
楽
で
は
な
い
。
粗
相
な
人
ハ
キ

イ
ッ
チ
ャ
ン
〉
は
一
日
で
七
升
苗
掘
っ
た
と
い
う
が
、
こ
れ
は
掘
っ
か
い

た
よ
う
な
こ
と
で
、
回
植
え
を
す
る
に
は
楽
で
な
い
仕
事
だ
っ
た
と
い

う
。
ハ
岩
本
)

桑
ば
ら
掘
り
桑
ば
ら
ハ
桑
園
)
の
夏
掘
り
は
、
ノ
ジ
ッ
ポ
ウ
で
フ
タ
ツ

カ
三
畝
掘
る
の
は
大
へ
ん
な
仕
事
で
、
カ
タ
ジ
の
と
こ
ろ
は
ヒ
ト
ツ
カ
一

畝
十
五
歩
く
ら
い
。
強
い
人
で
四
畝
と
い
う
。
エ
ン
ガ
で
両
方
に
掘
っ
て

の
こ
と
で
あ
る
。
ハ
岩
本
)

夏
掘
り
と
し
て
み
る
と
鍬
で
や
っ
て
ヒ
ト
ツ
カ
二
畝
く
ら
い
か
ら
フ
タ

ツ
カ
四
畝
く
ら
い
。
腰
が
や
め
て
や
り
ず
ら
い
も
の
で
あ
る
。
エ

γ
ガ
で

は
強
い
人
は
ナ
ナ
ツ
カ
半
ハ
一
反
五
啓
ゃ
っ
た
の
が
い
る
が
、
こ
ん
な

人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
し
か
し
、
エ
ン
ガ
で
や
る
と
腰
を
だ
ま
し
だ
ま

し
ゃ
れ
た
の
で
楽
だ
っ
た
。
中
之
条
の
方
へ
行
っ
て
ウ
ケ
ト
り
で
や
っ
た

こ
と
も
あ
る
。
ハ
伊
参
〉

干
草
刈
り
ウ
チ
ヅ
ケ
エ
な
ら
ば
三
抱
一
束
と
す
る
の
で
五
駄
以
上
、
六

駄
く
ら
い
は
刈
る
が
、
刈
る
場
所
と
草
の
状
況
に
よ
っ
て
差
が
つ
い
て
く

る。

俗民

萱
刈
り
は
、
わ
り
あ
い
に
は
刈
れ
た
も
の
だ
が
)
カ
マ
が
切
れ
な
く
な

る
の
が
早
い
の
で
、
三
駄
く
ら
い
に
な
る
。
(
伊
参
)

ナ
ワ
ふ
つ
う
の
ツ
カ
イ
ナ
ワ
で
、
一
日
に
十
五
房
く
ら
い
、
夜
な
べ
に

や
っ
て
ひ
と
晩
二
時
間
で
二
一
房
く
ら
い
だ
っ
た
が
、
一
日
中
や
っ
て
い
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
一
時
間
一
房
と
い
う
の
が
ふ
つ
う
で
、
早
く
や
っ
た

の
は
手
の
皮
が
む
け
た
り
し
て
と
て
も
や
れ
な
い
。
な
わ
の
長
さ
は
二
十

五
房
で
一
束
、
一
一
房
は
二
十
尋
だ
っ
た
。
ハ
伊
参
〉

な
わ
な
い
夜
な
べ
仕
事
で
ひ
と
晩
二
一
局
く
ら
い
。
青
年
会
で
よ
く
な
っ

た
も
の
。
ニ
房
ほ
ど
な
え
ば
眠
く
な
っ
て
し
ま
う
。
一
日
や
れ
ば
強
い
人

は
一
束
二
十
五
房
ゃ
っ
た
が
、
ふ
つ
う
の
人
で
は
十
五
房
く
ら
い
。
う
ん

と
や
る
人
は
ど
う
し
て
も
仕
上
が
り
が
組
相
で
、
一
日
中
や
っ
て
は
あ
き

て
し
ま
う
。
以
上
の
数
字
は
、
わ
ら
を
た
た
く
人
が
い
て
の
こ
と
で
あ

る
。
ハ
岩
本
)

な
わ
な
い
を
一
日
続
け
て
や
る
こ
と
は
な
い
。
昼
間
で
も
な
っ
て
い
る

人
も
い
た
が
、
夜
な
べ
仕
事
に
す
る
こ
と
で
、
一
把
の
わ
ら
を
は
た
い

て
、
ひ
と
晩
で
六
十
か
ら
七
十
尋
く
ら
い
に
な
う
と
、
ム
シ
ロ
の
一
枚
グ

サ
く
ら
い
に
な
っ
た
。
ホ
ソ
な
わ
で
タ
テ
な
わ
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

ハ
伊
参
)

草
刈
り
な
わ
自
分
た
ち
で
夜
な
べ
に
な
っ
た
。
ハ
伊
参
〉

馬
の
く
つ
夜
な
べ
仕
事
に
つ
く
っ
た
り
し
て
、
奉
公
人
の
出
入
に
は
百

足
つ
く
っ
て
奉
公
人
の
出
入
り
の
時
引
き
つ
ぎ
を
し
た
。
ハ
伊
参
〉

わ
ら
じ
ノ
メ
シ
者
の
三
足
わ
ら
じ
、
と
い
わ
れ
ハ
一
日
分
)
、
ふ
つ
う
に

は
夜
な
べ
仕
事
に
し
た
。
何
も
な
い
時
は
、
ボ
ロ
を
入
れ
て
ゾ
ウ
り
を
つ

く
っ
た
が
、
あ
ん
で
行
っ
て
な
わ
を
ひ
け
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
ん
な
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時
は
油
を
ぬ
っ
て
お
け
ば
い
い
と
い
わ
れ
た
。
(
伊
参
〉

一
日
中
つ
く
る
こ
と
は
な
い
。
夜
な
べ
で
、
二
時
間
半
く
ら
い
で
二
足

は
つ
く
っ
た
。
雪
や
雨
で
も
降
る
と
昼
間
か
ら
や
っ
た
が
、
丸
一
日
や
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
夜
な
べ
は
、
電
気
の
な
い
中
で
や
っ
た
も
の
で
、
何

も
な
い
時
は
、
ヒ
デ
で
照
明
を
し
て
や
っ
た
。
ヒ
デ
は
掘
っ
て
来
て
、
割

っ
て
か
わ
か
し
て
お
い
て
使
っ
た
。
(
伊
参
)

「
ノ
メ
シ
者
の
三
束
わ
ら
じ
」
と
い
わ
れ
る
。
ふ
つ
う
で
は
、
た
た
い

た
り
、
な
っ
た
り
す
る
こ
と
を
し
な
い
で
あ
ん
で
一
時
間
で
一
足
と
い
う

の
が
ゾ
ウ

p
の
こ
と
で
、
わ
ら
じ
の
方
が
時
聞
が
か
か
る
。
わ
ら
じ
は
な

わ
が
大
変
で
、
ひ
い
た
ま
ま
で
は
だ
め
。
商
売
に
し
て
、
板
を
つ
く
っ
て

や
っ
て
い
て
一
日
六
足
く
ら
い
し
か
で
き
な
い
と
い
う
。
越
後
ド
メ
の
わ

ら
じ
を
つ
く
る
話
で
あ
る
。

ア
シ
ナ
カ
は
、
わ
ら
じ
よ
り
も
早
く
、
す
ぐ
で
き
る
。
わ
き
に
出
た
わ

ら
で
ひ
い
て
く
れ
ば
よ
い
。
馬
の
く
つ
は
、
一
日
七
足
く
ら
い
つ
く
れ

る
。
最
近
の
人
が
つ
く
る
の
は
、
ハ
ナ
ム
ス
ピ
で
も
ア
ジ
を
と
ら
な
い
で

や
っ
て
し
ま
う
の
で
早
い
。
ハ
岩
本
)

ム
シ
口
蟻
川
で
は
か
な
り
つ
く
っ
た
。
一
日
十
枚
つ
く
る
の
は
い
そ
が

し
い
。
糸
を
と
っ
て
お
い
て
や
る
の
に
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
ヒ
ド
日
を
し

て
や
っ
て
、
休
ま
ず
や
れ
ば
十
枚
は
で
き
る
。
い
ま
は
ウ
チ
ヅ
カ
イ
が
主

で
、
額
ま
れ
れ
ば
織
る
人
も
い
る
が
、
買
え
ば
三
百
円
ハ
四
十
九
年
で
)

は
す
る
。
ハ
ッ
カ
イ
ム
シ
ロ
)
〈
伊
参
)

ム
シ
ロ
お
り
三
尺
に
五
尺
、
ま
た
は
五
尺
五
寸
と
い
う
大
き
さ
の
も
の

で
、
蚕
の
ツ
ケ
エ
ム
シ
ロ
は
、
な
わ
を
用
意
し
て
お
い
て
、
冬
の
聞
の
日

第六章

の
短
い
時
な
ら
五
、
六
枚
、
四
月
に
な
っ
て
日
が
長
く
な
っ
て
一

O
枚
ゃ

る
の
は
強
い
人
だ
っ
た
。
二
人
で
編
む
か
ら
一
人
当
り
に
す
れ
ば
五
枚
で

あ
り
、
金
で
か
ん
じ
よ
う
す
れ
ば
あ
わ
な
い
。
ハ
伊
参
)

タ
ミ
さ
ん
が
ツ
カ
イ
ム
シ
ロ
を
つ
く
っ
た
と
こ
ろ
一
日
一
一
一
枚
く
ら
い
し

か
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
し
っ
か
り
し
た
も
の
だ
っ
た
。
ふ
つ
う
ツ

ケ
エ
ム
シ
ロ
な
ら
一
日
十
枚
ゃ
る
の
は
い
そ
が
し
か
っ
た
。
平
均
で
七
、

八
枚
と
い
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
(
岩
本
〉

ネ
コ
編
み
ネ
コ
と
よ
ぶ
大
き
な
む
し
ろ
を
編
む
仕
事
は
よ
く
や
っ
た
。

ふ
つ
う
の
人
で
わ
ら
を
た
た
い
て
編
ん
だ
ら
、
一
日
一
尺
と
い
う
も
の
だ

ろ
う
か
。
ひ
と
春
に
四
枚
く
ら
い
が
い
い
と
こ
ろ
で
、
ネ
コ
ツ
カ
を
立
て

て
や
る
。
な
わ
も
手
で
な
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
に
は
六
十
尋
は
必
要
?
。

わ
ら
も
一
枚
に
一
束
は
必
要
だ
っ
た
。
一
日
で
一
枚
か
い
て
し
ま
っ
た
人

が
い
る
と
い
う
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ハ
伊
参
〉

ネ
コ
ハ
ム
シ
ロ
〉
を
編
む
の
に
、
タ
テ
ナ
ワ
を
な
つ
で
あ
っ
て
の
仕
事

と
し
て
み
て
、
編
む
専
門
に
か
か
っ
て
一
枚
が
三
日
く
ら
い
は
か
か
る
。

編
む
と
い
っ
て
も
一
々
指
で
か
く
の
で
手
が
痛
く
て
か
な
わ
な
か
っ
た
。

テ
メ
エ
(
自
分
)
で
つ
こ
う
ハ
使
う
)
束
く
ら
い
し
か
つ
く
ら
な
か
っ

た
。
ハ
岩
本
〉

薪
切
り
薪
切
り
も
昔
の
人
は
強
か
っ
た
。
ノ
コ
ギ
り
ゴ
セ
エ
が
よ
く
で

き
た
か
ら
強
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
冬
の
こ
と
で
、
十
二
月
に
七
日

間
頼
ま
れ
て
七
坪
切
っ
た
と
い
う
。
お
昼
を
ま
わ
っ
た
時
に
は
み
ん
な
割

っ
て
し
ま
わ
な
け
れ
ば
積
み
上
げ
き
ら
な
か
っ
た
。
ノ
コ
ギ
リ
が
通
っ
て

か
ら
マ
キ
が
落
ち
る
く
ら
い
に
切
れ
る
ほ
ど
の
ハ
ゴ
セ
エ
が
よ
け
れ
ば
よ
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か
っ
た
。

薪
も
尺
六
な
ら
ば
ヒ
ト
ツ
ボ
や
れ
る
が
、
ち
キ
ん
と
し
た
の
は
半
ツ
ポ

く
ら
い
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
ハ
岩
本
〉

一
日
ヒ
ト
ツ
ボ
は
切
れ
な
か
っ
た
。
ふ
つ
う
の
人
で
は
半
ツ
ボ
か
ら
七

分
く
ら
い
の
こ
と
で
、
強
い
人
は
ヒ
ト
ツ
ボ
や
る
人
も
い
た
。
ヒ
ト
ツ
ボ

と
は
、
六
尺
幅
で
六
尺
の
高
さ
に
積
み
上
げ
た
分
量
の
こ
と
。
薪
を
切
っ

た
り
、
割
っ
た
り
、
積
み
上
げ
た
り
す
る
の
だ
か
ら
大
変
な
仕
事
に
な

る
。
ハ
伊
参
)

ニ
尺
マ
キ
一
日
に
ヒ
ト
ツ
ボ
は
切
れ
な
い
。
三
×
六
尺
く
ら
い
は
や
れ

て
も
、
六
×
六
尺
は
積
め
な
か
っ
た
。
束
に
し
て
三
十
束
分
で
、
と
れ
は

土
日
の
束
、
二
尺
七
寸
く
ら
い
の
も
の
で
、
三
尺
木
で
は
な
い
。
当
時
は
竹

タ
ガ
で
束
ね
た
。

ポ
ヤ
一
日
三
ダ

γ
切
れ
ば
い
い
方
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
も
っ
と
や
る
人

も
い
た
。
ハ
伊
参
〉

ポ
ヤ
マ
ル
キ
薪
の
ウ
ラ
ハ
先
端
)
な
ら
ば
長
さ
は
ヒ
ト
尋
半
で
一
束
と

し
て
し
ば
っ
た
。
ウ
リ
ボ
ヤ
で
、
ふ
つ
う
の
人
は
三
駄
・
四
駄
つ
く
れ
ば

強
い
人
の
部
に
入
る
。
し
か
し
、
早
い
人
は
枝
を
払
わ
ず
に
や
る
。
ハ
伊

参
)ふ

つ
う
の
ボ
ヤ
を
一
日
で
三
駄
を
ま
る
く
の
は
い
そ
が
し
か
っ
た
。
で

っ
か
い
の
は
十
束
。
背
負
う
の
は
一
束
し
か
だ
っ
た
。
ハ
岩
本
)

焔
ウ
ナ
イ
エ
ン
ガ
で
畑
を
ウ
ナ
ウ
が
、
一
日
フ
タ
ツ
カ
で
一
人
前
と
い

わ
れ
た
。
カ
ネ
の
エ

γ
ガ
は
ト
ウ
リ
が
い
い
ハ
よ
く
さ
さ
る
)
の
で
重
い

け
れ
ど
も
踏
み
こ
む
の
に
楽
で
能
率
が
よ
か
っ
た
。
ハ
折
田
〉

民俗

田
ウ
ナ
イ
回
は
浅
く
て
も
よ
い
の
で
ウ
ナ
ウ
に
も
楽
で
能
率
が
上
っ

た
。
す
き
お
こ
す
深
さ
は
耕
う
ん
機
の
方
が
深
い
。
ハ
折
田
〉

な
わ
な
い
ク
ラ
ナ
ワ
は
、
ハ
ネ
ツ
ル
ベ
の
な
わ
に
す
る
の
で
、
ヒ
ダ

p

ナ
ワ
の
ミ
ツ
コ
に
す
る
。
先
ず
な
う
の
は
ヨ
ツ
ッ
オ
で
、
よ
り
を
く
れ
る

だ
け
で
「
な
う
」
の
で
は
な
く
、
十
文
字
に
つ
く
っ
た
枠
の
よ
う
な
の
に

巻
き
つ
け
て
お
い
て
、
こ
れ
を
ミ
タ
コ
に
し
て
な
っ
て
つ
く
る
。

背
負
い
な
わ
を
な
う
と
き
に
は
、
人
足
が
3
人
必
要
な
の
で
、
子
ど
も

で
も
引
き
出
し
て
や
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ハ
折
田
〉

1150 
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間

医

療

頭
痛
梅
干
の
種
だ
け
と
っ
て
は
っ
て
お
く
。

梅
干
の
皮
を
む
い
て
眉
毛
の
辺
に
は
っ
た
。

梅
漬
け
を
目
じ
り
の
辺
に
な
す
る
。

梅
干
を
ひ
た
い
に
は
れ
ば
熱
が
と
れ
る
。

サ
フ
ラ
γ
の
雌
し
べ
を
煎
じ
て
、
湯
に
と
か
し
て
用
い
る
。

ハ
ッ
カ
の
葉
を
塩
で
も
ん
で
額
に
は
る
。

熱
が
あ
る
と
き
は
馬
の
骨
な
ど
を
け
ず
っ
て
お
湯
を
注
い
で
飲
む
。

三
代
夫
婦
そ
ろ
っ
た
家
の
年
と
り
の
飯
は
、
子
ど
も
の
カ
ゼ
に
よ
く
効

，、、。
頭
痛
や
乗
り
物
酔
い
の
と
き
に
は
梅
干
を
頭
に
は
る
。

腹
痛
石
を
焼
い
て
ふ
ろ
し
き
に
包
ん
で
腹
に
抱
い
て
い
る
。

石
を
焼
い
て
腸
を
た
た
く
。
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塩
を
焼
い
て
つ
け
る
。

熊
の
胃
を
飲
む
。

せ
ん
ふ
り
を
飲
む
。

げ
ん
の
し
よ
う
こ
を
煎
じ
て
飲
む
。

梅
干
を
食
べ
る
。

腹
を
も
ん
で
背
中
を
た
た
く
。

歯
痛
十
五
夜
に
供
え
た
里
い
も
を
土
の
上
で
こ
す
っ
て
歯
に
つ
け
る
。

塩
で
も
ん
だ
ユ
キ
ノ
シ
タ
を
く
わ
え
て
い
る
。

ユ
キ
ノ
シ
タ
、
ネ
ギ
を
も
ん
で
は
る
。

皇
い
も
を
す
っ
て
布
に
の
し
て
ハ
ひ
ろ
げ
て
)
は
る
。

じ
ゃ
が
い
も
を
す
っ
て
紙
に
の
せ
て
、
そ
れ
を
痛
む
と
こ
ろ
に
あ
て
て

手
ぬ
ぐ
い
で
し
ば
る
。

梅
干
を
噛
む
。

梅
干
や
窓
漬
け
の
草
で
な
お
す
。

菜
種
を
オ
ヒ
ガ
ミ
様
に
進
ぜ
る
。

な
た
ね
泊
を
綿
に
つ
け
、
綿
を
燃
し
て
痛
い
と
こ
ろ
へ
は
る
。

塩
水
で
う
が
い
を
し
た
り
す
る
。

よ
も
ぎ
の
青
い
葉
を
塩
で
も
み
、
汁
が
出
た
ら
そ
の
ま
ま
痛
い
と
こ
ろ

に
つ
け
る
。

馬
糞
の
し
り
た
て
ハ
新
し
い
も
の
)
を
水
と
ま
ぜ
て
し
ぼ
り
、
出
た
水

を
口
に
ふ
く
ん
で
い
る
。

や
け
ど
塩
か
油
を
ぬ
る
。

油
も
熊
の
油
が
一
番
よ
い
。

第六章

繭
ハ
蚕
)
の
サ
ナ
ギ
を
焼
い
て
油
と
ま
ぜ
て
は
る
。

ム
カ
デ
の
油
や
キ
ュ
ウ
リ
の
汁
を
つ
け
る
。

油
を
つ
け
た
り
、
キ
ュ
ウ
リ
の
汁
を
つ
け
る
。

泊
や
ウ
ミ
ド
ロ
(
ア
オ
ミ
ド
ロ
〉
を
つ
け
る
。

油
や
、
じ
ゃ
が
い
も
の
す
っ
た
も
の
を
つ
け
る
。

じ
ゃ
が
い
も
を
す
っ
て
は
る
と
あ
と
が
残
ら
な
い
。

じ
ゃ
が
い
も
の
す
っ
た
も
の
や
、
お
茶
の
飲
ん
だ
ゃ
っ
ハ
茶
が
ら
〉
と

油
を
つ
け
る
。

じ
宇
が
い
も
、
サ
ボ
テ
γ
を
す
っ
て
つ
け
る
。

き
ゅ
う
り
の
水
を
つ
け
る
。

つ
け
も
の
な
ど
で
や
け
ど
の
と
こ
ろ
を
冷
や
す
。

ご
ぼ
う
を
す
っ
て
つ
け
る
。

土
の
中
の
も
の
ハ
い
も
な
ど
〉
を
お
ろ
し
て
つ
け
る
。

で
き
も
ん
へ
ッ
タ
ソ
カ
ズ
ラ
を
布
に
包
み
、
水
を
し
ぼ
っ
て
つ
け
る
。

ト
リ
タ
サ
を
灰
に
し
て
つ
け
た
。

ユ
キ
ノ
シ
タ
や
オ
オ
イ
ハ
ア
オ
イ
〉
を
つ
け
る
。

ド
ク
ダ
ミ
を
つ
か
う
。

ド
ク
ダ
ミ
を
煮
て
、
し
ぼ
っ
た
汁
で
デ
キ
モ
ン
の
で
き
て
い
る
と
こ
ろ

に
ぬ
っ
た
り
、
つ
け
た
り
す
る
。

オ
モ
ト
の
葉
を
切
っ
て
は
る
。

ハ
コ
ベ
と
ド
ク
ダ
ミ
を
つ
け
る
。

-
一
レ
の
木
の
皮
を
煮
出
し
て
汁
を
つ
け
て
吸
い
出
さ
せ
る
。

水
仙
の
根
、
イ
ナ
ゴ
の
黒
焼
き
、
ハ
コ
ベ
の
黒
焼
き
が
よ
い
。
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南
天
の
薬
を
火
で
あ
ぶ
っ
て
は
る
。

パ
ラ
の
ト
ゲ
で
ウ
ミ
を
出
す
と
よ
い
。

湯
聞
の
水
を
く
ん
で
来
て
顔
を
洗
う
。

限
病
ほ
う
さ
ん
で
洗
う
。

お
茶
で
目
を
洗
う
。

く
し
の
背
を
た
た
み
で
こ
す
っ
て
か
ら
自
に
ふ
れ
る
。

ス
ズ
メ
ノ
ケ
イ
コ
の
中
の
虫
を
つ
け
る
。

突
き
自
の
と
き
は
ス
ズ
メ
ノ
カ
イ
コ
の
中
の
虫
を
と
り
出
し
て
乳
に
た

け
て
か
ら
つ
け
る
。

八
ツ
目
う
な
ぎ
を
食
べ
た
り
、
さ
ん
し
ょ
う
の
実
を
つ
け
る
。

そ
の
他
の
病
気
日
射
病
に
な
っ
た
と
き
は
、
タ
レ
ハ
た
で
)
と
ハ
ッ

カ
、
キ
ュ
ウ
リ
の
葉
を
一
緒
に
塩
で
も
ん
で
、
頭
腹
、
足
の
裏
に
つ
け
る

と
よ
い
。

シ
モ
ヤ
ケ
に
は
ユ
キ
ノ
シ
タ
を
火
で
あ
ぶ
り
、
こ
れ
を
つ
け
る
。

せ
き
の
出
る
と
き
に
は
、
ド
ク
ダ
ミ
ー
を
煎
じ
て
の
む
。

ヒ
ョ
ウ
ソ
ウ
ハ
ホ
ウ
カ
シ
キ

γ
〉
に
は
、
秋
つ
く
る
串
柿
の
皮
を
と
っ

て
お
き
、
こ
の
皮
を
酢
を
か
け
て
も
ど
し
て
か
ら
つ
け
る
と
よ
い
。

う
ち
み
に
は
、
ハ
コ
ベ
を
み
そ
汁
で
煮
て
患
部
に
は
る
。

中
風
に
は
、
忠
治
地
蔵
の
か
け
ら
を
粉
に
し
て
の
む
。
忠
治
地
蔵
は
大

戸
ハ
吾
妻
町
〉
に
あ
る
。

イ
ボ
を
落
と
す
の
に
は
石
の
穴
に
た
ま
っ
た
水
を
つ
け
る
と
よ
い
。

に
わ
と
り
の
初
卵
を
食
べ
る
と
安
産
に
な
る
。

手
を
切
っ
た
と
き
は
、
三
種
類
の
草
を
よ
く
も
ん
で
つ
け
る
と
血
が
止

俗民

ま
る
。ゲ

ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
は
腸
の
薬
で
あ
る
。
こ
れ
は
陰
干
し
に
し
て
お
き
、

煎
じ
て
飲
む
。
ハ
反
下
〉

生
薬
掘
り
草
に
「
き
ぐ
す
り
」
と
い
う
の
が
あ
る
。

今
は
と
ら
な
い
が
、
昔
は
き
ぐ
す
り
掘
り
を
よ
く
し
た
。

山
へ
行
っ
て
掘
っ
て
来
て
乾
燥
し
て
売
っ
た
。

今
は
セ
ン
ブ
リ
を
と
る
。

こ
れ
は
陰
干
し
に
し
胃
腸
の
薬
で
陽
の
当
ら
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。

ハ
反
下
)
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オ
ガ
ン
ジ
ョ
呪

腹
痛
腹
が
痛
い
と
き
に
は
ア
ヅ
マ
ヤ
様
に
オ
ガ
ン
シ
ョ
を
し
て
、
な
お

っ
た
ら
大
恨
を
二
本
上
げ
る
。

腹
が
痛
い
よ
う
な
と
き
に
は
六
算
除
け
を
し
た
。

地
蔵
さ
ん
に
腹
巻
き
を
し
て
や
る
と
腹
痛
が
な
お
る
。

か
ぜ
カ
ゼ
を
ひ
い
た
と
き
、
豆
か
米
を
紙
の
オ
ヒ
ネ
リ
に
し
て
三
本
辻

に
カ
ゼ
の
神
を
送
り
出
す
。

カ
ゼ
を
ひ
い
た
ら
大
豆
を
煎
っ
て
、
そ
れ
で
額
を
な
ぜ
て
か
ら
半
紙
に

包
ん
で
三
本
辻
の
所
に
つ
る
し
て
お
く
。

頭
の
痛
い
と
き
は
、
地
蔵
さ
ん
に
帽
子
を
か
ぶ
せ
て
や
る
。

歯
痛
歯
が
痛
い
と
き
は
、
半
紙
に
大
豆
を
年
の
数
だ
け
包
み
、
近
所
の

人
に
マ
ジ
ナ
イ
を
し
て
も
ら
う
。
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歯
の
痛
い
と
き
に
は
地
蔵
さ
ん
に
帽
子
を
か
ぶ
せ
て
や
る
。

歯
が
痛
い
と
き
は
、
生
の
木
に
針
を
さ
し
、
直
れ
ば
ぬ
い
て
や
る
。

歯
の
痛
い
と
き
は
桑
の
校
に
針
を
さ
す
。

歯
が
痛
い
と
き
は
、
紙
に
「
虫
」
の
字
を
書
き
、
歯
が
痛
く
な
る
た
び

に
南
向
き
の
柱
に
は
っ
た
虫
の
字
の
と
こ
ろ
に
針
を
う
ち
つ
け
る
。

歯
が
痛
い
と
き
は
、
梁
の
下
で
オ
プ
ウ
ハ
湯
)
を
飲
む
。

オ
プ
ウ
は
紙
を
供
え
て
拝
み
、
そ
の
紙
を
水
の
中
に
入
れ
て
欽
む
。

歯
が
痛
い
と
き
は
、
麻
ガ
ラ
を
石
神
(
大
道
〉
に
上
げ
て
オ
マ
ジ
ナ
イ

を
す
る
。

歯
が
痛
い
と
き
は
落
合
の
地
蔵
さ
ん
に
オ
ガ
ン
シ
ョ
を
し
て
直
し
て
も

ら
う
。
直
る
と
タ
バ
コ
を
進
ぜ
る
。

歯
が
痛
い
と
き
は
、
ウ
ツ
ギ
の
木
へ
針
を
さ
し
、
直
る
と
ぬ
い
て
や

る。
歯
の
痛
い
と
き
は
、
ウ
ツ
ギ
の
木
に
十
二
月
三
十
一
日
ハ
大
晦
日
〉

に
、
も
み
ぬ
か
を
一
升
ま
け
て
来
る
。

歯
が
と
れ
た
と
き
は
、
下
の
歯
だ
っ
た
ら
屋
根
な
ど
の
上
に
あ
げ
、
上

歯
だ
っ
た
ら
下
へ
お
か
な
い
と
良
い
歯
が
生
え
な
い
と
い
わ
れ
る
。

上
の
歯
が
ぬ
け
た
と
き
は
縁
の
下
に
足
を
揃
え
て
「
よ
く
生
え
ま
す
よ

う
に
」
と
唱
え
る
。

歯
の
痛
い
と
き
に
は
七
い
ろ
の
菓
子
を
お
稲
荷
さ
ん
に
供
え
る
と
よ

い
。
ま
た
年
の
数
だ
け
の
豆
を
持
っ
て
行
っ
て
三
本
辻
に
置
い
て
来
た
。

で
き
も
ん
ク
サ
ガ
サ
が
で
き
た
と
き
は
、
原
町
の
ク
サ
ガ
サ
の
十
二
様

に
よ
く
直
る
よ
う
に
オ
ガ
ン
シ
ョ
を
か
け
ク
ザ
ガ
サ
の
で
き
て
い
る
こ
と

ろ
を
な
ぜ
て
十
二
様
の
石
に
こ
す
り
つ
け
た
。

デ
キ
モ
ン
の
と
き
は
鎌
で
か
く
よ
う
に
し
て
オ
マ
ジ
ナ
イ
を
す
る
。

デ
キ
モ
ン
の
と
き
は
、
嵩
山
の
薬
師
さ
ん
の
中
に
あ
る
お
地
蔵
さ
ん
に

オ
ガ
γ
シ
ョ
を
し
て
、
直
る
と
餅
を
進
ぜ
る
。

薬
師
さ
ん
に
オ
ガ
ン
シ
ョ
を
し
、
直
る
と
ナ
ベ
ッ
キ
リ
モ
チ
を
こ
し
ら

え
て
供
え
た
。

ウ
ル
シ
に
か
ぶ
れ
易
い
人
は
、
徳
利
に
酒
を
入
れ
て
持
っ
て
行
き
、
ウ

ル
シ
に
酒
を
か
け
て
ナ
カ
マ
・
兄
弟
に
な
る
と
よ
い
。

メ
カ
ゴ
メ
カ
ゴ
ハ
も
の
も
ら
い
)
が
で
き
た
と
き
は
、
ヵ
ゴ
を
井
戸
の

上
に
半
分
だ
け
出
し
て
み
せ
「
直
し
て
く
れ
た
ら
全
部
見
せ
る
」
と
い

弘
三
。

メ
カ
ゴ
に
な
っ
た
ら
薬
師
さ
ん
へ
行
っ
て
、
自
分
の
年
の
数
だ
け
「
め
」

と
い
う
字
を
書
い
て
来
た
。

メ
カ
ゴ
の
で
き
た
と
き
は
、
木
で
つ
く
っ
た
櫛
の
あ
た
ま
を
た
た
み
に

こ
す
り
つ
け
て
、
メ
カ
ゴ
の
で
き
た
と
こ
ろ
へ
つ
け
て
や
る
と
直
る
。

メ
カ
ゴ
の
と
き
は
、
櫛
の
ミ
ネ
(
背
〉
を
火
で
よ
く
あ
た
た
め
て
こ
す

る
と
直
る
。

メ
カ
ゴ
は
井
戸
に
シ
ョ
ウ
ギ
を
か
ぶ
せ
る
。

い
ぽ
水
イ
ボ
が
で
き
た
と
き
は
、
利
棋
の
入
須
川
地
内
に
あ
る
お
地
蔵

さ
ん
に
、
イ
ボ
の
数
だ
け
石
を
上
げ
て
オ
ガ
ン
シ
ョ
す
れ
ば
直
る
と
い

注
司
J

。イ
ボ
は
原
町
の
顕
徳
寺
に
オ
ガ
ン
シ
ョ
を
か
け
、
直
っ
た
ら
豆
俵
を
上

げ
る
。
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誌

イ
ボ
が
で
き
た
と
き
は
、
麻
ガ
ラ
の
ハ
シ
で
え
の
き
の
木
に
わ
た
す
と

直
る
。エ

ボ
ハ
イ
ボ
)
が
で
き
た
と
き
は
利
根
の
新
治
村
の
エ
ボ
神
さ
ま
に

行
っ
て
石
を
借
り
て
来
て
直
れ
ば
そ
の
石
を
ふ
や
し
て
返
す
。

産
育
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
と
き
は
地
蔵
さ
ん
に
オ
ガ
ン
シ
ョ
を
し
て
、

無
事
に
生
ま
れ
る
と
赤
や
自
の
帽
子
を
か
ぶ
せ
て
や
っ
た
。

赤
ん
ぼ
う
が
軽
く
生
ま
れ
る
よ
う
に
淡
島
さ
ん
と
沼
田
の
十
二
神
社
へ

お
参
り
し
た
。

薬
師
さ
ん
に
「
お
産
が
軽
く
で
き
る
よ
う
に
」
と
オ
ガ
ン
シ
ョ
し
て
豆

俵
を
進
ぜ
る
。

生
石
の
子
安
さ
ん
に
オ
サ
ゴ
を
持
っ
て
お
参
り
し
て
「
お
産
を
軽
く
し

て
く
れ
た
ら
底
ぬ
け
ぴ
し
ゃ
く
を
上
げ
ま
す
」
と
い
っ
て
オ
ガ
ン
シ
ョ
を

か
け
る
。
生
ま
れ
る
と
底
ぬ
け
ぴ
し
ゃ
く
を
上
げ
た
。

オ
ヒ
ガ
ミ
様
の
初
絵
を
便
所
に
は
る
。

赤
谷
の
産
泰
さ
ん
に
オ
ガ

γ
シ
ョ
を
か
け
て
ロ

l
ソ
タ
を
も
ら
っ
て
来

て
上
げ
る
。
生
ま
れ
る
と
長
い
ロ

I
ソ
ク
を
上
げ
る
。

親
都
神
社
の
オ
オ
ギ
サ
ン
に
乳
が
出
る
よ
う
に
オ
ガ
ン
シ
ョ
を
か
け

る
。
オ
ガ
ン
シ
ョ
バ
タ
シ
に
乳
の
形
を
一
対
つ
く
っ
て
糸
で
つ
る
し
て
上

げ
る
。

そ
の
他
シ
ャ
ツ
ク
リ
が
出
た
と
き
は
、
茶
わ
ん
の
上
に
ハ
シ
を
十
字
形

に
し
て
交
わ
る
よ
う
に
の
せ
、
そ
の
す
き
間
か
ら
水
を
入
れ
、
四
隅
か
ら

欽
む
と
直
る
。

ホ
ウ
ソ
ウ
を
し
て
十
二
日
自
に
チ
ョ
ッ
ベ
シ
の
上
に
赤
飯
と
笹
の
葉
を

俗民

の
せ
て
屋
根
へ
上
げ
た
。

魚
の
骨
を
の
ど
に
ひ
っ
か
け
た
ら
、
象
牙
の
櫛
や
か
ん
ざ
し
で
の
ど
を

な
ぜ
る
と
よ
い
。

コ
ウ
デ
の
と
き
は
末
っ
子
の
男
の
子
に
手
首
を
糸
で
し
ば
っ
て
も
ら
う

と
直
る
。

コ
ウ
デ
の
と
き
は
鍋
ツ
ル
を
く
ぐ
し
て
糸
で
し
ぼ
る
と
よ
い
。

体
の
ぐ
あ
い
の
よ
く
な
い
と
き
は
、
不
動
さ
ん
に
「
直
っ
た
ら
矢
を
進

ぜ
る
か
ら
」
と
い
っ
て
オ
ガ
γ
シ
ョ
を
す
る
。

体
の
弱
い
人
、
重
い
病
気
の
と
き
な
ど
「
丈
夫
に
し
て
く
れ
た
ら
必
ら

ず
お
参
り
し
ま
す
」
と
約
束
し
て
自
分
の
好
き
な
神
さ
ま
に
オ
ガ
ン
シ
ョ

を
す
る
。

体
が
弱
く
て
困
っ
て
い
る
人
や
そ
の
家
族
が
「
丈
夫
に
な
れ
ば
必
ら
ず

お
庭
草
踏
み
に
参
り
ま
す
」
と
い
っ
て
オ
ガ

γ
シ
ョ
を
か
け
る
。
体
が
丈

夫
に
な
る
と
オ
ガ
ン
シ
ョ
パ
タ
シ
の
お
参
り
に
行
く
。
神
さ
ま
は
好
き
な

神
さ
ま
で
よ
い
。

利
根
の
茂
左
衛
門
地
蔵
に
オ
ガ
ン
を
か
け
る
と
何
で
も
直
る
。
直
っ
た

と
き
は
何
本
か
線
香
を
上
げ
る
。

体
が
痛
い
と
き
は
、
自
分
の
数
だ
け
豆
を
数
え
て
半
紙
に
包
み
、
三
本

辻
に
お
い
て
来
る
と
よ
い
。

や
け
ど
を
し
な
い
よ
う
に
沢
渡
大
岩
の
不
動
さ
ん
に
コ
ニ
年
の
う
ち
」

の
オ
ガ
ン
シ
ョ
を
か
け
た
。

夜
泣
き
を
す
る
次
郎
平
天
狗
に
オ
ガ
ン
シ
ョ
を
か
け
た
。
直
っ
た
ら
お

参
り
に
行
く
。
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生
石
の
大
石
さ
ん
に
オ
ガ
ン
シ
ョ
を
す
る
と
夜
泣
き
は
す
ぐ
直
る
。

ハ
五
反
田
)

四

禁
忌
そ
の
他

農
事
に
関
す
る
禁
忌

民俗知識

種
ま
き
イ
ヌ
の
日
に
籾
種
を
ま
か
な
い
。
イ
ヌ
の
食
べ
物
に
な
る
。

籾
を
ま
く
の
は
風
の
な
い
、
静
か
な
日
で
、
大
安
だ
と
か
、
い
い
日
に

ま
く
が
、
タ
ツ
の
目
、
イ
ヌ
の
日
に
は
ま
か
な
い
。
籾
種
を
ま
く
日
は
ト

リ
の
日
が
よ
い
。
特
に
大
安
の
ト
リ
の
日
に
ま
く
と
よ
く
と
れ
る
。

イ
ヌ
の
日
は
変
わ
っ
た
事
が
お
こ
る
。
タ
ツ
の
日
は
「
立
つ
ハ
青
立
ち

に
な
る
」
と
い
っ
て
荒
れ
る
か
ら
、
そ
の
日
に
種
を
ま
く
の
は
よ
く
な

'u 種
ま
き
に
は
巳
の
目
、
ト
リ
の
目
、
午
の
目
、
卯
の
日
な
ど
が
よ
い
。

仕
事
始
も
種
ま
き
と
同
じ
日
が
よ
い
。
種
ま
き
を
す
る
日
は
、
友
引
、
一

粒
万
倍
の
日
を
選
ぶ
。

大
根
の
種
を
ま
く
と
き
は
ま
い
た
ま
ん
中
に
カ
ヤ
ハ
萱
〉
を
切
っ
て
来

て
立
て
る
が
、
こ
れ
は
も
ぐ
ら
除
け
と
い
う
。

山
ざ
く
ら
の
花
が
咲
い
た
か
ら
稲
の
穫
を
ま
く
。

八
十
八
夜
だ
か
ら
オ
カ
ボ
ハ
陸
稲
)
を
ま
け
。

第六章

ウ
グ
イ
ス
が
鳴
い
た
か
ら
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
ま
け
。

彼
岸
が
終
っ
た
か
ら
ゴ
ボ
ウ
を
ま
け
。

八
十
八
夜
に
な
っ
た
か
ら
イ
ン
ゲ
ン
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
を
ま
け
。

ヒ
ャ
タ
ゴ
ハ
百
五
)
が
ソ
バ
の
ま
き
ど
き
、
百
五
と
は
立
春
か
ら
百
五

日
目
の
こ
と
。

彼
岸
の
中
日
に
菜
種
を
ま
く
と
虫
が
つ
か
な
い
。

七
夕
の
日
に
莱
・
大
根
を
ま
く
と
虫
が
食
わ
な
い
。

盆
市
に
白
菜
の
種
を
ま
け
。

十
五
夜
が
ネ
ギ
の
ま
き
し
ん
ハ
適
期
〉
。

秋
の
土
用
だ
か
ら
麦
を
ま
け
。

四
と
九
の
つ
く
日
に
は
種
を
ま
い
て
は
い
け
な
い
。

四
月
に
は
ゴ
ボ
ウ
を
ま
い
て
は
い
け
な
い
。
新
暦
の
四
月
に
旧
暦
の
二

月
が
重
な
る
月
に
ゴ
ボ
ウ
を
ま
く
と
「
死
ご
ん
ぼ
う
」
に
な
る
。

四
の
日
と
九
の
日
に
は
莱
を
ま
い
て
は
い
け
な
い
。

三
と
八
の
日
に
は
大
根
を
ま
い
て
は
い
け
な
い
。

サ
ン
パ
チ
大
根
に
ジ
ク
莱
と
い
っ
て
、
三
と
八
の
日
に
は
大
根
を
ま
か

な
い
し
、
固
と
九
の
日
に
は
莱
を
ま
か
な
い
。

親
が
死
ん
だ
と
き
は
里
芋
の
種
を
と
り
か
え
て
植
え
る
。

旧
の
五
月
五
日
に
マ
ン
ガ
で
田
を
か
く
と
大
風
が
く
る
。

イ
ヌ
の
日
は
葬
式
の
ご
は
ん
に
な
る
の
で
田
植
え
を
し
な
い
。

イ
ヌ
の
日
に
田
植
え
を
す
る
と
葬
式
米
に
な
る
。

タ
ツ
の
日
に
植
え
る
と
タ
チ
ン
ボ
〈
立
ち
穂
〉
に
な
る
か
ら
植
え
て
は

い
け
な
い
。
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誌

イ
ヌ
の
自
に
田
植
え
を
す
る
と
人
が
死
ぬ
。

米
つ
く
り
に
は
、
聞
か
き
、
も
み
ま
き
は
イ
ヌ
の
目
、
タ
ツ
の
目
、
五

月
五
日
は
い
け
な
い
。
ま
た
ナ
エ
ピ
ハ
種
ま
き
の
後
四
十
二
日
め
の
こ
と

に
は
田
植
え
を
し
て
は
い
け
な
い
。

正
月
十
五
日
の
朝
、
お
か
ゆ
を
食
べ
る
と
き
吹
い
て
食
べ
る
と
田
植
え

に
風
が
吹
く
。

正
月
十
五
日
の
朝
、
お
か
ゆ
を
食
べ
る
前
に
い
ろ
り
に
足
を
入
れ
る
と

カ
ラ
ス
が
苗
代
を
荒
ら
す
。

禁
忌
作
物
高
縦
不
動
さ
ん
の
氏
子
は
モ
ロ
コ
シ
を
つ
く
ら
な
い
。
そ
れ

と
い
う
の
も
不
動
さ
ん
が
モ
ロ
コ
シ
で
目
を
突
い
た
た
め
で
あ
る
。
ハ
岩

本
)不

動
さ
ま
の
氏
子
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
星
い
も
を
つ
く
っ
て
は
な
ら

な
い
。
不
動
さ
ま
が
塁
い
も
の
葉
で
す
べ
っ
て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
目
を
突

い
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
、
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
な
ら
つ
く
っ
て
よ
い
。

ハ
岩
本
〉

ゴ
マ
と
里
い
も
は
同
じ
畑
に
つ
く
っ
て
は
い
け
な
い
。
あ
る
と
き
不
動

さ
ん
が
畑
へ
行
っ
た
と
こ
ろ
が
里
い
も
の
棄
で
足
を
す
べ
ら
し
、
そ
こ
に

あ
っ
た
ゴ
マ
の
茎
で
目
を
突
い
て
け
が
を
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
そ
れ

か
ら
は
ゴ
マ
と
星
い
も
は
同
じ
畑
に
つ
く
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ

た
と
い
う
。
ハ
蟻
川
〉

む
か
し
の
こ
と
、
先
祖
が
ゴ
マ
の
茎
で
目
を
突
き
目
が
見
え
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
、
そ
れ
か
ら
は
ゴ
マ
を
つ
く
っ
て
は
な
ら
な
く
な
っ

た
。
(
五
反
田
・
大
久
保
〉

俗民

日
影
の
あ
る
家
で
は
カ
ボ
チ
ャ
を
つ
く
ら
な
い
。
カ
ボ
チ
ャ
を
つ
く
る

と
つ
く
っ
た
年
に
は
き
ま
っ
て
家
族
の
だ
れ
か
が
死
ぬ
よ
う
な
不
幸
が
あ

る
か
ら
だ
と
い
う
。
ハ
五
反
田
)

岩
本
の
あ
る
家
で
は
キ
ュ
ウ
リ
を
つ
く
ら
な
い
。
あ
る
と
き
キ
ュ
ウ
リ

を
つ
く
っ
た
と
こ
ろ
フ
マ
ハ
不
幸
)
が
あ
っ
た
た
め
に
つ
く
っ
て
は
な
ら

な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
他
家
か
ら
も
ら
っ
た
も
の
は
食
べ
て
も
よ
い
。

時
代
も
変
わ
っ
た
の
で
も
う
い
い
だ
ろ
う
と
再
び
つ
く
っ
た
と
こ
ろ
、
そ

の
年
に
家
族
が
赤
痢
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
そ
れ
っ
き
り
つ
く
ら
な

い
。
(
五
反
田
・
生
石
〉

キ
ュ
ウ
り
の
初
な
り
二
本
を
、
ツ
シ
マ
の
午
頭
天
王
様
に
上
げ
る
。
む

か
し
疫
病
に
か
か
っ
た
人
が
い
て
、
そ
れ
以
来
上
げ
る
こ
と
に
し
た
と
い

う
。
ハ
蟻
川
・
奥
山
原
〉

天
王
様
を
肥
っ
て
あ
る
家
で
は
キ
ュ
ウ
リ
を
つ
く
ら
な
い
。
〈
岩
本
〉

あ
る
家
で
は
、
キ
ュ
ウ
リ
を
つ
く
る
と
火
事
に
な
る
と
い
わ
れ
て
つ
く

ら
な
い
。
ハ
大
道
〉

む
か
し
疫
病
が
流
行
っ
た
と
き
「
キ
ュ
ウ
リ
を
つ
く
ら
な
い
か
ら
病
気

を
な
お
し
て
下
さ
い
」
と
神
様
に
頼
ん
で
オ
ガ
ン
シ
ョ
を
か
け
た
の
で
、

キ
ュ
ウ
リ
を
つ
く
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
。

字
原
野
の
あ
る
家
で
は
、
白
山
さ
ま
が
モ
ロ
コ
シ
畑
で
ケ
ガ
を
さ
れ
た

の
で
、
そ
れ
っ
き
り
モ
ロ
コ
シ
を
つ
く
ら
な
い
。
ハ
蟻
川
・
大
事

日
影
の
森
田
マ
ケ
で
は
、
キ
ュ
ウ
リ
を
つ
く
る
と
赤
痢
に
な
る
か
ら
つ

く
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
わ
れ
る
。
(
五
反
田
〉

牛
や
馬
を
つ
か
う
と
き
、
ウ
ツ
ギ
の
む
ち
を
使
っ
て
は
い
け
な
い
。
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麦
ま
き
は
大
安
の
日
が
よ
い
。
イ
ヌ
、
サ
ル
の
日
を
い
や
が
る
。

下
)月

の
八
日
は
、
生
っ
木
を
切
っ
て
は
い
け
な
い
。
こ
の
日
は
木
が
は
ら

む
日
だ
と
い
う
。
根
げ
え
し
を
し
て
お
い
た
も
の
を
切
る
の
は
さ
し
っ
か

え
な
い
。
ハ
反
下
)

に
わ
と
り
を
飼
わ
な
い
話
昔
、
赤
坂
の
釜
測
ハ
か
ん
ぷ
ち
〉
に
小
林
と

い
う
家
が
あ
っ
た
。
あ
る
と
き
そ
の
家
に
一
人
の
行
者
風
の
人
が
来
て
一

夜
の
宿
を
た
の
み
、
泊
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
夜
、
家
人
は

金
欲
し
さ
か
ら
塩
平
の
山
崎
と
い
う
親
せ
き
の
者
と
相
談
し
て
行
者
を
殺

し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
行
者
は
大
変
金
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
か

ら
だ
が
い
く
ら
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
夜
が
明
け
た
ら
大
変
だ
と
ば
か

り
に
家
の
人
た
ち
は
行
者
の
死
体
を
近
く
の
釜
測
が
ま
へ
投
げ
こ
ん
で
し

ま
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
一
番
鶏
が
鳴
い
て
夜
が
明
け
た
と
い
う
。

一
番
鶏
の
声
を
聞
き
、
だ
ん
だ
ん
心
が
落
ち
つ
い
て
来
る
と
自
分
た
ち

の
や
っ
た
こ
と
が
お
そ
ろ
し
く
な
り
、
本
当
に
侮
ま
れ
て
な
ら
な
く
な
っ

た
。
そ
こ
で
、
殺
し
て
し
ま
っ
た
行
者
の
霊
を
慰
さ
め
、
罪
の
償
い
を
し

よ
う
と
考
え
た
と
こ
ろ
、
死
体
を
川
へ
投
げ
こ
ん
だ
と
き
に
鳴
い
た
に
わ

と
り
の
声
を
思
い
出
し
た
。
「
あ
れ
は
行
者
の
魂
が
鳴
か
せ
た
の
だ
ろ

う
」
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
後
、
小
林
、
山
崎
の
一
族
は
、
子
々

孫
々
の
後
ま
で
も
決
し
て
に
わ
と
り
を
飼
わ
な
い
こ
と
に
し
て
罪
ほ
ろ
ぼ

し
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
き
め
た
。
そ
れ
以
来
と
い
う
も
の
こ
の
一
族

で
は
に
わ
と
り
を
飼
っ
て
は
な
ら
な
い
と
言
い
伝
え
ら
れ
、
守
ら
れ
て
来

た
。
ハ
平
〉

第六章

反

折
田
神
社
の
近
く
で
は
に
わ
と
り
を
飼
わ
な
い
。
五
社
天
狗
が
き
ら
う

た
め
と
い
う
。
(
折
田
)

五
反
田
の
中
村
ゃ
、
嵩
山
の
ま
わ
り
の
部
落
で
は
ニ
ワ
ト
リ
を
飼
っ
て

は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
お
天
狗
さ
ん
|
|
嵩
山
の
神
さ
ま
が
=
ワ
ト
り
を

き
ら
い
で
-
一
ワ
ト
り
の
鳴
き
声
を
い
や
が
る
の
で
飼
っ
て
は
い
け
な
い
。

も
し
飼
え
ば
ヒ
ゴ
ト
(
火
事
)
が
お
き
る
と
い
わ
れ
た
。
お
天
狗
さ
ん
が

山
か
ら
下
り
て
来
て
火
を
つ
け
る
の
だ
と
い
う
。
ハ
五
反
田
)

白
久
保
で
は
ニ
ワ
ト
リ
を
飼
う
と
火
事
が
お
こ
り
親
都
で
は
病
人
が
絶

え
な
い
と
い
わ
れ
る
。
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衣
生
活
に
関
す
る
禁
忌

め
で
た
い
と
き
は
「
デ
バ
り
」
を
し
て
は
い
け
な
い
。

で
が
け
(
外
出
す
る
直
前
)
に
針
を
使
つ
て
は
い
け
な
い
。
ぬ
わ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。

朝
げ
、
出
か
け
る
前
に
針
を
使
う
の
は
デ
パ
リ
と
い
っ
て
、
「
デ
シ
ャ

パ
ル
」
か
ら
い
け
な
い
。

巳
の
日
に
布
を
裁
ち
切
っ
て
は
い
け
な
い
。
身
を
切
る
と
い
わ
れ
る
。

申
の
日
に
着
物
を
仕
立
て
る
と
、
着
物
に
ヤ
キ
ヌ
キ
ハ
焼
き
ぬ
き
》
が

で
き
る
。
猿
の
尻
は
赤
い
か
ら
そ
う
に
い
う
。

辰
、
成
、
申
の
日
は
布
を
裁
ち
切
っ
て
は
い
け
な
い
。

寅
と
八
日
に
も
の
裁
つ
な
、
申
の
日
に
着
物
を
仕
立
て
る
と
火
早
い
。

布
を
巳
の
自
に
栽
ち
切
る
と
長
く
か
か
る
。
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自
分
の
生
ま
れ
た
エ
ト
に
自
分
の
着
物
を
裁
つ
て
は
よ
く
な
い
こ
と
が

お
こ
る
。

三
隣
亡
の
日
に
着
物
を
裁
つ
て
は
よ
く
な
い
。

一
反
の
反
物
で
三
枚
の
着
物
を
つ
く
っ
て
は
い
け
な
い
。

申
の
日
に
は
ツ
ボ
に
切
ら
な
い
こ
と
、
火
早
い
。
し
か
し
、
ど
ん
な
日

で
も
、
桝
の
タ
チ
イ
タ
ハ
裁
板
)
と
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
も
の
さ
し
を
使
え
ば

さ
し
っ
か
え
な
い
。

一
月
十
四
日
に
は
針
を
使
わ
ぬ
こ
と
。

元
日
と
十
四
日
に
は
針
を
使
わ
な
い
。

一
月
八
日
に
針
を
使
わ
な
い
。

一
月
一
目
、
七
日
、
十
四
日
、
二
十
日
、
こ
の
日
は
針
を
使
っ
て
は
い

け
な
い
。

元
旦
に
針
を
使
つ
て
は
い
け
な
い
。

一
月
二
日
が
ヌ
イ
ゾ
メ
ハ
縫
い
初
め
)
と
い
う
。

二
月
八
日
の
針
供
養
に
は
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
に
針
を
さ
し
て
川
へ
流
す
。

針
供
養
の
日
は
、
一
日
中
針
を
使
わ
な
い
。
十
二
月
八
日
が
そ
の
日
で

あ
る
。二

月
八
日
、
十
二
月
八
日
が
針
供
養
で
、
針
を
も
っ
て
は
い
け
な
い

目
、
針
を
休
め
る
目
だ
っ
た
。

一
月
十
四
日
は
、
誰
も
裁
縫
し
て
は
い
け
な
い
。
蚕
を
食
べ
る
虫
が
出

る
か
ら
。

八
日
、
十
二
日
は
針
し
ご
と
を
し
て
は
い
け
な
い
。

正
月
十
四
日
に
針
を
使
う
と
、
蚕
を
飼
っ
た
と
き
に
ハ
ム
シ
ハ
羽
虫
〉

が
出
る
。

着
物
を
三
人
で
縫
っ
て
は
い
け
な
い
。

着
物
を
着
て
い
て
ぬ
っ
て
は
い
け
な
い
。
身
を
ぬ
う
か
ら
い
け
な
い
。

着
物
の
袖
を
二
人
で
つ
け
て
は
い
け
な
い
。
死
者
に
か
け
て
や
る
着
物

だ
け
は
二
人
で
つ
け
る
か
ら
。

袖
な
ど
片
方
だ
け
で
や
め
て
い
て
、
地
震
が
す
れ
ば
そ
の
着
物
が
着
ら

れ
な
く
な
る
。

長
着
を
つ
く
る
と
き
、
背
中
の
ぬ
い
目
を
右
に
か
え
さ
な
い
こ
と
、
死

者
の
着
物
は
右
に
か
え
す
の
で
生
き
て
い
る
人
の
着
物
は
左
に
か
え
す
も

の
だ
。着

物
の
袖
を
片
方
だ
け
つ
け
て
そ
の
ま
ま
で
し
ま
っ
て
お
く
と
よ
く
な

い
。
片
袖
恋
し
い
と
い
っ
て
オ
バ
ケ
が
出
る
と
い
う
。

糸
を
そ
ま
つ
に
し
な
い
よ
う
に
、
も
し
糸
が
一
寸
足
ら
な
く
て
も
着
物

は
ぬ
い
上
が
ら
な
い
。

横
つ
ぎ
を
し
て
は
い
け
な
い
y
ぬ
い
糸
の
結
び
玉
を
他
人
に
し
て
も

ら
っ
て
は
い
け
な
い
。

着
物
を
左
前
に
着
て
は
い
け
な
い
。
死
者
が
そ
う
す
る
か
ら
。

せ
ん
た
く
物
を
北
向
き
に
干
し
て
は
い
け
な
い
。
エ
ン
ギ
が
悪
い
。

着
物
の
前
と
後
を
反
対
に
着
る
と
キ
ツ
ネ
に
マ
ヤ
カ
さ
れ
る
ハ
化
か
さ

れ
る
〉
。

縄
帯
を
し
て
は
い
け
な
い
。

も
の
さ
し
ゃ
、
は
さ
み
は
、
ま
た
い
だ
り
、
ふ
ん
だ
り
し
て
は
い
け
な

い
。
も
し
ふ
ん
だ
り
し
た
と
き
は
、
お
し
い
た
だ
き
、
わ
び
る
た
め
に
高

1158 



い
所
へ
上
げ
る
。

足
袋
を
は
い
て
寝
る
と
病
気
に
な
る
。
ハ
反
下
〉

夜
空
を
眺
め
て
い
る
と
き
流
れ
星
と
ん
だ
ら
「
山
.
ほ
し
山
ぼ
し
山

ぼ
し
」
と
三
度
唱
え
る
。
こ
う
す
る
と
裁
縫
が
上
手
に
な
る
。
流
れ
星
ほ

ど
早
く
も
の
を
縫
え
る
人
は
い
な
い
か
ら
。

3 

食
生
活
に
関
す
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禁
忌

民俗知識

木
の
ハ
シ
と
竹
の
ハ
シ
を
一
緒
に
使
つ
て
は
い
け
な
い
。
お
骨
を
拾
う

と
き
に
そ
う
す
る
か
ら
。

木
と
竹
の
ハ
シ
を
ま
ぜ
て
使
う
と
チ
ュ
ウ
キ
ハ
中
風
)
に
な
る
。

ハ
シ
と
ハ
シ
で
食
べ
も
の
を
は
さ
ん
で
は
い
け
な
い
。
火
葬
に
し
た
お

骨
を
は
さ
む
と
き
に
そ
う
す
る
も
の
だ
か
ら
、
生
き
て
い
る
人
は
や
っ
て

は
い
け
な
い
の
だ
。

一
本
バ
シ
で
も
の
を
食
べ
て
は
い
け
な
い
。

ご
は
ん
の
上
に
ハ
シ
を
立
て
て
は
い
け
な
い
。

左
ぜ
ん
で
ご
は
ん
を
食
べ
て
は
い
け
な
い
。

こ
れ
ら
は
お
葬
式
の
と
き
に
そ
う
し
て
い
る
か
ら
生
き
て
い
る
人
は

し
て
は
い
け
な
い
。

ナ
ン
テ
ン
の
ハ
ジ
で
食
べ
る
と
中
風
に
か
か
ら
な
い
。

ハ
シ
は
命
の
親
を
運
ぶ
も
の
だ
か
ら
大
切
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

し
ゃ
も
じ
の
裏
を
使
わ
な
い
。
も
の
ご
と
が
さ
か
さ
ま
に
な
り
ウ
ラ
が

出
る
。
親
よ
り
も
子
が
先
に
死
ぬ
よ
う
な
こ
と
が
お
こ
る
。

鍋
の
ツ
ル
ご
し
に
食
べ
も
の
を
盛
る
と
よ
く
な
い
こ
と
が
お
こ
る
。

第六章

鍋
の
ツ
ル
が
自
分
の
方
に
か
え
っ
て
い
る
と
き
に
盛
つ
て
は
い
け
な

い
。
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
と
仕
事
に
出
た
と
き
に
失
敗
す
る
こ
と
が
あ
る

か
ら
。し

ゃ
く
し
を
鍋
の
ツ
ル
ご
し
に
使
う
と
、
そ
の
日
は
け
が
を
し
や
す

、し

穴
を
く
ぐ
し
て
食
べ
も
の
を
通
し
て
は
い
け
な
い
。

障
子
の
穴
や
、
な
べ
の
ツ
ル
を
通
し
て
も
の
を
や
り
と
り
す
る
こ
と
は

い
け
な
い
。
穴
か
ら
物
を
や
り
と
り
す
る
の
は
牢
屋
の
き
し
入
れ
だ
け
だ

か
ら
。十

五
夜
に
上
げ
た
も
の
は
子
ど
も
に
食
わ
せ
な
い
。
世
界
を
ま
わ
る
と

い
わ
れ
た
。

エ
ビ
ス
様
に
上
げ
た
も
の
を
子
ど
も
に
食
べ
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。

朴
の
木
を
燃
し
た
オ
キ
(
火
)
で
焼
い
た
魚
を
食
べ
る
と
ラ
イ
病
に
な

る。
う
ど
ん
に
汁
を
か
け
て
出
す
の
は
よ
く
な
い
。
特
に
鉄
砲
ぷ
ち
に
と
っ

て
は
「
烏
が
と
れ
ず
人
に
ぶ
つ
か
け
る
。
」
と
い
わ
れ
て
い
や
が
っ
た
。

お
こ
わ
に
汁
を
か
け
て
食
べ
る
と
お
嫁
に
行
く
と
き
に
雨
が
降
る
。

お
こ
わ
に
汁
を
か
け
て
食
べ
る
と
嫁
入
り
や
ム
コ
入
り
の
日
に
雪
が
降

る。
お
こ
わ
に
オ
ツ
ケ
(
汁
〉
を
か
け
て
食
べ
る
と
嫁
入
り
の
と
き
に
雪
が

降
り
、
お
茶
を
か
け
て
食
べ
る
と
雨
が
降
る
。

朝
ご
は
ん
に
汁
や
お
茶
を
か
け
て
食
べ
る
と
マ
マ
(
土
手
)
か
ら
落
ち

る。
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誌

タ
ツ
ゼ
ン
〈
竪
膳
〉
は
よ
く
な
い
。

餅
つ
き
の
杵
を
落
し
て
し
ま
っ
た
と
き
は
屋
根
ま
で
上
げ
る
。

節
分
の
豆
を
煎
る
と
き
豆
を
こ
ぼ
さ
な
い
。
も
し
こ
ぼ
し
て
そ
の
豆
が

生
え
る
と
よ
く
な
い
こ
と
が
お
こ
る
。

ひ
し
ゃ
く
水
|
|
ひ
し
ゃ
く
で
水
を
飲
め
ば
願
い
ご
と
は
か
な
わ
な

-v 立
臼
を
洗
っ
た
水
を
家
畜
に
や
る
と
、
火
事
の
と
き
家
畜
が
家
か
ら
出

な
い
か
ら
そ
う
す
る
な
。

鉄
び
ん
の
口
を
北
の
方
に
向
け
る
も
の
で
は
な
い
。

空
の
茶
さ
ん
を
た
た
い
て
は
い
け
な
い
。

箸
は
新
し
い
も
の
は
少
し
け
ず
っ
て
か
ら
使
う
も
の
と
い
う
。

朝
茶
は
そ
の
日
の
難
の
が
れ
と
い
っ
て
、
で
か
け
る
前
に
は
飲
ん
で
で

か
け
る
も
の
と
い
う
。

山
で
弁
当
を
食
べ
た
ら
箸
を
折
っ
て
捨
て
る
と
夕
飯
の
ご
ち
そ
う
が
わ

か
る
。
折
っ
て
捨
て
る
も
の
。

民俗

4 

住
生
活
に
闘
す
る
禁
思

ウ
ツ
ギ
の
火
に
あ
た
っ
て
は
い
け
な
い
。
火
葬
し
た
お
骨
を
拾
う
と
き

に
ウ
ツ
ギ
の
木
の
ハ
シ
で
拾
う
こ
と
と
、
ウ
ツ
ギ
の
火
に
あ
た
る
と
骨
が

砕
け
る
か
ら
悪
い
の
だ
と
も
い
わ
れ
る
。

い
ろ
り
で
火
を
燃
す
と
き
、
朝
は
藤
つ
る
、
夜
は
な
わ
を
燃
し
て
は
い

け
な
い
。

い
ろ
り
の
モ
シ
キ
ハ
薪
な
ど
〉
に
足
を
の
せ
て
は
い
け
な
い
。

い
ろ
り
に
水
を
ま
け
て
は
い
け
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
と
病
人
が

絶
え
な
い
か
ら
。

い
ろ
り
の
且
那
ザ
シ
キ
に
女
が
座
っ
て
は
い
け
な
い
。
座
っ
た
り
す
る

と
「
米
を
買
え
」
と
い
う
。

い
ろ
り
の
カ
ギ
竹
を
た
た
い
た
り
、
ゆ
す
っ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
。

そ
う
す
る
と
カ
キ
ノ
ヤ
マ
イ
に
な
り
、
い
く
ら
食
べ
て
も
腹
が
へ
る
と
い

振っ。

1160 

正
月
三
ケ
日
は
そ
う
じ
を
す
る
と
き
に
は
、
ゴ
ミ
を
掃
き
出
さ
な
い
よ

う
に
し
て
台
所
で
と
る
。

台
所
の
土
を
掃
会
出
し
て
は
い
け
な
い
。
財
産
を
掃
き
出
し
て
し
ま
う

か
ら
。い

ろ
り
の
そ
ば
で
爪
を
切
ら
な
い
。
ツ
メ
を
燃
す
と
キ
チ
ガ
イ
に
な

る。
「
サ
」
の
つ
く
日
に
い
ろ
り
の
灰
を
と
っ
て
は
い
け
な
い
。
一
一
一
の
目
、

サ
ル
の
日
は
「
火
早
い
」
と
い
っ
て
火
事
に
な
り
易
い
か
ら
。

ひ
き
い
(
敷
居
〉
の
上
に
の
ぼ
っ
て
は
い
け
な
い
。
親
の
頭
に
の
ぼ
っ

た
こ
と
と
同
じ
に
な
る
か
ら
。

く
つ
や
ぞ
う
り
、
げ
た
な
ど
、
は
き
も
の
を
は
い
た
ま
ま
座
敷
か
ら
下

へ
お
り
る
ハ
は
き
お
ろ
す
〉
こ
と
を
し
て
は
い
け
な
い
。

は
き
も
の
を
乱
し
て
ぬ
い
で
入
る
と
ど
ろ
ぽ
う
に
入
ら
れ
る
。

北
枕
に
寝
て
は
い
け
な
い
。

シ
ュ
ウ
セ
ン
ド
リ
、
ス
イ
セ
ン
ド
リ
ハ
セ
キ
レ
イ
〉
を
殺
す
と
馬
が
病

む。



カ
ギ
ン
サ
マ
を
ゆ
す
っ
た
り
す
る
と
カ
ギ
ン
ヤ
マ
イ
に
な
る
。

正
月
十
五
日
に
イ
ロ
リ
の
中
に
足
を
踏
ん
ご
ん
で
は
い
け
な
い
。
回
を

カ
ラ
ス
に
こ
ね
ら
れ
る
と
い
う
。
ハ
寺
社
原
)

5 

そ

他

の

第六章民俗知識

手
を
使
わ
ず
に
足
と
足
を
こ
す
り
合
わ
せ
て
洗
っ
て
は
い
け
な
い
。

ぬ
れ
手
ぬ
ぐ
い
を
し
ぼ
っ
て
バ
サ
ッ
と
ふ
っ
て
は
い
け
な
い
。
人
の
首

を
切
る
音
と
そ
っ
く
り
だ
か
ら
。

湯
の
中
に
水
を
入
れ
て
も
よ
い
が
、
水
の
中
へ
湯
を
入
れ
て
う
す
め
て

は
い
け
な
い
。
さ
か
さ
水
と
い
い
、
死
者
の
湯
か
ん
を
す
る
と
き
に
そ
う

す
る
か
ら
。

な
わ
と
藤
と
で
物
を
し
ば
っ
て
は
い
け
な
い
。
不
幸
の
と
き
に
そ
う
す

る
か
ら
。

釘
を
う
ち
つ
け
る
と
き
石
で
う
っ
て
は
い
け
な
い
。
棺
箱
を
う
ち
つ
け

る
と
き
に
そ
う
す
る
か
ら
。

一
本
花
を
さ
す
も
の
で
は
な
い
。

鏡
の
上
を
ま
た
い
で
は
い
け
な
い
。
鏡
は
女
の
た
ま
し
い
だ
か
ら
。

人
が
家
を
出
る
と
き
ホ
l
キ
で
掃
く
と
、
「
も
う
帰
っ
て
来
る
な
」
と

い
う
意
味
が
あ
る
の
で
や
っ
て
は
い
け
な
い
。

夜
ヅ
メ
を
切
っ
て
は
い
け
な
い
。
「
世
を
詰
め
る
」
こ
と
に
な
る
。

夜
、
口
笛
を
吹
か
な
い
こ
と
。
悪
暑
が
来
た
と
き
近
所
の
人
に
知
ら
せ

る
た
め
に
や
っ
た
の
で
、
ふ
だ
ん
は
や
っ
て
は
い
け
な
い
。

夜
、
お
金
の
音
を
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。

猫
を
仏
壇
の
上
に
あ
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
猫
は
マ
モ
ノ
だ
か
ら
。

一
月
八
日
に
木
を
切
っ
て
は
い
け
な
い
。
こ
の
日
は
木
の
誕
生
日
と
い

わ
れ
、
切
る
と
バ
チ
が
あ
た
る
。

二
月
八
日
に
木
を
切
っ
て
は
い
け
な
い
。

俗
信
・
そ
の
他
朝
グ
モ
は
縁
起
が
い
い
が
、
夜
の
ク
モ
は
盗
っ
人
グ
モ

と
い
っ
て
縁
起
が
惑
い
と
い
う
。

朝
グ
モ
は
大
黒
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
も
っ
て
行
っ
て
進
ぜ
る
と
い
う
。

ハ
反
下
〉

ツ
バ
メ
が
家
の
中
に
巣
を
つ
く
れ
ば
火
の
安
全
だ
と
い
う
。
ハ
反
下
〉

夕
方
、
子
ど
も
が
は
し
ゃ
ぐ
と
翌
日
は
雨
だ
と
い
わ
れ
る
。

夕
焼
け
に
な
る
と
翌
日
は
天
気
が
い
い
。

夕
焼
け
雲
が
黒
く
消
え
る
と
近
い
う
ち
に
雨
が
降
る
と
い
う
。

お
月
さ
ま
が
か
さ
を
か
ぶ
る
と
三
日
以
内
に
雨
が
降
る
と
い
う
。
ハ
反

下〉
へ
ピ
が
木
に
登
る
と
雨
が
降
る
と
い
う
。
(
反
下
〉

山
の
ナ
ラ
の
木
が
、
秋
に
な
っ
て
芽
が
ふ
く
と
台
風
が
来
る
と
い
う
。

キ
ツ
ネ
が
青
野
で
鳴
け
ば
「
火
に
気
を
つ
け
る
」
と
い
う
。
キ
ツ
ネ
は
青

野
で
は
鳴
か
な
い
も
の
で
異
常
の
知
ら
せ
と
い
う
。
ハ
反
下
〉

カ
ラ
ス
が
鳴
く
と
人
が
死
ぬ
と
い
う
。

職
人
が
仕
事
に
行
っ
た
先
で
、
火
事
か
葬
式
に
あ
う
と
金
も
う
け
が
で

き
る
と
い
う
。

マ
ム
シ
の
夢
は
金
が
入
る
夢
と
い
う
。

マ
ム
シ
が
メ
ス
を
中
心
に
何
匹
も
か
た
ま
っ
て
玉
に
な
っ
て
い
る
こ
と
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誌

が
あ
る
。
そ
れ
を
見
る
と
そ
の
年
に
金
も
う
け
が
で
き
る
と
い
う
。

下〉
耳
た
ぼ
の
大
き
い
人
は
金
運
に
恵
ま
れ
る
。
ハ
反
下
〉

鼻
の
大
き
い
人
は
太
っ
腹
の
人
。
ハ
反
下
)

女
の
丙
午
ハ
ひ
の
え
う
ま
)
生
ま
れ
の
人
は
、
気
が
強
く
、
夫
殺
し
と

い
う
。
男
の
丙
午
は
い
い
と
い
う
。

戦
争
に
行
く
と
き
に
丙
午
の
人
の
頭
の
毛
な
ど
が
お
守
り
に
な
っ
た
。

ハ
反
下
)

一
時
に
金
も
う
け
を
し
よ
う
と
す
る
時
は
三
隣
亡
を
ま
つ
れ
ば
い
い
と

い
う
が
、
三
隣
亡
は
い
ち
ば
ん
い
や
が
ら
れ
る
も
の
で
、
三
隣
亡
除
け
に

は
猿
田
彦
を
ま
つ
る
の
が
よ
い
。

ま
じ
な
い

嵐
の
時
H
風
切
り
が
ま
を
屋
根
に
さ
す
。

俗民

第
七
章

人

の

生

産

育

子
安
さ
ん

五
反
田
生
石
ハ
オ
プ
イ
シ
)
に
石
澗
が
あ
る
。
昔
は
萱
ぷ
き 反

雷
の
と
き
H
お
正
月
の
松
の
枝
を
と
っ
て
お
き
、
雷
が
来
た
ら
い
ろ
り

で
燃
す
と
煙
り
と
一
緒
に
遠
の
く
。

百
日
ぜ
き
の
と
き
H
馬
の
た
て
ど
を
子
ど
も
の
顔
に
か
け
る
と
か
か
ら

な
し
。か

ぜ
を
追
い
出
す
に
は
、
豆
を
い
っ
て
お
ひ
ね
り
に
し
て
人
通
り
の
多

い
所
に
つ
る
し
て
お
く
。

お
ひ
が
み
様
ハ
便
所
神
〉
に
食
物
を
進
ぜ
て
、
そ
れ
を
食
べ
る
と
む
し

歯
に
な
ら
な
い
。
ハ
栃
窪
〉

雷
雷
が
激
し
く
な
る
と
線
香
を
立
て
る
。
家
の
中
で
な
く
、
縁
側
と

か
、
玄
関
先
と
か
に
出
す
。

正
月
の
内
か
ぎ
り
の
松
を
と
っ
て
お
い
て
、
こ
れ
を
い
ぶ
し
て
や
る
。

け
む
り
で
か
わ
か
す
と
い
う
。
(
蟻
川
〉
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の
お
仮
屋
に
洞
ら
れ
て
い
た
が
、
昭
和
初
年
に
近
在
の
人
た
ち
が
数
人
で

石
洞
を
た
て
た
も
の
で
、
五
月
五
日
に
は
か
ゆ
小
を
立
て
て
お
祭
り
す
る

が
、
特
別
の
行
事
は
な
い
。
お
産
の
あ
る
人
は
、
オ
サ
ゴ
を
持
っ
て
こ
こ

へ
お
参
り
し
、
「
お
産
を
軽
く
し
て
下
さ
い
。
ぉ
産
を
軽
く
し
て
く
れ
れ



ば
底
ぬ
け
柄
杓
を
上
げ
ま
す
か
ら
」
と
い
っ
て
オ
ガ
ン
シ
ョ
を
か
け
る
。

無
事
に
お
産
が
す
む
と
、
竹
を
切
っ
て
底
ぬ
け
び
し
ゃ
く
を
二
つ
作
っ
て

子
安
さ
ん
に
供
え
て
オ
ガ
ン
シ
ョ
パ
タ
シ
を
す
る
。
こ
の
ご
ろ
は
お
産
が

少
な
く
な
っ
た
の
で
余
り
上
が
っ
て
い
な
い
が
、
一
時
は
ず
い
ぶ
ん
柄
杓

が
上
が
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
「
娘
や
孫
な
ど
の
お
産
の
と
き
に
も
頼
ま
れ

て
、
子
安
さ
ん
に
オ
ガ
γ
シ
ョ
を
か
け
て
や
っ
た
。
た
い
て
い
「
そ
の
人

で
ね
え
人
」
ハ
本
人
以
外
の
者
)
が
オ
サ
ゴ
を
持
っ
て
行
き
、
軽
く
お
産

を
や
っ
と
く
れ
」
と
い
っ
て
願
を
か
け
る
。
生
ま
れ
る
と
底
ぬ
け
ぴ
し
ゃ

く
と
オ
コ
ワ
を
一
絡
に
進
ぜ
た
。

赤
谷
の
十
ニ
さ
ん
お
産
が
あ
る
と
き
に
は
、
利
根
の
赤
谷
の
サ
ン
テ
エ

サ
ン
ハ
産
泰
さ
ん
|
|
十
二
さ
ん
)
に
お
参
り
に
行
き
、
オ
ガ
ン
シ
ョ
を

か
け
て
、
そ
こ
に
供
え
て
あ
る
ロ
l
ソ
ク
を
借
り
て
来
る
。
産
気
づ
く
と

人の一生

子安さんの底ぬけぴしゃく

第七章

借
り
て
来
た
ロ

l
ソ
ク
に
火
を
つ
け
る
が
、
ロ

l
ソ
ク
の
火
が
消
え
な
い

う
ち
に
|
|
そ
れ
ほ
ど
の
安
産
で
早
く
産
ま
れ
る
、
と
い
わ
れ
る
。
借
り

て
来
る
と
き
は
な
る
べ
く
短
い
も
の
を
借
り
て
来
る
と
良
い
と
い
う
。
オ

ガ
ン
シ
ョ
パ
タ
シ
に
は
長
い
ロ
l
ソ
タ
を
上
げ
る
。
ハ
大
道
ほ

蟻
川
奥
山
原
の
原
沢
家
で
は
、
大
正
末
か
ら
昭
和
初
の
こ
ろ
、
初
産
の

と
き
に
し
ゅ
う
と
爺
さ
ん
が
赤
谷
の
十
二
様
、
産
泰
さ
ん
や
水
天
宮
ま
で

・
歩
い
て
行
っ
て
拝
ん
で
来
て
く
れ
た
。
特
に
水
天
宮
の
お
札
は
腹
が
や
め

て
来
た
ら
飲
ん
だ
。

ま
た
オ
ヒ
ガ
ミ
様
の
初
絵
を
便
所
に
は
る
こ
と
も
し
た
。
ハ
蟻
川
〉

ホ
l
キ
の
神
お
産
の
と
き
、
ま
っ
先
に
来
て
く
れ
る
神
さ
ま
は
「
ホ
l

キ
の
神
さ
ま
」
だ
か
ら
、
女
は
ホ
l
キ
を
ま
た
い
で
は
い
け
な
い
。
ま
た

ぐ
と
お
産
が
重
く
な
る
と
い
わ
れ
、
お
産
が
す
む
と
一
番
先
に
オ
タ
キ
ア

ゲ
を
ホ
l
キ
の
神
さ
ま
に
上
げ
る
も
の
と
い
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
時
は
特

別
に
お
膳
は
つ
く
ら
な
か
っ
た
。
(
白
久
保
〉

ミ
ロ
ク
サ
ン
ミ
ロ
ク
サ
ン
は
女
の
神
さ
ん
で
、
お
産
の
と
き
に
拝
む
と

い
い
、
と
い
う
の
で
、
ミ
ク
ロ
サ

γ
を
拝
ま
せ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い

る
。
ミ
ロ
グ
サ
γ
は
、
神
だ
な
の
端
の
方
に
杷
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
岩
本

の
神
保
彦
左
衛
門
氏
の
家
の
話
で
あ
る
。
ハ
岩
本
〉

安
産
の
お
守
り
妊
婦
は
安
産
の
お
守
袋
を
身
に
つ
け
て
い
た
。
こ
の
お

守
袋
の
中
に
は
安
産
の
神
様
の
お
守
が
入
れ
で
あ
っ
た
。
水
天
宮
様
、
塩

釜
様
、
淡
島
様
、
産
土
様
(
氏
神
)
、
各
自
信
仰
の
お
守
り
な
ど
。
ま
た
小

形
手
鏡
を
懐
中
に
入
れ
て
い
る
も
の
と
い
わ
れ
こ
れ
は
死
者
の
思
を
反
射

し
、
胎
児
に
あ
ざ
の
で
き
る
の
を
守
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
ハ
伊
勢
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誌

町》
産
気
づ
く
と
淡
島
さ
ん
の
神
ロ

1
ソ
ク
を
神
棚
に
と
ぼ
し
て
安
産
を
願

う
。
ハ
伊
勢
町
〉

出
産
お
産
は
床
の
間
で
や
る
。
た
た
み
を
上
げ
て
、
稲
わ
ら
を
敷
い

て
、
そ
こ
で
生
ん
だ
。
こ
の
あ
た
り
で
は
力
網
と
い
う
の
は
使
わ
な
か
っ

た
と
い
う
。
こ
う
し
た
こ
と
は
大
正
こ
ろ
に
な
く
な
っ
て
、
ふ
と
ん
の
上

で
生
む
よ
う
に
な
っ
た
。
ハ
伊
勢
町
)

ふ
つ
う
に
は
初
産
は
実
家
へ
帰
っ
て
産
む
。
お
産
の
し
か
た
は
、
産
婆

さ
ん
が
来
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
ア
オ
ム
ケ
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
以
前

は
ウ
ツ
プ
セ
の
よ
う
に
な
っ
て
産
ん
だ
。
小
麦
の
ヌ
カ
俵
な
ど
を
抱
く
よ

う
に
よ
り
か
か
っ
て
産
む
と
も
い
わ
れ
た
。
お
産
は
ク
セ
に
な
る
か
ら
と

い
う
の
で
お
産
婆
さ
ん
に
頼
ん
だ
の
で
ア
オ
ム
ケ
の
姿
勢
で
産
ん
だ
。

ハ
蟻
川
〉

産
部
屋
お
産
は
、
ジ
ョ
ウ
ダ
ン
の
閥
、
あ
る
い
は
デ
エ
と
よ
ば
れ
る
奥

の
方
の
部
屋
で
す
る
。
そ
の
部
屋
の
床
下
に
穴
を
掘
り
、
と
り
上
げ
た
と

き
の
水
も
、
お
湯
も
一
緒
に
そ
こ
へ
埋
め
た
。
だ
か
ら
床
板
が
上
げ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
家
も
残
っ
て
い
る
。

ノ
チ
ノ
モ
ノ
ノ
チ
ノ
モ
ノ
ハ
後
産
)
は
、
縁
の
下
に
埋
め
る
こ
と
も
あ

る
が
、
ト
ボ
ウ
(
入
口
)
の
よ
う
に
人
が
大
ぜ
い
ま
た
ぐ
と
こ
ろ
に
埋
め

る
と
良
い
と
も
い
わ
れ
る
。
お
墓
の
隅
に
埋
め
る
こ
と
も
多
い
。
エ
ナ
塚

は
な
い
。

ヘ
ソ
の
緒
へ
ソ
の
緒
は
、
手
で
に
ぎ
っ
た
長
さ
に
オ
ガ
ラ
で
尺
を
と
り

ハ
長
さ
を
は
か
り
〉
、
麻
糸
で
し
ば
っ
て
切
る
。
こ
れ
は
麻
の
よ
う
に
ス
ク

俗民

書
ウ
よ
く
ハ
素
直
に
〉
、
ス
ク
ス
タ
育
つ
よ
う
に
と
い
う
願
い
か
ら
で
あ

る
。
ヘ
ソ
の
緒
が
も
げ
た
と
き
、
ヒ
キ
イ
ハ
敷
居
〉
の
下
に
埋
め
、
大
ぜ

い
の
人
に
ま
た
が
れ
る
と
丈
夫
に
育
つ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
も
げ

た
へ
ソ
の
緒
は
母
親
が
桐
の
箱
な
ど
に
入
れ
て
し
ま
っ
て
お
き
、
そ
の
人

の
葬
式
に
棺
の
中
へ
入
れ
る
の
も
あ
る
。
ハ
蟻
川
〉

オ
タ
キ
ア
グ
赤
ん
坊
を
産
み
落
す
と
、
家
の
人
た
ち
は
す
ぐ
に
飯
を
た

く
用
意
を
し
て
、
オ
タ
キ
ア
ゲ
を
茶
わ
ん
に
盛
っ
て
神
棚
へ
進
ぜ
る
。
ま

た
、
生
ま
れ
た
子
が
女
の
子
な
ら
ば
針
箱
の
上
、
男
の
子
な
ら
す
ず
り
箱

の
上
に
も
進
ぜ
る
。
女
の
子
は
裁
縫
が
う
ま
く
な
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と

だ
し
、
男
の
子
は
字
が
よ
く
で
き
る
ハ
頭
の
い
い
子
に
な
る
よ
う
〉
に
と

い
う
願
い
だ
と
い
う
。
現
在
も
続
け
て
い
る
が
、
進
ぜ
た
飯
と
同
じ
カ
マ

の
飯
を
産
婦
に
も
食
べ
さ
せ
て
、
こ
れ
が
う
ま
く
食
べ
ら
れ
る
と
産
後
の

肥
立
ち
が
い
い
と
い
わ
れ
る
。
ハ
五
反
田
〉

双
子
双
子
を
生
ん
だ
人
に
機
織
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
す
る
と
、
「
双

子
が
生
ま
れ
る
」
と
い
っ
て
い
や
が
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
と
い
う
の

も
、
双
子
を
生
ん
だ
人
を
手
伝
い
に
頼
ん
で
行
っ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、

そ
こ
の
家
で
双
子
が
生
ま
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
年
よ
り
が
そ
う
い
っ

た
。
ハ
中
之
条
・
伊
勢
町
〉

産
着
ア
カ
ッ
コ
ハ
赤
ん
坊
)
に
す
ぐ
着
せ
る
も
の
は
、
麻
の
葉
の
着
物

で
、
女
の
子
は
赤
、
男
の
子
は
青
色
の
も
の
を
つ
く
っ
て
お
い
て
着
せ

る
。
麻
の
よ
う
に
よ
く
育
つ
よ
う
に
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

乳
づ
け
蟻
川
奥
山
原
で
は
、
チ
ヅ
ケ
ハ
乳
づ
け
)
と
し
て
フ
ウ
キ
(
ふ

き
〉
の
根
を
掘
っ
て
来
て
、
よ
く
洗
い
生
の
ま
ま
で
白
布
に
く
る
み
、
少
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し
つ
ぶ
し
て
赤
ん
坊
に
吸
わ
せ
る
。
ひ
じ
よ
う
に
苦
い
も
の
だ
が
、
こ
れ

を
吸
う
と
ム
シ
が
切
れ
る
と
い
う
。
ま
た
、
町
で
買
っ
て
お
い
た
(
薬
屋

も
持
っ
て
来
た
)
マ
ク
リ
を
布
に
く
る
ん
で
く
れ
る
。
こ
れ
が
一
般
的

で
、
胎
毒
を
下
す
と
い
う
。
ハ
蟻
川
〉

ス
リ
イ
イ
乳
の
出
な
い
と
き
は
、
生
米
を
水
に
浸
し
て
お
き
、
す
り
鉢

で
す
っ
て
布
で
と
し
、
こ
れ
を
煮
た
て
た
中
に
さ
と
う
や
塩
な
ど
を
入
れ

て
赤
ん
坊
に
く
れ
る
。
む
か
し
は
ミ
ル
ク
な
ど
は
な
か
っ
た
か
ら
こ
う
し

た
の
だ
が
、
オ
モ
ユ
よ
り
は
ス
リ
イ
イ
の
方
が
多
か
っ
た
。
ハ
五
反
田
)

命
名
生
ま
れ
て
七
日
目
こ
ろ
、
寿
名
と
し
て
考
え
た
名
前
を
三
つ
ば
か

り
書
き
、
屋
敷
神
に
供
え
て
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
を
貰
っ
て
来
て
命
名
す

る
例
も
あ
る
。
(
伊
勢
町
〉

ふ
つ
う
は
男
親
と
か
祖
父
が
つ
け
る
。
い
ろ
い
ろ
と
字
を
考
え
た
り
し

第七章人の一生

オオギサマ(親都神社〉

て
い
く
つ
か
の
名
前
が
で
き
る
と
、
紙
に
書
い
て
神
棚
に
上
げ
た
り
、
お

稲
荷
さ
ん
に
上
げ
て
、
家
族
の
だ
れ
か
が
く
じ
の
よ
う
に
ひ
い
て
き
め

る
。
き
め
た
名
前
は
「
寿
名

0
0
0
0、
生
年
月
日
」
と
書
い
た
半
紙
を

神
棚
の
下
の
柱
に
は
っ
て
お
く
。
こ
の
紙
は
、
誕
生
日
が
来
る
頃
ま
で
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
く
。
ハ
蟻
川
)

お
ぽ
た
て
お
産
が
あ
る
と
近
親
の
者
や
知
人
は
、
お
ぼ
た
て
と
い
っ
て

産
見
舞
に
出
か
け
る
こ
と
が
あ
る
。
産
婦
の
た
め
の
か
ん
ぴ
ょ
う
、
か
つ

を
節
な
ど
を
持
っ
て
行
く
。
産
着
、
祝
着
等
を
贈
っ
た
り
す
る
こ
と
の
は

っ
き
り
し
た
き
ま
り
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
出
産
祝
の
お
返
し
は
、
品
目
は

お
赤
飯
を
重
箱
に
つ
め
て
配
る
。
ゴ
マ
塩
は
の
し
袋
の
中
に
入
れ
、
新
生

児
の
名
前
を
書
い
て
の
せ
る
。
い
ま
は
こ
の
習
は
な
い
ハ
伊
勢
町
〉

オ
ボ
ヤ
キ
産
後
二
十
日
ハ
男
子
の
と
き
は
二
十
一
日
目
〉
を
オ
ボ
ヤ
キ

(
産
屋
明
け
〉
と
い
い
、
こ
の
日
に
赤
ん
坊
の
初
生
毛
を
剃
る
が
、
か
つ

こ
う
を
つ
け
る
て
い
ど
の
こ
と
を
す
る
。
こ
の
目
、
お
こ
わ
を
ふ
か
し
て

親
せ
き
、
隣
り
近
所
(
組
中
)
に
お
配
り
を
す
る
。
も
ら
っ
た
家
で
は
お

返
し
に
重
箱
(
お
こ
わ
を
入
れ
て
き
た
も
の
〉
の
中
に
大
豆
を
入
れ
て
返

す
。
マ
メ
ハ
丈
夫
〉
に
育
つ
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ハ
蟻
川
〉

オ
オ
ギ
サ
ン
五
反
田
の
氏
神
親
都
神
社
の
御
神
木
の
大
け
や
き
は
、
土

地
の
人
た
ち
か
ら
オ
オ
ギ
サ

γ
と
よ
ば
れ
て
乳
の
出
る
オ
ガ
ン
シ
ョ
を
か

け
る
。
こ
の
木
の
相
当
高
い
と
こ
ろ
に
、
一
見
乳
房
状
の
突
起
が
あ
り
、

ち
ょ
う
ど
一
対
に
な
る
よ
う
に
見
え
る
。
出
産
し
た
婦
人
が
乳
不
足
に
悩

む
と
き
は
、
こ
の
突
起
に
さ
わ
り
拝
ん
で
オ
ガ
ン
シ
ョ
を
か
け
る
と
乳
が

出
る
と
信
じ
ら
れ
て
来
た
。
乳
が
出
た
お
礼
の
オ
ガ
ン
シ
ョ
パ
タ
シ
に
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誌

は
、
・
赤
い
布
で
一
対
の
乳
房
状
の
も
の
を
つ
く
り
、
糸
で
つ
る
し
て
奉
納

す
る
。
戦
後
し
ば
ら
く
ま
で
は
、
オ
オ
ギ
サ

γ
に
乳
房
の
オ
ガ
ン
シ
ョ
パ

タ
シ
が
上
が
っ
て
い
た
と
い
う
。
(
五
反
田
〉

オ
ヒ
ガ
ミ
様
参
り
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
七
日
自
に
、
お
ば
あ
さ
ん
に
抱

か
れ
て
赤
ん
坊
は
、
隣
り
近
所
の
三
軒
の
せ
っ
ち
ん
ハ
便
所
〉
に
、
オ
サ

ゴ
を
持
っ
て
お
参
り
し
た
。
丈
夫
に
育
つ
よ
う
に
祈
る
習
慣
だ
っ
た
。

(
蟻
川
〉

夜
泣
き
の
オ
ガ
ン
シ
ョ
夜
泣
き
す
る
子
に
は
、
五
反
田
生
石
の
大
石
さ

ん
に
夜
泣
き
ど
め
の
オ
ガ
ン
シ
ョ
を
す
る
。
生
石
の
方
を
向
い
て
「
夜
泣

き
を
直
し
て
く
れ
れ
ば
、
直
れ
ば
お
参
り
に
行
か
せ
ま
ず
か
ら
」
と
い
っ

て
拝
め
ば
よ
い
、
本
当
に
よ
く
効
く
も
の
で
、
そ
の
晩
か
ら
泣
か
な
く
な

る
。
オ
ガ

γ
シ
ョ
パ
タ
シ
に
は
供
え
物
は
何
も
い
ら
な
い
。
行
っ
て
拝
ん

で
く
れ
ば
よ
い
。

子
育
地
蔵
蟻
川
奥
山
原
と
字
原
野
に
あ
る
地
蔵
さ
ま
が
子
育
て
に
あ
ら

た
か
な
地
蔵
さ
ん
で
、
子
育
て
の
オ
ガ
ン
シ
ョ
を
か
け
る
。
四
月
八
日
に

赤
い
布
で
ユ
ダ
レ
カ
ケ
を
つ
く
っ
て
か
け
て
や
る
。

ホ
ウ
ソ
ウ
神
ホ
ウ
ソ
ウ
を
う
え
る
ハ
種
痘
)
と
、
十
二
日
目
に
ホ
ウ
ソ

ウ
棚
を
つ
く
り
、
お
こ
わ
を
ふ
か
し
て
お
祝
い
を
す
る
。
オ
ガ
ラ
ハ
麻
が

ら
〉
で
ホ
ウ
ソ
ウ
棚
を
つ
く
り
、
赤
い
紙
で
ゴ
ヘ
イ
ソ
ク
を
つ
く
り
、
笹

の
葉
を
麻
で
し
ば
り
、
ゴ
ヘ
イ
ソ
ク
と
同
じ
紙
で
手
の
と
こ
ろ
を
巻
い
て

か
ら
赤
ん
坊
を
抱
き
、
頭
の
上
に
チ
ョ
ッ
ベ
シ
ハ
サ
ン
ダ
ワ
ラ
)
を
の
せ

て
、
お
こ
わ
を
ふ
か
し
た
熱
湯
を
笹
の
葉
に
か
け
、
チ
ョ
ッ
ペ
シ
の
上
で

ふ
っ
て
流
し
て
ホ
ウ
ソ
ウ
神
の
祭
り
を
す
る
。
こ
の
時
に
使
っ
た
チ
ョ
ッ

俗民

ベ
シ
は
屋
根
の
上
に
投
げ
上
げ
た
の
で
、
こ
れ
を
見
れ
ば
ホ
ウ
ソ
ウ
を
や

っ
た
家
が
す
ぐ
わ
か
っ
た
。
ホ
ウ
ソ
ウ
棚
は
ケ
エ
ド
に
立
て
る
。
こ
の
ホ

ウ
ソ
ウ
欄
が
立
っ
と
近
所
の
人
は
、
棚
の
上
に
い
ろ
い
ろ
の
お
菓
子
を
の

せ
て
く
れ
た
。
お
菓
子
は
す
ぐ
に
近
所
の
子
ど
も
た
ち
に
分
け
て
く
れ
た

が
、
戦
争
中
の
物
資
不
足
な
ど
か
ら
絶
え
て
し
ま
っ
た
。
ハ
蟻
川
)

ヨ
セ
ギ
モ
ン
子
ど
も
が
弱
く
て
心
配
な
と
き
な
ど
、
丈
夫
に
育
つ
よ
う

に
と
い
う
祈
り
を
こ
め
て
ヨ
セ
ギ
モ
ン
ハ
寄
せ
着
物
〉
を
つ
く
っ
て
着
せ

る
。
ヨ
セ
ギ
モ
ン
は
組
内
ゃ
、
親
威
、
知
人
な
ど
子
ど
も
の
い
る
家
を
ま

わ
っ
て
ハ
シ
ギ
レ
ハ
端
布
)
を
も
ら
っ
て
来
て
、
器
用
な
人
に
頼
ん
だ
り

し
て
仕
立
て
て
も
ら
う
。
も
ら
い
に
行
く
と
ど
こ
の
家
で
も
新
し
い
、
相

当
広
い
布
を
く
れ
て
く
れ
た
。
そ
れ
に
対
す
る
お
礼
は
特
に
し
な
か
っ

た
。
ハ
蟻
川
〉

守
り
名
ひ
よ
わ
い
子
に
、
本
名
の
他
に
守
り
名
を
つ
け
て
守
り
名
の
方

を
呼
ぶ
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
家
の
者
も
近
所
の
人
も
、
仲
間
の
子
ど

も
達
も
そ
の
守
り
名
を
よ
ぶ
の
で
守
り
名
の
方
が
本
名
の
よ
う
に
恩
わ
れ

た
り
し
て
、
名
前
が
二
つ
あ
る
こ
と
に
な
る
。
ハ
伊
勢
町
〉

初
節
句
女
の
子
な
ら
、
生
ま
れ
て
最
初
の
三
月
の
ひ
な
ま
つ
り
を
初
節

句
と
い
っ
て
、
母
親
の
実
家
か
ら
オ
ヒ
ナ
様
を
買
っ
て
届
け
る
。
兄
弟
や

近
親
者
も
同
じ
よ
う
に
し
て
買
っ
て
や
っ
た
。
男
の
子
に
は
五
月
の
節
句

を
初
節
句
と
し
て
祝
い
、
武
者
人
形
や
、
峨
、
鯉
の
ぼ
り
な
ど
を
買
っ
て

贈
っ
た
。

誕
生
祝
い
食
い
初
め
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
余
り
や
ら
な
い
が
、
誕
生

日
に
は
誕
生
餅
と
い
わ
れ
る
餅
を
つ
い
て
母
親
の
実
家
や
近
親
者
、
組
う
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人の一生

ち
の
出
産
祝
い
ハ
お
産
見
舞
い
)
な
ど
を
も
ら
っ
た
家
に
配
っ
た
。
子
ど

も
が
誕
生
日
前
に
歩
い
た
り
す
る
と
よ
く
な
い
と
い
っ
て
、
餅
を
背
負
わ

せ
て
わ
ざ
と
こ
ろ
ば
せ
た
り
し
た
。
し
か
し
、
誕
生
祝
い
を
や
る
家
は
少

な
い
も
の
だ
っ
た
。
(
近
年
に
な
っ
て
別
の
形
で
や
る
家
が
ふ
え
て
来

た。〉初
誕
生
に
は
誕
生
も
ち
を
つ
き
、
近
親
や
知
人
に
配
る
。
こ
の
祝
い
を

も
ら
っ
た
者
は
、
返
礼
の
祝
い
品
と
し
て
靴
や
は
き
も
の
を
贈
る
の
を
例

と
し
て
い
る
。
ハ
伊
勢
町
)

七
つ
坊
主
弱
い
子
ど
も
は
七
つ
坊
主
と
い
う
願
か
け
が
あ
っ
た
。
七
歳

ま
で
の
閥
、
女
子
が
男
の
子
の
姿
、
男
子
が
女
の
子
の
姿
の
衣
服
で
す
ご

す
こ
と
で
あ
る
。

ボ
ン
ノ
ク
ポ
ボ
ン
ノ
ク
ボ
の
毛
を
長
く
し
て
残
し
て
お
く
こ
と
も
あ
っ

た
。
こ
う
す
る
と
丈
夫
に
な
る
と
い
わ
れ
る
。
ハ
伊
勢
町
)

子
育
て
道
具
イ
ジ
メ
は
、
か
ご
や
に
つ
く
っ
て
も
ら
う
が
、
自
の
組
い

も
の
と
、
こ
ま
か
い
も
の
と
の
二
通
り
あ
っ
た
。
底
に
わ
ら
く
ず
を
入

れ
、
そ
の
上
に
着
物
を
ひ
ろ
げ
て
オ
シ
メ
を
敷
き
、
そ
こ
へ
子
ど
も
を
入

れ
て
お
い
た
。
泣
く
と
ゆ
り
か
ど
の
よ
う
に
ゆ
す
ぶ
り
、
よ
り
か
か
っ
て

乳
を
く
れ
た
。
夏
は
こ
の
上
に
フ
ル
シ
キ
や
手
ぬ
ぐ
い
を
か
ぶ
せ
て
ハ
エ

や
カ
を
防
い
だ
。
ヤ
マ
ハ
畑
〉
に
行
く
時
な
ど
は
イ
ジ
メ
に
入
れ
た
ま
ま

運
ん
で
行
き
、
木
の
下
な
ど
に
お
い
て
仕
事
を
し
た
。

ユ
ッ
コ
オ
ピ
は
、
ォ
ト
コ
シ
ョ
ハ
男
衆
〉
の
角
帯
で
背
負
っ
た
の
で
特

別
の
ひ
も
は
な
い
。
冬
な
ど
は
ハ

γ
テ
γ
に
た
す
き
を
か
け
て
お
ぶ
っ
た

り
、
ケ
ッ
ト
ハ
毛
布
〉
を
か
け
て
お
ぶ
っ
た
。
ハ
蟻
川
)

第七章

い
じ
め
ハ
嬰
児
飽
〉
は
、
わ
ら
製
で
な
く
、
ふ
つ
う
に
は
竹
製
を
多
く

使
っ
た
。
ハ
伊
勢
町
〉

お
も
ち
ゃ
子
ど
も
の
お
も
ち
ゃ
と
し
て
は
、
コ
マ
と
、
テ
プ
ラ
と
い
わ

れ
る
人
形
が
あ
っ
た
が
、
他
に
は
特
に
な
か
っ
た
。
テ
プ
ラ
は
ヒ
ナ
サ
ン

ハ
ひ
な
人
形
)
の
よ
う
な
顔
の
人
形
で
、
胴
が
わ
ら
つ
と
っ
こ
に
な
っ
て

い
て
、
手
足
が
ぶ
ら
ぶ
ら
す
る
の
で
テ
プ
ラ
と
よ
ば
れ
た
。

年

令

集

団

天
神
ご
も
り
二
月
中
の
土
曜
、
日
隔
に
、
子
ど
も
た
ち
が
し
た
。
天
神

さ
ま
の
前
で
ま
つ
っ
た
。
ご
ち
そ
う
は
、
し
よ
う
ゆ
め
し
と
か
汁
粉
。
こ

の
日
こ
し
ら
え
た
も
の
を
く
じ
引
き
し
て
配
っ
た
。

天
神
さ
ま
の
歌

天
神
さ
ま
と
い
う
方
は

お
名
は
菅
原
道
真
公

学
問
深
く
徳
高
く

君
に
忠
義
の
心
あ
つ
く

時
の
大
臣
時
平
の

ね
た
み
を
う
け
て
九
州
へ

流
さ
れ
た
れ
ど
天
皇
を

い
さ
さ
か
う
ら
み
奉
ら
ず

天
神
議

ハ
反
下
〉

学
校
へ
出
て
い
る
子
が
や
る
。
米
む
四
合
〈
ら
い
ず
つ
集
め
て
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誌

マ
ゼ
メ
シ
を
つ
く
っ
て
オ
ゴ
リ
を
し
、
食
ベ
つ
く
ら
を
し
た
。
中
村
の
向

う
に
天
神
さ
ま
が
あ
っ
た
。
(
栃
窪
)

天
神
ご
も
り
小
学
一
年
か
ら
高
等
二
年
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
が
天
神
ご

も
り
を
し
た
。
高
等
二
年
の
者
が
親
方
に
な
り
、
正
月
か
ら
二
月
二
十
五

日
こ
ろ
ま
で
の
聞
に
や
っ
た
。
ど
こ
の
家
を
宿
に
し
て
や
る
と
き
ま
る

と
、
米
五
合
く
ら
い
に
(
一
年
生
は
一
合
く
ら
い
)
お
金
五
銭
か
ら
二
十

銭
く
ら
い
を
年
齢
で
割
付
け
し
て
集
め
て
宿
に
煩
ん
だ
。

宿
で
め
し

l
lシ
ラ
メ
シ
を
た
い
て
も
ら
っ
て
食
っ
て
、
ひ
と
晩
中
起

き
て
い
て
、
夜
な
か
に
シ
ル
コ
を
つ
く
っ
て
も
ら
っ
て
食
べ
た
り
し
た
。

く
じ
を
つ
く
っ
て
、
画
用
紙
と
か
エ
ン
ピ
ツ
を
福
引
き
で
出
し
た
り
、
天

神
さ
ん
の
歌
を
う
た
っ
て
か
ら
寝
た
。

夜
に
は
、
親
か
ら
聞
い
た
昔
話
を
話
し
た
り
、
学
芸
会
の
よ
う
に
う
た

っ
た
り
し
て
す
ご
し
た
。
翌
朝
、
ャ
ド
メ
エ
に
あ
た
っ
た
人
は
ヤ
ド
な
ど

で
ア
プ
ラ
ゲ
を
買
っ
た
り
し
て
マ
ゼ
飯
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
り
し
て
ご
ち

そ
う
し
て
く
れ
た
。
ハ
上
反
下
〉

青
年
会
明
治
三
十
年
代
に
で
き
た
。
若
衆
が
、
わ
ら
ぞ
う
り
な
ど
の
わ

ら
細
工
を
し
て
会
費
を
つ
く
っ
た
の
が
も
と
で
青
年
会
が
で
き
た
。
報
徳

会
が
わ
ら
じ
っ
く
り
を
し
て
い
た
の
を
ま
ね
て
や
っ
た
と
い
う
。
成
田
に

草
競
馬
が
あ
り
、
こ
れ
が
だ
め
に
な
る
と
カ
ヤ
刈
り
な
ど
を
し
て
か
な
り

の
収
入
を
上
げ
た
。
成
田
の
不
動
さ
ん
の
ま
つ
り
に
は
(
四
月
二
十
八

日
)
お
ど
り
を
し
た
り
庖
を
出
し
た
。
旅
行
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

大
正
十
年
こ
ろ
か
ら
で
あ
る
。
ハ
沢
団
地
区
〉

処
女
会
処
女
会
の
事
業
と
し
て
や
っ
た
。
処
女
会
は
、
ヨ
メ
ゴ
に
行
く

俗民

前
の
娘
が
会
員
だ
っ
た
。
大
正
時
代
に
は
婦
人
会
は
な
か
っ
た
の
で
、
既

婚
者
も
処
女
会
に
入
っ
て
い
た
。
(
沢
団
地
区
〉

青
年
会
新
田
に
あ
っ
た
も
の
は
田
町
青
年
会
と
い
い
、
兵
隊
検
査
か
ら

の
者
か
ら
三
十
五
歳
ま
で
を
会
員
と
し
、
三
十
五
歳
を
起
え
る
と
脱
け

た
。
昭
和
八
年
こ
ろ
会
員
二
十
六
名
い
た
。
大
正
年
聞
に
オ
サ
ヤ
マ
ハ
お

諏
訪
山
〉
に
桜
の
木
を
、
会
員
の
数
だ
け
植
え
た
と
い
い
、
二
十
五
本
植

え
で
あ
っ
た
。
会
費
は
と
っ
た
が
、
資
金
か
せ
ぎ
に
桐
の
木
を
植
え
て
売

っ
た
り
、
営
林
署
の
草
刈
り
、
大
岩
の
苗
木
の
草
む
し
り
、
養
蚕
農
家
の

桑
ば
ら
掘
り
な
ど
を
し
た
。
行
事
と
し
て
は
、
巡
査
上
が
り
の
人
を
先
生

と
し
て
撃
剣
を
し
た
り
、
神
社
の
祭
り
の
世
話
を
し
た
。
春
の
彼
岸
に
は

山
か
ら
く
ず
(
落
葉
)
を
か
い
て
来
て
む
し
ろ
で
も
し
い
て
神
楽
を
し
た

り
し
た
。
町
と
し
て
も
青
年
会
に
い
く
ら
と
い
う
の
で
祭
典
費
を
出
し
て

獅
子
、
太
々
神
楽
を
や
る
こ
と
に
し
、
相
続
人
が
伝
承
し
た
。
昭
和
八
年

に
会
二
十
年
記
念
の
茶
わ
ん
を
配
っ
た
。
(
中
之
条
)
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婚

姻

結
婚
の
条
件

む
か
し
は
、
結
婚
の
場
合
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
条
件
に
し
た
。

正
し
い
系
図
を
ひ
い
て
い
る
こ
と
。
む
か
し
は
系
図
た
だ
し
と
い
う
こ

と
を
し
た
。
大
尽
と
か
貧
乏
な
ど
と
い
う
こ
と
と
は
別
も
の
で
あ
っ
た
。

財
産
の
つ
り
あ
い
と
い
う
こ
と
も
考
え
た
。
嫁
と
婿
の
家
の
財
産
に
つ
り



人の一生

あ
い
が
と
れ
て
い
な
い
と
「
つ
り
が
ね
に
提
灯
」
と
い
っ
た
。
む
か
し
、

嫁
の
家
の
方
が
財
産
が
上
だ
っ
た
の
で
、
か
ま
す
に
お
金
を
入
れ
て
持
っ

て
来
た
嫁
が
あ
っ
た
と
い
う
。
健
康
の
こ
と
。
気
だ
て
の
い
い
こ
と
。
な

か
に
は
、
根
性
が
悪
く
と
も
、
き
り
ょ
う
が
よ
け
れ
ば
い
い
と
い
う
人
も

あ
っ
た
。
ハ
反
下
)

「
嫁
は
台
所
か
ら
も
ら
え
、
む
こ
は
座
敷
か
ら
も
ら
え
」
、
と
い
う
。

ハ
大
岩
〉

「
嫁
は
貧
乏
か
ら
も
ら
え
、
む
こ
は
上
段
か
ら
も
ら
え
」
、
貧
乏
と
い
う

の
を
台
所
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
上
段
と
い
う
の
は
「
上
段
の
間
」

(
座
敷
〉
の
あ
る
家
か
ら
と
い
う
意
味
で
、
大
尽
き
ん
か
ら
も
ら
え
と
い

う
わ
け
で
あ
る
。
(
山
田
〉

む
こ
は
座
敷
か
ら
も
ら
え
ハ
自
分
の
家
よ
り
い
い
家
か
ら
も
ら
え
と
い

う
こ
と
て
嫁
は
台
所
か
ら
も
ら
え
と
い
っ
た
。
こ
の
反
対
の
場
合
に
、
か

か
あ
天
下
に
な
る
と
い
う
。
ハ
反
下
)

適
令
期
む
か
し
は
、
一
六
歳
か
一
七
歳
の
こ
ろ
嫁
に
行
っ
た
。
だ
か
ら

一
九
歳
か
二
十
歳
く
ら
い
で
子
ど
も
を
生
ん
だ
。
一

O
人
も
生
ん
だ
人
も

あ
っ
た
。
二

O
歳
に
な
る
と
、
あ
の
娘
は
お
え
び
す
こ
う
だ
と
い
っ
て
わ

ら
わ
れ
た
。
(
え
び
す
講
の
日
が
二

O
日
な
の
で
こ
う
い
う
)
、
女
の
人
の

ほ
う
が
、
男
よ
り
一
歳
年
上
だ
と
、
金
の
わ
ら
じ
を
は
い
て
み
つ
け
て
も

い
な
い
と
い
う
ほ
ど
喜
こ
ば
れ
た
。
〈
反
下
〉

女
性
は
、
ふ
つ
う
の
場
合
は
二
十

l
二
十
三
歳
く
ら
い
が
適
齢
で
、
昔

は
若
い
人
は
十
五
、
六
歳
で
結
婚
し
た
。
女
子
の
二
十
五
歳
に
な
る
と

「テ
γ
ジ
ン
サ
ン
に
な
る
」
と
い
わ
れ
た
。
男
女
の
年
齢
差
は
現
在
と
同

第じな

じ
で
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
が
、
農
家
の
あ
と
と
り
の
嫁
と
し
て
は
し
っ
か

り
し
た
嫁
を
望
ん
だ
の
で
、
女
性
の
一
歳
年
上
と
い
う
の
は
「
金
の
わ
ら

じ
を
は
い
て
も
み
つ
か
ら
な
い
」
ほ
ど
の
も
の
と
し
て
よ
ろ
こ
ば
れ
た
。

(
五
反
田
〉

通
婚
圏
伊
参
地
区
と
婚
姻
が
行
な
わ
れ
る
範
聞
は
、
ふ
だ
ん
の
つ
き
あ

い
の
あ
る
範
囲
が
や
は
り
通
婚
圏
と
な
り
、
大
道
の
場
合
は
利
根
郡
新
治

村
の
須
川
が
多
く
、
そ
の
他
の
地
区
は
、
旧
沢
田
村
、
旧
名
久
田
村
、
旧

中
之
条
町
と
い
う
よ
う
に
中
之
条
全
域
を
中
心
に
し
て
お
り
、
吾
妻
川
南

は
、
数
に
す
れ
ば
少
な
い
も
の
だ
っ
た
。
(
伊
参
)

2 

婚

約

縁
談
息
子
や
娘
が
年
ご
ろ
に
な
る
と
親
の
心
配
が
ふ
え
る
。
二
人
だ
け

で
デ
キ
ル
恋
愛
結
婚
は
余
り
歓
迎
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
親
せ
き
や
知
人

な
ど
に
額
ん
で
世
話
を
し
て
も
ら
う
。
あ
の
人
が
い
い
と
か
、
あ
の
人
を

も
ら
い
た
い
と
い
う
希
望
も
聞
い
て
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
気
を
く
ば
り
、
機

会
を
み
て
話
を
出
し
て
も
ら
っ
て
、
し
か
る
べ
き
人
を
仲
人
と
し
て
頼

み
、
も
ら
い
方
の
気
持
を
た
し
か
め
て
か
ら
、
家
が
ら
な
ど
の
つ
り
合
い

の
と
れ
た
と
こ
ろ
で
先
方
に
行
っ
て
話
を
し
て
も
ら
う
。
数
回
足
を
運
ん

で
も
ら
っ
て
い
る
う
ち
に
先
方
か
ら
様
子
見
に
来
て
近
所
の
人
か
ら
そ
れ

と
な
く
話
を
聞
い
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、
よ
さ
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
に
話

が
で
き
て
く
る
。
こ
こ
で
話
が
で
き
る
と
テ
ム
ス
ピ
ハ
婚
約
〉
へ
と
進

む。
仲
人
は
「
ハ
メ
ル
の
が
し
ご
と
だ
か
ら
、
ハ
メ
ル
こ
と
も
し
か
た
が
な
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い
」
と
い
っ
て
、
「
仲
人
の
七
ウ
ソ
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ハ
五
反
田
)

六
O
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
七
割
ぐ
ら
い
ま
で
は
む
ら
内
で
結
婚
し
た
。

む
か
し
は
、
当
人
同
士
が
、
好
き
に
な
っ
た
。
よ
く
な
っ
た
と
い
う
の
は

少
な
か
っ
た
。
親
ど
う
し
が
話
し
合
っ
て
き
め
た
ハ
仲
人
が
話
し
を
つ
け

て
お
い
た
〉
。
話
が
き
ま
れ
ば
、
一
か
月
か
、
二
か
月
で
式
を
あ
げ
た
。
当

人
同
士
が
知
ら
な
い
場
合
が
多
か
っ
た
。
は
な
し
が
き
ま
る
と
、
た
る
い

れ
ハ
ロ
が
た
め
)
を
す
る
。
こ
れ
は
仲
人
が
聞
に
た
っ
て
や
っ
た
。
こ
の

あ
と
結
納
お
さ
め
が
あ
る
。
そ
れ
か
ら
結
婚
式
と
な
る
。
ハ
反
下
)

婚
約
ふ
つ
う
に
は
テ
ム
ス
ピ
と
い
い
、
酒
が
入
っ
た
と
も
い
う
。
仲
人

は
吉
日
を
み
て
、
酒
一
升
ず
つ
二
本
を
し
っ
か
り
と
し
ば
り
、
く
れ
方
に

持
参
し
て
テ
ム
ス
ピ
を
す
る
。
く
れ
方
で
は
、
兄
弟
や
本
家
、
新
宅
ト
ナ

リ
な
ど
を
寄
せ
て
テ
ム
ス
ピ
の
酒
を
の
み
、
婚
約
が
成
立
す
る
。
酒
二
本

を
し
ば
る
こ
と
は
一
生
離
れ
な
い
、
と
い
う
意
味
で
、
酒
屋
に
あ
る
柳
樽

を
使
う
こ
と
も
多
か
っ
た
。

手
む
す
び
も
ら
い
方
、
く
れ
方
が
互
い
に
承
諾
し
た
ら
、
仲
人
は
酒
一

升
持
参
し
て
嫁
の
家
へ
行
き
、
嫁
に
な
る
娘
と
両
親
と
に
会
っ
て
酒
を
く

み
交
わ
し
、
次
の
段
階
の
話
な
ど
し
て
互
い
に
祝
い
合
う
。
こ
の
時
の
酒

は
娘
本
人
も
ロ
を
つ
け
る
こ
と
。
こ
れ
で
両
親
、
本
人
、
み
な
承
知
し
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ハ
伊
勢
町
〉

と
ま
り
初
め
年
ま
わ
り
が
悪
か
っ
た
り
、
多
忙
で
手
の
足
ら
な
い
時
な

ど
に
は
、
式
の
前
に
娘
を
仲
人
が
連
れ
て
行
き
、
そ
の
ま
ま
泊
っ
て
手
伝

っ
た
り
、
生
活
し
た
り
す
る
。
て
む
す
び
が
す
ん
で
か
ら
の
こ
と
で
あ

る。

俗民

年
ま
わ
り
が
悪
い
の
は
、
数
え
年
十
九
歳
、
二
十
二
歳
。
四
っ
ち
が
い

で
十
九
歳
と
い
う
の
は
い
や
が
る
。
二
十
二
歳
は
別
れ
る
と
い
い
、
四
っ

ち
が
い
は
ど
ち
ら
が
上
で
も
よ
く
な
い
と
い
う
。

年
ま
わ
り
が
良
い
の
は
女
の
一
歳
年
上
で
金
運
が
よ
い
と
い
い
、
八
っ

ち
が
い
は
「
ハ
チ
が
聞
く
」
、
六
っ
ち
が
い
は
「
睦
ま
じ
い
」
と
い
っ
て
よ

ろ
こ
ぶ
。
そ
こ
で
同
じ
年
齢
の
と
き
に
は
女
性
の
年
を
一
つ
上
げ
て
い
う

「
年
上
げ
」
と
い
う
の
が
行
わ
れ
た
り
す
る
。
ハ
栃
窪
〉

む
か
し
か
ら
の
習
慣
で
、
手
む
す
び
が
す
む
と
娘
を
仲
人
が
連
れ
て
行

っ
て
泊
り
初
め
を
す
る
と
、
ご
祝
儀
を
し
な
く
も
行
っ
た
り
来
た
り
で
き

た
。
ハ
反
下
〉

カ
リ
ブ
ン
テ
ム
ス
ピ
が
で
き
て
も
、
農
繁
期
に
か
か
っ
た
り
、
家
庭
の

都
合
な
ど
で
ご
祝
儀
が
で
き
な
い
と
き
に
嫁
入
り
す
る
こ
と
を
カ
リ
プ
ン

と
い
う
が
、
ふ
つ
う
は
仲
人
ゃ
、
母
親
な
ど
に
連
れ
ら
れ
て
行
き
、
か
ん

た
ん
な
あ
い
さ
つ
ご
と
が
あ
っ
て
夫
婦
と
な
り
、
家
族
と
な
っ
た
。
ヵ
リ

プ
ン
で
も
最
後
ま
で
本
祝
儀
を
し
な
い
者
は
少
な
く
、
一
般
に
は
農
閑
期

を
利
用
し
た
り
、
不
幸
の
思
明
け
な
ど
を
待
っ
て
本
祝
儀
を
し
た
。
ハ
蟻

川〉結
納
も
ら
い
方
か
ら
嫁
に
対
し
て
、
身
の
ま
わ
り
の
品
ハ
着
る
も
の
、

髪
の
上
の
も
の
等
〉
を
目
録
ハ
結
納
目
録
〉
を
つ
け
、
祝
酒
、
肴
、
末
広

と
共
に
仲
人
が
嫁
の
家
へ
届
け
る
。
結
納
金
と
い
う
の
も
そ
え
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
ハ
伊
勢
町
〉

近
所
ま
わ
り
仲
人
は
、
テ
ム
ス
ピ
、
ま
た
は
結
納
の
日
に
、
く
れ
方

ハ
嫁
方
〉
の
組
う
ち
を
ま
わ
っ
て
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
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嫁

り

入

第七章人の一生

結
婚
式

一
日
目
近
所
や
親
戚
の
も
の
が
、
祝
儀
の
準
備
に
手
伝
い
に
来
て
く
れ

る
。
く
れ
方
で
は
、
晩
に
近
所
の
人
た
ち
を
招
い
て
、
く
れ
祝
儀
を
す

る。ニ
日
目
朝
イ
チ
ゲ
ン
と
い
っ
て
、
朝
、
む
こ
ハ
も
ら
い
方
〉
と
仲
人

が
、
嫁
の
家
ハ
く
れ
方
)
へ
行
く
。
こ
の
人
た
ち
が
帰
っ
て
来
て
か
ら
、

嫁
、
嫁
の
男
親
、
親
戚
の
も
の
が
、
仲
人
に
連
れ
ら
れ
て
む
こ
の
家
に
来

る
。
ハ
イ
チ
ゲ
ン
)
、
嫁
方
の
イ
チ
ゲ
ン
は
、
親
兄
弟
と
か
、
ご
く
近
い
親

戚
な
ど
、
人
数
は
少
な
い
。
む
こ
の
家
で
も
ら
い
祝
儀
が
あ
り
、
一
三
一
一
九

度
の
盃
を
か
わ
す
。
そ
の
あ
と
、
む
こ
側
と
、
よ
め
側
の
関
係
者
が
む
か

い
あ
っ
て
な
ら
ぶ
。
仲
人
が
双
方
を
紹
介
し
、
酒
が
出
て
、
む
こ
側
の
も

の
は
ひ
き
さ
が
る
。
そ
の
あ
と
、
よ
め
は
仕
度
を
か
え
る
。
そ
の
聞
に
お

客
の
人
た
ち
は
、
ご
冷
酒
を
い
た
だ
き
、
ご
ち
そ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
よ

ろ
し
く
た
の
む
と
あ
い
さ
つ
を
し
て
、
嫁
方
の
イ
チ
ゲ
ン
客
は
帰
る
。
イ

チ
ゲ
ン
客
は
、
む
こ
方
の
も
の
が
途
中
ま
で
送
っ
て
行
く
。
そ
の
留
守
に

お
茶
の
用
意
を
し
て
お
く
。
嫁
の
イ
チ
ゲ

γ
客
を
送
っ
て
行
っ
た
も
の
が

来
る
と
、
近
所
や
親
戚
の
も
の
に
お
茶
を
の
ん
で
も
ら
う
。
こ
の
お
茶
は

嫁
が
だ
す
。
お
茶
菓
子
も
だ
す
。
こ
の
お
茶
を
よ
め
ご
の
お
茶
と
い
い
、

こ
れ
を
の
ん
で
も
ら
っ
て
か
ら
、
お
ひ
ら
き
に
し
て
も
ら
う
。

三
日
目
こ
の
日
は
か
ね
つ
け
の
日
と
い
う
。
朝
、
近
所
や
親
戚
の
女
衆

に
来
て
も
ら
っ
て
、
赤
飯
、
お
酒
を
出
し
て
た
ベ
て
、
一

O
時
ご
ろ
に
は

帰
っ
て
も
ら
う
。
そ
の
あ
と
、
嫁
婿
は
二
人
し
て
嫁
の
家
へ
お
客
に
行

く
。
お
茶
菓
子
程
度
の
お
土
産
を
も
っ
て
星
が
え
り
を
す
る
。
夫
婦
で
ひ

と
晩
泊
っ
て
来
る
。

四
日
目
嫁
、
婿
は
帰
っ
て
来
る
。
「
よ
め
ど
を
ま
っ
て
い
る
か
ら
一
泊

以
上
す
る
な
」
と
い
う
。
こ
の
日
後
片
ず
け
を
す
る
。
ハ
反
下
)

祝
儀
の
準
備
祝
儀
の
準
備
は
、
式
の
前
日
か
ら
始
ま
る
。
組
の
オ
ン
ナ

シ
ョ
ハ
女
衆
)
の
手
伝
い
で
、
膳
椀
を
ふ
い
て
用
意
し
た
り
、
料
理
の
準
備

を
す
る
。
膳
椀
は
、
本
家
と
か
、
村
内
の
旧
家
か
ら
借
り
た
り
し
て
用
意

す
る
も
の
で
、
料
理
は
、
い
た
み
易
い
も
の
を
除
い
て
煮
つ
け
た
り
、
下

ご
し
ら
い
を
し
て
お
く
。
ヒ
キ
モ
ン
ハ
引
出
物
)
の
菓
子
な
ど
も
頼
ん
で

お
く
。
ハ
蟻
川
〉

イ
チ
ゲ
ン
ご
祝
儀
ハ
結
婚
式
)
の
当
日
は
、
朝
イ
チ
ゲ
ン
で
始
ま
る
。

も
ら
い
方
の
新
郎
と
親
、
オ
ッ
チ
ャ
ン
ハ
お
じ
)
兄
弟
な
ど
数
名
が
、
仲

人
と
と
も
に
く
れ
方
ハ
嫁
方
)
の
家
へ
行
く
。
イ
チ
ゲ
ン
の
人
の
席
は
、

本
家
が
あ
れ
ば
本
家
の
者
が
最
上
席
で
、
次
に
親
と
な
り
、
床
に
向
っ
て

右
に
男
親
の
兄
弟
が
、
左
側
に
は
女
親
の
兄
弟
が
年
齢
順
に
座
り
、
仲
人

は
末
席
の
右
に
男
、
左
に
女
が
席
を
と
る
こ
と
が
多
い
。
場
合
に
よ
っ
て

は
、
床
に
親
、
右
、
左
に
年
齢
順
に
並
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
席
次
と
氏
名

は
、
イ
チ
ゲ

γ
の
代
表
が
持
参
す
る
客
目
録
に
よ
っ
て
先
方
に
示
さ
れ

る
。
イ
チ
ゲ
ン
の
座
敷
に
は
、
く
れ
方
の
方
か
ら
組
の
者
な
ど
が
二
名
ほ

ど
出
て
オ
ト
リ
モ
チ
を
し
て
酒
宴
が
に
ぎ
や
か
に
す
す
め
ら
れ
る
。
イ
チ

ゲ
ン
の
帰
っ
た
後
で
、
夕
方
嫁
入
り
と
な
る
ハ
蟻
川
)

朝
い
ち
げ
ん
こ
見
)
結
婚
式
の
当
日
、
早
朝
に
婿
に
な
る
者
と
男
親
、
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親
威
、
近
親
の
男
衆
が
朝
一
見
に
行
く
。
こ
の
時
は
親
戚
の
名
を
書
い
た

親
類
目
録
と
祝
酒
、
肴
、
末
広
を
持
参
す
る
。
嫁
の
家
へ
行
く
前
に
中
宿

と
い
う
の
が
準
備
さ
れ
て
い
て
ひ
と
ま
ず
こ
の
家
へ
寄
っ
て
休
憩
し
、
嫁

方
の
家
の
方
の
迎
え
る
用
意
を
待
っ
て
参
入
す
る
の
が
例
で
あ
る
。
こ
の

一
行
は
正
午
こ
ろ
ま
で
で
き
り
あ
げ
て
帰
り
嫁
の
一
行
を
待
つ
こ
と
に
な

る
。
ハ
伊
勢
町
)

嫁
入
り
む
か
し
は
、
馬
に
乗
っ
て
来
た
。
馬
に
は
鈴
を
つ
け
て
、
音
を

さ
せ
て
来
た
。
嫁
と
嫁
の
行
列
が
行
き
合
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
。
お

た
が
い
に
よ
め
ど
を
見
っ
こ
な
し
と
い
う
。
嫁
の
行
列
が
行
き
あ
う
と
、

蛇
の
目
の
傘
を
ひ
ろ
げ
て
、
顔
を
か
く
し
た
。
(
反
下
)

嫁
の
輿
入
り
は
夕
方
で
あ
る
。
こ
の
一
行
も
一
見
と
い
う
。
嫁
、
仲
人

夫
妻
、
親
威
、
近
親
の
男
衆
で
先
ず
中
宿
に
案
内
さ
れ
、
そ
こ
で
休
憩
し

て
い
る
う
ち
に
嫁
は
一
足
先
に
婚
家
へ
入
り
、
三
三
九
度
の
盃
|
|
あ
い

さ
か
ず
き
を
す
ま
せ
、
そ
の
後
で
一
見
一
行
は
婿
方
へ
参
入
す
る
。
(
伊

勢
町
〉

中
宿
花
嫁
は
、
仲
人
に
つ
き
そ
わ
れ
、
嫁
方
の
イ
チ
ゲ
ン
と
と
も
に
行

列
を
つ
く
っ
て
嫁
入
り
す
る
が
、
直
接
に
婚
家
へ
行
く
の
で
な
く
、
チ
ュ

ウ
ヤ
ド
ハ
中
宿
)
と
よ
ば
れ
る
家
に
立
ち
寄
り
、
し
ば
ら
く
休
息
す
る
。

中
宿
は
婚
家
の
手
前
に
設
け
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
嫁
は
戻
る
こ
と
を
き

ら
う
た
め
で
あ
る
。
中
宿
で
は
、
も
ら
い
方
の
座
敷
の
用
意
や
そ
の
他
の

準
備
が
で
き
る
の
を
待
っ
た
り
、
嫁
の
着
付
け
や
お
化
粧
直
し
を
し
た
り

す
る
。
ハ
蟻
川
)

オ
チ
ッ
キ
の
お
膳

誌民俗

中
宿
で
は
、
花
嫁
と
イ
チ
ゲ
ン
、
仲
人
、
送
っ
て
来
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花嫁の到着

た
人
た
ち
の
全
部
に
オ
チ
ッ
キ
の
お
膳
が
出
さ
れ
る
。
こ
の
お
膳
は
一
人

ず
つ
出
さ
れ
る
が
、
そ
の
内
容
は
マ
キ
ズ
シ
ハ
の
り
巻
き
)
と
オ
コ
ウ
コ

ハ
た
く
あ
ん
な
ど
〉
を
お
皿
に
の
せ
た
も
の
で
、
時
期
の
果
物
を
出
す
家

も
あ
り
、
何
で
も
よ
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
お
こ
わ
を
出
す
と
こ
ろ
も
あ

る
が
、
酒
は
出
さ
な
い
。
(
蟻
川
〉

入
家
嫁
は
、
定
紋
入
り
の
チ
ョ
ウ
チ
ン
を
つ
け
た
人
た
ち
に
ケ
エ
ド
で

迎
え
ら
れ
て
婚
家
に
入
る
が
、
必
ら
ず
縁
側
か
ら
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
家
に
入
る
と
き
に
は
特
別
の
行
事
は
な
い
。
ハ
蟻
川
〉



人の一生

ト
リ
ム
ス
ピ
席
に
つ
く
と
、
仲
人
の
さ
し
ず
に
よ
っ
て
ア
イ
サ
カ
ズ

キ
、
親
子
盃
、
兄
弟
の
盃
事
が
あ
っ
て
式
が
行
な
わ
れ
る
。
式
場
に
か
ざ

る
も
の
は
、
オ
チ
ョ
ウ
ハ
雄
蝶
)
メ
チ
ョ
ウ
ハ
雌
蝶
〉
に
入
れ
ら
れ
た

酒
、
数
の
子
、
高
砂
の
掛
軸
、
伊
勢
神
宮
の
掛
軸
な
ど
で
あ
る
。
ト
リ
ム

ス
ピ
が
す
ん
だ
と
こ
ろ
で
仏
檀
、
家
に
よ
っ
て
は
お
稲
荷
さ
ん
に
も
お
参

り
す
る
。
(
蟻
川
)

あ
い
さ
か
づ
き
あ
い
さ
か
ず
き
に
立
会
う
司
会
の
者
は
、
こ
の
し
き
た

り
を
よ
く
知
っ
て
い
る
男
衆
が
一
人
で
、
こ
れ
に
小
学
校
低
学
年
く
ら
い

の
男
女
各
一
人
の
子
ど
も
が
雄
蝶
雌
蝶
の
銚
子
を
受
け
も
つ
。
こ
の
席
に

用
意
す
る
の
は
銚
子
一
組
〈
雄
蝶
雌
蝶
)
盃
二
組
ハ
陰
陽
各
一
重
)
、
燭
台

一
対
、
取
肴
台
ハ
膳
、
皿
等
一
組
)
式
台
は
余
り
使
わ
な
い
が
床
の
聞
に

祝
掛
軸
を
か
け
る
。
ハ
伊
勢
町
)

親
子
の
さ
か
づ
き
嫁
が
来
た
晩
、
式
場
で
、
三
三
九
度
の
さ
か
づ
き
を

か
わ
し
た
後
、
親
子
の
さ
か
づ
き
を
か
わ
す
。
仲
人
は
、
こ
れ
で
嫁
を
む

こ
方
に
わ
た
し
、
仲
人
の
役
目
は
果
し
た
と
い
う
。
こ
の
あ
と
、
嫁
方
の

イ
チ
ゲ
ン
客
に
ご
ち
そ
う
を
振
舞
う
こ
と
に
な
る
。
ハ
反
下
)

あ
い
さ
つ
嫁
を
連
れ
て
来
た
仲
人
は
、
家
へ
入
る
と
お
勝
手
の
方
へ
ま

っ
先
に
あ
い
さ
つ
を
す
る
も
の
と
き
ま
っ
て
い
る
。
嫁
も
お
勝
手
へ
下
が

っ
て
あ
い
さ
つ
を
す
る
。
し
た
く
を
と
っ
て
「
嫁
御
の
お
茶
」
が
は
じ
ま

る
と
、
嫁
の
父
は
お
勝
手
の
方
へ
来
て
あ
い
さ
っ
す
る
。

祝
宴
固
め
の
盃
|
|
あ
い
さ
か
ず
き
が
す
む
と
嫁
方
の
一
見
を
客
に
迎

え
て
御
祝
儀
の
祝
宴
と
な
る
。
こ
れ
が
終
る
と
嫁
は
婚
家
に
残
り
、
一
見

一
行
は
帰
る
こ
と
に
な
る
。
ハ
伊
勢
町
)

第七章

オ
フ
ル
メ
エ
ト
リ
ム
ス
ピ
の
す
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
イ
チ
ゲ
ン
、
親
せ

き
、
組
の
者
を
主
と
し
た
お
客
に
対
し
て
、
ご
祝
儀
の
オ
フ
ル
メ
エ
(
振

舞
)
が
あ
る
。
イ
チ
ゲ
ン
は
別
格
と
し
て
、
招
か
れ
た
者
は
ジ
ン
ギ
(
御

祝
い
)
を
持
っ
て
お
よ
ば
れ
す
る
が
、
こ
の
と
き
に
は
ダ
イ
ハ
多
く
は
手

ぬ
ぐ
い
〉
や
、
ハ
ナ
ム
ケ
を
そ
え
て
主
人
に
差
し
上
げ
る
。
ご
祝
儀
の
酒

は
に
ぎ
や
か
で
さ
ま
ざ
ま
な
ざ
れ
う
た
も
出
て
夜
も
ふ
け
る
ま
で
続
く
の

を
例
と
し
て
い
る
。
(
岩
本
)

ホ
ウ
ベ
エ
の
座
敷
新
郎
新
婦
の
盃
事
が
終
る
と
ホ
l
ベ
エ
の
座
敷
に
な

る
の
が
岩
本
の
場
合
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
上
・
中
・
下
組
全
部
の
男
衆

を
招
い
て
の
酒
宴
と
な
っ
た
の
で
、
夜
が
明
け
て
し
ま
う
こ
と
も
珍
し
い

こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
聞
は
嫁
さ
ん
の
し
た
く
は
そ
の
ま
ま
だ
っ
た

の
で
、
花
嫁
は
本
当
に
楽
で
は
な
か
っ
た
。
ま
だ
岩
本
に
駐
在
が
あ
っ
た

と
き
、
酒
の
席
が
終
っ
て
帰
る
途
中
の
お
客
が
、
朝
に
な
っ
た
の
で
「
夜

が
明
け
た
ぞ
、
パ
ン
ザ
イ
」
と
ど
な
っ
た
の
で
、
寝
て
い
た
駐
在
さ
ん
は

「
火
事
だ
あ
」
と
聞
い
て
し
ま
っ
た
と
み
え
て
、
と
ぴ
起
き
て
外
に
出
て

来
た
、
と
い
う
話
が
残
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
時
だ
か
ら
嫁
さ
ん
た
ち
は
寝

る
わ
け
に
も
ゆ
か
ず
、
起
き
て
い
る
ば
か
り
か
、
翌
日
は
オ
カ
ネ
ツ
ケ
の

臼
に
あ
た
っ
て
い
る
の
で
、
朝
早
く
か
ら
起
き
出
し
て
、
い
ろ
い
ろ
の
仕

事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
た
い
へ
ん
な
難
行
だ
っ
た
。
(
岩
本
)

ヨ
メ
ゴ
の
お
茶
ト
リ
ム
ス
ピ
が
す
み
、
オ
フ
ル
メ
エ
も
一
段
落
し
た
と

こ
ろ
で
ヨ
メ
ゴ
の
お
茶
が
出
さ
れ
る
。
嫁
は
、
嫁
入
り
の
と
き
に
実
家
か

ら
、
お
茶
筒
に
入
れ
た
お
茶
と
、
茶
わ
ん
、
お
菓
子
を
嫁
入
り
道
具
と
一

緒
に
用
意
し
て
持
参
し
、
こ
れ
を
使
っ
て
お
茶
を
い
れ
、
親
せ
き
や
、
お
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誌

手
伝
い
の
オ

γ
ナ
シ
ョ
に
お
茶
を
ご
ち
そ
う
す
る
。
嫁
は
、

お
茶
を
つ
ぎ
、
お
菓
子
を
は
さ
ん
で
や
る
。

現
在
で
は
、
お
茶
な
ど
を
婚
家
で
用
意
し
て
お
く
家
も
あ
る
。
嫁
さ
ん

が
遠
方
か
ら
来
る
こ
と
も
あ
っ
て
習
慣
が
ち
が
う
と
い
う
こ
と
も
あ
る

が
、
ヵ
タ
イ
家
で
は
用
意
し
て
持
参
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
人
一
人

に
注
い
で
歩
く
こ
と
は
略
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ハ
蟻
川
)

カ
ネ
ツ
ケ
の
祝
い
式
の
翌
朝
、
お
こ
わ
を
ふ
か
し
て
近
所
の
オ
ン
ナ
シ

ヨ
(
女
衆
〉
を
招
ん
で
オ
フ
ル
マ
イ
を
す
る
。
こ
れ
を
カ
ネ
ツ
ケ
祝
い
と

い
う
が
、
ゴ
ク
ロ
ウ
プ
ル
メ
エ
と
も
い
わ
れ
て
、
嫁
が
組
の
オ
ン
ナ
シ
ョ

へ
の
仲
間
入
り
を
す
る
オ
フ
ル
メ
エ
と
み
ら
れ
て
い
る
。

岩
本
で
は
カ
ネ
ツ
ケ
祝
い
に
は
、
オ
ン
ナ
シ
ョ
に
お
膳
を
出
し
、
モ
リ

ツ
ケ
や
酒
を
出
し
、
し
た
く
を
し
た
嫁
は
酒
を
つ
い
で
ま
わ
り
、
あ
い
さ

つ
を
す
る
。
こ
れ
を
オ
カ
ネ
ツ
ケ
と
い
う
が
、
人
棄
に
な
っ
た
し
る
し
の

オ
ハ
グ
ロ
は
な
く
な
っ
て
久
し
い
が
、
そ
の
名
の
お
祝
い
は
今
で
も
や
っ

て
い
る
。
オ
カ
ネ
ケ
ツ
は
ミ
ツ
メ
と
も
い
う
。
ハ
蟻
川
〉

村
ま
わ
り
嫁
入
り
は
夜
の
こ
と
な
の
で
そ
の
日
に
は
村
ま
わ
り
が
で
き

な
い
の
で
、
結
婚
式
の
翌
日
、
あ
ら
た
め
て
嫁
入
り
の
時
の
仕
度
を
し
て

近
所
の
家
々
を
ま
わ
っ
て
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ハ
伊

勢
町
〉式

の
翌
日
、
ま
た
は
二
、
三
日
中
に
、
ヨ
メ
ゴ
の
し
た
く
を
し
た
花
嫁

は
、
ホ
l
ベ
エ
の
家
を
一
軒
ず
つ
ま
わ
っ
て
あ
い
さ
つ
を
し
た
。
五
十
軒

ほ
ど
も
あ
る
と
こ
ろ
を
し
た
く
を
し
て
ま
わ
る
こ
と
は
大
変
な
こ
と
だ
っ

た
。
ム
コ
の
方
は
、
初
め
て
の
正
月
に
は
、
手
ぬ
ぐ
い
を
も
っ
て
嫁
方
の

一
人
一
人
に

俗民

組
内
を
あ
い
さ
つ
ま
わ
り
を
し
た
。
(
伊
き

星
が
え
り
式
の
翌
日
、
村
ま
わ
り
が
す
ん
で
か
ら
里
が
え
り
を
す
る
。

こ
の
一
行
は
女
衆
ば
か
り
で
、
婿
の
他
は
嫁
、
婿
の
女
親
、
近
親
の
女
房

た
ち
が
一
見
訪
問
を
す
る
。
嫁
の
実
家
で
迎
え
ら
れ
た
一
行
は
接
待
を
受

け
て
そ
の
日
の
う
ち
に
帰
る
が
、
嫁
は
笑
家
で
一
泊
し
て
翌
日
、
女
親
や

近
親
の
女
衆
と
一
緒
に
婚
家
へ
帰
る
。
ハ
伊
勢
町
)

里
が
え
り
で
実
家
に
泊
っ
た
嫁
は
、
母
親
や
近
親
の
女
衆
の
一
行
と
婿

方
へ
行
く
。
こ
れ
も
一
見
で
あ
る
。
こ
れ
で
い
よ
い
よ
婿
家
の
人
と
な
っ

た
の
で
あ
り
、
母
親
ら
一
見
一
行
が
帰
っ
た
あ
と
は
一
人
で
嫁
の
生
活
に

入
る
わ
け
で
あ
る
。
ハ
栃
窪
〉

み
つ
め
の
祝
星
が
え
り
か
ら
帰
っ
た
嫁
は
、
こ
の
日
に
お
歯
黒
を
つ
け

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
か
ね
つ
け
と
い
う
。
赤
飯
を
た
い
て
近
所
の
女

衆
を
招
待
す
る
。
ハ
伊
勢
町
〉

ア
ト
タ
ズ
ネ
背
は
、
式
の
あ
と
三
日
自
に
い
と
こ
ど
う
し
の
イ
チ
ゲ
ン

が
行
な
わ
れ
た
が
、
こ
れ
を
ア
ト
タ
ズ
ネ
と
い
う
。
現
在
は
絶
え
て
し
ま

っ
て
や
っ
て
い
な
い
。
ハ
伊
参
)

女
の
イ
チ
ゲ
ン
式
後
二
、
三
日
の
う
ち
に
新
郎
新
婦
に
、
婚
家
の
女
親

が
つ
い
て
嫁
の
実
家
へ
里
が
え
り
を
し
た
。
酒
が
出
た
。
新
郎
と
女
親
は

帰
る
が
花
嫁
は
泊
る
。
こ
れ
は
女
の
イ
チ
ゲ
ン
と
し
て
や
っ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
里
が
え
り
の
こ
と
は
ヒ
ザ
ナ
オ
シ
と
も
い
っ
て
い
る
。
(
伊
参
〉

イ
チ
ゲ
ン
イ
チ
ゲ
ン
の
往
来
が
あ
り
、
婚
礼
の
席
で
親
せ
き
の
紹
介
が

す
む
と
、
そ
の
と
き
か
ら
親
類
と
し
て
の
交
際
が
始
ま
る
。
イ
チ
ゲ
ン
で

行
く
こ
と
は
、
そ
の
後
深
く
つ
き
あ
う
こ
と
で
あ
る
。
(
伊
参
〉
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第七章人の一生

マ
ナ
イ
タ
洗
い
ご
祝
儀
の
翌
日
、
す
け
て
く
れ
た
人
(
手
伝
い
を
し
て

く
れ
た
近
所
の
婦
人
た
ち
)
を
招
い
て
、
ご
祝
儀
に
つ
く
っ
た
ア
マ
リ
物

と
か
、
新
婦
が
つ
く
っ
た
料
理
と
か
を
出
し
て
食
べ
て
も
ら
っ
て
も
て
な

し
を
す
る
。
こ
れ
を
マ
ナ
イ
タ
洗
い
と
い
う
。
ハ
上
反
下
)

キ
ジ
グ
ル
マ
菅
は
、
結
婚
式
の
と
き
若
い
衆
が
キ
ジ
グ
ル
マ
を
つ
く
っ

て
や
っ
た
。
オ
ッ
カ
ド
で
男
女
の
お
道
具
を
つ
く
り
、
キ
ジ
グ
ル
マ
と
い

っ
て
ク
ル
マ
を
つ
け
て
水
引
き
で
結
ん
で
お
膳
を
つ
く
り
、
ア
イ
サ
カ
ズ

ギ
の
席
へ
若
衆
頭
が
さ
し
出
す
と
、
施
主
が
出
て
う
け
と
り
床
の
間
へ
か

ざ
っ
た
。
若
い
衆
た
ち
へ
は
酒
肴
を
出
し
て
接
待
し
た
。

ト
ン
ビ
の
は
ね
仲
人
礼
の
こ
と
を
い
う
。

嫁
、
婿
の
両
方
の
家
の
も
の
が
、
嫁
方
の
イ
チ
ゲ
ン
を
送
り
出
す
ま
で

の
聞
に
打
ち
あ
わ
せ
を
す
る
。
い
つ
い
つ
か
、
ト
γ
ピ
の
は
ね
を
も
っ
て

行
こ
う
と
話
し
合
う
。
だ
い
た
い
む
こ
の
家
へ
寄
っ
て
か
ら
行
く
。
遠
い

場
合
に
は
、
途
中
で
出
会
っ
て
で
か
け
る
。
金
額
は
、
も
ら
い
方
が
余
計

出
し
、
く
れ
方
は
そ
の
半
分
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
ト
ン
ビ
の
は
ね
を
も
ら
う

と
「
ト
ン
ピ
の
は
ね
が
お
り
た
」
と
い
っ
て
、
仲
人
の
親
戚
の
も
の
を
よ

ん
で
、
ひ
と
晩
、
の
ん
で
も
ら
っ
た
。
招
待
す
る
の
は
深
い
関
係
の
二
、

三
の
も
の
、
あ
る
い
は
仲
人
の
五
人
組
の
者
を
招
く
。
ト
ン
ビ
の
は
ね

は
、
結
納
金
の
一
割
と
い
う
こ
と
、
く
れ
方
四
分
、
も
ら
い
方
六
分
程
度

の
負
担
で
あ
る
。
ハ
反
不
)

仲
人
礼
の
こ
と
を
ト
シ
ピ
ノ
ハ
ネ
と
い
う
。
軽
い
こ
と
か
ら
来
た
こ
と

ば
だ
と
い
う
が
、
く
れ
方
、
も
ら
い
方
の
両
家
代
表
が
相
談
し
て
、
半

半
、
ま
た
は
四
分
六
と
い
う
よ
う
に
し
て
、
酒
一
升
に
金
壱
封
を
そ
え
て

お
礼
に
行
く
。
式
後
な
る
べ
く
早
く
す
ま
せ
る
。
ハ
伊
参
〉

結
婚
し
た
女
性
結
婚
し
た
女
性
の
外
見
上
の
変
化
は
、
明
治
時
代
ま
で

は
カ
ネ
を
つ
け
る
こ
と
、
頭
を
丸
ま
げ
に
結
う
こ
と
が
主
で
、
他
に
は
特

に
変
わ
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
マ
イ
ゲ
ハ
眉
毛
〉
を
剃
り
落
と
す
こ

と
は
昭
和
十
年
頃
ま
で
は
続
い
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
と
て
も
正
月
と

か
、
人
前
に
出
る
と
き
に
剃
る
て
い
ど
の
こ
と
で
、
ふ
だ
ん
は
そ
の
ま
ま

で
あ
っ
た
。
ハ
五
反
田
)

結
婚
後
の
男
性
結
婚
し
た
男
性
は
、
こ
れ
と
い
っ
た
変
化
は
な
か
っ

た
。
せ
い
ぜ
い
青
年
会
を
ぬ
け
る
く
ら
い
で
あ
っ
た
が
、
本
当
の
一
人
前

に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
ハ
五
反
田
〉

初
節
句
結
婚
後
初
め
て
の
ひ
な
ま
つ
り
を
初
節
句
と
し
て
嫁
の
笑
家
か

ら
ひ
な
人
形
が
贈
ら
れ
る
。
実
家
か
ら
嫁
い
だ
娘
に
く
れ
る
も
の
で
あ

る
。
ハ
蟻
川
)

嫁
の
里
が
え
り
嫁
は
お
節
供
の
度
ご
と
に
お
客
に
行
く
。
は
じ
め
の
う

ち
は
毎
も
一
緒
に
行
く
。

一
月
十
五
日
、
膳
の
餅
二
枚
と
、
金
壱
封
と
を
も
っ
て
行
く
。
一
一
一
月
一
一
一

日
、
餅
を
二
一
枚
と
金
壱
封
、
五
月
五
日
、
赤
飯
と
金
壱
封
、
九
月
一
日
、

八
朔
と
い
い
、
赤
飯
と
金
壱
封

こ
れ
ら
星
が
え
り
の
と
き
に
持
っ
て
行
く
お
金
の
こ
と
を
「
お
礼
銭
」

と
い
い
、
餅
や
赤
飯
の
上
に
、
の
せ
て
行
く
も
の
で
、
お
金
は
の
し
袋
に

入
れ
、
名
前
は
書
か
な
い
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。
節
供
ご
と
の
塁
が
え
り

は
、
子
ど
も
が
二
人
ぐ
ら
い
生
ま
れ
る
ま
で
ハ
五
、
六
年
の
こ
と
)
で
、

親
が
い
る
う
ち
は
行
く
の
が
た
て
ま
え
と
い
う
。
ハ
大
岩
〉
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誌

嫁
が
お
節
供
に
実
家
へ
お
客
に
行
く
と
き
に
は
何
か
お
土
産
と
一
緒
に

お
金
を
持
っ
て
行
く
。
こ
れ
を
節
供
礼
と
い
う
。
ハ
中
之
条
〉

嫁
が
星
ハ
実
家
)
へ
お
客
に
行
く
の
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
場
合
で
あ

る。
一
月
一
五
日
、
む
か
し
は
必
ら
ず
、
も
ち
を
ひ
と
か
さ
ね
も
っ
て
い
っ

た
。
お
も
た
い
お
も
い
を
し
て
も
っ
て
行
っ
た
と
い
う
。
も
ち
と
一
緒
に

礼
銭
も
も
っ
て
行
っ
た
。
三
月
一
一
一
目
、
こ
の
と
き
も
、
も
ち
と
礼
銭
を
も

っ
て
行
っ
た
。
五
月
五
目
。
赤
飯
を
重
箱
に
つ
め
て
、
礼
銭
と
一
緒
に
も

っ
て
行
っ
た
。
九
月
一
目
、
八
朔
の
節
供
と
い
う
。
赤
飯
、
あ
る
い
は
ま

ん
じ
ゅ
う
と
、
礼
銭
を
も
っ
て
行
っ
た
。
お
ふ
る
ま
い
、
秋
の
と
り
入
れ

が
終
っ
て
か
ら
、
粉
と
か
米
に
お
金
を
包
ん
で
お
土
産
と
し
て
も
っ
て
行

っ
た
。
こ
の
と
き
は
、
子
ど
も
が
親
に
振
舞
っ
て
や
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
嫁
に
来
た
年
ぐ
ら
い
し
か
や
ら
な
い
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
場
合

に
も
っ
て
行
く
お
金
の
こ
と
は
、
礼
銭
と
は
い
わ
な
い
。

四
月
二
七
日
、
諏
訪
神
社
の
祭
典
の
日
、
こ
の
と
き
実
家
に
よ
ば
れ
て

行
ぐ
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
と
き
に
は
お
金
を
包
ん
で
行
く
が
、
こ
れ
は
礼

銭
と
は
い
わ
な
い
。
オ
ク
ン
チ
に
は
、
お
祭
り
が
あ
っ
た
が
、
里
帰
り
を

し
な
か
っ
た
。
ハ
反
下
〉

嫁
の
つ
け
届
け
嫁
が
実
家
へ
つ
け
届
け
を
す
る
の
は
次
の
通
り
。
小
正

月
と
三
月
節
供
は
と
も
に
ぜ
ん
の
餅
と
お
金
を
上
に
の
せ
て
行
く
e

五

月
節
供
と
八
朔
の
節
供
の
と
き
に
は
赤
飯
と
お
金
。
お
歳
暮
も
持
っ
て
行

く
。
戦
前
は
、
十
二
月
の
初
こ
ろ
、
米
を
三
升
と
か
五
升
も
っ
て
行
っ
た

が
、
食
料
難
で
廃
止
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
親
の
あ
る
う
ち
は
持
つ

民俗

て
行
く
も
の
と
い
う
。
ハ
五
反
田
)

お
礼
金
ハ
お
礼
銭
)
上
沢
渡
の
あ
た
り
で
は
、
嫁
が
里
が
え
り
を
す
る
と

き
に
、
嫁
の
塁
の
親
に
、
お
礼
銭
と
い
う
の
を
も
っ
て
行
く
。
こ
れ
は
、

菱
子
折
な
ど
の
上
に
お
金
を
包
ん
で
も
っ
て
行
く
も
の
で
、
む
こ
方
の
親

か
ら
嫁
の
親
に
や
る
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
た
。
そ
の
期
日
は
、
三
月
一
一
一

目
、
五
月
五
日
、
九
月
一
日
ハ
八
朔
〉
金
、
募
の
五
回
で
あ
る
。
こ
の
ほ

か
の
機
会
に
も
、
お
金
を
包
ん
で
も
っ
て
い
く
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
れ
は

お
礼
銭
と
は
い
わ
な
い
。
ハ
家
に
よ
っ
て
若
干
期
日
は
異
な
る
。
三
節
供

の
ほ
か
、
一
月
一
五
日
、
オ
ク
ン
チ
と
い
う
家
も
あ
る
)
。
親
が
生
き
て
い

る
あ
い
だ
は
も
っ
て
い
く
。
現
在
は
五
百
円
か
、
千
円
ぐ
ら
い
。
〈
反
下
〉

お
し
か
け
よ
め
ご
あ
ま
り
例
が
な
い
が
、
こ
ち
ら
が
い
や
だ
と
い
う
の

に
強
引
に
や
っ
て
く
る
よ
め
ど
の
こ
と
。

ふ
ろ
し
き
よ
め
ご
ふ
つ
う
嫁
に
行
く
と
き
に
は
、
た
ん
す
、
長
持
を
も

っ
て
い
く
も
の
だ
が
、
な
に
も
持
っ
て
行
か
な
い
で
嫁
ぐ
嫁
の
こ
と
を
い

う
。
ハ
反
下
)

せ
い
ふ
ろ
む
こ
出
た
り
入
っ
た
り
す
る
む
こ
の
こ
と
。
(
あ
っ
ち
の
家

へ
む
こ
に
行
っ
た
り
、
こ
っ
ち
の
家
へ
む
こ
に
行
っ
た
り
す
る
も
の
の
こ

と
)
ハ
反
下
〉

で
よ
め
ふ
つ
う
は
、
む
こ
方
の
朝
イ
チ
ゲ
ン
を
う
け
て
か
ら
嫁
に
行
く

の
だ
が
、
そ
れ
な
し
に
、
朝
、
嫁
に
来
る
こ
と
を
い
う
。
つ
ま
り
略
式
で

嫁
に
行
く
も
の
の
こ
と
。
で
よ
め
は
簡
単
で
い
い
と
世
間
で
は
い
う
。

ハ
反
下
〉

嫁
婿
一

O
年
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「
嫁
、
婿
一

O
年
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
。
一

O
年
た
た
な
い
と
、
そ

の
う
ち
の
人
に
な
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ハ
下
反
下
〉

オ
ヤ
パ
ラ
七
日
嫁
が
里
帰
り
を
し
て
、
実
家
で
食
い
だ
め
し
て
来
る
こ

と
を
い
っ
た
。
ハ
反
下
〉

四

年

祝

第七章人の一生

厄
年
厄
年
は
、
男
子
の
場
合
は
十
五
歳
、
二
十
五
歳
、
四
十
二
歳
、
女

子
で
は
十
三
歳
、
十
九
歳
、
三
十
三
歳
を
厄
年
と
い
い
、
厄
年
の
者
は
、

ど
の
厄
年
の
時
に
も
厄
お
と
し
を
す
る
。
ハ
伊
参
〉

男
女
と
も
に
十
三
歳
を
最
初
の
厄
年
と
す
る
。
ハ
伊
勢
町
)

厄
お
と
し
岩
本
地
区
で
は
、
十
五
歳
の
者
は
正
月
十
四
日
に
厄
お
と
し

を
す
る
。
半
紙
十
五
枚
、
大
豆
ハ
米
粒
の
こ
と
も
あ
る
)
十
五
粒
、
銭
十

五
銭
ハ
現
在
は
十
五
円
〉
を
用
意
し
、
半
紙
の
上
に
大
豆
と
銭
を
の
せ
て

村
の
中
の
三
本
辻
に
お
い
て
来
る
。
特
に
岩
・
本
中
組
で
は
、
三
本
辻
で
な

く
道
祖
神
に
供
え
て
来
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
厄

お
と
し
に
な
る
が
、
こ
れ
を
本
人
が
拾
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
で
、
他
人

が
拾
う
こ
と
は
少
し
も
問
題
で
な
い
。
こ
の
と
き
ミ
カ

γ
を
箱
ご
と
供
え

て
拝
ん
で
か
ら
、
村
人
た
ち
に
配
る
こ
と
も
や
っ
て
い
る
が
、
年
齢
に
応

じ
て
数
が
変
わ
る
だ
け
で
、
厄
お
と
し
は
や
る
も
の
と
い
う
。

蟻
川
倉
沢
地
区
で
は
、
男
の
厄
年
の
十
五
歳
の
と
き
に
は
、
正
月
十
四

日
の
ド

γ
ド
ン
ヤ
キ
に
ミ
カ
ン
を
買
っ
て
み
ん
な
に
配
る
。
二
十
五
歳
、

四
十
二
歳
の
者
は
、
二
月
の
ケ
エ
ヤ
ク
の
と
き
に
酒
を
買
う
こ
と
で
厄
お

と
し
と
な
る
。

五
反
田
嵩
山
な
ど
で
は
、
ド
ン
ド
ン
ヤ
キ
は
夜
に
な
っ
て
か
ら
行
な
わ

れ
る
が
、
こ
れ
が
す
ん
だ
後
で
厄
年
の
者
が
ミ
カ
ン
を
投
げ
て
厄
お
と
し

を
す
る
。
な
わ
の
切
っ
て
な
い
箱
を
持
ち
出
し
て
、
集
ま
っ
て
来
た
村
人

の
見
て
い
る
前
で
な
わ
を
切
っ
て
ふ
た
を
開
け
て
投
げ
る
。
厄
年
の
者

ゃ
、
そ
の
者
の
家
族
は
自
分
の
家
で
投
げ
た
ミ
カ
ン
を
拾
わ
な
い
が
、
他

人
の
厄
お
と
し
の
ミ
カ
ン
は
拾
っ
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
だ
れ

が
厄
年
か
は
子
ど
も
た
ち
が
よ
く
知
っ
て
い
て
、
今
年
は
何
人
い
る
か
ら

と
い
う
よ
う
に
楽
し
ん
で
お
り
、
大
人
も
拾
っ
て
い
る
。

蟻
川
の
莱
家
で
は
、
厄
年
の
者
は
正
月
十
四
日
の
夕
飯
の
と
き
、
夕
飯

の
ソ
パ
を
「
便
所
の
中
で
食
べ
る
」
き
ま
り
に
な
っ
て
い
る
。

五
反
田
の
某
家
で
は
、
同
じ
日
の
夕
飯
の
ソ
バ
を
便
所
の
す
ぐ
前
で
食

べ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
厄
お
と
し
で
あ
る
。
ハ
伊
参
)

小
正
月
の
鳥
追
い
の
夜
ハ
十
四
日
〉
な
ど
に
、
村
の
辻
に
小
銭
を
落
し

て
お
き
み
ん
な
に
拾
っ
て
も
ら
う
。
鳥
追
い
祭
や
ど
ん
ど
焼
き
の
時
、
ミ

カ
ン
な
ど
を
投
げ
て
拾
っ
て
も
ら
う
。
村
の
集
会
ハ
ケ
イ
ヤ
タ
な
ど
〉
に

酒
な
ど
を
贈
り
み
ん
な
に
飲
ん
で
も
ら
う
。
こ
れ
ら
は
厄
を
み
ん
な
で
分

け
て
も
ら
う
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ハ
伊
勢
町
)

捨
て
子
初
め
て
の
子
ど
も
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
人
や
、
親
が
厄
年
の

と
き
な
ど
の
子
ど
も
は
よ
く
な
い
と
い
う
の
で
、
捨
て
子
が
行
な
わ
れ

る
。
も
ち
ろ
ん
本
当
の
捨
て
子
で
は
な
く
、
一
種
の
儀
礼
と
し
て
や
る
も

の
で
あ
る
。
捨
て
る
と
き
に
は
、
子
ど
も
が
大
ぜ
い
あ
っ
て
丈
夫
に
育
っ

て
い
る
家
に
あ
や
か
る
よ
う
に
あ
ら
か
じ
め
先
方
に
額
ん
で
お
き
、
赤
ん
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誌

坊
を
村
の
中
の
三
本
辻
な
ど
に
置
い
て
来
る
と
、
頼
ま
れ
た
人
が
す
ぐ
後

か
ら
や
っ
て
来
て
拾
っ
て
く
れ
る
。
場
合
に
よ
る
と
一
夜
そ
の
家
に
泊
め

る
こ
と
も
あ
る
が
、
多
く
は
そ
の
日
に
連
れ
て
来
て
く
れ
る
。
拾
っ
て
く

れ
た
人
を
拾
い
親
と
い
う
。
拾
い
親
と
の
関
係
は
、
拾
っ
て
く
れ
た
家
の

子
ど
も
た
ち
と
兄
弟
分
と
な
り
、
大
晦
日
の
年
取
り
に
は
拾
い
競
の
家
に

行
っ
て
年
取
り
を
す
る
が
、
成
年
近
く
に
な
る
と
や
ら
な
く
な
る
。
結
婚

式
の
と
き
に
は
来
て
も
ら
う
。

厄
年
の
子
女
三
十
三
歳
の
厄
年
の
と
き
の
子
は
、
三
十
三
ト
コ
ア
ツ
メ

と
い
っ
て
、
一
ニ
十
三
軒
の
ツ
ギ
ハ
布
切
れ
)
を
集
め
て
ぬ
っ
て
着
せ
る
と

丈
夫
に
な
る
と
か
、
役
に
立
つ
と
い
っ
て
キ
レ
を
集
め
る
。
三
十
三
ト
コ

ア
ツ
メ
と
い
う
ツ
ギ
ッ
カ
タ
メ
の
着
物
に
は
、
親
せ
き
だ
け
で
な
く
、
額

み
易
い
人
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
た
り
し
て
集
め
た
。
ハ
栃
窪
〉

厄
の
子
は
役
立
た
ず
と
い
う
の
で
捨
て
子
を
す
る
。
シ
ノ
ミ
(
箕
〉
に

入
れ
て
ぶ
ち
ゃ
あ
れ
ば
ハ
捨
て
る
〉
拾
っ
て
や
る
か
ら
と
い
う
の
で
辻
に

捨
て
る
。
拾
っ
た
人
が
拾
い
親
で
、
拾
い
親
の
葬
式
に
は
他
人
さ
ま
で
も

ツ
ゲ
を
出
し
た
。
ハ
栃
窪
〉

厄
落
し
厄
落
し
な
ど
の
願
か
け
に
お
参
り
す
る
神
仏
は
次
の
よ
う
な
所

で
あ
る
。

少
林
山
達
磨
寺
正
月
六
日
北
向
観
音
ハ
高
山
村
尻
高
〉
正
月
十

八
日
成
田
山
初
詣
り
に
行
く
三
峰
山
大
山
古
峰
ケ
原
庚
申

講
ハ
伊
勢
町
)

年
祝
い
六
十
歳
を
還
暦
、
七
十
七
歳
を
喜
寿
、
八
十
八
歳
を
米
寿
と
い

っ
て
、
家
族
ゃ
、
子
、
孫
た
ち
が
集
ま
っ
て
内
祝
い
を
す
る
こ
と
が
あ
る

民俗

が
、
こ
れ
と
い
う
特
別
の
行
事
は
な
い
。
家
に
よ
っ
て
は
組
中
に
お
こ
わ

を
ふ
か
し
て
配
っ
た
り
、
記
念
に
石
碑
を
建
て
る
例
も
あ
る
が
、
す
べ
て

の
人
が
長
寿
と
は
限
ら
ず
、
一
般
的
な
も
の
で
は
な
い
。
ハ
五
反
田
〉

還
暦
、
古
穐
喜
寿
、
米
寿
等
の
祝
い
も
、
か
ん
た
ん
に
内
輸
の
家
庭

的
な
祝
い
で
す
ま
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
米
寿
だ
け
は
そ
の
こ
ろ
と
す
る

と
す
こ
ぶ
る
長
寿
の
こ
と
で
祝
い
を
す
る
の
が
例
だ
っ
た
。
特
別
の
方
法

や
型
は
な
い
が
、
子
や
孫
が
集
ま
っ
て
老
人
を
囲
ん
で
の
祝
宴
が
も
た
れ

た
。
祝
婚
の
例
で
も
銀
婚
式
な
ど
は
思
い
つ
く
人
も
い
な
い
が
、
金
婚
式

は
さ
す
が
に
祝
福
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
ハ
伊
勢
町
)

隠
居
隠
居
は
、
余
力
の
あ
る
家
で
は
別
の
家
ハ
隠
居
所
〉
を
建
て
る
例

も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
子
、
孫
と
の
同
居
が
ふ
つ
う
だ
つ
た
。
ハ
伊

勢
町
〉

1178 

五

葬

嗣l

葬

送

葬
式
の
よ
び
方
葬
式
の
よ
ぴ
方
と
し
て
は
、
フ
コ
ウ
、
オ
ト
ム
ラ
イ
、

ト
ム
レ
ェ
、
ソ
ウ
レ
ェ
、
デ
キ
ゴ
ト
、
マ
チ
ガ
イ
と
い
う
よ
う
に
い
ろ
い

ろ
の
名
称
が
あ
る
が
、
農
繁
期
な
ど
で
は
仮
葬
が
行
な
わ
れ
、
そ
れ
は
ダ

ミ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
本
葬
は
、
農
閑
期
に
な
っ
て
か
ら
行

な
わ
れ
る
。
ハ
伊
参
〉

葬
式
じ
ゃ
ん
ぽ
ん
と
い
う
。
ま
た
「
米
の
飯
に
な
り
そ
う
だ
」
と
い
う



人の一生

時
は
、
死
に
そ
う
な
重
病
人
が
い
る
こ
と
、
「
米
の
飯
に
な
っ
た
」
と
き

は
、
「
死
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
を
表
わ
し
た
り
す
る
。

友
引
と
か
仏
滅
に
は
葬
式
を
出
さ
な
い
。
ま
た
赤
ん
ぼ
う
と
か
、
人
に

な
ら
な
い
ハ
結
婚
し
な
い
)
人
の
葬
式
は
出
さ
ず
、
組
の
人
の
世
話
で
内

輸
に
し
て
し
ま
う
。
ハ
栃
窪
)

死
の
予
兆
死
の
一
週
間
前
に
、
家
の
グ
シ
ハ
棟
〉
か
ら
ヒ
カ
リ
モ
ノ

ハ
ひ
と
だ
ま
と
い
わ
れ
る
も
の
)
が
出
る
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
家
族

で
な
く
、
他
人
が
み
る
も
の
で
あ
る
。
カ
ラ
ス
鳴
き
が
悪
い
と
人
が
死
ぬ

と
い
わ
れ
る
。
カ
ラ
ス
が
鳴
く
と
き
に
向
い
て
い
る
方
向
に
よ
っ
て
人
の

死
ぬ
と
こ
ろ
が
は
っ
き
り
す
る
が
、
カ
ラ
ス
の
向
い
て
い
る
方
向
と
逆
の

方
向
の
人
に
不
幸
が
お
こ
る
と
い
う
。
ハ
蟻
川
)

お
百
度
参
り
大
病
の
と
き
、
組
の
者
や
親
せ
き
な
ど
が
神
社
に
お
百

度
参
り
を
し
た
。
指
図
す
る
人
も
な
い
が
誰
か
ら
と
も
な
く
一
言
い
出
し
て

や
る
も
の
で
、
累
計
が
百
度
に
な
れ
ば
よ
く
、
社
殿
と
鳥
居
と
の
聞
を
往

復
し
て
祈
る
。
そ
ん
な
と
き
変
り
ご
と
が
あ
る
と
そ
れ
が
予
兆
だ
と
い
わ

れ
る
。
ハ
蟻
川
)

大
病
だ
と
い
う
時
に
は
、
品
目
は
よ
く
近
所
の
者
が
大
勢
で
お
百
度
参
り

と
い
う
こ
と
を
し
た
。
和
利
神
社
(
吾
妻
神
社
)
な
ど
に
は
こ
の
お
百
度

を
数
え
る
も
の
ハ
そ
ろ
ば
ん
の
よ
う
な
木
製
の
も
の
)
が
拝
殿
の
横
に
用

意
さ
れ
て
い
た
し
、
塩
平
の
観
音
様
な
ど
に
は
石
の
ほ
り
ぬ
き
で
や
は
り

数
を
ま
ち
が
わ
ぬ
よ
う
に
す
る
し
か
け
で
で
き
て
い
た
。
ハ
伊
勢
町
)

魂
呼
び
病
人
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
直
後
、
井
一
戸
に
向
か
っ
て
み
ん
な
で

死
者
の
名
前
を
呼
ん
で
よ
ぴ
返
す
ハ
再
生
さ
せ
る
)
こ
と
が
普
は
行
な
わ

第七J11.

れ
て
い
た
。
さ
す
が
に
現
代
で
は
残
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

町〉枕
が
え
し
死
者
が
出
る
と
マ
ザ
キ
な
ど
で
神
棚
を
か
く
し
、
死
者
の
体

を
北
向
き
に
ね
か
せ
る
。
枕
が
え
し
と
い
う
。
ハ
栃
窪
)

人
が
死
ん
だ
と
き
、
子
ど
も
や
親
銀
、
親
し
い
人
を
呼
び
、
仏
は
北
枕

に
し
て
寝
せ
、
ふ
と
ん
の
上
に
キ
レ
モ
ノ
ハ
刀
、
鎌
、
銘
な
ど
〉
を
の
せ

る
。
こ
れ
は
カ
シ
ャ
と
い
う
魔
物
に
仏
を
さ
ら
わ
れ
な
い
た
め
に
お
く
も

の
で
、
和
尚
の
来
る
前
に
さ
ら
わ
れ
て
は
成
仏
で
き
な
い
こ
と
を
防
ぐ
た

め
で
あ
る
。
ハ
蟻
川
〉

笹
の
棄
の
お
顔
が
く
し
不
幸
の
お
き
た
家
で
は
、
組
の
人
を
額
ん
で
、

井
戸
も
含
め
た
屋
内
の
神
を
肥
っ
て
あ
る
と
こ
ろ
の
す
べ
て
に
、
笹
の
業

で
「
お
顔
が
く
し
」
を
し
て
も
ら
い
、
ケ
ガ
レ
を
さ
け
る
。
仏
を
送
り
出

す
と
笹
を
外
す
が
、
笹
を
上
げ
た
人
が
塩
で
き
よ
め
て
か
ら
外
す
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
家
族
は
手
を
出
し
て
は
い
け
な
い
。
(
蟻
川
)

ミ
ミ
ン
ゴ
同
年
の
子
ど
も
が
死
亡
し
た
と
き
の
マ
ジ
ナ
イ
と
し
て
行
な

う
も
の
で
少
し
ず
っ
ち
が
う
。

蟻
川
倉
沢
で
は
、
馬
糞
を
白
紙
に
包
ん
で
両
耳
に
押
し
つ
け
て
や
り
、

子
ど
も
に
向
か
っ
て
お
し
つ
け
て
い
る
人
が
「
聞
く
な
、
聞
く
な
」
と
唱

え
て
や
る
。

五
反
田
嵩
山
の
場
合
に
は
、
茶
の
み
茶
わ
ん
で
耳
を
ふ
さ
い
で
や
り

「
聞
か
な
い
、
聞
か
な
い
」
と
唱
え
て
や
る
。
こ
の
唱
え
言
は
少
々
も
が
う

か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
意
味
の
こ
と
を
唱
え
て
ま
じ
な
い
と
す

る
と
い
う
。
こ
れ
は
同
い
年
の
子
ど
も
と
死
者
の
縁
を
切
り
、
死
者
の
呼

(
伊
勢
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誌

ぶ
声
を
聞
か
せ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
ま
じ
な
い
で
あ
る
。
ハ
伊
参
V

同
じ
年
齢
の
人
が
死
ん
だ
と
き
は
耳
つ
ぶ
さ
ぎ
を
す
る
。
馬
糞
を
紙
に

包
ん
で
耳
を
ふ
さ
ぎ
「
死
ん
だ
話
は
聞
か
な
い
ぞ
」
と
か
「
聞
こ
え
ね

え
、
聞
こ
え
ね
え
」
と
言
い
な
が
ら
ふ
さ
ぐ
。
現
在
は
馬
糞
も
な
い
こ
と

で
茶
わ
ん
で
や
っ
て
い
る
。
ハ
栃
窪
〉

死
者
の
着
物
サ
ラ
シ
の
布
で
カ
タ
ピ
ラ
を
つ
く
る
。
も
の
さ
し
も
は
さ

み
も
使
わ
ず
、
裂
い
て
裁
つ
。
針
を
使
う
と
き
も
糸
の
し
り
を
と
め
ず
、

麻
糸
で
、
多
人
数
が
手
を
出
し
て
縫
う
。
カ
タ
ビ
ラ
の
外
に
は
ズ
ダ
袋
、

さ
い
ふ
も
つ
く
ら
れ
る
。
カ
タ
ビ
ラ
の
背
縫
い
の
部
分
は
左
手
で
折
る
。

こ
う
し
た
仕
事
は
、
ま
ち
が
っ
て
も
葬
式
そ
れ
自
体
が
マ
チ
ガ
イ
ゴ
ト
、

オ
マ
チ
ガ
イ
な
の
で
少
し
も
と
が
め
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
。
ハ
蟻
川
)

湯
か
ん
仏
の
子
や
孫
な
ど
、
身
内
の
近
親
の
者
が
や
る
。
水
を
湯
で
う

め
て
ハ
さ
か
さ
水
と
い
う
〉
こ
れ
で
仏
の
体
を
ふ
い
て
ユ
カ
ン
を
す
る

が
、
酒
を
ふ
き
か
け
て
す
ま
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
と
き
に
は
「
ユ
カ

ン
酒
」
が
一
升
出
さ
れ
る
。
ハ
蟻
川
)

死
者
の
頭
を
坊
主
に
し
、
体
を
湯
水
で
ぬ
ぐ
う
。
使
用
後
の
水
は
陽
の

当
ら
な
い
所
へ
捨
て
る
。
ハ
栃
窪
〉

近
親
者
が
集
ま
っ
て
、
納
棺
前
に
て
い
ね
い
に
湯
で
体
を
洗
っ
て
や

る
。
昔
は
か
な
り
で
い
ね
い
に
や
っ
た
も
の
ら
し
い
が
現
在
で
は
や
ら
な

-u 
納
棺
湯
濯
が
す
む
と
別
に
縫
っ
て
用
意
し
て
お
い
た
経
カ
タ
ピ
ラ
に
着

か
え
さ
せ
、
脚
幹
、
手
甲
、
わ
ら
じ
の
死
出
装
束
に
着
か
え
さ
せ
て
納
棺

す
る
。
昔
は
余
り
火
葬
に
し
な
か
っ
た
。
ハ
伊
勢
町
〉

民

湯
濯
に
は
、
酒
を
口
に
ふ
く
ん
で
死
者
に
ふ
き
か
け
、
体
を
ふ
い
て
や

っ
て
、
頭
の
手
入
れ
や
、
女
の
場
合
に
は
お
化
粧
を
し
て
や
り
、
納
棺
し

て
経
維
子
や
手
甲
、
脚
幹
な
ど
を
上
に
か
け
て
や
る
。
ハ
大
塚
〉

棺
の
中
へ
は
、
死
者
の
着
物
、
花
、
金
銭
な
ど
を
入
れ
る
。
ハ
栃
窪
)

湯
か
ん
に
引
続
い
て
近
親
の
オ
ト
コ
シ
ョ
ハ
男
衆
〉
が
や
る
が
、
棺
は

タ
テ
ガ
ン
、
ネ
ガ
ン
の
両
方
が
あ
る
。
仏
に
は
カ
タ
ピ
ラ
を
着
せ
、
本
当

の
旅
立
ち
の
し
た
く
を
さ
せ
る
よ
う
に
し
、
足
袋
は
ホ
コ
ロ
パ
シ
テ
ハ
底

を
ぬ
く
よ
う
に
破
い
て
〉
か
ら
ぞ
う
り
を
は
か
せ
て
納
棺
を
す
る
。
(
蟻

川
)

通
夜
通
夜
と
い
う
こ
と
で
特
別
に
や
る
こ
と
は
あ
ま
り
や
ら
な
い
。

門
牌
死
者
の
出
た
家
で
は
、
門
口
に
木
の
札
の
門
牌
を
立
て
て
標
識
と

す
る
。
ハ
栃
窪
)

葬
式
の
手
伝
い
葬
式
の
準
備
や
そ
の
他
の
用
事
は
、
隣
り
組
の
も
の
、

村
の
者
が
無
条
件
に
手
伝
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
手
伝
っ
て
く
れ
る
人

に
は
食
事
の
用
意
を
し
て
も
て
な
す
。
墓
穴
を
掘
る
こ
と
ハ
埋
葬
)
は
村

の
者
が
順
番
に
よ
っ
て
奉
仕
す
る
。
ハ
伊
勢
町
)

葬
式
組
葬
式
の
組
は
、
親
子
、
兄
弟
姉
妹
、
い
と
こ
、
旧
五
人
組
、
組

内
、
ホ
l
ベ
ェ
、
親
せ
き
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
旧
五
人
組
は
親
せ
き
と

同
じ
扱
い
を
し
た
。
ハ
伊
参
〉

不
幸
の
と
き
、
組
内
だ
け
で
間
に
合
わ
な
い
時
は
ホ
ウ
ベ
エ
が
出
る
。

こ
し
ら
え
も
ん
や
葬
儀
の
一
切
の
手
伝
い
を
す
る
。
ツ
ゲ
に
は
組
の
者
と

ホ
ウ
ベ
エ
の
両
方
が
出
て
や
る
。
組
と
ホ
ウ
ベ
エ
が
出
た
と
き
の
穴
掘
り

は
ホ
ウ
ベ
エ
が
や
る
。
ハ
栃
窪
)
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人の一生

ホ
l
ベ
エ
の
仕
事
葬
式
の
よ
う
な
入
手
の
い
る
で
き
ご
と
に
は
、
組
の

者
だ
け
で
は
手
が
足
り
な
い
の
で
ホ
l
ベ
エ
に
も
手
伝
っ
て
も
ら
う
e

仕

事
の
内
容
は
、
組
の
人
た
ち
が
手
配
を
し
て
く
れ
た
計
画
に
し
た
が
っ

て
、
ツ
ゲ
、
墓
穴
掘
り
、
野
送
り
の
道
具
つ
く
り
な
ど
で
あ
る
。

道
具
っ
く
り
葬
式
の
道
具
つ
く
り
で
は
、
棺
、
切
り
花
、
花
か
ど
、
あ

ん
ど
ん
、
香
立
て
、
お
膳
、
位
牌
、
ぞ
う
り
つ
く
り
な
ど
が
あ
る
。
ハ
五

反
田
〉

ツ
ゲ
近
親
者
ゃ
、
親
せ
き
、
懇
意
な
知
人
な
ど
へ
死
亡
を
告
げ
、
葬
儀

の
通
知
を
す
る
の
は
ホ
l
ベ
エ
の
者
が
二
人
一
組
に
な
っ
て
紙
に
書
い
て

も
っ
て
行
く
。
ツ
ゲ
が
来
た
家
で
は
、
か
ん
た
ん
な
昼
食
を
出
す
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
農
事
有
線
放
送
電
話
が
入
り
、
電
話
、
車
が
さ
か
ん
に
利

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
で
は
簡
略
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
は
い
う

も
の
の
、
ツ
ゲ
は
か
た
く
や
っ
て
い
る
。
ハ
蟻
川
〉

穴
掘
り
穴
掘
り
は
四
人
で
す
る
。
土
を
買
う
と
い
う
の
で
四
角
に
な
る

よ
う
に
銭
を
お
い
て
か
ら
土
を
掘
る
。
穴
掘
り
に
は
施
主
の
と
こ
ろ
か
ら

弁
当
、
そ
の
他
を
運
ぶ
、
酒
は
一
升
と
き
ま
っ
て
い
る
。
穴
掘
り
の
道
具

は
、
す
ぐ
他
の
場
所
へ
行
っ
て
使
い
初
め
た
わ
け
に
す
れ
ば
よ
い
が
、
そ

う
で
な
い
と
一
週
間
は
そ
の
ま
ま
に
す
る
。
ハ
栃
窪
〉

穴
掘
り
帳
面
が
あ
り
、
こ
れ
に
記
録
し
て
お
い
て
順
番
に
や
る
。
ま
わ

り
順
は
、
ふ
つ
う
の
順
番
と
は
逆
に
左
ま
わ
り
と
き
ま
っ
て
お
り
、
帳
面

は
葬
式
の
あ
っ
た
家
で
保
管
す
る
な
ら
わ
し
に
な
っ
て
い
た
。
現
在
で
は

区
長
宅
に
保
管
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ハ
伊
勢
町
)

墓
掘
り
ハ
穴
ほ
り
)
近
所
の
人
や
ホ
ウ
ベ
エ
が
掘
る
。
四
人
で
や
る
も

第七章

の
で
、
「
土
を
買
う
」
と
い
っ
て
、
四
角
に
な
る
よ
う
に
銭
を
お
い
て
か

ら
掘
る
。
穴
掘
り
に
は
に
ぎ
り
め
し
の
弁
当
、
そ
の
他
が
運
ば
れ
る
が
清

め
は
一
升
と
き
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
ヤ
マ
シ
の
ご
ち
そ
う
と
い
う
。
穴

掘
り
に
使
っ
た
道
具
は
、
す
ぐ
他
の
場
所
へ
行
っ
て
使
い
は
じ
め
た
わ
け

に
す
れ
ば
い
い
が
、
そ
う
で
な
い
と
き
は
一
週
間
は
そ
の
ま
ま
と
す
る
。

(
栃
窪
)

墓
穴
を
掘
る
の
は
、
ホ
l
ベ
エ
の
う
ち
で
も
ツ
ゲ
に
出
な
か
っ
た
人
た

ち
の
有
志
が
や
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
同
一
人
が
一
年
に
二
度
や
っ

て
は
い
け
な
い
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
「
二
度
あ
る
こ
と
は
三
度
に

な
り
、
三
度
目
は
本
人
に
な
る
」
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
穴

掘
り
に
は
、
キ
ヨ
メ
酒
一
升
が
出
さ
れ
、
む
す
び
と
、
ヒ
キ
モ
ン
が
出
さ

れ
る
。
ハ
蟻
川
)

枕
だ
ん
ご
枕
だ
ん
ご
は
、
台
所
へ
石
臼
を
す
え
て
玄
米
少
々
を
粉
に
ひ

き
、
全
部
だ
ん
ご
に
ま
る
め
て
つ
く
り
、
茶
わ
ん
に
盛
り
上
げ
る
。
他
に

玄
米
の
飯
を
炊
い
て
一
つ
の
茶
わ
ん
に
盛
る
。
こ
れ
ら
は
、
も
う
一
つ
の

茶
わ
ん
に
水
を
入
れ
て
三
つ
の
茶
わ
ん
を
膳
に
並
べ
て
枕
元
に
進
ぜ
る
。

ハ
伊
勢
町
〉

葬
式
だ
ん
ご
葬
式
の
日
の
ダ
ン
ゴ
は
他
人
さ
ん
に
つ
く
っ
て
も
ら
う
。

玄
米
を
二
人
が
か
り
で
、
左
ま
わ
り
に
石
臼
を
使
っ
て
粉
を
ひ
く
。
白
す

ぎ
る
と
不
幸
が
続
く
と
い
わ
れ
、
ソ
バ
粉
を
入
れ
て
黒
く
す
る
こ
と
も
あ

る
。
ダ
ン
ゴ
は
粉
の
あ
る
だ
け
を
こ
ね
て
六
個
の
ダ
ン
ゴ
と
す
る
の
で
大

き
な
も
の
に
な
る
。
こ
れ
を
ゆ
で
る
に
は
、
台
所
の
天
井
か
ら
な
わ
を
下

げ
、
こ
れ
に
な
べ
を
つ
る
し
て
火
を
燃
し
て
ゆ
で
る
。
こ
の
湯
は
捨
て
な
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誌

い
で
「
死
者
の
飯
」
を
煮
る
の
に
使
う
。
ハ
伊
参
〉

一
升
の
玄
米
を
石
臼
で
三
回
左
前
に
ひ
い
た
粉
で
六
個
の
だ
ん
ご
を
つ

く
り
、
死
者
の
枕
も
と
へ
供
え
る
。
冥
土
へ
行
く
途
中
で
地
蔵
さ
ん
が
六

体
立
っ
て
い
る
の
で
そ
れ
ぞ
れ
に
一
個
ず
つ
供
え
る
の
で
六
個
と
い
う
。

残
り
の
米
は
枕
め
し
に
し
て
供
え
る
。
(
栃
窪
)

死
者
の
飯
葬
式
ダ
ン
ゴ
を
つ
く
っ
た
湯
は
捨
て
ず
、
こ
の
中
へ
洗
わ
な

い
玄
米
を
入
れ
て
煮
る
。
煮
え
る
と
一
粒
も
残
さ
ず
に
茶
わ
ん
に
盛
り
上

げ
て
、
ハ
シ
を
立
て
て
仏
前
に
供
え
る
。
ハ
蟻
川
〉

な
べ
葬
式
ダ
ン
ゴ
を
つ
く
っ
た
り
、
死
者
の
飯
を
煮
る
の
に
使
っ
た
な

べ
は
、
天
井
か
ら
下
げ
た
な
わ
を
鎌
で
カ
ッ
切
っ
て
な
べ
を
片
づ
け
る
。

こ
の
と
き
の
鎌
は
直
ぐ
に
使
え
ば
い
い
が
、
そ
の
と
き
使
わ
な
い
場
合
は

三
十
五
日
、
ま
た
は
四
十
九
日
の
供
養
が
す
ぎ
な
け
れ
ば
使
え
な
い
。
な

べ
も
同
様
で
あ
る
。

し
ま
う
場
所
は
、
う
っ
か
り
し
て
使
わ
な
い
よ
う
な
所
な
ら
ど
こ
で
も

か
ま
わ
な
い
。
ハ
蟻
川
)

昼
食
葬
式
の
と
き
、
お
客
に
は
お
昼
を
出
す
の
が
き
ま
り
に
な
っ
て
い

る
。
献
立
は
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
ア
ェ
、
豆
の
煮
た
も
の
、
き
ん
ぴ
ら
、
て

ん
ぷ
ら
ハ
い
も
や
ご
ぼ
う
な
ど
可
用
意
の
あ
る
と
き
は
ワ
ラ
ビ
の
お
ひ
た

し
な
ど
、
こ
れ
に
ウ
ド
ン
、
メ
シ
、
ケ
ン
チ
γ
汁
が
つ
き
、
か
つ
て
は
お

膳
を
出
し
た
。
ハ
岩
本
)

葬
式
の
日
は
、
来
た
人
に
は
箸
を
持
て
る
人
に
は
全
部
膳
を
つ
く
っ
て

出
す
。
こ
の
お
膳
に
は
大
き
な
ま
ん
じ
ゅ
う
も
つ
け
て
出
す
。
こ
の
食
事

の
用
意
は
近
所
の
人
た
ち
が
す
る
。
ハ
栃
窪
〉

民俗

で
は
の
飯
式
で
和
尚
さ
ん
が
お
経
を
あ
げ
て
い
る
と
き
に
焼
香
を
し
、

近
親
者
は
御
椀
の
蓋
に
入
れ
た
飯
を
一
本
ば
し
で
一
粒
ず
っ
と
っ
て
食
べ

て
ま
わ
す
。
ハ
栃
窪
)

出
棺
和
尚
の
読
経
が
終
り
、
野
辺
送
り
と
な
る
前
に
、
親
族
た
ち
に
は

オ
カ
サ
ハ
お
椀
の
ふ
た
〉
に
盛
っ
た
飯
を
、
一
本
パ
シ
で
少
し
ず
つ
食
べ

る。
棺
は
、
子
や
孫
に
抱
か
れ
て
エ
ン
か
ら
出
る
が
、
担
ぐ
者
は
ゾ
ウ
リ
を

は
い
た
ま
ま
で
降
り
る
。
こ
の
時
、
孫
の
肩
に
担
が
れ
る
も
の
を
も
っ
と

も
し
あ
わ
せ
だ
と
い
う
が
、
庭
先
で
左
ま
わ
り
に
三
回
ま
わ
っ
て
か
ら
葬

列
を
つ
く
り
、
基
に
向
う
。
こ
の
と
き
の
会
葬
者
、
親
族
た
も
の
位
置

ハ
順
番
)
、
役
割
は
、
ヤ
ク
ヅ
キ
と
い
わ
れ
、
長
い
紙
に
書
か
れ
て
お
り
、

世
話
人
か
ら
発
表
さ
れ
た
通
り
と
す
る
。

葬
礼
の
参
会
者
は
、
竹
の
棒
に
は
さ
ん
だ
三
角
の
布
ハ
紙
の
と
こ
ろ

も
多
い
〉
を
え
り
に
さ
し
て
墓
地
に
行
き
、
埋
葬
の
と
き
に
と
っ
て
一
緒

に
埋
め
る
。
ハ
蟻
川
)

役
付
と
葬
列
仏
式
の
標
準
的
な
例
を
上
げ
る
と
次
の
と
お
り
。

ム
六
地
蔵
二
人
ハ
六
道
能
化
の
地
蔵
様
、
死
出
の
旅
の
道
案
内
、

ム
あ
ん
ど
ん
二
人
、
旅
路
を
照
ら
す
意
か
、
企
花
寵
二
人
、
ム
生
花

二
人
、
ム
造
花
二
人
、
又
は
適
宜
、
た
く
さ
ん
あ
れ
ば
子
ど
も
ら
が

持
つ
、

A
燭
台
二
人
、
四
花
ハ
し
か
ば
な
)
一
人
か
二
人
(
棺
の
四
隅
に

立
つ
花
の
意
)
た
い
ま
つ
一
人
、

A
香
炉
一
人
、
ム
弓
一
人
(
か

し
平
が
出
る
の
を
防
ぐ
た
め
出
棺
の
際
東
北
の
隅
に
向
い
て
射
る
)
ふ
膳

一
人
、
相
続
人
の
棄
が
持
つ
。
茶
わ
ん
一
個
を
残
し
て
、
だ
ん
ご
、
め
し
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は
埋
葬
の
時
埋
め
る
。
ム
位
牌
一
人
、
相
続
人
が
持
つ
。
野
位
牌
を
作

れ
ば
墓
に
お
く
が
、
作
ら
ぬ
と
き
は
持
ち
帰
る
。
棺
四
人
、
目
下
の
親

族
が
担
ぐ
。
竜
頭
四
人
、
棺
の
四
方
を
守
る
。
天
蓋
一
人
、
ム
墓
標

二
人
、
花
輪
や
弔
旗
等
が
あ
れ
ば
先
頭
に
ゆ
く
。

埋
葬
の
時
は
ム
印
の
も
の
は
埋
め
ず
に
墓
の
ま
わ
り
に
立
て
て
お
く
。

他
に
六
角
塔
婆
-
塔
婆
が
あ
り
、
葬
儀
後
墓
に
立
て
る
。
七
日
毎
に
立
て

る
小
型
の
塔
婆
は
七
本
搭
婆
と
よ
ぴ
家
に
残
し
て
あ
る
。
弓
は
め
は
じ
き

と
し
て
墓
に
お
く
。
こ
う
し
て
墓
の
ま
わ
り
に
残
し
て
お
く
も
の
が
多
い

の
で
な
か
な
か
に
ぎ
や
か
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
四
十
九
日
の
目
に
燃

し
て
片
ず
け
る
。
ハ
伊
勢
町
〉

神
葬
祭
の
っ
く
り
も
の
給
、
仏
が
男
の
と
き
、
長
万
、
仏
が
女
の
と

き
、
ホ
ウ
キ
、
灯
明
台
、
あ
ん
ど
ん
、
は
な
、
椿
の
枝
に
紙
で
つ
く
っ
た

第七章人の一生

棺かつぎのぞうり

造
花
を
つ
け
る
。
台
に
は
色
紙
を
切
っ
て
は
り
つ
け
る
。
名
旗
、
一
丈

一
一
・
三
尺
ほ
ど
の
シ
ン
モ
l
ス
、
ま
た
は
天
竺
の
布
が
よ
い
。
ハ
夕
、
神

葬
祭
に
は
、
紅
白
の
旗
を
各
四
本
つ
く
っ
て
立
て
る
。
ハ
夕
、
香
代
と
し

て
会
葬
者
か
ら
も
ら
っ
た
布
鳥
は
、
ハ
タ
と
し
て
立
て
、
一
本
は
ホ
ウ
パ

イ
の
人
が
持
っ
て
行
く
が
、
あ
と
は
持
っ
て
行
か
な
い
。
ハ
大
塚
〉

棺
か
つ
ぎ
棺
を
か
つ
ぐ
人
は
、
死
者
の
子
ど
も
や
、
叔
父
な
ど
身
内
の

者
で
、
生
わ
ら
の
ま
ま
ハ
叩
か
ず
に
〉
つ
く
っ
た
わ
ら
じ
を
は
く
。
棺
は

縁
か
ら
出
て
、
左
ま
わ
し
に
し
て
出
る
。
ハ
栃
窪
〉

葬
式
ぞ
う
り
棺
を
か
つ
い
で
墓
ま
で
は
い
て
行
っ
た
ぞ
う
り
は
帰
り
に

三
本
辻
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
脱
ぎ
捨
て
、
は
だ
し
で
帰
っ
て
来
る
。
(
伊
参
)

弓
死
者
に
つ
く
ジ
ャ
ケ
ハ
蛇
)
を
追
い
払
う
た
め
に
葬
列
に
加
わ
っ
て

弓
を
引
く
。
こ
の
役
は
本
家
と
か
新
宅
か
ら
出
て
や
る
。
(
栃
窪
)

出
棺
の
合
図
出
棺
の
前
に
、
天
道
念
仏
の
フ
セ
ガ
ネ
を
つ
る
し
て
村
中

を
た
た
い
て
知
ら
せ
る
。
(
折
田
)

埋
葬
伊
参
郷
土
誌
に
よ
る
と
「
墓
地
に
は
天
幕
を
は
り
、
日
光
を
さ
え

ぎ
り
、
墓
穴
の
ほ
と
り
に
安
置
し
、
読
経
を
終
っ
て
か
ら
会
葬
者
一
同
焼

香
し
、
埋
葬
に
う
つ
る
」
と
あ
る
が
、
現
在
は
天
幕
は
使
わ
な
い
。
棺
が

地
底
に
お
ろ
さ
れ
る
と
、
親
せ
き
の
者
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
か
け
ら
の

土
を
か
け
た
後
、
え
り
に
さ
し
て
い
た
三
角
の
布
を
投
げ
入
れ
、
ホ
l
ベ

エ
の
手
に
よ
っ
て
埋
葬
さ
れ
る
。
埋
葬
は
、
穴
掘
り
を
し
た
人
た
ち
の
し

ご
と
で
あ
る
。

土
ま
ん
じ
ゅ
う
埋
葬
し
て
土
ま
ん
じ
ゅ
う
を
つ
く
る
と
、
土
ま
ん
じ

ゅ
う
の
周
囲
に
は
、
墓
印
に
使
う
石
を
た
た
い
て
割
っ
た
竹
を
ま
わ
り
に

1183 



主主

さ
し
て
お
き
、
そ
ば
に
は
ロ

l
ソ
タ
を
た
て
、
毎
タ
ロ

l
ソ
ク
に
火
を
と

も
し
た
。
ミ
ジ
ョ
ウ
ト
ウ
ハ
無
常
灯
)
と
い
う
。
ハ
伊
参
〉

埋
葬
す
る
と
こ
ろ
は
、
石
塔
を
立
て
る
所
と
同
じ
で
、
異
常
出
産
の
子

の
と
き
は
脇
に
立
て
る
。
ハ
栃
窪
)

土
ま
ん
じ
ゅ
う
が
大
き
く
な
る
と
「
こ
の
人
は
さ
ん
ざ
食
っ
た
な
あ
」

と
い
う
。
ハ
蟻
川
〉

メ
ハ
ジ
キ
埋
葬
し
て
土
ま
ん
じ
ゅ
う
を
つ
く
る
と
、
棺
を
担
い
で
来
た

竹
を
ナ
タ
で
六
つ
に
割
っ
て
ま
わ
り
に
立
て
て
闘
い
を
す
る
。
無
縁
仏

ハ
子
ど
も
や
結
婚
前
の
者
)
の
時
は
、
弓
の
ツ
ル
を
ほ
ど
い
て
、
石
を
つ

る
し
土
ま
ん
じ
ゅ
う
の
き
わ
か
ら
立
て
て
、
ま
ん
中
に
下
が
る
よ
う
に
す

る
。
「
人
に
な
る
」
と
弓
は
そ
の
ま
ま
立
て
た
。
四
十
九
日
ハ
現
在
は
三

十
五
日
〉
の
基
な
お
し
の
時
に
集
め
て
燃
し
て
片
ず
け
る
。
ハ
蟻
川
〉

モ
ガ
リ
埋
葬
が
す
む
と
、
青
竹
を
割
っ
て
囲
む
。
ふ
つ
う
は
メ
ハ
ジ
キ

と
い
う
が
モ
ガ
リ
と
よ
ば
れ
て
い
た
。
竹
は
六
本
と
い
う
き
ま
り
は
な
い

が
、
使
い
よ
く
ハ
曲
げ
や
す
い
よ
う
に
〉
細
く
割
っ
て
つ
く
る
。
青
い
皮

の
方
が
外
へ
出
て
も
、
白
い
身
の
方
が
出
て
も
オ
マ
チ
ガ
イ
だ
と
い
っ
て

許
さ
れ
る
。
人
に
な
ら
な
い
ハ
未
成
年
者
〉
者
に
は
弓
の
つ
る
を
外
し
て

石
を
つ
る
す
。
三
十
五
日
ま
で
や
っ
て
お
く
。
ハ
蟻
川
)

流
れ
か
ん
ち
ょ
う
産
婦
が
死
ん
だ
と
き
は
、
産
婦
は
血
で
ケ
ガ
レ
て
い

る
た
め
に
す
ぐ
に
は
成
仏
で
き
ず
、
極
楽
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
の
で
、
葬
式
の
日
に
竹
竿
に
赤
い
布
を
つ
る
し
、
ヒ
シ
ャ
ク
を
も
っ
て

川
原
へ
持
っ
て
行
き
、
大
ぜ
い
の
人
に
水
を
か
け
て
も
ら
う
。
布
の
赤
い

色
が
さ
め
る
ハ
あ
せ
る
〉
と
血
の
ケ
ガ
レ
が
清
め
ら
れ
て
成
仏
で
き
る
と

俗民

い
わ
れ
る
。
産
婦
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
子
ど
も
は
外
に
出
し
て
や
る
の

が
本
当
だ
と
い
う
。
ハ
五
反
田
)

オ
ガ
ン
シ
ヨ
パ
タ
シ
送
り
出
さ
れ
た
仏
が
ケ
エ
ド
を
出
る
と
、
仏
の
身

内
の
者
が
、
仏
の
生
前
着
て
い
た
着
物
を
一
枚
持
ち
出
し
て
縁
側
で
さ
か

さ
に
ふ
り
な
が
ら
、
「
イ
ッ
セ
エ
ノ
オ
ガ
ン
シ
ョ
パ
タ
シ
デ
ガ
ン
ス
」
と

唱
え
る
。
こ
れ
を
や
る
の
は
身
内
の
者
に
限
ら
れ
て
い
る
が
、
死
者
が
生

前
、
い
ろ
い
ろ
の
オ
ガ
ン
シ
ョ
を
か
け
て
い
た
の
を
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
「
仏
が
浮
か
ば
れ
な
い
」
の
で
や
る
と
い
う
。
ハ
五
反
田
〉

掃
き
出
す
出
棺
が
す
む
と
あ
と
に
残
っ
た
者
が
草
刈
り
か
ご
を
座
敷
に

入
れ
て
、
家
の
中
の
ご
み
と
一
緒
に
掃
き
出
す
こ
と
を
す
る
。
こ
う
し
て

か
ら
か
ま
ど
や
い
ろ
り
の
火
を
清
め
る
。
ハ
栃
窪
〉

き
よ
め
墓
地
か
ら
帰
っ
た
者
は
、
玄
関
に
出
さ
れ
た
立
臼
を
使
っ
て
塩

を
ま
き
、
た
ら
い
を
置
い
て
手
足
を
清
め
た
。
今
は
半
紙
に
臼
の
絵
を
か

い
て
塩
で
清
め
て
い
る
。
ハ
栃
窪
〉

立
臼
を
と
ぷ
ぐ
ち
ハ
玄
関
〉
に
こ
ろ
が
し
出
す
役
目
は
、
お
寺
の
坊
さ

ん
を
額
み
に
行
っ
た
人
に
な
る
。
こ
の
人
は
野
辺
お
く
り
を
し
な
く
と
も

よ
い
と
い
う
。
ハ
反
下
)

石
仏
の
い
た
部
屋
で
、
納
棺
し
た
あ
と
四
十
九
日
ま
で
は
石
を
置
く
。

そ
の
聞
は
仏
が
来
て
こ
れ
を
な
ぜ
る
と
い
い
、
四
十
九
日
が
す
む
と
石
を

置
い
た
人
が
片
ず
け
る
。
(
蟻
川
〉

き
よ
め
仏
を
送
り
出
す
と
、
神
棚
や
そ
の
他
の
神
々
へ
笹
の
葉
を
上
げ

た
も
の
を
お
ろ
す
が
、
こ
の
と
き
に
は
年
中
政
い
の
お
札
を
も
っ
て
、
塩

を
ま
い
て
外
す
。
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こ
う
し
た
あ
と
、
炉
や
カ
マ
ド
を
清
め
る
。
火
を
き
よ
め
る
に
は
、
チ

ョ
ッ
ペ
シ
ハ
サ
ン
ダ
ワ
ラ
〉
の
上
に
火
や
灰
を
と
っ
て
塩
を
ま
い
て
、
こ

れ
を
ケ
エ
ド
に
送
り
出
す
。
夏
場
で
チ

s
v
ベ
シ
が
な
い
と
き
な
ど
は
、

麦
わ
ら
で
つ
く
っ
た
も
の
で
も
よ
く
、
オ
キ
で
チ
ョ
ッ
ベ
シ
が
焦
げ
る
方

が
良
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
年
中
政
い
の
ゴ
ヘ
イ
は
チ
ョ
ッ
ベ
シ
の
中
央

に
立
て
て
お
く
。
火
を
き
よ
め
る
こ
と
は
、
不
幸
の
あ
っ
た
家
だ
け
で
な

く
、
親
せ
き
や
、
組
内
の
家
で
も
や
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
チ
ョ
ッ
ベ

シ
を
使
う
の
は
伊
参
の
全
地
区
で
み
ら
れ
る
が
、
岩
本
上
組
で
は
チ
ヨ
ツ

人の一生

火をきよめたチョッベシ

第七章

ベ
シ
を
使
わ
ず
、
ボ
ー
ル
紙
の
よ
う
な
厚
紙
や
、
板
切
れ
な
ど
に
灰
を
と

り
、
葬
式
の
と
き
に
つ
く
っ
た
ゴ
ヘ
イ
で
き
よ
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

(
伊
参
〉

不
幸
つ
づ
き
の
と
き
の
ま
じ
な
い
同
じ
家
で
一
年
に
二
度
も
不
幸
が
続

く
と
、
槌
ハ
わ
ら
た
た
き
槌
)
と
ホ
l
キ
を
ツ
ル
ベ
ハ
結
び
つ
け
)
、
仏
の

出
棺
と
一
緒
に
な
わ
で
引
っ
ぱ
り
出
す
。
二
度
あ
る
こ
と
は
三
度
あ
る
と

い
わ
れ
る
か
ら
、
こ
れ
で
三
度
に
な
る
の
で
「
モ
ウ
オ
シ
マ
イ
〆
」
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
ハ
伊
参
)

コ
レ
ッ
キ
リ
位
牌
は
、
す
べ
て
桐
で
つ
く
る
。
不
幸
は
コ
レ
ッ
キ
リ
で

終
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
か
ら
桐
を
使
う
。
(
蟻
川
)

お
寺
参
り
野
辺
の
送
り
が
す
む
と
和
尚
も
帰
る
。
そ
の
後
で
お
寺
参
り

と
な
る
。
こ
れ
に
は
チ
カ
シ
イ
親
類
ハ
近
親
〉
の
者
だ
け
が
行
き
、
お
布

施
を
上
げ
、
本
堂
で
拝
ん
で
も
ら
う
。
お
寺
参
り
に
行
っ
た
者
は
、
そ
の

帰
り
に
「
お
寺
参
り
の
お
み
や
げ
」
を
買
っ
て
来
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
お
菓
子
や
タ
パ
コ
な
ど
で
、
家
に
よ
っ
て
買
っ
て
来
る
量

や
品
物
も
変
わ
っ
て
い
る
が
、
帰
っ
て
来
る
と
、
組
の
者
、
ホ
l
パ
イ
、

身
内
の
者
た
ち
に
お
み
や
げ
と
し
て
く
ば
ら
れ
る
。
タ
バ
コ
な
ど
は
、
箱

ご
と
配
る
と
き
も
、
分
け
て
や
る
と
き
も
あ
る
。
(
五
反
田
)

葬
式
の
あ
と
お
寺
参
り
に
行
く
と
、
帰
り
に
町
へ
出
た
と
き
に
キ
ヨ
メ

と
い
っ
て
酒
を
飲
ん
で
来
る
。
お
寺
参
り
の
お
み
や
げ
は
買
っ
て
来
な

い
。
ハ
栃
窪
)

香
実
人
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
葬
式
の
際
に
組
の
者
、
親
類
縁
者
、
友

人
な
ど
が
金
品
を
贈
る
が
、
こ
れ
を
こ
う
で
ん
ハ
番
実
〉
と
い
う
。
金
額
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民俗誌

や
品
物
に
は
土
地
に
よ
る
も
が
い
も
あ
る
が
、
組
内
に
は
だ
い
た
い
申
し

合
わ
せ
た
金
額
が
あ
り
、
親
族
の
場
合
は
村
人
よ
り
高
額
に
な
る
。
ま
た

親
族
の
場
合
に
は
ハ
タ
ハ
弔
旗
と
い
っ
て
布
自
主
巻
〉
を
ダ
イ

2
6
に

し
て
香
実
を
の
せ
て
出
す
。
ふ
つ
う
の
場
合
に
は
ダ
イ
は
っ
け
な
い
。

香
実
は
、
ホ
l
ベ
エ
や
組
内
の
者
が
チ
ョ
ウ
ツ
ケ
ハ
帳
付
け
|
|
会
計

担
当
〉
と
な
っ
て
い
て
、
受
け
付
け
て
記
帳
す
る
。
香
実
帳
は
、
半
紙
を

長
く
二
つ
折
り
に
し
、
折
り
目
を
向
う
側
に
し
て
黒
の
水
引
き
で
綴
じ

る
。
野
辺
送
り
で
野
天
で
記
帳
し
た
場
合
に
も
風
に
じ
ゃ
ま
さ
れ
ず
に
で

き
る
こ
と
か
ら
こ
う
し
た
わ
け
で
あ
る
。
ハ
伊
参
〉

品
目
は
、
あ
と
と
り
の
と
こ
ろ
だ
け
で
な
く
、
仏
の
子
ど
も
た
ち
に
も
全

部
包
ん
だ
の
で
、
香
で
ん
の
帳
面
も
子
ど
も
た
ち
の
数
だ
け
つ
く
っ
た
。

額
は
、
あ
と
と
り
と
、
他
の
兄
弟
の
分
と
で
は
若
干
の
差
を
つ
け
た
。
戦

争
前
に
新
生
活
運
動
で
こ
う
し
た
こ
と
も
や
ら
な
く
な
っ
た
。
学
齢
前
の

子
ど
も
の
場
合
に
は
、
香
で
ん
は
包
ま
な
い
。
ハ
伊
勢
町
〉

エ
ン
シ
ン
仏
の
子
ど
も
へ
の
見
舞
|
|
香
典
は
エ
ン
シ
ン
と
い
い
、
施

主
よ
り
も
兄
弟
た
ち
ハ
仏
の
子
ど
も
〉
の
方
が
費
用
が
か
か
る
と
と
も
あ

り
、
親
せ
き
が
子
ど
も
の
と
こ
ろ
へ
全
部
見
舞
い
を
お
く
つ
た
。
(
栃
窪
〉

一
般
に
番
実
は
、
施
主
ド
あ
て
て
も
っ
て
来
る
も
の
で
あ
る
が
、
昭
和

の
初
ご
ろ
ま
で
は
、
カ
タ
ク
や
る
家
で
は
施
主
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、

死
者
の
子
ど
も
た
ち
の
す
べ
て
に
あ
て
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
て
た
名
前
を

書
い
た
香
集
を
別
々
に
用
意
し
て
来
て
出
し
た
。
だ
か
ら
、
帳
付
け
で

は
、
帳
面
を
別
々
に
つ
く
っ
て
お
い
て
受
付
け
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
現

在
で
も
そ
う
す
る
人
が
あ
り
、
こ
の
と
き
に
は
、
施
主
や
兄
弟
た
ち
に
受

け
る
か
ど
う
か
開
い
て
み
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
断
わ
る
例
が
多
い
。

エ
ン
シ
ン
を
受
け
た
時
に
は
、
エ
ン
シ
ン
プ
ル
マ
イ
と
い
う
の
を
す
る
。

そ
れ
は
、
香
集
を
も
ら
っ
た
者
が
そ
れ
ぞ
れ
葬
式
を
出
し
た
こ
と
と
同
じ

こ
と
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
ヒ
キ
モ

γ
も
施
主
と
は
別
に
二
重
、
三
重
に

出
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
の
ヒ
キ
モ
ン
は
施
主
と
同
じ
で
も
よ
く
、

ま
た
別
の
も
の
に
し
て
も
か
ま
わ
な
い
が
、
や
や
軽
い
も
の
に
な
る
。

ハ
五
反
田
〉

葬
式
ま
ん
じ
ゅ
う
新
生
活
運
動
の
前
は
、
会
葬
者
に
は
み
ん
な
お
膳
で

食
事
を
出
し
た
も
の
で
、
そ
の
前
に
オ
マ
ン
ハ
ま
ん
じ
ゅ
う
)
を
盆
に
の

せ
て
出
し
た
の
で
、
こ
れ
を
も
ら
っ
て
来
る
の
が
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
み

で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
が
略
さ
れ
て
、
お
膳
に
座
ら
な
く
な
る
と
、
一
軒
に

一
折
の
オ
マ
ン
だ
け
と
な
り
、
マ
ン
ジ
ュ
ウ
と
お
茶
と
風
百
敷
と
い
う
引

き
も
ん
に
な
っ
た
。
り
伊
勢
町
〉

ヒ
キ
モ
ン
香
実
を
帳
付
け
に
出
し
て
葬
儀
に
参
加
し
た
者
に
は
、
施
主

か
ら
昼
食
ハ
以
前
は
む
す
び
を
出
し
た
が
、
ず
っ
と
昔
は
お
膳
で
出
し

た
J
と
ヒ
キ
モ
ン
が
出
さ
れ
る
。
ヒ
キ
モ
ン
は
マ
ン
ジ
ュ
ウ
と
お
茶
、
布

な
ど
が
多
い
。
新
生
活
運
動
で
最
近
は
変
わ
っ
て
来
て
い
る
。
ハ
蟻
川
〉

葬
式
の
費
用
式
の
と
き
の
食
物
な
ど
は
施
主
が
負
担
す
る
が
、
他
の
諸

費
用
は
、
ヒ
キ
モ

γ
や
仏
具
、
お
寺
へ
の
お
布
施
を
含
め
て
計
算
し
、
番

実
と
の
収
支
の
状
況
に
よ
っ
て
親
族
が
負
担
す
る
こ
と
が
あ
る
。
親
の
葬

式
の
と
き
は
子
ど
も
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
件
を
み
な
が
ら
出
し
合
う

こ
と
も
多
く
み
ら
れ
る
。
ハ
伊
参
〉

費
用
の
分
担
葬
式
の
費
用
は
、
施
主
で
あ
る
長
男
だ
け
の
負
担
で
な
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人の一生

く
、
他
の
弟
妹
た
ち
も
分
担
す
る
の
が
古
い
形
で
、
昔
は
組
の
者
が
立
ち

会
っ
て
、
生
活
状
態
を
み
て
分
担
を
き
め
、
こ
れ
を
負
担
し
て
も
ら
っ
た
。

殿
界
戸
は
そ
う
し
な
い
で
、
兄
弟
ど
う
し
で
相
談
し
て
や
る
。
ハ
四
万
〉

昔
は
葬
式
の
費
用
は
子
ど
も
た
ち
が
分
担
し
て
出
し
た
。
組
の
人
が
割

り
ふ
り
を
し
て
や
り
、
こ
れ
が
す
ま
な
い
と
位
牌
を
分
け
た
り
し
な
か
っ

た。葬
式
の
指
図
葬
式
に
つ
い
て
は
、
や
り
方
や
そ
の
費
用
は
組
の
者
が
設

計
し
て
、
葬
儀
の
た
め
の
つ
く
り
物
も
、
お
客
の
た
め
の
料
理
の
材
料
も

引
出
物
そ
の
他
の
一
切
に
つ
い
て
そ
の
権
限
を
も
ち
、
収
入
、
支
出
の
ま

と
め
を
し
て
、
こ
れ
を
仏
の
子
ど
も
た
ち
兄
弟
に
割
り
当
て
る
こ
と
ま
で

や
っ
て
ま
と
め
た
。
菱
式
の
か
か
り
ハ
経
費
〉
の
こ
と
を
ヒ
ノ
ウ
エ
ノ
カ

カ
リ
と
い
っ
た
。
(
四
万
〉

お
念
仏
葬
式
後
、
ホ
l
ベ
エ
組
が
や
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ホ
l
ベ

エ
は
、
こ
こ
で
は
下
組
の
不
幸
の
と
き
は
上
組
の
者
が
や
り
、
上
組
の
不

幸
の
と
き
は
下
組
の
テ
イ
が
や
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
。

部
屋
の
中
に
「
十
三
仏
」
の
図
を
か
け
て
唱
え
る
が
、
カ
ネ
や
木
魚
な

ど
は
使
わ
な
い
。
念
仏
は
「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
プ
ツ
」
と
「
十
三
仏
」
を
唱
え

る
。
一
時
若
い
者
が
お
念
仏
を
い
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
一
度

な
ど
は
み
ん
な
で
座
っ
た
き
り
で
困
っ
て
「
ダ
マ
り
ネ
ン
プ
ツ
」
を
し
た

こ
と
も
あ
る
。
最
近
は
「
般
若
心
経
」
や
「
観
音
経
」
を
習
っ
て
、
そ
の

半
分
ぐ
ら
い
を
や
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ネ
ン
プ
ツ
ダ
マ
は
こ
わ
め
し
で
、
座
敷
の
方
に
は
皿
に
盛
っ
て
出
す

が
、
お
勝
手
の
方
で
も
ム
ス
ピ
を
つ
く
っ
て
、
ひ
と
つ
ず
つ
く
れ
る
。

第七章

ハ
大
道
〉

ず
っ
と
古
い
昔
か
ら
続
い
て
来
た
と
い
わ
れ
、
ホ
l
パ
イ
の
オ
ト
コ
ジ

ョ
が
葬
式
の
夜
や
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
お
念
仏
は
、
祭
壇
に
向
か
っ

て
一
番
前
に
音
頭
と
り
が
座
り
、
そ
の
わ
き
に
木
魚
を
た
た
く
人
と
、
ヵ

ネ
を
た
た
く
人
と
が
座
り
、
そ
の
後
に
ホ
l
バ
イ
と
身
内
の
者
が
席
を
と

る
。
お
念
仏
の
は
じ
め
は
音
頭
と
り
が
経
文
の
「
は
じ
め
の
こ
と
ば
」
を

唱
え
、
そ
の
後
に
つ
い
て
唱
え
ら
れ
る
。
お
念
仏
は
三
つ
あ
る
。
「
十
三

仏
」
「
カ
ケ
ネ
γ
プ
ツ
」
「
ヒ
ャ
ク
マ

γ
ベ
ン
」
で
あ
る
が
、
最
初
の
十

三
仏
の
唱
名
は
「
不
動
、
釈
迦
、
文
珠
、
普
賢
、
地
蔵
、
弥
勤
、
薬
師
、

観
音
、
勢
至
、
阿
弥
陀
-
阿
し
ゅ
く
、
大
目
、
虚
空
蔵
、
南
無
阿
弥
陀
仏
、

南
無
阿
弥
陀
ハ
仏
と
で
あ
り
、
こ
れ
を
十
三
回
く
り
か
え
す
の
で
十
三
仏

と
い
う
。
ヒ
ャ
ク
マ
ン
ベ
ン
ハ
百
万
遍
〉
は
「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
プ
ツ
」
を
線

有
か
一
本
終
る
ぐ
ら
い
長
い
間
唱
え
続
け
る
。
ハ
五
反
田
)

念
仏
葬
式
の
と
き
は
、
十
三
仏
の
念
仏
を
す
る
。
も
と
は
音
頭
を
と
れ

る
年
よ
り
が
い
た
が
、
最
近
は
そ
う
し
た
人
が
い
な
く
な
っ
た
の
で
、
年

長
者
が
し
か
た
な
し
に
音
頭
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
念
仏
の
と
き

は
、
ネ
γ
プ
ツ
ダ
マ
と
し
て
ア
ズ
キ
ガ
ユ
が
出
る
こ
と
に
き
ま
っ
て
い

る
。
ハ
折
田
〉

お
念
仏
玉
キ
ヨ
メ
の
酒
が
終
り
に
な
る
こ
ろ
、
ミ
ソ
な
ど
を
ぬ
っ
た
小

さ
い
オ
ニ
ギ
リ
が
皿
に
山
盛
り
に
し
て
出
さ
れ
る
。
こ
れ
を
オ
ネ
ン
プ
ツ

ダ
マ
ハ
お
念
仏
玉
〉
と
い
い
、
と
れ
を
食
べ
な
い
と
ナ
カ
マ
ハ
ズ
レ
に
な

る
と
い
う
の
で
無
理
に
も
食
べ
さ
せ
ら
れ
る
が
、
特
に
若
い
者
に
は
オ
シ

イ
ハ
無
理
強
い
〉
が
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
、
葬
式
の
後
で
、
し
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誌

か
も
キ
ヨ
メ
の
酒
が
入
っ
て
い
る
と
き
で
も
あ
る
の
で
大
変
な
苦
し
み
に

も
な
る
。
ハ
五
反
田
〉

キ
ヨ
メ
の
酒
野
辺
の
送
り
が
す
ん
だ
後
で
キ
ヨ
メ
が
あ
る
が
、
こ
の
時

ム
コ
た
ち
は
一
升
ず
つ
酒
を
買
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
貰
い
っ
ぷ

り
で
婿
た
ち
の
評
価
が
き
ま
る
。
ハ
大
塚
)

葬
式
の
す
ん
だ
後
で
、
世
話
に
な
っ
た
組
の
人
た
ち
ゃ
ホ
l
ベ
エ
の
人

た
ち
に
キ
ヨ
メ
の
酒
を
出
し
て
労
を
ね
ぎ
ら
う
。
キ
ヨ
メ
の
酒
は
、
死
者

の
近
親
者
、
特
に
ム
コ
デ
エ
(
婿
達
。
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

て
、
こ
の
酒
の
買
い
方
で
婿
の
評
価
が
さ
れ
る
と
も
い
う
。
キ
ヨ
メ
の
接

待
も
婿
達
を
含
め
た
家
族
た
ち
が
中
心
で
や
る
。
ハ
蟻
川
〉

お
念
仏
の
終
っ
た
と
こ
ろ
で
施
主
か
ら
「
ア
イ
サ
ツ
」
が
あ
り
、
そ
こ

で
キ
ヨ
メ
と
な
る
。
キ
ヨ
メ
の
酒
は
ム
コ
達
が
買
う
こ
と
に
な
っ
て
い

て
、
現
在
で
は
兄
弟
や
ム
コ
逮
が
ま
と
め
て
買
う
の
で
と
か
く
の
問
題
は

な
い
が
、
昔
は
別
々
に
買
っ
た
の
で
こ
の
と
き
の
酒
の
量
に
よ
っ
て
ム
コ

の
品
さ
だ
め
が
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
〈
五
反
田
〉

嫁
へ
の
お
礼
葬
式
が
終
っ
た
後
、
家
の
嫁
ハ
あ
と
と
り
の
嫁
〉
に
は
、

死
者
の
子
ど
も
た
ち
が
「
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
の
で
、
か
ん

た
ん
な
お
礼
を
す
る
。
(
大
塚
)

女
衆
へ
の
お
礼
き
よ
め
が
終
っ
た
後
で
、
死
者
の
娘
た
ち
は
葬
式
を
手

伝
っ
て
く
れ
た
近
所
の
女
衆
に
お
礼
を
す
る
。
ま
ん
じ
ゅ
う
二
個
ず
っ
と

靴
下
一
足
と
い
う
程
度
の
こ
と
で
よ
い
。
ハ
大
塚
〉

ご
く
ろ
う
ぷ
る
ま
い
葬
儀
の
翌
日
、
手
伝
っ
て
く
れ
た
女
衆
を
招
い
で

す
し
ゃ
酒
な
ど
で
接
待
す
る
。
こ
の
接
待
は
家
族
や
娘
、
嫁
た
ち
が
す

民俗

る
。
ハ
大
塚
)

ふ
と
ん
の
洗
た
く
葬
式
後
一
週
間
ほ
ど
の
聞
に
、
死
者
の
娘
た
ち
は
生

前
親
が
着
て
い
た
ふ
と
ん
の
洗
た
く
を
す
る
。
ふ
と
ん
は
そ
れ
ま
で
は
隅

の
方
の
目
立
た
な
い
と
こ
ろ
に
置
か
れ
、
洗
っ
て
か
ら
出
す
も
の
と
い

う
。
ハ
大
塚
〉

葬
礼
関
係
の
俗
信
葬
式
の
と
き
、
仏
様
を
お
く
り
な
が
ら
、
子
ど
も
が

こ
ろ
ぷ
と
死
人
の
枕
に
な
る
と
い
う
。

葬
式
を
出
す
と
き
に
は
、
ウ
マ
と
か
ウ
シ
を
鳴
か
せ
る
な
と
い
う
。
つ

ぎ
の
人
ハ
死
人
)
が
ま
た
で
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
に
、
ゥ

マ
や
ウ
シ
に
は
た
く
さ
ん
え
さ
を
く
れ
て
お
け
と
い
う
。

新
し
い
は
き
も
の
は
、
座
敷
か
ら
は
き
お
ろ
す
も
の
で
は
な
い
。

来
客
が
あ
っ
た
場
合
、
帰
っ
た
あ
と
す
ぐ
掃
き
出
す
も
の
で
は
な
い
。

こ
れ
は
出
棺
の
あ
と
す
ぐ
掃
き
出
す
の
と
同
じ
だ
か
ら
。
ハ
う
ち
の
者
が

外
出
し
た
あ
と
も
同
様
〉

た
つ
ぜ
ん
に
す
る
な
。
死
人
の
膳
と
同
じ
だ
か
ら
。

一
本
箸
で
飯
を
食
べ
る
も
の
で
は
な
い
。
北
枕
に
寝
る
も
の
で
は
な

い
。
妊
娠
し
た
者
が
葬
式
を
み
る
も
の
で
は
な
い
。
生
ま
れ
る
子
ど
も
に

あ
ざ
が
で
き
る
と
い
う
。
近
親
者
の
葬
式
な
ど
、
ど
う
し
て
も
立
あ
わ
な

い
と
い
け
な
い
場
合
に
は
、
鏡
を
ふ
と
こ
ろ
に
入
れ
て
お
く
も
の
と
い

う
。
ハ
反
下
)

カ
シ
ャ
昔
、
江
戸
時
代
の
末
ご
ろ
か
明
治
の
初
ご
ろ
の
話
と
い
う
が
、

蟻
川
で
お
葬
式
が
あ
っ
た
と
き
の
こ
と
、
仏
の
着
て
い
た
着
物
が
ナ
ジ
ラ

ク
山
ハ
中
之
条
町
の
東
部
の
山
)
の
頂
上
に
か
か
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
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と
い
う
。
こ
れ
は
カ
シ
ャ
の
し
わ
ざ
だ
っ
た
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
明
治
の
末
ご
ろ
、
蟻
川
の
大
倉
岳
の
男
と
字
原
野
の
女
と
が
赤
坂
川

に
と
び
こ
ん
で
心
中
し
て
死
ん
だ
と
き
、
ど
ん
ぼ
う
坂
に
埋
め
た
こ
と
が

あ
る
。
こ
の
葬
式
の
と
き
、
北
と
南
か
ら
出
発
し
た
葬
列
が
出
会
っ
た
と

思
っ
た
と
た
ん
、
急
に
夕
立
雨
が
降
っ
て
来
た
。
こ
れ
を
見
た
和
尚
は
、

「
そ
れ
カ
シ
ャ
が
出
た
」
と
い
っ
て
自
分
の
着
て
い
た
ケ
サ
を
脱
い
で
急

い
で
棺
に
か
け
た
の
で
何
事
も
な
く
す
ん
だ
、
と
語
り
続
け
ら
れ
て
い

る
。
ハ
蟻
川
〉

2 

位

牌

第七章人の一生

位
牌
渡
し
思
明
け
|
|
三
十
五
日
と
か
四
十
九
日
ま
で
は
、
新
仏
と
し

て
位
牌
は
祭
檀
に
飾
っ
て
お
き
、
思
明
け
が
す
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
子
ど
も

た
ち
が
そ
ろ
っ
て
も
ら
い
、
一
緒
に
別
れ
て
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
は
、
形
身
を
も
ら
う
と
か
何
と
か
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
別
々
で
は
も

め
事
が
お
こ
る
の
で
「
一
緒
に
立
つ
も
の
」
と
さ
れ
、
仏
の
前
に
供
え
ら

れ
た
も
の
を
分
け
て
も
ら
っ
て
一
斉
に
帰
っ
た
。
現
在
は
葬
式
の
日
に
も

ら
っ
て
行
く
。
ハ
伊
勢
町
〉

西
中
之
条
で
は
、
位
牌
分
け
は
、
組
の
人
た
ち
が
立
会
い
で
や
る
。
こ

の
と
き
に
は
相
続
の
こ
と
ま
で
も
組
の
人
た
ち
が
協
議
に
の
り
、
子
ど
も

た
ち
の
相
続
権
放
棄
に
つ
い
て
も
や
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
確
認
す
る
。
こ

う
し
て
第
三
者
の
い
る
席
で
近
親
者
が
約
束
し
た
こ
と
が
そ
の
後
の
相
続

の
手
続
き
や
何
か
が
か
ん
た
ん
に
す
み
、
絶
対
に
も
め
る
よ
う
な
こ
と
は

な
く
な
る
こ
と
に
な
る
。
ハ
西
中
之
条
〉

位
牌
は
、
人
に
な
っ
た
者
に
だ
け
つ
く
っ
て
渡
す
も
の
で
、
組
の
人
が

葬
式
の
勘
定
か
ら
何
か
ら
何
ま
で
み
ん
な
き
れ
い
に
ま
と
め
て
施
主
に
や

り
、
こ
れ
が
終
っ
て
か
ら
位
牌
を
渡
し
、
組
の
人
が
門
ま
で
送
り
出
し

た
。
こ
の
後
な
ら
戻
っ
て
泊
っ
て
も
よ
い
と
い
う
。
位
牌
を
も
ら
っ
た
人

は
一
斉
に
帰
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ふ
だ
ん
の
時
は
総
立
ち
に
す

る
も
の
で
は
な
い
と
い
わ
れ
る
。
位
牌
に
は
、
米
一
升
を
三
角
の
布
袋
に

入
れ
て
一
緒
に
つ
け
て
や
る
。
こ
れ
は
四
十
九
日
の
間
毎
日
供
え
る
分
と

い
わ
れ
る
。
位
牌
は
ふ
ろ
し
き
に
包
ん
で
持
ち
、
縁
側
か
ら
出
る
の
が
き

ま
り
で
、
近
所
の
人
に
送
ら
れ
て
ケ
エ
ド
ウ
ま
で
出
て
か
ら
再
び
も
ど
っ

て
泊
っ
た
り
し
た
。
ハ
折
田
〉

位
牌
分
け
葬
礼
が
終
り
、
キ
ヨ
メ
が
す
む
と
施
主
が
大
き
い
順
に
位
牌

を
渡
し
た
。
位
牌
を
も
ら
っ
た
者
は
縁
側
か
ら
出
て
帰
っ
た
。
昔
は
、
位

牌
を
も
ら
っ
た
人
を
組
の
人
た
ち
が
み
ん
な
で
送
り
出
し
た
も
の
で
あ

る。
も
ら
っ
て
行
っ
た
位
牌
は
ご
先
祖
さ
ん
と
し
て
は
客
仏
に
な
る
も
の
だ

が
、
近
所
の
人
な
ど
は
、
そ
こ
へ
香
で
ん
を
包
ん
で
行
っ
て
お
参
り
し

た
。
来
て
く
れ
た
人
に
は
料
理
な
ど
を
出
し
て
振
舞
っ
た
。
(
四
万
〉

位
牌
渡
し
葬
式
の
あ
と
で
施
主
が
大
き
い
順
に
一
人
一
人
に
渡
す
。
位

牌
に
米
を
そ
え
る
が
、
こ
れ
は
七
日
七
日
に
進
ぜ
て
も
ら
う
た
め
で
、
量

に
は
き
ま
り
は
な
い
。
位
牌
は
「
背
負
い
出
し
」
と
い
っ
て
、
ふ
ろ
し
き
包

み
に
し
て
背
負
わ
し
て
や
り
、
縁
側
か
ら
送
り
出
し
て
、
三
本
辻
ま
で
送

っ
て
や
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
ま
た
戻
っ
て
来
て
、
タ
ミ
の
人
の
接
待
を

し
て
最
後
ま
で
や
る
の
が
例
に
な
っ
て
い
る
。
〈
寺
社
原
〉
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誌

葬
式
が
終
り
、
十
三
仏
さ
ま
の
念
仏
も
す
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
葬
式
の
費

用
に
つ
い
て
村
の
人
が
計
算
し
、
子
ど
も
た
ち
に
割
り
当
て
を
し
た
。
子

ど
も
や
婿
が
葬
式
の
費
用
を
払
う
の
が
つ
と
め
だ
っ
た
。
こ
れ
を
払
う
と

位
は
い
わ
た
し
に
な
っ
た
。
位
は
い
渡
し
に
は
組
の
者
が
立
ち
会
い
、
世

話
役
が
指
図
し
て
行
う
。
位
は
い
の
外
に
、
米
を
ニ
升
ほ
ど
ハ
三
升
で
も

よ
い
〉
と
、
ア
プ
ラ
グ
を
何
枚
か
つ
け
て
渡
す
。
米
は
、
四
十
九
日
の
聞

は
、
タ
キ
バ
ツ
を
上
げ
る
た
め
で
あ
り
、
ア
プ
ラ
ゲ
は
エ
ン
ジ
ン
を
す
る

た
め
に
つ
け
る
。
位
は
い
を
も
ら
っ
た
者
は
、
位
は
い
を
向
う
に
向
け
て

持
っ
て
、
縁
側
か
ら
出
て
、
組
の
人
た
ち
に
送
り
出
さ
れ
て
三
本
辻
ま
で

行
き
、
こ
こ
で
挨
拶
を
し
て
、
近
い
人
は
そ
の
ま
ま
帰
る
。
遠
く
の
者

で
、
都
合
の
悪
い
者
は
三
本
辻
か
ら
戻
っ
て
来
て
泊
る
こ
と
は
差
支
え
な

い
。
し
か
し
、
縁
側
か
ら
一
一
一
本
辻
ま
で
行
く
聞
は
、
後
を
ふ
り
返
っ
て
は

な
ら
な
い
も
の
と
い
わ
れ
て
い
た
。
(
岩
本
〉

五
反
田
嵩
山
で
は
、
葬
式
後
、
死
者
の
子
ど
も
た
ち
に
位
牌
を
渡
す
こ

と
に
な
る
が
、
仏
の
着
物
を
縫
っ
た
と
き
に
一
緒
に
サ
ラ
シ
の
布
で
袋
を

つ
く
っ
て
お
き
、
と
の
袋
に
米
一
升
、
だ
ん
ご
の
粉
一
升
を
別

A

に
入

れ
、
供
物
の
果
物
な
ど
に
ユ
ズ
ロ
ハ
カ
タ
ミ
)
を
添
え
て
位
牌
が
渡
さ
れ

る
。
こ
の
と
き
は
、
組
の
オ
ト
コ
シ
ョ
は
部
屋
の
左
側
に
、
位
牌
を
も
ら

う
子
ど
も
衆
は
右
側
に
並
ん
で
座
り
、
世
話
人
が
「
こ
れ
が
カ
タ
ミ
で

す
」
と
い
っ
て
一
人
ず
つ
手
渡
す
。
も
ら
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
組
の
人

や
施
主
の
家
族
た
ち
に
あ
い
さ
つ
を
し
て
帰
る
。
こ
の
と
き
に
は
組
の
者

は
手
伝
い
に
来
て
い
る
人
も
一
緒
に
な
っ
て
ケ
エ
ド
ま
で
送
り
出
す
。
遠

く
て
そ
の
日
は
泊
る
こ
と
に
し
て
い
る
者
で
も
、
一
度
は
送
り
出
さ
れ
て

民俗

か
ら
戻
っ
て
来
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
位
牌
に
米
や

粉
、
供
物
な
ど
を
つ
け
て
渡
す
の
は
、
位
牌
を
も
ら
っ
て
帰
っ
て
も
、
す

ぐ
に
仏
へ
進
ぜ
る
も
の
が
な
い
と
困
る
か
ら
、
進
ぜ
て
も
ら
う
分
と
し
て

や
る
も
の
だ
と
い
う
。
ハ
五
反
田
〉

オ
ネ
ン
プ
ツ
の
前
に
会
計
を
す
ま
せ
て
か
ら
お
位
牌
渡
し
が
行
な
わ
れ

る
。
先
ず
組
の
人
た
ち
が
葬
式
の
費
用
の
会
計
の
決
算
を
し
て
か
ら
、
施

主
に
「
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
ま
す
か
」
と
お
伺
い
を
た
て
、
施
主
か
ら

「
ス
ケ
テ
ハ
費
用
を
分
担
し
て
〉
ほ
し
い
」
と
い
う
希
望
が
あ
る
と
位
牌

を
も
ら
っ
て
行
く
者
ハ
施
主
の
兄
弟
衆
)
か
ら
シ
ン
ゼ
テ
も
ら
う
ハ
テ
〆

ス
ケ
し
て
も
ら
う
〉
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
組
の
人
た
ち
は
兄

弟
姉
妹
の
一
人
一
人
に
金
額
を
割
り
当
て
て
、
立
ち
会
い
の
も
と
に
テ
グ

ス
ケ
し
て
も
ら
う
。
テ
ダ
ス
ケ
は
戦
後
に
な
っ
て
減
る
傾
向
に
あ
る
が
、

一
般
に
は
固
く
守
ら
れ
て
来
た
。
会
計
が
す
む
と
位
牌
渡
し
に
な
る
。
組

の
テ
イ
ハ
人
た
ち
)
と
施
主
が
片
側
に
並
び
、
位
牌
を
も
ら
う
人
は
下
座

に
席
を
と
る
。
費
用
を
ス
ケ
た
場
合
に
は
こ
の
席
で
一
人
ず
つ
金
額
が
公

表
さ
れ
る
。
そ
の
あ
と
、
「
こ
れ
か
ら
位
牌
を
渡
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
い
う
世
話
人
の
こ
と
ば
で
渡
さ
れ
る
。
お
踏
の
上
に
、
位
牌
、
カ
タ
ミ

の
品
、
米
を
入
れ
た
袋
」
を
の
せ
て
運
ぶ
、
位
牌
を
も
ら
う
人
の
前
に
差

し
出
す
と
「
あ
り
が
た
く
い
た
だ
き
ま
す
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
」
と
あ
い
さ
っ
し
て
受
け
と
る
。
米
の
袋
に
は
仏
の
戒
名
を
書
き
、
適

当
な
量
が
入
れ
て
あ
る
。
位
牌
を
受
け
と
っ
た
人
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
縁

側
か
ら
庭
に
お
り
て
、
組
の
人
た
ち
に
ケ
エ
ド
ま
で
送
り
出
さ
れ
、
そ
こ

で
挨
拶
し
て
帰
っ
て
行
く
。
泊
っ
て
行
く
人
も
同
様
の
こ
と
を
し
な
け
れ
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人の一生

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
す
む
と
組
の
人
た
ち
の
し
ご
と
は
す
べ
て
終
る
こ

と
に
な
り
、
こ
の
後
で
オ
ネ
γ
プ
ツ
と
キ
ヨ
メ
に
な
る
。
ハ
五
反
田
〉

昭
和
三
十
年
の
こ
と
、
こ
の
年
に
シ
ュ
ウ
ト
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
と

き
、
兄
弟
衆
に
位
牌
を
分
け
て
や
る
の
に
「
今
は
米
は
ど
こ
に
で
も
あ
る

し
、
米
そ
の
も
の
が
重
く
て
大
変
だ
か
ら
」
と
い
う
の
で
、
米
で
な
く
、

お
金
を
包
ん
で
位
牌
に
そ
え
て
や
っ
た
。
ハ
蟻
川
〉

位
牌
は
、
仏
の
子
ど
も
の
数
だ
け
つ
く
り
、
位
牌
を
分
け
て
も
ら
う
者

が
葬
式
の
費
用
を
分
担
し
た
。
こ
れ
が
す
む
と
位
牌
を
分
け
て
や
る
が
、

位
牌
に
は
ア
プ
ラ
ゲ
や
魚
な
ど
の
「
チ
ヨ
ッ
ト
し
た
も
の
」
を
つ
け
て
や

っ
た
。
こ
れ
は
エ
ン
シ
ン
プ
ル
マ
イ
の
肴
に
な
る
も
の
と
さ
れ
、
「
ア
プ

ラ
ゲ
の
五
枚
か
十
枚
も
残
し
て
お
い
て
や
れ
や
あ
」
と
よ
く
い
わ
れ
た
。

米
や
粉
は
っ
け
な
か
っ
た
。
位
牌
を
分
け
て
や
る
の
は
組
の
者
の
し
ご
と

で
あ
る
。
カ
タ
ミ
は
、
家
の
者
の
し
ご
と
で
、
施
主
の
考
え
で
き
ま
る
こ

と
だ
か
ら
村
の
者
は
何
も
言
え
な
い
。
位
牌
を
も
ら
っ
た
人
た
ち
を
村
の

人
た
ち
が
送
り
出
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
の
日
の
う
ち
に
帰
る
も
の
と

さ
れ
「
位
牌
は
泊
め
な
い
も
の
」
と
い
わ
れ
て
来
た
ハ
大
道
ロ

警
内
の
収
支
の
会
計
が
始
末
が
つ
く
と
子
ど
も
た
ち
に
位
時
か
渡
さ
れ

る
。
と
こ
ろ
が
組
の
世
話
や
き
の
人
た
ち
の
気
に
入
ら
な
い
と
き
、
た
と

え
ば
出
す
も
の
を
出
さ
な
か
っ
た
と
き
ゃ
、
仏
ハ
親
)
を
み
じ
め
に
し
て

来
た
と
き
な
ど
は
、
組
の
者
の
権
限
で
ハ
世
話
人
の
判
断
で
〉
位
牌
を
分

け
て
や
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
位
牌
を
分
け
て
も
ら
っ
た
と
き
は
、
そ

の
日
の
う
ち
に
家
へ
帰
っ
て
カ
エ
リ
ド
キ
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

速
く
て
帰
れ
な
い
と
き
は
、
背
中
に
位
牌
を
き
か
さ
に
さ
し
て
、
い
っ
た

第七章

ん
屋
敷
か
ら
外
へ
出
て
か
ら
、
そ
こ
で
位
牌
を
ふ
ろ
し
き
な
ど
に
包
ん
で

家
人
に
見
せ
な
い
よ
う
に
し
て
再
び
家
の
中
へ
戻
っ
て
来
て
治
る
こ
と
と

し
た
。
ハ
栃
窪
〉

位
牌
渡
し
の
儀
式
清
め
の
酒
が
終
り
、
一
応
の
き
ま
り
が
つ
い
た
と
こ

ろ
で
位
牌
渡
し
に
な
る
。
座
敷
の
上
座
に
、
位
牌
、
米
袋
、
酒
、
遺
品
な

ど
を
並
ベ
、
施
主
ハ
あ
と
と
り
〉
夫
婦
が
並
ぶ
。
こ
れ
に
対
面
す
る
席
に

位
牌
を
も
ら
う
兄
弟
た
ち
が
年
齢
順
に
、
夫
が
前
、
妻
が
後
に
な
る
よ
う

に
座
る
。
こ
こ
で
葬
儀
一
切
に
つ
い
て
差
配
を
し
て
い
た
組
の
代
表
が
、

司
会
を
し
て
、
そ
れ
に
従
っ
て
施
主
か
ら
「
五
十
日
祭
ま
で
ケ
プ
の
立
つ

よ
う
に
し
て
下
さ
い
」
ハ
神
葬
祭
の
場
合
〉
と
挨
拶
が
あ
り
、
そ
こ
で
一

人
一
人
に
位
牌
を
手
渡
す
。
位
牌
を
も
ら
う
側
は
代
表
が
「
ケ
プ
の
立
つ

よ
う
に
い
た
し
ま
す
」
と
答
え
て
か
ら
も
ら
う
。
位
牌
は
夫
に
、
米
と
酒

は
奏
の
手
に
渡
さ
れ
る
。
位
牌
を
も
ら
う
と
世
話
人
の
先
導
で
、
縁
側
か

ら
庭
に
降
り
て
、
村
人
た
ち
の
見
送
り
を
う
け
て
ケ
エ
ド
ま
で
送
り
出
さ

れ
る
が
、
こ
の
と
き
は
位
牌
を
き
か
さ
に
し
て
え
り
首
に
さ
し
ハ
か
け

て
)
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ケ
エ
ド
で
「
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
」
と
あ
い
さ
っ
し
て
、
帰
る
。
近
所
な
ら
ば
そ
の
ま
ま
帰
っ
て
も
遠
方

の
者
の
場
合
は
泊
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
そ
の
時
は
ひ
き
返
し
て

別
の
入
ロ
か
ら
入
っ
て
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

位
牌
に
は
米
一
升
ハ
粉
で
も
よ
い
)
を
線
香
代
と
し
て
つ
け
る
。
位
牌

分
け
し
て
も
ら
っ
た
位
牌
は
、
四
十
九
日
ハ
五
十
日
祭
〉
が
す
む
ま
で
は

仏
檀
に
は
入
れ
ず
、
机
を
出
し
て
そ
の
上
に
の
せ
て
供
養
を
す
る
が
、
米

は
一
度
に
炊
か
ず
、
ひ
と
つ
ま
み
ず
つ
で
も
入
れ
た
飯
を
供
え
る
こ
と
に
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誌

す
る
。
(
大
塚
〉

イ
へ
エ
(
位
牌
)
迎
え
私
が
ま
だ
子
ど
も
の
頃
、
お
や
じ
さ
ん
の
代
り

に
位
牌
迎
え
に
行
か
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
葬
式
の
当
目
だ
っ
た
か
、
あ

る
い
は
翌
目
だ
っ
た
か
忘
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
裏
の
家
の
人
と
二
人
で
、

香
実
を
包
ん
で
、
位
牌
を
も
ら
っ
て
来
る
人
を
迎
え
る
た
め
に
名
久
田
の

横
尾
ま
で
行
っ
た
。
先
方
の
家
で
キ
ヨ
メ
の
酒
も
い
た
だ
い
て
来
た
。

ち
ょ
う
ど
五
十
年
ほ
ど
前
(
大
正
の
こ
ろ
)
の
こ
と
に
な
る
。
家
に
は
エ

ン
ジ
ン
は
な
い
か
ら
そ
れ
き
り
だ
っ
た
。
(
大
道
・
塩
谷
一
松
U

私
が
嫁
い
で
間
も
な
く
、
(
昭
和
十
年
こ
ろ
〉
婚
家
で
不
幸
が
あ
っ
た

が
、
そ
の
と
き
に
は
位
牌
を
分
け
て
も
ら
う
人
の
組
の
人
が
二
人
く
ら
い

で
迎
え
に
来
た
。
こ
の
ご
ろ
で
は
そ
う
し
た
こ
と
も
な
く
な
っ
た
が
、
当

時
は
ま
だ
ず
い
ぶ
ん
あ
っ
た
よ
う
だ
つ
た
。
(
蟻
川
〉

位
牌
送
り
位
牌
を
も
ら
っ
て
行
く
者
を
、
組
の
人
な
ど
近
所
の
人
が
家

ま
で
送
っ
て
行
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
位
牌
を
も
ら
っ
た
娘
の
嫁
ぎ
先
ま
で

送
っ
て
行
っ
て
、
そ
こ
で
食
事
の
も
て
な
し
を
受
け
て
帰
っ
た
と
い
う
こ

と
も
、
昭
和
の
初
期
に
は
あ
っ
た
。
(
伊
勢
町
)

エ
ン
シ
ン
ミ
マ
イ
位
牌
を
も
ら
っ
て
来
た
家
に
対
し
て
は
、
そ
の
家
が

葬
式
を
し
た
家
の
隣
家
で
あ
っ
て
も
、
葬
式
の
翌
日
、
組
の
者
は
オ
γ
ナ

シ
ョ
が
連
れ
だ
っ
て
オ
ミ
マ
イ
に
来
て
く
れ
る
。
こ
の
ジ
ン
ギ
は
、
ウ
ド

ン
や
粉
、
米
な
ど
を
適
当
な
量
、
ま
た
は
若
干
の
金
子
を
も
っ
て
行
く
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
オ
ミ
マ
イ
は
葬
式
に
参
加
し
た
こ
と
の
有
無
は
関
係
な

く
、
親
類
縁
者
は
「
そ
の
家
に
対
す
る
オ
ミ
マ
イ
」
と
し
て
オ
ミ
マ
イ
に

来
て
く
れ
る
の
で
、
二
重
三
重
に
も
や
っ
て
来
る
。
こ
の
と
き
に
は
ヨ
ソ

俗民

村
か
ら
も
来
て
く
れ
る
か
ら
、
だ
い
た
い
中
之
条
町
全
体
に
こ
の
オ
ミ
マ

イ
(
ジ
ン
ギ
〉
が
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
る
。
オ
ミ
マ

イ
に
来
て
く
れ
た
家
に
対
し
て
は
、
三
十
五
日
や
四
十
九
日
な
ど
「
仏
を

あ
げ
る
」
ハ
位
牌
を
仏
檀
に
納
め
る
)
日
に
オ
ク
パ
り
を
す
る
。
こ
れ
は

施
主
の
や
る
の
と
は
別
で
、
オ
ミ
マ
イ
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
同
じ
も
の

で
、
多
く
は
マ
ン
ジ
ュ
ウ
を
配
っ
て
き
た
。
ハ
五
反
田
〉

シ
ュ
ウ
ト
ミ
マ
イ
イ
ハ
イ
分
け
を
し
て
も
ら
っ
て
来
る
こ
と
は
、
村
の

人
た
ち
に
は
わ
か
っ
て
い
る
の
で
、
葬
儀
の
翌
日
組
の
人
た
ち
が
お
見
舞

に
来
て
く
れ
る
。
シ
ュ
ウ
ト
ミ
マ
イ
と
い
い
、
イ
ハ
イ
を
拝
み
に
来
て
く

れ
る
わ
け
で
あ
る
。
ミ
マ
イ
に
は
、
米
と
か
粉
、
ま
た
は
御
霊
前
を
持
っ

て
来
て
く
れ
る
の
で
、
テ
ン
プ
ラ
を
つ
く
っ
た
り
し
て
相
当
の
ふ
る
ま
い

を
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
か
ん
た
ん
な
ひ
き
も
ん
も
出
す
。
ハ
大
塚
)

エ
ン
シ
ン
菅
は
、
仏
の
子
ど
も
た
ち
全
部
に
香
で
ん
を
包
ん
だ
。
だ
か

ら
帳
場
も
別
々
に
つ
く
っ
た
も
の
で
、
こ
の
と
き
は
、
施
主
以
外
の
者
は

香
で
ん
は
も
ら
っ
て
帰
っ
た
。
位
牌
を
も
ら
っ
て
帰
る
と
「
客
仏
」
へ
お

参
り
に
行
く
の
で
、
そ
の
と
き
に
お
か
え
し
を
し
た
・
も
の
で
あ
る
(
四
万
〉

エ
ン
シ
ン
ミ
マ
イ
位
牌
を
も
ら
っ
て
来
た
家
に
オ
ミ
マ
イ
を
す
る
こ
と

を
エ
ン
シ
ン
ミ
マ
イ
と
い
い
、
組
の
者
が
オ
ミ
マ
イ
に
行
っ
た
。
香
実
を

も
っ
て
葬
式
と
同
じ
よ
う
に
行
っ
た
も
の
で
、
位
牌
を
も
ら
っ
て
来
た
家

で
も
葬
式
と
同
じ
よ
う
に
や
り
、
キ
ヨ
メ
を
出
し
、
マ
ン
ジ
ュ
ウ
を
ヒ
キ

モ
ン
に
し
た
り
し
て
や
っ
た
。
位
牌
に
そ
え
て
も
ら
っ
て
来
た
ア
ブ
ラ
ゲ

な
ど
も
こ
の
と
き
使
う
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
(
大
道
)

オ
ミ
マ
イ
子
ど
も
た
ち
が
位
牌
を
も
ら
っ
て
帰
っ
て
来
る
と
そ
の
組
の
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ホ
l
ベ
エ
シ
ョ
ハ
朋
輩
衆
?
〉
は
、
当
日
ま
た
は
翌
日
、
み
ん
な
そ
ろ
っ

て
拝
み
に
来
て
く
れ
る
か
ら
、
テ
ン
プ
ラ
な
ど
を
つ
く
っ
て
用
意
し
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
拝
み
に
来
て
く
れ
た
人
に
は
お
茶
を
出
し
て
も
て

な
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ハ
五
反
田
〉

エ
ン
シ
ン
位
は
い
を
も
ら
っ
た
家
で
は
、
親
類
や
近
所
の
人
た
ち
を
招

ん
で
、
位
は
い
を
拝
ん
で
も
ら
い
、
お
ふ
る
ま
い
を
し
て
、
葬
式
の
よ
う

に
ま
ん
じ
ゅ
う
を
ひ
き
も
ん
と
し
た
り
し
た
。
招
か
れ
た
人
は
若
干
の
お

金
を
も
っ
て
行
っ
た
も
の
で
、
は
や
く
に
は
ハ
以
前
は
)
エ
ン
シ
ン
は
ど

と
の
家
で
も
や
っ
た
も
の
で
あ
る
。
(
岩
本
)

お
見
舞
位
は
い
を
も
ら
っ
て
来
る
と
、
近
所
の
人
が
お
見
舞
に
来
て
く

れ
た
。
「
お
位
は
い
が
来
た
と
い
う
か
ら
お
見
舞
に
行
く
べ
え
」
と
い
っ

て
隣
り
近
所
連
れ
立
っ
て
行
く
。
若
干
の
お
金
を
包
ん
で
行
き
、
お
線
香

を
上
げ
て
来
る
も
の
で
、
そ
の
家
で
は
、
ぼ
た
も
ち
な
ど
を
つ
く
り
お
茶

を
出
し
た
。
ひ
き
も
の
は
し
な
い
。
(
折
田
)

力
エ
リ
ド
キ
ふ
つ
う
ケ
エ
リ
ド
キ
と
い
い
、
位
牌
を
も
ら
っ
て
来
る
と

組
の
者
を
招
い
て
カ
エ
リ
ド
キ
と
い
っ
て
酒
食
を
出
し
て
位
牌
の
供
養
を

し
た
。
だ
か
ら
位
牌
が
着
く
と
き
に
は
組
の
者
た
ち
は
寄
っ
て
い
て
待
つ

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
家
で
も
用
意
し
て
待
っ
て
い
た
。
い
ま
は
や
っ
て

い
な
い
。
ハ
栃
窪
)

第七章人の一生

後

供

養

3 
後
供
養
神
葬
祭
で
は
、
後
供
養
は
十
日
目
ご
と
に
十
日
祭
を
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
五
十
日
祭
が
そ
の
最
後
に
な
る
。
そ
の
と
き
三
か
月

に
ま
た
が
る
こ
と
は
い
や
が
ら
れ
、
都
合
に
よ
っ
て
は
四
十
日
祭
で
や
る

こ
と
も
あ
る
。
ハ
大
塚
)

忌
明
け
四
十
九
日
に
す
る
。
墓
印
を
つ
け
、
こ
し
を
こ
わ
し
て
燃
す
。

こ
し
は
大
工
が
新
し
く
つ
く
っ
て
墓
に
お
い
た
も
の
で
燃
す
ほ
ど
良
い
と

い
う
。仏

様
を
仏
檀
に
上
げ
る
。
ハ
栃
窪
〉

死
後
の
供
養
七
日
、
初
七
日

三
十
五
日
、
五
・
七
日
供
養

四
十
九
日
、
七
・
七
日
供
養
ハ
墓
直
し
〉

百
目
、
百
ケ
日
ハ
ヒ
ャ
ク
カ
ン
ニ
チ
)

一
年
、
一
回
思
ハ
イ
ツ
セ
イ
キ
〉

三
年
、
三
年
忌

七
年
、
七
年
思

十
三
年
、
十
三
年
忌

三
十
三
年
、
三
十
三
年
思
ハ
ト
メ
ト
ウ
パ
)

七
・
七
日
供
養
四
十
九
日
は
、
死
後
三
カ
月
に
か
か
る
と
よ
く
な
い
と

い
わ
れ
て
、
三
十
五
日
(
五
・
七
日
供
養
〉
で
す
ま
す
こ
と
が
行
な
わ
れ

る
。
こ
の
日
ま
で
は
夕
方
に
な
る
と
墓
に
ロ
l
ソ
ク
を
た
て
る
。
ま
た
墓

参
り
に
行
く
と
、
墓
地
の
入
口
の
柱
ハ
土
ま
ん
じ
ゅ
う
に
窓
口
提
を
弔
う
た

め
の
柱
を
た
て
る
こ
と
が
多
い
〉
を
た
た
い
て
来
る
。
こ
れ
は
お
墓
参
り

に
来
た
こ
と
を
仏
に
知
ら
せ
る
た
め
で
、
三
十
五
日
ハ
四
十
九
日
〉
に
全

部
た
た
き
こ
む
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

三
十
五
日
(
四
十
九
日
〉
に
は
、
近
親
者
が
集
ま
っ
て
墓
直
し
を
す

る
。
墓
地
に
あ
っ
た
ア
ン
ド
ン
を
燃
し
、
土
ま
ん
じ
ゅ
う
を
囲
ん
で
い
た

竹
が
き
を
と
っ
て
、
土
ま
ん
じ
ゅ
う
の
形
を
直
し
て
き
よ
め
る
。
こ
れ
を

す
ま
せ
て
か
ら
ザ
シ
キ
や
床
の
間
に
安
置
し
た
位
牌
を
仏
檀
に
納
め
る
。

こ
の
と
き
は
、
和
尚
に
来
て
も
ら
っ
て
読
経
し
て
も
ら
い
、
そ
の
あ
と
オ
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誌

フ
ル
マ
イ
を
す
る
。
こ
の
と
き
の
か
か
り
ハ
経
費
U

は
相
続
人
が
負
担
す

る
。
ハ
伊
参
)

ト
メ
ト
ワ
パ
最
終
年
回
は
三
十
三
年
忌
で
ト
メ
ト
ウ
バ
と
い
わ
れ
、
近

親
者
や
、
組
の
人
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
和
尚
に
お
経
を
上
げ
て
も
ら

い
、
ボ
タ
モ
チ
、
ウ
ド
ン
等
を
つ
く
っ
て
食
べ
て
も
ら
う
。
ふ
つ
う
に
は

「
ア
オ
キ
ノ
ト
ウ
パ
を
立
て
ベ
え
」
と
い
わ
れ
る
。
三
十
三
年
思
を
す
る

と
あ
と
は
先
祖
さ
ま
に
な
る
の
で
年
回
は
し
な
い
。

と
む
ら
い
じ
ま
い
三
三
年
忌
を
と
む
ら
い
あ
げ
と
い
う
。
ホ
ウ
の
木
な

ど
ふ
た
又
の
木
を
お
寺
へ
持
っ
て
行
っ
て
、
塔
婆
を
書
い
て
も
ら
っ
た
。

こ
れ
を
枝
塔
婆
と
い
っ
た
。
こ
の
あ
と
は
年
忌
を
し
な
く
と
も
い
い
と
い

っ
た
。
ハ
上
反
下
〉

ノ
ポ
ウ
ト
ウ
他
所
か
ら
来
て
な
く
な
っ
た
人
の
墓
の
こ
と
、
無
縁
仏
の

墓
を
い
う
。
ハ
反
下
〉

俗民

第
八
章

行

事

年

中

月

年
神
だ
な
年
神
だ
な
は
毎
年
新
し
い
松
板
を
挽
い
て
つ
く
っ
た
。
お
正

月
の
歳
徳
神
さ
ん
は
、
年
に
よ
っ
て
方
が
あ
る
の
で
正
月
だ
な
も
そ
の
方

に
し
た
が
っ
て
向
き
を
変
え
て
つ
く
っ
た
。
仕
事
を
す
る
に
も
方
を
み
て

墓
制
明
治
以
降
は
、
墓
地
が
一
定
し
て
来
た
た
め
に
そ
れ
以
前
の
こ
と

は
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
点
が
多
い
と
い
う
。
埋
葬
す
る
と
こ
ろ

と
石
塔
を
た
て
る
と
こ
ろ
は
、
同
一
の
墓
地
内
で
あ
り
な
が
ら
そ
の
聞
が

約
一

m
か
ら
ニ

m
ほ
ど
離
れ
る
の
が
ふ
つ
う
で
、
こ
の
よ
う
に
離
す
の
は

「
仏
の
真
上
に
あ
ん
な
大
き
な
墓
石
を
の
せ
る
の
は
か
わ
い
そ
う
だ
か

ら
」
と
い
わ
れ
る
。
埋
葬
し
た
場
所
は
土
ま
ん
じ
ゅ
う
に
し
て
残
さ
れ
、

塔
婆
が
た
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
石
塔
が
た
て
ら
れ
る
と
手
入
れ
を
し

な
い
の
で
し
だ
い
に
平
ら
に
な
っ
て
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ

で
墓
印
と
し
て
草
花
や
花
木
が
植
え
ら
れ
て
残
さ
れ
る
。

埋
め
た
と
こ
ろ
と
墓
石
と
が
一
緒
の
位
置
の
場
合
に
は
、
石
塔
を
た
て

る
と
す
ぐ
に
和
尚
に
来
て
も
ら
い
、
開
眼
供
養
を
し
て
も
ら
え
ば
仏
も

「
重
い
」
と
い
わ
な
い
が
、
拝
ん
で
も
ら
わ
な
い
と
仏
が
重
い
と
い
っ
て

苦
し
む
と
い
う
。
ハ
伊
参
〉
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や
ら
な
い
と
コ

γ
ジ
γ
サ
γ
ハ
金
神
様
〉
の
た
た
り
が
あ
る
と
い
わ
れ

る
。
コ
ン
ジ
ン
サ
ン
は
ど
ん
な
に
あ
や
ま
っ
て
も
か
ん
べ
ん
し
て
く
れ
な

い
神
さ
ま
だ
と
い
わ
れ
る
。
ハ
岩
本
〉

正
月
だ
な
餅
つ
き
の
日
に
は
正
月
だ
な
も
つ
く
る
。
暮
に
な
っ
て
か
ら

挽
い
た
新
し
い
松
の
尺
板
を
二
枚
使
っ
て
つ
く
る
こ
と
に
き
め
ら
れ
て
い

た
。
ハ
岩
本
〉



年中行事

菅
は
幕
の
市
で
松
板
一
枚
を
必
ら
ず
買
っ
て
来
て
正
月
棚
を
つ
く
っ

た
。
い
ま
は
ほ
と
ん
ど
新
し
く
つ
く
ら
ず
、
ふ
だ
ん
の
神
棚
に
、
年
神
さ

ま
の
お
札
を
新
し
く
す
る
だ
け
と
な
っ
た
。
(
伊
勢
町
〉

た
な
を
つ
く
る
こ
と
を
オ
タ
ナ
ゴ
セ
エ
と
い
い
、
ナ
ラ
の
木
で
つ
く
っ

て
足
と
し
、
前
の
方
は
竹
で
見
え
な
い
よ
う
に
し
ば
っ
て
つ
く
っ
た
の
で

き
れ
い
な
も
の
だ
っ
た
。
タ
ナ
板
は
二
十
六
日
の
中
之
条
の
暮
市
で
買
っ

て
来
た
も
の
で
あ
る
。
〈
寺
社
原
)

お
松
ぐ
い
門
松
を
た
て
る
「
お
松
ぐ
い
」
は
、
最
近
で
は
ナ
ラ
や
ク
ヌ

ギ
な
ど
を
使
う
が
、
本
当
の
お
松
ぐ
い
は
松
の
木
の
長
い
も
の
が
よ
い
と

さ
れ
、
長
さ
も
丈
三
ハ
一
丈
三
尺
〉
ほ
ど
の
手
ご
ろ
な
大
き
さ
の
も
の
を

切
っ
て
き
て
、
皮
を
む
い
て
使
っ
た
。
ぉ
松
ぐ
い
は
門
松
を
外
し
た
後
は

タ
ナ
木
と
し
て
二
階
に
上
げ
て
お
き
、
必
要
な
と
き
に
お
ろ
し
て
使
っ

た
。
昔
は
、
二
階
に
は
板
を
は
ら
ず
に
竹
を
並
べ
た
だ
け
だ
っ
た
の
で
タ

ナ
竹
と
一
緒
に
天
井
に
し
て
い
た
。
今
の
は
三
尺
く
ら
い
の
短
い
も
の
な

の
で
タ
ナ
木
に
も
な
ら
な
い
。
(
岩
本
、
五
反
田
〉

松
は
、
ナ
ラ
の
木
で
つ
く
っ
た
お
松
ぐ
い
に
し
ば
り
つ
け
る
。
長
さ
一

丈
も
あ
る
木
で
、
竹
と
松
を
し
ば
る
だ
け
で
な
く
、
二
本
の
門
松
の
聞
に

シ
メ
ナ
ワ
を
は
り
、
そ
の
中
央
に
コ
ジ
ッ
ク
メ
(
ゴ
ヘ
イ
)
を
一
つ
下
げ

る
。
こ
れ
ほ
ど
高
い
の
は
、
そ
の
下
を
馬
を
ひ
い
て
出
せ
る
よ
う
に
す
る

た
め
で
あ
る
。
こ
の
く
い
は
外
す
と
二
階
へ
上
げ
、
一
年
た
つ
と
何
で

も
使
っ
て
い
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
(
五
反
田
)

門
松
反
下
の
唐
沢
家
で
は
門
松
と
シ
メ
カ
ザ
リ
を
し
な
い
。
そ
の
代

り
、
竹
を
細
く
割
り
、
ワ
リ
パ
シ
の
よ
う
に
し
た
も
の
の
先
を
二
つ
に
割

第八章

り
、
こ
れ
に
赤
い
紙
を
切
っ
て
き
し
て
門
松
の
場
所
と
神
棚
に
か
ざ
る
。

七
草
の
日
に
ひ
く
ハ
下
げ
る
)
。
先
祖
が
こ
の
地
に
落
ち
の
び
て
来
て
、
よ

う
や
く
こ
の
地
に
落
ち
着
い
た
と
き
、
明
日
は
正
月
だ
、
と
い
う
の
で
用

意
し
よ
う
と
し
た
が
お
そ
く
て
間
に
合
わ
ず
、
松
を
と
れ
な
い
の
で
竹
だ

け
と
し
、
紙
も
、
戦
い
の
中
で
敵
を
切
っ
て
血
を
ふ
い
た
赤
い
紙
し
か
な

か
っ
た
の
で
、
こ
の
紙
を
竹
に
は
さ
ん
で
供
え
た
の
で
、
そ
れ
か
ら
後
は

門
松
を
飾
ら
ず
に
今
日
ま
で
や
っ
て
来
た
と
い
う
。
ハ
上
反
下
〉

家
に
よ
っ
て
ち
が
っ
た
。
竹
は
使
わ
ず
、
三
階
松
と
い
っ
て
一
一
一
段
の
松

を
使
い
、
門
に
二
本
立
て
た
。
ナ
ラ
の
木
の
杭
で
、
四
・
五
尺
も
あ
る
マ

ル
タ
ッ
ポ
ウ
ハ
丸
太
)
と
、
太
い
の
を
割
っ
た
も
の
と
を
使
っ
て
、
庭
に

五
本
ほ
ど
立
て
た
。
ナ
カ
レ
セ
キ
(
用
水
)
の
使
い
場
は
、
セ
ギ
神
さ
ま

と
し
て
松
を
立
て
た
。
門
に
二
本
ハ
一
対
)
立
て
た
ほ
か
、
ザ
シ
キ
・
デ

エ
の
前
に
立
て
、
家
一
棟
ご
と
に
お
松
を
立
て
た
ほ
か
、
稲
荷
さ
ん
の
前

に
一
対
立
て
た
。
(
折
田
〉

タ
ナ
木
オ
ロ
シ
正
月
の
門
松
を
た
て
た
お
松
ぐ
い
は
、
外
し
て
か
ら
は

二
階
に
上
げ
て
タ
ナ
竹
と
一
絡
に
並
べ
て
タ
ナ
木
と
し
て
お
く
。
二
月
の

雪
の
多
い
寒
い
時
期
に
こ
れ
を
下
ろ
し
て
燃
す
こ
と
も
あ
る
の
で
、
こ
の

こ
と
を
タ
ナ
木
オ
ロ
シ
と
い
っ
て
い
た
。
ハ
山
石
本
、
五
反
田
)

し
め
な
わ
紙
だ
れ
は
通
常
八
垂
れ
、
短
い
間
隔
の
も
の
四
垂
れ
と
し
、

右
か
ら
左
へ
張
る
。
紙
垂
れ
を
つ
る
す
し
め
な
わ
は
左
な
い
と
し
、
右
な

い
の
場
合
に
は
二
重
ハ
本
)
と
す
る
。
門
松
に
そ
え
る
し
め
は
コ
ヂ
ッ
ク

メ
と
い
う
。

え
び
す
様
の
と
こ
ろ
へ
は
少
し
太
自
の
も
の
を
そ
え
る
。
大
黒
ジ
メ
と
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誌

正月かざり

民俗

い
っ
て
特
に
太
い
も
の
を
つ
く
る
家
も
あ
る
。
神
だ
な
の
右
へ
向
っ
て
左

側
の
壁
面
に
は
ハ
ッ
シ
ョ
ウ
神
と
い
っ
て
他
よ
り
も
念
入
り
に
つ
く
っ
た

コ
ジ
ャ
ッ
タ
メ
八
本
を
並
べ
て
飾
る
家
も
あ
る
。
正
月
棚
は
昔
は
そ
の
年

の
恵
方
に
向
け
て
つ
く
り
場
所
は
一
定
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
お
棚
の
前

に
は
わ
ら
の
し
め
で
形
は
膝
み
の
の
よ
う
に
ワ
ラ
垂
レ
の
下
が
っ
て
い
る

も
の
を
つ
る
し
、
棚
の
柱
に
松
と
一
緒
に
し
ぼ
っ
て
し
ぼ
り
つ
け
る
。
棚

は
間
口
六
尺
が
き
ま
り
で
あ
り
、
柱
は
三
本
に
す
る
。
ハ
伊
勢
町
〉

ハ
ッ
シ
ョ
ウ
神
の
シ
メ
は
年
神
さ
ま
に
次
ぐ
大
き
さ
に
つ
く
る
。

社
原
)

正
月
飾
り
暮
の
二
十
五
、
六
日
こ
ろ
か
ら
か
か
り
、
新
わ
ら
を
き
れ
い

に
す
ぐ
っ
て
水
を
打
っ
て
用
意
し
て
お
く
。
↓
・
め
か
か
と
い
っ
て
一
晩
だ

け
で
つ
く
る
の
を
い
や
が
る
家
も
あ
る
。
家
・
4

の
家
例
に
よ
っ
て
作
る
シ

メ
も
多
少
異
な
る
。
紙
垂
れ
を
つ
る
す
シ
メ
も
作
る
。
一
夜
飾
り
と
い
う

の
を
忌
む
の
で
、
三
十
日
に
は
お
飾
り
は
全
部
終
り
、
家
の
内
外
を
清
掃

し
て
静
か
に
正
月
を
迎
え
る
こ
と
と
す
る
。
ハ
伊
勢
町
〉

オ
カ
ザ
リ
祝
う
よ
ろ
こ
び
、
い
か
ば
か
り
、
だ
い
だ
い
か
ち
ぐ
り
、
ほ

ん
だ
わ
ら
、
富
貴
万
福
、
益
々
繁
昌
、
と
い
っ
て
、
イ
ワ
シ
、
コ
シ
プ
、

ィ
ヵ
、
ミ
カ
ン
、
ヵ
チ
グ
リ
、
フ
キ
ハ
蕗
〉
、
マ

p
、
鱒
、
を
中
心
と
し

て
、
そ
の
外
に
金
壱
封
を
か
ぎ
っ
て
年
男
の
手
当
て
ハ
神
参
り
に
使
う
金

と
い
う
家
も
あ
る
)
と
す
る
。
中
之
条
で
は
、
商
売
人
は
ソ
ロ
バ

γ
の
小

さ
い
の
を
上
げ
る
家
も
あ
っ
た
。
オ
カ
ザ
り
は
二
十
日
の
風
に
あ
て
る
な

と
い
わ
れ
る
。
ハ
寺
社
原
〉

暮
の
三
十
日
ご
ろ
、
松
か
ぎ
り
を
し
て
、
年
神
だ
な
を
つ
く
る
し
、
棚

の
前
に
オ
カ
ザ
り
を
す
る
。
竹
や
シ
ノ
竹
を
つ
る
し
て
、
い
ろ
い
ろ
の
海

幸
山
幸
を
か
ざ
る
が
、
家
に
よ
っ
て
多
少
の
差
は
あ
っ
て
も
、
ミ
カ
ン
、

マ
ス
、
ヵ
チ
グ
リ
、
ホ
ウ
ズ
キ
、
コ

γ
プ
、
イ
ワ
シ
、
ス
ル
メ
、
な
ど
が
か

ぎ
ら
れ
る
。
オ
カ
ザ
り
は
二
十
日
正
月
ま
で
は
外
し
て
は
い
け
な
い
と
も

い
わ
れ
、
家
に
よ
っ
て
は
二
十
日
の
風
に
あ
て
る
も
の
で
は
な
い
と
も
い

註フ。
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ハ寺

イ
ワ
シ
、
イ
ワ
イ
ハ
祝
)
に
通
ず
、
コ
ン
ブ
、
よ
ろ
こ
ぶ
、
ス
ル
メ
、

イ
ヵ
、
こ
の
三
つ
で
「
祝
い
喜
ぶ
如
何
ば
か
り
」
と
な
る
。
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マ
ス
、
マ
ス
マ
ス
繁
昌
、
ミ
カ
ン
、
ミ
ゴ
ト
ハ
見
事
〉
に
な
る
と
い
わ

れ
、
ミ
ゴ
に
松
葉
で
と
め
て
つ
る
す
。
カ
チ
グ
り
、
金
繰
り
が
う
ま
く
行

く
、
ホ
ウ
ズ
キ
、
あ
た
り
に
鳴
り
ひ
び
く
。
ハ
五
反
田
〉

イ
ワ
シ
、
ス
ル
ペ
カ
キ
、
ク
リ
、
な
ど
の
山
の
幸
海
の
幸
を
供
え

る
。
サ
ケ
の
頭
を
進
ぜ
る
家
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
「
め
で
た
い
カ
シ

ラ
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
人
の
頭
、
も
の
の
か
し
ら
を
示
す
も
の
と

い
う
。
マ
ス
は
「
ま
す
ま
す
繁
昌
」
と
い
う
強
が
り
に
進
ぜ
る
安
い
魚
で

あ
る
。
サ
ン
マ
は
、
「
サ
ン
マ
サ
ワ
ガ
シ
」
と
い
っ
て
や
ら
な
い
。
山
の

幸
は
、
前
年
に
と
れ
た
い
い
い
も
の
を
進
ぜ
て
、
今
年
も
豊
作
に
な
り
ま

す
よ
う
に
、
と
祈
る
こ
と
で
あ
る
。
ハ
栃
窪
〉

イ
ワ
シ
正
月
さ
ま
に
供
え
た
イ
ワ
シ
は
、
二
十
日
す
ぎ
に
家
中
で
食
べ

る
。
十
四
・
五
人
も
い
た
大
家
族
の
時
は
足
り
な
い
の
で
二
包
み
ほ
ど
に

し
て
か
ぎ
り
、
十
四
・
五
ひ
き
つ
る
し
て
お
い
て
、
一
人
一
ぴ
き
に
な
る

よ
う
に
し
て
お
い
て
食
べ
た
。
ハ
上
反
下
〉

カ
キ
・
ミ
カ
ン
正
月
さ
ま
の
カ
キ
や
ミ
カ
ン
は
、
い
つ
と
い
う
こ
と
な

し
に
七
草
で
も
す
ぎ
れ
ば
「
子
ど
も
は
神
さ
ま
だ
か
ら
」
と
い
う
の
で
も

ら
っ
て
食
べ
た
。
(
上
反
下
〉

フ
ウ
キ
オ
カ
ザ
り
に
フ
ウ
キ
タ
マ
ハ
フ
キ
ノ
ト
ウ
)
や
フ
キ
の
芽
を
供

え
る
例
が
あ
る
。
探
し
出
し
て
来
て
、
竹
串
に
き
し
て
つ
る
し
た
り
、
網

袋
に
入
れ
て
供
え
る
が
、
フ
キ
は
富
貴
に
通
ず
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ハ
伊

勢
町
)

羽
根
家
に
よ
っ
て
は
、
羽
根
っ
き
の
羽
根
ゃ
、
色
の
つ
い
た
き
れ
い
な

手
マ
り
を
つ
る
す
こ
と
も
み
ら
れ
る
が
、
ど
ち
ら
も
、
は
ね
上
が
る
、
と

び
上
が
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
年
の
い
っ
そ
う
の
飛
躍
を
ね
が
っ
て
供

え
る
も
の
と
い
う
。
ハ
五
反
田
〉

年
男
そ
の
家
の
主
人
、
ま
た
は
あ
と
と
り
が
や
る
。
元
日
の
若
水
く

み
、
食
事
の
用
意
、
神
さ
ま
へ
の
お
供
え
な
ど
、
三
か
日
の
聞
は
年
男
が

す
る
。
若
水
を
く
む
と
き
は
、
シ
メ
を
は
っ
た
水
桶
に
、
柄
約
を
も
ち
、

水
神
に
オ
サ
ゴ
を
進
ぜ
て
か
ら
柄
約
で
う
つ
し
て
く
む
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
若
水
は
鉄
び
ん
に
入
れ
、
新
し
い
薪
を
使
っ
て
い
ろ
り
で
わ
か
し
、

お
茶
を
い
れ
て
年
弛
押
さ
ま
に
供
え
灯
明
を
上
げ
、
も
ち
を
供
え
る
。
ハ
折

田
)歳

神
さ
ま
は
女
の
神
で
、
女
は
男
が
や
る
こ
と
を
よ
ろ
こ
ぶ
か
ら
男
が

正
月
の
行
を
す
る
。
だ
か
ら
年
男
と
い
う
の
は
若
だ
ん
な
と
い
う
よ
う
な

人
で
、
独
身
の
若
衆
が
そ
の
役
を
す
る
。
年
男
は
年
に
三
回
く
ら
い
つ
と

め
て
も
ら
う
こ
と
が
あ
る
。
ハ
栃
窪
)

正
月
に
若
水
を
く
ん
だ
り
、
=
一
か
日
の
お
供
え
を
す
る
の
は
若
男
と
い

っ
て
未
婚
の
男
性
が
つ
と
め
た
。
女
衆
に
は
正
月
一
一
一
か
日
の
供
え
も
の
は

け
が
れ
る
と
い
っ
て
や
ら
せ
な
い
。
(
反
下
〉

元
日
か
ら
一
一
一
日
ま
で
を
サ
ン
ガ
ニ
チ
と
い
い
、
こ
の
閥
、
神
さ
ま
に
関

す
る
行
事
は
す
べ
て
年
男
が
す
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
っ
た
。
朝
風
目
を
わ

か
し
て
入
り
、
身
を
清
め
、
初
日
の
出
を
拝
み
、
諸
所
方
々
の
神
さ
ま
を

拝
ん
で
か
ら
家
に
入
り
、
ザ
シ
キ
の
方
の
イ
ロ
り
で
餅
を
焼
き
、
お
雑
煮

の
用
意
を
し
、
神
に
供
え
て
か
ら
家
族
を
起
こ
し
て
食
事
を
し
た
。
若
水

を
く
む
の
も
み
ん
な
年
男
の
し
ご
と
だ
っ
た
。
ハ
五
反
田
〉

若
水
お
正
月
三
が
日
は
、
毎
朝
早
く
起
き
て
年
男
が
若
水
を
く
み
、
そ
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誌

の
中
に
カ
ガ
ミ
モ
チ
を
入
れ
、
水
に
浸
し
て
か
ら
神
さ
ま
に
上
げ
る
。

ハ
栃
窪
〉

お
正
月
の
と
き
、
若
水
を
汲
ん
で
来
て
神
さ
ま
に
上
げ
る
の
は
年
男

で
、
未
婚
の
十
四
、
五
歳
く
ら
い
の
者
で
あ
る
。
い
な
い
時
は
十
三
重
闘

の
女
の
子
が
若
水
を
汲
み
、
お
は
ら
い
を
し
て
か
ら
神
だ
な
に
供
え
た
。

ハ
反
下
〉

朝
祝
い
三
か
日
の
聞
は
、
朝
祝
い
で
だ
い
じ
に
し
た
。
茶
の
間
の
オ
コ

タ
の
炉
で
火
を
た
い
て
行
事
を
す
る
。
こ
の
関
は
、
い
ろ
り
の
火
も
灯
明

も
、
マ
ッ
チ
で
す
っ
て
つ
け
て
も
、
必
ら
ず
切
り
火
で
き
よ
め
た
。
(
折
田
)

朝
は
ぞ
う
に
と
き
ま
っ
て
い
る
が
、
夜
は
こ
れ
と
い
っ
て
き
ま
っ
て
は

E

、。

B
V
犠
打
吋

'v

ぞ
う
に
は
、
ワ
タ
シ
の
上
に
の
せ
て
餅
焼
き
を
し
て
つ
く
る
。
お
供
え

す
る
と
き
は
、
外
の
正
月
さ
ま
|
|
門
松
な
ど
に
供
え
て
か
ら
家
の
中
の

年
神
だ
な
に
供
え
る
こ
と
が
き
ま
り
で
、
お
松
の
枝
に
の
せ
る
。
餅
は
進

ぜ
ず
、
大
根
や
人
参
な
ど
を
進
ぜ
て
、
年
神
さ
ま
に
は
メ
ン
パ
で
供
え

る
。
三
か
日
の
聞
は
下
げ
な
い
で
入
れ
て
や
り
、
四
日
の
目
に
下
げ
て
オ

ジ
ヤ
に
す
る
。
ハ
折
田
〉

朝
ぷ
ろ
元
日
に
は
朝
ぶ
ろ
を
す
る
家
と
し
な
い
家
と
が
あ
る
。
し
て
も

近
所
と
な
り
を
招
い
て
入
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
ハ
栃
窪
〉

年
始
ま
わ
り
も
と
は
村
中
を
ま
わ
っ
た
。
そ
れ
も
大
道
と
鴨
石
と
の
両

方
を
全
部
ま
わ
っ
て
年
始
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
。
近
年
は
略
さ
れ
て
隣
り

近
所
ぐ
ら
い
に
な
っ
た
。
ハ
大
道
〉

品
目
は
、
上
中
下
の
折
田
中
の
全
戸
を
わ
ら
じ
ば
き
で
ま
わ
っ
て
年
始
の

民俗

あ
い
さ
つ
を
し
た
。
そ
の
後
上
折
田
だ
け
に
な
っ
た
。
現
在
は
、
折
田
神

社
で
元
旦
の
式
を
村
で
し
た
あ
と
、
上
折
田
で
は
氏
子
会
館
で
中
、
下
は
、

そ
れ
ぞ
れ
公
民
館
で
新
年
会
を
す
る
。
ハ
折
田
〉

寺
に
も
御
年
賀
に
上
る
。
ハ
伊
勢
町
〉

め
い
め
い
が
ま
わ
り
歩
い
て
組
内
と
ホ
ウ
ベ
エ
く
ら
い
を
ま
わ
る
。
学

校
に
集
ま
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
長
続
き
せ
ず
再
び
各
戸
を
ま
わ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ハ
栃
窪
〉

元
旦
の
掃
除
元
日
か
ら
掃
き
出
す
こ
と
を
し
て
い
て
は
、
一
年
中
「
ゼ

ユ
カ
ネ
を
吐
き
出
す
」
こ
と
に
通
じ
る
と
い
う
の
で
、
元
且
の
掃
除
の
と

き
は
、
多
く
の
家
で
は
掃
き
出
さ
な
い
で
掃
除
を
す
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か

掃
き
こ
む
よ
う
に
ー
ー
か
き
こ
む
よ
う
に
す
る
。
だ
か
ら
一
元
旦
の
ご
み
は

捨
て
ず
に
と
っ
て
お
き
、
後
日
片
ず
け
る
こ
と
が
多
い
。
家
に
よ
っ
て
は

燃
す
と
こ
ろ
も
あ
る
。
五
反
田
中
村
の
掲
口
家
で
は
、
元
日
の
掃
除
の
と

き
に
は
、
「
オ
オ
バ
ン
ハ
大
判
〉
コ
パ
ン
ハ
小
判
〉
み
ん
な
ま
と
め
て
、

は
っ
こ
め
し
ょ
、
は
っ
こ
め
し
ょ
」
と
唱
え
な
が
ら
掃
除
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
ハ
五
反
田
)

禁
忌
元
自
に
は
「
イ
ロ
リ
に
入
る
な
」
と
い
わ
れ
た
。
大
正
初
こ
ろ
の

こ
と
で
あ
る
。
ハ
栃
窪
〉

ど
う
と
い
う
こ
と
は
い
わ
れ
な
い
が
組
相
し
な
い
よ
う
慎
重
に
立
居

し
、
思
み
に
つ
な
が
る
こ
と
だ
け
は
遠
去
け
る
よ
う
に
す
る
。
(
伊
勢
町
〉

お
正
月
さ
ま
の
昇
天
お
正
月
さ
ま
ハ
金
神
さ
ん
〉
の
昇
天
の
日
は
新
暦

で
も
お
ま
つ
り
さ
れ
、
正
月
の
初
卯
の
日
に
は
、
朝
、
オ
タ
キ
ア
ゲ
を
上

げ
て
や
る
。
昭
和
四
十
年
の
よ
う
に
初
卯
の
日
が
元
且
と
い
う
よ
う
な
年
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人の一生

は
、
「
お
正
月
さ
ま
は
、
心
配
事
が
あ
る
の
で
早
く
戻
っ
た
の
だ
か
ら
今

年
は
悪
い
年
に
な
る
ぞ
」
と
い
う
見
方
と
、
そ
の
逆
に
「
心
配
す
る
こ
と

も
な
い
の
で
安
心
し
て
早
く
戻
っ
た
」
の
だ
か
ら
良
い
年
な
ん
だ
と
い
う

こ
つ
の
見
方
が
あ
る
。
ハ
五
反
田
〉

お
正
月
さ
ま
は
卯
の
日
卯
の
刻
に
帰
る
と
い
い
、
正
月
初
卯
の
日
に
は

オ
タ
キ
ア
ゲ
を
し
て
供
え
る
。
そ
の
日
が
早
い
と
陽
気
が
い
い
、
お
そ
い

か
ら
陽
気
が
悪
い
な
ど
と
い
う
。
ハ
栃
窪
)

仕
事
始
ニ
日
商
家
は
初
売
り
、
農
家
は
鍬
初
め
と
い
う
よ
う
に
各
自

の
職
業
に
つ
い
て
の
仕
事
始
め
を
か
ん
た
ん
に
す
る
。
ハ
中
之
条
)

仕
事
始
に
は
暦
を
み
て
か
ら
山
へ
入
る
。
切
り
た
い
木
が
恵
方
で
な
い

方
角
に
あ
る
と
き
は
、
先
ず
恵
方
へ
行
っ
て
ど
ん
な
細
い
木
で
も
い
い
か

ら
一
本
切
っ
て
来
て
か
ら
欲
し
い
木
の
所
へ
行
っ
て
切
れ
ば
切
っ
て
も
よ

い
と
い
わ
れ
る
。
ハ
上
反
下
)

仕
事
始
の
二
日
に
は
、
背
は
炭
焼
き
と
か
駄
賃
つ
け
で
、
初
荷
と
し
て

炭
を
六
俵
く
ら
い
馬
に
つ
け
て
運
ん
だ
り
し
た
。
ま
た
半
日
く
ら
い
炭
焼

き
も
し
た
。
人
に
よ
っ
て
は
小
正
月
の
ボ
ク
切
り
を
し
、
女
は
セ
リ
ハ
七

草
用
〉
と
り
を
し
た
。
ハ
栃
窪
〉

山
入
り
は
オ
サ
ゴ
と
コ
ジ
ッ
ク
メ
を
持
っ
て
行
き
十
二
さ
ま
に
供
え
て

か
ら
コ
メ
ゴ
メ
の
木
と
マ
イ
ダ
マ
木
を
切
っ
て
来
る
。
鋸
で
切
る
。
家
へ

運
ぶ
と
庭
の
ツ
ボ
木
の
大
き
い
と
こ
ろ
に
か
け
て
お
き
、
六
日
に
手
入
れ

を
す
る
。
ハ
上
反
下
〉

仕
事
始
も
と
は
四
、
五
日
に
き
ま
っ
て
お
り
、
三
ケ
日
を
す
ま
せ
て
か

ら
や
っ
た
。
い
ま
は
二
日
で
、
中
之
条
町
の
初
買
い
に
行
く
の
が
主
な
仕
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事
に
な
っ
た
。

餅
ひ
と
重
ね
と
オ
サ
ゴ
を
も
ち
、
包
ん
で
い
た
半
紙
を
千
切
っ
て
シ
メ

と
し
て
山
の
木
の
枝
に
ゆ
つ
け
て
か
ら
切
り
初
め
と
し
て
マ
イ
ダ
マ
木
の

ヤ
マ
ク
ワ
や
ミ
ズ
プ
サ
、
ハ
ナ
を
つ
く
る
コ
メ
ゴ
メ
の
木
や
オ
ツ
カ
ド
を

切
る
。
切
っ
て
来
た
木
は
、
汚
れ
な
い
よ
う
に
ツ
ボ
ヤ
マ
に
お
い
て
お

く
。
日
向
に
お
け
ば
木
が
凍
ら
な
い
。
ミ
ズ
プ
サ
は
干
し
て
お
か
な
い
と

ハ
ナ
に
よ
く
削
れ
な
い
。
そ
こ
で
ナ
ノ
カ
ピ
ハ
七
日
〉
ご
ろ
に
は
皮
を
む

い
て
お
く
。
ハ
折
田
)

し
ご
と
始
ニ
日
五
反
田
嵩
山
の
割
国
家
で
は
、
二
日
に
し
ご
と
始
め

と
し
て
山
に
入
る
。
こ
の
日
に
山
入
り
を
す
れ
ば
そ
の
後
は
ど
ん
な
日
に

山
へ
入
っ
て
も
よ
い
が
、
ふ
つ
う
の
山
入
り
の
日
で
あ
る
四
日
で
は
、
そ

の
後
、
暦
を
み
て
山
へ
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。

こ
の
日
に
は
、
四
角
に
切
っ
た
小
さ
な
お
供
え
餅
を
も
っ
て
お
天
狗
さ

ん
ハ
嵩
山
)
に
あ
る
ミ
ク
ロ
穴
の
ミ
ク
ロ
サ
ン
に
進
ぜ
て
来
る
。
(
五
反

田
)

縫
い
初
め
元
旦
に
針
を
使
つ
て
は
い
け
な
い
が
、
二
日
に
縫
い
初
め
と

い
っ
て
裁
縫
を
始
め
る
。
(
五
反
田
〉

初
買
い
正
月
二
日
、
中
之
条
の
町
の
初
売
り
で
初
買
い
に
で
か
け
る
。

三
時
起
き
し
て
行
き
、
庖
に
つ
い
て
も
夜
が
明
け
ず
、
庖
が
開
く
の
を
待

っ
て
い
て
買
い
も
の
を
し
た
こ
と
も
あ
る
。
ハ
寺
社
原
)

若
木
切
り
ふ
つ
う
に
は
四
日
が
仕
事
始
め
で
、
こ
の
目
、
山
に
入
っ

て
、
小
正
月
の
メ
エ
ダ
ン
ハ
ま
ゆ
だ
ま
〉
を
さ
す
の
に
使
う
ボ
ク
の
ヤ
マ

タ
ワ
や
、
カ
ユ
カ
キ
ボ
ウ
な
ど
を
つ
く
る
オ
ッ
カ
ド
の
木
を
切
っ
て
来
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誌

る
。
ハ
蟻
川
V

各
山
の
登
り
口
に
十
二
様
の
石
宮
が
る
り
、
こ
れ
に
お
参
り
し
て
か
ら

山
に
入
り
、
小
正
月
の
ボ
ク
ハ
マ
ユ
ダ
マ
木
、
ノ
デ
ン
ボ
ウ
や
ニ
ワ
ト
コ

な
ど
の
ハ
ナ
木
〉
を
と
っ
て
来
る
。

と
ろ
ろ
正
月
三
か
日
中
に
と
ろ
ろ
汁
を
つ
く
っ
て
食
べ
る
と
中
気
に
な

ら
な
い
と
い
う
。
ハ
中
之
条
・
伊
勢
町
)

二
日
に
は
ト
ロ
ロ
を
食
う
。
「
麦
め
し
に
ト
ロ
ロ
」
と
い
っ
て
、
麦
を

入
れ
た
め
し
に
ト
ロ
ロ
を
か
け
て
食
う
と
中
気
に
な
ら
な
い
と
い
う
。

ハ
栃
窪
〉

年
始
客
四
日
嫁
い
だ
娘
が
里
が
え
り
に
来
る
。
あ
と
は
友
だ
ち
な
ど

が
年
始
に
来
る
。
酒
を
出
し
、
若
い
者
の
結
婚
話
も
出
さ
れ
る
。
(
栃
窪
〉

お
棚
さ
が
し
正
月
三
か
日
は
食
事
ご
と
に
七
つ
鉢
に
入
れ
て
進
ぜ
る
。

師
走
市
で
買
っ
た
鉢
は
大
が
年
神
さ
ま
、
神
だ
な
は
二
番
、
え
び
す
さ
ま

が
最
小
な
ど
き
め
て
あ
る
が
正
月
だ
け
は
上
に
の
せ
る
の
で
い
っ
ぱ
い
に

な
る
。
こ
れ
を
四
日
の
朝
下
げ
、
み
ん
な
ま
と
め
て
オ
ジ
ヤ
に
し
て
食
べ

た
。
ハ
栃
窪
)

正
月
四
日
の
朝
、
三
か
自
に
供
え
た
も
の
を
集
め
て
お
棚
さ
が
し
の
オ

ジ
ヤ
を
つ
く
り
、
塩
気
を
入
れ
な
い
こ
と
が
き
ま
り
に
な
っ
て
い
る
。

ハ
市
城
〉

三
か
日
の
聞
は
年
神
さ
ん
や
、
そ
の
他
の
神
々
に
供
え
た
も
の
は
、
メ

ン
パ
や
神
の
鉢
に
入
れ
た
ま
ま
で
供
え
続
け
る
の
で
、
こ
れ
を
全
部
下
げ

て
、
こ
れ
ら
を
一
緒
に
入
れ
た
オ
ジ
ヤ
を
つ
く
る
。
い
ろ
い
ろ
な
材
料
が

入
り
、
カ
ッ
プ
シ
を
入
れ
た
り
し
て
ダ
シ
の
き
い
た
汁
を
つ
く
っ
て
や
る

民俗

の
で
独
特
の
味
の
う
ま
い
も
の
だ
が
、
最
近
の
若
い
者
か
ら
は
「
ホ
コ

p

の
う
ん
と
入
っ
た
も
の
な
ん
か
い
や
だ
」
と
い
わ
れ
た
り
す
る
。
ハ
蟻
川
)

六
日
年
六
日
は
六
日
年
と
い
い
、
年
と
り
な
の
で
米
の
飯
を
た
い
て
、

魚
な
ど
を
焼
き
、
神
さ
ま
に
供
え
て
食
べ
る
。

六
日
爪
マ
イ
ダ
マ
木
の
ツ
メ
ハ
芽
)
を
切
っ
て
ま
い
玉
が
さ
し
や
す
い

よ
う
に
す
る
。
人
の
爪
も
こ
の
日
が
き
り
は
じ
め
で
こ
の
日
に
切
れ
ば
い

つ
爪
を
切
っ
て
も
よ
い
と
い
わ
れ
る
。
ハ
上
反
下
)

七
草
が
ゆ
ハ
七
日
〉
七
草
が
ゅ
の
中
に
は
、
米
の
ほ
か
、
セ
リ
、
大

様
、
豆
、
麦
、
コ
ン
ブ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
白
莱
を
入
れ
て
つ
く
る
。
こ
の
家

で
は
、
正
月
に
な
っ
て
初
め
て
白
菜
を
食
べ
ら
れ
る
日
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
ハ
蟻
川
、
折
田
〉

セ
り
、
大
銀
、
エ
ン
ジ
ン
、
ゴ
ボ
ウ
、
サ
ト
イ
モ
、
白
菜
、
大
豆
ハ
ト

ウ
フ
に
し
て
入
れ
る
こ
と
が
多
い
)
を
入
れ
て
つ
く
る
。
ハ
蟻
川
)

七
種
入
れ
る
と
い
っ
て
、
い
も
、
こ
ぼ
う
、
だ
い
こ
ん
、
せ
り
、
い
ん

げ
ん
、
に
ん
じ
ん
な
ど
の
や
さ
い
を
入
れ
る
。
特
に
き
ま
っ
た
も
の
は
な

い
。
こ
こ
で
と
れ
た
や
さ
い
を
入
れ
れ
ば
よ
い
。
輸
の
つ
い
た
火
ば
し
を

マ
ナ
板
の
両
端
に
お
き
、
セ
り
な
ど
を
だ
い
た
い
切
っ
て
か
ら
た
た
く
。

歌
は
「
七
草
な
ず
な
、
唐
土
の
鳥
と
、
日
本
の
鳥
と
、
日
本
の
う
ち
で

渡
ら
ぬ
う
ち
に
、
ハ
シ
は
た
け
、
セ
リ
は
た
け
」
と
い
っ
て
切
り
刻
む
。

せ
り
は
必
ら
ず
入
れ
る
。
ハ
栃
窪
)

二
日
の
初
仕
事
に
と
っ
て
来
た
、
せ
り
を
主
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
七
草

に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
。
せ
り
、
菜
、
大
豆
、
大
根
な
ど
を
入
れ
る
。
七
草

が
ゅ
は
、
せ
り
以
外
の
も
の
を
入
れ
て
雑
炊
を
つ
く
り
、
こ
れ
に
こ
ま
か
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年中行事

く
刻
ん
だ
せ
り
を
一
番
し
ま
い
に
入
れ
て
仕
上
げ
る
。
こ
の
と
き
の
せ
り

は
こ
ま
か
く
刻
ん
だ
も
の
を
ま
な
板
の
上
に
の
せ
、
す
り
こ
ぎ
で
た
た
き

な
が
ら
「
七
草
た
た
く
な
ぜ
た
た
く
唐
土
の
鳥
が
日
本
の
固
に

渡
ら
ぬ
さ
き
に
せ
り
た
た
く
」
と
い
っ
て
唱
え
な
が
ら
た
た
い
て
雑
炊

の
上
に
入
れ
て
炊
き
上
げ
る
。
ハ
中
之
条
)

き
ま
っ
た
七
草
は
な
い
。
二
日
の
仕
事
始
め
に
と
っ
た
せ
り
の
外
に

は
、
前
の
年
、
そ
の
年
と
れ
た
も
の
で
、
い
も
、
ご
ぼ
う
、
だ
い
こ
ん
、

い
ん
げ
ん
、
に
ん
じ
ん
な
ど
を
使
う
。
せ
り
は
一
夜
で
と
る
も
の
で
は
な

い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
〈
栃
窪
〉

七
草
ガ
ユ
に
欠
か
せ
な
い
セ
リ
は
、
一
夜
ゼ
リ
を
と
る
も
の
で
は
な
い

と
い
わ
れ
て
早
く
か
ら
用
意
す
る
。
ハ
岩
本
〉

七
草
の
う
た
七
草
の
セ
リ
を
切
る
と
き
は
、
ま
な
い
た
の
上
に
セ
リ
を

の
せ
、
火
吹
竹
、
火
ば
し
を
上
げ
て
、
左
手
に
ス
リ
コ
ギ
、
右
手
に
ホ
ウ

チ
ョ
ウ
を
も
っ
て
た
た
き
な
が
ら
切
る
。
そ
の
と
き
に
は
「
七
草
な
ず
な

唐
土
の
烏
と
支
部
土
の
烏
の
渡
ら
ぬ
先
に
は
し
た
た
け
せ
り
た
た

け
」
と
う
た
い
な
が
ら
切
る
。
(
五
反
田
〉

ま
な
い
た
の
上
に
火
ば
し
を
お
き
、
ほ
う
ち
ょ
う
で
セ
り
を
き
ざ
み
な

が
ら
、
「
七
草
な
ず
な
を
摘
み
そ
ろ
い
唐
土
の
烏
の
渡
ら
ぬ
う
ち
に

せ
り
た
た
く
せ
り
た
た
く
」
と
う
た
う
。
ハ
大
道
〉

厄
病
除
け
七
草
に
村
境
へ
オ
シ
メ
を
は
る
。
厄
病
除
け
で
組
ご
と
に
す

る
。
オ
シ
メ
は
神
主
の
と
こ
ろ
か
ら
も
ら
っ
て
来
る
。
(
栃
窪
〉

倉
び
ら
さ
十
一
日
に
、
雑
煮
を
つ
く
り
、
倉
に
二
ぜ
ん
供
え
る
。
え
び

す
と
大
黒
さ
ん
に
供
え
る
ら
し
い
。
ハ
蟻
川
〉

1201 

恵
比
須
大
黒
に
上
げ
た
オ
ソ
ナ
エ
を
焼
い
て
お
ぞ
う
煮
を
つ
く
っ
て
供

え
る
。
(
栃
窪
)

小
正
月
の
餅
っ
き
大
正
月
に
準
じ
て
も
ち
を
つ
く
。
オ
ソ
ナ
エ
を
と
っ

て
同
じ
よ
う
に
供
え
る
。
(
栃
窪
〉

十
ニ
講
十
二
日
に
は
、
山
の
神
の
お
祭
り
と
し
て
十
二
識
を
や
っ
た

が
、
い
ま
で
は
や
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
っ
た
。
こ
の
日
は
、
あ
ず
き
を

使
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
正
月
は
元
日
か
ら
十
四
日
の
夕
飯
が
す
む

ま
で
の
聞
は
、
あ
ず
き
を
煮
て
は
い
け
な
い
の
で
、
暮
の
う
ち
に
煮
て
お

い
た
も
の
を
使
っ
た
。
ハ
蟻
川
〉

山
を
や
る
人
が
十
二
日
に
十
二
講
を
し
た
。
十
一
日
の
晩
に
お
ま
つ
り

を
す
る
も
の
で
、
本
当
の
十
二
日
に
は
や
ら
な
い
。
ハ
栃
窪
〉

お
か
ざ
り
か
え
(
十
三
日
)
お
松
を
外
し
、
カ
ガ
ミ
モ
チ
を
と
り
か
え

る
が
、
メ
エ
ダ
マ
を
上
げ
る
の
で
き
れ
い
で
、
に
ぎ
や
か
に
な
る
。
メ
エ

ダ
マ
も
ト
ウ
キ
ビ
、
チ
ョ
ウ
セ
ン
ピ
ェ
、
米
の
粉
と
が
合
わ
さ
っ
て
色
ど
り

が
よ
い
。
ク
ワ
ッ
パ
と
し
て
モ
チ
を
三
角
に
切
っ
て
マ
イ
ダ
マ
と
一
緒
に

下
げ
る
。
ハ
寺
社
原
)

メ
エ
ダ
マ
ゴ
サ
エ
ハ
ま
ゆ
玉
つ
く
り
)
を
す
る
。

モ
ノ
ヅ
ク
リ
小
正
月
十
二
日
に
餅
つ
き
を
し
、
十
三
日
に
モ
ノ
ヅ
ク

リ
、
メ
エ
ダ
ン
(
ま
ゆ
玉
)
つ
く
り
を
す
る
。
も
と
は
、
ど
こ
の
家
で
も

ハ
ナ
カ
キ
ナ
タ
と
い
う
刃
物
で
、
コ
メ
ゴ
メ
や
ミ
ズ
プ
サ
を
け
ず
っ
て
ハ

ナ
を
か
き
、
何
十
本
と
い
う
ハ
ナ
を
つ
く
り
、
お
正
月
の
お
松
を
上
げ
た

と
こ
ろ
や
、
お
墓
、
道
祖
神
な
ど
に
上
げ
た
。
で
フ
ミ
パ
シ
、
カ
ユ
カ
キ

ボ
ゥ
、
ァ
l
ボ
ヒ

l
ポ
な
ど
を
つ
く
っ
て
か
ぎ
っ
た
り
し
た
。
ハ
蟻
川
〉
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ハ
ナ
ツ
ク
リ
小
正
月
の
そ
チ
ッ
キ
の
日
ま
で
に
、
聞
を
み
て
ハ
都
合

で
〉
つ
く
る
。
商
売
人
は
木
が
乾
き
次
第
ゃ
っ
た
。
折
田
に
も
い
て
十
一

日
の
中
之
条
の
ボ
ク
市
に
出
し
た
。
ふ
つ
う
の
人
は
十
四
日
に
間
に
合
う

よ
う
に
し
た
。
ホ
ダ
レ
、
ナ
ゲ
ホ
ダ
レ
、
十
二
段
、
八
段
、
ハ
ラ
ミ
バ

シ
、
ケ
エ
カ
キ
棒
、
道
但
神
な
ど
を
つ
く
る
。
水
寧
の
よ
う
な
も
の
も
つ

く
っ
た
。
ノ
シ
は
中
之
条
市
で
買
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ホ
ダ
レ
正
月
さ
ま
に
供
え
る
も
の
で
、
ミ
ズ
プ
サ
で
つ
く
り
、
り
っ
ぱ

な
も
の
。
コ
メ
ゴ
メ
で
つ
く
る
こ
と
も
多
く
、
左
右
に
二
段
に
な
り
、
そ

の
下
の
方
に
一
段
と
の
合
せ
て
三
段
と
な
る
。

ク
ル
マ
パ
ナ
木
で
け
ず
っ
て
水
車
の
よ
う
に
し
た
も
の
に
竹
を
割
っ
て

き
し
て
つ
く
る
。

ナ
ゲ
ホ
ダ
レ
ナ
ゲ
パ
ナ
と
も
い
い
、
コ
メ
ゴ
メ
で
つ
く
っ
た
小
さ
い
ハ 小正月のかざり

ナ。十
ニ
段
の
ハ
ナ
コ
メ
ゴ
メ
の
木
で
十
二
段
に
削
っ
た
も
の
二
本
を
つ
く

り
、
オ
シ
ラ
サ

γ

ハ
蚕
神
〉
へ
供
え
る
と
い
っ
て
十
六
マ
イ
ダ
マ
と
一
緒

に
供
え
る
。

八
段
の
ハ
ナ
十
二
段
で
な
く
、
八
段
の
ハ
ナ
を
二
本
つ
く
っ
て
オ
シ
ラ

サ
γ
に
上
げ
る
家
も
多
い
。
ハ
折
田
)

ハ
ナ
ハ
ナ
は
、
ミ
ズ
プ
サ
で
つ
く
っ
て
竹
を
割
っ
た
も
の
に
さ
す
ク
ル

マ
バ
ナ
、
長
く
け
ず
っ
て
下
げ
る
ホ
ダ
レ
、
ツ
ル
シ
バ
ナ
、
ヵ
メ
ノ
コ
、

短
い
エ
ピ
ス
、
大
黒
の
ハ
ナ
が
あ
り
、
コ
メ
ゴ
メ
で
つ
く
る
十
六
バ
ナ
、

ナ
ゲ
パ
ナ
が
あ
る
。
昔
は
、
中
之
・
粂
の
市
に
売
り
に
出
た
こ
と
も
あ
る

が
、
近
年
は
頼
ま
れ
た
人
に
つ
く
っ
て
分
け
て
や
る
。
ノ
シ
は
、
旧
家
の

よ
う
な
家
が
つ
く
っ
て
か
ざ
る
も
の
で
、
小
作
人
が
か
ざ
る
と
文
句
を
い

わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ハ
岩
本
)

一
種
だ
け
つ
く
る
。
山
入
り
に
と
っ
て
来
た
コ
メ
ゴ
メ
の
木
は
日
陰
に

ほ
し
て
お
き
|
|
皮
を
む
い
て
ほ
す
の
が
仕
事
始
に
な
る
が
、
聞
を
み
て

は
ハ
都
合
で
〉
ケ
ズ
り
を
し
て
、
十
三
日
に
か
ぎ
れ
る
よ
う
に
す
る
。
ハ

ナ
カ
キ
ナ
タ
で
手
前
の
方
に
け
ず
っ
て
き
て
つ
く
る
が
左
右
に
ケ
ズ
リ
が

つ
く
よ
う
に
し
、
上
の
ケ
ズ
リ
が
東
側
(
前
〉
に
な
る
よ
う
に
す
る
。
神

だ
な
へ
四
本
、
オ
カ
イ
コ
神
さ
ん
四
本
と
す
る
。
カ
マ
神
一
本
、
門
か
ざ

り
と
し
て
は
、
門
松
を
と
っ
た
あ
と
の
松
杭
に
松
の
枝
一
本
と
ハ
ナ
一
本

と
を
さ
す
。
一
対
と
す
る
。
カ
イ
コ
ガ
ミ
の
ハ
ナ
は
ジ
ュ
ウ
ロ
グ
と
い

い
、
四
尺
く
ら
い
の
長
さ
の
も
の
に
、
片
側
四
段
ず
つ
で
八
段
、
二
本
で

十
六
段
に
し
た
も
の
を
つ
く
っ
て
供
え
る
。
ハ
ナ
も
長
く
け
ず
っ
た
が
、
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次
第
に
略
す
よ
う
に
な
っ
て
短
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

下〉ホ
ダ
レ
ミ
ズ
プ
サ
の
木
を
、
ノ
シ
を
つ
く
る
よ
り
も
細
く
け
ず
っ
て
行

く
と
ホ
ダ
レ
が
で
き
る
。
ハ
ナ
カ
キ
ナ
タ
で
け
ず
り
っ
ぱ
な
し
に
し
て
や

る
が
、
け
ず
り
な
が
ら
途
中
で
ひ
と
息
入
れ
て
し
ま
う
と
だ
め
に
な
る
の

で
、
け
ず
り
は
じ
め
た
ら
息
を
せ
ず
に
手
元
ま
で
け
ず
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
大
切
な
条
件
の
一
つ
に
な
る
。
け
ず
る
と
き
に
は
木
を
敷
居
の
は
じ
に

押
し
つ
け
る
よ
う
に
し
、
手
前
に
は
錐
を
き
し
て
ひ
ざ
で
お
さ
え
、
手
を

ハ
上
反

年中行事

釜神さまのハナ
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の
ば
し
て
ハ
ナ
カ
キ
ナ
タ
を
手
前
に
ひ
い
て
け
ず
つ
で
つ
く
る
。
手
前
に

は
、
丸
太
の
マ
ク
ラ
を
入
れ
て
お
く
と
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
グ
ル

ワ
ハ
ま
わ
り
〉
を
け
ず
り
き
る
と
の
こ
ぎ
り
で
切
っ
て
一
つ
仕
上
げ
る
。

ひ
も
で
つ
る
す
も
の
は
マ
イ
ダ
マ
と
一
緒
に
つ
る
し
て
や
り
、
竹
を
曲
げ

た
柄
を
つ
け
た
も
の
は
神
だ
な
や
正
月
だ
な
の
か
ぎ
り
と
す
る
。
ま
た
小

さ
い
け
ず
り
は
花
の
よ
う
に
な
る
ク
ル
マ
バ
ナ
と
し
て
マ
イ
ダ
マ
の
か
ぎ

り
に
す
る
。
ハ
五
反
田
)

ノ
シ
ミ
ズ
プ
サ
の
木
を
切
っ
て
来
て
、
日
陰
ぼ
し
に
し
て
お
き
、
皮
を

む
い
て
か
ら
ハ
ナ
カ
キ
ナ
タ
で
カ
ク
ハ
つ
く
る
)
。
大
き
い
方
の
ハ
ナ
カ
キ

ナ
タ
で
、
角
度
の
あ
る
け
ず
り
方
を
す
る
が
、
け
ず
り
は
じ
め
た
と
こ
ろ

で
助
手
の
人
に
お
さ
え
て
も
ら
い
、
い
っ
き
に
手
元
の
方
ま
で
け
ず
っ
て

行
き
、
け
ず
り
終
る
と
助
手
は
別
の
手
に
も
ち
か
え
、
次
の
け
ず
り
に
か

か
っ
て
け
ず
っ
て
は
ま
と
め
て
行
く
。
ノ
シ
と
よ
ば
れ
る
の
も
、
け
ず
っ

た
も
の
が
よ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
ノ
シ
タ
状
態
の
ま
ま
に
つ
く
る
の
で
ノ

シ
と
い
う
。
け
ず
り
終
る
と
の
こ
ぎ
り
で
切
り
、
中
央
に
ひ
も
を
通
し
て

つ
る
す
よ
う
に
す
る
が
、
つ
く
っ
て
す
ぐ
に
つ
る
し
て
し
ま
う
と
よ
じ
れ

る
こ
と
が
あ
る
の
で
下
の
方
を
し
ぼ
っ
て
お
き
、
更
に
少
し
切
っ
て
下
の

方
を
つ
め
る
と
き
れ
い
に
な
る
。
ノ
シ
は
ト
ボ
グ
チ
に
つ
る
す
。
ハ
五
反

田
)

ナ
ゲ
バ
ナ
ナ
グ
パ
ナ
は
細
い
コ
メ
ゴ
メ
の
木
で
つ
く
る
。
お
墓
や
、
道

祖
神
、
庚
申
さ
ん
、
観
音
さ
ん
な
ど
、
お
正
月
の
コ
タ
ッ
ク
メ
を
上
げ
た

と
こ
ろ
に
上
げ
る
。
オ
マ
ツ
の
小
枝
と
、
=
一
個
さ
し
た
オ
マ
ル
ハ
マ
イ
ダ

マ
〉
と
ナ
ゲ
パ
ナ
一
本
を
一
組
と
し
て
供
え
る
。
ハ
五
反
田
)
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十
六
ダ
ン
ミ
ズ
プ
サ
の
木
の
太
い
も
の
二
本
を
使
う
。
一
本
に
八
ダ

γ

の
ハ
ナ
を
か
き
、
合
せ
て
十
六
ダ
ン
と
す
る
が
、
ハ
ナ
を
か
く
と
き
に

は
、
イ
チ
ダ
γ
ご
と
に
片
側
八
本
の
ケ
ズ
り
を
つ
く
り
、
両
側
で
十
六
本

と
し
、
八
ダ
ン
二
本
、
十
六
ダ
ン
と
な
る
が
、
十
六
と
す
る
理
由
は
知
ら

れ
て
い
な
い
。
十
六
ダ
ン
は
オ
カ
イ
コ
の
神
さ
ま
に
供
え
る
。
ハ
五
反
田
)

ハ
ナ
カ
キ
に
わ
と
こ
の
木
で
十
六
の
ハ
ナ
を
つ
く
り
、
す
べ
て
の
神
様

に
上
げ
る
。
使
っ
た
ハ
ナ
は
「
俵
の
形
」
に
し
て
し
ぼ
っ
て
お
き
、
田
植

え
の
自
に
赤
飯
を
ふ
か
す
と
き
に
燃
す
。
ハ
栃
窪
〉

二
日
の
山
入
り
で
と
っ
た
木
を
ハ
ナ
に
か
い
て
、
十
四
日
に
か
ざ
る
。

ド
ウ
ロ
ク
神
焼
き
前
に
用
意
す
る
。
ニ
ワ
ト
リ
を
使
っ
て
ジ
ュ
ウ
ロ
タ
を

つ
く
る
。
ハ
栃
窪
〉

ハ
ナ
木
は
コ
メ
ゴ
メ
で
、
エ
ワ
ト
コ
の
木
の
例
は
な
い
。
二
段
の
ハ
ナ

が
中
心
で
、
十
五
パ
ナ
と
か
十
六
バ
ナ
は
一
本
で
つ
く
る
の
で
は
な
く
、

一
本
の
木
に
八
段
を
左
右
で
数
え
る
の
で
合
計
十
六
と
い
う
。

メ
エ
ダ
マ
は
下
げ
て
も
、
ハ
ナ
は
そ
の
ま
ま
と
い
っ
て
、
後
々
ま
で
も

お
い
て
お
く
。
ハ
寺
社
原
〉

ニ
ワ
ト
コ
を
ハ
ナ
木
と
し
て
使
う
が
、
こ
の
木
は
、
神
代
の
昔
、
神
さ

ま
に
上
げ
る
ハ
ナ
を
つ
く
っ
た
木
が
ニ
ワ
ト
コ
だ
か
ら
「
い
い
木
」
だ
と

い
う
。
ハ
折
田
〉

小
正
月
の
ハ
ナ
は
、
二
十
日
の
マ
イ
カ
キ
と
一
緒
に
と
り
片
ず
け
る
。

一
つ
に
ま
と
め
て
お
い
て
二
階
な
ど
に
す
す
け
な
い
よ
う
に
し
て
と
っ
て

お
き
、
春
蚕
の
ハ
ナ
ビ
キ
リ
に
マ
プ
シ
と
し
て
マ
イ
を
つ
く
ら
せ
る
。
ハ

ナ
に
た
け
て
ハ
つ
け
て
〉
す
ぐ
つ
く
る
と
エ
ン
ギ
が
良
い
と
い
っ
た
。
マ

イ
は
ふ
つ
う
に
と
っ
て
出
荷
し
た
。
い
ま
は
と
っ
て
す
ぐ
に
燃
し
て
し
ま

う
。
ハ
上
反
下
〉

閏
植
え
祝
い
に
ハ
ナ
を
燃
す
。
最
近
は
時
期
が
合
わ
な
い
の
で
田
植
え

祝
い
は
あ
と
で
す
る
た
め
、
田
植
え
の
終
り
で
な
く
、
一
蚕
な
ど
が
上
っ
て

か
ら
来
て
も
ら
っ
て
お
祝
い
を
す
る
が
、
そ
の
時
に
、
ハ
ナ
を
タ
キ
ツ
ケ

と
し
て
カ
マ
ド
で
燃
し
て
料
理
を
す
る
。

マ
イ
ダ
マ
木
も
、
昔
は
人
を
招
ん
だ
時
に
ハ
ナ
と
同
じ
よ
う
に
燃
し
た

が
、
最
近
は
ま
と
め
て
お
い
て
い
つ
か
燃
す
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。
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ハ
上
反
下
〉

ア
l
ボ
・
ヒ
l
ボ
オ
ッ
カ
ド
の
木
の
棒
で
、
皮
を
む
い
て
粟
の
穂
、
皮

を
つ
け
た
ま
ま
の
も
の
で
稗
を
表
わ
す
と
し
て
つ
く
り
、
コ
エ
ヅ
カ
〈
堆

肥
所
)
に
立
て
る
。
(
栃
窪
〉

ア
l
ボ
・
ヒ
l
ボ
は
、
竹
を
割
っ
て
曲
げ
た
も
の
へ
さ
す
の
と
、
七
夕

の
よ
う
に
竹
の
校
に
つ
る
す
家
と
の
こ
通
り
が
あ
る
が
、
十
六
本
の
木
を

八
本
は
皮
っ
き
、
八
本
は
皮
を
む
い
た
の
に
し
て
さ
す
の
は
同
じ
で
あ

る
。
(
栃
窪
)

竹
を
四
ツ
割
り
に
し
、
更
に
四
分
割
し
て
、
四
本
ず
つ
組
ん
で
ま
わ
り

に
下
が
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
へ
、
オ
ッ
カ
ド
の
棒
の
皮
を
む
い
た
も
の

八
木
、
皮
つ
き
の
も
の
八
本
、
合
計
十
六
本
を
下
げ
る
。
堆
肥
の
上
に
立

て
た
も
の
で
あ
る
。
(
寺
社
原
)

竹
を
割
り
、
皮
つ
き
の
も
の
と
皮
を
む
い
た
オ
ッ
カ
ド
の
木
を
八
本
ず

っ
、
計
十
六
本
を
さ
し
て
つ
く
る
。
堆
肥
の
上
に
立
て
る
。
竹
は
割
ら
ず

に
校
が
つ
い
た
ま
ま
で
七
夕
の
よ
う
に
さ
し
て
つ
く
る
家
も
あ
る
。
〈
栃

窪
)

ケ
ヱ
カ
キ
ボ
ウ
オ
ツ
カ
ド
で
つ
く
る
。
ウ
ラ
ハ
先
端
〉
の
方
は
四
ツ
割

り
に
し
、
モ
ト
(
下
部
)
の
方
は
杭
状
に
尖
ら
せ
て
つ
く
る
。
長
さ
は
家

に
よ
っ
て
ち
が
う
が
、
片
手
で
は
揮
り
切
れ
な
い
ほ
ど
の
太
さ
の
も
の

で
、
長
い
の
は
こ
尺
近
く
に
も
な
る
。
刃
物
で
ハ
ナ
を
か
く
の
も
昔
か
ら

の
し
き
た
り
で
あ
る
。
つ
く
る
と
神
だ
な
へ
上
げ
て
お
く
が
、
十
五
日
の

朝
、
煮
え
た
十
五
日
ガ
ユ
を
こ
れ
で
か
き
ま
わ
し
、
四
ツ
割
り
に
し
た
と

こ
ろ
に
入
り
こ
ん
だ
カ
ユ
は
と
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
神
だ
な
に
上
げ
て
お

第八章

く
。
春
に
な
っ
て
商
代
の
水
口
に
立
て
る
。
苗
床
の
モ
ミ
種
を
小
鳥
に
食

べ
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
こ
の
ケ
エ
カ
キ
棒
は
小
鳥
の
エ
サ
を
つ
け
て
お
く

の
だ
と
い
う
。
だ
か
ら
こ
の
棒
の
こ
と
を
別
名
「
カ
ラ
ス
ド
マ
リ
」
と
い

う
。
(
岩
本
)

カ
ユ
カ
キ
棒
十
五
日
ガ
ユ
の
と
き
、
大
神
宮
さ
ま
に
上
げ
た
オ
タ
ナ
の

マ
イ
ダ
マ
を
カ
イ
カ
キ
棒
の
割
り
め
に
さ
し
て
、
二
本
で
お
さ
え
て
、
ヵ

ユ
の
上
に
の
せ
、
こ
れ
で
カ
マ
の
中
を
な
で
る
。
そ
の
あ
と
、
も
ち
の
こ

ま
か
い
の
を
き
し
て
カ
イ
カ
キ
棒
で
突
っ
こ
ん
で
シ
ロ
ッ
ク
り
を
表
わ
し

し
、
堆
肥
を
入
れ
る
と
い
う
の
で
塩
を
ま
い
て
や
る
。
ま
き
す
ぎ
る
と

「
ア
ン
モ
ニ
ア
が
す
ぎ
て
ハ
稲
〉
が
伏
す
ぜ
」
な
ど
と
声
が
か
か
る
。
入

れ
た
マ
イ
ダ
マ
が
上
が
る
と
「
カ
ネ
玉
が
上
が
っ
た
か
ら
今
年
は
縁
起
が

い
い
ぞ
」
と
い
っ
た
。
小
正
月
の
と
き
に
つ
か
っ
た
カ
イ
カ
キ
棒
は
、
神

だ
な
に
上
げ
て
お
き
、
苗
代
を
つ
く
っ
た
と
き
に
苗
代
の
カ
ケ
グ
チ
(
水

口
)
に
立
て
る
。
そ
の
と
き
は
ヒ
イ
(
ヒ
エ
〉
を
い
っ
て
お
ひ
ね
り
に
し

て
、
十
文
字
に
割
っ
た
中
に
さ
し
て
お
き
、
カ
ラ
ス
が
籾
種
を
拾
わ
な
い

よ
う
に
し
た
。
カ
イ
カ
キ
棒
は
、
他
人
に
割
ら
れ
な
い
う
ち
に
自
分
で
割

る
と
い
っ
て
、
苗
と
り
に
行
っ
た
と
き
に
た
た
い
て
割
る
。
(
栃
窪
)

マ
γ
ガ
ハ
馬
鍬
〉
の
か
わ
り
に
オ
ッ
カ
ド
で
上
を
四
ツ
割
り
に
し
た
ケ

エ
カ
キ
ボ
ウ
を
つ
く
り
、
十
五
日
の
ケ
エ
を
か
き
ま
わ
す
。
右
へ
ま
わ

し
、
次
に
左
へ
ま
わ
す
な
ど
し
て
割
れ
目
に
米
粒
が
た
く
さ
ん
入
る
と

「
当
る
」
と
い
う
。
割
れ
目
に
は
落
ち
た
マ
イ
玉
を
さ
し
て
カ
ユ
カ
キ
を

す
る
も
の
で
あ
る
。
(
寺
社
原
)

オ
ッ
カ
ド
の
丸
木
の
上
の
方
を
十
文
字
に
割
っ
て
十
五
日
ガ
ユ
を
か
き
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ま
わ
し
、
そ
の
あ
と
と
っ
て
お
い
て
回
の
水
口
に
立
て
た
。
(
折
田
〉

ケ
エ
力
キ
ポ
ウ
マ

γ
ガ
ハ
馬
鍬
〉
の
か
わ
り
に
オ
ッ
カ
ド
の
木
を
四

割
り
し
た
ケ
エ
カ
キ
ボ
ウ
を
つ
く
り
、
十
五
日
の
ケ
エ
を
か
き
ま
わ
す
。

右
へ
ま
わ
し
、
次
に
左
へ
ま
わ
す
な
ど
し
て
、
割
れ
目
に
米
粒
が
た
く
さ

ん
入
る
と
「
当
る
」
と
い
う
。
そ
こ
に
は
落
ち
た
マ
イ
ダ
マ
を
さ
し
て
カ

ユ
カ
キ
を
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ハ
寺
社
原
)

オ
ッ
カ
ド
の
木
を
丸
木
の
ま
ま
使
い
、
上
を
十
文
字
に
割
っ
て
十
五
日

ガ
ユ
を
か
き
ま
わ
し
、
そ
の
あ
と
と
っ
て
お
い
て
回
の
カ
ケ
グ
チ
ハ
水

口
)
に
立
て
た
。
ハ
折
田
)

ハ
ラ
ミ
箸
オ
ッ
カ
ド
の
木
を
割
っ
て
中
太
の
は
し
を
つ
く
り
、
十
五
日

の
小
豆
が
ゆ
を
食
べ
る
の
に
使
う
。
こ
の
と
き
使
っ
た
は
し
は
あ
と
で
回

の
水
口
に
立
て
る
。
ハ
栃
窪
)

イ
ネ
の
穂
パ
ラ
ミ
ハ
出
穂
期
〉
の
状
態
を
一
示
す
も
の
だ
と
い
い
、
オ
ッ

カ
ド
の
木
を
割
っ
て
、
中
央
部
を
太
く
し
、
両
端
は
細
く
け
ず
っ
た
ハ
シ

を
つ
く
る
。
オ
ッ
カ
ド
の
木
の
生
長
の
早
さ
と
、
こ
の
よ
う
に
良
い
穂
が

出
る
よ
う
に
と
い
う
豊
作
の
祈
り
を
示
す
。
家
族
の
数
だ
け
作
っ
て
年
神

さ
ま
に
上
げ
て
お
き
、
十
五
日
ガ
ユ
を
食
べ
る
と
き
に
使
う
。
ハ
岩
本
〉

小
正
月
に
使
っ
た
ハ
ラ
ミ
パ
シ
は
、
お
か
ぎ
り
の
マ
イ
ダ
マ
木
や
竹
な

ど
と
一
緒
に
ま
る
き
こ
ん
で
と
っ
て
お
き
、
田
植
え
の
日
の
赤
飯
を
ふ
か

す
時
に
燃
し
て
や
る
。
保
温
せ
っ
ち
ゅ
う
苗
代
の
普
及
で
首
つ
く
り
が
変

わ
っ
た
今
で
も
や
る
家
が
あ
る
。
ハ
栃
窪
〉

は
し
ハ
箸
)
の
木
コ
メ
ゴ
メ
の
木
は
、
小
正
月
の
と
き
の
ハ
ナ
木
に
使
っ

た
。
ま
た
、
こ
の
木
で
む
か
し
は
箸
を
つ
く
っ
た
の
で
、
コ
メ
ゴ
メ
の
木

の
こ
と
を
ハ
シ
ノ
木
と
い
う
。
コ
メ
ゴ
メ
の
木
を
煮
て
、
・
反
を
む
い
て
つ

く
っ
た
。
む
か
し
は
箸
な
ど
買
わ
な
か
っ
た
。
ハ
反
下
〉

タ
ワ
ラ
木
唐
沢
家
で
は
つ
く
ら
な
い
。
武
士
だ
っ
た
が
戦
に
敗
れ
、
野

に
下
っ
た
時
に
い
そ
が
し
く
て
正
月
の
用
意
が
間
に
合
わ
ず
に
つ
く
ら
な

か
っ
た
の
で
、
い
ま
も
つ
く
ら
な
い
。
近
所
の
他
家
で
は
オ
ッ
カ
ド
で
タ

ワ
ラ
木
を
つ
く
り
、
田
植
え
祝
い
に
燃
す
よ
う
で
あ
る
。
ハ
上
反
下
)

ま
ゆ
玉
っ
く
り
十
三
日
に
す
る
。
こ
の
日
は
小
正
月
の
諸
準
備
と
ま
ゆ

玉
つ
く
り
、
お
飾
り
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ゆ
玉
は
神
棚
、
か

ま
神
さ
ま
、
エ
ピ
ス
様
、
仏
檀
1

お
し
ら
様
ハ
蚕
神
様
〉
、
門
松
を
立
て
た

場
所
に
全
部
に
小
枝
に
き
し
た
も
の
を
上
げ
た
り
す
る
。
神
棚
の
一
部
に

十
六
と
い
う
大
き
い
ま
ゆ
玉
を
十
六
個
つ
く
っ
た
の
を
桑
の
木
の
株
に
さ

す
。
ま
た
そ
の
隣
り
に
は
三
又
の
桑
の
木
に
お
し
ら
様
を
か
ざ
る
。
ハ
伊

勢
町
)

マ
イ
ダ
マ
小
正
月
の
マ
イ
ダ
マ
の
粉
は
、
主
に
米
選
機
下
の
米
を
粉
に

し
た
も
の
で
、
ヒ
エ
マ
イ
ダ
マ
も
何
年
も
つ
く
っ
た
。
近
所
の
女
衆
を

四
、
五
人
も
頼
ん
で
来
て
、
熱
湯
で
こ
ね
て
、
マ
イ
ダ
マ
を
ま
る
め
る

h
y
 

と
、
ふ
た
の
で
き
る
桶
の
中
へ
入
れ
て
凍
み
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
て
お
い

て
、
翌
日
の
も
ち
つ
き
の
後
に
き
し
た
。
将
棋
盤
を
た
た
み
の
上
に
置

き
、
こ
の
上
に
ボ
ク
を
立
て
、
梁
に
も
枝
を
き
し
た
り
し
て
ヒ
エ
マ
イ
ダ

マ
や
米
の
マ
イ
ダ
マ
を
き
し
た
。
マ
イ
ダ
マ
を
と
る
こ
と
は
マ
イ
カ
キ
と

い
い
、
し
ま
っ
て
お
い
て
春
蚕
の
桑
と
り
に
行
く
時
に
、
ホ
ド
に
入
れ
て

焼
い
た
も
の
を
ふ
と
こ
ろ
に
入
れ
て
行
っ
た
も
の
。
春
蚕
の
桑
ハ
ヤ
シ

(
桑
切
り
)
の
時
に
は
、
ユ
ヲ
オ
キ
に
男
衆
を
四
、
五
人
、
女
衆
も
四
、
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五
人
ほ
ど
頼
ん
で
や
っ
た
か
ら
、
マ
イ
ダ
マ
も
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
お
い

た
。
ハ
山
図
〉

メ
エ
ダ
ン
も
み
す
り
の
と
き
、
米
選
機
ハ
万
石
)
の
下
に
出
た
青
米
な

ど
の
く
ず
米
を
洗
っ
て
粉
に
ひ
き
、
メ
エ
ダ
ン
を
つ
く
る
。
メ
エ
ダ
ン
は

オ
カ
イ
コ
が
よ
く
あ
た
る
よ
う
に
つ
く
る
も
の
で
あ
る
。
ジ
ュ
ウ
ロ
ク
と

い
う
特
に
大
き
な
メ
エ
ダ
ン
を
十
六
個
つ
く
る
。
ゆ
で
た
メ
エ
ダ
ン
は
、

ヤ
マ
ク
ワ
や
エ
ン
ジ
ュ
の
よ
う
な
ボ
タ
の
木
に
さ
し
て
か
ぎ
り
、
コ
メ
ゴ

メ
の
木
で
つ
く
っ
た
ハ
ナ
も
一
緒
に
つ
る
し
た
り
し
て
か
ぎ
り
つ
け
る
。

十
六
マ
イ
ダ
マ
は
竹
に
き
し
て
神
だ
な
に
上
げ
る
。
メ
エ
ダ
ン
の
ゆ
で
汁

は
、
ヤ
カ
ン
に
入
れ
て
柿
の
木
な
ど
の
ナ
リ
コ
ダ
マ
の
根
の
ま
わ
り
に
ま

く
と
、
そ
の
年
は
大
変
よ
く
と
れ
る
と
い
わ
れ
る
。
ハ
蟻
川
〉

マ
イ
ダ
マ
の
中
で
大
き
い
十
六
マ
イ
ダ
マ
は
、
桑
の
木
の
株
を
と
っ
て

年中行事第八章

まいだまとホダレ

き
て
枝
に
さ
し
、
ォ
シ
ラ
様
に
供
え
る
。
オ
シ
ラ
様
は
蚕
神
で
、
ザ
シ
キ

の
鴨
居
の
と
こ
ろ
に
ま
つ
る
。
マ
イ
ダ
マ
の
ボ
ク
は
ヤ
マ
ク
ワ
で
、
ゆ
で

た
マ
イ
ダ
マ
は
一
升
マ
ス
や
メ
ン
バ
の
中
に
入
れ
て
ボ
ク
に
さ
す
。
昔
は

着
物
の
ふ
と
こ
ろ
に
入
れ
て
お
い
て
そ
こ
か
ら
出
し
て
き
し
た
と
い
う
。

ザ
シ
キ
の
隅
の
方
に
竹
の
柱
を
た
て
、
こ
れ
に
ボ
ク
を
し
ば
り
つ
け
て
か

ざ
る
が
、
大
き
い
ザ
オ
バ
カ
リ
も
し
ぼ
り
つ
け
、
カ
ギ
の
と
こ
ろ
へ
は
ハ

カ
リ
ノ
タ
マ
と
い
う
の
で
大
き
な
餅
を
き
し
て
つ
る
す
。
と
の
は
か
り
で

つ
る
し
て
は
か
る
ほ
ど
、
た
く
さ
ん
と
れ
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う

と
い
う
。
ハ
ナ
も
つ
る
す
。
年
神
さ
ま
、
え
び
す
大
黒
、
荒
神
さ
ん
、
な

ど
の
神
さ
ま
に
も
供
え
、
門
口
に
も
か
ざ
る
。
(
五
反
田
〉

ヤ
マ
タ
ワ
や
ミ
ズ
プ
サ
に
さ
す
。
ど
の
木
も
シ
ナ
ハ
き
し
た
様
子
〉
が

い
い
。
八
畳
間
い
っ
ぱ
い
に
き
し
た
も
の
。
イ
タ
モ
チ
と
い
っ
て
三
角
の

モ
チ
も
さ
す
。

十
六
マ
イ
ダ
マ
大
き
く
て
、
マ
ユ
の
形
、
丸
い
も
の
、
宝
珠
の
よ
う
な

も
の
、
合
わ
せ
て
十
六
個
を
さ
す
。

正
月
さ
ま
エ
ゴ
の
木
の
新
ズ
エ
ハ
枝
〉
に
十
二
個
の
マ
イ
ダ
マ
を
き
し

て
供
え
る
。
エ
ゴ
の
木
は
か
つ
こ
う
が
い
い
。
ハ
折
田
〉

カ
ザ
リ
ガ
シ
底
の
人
が
売
り
に
来
た
も
の
を
買
い
、
赤
、
青
、
黄
色
な

ど
の
も
の
を
マ
イ
ダ
マ
と
一
緒
に
か
ぎ
っ
た
。
〈
折
田
〉

十
四
日
の
晩
、
ド
ン
ド
ン
ヤ
キ
に
家
族
数
だ
け
つ
い
た
マ
イ
ダ
マ
の
木

を
持
っ
て
行
き
、
あ
ぶ
っ
て
来
て
食
べ
る
。
か
ぜ
を
ひ
か
な
い
、
丈
夫
に

な
る
と
い
い
、
動
け
な
い
病
人
に
は
「
火
を
も
ら
っ
て
行
っ
て
あ
て
べ
え
」

と
い
っ
て
持
っ
て
行
っ
た
。
ハ
折
田
〉
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十六パナと十六まいだま

民俗

マ
イ
ダ
マ
デ
イ
と
よ
ば
れ
る
八
畳
の
部
屋
の
中
へ
、
大
き
な
ボ
タ
を
立

て
、
こ
れ
に
鈴
な
り
に
さ
し
て
か
ぎ
っ
た
。
ボ
タ
が
小
さ
い
と
二
本
、
外

か
ら
は
一
本
に
見
え
る
よ
う
に
く
ふ
う
し
た
。
マ
イ
ダ
マ
は
、
米
が
少
な

い
の
で
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
朝
鮮
ピ
エ
の
マ
イ
ダ
マ
を
元
の
方
へ
い
っ
ぱ

い
き
し
て
、
先
の
方
へ
米
の
マ
イ
ダ
マ
を
き
し
た
。
最
近
は
デ
イ
に
か
.
さ

ら
ず
、
ザ
シ
キ
の
年
神
さ
ま
に
供
え
る
く
ら
い
で
あ
る
。
ハ
上
反
下
〉

米
の
粉
で
ジ
ュ
ウ
ロ
ク
と
い
う
の
を
つ
く
る
。
少
し
大
き
く
し
て
、
丸

い
も
の
と
マ
イ
の
形
の
も
の
と
し
、
ホ
ウ
シ
の
玉
の
形
も
ま
ぜ
て
つ
く

る
。
竹
の
枝
に
さ
す
。
ふ
つ
う
の
マ
イ
ダ
マ
は
、
米
の
粉
だ
け
で
な
く
、

ヒ
エ
や
ト
ウ
キ
ビ
を
使
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
(
い
ま
は
米
の
外
に
は
つ
く

ら
な
い
)
木
は
ボ
タ
ハ
ヤ
マ
ッ
ク
ワ
〉
と
ミ
ズ
プ
サ
の
木
に
き
し
て
か
ざ

る
。
ゆ
で
た
汁
は
牛
に
く
れ
る
。
ハ
栃
窪
)

イ
ナ
り
さ
ま
の
マ
イ
ダ
マ
枝
が
三
本
に
分
れ
て
い
る
手
ご
ろ
な
木
を
み

つ
け
て
と
っ
て
来
て
、
こ
れ
に
小
さ
な
マ
イ
ダ
マ
を
一
つ
ず
つ
き
し
て
供

え
る
。
ハ
上
反
下
〉

カ
マ
神
さ
ま
の
マ
イ
ダ
マ
大
き
い
マ
イ
ダ
マ
木
の
ボ
ク
を
大
黒
柱
に
な

わ
で
し
ば
り
つ
け
、
こ
れ
に
マ
イ
ダ
マ
を
さ
す
の
で
、
そ
ば
を
通
れ
な
い

く
ら
い
の
も
の
も
つ
く
っ
た
。
ハ
上
反
下
〉

十
六
マ
イ
ダ
マ
お
蚕
の
神
さ
ま
に
供
え
る
マ
イ
ダ
マ
と
し
て
十
六
マ
イ

ダ
マ
を
つ
く
る
。
ふ
つ
う
の
も
の
の
二

l
三
倍
の
大
き
さ
で
、
ま
ゅ
の
形

に
し
た
も
の
と
、
宝
珠
の
玉
の
形
に
つ
く
っ
た
も
の
を
き
す
。
合
せ
て
十

六
個
と
し
、
桑
の
木
根
っ
こ
を
ボ
ク
と
し
て
使
う
。
座
敷
の
ハ
リ
に
か
け

る
。
ハ
五
反
田
)

オ
シ
ラ
ザ
ン
に
供
え
る
。
こ
れ
は
ザ
ツ
キ
の
北
の
隅
に
か
ざ
る
。
ハ
寺

社
原
〉

マ
イ
ダ
マ
年
神
さ
ま
に
進
ぜ
た
マ
イ
ダ
マ
は
、
一
ツ
残
さ
ず
に
と
っ
て

お
き
、
ヤ
マ
ハ
畑
・
山
〉
へ
行
く
と
き
に
一
つ
ず
つ
ふ
と
こ
ろ
へ
入
れ
て

行
く
と
、
蛇
除
け
の
お
守
り
に
な
る
。
年
神
さ
ま
の
メ
エ
ダ
マ
は
、
フ
ウ

キ
や
ワ
ラ
ビ
な
ど
の
ア
オ
モ
ン
と
り
の
と
き
、
親
か
ら
「
メ
エ
ダ
マ
を
も

っ
て
げ
」
ハ
ま
ゆ
だ
ま
を
持
っ
て
行
き
な
さ
い
)
」
と
い
わ
れ
、
袋
に
入

れ
た
メ
エ
ダ
マ
を
腰
に
下
げ
て
も
ら
っ
た
。
蛇
除
け
で
あ
っ
た
。
ハ
五
反
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年中行事

回〉十
四
日
正
月
十
四
日
は
「
草
が
生
え
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
の
で
、

い
ろ
り
の
中
を
き
れ
い
に
さ
せ
た
。
女
衆
の
仕
事
と
な
っ
て
い
た
。
ハ
五

反
田
〉

仏
の
め
し
割
子
ハ
メ
ン
パ
〉
に
盛
っ
た
飯
に
月
の
数
だ
け
の
は
し
ハ
不

定
の
家
も
あ
る
)
を
立
て
て
仏
檀
に
進
ぜ
る
。
こ
の
と
き
の
は
し
は
各
戸

で
き
ま
り
は
な
い
が
コ
メ
ゴ
メ
の
新
梢
を
ゆ
で
て
皮
を
む
い
た
白
色
で
美

し
い
も
の
を
使
う
。
昔
は
、
農
家
で
は
日
常
使
用
す
る
は
し
も
、
こ
の
コ

メ
ゴ
メ
の
は
し
を
使
う
家
が
多
か
っ
た
。
ハ
伊
勢
町
)

紙
も
ら
い
今
か
ら
五
、
六

O
年
ほ
ど
前
、
小
学
生
は
十
四
日
の
昼
間
、

村
の
中
の
家
を
ま
わ
っ
て
紙
を
も
ら
っ
た
。
家
々
で
は
白
い
紙
ハ
半
紙
〉

を
十
枚
く
ら
い
ず
つ
ま
る
め
て
く
れ
た
。
紙
に
は
二
種
類
あ
っ
て
、
オ
オ

ガ
ミ
と
コ
ガ
ミ
の
別
が
あ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
書
き
初
め
を
い
っ
ぱ
い

書
い
て
村
中
に
配
っ
た
。
ハ
下
反
下
〉

道
祖
神
ノ
ゼ
ッ
ポ
ウ
ハ
オ
ッ
カ
ド
|
|
ヌ
ル
デ
〉
の
木
の
皮
を
む
い

て
、
五
寸
く
ら
い
の
長
さ
に
切
り
、
「
奉
納
道
祖
神

O
O氏
」
と
書
い
た

も
の
を
つ
く
り
、
ド
シ
ド
ン
ヤ
キ
の
火
で
こ
が
し
て
道
祖
神
に
供
え
た
。

ハ
五
反
悶
〉

オ
ッ
カ
ド
の
丸
い
木
を
五
寸
く
ら
い
に
切
り
、
切
り
こ
み
を
入
れ
て

「
奉
納
道
祖
神
」
と
書
い
て
つ
く
り
、
一
一
本
の
う
ち
一
本
は
道
祖
神
に
上

げ
、
一
本
は
ド
ン
ド
ン
ヤ
キ
の
火
で
燃
す
。
ハ
寺
社
原
〉

一
月
十
二
日
か
十
三
日
に
オ
ッ
カ
ド
の
木
で
ド
ウ
ロ
ク
神
さ
ん
を
つ
く

っ
た
。
十
四
日
の
晩
、
ド
ウ
ロ
グ
神
さ
ん
に
夕
飯
を
上
げ
て
か
ら
ド
ン
ド

第八章

ン
焼
き
で
焼
い
た
。
ハ
上
反
下
)

十
四
日
、
厄
年
の
人
が
厄
除
け
の
た
め
に
ま
つ
る
祭
り
だ
と
い
わ
れ
る

が
、
ど
ん
ど
ん
焼
き
と
も
い
う
。
「
奉
納
道
祖
神
」
と
紙
に
書
い
て
ど
ん

ど
ん
焼
き
で
燃
し
た
と
き
、
煙
り
が
高
く
上
が
れ
ば
上
が
る
ほ
ど
字
が
上

手
に
な
る
と
い
う
。
厄
年
の
人
は
み
か
ん
を
村
人
に
配
る
。
厄
年
と
は
、

男
は
十
五
、
二
十
五
、
四
十
二
歳
。
女
は
十
三
、
十
九
、
三
十
三
歳
で
あ

る
。
ど
ん
ど
ん
焼
き
で
ま
ゆ
玉
を
焼
い
て
食
べ
る
と
病
気
を
し
な
い
と
い

う
。
(
栃
窪
)

ド
ン
ド
ン
ヤ
キ
道
組
神
は
坂
を
上
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
の
で
、

下
り
一
方
に
つ
く
っ
て
焼
く
。
ハ
蟻
川
)

ド
ウ
ロ
ク
神
ま
つ
り
十
四
日
に
す
る
。
小
屋
は
多
少
つ
く
る
。
材
料
の

足
ら
な
い
分
は
山
か
ら
と
っ
て
来
る
。
も
と
は
大
き
い
の
を
つ
く
っ
た

が
、
今
は
そ
れ
ほ
ど
に
は
し
な
い
。
(
栃
窪
〉

七
草
の
日
に
お
松
を
ひ
き
ハ
外
し
〉
、
表
へ
出
し
て
お
く
と
子
ど
も
た
ち

が
集
め
て
、
ド
ウ
ソ
ウ
神
小
屋
を
つ
く
り
、
十
四
日
に
ど
ん
ど
ん
や
き
を

す
る
。
ま
い
だ
ま
を
持
っ
て
行
っ
て
焼
い
た
も
の
を
家
中
で
食
べ
る
。
残

っ
た
火
で
尻
を
あ
ぶ
る
。
こ
の
火
に
あ
た
る
と
カ
ゼ
を
ひ
か
な
い
。
書
初

め
を
し
て
旗
を
つ
く
っ
て
行
き
、
お
松
の
火
の
上
に
か
け
て
、
燃
え
た
の

が
高
く
上
る
と
字
が
上
手
に
な
る
と
い
う
。

ど
ん
ど
ん
や
き
の
松
の
モ
エ
ク
ジ
(
燃
え
残
り
〉
を
拾
っ
て
き
て
、
門

の
軒
下
に
進
ぜ
る
と
火
事
に
な
ら
な
い
と
い
う
。
(
蟻
川
〉

大
道
に
は
ど
ん
ど
ん
や
き
が
な
い
。
ず
っ
と
昔
の
こ
と
、
あ
る
年
み
ん

な
の
意
見
が
ど
ん
ど
ん
や
き
を
や
っ
て
み
る
か
と
い
う
こ
と
で
一
致
し
た
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の
で
、
道
祖
神
を
ま
つ
り
、
ど
ん
ど
ん
や
き
を
し
た
と
こ
ろ
が
、
そ
の
年

に
限
っ
て
よ
く
な
い
こ
と
が
重
な
り
、
疫
病
が
村
中
に
流
行
し
て
し
ま
っ

た
た
め
、
こ
れ
が
悪
い
ん
だ
と
い
っ
て
ま
つ
っ
て
い
た
道
祖
神
を
倒
し
、

大
沢
ま
で
か
つ
い
で
行
っ
て
捨
て
て
し
ま
っ
た
。
今
か
ら
百
五
十
年
ほ
ど

前
、
ナ
ン
カ
ン
三
四
郎
と
い
う
人
の
と
き
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
捨

て
ら
れ
た
道
祖
神
は
、
毎
年
の
あ
ら
し
で
次
第
に
下
の
方
へ
流
れ
て
行

き
、
し
ば
ら
く
た
っ
て
か
ら
行
沢
ハ
ナ
メ
沢
)
に
流
れ
つ
い
た
の
で
、
行

沢
の
テ
イ
ハ
人
達
〉
が
拾
っ
て
行
っ
て
ま
つ
っ
た
と
い
わ
れ
、
今
で
も
あ

る
と
い
う
。
ハ
大
道
〉

五
反
田
嵩
山
は
、
十
四
日
の
夜
ど
ん
ど
ん
や
き
を
す
る
が
、
道
祖
神
組

が
ニ
つ
に
分
れ
て
お
り
、
一
方
の
組
は
わ
ず
か
に
三
軒
だ
け
の
組
で
や
っ

て
い
る
の
で
、
一
緒
に
や
っ
た
ら
ど
う
か
と
す
す
め
て
み
る
が
一
つ
に
な

ら
ず
に
今
も
続
け
て
い
る
。
こ
の
目
、
ど
ん
ど
ん
や
き
が
す
む
と
、
そ
の

年
厄
年
の
も
の
は
ミ
カ
ン
を
ま
い
て
厄
落
と
し
を
す
る
。
大
ぜ
い
の
人
に

ほ
ど
こ
し
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
厄
が
落
ち
る
と
い
う
。

五
反
田
中
村
の
高
橋
マ
ケ
で
は
、
ど
ん
ど
ん
や
き
の
と
き
に
は
、
竹
ず
っ

ぽ
う
ハ
竹
筒
〉
で
つ
く
っ
た
二
本
の
オ
タ
ル
を
道
祖
神
に
上
げ
る
。
こ
の

オ
タ
ル
の
中
の
オ
ミ
キ
は
、
誰
で
も
下
げ
て
よ
い
が
、
こ
れ
を
い
た
だ
く

と
疫
病
に
か
か
ら
な
い
と
い
う
。
ま
た
五
反
田
日
影
の
森
田
マ
ケ
は
、
正

月
の
松
か
ざ
り
を
十
四
日
の
朝
に
な
っ
て
ヒ
ク
ハ
外
す
〉
こ
と
に
な
っ
て

い
て
、
お
松
を
外
し
て
か
ら
ど
ん
ど
ん
や
き
を
す
る
。
ハ
五
反
田
)

十
四
日
の
午
後
三
時
半
、
日
が
沈
む
こ
ろ
や
る
。
ふ
つ
う
は
七
草
で
お

松
を
下
げ
る
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
こ
れ
を
集
め
、
山
か
ら
木
を
切
っ
て

民俗

来
て
高
さ
二
丈
く
ら
い
の
小
屋
を
つ
く
り
、
大
正
月
か
ら
小
正
月
ま
で
泊

れ
る
よ
う
に
し
た
。
横
に
足
場
を
つ
く
り
ま
わ
り
か
ら
登
っ
て
つ
く
る
も

の
で
、
お
松
だ
け
で
は
足
り
な
い
の
で
村
中
か
ら
麦
わ
ら
二
束
ず
つ
集
め

そ
の
外
に
山
か
ら
そ
ミ
の
枝
を
と
っ
て
来
て
つ
く
っ
た
。
「
奉
納
道
祖

神
」
と
い
う
ハ
タ
を
つ
く
り
、
「
二
見
ケ
滞
」
な
ど
と
い
っ
て
、
近
く
の

柿
の
木
に
な
わ
を
は
っ
た
り
し
た
。
ド
ン
ド
ン
ヤ
キ
の
前
に
は
、
オ
ッ
カ

ド
の
木
を
切
っ
て
切
り
こ
み
を
つ
け
、
字
だ
け
で
「
奉
納
道
祖
神
正
月

吉
日
」
と
書
い
た
も
の
を
二
本
っ
く
り
、
一
本
は
道
祖
神
に
進
ぜ
て
、
他

の
一
本
は
小
屋
の
中
に
入
れ
て
燃
や
し
た
。
ハ
寺
社
原
〉

オ
カ
タ
ハ
反
町
〉
か
ら
船
渡
と
の
中
聞
く
ら
い
の
回
の
ふ
ち
の
道
に
小

屋
を
つ
く
っ
て
、
正
月
の
お
か
ぎ
り
の
松
を
集
め
た
。
片
方
が
道
で
、
ほ

と
ん
ど
マ
マ
ハ
土
手
〉
へ
く
っ
つ
い
た
よ
う
な
も
の
を
つ
く
り
、
ひ
と
挽

く
ら
い
は
そ
こ
へ
泊
り
こ
み
、
夜
食
な
ど
を
持
っ
て
行
っ
て
食
べ
た
。
反

町
の
ド
ン
ド
ン
ヤ
キ
が
燃
え
始
め
る
と
太
田
ハ
村
)
の
方
も
や
っ
た
。
中

之
条
で
は
、
夜
が
鳥
追
い
な
の
で
、
朝
燃
し
て
や
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
。
ド
ン
ド
ン
ヤ
キ
に
持
っ
て
行
く
ボ
ク
は
、
ザ
シ
キ
に
か
ざ
る
ボ
グ
と

は
ち
が
っ
て
長
い
木
の
ボ
タ
で
、
先
の
方
に
マ
イ
ダ
マ
が
ご
し
ゃ
ご
し
ゃ

と
つ
け
て
あ
る
も
の
を
用
意
し
て
お
き
、
こ
れ
を
持
っ
て
行
っ
て
焼
い
た

の
を
持
ち
帰
っ
て
来
て
食
べ
た
。
ハ
中
之
条
〉

十
四
日
ま
つ
り
正
月
十
四
日
に
は
、
十
四
日
ま
つ
り
と
い
っ
て
、
横
尾

の
和
利
宮
へ
お
参
り
し
た
。
昔
は
、
和
利
宮
を
吾
妻
一
ノ
宮
と
い
う
人
が

い
て
、
十
四
日
の
朝
、
大
き
い
太
鼓
を
担
い
で
行
き
、
た
た
き
な
が
ら
神

社
を
ひ
と
ま
わ
り
し
て
帰
っ
て
か
ら
ド
ン
ド

γ
ヤ
キ
を
し
た
も
の
で
あ
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第八章年中行事

る
。
大
正
末
こ
ろ
の
こ
と
で
、
明
治
の
町
村
合
併
で
、
中
之
条
町
と
名
久

田
村
と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
感
じ
が
変
わ
っ
て
、
和
利
ノ
宮
が
遠
く

な
っ
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ハ
伊
勢
町
)

和
利
宮
横
尾
に
あ
る
神
社
だ
が
、
背
は
吾
妻
一
ノ
宮
と
よ
ば
れ
て
い
た

と
伝
え
ら
れ
、
中
之
条
、
伊
勢
町
は
も
ち
ろ
ん
、
ひ
と
つ
き
り
は
名
久
田

ば
か
り
か
尻
高
ま
で
も
氏
子
と
な
っ
て
い
て
、
和
利
宮
の
祭
典
に
は
民
高

の
獅
子
も
来
て
舞
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ハ
伊
勢
町
)

鳥
追
い
十
四
日
前
に
町
ご
と
に
出
さ
れ
た
大
太
鼓
は
中
之
条
の
場
合
は

伊
勢
宮
に
集
ま
り
、
十
四
日
の
午
後
、
神
官
に
よ
る
儀
式
が
す
む
と
次
ぎ

次
ぎ
に
ひ
っ
ぽ
り
出
さ
れ
、
町
を
上
下
し
て
大
き
な
バ
チ
で
「
ド
l
γ
ド

l
γ
」
と
叩
か
れ
る
。
町
中
は
近
在
か
ら
集
ま
っ
た
見
物
人
で
い
っ
ぱ
い

で
、
太
鼓
の
行
列
が
来
る
と
両
側
の
商
庖
か
ら
ミ
カ
ン
や
手
拭
い
が
投
げ

ら
れ
る
。
昔
は
太
鼓
は
み
ん
な
担
い
だ
と
い
う
が
、
い
ま
は
担
げ
る
よ
う

に
横
棒
が
つ
け
て
あ
る
が
山
車
の
よ
う
に
四
輪
の
木
の
車
に
の
せ
て
、
大

人
が
指
導
し
て
子
ど
も
が
ひ
っ
ぱ
る
。
太
鼓
は
以
前
は
清
見
寺
の
本
堂
の

廊
下
の
上
に
つ
る
し
て
保
存
し
た
が
、
寺
が
火
災
に
あ
っ
た
時
青
年
た
ち

が
こ
ろ
が
し
出
し
て
一
つ
も
焼
か
ず
に
す
ん
だ
。
原
町
に
あ
る
大
太
鼓

は
、
も
と
は
中
之
条
の
太
鼓
だ
っ
た
と
い
う
。
ハ
中
之
条
〉

十
四
日
の
晩
の
鳥
追
い
は
伊
勢
町
で
も
同
じ
よ
う
に
に
ぎ
や
か
に
し
、

中
之
条
と
は
り
あ
っ
て
さ
か
ん
に
や
っ
て
い
る
。
ハ
伊
勢
町
〉

鳥
追
い
へ
の
参
加
中
之
条
の
鳥
追
い
に
は
西
中
之
条
か
ら
青
年
会
が
二

円
納
め
て
、
太
鼓
を
叩
か
せ
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
の
こ
円
と
い
う
の

は
大
金
だ
っ
た
が
、
目
と
鼻
の
先
に
あ
る
太
鼓
を
た
た
き
た
か
っ
た
も
の

で
、
ニ
円
の
金
を
出
し
た
わ
け
で
あ
る
。
ハ
中
之
条
)

ノ
ウ
す
る
小
正
月
の
十
五
日
ま
で
に
は
、
「
ノ
ウ
(
農
〉
す
る
」
と
い

う
の
で
、
ツ
ナ
ゲ
エ
ナ
ワ
、
タ
ラ
ナ
ワ
、
タ
ワ
ラ
な
ど
を
つ
く
り
、
百
姓

始
め
と
し
て
、
し
ぼ
っ
て
釜
神
さ
ま
に
供
え
た
も
の
。
ツ
ナ
ゲ
エ
と
は
、

桑
を
し
ぼ
る
と
き
に
使
う
わ
ら
を
ツ
ナ
ゲ
タ
ナ
ワ
の
こ
と
、
ク
ラ
ナ
ワ
は

ハ
ネ
ツ
ル
ベ
の
な
わ
に
す
る
。
ハ
折
田
)

嫁
の
年
始
嫁
は
一
月
十
五
日
に
な
っ
て
は
じ
め
て
実
家
へ
帰
っ
た
。
こ

の
日
に
は
嫁
婿
二
人
で
そ
ろ
っ
て
行
っ
た
。
か
た
い
家
で
は
、
三
カ
日
の

う
ち
に
婿
を
年
始
に
や
っ
て
い
た
。
二
日
か
三
日
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
一
人
で
や
る
。
(
五
反
田
)

十
五
日
が
ゆ
十
五
日
の
朝
、
あ
ず
き
が
ゆ
を
つ
く
り
、
く
れ
か
き
俸

ハ
か
ゆ
か
き
棒
〉
で
か
き
ま
わ
し
て
さ
ま
し
、
ハ
ラ
ミ
箸
で
食
べ
る
。

ハ
栃
窪
〉

こ
の
カ
ユ
を
吹
い
て
食
べ
る
と
回
植
え
に
大
風
が
吹
く
と
い
い
、
イ
ロ

リ
に
足
を
入
れ
る
と
カ
ラ
ス
が
田
ん
ぼ
を
荒
す
か
ら
入
っ
て
は
い
け
な
い

と
き
び
し
く
い
わ
れ
た
。
ハ
五
反
田
)

小
豆
が
ゆ
を
煮
て
、
か
ゆ
か
き
棒
で
か
き
ま
わ
し
て
か
ら
、
は
ら
み
ば

し
で
食
べ
る
。
ど
ん
な
に
熱
く
と
も
吹
い
て
食
べ
て
は
い
け
な
い
。
田
植

え
の
と
き
風
が
吹
く
と
い
い
、
こ
の
か
ゆ
が
固
く
出
来
る
と
田
植
え
に
水

不
足
が
お
こ
る
と
い
わ
れ
る
ハ
伊
勢
町
〉

十
五
日
の
朝
、
小
豆
が
ゆ
を
つ
く
り
、
神
だ
な
に
上
げ
て
お
い
た
ケ
エ

カ
キ
ボ
ウ
で
か
き
ま
わ
し
、
ハ
ラ
ミ
パ
ジ
で
食
べ
る
。
こ
の
と
き
は
、
ど

ん
な
に
熱
く
て
も
吹
い
て
き
ま
す
ハ
冷
や
す
〉
こ
と
は
許
き
れ
な
い
。
こ
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誌

の
目
、
小
豆
が
ゆ
を
吹
い
て
食
べ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
と
、
回
植
え
の

日
に
あ
ら
し
ハ
大
風
〉
が
吹
く
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
日
に
使
っ
た
ケ

エ
カ
キ
ボ
ウ
と
ハ
ラ
ミ
バ
シ
は
神
だ
な
に
上
げ
て
と
っ
て
お
き
、
苗
代
つ

く
り
に
ケ
エ
カ
キ
ボ
ウ
を
水
口
に
さ
し
、
田
植
え
の
日
に
は
ハ
ラ
ミ
パ
シ

で
食
事
を
す
る
。
ハ
蟻
川
、
倉
沢
)

前
の
日
に
つ
く
っ
た
ケ
エ
カ
キ
ボ
ウ
で
小
豆
が
ゆ
を
か
き
、
割
っ
た
と

こ
ろ
に
餅
を
は
さ
み
こ
ん
で
神
さ
ま
の
と
こ
ろ
に
供
え
る
。
そ
の
あ
と
で

い
た
だ
く
。
ハ
蟻
川
)

十
五
日
ガ
ユ
を
食
い
終
る
ま
で
は
、
い
ろ
り
に
は
絶
対
入
つ
て
は
い
け

な
い
。
入
る
と
カ
ラ
ス
が
苗
聞
を
こ
た
ね
る
(
荒
す
〉
と
い
っ
た
。
(
栃
窪
〉

十
五
日
ガ
ユ
も
小
豆
を
入
れ
な
い
シ
ラ
ガ
ユ
の
家
が
あ
る
。
蟻
川
の
あ

る
家
で
は
、
ず
っ
と
菅
の
こ
と
、
十
五
日
の
た
め
だ
と
い
う
が
小
豆
を
煮

て
い
た
と
き
、
そ
の
火
の
た
め
に
倉
を
燃
し
て
し
ま
う
と
い
う
フ
マ
ハ
不

幸
)
が
あ
っ
た
の
で
、
正
月
中
は
小
豆
を
火
に
か
け
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
し
き
た
り
が
で
き
た
。
そ
の
た
め
小
豆
が
ゅ
は
で
き
な
い
の
で
シ
ラ
ガ

ユ
に
な
っ
た
。
そ
の
か
わ
り
、
二
月
に
な
れ
ば
食
べ
て
も
よ
い
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
一
一
月
一
日
に
オ
シ
ル
コ
を
食
べ
る
家
例
に
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
よ
そ
か
ら
も
ら
っ
た
ア
ン
コ
ロ
モ
チ
は
食
べ
て
も
よ
い
が
、
焼
い

て
食
べ
る
と
き
に
は
よ
そ
さ
ま
の
家
へ
行
っ
て
焼
い
て
も
ら
っ
て
か
ら
食

べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
き
た
り
を
正
月
中
守
っ
て
い
る
。
ハ
蟻
川
、
倉

沢
)

お
松
い
ぷ
し
正
月
の
十
五
日
に
は
、
松
を
い
ぶ
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

何
の
た
め
い
ぶ
す
か
は
聞
い
て
い
な
い
。
ハ
寺
社
原
〉

民俗

ノ
ビ
ル
メ
シ
正
月
十
五
日
に
ノ
ビ
ル
メ
シ
を
す
る
。
昼
食
の
と
き
、
家

の
中
の
ヨ
り
ツ
キ
ハ
ア
ガ
リ
ハ
ナ
と
も
い
う
)
に
お
客
の
い
る
い
な
い
に

関
係
な
く
お
謄
を
つ
く
っ
て
出
し
て
お
く
。
お
膳
に
は
、
焼
い
て
な
い
生

の
サ
ケ
の
切
身
と
、
飯
の
ほ
か
、
汁
の
か
わ
り
に
オ
モ
ユ
を
茶
わ
ん
に

盛
り
、
ハ
ラ
ミ
パ
シ
を
つ
け
て
ヒ
ダ
リ
ゼ
ン
と
し
、
さ
ら
に
「
ト
リ
ゼ

ン
」
と
し
て
ヨ
り
ツ
キ
に
お
い
て
お
く
。
こ
の
目
、
他
人
さ
ん
が
来
た
と

き
に
こ
れ
を
食
べ
さ
せ
る
と
い
う
が
、
こ
れ
ま
で
に
本
当
に
食
べ
さ
せ
た

こ
と
は
な
い
。

ノ
ビ
ル
メ
シ
の
い
わ
れ
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
百
姓
の
し
ご
と
の
関

係
で
小
正
月
の
い
ろ
い
ろ
の
行
事
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
十
五
日
の
田
植
え

の
こ
と
に
関
し
た
行
事
を
考
え
れ
ば
「
こ
ん
な
い
そ
が
し
い
日
に
来
る
よ

う
な
お
客
に
は
か
ま
っ
て
い
ら
れ
な
い
。
ノ
ビ
ル
メ
ジ
の
よ
う
な
接
待
で

い
い
じ
ゃ
あ
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
い
っ
て
い
る
。
昭
和

三
十
年
代
末
に
や
め
た
。
ハ
五
反
田
中
村
、
唐
沢
姫
雄
〉

十
六
日
、
薮
入
り
こ
の
日
を
「
が
き
の
首
」
と
い
い
、
雇
人
な
ど
に
ひ

ま
を
や
る
日
で
あ
る
。
ハ
伊
勢
町
〉

初
墓
参
り
十
六
日
に
初
墓
参
り
を
す
る
。
正
月
に
な
っ
て
も
こ
の
日
ま

で
墓
参
り
を
し
な
い
で
い
て
、
こ
の
日
に
お
参
り
す
る
。
鬼
子
母
神
さ
ま

に
千
び
き
が
ゆ
を
上
げ
る
。
ハ
伊
勢
町
)

せ
ん
び
き
げ
え
こ
の
目
、
わ
ら
で
つ
く
っ
た
ツ
ト
ッ
コ
に
麦
な
ど
を
入

れ
て
つ
く
っ
た
セ
ン
ピ
キ
ゲ
エ
ハ
千
匹
粥
〉
を
馬
頭
観
音
の
前
に
供
え

る
。
ハ
蟻
川
〉

正
月
の
十
六
日
と
盆
の
十
六
日
に
は
、
ヒ
エ
や
豆
を
煮
て
、
わ
ら
を
ツ
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ト
?
コ
に
し
て
三
角
に
し
た
も
の
に
入
れ
、
チ
ヨ

y

ベ
シ
の
上
に
の
せ
て

三
本
道
に
出
し
て
観
音
さ
ん
を
ま
つ
る
。
ハ
栃
窪
)

十
七
日
秋
葉
様
の
お
日
待
ち
を
し
て
杷
る
。
ハ
伊
勢
町
)

初
観
音
十
八
日
近
く
の
観
音
様
に
お
参
り
を
す
る
。
ハ
伊
勢
町
)

厄
年
に
あ
た
る
者
は
、
こ
の
目
、
尻
高
の
北
向
き
の
観
音
さ
ん
に
お
参

り
し
、
厄
払
い
の
お
祈
り
を
す
る
。
北
向
き
の
観
音
さ
ん
は
、
厄
落
と
し

の
観
音
さ
ん
と
し
て
近
在
で
有
名
で
あ
る
。
ハ
蟻
川
〉

東
大
塚
の
西
向
き
観
音
さ
ん
の
お
祭
り
で
あ
る
。
ハ
大
塚
)

マ
ユ
カ
キ
十
八
日
に
マ
イ
ダ
マ
を
と
る
。
マ
イ
カ
キ
と
い
い
ハ
ナ
も
片

づ
け
る
が
、
正
月
さ
ま
の
マ
イ
ダ
マ
だ
け
は
残
し
て
お
く
。
一
緒
に
ハ
ナ

も
片
づ
け
る
。
十
八
日
の
マ
イ
カ
キ
の
と
き
片
づ
け
た
ハ
ナ
は
、
初
午
の

マ
イ
ダ
マ
を
つ
く
る
と
き
に
燃
し
て
つ
く
る
。
(
折
田
)

十
八
日
は
マ
ユ
カ
キ
の
日
に
あ
た
り
、
小
正
月
に
き
し
た
マ
イ
ダ
マ
を

と
る
日
に
な
っ
て
い
る
。
ハ
栃
窪
〉

マ
イ
ダ
マ
を
ボ
ク
か
ら
外
す
こ
と
は
マ
イ
カ
キ
と
い
っ
た
。
二
十
日
正

月
で
、
朝
え
び
す
の
お
ま
つ
り
を
し
て
食
事
が
す
ん
で
か
ら
マ
イ
カ
キ
を

し
た
。
マ
イ
ダ
マ
は
二
月
こ
ろ
、
わ
ら
細
工
を
し
た
り
、
家
の
仕
事
を
す

る
時
に
い
ろ
り
で
焼
い
て
食
べ
た
。
ハ
上
反
下
〉

二
十
日
の
風
に
合
わ
せ
な
い
。
と
い
っ
て
正
月
さ
ま
の
マ
イ
ダ
マ
や
、

芯
松
を
残
し
て
お
い
た
門
松
も
二
十
日
の
朝
早
く
ぬ
き
と
る
。
ハ
折
田
)

二
十
日
正
月
二
十
日
正
月
と
い
わ
れ
る
二
十
日
に
は
、
お
正
月
さ
ま
に

進
ぜ
た
も
の
を
全
部
ヒ
ク
ハ
下
げ
る
)
日
で
朝
の
う
ち
に
片
ず
け
る
。
ま

い
玉
も
二
十
日
の
風
に
合
わ
せ
る
な
と
い
っ
て
十
九
日
の
朝
外
し
て
し
ま

第八章

ぅ
。
し
か
し
三
又
に
き
し
た
三
本
の
桑
の
校
の
ま
い
玉
は
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
い
て
二
月
の
初
午
の
日
に
新
し
い
ま
い
玉
と
さ
し
か
え
る
。
二
十
日

正
月
で
正
月
は
一
応
の
終
り
に
な
る
と
考
え
ら
れ
、
年
賀
は
二
十
日
ま
で

と
い
う
。
ハ
伊
勢
町
〉

お
棚
は
ず
し
は
二
十
日
の
朝
に
す
る
。
ハ
栃
窪
〉

お
正
月
さ
ま
の
松
は
、
棚
の
上
に
と
っ
て
お
き
、
初
雷
の
鳴
る
と
き
に

焚
く
と
よ
い
と
い
わ
れ
る
。
ハ
折
田
)

エ
ビ
ス
議
(
二
十
日
〉
座
敷
の
広
い
と
こ
ろ
に
エ
ビ
ス
、
大
黒
の
二
神

を
か
ざ
り
、
小
魚
の
オ
カ
シ
ラ
ツ
キ
を
進
ぜ
て
ご
ち
そ
う
を
供
え
、
家
に

あ
る
金
の
全
一
部
を
一
升
マ
ス
に
入
れ
て
供
え
る
。
近
年
は
、
パ
ス
の
回
数

乗
車
券
も
上
げ
る
家
が
あ
る
。
こ
の
日
は
、
暮
に
帰
っ
て
来
た
エ
ビ
ス
、

大
黒
さ
ま
が
、
再
び
稼
ぎ
に
旅
立
ち
す
る
日
な
の
で
、
二
人
の
神
さ
ま
に

旅
費
を
さ
し
上
げ
る
た
め
だ
と
い
う
。
こ
の
日
、
エ
ビ
ス
・
大
黒
さ
ま
が

旅
に
出
か
け
て
し
ま
う
と
、
二
人
の
神
さ
ま
は
家
に
は
い
な
い
の
だ
か
ら

見
え
な
い
と
こ
ろ
に
か
く
し
て
お
く
の
だ
と
も
い
わ
れ
、
表
か
ら
見
え
な

い
と
こ
ろ
に
ま
つ
っ
て
お
く
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
商
家
で
は

反
対
で
、
見
え
る
と
こ
ろ
に
ま
つ
っ
て
お
く
。
(
蟻
川
〉

え
び
す
講
の
と
き
っ
た
の
葉
を
か
ざ
る
。
一
年
中
青
く
て
強
い
こ
と
か

ら
そ
う
す
る
。
ハ
栃
窪
〉

二
十
日
、
え
び
す
様
に
特
別
な
膳
を
つ
く
っ
て
進
ぜ
る
。
え
び
す
様
に

進
ぜ
た
も
の
は
子
ど
も
に
は
食
べ
さ
せ
な
い
。
こ
の
日
は
出
費
を
せ
ぬ
よ

う
に
す
る
と
い
い
、
入
用
な
品
物
は
前
日
の
う
ち
に
と
と
の
え
て
、
こ
の

日
に
銭
を
使
わ
な
い
よ
う
に
し
た
。
ハ
伊
勢
町
)
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二
十
日
に
す
る
。
あ
れ
ば
イ
ワ
シ
を
供
え
、
め
し
を
高
く
盛
っ
て
供
え

る
。
ま
た
貯
金
通
帳
や
現
金
を
一
升
マ
ス
に
入
れ
て
供
え
る
。
ハ
栃
窪
〉

エ
ピ
ス
講
の
魚
講
の
終
え
た
翌
日
(
二
十
一
日
)
、
あ
た
り
に
焼
い
て
食

べ
る
。
夫
婦
者
が
先
に
箸
を
つ
け
て
食
べ
な
い
と
未
婚
者
は
縁
遠
く
な
る

と
い
っ
た
。

仏
さ
ん
と
エ
ピ
ス
さ
ん
に
供
え
た
も
の
は
、
親
た
ち
が
一
口
で
も
食
べ

た
あ
と
で
子
ど
も
に
く
れ
ろ
と
い
わ
れ
た
。
縁
遠
く
な
る
か
ら
と
い
う
。

ハ
上
反
下
〉

年
と
り
大
晦
日
、
年
と
り
と
か
オ
オ
ド
シ
と
い
い
、
夕
食
に
米
の
飯
を

煮
て
神
に
上
げ
て
か
ら
家
族
で
食
べ
る
ハ
中
之
条
〉
。

米
の
飯
か
ソ
バ
だ
が
年
越
し
ソ
パ
と
は
い
わ
な
い
。
ハ
栃
窪
〉

三
ケ
日
、
夕
食
の
こ
と
を
お
年
と
り
と
い
う
。

ふ
っ
か
ど
し
、
二
日
の
晩
に
ト
ロ
ロ
汁
を
つ
く
っ
て
食
う
こ
と
に
き
ま

っ
て
い
る
。
ハ
寺
社
原
〉

六
日
ど
し
、
馬
の
年
と
り
と
い
う
。
〈
寺
社
原
〉

六
日
ど
し
に
は
う
ど
ん
を
食
べ
る
。
ハ
中
之
条
〉

六
日
ど
し
の
こ
と
は
カ
ニ
年
と
も
い
う
。
ハ
大
岩
〉

十
四
日
ど
し
、
ヶ
エ
コ
ハ
蚕
〉
神
の
年
と
り
と
い
う
。
ハ
寺
社
原
〉

お
そ
う
ぜ
ん
様
の
年
と
り
と
い
い
、
荷
鞍
の
上
に
お
膳
を
つ
く
っ
て
供

え
た
。
ハ
伊
勢
町
)

年
と
り
の
日
で
鳥
追
い
に
な
る
。
ハ
中
之
条
)

十
四
日
の
こ
と
は
十
四
日
ど
し
と
い
い
、
女
と
馬
の
年
と
り
で
、
馬
に

お
膳
を
据
え
て
上
げ
た
。
ハ
山
田
〉

俗民

こ
の
夜
は
寝
る
と
白
毛
が
生
え
る
と
い
わ
れ
て
起
き
て
い
た
。

窪
)

お
こ
わ
家
例
大
道
の
あ
る
家
で
は
、
正
月
三
ケ
日
中
、
雑
煮
を
食
べ
な

い
で
、
お
こ
わ
を
ふ
か
し
て
食
べ
る
。
三
ケ
日
を
す
・
き
れ
ば
雑
煮
を
食
べ

ら
れ
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
聞
は
、
も
ち
が
あ
っ
て
も
食
べ
ら
れ
な
い
。

オ
ミ
タ
マ
様
オ
ミ
タ
マ
様
と
は
歳
神
さ
ま
の
こ
と
で
、
正
月
中
拝
む
だ

け
で
あ
る
。
ハ
栃
窪
)

門
付
け
正
月
の
門
付
け
と
し
て
は
、
初
絵
売
り
、
福
俵
、
春
駒
な
ど
が

来
た
。
今
は
来
な
い
。
ハ
中
之
条
〉

明
治
の
こ
ろ
ま
で
は
正
月
う
ち
、
門
付
け
が
縁
起
を
い
っ
て
来
た
。
家

家
を
ま
わ
っ
た
門
付
け
に
は
、
猿
ま
わ
し
、
俵
こ
ろ
が
し
、
春
駒
、
祭
文

な
ど
が
あ
っ
た
。
こ
の
中
に
は
利
根
の
方
か
ら
来
た
能
も
あ
っ
た
と
い

う
。
ハ
反
下
〉

春
駒
が
よ
く
来
た
が
正
月
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
突
然
や
っ
て
来
た
。

ハ
栃
窪
〉

正
月
の
禁
忌
正
月
十
五
日
ま
で
は
小
豆
を
煮
て
は
い
け
な
い
。
使
い
た

い
と
き
に
は
ト
シ
前
(
暮
の
う
ち
〉
に
煮
て
お
い
て
使
う
よ
う
に
す
る
。

ハ
蟻
川
)

正
月
中
に
豆
い
り
を
す
る
も
の
で
は
な
い
。
節
分
の
豆
を
い
っ
て
鬼
を

追
う
の
に
、
そ
れ
よ
り
前
に
豆
を
い
っ
て
し
ま
っ
て
は
き
き
め
が
な
く
な

っ
て
し
ま
う
の
で
い
け
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

五
反
田
後
界
戸
の
本
多
家
で
は
、
元
旦
か
ら
七
草
ま
で
は
白
菜
を
食
ベ

な
い
。
七
草
が
ゅ
の
中
に
入
れ
る
た
め
で
あ
る
。

栃
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元
且
か
ら
十
四
日
ま
で
は
小
豆
を
食
べ
な
い
。
十
四
日
の
年
と
り
に
は

お
こ
わ
を
ふ
か
し
て
食
べ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

五
反
田
白
久
保
の
山
国
家
で
は
、
食
油
は
六
日
年
の
ケ
ン
チ
ン
汁
を
す

る
ま
で
は
食
べ
て
は
い
け
な
い
。
仏
に
供
え
て
か
ら
使
う
。
小
豆
の
方
は

十
五
日
が
ゅ
の
時
に
使
っ
て
か
ら
食
べ
る
よ
う
に
な
る
が
、
神
に
供
え
て

か
ら
使
う
。

三
ケ
日
の
お
雑
煮
の
コ
ハ
具
)
に
入
れ
る
大
根
と
コ
ン
プ
は
タ

γ
ジ
ャ

グ
に
切
る
が
、
一
夜
タ

γ
ジ
ャ
ク
は
切
る
な
と
い
っ
て
大
晦
日
に
つ
く
っ

て
お
く
。
七
草
が
ゅ
の
セ
り
も
、
一
夜
ゼ
リ
は
い
け
な
い
の
で
二
日
の
仕

事
始
め
に
と
る
。

オ
コ
ウ
コ
ハ
た
く
あ
ん
)
は
、
十
五
日
の
朝
ま
で
は
食
べ
て
は
い
け
な

い
と
い
わ
れ
、
こ
の
靭
ま
で
は
口
を
開
け
な
か
っ
た
。
オ
ナ
ハ
白
菜
〉
は

七
草
の
朝
ま
で
食
べ
な
い
。

刃
物
正
月
三
か
日
の
聞
は
刃
物
を
使
わ
な
い
。
「
キ
ル
」
と
い
っ
て
よ

く
な
い
と
い
っ
た
。
包
丁
を
使
わ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
暮
の
う
ち
に
正
月

に
使
う
に
ん
じ
ん
、
大
根
な
ど
を
切
っ
て
重
箱
に
つ
め
て
用
意
し
て
お
い

た
。
ど
こ
の
家
で
も
こ
う
し
て
い
た
。
ハ
五
反
田
〉

年中行事

月

第八章

節
分
豆
い
り
は
、
豆
ガ
ラ
で
か
き
ま
わ
し
て
や
る
。
豆
ま
き
は
、
一
番

先
に
神
だ
な
に
向
っ
て
や
る
。
「
福
は
肉
、
福
は
内
、
鬼
は
外
」
「
鬼
は

外
、
鬼
は
外
、
福
は
内
」
と
や
り
、
大
神
宮
さ
ま
、
ヵ
マ
神
き
ま
と
や

り
、
最
後
に
仏
さ
ま
を
や
っ
て
か
ら
家
を
全
部
開
け
て
お
い
て
「
鬼
は
外
」

を
唱
え
て
か
ら
戸
を
閉
め
る
。
そ
の
あ
と
で
屋
敷
稲
荷
の
所
で
や
る
。
残
っ

た
豆
は
紙
に
包
み
、
水
引
き
で
結
び
、
大
一
旦
の
木
を
二
本
そ
ろ
え
て
神
だ

な
へ
福
豆
と
し
て
結
び
つ
け
て
お
く
。
初
雷
の
時
に
食
べ
る
。
ハ
栃
窪
〉

鬼
の
豆
互
い
り
に
は
豆
が
ら
を
燃
し
、
豆
の
木
で
ホ
ウ
ロ
ク
の
中
を
か

き
ま
わ
し
な
が
ら
や
る
が
、
い
る
と
き
に
使
っ
た
豆
の
木
の
ハ
シ
は
、
豆

ま
き
の
終
っ
た
後
で
豆
と
一
緒
に
半
紙
に
包
み
、
紅
白
の
水
引
き
で
し
ば

っ
て
か
ら
イ
ロ
り
の
カ
ギ
竹
に
結
び
つ
け
、
下
げ
て
お
く
。
こ
の
豆
は
.

初
夏
の
頃
、
ハ
ツ
ラ
イ
ハ
初
雷
)
の
鳴
る
時
に
「
鬼
の
豆
」
と
い
っ
て
食

べ
た
。
昔
は
ア
ッ
テ
コ
ト
モ
ネ
エ
ほ
ど
大
量
に
と
っ
て
お
い
た
も
の
だ

が
、
い
ろ
り
の
煙
で
毎
日
い
ぶ
さ
れ
て
い
る
た
め
、
食
べ
よ
う
と
す
る
時

に
は
味
も
な
く
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
今
で
は
ほ
ん
の
少
し
し
か
と

っ
て
お
か
な
い
。
(
蟻
川
)

一
一
一
月
一
一
一
一
一
日
の
大
師
講
箸
の
ハ
カ
ヤ
で
つ
く
っ
た
も
の
)
を
三
角
に

折
っ
て
、
そ
れ
に
節
分
の
豆
を
結
び
つ
け
て
、
カ
ギ
竹
に
さ
げ
て
お
き
、

初
雷
さ
ま
ハ
な
り
か
み
さ
ん
と
い
う
)
の
時
に
食
べ
る
。
な
り
か
み
さ
ん

除
け
に
な
る
と
い
う
。
大
き
な
雷
鳴
の
あ
っ
た
と
き
に
、
豆
を
出
し
て
食

べ
る
。
ハ
上
反
下
〉

節
分
の
豆
節
分
の
豆
は
、
豆
が
ら
を
燃
し
て
ホ
ウ
ロ
グ
で
煎
る
が
、
豆

の
枝
二
本
で
ハ
シ
を
つ
く
っ
て
、
よ
く
か
き
ま
わ
し
な
が
ら
煎
り
上
げ

る
。
煎
っ
た
豆
は
熱
い
う
ち
に
一
升
マ
ス
の
中
に
入
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
シ
ョ
ウ
ギ
ハ
竹
製
)
の
よ
う
な
も
の
の
中
に
一
度
あ
け
て
、
相
当
冷

や
し
て
か
ら
マ
ス
に
入
れ
、
更
に
も
う
一
度
別
の
マ
ス
に
入
れ
か
え
る
。
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こ
う
す
る
の
は
マ
ス
が
重
な
っ
て
「
マ
ス
マ
ス
増
す
」
と
い
う
意
味
が
こ

め
ら
れ
て
い
る
。
ハ
五
反
田
〉

豆
の
木
を
燃
し
て
、
ほ
う
ろ
く
の
中
に
豆
を
入
れ
豆
の
木
の
は
し
で
か

き
ま
わ
し
て
煎
る
。
豆
は
年
男
が
神
だ
な
、
仏
さ
ま
を
先
に
、
次
に
室
ご

と
に
ま
き
、
外
に
あ
る
家
屋
全
部
ま
く
。
「
福
は
内
、
鬼
は
外
」
と
唱

え
、
子
ど
も
た
ち
も
唱
和
す
る
。
い
わ
し
の
頭
を
二
つ
豆
の
木
に
さ
し
、

い
ろ
り
の
火
で
こ
が
す
ヤ
キ
カ
ガ
シ
も
す
る
。
大
豆
十
二
粒
を
火
床
近
く

に
並
べ
、
そ
の
焦
げ
ぐ
あ
い
で
月
毎
の
天
候
を
占
う
こ
と
も
し
た
。
(
伊

勢
町
〉

豆
ま
き
を
し
な
い
話
横
尾
に
は
角
田
姓
の
家
が
数
戸
あ
る
。
ど
の
家
で

も
節
分
の
日
に
豆
ま
き
を
し
な
い
。
角
田
の
家
は
、
「
鬼
の
角
を
と
っ

た
」
ほ
ど
の
家
だ
か
ら
、
鬼
の
方
が
お
っ
か
な
く
て
ハ
こ
わ
が
っ
て
)
家

の
中
に
入
っ
て
来
な
い
。
だ
か
ら
豆
を
ま
い
て
鬼
を
追
い
出
す
と
か
し
て

福
を
入
れ
な
く
と
も
、
も
と
も
と
鬼
が
家
の
中
に
い
な
い
か
ら
、
わ
ざ
わ

ざ
豆
ま
き
を
し
な
く
て
も
い
い
の
だ
そ
う
だ
。
ハ
横
尾
〉

ヤ
キ
カ
ガ
シ
節
分
に
ヤ
キ
カ
ガ
シ
を
す
る
。
正
月
の
エ
ベ
ス
さ
ま
に
進

ぜ
た
イ
ワ
シ
の
頭
を
と
っ
て
お
い
て
、
こ
れ
を
豆
の
校
に
さ
し
、
「
四
十

二
い
ろ
の
耕
作
の
虫
の
口
を
焼
き
と
め
る
ハ
焼
き
申
す
〉
」
と
い
い
な
が

ら
い
ろ
り
の
火
で
焼
き
、
一
晩
中
い
ろ
り
の
は
た
に
お
い
て
か
ら
、
翌

日
、
小
便
所
の
入
口
に
き
し
た
り
、
家
に
よ
っ
て
は
大
黒
柱
の
割
れ
目
に

さ
す
。
ハ
蟻
川
〉

イ
ワ
シ
正
月
さ
ま
に
進
ぜ
た
イ
ワ
シ
を
食
っ
た
あ
と
、
ア
タ
マ
を
豆
に

き
し
て
節
分
の
日
に
焼
き
、
「
ナ
ス
の
葉
に
た
か
る
虫
の
口
を
焼
き
申

俗民

す
。
稲
に
た
か
る
虫
の
口
を
焼
き
申
す
。
パ
ッ
、
ト
少
ト
y
ト
:
:
:
」
と

つ
ば
き
を
か
け
な
が
ら
焼
い
て
、
そ
の
ま
ま
屋
根
裏
の
グ
シ
に
き
し
て
お

く
。
そ
の
う
ち
に
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
ハ
栃
窪
〉

虫
封
じ
節
分
の
豆
を
い
る
と
き
、
イ
ワ
シ
の
頭
を
豆
の
木
に
き
し
て
、

ヘ
ッ
ツ
イ
や
イ
ロ
り
で
焼
き
な
が
ら
虫
封
じ
を
す
る
。
焼
い
て
い
る
イ
ワ

シ
に
、
続
け
ざ
ま
に
ツ
バ
を
吐
き
か
け
な
が
ら
、
「
菜
の
虫
、
大
根
の

虫
:
:
:
の
虫
の
口
を
焼
く
」
と
い
う
よ
う
に
、
作
物
に
つ
く
虫
の
名
を
上

げ
な
が
ら
ツ
バ
を
吐
き
か
け
、
唱
え
言
を
し
て
、
焼
い
た
も
の
は
ト
ボ
ウ

ハ
入
口
)
の
上
に
き
し
て
お
く
。
ハ
蟻
川
)

五
反
田
中
村
で
は
「
莱
の
虫
、
大
根
の
虫
:
:
:
四
十
二
い
ろ
の
虫
の
ロ

を
焼
き
申
す
」
と
い
っ
て
思
い
つ
い
た
虫
の
名
を
次
ぎ
次
ぎ
に
上
げ
な
が

ら
ツ
バ
を
吐
き
か
け
て
焼
く
。
焼
い
た
魚
は
ど
こ
に
も
さ
さ
ず
後
で
畑
の

肥
料
に
し
て
し
ま
う
。
ハ
五
反
田
〉

ケ
イ
ヤ
ク
節
分
の
翌
日
、
立
春
の
日
が
村
の
ケ
イ
ヤ
タ
で
、
村
の
一
年

中
の
「
き
ま
り
」
を
契
約
す
る
。
い
ろ
い
ろ
な
村
の
役
付
も
き
め
た
。
現

在
は
行
政
の
年
度
に
合
わ
せ
て
三
月
末
日
と
な
っ
た
。
ハ
伊
勢
町
)

こ
の
こ
ろ
ケ
イ
ヤ
ク
を
す
る
。
一
番
ゲ
イ
ヤ
夕
、
二
番
ゲ
イ
ヤ
夕
、
三

番
ゲ
イ
ヤ
ク
と
、
三
日
間
も
か
け
て
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ハ
各
地
)

針
供
養
八
日
こ
の
日
は
、
「
針
を
休
め
る
日
」
で
、
一
日
中
、
針

を
も
っ
て
は
い
け
な
い
日
と
さ
れ
、
針
仕
事
は
禁
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ

の
日
ま
で
は
木
を
切
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
昔
は
、
こ

の
日
「
親
が
子
を
祝
う
」
と
い
わ
れ
た
。
ハ
蟻
川
〉

オ
コ
ト
始
め
二
月
八
日
は
オ
コ
ト
始
め
の
日
で
、
ス
イ
ノ
ウ
で
も
フ
ル
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イ
で
も
、
メ
の
あ
る
も
の
な
ら
何
で
も
良
い
が
、
こ
れ
を
表
の
方
の
ホ
シ

モ
ン
ザ
オ
(
物
ほ
し
ざ
お
〉
に
ひ
っ
か
け
て
お
く
。
こ
の
日
は
、
お
こ
わ

を
ふ
か
し
て
お
稲
荷
さ
ん
に
進
ぜ
て
か
ら
食
べ
る
。
表
に
か
け
た
フ
ル
イ

な
ど
に
は
何
も
進
ぜ
な
い
。
(
五
反
田
〉

二
月
八
日
に
小
豆
が
ゆ
を
に
て
す
る
。
ハ
栃
窪
)

初
午
二
月
十
一
日
、
紀
元
節
の
日
に
す
る
。

マ
イ
ダ
マ
を
つ
く
る
が
、
桑
の
木
の
三
本
の
設
に
な
っ
て
い
る
も
の
を

と
っ
て
来
て
、
一
つ
ず
つ
き
し
て
茶
の
間
の
神
だ
な
の
前
の
所
へ
=
一
本
く

ら
い
き
し
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。
神
だ
な
へ
は
、
一
升
マ
ス
の
底
に

マ
ブ
シ
を
つ
く
っ
て
マ
イ
ダ
マ
を
山
盛
り
に
し
て
供
え
た
。
(
山
田
)

初
午
の
ダ
ン
ゴ
初
午
の
マ
イ
ダ
マ
を
食
べ
る
時
は
、
砂
糖
や
し
よ
う
ゅ

は
っ
け
な
い
で
食
べ
る
。
そ
う
し
た
も
の
を
つ
け
て
食
べ
る
と
マ
イ
が
汚

第八章年中行事

初午のまいだま

れ
て
し
ま
う
と
い
わ
れ
た
。
ハ
山
田
)

マ
イ
ダ
マ
を
つ
く
り
、
ホ
ケ
エ
(
行
器
)
の
中
に
わ
ら
を
折
っ
て
マ
ブ

シ
を
つ
く
り
、
そ
の
中
に
マ
イ
ダ
マ
を
入
れ
て
供
え
る
。
(
栃
窪
)

初
午
昔
は
午
の
日
に
や
っ
た
が
丙
午
の
日
は
外
し
て
や
る
。
近
年
は
二

月
十
一
日
に
き
め
て
や
っ
て
い
る
。
お
こ
わ
を
ふ
か
し
、
稲
荷
さ
ん
の
祭

り
を
す
る
。
こ
の
日
に
は
、
桑
の
木
を
切
っ
て
来
て
、
い
ろ
り
に
く
べ
て

燃
し
、
一
方
で
マ
ユ
ダ
マ
(
だ
ん
ご
〉
を
つ
く
り
、
一
升
マ
ス
の
中
に
ワ

ラ
で
マ
ブ
シ
を
つ
く
っ
て
入
れ
、
マ
ユ
ダ
マ
を
の
せ
て
神
だ
な
へ
供
え
て

お
蚕
が
当
る
よ
う
に
祈
る
。
ハ
伊
参
〉

ま
ゆ
玉
を
つ
く
り
、
屋
敷
稲
荷
に
進
ぜ
た
り
、
近
所
に
あ
っ
た
ら
稲
荷

さ
ま
に
も
初
参
り
し
て
ま
ゆ
玉
を
進
ぜ
る
。
正
月
に
上
げ
た
ま
ま
の
ま
ゆ

玉
を
さ
し
か
え
る
。
そ
れ
は
桑
の
校
の
三
又
の
も
の
に
さ
す
わ
け
で
、
こ

の
外
に
も
一
升
ま
す
に
笈
を
立
て
て
、
こ
れ
に
ま
ゆ
玉
を
入
れ
て
進
ぜ

る
。
こ
の
日
は
赤
飯
を
ふ
か
す
。
(
伊
勢
町
)

初
午
に
は
一
升
マ
ス
の
中
に
マ
イ
ダ
マ
を
入
れ
て
供
え
る
。
先
ず
、
下

に
ソ
バ
を
入
れ
て
マ
ブ
シ
と
し
、
マ
イ
ダ
マ
を
二
粒
の
せ
て
か
ら
、
そ
の

上
に
三
つ
又
の
桑
校
に
き
し
て
供
え
る
。
初
午
の
マ
イ
ダ
マ
は
マ
イ
の
形

と
す
る
が
、
ふ
つ
う
の
丸
マ
イ
ダ
マ
も
あ
る
。
(
折
田
)

初
午
の
お
も
り
初
午
の
宵
に
、
イ
ッ
ケ
毎
に
宿
を
き
め
て
集
ま
っ
て

や
る
。
蚕
の
ま
つ
り
で
、
神
だ
な
に
掛
軸
を
下
げ
一
升
マ
ス
の
中
に
ワ
ラ

を
敷
い
て
マ
プ
シ
と
し
て
メ
エ
ダ
マ
と
ヤ
キ
モ
チ
を
入
れ
て
供
え
、
拍
手

を
う
っ
て
拝
ん
で
す
る
。
こ
の
日
に
ど
こ
か
で
火
事
が
あ
る
と
や
り
直
し

を
す
る
。
ノ
ボ
リ
も
立
て
る
。
安
原
イ
ッ
ケ
は
戸
数
が
多
い
の
で
、
い
ま
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誌

は
公
民
館
を
借
り
て
や
る
。
秋
の
九
月
十
九
日
に
も
や
っ
て
い
る
。

社
原
)

浬
援
会
十
五
日
、
釈
迦
成
仏
の
日
で
、
寺
で
は
浬
架
像
の
掛
軸
を
か

け
、
世
話
人
が
出
て
ヤ
シ
ョ
ウ
マ
を
つ
く
り
、
寺
参
り
の
人
た
ち
に
く
れ

る
。
ハ
伊
勢
町
〉

天
神
待
ち
天
神
様
の
社
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ

て
飲
食
を
と
も
に
す
る
天
神
待
ち
が
行
な
わ
れ
た
。
ハ
伊
勢
町
)

愛
宕
さ
ま
二
十
四
日
蟻
川
倉
沢
だ
け
の
祭
り
で
、
ア
タ
ゴ
サ
マ
ハ
愛

宕
神
〉
は
火
伏
の
神
さ
ま
だ
っ
た
が
、
明
治
の
神
社
合
併
で
熊
野
神
社
に

合
肥
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
祭
り
だ
け
を
や
っ
て
い
る
。
ホ
ウ
エ

γ
サ

γ
に
頼
ん
で
拝
ん
で
も
ら
う
。
お
こ
わ
を
ふ
か
す
。
(
蟻
川
〉

初
卯
の
日
旧
暦
一
月
の
初
卯
の
日
は
、
お
正
月
さ
ま
の
昇
天
の
日
と
い

わ
れ
、
五
反
田
で
は
嵩
山
の
山
頂
に
ボ
ン
デ
ソ
を
立
て
る
。
ボ
ン
デ
ン
を

立
て
る
場
所
は
組
に
よ
っ
て
き
め
ら
れ
、
山
頂
が
三
つ
に
分
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
大
久
保
組
は
酉
の
小
天
狗
と
よ
ば
れ
る
山
頂
、
親
都
嵩
山
組
は

中
央
の
中
天
狗
、
白
久
保
組
は
北
東
に
あ
る
大
天
狗
と
よ
ば
れ
る
山
頂
に

登
っ
て
立
て
る
が
、
や
り
方
に
は
多
少
の
ち
が
い
が
あ
る
。

五
反
回
下
組
、
大
久
保
組
で
は
、
ホ
ウ
エ
ン
サ
γ

(
法
印
〉
ま
た
は
神

官
に
切
っ
て
も
ら
っ
た
ボ
ン
デ
ン
と
、
そ
れ
を
立
て
る
た
め
の
竹
ざ
お
を

持
っ
た
村
人
が
集
ま
っ
て
山
に
登
り
、
組
に
き
め
ら
れ
た
場
所
に
ボ
ン
デ

γ
を
立
て
、
山
頂
に
あ
る
石
宮
に
参
拝
し
て
、
オ
タ
ル
、
ォ
サ
ゴ
、
オ
コ

ワ
な
ど
を
供
え
て
か
ら
、
用
意
し
た
オ
ミ
キ
を
一
同
で
飲
み
合
う
。
昔
は

こ
の
あ
と
山
内
に
散
在
し
て
い
る
観
音
参
り
を
し
た
も
の
と
い
う
。
ハ
五

俗民

ハ寺

反
回
〉
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月

ひ
な
市
む
か
し
は
、
三
月
一
日
の
ひ
な
市
で
ひ
な
さ
ま
を
買
っ
て
来
て

か
ざ
っ
て
も
間
に
合
っ
た
。
ひ
な
売
り
の
常
庖
は
な
か
っ
た
の
で
、
ひ
な

市
で
な
け
れ
ば
ひ
な
さ
ま
は
買
え
な
か
っ
た
。
市
に
は
、
前
橋
、
高
崎
、

本
庄
、
熊
谷
の
方
か
ら
露
天
商
が
来
た
。
ハ
中
之
条
〉

初
節
供
三
月
の
ひ
な
祭
り
に
は
、
女
の
子
だ
け
で
な
く
、
男
の
子
に

も
天
神
さ
ん
や
、
神
武
天
皇
の
お
ひ
な
さ
ま
を
買
っ
て
や
っ
た
。
五
月
節

句
に
は
、
女
の
子
に
も
赤
い
コ
イ
の
絵
の
あ
る
峨
な
ど
を
買
っ
て
や
っ
た

も
の
で
あ
る
。
い
ま
の
よ
う
に
男
の
節
旬
、
女
の
節
句
と
い
っ
て
分
け
て

は
い
な
か
っ
た
。
ハ
寺
社
原
〉

嫁
に
行
く
と
き
に
は
、
娘
の
ひ
な
さ
ま
は
み
ん
な
持
た
せ
て
や
る
も
の

だ
と
い
う
。
ハ
商
中
之
条
〉

節
供
三
月
節
供
に
は
、
普
は
男
児
女
児
と
も
に
初
節
供
の
ひ
な
人
形
を

贈
っ
た
。
男
は
天
神
様
が
多
く
、
女
児
に
は
お
茶
坊
主
や
キ
ヌ
ガ
サ
様
等

が
多
か
っ
た
。
一
日
に
か
ぎ
り
、
八
日
ま
で
飾
っ
て
お
く
。
初
節
供
の
お

返
し
は
特
に
き
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
近
年
は
さ
く
ら
餅
に
な
っ
た
。

ハ
伊
勢
町
〉

ひ
な
か
ざ
り
ひ
な
さ
ま
を
出
す
の
は
二
月
の
末
の
い
い
目
、
か
ざ
っ
て

や
ら
な
い
と
ひ
な
さ
ま
が
泣
く
と
か
、
お
ど
り
出
す
と
か
い
い
、
娘
が
嫁

に
行
く
の
が
お
そ
く
な
る
と
い
っ
た
。
ひ
な
さ
ま
を
し
ま
う
の
は
三
月
八



年中行事

目
、
こ
の
白
の
こ
と
を
シ
マ
イ
節
句
と
い
う
。
ハ
西
中
之
条
V

こ
わ
れ
た
ひ
な
様
は
、
氏
神
さ
ま
へ
納
め
た
り
、
屋
敷
の
稲
荷
様
へ
納

め
る
者
も
あ
っ
た
。
ハ
西
中
之
条
〉

ひ
な
ま
つ
り
女
の
お
節
句
と
し
て
、
嫁
に
行
っ
た
娘
の
初
節
句
や
、
孫

娘
が
生
ま
れ
た
と
き
の
お
祝
い
と
し
て
オ
ヒ
ナ
サ
γ
を
買
っ
て
贈
り
届
け

る
。
オ
ヒ
ナ
サ
ン
に
供
え
る
餅
は
、
ひ
と
重
ね
の
大
き
な
カ
ガ
ミ
餅
の
上

に
、
ひ
し
形
に
切
っ
た
ノ
シ
モ
チ
を
の
せ
、
そ
の
上
に
は
梅
の
小
枝
を
き

し
て
お
く
。
地
区
の
気
候
か
ら
し
て
梅
の
花
に
は
早
す
ぎ
る
の
で
つ
ぼ
み

の
校
を
さ
す
わ
け
で
あ
る
。
ご
ち
そ
う
は
「
キ
ナ
コ
モ
チ
」
を
食
べ
る
。

ハ
蟻
川
)

節
供
の
も
ち
三
月
一
日
が
も
ち
つ
き
、
ひ
し
も
ち
は
三
い
ろ
つ
く
る
。

お
そ
な
え
は
上
に
紅
、
下
に
白
の
も
ち
で
、
ひ
な
だ
ん
の
前
に
一
対
か
ぎ

っ
た
。
三
月
三
日
の
朝
、
あ
ベ
か
わ
も
ち
を
し
て
神
様
に
上
げ
た
り
、
家

族
で
食
べ
た
り
し
た
。
嫁
は
三
月
一
日
と
か
二
日
に
お
客
に
行
っ
た
が
、

お
膳
の
餅
ハ
紅
白
二
枚
で
、
も
ら
い
方
か
ら
実
家
の
し
ゅ
う
と
さ
ん
へ
の

っ
け
と
ど
け
と
い
う
)
と
さ
く
ら
も
ち
を
持
っ
て
行
っ
た
。
ハ
五
反
田
〉

蚕
影
山
蟻
川
宇
原
野
の
人
た
ち
が
お
ま
つ
り
す
る
養
蚕
神
の
祭
り
で
あ

る
。
旧
分
校
裏
の
山
の
道
端
に
あ
る
コ
カ
ゲ
サ
γ

ハ
蚕
影
山
〉
は
、
蚕
の

神
と
し
て
養
蚕
家
に
信
仰
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
目
、
一
升
の
餅
を
つ
い
て

ひ
と
重
ね
の
お
供
え
に
つ
く
り
、
ネ
ギ
と
ニ
ン
ジ
ン
と
オ
ミ
キ
一
升
と
を

上
げ
、
ホ
ウ
エ

γ
サ
γ
に
拝
ん
で
も
ら
っ
て
お
祭
り
を
す
る
。
養
蚕
を
す

る
家
か
ら
一
人
ず
つ
参
加
し
、
こ
の
後
で
宿
ハ
輪
番
制
)
で
飲
み
食
い
を

す
る
。
ハ
蟻
川
)

第八章

秋
葉
さ
ま
十
五
日
、
ア
キ
ア
サ
ン
(
秋
葉
神
社
〉
の
祭
り
、
火
伏
せ
の

神
さ
ま
に
お
こ
わ
を
ふ
か
し
て
ま
つ
る
。
ハ
蟻
川
〉

十
九
日
西
中
之
条
の
柴
宮
神
社
の
春
祭
り

春
の
彼
岸
墓
参
り
を
し
、
キ
ナ
コ
ボ
タ
モ
チ
、
ゴ
マ
ボ
タ
モ
チ
な
ど
を

つ
く
る
。
ハ
伊
参
〉

新
彼
岸
に
は
親
し
い
人
の
お
墓
参
り
に
行
く
。
ハ
栃
蜜
〉

お
諏
訪
さ
ん
二
十
七
日
岩
本
の
氏
神
諏
訪
神
社
の
春
祭
り
で
毎
年
ダ

イ
ダ
イ
ハ
太
々
神
楽
)
が
奉
納
さ
れ
る
が
、
露
庖
も
出
て
に
ぎ
や
か
だ
っ

た
。
も
と
は
下
組
の
諏
訪
神
社
と
上
組
の
諏
訪
神
社
と
上
・
下
二
社
だ
っ

た
が
、
火
災
の
た
め
に
下
組
の
社
殿
が
焼
け
て
し
ま
い
、
現
在
は
一
一
社
に

な
っ
て
い
る
。

四

月

春
ま
つ
り

一
目
、
横
尾
の
吾
妻
神
社
ハ
和
利
宮
〉
の
春
祭
り
で
あ
る
。

一
一
一
目
、
伊
勢
町
伊
勢
宮
の
春
祭
り
で
あ
る
。

四
日
、
大
道
白
山
神
社
の
春
祭
り
で
あ
る
。
蟻
川
熊
野
神
社
の
春
祭
り

で
あ
る
。

八
日
、
山
田
の
吾
嬬
神
社
の
春
祭
り
で
あ
る
。

九
日
、
横
尾
石
喰
稲
荷
の
春
祭
り
で
あ
る
。

十
五
日
、
五
反
田
親
都
神
社
の
春
祭
り
は
十
五
日
で
あ
っ
た
が
、
近
年

に
な
っ
て
五
月
五
日
の
「
構
山
祭
り
」
と
一
緒
に
な
っ
た
。
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誌

二
十
七
日
、
反
下
諏
訪
神
社
、
折
田
の
報
徳
折
田
神
社
の
春
祭
り
で
あ

る。ア
レ
ヱ
タ
の
観
音
蟻
川
小
池
組
の
ア
レ
エ
タ
の
観
音
(
藤
沢
観
音
)
の

祭
り
で
、
吾
妻
三
十
三
番
札
所
中
第
三
十
一
番
に
あ
た
る
。
も
と
は
蟻
川

中
の
所
有
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
小
池
組
の
も
の

に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
こ
ろ
ま
で
は
祭
り
の
自
に
は
馬
を
曳
い
て
来
た

人
た
ち
が
ワ
ラ
ジ
を
進
ぜ
て
拝
ん
で
行
っ
た
。
お
祭
り
の
世
話
人
が
い

て
、
こ
の
人
を
中
心
に
福
引
き
な
ど
も
行
な
わ
れ
た
。

観
音
さ
ん
十
八
日
、
神
明
さ
ん
で
、
神
宮
を
頼
ん
で
祝
詞
を
上
げ
、
祭

典
を
す
る
。
村
に
観
音
堂
も
あ
る
が
、
明
治
に
本
尊
を
善
福
寺
へ
持
っ
て

行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
神
明
さ
ん
に
な
っ
て
い
る
。
合
併
の
当
初
は
四
月

八
日
に
し
た
が
、
こ
れ
で
は
祭
り
気
分
が
出
な
い
の
で
ま
た
四
月
十
八
日

に
戻
し
た
。
春
祈
稽
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
(
山
田
、
寺
社
原
〉

お
雷
電
二
十
五
日
蟻
川
岳
〈
海
抜
八
五
三

m
〉
の
東
面
、
中
腹
に
あ

る
雷
電
神
社
(
石
宮
)
の
お
祭
り
で
、
麓
の
字
原
野
で
は
二
戸
一
人
ず
つ

の
人
が
山
に
登
り
、
ネ
ギ
、
ニ
ン
ジ
ソ
、
酒
、
お
供
え
餅
を
供
え
、
ホ
ー

エ
ン
サ
γ
に
拝
ん
で
も
ら
っ
て
か
ら
オ
ミ
キ
を
い
た
だ
い
て
下
山
す
る
。

そ
の
後
で
宿
に
集
ま
っ
て
飲
食
に
な
る
。
宿
は
輪
番
制
で
、
昼
は
お
こ

わ
、
夜
は
ウ
ド
ン
で
祝
う
。
(
蟻
川
)

民俗

五

月

五
月
節
供

月
節
供
の
よ
う
に
昔
は
女
児
に
も
初
節
供
を
贈
っ
た
。
女

児
の
場
合
、
赤
い
紙
の
鰹
、
飾
り
掛
軸
を
持
っ
て
行
っ
た
。
ヨ
モ
ギ
、
シ

ョ
ウ
ブ
は
、
神
棚
、
稲
荷
様
、
仏
様
に
上
げ
た
。
ハ
伊
勢
町
)

固
に
入
ら
な
い
日
五
月
五
日
は
田
ん
ぼ
に
入
れ
な
い
日
で
、
こ
の
自
に

田
へ
入
る
と
ア
ラ
シ
が
吹
く
と
い
う
。
ま
た
マ

γ
ガ
を
入
れ
て
は
い
け
な

い
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
ハ
五
反
田
)

五
月
節
句
五
月
の
節
句
に
は
、
ヨ
モ
ギ
と
シ
ョ
ウ
ブ
を
二
本
ず
っ
、
一

つ
の
建
物
に
三
か
所
ず
っ
さ
す
。
稲
荷
さ
ま
な
ど
の
棟
の
あ
る
と
こ
ろ
へ

も
さ
す
。
シ
ョ
ウ
ブ
湯
を
た
て
る
。
家
に
よ
っ
て
は
ヨ
モ
ギ
も
入
れ
る
。

菅
の
ノ
ボ
リ
を
立
て
る
家
も
あ
る
。
ハ
栃
窪
〉

お
こ
わ
を
ふ
か
さ
な
い
話
五
月
五
日
は
端
午
の
節
供
と
か
菖
蒲
の
節
供

と
い
わ
れ
て
お
祝
い
し
て
き
た
が
、
上
の
原
〈
横
尾
)
で
は
、
こ
の
自
に
お

こ
わ
を
ふ
か
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
あ
る
年

の
こ
と
、
お
節
供
だ
か
ら
お
こ
わ
を
ふ
か
し
て
お
祝
い
し
よ
う
と
し
た
と

こ
ろ
、
大
き
な
山
鳥
が
と
ん
で
来
て
か
ま
ど
の
中
へ
と
び
こ
ん
で
焼
け
死

ん
で
し
ま
っ
た
。
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
上
の
原
全
体
で
は
こ
の
日

に
お
こ
わ
を
ふ
か
さ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
〈
横
尾
〉

五
日
の
節
供
オ
ヒ
ナ
サ
γ
を
出
し
て
か
ぎ
り
、
鯉
の
ぼ
り
や
峨
を
立
て

た
り
し
て
祝
う
。
こ
の
日
に
は
シ
ョ
ウ
ブ
湯
を
た
て
る
家
も
あ
る
が
、
シ

ョ
ウ
ブ
で
屋
根
を
ふ
く
こ
と
を
固
く
守
る
。
シ
ョ
ウ
ブ
と
モ
チ
グ
サ
を
二

本
ず
っ
と
っ
て
き
て
屋
根
に
さ
す
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
神
代
の
昔
の
日
本

武
尊
の
故
事
に
し
た
が
う
と
い
わ
れ
、
こ
う
す
る
と
火
事
に
な
ら
な
い
と

い
う
。
嫁
は
タ
ラ
の
干
物
を
も
っ
て
実
家
へ
お
客
に
行
く
が
、
そ
れ
が
一

般
的
と
い
う
の
で
も
な
い
。
ハ
簸
川
〉

1220 



年中行事

嵩
山
祭
り
五
月
五
日
が
嵩
山
の
山
び
ら
き
に
あ
た
り
、
青
年
会
が
で
き

て
か
ら
青
年
の
手
で
嵩
山
ま
つ
り
が
進
め
ら
れ
、
山
頂
に
屋
台
底
を
つ

く
っ
た
り
、
手
お
ど
り
を
し
て
に
ぎ
や
か
に
や
る
。
昭
和
の
初
、
あ
ま

り
に
ぎ
や
か
に
や
っ
た
の
で
高
崎
の
興
業
師
の
小
島
組
か
ら
エ
レ
エ
モ
ン

が
や
っ
て
来
て
凄
ま
れ
て
困
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
戦
後
に
な
っ
て

親
都
神
社
の
例
祭
も
こ
の
日
に
な
っ
た
の
で
い
っ
そ
う
に
ぎ
や
か
に
な
っ

た
。
ハ
五
反
田
〉

馬
頭
観
音
も
と
は
八
日
で
な
く
五
目
だ
っ
た
が
、
こ
の
日
が
嵩
山
祭
り

で
に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
か
ら
八
日
に
変
わ
っ
た
。
登
山
口
に
あ
る
馬
頭
観

音
の
前
で
講
を
聞
く
が
、
こ
の
日
講
員
は
会
費
を
出
し
合
っ
て
、
酒
と
ア

メ
を
買
う
。
肴
は
な
い
の
で
「
ナ
オ
シ
」
を
買
っ
て
来
て
冷
酒
を
飲
み
合

ぃ
、
オ
ミ
ゴ
タ
の
ア
メ
を
も
ら
っ
て
解
散
す
る
。
こ
の
と
き
に
は
過
去
一

年
聞
に
「
四
つ
足
に
運
の
良
か
っ
た
人
」
ハ
牛
や
プ
タ
の
子
が
生
ま
れ
た

家
)
が
一
升
買
っ
て
進
ぜ
る
こ
と
が
例
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
馬
頭
観
音

は
、
昭
和
初
年
に
小
林
秋
次
郎
と
い
う
人
の
た
め
に
建
て
た
も
の
で
、
こ

の
人
は
長
く
常
山
の
あ
る
家
に
住
ん
で
い
て
、
馬
の
伯
楽
な
ど
を
し
た
り

し
て
み
ん
な
に
親
し
ま
れ
て
い
た
が
、
身
寄
り
の
な
い
人
で
、
最
後
に
は

火
事
で
死
亡
し
た
人
で
あ
っ
た
た
め
、
村
人
が
供
養
し
て
く
れ
た
も
の
で

あ
る
。
ハ
五
反
田
)

第八章

六
・
七
月

六
月
一
日

正
月
の
餅
を
と
っ
て
お
き
、
こ
の
目
、
い
ろ
り
に
つ
る
し
た

鍋
で
焼
い
て
食
べ
る
。
の
り
の
よ
う
に
な
る
。
ハ
大
塚
〉

掃
立
祝
い
春
蚕
の
掃
立
て
に
は
、
マ
イ
ダ
マ
を
つ
く
っ
て
オ
ジ
ラ
サ
ン

に
上
げ
た
。
ハ
折
田
〉

や
す
み
祝
い
蚕
が
シ
ジ
ヤ
ス
ミ
(
一
眠
〉
ま
た
は
フ
ナ
ヤ
ス
ミ
ハ
三
眠
)

の
と
き
に
赤
飯
を
ふ
か
し
、
マ
イ
ダ
マ
ハ
ま
ゆ
だ
ま
〉
を
つ
く
っ
て
豊
作

を
祈
る
。
ハ
五
反
田
)

米
の
粉
で
メ
エ
ダ
マ
を
つ
く
っ
て
オ
シ
ラ
サ
ン
に
上
げ
る
。
ハ
折
田
〉

春
一
蚤
が
三
眠
に
な
る
と
ヤ
ス
ミ
メ
エ
ダ
マ
を
つ
く
る
。
そ
の
と
き
は
オ

シ
ラ
サ
マ
に
も
供
え
ろ
と
い
わ
れ
た
が
、
オ
シ
ラ
サ
マ
は
蚕
の
神
さ
ま
だ

ろ
う
。
ハ
寺
社
原
〉

休
み
祝
い
春
蚕
が
無
事
に
シ
ジ
休
み
〈
一
一
眠
)
を
す
る
と
休
み
祝
い
を

し
、
赤
飯
を
ふ
か
し
、
ま
ゆ
玉
を
そ
え
て
近
所
へ
配
る
。
ハ
伊
勢
町
〉

蚕
上
げ
祝
い
上
族
が
す
む
と
蚕
L
ム
け
祝
い
と
い
っ
て
近
所
の
手
伝
っ
て

く
れ
た
人
達
を
招
い
て
祝
う
。
ハ
伊
勢
町
〉

蚕
を
上
族
さ
せ
る
と
、
赤
飯
を
ふ
か
し
、
手
伝
っ
て
く
れ
た
人
を
招
い

た
り
し
て
ご
ち
そ
う
を
す
る
家
も
あ
る
。
ハ
蟻
川
)

田
植
え
祝
い
と
一
緒
に
す
る
こ
と
が
多
い
。
ハ
折
田
〉

田
植
え
祝
い
養
蚕
と
田
植
え
が
続
い
て
い
る
の
で
、
結
局
は
一
緒
に
す

る
。
こ
わ
め
し
を
ふ
か
し
て
、
お
か
ず
に
は
ニ
シ
ン
の
コ
プ
巻
き
く
ら
い

を
つ
け
た
。
回
が
ア
オ
サ
ハ
青
立
ち
〉
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ア
オ
モ
ノ
を

使
わ
ず
、
ゼ
ン
マ
イ
、
ワ
ラ
ビ
の
干
し
た
も
の
と
か
、
乾
物
を
使
っ
た
料

理
だ
っ
た
。
ハ
折
田
〉

マ
ン
ガ
洗
い
オ
サ
ナ
プ
り
と
い
う
こ
と
は
な
い
が
、
マ

γ
ガ
ハ
馬
鍬
〉
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誌

を
土
聞
に
入
れ
て
「
マ
ン
ガ
洗
い
」
を
し
、
田
植
え
の
終
了
と
今
年
の
豊

作
を
祈
る
こ
と
が
行
な
わ
れ
る
。
こ
の
と
き
は
お
こ
わ
を
ふ
か
し
、
で
き

る
だ
け
の
料
理
を
し
て
酒
を
の
み
、
お
祝
い
を
す
る
。
ハ
伊
参
〉

田
植
え
の
終
っ
た
こ
と
を
マ
ン
ガ
ア
ラ
イ
と
い
い
、
田
植
え
祝
い
を
す

る
。
田
植
え
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
近
所
の
人
を
招
く
。
ハ
伊
勢
町
〉

は
げ
ん
ハ
半
夏
生
)
こ
の
日
は
、
回
と
畑
の
両
方
の
し
ご
と
を
す
る
も

の
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
か
一
方
づ
け
て
や
れ
と
い
わ
れ
る
。
昔
ハ
ゲ
ン
と

い
う
人
が
い
て
、
い
つ
も
「
い
そ
が
し
い
、
い
そ
が
し
い
」
と
い
っ
て
両

方
の
し
ご
と
を
し
た
が
っ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
、
そ
う
し
な
い
の
だ

と
い
う
。
(
蟻
川
〉

こ
の
日
は
、
田
畑
両
方
の
し
ご
と
を
し
て
は
い
け
な
い
。
(
伊
勢
町
〉

農
休
み
昔
は
十
五
日
、
現
在
は
二
十
日
こ
ろ
。
今
と
ち
が
っ
て
背
の
農

休
み
に
は
、
全
戸
で
仕
事
を
休
み
、
マ
ン
ジ
ュ
ウ
を
ふ
か
し
て
食
べ
て
一

日
中
遊
ん
だ
。
こ
の
日
遊
ぶ
と
き
は
長
着
を
着
て
、
夏
の
こ
と
だ
か
ら
腰

に
は
扇
子
を
一
本
さ
し
て
遊
ん
だ
。
ハ
五
反
回
)

お
諏
訪
さ
ま
七
月
二
十
七
日
が
お
諏
訪
さ
ま
の
お
祭
り
で
、
お
こ
わ
を

ふ
か
し
、
カ
ヤ
の
ハ
シ
で
神
だ
な
と
仏
さ
ま
へ
上
げ
、
カ
ヤ
も
上
げ
る
。

こ
う
す
る
と
へ
ど
に
や
ら
れ
な
い
と
い
う
。
ハ
栃
窪
〉

俗民

八

月

中
之
条
祇
園
八
月
一
日
が
中
之
条
祇
園
で
、
伊
勢
宮
の
氏
子
の
祭
り
に

な
る
。
祇
園
は
、
早
い
時
期
に
下
打
合
せ
を
も
っ
て
各
町
の
意
向
を
ま
と

め
て
準
備
を
進
め
る
。
紙
閣
の
役
員
は
当
番
町
内
か
ら
の
フ
レ
(
連
絡
〉

を
受
け
て
集
ま
り
、
祭
り
の
大
要
を
き
め
て
や
る
が
、
全
体
の
予
算
を
立

て
、
本
部
ハ
当
番
町
内
〉
へ
の
負
担
金
の
額
、
山
車
の
ま
わ
り
方
、
行
列

の
順
序
な
ど
も
決
定
す
る
。
役
員
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

氏
子
総
代
祇
圏
全
体
の
代
表
に
な
り
、
執
行
を
す
る
。

祭
長
町
全
体
で
一
人
、
祭
典
幹
事
ハ
祭
世
話
人
)
の
中
か
ら
互
選

さ
れ
る
。

祭
世
話
人
町
内
ご
と
に
二
人
ず
つ
選
出
さ
れ
て
、
祭
り
の
中
心
に
な

る。

若
世
話
町
内
ご
と
の
と
り
ま
と
め
を
す
る
役
で
、
若
い
者
が
な
る
。

か
し
ら
町
内
の
と
ぴ
職
の
よ
う
な
人
が
な
り
、
山
寧
の
采
配
を
ふ
る

ぅ
。
ま
た
前
と
後
の
連
絡
を
と
る
。

区
長
町
会
の
区
長
は
、
そ
の
町
内
の
親
方
と
し
て
、
町
内
の
代
表

で
あ
る
。

全
町
内
で
き
ま
っ
た
こ
と
を
も
と
に
各
町
内
で
は
会
議
を
も
ち
、
祭
り

の
予
算
を
き
め
て
、
寄
附
を
集
め
る
計
画
を
立
て
て
役
員
が
寄
附
集
め
を

始
め
る
。
本
部
へ
の
納
入
分
の
外
は
そ
の
組
で
使
用
す
る
。

山
車
は
、
新
岡
、
宮
元
町
、
上
ノ
町
、
中
ノ
町
、
下
ノ
町
、
竪
町
、
王

子
町
の
七
台
が
あ
る
が
、
昔
は
上
ノ
町
と
下
ノ
町
と
の
二
台
で
、
オ
ド
ロ

ヤ
テ
エ
と
い
わ
れ
、
ど
ち
ら
も
組
立
て
た
が
、
特
に
下
ノ
町
の
も
の
は
、

組
立
て
た
屋
台
の
外
に
、
側
面
に
廊
下
が
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
後

が
楽
屋
に
な
っ
て
い
て
地
芝
居
を
や
っ
た
が
、
地
芝
居
が
禁
止
に
な
る
と

金
と
銀
の
獅
子
を
飾
る
よ
う
に
な
り
、
取
締
り
が
来
る
と
芝
居
は
後
に
引
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っ
こ
み
、
獅
子
を
飾
っ
て
い
た
と
い
っ
て
ご
ま
か
し
た
。
し
か
も
、
竹
之

屋
な
ど
に
い
た
芸
者
衆
が
し
た
く
を
し
て
手
古
舞
を
し
て
に
ぎ
や
か
だ
っ

た
も
の
だ
と
い
う
。
町
中
い
っ
ぱ
い
に
な
る
よ
う
だ
つ
た
オ
ド
リ
ヤ
テ

エ
も
、
昭
和
二
十
九
年
に
切
り
つ
め
て
し
ま
っ
た
。
総
け
や
き
で
、
大
し

た
も
の
だ
っ
た
の
で
残
念
に
思
う
が
、
破
風
の
か
ぎ
り
は
も
と
の
ま
ま
使

っ
て
い
る
。

祇
園
の
日
に
は
、
最
近
は
天
王
さ
ん
を
カ
ネ
ハ
チ
に
出
張
さ
せ
る
の

で
、
準
備
の
で
き
た
屋
台
を
そ
の
前
に
集
合
さ
せ
、
行
列
を
つ
く
っ
て
伊

勢
宮
ま
で
行
っ
て
神
さ
ま
を
迎
え
て
来
て
肥
っ
て
か
ら
本
祭
り
に
な
る
。

行
列
は
、
天
狗
、
役
員
、
太
鼓
、
天
王
さ
ん
の
神
輿
ハ
最
近
〉
は
人
数
の

関
係
で
車
の
上
に
の
せ
て
曳
く
)
が
続
き
、
そ
の
後
へ
、
そ
の
年
の
き
ま

り
の
順
序
で
山
車
が
並
ぶ
。
伊
勢
ノ
森
で
は
、
神
官
の
お
戚
い
を
う
け
た

後
、
神
官
を
先
頭
に
ヤ
タ
イ
の
列
を
つ
く
っ
て
小
川
へ
行
き
、
新
田
か
ら

中
之
条
町
の
町
内
を
一
周
し
て
夕
食
に
な
る
。
夕
食
後
再
び
行
列
を
つ
く

っ
て
町
内
を
一
周
し
て
祭
り
は
最
高
潮
に
達
す
る
わ
け
で
あ
る
。
新
田

は
、
旧
町
で
い
う
と
西
中
之
条
分
で
中
之
条
祇
園
に
は
入
っ
て
い
な
か
っ

た
が
、
お
祭
り
に
は
お
客
が
来
る
の
で
、
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
山
車
を
出

し
て
紙
園
の
仲
間
に
な
っ
て
来
た
。
ま
た
、
小
川
は
、
昔
は
二
十
戸
く
ら

い
し
か
な
か
っ
た
が
戦
後
増
加
し
て
百
戸
以
上
と
な
り
、
ア
パ
ー
ト
が
完

成
し
た
り
し
て
二
百
戸
以
上
の
大
世
帯
に
な
っ
て
、
ぜ
ひ
祭
り
に
参
加
し

た
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
神
輿
を
つ
く
っ
て
参
加
し
て
、
ヤ
タ
イ
の
巡

路
に
加
え
ら
れ
た
。

お
祇
園
の
神
馬
中
之
条
祇
園
の
自
に
、
馬
に
酒
を
飲
ま
せ
る
の
で
オ
カ

タ
ハ
反
町
)
の
家
ま
で
神
馬
が
来
た
こ
と
が
あ
る
c

馬
の
口
を
あ
け
て
の

ま
せ
た
。
ハ
中
之
条
〉

カ
マ
ッ
プ
タ
一
日
。
う
ど
ん
粉
を
や
わ
ら
か
く
こ
ね
て
ホ
ウ
ロ
ク
に
た

ら
し
こ
ん
で
、
ホ
ウ
ロ
グ
い
っ
ぱ
い
の
大
き
な
オ
ヤ
キ
ハ
イ
リ
ヤ
キ
〉
を

つ
く
っ
て
仏
さ
ま
に
上
げ
る
。
こ
の
オ
ヤ
キ
の
ふ
た
を
あ
け
て
先
祖
さ
ん

が
来
る
の
だ
と
い
う
。
オ
ヤ
キ
は
下
げ
て
い
く
つ
か
に
切
っ
て
み
ん
な
で

食
べ
る
。
最
近
は
ホ
l
ロ
グ
が
な
い
の
で
フ
ラ
イ
パ
ン
で
や
る
。
(
四
万
〉

小
麦
粉
で
ホ
ウ
ロ
タ
い
っ
ぱ
い
の
大
き
な
イ
リ
ヤ
キ
を
つ
く
っ
て
仏
さ

ま
に
供
え
る
。
「
カ
マ
ッ
プ
タ
を
は
ぐ
」
と
い
う
の
で
供
え
る
も
の
で
カ

マ
ッ
プ
タ
を
と
っ
て
の
ぞ
く
と
、
仏
さ
ん
が
地
獄
の
フ
タ
を
と
っ
て
出
か

け
る
姿
が
見
え
る
と
い
っ
た
ハ
折
田
三

こ
の
目
、
ェ
ン
マ
さ
ま
か
ら
許
し
が
出
て
地
獄
の
カ
マ
の
蓑
が
開
け
ら

れ
、
仏
さ
ん
が
お
盆
に
家
へ
帰
る
た
め
に
出
か
け
る
日
と
い
わ
れ
、
仏
さ

ん
に
進
ぜ
る
た
め
に
ジ
リ
ア
キ
ハ
イ
り
ヤ
キ
〉
を
つ
く
る
。

八
月
一
日
に
カ
マ
ッ
プ
タ
を
は
ぐ
と
い
う
の
で
オ
マ
ン
ジ
ュ
ウ
を
つ
く

る
。
で
き
な
け
れ
ば
イ
リ
ヤ
キ
で
も
い
い
と
い
っ
て
イ
り
ヤ
キ
を
つ
く
っ

て
仏
に
進
ぜ
る
。
八
月
は
仏
月
だ
か
ら
地
獄
の
カ
マ
ッ
プ
タ
も
開
く
と
い

う
わ
け
で
あ
る
。
ハ
市
城
)

七
夕
笹
竹
に
色
紙
を
短
冊
に
切
っ
た
も
の
を
下
げ
て
か
ざ
る
が
、
七
夕

に
は
子
ど
も
た
ち
、
特
に
女
の
子
の
新
し
い
ヒ
ト
エ
モ
ン
の
着
物
を
つ
く

っ
て
七
夕
さ
ま
に
進
ぜ
た
。
だ
か
ら
七
夕
に
は
新
し
い
着
物
が
着
ら
れ
る

日
で
も
あ
っ
た
の
で
楽
し
み
だ
っ
た
。
ま
た
こ
の
日
は
、
子
ど
も
が
水
浴

び
を
す
る
日
と
さ
れ
た
。
七
夕
さ
ま
は
川
へ
流
す
こ
と
も
あ
る
が
、
大
根
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誌、

畑
へ
立
て
る
こ
と
も
多
い
。
大
根
の
虫
除
け
と
す
る
。
ハ
蟻
川
〉

竹
一
本
に
、
色
紙
で
短
冊
や
網
飾
り
な
ど
を
つ
く
っ
て
つ
る
し
て
門
に

立
て
、
初
成
り
の
な
す
や
き
ゅ
う
り
な
ど
を
供
え
る
。
こ
の
日
は
七
回
食

っ
て
七
回
水
浴
び
を
す
る
。
七
夕
か
ざ
り
は
七
日
の
夕
方
、
川
へ
流
し
に

行
く
。
ハ
伊
勢
町
〉

墓
そ
う
じ
七
夕
の
日
に
き
ま
っ
て
い
て
、
め
い
め
い
で
自
分
の
家
の
墓

そ
う
じ
を
す
る
。
ハ
四
万
)

岩
本
天
満
宮
の
ヤ
タ
イ
岩
本
天
満
宮
の
祭
り
は
七
夕
の
と
き
に
し
た
。

神
社
か
ら
-
五
方
ハ
四
方
で
は
数
が
惑
い
と
い
う
〉
に
ム
ラ
提
灯
を
つ
る
し

た
。
ひ
と
つ
る
し
に
三
十
ち
ょ
う
ほ
ど
の
ち
ょ
う
ち
ん
を
下
げ
て
に
ぎ
や

か
だ
っ
た
。
春
は
太
々
神
楽
、
秋
に
は
獅
子
舞
を
奉
納
し
た
が
、
ヤ
タ
イ

ハ
山
車
〉
も
出
し
た
。
ヤ
タ
イ
は
ミ
ナ
ミ
リ
ュ
ウ
タ
ロ
ウ
ハ
人
形
〉
と
龍

が
つ
く
ら
れ
る
が
、
祭
り
の
前
に
は
三
、
四
日
の
聞
宿
に
な
る
家
に
オ
ヤ

ジ
デ
エ
が
集
ま
っ
て
人
形
つ
く
り
を
し
た
。
ワ
ラ
シ
ツ
コ
ハ
わ
ら
束
〉
で

原
形
を
つ
く
り
、
サ
ラ
シ
で
巻
い
て
色
を
つ
け
た
も
の
で
、
人
形
に
は
モ

γ
ツ
キ
の
着
物
な
ど
を
着
せ
、
ハ
バ
キ
や
わ
ら
じ
を
は
か
せ
、
二
つ
の
聞

に
は
オ
ヤ
ジ
デ
エ
が
刈
っ
て
来
た
ツ
タ
の
つ
る
を
「
ひ
と
し
よ
い
ハ
背
負

い
こ
も
は
わ
せ
た
。
龍
に
は
目
を
つ
け
る
が
一
升
び
ん
の
ケ
ツ
ハ
ち

を
目
玉
と
し
た
の
で
、
子
ど
も
の
こ
ろ
「
び
ん
を
め
つ
け
て
こ
う
ハ
見
つ

け
て
来
い
)
」
と
い
わ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
も
と
も
と
岩
本
下
組
の
者
に

は
芸
人
ハ
芸
達
者
な
人
)
が
多
か
っ
た
の
で
、
ヤ
タ
イ
は
池
田
か
ら
ひ
っ

ぱ
り
出
し
て
天
満
宮
の
下
を
通
っ
て
上
組
ま
で
曳
い
て
行
っ
た
も
の
だ

が
、
旧
道
の
こ
と
で
石
こ
ろ
の
あ
る
坂
道
の
多
い
所
な
の
で
、
若
い
衆
だ

俗民

け
で
は
無
理
で
、
上
組
か
ら
も
オ
ヤ
ジ
デ
ー
が
来
て
手
伝
っ
た
。
パ
ッ
コ

ハ
バ
ッ
コ
ン
と
も
い
う
)
が
指
図
を
し
て
若
い
衆
が
曳
く
の
だ
が
、
イ
タ

ミ
ダ
ル
ハ
酒
樽
〉
の
カ
ガ
ミ
を
ぬ
い
た
の
を
担
い
で
い
て
、
こ
れ
を
飲
み

な
が
ら
引
っ
ぱ
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
が
楽
し
み
だ
っ
た
。
パ
ッ
コ
と
は
祭

り
世
話
人
の
こ
と
だ
っ
た
。
ヤ
タ
イ
は
御
大
典
記
念
ま
で
は
天
満
宮
の
方

に
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
二
、
三
回
曳
い
た
こ
ろ
上
組
の
方
に
も
っ
て
行

き
、
今
は
ど
う
な
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
。
獅
子
舞
の
頭
は
上
組
の
田
村
一

郎
さ
ん
の
と
こ
ろ
の
蔵
に
し
ま
っ
て
あ
る
。
ハ
岩
本
〉

メ
エ
ダ
マ
投
げ
八
月
十
日
、
観
音
さ
ま
で
メ
エ
ダ
マ
投
げ
を
す
る
。
八

月
一
日
か
二
日
に
ソ
パ
刈
り
を
し
て
、
新
粉
を
つ
く
っ
て
、
暗
い
う
ち
に

や
わ
ら
か
い
マ
イ
ダ
マ
を
つ
く
っ
て
観
音
さ
ん
に
持
っ
て
行
き
、
集
ま
っ

た
村
人
に
投
げ
る
。
お
そ
く
な
る
と
「
早
く
持
っ
て
来
う
1
」
と
呼
ば
れ

る
。
近
年
に
な
っ
て
「
衛
生
上
よ
く
な
い
」
と
い
う
の
で
禁
止
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
ハ
寺
社
原
)

盆
の
用
意
盆
花
を
十
一
日
に
山
へ
と
り
に
行
く
。
採
草
地
の
上
か
ら
と

っ
て
く
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
盆
棚
は
十
三
日
に
仏
檀
と
は
別
に
つ
く

り
、
位
牌
を
並
べ
て
肥
る
。
未
成
人
の
仏
は
下
の
段
に
小
棚
を
つ
く
り
、

そ
こ
へ
並
べ
て
肥
る
。
ハ
伊
勢
町
〉

十
一
日
に
中
之
条
で
盆
市
が
関
か
れ
た
。
昔
は
年
よ
り
が
、
ご
ざ
、
盆

花
、
う
ち
わ
、
な
ど
を
買
っ
て
来
た
。
ハ
反
下
〉

盆
市
中
之
条
の
金
市
は
十
一
日
、
こ
の
目
、
盆
の
用
意
の
品
を
買
っ
て

来
る
。
盆
ご
ざ
、
ハ
ス
の
葉
、
盆
バ
ナ
、
金
ち
ょ
う
ち
ん
、
金
だ
な
に
使

う
カ
ケ
ソ
ウ
メ
ン
、
盆
の
料
理
に
使
う
フ
ハ
数
)
、
切
り
こ
ぶ
、
と
子
ど
も
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年中行事

の
着
物
と
か
余
げ
た
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
盆
げ
た
は
、
村
内
の
人
が
毎

年
背
負
い
歩
い
て
売
り
に
来
た
も
の
で
あ
る
。
(
四
万
〉

盆
挽
き
金
だ
な
は
、
芯
の
あ
る
竹
を
二
本
結
え
て
、
低
い
も
の
と
こ
段

に
し
て
花
を
さ
す
。
チ
ガ
ヤ
を
縄
に
し
て
ヒ
パ
や
ヒ
ノ
キ
の
校
を
二
つ
ず

つ
つ
け
、
カ
ケ
ゾ
ウ
メ
ン
と
い
っ
て
ソ
ウ
メ
γ
を
つ
る
す
。
金
花
は
十
一

日
の
う
ち
に
と
っ
て
来
る
。
盆
は
蚕
が
あ
っ
て
い
そ
が
し
い
が
十
四
日
に

は
マ
ン
ジ
ュ
ウ
を
つ
く
る
。
ボ
ン
ピ
キ
と
い
っ
て
、
新
し
い
麦
を
ひ
い
て

用
意
す
る
ハ
栃
窪
)

盆
だ
な
十
三
日
に
つ
く
る
。
真
竹
の
シ
ン
コ
を
二
本
と
っ
て
来
て
、
仏

檀
の
前
に
立
て
、
チ
ガ
ヤ
を
ほ
し
て
な
わ
を
つ
く
り
、
二
本
は
っ
て
、
ひ

の
き
の
校
を
四
本
ほ
ど
さ
し
、
こ
れ
に
生
ソ
ウ
メ
ン
を
ぬ
れ
ぶ
き
ん
で
し

め
し
て
や
わ
ら
か
く
し
た
も
の
を
か
け
て
つ
く
る
。
盆
だ
な
は
二
段
に
し

て
上
に
は
先
祖
さ
ん
の
位
牌
、
下
は
ガ
キ
仏
と
い
っ
て
棚
だ
け
で
、
仏
祖

の
中
は
カ
ラ
ッ
ポ
で
も
ル
ス
ボ
ト
ケ
と
い
う
。
(
折
田
)

士
回
一
は
、
ど
こ
の
家
で
も
盆
だ
な
を
つ
く
っ
た
。
新
竹
を
切
っ
て
来
て
立

て
、
チ
ガ
ヤ
の
な
わ
を
な
っ
て
は
り
、
こ
れ
に
サ
ワ
ラ
の
枝
を
つ
る
し

て
、
ソ
ウ
メ
ン
を
か
け
、
棚
に
は
新
し
い
ゴ
ザ
を
敷
い
て
位
は
い
を
並
べ

た
。
盆
の
聞
は
、
仏
檀
は
空
に
な
る
。
(
四
万
)

盆
花
キ
キ
ョ
ウ
、
カ
ル
カ
ヤ
、
オ
ミ
ナ
エ
シ
、
ジ
パ
ユ
リ
、
の
四
つ
を

盆
花
と
い
い
、
十
一
日
か
ら
十
三
日
の
聞
に
と
っ
て
来
る
。
山
の
採
草
地

か
ら
も
ら
っ
て
来
る
も
の
で
、
ひ
と
抱
え
も
と
っ
て
来
て
水
の
中
に
さ
し

て
お
き
、
十
三
日
に
新
竹
を
切
っ
て
竹
筒
を
つ
く
り
、
こ
れ
に
さ
し
て
お

墓
に
持
っ
て
行
く
。
最
近
は
山
に
も
な
く
な
り
、
屋
敷
の
中
に
植
え
て
お

第八苦

い
て
聞
に
合
わ
せ
た
り
し
て
い
る
。
(
四
万
〉

盆
市
の
こ
ろ
(
十
一
日
ご
ろ
)
、
近
所
の
山
や
美
野
原
あ
た
り
へ
出
か
け

て
キ
キ
ョ
ウ
、
カ
ル
カ
ヤ
、
オ
ミ
ナ
エ
シ
を
と
っ
て
来
て
、
ひ
と
節
だ

け
つ
け
た
竹
ヅ
ッ
ポ
(
筒
〉
に
さ
し
た
も
の
を
、
お
墓
の
石
塔
の
数
だ
け

つ
く
り
、
土
マ
ン
ジ
ュ
ウ
に
も
さ
す
。
い
ま
は
山
へ
行
っ
て
も
な
い
の

で
、
家
の
庭
に
咲
い
て
い
る
花
な
ら
何
の
花
で
も
聞
に
合
わ
せ
て
さ
す
。

(
折
田
)

門
火
迎
え
金
に
は
、
家
に
近
い
三
本
辻
で
門
火
を
た
い
て
仏
を
迎
え

る
。
墓
参
り
に
は
行
か
な
い
。
ロ

l
ソ
ク
の
火
も
っ
け
な
い
し
、
線
香
も

門
火
で
は
っ
け
な
い
。
門
火
に
は
お
寺
(
宗
本
寺
〉
か
ら
マ
ッ
チ
が
出
て

い
る
の
で
、
こ
れ
で
火
を
つ
け
る
。
本
当
は
お
寺
か
ら
火
を
出
す
の
だ
が

そ
う
や
れ
な
い
か
ら
と
い
う
の
で
、
毎
年
お
寺
か
ら
マ
ッ
チ
が
配
ら
れ

る
。
ハ
四
万
〉

昔
は
ヒ
デ
を
こ
ま
か
く
割
っ
て
燃
し
た
と
い
う
話
も
あ
る
が
、
小
麦
の

カ
ラ
(
麦
わ
ら
)
を
束
に
し
て
ス
ソ
〈
下
)
の
方
を
ひ
ろ
げ
て
燃
す
。
最

近
は
麦
を
つ
く
ら
な
い
の
で
稲
わ
ら
で
も
よ
い
と
い
う
。
家
に
よ
っ
て
は

十
三
日
の
迎
え
火
だ
け
で
な
く
、
十
四
日
、
十
五
日
、
十
六
日
ハ
ま
れ

に
〉
と
毎
日
門
火
を
焚
く
例
も
あ
る
。
十
三
日
の
と
き
に
四
把
つ
く
っ
て

用
意
し
て
お
く
。
(
折
田
)

十
三
日
の
夕
方
、
迎
え
火
を
燃
し
て
精
霊
さ
ま
を
金
棚
に
招
じ
、
お
灯

明
を
上
げ
る
。
(
伊
勢
町
〉

盆
の
つ
く
り
も
の
盆
の
聞
の
料
理
は
、
十
三
日
が
め
し
、
十
四
日
の

朝
、
ボ
タ
モ
チ
、
十
五
日
の
昼
間
、
マ
ソ
ジ
ュ
ウ
、
十
六
日
は
セ
エ
ニ
チ
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と
い
い
、
朝
は
ボ
タ
モ
チ
、
夜
煮
つ
け
も
ん
で
め
し
を
食
べ
る
。
そ
の
他

の
食
事
は
特
に
き
ま
っ
た
も
の
は
な
く
、
う
ど
ん
、
め
し
、
何
で
も
そ
の

家
の
好
き
好
き
で
や
る
が
、
金
う
ち
は
ナ
マ
グ
サ
は
食
べ
な
い
。
仏
に
も

サ
カ
ナ
は
使
わ
な
い
。
ハ
四
万
〉

盆
の
煮
つ
け
も
の
盆
の
夜
は
、
煮
つ
け
も
の
を
し
て
食
べ
る
。
ジ
ャ

ガ
イ
モ
、
切
り
こ
ぶ
、
ナ
ス
、
フ
、
等
を
一
緒
に
煮
た
も
の
で
、
こ
れ
を

皿
に
盛
り
分
け
た
。
ナ
ス
は
半
分
に
切
っ
た
も
の
を
皮
に
切
り
目
を
つ
け

て
煮
た
。
フ
ハ
数
)
も
、
菊
の
花
の
も
ょ
う
の
も
の
よ
り
も
、
細
な
わ
で

つ
る
べ
て
売
っ
て
い
た
ワ
プ
ハ
輪
数
〉
の
方
が
う
ま
か
っ
た
。
ハ
四
万
)

仏
の
ハ
シ
ミ
ソ
ハ
ギ
を
と
っ
て
来
て
三
ぜ
ん
の
ハ
シ
を
つ
く
り
、
お
膳

を
つ
く
る
よ
う
に
お
盆
の
上
に
お
盆
さ
ん
の
供
え
も
の
を
の
せ
て
つ
く
っ

た
と
こ
ろ
へ
の
せ
て
供
え
る
。
(
折
田
)

フ
ロ
ウ
ハ
さ
や
い
ん
げ
ん
〉
二
本
を
お
盆
さ
ま
の
箸
と
し
て
ご
ち
そ
う

と
一
絡
に
お
供
え
す
る
。
金
送
り
の
と
き
に
も
こ
れ
を
お
墓
に
持
っ
て
行

っ
て
お
供
え
す
る
。
(
反
下
〉

新
盆
新
盆
の
と
き
は
、
昔
は
ウ
ド
ン
ハ
ほ
し
う
ど
ん
〉
を
買
っ
て
持
っ

て
行
っ
て
供
え
た
。
最
近
は
御
仏
前
を
持
っ
て
お
線
香
上
げ
に
行
く
が
、

近
親
の
人
は
岐
阜
ぢ
ょ
う
ち
ん
を
進
ぜ
る
。
あ
い
さ
つ
は
「
新
盆
で
さ
ぞ

か
し
き
み
し
い
で
し
ょ
う
」
と
か
「
線
香
を
上
げ
に
来
ま
し
た
」
と
い

う
。
八
十
代
の
人
は
、
「
お
盆
さ
ん
で
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
い

う
あ
い
さ
つ
を
し
た
。
ハ
折
田
〉

新
盆
見
舞
キ
ャ
ク
位
は
い
を
も
ら
っ
た
家
へ
も
新
盆
見
舞
と
し
て
お
盆

の
時
に
拝
み
に
行
く
。
昔
も
や
っ
た
が
今
で
も
や
っ
て
い
る
。
同
じ
岩
本

俗民

の
中
で
も
中
屋
敷
が
や
っ
て
い
る
が
、
前
原
の
方
で
は
キ
ャ
ク
ボ
ト
ケ
へ

は
新
盆
見
舞
に
行
か
な
い
。
新
盆
の
時
の
供
え
も
の
は
ヒ
ヤ
ム
ギ
が
き
ま

り
で
一
人
一

O
抱
く
ら
い
を
持
っ
て
来
る
の
が
き
ま
り
で
た
ま
っ
て
か
び

て
し
ま
っ
た
こ
と
が
多
い
。
ハ
岩
本
〉

新
盆
十
四
日
の
午
後
二
時
か
ら
、
お
寺
ハ
宗
本
寺
)
で
新
盆
の
お
経
を

上
げ
て
拝
ん
で
も
ら
う
。
昔
か
ら
や
っ
て
い
る
こ
と
で
、
近
親
の
者
が
行

っ
て
来
る
。
新
盆
の
家
へ
は
、
め
っ
た
に
行
か
な
い
家
で
あ
っ
て
も
お
線

香
上
げ
に
行
く
。
昔
は
、
ソ
ウ
メ
ン
を
三
把
か
ら
五
把
ほ
ど
持
っ
て
行
っ

た
も
の
で
あ
る
。
ハ
四
万
〉

盆
礼
お
盆
に
嫁
が
実
家
へ
お
客
に
行
く
と
き
は
、
お
菓
子
な
ど
を
台
に

し
て
、
金
壱
封
を
の
せ
て
来
る
。
こ
れ
は
盆
礼
と
い
う
。

十
五
日
に
寺
へ
行
く
と
き
に
は
盆
礼
と
い
っ
て
祝
儀
袋
に
入
れ
て
持
っ

て
行
く
。
本
来
は
各
自
が
持
っ
て
行
く
わ
け
だ
が
、
現
在
は
代
表
が
あ
ず

か
つ
て
行
く
。
ハ
折
国
〉

盆
ザ
カ
ナ
十
三
日
の
迎
え
盆
の
日
に
は
、
盆
ザ
カ
ナ
と
い
っ
て
、
な
る

べ
く
う
ま
い
ザ
カ
ナ
を
買
っ
て
食
べ
る
。
こ
の
日
は
メ
シ
を
食
う
。
(
折

田
)

送
り
盆
十
六
日
朝
、
精
霊
様
が
お
帰
り
に
な
る
の
で
、
ぼ
た
も
ち
を
つ

く
っ
て
供
え
、
お
弁
当
に
小
さ
い
も
の
を
つ
く
っ
て
墓
地
へ
行
き
、
石
塔

に
進
ぜ
る
。
朝
早
く
送
り
出
し
て
、
夕
方
、
送
り
火
を
燃
す
。
千
ぴ
き
が

ゆ
を
つ
く
っ
て
上
げ
る
。
ハ
伊
勢
町
〉

十
六
日
の
送
り
盆
の
と
き
は
、
う
ど
ん
な
ど
を
つ
く
っ
て
進
ぜ
た
後
、

ケ
エ
ド
で
送
り
火
を
た
き
、
キ
ュ
ウ

p
で
つ
く
っ
た
馬
と
、
そ
の
他
の
供
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え
も
の
を
ハ
タ
ケ
イ
モ
ハ
里
い
も
)
の
葉
の
上
に
の
せ
て
進
ぜ
て
か
0
・お

墓
参
り
に
行
く
。
セ
ン
ピ
キ
ゲ
エ
ハ
か
ゆ
)
を
や
る
家
も
あ
る
。
こ
れ
は

仏
さ
ま
の
乗
る
馬
の
エ
サ
と
し
て
、
わ
ら
で
折
っ
て
つ
く
っ
た
ツ
ト
ッ
コ

に
ヒ
ェ
、
ニ
ワ
ト
リ
の
餌
な
ど
を
入
れ
て
、
三
本
辻
に
お
く
。
最
近
は
ヒ

エ
な
ど
を
栽
培
す
る
家
も
な
い
の
で
米
を
入
れ
る
こ
と
が
多
い
。
〈
蟻
川
)

盆
の
十
六
日
を
セ
エ
ニ
チ
と
い
う
。
朝
ボ
タ
モ
チ
を
つ
く
っ
て
、
早
い

う
ち
に
送
り
出
す
。
朝
寝
し
て
お
そ
く
な
る
と
盆
さ
ん
に
憎
ま
れ
る
か
ら

早
い
方
が
よ
い
と
い
い
、
ポ
タ
モ
チ
を
ハ
ス
の
葉
ハ
な
い
の
で
皇
い
も
の

年中行事

お 圏紙

第八章

葉
で
代
用
〉
に
包
ん
で
持
っ
て
お
墓
参
り
を
し
て
送
る
。
夕
方
、
門
火
を

た
く
@
(
四
万
〉

仏
さ
ま
は
、
門
火
の
け
む
り
に
の
っ
て
来
て
、
け
む
り
に
の
っ
て
帰
ら

れ
る
と
い
う
。
ハ
反
下
)

伊
勢
町
祇
園
八
月
十
七
日
を
本
祭
り
と
し
て
行
わ
れ
る
。
昭
和
四
十
五

年
ま
で
は
九
月
一
日
と
な
っ
て
い
た
が
、
き
ま
っ
て
雨
に
降
ら
れ
る
こ
と

と
、
町
の
人
の
生
活
の
し
か
た
が
変
わ
っ
た
り
し
て
衆
議
一
決
し
て
変
え

た
も
の
で
あ
る
。
明
治
前
は
、
町
の
中
に
午
頭
天
王
が
紀
ら
れ
て
お
り
、

八
月
二
十
八
日
が
祇
園
祭
で
あ
っ
た
が
、
明
治
維
新
に
続
く
廃
仏
棄
釈
の

動
き
の
中
で
仏
と
し
て
排
斥
さ
れ
、
須
賀
大
社
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
の

神
社
合
併
で
伊
勢
宮
と
合
併
し
て
し
ま
っ
た
。
須
賀
大
神
は
町
の
人
の
ま

つ
り
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
一
方
、
秋
祭
り
は
農
家
の
人
を
中
心
と
し
て

ま
つ
ら
れ
て
来
た
も
の
と
も
い
え
て
、
九
月
十
五
日
が
大
祭
だ
っ
た
の

で
、
合
併
し
た
あ
と
は
九
月
十
、
十
一
日
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
お
ま
ん
じ
ゅ
う
を
こ
し
ら
え
て
も
あ
ら
し
で
く
さ
ら
せ
て
し
ま
う

こ
と
が
続
い
た
の
で
九
月
一
日
に
変
え
、
八
朔
の
節
句
と
し
て
長
く
続
い

て
来
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
二
百
十
日
で
あ
っ
て
天
気
が
安
定
せ
ず
、
四

十
六
年
か
ら
八
月
十
七
日
に
変
え
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
伊
勢
町
祇
園
は
、
秋
季
大
祭
な
ら
び
に
紙
園
祭

と
し
て
執
行
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

祭
り
は
、
栄
橋
と
松
見
橋
と
に
御
幣
を
立
て
、
町
に
八
丁
ジ
メ
に
続
く

シ
メ
を
は
っ
て
始
ま
る
。
こ
の
八
丁
ジ
メ
を
は
る
と
、
そ
の
聞
を
汚
し
て

は
い
け
な
い
と
い
う
の
で
死
者
が
出
て
も
シ
メ
を
く
ぐ
る
こ
と
が
な
い
よ
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う
に
と
き
つ
く
守
ら
れ
、
い
つ
だ
っ
た
か
川
流
れ
で
死
ん
だ
人
を
運
ぶ
の

に
原
町
の
方
を
ま
わ
っ
て
通
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
く
ぐ
ら
な
け
れ
ば
い

い
と
い
う
の
で
裏
通
り
を
通
っ
た
り
し
た
が
、
汚
れ
る
と
シ
メ
を
張
り
直

し
た
。
ハ
い
ま
は
し
ょ
う
が
な
い
と
い
う
)
。

八
丁
ジ
メ
を
は
る
こ
と
を
注
連
祭
、
み
も
あ
え
祭
と
い
う
。

前
祭
り
、
十
六
日
、
午
後
二
時
か
ら
伊
勢
宮
で
祭
り
を
し
て
、
ご
神
体

を
神
輿
に
移
し
て
、
町
の
中
に
つ
く
っ
た
オ
カ
リ
ヤ
ま
で
運
ば
れ
、
そ
こ

に
納
め
て
拝
む
。
巡
幸
祭
で
あ
る
。

本
祭
り
ハ
仮
殿
祭
)
、
十
七
日
、
午
前
十
時
よ
り
仮
宮
で
神
官
の
手
で
執

行
さ
れ
る
。
町
の
人
た
ち
は
仮
宮
に
参
拝
し
、
新
し
い
タ
ラ
イ
の
サ
イ
銭

箱
に
サ
イ
銭
を
入
れ
る
。

還
幸
祭
、
午
後
三
時
、
仮
宮
で
お
祭
り
を
し
て
か
ら
行
列
を
つ
く
っ
て

町
の
中
を
ま
わ
っ
た
。
行
列
は

天
狗
面
を
つ
け
、
旗
を
も
っ
。

太

鼓

二

人

天
王
さ
ん
の
神
輿
白
丁
二
十
人

宮
司
馬
に
乗
り
、
白
丁
を
着
た
馬
丁
が
つ
く
。

台
を
も
っ
た
者
神
輿
を
の
せ
る
台
で
、
休
憩
を
し
た
と
き
に
使

用
す
る
。

こ
の
神
輿
の
渡
御
に
山
車
が
参
加
し
た
。
こ
う
し
て
町
中
を
一
巡
し
て
オ

カ
リ
ヤ
に
戻
る
と
還
御
祭
と
な
る
。
山
車
は
、
上
之
町
、
中
之
町
、
下
之

町
の
三
台
で
只
剣
で
も
出
し
た
こ
と
も
あ
る
。
中
之
条
の
も
の
よ
り
大
衆

的
で
、
口
頭
で
引
継
ぎ
を
す
る
の
で
祭
り
の
方
法
も
年
々
変
化
し
て
行

f谷民

く
。
各
町
内
二
人
ず
つ
の
祭
幹
事
が
お
り
、
当
番
町
内
の
幹
事
が
祭
長
に

な
り
ハ
任
期
二
年
〉
、
他
の
二
人
が
副
祭
長
と
な
る
。
古
く
は
区
長
が
や
っ

た
が
、
い
ま
は
祭
り
専
門
に
な
っ
て
い
る
。
祭
り
の
経
費
は
神
社
の
経
理

と
別
々
で
、
オ
カ
リ
ヤ
の
収
入
は
氏
子
総
代
の
一
人
が
担
当
し
、
祭
り
に

つ
い
て
は
祭
幹
事
が
や
る
。
区
長
の
影
は
薄
く
な
っ
た
。
白
丁
は
、
本
来

は
二
十
一
人
必
要
だ
が
現
在
は
二
十
人
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
品
目
は
古

町
の
人
が
着
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
天
王
さ
ん
を
担
ぐ
の
も
、
供
に
な

る
の
も
町
に
よ
っ
て
き
ま
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
白
丁
の
手
が
な
く
な

っ
て
か
ら
ハ
人
数
が
不
足
し
て
)
町
中
か
ら
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。
天
狗

さ
ん
は
、
信
心
家
で
、
役
に
な
る
人
は
ほ
ぼ
き
ま
っ
て
い
た
が
、
田
村
半

さ
ん
と
い
う
人
は
う
ま
か
っ
た
。
神
輿
は
、
越
後
か
ら
担
い
で
来
た
も
の

と
い
わ
れ
る
が
、
御
神
体
で
な
く
神
輿
の
外
側
を
担
い
で
来
た
と
い
い
、

古
町
の
伊
能
イ
ッ
ケ
が
そ
の
役
を
果
し
た
の
で
、
そ
の
関
係
か
ら
天
王
さ

ん
の
神
輿
は
古
町
の
者
が
担
ぐ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
山
車
の
屋
台
嚇
子

は
、
迎
え
に
行
く
と
き
は
カ
ゴ
マ
ル
を
た
た
き
、
途
中
は
パ
カ
パ
ヤ
シ
、

帰
り
に
は
カ
エ
り
太
鼓
を
た
た
く
。
カ
エ
リ
太
鼓
は
う
っ
か
り
た
た
い
て

も
い
け
な
い
と
さ
れ
、
帰
り
以
外
に
は
た
た
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。

神
輿
の
下
を
く
ぐ
る
と
病
気
に
か
か
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

青
山
祇
園
青
山
の
駒
形
神
社
は
、
伊
勢
宮
に
合
絶
さ
れ
て
い
る
が
、
祇

園
祭
り
は
青
山
だ
け
で
や
る
こ
と
が
多
く
伊
勢
町
紙
閣
に
は
来
な
い
こ
と

が
多
い
。
土
用
ミ
ツ
メ
の
日
に
、
青
山
に
あ
る
小
さ
い
神
輿
を
担
い
で
、

村
中
の
各
戸
を
ま
わ
り
、
ォ
ヒ
ネ
リ
を
も
ら
っ
て
ま
つ
り
を
す
る
。
ハ
伊

勢
町
)
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盆
お
ど
り
中
之
条
町
の
方
か
ら
先
生
を
頼
み
、
八
木
節
を
青
年
た
ち
が

に
ぎ
や
か
に
や
っ
た
。
ハ
沢
田
〉

お
諏
訪
さ
ん
二
十
七
日
岩
本
の
氏
神
諏
訪
神
社
の
お
祭
り
で
、
普
は

岩
本
下
組
か
ら
上
組
の
諏
訪
神
社
ま
で
ヤ
タ
イ
ハ
山
車
〉
が
ひ
か
れ
た
。

ま
た
獅
子
舞
い
も
奉
納
さ
れ
た
。

こ
の
日
は
、
ヵ
ヤ
ハ
萱
〉
の
穂
を
神
だ
な
の
お
諏
訪
さ
ん
に
進
ぜ
て
、

カ
ヤ
の
茎
で
家
族
数
だ
け
の
ハ
シ
を
つ
く
り
、
お
こ
わ
を
ふ
か
し
て
こ
の

ハ
シ
で
食
べ
る
。
こ
の
日
よ
り
以
前
に
カ
ヤ
を
刈
れ
な
か
っ
た
。
お
諏
訪

さ
ん
の
ご
神
体
は
「
ヘ
ピ
」
な
の
で
、
こ
の
日
よ
り
前
に
カ
ヤ
を
刈
る
と

体
に
さ
さ
っ
て
困
る
の
で
、
お
祭
り
前
に
カ
ヤ
を
刈
つ
て
は
い
け
な
い
の

だ
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
昭
和
初
年
こ
ろ
ま
で
は
夏
秋
蚕
は
一
部
の
こ

と
だ
っ
た
の
で
不
都
合
は
な
か
っ
た
が
、
戦
後
養
蚕
が
さ
か
ん
に
な
る
と

都
合
が
悪
く
な
っ
た
の
で
祭
り
は
九
月
二
十
七
日
に
の
ぼ
さ
れ
た
。

九

月

第八章年中行事

八
朔
の
節
供
一
日
、
二
百
十
日
に
も
あ
た
り
、
ゴ
マ
モ
チ
ハ
ゴ
マ
を
つ

け
た
オ
ハ
ギ
〉
を
つ
く
り
、
嫁
は
里
が
え
り
を
す
る
。
昔
は
こ
の
日
に
は

陽
気
ま
つ
り
と
い
っ
て
、
折
田
神
社
で
オ
ミ
キ
ま
つ
り
を
す
る
。
会
費
十

銭
く
ら
い
で
骨
休
め
を
し
た
も
の
で
、
神
主
は
来
な
か
っ
た
。
ハ
折
田
〉

立
春
か
ら
数
え
て
ち
ょ
う
ど
二
百
十
日
の
こ
ろ
に
あ
た
る
日
な
の
で
、

九
月
一
日
に
は
、
小
豆
め
し
や
お
こ
わ
を
つ
く
っ
て
豊
作
を
祈
る
お
祝
い

を
し
た
。
嫁
が
葉
シ
ョ
ウ
ガ
を
持
っ
て
実
家
へ
お
客
に
行
く
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
多
く
は
な
か
っ
た
。

八
海
山
チ
ョ
ウ
チ
ン
に
ロ
l
ソ
タ
の
火
を
入
れ
、
庭
先
に
竹
ざ
お
を
た

て
て
高
い
と
こ
ろ
へ
上
げ
て
や
る
と
、
こ
の
灯
り
が
八
海
山
ま
で
届
く
と

い
わ
れ
た
。
八
海
山
は
越
後
の
神
さ
ま
で
、
農
業
の
神
さ
ま
だ
っ
た
。

(
大
道
〉

あ
ら
し
除
け
と
し
て
山
伏
の
神
さ
ま
を
ま
つ
っ
た
(
岩
本
〉

旧
八
月
一
日
に
、
八
海
山
と
い
っ
て
高
い
竹
竿
の
先
に
ロ
l
ソ
ク
の
灯

を
と
も
し
て
立
て
る
行
事
が
あ
っ
た
。
昭
和
初
年
の
こ
と
で
、
こ
う
す
る

と
八
海
山
ま
で
属
く
と
い
っ
た
。
ハ
寺
社
原
〉

お
諏
訪
さ
ん
岩
本
の
お
諏
訪
さ
ん
は
八
月
二
十
七
日
ハ
現
在
は
九
月
二

十
七
日
)
に
な
っ
て
い
る
が
、
九
月
一
日
に
八
朔
の
節
句
と
お
諏
訪
さ
ん

の
祭
り
と
を
一
つ
に
し
て
や
っ
て
い
る
。
こ
の
目
、
お
こ
わ
を
ふ
か
し
て

神
だ
な
の
お
諏
訪
さ
ん
に
進
ぜ
る
が
、
家
族
は
カ
ヤ
で
つ
く
っ
た
ハ
シ
で

食
べ
る
き
ま
り
に
な
っ
て
い
る
。
ハ
五
反
田
、
小
林
家
〉

オ
ク
マ
ン
さ
ま
の
祭
り
昭
和
五
年
に
こ
れ
ま
で
の
九
日
の
祭
り
を
二
日

に
変
え
た
。
晩
秋
蚕
を
さ
か
ん
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
、
昔
は
祭

り
に
は
大
道
一
組
、
蟻
川
二
組
、
計
三
組
の
獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
た
。
現

在
は
一
組
だ
け
で
奉
納
さ
れ
る
。
ハ
蟻
川
)

秋
ま
つ
り
二
日
、
蟻
川
・
熊
野
神
社
十
五
日
山
田
・
吾
嬬
神
社
十

七
日
伊
勢
町
・
伊
勢
宮
十
九
日
、
下
沢
渡
・
諏
訪
神
社
横
尾
・
吾
妻

神
社
二
十
七
日
、
岩
本
・
諏
訪
神
社
大
岩
・
諏
訪
神
社
折
田
・
報

徳
折
田
神
社

折
田
の
祭
り
に
は
、
沢
渡
、
中
之
条
か
ら
ヤ
タ
イ
を
借
り
て
来
て
に
ぎ
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誌

や
か
に
や
っ
た
。
借
り
て
折
固
ま
で
運
ぶ
の
が
大
変
だ
っ
た
が
、
酒
は
荷

車
に
積
ん
で
飲
み
放
題
、
庖
の
前
に
は
止
ま
っ
て
に
ぎ
や
か
し
た
の
で
菓

子
を
出
し
て
く
れ
た
り
し
た
。
ハ
折
田
〉

地
神
講
秋
の
社
日
に
地
神
講
を
す
る
。
農
家
の
講
中
は
ま
わ
り
も
も
の

宿
に
集
ま
っ
て
飲
食
を
と
も
に
す
る
。
現
在
は
宿
は
集
会
所
と
き
ま
っ
て

い
る
。
ハ
伊
勢
町
〉

彼
岸
春
と
同
じ
よ
う
に
ポ
タ
モ
チ
を
つ
く
り
、
墓
参
り
を
す
る
。
新
彼

岸
の
家
に
は
お
線
香
上
げ
に
行
く
。

十
五
夜
十
五
夜
に
は
マ
ン
ジ
ュ
ウ
を
つ
く
っ
て
十
五
個
供
え
、
お
月
さ

ん
を
拝
む
。
お
供
え
を
し
た
も
の
は
、
子
ど
も
た
ち
が
と
っ
て
歩
く
が
、

こ
の
晩
は
下
げ
ら
れ
た
ハ
と
ら
れ
る
〉
方
が
エ
ン
ギ
が
良
い
と
い
う
。

ハ
寺
社
原
)

だ
ん
ご
は
つ
く
ら
ず
に
も
ち
を
つ
く
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。
ま
ん
じ
ゅ

う
を
つ
く
っ
て
上
げ
る
。
ハ
栃
窪
〉

だ
ん
ご
と
か
ま
ん
じ
ゅ
う
を
つ
く
っ
て
進
ぜ
る
。
そ
の
他
に
は
、
里

芋
、
大
豆
、
粟
、
柿
の
実
、
や
さ
い
類
な
ど
を
だ
ん
ご
な
ど
と
一
績
に
箕

の
中
へ
入
れ
て
、
月
の
見
え
る
所
へ
出
し
て
進
ぜ
る
。

十
五
夜
に
曇
り
あ
っ
て
も
、
十
三
夜
に
曇
り
な
し
と
い
わ
れ
る
。

勢
町
〉

民俗

十

月

オ
ク
ン
チ

旧
九
月
九
日
、
重
陽
の
節
供
と
し
て
一
応
仕
事
を
休
み
、

伊

レ
の
食
事
を
す
る
。
客
の
往
来
は
な
い
が
秋
祭
り
の
つ
も
り
で
秋
の
農
繁

期
を
前
に
休
養
を
と
る
こ
と
と
な
る
。
〈
伊
勢
町
〉

十
月
二
十
三
日
、
屋
敷
ま
つ
り
ハ
稲
荷
祭
)
で
、
朝
は
赤
飯
、
夜
は
そ

ば
で
祝
う
。
ハ
栃
窪
)

屋
敷
稲
荷
の
祭
り
で
、
新
し
い
カ
ヤ
を
と
っ
て
来
て
お
仮
屋
の
屋
根
を

ふ
く
。
い
ま
は
木
造
の
お
仮
置
な
の
で
カ
ヤ
二
、
三
本
で
屋
根
を
ふ
い
た

形
に
す
る
だ
け
に
し
た
。
お
こ
わ
を
ふ
か
し
て
稲
荷
さ
ん
に
進
ぜ
る
。
進

ぜ
た
ら
絶
対
に
後
を
ふ
り
か
え
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
。
嫌
川
中
で
は

先
の
オ
タ
ン
チ
、
中
の
オ
ク
ン
チ
、
末
の
オ
ク
γ
チ
と
分
け
て
お
祭
り

し
、
お
こ
わ
の
届
け
っ
こ
を
し
て
楽
し
ん
だ
。
ハ
蟻
川
〉

十
三
夜
十
五
夜
と
同
じ
よ
う
に
も
ち
を
つ
く
が
、
こ
の
自
に
曇
っ
て
し

ま
っ
て
月
が
見
え
な
い
と
、
そ
の
年
に
ま
き
つ
け
る
麦
は
不
作
に
な
る
と

い
う
。
ハ
伊
参
)

十
三
夜
に
く
も
り
な
し
と
い
い
、
十
三
夜
に
く
も
れ
ば
小
麦
は
、
は
ず

れ
と
い
う
。
ハ
栃
窪
〉

ゆ
す
り
権
現
十
三
夜
に
は
蟻
越
の
権
現
堂
を
材
木
を
使
っ
て
お
堂
の
下

に
突
っ
こ
み
、
て
こ
を
応
用
し
て
お
堂
全
体
を
ゆ
す
り
ま
わ
す
。
こ
の

夜
、
お
堂
に
は
お
こ
も
り
を
す
る
人
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
猛
烈
に
ゆ
す

っ
て
た
め
し
た
よ
う
な
こ
と
ら
し
く
、
こ
の
日
だ
け
は
大
人
も
子
ど
も
も

お
堂
を
ゆ
す
っ
て
い
い
日
に
な
っ
て
い
た
。
ハ
蟻
川
〉
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十

月

年中行事

十
日
夜
も
ち
は
旧
十
月
十
日
の
朝
と
か
、
夕
方
つ
い
た
。
ア
ン
ピ

γ
を

つ
く
っ
て
十
個
、
お
膳
に
の
せ
て
供
え
る
。
か
か
し
を
つ
く
り
、
肥
背
負

い
か
ご
を
き
か
さ
に
し
て
そ
の
上
に
も
ち
を
上
げ
る
。
こ
の
と
き
の
か
か

し
は
、
ヒ
ェ
、
ア
ワ
の
か
ら
、
ま
た
は
干
草
な
ど
で
つ
く
り
、
こ
れ
に
ケ

デ
チ
を
着
せ
た
も
の
で
、
帽
子
を
か
ぶ
せ
る
家
も
あ
っ
た
。
夜
に
な
る
と

子
ど
も
た
ち
が
、
か
か
し
に
上
げ
た
も
ち
を
サ
ゲ
に
来
た
。
も
ち
を
と
ら

れ
た
方
で
も
さ
ほ
ど
怒
り
も
し
な
か
っ
た
。
十
日
夜
に
は
、
十
日
夜
づ
ち

を
つ
く
り
(
わ
ら
製
、
中
に
ミ
ョ
ウ
ガ
の
茎
を
入
れ
て
音
を
よ
く
す
る
)
、

家
の
ま
わ
り
を
た
た
い
て
歩
い
た
が
、
他
家
の
庭
も
た
た
い
て
ま
わ
っ
た
。

モ
グ
ラ
が
畑
を
お
こ
さ
な
い
と
い
っ
た
。
そ
の
と
き
「
十
日
夜
、
十
日

夜
、
十
日
の
晩
は
い
い
も
ん
だ
、
朝
そ
ば
き
り
に
昼
だ
ん
ご
、
タ
め
し

食
っ
て
ぶ
っ
た
た
け
」
と
う
た
う
。
そ
の
あ
と
で
、
夜
お
そ
く
ま
で
遊
ん

だ
が
、
し
ま
い
に
は
け
ん
か
に
な
っ
た
。
ハ
大
岩
)

夕
飯
に
餅
を
つ
い
て
食
べ
る
。

子
ど
も
た
ち
は
ミ
ョ
ウ
ガ
の
茎
を
芯
に
入
れ
て
わ
ら
で
巻
き
こ
み
、
な

わ
で
聞
く
し
ぼ
っ
て
つ
く
っ
た
わ
ら
鉄
砲
を
も
っ
て
村
中
の
地
面
を
た
た

い
て
ま
わ
り
、
「
十
日
夜
は
い
い
も
ん
だ
、
夕
飯
食
っ
ち
宇
ひ
っ
ぱ
た

け
」
と
う
た
う
。
ハ
五
反
田
〉

品
目
は
に
ぎ
や
か
に
や
り
、
子
ど
も
の
わ
ら
鉄
砲
が
村
を
ま
わ
っ
た
り
し

た
。
ハ
伊
勢
町
〉

第八章

も
ち
を
つ
い
て
供
え
て
月
を
ま
つ
る
。
ま
た
豆
を
鳥
に
つ
つ
か
れ
な
い

よ
う
に
か
か
し
を
作
っ
て
供
え
る
。
普
は
子
ど
も
た
ち
が
ま
と
ま
っ
て
わ

ら
鉄
砲
で
地
面
を
た
た
い
て
「
十
日
夜
、
十
日
夜
、
十
日
夜
は
い
い
も
ん

で
え

だ
、
朝
そ
ば
切
り
に
昼
だ
ん
ご
、
夕
飯
食
っ
ち
ゃ
あ
腹
太
鼓
」
と
う
た
い

な
が
ら
村
中
を
ま
わ
っ
て
歩
い
た
が
、
そ
う
す
る
と
各
家
で
何
か
も
ら
っ

た
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
は
、
も
ぐ
ら
が
土
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
だ
と
い
わ
れ
た
。
(
栃
窪
)

昔
は
、
十
日
夜
ま
で
に
は
早
く
こ
な
し
も
ん
を
終
や
せ
、
と
か
、
ど
こ

そ
こ
の
家
で
は
こ
な
し
も
ん
が
終
っ
た
か
ら
わ
ら
を
も
ら
っ
て
来
い
、
な

ど
と
い
っ
て
、
十
日
夜
を
仕
事
の
め
ど
に
し
た
。
十
日
夜
の
夜
、
も
ち
つ

き
を
す
る
。
そ
の
日
は
大
へ
ん
な
仕
事
は
し
な
い
で
、
早
く
も
ち
を
つ
い

て
、
あ
ん
こ
を
入
れ
、
「
十
日
夜
さ
ん
に
」
と
い
っ
て
玄
関
の
前
の
方
に

突
き
出
し
て
い
る
屋
根
ハ
ヒ
サ
シ
〉
の
上
に
供
え
た
。
お
月
さ
ん
の
光
の

あ
た
る
と
こ
ろ
が
い
い
と
い
っ
て
そ
こ
に
供
え
る
。
神
だ
な
、
仏
へ
は
二

つ
ず
つ
供
え
る
。
山
へ
持
っ
て
行
く
こ
と
は
な
い
。
子
ど
も
た
ち
は
ト
ウ

カ
シ
ヤ
を
つ
く
っ
た
。
何
日
も
前
に
ク
ゾ
パ
藤
の
つ
る
を
と
っ
て
来
て
用

意
し
て
お
き
、
二
つ
に
割
る
と
ち
ょ
う
ど
し
ば
れ
る
よ
う
に
し
て
お
い

て
、
わ
ら
の
芯
に
ミ
ョ
ウ
ガ
を
入
れ
、
一
寸
く
ら
い
の
中
で
ギ
リ
ギ
り
巻

き
に
し
た
の
を
つ
く
り
、
夜
、
た
た
き
ま
わ
し
た
。
モ
グ
ラ
が
畑
を
お
こ

さ
な
い
よ
う
に
と
い
う
ま
つ
り
で
あ
る
。
(
上
反
下
〉

十
日
夜
は
、
お
月
様
の
ま
つ
り
で
あ
る
。
も
ち
を
つ
い
て
、
お
月
様
に

進
ぜ
る
。
も
ち
は
紙
の
上
に
の
せ
て
し
ん
ぜ
る
。
大
豆
と
か
は
た
け
い
も

な
ど
を
、
根
こ
ぎ
に
し
て
き
で
洗
っ
て
、
し
よ
う
ぎ
の
上
に
の
せ
て
し
ん
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誌

ぜ
た
。
机
の
上
な
ど
に
の
せ
て
、
二
階
の
窓
を
あ
け
て
供
え
て
お
く
。
野

菜
は
二
種
類
供
え
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
「
十
日
夜
十
日
夜
」
と
い
い

な
が
ら
、
わ
ら
で
つ
ぽ
う
で
村
中
の
庭
先
を
は
た
い
て
歩
い
た
。
こ
れ

は
、
モ
グ
ラ
が
で
な
い
よ
う
に
と
い
う
意
味
と
い
う
。
子
ど
も
た
ち
は
、

こ
の
と
き
棒
を
も
っ
て
行
っ
て
、
供
え
も
の
を
と
っ
て
歩
い
た
。
と
ら
れ

た
ほ
う
が
縁
起
が
い
い
と
い
っ
た
。
(
下
反
下
〉

十
日
夜
に
は
、
庭
先
に
か
か
し
を
た
て
た
。
棒
を
た
て
て
、
そ
れ
に
笠

で
も
か
ぶ
せ
た
か
ん
た
ん
な
も
の
だ
っ
た
。
そ
こ
へ
は
十
日
夜
の
ご
ち
そ

う
は
あ
げ
な
か
っ
た
。
ご
ち
そ
う
は
、
お
月
様
に
あ
げ
る
と
い
っ
て
、
二

階
の
戸
を
あ
け
て
、
お
月
様
が
お
が
め
る
よ
う
に
し
て
、
そ
こ
へ
し
ん
ぜ

た
。
ハ
上
反
下
)

十
日
夜
粟
も
ち
、
米
の
も
ち
な
ど
を
つ
き
、
ア
ン
ピ
ン
と
し
、
イ
タ
モ

チ
ハ
の
し
も
ち
)
は
つ
く
ら
な
い
。
「
も
ぐ
ら
が
お
こ
さ
な
い
よ
う
に
ク

シ
ッ
テ
来
う
」
と
い
わ
れ
て
、
小
さ
な
ダ
ン
ゴ
を
つ
く
っ
て
、
田
畑
の
も

ぐ
ら
穴
へ
実
さ
い
に
入
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
は
わ
ら
で

つ
・
ほ
う
を
つ
く
っ
て
た
た
き
ま
わ
り
、
も
ぐ
ら
う
ち
を
し
た
。
古
賀
良
神

社
は
も
ぐ
ら
封
じ
の
神
と
い
う
。
ハ
折
田
〉

十
一
月
の
十
日
を
シ
ン
に
し
て
す
る
が
、
オ
ヨ
ベ
ス
サ
ン
の
前
に
す
る

こ
と
と
い
わ
れ
る
。
大
人
た
ち
が
各
家
で
カ
カ
シ
を
つ
く
り
、
庭
に
立

て
、
そ
の
前
に
カ
ゴ
を
置
い
て
、
そ
の
日
に
つ
く
っ
た
餅
を
供
え
る
。
お

供
え
を
ひ
と
か
さ
ね
と
か
、
ア
ン
餅
を
十
個
供
え
る
。
子
ど
も
た
ち
は
仮

装
し
て
カ
カ
シ
の
商
の
よ
う
に
し
て
戸
毎
に
ま
わ
り
、
ト
ウ
カ
ン
ヤ
ハ
わ

ら
鉄
砲
)
で
た
た
い
て
ま
わ
る
。
お
供
え
を
下
げ
て
歩
く
の
も
子
ど
も
た

俗民

ゆ
り
で
あ
る
。
(
寺
社
原
〉

薬
師
ご
も
り
五
反
田
禽
山
、
親
都
で
、
石
薬
師
の
お
こ
も
り
は
十
日
夜

か
ら
三
日
間
続
く
も
の
で
、
最
初
の
日
を
シ
ヨ
ハ
初
〉
薬
師
、
第
二
日
を

ナ
カ
ハ
中
)
薬
師
、
第
三
日
を
シ
マ
イ
ハ
終
)
薬
師
と
い
い
、
こ
の
期
間
中

は
薬
師
堂
の
戸
を
開
け
て
お
き
、
自
由
に
お
参
り
さ
せ
る
。
中
薬
師
の
日

に
ヤ
ク
シ
ゴ
モ
リ
が
あ
り
、
世
話
人
た
ち
が
-
一
シ
メ
ハ
や
さ
い
や
い
も
の

煮
つ
け
)
の
重
箱
を
持
ち
よ
り
、
村
人
が
集
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
ロ

l
ソ
ク

の
明
り
の
中
で
飲
食
を
す
る
。
大
人
た
ち
は
大
き
な
珠
数
を
繰
っ
て
お
念

仏
を
唱
え
る
。
こ
の
夜
、
子
ど
も
た
ち
は
薬
師
堂
前
の
道
路
で
竹
の
枝
な

ど
を
燃
し
て
、
火
と
ぼ
し
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
参
加
す
る
。
(
五
反
田
)

神
嘗
祭
十
七
目
新
し
い
稲
の
穂
を
神
さ
ま
に
供
え
る
日
で
、
株
ご
と

全
部
ぬ
い
て
来
て
、
カ
マ
神
さ
ま
に
上
げ
る
が
、
こ
れ
は
毎
年
稲
穂
を
重

ね
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ハ
蟻
川
)

え
び
す
講
二
十
日
正
月
二
十
日
に
旅
立
ち
し
た
エ
ピ
ス
さ
ま
と
ダ
イ

コ
タ
さ
ま
が
、
一
年
間
働
い
て
う
ん
と
金
を
貯
め
て
帰
っ
て
来
る
日
が
こ

の
日
で
、
二
人
の
神
を
お
迎
え
す
る
の
が
秋
の
え
び
す
講
で
あ
る
。
ご
は

ん
を
た
き
、
オ
カ
シ
ラ
ツ
キ
の
魚
(
い
わ
し
)
と
テ
ン
プ
ラ
な
ど
を
つ
く
っ

て
進
ぜ
る
。
こ
の
と
き
は
寛
永
通
宝
な
ど
の
古
銭
の
入
っ
た
銭
入
れ
な
ど

を
供
え
る
。
こ
の
日
か
ら
エ
ピ
ス
、
ダ
イ
コ
タ
の
二
人
の
神
さ
ん
は
神
だ

な
に
近
い
、
人
目
に
つ
く
と
こ
ろ
に
出
し
て
や
る
。
ハ
蟻
川
〉

百
姓
の
神
様
を
ま
つ
り
、
飯
、
さ
ん
ま
、
て
ん
ぷ
ら
な
ど
を
供
え
る
。

こ
の
時
に
供
え
た
も
の
は
あ
と
で
下
げ
て
食
べ
る
が
、
子
供
が
食
べ
る
と

縁
遠
く
な
る
と
い
う
の
で
大
人
が
食
べ
る
。
ハ
栃
窪
〉
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年中行事

十
一
月
二
十
日
、
正
月
と
ち
が
っ
て
秋
の
え
び
す
講
は
、
え
び
す
さ
ん

が
帰
っ
て
来
た
の
だ
か
ら
夕
食
を
と
っ
て
か
ら
休
ん
で
も
ら
う
と
い
っ

て
、
夕
食
に
ご
ち
そ
う
の
膳
を
つ
く
っ
て
進
ぜ
る
。
(
伊
勢
町
)

オ
フ
ル
メ
エ
秋
の
と
り
入
れ
も
終
っ
た
こ
ろ
、
他
家
へ
嫁
し
た
り
、
分

家
な
ど
を
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
夫
や
嫁
、
孫
な
ど
を
連
れ

て
、
オ
フ
ル
メ
エ
の
日
の
夕
方
や
っ
て
来
て
、
親
元
と
か
本
家
な
ど
で
オ

フ
ル
メ
エ
を
し
た
。
昭
和
十
年
こ
ろ
ま
で
続
い
て
い
た
。
オ
フ
ル
メ
エ
の

と
き
は
、
子
ど
も
た
ち
は
ホ
ケ
ハ
ホ
ケ
エ
)
と
い
わ
れ
る
箱
に
、
精
米
し

た
新
米
を
五
升
・
ぐ
ら
い
ず
つ
入
れ
て
そ
の
上
に
金
包
み
な
ど
を
の
つ
け
て

背
負
っ
て
来
た
。
こ
れ
は
全
部
も
ら
う
も
の
で
な
く
、
米
も
一
升
く
ら
い

は
返
し
て
や
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
オ
フ
ル
メ
エ
に
は
、
孫
子
が
ほ
と

ん
ど
来
る
の
で
に
ぎ
や
か
な
も
の
で
、
二
十
人
座
敷
が
一
ば
い
に
な
る
ほ

ど
に
な
り
、
酒
を
出
し
て
の
オ
フ
ル
メ
エ
は
み
ん
な
楽
し
み
な
も
の
だ
っ

た
。
親
椀
に
お
こ
わ
を
入
れ
、
そ
の
上
に
マ
イ
ダ
マ
を
五
個
ず
つ
の
せ
て

蓋
を
し
て
出
し
た
。
酒
を
飲
ん
で
い
る
の
で
誰
も
食
べ
き
れ
な
い
か
ら
み

ん
な
家
へ
持
っ
て
帰
っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
、
う
ど
ん
は
汁
わ
ん
に
入
れ
て

出
し
、
ツ
ポ
、
ヒ
ラ
、
お
吸
物
椀
な
ど
も
使
っ
て
料
理
を
出
し
た
。
そ
の

晩
は
大
ぜ
い
の
人
た
ち
が
泊
っ
た
。
ハ
五
反
田
〉

蟻
川
の
倉
沢
に
親
せ
き
が
あ
り
、
毎
年
秋
の
オ
フ
ル
メ
エ
に
も
招
ば
れ

て
行
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
親
類
中
が
集
ま
っ
て
和
や
か
に
楽
し
ん
だ
の
で

最
近
の
よ
う
で
な
く
、
親
類
中
が
親
し
か
っ
た
。
(
赤
坂
)

稲
荷
祭
十
一
月
二
十
二
日
、
新
わ
ら
で
お
仮
屋
を
つ
く
り
、
お
頭
付
き

ハ
田
作
り
〉
と
赤
飯
を
進
ぜ
る
。
赤
飯
は
新
米
で
つ
く
る
こ
と
に
な
っ
て

第八章

い
る
。
ハ
伊
勢
町
)

ハ
パ
キ
ヌ
ギ
二
十
三
日
ハ
パ
キ
と
は
脚
粋
の
こ
と
で
、
こ
の
日
を
一

年
の
農
作
業
の
中
の
戸
外
で
の
作
業
の
終
り
の
日
と
し
て
村
中
で
フ
ル
マ

イ
を
す
る
。
農
業
を
し
て
い
る
家
が
入
っ
て
お
り
、
一
戸
一
人
ず
つ
出
席

し
、
会
費
制
で
酒
の
外
、
餅
と
五
目
飯
が
き
ま
っ
た
料
理
で
、
宿
は
順
番

で
や
っ
て
き
た
。
ハ
蟻
川
)

ハ
パ
キ
ヌ
ギ
の
ナ
マ
ス
切
り
で
ハ
キ
ヌ
ギ
の
前
日
、
村
中
の
オ
ト
コ
シ

ョ
ハ
男
衆
)
が
集
ま
り
、
ナ
マ
ス
切
り
を
し
て
準
備
を
す
る
の
が
例
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
日
は
、
で
ハ
キ
ヌ
ギ
の
宵
ま
つ
り
で
「
今
夜
は
柳
樽
を

一
本
ぬ
い
た
」
な
ど
と
い
う
よ
う
に
相
当
飲
ん
だ
。
(
五
反
田
〉

晦
日
だ
ん
ご
十
一
月
三
十
日
に
ミ
ソ
カ
ダ

γ
ゴ
を
つ
く
る
。
ア
ジ
モ
ト

と
よ
ば
れ
る
石
や
砂
ま
じ
り
の
米
は
、
フ
ル
イ
も
唐
箕
も
き
か
な
い
の
で

、
ナ
ベ
ッ
プ
タ
に
木
綿
布
を
か
け
て
押
し
て
、
こ
れ
に
く
っ
つ
く
も
の
で

選
別
し
た
も
の
、
こ
な
し
っ
か
す
を
カ
ル
ス
で
つ
き
、
石
臼
で
粉
に
し
た

も
の
で
ダ
ン
ゴ
を
つ
く
り
、
手
で
に
ぎ
っ
て
に
ぎ
り
あ
と
の
あ
る
細
長
い

ダ
ソ
ゴ
に
萱
の
ト
ギ
ジ
リ
ハ
箸
)
に
き
し
て
、
カ
ド
ハ
出
入
口
)
に
き
し

て
供
え
た
。
ハ
折
田
)

ツ
ジ
ュ
ウ
ダ
ン
ゴ
、
オ
ユ
ノ
ヤ
ガ
ラ
、
オ
ニ
ノ
コ
ブ
シ
と
か
よ
ば
れ
て

き
し
て
お
い
た
。
ミ
ソ
カ
ダ
ン
ゴ
は
、
他
家
の
子
ど
も
た
ち
が
あ
と
を
つ

い
て
き
し
た
も
の
を
と
っ
た
。
ハ
折
田
〉

秋
の
こ
な
し
も
ん
ハ
収
穫
-
脱
穀
)
が
終
っ
た
と
こ
ろ
で
や
る
も
の

で
、
稲
こ
き
の
と
き
こ
ぼ
れ
た
籾
を
拾
っ
て
お
い
て
粉
に
し
た
も
の
で
だ

ん
ご
を
つ
く
り
、
萱
の
串
に
き
し
て
と
ぼ
ぐ
ち
ハ
玄
関
)
に
さ
す
。
ハ
栃
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誌

窪〉ツ
ジ
ユ
ウ
ダ
ン
ゴ
三
十
日
米
の
粉
で
槌
の
形
を
し
た
ダ
ン
ゴ
を
つ
く

り
、
篠
竹
(
カ
ヤ
の
茎
を
使
う
家
も
あ
る
〉
に
さ
し
て
、
窓
の
あ
る
と
こ

ろ
や
、
ト
ボ
の
よ
う
に
人
の
出
入
り
す
る
と
こ
ろ
へ
全
部
さ
し
た
。
昔
は

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
て
、
さ
す
の
を
待
っ
て
い
て
、
後
を
追

う
よ
う
に
し
て
下
げ
て
食
べ
た
が
、
今
は
い
ろ
い
ろ
の
お
菓
子
が
あ
る
の

で
子
ど
も
た
ち
は
見
向
き
も
し
な
く
な
っ
た
。
ハ
蟻
川
)

十
一
月
三
十
日
、
脱
殺
の
時
に
足
元
に
落
ち
た
も
の
な
ど
「
く
ず
米
」

の
粉
を
こ
ね
て
、
ニ
ギ
ッ
コ
に
し
た
も
の
を
一
本
の
串
に
一
個
ず
っ
き
し

て
、
外
へ
の
出
口
に
な
る
と
こ
ろ
に
さ
す
。
ゲ
ン
コ
に
な
り
鬼
が
来
な
い

と
い
い
、
夕
方
さ
し
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
、
朝
方
、
子
ど
も

た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
と
っ
て
食
べ
た
。
特
に
便
所
に
供
え
た
も
の
を
食

べ
る
と
シ
ラ
ミ
が
た
か
ら
な
い
、
と
い
っ
た
。
ハ
寺
社
原
〉

俗民

十

二

月

川
ぴ
だ
り
も
ち
一
日
.
ほ
た
も
ち
を
つ
く
っ
て
神
さ
ま
に
進
ぜ
た
後
で

馬
に
食
わ
せ
る
。
昔
、
川
中
島
の
合
戦
の
と
き
、
先
祖
が
馬
に
餅
を
食
わ

せ
て
敵
陣
に
攻
め
入
り
、
大
て
が
ら
を
た
て
た
と
い
う
こ
と
か
ら
す
る
の

だ
と
い
わ
れ
る
。
ハ
蟻
川
百
h
〉

ぼ
た
も
ち
を
つ
く
っ
て
ナ
ベ
ッ
プ
タ
や
カ
マ
ノ
フ
タ
の
上
な
ど
に
二
つ

だ
け
の
せ
て
馬
に
く
れ
る
。
今
は
馬
が
い
な
い
の
で
馬
に
は
く
れ
な
い

が
、
ぽ
た
も
ち
は
つ
く
る
。
「
ミ
ツ
イ
タ
チ
に
餅
を
食
う
も
の
だ
」
と
い

っ
て
十
二
月
一
目
、
正
月
一
日
、
一
一
月
一
日
の
三
国
は
餅
を
食
べ
る
の
が

良
い
と
い
う
の
で
や
る
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ハ
五
反
田
〉

十
二
月
一
日
に
ボ
タ
モ
チ
を
つ
く
る
。
こ
の
自
に
馬
に
も
ち
を
く
れ
る

と
凍
み
た
時
、
凍
み
が
通
ら
な
い
ハ
寒
気
が
馬
の
体
に
ひ
び
か
な
い
)
と

か
、
氷
の
上
で
滑
ら
な
い
か
ら
だ
と
い
う
。
(
栃
窪
〉

川
び
た
し
餅
横
尾
の
唐
沢
家
の
い
い
伝
え

永
禄
十
年
ハ
一
五
六
八
〉
、
甲
斐
の
武
田
信
玄
と
駿
河
の
今
川
氏
真
と
が

駿
河
の
沢
悶
山
と
い
う
と
こ
ろ
で
対
陣
し
た
と
き
の
こ
と
、
唐
沢
家
の
先

祖
唐
沢
官
兵
衛
と
い
う
人
は
信
州
真
田
昌
幸
公
に
し
た
が
っ
て
出
陣
し
て

い
た
。
と
き
に
十
二
月
一
目
、
敵
味
方
入
り
乱
れ
て
の
合
戦
に
人
も
馬
も

疲
れ
果
て
て
、
こ
れ
以
上
思
う
よ
う
に
進
む
こ
と
も
退
く
こ
と
も
で
き
な

く
な
り
、
ま
っ
た
く
困
り
は
て
て
し
ま
っ
た
と
き
の
こ
と
、
今
朝
食
べ

残
し
た
餅
の
こ
と
を
ふ
と
思
い
出
し
、
よ
ろ
い
の
袖
に
あ
っ
た
餅
を
と
り

出
し
て
馬
に
く
れ
よ
う
と
し
た
が
、
合
戦
つ
づ
き
で
の
ど
が
か
わ
き
き
っ

た
馬
は
食
う
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
れ
を
み
た
唐
沢
官
兵
衛
は
、
近
く
の
川

の
水
に
餅
を
浸
し
て
か
ら
与
え
た
と
こ
ろ
、
馬
は
た
ち
ま
ち
元
気
を
と
り

も
ど
し
て
一
気
に
川
を
押
し
渡
り
、
大
手
が
ら
を
立
て
て
主
人
昌
幸
公
か

ら
感
状
を
い
た
だ
き
大
い
に
面
白
を
ほ
ど
こ
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
毎
年
十
二
月
一
日
に
は
「
川
ぴ
た
し
餅
」
と
い
っ
て
餅
を
つ
き
、
先
祖

に
供
え
て
か
ら
馬
に
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
馬
に
は
「
川
の
水
に
浸
し

た
餅
」
を
く
れ
る
の
を
な
ら
わ
し
と
し
て
来
た
が
、
馬
の
い
な
く
な
っ
た

こ
の
頃
で
は
、
餅
を
つ
い
て
先
祖
に
供
え
る
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が

今
で
も
続
け
て
い
る
。
ハ
横
尾
〉
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十
二
月
一
目
。
川
浸
り
も
ち
は
、
た
ち
臼
で
て
い
ね
い
に
つ
か
な
く
と

も
、
わ
ざ
と
ハ
か
ん
た
ん
に
)
す
り
こ
ぎ
で
つ
い
た
だ
け
で
も
い
い
と
い

う
の
で
、
ぼ
た
も
ち
の
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
を
オ
ソ
ウ
ゼ

γ
サ
γ
に
進
ぜ

て
か
ら
馬
に
く
れ
る
。
木
の
器
で
進
ぜ
ろ
と
い
い
、
ウ
マ
オ
ケ
に
入
れ
て

や
る
。
馬
が
川
で
こ
ろ
ん
だ
と
き
、
い
せ
い
つ
け
る
と
起
き
る
、
と
い

う
。
ハ
折
田
)

オ
コ
ト
ジ
マ
イ
四
日
こ
の
日
は
一
日
中
針
を
使
わ
ず
、
一
月
八
日
の

オ
コ
ト
ハ
ジ
メ
と
同
じ
に
す
る
。
こ
の
目
、
お
こ
わ
を
ふ
か
す
と
か
、
新

米
で
ヤ
キ
モ
チ
を
つ
く
り
、
実
家
の
母
に
ふ
る
ま
っ
て
い
る
。
親
に
感
謝

す
る
日
で
あ
る
。
(
五
反
田
〉

ニ
ギ
ッ
コ
ダ
ン
ゴ
十
二
月
八
日
、
米
粉
の
で
ニ
ギ
ッ
コ
だ
ん
ご
を
つ
く

り
、
萱
に
き
し
て
門
口
に
出
し
て
お
く
。
め
か
ご
と
一
緒
に
出
し
て
お
く

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
こ
の
日
一
つ
自
の
魔
物
が
訪
れ
る
の

で
、
か
ご
の
自
の
多
い
こ
と
と
、
ニ
ギ
ッ
コ
だ
ん
ご
の
に
ぎ
り
こ
ぶ
し
で

こ
の
魔
物
を
お
ど
か
す
た
め
と
い
う
。
ハ
伊
勢
町
〉

冬
至
冬
至
に
は
、
ナ
ス
の
木
を
燃
し
て
ト
ウ
ナ
ス
ハ
か
ぼ
ち
ゃ
〉
を
煮

て
食
べ
る
。
こ
の
日
に
ト
ウ
ナ
ス
を
食
べ
る
と
中
風
に
か
か
ら
な
い
と
い

わ
れ
る
。
ハ
伊
参
)

冬
至
も
ち
を
つ
く
。
こ
の
日
に
は
か
ぼ
ち
ゃ
を
食
べ
る
。
(
栃
窪
)

冬
至
湯
冬
至
湯
と
い
っ
て
柚
子
湯
を
た
て
て
入
る
。
〈
伊
勢
町
)

ト
ウ
ジ
ト
ウ
ナ
ス
冬
至
ト
ウ
ナ
ス
と
い
っ
て
ト
ウ
ナ
ス
ハ
か
ぼ
ち
ゃ
〉

を
食
う
。
こ
の
日
に
は
必
ら
ず
ナ
ス
木
、
キ
タ
木
を
燃
す
。
こ
の
け
ぷ
に

あ
た
る
と
カ
ゼ
を
ひ
か
な
い
、
シ
ミ
ハ
寒
気
〉
が
つ
う
ら
な
い
(
あ
た
ら

な
い
〉
、
サ
ム
ケ
ア
タ
り
が
し
な
い
、
な
ど
と
い
わ
れ
る
。
ハ
折
田
〉

す
す
は
き
十
二
月
十
三
日
に
す
る
の
を
正
式
と
す
る
が
、
秋
の
収
穫
が

全
部
片
づ
い
て
か
ら
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
き
た
り
を
守
っ
て
い
る
家
で

は
、
そ
の
年
小
正
月
に
作
っ
た
十
六
パ
ナ
を
天
井
か
ら
お
ろ
し
て
こ
れ
を

燃
し
て
お
茶
を
わ
か
し
て
神
前
に
供
す
。
す
す
は
き
の
後
で
お
松
迎
え
を

す
る
。
〈
伊
勢
町
)

ク
ロ
ッ
ポ
ド
シ
す
す
は
き
の
晩
の
こ
と
を
ク
ロ
ッ
ポ
ド
シ
と
い
い
、
年

と
り
で
、
米
の
飯
に
す
る
。
ハ
寺
社
原
・
中
之
条
〉

お
松
迎
え
家
の
内
外
の
掃
除
が
で
き
る
と
お
松
迎
え
に
行
く
。
出
発
に

際
し
て
囲
炉
裏
で
、
既
に
醸
造
し
て
お
い
た
甘
酒
ハ
麦
こ
う
じ
〉
を
飲
ん

で
出
か
け
る
家
も
昔
は
あ
っ
た
。
村
の
共
有
の
牧
野
に
自
然
生
の
赤
松
が

生
え
て
い
る
の
で
そ
れ
を
も
ら
っ
て
来
る
。
=
一
階
松
で
あ
る
。
里
の
松
や

川
原
の
松
は
忌
む
。
お
松
迎
え
に
は
檎
の
木
を
も
ら
う
が
、
近
年
は
自
然

愛
護
と
か
で
他
の
雑
木
で
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
松
を
背
負
っ

て
家
へ
着
く
と
家
の
者
が
出
迎
え
、
一
升
桝
に
お
洗
米
を
入
れ
ハ
カ
ツ
ヲ

節
を
そ
え
る
家
も
あ
る
)
、
庭
の
清
浄
の
場
所
へ
お
ろ
し
て
お
さ
ど
を
ま

く
。
杭
は
そ
の
場
で
割
っ
て
つ
く
り
、
地
面
が
凍
結
す
る
前
に
日
和
を
み

て
土
に
打
ち
こ
ん
で
立
て
て
お
く
。
(
伊
勢
町
〉

松
を
立
て
る
場
所
門
松
家
の
入
口
二
本
、
屋
敷
神
様
二
本
、
庭

の
中
央
家
の
方
へ
向
け
て
、
三
本
井
戸
神
様
、
一
本
肥
庭
ハ
堆
肥

場
)
一
本
お
ひ
が
み
様
ハ
便
所
〉
一
本
ハ
以
上
家
の
外
〉
神
棚
、
二
本

え
び
す
様
・
釜
神
様
、
仏
様
、
お
そ
う
ぜ
ん
様
に
は
各
一
本
(
伊
勢
町
〉

す
す
と
り
暮
の
大
掃
除
は
い
い
日
に
す
る
。
そ
の
晩
は
米
の
め
し
を
た
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い
た
。
す
す
は
き
が
終
る
と
い
つ
で
も
お
松
を
と
っ
て
来
て
い
い
こ
と
に

な
る
。
ハ
折
田
〉

特
別
に
き
ま
っ
た
日
は
な
い
が
、
す
す
は
き
の
晩
は
タ
ロ
ド
シ
と
い
っ

て
、
こ
の
目
、
た
と
え
三
本
で
も
お
松
を
切
っ
て
来
て
、
オ
サ
ゴ
を
上
げ

て
ツ
ボ
ユ
ワ
に
供
え
た
。
そ
れ
か
ら
は
い
つ
で
も
聞
を
み
て
ハ
都
合
の
よ

い
日
に
〉
お
松
を
切
っ
て
い
い
。
ハ
栃
窪
)

大
掃
除
十
二
月
二
十
三
日
に
す
る
。
ス
ス
ボ
ウ
キ
は
と
っ
て
お
い
て
ド

ン
ド
ン
ヤ
キ
の
時
に
一
緒
に
燃
す
。
こ
の
日
に
お
松
迎
え
を
す
る
と
、
「

日
の
良
し
悪
し
」
は
関
係
な
い
と
い
っ
て
門
松
用
の
松
を
と
っ
て
来
る
。

ツ
ボ
ヤ
マ
な
ど
、
き
れ
い
な
所
に
お
き
、
ォ
サ
ゴ
を
進
ぜ
る
。
晩
に
は
ク

ロ
ッ
ポ
ウ
ド
シ
と
か
ス
ス
ド
シ
と
い
い
年
と
り
の
初
め
と
し
て
大
師
っ
け

え
を
し
て
、
お
膳
を
つ
く
り
、
長
い
カ
ヤ
の
ハ
シ
を
上
げ
る
。
ハ
寺
社

原〉ダ
イ
シ
ガ
ユ
二
十
三
日
冬
至
の
前
の
自
に
ダ
イ
シ
ハ
大
師
〉
講
と
し

て
ダ
イ
シ
ガ
ユ
を
つ
く
る
。
小
豆
が
ゆ
を
つ
く
る
わ
け
だ
が
、
萱
の
ハ
シ

で
食
べ
る
き
ま
り
に
な
っ
て
い
る
。
ど
う
い
う
い
わ
れ
が
あ
る
か
わ
か
ら

な
い
が
や
っ
て
い
る
。
ハ
五
反
田
〉

大
師
様
に
限
ら
ず
、
観
音
さ
ま
は
じ
め
、
一
年
中
に
信
仰
し
た
神
仏
の

縁
日
の
終
り
な
の
で
、
し
め
く
く
り
の
気
持
で
お
参
り
す
る
。
ハ
伊
勢

町
)

暮
市
中
之
条
の
暮
市
は
二
十
六
日
。
新
し
い
ワ
ラ
ジ
カ
ケ
を
用
意
し
て

お
い
て
こ
れ
を
は
い
て
徒
歩
で
行
っ
た
。
十
円
も
持
っ
て
行
け
ば
上
客
で

あ
っ
た
。
若
水
を
く
む
桶
や
柄
約
、
シ
ョ
ウ
ビ
キ
も
五
本
入
り
で
二
円
五

俗民

十
銭
く
ら
い
。
カ
マ
ス
売
り
が
出
て
い
た
の
で
こ
れ
を
買
っ
て
、
買
い
物

を
し
た
も
の
を
入
れ
て
背
負
っ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
〈
寺
社
原
)

メ
ン
パ
神
さ
ま
へ
お
供
え
も
の
に
は
メ
ン
パ
を
使
う
。
メ
ン
パ
は
、
毎

年
暮
に
な
る
と
六
合
村
の
方
か
ら
売
り
に
来
た
り
す
る
の
で
、
中
之
条
の

暮
市
に
行
っ
て
買
っ
て
来
た
り
し
た
。
年
神
さ
ま
の
分
だ
け
つ
ニ
個
〉
は

毎
年
新
し
い
も
の
に
す
る
も
の
だ
と
い
わ
れ
た
(
岩
本
〉

オ
セ
エ
ポ
ム
コ
は
、
嫁
の
実
家
に
親
が
健
在
の
う
ち
は
オ
セ
エ
ボ
を
持

っ
て
行
く
が
、
品
目
一
は
カ
タ
イ
家
で
は
シ
ョ
ウ
ビ
キ
の
ザ
ケ
は
二
尾
ハ
雌
雄

一
対
)
を
も
っ
て
行
く
も
の
と
し
て
、
細
身
の
も
の
が
雄
、
幅
の
広
い
大

形
の
も
の
が
雌
と
い
わ
れ
て
二
尾
合
わ
せ
て
オ
セ
エ
ボ
と
し
て
い
た
家
が

あ
っ
た
。
ふ
つ
う
は
一
尾
だ
っ
た
。
ハ
五
反
田
〉

餅
っ
き
暮
の
餅
っ
き
は
二
十
八
日
か
三
十
日
に
す
る
。
オ
ソ
ナ
エ
の
餅

も
こ
の
と
き
つ
く
る
が
、
昭
和
十
年
こ
ろ
ま
で
は
七
十
五
重
ね
も
つ
く
っ

た
の
で
、
オ
ソ
ナ
エ
つ
く
り
だ
け
で
も
大
変
だ
っ
た
。
金
と
銀
で
供
え
る

も
の
だ
と
い
わ
れ
て
、
ふ
つ
う
の
白
い
餅
と
、
ア
ワ
や
キ
ピ
で
つ
い
た
黄

色
い
餅
と
を
合
わ
せ
て
一
組
の
オ
ソ
ナ
エ
と
し
た
。
(
岩
本
、
原
)

餅
っ
き
は
三
十
日
と
き
ま
っ
て
い
る
。
正
月
か
ぎ
り
を
す
る
の
と
同
じ

日
に
す
る
。
唐
沢
家
は
松
か
ぎ
り
は
し
な
い
。
先
祖
が
こ
の
地
へ
住
み
つ

い
た
と
き
、
戦
い
に
追
わ
れ
て
よ
う
や
く
大
晦
日
に
到
着
し
た
た
め
松
か

ざ
り
の
準
備
が
で
き
ず
、
持
っ
て
い
た
紙
を
竹
に
は
さ
ん
で
御
幣
と
し
て

か
ぎ
っ
た
の
で
、
竹
を
割
っ
た
も
の
で
紅
白
の
紙
を
は
さ
ん
で
つ
く
っ
た

御
幣
を
松
か
ぎ
り
の
代
り
と
し
て
立
て
る
と
い
う
。
(
上
反
下
)

大
蔵
一
二
月
三
一
日
に
、
上
・
下
反
下
の
人
た
ち
は
、
い
ろ
い
ろ
な
オ
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フ
ダ
を
諏
訪
神
社
へ
も
っ
て
来
て
焼
く
。
こ
の
あ
と
、
神
主
が
も
っ
て

き
た
あ
た
ら
し
い
オ
フ
ダ
を
も
ら
っ
て
行
く
。
こ
れ
で
お
正
月
を
迎
え
る

こ
と
に
な
る
。
(
反
下
)

大
晦
日
必
ら
ず
風
呂
を
た
て
る
。
年
男
が
一
番
先
に
入
る
き
ま
り
に
な

第
九
章
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中
之
条
町
の
太
々
神
楽
と
、
獅
子
舞
の
数
に
つ
い
て
は
社
会
誌
で
述
べ

て
い
る
の
で
こ
こ
に
省
略
す
る
が
そ
れ
ぞ
れ
が
氏
子
と
し
て
崇
敬
し
て
い

る
産
土
神
・
氏
神
の
例
祭
に
際
し
て
神
楽
、
又
は
獅
子
舞
を
奉
納
し
て
い

る
。
記
録
に
つ
い
て
は
確
た
る
文
書
が
な
い
の
で
起
源
は
明
ら
か
で
な
い

が
、
明
治
を
相
当
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
た
し
か
と
思
わ
れ

る。
神
楽
に
つ
い
て
は
、
江
戸
末
期
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
、
福
田
種

吉
、
森
岡
千
広
、
唐
沢
市
次
郎
と
い
う
熱
心
な
神
官
が
い
て
、
信
心
ぷ
か

い
氏
子
を
指
導
し
た
の
で
、
明
治
新
時
代
の
西
洋
文
明
開
化
の
波
に
も
お

し
流
さ
れ
ず
、
伝
統
の
神
楽
を
保
持
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。

神
楽
お
よ
び
獅
子
舞
に
つ
い
て
は
、
先
に
「
中
之
条
町
の
郷
土
芸
能
」

と
し
て
中
之
条
町
教
育
委
員
会
よ
り
発
行
ハ
昭
和
五
十
年
〉
さ
れ
て
い
る

の
で
、
本
稿
で
は
そ
の
一
覧
表
を
示
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
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付

神
楽
組
と
奉
納
す
る
神
社
の
例
祭
日

っ
て
い
る
。

昔
、
セ
エ
フ
ロ
ハ
据
え
風
呂
)
の
と
き
は
、
湯
呼
び
と
い
う
の
を
や

り
、
風
呂
も
ら
い
に
行
っ
た
り
来
た
り
し
た
。
ハ
折
悶
〉

一
、
柴
宮
太
々
神
楽
組

西
中
之
条
柴
宮
神
社

二
、
中
之
条
太
々
神
楽
組

中
之
条
伊
勢
宮
九
月
十
七
日

三
、
伊
勢
町
太
々
神
楽
組

伊
勢
町
伊
勢
宮
四
月
三
日

四
、
吾
嬬
神
社
民
子
芸
能
保
存
会

山
田
吾
嬬
神
社
四
月
八
日
九
月
十
五
日

五
、
折
田
太
々
神
楽
保
存
会

折
田
報
徳
折
田
神
社
九
月
二
十
七
日

六
、
下
沢
渡
太
均
一
神
楽
保
存
会

下
沢
渡
諏
訪
神
社
二
月
初
午
の
日

七
、
四
万
太
々
神
楽
保
存
会

四
万
稲
裏
神
社
四
月
一
日

八
、
五
反
田
神
楽
保
存
会

一
一
一
月
十
九
日
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誌、

五
反
田
親
都
神
社

九
、
蟻
川
太
々
神
楽
組

蟻
川
熊
野
神
社
四
月
四
日

十
、
岩
本
太
々
神
楽
保
存
会

岩
本
諏
訪
神
社
三
月
二
十
七
日

十
一
、
高
津
太
々
神
楽
組

横
尾
吾
妻
神
社
四
月
一
日

横
尾
石
喰
稲
荷
四
月
九
日
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五
月
五
日

七
、
折
田
獅
子
舞
保
存
会

折
田
折
田
神
社
四
月
二
十
七
日
、
九
月
二
十
七
日

八
、
岩
本
獅
子
舞
保
存
会

岩
本
諏
訪
神
社
九
月
二
十
七
日

九
、
大
道
獅
子
連
(
保
存
会
〉

大
道
白
山
神
社
四
月
四
日

滋
川
熊
野
神
社
九
月
二
日

十
、
平
獅
子
舞
保
存
会

吾
妻
神
社
毘
沙
門
様

春
分
の
通
四
月
一
日
九
月
十
九
日

十
一
、
大
塚
獅
子
舞
保
存
会

吾
妻
神
社
四
月
一
日
九
月
十
九
日

不
動
尊
四
月
二
十
七
日

八
幡
社
四
月
十
五
日

諏
訪
社
四
月
十
一
日

俗民

九
月
十
九
日

口
獅
子
舞
と
奉
納
す
る
神
社
の
例
祭
日

一
、
西
中
之
条
獅
子
舞
保
存
会

西
中
之
条
柴
宮
神
社
三
月
十
九
日

二
、
山
田
ハ
大
竹
)
獅
子
舞
保
存
会

山
田
五
回
嬬
神
社

三
、
下
沢
渡
獅
子
舞
保
存
会

下
沢
渡
諏
訪
神
社
九
月
十
九
日

四
、
反
下
獅
子
舞
保
存
会

下
反
下
諏
訪
神
社
四
月
二
十
七
日

五
、
大
岩
獅
子
舞
保
存
会

大
岩
諏
訪
神
社
九
月
二
十
七
日

不
動
尊
九
月
二
十
八
日

六
、
駒
岩
獅
子
舞
保
存
会

稲
裏
神
社
四
月
一
日

八
月
二
十
七
日

白

そ

の

他

ド
ン
ド
ン
ヤ
キ
と
人
形
芝
居
下
反
下
で
は
、
一
月
一
四
日
に
ド
ン
ド
γ

ヤ
キ
を
し
、
そ
の
あ
と
に
人
形
芝
居
を
し
た
。
一
月
七
日
の
七
草
の
自
に

お
松
ひ
き
を
す
る
。
小
正
月
の
た
め
に
お
か
ぎ
り
を
少
し
残
し
て
お
い

て
、
松
か
ぎ
り
を
だ
い
た
い
と
っ
て
し
ま
う
。
お
か
ぎ
り
は
、
川
原
へ
持

っ
て
行
っ
て
一
か
所
に
積
ん
で
お
い
た
。
下
反
下
で
は
、
上
と
下
の
こ
か
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所
に
分
け
て
集
め
た
。
道
祖
神
の
あ
る
所
の
近
く
に
積
ん
だ
。
こ
こ
で
は

小
屋
は
つ
く
ら
な
か
っ
た
。
一
月
一
三
日
に
は
マ
ユ
ダ
マ
を
つ
く
っ
た
。

一
月
一
四
日
は
お
と
し
と
り
と
い
っ
た
。
こ
の
日
朝
飯
を
食
べ
て
か
ら
、

下
反
下
の
大
人
が
寄
っ
て
、
屋
台
、
舞
台
つ
く
り
な
ど
の
準
備
を
し
た
。

屋
台
づ
く
り
に
は
、
一
戸
一
人
ず
つ
出
た
。
早
夕
飯
を
食
べ
て
か
ら
ド
ン

ド
ン
ヤ
キ
に
な
る
。

屋
台
は
、
宿
の
反
対
の
道
陸
神
の
所
に
持
っ
て
行
く
。
た
と
え
ば
、
今

年
、
上
が
宿
な
ら
下
の
道
陸
神
と
い
う
よ
う
に
。
お
松
の
山
に
は
、
子
ど

も
が
半
紙
三
枚
を
つ
ぎ
あ
わ
せ
た
も
の
に
「
奉
納
道
祖
神
」
と
書
い
た
ハ

タ
ハ
篠
竹
の
先
に
ゆ
わ
い
つ
け
た
も
の
)
を
立
て
て
お
く
、
こ
れ
を
ド
ン
ド

ン
ヤ
キ
の
と
き
に
燃
や
す
が
、
ハ
タ
が
燃
え
あ
が
る
ほ
ど
字
が
上
手
に
な

る
と
い
っ
た
。
ま
た
マ
ユ
ダ
マ
を
持
っ
て
行
っ
て
、
ド
ン
ド
ン
ヤ
キ
の
火

に
あ
て
て
食
べ
る
と
、
虫
歯
に
な
ら
な
い
と
い
う
。
厄
年
の
人
ハ
男
は
二

五
歳
と
四
二
歳
、
女
は
一
九
歳
と
一
一
一
一
一
一
歳
)
は
、
こ
こ
へ
ミ
カ
ン
と
か
落

花
生
を
持
っ
て
行
っ
て
、
お
参
り
に
来
た
人
に
配
っ
た
。
厄
お
と
し
で
あ

る
。
ド
ン
ド
シ
ヤ
キ
は
、
屋
台
の
あ
る
方
が
先
に
火
を
つ
け
、
宿
の
番
に

あ
た
っ
て
い
る
方
は
、
少
し
お
く
れ
て
火
を
つ
け
た
。
ド
ン
ド
ン
ヤ
キ
を

し
て
か
ら
屋
台
を
ひ
き
出
す
。
上
か
ら
下
へ
行
く
場
合
に
は
、
ゆ
た
ん
ハ

ま
ゆ
袋
)
に
L
V
恥
掛
か
、
か
ん
な
く
ず
、
で
も
入
れ
て
、
屋
台
の
上
に
一

O
こ
積
ん
で
ひ
い
て
行
く
。
翌
年
は
、
下
か
ら
上
へ
屋
台
を
ひ
い
て
行
く

が
、
こ
の
と
き
は
、
千
両
箱
を
同
じ
よ
う
に
積
ん
で
ひ
い
て
行
く
。
ゆ
た

ん
に
も
、
千
両
箱
に
も
「
反
下
養
蚕
組
合
」
と
書
い
て
あ
る
。
ハ
千
両
箱

に
は
「
一
金
千
両
」
と
書
い
て
あ
る
)
屋
台
は
、
笛
-
太
鼓
を
た
た
き
な
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が
ら
ひ
い
た
。
若
い
衆
が
梶
を
と
り
、
子
ど
も
た
ち
が
綱
を
ひ
い
た
c

こ

こ
は
養
蚕
が
さ
か
ん
で
あ
っ
た
の
で
、
ま
ゆ
を
売
り
に
行
っ
て
、
帰
り
に

千
両
箱
を
も
っ
て
来
る
と
い
う
趣
向
で
あ
る
。
道
陸
神
の
前
で
一
杯
や
っ

て
か
ら
屋
台
を
ひ
き
出
し
た
。
そ
の
年
の
宿
の
家
ハ
上
は
関
一
弘
さ
ん
の

と
こ
ろ
、
下
は
本
多
盛
重
さ
ん
の
所
が
一
年
交
代
で
つ
と
め
て
い
る
〉
の

あ
る
方
の
道
隆
神
の
所
ま
で
ひ
い
て
行
っ
た
。
宿
で
は
、
太
夫
の
接
待
な

ど
ま
か
な
い
を
し
た
。
屋
台
は
、
ひ
と
晩
お
い
て
翌
日
こ
わ
し
た
。

人
形
芝
居
は
、
屋
台
ひ
き
が
終
っ
て
か
ら
宿
の
家
で
し
た
。
だ
い
た
い

夜
中
に
や
っ
た
。
村
の
人
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
沢
渡
あ
た
り
か
ら
も
見
に

来
た
。
人
形
の
こ
と
は
コ
ブ
シ
人
形
と
い
っ
た
。
人
形
っ
か
い
は
村
の

人
、
太
夫
も
村
内
の
人
が
つ
と
め
た
。
だ
し
も
の
は
、
歌
舞
伎
で
や
っ
て

い
た
も
の
で
、
絵
本
太
功
記
、
義
経
千
本
桜
、
奥
州
安
達
ケ
原
、
勘
平
道

行
三
段
、
四
谷
怪
談
、
熊
谷
陣
屋
、
な
ど
で
あ
っ
た
。

人
形
芝
居
を
し
た
と
き
は
福
引
き
も
し
た
。
現
在
は
、
屋
台
も
出
さ
な

い
し
、
人
形
芝
居
も
し
て
い
な
い
。
ド
ン
ド
ン
ヤ
キ
は
し
て
い
る
。
(
反

下
)

舞
台
折
田
神
社
の
氏
子
会
館
は
、
舞
台
を
こ
わ
し
て
新
築
し
た
も
の

で
、
二
十
年
ほ
ど
前
ま
で
舞
台
が
あ
っ
た
。
け
や
き
の
柱
で
、
萱
ぷ
き
屋

根
で
、
戸
じ
ま
り
は
な
か
っ
た
が
、
下
座
を
か
け
て
、
花
道
も
す
ご
い
も

の
が
左
右
に
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
つ
〈
ら
れ
、
神
社
の
方
が
見
物
席
に
な

っ
て
い
た
。
折
田
の
人
は
芝
居
を
や
れ
る
人
が
い
な
い
の
で
、
民
高
と

か
、
沼
聞
の
方
か
ら
芝
居
を
買
っ
て
や
っ
た
く
ら
い
で
あ
る
。
ハ
折
田
〉

義
太
夫
反
下
の
お
も
と
さ
ん
と
い
う
太
夫
を
先
生
と
し
て
村
の
若
い
人
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誌

た
ち
が
習
っ
た
。
い
ま
七
十
七
・
八
歳
く
ら
い
の
人
が
習
っ
た
中
の
一
番

若
い
人
だ
っ
た
の
で
、
い
ま
や
れ
る
人
は
い
な
い
。
折
田
の
人
た
ち
は
経

済
的
に
苦
し
い
か
ら
謡
を
や
る
人
は
な
く
、
下
折
田
の
旦
那
衆
が
や
っ
た

く
ら
い
で
あ
る
。
ハ
折
田
)

九
つ
く
ら
い
か
ら
習
っ
た
。
若
い
衆
が
や
っ
た
も
の
で
、
遊
び
に
来
て

い
て
義
太
夫
を
習
う
ベ
え
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
と
こ
ろ
、
親
父
が
好
き

だ
っ
た
の
で
早
速
太
夫
を
額
ん
で
来
て
習
い
出
し
た
も
の
。
ち
ょ
っ
と
は

た
ら
い
た
あ
と
は
、
農
関
期
に
は
義
太
夫
を
や
っ
て
楽
し
む
く
ら
い
し
か

楽
し
み
は
な
か
っ
た
。
ハ
伊
参
〉

明
治
も
末
の
こ
ろ
は
、
冬
の
聞
は
ひ
ま
だ
っ
た
の
で
、
正
月
一
か
月
く

ら
い
の
問
、
町
か
ら
師
匠
を
招
い
て
義
太
夫
を
習
っ
た
。
若
衆
が
集
ま
っ

て
や
っ
て
い
た
が
、
若
衆
の
小
使
い
銭
が
一
か
月
五
円
く
ら
い
だ
っ
た
か

ら
礼
金
も
大
し
た
こ
と
は
な
く
、
「
め
し
給
金
」
で
、
宿
は
ま
わ
り
番
で

や
っ
た
。
ハ
寺
社
原
〉

弓
ひ
き
流
義
は
な
く
、
ま
っ
た
く
の
自
己
流
で
や
っ
た
。
観
音
さ
ん
に

松
山
が
あ
り
、
そ
こ
に
的
場
を
つ
く
り
十
五
聞
の
的
を
射
た
。
弓
も
竹
を

自
分
で
削
り
、
ユ
カ
ワ
で
貼
っ
て
自
分
の
手
で
つ
く
っ
た
も
の
で
、
何
か

の
祭
り
に
は
集
ま
っ
て
に
ぎ
や
か
に
弓
ひ
き
を
し
た
。
西
中
之
条
あ
た
り

の
佐
藤
さ
ん
と
か
い
う
人
が
来
て
や
っ
た
り
し
た
。
ハ
寺
社
原
)

弓
折
田
で
耕
地
整
理
を
や
っ
た
頃
ま
で
は
、
農
休
み
な
ど
に
村
の
人
た

ち
が
弓
を
ひ
い
た
こ
と
が
あ
る
。
的
を
つ
く
っ
て
ひ
い
た
の
で
、
あ
ち
こ

ち
に
的
を
つ
く
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
折
田
神
社
の
奉
納
も
そ
う
し
た
関
係

だ
ろ
う
。
子
ど
も
が
弓
に
さ
わ
っ
た
り
す
る
と
「
子
ど
も
が
弓
を
い
じ
る

俗民

の
で
は
な
い
」
と
い
っ
て
叱
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

子
ど
も
の
遊
び

竹
馬
高
い
も
の
は
少
な
く
、
一
段
く
ら
い
の
も
の
を
乗
り
ま
わ
し
て
、

カ
ッ
プ
シ
ケ
ズ
リ
な
ど
を
し
た
。

竹
の
ぽ
り
家
の
竹
や
ぶ
の
竹
に
の
ぼ
っ
て
遊
ぶ
。
降
り
る
時
に
す
る
す

る
と
降
り
る
の
で
着
物
が
汚
れ
た
り
、
切
れ
た
り
し
て
陥
ら
れ
た
。

お
手
玉
自
分
で
ぬ
っ
て
四
枚
は
ぎ
の
も
の
を
つ
く
り
、
中
に
小
豆
を
入

れ
た
。
一
番
扱
い
易
く
、
中
に
鈴
を
一
つ
く
ら
い
入
れ
る
と
音
も
よ
か
っ

た。竹
な
ん
ご
自
分
で
作
っ
て
遊
ん
だ
。
手
の
上
に
寄
せ
て
お
い
て
、
ば
つ

と
裏
返
し
て
、
「
表
が
出
た
、
裏
が
出
た
」
と
い
う
の
で
勝
負
し
た
。
女

の
子
ど
う
し
の
遊
び
方
だ
っ
た
。

人
形
人
形
そ
の
も
の
は
作
ら
な
く
も
、
着
物
は
自
分
た
ち
で
つ
く
っ
て

着
せ
た
。
(
中
之
条
)

遊
び
に
は
、
こ
ま
、
竹
と
ん
ぼ
、
水
鉄
砲
、
っ
き
鉄
砲
、
杉
の
実
鉄

砲
、
そ
り
の
り
、
度
胸
だ
め
し
、
か
く
し
ぐ
さ
、
あ
じ
と
り
ハ
あ
や
と

り
〉
、
け
だ
し
ハ
石
け
り
〉
、
が
く
た
い
ハ
楽
隊
)
が
あ
り
、
兵
隊
ご
っ
こ
は

子
ど
も
を
お
ぶ
っ
て
や
っ
た
。
ま
た
舞
台
の
上
で
子
ど
も
ど
う
し
で
芝
居

の
ま
ね
を
し
た
の
は
大
正
十
年
こ
ろ
で
あ
る
。
イ
カ
ダ
は
八
月
の
暑
い
と

き
、
た
こ
あ
げ
は
五
月
五
日
に
自
分
た
ち
で
つ
く
っ
た
の
を
あ
げ
た
。

ハ
反
下
)

た
こ
は
、
男
の
子
は
ほ
と
ん
ど
が
自
分
で
つ
く
っ
た
も
の
で
、
買
う
の

は
一
部
だ
っ
た
。

(
折
田
〉
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竹
馬
は
、
た
い
て
い
が
一
段
く
ら
い
で
、
い
い
所
を
み
つ
け
て
は
竹
馬

競
争
を
し
た
。
(
折
田
〉

夏
は
吾
妻
川
で
水
あ
び
を
し
た
。
ま
た
山
田
川
の
方
ヘ
ク
キ
(
う
ぐ

い
)
を
と
り
に
行
っ
た
り
し
た
。
ハ
中
之
条
〉

学
校
で
の
遊
び
に
は
、
綱
引
き
、
と
び
つ
く
ら
(
徒
歩
競
争
〉
ス
プ
l

第
十
章

承

韮一山

伝

I=J 

中
之
条
町
の
方
言

言語伝承

本
稿
は
、
「
名
久
田
の
方
言
集
」
(
阪
本
、
昭
和
四
十
六
年
)
を
も
と
に

し
て
つ
く
ら
れ
た
「
中
之
条
町
方
言
採
集
ノ
l
ト
」
ハ
昭
和
四
十
九
年
〉

を
基
本
と
し
て
調
査
、
採
集
し
た
語
集
に
、
他
の
地
区
の
こ
と
ば
を
加
え

て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
ノ
ー
ト
は
分
類
別
の
配
列
で
あ
っ
た
が
、
親

し
み
易
さ
の
点
か
ら
、
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
五
十
音
配
列
と
し

た。

【

ア

】

第十章

ア

ア

パ

さ

よ

な

ら

ア
l
ボ
・
ヒ
l
ボ
粟
穂
・
稗
穂
、
小
正
月
の
つ
く
り
も
の
の
一
つ
で
予

祝

ン
競
争
、
幅
と
び
、
野
球
、
庭
球
な
ど
が
あ
っ
た
。
(
折
田
〉

ベ
l

ス
小
学
校
の
遊
び
と
し
て
ベ

l
ス
ハ
ボ
l
ル
〉
を
や
っ
た
。
や
わ

ら
か
い
ボ
l
ル
で
や
っ
た
も
の
で
、
い
ま
の
野
球
の
は
じ
ま
り
の
も
の

で
、
明
治
末
か
ら
大
正
に
か
け
て
は
や
っ
て
い
た
。
(
沢
田
地
区
)

ア
イ
サ

ア
カ
ッ
コ

ア
カ
テ
ン
キ

ア
カ
ナ
ス

ア
ガ
リ
ハ
ナ

ア
カ
ン
ボ

ア
ク
ダ
ラ

ア
ク
ト

ア
グ
ロ

ア
サ
ゲ

ア
サ
シ
ガ
タ

ア
サ
ッ
パ
ラ

ア
ジ
ト
リ

ア
ズ
キ
ッ
パ

国同赤
ん
坊
、
乳
児

快
晴
、
よ
い
天
気

ト
マ
ト
、
昭
年
初
年
ま
で
い
う
。

土
聞
に
面
し
た
板
敷
の
と
こ
ろ

乳
児

は
り
ぎ
り
、
せ
ん
の
木

か
か
と

あ
ぐ
ら

朝
、
朝
方

朝
方
、
早
朝

朝
の
う
ち
、
朝
方

あ
や
と
り

ふ
た
ば
は
ぎ
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誌

ア
ス
ピ

ア
タ
マ
ス
キ

ア
チ
ャ
ア

ア
ッ
チ
イ

ア
ツ
モ
リ

あ
そ
び
ハ
遊
び
)

空
頭
蚕
、
蚕
病
の
一
種

そ
れ
で
は

熱
い
、
暑
い

煮
こ
み
う
ど
ん
を
盛
る
た
め
何
本
か
の
歯
を
つ
け
た
汁

し
ゃ
く
し

{谷民

ア
テ
コ
ト
モ
ネ
エ
た
く
さ
ん

ア
ト
ト

p

相
続
人

ア

ユ

イ

兄

ア

ユ

ッ

コ

兄

ア

ネ

エ

姉

ア

ネ

ゴ

姉

ア
パ
ケ
ル
ふ
ざ
け
る
、
は
め
を
外
す

ア

プ

セ

エ

危

い

ア
プ
ラ
ッ
ケ
エ
油
気
が
多
い

ア

マ

ッ

チ

ョ

女

性

ア

マ

ナ

や

ぶ

か

ん

ぞ

う

、

の

か

ん

ぞ

う

ア
メ
ア
リ
ア
サ
ガ
オ
ひ
る
が
お

ア
ヤ
ン
ゴ
お
手
玉
あ
そ
び
、
ア
ヤ
と
も
い
う
。

ア
ラ
ア
ヤ
ハ
ア
〉
あ
る
よ
、
あ
り
ま
す
よ

ア
ラ
ケ
ダ
ス
ぐ
れ
は
じ
め
る
こ
と

ア
ラ
ケ
ル
人
聞
が
あ
れ
る
こ
と

ア
ラ
ッ
ク
ワ
荒
鍬
、
唐
鍬
、
聞
こ
ん
鍬
な
ど

ア
ラ
ッ
・
ハ

ア
リ
ゴ

ア
ン
チ
ャ

γ

ア
ン
ナ

v
ベ
エ

あ
ば
れ
ん
坊
の
こ
と

蟻兄
さ
ん

あ
れ
っ
き
り
、
あ
ん
な
に
少
し

1242 

【

イ

】

都
合
よ
く
、
う
ま
い
ぐ
あ
い
。
よ
い
気
候
ハ
天
気
〉
に

も
使
う
。

イ

イ

カ

ン

か

な

り

イ
イ
カ
ン
ベ
エ
適
当
で
い
い
か
げ
ん
な
こ
と

イ

タ

タ

リ

何

人

イ
ゲ
ネ
エ
い
け
な
い
、
こ
ま
っ
た
。
行
け
な
い

イ
ケ
バ
ル
い
き
ば
る
、
り
き
む
こ
と

イ

ゴ

ク

動

く

イ

シ

イ

苦

し

い

イ

ジ

メ

子

守

り

か

ど

の

こ

と

イ

ジ

ル

手

を

ふ

れ

る

。

も

て

あ

そ

ぶ

イ
タ
モ
チ
ノ
シ
モ
チ
、
板
状
に
の
ぼ
し
た
餅

イ
チ
ダ

γ

一
駄
、
米
麦
俵
は
二
俵
草
は
六
束
一
駄

イ
チ
ポ
ウ
わ
ら
な
わ
の
長
さ
二
十
尋
の
こ
と

イ

ッ

ケ

同

族

イ

ッ

コ

ウ

一

向

イ
ッ
シ
ョ
ウ
ネ
エ
籾
種
一
升
分
の
苗
で
植
え
ら
れ
る
広
さ
、
約
一
致

イ
イ
ア
ン
ベ
エ



百
本
の
こ
と

二
十
五
房
の
わ
ら
を
ま
と
め
た
長
さ
の
単
位
、
五
百
尋

の
な
わ
。
干
草
の
と
き
は
六
杷
で
一
束
と
な
る
。

イ
ッ
チ
ョ
ウ
メ
エ
一
人
前
の
人
間

イ
ッ
チ
ョ
ウ
ラ
イ
一
張
羅
、
晴
れ
着
の
こ
と

イ
ド
コ
ロ
ネ
た
た
み
の
上
や
こ
た
つ
な
ど
に
そ
の
ま
ま
寝
て
し
ま
う

こ
・
と
、
ゴ
ロ
永
・
。

初
午
と
同
じ
で
、
マ
イ
ダ
マ
と
赤
飯
で
屋
敷
神
、
稲
荷

様
を
ま
つ
る
。
近
年
二
月
十
一
日
を
そ
の
日
と
す
る
。

埋
葬
し
て
土
ま
ん
じ
ゅ
う
を
つ
く
っ
た
時
、
竹
を
割
っ

て
囲
む
こ
と
、
ま
た
弓
の
つ
る
の
一
方
を
外
し
て
石
を

つ
る
し
て
立
て
る
こ
と
も
い
う
。

指物
が
ゆ
が
ん
で
い
る
こ
と

イ
ジ
ル
と
同
じ

危
い
、
ア
プ
セ
エ
と
同
じ

す
ね
る

も
う
少
し

い
ま
い
ま
し
い

や
ま
の
い
も
の
実

粉
を
と
ろ
と
ろ
に
と
い
て
油
を
ひ
い
た
ホ
l
ロ
ク
な
ど

の
上
に
た
ら
し
て
焼
く
も
の
、
オ
ヤ
キ

い
わ
ひ
ば

イ
ッ
ソ
タ

イ
ツ
ソ
ク

イ
ナ
リ
マ
ツ
リ

イ
ヌ
ッ
パ
ジ
キ

言語伝承

イ
ピ

イ
ピ
ツ

イ
ピ
ル

イ
プ
セ
エ

イ
ボ
ル

イ
マ
沙
ト

イ
メ
エ
マ
シ
イ

イ
モ
ゴ

イ
リ
ヤ
キ

第十章

イ
ワ
ゴ
ケ

イ
ン
ゴ
ウ

素
直
で
な
い
人
、
エ
ン
ゴ
ウ

【

ウ

】

ウ
シ
ッ
ク
ソ
幼
児
な
ど
の
頭
に
こ
び
り
つ
い
た
垢

ウ
シ
ネ
γ
ボ
ウ
牛

ウ
ス
ッ
ベ
ラ
薄
い
こ
と

ウ
ソ
ッ
コ
キ
う
そ
つ
き

ウ
チ
グ
レ
ル
打
ち
ま
ち
が
う
、
ま
ち
が
う

ウ
チ
ヅ
ケ
エ
自
家
用

ウ

チ

パ

少

な

め

に

と

い

う

こ

と

ウ
デ
マ
γ
ジ
ュ
ウ
ゆ
で
た
ま
ん
じ
ゅ
う
、
ふ
か
さ
ず
に
湯
の
中
で
ゆ
で

て
そ
の
ま
ま
、
ま
た
は
焼
い
て
食
べ
る
。

ウ
ノ
(
ヌ
〉
ガ
デ
エ
自
然
に
、
お
の
ず
か
ら

ウ

プ

ウ

背

負

う

ウ
プ
ッ
ツ
ア
リ
他
人
の
世
話
に
な
り
っ
ぱ
な
し
の
人
の
こ
と
、
自
分
で

は
行
動
で
き
な
い
人

衛
生
検
査

ぎ
ぼ
う
し
、
食
用
に
す
る

販
売
用
の
た
き
ぎ
の
こ
と

う
れ
し
い

う
れ
し
が
る

間
引
く
こ
と

上
の
歯

ウ
プ
マ
ワ
リ

ウ
リ
ッ
パ

ウ
リ
ボ
ヤ

ウ
ル
シ
イ

ウ
ル
シ
ガ
ル

ウ
ル
ヌ
タ

ウ
ワ
ッ
パ
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ウ
ン
ソ
ヒ
キ
馬
車
を
ひ
い
て
貨
物
の
輸
送
を
業
と
し
た
人
の
こ
と

ウ
ン
ダ
ラ
ガ
キ
熱
し
た
柿
、
熟
柿

ウ
γ
ト

た

く

さ

ん

ウ

ン

マ

馬

ウ
ン
マ
ズ
イ
カ

γ

ぎ
し
ぎ
し

【

ヱ

】

結
、
労
力
交
換
の
こ
と

か
な
り
、
相
当

行
く

エ
ゴ
マ
ハ
荏
胡
麻
〉
の
こ
と

菅
笠

得
意
の
こ
と

イ
ド
コ
ロ
ネ
と
同
じ

歩
き
な
さ
い
、
行
き
ま
し
ょ
う

鶏
が
エ
ボ
ル
、
と
や
に
な
る

い
も
ハ
芋
〉

柄
鋤
、
踏
み
鍬
の
こ
と

り
ん
ば
腺
が
は
れ
る
こ
と

イ
ン
ゴ
ウ
と
閉
じ

葬
式
の
時
死
者
の
子
ど
も
た
ち
へ
や
る
香
典
の
こ
と
、

ま
た
位
牌
を
も
ら
っ
て
来
た
家
で
近
所
の
人
た
ち
に
拝

ん
で
も
ら
っ
て
も
て
な
す
こ
と

縁
側

誌俗民

エエエ
エ
カ
シ

エ
グ

エ
タ
サ

エ
チ
ゴ
ガ
サ

エ
テ

エ
ド
コ
ロ
ネ

エベエ
ボ
ル

エ
モ

エ
ン
ガ

エ
γ
ゴ

エ
γ
ゴ
ウ

エ
ン
シ

γ

エ
ン
ネ
・

オ
イ
デ
テ
タ
レ
ル
い
ら
っ
し
ゃ
る

オ

イ

デ

ル

来

て

く

れ

る

オ
イ
ネ
エ
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
こ
と

オ

オ

カ

あ

ん

ま

り

、

そ

ん

な

に

オ
オ
ギ
ョ
ウ
公
然
と
、
あ
か
ら
さ
ま
に

オ

オ

ク

マ

お

に

ゃ

ん

ま

オ

オ

ゲ

サ

誇

張

オ

オ

シ

ン

つ

く

っ

く

ほ

う

し

オ
オ
ト
大
戸
、
馬
も
出
入
り
で
き
る
大
き
な
戸

オ

オ

ド

シ

大

晦

日
大
尽
風
に
ふ
る
ま
う
こ
と

大
食
の
人
の
こ
と
、
オ
オ
マ
グ
レ

春
の
ケ
イ
ヤ
ク
の
経
費
は
平
等
で
負
担
す
る
こ
と
、
平

等
割

お
椀
の
ふ
た
の
こ
と

一
盗
が
眠
か
ら
起
き
て
も
脱
皮
で
き
ず
に
小
さ
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
も
の

麺
を
ゆ
で
ず
に
直
接
汁
に
入
れ
て
煮
こ
ん
だ
煮
こ
み
う

ど
ん
の
こ
と

奥
座
敷

エ
ン
パ
ナ

オ
オ
フ
ウ

オ
オ
マ
ク
レ

オ
オ
ワ
リ

オ
カ
サ

オ
キ
チ
ヂ
ミ

オ
キ
リ
コ
ミ

オ
ク

p
ノ
デ
エ

エ
γ
ネ
と
同
じ

1244 

【

オ

】



言語伝承

九
月
中
の
九
の

n

奥
座
敷

女
の
お
か
っ
ば
頭
の
こ
と

蚕た
く
あ
ん

庚
申
講
の
こ
と

三
時
の
お
や
つ
の
こ
と

小
皿

蚕か
つ
て
の
養
蚕
は
当
り
外
れ
が
多
く
ば
く
ち
を
し
て
い

る
よ
う
だ
と
い
わ
れ
た
こ
と
か
ら
の
こ
と
ば
、
養
蚕
の

不
安
定
な
こ
と

お
散
供
、
神
仏
に
供
え
る
た
め
米
を
紙
に
包
ん
で
お
ひ

ね
り
に
し
た
り
直
接
ま
く

二
枚
の
回
を
一
枚
に
つ
な
げ
る
こ
と

無
理
強
い
に
食
事
を
す
す
め
る
こ
と
、
庚
甲
講
の
最
後

に
す
る
こ
と
が
多
い

オ

ジ

イ

オ

ジ

イ

サ

γ
の
こ
と

オ
シ
カ
ケ
ヨ
メ
ゴ
お
し
か
け
女
房

オ

ヅ

ゴ

叔

父

さ

ん

オ
シ
ナ
メ
一
戸
残
ら
ず
す
べ
て
と
い
う
こ
と

オ

シ

メ

お

む

つ

オ

ジ

ヤ

雑

炊

オ
ク
ン
チ

オ
ク
ン
デ
エ

オ
ケ
シ

オ
コ

オ
コ
ウ
コ

オ
コ
ウ
シ
ン

オ
コ
エ

オ
コ
ザ
ラ

オ
コ
サ
ン

オ
コ
バ
ク
チ

オ
サ
ゴ

オ
サ
ナ
オ
シ

オ
シ
イ

第十章

オ
ス
マ
シ

オ
セ
エ

オ
セ
エ
ミ
ソ

オ
タ
マ
ン

オ
タ

γ
チ
ン

オ
チ
エ
エ

オ
チ
ン
ギ

オ
ッ
カ

オ
ッ
カ
ア

オ
ッ
カ
シ
イ

オ
ッ
カ
ッ
キ
ュ

オ
ッ
カ
ド

オ
ッ
カ
ネ
エ

オ
ツ
ケ

オ
ッ
コ
チ
ル

オ
ッ
チ
ョ
コ

オ
ッ
ツ
ァ
レ
ル

オ
ッ
ツ
ク
ベ

オ
ッ
ベ
シ
ョ
ル

オ
デ
コ

オ
テ
シ
ョ

オ
テ
ノ
タ
ポ

味
噌
を
煮
た
汁
を
布
袋
で
こ
し
て
つ
く
っ
た
汁
、
人
寄

せ
に
使
う
。
醤
油
の
代
用
で
あ
っ
た
。

お
か
ず
ハ
菜
〉

お
か
ず
用
に
つ
く
る
味
噌
、
な
め
味
噌
。

お
た
ま
じ
キ
く
し

罵
言
、
馬
鹿

川
の
合
流
点

ツ
ミ
ツ
コ
と
同
じ

じ
ゃ
ん
け
ん

母
、
ォ
ッ
カ
サ
ン

お
か
し
い
、
お
も
し
ろ
い
、
不
思
議

じ
ゃ
ん
け
ん
、
じ
ゃ
ん
け
ん
の
か
け
声

ぬ
る
で

怖
い
、
お
そ
ろ
し
い

み
そ
汁
な
ど
の
汁

落
ち
る

く
わ
が
た
の
雌

叱
ら
れ
る

正
座

折
る

額小
皿

手
の
上
に
食
物
を
少
し
ず
っ
と
っ
て
食
べ
る
こ
と
、
祭

1245 



誌

オ
テ
ン
タ
ラ

オ
ト
ウ

オ
ト
ウ
カ

オ
ト
ゲ
エ

オ
ト
シ
ミ
ソ

オ
ト
ッ
ツ
ァ
ン

オ
ナ
ベ

オ
ニ

オ
ニ
ノ
コ
プ
シ

俗民

オ
ユ
ノ
ヤ
ガ
ラ

オ
ユ
ン
ギ

オ
ネ
ン
ゲ
エ
シ

オ
パ
ア

オ
バ
ゴ

オ
バ
ン
シ

オ
ヒ
サ
ン

オ
ヒ
マ
チ

オ
プ

オ
ベ
ッ
カ

り
の
席
な
ど
で
す
る

お
世
辞
、
人
に
へ
つ
ら
う
こ
と

父狐あ
ご

味
噌
を
す
ら
ず
に
入
れ
て
豆
粒
の
そ
の
ま
ま
な
味
噌
汁

お
父
さ
ん

夜
な
べ
仕
事

お
に
ご
っ
こ

十
一
月
末
か
ら
上
旬
に
か
け
て
つ
く
ら
れ
る
ツ
ジ
ュ
ウ

ダ
ン
ゴ
の
こ
と

同
右

手
で
に
ぎ
っ
た
ま
ま
の
形
の
だ
ん
ご
、
丸
く
な
い
だ
ん

ど
の
こ
と

仕
返
し
、
復
讐

お
ば
あ
さ
ん

叔
母

炊
事
仕
事
、
主
婦
の
こ
と
も
い
う

お
日
さ
ま
、
太
陽

お
日
待
ち
、
信
仰
に
関
し
て
の
集
ま
り
、
庚
甲
様
、
月

待
、
秋
葉
さ
ん

お
湯
1

白
湯

お
世
辞
、
ォ
ベ

γ
チ
ャ
ラ
と
同
じ

オ
ベ
ッ
ト
ウ

オ
ベ
ン
チ
ャ
ラ

オ
ヘ
ン
ダ
ラ

同オ
ホ
シ
シ
ャ
ン

オ
メ
エ
ラ
ガ

オ
メ
ン
チ

オ
モ
ウ
サ
マ

オ
モ
シ
レ
エ

オ
モ
テ
エ

オ
ヤ
ゲ
ネ
エ

オ
ラ

オ
ラ
ガ

オ
ラ
ホ
ウ

オ
レ
エ
セ
ン

オ
レ
ン
チ

オ
ロ
ヌ
タ

オ
ン
カ

オ
ン
ガ

オ
ン
ナ
ゴ

オ
ン
ナ
シ
ョ

小
洞
の
世
話
を
す
る
人
の
こ
と

オ
ベ
ッ
カ
と
同
じ

く
た
び
れ
た
布
の
こ
と

い
い
か
げ
ん
に
や
る
こ
と

米
粒
が
天
の
星
の
よ
う
に
少
な
い
め
し
の
こ
と

お
前
の
家
、
あ
な
た
の
も
の

オ
メ
エ
ラ
ガ
と
同
じ

思
い
き
り
、
力
い
っ
ぱ
い

お
か
し
い
、
お
も
し
ろ
い

重
い

か
わ
い
そ
う

お
れ
、
私

私
の
家
、
自
分
の
家

お
れ
の
方

お
礼
銭
、
五
節
供
の
と
き
嫁
が
実
家
へ
持
っ
て
行
〆
金

壱
封
の
こ
と

お
れ
の
家

作
物
な
ど
を
間
引
く
こ
と

公
然
と

懇
の
こ
と

女
の
子
、
自
分
の
娘

女
衆
、
婦
人
た
ち

1246 



【

カ

】

言語伝承

代
り

子
ど
も

い
ろ
り
の
か
ぎ
竹

か
ぎ
竹
、
自
在
か
ぎ
、
金
属
製
に
な
っ
て
も
カ
ギ
竹
と

い
う

か
く
れ
ん
ぼ
う

体
格

回
の
水
口

傾
く
、
斜
め
に
な
る

誘
う
、
招
く

染
ま
る

主
食
、
一
食

堅
い
土
地

片
方
、
一
方

仲
間
に
な
る
、
あ
と
に
つ
い
て
行
く
、
カ
タ
ッ
テ
グ
と

も
い
う

カ
タ
バ
リ
ッ
カ
ア
変
く
つ
な
者

カ
タ
リ
ア
ル
ク
仲
間
に
な
っ
て
行
く

カ

タ

ル

仲

間

に

な

る

、

加

入

す

る

カ
チ
ン
ナ
ワ
背
負
い
な
わ

カ
ッ
タ
イ
尺
と
り
む
し
、
業
の
新
芽
を
食
う

カ
ア
チ

ガ
キ

カ
ギ
サ
マ

カ
ギ
ダ
ケ

カ
ク
ネ
シ
ョ

ガ
ケ
エ

カ
ケ
グ
チ

カ
シ
ガ
ル

カ
シ
ョ
ウ

カ
セ
ル

カ
タ
ケ

カ
タ
ジ

カ
タ
ッ
ポ
ウ

カ
タ
ッ
テ
ク

第十章

仲
間
に
入
れ
る
。
加
え
る

か
に

結
婚
式
翌
日
お
こ
わ
を
ふ
か
し
て
近
所
の
主
婦
を
招
く

く
わ
が
た
む
し

稲
刈
り
の
初
め
に
一
株
と
っ
て
釜
神
さ
ま
に
上
げ
る
も

の

カ
ミ
チ
ヨ
ウ
ズ
バ
来
客
用
の
屋
内
の
便
所

ガ

ラ

ま

ち

が

っ

て

カ

ラ

ゲ

ル

つ

く

ろ

う

カ
ラ
ッ
ク
ル
マ
空
車

カ
ラ
ッ
ケ
ツ
一
文
な
し
の
か
ら
う
庁
つ

カ

ラ

ド

体

カ

ラ

マ

メ

落

花

生

カ

リ

イ

軽

い

カ

リ

カ

ケ

カ

マ

ボ

の

こ

と

ガ
リ
ュ
ウ
自
己
流
、
無
茶
な
こ
と

カ

ル

コ

竹

や

篠

製

の

か

つ

ぎ

か

ど

カ

ワ

ニ

ラ

か

わ

に

な

カ
ワ
リ
パ
ン
コ
順
番
、
交
代

カ
γ
ク

サ

ン

巡

査

カ

ン

ゲ

エ

ル

考

え

る

カ

ン

コ

下

駄

:
:
:
ガ

γ
ス
、
:
:
:
ご
ざ
い
ま
す
。
目
上
の
者
に
対
す
る
と
き
使
用

カ
テ
ル

ガ
ニ

カ
ネ
ツ
ケ

カ
ブ
ト
ム
シ

カ
マ
ボ

1247 



誌

ガ
ン
タ

ガ

γ
タ
ク

ガ
ン
ボ
ウ
ジ

カ

γ
マ
ス

が
ん
と
で
い
こ
じ
な
人

ひ
き
が
え
る

こ
う
ぞ
り
な

か
き
ま
わ
す

俗民

【

キ

】

ギ
ギ
ョ
ウ
ぎ
ば
ち
、
大
き
い
の
は
少
な
い

キ

ザ

ジ

し

ら

み

の

卵

キ
ジ
リ
い
ろ
り
の
土
聞
に
近
い
と
こ
ろ
、
嫁
や
下
男
下
女
の
座

ギ
ッ
チ
ョ

γ

き
り
ぎ
り
す

ギ
ッ
チ
ン
バ
ッ
タ
ン
シ
ー
ソ
ー

キ

ノ

エ

ネ

甲

子

講

の

こ

と

キ

ピ

イ

き

つ

い

、

き

ゅ

う

く

つ

キ

ピ

シ

ョ

急

須

キ
ピ
ッ
チ
イ
キ
ピ
イ
と
同
じ

キ

ミ

き

ぴ

キ
メ
ナ
オ
ジ
肌
を
よ
く
す
る
こ
と

キ
モ
ッ
ク
イ
か
ん
し
ゃ
く
も
ち
、
短
気

キ

モ

ン

義

停

物

キ

ヤ

際

、

端

キ
ャ
タ
イ
ヘ
エ
も
ら
っ
て
来
た
位
牌
、
客
仏

キ
ラ
ワ
ズ
と
う
ふ
の
お
か
ら
い
り
、
結
婚
式
の
料
理
に
は
欠
か
せ

な
い

キ
ワ

キ
ン
ナ

ギ
ン
ナ
ガ
シ

タ
エ
ル

タ
キ

タ
サ
ッ
ケ
ズ
リ

グ
シ

ク
シ
ル

ク
ス
ネ
ガ
ネ

ク
ス
ネ
ル

ク
ズ
ヤ

タ
d

ア
エ

タ
ッ
ツ
キ

タ
マ
ベ
ラ

タ
ミ
ノ
モ
ン

ク
ル
マ

タ
ル
ミ

ク
ル
マ
ヒ
キ

タ
ル
リ

キ
ヤ
と
同

昨
日

色
男
ぶ
っ
て
い
る
者
、
長
い
着
物
な
ど
を
着
て
ぶ
ら
ぶ

ら
し
て
い
る
色
男

1248 

【

ク

】

崩
れ
る

う
ぐ
い

除
草

屋
根
の
棟

小
さ
な
穴
を
う
め
る
こ
と

ご
ま
か
し
て
た
め
る
金
で
へ
ソ
ク
り
で
も
程
度
の
悪
い

も
の

ご
ま
か
す

萱
ぷ
き
屋
根

く
ど
い

な
れ
あ
い
、
恋
愛
結
婚

っ
き
ょ
た
け
と
い
う
き
の
こ

組
内
の
も
の

水
車

く
る
ぶ
し

荷
車
で
運
送
業
を
や
る
者
の
こ
と

タ
ル
リ
棒



グ
ル
ワ

グ
レ
ル

ま
わ
り

ま
ち
が
う
、
非
行

ク

ロ

聞

の

畦

ク
ロ
ッ
ポ
ウ
ド
シ
十
二
月
十
三
日
の
夜
。
す
す
は
き
の
夜
は
小
豆
が
ゆ

を
つ
く
っ
て
大
師
講
を
す
る
、
年
と
り
の
一
つ

桑
の
枝

桑
切
り

飲
み
こ
む

ク
ワ
デ

ク
ワ
ハ
ヤ
シ

タ
ン
ノ
ム

【

ケ

】

言語伝承

家
畜
の
飼
料
、
牛
馬
に
は
短
く
切
っ
て
く
れ
る
。

か
ゆ

貝
、
ヶ
エ
コ
と
も
い
う
。

農
繁
期
特
に
養
蚕
で
臨
時
に
雇
う
女
た
ち
の
こ
と

依
牌
分
け
を
し
て
も
ら
っ
て
来
た
と
き
近
所
の
者
を
招

い
て
酒
食
を
出
し
て
も
て
な
す
こ
と

ケ

エ

ル

消

え

る

ケ

エ

ル

帰

る

ゲ

エ

ル

か

え

る

、

ゲ

エ

ロ

と

も

い

う

ゲ
エ
ル
ッ
パ
お
お
ば
こ
、
ゲ
エ
ロ
ッ
パ
と
も
い
う

ケ

ゴ

掃

立

後

毛

振

い

が

す

む

ま

で

の

蚕

ケ

ダ

シ

石

け

り

遊

び

ケ
チ
ハ
ケ
チ
シ
ボ
)
り
ん
し
ょ
く

ケ
イ
パ

ケ
エ

ケ
エ

ケ
エ
コ
オ
ン
ナ

ケ
エ
リ
ド
キ

第十議

蚕
の
上
笈
の
祝
い

肥
料
、
堆
肥
、
コ
エ
と
も
い
う

肥
料
桶

健
鞘
炎

に
ぎ
や
か
す
、
お
し
ゃ
べ
り
す
る
。

屋
根
替
の
講
の
こ
と
、
広
く
協
力
し
あ
っ
て
や
る
こ

ルコ

コ

エ

エ

小

屋

、

コ

エ

と

も

い

う

コ

エ

エ

苦

し

い

こ

と

コ
オ
リ
ン
ボ
ウ
あ
め
ん
ぼ
う
、
つ
ら
ら
の
こ
と

コ

キ

千

歯

こ

き

コ
キ
オ
ド
ス
お
ど
か
す
、
お
ど
し
つ
け
る
。
叱
る

コ
キ
オ
ッ
ツ
7

レ
ル
叱
ら
れ
る

コ
ク
ダ
ワ
ラ
五
穀
の
俵

ケ
ツ

ケ
J

ア
エ

ケ
ナ
リ
イ

ケ
ナ
リ
ガ
リ

ケ
ン
タ

ケ
ン
チ
ン

ケ
ン
マ
グ

コ
ア
ゲ
イ
ワ
イ

コ
J
吋

コ
イ
オ
ケ

コ・ワ
d

ア

コ
ウ
ベ
ラ
カ
ス

ゴ
ウ
リ
ョ
タ

尻
、
最
後
尾

み
の

う
ら
や
ま
し
い

う
ら
や
ま
し
が
る

製
板
の
く
ず
板

け
ん
ち
ん
汁
、
不
祝
儀
に
つ
き
も
の

あ
り
さ
ま
、
様
子

【

コ

】

1249 



ゴ

ケ

サ

ン

未

亡

人

コ

ゴ

メ

く

さ

そ

て

つ

コ

シ

ゴ

腰

に

つ

る

す

か

ご

、

魚

か

ご

コ
ジ
ャ
シ
キ
納
戸
、
ふ
つ
う
寝
室
に
な
る

コ
シ
ャ
リ
自
き
ょ
う
蚕
、
硬
化
病
の
こ
と

ゴ

シ

品

ウ

ギ

結

婚

式

ゴ
ジ
ョ
ハ
ン
ハ
コ
ジ
ョ
ウ
ハ
ン
)
一
一
一
時
の
お
や
つ

ゴ

ッ

ツ

イ

荒

h
し
い
、
あ
ら
っ
ぽ
い

コ
デ
あ
て
に
し
な
い
で
余
っ
て
い
る
も
の
を
売
っ
た
り
し
て

得
た
収
入
を
自
分
個
人
の
も
の
に
す
る
こ
と
、
へ
そ
く

h
リ

俗~ 

コ
可
ア
ジ
ゴ
ト

Z
A
V

、

-

-

J

 

コ
パ
ガ
イ

コ
ベ
イ

コ
ナ
シ
ッ
コ
ト

コ
ノ
キ
リ

コ
ノ
ケ
ン
マ
ク

コ
ミ
ヤ
ラ
レ
ル

ゴ
ム
ソ
ク

コ
レ
ッ
ベ
エ

ゴ
ロ
ゴ
ロ
サ
ン

内
緒
の
し
ご
と
、
家
計
に
は
入
れ
な
い
し
ご
と
ハ
収

入〉か
ど
ハ
角
)

稚
蚕
飼
育

来
る
で
し
ょ
う

脱
穀
作
業

こ
の
ご
ろ

こ
の
あ
り
さ
ま
、
た
く
さ
ん

だ
ま
さ
れ
る

地
下
足
袋

こ
れ
っ
き
り
、
こ
ん
な
に
少
し

雷
、
か
み
な
り
さ
ま

コ
ワ
J

・

ゴ
ン
ゴ
市
，

ゴ

γ
ベ

ゴ
ン
ボ
ウ

ゴ
γ
ボ
ッ
パ

コ
エ
エ
と
同
じ
、
苦
し
い

五
合

す
べ
り
ひ
ゆ

ご
ぼ
う

お
や
ま
ほ
く
ち
、
や
ま
ご
ぼ
う
の
葉

1250 

【

サ

】

サ
カ
サ
ッ
ベ
エ
さ
か
さ
ま

サ

ク

作

物

の

一

条

の

こ

と

サ

タ

イ

え

ん

り

よ

し

な

い

サ
ク
イ
レ
間
作
、
サ
ク
聞
に
他
の
作
物
を
つ
く
る
こ
と

サ
ク
サ
ク
き
っ
ば
り
し
た
気
性
、
淡
々
と

サ
ク
リ
ナ
ワ
サ
タ
キ
ロ
用
の
細
縄

ザ

ゲ

肥

桶

サ

ゴ

イ

シ

墓

印

の

石

サ

サ

ク

レ

さ

か

む

け

サ
シ
ャ
ク
あ
れ
こ
れ
と
い
じ
め
る
、
何
か
と
馬
鹿
に
す
る

ザ
ッ
コ
雑
魚
、
小
魚
を
と
る
漁
具
、
竹
製

サ
ッ
チ
ョ
コ
ダ
チ
倒
立

サ
ッ
ト
コ
ダ
チ
倒
立

サ

パ

ク

破

く

サ

ピ

イ

童

市

い

サ

マ

小

窓

、

桟

間



ザ

マ

桑

な

ど

を

背

負

う

か

ご

サ
マ
シ
イ
す
ご
い
、
サ
マ
ジ
イ
と
同
じ

サ
ン
ジ
ョ
ウ
ネ
エ
一
一
一
塚
、
約
三
畝

サ
ン
ド
イ
モ
じ
ゃ
が
い
も

シ
キ
リ

ジ
タ
ナ
シ

シ
コ
オ

シ
コ
オ
ド
ル

シ
コ
タ
マ

シ
コ
ッ
パ
‘
ネ

言語伝承

ジ
ジ
イ

シ
シ
タ
ケ

ジ
ジ
パ
パ

シ
ジ
ミ
ッ
ケ
エ

シ
ジ
ヤ
ス
ミ

ジ
シ
ャ

シ
シ
ャ
ク
ス
ル

ジ
ジ
ン
ゲ
エ
ロ

シ
タ
ッ
パ

シ
ダ
ミ

第十章

【

シ

】

熱
蚕

意
気
地
の
な
い
者

し
た
く
、
服
装

ア
ラ
タ
マ
ッ
タ
仕
度
を
す
る
こ
と

た
っ
ぷ
り
、
た
く
さ
ん

着
物
や
ズ
ボ
ン
の
裾
の
後
に
は
ね
あ
げ
た
泥
水
、
か
ら

元
気
の
こ
と
も
い
う
。

年
よ
り
、
老
人

き
の
こ
の
一
種
の
こ
う
た
け

春
ら
ん

し
じ
み
貝
、
大
塚
の
川
に
生
息
す
る

蚕
の
一
眠

あ
ぶ
ら
ち
ゃ
ん

サ
シ
ャ
ク
ス
ル
と
同
じ

ひ
き
が
え
る
、
地
神
蛙
と
書
く

木
の
下
生
え
の
葉
、
下
歯

ど
ん
ぐ
り
の
実

い
ろ
り
の
一
段
低
い
所
、
木
尻

尻
切
り
祷
枠
、
短
い
作
業
用
の
じ
ゅ
ば
ん
の
こ
と

ケ
イ
ヤ
ク
、
ハ
パ
キ
ヌ
ギ
の
し
ま
い
に
焼
い
て
食
べ
る

餅
の
こ
と

下
、
底

や
け
ど
の
あ
と

尻
を
か
ら
げ
る
こ
と

額篠
箕
、
箕
一
般
に
も
い
う

家
の
土
台
木

三
月
八
日
、
こ
の
日
に
ひ
な
様
を
し
ま
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

シ

マ

ダ

娘

シ
ミ
ャ
ア
ガ
ン
ネ
エ
死
な
な
い

シ

メ

エ

ッ

コ

末

っ

子

シ

メ

シ

お

む

つ

シ
ャ
イ
ナ
シ
ふ
ざ
け
た
こ
と

シ
ャ
イ
ナ
シ
ヤ
ロ
ウ
ふ
ざ
け
た
奴

ジ

ャ

シ

キ

座

敷

シ
ャ
ツ
カ
ラ
ッ
ケ
ガ
ネ
エ
塩
気
も
辛
味
も
な
い
。
愛
想
の
な
い
こ
と
を

い
う
こ
と
ば

シ
ャ
ベ
ッ
チ
ョ
ウ
お
し
ゃ
べ
り

ジ

ャ

ン

ボ

ン

葬

式

シ
タ
ン
ジ
ャ
シ
キ

シ
ッ
キ
リ
ジ
バ
ン

シ
y
キ
リ
モ
チ

シ
ッ
タ

シ
ッ
ツ
レ

シ
ッ
パ
シ
ョ
リ

シ
テ
エ

シ
ノ
ミ

ジ
フ
ク

シ
マ
イ
ゼ
ッ
ク
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民俗誌

ジ

ュ

ウ

ク

ウ

生

意

気

シ

ュ

ウ

コ

秋

蚕

、

夏

秋

蚕

シ
ュ
ウ
セ
ン
ド
リ
せ
き
れ
い
の
こ
と

ジ
ュ
ウ
ヨ
ッ
カ
ド
シ
正
月
十
四
日
の
年
と
り

ジ
ュ
ズ
ゴ
じ
ゅ
ず
だ
ま
、
は
と
麦
の
実

シ
ョ
イ
ナ
ワ
背
負
い
縄
、
背
負
い
子
を
使
わ
ず
に
直
接
な
わ
で
し

ば
っ
て
背
負
う
縄

シ
ョ
イ
ハ
シ
ゴ
背
負
い
子

シ
ョ
ウ
シ
イ
恥
ず
か
し
い

シ
ョ
ウ
シ
ガ
り
は
ず
か
し
が
り
や
、
は
に
か
み
ゃ

シ
ョ
ウ
ヌ
ス
ミ
み
そ
さ
ざ
い
、
シ
ョ
ウ
ノ
ス
ミ

ジ

ョ

ウ

ヤ

さ

だ

め

し

ジ

ョ

ウ

リ

ぞ

う

り

ジ

ョ

ケ

ル

ふ

ざ

け

る

ジ
ョ
リ
ン
じ
よ
れ
ん
、
砂
を
す
く
う
道
具

ジ

ョ

ウ

ジ

ョ

ぞ

う

り

シ
ョ

γ
ベ
ン
ダ
マ
小
便
だ
ま
り
、
古
い
家
で
は
庭
先
に
小
使
専
用
の
筒

単
な
も
の
が
あ
っ
た
。

シ
ラ
ア
ェ
、
ト
ウ
フ
を
す
り
鉢
で
す
っ
て
調
味
料
を
入

れ
、
そ
の
中
へ
た
く
あ
ん
な
ど
を
細
く
切
っ
て
入
れ
て

あ
え
た
も
の
、
結
婚
式
に
は
出
し
て
は
い
け
な
い

す
り
鉢

す
る

シ
ラ
イ
イ

シ
ラ
ジ

シ
ル

シ
ワ

ジ
ワ
ケ

シ
ン
コ

シ
ン
ゴ

シ
ン
シ
ン

シ
ン
ダ
ン
ボ
ウ

シ
ン
ド
リ

シ
ン
パ
リ

ス
イ
カ
ン

久
イ
カ
ン
ボ

ス
イ
セ
ン
ド
リ

ズ
ウ

ス
ウ
ケ
ル

ス
ゲ
エ

ス
グ
ル

ズ
グ
レ
エ

ス
ス
‘
ド
シ

ス
ズ
フ
リ

。ス
d

アエ

ス
ト
ト

け
ち

分
家
と
か
新
宅

新
竹
、
そ
の
年
に
の
び
た
竹

片
足
と
び

せ
み
の
一
種

死
者

牛
馬
耕
の
時
に
牛
馬
の
後
で
禁
や
馬
鍬
を
扱
う
者
、
ハ

ナ
ド
リ
に
対
す
る
言
葉

戸
じ
ま
り
の
俸
、
つ
っ
か
い
棒

1252 

【

ス

】

ロ
'
e
ト
a

す
い
ば

せ
き
れ
い
、
シ
ュ
ウ
セ
ン
ド
リ

シ
キ
リ
と
同
じ
、
熟
蚕

寒
さ
に
ふ
る
え
て
い
る
状
態

す
ご
い
、
り
っ
ぱ
、
豪
華

選
別
す
る

黒
い
、
黒
っ
ぽ
い

十
二
月
十
三
日
の
夜
、
す
す
は
き
を
し
た
夜
の
こ
と

あ
ぶ
ら
ぜ
み

思
っ
た
よ
り
、
思
い
が
け
ず

ほ
ほ
じ
ろ



ス
ナ
メ
ン

ス
ー
ネ
ッ
』
ホ

ズ
プ
テ
エ

ス
ベ
ナ
ワ

ス
マ
シ

ス
ル
ス
ヤ

ス
レ
ル

セ
エ
タ
ラ

セ
エ
フ
ロ

セ
エ
フ
ロ
コ
ガ

セ
エ
フ
ロ
ム
コ

セ
ギ

セ
ツ
タ
レ
エ

言語伝君主

セ
ツ
コ
ウ

セ
ッ
チ
ョ
ウ

セ
ツ
ー
不
エ

セ
ト
モ
ン

セ
ナ
カ
ア
テ

第十章

し
ま
ど
じ
ょ
う

す
ね

図
々
し
い
、
図
太
い

荒
な
わ

オ
ス
マ
シ
と
同
じ
、
ス
マ
シ
汁

す
る
す
の
製
造
修
理
を
し
た
職
人

不
和
に
な
る
。
不
仲
、
関
係
が
悪
化

【

セ

】

他
人
の
面
倒
を
み
る
、
世
話
を
や
く

据
え
風
呂

鋸
え
風
呂
桶

出
た
り
入
っ
た
り
し
て
落
ち
つ
か
な
い
饗
さ
ん
の
こ

井
、
セ
エ
フ
ロ
ヨ
メ
ゴ

用
水

節
供
礼
と
書
き
嫁
が
五
節
供
に
実
家
へ
も
っ
て
行
く
お

土
産
の
金
壱
封
の
こ
と
、
礼
銭
と
も
い
わ
れ
る
。

精
を
出
す
こ
と

苦
労

金
銭
ハ
家
計
〉
不
如
意
の
こ
と

陶
器

わ
ら
で
編
み
、
背
負
っ
た
荷
物
が
直
接
背
中
に
当
ら
な

い
よ
う
に
す
る
も
の

ゼ
ニ
ッ
ク
ピ

セ
ン
ダ
ッ
テ

セ
ン
ボ
ン

襟
が
内
側
に
折
れ
こ
ん
で
立
っ
て
い
な
い
こ
と

先
ご
ろ
、
過
日

千
本
し
め
じ

【

ソ

】

ゾ
ウ
エ
ガ
ナ
イ
腹
の
足
し
に
な
ら
な
い
食
物

ソ
ウ
グ
レ
エ
そ
う
で
す
、
そ
の
通
り

ソ
ウ
グ
レ
エ
ジ
ャ
ア
ネ
エ
そ
の
通
り
ど
こ
ろ
の
話
で
は
な
い
、
ま
ゥ
た

く
そ
の
通
り

ソ
ウ
ジ
ャ
ア
ア
ン
メ
エ
そ
う
で
は
な
い
で
し
ょ
う

ゾ

ウ

ズ

米

の

と

ぎ

汁

ゾ

ウ

セ

エ

雑

炊

、

お

じ

ゃ

ソ
ウ
デ
ガ
ン
ド
ン
そ
う
で
す

ソ
ウ
リ
ョ
ウ
長
男
ハ
長
女
)

ソ
ウ
レ
エ
葬
礼
と
書
き
葬
式
の
こ
と

ソ

ガ

レ

終

り

近

く

ソ

コ

ン

ラ

そ

の

辺

ソ
ソ
ッ
カ
ア
粗
雑
な
、
て
い
ね
い
で
な
い

ソ

ソ

ヤ

キ

た

け

に

ぐ

さ

の

こ

と

ソ

ソ

ラ

ッ

カ

粗

雑

ソ
ッ
ソ
イ
粗
相
な
、
そ
そ
っ
か
し
い

ソ
ラ
ッ
コ
ト
う
そ
、
空
事

ソ

ラ

ッ

パ

チ

う

そ

1253 



誌

ソ
γ
ジ
ャ
ア

民俗

タ
ア
コ
ト

タ

カ
タ
カ
タ
カ

タ
カ
キ

タ
カ
ギ

ダ
ガ
シ

タ
カ
バ

タ
キ
バ
ッ

タ
ケ
ッ
ポ

タ
ケ
ヤ
ス
ミ

タ
テ
ゴ

タ
ノ
コ

タ
バ

タ
バ
ッ
ツ
ラ

タ
マ
ア
-
一

タ
マ
ニ
ャ
ア

タ
マ
ト

ダ
ミ

ダ
ラ
グ
イ

ダ
ラ
-
一

そ
れ
で
は

【
タ
】

無
責
任
な
話
、
う
そ
、
た
わ
こ
と

凧あ
か
ん
ぼ
を
両
手
で
高
く
あ
げ
て
あ
や
す

回
の
代
か
き

高
木
仕
立
て
の
桑
の
こ
と

干
菓
子

歯
の
高
い
下
駄

た
き
た
て
の
飯
の
お
初
を
神
仏
に
供
え
る
こ
と

竹
棒
と
い
う
こ
と
で
竹
の
こ
と

蚕
の
ニ
眠

馬
の
タ
テ
ゴ
、
く
つ
わ

お
け
ら

回
の
多
い
地
域
、
平
地

わ
ら
で
つ
く
っ
た
束
ね
な
わ

ま
れ
に

た
ま
に
は

ト
マ
ト

仮
葬
の
こ
と

間
食

き
ま
り
な
く
い
つ
で
も
、
時
聞
に
だ
ら
し
な
く

タ
レ
エ

タ
ロ
ッ
ベ
エ

タ
ワ
ラ
ギ

タ
ワ
ラ
ッ
パ
ギ

ダ

γ
コ
ツ

ダ
ン
ナ
ザ
シ
サ

タ
ン
ポ

た
ら
い

た
ら
の
木
の
芽

小
正
月
に
ヌ
ル
デ
で
つ
く
っ
て
釜
神
さ
ま
に
供
え
る
木

の
束
。
俵
状
に
き
れ
い
に
つ
く
る

ふ
く
ら
は
ぎ

と
ぷ
の
よ
う
に
で
こ
ぼ
こ
す
る
こ
と

い
ろ
り
の
正
面
の
主
人
が
座
る
席

た
も
と

1254 

【
チ
】

き
の
こ
の
一
種
、
は
っ
た
け

お
き
な
ぐ
さ

じ
し
ぼ
り
や
た
ん
ぽ
ぽ
な
ど
チ
チ
ハ
切
り
口
か
ら
白
い

液
)
が
で
る
草
全
体

チ

ッ

カ

じ

ゃ

ん

け

ん

チ

ッ

チ

ェ

エ

小

さ

い

チ

ッ

ト

少

し

チ
ッ
ト
ガ
ウ
チ
少
し
の
時
間
、
し
ば
ら
く

チ
ッ
ト
ベ
エ
少
し
き
り
、
少
量

チ

ボ

お

き

な

ぐ

さ

チ
マ
チ
マ
ハ
ヂ
マ
ヂ
マ
〉
こ
じ
ん
ま
り
と
ま
と
ま
っ
て
い
る

チ

ャ

ッ

ポ

帽

子

チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
袖
な
し
羽
織
り

チ
イ
ボ

チ
ゴ

チ
チ
グ
サ



チ
ョ
ウ
ス
子
ど
も
を
あ
や
す
こ
と

チ

ョ

ウ

ズ

パ

便

所

チ
ョ
ウ
セ
ン
ド
リ
せ
き
れ
い

チ
ョ
ウ
セ
ン
ピ
エ
ハ
チ
ョ
ウ
セ
ン
ピ
イ
)

チ
ョ
ウ
チ
ン
蚕
病
の
一
種
、
空
頭
蚕

チ
ョ
ウ
ッ
ペ
シ
さ
ん
だ
わ
ら
、
チ
ョ
ウ
ペ
シ

チ
ョ
ッ
ク
ラ
ち
ょ
っ
と

チ
ョ
ッ
ペ
シ
さ
ん
だ
わ
ら

チ

ン

コ

ロ

ね

こ

ゃ

な

ぎ

チ

ン

ボ

ウ

男

の

性

器

し
こ
く
び
え
の
こ
と

【

ツ

】

ツ
イ
ト
ウ

言語伝承

と
う
と
う

ツ

カ

三

十

坪

か

ら

五

十

坪

の

広

さ

の

土

地

ツ
ギ
ッ
コ
ト
つ
く
ろ
い
仕
事

ツ
ク
ジ
ョ
ム
う
ず
く
ま
る

ツ

ゲ

葬

式

の

告

げ

人

ツ
ケ
ト
ク
レ
飯
な
ど
を
茶
わ
ん
に
盛
る
と
き
に
頼
む
こ
と
ば

ツ

ケ

ル

飯

や

汁

を

器

に

盛

る

ツ
ジ
ュ
ウ
ダ
ン
ゴ
十
一
月
末
か
ら
十
二
月
初
旬
に
か
け
、
く
ず
米
で
に

ぎ
っ
た
形
に
つ
く
る
だ
ん
ど
の
こ
と

脱
穀
し
た
足
下
に
落
ち
た
く
ず
米
や
石
ま
じ
り
の
よ
ご

れ
た
米
の
こ
と

第十章

ツ
ジ
ュ
ウ

ツ
ッ
カ
ケ
ワ
ン
ナ
け
じ
め
の
つ
か
な
い
無
責
任
な
仕
事
、
た
ら
い
ま
わ

し
の
状
態

:
ツ
ッ
キ
ャ
ア
「
そ
う
だ
ツ
ッ
キ
ャ
ア
」
と
い
う
よ

う
に
使
う
。
:
:
:
と
い
う
が
ど
う
か

ツ
ッ
ト
ウ
ス
突
き
刺
す

ツ
ッ
ト
サ
ス
突
き
刺
す

ツ
ッ
ポ
ウ
筒
袖
の
着
物
の
こ
と

ツ
ナ
ゲ
(
ツ
ナ
ゲ
エ
)
わ
ら
の
先
端
ど
う
し
を
結
ん
で
長
く
し
た
な
わ
、

草
や
稲
麦
を
束
ね
る
な
わ

尖
っ
た
と
こ
ろ
、
尖
端

足
袋
な
ど
を
は
か
な
い
素
足

用
水
や
川
を
せ
き
止
め
る
こ
と

仕
事
を
個
々
の
人
に
出
す
こ
と
を
「
ツ
ボ
に
出
す
」
と

い
う
。

築
山
、
花
木
を
植
え
た
庭

す
い
と
ん

冷
た
い

川
を
せ
き
と
め
る

友
だ
ち

シ
ン
パ
リ
と
同
じ

す
べ
る

ツ
ノ
ン
、
ギ
ョ
ウ

ツ
事
フ
ア
シ

ツ
ベ
エ
ル

ツ
ボ

ツ
ボ
ヤ
マ

ツ
ミ
ツ
コ

ツ
メ
-
ア
エ

ツ
メ
ル

ツ
レ

ツ
ン
パ
リ

ツ
ン
ノ
メ
ル

1255 



俗誌民

テ
イ
ラ

デ
エ

司
ア
エ
コ
ン

デ
エ
ド
コ

J

ア
エ
ロ
ン

デ
キ
モ

γ

デ
キ
モ
ン
グ
サ

テ
コ
ツ
キ

テ
ッ
コ
ハ
ッ
コ

テ
ッ
チ
ョ
ウ

テ
ッ
ピ
ヤ
グ
ラ

テ
ッ
ベ
ン

デ
ナ
ガ
レ

テ
ボ
ッ
ケ
ナ
シ

テ
ム
ス
ピ

テ
メ
エ

」
ア
ヨ
メ

テ
ン
ガ

【

テ

】

た
い
ら
、
平
垣

庭
に
面
し
た
奥
の
聞

大
根

台
所
、
土
聞

か
た
つ
む
り

で
き
も
の
、
は
れ
も
の

ど
く
だ
み

手
つ
き
、
手
さ
ば
き

あ
り
じ
ご
く

頂
上

夢
中
で
、
一
生
け
ん
め
い

山
や
木
な
ど
の
一
番
上

何
度
か
湯
を
さ
し
て
茶
気
の
出
な
く
な
っ
た
お
茶
、

「
デ
ナ
ガ
レ
で
す
が
」
と
い
う
の
は
「
組
茶
で
す
が
」

と
通
じ
る

ど
こ
か
聞
の
怯
拭
け
た
人
、
し
ま
い
忘
れ
や
置
き
忘
れ
の

多
い
人
の
こ
と

婚
約
、
タ
ル
イ
レ

お
前
一

イ
チ
ゲ
ン
な
し
で
略
式
に
嫁
入
り
す
る
こ
と

鍬

テ
γ
グ
ル
マ

テ
γ
ゴ
ウ

テ
γ
ジ
ン
マ
チ

J

ア
ン
日
ア
ン
ム
シ

テ
ン
ト
ウ
サ
ン

テ
ン
ト
ウ
ボ

肩
車
の
こ
と

い
た
ず
ら

天
神
様
の
お
日
待
ち
、

た
ち
が
や
る

か
た
つ
む
り

太
陽

初
穏
を
と
っ
て
竹
を
立
て
て
か
け
た
り
、
築
山
の
植
木

に
か
け
て
地
神
さ
ん
や
お
陽
さ
ま
に
供
え
る
こ
と
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一
月
ま
た
は
二
月
末
に
子
ど
も

【

ト

】

ト

エ

エ

速

い

ト
ウ
ギ
ミ
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ト
ウ
ミ
ギ
も
あ
る

ド
ウ
キ
ョ
ウ
ボ
ウ
ハ
ド
ウ
チ
ュ
ウ
ボ
ウ
〉
こ
お
ろ
ぎ

ド
ウ
ケ
ヤ
ロ
ウ
ふ
ざ
け
た
人

ト

ウ

シ

ふ

る

い

ト

ウ

シ

し

ば

し

ば

ド
ウ
シ
ン
メ
シ
米
、
麦
、
粟
、
稗
な
ど
が
い
ろ
い
ろ
ま
じ
っ
た
め
し

ド
ウ
シ
ン
ボ
ウ
乞
食

ド
ウ
ズ
ク
叱
る
、
や
っ
つ
け
る
、
叩
く

ト
ウ
ド
ウ
遠
い
所
を
、
遠
路
は
る
ば
る

ト
ウ
ネ
ッ
コ
当
才
馬
ハ
牛
)

ト
シ
ョ
ウ
リ
年
よ
り

ド
ウ
ラ
ソ
ヅ
キ
ブ
ラ
ン
コ



言語伝君主

道
祖
神

尖
ら
せ
た
箸
や
竹
ぺ
ら
な
ど

ひ
き
が
え
る

ほ
た
る
ぷ
く
ろ

す
で
に

腹魚お
け
ら
、
春
の
新
芽
は
食
用
球
根
は
薬
用
に
な
る

首
根
っ
子

ド

ド

メ

桑

の

実

ド
ピ
キ
車
を
使
わ
ず
木
材
を
搬
出
す
る
こ
と

ト
ピ
ッ
ク
ラ
か
け
っ
こ
、
徒
歩
競
争

ド

プ

ヅ

ケ

ぬ

か

づ

け

ト

ボ

ウ

ト

ボ

ウ

グ

チ

、

玄

関

ト
リ
ア
ゲ
パ
ア
サ
ン
産
婆
ハ
正
式
の
者
で
な
い
〉

ト
ロ
ッ
ピ
ョ
ウ
度
々
、
し
ば
し
ば

ト
ロ
ピ
ュ
ウ
ト
ロ
ッ
ピ
ョ
ウ
に
同
じ

ド

ン

ド

馬

ハ

幼

児

語

)

ド
ン
ド
ン
ヤ
キ
正
月
十
四
日
の
道
祖
神
焼
き

ド
ン
ピ
キ
ゲ
エ
ロ
ひ
き
が
え
る

ト
ン
ビ
ノ
ハ
ネ
仲
人
礼
、
軽
い
と
い
う
た
と
え

ド
ウ
ロ
グ
ジ
ン

ト
ギ
シ
リ

ド
ジ
マ
ン

ト
ッ
カ
ン
パ
ナ

ト
ッ
ク

ド
テ
ッ
パ
ラ

'
P

・R

・

トト
トト
ツキ
ク
イ

第十寧

【

ナ

】

ナ
ガ
ッ
チ
リ
訪
問
先
で
中
均
一
婦
ら
な
い

ナ
ガ
シ
ジ
リ
お
勝
手
や
水
屋
の
排
水
溜

ナ
カ
ト
座
敷
近
く
の
来
客
用
の
出
入
口

ナ

カ

マ

親

類

ナ

ガ

レ

セ

キ

用

水

ナ
ジ
り
グ
イ
は
っ
き
り
し
な
い
食
べ
方

ナ

ダ

レ

蚕

病

の

一

つ

、

軟

化

病

ナ

ッ

パ

葉

菜

類

一

般

の

よ

び

名

ナ

ベ

ッ

タ

粘

土

の

こ

と

ナ
メ
ッ
ク
ジ
な
め
く
じ

ナ

メ

ッ

タ

ナ

ベ

ッ

タ

に

同

じ

:
ナ
リ
ヤ
シ
シ
タ
な
り
ま
し
た

ナ

ル

「

鳴

る

」

で

大

き

な

声

を

出

す

、

怒

鳴

る

【

ニ

】

-
J

・
一
エ
ガ
キ

一
カ
ケ

兄柿
の
湯
さ
わ
し
の
こ
と

ゆ
で
あ
げ
た
う
ど
ん
を
汁
に
入
れ
て
煮
た
も
の
、
煮
こ

み
う
ど
ん

に
ぎ
っ
た
手
の
形
の
つ
い
た
だ
ん
ご
や
や
細
長
く
つ
く

ら
れ
た
拳
形
の
も
の

1257 
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~ 

ニコ‘、、

-
一
ゴ
ワ
メ
シ

ユ
ネ
ン
ギ

ニ
ワ
ヤ
ス
ミ

ニ
ン
ズ
ニ
ナ
ル

民俗

ヌ
J
・
ッ
コ
ト

ヌ
タ
ト
マ
ル

ヌ
ス
ッ
ト
グ
モ

ヌ

タ
ヌ
ッ
ク
J
・

ヌ
ル
マ
ッ
コ
イ

ネ
エ

ネ
エ
ヤ

ネ
コ

ネ
コ
グ
ソ
バ
ナ

ネ
コ
ジ

ネ
コ
ジ
ャ
ラ
シ

ネ
コ
ツ
カ

オ
キ
り
コ
ミ
と
同
じ
、
エ
ゴ
ミ

ふ
か
さ
ず
に
炊
き
上
げ
た
お
こ
わ

切
り
残
し
て
翌
年
に
ま
わ
っ
た
桑
木

蚕
の
四
眠

仲
間
に
な
る
、
加
入
す
る

【

ヌ

】

裁
縫

あ
た
た
ま
る

夜
間
の
ク
モ
の
よ
び
方

ね
ぎ
を
軽
く
ゆ
で
て
酢
み
そ
で
和
え
た
も
の
、
キ
ラ
ワ

ズ
と
と
も
に
結
婚
式
に
欠
か
せ
な
い
も
の

あ
た
た
か
い

な
ま
あ
た
た
か
い
こ
と

【

ネ

】

姉明
治
期
の
女
中
の
称

ネ
コ
ム
シ
ロ
、
大
形
の
む
し
ろ

う
つ
ぼ
の
、
さ
、
花
形
か
ら
つ
い
た
名

根
こ
ぎ
、
根
ご
と
ひ
き
ぬ
く
こ
と

え
の
こ
ろ
ぐ
さ

ネ
コ
ム
シ
ロ
編
み
の
ハ
タ
ア
シ
ハ
織
替

ネ

コ

ジ

タ

あ

つ

い

食

物

ぎ

ら

い

ネ

ゴ

ナ

粉

の

変

質

し

て

臨

ま

っ

た

も

の

ネ

ッ

ク

イ

ネ

ッ

キ

遊

び

の

こ

と

ネ

ッ

コ

木

の

根

っ

こ

ネ
ッ
コ
デ
エ
ジ
ン
山
地
主
の
富
豪

ネ
ッ
コ
フ
ン
ガ
キ
百
姓
を
侮
辱
す
る
こ
と
ば
、
自
噺
し
て
い
う
こ
と
ば

ネ
ッ
コ
モ
タ
シ
ほ
う
き
た
け

ネ

プ

ツ

中

央

に

し

ん

の

あ

る

で

き

も

の

ネ
プ
ッ
テ
エ
ね
む
い
、
ね
む
た
い

ネ

ン

ジ

ン

に

ん

じ

ん

ネ
ン
ネ
コ
子
守
り
用
の
綿
入
れ
ば
ん
て
ん
、
ネ
ン
ネ
コ
バ
シ
テ
γ

と
も
い
う

法
事
の
と
き
に
念
仏
が
す
む
と
出
す
に
ぎ
り
め
し
ゃ
菓

子
の
こ
と

1258 

ネ
ン
プ
ツ
ダ
マ

【

ノ

】

ノ
ウ

な
お

農
、
ノ
ウ
ハ
農
〉
す
る

米
や
麦
な
ど
の
苦

く
わ
が
た
む
し

の
こ
・
き
り

飲
み
こ
ら

追
い
こ
す

ノ
ウ

ノ
ギ

ノ
コ
ギ
リ

ノ
コ
ズ
リ

ノ
ッ
ク
ム

ノ
ッ
コ
ス



ノ

ッ

ポ

ウ

ロ

l
ム

ノ
デ
ン
ポ
ウ
ぬ
る
で

/
ノ
ウ
サ
ン
神
さ
ま

ノ

ビ

イ

野

ぴ

え

ハ

稗

〉

ノ
ボ
ウ
ト
ウ
無
縫
塔

ノ
ミ
ト
リ
マ
ナ
コ
目
を
さ
ら
の
よ
う
に
し
て
探
す
あ
り
さ
ま
を
さ
す
こ

と
ば
、
目
を
見
開
く

ノ
メ
シ
も
の
ぐ
さ
、
な
ま
け
も
の
、
仕
事
を
い
や
が
る
人

ノ
メ
ッ
コ
イ
ハ
ノ
メ
ツ
ケ
エ
〉
な
め
ら
か
な
、
手
ざ
わ
り
の
よ
い

ノ
メ
ノ
ナ
ワ
み
が
き
の
か
け
て
あ
る
な
わ

ノ
リ
キ
ロ
ょ
せ
を
す
る
女
、
産
女
、
男
の
と
き
も
い
う

ノ

レ

エ

の

ろ

い

、

遅

い

言語伝承

ハ
イ
ト
リ

ハ
エ
エ

バ
カ

パ
カ

パ
カ
イ
モ

パ
カ
ヌ
カ

ハ
グ
サ

ハ
グ
ッ
チ
ョ
ウ

ハ
ゲ
ッ
ト
ウ

第十J;'i:

【

ハ

】

か
ま
き
り

早
い
、
速
い

衣
服
に
つ
く
植
物
の
種
の
こ
と

か
ま
づ
か

や
ま
と
い
も
、
栽
培
種
の
や
ま
い
も

麦
ぬ
か

め
ひ
し
ば
、
あ
き
め
ひ
し
ば
の
総
称

は
げ

は
げ

ハ
シ
チ
ャ
ウ

ハ
シ
ョ
ウ
ル

ハ
シ
ル

ハ
ソ

γ

ハ
タ
ケ
イ
モ

ハ
ダ
シ
タ
ピ

ハ
ダ
ッ
テ
イ
ク

ハ
タ
ル

ハ
ツ
ク
シ
ョ
ン

ハ
ナ
カ
キ

ハ
ナ
ド
り

、，、
'
'
J
 

ハ
パ
キ
ヌ
ギ

ハ
メ
ル

ハ
ヤ
ク
ニ

ハ
ヤ
ス

ハ
-
フ
ミ
バ
シ

ハ
ル
ギ
ト
ウ

行
っ
て
し
ま
う

急
ぐ

行
っ
て
し
ま
う

修
理
す
る

さ
と
い
も

地
下
足
袋

特
別
に
行
く
こ
と

催
促
す
る

く
し
ゃ
み

ケ
ズ
リ
パ
ナ
ハ
ケ
ズ
リ
カ
ケ
)
を
作
る
こ
と

牛
馬
の
日
取
り
を
す
る
者

ご
み

十
一
月
二
十
三
日
新
嘗
祭
の
日
村
中
で
集
ま
っ
て
や
る

飲
食
の
会
、
持
ち
寄
る
米
は
新
米
と
す
る
。
所
に
よ
っ

て
は
そ
の
年
伊
勢
参
宮
を
し
た
人
を
招
待
す
る
。

ご
ま
か
す
、
だ
ま
す

以
前
、
し
ば
ら
く
前

桑
な
ど
を
切
る
こ
と

正
月
十
五
日
の
小
豆
が
ゆ
を
食
べ
る
箸
、
中
央
を
ふ
く

ら
ま
せ
て
穂
ば
ら
み
を
示
し
て
い
る
。

春
先
神
官
ハ
法
印
〉
に
村
中
の
お
酸
い
を
し
て
も
ら
っ

た
り
ハ
蟻
川
)
家
毎
に
し
て
も
ら
う
こ
と
、
こ
の
と
き

1259 



す
ず
め
の
て
っ
ぽ
う

陽
の
あ
た
ら
な
い
側

ゆ
で
た
め
ん
を
水
に
さ
ら
さ
ず
直
接
汁
に
つ
け
た
り
シ

ョ
ウ
ユ
に
つ
け
て
食
う

ヒ

キ

ズ

リ

不

精

者

ヒ

キ

バ

歯

の

低

い

下

駄

ヒ

キ

り

ズ

ウ

、

熱

蚕

ヒ

ザ

ナ

カ

日

中

ピ
シ
ョ
ッ
タ
ネ
エ
み
な
り
か
ま
わ
な
い
不
精
な
こ
と

ピ
ッ
コ
タ
ツ
コ
不
均
衡
、
高
低
の
差
が
あ
る

ヒ

ッ

ツ

ム

つ

ね

る

ヒ

ッ

ツ

リ

や

け

ど

あ

と

約
一
畝
ハ
三
十
坪
)
か
ら
五
十
坪

ひ
と
仕
事

薪
の
量
の
単
位
で
六
尺
×
六
尺
に
積
ん
で
示
す
、
三
十

束
分
あ
る

誌

ハ
ン
ゴ
ロ
シ

ハ
ン
可
ア

ハ
ン
ト
ウ

{谷民

ピ
イ
ピ
イ
グ
サ

ヒ
カ
ゲ
ッ
カ
ワ

ヒ
キ
ア
ゲ

ヒ
ト
ツ
カ

ヒ
ト
セ
ツ
コ
ウ

ヒ
ト
ツ
ボ

の
年
中
放
い
の
幣
束
が
玄
関
な
ど
に
お
か
れ
る

ぽ
た
も
ち

稲
架

下
男
、
サ
ク
バ
ン
ト
ウ

【

ヒ

】

人
家

湿
回

米
や
麦
を
精
白
し
た
の
を
半
乾
燥
の
状
態
で
お
く
と
陽

の
に
お
い
の
よ
う
な
独
特
な
に
お
い
が
す
る

日
向
側

古
く
な
っ
た
も
の

ひ
も

手
間
が
か
か
っ
て
実
の
な
い
し
ご
と
、
特
に
区
長
と
か

の
役
員
に
な
る
こ
と
を
ヒ
マ
ッ
カ
キ
仕
事
と
い
う

爪
の
下
が
化
膿
す
る
こ
と

ヒ
ョ
ウ
ル
ハ
ヒ
ヨ
ル
〉
板
な
ど
が
反
り
か
え
る
こ
と

ヒ
ョ
ッ
カ
リ
思
い
が
け
ず

ヒ
ョ
ッ
タ
レ
マ
イ
ゲ
ま
と
も
で
な
い
下
が
っ
た
眉
毛
の
こ
と
、

レ
マ
イ
ゲ

山
の
傾
斜
面
の
ひ
ろ
い
と
こ
ろ

ヒ
ト
ヤ

ヒ
ド
ロ
ッ
タ

ヒ
ナ
タ
タ
セ
エ

ヒ
ナ
タ
y

カ
ワ

ヒ
、
ネ

ヒ
ボ

ヒ
マ
ッ
カ
キ

ヒ
ョ
ウ
ソ

ヒ
フ

フ
ウ
キ

フ
ウ
コ
ッ
カ
プ
り

フ
ウ
ベ
タ

プ
キ
ッ
チ
ョ

フ
キ
ミ
ソ

1260 

ヘ
ッ
タ

【

フ

】

ふ
者
、ほ

ほ
か
ぶ
り

ほ
ほ
、
ホ
ッ
ベ
タ

無
器
用

ふ
き
の
と
う
を
刻
ん
で
み
そ
で
味
つ
け
し
た
も
の



蚕
病
の
一
つ

正
月
二
日
の
こ
と
、
こ
の
日
ト
ロ
ロ
汁
を
つ
く
る

風
花

一
訟
の
三
眠

野
良
猫
、
ブ
ラ
ネ
コ

い
ん
げ
ん
豆
の
こ
と

フ
ロ
シ
キ
ヨ
メ
ゴ
嫁
入
道
具
を
も
た
ず
に
来
た
嫁

プ

ン

ナ

グ

ル

な

ぐ

る

フ
ク
ベ

フ
ク
ベ
ッ
ト
ウ

フ
コ
ウ

フ
シ

フ
ツ
カ
ド
シ

フ
ッ
コ
シ

フ
ナ
ヤ
ス
ミ

。フ-フ
フ
ロ
ム
ワ

ヘ
エ

:
ベ
エ

言語伝承

:
ベ
エ

ベ
エ
コ

ヘ
エ
ト
リ

ヘ
シ

第十章

ひ
ょ
う
た
ん

ひ
ょ
う
た
ん
、
こ
れ
を
鳥
小
屋
に
つ
る
す
と
い
た
ち
除

け
に
な
る

雲

【

へ

】

灰
、
蝿

だ
ろ
う
ハ
推
量
)
と
:
:
:
だ
け
(
限
定
〉
と
の
こ
つ
の

用
法
が
あ
る
。
こ
れ
は
名
久
田
地
区
ハ
大
塚
辺
)
に
聞

か
れ
る

・
:
:
ベ
エ
と
同
じ
ハ
中
之
条
町
全
体
〉

着
物

か
ま
き
り

む
や
み
に
、
や
た
ら

ヘ
ソ
ク
リ

ベ
ッ
チ
ョ

ヘ
ピ
ノ
コ
シ
カ
ケ

ヘ
ラ

ベ
ロ

ペ
ン
ペ
ン
グ
サ

ホ
ウ
ベ
エ

ホ
カ
ス

ホ
キ
ダ
ス

ホ
キ
ル

ホ
ソ
ピ
キ

ポ
チ
ャ

ホ
ッ
カ

ホ
ッ
カ
ッ
キ
ュ

ホ
ッ
ベ
タ

ホ
ト
パ
ス

ホ
メ
ク

ボ
ヤ
ヒ
ロ
イ

主
人
を
ご
ま
か
し
て
た
め
る
こ
と
で
こ
れ
は
コ
デ
と
ち

が
っ
て
悪
い
と
さ
れ
る

女
性
の
性
器

て
ん
な
ん
し
よ
う

舌へ
ラ
に
同
じ

な
ず
な

【

ホ

】

村
の
衆
、
小
単
位
の
部
落
の
み
ん
な

投
げ
る
、
か
き
た
て
て
や
わ
ら
か
に
す
る

吐
き
出
す

よ
く
育
つ
こ
と

細
い
麻
な
わ

風
呂
(
幼
児
童
巳

じ
ゃ
ん
け
ん

じ
ゃ
ん
け
ん
の
唱
え
方

ほ
ほ

水
に
つ
け
て
浸
す
こ
と

ホ
メ
イ
タ
か
ら
ホ
カ
シ
テ
や
わ
ら
か
に
す
る
と
直
る
と

い
う
よ
う
に
使
う

た
ぎ
ぎ
拾
い
、
木
を
切
っ
て
は
い
け
な
い
が
落
ち
て
い

1261 



誌

る
ボ
ヤ
は
拾
っ
て
よ
い

ふ
く
ろ
う

つ
く
ろ
い
こ
と

丸
ま
げ

火
(
幼
児
語
〉

民俗

ホ
ロ
ツ
ケ

ボ
ロ
ッ
ツ
ギ

ホ
γ
ダ

ボ
ン
ボ

【

マ

】

マ

イ

ゲ

眉

毛

マ

イ

ダ

マ

ま

ゆ

だ

ま

マ

キ

ハ

シ

巻

き

ぎ

や

は

ん

マ

キ

メ

つ

む

じ

マ
グ
ソ
カ
プ
ト
か
ぶ
と
む
し

マ

ケ

同

族

マ

サ

カ

意

外

マ

チ

ル

待

つ

マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
松
か
さ

マ
ナ
イ
タ
ア
ラ
イ
結
婚
式
の
翌
日
手
伝
っ
て
く
れ
た
近
所
の
婦
人
た
ち

を
招
い
て
も
て
な
す
こ
と

間
同

マ
ナ
タ

マ
ナ
コ
(
ク
)
ダ
マ
目
玉

マ

マ

土

手

マ
マ
オ
ッ
カ
ア
養
母
、
義
母

マ
マ
ツ
コ
は
な
い
か
だ
〈
植
物
)

マ
メ
コ
ナ
シ

マ
ル
ク

マ
ン
ガ
ア
ラ
イ

マ
ン
ガ
ス
キ
ー

マ
ン
カ
チ

マ
ン
コ

ミ
l
ヨ
ン

ミ
ダ
タ
レ
ル

ム
イ
カ
ド
シ

:
:
:
ム
シ

ム
ジ
ッ
ケ
エ

ム
シ
ッ
ツ
ル
ベ

ム
ジ
ナ

メ
エ
カ
ケ

メ
エ
ダ
ン

メ
カ
ゴ

豆
の
脱
穀

束
ね
る

田
植
え
の
終
っ
た
祝
い

竹
で
つ
く
っ
た
手
製
の
ス
キ
l

ひ
き
が
え
る

女
性
性
器

1262 

【

ミ

】

せ
み
の
一
種
み
ん
み
ん

乱
れ
る

【

ム

】

正
月
六
日
の
こ
と

:
・
:
・
で
す
ね
。
呼
び
か
け
に
近
い
使
い
方
も
あ
る
。

「
ム
シ
ム
シ
と
い
う
め
え
ム
シ
」
と
い
う
話
も
あ
る
。

可
愛
い
い

虫
に
食
わ
れ
て
つ
る
ば
っ
た
穀
類

サ
サ
グ
マ

【

メ

】

前
掛
け

ま
ゆ
だ
ま

も
の
も
ら
い
と
い
わ
れ
る
も
の



急
い
で

モ
ウ
ズ
と
同
じ

ボ
ケ
ル
こ
と
、
老
化
す
る

墓
の
メ
ハ
ジ
キ
の
こ
と
、
土
ま
ん
じ
ゅ
う
に
竹
を
割
っ

た
垣
を
つ
く
る
こ
と
(
蟻
川
)

モ
シ
γ

ツ

ケ

た

き

つ

け

モ

チ

ぼ

た

も

ち

も

モ

チ

と

い

う

モ
チ
ャ
ア
ズ
ケ
エ
手
に
負
え
な
い
、
困
惑
す
る

メ
ケ
エ

メ
シ
ボ

メ

タ
メ
ッ
カ
チ

メ
ッ
チ
ャ
ボ

メ
ツ
プ
シ

メ
ナ
シ

メ
メ
ズ

メ

γ
ゴ
ン
ゼ
エ

メ
ン
バ

メ
ン
メ

言語伝承

モ
ウ
ズ

モ
ウ
ゾ
ウ

モ
ウ
ボ
レ
ル

モ
ガ
リ

第 1.'章

ひ
か
く
的
自
の
こ
ま
か
い
小
さ
な
篭

め
や
に

や
た
ら
、
メ
ッ
タ

片
目
の
人

目
の
わ
る
い
人

目
を
こ
ま
か
く
編
ん
だ
か
ど
で
草
刈
り
な
ど
に
使
う
背

負
い
か
ど

ひ
び
・
あ
か
ぎ
れ
の
ひ
び

み
み
ず

毎
戸
、
一
軒
ご
と
に

木
製
の
弁
当
箱
、
小
判
形
の
曲
げ
物
で
弁
当
箱
に
す
る

う
ど
ん

【

モ

】

モ
ッ
コ

モ
テ
ル

担
架
式
に
つ
く
っ
た
運
搬
具

米
や
麦
な
ど
の
分
け
つ

【

ヤ

】

ヤ

篠

竹

や

小

さ

い

木

な

ど

の

切

り

株

ヤ

軽

い

問

い

返

し

の

語

ヤ
エ

γ
ボ

ウ

猿

ヤ

キ

ボ

大

麦

の

脱

穀

方

法

の

一

つ

ヤ

キ

モ

チ

オ

ヤ

キ

と

同

じ

ヤ
ク
ガ
イ
役
替
え
、
ヶ
イ
ヤ
タ
で
交
代
す
る

ヤ
ケ
ッ
ツ
リ
や
け
ど
、
や
け
ど
の
あ
と

ヤ
ス
ミ
メ
エ
ダ
マ
蚕
の
三
眠
の
と
き
に
つ
く
る
ま
ゆ
だ
ま
の
こ
と

ヤ
ス
ミ
ユ
エ
エ
蚕
が
ま
ち
が
い
な
く
眠
に
入
っ
た
と
き
の
祝
い
、
そ
の

中
心
は
ヤ
ス
ミ
メ
エ
ダ
マ
を
つ
く
る
三
眠
で
あ
る

ヤ

チ

湿

田

ヤ

ッ

ク

ラ

石

垣

ヤ

ネ

ゲ

エ

屋

綾

替

ヤ

マ

畑

ヤ

マ

ギ

仕

事

着

ヤ
マ
ッ
ク
ワ
や
ま
ぼ
う
し
、
小
正
月
の
ま
ゆ
だ
ま
を
さ
す
ポ
ク
に
使

担フ

ヤ
マ
ド
り
ズ
マ
イ
や
ま
ど
り
は
夫
婦
別
々
に
分
れ
て
夜
を
す
ご
す
と
い

わ
れ
て
結
婚
式
に
は
使
つ
て
は
い
け
な
い
と
い
う

1263 



誌

ヤ
メ
ル

ヤ
ロ
ウ

ヤ
ン
メ

俗民

ユ
ジ
リ

富
市
，

ヨ
オ
ッ
パ
リ

ヨ
キ

ヨ
キ
ダ
テ

ヨ
コ
ッ
チ
ョ
ウ

ヨ
ジ
ケ
ル

ヨ
シ
ッ
コ

ヨ
ッ
コ

ヨ
ッ
タ
H
F

ヨ
ッ
パ
レ
エ

ヨ
ナ
ベ

ヨ
リ
グ
キ

ヨ
ロ
ク

ヨ
ン
ベ

痛
む
、
苦
し
む

男流
行
性
の
結
膜
炎

【

ユ

】

風
呂
の
排
水
受
溜
の
こ
と
ハ
肥
料
用
)

【

ヨ

】

ヨ
オ
は
魚
の
こ
と

宵
っ
ぱ
り
、
夜
ふ
か
し

斧斧
を
打
ち
こ
む
、
木
を
切
る
こ
と

横
の
こ
と

よ
ろ
け
る
、
ふ
ら
ふ
ら
す
る

養
子

余
分
の
仕
事
、
本
来
の
し
ご
と
で
な
く
つ
い
で
の
仕
事

四
人

酔
っ
ぱ
ら
い

夜
な
べ
仕
事

う
ぐ
い
の
産
卵
期
に
川
の
瀬
に
馬
蹄
型
一
の
人
工
の
産
卵

場
所
を
つ
く
っ
て
そ
こ
に
入
っ
た
魚
を
と
る
漁
法

予
想
よ
り
余
分
に
と
れ
た
分
の
こ
と

昨
夜

フ
イ

ワ
カ
オ
ト
コ

ワ
カ
ナ

ワ
ク
サ

ワ
ケ
エ
シ
ョ

ワ
タ
シ

ワ
ッ
カ

ワ
ユ
ル

ワ
ラ
ジ
ガ
ケ

ワ
ン
グ
リ

【

ラ

】
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雷

【

ワ

】

正
月
三
か
日
の
神
仏
へ
の
供
え
ご
と
一
切
の
役
を
す
る

末
婚
の
男
性

つ
り
が
ね
に
ん
じ
ん
の
若
芽

か
め
む
し

若
衆
、
若
い
者

い
ろ
り
の
火
の
上
に
お
い
て
魚
を
焼
い
た
り
う
す
び
を

焼
く
道
具

輸は
に
か
む

地
下
足
袋

く
わ
が
た
む
し
の
雄

中
之
条
町
の
地
名

地
名
は
、
土
地
に
刻
ま
れ
た
歴
史
の
記
念
碑
で
あ
る
。
長
い
間
の
先
人

の
生
活
の
汗
の
し
み
こ
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
地
名
に
は
開
発
の
歴
史
、
信

仰
や
夢
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
時
に
笈
し
み
が
あ
る
の
も
地
名
で
あ
る
。
本

稿
は
、
中
之
条
町
の
地
名
に
つ
い
て
、
旧
村
名
の
大
字
、
小
組
名
の
小



字
、
そ
れ
よ
り
も
限
ら
れ
た
狭
い
範
囲
の
地
名
、
そ
れ
は
時
に
は
地
図
に

も
公
簿
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
地
名
|
|
こ
こ
で
は
小
名
と
よ
ぷ
、
と
を

地
区
別
に
表
と
し
て
記
録
し
た
。
地
名
に
は
そ
の
由
来
話
、
伝
説
な
ど
そ

れ
だ
け
で
も
興
味
を
ひ
く
話
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
拙
速
の
地
名
伝
説
の

ま
と
め
が
後
の
誤
解
を
生
む
の
を
さ
け
る
た
め
、
伝
説
、
由
来
話
を
割
愛

し
て
本
来
の
地
名
の
み
に
限
定
し
た
。
そ
れ
で
も
記
載
も
れ
も
あ
る
か
と

思
う
が
、
後
日
「
中
之
条
町
の
地
名
」
な
る
一
書
が
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

言語伝承

中
之
条
町

大

第十章

中
之
条
地
区

字

王

子

原

長石t伊

セ

塔t原

長

田

原

と
う
け
い

し

字

八
幡
、
反
町
、
袋
町
、
新
屋
敷
、
浦
町
、
上

ノ
町
、
中
ノ
町
、
下
ノ
町
、
竪
町 名

岡

稲t鼓3伊棚天
荷か石t勢 、玉
穴塁 、しの下主松

山森之の、
清田 、町2寺
水川 土Z 、屋

一 橋t雲実
妻 時需

奥石
沢、

大
石
原

中

111 

小
川
、
柳
ケ
瀬

西
中
之
条

小

川

林

吉小

原

崎

山永

田

原

枯柴宮法

満

寺 池

法
満
寺
、
旗
塚
、
赤
石
、
愛
宕

原

愛
宕
、
法
満
寺

崎

広
岡
ハ
広
町
〉
、
お
さ
山
、
沢
田
、
お
飯
綱
、

じ
よ
う
土
ハ
十
王
堂
)
、
柴
宮
、
中
村
、
田

中
、
川
原
、
山
崎
、
今
市
、
う
ち
で
、
新

聞
、
東
村
、
上
ノ
山

永
田
原
、
朴
の
木
原
、
折
田
永
田
原
、
中
之

条
長
田
原
、
清
水
、
四
本
松
、
丸
小
山
、
沢

田
、
一
本
松
、
石
橋

か

れ

っ

き

て

ら

う

し

ろ

柏
木
、
真
入
山
、
城
峯
、
弁
天
山
、
寺
後
、

十
二
平
、
日
蔭
平
、
日
蔭
原
、
瓜
全
平
、
上

の
山

木本

柴
本
ハ
芝
本
〉
、
岩
崎
、
竹
の
は
な
、
埋
メ
木

田
、
橋
場
、
中
島
、
向
っ
回
、
小
出
、
日
向

林
、
田
園
、
二
つ
石

沢

宮
沢
、
い
の
く
ぼ
、
陣
平
、
上
の
原
、
中
尾

根
、
立
沢
、
十
二
山
、
日
向
林
、
日
影

1265 



誌俗民

伊

勢

町

青

山

柳1;JIIg 
e 

只鳥

居

原

上天伊古ふ天Z宮急十と小

垣R 襖4
内と代f下主沢Z原

大雪扇j名な原
*t ニ子

平E平E楽? 内2端B

竜
ケ
鼻
、
は
な
が
湖
、
お
市
ケ
測
、
ニ
ツ
堂

馬
坂
、
井
戸
坂

員。

郎たア
河つク

思議官ヒ
、回

滝中
坂、
、上i

岩Zのん
奥E苦手

松塚Z
河か閉ま
原昔、
ハ割
伝目
四、

原

小Eデ
就きエ
、・セ

五~ ';/ 
良まボ
、ウ

室:

襲
笹
塚

神

古E上ま天
町fの 神

町E回
、'園

中
の諏
町E訪
、う木

下k
の
町E

大?
下た

参

八
幡
山
、
う
つ
ら
く

弁
天
測

市

城

前

河

原

沢喜西下主若

河Z
原島宮

小包駒

貝Z
戸と形

天
神
河
原

十十

ノノ

平E前

大

久

保

山馬暗月
毛
耕
地

唐亀御

座

石 端E滞

1266 

月
夜
野

お
ね
え
ど

セ
ン
パ
ゲ
エ
ト
、
穴
井
戸

か
ば
ね
坂

か
A
g
ん

ぎ

わ

柿
木
沢

根生t期石

か
め
い
し
つ
ば
ら

亀
石
原



唐

沢
横

婦

毛

塔t曽井い憶

す;ノ
町E沢

明岩Z清ま沢
井島、

堂明党入

沢
田
地
区

本2利

首
切
畑

毘
沙
門
坂
、
石
ど
ね

梅
ノ
木
平

神

清
明
沢

折
大

岡 字

滝永小離

田

沢原川山 字

わさ、 札坂高
林川 瀬負Z' 

あ

みだど 行人塚

う じ
色、 ん
な ば
く
そ

名畑

た
き
の

第十章言語伝承

い
た
わ
た
ど

板

渡

戸

天

神

原

定

光

寺

uり
た

ほ

ら

成

田

原

十

二

平

大雪赤戦1中

曽

道f根

内

平Z岩

1267 

ゃ

ち
谷
地
、

天
神

西tか
谷Zわ
戸とく

ぽ

五
り
ん
、
だ
い
も
ん
田
(
大
門
田
て
た
の
し

り
、
柳
沢
、
や
し
き

か
れ
つ
台

千
貫
-
枯
木
ハ
枯
木
は
ざ
ま
l
覚
文
検
地
)
、

い
ぬ
す
ご
し

十
王
堂
、
五
社
天
狗
、
う
ち
で
、
あ
か
い
わ

す
わ
の
原
、
す
わ
の
前
、
十
二
平

山

毒
水
、
と
う
み
つ
口
、
せ
ん
ど
う
、
か
け
は

し
ハ
寛
文
検
地
)

木
戸
の
沢
、
木
戸
口

次
は
寛
文
検
地
帳
に
あ
る
が
現
在
位
置
不
明

の
も
の

も
も
の
木
畑
、
か
ま
は
ら
、
戸
井
の
沢
、

じ
ゃ
ば
み
、
ほ
っ
た
沢
、
宮
西
、
宮
の
前
、

宮
田
、
宮
か
い
と
、
柴
っ
き
、
い
ど
の
上
、

お
り
た
、
下
折
田
、
こ
し
ま
き
、
海
道
ば

た
、
下
川
原
、
塚
の
越
、
塚
の
前
、
み
そ
の

前
、
十
二
の
前
、
石
橋
、
っ
ち
橋
、
と
う
か



誌{谷民

山

田

下

山

田

大門E丸

岩
ハ
開
墾
〉

電
み行

の

入

あ
な
、
か
ら
沢
、
い
の
民

竹

深
町
、
手
古
沢
、
は
な
わ
、
い
の
走
り
、
孫

八
平
、
か
な
わ
、
中
町
、
上
深
町
、
勝
負

瀬
、
北
林
、
花
曾
根
ハ
み
や
の
わ
き
、
だ
ぎ

し
ょ
、
れ
ん
た
い
〉
、
上
の
山
ハ
ま
つ
ば
|
ま

と
ば
〉
、
古
城
、
す
が
ら
峯
、
ま
わ
り
の
内
、

白
神
平
、
彦
兵
エ
問
、
上
の
堤
、
く
わ
こ

石
、
馬
回
り
、
ね
び
た
、
と
ひ
平
、
し
う

‘富・
9
ド

hv.‘a
，

沢
、
・
世
田
城
(
な
め
沢
ボ
タ
モ
チ
峠
〉
、
寺
屋

敷
、
四
阿
山
の
七
五
三
場

せ
き
ぞ
い
、
か
ど
の
坂
、
堂
の
下
、
大
道
、

う
し
ろ
だ
い
ら

後
平
、
東
平
、
ま
ま
高
、
が
け
端
、
川
端
、

二
つ
堂
、
か
ね
が
ふ
塚
、
じ
よ
う
じ
よ
う

岩
、
あ
ら
板
、
が
ま
沢
、
ぜ
ん
だ
な
、
渋
沢
、

中
島
、
中
居

野@

か
ど
の
原
、
一
間
木
戸
、
け
な
い
と
や
、
前

お
ね
、
や
ご
お
ね
、
か
れ
つ
木

と
ぴ
岩
、
ま
ば
、
浦
な
し
沢
、
と
の
林
、
原

の
、
上
野
原
、
木
お
と
し
、
二
つ
や
、
ひ
な

さ
き
、
げ
ん
な
い
、
こ
や
、
か
り
合
、
よ
し

の
沢
、
ふ
し
木
沢
、
ほ
ら
木
沢
、
ば
ら
木
沢

ハ
な
め
の
入
〉

方日か桑か高清畠E滝寺

社

原

細大

倉

見 性き

1268 

え
の
木
平
、
と
い
口
、
と
い
ロ
が
し
ら
、
い

も
の
た
け
、
川
は
た
、
中
し
ま
、
寺
は
や

し
、
東
平
、
か
し
よ
う
平
、
ゃ
ち
だ
、
か
も

が
沢

原E

十
二
の
前
、
十
二
平
、
堂
の
そ
り
、
ら
ん
と

う
、
梅
木
畠
、
石
あ
い
、
平
問
、
柿
の
木

畑
、
と
が
の
、
石
ご
ね
、
沢
入
、
う
し
ろ

と
、
す
わ
の
前
、
か
ば
ら
、
さ
わ
端
、
森
の

下し
た
み
ち

下
道
、
山
根
、

沼

い
ど
の
は
た
(
い
ど
ば
た
)

水

寺
山
、
な
め
沢

沢Z平

た
き
の
平

は
た
ざ
わ
、
菅
田
道
、
川
端
、
清
水
辺

丸
山
、
岩
下
、
い
の
く
ぼ
、
に
た
沢
、
上
の

原
、
い
ま
倉
、
そ
り
、
寺
社
原
、
す
す
ば
の

沢
、
あ
か
に
た
、
く
ろ
び
そ
の
原
、
沼
平
、

堂
峯

か
や
か
り
場
、
か
み
の
平
、
上
の
平
、
下
の

平
、
細
尾
、
細
尾
原
、
二
つ
石
、
ぬ
る
ゆ
、

せ
ん
の
沢
、
笹
口
、
か
ら
す
薮
、
馬
こ
ろ

び
、
入

尾

ひ
ら

大
倉
、
二
だ
う
ち
、
い
せ
平
、
せ
り
む
し
、



言語伝承第十章

上

沢

渡

暮湯ゆ下

反

下

上

反

下

湯久蛇古

座

部

前大

坂

下
の
原
、
荒
井
多
、
中
居
、
高
成
、
矢
の

枯
木
こ
し
、
大
倉
見
切
、
す
み
が
ま
、
新
肱

切
道
、
ふ
ど
う
、
中
に
ん
ば

暮
坂
峠

原E

は
ヨ
ち
ゃ
，
、

橋
場
、
湯
原
、
八
尺
、
中
道
、
湯
川
、
八
幡

平
、
和
具
、
上
野
、
居
住
肉
、
元
屋
敷
、
城

ノ
越
、
関
口
、
北
原

鈴沢(沢河か城E柿
の 、大 、瀬せのうの
沢駒反諏戸ど越t木
、寄下訪、、

か 、 、 〈 原 堀 入 柿
ら 明材 、回 道の
く胡車中沢城e回
り平 T 野

、42 、中荒主和
阿車中之板主因
の 1;お平、須
山巴ね、梅、

上反茂t殻宗棚
界下明守、 J界
戸、 杉宮戸
、滑E 名局

ハ
南
平
〉
湯

森野

権
現
沢
、
み
だ
い
界
戸
、
蛇
野
、
丸
山
ハ
井

戸
入
)
、
伊
倉
、
砥
沢
、
石
の
平
、
白
石
沢

こ
ぎ
ぷ
、
駒
寄

尻

前
尻

岩

下

沢

渡

四

万

金中菅和柴殿

谷

戸

君

の

尾

貫T湯Z
湯ゆ

平E原宮 原

1269 

下
、
押
野
、
大
岩

舞か
台の
、原

越

32: 
、の

木きく

訴時
、沢

銀ロ
山
寺美

の
原

組

明2原古そ
円i、 界り
ん加か戸

会ふ妻
、尺喜

伊、〈

賀大
野久
、保

栃

名上
~の

高ijs.宅
井い
、北

回矛目

ひ
か
げ

本

柴
本

袋
内
、
竹
井
、

下い
方ど
、くの
十入

の き
間みみ

のの
新を原
田、ハ

票i禁
畑巨く
( ぼ
県 子
道原
の〉

上
湯
原
、
下
湯
原
、
湯
原
川

の松ぬ
か築く
い(い
と的だ
可 業い
蛇可ら
場笹
~石き

戸う
せ、き
ん御率平
た堂f
く界tみ
場戸な

ハ た
おや
か 、



誌

寺

社

平

民俗

駒紘途ふ

いこ

た

井

尾渡E仁

連
戸ど木

犬

麦

平

山桐
ノ
木
平

調百げ
〆~ 1Ul¥h 

立回と
石ハ
沢大
、く源
あ田
カミ 、
こ下
と中
う 棚
げ
、源

じ太
よ」ノ

う三
こ保
し木

岩

井
土
肉
、
駒
岩
、
桑
原
平
、
や
り
か
つ
ぎ
、

三
つ
沢
、
高
田
、
高
岡
山
、
立
つ
岩

鹿

一
ノ
渡
戸
、
鷹
の
巣
、
あ
き
鹿

中

か
や
の
原
、
途
中
、
あ
や
め
橋
、
天
王
塚
、

途
中
沢

ふ
た
い
、
嘉
満
カ
湖
、
渋
砥
泉

山

入
ロ

に
れ
木

渡
戸
、
板
橋
、
わ
し
う
沢
、
土
橋
、
林
平
、

家
の
前
、
道
下
、
細
尾

大
石
カ
平
、
細
尾
沢
、
う
つ
を
坂
、
む
く
し
、

瀬
端
、
土
橋
、
桜
堂
沢
、
唐
操
原

ロ

芝
原
、
十
二
の
わ
き
い
湯
平
、
湯
口
、
林
前
、

あ
つ
か
ま
作
道
、
矢
噛
み
、
斉
藤
の
森
、
山

口
、
中
の
平
、
権
現
沢
、
白
石
、
高
野
山

桐
の
木
平
、
ヵ
ラ
沢
、
中
井
、
百
庚
申
、
水

晶
山
、
不
納
山
、
八
久
保
、
十
二
平
、
日
影

平
、
中
井
子
、
せ
ど
、
中
ぞ
り
、
ま
ま

大
岩

伊

怠

地

区

字本

前 新日

向

見

和井

戸

沢

大

岩

本

大ま瀬

子し村

堂f入

砂滝

湯

井
戸
沢

新
湯
、
厚
畑
、
栃
平
、
ウ
ッ
ピ
平
、
桧
岩
、

新
行
山
、
上
ノ
原
、
蝋
石
山
、
ピ
ワ
ッ
タ
ビ
、

ウ
ス
ッ
ク
ボ
、
小
倉
山
、
井
戸
沢
、
野
出
ノ

木
、
つ
つ
じ
が
丘

日
向
、
ゆ
ず
り
は
、
東
平
の
日
向
見
、
ば
ら

岩
の
摩
耶
、
コ
シ
キ
の
木
根
宿
、
星
水
沢
、

赤
沢
山
、
稲
包
山

矛。

和
利

字

大
田
ん
ぼ

名

原

桐
ノ
木
沢
、
く
ぼ
回
、
お
天
狗
山
、
柿
の
木

赤
石
山
、
し
ん
み
ち
、
か
ん
な

回

岩
の
下
、
せ
ん
り
ん
小
原
、
藤
塚

下
っ
原
、
柳
田
、
道
陸
神
、
沢
田
、
前
原
、

十
ぜ
ん
文
字

山

1270 



五

反

田

言語伝承第十章

泰t三

階

坂

高E原胡i滝

桃み

田上

菖竹池今和

事;
峯

松
の
下

上
の
台

椴t

松
原
、
不
動
坂

い
り
の
山

蒲

(
菖
部
)

越

馬
滑
、
増
淵

十
二
回
、
沢
カ
町
、
お
不
動
、
小
林
、
白
塚
、

ひ
ろ
み
、
せ
い
じ
ん
測

国井

西
門
(
せ
い
か
ど
〉

矛日

犬
す
ご
し
、
岩
原
沢
、
割
坂
、
稲
葉
沢
、
く

ひ
ら

ろ
げ
い
と
、
い
ち
ょ
う
の
木
、
杢
の
平
、
み

そ
ば
、
産
石
、
中
日
影
、
大
日
影
、
道
心
屋

敷
、
鍛
冶
屋
敷
、
り
ゅ
う
や
屋
敷
、
阿
弥
陀

堂
、
は
だ
か
岩
、
小
郎
、
岩
の
下
、
万
し
よ

う
山
、
観
音
前
、
観
音
入
、
八
く
ぽ
、
え
で

り
、
丸
っ
こ
山
、
上
の
か
い
と
、
た
ち
ょ
う

ば
、
下
道
、
行
人
塚
、
た
か
て
、
清
水
、
東

畑
、
堂
庭
、
た
な
、
さ
わ
、
池
の
平
、
獅
子

岩白

久

保

親E嵩5大

久

保

成み

の

原

後

界

戸 坪

1271 

ひ
ろ
ま
ち
、
す
る
す
、
ほ
う
ぼ
う
沢

鼻
、
七
ひ
ろ
石
、
に
ぐ
ら
堂
、
お
で
ん
ち
、

よ
だ
、
す
わ
の
さ
わ
、
川
ば
た
、
中
村
、
ご

う
ぐ
ら

五
反
田
ハ
永
禄
十
一
年

帳〉

五
反
田
辰
の
改

石
神
、
く
だ
り
山
、
む
こ
う
山
、
さ
わ
回
、

か
ね
づ
か
、
庚
申
林
、
一
本
木

都と

ど伊お矢
の勢くの
し山り口
ば
原一宮く
、番沢ぼ

二目 、、
又、び寺
沢とん屋
、わし敷
ーたや、

升りあ清
水、ら水

強5 ば
令主ミ

か 神

山

矢
城
、
土
矢
城
、
二
つ
石
、
大
石
沢
、
じ
ゃ

ぐ
い
、
中
だ
な
、
岩
崎
、
小
石
沢

田

舟
久
保
、
じ
ゅ
う
ぜ
ん
も
ん
河
原
、
き
ち
が

沢小
み
の
原

ぽ丸沢平1日
つ、、向

ぽす上山
、わの

井山山五
戸、、領

尿池山入
、の J首、

沢平、五

現以た嘗
唐谷な刊

E塊蝿す
ね西ーげ
、〈柿田

山ぼの、
〈、木笹



誌民俗

蟻

111 

名滝沼@塩久

保

田

奥

山

原

富

士

沢

倉大熊

野

沢

綿字

原

野
沢

上
村
、
下
村
、
ふ
か
回
、
東
く
ぼ
、
峯
の
け

い
と
、
い
そ
ぼ
っ
ち
ょ
う
、
ち
ゅ
う
ぎ
ゅ
う

山

うげ十ま
っく二ど
んぼ平Zめ
平t、、、

らすおま

ぎちな
な、め
ばふり
たか、

けん士
、回橋
Tこ、

けわあ
のせれ
ひ田え
ら、回

す、

西
の
が
け
、
く
に
し
た
、
天
神
山

固だ平

沼
田
平
、
か
し
ま
く
ぼ
、
大
久
保
、
湯
田
、

ひ
の
き
沢

池

東
今
井
、
く
ぽ
回
、
割
石

あ
れ
え
た

沢

原
、
な
か
井
、
れ
ん
げ
、
新
田
、
池
田
う

ら
、
清
水
沢
、
で
ぶ
げ
い
と
、
じ
よ
う
り
め

ん

亀

か
つ
ぼ
、
蟻
腰
、
寺
尾
沢

戸

t主
ら

大

道

百大

倉

獄

-rr 蟻

川

厳

灰嚇西

の

沢

十

二

原

日大長

h 

前
沢
、
後
沢
、
岩
の
下
、
や
げ
ん
、
こ
し
ま

塚

1272 

ば下
の
く
り
、
ざ
る
げ
い
と

て わ よ
どてし
う、の

中沢
呉、

中

長更

五票
ほ
ん観
塚音
、沢

湯
た上

沢

へ
ぴ
お
し
、
片
平
測
、
炭
釜
、
上
の
台
、
っ

か
ま
っ
、
鍛
冶
屋
敷
、
ふ
く
べ
っ
回
、
ひ
え

が
ら
沢
、
か
ま
の
入
、
か
ら
沢
、
梅
の
木

沢
、
外
で
、
先
ば
な
、
ほ
う
の
木
原
、
坊
主

山
、
長
峯

石

畑し

平Eで
の、

畑お
、き

行の
者お

震す

E 
ま
え

あ
か
い
沢

下
村
、
下
の
沢
、
石
神
坂

影

上
村
、
赤
羽
、
芳
の
沢

沢

そ
と
よ
し
、
大
岩

坂



「一一一一一

-
き
、
新
き
ょ
う
び
ら
、
く
だ
り
の
田
ん
ぼ
、
一

一

鉄

砲

台

一

名
久
園
地
区

第十章言語伝君主

平 大

字

名賀久 込 見長
宇

山山 市平田岸 田沢林 妻 字

御坊山 二の 長見山 沢、大梨子 一の 代中 柳沢 土赤 下川堤 年五蝿 タコ 原池先

i ?;i H 員十
甑 場、自重; 聖 量司 宮

震中 2 後l 臭

のあも 沢2 新敷屋 名

喜ぞ話加る 下河

検大

尾塚

栃竹八中七

日

市

堅長千高長

久

保

宿丸二

日

市

小

枝

沢

壁イ中

瀬

田
屋

念
仏
坂
、
間
歩

井

山
根

幡

西
久
保
、
八
幡

沢

北
貝
戸
、
坂
本

塚

小
塚
、
岩
根

東
向
寺

岡

桃
瀬

石

久
保
入

悌
坂
、
無
量
寺

沢津

今
井
、
後
貝
戸
、
す
ぐ
地
坂
、
万
蔵
尾
根

下
高
津

害。

天湯ゆ
神平Z

宿
害l
上
の
宿

竹
の
下

前
形

山

岩
の
上
、
小
丸
山

大
梨
子
(
青
梨
と
書
く
こ
と
も
あ
る
)

寄
居
、
日
向
、
塚
田

谷

震

村

1273 



民俗誌

赤栃

坂窪

五

十

嵐

塩岩取清t大矢行E貫Tと

う

か

あ

な

稲

荷

穴

木前

新

田

八
反
田

原

塚 石 石
、田

中
林森
、の

室町
、山

間入
国、

馬璽
滝原
の、

下ね
、ず

柴み

本

お大取告う十
天坊揚号、二
狗 、 莱峠
岩Zあ畑
上2く か
と ん
ハな
阿ざ
久わ
津
〉滝

の
上

で
ベコ
ぽ

揚河c坊場

的
場
、
不
動
坂
、
蔵
屋
敷
、
塔
頭
場
、
番
屋

坂
、
地
蔵
峠
、
門
口
、
上
の
山
、
上
の
く
だ

り
ハ
下
り
〉
、
腰
巻

釜
洲
、
即
応
跡
、
宮
沢
、
堂
窪
、
伊
賀
野
、
峠

上
の
貝
戸
、
久
保
貝
戸
、
中
島
、
折
越
、
豆

腐
貝
戸
、
木
合
、
金
比
羅
坂

沢喜坂まA-
日

一八
本兵
松衛

1;k間
出でそ

り
げ
ん

鍛
冶
屋

猿
追
小
屋
ハ
猿
小
屋
〉
行
ガ
峯
、
原

番
屋
、
沖
、
沢

い
ん
ご
う
惣
兵
衛
の
逸
話

1274 

い
ん
ご
う
惣
兵
衛
こ
と
富
沢
惣
兵
衛
の
逸
話

と
き
お
り
お
り
の
話
に
山
田
村
の
生
ん
だ
冨
沢
惣
兵
衛
の
逸
話
を
聞
く

こ
と
が
あ
る
。
こ
の
人
は
大
字
山
田
五
三
二
宮
沢
利
三
の
家
の
数
代
前
の

主
人
で
、
こ
の
村
の
人
た
ち
は
「
い
ん
ご
う
惣
兵
衛
」
「
え
ん
ご
う
惣
兵

衛
」
「
え
こ
じ
惣
兵
衛
」
、
「
ひ
ゅ
う
げ
惣
兵
衛
」
な
ど
と
呼
ぴ
い
ろ
い
ろ
話

題
を
生
ん
だ
人
で
あ
る
。
あ
る
時
は
言
い
だ
し
た
こ
と
を
ま
げ
な
か
っ
た

り
、
あ
る
時
は
み
ん
な
と
す
る
と
き
に
へ
ん
に
さ
か
ら
っ
て
み
た
り
、
ま

た
あ
る
時
は
ふ
ざ
け
て
み
た
り
し
た
の
で
い
ろ
い
ろ
の
愛
称
?
が
つ
け

ら
れ
た
だ
ろ
う
と
思
う
も
の
で
あ
る
。
関
西
の
あ
る
新
聞
社
の
よ
う
な
所

で
珍
談
奇
談
を
募
集
し
た
と
き
に
、
議
が
ど
ん
な
話
を
応
募
し
た
の
か
知

ら
な
い
が
、
応
募
し
た
も
の
が
首
席
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
た
い

へ
ん
お
も
し
ろ
い
話
を
残
し
た
人
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
そ
の
全
部
を
記
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
聞
い

た
範
囲
で
の
全
部
を
書
き
残
し
た
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
宮
沢
家
の

前
に
墓
地
が
あ
り
。
詮
敏
一
道
居
士
、
文
化
十
三
年
三
八
二
ハ
年
)
丙

子
十
月
十
八
日
夜
、
惣
兵
衛
、
明
岳
了
詮
大
姉
、
享
和
三
年
(
一
八

O
三

年
〉
突
亥
七
月
十
四
日
夜
、
惣
兵
衛
奏
と
刻
ん
だ
石
塔
が
あ
る
。
こ
れ
が

逸
話
を
残
し
た
人
だ
と
い
う
。

な
に
し
ろ
一
八
一
六
年
に
他
界
し
た
人
の
話
で
あ
る
か
ら
、
人
の
名
前



や
屋
号
そ
の
ほ
か
場
所
の
名
称
な
ど
も
変
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多

い
と
恩
わ
れ
る
し
、
ま
た
、
話
そ
の
も
の
に
も
、
違
い
伝
え
ら
れ
て
い
る

の
で
他
の
機
関
紙
な
ど
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
も
の
と
相
当
の
違
い
が
あ
る

の
で
お
こ
と
わ
り
し
で
お
く
も
の
で
あ
る
。

1

煮
こ
み
う
ど
ん
の
話

あ
る
時
惣
兵
衛
さ
ん
は
近
所
の
人
た
ち
に
「
う
ど
ん
は
、
煮
こ
み
に
し

た
も
の
を
冬
た
べ
る
に
限
る
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
う
ど
ん
の
本
当
の
味
は

わ
か
ら
な
い
」
と
話
し
た
こ
と
が
あ
る
。
山
田
村
の
清
水
に
町
田
三
右
衛

Li J5伝承

(惣兵衛の墓〉

第十$:

門
と
い
う
分
限
者
が
あ
っ
て
、
そ
の
人
も
か
ね
て
か
ら
こ
の
こ
と
を
聞
い

て
知
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
年
の
夏
に
こ
の
主
人
が
「
た
い
へ
ん

よ
い
夢
を
見
た
の
で
「
ふ
る
ま
い
」
を
し
た
い
」
と
惣
兵
衛
さ
ん
を
招
待

し
た
。
惣
兵
衛
さ
ん
は
そ
の
家
へ
行
っ
て
見
れ
ば
ご
馳
走
は
「
う
ど
ん
」

な
の
で
す
ぐ
に
家
へ
と
っ
て
返
し
「
ド
テ
ラ
」
に
着
替
え
て
い
っ
た
。
や

が
て
ふ
る
ま
い
の
ご
馳
走
が
は
じ
ま
る
と
惣
兵
衛
さ
ん
は
「
煮
こ
み
う
ど

ん
」
を
注
文
し
、
夏
の
暑
い
さ
中
に
あ
っ
い
う
ど
ん
を
滝
の
よ
う
な
汗
を

流
し
な
が
ら
「
う
ま
い
う
ま
い
、
や
は
り
う
ど
ん
は
煮
こ
み
を
寒
い
時
に

食
う
の
に
限
る
」
と
言
い
な
が
ら
食
べ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

2

年
始
の
あ
い
さ
つ
の
こ
と

(
1
〉

惣
兵
衛
さ
ん
の
萎
は
、
下
沢
渡
村
菅
田
の
田
村
半
兵
衛
の
娘
で
あ
る
と

い
う
。
多
分
結
婚
し
て
聞
も
な
い
頃
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
あ
る
年
の

正
月
の
こ
と
、
菅
田
の
嫁
の
家
へ
年
始
の
あ
い
さ
つ
に
行
っ
た
。

そ
の
服
装
は
ふ
だ
ん
着
か
野
良
着
か
非
常
に
悪
く
普
通
の
考
え
で
は
着

て
い
か
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
ゅ
う
と
は
一
見
し
て
「
年
始
の

あ
い
さ
つ
な
の
に
無
礼
せ
ん
ば
ん
と
い
う
わ
け
で
そ
の
あ
い
さ
つ
を
受
け

な
か
っ
た
。

惣
兵
衛
さ
ん
は
す
な
お
(
?
〉
に
家
に
帰
り
、
着
物
を
着
替
え
「
は
か

ま
」
を
は
き
「
か
み
し
も
」
を
つ
け
「
万
」
を
さ
し
で
馬
に
乗
り
と
い
う

い
か
め
し
い
い
で
た
ち
で
菅
田
へ
の
り
こ
ん
で
き
た
。
し
ゅ
う
と
は
と
の

姿
を
見
て
驚
き
、
着
物
を
着
替
え
、
「
は
か
ま
」
を
つ
け
て
招
じ
入
れ

「
て
い
ち
ょ
う
」
に
あ
つ
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

年
始
の
あ
い
さ
つ
の
こ
と

(
2
〉

1275 
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誌、

あ
る
年
の
正
月
、
ど
ん
な
都
合
だ
っ
た
の
か
、
菅
回
の
田
村
半
兵
衛
の

家
へ
年
始
に
行
け
な
か
っ
た
。
三
月
の
節
句
が
す
ぎ
て
も
あ
い
さ
つ
が
な

い
の
で
当
の
し
ゅ
う
と
さ
ん
が
「
惣
兵
衛
は
年
始
に
も
こ
な
い
」
と
不
服

そ
う
な
こ
と
を
雪
一
回
っ
た
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
を
開
い
た
惣
兵
衛
は
、

四
月
の
春
、
そ
ば
の
花
ざ
か
り
の
頃
「
き
ょ
う
は
年
始
の
あ
い
さ
つ
に
行

く
」
前
ぶ
れ
を
し
て
お
き
例
の
「
か
み
し
も
」
姿
で
菅
固
に
行
き
、
お
り
し

も
「
そ
ば
」
の
花
が
畑
い
っ
ぱ
い
に
咲
い
て
い
る
畑
を
「
そ
ば
の
殴
」
を
ま

た
ぎ
な
が
ら
、
「
き
ょ
う
の
雪
は
深
い
ぞ
、
き
ょ
う
の
雪
は
深
い
ぞ
」
と

い
い
な
が
ら
、
し
ゅ
う
と
へ
の
所
へ
行
き
年
始
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
。
こ

れ
に
は
し
ゅ
う
と
の
半
兵
衛
も
驚
い
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
ば
の
花
が
一
面

に
咲
く
と
「
雪
が
降
っ
た
よ
う
だ
」
と
い
う
の
を
知
っ
て
い
て
そ
れ
を
も

じ
っ
た
の
で
あ
る
。

4

子
ど
も
の
観
音
供
養

あ
る
年
惣
兵
衛
は
何
人
か
と
連
れ
だ
っ
て
伊
勢
参
宮
に
で
か
け
た
、
無

事
に
参
詣
を
す
ま
せ
て
の
帰
り
み
ち
、
浜
松
の
宿
へ
と
お
り
か
か
っ
た
。

と
、
あ
る
家
の
前
ま
で
く
る
と
、
こ
ど
も
が
大
き
な
声
で
泣
い
て
い
る
。

立
ち
止
っ
て
聞
い
て
い
る
と
、
母
親
が
も
の
す
ご
い
け
ん
ま
く
で
お
こ
っ

て
い
る
「
こ
ん
な
子
は
誰
に
で
も
く
れ
て
し
ま
う
ぞ
」
と
ど
な
り
ち
ら
し

て
い
る
。
そ
れ
を
聞
い
た
惣
兵
衛
「
ガ
ラ
リ
」
と
戸
を
あ
け
て
「
そ
の
こ

ど
も
本
当
に
く
れ
る
か
い
」
と
聞
い
た
。
す
る
と
相
当
こ
う
ふ
ん
し
て
居

た
の
で
あ
ろ
う
「
あ
あ
や
る
と
も
」
と
言
う
、
ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
た
が

「
く
れ
る
な
ら
も
ら
っ
て
い
く
よ
」
と
こ
ど
も
を
も
ら
い
肩
車
に
の
せ
、

予
を
引
き
苦
労
を
重
ね
て
山
田
村
の
自
分
の
家
へ
つ
れ
て
き
た
。

俗民
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そ
れ
か
ら
何
年
間
か
養
育
し
て
き
た
が
不
幸
に
し
て
そ
の
こ
ど
も
は
結

婚
し
な
い
う
ち
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
親
に
み
は
な
さ
れ
、
他
人
の
中
に

育
て
ら
れ
、
一
人
前
の
大
人
に
な
ら
な
い
う
ち
に
他
界
し
て
し
ま
っ
た
こ

ど
も
を
ふ
び
ん
思
い
、
ね
ん
ご
ろ
に
と
む
ら
い
、
そ
の
後
石
の
観
音
さ
ん

の
像
を
造
り
、
供
養
を
し
、
い
つ
も
忘
れ
な
か
っ
た
と
い
う
、
現
在
も
な

お
庭
の
す
み
の
井
戸
端
に
そ
の
像
は
安
置
さ
れ
て
い
る
。

5

風
自
も
ら
い

あ
る
晩
の
こ
と
近
所
の
家
ハ
麻
屋
こ
と
宮
崎
太
郎
右
衛
門
ま
た
は
「
か

き
の
う
ち
」
と
も
い
い
ど
ち
ら
か
わ
か
ら
な
い
)
に
風
呂
も
ら
い
に
行
っ

た
。
ち
ょ
う
ど
だ
れ
も
入
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
「
す
ぐ
入
っ
と
く
れ
」

と
言
っ
た
、
惣
兵
衛
な
に
思
っ
た
の
か
、
ど
て
ら
を
着
た
ま
ま
風
自
に
入

り
「
あ
あ
い
い
湯
だ
」
と
、
そ
こ
ま
で
は
よ
か
っ
た
が
、
湯
か
ら
あ
が
る



と
、
ど
て
ら
か
ら
だ
ら
だ
ら
湯
の
水
を
た
ら
し
な
が
ら
奥
座
敷
の
旦
那
さ

ん
の
所
ま
で
行
き
、
「
け
つ
こ
う
な
湯
で
が
ん
し
た
」
と
平
気
な
顔
を
し

て
家
に
帰
っ
た
。
風
呂
の
水
は
な
く
な
る
、
あ
と
仕
ま
つ
は
た
い
へ
ん
で

あ
っ
た
の
で
い
つ
か
惣
兵
衛
を
困
ら
し
て
や
ろ
う
と
一
策
を
考
え
た
。

い
く
日
か
た
っ
て
ま
た
惣
兵
衛
を
風
呂
に
く
る
よ
う
に
呼
ん
だ
、
そ
し

て
惣
兵
衛
が
く
る
と
、
「
す
ぐ
入
っ
と
く
れ
」
と
言
っ
た
。
こ
ん
ど
は
着

物
を
ぬ
ぎ
は
だ
か
に
な
っ
て
風
呂
に
入
っ
た
、
「
あ
あ
い
い
湯
だ
」
と

言
っ
て
し
ば
ら
く
入
っ
て
い
た
の
ち
に
あ
が
り
、
帰
っ
て
行
っ
た
。
家
の

人
た
ち
は
、
水
を
入
れ
な
い
か
ら
の
風
呂
に
入
れ
た
の
で
「
ざ
ま
あ
見
ろ

惣
兵
衛
こ
ん
ど
は
ば
か
を
見
た
ん
ベ
」
と
風
呂
を
の
ぞ
い
て
見
る
と
、
風

呂
桶
の
中
に
は
「
う
ん
こ
」
と
「
小
便
」
が
ひ
っ
て
あ
る
で
は
な
い
か
、

か
ん
か
ん
に
お
こ
っ
て
「
惣
兵
衛
さ
ん
ひ
で
え
じ
ゃ
ね
え
か
い
風
呂
桶
に

く
そ
な
ん
か
ひ
っ
て
」
と
言
う
と
、
当
の
惣
兵
衛
平
気
な
顔
を
し
て
「
水

の
入
ら
ね
え
風
呂
桶
な
ん
か
せ
っ
ち
ん
と
同
じ
だ
」
と
言
っ
て
い
た
と
い

〉
円
ノ
。

言語伝承

宿
屋
の
で
き
ご
と

あ
る
年
の
冬
、
利
根
郡
沼
田
方
面
に
所
要
が
あ
っ
て
出
か
け
た
と
き
の

こ
と
で
あ
る
。
用
事
を
す
ま
せ
て
あ
る
「
は
た
ご
」
を
お
と
ず
れ
「
今
夜

泊
め
て
も
ら
い
た
い
が
」
と
女
中
に
頼
ん
だ
、
女
中
は
惣
兵
衛
の
仕
度
が

き
わ
め
て
悪
い
の
を
見
て
奥
へ
入
っ
て
行
っ
た
。
や
が
て
女
中
は
玄
関
へ

来
て
「
申
し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
が
部
屋
が
あ
い
て
い
な
い
の
で
ど
こ
か
ほ

か
の
宿
を
き
が
し
て
下
さ
い
」
と
言
う
。
惣
兵
衛
は
「
ふ
と
ん
部
屋
は
あ

い
て
い
る
か
い
」
と
聞
く
と
「
ふ
と
ん
部
屋
は
あ
い
て
い
ま
す
」
と
の
こ
と

6 

第十章

無
理
や
り
泊
め
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。

部
屋
で
ひ
と
休
み
し
て
か
ら
用
事
が
あ
る
ふ
り
を
し
て
帳
場
の
前
に
行

き
、
わ
ざ
と
小
判
を
二
ま
い
ば
か
り
を
落
し
て
宿
の
者
に
見
せ
た
の
で
あ

る
。
宿
の
人
達
は
大
金
を
持
っ
て
い
る
惣
兵
衛
に
驚
き
、
主
人
が
女
中
全

部
を
つ
れ
て
当
の
ふ
と
ん
部
屋
へ
き
て
「
お
み
そ
れ
し
て
誠
に
申
訳
あ
り

ま
せ
ん
、
是
非
ほ
か
の
部
屋
へ
替
え
て
下
さ
い
」
と
た
た
み
に
頭
を
す
り

つ
け
る
よ
う
に
し
て
あ
や
ま
っ
た
が
惣
兵
衛
は
「
み
ん
な
が
驚
く
ほ
ど
え

れ
え
ハ
偉
い
〉
人
閉
じ
ゃ
ね
え
か
ら
替
え
な
く
も
い
い
よ
」
と
平
気
の
顔

で
部
屋
替
え
を
し
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
か
ら
は
手
の
ひ
ら
を
か
え
す
よ
う

に
取
り
扱
い
が
変
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
翌
朝
女
中
に
幾
分
か
の
心
づ
け
を

し
て
帰
っ
た
と
い
う
。

7

娘
の
と
む
ら
い

江
戸
時
代
の
坊
さ
ん
は
村
の
有
識
者
と
し
て
村
の
だ
れ
も
が
尊
敬
し
て

い
た
も
の
で
あ
る
。
山
田
村
も
そ
の
た
ぐ
い
に
も
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う

が
、
何
が
原
因
で
あ
っ
た
か
坊
さ
ん
と
意
見
の
く
い
ち
が
い
か
ら
と
う
と

う
出
入
り
ハ
け
ん
か
〉
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
寺
の
坊
さ
ん
と

け
ん
か
し
た
と
い
う
の
で
村
中
の
人
の
驚
き
は
た
い
へ
ん
な
も
の
だ
っ

た
そ
れ
か
ら
ど
の
く
ら
い
の
月
日
が
た
つ
た
の
か
、
あ
る
日
自
分
の
か
わ

い
い
娘
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
け
ん
か
を
し
て
気
ま
ず
い
の
で

あ
る
が
葬
式
を
す
る
の
に
お
坊
さ
ん
を
頼
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
寺
を

た
ず
ね
て
葬
式
の
こ
と
を
頼
ん
だ
。
坊
さ
ん
も
相
当
に
か
ん
に
さ
わ
っ
て

い
た
と
み
え
、
こ
の
際
惣
兵
衛
に
し
か
え
し
を
す
る
と
き
と
ば
か
り
「
葬

1277 
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式
な
ん
か
出
し
て
や
ら
ね
え
」
と
頼
み
を
聞
い
て
く
れ
な
い
。
そ
こ
で
惣

兵
衛
は
「
坊
さ
ん
な
ん
か
頼
ま
ね
え
お
れ
が
ち
平
ん
と
葬
っ
て
み
せ
る
」

と
言
っ
て
寺
を
出
た
。
ど
こ
の
坊
さ
ん
も
た
の
ま
ず
に
葬
式
を
す
ま
せ
た

の
で
あ
る
が
戒
名
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
石
塔
を
た
て
る
と

き
「
つ
る
か
め
の
栄
順
は
ず
羽
子
い
た
の
み
せ
に
あ
る
日
頃
身
は
終
り
十

九
」
の
字
を
刻
し
た
の
で
あ
る
、
屋
敷
の
前
の
墓
地
に
現
存
す
る
の
が
そ

れ
で
あ
る
。
寛
政
壬
子
十
三
日
と
あ
る
が
、
寛
政
四
年
で
「
羽
子
い
た
の

み
せ
に
あ
る
日
頃
」
と
あ
る
の
で
一
月
十
三
日
に
な
く
な
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
つ
け
た
り
で
は
あ
る
が
、
す
ば
ら
し
字
が
刻
し
て
あ
る
の
で
、

町
田
延
陵
の
字
だ
と
想
像
し
て
い
る
。

8

夏
の
土
用
の
火

「
土
用
の
火
は
薬
に
な
る
」
と
青
か
ら
雪
間
わ
れ
て
い
る
。
夏
は
気
温
が

高
い
の
で
裸
に
な
っ
た
り
薄
着
を
す
る
の
で
体
が
冷
え
て
体
調
を
そ
こ
ね

る
こ
と
が
あ
る
の
で
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
言
わ
れ
た
の
か
と
思
っ
て
見
た

が
あ
た
っ
て
い
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

あ
る
夏
の
土
用
の
昼
さ
が
り
、
村
の
人
た
ち
は
「
あ
つ
い
あ
っ
い
」
と

裸
に
な
っ
て
野
良
仕
事
を
休
ん
で
身
の
お
き
ど
こ
ろ
も
な
い
様
子
で
あ
っ

た
が
こ
れ
を
知
っ
た
惣
兵
衛
は
「
土
用
の
火
は
薬
に
な
る
」
と
い
う
か
ら

火
に
で
も
あ
た
っ
た
ら
ど
う
か
と
言
っ
て
家
へ
帰
っ
た
。
村
の
人
た
ち
は

惣
兵
衛
の
こ
と
だ
か
ら
何
か
や
る
ぞ
と
思
っ
て
、
あ
と
か
ら
そ
っ
と
惣
兵

衛
の
家
を
訪
ね
て
見
た
。
す
る
と
「
こ
た
つ
」
に
炭
火
を
お
こ
し
「
綿
入

れ
の
着
物
」
を
着
て
そ
こ
に
あ
た
り
、
ま
わ
り
に
六
枚
び
ょ
う
ぶ
を
た
て

て
い
る
。
「
惣
兵
さ
ん
ど
う
し
た
ね
」
と
聞
け
ば
、
平
気
の
顔
を
し
て

「
土
用
の
火
は
薬
に
な
る
」
と
い
う
か
ら
火
に
あ
た
っ
て
い
る
の
さ
、

と
、
答
え
た
と
い
う
。

9

豆

ま

き

初
夏
の
あ
る
日
の
こ
と
惣
兵
衛
が
畑
ハ
山
田
の
し
よ
う
ぷ
瀬
と
い
う
所

と
聞
く
)
で
大
豆
の
種
ま
き
を
し
て
い
る
と
、
川
む
こ
う
の
折
田
の
人
が

「
何
を
ま
き
な
さ
る
」
と
大
声
で
た
ず
ね
た
。
す
る
と
惣
兵
衛
は
返
事
を

し
な
い
で
鍬
を
急
い
で
置
き
、
し
よ
う
ぶ
瀬
の
浅
瀬
ハ
橋
が
あ
っ
た
か
も

知
れ
な
い
)
を
わ
た
っ
て
折
田
の
人
の
所
へ
来
た
。
そ
し
て
そ
っ
と
口
を

そ
の
人
の
耳
に
あ
て
て
「
豆
を
ま
く
の
さ
」
と
さ
さ
や
く
よ
う
に
言
っ

た
。
そ
の
人
は
「
そ
ん
な
ら
ど
う
し
て
す
ぐ
に
返
事
を
し
な
か
っ
た
の

か
」
と
言
う
と
「
で
も
鳩
の
や
つ
が
聞
い
て
い
た
ら
み
ん
な
掘
ら
れ
て
し

ま
う
わ
い
」
と
畳
一
一
回
っ
た
と
い
う
。
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問

年

の

暮

あ
る
き
き
ん
の
年
の
暮
、
近
所
の
百
姓
は
と
て
も
年
が
越
せ
そ
う
も
な

い
、
惣
兵
衛
一
策
を
案
じ
た
。

お
寺
で
法
会
に
使
う
「
に
ょ
う
は
ち
」
を
持
っ
て
あ
る
金
持
ち
の
家
を

尋
ね
「
こ
れ
を
し
た
に
金
を
貸
し
て
く
れ
」
と
た
の
ん
だ
、
す
る
と
「
じ

ゃ
ん
ぽ
ん
に
使
う
も
の
な
ん
か
持
っ
て
き
て
も
値
が
わ
か
ら
な
い
か
ら
貸

せ
な
い
」
と
断
っ
た
。
す
る
と
惣
兵
衛
は
「
と
ん
で
も
な
い
値
(
音
〉
は

わ
か
る
さ
」
と
、
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ラ
ン
と
鳴
ら
し
た
て
た
。
時
あ
た
か
も
大

み
そ
か
の
年
と
り
で
あ
っ
た
の
で
「
え
ん
ぎ
」
で
も
な
い
と
い
く
ら
か
の

金
を
貸
し
て
く
れ
た
の
で
何
人
か
の
村
の
人
に
貸
し
あ
た
え
て
や
っ
た
が

足
り
な
い
。
ど
う
も
気
持
が
お
さ
ま
ら
な
い
。
翌
日
は
正
月
元
旦
の
こ

と
、
朝
早
く
そ
の
家
の
屋
敷
の
入
口
に
「
く
せ
の
よ
く
な
い
あ
れ
ば
馬
」

を
つ
な
い
で
お
い
た
。
年
始
に
行
く
人
は
ど
う
し
て
も
馬
の
所
を
通
ら
な

け
れ
ば
表
か
ら
入
れ
な
い
。
そ
ば
へ
行
け
ば
、
け
る
、
か
み
つ
く
、
で
ど

う
し
て
も
通
れ
な
い
。
や
む
を
え
ず
、
裏
口
か
ら
入
っ
て
年
始
を
し
た
。

当
の
家
で
は
、
年
始
の
あ
い
さ
つ
を
裏
口
か
ら
受
け
る
と
い
う
の
で
た
い

へ
ん
困
っ
た
と
云
う
。

日
人
聞
は
お
も
お
も
し
く

い
つ
も
人
の
意
表
を
つ
く
よ
う
な
こ
と
し
て
い
る
の
を
み
て
、
嫁
の
親

は
、
も
っ
と
落
ち
つ
い
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

あ
る
日
嫁
の
親
は
「
人
聞
は
も
っ
と
お
も
お
も
し
く
し
な
け
れ
ば
だ
め

だ
」
と
意
見
を
し
た
。
す
る
と
二
、
三
日
た
っ
た
頃
に
惣
兵
衛
は
嫁
の
実

家
を
た
ず
ね
て
い
っ
た
。
し
ゅ
う
と
が
見
る
と
腰
に
石
う
す
を
さ
げ
て
い

第 1 ・卒

る
、
重
い
の
を
が
ま
ん
し
て
家
の
中
に
立
っ
て
い
る
。
「
惣
兵
衛
こ
り
ゃ

あ
ど
う
し
た
こ
と
だ
」
と
聞
く
と
、
す
ま
し
た
顔
を
し
て
、
「
な
あ
に

ね
、
男
は
重
々
し
く
し
な
け
れ
ば
と
い
う
の
で
少
し
重
々
し
く
な
ろ
う
と

思
っ
て
」
と
答
え
た
と
い
う
。
し
ゅ
う
と
は
こ
れ
を
聞
い
て
ど
う
思
っ
た

ろ
う
か
。

ロ
女
房
を
た
い
せ
つ
に

あ
る
日
嫁
の
父
親
に
「
男
は
女
房
を
大
切
に
す
る
も
の
だ
、
そ
う
し
な

い
と
お
前
も
近
所
の
話
が
よ
く
な
い
ぞ
」
と
意
見
を
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
嫁
の
実
家
の
村
祭
り
の
目
、
村
中
の
人
が
出
て
に
ぎ
や
か
な
中
を
、

い
や
だ
と
い
う
嫁
を
無
理
や
り
に
背
に
負
い
、
嫁
の
家
へ
行
き
、
人
々
を

驚
か
し
た
と
い
う
。

同
む
ね
や
け
を
な
お
す

あ
る
夜
の
こ
と
、
火
災
ハ
自
分
の
家
と
も
近
所
の
家
と
も
云
わ
れ
て
い

る
〉
が
起
っ
た
、
近
所
の
人
達
や
応
援
に
か
け
つ
け
た
人
々
は
一
所
懸
命

に
消
火
な
ど
に
助
力
し
て
い
る
の
に
惣
兵
衛
は
平
気
で
火
の
手
を
見
な
が

ら
、
も
ぐ
も
ぐ
何
か
を
か
ん
で
い
る
、
「
惣
兵
衛
さ
ん
何
を
し
て
い
る
ん

だ
い
」
と
問
え
ば
、
惣
兵
衛
い
わ
く
「
胸
ハ
棟
〉
の
や
け
る
(
焼
け
る
)

の
に
は
昆
布
が
い
い
と
い
う
か
ら
か
ん
で
い
る
の
だ
が
火
は
お
さ
ま
ら
ね

え
」
と
言
っ
て
い
た
と
い
う
。

M

と
う
が
ら
し
と
火

あ
る
冬
の
夜
山
田
村
か
ら
川
の
む
こ
う
に
火
災
が
あ
っ
た
。
近
所
の
人

た
ち
は
「
ず
い
ぶ
ん
大
き
な
火
事
だ
」
「
だ
れ
の
う
ち
だ
ろ
う
」
な
ど
と

言
い
な
が
ら
火
事
を
見
て
い
る
。
と
見
れ
ば
惣
兵
衛
は
、
竹
の
く
し
に
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「
と
う
が
ら
し
」
を
さ
し
て
火
事
の
方
向
に
立
て
て
い
る
。
「
惣
兵
衛
さ

ん
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
な
ん
だ
な
」
と
聞
け
ば
「
と
う
か
ら
し
を
粉
に
す

る
の
に
は
遠
火
ハ
火
を
遠
く
す
る
こ
と
〉
で
あ
ぶ
る
の
に
か
ぎ
る
」
と
言

っ
て
笑
わ
せ
た
そ
う
で
あ
る
。

以
上
問
い
た
だ
け
を
書
い
た
の
で
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
話
が
あ

る
も
の
と
想
わ
れ
る
。

こ
の
話
の
中
か
ら
惣
兵
衛
の
人
柄
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の

人
は
町
田
延
陵
の
門
弟
の
数
あ
る
中
で
一
、
こ
を
争
う
秀
才
で
あ
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、
非
常
に
頭
が
よ
く
き
れ
、
と
ん
ち
も
き
い

た
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
反
面
た
い
へ
ん
お
人
よ
し
で
人
情
に
も
ろ
く
、
思

い
や
り
の
あ
る
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
尚
経
済
力
も
あ
っ
た
こ
と
と

合
せ
て
自
分
の
思
っ
た
こ
と
も
ど
ん
ど
ん
や
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
想

像
し
て
い
る
。
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家

は

じ

め

に

家

歴
史
に
お
い
て
支
配
階
級
の
歴
史
は
史
料
の
残
さ
れ
る
機
会
も
多
く
、

そ
れ
に
と
り
組
む
研
究
者
も
多
い
た
め
比
較
的
よ
く
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
反
し
、
庶
民
の
歴
史
は
そ
の
生
活
が
文
献
に
残
さ
れ
る
と
と

が
少
な
く
ハ
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
)
、
ま
た
研
究
者
も
少
数
で
あ
る
た
め
、

い
ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
庶
民
の
住
居
で
あ
る
民
家
に
つ
い
て
み
る
と
、
考
古
学
的
調

査
の
成
果
に
よ
っ
て
竪
穴
住
居
に
お
け
る
平
面
的
な
発
展
の
過
程
は
最
近

に
な
っ
て
徐
々
に
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
平
安
時
代
以
降

中
世
に
お
け
る
竪
穴
以
後
の
庶
民
住
居
の
発
展
過
程
は
全
く
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
近
世
初
期
に
お
け
る
庶
民
の
住
居
形
態

も
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
の
が
現
在
の
状
態
で
あ
る
。

今
日
、
民
家
の
研
究
に
携
わ
る
者
の
切
な
る
願
い
は
竪
穴
以
後
中
世
・

近
世
・
近
代
へ
と
一
貫
し
て
記
述
さ
れ
た
「
民
家
史
」
の
完
成
で
あ
る
。

民
家
は
什
器
・
調
度
品
な
ど
と
違
っ
て
そ
う
簡
単
に
買
い
か
え
た
り
、

民

建
替
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
江
戸
時
代
に
建
築
さ
れ
た
遺
構

は
ま
だ
か
な
り
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
近
年
に
お
け
る
近
代
化
の
波
は

農
村
の
奥
深
く
ま
で
波
及
し
、
古
い
民
家
ほ
ど
そ
の
波
に
抗
し
き
れ
ず
早

急
に
そ
の
姿
を
消
し
つ
つ
あ
る
。

私
は
昭
和
四
十
年
、
個
人
的
に
中
之
条
町
の
民
家
十
数
棟
を
調
査
し
た

こ
と
が
あ
る
。
約
十
日
間
前
橋
か
ら
車
で
調
査
に
通
っ
た
の
で
あ
る
が
、

渋
川
・
中
之
条
聞
の
県
道
、
俗
称
「
ひ
な
た
道
」
も
、
そ
の
多
く
が
未
舗

装
あ
る
い
は
舗
装
工
事
中
で
、
大
変
苦
労
し
た
覚
え
が
あ
る
。
し
か
し
、

今
日
で
は
「
ひ
な
た
道
」
・
「
ひ
か
げ
道
」
の
両
者
と
も
総
べ
て
舗
装
と

な
り
、
今
回
の
調
査
に
通
う
の
も
以
前
と
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
程
快
適

で
あ
っ
た
。

景
観
も
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
例
え
ば
四
万
温
泉
に
通
ず
る

折
田
付
近
の
道
の
左
右
に
は
、
ぷ
厚
い
草
葺
屋
根
の
民
家
が
集
合
し
て
展

開
し
て
い
た
が
、
今
日
で
は
そ
れ
ら
の
多
く
が
装
い
を
新
に
し
、
草
屋
根

の
民
家
は
時
た
ま
点
在
す
る
程
度
に
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に

中
之
条
町
に
お
い
て
も
、
こ
の
近
年
、
近
代
化
の
波
は
急
激
に
農
村
の
景

観
を
か
え
つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
時
期
に
町
誌
編
さ
ん
が
計
画
さ
れ
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
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民
家
調
査
を
と
り
あ
げ
、
町
内
全
域
に
わ
た
っ
て
古
民
家
の
記
録
を
採
取

で
き
た
こ
と
は
、
調
査
し
た
民
家
が
間
も
な
く
消
滅
し
て
行
く
運
命
に
あ

る
こ
と
を
考
え
る
時
、
ま
こ
と
に
貴
重
な
時
期
に
貴
重
な
記
録
を
採
取
し

た
わ
け
で
、
そ
の
意
義
は
大
変
大
き
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
確
信
す
る
次
第

で
あ
る
。
そ
し
て
、
町
誌
の
中
に
こ
の
よ
う
な
本
格
的
な
民
家
調
査
の
記

録
が
掲
載
さ
れ
る
の
も
、
県
内
で
刊
行
さ
れ
る
町
誌
で
は
、
は
じ
め
て
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
民
家
調
査
は
予
備
調
査
と
本
調
査
に
分
け
て
実
施
し
た
。
予
備
調

査
の
民
家
選
定
は
町
の
文
化
財
専
門
委
員
の
方
々
に
お
願
い
し
、
各
地
域

で
明
治
中
期
以
前
に
建
て
ら
れ
た
特
徴
あ
る
民
家
お
よ
び
古
そ
う
な
民
家

を
棟
数
の
制
限
を
せ
ず
に
で
き
る
だ
け
多
数
選
び
出
し
て
も
ら
う
こ
と
に

し
た
。
予
備
調
査
は
そ
れ
ら
の
民
家
を
順
次
訪
問
し
、
外
観
お
よ
び
土
間

内
を
簡
単
に
な
が
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
わ
せ
て
聞
き
取
調
査
も
お
こ

な
い
、
そ
の
中
か
ら
、
本
調
査
の
対
象
民
家
を
選
定
し
て
い
っ
た
の
で
あ

玄
制
。

百
棟
を
越
え
る
予
備
調
査
の
中
か
ら
、
表
ー
に
示
す
四
十
四
棟
の
う
ち

昭
和
田
十
年
に
調
査
を
し
た
五
棟
(
斉
藤
政
治
家
・
神
保
彦
左
衛
門
家
・

神
保
あ
さ
家
・
田
村
好
男
家
・
富
沢
吉
陳
家
)
を
除
く
三
十
九
棟
を
本
調

査
の
対
象
民
家
と
し
た
。

予
備
調
査
お
よ
び
本
調
査
は
昭
和
四
十
八
年
四
月
か
ら
昭
和
五
十
年
三

月
ま
で
、
夏
休
み
を
は
じ
め
日
曜
日
・
祭
日
等
を
利
用
し
て
実
施
し
た
。

そ
し
て
、
予
備
調
査
・
本
調
査
は
常
に
五
反
田
の
唐
沢
姫
雄
・
伊
勢
町
の

奈
良
秀
重
の
両
氏
の
御
協
力
を
得
て
行
な
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
両
氏
に

俗民

地域別調査民家

大 上 山

幸町中
中 下 赤 蟻 大 岩 五 震

沢 勢 折 折 平 反
大r、F十』e、， 

道 渡 回 万町 回 回 坂 尾 JII 塚 本 回

一一

裏高重量
山

震関
村理田

綿
綿貫良池千小

林小生唐唐竹小
口

貫意 言襲
蔵長

八 正剛
.!!ロh 

平 、 一緑夫次

山 7.k 折

曙E主主
関

貫綿理
次錠回 百寿出 次時田

山 裏
震

回

良F 実
太郎

イ主夫 事車
害。

貫綿久計 田

代治 、

棟
44111111111212121313131414 4 6 7 

数
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厚
く
御
礼
申
し
主
け
ま
す
。

本
調
査
で
は
現
状
平
面
図
・
痕
跡
図
・
復
原
平
面
図
・
断
面
図
お
よ
び

写
真
撮
影
を
実
施
し
、
時
に
架
構
図
を
加
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

こ
の
報
告
は
予
備
調
査
で
町
内
の
ほ
と
ん
ど
総
べ
て
の
地
域
を
く
ま
な

く
歩
き
、
本
調
査
に
お
い
て
は
筆
者
が
十
年
前
に
お
こ
な
っ
た
調
査
の
記

録
も
加
え
て
四
十
四
棟
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
故
に
調
査
地
域
面
積
の
割

か
ら
押
す
と
非
常
に
高
密
度
の
調
査
結
果
が
得
ら
れ
た
わ
け
で
あ
り
、
信

額
性
の
高
い
理
想
的
な
資
料
が
得
ら
れ
た
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

特
に
本
調
査
に
当
つ
て
は
多
忙
な
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
調
査
主
旨

を
ど
理
解
の
上
、
家
の
隈
ん
で
ま
で
開
放
し
、
快
よ
く
調
査
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
各
家
の
持
主
に
こ
の
欄
を
か
り
で
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す。

平
面
形
式
の
分
類

家

調
査
民
家
の
現
状
平
面
は
、
一
般
に
建
築
当
初
の
も
の
よ
り
室
数
が
多

く
開
放
的
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
痕
跡
図
を
た
よ
り
に
復
原
す
る
と

次
の
よ
う
な
六
種
類
の
平
面
形
式
に
分
類
さ
れ
る
。

凶

一

関

取

型

倒

二

関

取

型

倒

三

間

取

型

倒

不

整

形

田

字
型
国
喰
違
四
間
取
型
的
大
規
模
型

母
屋
は
南
面
す
る
か
あ
る
い
は
わ
ず
か
に
東
西
方
向
に
振
れ
る
程
度

で
、
屋
敷
の
北
側
に
屋
敷
林
を
有
す
る
家
が
多
い
。
外
観
は
古
い
遺
構
で

民

は
軒
の
低
い
寄
棟
と
な
り
、
新
し
い
遺
構
で
は
軒
高
を
増
し
、
前
面
を
兜

に
し
て
二
階
を
蚕
室
と
し
て
利
用
す
る
「
前
兜
造
」
と
な
り
、
時
に
は

「
赤
城
型
」
の
屋
根
も
見
受
け
ら
れ
る
。

編
年
の
指
標

一
間
取
型
で
は
四
例
中
、
建
立
年
代
を
ほ
ぼ
推
定
で
き
る
も
の
二
例
、

不
整
形
悶
字
型
で
は
五
例
中
二
例
の
建
立
年
代
を
ほ
ぼ
確
定
あ
る
い
は
推

定
で
き
る
。
喰
遠
四
間
取
型
の
場
合
は
二
十
五
例
中
、
九
例
の
建
築
年
代

が
確
定
お
よ
び
ほ
ぽ
推
定
で
き
、
大
規
模
型
で
は
四
例
中
三
例
が
確
定
、

他
の
一
例
は
現
在
国
指
定
重
要
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
、
祈
稽
札

に
よ
っ
て
建
立
年
代
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
と
り
あ
つ
か
っ
て
い
る
総
数
四
十
四
棟
の
民
家
の
う
ち
、
以
上

に
掲
げ
た
合
計
十
七
棟
の
民
家
の
建
立
年
代
が
確
定
あ
る
い
は
推
定
で
き

る
も
の
で
、
そ
の
率
は
三
十
八
%
を
上
回
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の

民
家
の
示
す
原
形
の
各
特
徴
と
、
他
の
民
家
の
復
原
し
た
平
面
・
構
造
・

細
部
等
を
比
較
し
て
編
年
の
指
標
を
求
め
、
全
体
の
繍
年
系
列
を
つ
く
る

と
表
2
の
よ
う
に
な
る
。
表
2
に
お
け
る
推
定
建
立
年
代
は
、
特
に
各
主

階
級
の
民
家
お
よ
び
小
規
模
民
家
に
つ
い
て
の
階
級
差
も
考
慮
に
入
れ
な

が
ら
推
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
関
取
の
各
形
式
に
つ
い
て
、
そ
の
特
質
を
主
に
復
原
平
面
図
に
基

づ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
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形式分類および編 年表

装 置 構 造

の境 ジャシキの表側 主EEtこ雪主計I2主語 デーの

柱の逃
トコ
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民家

表-2 中之条町民家遺構の

問 取 柱 間

所 一 一 不
違喰

喰遠四
大 デーの表側

デーと
一

所有者 整
オタり

在 間 間 間 規
No 地

形 間 壁喜差 思袖
取 取 取 回 f一「 模

氏 名 字
階

;i_，ぁ鴨 号( 壁有(大字)
型 型 型 型 型 りり居

1 

騨
大平塚

。
2 。。
3 赤大 坂塚4 _Q_ 
5 蟻岩 川本 否6 

7 関 征児 平 。 。 。
8 

護議室霊謀
赤下折平坂田 0 0 0 

。
9 。
10 。
11 

童fi青
でア一一 万一一一

12 

i E 
。 8 13 神保彦左衛門

14 
15 
16 てア一一てア
17 。。
18 • 。 。
19 • 8 

。 。
20 蟻川 。
21 • 。 。。
22 横四 尾万 8 23 。
24 

i1 
。 。

25 。 。
26 。。 。
27 。
28 8 。。
29 。
30 。 。。
31 。
32 。 。。
33 。
34 8 。
35 8 36 1/ 8 37 

岩折岩 本田 8 38 。
39 

上沢:iH渡本 l 一一 8 
。

40 。
41 8 。
42 

大幸法反官本43 。
44 。
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民俗誌

形 式分類および編年表(つづき)

に関する記録

役|霊
平|警|
家|長!
柄 ic世紀〉i
農業 I18未 l

建立 についての記録・伝承・その他

1 19初 1文政7年の屋敷絵図に記載されているのでこれ以前の建立
I 19中|

_'_I~亙u 当主 (90歳〉カ'27、織の些里~\_~?_UJ主旦主堂里重L主
I 18初 i

I~初喧ニ巳主盟企屋根言明。用主f包て竺乞(赤盤整一一一一一一一一
117中|

! 17末|
118初 l
118中;

I ~務
室主|帥|宝暦2告から 3年にかけて親(宅政4年8伐没)が建立業 1 19中|古家を買い又八郎(文化6年生)か再建した

119中 1
I 17末|元禄10年(1697)の建立と伝える
I 18初|昭和46年11月解体、この時柱の柄から享保4年の墨書発見す
! 18中

H 盟主
19初 l中トボー上部内側の墜に指で画いた文化7年の年号あり
19中 iこの家は明治天皇と同じ生れの人が3分2朱で貿い再建したものという
19初
19中
19中旬

1 19中 iひねのおばあさん(その子が安政元年生〉が長久保から買って再建す
， 19中|

-7一1-18示|五反田のシバオコシと伝える。デードコ上市古屋恨裏を利用
1 18末|天明4年の祈穂札有、デードコ上部だけ屋恨裏を利用
i 19初|デードコ上部だけ屋根裏利用、赤城型(初期〉
I 19初|西側だけ委カプト、カプト部分セーゲ一、長持のフタiζ文政6年の没者あり。

F|1吻(デードコ上部だけ屋根裏F業 I19中|昭和49年86歳没の親が横 の中学校の辺から買ってきて再建したもの
I 19中 1，赤城型
19中|前カプト造

， 19中|

室主i19中 l安政3年の普請帳あり妻カブト造
業 119中 前カブト造

I 19中|

I 19中|

~fn8東南語定重文、寛政 4 年(而2)る祈祷札あり
材木問屋119中 1No.13の 保家から寛文6年分家、天保9年生れの人が16歳の時建った
名主 119末 1i家乍営証書之事JC明治 9年あり〉、 3階

|19末|普請帳(明治15~16年〉あり、幕末に名主をすると伝える
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民家

表-2 中之条町民家遺構の

-ーーー一一一~
設備・仕上・その他 建 築

所 書院
土ジ間ャ境シ柱キ仕と "7 ジ 不

再建さ所有者 上
ヤ

在 シ さ
No な あ チ 併 カ

の キ ;l-L 1 れ地
氏 名 ヨ 巾 巾 Tこ たZノ

ま も〈大字)
し り ナ 用 ナ (尺〉 〈尺〉|ま 明 の

1 

ii:警大平塚坂
8.92 。

2 12.00 8 3 
大赤 塚

12.36 
4 。
5 小唐池沢 千喜緑三 蟻岩 川本 8 す 15.81 。。
6 

7 関 征児 平 。。 16.02 15. 。
8 

茂山岡木村崎 理孝道雄一雄 赤下折平坂田
。。 12.62 12. 

9 12.63 15. 
10 0 8 12.50 15. 
11 蜂小順林好賀三祥次郎

12.60 12. 
12 17.00 12. 
13 神保彦左衛門 。 12.57 15. 
14 

伊山能田 八実平
。 12.53 13. 。

15 12.47 15.30 
16 五中折反田田

。 12.74 15.71 
17 15.70 15.65 
18 。。 12.53 12.53 
19 12.57 12.50 。
20 。 12.70 15.68 !O 
21 12.48 12.40 8 22 12.55 12.63 
23 9.52 12.77 

8 0 24 12.59 13.01 
25 。12.33 
26 。。11.97 12.38 。
27 12.46 15.05 。
28 。 ~.~~I 18.09 8 29 。 ~~. ~~I 12.52 
30 。。12.63 14.47 。
31 12.65 13.56 。
32 

ol~ 
12.45 15.50 。

33 12.58 12.60 。
34 12.46 12.53 。
35 。 12.43 12.45 8 36 • 。 。12.45 12.10 
37 

上書岩沢本官渡 8 O 018 
12.52 12.41 。

38 12.45 12.45 。
39 。 12.51 12.55 。
40 。12.52 13.00 。
41 

霊童
。 18.43 。

42 18. 18.61 。
43 12. 13.67 8 44 12. 12.71 
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民俗総

一
間
取
型

こ
の
形
式
に
属
す
る
民
家
と
し
て
、
小
池
泰
次
郎
家
・
綿
貫
重
郎
家
・

福
島
善
吉
家
・
富
沢
仲
太
郎
家
の
四
棟
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
復
原
平
面
お

よ
び
復
原
断
面
は
図

l
1
に
示
す
よ
う
で
あ
る
。

円
い
竪
穴
住
居
か
ら
生
成
し
た
民
家
平
面
は
、
次
に
外
壁
を
め
ぐ
ら
し

す
と
や

た
矩
形
の
平
面
と
な
り
、
こ
れ
が
直
家
ハ
矩
形
平
面
の
平
地
民
家
を
指
す

名
称
)
の
出
発
点
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
直
家
に
お
け
る
発
生
当
初
の
内

部
は
竪
穴
住
居
と
同
様
に
土
問
で
あ
り
、
片
側
に
千
草
や
薬
を
ぶ
厚
く
敷

ね
ど
ζ
る

き
つ
め
て
寝
所
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
や

が
て
土
聞
と
床
上
に
分
割
さ
れ
、
一
間
取
型
が
生
成
し
た
も
の
と
推
察
さ

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
、
一
関
取
型
は
現
在
見
受
け
る
直
家
の

う
ち
で
最
も
原
始
的
な
形
態
を
伝
え
る
遺
構
と
し
て
極
め
て
貴
重
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

調
査
遺
構
四
棟
の
う
ち
綿
貫
重
郎
家
は
当
家
に
残
さ
れ
て
い
る
文
政
七

年
ハ
一
八
二
四
〉
の
絵
図
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
文
政
七

年
以
前
に
建
立
さ
れ
た
遺
構
と
考
え
編
年
表
で
は
一
九
世
紀
初
期
頃
に
建

立
さ
れ
た
も
の
と
推
定
し
た
。
な
お
、
綿
貫
重
郎
家
に
残
さ
れ
て
い
る
絵

図
面
に
よ
れ
ば
、
敷
地
の
最
も
よ
い
位
置
に
喰
違
四
間
取
型
の
母
屋
が
描

か
れ
て
い
る
の
で
、
遺
構
は
問
屋
敷
内
に
設
け
ら
れ
た
隠
居
家
で
あ
ろ
う

と
恩
わ
れ
る
。
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小池泰次郎家

小
池
泰
次
郎
家
は
構
造
な
ど
の
特
徴
か
ら
、
綿
貫
家
よ
り
古
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
一
八
世
紀
末
期
頃
の
遺
構
と
推
定
し

た。
富
沢
仲
太
郎
家
は
当
主
ハ
九
十
一
歳
)
が
二
十
七
、
八
歳
の
時
古
家
を

買
っ
て
き
て
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
再
建
し
た
と
伝
え
る
。
従
っ
て
再
建

さ
れ
た
時
期
は
二
十
世
紀
初
期
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

福
島
善
吉
家
は
構
造
的
に
富
沢
家
よ
り
古
い
特
徴
を
示
す
が
、
デ
ー
に

押
入
を
設
け
、
デ
l
表
の
一
間
半
を
開
放
し
、
デ
!
と
デ
l
ド
コ
境
に
建

具
を
入
れ
て
い
る
な
ど
新
し
い
特
徴
も
示
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
そ

う
古
い
も
の
で
は
な
く
、
十
九
世
紀
中
期
頃
の
遺
構
で
あ
ろ
う
と
推
定
す

る。
以
上
の
如
く
、

一
関
取
型
の
遺
構
は
一
八
世
紀
末
期
以
降
の
比
較
的
新



し
い
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
小
池
泰
次
郎
家
・
綿
貫
重
郎

家
・
富
沢
仲
太
郎
家
の
場
合
、
い
ず
れ
も
出
入
口
以
外
は
土
壁
で
閉
鎖
さ

れ
た
空
間
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
家
は
そ
の
昔
、
壷
家
と
呼
ん
で

平
安
i
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
存
在
し
た
庶
民
住
宅
の
一
般
的
な
形
式
と
類

似
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

壷
家
と
は
、
壷
の
よ
う
に
出
入
口
が
唯
一
つ
し
か
な
い
、
四
周
を
壁
で

聞
わ
れ
た
小
さ
な
建
物
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
壷
家
の
文
字
は
「
今
昔
物

主反民

o 3 6 10尺
L.......L...... 

1関取型(復原図)図-1

No.l 

語
」
や
「
古
本
説
話
集
」
に
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
平
安
l
鎌
倉
時
代
に

か
け
て
多
く
存
在
し
た
一
般
庶
民
の
民
家
形
式
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ

て
い
る
。

一
間
取
型
の
持
つ
主
な
機
能
は
就
寝
に
あ
る
。
寝
る
た
め
に
は
暗
く
静

か
な
、
そ
し
て
外
部
か
ら
色
々
な
危
害
を
加
え
ら
れ
る
心
配
の
な
い
場
所

が
よ
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
恐
ら
く
そ
の
よ
う
な
配
慮
か
ら
土
壁
を

四
周
に
め
ぐ
ら
し
小
空
聞
を
つ
く
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
調
査
し
た
一
関

取
型
遺
構
は
い
ず
れ
も
就
寝
の
場
を
板
張
り
床
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

ゆ
か

中
世
に
ま
で
測
っ
た
牽
家
は
内
部
に
床
を
張
ら
ず
、
家
族
は
土
聞
の
片
隅

に
干
草
や
葉
を
敷
き
つ
め
て
寝
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ

か
ら
湖
源
的
に
考
察
す
る
と
、
一
間
取
型
は
竪
穴
住
居
に
次
い
で
発
展
し

た
直
家
の
住
居
形
式
を
よ
く
伝
え
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
図
ー
ー
に
掲
げ
た
四
棟
の
一
関
取
型
遺
構
は
日
本
に
お
け

る
庶
民
住
宅
の
発
展
史
を
考
察
す
る
上
で
貴
重
な
生
き
た
史
料
と
な
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。四

ふ
た
ま

二
間
取
型

小
池
千
緑
家
と
唐
沢
嘉
三
家
の
二
遺
構
が
二
関
取
型
と
し
て
発
見
さ

れ
、
そ
れ
ら
の
復
原
平
面
お
よ
び
復
原
断
面
は
図

l
2
に
示
す
と
お
り
で

あ
る
。小

池
千
縁
家
は
梁
間
4
閥
、
桁
行
七
聞
の
規
模
を
一
示
し
、
関
口
部
は
出
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詮;俗民

o 3 6 10尺
LーJ.......J--I入

口
と
し
て
デ
l
ド
コ
に
一
っ
と
、
ジ
ャ
シ
キ
表
に
一
カ
所
の
計
2
カ

所
し
か
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
極
め
て
閉
鎖
性
の
強
い
様
子
が
窺
わ
れ

る
。
ジ
ァ
γ
キ
表
の
関
口
は
中
柱
を
有
し
、
左
右
の
袖
壁
裏
に
板
戸
と
障

子
を
引
き
込
む
古
い
手
法
を
示
し
、
ジ
ャ
シ
キ
と
デ
l
ド
コ
境
で
は
中
央

の
柱
聞
を
板
壁
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ジ
ャ
シ
キ
と
デ
l

ド
コ
境
の
柱
仕
上
げ
は
チ
ョ

l
ナ
と
カ
ン
ナ
の
併
用
で
あ
る
。

外
観
を
み
る
と
デ
l
ド
コ
上
部
前
面
の
屋
根
勾
配
を
ゆ
る
め
て
幅
一
聞

の
背
の
低
い
関
口
部
を
設
け
、
こ
こ
よ
り
採
光
し
て
屋
根
裏
利
用
を
考
え

て
い
る
が
、
内
部
か
ら
み
る
と
こ
れ
は
後
に
改
造
さ
れ
た
様
子
が
明
ら
か

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
デ
l
ド
コ
上
部
の
根
太
天
井
も
後
補
の
も
の
で
あ
っ No.5小池千縁家 No.6唐沢嘉三家

図-2 2間取型(復原図〉

た
当
選
構
は
調
査
し
た
時
す
で
に
廃
屋
に
な
っ
て
お
り
、
立
ち
腐
れ
が
始

ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
廃
屋
な
る
故
に
思
う
存
分
に
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
、
平
面
お
よ
び
構
造
・
細
部
の
特
徴
・
改
造
過
程
を
追
求
し
、
詳
し

く
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
当
家
は
お
よ
そ
十
八
世
紀
初
期
頃

ま
で
測
り
得
る
極
め
て
古
い
遺
構
で
あ
る
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

唐
沢
嘉
三
家
は
小
池
千
緑
家
と
全
く
同
規
模
の
遺
構
で
あ
る
が
、
建
築

の
特
徴
は
新
し
い
手
法
を
数
多
く
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
ジ
ャ
シ
キ
表
で

は
差
鴨
居
を
使
用
し
て
中
柱
を
省
略
し
、
差
鴨
居
の
一
一
一
本
務
は
一
番
外
側

を
太
く
造
り
、
引
通
し
の
雨
戸
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
寝
室
一
は
M

カ

ゲ
“
と
よ
ば
れ
、
デ
l
ド
コ
寄
り
の
裏
側
を
半
開
開
放
し
、
寝
室
へ
の
直

接
採
光
お
よ
び
通
風
を
考
慮
し
て
い
る
。
さ
ら
に
断
面
図
ハ
図

1
2〉
で

も
わ
か
る
よ
う
に
、
小
屋
梁
ハ
サ
ス
受
梁
〉
を
高
め
て
デ
l
ド
コ
上
部
の

屋
根
裏
利
用
を
考
え
て
い
る
。
こ
の
屋
根
裏
へ
の
採
光
は
、
デ
l
ド
コ
上

部
前
面
の
、
屋
根
を
幅
二
聞
に
わ
た
っ
て
切
り
落
し
て
赤
城
型
の
屋
根
を

造
り
出
し
、
こ
こ
よ
り
採
光
し
て
い
る
。

一
関
取
型
で
は
ど
の
例
で
も
デ
l
ド
コ
内
に
ウ
マ
ヤ
を
設
け
る
余
裕
を

持
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
二
間
取
型
に
な
る
と
デ
l
ド
コ
が
大
変
広
く
な

り
ハ
床
上
部
分
の
約
二
倍
〉
、
二
遺
構
と
も
デ
l
ド
コ
内
に
ウ
マ
ヤ
を
設
け

て
い
る
。

唐
沢
嘉
三
家
で
は
デ
l
ド
コ
に
出
入
口
を
二
個
所
設
け
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
当
地
方
で
は
デ
l
ド
コ
に
二
個
所
の
出
入
口
を
設
け
る
の
が
一
般

的
で
、
ジ
ャ
シ
キ
寄
り
の
も
の
を
「
ナ
カ
ト
ボ
l
」
、
ウ
マ
ヤ
寄
り
の
も
の

を
「
ウ
マ
ヤ
ト
ボ
l
」
と
よ
ん
で
い
る
。
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唐
沢
嘉
三
家
は
建
築
に
関
す
る
伝
承
を
一
切
残
し
て
い
な
い
が
、
以
上

の
よ
う
な
建
築
的
特
徴
お
よ
び
当
家
に
存
在
す
る
最
古
の
位
牌
が
享
和
元

年
(
一
八

O
一
〉
の
年
号
を
有
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
建
立
年
代
は
お
よ

そ
十
七
世
紀
末
期
頃
ま
で
棚
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
二
間
取
の
比

較
的
小
規
模
な
民
家
で
あ
る
点
(
民
家
の
階
級
差
〉
を
考
慮
し
て
、
こ
こ

で
は
一
九
世
紀
初
期
頃
に
建
立
さ
れ
た
も
の
と
推
定
し
て
お
く
。

五

三
間
取
型

家

三
間
取
と
考
え
ら
れ
る
遺
構
は
図

1
3
に
婦
げ
た
四
棟
で
あ
っ
た
。

関
征
児
・
家
・
茂
木
孝
雄
家
の
両
遺
構
は
デ
!
と
チ
ャ
ノ
マ
の
裏
側
に
細

長
い
土
聞
の
一
室
祭
聞
を
有
す
る
も
の
で
、
室
名
は
明
ら
か
で
な
い
。
こ

の
土
問
の
部
分
を
室
と
考
え
る
か
否
か
、
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
両
家
と
も
デ
l
ド
コ
境
に
袖
墜
を
つ
け
、
さ
ら
に
関
征
児

家
の
場
合
は
デ
!
ド
コ
か
ら
こ
の
細
長
い
土
聞
の
空
間
へ
の
出
入
口
に
引

退
板
戸
を
用
い
て
他
か
ら
独
立
し
た
一
つ
の
空
間
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
筆
者
は
デ

l
・
ジ
ャ
シ
キ
裏
に
設
け
ら
れ
た
細
長
い
土
聞
の
接
聞

を
室
と
考
え
た
。
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
、
関
征
児
家
・
茂
木
孝
雄
家

ゆ
か

の
場
合
床
板
を
張
っ
た
デ
l
・
ジ
ャ
シ
キ
の
二
室
に
裏
側
の
細
長
い
土
聞

の
一
室
を
加
え
て
三
室
か
ら
な
る
遺
構
と
し
て
と
り
あ
つ
か
っ
た
。

さ
て
、
関
征
児
家
の
デ
l
ド
コ
は
現
在
ジ
ャ
シ
キ
か
ら
桁
行
に
二
聞
の

と
こ
ろ
ま
で
は
旧
態
を
よ
く
残
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
の
部
分

民

は
も
ぎ
と
ら
れ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
復
原
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

だ
が
、
デ
l
ド
コ
よ
り
上
手
の
部
分
は
比
較
的
旧
態
お
よ
び
痕
跡
を
よ
く

残
し
て
い
た
。
当
家
は
復
原
す
る
と
全
く
差
鴨
居
を
使
用
し
て
お
ら
ず
、

デ
!
と
ジ
ャ
シ
キ
の
表
側
関
口
部
で
は
中
柱
を
有
し
て
い
る
。
特
に
デ
ー

の
表
側
関
口
部
で
は
左
右
に
袖
壁
を
残
し
、
こ
の
袖
壁
の
内
側
に
板
戸
一

枚
と
障
子
一
枚
を
引
き
こ
む
よ
う
に
し
た
も
の
で
、
古
い
関
口
部
の
手
法

を
残
し
て
い
る
。
デ
l
表
の
関
口
部
は
三
本
構
の
敷
居
・
鴨
居
を
用
い
た

も
の
で
、
板
戸
二
枚
と
障
子
一
枚
と
を
た
て
こ
む
方
法
で
あ
る
。
こ
の
よ

征児家小屋組又首組内に棟束がみられる関
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う
な
関
口
方
式
は
ジ
ャ
シ
キ
表
の
関
口
方
式
に
次
ぐ
古
い
方
式
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
デ
!
と
ジ
ャ
シ
キ
境
の
間
仕
切
に
お
い
て
も
中
聞
に
柱
を
た

て
差
鴨
居
を
用
い
て
い
な
い
。
こ
れ
も
古
い
手
法
の
一
つ
で
あ
り
、
三
間

取
型
で
は
当
家
に
み
ら
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
デ
l
ド
コ
内
に
上

屋
柱
を
た
て
、
架
構
に
お
い
て
は
二
重
梁
を
使
用
せ
ず
、

h
p
酢
組
内
に
は

棟
を
支
持
す
る
た
め
の
棟
束
を
た
て
て
い
る
の
も
当
家
の
他
に
田
村
好
男

家
だ
け
に
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

関
征
児
家
の
建
築
に
関
す
る
記
録
お
よ
び
伝
承
は
一
切
不
明
で
あ
る

が
、
以
上
の
よ
う
な
古
い
建
築
的
特
徴
か
ら
、
関
征
児
家
は
一
七
世
紀
中

期
頃
に
建
立
さ
れ
た
遺
構
と
推
定
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
調
査
民
家
中

で
最
古
の
遺
構
と
推
定
さ
れ
た
。

茂
木
孝
雄
家
は
関
征
児
家
と
同
様
な
平
面
的
特
徴
を
示
す
遺
構
で
あ
る

が
、
チ
ャ
ノ
マ
表
の
袖
墜
を
と
り
の
ぞ
き
、
一
間
引
違
い
三
本
務
と
し
て

い
る
こ
と
、
デ
!
と
チ
ャ
ノ
マ
境
の
中
柱
を
省
略
し
、
こ
こ
に
差
鴨
居
を

用
い
て
二
関
引
違
い
と
し
て
い
る
こ
と
、
デ
l
ド
コ
内
の
上
屋
柱
が
省
略

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
架
橋
で
は
三
重
梁
を
使
用
し
〔
こ
の
場
合
又
首
受
梁

の
下
側
の
梁
は
ま
だ
裏
側
の
上
屋
柱
ま
で
と
ど
い
て
い
な
い
(
図

1
3参

照
)
〕
、
又
首
組
内
の
棟
束
を
と
り
の
ぞ
い
て
い
る
点
な
ど
新
し
い
手
法
を

見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

当
家
も
建
築
に
関
す
る
記
録
お
よ
び
伝
承
を
全
く
残
し
て
い
な
い
。
し

か
し
、
各
種
の
建
築
的
特
徴
か
ら
当
家
の
建
立
は
十
七
世
紀
末
期
頃
ま
で

朔
る
も
の
と
推
定
す
る
。
土
間
上
部
の
二
階
利
用
は
後
補
の
も
の
で
あ
る
。

田
村
理
一
家
は
ジ
ャ
シ
キ
の
奥
行
を
裏
側
外
壁
ま
で
い
っ
ぱ
い
に
と

り
、
そ
の
上
手
前
面
に
デ
ー
を
設
け
、
デ
ー
の
裏
側
に
奥
行
約
一
聞
の
オ

ク
リ
ノ
デ
ー
を
配
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
平
面
形
式
は
一
般
に
広
間
型

と
よ
ば
れ
る
も
の
で
、
本
県
で
は
主
に
赤
城
南
麓
地
巧
に
お
い
て
一
八
世

紀
末
期
頃
ま
で
の
遺
構
に
多
く
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
刷
。

当
家
で
注
目
さ
れ
る
の
は
デ
l
表
の
半
分
(
一
間
〉
を
土
壁
と
し
て
い

る
点
で
あ
る
。
民
家
の
遺
構
は
古
く
な
れ
ば
な
る
程
閉
鎖
的
に
な
る
の
で
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あ
る
が
、
当
家
の
デ
l
表
は
そ
の
名
残
り
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
ジ
ャ
シ
キ
の
裏
側
外
壁
よ
り
約
半
間
内
側
に
上
屋
柱
を
省
略
せ
ず

に
た
て
て
い
る
の
も
古
い
手
法
の
名
残
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
デ
1
ド
コ

で
は
総
べ
て
上
屋
柱
を
省
略
し
て
い
る
。

当
家
も
建
立
に
関
す
る
記
録
・
伝
承
を
残
し
て
い
な
い
が
、
建
築
の
各

種
特
徴
か
ら
一
八
世
紀
初
期
頃
の
建
立
と
推
定
す
る
。

山
崎
道
雄
家
は
田
村
理
一
家
と
類
似
し
た
平
面
を
示
す
遺
構
で
あ
る
。

だ
が
、
デ
l
裏
の
オ
ク
リ
の
奥
行
を
半
間
増
加
し
て
一
間
半
に
し
て
い
る

~ 

山崎道雄家

民

こ
と
、
ジ
ャ
シ
キ
の
裏
側
に
上
屋
柱
を
利
用
し
て
間
仕
切
を
し
た
奥
行
半

聞
の
細
長
い
廊
下
様
の
空
間
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
細
長
い
廊
下
様
の
空
聞
は
何
の
た
め
に
使
わ
れ
た
の
か
明
ら
か
で
な

く
、
そ
の
名
称
も
不
明
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
前
述
の
田
村
理
一
家
に
お

け
る
ザ
シ
キ
裏
も
上
屋
柱
の
位
置
に
間
仕
切
を
設
け
た
と
仮
定
す
れ
ば
、

山
崎
家
の
よ
う
に
ジ
ャ
シ
キ
裏
に
細
長
い
廊
下
様
の
空
聞
が
現
出
す
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
山
崎
家
の
場
合
は
ジ
ャ
シ
キ
裏
に
た
つ
上
屋
柱
を
利
用

し
て
間
仕
切
を
設
け
、
下
屋
部
分
に
低
く
下
り
て
く
る
屋
根
裏
を
視
線
か

ら
遮
蔽
し
、
あ
わ
せ
て
ジ
ャ
シ
キ
上
部
の
吹
き
抜
け
の
効
果
を
高
め
よ
う

と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

ま
た
、
山
崎
家
は
現
在
ジ
ャ
シ
キ
裏
の
上
屋
柱
は
そ
の
ま
ま
残
し
な
が

ら
、
上
屋
柱
聞
の
土
壁
お
よ
び
建
具
を
取
り
払
い
、
ジ
ャ
シ
キ
裏
の
上
屋

山崎道雄家のデードコ表にある

トガーネングとよばれる格子窓
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誌

柱
よ
り
半
間
表
側
寄
り
で
上
屋
柱
と
対
応
す
る
位
置
に
柱
を
た
て
、
こ
こ

に
間
仕
切
を
設
け
、
喰
違
四
関
取
型
の
平
面
と
し
て
い
る
。
こ
の
改
造
は

柱
の
す
す
け
具
合
な
ど
か
ら
相
当
古
い
時
期
に
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
改
造
過
程
を
示
す
当
家
は
、
後
に
述
べ
る
喰
違
四
間
取

型
の
発
生
過
程
を
実
際
に
あ
ら
わ
す
遺
構
と
し
て
大
変
貴
重
で
あ
る
。

現
在
当
家
は
ト
ボ
l
グ
チ
の
す
ぐ
右
側
に
格
子
窓
ハ
写
真
〉
を
設
け
て

お
り
、
こ
の
格
子
窓
の
こ
と
を
H

ト
ボ
l
ネ
γ
グ
u

と
よ
ん
で
い
る
。
そ

L
-
M
A
d
，、

し
て
、
当
家
は
H
伊
賀
造
り
M

で
あ
る
と
も
い
い
伝
え
て
い
る
。
「
伊

賀
造
り
」
と
い
う
言
葉
は
利
根
・
沼
田
地
方
で
も
よ
く
聞
く
言
葉
で
あ

る
。
「
伊
賀
造
り
」
の
由
来
は
真
田
和
動
守
信
利
の
時
、
き
び
し
い
検
地

に
よ
り
沼
田
三
万
石
を
十
四
万
石
に
打
ち
出
す
な
ど
の
暴
政
は
有
名
で

あ
る
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
各
家
の
窓
に
も
重
い
税
(
窓
税
と
よ
ぶ
と

こ
ろ
が
多
い
〉
を
か
け
た
た
め
、
各
家
は
な
る
べ
く
窓
の
少
な
い
家
を
つ

く
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
窓
の
少
な
い
家
を

「
伊
賀
造
り
」
と
よ
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
一
般
に
い
い
伝
え
ら
れ
て
い

る。
当
家
に
伝
わ
る
ト
ボ
l
ネ
ン
グ
の
よ
び
名
は
、
当
時
の
民
家
で
は
設
け

る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
ト
ボ
l
グ
チ
ハ
出
入
口
〉
の
す
ぐ
わ
き
に
窓
を
設

け
た
た
め
、
他
の
家
よ
り
そ
の
窓
の
分
だ
け
よ
け
い
窓
税
を
払
わ
さ
れ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
か
ら
発
生
し
た
よ
び
名
で
あ
ろ
う
。

「
伊
賀
造
り
」
や
「
窓
税
」
の
伝
承
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
主
に
利

根
・
沼
田
地
方
で
時
々
耳
に
す
る
言
葉
で
あ
る
。
だ
が
、
重
要
な
こ
と

は
そ
れ
ら
の
言
葉
の
信
滋
性
に
つ
い
て
の
追
求
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
筆

俗民

者
が
民
家
遺
構
を
通
し
て
追
求
し
た
結
果
、
「
伊
賀
造
り
」
や
「
窓
税
」

を
裏
付
け
る
一
証
拠
は
全
く
見
出
し
得
な
か
っ
た
。

で
は
、
「
伊
賀
造
り
」
「
ト
ボ
l
ネ
ン
グ
」
の
伝
承
を
持
つ
山
崎
道
雄

家
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に
そ
の
考
察
を
進
め
て
み
よ
う
。

山
崎
家
の
つ
く
り
を
み
る
と
、
窓
の
数
は
特
に
少
な
い
わ
け
で
な
く
、

建
築
手
法
も
特
に
変
わ
っ
た
造
り
と
い
い
が
た
い
。
ま
た
、
ト
ボ
1
グ
チ

右
手
に
設
け
ら
れ
て
い
る
ト
ボ
l
ネ
ン
グ
(
格
子
窓
)
の
と
こ
ろ
は
復
原

す
る
と
、
土
壁
に
な
っ
て
し
ま
い
建
立
当
初
、
こ
こ
に
窓
は
な
か
っ
た
こ

と
に
な
る
(
図
|
3
1
次
に
当
家
の
建
立
年
代
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ

注
1
J

。
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当
家
に
は
江
戸
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
雛
人
形
が
四
体
残
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
を
収
納
す
る
箱
に
「
文
政
三
年
三
月
士
口
日
成
之
」
の
墨
書
が

み
ら
れ
、
一
体
の
雛
人
形
の
尻
に
は
「
文
化
」
の
年
号
の
墨
書
も
み
ら
れ

る
。
ま
た
、
三
つ
重
ね
の
古
め
か
し
い
重
箱
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

を
収
納
す
る
箱
の
内
側
に
次
の
よ
う
な
墨
書
を
残
し
て
い
る
。

「
原
岩
本
村
神
保
孫
八
郎
往
重

安
永
五
丙
申
四
月
廿
一
日

行
年
七
十
六
歳
死
ス
L

こ
の
墨
書
と
対
応
す
る
反
対
側
に
は

「
子
孫
遺
置
者
也
」
と
あ
る
。

以
上
の
墨
書
か
ら
次
の
よ
う
に
推
定
す
る
。

当
家
の
先
祖
の
中
に
当
時
岩
本
の
名
主
、
神
保
家
ハ
現
在
の
神
保
彦
左

衛
門
家
〉
あ
る
い
は
そ
の
分
家
か
ら
出
た
人
が
お
り
、
そ
の
人
の
親
が
神



家

保
孫
八
郎
往
重
に
当
る
。
神
保
孫
八
郎
往
重
は
安
永
五
年
七
十
六
歳
で
死

ん
だ
が
、
そ
の
時
親
の
形
見
と
し
て
も
ら
っ
て
来
た
の
が
こ
の
収
納
箱
に

収
め
ら
れ
た
重
箱
で
あ
っ
た
。
当
家
は
そ
れ
以
来
火
災
に
あ
う
こ
と
も
な

か
っ
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
品
を
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。
し

た
が
っ
て
当
家
は
安
永
五
年
よ
り
も
古
い
遺
構
で
あ
ろ
う
。
建
築
の
各
種

の
特
徴
か
ら
推
察
し
て
も
安
永
五
年
ハ
一
七
七
六
〉
よ
り
新
し
い
遺
構
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
真
田
氏
改
易
三
六
八
一
年
〉

以
前
に
ま
で
は
と
て
も
朔
り
得
な
い
。

当
家
の
場
合
、
古
く
み
て
一
八
世
紀
初
期
ま
で
糊
る
の
が
限
度
で
あ

り
、
一
八
世
紀
中
期
頃
の
遺
構
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

山
崎
道
雄
家
は
以
上
の
よ
う
に
、
建
築
年
代
か
ら
推
察
し
て
も
全
く
真

田
氏
支
配
の
時
代
と
結
び
つ
か
な
い
。
「
伊
賀
造
り
」
は
ま
た
も
幻
に
終

っ
て
し
ま
っ
た
。

民
家
は
一
般
に
全
国
ど
の
地
域
で
も
、
建
立
年
代
が
測
る
に
つ
れ
て
閉

鎖
的
に
な
り
規
模
も
小
さ
く
な
る
の
で
あ
る
。
利
根
・
沼
間
お
よ
び
吾
妻

地
方
に
お
い
て
も
そ
れ
は
例
外
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
考
え
て

も
、
真
田
氏
支
配
の
地
域
に
限
っ
て
特
に
「
伊
賀
造
り
」
を
認
め
た
場

合
、
他
の
地
域
の
古
い
民
家
の
閉
鎖
性
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
よ
い

の
か
説
明
に
困
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
伊
賀
造
り
」
の
伝
承
が
説
得
力
を

持
つ
た
め
に
は
大
部
分
の
地
方
で
開
口
部
の
大
き
な
民
家
が
造
ら
れ
る
時

代
に
真
閏
氏
支
配
の
地
方
だ
け
関
口
部
の
小
さ
な
あ
る
い
は
少
な
い
民
家

が
多
く
残
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
の
地
区
で
も
開
口
部
の
小
さ

な
ハ
少
な
い
)
民
家
が
多
く
あ
っ
た
の
で
は
そ
の
地
区
に
も
伊
賀
守
が
い

民

な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
明
不
合
理
で
あ
る
。
さ
ら
に
今
の
と
こ
ろ
真
田

氏
に
関
す
る
文
書
で
「
窓
税
」
を
賦
課
し
た
と
い
う
記
録
は
発
見
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
。
以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
今
の
と
こ
ろ
筆
者
は
「
伊
賀

造
り
」
を
実
存
し
な
い

n
幻
の
造
り
H

と
考
え
て
い
る
。

_._ 
ノ、

不
整
形
田
字
型

こ
の
形
式
の
間
取
は
表
側
に
お
け
る
室
の
奥
行
よ
り
、
裏
側
の
室
の
奥

行
を
浅
く
し
た
も
の
で
、
調
査
遺
構
中
こ
の
形
式
に
属
す
る
民
家
は
図
1

4
に
示
し
た
五
棟
で
あ
っ
た
。

小
林
好
=
一
郎
家
は
梁
間
四
問
、
桁
行
約
七
聞
で
他
の
遺
構
に
比
べ
て
デ

ゆ
か
う
え

l
ド
コ
の
面
積
が
幾
分
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
床
上
で
は
表
側
の
室
(
デ

l

・
ジ
ャ
シ
キ
)
の
奥
行
を
二
間
半
と
し
、
裏
側
の
室
(
オ
タ
ノ
デ
1
・

コ
ジ
ャ
シ
キ
)
の
奥
行
を
室
と
し
て
成
立
す
る
た
め
の
最
小
の
寸
法
と
考

え
ら
れ
る
一
聞
と
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

当
家
の
よ
う
な
間
取
は
前
述
の
関
征
児
家
や
茂
木
孝
雄
家
の
デ
l

・ジ

ヤ
シ
キ
裏
に
み
ら
れ
た
細
長
い
土
間
部
分
の
室
を
デ
!
と
ジ
ャ
シ
キ
境
の

延
長
線
上
で
間
仕
切
れ
ば
容
易
に
実
現
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
関
征
児
家
や

茂
木
孝
雄
家
の
平
面
形
式
を
、
そ
の
祖
形
と
す
る
も
の
と
推
察
す
る
。

当
家
は
ジ
ャ
シ
キ
表
の
半
分
を

n
サ
マ
ハ
格
子
窓
〉
H

に
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
例
は
当
家
以
外
に
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
県
内
他
地
域
の
主

に
一
八
世
紀
以
前
に
ま
で
湖
る
古
民
家
で
は
よ
く
み
ら
れ
る
古
い
関
口
部
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の
手
法
で
あ
る
。

当
家
は
そ
の
昔
、
現
在
地
よ
り
も
も
っ
と
南
に
下
っ
た
地
に
屋
敷
を
か

ま
え
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
後
現
在
の
屋
敷
に
移
り
住
ん
だ
も
の
で
、
遺

構
は
そ
の
時
建
築
さ
れ
た
も
の
と
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
地
に
移

り
住
ん
だ
年
代
・
遺
構
の
建
築
時
期
と
も
、
安
政
四
年
(
一
八
五
七
〉
生

れ
の
先
祖
も
知
ら
な
か
っ
た
ほ
ど
古
い
時
代
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
伝
え
て

い
る
。
だ
が
、
当
家
は
平
面
・
構
造
・
細
部
の
建
築
手
法
か
ら
一
八
世
紀

f往L~ 

家小林好三郎

初
期
頃
に
建
立
さ
れ
た
遺
構
と
推
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
屋
敷
替
を
お

こ
な
っ
た
時
期
も
そ
の
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

蜂
須
賀
祥
次
家
は
梁
間
約
凶
間
半
、
桁
行
九
間
余
り
の
規
模
を
示
し
、

デ
1
ド
コ
内
に
は
不
整
八
角
形
の
上
屋
柱
が
た
ち
古
風
な
感
を
与
え
る
。

デ
!
と
ジ
ャ
シ
キ
裏
の
室
の
奥
行
は
一
間
余
り
し
か
な
く
、
特
に
デ
l
裏

の
室
ハ
室
名
不
明
)
を
土
聞
に
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る。
不
整
形
国
字
型
は
、
前
に
関
征
児
家
や
茂
木
孝
雄
家
を
そ
の
祖
形
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
た
が
、
蜂
須
賀
祥
次
家
の
平
面
形
式
に
よ
っ

て
、
そ
の
こ
と
を
一
一
層
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
蜂

須
賀
祥
次
家
は
関
征
児
家
・
茂
木
孝
雄
家
の
デ
l
・
ジ
ャ
シ
キ
裏
に
み
ら

れ
た
桁
行
に
細
長
い
土
間
部
分
の
室
を
、
デ
!
と
ジ
ャ
シ
キ
境
の
延
長
線

ジャシキ表の柱にみられる

サマの痕路(小林好三郎家〉
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上
で
区
画
し
、
ヅ
ャ
シ
キ
裏
の
小
空
聞
に
だ
け
床
板
を
張
っ
た
も
の
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ジ
ャ
シ
キ
裏
の
小
空
聞
は
大
き
な
空
間
で
あ
る
ジ
ャ
シ
キ
に
対
し
て
、

こ
れ
に
附
随
し
た
小
さ
な
ジ
ャ
シ
キ
と
い
う
意
味
か
ら

H

コ
ジ
ャ
シ
キ
H

の
名
称
が
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

デ
l
裏
の
土
間
部
分
は
以
上
の
よ
う
な
推
察
か
ら
、
ジ
ャ
シ
キ
裏
ま
で

土
間
で
あ
っ
た
祖
形
の
名
残
り
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

当
家
は
現
在
デ

l
ド
コ
に
根
太
天
井
を
張
り
、
デ

l
ド
コ
上
部
前
面
の

家

蜂須賀祥次 家

民

屋
根
勾
配
を
ゆ
る
め
て
、
幅
二
聞
の
関
口
部
を
設
け
、
こ
こ
か
ら
屋
根
裏

へ
採
光
し
て
い
る
。
し
か
し
、
恨
太
天
井
・
屋
恨
前
面
の
採
光
の
た
め
の

関
口
部
と
も
後
の
改
造
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

当
家
は
建
立
年
代
に
つ
い
て
の
記
録
・
伝
承
等
を
残
し
て
い
な
い
が
、

建
築
に
お
け
る
平
面
・
構
造
・
細
部
の
特
徴
か
ら
、
お
よ
そ
一
八
位
紀
初

期
頃
に
建
立
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

神
保
彦
左
衛
門
家
は
梁
間
四
間
半
、
桁
行
十
聞
の
規
模
を
示
し
、
江
戸

時
代
は
代
々
名
主
を
勤
め
た
家
柄
で
あ
る
。
当
家
に
は
「
藤
原
氏
神
保
系

図
」
と
題
さ
れ
た
系
図
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
系
図
は
幕
末
の
こ
ろ
に

清
書
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
十
五
世
紀
中
期
の
こ
ろ
よ
り
姓
名
の

下
右
側
に
俗
名
を
、
左
側
に
は
法
名
を
、
さ
ら
に
妻
の
出
身
を
も
記
し
て

蜂須賀祥次家のデード‘コ内に

立つ不整八角形のと屋柱
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誌

神保彦左衛門

民俗

家

い
る
。
そ
し
て
、
神
保
安
芸
守
長
国
ハ
槌
栗
城
主
・
永
禄
七
甲
子
年
十
月

十
七
日
逝
去
)
以
降
は
以
上
に
加
え
て
法
名
の
左
側
に
逝
去
年
月
日
を
記

し
、
一
委
の
法
名
お
よ
び
逝
去
年
月
日
を
も
付
記
し
て
い
る
。
ま
た
長
国
の

長
男
重
春
か
ら
は
、
本
人
の
生
年
月
日
と
幼
名
お
よ
び
妻
の
享
年
を
も
付

記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
十
六
世
紀
中
期
頃
か
ら
は
後
継
ぎ
で
あ
る
長

男
に
関
し
て
は
、
か
な
り
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
十
六

世
紀
中
頃
以
降
の
記
載
事
項
は
信
頼
性
の
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
神
保
安
芸
守
長
国
の
項
に
は
「
天
文
十
五
年
丙
午
三
月
上
野
園

1298 
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不整形回字型

No.ll'H本節三郎家 No.12峰須賀祥次家 Nn13神保彦左衛門家
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家

吾
妻
郡
植
栗
村
エ
移
住
シ
城
主
ト
ナ
ル
、
天
文
十
四
年
巳
五
月
ヨ
リ
同
所

ニ
於
テ
代
々
四
千
武
百
八
十
七
石
武
斗
五
合
ヲ
領
ス
」
と
あ
り
、
長
国
の

長
男
神
保
佐
左
衛
門
尉
重
春
の
項
に
は
「
享
禄
二
年
巴
丑
九
月
十
四
日

生
、
永
禄
九
年
丙
寅
九
月
極
栗
村
ヨ
り
同
郡
蟻
川
村
字
原
岩
本
-
一
移
住
シ

郷
司
ト
ナ
ル
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
記
録
か
ら
当
家
の
先
祖
は
戦

国
時
代
、
槌
栗
城
主
で
あ
っ
た
が
、
永
禄
九
年
九
月
よ
り
現
在
の
地
に
住

み
つ
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

永
禄
九
年
ハ
一
五
六
六
〉
九
月
は
、
有
名
な
箕
輪
城
が
武
田
信
玄
の
率

い
る
大
軍
に
よ
っ
て
陥
落
し
た
年
月
で
あ
る
。
恐
ら
く
こ
の
時
武
田
軍

は
、
そ
の
余
勢
を
か
つ
て
北
上
州
を
も
侵
略
し
、
植
栗
城
も
武
田
軍
の
攻

勢
を
受
け
て
同
月
陥
落
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
当
家
は
重
春

の
時
に
、
現
在
地
の
岩
本
に
落
ち
の
び
、
以
後
明
治
に
至
る
ま
で
代
々
郷

司
ハ
名
主
〉
を
つ
と
め
た
家
柄
で
あ
る
。

ま
た
、
有
名
な
茂
左
衛
門
事
件
の
時
は
、
近
在
の
名
主
た
ち
が
当
家
の

裏
山
に
ひ
そ
か
に
集
ま
っ
て
密
議
し
た
と
い
い
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
土
蔵

の
中
に
は
直
訴
案
文
が
門
外
不
出
と
し
て
今
日
で
も
残
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。
調
査
の
時
そ
の
写
文
を
み
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
そ
の
最
後
の
署
名

は
「
右
三
万
石
願
人
惣
代
月
夜
野
村
三
郎
右
衛
門
天
和
元
四
年
」
と

な
っ
て
お
り
、
茂
左
衛
門
の
実
名
が
記
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い

る。
当
家
を
調
査
し
た
の
は
昭
和
田
十
一
年
三
九
六
六
〉
の
こ
と
で
故
彦

左
衛
門
氏
が
健
在
で
あ
っ
た
。
彦
左
衛
門
氏
(
明
治
三
十
四
年
生
〉
は
若

い
時
か
ら
歴
史
が
好
き
で
あ
っ
た
と
い
い
、
先
祖
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
戦

民

国
時
代
の
頃
か
ら
の
村
の
で
き
ご
と
や
歴
史
を
口
頭
で
伝
窓
し
て
い
た
め

ず
ら
し
い
人
で
あ
っ
た
。
彼
の
伝
承
に
よ
れ
ば
当
家
は
宝
暦
二
年
に
火

災
に
あ
い
、
宝
暦
二
年
か
ら
三
年
に
か
け
て
神
保
彦
兵
衛
重
親
に
よ
っ
て

建
立
さ
れ
た
も
の
が
現
存
の
母
屋
で
あ
る
と
い
い
伝
え
る
。
遺
構
を
建
築

的
な
特
徴
か
ら
推
察
し
た
場
合
も
ほ
ぼ
そ
の
頃
と
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
彦
左
衛
門
氏
の
伝
承
は
信
頼
で
き
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

山
田
実
家
は
デ
l
ド
コ
に
根
太
天
井
を
張
っ
て
、
屋
根
裏
利
用
を
考
え

て
い
る
。
こ
の
た
め
上
屋
の
背
を
を
高
め
て
い
る
の
が
断
面
図
で
よ
く
わ

山田実家(前兜造りの発生過程を思

わせる屋根裏彩光方式である〉
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俗誌

か
る
ハ
図

1
4参
照
〉
。
当
家
の
示
す
主
な
新
し
い
特
徴
は
デ
l
の
西
側
に

ト
コ
・
ト
ダ
ナ
を
設
け
て
い
る
こ
と
、
デ
l

・
ジ
ヤ
ジ
キ
の
表
側
お
よ
び

デ
!
と
オ
ク
リ
境
に
差
鴨
居
を
使
用
し
、
中
柱
を
省
略
し
て
い
る
こ
と
、

デ
l
ド
コ
と
床
上
境
の
柱
は
径
を
増
し
、
デ
l
ド
コ
側
に
逃
げ
を
う
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

当
家
は
文
化
六
年
三
月
十
一
日
生
の
先
祖
、
又
八
郎
ハ
明
治
三
十
年
十

月
二
十
八
日
没
〉
が
古
家
を
買
っ
て
き
て
再
建
し
た
も
の
と
伝
え
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
、
再
建
の
時
期
は
十
九
世
紀
中
期
演
と
推
定
さ
れ
る
。

伊
能
八
平
家
は
役
場
の
す
ぐ
西
に
あ
る
町
家
造
り
の
遺
様
で
あ
る
。
街

道
ぞ
い
の
前
面
を
出
桁
造
り
に
し
、
関
口
部
は
一
、
二
階
と
も
格
子
を
朕

込
み
、
い
か
に
も
街
道
ぞ
い
の
町
家
ら
し
い
風
格
を
表
現
し
て
い
る
。
平
面

は
裏
側
の
室
の
奥
行
を
二
問
、
表
側
の
室
の
奥
行
を
二
間
半
に
し
て
い
る

た
め
、
裏
側
と
表
側
の
室
の
奥
行
が
異
な
り
、
不
整
形
田
字
型
に
な
っ
て

い
る
も
の
で
、
不
整
形
悶
字
型
の
完
成
さ
れ
た
平
面
を
示
し
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

ト
コ
は
デ
ー
ば
か
り
で
な
く
、
裏
側
の
オ
ク
り
に
も
設
け
ら
れ
、
二
間

半
の
関
口
部
も
大
き
な
差
鴨
居
で
支
持
さ
れ
て
い
る
。
屋
根
は
現
在
鉄
板

葺
で
あ
る
が
、
当
初
は
板
葺
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
土
聞
の
少
な
い
の
も

町
家
の
特
徴
で
あ
る
。

当
家
は
明
治
五
、
六
年
頃
建
立
さ
れ
た
遺
構
と
家
人
は
い
い
伝
え
て
い

る
の
で
、
そ
の
頃
の
建
立
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

民

七

1300 

喰
違
四
間
取
型

表
1
2
に
掲
げ
た
四
十
四
棟
の
調
査
民
家
の
う
ち
、
喰
違
四
間
取
型
に

属
す
る
も
の
は
二
十
五
棟
に
達
し
、
全
体
の
五
十
七
%
を
占
め
た
。
こ
の

う
ち
時
代
が
新
し
く
な
っ
て
も
屋
根
裏
利
用
を
考
え
て
い
な
い
も
の
と
、

当
初
は
デ
l
ド
コ
上
部
だ
け
の
屋
狼
裏
利
用
か
ら
始
ま
っ
て
正
式
な
二
階

造
に
発
展
す
る
も
の
の
二
種
類
が
み
ら
れ
る
の
で
、
二
つ
に
分
け
て
解
説

す
る
。

付
、
屋
狼
裏
利
用
を
考
え
て
い
な
い
喰
遠
四
間
取
型

図
ー
5
に
掲
げ
た
田
村
好
男
家
は
昭
和
四
十
一
年
に
調
査
し
た
も
の

で
、
今
日
で
は
新
し
い
家
に
建
て
替
え
ら
れ
て
し
ま
っ
て
お
り
現
存
し
な

-u 当
家
は
デ
l

・
ジ
ャ
シ
キ
表
に
中
柱
を
有
す
る
だ
け
で
な
く
、
デ
!
と

オ
ク
リ
境
を
土
壁
で
閉
鎖
し
、
デ
l
ド
コ
内
に
は
上
屋
柱
を
露
出
し
、
こ

の
う
ち
の
一
本
を
釜
柱
と
よ
ぴ
、
又
首
組
の
中
に
東
を
た
て
て
い
る
な
ど

古
い
建
築
様
式
を
よ
く
残
し
て
い
た
。

当
家
は
元
禄
十
年
三
六
九
七
〉
の
建
立
と
い
い
伝
え
て
い
た
が
、
建

築
の
平
面
・
構
造
・
細
部
の
特
徴
か
ら
推
察
し
て
も
い
い
伝
え
の
頃
、
建

築
さ
れ
た
も
の
と
み
て
妥
当
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
。

斉
藤
政
治
家
も
昭
和
四
十
一
年
に
調
査
し
た
時
の
史
料
を
掲
げ
た
も
の

で
、
当
家
は
昭
和
四
十
六
年
十
一
月
解
体
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
解
体
時



家

に
柱
の
柄
か
ら
次
の
よ
う
な
墨
書
が
発
見
さ
れ
た
。

「
享
保
四
年
亥
二
月
吉
日

五
反
田
村
大
工
武
兵
衛

大
工
小
板
橋
七
左
衛
門
」

以
上
の
選
書
は
一
個
の
柄
の
三
面
に
選
位
で
記
さ
れ
た
も
の
で
、
今
日

で
も
柄
の
部
分
を
切
り
取
っ
て
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
墨
書
に
よ
っ
て
旧
斉
藤
政
治
家
は
享
保
四
年
三
七
一
九
)
に
建

立
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
お
よ
び
、
建
立
に
関
し
て
は
少
な
く
と
も

二
人
の
大
工
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

民
家
の
建
築
に
関
し
て
、
確
た
る
証
拠
を
も
っ
て
そ
の
絶
対
年
代
が
明
ら

か
に
な
る
こ
と
は
極
め
て
め
ず
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
の
で
、
旧
斉
藤
政
治

家
の
調
査
記
録
は
他
の
民
家
を
研
究
す
る
場
合
の
貴
重
な
史
料
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

当
家
の
特
徴
は
田
村
好
男
家
と
類
似
す
る
が
、
デ
l
ド
コ
と
床
上
境
は

田
村
好
男
家
よ
り
も
閉
鎖
性
が
強
く
、
古
風
で
あ
る
。

斉
藤
杉
雄
家
は
オ
ク
リ
と
デ
l
境
の
半
分
を
閉
鎖
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
、
デ
l
の
表
側
は
半
分
を
土
壁
と
し
、
コ
ジ
ャ
シ
キ
の
奥
行
は
一
関
し

か
と
ら
れ
て
い
な
い
な
ど
古
い
様
式
を
伝
え
て
て
い
る
。
ま
た
、
デ
l
ド

コ
と
床
上
境
の
柱
は
他
の
柱
と
変
ら
ぬ
太
さ
で
チ
ヨ

l
ナ
で
仕
上
げ
ら
れ

て
い
る
の
も
古
い
手
法
で
あ
る
。

当
家
は
建
立
年
代
に
つ
い
て
の
記
録
を
残
し
て
い
な
い
が
、
建
築
の
特

徴
か
ら
一
八
世
紀
中
期
頃
の
遺
構
と
推
定
さ
れ
る
。

竹
淵
武
家
は
斉
藤
杉
雄
家
と
同
様
な
規
模
を
示
し
、
建
築
の
特
徴
も
類

民

似
し
て
い
る
。
し
か
し
、
デ
l
表
の
土
壁
が
消
滅
し
て
い
る
こ
と
、
コ
ジ

ャ
シ
キ
の
奥
行
を
幾
分
広
く
と
っ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
コ
ジ
ャ
シ
キ
の

裏
側
一
聞
を
開
放
に
し
て
、
こ
こ
か
ら
直
接
コ
ジ
ャ
シ
キ
へ
の
採
光
を
考

え
て
い
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

当
家
も
建
築
に
関
す
る
記
録
・
伝
承
は
な
い
が
、
斉
藤
杉
雄
家
に
次
ぐ

遺
構
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
一
八
世
紀
末
頃
建
立
さ
れ
た
も
の
と
推

定
す
る
。

綿
貫
理
一
郎
家
は
デ
l
ド
コ
に
上
屋
柱
を
露
出
し
、
床
上
の
表
側
関
口

部
に
中
柱
を
有
す
る
が
、
オ
ク
リ
・
デ
1
境
に
は
デ
l
に
向
け
て
ト
ヨ
を

付
け
、
ザ
シ
キ
表
で
は
下
屋
部
分
に
浜
床
を
張
っ
て

w式
台
u

を
設
け
、

正
式
な
玄
関
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
。

当
家
も
建
立
に
関
す
る
記
録
・
伝
承
は
な
い
が
、
建
築
の
特
徴
か
ら
一

八
世
紀
末
期
頃
に
建
立
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
当
家
は

こ
の
頃
の
他
の
遺
構
に
は
み
ら
れ
な
い
式
台
お
よ
び
デ
ー
に
ト
コ
を
設
け

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
何
ら
か
の
格
式
の
あ
る
家
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺

う
こ
と
が
で
き
る
。

綿
貫
久
一
家
は
デ
l
ド
コ
内
に
上
屋
柱
を
た
て
、
デ
l
ド
コ
と
床
上
境

の
柱
は
チ
ョ

l
ナ
仕
上
げ
と
し
、
そ
の
径
も
他
の
柱
径
と
変
ら
な
い
ほ
ど

の
も
の
で
あ
り
、
上
屋
の
背
が
低
い
な
ど
古
い
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
し

か
し
、
遺
構
は
他
か
ら
も
っ
て
き
て
建
て
替
え
た
も
の
と
い
い
伝
え
て
お

り
、
中
ト
ボ
l
の
上
部
内
側
の
壁
に
指
で
書
い
た
「
文
化
七
午
十
」

の
文
字
が
み
ら
れ
る
(
写
真
)
。
こ
れ
は
壁
を
塗
っ
て
ま
だ
硬
化
し
な
い
う

ち
に
指
先
で
な
す
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
移
築
時
に
書
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誌、俗民

綿貫久一家

か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
午
」
と
「
十
」
の
下
に
も
数
文
字
脅
か
れ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
部
分
は
後
で
塗
り
つ
け
ら
れ
た
土
で
少
し
盛

り
上
っ
て
い
る
こ
ろ
か
ら
、
後
か
ら
塗
ら
れ
た
土
に
よ
っ
て
消
さ
れ
て
し

ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
事
柄
か
ら
綿
貫
久
一
家
は
文
化
七
年
に
、
移
築
前
の
古
い
建
物

の
姿
を
比
較
的
忠
実
に
引
き
継
い
で
再
建
し
た
遺
様
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。

割
田
三
代
治
家
は
こ
れ
ま
で
の
遺
構
の
よ
う
に
デ
l
・
ジ
ャ
シ
キ
境
に

向上、中トポー上部の壁に指で嘗かれた文字

、，，，右，，、ボー
pカナル』、BJ左ボz

p
 

ヤマウの家ir 
貫綿

差
鴨
居
を
使
用
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
デ
!
と
オ
ク
リ
ノ
デ
l
境
や
デ
!

と
ジ
ャ
シ
キ
の
表
側
で
も
差
鴨
居
を
用
い
て
中
柱
を
省
略
し
て
い
る
。
一

般
に
民
家
は
差
鴨
居
の
使
用
が
目
立
つ
ほ
ど
新
し
い
遺
構
と
考
え
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
当
家
は
そ
う
古
い
遺
構
で
は
な
い
。

い
い
伝
え
に
よ
れ
ば
当
家
は
、
明
治
天
皇
と
同
年
生
れ
の
人
が
三
分
二

朱
で
買
い
、
再
建
し
た
も
の
と
い
う
か
ら
一
九
世
紀
中
期
頃
旧
態
に
と
ら

わ
れ
ず
、
新
し
い
手
法
を
用
い
て
再
建
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

関
正
剛
家
は
割
田
三
代
治
家
と
同
様
な
特
徴
を
示
す
遺
構
で
あ
る
が
、
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家

再
建
さ
れ
た
も
の
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
柱
は
総
べ
て
チ
ョ

l
ナ
仕
上

げ
の
も
の
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
一
九
世
紀
初
期
頃
に
建
立

さ
れ
た
遺
構
と
推
定
さ
れ
る
。

小
野
友
夫
家
は
デ
!
と
ジ
ャ
シ
キ
表
を
「
外
エ

γ
引
通
し
内
雨
戸
」
に

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
雨
戸
四
枚
、
障
子
二
枚
を
た
て
こ
む
こ

間
引
違
い
三
本
溝
よ
り
新
し
い
手
法
を
と
り
入
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

と
こ
ろ
か
ら
関
正
剛
家
よ
り
幾
分
新
し
い
も
の
と
考
え
、
一
九
世
紀
中
期

頃
の
遺
構
と
推
定
す
る
。

小
池
利
惜
家
は
「
外
エ
ン
引
通
し
内
雨
戸
」
を
採
用
し
て
い
る
だ
け
で

な
く
、
オ
ク
リ
ノ
デ
ー
は
東
側
一
聞
を
開
放
し
て
こ
こ
よ
り
直
接
採
光

し
、
オ
ド
コ
・
メ
ド
コ
を
設
け
て
い
る
。
ま
た
、
デ
l
ド
コ
と
床
上
境
の

柱
を
カ
ン
ナ
で
仕
上
げ
て
い
る
の
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

当
家
も
一
九
世
紀
中
期
頃
の
遺
構
で
あ
ろ
う
。

割
問
良
治
家
は
デ
!
と
オ
ク
リ
に
ト
コ
・
ト
ダ
ナ
を
設
け
、
オ
ク
リ
の

東
側
は
総
べ
て
開
放
し
て
い
る
当
家
は
ひ
ね
の
お
ば
あ
さ
ん
(
八
十
五
歳

没
、
子
供
が
安
政
元
年
生
と
い
う
)
が
長
久
保
か
ら
買
っ
て
き
て
再
建
し

た
も
の
と
伝
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
十
九
世
紀
中
期
頃
の
建
立
と
み
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。

水
出
百
寿
家
は
割
田
良
治
家
と
同
様
に
オ
ク
リ
ノ
デ
ー
を
デ
!
と
同
じ

広
さ
に
と
り
、
オ
ド
コ
・
メ
ド
コ
を
付
け
、
妻
側
二
聞
を
開
放
し
、
前
面

ば
か
り
で
な
く
オ
ク
リ
ノ
デ
l
の
妻
側
に
も
エ

γ
ガ
ワ
を
設
け
て
い
る
。

外
観
を
み
る
と
前
面
の
屋
根
中
央
部
を
H

ア
ゲ
ピ
ザ
シ
H

に
し
て
、
屋
根

裏
利
用
を
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
大
正
時
代
に
改
造
し
た
も
の

畠
Nn18斉藤杉雄家Nn19竹捌 武家Nn20綿貫理一郎家 No.21綿貫久一家

民

喰i金四間取型(平家〉図5
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誌

で
元
は
屋
根
裏
利
用
を
考
え
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
い
い
伝
え
て
お
り
、

調
査
結
果
も
そ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

当
家
は
建
立
に
つ
い
て
の
記
録
ゃ
い
い
伝
え
を
残
し
て
い
な
い
が
、
屋

根
裏
利
用
を
考
え
て
い
な
い
喰
違
四
間
取
型
遺
構
の
中
で
は
新
し
い
手
法

を
最
も
多
く
示
す
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
建
立
年
代
は
十
九
世
紀
中

期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
の
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら
建
立
さ
れ
た
遺
構

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

∞
、
屋
根
裏
利
用
を
考
え
て
い
る
喰
遠
四
間
取
型

屋
根
裏
利
用
を
建
立
当
初
よ
り
考
え
て
い
る
一
調
査
遺
構
例
は
十
三
棟
で

図
|

7
、
図

8
に
そ
の
復
原
平
面
と
復
原
断
面
図
を
掲
げ
て
お
い
た
。

斉
藤
徳
次
郎
家
は
五
反
岡
村
の
シ
パ
オ
コ
シ
と
伝
え
る
家
で
、
江
戸
時

代
は
五
反
問
村
の
有
力
百
姓
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
家
で
あ
る
。
デ
ー

と
オ
ク
リ
援
に
は
室
一
闘
い
っ
ぱ
い
に
わ
た
る
ト
コ
を
設
け
、
デ
!
と
チ
ャ

ノ
マ
境
ば
か
り
で
な
く
、
デ
l
の
表
側
お
よ
び
チ
ャ
ノ
マ
の
表
側
に
も
差

鴨
居
を
用
い
て
い
る
。
チ
ャ
ノ
マ
と
デ
l
ド
コ
境
の
柱
仕
上
げ
は
チ
ャ
ノ

マ
側
と
表
側
を
カ
ン
ナ
と
し
、
裏
側
と
デ
l
ド
コ
側
を
チ
ョ

l
ナ
で
仕
上

げ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
当
初
は
デ
1
ド
コ
の
上
部
に
だ
け
竹
ス
ノ
コ
天
井

を
張
っ
て
、
屋
根
裏
を
利
用
し
た
遺
構
例
で
あ
る
。

当
家
は
建
築
に
関
す
る
記
録
お
よ
び
伝
承
を
残
し
て
い
な
い
の
で
、
階

層
性
を
考
慮
し
た
上
で
建
築
の
特
徴
か
ら
建
立
年
代
を
推
定
す
る
と
、
お

よ
そ
十
八
世
紀
中
期
頃
の
遺
構
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
調
査
後
間
も

な
く
と
り
こ
わ
さ
れ
て
、
今
日
そ
の
一
回
影
を
し
の
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。

山
口
辰
蔵
家
は
デ
!
と
オ
ク
リ
ノ
デ
l
境
お
よ
び
デ
!
と
ジ
ャ
シ
キ
の

o 36 10尺

俗民

~o27 水IB百舟家
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表
側
に
中
柱
を
有
し
、
ジ
ャ
シ
キ
と
デ
l
ド
コ
境
の
柱
仕
上
げ
を
チ
ョ

l

ナ
と
し
て
い
る
。
当
家
も
建
立
当
初
か
ら
デ
I
ド
コ
の
上
部
に
だ
け
根
太

天
井
を
張
っ
て
、
屋
根
裏
を
利
用
し
て
い
る
遺
構
例
で
あ
る
。
こ
の
デ
l

ド
コ
上
部
の
屋
根
裏
へ
の
採
光
は
裏
側
の
下
屋
よ
り
も
表
側
の
下
屋
の
幅

を
少
な
く
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
裏
よ
り
も
前
面
の
桁
を
高
め
、
こ
の
桁

下
に
背
の
低
い
小
窓
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
こ
よ
り
採
光
し
、
ま

た
こ
こ
に
は
し
ご
を
掛
け
て
屋
根
裏
へ
の
出
入
口
と
し
て
い
る
。

屋
根
裏
に
お
け
る
デ
l
ド
コ
と
ジ
ャ
シ
キ
の
境
は
土
壁
で
仕
切
ら
れ
、

ジ
ャ
シ
キ
は
イ
ロ
り
の
煙
が
よ
く
故
け
る
よ
う
に
天
井
を
張
っ
て
お
ら
ず

吹
き
抜
け
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
デ
l
・
オ
ク
リ
ノ
デ
l
・
コ
ジ
ャ
シ
キ

に
も
天
井
は
張
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
チ
ャ
ノ
マ
を
吹
き
抜

け
と
し
、
他
の
室
に
も
天
井
を
張
っ
て
い
な
い
点
で
は
前
述
の
斉
藤
徳
次

郎
家
も
同
様
で
あ
っ
た
。

山
口
辰
蔵
家
は
他
の
多
く
の
遺
構
と
同
様
に
、
建
立
に
関
す
る
記
録
や

伝
震
を
残
し
て
い
な
い
。
し
か
し
黒
く
煤
ぼ
け
た
祈
祷
札
を
残
し
て
お

り
、
板
の
表
面
に
水
を
か
け
光
の
反
射
を
利
用
し
な
が
ら
よ
う
や
く
次
の

家

日

天

明

甲

反

天

四

運告

訴

読

大

般

若

六

百

口

家

内

安

全

祈

口

吉

祥

口

口

民

文
字
を
判
読
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

当
家
は
屋
根
裏
利
用
の
初
期
的
形
態
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
他

の
建
築
的
特
徴
か
ら
推
し
て
、
祈
稿
札
に
記
さ
れ
た
天
明
四
年
(
一
七
八

四
)
の
頃
ま
で
棚
る
遺
構
と
推
察
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ

こ
で
は
一
八
世
紀
末
期
頃
の
遺
構
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

山
田
錠
次
家
は
デ
!
と
オ
ク
リ
ノ
デ
l
の
境
お
よ
び
デ
!
と
ザ
シ
キ
表

に
中
柱
を
有
し
、
平
面
の
特
徴
は
山
口
辰
蔵
家
と
よ
く
似
て
い
る
。
し
か

し
、
デ
l
ド
コ
と
ザ
シ
キ
境
の
柱
は
カ
ン
ナ
で
仕
上
げ
ら
れ
、
デ
l
ド
コ

上
部
に
は
根
太
天
井
を
張
っ
て
、
前
面
の
屋
根
を
幅
二
聞
に
わ
た
っ
て
切

落
し
、
赤
城
型
の
屋
根
形
式
を
つ
く
り
出
し
て
屋
板
裏
へ
採
光
し
て
い
る

点
が
こ
れ
ま
で
に
み
ら
れ
な
い
新
し
い
特
徴
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
屋
根
裏

へ
の
採
光
に
対
し
て
工
夫
を
こ
ら
し
た
こ
れ
ま
で
に
み
ら
れ
な
い
と
こ
ろ

の
新
し
い
屋
根
形
式
を
考
え
出
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

一
般
に
中
之
条
の
民
家
は
ウ
マ
ヤ
の
奥
の
空
聞
を
「
カ
ラ
ウ
ス
パ
」
と

よ
ぶ
家
が
多
い
。
そ
れ
は
こ
こ
の
隅
の
地
面
に
カ
ラ
ウ
ス
を
う
ず
め
、
足

で
き
ね
を
踏
ん
で
穀
類
を
つ
い
た
こ
と
か
ら
そ
の
よ
う
に
よ
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
当
家
に
は
そ
の
カ
ラ
ウ

ス
ハ
石
製
〉
が
つ
か
わ
れ
て
い
た
当
時
の
ま
ま
の
状
態
で
す
え
ら

れ
て
い
た
。

当
家
も
建
立
に
関
す
る
記
録
・
伝
承
を
残
し
て
い
な
い
。
そ
こ

で
建
築
に
関
す
る
各
種
の
特
徴
か
ら
建
立
年
代
を
推
定
す
る
と
、

お
よ
そ
一
九
世
紀
初
期
頃
の
遺
構
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
た
。

森
田
菊
枝
家
は
デ
!
と
オ
ク
リ
ノ
デ
l
境
の
中
柱
を
省
略
し
こ
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折田次郎家

民俗

こ
に
差
鴨
居
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
デ
!
と
チ
ャ
ノ
マ
の
表
側
も
中
柱

を
省
略
し
、
こ
こ
で
は
雨
戸
用
の
溝
一
本
と
障
子
用
の
務
二
本
を
き
ざ
み

こ
ん
だ
差
鴨
居
を
使
用
し
て
い
る
。

当
家
は
現
在
床
上
・
デ
l
ド
コ
と
も
根
太
天
井
を
張
り
、
上
手
の
妻
側

を
兜
造
り
と
し
、
デ
l
ド
コ
上
部
表
側
の
屋
根
も
赤
城
型
の
よ
う
に
切
っ

て
、
こ
の
両
者
か
ら
屋
根
裏
へ
採
光
し
て
い
る
。
し
か
し
、
痕
跡
を
た
よ

っ
て
復
原
的
に
調
査
を
進
め
て
み
る
と
、
上
手
妻
側
の
兜
造
り
は
後
の
改

造
に
よ
る
も
の
で
、
床
上
各
室
の
天
井
も
建
立
当
初
は
な
く
、
チ
ャ
ノ
マ

は
吹
き
抜
け
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
デ
l
ド
コ
上
部

の
根
太
天
井
は
当
初
か
ら
の
も
の
で
、
デ
l
ド
コ
上
部
前
面
の
赤
城
型
屋

根
も
当
初
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
の
関
口
は
板
戸
を
左
右
に
引
き
分

け
る
方
式
で
、
中
柱
を
有
す
る
幅
一
聞
の
窓
で
あ
っ
た
。

デ
l
ド
コ
と
チ
ャ
ノ
マ
境
の
柱
仕
上
げ
は
デ
l
ド
コ
側
を
チ
ョ

l
ナ
と

し
他
の
三
面
を
カ
ン
ナ
と
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
当
家
に
伝
わ
る
長

持
の
ふ
た
に
文
政
六
年
(
一
八
二
一
ニ
〉
の
墨
書
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
当
家
は
一
九
世
紀
初
期
頃
に
建
立
さ
れ
た
遺
構
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ

昆

y
。折

田
次
郎
家
は
デ
ー
よ
り
オ
キ
ノ
デ
l
の
面
積
を
大
き
く
と
り
、
オ
キ

ノ
デ
ー
に
は
オ
ド
コ
・
メ
ド
コ
を
設
け
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
例

の
よ
う
に
こ
の
室
の
主
な
機
能
を
寝
室
と
し
て
い
る
の
で
な
く
、
接
客
室

と
し
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
時
に
は
デ
!
と
の
境
の
建
具
を
と

り
払
っ
て
、
デ
!
と
オ
キ
ノ
デ
!
と
は
一
つ
の
空
間
と
し
て
使
用
さ
れ
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
コ
ジ
ャ
シ
キ
の
裏
側
一
聞
を
開
放
し
、
こ
こ
よ

り
産
接
コ
ジ
ャ
ッ
キ
へ
の
採
光
・
通
風
を
考
慮
し
て
い
る
の
も
新
し
い
手

法
で
あ
る
。
ジ
ャ
シ
キ
と
デ
l
ド
コ
境
の
柱
は
カ
ン
ナ
で
仕
上
げ
ら
れ
、

デ
l
ド
コ
側
に
逃
げ
を
う
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
新
し
い
手
法
で
あ
る
。
し

か
し
、
屋
根
裏
利
用
は
デ
l
ド
コ
上
部
に
限
ら
れ
て
お
り
、
ま
だ
床
上
の

方
ま
で
お
よ
ん
で
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
当
家
の
ジ
ャ
シ
キ
も
吹
き
抜
け

で
あ
っ
た
。
だ
が
、
オ
キ
ノ
デ
l
と
デ
ー
に
は
当
初
か
ら
つ
り
天
井
(
サ

オ
縁
天
井
)
が
張
ら
れ
て
い
た
。

当
家
は
名
主
を
勤
め
た
家
柄
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
以
上
の
よ
う
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家

な
い
く
つ
か
の
進
ん
だ
建
築
手
法
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
建
築
年
代
に
つ
い
て
の
記
録
・

伝
承
は
な
い
が
、
階
層
差
の
考
慮
を
加
え
て
、
各
種
の
建
築
的
特
徴
か
ら
推
察
す
る
と
、
当
家
は

一
九
世
紀
初
期
頃
の
遺
構
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

林
言
夫
家
は
デ
!
と
オ
ク
リ
境
に
差
鴨
居
を
使
用
し
、
中
柱
を
省
略
し
、
デ
!
と
ザ
シ
キ
表
で

も
差
鴨
居
を
使
用
し
て
中
柱
を
除
去
し
て
い
る
。
デ
!
と
ザ
シ
キ
表
に
使
用
さ
れ
て
い
る
差
鴨
居

の
溝
は
外
側
の
一
本
を
雨
戸
用
と
し
、
内
側
の
二
本
を
障
子
用
に
し
た
も
の
で
森
田
菊
枝
家
と
同

様
な
も
の
で
あ
る
。

ザ
シ
キ
と
デ
l
ド
コ
境
に
た
っ
柱
は
チ
ョ
l
ナ
と
カ
ン
ナ
の
併
用
で
逃
げ
も
な
い
。
当
家
は
昭

和
四
十
九
年
に
八
十
六
歳
で
亡
く
な
っ
た
人
の
父
親
が
、
横
尾
の
中
学
校
の
近
く
に
あ
っ
た
家
を

買
っ
て
き
て
再
建
し
た
も
の
と
伝
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
お
よ
そ
十
九
世
紀
中
期
頃
再
建
さ
れ
た
遺

構
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
当
家
も
屋
根
裏
利
用
は
デ
l
ド
コ
上
部
だ
け
で
、
床
上
の
方
ま
で

お
よ
ん
で
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
再
建
時
で
も
ザ
シ
キ
は
吹
き
抜
け
と
さ
れ
、
各
室
は
天
井
を
張

っ
て
い
な
か
っ
た
。
デ
l
ド
コ
上
部
の
屋
根
裏
へ
の
採
光
は
前
面
の
屋
根
を
切
り
落
し
て
中
柱
の

あ
る
幅
一
聞
の
関
口
部
ハ
左
右
に
板
戸
を
引
き
分
け
る
方
式
〉
か
ら
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
屋
根

形
式
は
採
光
の
た
め
の
切
り
落
し
部
分
が
片
側
に
よ
っ
て
い
る
が
赤
城
型
の
部
類
に
入
れ
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。

綿
貫
良
一
家
は
各
室
境
の
間
仕
切
方
法
を
林
言
夫
家
と
同
様
に
し
て
い
る
が
、
デ
ー
の
上
手
に

押
入
を
設
け
て
い
る
こ
と
、
オ
ク
り
で
は
裏
側
に
オ
ド
コ
・
メ
ド
コ
を
備
え
、
上
手
ニ
聞
を
開
方

し
て
エ
ン
を
張
っ
て
い
る
こ
と
、
コ
ジ
ャ
シ
キ
の
裏
側
一
聞
を
開
放
し
て
い
る
こ
と
、
ジ
ャ
シ
キ

と
デ
l
ド
コ
境
の
柱
は
カ
ン
ナ
で
仕
上
げ
ら
れ
、
デ
l
ド
コ
側
に
逃
げ
て
い
る
こ
と
、
デ
l
ド
コ

上
部
ば
か
り
で
な
く
床
上
の
上
部
ま
で
根
太
天
井
を
張
っ
て
屋
根
裏
全
体
を
使
用
で
き
る
よ
う
に

考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
屋
根
裏
へ
の
採
光
は
前
面
中
央
部
を
切
り
落
し
た
赤
城
型
屋
根
お
よ
び

上
手
側
の
妻
都
に
低
い
兜
を
つ
く
っ
て
、
こ
の
両
者
よ
り
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
新
し
い
手

民

喰述四間取型|羽 7
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法
を
多
数
示
し
て
い
る
。

当
家
は
建
立
に
関
す
る
記
録
・
伝
承
等
を
残
し
て
い
な
い
が
、
以
上
に
示
し
た
各
種
の
建

築
的
特
徴
か
ら
一
九
世
紀
中
期
頃
に
建
立
さ
れ
た
遺
構
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

小
池
淑
夫
家
は
綿
貫
良
一
家
と
類
似
し
た
特
徴
を
示
す
遺
構
で
あ
る
が
、
次
の
点
に
さ
ら

に
新
し
い
特
徴
を
-
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
デ
l
の
上
手
に
設
け
ら
れ
た
ト
コ
・
押

入
の
奥
行
を
今
日
み
る
そ
れ
と
同
じ
三
尺
に
広
げ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
オ
ク
リ
ノ
デ
l
の

オ
ド
コ
・
メ
ド
コ
を
梁
聞
の
中
に
と
り
こ
ん
で
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
当
家
は
総
二
階

の
「
前
兜
造
り
」
の
形
式
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
前
面
は
ま
だ
出
桁
造
り
に
な
っ
て
い
な

い
。
ジ
ャ
シ
キ
と
デ
1
ド
コ
境
の
柱
は
チ
ョ
l
ナ
仕
上
げ
と
さ
れ
て
い
る
が
逃
げ
は
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
建
築
凶
特
徴
か
ら
当
家
は
一
九
世
紀
中
期
頃
の
建
立
と
推
定
さ
れ
る
が
、
前

兜
造
り
と
し
て
は
古
い
形
態
を
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

小
池
虎
五
郎
家
は
デ
I
の
裏
側
の
室
を
上
段
と
よ
び
平
書
院
を
つ
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
異

な
る
が
、
他
は
小
池
淑
夫
家
と
類
似
す
る
。
当
家
も
前
兜
造
で
あ
る
が
出
桁
造
り
に
は
な
っ

て
い
な
い
。
ジ
ャ
シ
キ
と
デ
l
ド
コ
境
の
柱
は
カ

γ
ナ
で
仕
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
柱
径
が
小

さ
い
た
め
地
け
を
必
要
と
し
て
い
な
い
。
建
築
に
関
す
る
記
録
・
伝
承
は
な
い
が
、
一
九
世

紀
中
期
頃
の
遺
構
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

生
巣
勇
家
も
前
述
の
二
遺
構
と
同
様
な
建
築
的
特
徴
を
示
す
遺
構
で
あ
る
が
、
雨
戸
を
エ

ン
ガ
ワ
の
外
に
引
い
て
内
エ
ン
に
し
て
い
る
の
は
新
し
い
手
法
で
あ
る
。
当
家
は
江
戸
時
代

に
名
主
を
勤
め
た
家
柄
と
伝
え
、
そ
の
た
め
か
前
面
の
軒
裏
を
セ
l
ゲ

l
造
り
ハ
セ
ガ
イ
造

り
の
こ
と
)
に
し
て
い
る
。
ウ
マ
ヤ
の
奥
に
は
今
日
で
も
石
製
の
カ
ラ
ウ
ス
を
地
面
に
埋

め
、
足
で
踏
ん
で
穀
類
を
つ
く
キ
ネ
も
往
時
の
ま
ま
す
え
ら
れ
て
い
た
。

当
家
は
デ
l
ド
コ
の
上
部
だ
け
で
な
く
、
床
上
部
分
に
も
根
太
天
井
を
張
り
、
上
手
側
の

妻
を
兜
造
り
に
し
、
ま
た
デ
l
ド
コ
南
面
の
屋
根
も
赤
城
型
様
に
切
っ
て
、
こ
の
両
者
か
ら
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屋
根
裏
へ
の
採
光
を
考
え
て
い
る
。
当
家
に
は
安
政
三
年
ハ
一
八
五
六
)

の
年
号
の
あ
る
「
普
請
諸
掛
拘
帳
」
他
二
一
怖
が
あ
り
、
建
立
年
代
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
。
屋
棋
の
棟
は
現
在
鉄
板
で
お
お
わ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
昭
和
三
十
五
年
頃
改
め
た
も
の
で
、
以
前
は
「
芝
グ
シ
」
と
い
っ
て

土
手
の
芝
を
土
の
つ
い
た
ま
ま
と
っ
て
き
て
の
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
伝

同

え
る
。田

村
留
十
郎
家
・
神
林
安
次
家
・
唐
沢
久
男
家
は
い
ず
れ
も
出
桁
造
り

に
し
た
前
兜
造
り
で
あ
る
。
田
村
留
十
郎
家
は
「
火
災
に
あ
い
古
家
を
も

っ
て
き
て
建
っ
た
も
の
」
と
伝
え
る
が
、
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
不
明
で

あ
る
。
神
林
安
次
家
・
唐
沢
久
男
家
は
建
立
に
関
す
る
記
録
・
伝
承
を
残

し
て
い
な
い
。
し
か
し
以
上
の
三
棟
と
も
同
年
代
の
遺
構
と
考
え
ら
れ
る

も
の
で
、
建
立
の
時
期
は
一
九
世
紀
中
期
頃
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ

れ
る
。

八

大
規
模
型

家

四
間
取
よ
り
も
間
取
の
多
い
民
家
は
一
般
に
規
模
が
大
き
い
の
で
、
大

規
模
型
と
仮
称
し
、
図
|

9
に
四
棟
を
掲
げ
て
お
い
た
。
以
下
に
こ
れ
ら

四
棟
に
つ
い
て
解
説
を
加
え
る
。

富
沢
吉
陳
家
は
代
々
名
主
を
勤
め
、
現
当
主
で
二
十
四
代
目
と
伝
え
て

い
る
。
規
模
は
桁
行
十
三
間
半
、
梁
間
七
問
、
寄
棟
茅
葺
で
前
兜
造
と
し

て
い
る
。
平
面
は
エ
ン
ガ
ワ
を
矩
の
手
に
廻
し
、
上
手
の
一
列
は
三
室
つ

民

づ
き
と
し
表
の
方
か
ら
裏
へ
む
か
つ
て
オ
モ
テ
ノ
デ
1
・
ナ
カ
ノ
デ
l
・

上
段
と
し
て
い
る
。
上
段
に
は
床
・
棚
・
書
院
を
付
け
て
い
る
。
次
の
列

は
表
側
を
ジ
ャ
シ
キ
と
し
二
十
一
畳
大
の
板
床
と
し
、
中
央
付
近
に
イ
ロ

り
を
設
け
て
い
る
。
ジ
ャ
シ
キ
の
裏
は
オ
ク
リ
と
い
い
、
や
は
り
板
床
と

し
て
い
る
が
、
こ
こ
は
家
族
の
寝
室
に
使
わ
れ
て
い
た
室
で
あ
る
。
こ
れ

よ
り
下
手
は
デ
l
ド
コ
で
あ
る
が
、
デ
l
ド
コ
に
は
ジ
ャ
シ
キ
や
オ
ク
リ

の
床
面
よ
り
一
段
低
い
板
床
を
張
り
出
し
、
こ
こ
を
ク
ダ
リ
ノ
ジ
ャ
シ
キ

と
よ
び
、
こ
こ
に
も
イ
ロ
リ
を
設
け
て
い
る
。
デ
l
ド
コ
・
ジ
ヤ
ジ
キ
・

オ
ク
リ
の
上
部
に
は
根
太
天
井
を
張
り
、
こ
こ
で
主
に
養
蚕
を
お
こ
な
っ

た
。
上
手
一
列
目
の
室
の
上
は
つ
り
天
井
に
し
て
い
る
た
め
、
二
階
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
デ
1
ド
コ
は
大
変
広
い
た
め
デ
l
ド
コ
内
に
太

い
四
本
の
独
立
柱
を
た
て
て
い
る
。
こ
の
う
ち
カ
マ
ド
の
近
く
に
た
っ
柱

を
H

カ
マ
柱
H

と
よ
ん
で
カ
マ
神
様
を
ま
つ
っ
て
い
る
。

当
家
は
中
之
条
地
方
を
代
表
す
る
養
蚕
農
家
と
し
て
、
草
葺
前
兜
造
り

の
特
色
あ
る
外
観
を
呈
し
、
保
存
も
よ
く
建
築
年
代
が
ほ
ぼ
明
ら
か
な
好

例
と
し
て
昭
和
四
十
五
年
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

建
立
年
代
を
推
定
す
る
根
拠
に
な
っ
た
の
は
当
家
に
伝
わ
る
次
の
よ
う

な
祈
鵡
札
で
あ
っ
た
。

こ
の
祈
祷
札
に
よ
っ
て
当
家
は
寛
政
四
年
ハ
一
七
九
二
〉
の
建
立
と
推

定
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

神
保
あ
さ
家
は
通
称
M

ヤ
マ
セ
H

と
い
い
、
前
に
述
べ
た
岩
本
の
有
力

名
主
神
保
彦
左
衛
門
家
か
ら
寛
文
六
年
三
六
六
六
〉
に
分
家
し
た
家
で

あ
る
。
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誌

月

俗

寛

四

子

世主

政

民

春

修

不

動

尊

護

摩

供

家

内

安

全

如

意

長

久

祈

伐

守草

正

官

日

神
保
彦
左
衛
門
家
は
江
戸
時
代
当
家
の
ほ
か
に
数
軒
の
分
家
を
出
し
て

い
る
が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
ヤ
マ
セ
の
他
は
家
系
が
絶
え
て
し
ま
っ
て
い

る
。
そ
し
て
今
、
材
木
問
屋
と
し
て
一
時
は
当
地
の
有
力
名
主
で
あ
っ
た

本
家
、
神
保
彦
左
衛
門
家
を
も
し
の
ぐ
ほ
ど
の
勢
い
を
誇
っ
た
と
い
わ
れ

る
ヤ
マ
セ
も
、
最
後
の
当
主

w
あ
さ
u

さ
ん
は
既
に
亡
く
ハ
昭
和
四
十
九

年
九
十
二
歳
没
〉
、
覚
文
以
来
三
百
有
余
年
に
わ
た
っ
た
歴
史
の
幕
を
閉
じ

て
し
ま
い
、
そ
の
舞
台
と
な
っ
た
屋
敷
と
家
屋
だ
け
が
と
り
残
さ
れ
て
い

る。
当
家
は
吾
妻
都
内
の
山
林
か
ら
木
材
を
伐
採
し
、
イ
カ
ダ
を
組
ん
で
吾

妻
川
、
利
根
川
を
流
し
て
江
戸
へ
送
り
、
主
に
江
戸
で
商
売
を
し
て
い
た

と
い
う
。
特
に
文
政
十
二
年
三
八
二
九
〉
に
は
江
戸
に
大
火
が
あ
り
、

木
材
が
暴
騰
し
た
た
め
、
恩
わ
ぬ
大
金
を
得
た
と
い
う
。
こ
の
大
金
を
投

じ
て
造
っ
た
の
が
現
存
の
母
屋
・
は
な
れ
・
南
面
の
長
屋
門
の
構
え
で
あ

る
と
伝
え
る
。
母
屋
は
桁
行
十
五
間
半
、
梁
間
八
聞
に
お
よ
び
、
学
校
建

築
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
大
規
模
な
造
り
で
あ
る
。
平
面
は
桁
行
に
三
列
に

室
を
な
ら
べ
上
手
一
列
と
次
の
列
は
三
室
つ
づ
き
の
座
敷
で
、
上
手
一
列

祈

は
裏
の
方
か
ら
「
ツ
ル
ノ
マ
」
「
カ
メ
ノ
マ
」

「
マ
ツ
ノ
マ
」
と
呼
び
、
「
ツ
ル
ノ
マ
」
は
十
五

畳
の
広
さ
を
有
し
、
立
派
な
床
・
棚
・
書
院
が
付

い
て
お
り
、
長
押
に
は
鶴
を
形
取
っ
た
釘
隠
し
を

付
け
て
い
る
。
「
カ
メ
ノ
マ
」
は
十
八
畳
の
広
さ

で
、
ツ
ル
ノ
マ
に
次
ぐ
接
客
空
間
と
し
て
利
用
さ

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
長
押
に
は
亀
を
形
取
っ
た

釘
隠
し
を
付
け
て
い
る
。
「
マ
ツ
ノ
マ
」
は
六
畳
で
畳
を
敷
い
て
い
る

1310 
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家

が
、
奥
行
を
東
側
の
ロ

l
カ
と
同
じ
に
と
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
こ

は
控
え
の
間
兼
通
り
ハ
ロ
l
カ
〉
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
う
と

思
わ
れ
る
が
、
こ
の
室
に
も
長
押
を
め
ぐ
ら
し
松
を
形
取
っ
た
釘
隠
し
を

使
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
マ
ツ
ノ
マ
は
控
え
の
間
的
性
格
の
強
か
っ

た
室
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
上
手
一
列
に
配
さ
れ
た
三
室
は
天
井

を
釣
天
井
ハ
樟
縁
天
井
)
と
し
、
他
よ
り
も
天
井
高
を
一
段
高
く
し
て
い

る
た
め
、
こ
の
部
分
の
二
階
は
使
用
で
き
な
い
。
マ
ツ
ノ
マ
の
表
側
に
は

立
派
な
式
台
ハ
玄
関
を
設
け
、
唐
破
風
の
屋
根
を
付
け
て
破
風
絞
の
中
央

に
亀
を
形
取
っ
た
彫
刻
の
懸
魚
を
飾
る
な
ど
、
民
家
と
し
て
稀
に
み
る
豪

華
な
玄
関
を
有
し
て
い
る

上
手
二
列
目
は
裏
側
か
ら
「
オ
タ
リ
」
「
ナ
カ
ノ
マ
」
「
ヨ
リ
ツ
キ
」

と
つ
づ
き
オ
タ
リ
・
ナ
カ
ノ
マ
は
十
二
畳
の
室
で
オ
ク
り
は
寝
室
に
使
わ

れ
た
。
ナ
カ
ノ
マ
は
カ
メ
ノ
マ
に
附
随
し
た
室
で
、
ヨ
リ
ツ
キ
は
マ
ノ
マ

と
同
様
な
控
え
の
間
兼
通
り
ハ
ロ
l
カ
〉
と
し
て
使
用
さ
れ
た
空
間
で
あ

る。
上
手
三
列
目
は
裏
側
に
十
二
畳
の
「
マ
エ
」
と
よ
ぶ
室
を
配
し
、
そ
の

デ
l
ド
コ
寄
り
に
幅
一
聞
の
板
張
り
床
の
食
事
場
を
設
け
て
い
る
。
マ
エ

の
室
及
び
食
事
場
の
表
側
に
は
二
十
一
畳
大
の
チ
ャ
ノ
マ
を
配
し
、
中
央

よ
り
や
や
裏
側
土
間
寄
り
に
イ
ロ
リ
を
設
け
、
裏
側
の
マ
エ
の
室
と
の
境

に
は
下
に
仏
壇
、
上
に
神
棚
を
配
し
て
お
り
、
こ
と
は
家
族
の
居
間
に
当

ら
れ
た
重
で
あ
る
。
チ
ャ
ノ
マ
の
デ
l
ド
コ
側
に
は
チ
ャ
ノ
マ
の
床
面
よ

り
一
段
低
い
幅
一
・
五
尺
の
コ
エ
ン
ネ
ハ
あ
が
り
は
な
〉
を
付
け
、
そ
の

奥
に
デ
I
ド
コ
に
張
り
出
し
た
幅
一
間
半
の
シ
タ
ノ
ジ
ャ
シ
キ
ハ
板
張

民

床
)
を
設
け
て
、
こ
こ
に
も
イ
ロ
リ
を
つ
く
っ
て
い
る
。
デ
l
ド
コ
の
奏

側
に
は
ウ
マ
ヤ
が
二
つ
並
び
、
デ
l
ド
コ
の
面
積
は
大
変
広
く
約
五
十
坪

程
も
あ
る
。

構
造
は
太
い
柱
や
梁
を
多
用
し
て
大
き
な
空
聞
を
つ
く
る
工
夫
を
し
て

い
る
。
例
え
ば
デ
l
ド
コ
で
は
ウ
マ
ヤ
柱
か
ら
床
上
境
の
柱
ま
で
桁
行
五

間
も
の
聞
を
一
抱
え
以
上
も
あ
る
太
い
梁
三
本
を
用
い
て
架
構
し
て
い
る

様
は
デ
I
ド
コ
に
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
そ
の
雄
大
さ
に
圧
倒
さ
れ

る
よ
う
で
あ
る
。

表
側
は
二
階
台
と
し
て
背
の
大
き
な
桁
を
通
し
、
そ
の
上
に
約
半
開
ご

と
に
出
し
梁
を
か
け
、
二
階
部
分
を
少
し
前
方
に
持
ち
出
し
て
お
り
、
こ

の
よ
う
な
造
り
を
当
地
方
で
は
H

出
桁
造
M

り
と
よ
ん
で
い
る
。
側
ま
わ

り
の
柱
下
に
は
土
台
を
使
用
し
、
柱
は
鈎
仕
上
げ
と
し
、
小
屋
組
は
和
小

屋
で
当
初
の
屋
根
は
板
葺
で
あ
っ
た
。

H
あ
さ
u"
さ
ん
の
生
前
の
話
に
よ
れ
ば
、
母
屋
は
天
保
九
年
生
れ
で

H

あ
さ
u

さ
ん
の
祖
母
に
当
る
人
が
十
六
歳
の
時
建
っ
た
と
い
い
、
ま
た

本
家
に
当
る
神
保
彦
左
衛
門
氏
の
生
前
の
話
に
よ
れ
ば
、
母
屋
は
安
政
元

年
〈
一
八
五
四
〉
に
建
っ
た
も
の
で
あ
る
と
ず
ば
り
と
い
い
切
っ
た
。
安
政

元
年
は
H

あ
さ
H

さ
ん
の
話
に
よ
る
天
保
九
年
か
ら
数
え
て
十
六
年
自
に

当
り
、
彦
左
衛
門
氏
の
話
と
完
全
に
一
致
す
る
。
よ
っ
て
母
屋
は
安
政
元

年
に
建
立
さ
れ
た
も
の
と
断
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
彦
左
衛

門
氏
の
伝
承
に
よ
れ
ば
母
屋
の
東
側
に
位
置
す
る
通
称
"
は
な
れ
H

と
よ

ば
れ
る
豪
華
な
書
院
造
り
の
建
物
は
母
屋
よ
り
十
年
古
い
も
の
で
あ
る
と

い
わ
れ
た
こ
と
か
ら
"
は
な
れ
H

は
弘
化
元
年
三
八
四
四
〉
の
建
立
と
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誌

み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

神
保
彦
左
衛
門
氏
は
お
ど
ろ
く
程
記
憶
力
に
す
ぐ
れ
、
自
分
の
家
の
先

祖
に
関
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
特
に
昔
の
岩
本
村
を
中
心
と
し
た
周
辺

の
村
々
の
歴
史
に
詳
し
く
、
戦
国
時
代
以
降
の
出
来
事
を
事
実
の
ま
ま
誇

張
す
る
こ
と
な
く
、
暗
請
し
て
お
ら
れ
た
め
ず
ら
し
い
人
物
で
あ
っ
た
。

私
は
昭
和
四
十
一
年
七
月
彦
左
衛
門
家
の
調
査
の
時
、
話
を
聞
く
機
会
に

め
ぐ
ま
れ
た
が
、
次
か
ら
次
へ
と
滝
の
ご
と
く
流
れ
で
て
く
る
昔
話
を
聞

き
、
さ
ら
に
メ
モ
を
取
る
の
に
そ
れ
は
そ
れ
は
大
変
で
あ
っ
た
。
そ
の
話

は
半
日
の
時
間
を
費
す
程
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
惜
し
い
事
に
私
が
調
査

報
告
書
を
持
参
し
て
再
び
訪
れ
た
時
は
、
他
界
し
て
し
ま
っ
た
後
で
あ
っ

た
ハ
昭
和
四
十
三
年
四
月
六
十
八
歳
没
〉
。

屋
敷
の
南
西
に
は
壮
大
な
二
階
造
り
の
長
屋
門
を
構
え
、
長
屋
門
の
表

側
は
切
石
が
し
っ
か
り
と
積
ま
れ
、
て
い
ね
い
に
敷
き
つ
め
ら
れ
た
石
畳

の
上
は
歩
く
人
が
止
絶
え
て
し
ま
っ
た
た
め
、
そ
の
目
地
か
ら
は
夏
草
が

生
茂
る
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
長
大
な
長
屋
門
の
建
立
年
代
も
母
屋
と
同

時
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
当
家
は
今
日
そ
の
主
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、

壮
大
華
麗
な
建
物
群
は
そ
っ
く
り
残
さ
れ
て
お
り
、
当
家
の
隆
盛
期
を
し

の
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
何
ら
か
の
方
法
で
こ
れ
ら
の
建
物
の
保
存
方
法
が

考
え
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
家
を
継
ぐ
は
ず
で
あ
っ
た
H

あ
さ
M

さ
ん
の
一
人
息
子
は
太
平
洋

戦
争
で
戦
死
し
て
し
ま
っ
た
、
と
涙
な
が
ら
に
話
し
て
く
れ
た
九
十
歳
を

越
え
た
H

あ
さ
u

さ
ん
の
さ
び
し
そ
う
な
顔
が
思
い
出
さ
れ
て
な
ら
な

{Q 民

ぃ
。
戦
争
の
犠
牲
が
寛
文
以
来
三
百
有
余
年
に
わ
た
っ
た
一
家
の
歴
史
の

幕
を
閉
じ
て
し
ま
っ
た
悲
惨
な
例
で
あ
ろ
う
。

小
林
貞
夫
家
は
桁
行
十
二
間
梁
間
五
間
四
尺
五
寸
規
模
を
有
し
、
平
田

は
桁
行
に
三
列
に
室
を
な
ら
べ
た
六
間
取
の
形
式
を
示
し
て
い
る
。

上
手
一
列
は
裏
側
の
室
を
ジ
ョ
ウ
ダ
ン
(
上
段
〉
と
称
し
、
裏
側
の
エ

ン
ガ
ワ
に
面
し
て
平
書
院
を
、
委
側
に
奥
行
三
・

O
五
尺
の
オ
ド
コ
・
メ

ド
コ
を
付
け
て
い
る
。
当
地
方
で
は
軸
を
掛
け
る
ト
コ
の
方
を
オ
ド
コ
と

よ
ぶ
の
に
対
し
、
天
袋
あ
る
い
は
地
袋
や
違
い
棚
の
付
い
た
方
を
メ
ド
コ

と
よ
ん
で
い
る
。
ジ
ョ
ウ
ダ
ン
の
表
側
の
室
は
デ
!
と
よ
び
妻
側
に
押

入
・
ト
コ
を
付
け
て
ジ
ョ
ウ
ダ
γ
と
共
に
接
客
用
に
使
わ
れ
た
。

上
手
二
列
目
は
裏
側
の
室
を
オ
ク
ノ
ナ
カ
ノ
マ
と
い
い
、
主
に
寝
室
に

使
わ
れ
た
。
こ
の
表
側
の
室
は
ナ
カ
ノ
マ
と
よ
び
、
ジ
ョ
ウ
ダ
ン
・
デ
ー

に
対
す
る
控
え
の
間
的
機
能
を
持
っ
た
空
間
で
あ
ろ
う
。

上
手
三
列
目
、
す
な
わ
ち
デ
l
ド
コ
に
面
し
た
室
は
裏
側
を
コ
ジ
ャ
シ

キ
・
表
側
を
ジ
ャ
シ
キ
と
称
す
る
。
コ
ジ
ャ
シ
キ
は
雑
部
屋
と
し
て
、
調

度
品
等
を
収
納
す
る
空
間
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
ジ
ャ
シ
キ
は
他
の
遺
構

と
同
様
主
に
家
族
の
居
間
と
し
て
使
用
さ
れ
た
空
間
で
あ
る
。
ジ
ャ
シ
キ

と
コ
ジ
ャ
シ
キ
の
デ
l
ド
コ
側
に
は
一
段
低
く
板
を
張
っ
た
コ
エ
ン
ネ
お

よ
び
カ
ッ
テ
を
張
り
出
し
、
カ
ッ
テ
に
は
大
き
な
イ
ロ
リ
を
設
け
て
い

る
。
カ
ッ
テ
は
食
事
の
用
意
を
し
、
食
事
を
と
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

当
家
は
養
蚕
の
た
め
の
空
聞
を
よ
り
多
く
確
保
す
る
た
め
、
当
初
か
ら

三
階
建
と
し
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
棟
に
は
高
山
長
五
郎
会
局
山
社
の

会
そ
う

創
立
者
〉
の
養
蚕
法
「
清
温
育
」
の
影
響
を
受
け
た
「
気
熔
」
を
三
個
設
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家

け
て
い
る
。
屋
根
は
現
在
瓦
葺
で
あ
る
が
当
初
は
板
葺
で
あ
っ
た
。

当
家
は
江
戸
時
代
に
名
主
を
勤
め
た
家
柄
と
伝
え
、
建
立
に
関
し
て
は

明
治
九
年
十
一
月
五
日
の
日
付
の
あ
る
今
日
の
建
築
請
負
契
約
書
に
当
る

「
家
作
建
営
証
・
善
之
事
」
と
い
う
文
書
が
残
さ
れ
て
お
り
、
棟
梁
・
脇
棟

梁
の
名
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
文
書
に
よ
れ
ば
当
家
は
「
一
坪
五
人
手

間
ニ
定
メ
、
合
三
百
四
捨
五
入
、
金
五
拾
七
円
五
拾
銭
也
」
で
建
築
さ
れ

た
。
完
成
し
た
の
は
明
治
十
年
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

唐
沢
姫
雄
家
は
桁
行
約
十
一
間
梁
間
約
五
聞
の
規
模
を
有
し
、
平
面
は

床
上
を
七
室
と
し
、
デ
l
ド
コ
に
は
二
つ
の
ウ
マ
ヤ
を
設
け
て
い
る
。
上

手
一
列
目
は
裏
側
の
室
を
上
段
、
表
側
を
デ
!
と
称
し
、
上
段
に
向
っ
て

右
に
オ
ド
コ
を
左
に
フ
ク
ロ
ト
ダ
ナ
ハ
天
袋
)
の
付
い
た
メ
ド
コ
を
配

し
、
オ
ド
コ
の
手
前
右
に
は
出
書
院
を
設
け
て
い
る
。
当
家
に
み
ら
れ
る

新
し
い
特
徴
は
上
段
の
裏
側
に
大
、
小
使
所
お
よ
び
手
洗
場
を
設
け
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
デ
ー
は
上
段
と
共
に
接
客
用
に
使
わ
れ
た
室
で
あ

り
、
妻
側
に
二
つ
の
押
入
を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
は
実
用
性
を
重
ん
じ
た

結
果
で
あ
ろ
う
。
上
手
二
列
目
表
側
の
ナ
カ
ノ
マ
は
デ
l
・
上
段
に
対
す

る
控
除
え
の
間
で
あ
り
、
そ
の
裏
の
三
畳
の
聞
は
上
段
で
の
御
相
伴
の
時
な

ど
は
カ
ッ
テ
と
の
連
絡
用
の
通
路
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ネ
ド
コ
は

そ
の
名
の
通
り
寝
る
部
屋
の
こ
と
で
あ
る
。
上
手
三
列
目
表
側
の
ジ
ャ
シ

キ
は
家
族
の
居
間
的
空
間
と
し
て
使
わ
れ
た
室
で
あ
り
、
今
日
で
も
そ
の

よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
。
コ
ジ
ャ
シ
キ
は
オ
ク
リ
ノ
カ
ッ
テ
と
も
い
い
、

勝
手
用
品
の
収
納
空
間
で
あ
る
。
デ
l
ド
コ
に
は
ジ
ャ
シ
キ
・
コ
ジ
ャ
シ

キ
よ
り
一
段
低
い
板
の
間
を
張
り
出
し
イ
ロ
リ
を
設
け
、
こ
こ
を
カ
ッ
テ

民

と
よ
ん
で
炊
事
場
と
し
て
い
る
。

当
家
に
は
「
家
屋
新
築
入
費
帳
(
明
治
十
五
年
八
月
三
日
」
「
家
屋
新

築
人
足
帳
(
明
治
十
五
年
八
月
一
一
一
日
〉
」
「
普
請
合
力
移
徒
受
納
帳
ハ
明

治
十
六
年
一
月
吉
日
)
」
「
上
棟
祝
及
移
徒
受
納
帳
(
明
治
十
六
年
四
月

九
日
」
「
上
棟
祝
及
移
徒
受
納
帳
ハ
明
治
十
六
年
五
月
九
日
」
が
残
さ
れ

て
お
り
、
明
治
十
五
年
か
ら
十
六
年
に
か
け
て
新
築
工
事
が
実
施
さ
れ
た

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
に
よ
れ
ば
棟
梁
は
村
内
の
人

で
、
上
棟
ま
で
の
大
工
手
聞
は
六
八
四
人
半
で
こ
の
手
間
代
は
二
五
一
円

二
一
銭
そ
の
他
合
力
と
し
て
九
円
八
二
銭
七
厘
、
合
計
二
六
一
円
三
銭
七

座
の
大
工
手
聞
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
他
H

ユ
イ
u
と
し

て
の
手
伝
い
人
夫
は
延
人
夫
六

O
六
人
で
、
日
数
の
多
い
人
は
一
人
で
六

O
日
も
手
伝
っ
て
い
る
。
建
築
用
材
は
穆
材
を
岩
本
の
H

ヤ
マ
セ
M

か
ら

六
円
十
五
銭
で
買
っ
た
他
は
当
家
の
山
林
の
木
材
を
伐
採
し
て
用
立
て
た

も
の
で
、
仙
・
木
挽
手
間
代
が
一
一
一

O
円
三

O
銭
、
屋
根
板
用
の
栗
板
割

手
間
代
三
一
一
円
三
八
銭
、
左
官
の
手
間
代
一
一
円
五

O
銭
、
釘
・
金
物
代
二

O
円
三
三
銭
五
厘
、
建
具
屋
の
手
間
代
八
円
一
五
銭
、
ボ
ル
ト
ギ
リ
二
丁

一
円
四

O
銭
で
以
上
の
合
計
五
回
二
円
二
五
銭
二
厘
が
H

ユ
イ
H

の
手
聞

を
除
い
た
当
家
の
建
築
費
と
い
え
よ
う
。
こ
の
他
揃
い
や
祝
い
の
た
め
の

費
用
が
一
一
五
円
五
五
銭
か
か
っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
酒
代
に
三

O
円
五

五
銭
ハ
酒
一
升
約
二

O
銭
)
か
か
っ
て
い
る
。

注
意
さ
れ
る
の
は
ボ
ル
ト
ギ
リ
で
、
こ
れ
は
前
橋
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
貿
っ

て
来
た
も
の
で
、
こ
の
た
め
に
穴
あ
け
の
仕
事
が
迅
速
に
お
こ
な
わ
れ
大

変
た
す
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
当
時
と
し
て
は
大
変
め
ず
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ら
し
く
、
当
地
方
で
は
当
家
の
建
築
に
際
し
て
初
め
て
使
用
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

当
家
は
総
二
階
造
り
で
あ
る
が
、
表
側
を
出
桁
造
り
に
し
て
い
る
た

め
、
二
階
の
面
積
の
方
が
一
階
よ
り
も
幾
分
広
い
。
屋
根
は
現
在
鉄
板
葺

と
し
て
い
る
が
、
当
初
は
薄
い
栗
の
割
板
で
葺
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ

し
て
棟
に
は
二
個
の
「
気
腿
」
を
設
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
小
林
貞
夫
家

と
同
様
に
高
山
社
の
創
立
者
で
あ
る
高
山
長
五
郎
の
養
蚕
法
「
清
温
育
」

の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
当
家
は
幕
末
に
名
主
役
を
勤
め

た
家
柄
と
い
い
伝
え
て
い
る
。
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出
入
口
に
つ
い
て

図-9

当
地
方
の
民
家
は
小
規
模
の
も
の
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
大
多
数
の
も

の
が
デ
1
ド
コ
の
表
側
に
二
個
所
の
出
入
口
を
有
し
て
い
る
。
一
個
所
は

ジ
ャ
シ
キ
に
接
し
半
聞
か
ら
四
・
五
尺
位
の
関
口
隔
の
も
の
で
「
ナ
カ
ト

ボ
l
」
と
よ
ん
で
い
る
。
こ
こ
は
主
に
家
人
お
よ
び
近
隣
の
軽
い
来
訪
者

の
た
め
の
出
入
口
で
あ
る
。
他
の
出
入
口
は
ウ
マ
ヤ
に
接
し
、
あ
る
い
は

ウ
マ
ヤ
の
近
く
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
ナ
カ
ト
ボ
ー
よ
り
必
ず
大
き
な

関
口
一
帽
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
関
口
備
は
小
さ
い
も
の
で
四
・
五
尺
位
、

大
き
も
の
で
は
八
尺
程
も
あ
り
大
き
な
一
枚
戸
を
ウ
ヤ
マ
と
反
対
方
向
に

引
く
も
の
が
多
く
、
こ
の
大
き
な
一
板
一
戸
に
は
さ
ら
に
小
さ
な
引
込
戸

ハ
タ
グ
リ
ド
と
い
う
〉
の
付
い
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
付
い
て
い
な
い



も
の
が
多
い
。
こ
の
ウ
ヤ
マ
近
く
の
出
入
口
は
「
オ
オ
ト
ボ
l
」
あ
る
い

は
「
ウ
マ
ヤ
ト
ボ
l
」
と
よ
ば
れ
、
主
に
馬
の
出
入
用
の
も
の
で
あ
る
と

い
わ
れ
る
。

冠
婚
葬
祭
時
の
嫁
さ
ん
や
坊
さ
ん
お
よ
び
主
客
は
デ
l
表
か
ら
い
き
な

り
デ
l
に
上
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
関
征
児
家
や
茂
木
孝
雄
家
(
図

|

3
参
照
)
の
よ
う
に
十
七
世
紀
に
ま
で
湖
る
古
い
遺
構
の
デ
l
表
に
お

け
る
下
屋
柱
と
上
屋
柱
聞
を
土
聞
に
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
時
の
た
め
の

下
足
脱
ぎ
場
を
考
慮
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

十

柱
に
つ
い
て

家

古
い
遺
構
で
は
デ
l
ド
コ
内
に
上
屋
柱
が
ほ
ぼ
一
間
ご
と
に
立
ち
ハ
関

征
児
家
・
蜂
須
賀
祥
次
家
・
斉
藤
政
治
家
な
ど
〉
、
こ
れ
ら
の
柱
は
不
整
八

角
形
で
チ
ョ

l
ナ
で
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
示
す
遺

構
は
当
地
方
の
場
合
、
お
よ
そ
十
八
世
紀
初
期
に
ま
で
朔
る
よ
う
で
あ
る

ハ表
|

2
参
照
)
。

デ
l
ド
コ
と
床
上
境
の
柱
に
つ
い
て
み
る
と
、
名
主
を
含
め
た
ど
の
階

層
の
遺
構
で
も
十
八
世
紀
に
入
る
も
の
は
、
柱
径
が
他
の
部
分
の
柱
径
と

ほ
と
ん
ど
違
わ
な
い
。
こ
の
部
分
の
柱
径
が
他
の
部
分
の
そ
れ
よ
り
太
く

な
っ
て
行
く
の
は
十
九
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
デ

l
ド
コ
と
床
上
境
に
は
下
屋
柱
を
除
い
て
二
本

i
五
本
の
柱
が
た
ち
、
十

九
世
紀
に
な
る
と
こ
れ
ら
の
柱
径
は
一
様
に
太
さ
を
増
し
て
ゆ
く
の
で
、

民

特
に
一
本
の
柱
だ
け
が
太
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
大

黒
柱
と
よ
ば
れ
る
一
本
だ
け
太
い
象
徴
的
な
柱
は
存
在
し
な
い
。
な
お
、

こ
の
デ
l
ド
コ
・
床
上
境
の
柱
仕
上
げ
は
本
百
姓
層
に
お
い
て
、
十
八
世

紀
初
期
頃
に
は
部
分
的
に
鈎
を
使
い
は
じ
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
例
え
ば
小
林
好
三
郎
家
や
蜂
須
賀
祥
次
家
は
そ
の
例
で
、
こ
の
部
分

の
柱
仕
上
げ
は
ジ
ャ
シ
キ
側
を
鈎
仕
上
げ
と
し
他
の
面
を
チ
ョ
l
ナ
で
仕

上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

-J-

絵
図
面
に
つ
い
て

的
唐
沢
富
夫
家
旧
宅
絵
図

唐
沢
富
夫
家
の
旧
宅
絵
図
ハ
写
真
l
A〉
は
原
絵
図
面
が
煤
ぼ
け
て
し

ま
っ
て
い
る
た
め
模
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
上
手
一
列
は

三
室
と
は
裏
側
の
室
を
「
上
之
間
ハ
八
畳
)
」
と
し
て
、
ト
コ
・
タ
ナ
を

付
け
萎
側
に
「
入
側
」
を
設
け
、
こ
こ
か
ら
裏
側
に
設
け
た
便
所
に
通
じ

て
い
る
。
「
上
之
間
」
の
手
前
の
室
は
「
次
之
間
ハ
七
畳
半
)
」
と
記
さ

れ
、
「
次
之
閑
」
の
表
側
に
は
五
畳
の
細
長
い
室
を
設
け
て
い
る
が
名
称

は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
「
次
之
間
」
は
「
上
之
聞
」
に
附
随
し
た
室
と
い

う
意
味
の
呼
称
で
あ
ろ
う
。
上
手
二
列
目
は
裏
側
に
「
雑
部
屋
」
を
設

け
、
そ
の
奥
に
仏
壇
と
仏
間
と
思
わ
れ
る
二
畳
の
室
を
配
し
て
い
る
。

「
雑
部
屋
」
と
台
所
に
張
り
出
し
た
「
板
敷
」
と
の
境
は
太
い
単
線
で
記

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
土
壁
で
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
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「
雑
部
屋
」
の
表
側
は
「
居
間
ハ
拾
壱
畳
半
)
」
と
あ
り
イ
ロ
リ
が
切
ら

れ
、
雑
部
屋
と
の
境
に
は
神
棚
・
床
を
設
け
て
い
る
。
居
間
の
表
側
は

「
寄
附
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
図
は
「
百
分
一
之
割
但
シ
以
コ
金
六
分
一

ヲ
作
山
一
聞
こ
と
あ
り
、
上
手
一
列
自
の
室
幅
は
入
側
を
入
れ
て
一
寸
五
分

で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
実
際
に
は
十
五
尺
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対

し
、
上
手
二
列
目
の
室
隔
は
一
寸
六
分
あ
り
、
実
際
に
は
十
六
尺
に
と
ら

れ
た
と
思
わ
れ
る
。
居
間
の
奥
行
も
一
寸
六
分
近
く
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

居
間
の
寸
法
は
畳
を
入
れ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
こ
こ

は
板
床
の
ま
ま
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
寄
付
も
同
様
に

板
床
で
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
台
所
」
に
は
厩
が
三
つ
あ
り
、

こ
の
よ
う
に
多
く
の
内
阪
を
持
つ
例
は
調
査
遺
構
で
は
み
ら
れ
な
か
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

出
入
口
は
ナ
カ
ト
ボ
l

・
ウ
マ
ヤ
ト
ボ
l

・
ウ
ラ
グ
チ
と
思
わ
れ
る
も

の
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

当
家
は
江
戸
時
代
に
は
名
主
を
勤
め
た
家
柄
と
伝
え
て
お
り
、
こ
の
絵

図
面
の
示
す
平
面
か
ら
も
そ
れ
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

絵
図
面
に
は
「
維
時
文
化
十
三
歳
在
丙
子
乾
日
大
吉
祥
良
辰
」
と
記
録
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
文
化
十
三
年
ハ
一
八
二
ハ
〉
に
建
築
さ
れ
た
名

主
の
家
の
平
面
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

制
綿
貫
重
郎
家
旧
宅
絵
図

写
真
|

B
は
綿
貫
重
郎
家
に
保
存
さ
れ
て
い
る
当
家
の
旧
母
屋
お
よ
び

屋
敷
図
で
「
文
政
七
申
申
歳
三
月
吉
日
改
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

絵
図
面
で
注
目
さ
れ
る
の
は
東
西
南
北
の
方
位
を
青
竜
・
白
虎
・
朱
後
・

玄
武
の
文
字
で
表
現
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
位
の
表
現

方
法
は
近
年
発
掘
さ
れ
極
彩
色
の
壁
画
が
現
わ
れ
、
有
名
に
な
っ
た
高
松

塚
古
墳
に
お
い
て
み
ら
れ
た
の
が
我
国
で
は
最
初
で
、
中
国
よ
り
伝
来
し

た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
東
は
青
竜
で
青
い
竜
、
西
は
白
虎
で
白
い
虎
、

南
は
朱
後
で
赤
い
鳥
、
北
は
玄
武
で
亀
と
蛇
の
組
み
合
わ
せ
で
表
現
さ
れ

る
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
古
代
に
中
国
よ
り
伝
来

し
た
以
上
の
よ
う
な
方
位
を
示
す
慣
わ
し
の
言
葉
が
、
農
民
の
聞
に
も
伝

わ
り
、
当
地
方
で
は
そ
れ
が
幕
末
の
頃
ま
で
生
き
た
言
葉
と
し
て
実
際
に
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写真-B

家

使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
資
料
と
な
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。

絵
図
面
の
中
に
描
か
れ
た
母
屋
は
部
屋
割
や
設
備
を
明
記
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
当
家
の
旧
母
屋
は
喰
違
四
間
取
で
、
上
手
一
列
目
の
奥
室

は
六
畳
で
オ
ド
コ
・
メ
ド
コ
を
有
し
、
妻
側
に
エ
ン
ガ
ワ
を
付
け
て
い

た
。
ジ
ャ
シ
キ
に
は
イ
ロ
リ
を
設
け
て
い
た
が
畳
を
入
れ
て
い
た
。
土
聞

に
は
板
張
床
を
は
り
出
し
、
こ
こ
に
も
イ
ロ
り
を
設
け
て
い
た
。
土
聞
の

妻
側
に
は
表
側
に
寄
っ
て
ウ
マ
ヤ
を
二
つ
配
し
、
土
間
の
表
側
で
は
ナ
カ

ト
ボ
l

・
ウ
マ
ヤ
ト
ボ
ー
を
閉
口
し
て
い
た
。
文
政
七
年
ハ
一
八
二
四
〉

に
お
け
る
本
百
姓
層
の
母
屋
の
間
取
お
よ
び
屋
敷
の
様
子
が
よ
く
わ
か
る

絵
図
で
あ
る
。

け
旧
堀
口
長
十
郎
家
絵
図

写
真

1
C
は
下
沢
渡
の
柏
原
利
夫
氏
蔵
の
旧
堀
口
長
十
郎
家
母
屋
の
絵

民

綿貫重郎家蔵の家敷絵図面

図
面
で
文
政
九
年
(
一
八
二
六
〉
の
年
号
が
記
さ
れ
て
い
る
。
平
面
は
喰

違
四
間
取
で
デ
l
と
思
わ
れ
る
室
に
は
妻
側
に
奥
行
の
浅
い
ト
コ
を
付
け

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ジ
ャ
シ
キ
に
相
当
す
る
室
に
は
イ
ロ
リ
を
明
記

し
、
表
側
に
は
外
エ
ン
を
設
け
、
コ
ジ
ャ
シ
キ
に
当
る
室
は
裏
側
半
分
を

開
放
し
て
い
る
。
土
問
の
妻
側
表
寄
り
の
角
に
ウ
マ
ヤ
を
一
つ
設
け
、
土

間
の
表
側
に
は
ナ
カ
ト
ボ
l

・
ウ
マ
ヤ
ト
ボ
ー
を
閉
口
し
て
い
る
。

写真一C
写
真

I
C
は
当
地
方
に
お
け
る
平
均
的
本
百
姓
層
の
文
政
年
間
の
主
屋

平
面
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

旧堀口長十郎家母屋平面図

(柏原利夫氏蔵)
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誌俗

十

会
J

酢
〉
」

め

民

こ
れ
ま
で
中
之
条
町
に
お
け
る
民
家
遺
構
の
平
面
に
つ
い
て
主
に
述
べ

て
き
た
が
、
そ
れ
ら
の
平
面
は
宮
薮
お
よ
び
室
の
配
置
方
法
に
よ
っ
て
次

の
様
な
形
式
に
分
類
で
き
た
。

凶
一
関
取
型

倒
二
関
取
型

同
三
間
取
型

倒
不
整
形
回
字
型

倒
喰
違
四
関
取
型

的
大
規
模
型

一
関
取
型
は
四
棟
発
見
さ
れ
、
最
小
規
模
の
遺
構
は
桁
行
三
間
梁
間
二

聞
の
六
坪
で
、
床
上
部
分
は
そ
の
半
分
の
三
坪
で
あ
っ
た
。
こ
の
家
は
現

在
前
後
に
半
間
程
度
の
下
屋
を
付
け
た
だ
け
で
、
一
家
の
生
活
の
場
と
し

て
今
日
も
活
用
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
例
で
あ
る
。
こ
の
形
式
の
遺
構
で
建

立
年
代
の
最
も
古
い
と
恩
わ
れ
る
も
の
は
一
八
世
紀
末
期
頃
の
も
の
で
あ

り
、
最
も
新
し
い
も
の
は
二
十
世
紀
初
期
の
も
の
で
あ
っ
た
。
二
間
取
型

遺
構
は
二
例
で
十
八
世
紀
初
期
と
一
九
世
紀
初
期
頃
の
建
立
と
考
え
ら
れ

る
も
の
で
あ
っ
た
。

三
間
取
型
は
四
棟
の
遺
構
を
調
査
し
、
概
し
て
古
い
も
の
が
多
か
っ

た
。
そ
し
て
十
七
世
紀
に
ま
で
朔
る
と
推
察
さ
れ
た
二
遺
構
は
デ
l
と
ジ

ャ
シ
キ
の
裏
側
に
わ
た
っ
て
奥
行
一
間
l
八
尺
程
度
の
細
長
い
土
聞
の
部

分
を
有
し
て
い
る
め
ず
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
型
の
遺
構
は
新
し

い
も
の
で
も
一
八
世
紀
中
期
に
ま
で
瀕
り
、
ジ
ャ
シ
キ
の
裏
側
で
は
上
屋

柱
を
省
略
せ
ず
に
た
て
て
、
外
壁
と
の
聞
に
小
室
闘
を
設
け
た
り
上
屋
柱

聞
に
仏
壇
・
戸
棚
な
ど
を
裏
側
の
外
壁
か
ら
離
し
て
造
り
付
け
た
り
し

て
、
喰
違
四
間
取
型
の
発
生
過
程
を
恩
わ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

不
整
形
田
字
型
は
五
棟
を
調
査
し
、
こ
れ
に
属
す
る
遺
構
の
推
定
建
立

年
代
は
十
八
世
紀
初
l
十
九
世
紀
中
期
頃
の
も
の
で
あ
っ
た
。

喰
違
四
関
取
型
は
二
十
五
棟
で
、
全
調
査
遺
構
の
半
数
を
越
え
た
。
こ

れ
に
属
す
る
遺
構
の
古
い
も
の
は
十
七
世
紀
末
期
の
も
の
、
新
し
い
も
の

は
十
九
世
紀
中
期
の
も
の
で
あ
る
が
、
大
半
は
十
九
世
紀
中
期
の
も
の
で

あ
っ
た
。

大
規
模
型
は
四
棟
を
調
査
し
た
が
、
四
棟
と
も
名
主
役
を
勤
め
た
家
柄

で
、
村
内
に
お
け
る
有
力
者
の
家
で
、
質
も
よ
く
上
級
民
家
に
属
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
四
棟
と
も
建
築
年
代
は
確
定
あ
る
い
は
ほ
ぼ
明
ら
か
で
、

一
八
世
紀
末
期
か
ら
一
九
世
紀
末
期
の
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
建
立
年
代
を
示
す
各
遺
構
の
平
面
形
式
を
詳
し
く
考
察

し
、
平
面
の
進
化
を
模
式
化
し
て
図
示
す
る
と
図
l
mの
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
C
か
ら
臥

-
Lが
生
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
発
展
し
恥

-
L
-

R
に
至
っ
て
完
成
す
る
。

図
l
mで
問
題
と
な
る
の
は
A
・
B
の
形
式
が
C
よ
り
も
測
っ
て
記
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
事
実
の
と
こ
ろ
A
・
B
の
形
式
で
C
よ
り

も
建
立
年
代
の
朔
る
遺
構
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
民
家
の
出
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家民

中之条町の民家平面進化の模式図

発
点
は
竪
穴
住
居
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
し
、
一
室
住
居
で
あ
っ
た
竪
穴

住
居
は
、
時
代
が
進
展
し
社
会
生
活
が
次
第
に
復
雑
化
し
て
ゆ
く
と
、
貴

族
階
級
の
高
床
式
板
張
床
を
と
り
入
れ
て
ゆ
く
こ
と
も
容
易
に
想
像
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
竪
穴
住
居
か
ら
進
化
し
た
民
家
は
柱
と
梁
を
柄
で
組

み
合
わ
せ
、
垂
直
な
壁
を
持
っ
た
平
地
式
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
平
安

時
代

i
中
世
の
頃
の
記
録
や
絵
図
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
民
家
は
一
般
に
十
坪
未
満
程
度
の
小
規
模
の
も
の
が
多

く
、
内
部
は
一
室
で
土
座
の
も
の
も
あ
れ
ば
半
分
に
板
張
床
を
設
け
た
も

の
も
み
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
当
地
方
に
お
け
る
民
家
平
面

の
進
化
は
一
間
取
型
(
図
l
m
A
)
を
出
発
点
と
し
、
次
い
で
家
屋
の
規

模
と
床
上
空
聞
を
拡
張
し
た
(
社
会
生
活
お
よ
び
技
術
の
進
歩
を
意
味
す

る
〉
二
関
取
型
ハ
図
l
m
B
)
へ
と
進
化
し
、
こ
れ
が
三
開
放
型
ハ
図
!

日
C
)

へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
も
の
と
朔
源
的
に
推
察
し
て
お
く
。

こ
こ
で
階
層
差
に
よ
る
平
面
形
式
の
相
違
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
と
、

神
保
彦
左
衛
門
家
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
名
主
を
勤
め
た
家
柄
で
あ
る
。

そ
の
母
屋
は
一
八
世
紀
中
期
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
不
整
形
回
字
型
ハ
図

l
m
n
U
を
示
し
て
お
り
、
ト
コ
を
設
け
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
名
主
の

家
柄
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
一
般
本
百
姓
の
民
家
と
特
に
変
わ
っ
て
い
な
か

った。冨
沢
吉
際
家
は
大
名
主
を
勤
め
た
家
柄
で
あ
る
。
当
家
は
寛
政
四
年

ハ
一
七
九
二
)
の
祈
祷
札
に
よ
っ
て
、
こ
の
頃
建
立
さ
れ
た
遺
構
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
平
面
は
図
l
m
qの
よ
う
で
当
時
の
一
般
本
百
姓
民

家
と
比
べ
て
規
模
も
大
で
室
数
も
多
い
。
し
か
し
、
こ
れ
と
あ
ま
り
違
わ
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誌

ぬ
時
期
に
建
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
折
周
次
郎
家
は
や
は
り
名
主
役
を

勤
め
た
家
柄
で
あ
る
が
、
そ
の
平
面
は
図
!
日
島
の
よ
う
な
喰
違
四
関
取

型
で
、
オ
キ
ノ
デ
1
の
裏
側
に
奥
行
の
浅
い
オ
ド
コ
・
メ
ド
コ
を
設
け
て

い
る
以
外
に
他
の
本
百
姓
民
家
と
規
模
に
お
い
て
も
、
室
数
に
お
い
て
も

何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。

前
掲
の
写
真
l
A
に
み
た
名
主
唐
沢
富
夫
家
旧
宅
は
文
化
十
三
年
ハ
一

八

二

O
の
も
の
で
、
床
上
を
六
室
と
し
、
規
模
は
当
時
の
一
般
本
百
姓

民
家
の
規
模
よ
り
一
廻
り
大
き
い
。
そ
し
て
一
九
世
紀
中
期
に
建
立
さ
れ

た
当
地
の
有
力
材
木
問
屋
神
保
あ
さ
家
は
民
家
と
し
て
は
最
大
級
の
規
模

を
示
す
に
歪
り
、
そ
の
平
面
は
図

l
m恥
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
名
主

を
主
と
し
た
有
力
農
家
は
明
治
に
入
っ
て
も
規
模
が
大
き
く
室
数
の
多
い

巳
-
h
の
よ
う
な
家
屋
が
造
ら
れ
た
。
し
か
し
、
一
般
本
百
姓
の
民
家
は

図
l
m
Lを
も
っ
て
完
成
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
般
本
百
姓
の

民
家
と
名
主
階
級
の
民
家
は
一
八
世
紀
末
期
l
一
九
世
紀
初
期
頃
を
境
に

民俗

し
て
、
規
模
や
室
数
に
大
き
な
格
差
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
り
、
そ

れ
以
前
は
本
百
姓
の
民
家
も
名
主
の
民
家
も
特
に
区
別
す
る
程
の
格
差
は

み
ら
れ
な
か
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

註
桑
原
稔
「
赤
城
南
麓
民
家
に
お
け
る
平
面
と
構
造
の
年
次
的
表
選
に

つ
い
て
ハ
恥
・

1
)
、
広
間
型
に
つ
い
て
」
日
本
建
築
学
会
論
文
報
告

集
第
一
九
六
号
、
昭
和
四
十
七
年
六
月
。

丑
木
幸
男
「
近
世
大
名
へ
の
志
向
と
農
民
の
抵
抗
ハ
七
と
群
馬
文
化

一
五
九
号
。

丑
木
幸
男
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

当
地
方
の
民
家
の
棟
は
現
在
当
家
の
よ
う
に
鉄
板
で
お
お
っ
て
い
る

家
が
多
い
が
、
聞
き
取
り
の
結
果
、
大
多
数
の
も
の
が
元
は
シ
パ
グ

シ
で
あ
っ
た
と
い
い
伝
え
て
い
る
。
今
日
で
も
あ
ち
こ
ち
に
γ
パ
グ

シ
を
見
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
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中之条町現代史年表

中
之
条
町
現
代
史
年
表

一
、
本
年
表
は
、
新
中
之
条
町
の
成
立
つ
ニ

O
年
四
月
一
五
日
〉
か
ら
昭
和
五
一
年
一
一
一
月
ま
で
の
期
間
と
し
た
。

二
、
本
年
表
は
、
町
の
主
な
歴
史
事
項
を
中
心
と
し
、
吾
妻
郡
・
群
馬
県
・
日
本
全
体
の
歴
史
事
項
を
付
記
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
特
に
重
要
な
事
項

の
ほ
か
は
、
町
の
歴
史
事
項
に
関
連
の
あ
る
も
の
だ
け
を
記
裁
し
た
。

守
本
年
表
に
記
載
し
た
日
付
は
、

一
部
を
除
い
て
年
月
ま
で
を
原
則
と
し
た
が
、
日
付
の
わ
か
る
も
の
は
ハ

〉
の
な
か
に
日
も
記
載
し
た
。

西

暦

一
九
五
五

一
九
五
六

年昭
和
三

O

昭
和
三
一 号

四
月
(
日
〉
新
中
之
条
町
開
庁
式
。
同
ハ

mm〉
第
一
回
新
町
議
会

開
催
。
五
月
(
初
〉
初
代
伊
能
八
平
町
長
就
任
。

七
月
ハ
2
〉
岩
本
に
集
団
赤
痢
発
生
。
同
月
(
臼
)
群
馬
労
働
金

庫
中
之
条
出
張
所
設
置
。

九
月
全
町
に
国
保
事
業
実
施
、
十
月
末
、
町
と
し
て
伝
染
病
組

合
に
加
入
。

十
二
月
積
寒
法
に
よ
る
農
業
振
興
計
画
を
決
定
。

一
月
(
叩
)
長
野
原
線
気
動
車
運
転
。

五
月
郡
酪
連
と
中
之
条
酪
連
と
の
牛
乳
出
荷
問
題
お
こ
る
。

中
之
条
四
農
協
集
乳
所
を
酋
中
之
条
に
つ
く
る
こ
と
を
き
め

る
。
五
月
(
叫
)
中
之
条
町
新
生
活
運
動
協
議
会
結
成
。

七
月
町
条
例
改
正
に
よ
り
役
場
機
構
図
課
一
室
に
統
合
。
出

張
所
の
事
務
も
整
理
。
こ
の
月
四
万
桐
ノ
木
平
の
山
林
崩
壊
。

町

の

主

な

歴

史

事

項

吾
妻
郡
・
群
馬
県
・
及
び
国
の
重
要
歴
史
事
項

四
月
(
鈎
)
市
町
村
長
、
市
町
村
会
議
貝
選
挙
。

七
月
吾
妻
郡
町
村
伝
染
病
院
組
合
設
立
。

八
月
(
凶
)
野
反
湖
で
人
工
地
震
実
験
。
九
月
〈
6
)
県
新

生
活
運
動
連
絡
協
議
会
発
足
。

十
月
(

2

)

三
国
ト
シ
ネ
ル
開
通
。

十
二
月
(
M
m

〉
長
野
原
線
デ
ィ
ー
ゼ
ル
化
。

四
月
ハ
mmlω
〉
県
下
大
霜
害
。

六
月
(

1

)

全
国
初
の
音
楽
モ
デ
ル
県
と
な
る
。

七
月
(
8
〉
参
議
院
議
員
選
挙
。

七
月
ハ
お
)
県
知
事
選
挙
。
竹
腰
俊
蔵
当
選
。
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中之条町現代史年表

一
九
五
七

一
九
五
八

昭
和
三
二

昭
和
三
三

九
月
ハ
5
)
高
沼
有
線
放
送
始
ま
る
。

整
備
組
合
に
認
定
さ
れ
る
。

こ
の
月
伊
参
農
協
再
建

四
月
ハ
1
〉
土
木
課
新
設
。
六
月
青
山
市
城
用
水
路
工
事
認

可
。
七
月
(
臼
〉
準
急
湯
け
む
り
号
週
末
運
行
開
始
。
同
〈
お
〉

日
向
見
薬
師
堂
防
災
工
事
竣
工
。
八
月
ハ
6
)
山
田
川
総
合
開

発
現
地
調
査
の
た
め
県
知
事
・
県
議
四
万
に
来
る
。

こ
の
月
沢
固
有
線
放
送
協
会
業
務
を
開
始
。

九
月
五
反
田
稲
葉
沢
林
野
崩
壊
。

十
月
(
却
〉
若
山
牧
水
碑
除
幕
式
。
こ
の
月
沢
田
農
協
、
再
建

整
備
組
合
に
認
定
さ
れ
る
。

十
一
月
(
幻
〉
火
葬
場
起
工
式
。
十
二
月
(
幻
)
役
場
庁
舎
増
築

上
棟
。

こ
の
月
沢
田
地
区
有

四
月
ハ
お
)
役
場
庁
舎
増
築
工
事
竣
工
。

線
放
送
開
始
。

五
月
ハ
時
)
青
山
市
城
土
地
改
良
区
設
立
。
同
(
担
)
火
葬
場
完

成
。
六
月
ハ
ロ
)
電
報
電
話
局
新
築
工
事
竣
工
。

八
月
建
設
省
よ
り
都
市
計
画
法
適
用
都
市
に
指
定
さ
れ
る
。

こ
の
月
敬
老
年
金
支
給
始
ま
る
。

九
月
新
町
建
設
計
画
と
調
整
。

十
二
月
伊
参
有
線
放
送
協
会
の
業
務
開
始
。

八
月
(
6
〉
東
邦
亜
鉛
公
害
問
題
化
。

十
月
(

1

)

教
育
委
員
会
法
改
正
で
委
員
任
命
制
と
な
る
。

十
二
月
(
お
〉
石
橋
内
閣
成
立
。

一
月

(ω)
相
馬
ケ
原
で
ジ
ラ
l
ド
事
件
。

一
月
県
下
有
線
放
送
開
始
。
ハ
北
橘
・
邑
楽
・
笠
麗
)
。

二
月
ハ
お
)
岸
内
閣
成
立
。

三
月
(

U

)

県
立
博
物
館
開
館
。

同
月
(
幻
)
前
橋
東
京
関
電
話
は
即
時
化
す
る
。

五
月
ハ
鴎
〉
株
式
市
場
戦
後
最
大
の
暴
落
。

十
月
ハ
1
)
五
千
円
札
発
行
。

十
月
〈
4
)
ソ
連
世
界
初
の
人
工
衛
生
打
上
げ
に
成
功
。

十
二
月
ハ
日
〉
百
円
硬
貨
発
行
。

一
月
(

1

)

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
市
場
(
E
・
E
-
C
〉
発
足
。

一
月
ハ
幻
〉
米
、
人
工
衛
星
打
上
げ
に
成
功
。

五
月
〈
盟
)
衆
議
院
議
貝
選
挙
。

六
月
ハ
却
)
伊
香
保
渋
川
間
有
料
道
路
開
通
。

八
月
吾
嬬
橋
完
成
。

こ
の
月
県
教
委
第
一
国
民
俗
調
査
ハ
片
品
村
)
。

十
月
ハ
幻
)
勤
評
反
対
、
県
庁
座
り
込
み
。

十
一
月
(
1
〉
安
中
市
制
施
行
。

十
一
月
〈
臼
)
吾
妻
川
総
合
開
発
調
査
始
ま
る
。
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中之条町現代史年表

昭
和
三
四

昭
和
三
五

二
月
(

5

)

町
営
住
宅
管
理
条
例
制
定
。
三
月
都
市
計
画
税

条
例
制
定
。
こ
の
月
、
は
じ
め
て
町
営
住
宅
を
西
中
之
条
伊
勢

町
に
各
七
戸
竣
工
。
伊
参
地
区
で
農
事
放
送
開
始
。

四
月
(
鈎
)
町
会
議
員
選
挙
。

四
月
中
之
条
小
学
校
中
央
校
舎
落
成
。
拠
出
年
金
制
が
全
面

実
施
さ
れ
る
。
五
月
東
武
パ
ス
営
業
所
を
中
之
条
駅
前
に
移

転。九
月
(
泌
〉
伊
勢
湾
台
風
、
本
町
に
被
害
を
与
え
る
。

十
一
月
無
拠
出
制
年
金
支
給
始
ま
る
。

十
二
月
ハ
8
〉
町
長
伊
能
八
平
死
去
。
こ
の
月
伊
参
農
協
再
建

整
備
完
了
。
中
之
条
駅
前
か
ら
日
向
見
行
パ
ス
運
行
開
始
。
名

久
田
有
線
放
送
協
会
の
業
務
開
始
。

一
月
(
但
〉
町
田
浩
蔵
町
長
当
選
(
二
代
町
長
に
就
任
三
一
一
一
月

中
之
条
発
電
所
発
電
開
始
。
こ
の
月
工
場
誘
致
奨
励
条
例
制

定。四
月
(
1
)

町
議
会
に
事
務
局
設
置
。
こ
の
月
沢
田
保
育
園
開

設
。
名
久
固
有
線
放
送
始
ま
る
。

こ
の
月
最
低
生
活
保
障
水
準
額
き
ま
る
。

五
月
(
2
〉
中
之
条
保
育
園
開
設
。
六
月
四
万
温
泉
館
完
成
。

八
月
(

1

)

沢
田
・
伊
参
・
名
久
田
出
張
所
を
廃
止
、
連
絡
所
と

す
る
。
八
月
〈
幻
〉
管
内
四
農
協
、
森
永
乳
業
に
集
乳
開
始
。

十
二
月
(
1
〉
新
一
万
円
札
発
行
。

教
職
員
勤
務
評
定
実
施
(
県
〉
。

一月〈
1
)
新
国
民
健
康
法
施
行
。

四
月
(
叩
)
皇
太
子
殿
下
ご
結
婚
式
。

四
月
(

U

)

浅
間
山
大
爆
発
。

五
月
(
日
〉
一
二
国
新
国
道
(
口
号
線
)
開
通
。

八
月
(
8
〉
吾
妻
川
水
質
中
和
実
験
。

八
月
(
H
H
)

木
桧
三
四
郎
死
去
。

九
月
(
お
)
伊
勢
湾
台
風
で
大
被
害
。

十
月
社
会
党
分
裂
。

十
一
月
(
1
〉
国
民
年
金
法
施
行
。

こ
の
年
県
下
で
自
動
車
プ
l
ム
始
ま
る
。

一
月
(
四
)
新
安
保
条
約
調
印
。

三
月
ハ
印
)
準
急
「
あ
か
き
号
」
運
転
開
始
。

四
月

乳
価
引
上
げ
で
酪
農
プ
1
ム
に
な
る
。

六
月
(
お
)
全
学
連
国
会
構
内
に
乱
入
。

六
月
(
幻
)
み
や
ま
文
庫
発
足
。

七
月
(
問
〉
池
田
内
閣
成
立
。
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中之条町現代史年表

一
九
六

一
九
六

一
十
月
ハ
1
〉
拠
出
制
国
民
年
金
の
事
務
開
始
。

一
ス
路
線
、
大
道
公
民
館
前
ま
で
延
長
さ
る
。

一
十
一
月
工
場
誘
致
対
策
委
員
会
設
立
。

一
こ
の
年
、
商
工
会
が
特
殊
公
益
法
人
と
な
る
。

昭
和
三
六
一
一
月
中
之
条
地
区
有
線
放
送
開
始
。

一
三
月
(
却
)
県
道
草
津
中
之
条
線
ハ
牧
水
コ

l
ス
)

一
起
工
式
。
こ
の
月
、
伊
参
大
道
冬
季
分
校
閉
鎖
。

一
四
月
沢
田
保
育
関
開
く
。

一
五
月
ハ
ロ
〉
四
万
発
電
所
工
事
竣
功
。
同
(
叫
〉
中
村
建
設
大
臣

一
竜
ケ
鼻
橋
を
視
察
来
条
。
同
(
勾
)
商
工
課
新
設
。
こ
の
月
上

一
妻
橋
架
替
工
事
完
成
。

一
八
月
(
日
)
中
之
条
中
学
校
体
育
館
竣
工
。

一
十
月
(
叩
)
塵
芥
処
理
場
建
設
決
定
。
こ
の
月
宮
崎
電
務
会
社

一
創
設
〈
下
沢
渡
〉
。

一
十
二
月
ハ
叩
己
中
之
条
湯
河
原
線
開
通
記
念
碑
除
幕
式
。
こ
の

月
町
営
屠
殺
場
大
改
修
。
進
誠
産
業
会
社
創
立
(
伊
勢
町
〉
。

四
月
伊
参
保
育
園
関
所
。
五
月
中
之
条
農
協
ス
ー
パ
ー
式

ス
ト
ア
設
置
。
こ
の
月
母
子
年
金
遺
児
年
金
障
害
者
年
金
の
支

給
は
じ
ま
る
。
六
月
青
山
市
城
地
区
土
地
改
良
事
業
ほ
ぽ
完

了
。
七
月
名
久
田
保
育
園
開
所
。
七
月
(
2
)
沢
渡
病
院
開

く
。
こ
の
月
萩
橋
完
工
。

こ
の
月
東
武
パ

改
修
工
事

昭
和
三
七

東
武
パ
ス
中
之
条
駅
|
後
関
駅
運
行
開
始
。

九
月

七
月
(
幻
〉
神
田
坤
六
知
事
当
選
。

九
月
(
叩
〉

N
H
K
等
8
局
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始
。

十
一
月
(

m

包
衆
議
院
議
員
選
挙
。

十
二
月
(
初
)
新
道
路
交
通
法
施
行
。

一
月
(
叩
)
県
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
開
館
〈
前
橋
〉
。

四
月
ハ
l
〉
国
民
皆
保
険
、
拠
出
制
悶
民
年
金
発
足
。

四
月
ハ
mm
〉
農
業
基
本
法
成
立
。

五
月
(
泌
)
北
日
本
精
工
操
業
〈
前
橋
〉
。

七
月
群
馬
音
楽
セ
ン
タ
ー
完
成
(
占
両
崎
)
。

八
月
ハ
1
)
県
学
力
向
上
対
策
委
員
会
発
足
。

九
月
ハ
問
〉
台
風
四
号
で
県
内
位
棟
全
半
壊
。

一
月
(
幻
)
草
軽
電
鉄
廃
止
。

三
月
県
企
業
局
新
設
。

五
月
(
日

l
却
〉
関
東
地
区
民
俗
宗
能
大
会
開
催
(
高
崎
)
。

六
月
〈
7
)
県
農
業
会
館
完
成
。

七
月
(

U

)

公
明
党
結
成
。

七
月
(
日
〉
信
越
線
(
高
崎

l
横
川
)
電
化
。
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一
九
六

一
九
六
四

一
十
月
(
却
〉
自
動
車
練
習
所
関
所
。
こ
の
月
中
之
条
伊
勢
町
中

一
央
街
路
改
修
工
事
開
始
。

十
一
月
(
臼
)
牧
水
コ

l
ス
改
修
工
事
完
成
。
こ
の
月
第
一
回

吾
妻
郡
民
体
育
祭
開
催
。
字
妻
橋
完
工
す
。

二
月
沢
田
農
協
再
建
整
備
完
了
。

三
月
伊
参
農
協
、
全
国
農
協
よ
り
総
合
優
良
組
合
と
し
て
表

彰
さ
れ
る
。
同

(ω
〉
町
会
議
員
選
挙
。
こ
の
月
上
水
道
敷
設

三
カ
年
計
画
議
決
さ
れ
る
。

六
月
ハ
日
〉
第
一
回
老
人
ク
ラ
ブ
結
成
準
備
会
開
催
。

七
月
五
反
田
稲
葉
沢
の
山
林
崩
壊
す
。

八
月
ふ
ん
尿
処
理
場
設
置
。

十
月
(
1
〉
国
保
で
世
帯
主
の
七
割
給
付
を
実
施
。
こ
の
月
吾

妻
医
師
会
館
竣
工
。

十
一
月
中
之
条
駅
舎
改
築
・
跨
線
橋
新
設
。
こ
の
月
、
吾
妻

福
祉
事
務
所
に
児
童
相
談
吉
宗
設
置
さ
れ
る
。

昭
和
三
八

昭
和
三
九
一
一
月
(
印
〉
町
長
選
挙
で
町
田
浩
蔵
当
選
。

一
一
一
一
月
(
問
〉
教
育
研
究
所
設
立
。

一
五
月
(
お
)
中
之
条
中
学
校
に
集
団
赤
痢
発
生
。

こ
の
月
竹
原
舞
踏
教
室
生
れ
る
。

十
月
(
担
)
上
水
道
敷
設
工
事
着
工
。

十
月
貿
易
自
由
化
は
じ
ま
る
。

十
月
(

5

)

政
府
「
全
国
総
合
開
発
計
画
」
を
決
定
。

十
一
月
(
日
〉
群
馬
県
文
学
会
議
発
足
。

十
二
月
(
幻
)
嬬
恋
村
鹿
沢
に
国
民
休
暇
村
開
設
さ
る
。

四
月
(

1

)

新
た
に
高
校
六
校
開
校
す
る
(
県
)
。

十
月
(
胞
)
吾
妻
川
水
質
中
和
工
場
完
成
。

十
月
(
お
)
日
本
初
の
原
子
力
発
電
に
成
功
。

十
一
月
(

3

)

医
師
会
、
全
日
曜
の
休
診
実
施
。

群
馬
県
経
済
総
合
計
画
発
表
。

十
一
月
ハ
詑
)
ケ
ネ
デ
l
米
大
統
領
暗
殺
さ
る
。

二
月
(
8
〉
原
町
小
学
校
火
災
。

四
月
テ
レ
ビ
の
普
及
で
映
画
館
の
閉
館
や
休
館
続
出
す

る。六
月
(
M
C

新
潟
地
震
お
こ
る
。

八
月
(
お
)
日
本
脳
炎
県
下
に
ま
ん
延
。

九
月
(
路
)
前
三
デ
パ
ー
ト
聞
広
(
前
橋
〉
。

十
月
(
1
〉
東
海
道
新
幹
線
開
通
。

，
ハ
幻
)
藤
五
デ
パ
ー
ト
開
庖
ハ
高
崎
)
。

こ
の
月
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一
九
六
五

一
九
六
六

昭
和
田

O

昭
和
四

一一一月〈
l
)
国
保
被
保
険
者
全
員
七
割
給
付
と
な
る
。

こ
の
月
四
万
殿
貝
戸
で
三
四
棟
焼
失
す
る
。

四
月
ハ
四
)
長
野
原
線
電
化
工
事
着
工
。
同
月
ハ
担
〉
竜
ケ
鼻
橋

架
替
工
事
竣
工
。

七
月
宮
崎
電
器
中
之
条
工
場
新
設
。

九
月
(
刊
む
台
風
鎚
号
に
よ
り
住
居
農
作
物
被
害
。

十
月
(
げ
〉
中
之
条
小
学
校
に
集
団
赤
痢
発
生
。

こ
の
月
上
水
道
工
事
完
成
す
る
。

十
一
月
西
中
之
条
の
獅
子
舞
、
郷
土
芸
能
全
国
大
会
に
出

演。こ
の
年
林
業
構
造
改
善
事
業
は
じ
ま
る
。

一
月
上
水
道
給
水
開
始
。

四
月
〈
1
〉
管
内
小
中
学
校
校
名
が
変
更
(
第
一
、
第
二
、
第

三
、
第
四
、
第
五
小
中
学
校
)
。
自
動
車
教
習
所
町
営
に
移
管
。

こ
の
月
(
l
〉
吾
妻
准
看
護
学
校
開
校
。

五
月
東
武
パ
ス
、
中
之
条
よ
り
暮
坂
峠
経
由
草
津
行
運
転
開

始
(
半
年
で
運
転
休
止
に
な
る
〉
。

こ
の
月
浅
間
電
子
工
場
創
業
。

七
月
ハ
1
)
役
場
機
構
一
室
九
課
に
な
る
。

十
月
(
叩
)
オ
リ
シ
ビ
ッ
ク
東
京
大
会
開
会
。

十
一
月
ハ
1
)
県
青
少
年
室
発
足
。

(

3

)

ジ
ョ
ン
ソ

γ
米
大
統
領
当
選
。

(

9

)

佐
藤
内
閣
成
立
。

四
月
明
和
女
子
短
大
関
学
。

同
月
(
羽
)
県
婦
人
青
少
年
セ
ン
タ
ー
関
所
。

八
月
(
げ
〉
志
賀
草
津
高
原
ル

1
ト
開
通
。

九
月
(
U
〉
台
風
お
号
、
県
下
に
被
害
を
与
え
る
。

十
月
ハ
5
〉
金
精
道
路
ハ
沼
田
l
a光
V

開
通
。

十
月
(
お
)
薗
原
ダ
ム
完
成
。

十
二
月
(
M
)
沼
田
市
か
ら
米
作
日
本
一
が
で
る
。

十
二
月
(
時
)
日
韓
基
本
条
約
調
印
。

一
月
〈
3
)
上
武
連
合
都
市
建
設
発
表
。

三
月
日
本
総
人
口
一
億
を
こ
え
る
。

四
月
(
l
〉
群
馬
女
子
短
大
関
学
。

四
月
〈
お
〉
高
崎
前
橋
間
バ
イ
パ
ス
開
通
。

六
月
(

7

)

敬
老
の
日
・
体
育
の
日
新
設
。
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六
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九
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中之条町現代史年表

昭
和
四
二

昭
和
四
三

八
月

四
万

l
浅
貝
道
路
開
発
促
進
期
成
同
盟
結
成
。

十
一
月
(
5
〉
国
民
宿
舎
ゆ
ず
り
は
荘
開
館
。
同
月
ハ
日
目
)
中
之

条
病
院
開
院
。
同
月
(
幻
)
町
村
合
併
十
周
年
記
念
式
典
挙
行
、

上
道
水
完
工
式
。
こ
の
年
か
ら
第
一
次
農
業
構
造
改
善
事
業
進

む
。
ま
た
絵
画
同
好
者
た
ち
に
よ
っ
て
白
業
会
結
成
。

二
月
沢
田
農
協
、
全
国
七
プ
ロ
ッ
ク
の
一
代
表
と
し
て
朝
日

農
業
賞
を
受
賞
。

七
月
ハ
1
)
長
野
原
線
電
化
開
通
。

十
月
(
げ
)
中
之
条
電
話
ダ
イ
ヤ
ル
式
に
な
る
。

十
一
月
(
叩
)
し
尿
処
理
場
施
設
工
事
完
成
。

十
二
月
ハ
お
〉
小
川
団
地
に
町
営
住
宅
八
戸
建
設
。

こ
の
月
日
向
見
薬
師
堂
の
復
元
工
事
完
成
す
。

一
月
(
刷
出
)
町
長
選
挙
福
島
真
一
当
選
。

M
A

日
就
任
。

二
月
(
明
む
吾
妻
建
設
会
館
落
成
。

四
月
(
5
〉
国
道
バ
イ
パ
ス
正
式
に
使
用
開
始
。
同
月
(
7
〉
中

之
条
駅
前
の
舗
装
工
事
完
了
。

八
月
〈
沼
〉
群
馬
銀
行
中
之
条
支
庖
落
成
。

十
月
(
1
〉
交
道
災
害
共
済
制
度
を
実
施
。

l
p
ラ
プ
発
会
式
。

中
之
条
ロ
l
タ
リ

八
月
中
国
で
文
化
大
革
命
お
こ
る
。

九
月
(
お
〉
台
風
鈴
号
で
県
下
被
害
。

(
幻
〉
上
越
線
新
前
橋
|
水
上
間
複
線
化
完
成
。

十
月
ハ
幻
)
県
教
組
ス
ト
。

二
月
(
U
〉
最
初
の
建
国
記
念
日
。

四
月
東
京
都
知
事
に
美
濃
部
亮
吉
当
選
。

六
月
(
幻
〉
群
馬
用
水
通
水
。

八
月
(
叩
)
矢
木
沢
ダ
ム
発
電
所
完
成
。

十
月
(

1

)

新
清
水
ト
ン
ネ
ル
開
通
。

十
月
(
初
)
吉
田
茂
元
首
相
死
去
(
戦
後
初
の
国
葬
)
。

十
一
月
(
印
〉
英
、
ポ
ン
ド
を
切
下
げ
る
。

十
一
月
(
お
〉
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
制
定
。

こ
の
年
、
長
野
原
町
八
場
ダ
ム
問
題
紛
糾
す
る
。

一
月
(
6
〉
日
銀
公
定
歩
合
一
一
腹
引
下
げ
決
ま
る
。

一
月
(
叩
)
県
公
害
防
止
条
例
要
綱
き
ま
る
。

四
月
ハ
7
)
県
製
糸
業
界
、
二
割
操
業
短
縮
。

8

(

U

〉
下
久
保
ダ
ム
完
成
。

五
月
(
9
〉
県
公
害
対
策
審
議
会
発
足
。

七
月
(
1
〉
郵
便
番
号
制
は
じ
ま
る
。

8

(

7

〉
参
議
院
議
員
選
挙
。
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中之条町現代史年表

一
九
六
九

一
九
七

O

昭
和
田
四

昭
和
四
五

十
一
月
(
時
)
伊
参
村
々
碑
除
幕
式
。

十
二
月
(

9

)

北
群
馬
信
用
金
庫
中
之
条
支
庖
設
立
。

こ
の
月
町
の
交
通
指
導
員
設
置
さ
る
。

一
月
名
久
田
幼
稚
園
舎
竣
工
。

二
月
ハ
路
〉
明
治
百
年
祭
を
行
う
(
伊
勢
宮
〉
。

五
月
(
問
〉
沢
田
地
区
町
議
補
欠
選
挙
で
二
名
当
選
。

七
月
(

7

)

町
民
プ
l
ル
聞
く
。

八
月
ハ
叩
)
中
之
条
・
伊
参
・
名
久
田
の
有
線
放
送
電
話
の
銭

続
成
る
。

九
月
財
団
法
人
美
ら
寿
(
老
人
健
康
村
〉
の
建
設
が
厚
生
省

か
ら
認
可
さ
る
。

十
月
(

1

)

乳
幼
児
の
医
療
費
が
無
料
と
な
る
。
同
月
(
氾
〉
峰

越
林
道
ハ
大
影
秋
鹿
線
〉
期
成
同
盟
発
会
式
。

十
二
月
太
陽
誘
電
中
之
条
工
場
新
設
さ
る
。

こ
の
年
農
免
道
路
(
伊
勢
町
|
西
中
之
条
)
完
成
す
る
。
老
人

奉
仕
と
し
て
家
庭
奉
仕
員
を
採
用
ハ
関
本
幸
枝
〉
。

一
月
第
四
小
学
校
の
分
校
統
合
完
了
す
る
。

二
月
中
之
条
農
民
セ
ン
タ
ー
竣
工
。

三
月
中
之
条
幼
稚
園
舎
、
伊
参
幼
稚
麗
舎
竣
工
。

五
月
四
万
温
泉
プ
i
ル
完
成
。
こ
の
月
町
の
文
化
財
専
門
委

員
委
嘱
。

六
月
(

U

)

商
中
之
条
獅
子
舞
、

N
H
K
「
ふ
る
さ
と
歌
祭
り
」

に
出
演
。
こ
の
月
栃
窪
大
道
線
開
通
。

七
月
(
比
〉
神
田
知
事
三
選
。

十
月
(
げ
)
川
端
康
成
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
決
定
。

十
月
(
お
)
県
の
明
治
百
年
記
念
式
典
開
催
。

十
一
月
(

5

)

ニ
ク
ソ
ン
米
大
統
領
に
当
選
。

一
月
ハ
9
)
東
大
安
田
講
堂
に
機
動
隊
導
入
。

四
月
(
2
〉
県
立
身
障
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成
。

六
月
(
叩
)
群
馬
大
学
警
官
隊
導
入
で
学
校
封
鎖
解
除
。

七
月
(
幻
)
ア
ポ
ロ

U
号
人
類
初
の
月
着
陸
。

八
月
(
1
)
全
国
高
校
総
体
、
皇
太
子
ご
夫
妻
を
迎
え
て

開
催
。

十
月
(
幻
〉
西
独
マ
ル
ク
切
り
上
げ
。

十
二
月
(
お
)
県
医
師
会
医
療
体
制
是
正
を
要
求
し
、

斉
休
診
。

二
月
(

3

)

核
拡
散
防
止
条
約
調
印
。

二
月
(

9

)

群
馬
テ
レ
ビ
発
足
。

一
一
一
月
(
日
〉
県
民
会
館
起
工
式
。

(

U

)

日
本
万
国
博
開
会
式
。

(
斜
)
山
石
宿
遺
跡
で
日
本
最
古
の
石
器
群
発
見
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昭
和
四
六

八
月
(
お
)
中
之
条
町
救
急
隊
編
成
。

九
月
〈

m)
ボ
l
り
ン
グ
セ
ン
タ
ー
落
成
。

十
月
ハ
1
〉
町
に
企
画
課
農
業
共
済
課
新
設
。

こ
の
月
大
影
秋
鹿
線
開
設
工
事
着
工
す
。

十
二
月
(
5〉
西
毛
新
聞
創
刊
二
十
周
年
祝
賀
会
。

こ
の
月
四
万
地
集
電
話
竣
工
。
老
人
健
康
村
「
美
ら
寿
」
施
設

完
成
す
。

一
月
伊
勢
町
保
育
所
竣
工
。

二
月
「
吾
妻
路
」
短
歌
会
生
ま
れ
る
。

三
月
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
設
立
。

四
月
(
1
〉
七
五
才
以
上
老
人
の
入
院
費
無
料
化
実
施
。
同
月

ハ
お
〉
町
会
議
員
選
挙
実
施
。

こ
の
月
町
誌
編
纂
事
業
発
足
す
る
。
吾
妻
東
部
衛
生
セ
ン
タ
ー

ご
み
処
理
施
設
完
成
。

五
月
(

1

)

老
令
年
金
寡
婦
年
金
の
本
格
的
支
給
開
始
。
こ
の

月
第
三
中
学
校
体
育
館
竣
工
。

七
月
(
げ
)
特
急
白
根
号
、
中
之
条
駅
に
停
車
。

こ
の
月
、
日
向
見
二
井
山
林
崩
壊
。
総
合
運
動
場
(
吾
妻
河

川
敷
)
竣
工
。

十
一
月
岩
本
獅
子
舞
、
郷
土
芸
能
全
国
大
会
に
出
演
。
同
月

ハ
幻
〉
四
万
湯
沢
線
が
町
道
に
認
定
。

十
二
月
ハ
6
)
地
元
県
議
を
囲
み
町
の
ビ
ジ
ョ
ン
集
会
開
催
。

八
月
(
却
)
新
道
路
交
通
法
施
行
。

九
月
(
U
〉
志
賀
草
津
高
原
道
路
完
工
式
。

十
月
(

M

む
吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備
協
議
会
結
成
。

十
一
月
(
担
)
赤
城
昭
和
利
根
の
大
規
模
農
道
起
工
式
。

十
一
月
(
お
)
三
島
由
起
夫
事
件
。

三
月
〈
5
)
県
三
市
ハ
前
橋
・
高
崎
・
伊
勢
崎
〉
の
都
市
計

画
案
発
表
。

一
一
一
月
(
泌
〉
群
銀
、
資
本
金
五
割
増
資
。

四
月
ハ
1
〉
県
公
害
セ

γ
タ
l
発
足
。

四
月
(
同
〉
群
馬
テ
レ
ビ
放
送
開
始
。

四
月
(
お
)
県
会
議
員
選
挙
。

五
月
ハ
M
〉
女
性
殺
人
犯
人
大
久
保
清
逮
捕
。

六
月
参
議
院
議
員
選
挙
。

七
月
(
1
〉
環
境
庁
発
足
。

八
月
(
時
)
ド
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
で
東
京
株
式
大
暴
落
。

十
月
(
臼
〉
上
越
新
幹
線
工
事
計
画
発
表
。

十
月
ハ
お
〉
中
共
国
連
加
盟
決
定
。

。
ハ
却
〉
県
民
会
館
完
成
。

十
一
月
(
日
〉
碓
水
バ
イ
パ
ス
開
通
。
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中之条町現代史年表

一
九
七
二

一
九
七
三

昭
和
四
七

昭
和
田
八

十
二
月

(n〉
町
議
選
挙
区
を
全
町
一
区
制
に
改
正
。

町
の
総
合
計
画
基
本
構
想
を
策
定
す
る
。

一
月
ハ
1
)
児
童
手
当
制
実
施
。

二
月
ハ
ロ
〉
第
一
回
中
之
条
町
民
号
ハ
常
盤
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン

タ
ー
)
の
観
光
旅
行
行
わ
れ
る
。
こ
の
月
中
之
条
町
商
工
会
館

完
成
。

四
月
四
万
保
育
所
開
く
。
四
月
ハ
却
)
群
馬
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

隊
員
松
井
高
重
郎
(
大
塚
)
現
地
に
て
死
去
。
こ
の
月
伊
勢
町
|

折
回
線
全
線
開
通
す
る
。

五
月
美
野
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
起
工
式
。

七
月

大
生
相
互
銀
行
中
之
条
支
庖
落
成
。

八
月
第
二
小
学
校
プ
l

ル
完
成
。

九
月
(
路
〉
台
風
初
号
本
町
に
大
き
な
被
害
を
与
え
る
。

十
月
母
子
福
祉
推
進
協
力
員
制
を
実
施
。

一 十
月二

?具
中〉

之全
条町
町に

看護
定集
。団

安喜
医関

翼手
無
料
と
な
る こ

の
月

十
一
月
ハ
お
〉
上
越
新
幹
線
起
工
式
。

十
二
月
(
印
〉
円
切
り
上
げ
(
一
ド
ル
一
一
一

O
八
円
〉
。

8

(

幻
〉
草
津
ス
キ
l
場
で
有
毒
ガ
ス
に
よ
り
ス
キ

ー
ヤ
ー
死
亡
。

二
月
(

1

)

医
療
費
郵
便
料
値
上
げ
。

こ
の
月
群
馬
が
連
合
赤
軍
リ
ン
チ
事
件
の
舞
台
と
な
る
。

二
月
(
四
)
浅
間
山
荘
事
件
。

三
月

(
3
1
U
)
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
大
会
。

五
月
ハ
日
〉
尾
瀬
憲
章
制
定
。

〈
江
川
〉
沖
縄
本
土
復
帰
。

六
月
(
お
〉
英
ポ
ン
ド
相
場
制
に
移
行
。

七
月
ハ
7
〉
問
中
角
栄
内
閣
発
足
。

七
月
(
お
〉
知
事
選
、
神
田
坤
六
回
選
。

八
月
特
別
養
護
老
人
ホ

I
ム
「
高
風
園
」
完
成
。

九
月
(
げ
〉
台
風
初
号
で
県
内
被
害
甚
大
。

十
月
(

5

)

学
制
百
年
記
念
式
典
・
万
座
ハ
イ
ウ
エ
ー
開

通。十
月
(
担
〉
県
立
美
術
館
起
工
式
。

十
二
月
〈
凶
〉
衆
議
院
議
員
選
挙
。

一
月
(
幻
〉
ベ
ト
ナ
ム
和
平
調
印
。

一
月
県
下
で
イ
γ
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
。
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昭
和
四
九

二
月
中
之
条
合
同
庁
舎
完
成
。

三
月
栃
窪
中
村
か
ら
大
道
峠
を
結
ぶ
辺
地
整
備
事
業
完
工

す
。
こ
の
月
中
之
条
消
防
団
、
消
防
庁
長
官
よ
り
表
彰
。

四
月
(

1

)

広
域
常
備
消
防
発
足
(
町
救
急
隊
移
管
)
。
同
月

(
9
〉
中
之
条
保
育
所
聞
く
。

五
月
中
之
条
吟
味
会
生
ま
る
。

七
月
(
刷
出
〉
四
万
局
電
話
ダ
イ
ヤ
ル
式
に
な
る
。
同
月
(
却
)
中

之
条
音
頭
中
之
条
小
唄
制
作
発
表
会
。

十
月
ハ
1
)
重
度
身
心
障
害
者
の
医
療
費
無
料
と
な
る
。
同
月

(

8

)

第
一
小
学
校
開
校
百
年
記
念
式
。

十
一
月
(
5
〉
第
四
小
学
校
開
校
百
年
記
念
式
。

同
月
ハ
幻
〉
第
一
田
町
の
郷
土
芸
能
発
表
会
開
催
。

問
月
ハ
幻
)
美
野
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
開
場
。

一
月
(
臼
)
中
之
条
町
文
化
協
会
結
成
。

二
月
広
域
圏
海
の
家
整
地
工
事
着
工
(
新
潟
県
寺
泊
三

三
月
中
之
条
地
区
高
等
職
業
訓
練
校
校
舎
が
完
成
す
る
。

四
月
(

1

)

中
之
条
保
育
所
設
置
さ
る
。
こ
の
月
第
二
小
学
校

第
三
分
校
三
年
生
本
校
に
統
合
。

五
月
吾
妻
郡
社
会
福
祉
セ

γ
タ

l
・
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
竣

工
。
こ
の
月
沢
田
公
民
館
完
成
。

月月

浅
間
山
大
爆
発
。

建
設
資
材
暴
騰
続
く
。

四
月
(
臼
)
県
自
然
環
境
保
全
条
例
制
定
。

四
月
〈
げ
)
中
央
大
橋
開
通
(
前
橋
)
。

五
月
県
下
で
集
団
カ
ゼ
猛
威
を
ふ
る
う
。

七
月
ハ

m
l
u
)
日
教
組
定
期
大
会
、
県
民
会
館
で
開
催
。

八
月
日
照
り
続
き
で
水
キ
キ
ン
。

九
月
こ
の
頃
県
内
ゴ
ル
フ
場
開
発
盛
ん
に
な
る
。

十
月
〈
げ
〉
ス
エ
ズ
で
中
東
戦
争
勃
発
。

十
一
月
こ
の
頃
紙
灯
油
な
ど
の
不
足
深
刻
化
す
る
。

十
一
月
ハ
m
む
通
産
省
、
灯
油
の
小
売
価
格
三
八

O
円
三

八
リ
ッ
ト
ル
〉
に
凍
結
。

二
月
〈
叩
〉
谷
川
温
泉
旅
館
豪
雪
に
よ
る
人
身
被
害
。

三
月
〈
叩
〉
小
野
田
少
尉
ル
パ
ン
グ
島
で

ω年
ぶ
り
に
救

出
さ
れ
る
。

三
月

1
六
月
ハ
四
)
上
信
電
鉄
三
十
日
余
に
わ
た
る
ス
ト

長
期
化
。

四
月
〈
初
)
日
中
航
空
協
定
調
印
。

五
月
(
叩
〉
古
河
鉱
業
と
毛
墨
田
鉱
毒
根
絶
期
成
同
盟
と

の
聞
に
鉱
毒
補
償
の
和
解
成
立
。

五
月
〈
幻
〉
県
教
委
、
公
立
高
校
新
設
計
画
発
表
。
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一
九
七
五

一
九
七
六

昭
和
五

O

昭
和
五

八七
月月

日
向
見
二
井
山
林
崩
壊
。

丸
井
戸
橋
竣
工
。

十
月
母
子
家
庭
所
得
税
非
課
税
者
の
医
療
費
が
無
料
に
な

る
。
こ
の
月
第
四
小
学
校
の
学
校
銀
行
大
蔵
大
臣
よ
り
表
彰
。

十
一
月
ハ
ロ
〉
四
万
湯
沢
線
が
国
道
三
五
三
号
に
認
定
さ
れ
る
。

こ
の
月
山
田
太
々
神
楽
全
国
郷
土
芸
能
大
会
に
出
演
。
問
月

(
凶
)
中
之
条
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
竣
工
。

三
月
第
五
小
学
校
第
一
分
校
ハ
栃
窪
〉
本
校
に
統
合
。

四
月
栃
窪
か
ら
第
五
小
学
校
ま
で
ス
ク
ー
ル
パ
ス
運
行
。

同
月
母
子
保
健
推
進
員
制
度
実
施
。
同
月
(
幻
)
町
会
議
員

選
挙
。

七
月

(m〉
長
岡
永
田
原
線
竣
工
。

八
月
(
ロ
)
沢
渡
局
電
話
ダ
イ
ヤ
ル
化
。

プ
ー
ル
完
成
。

九
月

(ω
〉
吾
妻
郡
文
化
会
館
竣
工
。

十
月
大
規
模
農
道
工
事
着
工
。

」
の
月
第
五
小
学
校

十十
周 一
年月
記(
ι19 

英文
イ七

E害
警L
を乙
伽~ 'Q 

定__，_同
九月

21 

町
村
メ込
口

併

月

町
長
選
挙
〈
福
島
真
一
無
投
票
当
選
可
同
月
(
幻
)
中

七
月
〈
7
)
参
議
院
議
員
選
挙
。

九
月
美
濃
部
東
京
都
知
事
来
県
し
、
都
の
水
不
足
解
決

に
協
力
要
請
。

十
月
(
8
〉
佐
藤
首
相
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
決
定
。

十
月
(
げ
〉
群
馬
の
森
県
立
美
術
館
オ
ー
プ
ン
。

十
一
月
(
問
〉
フ
ォ
ー
ド
米
大
統
領
来
日
。

十
二
月
ハ
9
〉
三
木
内
閣
成
立
。

十
二
月
(
路
)
三
菱
石
油
水
島
製
油
所
の
タ
ン
ク
破
裂
流

失
し
、
沿
岸
養
殖
場
大
被
害
。

一
月

(ulm〉
日
本
海
側
大
母
国
で
国
鉄
ダ
イ
ヤ
混
乱
。

四
月
ハ
臼
〉
地
方
選
挙
各
地
で
行
わ
れ
る
。

六
月
〈
8
)
太
田
市
長
選
で
革
新
派
市
長
当
選
。

六
月
(
時
)
佐
藤
栄
作
元
首
相
国
葬
。

8

(

叩
珂
)
米
ソ
宇
宙
船
ド
ッ
キ
ン
グ
成
功
。

七
月
(
凶
)
沖
縄
海
洋
博
覧
会
開
く
。

九
月
ハ
初
)
両
陛
下
訪
米
ご
出
発
。

十
月
(
時
)
上
武
国
道
バ
イ
パ
ス
起
工
式
。

こ
の
月
造
船
不
況
深
ま
る
。
議
積
ダ
ム
完
成
。

十
一
月
倒
産
件
数
が
戦
後
最
高
に
達
す
る
。

十
二
月
(
路
)
た
ば
こ
値
上
げ
。

こ
の
年
か
ら
東
毛
工
業
用
水
事
業
着
手
。

一
月
(
お
)
郵
便
料
金
値
上
げ
。
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寄
稿
文
集
録

こ
の
た
び
町
誌
編
集
に
当
っ
て
、
旧
町
村
出
身
の
方
々
か
ら
多
く
の
寄
稿
文
を
戴
い
た
。
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
、
第
二
二
巻
の

通
史
の
な
か
で
資
料
と
し
て
活
用
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
ほ
か
の
寄
稿
文
を
集
録
す
る
こ
と
に
す
る
。
全
文
を
の
せ
る
紙

幅
が
な
い
の
で
、
そ
の
一
部
を
掲
載
し
て
お
く
。

寄稿文集録

思

い

出

斉

藤

次

郎

(

五

反

田

出

身

〉

た
砂

私
の
思
い
出
に
い
つ
も
登
場
す
る
の
は
嵩
山
で
ゐ
る
。
そ
れ
は
ひ
い

き
め
に
も
大
き
い
山
で
は
な
い
。
少
し
離
れ
て
眺
め
る
と
何
処
か
の
庭

園
を
恩
わ
せ
る
程
の
岩
山
で
あ
る
。
私
が
は
じ
め
て
登
っ
た
の
は
、
小

学
校
三
年
の
頃
、
季
節
は
早
春
で
数
名
の
友
達
と
で
あ
っ
た
。
大
天
狗

の
頂
上
か
ら
は
じ
め
て
見
る
わ
が
村
や
遠
く
ひ
ろ
が
る
景
観
は
、
美
野

原
の
広
さ
し
か
知
ら
な
い
子
供
を
い
た
く
感
動
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

尾
根
づ
た
い
に
白
久
保
の
側
に
行
く
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
平
ら
な
地
形

の
草
む
ら
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
拾
う
と
も
な
し
に
拾
っ
た
小
石
一
つ
、

表
面
に
う
す
ら
い
で
は
い
る
が
文
字
が
書
か
れ
て
い
た
。
何
と
い
う
字

か
は
、
そ
こ
で
は
誰
も
読
め
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
「
賓
」
ハ
た
か
ら
)

と
い
う
字
で
あ
る
こ
と
が
後
で
わ
か
っ
た
。
小
石
を
拾
っ
た
場
所
の
名

も
、
供
養
の
た
め
お
経
の
一
字
一
字
を
小
石
に
書
い
て
埋
め
た
。
何
も

知
ら
な
い
頃
の
思
い
出
で
あ
る
。

私
の
思
い
出
の
中
に
、
嵩
山
と
き
っ
て
も
き
れ
な
い
、
ゆ
か
り
の
親

だ
い
だ
い
か
ぐ
ら

都
神
社
が
あ
る
。
あ
の
大
棒
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
太
々
神
楽
の
笛
の

旋
律
は
今
も
尚
私
の
心
に
く
い
入
っ
て
い
る
。
そ
の
由
来
は
知
ら
な
い

が
、
素
朴
で
い
か
に
も
明
る
く
、
ひ
な
び
た
人
な
っ
こ
い
陽
旋
法
の
メ

ロ
デ
ィ
で
あ
る
。
私
が
作
曲
家
で
あ
る
な
ら
、
こ
れ
を
主
題
に
し
た
管

絃
楽
の
名
曲
が
生
れ
て
い
た
ろ
う
に
、
と
思
う
程
に
特
色
ゆ
た
か
な
無

形
文
化
財
で
あ
る
。

五
反
田
に
生
れ
た
私
は
、
小
学
校
尋
常
科
は
村
で
、
高
等
科
二
カ
年

を
中
之
条
に
、
続
い
て
三
カ
年
を
農
学
校
(
今
の
中
之
条
高
校
〉
に
通

っ
た
。
中
之
条
五
年
間
の
徒
歩
通
学
は
、
私
の
今
日
の
健
康
の
原
点
で

あ
ろ
う
。
や
が
て
七
十
歳
と
い
う
現
在
、
至
っ
て
丈
夫
で
、
歩
く
こ
と

の
自
信
を
失
っ
て
い
な
い
。
(
元
山
形
大
学
教
授
で
音
楽
を
担
当
し
て
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い
た
が
、
退
官
後
の
現
在
も
同
大
学
の
講
師
を
し
て
い
る
〉
。

有
難
い
故
郷
乃
木
神
社
宮
司
高
山
貴
(
五
反
田
出
身
〉

私
は
小
学
校
四
年
の
秋
、
父
高
橋
辰
蔵
を
亡
く
し
、
翌
年
春
、
伯
父

高
山
昇
が
安
芸
の
宮
島
で
厳
島
神
社
の
宮
司
を
し
て
い
た
の
で
、
其
処

を
頼
っ
て
行
っ
た
。
厳
島
の
小
学
校
を
卒
業
し
て
、
広
島
の
中
学
に
入

り
、
中
学
二
年
の
時
伯
父
が
京
都
の
稲
荷
神
社
の
宮
司
に
転
任
し
た
の

で
、
私
は
伯
父
に
つ
い
て
京
都
の
中
学
に
転
校
し
、
此
処
で
中
学
を
卒

業
し
、
昭
和
三
年
に
伊
勢
の
神
宮
皇
学
館
に
入
り
、
こ
こ
で
四
年
学
ん

で
卒
業
の
翌
年
京
都
の
神
社
に
勤
め
、
昭
和
十
二
年
迄
京
都
に
住
ん

だ
。
斯
く
私
の
経
歴
を
辿
っ
て
み
る
と
、
五
反
田
に
生
れ
、
宮
島
、
京

都
と
各
地
を
転
々
と
し
て
い
る
の
で
、
第
二
、
第
三
の
故
郷
が
あ
る
わ

け
で
あ
る
が
、
生
涯
を
通
じ
て
最
も
懐
し
い
の
は
、
や
は
り
生
れ
故
郷

た
砂

で
あ
る
。
列
車
に
乗
っ
て
あ
の
嵩
山
が
車
窓
に
見
え
て
く
る
と
、
普
の

思
い
出
が
走
馬
灯
の
如
く
浮
ん
で
来
て
、
い
つ
の
間
に
か
少
年
時
代
に

な
ど

帰
っ
た
我
と
な
り
、
年
代
の
隔
り
は
消
え
去
っ
て
心
を
和
め
て
く
れ

る
。
や
が
て
五
反
田
の
地
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
カ
ジ
カ
を
と
っ
た

小
川
は
昔
の
ま
ま
に
清
ら
か
な
水
だ
。
芹
を
つ
ん
だ
畦
も
背
の
ま
ま

だ
。
そ
の
一
年
一
度
の
最
大
の
楽
し
み
だ
っ
た
鎮
守
の
社
の
祭
礼
に
今

は
祭
主
と
し
て
御
奉
仕
の
為
、
故
郷
に
毎
年
帰
れ
る
と
は
有
難
い
事

だ
。
娯
楽
の
少
な
か
っ
た
少
年
時
代
親
都
神
社
の
境
内
に
並
ん
だ
何
軒

h
m
v
h

、
m
M
V

か
の
露
庖
で
何
か
買
っ
て
、
お
の
耳
底
に
今
も
忘
れ
な
い
神
楽
の
笛
大

鼓
の
音
を
聞
い
て
、
神
社
の
森
で
過
し
た
懐
し
い
思
い
出
は
、
第
二
第

三
の
故
郷
の
絢
燭
た
る
管
絃
祭
ハ
厳
島
神
社
の
祭
)
や
京
都
の
紙
園
祭

や
わ
ら

よ
り
遥
か
に
私
の
心
を
慰
め
和
げ
て
く
れ
る
。
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忘

れ

え

ぬ

郷

里

斉

藤

静

弘

(

折

田

出

身

〉

忘
れ
得
ぬ
郷
里
、
折
田
育
ち
の
私
の
父
は
明
治
元
年
生
れ
で
十
六
歳

の
時
、
代
用
教
員
を
し
た
と
聞
く
。
森
下
の
斎
藤
家
か
ら
分
家
し
た
小

作
農
の
父
が
三
十
歳
前
に
郡
役
所
勤
め
の
嵩
帽
や
袴
等
、
我
が
家
に
は

凡
そ
似
合
わ
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。
智
的
に
進
ん
だ
父
は
司
法
書
士
、
弁

護
士
的
な
仕
事
を
素
人
乍
ら
村
人
か
ら
頼
ま
れ
、
山
林
田
畑
の
売
買
等

で
測
量
、
登
記
事
務
、
破
産
の
整
理
事
務
等
で
中
之
条
通
い
が
多
か
っ

た
。
そ
の
為
酒
を
好
む
父
は
二
日
酔
で
幾
日
も
寝
て
い
る
事
が
多
く
、

家
族
の
心
痛
も
大
変
で
し
た
。
併
し
曲
り
な
り
に
も
人
様
の
為
に
尽
力

す
る
事
の
偉
大
性
を
子
供
心
に
強
く
植
え
つ
け
ら
れ
た
と
思
う
。
手
不

足
故
に
家
事
手
伝
い
の
一
端
に
毎
朝
掃
除
を
担
当
、
弁
当
も
自
分
作
り

で
登
校
、
放
課
後
薪
を
背
に
帰
宅
す
る
事
が
度
々
で
友
達
の
様
に
自
由

な
遊
び
は
出
来
な
い
毎
日
で
し
た
。
そ
れ
が
社
会
生
活
を
す
る
上
に
プ

ラ
ス
し
た
事
は
現
在
故
郷
を
思
う
に
つ
け
誠
に
貴
重
な
体
験
で
あ
っ
た

と
感
謝
し
て
い
る
。

母
は
口
癖
の
様
に
「
物
を
粗
末
に
す
る
な
。
い
ら
ぬ
物
も
三
年
経
れ

ば
役
立
つ
時
が
来
る
」
と
強
く
挟
け
ら
れ
た
事
は
、
不
自
然
な
消
費
経

済
の
悪
習
が
急
転
回
し
て
資
源
愛
護
、
物
資
節
約
が
国
策
と
し
て
叫
ば



寄稿文集録

れ
実
行
を
強
要
さ
れ
る
老
令
七
十
五
歳
の
今
日
、
大
い
に
活
用
さ
れ
た

事
を
特
に
嬉
し
く
思
う
。

回
顧
す
る
に
、
私
の
育
つ
頃
の
交
通
機
関
は
ガ
タ
馬
車
で
輸
送
は
荷

車
と
手
車
に
依
存
し
て
い
た
。
私
の
記
憶
で
は
大
正
四
・
五
年
頃
は
自

動
車
が
来
る
と
物
珍
し
く
眺
め
る
時
代
で
し
た
が
、
昨
今
は
農
家
で
自

家
用
車
な
き
は
稀
と
言
う
変
容
振
り
に
は
驚
異
を
感
じ
る
と
共
に
、
文

化
の
発
達
に
は
目
を
見
張
る
ば
か
り
だ
・
:
:
:
。

昭
和
十
二
年
頃
、
従
来
郷
里
の
小
卒
の
児
童
を
逐
次
迎
え
て
人
格
の

涌
養
を
痛
感
し
、
二
宮
翁
の
像
を
母
校
に
寄
贈
建
立
し
、
年
聞
を
通
じ

て
報
徳
の
精
神
に
順
応
の
模
範
児
童
を
卒
業
式
に
表
彰
す
る
事
を
計
画

し
、
当
時
の
佐
藤
新
治
郎
校
長
の
賛
意
を
得
て
実
施
、
当
日
は
避
は
れ

た
人
員
に
応
じ
て
賞
状
及
び
賞
口
聞
を
持
参
列
席
し
、
祝
詞
並
に
激
励
の

挨
拶
後
記
念
撮
影
し
て
帰
京
、
額
縁
に
納
め
学
校
に
贈
る
事
、
六
回
程

で
戦
争
状
態
の
深
刻
の
為
め
に
中
止
の
余
儀
な
き
に
至
っ
た
。

大
正
十
二
年
の
大
震
災
と
大
東
亜
戦
争
中
の
大
空
襲
で
再
度
故
郷
の

恩
恵
を
受
け
た
事
を
思
い
浮
べ
て
、
故
郷
な
れ
ば
こ
そ
と
感
謝
の
念
を

深
め
て
い
る
。
前
記
の
感
謝
の
意
味
も
含
め
て
旧
友
と
の
歓
談
を
唯
一

の
楽
し
み
に
弦
数
年
折
田
老
人
ク
ラ
ブ
総
会
に
出
席
さ
せ
て
貰
っ
て
い

る
。
今
後
も
余
命
の
続
く
限
り
帰
省
を
予
定
し
実
行
の
聞
を
重
ね
る
積

り
で
あ
る
。
(
現
在
、
東
京
板
橋
で
印
刷
業
を
経
営
し
て
い
る
)
。

故

郷

の

思

い

出

青

柳

寅

雄

ハ

中

之

条

町

出

身

)

私
は
青
年
時
代
を
殆
ど
異
郷
に
過
し
た
。
東
京
か
ら
四
国
へ
、
そ
れ

か
ら
関
西
地
方
へ
と
転
々
流
離
、
そ
し
て
、
そ
れ
は
苦
し
さ
と
佑
し
さ

の
付
き
ま
と
う
さ
す
ら
ひ
の
人
生
の
旅
路
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
出
会

い
と
別
れ
の
繰
り
返
し
で
あ
っ
た
。
点
身
と
流
れ
歩
い
た
人
生
、
と
も

す
る
と
幼
き
日
の
故
郷
の
思
い
も
遠
の
い
て
行
く
よ
う
な
日
も
あ
っ

た
。
で
も
そ
の
よ
う
な
旅
路
で
は
苦
し
い
時
も
あ
り
、
悲
し
い
こ
と
に
も

遭
遇
す
る
こ
と
も
少
く
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
時
に
は
何
時
も
懐
か
し
い

郷
里
の
思
い
出
が
私
の
心
を
支
え
て
く
れ
た
こ
と
を
今
に
思
い
出
す
。

青
年
時
代
、
と
き
た
ま
の
帰
省
に
:
:
:
東
海
道
線
を
上
野
に
乗
り
換

へ
た
と
き
、
そ
こ
に
は
既
に
郷
里
の
香
が
漂
っ
て
い
る
こ
と
を
敏
感
に

受
け
と
め
た
。
:
:
:
渋
川
か
ら
乗
っ
た
小
さ
な
電
車
が
岩
井
洞
の
尖
端

か
づ
宮

カ
l
ブ
に
さ
し
か
か
る
頃
、
前
方
面
の
空
に
吾
嬬
山
、
そ
し
て
そ
の
北

た
げ

に
嵩
山
が
現
れ
て
私
を
迎
え
て
く
れ
る
。
そ
の
瞬
間
の
私
の
気
持
は
今

で
も
忘
れ
な
い
。
あ
の
山
の
も
と
に
吾
が
故
郷
が
あ
る
か
ら
だ
。
故
郷

の
町
、
そ
れ
は
落
ち
着
き
の
あ
る
道
幅
の
広
い
ゆ
と
り
を
も
っ
た
町

で
、
そ
こ
に
は
独
特
の
民
俗
も
あ
り
、
伝
統
も
生
活
も
あ
っ
た
。
そ

れ
に
歴
史
が
あ
っ
た
。
私
の
尋
常
小
学
校
は
、
今
の
町
役
場
の
あ
の
建

物
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
境
橋
を
渡
っ
て
伊
勢
町
の
本
校
へ
も
通
っ
た
。

a
R
O
A
V

し
台

町
の
北
裏
に
新
屋
敷
と
い
う
処
が
為
っ
て
、
そ
の
向
う
の
坂
を
降
っ
て

よ
し
い
砂

士
ロ
池
川
の
小
さ
な
土
橋
を
渡
っ
た
処
に
、
確
か
道
祖
神
と
馬
頭
観
世
音
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の
石
仏
が
立
っ
て
い
た
と
記
憶
す
る
。
そ
こ
は
正
月
十
四
日
の
未
明
に

行
わ
れ
る
ど
ん
ど
ん
焼
き
に
、
多
勢
の
町
の
人
々
と
マ
イ
ダ
マ
や
餅
を

炎
っ
て
、
そ
の
年
の
息
災
を
神
に
祈
っ
た
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
の
と

こ
ろ
だ
。
正
月
二
日
の
早
朝
は
、
各
地
か
ら
集
っ
て
く
る
初
買
い
客
、

そ
れ
は
多
分
娘
を
つ
れ
た
お
ば
さ
ん
達
で
あ
っ
た
ろ
う
。
忙
し
そ
う
に

行
き
交
ふ
下
駄
の
音
が
、
凍
っ
た
索
、
の
空
を
通
し
て
私
の
枕
も
と
に
響

き
来
て
子
供
心
を
浮
き
た
た
せ
た
。
ま
た
私
の
町
に
は
初
市
を
始
め
、

節
句
市
、
暮
れ
市
な
ど
と
幾
度
も
幾
度
も
楽
し
い
市
が
立
っ
て
子
供
達

を
喜
ば
せ
た
。
吉
池
川
の
渓
流
で
は
、
よ
く
友
達
と
カ
ジ
カ
と
り
を
し

た
。
初
午
の
稲
荷
祭
り
に
は
ト
ウ
ケ
イ
シ
稲
荷
へ
、
子
供
達
が
集
っ
て

祭
り
を
楽
し
ん
だ
。
夏
の
孟
蘭
盆
の
夜
に
、
あ
の
街
幅
の
広
か
っ
た
町

の
両
側
の
各
家
の
か
ど
で
赤
々
と
焚
く
迎
え
火
、
送
り
火
の
行
事
な
ど

幾
つ
か
の
素
朴
な
行
事
の
思
い
出
が
、
次
々
に
湧
い
て
来
る
。
故
郷
を

去
っ
た
人
々
も
、
老
い
て
は
誰
も
が
再
び
そ
こ
へ
戻
り
来
る
も
の
か
、

所
詮
人
生
行
路
は
故
郷
へ
の
巡
礼
な
の
で
あ
ろ
う
。

そ
ん
な
故
郷
へ
の
憧
れ
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
初
老
の
身
を
故
郷
に

帰
っ
た
の
は
終
戦
も
聞
も
な
い
頃
で
あ
っ
た
。
当
時
は
嬉
し
さ
に
此
処
彼

処
と
日
曜
毎
に
思
い
出
を
求
め
て
故
郷
の
町
を
歩
き
廻
っ
た
。
で
も
一
一
一

も
た

十
余
年
の
歳
月
の
流
れ
は
、
吾
が
故
郷
に
も
色
々
の
変
化
を
斎
ら
し
た
。

特
に
幼
馴
染
も
少
く
な
り
、
幼
い
頃
の
イ
メ
ー
ジ
も
薄
れ
去
っ
た
。
変

り
果
て
た
故
郷
の
姿
が
そ
こ
に
あ
る
の
み
で
、
只
山
が
あ
り
、
川
が
流

れ
て
い
る
こ
と
は
、
せ
め
て
も
の
思
い
出
の
手
が
か
り
と
な
っ
て
私
を

慰
め
て
く
れ
た
。
だ
が
そ
こ
に
は
故
郷
の
心
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
私

は
一
片
の
思
い
出
で
も
よ
い
、
呼
び
戻
し
て
く
れ
る
も
の
を
求
め
て
走

り
廻
っ
た
が
、
そ
れ
は
無
駄
で
あ
っ
た
。

け
れ
ど
も
時
代
は
常
に
動
き
発
展
し
て
行
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
為

め
の
旧
弊
か
ら
の
脱
皮
は
致
し
方
も
な
き
自
然
の
歩
み
で
あ
ろ
う
。
私

は
そ
う
思
っ
て
、
こ
の
変
り
果
て
た
故
郷
に
決
し
て
失
望
は
し
な
か
っ

た
。
そ
れ
は
私
の
心
の
な
か
に
確
か
り
と
今
も
た
た
み
込
ま
れ
た
故
郷

の
思
い
出
が
あ
る
か
ら
だ
。
そ
し
て
今
で
は
そ
れ
が
私
の
生
甲
斐
を
支

へ
て
い
る
。
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
は
、
や
は
り
こ
の
故
郷
で
生
れ
た
の

だ
。
古
く
か
ら
の
民
俗
伝
統
の
幾
つ
か
は
、
今
だ
に
そ
こ
に
残
さ
れ
伝

へ
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
戦
後
は
親
子
の
信
頼
性
が
次
第

に
薄
れ
、
と
も
す
る
と
若
き
は
老
い
の
語
り
や
過
去
の
話
し
に
耳
を
傾

け
よ
う
と
し
な
い
。
ま
た
老
人
は
過
ぎ
し
日
を
語
ろ
う
と
し
な
く
な
っ

也
事
包
&

た
。
こ
の
よ
う
な
風
潮
は
淘
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
e

老
人
の
故
郷
へ
の
帰
心
、
そ
れ
は
風
雪
に
磨
か
れ
て
今
は
諸
々
の
事

象
を
素
直
に
受
け
と
め
よ
う
と
す
る
人
間
ら
し
さ
の
現
わ
れ
で
あ
ろ

う
。
一
歩
で
も
二
歩
で
も
祖
先
に
近
づ
こ
う
と
す
る
老
人
の
姿
が
そ
れ

を
現
わ
し
て
い
る
と
私
は
思
う
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
私
は

吾
が
故
郷
の
普
か
ら
の
民
俗
民
話
伝
統
な
ど
を
、
次
の
世
代
に
続
く
人

々
に
残
し
伝
え
る
郷
里
の
歴
史
こ
そ
重
要
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。

(
な
が
く
群
馬
県
農
業
試
験
場
に
勤
め
、
現
在
は
前
橋
市
昭
和
町
の
自

宅
に
て
悠
々
自
適
の
生
活
を
し
て
い
る
〉
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編
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委
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委
員

編纂役員一覧表

マ

町

長

関

徳

男

、

宮

崎

徳

郎

入
役
小
池
弘
一
郎
マ
議
員
吉
田
正
明
、
高
橋
福
治
、
丸
橋

勇
、
山
口
庄
吾
、
剣
持
尚
一
、
町
田
儀
平
、
福
田
松
雄
、
浅
見
三

男
、
山
田
正
治
、
関
博
、
綿
貫
定
治
、
小
林
貞
夫
、
唐
沢
光
公
、

蟻
川
篤
美
、
山
口
士
ロ
男
、
富
沢
福
重
、
富
沢
治
郎
、
塚
田
真
、
小

板
橋
喜
八
、
関
一
弘
、
角
田
謙
三
、
野
口
昭
博
、
斉
藤
庄
平
、
折

田
勘
一
、
石
井
達
也
、
木
村
忠
夫
、
高
橋
芳
之
助
、
外
丸
康
雄
、

安
原
丑
之
助
、
石
田
ゆ
り
子
、
鯛
持
清
、
福
田
一
郎
、
飯
塚
福
茂
、

田
口
寿
作
マ
教
育
委
員
桑
原
清
、
吉
田
仁
一
、
宮
崎
貞
雄
、

河
野
五
郎
、
町
田
清
マ
小
中
学
校
長
藤
井
吾
一
、
角
田
篤
示
、

蟻
川
貞
美
、
篠
原
文
夫
、
金
田
寿
雄
、
唐
沢
実
、
関
春
雄
、
増
田

公
平
、
高
橋
善
街
、
小
林
正
三
郎
、
剣
持
俊
雄
、
清
水
正
男
、
角

田
亥
作
、
鳥
村
明
、
朝
倉
忠
夫
、
黒
岩
功
、
関
卓
一
、
飯
塚
威

福
島
真

マ
助
役

マ
収

マ
農
業
協
同
組
合
長

外
丸
喜
作
、
宮
崎
太
一
郎
、
宮
崎
貴
、
竹

小
板
橋
菱
三
郎
、
佐
鳥
寛
マ
森
林
組
合

マ
温
泉
組
合
長
荒
井
由
平
、
関
口
昭
義
マ

学
識
経
験
者
(
編
集
委
員
)
小
池
善
吉
、
山
口
武
夫
、
吉
田
毅
一

郎
、
木
暮
久
弥
、
中
島
忠
雄
、
唐
沢
定
市
、
金
井
幸
佐
久
、
唐
沢

姫
雄
、
小
林
文
一
、
福
島
憲
二
、
伊
能
義
一
、
奈
良
秀
重
、
戸
谷

啓
一
郎
、
本
多
由
巳
子
、
銅
持
久
雄
、
丸
山
不
二
夫
、
小
林
勉
、

桑
原
忍
、
阪
本
英
一
、
新
井
嘉
男

測
贋

長

マ
商
工
会
長

町
田
浩
蔵

中
之
条
町
誌
編
纂
委
員
会
顧
問

桑
原
雄
一
郎
(
中
之
条
町
〉
蟻
川
潔
、
福
田
豊
三
郎
ハ
西
中
之

条
)
小
林
正
太
朗
(
赤
坂
〉
唐
沢
参
二
(
岩
本
〉
田
村
茂
三
郎

(
四
万
V

町
田
浩
蔵
(
山
田
〉
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中
之
条
町
誌
編
纂
協
力
員

マ
西
中
之
条
竹
湖
底
、
高
橋
加
多
治
、
青
柳
久
夫
、
福
田
昇
、

高
橋
斉
、
唐
沢
武
、
唐
沢
善
平
、
綿
貫
其
吉
、
竹
測
留
三
郎
、
山

口
一
彦
、
鈴
木
初
男
、
金
井
辰
蔵
、
福
田
照
雄
、
高
橋
幸
作
、
鈴

木
清
、
唐
沢
実
、
金
井
富
美
春
、
唐
沢
久
男
、
篠
原
長
三
、
関
敏

郎
、
篠
原
治
三
郎
、
山
田
長
五
郎
、
福
田
清
、
唐
沢
幸
雄
、
鈴
木

一
寿
、
唐
沢
杢
平
、
関
田
九
平

田
村
福
太
郎
、
坂
井
三
郎
、
剣
持
静
男
、
松
本

俊
=
一
、
野
村
酒
二
、
田
村
宗
助
、
富
沢
積
善
、
後
藤
海
造
、
樋
田

博
、
金
子
増
夫
、
田
村
希
代
治
、
小
池
吉
良
治
、
田
中
平
太
郎
、

銅
持
良
伊
、
町
田
経
治
郎
、
伊
能
八
平
、
塩
野
谷
嘉
三
、
望
月
度
、

銅
持
福
治
、
高
橋
高
治
郎
、
吉
原
仁
三
郎
、
二
宮
一
雄
、
青
木
勝
、

斉
木
政
市
、
宮
森
三
次
郎
、
中
沢
潤
二
、
浅
川
弘
、
青
柳
光
作
、

蟻
川
被
衛
、
小
池
秀
雄
、
桑
原
郁
夫
、
田
島
一
彦
、
長
田
台
淳
、

関
喜
平
、
近
藤
進
、
桑
原
喜
平
、
山
本
長
一
郎
、
坂
井
忠
太
郎
、

斉
藤
三
秋
、
唐
沢
真
次
郎
、
蟻
川
七
郎
次
、
檀
原
三
郎
、
伊
能
博
、

極
回
森
三
郎
、
折
田
昭
夫
、
斉
木
市
太
郎
、
田
中
午
重
、
奥
木
三

マ
中
之
条
町

一
、
石
坂
照
夫
、
宮
原
勇
一

マ
伊
勢
町
金
井
享
、
久
保
田
茂
雄
、
関
連
蔵
、
宮
部
博
行
、

木
暮
儀
次
、
吉
沢
金
蔵
、
西
山
広
志
、
四
宮
力
三
、
梅
松
公
三
、

飯
壕
正
平
、
飯
壌
正
治
、
柴
田
賓
恵
、
丸
山
和
喜
、
一
場
健
、
根

岸
権
兵
衛
、
桜
井
武
尚
、
川
越
文
雄
、
宮
崎
喜
久
雄
、
斉
藤
民
一

郎
、
佐
藤
次
雄
、
宮
沢
碧
山
、
青
柳
正
倫
、
小
板
橋
一
正
、
松
井

宣
中
、
古
藤
進
、
堀
口
雄
次
郎
、
斉
藤
正
雄
、
伊
能
松
平
、
山
田

三
郎
、
今
井
芳
之
、
関
口
孝
義
、
高
橋
薫
三
、
富
沢
長
三
、
小
池

三
次
、
梅
松
荘
平
、
本
多
茂
、
斉
藤
秀
雄
、
小
山
光
園

マ
青
山
永
井
敬
止
、
染
川
治
作
、
山
田
善
衛
、
宮
崎
義
雄
、

浜
野
佐
吉
、
永
井
克
巳
、
福
島
豆
、
宮
崎
貫

マ
市
城
中
沢
定
治
郎
、
外
丸
義
一
、
中
沢
敬
一
一
、
荒
井
晴
美
、

中
沢
湖
次
、
中
沢
孫
雄
、
中
沢
千
秋
、
中
沢
孝
、
松
本
友
安

マ
山
田
一
場
泉
、
荻
原
茂
、
一
場
亥
之
作
、
登
坂
信
利
、
田

村
十
代
二
、
山
田
守
節
、
岡
田
秀
雄
、
岡
田
孝
一
、
愛
敬
順
一
、

山
田
稲
作
、
山
田
甲
子
郎
、
山
田
泰
三
、
佐
藤
請
、
天
野
霊
随
、

宮
崎
恒
男
、
山
口
雅
雄
、
竹
測
佐
之
、
角
田
兵
太
郎
、
町
田
清
、

町
田
三
千
雄
、
町
田
研
作
、
一
場
憲
一
、
竹
淵
泰
三
、
町
田
岡
甫
、
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編纂役員一覧表

町
田
志
朗
、
町
田
重
晴
、
関
吉
雄
、
町
田
三
郎
、
関
澄
寿
、
関
真

三
郎
、
町
田
政
雄
、
登
坂
喜
平
次
、
安
原
巌
太
郎
、
篠
原
保
次
、

山
口
茂
八
、
山
口
総
一
郎
、
一
場
孝
子
郎
、
安
原
安
治

マ
よ
沢
渡
、
宮
崎
虎
雄
、
福
田
勇
、
飯
探
福
茂
、
高
平
庚
、
宮

崎
仁
平
、
関
茂
、
関
美
雄
、
関
昇
、
宮
崎
光
雄
、
宮
崎
亀
吉
、
山

口
正
四
、
山
本
巳
之
治
、
林
春
吉
、
林
郡
治
、
銅
持
三
四
郎
、
関

卓
一
、
島
村
丑
蔵
、
黒
岩
千
吉
、
原
長
一
郎
、
佐
藤
た
け
、
福
田

勲
一
、
植
木
崇
真
、
福
田
保
治
、
関
口
昭
義
、
新
井
ふ
み
、
銅
持

順
一
、
都
筑
重
雄
、
山
口
欣
治
、
関
口
夏
太
郎
、
飯
塚
政
雄
、
関

安
芸
松
、
飯
塚
幸
作
、
関
登
、
関
節
、
関
祥
平
、
関
利
夫
、
関
十

寸
穂
、
本
多
盛
重
、
唐
沢
久
男
、
島
村
忠
男
、
高
平
英
雄
、
高
平

久
、
町
田
盛
三
、
小
淵
安
治
、
湯
本
儀
作
、
関
孟
、
関
延
美
、
関

茂
三
郎
、
関
卓
、
関
安
夫
、
関
口
茂
松
、
唐
沢
酉
雄
、
関
満
、
関

口
一
治
、
唐
沢
喜
代
治
、
湯
本
良
久
次

マ
下
沢
渡
田
村
栄
蔵
、
本
・
多
茂
、
柏
原
勢
一
、
町
田
久
蔵
、

本
多
茂
、
町
田
英
二
、
田
村
亀
次
、
石
田
五
郎
、
割
由
美
由
、
角

田
孝
也
、
町
田
久
雄
、
本
多
了
、
吉
田
文
雄
、
吉
田
ふ
ゆ
、
唐
沢

崇
、
吉
田
喜
平
、
富
沢
光
治
郎
、
士
ロ
水
霊
順
、
宮
崎
勇
治
、
相
原

叶
、
高
橋
伴
作
、
本
多
宇
平
、
黒
岩
宏
一
郎
、
久
住
正
七
、
町
田

正
七
、
町
田
寅
吉
、
山
本
良
馬
、
久
住
輝
治

関
久
男
、
島
村
彦
久
、
田
村
辰
雄
、
山
田
仲
司
、
田

村
八
郎
、
田
村
康
、
町
田
穎
悟
、
折
田
勝
美
、
田
村
貴
、
田
村
泰

三
、
田
村
儀
行
、
山
田
幸
久
、
田
村
亮
一
、
山
口
宗
義
、
長
井
久

夫
、
田
村
保
、
中
村
実
、
山
口
悦
夫
、
関
鶴
寿
、
宮
崎
安
一
、
京

田
高
十
郎
、
関
仲
三
、
宮
崎
牛
雄
丸
、
宮
崎
松
雄
、
宮
崎
貴
、
宮

崎
孝
夫
、
唐
沢
実
、
山
田
一
嘉
、
宮
崎
貞
行
、
宮
崎
利
一
、
宮
崎

伸
一
、
本
多
一
茂
、
唐
沢
本
一
、
田
村
喜
一
郎
、
唐
沢
文
衛

マ
折
田
黒
崎
鶴
司
、
水
出
太
郎
、
綿
貫
正
、
斉
藤
伝
恵
、
小

淵
み
ど
り
、
今
井
次
男
、
関
本
政
雄
、
金
井
一
二
、
折
田
正
寿
、

黒
崎
花
雄
、
仙
田
藤
一
、
福
田
庚
午
郎
、
福
田
竹
三
、
福
田
克
広
、

福
田
茂
、
田
村
富
雄
、
水
出
和
男
、
金
井
億
六
、
田
村
徳
蔵
、
星

野
守
一
、
折
田
英
三
郎
、
星
野
政
太
郎
、
折
田
次
三
郎
、
折
田
次

郎
、
折
田
茂
、
折
田
馨
一
、
折
田
栄
一
、
田
村
勤
治
郎
、
佐
藤
武
、

田
村
留
十
郎
、
田
村
祐
平
、
柳
田
輿
平
、
柳
田
艮
平
、
綿
貫
孝
次
、

田
村
利
害
街
、
黒
崎
聖
二
、
金
井
滋
之

マ
岩
本
中
沢
由
郎
、
森
田
銀
治
郎
、
宮
崎
金
二
、
伊
能
保
則
、

マ
四
万
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関
正
考
、
神
保
富
治
、
関
千
代
丸
、
関
藤
吉
、
関
政
次
、
神
保
彦

憲
、
田
村
茂
、
鳥
村
明
、
関
栄
樹
、
森
田
呆
、
森
田
寛
良
、
綿
貫

嘉
伝
次
、
伊
能
知
雄
、
関
栄
、
唐
沢
義
一
、
田
村
登
、
生
巣
勇
、

松
沢
清
次
郎
、
関
順
三
郎
、
村
山
健
、
斉
藤
竹
次
郎
、
割
田
藤
吉
、

神
保
興
佐
雄
、
生
巣
輿
一
、
割
田
博

マ
五
反
田
生
須
貢
、
望
月
達
義
、
冨
沢
山
松
、
田
村
武
一
朗
、

山
田
菅
治
、
堀
口
啓
吉
、
割
田
勘
三
郎
、
山
田
大
、
山
田
潤
、
生

巣
睦
満
治
、
森
田
貢
、
唐
沢
幸
雄
、
小
野
勝
太
郎
、
林
豊
三
郎
、
高

橋
孝
茂
、
斉
藤
文
治
、
斉
藤
一
郎
、
斉
藤
文
夫
、
内
海
政
次
、
斉

藤
和
一
、
本
多
博
、
本
多
和
作
、
斉
藤
登
、
富
沢
保
三
、
斉
藤
茂
、

斉
藤
栄
樹
、
田
村
隆
、
斉
藤
政
治
、
堀
口
勇
吉
、
唐
沢
信
男
、
本

多
良
馬
、
高
橋
新
正

マ
蟻
川
小
淵
信
雄
、
山
崎
甚
平
、
小
池
牛
太
郎
、
篠
原
形
次

郎
、
篠
原
敬
、
綿
貫
芳
雄
、
綿
貫
佐
忠
、
蟻
川
卯
三
郎
、
綿
貫
長

松
、
綿
貫
祐
三
郎
、
蟻
川
貞
蔵
、
蟻
川
泰
次
、
富
沢
愛
次
郎
、
小

池
伴
作
、
須
郷
忠
男
、
綿
貫
良
一
、
高
橋
利
男
、
高
橋
杢
平
、
綿

貫
菊
蔵
、
小
淵
儀
市
、
原
沢
正
一
、
綿
貢
清
吉
、
綿
貫
喜
良
、
原

沢
篤
太
郎
、
小
池
富
三
郎
、
小
淵
邦
臣
、
高
平
午
司
、
原
沢
孝
作
、

須
藤
浄
、
小
池
議
、
篠
原
文
夫
、
山
崎
一
二
、
蟻
川
嘉
巳

マ
大
道
小
淵
清
正
、
富
沢
吉
陳
、
富
沢
豊
太
郎
、
塩
野
谷
六

郎
、
塩
野
谷
喜
通
、
塩
原
嘉
蔵
、
小
測
茂
富
、
・
吉
沢
の
ぷ
、
田
村

正
雄
、
富
沢
充
、
塩
野
谷
仁
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関
伸
一
、
福
島
清
一
、
山
田
治
道
、
谷
川
松
三
、
関
定

二
、
銅
持
喜
平
、
調
持
千
代
松
、
関
悦
太
郎
、
綿
貫
正
雄
、
関
和

夫
、
関
浩
、
関
幸
四
郎
、
角
田
嘉
太
郎
、
銅
持
富
蔵
、
銅
持
輝
男
、

銅
持
千
郷
、
角
田
邦
友
、
剣
持
四
郎
、
鋼
持
太
郎
、
創
持
雅
五
郎
、

伊
能
亀
雄
、
茂
木
守
治
、
三
沢
正
紀
、
唐
沢
季
典
、
創
持
有
志
三
、

青
木
健
児
、
綿
貫
重
郎
、
平
形
卯
平
、
綿
貫
吉
太
郎
、
桑
原
章
、

斎
藤
広
次
、
小
池
甚
平
、
創
持
隆
夫
、
狩
野
恒
夫
、
金
井
益
次
郎
、

銅
持
民
雄
、
桑
原
勇
、
清
水
量
平

マ
平

マ
横
尾
永
井
米
八
、
割
回
文
男
、
割
田
新
三
、
唐
沢
鶴
雄
、

野
口
正
人
、
小
林
総
太
郎
、
宮
崎
敬
太
郎
、
永
井
安
吉
、
山
田
朝

重
郎
、
野
口
袈
裟
次
、
角
田
直
雄
、
唐
沢
百
松
、
高
橋
忠
夫
、
松

本
仁
一
、
関
真
次
郎
、
関
三
郎
、
創
持
賢
作
、
銅
持
克
己
、
餌
持

保
茂
、
割
田
一
、
唐
沢
富
雄
、
唐
沢
耐
、
小
林
茂
久
平
、
小
林
仙

太
郎
、
宮
崎
巳
代
松
、
関
晃
、
唐
沢
正
好
、
松
沢
和
三
郎
、
矢
沢



編纂役員一覧表

伴
蔵
、
清
水
威
、
鯛
持
昭
男
-
山
田
茂
寿
、
唐
沢
丞
一
、
関
春
雄
、

唐
沢
健
次
郎
、
山
田
富
次
、
篠
原
惣
市
、
宮
崎
英
弥
山
崎
秋
蔵
、

松
本
勝
治
、
蟻
川
光
明
、
唐
沢
亀
古

マ
大
塚
金
井
四
平
、
吉
田
松
太
郎
、
吉
田
明
春
、
斉
藤
義
重
、

小
池
一
ヱ
、
飯
塚
孝
一
、
小
池
祐
八
、
吉
田
春
雄
、
飯
塚
八
平
、

小
池
啓
次
郎
、
関
丹
蔵
、
奈
良
晋
平
、
林
芳
江
、
茂
木
正
守
、
奈
良

完
、
小
池
千
之
助
、
伊
能
重
雄
、
小
池
重
郎
、
田
村
延
次
郎
、
田

村
秀
夫
、
吉
田
吉
男
、
斉
藤
莞
春
、
小
池
金
夫
、
吉
田
元
夫
、
小
池

治
、
嶋
田
次
太
郎

マ
赤
坂
牛
木
康
三
、
松
本
喜
男
、
中
沢
誠
司
、
小
林
三
郎
、

富
沢
甚
太
郎
、
伊
能
国
五
郎
、
伊
能
泉
三
、
小
林
好
次
、
小
林
貫
、

松
本
憲
介
、
小
林
諜
七
、
福
島
広
司
、
田
村
二
二
、
綿
貫
寿
雄
、

綿
貫
義
一
、
田
村
弘
、
小
林
和
作
、
福
島
保
正
、
塩
原
俊
一
、
金

田
寿
雄
、
福
島
清
、
小
林
勉
、
福
島
昭
一
郎
、
綿
貫
宏
一

マ
栃
窪
小
菅
勇
吉
、
唐
沢
惣
平
、
小
池
道
太
郎
、
小
池
初
男
、

山
崎
佐
太
郎
、
松
沢
半
治
郎
、
林
金
次
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あとがき

と

治ミ

き
(
編
集
後
記
)
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あ

町
誌
編
集
の
住
事
が
進
む
に
伴
っ
て
、
歴
史
編
の
資
料
が
予
想
外
に
多
く
収
集
さ
れ
、
そ
の
た
め
歴
史
編
の
記
述
が
第
一
、
二
巻
の
二

冊
内
に
掲
載
し
き
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
現
代
編
と
併
せ
て
歴
史
編
特
輯
(
続
)
を
第
三
巻
一
冊
に
収
録
す
る
こ
と
は
中
々
む
ず
か
し

い
状
況
に
た
ち
至
っ
た
。
そ
の
時
点
で
編
集
委
員
会
で
は
四
巻
案
が
検
討
さ
れ
た
が
、
結
局
、
資
料
編
を
別
冊
に
し
て
、
本
編
の
記
述
編

は
従
来
通
り
に
三
巻
内
に
収
め
る
こ
と
に
決
着
し
た
の
で
あ
る
。

第
三
巻
の
編
集
経
過
現
代
編
に
掲
載
予
定
の
自
然
誌
と
民
俗
誌
は
、
す
で
に
委
員
会
発
足
以
来
毎
年
の
調
査
の
つ
み
重
ね
に
よ
っ
て

資
料
収
集
は
大
方
十
分
で
あ
っ
た
。
自
然
誌
部
門
で
は
、
資
料
収
集
の
最
終
に
近
い
段
階
で
植
物
担
当
の
桑
原
委
員
の
不
慮
の
事
故
が
あ

っ
た
が
、
小
林
勉
委
員
を
は
じ
め
自
然
誌
担
当
の
全
委
員
の
不
断
の
協
力
に
よ
っ
て
二
百
頁
余
に
わ
た
る
立
派
な
も
の
に
仕
上
げ
る
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
民
俗
誌
部
門
で
は
、
阪
本
木
暮
両
委
員
を
中
心
に
幾
度
か
の
現
地
調
査
が
行
わ
れ
、
吾
高
生
の
栃
窪
調
査
の
参
加
な
ど
も

あ
っ
て
、
各
地
区
に
わ
た
る
詳
細
か
つ
大
量
の
民
俗
資
料
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
お
阪
本
委
員
に
は
最
後
の
執
筆
過
程
で
病
い

で
倒
れ
た
が
、
闘
病
中
に
原
稿
を
仕
上
げ
て
戴
い
た
こ
と
を
附
記
し
て
お
く
。
ま
た
民
家
部
門
で
は
、
早
く
か
ら
民
家
建
築
の
若
い
学
徒

の
桑
原
稔
民
に
依
頼
し
、
唐
沢
(
姫
〉
奈
良
両
委
員
等
も
加
わ
っ
て
精
力
的
な
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
成
果
と
し
て
町
の
代
表
的
な
民
家
の

諸
類
型
を
は
じ
め
て
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
社
会
誌
部
門
で
は
、
新
町
二
十
年
の
歩
み
と
現
状
が
主
題
だ
っ
た
の
で
、
ま
ず

町
当
局
の
各
課
に
協
力
を
お
願
い
し
、
各
職
員
方
の
全
面
的
協
力
と
助
言
の
も
と
で
、
歴
史
編
の
各
委
員
が
夫
々
の
項
目
を
執
筆
分
担
す

る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
二
三
年
間
鋭
意
こ
れ
に
取
組
ん
で
き
た
。
そ
の
う
ち
若
干
の
項
目
に
つ
い
て
は
特
に
関
企
画
課
長
に
直
接
原
稿
執

筆
ま
で
し
て
戴
い
て
、
町
誌
の
社
会
誌
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
不
慣
れ
の
た
め
当
初
は
そ
の
難
し
さ
が
予
想
さ
れ
た
町
の
現
代



社
会
誌
が
曲
り
な
り
に
も
完
成
で
き
た
の
は
、
各
課
職
員
方
の
協
力
に
よ
る
も
の
と
感
謝
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
町
誌
で
は
か
ね
て
懸
案
だ
っ
た
温
泉
史
が
、
こ
の
三
巻
中
に
掲
載
で
き
た
こ
と
は
何
よ
り
も
喜
ば
し
い
。
十
分
な
史
料

収
集
の
メ
ド
が
つ
か
ず
、
編
集
収
録
の
方
も
延
々
に
な
っ
て
い
た
。
偶
々
町
誌
編
纂
と
並
行
し
て
温
泉
組
合
の
四
万
温
泉
史
が
計
画
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
が
一
足
先
に
刊
行
を
み
た
こ
と
に
刺
戟
さ
れ
て
、
こ
の
温
泉
史
を
参
照
し
な
が
ら
も
、
町
誌
と
し
て
の
特
色
を
も
っ
温
泉

史
の
作
成
を
企
図
し
た
。
未
開
拓
分
野
の
温
泉
史
だ
け
に
伊
香
保
町
の
木
暮
敬
博
土
の
助
言
等
も
仰
ぎ
な
が
ら
四
万
温
泉
史
を
山
口
委

員
、
沢
渡
温
泉
史
を
唐
沢
〈
定
〉
委
員
に
頼
ん
で
、
一
年
た
ら
ず
の
短
期
間
に
仕
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
探
索
に
地
元
各
地
を
奔
走
し
た

が
、
相
変
ら
ず
の
史
料
不
備
の
ま
ま
で
原
稿
作
成
に
取
組
ま
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
今
後
の
史
料
整
備
と
研
究
に
ま
つ
点
の
大

き
い
こ
と
を
附
記
し
て
お
き
た
い
。
さ
ら
に
本
町
誌
の
特
徴
を
だ
す
目
的
で
企
図
し
た
村
と
家
と
女
の
歴
史
も
三
巻
に
収
め
た
が
、
こ
の

企
画
は
も
と
も
と
中
々
難
し
か
っ
た
の
で
、
一
度
は
中
止
す
る
こ
と
も
考
え
た
が
、
と
に
か
く
曲
り
な
り
に
も
仕
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

特
に
最
初
の
計
画
と
違
っ
て
紙
数
を
大
幅
に
縮
少
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
、
全
く
意
に
満
た
な
い
も
の
に
な
っ
た
。
家
の
歴
史
は
近

世
期
だ
け
で
打
ち
き
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
ま
た
女
の
歴
史
は
書
か
れ
た
記
録
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の
多
く
が
聞
き
と
り
調
査
に
よ

ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
、
調
査
の
時
代
や
時
期
及
び
対
象
の
女
性
に
も
大
き
く
制
約
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
町
村
の
底
辺
階
層
の
女
の

生
活
は
相
変
ら
ず
把
握
で
き
な
い
点
が
多
か
っ
た
。
こ
の
聞
き
取
り
で
は
伊
能
委
員
に
よ
る
熱
心
な
資
料
収
集
に
ま
つ
点
が
大
で
あ
っ
た

こ
と
を
附
記
し
て
お
く
。

こ
こ
で
第
三
巻
の
各
項
目
ご
と
の
執
筆
者
を
あ
げ
て
お
く
。

あとがき

執

一
、
四
万
温
泉
の
歴
史

一
、
沢
渡
温
泉
の
歴
史

ニ
、
大
塚
温
泉
の
歴
史

能

武

夫

筆

者

山

口

義定

第
一
部
歴
史
編
特
輯
ハ
続
)

温

泉

史

唐

沢

市

1345 

伊

百
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園
、
交
通
史

五
、
温
泉
と
文
化

村
・
家
・
女
の
歴
史

一
、
村
の
歴
史

二
、
地
場
産
業
木
材
の
歴
史

三
、
家
の
歴
史
(
近
世
編
)

四
、
女
の
歴
史

V 附
論

郷
土
史
編
纂
の
歴
史

第
二
部
現
代
編

社
会
誌

総
論

第
一
章
人
口
と
世
帯

第
二
章
行
政
と
財
政

第
三
章
産
業
と
経
済

二
の

1
、
三
の

1
、
四
の

1

第
四
章
・
交
通
運
輸
通
信

三
、
町
民
ア

γ
ケ
l
ト
調
査
か
ら

山中小小奈唐金山関吉関小伊

ロ島池良沢 井池ロ池回池池能

武忠幸
佐
久

姫

雄

秀

重

義
同
士
ロ

善武善正毅
一
郎

善正善義

雄夫吉夫吉考吉考士
ロ

第

五

章

文

化

三
、
町
民
の
生
活
意
識

第

六

章

教

育

一
の

2

教
育
研
究
所

三
、
社
会
教
育

四
、
教
育
に
関
す
る
町
民
の
意
識

医
療
保
健

社
会
福
祉

第
七
章

第
八
章

一
一
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら

第
九
章
生
活
環
境

三
、
町
民
の
意
向

む
す
び
現
状
の
問
題
点
将
来
予
測
と
対
策

写
真
に
み
る
中
之
条
町
の
変
貌

自
然
誌

総
論

第
一
章

地
質

第
二
章

第
三
章

動気
物象

福丸福小福福伊関関戸調本

島

憲
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第
四
章

植
物

民
俗
誌

民
俗

一
O
ノ
一
、
方
言" 

一
O
ノ
二
、
地
名
(
中
之
条
地
区
〉

" 
(
沢
田
地
区
)

第
三
巻
は
第
二
部
の
現
代
編
を
中
心
に
し
て
編
集
し
た
。
現
代
の
町
民
生
活
の
あ
り
方
を
自
然
誌
、
社
会
誌
、
民
俗
誌
の
三
部
門
に
分

阪桑小阪木木金

本原林

英

一忍勉

地
名
(
伊
参
地
区
)

林

文

本

英

(
名
久
田
地
区
)

伊

能

義

暮暮

久

弥

" 

一O
ノ
三

奈

秀

良

重

久

弥

主

桑

原

稔

井

幸
佐
久

社
会
誌
執
筆
委
員

け
て
明
か
に
し
た
い
と
考
え
た
。
自
然
誌
で
は
町
民
生
活
の
歴
史
と
現
状
を
規
定
す
る
郷
土
の
自
然
環
境
(
地
質
・
気
象
・
動
植
物
〉
の

も
つ
諸
要
因
を
、
民
俗
誌
で
は
現
代
の
人
々
の
な
か
に
な
お
生
き
続
け
て
い
る
当
地
方
特
有
の
伝
統
的
な
生
活
様
式
の
諸
相
を
、
そ
し
て

社
会
誌
で
は
、
戦
後
の
変
貌
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
新
し
い
現
代
的
な
社
会
諸
条
件
を
解
明
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
。
特
に
民
俗
誌

に
み
る
旧
き
地
域
的
伝
統
的
な
も
の
と
、
社
会
誌
に
み
る
当
地
域
の
新
し
い
現
代
の
創
造
的
な
も
の
と
を
比
較
検
討
し
て
貰
い
、
両
者
の

中
か
ら
取
捨
選
択
し
て
将
来
の
町
民
の
あ
り
方
の
指
針
を
見
出
し
て
ほ
し
い
と
念
願
し
た
。
そ
し
て
そ
の
た
め
の
一
指
標
と
し
て
、
町
当

局
が
実
施
し
た
「
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
と
、
編
集
委
員
会
自
ら
が
企
画
し
た
「
町
民
意
識
調
査
」
の
デ
l
タ

l
を
活
用
し
て
現
時
点

に
お
け
る
町
民
の
社
会
意
識
の
実
態
を
社
会
誌
の
な
か
に
掲
載
し
て
お
い
た
。

本
編
の
編
集
を
終
っ
て
昭
和
四
十
六
年
以
降
七
カ
年
の
長
い
年
月
を
か
け
て
、
本
年
漸
く
三
巻
に
わ
た
る
記
述
編
を
完
結
し
た
が
、

顧
る
と
ま
こ
と
に
感
慨
無
量
で
あ
る
。
編
集
委
員
の
強
い
郷
土
愛
と
同
志
的
結
合
に
支
え
ら
れ
て
、
こ
の
仕
事
を
今
日
ま
で
進
め
て
き
た

が
、
こ
れ
も
町
長
は
じ
め
町
の
職
員
の
方
々
の
不
断
の
協
力
が
極
め
て
大
き
か
っ
た
と
思
う
。
そ
し
て
何
よ
り
も
広
く
町
民
の
方
々
の
暖

か
い
支
援
に
よ
っ
て
、
予
期
以
上
の
多
数
の
文
献
資
料
が
提
供
さ
れ
、
直
接
の
聞
き
と
り
談
話
を
は
じ
め
、
投
稿
報
告
や
手
記
等
を
大
勢

あとがき

1347 
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の
方
々
か
ら
お
寄
せ
戴
い
て
、
幾
分
な
り
と
も
町
民
参
加
の
町
誌
編
集
が
で
き
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。
わ
が
編
集
委
員
会
で

は
、
こ
の
た
び
の
町
誌
編
集
に
当
っ
て
特
色
あ
る
町
誌
作
成
の
た
め
に
、
ま
ず
基
本
方
針
を
確
立
し
、
そ
の
具
体
化
の
た
め
鋭
意
努
力
し

て
き
た
。
結
果
と
し
て
は
我
々
の
力
不
足
の
た
め
当
初
の
ね
ら
い
通
り
に
は
具
現
で
き
な
い
点
も
多
か
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
幾
分
か
は

1348 

本
編
中
に
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
る
。
中
之
条
町
誌
は
新
し
い
企
画
の
実
現
と
し
て
、

ω通
史
に
お
い
て
明
治
後
の
近
現
代
史

を
重
視
し
て
各
時
期
別
、
各
分
野
別
に
町
民
の
歴
史
を
詳
述
し
た
こ
と
、

ω町
史
の
重
要
な
テ
1
マ
に
関
し
て
は
特
輯
と
特
論
を
設
け
て

詳
し
く
取
扱
っ
た
こ
と
、

ω新
町
成
立
以
降
を
現
代
編
と
し
て
自
然
誌
、
民
俗
誌
、
社
会
誌
に
三
分
し
て
取
扱
っ
た
こ
と
、
社
会
誌
で
は

新
町
二
十
年
の
歴
史
の
ほ
か
、
現
状
と
問
題
点
を
も
記
述
し
た
。
特
に
そ
の
た
め
に
、
町
当
局
が
実
施
し
た
「
町
民
ア
シ
ケ
l
ト
」
調
査

結
果
と
、
編
集
委
員
会
自
ら
が
「
町
民
意
識
」
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
と
を
、
併
せ
て
活
用
し
た
こ
と
を
あ
げ
て
お
く
。
最
後
に
一
巻

か
ら
三
巻
に
い
た
る
毎
年
の
編
集
過
程
で
、
特
に
各
巻
の
写
真
及
び
校
正
で
終
始
奔
走
し
て
下
さ
っ
た
関
征
児
氏
、
並
に
本
誌
の
印
刷
を

担
当
し
た
朝
日
印
刷
の
永
田
秀
次
郎
氏
と
石
川
悠
三
氏
に
は
色
々
と
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
を
深
謝
し
て
摘
筆
す
る
。

(
編
集
委
員
長

池

善
士
口
)
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